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音楽取調掛建物 旧文部省雇教師マレー館跡を修改築した建物である。 5年後明治18年 9月に上野公園

東四軒寺跡の新築館に移転した
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目賀田種太郎男爵 米国留学生監

督として在米中（明治 8~10年） ，

伊澤と協力し，音楽取調掛設立に

尽力した

伊澤修二（在職明治12年～24年） 音楽取調掛長

および東京音楽学校初代校長

ルーサー ・ホワイティング ・メー

ソン教師（在職明治13年～15年）
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音楽取調掛建物の内部および当時の楽器

メーソンがアメリカより持参し，愛用したピアノ

（クナーベ社製，東京芸術大学資料館所蔵）

本邦で初めて製作されたオルガン（明治14年

才田光則作，東京芸術大学資料館所蔵）
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音楽取調掛出版図書 『昔柴問答』明治16年 7月出版，問答形式による音楽入

門書。『架典』明治16年 7月出版。『昔架指南』明治17年 4月出版，唱歌教授の

手引書

『唱歌掛圏』初編

痰，， 幕編

凜岳

『小學唱歌集』 初編（明治14年），

写真左は初編の版木の一部

第二編（明治16年） ，第三編（明治17年） の全 3冊か ら成る。
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音楽取調掛の教師たち 前列左から，芝葛鎮，メーソン，中村専，辻則承。

後列左から，東儀影質，上慎行，奥好義

明治18年7月，音楽取調掛全科第 1回卒業生 3名と伝習生前列左から，卒業生の

市川ミチ，遠山甲子，幸田延。つづく 3名は在校生の森トミ ，小木トモ，木村サク。

後列中央の帽子をかぶっているのが瓜生繁
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東京音楽学校明治時代の歴代校長 （ ）内は

在職年月。初代伊澤修二は口絵 2頁を参照。

第四代河内信明（明治30年 8月～ 9月）は写

真なし

第三代嘉納治五郎

（明治26年 9月～31年 6月）

第二代村岡範為馳

（明治24年 8月～26年 9月）

第五代矢田部良吉

（明治31年 6月～32年 8月）
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第八代高嶺秀夫

（明治37年 2月～40年 6月）

第六代渡邊龍聖

（明治32年 8月～35年10月）

第七代大島義脩

（明冶35年10月～37年 2月）

第九代湯原元一

（明治40年 6月～大正 6年 6月）
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正門

明治23年 5月，上野公園内元西四軒寺跡（現在の音楽学部所在地）に

新築された当時の東京音楽学校校今

co 



代い

東京音楽学校分教場本館（明治31年建設，この建物は大正12年の震

災で焼失した。のち昭和 3年10月神田駿河台に新築。現在の音楽学

部附属高等学校）

旧分教場
cn 
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明治30年代の東京音楽学校管弦楽 ・合唱部員と 3外人教師 指揮アウグスト ・ユンケル教師，その手前ラファエル ・

フォン ・ケーベル博士，左はノエル ・ペリー神父，前列左側のヴァイオリンをかかえている 2人は幸田姉妹
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りレック作，歌劇「オルフォイス」の場面 明治36年7月23日，東京音楽学校奏楽堂にて。左から，吉川やま，

柴田環（のちの三浦環），宮脇遷
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明治20年 2月，音楽取調掛第 2回全科卒業生と教師 前列左から 4人目，伊澤修二，ソープレット

明治21年 7月，音楽取調掛最後の卒業生と教師 前列左から 3人目ソーブレット ，伊澤修二，

2列目左か ら3人目上慎行



明治22年7月卒業生と教師 前列左から 4人目，伊澤修二，ディッ トリヒ

明治22年12月卒業生と在校生
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明治24年 7月卒業生と教師

明治25年7月卒業生と教師 前列左から 3人目橘絲重
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明治27年 7月卒業生と教師

ディットリヒ ，上慎行
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明治29年7月卒業生および在校生と教師

明治30年 7月卒業生および在校生と教師 前列左から 3人目，橘絲重，幸田幸，上箕行，

渡邊龍聖，上原六四郎，嘉納治五郎， 1人おいて鳥居枕，小山作之助，島崎赤太郎，比留

間賢八， 1人おいて赤川虎次郎
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明冶31年7月卒業生と教師 前列左から，高木タケ，野瀬サク ，橘絲重，遠山甲子，幸田延，旗野十一郎，

矢田部良吉校長，黒川慎頼，上原六四郎，渡邊龍聖，鳥居枕， 後列左から 3人目，瀧廉太郎
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明治33年 7月卒業生および在校生と教師

明治34年 7月卒業生と教師 後列 l人目，ノエル ・ 2人おいてユンケル
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明治35年 3月卒業生 上部右の枠の中，左ペ リー，右ユンケル
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明治36年 3月卒業生および在校生
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明治36年 7月卒業生

明治37年3月卒業生 前列左から 2人目，ュンケル， 1人おいてノエル ・ペリ ー， 安藤幸，

幸田延，橘絲重。 2列目左から 4人目，上原六四郎
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明治37年 7月卒業生 前列左から，闊須恵，橘ヤスノ ，村岡トメ ，幸田延，安藤幸，佐藤イト ，柴田環（のちの三浦環）。

後列右端，横田三郎
翠
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明治38年 3月卒業生と教師 前列左から 6人目，高嶺秀夫校長

明治38年 7月卒業生と教師 前列右端ユンケル
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明治39年 3月卒業生と教師

明治39年 7月卒業生と教師 前列左から，久野ひさ ，橘絲重，安藤幸子，幸田延
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明治40年 3月卒業生と教師 前列左から 2人目，頼母木こま，橘絲重， 2人おいて，上原六四郎，高嶺秀夫校長，

幸田延，安藤幸



明治41年3月卒業生 前列左から 9人目，湯原元一校長， 2列目右端，山田耕符
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明治42年3月卒業生と教師 前列中央，湯原元一校長，最後列左端，ヴェルクマイスタ ー，

2人目，ュンケル

明治43年 3月卒業生と教師 前列左から 7人目，ュンケル，ペッツォルト夫人，ヴェルク

マイスター，湯原元一校長，上原六四郎，橘絲重，安藤幸
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明治44年 3月卒業生と教師 前列左から 7人目，ロイテル，上部枠の中，左ユンケル，右湯原元一校長
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明治45年 3月卒業生と教師 前列左から 6人目，安藤幸，富尾木知佳，橘絲重，ペッツォル ト夫人， ヴェルクマイスター，

ュンケル，田村寛貞，上部枠の中，湯原元ー校長
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R. ディットリヒが日本の民謡や俗謡を素材にしてオルガンおよびピアノのために作曲した楽譜

の表紙 左 Tekona-Marsch, 中央 NipponGakufu,右 Yoi! Marsch,表紙の絵は中島華陽

女子寮にて 明治42年に本郷区西須賀町に女生徒の仮寄宿舎が設けられ，44年に本校敷地

内に寄宿舎が新築された



明治40年代のレッスン風景

32 



二
年
に
は
再
び
独
立
し
ま
し
た
。

東
京
芸
術
大
学
は
専
門
学
校
で
あ
っ
た
東
京
美
術
学
校
と
東
京
音
楽
学
校
が
昭
和
二
十
四
年
に
新
制
大
学
と
し
て
統
合
さ
れ
た
、
わ
が
国
唯
一

の
国
立
芸
術
大
学
で
あ
り
ま
す
。

東
京
美
術
学
校
の
草
創
は
明
治
十
七
年
に
文
部
省
に
置
か
れ
た
図
画
調
査
会
に
糊
り
、
翌
十
八
年
、

発
足
、
明
治
二
十
年
東
京
美
術
学
校
と
改
称
し
ま
し
た
。

そ
の
決
議
に
よ
り
文
部
省
図
画
取
調
掛
が

東
京
音
楽
学
校
は
明
治
十
二
年
に
文
部
省
に
音
楽
取
調
掛
が
置
か
れ
た
の
が
そ
の
始
め
で
、
明
治
十
六
年
に
四
年
制
の
音
楽
専
門
教
育
の
学
制

を
施
行
し
、
明
治
二
十
年
に
東
京
音
楽
学
校
と
改
称
、
明
治
二
十
六
年
か
ら
一
時
東
京
高
等
師
範
学
校
の
付
属
学
校
と
な
り
ま
し
た
が
、
同
三
十

こ
の
よ
う
に
、
両
校
は
、
発
祥
の
経
過
を
異
に
し
て
お
り
ま
す
が
、
明
治
二
十
年
に
は
と
も
に
文
部
省
直
轄
学
校
と
し
て
学
校
体
系
の
中
に
位

置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
数
え
て
、
本
年
は
百
年
目
に
当
り
ま
す
が
、
そ
の
長
い
歴
史
を
振
り
返
る
時
、
道
は
必
ず
し
も
平
坦
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、

時
に
当
た
っ
た
先
輩
の
努
力
に
よ
っ
て
、
多
く
の
人
材
を
養
成
し
、
わ
が
国
の
芸
術
の
分
野
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
来
ま
し
た
。

そ
の
こ
と
を
記
念
し
て
、
本
年
は
創
立
百
周
年
の
記
念
事
業
と
し
て
美
術
展
覧
会
、
演
奏
会
、
楽
器
展
、
貴
重
図
書
展
覧
会
を
開
催
致
し
ま
す

と
と
も
に
、
わ
が
芸
術
大
学
の
百
年
史
を
刊
行
致
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

百
年
の
歴
史
を
調
べ
、
編
纂
す
る
仕
事
は
容
易
な
こ
と
と
は
思
わ
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
に
長
期
の
時
と
努
力
を
費
や
さ
れ
た
方
々
な
ら
び
に

ご

あ

い

さ

つ

ごあいさつ



昭
和
六
十
二
年
八
月

東
京
芸
術
大
学
学
長

藤

本

能

道

幾
多
の
協
力
者
の
方
々
に
心
か
ら
感
謝
を
致
す
と
共
に
、
本
書
の
刊
行
が
有
意
義
な
も
の
と
な
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
。

ごあいさつ
•I 

・1



東
京
芸
術
大
学
の
前
身
で
あ
る
東
京
美
術
学
校
お
よ
び
東
京
音
楽
学
校
の
創
立
以
来
、
現
在
に
至
る
ま
で
の
大
学
百
年
の
歴
史
を
、

料
の
収
集
と
研
究
は
進
め
ら
れ
て
い
た
。
桑
原
実
監
修
、
磯
崎
康
彦
、
吉
田
千
鶴
子
著
『
東
京
美
術
学
校
の
歴
史
』
（
昭
和
五
十
二
年
、

究
セ
ン
タ
ー
の
教
官
お
よ
び
研
究
員
二
十
名
に
よ
っ
て
組
織
）
編
『
音
楽
教
育
成
立
へ
の
軌
跡
』
（
昭
和
五
十
一
年
、
音
楽
之
友
社
）

そ
の
創
立

前
史
を
含
め
て
『
東
京
芸
術
大
学
百
年
史
』
全
六
巻
（
東
京
美
術
学
校
篇
三
巻
、
東
京
音
楽
学
校
篇
二
巻
、
東
京
芸
術
大
学
篇
一
巻
）
と
し
て
刊

学
内
に
百
年
史
編
集
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、
こ
の
計
画
が
具
体
化
し
た
の
は
昭
和
五
十
六
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
す
で
に
そ
れ
以
前
よ
り
美

術
学
部
美
術
教
育
学
研
究
室
、
教
育
資
料
編
纂
室
お
よ
び
音
楽
学
部
音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
同
大
学
に
お
け
る
芸
術
教
育
史
資

日
本
文

教
出
版
株
式
会
社
）
や
、
浜
野
政
雄
、
服
部
幸
三
監
修
、
音
楽
取
調
掛
研
究
班
（
楽
理
科
研
究
室
、
音
楽
教
育
研
究
室
、
邦
楽
研
究
室
、
音
楽
研

は
そ
の
成

果
の
一
端
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
蓄
積
さ
れ
た
資
料
を
基
礎
に
、
改
め
て
そ
の
充
実
と
具
体
的
な
編
集
活
動
に
入
っ
た
が
、
当
初
か
ら
資
料
収
集
に

た
ず
さ
わ
っ
て
き
た
森
節
•
吉
田
千
鶴
子
の
両
氏
を
中
心
に
、
橋
本
久
美
子
・
村
田
哲
郎
の
両
氏
が
加
わ
っ
て
実
務
を
担
当
し
、
執
筆
も
主
と
し

て
こ
れ
ら
四
氏
を
わ
ず
ら
わ
せ
た
。
な
お
、
当
初
学
内
に
設
け
ら
れ
た
百
年
史
編
集
委
員
会
は
、
芸
術
振
興
財
団
の
う
ち
に
東
京
芸
術
大
学
百
年

史
刊
行
委
員
会
が
設
け
ら
れ
る
に
及
ん
で
、
刊
行
の
業
を
こ
の
委
員
会
に
ゆ
だ
ね
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
間
、
昭
和
五
十
七
•
五
十
八
両
年
の
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
る
綜
合
研
究
「
日
本
近
代
芸
術
教
育
史
の
資
料
的
研
究
」
（
研
究

代
表
者
山
川
武
）
の
研
究
成
果
を
と
り
入
れ
、
ま
た
諸
機
関
な
ら
び
に
卒
業
生
、

行
す
る
。

東
京
芸
術
大
学
百
年
史
刊
行
に
あ
た
っ
て

そ
の
関
係
者
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
方
々
か
ら
好
意
的
な
資

•1 •1 •1 
東京芸術大学百年史刊行にあたって



昭
和
六
十
二
年
八
月

す
る
と
と
も
に
、

執

筆

な
お
先
の
長
い
こ
の
仕
事
に
今
後
の
大
方
の
御
協
力
を
切
に
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。

美
術
学
校
篇

音
楽
学
校
篇

” ” 

”
 

助
手

”
”
 

音
楽
学
部
教
授

,' ,' 

” 

村

田

哲

郎

吉

田

千

鶴

子

森

節

橋

本

久

美

子

” 

” 

美
術
学
部
教
授

”
”
 

森山船服山水平中

本山部川野山野
敬

文幸
三

郁政

節 茂 隆 三 武 郎 夫 樹

東
京
芸
術
大
学
百
年
史
編
集
委
員

料
の
提
供
と
協
力
を
仰
ぐ
こ
と
が
出
来
、
こ
こ
に
美
術
学
校
篇
、
音
楽
学
校
篇
第
一
巻
を
刊
行
す
る
に
至
っ
た
。
各
位
の
御
協
力
に
あ
っ

V
感
謝

東
京
芸
術
大
学
百
年
史
編
集
委
員
長

水

野

敬

三

郎

東京芸術大学百年史刊行にあたって IV 



l

、
尋
常
小
学
唱
歌
集
の
作
成

と
に
し
た
。

つ
に
画
期
し
、
各
期
ご
と
に
項
目
別
編
年
体
と
し
て
構
成
し
た
。

近
代
日
本
に
お
け
る
西
洋
音
楽
の
受
容
と
展
開
の
歴
史
、

お
よ
び
専
門
教
育
機
関
に
お
け
る
伝
統
邦
楽
育
成
の
歴
史
は
、
東
京
音
楽
学
校
を
抜

明
治
十
二
年
(
-
八
七
九
）
の
音
楽
取
調
掛
の
設
置
に
始
ま
り
、
明
治
二
十
年
(
-
八
八
七
）
の
東
京
音
楽
学
校
の
創
立
を
経
て
昭
和
二
十
四

年
(
-
九
四
九
）
の
東
京
芸
術
大
学
音
楽
学
部
の
発
足
か
ら
今
日
に
至
る
百
有
余
年
の
軌
跡
は
、
ま
さ
に
日
本
近
代
音
楽
史
の
根
幹
を
な
し
て
い

こ
の
百
年
史
は
、
昭
和
四
十
三
年
か
ら
約
四
カ
年
を
か
け
て
、
東
京
芸
術
大
学
音
楽
学
部
音
楽
取
調
掛
研
究
班
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
研
究
成
果

を
含
め
つ
つ
、
当
大
学
に
所
蔵
さ
れ
る
未
公
表
の
手
稿
文
書
を
中
心
に
原
典
資
料
集
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
伊
澤
修
二
を
は

じ
め
と
す
る
幾
多
の
先
人
の
努
力
が
、
社
会
と
の
関
わ
り
の
中
で
克
明
に
描
き
出
さ
れ
て
ゆ
く
。

内
容
の
構
成
は
本
紀
体
の
ス
タ
イ
ル
を
と
っ
て
大
き
く
明
治
時
代
、
大
正
時
代
か
ら
東
京
音
楽
学
校
の
終
り
ま
で
、
東
京
芸
術
大
学
時
代
の
三

今
回
の
第
一
巻
は
、
音
楽
取
調
掛
（
明
治
十
二
年
ー
明
治
二
十
年
）
を
含
む
明
治
時
代
の
東
京
音
楽
学
校
を
扱
っ
た
。
し
か
し
、
明
治
期
に
端

を
発
し
た
事
柄
で
あ
っ
て
も
、
時
代
を
区
切
ら
ず
扱
う
方
が
よ
り
適
切
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
次
の
事
項
に
つ
い
て
は
第
二
巻
で
取
り
あ
げ
る
こ

る
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

き
に
し
て
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

ま

え

が

き
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一
、
邦
楽
調
査
掛

一、

奏
楽
堂
を
含
む
建
物
の
変
遷

一
、
演
奏
会
。
フ
ロ
グ
ラ
ム

ェ
ッ
ケ
ル
ト
履
歴
を
提
供
）

一
、
音
楽
取
調
掛
お
よ
び
東
京
音
楽
学
校
作
詞
の
唱
歌
歌
詞

ま
た
、
明
治
後
期
に
任
用
さ
れ
た
外
国
人
教
師
の
中
で
、
活
躍
期
が
大
正
年
間
に
大
き
く
ま
た
が
る
ヴ
ェ
ル
ク
マ
イ
ス
タ
ー
、

ト
、
シ
ョ
ル
ツ
ら
に
つ
い
て
は
第
二
巻
で
述
べ
る
。
日
本
人
教
師
に
つ
い
て
も
東
京
音
楽
学
校
史
の
流
れ
の
中
で
と
ら
え
る
こ
と
が
好
ま
し
い
と

思
わ
れ
る
の
で
第
二
巻
で
ま
と
め
る
方
針
を
と
っ
た
。

今
回
の
百
年
史
明
治
篇
作
成
に
当
っ
て
ご
協
力
い
た
だ
い
た
次
の
方
々
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
。

ド
ナ
ル
ド
・
バ
ー
ガ
ー
氏
（
ア
メ
リ
カ
ン
・
ス
ク
ー
ル
教
師
、

ブ
ル
ー
ス

•
D
・

ウ
ィ
ル
ソ
ン
博
士
（
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
ホ
ー
ン
ベ
ー
ク
図
書
館
A
B
A

研
究
セ
ン
タ
ー
長

、

伊
澤
修
二
の
ア
メ
リ
カ
留
学

当
時
の
写
真
提
供
）

佐
藤
治
由
氏
（
栃
木
県
日
光
小
学
校
校
長
、
明
治
十
三
年
に
メ
ー
ソ
ン
が
日
光
を
訪
れ
た
際
の
日
誌
を
提
供
）

中
村
理
平
氏
（
日
本
大
学
史
学
科
博
士
課
程
在
学
、

上
原
之
節
氏
（
元
本
学
美
術
学
部
教
授
、
上
原
六
四
郎
の
「
音
響
學
」
講
義
録
を
提
供
）

松
本
善
三
氏
（
東
京
音
楽
大
学
教
授
、
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
の
資
料
提
供
）

中
西
隆
紀
氏
（
神
田
、
月
刊
『
本
の
街
』
編
集
長
、

ケ
ー
ベ
ル
博
士
に
関
す
る
資
料
提
供
）

久
保
い
と
氏
（
ケ
ー
ベ
ル
博
士
の
高
弟
故
久
保
勉
氏
夫
人
、

上
笙
一
郎
氏
（
児
童
文
学
研
究
家
、

メ
ー
ソ
ン
の
書
簡
を
提
供
）

ケ
ー
ベ
ル
博
士
の
写
真
提
供
）

ケ
ー
ベ
ル
博
士
出
演
の
。
フ
ロ
グ
ラ
ム
提
供
）

土
田
英
三
郎
氏
（
本
学
音
楽
学
部
助
教
授
、
中
村
専
『
和
盤
學
ノ
ー
ト
』
提
供
）

ペ
ッ
ツ
ォ
ル

まえがき
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昭
和
六
十
二
年
八
月

林
靖
章
氏
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
る
。

に
対
し
て
も
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
。

田
邊
史
郎
氏
（
本
学
音
楽
学
部
助
手
、
難
解
な
手
書
き
変
体
が
な
の
読
み
下
し
）

土
田
典
子
氏
（
本
学
音
楽
学
部
助
手
、
手
書
き
英
文
の
読
み
下
し
）

全
般
に
わ
た
っ
て
ご
協
力
い
た
だ
い
た
長
野
県
伊
那
市
上
伊
那
郷
土
館
、

そ
の
お
骨
折
に
感
謝
す
る
。

橋森船山服

本

久

美

子節隆茂三

山 本 部

文 幸

日
本
近
代
音
楽
財
団
、
社
団
法
人
東
京
芸
術
大
学
音
楽
学
部
同
声
会

ま
た
本
百
年
史
の
出
版
を
お
引
き
受
け
下
さ
っ
た
音
楽
之
友
社
社
長
淡
香
淳
氏
、
制
作
部
長
中
山
正
吾
氏
、
製
作
を
担
当
し
て
下
さ
っ
た
課
長

最
後
に
本
巻
編
集
の
実
務
に
た
ず
さ
わ
っ
た
音
楽
学
部
卒
業
生
の
小
倉
真
理
、
川
西
真
理
、
中
村
仁
美
、
中
村
美
耶
の
各
氏
の
名
前
を
あ
げ
て

.. 
Vll まえがき



構
成一

原
則
と
し
て
解
説
文
は
原
資
料
よ
り
も
小
さ
い
字
を
用
い
て
区
別
し
た
。

二

手

書
き
原
資
料
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
段
落
の
第
一
行
目
は
一
字
下
が
っ
て
い

な
い
が
、
本
書
で
は
読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
て
一
字
下
げ
た
。
た
だ
し
段
落
全
体

が
一
字
下
が
り
の
場
合
は
そ
の
限
り
で
は
な
い
。

三

原

資
料
中
、
番
号
が
付
さ
れ
た
箇
条
書
は
原
資
料
自
体
の
表
記
の
い
か
ん
に
か

か
わ
ら
ず
、
番
号
と
そ
れ
に
続
く
文
字
と
の
間
を
一
字
あ
け
た
。

四
図
表
・

楽
譜
な
ど
は
原
資
料
ど
お
り
の
位
置
に
入
れ
た
が
、
そ
れ
が
不
可
能
な

場
合
に
は
そ
の
近
く
に
入
れ
て
、
本
文
中
に
〔

〕
付
き
で
そ
の
図
表
（
楽
譜
）

と
の
関
係
を
示
し
た
。

文
字＿

原

資
料
の
漢
字
は
原
資
料
ど
お
り
旧
字
体
を
使
用
し
た
。
た
だ
し
原
資
料
が
手

書
き
の
場
合
は
原
則
と
し
て
、
旧
字
体
で
書
か
れ
て
い
る
漢
字
の
み
旧
字
体
を
使

用
し
、
そ
の
資
料
の
末
尾
に
〔
手
書
き
〕
と
注
記
し
た
。

二

原

資
料
中
の
俗
字
は
正
字
に
直
し
た
。

三

原

資
料
中
の
変
体
仮
名
は
普
通
の
仮
名
に
改
め
た
。

四
歴
史
的
人
名
は
す
べ
て
旧
字
体
を
使
用
し
た
。

五

外

国

人
教
師
名
の
綴
り
と
仮
名
表
記
は
履
歴
書
に
し
た
が
っ
た
。

六

原

資
料
が
総
ル
ビ
の
場
合、

読
み
に
く
い
も
の
以
外
は
ル
ビ
を
省
略
し
た
。

七

手
書
き
原
資
料
中
、
解
読
不
能
な
文
字
は
口
で
示
し、

解
読
の
不
確
か
な
文
字

は
そ
の
文
字
を
口
で
囲
ん
だ
。

八

原

資
料
中
、
文
字
の
使
わ
れ
方
に
疑
義
が
あ
る
も
の
は
そ
の
右
側
に
〔
マ
マ
〕

と
記
入
し
、
明
ら
か
に
誤
植
と
思
わ
れ
る
文
字
は
訂
正
し
た
。

凡

例

見
出
し
・
出
典

一
番
号
付
き
の
ゴ
シ
ッ
ク
体
の
見
出
し
で
、
「

資
料
ど
お
り
の
見
出
し
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

二
明
朝
体
の
見
出
し
で
、
〔
〕
が
付
い
て
い
る
も
の
は
、
編
集
者
が
設
け
た
見

出
し
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

三

資
料
の
出
典
は
各
資
料
の
終
り
に

（
）
付
き
で
示
し
た
。
た
だ
し
雑
誌
か
ら

の
資
料
は
、
そ
の
出
典
を
号
・
年
・
月
に
と
ど
め
た
。

括
弧

一
〈
〉
は
曲
名
を
表
す
。
た
だ
し
オ
ペ
ラ
、
オ
ラ
ト
リ
オ
な
ど
劇
音
楽
は
「

を
付
し
た
。

二

『

』

は

書
名
を
表
す
。

三

原

資
料
中
の

〔
〕
は
編
集
者
の
注
を
示
す
。

四
解
説
文
中
の
「
」
は
引
用
文
を
、
（
）
は
説
明
文
を
表
す
。

L~ 

」
が
付
い
て
い
る
も
の
は
、
原

凡 例
... 

Vlll 



第
二
節

(

-

）

 

（二）
（
三
）

（四）
（五）

「
學
校
唱
歌
二
用
フ
ベ
キ
音
楽
取
調
ノ
事
業

二
着
手
ス
ベ
キ
、
在
米
國
目
賀
田
種
太
郎
、
伊
澤
修
ニ
ノ
見
込
書
」

目
賀
田
種
太
郎
「
我
公
學
二
唱
歌
ノ
課
ヲ
興
ス
ベ
キ
仕
方
二
付
私
ノ
見
込
」

「
唱
歌
法
取
調
書
」
伊
澤
修
二
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
………
…
…
…

•
-

コ
音
楽
博
習所
創
設
議
案
」
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

•
…
•
•
▲

「
L
.
W
・
メ
ー
ソ
ン
と
目
賀
田
種
太
郎
と
の
條
約
書
」
英
文
・
和
文
…
―

メ
ー
ソ
ン
壮
行
会
に
お
け
る
フ
ィ
ル
プ
リ
ッ
キ
の
演
説
（
訳
文
）
（
一
室
）

音
楽
取
調
掛
の
事
業

音
楽
取
調
掛
の
創
置

ヲ 冗 一
四一写

-^
 ―10

 ――――
 

第

一
節

第
一
章

年
譜
ー
ー
音
楽
取
調
掛
か
ら
明
治
時
代
の
東
京
音
楽
学
校
（
明
治
十
二
年

l
四
十
五
年
）
ー
ー
ー

音
楽
取
調
掛

伊
澤
修
二
の
「
一
音
架
傭
習
所
」（
仮
称
）創
設
の
構
想
：
·
…
…
•
…
…
…
…
…
•
…
…
…
…
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
―
―

『
學
制
』
頒
布
と
伊
澤
修
二
の
ア
メ
リ

カ
留
学
：
・

伊
澤
修
二
の
文
部
省
へ
の
働
き
か
け
…
•
•
…
…
·
:
·
:
·
:
·

:
··
·
:
．．．．．
 

凡

例

ま

え

が

き

東
京
芸
術
大
学
百
年
史
刊
行
に
あ
た
っ
て

ご
あ
い
さ
つ

目

次

明
治
十
二
年
ー
ニ
十

年

(
-
八
七
九
！
一
八
八
七
）

プ

... 
Vlll V 面

ix 目 次



＇ ノ‘ 四
(

-

）
 

（二）
（三）

（四）
（五）

「
諸
種
ノ
楽
曲
取
調
ノ
事
」

「
内
外
音
律
ノ
異
同
研
究
ノ
事
」

「
本
邦
音
階
ノ
事
」

「沸
鷹
音
律
ノ
事
」

「音
楽
沿
革
大
綱
」

―――――― 三写――-^ ――――― ――――写

音
楽
取
調
掛
に
お
け
る
調
査
お
よ
び
研
究

(-
）
「
楽
器
試
製
改
造
及
ビ
模
造
ノ
事
」

（
二）

「
學
校
用
楽
器
ノ
適
否
研
究
ノ
事
」

五

伊
澤
修
二
の
示
諭

―――― ――工――六

楽
器
の
改
良
お
よ
び
試
作

(

-

）

 

（二）

音
楽
取
調
掛
室
内
配
置
図

(==）

(-）

音
楽
取
調
掛
、
最
初
の
蔵
書

―――
―
――

（二
）

音

楽

取

調

掛

に

お

け

る

最

初

期

の

楽

器

状

況

蓋

（

三

）

音

楽

取

調

掛

最

初

の

入

学

者

…

…

…

…

…

・

―

―

―

六

（四
）
音
楽
取
調
掛
授
業
課
目
表
明
治
十
四
年
十
月
作
成
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
―
―
―
九

（
五
）
音
楽
取
調
掛
規
則
お
よ
び
教
則
明
治
十
六
年
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
器

（
六）
各
府
県
派
出
音
楽
伝
習
生
の
募
集

…
…
…
…
…
·
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
発

（
七
）
音
楽
取
調
掛
に
お
け
る
音
楽
教
育
の
経
過
報
告
明
治
十
七
年
、
報
告
者
伊
澤
修
二
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
奎

参
考
資
料
I

中
村
専
『
和
盤
學
ノ
ー
ト
』
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
…
…
…
…
…
…
…
•
六
写

参
考
資
料
I
I

試
験
問
題
明
治

十
六
年
？
十
八
年
よ
り
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
八
ハ

『
音
架
指
南
』

（
三
）

『
唱
歌
掛
圏
』
お
よ
び
『
小學
唱
歌
集
』
の
出
版
、
『
幼
稚
園
唱
歌
』
出
版
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
…
…
…
…
…
九
一

音
楽
書
の
出
版
明
治
十
六
年
ー

十
七
年
…
…
…
…

•
•
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
…
―

1
0

『
音
楽
問
答
』
(
-
―
-
）
『
楽
典
』

(-―-）

教
材
の
出

音
楽
取
調
掛
の
整
備
と
伝
習
生
の
養
成

本
郷
文
部
省
用
地
内
第
十
六
番
館

九一 二三；
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九
(

-

）

 

（二）
（三）

（四）
（五）

（六）
（七）

（八）
（九）(+） 

（土）
全一）

全
―-）

（西）
（去）

（土
9

(

-

）

 

（二）
（三）

イ
ギ
リ
ス
、
ロ
ン
ド
ン
万
国
衛
生
博
覧
会
へ
の
参
加

ア
メ
リ
カ
、
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
綿
百
年
期
博
覧
会
へ
の
参
加

イ
ギ
リ
ス
、
ロ
ン
ド
ン
発
明
品
博
覧
会
へ
の
参
加

音
楽
取
調
掛
の
演
奏
会

…―――写

「
明
治
十
四
年
七
月
七
日
音
楽
取
調
掛
期
末
試
業
略
記
」

「
明
治
十
五
年
一
月
三
十
日
及
三
十
一
日
昌
平
館
二
於
テ
音
楽
取
調
報
告
ノ
節
唱
歌
井
音
楽
演
習
手
績
書
」

明
治
十
五
年
七
月
一
日
メ
ー
ソ
ン
送
別
演
奏
会
•
…
…
…
…
…
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
·
^

「
明
治
十
六
年
一
月
二
十
二
日
エ
ッ
ケ
ル
ト
氏
来
所
二
付
演
楽
手
績
書
」
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
:
―

「
明
治
十
六
年
七
月
十
一
日
期
末
演
習
會
」
·
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•

「
明
治
十
七
年
一
月
二
十
三
日
大
木
文
部
卿
巡
視
に
つ
き
本
掛
事
業
供
閲
」
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

明
治
十
七
年
五
月
十
日
月
次
演
奏
会
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•

「
明
治
十
七
年
五
月
十
二
日
京
都
府
吏
員
等
参
観
二
付
演
習
曲
目
」
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
…
…
…

明
治
十
七
年
六
月
十
四
日
月
次
演
奏
会
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

「
明
治
十
七
年
十
月
九
日
東
京
府
外
十
二
縣
聯
合
學
事
協
會
員
参
観
二
付
演
奏
手
績」

…
…
…
…
…
…
…

「
明
治
十
七
年
十
月
十
一
日
司
法
省
雇
佛
国
人
ア
ッ
ペ
ー
ル
氏
参
観
二
付
演
奏
曲
目
」
…
…
…
…
•
•
…
…
•
…
―
―
―
七

「
明
治
十
七
年
十
月
十
六
日
嶋
津
珍
彦
外
九
名
参
観
二
付
演
奏
手
績
」
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
―
―
―
七

「
明
治
十
八
年
一
月
十
七
日
月
次
音
楽
演
習
會
演
奏
曲
目
」
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
…
―
―
―
八

明
治
十
八
年
六
月
八
日
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
奏
者
モ
ー
レ
ル
を
招
待
し
て
音
楽
演
習
会
開
催
…
•
…
•
…
…
…
•
…
―
―
-
＾

「
明
治
十
八
年
七
月
二
十
日
午
後
二
時
ヨ
リ
上
野
公
園
地
内
文
部
省
新
築
館
二
於
テ
音
楽
取
調
所
卒
業
演
習
會
」
…
…
…
…
…
―
―
―
九

明
治
二
十
年
二
月
十
九
日
音
楽
取
調
掛
最
後
の
卒
業
演
奏
会
…
…
…
…
…
…
…
…
•
…
…
…
…
…
…
…
·
…
…
…
…
…
…
·
…
…
―
―
―
―

―
――

…一九七

…一九八

…―――――― 

…―――――― 

…―――――― 
…-＝四匹 九七 一兌一九一西――

八
英
米
に
お
け
る
博
覧
会
へ
の
参
加

（
六
）
「
明
治
頌
撰
定
ノ
事
」

（
七
）
「
俗
曲
改
良
ノ
事
」
・

（
八
）
「
音
楽
卜
教
育
ト
ノ
関
係
」
（
伊
澤
修
二
の
論
説
）

七

英

文

『
音
楽
取
調
掛
成
績
申
報
書
』
明
治
十
七
年
二
月

E
X
T
R
A
C
T
S
F
R
O
M
 T
H
E
 R
E
P
O
R
T
 

o
n
 t
h
e
 
R
E
S
U
L
T
 O
F
 T
H
E
 I
N
V
E
S
T
I
G
A
T
I
O
N
S
 C
O
N
C
E
R
N
I
N
G
 M
U
S
I
C
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第
二
節

四

第
二
章

創
草
期
の
東
京
音
楽
学
校

第
一
節

(

-

）

 

（二）
（三）

第
三
節 （宅）

明
治
二
十
年
七
月
九
日
音
楽
取
調
掛
演
奏
会

音
楽
取
調
掛
を
支
え
た
人
々

外

国

人

教

師

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

―

―

―

―

九

ル
ー
サ
ー

・
ホ
ワ
イ
テ
ィ
ン
グ

・
メ
ー
ソ
ン

L
u
t
h
e
r
W
h
i
t
i
n
g
 M
a
s
o
n
…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…
…
…
―
―――九

フ
ラ
ン
ツ
・
エ
ッ
ケ
ル
ト

F
r
a
n
z
E
c
k
e
r
t
 
• • • 
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…

-＿翌

ギ
ヨ
ー
ム
・
ソ
ー
ブ
レ
ッ
ト

G
u
i
l
l
a
u
m
e
S
a
u
v
l
e
t
 

音
楽
取
調
掛
員
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
…
…
…
…

…

•
―
―
写
0

伊

澤

修

二

山

勢

松

韻

内

田

蒲

一

岡
倉
登
三
（
天
心
）

紳
津
専
三
郎

…
•
•

瓜
生
繁
…
•
•

奥
山
朝
恭

…
•
•

宮
内
省
式
部
寮
雅
楽
課
伶
人

芝
葛
鎮
（
吾
一
）
上
員
行
(
―
-
七
-
―
-
）

音
楽
学
校
の
設
立

奥
好
義
(
-
＿
七
八
）

明
治
時
代
の
東
京
音
楽
学
校

音
楽
学
校
の
設
立
に
至
る
ま
で

新
築
校
舎
の
落
成

辻
則
承
(
―
―
七
九
）

多
久
随
(
-
K
O
)

多
忠
廉
(
-
K
O
)

多
忠
孝
(-K-）

帝
国
議
会
開
院
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
…
…
…
―
―
九
四

東
京
音
楽
学
校
存
廃
論
争
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（

二

）

（

三

）

（

四

）

（

五

）

（

六

）

（

七

）

（

八

）

第
九
節

第
八
節

第
七
節

第
六
節

第
五
節

規

第
四
節

四

音
楽
学
校
存
廃
論
争
の
経
緯
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
；
．．
 
1
-

九七

関
連
資
料
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
＝
―
―
―
―
七

『
明
治
廿
四
年
以
降
帝
國
議
會
閥
渉
綴
』

こ
の
時
期
の
演
説

第
三
節

規
則
お
よ
び
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
変
遷
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
空
一
九

•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

•
K
-＝
-
ヵ

-
貝

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

〈
参
考
資
料
〉
（
四
究
）

第
二
代
東
京
音
楽
学
校
校
長
村
岡
範
為
馳
の
音
楽
論
説
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
四
七
―
―

上
原
六
四
郎
「
音
響
學
」
講
義
録
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
四
八
四

『
祝
日
大
祭
日
唱
歌
』
歌
詞
・
楽
譜
の
選
定

中
等
唱
歌
教
科
書
の
出
版

外
国
人
教
師

レ
ー
ド
ル
フ
・
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ

R
u
d
o
l
f
Dittrich 

1
 

J
 

ラ
フ
ァ
エ
ル
・
フ
ォ
ン
・
ケ
ー
ベ
ル

R
a
p
h
a
e
l
v
a
n
 K
o
e
b
e
l
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
…
…
…
…
…
…
五
―
―
―
―

ア
ウ
グ
ス
ト
・
ユ
ン
ケ
ル

A
u
g
u
s
tJunker

……•• 

ノ
エ
ル
・
ペ
リ
ー

N
o
e
lPeri

…………………•• 

ア
ン
ナ
・
ラ
ー
ル

A
n
n
aLaehr

………………•• 

ヘ
ル
マ
ン
・
ハ
イ
ド
リ
ヒ

H
e
r
m
a
n
n
H
e
y
d
r
i
c
h
:
 

シ
ャ
ル
ロ
ッ
テ
・
フ
レ
ッ
ク

C
h
a
r
l
o
t
t
eFleck

…•• 

ル
ド
ル
フ
・
ロ
イ
テ
ル

R
u
d
o
l
p
h
E
r
n
e
s
t
 R
e
u
t
e
r
 

高
等
師
範
学
校
附
属
か
ら
再
独
立
へ

…
…
…
…
…
…
…
…
写
0
^

履
歴
と
そ
の
活
動
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
写
―
―

•
…
…

•
•
H
-

―
―
七

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
K
-

ーモ

•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
·
-
＝
芸

... 
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人

名

索

引

参

考

文

献

＿
音
楽
取
調
掛
編
纂
『
唱
歌
集
』
初
編

＿
音
楽
取
調
掛
編
纂
『
唱
歌
集
』
第
二
編

昔
柴
取
調
掛
編
纂
『
唱
歌
集
』
第
三
編

昔
榮
取
調
掛
編
纂
『
幼
稚
園
唱
歌
集
』
明
治
二
十
年

東
京
＿
音
楽
學
校
編
纂
『
毎
曲
集
』
明
治
二
十
一
年

東
京
―音
楽
學
校
編
纂
『
中
等
唱
歌
集
』
明
治
二
十
二
年

東
京
昔
榮
學
校
編
纂
『
中
學
唱
歌
』
明
治
三
十
四
年

東
京
音
楽
學
校
編
纂
『
中
等
唱
歌
』
明
治
四
十
二
年

東
京
音
楽
学
校
出
版
目
録

楽

譜

資

料

第
十
一
節

第
十
節

明
治
十
七
年

明
治
二
十
二
年

l
四
十
二
年

明
治
十
六
年

明
治
十
四
年

-
g
 

-
g
 

究 天 至 ョ 一九 -
H
 

-
H
 

グ
ル
ッ
ク
作
曲
「
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
」
の
上
演
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
語
一

東
京
音
楽
学
校
評
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
立
翌
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年

譜

—
音
楽
取
調
掛
か
ら
明
治
時
代
の
東
京
音
楽
学
校

（
明
治
十
二
年

l
四
十
五
年
）
ー
|

（
注
）
東
京
音
楽
学
校
に
な
っ
て
か
ら
の
教
官
の
任
用
は
＠
の
欄
で
記
す

こ
と
に
し
た
。
（
）
内
は
担
当
科
目
、
つ
づ
く
年
代
は
退
職
年
度

を
示
す
。
講
は
時
間
講
師
を
示
す
。

明
治
五
年
（
一
八
七
二
）

七
月

学
制
頒
布
小
学
校
に
「
唱
歌
」
が
、
中
学
校
に

「
奏
楽
」
が
置
か
れ
る
。
だ

が
「
営
分
コ
レ
ヲ
鋏
ク
」
と
い
う
但
し
書
が
つ
き
実
施
さ
れ
ず
。

同
七
年
(
-
八
七
四
）

三
月
伊
澤
修
二
愛
知
師
範
学
校
長
に
就
任
、
付
属
施
設
と
し
て
幼
稚
園
風
の
も
の

を
設
け
、
幼
児
に
遊
戯
唱
歌
を
試
み
る
。

同
八
年
(
-
八
七
五
）

七
月
十
八
日
伊
澤
修
二
、
師
範
学
科
取
調
べ
の
た
め
ア
メ
リ
カ
留
学
を
命
ぜ
ら
れ

横
浜
を
出
航
。

同
十
年
(
-
八
七
七
）

十
一
月
六
日
東
京
女
子
師
範
学
校
に
お
い
て
保
育
唱
歌
に
よ
る
教
育
が
は
じ
ま
る

（
雅
楽
部
伶
人
の
作
曲
）
。

同
十
一
年
(
-
八
七
八
）

四
月
八
日
付
在
米
留
学
生
監
督
官
目
賀
田
種
太
郎
お
よ
び
伊
澤
修
二
の
連
名
で
「
學

校
唱
歌
二
用
フ
ベ
キ
音
楽
取
調
ノ
事
業
二
着
手
ス
ベ
キ
見
込
書
」
を
文
部
大
輔
田

中
不
二
麿
に
提
出
。

四
月
二
十
日
付
目
賀
田
種
太
郎
「
我
公
學
二
唱
歌
ノ
課
ヲ
興
ス
ベ
キ
仕
方
二
付
私
ノ

見
込
」
を
文
部
大
輔
に
提
出
。

五
月
二
十
一
日
伊
澤
修
二
帰
国
、
東
京
師
範
学
校
雇
と
な
る
。

六
月
伊
澤
修
二
「
唱
歌
法
取
調
書
ー
メ
ー
ソ
ン
方
式
の
掛
園
つ
き
ー
」
を
文
部
大

輔
に
提
出
。

八
月
伊
澤
修
二
文
部
省
学
務
課
を
兼
務
。

十
月
十
六
日
伊
澤
修
二
東
京
師
範
学
校
長
補
。

十
月
二
十
五
日
伊
澤
修
二
文
部
省
内
に
体
操
伝
習
所
を
創
設
し
、
そ
の
主
幹
を
兼

務
す
る
。

同
十
二
年
(
-
八
七
九
）

三
月
八
日
伊
澤
修
二
「
音
楽
博
習
所
案
」
を
文
部
省
に
提
出
。

三
月
二
十
二
日
伊
澤
修
二
東
京
師
範
学
校
長
。

三
月
二
十
五
日
メ
ー
ソ
ン
の
日
本
招
聘
が
決
る
。

十

月

七

日

伊
澤
修
二
音
楽
取
調
御
用
掛
を
兼
務
、
体
操
伝
習
所
主
幹
を
解
か
れ
る
。

十
月
二
十
三
日
文
部
省
内
に
音
楽
取
調
掛
が
設
置
さ
れ
る
。

十
月
三
十
日
伊
澤
修
二
、
文
部
卿
寺
島
宗
則
に
宛
て
「
音
楽
取
調
二
付
見
込
書」

を
提
出
、
こ
の
中
で
三
大
事
業
①
「
東
西
二
洋
ノ
音
楽
ヲ
折
衷
シ
テ
新
曲
ヲ
作
ル

コ
ト
」
②
「
勝
来
國
楽
ヲ
興
ス
ベ
キ
人
物
ヲ
養
成
ス
ル
コ
ト
」
③
「
諸
學
校
二
音

楽
ヲ
実
施
ス
ル
コ
ト
」
を
か
か
げ
る
。

同
十
三
年
(
-
八
八

0
)

三
月
本
郷
文
部
省
用
地
内
第
十
六
番
館
（
現
東
京
大
学
法
文
経
一
号
館
の
場
所
）

を
改
築
し
、
音
楽
取
調
掛
官
署
と
す
る
。

三
月
二
日
ア
メ
リ
カ
人
ル
ー
サ
ー
・
ホ
ワ
イ
テ
ィ
ン
グ
・
メ
ー
ソ
ン

L
u
t
h
e
r

W
h
i
t
i
n
g
 M
a
s
o
n
文
部
省
お
雇
い
教
師
と
し
て
着
任
。

四
月
音
楽
取
調
掛
に
は
じ
め
て
ピ
ア
ノ
が
備
え
つ
け
ら
れ
る
（
メ
ー
ソ
ン
持
参
の

ビ
ア
ノ
）
。

四
月
メ
ー
ソ
ン
に
よ
り
東
京
師
範
学
校
お
よ
び
東
京
女
子
師
範
学
校
に
お
い
て
唱

歌
教
育
は
じ
ま
る
。

五
月
二
十
八
日
ア
メ
リ
カ
よ
り
ピ
ア
ノ
十
台
お
よ
び
楽
譜

・
図
書
類
が
到
着
（
こ

の
中
に
英
語
版
バ

イ
エ
ル
教
則
本
二
十
冊
が
含
ま
れ
て
い
る
）
。
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六
月
七
日
山
勢
松
韻

（等）
、
国
文
学
者
の
稲
垣
千
頴
、
柴
田
清
熙
、
英
学
者
内
田

洞
一
を
雇
い
入
れ
る
。
唱
歌
教
材
の
作
成
開
始
。
同
日
付
伝
習
生
募
集
案
を
提
出
。

六
月
二
十
三
日
雅
楽
器
十
四
点
、俗
楽
器
七
点
、清
楽
器
十
八
点
、
チ
ェ
ロ
を
購
入
。

七
月
二
十
九
日
大
阪
専
門
学
校
（
後
の
第
三
高
等
学
校
、
現
京
都
大
学
）
よ
り
印

度
音
楽
関
係
図
書

（
タ
ゴ

ー
ル

の
著
書
な
ど
）
四
十
冊
回
送
。

九
月
音
楽
伝
習
規
則
を
作
成
。

十
月
五
日
十
八
名
の
伝
習
生
入
学
、
十
一

日
四
名
入
学
、
こ
の
中
に
宮
内
庁
雅

楽
部
伶
人
八
名
が
含
ま
れ
て
い
る
。

十
月
十
二
日

芝
葛
鎮

（
伶
人
・

調
絃
法
）
、
十
八
日
岡
倉
党
三
（
天
心
・

官
吏
）
、

二
十
八
日

西
幸
吉

（能
楽
手
）
を
雇
い
入
れ
る。

同
十
四
年
(
-
八
八
一
）

二
月
第
二
回
伝
習
生
募
集
を
新
聞
に
広
告
す
る
。
十
二
名
入
学
。

二
月
十
日

第
一

回
の
伝
習
生
雅
楽
伶
人
の
東
儀
彰
質
、
上
員
行
、
辻
則
承
、
奥
好

義
を
雇
い
入
れ
る
。

五
月
小
学
校
教
則
綱
領
制
定
、
唱
歌
科
は
教
授
法
の
完
備
次
第
実
施
と
な
る
。
内

田
涸
一
音
楽
取
調
掛
監
事
。
五
月
十
四
日
国
文
学
者
里
見
義
、
六
月
十
一
日

同
加
部
厳
夫
雇
い
入
れ
る
。

五
月
二
十
四
日
東
京
女
子
師
範
学
校
に
皇
后
陛
下
行
啓
の
お
り
音
楽
取
調
掛
員
が

管
弦
楽
を
演
奏
。

九
月
メ
ー
ソ
ン
学
習
院
へ
の
出
校
開
始
、
中
村
専
助
教
と
な
る
。
メ
ー
ソ
ン
に
よ

る
和
声
講
義
開
始
。

'

九
月
十
五
日
芝
葛
鎮
音
楽
取
調
掛
監
事
と
な
る
。

十
月
二
十
六
日
伊
澤
修
二
、
東
京
師
範
学
校
校
長
兼
任
を
解
か
れ
音
楽
取
調
掛
長

と
な
る
。

十
一
月
十
日

誹
津
専
三
郎
音
楽
取
調
掛
監
事

（
音
楽
史
担
当
）
。

十
一
月
二
十
四
日

『
唱
歌
掛
圏
』
初
編
お
よ
び
『
小
學
唱
歌
集
』
初
編
の
出
版
届
゜

十
二
月
本
邦
第
一
号
オ
ル
ガ
ン
試
作
。

同
十
五
年
(
-
八
八
二
）

一
月
文
部
卿
の
命
に
よ
り
国
歌
選
定
の
仕
事
に
着
手
。

一
月

伊

澤

修

二
「
事
務
大
要
」
を
文
部
卿
に
提
出
。

一
月
三
十
、
三
十
一
日
の
両
日
神
田
昌
平
館
に
お
い
て
「
音
楽
取
調
掛
成
績
報
告
」

演
奏
会
を
挙
行
。

三
月
永
井
繁
（
瓜
生
繁
）
を
雇
い
入
れ
る
。
第
一
回
伝
習
終
了
者
加
藤
貞
、
鳥
居

枕
、
藤
川
さ
ゐ
助
手
に
採
用
。

五
月
上
原
六
四
郎
（
理
化
学
）
専
門
学
務
局
兼
取
調
掛
勤
務
。

七
月

一
日

昌
平
館
に
お
い
て
メ
ー
ソ
ン
送
別
演
奏
会
開
催
、
十
三
日

メ
ー
ソ
ン

横
浜
よ
り
一
時
帰
国
の
途
に
つ
く
。

九
月

四

年

制

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
成
。

十
一
月
六
日
付
メ
ー
ソ
ン
解
雇
伺
提
出
。

十
一
月
二
十
日

関
東
十
二
府
県
学
務
課
長
に
対
し
伊
澤
の
示
諭
と
演
奏
会
を
開
催

同
十
六
年
(
-
八
八
三
）

一
月

文
部
省
か
ら
男
女
共
学
に
対
す
る
批
判
が
あ
り
、
女
子
の
入
学
を
禁
ず
。

一
月
二
十
二
日
エ
ッ
ケ
ル
ト
歓
迎
演
奏
会
開
催
。

二
月
十
日

海
軍
省
雇
教
師
フ
ラ
ン
ツ
・
エ
ッ
ケ
ル
ト

F
r
a
n
z
E
c
k
e
r
t
音
楽
取
調

掛
を
兼
務
す
る
。
管
弦
楽
、
和
声
、
楽
典
を
受
け
持
つ
。

二
月
二
十
七
日
付
四
年
制
の
教
則
お
よ
び
教
科
細
目
を
含
む
「
音
楽
取
調
掛
規
則

案」

八
章
四
十
八
ケ
条
を
本
省
へ
提
出
、
六
月
二
十
八
日
付
裁
可
。

三
月
メ
ー
ソ
ン
を
正
式
に
解
雇。

三
月
二
日
多
久
随
第

一
回
伝
習
生
、
式
部
寮
伶
人
兼
取
調
掛
助
教
と
な
る
。

六
月
『
唱
歌
掛
圏
』
第
二
編
、
『
小
學
唱
歌
集
』
第
二
編
出
版
。

七
月
十
一
日
期
末
演
習
会
開
催
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
「
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
L

よ
り
〈
タ

星
の
歌
〉
が
管
弦
楽
で
演
奏
さ
れ
る
。

七
月
『
約
氏
音
楽
問
答
』
『
音
楽
指
南
』
出
版
。

九
月
四
年
制
実
施
。

十
二
月
一
日

奥
山
朝
恭
を
雇
い
入
れ
る

同
十
七
年
(
-
八
八
四
）

一
月
二
十
三
日
大
木
文
部
卿
巡
視
に
際
し
演
奏
会
開
催
。

二
月
七
日
付
伊
澤
修
二
、
文
部
卿
大
木
喬
仁
に
『
音
楽
取
調
成
績
申
報
書
』
を
提
出
。
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三
月
二
十
九
日
『
小
學
唱
歌
集
』
第
三
編
の
出
版
届
、
六
月
出
版
。

四
月
各
府
県
長
宛
、
府
県
派
出
音
楽
伝
習
生
募
集
案
内
を
発
送
。

四
月
『
楽
典
』
出
版
。

五
月
十
日

第

一
回
月
次
演
奏
会
開
催
。

五
月
十
二
日
京
都
吏
員
等
参
観
に
付
演
奏
会
開
催
。

五
月
英
国
ロ
ン
ド
ン
万
国
衛
生
教
育
博
覧
会
へ
和
楽
器
お
よ
び
音
楽
取
調
掛
作
成

の
書
物
を
出
品
。

六
月
十
四
日

第
二
回
月
次
演
奏
会
開
催
。

十
月
九
日

東
京
府
外
十
二
県
連
合
学
事
協
会
員
参
観
に
付
演
奏
会
開
催
。

十
月
十
六
日

嶋
津
珍
彦
外
九
名
参
観
に
付
演
奏
会
開
催
。

十
二
月
ア
メ
リ
カ
・
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
綿
百
年
期
博
覧
会

へ
和
楽
器
お
よ
び
音

楽
取
調
掛
作
成
図
書
類
を
出
品
。

こ
の
年
『
箪
曲
集
』
初
編
の
編
集
完
了
。

同
十
八
年
(
-
八
八
五
）

一
月
十
七
日
第
三
回
月
次
演
奏
会
開
催
。

二
月
九
日

音
楽
取
調
掛
は
音
楽
取
調
所
と
改
称
、
本
郷

か
ら
上
野
東
四
軒
寺
跡

（
現
科
学
博
物
館
の
所
）
へ
移
転
。

四
月
二
日
多
忠
廉
、
多
忠
孝

（
伶
人
）

宮
内
庁
と
兼
務
で
音
楽
取
調
所
員
と
な
る
。

五
月
九
日
陸
軍
省
雇
教
師
シ
ャ
ル
ル
・
ル
ル
ー
氏
を
迎
え
演
奏
会
開
催
。

キ

ネ

七
月
二
十
日

第
一
回
全
科
卒
業
生
三
名
幸
田
延
、

遠
山
甲
子
、
市
川
ミ
チ
の
卒
業

式
を
挙
行
、
つ
づ
い
て
演
奏
会
を
開
催
。

同
月
二
十
七
日
前
記
の
三
名
お
よ
び

加
藤
精
一
郎
(
+
七
年
十
二
月
入
学
）
を
助
手
に
採
用
。

十
月
ロ
ン
ド
ン
万
国
発
明
品
博
覧
会
に
和
楽
器
お
よ
び
音
楽
取
調
掛
考
案
の
音
叉

と
図
書
類
を
出
品
、
音
叉
は
ア

レ
キ
ザ
ン
ダ
ー・

J
・
エ
リ
ス

A
lx
.J
•
E
l
l
i

s

の

注
目
を
ひ
く
。
出
品
物
全
部
に
対
し
金
メ
ダ
ル
を
受
賞
。

十
二
月

音
楽
取
調
所
は
再
び
音
楽
取
調
掛
と
な
る
。

こ
の
年
よ
り
東
京
師
範
学
校
な
ど
他
校
へ
の
音
楽
取
調
掛
員
の
出
向
を
廃
止
す
る
。

同
十
九
年
(
-
八
八
六
）

三
月
三
十
一
日
エ
ッ
ケ
ル
ト
解
雇
。

(
1
)
 

四
月
一
日
オ
ラ
ン
ダ
人
G
・
ソ
ー
プ
レ
ッ
ト
G
u
i
l
l
a
u
m
e
S
a
u
v
l
e
t
ピ
ア
ノ
教
師

と
し
て
雇
い
入
れ
る
。

十

一

月

伊
澤
修
二
他
七
名
の
連
署
を
も
っ
て
文
部
大
臣
森
有
證
に
「
音
楽
學
校
設

立
ノ
儀
二
付
建
議
」
を
提
出
。

同
二
十
年
(
-
八
八
七
）

二
月
十
五
日
音
楽
研
究
生
を
置
き
研
究
生
条
規
を
定
め
る
。

二
月
十
九
日

第
二
回
全
科
卒
業
式
挙
行
(
+
四
名
）
、
つ
づ
い
て
演
奏
会
を
開
催
、

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
交
響
曲
を
ソ
ー
プ
レ
ッ
ト
の
指
揮
の
も
と
で
演
奏
、
聴
衆
約

五
百
名
。
こ
の
日
の
卒
業
生
十
名
を
研
究
生
と
し
て
在
学
を
許
可
。

'

二
月
音
楽
取
調
掛
伝
習
生
三
十
名
入
学。

三
月
音
楽
取
調
掛
の
女
生
徒
入
学
を
復
活
す
る
。

七
月
五
日
明
宮
殿
下
（
の
ち
の
大
正
天
皇
）
お
よ
び
内
外
の
貴
賓
約
五
百
名
を
迎

え
演
奏
会
を
開
催
。

九
月
音
楽
取
調
掛
最
後
の
伝
習
生
六
名
入
学
。

十
月

音
楽
取
調
掛
、
東
京
音
楽
学
校
と
な
る
。

十
月
五
日
開
校
（
官
報
告
示
十
月

四
日）
。

十
二
月
『
幼
稚
園
唱
歌
集
』

出
版
。

＠
上
員
行
（
和
声
•
音
楽
教
授
法
）
明
治
二
十
八
年
。
大
正
四
年
か
ら
昭
和
二
年
ま

で
嘱
託
教
師
と
し
て
音
楽
史
と
雅
楽
を
担
当
す
る
。

菊
地
武
信
（
唱
歌
）
明
治
二
十
四
年

キ

ネ

遠
山
甲
子
（
ピ
ア
ノ
・
オ
ル
ガ
ン
）
明
治
三
十
六
年

誹
津
専
三
郎

（幹
事
、
音
楽
史
・
英
語
）
明
治
二
十
七
年

瓜
生
繁
（
ピ
ア
ノ
）
明
治
二
十
五
年

辻
則
承
（
講
、
ピ
ア
ノ
・
唱
歌
）
明
治
二
十
四
年

納
所
辮
次
郎
（
講
、
ピ
ア
ノ
）
明
治
三
十
六
年

チ
ー
チ
ェ
夫
人
J
o
h
a
n
n
a
B
e
r
t
h
a
 
M
a
r
i
a
 
Tietze 
(講
、
ピ
ア
ノ
）
明
治
二

十
二
年

同
二
十
一
年
(
-
八
八
八
）

一
月
文
部
省
編
輯
局
長
伊
澤
修
二
、
東
京
音
楽
学
校
長
を
兼
任。

3
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教
職
員
な
ら
び
に
生
徒
に
よ
る
伊
澤
氏
の
慰
労
会
。

十
一
月
五
日
ル
ー
ド
ル
フ
・
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ

R
u
d
o
l
f
D
i
t
t
r
i
c
h
 
(
オ
ー
ス
ト
リ

ア
人
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

・
和
声
・
合
唱

・
管
弦
楽
）
明
治
二
十
七
年
。

同
二
十
二
年
(
-
八
八
九
）

一

月

東
京
音
楽
学
校
規
則
を
制
定
、
学
科
を
分
け
て
予
科
お
よ
び
本
科
と
し
、
本

科
を
師
範
部
と
専
修
部
に
分
け
る
。
学
年
は
九
月
十
一
日
に
始
ま
り
、
翌
年
七
月

十
日
に
終
る
。
ソ
ー
ブ
レ
ッ
ト
解
雇
。

四
月
幸
田
延
初
の
音
楽
専
修
者
と
し
て
文
部
省
よ
り
海
外
留
学
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
）

を
命
ぜ
ら
れ
る
。

七

月

東

京
音
楽
学
校
専
修
部
初
卒
業
生
四
名
を
送
り
出
す
。

十
一
月
＿
―
-
日
天
長
祝
賀
音
楽
会
開
催
。

十
二
月
二
十
二
日
師
範
部
生
徒
八
名
卒
業
。

十
二
月
『
中
等
唱
歌
』
（
〈
埴
生
の
宿
〉
が
含
ま
れ
て
い
る
）
を
出
版
。

＠
木
村
作
子

（雇
教
員
）
明
治
二
十
三
年

森
冨
子
（
雇
教
員
）
明
治
二
十
三
年

授
業
補
助
山
田
源
一
郎
明
治
二
十
四
年

同
二
十
三
年
(
-
八
九

0
)

五
月
上
野
公
園
元
西
四
軒
寺
跡
文
部
省
用
地
（
現
在
地
）
の
新
築
校
舎
（
奏
楽
堂

を
含
み
四
ニ
ニ
坪
）
に
移
転
、
十
二
日
新
築
校
舎
開
校
式
、
演
奏
会
を
行
う
（
七

曲
演
奏
し
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
が
詳
細
は
不
明
）
。

十
一
月
二
十
九
日

奏
楽
堂
に
お

い
て
帝
国
議
会
開
院
式
祝
賀
音
楽
会
、
伊
澤
校
長

祝
辞
を
述
べ
る
。

同
二
十
四
年
(
-
八
九
一
）

一
月

議
会
で
東
京
音
楽
学
校
存
廃
論
争
が
起
る
。
伊
澤
修
二
、
矢
田
部
良
吉
、
神

津
専
三
郎
ら
反
論
。

六
月
校
長
伊
澤
修
二
非
職
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
誹
津
専
三
郎
校
長
心
得
を
命
ぜ
ら
れ

る。

六
月
十
八
日

を
陳
情
。

七
月
十
三
日

伊
澤
の
非
職
に
対
し
、
生
徒
代
表
が
大
木
文
部
大
臣
に
伊
澤
の
復
職

八

月

理

学
博
士
村
岡
範
為
馳
校
長
と
な
る
。
神
津
専
三
郎
の
校
長
心
得
を
解
く
。

十
月
文
部
省
は
東
京
音
楽
学
校
教
職
員
全
員
に
対
し
、
祝
祭
日
歌
詞
楽
譜
選
定
事

業
の
補
助
を
命
じ
る
。

＠
黒
川
員
頼
（
文
学
）
明
治
三
十
二
年

上
原
六
四
郎
（
音
楽
理
論
）
明
治
四
十
五
年

鳥
居
枕
（
和
漢
文
•
音
楽
理
論
）
大
正
二
年

山
勢
松
韻
（
等
）
明
治
三
十
三
年

佐
藤
誠
賓

（
文
学
）
明
治
二
十
七
年

同
二
十
五
年
(
-
八
九
二
）

二
月
十
六
日
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
伯
爵
来
校
、
生
徒
に
よ
る
等
曲
合
奏
等
を
披
露
、

賞
賛
を
受
け
る
。

十

一

月

東
京
音
楽
学
校
学
友
会
の
創
設
。

＠
本
居
豊
穎
（
和
文
）

一
年
間
の
み

中
村
秋
香
（
帝
国
大
学
書
記
兼
第
一
高
等
中
学
校
教
授
、
文
学
）
明
治
三
十
六
年

大
和
田
建
樹
（
和
歌
）
明
治
三
十
六
年

小
山
作
之
助
（
唱
歌

・
オ
ル
ガ
ン
）
明
治
三
十
五
年

能
勢
作
（
ピ
ア
ノ

・
オ
ル
ガ
ン
）
明
治
三
十
五
年

山
谷
循
治
郎
（
音
楽
的
生
理
）
こ
の
年
の
み

授
業
補
助
橘
絲
重
（
ピ
ア
ノ
）
、
石
岡
得
久
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）
、
瀬
川
朔
（
英
語
）

同
二
十
六
年
(
-
八
九
三
）

四
月
十
日
医
学
会
員
七
百
名
来
校
、
村
岡
校
長
の
講
演
と
演
奏
を
披
露
。

四
月
シ
カ
ゴ
・
コ
ロ
ン
ブ
ス
世
界
博
覧
会
に
日
本
音
楽
お
よ
び
本
校
出
版
図
書
等

を
出
品
。

六
月
高
等
師
範
学
校
附
属
音
楽
学
校
と
な
る
。
祝
日
大
祭
日
歌
詞
お
よ
び
楽
譜
の

審
査
終
了
。

九
月
十
日
勅
令
第
六
十
二
号
に
よ
り
、
東
京
音
楽
学
校
職
員
は
廃
官
と
な
り
高
等

師
範
学
校
附
属
音
楽
学
校
職
員
と
な
る
。
嘉
納
治
五
郎
（
東
京
女
子
師
範
学
校

長
）
校
長
と
な
る
。

＠
中
村
秋
香
（
文
学
）
明
治
三
十
六
年
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旗
野
十

一
郎
（
文
学
）
明
治
四
十
一
年

授
業
補
助
島
崎
赤
太
郎

（
オ
ル
ガ
ン
）
、
鈴
木
米
次
郎

（
音
楽
理
論

・
作
曲
）

同
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）

六
月
入
学
時
は
毎
学
年
の
始
め
一
回
の
規
定
を
改
め
、
時
宜
に
よ
り
臨
時
試
験
を

行
い
入
学
を
許
可
す
る
と
定
め
る
。
小
学
校
唱
歌
科
教
員
志
望
者
の
た
め
小
学
唱

歌
講
習
科
を
新
設
、
最
終
学
年
生
が
実
習
を
兼
ね
こ
の
授
業
を
担
当
す
る

こ
と
と

な
る
。

十
一
月

奏
楽
堂
に
お
い
て
グ
ノ
ー
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」
第
一
幕
、
在
日
外
国
人
に
よ

り
上
演
。

＠
頼
母
木
駒
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）
昭
和
三
年

山
田
源
一

郎

（
唱
歌
・
オ
ル
ガ
ン
・
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）
明
治
三
十
六
年

奥
好
義
（
講
、
唱
歌
）
明
治
三
十
五
年

橘
絲
重
（
講
、
ビ

ア
ノ
）
明
治
二
十
八
年

島
崎
赤
太
郎

（
講
、
オ
ル
ガ
ン
）
明
治
三
十
三
年

同
二
十
八
年
(
-
八
九
五
）

十
一
月
九
日

幸
田
延
、
ウ
ィ
ー
ン
留
学
よ
り
帰
国
。

＠
渡
邊
龍
聖
（
倫
理

・
教
育
学
）
明
治
四
十
二
年

幸
田
延
（
ピ
ア
ノ

・
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
独
唱
歌

・
和
声
学
）
明
治
四
十
四
年

高
橋
忠
次
郎
（
体
操
）
こ
の
年
の
み

同
二
十
九
年
(
-
八
九
六
）

三
月
本
科
専
修
部
に
対
し
教
育
学
科
の
比
重
を
重
く
す
る
旨
規
則
を
改
正
。

四
月
生
徒
の
服
装
を
文
部
省
直
轄
学
校
の
制
服
に
同
じ
く
す
る
。
徽
章
を
設
け
る
。

東
京
音
楽
学
校
同
声
会
第
一
回
演
奏
会
。

＠
橘
絲
重
（
ピ
ア
ノ
）
昭
和
三
年
、
以
後
十
四
年
ま
で
嘱
託
講
師

比
留
間
賢
八
（
講
、
チ
ェ
ロ
）
明
治
三
十
一
年

同
三
十
年
(
-
八
九
七
）

四
月
小
学
唱
歌
講
習
科
の
規
程
を
改
正
し
、
小
学
校
教
員
に
限
ら
ず
広
く
志
望
者

の
入
学
を
許
可
。

同
三
十
一
年
(
-
八
九
八
）

五
月
東
京
市
神
田
区
一
橋
通
高
等
師
範
学
校
附
属
地
に
分
教
場
を
設
置
、
選
科
の

一
部
お
よ
び
小
学
唱
歌
講
習
科
を
移
す
。

六
月
矢
田
部
良
吉
（
高
等
師
範
学
校
長
）
、
東
京
音
楽
学
校
長
と
な
る
。

十
月
春
秋
二
季
に
定
期
演
奏
会
を
行
う
こ
と
を
定
め
る
。

@
R

・
フ
ォ
ン
・
ケ
ー
ベ
ル

R
a
p
h
a
e
l
v
o
n
 K
o
e
b
e
l
 (
東
大
専
任
、
ピ
ア
ノ
・
音

楽
史
）
明
治
四
十
二
年

武
島
又
次
郎
（
国
文
学
）
明
治
四
十
三
年

下
田
次
郎
（
教
育
学
）
こ
の
年
の
み

今
井
新
太
郎
（
等
）
大
正
十
五
年

高
木
武
（
オ
ル
ガ
ン
）
明
治
三
十
四
年

橋
本
正
作
（
唱
歌

・ピ

ア
ノ
）
明
治
三
十
四
年

“

天
谷
秀
（
オ
ル
ガ
ン
）
明
治
四
十
一

年

J

.

多
忠
龍
（
伶
人、

講
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
）
大
正
五
年

東
儀
俊
龍
（
伶
人
、
講
、
コ
ル
ネ
ッ

ト
）
大
正
十
五
年

大
村
恕
三
郎
（
伶
人
、

講
、
フ
リ
ュ
ー
ト
）
明
治
三
十
八
年

多
忠
基
（
伶
人、

講
、
ホ
ル
ン
）
大
正
十
年

同
一
―
―
十
二
年
(
-
八
九
九
）

四
月
東
京
音
楽
学
校
再
独
立
、
独
立
祝
賀
会
委
員
よ
り
額
面
百
円
の
公
債
証
書
の

寄
附
を
受
け
る
。
こ
の
利
子
を
奨
学
金
に
当
て
る
。
皇
后
陛
下
行
啓゚

五
月
二
十
六
日

幸
田
幸
、
文
部
省
よ
り
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ウ
ィ
ー
ン
音
楽
学
校

へ

留
学
を
命
じ
ら
れ
る
。

八
月

渡
邊
龍
聖

（
本
校
教
授
）
校
長
と
な
る
。

十

月

名

古

屋

・
京
都
方
面
へ
生
徒
の
修
学
旅
行
。

@
A
・
ユ
ン
ケ
ル

A
u
g
u
s
t
Junker (
管
弦
楽
）
明
治
四
十
五
年

岡
倉
由
三
郎
（
英
語
）
明
治
三
十
四
年

中
島
半
次
郎

（
教
育
学
）
明
治
三
十
七
年

田
村
虎
蔵
（
唱
歌

・
オ
ル
ガ
ン
）
明
治
四
十
四
年

菌
巖
虎
（
伶
人、

講
、
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
）
大
正
五
年

下
村
芳
子
（
講
、
ピ
ア
ノ
・
オ
ル
ガ
ン
）
明
治
三
十
四
年

.5
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授
業
補
助
瀧
廉
太
郎
（
ピ
ア
ノ
）

同
三
十
三
年
(
-
九

0
0
)

九
月
本
校
規
則
を
大
幅
に
改
正
、
学
科
を
分
け
て
予
科
、
本
科
、
研
究
科
、
選
科

と
す
る
。
本
科
を
分
け
て
声
楽
部
、
器
楽
部
、
楽
歌
部
と
し
、
師
範
科
を
分
け
て

甲
乙
二
種
と
す
る
。

＠
ァ
ン
ナ

・
ラ
ー
ル

A
n
n
a
L
a
e
h
r
 
(
ピ
ア
J
)

明
治
三
十
七
年

(
2
)
 

J

エ
ル
・
ペ
リ
ー

N
o
e
l
P
e
r
i
 
(
和
声
・
作
曲
）
明
治
三
十
六
年

佐
方
鎮

（
諸
礼
）
明
治
三
十
六
年

杉
浦
（
旧
姓
高
木
）
チ
カ
（
唱
歌

・ピ

ア
ノ
）
大
正
六
年

坪
井
玄
道
（
舞
踏
）
明
治
四
十
五
年

山
縣
菊
（
講
、
ピ

ア
ノ
）
明
治
三
十
七
年

野
村
成
仁
（
講
、
オ
ル
ガ
ン
）
明
治
三
十
六
年

同
一
二
十
四
年
(
-
九

0
1)

三
月
『
中
学
唱
歌
』
出
版
（
瀧
廉
太
郎
作
曲
の

〈荒
城
の
月
〉
〈
箱
根
八
里
〉
等
を

含
む
）
。

＠
多
梅
稚
（
唱
歌
）
明
治
三
十
六
年

菊
地
ミ
チ
（
講
、
英
語
）
明
治
三
十
八
年

同
三
十
五
年
(
-
九
0
二）

五
月

皇
后
陛
下
行
啓
゜

十
月
一
日
校
長
渡
邊
龍
聖
、
清
国
政
府
の
招
聘
に
応
ず
る
。

十
月
二
十
七
日
大
島
義
脩
（
本
校
教
授
）
校
長
と
な
る
。

R
島
崎
赤
太
郎
（
オ
ル
ガ
ン
）
昭
和
七
年

中
村
（
旧
姓
下
村
）
芳
子
（
ピ
ア
ノ
）
大
正
四
年

ヘ
ル
マ
ン
・
ハ
イ
ド
リ
ヒ

H
e
r
m
a
n
n

H
e
y
d
r
i
c
h
 
(
ピ
ア
ノ
・
管
弦
楽
・
指
揮

法
）
明
治
四
十
一
年

紳
戸
絢
（
ピ
ア
ノ
）
昭
和
七
年

幸
田
（
安
藤
）
幸
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）
昭
和
七
年

赤
川
寅
次
郎
（
教
育
法
）
明
治
三
十
七
年

富
尾
木
知
佳
（
審
美
学
）
大
正
六
年

楠
美
恩
一
ー
一
郎

（
オ
ル
ガ
ン
）
大
正
六
年

高
橋
勢
以
（
等
）
昭
和
五
年

鈴
木
代
吉
（
講
、
体
操
）
明
治
三
十
六
年

渡
邊
森
蔵

（
講
、
オ
ル
ガ
ン
）
明
治
四
十
一
年

同
三
十
六
年
(
-
九

0
三）

七
月
ペ
リ
ー
指
揮
下
に
グ
ル
ッ
ク
の
「
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
」
奏
楽
堂
に
お
い
て
上

演。

＠
内
田
粂
太
郎
（
楽
典
）
明
治
四
十
一
年

芝
忠
重
（
伶
人
、

講
、
オ
ー
ボ
エ
）
大
正
五
年

石
野
魏
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）
明
治
三
十
八
年

同
三
十
七
年

(
-
九

0
四）

二
月

高
嶺
秀
夫
（
東
京
高
等
師
範
学
校
長
）
東
京
音
楽
学
校
長
を
兼
任
。

R
星
菊
太
（
倫
理
）
明
治
三
十
九
年

井
口
あ
ぐ
り
（
方
舞
）
明
治
三
十
九
年

安
藤
勝

一
郎
（
英
語
）
明
治
三
十
九
年

金
森
小
壽
（
倫
理
）
明
治
四
十
一
年

蘇
生
富
久
（
講
）
こ
の
年
の
み

授
業
補
助
岡
野
貞
一
（
楽
典

・ピ

ア
ノ

・
唱
歌
）
、
前
田
久
八
（
ピ
ア
ノ
）
、
前
田

襄

（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）
、
本
多
か

つ
（
ビ
ア
ノ
）
、
吉
川
や
ま
（
唱
歌
・
ピ
ア
ノ
）
、

柴
田
環
（
唱
歌
）
、
大
門
ト
ク
（
オ
ル
ガ
ン
）

同
三
十
九
年

(
-
九

0
六）

三
月
本
校
規
則
改
正
に
よ
り
学
年
学
期
は
四
月
一
日
に
始
ま
り
翌
年
三
月
三
十

一

日
に
終
る
。
創
立
記
念
日
を
十
月
四
日
に
改
め
る
。

＠
岡
野
貞

一
（
唱
歌
）
昭
和
七
年
、
以
後
十
六
年
ま
で
嘱
託
講
師

石
倉
小
三
郎
（
英
語
）
明
治
四
十
一
年

野
村
三
郎
（
英
語
）
大
正
三
年

林
博
太
郎
（
教
育
学
）
明
治
四
十
二
年

多
忠
告

（
講
、
フ
リ
ュ
ー
ト
）
大
正
五
年

授
業
補
助
鳥
居

つ
な
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）
、
東
儀
哲
三
郎

（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）
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同
四
十
年
(
-
九

0
七）

二
月
規
則
改
正
に
よ
り
従
来
の
成
績
順
席
次
を
や
め
、
す
べ
て
イ
ロ
ハ
順
席
次
と

す
る
。

六
月

湯
原
元
一
（
北
海
道
庁
事
務
官
）
校
長
と
な
る
。

十
月

邦
楽
調
査
掛
お
よ
び
文
部
省
唱
歌
編
纂
掛
を
設
置
。

十

二

月

定
期
演
奏
会
に
お
い

て
本
邦
初
の
チ
ェ
ロ
独
奏
が
披
露
さ
れ
る
（
演
奏
者

ヴ
ェ
ル
ク
マ

イ
ス
タ
ー
）。

授
業
補
助
中
田
章

（
オ
ル
ガ
ン
）

同
四
十
一
年
(
-
九

0
八）

一
月

楽
語
調
査
掛
設
置
。

五
月
「
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
」
の
再
演
、
風
紀
を
乱
す
と
い
う
理
由
で
禁
止。

八
月

風
紀
問
題
に
関
し
文
部
省
よ
り
厳
重
な
取
締
り
を
受
け
る
。

＠

ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ヴ
ェ
ル
ク
マ
イ
ス
タ
ー

H
e
i
n
r
i
c
h
W
e
r
k
m
e
i
s
t
e
r
 
(
チ
ェ
ロ
・

コ
ン
ト
ラ
バ
ス
）
大
正
九
年

シ
ャ
ル
ロ
ッ
テ
・
フ
レ
ッ
ク

C
h
a
r
l
o
t
t
e
F
l
e
c
k
 
(声
楽
）
こ
の
年
の
み

吉
丸

一
昌
（
倫
理

・
国
文
学
）
大
正
四
年

乙
骨
三
郎

（
ド
イ
ツ
語

・
英
語
）
昭
和
七
年

倉
辻
フ
キ
（
講
、
ピ
ア
ノ
）
明
治
四
十
五
年

吉
川
（
旧
姓
戸
倉
）
や
ま
（
講
、
唱
歌
）
大
正
二
年

喜
多
襄

（講
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）
大
正
五
年

藤
井
（
旧
姓
柴
田
の
ち
の
三
浦
）
環
（
講
、
唱
歌
）
明
治
四
十
二
年

吉
岡
郷
甫
（
講
、
歌
文
）
明
治
四
十
五
年

菌
十一

郎

（
伶
人
、

講
、
フ
レ
ン
チ
ホ
ル
ン
）
大
正
六
年

南
能
衛

（講
、
オ
ル
ガ

ン・

楽
理
）
明
治
四
十
五
年

授
業
補
助
多
久
寅
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）
、
川
久
保
美
壽
々
（
ピ
ア
ノ
）
．

．．．

同
四
十
二
年
(
-
九

0
九）

．

三
月

規
則
改
正
に
よ
り
予
科
二
年
、
本
科
は
学
年
制
を
廃
し
．て
三
年
以
上
五
年
以

内
と
す
る
。
本
科
の
楽
歌
部
お
よ
び
研
究
科
の
作
歌
部
を
廃
す
る
。

五

月

本

郷
区
西
須
賀
町
二
に
女
生
徒
の
仮
寄
宿
舎
を
設
け
る
。

．．
 

,. 

,~ 

．．．． 
、`
、ヽ

＠
村
田
ミ
イ
（
等
）
昭
和
五
年

高
野
辰
之
（
国
語
）
昭
和
十
一
年

田
村
寛
貞
（
ド
イ
ツ
語
）
昭
和
三
年

ル
ド
ル
フ

・
ロ
イ
テ
ル

R
u
d
o
l
p
h
E
r
n
e
s
t
 R
e
u
t
e
r
 
(
ピ
ア
ノ
・
作
曲
）
明
治
四

十
五
年

授
業
補
助
大
塚
淳

（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）
、
川
上
淳
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）
、
山
井
基
清

（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）
、
山
田
耕
搾
（
唱
歌
）
、
本
居
長
世
（
ピ
ア
ノ
・
和
声
学
）
、
久

野
ひ
さ
（
ピ
ア
ノ
）

同
四
十
三
年

(
-
九
一

0
)

一
月
『
學
友
會
雑
誌
』
を
『
＿
音
楽
』

と
改
称
、
公
に
刊
行
は
じ
め
る。

二
月
制
服
を
制
定
、
男
子
は
本
校
所
定
の
制
服
制
帽
、
女
子
は
質
素
な
和
服
に
袴

を
着
用。

五
月

規
則
改
正
に
よ
り
師
範
科
の
学
科
目
中
に
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
が
加
え
ら
れ
る
。

＠
原
田
潤
（
唱
歌
）
大
正
二
年

本
居
長
世
（
ビ
ア
ノ

・
和
声
）
大
正
五
年

久
野
ひ
さ
（
ピ
ア
ノ
）
大
正
十
四
年

ハ
ン
カ
・
ペ
ッ
ツ
ォ
ル
ト

H
a
n
k
.
a
P
e
t
z
o
l
d
t
 
(
声
楽
・
ピ
ア
ノ
）
大
正
十
一
年

授
業
補
助

貫
名
美
名
彦
（
ピ
ア
／
）

同
四
十
四
年
(
-
九
―
-
)

三
月
本
校
敷
地
内
に
女
生
徒
の
寄
宿
舎
を
新
築
、
本
郷
の
仮
寄
宿
舎
は
閉
舎
。

九
月
二
十
一
日

湯
原
校
長
欧
米
各
国
へ
出
張
。

＠
多
久
毎

（
伶
人
、
講
、
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
）
大
正
五
年

授
業
補
助
蜂
谷
龍

（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）

同
四
十
五
年
(
-
九
―
二
）

七
月

学
友
会
の
土
曜
コ
ン
サ
ー
ト
始
ま
る
。
湯
原
校
長
帰
国
。

八
月

選
科
に
能
楽
囃
子
生
徒
養
成
規
格
を
制
定
、
九
月
一
日
よ
り
生
徒
募
集
（
科

目
11
笛

・
小
鼓

・
大
鼓

・
太
鼓
お
よ
び
謡
）
。

＠
松
坂
春
榮
（
等
）
大
正
八
年

山
口
菊
次
郎

（
等
）
大
正
十
一
年

7
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授
業
補
助
大
和
田
愛
羅
（
唱
歌
）
、
信
時
潔
（
チ
ェ
ロ
）
、
船
橋
榮
吉
（
唱
歌
）

(
1
)
S
a
u
v
l
e
t
の
履
歴
書
は
、
音
楽
取
調
掛
に
提
出
さ
れ
て
い
な
い
。
発
音
は
『
横
浜
ゲ
ー

テ
座
』
（
升
本
匡
彦
著
）
記
載
に
し
た
が
っ
た
。
こ
れ
は
当
時
の
ジ
ャ
パ
ン
・
ダ
イ
レ
ク
ト

リ
ー
に
記
載
さ
れ
て
い
た
発
音
で
あ
る
。

(
2
)
N
忠
1

P
e
r
i
は
履
歴
に
し
た
が
う
と
ベ
リ
ー
と
発
音
す
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
本
来

な
ら
ば

e
に
ア
ク
サ
ン
が
つ
い
て

P
e
r
i
ペ
リ
と
発
音
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

年譜—音楽取調掛から明治時代の東京音楽学校（明治12年～45年）ー一 8
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第
一
節
伊
澤
修
二
の

創
設
の
構
想

コ
音
築
博
習
所
」

『
學
制
』
頒
布
と
伊
澤
修
二
の

ア
メ
リ
カ
留
学

明
治
五
年
、
政
府
が
統
一
的
な
教
育
制
度
を
敷
く
た
め
に
制
定
し
た
『
學
制
』
は
、

ま
さ
に
近
代
国
家
形
成
の
象
徴
で
あ
っ
た
。
こ
の
『
學
制
』
に
よ
っ
て
、
小
学
校

・

中
学
校
の
普
通
教
科
に
「
音
楽
」
つ
ま
り
唱
歌
教
育
が
「
嘗
分
之
ヲ
鋏
ク
」
と
い
う

但
書
つ
き
で
あ
っ
た
が
、
必
須
科
目
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
は
、
『
學
制
』
そ
の
も
の
が
、
ほ
と
ん
ど
外
国
の
模
倣
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
そ
の

後
の
わ
が
国
の
音
楽
教
育
確
立
の
た
め
に
は
非
常
に
幸
い
で
あ
っ
た
。

『
學
制
』
制
定
の
た
め
に
政
府
が
前
も
っ
て
調
査
し
た
主
要
な
西
洋
の
学
校
制
度

に
は
次
の
二
種
類
が
あ
る
。
―
つ
は
『
和
蘭
學
制
』
上
下
二
巻

（大
學
少
巫
内
田
正

雄
訳
、
開
成
學
校
、
明
治
二
年
出
版
）
で
あ
る
。
特
に
オ
ラ
ン
ダ
学
制
が
翻
訳
さ
れ

た
の
は
、
オ
ラ
ン
ダ
が
進
ん
で
い
た
か
ら
と
い
う
よ
り
も
、
江
戸
時
代
以
来
蘭
学
が

盛
ん
で
あ
っ
た
の
で
参
考
文
献
も
多
く
、
翻
訳
し
や
す
か
っ
た
と
い
う
理
由
の
よ
う

で
あ
る
。
も
う
―
つ
は
『
佛
図
學
制
』
で
あ
る
。
初
編
（
巻
之
一
、
巻
之
二
）
お
よ

び
第
二
編
（
河
津
誌
之
閲
、
佐
澤
太
郎
訳
）
は
明
治
六
年
九
月
、
文
部
省
出
版
、
第

三
編
（
巻
之
一
！
巻
之
五
、
附
録
上
下
二
巻
）
が
明
治
九
年
二
月
に
出
版
さ
れ
て
い

る
。
『
佛
國
學
制
』
の
出
典
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
一
八
三

0
年
か
ら
一
八
四

0
年
頃

の
「
敦
育
法
規
」
で
は
な
か
ろ
う
か
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
出
版
が
明
治
六
年
で
あ

る
が
、
訳
稿
は
明
治
五
年
以
前
に
で
き
上
が
っ
て
い
た
。
こ
の
両
者
の
『
學
制
』

と
明
治
政
府
の

『
學
制
』
の
学
校
教
科
に
関
す
る
箇
所
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る。

（
仮
称
）

『
和
蘭
學
制
』

第
一
章
、
小
學
校
ヲ
ニ
種
二
匿
別
シ
テ
、
一
ヲ
通
常
ノ
者
ト
シ
、
一
ヲ
稽
大
ナ

ル
モ
ノ
ト
ス
。
通
常
ノ
小
學
校
二
於
テ
ハ
、
左
ノ
科
目
ヲ
教
授
ス
。

日

素

讀

口

習

字

国

算

術

四

文

章

国

蘭

語

ノ

大

意

因

地

理

學

ノ

大

意

旧

歴

史

ノ

大

意

囚

理

學

ノ

大

意

因

唱

歌

稽
大
ナ
ル
ノ
小
學
二
於
テ
ハ
左
ノ
科
ヲ
噌
補
ス
。

国
外
國
語
學
ノ
大
略
口
算
術
ノ
大
意
口
農
學
ノ
大
意

国
女
子
ノ
手
業

以
下
教
場
な
ら
び
に
教
師
に
関
す
る
規
定
が
あ
り
、
項
を
改
め
て
公
学
校
の
規
定

が
つ
づ
く
。
主
要
な
も
の
に
次
の
条
項
が
あ
る
。

全
国
各
村
に
小
學
校
を
設
く
。

一
村
一

學
校
に
し
て
足
ら
ざ
る
と
き
は
敷
個
を
設
く
。

其
村
中
の
人
口
に
應
じ
て
十
分
に
之
を
備
へ
宗
旨
の
匿
別
な
く
村
中
童
幼
一

般
の
用
に
供
す
べ
し
赦
科
の
科
目
は
少
く
と
も
第
一
章
日
よ
り
因
ま
で
の
學
科

を
授
く
べ
し
。
且
其
進
歩
に
従
ひ
固
よ
り
国
ま
で
の
學
科
中

一
、
二
を
増
加
し

あ
る
い
は
盤
＜
之
を
教
授
す
べ
し
。

『
佛
國
學
制
』
「
初
篇
巻
之
一
小
學
校
穂
論
」
よ
り

小
學
に
下
等
上
等
の
二
種
あ
り
。
下
等
小
學
に
鋏
く
べ
か
ら
ざ
る
教
科
左
の

O
し。

女
修

身

及

び

奉

教

の

道

讀

法

書

法

佛

國

語

學

の

大

意

敷

學

楷

梯

佛

國
通
用
の
度
量
但
上
達
せ
る
生
徒
に
は
史
學
の
大
意
地
理
學
の
大
意
を
加
ふ

（
『
明
治
文
化
全
集
・敬
育
篇
』
昭
和
三
年
、
五
頁）

国
橙
術

瞬
圏
甕
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る
こ
と
あ
り
。
又
罫
書
及
び
唱
歌
を
加
ふ
る
こ
と
あ
り
。

上
等
小
學
の
教
科
は
、
下
等
小
學
の
科
に
加
ふ
る
に
左
の
件
々
を
以
て
す
。

幾
何
學
の
大
意
賓
用
幾
何
學
理
學
博
物
學
唱
歌
史
學
の
大
意

地
理
學
の
大
意
但
土
地
の
形
情
に
よ
り
官
の
許
可
を
受
け
て
、
嘗
今
通
用
の

外
図
語
學
一
個
或
は
数
種
、
記
簿
法
、
圏
書
を
加
ふ
る
こ
と
あ
り
。
又
賓
用
重

學
、
天
球
學
の
大
意
農
學
の
大
意
田
舎
活
計
法
の
大
意
、
地
方
官
事
務
の

大
意
を
加
ふ
る
こ
と
あ
り
。

下
等
小
學
に
入
學
を
許
す
は
六
歳
以
上
十
三
歳
以
下
を
以
て
限
り
と
す
。
又

以
上
の
諸
規
則
は
、
女
兒
小
學
校
に
も
適
用
す
べ
き
も
の
な
れ
ど
も
、
女
兒
小

學
校
の
目
的
と
す
る
慮
は
自
ら
男
子
の
小
學
校
と
異
な
る
を
以
て
稽
々
別
則
な

き
を
得
ず
。

女
兒
小
學
校
も
亦
下
等
上
等
の
別
あ
り
。

下
等
小
學
に
歓
く
べ
か
ら
ざ
る
教
科
左
の
如
し

修
身
及
び
奉
教
の
道
、
讀
法
、
書
法
、
佛
國
語
學
の
大
意
、
唱
歌
、
針
線
、

罫
蜜上

等
小
學
の
教
科
は
、
下
等
小
學
の
数
科
に
加
ふ
る
に
左
の
條
件
を
以
て

す。

(
1
)
 

明
治
政
府
の
『
學
制
』
（
明
治
五
年
七
月
「
太
政
官
布
告
」
第
二
百
十
四
号
）
よ
り

今
般
被
仰
出
候
旨
モ
有
之
教
育
之
儀
ハ
自
今
尚
又
厚
ク
御
手
入
可
有
之
候

慮
従
来
府
縣
二
於
テ
取
設
候
學
校
一
途
ナ
ラ
ス
加
之
其
内
不
都
合
之
儀
モ
不
少

依
テ
一
旦
悉
令
麿
止
今
般
定
メ
ラ
レ
タ
ル
學
制
二
循
ヒ
其
主
意
ヲ
汲
ミ
更
二
學

校
設
立
可
致
候
事

算
術
、
佛
國
語
學
、
佛
図
地
理
學

第
二
十
六
章

第
二
十
七
章

ベ
シ

但
外
國
紋
師
雇
入
有
之
場
所
ハ
営
省
ョ
リ
官
員
ヲ
派
出
シ
地
方
官
協
議
之
上

可
及
虞
分
候
條
夫
迄
之
虞
生
徒
赦
授
向
等
不
都
合
無
之
様
可
取
計
尤
嘗
出
張

ヲ
不
待
學
制
之
目
的
二
依
リ
成
丈
相
運
候
様
可
致
事

文

〇
學
校
ノ
事

第
二
十
章
學
校
ハ
三
等
二
匿
別
ス
大
學
中
學
小
學
ナ
リ
噂
諏
暉
直
環

0
小

學

第
二
十
一
章
小
學
校
ハ
赦
育
ノ
初
級
ニ
シ
テ
人
民
一
般
必
ズ
學
バ
ズ
ン
バ
ア

ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ト
ス
之
ヲ
罷
分
ス
レ
バ
左
ノ
敷
種
二
別
ツ
ベ
シ
然
モ
均

ク
之
ヲ
小
學
卜
稲
ス
郎
チ
尋
常
小
學
女
兒
小
學
村
落
小
學
貧
人
小
學
私
塾
幼

稚
小
學
ナ
リ
其
外
麿
人
學
校
ア
ル
ベ
シ

第
二
十
二
章
幼
稚
小
學
ハ
男
女
ノ
子
弟
六
歳
迄
ノ
モ
ノ
小
學
二
入
ル
前
ノ
端

緒
ヲ
数
ル
ナ
リ

第
二
十
三
章
小
學
私
塾
ハ
小
學
赦
科
ノ
免
状
ア
ル
モ
ノ
私
宅
二
於
テ
数
ル
ヲ

稲
ス
ベ
シ

，

第
二
十
四
章
貧
人
小
學
ハ
貧
人
子
弟
ノ
自
活
シ
難
キ
モ
ノ
ヲ
入
學
セ
シ
メ
ン

為
二
設
ク
其
費
用
或
ハ
富
者
ノ
寄
進
金
等
ヲ
以
テ
ス
是
専
ラ
仁
恵
ノ
心
ョ
リ

組
立
ル
モ
ノ
ナ
リ
勿
テ
仁
恵
學
校
ト
モ
稲
ス
ベ
シ

第
二
十
五
章
村
落
小
學
ハ
僻
遠
ノ
村
落
農
民
ノ
ミ
ア
リ
テ
数
化
素
ョ
リ
開
ケ

ザ
ル
ノ
地
二
於
テ
其
赦
則
ヲ
少
シ
ク
省
略
シ
テ
赦
ル
モ
ノ
ナ
リ
或
ハ
年
已
二

成
長
ス
ル
モ
ノ
モ
其
生
業
ノ
暇
来
リ
テ
學
ハ
シ
ム
是
等
ハ
多
ク
夜
學
校
ア
ル

壬
申
七
月

女
兒
小
學
ハ
尋
常
小
學
教
科
ノ
外
二
女
子
ノ
手
藝
ヲ
数
フ

尋
常
小
學
ヲ
分
テ
上
下
二
等
ト
ス
此
二
等
ハ
男
女
共
必
ズ
卒
業

部

省
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下
等
中
學
赦
科

國

語

學

二

算

術

國

語

學

七

窮

理

學

八

代

敷

學

十

二

記

簿

法

學

十

六

生

理

學

十

七

學
大
意

二
十
奏
架
嘗
分
鋏
ク

政
府
は
ほ
か
に
『
西
洋
學
校
軌
範
』

上
下
（
小
幡
甚
三
郎
訳
、
慶
應
義
塾
、
明
治

三
年
二
月
出
版
）
を
含
め
数
種
の
学
校
法
を
調
査
し
て
い
る
が
、
オ
ラ
ン
ダ
と
フ
ラ

ン
ス
に
大
い
に
影
署
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
た
と
え
模

倣
で
あ
る
に
せ
よ
、
小
学
校
に
お
い
て
も
、
中
学
校
に
お
い
て
も
、
教
育
上
全
く
準

備
の
な
い
唱
歌
の
科
目
を
設
け
た
こ
と
に
、
い
さ
さ
か
疑
問
が
生
ず
る
。
オ
ラ
ン
ダ

や
フ
ラ
ン
ス
な
ど
西
欧
諸
国
は
唱
歌
が
宗
教
つ
ま
り
キ
リ
ス
ト
教
と
実
生
活
に
伴
っ

意

0
中

十
四

十

敦
則
別

冊
ア
リ

ス
ベ
キ
モ
ノ
ト
ス

下
等
小
學
赦
科

一

綴

字

讀
誼
盤
上
習
字

會

話

讀

五

讀

本

解

意

解
意
蚊
盤
上
習
字

法
ヲ
用
フ

十

古
言
學

博
物
學

國
骰
學

圏書一

九
十
八

十
九

十
四

史

學

六

十

幾

何

學

十

化
學

政
骰
大
意

十
五

修
身

國
勢

習

字

四

地
學

五

外

橙
操

學

第
二
十
九
章
中
學
ハ
小
學
ヲ
純
タ
ル
生
徒
二
普
通
ノ
學
科
ヲ
数
ル
所
ナ
リ
分

テ
上
下
二
等
ト
ス
ニ
等
ノ
外
工
業
學
校
商
業
學
校
通
辮
學
校
農
業
學
校
諸
民

學
校
ア
リ

習

字

字

形

ヲ

主

ト

ス

単

語

讀

六

修

身

解

意

七

國

陸

解

意

八

書
讀

文

法

解

意

十

算
術
九
々
敷
位
加
減
乗
除
但
洋

養

生

法

講

義

十

二

地

學

大

意

十

三

窮

理

學

大

唱
歌
営
分
之
ヲ
鋏
ク

十
五

九

四

こ
の
た
だ
面
目
上
の
教
科
で
あ
る
唱
歌
の
状
況
を
憂
慮
し
つ
つ
、
師
範
教
育
に
従

事
し
て
い
た
伊
澤
修
二
は
、
明
治
八
年
（
当
時
愛
知
師
範
学
校
長
）
文
部
省
の
命
に

よ
る
「
師
範
學
科
取
調
べ
」
の
た
め
の
ア
メ
リ
カ
留
学
を
機
に
、
音
楽
研
究
施
設
の

構
想
を
練
る
の
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
ヘ
は
ほ
か
二
名
も
同
じ
目
的
で
派
遣
さ
れ
た
。

一
人
は
の
ち
に
音
楽
取
調
掛
で
伊
澤
修
二
の
片
腕
と
な
る
同
郷
（
長
野
県
）
の
稗
津

専
三
郎
、
も
う
一
人
は
高
嶺
秀
夫
で
あ
る
。
高
嶺
は
帰
国
後
東
京
師
範
学
校
長
と
な

り
、
明
治
三
十
七
年
に
は
東
京
音
楽
学
校
長
と
な
っ
て
い
る
。
伊
澤
修
二
は
マ
サ
チ

ュ
ー
セ

ッ
ツ
の
ボ
ス
ト
ン
郊
外
、
プ
リ

ッ
ヂ
ウ
ォ

ー
ト
ル
師
範
学
校
に
入
学
し
た
。

当
時
を
回
顧
し
た
伊
澤
の
手
記
に
よ
る
と
、
普
通
の
学
科
や
語
学
は
努
力
次
第
で
な

ん
と
か
な
つ
い
て
行
け
た
が
音
楽
だ
け
は
ど
う
に
も
な
ら
な
か
っ
た
と
次
の
よ
う
に

綴
っ
て
い
る
。
「
従
来
の
余
の
経
歴
談
を
讃
ん
だ
人
は
伊
澤
は
音
楽
に
於
て
は
、
最
も

得
意
で
あ
っ
た
ら
う
と
想
像
す
る
で
あ
ら
う
が
、
事
宜
は
全
く
そ
れ
と
正
反
劉
で
、
音

ヒ
ー
フ
ー

譜
な
ど
が
殆
ん
ど
も
の
に
な
ら
ず
1
2
だ
け
は
可
い
が

3
と
な
り
4
と
な
れ
ば
皆
上

り
過
ぎ
て
、
先
生
に
叱
ら
れ
自
分
は
尚
ほ
種
々
に
苦
心
し
た
け
れ
共
、
そ
れ
で
も
殆

ん
ど
唱
歌
に
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
或
時
校
長
は
余
を
招
き
『
君
は
ド
ウ
も
唱
歌

が
出
来
ぬ
と
い
ふ
こ
と
だ
が
、
そ
れ
は
賞
に
無
理
も
な
い
こ
と
で
、
君
は
極
東
の
日

本
函
人
で
あ
っ
て
、
貴
闊
の
音
律
は
我
米
國
の
と
は
違
っ
て
を
る
、
故
に
君
だ
け
に

伊
澤
修
二
の
文
部
省
へ
の
働
き
か
け

て
密
着
し
て
い
る
か
ら
、
学
校
教
育
上
重
要
な
教
科
で
あ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。

こ
の
国
情
の
違
い
を
ど
の
よ
う
に
解
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
次
の
よ

う
な
―
つ
の
見
解
が
下
さ
れ
て
い
る
。
「
學
制
が
大
悟
に
於
て
西
洋
諸
國
の
制
度
そ

の
儘
の
模
倣
で
あ
り
、
他
面
に
於
て
漢
學
の
影
醤
を
多
分
に
受
け
て
居
た
賞
時
の
人

々
が
、
儒
数
に
於
け
る
證
楽
と
云
ふ
言
葉
を
恐
ら
く
考
慮
に
置
い
て
、
＿
音
楽
を
敦
科

(
2
)
 

目
と
し
て
採
っ
た
で
あ
ら
う
と
推
察
さ
れ
る
」
と
。

(

1

)

明
治
五
年
七
月
「
太
政
官
布
告
」
第
二
百
十
四
号
。

(
2
)

『
本
邦
昔
榮
敦
育
史
』
東
京
昔
榮
學
校
内

日
本
教
育
昔
榮
協
會
編
、
昭
和
九
年
、
六
十

五
頁
。
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0

0

 

は
今
後
唱
歌
を
免
除
し
て
や
る
か
ら
安
心
せ
よ
』
と
云
っ
た
。
余
は
同
情
深
い
免
除

と
い
う
言
葉
に
到
し
て
、
却
っ
て
非
常
に
幾
念
に
感
じ
た
、
固
よ
り
校
長
の
芳
志
は

有
り
難
い
の
で
あ
る
け
れ
共
、
一
盟
余
が
政
府
か
ら
選
ば
れ
て
遥
々
此
地
ま
で
留
學

に
来
た
以
上
、
充
分
に
全
部
を
學
ん
で
蹄
ら
ね
ば
政
府
に
到
し
て
面
目
が
立
た
ぬ
、

0

0

 

何
と
し
て
唱
歌
だ
け
は
出
来
ぬ
か
ら
な
ど
A

免
除
な
る
片
輪
修
業
で
園
に
饉
ら
れ
る

(
l
)
 

者
か
と
賓
に
三
日
許
は
泣
い
て
悲
し
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。
」

一
念
発
起
し
た
伊
澤
は
、
ボ
ス
ト
ン
在
住
の
初
等
学
校
音
楽
監
督
兼
教
師
の
ル
ー

サ
ー
・
ホ
ワ
イ
テ
ィ
ン
グ
・
メ
ー
ソ
ン
を
訪
ね
、
毎
週
金
曜
日
に
メ
ー
ソ
ン
宅
で
レ

ッ
ス
ン
を
受
け
た
。
そ
の
結
果
、
卒
業
ま
で
に
は
ど
う
や
ら
一
人
前
に
音
楽
を
習
得

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
体
験
は
伊
澤
に
音
楽
の
教
授
法
を
打
ち
立
て
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
義
務
感
を
蛮
い
立
た
せ
た
。
そ
し
て
、

留
学
生
監
督
官
と
し
て
ボ
ス
ト
ン

(
2
)
 

に
在
住
し
て
い
た
目
賀
田
種
太
郎
（
男
爵
）
お
よ
び
メ
ー
ソ
ン
と
と
も
に
、
そ
の
具

体
策
を
立
案
す
る
の

で
あ
る
。

・

次
の
七
種
類
の
文
書
は
、
そ
の
設
置
を
文
部
省

へ
促
し
た
上
申
書
お
よ
び
唱
歌
の

教
授
法
と
メ
ー
ソ
ン
招
聘
に
関
す
る
書
類
で
あ
る
。
出
典
は
七
種
類
と
も
『
音
楽
侮

習
所
創
設
書
類
』

（明
治
十
二
年
十
月
）
で
あ
る
。

(

1

)

業
石
自
仰
『
敬
界
周
遊
前
記
』
伊
澤
修
二
君
還
暦
祝
賀
會
、明
治
四
十
五
年
、
二
十
八
頁。

(
2
)

目
賀
田
種
太
郎

(
-
八
四
八
！
一

九
二
六
）
明
治
時
代
の
法
律
学
者
で
の
ち
の
費
族

院
議
員
、
明
治
七
年
七
月
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
を
卒
業
し
帰
国
後
、
当
時
新
進
の
法
律
学
者

と
し
て
文
部
省
八
等
出
仕
を
命
ぜ
ら
れ
た
が
、
同
八
年
七
月
留
学
生
監
督
官
の
職
務
で
再
度

渡
米
、こ
の
お
り
に
伊
澤
修
二
と
と
も
に
メ
ー
ソ
ン
に
音
楽
師
事
、音
楽
取
調
掛
設
立

へ
の
道

を
開
拓
し
た
。
こ
の
間
十
年
十

一
月
に
、
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
音
楽
学
校
で
「
日
本
音
楽

の
沿
革
」
を
講
演
し
て
い
る
。
後
年
彼
は
大
蔵
官
僚
と
し
て
稀
に
み
る
手
腕
を
発
揮
し
た
。

(

l

)

「
學
校
唱
歌
二
用
フ
ベ
キ
音
楽
取
調
ノ
事
業
二
着
手
ス
ベ
キ
、
在
米

國
目
賀
田
種
太
郎
、
伊
澤
修
ニ
ノ
見
込
書
」

現
時
欧
米
ノ
教
育
者
皆
音
楽

ヲ
以
テ
教
育
ノ
一
課
ト
ス
、
夫
レ
音
楽
ハ
學
童

ノ
神
氣
ヲ
爽
快
ニ
シ
テ
其
勤
學

ノ
榮
ヲ
消
シ
、
肺
臓
ヲ
強
ク
シ
テ
其
ノ
健
全
ヲ

助
ケ
、
音
竪

ヲ
清
ク
シ
、
顎
音
ヲ
正
シ
、
聰
カ
ヲ
疾
ク
シ
、
考
思
ヲ
密
ニ
シ
又

文
部
大
輔

田
中
不
二
麿
殿

留
學
生
監
督

〔手
書
き〕

目
賀
田
種
太
郎

伊
澤
修
二

能
ク
心
情
ヲ
楽
マ
シ
メ
其
ノ
善
性
ヲ
感
猿
セ
シ
ム
是
レ
其
ノ
學
室
二
於
ケ
ル
直

接
ノ
功
カ
ナ
リ
、
然
シ
テ
社
會
二
善
良
ナ
ル
娯
楽
ヲ
与
へ
、
自
然
二
善
二
遷
シ

罪
二
遠
カ
ラ
シ
メ
、
社
會
ヲ
シ
テ
證
文
ノ
域
二
進
マ
シ
メ
、
國
民
揚
々
ト
シ
テ

王
徳
ヲ
頌
シ
太
平
ヲ
楽
ム
モ
ノ
ハ
其
ノ
社
會
二
封
ス
ル
間
接
ノ
功
カ
ナ
リ
、

右
ハ
其
ノ
功
カ
ノ
大
要
ニ
シ
テ
然
カ
ク
功
カ
ア
ル
事
照
々
欧
米
證
文
ノ
各
國

二
見
ル
ベ
キ
ナ
リ
、
我
省
夙
二
此
々
二
見
ル
ア
リ
テ
唱
歌
ヲ
公
學
ノ
一
課
二
定

メ
ラ
レ
シ
ト
雖
モ
、
之
レ
ヲ
賓
施
ス
ル
亦
易
キ
ニ
ア
ラ
ズ
、
例
ヘ
バ
我
國
ノ
音

楽
二
雅
俗
ノ
別
ア
リ
、
其
ノ
雅
卜
称
ス
ル
モ
ノ
調
曲
甚
高
ク
シ
テ
大
方
ノ
耳
ニ

遠
ク
、
又
其
ノ
俗
卜
称
ス
ル
モ
ノ
ハ
謳
曲
甚
卑
ク
シ
テ
其
害
却
テ
多
シ
、
畢
党

此
ノ
如
ク
ニ
テ
ハ
之
レ
ヲ
學
課
ト

シ
テ
施
ス
ヘ
カ
ラ
ズ
、
然
ラ
バ
西
洋
J
架
ヲ

採
リ
テ
直
二
之
レ
ヲ
用
ヰ
バ
事
易
キ
ニ
似
タ
レ
ド
モ
其
J
我
二
和
ス
ル
ヤ
否
ヤ

又
未
ダ
知
ル
ヘ
カ
ラ
ズ
、
就
テ
ハ
右
音
架
ヲ
興
ス
方
法
如
何
二
付
嘗
國
―
ー
テ
諸

向
二
相
質
シ
、
此
頃
特
二
其
筋
二
就
キ
少
シ
ク
之
レ
ヲ
探
ク
ル
ニ
音
楽
詩
誦
ハ

固
人
情

ノ
自
然

二
出
ツ
ル
事
故
、
其
大
体
ヨ
リ
之
レ
ヲ
論
ス
レ
バ
人
界
中
同
一

タ
ル
ベ
キ
儀
―
ー
テ
彼
レ
ノ
音
架
ノ
如
キ
モ
我
二
適
應
ス
ベ
キ
モ
ノ
有
之
、
到
底

彼
我
和
合
シ

一
種
ノ
楽
ヲ
興
サ
バ
我
公
學
二
唱
歌
ノ
課
モ
追
々
相
立
候
様
可
相

成
卜
存
候
、
依
テ
ボ
ス
ト
ン
公
學
音
楽
監
督
メ
イ
ソ
ン
氏
卜
相
議
シ
其
ノ
編
著

ノ
音
楽
掛
圏

二
擦
リ
、
其
楽
譜
二
我
歌
詞
ヲ
括
ミ
相
試
ミ
候
虞
先
々
相
應
二
相

聞
候
、
即
チ
掛
圏
雛
形
別
二
進
呈
候
、
其
委
細
ノ
事

ハ
別
紙
二
記
載
候
可
然
御

鰹
覧
ヲ
願
フ
敬
具

明
治
十
一
年
四
月
八
日
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（
二
）
目
賀
田
種
太
郎
「
我
公
學
二
唱
歌
ノ
課
ヲ
興
ス
ベ
キ
仕
方
二
付
私
ノ

見
込
」

前
文
の
詳
細
な
説
明
害
と
見
ら
れ
る
が
、
目
賀
田
種
太
郎
個
人
の
意
見
と
し
て
書

か
れ
て
い
る
。
だ
が
筆
跡
は
伊
澤
修
二
の
も
の
で
あ
る
。

音
楽
ノ
功
カ
ハ
去
ル
四
月
八
日
附
ニ
テ
伊
澤
修
二
氏
卜
共
二
上
申
セ
シ
公
報

二
（
但
シ
同
人
此
度
蹄
朝
二
付
此
ノ
公
報
井
二
唱
歌
教
授
掛
圏
雛
形
持
参
二
候

間
着
ノ
上
同
人
ヨ
リ
呈
進
可
仕
候
）
述
ブ
ル
ガ
如
シ
、
然
シ
テ
其
ノ
功
カ
ハ
一

々
我
レ
ー
ー
実
適
可
仕
卜
見
込
候
儘
今
此
二
我
學
校
二
唱
歌
採
用
ノ
方
法
二
付
愚

考
ノ
儘
ヲ
左
二
申
上
候

抑
公
學
ノ
大
要
ハ
人
ノ
其
J
平
生
ノ
用
務
ヲ
達
セ
シ
ム
ル
様
ー
ー
教
フ
ル
ニ
ア

リ
、
斯
ク
教
フ
ル
ニ
緊
要
ナ
ル
學
課
ハ
其
ノ
國
語
ヲ
舌
モ
テ
又
筆
モ
テ
正
シ
ク

用
ヰ
ル
ト
数
學
ノ
大
要
ト
ニ
可
有
之
卜
心
得
侯
、
然
シ
テ
是
レ
等
ヲ
教
フ
ル
ニ

モ
其
方
法
能
ク
人
情
二
近
ク
シ
テ
天
然
ノ
理
二
依
リ
候
時
ハ
容
易
二
其
趣
意
ヲ

貫
達
ス
ル
ヲ
得
ベ
シ
、
學
室
二

小
童
ヲ
倦
マ
サ
ラ
シ
ム
ル
ハ
緊
要
ノ
事
二
付
一

日
間
二
十
分
又
十
五
分
時
間
之
レ
ニ
唱
歌
セ
シ
メ
ハ
却
テ
其
常
課
ヲ
學
ブ
ニ
速

ナ
ル
ベ
シ
、
コ
ハ
菅
二
音
楽
ヲ
員
二
休
息
ノ
一
具
卜
見
ル
ニ
止
マ
ル
ト
雖
モ
尚

其
他
ノ
功
カ
ア
ル
事
ハ
御
承
知
ノ
事
ニ
テ
差
向
キ
我
ガ
學
校
二
於
テ
其
直
接
ナ

ル
功
ハ
學
童
ノ
健
全
ヲ
助
ケ
狡
音
ヲ
正
シ
ク
ス
ル
等
二
可
有
之
卜
存
候
、
又
其

〔マ

マ〕

ノ
漸
次
我
社
會
二
封
シ
テ
閑
接
ノ
功
カ
ハ
賓
二
善
良
二
可
有
之
卜
存
候
、
サ
レ

ド
モ
人
或
ハ
音
榮
ヲ
些
少
無
益
ノ
一

遊
技
ト
シ
有
要
ナ
ル
學
課
ヲ
障
ク
ル
ト
論

ス
ル
モ
ア
ル
ヘ
ケ
レ
ド
、
凡
ソ
百
J
事
皆
必
ズ
大
牡
ナ
ル
モ
ノ
ヨ
リ
成
リ
立
ツ

ニ
ア
ラ
ズ
、

學
校
ノ
諸
課
ヲ
一
ツ
一
ツ
ー
ー
論
ス
レ
バ
或
ハ
其
ノ
有
形
ニ
シ
テ
其

ノ
益
直
ナ
ル
モ
可
有
之
、
或
ハ
其
ノ
無
形
ー
ー
シ
テ
其
ノ
益
閑
接
幽
微
直
二
見
へ

ザ
ル
モ
ノ
モ
可
有
之
、
只
之
レ
等
ヲ
合
シ
其
ノ
活
用
ヲ
得
テ
其
益
ヲ
得
ル
ベ
キ

ノ
ミ
、
又
或
ハ
音
榮
ノ
淫
竪

二
渉
ル
モ
ノ
ヲ
指
シ
末
タ
リ
テ
其
ノ
弊
害
ヲ
論
ス

ル
モ
ア
ル
ヘ
ケ
レ
ド
、
是
ハ
其
ノ
愛
ヲ
論
ス
ル
モ
ノ
ー
ー
シ
テ
鰹
ヲ
論
ス
ル

ニ
ア

ラ
ズ
、
況
ン
ヤ
諸
教
育
者
ノ
説
皆
右
等
卜
反
封
ニ
シ
テ
却
テ
音
架
ヲ
以
テ
學
校

二
有
要
ノ
一
課
ト
ス
ル
ニ
於
テ
ヲ
ヤ
、
音
楽
ノ
我
二
功
カ
ア
ル
ベ
キ
ハ
疑
フ
ベ

カ
ラ
ザ
ル
儀
卜
存
候

故
ー
ー
唱
歌
課
ヲ
學
校
一
＿
興
ス
ノ
事
行
ハ
ル
ヘ
ケ
レ
バ
之
レ
ヲ
行
フ
ノ
御
趣
意

ト
相
考
候

嘗
國
ニ
テ
唱
歌
ヲ
學
校
二
採
用
セ
シ
ハ
実
二
晩
近
ニ
テ
「
ボ
ス
ト

ン
」
府
二

テ
ハ
千
八
百
五
十
七
年
二
始
メ
テ
其
ノ
學
務
局
中
二
唱
歌
ノ
課
ヲ
置
ケ
リ
、
嘗

時
人
未
ダ
唱
歌
ノ
功
カ
ヲ
知
ラ
ズ
、
之
レ
ヲ
公
學
ニ
―
學
課
ト
セ
ン
ト
雖
モ
、

其
ノ
教
授
法
モ
定
マ
ラ
ズ
、
其
ノ
教
師
モ
乏
シ
カ
リ
キ
、
潮
リ
テ
営
時
ノ
報
告

類
ヲ
見
ル
ニ
小
學
ノ
幼
童
ー
ー
漫
二
高
尚
ノ
歌
詞
ヲ
教
へ
又
ハ
街
頭
ノ
部
猥
ナ
ル

佳
謡
ヲ
教
ヘ
ナ
ド
シ
、
其
ノ
不
都
合
ナ
ル
形
況
賓
ニ
―
笑
二
付
ス
ベ
キ
ア
リ
、

同
府
學
務
局
殊
二
其
ノ
監
督
フ
ィ
ル
ブ
リ
ッ
ク
氏
主
ト
シ
テ
之
レ
ヲ
憂
へ
事
ノ

賓
二
措
ク
ヘ
カ
ラ
ザ
ル
ヲ
知
リ
終
二
千
八
百
六
十
四
年
二
及
ン
デ
、
シ
ン
シ
ン

ナ
タ
イ
府
ヨ
リ
其
ノ
音
楽
教
師
タ
リ
シ
「
ル
ー
サ
ル
ホ
ワ
イ
チ
ン
グ
メ
イ

ソ
ン
」
氏
ヲ
招
聘
セ
リ
、
氏
ハ
夙
二
音
楽
ヲ
公
學
二
施
ス
ノ
術
ヲ
創
メ
シ
人
二

シ
テ
其
ノ
シ
ン
シ
ン
ナ
タ
イ
府
井
二
他
虞
二
為
セ
シ
慮
多
カ
リ
シ
ガ
、
亦
其
ノ

ボ
ス
ト
ン
府
二
盛
セ
ル
虞
最
著
明
卜
言
フ
ベ
キ
ナ
リ
、
（
監
督
雑
報
第
十
号
―
―
-
+

六
葉
唱
歌
ノ
件
ヲ
見
ョ
）
営
時
ボ
ス
ト
ン
公
學
ノ
音
楽
ノ
形
勢
前
二
記
セ
シ
ガ

如
キ
モ
、
今
既
二
其
制
嘗
國
二
冠
タ
リ
、
斯
カ
ル
形
情
ヲ
致
セ
シ
公
阜
ヘ
ニ
メ
イ

ソ
ン
氏
ノ
功
ナ
リ
、
此
ノ
所
由
ヲ
問
フ
ニ
氏
ノ
長
ズ
ル
慮
ハ
全
ク
前
記
ノ
如
ク

其
ノ
教
授
法
モ
定
マ
ラ
ズ
、
唱
歌
ヲ
學
校
二
用
フ
ベ
キ
ャ
ノ
問
ヒ
モ
末
ダ
究
ム
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ル
能
ハ
ザ
ル
、我
國
ノ
今

二
於
ケ
ル
ガ
如
キ
草
創
ノ
時
二
方
リ
テ
、
欧
羅
巴
諸
國

ニ
テ
最
良
キ
古
今
ノ
曲
調
歌
詞
ヲ
採
捧
シ
、
米
國
二
在
来
ス
ル
モ
ノ
ト
和
シ
、

又
欧
羅
巴
諸
國
ノ
音
架
教
授
方
ヲ
モ
合
シ
、
一
ツ
ノ
創
新
ナ
ル
制
ヲ
疲
明
シ
、

終

二
廣
ク
公
學
ノ
音
架
ヲ
取
立
テ
善
良
ナ
ル
楽
曲
ヲ
流
布
セ
シ
メ
シ
ー
ー
在
リ
、

従
テ
営
國
諸
地
多
ク
此
例
ヲ
次
ギ
其
ノ
公
學

二
唱
歌
ヲ
始
シ
ナ
リ
、
故
ニ
メ

イ
ソ
ン
氏
ノ
掛
圏
井

二
教
授
法
ノ
如
キ
世

二
用
ヰ
ラ
ル
ヽ

虞
多
シ
需
キ
ー
ー
閣
下

ボ
ス
ト
ン
ニ
購
求
セ
シ
ハ
即
チ
此
ノ
掛
圏
ナ
リ
、

夫
レ
既
二
前
二
述
フ
ル
ガ
如
ク
唱
歌
ノ
功
力
明
カ
ー
ー
シ
テ
其
ノ
米
國
ノ
公
學

二
行
ハ
ル
ヽ

事
賓

二
戟
近
二

賜

ス
、
此
レ
ヲ
以
テ
考
フ
レ
バ
此
事
ヤ
賓

二
我
ニ

施
ス
ベ
キ
ガ
如
シ
、

グ
リ
ー
ス

抑
西
洋
ノ
榮
ハ
其
ノ
源
ヲ
希
服
二
取
レ
リ
、
然
シ
テ
其
ノ
基
ヒ
タ
ル
天
然
二

握

レ
リ
八
音
ア
リ
テ
其
ノ
元
素
タ
リ
、

衆
音
皆
之

レ
ニ
拠
ル
、
然
シ
テ
此
八
音
ノ
閥
係
節
度
斯
ク
天
然
二
基
ク
ガ
故

二
音
架
ノ
節
度
曲
調
精
妙
和
合
ヲ
致
シ
千
古
二
渉
リ
テ
易
フ
ベ
カ
ラ
ズ
改
ム

へ

カ
ラ
ズ
、

斯
カ
ル
不
朽
不
易
ノ
基
礎
ア
ル
故
二
此
ノ
架
ノ
行
ハ
ル

ヽ
虞
ニ
テ

ハ

何
レ
ノ
図
々
ニ
テ
モ
其
J
音
楽
皆
同

一
轍

二
出
ツ
、
然
ル
ニ
此
ノ
基
礎
二
擦
ラ

ザ
ル
虞
ニ
テ
ハ
音
榮
完
全
ナ
ル
能
ハ
ズ

我
國
固
ョ
リ
膿
架
ヲ
尊
ミ、

其
ノ
雅
楽
ノ
如
キ
古
代
ヨ
リ
博
ハ
ル
ト
雖
モ
其

基
礎
恐
ク
天
然
二
原
ク
モ
ノ

ニ
ア
ラ
ズ
、
況
ン
ヤ
是
迄
之
レ
ヲ
學
術
上
二
研
究

セ
シ
事
格
別
ナ
カ
リ
シ
故
―
-
、
其
ノ
彼
レ
ノ
音
楽
ノ
如
ク
完
全
ナ
ラ
ザ
ル
ハ
明

ケ
シ
、
サ
レ
ド
モ
既
二
公
文
二
具
ス
ル
ガ
如
ク
詩
歌
音
楽
全
ク
人
ノ
情
二
出
テ

其
ノ
大
体
ハ
彼
我
同
シ
カ
ル
ベ
キ
ガ
故
二
尚
之
レ
ヲ
研
究
セ
バ
必
ズ
彼
ノ
究
メ

シ
虞
ヲ
採
リ
テ
我
ガ
究
メ
ザ
ル
虞
ヲ
利
ス
ル
ヲ
得
終
二
彼
我
ノ
音
架
ヲ
一
致
セ

シ
ム
ル
ヲ
得
ベ
シ
既
二
右
ノ
如
キ
意
見
モ
相
立
チ
候
二
付
之
レ
ヲ
行
ハ
ン
ト
ス

ル
ニ
ハ
先
ヅ
唱
歌
ノ
課
ヲ
我
學
校

二
興
ス
事

二
取
掛
リ
候
二
可
有
之
、
然
シ
テ

此
ノ
事
賓

二
行
ハ
ル
ベ
ク
ト
存
候
其
方
法
左

二
具
ス

一
、
唱
歌
ノ
課
ヲ
興
ス
ニ

ハ
先
ツ
之
レ
ヲ
東
京
師
範
學
校
井
二
東
京
女
子
師
範

學
校

二
設
ク
ベ
シ

二
、
前
條
ノ
如
ク
唱
歌
ノ
課
ヲ
雨
師
範
學
校
二
設
ケ
、
然
シ
テ
終

二
我

ナ
シ
ョ

ナ
ル

ミ

ュ

ー

ジ

ッ

ク

〔

マ
マ〕

國

學

ヲ

興

ス

ヲ

得

ベ

シ

、
國
學
ト
ハ
我
國
古
今
固
有
ノ
詞
歌
曲
調
ノ

〔
マ
マ
〕

善
良
ナ

ル
モ
ノ
ヲ
尚
研
究
シ
、
其
ノ
足
ラ
ザ
ル
ハ
西
洋
二
取
リ
、
終
二
貴
賤

二
閥
ハ
ラ
ズ
又
雅
俗
ノ
別
ナ
ク
誰
ニ
テ
モ
何
レ
ノ
節
ニ
テ
モ
日
本
ノ
國
民
卜

シ
テ
歌
フ
ベ

キ
國
歌
奏
ヅ
ベ
キ
國
調
ヲ
興
ス
ヲ
言
フ、

是
レ
國
架
ノ
名
ア

ル

故
ナ
リ
、

シ
カ

現
今
ノ
景
況
ニ
テ
ハ
我

レ
ニ

図
架
碓
ト
ア

ル
事
ナ
シ
、
如
何
ト
ナ
レ
バ
公

報
ニ
モ
言
フ
如
ク
我
ガ
雅
榮
ハ
甚
ダ
高
ク
又
普
通
ノ
俗
架
ハ
甚
卑
ク
到
底

上
下
其
ノ
架
ミ
ヲ
亨
ク
ル
能
ハ
ズ
、
サ
レ
バ
西
洋
ノ
歌
曲
ヲ
其
儘
用
ヰ
ル

〔
マ
マ
〕

事
ハ
容
易
ナ
リ
ト
雖
、
コ
ハ
我
ガ
國
學

ニ
ハ
ア
ラ
ズ
、
故
二
我
國
雅
俗
ノ
音

柴
歌
曲
井
二
西
洋
ノ
音
楽
曲
調
ノ
中
其
ノ
最
モ
善
良
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
混
和
シ

以
テ
國
架
ヲ
興

ス
ベ
キ
ナ
リ
本
條
圏
架
ト
ハ
此
ノ
意
モ
テ
言
ヘ
ル
ナ
リ、

三
、
右
課
ヲ
設
ク
ル
ニ
ハ
先
ツ
其
ノ
教
師
一

人
ヲ
嘱
任
ス
ベ
シ
、
然
シ
テ
此
ノ

教
師
ハ
西
洋
音
楽
ノ
理
ヲ
知
リ
又
此
ノ
知
識
モ
テ
西
洋
卜
日
本
ノ
音
柴
ヲ
折

〔
マ
マ
〕

衷
シ
我
二
適
應
ス
ベ
キ
歌
共
ヲ
編
輯
シ
我
図
學
（
前
記
ノ
意
）
ヲ
興
ス
ニ
尽

カ
ス
ル
人
タ
ル
ベ
シ

四
、
斯
ク
教
師
タ

ル
ベ
キ
人
ハ
メ
イ
ソ
ン
氏
二
如
ク
モ
ノ
ナ
カ
ル
ベ
シ
ト
思
ハ

〔
マ
マ
〕

ル
、
氏
ガ
ボ
ス
ト
ン
ニ
尽
セ

シ
功
ハ
既
二
前
二
記
セ
リ
、
必
ズ
ヤ
氏
我
國
学

ヲ
起
ス
事

二
付
、
一
種
ノ
創
新
ナ
ル
方
法
ヲ
発
見
シ
為
ス
虞
多
カ
ル
ベ
シ
、

故
二
氏
ヲ
招
傭
ス
ル
ヲ
要
ス
、
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七
、
氏
我
レ
ニ
来
ラ
バ
前
記
ノ
事
ヲ
興
ス
ニ
着
手
セ
シ
ム
ベ
シ
ト
雖
モ
併
テ
師

範
学
校
生
徒
二
音
楽
ヲ
教
授
セ
シ
ム
ル
ハ
勿
論
ナ
リ
、
然
カ
ス
ル
中

ニ
ハ
生

徒
中
ニ
モ
就
中
女
子
生
徒
ニ
テ
氏
ノ
助
ケ
ニ
ナ
ル
モ
ノ
直
二
出
来
ル
ベ
シ

八
、
又
師
範
學
校
ノ
演
習
所
幼
群
園

ニ
モ
右
課
ヲ
教
フ
ベ
シ
且
ツ
唱
歌
ハ
幼
児

ヨ
リ
始
ム
ル
ヲ
最
良
最
速
ノ
法
ト
ス
、

九
、
右
ノ
如
ク
ニ
シ
テ
雨
師
範
学
校
中
二
試
ミ
ナ
バ
漸
次
奏
功
ス
ベ
シ
然
シ
テ

都
合
ヲ
以
テ
府
下
ノ
公
学
二
唱
歌
ヲ
始
ム
ベ
シ
、
然
シ
テ
折
々
氏
ヲ
シ
テ
巡

回
セ
シ
ム
ベ
シ

+
、
右
二
見
フ
ル
ガ
如
ク
其
ノ
最
モ
重
ナ
ル
件
ハ
メ
イ
ソ
ン
氏
ノ
招
傭

二
有

之
、
氏
ハ
鼠
ヘ
ニ
其
ノ
道
ヲ
専
ニ
ス
ル
ノ
人
ニ
シ
テ
職
業
上
ノ
榮
誉
ト
シ
テ

必
ズ
ヤ
我
レ
ニ
束
ル
ヲ
承
知
ス
ベ
シ
、
故
二
其
報
酬
ノ
如
キ
左
ノ
ミ
ノ
事

ニ

ハ
ア
ル
マ
ジ

土
、
次
ギ
ニ
入
用
ナ
ル
ハ
楽
器
ナ
リ
、
サ
レ
ド
モ
一
昨
年
閣
下
若
干
J
楽
器
ヲ

購
求
セ
ラ
レ
タ
レ
ハ
右
ノ
内
ヲ
師
範
学
校
ノ
用
二
充
ツ
ル
ヲ
得
ベ

ク
、
又
女

子
師
範
学
校
一
ー
ハ
「
ピ
ア
ノ
」
ア
リ
ト
聞
ケ
リ
、
故
二
差
向
キ
架
器
二
不
都

シ
五
、
同
氏
ハ
西
洋
音
楽
又
ハ
其
学
問
J
理
二
委
シ
ト
雖
モ
、
日
本
ノ
國
語
又
其

ノ
音
楽
ハ
知
ラ
ザ
ル
ナ
リ
、
故
二
我
國
ノ
文
事

二
達
シ
タ
ル
人
ヲ
シ
テ
総
テ

氏
ヲ
助
ケ
シ
メ
又
其
ノ
教
授
ヲ
モ
助
ケ
シ
ム
ベ
シ
、

此
度
進
呈
ス
ル
歌
ノ
掛
圏

二
付
伊
澤
氏
ノ
盛
力
最
多
シ
氏
ノ
如
キ
必
ズ
大

二
助
ク
ル
慮
ア
ル
ベ
シ

又
折
々
都
合
ヲ
以
テ
日
本
ノ
各
種
ノ
歌
唱
ヲ
メ
イ
ソ
ン
氏
二
聴
カ
ス
ル
ノ

弁
利
ヲ
与
フ
ベ
シ

〔
マ
マ
〕

六
、
右
ノ
如
ク
セ
バ
必
ズ
適
應
ノ
歌
ヲ
編
著
シ
我
図
学
ヲ
興
ス
事
容
易
ナ
ル
ベ

合
ハ
ナ
カ
ル
ベ
シ
、
尤
モ
追
々
公
学
二
用
フ
ル
ニ
及
ハ
ゞ
其
ノ
榮
器
ノ
費
金

ニ
付
彼
是
言
フ
事
ア
ル
ベ
シ
、
サ
レ
ド

モ
之
レ
ヲ
廉
債
二
此
図
ョ
リ
購
求
シ

又
ハ
我
國

ニ
テ
容
易
二
造
作
ス
ル
ノ
法
ア
リ
、
但
シ
是
等
ハ
今
具
ス
ル
ニ
及

バ
サ
ル
ベ
シ

士一
、
費
用

ハ
前
條
ョ
リ
相
見
へ
候
通
リ
差
向
キ
誠
二
僅
ニ
テ
弁
ス
ベ
シ
、

右
二
條
記
ス
ル
虞
ハ
我
学
校
二
唱
歌
ノ
課
ヲ
採
用
ス
ル
ニ
付
其
ノ
最
モ
手

早
キ
仕
方
卜
考
候

外
國
人
招
傭
ノ
儀
ナ
ド
ニ
付
私
ョ
リ
彼
是
申
上
候
ハ
好
マ
シ
カ
ラ
ズ
候
得

共
、
右
ハ
全
ク
其
ノ
事
ノ
成
ル
ベ
ク
ト
考
へ
候
餘
リ
申
上
候
事
故
、
此
邊
可

然
御
領
意
可
被
下
候
、
就
テ
ハ
前
ノ
條
々
井
二
別
二
送
リ
候
公
文
等
夫
々
書

類
能
々
御
照
合
被
下
御
勘
考
相
成
リ
、
前
記
ノ
見
込
之
次
第
御
内
議
ニ
モ
被

及
度
存
候
、
此
状
ハ
私
二

意
見
申
上
候
事
故
、
私
信
ニ
テ
差
進
候
間
、
其
ノ

積
リ
ニ
テ
御
取
計
相
成
リ
、
御
返
答
ヲ
モ
奉
伺
度
候
願
候
敬
具

明

治

十

一

年

四

月

廿

日

目

賀

田

種

太

郎

田
中
不
二
麿
閣
下

副
伸此

度
進
呈
ス
ル
唱
歌
掛
圏
雛
形

ハ
、
西
洋
ノ
音
楽
ヲ
我
ー
ー
混
和
採
用
ス
ル
ヲ

得
ベ
キ
ヲ
示
ス
ニ
足
ル
丈
ケ
ニ
候
間
、
此
段
御
承
領
相
成
置
度
候

又
右
掛
圏
井
二
本
文
ノ
次
第
二
付
自
然
洋
人
ノ
見
込
ヲ
モ
御
顧
問
相
成
度
儀

二
候
ハ
ゞ
、
東
京
大
學
理
学
部
教
授

「
イ
ド
ワ
ル
ト
ヱ
ス
モ
ー
ル
ス
」
氏

相
應
ノ
御
答
ヲ
ナ
ス
ヲ
得
ベ
ク
候
、
且
氏
ハ
相
應
二
音
架
唱
歌
共
心
得
居
リ
候

人

二

有

之

候

〔

手

書
き〕
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（

三

）

「
唱
歌
法
取
調
書
」
伊
澤
修
二

こ
の
文
書
は
伊
澤
が
ボ
ス
ト
ン
に
お
い
て
メ
ー
ソ
ン
と
と
も
に
作
成
し
た
も
の
で

あ
っ
た
が
、
伊
澤
の
帰
国
後
、
明
治
十
一
年
六
月
、
文
部
省
へ
提
出
し
た
。
伊
澤
の

帰
国
は
そ
の
一
カ
月
前
の
五
月
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
同
時
に
作
製
し
た
唱
歌
掛
図
が

添
え
て
あ
っ
た
。
こ
の
掛
図
は
一
八
七
八
年
（
明
治
十
一
）
秋
の
パ
リ
展
覧
会
に
メ

ー
ソ
ン
が
出
品
し
て
い
る
。
こ
の
事
実
は
一
八
七
九
年
十
一
月
二
十
日
付
、
伊
澤
宛

メ
ー
ソ
ン
の
書
簡
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。

今
此
唱
歌
掛
闘
ヲ
文
部
大
輔
田
中
公
J
閣
下
二
呈
ス
ル
ニ
嘗
リ
妥
二
敷
言
ヲ

述
べ
以
テ
其
掛
圏
ヲ
製
ス
ル
ノ
畢
ノ
由
テ
起
リ
シ
所
以
卜
僕
等
ガ
常
二
目
的
ト

セ
シ
本
理
ト
ヲ
略
述
シ
以
テ
閲
者
ノ
誤
了
ナ
カ
ラ
ム
事
ヲ
願
ヒ
併
セ
テ
将
来
唱

歌
ノ
一
科
ヲ
興
ス
ノ
一
助
タ
ラ
ム
事
ヲ
翼
フ
ナ
リ

抑
此
掛
図
ヲ
製
ス
ル
ノ
畢

ハ
米
國
ボ
ス
ト
ン
府
音
楽
監
督
メ
ー
ソ
ン
氏
曾
テ

我
教
育
理
事
官
二
同
氏
編
著
ノ
掛
図
ヲ
贈
リ
シ
後
我
國
教
育
ノ
學
科
中
唱
歌
ノ

一
科
末
ダ
備
ラ
ザ
ル
ヲ
博
聞
シ
頻
二
其
道
ノ
末
夕
亜
細
亜
地
方
二
興
ラ
ザ
ル
ヲ

憂
ヒ
我
國
ノ
學
校
ー
ー
其
良
種
ヲ
施
シ
他
日
其
良
果
ヲ
獲
ン
事
ヲ
思
立
チ
シ
ニ
根

セ
シ
ナ
リ
彼
氏
ノ
望
賓
二
此
ノ
如
シ
ト
雖
モ
奈
セ
ン
彼
氏
日
本
語
ヲ
解
ス
ル
ニ

非
ズ
又
其
人
民
ノ
風
習
教
育
ノ
景
況
等
ヲ
熟
知
ス
ル
ニ
非
ズ
徒
二
其
志
ヲ
懐
ク

卜
雖
モ
之
ヲ
達
ス
ル
ノ
路
ナ
シ
因
テ
惟
ラ
ク
日
本
生
徒
ニ
シ
テ
能
ク
営
時
日
本

ノ
教
育
ヲ
知
ル
者
ヲ
得
之
ガ
助
二
因
テ
其
掛
図
二
挿
ム
ー
ー
日
本
語
ノ
謡
曲
ヲ
以

テ
シ
其
國
語
ヲ
以
テ
其
感
情
ヲ
歌
頌
ー
ー
狡
ス
ル
ヲ
得
セ
シ
メ
バ
其
道
始
テ
興
ル

ベ
シ
其
志
始
テ
達
ス
ベ
シ
ト
於
是
一
日
途
中
逍
遥
ノ
際
一
ノ
日
本
生
徒
二
遡
返

シ
之
ヲ
我
家
二
招
キ
頻

二
唱
歌
ノ
科
ヲ
日
本
ノ
學
校
二
置
ク
ヘ
キ
ノ
理
由
ヲ
説

キ
シ
カ
ド
モ
其
彼
氏
ヲ
助
ク
ベ
キ
ノ
意
カ
ナ
キ
ヲ
知
リ
大
ニ
一
時
ノ
失
望
ヲ
懐

ケ
リ
一
昨
年
ノ
秋
僕
偶
彼
氏
二
遭
遇
シ
後
目
賀
田
氏
卜
共
ー
ー
彼
氏
ノ
家
二
至
ル

彼
氏
僕
二
告
ル
ニ
平
素
ノ
志
ヲ
以
テ
ス
僕
亦
曾
テ
我
國
二
在
ル
ノ
日
學
校
唱
歌

ヲ
興
ス
ノ
肝
要
ナ
ル
ヲ
知
リ
良
師
益
友
ヲ
得
テ
少
ク
其
道
ノ
何
物
タ
ル
ト
之
ヲ

興
ス
ノ
方
法
如
何
ト
ヲ
研
究
セ
ン
ト
欲
ス
ル
ノ
際
ナ
レ
ハ
大
二
其
志
ノ
篤
キ
ト

其
道
ヲ
尚
フ
ノ
重
キ
此
二
至
ル
ヲ
感
シ
且
其
好
機
失
フ
可
ラ
ザ
ル
ヲ
知
リ
遂
二

共
二
心
カ
ヲ
尽
シ
テ
其
畢
ヲ
全
セ
ン
事
ヲ
約
セ
リ

嘗
時
僕
ブ
リ
ッ
ヂ
ウ
ヲ
ー
ト
ル
師
範
学
校
二
在
学
シ
他
事
二
消
費
ス
ル
ノ
時

間
二
乏
シ
ト
雖
モ
彼
氏
ノ
篤
志
ノ
非
常
ナ
ル
ヲ
感
シ
且
我
國
ノ
唱
歌
未
ダ
興
ラ

ザ
ル
ヲ
憂
ル
ノ
餘
リ
土
曜
ノ
休
日
毎
―
ー
ボ
ス
ト
ン
府
二
至
リ
彼
氏
二
語
ル
ニ
我

図
歌
詞
ノ
成
立
法
及
句
調
法
等
ノ
大
概
ヲ
以
テ
シ
彼
氏
僕
二
授
ク
ル
ニ
彼
音
楽

ノ
理
唱
歌
ノ
法
等
ヲ
以
テ
シ
交
互
談
論
ノ
上
其
見
偶
相
合
フ
者
ア
リ
相
反
ス
ル

者
ア
リ
一
曲
一
詞
得
ル
ニ
従
テ
之
ヲ
括
入
シ
遂
二
大
凡
二
年
ノ
星
霜
ヲ
経
テ
其

唱
歌
掛
圏
略
其
形
ヲ
ナ
ス
ニ
至
レ
リ
然
リ
ト
雖
モ
僕
素
ヨ
リ
我
音
楽
二
精
キ
モ

ノ
ニ
非
ズ
又
我
歌
学
ヲ
知
ル
者
二
非
ズ
其
志
大
物
ノ
如
シ
ト
雖
モ
其
業
針
頭
ダ

ニ
モ
如
カ
ズ
疑
問
ヲ
解
ク
ベ
キ
ノ
益
友
ナ
ク
教
訓
ヲ
受
ク
ベ
キ
ノ
良
師
ナ
シ
古

典
ヲ
考
ル
ノ
書
ナ
ク
新
作
ヲ
学
ブ
ノ
籍
ナ
シ
頼
ム
所
ノ
モ
ノ
ハ
唯
我
一
精
神
ト

忍
耐
カ
ア
ル
ノ
ミ
其
情
勢
此
ノ
如
キ
ガ
故
二
其
成
果
ノ
拙
劣
ナ
ル
此
ノ
如
キ
ニ

至
ル
ハ
理
ノ
嘗
然
ニ
シ
テ
敢
テ
僕
ガ
憾
ト
セ
ザ
ル
所
ナ
リ
唯
諸
哲
ノ
貼
験
批
評

ヲ
経
テ
我
歌
詞
謡
曲
ノ
彼
音
架
ノ
理
二
基
キ
彼
楽
譜
ノ
則
二
従
テ
謡
ヒ
得
ベ
キ

者
ア
ル
ノ
理
ヲ
證
ス
ル
ヲ
得
バ
僕
ガ
満
足
ス
ル
所
ナ
リ

此
唱
歌
掛
圏

ハ
米
國
ボ
ス
ト
ン
府
音
楽
監
督
メ
ー
ソ
ン
氏
編
著
J
最
下
等
ノ

小
学
ヨ
リ
最
上
等
ノ
諸
学
校
二
至
ル
マ
デ
正
シ
ク
順
序
ヲ
遂
テ
教
授
ス
ベ
キ
モ

J

ヽ
内
最
下
級
用
ノ
一
部
二
櫨
リ
テ
製
セ
シ
モ
ノ
ナ
リ
故
二
其
謡
詞
ノ
如
キ
極

メ
テ
簡
短
ニ
シ
テ
幼
児
ノ
解
シ
易
キ
者
ヲ
用
ル
ヲ
旨
ト
セ
リ
其
用
語
ノ
如
キ
寧

ロ
甘
シ
テ
卑
浅
二
近
キ
ノ
批
評
ヲ
受
ル
モ
却
テ
高
尚
二
陥
ル
ノ
弊
害
ヲ
免
レ
ン
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事
ヲ
望
メ
リ
閲
者
宜
ク
其
意
ヲ
了
ス
ベ
シ

此
掛
圏
中
用
ル
謡
ハ
或
ハ
我
國
在
来
ノ
謡
曲
ヲ
採
リ
或
ハ
全
ク
新
作
ヲ
試
ミ

或
ハ
原
著
ノ
意
二
擬
シ
テ
製
セ
シ
者
ア
リ
是
レ
元
来
此
掛
圏
ヲ
製
ス
ル
ノ
本
旨

ハ
充
備
完
全
ニ
シ
テ
直
二
諸
学
校
ノ
用
二
供
ス
ベ
キ
ノ
目
的
二
非
シ
テ
却
テ
将

来
唱
歌
ヲ
起
ス
ベ
キ
一
箇
ノ
経
験
タ
ラ
ン
事
ヲ
要
旨
ト
ス
ル
ヲ
以
テ
其
執
レ
カ

正
執
レ
ヵ
否
執
レ
カ
便
執
レ
カ
不
便
ナ
ル
ヲ
試
ム
カ
為
ナ
リ

我
國
ノ
歌
謡
ハ
雅
俗
二
拘
ラ
ズ
新
古
ヲ
問
ハ
ズ
自
ラ
一
定
ノ
句
調
ア
リ
テ
愛

易
ス
ベ
カ
ラ
ズ
故
二
彼
楽
譜
我
謡
曲
―
ー
用
フ
可
ラ
ザ
ル
者
ア
ル
ニ
似
タ
リ
蓋
各

國
固
有
ノ
語
風
然
ラ
シ
ム
ル
所
ナ
リ
閲
者
掛
闘
中
謡
詞
ナ
キ
モ
ノ
ア
ル
ヲ
怪
ム

莫
シ我

國
ノ
歌
謡
古
来
一
定
ノ
押
韻
法
ナ
シ
ト
雖
モ
元
来
押
韻
ハ
自
然
二
謡
ノ
調

子
ヲ
整
ル
ノ
性
質
ヲ
具
セ
ル
者
ナ
レ
バ
古
来
ノ
琴
歌
但
謡
等
ー
ー
モ
知
ラ
ズ
識
ラ

ズ
押
韻
ヲ
用
ヒ
シ
者
其
例
少
カ
ラ
ズ
例
ヘ
ハ
但
謡
二
冨
士
の
白
ゆ
き
や
（
ア

ノ
韻
）
朝
日
で
消
え
る
（
ウ
ノ
韻
）
娘
島
田
は
（
ア
ノ
韻
）
ね
て
と
け
る
（
ウ

ノ
韻
）
ノ
如
シ
此
例
ー
ー
ハ
初
句
卜
第
三
句
ハ
五
十
韻
第
一
ノ
緯
行
即
チ
「
ア
」

ノ
韻
ヲ
用
ヒ
第
二
第
四
ノ
両
句
ハ
第
三
ノ
緯
行
即
チ
「
ウ
」
ノ
韻
ヲ
用
ヒ
タ
ル

者
ノ
如
シ
是
レ
即
チ
西
洋
ノ
詩
ノ
押
韻
法
二
最
モ
能
ク
類
似
セ
ル
ナ
リ

此
掛
圏
中
二
用
ル
謡
詞
ハ
素
ョ
リ
小
学
ノ
最
下
級
ー
ー
用
ル
モ
ノ
ナ
レ
バ
決
シ

テ
高
尚
ヲ
旨
ト
ス
ル
ニ
非
ズ
ト
雖
モ
押
韻
ノ
如
キ
ハ
唱
歌
ノ
調
ヲ
整
ル
ニ
最
モ

肝
要
タ
ル
言
ヲ
待
タ
ザ
ル
所
ナ
レ
バ
成
ル
可
キ
丈
之
ヲ
用
ル
ヲ
旨
ト
セ
リ
然
シ

テ
其
押
韻
法
ハ
今
俵
二
五
十
韻
二
腺
リ
五
種
ノ
緯
行
ヲ
同
韻
卜
定
メ
穂
テ
五
韻

ア
ル
ト
見
倣
シ
各
行
ノ
頭
字
ヲ
用
テ
「
ア
」
ノ
韻
「
イ
」
ノ
韻
等
卜
匝
別
セ
リ

其
営
否
ノ
如
キ
ハ
諸
哲
ノ
卓
見
ー
ー
依
リ
後
日
自
ラ
相
定
ル
所
ア
ル
ヲ
待
ツ
ノ
ミ

明

治

十

一

年

六

月

伊

澤

修

二

工

祝
（
へ
）
、

右
新
作ィ

四
方
山
（
に
）

右
新
作

初
音

工

は
つ
（
ね
）

一

ヽ リ

唱
歌
法
凡
例

〔
マ
マ
〕

一
、
掛
圏
中
！
伊
ハ
「
ク
レ
フ
」
ノ
（
「
ク
レ
フ
」
ハ
原
意
鍵
ノ
義
―
ー
シ
テ
楽
譜

J
初
音
ノ
起
ル
度
ヲ
示
ス
モ
ノ
ナ
リ
）
記
号
ニ
シ
テ
各
國
通
用
ノ
モ
ノ
故
其

儘
之
ヲ
用
ウ

一
―
二
三
四
五
六
七
八
ハ
「
ス
ケ
ー
ル
」
ノ
（
ス
ケ
ー
ル
ハ
音
調
J
順
序
ヲ

定
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
梯
子
ノ
義
ナ
リ
）
名
ニ
シ
テ
ヒ
ー
、
フ
ー
、
ミ
ー
、
ヨ
ー
、

イ
ー
、
ム
ー
、
ナ
ー
、
ヤ
ー
、
卜
讀
ム
ベ
シ
コ
ハ
謡
フ
ニ
其
調
ョ
キ
カ
為
ナ

二、

ホ、

へ、

囀
つ
る
は
つ
（
ね
）

ィ

春
け
ら
（
し
）

は
つ
春 卜ヽ

工

祝
（
へ
）
、

イ、

音
相
互
二
昇
降
ス
ル
度
ヲ
示
ス
モ
ノ
ニ
シ
テ
原
意
高
サ
ノ
義
ナ
リ
）
名
ニ
シ

テ
其
ノ
ハ
、
ヨ
リ
始
ル
者
ハ
欧
米
各
國
皆
其
國
字
ノ
第
三
ヨ
リ
始
ム
ル
ノ
例

二
捩
ル
モ
ノ
ナ
リ

一
、
掛
圏

ニ
ハ
穂
テ
恨
字
ヲ
用
テ
左
ヨ
リ
右
二
書
セ
リ
是
レ
謡
フ
―
ー
便
ナ
ル
ガ

為
ナ
リ
別
二
瑕
字
卜
漢
字
ト
ニ
テ
書
タ

ル
一
小
冊
子
ヲ
添
へ
以
テ
看
官
ノ
便

二
供
ス

右
ハ
其
大
略
ヲ
摘
録
ス
ル
ノ
ミ
其
他
ノ
細
事
二
至
テ
ハ
賓
地
二
臨
ミ
ロ
舌
ヲ

以
テ
論
耕
ス
ル
所
ア
ル
ヘ
シ

掛
圏
中
ノ
謡
〔
（
）
と
発
音
を
示
す
ル
ビ
お
よ
び
「
同
韻
」
と
い
う
文
字
と
を
結
ぶ
線
は
朱
で
書

か
れ
て
い
る
〕

祝
ヘ

ロ
ヽ

ハ
「
ピ
ッ
チ
」
ノ
（
「
ピ
ッ
チ
」
ハ
諸
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桜
の
花
の

今

日
越
え
て

右
我
在
来
之
歌

工

蝶
鳥

蝶
鳥

菜
の
葉
に
止
（
れ
）

工

菜

の

葉

に

飽

た
ら

桜

に

止
（
れ
）

轄

栄
る
御
代
（
に
）

色
は

匂
へ
ど

あ
さ
き

夢
見
し

散
り
ぬ
る
を

我
世酔

も
せ
す

右
原
意
に
擬
し
て
製
す

ォ

千
代
や
ち
ょ
（
と
）

君
か
代

右
新
作

頼

め

祈

れ

賢

き

神
を

右
原
意
に
擬
し
て
製
す

工

謡

へ

よ

謡

（

へ

）

謡

て

く

ら

（

せ

）

右
原
意
に
擬
し
て
製
す

ゥ

て
（
る
）
鈴
鹿
は

右
我
在
来
の
謡

ィ

一
卜
夜
明
れ
は
賑
か

（
に
）

花
の

右
我
在
来
ノ
謡

ィ

梢
に
鳥
蹄
渡
（
り
）

右
新
作

坂
は
照
る

ゥ

ふ
（
る
） 右

新
作

オ
ー
笛
が
な

ゥ
（る）

工

日
の
出
日
の
（
で
）

右
新
作

誰
そ

ィ

山

も

里

も

春
満
に
け
（
り
）

飾
り
立
た
る

ゥ

暴

（る）

ゥ

オ
ー
誰
を
よ
（
ぶ
）

曜
く
日
の
（
出
）

常
な
ら
む
憂
の
奥
山

ィ

松
か
さ
（
り
）

轄

間
の
土
（
山
）

雨
が

ォ

祝
（
ふ
）
此
「
フ
」
ハ
オ
ノ
稜
音
ヲ
有
ス

（四
）

右
原
意
に
擬
し
て
製
す

遊

べ

遊

へ
よ

右
愛
知
師
範
学
校
の
作

春

の

蒲

生

の

曙

に

四

方

の

ら
雲
の
掛
ら
ぬ
峰
こ
そ
な
か
り
け
れ

右
我
在
来
の
歌

は
ち
す
ば
生
え
る

一
人
の
児
が

底果沈聟助い母踏迷手は
のこみのけとは入 ぞ 折ち
みそ つ限 よ し る りす
く りやた深ての
づしうは神 ＞様か 花
と らき と我 ち にき来の
消ね つし 呼子 に ば 美あ
え らさ お欲と見はそ
う藻漂波けけはどの えしひ

せろ ふ ーけ言ィし池

喜ミ合五だ-分アのァロイロイ
同同 同 同同
韻韻 韻韻韻

「＿
音
楽
偉
習
所
創
設
議
案
」

伊
澤
修
二
の
意
見
に
よ
り
文
部
省
学
務
課
久
保
田
譲
の
起
案
で
明
治
十
二
年
三
月

八
日
付
省
内
各
課
長
、
少
輔
、
大
輔
、
卿
に
回
買
さ
れ
、
よ
う
や
く
十
一
月
に
こ
の

遥
の
き
し
に

止
れ
よ

山
邊
を

工

止

（れ
）

〔手
書
き
〕

見
渡
せ
ば

花

盛

り

か

も

し

第 1章 音楽取調掛 明治12年～20年 (1879~1887) 20 



案
の
書
類
上
の
決
裁
が
下
り
た
。
『
學
制
』
改
革
と
い
う
政
府
の
―
つ
の
政
策
が
陰

で
折
よ
く
作
用
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
明
治
十
二
年
九
月
に
施
行
さ
れ
た
ア
メ
リ

カ
式
制
度
に
よ
る
教
育
令
の
公
布
で
『
學
制
』
は
改
革
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
メ

ー
ソ
ン
方
式
（
つ
ま
り
は
ア
メ
リ
カ
方
式
）
を
取
り
入
れ
た
音
楽
伝
習
所
は
期
せ
ず

し
て
、
そ
の
波
に
の
り
、
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。
決
裁
後
（
十
一
月
）
、
音
楽
伝
習
所

は
太
政
官
の
意
向
に
よ
っ
て
音
楽
取
調
掛
と
改
め
ら
れ
た
。

音
楽
ヲ
起
ス
ハ
目
今
本
邦
教
育
上
二
於
テ
急
務
タ
ル
事
別
紙
伊
澤
目
賀
田
両

〔
マ
マ
〕

氏
ノ
取
調
書

二
詳
悉
セ
リ
然
ル
ニ
民
為
ニ
テ
音
楽
ノ
趣
ル
ベ
キ
時
機
ハ
何
レ
ノ

時
ニ
ア
ル
カ
期
シ
難
キ
ニ
付
方
今
文
部
省
二
於
テ
音
架
博
習
所
設
置
相
成
候
方

可
然
存
候
尤
創
始
ノ
費
用
及
営
初
一
ケ
年
ノ
経
費
取
調
候
虞
大
概
別
紙
ノ
通
二

有
之
候
間
音
架
博
習
所
設
置
ノ
儀
先
以
御
決
定
相
成
度
候
右
決
定
候
ハ
ヽ
太
政

官
申
稟
ヲ
始
メ
夫
々
着
手
ノ
順
序
等
績
テ
取
調
相
伺
ベ
キ
心
算
二
有
之
候
此
段

仰
高
裁
候
也

「
音
楽
博
習
所
創
始
費
用
概
算
」

一

金

三

千

園

教

場

七

拾

五

坪

一
金
千
六
百
八
拾
圏

事
務
所
雪
隠
共

一
金
三
千
四
百
七
拾
圏
寄
宿
舎
浴
室
共

一

金

九

拾

園

井

戸

一

ヶ

所

一
金
三
百
圃

表

門

一
ヶ
所

一
金

戴

百

圏

門

番

所

一

ヶ

所

一
金
四
千
戴
百
園

ビ
ア
ノ
五
箇
代
債

一
金

五

百

圏

米

國

人

来

航

旅

費

計
金
壱
萬
三
千
四
百
四
拾
圏

五
拾
七
坪
五
合

百
二
拾
八
坪

井
二
運
賃

金
四
百
五
拾
圏

金
三
百
園

金
四
百
園

[．
金
賦
百
頁
拾
園

筆
墨
紙
等

薪
炭
油
等

雑
品

書
籍
其
他
教
科
用
具

内

金
八
百
四
拾
圏

金
千
百
園

金
千
賦
百
八
拾
圏

一
金
九
百
戴
拾
四
圏

内
繹

金
百
四
拾
四
圏

金
三
百
賦
拾
四
園

金
百
戴
拾
圏

金
百
四
拾
四
圏

金
拾
賦
園

金
戴
拾
四
園

金
百
五
拾
六
園

一
金
戴
拾
五
園

一
金
戴
千
百
九
拾
五
圏

内
諄

金
千
九
百
七
拾
園

守
門
給

小
使
給

医
員
給

諸
職
工
及
臨
時
雇

人
力
車
船
雇
料

事
務
勉
動
賞
興

諸
賄
料

旅
費

校
中
費

人
足
等
給

主
幹
月
給

教
員
月
給
但
三
拾
円
ヨ
リ
賦
拾
円
マ
テ
四
人

傭
月
給
但
三
拾
円
ョ
リ
拾
賦
円
マ
テ
六
人

給
典

内
朦

「
音
楽
博
習
所
嘗
初
ヶ
年
鰹
費
概
算
」

一
金
三
千
戴
百
戴
拾
園
俸
給
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（

五

） 金
六
百
圏

金
百
五
拾
圏

金
拾
爪
圏

金
拾
戴
圃

金
三
拾
六
圏

金
拾
五
園

一
金
百
圏

一
金
千
八
百
圃

一
金
三
千
三
百
三
拾
六
圃

通
計
金
壼
萬
壷
千
六
百
圃

ビ
ア
ノ
修
繕
料

刊
行
費

運
送
費

郵
便
電
信

接
待
費

民
費

螢
繕
費

生
徒
學
費
但
六
園
廿
五
人

外
國
人
給
料
諸
費
但
洋
銀
戴
千
五
百
弗〔手

書
き〕

「

L
.
W
・
メ
ー
ソ
ン
と
目
賀
田
種
太
郎
と
の
條
約
書
」
英
文
・
和
文

明
治
十
二
年
三
月
八
日
付
、
コ
音
楽
博
習
所
設
置
案
」
が
文
部
省
内
に
回
付
さ
れ

て
間
も
な
く
同
月
二
十
五
日
付
で
メ
ー
ソ
ン
の
招
聘
が
決
定
し
、
ア
メ
リ
カ
在
住
の

目
賀
田
種
太
郎
氏
が
日
本
側
文
部
省
の
代
理
人
と
し
て
メ
ー
ソ
ン
と
条
約
を
結
ん

だ
。
音
楽
取
調
掛
設
置
は
十
月
で
あ
っ
た
が
、
す
で
に
こ
の
時
点
で
決
定
さ
れ
て
い

た
と
思
わ
れ
る
。

音
楽
教
師
米
図
人
ル
ー
サ
ル
、
ホ
ワ
イ
チ
ン
グ
、
メ
イ
ソ
ン
氏
卜
結
約
候
旨

等
別
紙
之
通
在
米
目
賀
田
種
太
郎
よ
り
申
来
候
付
先
以
供
高
閲
候

但
條
約
書
原
案
卜
照
査
候
虞
不
都
合
之
廉
無
之
候

一
、
メ
イ
ソ
ン
氏
招
傭
之
件
太
政
官
へ
上
申
ハ
同
氏
来
着
之
上
二
而
可
然
候
得

共
其
前
二
在
テ
音
楽
博
習
所
設
置
外
國
教
師
招
聘
之
件
太
政
官
へ
御
上
伺
可

然
存
候
間
該
案
ハ
別
段
二
取
調
可
相
伺
侯

一
、
同
氏
来
航
旅
費
ハ
未
逓
送
不
相
成
候
付
手
順
次
第
送
付
之
儀
於
會
計
課
取

学
務
課
長

文
部
大
書
記
官
野
村
素
介
殿

計
相
成
度
存
候
事

本
年
四
月
九
日
附
學
第
五
百
八
拾
七
号
之
御
信
書
ニ
テ
御
申
達
ノ
音
楽
博
習

所
之
教
師
ト
シ
テ
ル
ー
サ
ル
ホ
ワ
イ
チ
ン
グ
メ
イ
ソ
ン
氏
招
傭
之
件
可

取
計
旨
領
承
則
チ
御
来
諭
之
通
リ
條
約
取
結
ヒ
申
候
月
給
ハ
壱
ヶ
月
貿
易
銀
壺

円
銀
ニ
テ
賦
百
五
拾
圃
卜
取
定
メ
候
就
テ
ハ
其
條
約
書
壼
通
在
中
差
進
候

一
、
同
氏
我
國
へ
来
着
ノ
儀
是
亦
御
示
諭
之
如
ク
来
十
三
年
二
月
迄
二
可
有
之

様
申
含
メ
置
候

一
、
同
氏
来
航
旅
費
金
之
儀
ハ
如
例
御
送
致
云
々
御
来
示
ハ
侯
得
共
今
二
来
着

不
仕
候
間
此
段
御
届
ケ
申
候
若
シ
拙
者
出
立
前
二
着
致
サ
ヽ
レ
ハ
其
ノ
渡
方

ハ
ニ
ュ
ー
ヨ
ル
ク
我
領
事
館
二
依
頼
致
シ
可
申
候
乍
去
該
金
ノ
未
夕
到
着
セ

ザ
ル
ハ
自
然
其
筋
ニ
テ
取
洩
ラ
シ
居
リ
候
儀
ナ
ル
ヤ
一
應
御
問
合
相
成
候
方

可
然
侯

右
御
回
答
労
申
進
候
也

明
治
十
二
年
六
月
十
七
日

留
学
生
監
督
目
賀
田
種
太
郎

Articles of A
g
r
e
e
m
e
n
t
 b
e
t
w
e
e
n
 M
r
.
 
T
a
n
e
t
a
r
o
 
M
e
g
a
t
a
 

S
e
n
i
o
r
 C
l
e
r
k
 
of 
t
h
e
 
D
e
p
a
r
t
m
e
n
t
 of 
E
d
u
c
a
t
i
o
n
 
residing 
in 

B
o
s
t
o
n
,
 
M
a
s
s
a
c
h
u
s
e
t
t
s
,
 
in 
t
h
e
 U
n
i
t
e
d
 
States 
of 
A
m
e
r
i
c
a
 

o
n
 behalf 
of t
h
e
 D
i
r
e
c
t
o
r
 of t
h
e
 S
c
h
o
o
l
 of M
u
s
i
c
s
 in T
o
k
i
o
,
 

u
n
d
e
r
 the 
control 
of 
t
h
e
 
D
e
p
a
r
t
m
e
n
t
 of 
E
d
u
c
a
t
i
o
n
,
 
J
a
p
a
n
 

t
h
e
 
p
a
r
t
y
 
of 
t
h
e
 first 
part a
n
d
 M
r
.
 L
u
t
h
e
r
 W
h
i
t
i
n
g
 M
a
s
o
n
,
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a citizen of the United States of America. 

Art. 1 The said Mr. Luther Whiting Mason is hereby 

appointed Instructor of Musics in the School of Musics 

for the term of two years to be counted from the day of 

his arrival at Yokohama, Japan. 

Art. 2 The said Mr. Luther Whiting Mason shall 

receive per month a salary of two hundred fifty (250) Yen 

in Japanese Boeki Ichi Yen Gin (silver trade dollar) to be 

paid at th_e end of each month. 

Art. 3 The said Mr. Luther Whiting Mason shall 

during the term of his engagement be provided with a 

house and stabling, free of rent or in case no house be 

provided shall receive the sum of thirty(30)Yen in Japanese 

Currency as house rent for one month, out furniture, boards, 

servants, carriages and horses &c. shall be at the said Mr. 

Luther Whiting Mason's own expenses. 

N. B. It shall be understood that if a house is 

provided for the said Mr. Luther Whiting Mason, 

it shall be kept in proper repair by the party of the 

first part, but neither changes in the interior struc-

ture of any part of the house nor any addition to 

it shall be made at the request of the said Mr. 

Luther Whiting Mason. 

Art. 4 The power to fix hours and order of instruc-

tion to be given in the School of Musics shall rest with 

the party of the first part, but the said Mr. Luther Whiting 

Mason shall in no case be required to teach more than 

five(5) hours a day nor teach on Sunday. 

Art. 5 The said Mr. Luther Whiting Mason shall 

have the privilege of submitting his opinions in reference 

to matters connected with his department of instruction 

at all times to the part of the first part, with whom the 

right of final decision shall remain. 

Art. 6 If the said Mr. Luther Whiting Mason shall 

wilfully neglect the proper duties of his position or shall 

be guilty of immoral conduct or shall refuse to comply 

with the regulations of the School of Musics, this engage-

ment may be annulled and from the day next of such 

annulling no more salary shall be due or be paid. 

Art. 7 If the said Mr. Luther Whiting Mason shall 

on account of sickness be unable to perform his duties for 

a period of forty(40) consecutive days, then during the 

remainder of such sickness he shall receive only one fourth 
穀

of his salary and if after a period of three(3) months from 熙

the beginning of such sickness he be still unable to resume 窟
e 

忌his duties this engagement may be annulled and from the 

＾ day next of such annulling no more salary shall be due 淀
過

or paid. 
ヽ

Art. 8 If for reason of his own, the said Mr. Luther 昌
Whiting Mason shall desire to be released from this en- 縦

華

gagement before the term of this engagement has expired, 色
he may be released from this engagement.if a notice of ~ 

I 1 
such desire shall be given to the party of the first part at 睾

賂
least eight(8) months before. 忠

Art. 9 If for reason of its own, the party of the first 振

part shall desire to discontinue the services of the said Mr．凪
Luther Whiting Mason, before the term of this engagement 

has expired, it shall have the right to do so by paying him 
葛



his 
salary 
for 
o
n
e
 half 
t
h
e
 u
n
e
x
p
i
r
e
d
 t
e
r
m
.
 

A
r
t
.
 10
 
T
h
e
 said 
M
r
.
 Lu

t
h
e
r
 W
h
i
t
i
n
g
 M
a
s
o
n
 at 
t
h
e
 

e
n
d
 of 
this 
e
n
g
a
g
e
m
e
n
t
 
u
n
l
e
ss 
his 
services 
shall 
b
e
 c
o
n、

t
i
n
u
e
d
,
 an

d
 also 
w
h
e
n
 his 
services 
c
o
m
e
 to 
a
n
 e
n
d
 u
n
d
e
r
 

t
he
 articles 
s
e
v
e
n
 a
n
d
 n
i
n
e
 
of 
this 
c
o
n
t
r
a
c
t
 
shall 
re
c
e
iv
e
 

t
h
e
 
s
u
m
 of 
f
o
u
r
 
h
u
n
d
r
e
d
 
a
n
d
 
fifty (450) 
Y
e
n
 i
n
 
J
a
p
a
n
e
s
e
 

B
o
e
k
i
 
Ichi Y
e
n
 G
i
n
 for t
h
e
 travelling e
x
p
e
n
s
e
s
 of his r
e
t
u
r
n
 

j
o
u
r
n
e
y
,
 
b
u
t
 
w
h
e
n
 his 
service 
c
o
m
e
 to 
a
n
 e
n
d
 u
n
d
e
r
 
a
n
y
 

o
t
h
e
r
 articles
,
 th

e
 
said 
M
r
.
 L

u
t
h
e
r
 
W
h
i
t
i
n
g
 
M
a
s
o
n
 shall 

h
a
v
e
 n
o
 right 
to 
r
e
c
e
i
v
e
 
t
h
e
 
said 
travelling 
expenses・ 

D
a
t
e
d
 this 
fifth 
d
a
y
 of 
t
h
e
 
sixth m
o
n
t
h
 of 
t
h
e
 tw
elfth 

y
e
a
r
 

of 
M
e
i
j
i
 
(
J
u
n
e
 
5
t
h
 1
8
7
9
)
 

T
a
n
e
t
a
r
o
 M
e
g
a
t
a
 

S
e
n
i
o
r
 C
le
r
k
 of t
h
e
 
D
e
p
a
r
t
m
e
n
t
 

of 
E
d
u
c
a
t
i
o
n
 

L
.
W
.
 M
a
s
o
n
 

C
i
t
i
z
e
n
 
of 
t
h
e
 
U
n
i
t
e
d
 S
t
a
t
e
s
 

of 
A
m
e
r
i
c
a
 

〔
メ
ー
ソ
ン
と
目
賀
田
種
太
郎
と
の
条
約
〕

〔
マ
マ
〕

在
合
衆
國
馬
洩
朱
些
斯
州
ボ
ス
ト
ン
府
文
部
一
等
属
目
賀
田
種
太
郎
日
本
東

京
文
部
省
所
轄
音
楽
校
長
二
代
テ
第
一
方
ニ
ア
リ
合
衆
國
人
ル
ー
サ
ル
ホ
ワ
イ

チ
ン
グ
メ
ー
ソ
ン
氏
卜
取
結
フ
條
約
左
ノ
如
シ

第

一
條
前
文
ル
ー
サ
ル
ホ
ワ
イ
チ
ン
グ
メ
ー
ソ
ン
氏
ハ
日
本
横
濱
着
港
ノ
日

ヨ
リ
向
ニ
ヶ
年
間
音
楽
校
音
架
教
師

二
任
ス
ベ
シ

第
二
條
前
文
ル
ー
サ
ル
ホ
ワ
イ
チ
ン
グ
メ
ー
ソ
ン
氏
ハ
給
料
ト
シ
テ
ニ
百
五

拾
圃
日
本
貿
易
壼
圏
銀
ヲ
以
テ
毎
月
末
二
請
取
ル
ベ
シ

第
三
條
前
文
ル

ー
サ
ル
ホ
ワ
イ
チ
ン
グ
メ
ー
ソ
ン
氏
在
職
中
居
家
及
厩
無
賃

ニ
テ
貸
渡
ス

ベ
シ
若
居
家
貸
渡
サ

ヽ
ル
ト
キ
ハ
家
賃
ト
シ
テ
一
月
日
本
通
貨

三
十
圏
ヲ
請
取
ベ
シ
尤
家
具
食
料
僕
婢
車
馬
等
ハ
前
文
ル
ー
サ
ル
ホ
ワ
イ
チ

ン
グ
メ
ー
ソ
ン
氏
ノ
自
費
タ

ル
ベ
シ

但
前
文
ル
ー
サ
ル
ホ
ワ
イ
チ
ン
グ
メ
ー
ソ
ン
氏
―
―
居
家
貸
渡
ス
ニ
於
テ
ハ

第
一

方
ノ
者
ヨ
リ
相
嘗
ノ
修
理
ヲ
加
フ
ベ
シ
ト
雖
モ
内
部
ノ
模
様
替
或

ハ

増
築
ノ
如
キ
ハ
前
文
ル
ー
サ
ル
ホ
ワ
イ
チ
ン
グ
メ
ー
ソ
ン
氏
ョ
リ
請
求

ス

卜
雖
モ
之
ヲ
為
サ
ヽ
ル
ベ
シ

第
四
條
音
楽
校
教
授
ノ
時
間
順
序
ヲ
定
ム
ル
ノ
櫂
ハ
第
一
方
ノ
者
二
在
ル
ベ

シ
尤
前
文
ル
ー
サ
ル
ホ
ワ
イ
チ
ン
グ
メ
ー
ソ
ン
氏
ハ
一
日
五
時
間
以
上
或
ハ

日
曜
日
二
教
フ
ル
ヲ
要
セ
サ
ル
ベ
シ

第
五
條
前
文
ル
ー
サ
ル
ホ
ワ
イ
チ
ン
グ
メ
ー
ソ
ン
氏
ハ

其
所
管
ノ
授
業
上

ノ

件
二
就
テ
ハ
何
時
ニ
テ
モ
第
一
方
ノ
者
へ
其
意
見
ヲ
陳
述
ス
ル
ヲ
得
ヘ
シ
而

シ
テ
其
裁
決
ノ
櫂

ハ
第
一
方
ノ
者
二
在
ル
ベ
シ

第
六
條
前
文
ル

ー
サ
ル
ホ
ワ
イ
チ
ン
グ
メ
ー
ソ
ン
氏
其
職
ヲ
怠
リ
或
ハ
品
行

不
正
ナ
ル
カ
或
ハ
音
架
校
ノ
規
則
ヲ
遵
守
セ
サ

ル
ト
キ
ハ
此
條
約
ヲ
麿
シ
其

翌
日
ヨ
リ
給
料
渡
サ

ヽ
ル
ベ
シ

第
七
條
前
文
ル
ー
サ
ル
ホ
ワ
イ
チ
ン
グ
メ
ー
ソ
ン
氏
病

二
罹
リ
四
十
日
間
引

績
其
職
ヲ
務
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
ト
キ
ハ
爾
後
給
料
四
分
一
ヲ
請
取
ベ
シ
若
病

猿
ス
ル
ノ
日
ヨ
リ
三
ヶ
月
ヲ
鰹
テ
尚
其
職
二
復
ス
ル
事
態
ハ
サ
ル
ト
キ
ハ
此

條
約
ヲ
麿
シ
其
翌
日
ヨ
リ
給
料
渡
サ
サ
ル
ベ
シ

第
八
條
前
文
ル
ー
サ
ル
ホ
ワ
イ
チ
ン
グ
メ
ー
ソ
ン
氏
若
自
己
ノ
都
合
二
因
リ

此
條
約
満
期
前
二
解
約
ヲ
請
ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
少
ク
モ
八
ヶ
月
前
二
之
ヲ
第

一
方
ノ
者
二
通
知
ス
ル
ト
キ
ハ
解
約
ス
ル
事
ヲ
得
ベ
シ

第 1章 音楽取調掛 明治12年～20年 (1879~1887) 24 



第
一
方
ノ
者
若
自
己
J
都
合
二
因
リ
此
條
約
満
期
前
二
前
文
ル
ー
サ

ル
ホ
ワ
イ
チ
ン
グ
メ
ー
ソ
ン
氏
ヲ
解
約
セ
ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
其
残
期
ノ
給
料

ノ
半
額
ヲ
渡
シ
テ
解
約
ス
ル
ノ
櫂
ア
ル
ベ
シ

第
十
條
前
文
ル
ー
サ
ル
ホ
ワ
イ
チ
ン
グ
メ
ー
ソ
ン
氏
此
條
約
満
期
ノ
節
再
約

セ
サ
ル
ト
キ
及
第
七
條
及
第
九
條
ノ
旨
趣
二
因
テ
解
約
ス
ル
ト
キ
ハ
蹄
程
旅

費
ト
シ
テ
四
百
五
拾
園
日
本
貿
易
壼
圏
銀
ヲ
以
テ
渡
ス
ベ
シ
若
此
他
ノ
條
款

二
因
テ
其
職
ヲ
止
ル
ト
キ
ハ
前
文
旅
費
ヲ
受
取
ル
ノ
櫂
ナ
カ
ル
ベ
シ

明
治
十
二
年
六
月
六
日
（
千
八
百
七
十
九
年
六
月
六
日
）

文
部
一
等
属
目
賀
田
種
太
郎

合
衆
國
人
ヱ
ル
、
ダ
ブ
リ
ュ
ー
、
メ
ー
ソ
ン
〔
手
書
き〕

こ
の
条
約
の
も
と
に
文
部
省
の
お
雇
い
外
国
人
教
師
と
し
て
明
治
十
三
年
三
月
二

日
に
来
日
し
た
。

最
初
の

ニ
カ
年
の
契
約
期
間
は
十
五
年
三
月
三
十
一
日
に
切
れ
、

さ
ら
に
翌
年
三
月
ま
で

一
カ
年
延
長
の
契
約
を
行
っ
た
が
、
十
五
年
七
月
に
賜
暇
休

暇
を
と
っ
て
帰
国
、
同
年
十
一
月
に
解
雇
と
な
っ
た
。

次
に
続
く
文
章
は
、
一
八
七
九
年
十
二
月
十
三
日
、
ボ
ス
ト
ン
に
お
け
る
メ
ー
ソ

ン
壮
行
会
の
席
上
、
ジ
ョ
ン
•
D

・
フ
ィ
ル
ブ
リ
ッ
キ
（
ボ
ス
ト
ン
公
立
学
校監
督

官
）
の
メ
ー
ソ
ン
ヘ

の
睦
け
の
言
葉
で
あ
る
。
こ
の
文
中
で
地
名
に
は
左
側
に
ケ
イ

線
を
、
人
名
に
は
右
側
に
ケ
イ
線
を
付
け
て
い
る
。

今
日
余
力
此
盛
會
二
陪
シ
得
ル
所
以
ハ
委
員
諸
君
ガ
余
ヲ
以
テ
ボ
ス

ト
ン
府

唱
歌
教
授
改
進
ノ
歴
史
ヲ
熱
知
セ
ル
者
ト
シ
今
ヤ
将
サ
ニ
此
府
ヲ
去
リ
他
ノ
宏

大
ナ
ル
事
業
ヲ
成
ス
ノ
域
二
向
ン

ト
ス
ル
我
高
名
ナ
ル
教
師
且
教
育
家
ノ
此
府

二
在
テ
無
此
ノ
美
績
ヲ
該
科
教
授
上
二

奏
セ

シ
ヲ
精
確
明
瞭
二
記
ス
ル
ニ

堪

エ

ル
者
卜
思
考
セ
ラ
レ
シ
ニ
由
ル
ナ
ラ
ム
ト
信
ス
ル
ナ
リ

第
九
條

ス
ネ
リ
ン
グ
氏
ハ

余
ハ
現
今
開
化
ノ
世
界
二
於
テ
荀
モ
學
制
ノ
完
備
整
頓
ス
ル
公
立
學
校
ニ
シ

テ
唱
歌
ヲ
以
テ
最
要
ノ
教
科
ト
シ
之
ヲ
其
課
程
二
加
ヘ
ザ
ル
者
ア
ル
ヲ
見
ズ
然

リ
ト
雖
ト
モ
學
校
二
於
テ
廣
ク
該
科
ヲ
衆
民
二
授
ル
ノ
方
法
整
備
セ
シ
ハ
賓
二

営
百
年
代
二
始
ル
者
ト

ス
且
今
日
卜
雖
ト
モ
學
校
ノ
各
級

二
於
テ
皆
充
分
二
該

科
ヲ
授
ル
者
ハ
人
民
J
教
育
最
モ
進
歩
ス
ル
ノ
國
二
於
テ
モ
猶
稀
二
見
ル
所
ノ

我
合
衆
國
二
於
テ
該
科
ヲ
興
ス
ノ
畢
ハ
賓
ニ
―
千
八
百
三
十
年
ノ
頃
地
理
學

者
コ
ン
ネ
ク
チ
コ
ッ
ト
人
ウ
イ
ル
リ
ア
ム

、
シ
、
ウ
ー
ド
ブ
リ
ツ
ヂ
氏
が
区
伍
い

イ
ツ
ル
國
ヲ
歴
滸
シ
彼
學
校

二
唱
歌
ノ
行
ハ
ル
ヽ
ヲ
見
テ
蹄
國
ノ
後
其
要
旨
ヲ

ボ
ス
ト
ン
府
二
演
説
セ
シ
ニ
始
ル
ナ
リ
該
氏
ノ
説
ニ
マ
ル
チ
ン
、
ル
ー
サ
ル
ハ

音
楽
ノ
賓
盆
ヲ
畢
示
シ
テ
之

ヲ一

般
二
教
授
セ
ン
事
ヲ
主
張
セ
シ
人
ナ
ル
ガ
其

言
二
日
ク
少
年
ヲ
シ
テ
此
駆
二
習
熟
セ

シ
ム
ベ
シ
蓋
シ
善
良
有
徳
ナ

ル
士
民
ヲ

造
成
ス
ル
ハ
之
二
如
ク
者
ナ
シ

ト
又
日
ク
此
優
美
ナ
ル
菰
術
ノ
賓
用
ハ
至
大
無

量

ニ
シ
テ
逹
識
ノ
學
者
卜
雖
ト
モ
未
夕
充
分
二
其
理
ヲ
説
キ
盛
ス
能
ハ
‘
ス

ト
然

ル
ニ
其
後
コ
メ
ニ
ア
ス
、
叫
刃
外
、
ル
ー
サ
ウ
、
ペ
ス
タ
ロ
ッ
ジ
等
ノ
教
育
家

輩
出
シ
テ
心
力
狡
育
ヲ
以
テ
教
育
ノ
中
心
ト
ナ
ス
論
旨
二
基
キ
音
楽
ノ
教
授
ヲ

一
層
確
賓
ナ
ル
地
位
二
置
ケ
リ
乃
チ
其
理
二
従
ヘ
バ
日
ク
各
人
皆
生
レ
ナ
ガ
ラ

二
多
少
音
楽
ヲ
好
ム

ノ
性
ヲ
有
ス
ル
者
ナ
ル
バ
登
二
之
ヲ
狡
育
セ
ズ
シ
テ
可
ナ

ラ
ン
ヤ
是
レ
音
架
ノ
教
育
二
鋏
ク
可
ラ
ザ
ル
所
以
ナ
リ
且
人
間
中
全
ク
音
楽
ノ

感
情
ヲ
具
セ
ザ
ル
者
断
ヘ
テ
ナ
キ
ニ
非
ズ
ト
雖
ト
モ
其
甚
ダ
稀
有
二
蜀
ス
ル
ハ

鰹
瞼
二
由
リ
テ
之
ヲ
保
證
シ
得
ル
所
ナ
リ
ト
是
レ
ウ
ー
ド
ブ
リ
ッ
ヂ
氏
力
普
通

學
校
ノ
教
科
中

二
音
楽
ヲ
加
フ
ベ
キ
論
旨
ヲ
演
説
セ
シ
概
略
ナ
リ

ゥ
ー
ド
ブ
リ
ツ
ヂ
氏
ノ
説
一
タ
ビ
出
テ
シ
ョ
リ
其
感
化
ヲ
被
リ
音
架
ヲ
興
ス

ノ
拳
ヲ
賛
成

ス
ル
者
彫
カ
ラ
ズ
就
中
ジ
ョ
ー
ジ
、
ヱ
ー
チ
、
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一
千
八
百
三
十
一
年
ノ
冬
一

書
ヲ
ボ
ス
ト
ン
府
教
育
局
二
呈
シ
音
楽
ヲ
公
立
學

校
ノ
教
科
二
加
フ
ベ
キ
ノ
理
由
ヲ
詳
論
セ
リ
然
リ
ト
雖
モ
営
時
一
般
ノ
人
ハ
猶

末
ダ
此
畢
ー
ー
同
意
ス
ル
ニ
至
ラ
ズ
爾
後
八
年
間
有
志
輩
ノ
盛
カ
ニ
由
リ
遂
ニ
―

千
八
百
三
十
八
年
ヲ
以
テ
教
育
局
二
於
テ
始
テ
該
科
ヲ
學
校
ー
ー置
ク
ニ
決

ス
ル

ニ
至
レ
リ
然
リ
ト
雖
モ
最
初
ハ
其
進
歩
遅
緩
ナ
リ
シ
カ
ニ
十
年
以
来
其
教
授
ノ

方
法
頻
リ
ニ
改
進
整
備
シ
テ
既
二
今
日
二
及
テ
ハ
殆
ド
世
界
中
最
上
ノ
位
置
二

逹
セ
シ
ム
ル
ヲ
得
タ
リ

此
拳ー
ー
就
キ
テ
ハ
教
育
局
ノ
役
員
中
教
育
ノ
範
園
及
目
的

二
狭
陰
ノ
見
ヲ
固

執
ス
ル
者
始
終
抗
拒
ヲ
退
ウ
セ
シ
為
メ
ニ
其
教
授
ノ
手
段
モ
完
全
ー
ー
至
ル
能
ハ

ズ
又
進
逹
ノ
程
度
モ
今
ョ
リ
之
ヲ
回
顧
ス
レ
バ
頗
ル
低
下
ノ
貼
二
在
リ
シ
ヲ
覺

フ
又
該
科
ヲ
以
テ
正
科
ト
シ
テ
之
ヲ
教
授
セ
シ
ハ
唯
「
グ
ラ
マ
」

學
校
ノ
上
等

二
級
二
限
リ
而
シ
テ
其
授
業
モ
一
週
間
僅

二
二
回
ニ
シ
テ
各
ミ
半
時
間
二
止
リ

〔
マ
マ
〕

高
等
學
校
及
ふ
初
等
學
校
等
ハ
之
ヲ
授
ク
ル
事
ナ
カ
リ
キ
且
音
架
教
師
撰
任
ノ

方
法
等
其
宜
ヲ
得
ザ
ル
ヨ
リ
種
々
ノ
困
難
ヲ
末
タ
シ
其
成
績
頗
ル
拙
劣
ヲ
極
メ

タ
リ
幾
ク
モ
ナ
ク
女
子
師
範
學
校
ノ
設
立
ア
リ
テ
唱
歌
ヲ
教
科
ー
ー
加
フ
ル
ノ
美

拳
ア
リ
ト
雖
モ
其
成
績

二
至
テ
ハ
亦
夕
末
ダ
「
グ
ラ
マ
」

學
校

ー
ー
著
シ
キ
超
過

ア
ル
ヲ
見
ズ
僅
ー
ー
ニ
部
合
唱
（
高
低
ノ
ニ
整
ヲ
合
ス

ル
ヲ
云
）
ヲ
授
ン
ト
試
ミ

シ
者
ア
ル
ノ
ミ

一
千
八
百
五
十
六
年
ノ
比
ニ
ハ
其
状
況
概
ネ
斯
ノ
如
ク
ナ
リ
シ
ガ
妥

二
改
良

ノ
端
緒
ヲ
開
キ
シ
ハ
特
別
委
員
ヲ
命
シ
テ
公
立
學
校
ー
ー
音
架
ヲ
興
ス
ノ
方
法
ヲ

取
調
へ
其
意
見
ヲ
申
報
セ
シ
メ
タ
ル
ノ
一
畢
ナ
リ
抑
モ
其
申
報
ハ
適
切
ナ
ル
意

見
敷
條
ヲ
開
陳
セ
シ
者
ニ
シ
テ
忽
チ
認
可
ス
ル
所
ト
ナ
リ
一
千
八
百
五
十
八
年

ヨ
リ
賓
際
之
ヲ
施
行
ス
ル
ニ
及
ベ
リ

降
リ
テ
一
千
八
百
六
十
一
年
二
至
リ
音
楽
取
調
委
員
長
ド
ク
ト
ル
、
ア
フ
ァ

吋
氏
更
ー
ー
申
報
書
ヲ
教
育
局

一
一
致
シ
嘗
時

ー
ー
在
テ
至
良
卜
認
定
セ
シ
音
榮
教
授

方
法
ノ
要
旨
ヲ
略
述
シ
テ
日
ク
音
楽
部

ニ
―
人
ノ
主
幹
ヲ
置
キ
以
テ
高
等
學
校

ノ
教
授
ヲ
司
ラ
シ
メ
且
助
教
若
干
名
ヲ
付
シ
テ
其
以
下
ノ
學
校
ノ
教
授
ヲ
監
視

セ
シ
ル
ベ
シ
ト
其
計
書
頗
ル
善
卜
雖
ト
モ
賓
地
二
之
ヲ
施
行
ス
ル
ニ
営
リ
許
多

ノ
困
難
ヲ
惹
キ
起
シ
遂
二
其
効
瞼
ヲ
現

ハ
ス
能
ハ
ザ
リ
キ

是
二
於
テ
上
等
諸
級
ノ
進
歩
ヲ
謀
ラ
ン
ニ
ハ
先
ヅ
其
事
業
ヲ
初
等
小
學
二
起

サ
ゞ
ル
可
カ
ラ
ザ
ル
ヲ
悟
ル
ト
雖
ト
モ
能
ク
其
教
授
ヲ
整
齊
完
備
ス
ベ
キ
ノ
人

物
ヲ
得
ル
能
ハ
ズ
蓋
シ
此
事
業
ノ
如
キ
ハ
全
ク
新
奇
二
濁
ス
ル
者
ニ
シ
テ
此
邦

ニ
於
テ
未
ダ
之
ガ
先
規
故
典
ア
ラ
ザ

レ
ハ
ナ
リ

弦
ニ
―
千
八
百
六
十
四
年
二
至
リ
彼
委
員
等
ハ
幸
ニ
ル
ー
サ
ル
、
ホ
ワ
イ
チ

ン
グ
、
メ
ー
ソ
ン
氏
ヲ
得
テ
初
等
學
校
ノ
音
楽
監
督
兼
教
師

二
任
シ
タ
リ
抑
モ

メ
ー
ソ
ン
氏
ハ
熟
練
ノ
教
師

ニ
シ
テ
此
ノ
如
キ
事
業

二
熱
心
シ
幼
兒
ノ
教
導
二

稀
有
ノ
天
才
ヲ
有
シ
教
育
ノ
理
二
通
シ
我
慾
ヲ
去
テ
事
業
二
就
キ
シ
ハ
余
ヲ
シ

テ
隈
々
ペ
ス
タ
ロ
ッ
ジ
ノ
氣
象
ヲ
回
想
セ
シ
ム
ル
ニ
至
レ
リ
該
氏
負
任
後
幾
ク

モ
ナ
ク
判
然
紙
上
ノ
規
則
卜
生
人
ノ
事
業
卜
其
成
績

二
差
違
ア
ル
ヲ
證
明
シ
得

タ
リ
何
ト
ナ
レ
バ
敷
年
間
紙
上
ノ
規
則
ニ
ハ
既
二
唱
歌
ヲ
以
テ
正
科
ト
ナ
ス
ト

雖
モ
末
ダ
賞
施
ノ
方
法
ア
ラ
ザ
リ
シ
故
ナ
リ
此
際
二
嘗
リ
該
氏
ガ
奉
行
セ
シ
事

業
ハ
小
學
教
員
等
二
唱
歌
ヲ
教
授
ス
ル
ノ
方
法
ヲ
博
へ
且
其
教
員
等
ヲ
監
視
シ

テ
小
學
諸
級
二
唱
歌
ヲ
賓
施
ス
ル
ニ
在
リ
小
學
教
員
ガ
其
教
授
法
ヲ
解
ス
ル
猶

難
シ
ト
ス
ル
所
ナ
レ
バ
其
監
督
ノ
任
タ
ル
常
人
ノ
能
ク
勝
フ
ル
所
二
非
ル
可
ケ

レ
ト
モ
其
事
績
ノ
能
ク
畢
タ
ル
ハ
賓
二
感

ス
ル
ニ
餘
ア
リ

が
ー
ソ
ン
氏
ハ
敷
年
間
小
學
用
ノ
唱
歌
掛
圏
ヲ
整
ス
ル
ノ
事
二
従
ヒ
許
多
ノ

経
験
ヲ
経
、
幾
多
ノ
困
難
二
逢
ヒ
通
常
ノ
人
ナ
レ
バ
殆
ド
絶
望
ス
ベ
キ
ナ
レ
ト

モ
該
氏

ハ
能
ク
之
二
忍
耐
シ
テ
終
二
今
日
ノ
如
キ
優
等
ノ
掛
圏
ヲ
製
シ
之
ガ
為
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メ
大
二
教
員
ノ
教
授
カ
ヲ
増
シ
且
教
授
費
ヲ
減
ス
ル
ヲ
得
タ
リ
若
シ
斯
等
ノ
器

械
ヲ
恨
ル
ニ
非
レ
バ
焉
ソ
些
少
ノ
費
額
ヲ
以
テ
盛
大
ノ
事
業
ヲ
成
ス
ノ
美
績
ヲ

望
ム
ヲ
得
ン
ヤ

其
他
切
要
ナ
ル
事
件
ノ
記
ス
ベ
キ
ハ
唱
歌
用
書
及
教
師
心
得
書
ノ
編
纂
ニ
シ

テ
是
ハ
監
督
長
及
監
督
等
ガ
各
々
得
意
ノ
伎
個
ヲ
盛
シ
テ
同
心
翫
力
遂
二
其
功

ヲ
畢
ル
ニ
至
レ
リ
就
中
初
等
學
校
ノ
用
書
及
心
得
書
ノ
編
額

ハ
―
ニ
メ
ー
ソ
ン

氏
ノ
功
二

蹄
ス

ル
者
ト
ス
又
幾
ク
モ
ナ
ク
楽
器
ヲ
諸
學
校

二
交
付
セ
シ
ョ
リ
毎

年
ノ
奏
楽
會
ハ
常
時

二
在
テ
恰
モ
教
育
ノ
花
ノ
如
ク
ボ
ス
ト
ン
府
民
ガ
外
国
貴

賓
等
ヲ
優
待
ス
ル
ノ
具
ト
ナ
リ
テ
大
二
公
衆
ノ
歓
心
ヲ
得
ル
ニ
至
レ
リ

斯
ノ
如
ク
徐
々
歩
ヲ
進
メ
タ
ル
成
績

ハ
果
シ
テ
如
何
ゾ
ヤ
今
日
此
大
都
二
於

テ
公
立
學
校

二
就
學

ス
ル
五
萬
人
ノ
生
徒
ハ
其
齢
五
年
ヨ
リ
十
八
年
マ
デ
毎
級

二
完
備
セ
ル
唱
歌
ノ
教
科
ヲ
學
バ
ザ
ル
者
ナ
シ
之
ガ
債
格
及
程
度
ヲ
以
テ
他
二

比
較
ス
ル
ニ
余
ガ
内
國
及
外
國

二
在
テ
敷
年
束
観
察

ス
ル
所
二

腺
レ
バ
公
立
學

校
二
唱
歌
ヲ
教
授
ス
ル
ノ
事

二
於
テ
其
方
法
ノ
完
備
且
質
素
ナ
ル
ハ
世
界
ノ
大

都
府
中
ボ
ス
ト
ン
ノ
右
二
出
ル
者
ナ
シ
ト
断
言
シ
テ
可
ナ
リ

余
ハ
ボ
ス
ト
ン
府
唱
歌
教
授
ノ
歴
史
二
三
期
ア
ル
ヲ
覺
知
ス
乃
チ
其
第
一
期

ハ
一
千
八
百
三
十
八
年

ニ
ロ
ウ
エ
ル
、

メ
ー
ソ
ン
氏
ヲ
音
楽
教
師
二
任
ス
ル
時

二
起
リ
第
二
期

ハ
ド
ク
ト
ル
、
ア
フ
ア
ム
氏
ヲ
音
楽
取
調
委
員
長

二
拳
ル
ノ
時

二
起
リ
第
三
期

ハ
ル
ー
サ
ル
、
ホ
ワ
イ
チ
ン
グ
、
メ
ー
ソ
ン
氏
ヲ
初
等
學
校
音

楽
監
督
兼
赦
師
二

任
ズ
ル
ノ
時
二
起
ル
モ
ノ
ト
ス
或
ル
名
家
ノ
言

二
日
ク
初
等

學
校
及
「
グ
ラ
マ
」
學
校
ノ
諸
級
二
於
テ
至
営
ノ
方
法
二
腺
リ
唱
歌
ヲ
教
授
セ

バ
其
以
上
ノ
學
校

二
於
テ
之
ヲ
完
成
ス
ル
ハ
容
易
ノ
事
業
ナ
リ
若
シ
夫
レ
初
等

學
校
二
於
テ
之
ガ
基
礎
ヲ
作
ラ
ザ
レ
バ
其
成
果
ヲ
得
ン
事
殆
ド
期
ス
ベ
カ
ラ
ス

ト
メ
ー
ソ
ン
氏
負
任
前
ハ
其
基
礎
タ
ル
ヘ
キ
者
未
ダ
成
立
セ
ザ
リ
シ
ヲ
以
テ
上

夫
レ
日
本
國
ハ
敷
年
末
我
亜
米
利
加
二
就
キ
教
育
ノ
事
項
ヲ
拾
蒐
シ
且
諸
大

國
二
就
キ
至
良
ノ
事
物
ヲ
捜
索
シ
殊
二
其
心
カ
ヲ
學
事
二
喝
シ
タ
リ
彼
國
今
刈

日
刈
叫
氏
ヲ
聘
シ
テ
公
立
學
校
音
楽
教
師
養
成
所
ノ
揖
理
ト
シ
以
テ
其
音
榮
教

授
ノ
方
法
ヲ
制
定
、
否
、
創
定
セ
シ
メ
ム
ト
ス
ル
ヲ
見
レ
バ
（
是
ハ
博
聞
ノ
誤

タ
リ

等
諸
級
教
習
ノ
成
績
モ
今
ヨ
リ
之
ヲ
見
レ
バ
賓
二
不
充
分
ノ
極
ナ
リ
キ
而
ル
ニ

該
氏
ハ
先
ヅ
斯
基
礎
ヲ
立
ル
ニ
営
リ
小
學
教
員
ヲ
訓
練
シ
テ
以
テ
其
事
業

二
従

ハ
シ
メ
遂

ニ
ニ
萬
人
ノ
小
學
生
徒
ヲ
シ
テ
充
分
二
唱
歌
ヲ
習
熟
セ
シ
メ
タ
リ
是

レ
誠
二
古
今
末
曾
有
ノ
一

事
業

ニ
シ
テ
該
氏
ガ
功
績
ト
オ
カ
ト
卓
然
特
立
ス
ル

ハ
此
畢

二
就
テ
見
ル
ベ
キ
ナ
リ

今
日
ノ
功
績
斯
ク
見
ル
ベ
キ
モ
未
ダ
以
テ
メ
ー
ソ
ン
氏
ノ
美
績
ヲ
表
章
ス
ル

ノ
時
熟
セ
リ
ト
謂
フ
可
ラ
ズ
却
テ
之
ヲ
永
遠
ノ
日
二
譲
テ
可
ナ
ラ
ム
然
リ
ト
雖

ト
モ
余
ハ
妥
ニ

―
言
ヲ
贄
シ
テ
賂
来
我
ボ

ス
ト
ン
府
學
制
沿
革
史
ヲ
編
ス
ル
者

ア
ラ
バ
必
ズ
正
筆
ヲ
以
テ
初
等
學
校
音
楽
初
代
監
督
在
職
中
ノ
事
蹟
ヲ
録
セ
ザ

ル
可
ラ
ズ
ト
明
言
ス
ル
ノ
自
由
ヲ
得
ン
ト
欲
ス
抑
モ
該
氏
ノ
始
テ
営
府
二
来
ル

ヤ
新
聞
雑
誌
等
ノ
論
説

二
骰
ミ
之
ヲ
報
ゼ
シ
ニ
非
ズ
唯
謙
遜
ノ
服
務
者
ト
シ
テ

薄
給
卜
機
會
ト
ヲ
求
メ
熟
練
卜
學
識
ト
ヲ
賓
地
教
授
ノ
際
二
示
サ
ン
ト
ス
ル
ニ

在
リ
シ
ノ
ミ
然
ル
ニ
今
二
追
テ
之
ヲ
回
想
ス
レ
バ
該
氏
ノ
末
府
ハ
賓
二
我
音
楽

教
授
上
二
就
キ
一
大
期
ヲ
表
セ
シ
ャ
明
々
タ
リ

メ
ー
ソ
ン
氏
ノ
事
業
ヲ
拳
ゲ
シ
最
要
ノ
地
ハ
嘗
府
二
外
ナ
ラ
ズ
ト
雖
ト
モ
公

私
ノ
學
校

二
音
楽
教
授
ヲ
興
張
ス
ル
ノ
感
化
カ
ハ
営
府
内
二
限
ラ
ズ
我
州
中
二

止
ラ
ズ
敷
年
間
我
國
内
ノ
各
部
ョ
リ
或
ハ
末
テ
賓
地
教
授
ノ
景
況
ヲ
観
、
或
ハ

書
ヲ
寄
セ
テ
其
方
法
ヲ
問
フ
者
等
績
々
相
織
キ
殆
ド
間
断
ナ
カ
リ
キ
又
遠
隔
セ

ル
洋
外
ノ
欧
洲
二
於
テ
モ
音
楽
ノ
中
心
タ
ル
諸
都
府
ニ
ハ
多
少
其
感
化
ヲ
及
シ
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十
四
年
前
メ
ー
ソ
ン
氏
が
ボ
ス
ト
ン
府
二

奉
務

ス
ル
ニ
常
リ
余
敢
テ
品
評
シ

テ
日
ク
若
シ
天
才
卜
教
育
ト
ニ
由
リ
特
別
J
事
業
ヲ
成
ス
ニ
適
ス
ル
人
ヲ
畢
レ

バ
メ
ー
ソ
ン
氏
賓
二
其
人
ナ
リ
故
二
至
嘗
ノ
協
力
補
手
ヲ
典
へ
其
事

二
従
ハ
シ

メ
バ
其
成
績
ノ
完
美

二
至
ル
ヤ
復
夕
疑
フ
可
ラ
ズ
ト
余
ハ
今
日
二
至
リ
寧
口
斯

語
氣
ヲ
強
ム
ル
モ
更
二
斯
言
意
ヲ
愛
ス
ベ
キ
ノ
理
由
ヲ
見
ザ
ル
ナ
リ

以
上
敷
章
ノ
講
説

ハ
敢
テ
メ
ー
ソ
ン
氏
ノ
聰
ヲ
漬
ス
ノ
意
二
出
タ
ル
ニ
非
ズ

唯
臨
場
諸
人
二
向
テ
之
ヲ
演
述
セ
シ
ノ
ミ
故
二
其
論
ヲ
此
二
結
ビ
更
ニ
―

言
ヲ

呈
シ
テ
以
テ
メ
ー
ソ

ン
氏
ノ
別
ヲ
送
ラ
ム
ト
ス

今
君
ガ
此
府
ヲ
僻
シ
去
ル
ニ
臨
ミ
余
ヲ
シ
テ
君
ガ
始
テ
此
府
二
来
ル
ノ
時
ヲ

回
想
セ
シ
ム
ル
ハ
蓋
シ
思
考
伴
生
ノ
律
自
ラ
然
ラ
シ
ム
ル
所
ナ
リ
乃
チ
今
古
ヲ

比
較
ス
レ
バ
其
状
況
ノ
相
異
ナ
ル
賓

二
著
明
ナ
ル
者
ア
リ
十
七
年
前
君
ガ
遠
隔

ノ
地
ョ
リ
此
府
二
来
ル
ニ

営
リ
保
證
状
ヲ
有
セ
シ
ニ
非
ズ
又
名
槃
ノ
廣
ク
聞
へ

シ
ニ
非
ズ
唯
其
唱
歌
事
業
ヲ
以
テ
他
ノ
判
断
ヲ
乞
ハ
ム
為
メ
報
酬
ノ
有
無
ヲ
問

ハ
ズ
僅
二
之
ヲ
五
六
ノ
小
學
二
賓
施
ス
ル
ノ
允
許
ヲ
得
、
勉
勘
以
テ
其
明
證
ヲ

表
ス
ベ
キ
ノ
途
ヲ
求
メ
シ
ノ
ミ

今
日
君
ガ
此
府
ヲ
去
ル
ノ
状
鍍
日
君
ガ
此
府
二
来
ル
ノ
状
二
異
ナ
ル
何
ゾ
其

レ
甚
シ
キ
君
ノ
名
墜
卜
事
業
ト
ハ
業
二
己
二
地
球
ノ
極
遠
地

二
聞
へ
今
ヤ
一
帝

國
政
府
ノ
聘
二
應
シ
其
公
立
學
校
教
員
養
成
ノ
為
メ
最
モ
貴
ム
ヘ
キ
事
業
二
就

ム
ト
ス
聞
ク
所
二
捩

レ
バ
彼
國
其
目
的
ヲ
逹
セ

ム
為
メ
相
嘗
ノ
建
物
ヲ
設
ケ
適

任
ノ
助
手
ヲ
附
シ
且
各
種
ノ
要
品
ヲ
備
へ
加
之
君
ノ
給
料
館
舎
等

一
モ
充
足
セ

ザ
ル
所
ナ
シ
ト
斯
ク
ノ
如
ク
君
ノ
身
ハ
昇
進
ス
ト
雖
ト
モ

君
ノ
目
的
ハ
専
ラ
教

ザ
ル
ベ
シ

ナ
ル
ベ
シ
）
余
ハ
彼
國
政
府
ガ
其
目
的
ヲ
誤
ラ
ザ
ル
ヲ
信
ス
想
フ
ニ
此
聘
二
應

ズ
ベ
キ
者
我
味
國
中
メ
ー
ソ
ン
氏
其
人
ヲ
舎
テ
ヽ
他
二
復
夕
其
適
任
ノ
人
ア
ラ

育
興
張
二
盛
カ
ス
ル
ノ
好
機
ヲ
見
ル
ノ
外
更
二
餘
念
ナ
カ
ル
ベ
キ
ヲ
以
テ
何
等

ノ
好
事
廿
味
ア
ル
モ
其
成
績
ヲ
助
ル
者
二
非
レ
バ
奄
モ
以
テ
意
二
介
セ
ザ
ル
ハ

余
ガ
信
シ
テ
疑
ハ
ザ
ル
所
ナ
リ
磋
呼
君
ハ
賓
二
自
己
ノ
利
盆
ヲ
舎
テ
ヽ
唯
事
業

ノ
成
就
ヲ
以
テ
義
務
ト
ス
ル
ヲ
確
信
ス
ル
ノ
人
ナ
リ

余
ハ
我
ボ
ス
ト
ン
府
ガ
其
最
良
ノ
教
育
家
ヲ
送
リ
日
本
國
民
ノ
教
育
事
業
ニ

就
カ
シ
ム
ル
ノ
特
例
ア
ル
ヲ
喜
ブ
ナ
リ
余
ハ
彼
國
民
ノ
性
質
ヲ
観
察
シ
常
二
之

ヲ
尊
敬
シ
テ
舎
カ
ズ
君
ガ
彼
國
二
在
留
ス
ル
間
ハ
唯
利
盆
ヲ
彼
等
二
典
フ
ル
而

巳
ナ
ラ
ズ
亦
夕
君
ガ
快
架
ヲ
増
ス
ノ
一
端
ヲ
得
ル
ナ
ラ
ン

今
君
ハ
教
育
ナ
キ
ノ
國
二
赴
ク
ニ
非
ズ
日
本
ニ
ハ
既
二
完
成
セ
ル
ノ
教
育
ア

リ
特
二
其
帝
都
タ
ル
東
京
ニ
ハ
世
界
二
冠
タ
ル
教
育
書
籍
館
兼
博
物
館
ア
リ
一

千
八
百
七
十
八
年

Ii府
博
覧
會

二
陳
列
セ
シ
教
育
品
ハ
彼
帝
國
理
事
官
九
鬼

君
ノ
主
裁
セ
シ
所
ニ
シ
テ
萬
國
審
査
官
ノ
鷺
嘆
ヲ
喚
起
セ
シ
者
勘
カ
ラ
ズ
余
ハ

此
良
辰
ノ
記
念
ノ
為
メ
恭
ク
彼
出
品
目
録
一
冊
ヲ
呈
シ
君
二
彼
ノ
國
教
育
ノ
景

況
及
進
歩
ノ
概
略
ヲ
明
和
セ
シ
メ
ン
ト
欲
ス
ル
ナ
リ

行
ケ
我
信
友
、
君
ノ
新
任
二
赴
キ
氣
ヲ
鼓
シ
望
ヲ
懸
ケ
以
テ
君
ノ
新
事

二
就

ケ
余
輩
ガ
君

二
望
ム
所
賓

二
大
ナ
リ
余
ハ
今
日
臨
場
諸
人
ガ
感
狡
ス
ル
所
ノ
衷

情
ヲ
左
ノ
歌
曲
二
表
出
ス
ル

ノ
ミ

余
等
ノ
心
、
余
等
ノ
望
、
余
等
ノ
祈
念
、
余
等
ノ
悲
涙
、

余
等
ノ
燿
二
克
チ
タ
ル
余
等
ノ
信
心

凡
テ
汝
卜
共
二
在
リ
凡
テ
汝
卜
共
二
在
リ

（『
＿
音
架
取
調
成
績
申
報
要
略
』
伊
澤
修
二
の
抄
訳
）
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第
二
節

音
楽
取
調
掛
の
創
置

音
楽
取
調
掛
の
事
業

音
楽
取
調
掛
は
明
治
十
二
年
十
月
、
文
部
省
内
の
―
つ
の
掛
と
し
て
誕
生
し
た
。

伊
澤
修
二
は
、
御
用
掛
を
命
じ
ら
れ
、
現
職
の
東
京
師
範
学
校
長
と
兼
務
す
る
こ
と

と
な
る
。
翌
十
三
年
三
月
、
本
郷
文
部
省
用
地
内
第
十
六
番
館
（
現
在
の
東
京
大
学

法
文
経
の
校
舎
附
近
）
、
元
教
育
学
の
雇
外
国
人
教
師
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド

・
モ
ル
レ
ー
の

官
舎
を
改
築
し
た
建
物
が
当
て
が
わ
れ
、
事
業
に
着
手
し
た
。

伊
澤
修
二
は
、
音
楽
取
調
掛
の
任
務
に
つ
い
て
間
も
な
い
十
二
年
十
月
三
十
日
付

む
ね
の
り

で
寺
島
宗
則
文
部
卿
に
左
の
「
音
楽
取
調
二
付
見
込
書
」
を
提
出
し
た
。
こ
れ
は
音

楽
取
調
掛
の
目
的
お
よ
び
任
務
に
つ
い
て
今
後
行
う
べ
き
仕
事
の
内
容
を
述
べ
た
も

の
で
あ
る
。

明
治
五
年
我
省
始
テ
學
制
ヲ
全
國
二
領
布
シ
國
民
教
育
ノ
目
途
ヲ
一
愛
セ
シ

ヨ
リ
今
日
二
至
ル
マ
テ
何
レ
ノ
地
方
ヲ
論
セ
ス
其
教
則
中
皆
ナ
唱
歌
ヲ
以
テ
普

通
學
科
ノ
―
二
列
ス
ト
雖
ト
モ
質
際
二
就
テ
之
ヲ
察
ス
レ
ハ
未
タ
一
モ
行
レ
シ

ノ
例
ア
ル
ヲ
聞
カ
ス
是
レ
登
該
科
ノ
無
用
二
展
ス
ル
ガ
故
ナ
ラ
ン
ヤ
唯
其
着
手

二
常
リ
種
々
ノ
障
凝
ア
ル
カ
故
二
今
日
マ
テ
之
ヲ
賓
行
ス
ル
ヲ
得
サ
リ
シ
ノ
ミ

今
其
一
大
障
凝
ノ
由
テ
来
ル
所
ヲ
察
ス
ル
ニ
是
レ
素
卜
唱
歌
ヲ
賓
施
ス
ル
ノ

難
キ
ニ
非
ス
シ
テ
却
テ
適
嘗
ナ
ル
音
架
ヲ
撰
揮
ス
ル
ノ
難
キ
ニ
ア
ル
モ
ノ
ヽ
如

シ
請
フ
其
概
論
ヲ
左
二
陳
述
セ
ン

世
ノ
音
楽
ノ
事
ヲ
談
ス
ル
者
ノ
言
ヲ
聞
ク
其
説
概
ネ
三
ア
リ

甲
説
二
日
ク
音
架
ハ
人
情
ヲ
感
殺
ス
ル
ノ
要
具
ニ
シ
テ
喜
怒
哀
架
ノ
情
自
ラ

其
音
調
二
顕
ル
ヽ
者
ナ
レ
ハ
洋
ノ
東
西
ヲ
問
ハ
ス
人
種
ノ
黄
白
ヲ
論
セ
ス
荀
モ

人
情
ノ
同
キ
所
ハ
音
架
亦
同
シ
テ
可
ナ
リ
抑
西
洋
ノ
音
楽
ハ
沸
臓
ノ
哲
人
臼
叫
[

fl以
来
敷
千
年
間
ノ
研
究
ニ
ヨ
リ
テ
殆
ン
ト
最
高
貼
二
逹
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ

レ
ハ
其
精
其
美
素
ヨ
リ
東
洋
螢
架
ノ
及
フ
所
二
非
ス
故
二
其
良
種
ヲ
捧
テ
之
ヲ

我
土
二
移
植
ス
可
シ
又
何
ソ
不
充
分
ナ
ル
東
洋
架
ヲ
培
育
完
成
ス
ル
ノ
迂
策
ヲ

求
ル
ヲ
要
セ
ン
ヤ
ト

乙
説
二
日
ク
各
國
皆
ナ
各
國
ノ
言
僻
ア
リ
風
俗
ア
リ
文
物
ア
リ
是

レ
其
住
民

J
性
質
卜
風
土
ノ
情
勢
ト
ニ
ヨ
リ
テ
自
然
二
産
出
セ
シ
モ
ノ
ナ
レ
ハ
人
カ
ノ
能

ク
之
ヲ
愛
易
ス
ベ
キ
ニ
非
ス
且
音
楽
ノ
如
キ
ハ
素
卜
人
情
ノ
装
ス
ル
所
人
心
ノ

向
フ
所
二
従
テ
興
リ
タ
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
各
國
皆
固
有
ノ
國
架
ヲ
保
有
ス
未
夕
全

ク
他
國
ノ
音
楽
ヲ
自
図
二
移
入
セ
シ
ノ
例
ア
ル
ヲ
聞
カ
ス
是
二
由
テ
之
ヲ
見
レ

ハ
我
國
二
西
洋
ノ
音
楽
ヲ
全
然
移
植
セ
ン
ト
ス
ル
ハ
恰
モ
我
國
語
二
代
ル
ニ
虚
{

語
ヲ
以
テ
セ
ン
ト
ス
ル
カ
如
ク
到
底
無
盆
ノ
論
卜
云
ハ
サ
ル
ヲ
得
ス
故
二
我
固

有
ノ
音
楽
ヲ
培
育
完
成
ス
ル
ニ
如
カ
ズ
ト

丙
説
二
日
ク
甲
乙
二
説
各
其
理
ナ
キ
ニ
非
ス
ト
雖
ト
モ
皆
偏
倍
ノ
極
二
陥
ル

ノ
弊
ヲ
免
レ
ス
故
二
其
中
ヲ
執
リ
東
西
二
洋
ノ
音
楽
ヲ
折
衷
シ
今
日
我
國
二
適

ス
ベ
キ
モ
ノ
ヲ
制
定
ス
ル
ヲ
務
ム
ベ
シ
ト

愚
ヲ
以
テ
之
ヲ
見
レ
ハ
丙
ノ
説
ク
所
其
嘗
ヲ
得
タ
ル
モ
ノ
ニ
似
タ
リ
ト
雖
卜

モ
其
賓
施
ノ
方
法
二
至
リ
テ
ハ
難
中

、ノ
至
難
ナ
ル
者
卜
云
ハ
サ
ル
ヲ
得
ズ
然
リ

卜
雖
ト
モ
既
二
丙
説
ヲ
以
テ
至
営
卜
認
ル
以
上
ハ
吾
人
今
日
ノ
知
識
卜
時
勢
卜

二
相
應
セ
ル
手
段
ヲ
以
テ
照
末
其
目
的
ヲ
逹
ス
ベ
キ
方
法
ヲ
設
ケ
サ
ル
可
ラ
ス
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今
西
洋
ノ
時
様
唄
卜
日
本
J
端
唄
ト
ヲ
取
リ
之
ヲ
比
較
セ
ハ
頗
ル
異
貼
多
ク

シ
テ
殆
ド
同
貼
ナ
キ
カ
如
ク
ナ
ル
ベ
シ
次
―
―
西
洋
ノ
紳
歌
卜
日
本
ノ
琴
歌
卜

ヲ
比
較
セ
ハ
ニ
者
異
ナ
ラ
ザ
ル
ニ
非
ズ
ト
雖
ト
モ
頗
ル
同
趣
ノ
存
ス
ル
ヲ
見

ル
ベ
シ
終
二
西
洋
ノ
童
謡
卜
日
本
ノ
童
謡
ト
ヲ
比
セ
バ
全
ク
相
同
キ
ノ
想
ヲ

ナ
ス
是
レ
他
ナ
シ
西
洋
ノ
音
楽
モ
日
本
ノ
音
楽
モ
之
ヲ
組
成
ス
ル
元
素
ハ
豪

l

モ
異
ナ
ル
ニ
非
ス
唯
其
結
合
ノ
法
同
ラ
ザ
ル
ノ
ミ
故
二
童
謡
ノ
如
キ
其
結
合

簡
短
ナ
ル
モ
ノ
ニ
ア
リ
テ
ハ
愛
異
至
テ
少
ケ
レ
ト
モ
時
様
唄
ノ
如
キ
其
結
合

愈
錯
綜
ナ
ル
ニ
従
ヒ
其
愛
異
モ
亦
愈
多
キ
ヲ
加
ル
ナ
リ

右
ノ
理
由
ナ
ル
ヲ
以
テ
着
手
ノ
始
二
営
テ
ハ
童
謡
其
他
最
モ
簡
短
ナ
ル
謡
類

ヲ
集
メ
西
洋
ノ
童
謡
二
比
較
シ
ニ
者
折
衷
シ
テ
相
裳
ノ
歌
曲
ヲ
作
リ
腔
来
小

學
生
徒
二
授
ル
ノ
資
ト
ス
ベ
シ

前
文
ノ
目
的
ヲ
逹
ス
ル
ニ
ハ
西
洋
音
架
二
精
キ
者
及
日
本
音
楽
二
精
キ
者
等

ル
ヘ
シ

ケ
ン
ヤ

若
シ
其
難
ヲ
恐
レ
テ
今
日
之
二
着
手
セ
ザ
レ
ハ
何
レ
ノ
日
力
其
興
ル
ヲ
期
ス
ベ

右
ノ
如
ク
東
西
―
―
洋
ノ
音
楽
ヲ
折
衷
シ
将
来
我
國
楽
ヲ
興
ス
ノ
一
助
タ
ル
ベ

キ
モ
ノ
ヲ
造
成
ス
ル
ヲ
以
テ
現
今
ノ
要
務
ト
ナ
ス
ト
キ
ハ
賓
際
取
調
フ
ベ
キ
事

項
大
綱
三
ア
ル
ベ
シ
日
ク
東
西
二
洋
ノ
音
楽
折
衷
二
着
手
ス
ル
事
日
ク
将
来
國

楽
ヲ
興
ス
ベ
キ
人
物
ヲ
養
成
ス
ル
事
日
ク
諸
學
校
二
音
楽
ヲ
賓
施
シ
テ
適
否
ヲ

試
ル
事

第
一
項
東
西
二
洋
ノ
音
楽
ヲ
折
衷
シ
テ
新
曲
ヲ
作
ル
事

凡
ソ
物
ヲ
折
衷
ス
ル
ハ
ニ
物
ノ
異
ナ
ル
貼
卜
同
キ
黙
ト
ヲ
見
出
シ
其
同
キ
ハ

之
ヲ
合
シ
其
異
ナ
ル
ハ
双
方
ョ
リ
漸
ク
相
近
ケ
遂
二
相
和
セ
シ
ム
ル
ニ
在
リ

故
二
折
衷
ノ
第
一
歩
ハ
先
ツ
東
西
二
楽
ノ
異
貼
卜
同
貼
ト
ヲ
猿
見
ス
ル
ニ
在

ヲ
採
用
シ
彼
我
異
同
ノ
諸
貼
ヲ
考
究
シ
協
議
折
衷
ノ
上
漸
々
新
曲
ヲ
作
出
ス

ル
ヲ
務
ム
可
シ

第
二
項
将
来
國
榮
ヲ
興
ス
ベ
キ
人
物
ヲ
養
成
ス
ル
事

音
楽
ヲ
學
フ
ノ
法
ニ
ア
リ
甲
ハ
音
楽
ノ
理
論
ヲ
學
フ
者
ニ
シ
テ
物
理
學
中
ノ

一
科
タ
リ
乙
ハ
音
架
ノ
賓
用
ヲ
學
フ
者
ニ
シ
テ
美
術
中
ノ
一
藝
ナ
リ
理
論
卜

賓
用
卜
雨
得
兼
備
ス
ベ
キ
ハ
固
ョ
リ
音
架
家
ノ
本
分
ナ
リ
ト
雖
ト
モ
限
リ
ア

ル
ノ
時
間
ト
オ
カ
ト
ヲ
以
テ
限
リ
ナ
キ
ノ
學
藝
二
應
ズ
ベ
カ
ラ
サ
ル
ガ
故
ニ

通
常
ノ
音
楽
家
ハ
専
ラ
音
楽
ノ
藝
ヲ
學
ヒ
理
論
ハ
唯
其
一
斑
ヲ
窺
フ
ノ
ミ

今
若
干
J
生
徒
ヲ
養
成
ス
ル
ニ
営
リ
テ
ハ
固
ヨ
リ
教
養
ノ
完
備
ヲ
翼
望
ス
ル

卜
雖
ト
モ
其
本
末
ヲ
錯
ラ
サ
ル
ヲ
要
ス
故
二
先
ツ
音
楽
ノ
藝
ヲ
學
バ
シ
ム
ル

ヲ
専
務
ト
シ
理
論
ノ
如
キ
ハ
多
年
ノ
後
一
＿
誤
ル
ベ
シ

此
J

目
的
ヲ
逹
ス
ル
ニ
ハ
生
徒
ノ
種
類
亦
之
二
随
テ
撰
捧
セ
サ
ル
ヲ
得
ズ
則

其
要
件
概
ネ
左
ノ
如
ク
ナ
ル
ベ
シ

第
一
、
學
識
普
通
ノ
讀
書

二
差
支
ナ
キ
者

但
英
文
ヲ
解
ス
ル
者
ハ
最
モ
善
シ
ト
ス

第
二
、
年
齢
十
六
年
以
上
二
十
五
年
以
下
ノ
者

第
三
、
技
藝
雅
架
又
ハ
俗
曲
ヲ
習
得
シ
者

第

四

、

性

男

或

ハ

女

右
格
二
合
フ
ベ
キ
者
大
凡
二
十
名
ヲ
募
集
シ
三
年
間
ノ
見
込
ヲ
以
テ
之
ヲ
教

〔
マ
マ

〕

養
シ
西
洋
音
架
及
日
本
音
楽
ヲ
習
得
セ
シ
メ
漸
ヲ
以
テ
國
学
ヲ
制
定
ス
ル
ノ

一
助
二
供
ス
ベ
シ

第
三
項
諸
學
校
二
音
架
ヲ
賞
施
ス
ル
事

第
一
項
ノ
手
段
ニ
ヨ
リ
テ
新
作
ノ
歌
曲
ヲ
得
ル
ト
キ
ハ
之
ヲ
東
京
師
範
學
校

附
凰
小
學
、
及
東
京
女
子
師
範
學
校
附
蜀
幼
稚
園
、
井
練
習
小
學
生
徒
等
二
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賓
施
シ
テ
其
適
否
ヲ
試
ミ
其
可
ナ
ル
者
ヲ
撰
ン
テ
掛
圏
及
ヒ
謡
本
ヲ
製
シ
漸

々
他
ノ
諸
學
校
二
普
及
ス
ル
ノ
途
ヲ
求
ム
ベ
シ

右
三
項
ノ
事
業
ヲ
賓
行
ス
ル
ニ
付
要
ス
ル
所
ノ
人
員
ハ
西
洋
音
楽
教
師
一
人

日
本
音
架
二
通
ス
ル
者
三
人
日
本
文
學
二
通
ス
ル
者
一
人
通
癖
一
人
吏
員
五
人

ナ
リ
然
シ
テ
其
費
用
ノ
概
略
ヲ
畢
レ
ハ
一
ヶ
月
ノ
費
額
左
ノ
如
ク
ナ
ル
ベ
シ

一

金

百

九

拾

園

吏

員

五

人

給

料

一
金
戴
百
九
拾
園

外
國
教
員
給
料

一

金

百

七

拾

圏

内

図

教

員

五

人

給

料

一

金

拾

賦

圏

小

使

三

人

給

料

一

金

拾

圏

諸

賄

料

一
金
三
百
五
拾
圏

需

用

費

螢
繕
費

郵
便
電
信

刊
行
費

運
送
費

生
徒
學
資

一
金
戴
拾
圃

一
金
五
園

一
金
戴
拾
圃

一
金
五
圏

一
金
百
戴
拾
園

計
金
壱
千
賦
百
園

又
右
取
調
ノ
為
メ
相
嘗
ノ
家
屋
ヲ
備
ヘ
サ
ル
可
ラ
ス
然
ル
ニ
嘗
時
我
省
勤
倹

ヲ
旨
ト
セ
ラ
ル
ヽ
ノ
際
ナ
レ
ハ
音
楽
院
ヲ
新
設
ス
ル
ノ
拳
ノ
如
キ
ハ
暫
ク
之
ヲ

他
日
二

誤
リ
先
ツ
在
来
ノ
家
屋
ヲ
修
繕
シ
止
ヲ
得
サ
ル
分
公
噌
築
シ
テ
目
下
ノ

用
二
供
ス
ル
ヲ
以
テ
足
レ
リ
ト
ス
可
シ
然
シ
テ
斯
ル
目
的
二
最
モ
適
ス
ル
者
ハ

モ
ル
レ
ー
氏
ノ
薔
居
館
ナ
ラ
ン
因
テ
其
模
様
替
増
築
等
ノ
見
込
ハ
別
紙
圏
面
二

認
メ
其
費
用
ノ
概
略
ヲ
掲
記
ス
ル
左
ノ
如
シ

一
金
三
千
七
百
七
拾
七
園
五
拾
錢

也
金
九
百
九
拾
園

奏
架
堂
新
螢
壼
棟

習
架
場
及
小
使
詰
所
井
押
入
廊
下
共
新
螢

壷
棟

金
七
百
四
拾
賦
圃
五
拾
錢
音
楽
教
場
習
架
場
廊
下
共
新
螢

壼

棟

金

九

拾

五

園

玄

閥

新

螢

壼

棟

金

百

五

拾

園

教

場

事

務

所

渡

廊

下

共

新

螢

壼

棟

金

戴

百

五

拾

園

大

小
便
所
同
渡
廊
下
共
新
螢
戴
棟

金
八
百
五
拾
園

本

郷

用

地

内

晉

教

師
拾
六
番
館
修
繕

但
窟
日
除
及
敷
物
人
力
車
置
所
外
構
周
園
柵
等
ノ
分
相
除
ク

右
ハ
音
楽
取
調
二
付
全
骰
ノ
計
書
＿及
賓
地
着
手
ノ
順
序
方
法
等
ノ
概
略
ヲ
掲

ケ
シ
ノ
ミ
其
詳
細
ナ

ル
事
項
ノ
如
キ
ハ
若
シ
尊
問
ヲ
賜

ハ
ゞ
線
々
口
述
可
仕
侯

〔手
害
き
〕
（
『
一
音
楽
取
調
所
書
類
』
明
治
十
二
年
）

(
1
)
 

明
治
十
三
年
三
月
二
日
、

L
.
w
．
メ
ー
ソ
ン
(
-
八
一
八
！
一
八
九
七
）
は
横

浜
に
到
着
し
、
こ
の
日
か
ら
む
こ
う
ニ
カ
年
間
、
日
本
政
府
雇
外
国
人
教
師
と
し
て

音
楽
取
調
掛
に
勤
務
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
メ
ー
ソ
ン
を
迎
え
入
れ
た
伊
澤
は
た
だ

ち
に
学
務
課
長
お
よ
び
会
計
課
長
に
あ
て
、
さ
し
あ
た
り
着
手
し
た
い
ニ
カ
条
の
伺

い
を
提
出
し
て
い
る
。

第
一
條
我
國
在
来
之
音
楽
取
調
之
事

右
目
的
ヲ
以
テ
雅
架
局
諸
學
校
其
他
音
架
演
習
有
之
候
場
所
ヲ
巡
覧
為
致
我

音
架
之
性
質
等
ヲ
概
了
セ
シ
ム
ベ
ク
候
。
音
楽
熟
逹
之
者
ヲ
時
々
招
集
致
シ
琴

等
琵
琶
鼓
弓
横
笛
其
他
之
楽
器
ヲ
奏
セ
シ
メ
其
西
架
二
合
否
ヲ
試
ミ
且
種
々
問

答
ヲ
盛
シ
テ
彼
我
異
同
之
貼
ヲ
査
閲
シ
勝
末
新
曲
ヲ
作
ル
ノ
材
料
二
供
ス
ベ
ク

金
七
百
園

内
繹
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侯
但
最
初
者

一
時
二

榮
人
敷
名
招
集
之
上
諸
種
之
架
器
ヲ
合
奏

セ
シ
メ
我
音
楽

之
大
證

ヲ
示
シ
其
後
者
更

二
雨
三
名
ヲ
撰
用
シ
テ
期
日
ヲ
定
メ
時
々
末
館
之
上

音
楽
之
事

ヲ
談

セ
シ
ム
ベ
シ
尤
右
二
付
相
嘗
之
報
酬
金
附
典
致
ス
ベ
キ
目
的
ニ

有
之
候

第

二
、
東
京
師
範
學
校
附
蜀
小
學
校
及
東
京
女
子
師
範
學
校
附
隔
練
習
小
學

井
二
幼
稚
園
生
徒
二
来
週
（
四
月
の
第

一
週
目
）
ヨ
リ
唱
歌
赦
授
為
致

候
事

〔手
書
き
〕（
『＿音
楽
取
調
所
書
類
』
明
治
十
三
年
）

(
1
)

メ
ー
ソ
ン

の
生
年
に

つ
い
て
は
従
来

一
八
二
八
年
と
さ
れ
て
い
た
。

音
楽
取
調
掛
に
は

メ
ー
ソ
ン

の
屈
歴
密
が
保
存
さ
れ
て
い
な
い
た
め
こ
の
点
の
確
認
が
で
き
な
か
った
が
、L
・

M
・
マ
ク
ガ
レ
ル
氏
に
よ
り
実
は

l

八一

八
年
生
れ
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な

った
。
同

氏
は
修
士
論
文
（
東
京
芸
術
大
学
音
楽
研
究
科
音
楽
教
育
学
専
攻
、
昭
和
五
十
二
年
度
提
出）

作
成
に
際
し、

メ
ー
ソ
ン

の
生
地
で
あ
る
メ
イ
ン
州
タ
ー
ナ
ー
の
役
所
で
こ
れ
を
確
認
し
た
。

音
楽
取
調
掛
の
整
備
と
伝
習
生
の
養
成

音
楽
取
調
掛
、
最
初
の
蔵
書

洋
楽
譜
七
十
八
冊
、
洋
楽
書
五
冊
は
、
メ
ー
ソ
ン
が
ボ
ス
ト
ン

で
あ
ら
か
じ
め
注

文
し
て
あ
っ
た
も
の
の
到
着
分
、
お
よ
び
メ
ー
ソ
ン
個
人
の
寄
贈
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。
楽
譜
の
中
に
は
二
十
冊
の
英
語
版

『バ

イ
エ
ル
ピ
ア
ノ
教
則
本
』
が
入
っ
て
い

た
。
音
楽
取
調
掛
の
ピ
ア
ノ
の
手
ほ
ど
き
は
バ
イ
エ
ル
を
使
い
、
メ
ー
ソ
ン
の
指
導

で
行
わ
れ
た
。
二
十
冊
は
伝
習
生
が
日
常
の
練
習
に
使
用
し
、
一
年
間
で
全
教
課
を

終
え
る
こ
と
が
課
せ
ら
れ
た
。
二
十
冊
と
も
真
黒
に
指
垢
が

つ
き
、
破
れ
た
楽
譜
は

強
い
和
紙
で
補
強
さ
れ
て
い

る。

ほ
と
ん
ど
の

『
バ
イ
エ
ル
』
に
は
メ
ー
ソ
ン
の
書

込
み
が
あ

っ
て
、
こ
れ
を
み
る
と
当
時
の
伝
習
生
の
真
剣
な
ピ
ア
ノ
ヘ
の
取
組
み
が

目
に
見
え
る
よ
う
で
あ
る
。
わ
が
国
で
今
日
に
至
る
ま
で
ピ
ア
ノ
教
本
の
定
本
と
し

て
使
わ
れ
て
い

る
『
バ
イ
エ
ル
』
の
ル
ー
ツ
は
こ
こ
に
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

出
納
沿
革
例
規
類
纂

音
架
讀
本

シ
ュ
イ
ネ
、

五
冊

壱
冊

壱
冊

壱
冊

壱
冊

壱
冊

リ
ト
ル
フ
〔
ケ
ー
ラ
ー
の
誤
り
で
リ
ト
ル
フ
は
出
版
社
名
〕

ケ
ー
レ

ル

ホ
ル
ク
ス
タ
ン
ツ
ェ

ケ
ー
レ
ル
、
ダ

ン
セ
ス
ボ
。
フ
レ
ー

ケ
ー
レ
ル
、

ホ
ル
ク
ス
メ
ロ
ジ
ー

ベ
ル
チ
ニ

ー

〔ベ
ル
テ
ィ
ー
ニ
〕

〔
明
治
十
三
年
七
月
二
十
九
日
付
、
文
部
省
内
記
所
に
回
付
し
て
登
録
を
受

け
た
楽
譜
お
よ
び
図
書
〕

バ
イ
エ
ル
、
メ
ソ
デ

(
1
)
 

フ
ラ
イ
ジ
ー
〔
。フ
レ
イ
デ
ィ
〕
ス
タ
デ
ー
ス

(
2
)
 

ウ
ィ
ク
〔
ヴ
ィ
ー
ク
〕
メ
ソ
デ

セ
ロ
ニ

ー

〔
ツェ

ル
ニ
ー
〕

ク
レ
メ
ン
チ
ー

ク
ー
ロ
ー
〔
ク
ー
ラ
ウ
〕

ジ
ア
バ
リ
ー
〔
デ
ィ
ア
ベ
リ
〕

ケ
ー
レ
ル
〔
ケ
ー
ラ
ー
〕
キ
ン
デ
ル
ユ
ー
ブ
ン
ゲ
ン

ミ
ュ
ル
レ
ル
、

エ
メ
リ
ー

ス
〔
エ

メ
リ
ー
〕

テ
ー
ロ
ル
、

ホ
ン
ト
、

ユ
ー
ブ
ン
ク
ス
チ
ュ
ッ
ク

自
明
治
元
至
明
治
十

ス
コ
チ
ス
メ
ロ
ジ
ク

サ
イ
ア
ン
ス
オ
ブ
ミ
ュ
ジ
ュ
ッ
ク

ブ
ラ
セ
ル
ナ
、

ヒ
ス
ト
リ
ー
、

オ
ブ
ミ
ュ
ジ
ュ
ッ
ク

〔
マ
マ
〕

シ
ヨ
オ
リ
ー
オ
ブ
サ
ウ
ン
ド

戴
拾
冊

壱
冊

壱
冊

咸
冊

賦
冊

四
冊

六
冊

賦
冊

戴
冊

賦
冊

賦
冊

壱
冊

壱
冊

賦
拾
冊

拾
戴
冊
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壱
冊

乙
二
号

乙
三
号

乙
四
号

サ
ン
ジ
タ
サ
ラ

乙―-＋号

乙
手
一
号

ジ
タ
ワ
リ

壱
冊

テ
ン

。
フ
リ
ン
シ
。
ハ
ル

ヒ
フ
テ

五
十
九
葉

エ
イ
ツ

乙
一
号
セ
キ
ス

プフ゜
リリ
ンン
シシ

0 0 

ノヽ ノ‘

Jレル

乙
大
号

マ
ラ
ビ
カ
グ
ニ
ミ
タ

印
度
演
劇
論

公
報
及
輿
論

ベ
ン
ガ
ル
音
楽
校
第
五
及
第
六
年
報

諸
家
印
度
音
楽
説

ベ
ン
ガ
ル
文
英
國
略
史

印
度
詩
類

風
琴
略
論

印
度
音
架

ヤ
ン
ト
ラ

タ
ゴ
レ
家
略
博

オ
ー
エ
ン
メ
レ
デ
ス
古
記

ラ
ガ
ス
（
印
度
音
楽
ノ
略
論
）
壱
冊

ラ
ガ
ス
（
印
度
演
劇
論
）
壱
冊

ア
ヴ
タ
ス
（
印
度
演
劇
略
史
）
壱
冊

サ
ン
グ
ラ
ハ
（
諸
家
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
音
楽
説
）

ヤ
ン
タ
ラ

ヤ
ン
ト
ラ

ブ
リ
ー
フ
、

乙
五
号

乙

六

号

サ

ン

ハ

ラ

ト
演
劇
論
英
諄
）
壱
冊

乙
七
号

乙
八
号

乙
九
号

乙
十
号

乙
十
一
号

冊
乙
士
一
号

乙
去
号

壱
冊

乙
姦
号

乙
去
号

壱

冊

百

十

葉

シ
ョ
ル
ト
、

ス
ト
リ
メ
ン
ト
（
印
度
楽
器
略
説
）
壱
冊
四
十
三
葉

工
、
フ
ユ
ー
、
ラ
イ
リ
ッ
ク
、
ヲ
フ
、
ヲ
ー
エ
ン
、

ー
エ
ン
、

メ
レ
デ
ス
古
記
）
壱
冊

ボ
ラ
テ
ヤ

十
八
葉

乙
完
号

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
（
諸
家
印
度
音
楽
説
）
壱
冊

ナ
タ
カ
（
バ
ラ
ナ
ラ
ヤ
ナ
氏
サ
ン
ス
ク
リ
ッ

ク
セ
タ
ラ

デ
ピ
カ
（
印
度
音
榮
大
意
）
壱
冊

ス
ト
ラ
（
和
音
略
論
）
壱
冊

ラ
ハ
ス
ヤ
ム
壱
冊

カ
シ
ャ
（
古
今
印
度
ベ
ン
ガ
ル
楽
器
略
説
）
壱
冊

ヒ
ス
ト
リ
、
ヲ
フ
、
エ
ン
ギ
ラ
ン
ド
（
英
國
史
略
）
壱

。
フ
ジ
ャ
ナ
ン
（
サ
ン
ク
リ
ッ
ト
詩
類
）
壱
冊
十
八
葉

ブ
リ
タ
ン
タ
（
欧
州
地
史
略
）

カ
グ
ニ
ミ
ト
ラ

ノ
ル
テ
ス
、

チ
ー
ユ
ン
ス
（
五
十
調
子
類
）
壱
冊

百
0
八
葉

エ
、
ウ
ー
エ
デ
ッ
ク

ヲ
フ
、

ヒ
ン
ド
ー
、
ミ
ュ
ジ
カ
ル
、

イ
ン

メ
レ
デ
ス
（
ヲ

エ
ム
ン
（
ウ
ー
エ
デ
ッ
ク
詩
類
）
壱
冊

ナ
タ
ヤ
ラ
ハ
ス
ャ
（
印
度
演
劇
論
）
壱
冊

二
百
六

百
葉

以
上

乙
宅
号

去 姦

乙
実
号

士
――

コ
シ
ャ

ン
ガ
ル
文

士

マ
ラ
ビ

-F 

ム
ク
タ
バ
リ
、

ナ
テ
カ
（
ベ
ン
ガ
ル
演
劇
）
壱
冊

十

十
六
葉

六
十
三
葉

ナ
タ
カ
（
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
演
劇
）
ベ

九

ロ
ー
ガ
ル

イ
リ
ハ
ス

ガ
リ
タ

八

マ
サ
ナ

七

第 1章音楽取調掛

＇ ノ‘ 五 四

印
度
音
楽
ノ
理
論

印
度
楽
器
略
説

ブ
ゴ
ラ
、
オ
、
イ
チ
ハ
サ

バ
ネ
ト
ル
、
ミ
ュ
ジ
ュ
ッ
ク

壱
冊

カ
ウ
イ

ハ
モ
ニ
ャ
ム

明治12年～20年 (1879~1887)

ウ
ヘ

ヒ
ン
ド
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一
、
ベ
ー
カ
ル
氏
製
バ
イ
ヲ
リ
ン

一
、
ピ
ア
ノ
用
腰
掛

こ
の
ピ
ア
ノ
は
ア
メ
リ
カ
、
ボ
ス
ト
ン
の
チ
ェ
ッ
カ
リ
ン
社
製
の
ス
ク
エ
ア
・
ビ

ア
ノ
で
あ
る
。
明
治
十
三
年
六
月
に
備
え
付
け
ら
れ
た
。

一
、
ピ
ア
ノ

（
二
）
音
楽
取
調
掛
に
お
け
る
最
初
期
の
楽
器
状
況

ー
（
タ
ゴ
ー
ル
家
略
博
）
壱
冊

公
報
及
輿
論

十
七
葉

四
箇

拾
箇

壱
箇

六
冊

五
冊

壱
冊

壱
冊

四
拾
壱
冊

壱

冊

百

五

十
五
葉

ア
カ
ウ
ン
ト
、
ヲ
フ
、
デ
、
タ
ゴ
ー
ル
、
ハ
ミ
レ

〔
手
書
き
〕

音
楽
略
解

等
曲
大
意
抄

糸
の
志
良
扁

吾
嬬
等
宇
多

唄
ヒ
本

合
計
百
八
拾
四
冊

（『
往
復
書
類
、
合
計
局
ノ
部
』
明
治
十
三
年
二
月
！
十
四
年
六
月
）

(
1
)
L
o
u
i
s
 P
l
a
i
d
y
 (
1
8
1
0ー

1
8
7
4
)

:
 T
e
c
h
n
i
c
al 
S
t
u
d
i
e
s
 for t
he
 P
i
a
n
o
f
o
r
t
e
.
 

(
2
)
F
r
i
edri
ch
 W
i
e
c
k
 (
1
7
8
5ー

1
8
7
3
)

:
 M
e
t
h
o
d
 
of 
P
i
a
n
o
,
F
o
r
t
e
.
フ
リ
ー
ド
リ

ヒ・

ヴ
ィ
ー
ク
は
ク
ラ
ラ

・
シュ

ー
マ
ン
の
父
。
彼
が
娘
ク
ラ
ラ
の
ピ
ア
ノ
教
育
の
た
め
に

作
成
し
た
教
則
本
の
英
語
版
で
あ
る
。

一
、
ク
ラ
リ
ヲ
ネ
ッ
ト

代
債
米
金
四
拾
弗

一
、
フ
ル
ー
ト

代
債
米
金
戴
拾
弗

以
上
の
楽
器
は
、
明
治
十
三
年
六
月
に
メ
ー
ソ
ン
が
ボ

ス
ト
ン
の
ワ
シ
ン
ト
ン
・

ス
ト
リ
ー
ト
、
百
七
十
七
番
地
ト
ム
ソ
ン
・
エ
ン
ド
・
ヲ
デ
ル
社
へ

注
文
し、

翌
十

四
年
二
月
に
到
着
し
た
も
の
で
あ
る
。

和
楽
器
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
書
類
を
提
出
し
て
購
入
手
続
き
を
行
っ
た
。

（『
往
復
書
類
、
會
計
局
ノ
部
』
明
治
十
三
年
二
月
ー
十
四
年
六
月
）

伶
人
所
用

伶
人
所
用

代
債
米
金
三
拾
戴
弗

一
、
ダ
プ
ル
ベ
イ
ス

代
債
米
金
六
拾
弗

伶
人
所
用

伶
人
所
用

乙――十
六
号

伶
人
所
用

乙―-+―一
号

度
歌
類
集
）
壱
冊

乙―-＋
―-＿号

乙一字
写
号

工
、
ヒ
ュ
ー
、
ス
ペ
シ
メ
ン
、
ヲ
フ
、
イ
ン
ジ
ャ
ン
、
ソ
ン
グ
ス
（
印

百
十
三
葉

ウ
ク
ト
リ
ヤ

サ
ム
ラ
ジ
ャ
ム

エ
、
ブ
リ
ー
フ
、

一
、
ビ
ヲ
ラ

代
債
米
金
五
拾
弗

一
、
ビ
ヲ
ラ

代
債
米
金
戴
拾
五
弗

一
、
ビ
ヲ
リ
ン
セ
ロ

ビ
ヲ
リ
ン
セ
ロ

音
楽
取
調
所
用

代
債
米
金
四
拾
五
弗

一、

代
債
米
金
賦
拾
弗

一、

ダ
ブ
ル
ベ
イ
ス

音
楽
取
調
所
用

音
楽
取
調
所
用

疵
入

代
債
米
金
賦
百
弗

内
二
個
音
楽
取
調
所
用

箱
入

一
箇

二
付
五
拾
弗

二
個
伶
人
所
用

一
箇

二
箇

一
箇

一
箇

一
箇

一
箇

一
箇

一
箇

〔手
書
き
〕
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俗
楽
用
楽
器

琴琴
柱

琴
糸

三
味
線

胡
弓
三
味
線

弓
井
白
壽

壱 壱

東

京

府

華

族

板

倉

種

東
京
府
士
族
中
村
清
行
長
女
中
村
専

士＝
てZ TZ 

同
年
十
月
に
次
の
二
十
二
名
が
入
学
を
許
さ
れ
た
。

壱 壱

鉦大:謁
鼓鼓-鼓

ヲ
要
セ
ス

壱 壱 壱

笛笛
筒

箪
築

箪
築
箱

等琵
琶

壱 壱 ＝士
TZ てZ

第 1章

壱

音楽取調掛

壱 壱

音
楽
取
調
入
用
楽
器
別
紙
目
録
J
如
雅
架
用
榮
器
三
管
三
鼓
井
俗
榮
架
器
等

御
買
上
相
成
度
就
而
者
音
楽
取
調
ト
シ
テ
出
勤
之
者
之
内
該
榮
器
類
豫
テ
手
掛

ケ
品
柄
等
心
得
候
二
付
取
調
方
申
談
候
虞
中
等
之
品
ニ
テ
概
略
代
憤
金
賦
百
九

拾
圃
と
相
見
積
侯
右
ニ
テ
購
求
可
相
成
哉
此
段
相
伺
候
也

目
録

雅
楽
用
架
器

笙

（
三
）

満
十
八
年

十
七
年
九
ヶ
月

明治12年～20年 (1879~1887) 

（『回
議
書
類
』
明
治
十
三
年
二
月
i
十
五
年
六
月
上
）

右
之
通

写手
書
き
LJI

音
楽
取
調
掛
最
初
の
入
学
者

音
楽
取
調
掛
で
は
六
項
か
ら
成
る
募
集
要
項
を
、
明
治
十
三
年
六
月
七
日
付
で
会

計
局
長
へ
提
出
し
た
。

一、

従
前
音
楽

（
雅
楽
俗
曲
等
）
二
習
熟
セ
シ
者
ニ
シ
テ
西
榮
博
習
志
願
ノ
者

営
分
三
十
名
以
下
ヲ
限
り
営
所
二
入
ル
コ
ト
ヲ
許
ス

一、

右
博
習
人

ハ
一
切
自
費
ヲ
以
テ
習
學
ス
ル
可
シ
尤
モ
別
二
授
業
料
ヲ
納
ル

ヲ
要
セ
ス

一
、
博
習
科
目
ハ
唱
歌
及
奏
架
ノ
初
歩
ト
ス
旦
架
器
ハ
常
分
ピ
ア
ノ
、
オ
ル

ガ
ン
、
及
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
等
卜
定
ム

一
、
偲
習
二
付
要
ス
ル
所
ノ
架
器
、
教
科
用
具
等
ハ
常
掛
所
蜀
ノ
品
ヲ
用
ウ
ベ

シ
尤
生
徒
ノ
為
二
別
段
新
調
ス
ル
ヲ
要
セ
ス

一、

偲
習
時
間

ハ
毎
日
二
時
間
以
下
タ
ル
ベ
シ
但
シ
教
師
二
封
シ
テ
別
段
報

酬
金
等
を
要
セ
ス

一、

博
習
人
入
場
二
付
テ
ノ
費
用
ハ
薪
炭
等
ノ
如
キ
必
需
品
二
止
リ
其
他
費
用
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伶
人

同 東
京
府
士
族
内
田
正
雄
後
家

東
京
府
平
民
市
川
惣
太
郎
妻

橡
木
賑
士
族

東
京
市
平
民
古
筆
了
中
長
女

東
京
府
士
族
馬
場
逸
齊
妻

神
奈
川
縣
士
族
加
藤
景
直
妻

東
京
府
士
族
中
郁
清
行
長
女

静
岡
縣
士
族
米
田
俊
徳
妻

静
岡
縣
士
族
遠
山
政
友
次
女

東
京
府
平
民
市
川
惣
太
郎
長
女

東
京
府
平
民
林
新
助
長
女

二
女

三
十
三
年
一
ヶ
月

三
十
七
年

二
十
五
年
六
ヶ
月

三
十
年
十
ニ
ヶ
月

四
十
四
年
十
ヶ
月

三
十
六
年
七
ヶ
月

十
二
年
十
ニ
ヶ
月

十
四
年
三
ヶ
月

十
四
年
一
ヶ
月

十
二
年
一
ヶ
月

十
九
年
八
ヶ
月

十
四
年
十
ヶ
月

奥
好
義

安
倍
季
功

辻
則
承

林
廣
継

上
慎
行

小
篠
秀
一

多
久
随

山
登
松
齢

（『回
厳
書
類
』
明
治
十
三
年
二
月
ー
十
五
年
六
月
上
）

米
田
テ
ウ

遠
山
キ
ネ

市
川
ミ
チ

林
榮

林
蝶

内
田
久
仁

市
川
米
子

鳥
居
枕

古
筆
文

馬
場
カ
ネ

加
藤
サ
タ

上
野
鈴

〔手
書
き〕

以
上
の
伝
習
決
定
者
二
十
二
名
の
届
け
出
に
対
し
て
、
官
立
学
務
局
内
で
は
「
男

女
が
教
場
ヲ
同
ジ
ク
ス
ベ
カ
ラ
ス
」
と
い
う
規
則
に
反
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

意
見
が
交
さ
れ
た
。
し
か
し
島
田
三
郎
文
部
省
内
記
所
長
は
次
の
よ
う
な
見
解
を
述

べ
、
例
外
と
し
て
厳
重
な
取
締
り
を
条
件
に
音
楽
取
調
掛
の
男
女
共
学
を
許
可
し

た
。
し
か
し
十
六
年
の
音
楽
取
調
掛
規
則
で
は
女
子
の
入
学
を
禁
じ
て
い
る
。〔手

書
き〕

博
習
所
ハ
名
称
コ
ソ
異
ナ
レ
学
校
ノ
類
二
外
ナ
ラ
ズ
故
二
教
育
会
第
四
十
二

条
ニ
ョ
リ
男
女
教
場
ヲ
同
ク
ス
ル
ヲ
得
ザ
ル
ハ
勿
論
ナ
ル
ベ
シ
然
レ
ド
モ
博
習

志
願
人
寡
少
ニ
シ
テ
別
時
間
又
ハ
別
教
場
二
教
授
ス
ル
ハ
事
実
能
ハ
ザ
ル
場
合

モ
ア
ラ
ン
故
二
席
ヲ
区
別
シ
テ
教
授
ス
ル
等
ノ
事
ハ
博
習
方
主
任
者
ノ
虞
分
心

得
ニ
ア
ラ
シ
ム
ベ
キ
乎
果
シ
テ
然
ラ
バ
両
ッ
ナ
ガ
ラ
不
便
ナ
シ
ト
思
考
ス

島
田
三
郎

（『回
厳
書
類
』
明
治
十
三
年
二
月
！
十
五
年
十
二
月
上
）

最
初
の
伝
習
生
へ
の
授
業
は
十
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
が
、
そ
れ
に
先
立
ち
九
月
十

七
日
付
で
六
項
目
の
「
音
楽
博
習
規
則
」
を
設
け
た
。

音
楽
博
習
規
則

楽
器
上
ノ
音
楽
教
授
ハ
各
級
一
週
二
課
ト
シ
毎
課
一
時
間
ト
ス

但
営
分
ノ
内
十
時
ヨ
リ
十
二
時
二
至
ル
ノ
時
間
ヲ
以
テ
之
二
充
テ
其
級
二

ヨ
リ
十
時
或
ハ
十
一
時
ヨ
リ
教
授
ス
ベ
シ

．

唱
歌
ノ
教
授
及
其
教
授
法
ノ
博
習
ハ
一
週
間
一
課
卜
定
メ
毎
土
曜
日
午
後

ヨ
リ
穂
級
ヲ
合
シ
テ
之
ヲ
授
ク
ベ
シ

温
習
時
間
ハ
毎
日
一
一
時
間
卜
定
メ
各
生
徒
ハ
其
級
二
依
リ
午
前
八
時
或
ハ

午
後
一
時
ヨ
リ
各
名
二
指
定
セ
ル
習
架
室
二
入
リ
温
習
ス
ベ
シ

．

．

 

音
楽
取
調
掛
吏
員
及
教
員
ヲ
除
ク
ノ
外
何
人
き
ア
モ
．主
任
者
ノ
許
可
ヲ
得
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ル
ニ
非
レ
ハ
他
人
ノ
習
楽
室
二
入
ル
ヲ
許
サ
ス

博
習
人
ハ
定
時
間
ノ
後
教
場
習
學
室
或
ハ
應
接
所
留
ル
ヲ
得
ズ
尤
モ
止
ム

ヲ
得
サ
ル
事
情
ア
ル
ト
キ
ハ
教
員
ョ
リ
主
任
者
二
申
出
テ
特
許
ヲ
得
テ
留
ル

事
ヲ
得
ベ
シ

嘗
所
ハ
毎
日
午
前
六
時
ヨ
リ
午
後
六
時
マ
テ
開
場
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
故
二
主

任
者
ノ
許
可
ヲ
得
ル
ニ
非
レ
ハ
定
時
外
二
之
ヲ
開
ク
ヲ
得
ス
〔
手
書
き〕

（『回
識
書
類
』
明
治
十
三
年
二
月
十
五
年
六
月
上
）

さ
ら
に
翌
年
三
月
「
音
楽
博
習
規
則
追
加
案
」
三
項
目
を
提
出
し
裁
可
を
願
い
出

て
い
る
。

音
架
博
習
規
則
追
加
案
明
治
十
四
年
三
月

営
掛
博
習
人
之
儀
者
専
ラ
本
邦
音
架
二
熟
シ
居
候
者
ヲ
募
集
致
シ
音
架
之
事

項
為
取
調
且
其
教
授
法
ヲ
研
習
為
致
後
来
諸
學
校
二
唱
歌
ヲ
施
行
ス
ル
ノ
際
ニ

当
リ
其
教
員
タ
ル
ベ
キ
者
ヲ
得
ベ
キ
目
的
ヲ
以
既
二
半
年
間
着
手
致
シ
来
候
虞

右
輩
中
ニ
テ
従
前
音
曲
之
師
匠
等
致
シ
居
候
者
共
者
其
進
歩
モ
殊
二
著
シ
ク
自

今
教
授
法
博
習
之
際
自
ラ
教
授
之
手
博
モ
出
来
候
場
合
二
迄
到
侯
二
付
別
紙
之

通
音
楽
博
習
規
則
追
加
致
シ
差
営
リ
右
相
当
之
者
六
名
程
二
手
営
金
交
付
相
成

可
然
哉
相
伺
候
也

音
楽
博
習
規
則
追
加

音
楽
博
習
期
限
ハ
大
凡
一
年
卜
定
メ
前
半
年
間
ハ
ピ
ア
ノ
及
唱
歌
ヲ
研
習

セ
シ
メ
後
半
年
間
ハ
専
ラ
音
楽
教
授
ノ
方
法
ヲ
研
習
セ
シ
ム
ベ
シ

但
學
術
進
歩
ノ
遅
速
二
由
リ
其
期
限
二
伸
縮
ヲ
生
ス
ル
事
ア
ル
ベ
シ

こ
の
案
に
対
し
官
立
学
務
局
長
が
意
見
を
朱
字
で
記
し
、
音
楽
取
調
掛
に
回
送
し

て
き
た
。

普
通
學
業
局
の
意
見
〔
朱
字
〕

本
文
音
楽
博
習
規
則
追
加
第
二
項
中
年
齢
相
嘗
ト
ハ
判
明
ナ
ラ
ズ
寧
口
其

所
謂
相
嘗
ノ
年
齢
ヲ
記
ス
ル
ヲ
可
ト
ス

博
習
人
中
優
等
者
ヲ
シ
テ
劣
等
者
ノ
教
授
ヲ
助
ケ
シ
ム
ル
ハ
或
ハ
一
便
法

ナ
ラ
ン
、
然
レ
ド
モ
今
之
二
手
営
金
ヲ
交
付
ス
ル
ノ
事
由
果
シ
テ
教
授
ノ
手

博
二
在
リ
ト
セ
バ
現
今
音
楽
博
習
所
規
則
二
撼
リ
博
習
人
ノ
定
員
（
三
十
名
）

二
比
ス
レ
バ
手
博
人
ノ
員
敷
多
キ
ニ
過
ク
ル
ガ
如
シ
宜
ク
之
ヲ
減
シ
テ
十
名

以
下
ト
シ
是
又
内
規
ト
シ
本
則
二
掲
ケ
ス
特
々
伺
定
ス
ル
ヲ
可
ト
ス
且
ツ
交

付
ノ
金
額
モ
果
シ
テ
手
嘗
ト
シ
テ
教
授
手
博
ノ
榮
二
酬
ユ
ル
モ
ノ
ト
ス
レ
バ

仮
令
半
途
ニ

シ
テ
退
学
ヲ
命
ゼ
ラ
レ
又
ハ
自
ラ
廃
学
ス
ル
モ
其
額
ヲ
償
還
セ

シ
ム
ベ
キ
ノ
理
由
ヲ
見
ス
故
二
但
書

ハ
劃
除
ス
ル
ヲ
可
ト
ス

第
三
項
中
卒
業
證
書
ノ
事
見
ュ
然
レ
ド
モ
音
榮
取
調
所
ノ
儀

ハ
其
学
科
課

程
モ
未
夕
整
備
ノ
場
合
二
至
ラ
ス
況
ヤ
其
生
徒
ハ
生
徒
卜
称
セ
ズ
シ

テ
博
習

シ

〔手
書
き
〕
（
『
回
議
書
類
』
明
治
十
三
年
二
月
i
十
五
年
六
月
上
）

博
習
人
中
學
術
優
等
品
行
方
正
且
年
齢
相
当

ニ
シ
テ
音
楽
教
員
タ
ラ

ン
事

ヲ
志
願
シ
教
授
ノ
手
博
ヲ
ス
ル
者
十
五
名
以
下
二
限
リ
手
嘗
ト
シ
テ
壱
人
二

付
一
ヶ
月
金
三
円
宛
交
付
ス
ベ
シ

但
成
業
ノ
期
二
至
ラ
ス
シ
テ
退
學
ヲ
命
セ
ラ
ル
ヽ
カ
或
ハ
自
ラ
廃
學
ス
ル

モ
ノ
ハ
従
前
給
典
セ
シ
所
ノ
金
額
ヲ

一
時
二
辮
償
セ
シ
ム
ベ
シ

前
條
適
裳
ノ
者
ニ
ハ
卒
業
ノ
期
二
至
リ
営
掛
ヨ
リ
卒
業
証
書
ヲ
附
典
ス
ベ
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胡
弓

一
週
十
六
時

音
楽
取
調
掛
授
業
課
目
表
明
治
十
四
年
十
月
作
成

表
中
に
「
長
年
生
」
と
あ
る
の
は
、
急
い
で
一
通
り
の
伝
習
を
終
え
さ
せ
る
コ

ー

ス
で
、
「
少
年
生
」
は
伝
習
の
完
成
を
期
す
コ
ー
ス
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

れ
は
音
楽
取
調
掛
の
最
も
古
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
あ
る
。

一
週
三
回

音
楽
博
習
教
則

長
年
生
之
部

高
等
唱
歌
一
週
五
時
但
一
回
一
時
ツ
ヽ

二
重
音
ヨ
リ
三
重
音
二
至
ル
唱
歌
架
譜
読
法
旋
律
研
究
音
声
協
否
研
究
等

但
一
囲
三
十
分
ツ

ヽ

複
習

（

四

）

こ

〔手
書
き
〕

人
卜
称
シ
未
ダ
学
校
ノ
体
裁
ヲ
為
ス

ニ
モ
ア
ラ
ザ
レ
バ
卒
業
證
書
ヲ
授
与
ス

ル
ハ
穏
当
ナ
ラ
ザ
ル
ガ
如
シ
博
習
人
中
博
習
ノ
証
ヲ
受
ケ
ン
事
ヲ
願
フ
者
ア

ル
ト
キ
ハ
其
証
ヲ
与
フ
ル
ノ
ミ
ニ
テ
足
ラ
ン

（『回
識
書
類
』
明
治
十
三
年
二
月

l
十
五
年
六
月
上
）

こ
の
意
見
に
基
づ
き
音
楽
取
調
掛
は
追
加
案
を
二
項
目
に
修
正
し
、
決
定
項
と
し

た
。
（
前
文
書
に
つ
づ
く
。
）

音
楽
博
習
規
則
追
加

音
楽
博
習
期
限
ハ
大
凡
一
年
卜
定
メ
前
半
年
間
ハ
ピ
ア
ノ
及
唱
歌
ヲ
研
習

セ
シ
メ
後
半
年
間
ハ
専
ラ
音
楽
教
授
ノ
方
法
ヲ
研
習
セ
シ
ム

ヘ
シ

但
學
術
進
歩
遅
速
二
由
リ
其
期
限
二
伸
縮
ヲ
生
ス
ル
事
ア
ル
ベ
シ

博
習
卒
業
ノ
期
二
至
リ
博
習
證
書
ヲ
得
ン
事
ヲ
望
ム
者
ア
ル
ト
キ
ハ
営
掛

ニ
於
テ
其
品
行
及
學
術
検
査
ノ
上
之
ヲ
附
典
ス
ル
事
ア
ル
ベ
シ

唱
歌
掛
圏
其
他
學
校
用
歌
曲
ノ
練
習

等

一

週

三

団

但

一

団

四

十

五

分

ツ

、

二
重
音
唱
歌
唱
歌
掛
圏
初
編
其
他
學
校
用
歌
曲
ノ
練
習
及
合
弾
練
習

調

絃

一

週

三

時

但

一

回

一

時

ツ

、

長
音
階
短
音
階
旋
律
法
及
諸
調
移
法
等

洋
琴

一
週
三
回
但
一
回
四
十
五
分
ツ

ヽ

教
授
本
急
読
法
バ

イ
ア
ル
氏
洋
琴
教
授
本
等

唱
歌
温
習
一
週
一
時
以
上
但
土
曜
日
午
後

週
内
學
習
ス
ル
ト

コ
ロ
ノ
唱
歌
ヲ
温
習
セ
シ
ム

和
竪
學
講
義

一
週
三
時
但
一
固
一
時
ツ

ヽ

三
和
音
轄
囲
法
及
諸
和
絃
進
行
ノ
理
等

唱
歌
教
授
法
一
週
六
時
但
一
囲
一
時
ツ

ヽ

音

楽

指

南

自
l

至
終

複

習

一

週

三

時

但

一
囲
一
時
ツ
ヽ

諸
榮
器
及
唱
歌
ヲ
複
習
セ
シ
ム

少
年
生
之
部

唱
歌

但
土
曜
日
午
後

一
週
五
時
但
一
団
一
時
ツ
、

〔
マ
マ
〕

複
音
三
重
音
等
ノ
唱
歌
架
譜
ノ
暗
射
音
階
音
調
ノ
移
法
等

洋

琴

一

週

三

囲

但

一

囲

四

十

五

分
ツ
ヽ

バ
イ
ア
ル
氏
教
授
本
等

唱
歌
温
習
一
週
一
時
以
上

長
年
生

二
同
シ

但
一
日
三
時
以
下
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音
楽
取
調
所
授
業
課
目

月
曜
日

音
楽
指
南
講
義
長
年
生
徒

筆

胡

弓

教

授

長

年

生

徒

韻
復

習

長

年

生

徒

午

前

十
時
ヨ
リ
同
十
一

時
十
五
分
マ
デ

復

習

少

年

生

徒

午

前

八
時
ヨ
リ
同
十
時
三
十
分
マ
デ

洋
琴
博
習
少
年
生
徒
午
前
十
時
三
十
分
ョ
リ
同
十
一
時
十
五
分
マ
デ

師
メ
ー
ソ
ン

午
前
八
時
ヨ
リ
同
九
時
マ
デ

午
前
九
時
ヨ
リ
同
十
時
マ
デ

教

監
事
内
田
禰

一

〔
マ
マ
〕

取
調
掛
山
瀬
松

、
専
ラ
洋
琴
練
習

二
従
事
セ

シ
メ
且
唱
歌
ヲ
復
習
セ

シ
ム

博
習
人
在
學
中
ハ
左
ノ
諸
項
ヲ
心
得
ベ
シ

一
、
音
架
取
調
掛
吏
員
及
教
員
ヲ
除
ク
ノ
外
何
人
ニ
テ
モ
主
任
者
ノ
許
可
ヲ
得

ル
ニ

非
レ
ハ
他
人
ノ
習
楽
室

二
入
ル
ヲ
許
サ
ス

一、

博
習
人
ハ
定
時
間
ノ
後
教
場
習
楽
室
或

ハ
應
接
室

二
留
ル
ヲ
得
ス
尤
モ
止

ム
ヲ
得
サ
ル
事
情
ア

ル
ト
キ
ハ
教
員
ヨ
リ
主
任
者
二
申
出
特
許
ヲ
得
テ
留
ル

事
ヲ
得
ヘ
シ

一、

営
所
ハ
毎
日
午
前
六
時
ヨ
リ
午
後
六
時
ニ
テ
開
場
ス

ル
モ
ノ
ト
ス
故
二

主

任
者
ノ
許
可
ヲ
得
ル
ニ
非
レ
ハ
定
時
外
二
之
ヲ
開
ク
ヲ
得
ス

一、

音
楽
博
習
期
限
ハ
大
凡
一
年
卜
定
メ
前
半
年
間

ハ
「
ピ
ア
ノ
」
及
唱
歌
ヲ

研
習
セ
シ
メ
後
半
年
間

ハ
専
ラ
音
架
教
授
ノ
方
法
を
研
習
セ
シ
ム
ヘ
シ

但
學
術
進
歩
ノ
遅
速

二
由
リ
其
期
限

二
伸
縮
ヲ
生
ス
ル
事
ア

ル
ベ
シ

一
、
博
習
卒
業
ノ
期
―
ー
至
リ
博
習
證
書
ヲ
得
ン
事
ヲ
望
ム
者
ア
ル
ト
キ
ハ
営
掛

ニ
於
テ
其
品
行
及
學
術
検
査
ノ
上
之
ヲ
附
典
ス
ル
事
ア
ル
ベ
シ

集

會

取

調

掛

ン 時
マ
デ

和
声
講
義

ソ
ン

午
前
八
時
ヨ
リ
同
九
時
マ
デ

午
前
九
時
ヨ
リ
同
十
時
マ
デ

高
等
唱
歌
博
習
助
教
及
ビ
長
少
生
徒

時
マ
デ
教
師
メ
ー
ソ
ン

洋
琴
博
習
助
教
午
後
一
時
ヨ
リ
同
二
時
マ
デ

管
絃
楽
博
習
助
教
及
ビ
別
生
徒

午
前
十
一
時
十
五
分
ヨ
リ
正
午
十
二

午
後
一
時
ヨ
リ
同
二
時
マ
デ

火
曜
日

音
架
指
南
講
義

長
年
生
徒
午
前
八
時
ヨ
リ
同
九
時
マ
デ
監
事
内
田
禰
一

調
絃
教
授
長
年
生
徒
午
前
九
時
ヨ
リ
同
十
時
マ
デ
監
事
芝
葛
鎖
取
調

掛
山
瀬
松
韻

復
習
長
年
生
徒
午
前
十
時
ヨ
リ
同
十
一
時
十
五
分
マ
デ

復
習
少
年
生
徒
午
前
八
時
ヨ
リ
同
十
一
時
十
五
分
マ
デ

高
等
唱
歌
博
習
助
教
及
ビ
長
少
生
徒
午
前
十
一
時
十
五
分
ヨ
リ
正
午
十
二

教
師
メ
ー
ソ
ン

取
調
掛
及
ビ
助
教

午
後
二
時
ヨ
リ
同
四
時
マ
デ

水
曜
日

音
楽
指
南
講
義

長
年
生
徒

等

胡

弓

教

授

長

年

生

徒

韻
助
教
中
村
専

復

習

長

年

生

徒

午

前

十
時
ヨ
リ
同
十

一
時
十
五
分
マ
デ

復

習

少

年

生

徒

午

前

八
時
ヨ
リ
同
十
時
三
十
分
マ
デ

監
事
内
田
蒲
一

取
調
掛
山
瀬
松

午
後
三
時
ヨ
リ
同
四
時
マ
デ

教
師
メ
ー
ソ

教
師
メ
ー
ソ
ン

教
師
メ
ー
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集

會

取

調

掛

ン
洋
琴
博
習

師
メ
ー
ソ
ン 少

年
生
徒

午
前
八
時
ヨ
リ
同
九
時
マ
デ

午
前
九
時
ヨ
リ
同
十
時
マ
デ

監
事
内
田
禰
一

取
調
掛
山
瀬
松

午
前
十
一
時
十
五
分
ョ
リ
正
午
十

午
前
十
時
三
十
分
ヨ
リ
同
十
一
時
十
五
分
マ
デ

高
等
唱
歌
博

習

助

教

及
ビ
長
少
生
徒

時
マ
デ
教
師
メ
ー
ソ
ン

洋
琴
博
習
長
年
生
徒

午
後
一
時
ヨ
リ
同
二
時
マ
デ

午
後
二
時
ヨ
リ
同
四
時
マ
デ

長
年
生
徒

長
年
生
徒

教
師
メ
ー
ソ
ン

午
後
一
時
ヨ
リ
同
二
時
マ
デ

金
曜
日

音
楽
指
南
講
義

箪
、
胡
弓
教
授

韻
助
教
中
村
専

復
習
長
年
生
徒
午
前
十
時
ヨ
リ
同
十
一
時
十
五
分
マ
デ

復
習
少
年
生
徒
午
前
八
時
ヨ
リ
同
十
時
三
十
分
マ
デ

教
師
メ
ー
ソ

木
曜
日

音
楽
指
南
講
義
長
年
生
徒
午
前
八
時
ヨ
リ
同
九
時
マ
デ

監
事
内
田
禰

一

調
絃
教
授
長
年
生
徒
午
前
九
時
ヨ
リ
同
十
時
マ
デ

監
事
芝
葛
鎮
取
調

掛
山
瀬
松
韻

復
習
長
年
生
徒
午
前
十
時
ヨ
リ
同
十
一
時
十
五
分
マ
デ

復
習

少
年

生

徒

午

前
八
時
ヨ
リ
同
十

一
時
十
五
分
マ
デ

高
等
唱
歌
博
習
助
教
及
ビ
長
少
生
徒
午
前
十
一
時
十
五
分
ヨ
リ
正
午
十
二

時
マ
デ
教
師
メ
ー
ソ
ン

和
声
講
義
取
調
掛
及
ビ
助
教

教

洋
琴
博
習

師
メ
ー
ソ
ン

高
等
唱
歌
博
習
助
教
及
ビ
長
少
生
徒

時
マ
デ
教
師
メ
ー
ソ
ン

洋
琴
博

習

長

年
生
徒

土
曜
日

音
架
指
南
講
義
長
年
生
徒
午
前
八
時
ヨ
リ
同
九
時
マ
デ

監
事
内
田
禰
一

調
絃
教
授
長
年
生
徒
午
前
九
時
ヨ
リ
同
十
時
マ
デ
監
事
芝
葛
鎮
取
調

掛
山
瀬
松
韻

洋
琴
博

習

長

年

生
徒
午
前
十
時
三
十
分
ョ
リ
同
十
一
時
十
五
分
マ
デ

師
メ
ー
ソ
ン

復
習
少
年
生
徒
午
前
八
時
ヨ
リ
同
十
時
マ
デ

和
声
講
義
取
調
掛
及
ビ
助
教

午

前

十
一
時
ヨ
リ
正
午
十
二
時
マ
デ

唱
歌
博
習

集
會

全
員

取
調
掛

メ
ー
ソ
ン

午
後
一
時
ヨ
リ
同
二
時
マ
デ

午
後
二
時
ヨ
リ
同
四
時
マ
デ

少
年
生
徒

午
後
一
時
ヨ
リ
同
二
年
マ
デ

教
師
メ
ー
ソ
ン

教
師
メ
ー
ソ
ン

〔手
書
き
〕

（『
昔
監
開
申
書
類
』
明
治
十
四
年
）

明
治
十
四
年
十
二
月
伊
澤
掛
長
は
文
部
卿
輻
岡
孝
弟
に
伝
習
人
の
状
況
を
次
の
よ

う
に
報
告
し
た
。
ま
た
メ
ー
ソ
ン
や
助
教
た
ち
が
出
向
し
て
唱
歌
の
授
業
を
い
ち
早

く
開
始
し
た
東
京
師
範
附
属
小
学
校
、
同
女
子
師
範
附
属
小
学
校
、
学
習
院
な
ど
の

授
業
状
況
も
合
せ

て
報
告
し
て
い

る
。
助
教
た
ち
と
は
、
十
三
年
十
月
に
入
学
し
た

伝
習
生
の
中
の
中
村
専
お
よ
び
雅
楽
部
の
伶
人
で
、
彼
ら
は
入
所
か
ら
半
年
後
、
助

教
と
し
て
教
壇
に
立
っ
た
。 午

前
十
時
三
十
分
ョ
リ
同
十
一
時
十
五
分
マ
デ

教
師

午
前
十
一
時
十
五
分
ョ
リ
正
午
十

教 教
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博
習
人
募
集
ノ
事

本
年
博
習
人
ヲ
募
集
セ
シ
ハ
一

回
ニ
シ
テ
即
チ
ニ
月
上
旬
二
在
リ
其
召
募

二

應
ス
ル
者
ヲ
試
験
シ
能
ク
試
格

二
適

ス
ル
者
十
二
人
ヲ
得
乃
チ
之
二
博
習
仮
許

可
ヲ
興
フ
爾
後
其
勤
學
効
ア
ル
ヲ
以
テ
四
月
二

至
リ
本
許
可
ヲ
典
ヘ
リ
後
更

二

諸
縣
下
ヨ
リ
召
募

二
應
セ
ン
ト
ス
ル
者

マ
タ
少
ナ
シ
ト
セ
ズ
ト
雖
其
人
員
既
二

満
ル
ヲ
以
テ
之
ヲ
許
ス
ヲ
得
ザ
リ
シ
ハ
マ
タ
遺
憾
ト
ス
ル
ト
コ
ロ
ナ
リ

博
習
人
進
歩
J
現
況

附
洋
琴
及
ビ
管
絃
架
進
歩
J
概
略

博
習
ノ
業
進
歩
ノ
観
ル
ベ
キ
ヲ
致
セ
シ
ハ
実

二
本
年
在
リ
前
年

ハ
蓋
シ
本
掛

創
置

二
際
シ
業
頗
ル
試
施

二
属
ス
ル
ヲ
以
テ
演
習

ハ
末
ダ
専
攻
ス
ル
ト
コ
ロ
ニ

ア
ラ
ザ
レ
バ
ナ
リ
然
レ
ド
モ
亦
前
年
試
施

ス
ル
所
ノ
モ
ノ
ー
ト
シ
テ
本
年
進
歩

J
基
礎
ヲ
成
立
セ
ザ
ル
モ
ノ
ナ
シ
本
年
博
習
人
／
顕
然
タ

ル
進
歩
ヲ
占
メ
シ
ハ

其
聴
カ
ニ
シ
テ
之
ヲ
前
年

二
比
ス
レ
バ
大
二

進
達
シ
現
時

ハ
概
ネ
高
低
全
分
ノ

諸
音
ヲ
聞
別
シ
随
テ
能
ク
諸
重
音
ノ
唱
歌
ヲ
為
シ
得
ル
ニ

至
レ
リ
又
本
年
九
月

以
降
唱
歌
課
程
ヲ
増
シ
テ
専
ラ
高
等
ノ
唱
歌
ヲ
演
習
セ

シ
メ
以
テ
音
竪
ノ
愛
韓

活
動
ヲ
聞
別
ス
ル
耳
カ
ヲ
練
リ
特

二
毎
週
三
回
和
竪
學
ノ
講
義
ヲ
授
ケ
諸
墜
音

ノ
協
不
協
及
ビ
其
諸
和
絃
ノ
轄
回
進
行
等
J
理
ヲ
講
求
シ
加
フ
ル
ニ

音
楽
教
授

法
ノ
講
義
ヲ
以
テ
セ
リ
此
敷
課
ノ
教
授

二
於
ケ
ル
ヤ
且
練
リ
且
試
ミ
ル

ニ
其
功

マ
タ
既
二
著
シ
キ
モ

ノ
ア
リ
蓋
シ
創
業
ノ
際
演
習
セ
シ
所
ノ
唱
歌

ハ
要
ス
ル
ニ

簡
雖
清
純
ニ
シ
テ
其
敷
モ
亦
少
許
ナ
リ
故

二
未
ダ
音
楽
ノ
員
味
ヲ
表
出
セ
ザ
ル

モ
ノ

ア
リ
末
ダ
十
分
ノ
雅
興
ヲ
感
発
セ
ザ

ル
モ
ノ
ア
リ
而
ル
ニ

高
等
唱
歌
和
竪

學
音
架
教
授
法
ノ
諸
課
ヲ
開
キ
ヨ

シ
リ
柴
旨
始
メ
テ
備

ハ
リ
演
習
佳
興
ヲ
生
ジ

大
二

従
来
ノ
面
目
ヲ
改
新
ス
ル
ニ

至
レ
リ

洋
琴
ノ
博
習

盆
宋
音
ノ
聴
カ
ヲ
固
定
ス
ル
ト
架
譜
ノ
讀
カ
ヲ
増
進
ス
ル
ト
ニ

在
ル
ヲ
以
テ
凡
ソ
音
楽
ヲ
學
バ
ン
ト
ス
ル
者

ハ
必
ズ
欠
ク
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ノ
一
科

ナ
リ
故
二

営
掛

二
於
テ
之
ヲ
必
習
ノ
學
科
卜
定
メ
従
来
教
養
ス
ル
所
ノ
博
習
人

ヲ
シ
テ
皆
之
ヲ
學
習
セ
シ
メ
シ
ガ
営
今

二
至
リ
テ
ハ
其
術
大
二
進
歩
シ
テ
教
科

本一＿
諦
熟
ス
ル
ハ
勿
論
二
人
若
ク
ハ
三
人
ノ
連
弾
ヲ
モ
為
シ
得
ル
ニ
至
レ
リ
又

今
日
両
師
範
學
校
附
属
小
學
及
ビ
幼
稚
園
等

二
於
テ
唱
歌
二
洋
琴
ヲ
要
ス
ル
分

ハ
博
習
人
ヲ
以
テ
之
ヲ
試
ル
ニ

聯
力
不
都
合
ナ
キ
ノ
地
位
二
進
メ
リ

西
図
ノ
音
楽
中
最
高
ノ
地
位
ヲ
占
ム
ル
モ
ノ
ハ
管
絃
楽
ト
ス
故
二
本
掛
二
於

テ
ハ
本
邦
ノ
雅
架

二
熟
セ

ル
者
其
他
音
柴

ニ
オ
ア
ル
者

二
該
架
ノ
博
習
ヲ
施
セ

シ
ニ

其
進
歩
非
常

ニ
シ
テ
屡
中
外
人
ヲ
驚
嘆
セ
シ
ム
ル
ニ
至
レ
リ
本
年
五
月
皇

后
宮
東
京
女
子
師
範
學
校

二
行
啓
ノ
節
該
校
ノ
需
メ
ニ
應
ジ
本
日
之
ヲ
演
セ
リ

是
レ
即
チ
管
絃
柴
ヲ
高
聴

二
供
シ
タ
ル
濫
熊
ナ
リ

管
絃
架
博
習
人
中
進
歩
ノ
特

二
著
シ
キ
ハ
伶
官
出
身
ノ
輩
ナ
リ
我
朝
二
千
五

百
有
餘
年
大
統
連
綿
タ

ル
國
体

ニ
シ
テ
雅
架
モ
其
成
立
ヲ
之
卜
倶
ニ
ス
ル
ヲ
以

テ
古
来
伶
官
ノ
職
ア
リ
世
々
之
ヲ
襲

ヘ
リ
故
ヲ
以
テ
其
耳
力
即
チ
音
墜
聞
別
カ

ノ
鋭
敏
ナ
ル
事
非
常
ナ
リ
蓋
シ
音
楽
唱
奏
ノ
細
法

二
於
テ
ハ
彼
我
東
西
ノ
間
小

差
ナ
キ
ニ

非
ズ
ト
雖
音
竪
焚
動
ノ
自
然

二
於
テ
ハ
古
今
天
下
ノ
異
ナ
ル
ト
コ
ロ

ナ
キ
ヲ
以
テ
ナ
リ
是

レ
即
チ
雅
架
ノ
練
習
セ
ル
耳
カ
ヲ
以
テ
唱
歌
ヲ
練
習
ス
ル

ノ
憂
モ
障
ゲ
ナ
キ
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
ナ
ホ
其
進
歩
ノ
特

二
較
著
ナ
ル
所
以
ナ
リ

現
時
教
蓑
ス

ル
所
ノ
博
習
人
ハ
分
チ
テ
之
ヲ
ニ
種
ト
ナ
シ
一
ヲ
長
年
生
一
ヲ

少
年
生
卜
為
ス
長
年
生

ハ
速
成
音
楽
師
範
生

ニ
シ
テ
来
タ

ル
明
治
十
五
年
二
月

ヲ
期
シ
其
業
ヲ
卒

へ
音
楽
教
員
ノ
需
メ
ニ
應
ゼ

シ
ム
ル
目
途
ナ
リ
少
年
生
ハ
猶

多
年
ノ
後
ヲ
期
シ
テ
音
楽
偲
習
ヲ
完
成
セ

シ
ム
ル
者
ト
ス
本
年
博
習
人
ヲ
登
用

シ
テ
偲
習
助
教
員
卜
為
ス
有
五
人
ア
リ
内
男
子
博
習
人
四
人
女
子
博
習
人
一
人
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由
レ
リ

巡
回
博
習
ノ
現
況

東
京
師
範
學
校

二
於
テ
博
習
ヲ
受
ク
ル
者
ハ
本
科
二
級
生
一
組
ナ
リ
此
生
徒

ハ
現
時
専
ラ
唱
歌
教
授
法
ヲ
演
習
セ
リ
是

レ
即
チ
本
校
本
學
期
即
チ
九
月
以
降

ノ
演
習

―
―
係
ル
ト
コ
ロ
ナ
リ
蓋
シ
教
師
ノ
授
業
時
間

二
之
シ
キ
ト
生
徒
ノ
課
業

ノ
多
キ
ト
ニ
因
テ
本
校
生
徒

ハ
本
科
二
級
以
下
二
在
テ
ハ
唱
歌
ヲ
學
習
ス
ル
ヲ

得
ス
マ

タ
一
級
二
至
リ
テ

ハ
附
属
小
學
教
授
ヲ
実
際

二
練
習
ス
ル
ヲ
以
テ
為
ニ

此
科
ヲ
演
習
ス
ル
ニ
暇
ア
ラ
ズ
故
二
二
級
二
在
テ
只
一
期
間
之
ヲ
演
習
ス
ル
ノ

ミ
ナ
リ
本
校
生
徒
一

期
六
ヶ
月
ノ
他
二
之
ヲ
演
習
ス
ル
能
ハ
ザ
ル
ハ
最
モ
遺
憾

ト
ス
ト
雖
マ
タ
教
師
ノ
熱
心
ナ
ル
ト
生
徒
ノ
勉
強
ナ

ル
ト
ニ
由
テ
僅
カ
ニ
敷
閲

月
ニ
シ
テ
能
ク
唱
歌
教
授
法
ノ
一
端
ヲ
習
得
ス

ル
ニ
至
リ
シ
ハ
｛是
ト
ニ
速
成
セ

ル
者
卜
云
フ
ベ
シ
本
校
附
属
小
學
生
徒
ハ
方
今
練
竪
体
操
ヲ
演
習
シ
テ
竪
音
ノ

発
作
使
用
ヲ
學
ビ
併
セ
テ
音
階
ヲ
榮
譜
ー
一
直
シ
全
音
半
音
等
ノ
罷
別
ヨ

リ
架
鍵

ノ
変
韓
等
ヲ
學
習
セ
リ
蓋
シ
前
年
ノ
末
二
在
テ
ハ
尚
皆
音
階
ノ
高
低
昇
降
ヲ
學

プ
ニ
過
ギ
ザ
リ
シ
ガ
既
二
此
地
位
―
―
進
歩
セ
シ
ハ
教
師
メ
ー
ソ
ン
氏
及
ビ
助
教

ノ
憲
カ
ト
該
校
生
徒
ノ
勤
勉
ト
ニ
因
ル
モ
ノ
ト
ス
此
生
徒
ハ
博
習
既

二
日
ア
リ

ト
イ
ヘ
ド
モ
其
少
年
ニ

シ
テ
前
途
ノ
長
キ
ヲ
以
テ
博
習
ノ
方
法
緩

ニ
シ
テ
密
ナ

ル
ヲ
旨
ト
セ
リ
是

レ
即
チ
目
下
ノ
急
成
ヲ
期
セ
ズ
シ
テ
将
来
ノ
大
成
ヲ
謀
ル
ニ

東
京
女
子
師
範
學
校
一
＿
於
テ

ハ
本
科
豫
科
附
属
小
學
幼
稚
園
諸
生
徒
ヲ
挙
テ

博
習
セ
リ
本
校
生
徒
ハ
元
来
唱
歌
ヲ
演
習
ス
ル
事
既
二
久
シ
ク
且
女
子
ノ
殊
二

唱
歌
ヲ
好
ム
性
ア
ル
ヲ
以
テ
其
進
歩
モ
亦
実
二
速
ヤ
カ
ナ
ル
ヲ
覺
ヘ
リ
本
科
生

ハ
九
月
以
降
諸
重
音
唱
歌
和
竪
學
初
歩
及
ビ
音
楽
教
授
法
二
進
メ
リ
豫
科
生
ハ

ト
ス

博
習
上
二
等

―
―
分
レ
上
等
ハ
既
ー
ー
諸
重
音
唱
歌
初
歩
二
入
リ
下
等
ハ
漸
ヤ
ク
ニ

ヶ
月
以
来
ノ
博
習

ー
ー
係
リ
附
属
小
學
生
ハ
現
今
専
ラ
楽
譜
二
由
テ
唱
歌
ノ
演
習

二
在
リ
之
ヲ
前
年
音
階
及
ビ
唱
歌
譜
ノ
記
号
ヲ
演
習
セ
シ
事
情

二
比
ス
レ
バ
唱

歌
ノ
教
課

二
進
ミ
シ
ハ
今
年

二
在
テ
特
二
著
シ
キ
モ
ノ
ヽ
如
シ
幼
稚
園
唱
歌
ハ

本
年
九
月
以
降
J
演
習
二
係
ル
ト
イ
ヘ
ド
モ
其
進
歩
ノ
見
ル
ベ
キ
ヲ
致
セ

シ
ハ

順
序
ノ
整
フ
ト
調
子
ノ
揃
フ
ト
ニ
在
リ
唱
歌
ノ
効
験
ノ
幼
稚
発
育
上
二
及
ビ
身

体
ノ
強
健
ヲ
増
シ
心
性
ノ
暢
発
ヲ
促
シ
遊
工
遊
戯
ノ
活
作
ヲ
振
興
セ
シ
等
マ
タ

日
二

顕
然
タ
リ
ト
イ
ヘ
ド
モ
此
敷
件
ノ
如
キ
ハ
該
校
将
ー
ー
上
報
ス
ル
所
ア
ラ
ン

ト
ス
レ
バ
コ
ヽ
ニ
贅
セ
ズ

學
習
院

ハ
本
年
九
月
以
降
唱
歌
ヲ
博
習
シ
其
生
徒
ヲ
三
種
二
分
チ
長
年
生
少

年
生
及
女
子
生
ト
ス
長
年
生
ハ

長
短
嬰
愛
等
諸
種
ノ
音
竪
ヲ
演
習
シ
専
ラ
高
等

唱
歌

二
入
ル
ノ
初
歩
ヲ
博
習
セ
リ
少
年
生
ハ
音
階
ノ
伝
習
女
子
生
ハ
音
階
演
習

ニ
於
テ
ナ
ホ
少
年
生
二

l

歩
ヲ
進
メ
リ
本
院
生
徒
ハ
華
族
ノ
子
弟
二
係
リ
自
ラ

美
術
上

二
於
テ
ハ
高
等
ノ
趣
味
ヲ
有
ス
ル
者
ノ
如
ク
随
テ
其
進
歩
モ
大
二
観
ル

ベ
キ
モ
ノ
ア
リ
本
掛
二
於
テ
ハ
本
院
ノ
需
メ
ニ
應
ジ
助
教
員
ヲ
派
出
シ
テ
唱
歌

ヲ
博
習
セ
シ
メ
教
師
ハ
時
々
其
教
授
ヲ
巡
察
ス
ル
ニ
過
ギ
ズ

来
ル
明
治
十
五
年
二
月
音
榮
博
習
人
ヲ
各
府
縣
二
募
ル
ノ
意
見

夫
レ
音
架
ヲ
普
通
教
科
二
導
ク
ハ

頗
ル
至
難
ノ
問
題
ナ
リ
キ
然
レ
ド
モ
教
師

メ
ー
ソ
ン
氏
ヲ
始
メ
営
掛
諸
員
ノ
盤
カ
ニ
依
リ
非
常
ノ
困
難
ヲ
経
古
今
東
西
ヲ

担
酌
シ
新
タ
ニ
試
練
ス
ル
所
ノ
業
既
二
上
文
ノ
好
果
ヲ
結
ベ
リ
則
チ
音
楽
ヲ
普

通
教
科
二
導
ク
ノ
針
路
略
確
定
セ
リ
而
ル
ニ
ナ
ホ
其
実
施
二
付
一
ノ
困
難
ハ
音

柴
教
員
ノ
欠
乏
ナ
リ
故
―
―
来
ル
明
治
十
五
年
二
月
ヲ
期
シ
音
楽
博
習
人
ヲ
各
府

縣
二
募
リ
凡
ソ
ニ
ケ
年
ノ
學
期
ヲ
以
テ
音
架
師
範
科
ヲ
専
攻
セ
シ
メ
以
テ
良
教
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（

五

）

員
ヲ
練
リ
其
卒
業
ノ
日
ヲ
以
テ
普
ク
之
ヲ
全
國
ノ
師
範
學
校
二
博
習
シ
漸
次
此

教
科
ヲ
図
的
各
學
校
二
普
及
セ

ン
事
翼
望

二
堪

ヘ
ザ
ル
ト
コ
ロ
ナ
リ
本
件
ハ
既

二
過
日
開
申
シ
テ
裁
定
中
二
係
ル
モ
ノ
ナ
リ
ト
雖
此
報
告
ヲ
捧
ク
ル
ニ
臨
シ
謹

ン
デ
其
概
梗
ヲ
附
陳
ス
ル
事
此
ノ
如
シ

音
楽
取
調
掛
規
則
お
よ
び
教
則

〔手
書
き
〕

（『
＿音
監
開
申
書
類
』
明
治
十
四
年
）

明
治
十
六
年

こ
の
教
科
課
程
お
よ
び
教
科
細
目
は
音
楽
学
校
の
体
裁
を
充
分
に
備
え
た
も
の

で
、
明
治
二
十
年
に
ほ
と
ん
ど
手
を
加
え
る
こ
と
な
く
、
東
京
音
楽
学
校
の
教
科
課

程
と
し
て
移
行
し
た
。
東
京
音
楽
学
校
で
は
そ
の
後
二
十
二
年
に
新
た
な
規
則
と
教

則
を
制
定
し
て
い
る
。

従
来
本
掛
二
於
テ
博
習

ス
ル
ト
コ
ロ
ノ
業
程
ハ
皆
音
楽
取
調
事
業
上
試
施
ス

ル
ト
コ
ロ
ニ
係
リ
一
般
ノ
學
校
教
科
卜
異
ナ

ル
ヲ
以
テ
未
夕
確
乎
タ
ル
教
則
ヲ

定
メ
是
二
由
テ
遂
次
経
進
ス
ベ
キ
順
序
ヲ
定
メ
サ
リ
キ
然
リ
ト
雖
ト
モ
音
楽
取

調
ノ
事
業
漸
ク
緒
二
就
ク
ヲ
以
テ
マ
タ
既
二
教
則
ヲ
編
成
シ
由
テ
以
テ
課
程
ヲ

設
定
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ニ
至
レ
リ
是
故
二
明
治
十
五
年
八
月
廿
四
日
ヲ
以
テ

教
則
編
成
ノ
為
メ
會
議
ヲ
開
キ
爾
来
十
有
餘
日
ニ
シ
テ
音
楽
取
調
掛
博
習
生
教

則
東
京
師
範
学
校
本
科
唱
歌
教
授
細
目
」
同
附
属
小
學
校
唱
歌
教
授
細
目
」
東

京
女
子
師
範
学
校
本
科
唱
歌
教
授
細
目
」
同
附
属
高
等
女
学
校
唱
歌
教
授
細

目
」
同
女
児
小
學
校
唱
歌
教
授
細
目
都
合
六
種
ノ
教
則
ヲ
編
成
セ
リ
乃
チ
之
力

裁
可
ヲ
仰
キ
シ
ニ

其
中
音
楽
取
調
掛
博
習
生
教
則
ハ
同
九
月
裁
可
ヲ
経
其
他
ハ

同
十
六
年
一
月
裁
可
ヲ
経
タ
リ
後
チ
明
治
十
六
年
二
月
音
楽
取
調
掛
規
則
草
按

ヲ
属
シ
同
廿
四
日
ヲ
以
テ
之
ヲ
稟
申
シ
同
六
月
廿
八
日
裁
定
ヲ
経
テ
制
定
ス
ル

所
即
チ
左
ノ
如
シ

シ
文
部
省
音
楽
取
調
掛
規
則

第

一

章

穂

則

第
一
條
本
掛
ハ
汎
ク
音
楽
ノ
事
項
ヲ
取
調
べ
學
校
用
其
他
ノ
唱
歌
楽
曲
ヲ
撰

脩
シ
且
其
教
方
教
則
等
ヲ
審
按
調
査
ス
ル
所
ト
ス

第

二

條

前

條
ノ
目
的
ヲ
達
セ
ン
為
メ
左
ノ
ニ
項
ヲ
設
ク

第
一
項
本
掛
中
二
音
楽
博
習
生
ヲ
置
キ
音
楽
専
門
J
諸
學
科
ヲ
修
メ

シ
メ

以
テ
音
楽
ノ
上
進
ヲ
謀
リ
且
勝
来
取
調
ノ
事
業

二
就
カ
シ
ム
ベ
シ

第
二
項
東
京
師
範
學
校
及
東
京
女
子
師
範
學
校
生
徒
二
唱
歌
、
築
、
風
琴
、

等
ヲ
臨
教
シ
以
テ
小
學
以
下
ノ
唱
歌
ノ
教
授
二
任
セ
シ
ム
ベ
シ

但
臨
教
ノ
大
綱
ハ
該
學
校
ノ
教
則
二
捩
ル
ベ
シ

第
三
條
本
掛
ノ
博
習
生
タ
ル
者
ハ
年
齢
十
五
年
以
上
三
十
年
以
下
ノ
男
子

二

シ
テ
品
行
端
正
身
罷
健
康
略
ホ
普
通
ノ
教
育
ヲ
受
ケ
タ
ル
者
タ
ル
ベ
シ

第
四
條
博
習
生
中
品
行
端
正
學
藝
優
等
ノ
者
ニ
ハ
前
一
ケ
年
ノ
勉
強
二
依
リ

試
瞼
ノ
上
手
嘗
金
ヲ
給
典
シ
卒
業
ノ
後
本
掛
ヨ
リ
奉
職
ヲ
命
ス
ル
事
ア
ル
ベ

〔手
書
き
〕
（
『
昔
監
経
伺
書
類
』
明
治
十
七
年
上
）

綿
則
第
三
條
に
あ
る
よ
う
に
十
六
年
か
ら
女
子
の
入
学
が
禁
じ
ら
れ
た
。
理
由
は

官
立
の
教
育
機
関
で
男
女
共
学
が
許
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
音
楽
取
調
掛
だ

け
は
教
育
の
内
容
上
そ
れ
を
認
め
た
が
、
や
は
り
許
し
難
い
こ
と
な
の
で
男
女
ど
ち

ら
か
一
方
に
し
て
は
と
い
う
の
が
文
部
省
か
ら
の
命
令
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
将
来
国

家
の
た
め
に
役
立
つ
の
は
男
子
で
あ
る
と

い
う
こ
と
か
ら
、
女
子
を
締
め
出
す
こ
と

と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
も
長
く
続
か
ず
、
女
子
に
教
育
音
楽
は
適
し
て
お
り
、

か
つ
必
要
で
あ
る
と

い
う
見
解
か
ら
、
二
十
年
三
月
に
は
女
子
の
入
学
が
復
活
し
、

そ
の
後
の
東
京
音
楽
学
校
は
官
立
唯
一
の
男
女
共
学
学
校
と
な
っ
た
。
十
六
年
か
ら

女
子
の
入
学
を
禁
じ
た
と
は
い
え
、
在
校
生
の
ほ
ぼ
半
数
は
女
子
伝
習
生
で
あ
る
。

伊
澤
掛
長
は
伝
習
生
に
発
行
し
た
「
音
楽
伝
習

（紐

鱈

）
取
締
心
得
」
の
第
一
條
で
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孝
明
天
皇
祭

紀
元
節

前
學
期
後
休
業

二
月
十
六
日
二
始
リ

男
女
間
に
は
一
線
を
敷
き
、
み
だ
り
に
交
流
す
る
こ
と
な
く
、
伝
習
に
は
げ
む
よ
う

命
じ
て
い
る
。

第
二
章
教
授
規
則

第

一
條
本
掛
博
習
生
修
學
科
目
ハ
修
身
、
唱
歌
、
洋
琴
、
風
琴
、
等
、
胡
弓
、

専
門
楽
器
、
和
竪
學
、
音
楽
論
、
音
楽
史
及
音
楽
教
授
法
ト
ス

第
二
條
修
業
期
限
ハ
四
ケ
年
卜
定
メ
各
一
ケ
年
ヲ
前
期
後
期
二
分
チ
テ
都
合

八
期
ト
シ
一
期
ヲ
以
テ
一
級
ノ
課
程
ト
ス
授
業
時
間
ハ
第
一
年
前
期
ョ
リ
第

二
年
前
期
二
至
ル
ノ
各
級
ハ
毎
週
廿
八
時
間
ト
シ
其
他
ノ
諸
級
二
在
テ
公
認

毎
週

秋
分
日

十
月
十
七
日

十
一
月
―
―
―
日

十
一
月
廿
三
日

テ
毎
週
三
十
時
間
ト
ス

第
三
條
學
年
ハ
九
月
十
一
日
二
始
リ
翌
年
七
月
十
日
二

終
ル
之
ヲ
前
後
ノ
ニ

學
期

二
分
チ
其
前
學
期

ハ
九
月
十
一
日
二
始
リ
翌
年
二
月
十
五
日
二
終
リ
其

後
學
期
ハ
ニ
月
廿
三
日
二
始
リ
七
月
十
日
二

終
ル

第
四
條
休
業
日
ハ
左
ノ
如
シ

日
曜
日

秋
季
皇
震
祭

神
嘗
祭

天
長
節

新
嘗
祭

冬
期
休
業

一
月
三
十
日

二
月
十
一
日

十
二
月
廿
五
日
二
始
リ

一
月
七
日
二
終
ル

唱
歌

修
身小

學
内
篇
ヲ
授
ク

一
週
一
時

一
週
一
時

四
月
三
日

七
月
十
一
日
二
始
リ

九
月
十
日
二
終
ル

第
五
條
各
級
ノ
學
科
課
程
左
ノ
如
シ
〔
四
十
六
頁
の
學
科
課
程
表
を
参
照
〕

第
六
條
本
掛
博
習
生
修
業
學
科
教
科
細
目
左
ノ
如
シ

教
科
細
目

第
一
年
前
期

敷
字
練
習

敷
字
コ
ム
マ
及
ダ
ッ
シ
ヲ
用
ヒ
テ
長
短
音
ノ
亙
別
等
ヲ
會
得
セ

シ
ム

拍
子
初
歩

計
敷
及
進
行
二
由
テ
ニ
拍
子
ヲ
授
ケ
以
テ
小
節
匿
分
ノ
思
想
ヲ
開
疲
セ

シ
メ
生
徒
稽
々
進
ム
ニ
従
ヒ
園
圏
分
割
ノ
法
二
由
テ
四
分
一
ノ
符
、
半

J
符
、
一
ノ
符
、
八
分
一
ノ
符
、
及
其
休
止
符
等
ヲ
學
ハ
シ
メ
漸
ク
四

分
ノ
四
拍
子
二
熟
セ
シ
ム

音
階
練
習

唱
歌
掛
圏
二
就
キ
又
ハ
黒
板
上
二
音
階
ノ
圃
ヲ
作
リ
階
名
調
名
及
旧
字

記
琥
ノ
位
置
ヲ
教
示
シ
且
音
階
二
照
シ
テ
階
名
若
ク
ハ
散
譜
ヲ
指
唱
ス

ル
事
ヲ
練
習
セ
シ
ム

記
譜
法
初
歩

春
季
皇
震
祭

神
武
天
皇
祭

夏
期
休
業

同
月
廿
二
日
二
終
ル

春
分
日
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本按音楽科課程等ハ蓋泰西學音架科ノ教法卜大抵同様ニシテ本掛教科ヲ規定スルニハ之二基クヲ可トスヘキニ由リ本按ノ通ニテ然ルヘシ然レドモ

本邦固有ノ音楽ヲ欠クハ梢備ハラサルニ似タリ本掛侮習生卒業ノ上ハ本邦歌曲ノ改正ニモ従事スルヲ期スレハ本邦音架ヲ課程二加へ卒業前ヨリ之

ヲ修習セシムルヲ可ベス尤右二就テハ本邦俗築取調等ヲ要スレハ直二之ヲ加フルハ難カルヘキニ由リ今日二在テハ先ツ本按ノ儘ニテ然ルヘシ

通

計

彦

四

多

五

， ノ→、

ノ1‘. 

9名

七

, 
九

, 
八

多

八

多

ノ＇‘ 

亨

i 畠史

二

畠`芦
ン
璽

ン

I 
三

｀ ＇ 三 三

［ 凰： 
少

吾呻法窮 至築誓叩

' 貫

三 ジ
璽， 

I三 三

i 
一＝ 立程日

誓

ジ 三
門

絃且冒

三 多

; 9 : 弓I器
三 言

悶等調 轄： 留法
璽

三 言

I 塁

三 ラ 三

胄 昌 箪 塁 嬰 誓： 底子

年

げ ジ ン 悶

i>圭 胃 羊1芦丁 罪君ギ口

第
月9l9 j 

期， 言 三 二
軍弾法 絃調法 ： 習

璽 璽
年

後

期

ジ ジ；三 ジく
上同上同9堡ロ 手開指 ， 璽

第
月9I9 」

期

厚五 艮 言 少；ン

i 9 [ I 上同 上同 璽日 上同 門
年

後

期

’ 三 三 シ X ン

i i >i 9 
青 璽

第
月9I9 」

喜
期

＝ 

三 艮:〉 x ン
璽 門歌『同 璽

年

胃
後

期

三 三 げ |〉ン
塁 璽

門［
， 門

第
月9I9 J 

期
四

ジ シン
上同 上同， 璽

年
後

期

少 ジ ジ 多 多 少
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修
身前

期
ノ
績
ヲ
授
ク

ク
第
一
年
後
期

一
週
一
時

洋
琴右

手
左
手
雙
手
練
習

「
バ
イ
ヱ
ル
」
氏
教
則
本
ヲ
用
ヒ
テ
右
手
練
習
及
ヒ
左
手
練
習
ノ
両
手

法
ヲ
終
リ
雙
手
ノ
練
習
二
進
ミ
其
第
一
課
ヨ
リ
第
六
十
四
課
マ
デ
ヲ
授

音
楽
論

楽
語
解
繹

音
楽
上
二
用
フ
ル
文
字
ノ
意
義
解
輝
等
ヲ
授
ク

寓
譜
法

洋
筆
ノ
執
法
及
運
法
ヲ
教
授
シ
漸
ク
寓
譜
法

二
熟
セ

シ
ム

一
週
八
時

一
週
九
時

黒
板
上
ニ
テ
五
線
、
四
間
、
上
下
ノ
間
及
短
線
ノ
名
稲
ヲ
會
得
セ
シ
メ

各
線
及
各
間

二
階
名
ヲ
記
シ
之
ヲ
音
符

二
菱
ジ
テ
符
琥
ノ
活
用
ヲ
教
示

シ
終
二
田
字
記
琥
ノ
結
構
及
位
置
ヲ
會
得
セ
シ
メ
且
縦
線
及
併
合
縦
線

ヲ
授
ク

賠
音
唱
歌

唱
歌
掛
圏
初
編
第
一
ヨ
リ
第
十
七
二
至
ル
歌
曲
ヲ
練
習
セ
シ
ム

聴
音
法

洋
琴
、
風
琴
、
「
バ
イ
オ
リ
ン
」

其
他
ノ
一

楽
器
ヲ
用
ヒ
テ
典
フ
ル
ト
コ

ロ
ニ
従
ヒ
音
階

二
就
テ
其
音
ヲ
指
答
シ
或
ハ
階
名
ニ
テ
唱
答
セ
シ
メ
以

テ
耳
覺
ヲ
練
習
セ
シ
ム

等

一
週
四
時

「
バ
イ
ヱ
ル
」
氏
教
則
本
ヲ
用
ヒ
テ
雙
手
ノ
練
習
ヲ
授
ケ
其
第
六
十
五

一
週
九
時

唱
歌記

譜
法

楽
曲
ノ
敷
字

ニ
テ
記
シ
タ
ル

モ
ノ
ヲ
音
符

二
麦
シ
テ
譜
表
上
二
寓
シ
若

ク
ハ
音
符

ニ
テ
記
シ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
敷
字

二
復
ス
ル

ノ
法
ヲ
授
ケ
漸
ク
記

譜
法

二
慣
熱
セ
シ
ム

移
調
法

り
調
ヨ
リ
（
口

m
N愛
回
愛
困
二
移
ス
／
法
ヲ
學
バ
シ
ム

拍
子三

拍
子
及
六
拍
子
ヲ
授
ケ
且
諸
拍
子
分
合
ノ
活
法
ヲ
習
得
セ
シ
ム

聰
音
法

前
期
ノ
法
ニ
ョ
リ
テ
稽
々
難
キ
部
分
二
進
マ
シ
メ
且
之
ヲ
譜
表
二
書
答

ス
ル
事
ヲ
習
ハ
シ
ム

躁
音
唱
歌

初
編
中
第
十
八
ヨ
リ
第
三
十
三
マ
デ
ノ
歌
曲
ヲ
授
ク

洋
琴雙

手
練
習

課
ヨ
リ
第
百
五
課

二
至
ラ
シ
ム

調
絃
法

最
初
第
一
音
第
三
音
第
四
音
二
基
キ
順
八
逆
六
ノ
法
ニ
ヨ
リ
テ
調
絃
ヲ

授
ク

賠
弾
法

雖
弾
ノ
初
歩
大
凡
五
曲
ヲ
授
ク

一
週
十
時
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第
二
年
前
期

一
週
十
時

一
週
一
時

音
楽
論

楽
典楽

譜
論
ヨ
リ
旋
律
論
二
至
ル
ヲ
授
ク

一
週
二
時

修
身小

學
外
篇
ヲ
授
ク

唱
歌移

調
法

前
期
二
次
テ
困
回
嬰
N
嬰
り
及
愛
い
愛

□愛
田
愛
り
ノ
調

二
移
ス
ノ
法

ヲ
習

ハ
シ
メ
且
橋
音
ヲ
練
習
セ
シ
ム

拍
子前

期
二
次
テ
諸
種
ノ
拍
子
活
用
ノ
法
ヲ
習
ハ
シ
ム

音
程
練
習

同
音
度
及
第
二
音
度
順
次
昇
降

二
始
リ
第
三
音
度
第
四
音
度
二
至
ル
マ

デ
進
歩
二
従
ヒ
逐
次
之
ヲ
練
習
セ
シ
ム

高
等
輩
音
唱
歌

第
二
編
中
ノ
歌
曲
大
凡
十
曲
ヲ
授
ク

輪
唱
法

簡
易
ナ
ル
歌
曲
大
凡
三
曲
ヲ
用
ヒ
テ
ニ
部
輪
唱
ヲ
授
ク

週
九
時

洋
琴手

指
運
用
法
、
長
音
階
練
習
等

「
ウ
ル
バ
ヒ
」
氏
教
則
本
ヲ
用
ヒ
テ
手
指
運
用
ノ
法
ヲ
授
ケ
其
第
七
十

二
課
ヨ
リ
第
百
零
九
課
マ
デ
ヲ
授
ケ
兼
テ
長
音
階
ノ
各
調
ヲ
練
習
セ
シ

音
程
練
習

第
五
音
度
ヨ
リ
第
八
音
度
マ
デ
ヲ
授
ク

諸
課
復
習

シ
ム

拍
節
法

各
種
ノ
拍
子
ヲ
拍
チ
其
拍
名
ヲ
呼
ハ
シ
メ
テ
賓
際
二
活
用
ス
ル
ヲ
學
ハ

修
身前

期
ノ
績
ヲ
授
ク

唱
歌

一
週
九
時

一
週
一
時

第
二
年
後
期

和
声
論
ヨ
リ
拍
子
論

二
至
ル
ヲ
授
ク

音
楽
論

楽
典

等

ル
ノ
階
梯
ト
ス

ム

一
週
三
時

調
絃
法

い
調
ヨ
リ
旧
口
い
臼
菱
回
菱
困
ノ
諸
調
―
ー
移
ス
事
ヲ
學
ハ

シ
ム

輩
弾
法
及
複
弾
法
初
歩

初
編
中
全
歌
曲
ヲ
習
得
セ
シ
メ
兼
テ
複
弾
法
ノ
初
歩
ヲ
授
ク

和
声
學

一
週
三
時

和
声
初
歩

協
音
、
不
協
音
、
大
譜
表
ノ
解
説
、
音
階
ノ
比
較
等
ヲ
授
ケ
和
声
二
入

一
週
二
時
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既
二
教
授
シ
タ
ル
科
目
二
就
キ
適
宜
二
之
ヲ
復
習
セ
シ
ム

高
等
鼠
音
唱
歌

前
期
二
次
テ
大
凡
五
曲
ヲ
練
習
セ
シ
ム

輪
唱
法

相
営
ノ
歌
曲
大
凡
三
曲
ヲ
用
ヒ
テ
三
部
輪
唱
ヲ
習
ハ
シ
ム

複
音
唱
歌

唱
歌
掛
圏
中
相
嘗
ノ
モ
ノ
大
凡
三
曲
ヲ
用
ヒ
テ
複
音
練
習
ヲ
ナ
サ
シ
ム

洋

琴

一

週

九

時

前
期
ノ
法
ニ
ョ
リ
テ
「
ウ
ル
バ
ヒ
」
氏
教
則
本
第
百
十
課
ヨ
リ
第
百
四
十

六
課
マ
デ
ヲ
授
ク

等

一

週

三

時

輩
弾
法

高
等
ノ
歌
曲
大
凡
五
曲
ヲ
授
ク

複
弾
法

唱
歌
掛
圏
初
編
中
第
廿
四
曲
マ
デ
ヲ
授
ク

一
週
四
時

最
初
用
絃
ノ
法
ヲ
授
ケ
漸
次
唱
歌
掛
圏
中
ノ
歌
曲
ヲ
練
習
セ
シ
ム

和
声

學

一

週

二

時

音
楽
論

音
楽
理
論

音
ノ
理
、
自
然
音
卜
楽
音
ト
ノ
開
係
、
猿
音
機
ノ
講
解
等
ヲ
授
ク

音
程
三
和
音
等

音
程
及
其
轄
回
、
七
音
ノ
性
質
、
三
和
音
ノ
解
剖
、

長
短
音
階
ノ
三
和

音
、
三
和
音
結
合
ノ
規
則
等
ヲ
授
ケ
而
シ
テ
之
ヲ
唱
和
セ
シ
ム

一
週
二
時

胡
弓

第
三
年
前
期

複
音
唱
歌

適
嘗
ナ
ル
歌
曲
二
就
テ
大
凡
五
曲
ヲ
授
ク

三
重
音
唱
歌

唱
歌
掛
園
中
相
嘗
ノ
モ
ノ
大
凡
三
曲
ヲ
撰
用
シ
テ
之
ヲ
授
ク

一
週
八
時

洋
琴粧

飾
弾
法
、
短
音
階
練
習
等

「
ウ
ル
バ
ヒ
」
氏
教
則
本
ヲ
用
ヒ
テ
諸
種
ノ
粧
飾
弾
法
ヲ
授
ケ
其
第
百

四
十
七
課
ヨ
リ
第
百
六
十
五
課
二
至
リ
兼
テ
短
音
階
ヲ
練
習
セ
シ
ム

一
週
三
時

等
複
弾
法

初
編
中
第
廿
五
ヨ
リ
第
三
十
三
マ
デ
ノ
歌
曲
ヲ
授
ク

風

琴

一

週

二

時

歌
曲
練
習

初
編
中
第
十
七
マ
デ
ノ
歌
曲
ヲ
授
ク

一
週
四
時

胡
弓歌

曲
練
習

前
期
二
次
テ
初
編
中
ノ
全
歌
曲
を
學
バ
シ
ム

和
声
學

一
週
二
時

三
和
音
轄
回
、
七
ノ
和
絃
等

三
和
音
轄
回
及
移
法
、
七
ノ
和
絃
、
其
解
決
等
ヲ
授
ケ
而
シ
テ
之
ヲ
唱

修
身論

語
ヲ
授
ク

唱
歌

一
週
八
時

一
週
一
時
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等
複
弾
法

高
等
ノ
モ
ノ
大
凡
十
四
曲
ヲ
授
ク

風

琴

一

週

二

時

歌
曲
練
習

和
セ
シ
ム

音
楽
論

音
楽
理
論

音
楽
上
ノ
情
款
、
及
修
身
二
係
ル
理
ヲ
講
究
セ
シ
ム

音

楽

史

一

週

一

時

本
邦
及
欧
洲
音
楽
史

本
邦
音
楽
ノ
沿
革
、
欧
洲
古
代
音
楽
ノ
沿
革
等
ヲ
授
ク

第
三
年
後
期

相
嘗
ノ
モ
ノ
五
曲
ヲ
授
ク

洋

琴

一

週

八

時

粧
飾
弾
法
、
歌
曲
練
習
等

前
期
ノ
法
ニ
ョ
リ
「
ウ
ル
バ
ヒ
」
氏
教
則
本
第
百
六
十
六
課
ヨ
リ
百
八

十
四
課
マ
デ
ヲ
授
ケ
兼
テ
唱
歌
掛
圏
中
ノ
歌
曲
其
他
進
行
曲
聯
弾
曲
等

ヲ
練
習
セ
シ
ム

修
身前

期
ノ
績
ヲ
授
ク

唱
歌三

重
音
唱
歌

一
週
三
時

一
週
八
時

一
週
一
時

一
週
一
時

初
編
中
第
十
八
ヨ
リ
第
廿
四
マ
デ
ノ
歌
曲
ヲ
練
習
セ
シ
ム

専

門

楽

器

一

週

五

時

管
絃
楽
器
及
等
、
胡
弓

各
生
徒
ノ
望
二
由
リ
「
バ
イ
オ
リ
ン
」
「
テ
ナ
」
「
セ
ロ
」
「
ダ
ブ
ル
ベ
ー

ス
」
「
フ
リ
ュ
ー
ト
」
「
ク
ラ
リ
オ
ネ
ッ
ト
」
以
上
各
種
ノ
一
ヲ
専
門
ト

シ
適
営
ノ
教
則
本
二
就
テ
之
ヲ
練
習
セ
シ
ム
但
シ
等
胡
弓
ヲ
専
門
ト
ス

ル
者

ハ
他
ノ
方
法
二
由
テ
之
ヲ
授
ク

和
声
學

一
週
二
時

反
覆
進
行、

静
止
法
等

前
期
二
次
テ
反
覆
進
行
、
静
止
法
等
ノ
如
キ
高
尚
ナ
ル
部
二
進
マ
シ
ム

音

楽

史

一

週

一

時

本
邦
音
楽
ノ
沿
革
前
期
ノ
練
及
欧
洲
近
代
音
楽
ノ
沿
革
等
ヲ
授
ク

相
嘗
ノ
モ
ノ
大
凡
五
曲
ヲ
授
ク

一
週
八
時

洋
琴半

音
階
練
習
歌
曲
練
習
等

「
ウ
ル
バ
ヒ
」
氏
教
則
本
ヲ
用
ヒ
半
音
階
ー
ー
就
キ
第
八
音
第
六
音
等
ノ

練
習
ヲ
授
ケ
其
第
八
十
五
課
ヨ
リ
第
百
九
十
七
課

二
至
リ
兼
テ
高
等
ノ

學
校
用
歌
曲
ヲ
練
習
セ
シ
ム

四
重
音
唱
歌

修
身前

期
ノ
績
ヲ
授
ク

唱
歌

第
四
年
前
期

一
週
八
時

一
週
一
時
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第
四
年
後
期

修
身前

期
ノ
績
ヲ
授
ク

唱

歌

一

週

三

時

高
等
ノ
歌
曲
等
ヲ
授
ケ
且
既
二
學
習
セ
シ
ト

コ
ロ

ヲ
復
習
セ
シ
ム

洋

琴

一

週

六

時

前
期
ノ
法
ニ
ョ
リ
テ
「
ウ
ル
バ
ヒ
」
氏
教
則
本
第
百
九
十
八
課
ヨ
リ
第
二

百
零
九
課
二
至
リ
且
各
種
ノ
歌
曲
ヲ
授
ケ
又
既
二

學
習
セ

シ
ト
コ
ロ
ノ
モ

ノ
ヲ
復
習
セ
シ
ム

一
週
一
時

複
弾
法

前
期
二
次
テ
更
二
高
等
ノ
モ
ノ
十
曲
ヲ
授
ク

風
琴

等

一
週
三
時

一
週
二
時

歌
曲
練
習

初
編
中
第
廿
五
ヨ
リ
第
三
十
三
マ
デ
ノ
歌
曲
ヲ
授
ケ
兼
テ
風
琴
ヲ
和
声

上
二
用
フ
ル
事
ヲ
學
バ
シ
ム

専
門
楽
器

一
週
五
時

前
期
ノ
法
ニ
ョ
リ
相
嘗
ノ
楽
曲
―
ー
就
キ
テ
之
ヲ
練
習
セ
シ
ム

和

声

學

一

週

二

時

轄
調
、
掛
留
法
、
調
和
法
等

前
期
二
次
テ
轄
調
、
掛
留
法
、
等
ヨ
リ
楽
曲
調
和
ノ
法
二
至
ル
ヲ
授
ク

音

楽

教

授

法

一

週

一

時

唱
歌
教
授
法
ヲ
授
ク

拍
子

専

門

楽

器

一

週

五

時

諸
種
ノ
楽
曲
―
―就
キ
漸
ク
合
奏

二
熟
セ

シ
ム

和

声

學

一

週

二

時

楽
曲
製
作
ノ
法
ヲ
授
ク

音
楽
教
授
法

一
週
十
―
―
一
時

洋
琴
風
琴
築
胡
弓
或
ハ
「
バ
イ
オ
リ
ン
」
等
ノ
諸
楽
器
ヲ
用
ヒ
テ
唱
歌
ヲ

賓
地
二
教
授
ス
ル
ノ
方
法
ヲ
學
バ
シ
ム

音
楽
ノ
大
意

音
楽
ノ
繹
義
ヨ
リ
起
リ
音
楽
ノ
網
論
ヲ
授
ク

ル
ニ
止
ル

敷
字
練
習

敷
字
コ
ム
マ
及
ダ
ッ
シ
ヲ
用
ヒ
テ
長
音
短
音
等
ヲ
練
習
セ

シ
ム

音
階
練
習

音
階
二
由
テ
楽
音
ノ
高
低
ヲ
教
へ
且
階
名
及
調
名
ノ
用
法
ヲ
練
習
セ
シ
ム

記
譜
法

五
線
、
四
間
、
上
下
ノ
間
、
及
短
線
、
旧
字
記
琥
、
音
符
休
止
符
及
縦
線

等
ヲ
授
ケ
記
譜
法
二
熟
セ
シ
ム

園
圏
分
割
法
二
由
テ
全
音
符
ヨ
リ
八
分
―
二
至
ル
ノ
音
符
及
其
休
止
符
ヲ

授
ク

雖
音
唱
歌

第
七
條

東
京
師
範
學
校
生
徒
唱
歌
教
授
細
目
左
ノ
如
シ

唱
歌
教
授
細
目

第
八
級
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記
譜
法

嬰
愛
本
位
ノ
記
琥
、
連
結
、
反
覆
、
反
始
、

終
止
、
延
竪
、
強
弱
、

増
減

等
ノ
記
琥
ヲ
授
ク

移
調
法

嬰
ノ
モ

ノ
三
種
及
菱
J

モ
ノ
三
種
ヲ
授
ク

鼠
音
唱
歌

初
編
第
十
六
ヨ
リ
第
廿
四
二
至
ル
ノ
歌
曲
ヲ
授
ク

風
琴風

琴
ハ
専
ラ
耳
カ
ラ
練
ル
ノ
ー
助
卜
為
シ
唱
歌
二
就
テ
之
ヲ
兼
修
セ
シ
メ

別
二
教
則
本
ヲ
用
ヒ
ズ

第
六
級

移
調
法

嬰
ノ
モ
ノ
四
種
及
菱
ノ
モ
ノ
四
種
ヲ
授
ケ
又
橋
音
ヲ
練
習
セ
シ
ム

輩
音
唱
歌

初
編
第
廿
五
ヨ
リ
第
三
十
三
二
至
ル
ノ
歌
曲
ヲ
授
ク

風
琴前

期
ノ
方
法
二
従
ヒ
更
二
之
ヲ
練
習
セ
シ
ム

第
五
級

楽
譜
論

楽
譜
ノ
繹
義
、
大
譜
表
ノ
解
剖
、
高
、
中
、
次
中
及
低
音
ノ
理
、
同
記
琥

／
用
法
、
顎
梅
其
他
楽
譜

二
関
ス
ル
諸
般
ノ
要
項
ヲ
授
ク

拍
子
論

唱
歌
掛
圏
初
編
第
一
ヨ
リ
第
十
五
二
至
ル
ノ
歌
曲
ヲ
授
ク

第
七
級

拍
子
ノ
繹
義
計
敷
及
拍
名
二
依
リ
拍
子
J
取
リ
方
、
楽
句
、
楽
韻
大
中
小

節
等
ノ
分
ケ
方
其
他
拍
子
二
関
ス
ル
要
旨
ヲ
授
ク

旋
律
論

旋
律
J
繹
義
旋
行
ノ
種
別
、

長
短
音
階
ノ
匿
別
、
関
係
及
其
特
質
等
ヲ
授

雖
音
唱
歌

高
等
ノ
モ
ノ
五
曲
ヲ
授
ク

輪
唱
法

相
営
ノ
歌
曲
二
就
テ
ニ
部
輪
唱
ヲ
授
ク

風
琴既

修
ノ
歌
曲
二
就
キ
テ
之
ヲ
兼
修
セ
シ
ム

第
四
級

和
声
學
ノ
大
意

音
程同

音
度
ヨ
リ
第
八
音
度
二
至
ル
ヲ
授
ク

音
程
韓
回

第
二
音
度
ノ
轄
回
シ
テ
第
七
音
度
卜
為
ル
ヨ
リ
第
八
音
度
ノ
轄
回
シ
テ

同
音
度
卜
為
ル
ニ
至
ル
ヲ
授
ク

複
音
唱
歌

近
易
ノ
モ
ノ
五
曲
ヲ
授
ク

風
琴唱

歌
上
及
和
声
上
二
用
フ
ル
所
ノ
楽
曲
二
由
テ
練
習
セ
シ
ム

第
三
級

和
声
學
ノ
大
意

ク
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七
音
J
性
質

主
和
絃
、
属
和
絃
、
次
属
和
絃
、
導
音
、
中
和
絃
、
次
中
和
絃
、
上
主

和
絃
、
ノ
特
質
及
効
用
ヲ
授
ク

協
音
不
協
音

協
音
及
不
協
音
ノ
理
、
其
匝
別
、
及
其
作
用
ヲ
授
ク

三
和
音

三
和
音
ノ
解
剖
、
其
位
置
及
其
轄
回
ノ
規
則
ヲ
授
ク

複
音
唱
歌

前
期
二
比
ス
レ
バ
更
―
―
高
尚
ノ
モ
ノ
五
曲
ヲ
授
ク

風
琴
又
ハ
等

前
期
ノ
法
ー
ー
由
リ
テ
之
ヲ
授
ク

第
二
級

小
學
唱
歌
教
授
法

小
學
各
科
二
適
用
ス

ベ
キ
唱
歌
教
授
ノ
要
法
ヲ
授
ク

三
重
音
唱
歌

相
営
ノ
モ
ノ
五
曲
ヲ
授
ケ
テ
三
重
音
唱
歌
ノ
大
意
ヲ
知
ラ
シ
ム

風
琴
又
ハ
拳

風
琴
又
ハ
等
ヲ
學
校
用
唱
歌
二
應
用
ス
ル
ノ
方
法
ヲ
授
ク

第

一
級

賞
地
唱
歌
授
業

第
八
條
東
京
女
子
師
範
學
校
生
徒
唱
歌
教
授
細
目
左
ノ
如
シ

唱
歌
教
授
細
目

第
八
級

敷
字
練
習

敷
字

コ
ム
マ
、
及
ダ
ッ
シ
ヲ
用
ヒ
テ
長
音
短
音
等
ヲ
練
習
セ
シ
ム

音
階
練
習

音
階

二
依
リ
テ
楽
音
ノ
高
低
ヲ
教
へ
且
階
名
及
ヒ
調
名
ヲ
學
バ
シ
ム

拍
子園

圏
分
割
法

二
依
リ
テ
全
音
符
ヨ
リ
八
分
―
二
至
ル
ノ
音
符
及
ヒ
其
休
止

符
ヲ
授
ク

記
譜
法

五
線
、
四
間
、
上
下
ノ
間
、
及
ヒ
短
線
、
旧
字
記
琥
ノ
位
置
、
縦
線
等
ヲ

授
ケ
漸
ク
記
譜
法
二
慣
熟
セ
シ
ム

輩
音
唱
歌

唱
歌
掛
圏
初
編
二
依
リ
第

一
ヨ
リ
第
十
三
二
至
ル
ノ
歌
曲
ヲ
授
ク

第
七
級

拍
子
練
習

既
二
習
得
シ
タ
ル
所
ノ
諸
拍
名
ヲ
総
合
シ
之
ヲ
楽
曲
二
適
用
ス
ル
事
ヲ
學

バ
シ
ム

記
譜
法

嬰
、
愛
、
本
位
ノ
記
琥
、
連
結
、
反
覆
、
反
始
、
終
止
、
延
声
、
強
弱
、

増
減
等
ノ
記
琥
ヲ
授
ク

移
調
法

嬰
ノ
モ
ノ
三
種
及
ヒ
愛
ノ
モ
ノ
三
種
ヲ
授
ク

輩
音
唱
歌

初
編
第
十
四
ヨ
リ
第
十
九
マ
デ
ノ
歌
曲
ヲ
授
ク

風
琴
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風
琴
ハ
専
ラ
耳
カ
ラ
練
ル
ノ
一
助
ト
ナ
シ
唱
歌
二
就
テ
之
ヲ
兼
修
セ
シ
メ

別
二
教
則
本
ヲ
用
ヒ
ズ

第
六
級

移
調
法

嬰
ノ
モ
ノ
四
種
及
ヒ
愛
ノ
モ
ノ
四
種
ヲ
授
ケ
且
橋
音
ヲ
練
習
セ

シ
ム

音
程
練
習

同
音
度
ヨ
リ
第
四
音
度
マ
デ
ヲ
授
ク

鼠
音
唱
歌

初
編
第
廿
ョ
リ
第
廿
六
マ
デ
ノ
歌
曲
ヲ
授
ク

風
琴前

期
ノ
法
二
依
リ
更

二
之
ヲ
練
習
セ
シ
ム

第
五
級

音
程
練
習

第
五
音
度
ヨ

リ
第
八
音
度
マ
デ

ヲ
授
ク

拍
節
法

拍
子
／
繹
義
計
敷
及
ヒ
拍
名
二
依
リ
拍
子
ノ
取
方
其
他
拍
子
論

二
関
ス
ル

要
旨
ヲ
授
ク

輩
音
唱
歌

初
編
第
廿
七
ヨ
リ
第
三
十
三
マ
デ
ノ
歌
曲
ヲ
授
ク

弾
琴調

絃
法

り
調
ニ
テ
調
絃
ノ
法
ヲ
習
ハ
シ
ム

輩
弾
法

唱
歌
集
初
編
第

一
曲
ヨ
リ
第
十
三
曲
マ
デ
ヲ
授
ク

同
音
度
ヨ
リ
第
八
音
度
二
至
ル
ヲ
授
ク

音
程
韓
回

第
二
音
度
ノ
韓
回
シ
テ
第
七
音
度
ト
ナ
ル
ヨ
リ
第
八
音
度
ノ
轄
回
シ
テ

同
音
度
ト
ナ
ル
ニ
至
ル
ヲ
授
ク

輩
音
唱
歌

高
等
ノ
モ
ノ
七
曲
ヲ
授
ク

輪
唱
法

相
嘗
ノ
歌
曲

二
就
テ

ニ
部
輪
唱
ヲ
授
ク

弾
琴調

絃
法

り
調
ヨ
リ
田
口
切
臼
愛
回
愛
雨
J
諸
調
二
移
ス
事
ヲ
習
ハ

シ
ム

鼠
弾
法

初
編
第
十
四
曲
ヨ
リ
第
廿
四
曲
マ
デ
ヲ
授
ク

第
三
級

大
譜
表
ノ
解
説

高
、
中
、
次
中
、
及
ヒ
低
音
ノ
別
ヲ
授
ケ
且
其
記
琥
ヲ
學
バ
シ
ム

和
声
大
意

七
音
ノ
性
質

主
和
絃
、
属
和
絃
、
次
属
和
絃
、
導
音
、
中
和
絃
、
次
中
和
絃
、
上
主

音
程

第
四
級

音
階
比
較

長
短
音
階
ノ
匿
別
、
開
係
及
ヒ
其
特
質
等
ヲ
授
ク

和
声
大
意
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複
弾
法

前
期
二
比
ベ
レ
バ
稲
高
尚
ノ
モ
ノ
大
凡
八
曲
ヲ
授
ク

第
一
級

弾
琴輩

弾
法

和
絃
ノ
特
質
及
ヒ
其
効
用
ヲ
授
ク

協
音
不
協
音

協
音
及
ヒ
不
協
音
ノ
理
其
匿
別
及
ヒ
其
作
用
ヲ
授
ク

輪
唱
法

前
期
ノ
法
二
依
リ
テ
三
部
輪
唱
ヲ
授
ク

複
音
唱
歌

近
易
ノ
モ

ノ
五
曲
ヲ
授
ク

初
編
第
廿
五
曲
ョ
リ
第
三
十
三
曲
マ
デ
ヲ
授
ク

複
弾
法

近
易
ノ
モ
ノ
大
凡
五
曲
ヲ
授
ク

第
二
級

小
學
唱
歌
教
授
法

小
學
各
級

二
適
用
ス
ベ
キ
唱
歌
教
授
ノ
要
法
ヲ
授
ク

三
重
音
唱
歌

相
営
ノ
モ
ノ
大
凡
五
曲
ヲ
授
ク

弾
琴肌

弾
法

唱
歌
集
第
二
編
中
ノ
モ

ノ
大
凡
五
曲
ヲ
授
ケ
且
等
ヲ
學
校
唱
歌
二
適
用

ス
ル
ノ
法
ヲ
學
バ

シ
ム

年

月

日

東
京
府
何
匿
何
町
何
番
地

ー，
藉
族
ー

證
人

姓

名

印

私
儀
音
楽
博
習
志
願
二
有
之
候
慮
今
般
御
掛
二
於
テ
博
習
生
募
集
相
成
候

二
就
テ
ハ
入
學
試
験
相
受
申
度
依
テ
履
歴
書
相
添
此
段
願
上
候
也

何
國
何
虞
何
加
何
番
地

藉
族何

某
子
弟
或
ハ
戸
主

本

人

姓

名

印何
年
何
ヶ
月

現
住
所

右
之
者
従
来
之
行
状
二
関
シ
不
都
合
ノ
廉
無
之
候
條
拙
者
證
人
二
相
立
致

保
證
侯
也

年

月

日

賓
地
唱
歌
授
業

第
三
章
入
學
規
則

第
一
條
本
掛
博
習
生
ハ
臨
時
―
―募
集
ス
ル
モ
ノ

―ーシ

テ
豫
メ
其
期
ヲ
定
メ
ズ

第

二

條

本

掛

二
入
學
セ

ン
ト
欲
ス

ル
者
ハ
試
業
規
則

二
依
リ
學
力
検
定
ノ
上

之
ヲ
許
ス

但
シ
生
徒
ハ
総
テ
通
学
生
ト
ス

第
三
條
本
掛
二
入
學
セ
ン
ト
欲
ス
ル
者

ハ
入
學
願
書
及
履
歴
書
ヲ
出
ス
ベ
シ

其
書
式
左
ノ
如
シ

入
學
願
書
式
（
用
紙
美
濃
紙
）
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年右之通 何年月 何年月 云 何年月 何H 何年月

夏候也 現今マリ 何年月リ ハ 事故以ヲ 誰二ノ 々 々

テ日 何某 テ 就

學何マ ニ 撥退學 キ

ベス ルス 又 何業経螢テ 従ヒ 何修業何科學シモ ノ、 何又

、ー＿— 何藪従事 又ハ 修々ヲメ ハ何學ニ 或目
本人 藉族

又ノ、何件 何期韓ス ハ

何虞 — 又 云 何書

現齢何何年 生年何年月 姓名一 従事 ハ 々

職就云云— 云云 何級卒業云等 修何年月メヲ
ケ日
月

履
歴
書
式

（
用
紙
美
濃
紙
）

第
四

條

入

學
許
可
ヲ
得
タ

ル
者

ハ
親
戚

一
名
及
東
京
居
住
ノ
戸
主

ニ
シ
テ
丁

年
以
上
ノ
者
一

名
都
合
二
名
ノ
證
人
ヲ
立
テ
左
ノ
書
式
ノ
證
書
ヲ
出
ス

ベ
シ

御
中

文
部
省

音
楽
取
調
掛

ノヽ

［ 姓名印 >地i 名姓印 > 姓名印

入
學
證
書
式

（
用
紙
美
濃
紙）

第
四
章

試

業

規
則
及
卒
業
證
書

第

一
條

試
業
ヲ
分
チ
テ
入
學
試
業
學
級
試
業
ノ
ニ
種
ト

ス
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但
修
身
ノ
評
貼
ハ
平
素
ノ
行
状
黙
ヲ
通
算
シ
テ
増
減
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

第
五
條
在
學
中
品
行
端
正
ニ
シ
テ
規
定
ノ
學
科
試
業
ヲ
完
了
シ
タ
ル
者
ニ
ハ

卒
業
二
至
リ
左
ノ
書
式
ノ
證
状
ヲ
附
典
ス
ヘ
シ

サ
ズ

作
文書

翰
文
、
記
事
文
、
片
仮
名
文
ノ
類

算
術比

例
以
下

音
楽雅

楽
器
（
雅
楽
ヲ
既
習
セ
シ
者
二
限
リ
之
ヲ
課
ス
）

等
（
築
曲
ヲ
既
習
セ
シ
者
一
＿
限
リ
之
ヲ
課
ス
）

清
楽
器
（
清
楽
ヲ
既
習
セ
シ
者
二
限
リ
之
ヲ
課
ス
）

西
楽
器
（
西
楽
ヲ
既
習
セ
シ
者
二
限
リ
之
ヲ
課
ス
）

俗
楽
器
（
俗
楽
ヲ
既
習
セ
シ
者
二
限
リ
之
ヲ
課
ス
）

痰
音
及
聴
音
（
初
新
ノ
者
二
限
リ
之
ヲ
課
ス
）

英
佛
獨
書

（
既
習
ノ
履
歴
ア
ル
者
二
限
リ
之
ヲ
課
ス
）

讀
本
ノ
類

第
三
條
學
級
試
業
ハ
毎
學
期
ノ
終
二
於
テ
之
ヲ
施
行
シ
其
學
期
中
二
履
修
セ

シ
學
業
ノ
成
績
ヲ
検
定
ス
ル
モ

ノ
ト
ス

第
四
條
學
級
試
業
ハ
各
教
科
皆
百
貼
ヲ
以
テ
定
黙
ト
シ
其
平
均
貼
五
十
以
下

ニ
至
ル
者
若
ク
ハ
一
科
ノ
貼
敷
四
十
二
満
タ
ザ
ル
者
ア

ル
ト
キ
ハ
進
級
ヲ
許

第
二
條

讀
書日

本
外
史
ノ
類

入
學
試
業
ハ
博
習
生
入
學
ノ
際
之
ヲ
施
行
ス
其
科
目
概
ネ
左
ノ
如
シ

7
 

5
 

第
一
項
事
ヲ
成
ス

ハ
勉
強
忍
耐
ニ
ア
リ
音
楽
ハ
最
モ
勉
強
ノ
精
神
ヲ
以
テ

ベ
シ

第五章博習生心得

第一條凡ソ音楽ハ徳性ヲ涵養スルノ一端ナリ故二學生モ亦夕身ヲ

修メ行ヲ正シクシテ其基本ヲ立テサル可ラス基本ヲ立テ然ル後自

ラ音律ノ端正穏雅ナルヲ得ルナリ宜ク左J諸項ヲ服贋スベシ

第一項尊王愛國ノ志氣ヲ存養シテ之ヲ失フ事勿レ

第二項師長ヲ崇敬シ訓誨ヲ遵守シ妄二私意ヲ挟ム事勿レ

第三項僚友二交ハルニ信義ヲ壺シ學藝ノ長二誇ル事勿レ

第四項言語ヲ慎ミ動作ヲ誡メ能ク規矩ヲ踏遵シ鄭猥晒劣ノ毀ヲ

招ク事勿レ

第五項思慮ヲ精クシ溜惰ヲ警メ業ヲ勤メ術ヲ究メ始メ有テ終リ

無キ事勿レ

第二條音楽ヲ修ムルモノハ最モ身体健康ナルヲ要ス可シ否ラザレ

ハ稟性ノ美アリト雖モ其業ヲ成ス事能ハズ因テ左ノ諸項ヲ遵守ス

年月 附：ヲ右者i 定 l, 
日 者也ノ

胃
孟

贔規
ノ

こ 喜
羞了
セ姓

依テリ 何年何 名

印
卒業證状 月ヶ
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但
本
人
之
ヲ
辮
償
ス
ル
能
ハ
ザ
レ
バ
其
證
人
ヨ
リ
辮
償
セ
シ
ム
ヘ
シ

第
四
條
願
二
依
リ
テ
退
學
ス
ル
者
モ
亦
第
三
條
二
準
ジ
テ
虞
分
ス
ベ
シ

第
五
條
手
営
金
ヲ
受
ク
ル
者
ハ
左
ノ
書
式
ノ
證
書
ヲ
出
ス
ヘ
シ

シ
第
三
條

既
二
手
常
金
ヲ
給
典
セ
シ
者
ニ
シ
テ
怠
惰
不
品
行
若
ク
ハ
規
則
ヲ
犯

シ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
給
典
ヲ
止
メ
既
給
ノ
金
額

ハ
一
時
二
之
ヲ
辮
償
セ
シ
ム
ベ

ベ
シ

第
二
條
手
営
金
ハ

l

ヶ
月
金
六
圏
以
下
卜
定
メ
毎
月
末
二
至
リ
之
ヲ
給
典
ス

シ
錬
習
セ
サ
ル
可
カ
ラ
ス
己
ノ
オ
敏
ヲ
侍
ミ
容
易
二
軽
視
ス
ル
事
勿
レ
平
素

其
心
身
ヲ
健
全
ニ
シ
テ
勉
強
忍
耐
ノ
カ
ヲ
養
フ
ベ
シ

第
二
項
声
音
ヲ
疲
シ
心
思
ヲ
運
ス
ル
ハ
平
生
ノ
揖
養
ヲ
慎
ミ
身
体
ノ
運
動

ヲ
滴
度
ニ
シ
居
室
用
具
ヲ
清
潔

ニ
シ
其
精
神
ヲ
養
フ
ニ
在
リ
荀
モ
放
侠
憬

惰
ノ
所
行
ア
ル
ヘ
カ
ラ
ス

第
三
條
猥
リ
ニ
教
場

二
出
入
シ
或
ハ
他
人
ノ
妨
害
ヲ
為
シ
或
ハ
許
可
ヲ
得
ス

シ
テ
備
付
ノ
楽
器
書
籍
等
ヲ
使
用
ス

ヘ
カ
ラ
サ
ル
事

第
四
條
若
シ
疾
病
其
他
止
ヲ
得
ザ
ル
事
故
ア
リ
テ
課
業
ヲ
欠
ク
ト
キ
ハ
其
欠

席
ノ
事
由
ヲ
記
シ
保
證
人
連
署
ノ
上
遅
ク
ト
モ
翌
日
マ
デ
ニ
届
出
ツ
ベ
キ
事

第
五
條
上
所
受
業
中
ハ
常
二
袴
ヲ
着
ク
ベ
キ
事

右
之
外
臨
時
可
心
得
事
項

ハ
其
時
々
掲
示
ス
ベ
シ

第
六
章
博
習
生
手
嘗
金
規
則

第
一
條
手
嘗
金
ハ
第
一
章
第
四
條
ノ
旨
二
従
ヒ
博
習
生
入
學
後
一
ケ
年
ヲ
経

テ
試
験
ヲ
畢
行
シ
品
行
端
正
學
力
優
等
ノ
證
ア
ル
者
二
限
リ
之
ヲ
給
典

ス
ベ

第
一
條

第
七
章

書

籍

器

械
使
用
規
則

職
員
ハ
其
職
務
上
必
要
ノ
書
籍
器
械
ヲ
借
用
ス
ル
事
ヲ
得
但
シ
之
ヲ

印

年日

印

［ 
羹雷

此

冒旦羹

イ；

>>ヽ
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借
用
ス
ル

ト
キ
ハ
書
籍
及
器
械
係
二
備
フ
ル
ト
コ
ロ
ノ
備
用
證
印
癖
二
定
式

ノ
如
ク
記
載
捺
印
ス
ベ
キ
モ
ノ
ト
ス

附
借
用
ノ
書
籍
若
ク
ハ
器
械
ハ
使
用
ヲ
了
レ
バ

速
二
返
納
ス
ベ

キ
ハ
勿
論

毎
年
七
月
十
一
日
ヨ
リ
同
十
五
日
迄
ニ
―
旦
悉
皆
返
納
ス
ベ
シ
但
シ
時
宜

二
由
テ
ハ

臨
時
返
納
セ
シ
ム
ル
事
ア

ル
ベ
シ

第
二
條
生
徒
ハ
容
易
二
得
難
キ
書
籍
若
ク
ハ
器
械
ハ
之
ヲ
借
用
ス

ル
ヲ
得
又

其
貧
者
ハ
願
二
依
リ
自
餘
ノ
敦
科
用
書
籍
若
ク
ハ
器
械
モ
之
ヲ
借
用
ス
ル
ヲ

得
但
借
用
ノ
節
ハ
定
式
ノ
借
用
證
書

二
撥
営
教
員
ノ
検
印
ヲ
受
ケ
之
ヲ
書
籍

及
器
械
係
二
差
出
ス
ベ
シ

附
借
用
ノ
書
器

ハ
學
級
試
業
終
ル
ノ
後
返
納
ス
ベ
キ
モ
ノ
ト
ス

第
三
條
生
徒
修
學
上
必
須
ノ
参
考
用
書
器
モ
本
掛
備
付
ノ
分
ハ
マ
タ
之
ヲ
借

用
ス
ル
事
ヲ
得

第

四

條

凡

ソ
書
籍
若
ク
ハ
器
械
ヲ
借
用
ス
ル
者
ハ
之
ヲ
丁
寧

―
―
使
用
ス
ベ
シ

若
シ
之
ヲ
毀
損
汚
染
若
ク

ハ
亡
失
ス
ル
ト
キ
ハ
其
現
物
又
ハ
代
慣
ヲ
以
テ
辮

償
セ
シ
ム
ベ
シ

第
五
條
借
用
ノ
書
器
ヲ
サ
ラ

ニ
相
貸
借
ス
ル
ヲ
許
サ
ス

第
六
條
借
用
ノ
書
器
ハ
掛
長
ノ
特
許
ヲ
得
ル
ニ
非
ン
バ
之
ヲ
外
二
携
出
ス
ル

ヲ
得
ズ第

八
章

罰

則

第
一
條
凡
ソ
生
徒
規
則
告
諭
等

二
違
背
ス
ル
者
ハ
之
ヲ
劉
ス

第
二
條
罰
科
ハ
拘
止
、
退
學
ノ

ニ
種
ト
ス

第
三
條

拘
止
ハ

課
業
後
二
時
間
以
下
教
場

二
止
留
ス
ル
モ
ノ
ト
為
シ
退
學

ハ

本
掛
博
習
生
ヲ
除
名
シ
且
相
営
ノ
虞
分
ヲ
為
ス
モ
ノ
ト
ス

第
四
條
過
失
錯
誤

二
出
ル
科
モ
其
事
由
ヲ
酌
量
シ
テ
其
虞
分
ヲ
為

ス
ベ
シ

第
五
條

不
品
行
怠
惰
放
侠
ノ
行
状
ア
ル
者
ハ
速

二
退
學
ヲ
命
ス
ベ
シ

第
六
條
敷
度
説
諭
シ
テ
尚
ホ
改
悔
セ
ザ
ル
者
或
ハ
成
業
ノ
見
込
ナ
キ
モ
ノ
ハ

退
學
ヲ
命
ス
ベ
シ

第
七

條

故

意

――
書
器
ヲ
汚
染
破
毀
ス
ル
者
ハ
相
常
ノ
罰
二
虞
ス
ベ
シ

第
八
條
出
入
進
退
證
節
ヲ
失

ス
ル
者
ハ
之
ヲ
罰

ス

〔

手

書
き
〕

（『
＿
音
監
癌
伺
書
類
』
明
治
十
七
年
上）

（

六

）

各
府
県
派
出
音
楽
伝
習
生
の
募
集

十
四
年
の
音
楽
取
調
掛
報
告
で
伊
澤
修
二
が
述
べ
て

い
た
よ
う
に
彼
の
構
想
の
中

に
は
、
小
学
校
の
唱
歌
教
員
専
修
課
程
を
設
け
る
案
も
練
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
伊

澤
は
全
国
の
公
立
学
校
に
お
け
る
唱
歌
授
業
の
一
刻
も
早
い
実
施
の
た
め
に
は
、
す

で
に
小
学
校
の
教
員
で
唱
歌
授
業
を
希
望
す
る
者
を
養
成
す
る
方
法
が
近
道
で
あ
る

と
考
え
た
。
明
治
十
四
年
十
二
月
、
開
所
以
来
の
音
楽
取
調
べ
の
実
績
を
ふ
ま
え
て、

各
府
県
に
希
望
者
の
選
出
を
呼
び
か
け
る
伺
い
文
を
本
省
普
通
学
務
局

へ
提
出
し

た
。
伺
い
文
は
音
楽
取
調
掛
監
事
、
紳
津
専
三
郎
が
記
述
し
て
い
る
。

営
掛
設
立
以
降
音
楽
上
ノ
事
項
段
々
取
調
侯
処
音
楽
ノ
研
究
ハ
理
論
卜
技
術

ト
ヲ
併
要
シ
事
頗
ル
重
件
二
麗

ス
ト
雖
従
来
所
得
ノ
成
果
二
依
リ
音
律

二
彼
我

ノ
別
無
キ
ハ
既
二
判
明
相
成
我
固
有
ノ
楽
器
ヲ
以
テ
ス
ル
モ
彼
西
洋
架
器
ヲ
以

テ
ス
ル
モ
其
音
律
ハ
殆
ド
同
―
二
帰
ス
ル
ハ
賞
事

二
於
テ
證
明
ス
ル
ヲ
得
ル
所

二
有
之
又
近
日
二

至
リ
彼
國
敷
千
年
前
二

麗

ス
ル
希
朧
ノ
古
架
卜
今
日
我
邦
ノ

雅
架
卜
全
ク
相
協
フ
者
ア
ル
ヲ
稜
見
致
候
是
二
由
テ
之
ヲ
観
ル
ト
キ
ハ
音
楽
ノ

古
今
東
西
ヲ
問
ハ
ズ
皆
一
途
二
帰
ス
ル
ハ
蓋
シ
人
ノ
性
情
ノ
自
然
二
原
由
ス
ル

ノ
明
證
卜
被
存
候
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又
律
呂
ノ
旋
法
二
至
リ
テ
ハ
我
邦
及
西
洋
二
於
テ
モ
其
種
類
少
シ

ト
セ
ズ
然

リ
而

シ
テ
音
架
ノ
員
二

喜
怒
愛
架
哀
悪
欲
等
ノ
諸
情
ヲ
感
セ
シ
ム
ル
所
以
ノ
モ

J

ハ
典
カ

リ
テ
律
呂
ノ
旋
法
二
在
リ
故
二
其
旋
法
ノ
正
シ
キ
モ
ノ
ハ
聞
者
ヲ
シ

テ
厳
鼎
ナ
ラ
シ
メ
其
槻
ル
A

モ
ノ
ハ
聴
者
ヲ
シ
テ
放
侠
ナ
ラ
シ
ム
是
ヲ
以
テ
律

呂
ノ
旋
法
ハ
教
育
上
至
大
ノ
影
響
ヲ
興
フ
ベ
キ
事
必
然
ニ
シ
テ
音
架
取
調
上
殊

二
思
考
ヲ
要
セ
シ
者
二
有
之
候
然
ル

ニ
之
ヲ
理
論
二
考
フ
ル
モ
之
ヲ
賓
際
二
徴

ス
ル
モ
能
ク
教
育
ノ
理
二
適
シ
學
校
教
科
二
施
用
シ
テ
其
可
ナ
ル
モ
ノ
ハ
現
今

ノ
長
短
両
音
階
二
如
ク
モ
ノ
無
之
就
中
長
音
階
ハ
音
程
純
正
ニ
シ
テ
旋
律
快
活

ナ
ル
ヲ
以
テ
殊
二
児
童
ノ
教
育
二
適
シ
侯
モ
ノ
ニ
有
之
候

前
陳
ノ
如
ク
音
階
ノ
種
類
及
律
呂
ノ
旋
法
等
彼
我
酌
量
ノ
上
唱
歌
掛
図
及
唱

歌
集
等
編
輯
刊
行
致
シ
既
二
敷
千
部
印
刷
J
効
ヲ
竣
へ
候
二
付
不
日
裁
可
ヲ
得

テ
世
上
二

頒
布
可
致
卜
被
存
候
尤
モ
此
等
ハ
上
述
ノ
理
ヲ
研
究
シ
教
育
ノ
主
義

二
基
キ
特
二
學
校
教
科
二
適
シ
候
モ
ノ
ヲ
撰
定
致
候
儀
二
有
之
其
他
次
編
ノ
如

キ
モ
日

々
唱
歌
撰
定
罷
在
候
得
バ
稿
成
ル
ニ
任
セ
陸
紐
公
刊
ノ
手
順
二
有
之

音
楽
博
習
ノ
事
業

二
至
リ
テ
ハ

営
掛
創
立
以
降
養
成
罷
在
候
博
習
人
等
既
二

大
略
所
期
ノ
業
程
ヲ
履
践
シ
来
ル
ニ
月
ヲ
以
テ
卒
業
ノ
見
込
二
有
之
候
得
バ
該

二
月
以
後
ハ
右
卒
業
生
ヲ
博
習
助
教
二
採
用
相
成
候
上
ハ
教
員
欠
乏
ノ
患
ナ
ク

益
々
此
事
業
ヲ
撰
充
ス
ル
ノ
便
ヲ
得
可
申
候

楽
器
ノ
儀
モ
段
々
苦
考
致
シ
我
邦
在
来
ノ
琴
胡
弓
ヲ
學
校
用
唱
歌
二
用
ヰ
ル

オ
ル
ガ
ン

J
方
法
ヲ
設
ケ
候
儀
二
有
之
且
豫
テ
試
製
二

着
手
罷
在
候
風
琴
モ
殆
ド
落
成
二

至
リ
候
得
バ
自
今
洋
琴
ノ
如
キ
大
債
ノ
外
入
楽
器
ハ
唱
歌
二
用
ヒ
ズ
シ
テ
聯
力

差
支
ナ
キ
儀
二
有
之
加
之
右
業
ノ
如
キ
内
國
所
造
ノ
楽
器
ヲ
唱
歌
二
用
ヒ
候
工

ハ
全
図
一
般
二
於
テ
楽
器
購
求
ノ
方
法
モ
意
ノ
如
ク
ニ
相
成
博
習
事
業
モ
速
成

候

致
シ
候
得
バ
唱
歌
ヲ
普
及
ス

ル
ニ

嘗
リ
非
常
ノ
便
宜
ヲ
得
候
儀
二
有
之
候

音
楽
取
調
ノ
事
業
既
二
上
述
ノ
地
歩
二
進
ミ
事
漸
ク
緒
二
就
キ
基
礎
漸
ク
相

立
候
二
付
此
際
一
層
規
模
ヲ
更
張
シ
唱
歌
ヲ
全
國
―
―
普
及
ス
ル
ノ
順
序
二
為
相

運
度
依
テ
来
ル
ニ
月
ヲ
期
シ
唱
歌
博
習
人
ヲ
各
府
縣
二
募
リ
學
期
凡
ソ
ニ
ケ
年

以
内
ニ
シ
テ
卒
業
ノ
見
込
ヲ
以
テ
専
ラ
唱
歌
ヲ
博
習
セ
シ
メ
以
テ
此
學
科
ヲ
全

國
二
布
ク
ノ
資
料
ヲ
養
成
シ
益
々
営
掛
設
立
ノ
隆
旨
二
添
ヘ
ン
事
翼
望
二
堪

ヘ

ザ
ル
所
二
有
之
候

尤
モ
右
費
用
ノ
如
キ
ハ

営
掛
豫
定
額
中
ヨ
リ
支
辮
シ
且
其
規
制
細
則
ノ
如
キ

ハ
本
按
裁
可
ノ
上
詳
細
取
調
更
二
可
伺
出
条
至
急
御
裁
可
相
成
度
候
也

〔手
害
き
〕（『
＿音監
鰹
伺
書
類
』
明
治
十
五
年
上
）

普
通
學
務
局
長
辻
新
次
の
意
見
〔
朱
書
〕

音
架
ノ
教
育
上
二
須
要
ナ

ル
コ
ト
固
ョ
リ
論
ヲ
待
タ
サ
レ
ハ
其
取
調
事
業
ノ

緒
二
就
キ
其
基
礎
ノ
立
チ
タ
ル
ハ
誠
二
賀
ス
ヘ
ク
又

一
層
規
模
ヲ
更
張
シ
漸
ク

唱
歌
ヲ
全
國
二

普
及
セ
シ
ム
ル
ノ
順
序
ヲ
立
ツ
ル
ハ
誠
二
願
ハ
シ
キ
事
二
候

へ

ト
モ
今
直
チ
ニ
之
レ
カ
博
習
人
ヲ
各
府
縣
二
募
ラ
ル
A

儀
ハ
暫
ク
御
見
合
セ
相

成
度
欺
二
存
候
何
ン
ト
ナ
レ
ハ
今
熟
々
各
地
方
現
今
教
育
ノ
賓
況
ヲ
按
ス
ル

ニ

小
學
校

二
具
備
ス
ヘ
キ
學
科
中
二
於
ル
モ
図
画
生
理
博
物
物
理
化
学
等
ノ
教
員

ハ
勿
論
誼
書
等
ノ
教
員

二
至
リ
テ
モ
尚
適
営
ノ
者
ヲ
得
ル
コ
ト
甚
夕
難
ク
一
方

ニ
於
テ
教
則
等
ハ
漸
ク
ニ
改
良
ス
ル

モ
他
ノ
一
方
二
於
テ
ハ
之
ヲ
賞
行
ス
ル
ノ

人
殆
ン

ト
閲
如
セ

ル
ニ
苦
ム
程
ノ
有
様
二
候

ヘ
ハ

若
シ
本
省
二
於
ル
少
シ
ニ
テ

モ
教
員
タ

ル
ヘ
キ
者
ヲ
養
成
ス
ル
コ
ト
ノ
叶
フ
ヘ
ク
亦
各
府
縣
二
於
テ
一

人
二

テ
モ
博
習
生
ヲ
出
京
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ノ
成
ル
ヘ
ケ
レ
ハ
先
以
テ
小
學
校
學
科
中

最
緊
切
急
要
ナ
ル

モ
ノ
ヽ
教
員
ヲ
養
成

ス
ル
コ
ト
順
序
ノ
営
ヲ
得
タ
ル

モ
ノ
ナ
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（
『
昔
監
経
伺
害
類
』
明
治
十
五
年
上
）

ラ
ン
敗
因
テ
今
日
ノ
処
本
省
二

於
テ
各
府
縣
ノ
博
習
生

ヲ
教
導
ス

ル
コ
ト
相

叶
フ
儀
ナ
レ
ハ
先
唱
歌
ノ
博
習
生
ハ
閣
キ
小
學
全
科
ノ
博
習
生
社
募
集
相
成
度

候

各
府
県
の
現
状
で
は
、
唱
歌
よ
り
も
小
学
全
科
の
教
員
養
成
の
方
が
急
務
で
は
な

い
か
と
い
う
普
通
学
務
局
長
辻
新
次
の
意
見
に
し
た
が
っ
て
、
十
五
年
一
月
十
三
日

付
、
同
掛
の
伝
習
生
募
集
案
に
唱
歌
教
員
の
項
目
を
設
け
た
い
旨
（
祠
津
専
三
郎
の

文
案
）
再
度
伺
い
文
を
提
出
し
た
。
と

こ
ろ
が
普
通
学
務
局
で
は
し
ば
ら
く
検
討
の

必
要
が
あ
る
と
い
う
理
由
で
、
こ

の
項
目
の
削
除
を
音
楽
取
調
掛
に
命
じ
た
。

十
五
年
一
月
十
三
日

音
楽
取
調
掛
監
事

神
津
専
―
―一
郎

去
十
二
月
中
琥
外
ヲ
以
テ
唱
歌
博
習
人
ヲ
各
府
縣
二
募
リ
候
様
相
成
度
旨
裁

可
ヲ
仰
キ
候
処
別
紙
朱
書
ノ
通
決
裁
相
成
依
テ
審
按
候
処
小
學
全
科
教
員
ノ
如

キ
ハ
別
二
博
習
生
ヲ
募
集
不
致
候
共
官
立
両
師
範
学
校
ヲ
始
メ
各
府
縣
立
諸
師

範
学
校
等
二
於
テ
草
々
養
成
相
成
候
儀
ニ
テ
其
卒
業
生
陸
績
葱
出
致
候
得
者
巧

拙
遮
否
ハ
兎
モ
角
モ
先
ヅ
目
下
非
常
ノ
欠
乏
ヲ
患
へ
実
際
授
業
ヲ
廃
シ
居
リ
候

如
キ
場
合

ニ
モ
無
之
様
相
心
得
候
尤
モ
此
議

ハ
先
以
相
見
合
候
様
御
決
裁
相
成

居
候
得
者
喋
々
ノ
贅
論
ハ
差
置
キ
可
申
候
然
ル
ニ
唱
歌
教
員

二
至
リ
テ
ハ
全
ク

創
造
ノ
事
二
有
之
候
得
者
巧
拙
適
否
ハ
措
テ
問
ハ
ザ
ル
モ
其
需
メ
ニ
應
ズ
ベ
キ

者
断
ジ
テ
無
之
真
ノ
欠
乏
卜
申
ス
ベ
キ
有
様
二
有
之
候
且
又
唱
歌
教
習
ハ
経
久

ノ
時
ヲ
以
テ
始
メ
テ
成
熟
致
ス
ベ
キ
者
二
有
之
候
得
者
少
ク
ト
モ
ニ
ケ
年
内
外

ノ
歳
月
ヲ
要
ス
ベ
キ
見
込
二
有
之
故
二
今
日
ヨ
リ
此
教
員
ヲ
養
成
候
共
二
三
ケ

年
ノ
後
二
至
ラ
ザ
レ
バ
其
用
二
供
シ
難
キ
次
第
二

付
現
実
入
用
ノ
時
二
臨
ミ
課

カ
ニ
之
ヲ
養
成

ス
ル
ト
モ
決
シ
テ
其
用
ヲ
辮
ゼ
ザ
ル
儀
卜
被
存
候
又
各
府
縣
ノ

実
況
二
付
考
按
ス
ル

モ
客
歳
二
月
唱
歌
博
習
生
募
集
ノ
際
諸
府
縣

ョ
リ
募
リ
ニ

應
ゼ
ン
ト
セ
シ
者
少
シ
ト
セ
ズ
然

レ
ド
モ
遠
國
地
方
二
於
テ
自
然
其
手
順
ノ
後

ル
ヽ
ョ
リ
募
集
人
員
既

二
満
ル
ヲ
以
テ
乍
遣
憾
之
ヲ
許
ス
事
能
ハ
ザ
リ
シ
例
モ

之
ア
リ
尚
去
秋
已
来
新
潟
千
葉
其
他
諸
縣
及
ビ
京
府
等
ヨ
リ
ハ
唱
歌
教
員
ヲ
要

ス
ル
ノ
件
二
係
リ
既
二
陸
績
内
照
會
有
之
候
是

二
由
テ
之
ヲ
観
ル
ニ
唱
歌
教
員

ノ
養
成
ハ
各
府
縣

二
於
テ
モ
相
望
ミ
居
リ
候
儀
卜
推
察
致
候
乍
併
先
囲
御
決
裁

ノ
趣
モ
有
之
候
得
者
各
府
縣

二
照
會
シ
テ
博
習
人
ヲ
相
募
候
儀

ハ
先
以
姑
ク
相

見
合
セ
更
二
別
紙
ノ
通
新
聞
紙
ヲ
以
テ
廣
告
シ
廣
ク
有
志
ノ
者
ヲ
江
湖
二
募
リ

以
テ
唱
歌
ヲ
博
習
セ
シ
メ
聯
力
唱
歌
教
員
ノ
需
メ
ニ
備
へ
異
日
唱
歌
ヲ
各
府
縣

二
普
及
ス
ル
ノ
際
該
科
教
員
欠
乏
ノ
困
厄
二
陥
ラ
ザ
ル
様
致
度
候
尤
モ
其
費
用

J
如
キ
ハ
本
掛
豫
定
額
中
ニ
テ
支
辮
可
致
候
依
テ
別
紙
廣
告
按
相
添
差
出
候
条

至
急
御
裁
可
相
成
度
候
也

廣
告
按

来
ル
ニ
月
音
楽
博
習
生
三
十
六
名
ヲ
限
リ
試
験
ノ
上
入
學
ヲ
許
ス
志
願
ノ
者

ハ
左
ノ
諸
項
相
心
得
来
ル
ニ
月
十
五
日
迄
二
本
掛
へ
申
シ
出
ヅ
ベ
シ

但
シ
各
府
縣
二
於
テ
右
博
習
生
差
出
度
向
ハ
直
チ
ニ
本
掛

へ
照
會
ア
ル
ベ
シ

一、

男
女
ヲ
論
ゼ
ズ
年
齢
十
五
年
以
上
三
十
年
以
下
ノ
者
ニ
シ
テ
卒
業
ノ
上

ハ

唱
歌
教
員
タ
ル
ベ
キ
見
込
ノ
者
二
限
ル
ベ
シ

一
、
品
行
方
正
ニ
シ
テ
通
常
ノ
文
筆
二
差
支
ナ
キ
者
タ
ル
ベ
シ

但
シ
俗
曲
又
ハ
雅
架
等

二
習
熟
ス
ル
者
ナ
ル
ハ
最
モ
善
シ
ト
ス

一、

修
業
年
限
ハ

凡
ソ
ニ
ケ
年
卜
定
メ
卒
業

二
至
リ
唱
歌
教
員
タ
ル
ベ

キ
免
状

ヲ
附
典
ス
ベ
シ

一
、
別
二
授
業
料
ヲ
彿
フ
ヲ
要
セ
ズ
ト
雖
モ
學
資
等

ハ
一
切
自
辮
タ
ル
ベ
シ
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明
治
十
五
年
一
月

右
ノ
外
尚
詳
細
ノ
規
則
等
承
知
致
度
向
ハ
直
チ
ニ
本
掛
二
照
會
ス
ベ
シ

本
郷
元
冨
士
町
文
部
省
用
地
内

文
部
省
音
架
取
調
掛

普
通
學
務
局
長
辻
新
次
の
意
見
〔
朱
書
〕

本
按
ノ
旨
趣
ヲ
要
ス
ル
ニ
小
学
全
科
ノ
教
員
ハ

目
下
非
常
ノ
欠
乏
ヲ
患
フ
ル

ノ
場
合
ニ
モ
無
之
侯
ヘ

ト
モ
唱
歌
教
員
ノ
如
キ
ニ
至
リ
テ
ハ
全
ク
創
始
ノ
事

ニ

有
之
巧
拙
適
否
ハ
措
テ
問
ハ
ス
其
需
メ

ニ
應
ス
ヘ
キ
者
断
シ
テ
無
之
真
ノ
欠
乏

卜
申
ス
ヘ
キ
有
様
二
付
音
楽
取
調
掛
二
於
テ
今

ョ
リ
音
楽
志
願
ノ
者
ヲ
募
集
シ

之
ヲ
博
習
シ
テ
以
テ
廣
ク
唱
歌
教
員
ノ
需
用
二
應
セ
ン
ト
ス
ル
儀
二

可
有
之
候

虞
抑
該
取
調
掛
ノ
儀
ハ
即
今
専
ラ
取
調
中
ニ
シ
テ
末
夕
全
ク
調
了
シ
タ
リ
ト
云

0

0

 

フ
ヘ
カ
ラ
ス
然
ル
ニ
今
直
二
教
員
養
成
二
着
手
ス
ル
ハ
少
シ
ク
早
計
ノ
虞
置

二

ハ
ア
ラ
サ
ル
乎
且
又
該
掛
二
於
テ
右
取
調
既
二
十
分
ニ
シ
テ
之
ヲ
各
学
校
二

於

テ
教
授
セ
シ
ム
ル
ヲ
得
ル
ノ
日
二
至
ラ
ハ
先
其
教
授
ヲ
師
範
学
校
二
移
シ
テ
之

ヲ
師
範
生
徒
二
授
ケ
漸
ヲ
以
テ
各
地
方
へ

普
及
セ
シ
メ
ラ
レ
候
事
順
序
営
ヲ
得

タ
ル
儀
卜
存
候
尤
従
来
辿
モ
取
調
ノ
傍
ヲ
試
ミ
ノ
為
メ
博
習
人
ヲ
置
キ
唱
歌
博

習
相
成
居
侯
儀
二
付
今
般
モ
之
レ
ト
同
一
ノ
者
ヲ
募
集
シ
唱
歌
博
習
相
成
候
テ

0

0

 

可
然
儀
二
候
ヘ
ハ
妾
殊
更
二
右
教
員
卜
為
ル

ヘ
キ
者
ヲ
募
集
候
儀

ハ
断
然
御
見

合
セ
相
成
度
就
テ
ハ
廣
告
文
第
一
項
卒
業
ノ
上
ハ
唱
歌
教
員
タ

ル
ヘ
キ
云
々
ノ

件
卜
第
三
項
唱
歌
教
員
タ
ル
ヘ
キ
免
状
云
々
ノ
件
ハ
削
除
相
成
度
且
其
募
集
人

員
モ
少
シ
ク
減
セ
ラ
レ
度
候

追
テ
本
文
博
習
人
諸
規
則
等
ノ
儀
ハ
更

二
営
局
へ
合
議
相
成
候
様
致
度
候

〔手
書
き
〕
（
『
＿音
監
鍔
伺
書
類
』
明
治
十
五
年
上
）

也

懸
案
中
の
各
府
県
派
出
伝
習
生
案
は
、
明
治
十
七
年
四
月
実
現
の
運
び
と
な
る
。

音
楽
取
調
掛
監
事
の
署
名
で
次
の
よ
う
な
伺
い
文
と
と
も
に
、

各
府
県
長
官
宛
「
府

縣
派
出
音
楽
習
生
募
集
案
」
を
提
出
し
た
。

各
府
縣
二
於
テ
追
々
音
楽
唱
歌
施
設
之
見
込
ヲ
以
テ
従
来
該
教
員
聘
用
之
儀

本
掛
へ
頼
厳
ノ
向
モ
不
勘
井
二
又
該
施
設
ノ
計
壼

二
関
シ
博
習
人
ヲ
派
出
シ
音

架
博
習
ヲ
受
度
旨
依
頼
ノ
為
照
會
致
来
候
向
モ
陸
績
有
之
然
ル
処
右
教
員
應
聘

之
者
ハ
固
ヨ
リ
末
夕
無
之
侯
処
博
習
人
派
出
依
頼
ノ
義
モ
時
々
匿
々

二
相
成
自

然
是
ガ
為
ニ
―
人
一
級
ヲ
設
ケ
ザ
ル
ヲ
得
ザ
ル
如
キ
非
常
ノ
不
都
合
ヲ
醸
成
候

ヨ
リ
其
依
頼
二
應
シ
難
キ
場
合
モ
有
之
到
底
此
儘
ニ

テ
ハ
各
府
縣
二
於
テ
モ
該

科
施
設
準
備
モ
難
相
立
儀
二
有
之
侯
就
而
者
今
般
別
紙
甲
按
ヲ
以
テ
各
府
縣
ヘ

照
會
相
成
同
乙
按
ヲ
以
テ
官
報
及
府
下
二
三
ノ
新
聞
へ
廣
告
相
成
大
凡
二
十
五

名
ヲ
限
リ
博
習
生
募
集
相
成
候
様
致
度
尤
モ
右
関
係
ノ
経
費
ハ
素
ョ
リ
少
額
二

候
得
者
本
掛
豫
定
額
中
ヨ
リ
支
弁
可
致
見
込
二
有
之
候
条
此
段
至
急
仰
裁
可
候

甲
按文

部
省
音
架
取
調
掛
長

文
部
省
書
記
官
伊
澤
修
二

各
府
縣
長
官
宛

兼
テ
諸
府
縣
―
―
於
テ
音
楽
唱
歌
施
設
之
見
込
ヲ
以
テ
音
楽
博
習
人
派
出
依
頼

越
候
向
有
之
虞
其
照
會
匿
々
相
成
取
扱
上
不
都
合
不
勘
二
付
来
九
月
右
入
學
許

可
致
見
込
二
候
間
貴
府
縣
二
於
テ
モ
別
記
之
條
項
参
覧
之
上
右
派
出
之
有
無
共

来
六
月
三
十
日
限
御
申
越
有
之
度
此
段
及
御
照
會
侯
也

別
記
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以
上

第

一

學
識

第

一

年

齢

第
一
＿
技
藝

第
四
學
習
期
限

普
通
ノ
教
育
ヲ
受
ケ
タ
ル
者

十
六
年
以
上
三
十
年
以
下
ノ
男
若
ク

ハ
女

雅
架
又
ハ
俗
曲
ヲ
心
得
タ
ル
者
ハ
更
ニ
ヨ

シ

壱
ケ
年
以
上
滞
在
見
込
ノ
者

乙
按

来
九
月
音
楽
博
習
生
二
十
五
名
ヲ
限
リ
試
験
ノ
上
入
學
ヲ
許

ス
因
テ
諸
府
縣

ニ
於
テ
右
博
習
生
派
出
致
度
向
ハ
左
ノ
諸
項
相
心
得
来
ル
六
月
三
十
日
迄
二
本

掛
へ
申
出
ベ
シ

第

一

學

識

普

通

ノ
教
育
ヲ
受
ケ
タ
ル
者

第
二
年
齢
十
六
年
以
上
三
十
年
以
下
ノ
男
若
ク
ハ
女

第

三

技

藝

雅

架

又
ハ
俗
曲
ヲ
心
得
タ
ル
者
ハ
更
ニ
ヨ
シ

第

四

學

習

期

限

壱

ケ
年
以
上
滞
在
見
込
ノ
者

右
之
外
更
二
詳
細
規
則
等
承
知
致
度
向
ハ
直
チ
ニ
本
掛
へ
照
會
ア
ル
ヘ
シ

明
治
十
七
年
四
月

（『
昔
監
鰹
伺
書
類
』
明
治
十
七
年
）

こ
の
案
文
は
問
題
な
く
裁
可
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
応
募
し
た
十
四
府
県
派
遣
生

は
、
十
七
年
九
月
九
日
に
入
学
試
験
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
試
験
科
目
は
数
学
、

作
文
、
唱
歌
、
読
書
、
既
修
楽
器
な
ど
。
こ
の
結
果
女
子
二
名
が
及
第
し
た
。
し
か

し
年
々
応
募
す
る
派
遣
生
が
増
え
る
に
従
っ
て
合
格
者
も
多
く
な
り
、
彼
ら
は
一
年

間
の
養
成
の
の
ち
そ
れ
ぞ
れ
所
属
府
県
に
帰
り
、
唱
歌
教
員
と
し
て
活
躍
し
た
。
こ

の
制
度
は
東
京
音
楽
学
校
の
師
範
科
を
導
く
母
体
と
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

本
郷
元
冨
士
町
文
部
省
用
地
内

文
部
省
音
架
取
調
掛
〔
手
書
き
〕

（
七
）
音
楽
取
調
掛
に
お
け
る
音
楽
教
育
の
経
過
報
告

告
者
伊
澤
修
二

音
架
唱
歌
博
習
ノ
事

音
楽
取
調
ノ
事
業
ハ
管
二
理
論
上
二
之
ヲ
討
究
シ
若
シ
ク
ハ
之
ヲ
言
語
詞
章

J
問
二
求
ム
ベ
カ
ラ
ズ
特
二

実
際
演
奏
上
二
就
テ
之
ガ
討
究
ヲ
要
ス
ル
事
甚
夕

多
シ
故
二
本
掛
所
撰
ノ
歌
曲
ノ
如
キ
モ
実
際
試
施
校
訂
ス
ル
ニ
非
ザ
レ
バ
其
可

否
得
失
ヲ
察
ス
ル
能
ハ
ズ
且
教
師
傭
入
期
限
モ
僅
々
数
年
二
属
ス
レ
バ
タ
ト
ヒ

其
尽
力
非
常
二
出
ツ
ル
モ
限
リ
ア
ル
年
月
ヲ
以
テ
限
リ
ナ
キ
大
業
二
就
キ
絶
大

ノ
効
績
ヲ
奏
ス
ル
ハ

殆
ド
望
ム
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ニ
近
シ
因
テ
従
来
我
図
ノ
音
楽

ニ

習
熟
ス
ル
者
ヲ
シ
テ
其
術
ヲ
博

ヘ
シ
メ
バ
将
来
我
邦
音
楽
ノ
上
進
ヲ
計
ル
ノ
第

一
歩
タ
ル
ベ
キ
ヲ
以
テ
明
治
十
三
年
九
月
本
掛
二
於
テ
音
架
博
習
人
三
十
名
ヲ

募

ル
此
募

二
應
ジ
能
ク
及
第

ス
ル
者
二

十
二
人
ア
リ
則
其
十
月
之
二
入
學
許
可

ヲ
典
フ
同
十
四
年
二
月
更
二

之
ヲ
募
リ
試
瞼
ヲ
経
能
ク
試
格

二
適
ス
ル
者
十
二

人
ナ
リ
乃
チ
之
二
博
習
仮
許
可
ヲ
典
フ
爾
後
其
勤
學
効
ア
ル
ヲ
以
テ
本
許
可
ヲ

興
ヘ
タ
リ
後
更
二
諸
府
縣
ョ
リ
召
募
二
應
ゼ
ン
ト
ス
ル
者
マ
タ
少
カ
ラ
ズ
ト
雖

ト
モ
其
人
員
既

二
満
ル
ヲ
以
テ
之
ヲ
許
ス
ヲ
得
ザ
リ
キ
因
テ
同
十
五
年
二
月
マ

夕
之
ヲ
募
ン
ト
セ
シ
ニ
裁
可
延
遷

二
及
ビ
加
フ
ル
ニ
本
年
ハ
教
師
メ
ー
ソ
ン
氏

賜
暇
帰
國
掛
長
學
事
巡
視
出
張
等
ノ
事
故
ヲ
以
テ
之
ヲ
延
ス
但
シ
本
年
九
月
諸

府
縣
派
出
師
範
學
科
取
調
員
拾
七
名
通
學
ヲ
許
シ
外
二
東
京
女
子
師
範
學
校
女

教
員
及
京
都
府
派
出
唱
歌
博
習
員
等
二
入
學
ヲ
許
ス
同
十
六
年
二
月
博
習
生
三

十
名
ヲ
募
ル
其
試
格

二
適
ス
ル
者
十
二
名
二
入
學
ヲ
許
ス
尋
テ
更
二
埼
玉
、
福

島
、
滋
賀
三
縣
派
出
唱
歌
博
習
生

二
入
學
ヲ
許
ス
博
習
生
中
本
掛
二
登
用
シ
タ

ル
者
ハ
明
治
十
四
年
二
月
四
人
同
九
月
一
人
同
十
五
年
三
月
二
人
十
二
月

一
人

ア
リ
或
ハ
助
教
員
卜
為
シ
或
ハ
助
手
員
卜
為
ス
同
十
六
年
四
月
長
野
縣
下
上
田

明
治
十
七
年
、
報
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中
學
校
二
聘
セ
ラ
ル
ヽ
者
一
人
ア
リ
同
七
月
府
縣
派
出
師
範
學
科
取
調
員
十
一

人
及
埼
玉
福
島
二
縣
派
出
唱
歌
博
習
生
二
人
都
合
十
三
人
二
唱
歌
風
琴
等
等
若

干
曲
卒
業
證
状
ヲ
附
典
ス
同
月
二
年
後
期
博
習
生
三
人
三
年
後
期
同
三
人
合
六

人
二
見
習
生
ヲ
命
ス

東
京
師
範
學
校
二
於
テ
ハ
明
治
十
三
年
四
月
附
属
小
學
校
生
徒
二
博
習
ヲ
始

ム
同
七
月
本
科
第
二
級
二
博
習
ヲ
始
ム
同
十
五
年
二
月
豫
科
生
二
之
ヲ
始
ム
同

十
六
年
九
月
一
般
二
及
ボ
ス
方
今
唱
歌
ヲ
習
學
セ
ル
生
徒
ノ
現
敷
ハ
本
校
生
徒

百
三
拾
五
人
附
属
小
學
生
徒
百
九
拾
五
人
合
計
三
百
三
拾
人
ト
ス

東
京
女
子
師
範
學
校
二
於
テ
ハ
明
治
十
三
年
四
月
本
科
生
及
附
属
小
學
生
二

博
習
ヲ
始
ム
同
十
四
年
二
月
豫
科
生
二
之
ヲ
施
シ
同
九
月
幼
稚
園
二
及
ボ

ス
方

今
唱
歌
ヲ
習
学
セ
ル
生
徒
ノ
現
敷
ハ
本
科
百
零
一
人
附
属
高
等
女
學
科
生
（
旧

豫
科
生
徒
）
百
零
壼
人
同
小
學
生
二
百
九
拾
人
同
幼
稚
園
生
百
六
拾
六
人
合
計

六
百
五
拾
八
人
ト
ス
學
習
院
二
於
テ
ハ
明
治
十
四
年
九
月
長
年
生
幼
年
生
及
女

生
徒
二
唱
歌
博
習
ヲ
始
ム
方
今
業
ヲ
受
ク
ル
生
徒
ノ
現
敷
ハ
男
子
百
九
人
女
子

四
十
六
人
計
百
五
拾
五
人
ト
ス

抑
両
師
範
學
校
生
徒
二
唱
歌
博
習
ヲ
始
メ
タ
ル
ハ
前
二
陳
述
セ
ル
如
ク
賓
際

試
施
ヲ
要
ス
ル
ヲ
以
テ
之
ヲ
開
キ
シ
モ
ノ
ナ
リ
故
二
最
初
即
チ
明
治
十
三
年
ニ

在
テ
ハ
狡
音
ノ
方
法
ョ
リ
漸
次
八
音
ノ
結
合
等
二
至
リ
皆
自
然
ノ
順
序
二
従
ヒ

テ
音
竪
稜
育
ノ
大
要
ヲ
授
ク
ル
ニ
止
レ
リ
同
十
四
年
二
在
テ
盆
早
音
歌
曲
ノ
体

ヲ
成
ス
ニ

至
リ
稽
進
歩
ヲ
占
ム
同
十
五
年
二
在
テ
ハ
複
音
ョ
リ
和
竪
ノ
初
歩
二

入
ル
ノ
地
位
二
至
リ
其
進
歩
見
ル
ベ
キ
ヲ
致
セ
リ
同
十
六
年
二
至
テ
ハ
則
チ
本

掛
制
定
ノ
規
則
二
依
テ
之
ヲ
博
習
シ
遂
二
音
楽
唱
歌
ヲ
以
テ
正
科
ノ
一
卜
為
ス

ニ
至
レ

リ
各
校
進
歩
ノ
情
況
二
就
テ
之
ヲ
云
ハ
ゞ
東
京
師
範
學
校
生
徒
ハ
博
習

ノ
時
間
二
乏

シ
ト
雖
モ
マ
タ
其
學
業
ノ
素
ア
ル
ヨ
リ
音
楽
ノ
理
義
ヲ
解
ス
ル
ニ

易
ク
為
二
自
助
ノ
益
ヲ
得
進
歩
J
速
カ
ナ
ル
ヲ
致
セ
リ
女
子
師
範
學
校
生
徒
ハ

女
子
ノ
質
ト
シ
テ
音
竪
ト
イ
ヒ
氣
韻
ト
イ
フ
モ
自
然
音
楽
二
適
ス
ル
ト
コ
ロ
ア

リ
特
二
進
歩
ノ
著
明
ナ
ル
ヲ
致
セ
リ
両
附
属
小
學
校
及
幼
稚
園
生
徒
ノ
如
キ
ハ

最
モ
年
歯
二
富
ミ
皆
人
声
愛
轄
ノ
以
前
二
属
ス
ル
ヲ
以
テ
音
声
鍛
錬
ノ
最
好
時

節
二
在
リ
加
之
其
修
學
年
間
ノ
緩
長
ナ
ル
ヨ
リ
唱
歌
ノ
博
習
モ
マ
タ
緩
ニ
シ
テ

密
ナ
リ
故
ヲ
以
テ
其
進
歩
モ
マ
タ
正
営
ノ
順
序
二
出
テ
嘆
賞
二
堪
ヘ
ザ
ル
ナ
リ

且
唱
歌
博
習
以
来
自
然
体
育
上
及
徳
育
上
二
感
化
ヲ
及
ホ
シ
タ
ル
ハ
既
二
見
ル

ベ
キ
所
ア
ル
モ
ノ
ヽ
如
シ
學
習
院
二
唱
歌
博
習
ヲ
開
キ
シ
ハ
本
来
該
院
ノ
依
頼

二
由
リ
本
掛
助
教
員
唱
歌
授
業
術
研
究
ノ
為
臨
教
ス
ル

ト
コ
ロ
ナ
リ
本
院
生
徒

ハ
華
族
ノ
子
弟
多
キ
ニ

居
リ
美
術
上

二
於
テ
ハ
自
ラ
高
等
ノ
氣
韻
ヲ
有
ス
ル
者

J
如
ク
ニ
シ
テ
マ
タ
其
進
歩
モ
大
二
観
ル
ベ
キ
モ
ノ
ア
リ

洋
琴
ハ
音
楽
各
科
ノ
基
礎
ト
ナ
ル
ベ
キ
モ
ノ
ニ
シ
テ
荀
モ
音
楽
ヲ
以
テ
専
門

ト
ス
ル
モ
ノ
ニ

ハ
最
モ
欠
ク
可
ラ
ザ
ル
所
ノ
モ
ノ
ナ
リ
是
ヲ
以
テ
本
掛
二
於
テ

ハ
齊
シ
ク
之
ヲ
各
生
徒
二
課
シ
其
博
習
ヲ
務
メ
タ
リ
従
来
本
邦
人
中
能
ク
此
教

授
二
任
ス
ベ
キ
モ
ノ
ナ
ク
営
初
ハ
メ
ー
ソ
ン
氏
之
ヲ
博
習
シ
タ
リ
シ
ガ
幸
二
瓜

生
繁
女
ノ
米
國
二
於
テ
該
科
ヲ
卒
業
シ
帰
國
シ
タ
ル
ニ
ヨ
リ
方
今
二
在
リ
テ
ハ

専
ラ
同
人
之
ヲ
教
授
シ
其
進
歩
モ
大
二
見
ル
ベ
キ
モ

ノ
ア
ル
ヲ
致
セ
リ
又
其
調

律
ハ
能
ク
音
律
二
達
ス
ル
モ
ノ
ニ
非
レ
ハ

得
テ
能
ハ
ザ
ル
所
ナ

レ
ト
モ
本
掛
助

教
員
中
其
技
術
ヲ
博
習
シ
テ
調
律
ヲ
負
握
シ
得
ル
モ
ノ
ア
リ
為
メ
ニ
外
國
人
ヲ

招
ぎ
プ
巨
多
ノ
調
律
料
ヲ
支
出
ス
ル
ヲ
要
セ
ザ
ル
ニ
至
レ
リ
是
レ
音
二
理
財
上

ノ
論
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
又
以
テ
音
楽
進
歩
ノ
一
端
ヲ
證
ス
ル
ニ
足
ル
ベ
シ

管
絃
楽
ハ
西
園
ノ
音
楽
中
最
高
ノ
地
位
ヲ
占
ム
ル
モ
ノ
ナ
リ
故
二
本
掛
二
於

テ
ハ
本
邦
ノ
雅
楽
二
熟
セ
ル
者
其
他
音
楽
ニ
オ
ア
ル
者
二
此
楽
ノ
博
習
ヲ
施
セ

シ
ニ
教
師
メ
ー
ソ
ン
氏
能
ク
カ
ヲ
絃
二
端
シ
博
習
人
ノ
進
歩
見
ル
ベ
キ
ヲ
致
セ
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リ
メ
ー
ソ
ン
氏
帰
國
ノ
後
ハ
猫
逸
國
音
楽
教
師
エ
ッ
ケ
ル
ト
氏
特
二
来
リ
テ
其

業
ヲ
執
リ
教
導
頗
ル
厳
励
ナ
リ
是
ヲ
以
テ
方
今
ハ
只
管
教
師
ノ
手
二
俯
ラ
ズ
楽

譜
ノ
ミ

ニ
依
テ
楽
曲
ヲ
演
奏

シ
得
ベ
キ
ノ
地
位
二
至
レ
リ
抑
此
管
絃
楽
ヲ
以
テ

公
衆
ノ
會
同
セ
ル
席
上
二
演
奏
シ
タ
ル
ハ
明
治
十
四
年
五
月
皇
后
宮
東
京
女
子

師
範
學
校
二
行
啓
ノ
節
ヲ
始
ト
シ
テ
爾
後
音
楽
取
調
成
績
報
告
會
両
師
範
學
校

春
秋
卒
業
式
學
習
院
等

二
於
テ
之
ヲ
演
奏
シ
屡
中
外
人
ヲ
駕
嘆
セ
シ
ム
ル

ニ
至

レ
リ
管
絃
楽
博
習
人
中
進
歩
ノ
特
二
著
シ
キ
ハ
伶
官
出
身
ノ
輩
ナ
リ
抑
我
朝
ハ

二
千
五
百
有
餘
年
大
統
連
綿
タ
ル
図
体

ニ
シ
テ
雅
楽
モ
為
二
其
成
立

ヲ
久
シ

ウ

ス
ル
ヲ
以
テ
古
来
伶
官
ノ
職
ア
リ
世

々
相
襲
ヘ

リ
故
ヲ
以
テ
其
耳
力
即
チ
音
律

聴
別
カ
ノ
鋭
敏
ナ
ル
事
非
常
ナ
リ
蓋
シ
音
楽
唱
奏
ノ
細
法
二
至
テ
ハ
彼
我
東
西

J
間
小
差
ナ
キ
ニ
非
ス

ト
雖
モ
音
楽
作
用
ノ
自
然

二
於
テ
ハ
古
今
天
下
ノ
異
ナ

ル
ト
コ
ロ

ナ
キ

ニ
ョ
リ
雅
楽
ヲ
練
習
セ
ル
耳
カ

ヲ
以
テ
西
國
管
絃
楽
ヲ
練
習
ス

ル
ノ
峯

モ
障
ナ
キ
ノ

ミ
ナ
ラ
ズ
ナ
ホ
其
進
歩
ノ
特
二
較
著
ナ
ル
所
以
ナ
リ

〔
手
書
き
〕
（
『
＿
音
榮
取
調
掛
成
績
申
報
書
』
明
治
十
七
年
、
草
稿
）

参
考
資
料
ー

中
村
専

『
和
槃
學
ノ
ー
ト
』

メ
ー
ソ
ン
は
伝
習
生
の
中
で
特
に
優
秀
な
中
村
専
お
よ
び
鳥
居
沈
と
雅
楽
部
の
伶

人
上
員
行
、
奥
好
義
、
辻
則
承
、
東
儀
彰
質
ら
に
対
し
、
和
声
の
特
別
講
義
を
行
っ

た
。
こ
れ
は
日
本
に
お
け
る
最
初
の
和
声
授
業
で
あ
る
。
和
声
的
感
覚
の
な
か
っ

た

日
本
人
に
そ
れ
は
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
、
浸
透
し
て
い
っ
た
か
、
そ
の
受
容
過
程

の
研
究
上
重
要
な
資
料
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
メ
ー
ソ
ン
の
講
義
は
英
語
で
行
わ
れ

た
。
中
村
専
も
英
語
で
書
き
取
っ
て
い
る
。
彼
女
は
第
一
回
（
明
治
十
三
年
十
月
入

学
）
の
音
楽
取
調
掛
伝
習
生
で
、
等
、
ビ
ア
ノ
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
に
秀
れ
、
英
語
も

達
者
で
あ
っ
た
た
め
、
メ
ー
ソ
ン
に
大
変
気
に
入
ら
れ
た
。
メ
ー
ソ
ン
は
通
訳
官
の

岡
倉
覺
三
（
天
心
）
を
さ
て
お
き
、
彼
女
の
通
訳
で
授
業
を
し
て
い
た
と
の
こ
と
で

あ
る
。
明
治
十
四
年
九
月
か
ら
助
教
と
し
て
英
語
と
等
を
教
え
て

い
る
。
メ
ー
ソ
ン

は
帰
国
に
際
し
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
持
参
し
た
愛
用
の
燭
台
つ
き
ピ
ア
ノ
を
中
村
専
に

贈
っ
た
。
こ
の
ピ
ア
ノ
は
現
在
東
京
芸
術
大
学
の
芸
術
資
料
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い

る
。
彼
女
は
の
ち
に
東
京
師
範
学
校
長
高
嶺
秀
夫
夫
人
と
な
っ
た
。
高
嶺
秀
夫
は
明

治
三
十
七
年
か
ら
四
十
年
ま
で
東
京
音
楽
学
校
校
長
を
つ
と
め
た
。
現
音
楽
学
部
の

助
教
授
土
田
英
三
郎
氏
は
高
嶺
秀
夫
・
尊
子
夫
妻
の
曾
孫
に
当
る
。
そ
の
関
係
で

こ

の
『
和
磐
學
ノ
ー
ト
』
は
土
田
家
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
。

Int
erva
ls, 

L
ec
ture
〔
芸
沖
岸
汽
〕

N
o
.
 1
 

P
r
i
me,
 S

econd, 
T
h
i
r
d
 

M
ajor 
a
n
d
 M
i
n
o
r
 Third. 

N
o
.
 2
 

Int
erv
a
ls 
of 
fourth, 
fifth 
a
n
d
 sixth. 

N
o
.
 3
 

S
eve
nth, 
O
ctav
e
,
 Triad. 

N
o
.
 

4
 

Inver
ti
o
n
s
 of
 th
e
 Int
ervals. 

N
o
.
 

5
 

Inv
e
rti
o
n
s
 C
o
ntin
u
e
d. 

T
h
e
 S
ev
e
n
t
h
 ch
ord
 o
f
 5!!: 
d
egr
ee
,
 R

eso
lu
ti
o
n. 

N
o
.
 

6
 

T
h
e
 N
a
tura
l
 R
ela
ti
o
n
 
o
f
 the
 Triad•Natural 

P
ro
gression. 

N
o
.
 7
 

P
r
o
g
r
ession 
C
o
n
t
i
n
u
ed. 

N
o
.
 

8
 

Differen
ce b
etw
e
e
n
 P
o
sition of T
r
i
a
d
 a
n
d
 Inversion. 

N
o
.
 9
 

Different 
m
o
ve
m
ents 
of 
parts 
or 
v
oic
es. 

N
o
.
 
10 
T
he
 C
h
o
rd 
o
f
 Ninth. 

N
o
.
 
11 
T
h
e
 P
a
ssing 
N
o
t
e
.
 

N
o
.
 

1
2
 

P
r
a
cti
ca
l
 E
x
ercises 
o
f
 h
u
m
a
n
 v
o
ice
s. 
Interval. 

N
o
.
 1
3
 

T
h
e
 S
y
st
em
a
t
i
c
 R
e
v
ie
w
 of 
H
a
r
m
o
n
y
.
 

N
o
.
 

1
4
 

T
h
e
 U
se 
of 
I
n
versio
ns. 
Si
x
 four 
chord. 

N
o
.
 

1
5
 

H
a
r
m
o
ni
c
 M
i
n
o
r
 S
ca
le
.
 

N
o
.
 1
6
 

T
h
e
 Illustration 
of 
M
i
n
o
r
 M
a
j
o
r
 S
emitone. 

N
o
.
 

1
7
 

T
h
e
 Int
erv
a
ls.
 

N
o
.
 1
8
 

P
erfect 
a
n
d
 l
m
p
erf e
ct 
C
o
n
chords. 

D
i
stinction 
of 

65 第2節 音楽取調掛の事業



No. 19 Conchords and Minor Illustration. 

No. 20 Harmonic illustration of word Transposition, 

Modulation, Transition. 

No. 21 Elementary Review of Harmonies. 

End 

Thursday 15世Sep.1881. 

1 o'clock P.M. 

Music Sehl. Hongo 

Harmony 

戸 lecturegiven by Prof. L. W. Mason 

／し＿

From Prime to Octaves. 

兎んな

「n 三こ―
Prime means keeps the same 

As, prime, second, third, etc. 

Major & minor from Latin; major greater, minor less. 

place 和音 or同意音

nd 2~ Interval 

三二三--ン-＿＿
nd. 

In naming, there will be two ways, one way, in 2~ interval 

counting, tone, tone, semitone, tone, tone, tone, semitone. 

While the other counting up with the lines, which distin-

guishes, major & m~nor of which Roman number indicates 

the major I IV V I, and other small ones for minor. 
rd 3~ Interval as follows. 

rd 3~ Interval 

II 

9
9
 

（お
8
1
~
6
l
8
t
)

,I,

。N
i止
臼
茫
H

喜
喜
憮
憐
凪



ンーJ[ 巫 j/I/I/II f,/I I 

Obs. This is Prof. Mason's idea, in order to anticipate major 

& minor quickly by knowing, always notes in spaces are 

major and on lines are generally minor. 

In counting by lines, as 1 to 3 will be 3 tones, as it is 

called & contains two whole tones but 2 to 4 will be 3 

tones & contains one tone & half and so it is called minor, 

bei~g former major. Therefore 1 to 3, 4 to 6, 5 to 7 & i 
to 3, etc. are called major of perfect intervals. 

In this way counting up by one in space & one by lines 

of which later indicates the most important of harmony 

called major & minor third. 

First lecture ended at 3 P.M. 
nd rd Discription of between 2~ & 3~ Intervals. 

5, 6, 7, 1 - Soprano 

3, 4, 2, 3―Alto 

1, 4, 5, 1 - Base 

Saturday 11. A.M. 

Sep.晨 1881.

Second Lecture 

Fourth, Fifth, Sixth 

In Germany used organ or wind instrument instead of 

piano or string instruments. In London, New College found 

out the human voice the very best, the next will be organ. 

In fourth, there are two ways, instead of calling 

major and minor call it perfect or imperfect. 

麟苧”
Here 1 to 4, 2 to 5, etc. has two 

tones & half except 4 to 7 which 

has 3 whole tones. So it is called 

pluperfect or imperfect & others are 

巴 ・

Pluperfect means greater perfect being much than others. 

Sometimes pluperfect or augmented fourth. 

Japanese music are generally tuned up in perfect fourth. 
th ・ No pluperfect, in reason of having no 7':E in our music. 

In Europe formerly sang the fourth, fifth, and octaves for 

best. But development of Harmony at present, found out 

that these are all connected too sweet, too much pleasant. 媒

Therefore when也匹 comesin makes major and minor 苔
& varieties of tones will intermix the sound so at present 班

匿
use third for best. 

th 喜
Fourths are all concord except 4 to 7-． 甘ill

Strangers wonder remarkably in Japanese music_ is that 振
th thc  

almost string instruments tuned up_ in. perfect 4'::!!_ & 5'::!!_. i 
th rth 

At ancient times in Europe used 4'::!!_ 5'::!!_ & octave for part 

smgmg. 
じ

“3 



Interval Fifth 

fifth 

No. 3. Thursday P.M. 1 o'clock. 

Sep. 2羞 1881.

Music Hall 

＿ r-ロ-ヒ

Here 1 to 5; three whole tones & 

half except 7 to 4; only one, called 

diminished fifth. 

Fifth very important, being 

triad in it or forms the triad. 

Interval Sixth 

Sixth, like third, which will be said 

major & minor. 

In this Sixth Interval 4 major & 3 

minor; just opposite of third which 

is 4 minor & 3 major. 

Sixth is concord major & minor. Don't 

call it perfect and imperfect. 

冒ブ ー

Lecture in Harmony 

continued. 

Here now, we have passed intervals prime, second, third, 

fourth, which is called perfect & imperfect instead of 

major and minor, & sometimes imperfect is called !ti_竺
~ on reason of 3 whole tones which is much or 

greater than others so it is sometimes augumented_ four_!h. 

Fifth very important, nothing remarkable, except 7 to 4 

which is called diminished 5也
Sixth is also called major & minor. (illustrated on next 

page.) 
th 

Exercise to show 4~ degree (Round) of 4 to 7 which 

is pluperfect. 
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Sixth, being called major & minor of counting intervals, 

1 to 3 a major third, 1 to 6 is major sixth, while in other 

way, using也!_~, which will be between 2 and 3 and 5 

and 6, will be always made..!三 byflatting 3 and 6 

from major scale. 

口
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Seventh 

Seventh very important, also 

distinguished by major and minor. 

At first degree from 1 to 7 is 

major seventh, 2nd degree minor; 
th 3 minor, 4'=-'major; 5 minor; 

th 6'=-'minor; 7 minor. 

Only 2 majors,（戸 degree& 
th 4~ degree.) Rest are all minors. 

Five whole tones and one 
th 

semitone which make up 6—,by 
counting lines will be 7 

th 
―,is 

called major seventh. In minor 

4 whole tones, 2 semitones. half 

tone less. 

ニー二言ニ一タ
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Octaves 

are per£ ect so we need not, pass on. 
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minor with small figures. (Except one degree from 

seventh to fourth ; is minor third with diminished fifth.2 

This is only one execpted. 

Most important of all. 

Then these triads are distinguished of 

diminished fifth. 

and 

Triad 

Triad consisted of maJor 
third and per£ ect fifth is 

called both major & perfect, 
so it is marked with Roman 

capital number. 

All others are marked ma-

jor, with Roman 

()王三クさ迄J 冑
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major & minor, 
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Here now adding the seventh; in 1竺 degree,consisted of 

major third, and adding seventh will be also major third. 

By comparing 2世 degreewhich will be minor third, and 

minor seventh will be more pleasing to hear than major 

third with major 7':!.'.. th 

This is what the ear recognizes. In order to make pleasant 
st of 1 "--': degree, make it他!_ ~ will make minor seventh of 

which nature gives. (In 1竺degree2 major triads. But by 

~ will be/ major 4 / minor) 

0 )三）
In C always seventh are flattened by the reason of 

(1) On (2) F is raised which is raised third, often 

in simple song. (1) one flat to F and (2) Fl to G. 

These two are natural modulations. 

Finished, the illustration of戸 degreeof using minor 

seventh. 
nd 2~ degree minor third with minor seventh. 
rd 3~ degree the same. 
卯 degreeis like the戸 degree.

th In 5~ degree minor seventh with major tl:i_i_r-4 makes very 
pleasant & very important too. 

th th 
Simply in every easy music uses this, the 7~ of 5:'.: degree. 
In Boston children are taught from their young, naturally 

ーニニ

this 

used 

these harmonic,袖 chordof the 5世degree.

Ninth 

Merely triad or third comes in. 

Eleventh 

Merely third above fifth. 

Tenth is most discussing point of music in Harmony in 

western musical world. So it is left out this time. 

No. 4 Saturday 11 o'clock A.M. 

Sep. 24世1881.

Music Hall 

Lecture in Harmony 

Inversions 

of the Intervals 
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Octaves are all perfect. 

In the 1竺degree,or prime the first C is inverted to its 

octave c which is perfect chords and always octave sound 
nd 

well. 2~ will not sound well in succession, so the inverted 
7th th 
.':!, that is space between d & c will be 7—,these both 
will not sound well. Reason of minor triad. 
rd th 31-21 will sound well in succession, so also inversion 6— 
will sound well too. 
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辿 isperfect but still does not sound 
th. 

inversions. 4~ inverted will be fifth. 
th. 

5— he same th th 
is the same thing opposite 4—, th : will be 4~ inverted. 
In Japanese music, octave prevails, will sound very 

nd,th 
pleasingly, and always avoiding 2一， 4—, 5-, 7—. th th 

Sixth and third will always sound well, in succession. 

Everv simol ・
th nrd 

very simple music, consecutive octaves, 6—,3~ will be 
found. 

In Europe and America consecutive octaves are for-

bidden to use in every music. 
th th Not because like 4~ & 5~. b , but m part smgmg or m tune, 

need different sound or varieties. 

well, so too with 
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Here in simple tune, the 

sense of harmony are 

naturally shown. 
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Always the root is in third 
th or 5~ below. 

rd It is 3~ below, when it is marked 6. 

碑 below,when it is marked~. 

No. 5 Tuesday 1 o'clock P.M. 

Sep. 27色1881.

Music Hall 

Lecture in Harmony 

Inversions 
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In triad, a major and minor are decided by third 

these triads the third is most important. Therefore 

it is mixed or joined with fifth sound major when 
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major third. If it is minor third, why then it 

minor triad. Marked 4, 5, 6, degrees. 

The tonic naturally modulates into these three chords. 

The octaves will be only triad made in octave higher, so 

I shall need not to write. 
th 1 1 r rth In 7— chord of 5::: degree there will be 4 inversions 

th on reason of four, the 7~ added. Every dischord must be 
resolved by conchord. The four four chords will be resolved 

by triad. The chord of 7嵐alwaysleads into tonic. 

will be 
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No. 6 Thursday 29庄Sept.1881. 

1 P.M. Music Hall. 

Lecture in Harmony 

The Natural 

Relation of the Triads 
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From tonic, the chords of the幽 andfifth degree are 

taken out. The reason of I IV V are so well related is 

that scale is related or related chord. 

As before said, the chord, of 7色always~esolve to tonic. 
th The rule is always 7~ lead up to 1 and 4 or (yo) 

comes down to 3 or (mi). 

Here in this chord the G is binding chord or tone. 
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These 4 (succession) (consecutive) of chords are called 

tetrachord. Of which naturally from up tetrachord of C, 

the first tetrachord of G scale is shown. From upper part 

of G scale produce the F scale. 

-“玉／ぷ／←

ニロニ二I Iパ ／¢ 1瓜 ／j///,1 I l',r /~ん‘ /i /

This is the natural progression of from tonic to subdominant 

and from tonic to dominant. From tonic to subdominant 

will be the C binding note or tone. From tonic to dom-

inant will be consecutive fifth, not good succession. G the 

binding tone. Only these object to show is to produce 

smoothness of succession of most pleasantly melting. 

No. 7 Saturday 11 A. M. 
戸 Oct.1881. 

Music Hall 

Lecture 

in Harmony 

Progression of Chord 

continued. 

The book about eighty years ago 

progression, how its sound will be. 

says, don't mind the 

In progression, there 

must be starting place, the motion and rest. And it often 

rests in tonic, or dominant. When e（ホ） isconnected 

or binding tone, then it is a minor. G Sharpened. 
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Tuesday 1 P.M. 
th 4~ Oct. 1881. 
Music Hall 

Lecture 

in Harmony 

Difference between position 

of Triad & Inversion 

Marked es X in No. 1 of last exercise means the common 

chord or chord doubled, so it may be called triad. In 
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movements 

of contrary 

direction 

one in space. Interval歪＆ 5世areboth notes on 

or either both spaces. 

Tenth be the same as thirds. Strongest of all 

chord is fundamental position of tonic. W eakes! 

position of 2 
nd. 
- 1nvers10n. 

lines 
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~o. 1 Exercise shows in::ersions with fixed position. Wh{_:I_; 

i is highest will be戸 position. When 3 highest 2 
nd 

rd position. When 5 highest 3:.':1 position. Lowest note deter-

mines the inversions. Highest note determines the positions. 

In counting the triad, when it is opened, make it close 

to lower & make triad. In movements, great varieties 
rd th 

can be produced. In movements between 3~ & 6—,the 
fifth usually comes in between them.〔右段の譜例〕

There are three movements. Oblique, contrary, paralleL One 
rd th 

of the best to form children is, in singing, 3—& 6—,that 
which is very easy and not troubled in producing hard, 

unpleasant sound of which Prof. Mason's charts'great 
th th. 

success. Intervals of 4~ & 6~ lies one note in line and 
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No. 9 Saturday. A.M. 

辿 Oct.1881. 

Music Hall 

Lecture 

in Harmony 

Movements of different parts or voices 

In motion, first the parrallel only up and down. Then the 

similar motion which is going up and down along with 

different spaces or intervals. Contrary movements oblique 
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movements etc. 

6 & 3 rd. ~ interval runs often in parrallel. In running 
rd th 

six & 3—,there the 5~ comes in between them which 

makes similar motion. These are great many found found 

in melodies or progression. German call these the natural 

harmony or natural progression. 

Saturday A.M. 

Oct. 22~ 81. 
Lecture in Harmony 

The chord of Ninth 

Only the chord of fifth of ninth are generally 

music. 

used in 
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The Passing Note 

In melodies sometimes found the note which belongs to 

chord will be based upon their general base or chord. But 

sometimes found which does not belongs to chord which 

those are called passing note. Always give竺竺世 ofwhich 

it belongs to chord or based upon. Unac_c:~n__1:_ belongs to 
passing note. Sometimes it is necessary to put passing note 

to the accented part which is exception. 
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Tuesday. A.M. 
th 

Oct. 25~ 81. 
Lecture in Harmony 

Passing Note 

continued. 

The question of which sometimes necessary to put passing 

note to the accented part. Its illustration on next page. 

Gives strong accent to each notes which is unfitted to the 

Base. 

These note used to indicate peculiar accent 

Apoggiatura = Fore note, Leaning note. 

The Bases are always less ornamented than upper or treble 

clef£. 

1S called 

" u 
戸・

l J ～ ヽ
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On next page gives the certain melody will be accompa-

nied by bases, first if it is only base with lowest tone & 

melody with up staff, it will sound just good enough, 

but it gives not much taste. If it be done as it is in middle 

staff, it will be very best. And makes the beginning of 

R.D. 
These two slured notes counters to one base & it is 

called counterpoint. 

There are 5 counterpoints connection 

found so much in music that almost 

counterpoints with harmonic. 

with 

whole 

harmony & 

music with 
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No. 12 Thursday P.M. 

Oct. 2他 81.

Music School 

Lecture in Harmony 

Practical Exercises & Human Voice 

In Europe and America, where cultivated music prevails, 

the voices of men & women are always sung in octave. 



But sometimes in writing there will be some difference. 

The interval called second, will stand always second where 

the notes will be, only if it is, say from c to d or any 
rd th th other intervals of 3~ 4~ 5— etc. if their sound is at each 

interval will not mind how much notes will be distanted. 
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On last page marked (3) is the one that gentlemen & 
ladies will go with just six. In other cases in going third 

with ladies & gentlemen, it is not third interval but 

singing them tenth, because the men's voices 

below, ladies will sing three tones higher in 

make just tenth intervals. 

are octave 

third, will 

い→］＝＝
In this case, if lower note 

for ladies, it will be just 

interval. 

If this been the upper note for gentlemen & lower for 

ladies, it will be six intervals. 

So the tenth part is always called the third. 

for gentlemen & upper note 

what have said before. Tenth 

No. 13 Saturday. A.M. 

Oct. 29. 1881 

Music Sehl. 

Lecture in Harmony 

The Systematic 

Review of Harmony 

Triad the bases of all Harmony. 
rd th th 

The common chord consist of 3—, 5—, 6—,and octave. 
The first degree conchord, consisted of 3竺fifth.From 

simple chord of first degree, the three chords are produced. 

And by counting down to last degree of ~ the chords 

will be 21, but essential harmony are I, IV, V; the major 

of which scale consist of. 

The rule of harmony is to use the史咄こ as many 
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The rule in movements of middle part is very little. In 

singing the middle part is most difficult to sing. 

In counterpoints, there is strict style & ~ The 

strict style has no dischord no passing note very square 

music. When passing note enters, it becomes担竺 styleand 

are very extensive in its operation. In simple compositions 

use the triad, leaving the secondary, as也些竺 minors& 

diminished seventh. 

＾ 
全

夕

Essential Harmony of Grand Style 

This kind of very grand & strict style was used to 

be in some large temple or Greek church of older times. 

These essential harmonies will fill up the room & echos 

to the large hall, will be more pleasant than to use the 

passing note or of such small style. 

No. 14 Tuesday. P.M. 

Nov. 1竺'81.

Music Sehl. 

Lecture in Harmony 

The Use of Inversions 

Sixfour chord 

The Sixfour chord comes in very often in music. In No. 1. 

Exercise shows that two Es of which sometimes considered 

dominant & it looks so, still it is not so with this case, 

it is inversion of first degree _ 6 4 chord. 

No. 2. Exercise shows the minor comes in base which 

2 
nd 

gives varieties or ornamented on 2~ part, the minor of 

VI II comes and it is the rule that always ends in Tonic. 

No. 2. Exercise, although it is not very good exercise 

because has no binding tone still it is perfect one. When 

the base goes up as IV V in smoothly, then the melody 
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No. 4 

or upper part heeds no binding note. 

The next exercise (No. 3) is the very old Grecian Lune. 

The very often minor comes in and the f is sharpened on 

reason of minor third into major third. 
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In minor scale, the first degree is a minor, second degree 

diminished 
rd 3~ degree augmented 
th . 

4:'..'minor 

5 
th 
-maJor 

6 
th 
-maJor 
th 7':.!!. diminished fifth with minor triad 

8 octave same as戸 degreegoes on minor diminished & 

so on. 

Harmony Lecture 

The Harmony stands one advanced point of studies over 

general music. As often said the every music consisted of 

from scales, so we write a scale. 

A Scale consist of 8 sounds. Call from 1 

to 2 whole tone and so on. Whole, whole, 

half, whole, whole, whole, half. 

;—2 
These are called the Intervals. Two kinds 

of Intervals. 

1. Scale Interval 

2. Staff Interval 

1. The scale Interval is the difference of pitch between 

two or three sounds on the scale. As 1,2, 2,3, etc. 

2. The Staff Interval is the difference of distance from one 

note to another on the staff. 
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So the prime consist of 2 notes occupies 

same position. If it keeps its degree of 

which it comes from whether sharpened 

or flattened. It may be considered the 

same as like ; 

闊全＃令 i 
< y c 

f必．

二 ニ

Two kinds of primes. 

1. Perfect Prime. 

2. Augmented Prime. 

These are considered the prime. 

In prime, the word Enharmonic often goes with same 

progression that is c# & d ~ s the same thing in keyed 

instruments. These are called Enharmonic. In advancing 

to the chromatic semitones, divide the whole interval into 

9. When it is subdivided, there will be nine commas. 

First four commas will be c # remaining. 5 kommas 

will be one greater than it ought to be. So these are dis-

tinguished by major & minor semitones. In going up or 

down by chromatic that is sharpened or flattened it is 

always minor. Here occurs one difference of comma. This 

explains always c# & d ~ are not in same position. C to 

c# is minor on account of only 4 commas but from c# to 

d has got 5 commas, this called major semitone. 
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1. Motive. 

In motive by which the whole pattern 

of tune is shown at the beginning. 

Two kinds of Motive. 

1. Melodic Motive 

2. Rythmic Motive. 

Cadence 

Resting place 

1. Half Cadence 

2. Whole Cadence. 

Bridge Tone 

Simply a connecting tones from one 

scale to another. 

Scale Interval by Ear 

Staff Interval by Eye. 
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Chant a short tune without Time. 

1. Single Chant 

2. Double Chant. 

Single chant merely has got 2 cadence. Double chant with 

three cadence connected with former. 

In s（いtones,two kinds of calling. 

1. Major & Minor Semitones 

2. Diatonic & Chromatic Semitones 

The a# & b P are same thing in keyed 

instruments whether to say a# or b P. 

In writing down by scales, it will be 

shown on following page. 

When it is chromatically raised, it 

will be chromatic semitone. One whole 

line will be left without anything, jump-

ing to upper c. 

By flattening B, its place will be 

just the same & going up so even which 

the degree of semitones will be different 

And this 

The diatonic 
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No. 17 

, I’ 

Saturday A.M. 

Nov. 19竺81.

Music Sehl. 

Harmony Lecture 

There is one point about interval that I 

want to make distinct. 
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1-3 = Third 
1-4 = Forth 
1-5 = Fifth 
1-6 = Sixth 
1-7 = Seventh 
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1-i = Octave 
1-2 = Ninth 
1-4 = Eleventh 

Page. 
I'’  



Triad is the basis of all harmony. 

、 喜）臼昌〗
V J/7/If f/11 

(2-) (g) 

The seventh the only another third added to the triad. 

If another third be added, it will be ninth. If another be 

added, it is eleventh. So thirteenth and fifteenth succes-
th 

sively. In this case, they are called the 9—or the 11~, th 

but in other cases, they are歪＆ fourth.

So i to 5 be twelfth, but as it is not in the chord, it will 

be simply a旦也

鳳ぞ
る

＊ 

<
 

チ 之

OCT. 

This is important to notice in harmony in making or 

distinguishing bases. If there is a series of tones in the 

same chord, we call it a 9世1饂 etc.

Eleventh is a dischord but sometimes used as in 

cadence. 
th 

Sound really 15—apart will be only a fifth unless in 

a chord. 

The low note or base for gentlemen & treble clef£ for 

ladies, but one c in first degree belong to gentlemen. Tenor. 

Triad of the first degr;e is 10世apartbut it is a 1. 3. 5. 

The contradiction of 4 voice triad is by doubling one 

sound of the triad _ Still remaining a triad. The tenor 

fills up the gap by reinforcing & base is reinforced by 

tenor in 1竺degreeof last exercise. 

戸 Thetenor reinforces the Soprano. 
rd 3~ The Tenor reinforces the Alto. 

The ear judges which of these three will sound the 

best. Which is best to double. This is better than a whole 

book or rules. There is a certain rule on this. 

1. We double the first octave 

Tenor is the longest reach 

2. The fifth 
継
悔
0
班
罠
盗
嵌
憮
涵
N

転

£
8

s

e

 

i

s

 

s

e

L

 

r
 

y

h

a

 d

e

 

a

t

r

 

w

u

>

 

l
n
a
t
．江

e

a

o

n

h

r

 

t
 

e
 

n
 

一

d
 

．江

l

u

h

h
t

t

 

a
 

g
 

h

s

 

t

i

 
e

t

 

e
 

t

n

 

r
 

e

h

i

e

 

g
 

h

t

r

r

 

T

a

s

t

e

 

.

d

e

r

 

t

e

n

f

 

e
c
o
o
.
I
S
 

゜

e

u

 t
e
.
I
t
 

W
d
 

s

o

c

 r
 

r

s

 

，
 

ff 

g

P

i

u

 

゜

n

d

o

 

i

e

r

s

 

h
 

e
 

＞
 

etarthi.IS 

a
 

e
 

m

e

d

h

 

o

s

e

t

l

 

s

e

s

f

 

h

a

f

i

o

 
t
 

e

b

 

>

T

t

 

a

w

a

g

 

h

.

o

h

n

 .
1
 

t

l

t

 

゜

r
 

U
s
t
p
a
h
e
y
s
g
 

m
e
T
S
a
r
e
 

h

.

a

a

 

t
d
l
f
 

e
 

w

r

o

s

e

 

s

o

s

w

 

t

n

h

S

e

 

u

n

 

t
I
f
 

e
 

B
t
e
o
c
c
 

e
e
n
.
I
l
l
e
 

s
w
m
o
T
o
s
w
 

3. The third never doubled. 



but third does not reinforce much. 
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No. 18 Thursday P.M. 

Nov. 24./81. 

Music Sehl. 

Harmony Lecture 

Perfect and Imperfect 

Con chords 

The prime is perfect, its inversion will be octave. The 

next perfect is fourth, its inversion fifth. The next perfect 

is fifth, its inversion fourth. 

These are called perfect conchords. 

The third is imperfect (major third), its inversion minor 

sixth. The minor third is also imperfect, its inversion is 

major sixth. 

The imperfect becomes always perfect in inversion. 

The maior b e maJor oecomes minor 1n 1nvers10n. 

The minor becomes major by inversion. 

Major sixth becomes minor third by inversion. 

Minor sixth becomes major third by inversion. 

These are called imperfect conchords 

Augmented fourth becomes imperfect fifth by inver-

sion. Imperfect fifth's inversion is augmented fourth. These 

are scientifically called conchords but in melodic, these are 

avoided. It is harmonic. 

Augmented fourth has semitones on both side so when 

it comes to resolution, it resolves as in following page. 

Diminished fifth has semitones on both inside of it. So 

it resolves like in other page. 
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Last lesson we treated of conchords perfect and 1m-

perfect. 
The perfect prime & its inversion octave 

fourth fifth 

major third minor sixth 

minor third major 6— th 

Perfect can be changed without discordant. But major & 

minor can be done with ease. Two left now for consid-

eration is second & inversion他 dischord.

They are related to each other as the conchord. 

Fig A. VII & II 

Fig B _ is Fig A revised. 

Note. Japanese tuning rejects the doubtful chords from 

Hullers refer to there as harmonic, not melodic. 

Third is very important it goes in pairs with sixth. 

Sixth and seventh are called variable in minor scale. All 

the others are invariable. Varies according to the feeling 

of composers. 
Class of the highest musicians in Germany 

don't recognize anything but the ~7 minor scale. 
This is necessary in harmony_ bi,it Italian & 

French think this. attraction is unmelodic. So 

in singing, they don't like such wide interval 

and. so it is changed variable (6 & 7) 

In Japanese scale, it is left out entirely, so 

not disputed. So I have put the (?) mark 

An interesting subject. 

This makes minor impression 

二—ロ
Everything goes in pairs _ Fig A. Here they occur 

in & major scale. Fig B. without chromatic alterations. 

We must have the major scale in our mind. 
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Transposing one degree higher. 
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Fig C. on next page has minor ~竺竺 state of mind. 

No. 20 Tuesday. P.M. 

Nov. 29色81.

Harmony Lecture 

Transposition 

Modulation 

Transition 

Transposition is a change of whole tune into different 

keys. This is most necessary things to the practical teachers 

who find the piano or organ is not in perfect pitch. Then 

by transposing into higher pitch or sometimes lowered. 

Modulation is change of tune into another key of nearly 

related for short time within the tune. Modulation is almost 

one quarter of whole tune. It will modulate without know-

ing, so smoothly, & return to original key & it ends. 

The near related is if the tune is in G, it will modulate 

into neighbor key of D which has 2 sharps or if other way 

then to C. If original tune in D, it will modulate to a 3# 

or D 2#, these are its neighbors. 

If it is C key, then one higher or modulate in one way 

to G, the other to F 1 ~. So these often occurs in melody 
or tune that it will be understood when sharpened in some 

way or flattened, the modulation comes. 
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Here from key of G into neighboring key of D, c sharpened 

shows it. Occurs only few measures within the tune 

modulated & then goes back to key of G in following 

melodies, although it is not written. 

Transition is the sudden change of keys from one key 

to another or sometimes from major to minor etc. It is 

really suddenly jumping _ over many scales sometimes 

No. 21 Thursday. P.M. 

Dec. 1竺81.

Music Sehl. 
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Harmony Lecture 

Elementary Review of harmonies 

1. Harmony the advanced point of studies 

over general music. Everythings from scale, 

so we first refers to the scale. 

From this, we shall first write out the 

different keys on the staff. Instead of signi-

fying at the beginning of scales, mark every 

one sharpened. Eight scales; from c to c#. 
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Submedient 
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Subdominant 

Medient 

Super Tonic 
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第 1章 音楽取調掛 明治12年～20年 (1879~1887) 
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参
考
資
料

II

明
治
十
六
年

l
十
八
年
よ
り

音
楽
取
調
掛
の
重
要
な
文
書
綴
に
は
明
治
十
六
年
か
ら
十
八
年
に
か
け
て
の
入
試

問
題
や
期
末
試
験
問
題
、
そ
の
解
答
、
点
数
な
ど
が
綴
ら
れ
て
い

る。

こ
れ
ら
の
資

料
は
、
当
時
の
西
洋
音
楽
受
容
を
知
る
上
で
も
重
要
で
あ
る
。
全
部
を
掲
載
す
る
こ

と
は
で
き
な
い

の
で
、
学
科
お
よ
び
和
声
の
試
験
問
題
か
ら
興
味
深
い
い
く
つ

か
を

あ
げ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

或
人
其
子
二
地
面
百
八
十
三
坪
ヲ
分
与
ス
ル
ニ
毎
人
ノ
所
得
四
十
五
坪

ト
四
分
ノ
三
ナ
リ
ト
云
フ
、
然
ル

ト
キ
ハ
此
人
幾
人
ノ
子
ヲ
持
テ
ル
ヤ

農
夫
八
人
ニ
テ
毎
日
九
時
ツ
ヽ
働
キ
九
日

ニ
シ
テ
畑
地
三
十
六
段
ノ
草

ヲ
刈
リ
得
タ
リ
今
畑
地
四
十
八
段
ノ
草
ヲ
刈
ル
ニ
毎
日
十
二
時
ツ
ツ
働
キ

十
二
日
ニ
テ
終
ラ
ン
ト
ス
ル

ニ
人
数
幾
人
ヲ
用
フ
ヘ
キ
ャ
〔
手
杏
き
〕

（『
昔
監
回
諦
書
類
』
明
治
十
六
年
）
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明
治
十
七
年
九
月
九
日

上
慎
行

奥
好
義

受
持

遊
惰
ヲ
戒
ム
ル
書
籍

（
俗
文
体
ニ
テ
記
ス
ベ
シ
）

學
校
音
楽
実
施
ノ
方
法
ヲ
論
ス

（
漢
文
又
ハ
瑕
名
交
リ
文
ニ
テ
記
ス
ベ
シ
）

明
治
十
六
年
二
月
十
五
日
第
戴
年
後
期
生

定
期
試
験
問
題

日
唱
歌
猫
唸
（
左
ノ
階
名
譜
ヲ
用
フ
）

1
,
 

I
 3
,
 

U
,
 

4
,
 3,
 I
 3
|
2
,
 3,
 I

 

4
ぶ

L.1
,s,
 

4
,
 I
 3
|
0
,
 I

 3
,
 I
 

5,U
,
 

i
,

7
,
 I

 

6
|
s
,
 i
,
 I

 

7
,
 ij
,
 

i
,
 7
,
 1

1
-
0
,

――
 

口
聴
音
法
（
書
答
法
ヲ
用
フ
）

5
|

6

ー

一5
|

3
ーー

一1
,

7
,
 6
,
 5
,
 I
 4

-

0

-

I
 

4
|
3
_
-
6ー

5

|

I
6
,
 2
,
 i
,
 7

`
-

1
ー

0

|

-

―

明
治
十
七
年
十
月
一
日

（
『
昔
監
回
識
吉
類
』
明
治
十
七
年
下）

国
和
竪
學
（
音
程
）

八
音
中
二
幾
個
ノ
音
程
ア
リ
ヤ
ソ
ノ
各
音
程
ノ
名
ヲ
興
ヨ

（『
＿
音
監
回
厳
書
類
』
明
治
十
六
年
）

第
二
年
後
期
博
習
生
講
讀
科
再
試
験
問
題

府
県
派
出
音
楽
伝
習
生
入
学
試
験
作
文

受

持

里

見

義

〔手
書
き〕

こ
の
試
験
は
幸
田
延
、
遠
山
キ
ネ
、
市
川
道
の
三
名
が
受
け
た
。
答
案
が
保
存
さ

れ
て
い
る
。
な
お
、
見
習
生
と
は
所
定
の
過
程
を
終
え
た
の
ち
、
成
績
優
秀
な
者
は

手
当
金
を
得
て
さ
ら
に
四
年
間
在
学
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

明
治
十
八
年
二
月
期
末
試
験
見
習
生
三
年
後
期

第
一
問

第
二
問

第
三
問

第
四
問

正
変
格
旋
法
ヲ
説
明
セ
ヨ

「
オ
レ

ト
リ
オ
」

ノ
由
来
ヲ
述
フ
ベ
シ

「
ヘ
ー
デ
ン
」
氏
ノ
博
ヲ
明
述
セ
ヨ

「
ク
レ
メ
ン
タ
イ
」
氏
ノ
博
ヲ
明
述
セ
ヨ

(『
昔
監
回
誂
書
類
』
明
治
十
七
年
上）

明
治
十
七
年
二
月
見
習
生
第
三
年
後
期
生
期
末
試
験

音

楽

史

科

受

持

第
四
問

第
五
問

第
三
問

第
一
問

第
二
問

三
和
音
ノ
―
―
―
音
ヲ
伴
音
ト
ナ
シ
而
シ
其
低
音
部
中
二
属
ス
ル
時
ハ

三
和
音
幾
種
ノ
位
地
ヲ
占
ム
ル
ヤ

拍
子
ト
ハ
如
何
ナ
ル
者
ソ

「
。
フ
リ
ン
ス
」
氏
ノ
所
ス
ル
ト
コ
ロ
ニ
拠
レ
バ
ニ
拍
子
ヲ
幾
種
ニ

分
チ
又
之
ヲ
持
ス
ニ
如
何
ナ
ル
者
ヲ
以
テ
ス
ル
ヤ
〔
手
書
き
〕

(『昔
監
回
議
書
類
』
明
治
十
七
年
下
）

ヤ 自
然
全
音
階
二
幾
種
ノ
協
音
ア
リ
ヤ

「
ラ
モ
ー
」
氏
ハ
三
和
音
ノ
初
音
―
―
如
何
ナ
ル
名
称
ヲ
附
典
セ
シ

稗
津
専
三
郎

〔手
書
き
〕

受

持

助

手

鳥

居

沈
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右
ノ
低
音
二
和
声
ヲ
附
セ
シ
ム

受

持

辻

則

承

（『昔
監
回
議
書
類
』
明
治
十
六
年
）

受

持

奥

好

義

明
治
十
六
年
七
月
六
日
期
末
試
業
第
三
年
前
期
生

音
楽
史
科

第
一
問
正
変
格
旋
法
ヲ
説
明
セ
ヨ

第
二
問
古
代
楽
卜
今
代
架
ト
ノ
関
係
ヲ
述
ベ
ヨ

第
三
問
諸
楽
器
進
歩
ノ
事
情
ヲ
明
述
セ
ヨ

第
四
問
ハ
ン
デ
ル
氏
ノ
博
ヲ
述
ベ
ヨ

紳
津
専
三
郎〔

手
書
き
〕

（『
＿音
監
回
誂
害
類
』
明
治
十
八
年
一
月
）

和
声
の
試
験
問
題

明
治
十
六
年
七
月
七
日
期
末
試
業
第
二
年
前
期
生

受

持

辻

則

承

H
八
音
中
幾
個
／
音
程
ア
リ
ヤ
ソ
ノ
各
音
程
ヲ
譜
表
上
一
＿
一
記
載
セ
ヨ

口
音
程
並
二
其
轄
団
ヲ
起
問
シ
之
ヲ
ロ
答
セ
シ
ム

H
長
音
階
三
和
音
ノ
轄
回
ヲ
明
記
セ
ヨ

6
 

6. 

3

6

4

9

 

鸞
じ

J
4

「上
こい」、
、」
し

ロ
明
治
十
七
年
二
月
八
日
期
末
試
業
第
二
年
後
期
生

受
持

〔
手
書
き〕間

(『昔
監
回
厳
書
類
』
明
治
十
六
年
）

・
冒
訓入I-f-l『
(

[

 

ヘヽ

p

5

一い'―1.＂口
、9-

7
 

(

7

辛

〗
-
り

-

「
|

ヽ

↑
 

7

心

6

7

}

全

叫

ー

一

りーー
、「

明
治
十
七
年
七
月
定
期
試
験
第
四
年
見
習
生

（二） 日

受

持

奥

好

義

（『
＿音
監
回
議
書
類
』
明
治
十
七
年
上
）

民

A3-

r

i

g

 

L
 

wr
 

受

持

奥

好

義

闘
旦
間

(『
＿音
監
回
議
書
類
』
明
治
十
七
年
上
）

明
治
十
七
年
二
月
期
末
試
業
第
三
年
後
期
見
習
生

左
ノ
問
題
二
和
声
ヲ
附
セ
ヨ

丁
仙 〔

手
書
き
〕

〔手
書
き〕
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闘
（乙）

,, 

i」.Iヽヘ

2
 

"
iー
↑
—
「
I
I

「
ニ
ー
叫
廿
，
戸
ト
ー
↓

―

明
治
十
八
年
二
月
定
期
試
業
第
三
年
後
期
見
習
生

問
静
止
法
二
幾
許
ノ
種
類
ア
リ
ヤ
之
ヲ
明
記
セ
ヨ

•9-

1|
-
f 

間（ 

受

持

辻

則

承

〔
手
書
き
〕
（
『
＿音監
回
諮
書
類
』
明
治
十
八
年
）

叫 IIヽ

↑巾

r郎1~---

丙

つ

0
 

訓へ

明
治
十
八
年
二
月
定
期
試
業
第
二
年
後
期
生

ヘ
9

7

 

＇ 
f. 

旧i 

叫I~ゞ

I凪

ー

i
g

-
、
J

糾
廿

9b 
h l 

〔
手
書
き
〕
（
『
＿
音
監
回
謡
書
類
』
明
治
十
七
年
下
）

受

持

辻

則

承

岡
主
和
絃
二
於
テ
終
ル
ト
コ
ロ
ノ
モ
ノ
ハ
其
結
尾

二
如
何
ノ
感
覚
ヲ
与
ヘ
リ

ヤ
並
属
和
絃
中
和
絃
等
二
終
ル
モ
ノ
ハ
如
何

g
第
三
音
ノ
重
復
ヲ
許
ス
ハ
和
絃
進
行
上
二
如
何
ノ
関
係
ア
ル

ニ
由
レ
リ
ヤ

教
材
の
出
版

(
-
）
『
唱
歌
掛
圏
』
お
よ
び

『
小
學
唱
歌
集
』
の
出
版
、

『
幼
稚
園
唱
歌
』

出
版

音
楽
取
調
掛
の
最
も
急
を
要
す
る
仕
事
は
教
材
の
作
成
で
あ
っ
た
。
明
治
十
三
年

の
春
メ
ー
ソ
ン
の
着
任
と
同
時
に
そ
の
仕
事
は
開
始
さ
れ
た
。
国
語
学
者
で
作
詞
家

た
だ
し

の
佐
藤
誠
質
（
生
没
年
不
明
）
、
稲
垣
千
頴
（
生
没
年
不
明
）
、
里
見
義

(
-
八
二
四

1
一
八
八
六
）
、
加
部
厳
夫
(
-
八
四
九
ー
？）

ら
歌
詞
選
定
委
員
と
メ
ー
ソ
ン
、
伊

澤
ら
の
選
曲
委
員
と
に
分
れ
、
選
定
さ
れ
た
曲
を
ま
ず
掛
図
の
形
で
一
曲
一
曲
仕
上

げ
る
方
法
を
と
っ
た
。
で
き
上
が
り
し
だ
い
東
京
師
範
学
校
附
属
小
学
校
の
児
童
お

よ
び
同
掛
の
伝
習
生
に
歌
わ
せ
、
不
適
当
な
部
分
を
訂
正
し
つ
つ
完
成
し
て
い
っ

た
。
掛
図
は
教
室
で
生
徒
の
注
意
を
い
っ
せ
い
に
集
中
さ
せ
る
効
果
を
ね
ら
っ
た
も

の
で
あ
る
。
の
ち
に
生
徒
一
人
一
人
が
手
に
す
る
便
利
さ
を
考
慮
し
て

『
唱
歌
集
』

に
ま
と
め
た
。
こ
の
唱
歌
作
成
に
つ
い
て
伊
澤
は
次
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。

學
校
唱
歌
二
就
キ
要
ス
ル
所
ノ
事
項
ハ
楽
譜
及
ビ
歌
詞
ノ
撰
定
、
圏
書
ノ
編

輯
楽
器
ノ
練
習
及
ビ
唱
歌
普
及
ノ
方
法
ト
ス

楽
譜
ノ
本
邦
人
若
ク
ハ
西
洋
人
ノ
作
ヲ
撰
用
シ
歌
詞
ハ
既
有
ノ
楽
譜
二
従
テ

作
為
ス
ル
モ
ノ
ト
楽
譜
ノ
撰
定
二
先
チ
テ
作
為
ス
ル
モ
ノ
ト
ノ
ニ
種
ト
ス

本
邦
人
ノ
作
二
出
タ
ル
楽
譜
ハ
メ
ー
ソ
ン
氏
若
ク
ハ
他
ノ
西
洋
人
二
托
シ
テ

其
和
声
ヲ
作
ラ
シ
メ
ザ
ル
可
ラ
ズ
是
レ
此
和
声
ノ
事
タ
ル
頗
ル
高
尚
ノ
學
科

ニ
属
シ
今
日
我
音
楽
家
ノ
未
ダ
為
シ
能
ハ
ザ
ル
所
ノ

モ
ノ
ナ
リ

既
有
ノ
楽
諮
二
従
テ
歌
詞
ヲ
作
ル
ト
キ
ハ
先
其
楽
譜
ヲ
解
剖
シ
テ
其
旋
法
口

調
等
ヲ
考
査
シ
若
シ
楽
譜
中
歌
作
ノ
法
二
適
セ
ザ
ル
所
ア
レ
バ
其
譜
ヲ
改
メ

又
歌
詞
中
楽
曲
ノ
法
二
適
セ
ザ
ル
所
ア
レ
バ
其
詞
ヲ
替
へ
彼
我
折
衷
務
メ
テ
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歌
曲
ノ
句
調
二
合
セ
シ
ム
ベ
シ

楽
譜
ノ
撰
定
二
先
チ
テ
歌
作
ヲ
為
ス
ト
キ
ハ
其
句
数
字
数
等
ヲ
定
メ
他
日
楽

譜
ヲ
作
ル
ニ
嘗
リ
極
メ
テ
唱
歌
二
適
切
ナ
ラ
ン
事
ヲ
要
ス
ベ
シ

圏
書
ノ
編
纂
ハ
唱
歌
掛
圏
、
唱
歌
本
、
及
唱
歌
教
授
法
ト
ス

唱
歌
掛
圏
及
唱
歌
本
ハ
過
般
編
纂
シ
タ
ル
モ
ノ
ヽ
体
裁
二
従
ヒ
逐
次
編
製
シ

テ
高
等
ノ
唱
歌
二
及
ブ
ベ
シ

唱
歌
教
授
法
ハ
目
今
嘗
掛
博
習
人
及
師
範
學
校
生
徒
等
二
教
授
ス
ル
所
ノ
モ

ノ
ニ
ョ
リ
テ
選
定
ス
ベ
シ
是
レ
唱
歌
ハ
新
設
ノ
學
科
ナ
ル
ヲ
以
テ
其
教
授
法

モ
新
奇
二
属
シ
容
易
二

了
解
シ
難
キ
ヲ
以
テ
最
モ
此
類
ノ
書
ノ
編
輯
ヲ
要
ス

ル
所
以
ナ
リ

唱
歌
掛
圏

本
掛
創
置
ノ
際
二
在
テ
ハ
唱
歌
演
習
ノ
時
々
之
ヲ
黒
板
若
ク
ハ

黒
壁
二
書
シ
以
テ
練
習
ス
ル
ヲ
常
ト
セ
リ
是
レ
一
時
ノ
止
ヲ
得
ザ
ル
ニ
出
ル
ト

イ
ヘ
ド
モ
之
ヲ
書
冊
二
編
シ
剤
刷
二
属
セ
シ
モ
ノ
ナ
キ
ハ
授
業
上
許
多
ノ
時
間

ヲ
徒
費
シ
為
二
進
歩
ノ
害
ヲ
為
ス
事
少
シ
ト
セ
ズ
依
テ
本
掛
二
於
テ
音
階
ノ
圏

長
短
符
ノ
匿
列
等
ヨ
リ
起
リ
加
フ
ル
ニ
本
掛
所
撰
ノ
簡
易
ナ
ル
顛
音
唱
歌
ヲ
以

テ
モ
初
學
ノ
階
梯
タ
ル
モ
ノ
ヲ
編
纂
シ
テ
唱
歌
掛
圏
ヲ
製
シ
之
ヲ
印
行
ス
明
治

十
五
年
四
月
ヲ
以
テ
功
ヲ
竣
ル
之
ヲ
唱
歌
掛
圏
初
編
及
其
績
編
卜
為
ス
此
月
唱

歌
掛
圏
初
編
千
五
百
部
同
績
編
之
百
部
ヲ
稜
刷
シ
之
ヲ
直
轄
諸
學
校
井
諸
府
縣

及
外
國
教
育
家
等
二
配
付
セ
リ
爾
後
更
二
益
々
稿
ヲ
績
キ
得
ル
ト
コ
ロ
ノ
歌
曲

ヲ
編
輯
シ
テ
唱
歌
掛
圏
第
二
編
ヲ
製
ス
其
功
昨
十
六
年
六
月
ヲ
以
テ
竣
ル

唱
歌
集
唱
歌
集
ハ
唱
歌
掛
圏
中
ノ
モ
ノ
ヲ
取
テ
之
ヲ
冊
子
二
印
行
シ
各
自

生
徒
ノ
便
二
供
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
即
チ
其
初
編
ハ
唱
歌
掛
圏
初
編
及
其
績
編
中
ノ

モ
ノ
ヲ
以
テ
成
ル
其
刊
行
落
成
ハ
明
治
十
五
年
四
月
二
在
リ
時
二
初
編
三
千
部

ヲ
焚
刊
シ
之
ヲ
直
轄
諸
學
校
井
諸
府
縣
及
外
國
教
育
家
等
二
配
付
ス
ル
事
ナ
ホ

唱
歌
掛
圏
ノ
如
シ
本
書
ハ
最
モ
江
湖
ノ
望
ヲ
満
タ
シ
後
数
閲
月
ニ
シ
テ
賣
捌
ク

ト
コ
ロ
ノ
部
数
二
千
有
数
部
ノ
多
キ
ニ
至
レ
リ
昨
十
六
年
早
春
更
二
三
千
部
焚

刷
二
係
ル
ト
云
ヘ
リ
抑
著
書
ノ
世
上
二
行
ハ
ル
ヽ
ノ
速
カ
ナ
ル
此
ノ
如
キ
ハ
近

代
ノ
著
書
二
於
テ
其
例
稀
ナ
ル
モ
ノ
ト
ス
是
ヨ
リ
後
更
二
高
等
ノ
歌
曲
ヲ
撰
定

シ
之
ヲ
集
メ
テ
唱
歌
集
第
三
編
卜
為
ス
是
既
二
昨
年
十
月
裁
定
ヲ
経
印
行
ノ
業

目
下
着
手
ノ
中
ニ
ア
リ
別
ニ
マ
タ
従
来
撰
定
ス
ル
ト
コ
ロ
ノ
幼
稚
園
用
ノ
唱
歌

ヲ
集
メ
之
ヲ
幼
稚
園
唱
歌
集
卜
為
ス
是
レ
目
下
裁
定
中
二
属
ス
ル
ヲ
以
テ
剤
刷

ニ
付
シ
其
功
ヲ
竣
ル

モ
蓋
シ
遠
キ

ニ
ア
ラ
ザ
ル
ベ
シ

〔
手
書
き
〕

（
『
昔
監
経
伺
書
類
上
下、

＿
音
楽
取
調
掛
成
績
申
報
書
』
明
治
十
七
年
）

唱
歌
集
中
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
や
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
民
謡
が
多
く
み
ら
れ
る
の
は
、

ペ
ン
タ
ト
ニ
ッ
ク
（
五
音
音
階
）
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
日
本
人
に
は
、
こ
の
地
方
の

民
謡
が
理
解
し
や
す
い
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
っ

た
。
百
年
後
の
今
日
な
お
愛
唱

さ
れ
て
い
る

〈螢
の
光
〉
や
〈庭
の
千
草
〉
は
ま
さ
に
そ
の
証
し
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
日
本
人
の
感
性
に
合
っ
た
外
国
の
旋
律
を
選
び
、
日
本
語
の
優
美
か
つ
教
育
的
な

歌
詞
を
当
て
て
教
材
と
す
る
の
が
伊
澤
の
基
本
方
針
で
あ
っ
た
が
、
メ
ー
ソ
ン
に
は

そ
れ
が
よ
く
理
解
さ
れ
ず
、
し
ば
し
ば
食
い
違
い
が
生
じ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
。
次
の
英
文
書
簡
は
そ
の
―
つ
の
例
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
伊
澤
は
日
本
に
お

け
る
学
校
音
楽
創
設
の
た
め
に
招
聘
し
た
は
ず
の
メ
ー
ソ
ン
が
、
彼
の
方
針
を
確
か

に
認
識
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
問
い
か
け
た
手
紙
で
あ
る
。
伊
澤
は
「
今
、
私
は
あ

な
た
に
大
切
な
こ
と
を
書
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
が
話
さ
な
い
で
、
こ
の
よ

う
な
手
紙
に
し
ま
し
た
の
は
、
私
の
英
語
の
語
彙
が
少
な
い
た
め
私
の
言
い
た
い
こ

と
が
表
現
で
き
ず
、
手
紙
な
ら
ば
あ
な
た
も
く
り
返
し
読
む
こ
と
が
で
き
て
、
話
を

聞
く
よ
り
も
良
策
と
思
い
ま
し
た
の
で
」
と
手
紙
に
し
た
た
め
た
理
由
を
述
べ

、
日

本
的
音
楽
の
創
作
を
彼
に
う
な
が
し
て
い
る
。
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July 1st 1880〔明治13年〕

Dairokuten cho 

Kobinata Tokio 

Mr. L.W. Mason. 

My dear friend 

Now I am in such a position that I must write a few 

lines to communicate you rather a grave thought. I prefer 
writing to speaking under such a circumstance, because it 

is impossible for me to express much complicated idea with 

a limited vocabulary of English under my command, and 

also because you will understand me better by reflecting 

many times on the written accounts than to hear once as 

the speech goes on. 

Please understand me that I am a just and sincere 

friend of yours always doing the best as my ability permits 

towards your success, but, having no sort of selfish interest 

either directly or indirectly on the work which we ventured 

to undertake. 

What I aim at is the good of my country and human-

ity at large. Up to this day, I have fought many fights to 
clear off the obstacles which would have stopped the 

progress of your work if left unchecked. 

Although my official influence has been injured to 

some extent by acting such an awkward part, I did not 
care the least of such effect, for I took it better to help a 

friend who is left helpless in a strange land than to gain 

my influence. 

I have not had the slightest wish to tell you these 

things if I have done sweet things, but take them because 

they contain healthy ingredients. 

If you have eyes to see, please see through my inner 

heart but not outward appearance. 

I think you remember the first 

the junior vice-minister of Education 

him. 

He said you would learn to hear into Japanese music, 

and after being acquainted with those you will proceed 

to make musics for Japanese schools. 

Such have been and still is the view which our Edu-

cational Department firmly holds. 

You can clearly see that our aim is not the 

adoption of European or American musics, but the 

of a new Japanese music. 

You are one of the best musician of higher esteem in 

America, and every one of us is willing to conform yours 

opinion, and take it as an authority. But, you as an edu-

cated liberal musician must grant a proposition that music 

should be national if there be any, especially this should 

be taken into grave consideration in the case of school 

music. 

If we 1 do. forei we learn musics as some amatures do, tore1gn music 

may be learned as they are, and songs may be sung from 

foreign words Chinese, Hindoo, English, or French as the 

case may be. 

But, if we mean to have music as a branch in the 

national education the case become, entirely different. 

Those pieces imported from foreign lands must more 

or less naturalized. 

words 

when 

expressed 

you first 

by 

met 

total 

making 

継
憾
Q
班
匿
盗
嵌
批

涵
N

踪

菜

6



The songs must be of necessity of the Native words. 

I know not any case where the songs were sung from a 

foreign tongue except in some begotted mission schools. 

I have no doubt that you will agree with me in having 

songs not of foreign language but of native one. 

If so then it follows that the melody must in some 

cases be modified especially in the case where the two 

languages belong to entirely different families. Because it is 

entirely impossible to have accents and emphasises just 

at the places where ought to come according to a fixed 

melody with two languages. 

A great favor, but, now I (have) to tell you all these 

things so that you shall not entertain (Any) doubt on the 

sincerity of words which I am going to express. 

As our proverb says "A good medicine is found always 

to be distasteful to the mouth, and a strict advice is mostly 

unpleasant to the ear," so my words may be coarse and 

unpleasant in outward expression, but, the inner motive 

is in reality a healthy one. Who would venture to speak 

unpleasant but healthy words except ones friend, and who 

would desire to utter sweet but poisonous words except 

his enemies? What I intend to say is by no means sweet 

things, but, take them because they contain healthy in-

gredients. If you have eye to see (please) do not judge 

from the outside (shape), but see through the inner heart. 

I think you remember the very first words expressed 

by our junior Vice-Minister of Education when you first 

met him. He said you should learn to hear into Japanese 

musics however imperfect they may be, and then proceed 

to make a plan for musical education in Japanese schools. 

Such has been and still is the view which our department 

aims at. You can see from this and also from what I am 

always speaking that our aim is not entire adoption of 

European Musics, but the making or refining Japanese 

Music by assimilating the elements of both Native and 

European Musics as. 
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〉
詞
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今
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読
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編
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か
を
れ

稲
垣
千
頴
作
詞

21 20 

若螢
柴

原
曲
お
よ
び
日
本
語
の
歌
詞
の
作
家
が
明
ら
か
な
も
の
は
記
し
て
お
く
。
遠
藤
宏

著
『
明
治
音
楽
史
考
』
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よ
び
伊
澤
修
二
の
『
唱
歌
略
説
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に
準
拠
し
た
。
本
来
文

部
省
に
版
権
の
あ
る
唱
歌
は
作
者
な
ど
個
人
名
は
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
。
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闇
の
板
戸

う
つ
く
し
き
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a
n
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ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
謡

〈
A
u
l
d
L
a
n
g
 Syne〉

ネ
ー
ゲ
リ
作
曲
〈
S
o
w
i
n
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F
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o
w
e
r
s
〉
稲
垣
千
頴
作
詞

『
小
學
唱
歌
集
』

目
次
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蝶
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ス
ペ
イ
ン
民
謡

野
村
秋
足

・
稲
垣
千
頴
作
詞

ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
民
謡

〈
T
h
e
blue 
bell 
of 
Scot, 

稲
垣
千
頴
作
詞

美
歌
〕

16

わ
が
日
の
本
天
竺
国
ヨ
リ
出
テ
欧
州
諸
国
二
伝
ワ
ル

15 14 

松
の
木
蔭

春
の
や
よ
ひ

見
わ
た
せ
ば

明
治
十
四
年
十
一
月

討
究
論
悉
シ
本
邦
固
有
ノ
音
律
二
基
ツ
キ
彼
長
ヲ
取
リ
我
短
ヲ
補
ヒ
以
テ
我
學

校
二
適
用
ス
ヘ
キ
者
ヲ
撰
定
セ
シ
ム
爾
後
諸
員
ノ
協
力
二
頼
リ
稽
ヤ
ク
敷
曲
ヲ

得
之
ヲ
東
京
師
範
學
校
及
東
京
女
子
師
範
學
校
生
徒
井
雨
校
附
属
小
學
生
徒
二

施
シ
テ
其
適
否
ヲ
試
ミ
更
二
取
捨
選
揮
シ
得
ル
所
二
隧
テ
之
ヲ
録
シ
遂
二
歌
曲

敷
十
ノ
多
キ
ニ
至
レ
リ
妥
二
之
ヲ
剤
剛
二
付
シ
名
ケ
テ
小
學
唱
歌
卜
云
是
レ
固

ヨ
リ
草
創
二
属
ス
ル
ヲ
以
テ
或
ハ
末
夕
完
全
ナ
ラ
サ
ル
者
ア
ラ
ン
ト
雖
モ
庶
幾

ク
ハ
亦
我
教
育
進
歩
ノ
一
助
二
資
ス
ル

ニ
足
ラ
ン
ト
云
爾

音
楽
取
調
掛
長

伊
澤
修
二

唱
歌
選
曲
の
対
象
と
な
っ
た
資
料
は
メ
ー
ソ
ン
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
持
参
し
た
フ
ラ

ン
ク
リ
ン
・
ス
ク
エ
ア
ソ
ン
グ
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
、
メ
ー
ソ
ン
編
著
の
掛
図
お
よ
び
ミ

ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
。
原
曲
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
曲
の
中
に
は

〈
仰

げ
ば
尊
し
〉
の
よ
う
に
、
雅
楽
部
の
伶
人
た
ち
の
作
曲
と
思
わ
れ
る
曲
が

い
く
つ

か

み
ら
れ
る
。
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ル
ー
ソ
ウ
作
曲

柴
田
清
熙
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稲
垣
千
頴
作
詞

原
曲

〈T
r
u
s
t
in 
G
o
d〉

天
竺
国
ヨ
リ
出
テ
欧
州
諸
国
二
伝
ワ
ル

尚
〔
今
様
〕

詞
は
慈
鎮
和

〔
ア
メ
リ
カ
の
讃

謹
識

春
風

桜
紅
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花
さ
く
春
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野
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に
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し
き
世
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m
a
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ジ
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イ
ブ
リ
ン
子
供
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歌
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千
代
に
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春
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鶯
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い
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カ
の
贅
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〕
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ア
メ
リ
カ
の
茂
美
歌
〕
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詳
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）
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膝
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篤
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ボ
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又
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ヨ
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書
記
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な
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。
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入
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り
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文
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意
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文
書
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い
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。
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記
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文
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の
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初
編
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よ
び
『
唱
歌
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初
編
に
関
す
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や
り
と
り
で
あ
る
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明
治
十
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文
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意
見
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返
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。
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テ
竜
モ
差
支
無
之
事

ト
被
存
候

第
六
図
第
二
曲
及
第
三
曲
ハ
佐
藤
誠
賓
ノ
意
見
ヲ
取
リ
「
ネ
タ
」
ヲ
「
ネ
ル
」

二
改
ム
ベ
ク
候

第
七
図
第
二
曲
ノ
「
オ
リ
ハ
ヘ
テ
」
ハ
稲
垣
千
頴
ノ
意
見
ノ
通
リ
旧
ノ
儘
存

シ
置
キ
可
然
候

第
八
図
第
一
曲
及
第
二
曲
モ
前
同
断
の
見
込
二
有
之
候

第
九
図
第
二
曲
ノ
「
ナ
カ
バ
ヲ
」
ハ
稲
垣
千
頴
ノ
意
見
通
リ
存
シ
置
キ
「
木

々
コ
ソ
」
ハ
佐
藤
誠
賓
ノ
意
見

二
随
ヒ

「
枝

コ
ソ
」
二
改
ム
ベ
ク
候

第
十
一
図
唱
歌
ノ
「
ヤ
ヽ
サ
シ
ソ
メ
テ
」
ヲ
佐
藤
ノ
意
見
ノ
如
ク
「
サ
シ
ソ

メ
ヌ
レ
バ
」
二
改
ム
ル
ト
キ
ハ
唱
歌
ノ
際
口
調
甚
悪
シ
ヽ
故
二
旧
ノ
儘
存
シ
置

キ
然
ル
ベ
シ
尤
「
霞
ノ
ナ
カ
」
ハ
「
霞
ノ
ウ
チ
」
二
改
メ
可
申
候

第
十
二
図
第
一
曲
ノ
「
螢
ノ
ア
カ
リ
」
ハ
佐
藤
ノ
意
見
二
随
ヒ
「
螢
ノ
ヒ
カ

リ
」
二
改
メ
他
ハ
嘗
掛
ノ
見
込
ヲ
以
テ
朱
字
ノ
通
リ
訂
正
致
シ
候

同
図
第
二
曲
及
第
四
曲
ハ
稲
垣
千
頴
ノ
意
見
ヲ
取
リ
旧
ノ
儘
存
シ
置
キ
可
然

候
第
十
三
図
唱
歌
ハ
小
學
生
徒
ニ
ハ
少
ク
不
適
当
ノ
箇
所
有
之
候
ー
ー
付
相
省
候

方
可
然
候

第
十
四
図
第
一
曲
ノ
「
サ
ゞ
レ
石
」

シ
置
キ
可
然
候

〔
島
田
三
郎
編
輯
局
長
の
意
見
〕

音
楽
ヲ
以
テ
風
赦
ヲ
神
ル
ノ
具
ト
ス
ル
ハ
我
儘
二
新
奇
ナ
ル
ガ
故
二
此
事
ヲ

施
行
ス
ル
ニ
方
リ
テ
ハ
世
間
多
少
ノ
議
ア
ル
ベ
シ
ト
信
ズ
第
―
ニ
ハ
其
益
ノ
有

無
二
就
テ
論
ジ
ッ
ゞ
イ
テ
ハ
言
語
ノ
正
否
意
義
ノ
常
否
ヲ
モ
議
ス
ル
ナ
ル
ベ
シ

故
二
音
曲
ノ
調
和
ハ
勿
論
言
語
一
＿
至
リ
テ
モ
成
ル
ベ
ク
他
二
議
論
ア
ル
ベ
シ
ト

認
ム
ル
モ
ノ
ハ
之
ヲ
避
ル
方
可
然
又
意
義
モ
允
カ
ナ
ラ
ズ
ト
ノ
疑
ア
ル
モ
ノ
ハ

之
ヲ
除
カ
ン
事
ヲ
希
望

ス
因
テ
左
ノ
ニ
項
ヲ
附
記
ス

第
二
凶
第
二
曲
ハ
「
サ
ガ
レ
」
ノ
字
ハ
「
ク
ダ
レ
」
ノ
優
ル
ニ
如
ズ
ト
云
フ

ハ
稲
垣
佐
藤
同
説
ナ

レ
バ
「
ク
ダ
レ
」
ト
ス
ル
方
可
然
哉

第
四
図
ノ
い
ろ
は
班
ハ
之
ヲ
習
字
二
用
ヰ
ル
ト
脊
曲
二
用
ヰ
ル
ト
ハ
同
一
視

ス
可
ラ
ズ
班
曲
ノ
方
ハ
自
ラ
意
義
ヲ
表
ス
ベ
キ
発
音
ニ
テ
其
意
義
無
常
ヲ
観
ズ

ル
ニ
ア
レ
バ
教
化
ヲ
施
ス
ノ
用
二
供
ス
ル
ハ
允
ナ
ラ
ズ
除
ク
方
可
然
哉

〔
歌
詞
選
定
委
員
佐
藤
誠
賀
の
解
説
〕

第
一
圏

第
一
曲

ハ
稲
垣
千
頴
ノ
意
見
二
随
ヒ
旧
ノ
儘
存
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営
初
卒
然
之
ヲ
見
テ
頗
ル
其
部
拙
ナ
ル
ヲ
覺
ェ
シ
ガ
今
高
諭
ヲ
聞
キ
再
ヒ
取

と
ま
れ
や
ど
れ
ち
ぐ
さ
の
ほ
た
る

花
二
ひ
ら
く
る
卜
云
フ
事
古
人
往
ミ
用
ヰ
タ
ル
ハ
世
人
ノ
稔
知
ス
ル
所
ニ
シ

テ
證
左

ヲ
瞳
列
ス
ル
ヲ
侯
タ
ザ
ル
事
ナ
レ
ド
モ
其
言

ハ
原
来
開
ノ
字
ョ
リ
混

シ
来
レ
ル
者
ナ
レ
バ
快
カ
ラ
ザ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
ひ
ら
け
卜
云
テ
命
令
ニ
ス
ル

事
ハ
通
常
ノ
語
法

二
協
ハ
サ
レ
バ
改
メ
タ
ク
思
ヒ
シ
ナ
リ
朱
書
ノ
如
ク
か
を

れ
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
音
調
諧
和
シ
テ
豪

モ
憾
ナ
シ
ト
ス
ル
ナ
リ

ア
ガ
レ
ル
世
ク
ダ
レ
ル
世
ナ
レ
ド
古
人
ノ
常
ー
ー
用
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
詩
経
ノ
古

訓
二
頷
頑
ヲ
ト
ビ
ア
ガ
リ
、
ト
ビ
ク
ダ
ル

ト
モ
訓
ゼ
レ
バ
ヤ
ハ
リ
ク
ダ
レ
ト

改
メ
タ
シ

第
四
曲

ち
ぐ
さ
ハ
果
シ
テ
千
種
二
混
ゼ
ザ
ル
ニ
モ
セ
ョ
螢
ノ
宿
所
ニ
ハ
千
ノ
字
虚
設

ニ
属
ス

ル
ニ
似
タ
リ
因
テ
く
さ
ば
卜
改
メ
タ
シ
サ
レ
ド
モ

く
さ
ば

ニ
テ
ハ
調
子

二
適
セ
ズ
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
旧
ノ
マ
ヽ
ニ
シ
テ
置
ク

モ
可
ナ
ラ
ン

第
七
曲

つ
も
れ
た
ま
れ

此
條
ハ
詰
問
シ
タ
ル
ニ
ア
ラ
ズ
シ
テ
疑
ヲ
致
シ
タ
ル
ナ
リ
今
極
メ
テ
希
ナ
ル

事
ノ
偶
有
ン
事
ヲ
望
ム
ト
云
ヘ
ル
裔
諭
ヲ
聞
テ
積
疑
氷
繹
セ
リ

第
三
圏

嘩
第

一
曲

は
な
み
に
ゆ
き
ま
せ

第
二
曲

あ
が
れ
さ
が
れ

ひ
ら
け
に
ほ
へ

テ
熟
視
シ
テ
始
テ
圃
璧
ノ
微
瑕
ナ
キ
ヲ
知
レ
リ
謝
々

今
學
校
二
於
テ
習
字
ノ
初

二
之
ヲ
用
ル
ハ
七
字
ヅ

ヽ
ヲ
裁
チ
テ
一
句
ト
シ
濁

音
ヲ
雑
ヘ
ズ
シ
テ
意
義
ナ
キ
者
ノ
如
ク
ス
ル

ヲ
以
テ
四
十
七
箇
ノ
椴
字
ヲ
授

ケ
ン
ガ
為
ニ
ス
ル
ナ
リ
四
句
ノ
倶
文
ノ
意
ヲ
述
タ
ル
今
様
歌
ヲ
用
ル
ニ
ア
ラ

ズ
且
ツ
唱
歌
ニ
ハ
有
為
ノ
奥
山
ナ
ド
云
フ
歌
ヲ
取
ラ
ズ
ト
モ
差
支
ナ
キ
事
ナ

レ
バ
餘
ノ
古
キ
今
様
歌
ニ
テ
モ
今
新
二

製
シ

テ
モ
用
ヰ
タ
キ
事
ナ
リ

第
七
圏

み
わ
た
せ
ば
云
々
お
り
は
へ
て

お
り
は
へ
て
ハ
新
撰
萬
葉
集
二
折
蠅
ト
ア
レ
バ
を
り
は
へ
て
卜
書
ク
ベ
キ
ヲ

後
二
お
り
は
へ
て

卜
誤
レ
ル
ニ
因
テ
績
拾
遺
集
ノ
歌
ノ
如
キ
織
ニ
カ
ケ
タ
ル

詞
モ
出
来
リ
シ
ナ
リ
因
テ
を
り
は
へ
て
卜
改
ム
ル
カ
外
二
好
字
面
ヲ
撰
ビ
テ

用
タ
ル
方
宜
シ
カ
ラ
ン
ト
思
フ
ナ
リ

第
八
圏

第
一
曲

わ
が
日
の
も
と
の

カ
ス
メ
ル
日
影
ア
フ
ギ
テ
ゾ
ト
シ
テ
ハ
曲
調
穏
ナ
ラ
ズ
ト
セ
バ
カ
ス
メ
ル
日

影
ア
フ
ギ

ミ
テ
ト
セ
バ
如
何

第
二

曲

雲
間
に
さ
け
ぶ

雲
間
を
木
の
間

二
改
メ
タ
レ
ド
モ
自
ラ
穏
ナ
ラ
サ
ル
ヲ
覺

エ
テ
前
二
已
二
抹

殺
シ
タ

ル
ナ
リ

第
九
圏

第
四
圏

い
ろ
は
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み
ど
り
云
々
み
つ
せ
川

閏
の
い
た
と
の

第
十
一
圏

を
ノ
字
ハ
の
ノ
字
ノ
如
ク
軽
キ
字
ニ
ア
ラ
サ
レ
バ
重
ナ
リ
タ
ル
ヲ
厭
テ
改
メ

ン
ト
セ
シ
ナ
リ
す
ぎ
ノ
言
過
卜
杉
ト
ヲ
重
タ
ル
ヲ
知
ラ
ザ
ル
ニ
ア
ラ
ズ
サ
レ

ド
モ
を
ヲ
の
卜
改
メ
テ
ハ
過
ノ
意
明
ナ
ラ
ズ
ト
セ
バ
は
る
な
か
ば
も
ト
シ
テ

モ
宜
シ
カ
ル
ヘ
シ

霞
の

な
か
ヲ
霞
の
う
ち
卜
改
ル
ト
キ
ハ
其
餘
ハ
イ
ヅ
レ
ニ
テ
モ
宜
シ

第
十
二
圏

第
二
曲

と
ま
る
も
ゆ
く
も
云
々
さ
き
く
と
ば
か
り

師
生
ハ
さ
き
か
れ
卜
云
ン
方
悔
ニ
テ
宜
シ
ト
思
フ
ナ
リ

第
三
曲

ち
し
ま
の
お
く
も
云
々
や
し
ま
の
そ
と
の
ま
も
り
な
り

や
し
ま
の
そ
と
の
ま
も
り
卜
云
フ
事
ヲ
八
洲
ハ
モ
ト
ヨ
リ
抒
衛
ー
ー
テ
蝦
夷
ト

沖
縄
卜
ぐ
八
洲
以
外
ノ
抒
衛
ナ
リ
ト
云
フ
意
ナ
ル
ベ
シ
ト
誤
解
シ
タ
ル
故
や

し
ま
の
ほ
か
卜
改
メ
タ
ク
思
ヒ
シ
ナ
リ
高
説
ノ
如
ク
ナ
ラ
バ
國
の
と
の
へ
の

ま
も
り
な
り
ト
モ
わ
が
大
君
の
ま
も
り
な
り
ト
シ
テ
モ
宜
シ
カ
ラ
ン
サ
レ
ド

モ
高
説
二
据
ル
ニ
内
外
ヲ
う
ち
そ
ト
ヨ
メ
ル
事
モ
ア
ル
由
ナ
レ
バ
旧
ノ
マ
マ

ニ
テ
モ
ア
ル
ベ
シ
つ
ヽ
み
な
く
ハ
ア
マ
リ
古
言
ナ
レ
バ
改
メ
タ
シ

第
十
三
圏

第
三
曲

は
る
も
な
か
ば
を
す
ぎ
の
と
を

第
二
曲

ひ
ら
け
に
ほ
へ

第
一
圏

第
一
曲

鰊
生
ハ
諸
行
無
常
ノ
説
ノ
如
キ
輪
廻
ノ
説
ノ
如
キ
ハ
之
ヲ
教
科
ノ
用
二
供
ス

ベ
カ
ラ
ス
況
ヤ
其
偽
造
二
出
ル
者
ハ
益
用
ヰ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
ト
思
ヒ
シ
ナ
リ
高

説
ハ
真
二
人
ヲ
以
テ
言
ヲ
麿
セ
ズ
ト
謂
フ
ベ
シ

第
十
四
圏

第
一
曲

き
み
が
よ
は
云
々
さ
ざ
れ
い
し
の

サ
ヽ
ヤ
カ
、

イ
サ
ヽ
カ
ノ
サ
ヽ
ヲ
倶
二
清
ミ
テ
讀
メ
バ
是
モ
清
テ
讀
ム
ベ
ク

思
ヒ
シ
ガ
證
左
ノ
堅
然
タ
ル

ヲ
以
テ
営
二
高
説
二
従
フ
ヘ
シ

〔
歌
詞
選
定
委
員
稲
垣
千
頴
の
解
説
〕

ひ
ら
く
る
卜
下
二
段
活
用
二
用
ル
方
正
シ
キ
ハ
論
ヲ
侯
タ
ザ
レ
ド
モ
今
ハ
暫

ク
童
謡
ニ
ヒ
ラ
イ
タ
、
ヒ
ラ
イ
タ
、
等
ノ
詞
ア
ル
ニ
ョ
レ
リ

0
日
本
語
法
花
ニ
ハ
必
さ
く
卜
云
ヒ
テ
ひ
ら
く
卜
云
ハ
ズ
云
々
ノ
高
諭
コ
レ

マ
タ
論
ナ
シ
然
レ
ト
モ
今
編
成
ス
ル
所
詞
ハ
悉
ク
延
暦
以
前
ヲ
用
ヒ
人
ハ
神

世
ノ
イ
ハ
ュ
ル
青
人
草
ヲ
用
ル
ニ
非
ズ
偏
セ
ズ
頗
セ
ス
例
ヲ
中
古
二
取
ラ
バ

十
分
ノ
者
ナ
ル
ベ
シ
是
何
ト
ナ
レ
バ
今
二
適
ス
ル
ヲ
主
ト
ス
レ
バ
ナ
リ
花
二

ひ
ら
く
卜
言
ヒ
タ
ル
ハ
（
但
シ
下
二
段
―
―
シ
テ
今
用
ヰ
タ
ル
童
謡
ノ
格
ト
ハ

異
ナ
リ
）
風
雅
集
見
わ
た
せ
ば
か
す
が
の
野
べ
ふ
か
す
み
た
ち
ひ
ら
く
る
花

ハ
さ
く
ら
花
か
も
続
千
載
集
は
る
の
く
る
か
た
を
て
ら
し
て
法
の
花
ひ
ら
く

る
時
を
世
に
ぞ
し
ら
す
る
拾
遺
愚
草
あ
し
が
き
は
ま
ぢ
か
き
冬
の
雪
な
が
ら

ひ
ら
け
ぬ
梅
に
う
ぐ
ひ
す
ぞ
な
く
新
後
撰
集
世
々
を
へ
て
た
へ
な
る
法
の
花
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第
四
曲

と
ま
れ
、
や
ど
れ
、

ち
ぐ
さ
の
ほ
た
る

リ な
ら
ば
ひ
ら
け
ん
時
の
ち
ぎ
り
た
が
ふ
な
源
氏
文
字
ク
サ
リ
ひ
ら
く
る
花
に

ま
ふ
小
て
ふ
ノ
類
枚
挙
ス
ル
ニ
堪
ヘ
ズ
此
等
皆
花
二
ひ
ら
く
卜
言
ヘ
ル
ヲ
以

テ
強
ヒ
テ
誤
ト
シ
我
国
語
必
花
ニ
ハ
さ
く
ト
ノ
ミ
イ
フ
ベ
シ
ト
セ
バ
大
二
抵

燭
ス
ル
所
ア
ラ
ン
奴
決
シ
テ
上
世
太
古
ノ
語
ノ
ミ
ヲ
用
ヰ
テ
明
治
ノ
人
民
ヲ

教
育
ス
ル
ヲ
目
的
ト
セ
ズ
請
フ
再
省
ヲ
玉
ヘ

さ
け
や
卜
云
フ
ゾ
勝
ル
ト
ノ
命
ヲ
辱
ク
ス
さ
く
ハ
花
ニ
ハ
極
メ
テ
ヨ
キ
詞
ナ

レ
ド
モ
さ
け
や
に
ほ
ヘ
ニ
テ
ハ
語
調
甚
悪
シ
況
ン
ヤ
絲
竹
―
―
旋
ス
ニ
於
テ
ハ

夕
ゞ
二
韻
ノ
調
ベ
ザ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
語
勢
聞
ク
ニ
堪
ヘ
ズ
請
フ
自
ラ
唱
歌
シ

テ
其
可
否
ヲ
辮
ジ
玉
へ
恐
ク
ハ

畠
水
練
ノ
誹
ヲ
来
ス
ニ
至
ラ
ン
都
テ
音
律
上

ニ
テ
ハ
耳
ヲ
第
一
ト
シ
心
ヲ
第
ニ
ト
シ
目
口
之
二
亜
グ
目
ロ
ヲ
以
テ
耳
ヲ
害

セ
ザ
ラ
ン
事
ヲ
要
ス
但
シ
ひ
ら
け
卜
四
段
童
謡
ノ
格
ヲ
是
ト
ス
ル
ニ
ハ
非
ズ

是
モ
俗
言
ア
ガ
リ
、
サ
ガ
リ
ノ
例
ニ
ョ
ル

お
り
よ
と
改
ム
ベ
シ
云
々
よ
ト
テ
ニ
ヲ
ハ
ニ
テ
命
令
ス
ル
ハ
第
一
曲
の
さ
け

や
卜
改
メ
玉
ヘ
ル
ト
同
ジ
耳
ヲ
知
ル
者
ノ
言
二
似
ズ
く
だ
れ
ト
ス
ル
方
可
ナ

第
三
曲

っ
ぽ
め
ひ
ら
け

説
第
一
曲
ノ
條
下
ノ
如
シ
此
曲
コ
ト
ニ
童
謡
ヒ
ラ
イ
タ
ヒ
ラ
イ
タ
蓮
華
ノ
花

ガ
ヒ
ラ
イ
タ
、
ツ
ボ
ン
ダ
、
ツ
ボ
ン
ダ
、
云
々
ノ
語
ニ
ョ
ル

ち
ぐ
さ
ハ
千
種
二
混
ズ
ト
ノ
一
晶
諭
解
シ
得
ズ
何
ト
ナ
ラ
バ
螢
二
千
万
種
ア
ラ

バ
混
ズ
ベ
ケ
レ
ド
モ
螢
ハ
タ
ゞ
一
種
（
但
シ
大
小
ハ
ア
レ
ド
）
ニ
シ
テ
万
種

千
種
卜
云
フ
語
螢
二
用
ヰ
ル
ベ
キ
ニ
非
ズ
例
モ
イ
マ
ダ
ミ
ズ
（
モ
シ
ア
ラ
バ

示
シ
タ
マ
ヘ
）
サ
レ
バ
決
シ
テ
混
ズ
ル
ノ
理
ナ
シ
草
ニ
ハ
百
草
、
千
草
卜
云

セ
ン

ヒ
漢
―
ー
モ
万
草
千
草
J
語
ア
リ
テ
甚
適
セ
リ
（
音
調
モ
亦
可
ナ
リ
）
猶
之
ヲ

混
ズ
ル
ガ
如
キ
人
ハ
其
終
必
言
語
ヲ
以
テ
談
ズ
可
ラ
ズ
一
々
画
圏
ニ
ョ
リ
テ

語
ル
ニ
至
ラ
ン
河
橋
ヲ
食
箸
ト
シ
鳥
ノ
鶴
ヲ
鍋
ノ
蔓
ト
シ
身
ヲ
箕
ト
ス
ル
ノ

マ
ゲ

マ
ケ

カ

ギ

カ

キ

比
二
非
ズ
シ
テ
釘
ヲ
室
ト
シ
曲
物
ヲ
負
物
ト
シ
鑑
ヲ
柿
卜
混
ズ
ル
ト
同
一
例

チ

グ

サ

チ

ク

サ

ナ
リ
誰
力
之
ヲ
聡
耳
ノ
人
ト
イ
ハ
ン
何
ト
ナ
レ
ハ
千
草
ハ
濁
音
千
種
ハ
清
音

（
通
常
ノ
語
モ
然
リ
）
ニ
シ
テ
弥
混
同
ス
ベ
キ
語
二
非
レ
バ
ナ
リ

く
さ
ば
卜
改
メ
ヨ
ト
ノ
説
ナ
レ
ド
サ
テ
ハ
音
ノ
高
低
譜
面
ニ
ッ
キ
テ
験
ス
ル

つ
も
れ
た
ま
れ
を
ざ
ヽ
の
あ
ら
れ

無
キ
事
ヲ
希
フ
ニ
非
ス
笹
ノ
上
ノ
霰
ハ
多
ク
ス
ベ
リ
テ
ト
マ
ル
者
少
ヽ
ソ
故
ニ

希
ニ
ア
ル
事
ヲ
希
フ
ニ
テ
児
童
ノ
性
情
多
ク
此
ノ
如
キ
モ
ノ
ナ
リ
誓

ヘ
バ
慈

父
母
ノ
其
子
ヲ
育
ス
ル
ガ
如
シ
父
母
必
其
子
ヲ
シ
テ
天
下
第
一
ノ
人
タ
ラ
シ

メ
ン
事
ヲ
願
フ
ベ
シ
天
下
第
一
ノ
人
希
ニ
ア
ル
所
ニ
シ
テ
決
シ
テ
ナ
キ
ニ
非

ズ
父
母
ノ
情
然
リ

笹
ノ
葉
ノ
霰
ハ
ツ

モ
ル
モ
ノ
ニ
モ
タ
マ
ル
モ
ノ
ニ
モ
非
ズ
ト

ノ
高
諭
イ
カ
ゞ

侍
ラ
ン
是
ハ
日
本
紀
ニ
サ
ヽ
バ
ニ
ウ
ツ
ヤ
ア
ラ
レ
ノ
タ
シ
タ
シ
ニ

、
ナ
ド
ア

ル
ヨ
リ
オ
ボ
シ
ョ
ラ
レ
タ
ル
ナ
ル
ベ
ケ
レ
ド
モ
今
葉
ハ
イ
ハ
ヌ
ニ
少
シ
ク
エ

夫
ア
リ
笹
ノ
葉
間
枝
岐
二
少
シ
ハ
タ
マ
リ
モ
ツ
モ
リ
モ
ス
ル
ハ
常
ノ
事
ナ
リ

奴
之
ヲ
験
ス
ル
事
数
十
年
ナ
リ
幼
時
之
ヲ
掌
ニ
ウ
ケ
テ
遊
ビ
シ
事
今
ナ
ホ
覚

エ
タ
リ
但
シ
つ
も
れ
ハ
と
ま
れ
二
改
メ
テ
モ
ヨ
ロ
シ
ケ
レ
ド
ナ
ホ
本
ノ
方
可

第
二
曲

あ
が
れ
さ
が
れ

第
七
曲 一

甚
悪
ク
シ
テ
聞
苦
シ
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第
六
圏

第
四
圏

い
ろ
は
に
ほ
へ
ど
ち
り
ぬ
る
を
云
々

第
二
圏

第
二
第
二
曲

し
げ
れ
、
お
ほ
へ

、
ひ
め
ま
つ
、
小
ま
つ
、

是
ハ
し
げ
れ
、
し
げ
れ
卜
重
ネ
タ
ル
方
優
ナ
ル
コ
ヽ
チ
ス
速
ー
ー
改
メ
ン
ト
ス

百
拝
謝
高
諭

第
三
圏

嘩
第
一
曲

は
な
み
に
ゆ
き
ま
せ
よ
し
の
ヽ
さ
く
ら
あ
き
み
て
つ
げ
ま
せ
た
っ
た
の
も
み
ぢ

秋
見
に
ゆ
き
ま
せ
卜
改
ム
ベ
シ
ト
ノ
高
諭
ヲ
賜
フ
然
レ
ト
モ
本
ノ
マ
ヽ
つ
げ

ま
せ
ニ
テ
語
格
違
フ
ニ
非
ズ
音
調
モ
美
ナ
リ
凡
テ
劉
ノ
所
ハ
少
シ
ヅ
ヽ
語
ヲ

異
ニ
セ
ザ
レ
バ
優
ナ
ラ
ズ
故
二
律
詩
長
歌
和
漢
ミ
ナ
然
リ
つ
げ
ま
せ
ニ
テ
悪

シ
ク
ハ
其
故
ヲ
承
ラ
マ
ホ
シ

此
今
様
歌
四
句
偶
文
ノ
意
ナ
ル
事
今
ノ
児
童
ハ
必
僧
侶
ノ
説
法
ヲ
侯
タ
ズ
シ

テ
ヨ
ク
辮
知
ス
ベ
シ
教
科
二
供
ス
可
ラ
ズ
ト
ノ
命
ア
レ
ド
モ
今
天
下
数
万
ノ

小
学
（
直
轄
両
師
範
学
校
ハ

言

二
及
バ
ズ
）
皆
此
色
葉
ヲ
以
テ
習
字
読
書
ノ
第

一
着
手
ト
ス
既
二
習
字
読
書

二
用
ヰ
バ
之
ヲ
絲
竹
二
施
シ
之
ヲ
唱
歌
ス
ル
モ

必
妨
害
ナ
キ
者
卜
認
テ
可
ナ
ラ
ン
初
文
部
省
此
歌
ヲ
以
テ
小
学
二
施
シ
ヽ
モ

諸
行
無
常
是
生
滅
法
等
ノ
意
ヲ
取
ル
ニ
非
ス
必
此
歌
ノ
博
ク
人
口
二
膳
炎
シ

普
ク
但
耳
ニ
モ
入
レ
ル
ヲ
以
テ
ノ
故
ナ
ル
ベ
シ
今
モ
シ
之
ヲ
歌
謡
二
施
ス
可

ラ
ズ
ン
バ
小
学
習
字
読
書
ノ
用
ニ
ハ
最
モ
供
ス
可
ラ
ザ
ル
ガ
如
シ
請
省
セ
ヨ

ナ
ラ
ン
餘
線
ハ
末
二
具
ス

ね
む
れ
よ
こ
云
々

平
語
ヲ
以
テ
綴
リ
タ
ル
ハ
所
謂
子
守
歌
ニ
シ
テ
郎
偶
ノ
子
女
モ
ヨ
リ
解
シ
ェ

ン
事
ヲ
主
ト
ス
レ
バ
ナ
リ
第
二
曲
以
下
よ
く
ね
る
卜
改
ル
モ
可
ナ
リ

み
わ
た
せ
は
云
々

お
り
は
へ
て
は

月
清
集
さ
な
へ
と
る
鳥
羽

田
の
お
も
に
あ
め
を
え
て
を
り
は
へ
き
な
く
ほ
と
ヽ
ぎ
す
か
な
是
ハ
時
節
二

テ
ヲ
ノ
瑕
字
ナ
リ
続
拾
遺
集
立
田
姫
い
ま
や
梢
の
か
ら
に
し
き
お
り
は
へ
あ

き
の
色
ぞ
し
ぐ
る
ヽ
続
古
今
集
久
か
た
の
か
つ
ら
の
里
の
さ
よ
ご
ろ
も
お
り

オ

リ

ヲ

リ

は
へ
月
の
い
ろ
に
う
つ
な
り
此
二
首
織
卜
時
節
ト
ヲ
言
ヒ
カ
ケ
タ
ル
ナ
リ
サ

•
•

オ
リ

レ
ド
オ
ヲ
の
瑕
字
タ
ガ
ヘ
リ
今
ノ
唱
歌
ノ
如
キ
ハ
全
ク
織
ノ
意
ニ
テ
ハ
ヘ
ハ

延
ノ
意
即
チ
拷
縄
之
千
尋
縄
打
延
ノ
延
ノ
如
ク
ト
リ
ナ
セ
リ
カ
ク
テ
ハ
ヲ
ノ

瑕
字
ニ
テ
ハ
大
二
違
ヘ
リ
故
二
お
り
は
へ
て
ト
テ
ノ
辞
ヲ
用
ヰ
ル

第
八
園

第
一
曲

我
日
の
も
と
の
あ
さ
ぼ
ら
け

か
す
め
る
日
影
あ
ふ
ぎ
て
ぞ
卜
改
ル
ハ
仰
グ
ノ
詞
オ
モ
シ
ロ
キ
様
ナ
レ
ド
第

．
 

四
句
二

ぞ
ノ
テ
ニ
ヲ
ハ
ヲ
用
ヰ
第
八
句
二
至
リ
テ
ベ
き
卜
き
ニ
テ
結
ブ
ハ
少

シ
ク
唱
歌
ス
ル
ニ
営
リ
テ
穏
ナ
ラ
ヌ
ヤ
ウ
ナ
リ
は
る
た
つ
け
ふ
を
ぞ
し
り
ぬ

べ
き
卜
第
七
八
ノ
句
ニ
テ
係
結
ヲ
ナ
ス
ハ
調
可
ナ
ル
心
地
ス
レ
ド
ナ
ホ
本
ノ

マ
ヽ
ノ
可
ナ
ル
ニ
如
カ
ズ
か
す
め
る
日
影
ヨ
リ
か
す
み
そ
め
た
る
ノ
方
優
ナ

リ
ト
思
惟
ス
ル
ハ
第
七
句
二
は
る
た
つ
け
ふ
を
ぞ
ト
ア
ル
如
ク
立
春
ノ
日
ノ

意
ナ
ル
故
ナ
リ
且
此
歌
本
居
宣
長
J

「
さ
し
い
づ
る
こ
の
日
の
本
の
ひ
か
り

よ
り
こ
ま
も
ろ
こ
し
も
は
る
を
し
る
ら
ん
ノ
歌
ノ
意
ヲ
取
レ
ル
ナ
レ
ハ
ヤ
ハ

第
七
圏

．
 

を
り
は
へ
て
ト
ス
ベ
シ
云
々
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第
二
曲

雲
間
に
さ
け
ぶ
ほ
と
と
ぎ
す
坂
根
に
に
ほ
ふ
云
々
な
つ
き
に
け
り
と
天
地
に
云

何
故
二
雲
間
ヲ
木
の
間
卜
改
ム
ベ
キ
ニ
カ
コ
レ
ハ
第
六
句
二
天
地
に
ト
ア
ル

天
二
応
ゼ
ン
ガ
為
二
雲
間
ト
セ
ル
也
木
の
間
ニ
テ
ハ
天
地
ノ
詞
何
ニ
ヨ
リ
テ

カ
来
ベ
キ
マ
サ
カ
ニ
神
学
者
流
ノ
所
謂
高
天
原
ナ
ル
香
山
ノ
榊
ノ
間
ニ
テ
モ

非
ル
ベ
シ
イ
カ
ゞ

第
九
圏

第
二
曲

は
る
も
な
か
ば
を
す
ぎ
の
と
を
お
し
あ
け
が
た
に
云
々

f
 .

.

.

.

 

な
か
ば
を
の
を
卜
す
ぎ
の
と
を
ノ
を
卜
重
リ
テ
聞
苦
シ
カ
ル
ベ
シ
ト
ノ
説
ナ

々

レ
ド
決
シ
テ
聞
苦
シ
カ
ラ
ズ
音
調
モ
ア
シ
カ
ラ
ズ
凡
テ
辞
ハ
自
然
二
重
ル
ハ

何
程
重
リ
テ
モ
苦
カ
ラ
ズ
（
但
コ
レ
ハ
詞
ニ
ッ
キ
テ
イ
フ
音
楽
上
ニ
ト
リ
テ

イ
フ
ニ
非
ズ
）
然
ル
ヲ
却
テ
作
為
ヲ
以
テ
強
ヒ
テ
他
ノ
辞
ヲ
用
ン
ト
ス
レ
バ

．． 

大
二
害
ア
リ
彼
ノ
風
か
よ
ふ
ね
ざ
め

の
袖
の
花
の
か
に
か
を
る
枕
の
春
の

よ

•••• 

の
夢
又
冬
が
れ
の
森
の
く
ち
ば
の
霜
の
う
へ
に
お
ち
た
る
月
の
か
け
の
さ
や

け
さ
又
い
ほ
ば
ら
の
き
よ
み
の
さ
き
の
み
ほ
の
う
ら
の

又
春
の

か
き
り
の
け

•• ふ
の
ひ
の
ノ
類
ノ
決
シ
テ
聞
グ
ル
シ
カ
ラ
ヌ
ガ
如
シ
故
二
古
人
此
ヲ
撰
集
二

収
メ
タ
リ
今
モ
シ
貴
説
ノ
如
ク
辞
ノ
重
ル
ヲ
厭
ハ
ゞ
前
件
ノ
歌
ノ
如
キ
ハ
評

ノ
下
ス
可
キ
無
ラ
ン
貴
示
ノ
如
ク
な
か
ば
の
す
ぎ
の
と
を
ニ
テ
ハ
甚
味
ナ
シ

ス

ギ

何
ト
ナ
ラ
バ
す
ぎ
ハ
杉
卜
過
去
ト
ヲ
イ
ヒ
カ
ケ
タ
ル
ニ
テ
仲
春
モ
ス
ギ
テ
稽

季
春
ノ
節
ニ
テ
此
詞
ニ
テ
落
花
ノ
意
ヲ
オ
モ
ハ
セ
タ
ル
ナ
リ
若
シ
此
イ
ヒ
カ

ケ
ニ
関
セ
ズ
バ
杉
ニ
ハ
限
ラ
ズ
栗
ニ
テ
モ
梱
ニ
テ
モ
紫
檀
沈
水
金
銀
珠
玉
或

リ
日
影
よ
り
ト
シ
テ
オ
カ
ン
方
願
ハ
シ

チ
ス

音
の
調
本
ノ
マ
マ
ノ
方
ヲ
ヨ
ロ
シ
コ
レ
ニ
テ
モ
さ
き
か
れ
ノ
意
ニ
ナ
ル
ベ
シ

却
リ
テ
さ
き
か
れ
ト
イ
ハ
ン
ヨ
リ
さ
き
く
と
卜
言
ヒ
残
ス
方
餘
意
ア
ル
コ
、

と
ま
る
も
ゆ
く
も
云
々

さ
き
く
と
ば
か
り

第
二
曲

ほ
た
る

の
あ
か
り
雪
の
ま
ど

コ
レ
ハ
改
メ
タ
ル
方
ョ
ロ

シ
カ
ラ
ン
数
多
ノ
月
数
ス
ギ
ノ
戸
ヲ
ト
改
メ
ラ
レ

タ
ル
ハ
必
モ
ト
ノ
如
ク
杉
卜
過
ト
ヲ
イ
ヒ
カ
ケ
ニ
ト
ラ
レ
タ
ル
ナ
ル
ベ
シ
第

九
図
第
二
曲

二
春
モ
ナ
カ
バ
ノ
ス
ギ
ノ
戸
ト
セ
ラ
レ

タ
ル
ト
ハ
大
二
異
ナ
リ

第
十
二
圏

第

一
曲

ハ
石
灰
ペ
ン
キ
塗
ノ
戸
ニ
テ
モ
ヨ
ロ
シ
カ
ル
ベ
シ
（
但
此
ノ
杉
ノ
戸
松
ノ
戸

檜
ノ
戸
ノ
類
是
等
ノ
木
ノ
多
ク
生
ジ
テ
ア
ル
ア
タ
リ
ノ
住
家
ヲ
イ
フ
ト
ノ
説

ア
レ
ド
奴
ハ
是
等
ノ
木
材
ヲ
以
テ
作
リ
タ
ル
戸
ナ
リ
ト
イ
フ
説
ヲ
ト
ル
ナ

リ
）
第
七
句
木
々
ヲ
枝
卜
改
ル
ハ
何
ニ
テ
モ
ア
リ
ヌ
ベ
シ

閏
の
い

た
と

の
云
々
か
を
る
日
影
の
や

ヽ
さ
し

そ
め
て

ヤ
ハ
リ
本
ノ
マ
ヽ
ノ
方
可
ナ
ル
ベ
シ
強
ヒ
テ
改
ル
ニ
及
バ
ズ
且
第
一
句
二
明

行
空
と
い
ひ
結
旬
二
明
ぼ
の
ト
ア
レ
バ
第
二
旬
二
朝
日
卜
再
三
イ
ハ
ン
ヨ
リ

ハ
日
影
ト
ノ
ミ
イ
フ
方
穏
ナ
ラ
ン
第
一
句
明
行
空
ト
ト
ヒ
テ
第
三
句
二
さ
し

そ
め
ト
ア
レ
バ
日
影
ト
ノ
ミ
ニ
テ
朝
日
ナ
ル
事
誰
モ
知
ル
ベ
シ
。
霞
の

な
か

ヲ
霞
の
お
く
卜
改
ル
ハ
ヨ
ロ
シ
サ
レ
ド
霞
の

な
か
卜
云
ヒ
テ
モ
其
な
か
ハ
中

心
正
中
ノ
中

二
非
ズ
中
外
内
外
ノ
中
内
ノ
意
ナ

レ
バ
な
か
卜
本
ノ
マ
ヽ
ニ
テ

モ
ア
シ
カ
ル
マ
ジ

第
十
一

圏
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第
三
曲

ち
し
ま
の
お
く
も
云
々
や
し
ま
の
そ
と
の

ソ
ハ
モ
ト
背
ノ
意
ナ
ル
ハ
勿
論
ナ
レ
ド
内
外
ヲ
ウ
チ
ト
ト
モ
ウ
チ
ソ
ト
ト
モ

ヨ
ム
ベ
シ
難
ゼ
ラ
レ

タ
ル
如
ク
ニ
ほ
か
ト
シ
テ
ハ
外
国
他
国
の
為
ノ
守
ノ
如

ト
ノ
ヘ
ト
ノ
マ
モ
リ
ト
ヤ
マ

く
聞
エ
テ
悪
シ
外
郭
外
衛
外
山
ナ
ド
ほ
か
ト
ヨ
ミ
テ

ハ
意
違
フ
ナ
リ
そ
と
ト

ソ

ト

モ

云
ヒ
テ
モ
中
外
ノ
外
ニ
テ
外
面
ノ
意
ニ
ナ
ル
故
ニ
ョ
ロ
シ
強
ヒ
テ
背
面
ノ
意

ト
ノ
ミ
オ
モ
フ
ハ
少
シ
ク
上
古
二
僻
ス
ル
ニ
近
ク
ヤ
ア
ラ
ン
縦
ヒ
強
ヒ
テ
背

面
ト
ス
ル
モ
ほ
か
ト
シ
テ
我
二
関
係
ナ
キ
モ

ノ
ヽ
ャ
ウ
ニ
ス
ル
ヨ
リ
ハ
可
ナ

み
ど
り
云
々
み

つ
せ

の
川

み
つ
せ
川
タ
ト
ヒ
我
国
偽
造
ノ
仏
経
ョ
リ
出
デ
タ
リ
ト
モ
今
仏
字
梵
経
ヲ
教

ル
為
二
非
ス
既
二
源
氏
談
ニ
モ
引
用
セ
レ
バ
用
ル
モ
害
ナ
キ
ガ
如
シ
但
シ
仏

経
ヨ
リ
出
デ
タ
ル
語
ナ
ル
故
二
教
科
二
用
ヰ
ズ
ト
ナ
ラ
バ
兎
モ
角
モ
ア
ル
ベ

シ
偽
経
ョ
リ
出
デ
タ
ル
故
二
取
ラ
ズ
ト
ノ
コ
ト
解
シ
難
シ
僧
尼
及
仏
道
教
導

職
ノ
輩
ハ
何
ト
モ
イ
ハ
ゞ
イ
ヘ
嘗
取
調
所
ハ
仏
経
ヲ
講
ズ
ル
精
舎
二
非
ズ
僧

尼
ヲ
度
ス
ル
壇
二
非
ズ
縦
ヒ
釈
尊
金
ロ
ノ
正
説
タ
リ
ト
モ
取
ラ
ザ
ル
ハ
取
ラ

ズ
偽
経
ナ
リ
ト
モ
取
ル
ベ
キ
ハ
取
ル
ベ
シ
何
ゾ
瑣
々
タ
ル
真
偽
ヲ
論
ゼ
ン
ヤ

〔
マ
マ

〕

若
又
偽
経

ョ
リ
出
テ
ダ
ル
恨
托
ナ
ル
故

二
取
ラ
ズ
ト
言
ン
カ
釈
迦
牟
尼
世
尊

ノ
金
ロ
ー
ー
モ
椴
托
ア
リ
方
便
ア
リ
タ
ゞ
候
托
ュ
ヱ
ニ
取
ラ
ズ
ト
ナ
ラ
バ
可
ナ

リ
（
併
シ
歌
ヨ
ミ
家
ハ
少
シ
困
ス
ベ
シ
）
金
ロ
ノ
仮
托
ナ
ラ
ザ
ル
故
二
取
ラ

ズ
ト
其
ロ
ノ
金
銀
銅
鉄
ノ
分
量
卜
買
値
の
高
下
ニ
ヨ
リ
テ
取
捨
ヲ
ナ
ス
ハ
少

0

マ
マ
〕

シ
ク
商
慣
ノ
ロ
ニ
似
タ
ル
コ
ヽ
チ
ズ

第
十
三
圏

第
三
曲

ラ
ン

さ
ゞ
れ
二
濁
点
ヲ
ウ
ツ
可
ラ
ズ

ト
ノ
説
一
応
ハ

聞
エ
タ
ル
様
ナ

レ
ド
モ
伏
シ

サ
、

難
シ
抑
さ
ゞ
れ
石
ノ
さ
ゞ
ハ
小
ノ
意
ニ
テ
小
ヲ
清
音
二
用
ヰ
タ
ル
ハ
允
恭
天

サ

ヽ

ラ

ガ

タ

ニ

シ

キ

ノ

ヒ

モ

ヲ

サ
ヽ

ラ

ガ

タ

皇
紀
二
佐
瑳
羅
餓
多
遁
之
択
能
醤
毛
弘
コ
レ
小
紋
形
錦
之
紐
ヲ
ノ
義
ニ
テ
清

音
瑳
ノ
字
ヲ
用
ヰ
其
他
小
ヲ
さ
ヽ

け
し
ナ
ド
云
フ

モ
清
音
ナ
リ
然
レ
ド

モ
熟

サ
ゞ

レ
イ
シ

考
フ
ル
ニ
小
ハ
清
濁
両
様
二
用
ヰ
其
上
二
小
石
ノ
方
ハ
濁
音
ノ
方
ヲ
古
ョ
リ

サ

ゞ

レ

シ

モ

用
ヰ
来
タ
リ
例
ハ
万
葉
集
左
射
礼
思
母
（
小
石
モ
也
）
卜
見
エ
タ
ル
此
ノ
射

サ

ザ

レ

ナ

ミ

サ
ゞ
レ

J
字
ニ
テ

ハ
惜
二
濁
音
ト

モ
シ
難
ケ
レ
ド
同
十
三
巻
沙
邪
礼
浪
ト
ア
リ
（
小

ナ
ミ

リ
）
コ
レ
小
ヲ
サ
ゞ
卜
濁
音
二
用
ヰ
タ
ル
確
証
ニ
テ
射
ノ
字
モ
万
葉
ニ

浪
ナ

ハ
多
ク
濁
音
二
用
ヰ
タ
リ
況
ヤ
十
三
巻
ノ
邪
ノ
字
ハ
濁
音
ニ
シ
テ
決
シ
テ
清

音
ニ
ハ
一
モ
用
ヰ
タ
ル
例
紀
記
万
葉
共
ニ
ナ
キ
ヲ
ヤ
サ
テ
射
ヲ
濁
音
二
用
ヰ

カ

ザ

シ

タ

リ

ト

モ

ニ

カ

ザ

サ

．

ス

カ

ザ

シ

タ
ル
例
ハ
万
葉
集

二
可
射
之
多
里
又
登
毛
爾
加
射
左
受
ナ
ド
見
エ

タ
ル
挿
之

サ
ゞ
レ
ナ
ミ
サ
ゞ
レ
イ
シ

ノ
意

ニ
シ
テ
濁
音
ナ
リ
サ
レ
バ
小
連
小
石
ノ
類
上
ノ
邪
ノ
字
卜
相
待
チ
テ
清

音
ナ
ラ
ザ
ル
事
決
ス
ベ
シ

（
和
名
抄
ハ
強
ヒ
テ
清
濁
ヲ
論
ズ
ベ

キ
書
ナ
ラ
ネ

バ
引
カ
ズ
）
ナ
ホ
労
例
ラ
ヲ
案
ズ
ル
ニ
山
陵
ヲ
サ
ゞ
キ
ト
濁
音
ニ
ョ
ブ
（
但

サ

ゞ

キ

サ

ゞ

キ

シ
今
俗
ニ
サ
ゞ
ギ
ト
イ
フ
ハ
誤
ナ
レ
バ
ト
ラ
ズ
）
モ
即
小
城
小
丘
ノ
意
ニ
テ

サ
ゞ
ヲ
濁
音
ニ
ョ
フ
例
ナ
リ
俗
ノ
等
曲
家
謡
曲
家
及
ビ
長
唄
老
松
ノ
曲
等
モ

（
但
浄
ル
リ
ノ
老
松
ニ
ハ
此
詞
ナ
シ
）
皆
さ
ざ
れ
卜
濁
リ
宮
内
省
雅
楽
局
君

ケ
代
ノ
曲
モ
亦
さ
ゞ
れ
卜
濁
リ
テ
歌
ヘ
リ
（
但
シ
コ
レ
モ
サ
ゞ
レ
ト
歌
フ
ヲ

誤
ト
ナ
ラ
バ
改
ム
ベ
ケ
レ
ド
）
古
今
雅
俗
皆
カ
ク
ノ
如
シ
ナ
ホ
濁
ル
ベ
カ

ラ

き
み
が
よ
は
ち
よ
に
云
々
さ
ざ
れ
い
し
の
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此
第
十
三
圏
ノ
唱
歌
ノ
譜
西
人
某
氏
ノ
所
作

ニ
シ
テ
歌
ア
リ
（
此
譜
甚
有
名

ナ
ル
ヨ

シ
）
大
二

訳
二
困
ム
故
二
綴
リ
サ
マ
ヨ
ロ
シ
カ
ラ
ズ
寛
恕
ヲ
玉
ヘ
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ズ
バ
改
ム
ベ
シ
今
ヤ
俊
人
在
官
斯
養
モ
文
珠
遊
夏
走
卒
モ
富
楼
那
我
貢
ナ
リ

済
々
タ
ル
編
輯
ノ
士
必
度
越
ノ
見
ア
ラ
ン
伏
シ
テ
開
示
ヲ
乞
フ

特
異
、
コ
ノ
ち
よ
に
や
ち
ょ
に
ノ
歌
古
今
集
賀
ノ
部

二
収
メ
テ
我
君
は
ち

よ
に
や
ち
ょ
に
ト
ア
リ
諸
書

二
見
工
タ
ル
モ
皆
然
リ
然
ル
ニ
雅
俗
共
之
ヲ

管
絃
二
施
ス
ニ
ハ
君
が
よ
ト
ノ
ミ
謡
ヘ
リ
未
其
故
ヲ
解
セ
ズ
（
但
ウ
タ
ヒ

ク
チ口

ノ
善
悪
卜
前
後
ノ
詞
ニ
ハ
ヨ
ル
ベ
ケ
レ
ド
）
今
幸
二
譴
責
ヲ
免
ル
ト
雖

モ
実
ハ
奴
ノ
不
幸
ナ
リ
希
ク
ハ
高
論
ヲ
聞
カ
ン

つ
も
れ
た
ま
れ

第
一
図
第
七
曲
ノ
下
二
笹
ノ
葉
ノ
霰
ハ
ツ
モ
リ
モ
タ
マ
リ
モ
ス
ル
者
二
非
ズ

是
ハ
無
キ
事
ヲ
ア
レ
カ
シ
ト
云
ヘ
ル
ニ
ャ
ト
難
ゼ
ラ
レ
タ
リ
其
無
キ
事

二
非
ズ

シ
テ
ア
ヲ
事
ル
希
フ
ナ
ル
ハ
既
二
陳
ゼ
リ
然
シ
テ
無
キ
事
ヲ
ア
レ
カ
シ
ト
願
フ

モ
人
情
常
ニ
ア
ル
事
ニ
テ
怪
ム
ニ
足
ラ
ズ
下
二
出
ス
数
歌
ノ
如
キ
必
高
評
ア
ラ

ン
伏
シ
テ
開
諭
ヲ
乞
フ

佳
歌
二
云
鳶
鳥
の
は
ね
あ
る
な
ら
ば
と
ん
で
ゆ
き
た
や
ぬ
し
の
そ
ば
未
ダ

羽
翼
ア
ル
ノ
人
ヲ
見
ズ
但
シ
是
ハ
論
ズ
ル
ニ
足
ラ
ズ

イ

モ

カ

ド

万
葉
集
巻
二
長
歌
柿
本
人
磨
夏
草
の
お
も
ひ
し
な
え
て
し
ぬ
ぶ
ら
ん
妹
が
門

見
ん
な
び
け
此
山
コ
レ
ハ
人
丸
石
見
国
ヨ
リ
妻
二
別
レ
テ
京
二
上
ル
時
ノ
歌
二

テ
故
郷
ノ
妻
ノ
家
門
ヲ
望
ミ
見
ン
ト
ス
レ
ド
モ
高
津
山
具
間
二
障
リ
テ
見
エ
ズ

因
テ
靡
ケ
此
山
ト
イ
ヘ
ル
ナ
リ
古
今
集
雑
上
在
原
業
平
あ
か
な
く
に
ま
だ
き
も

月
の
か
く
る
ヽ
か
山
の
は
に
げ
て
入
れ
ず
も
あ
ら
な
ん
（
此
歌
解
ヲ
下
ス
ヲ
待

タ
ス
）
此
二
首
一
ハ
歌
聖
ノ
作
一
ハ
歌
仙
ノ
詠
ナ
リ
然
シ
テ
其
無
キ
事
ヲ
願
フ

ニ
ゲ

コ
ト
カ
ク
ノ
如
シ
山
ノ
靡
キ
モ
逃
モ
セ
ザ
ル
者
ナ
ル
事
ハ
（
但
山
足
ト
イ
フ
ハ

ア
レ
ド
此
足
ハ
用
ヲ
ナ
サ
ス
又
風
土
記
神
仙
伝
等
ノ
説
モ
ト
ヨ
リ
取
二
足
ラ

ズ
）
稚
児
も
知
ル
ベ
シ
人
丸
業
平
ニ
シ
テ
登
之
ヲ
知
ラ
ザ
ラ
ン
ヤ
然
シ
テ
痴
情

ハ
シ
ケ
レ

斯
ノ
如
シ
コ
レ
其
聖
仙
タ
ル
所
以
ナ
リ
抑
歌
ハ
人
情
ノ
感
ズ
ル
所
詠
嘆
恣
嵯
ノ

餘
二
発
ス
ル
者
ニ
シ
テ
（
中
世
ノ
今
様
ナ
ド
ニ
ハ
テ
ニ
ヲ
ハ
ノ
調
ハ
ヌ
サ
ヘ
マ

ヽ
ア
リ
コ
レ
ハ
コ
ト
ニ
歌
ヒ
ロ
ノ
調
ヲ
主
ト
ス
レ
バ
ナ
リ
）
理
論
二
拘
泥
セ
ザ

キ
、

ル
ヲ
可
ト
ス
立
田
川
ノ
紅
葉
ヲ
錦
卜
見
玉
ヒ
シ
ハ
奈
良
帝
ノ
御
目
利
違
ヒ
芳
野

山
ノ
桜
ヲ
雲
ト
ミ
シ
ハ
人
丸
ノ
老
衰
眼
ゾ
ナ
ド
ト
イ
ハ
ゞ
此
道
忽
地
二
墜
チ
テ

人
丸
赤
人
必
九
泉
ノ
下
那
落
ノ
底
二
泣
キ
貫
之
射
恒
身
ヲ
抹
下
二
蹴
シ
定
家
家

隆
ノ
倫
ハ
将
二
穴
蔵
二
逃
ゲ
入
ラ
ン
ト
ス
棟
燿
二
堪
ヘ
ス
寛
大
ノ
慮
置
コ
ソ
願

〔編
輯
局
長
島
田
三
郎
ノ
意
見
〕

〔
マ
マ
〕

小
官
音
学
二
於
テ
奄
モ
知
ル
所
ナ
キ
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
国
語
ノ
邊
モ
亦
之
ヲ
習
ハ

ズ
故
二
本
案
二
於
テ
評
ノ
可
レ
下
ナ
シ
幸
二
局
員
佐
藤
誠
賓
ノ
語
学
二
暁
ル
ア

ル
ヲ
以
テ
就
テ
之
ヲ
質
セ
シ
所
別
冊
記
ス
ル
所
ノ
意
見
ヲ
差
出
セ
シ
ニ
ヨ
リ
進

呈
シ
テ
御
参
考
ノ
資
二
供
シ
候
冊
中
朱
点
0
ヲ
附
ス
ル
モ
ノ
ハ
改
正
セ
ザ
レ
バ

不
都
合
ナ
リ
ト
思
惟
ス
ル
廉
ナ
リ
其
朱
線
ー
|'ヲ
字
傍
二
附
シ
タ
ル
ハ
改
正
セ

バ
更
二
可
ナ
ル
ベ
シ
ト
思
惟
ス
ル
廉
ナ
リ
但
第
一
図
第
一
曲
ハ
「
ひ
ら
け
」
ノ

句
ヲ
改
メ
テ
「
サ
ケ
ャ
」
ト
ス
ベ
シ
ト
云
フ
誠
実
ノ
案
（
第
三
曲
モ
亦
同
ジ
）

有
之
侯
得
共
其
首
旬
二
「
ひ
ら
け
」
卜
云
ヒ
次
句
二
「
に
ほ
へ
」
と
云
ヘ
リ
是

レ
蓋
シ
「
け
」
と
「
へ
」
卜
韻
調
ヲ
取
リ
（
第
三
曲
ノ
「
つ
ぼ
め
」
「
ひ
ら
け
」

ノ
「
め
」
「
け
」
も
亦
同
ジ
）
シ
者
ナ
ル
ベ
ケ
レ
バ
之
ヲ
「
サ
ケ
ャ
」
卜
修
正

ス
ル
ト
キ
ハ
瑕
令
語
法
二
適
ス
ル
モ
声
曲
ニ
ハ
合
ハ
ザ
ル
ベ
シ
此
ヨ
リ
推
考
シ

来
レ
バ
此
等
ノ
点
尚
ホ
多
カ
ラ
ン
要
ス
ル
ニ
厳
二
語
法
ヲ
論
ズ
ル
モ
声
曲
二
合

ハ
ザ
レ
バ
唱
歌
ノ
用
二
適
セ
ズ
獨
リ
唱
歌
ノ
便
二
取
リ
テ
語
法
二
違
フ
ト
キ
ハ

世
ノ
之
ヲ
誹
誤
ス
ル
ニ
遭
ン
初
テ
此
等
ノ
諸
点
ヲ
完
美
ナ
ラ
シ
メ
ン
ニ
ハ
更
二
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と
ま
れ
や
ど
れ
ち
く
さ
の
ほ
た
る

叫
灯
ハ
千
種
と
混
す
れ
バ
く
さ
ば
と
す
べ
し

つ
も
れ
た
ま
れ
を
ざ
さ
の
あ
ら
れ

1
1ニ
霰
ハ
ツ
モ
ル
モ
ノ
ニ
モ
タ
モ
ル
マ
ノ
ニ
モ
ア
ラ
ズ
是
ハ
無
キ
事
ヲ

第
七
曲

第
四
曲

0
ヒ
ラ
ケ
ハ
此
モ
サ
ケ
ヤ
ト
ス
ベ
シ

つ
ぼ
め
ひ
ら
け

フ
ベ
シ

第
二
曲

あ
が
れ
さ
が
れ

音
楽
取
調
所
二
付
セ
ラ
レ
改
調
相
成
候
様
ト
ノ
御
裁
決
有
之
度
存
ジ
候
也

第
壼
圏
唱
歌

第
一
曲

ひ
ら
け
に
ほ
へ
そ
の
ふ
の
さ
く
ら

受

負

0
ヒ
ラ
ケ
ハ
ウ
ケ
マ
ケ
ナ
ド
、
同
ジ
働
ノ
言
ニ
テ
ヒ
ラ
ケ
ヒ
ラ
ク
ル
ヒ
ラ
ク
レ

卜
働
ク
言
ナ
レ
バ
古
言
ノ
外
ハ
ヒ
ラ
ケ
ョ
ト
カ
ヒ
ラ
ケ
ネ
ト
カ
云
ハ
ネ
バ
命

[
マ
マ
〕

令
ノ
言
ニ
ナ
ラ
ズ
ヒ
ラ
ケ
ト
云
ヒ
テ
都
テ
命
令
ニ
ナ
ル
ハ
ヒ
カ
ラ
ン
ヒ
ラ
キ

ヒ
ラ
ケ
ト
活
ク
言
ニ
テ
書
ヲ
披
ク
ロ
ヲ
開
ク
ナ
ド
ノ
開
ク
ニ
テ
花
ノ
ヒ
ラ
ク

ル
ト
ハ
自
他
ノ
別
ア
リ
況
ヤ
花
二
開
ク
ル
ト
云
フ
ハ
開
ノ
字
ヲ
書
ク
開
ク

ナ

ト
ノ
開
ク
ト
同
シ
ャ
ウ
ニ
訓
メ
ル
語
ニ
テ
花
ー
ー
ハ
サ
ク
ト
云
フ
ソ
我
國
ノ
言

ナ
ル
サ
レ
ハ
此
ハ
サ
ケ
ヤ
ト
云
フ
ソ
勝
ル
ヘ
キ

0
サ
ガ
ル
ハ
俗
二
云
フ
ブ
ラ
サ
ガ
ル
事
ナ
リ
此
ハ
オ
リ
ヨ
ト
カ
ク
ダ
レ
ト
カ
云

第
三
曲

見
わ
た
せ
ば
や
ま
へ
に
は
云
々

第
六
圏
唱
歌

第
一
曲

秋
見
に
ゆ
き
ま
せ
と
す
べ
し

第
四
圏
唱
歌

い
ろ
は
云
々

有
レ
カ
シ
ト
云
ヘ
ル
ニ
ャ

第
二
圏
唱
歌

這
第
二
曲

し
げ
れ
お
ほ
へ
ひ
め
ま
つ
こ
ま
つ

．．． 

覆
ハ
ル
ヽ
モ
ノ
ヲ
畢
ズ
シ
テ
オ
ホ
ヘ
ト
云
フ
ハ
イ
カ
ゞ
ア
ラ
ン
是
ハ
シ
ゲ
レ

．
 

シ
ゲ
レ
ト
重
ネ
タ
ラ
ン
ゾ
前
ノ
唱
歌
ノ
サ
マ
ト
同
シ
ク
テ
宜
シ
カ
ル
ベ
キ

第
三
圏
唱
歌

噸
第

一
曲

は
な
み
に
ゆ
き
ま
せ
。
よ
し
野
の
さ
く
ら
。
秋
見
て
つ
げ
ま
せ
。
た
っ
た
の
も

み
ぢ
゜

〇
是
ハ
諸
行
無
常
等
ノ
四
句
ノ
偶
文
ノ
意
ヲ
述
タ
ル
歌
ナ
リ
教
科
ノ
用
二
供
ス

ヘ
キ
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ス

ね
む
れ
よ
子
云
々

汀
ヨ
リ
下
ノ
三
曲
平
常
ノ
言
ヲ
以
テ
綴
リ
テ
餘
ノ
曲
ノ
言
卜
均
シ
カ
ラ
ズ

コ
レ

ハ
必
ス
其
故
ァ
ル
ヘ
シ
第
二
曲
第
三
曲

ニ
ヨ
ク
ネ
タ
子
ト
ア
ル
ハ
第

一
曲
ノ
如
ク
ヨ
ク
ネ
ル
子
ト
ス
ル
方
マ
サ
ル
ベ
シ

第
七
圏

第
二
曲
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サ
キ
ク
ト
バ
カ
リ
ハ
サ
キ
カ
レ
ト
ノ
ミ
ト
云
フ
ヘ
シ

と
ま
る
も
ゆ
く
も

敷
ス
ギ
ノ
戸
ヲ
ト
ス
ヘ
シ

第
二
曲

〇
オ
リ
ハ
ヘ
テ
ハ
ヲ
リ
ハ
ヘ
テ
ト
ス
ベ
シ

第
八
圏
唱
歌

第

一
曲

我
日
の
も
と
の
朝
ぼ
ら
け

＂
マ
マ

〕

カ
ミ
ス
ソ
メ
タ
ル
日
影
ョ
リ
ハ
カ
ス
メ
ル
日
影
ア
フ
ギ
テ
ゾ
ト
ス
ヘ
シ
シ
リ

は
る
も
な
か
は
を
す
き
の
と
を

．

．

．
 

ハ
ル
モ
ナ
カ
ハ
ヲ
ス
キ
ノ
ト
ヲ
ハ
ヲ
J
字
カ
サ
ナ
リ
テ
聞
キ
グ
ル
シ
カ
ル
ベ

シ
春

モ
ナ
カ
バ
ノ
ス
ギ
ノ
ト
ヲ
ト
ス
ベ
シ
ボ
ふ
‘
コ
ソ
ハ
枝
コ
ソ
ト
ス
ヘ
シ

第
十
一
唱
歌

閏
の
い
た
と
の

カ
ヲ
ル
朝
日
ノ
ヤ
ヽ
サ
シ
ソ
メ
テ
ハ
カ
ヲ
ル
朝
日
ノ
サ
シ
ソ
メ
ヌ
レ
バ
ト
ス

ヘ
シ

0
霞
ノ
ナ
カ
ハ

霞
ノ
ウ
チ
又
ハ

霞
ノ
オ
ク
ト
ス
ベ
シ

第
十
二
圏
唱
歌

第
一
曲

ほ
た
る
の
あ
か
り
雪
の
ま
ど

刹
列
ル
ノ
ア
カ
リ
ハ
ホ
タ
ル
ノ
光
ト
ス
ヘ
シ

ィ
ッ
シ
カ
ト
シ
モ
ス
ギ
ノ
戸
ヲ
ハ
フ
ミ
ヨ
ム
ッ
ト
メ
重
ネ
ッ
ヽ
ア
マ
タ
ノ
日

ヌ
ベ
シ
／
シ
リ
ヌ
ベ
キ
ト
ス
ヘ
シ

第
九
唱
歌

第
二
曲

フ
ミ
ヨ
ム
日
敷
カ
サ
ネ
ッ
ヽ

ち
し
ま
の
お
く
も

（
『
回
厳
書
類
』
明
治
十
三
年
二
月
ー
十
五
年
六
月
上
）

0
八
島
ノ
ソ
ト
ノ
ハ
八
島
ノ
ホ
カ
ト
ノ
ト
云
フ
ヘ
シ
ソ
ト
ハ
背
面
ニ
テ
即
チ
ウ

叫
ミ
ナ
ク
ハ
ッ
ヽ
ガ
ナ
ク
ト
ス
ヘ
シ

シ
ロ
ノ
事
ナ
リ

第
十
三
圏
唱
歌

第
三
曲

〔手
書
き
〕

0
み
つ
瀬
川
ハ
源
氏
物
語
ナ
ト
ニ
引
用
セ
レ
ド
モ
モ
ト
十
王
経
ト
イ
ヘ
ル
我
國

偽
造
ノ
佛
経
二
出
タ
ル
ナ
レ
バ
教
科
ノ
用
二
供
ス
ヘ
キ
ニ
ア
ラ
ズ

第
十
四
圏
唱
歌

第
一
曲

き
み
が
よ
は

サ
ゞ
レ
石
ハ
サ
ヽ

レ
ト
ス
ベ

シ
濁
貼
ヲ
ウ
ッ
ベ
カ
ラ
ス

第
十
三
圏
唱
歌
三
首
ト
モ
ッ
ヽ
ケ
サ
マ
ヨ
ロ
シ
カ
ラ
ズ

修
正
を
く
り
返
し
た
掛
図
に
も
と
づ
い
て

『唱
歌
集
』
も
編
集
を
完
了
し
、
明
治

十
四
年
十
一
月
に
は
出
版
版
権
届
を
出
し
、
一
方
、
そ
の
初
稿
は
文
部
省
へ
回
付
さ

れ
た
。
初
稿
を
受
け
取
っ
た
普
通
学
務
局
長
の
辻
新
次
は
、
そ
の
ト
ビ
ラ
に
再
訂
正

の
意
見
を
朱
書
し
て
差
し
も
ど
し
て
き
た
。

「
唱
歌
二
関
ス
ル
書
籍
ヲ
文
部
省
ョ
リ
出
版
相
成
候
ハ
該
書
ヲ
以
テ
始
メ
ト
ス
レ

バ
世
間
一
般
ノ
模
範
卜
為
リ
向
後
唱
歌
ヲ
普
及
ス
ル
ノ
基
礎
ト
モ
為
ル
ベ
キ
モ
ノ
ニ

シ
テ
之
二
拠
リ
テ
小
学
生
徒
ノ
徳
性
ヲ
涵
養
ス
ベ
キ
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
但
歌
ノ
旧
弊
ヲ
モ

一
掃
ス
ベ
キ
モ
ノ
ト
存
候
然
ル
ニ
該
害
中
記
載
ス
ル
所
ノ
歌
曲
ハ
唱
歌
ノ
大
眼
目
タ

ル
徳
性
涵
養
ノ
精
神
極
メ
テ
乏
シ
キ
モ
ノ
往
々
有
之
候
得
共
只
二
唱
歌
ノ
音
調
ヲ
教

み
ど
り
さ
か
ゆ
る

第
四
曲
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フ
ル
材
料
ト
セ
バ
差
シ
タ
ル
不
都
合
無
カ
ラ
ン
乎
但
シ
上
端
貼
紙
ノ
分
ハ
削
除
ノ
上

発
売
相
成
方
可
然
存
候
」
（
『
回
議
書
類
』
明
治
十
三
年
二
月
ー
十
五
年
六
月
下
）

「
上
端
貼
紙
」
の
箇
所
と
は
次
の
部
分
で
あ
る
。

日

第

三

曲

初

稿

の

題

〈柳
す
A

き
〉

ー

な

び

け

や

な

ぎ

か

は

せ

の
か
ぜ
に

ニ

ま

ね

け

す

A

き

は

な

の

A

風
に

こ
の
歌
詞
に
対
す
る
普
通
学
務
局
の
意
見

「
此
歌
は
何
如
に
も
靡
弱
の
体
に
て
雄
々
し
き
氣
な
く
俗
間
に
歌
ふ
所
の
へ
何
を

く
よ
／
＼
川
ば
た
柳
水
の
流
を
見
て
く
ら
す
な
ど
の
類
に
て
極
め
て
野
齢
な
る
者

な
り
児
女
等
此
等
の
歌
曲
を
諷
詠
せ
る
に
何
如
な
る
感
動
を
起
す
へ
き
か
決
し
て
其

の
徳
性
を
涵
養
す
る
所
以
に
非
ざ
る
な
り
削
除
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
」

こ
の
意
見
に
従
っ
て
、
第
二
稿
で
は
曲
名
を
〈
小
草
す
す
き
〉
と
題
し一

節
を

「
な

び
け
を
ぐ
さ
は
る
の
の
か
ぜ
に
」
と
替
え
る
。

普
通
学
務
局
再
度
の
意
見
曲
名
〈
あ
が
れ
〉

「
あ
が
れ

あ
が
れ
廣
野
の
ひ
ば
り
」

わ
か
け

「
は
し
れ
は
し
れ
川
瀬
の
若
鮎
」

「
の
ぼ
れ

の
ぼ
れ
川
瀬
の
若
鮎
」

を

ぶ

ね

「
す
A

め

す

A

め
浪
間
の
小
船
」

と
い
う
歌
詞
を
示
す
。
こ
の
歌
詞
に
は
幅
岡
孝
弟
文
部
卿
の
印
お
よ
び
九
鬼
隆
一
文

部
少
輔
の
サ
イ
ン
が
あ
り
、
両
者
も
同
意
し
た
と
思
わ
れ
る
。

決
定
稿

一

あ
が
れ
。
／
＼
゜
廣
野
の
ひ
ば
り
。

二
の
ぼ
れ
。
／
＼
。
川
瀬
の
若
鮎
゜

口

第

二

十

曲

〈螢〉

〔
現
在

〈
螢
の
光
〉
と
い
わ
れ
て
い
る
曲
〕

初
稿
三
節
の
歌
詞

つ
く
し
の
き
は
み
み
ち
の
お
く
。
わ
か
る
A

み
ち
は
か
は
る
と
も
。
か
は

ら
ぬ
こ
こ
ろ
ゆ
き
か
よ
ひ
。
ひ
と
つ
に
つ
く
せ
く
に
の
た
め

意
見

「
此
歌
は
児
女
の
諷
詠
す
べ
き
者
に
あ
ら
ず

且
首
尾
整
は
ず
『
か
は
ら
ぬ

こ
ヽ

よ
く
ね
る
こ
に
は

そ
の
も
ち
あ
そ
び

ね
む
れ
よ
こ

よ
く
ね
る
こ
に
は

つ
ゞ
み
に
太
鼓

ね
む
れ
よ
こ

よ
く
ね
る
こ
に
は

お
き
あ
が
り
こ
ぼ
し

ね
む
れ
よ
こ

ろ
ゆ
き
か
よ
ひ
』
と
は
父
子
兄
弟
姉
妹
又
は
朋
友
の
間
に
は
言
は
ぬ
事
に
て
重
に
男

女
間
に
契
る
詞
に
て
互
に
他
の
男
女
に
見
え
す
し
て
互
に
恋
ひ
し
た
ふ
心
の
通
ふ
と

い
ふ
事
な
る
べ
し
学
校
に
於
て
児
女
の
徳
性
を
涵
養
す
る
目
的
の
唱
奇
に
は
甚
不

適
当
な
り
且
結
句
に
『
ひ
と
つ
に
つ
く
せ
く
に
の
た
め
』
と
あ
る
は
何
如
に
も

前
句
と
連
続
せ
ず
此
等
の
歌
は
削
除
し
て
は
何
如
」

修
正
決
定
稿

三
節つ

く
し
の
き
は
み
み
ち
の
お
く

う
み
や
ま
と
ほ
く
へ
だ
っ
と
も

そ
の
ま
ご
こ
ろ
は
へ
だ
て
な
く

ひ
と
つ
に
つ
く
せ
く
に
の
た
め

国
第
二
十
二
曲
〈
ね
む
れ
よ
子
〉
に
対
す
る
意
見

初
稿
の
歌
詞

一
ね
む
れ
よ
子

お
め
ざ
め
の

な
に
や
ろ
ぞ

ね
む
れ
よ
子

か

ざ

ぐ

る
ま

風

車
ふ
え
や
ろ
ぞ

ね
む
れ
よ
子

い
ぬ
は
り
こ

鞠
や
ろ
ぞ

意
見

「
第
二
十
二
ね
む
れ
よ
子
ノ
三
句
ハ
俗
間
二
行
ハ
ル
ヽ
『
こ
A

ま
で
お
出
で
廿

酒
進
上
』
ノ
類
ニ
シ
テ
弊
害
ヲ
生
ス
ル
ノ
唱
歌
卜
被
存
候
質
二
如
此
キ
唱
歌
ヲ
謡

ヒ
甘
言
ヲ
唱
シ
小
児
ヲ
睡
眠
セ
シ
メ
登
ム

ル
ト
キ
之
二
賞
品
ヲ
典
ュ
レ

バ
ヨ
シ
興
ヘ

サ
ル
ト
キ

ハ
欺
キ
テ
睡
眠
セ
シ
メ
シ
ナ
リ
小
児
ノ
時
ヨ
リ
保
拇
タ
ル
モ
ノ
欺
ク
コ

ト
ヲ
常
ト
セ
ハ
遂
二
習
ヒ
性
ト
ナ
リ
成
長
ノ
後
果
シ

テ
如
何
按
ス
ル
ニ
今
該
集
ヲ
御

頒
布
相
成
候
時
ハ
世
間
保
拇
ノ
類
漫

二
之
ヲ
唱
へ
徳
性
ヲ
涵
養
ス
ル
ノ
御
旨
趣
ヲ
以
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〔手
書
き
〕

テ
製
定
セ
ラ
レ
シ
唱
歌
モ
反
リ
テ
徳
性
ヲ
残
毀
ス
ル
ノ
具
卜
相
成
甚
シ
キ
不
都
合
ト

被
存
候
間
右
三
句
ト
モ
謂
除
相
成
可
然
乎
」

修
正
決
定
稿

一

ね
む
れ
よ
子
よ
く
ね
る
ち
ご
は

ち
A

の

み

の

ち

A

の
お
ほ
せ
や

ま
も
る
ら
ん
ね
む
れ
よ
子

――

ね
む
れ
よ
子
よ
く
ね
る
ち
ご
は

は
A

そ

ば

の

は

A

の
な
さ
け
や

し
た
ふ
ら
む
ね
む
れ
よ
子

＿
二
ね
む
れ
よ
子
よ
く
ね
て
お
き
て

ち
A

は
A

の

か

は

ら
ぬ
み
か
ほ

を
が
み
ま
せ
ね
む
れ
よ
こ

『小
學
唱
歌
集
』
全
曲
の
歌
詞
は
巻
末
楽
譜
を
参
照
。

『
小
學
唱
歌
集
』
と
並
行
し
て
『
幼
稚
園
唱
歌
集
』
の
編
話
も
行
わ
れ
た
。
こ
の

仕
事
は
メ
ー
ソ
ン
帰
国
後
に
と
り
か
か

っ
た
も
の
で
、
内

容

的

に

は

『
小
學
唱
歌

集
』
中
の
幼
児
向
き
の
も
の
が
多
い
。
ま
た
雅
楽
部
伶
人
の
作
曲
に
よ
る

『保
育
唱

歌
』
も
数
曲
含
ま
れ
て
い
る
。
編
集
作
業
は
明
治
十
六
年
に
完
成
し
て
い
た
が
二
十

年
ま
で
出
版
さ
れ
な
か
っ
た
。

『
幼
稗
園
唱
歌
集
』

緒
言

一

本

編

ハ
、
兒
童
ノ
、
始
メ

テ
幼
稗
園
二
入
リ
、
他
人
卜
交
遊
ス
ル
事
ヲ
習

フ
ニ
営
リ
テ
、

嬉
戯
唱
和
ノ
際
、
自
ラ
幼
徳
ヲ
涵
養
シ
、
幼
智
ヲ
開
焚
セ
ン

ガ
為
二
、
用
フ
ベ
キ
歌
曲
ヲ
纂
輯
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

一
唱
歌
ハ
、
自
然
幼
稗
ノ
性
情
ヲ
養
ヒ
、
其
稜
墜
ノ
節
度

二
慣
レ
シ
ム
ル
ヲ

要
ス
ル
モ
ノ
ナ
レ
バ
、
殊
二
幼
稗
園
二
欠
ク
可
ラ
ズ
。
諸
種
ノ
園
戯
ノ
如
キ

友
ど
ち

子
供
／
＼

若
駒

大
原
女

に
は
つ
鳥

學
べ
よ

モ
、
亦
＿
音
楽
ノ
カ
ヲ
俵
ル
ニ
非
レ
バ
、
十
分
ノ
効
ヲ
奏

ス
ル
事
能
ハ
ザ
ル
モ

幼
稗
園
ノ
唱
歌

ハ
、
殊
二
拍
子
卜
調
子
ト
ニ
注
意
セ
ザ
ル
可
ラ
ズ
。
拍
子

ノ、

緩
徐
二
失
ス
ル
ト
キ
ハ
、
活
澄
爽
快
ノ
精
神
ヲ
損
シ
、
調
子
ノ
高
低
、

其
度
ヲ
失
ス
ル
ト
キ
ハ

音

二
音
竪
ノ
稜
達

ヲ
害

ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
幼
稚
ノ

性
情
二
厭
悪
ヲ
醸
シ
、
其
開
暢
ヲ
妨
グ
ル
恐
レ
ア
リ
。
故
二
本
編
ノ
歌
曲

ハ、

其
撰
定
ニ
ア
タ
リ
、
特
二
此
等
ノ
要
旨
二
注
意
セ
リ
。

一
幼
稗
園
ニ
ベ
等
、
胡
弓
、
若
ク
ハ
洋
琴
、
風
琴
、
ノ
如
キ
楽
器
ヲ
備
へ

テ
、
幼
稗
ノ
唱
歌

二
協
奏

ス
ル
ヲ
要
ス
。
是
レ
楽
器
ニ
ヨ
リ
テ
、
唱
和
ノ
勢

カ
ヲ
増
シ
、
深
ク
幼
心
ヲ
感
動
セ
シ
ム
ル
ノ
カ
ア
ル

ヲ
以
テ
ナ
リ

明
治
十
六
年
七
月

『
幼
稗
園
唱
歌
集
』

目
次

心
は
猛
＜

蝶
々

J

ナ
リ

〔『小
學
唱
歌
集
』
よ
り
〕

進
め

／
＼

霞
か
雲
か
〔
『
小
學
唱
歌
集
』
よ
り
〕
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唱
歌
掛
圏
初
編

明
治
十
四
年
九
月
出
版
届

次
の
書
目
は
音
楽
取
調
掛
が
出
版
し
た
唱
歌
教
科
書
で
あ
る
。

敷
へ
歌

『
幼
稚
園
唱
歌
集
』
全
曲
の
歌
詞
は
巻
末
楽
譜
を
参
照
。

一
羽
の
鳥

蜜
蜂

風
ぐ
る
ま
〔
保
育
唱
歌
よ
り
、
東
儀
季
煕
作
曲
〕

兄
弟
妹

操
練

毬環 う
づ
ま
く
水

)
A
な
る
門

燕真
直
に
立
よ

我
大
君

川
瀬
の
千
鳥

竹
む
ら

雨
露

冬
の
そ
ら

花
さ
く
春

や
よ
花
桜

小
學
唱
歌
集
初
編

唱
歌
掛
園
初
編
績

小
學
唱
歌
集
第
二
編

唱
歌
掛
閾
第
二
編

小
學
唱
歌
集
第
三
編

幼
稗
園
唱
歌
集

明
治
十
四
年
十
一
月
出
版
届

明
治
十
四
年
十
一
月
出
版
届

明
治
十
六
年
三
月
出
版

明
治
十
六
年
三
月
出
版

明
治
十
七
年
三
月
出
版

明
治
二
十
年
十
二
月
出
版

音
楽
書
の
出
版

明
治
十
六
年
ー
＋
七
年

音
楽
取
調
掛
は
三
種
類
の
音
楽
入
門
書
を
出
版
し
て
い
る
。
原
書
は
い
ず
れ
も
英

語
の
初
歩
的
な
音
楽
啓
蒙
書
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
訳
本
は
わ
が
国
最
初
の
系
統
立
っ

た
音
楽
書
と
し
て
今
日
重
要
視
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
一
部
分
下
訳
を
買
い
取

っ
た
も
の
を
除
き
、
訳
業
と
校
訂
は
取
調
掛
員
に
課
せ
ら
れ
た
仕
事
で
あ
っ

た。

翻

訳
稿
は
順
次
伝
習
生
へ
の
授
業
の
テ
キ
ス
ト
と
な
っ
た
。

〔音
楽
書
出
版
に
関
す
る
伊
澤
修
二
の
報
告
〕

音
楽
書
類
刊
行
ノ
事

明
治
十
六
年
七
月
音
楽
問
答
及
ヒ
架
典
ヲ
出
版
シ
各
五
百
部
ヲ
印
刷
ス
同
九

月
更
二
音
楽
指
南
ヲ
印
行
二
付
ス
是
レ
マ
タ
不
日
其
功
ヲ
竣
ヘ
ン
ト
ス
音
楽
問

答
ハ
音
楽
ノ
大
綱
ヲ
問
答
二
畢
ゲ
初
學
ノ
徒
ヲ
シ
テ
此
學
二
入
リ
易
カ
ラ
シ
メ

タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
最
モ
便
利
ノ
書
ト
ス
楽
典
ハ
音
架
ノ
典
則
規
矩
ヲ
條
述
シ
タ

ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
分
テ
四
編
百
條
卜
為
シ
殆
ド
音
楽
ノ
要
理
ヲ
喝
セ
リ
音
楽
指
南

ハ
音
楽
教
授
法
ニ
シ
テ
音
楽
ノ
初
歩
ョ
リ
漸
次
歌
曲
ノ
練
習
二
至
リ
盛
ク
本
掛

所
撰
ノ
唱
歌
掛
圏
二
合
セ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
皆
音
楽
博
習
上
必
需
ノ
書
ナ
リ
抑
本

掛
創
置
以
降
音
楽
教
科
用
書
二
乏
シ
キ
ハ
博
習
上
一
大
所
患
ナ
リ
シ
カ
該
書
類

印
行
二
係
ル
ヨ
リ
博
習
上
大
二
便
宜
ヲ
得
タ
レ
バ
マ
タ
以
テ
此
事
業
ノ一

層
進

（

二

）
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ル
ー
サ
ー
・
ホ
ワ
イ
テ
ィ
ン
グ
・
メ
ー
ソ
ン
著

歩
ヲ
見
ル
ニ
幾
カ
ル
ベ
シ

ユ
ー
シ
ー
著

瀧

村

小

太

郎

訳

誹

津

専
三
郎
校
閲

J
o
u
s
s
e
'
s
 
C
a
t
e
c
h
i
s
m
 o
f
 
M
u
s
i
c
 

音
榮
問
答

年
七
月
出
版

訳
者
の
瀧
村
小
太
郎
は
元
駿
河
藩
の
役
人
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
音
楽
取
調
掛

で
は
司
法
省
の
妻
木
頼
矩

（
瀧
村
と
同
藩
）
よ
り
訳
稿
を
買
い
と
っ
た
。
校
閲
の
神

津
専
三
郎
は
、
明
治
八
年
に
伊
澤
修
二
と
と
も
に
「
師
範
学
科
取
調
べ
の
た
め
」
、
ア

メ
リ
カ
に
留
学
し
（
彼
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
オ
ル
バ
ニ
ー
師
範
学
校
）
、
帰
国
後
、

明
治
十
四
年
に
伊
澤
に
招
か
れ
て
音
楽
取
調
掛
に
勤
務
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
彼
は

監
事
と
し
て
音
楽
取
調
掛
の
運
営
に
尽
力
す
る
一
方
、
翻
訳
の
仕
事
と
伝
習
生

へ
の

音
楽
史
の
授
業
を
受
け
持
っ
た
。

榮
典六

年
七
月
出
版

ジ
ョ
ン
・
カ
ル
コ
ッ
ト
著
誹
津
元
訳

D
r
.
 
Callcott's 
M
u
s
i
c
a
l
 
G
r
a
m
m
a
r
 

音
榮
指
南

誹
津
専
三
郎
校
訂

訳
者
の
誹
津
元
に
つ
い
て
の
手
が
か
り
は
今
日
ま
で
何
も
な
い
が
、
神
津
の
姓
か

ら
推
し
て
専
三
郎
と
何
ら
か
の
関
係
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
『
楽
典
』
は
、
そ
の
後
に
つ
づ
く
音
楽
入
門
書
な
ら
び
に
わ
が
国
の
楽
語
の

底
本
と
な
っ
た
が
、
こ
の
時
に
翻
訳
さ
れ
た
楽
語
で
今
日
な
お
使
わ
れ
て
い
る
も
の

も
か
な
り
多
い
。
左
記
に
あ
げ
た
楽
語
は
そ
の
例
で
あ
る
。

a
c
c
idental
臨
時
記
号
、
clef
音
部
記
号
、
s
h
a
r
p
,
flat
嬰
・
変
、

c
h
r
o
m
a
t
i
c

scale
半
音
階
、

diatonic
全
音
階
、

m
e
l
o
d
y
旋
律
、

natural

scale
自
然
音

階、

principal
note
主
音
、

r
h
y
t
h
m
拍
子
、

scale
音
階
、

syllable
階
名
、

h
a
r
m
o
n
y
和
声
、

m
u
s
i
c
a
l
foot ~
旬

、

t
r
a
n
s
p
o
s
i
t
i
o
n

~
n詞

、

e
x
p
r
e
s
s
i
o
n

発
想

内
田
蒲
一
訳

明
治
十

明
治
十
六

〔手
書
き
〕

（『
＿
音
監
鰹
伺
書
類
上
下
、
昔
榮
取
調
成
績
申
報
書
』
明
治
十
七
年
）

唱
歌
教
育
に
必
要
な
楽
器
と
し
て
最
適
な
オ
ル
ガ

ン
お
よ
び
ピ
ア
ノ
は
輸
入
に
頼

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
う
え
に
、
非
常
に
高
価
で
あ
る
。
も
っ

と
身
近
な
楽
器
、
つ

ま
り
「
日
本
在
来
の
楽
器
を
教
育
用
と
し
て
改
良
す
る
こ
と
」
お
よ
び
「
オ
ル
ガ
ン
、

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
模
造
す
る
こ
と
」
の
試
み
も
音
楽
取
調
掛
の
大
き
な
事
業
の
一

っ

で
あ
っ

た
。
以
下
の
文
章
は
こ
の
問
題
に
関
す
る
伊
澤
修
二
の
報
告
で
あ
る。

學
校
唱
歌

二
用
ヰ
ル
所
ノ
榮
器
ハ
本
邦
ノ
等
、
胡
弓
、
西
洋
ノ
「
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
」
、
風
琴
、
洋
琴
卜
定
ム
ベ
シ

下
等
若
ク
ハ

中
等
小
學
ノ
唱
歌

ニ
ハ
築
、
胡
弓
、
等
ヲ
以
テ
足
レ
リ
ト
ス
ベ

シ
若
シ
「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
」
又
ハ
風
琴
ア
レ
バ
最
モ
善
シ
ト
ス

上
等
小
學
若
ク
ハ
中
學
等
二
在
リ
テ
ハ
必
ズ
風
琴
ヲ
備
フ
ル
ヲ
要
シ
若
シ
洋

琴
ヲ
備
フ
ル
ヲ
褐
バ
最
モ
善
ト
ス
風
琴
ハ
其
振
舌
ヲ
除
ク
ノ
外
網
テ
本
邦
職

エ
ニ
テ
製
作
ス
ル
ヲ
得
ル
ニ
至
リ
「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
」
モ
亦
本
邦
人
ニ
テ
製

作
ス
ル
モ
ノ
ア
レ
バ
決
シ
テ
輸
入
ヲ
仰
ガ
ズ
シ
テ
事
足
ル
ベ
シ
但
シ
洋
琴
二

至
リ
テ
ハ
敷
年
ノ
後
二
非
レ
バ
本
邦
人
ニ
テ
製
作
ス
ル
事
能
ハ
ザ
ル
ベ
シ

右
ノ
方
法
ニ
ョ
レ
バ
諸
學
校
唱
歌
ヲ
旋
ス
ニ
営
リ
テ
モ
榮
器
二
於
テ
ハ
聯
差

支
ナ
カ
ル
ベ
シ

四

明
治
十
六
年
九
月
出
版
届

M
a
s
o
n
,
L
u
t
h
e
r
 W
h
i
t
i
n
g
:
 
T
h
e
 N
a
t
i
o
n
a
l
 

m
u
s
i
c
 t
e
a
c
h
e
r
,
 
1
8
7
2
 

訳
者
の
内
田
禰
一
は
、誹
津
専
三
郎
と
と
も
に
音
楽
取
調
掛
の
監
事
を

つ
と
め
た
。

音
楽
取
調
掛
に
勤
務
す
る
以
前
は
大
学
南
校
で
教
え
、
そ
の
後
正
院
の
反
訳
局
で
外

国
語
の
翻
訳
の
仕
事
に
当
っ
た
。
長
唄
の
名
演
奏
家
で
あ

っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

楽
器
の
改
良
お
よ
び
試
作
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學
校
唱
歌
ヲ
普
及
ス
ル
ハ
師
範
学
校
生
徒
卜
嘗
掛
博
習
人
ト
ニ
ヨ
リ
テ
其
目

的
ヲ
達
ス
ベ
シ

直
轄
両
師
範
學
校
生
徒
ニ
ハ
入
學
初
年
ヨ
リ
唱
歌
ヲ
學
バ
シ
メ
傍
ラ
榮
器
ヲ

モ
博
習
セ
シ
ム
ベ
シ
然
ル

ト
キ
ハ
一
卜
通
リ
小
學
唱
歌
ヲ
教
授
シ
得
ベ
キ
者

男
子
ニ
シ
テ
十
中
ノ
五
六
女
子
ニ
シ
テ
十
中
ノ
七
八
ハ
出
ヅ
ベ
シ

女
子
師
範
學
校
生
徒
中
最
モ
音
楽
ノ
オ
ア
ル
者
ヲ
撰
ビ
卒
業
前
大
凡
ソ
一
ケ

年
間
音
榮
取
調
所
二
就
キ
専
ラ
音
榮
ヲ
修
メ
シ
ム
ベ
シ
然
ル
ト
キ
ハ
随
分
善

良
ナ
ル
音
榮
教
師
ト
ナ
ル
ベ
キ
者
出
ヅ
ベ
シ

従
来
音
榮
専
門
J
者
等
ニ
シ
テ
音
榮
教
師
タ
ラ
ン
事
ヲ
望
ム
者
ハ
音
榮
取
調

所
二
就
キ
博
習
ヲ
受
ク
ル
事
ヲ
許
ス
ベ
シ
然
ル
ト
キ
ハ
他
ノ
者
二
比
ス
レ
バ

少
許
ノ
時
ヲ
以
テ
其
學
科

二
熟
シ
善
良
ナ
ル
音
楽
教
師
ト
ナ
ル
者
出
ヅ
ベ
シ

(

-

）

 

「
業
器
試
製
改
造
及
ビ
模
造
ノ
亭
」

「
笙
」
ハ
本
邦
在
来
ノ
榮
器
中
上
等
ノ
地
位
二
居
リ
音
榮
ノ
理
論
上
ョ
リ
見

ル
モ
或
ハ
西
園
「
大
風
琴
」
ノ
本
源
ト
モ
云
フ
ベ
キ
モ
ノ
ニ
シ
テ
大
二
採
ル
ベ

キ
ト
コ
ロ
ア
ル
ヲ
以
テ
之
ヲ
學
校
用
二
供
セ
バ
何
如
卜
思
考
シ
先
ツ
之
ヲ
試
製

セ
シ
ニ
「
笙
」
ノ
舌
ハ
元
末
精
錬
ヲ
要
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
尋
常
一
般
ナ
ル
エ
人

ノ
手
二
成
ラ
ザ
ル
ヲ
以
テ
廣
ク
此
榮
器
ヲ
製
造
ス
ル
ハ
意
二
任
セ
ザ
ル
モ
ノ
ア

リ
且
「
笙
」
ハ
之
ヲ
使
用
ス
ル
ニ
専
ラ
ロ
ヲ
用
フ
ル
ヨ
リ
學
校
二
於
テ
唱
歌
ヲ

練
習
ス
ル
ニ
ハ
マ
タ
大
二
不
便
ナ
ル
ト
コ
ロ
ア
リ
又
其
舌
ノ
調
子
最
モ
狂
ヒ
易

ク
シ
テ
榮
家
ノ
聰
耳
二
非
ル
ヨ
リ
ハ
常
二
之
ヲ
シ
テ
正
調
ヲ
保
タ
シ
ム
ル
事
能

ベ
ス
其
他
唱
歌
轄
調
ノ
際
等
不
都
合
ナ
ル
ト
コ
ロ
少
シ
ト
セ
ズ
是
ヲ
以
テ
此
楽

器
ヲ
學
校
唱
歌
二
用
フ
ル
ハ
其
盆
ヲ
見
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ニ
近
キ
ニ
ョ
リ
遂
ニ
マ

夕
廣
ク
之
ヲ
製
出
ス
ル
ニ
及
バ
ザ
リ
キ

「
風
琴
」
ハ
明
治
十
三
年
同
十
四
年
同
十
五
年
中
之
ヲ
試
製
セ
シ
ニ
追
々
其

功
ヲ
奏
ス
ル
ニ
近
シ
ト
イ
ヘ
ト
モ
惜
イ
哉
本
邦
榮
器
ヲ
製
ス
ル
ノ
良
材
二
乏
シ

ク
シ
テ
未
ダ
完
成
ノ
功
ヲ
奏
セ
ズ
蓋
シ
西
図
ニ
ハ
乾
材
機
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
テ
林

中
二
就
テ
新
タ
ニ
伐
採
シ
タ
ル
材
木
モ
之
ヲ
乾
材
機
二
附
シ
テ
―
二
週
間
枯
干

セ
シ
ム
レ
バ
忽
チ
敷
千
年
間
乾
枯
セ
シ
古
木
卜
異
ナ
ル
ナ
キ
ヲ
得
セ
シ
ム
ル
ヲ

以
テ
此
ノ
如
ク
良
材
二
乏
シ
キ
ノ
患
ナ
シ
抑
乾
材
機
ハ
敷
個
ノ
蒸
深
管
ヲ
密
室

中
二
通
シ
此
密
室
中
二
将
二
枯
干
セ
シ
メ
ン
ト
欲
ス
ル
木
材
ヲ
入
レ
置
キ
該
室

中
ノ
熱
度
ヲ
非
常
ナ
ル
高
度
（
二
百
八
十
度
以
上
）
二
達
セ
シ
メ
一
七
畳
夜
乃

至
二
七
賓
夜
ヲ
過
サ
シ
メ
木
中
ノ
津
液
ヲ
蒸
稜
シ
該
室
中
別
二
備
フ
ル
所
ノ
凝

結
器
ニ
ョ
リ
テ
之
ヲ
凝
結
シ
去
ル
ノ
法
二
外
ナ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ナ
リ
又
其
用
法
ハ

最
モ
簡
雖
ナ
ル

モ
ノ
ニ
シ
テ
其
債
モ
僅
二
千
餘
金
ニ
ス
ギ
ズ
ト
イ
ヘ
ト

モ
タ
ダ

若
干
ノ
蒸
深
ヲ
要
ス
ル
ヲ
以
テ
或
ハ
逮
カ
ニ
之
ヲ
設
ク
ル
ヲ
得
カ
タ
キ
モ
ノ
ア

リ
賂
来
該
乾
材
機
ヲ
設
立
ス
ル
ノ
便
ヲ
得
バ
榮
器
其
他
器
具
製
造
上
マ
タ
黙
然

タ
ル
一
大
進
歩
ヲ
占
ル
ニ
至
ラ
ン
事
必
然
ナ
リ

「
バ
イ
オ
リ
ン
」
ハ
較
簡
便
ノ
小
榮
器
ナ
リ
ト
イ
ヘ
ト
モ
其
製
作
亦
頗
ル
精

致
ヲ
要
シ
且
輸
入
品
二
闊
ス
ル
ヲ
以
テ
購
求
ノ
便
ヲ
得
ザ
リ
シ
ガ
明
治
十
五
年

ノ
春
幸
二
伶
人
中
「
バ
イ
オ
リ
ン
」
熱
心
家
ノ
意
ヲ
承
ケ
テ
老
練
ナ
ル
本
邦
榮

器
師
ノ
模
造
ス
ル
所
口
功
ヲ
奏
シ
尋
テ
本
掛
教
師
メ
ー
ソ
ン
ヨ
リ
モ
サ
ラ
ニ
木

材
ノ
用
方
及
其
他
製
作
ノ
詳
細
ヲ
説
明
シ
テ
其
注
意
ヲ
喚
起
セ
シ
カ
バ
更

二
完

成
ノ
功
ヲ
占
メ
タ
リ
然
レ
ト
モ
是
レ
マ
タ
好
良
ナ
ル
古
材
二
乏
シ
キ
ノ
通
患
ヲ

免
カ
レ
ズ
且
其
絃
絲
ノ
未
ダ
園
製
二
成
ラ
ザ
ル
ハ
遺
憾
ト
ス
ト
イ
ヘ
ト
モ
其
職

工
中
意
ヲ
此
絃
絲
ノ
試
製
二
用
フ
ル
モ
ノ
ナ
キ
ニ
非
レ
バ
絃
絲
製
造
ノ
功
ヲ
奏

ス
ル
ノ
日
モ
必
ズ
近
キ

ニ
在
ラ
ン
ト
ス

「
胡
弓
」
ハ
其
音
質
婉
弱
駁
雑
ニ
シ
テ
卑
野
二
近
キ
モ
ノ
ア
リ
是
ヲ
以
テ
明
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3
 

~ 3 2
 

~2 

―
二
、
六
六

―二、

0
0

―
-
、
二
五

-
0、八
0

ー

絃
長

一
三
、
五

治
十
五
年
以
来
之
ガ
改
造
二
着
手
シ
先
ツ
其
音
質
ヲ
シ
テ
正
雅
純
良
ナ
ラ
シ
メ

ン
事
ヲ
苦
考
セ
リ
即
チ
胴
ヲ
張
ル
ニ
ハ
革
二
易
フ
ル
ニ
古
キ
杉
板
ヲ
以
テ
セ
シ

ニ
ナ
ホ
音
質
ノ
爽
朗
ナ
ラ
ザ
ル
ト
コ
ロ
ア
リ
因
テ
更
二
桐
ヲ
以
テ
セ
シ
ニ
大
二

其
音
質
ヲ
進
メ
タ
リ
然
レ
ト
モ
尚
不
十
分
ナ
ル
ヲ
以
テ
更
ニ
エ
夫
シ
テ
胴
ノ
面

二
半
月
形
ノ
ニ
孔
ヲ
穿
チ
駒
ヲ
改
造
シ
絲
ヲ
改
メ
テ
羊
腸
絃
ヲ
用
ヒ
悼
ノ
長
ヲ

縮
メ
タ
ル
ニ
ヨ
リ
遂
二
音
質
ノ
爽
大
ヲ
致
シ
大
二
其
進
歩
ヲ
占
メ
殆
ド
「
バ
イ

オ
リ
ン
」
二
次
グ
ベ
キ
モ
ノ
ト
為
レ
リ
又
其
弾
法
ヲ
易
カ
ラ
シ
メ
ン
為
メ
榮
律

ノ
理
二
準
腺
シ
一
定
ノ
律
穴
符
ヲ
附
シ
猶
方
今
試
施
中
二
腸
セ
リ

「
月
琴
」
ハ
固
ョ
リ
符
ノ
定
付
セ
ル
ヲ
以
テ
便
ナ
ル
ト
コ
ロ
ア
リ
ト
イ
ヘ
ト

モ
従
来
ノ
符
ニ
テ
ハ
其
敷
不
足
ニ
シ
テ
敷
種
ノ
音
ヲ
生
ス
ル
事
能
ハ
ズ
其
律
モ

不
定
ニ
シ
テ
改
正
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ア
リ
因
テ
客
年
二
月
以
降
其
方
法

二
苦
辛
セ
シ
ニ
到
底
此
架
器
ヲ
唱
歌
二
用
ヰ
ン
ニ
ハ
唱
歌
二
用
フ
ル
諸
音
ノ
容

易
二
生
ズ
ベ
キ
方
法
二
由
テ
之
ヲ
改
製
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ハ
言
ヲ
待
タ
サ
レ

バ
此
目
的
ヲ
以
テ
先
ヅ
其
符
ヲ
改
メ
テ
長
音
階
卜
為
シ
十
二
律
ヲ
付
シ
其
絃
敷

二
―
絃
ヲ
加
へ
悼
長
ヲ
縮
シ
胴
面
ノ
板
地
ヲ
改
メ
タ
ル
等
種
々
ノ
改
正
ヲ
加
ヘ

タ
ル
ニ
大
二
其
音
質
ヲ
爽
快
二
為
シ
且
諸
音
ヲ
稜
作
ス
ル
事
自
由
自
在
ニ
シ
テ

最
モ
軽
便
ナ
ル
楽
器
卜
為
リ
タ
リ
此
楽
器
二
十
二
律
ヲ
付
シ
タ
ル
方
法
ハ
即
チ

左
ノ
如
シ

律
名

八

‘
1
0

七
、
五
〇

七
、
二
〇

六
、
七
五

8
.
1
 

，
ー
、

此
内
第
三
音
及
ヒ
第
六
音
ハ
物
理
學
ノ
理
論
上
ニ
テ
ハ
即
チ
此
ノ
如
シ
ト
雖

ト
モ
賓
際
二
於
テ
ハ
少
シ
ク
低
ク
キ
ヲ
覺
ヘ
タ
リ
蓋
シ
賓
地
上
卜
理
論
上
卜
斯

ク
小
差
ア
ル
ヲ
以
テ
マ
タ
他
ノ
音
二
影
響
ヲ
生
シ
随
テ
之
ヲ
矯
正
セ
ザ
ル
ベ
カ

ラ
ザ
ル
モ
ノ
ア
リ
即
チ
該
第
六
音
ヲ
改
メ
ン
ニ
ハ
先
ツ
第
二
音
ョ
リ
第
六
音
ヲ

取
ル
ノ
法
ニ
ヨ
リ
即
チ
第
二
音
ノ
絃
長
二
第
五
音
程
ヲ
乗
ズ
レ
バ
第
六
音
ヲ
焚

見
ス
ベ
シ
マ
タ
此
第
六
音
ニ
ヨ
リ
第
三
音
ヲ
顎
見
シ
此
第
三
音
ョ
リ
第
七
音
ヲ

焚
見
ス
ベ
シ
抑
此
方
法
タ
ル
古
来
架
家
ノ
賓
地
取
用
ス
ル
所
ニ
シ
テ
今
時
ノ
理

論
ニ
ハ
少
シ
ク
適
セ
サ
ル
所
ア
リ
ト
雖
ト
モ
却
テ
賓
地
二
適
ス
ル
所
ア
ル
モ
ノ

ト
云
フ
ベ
シ

オ
ル
ガ
ン
の
試
作
に
つ
い
て
は
、
明
治
十
四
年
三
月
、
メ
ー
ソ
ン
所
有
の
オ
ル
ガ

ン
ニ
台
を
買
い
上
げ
、
一
台
は
授
業
用
に
、
損
傷
し
て
い
た
も
う

一
台
（
五
十
五
ド

ル
で
購
入
）
は
解
体
し
て
構
造
を
研
究
し
試
作
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
試
作
に
か
か

る
概
算
見
積
り
が
製
作
者
大
久
保
敦
道
に
よ
っ
て
出
さ
れ
て
い
る
。

ヲ
ル
ガ
ン
器
相
仕
訳

7
 

~7 6
 

l, 6 5
 

p 5 4
 

1
0、
―
二
五

五
、五
弱

九、

0
0

八
、
四
三
七
五

〔手
書
き〕

（
『
昔
監
経
伺
書
類
上
下
、
昔
築
取
調
成
績
申
報
書
』
明
治
十
七
年
）
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〔
見
積
り
〕

〔①
オ
ル
ガ

ン
の
外
部
だ
け
の
製
作

木
地
代
、
ニ
ス
塗

り

ネ

ジ

鋲

一
金
三
円

皮
羅
沙
、

一
金
賦
拾
円

一
金
拾
三
円

ン
日
皮

阿
京
鉄
ア
ヲ
リ
板

惣
定
具
真
鍮
捻
鋲

外
バ
ネ
ハ
リ
ガ
ネ

同
手
間

大
久
保
は
解
体
研
究
し
て
ニ
カ
月
余
り
で
製
作
に
と
り
か
か
り
、
そ
れ
か
ら
六
力

月
後
に
組
立
を
終
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
だ
が
こ
の
オ
ル
ガ
ン
は
現
存
し
て
い
な
い
。

音
楽
取
調
掛
は
さ
ら
に
同
年
十
一
月
、
今
度
は
オ
田
伊
三
郎
に
対
し
て
オ
ル
ガ
ン
製

作
の
注
文
を
二
つ
出
し
た
。

但
木
挽
手
間
賃

〔
マ
マ
〕

惣
計
金
九
拾
三
円
也

右
ノ
通
笛
舌
相
除
キ

諸
成
相
撰
急
入
出
来
可
申
候
也

小
石
川

大
久
保

一
金
拾
八
円

一
金
八
円

一
金
四
円

一
金
三
円

一
金
九
円

杏
板

象
牙

挽
物

塗

ハ
ジ
キ
フ
イ
ゴ

コ
ム
切
、
紐
皮
、
小
切
類

姫

古

松

桜

樺

ム

ク

黒

檀

数
道

ハ
ジ
キ
大
小

但
フ
ラ
ン
ス
ラ
シ
ャ
ー
メ

金
九
円
也

金
五
円
也

金
戴
円
也

金
四
円
五
拾
錢
也

金
戴
拾
壱
円
也

記

ウ
ジ
ベ
ウ

二
八
人
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パ
イ
。
フ
ュ
ム

金
戴
拾
八
円
也

木
地
一
式

但
ケ
ヤ
キ
上
等
井
シ
ョ
リ
ン

ウ
ル
シ
ヌ
リ
代

一
式

製
造
料

メ
金
六
拾
九
円
五
拾
錢

右
通
製
造
仕
候
也

明
治
十
四
年
十
一
月

芝
区
西
久
保

才
田
伊
三
郎

現
在
資
料
館
に
「
紀
元
戴
千
五
百
四
拾
一
年
（
明
治
十
四
年
）
十
二
月
造

第

一

号
西
久
保
才
田
光
則
」
と
い
う
銘
の
は
い
っ
た
ケ
ヤ
キ
木
目
の
美
し
い
堅
牢
な
仕

上
げ
の
オ
ル
ガ
ン
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
高
さ
九
八
•

五
セ
ン
チ

、

間
ロ
一
0
三
セ
ン

チ
、
奥
行
四
七
セ

ン
チ
、
二
列
笛
。
音
域
は
五
オ
ク
タ
ー
ブ
、
下
一

点
り
か
ら
三
点

り
ま
で
の
六
十
一
鍵
、

ス
ト
ッ
。
フ
は
六
個
、
フ
レ

ム
ラ
ン
ト
、

ボ
イ
ク
ス
テ
レ
ス

テ
、
メ
ロ
ヂ
ア
、
ヂ
ァ
バ
リ
ン
、
ビ
ヲ
ラ
、
セ
ラ
ホ
ン
と
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
し

か
し
こ
の
オ
ル
ガ
ン
に
は
三
つ
の
疑
問
が
残
さ
れ
て
い
る
。
第

一
は
二
種
類
の
見
積

り
が
出
さ
れ
た
が
、
ど
ち
ら
の
見
積
り
に
該
当
す
る
オ
ル
ガ
ン
な
の
か
、

第

二
は

合
計
二

十
九
円
五
十
錢
〕

〔
②
オ
ル
ガ
ン
新
調
〕

「
風
琴
一
個
新
製
造
」
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「
學
校
用
楽
器
ノ
適
否
研
究
ノ
事
」

唱
歌
ノ
架
器
二
於
ケ
ル
ハ
ナ
ホ
車
ノ
雨
輪

二
於
ケ
ル
ガ
如
ク
彼
此
相
須
テ
始

メ
テ
用
ヲ
成
ス
モ

ノ
ニ
シ
テ
唱
歌
ー
ー

楽
器
ナ
キ
ト
キ
ハ
音
楽
モ
全
功
ヲ
奏

ス
ル

能

ハ
ス
然
リ
而
シ
テ
楽
器
二
種
々
ア
リ
各
其
得
失
適
否
ヲ
異

ニ
シ
之
ヲ
取
捨
ス

ル
事
甚
ダ
難
シ
蒸
シ
洋
琴
ノ
如
キ
ハ
至
好
至
良
ノ
楽
器
ナ
リ
ト
イ
ヘ

ト
モ
内
國

工
人
ノ
未
夕
製
造
シ
得
ザ
ル

ト
コ

ロ
ニ
シ
テ
悉
皆
之
ヲ
外
人
二
仰
ガ
ザ
ル
ヲ
得

ズ
故
二
其
善

ハ
則
チ
善
ナ
リ
ト
イ

ヘ
ト
モ
未
ダ
之
ヲ
學
校
用
二
逝
セ
ル
モ
ノ
ト

為

ス
ヲ
得
ズ
「
洋
琴
」
二
亜
ク
モ
ノ
ハ
「
風
琴
」
ナ
リ
然
リ
ト
イ
ヘ

ト
モ
是
マ

タ
前
章
線
述
セ
ル
カ
如
ク
其
製
作
末
ダ
充
分
ナ
ル
成
功
ヲ
奏
セ
ズ
故
二
之
ヲ
全

國
ノ
學
校
用
二
普
供
ス
ベ
カ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ア

リ

「
笙
」
ノ
如
キ
モ
種
々
ノ
困
難

ア
ル
事
既

二
陳
述
ス

ル
カ
如
ク
又

「
和
琴
」
ノ
如
キ

ハ
絃
敷
不
足

ニ
シ
テ
到
底

之
ヲ
學
校
唱
歌
―
ー
用
フ
ル
事
能
ハ
ザ
ル

モ
ノ
ト

ス

「
等
」
ハ
本
邦
在
来
ノ
架
器

ニ
シ

テ
マ
タ
民
間
普
通
用
ノ
モ
ノ
ーー係
リ
之
ヲ

（

二

） 「第

一
号
」
と
記
さ
れ
て
い

る
意
味
は
、
国
産
第

一
号
の
意
味
で
あ
る
か
、
あ
る
い

は
オ
田
光
則
の
第
一
号
オ
ル
ガ
ン
の
意
味
な
の
か
。
第
三
は
オ
田
伊
三
郎
と
光
則
は

別
人
か
、
あ
る

い
は
同
一
人
物
な
の
か
。

こ
の
オ
ル
ガ
ン
に
つ
い
て
研
究
さ
れ
た
高

橋
浩
子
氏
（
現
大
阪
音
楽
大
学
教
授
）
は
、
次
の
よ
う
に
回
答
し
て
い
る
。
「
第
一
の

疑
問
に
対
し
て
は
、
現
存
の
オ
ル
ガ
ン
の
美
し
い
木
目
を
見
る
と
後
者
の
見
積
り
で

は
な
い
か
。
第
二
に
対
し
て
は
、
先
に
大
久
保
敦
道
が
試
作
し
た
オ
ル
ガ
ン
が
い

つ

出
来
上
が
っ
た
か
に
よ
っ
て
は
国
産
第
一

号
と
は
見
な
さ
れ
な
い

で
あ
ろ
う
。
し
た

が
っ
て
オ
田
の
作
品
第
一
号
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
第
一
ー
ー
は
、
音
楽
取
調

掛
の
書
類
を
調
査
し
た
結
果
、
オ
田
伊
三
郎
の
名
前
で
そ
の
後
も
オ
ル
ガ
ン
製
造
を

引
き
受
け
て
い
る
の
に
対
し
、
光
則
の
名
は
全
く
出
て
こ
な
い
と
こ
ろ
を
み
る
と
同

一
人
物
の
よ
う
で
あ
る」

と
（
『
音
楽
教
育
成
立
へ
の
軌
跡
』
―
二
四
頁
）
。

こ
の
オ
ル
ガ

ン
は
今
日
な
お
や
さ
し
い
音
色
で
弾
く
者
を
た
の
し
ま
せ
て
く
れ
る
。

學
校
唱
歌

二
用
フ
ル
ハ

頗
ル
便
利
ナ
ル
ト
コ
ロ
ア
リ
然
リ
ト
イ
ヘ
ト
モ
姦
ニ
マ

タ
一
ノ
困
難
ア
リ
即
チ
調
絃
法
是
ナ
リ
因
テ
本
掛
二
於
テ
ハ
此
困
難
ノ
幾
分
ヲ

除
ン
為
メ
種
々
ノ
工
夫
ヲ
回
ラ
シ
タ
リ
凡
ソ
調
子
ヲ
取
ル
ニ
ハ
先
ツ
其
基
本
ト

ス
ル
ト
コ
ロ
ノ
音
即
チ
宮
卜
定
ム
ル

ト
コ
ロ
ノ
モ
ノ

ナ
カ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
例

ヘ
バ

平
調
ナ

レ
バ

平
調
ヲ
宮
卜
為
シ
雙
調
ナ
レ
バ
雙
調
ヲ
宮
卜
為
ス
ガ
如
シ
故

二
其

何
調
タ
ル

ヲ
定
メ
ン

ニ
ハ
マ

タ
之
ガ
標
準
タ

ル
ベ
キ
器
械
ヲ
要
セ

リ
此
器
械
ハ

調
音
叉
子
マ
タ
ハ
律
管
ニ
テ
事
足
ル
ベ
シ
夫

レ
巳
二

宮
卜
定
ム
ル
ト
コ
ロ
ノ
音

ヲ
得

ル
ト
キ
ハ

律
旋
ナ

レ
呂
旋
ナ

レ
長
音
階
ナ

レ
短
音
階
ナ

レ
其
旋
法

二
従
ヒ

テ
要

ス
ル
ト
コ
ロ
ノ
諸
音
ヲ
定
メ
ザ
ル
ベ

カ
ラ
ズ
其
法
例
ヘ
バ
宮

ョ
リ
徴

二
至

リ
徴

ヨ
リ
商
二
及
ボ
ス
ガ
如
ク
五
音
卜
四
音
ト
ノ
音
程
二
由
テ
調
子
ヲ
取
ル

ト

キ
ハ
大
二

其
簡
易
ナ

ル
ヲ
覺
フ
然
レ
ト
モ
初
學
ノ
徒
ニ
ア
リ
テ
ハ
此
法
二
撼
ル

モ
猶
難
キ
所
ア
ル

ヲ
以
テ
旋
宮
圏
卜
律
管
ト
ニ
由
テ
調
絃
シ
又
調
絃
琴

（
本
掛

新
製
二
係
ル
モ
ノ
）
ヲ
用
ヰ
テ
調
子
ヲ
取
ル
ノ
一
助
ト
セ
リ
尤
モ
斯
ノ
如
キ
器

械
二
腺
ル
ハ
決
シ
テ
本
法
ニ
ア
ラ
ザ
ル
ヲ
以
テ
瑕
令
最
初
ハ
此
等
ノ
方
法
二
腺

ル
モ
到
底
耳
官
ヲ
練
リ
聴
別
カ
ヲ
稜
育
シ
テ
専
ラ
之
二
捩

ル
ヲ
務
メ
ザ
ル
ベ
カ

ラ
ズ
是

レ
固
ョ
リ
學
習
セ
バ
能
ス
ル
ヲ
得
ベ

カ
ラ
ザ
ル

ト
コ
ロ
ニ
非
ズ

ト
イ
ヘ

ト
モ
マ

タ
之
ヲ
普
及
セ
シ
ム
ル
ニ

営
リ
大

二
難
シ
ト
ス
ル
所
ナ
リ
「
胡
弓
」
ノ

如
キ
モ
民
間
普
通
用
ノ
モ
ノ
ニ
係
リ
且
他
ノ
架
器
卜
異
ナ
リ
音
カ
ノ
長
ク
継
績

ス
ル
ヲ
以
テ
最
モ
初
學
ノ
徒
二
便
ナ
ル
モ
ノ
ニ
テ
音
架
ノ
理
論
上
ョ
ク
視
ル
モ

大
二
採
ル
ベ
キ
ト
コ
ロ
ア
リ
然
レ
ド
モ
マ
タ
之
二

習
熟
ス

ル
ハ
歳
月
ヲ
要
ス
ル

ヲ
以
テ
之
ヲ
普
及
セ
ン
モ
亦
容
易
ノ
業
ニ
ア
ラ
ザ
ル
ガ
如
シ
「
バ
イ
オ
リ

ン」

ハ
音
質
ト
イ

ヒ
音
量
ト
イ
フ
モ
架
器
中
殆
ド
進
歩
ノ
極

二
達
セ
シ

モ
ノ

一ヽ

ナ

リ
ト
イ
ヘ
ト
モ
之
ヲ
習
得

ス
ル
ハ

最
モ
難
ク
殊
二
音
架
二

長

ス
ル
ノ
オ
ア
ル

モ

ノ
ニ
シ
テ
幼
年
ヨ
リ
之
ヲ
學
ブ
ニ
非
レ
バ
其
習
熟

ハ
得
テ
望
ム
可
ラ
サ
ル
モ

ノ
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リ

五

ト
ス
故
二
是
レ
亦
未
ダ
以
テ
學
校
用
二
最
適
セ
ル
モ
ノ
ト
為
ス
能

ハ
ズ
故
二
今

日
ノ
位
地
二
在
テ
ハ
先
ツ
「
等
」
及
「
胡
弓
」
ノ
改
良
セ
ル
モ
ノ
ヲ
用
ヒ
可
成

ハ
「
風
琴
」
ヲ
備
ヘ
テ
其
全
功
ヲ
期
ス
ル
ヲ
善
ト
ス
然
レ
ト
モ
猶
該
唱
歌
二
用

フ
ベ
キ
適
嘗
ノ
架
器
ヲ
製
出
セ

ン
事

ハ
本
掛
二
於
テ
日
夜
苦
辛
ス
ル
ト
コ
ロ
ナ

(『
＿
音
監
鰹
伺
書
類
上
下
、
昔
架
取
調
掛
成
績
申
報
書
』
明
治
十
七
年
）

伊
澤
修
二
の
示
諭

〔手
書
き
〕

明
治
十
五
年
十
二
月
十
二
日
、学
事
諮
問
会
会
員
が
音
楽
取
調
掛
を
参
競
の
お
り
、

伊
澤
修
二
は
唱
歌
の
効
益
お
よ
び
該
科
開
設
の
方
法
等
に
つ

い
て
演
説
を
行
っ
た
。

敦
育
上
音
架
ノ
鋏
ク
ベ
カ
ラ
ザ
ル
所
以
ハ
本
省
二
於
テ
既
二
諮
問
會
々
場

ニ

於
テ
諭
示
セ
ラ
レ
其
要
旨
方
二
顕
然
タ

ル
ベ
シ
。
然
レ
ド
モ
該
会
二
於
テ
諭
示

ノ
事
項
ハ
数
育
ノ
全
局
二
渉
リ
固
ョ
リ
一
科
ヲ
専
示
ス
ル

ノ
意

二
出
デ
ザ
レ
バ

勢
ヒ
其
大
要
ヲ
畢
ゲ
テ
小
細
ヲ
遣
サ
ザ
ル
ヲ
得
ズ
。
是
故
二
我
ガ
音
架
取
調
掛

ハ
本
日
諸
氏
ノ
参
観
二
會
シ
唱
歌
ノ
効
盆
等
ヲ
詳
説
セ
ン
ト
欲
ス
。
抑
古
昔
漢

土
ニ
ア
リ
テ
ハ
有
虞
ノ
世
愛

二
命
ジ
架
ヲ
司
ラ
シ
メ
冑
子
ヲ
教
フ
ル
文
ア
リ
。

是
数
育
ノ
初
二
音
架
ヲ
用
フ
ル
ノ
證
ト
ス
可
シ
。
我
邦
二
在
リ
テ
モ
中
世
ノ
頃

唐
架
ヲ
偉
ヘ
テ
緒
紳
ノ
子
弟
幼
ョ
リ
之
ヲ
習
ヒ
声
架
ノ
助
ケ

ニ
ヨ
リ
テ
文
運
ノ

盛
旺
ヲ
束
セ
シ
ハ
史
乗
以
テ
徴
ス
可
シ
。
然
リ
而
シ
テ
今
日
猶
我
邦
諸
學
校

二

唱
歌
ヲ
設
ケ
ザ
ル
モ
ノ
何
ゾ
ヤ
。
其
ノ
因
タ
ル
蓋
シ
準
備
ノ
未
ダ
整
ハ
ザ
ル

ニ

在
リ
ト
雖
ド
モ
亦
従
来
我
邦
人
ノ
音
楽
ヲ
以
テ
光
陰
ヲ
漫
過
ス
ル
ノ
具
卜
為
シ

数
育
上
其
効
用
鴻
大
ナ
ル
ヲ
知
ラ
ザ
ル
ニ
坐
ス
ル
ヲ
免
レ
ズ
。
故
二
嘗
掛
二
於

其

テ
ハ
先
ヅ
実
蹟

二
捩
リ
テ
唱
歌
J
効
盆
ヲ
示
シ
次
デ
該
科
開
設
ノ
方
法
及
教
授

J
順
序
等
二
及
ボ
シ
以
テ
諸
氏
ノ
注
意
ヲ
興
起
セ
ン
ト
ス
。

唱
歌
ノ
効
盆
タ

ル
要
ス
ル
ニ
ニ
項
ア
リ。

請
フ
、
次
ヲ
遂
テ
左

二
之
ヲ
陳
述

セ
ン。

其
一
健
全
上
ノ
盆

夫
レ
人
身
ノ
健
否
ハ
身
骰
内
部
ノ
機
関

――
属
シ
其
外
部

二
属
セ
ザ
ル
ハ
世
ノ

知
ル
ト
コ
ロ
ナ
リ
。
故

二
四
肢
ノ
如
キ
ハ
之
ヲ
損
傷
ス

ル
モ
ナ
ホ
其
健
全
ヲ
保

持
ス
ル
ア
リ
。
之
二
反
シ
テ
内
部
ノ
機
関
二
於
テ
少
シ
ク
其
宜
シ
キ
ヲ
得
ザ
ル

ト
コ
ロ

ア
ル
ト
キ
ハ
乍
チ
全
身
二
影
響
ヲ
及
ボ
サ
ゞ
ル
モ
ノ
殆
ド
稀
ナ
リ
。
然

リ
而
シ
テ
内
部
ノ
機
関

ハ
肺
ヲ
以
テ
最
モ
要
機
ト
ス
。
抑
肺
ハ
呼
吸
ヲ
司
ル
ノ

官

ニ
シ
テ
呼
吸
ハ
人
罷
二
資
ス
ル
ノ
基
本
ナ
リ
。
人
ハ
敷
日
間
食
ハ
ザ
ル
モ

ナ

ホ
其
生
ヲ
保
ツ
ヲ
得
ベ
シ
。
敷
時
間
モ
呼
吸
ヲ
麿
シ
生
存
ス
ル
モ
ノ
未
ダ
曾
テ

之
ア
ラ
ズ
。
抑
唱
歌
ハ
竪
音
ヲ
練
ル
ノ
術
ニ
シ
テ
則
チ
證
格
ヲ
正
シ
呼
吸
ヲ
節

シ
以
テ
肺
臓
ノ
強
牡
ヲ
束
シ
人
身
ノ
健
全
ヲ
降
フ
ス
ル
所
以
ナ
リ
。
有
名
ナ

ル

音
楽
家
ノ
説
二
撼
レ
バ
欧
米
ノ
諸
図
唱
歌
ヲ
小
學

二
導
キ
シ
以
来
統
計
上
人
民

健
康
ノ
度
ヲ
進
メ
タ
リ
ト
イ
フ
。
現
二
本
掛
博
習
並
ビ
ニ
本
掛

二
於
テ
臨
数

ス

ル
ト
コ
ロ
ノ
雨
師
範
學
校
及
學
習
院
生
徒
ノ
如
キ
モ
唱
歌
ヲ
修
ム
ル
以
来
日
子

猶
少
シ
ト
雖
ド
モ
其
中
往
々
血
色
ヲ
進
メ
健
康
ヲ
致
セ
シ
者
ア
リ
。
是
唱
歌
ノ

健
全
上
二
盆
ス
ル
一
端
ヲ
観
ル
ニ
足
ル
モ
ノ
ト
云
フ
ベ
シ
。

徳
育

二
資
ス
ル
ノ
盆

唱
歌

ハ
人
性
ノ
自
然

二
本
ヅ
キ
其
心
情
ヲ
感
動
触
激
ス
ル
モ
ノ
ー
ー
シ
テ
喜
悦

ノ
歌
曲
ハ
人
心
ヲ
喜
バ
シ
メ
悲
哀
ノ
歌
曲

ハ
人
心
ヲ
哀
マ
シ
ム
ル
第
一
モ
心
情
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ノ
感
動
ヲ
生
ゼ
ザ
ル
者
ナ
シ
。
故
二
純
正
ノ
歌
ヲ
唱
フ
ル
ト
キ
ハ
心
自
ラ
正
シ

和
楽
ノ
音
ヲ
聞
ク
ト
キ
心
自
ラ
和
グ
。
心
和
ギ
正
シ
キ
ト
キ
ハ
邪
悪
ノ
念
外
ヨ

リ
入
ル
能
ハ
ズ
。
心
二
邪
悪
ノ
念
ナ
キ
ト
キ
ハ

善
ヲ
好
ミ
悪
ヲ
避
ク
ル
ハ
人
ノ

常
ナ
リ
。
是
ヲ
以
テ
心
ヲ
正
ウ
シ
身
ヲ
修
メ
俗
ヲ
易
フ
ル
ハ
音
楽
二
如
ク
モ
ノ

ナ
シ
。
古
語

二
日
ク
證
架
不
可
以
斯
須
去
身
卜
。
古
聖
ノ
證
楽
ヲ
重
ズ
ル
其
レ

斯
ノ
如
シ
。
今
日
我
数
育
二
此
ノ
科
ヲ
鋏
キ
テ
可
ナ
ラ
ン
ヤ
。

夫
レ
楽
ハ
同
ジ
キ
ヲ
統
ブ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
三
軍
ノ
将
千
万
ノ
衆
ヲ
率
ヰ
其
進

退
井
然
ト
シ
テ
序
ヲ
失
ハ
ズ
以
テ
勝
ヲ
戦
陣
二
恣
ニ
ス
ル
ハ
賞
二
金
鼓
ノ
カ
ニ

依
テ
正
シ
ク
之
ヲ
司
導

ス
ル
ニ
由
ル
ニ
非
ズ
ヤ
。

赦
育
者
ノ
子
弟
二
於
ケ
ル
モ

亦
何
ゾ
之
二
異
ナ
ラ
ム
。
千
百
ノ
子
弟
相
和
諧
シ
テ
坐
作
進
退
恰
モ
一
赦
師
ノ

心
ヲ
以
テ
其
手
足
ヲ
使
用
ス
ル
ガ
如
ク
ニ
至
ラ
シ
ム
ル
モ
ノ
平
素
和
諧
ノ
心
情

ヲ
育
成
ス
ル
ニ
非
ズ
ン
バ
能
ハ
ズ
。
抑
和
諧
ナ
キ
ノ
子
弟
ハ
校
中
二
在
テ
ハ
或

ハ
喧
闘
ヲ
好
ム
ノ
生
徒
ト
ナ
リ
一

家
二
在
テ
ハ
不
孝
ヲ
行
フ

ノ
子
弟
卜
為
リ
社

會

二
出
デ
テ
ハ
或
ハ
不
順
ノ
人
民
ト
ナ
リ
君
長
二
仕
ヘ
テ
ハ
往
々
不
敬
ノ
臣
下

ト
為
ル
ナ
リ
。
然
リ
而
シ
テ
此
和
諧
ノ
心
情
ヲ
猿
育
ス
ル
ハ
音
楽
ノ
カ
ニ
由
ラ

ズ
シ
テ
将
夕
何
二
由
ル
ベ
キ
ャ
゜
蓋
シ
音
架

ハ
同
情
相
憐
レ
ミ
彼
是
相
親
睦
ス

ル
ノ
至
情
ヲ
感
疲
セ
シ
ム
ル
ノ
基
礎
ヲ
為
ス

モ
ノ
ナ
リ
。

前
二
章
説
ク
所
ノ
目
的
ヲ
達
セ
ン
ニ
ハ
先
ヅ
何
レ
ノ
虞
二
於
テ
之
ヲ
施
ス
ベ

キ
ャ
。
日
ク
小
學

二
於
テ
ス
ル
ノ
善
キ
ニ
如
ク
モ
ノ
ナ
シ
。
夫
レ
小
學
ハ
嬰
兒

ヲ
薫
陶
鋳
冶
ス
ル
ノ
最
要
緊
ノ
場

ニ
シ
テ
嬰
兒
ハ
人
生
ノ
萌
芽
ナ
リ
。
蓋
シ
萌

芽
軟
緑
ハ
風
化
感
染
ノ
効
最
モ
鋭
シ
。
故
二
之
ガ
滋
養

二
供
シ
之
ガ
周
匝
二
布

ス
ル
モ
ノ
ハ
最

モ
謹
デ
之
ヲ
撰
捧
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
故

二
歌
曲
ノ
如
キ
モ
婉

曲
ニ
シ
テ
風
致
ア
リ
善
ク
人
ヲ
正
二
導
キ
自
ラ
心
ノ
邪
ヲ
去
ル
ヲ
以
テ
妙
ト
ス

ベ
シ
。
是
ヲ
以
テ
本
掛
撰
ス
ル
所
ハ
多
ク
此
意
ヲ
主
ト
シ
勉
メ
テ
平
和
ニ
シ
テ

議
論

二
渉
ラ
ザ
ル
者
ヲ
取

レ
リ
。
マ
ヽ

理
義
ヲ
主
ト
ス
ル
者
ア
ル
モ
多
ク

ハ
花

鳥
風
月
ノ
辞
ヲ
其
間
二
雑
ヘ
テ
心
神
ヲ
悦
憚
セ
シ
メ
自
然
二
善

二
化
シ
邪
ヲ
去

ト
ク
イ
ク

ル
ノ
意
ヲ
寓
シ
特
二
徳
育
二
資
ス
ル
所
ノ
モ
ノ
ヲ
取
用
セ
リ
。
凡
徳
敏
ノ
含
有

タ
ヤ
ス

ス
ル
ト
コ
ロ
ノ
域
甚
ダ
廣
大
ニ
シ
テ
諏
ク
其
要
綱
ヲ
掲
出
ス
ル
能
ハ
ズ
ト
イ
ヘ

ド
モ
今
ソ
ノ
梗
概
ヲ
摘
載
シ
テ
唱
歌
ノ
徳
育
二
資
ス
ル
所
以
ノ
賓
例
ヲ
示
ス
ベ

シ。第

一
、
凡
ソ
幼
稚
ノ
始
メ
テ
學
二
就
ク
ヤ
猶
進
學
ノ
カ
ニ
之
シ
キ
ヲ
常
ト
ス
。

＿

故
二
先
ヅ
進
學
ノ
快
情
ヲ
鼓
舞
作
興
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。

其

歌

進

め

／
＼
（
バ
イ
オ
リ
ン

等
二
面
）

進
め
／
＼
、
あ
し
と
く
す
す
め
、
と
ま
れ
と
ま
れ
、

る
も
ゆ
く
も
、

ま
な
べ
。

つ
と
め
て

一
度
に
と
ま
れ
、

を
し
へ
の
ま
A

に
、
立
つ
も
ゐ
る
も
、
数
の
ま
A

に
゜
咲
花

と
ま

も
、
な
く
鳥
も
、

す
A

め。

お
も
し
ろ
き
は
な
ぞ
の
や
、
す
A

め
す
A

め
、
あ
し
と
く

學
べ
ま
な
べ

、
つ
と
め
て
ま
な
べ

、
習
へ

／
＼
、
た
ゆ
ま
ず
な
ら
へ
、

學
の

道
を
、
た
へ
せ
ず
な
ら
へ
、
よ
む
も
か
く
も
、
数
の
ま
A

に、

讀
む
ふ
み
も
、

か
く
も
じ
も
、
お
も
し
ろ
き
、
う
ひ
ま
な
び
、
ま
な
べ
ま
な
べ
、

第
二

、
凡
ソ
愛
ハ
徳
育
上
鋏
ク
可
ラ
ザ
ル
所
ナ
リ
。
故
二
幼
年
ヨ

リ
事
物
ヲ
愛

シ
朋
友
ヲ
愛
ス
ル
ノ
心
情
ヲ
養

ハ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。

其
歌
霞
か
雲
か
（
洋
琴
）

霞
か
雲
か
、
は
た
雪
か
、
と
ば
か
り
匂
ふ
、
そ
の
花
ざ
か
り
、
も
A

と
り
さ

へ
も
、
う
た
ふ
な
り
、

霞
は
花
を
、
へ
だ
つ
れ
ど
、
隔
て
ぬ
友
と
、
き
て
見

る
ば
か
り
、
う
れ
し
き
事
は
、
世
に
も
な
し、

霞
み
て
そ
れ
と
、
見
え
ね
ど

も
、
な
く
鶯
に
さ
そ
は
れ
つ
A

も
、
い
つ
し
か
来
ぬ
る
、
は
な
の
陰
、

117 第 2節 音楽取調掛の事業



第
五 國

べ
に
、

第
三
、
父
母
天
地
ノ
思
ハ
人
生
須
央
モ
忘
ル
可
カ
ラ
ザ
ル
所
ノ
モ
ノ
ナ
リ
。
故

二
常
二

其
恩
恵
ヲ
思
フ
ノ
心
ヲ
存
セ
シ
メ
ザ
ル
可
カ
ラ
ズ
。

其
歌
大
和
撫
子
（
風
琴
）

大
和
な
で
し
こ
、
さ
ま
/
＼
に
、
お
の
が
む
き
／
＼
、
さ
き
ぬ
と
も
、
お
ほ

し
た
て
A

し、

ち
A

は
A

の
、
庭
の
を
し
へ
に
、
た
が
ふ
な
よ
。

野
辺
の
千
草
の
、
い
ろ
／
＼
に
、
お
の
が
さ
ま
人
＼
、
さ
き
ぬ
と
も
、
生
し

た
て
A

し
、
あ
め
っ
ち
の
、
露
の
め
ぐ
み
を
、
わ
す
る
な
よ
。

第
四
父
子
ノ
親
ハ
人
倫
ノ
最
モ
重
ン
ズ
ル
所
ナ
リ
。
故
二
父
母
ヲ
愛
慕
ス
ル

心
情
ヲ
養
ハ
ザ
ル

ベ
カ
ラ
ズ
。

其
歌
思
ひ
出
れ
ば
（
風
琴
）

み

と

ち

思
ひ
い
づ
れ
ば
、
三
年
の
む
か
し
、
わ
か
れ
し
そ
の
日
、
わ
が
父
母
の
、
か

し
ら
な
で
つ
A

、

末
な
ん
と
、

な、

ま
さ
き
く
あ
れ
と
、

い
ひ
し
お
も
わ
の
、

か
ど
お
し
ひ
ら
き
、

し
た
は
し
き
か

あ
し
た
に
な
れ
ば
、

日

数
よ
み
つ
A

、
ち
A

ま
ち
ま
さ

む
、
わ
が
お
も
ひ
子
は
、
こ
と
な
し
は
て
A

、
は
や
い
つ
し
か
も
、
か
へ
り

束
な
ん
と
、

ゆ
ふ
べ
に
な
れ
ば
、
と
こ
う
ち
は
ら
ひ
、
お
よ
び
を
り
つ
A

、
は
A

ま
ち
ま

さ
む
。
わ
が
お
も
ひ
子
は
、
事
な
し
は
て
A

、
は
や
い
つ
し
か
も
、
か
へ
り

あ
た
し
に
な
れ
ば
、
か
ど
お
し
ひ
ら
き
、
ゆ
ふ
べ
に
な
れ
ば
、
と
こ
う
ち
は

ら
ひ
、
ち
A

ま
ち
ま
さ
む
、
は
A

ま
ち
ま
さ
ん
、
は
や
く
帰
ら
ん
、
も
と
の

朋
友
ノ
交
誼
ハ
亦
人
倫
ノ
重
ン
ズ
ル
ト
コ
ロ
ナ
リ
。
故
二
其
信
義
ヲ
厚

ク
ス
ル

ノ
心
情
ヲ
養
ハ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。

A

ろ
の
は
し
を
、

筑
紫
の
き
は
み
、

ご
こ
ろ
は
、

ヘ
だ
て
な
く
、

螢
の
光
り
（
第
二
面
胡
弓
二
挺
）

ほ
た
る
の
ひ
か
り
、
ま
ど
の
雪
、
ふ
み
よ
む
月
日
、
か
さ
ね
つ
A

、
い
つ

し

か
年
も
、
す
ぎ
の
戸
を
、
あ
け
て
ぞ
け
さ
は
、
わ
か
れ
ゆ
く
、

と
ま
る
も
ゆ
く
も
、
か
ぎ
り
と
て
、
か
た
み
に
お
も
ふ
、
ち
よ
ろ
づ
の
、
こ

ひ
と
こ
と
に
、
さ
き
く
と
ば
か
り
、
う
た
ふ
な
り
、

み
ち
の
お
く
、
海
や
ま
と
ほ
く
、
へ
だ
っ
と
も
、
そ
の
ま

ひ
と
つ
に
つ
く
せ
、
國
の
た
め
、

ら
ん
く
に
に
、
い
さ
を
し
く
、

第
六
古
今
聖
主
ノ
恩
徳
ヲ
欽
慕
ス
ル
ハ
人
臣
タ
ル
モ
ノ

ヽ
至
情
ナ
リ
。
故
ニ

其
仁
政
治
績
等
ヲ
頌
賛
ス
ル
ノ
心
ヲ
養
ハ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。

其
歌
雨
露
に
（
風
琴
）

雨
露
に
、
お
ほ
み
や
は
、
荒
れ
は
て
に
け
り
、
御
め
ぐ
み
に
、
民
草
は
、
う

る
ほ
ひ
に
け
り
、
か
く
て
こ
そ
、
今
の
世
も
、
か
ま
ど
の
け
ぶ
り
、
み
そ
ら

に
も
、

あ
ま
る
ま
で
、
た
ち
み
ち
ぬ
ら
め
、

飢
ゑ
こ
ゞ
え
、
な
き
ま
ど
ふ
、
民
も
や
あ
る
と
、
身
に
か
へ
て
、
か
し
こ
く

も
、
お
も
ほ
す
あ
ま
り
、
あ
ら
れ
う
つ
、
冬
の
夜
に
、
ぬ
ぎ
た
ま
わ
せ
る
、

大
御
衣
の
、
あ
っ
き
そ
の
、
御
こ
A

ろ
あ
わ
れ
、

第
七

君

に

事

ヘ
テ
能
ク
忠
ヲ
盛

ス
ハ
臣
タ
ル
モ
ノ
ヽ
分
ナ
リ
。
故
二
忠
臣
ノ

功
烈
ヲ
追
慕

ス
ル
情
ヲ
養

ハ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。

其
歌
湊
川
（
洋
琴
）

忍
び
え
ぬ
、
人
の
涙
や
、
む
せ
び
ゆ
く
、
み
な
と
が
は
、
い

り
あ
ひ
の
、
か

ね
ぞ
身
に
し
む
、
そ
の
あ
は
れ
、
そ
の
い
さ
を
、
忠
臣
嗚
呼
忠
臣
、
兄
弟
の

人
、
忠
臣
、

嗚
呼
忠
臣
、
た
ぐ
ひ
な
や
、
君
が
た
め
、
散
れ
と
を
し
へ
し
、

っ
と
め
よ
わ
が
せ
、

っ
A

が
な
く
。
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第
八 み

よ
し
の
A

、

た
と
、

た
ぐ
ひ
な
や
、

な
り
は
ひ
を
、

さ
く
ら
ば
な
、

ち
り
は
て
A

、
世
に
こ
そ
か
ほ
れ
、
そ
の
う

そ
の
ま
こ
と
、
忠
臣
、
嗚
呼
忠
臣
、
兄
弟
の
人
、
忠
臣
、
嗚
呼
忠
臣
、

尊
王
ノ
志
氣
ヲ
養
フ
ハ
徳
育
上
最
要
ス
ル
所
ナ
リ
。
故
二

昭
代
ノ
永
久

ヲ
願
ヒ
賓
酢
ノ
無
彊
ヲ
祈
ル
ノ
心
情
ヲ
興
起
セ
シ
メ
ザ
ル
可
ラ
ズ
。

其
歌
君
が
代
（
管
絃
架
）

君
が
代
は
、
ち
よ
に
や
ち
よ
に
、
さ
ざ
れ
石
の
、
巖
と
な
り
て
、
苔
の
む
す

ま
で
、
う
ご
き
な
く
、
と
き
は
か
き
は
に
、
か
ぎ
り
も
あ
ら
じ
、
き
み
が
世

は
、
千
ひ
ろ
の
底
の
、
さ
ゞ
れ
石
の
、

鵜
の
ゐ
る
磯
と
、

で
、
か
ぎ
り
な
き
、
み
よ
の
榮
を
、
ほ
ぎ
た
て
ま
つ
る
。

第
九

愛
國
心
ヲ
養
フ
ハ
徳
育
上
特
二
貴
重
ス
ル
所
ナ
リ
。
故
二
赤
心
報
國
ノ

競
氣
ヲ
燎
猿
セ
シ
メ
ザ
ル
可
ラ
ズ
。

其
歌
す
め
ら
御
園
（
風
琴
）

す
め
ら
御
國
の
、
も
の
A

ふ
は
、
い
か
な
る
こ
と
を
か
、

ゞ
身
に
も
て
る
、

ま
ご
A

ろ
を
、
君
と
親
と
に
、

す
め
ら
御
國
の
、
を
の
こ
ら
は
、

あ
ら
わ
る

A

ま

つ
と
む
べ
き
、

つ
く
す
ま
で
、

た
わ
ま
ず
を
れ
ぬ
、
こ
A

ろ
も
て
、
世
の

っ
と
め
な
し
、
國
と
民
と
を
、
と
ま
す
べ
し
、

第
十
神
恩
ヲ
謝
ス
ル
ハ
人
タ
ル
モ
ノ

ヽ
常
ナ
リ
。
故
二
敬
神
ノ
心
情
ヲ
養
ハ

ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。

其
歌
榮
ゆ
く
御
代
（
管
絃
架
）

さ
か
ゆ
く
御
代
に
、
生
れ
し
も
、
お
も
へ
ば
神
の
、
め
ぐ
み
な
り
、
い
ざ
や

こ
ら
、
神
の
恵
を
、
ゆ
め
な
わ
す
れ
そ
、
ゆ
め
な
わ
す
れ
そ
、
ゆ
め
な
わ
す

れ
そ
、

と
き
の
間
も
、

い
ざ
や
兒
等
、
神
の

め
ぐ
み
を
、
ゆ
め
な
わ
す
れ
そ
、
ゆ
め
な
忘
れ
そ
、

たゆ

か
み
が
き

め
な
わ
す
れ
そ
、
と
き
の
ま
も
、
め
ぐ
み
も
深
き
神
垣
の
み
前
の
、
榊
、
と

り
も
ち
て
、
ち
は
や
ぶ
る
、
神
の
御
前
に
、
う
た
ひ
ま
は
ま
し
、
う
た
ひ
ま

は
ま
し
、
う
た
ひ
ま
は
ま
し
、
よ
も
す
が
ら
、
千
早
振
、
神
の
み
ま
へ
に
、
う

た
ひ
ま
は
ま
し
、
う
た
ひ
ま
は
ま
し
、
う
た
ひ
ま
は
ま
し
、
よ
も
す
が
ら
、

第
十
一

聖
賢
ノ
格
言
ヲ
尊
信
ス
ル
ノ
心
ハ
須
央
モ
其
身
ヲ
離
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル

ナ
リ
。
故
二
平
素
之
ヲ
謳
歌
シ
常
二
其
心
ヲ
存
セ
シ
メ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
j

其
歌
五
倫
の
歌
（
風
琴
）

父
子
親
あ
り
、
君
臣
義
あ
り
、
夫
婦
別
あ
り
、
長
幼
序
あ
り
、
朋
友
信
あ
り
、

従
来
本
掛
二
於
テ
撰
定
ス
ル
所
ノ
歌
曲
中
此
類
尚
多
｀
ン
ト
雖
ド
モ
他
ハ
之
ヲ
略

ス
。
何
ト
ナ
レ
バ
本
官
ガ
今
日
諸
氏
二
向
テ
望
ム
所
ハ
唯
要
旨
ノ
一
端
ヲ
示
ス

二
在
ル
ヲ
以
テ
右
ノ
敷
例
ニ
テ
唱
歌
ノ
徳
育
二
資
ス
ル
ノ
盆
ハ
既
二
明
了
ナ
ラ

ン
ト
信
ズ
レ
バ
ナ
リ
。

サ
テ
従
是
直
接
二
唱
歌
ヲ
學
校
二
開
設
ス
ル
方
法
如
何
二
渉
ル
ベ
シ
。
此
論

点
二
至
リ
テ
ハ
乍
チ
唱
歌
ヲ
教
授
ス
ル
ニ
ハ
何
等
ノ
圏
書

二
捩
リ
其
ノ
楽
器
ハ

何
等
ノ
器
械
ヲ
用
ヒ
テ
可
ナ
リ
ヤ
数
員

ハ
何
虞
二
得
ラ
ル
ベ
キ
ヤ
又
其
開
設
二

就
テ
幾
何
ノ
費
用
ヲ
要
ス
ベ
キ
ヤ
等
ノ
問
題
ヲ
生
ズ
ベ
シ
。
此
等
敷
条
ノ
要
件

ノ
如
キ
ハ
本
掛
開
設
以
来
職
ト
シ
テ
苦
慮
シ
タ
ル
ト
コ
ロ
ニ
シ
テ
今
日
二
至
リ

テ
ハ
其
方
法
順
序
等
既
二
略
定
セ
ル
モ
ノ
ア
リ
。
郎
チ
唱
歌
数
課
書

ハ
営
春
以

末
既
二
諸
府
縣
ヘ
モ
配
布
シ
タ
ル
ト
コ
ロ
ノ
唱
歌
集
井
二
唱
歌
掛
圏
ヲ
以
テ
之

二
充
ツ
ル
ト
キ
ハ
小
學
初
等
科
及
中
等
科
ノ
赦
授
ニ
ハ
先
以
テ
差
支
ナ
カ
ル
ベ

シ
。
猶
今
後
其
次
編
等
連
綿
績
出
ス
ル
ヲ
以
テ
用
書
ノ
件
二
於
テ
ハ
更
二
苦
慮

ス
ル
ヲ
要
セ
ザ
ル
ナ
リ
。

次
二
架
器
ハ
何
物
ヲ
用
ヒ
テ
可
ナ
リ
ヤ
ノ
問
題
二
至
レ
リ
。
架
器
ハ
其
品
種

多
シ
ト
雖
ド
モ
初
學
ノ
者
ニ
ハ
更
二
洋
製
ノ
器
ヲ
用
フ
ル
ニ
及
バ
ズ
我
邦
二
通

119 第 2節 音楽取調掛の事業



用
ス
ル
所
ノ
等
胡
弓

ニ
シ
テ
足
レ
リ
。
郎
チ
等
胡
弓
ノ
如
キ
ハ

民
間
普
通
用
ノ

モ
ノ
ニ
係
リ
。
且
音
楽
ノ
理
論
上
ョ
リ
視
テ
モ
是
等

ハ
大
二
採
ル
ベ
キ
ト
コ
ロ

ア
リ
好
器
ト
ス
。
殊
二
胡
弓
ノ
如
キ
ハ
他
ノ
楽
器
卜
異
リ
音
カ
ノ
長
ク
継
続
ス

ル
ヲ
以
テ
初
學
ノ
徒

二
最
モ
便
ナ
ル
モ
ノ
ト
為
ス
。
等
胡
弓
ヲ
等
謡
若
ク
ハ
其

他
雅
俗
ノ
諸
曲
二
合
ス
ル
ト
此
ノ
唱
歌
二
合
ス
ル
ト
ハ
唯
之
ヲ
用
フ
ル
方
法
即

チ
調
子
ノ
取
方
ヲ
異

ニ
ス
ル
ノ
ミ
ナ
リ
。
故
二
其
J
調
子
サ
ヘ
合
ス
レ
バ
唱
歌

集
中
ノ
歌
曲
ハ
一
モ
拳
胡
弓
ヲ
以
テ
演
奏
ス

ル
ヲ
得
ベ
カ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ナ
シ
ト

云
ベ
シ
。

凡
ソ
調
子
ヲ
取
ル
ニ
ハ
先
其
基
本
ト
ス
ル
所
ノ
音
郎
チ
宮
卜
定
ム
ル
所
ノ
モ

J
ナ
カ
ル
可
ラ
ズ。

例
ヘ
バ

平
調
ナ

レ
バ
平
調
ヲ
宮
卜
定
メ
双
調
ナ

レ
バ
双
調

ヲ
宮
卜
定
ム
ル
ガ
如
シ
。
故
二

其
何
調
タ
ル
カ
ヲ
定
メ
ン
ニ
ハ
標
準
タ
ル
ベ
キ

器
械
ヲ
要
ス
ル
ナ
リ
。
此
器
械
ハ
調
音
叉
子
又
ハ
律
管
ニ
テ
事
足
ル
ベ
シ
。
既

二
宮
卜
定
ム
ル
所
ノ
音
ヲ
得
ル
ト
キ
ハ

律
旋
ナ

レ
呂
旋
ナ
レ
長
音
階
ナ
レ
短
音

階
ナ
レ
其
旋
法
二
隧
ヒ
テ
要
ス
ル
所
ノ
諸
音
ヲ
定
メ
ザ
ル
可
ラ
ズ
。
其
法
例
ヘ

バ
宮
ヨ
リ
徴
二
至
リ
徴
ョ
リ
商

二
及
ボ
ス
ガ
如
ク
五
音
卜
四
音
ト
ノ
音
程
ニ
ョ

リ
テ
調
子
ヲ
取
ル
ト
キ
ハ

大
橙
先
ヅ
差
支
ナ
シ
。

（
尤
モ
第
三
音
ハ

少
シ
ク
差

ア
リ
耳
官
ノ
聴
カ
ニ
任
セ
ザ
ル
ヲ
得
ズ
。
）
然
ル
ニ
初
學
ノ
徒
ニ
ア
リ
テ
ハ
此

法
ニ
ョ
ル
コ
ト
猶
難
キ
ヲ
覺
フ
ル
ヲ
以
テ
旋
宮
圏
（
賓
物
ヲ
示
ス
）
卜
律
管
卜

ニ
ョ
リ
テ
調
絃
シ
又
調
絃
琴
（
本
掛
ノ
製
造

二
係
ル
モ
ノ
賓
物
ヲ
示
ス
）
ニ
ョ

リ
テ
調
子
ヲ
取
ル
ノ

一
助
ト
セ
リ
。
尤
モ
此
ノ
如
キ
器
械

ニ
ョ
ル
ハ
決
シ
テ
本

法
二
非
ザ
ル
ヲ
以
テ
候
令
最
初
ハ
此
等
ノ
法
ニ
ョ
ル
モ
到
底
耳
官
ノ
聴
別
カ
ヲ

装
育
シ
テ
専
ラ
之
二
依
ル
ヲ
務
ム
ル
ナ
リ
。

先
右
等
ノ
如
キ
方
法
ニ
ヨ
リ
唱
歌
ヲ
學
校
二
施
ス
時
ハ
等
胡
弓
其
他
二
三
ノ

器
械
ヲ
以
テ
足
レ
リ
ト
ス
ベ
シ
。
然
シ
テ
其
費
用
ノ
如
キ
モ
唯
此
敷
種
ノ
器
械

卜
唱
歌
集
及
ビ
掛
園
等
ヲ
要
ス
ル

ノ
ミ
ナ
レ
バ
固
ヨ
リ
多
額
ヲ
要
セ
ザ

ル
コ
ト

知
ル
可
シ
。

前
章
二
於
テ
ハ
普
通
ノ
小
學
校
等
二
最
少
ノ
費
額
ヲ
以
テ
唱
歌
ヲ
賓
施
ス
ル

ノ
方
法
ヲ
述
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
我
國
今
日
ノ
状
況

二
在
リ
テ
ハ
先
右
等
ノ
方
法

二
依
ル
ヲ
適
度
ト
ス
ベ
シ
。
然
レ
ド
モ
音
楽
ノ
事
タ
ル
頗
ル
高
尚
ノ
一
科
ニ
シ

テ
其
架
器
ノ
如
キ
モ
段
々
高
尚
ナ
ル
種
類
ア
リ
。
故

二
猶
一
層
進
ン
デ
中
學
若

シ
ク
ハ
師
範
學
校

二
至
リ
テ
ハ
可
成
的
風
琴
ヲ
備
フ

ル
ヲ
良
シ
ト
ス
。
此
架
器

ハ
本
邦
ニ
テ
製
作
シ
得
可
ラ
ザ
ル
ニ
非
ザ

レ
ト
モ
猶
不
完
全
ナ
ル
ヲ
免
レ
ズ
。

尤
モ
目
下
輸
入
品
ヲ
仰
グ
モ
其
憤
ハ
概
ネ
一
箇
二
付
百
五
十
園
内
外
ナ

ル
ベ

シ
。
サ
レ
バ
學
校
ニ
ョ
リ
テ
ハ
随
分
購
入
シ
得
ベ
キ
虞
ナ
キ
ニ
非
ザ
ル
ベ
シ
。

洋
琴
ノ
如
キ
ハ
頗
ル
完
全
ナ
ル
器
械
ナ
レ
ド
モ
其
債
貴
ク
シ
テ
今
日
地
方
ノ
學

校
二
向
テ
其
購
買
ヲ
望
ム
可
カ
ザ
ル
モ
ノ
ト
ス
。
彼
管
絃
架
器
ノ
如
キ
ニ
至
リ

テ
ハ
音
楽
上
最
高
等
ノ
地
位
ヲ
占
ム
ル
モ

ノ
ナ
レ
バ
大
學
若
シ
ク
ハ
音
楽
専
門

學
校
二
非
ザ
レ
バ
之
ヲ
備
フ
ル
ヲ
要
セ
ザ
ル
ナ
リ
。

次
二
敦
員
ハ
何
虞
二
得
ラ
ル
ベ
キ
ヤ
ノ
問
題
二
至
レ
リ
。
此
赦
員
ハ
雨
師
範

學
校
卒
業
生
中
ニ
ハ
往
々
唱
歌
二
熟
シ
其
初
歩
ヲ
授
ク
ル

ニ
ハ
差
支
ナ
キ
者
ア

リ
。
特
二
女
子
師
範
學
校
生
徒
ニ
ハ
卒
業
ノ
後
一
般
ノ
唱
歌
赦
授
二
堪
フ
ベ
キ

モ
ノ
少
カ
ラ
ザ
ル
ベ
シ
。
而
シ
テ
将
来
小
學
校
等
二
唱
歌
ヲ
普
及
セ
シ
ム
ル
ハ

師
範
學
校
卒
業
生
ヲ
以
テ
之
二
充
テ
ン
コ
ト
ヲ
要
ス
。
然
リ
ト
雖
ド

モ
音
架
ノ

事
タ
ル
他
ノ
學
科
卜
異
ナ
リ
僅
少
ノ
年
月
ヲ
以
テ
成
功
ス
ベ
キ
ニ
非
ズ
。
又
幼

時
ノ
赦
育
ァ
ル
ニ
非
ザ
レ
バ
中
年
ヨ
リ
之
ヲ
習
褐
セ
ン
コ
ト
甚
ダ
難
シ
。
故
ニ

本
掛
二
於
テ
ハ
従
前
多
少
普
通
ノ
教
育
ヲ
受
ケ
殊
二
音
架
上
ノ
教
育
ア
ル
者
ヲ

撰
ビ
テ
入
學
ヲ
許
シ
相
営
ノ
課
程
ヲ
設
ケ
テ
特
二
之
ヲ
赦
育
シ
勝
来
師
範
學
校

及
中
學
校
等
ノ
数
師
ト
シ
該
科
ノ
開
設
及
進
歩
等
ル
謀
ヲ
ベ
キ
目
的
ヲ
以
テ
向
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来
多
少
生
徒
ヲ
募
集
ス
ベ
キ
見
込
ア
レ
バ
諸
氏
帰
縣
ノ
後
相
嘗
ノ
生
徒
ヲ
撰
ビ

テ
之
ヲ
派
遣
セ
バ
常
掛

―
―
於
テ
ハ
其
養
成

二
付
充
分
ノ
便
利
ヲ
興
フ
ベ
シ
。
既

二
京
都
府
J
如
キ
ハ
右
ノ
如
キ
目
的
ニ
テ
生
徒
一

名
ヲ
派
遣
セ
リ
。
又
師
範
學

科
取
調
ト
シ
テ
府
縣
ョ
リ
派
出
セ
シ
モ
ノ

ヽ
内
ニ

モ
本
務
ノ
餘
暇
ヲ
以
テ
十
有

餘
名

ハ
火
木
土
午
后
本
掛

二
就
テ
更

二
之
ヲ
修
勘
ス
ル
ア
リ
。
其
進
歩
已
二
見

ル
ベ
キ
モ
ノ
少
シ
ト
セ
ズ
。
ナ
ホ
今
後
幾
許
ノ
手
段
ヲ
盛
ク
サ
レ
ナ
バ
各
地
方

ニ
於
テ
此
學
科
ヲ
開
設
ス

ル
ノ
便
盆
モ
マ
タ
随
テ
大
ナ
ル

ベ
シ
。

唱
歌
開
設
ノ
方
法
ハ
前
敷
章
二
於
テ
略
其
要
ヲ
述
ベ
タ
レ
バ
今
其
教
授
ノ
方

法
順
序
等
ノ
大
綱
ヲ
示
ス
ベ
シ
。

第

一
口
授
唱
歌

凡
ソ
幼
兒
二

唱
歌
ヲ
授
ク

ル
ニ
ハ
先
ヅ
其
聴
カ
ノ
痰
達
卜
竪
律
ノ
練
習
ト
ヲ

勉
メ
ザ
ル
可
カ
ラ
ズ
。

是
レ
最
初

二
此
科
ヲ
設
ク
ル
所
以
ナ
リ
。

第
二

敷
字
練
習

聴
力
既
二
猿
達
ス
ル
ト
キ
ハ
視
カ
ニ
瑕
リ
テ
竪
律
ヲ
識
別
ス
ル
コ

ト
ヲ
勉
メ

ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
是
レ
次
二
此
科
ヲ
設
ク
ル
所
以
ナ
リ
。

音
階
練
習

音
階
ハ
旋
律
ノ
元
基
ニ
シ
テ
諸
曲
ノ
因
テ
起
ル
所
ナ
リ
。
故
二
之
二
習
熟
セ

シ
メ
ザ
ル
可
ラ
ズ
。

第
四
譜
表
ノ
練
習

繁
錯
ナ
ル
楽
曲
ヲ
モ
了
解
シ
易
カ
ラ
シ
ム
ル
ハ

主
ト
シ
テ
譜
表
ノ
助
ニ
ョ
ラ

ザ
レ
バ
能
ハ
ズ
。
是
此
科
ヲ
赦
フ
ル
所
以
ナ
リ
。

第
五
輩
音
唱
歌

．

箪
音
唱
歌
ハ
唯
一
部
ノ
竪
ヲ
以
テ
唱
フ
モ
ノ
ニ
シ
テ
小
學
ノ
唱
歌
ノ
如
キ
多

ク
ハ
此
類
二
蜀

ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

第

こ
き
ま
ぜ
て
、
み
や
こ
に
は
、

第
六

輪
唱
歌

輪
唱
歌
盆
早
音
唱
歌
ヨ
リ
諸
重
音
唱
歌

二
移
ル

ノ
豫
習

ニ
シ
テ
其
目
的
タ

ル

精
シ
ク
墜
律
ヲ
練
ル
ニ
ア
リ
。

第
七

複
音
唱
歌

複
音
唱
歌

2
一部
ノ
竪
律
ヲ
和
シ
テ
同
時
二
之
ヲ
唱
フ
モ
ノ
―
ー
シ
テ
諸
重
音

／
最
初

二
位
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

第
八

洋
琴

洋
琴
ハ
音
楽
専
門
ノ
者

ニ
ハ
初
學
ノ
時
ヨ
リ
聴
カ
ヲ
疲
達
シ
且
架
譜

二
習
熟

セ
シ
ム
ル
為
メ
特
二
必
要
ノ
一
科
ト
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

第
九

管
絃
楽

管
絃
楽
ハ
前
ニ
モ
言

ヘ
ル
如
ク
最
高
等
ノ
音
楽

ニ
シ
テ
諸
種
ノ
架
器
ヲ
合
奏

シ
各
種
ノ
啓
律
ヲ
和
叶
シ
以
テ
音
架
ノ
美
妙
ヲ
顕

ハ
ス
所
ノ
モ
ノ
ナ
リ
。
是
ヨ

リ
各
種
ノ
例
ニ
ョ
リ
テ
実
施

二
就
キ
右
諸
科
ノ
大
要
ヲ
示
サ
ン
。
請
フ
聴
取
セ

ョ゚
て
ふ
て
ふ
て

ふ
て
ふ
、
菜
の
葉
に

と
ま
れ
、
な
の
は
に
あ
い
た
ら
、
櫻
に
と

ま
れ
、
さ
く
ら
の
は
な
の
、

榮
ゆ
る
御
代
に
、
と
ま
れ
よ
あ
そ
べ

、
あ
そ
べ

よ
と
ま
れ
、

お
き
よ
／
＼
、
ね
ぐ
ら
の
す
ゞ
め
、
朝
日
の
ひ
か
り
の
、

に
、
ね
ぐ
ら
を
い
で
A

、
こ
ず
え
に
と
ま
り
、

あ
そ
べ
よ
す
ゞ
め
、
う
た
ヘ

よ
す
ゞ

め
、

見
渡
せ
ば

見
渡
せ
ば
、
あ
を
や
な
ぎ
、

口
授
唱
歌

蝶
々

二
曲

は
な
ざ
く
ら
、

さ
し
こ

ぬ
さ
き
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み
ち
も
せ
に
、
春
の
錦
を
ぞ
、
さ
ほ
ひ
め
の
、

そ
め
に
け
る
。

見
渡
せ
ば
、

や
ま
べ
に
は
、
を
の
へ
に
も
、
ふ
も
と
に
も
、
う
す
き
こ
き
、

も
み
ぢ
葉
の
、

あ
き

の
に
し
き
を
ぞ
、
た
っ
た
ひ
め
、
お
り
か
け
て
、

霜
に
さ
ら
し
け
る
。

敷
字
練
習

音
階
練
習

音
階
ノ
説
明
ヲ
ナ
シ
同
前
ノ
曲
二

適
用
ス
ル
ノ
法
ヲ
示
ス
。

譜
表
練
習

同
前
ノ
曲
ヲ
譜
表

二
移
シ
他
ニ

―
ニ
ノ
新
曲
稽
高
等
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
加
フ
。

皐
音
唱
歌

唱
歌
掛
圏
中
最
初
五
六
曲
ヲ
唱
ヒ
楽
器

ハ
等
胡
弓
等
ヲ
用
フ
。

春
の
蒲
生
（
風
琴
）

春
の
や
よ
ひ

の
、
あ
け
ぼ
の
に
、
四
方
の
山
邊
を
、
見
わ
た
せ
ば
、
花
ざ
か

り
か
も
、
し
ら
雲
の
、
か
A

ら
ぬ
み
ね
こ
そ
、
な
か
り
け
れ
、
花
た
ち
ば
な

も
、
に
ほ
ふ
な
り
、
軒
の
あ
や
め
も
、
か
ほ
る
な
り
、
ゆ
ふ
ぐ
れ
さ
ま

の、

さ
み
だ
れ
に
、

ろ
の
あ
と
は
、

秋
の
は
じ
め
に
、
な
り
ぬ
れ
ば
、
こ

と
し
も
な
か
ば
は
、
す
ぎ
に
け
り
、

が
よ
ふ
け
ゆ
く
、
月
か
げ
の
、
か
た
ぶ
く
み
る
こ
そ
、

あ
は
れ
な
れ
、

冬
の
夜
さ
む
の
、
あ
さ
ぼ
ら
け
、
ち
ぎ
り
し
山
路
は
、
ゆ
き
ふ
か

し、

お
も
ひ
や
る
こ
そ
、
あ
は
れ
な
れ
、

の
し
み
し
、

や
ま
ほ
と
A

ぎ
す
、

つ
か
ね
ど
も
、

そ
の
す
を
い
で
て
、

お
り
な
し
て
、

な
の
る
な
り
、

わ

こ
よ
や
／
＼

〔『
昔
築
取
調
成
績
申
報
要
略
』
で
は
「
燕
」
と
し
て
あ
る
〕

（
洋
琴
）

こ
よ
や
／
＼
、
こ
よ
つ
ば
く
ら
め
、
お
や
も
雛
も
、
ひ
ね
も
す
か
た
り
、
た

と
ほ
き
図
邊
に
、
た
ち
わ
か
る
と
も
、
か

こ
A

つ
ゆ

ふ
る
雨
に
、

へ
り
こ
よ
や
、

ら
ゆ
く
つ
き
、

わ
が
や
ど
に
、

た
し
に
、
し
く
も
の
も
な
し、

つ
ば
く
ら
め
。

か
へ
り
こ
よ
や
、

来
な
け
来
な
け
、
や
ま
ほ
と
A

ぎ
す
、
わ
れ
も
人
も
、
夜
は
よ
も
す
が
ら
、

み

や

ま

い
ね
も
せ
ず
、
深
山
を
い
で
A

、
都
の
そ
ら
に
、
な
け
ほ
と
と
ぎ
す
、
な
の

れ
な
の
れ
、
わ
が
や
ど
に
、
来
な
け
来
な
け
、
郭
公
。

富
士
の
山
（
管
絃
架
）

た
か
ね

ふ
も
と
に
雲
ぞ
、
か
A

り
け
る
、
高
嶺
に
雪
ぞ
、
つ

も
り
た
る
、
は
だ
へ
は

雪
、
衣
は
雲
、
そ
の
雪
雲
を
、
よ
そ
ひ
た
る
、
ふ
じ
て
ふ
や
ま
の
、
見
わ
た

し
に
、
し
く
も
の
も
な
し、

に
る
も
な
し、

外
國
人
も
、
あ
ふ
ぐ
な
り
、
我
國
人
も
、
ほ
こ
る
な
り
、
て
る
日
の
影
、
そ

つ
き
日
と
と
も
に
、
か
ゞ
や
き
て
、

富
士
て
ふ
山
の
、
見
わ

に
る
も
な
し
。

太
平
曲
（
管
絃
楽
）

ゆ
は
ず
の
さ
は
ぎ
、
飛
火
の
け
ぶ
り
、
い
つ
し
か
た
え
て
、
を
さ
ま
る
御
世

は
、
あ
め

っ
ち
さ
へ
も
、
と
ゞ
ろ
く
計
り
、
萬
世
ま
で
と
、
君
が
世
い
は
へ
゜

た
い
ら
の
都
、
百
敷
の
宮
、
御
跡
に
な
し
て
、

む
さ
し
の
く
に
に

し
づ
ま
り

み

い
さ
を

ま
し
ぬ
、
と
し

は
三
千
と
せ
、
代
は
も
A

は
た
ち
、
御
功
績
あ
ふ
げ
。

輪
唱
歌三

寺
の
鐘

み
て
ら
の
鐘
の
音
、
月
よ
り
お
つ
る
、
ふ
み
よ
む
と
も
し
火
、

か
す
か
に
な
り

て
、
ー
ニ
三
四
五
六
七
八
゜

つ
き
か
げ
か
た
ぶ
き
、

霜
さ
へ
わ
た
る
、
ね
よ
と
の
か
ね
の
音
、
枕
に

ひ
ゞ

＜ヽ
 
―
二
三
四
五
六
七
八
゜

い
さ
り
火
漁
り
て、

霜
天
に
満
ち
、
姑
蘇
城
外
な
る
か
ね
か
も
聞
ゆ
、

四
五
六
七
八
゜
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マ
ー
チ

複
音
唱
歌

千
里
の
道

ち
さ
と
の
道
も
、

ば
淵
と
、

雲
ゐ
る
山
も
、

わ
り
の
み
は
、

閏
の
板
戸

コ
ー
ラ
ル
ナ
イ
ト
ソ
ン
グ

チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
ヴ
ァ

レ
ー

右
唱
歌
音
楽
ノ
効
盆
及
該
科
開
設
ノ
方
法
教
授
J
順
序
等
ハ
素
ヨ
リ
其
一
端

ヲ
示
ス
ニ

過
ギ
ズ
ト
雖
ド
モ
幸
二
諸
氏
ノ
同
感
ヲ
得
テ
自
今
唱
歌
ヲ
學
校

二
導

ク
ノ
端
緒
ヲ
開
ク

ニ
至
ラ
バ
登
惟
本
掛
ノ
幸
榮
ノ
ミ
ナ
ラ
ン
ヤ
。
賓
二
我
邦
数

育
上
ノ

l

大
幸
卜
云
フ
ベ
キ
ナ
リ

独
弾
曲

二
人
連
弾
曲

箪

曲

六

段

管
絃
架

曲 一
曲

二
曲

あ
し
も
と
よ
り
ぞ
、

な
る
ぞ
か
し

ち
り
ひ
ぢ
よ
り
ぞ
、

ひ
と
つ
な
り
、

は

ず

え

は
じ
ま
れ
る
、
葉
末
の
露
も
、

な
れ
り
け
る
、
ふ
み
よ
む
み
ち
も
、
こ
と

閏
の
い
た
戸
の
、
あ
け
ゆ
く
そ
ら
に
、
朝
日
の
か
げ
の
、
さ
し
そ
め
ぬ
れ
ば
、

ね
ぐ
ら
を
い
づ

る
、
百
八
十
鳥
は
、
霞
の
う
ち
に
、
と
も
よ
び
か
は
し、

夢
見

る
蝶
も
、
と
く
お
き

い
で
て
、

む
れ

つ
A

は
な
に
、
ま
ひ
あ
そ
ぶ
な
り
、
あ
さ

い
ね
す
る
身
の
、
そ
の
お
こ
た
り
を
、
い
さ
む
る
さ
ま
な
る
、
春

の
あ
け
ぼ

の
。

洋
琴
及
等
曲

〔
手
書
き
、
長
野
県
上
伊
那
郷
土
館
蔵
〕

つ
も
れ

シ

音
楽
取
調
掛
設
置
に
際
し
て
、
伊
澤
修
二
が
文
部
卿
に
提
出
し
た
「
取
調
見
込
書
」

に
は
「
東
西
二
洋
ノ
音
楽
ヲ
折
衷
シ
テ
新
曲
ヲ
作
ル
事
」
「
将
来
國
楽
ヲ
興
ス
ベ

キ
人

物
ヲ
養
成
ス
ル
事
」
「
諸
學
校

二
音
楽
ヲ
宜
施
ス
ル
事
」
の
三
項
目
が
目
標
と
し
て
か

か
げ
ら
れ
た
。
左
の
報
告
書
は
そ
の
中
の
第
一
項
に
関
す
る
調
査

・
研
究
の
実
績
を

記
し
た
も
の
で
あ
る
(
『
-
音
監
鰹
伺
害
類
上
下
、
昔
架
取
調
掛
成
績
申
報
杏
』
明
治
十
七
年
）
。

「諸
種
ノ
業
曲
取
調
ノ
事
」

諸
種
ノ
榮
曲
中
特
二
取
調
ヲ
要
ス

ル
モ
ノ
ハ
本
邦
ノ
部
二
在
テ
雅
榮
俗
榮
卜

シ
外
國
ノ
部
二
在
テ
西
洋
榮
清
榮
ト
ス

俗
榮
―
―
於
テ
ハ
等
曲
、
長
唄
、
等
ヲ
始
メ
其
他
各
種

二
及
ビ
西
洋
榮

二
於
テ

ハ
古
榮
今
代
榮
等
皆
其
取
調
ヲ
要
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

音
律
ノ
事
タ
ル
固
ヨ
リ
人
ノ
性
情
ノ
自
然
二
出
ツ
ル
モ
ノ
ナ
レ
バ
古
今
ヲ
問

ハ
ズ
東
西
ヲ
論
ゼ
ズ
殆
ド
同
一
二

帰

ス
ベ
シ
ト
雖
モ
其
旋
法
二
至
リ
テ
ハ
各

相
異
ナ
ル
所
ア
リ
随
テ
得
失
ア
ル
ヲ
免
レ
ザ
ル

モ
ノ
ナ
レ
バ
博
ク
諸
榮
ノ
根

理
ヲ
研
究
シ
其
得
失
ヲ
考
査
シ
其
良
否
ヲ
審
薮
シ
以
テ
彼
長
ヲ
取
り
此
短
ヲ

補
フ
ノ
用
二
供
セ
ザ
ル
可
ラ
ズ
是
レ
第

一―ー

諸
種
ノ
榮
曲
取
調
ヲ
要
ス
ル
所

以
ナ
リ

榮
曲
取
調
ノ
方
法
ハ
従
来
口
博
二
出
デ
榮
譜
ナ
キ
モ
ノ
ハ
之
ヲ
精
究
審
解
シ

テ
其
榮
譜
ヲ
作
リ
若
シ
其
譜
ア
ル

モ
各
種
異
様
ノ
方
法
ヲ
用
ヰ
タ
ル
モ
ノ
ハ

之
ヲ
各
國
普
通
ノ
榮
譜

二
改
メ
精
確
明
瞭

二
其
曲
調
ヲ
記
ス
ル
事
ヲ
務
ム
ベ

斯
ノ
如
ク
諸
種
ノ
榮
曲
ヲ
同
一
ノ
基
本
二
帰
シ
普
通
ノ
榮
譜

ニ
ヨ
リ
テ
之
ヲ

(

-

）
 

--'-

ノ‘
音
楽
取
調
掛
に
お
け
る
調
査
お
よ
び
研
究
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記
シ
交
互
相
比
シ
テ
其
得
失
良
否
ヲ
考
査
シ
以
テ
取
捨
ヲ
決
定

ス
ル
モ
ノ
ト

善
良
J
榮
曲
ハ
其
何
類

――
属
ス
ル
ヲ
問
ハ
ズ
務
メ
テ
之
が
和
声
ヲ
作
リ
其
榮

曲
ハ

輯
メ

テ一

書
ト
ナ
シ
架
譜
卜
共

二
剤
剛

二
付
シ
テ
永
存
ス
ベ
シ

國
歌
資
料
ノ
撰
定
ヲ
始
メ
其
他
将
来
営
掛
二
於
テ
作
ル
所
ノ
榮
曲
ハ
彼
我
雅

俗
流
派
ヲ
論
セ
ズ
至
良
卜
認
ム
ル
モ
ノ
ハ
之
二
和
声
ヲ
附
シ
漸
次
蒐
集
シ
テ
書

冊
卜
作
シ
之
ヲ
世
二
公
ニ
ス
ベ
シ

此
類
ノ
歌
曲
撰
定
ノ
方
法
ハ
先
最
初
二
嘗
掛
員
ヲ
シ
テ
歌
詞
ヲ
作
ラ
シ
メ
之

二
依
リ
テ
同
掛
員
中
音
榮
二
通
ス
ル
者
ヲ
シ
テ
榮
譜
ヲ
作
ラ
シ
ム
ベ
シ
然
レ

ド
モ
玄
二

撰
定
ス
ル
所
ノ
モ
ノ
ハ
通
常
ノ
和
歌
二
異
ナ
リ
榮
器
二
和
シ
テ
歌

フ
ベ
キ
歌
曲
ナ
レ
バ
其
専
旨
ト
ス
ル
所
モ
亦
榮
曲
二
在
リ
テ
歌
詞
ハ
之
二
次

ク
モ
ノ
ト
ス

榮
曲
ハ
穂
テ
普
通
ノ
譜
法
ヲ
用
ヰ
テ
之
ヲ
記
シ
其
最
佳
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
撰
ビ
刈

日
刈
凶
氏
ヲ
シ
テ
其
和
声
ヲ
作
ラ
シ
メ
又

ハ
欧
味
各
國
ノ
音
榮
新
誌

二
載
セ

西
人
ヲ
シ
テ
之
ガ
和
声
ヲ
作
ラ
シ
ム
ベ
シ
尤
豫
メ
其
新
誌
―
―
廣
告
シ

テ
至
良

J
和
声
ヲ
作
リ
タ
ル
者

ニ
ハ
若
干
ノ
賞
金
ヲ
附
典
ス
ル
ノ
法
ヲ
設
ク
ル
ト
キ

ハ
随
分
有
名
ノ
大
家
モ
喜
ン
デ
其
事
業
ヲ
執
ル
ベ
ケ
レ
バ
少
許
ノ
費
用
ヲ
以

テ
最
良
ノ
結
果
ヲ
得
且
本
邦
人
ノ
作
リ
タ
ル
榮
曲
モ
博
ク
世
界
二
知
ラ
ル
、

J
理
ニ
シ
テ
頗
ル
良
法
卜
云
フ
ベ
キ
ナ
リ

「
高
等
音
榮
ノ
事
」

凡
ソ
音
榮
ノ
高
等
ナ
ル
ハ
管
絃
榮

二
如
ク
モ
ノ
ナ
シ
而
シ
テ
高
等
ノ
音
榮
ハ

國
民
二
高
等
ノ
思
想
ヲ
感
顎
セ

シ
ム
ル
モ
ノ
ナ
レ
バ
國
歌
ノ
撰
定
等
宜
シ
ク
之

二
依
ル
ベ
キ
モ
ノ
ト

ス
今
之
ヲ
分
チ
テ
本
邦
及
西
洋
管
絃
榮
ノ
ニ
種
ト
ス

本
邦
管
絃
榮
ハ
特

二
雅
榮
局
ノ
設
ア
リ
テ
之
ヲ
専
修
ス
ル
ガ
故

二
営
掛
二
於

ス

ベ
シ

ナ
リ

テ
ハ
特
別
ノ
理
由
ア
ル
ノ
際
二
非
レ
バ
之
ヲ
練
習
ス

ル
ヲ
要
セ
ザ

ル
ベ
シ

西
洋
管
絃
榮
ハ
博
習
ノ
日
猶
浅
シ
ト
雖
モ
嘗
掛
助
教
等

ハ
既
二

譜
面

ニ
ヨ
リ

テ
之
ヲ
合
奏
シ
得
ル

ノ
地
位
二
進
ミ
タ
レ
バ
欧
米
諸
國
ヨ

リ
此
類
ノ
榮
贈
ヲ

購
入
シ
之
ニ
ヨ
リ
テ
進
歩
ノ
方
法
ヲ
研
究
ス
ベ
シ
又
本
邦
人
ノ
作
曲
ニ
テ
モ

一
旦
其
和
声
ヲ
作
為
ス
ル
ト
キ
ハ
皆
此
類
ノ
榮
器
ヲ
以
テ
合
奏
シ
得
ル
モ
ノ

和
声
ノ
事
タ
ル
其
理
頗
ル
高
尚
二
渉
リ
本
邦
人
ノ
末
ダ
暁
通
セ
ザ
ル
所
ノ
モ

ノ
ナ
リ
ト
雖
モ
メ
ー
ソ
ン
氏
ノ
講
義
及
諸
種
ノ
著
書
等

ニ
ヨ
リ
テ
其
理

ヲ
研

究
シ
且
榮
器
ニ
ョ
リ
テ
実
際
二
之
ヲ
試
ル
ノ
方
法
ヲ
設
ク
ベ
シ

「
音
榮
博
習
ノ
事
」

嘗
掛

二
於
テ
ハ
博
習
人
二

授
ク
ベ
キ
モ
ノ
ハ
唱
歌
、
洋
琴
、
風
琴
、
等
、
胡

弓
、
及
欧
洲
管
絃
榮
器
ト
ス

唱
歌
ヲ
博
習
ス
ル
ハ
最
初
簡
輩
ナ
ル
単
音
歌
曲
二
起
リ
漸
次
高
等
ノ
唱
歌

二

及
フ
モ
ノ
ト
ス

諸
重
音
唱
歌
ヲ
教
授
ス

ル
ハ
甚
ダ
難
事
二
属
ス
ト
雖
ト
モ
現
今
二
在
リ
テ
ハ

嘗
掛
助
教
等
略
其
理

二
通
シ
タ
レ
バ
自
今
ハ
高
等
ノ
唱
歌
書
及
メ
ー
ソ
ン
氏

掛
圏
等
ヨ
リ
適
営
ノ
歌
曲
ヲ
抜
幸
シ
先
ツ
之
ヲ
嘗
掛
博
習
人
二
施
シ
テ
其
適

否
ヲ
試
ミ
次
二
女
子
師
範
學
校
二
施
シ
漸
ヲ
以
テ
諸
學
校

二
及
ボ
ス
ベ
シ

洋
琴
ノ
練
習

ハ
将
来
彼
我
雅
俗
何
レ
ノ
音
榮
ヲ
學
ブ
ニ

モ
必
要

ニ
シ
テ
実

二

音
榮
ノ
其
礎
ト
モ
称
ス
ベ
キ
モ
ノ
ナ
レ
バ
営
掛
博
習
人
必
習
ノ
科
目
卜
定
ム

箪
及
胡
弓

ハ
将
来
學
校
唱
歌

二
適
用
ス
ベ
キ
モ

ノ
ナ
ル
事
既

二
前
章

二
述
べ

タ
ル
如
ク
ナ
レ
バ
是
亦
必
習
ノ
科
目
卜
定
ム
ベ
シ
風
琴
ヲ
授
ク
ル
モ
亦
其
理

由
之
二
同
シ
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管
絃
榮
器
ハ
高
等
ノ
音
榮

二
進
ム
ノ
徒
必
ズ
學
バ
ザ

ル
可
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ナ
レ

バ
嘗
掛
二
於
テ
ハ
博
習
人
ノ
志
望

二
任
シ
テ
之
ヲ
撰
習
セ
シ
ム
ベ
シ

嘗
掛
二
等
テ
若
干
名
ノ
博
習
人
ヲ
置
キ
之
ヲ
教
養
ス
ル
ヲ
要
ス
ル
所
以
ハ
學

校
唱
歌
ノ
事
タ

ル
創
設
二
属
ス
ル
ヲ
以
テ
新
曲
ヲ
得
ル
毎
―
ー
先
試
二
之
ヲ
施

シ
テ
其
適
否
ヲ
検
ス
ル

ノ
具
無
カ
ル
可
ラ
ズ
是
レ
博
習
人
ヲ
置
ク
ベ
キ
理
由

ノ
一
ナ
リ
音
榮
ノ
事
タ

ル
頗
ル
習
熟
シ
難
キ
一
科
ニ
シ
テ
尋
常
ノ
人
ニ
テ
ハ

僅
々
数
年
二
成
業
ス
ル
能
ハ
ズ
ト
雖
モ
之
ヲ
本
邦
音
榮
二
熟
ス
ル
者
二
博
習

ス
ル
ト
キ
ハ

短
少
ノ
期
月
ヲ
以
テ
好
結
果
ヲ
得
ル
事
既
二
嘗
掛
ノ
経
験

二
於

テ
明
瞭
ナ
リ
故
二
此
ノ
如
キ
徒
二

博
習
ス
ル
ハ
至
少
ノ
費
額
卜
年
月
ト
ヲ
以

テ
至
適
ノ
音
榮
教
員
ヲ
養
成
ス
ル
事
ヲ
得
ベ
シ
是
レ
博
習
人
ヲ
置
ク
ベ
キ
理

由
ノ
ニ
ナ
リ
将
来
我
國
榮
ヲ
振
興
改
進
ス
ル
事
ノ
如
キ
ハ
我
音
榮
二
熟
シ
能

ク
音
榮
ノ
理
二
通
ス
ル
モ
ノ
ヲ
得
ル
ニ
非
レ
バ
能
ハ
ズ
是
ノ
如
キ
者
ハ
嘗
掛

ニ
於
テ
養
成
ス
ル
ニ
非
レ
バ
決
シ
テ
他
二
求
ム
ベ
カ
ラ
ズ
是
レ
博
習
人
ヲ
置

ク
ベ
キ
理
由
ノ
三
ナ
リ

女
子
師
範
學
校
二
於
テ
博
習
ス
ベ
キ
モ
ノ
ハ
唱
歌
、
風
琴
、
等
及
胡
弓
ト
ス

営
掛
二
次
キ
唱
歌
ノ
最
モ
高
尚
ノ
地
二
達
ス
ベ
キ
モ
ノ

ハ
東
京
女
子
師
範
學

校
二
在
リ
該
校
生
徒
ハ
諸
重
音
唱
歌
ノ
初
歩
モ
既
二
練
習
ス
ル
ニ
至
リ
タ
レ

バ
自
今
ハ
嘗
掛
二
於
テ
研
究
ノ
上

一
屈
高
等
ノ
モ
ノ
ヲ
得
ル
ニ
随
ヒ
刃
日
叶
[

叶
氏
及
ビ
助
教
等
ヲ
シ
テ
之
ヲ
該
校
二
施
サ
シ
ム

ベ
シ

風
琴
ハ
音
調
ノ
狂
ヒ
極
メ
テ
少
ク
學
校
唱
歌
ノ
教
授
ニ
ハ
最
モ
適
嘗

ニ
シ
テ

且
習
ヒ
易
キ
モ
ノ
ナ
レ
バ
之
ヲ
該
校
生
徒
二
博
習
セ
バ
他
日
唱
歌
ヲ
教
授
ス

ル
ニ

営
リ
大
ナ
ル
助
ト
ナ
ル
ベ
シ

等
及
胡
弓
ハ
之
ヲ
習
フ
事
風
琴
二
比
ス
レ
バ
遥
カ
ニ
難
シ
ト
雖
モ
本
邦
普
通

ノ
榮
器
ニ
シ
テ
且
其
債
モ
廉
ナ
ル
カ
故
二
學
校
唱
歌
ニ
ハ
頗
ル
適
嘗
ノ
モ

ノ

ト
ス
故
二

該
校
生
徒
必
習
ノ
一
科
卜
定
ム
ベ
シ

東
京
師
範
學
校

二
於
テ
博
習

ス
ベ
キ
モ
ノ
ハ
女
子
師
範
學
校

一
ー
大
同
小
異
ナ

リ
ト
雖
モ
甲
校
ノ
唱
歌
ハ
乙
校
ノ
唱
歌
二
比
ス
レ
バ
稽
下
等
二
居
リ
又
等
、
胡

弓
ノ
博
習
ハ
難
キ
ニ
過
キ
到
底
之
ヲ
施
ス
事
能
ハ
ザ
ル
モ
ノ
ト
ス

學
習
院
ニ
ハ
専
ラ
唱
歌
ノ
博
習
ヲ
為
シ
特
別
有
志
ノ
輩
ニ
ハ
管
絃
榮
器
ノ
博

習
ヲ
許
ス
モ
可
ナ
ル
ベ
シ

一
九
八
頁
を
参
照
。

「
内
外
音
律
ノ
異
同
研
究
ノ
事
」

音
榮
教
師
メ
ー
ソ
ン
氏
来
航
ノ
始
メ
ニ
営
リ
本
邦
在
来
ノ
諸
種
ノ
音
榮

ヲ
審
聴
セ
シ
メ
其
音
律
ノ
西
律
二
異
ナ
ル
所
ア
リ
ヤ
又
其
声
曲
ノ
正
理
二
適

ス
ル
ヤ
否
ヲ
訊
問
セ
シ
ニ
同
氏
ノ
言

二
本
邦
音
榮
二
熟
ス
ル
所
ノ
諸
家
奏
ス

ル
所

2
酷
モ
西
律
―
―
異
ナ
ル
事
ナ
シ
但
其
旋
律
ノ
法
二
於
テ
ハ
少
ク
異
ナ
ル

所
ア
リ
ト
云
ヒ
シ
カ
今
日
二
至
リ
テ
ハ
愈
其
真
二
然
ル
ヲ
信
シ
テ
憂
モ
疑
フ

所
ア
ル
ヲ
見
ズ

其

二

本

邦

音
榮
家

二
就
キ
我
音
律
ノ
西
洋
二
齋
キ
ヤ
否
ヲ
訊
問
セ
シ
ニ
築
曲

家
山
勢
松
韻
ノ
如
キ
ハ
始
メ
テ
「
ピ
ア
ノ
」
ノ
音
ヲ
知
リ
タ
ル
時
ヨ
リ
其
律

ト
等
ノ
調
子
ト
ハ
奄
モ
異
ナ
ル
所
ナ
シ
ト
云
ヘ
リ
又
雅
榮
家
ノ
諸
氏
二
就
テ

之
ヲ
質
セ
シ

ニ
我
十
二
律
ハ
「
ピ
ア

ノ
」
ノ
十
二
音
（
全
音
七
半
音
五
ヲ
合

シ
テ
云
フ
）
二
殆
卜
相
同
シ
ト
云
ヘ
リ
於
是
乎
東
西
音
楽
家
ノ
説
ク
所
恰
モ

符
節
ヲ
合
ス
ル
ガ
如
キ
ヲ
知
レ
リ

其
三

音
榮
取
調
掛
―
ー
博
習
人
ヲ
置
キ
シ
以
来
入
學
セ
シ
所
ノ
モ
ノ
ハ
皆
従
前

或
盆
争
曲
二
或
ハ
長
謡
二
或
ハ
清
榮
二
或
ハ
雅
榮
二
通
セ
シ
者
ナ
リ
故
二
若

其
（

二

） こ
の
あ
と
明
治
十
五
年
一
月
の
演
習
会
に
及
ん
で
い
る
。

〔後
略
〕
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シ
本
邦
ノ
音
律
即
チ
従
前
彼
等
力
習
學
セ
シ
所
ノ
声
曲
ヲ
シ
テ
西
洋
ノ
音
律

即
チ
今
将
二

習
學
セ
ン

ト
ス
ル
所
ノ
モ
ノ
ト
大
異
ア
ラ
シ
メ
ハ
其
成
業
ハ
殆

ト
期
ス
可
ラ
ザ
ル
程
ノ
困
難
ヲ
来
ス

ベ
シ
可
ト
ナ
レ
バ
従
前
習
學
シ
テ
深
ク

脳
漿
二
浸
入
セ
シ
所
ノ
モ
ノ
ヲ
全
ク
除
却
ス
ル
ニ
非
レ
バ
新
律
二
移
ル
能
ハ

ザ
ル
ヲ
以
テ
ナ
リ
然
ル
ニ
其
賓
蹟
二
就
テ
之
ヲ
考
察
ス
レ
バ
雅
榮
拳
曲
長
謡

等
二
熟
セ
シ
モ
ノ
ハ
其
進
歩
特
二
著
シ
ク
教
師
メ
ー
ソ
ン
氏
ヲ
始
メ
他
ノ
洋

人
等
モ
其
習
熟
ノ
迅
速
ナ
ル
ヲ
驚
愕
シ
テ
措
カ
ザ
ル
ニ
至
レ
リ
亦
以
テ
彼
我

ノ
音
律
異
ナ
ラ
ザ
ル
ヲ
知
ル
ベ
キ
ナ
リ

其
四
以
上
歴
畢
セ
シ
所
ノ
諸
證
ハ
可
ハ
即
チ
可
ナ
リ
ト
雖
ト
モ
皆
ナ
偏
二
音

榮
家
ノ
耳
覺
二
頼
テ
之
力
判
断
ヲ
下
セ
シ
モ
ノ
ニ
シ
テ
理
學
上
ノ
理
論
ヨ
リ

之
ヲ
明
決
セ
シ
モ
ノ
ニ
非
ス
故
二

音
榮
二
熟
ス
ル

モ
ノ
ハ

其
真

二
然
ル
所
以

ヲ
知
リ
テ
之
ヲ
確
信
ス
ベ
シ
ト
雖
ト
モ
未
夕
以
テ
音
榮
二
熟
セ
ザ
ル
モ
ノ

ヲ

シ
テ
之
ヲ
確
信
セ
シ
ム
可
ラ
ス
於
是
更
ニ
―
法
ヲ
発
明
シ
テ
理
學
上
ヨ
リ
之

ヲ
證
セ
ン
事
ヲ
務
メ
乃
チ
左
ノ
結
果
ヲ
得
タ
リ

凡
ソ
我
國
ノ
楽
器
中
廣
ク
世
上
二
行
ハ
ル
ヽ
ハ

三
絃
二
超

ユ
ル
モ
ノ
ナ
シ
故

二
三
絃
ヲ
以
テ
弾
ス
ル
所
ノ
歌
曲
能
ク
西
律
二
合
ス
ル
モ
ノ
ナ

レ
バ
以
テ
我

民
間
ノ
声
律
ノ
彼
律

二
等
キ
ヲ
證
ス
ル

ヲ
得
ベ
シ
故
二
本
掛

二
於
テ
ハ
試
瞼

ヲ
施
ス
ニ
営
リ
特
二
三
絃
ヲ
用
テ
其
目
的
ヲ
達
セ
ン
事
ヲ
務
メ
タ
リ

音
律
ノ
事
ヲ
精
究
セ
ン
ニ
ハ
空
氣
ノ
類
動
敷
二
根
ス
ル
所
ノ
敷
理
二
振
ラ
ザ

ル
可
ラ
ス
然
レ
ト
モ
其
事
タ
ル
頗
ル
精
確
ヲ
要
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
賞
施
ノ
困

難
ヲ
極
ム
ル
カ
故
二
今
一
ノ
便
法
ニ
ョ
リ
テ
之
ヲ
證
明
ス
ベ
シ
其
方
法
即
チ

左
ノ
如
シ

今
一
絃
ヲ
取
リ
テ
其
顎
ス
ル
所
ノ
音
ヲ
根
基
卜
定
メ
其
絃
ヲ
ニ
分
シ
テ
之
ヲ

弾
ス
レ
バ
乙
音
（
本
邦
ノ
第
十
三
律
即
チ
西
洋
ノ
第
八
音
）
ヲ
痰
シ
之
ヲ
三

第
四
音
嬰

ハ

第
五
音
ハ

分
ス
レ
バ
第
五
音
ヲ
発
シ
之
ヲ
四
分
ス
レ
バ
乙
音
ノ
第
八
音
ヲ
発
ス
ベ
シ
次

二
之
ヲ
五
分
シ
六
分
シ
七
分
シ
八
分
シ
テ
逐
次
諸
音
ヲ
焚
ス
ル
ハ
自
然
ノ
理

二
出
ツ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
之
ヲ
天
然
ノ
和
絃
卜
称
ス
右
ノ
理
二
従
テ
各
音
ラ
焚

ス
ル
所
ノ
絃
ノ
長
ヲ
定
ム
ル
事
左
ノ
如
シ

一

ハ

第

一

音

ヲ

稜

ス

二
分
ノ
一
ハ
第
八
音
即
チ
第
一
音
（
乙
）
ヲ
稜
ス

三
分
ノ
一
ハ
第
五
音
ラ
翌
ス

四
分
ノ
一
ハ
第
一
音
（
丙
）
ヲ
稜
ス

五
分
ノ
一
ハ
第
三
音
ヲ
稜
ス

六
分
ノ
一
ハ
第
五
音
（
乙
）
ヲ
稜
ス

七
分
ノ
一
ハ
第
七
音
短
ヲ
装
ス

八
分
ノ
一
ハ
第
一
音
（
丁
）
ヲ
焚
ス

右
ノ
分
敷
ニ
ヨ
リ
テ
第
一
第
三
第
五
第
七
短
及
第
八
ノ
五
音
ヲ
焚
ス
ベ
キ
絃

ノ
長
サ
ヲ
定
メ
得
ベ
シ
ト
雖
ト
モ
他
ノ
諸
音
ハ
之
ヲ
定
ム
ル
能
ハ
ズ
故
ニ

ヘ
ル
ム
ホ
ル
ッ
チ
ン
ダ
ル
チ
ャ
ペ
ル
ノ
如
キ
理
學
者
ニ
シ
テ
最
モ
音
榮
ノ
理

論
二
精
通
セ
シ
諸
氏
ノ
説
ヲ
取
リ
之
ヲ
補
足

ス
ル
事
左
ノ
如
シ

第
一
音
ヲ
一

卜
定
ム
レ
バ

第
一
音
嬰
ハ

第
二
音
ハ

十
七
分
ノ
十
六
ナ
リ

九
分
ノ
八
ナ
リ

六
分
ノ
五
ナ
リ

五
分
ノ
四
ナ
リ

四
分
ノ
＿
ニ
ナ
リ

三
分
ノ
ニ
ナ
リ

二
十
三
分
ノ
十
六
ナ
リ

第
三
音

ハ

第
四
音

ハ

第
二
音
嬰
即
チ
短
第
三
音
ハ
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リ
第

三
絃
ノ
諸
調
子

八
分
ノ
五
ナ
リ

五
分
ノ
三
ナ
リ

七
分
ノ
四
ナ
リ

十
五
分
ノ
八
ナ
リ

二
分
ノ
ー
ナ
リ

第
五
音
嬰
即
チ
短
第
六
音
ハ

第
六
音
ハ

第
六
音
嬰
即
チ
短
第
七
音
ハ

第
七
音
ハ

第
八
音
ハ
第

一
音
ノ
乙
音
ニ
シ
テ

今
三
絃
ノ
柱
ョ
リ
悼
頭
二
至
ル
ノ
距
離
二
尺
五
寸
八
分
ア
ル
ニ
ヨ
リ
上
ノ
比

例
ニ
ョ
リ
諸
音
ノ
位
置
ヲ
定
ム
レ
ハ
各
音
ノ
絃
ノ
長
サ
左
ノ
如
ク
ナ
ル
ベ
シ

第

一

音

二

尺

五

寸

八

分

第

一
音
嬰
二
尺
四
寸
―
―
分
八
厘

第

二

音

二

尺

二

寸

九

分

三

厘

第
二
音
嬰

二
尺
一
寸
五
分

第

三

音

―

―尺

0
六
分
四
厘

第

四

音

壺

尺

九

寸

三

分

五

厘

第
四
音
嬰
壼
尺
七
寸
九
分
四
厘

第

五

音

壺

尺

七

寸

二

分

第
五
音
嬰
壺
尺
六
寸
一
分
二
厘
五
毛

第

六

音

壷

尺

五

寸

四

分

八

厘

第
六
音
嬰
壺
尺
四
寸
七
分
四
厘

第

七

音

壼

尺

三

寸

三

分

壱

厘

第

八

音

壺

尺

二

寸

九

分

右
ノ
如
ク
各
音
ノ
絃
ノ
長
ヲ
定
メ
三
絃
ノ
悼
二
横
線
ヲ
書一

シ
テ
其
位
置
ヲ
記

シ
山
勢
松
韻
ヲ
シ
テ
本
邦
ノ
俗
曲
ヲ
弾
セ
シ
メ
シ
ニ
左
ノ
如
キ
結
果
ヲ
得
タ

本
調
子
卜
称
ス
ル
モ
ノ
ハ
一
ノ
絃
ヲ
第
一
音
ト
シ
ニ
ノ
絃
ヲ
第
四
音
卜

シ
三
ノ
絃
ヲ
第
八
音
ト
ス

二
上
リ
ト
称
ス
ル
モ
ノ
ハ
一
ノ
絃
ヲ
第
一
音
ト
シ
ニ
ノ
絃
ヲ
第
五
音
卜

シ
三
ノ
絃
ヲ
第
八
音
ト
ス

三
下
リ
ト
稲
ス
ル
モ
ノ
ハ
―

J
絃
ヲ
第
一
音
ト
シ
ニ
ノ
絃
ヲ
第
四
音
卜

シ
三
ノ
絃
ヲ
第
六
音
嬰
即
チ
短
第
七
音
ト
ス

右
各
調
子
ノ
諸
音
ヲ
定
ム
ル
ニ
ハ
山
勢
ヲ
シ
テ
一
＿
一
絃
ヲ
各
種
ノ
調
子
二
合
セ

シ
メ
然
ル
後
第
一
絃
ヲ
取
リ
前
二
記
ス
ル
所
ノ
諸
種
ノ
横
線
上
二
於
テ
之
ヲ

押
へ
或
ル
貼
二
於
テ
稜
ス
ル
所
ノ
音
第
二
絃
卜
合
ス
ル
ト
キ
ハ
同
律
相
應
ス

ル
ノ
理
ニ
ヨ
リ
テ
忽
チ
其
顛
動
ヲ
第
二
絃
二
博
へ
又
他
ノ
黙
二
於
テ
稜
ス
ル

所
ノ
音
第
三
絃
卜
同
律
二
至
ル
ト
キ
ハ
其
顛
動
ヲ
第
三
絃
二
博
フ
ル
ヲ
以
テ

眼
能
ク
律
ノ
異
同
ヲ
判
ス
ル
ヲ
得
タ
リ
甲
ハ
全
ク
耳
覺
ニ
ヨ
リ
テ
音
律
ヲ
調

シ
乙
ハ
偏
二
視
カ
ニ
ョ
リ
テ
其
異
同
ヲ
検
シ
甲
乙
ノ
成
績
恰
モ
符
節
ヲ
合
ス

ル
カ
如
ク
前
條
掲
ク
ル
所
ノ
諸
音
ヲ
得
タ
ル
ハ
亦
奇
ナ
ラ
ズ
ヤ

三
絃
二
用
フ
ル
各
調
子
ノ
上
二
掲
ル
所
ノ
如
キ
ハ
メ
ー
ソ
ン
氏
ノ
早
二
稜
見

セ
シ
所
ニ
シ
テ
他
ノ
洋
人
及
日
本
人
中
ニ
モ
其
然
ル
所
以
ヲ
説
キ
シ
モ
ノ
既

二
敷
名
ノ
多
キ
ニ
至
レ
リ
然
レ
ト
モ
理
學
上
ノ
道
理
ニ
ョ
リ
テ
之
ヲ
證
明
セ

シ
ハ
蓋
シ
前
記
ノ
試
瞼
ヲ
以
テ
始
ト
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ

本
邦
三
絃
ノ
調
子
ノ
西
律
二
同
シ
キ
ハ
既
二
前
二
説
ク
カ
如
シ
ト
雖
ト
モ
其

奏
曲
ノ
際
果
シ
テ
正
律
二
合
ス
ル
ヤ
否
ヤ
ハ
未
夕
世
人
ノ
知
ラ
サ
ル
所
ナ
リ

キ
然
ル
ニ
本
掛
二
於
テ
ハ
又
一
ノ
試
験
ニ
ヨ
リ
其
真
二
然
ル
所
以
ヲ
発
見
セ

リ
即
チ
横
線
ヲ
悼
上
二

璽
シ
テ
諸
音
ノ
位
置
ヲ
定
メ
タ
ル
所
ノ

―
―
一
絃
ヲ
取
リ

山
勢
氏
ヲ
シ
テ
本
邦
ノ
俗
曲
敷
種
ヲ
奏
セ
シ
メ
シ
ニ
其
際
同
氏
ガ
指
頭
或
ハ

甲
ノ
横
線
上
二
或
ハ
乙
ノ
横
線
上
二
至
リ
テ
之
ヲ
押
ュ
ル
モ
未
夕
曾
テ
線
上
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短
音
階

長
音
階

字

等
曲
二
用
フ
ル
所
ノ
調
子
ノ
類
多
シ
ト
雖
ト
モ
其
律
二
異
ル
ト
コ
ロ
ナ

キ
ハ
準
シ
テ
知
ル
ヘ
キ
ナ
リ

右
二
掲
ケ
タ
ル
平
調
子
ナ
ル
モ

ノ
ハ
西
洋
ノ
短
音
階
二
奄
モ
異
ナ
ル
事
ナ
シ

抑
モ
短
音
階
ト
ハ
第
三
音
卜
第
六
音
ノ
短
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
称
ス
ル
ナ
リ

西
洋
ノ
音
榮

ニ
ハ
長
音
階
卜
短
音
階
ト
ノ
ニ
種
ア
リ
テ
之
ヲ
併
用
セ
ザ
ル
ニ

非
ス
ト
雖
ト
モ
多
ク
ハ
長
音
階
ヲ
用
ヒ
短
音
階
ハ
悲
哀
ノ
曲
ノ
如
キ
陰
氣
ヲ

ナ
リ

ヲ
離

レ
テ
他
虞
二
走
ル
事
ナ
シ
同
氏
ハ
素
ョ

リ
盲
人
ナ

ル
ヲ
以
テ
其
横
線
何

ノ
虞
二

璽
セ
ル
ヤ
ヲ
知
ル
ノ
理
断
ヱ
テ
有
ル
事
ナ
シ
ト
雖
ト
モ
其
指
頭
ノ
全

ク
各
音
ノ
位
置
二
至
ル
ヲ
見
レ
ハ
以
テ
我
俗
曲
二
用
フ
ル
所
ノ
声
律
ハ
自
ラ

西
洋
ノ
律
二
異
ナ
ラ
ザ
ル
ヲ
證
ス
ル
ニ
足
ル
ベ
シ
尤
三
絃
ノ
如
キ
不
完
全
ナ

ル
榮
器
ハ
音
調
狂
ヒ
易
キ

モ
ノ
ナ
ル
ヲ
以
テ
理
学
的
二
精
確
ナ
ル
結
果
ヲ
求

メ
ン
事

ハ
得
テ
望
ム
可
ラ
ザ

ル
ナ
リ

第
二

等
曲
ノ
調
子

平
調
子
卜
称
ス
ル
所
ノ
モ
ノ
ハ
ニ
ノ
絃
ヲ
第

一
音
ト
シ
三
ノ
絃
ヲ
第
二

音
ト
シ
四
ノ
絃
ヲ
第
二
音
嬰
即
チ
短
第
三
音
ト
シ
五
ノ
絃
ヲ
第
五
音
卜

シ
一
ノ
絃
ハ
之
卜
同
律
ナ
リ
然
シ
テ
六
ノ
絃
ヲ
第
五
音
嬰
即
チ
短
第
六

音
ト
シ
七
ノ
絃
ヲ
第
八
音
ト
ス
即
チ
ニ
ノ
絃
ノ
乙
音
ナ
リ
其
他
諸
絃

ハ

次
ヲ
逐
テ
諸
音
ノ
乙
音
ト
ナ
リ
又
斗
為
巾
ノ
＿
二
絃
ハ
丙
音
ト
ナ
ル
モ

ノ

帯
ル
モ
ノ
ニ
非
レ
ハ
之
ヲ
用
フ
ル
事
甚
稀
ナ
リ
然
ル
ニ
本
邦
ノ
音
榮
ニ
ハ
短

音
階
ヲ
用
フ
ル
事
却
テ
多
ク
偶
々
長
音
階
ヲ
用
ヒ
ン
ト
欲
ス
ル
ト
キ
ハ
第
三

音
卜
第
六
音
ト
ヲ
高
ク
ス
ト
云

ヘ
リ
今
長
短
二
種
ノ
音
階
ヲ
示
ス
左
ノ
如
シ

〔上
段
の
図
〕

以
上
歴
畢
ス
ル
所
ノ
諸
證
ニ
ョ
リ
テ
見
ル
ト
キ
ハ
我
音
律
卜
西
洋
ノ
音
律
卜

仝
畢
モ
異
ナ
ル
所
ナ
シ
ト
論
決
シ
テ
可
ナ
リ

（

三

）

「
本
邦
音
階
ノ
事
」

我
邦
在
来
ノ
音
榮
ハ
之
ヲ
大
別
シ
テ
ニ
種
ト
ス
日
ク
雅
楽
日
ク
俗
榮
是
ナ
リ

蓋
シ
雅
榮
ハ
支
那
博
来
ノ
音
榮
ナ
リ
戌
園
ノ
音
榮
二
於
テ

ハ
宮
商
徴
羽
卜
云
フ

事
ア
リ
之
ヲ
穂
稲
シ
テ
五
声
卜
日
フ
是
レ
音
榮
ノ
基
礎
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
ー
ー
シ
テ
戌

閲
二
於
テ
モ
其
由
来
最
モ
久
シ
然
リ
而
シ
テ
支
那
ニ
テ
ハ
音
律
ヲ
調
ス
ル
ニ
古

来
三
分
損
益
卜
云
フ
事
ヲ
唱
へ
日
本
一
ー
テ
ハ
順
八
逆
六
卜
云
フ
事
ヲ
唱

へ
来

レ

リ
其
大
略
ハ
左
ノ
如
シ

ー
↓
逆
八

¥、、

．．．．．． 
I

I

I

I

I

I

I

I

I

・・・・・・・・・

一

‘

¥

1

1

ヽ
1

1

1

1

'

逆
六
ーー↓
I
I
I
I
I
I
I
I
I

ヽ
1

ー

壺
越
、上
無
、神
倦
、
盤
渉
、
隈
鏡
、黄
鐘
、売
鐘
、
双
調
、下
無
、勝
絶
、平
調
、断
金
、壷
越

順
六
↑
ー
、
1

9

1

1

,
.

.

.

 

‘ぃ`

I
I
I
I
I
I
I
I
I
 

；・・・・・・・
頂
八`
ー・・・・・・・・・・・‘
.... 
``` 

今
音
榮
上
ノ
術
語
ヲ
以
テ
之
ヲ
説
ケ
ハ
順
八
ハ
第
五
音
ニ
シ
テ
逆
六

ハ
第
四

音
二
嘗
レ
リ
即
チ
順
八
ト
ハ
五
音
ヲ
加
フ
ル
事
ニ
シ
テ
逆
六
ト
ハ
四
音
ヲ
減
ス

ル
事
ナ
リ
故
二
本
邦
音
榮
家
ノ
云
ヒ
来
リ
シ
順
八
逆
六
卜
云
事

ハ
五
音
ヲ
加
ヘ

四
音
ヲ
減
ス
ル
ト
同
シ
但
シ
呂
旋
二
在
リ
テ
ハ
此
法
ヲ
以
テ
諸
音
ヲ
取
リ
得
べ

シ
ト
イ
ヘ
ト
モ
律
旋
ニ
テ
ハ
少
シ
ク
難
キ
所
ア
リ
故
二
順
六
逆
八
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
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又
宮
商
角
等

二
代
フ
ル
ニ
ハ
①
②
③
等
ヲ
以
テ
セ
リ
是
レ
要
ス
ル
ニ
其
理
ヲ

同
シ
テ
其
用
二
便
ナ
ル
ヲ
以
，テ
ナ
リ
即
チ
ニ
者
ヲ
封
比
ス
レ
バ
左
ノ
如
シ

抑
音
榮
ノ
學
理
上
二
於
テ
ハ
宮
商
角
徴
羽
ノ
五
声
ヲ
以
テ
足
レ
リ
ト
ス
ル
ト

コ
ロ
ナ
リ
ト
イ
ヘ
ト
モ
賓
地
家
二
於
テ
ハ
榮
曲
製
作
上
ナ
ホ
不
完
全
ヲ
覚
フ
ル

ニ
ョ
リ
更
ニ
ニ
ケ
ノ
変
声
ヲ
要
シ
之
二
由
テ
始
メ
テ
音
律
ノ
完
全
ナ
ル
ヲ
得
タ

ル
モ
ノ
ト
ス
但
シ
此
変
声
ノ
入
ル
ベ
キ
所
ハ
甚
夕
不
定
ナ
リ
ト
雖
ト
モ
何
レ
ニ

セ
ヨ
変
声
ヲ
要
ス
ル
ハ
必
定
ナ
リ
蓋
シ
呂
旋
二
在
リ
テ
ハ
其
変
声
ハ
先
ツ
之
ヲ

角
ョ
リ
順
八
ニ
ト
ル
ベ
シ
角

ョ
リ
順
八
ハ
即
チ
愛
宮
ナ
リ
因
テ
次
二

菱
徴
ヲ
卜

ル
髪
徴
ハ
愛
宮
ヨ
リ
逆
六
ニ
シ
テ
之
ヲ
得
ベ
シ
是
レ
本
邦
音
榮
賞
地
家
ノ
要
ス

ル
ト
コ
ロ
ノ
モ
ノ
ナ
リ

二＃
 

平
調
、
断
金
、
壼
越
、

ホ

イ

イ

ト

＃

比

神

＂

ル神＂

壷
越
、
上
無
、
神
倦
、
盤
渉
、

鸞
鐘
、
黄
鐘
、
塵
鐘
、

借
之
ヲ
西
榮
二
所
謂
自
然
長
音
階
二
比
ス
ベ
シ
該
音
階
ニ
テ
ハ
本
掛
所
製
ノ

1

6

5

3

2

1

 

宮

羽

徴

角

商

宮

二

二 ノ‘

口

ヘ＃ 

双
調
、
下
無
、
勝
絶
、

卜

用
フ
ル
ヲ
便
ト
ス
即
チ
壺
越

ヨ
リ
双
調
二
至
ル
ハ
順
六
ニ
シ
テ
黄
鐘

ヨ
リ
壼
越

ニ
至
ル
ハ
逆
八
ナ
リ
然

レ
バ
則
チ
順
六
ハ
四
音
ヲ
加
フ
ル
ニ
同
シ
ク
マ
タ
逆
八

ハ
五
音
ヲ
滅
ス
ル

ニ
同
シ

壷
越
、
断
金
、
平
調
等
ノ
律
名
ヲ
用
フ
ル
ハ
唱
歌
上
二
演
奏
上
二

其
他
記
譜

上
等

二
不
便
少
カ
ラ
サ
ル
ヲ
以
テ
本
掛

二
於
テ
ハ
従
来
り
回
り
等
ノ
仮
字
ヲ
以

テ
其
用
二
供
セ
リ
即
チ
ニ
者
ヲ
到
比
ス
レ
バ
左
ノ
関
係
ヲ
有
ス

ル
ヲ
知
ル
ベ
シ

次
二
律
旋
二
就
テ
述
ベ
ン
ト
ス
律
旋
モ
亦
宮
商
角
徴
羽
ヲ
以
テ
成
レ
リ
但
シ

此
旋
法
二
於
テ
先
ッ
呂
旋
二

異
ナ
ル
所
ハ
角

二
在
リ
ト
ス
即
チ
律
角
ハ
呂
角

二

比
ス
レ
バ
一
律
ヲ
高
ク
ス
其
調
音
ハ
宮
ョ
リ
順
八
ニ
テ
徴
ヲ
ト
ル
徴
ヨ
リ
逆
六

ヽ
＿
ト

ス

自
然
長
音
階ィ

ノヽ
ィ

蓋
シ
愛
徴
ハ
固
且
固
ノ
田

二
嘗
リ
西
榮
二
於
テ
モ
此
音
ハ
最
モ
動
キ
易
キ
モ
ノ

呂

旋
自
然
長
音
階
卜
呂
旋
卜
相
等
シ
キ
事
其

レ
此
ノ
如
シ
故
二
之
二
①
⑫
⑱
等
ヲ

記
入
ス
レ
バ
左
ノ
如
シ

リ 調
絃
歌
J
如
ク
先
ツ
①
ヨ
リ
④
二
至
リ
次
二
田
ョ
リ
固

二
至
リ
次

二
③
ヨ
リ
②

二
③
ヨ
リ
⑥
二
⑲
ヨ
リ
③
二
③
ヨ
リ
切
二
至
ル
然

レ
ハ
自
然
長
音
階
卜
日
本
呂

旋
卜
異
ナ
ル
所
如
何
卜
云
フ
ニ
呂
旋
二
在
リ
テ
ハ
④
ノ
音
程
半
音
高
シ
即
チ
嬰

第
四
音
卜
為
ル
是

レ
愛
宮
ョ
リ
逆
六
二

取
リ
タ
ル
ヲ
以
テ
ナ
リ
然
レ
ト
モ
若
シ

之
ヲ
宮
ヨ
リ
順
六
ニ
ト
ラ
バ
則
チ
其
第
四
音
ノ
正
シ
キ
モ
ノ
ヲ
得
ベ
シ
故

二
其

相
異
ナ
ル
ト
コ
ロ
ハ
獨
リ
愛
徴
ノ
取
方
ノ
ミ
ニ
存
セ
リ
菱
徴
ハ
或
ハ
退
徴

二
至

リ
第
四
音
ト
ナ
ル
事
ア
リ
ト
云
ヘ
リ
夫
レ
自
然
長
音
階
卜
我
呂
旋
ト

ハ
此
ノ
如

ク
タ
ゞ
一
ケ
不
定
音
ノ
異
ナ
ル
ト
コ
ロ
ア
ル
ノ
ミ
ト
ス
然
リ
而
シ
テ
愛
徴
ハ
我

音
榮
二
出
ル
事
甚
夕
希
ナ
リ
モ
シ
此
変
徴
ノ
常
用
ナ
ル
モ
ノ
ナ
ラ
ン

ニ
ハ
此
音

J

ナ
キ
ニ
苦
シ
ム
ベ
シ
然
レ
ト
モ
変
徴
ハ
至
テ
希
二
出
ル
ヲ
以
テ
此
ノ
変
徴
ノ

全
ク
欠
ク
ル
モ
マ
タ
理
論
上
及
ヒ
技
術
上
敢
テ
大
ナ
ル
影
響
ナ
キ
モ
ノ
ト
セ
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自
然
短
音
階

今
此
ー
ー
音
階
ヲ
比
較
ス
ル
ー
ー
自
然
短
音
階
ー
ー
在
リ
テ
ハ
第
六
音
ハ
国
ニ
シ
テ

律
旋
二
在
リ
テ
公
向
ナ
リ
是
レ
彼
此
相
異
ナ
ル
一
貼
ト
ス

然
ル
ニ
律
旋
ノ
唱
歌
ハ
理
論
上
ニ
ハ
羽
ー
ー
至
ル
ベ
シ
ト
イ
ヘ
ト
モ
榮
器
ナ
キ

ノヽ

ト
キ
ハ
往
々

176
ニ
下
ル
ヲ
発
見
セ
リ
是

レ
其
動
キ
易
キ
モ
ノ
ナ
ル
所
以
ナ
リ
蓋

（
 

シ
此
第
六
音
ハ
音
階
上
緊
切
ナ
ル
関
係
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ニ
テ
第
三
音
ノ
短
ナ
ル

ト
キ
ハ
此
第
六
音
モ
又
短
ト
ナ
ル
ヲ
常
ト
ス
ル
モ
ノ
ヽ
如
シ
故
二
呂
律
二
旋
法

ヽ

ノ

）

ノ
自
然
音
階

ーー
異
ナ
ル
所
ハ
律
旋
ニ
テ
ハ

176
ニ
在
リ
呂
旋
ニ
テ
ハ
，
且

ニ
ア
ル
モ

（
 

J

ニ
シ
テ
其
変
異
タ
ル
全
ク
不
定
音
二
属

ス
ル
モ
ノ
J

ミ
ニ
シ
テ
大
体
ー
ー
於
テ

ハ
相
同
シ
キ
事
自
ラ
明
了
ナ
ル
ベ
シ

借
是
ョ
リ
俗
曲
音
階
二
渉
ル
ベ
シ
此
音
階
二
就
テ
ハ
従
来
研
究
シ
タ
ル
者
ナ

ク
シ
テ
未
夕
之
ヲ
確
定
ス
ル
能
ハ
ス
ト
イ
ヘ
ト
モ
本
掛
ノ
研
究
ー
ー
ヨ
リ
先
其
真

ニ
近
キ
モ
ノ
ー
ー
握
テ
論
ヲ
立
ン
ト
ス
但
シ
今
日
玄
二
其
二
音
階
ヲ
講
述
ス
ベ
シ

律

旋

ハ
商
ト
ナ
リ
商
ョ
リ
順
八
ハ
羽
ト
ナ
ル
玄
ニ
テ
呂
旋
ナ

レ
バ
羽
ヨ
リ
角
ヲ
取
ル

ベ
キ
ナ
レ
ト
モ
律
旋
ナ
ル
ヲ
以
テ
宮
ョ
リ
順
六
二
其
角
ヲ
求
メ
サ
ル
可
ラ
ズ
律

旋
ノ
五
声
既
二
成
ル
然
レ

ト
モ
律
旋
モ
マ

タ
五
声
ノ

ミ
ニ
テ
ハ
少
シ
ク
足
ラ
ザ

ル
ト
コ
ロ
ア
リ
故
二

嬰
羽
嬰
商
ノ
変
声
ヲ
要
セ
リ
嬰
羽
ハ
角
ョ
リ
順
六
二
嘗
リ

嬰
商
ハ
嬰
羽
ョ
リ
逆
八
二
営
ル
順
六
逆
八
ハ
律
旋
ヲ
調
ス
ル
ニ
必
要
ノ
モ
ノ
ト

ス
雅
楽
ニ
テ
箪
ヲ
調
フ
ル
ニ
モ
実
際
順
六
ノ
法
ヲ
用
フ
ル
ト
云
フ
律
旋
此
二
於

テ
成
ル
今
之
ヲ
自
然
短
音
階
二

此
較
ス
ベ
シ

此
音
階
二
於
テ

ハ
先
ツ
①
ヨ
リ
伯
二
取
リ
次
―
―
①
ヨ
リ
固
二
取
リ
次
―
―
④
ヨ

ヽ

ノ

ヽ

ノ

）

リ
更

二
四
音
上
二
取
ル
即
チ
町

ナ
リ
次
二
此
切
ヨ
リ
五
音
下
二
取
ル
即
チ
氾
ナ

（
 

ノヽ

（
 

ノヽ

（
 

ーヽ
ノ

リ
次
二
氾
ョ
リ
四
音
上
―
ー
ト
ル
即
チ
応
ナ
リ
次
二
始

ョ
リ
五
音
下
二
取
ル
即
チ

（

（

（

 

ノヽ四
ナ
リ

（
 音

階
ノ
構
成
上
ニ
テ
調
子
ヲ
取
レ
ハ
如
此
ナ
レ

ト
モ
実
地
音
楽

ニ
テ
ハ
更
二

便
法
二
捩
リ
テ
諸
音
ヲ
調
ス
ル
モ
ノ
ア
リ

俗
曲
ニ
ハ
此
他
ナ
ホ
一
種
ノ
音
階
ア
リ
此
一
種
二
於
テ
ハ
前
ノ
一
種
二
異
ナ

ル
ト
コ
ロ
ハ
固
ノ
・
ト
ナ
ル
ノ
一

黙
ノ
ミ
ニ
在
リ
律
ノ
取
方
ハ
即
チ
記
琥
ヲ
以

（乙）

5
 

ト
イ
ヘ
ト
モ
未
ダ
決
シ
テ
之
ヲ
以
テ
本
邦
内
ノ
俗
曲
皆
帰
ノ
モ
ノ
ト
ハ
為
ス
ベ

カ
ラ
ザ
ル
ナ
リ

凡
ソ
音
階
ノ
研
究

二
就
テ
一

困
難
ハ
宮
タ

ル
ベ
キ
音
ヲ
発
見
ス
ル
ノ
難
キ
是

ナ
リ
西
洋
ノ
如
ク
音
階
ノ
正
シ
ク
確
定
セ
ル
所

ニ
テ
ハ
其
事
タ
ル
其
夕
容
易
ナ

リ
ト
イ
ヘ
ト
モ
本
邦
俗
曲
ニ
テ

ハ
末
夕
音
階
ノ
一
定
セ
ル
ト
コ
ロ
ヲ
発
見
セ
サ

ル
ヲ
以
テ
甚
夕
之
ヲ
難
シ
ト
ス
熟
ミ
古
今
ヲ
歴
観

ス
ル
ニ
我
俗
曲
二
於
テ
モ
マ

タ
ミ
ナ
多
ク
ハ
宮
音
ヲ
以
テ
始
リ
宮
音
ヲ
以
テ
終
ル
モ
ノ
ヽ
如
シ
タ
ト
ヒ
或
ハ

宮
ヲ
以
テ
始
ラ
ザ
ル
モ
宮
ヲ
以
テ
終
ル
ア
リ
蓋
シ
従
来
研
究
シ
タ
ル
ト
コ
ロ
ニ

於
テ
ハ
俗
曲
ノ
宮

ハ
西
楽
り
調
音
階
ノ
回
二
嘗
ル

モ
ノ
ト
ス
雅
榮
ニ
テ
ハ
順
八

逆
六
或
ハ
順
六
逆
八
ノ
取
方
ニ
テ
調
ヲ
定
ム
ル
事
既
二
上
述
ス
ル
カ
如
シ
俗
曲

モ
マ
タ
其
理
然
ル
ヲ
信
セ

リ
俗
曲
中
一

種
ノ
音
階

ハ
即
チ
左
ノ
如
シ
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音
律
ハ
生
活
物
ノ
所
用
二
属
ス
ル
ヲ
以
テ
演
奏
ノ
際
自
然
ノ
変
化
ヲ
来
ス
ハ

数
ノ
免
レ
ザ
ル
所
ニ
シ
テ
従
来
ノ
研
究
ニ
ョ
レ
バ
其
律
次
第
二
上
騰
ス
ル
ハ
信

シ
テ
疑
ハ
ザ
ル
ト
コ
ロ
ナ
リ
故
二
今
日
壼
越
卜
称
ス
ル
所
ノ
律
モ
数
百
年
ノ
後

ニ
ハ
今
日
ノ
断
金
二
等
シ
キ
ニ
至
ル
ベ
ク
又
今
日
ノ
黄
鐘

ハ
古
昔
ノ
黄
鐘
二
等

シ
カ

ラ
ザ
ル
ハ
唯
理
論
上
二

然

ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
其
證
憑
分
明
ナ
リ
ト
ス
然
リ
而

シ
テ
タ
ト
ヒ
音
律

ハ
斯
ノ
如
ク
変
シ
易
キ
モ

ノ
ナ
ル
モ
其
調
子
ノ
取
方
二
至
テ

ハ
千
古
不
変
ナ
ル

モ
ノ
ト
ス
即
チ
壼
越
ノ
律

ョ
リ
黄
鐘
ノ
律
ニ
ト
ル
ガ
如
キ
ハ

壺
越
ノ
律
上
騰

ス
レ
バ
黄
鐘

モ
亦
随
テ
上
騰

ス
ベ
ク
其
四
音
五
音
ノ
関
係
ヲ
有

ス
ル
ハ
末
ダ
曾
テ
変
ゼ
ザ

ル
ト
コ
ロ
ニ
シ
テ
天
下
普
通
ノ
大
理
ナ
リ
其
詳
細
ノ

如
キ
ハ
次
項

二
就
テ
更

二
之
ヲ
證
論
ス

ベ
シ

「
希
譴
音
律
ノ
事」

音
楽
ハ
史
冊
二
由
ラ
ズ
シ
テ
榮
曲
又
ハ
榮
器
二
由
リ
テ
モ
亦
能
ク
其
系
統
血

脈
ヲ
推
究
ス
ル
ヲ
得
ベ
シ
其
理
例
ヘ
バ
地
質
學
上
二
於
テ
太
古
ノ
時
代
二

属
シ

（
四
）

ナ
リ 抑

俗
曲
中
二
往
々
此
種
類
ノ
モ
ノ
ア
リ
ト
イ
ヘ
ト
モ
田
舎
ノ
童
謡
等
ノ
如
キ

風
俗
歌
中
ニ
ハ
或
ハ
決
シ
テ
此
ニ
ョ
ラ
ズ
シ
テ
却
テ
自
然
音
階
二
近
似
セ
ル
モ

ノ
ア
リ
故
二

斯
ノ
如
キ
音
階
ヲ
以
テ
本
邦
固
有
ノ
音
階
ト
ハ
為
ス
ベ
カ
ラ
ザ
ル

（甲）
テ
指
示
ス
ル
如
シ

上
記
ス
ル
所
心
怖
暉
最
古
風
ノ
モ
ノ
ナ
リ

上
部
四
絃

下
部
四
絃
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合
接
法
印

小
全
法

ナ
リ

第 2節

宮

タ
ル
生
物
ノ
化
石
卜
為
リ
テ
今
日
見
ル
ベ
キ
モ
ノ
ア
ル
ト
キ
ハ
之
二
因
テ
敷
百

萬
年
／
往
時
ヲ
眼
前
二
提
出
ス
ル
ヲ
得
ル
カ
如
シ
抑
音
榮
上
ノ
化
石
ト
モ
云
フ

ベ
キ
ハ
音
階
ナ
リ
音
階
ヲ
以
テ
ハ
有
史
以
前
ノ
太
古
二

属
ス
ル
事
情
モ
マ
タ
之

ヲ
一
目
二

證
認
ス
ル
ヲ
得
ベ
シ
然
リ
而
シ
テ
音
榮
史
上
古
代
二

属
ス

ル
モ
ノ
甚

ダ
多
シ
ト
イ
ヘ
ド
モ
之
ヲ
證
明
ス

ル
ノ
最

モ
確
切
著
明
ナ
ル
モ
ノ
ハ
即
チ
沸
識

沸
鷹
―
ー
テ
最
モ
古
キ
楽
器
ハ
「
ラ
イ
ル
」
ナ
リ
「
ラ
イ
ル
」
／
絃
ハ
初
メ
四

筋
ニ
シ
テ
此
榮
器
演
奏
ノ
際
ハ
之
ヲ
左
へ
抱
へ
持
チ
右
手
一
ー
テ
弾
ゼ
シ
モ
ノ
ナ

リ
其
絃
四
筋
ナ
ル
ヲ
以
テ
又
之
ヲ
「
テ
ト
ラ
コ
ル
ド
」
（
四
絃
琴
）

卜
称
セ
リ

即
チ
太
古
ハ
此
四
絃
ノ
モ
ノ
ナ
リ
シ
カ
中
古
二
至
り
一

菱
シ
テ
七
絃
ノ
モ
ノ
ト

為
リ
タ
リ
沸
臓
ニ
テ
ハ
中
絃
ヲ
宮
卜
為
ス
即
チ
宮
ハ
常
二
拇
指
ヲ
用
ヒ
テ
之
ヲ

弾
シ
次
二
食
指
ヲ
用
ヒ
タ
ル
モ
ノ
ヽ
如
シ

太
古
沸
臓
ノ
榮
器
は
此
ノ
如
ク
粗
末
ナ

ル
モ
ノ
ナ
リ
シ
ガ
他
ニ
マ
タ
我
菓
築

ニ
類
似
シ
タ
ル
モ

ノ
ア
リ
ナ
ホ
其
他
二

三
ノ
榮
器
モ
ア
リ
ト
イ
ヘ
ト
モ
其
最
モ

貴
重
セ

シ
モ
ノ

ハ
此
「
ラ
イ
ル
」
ナ
リ
但
シ
此
二
於
テ
専
ラ
講
究

ス
ル
ヲ
要
ス

ル
所
以
ノ
モ
ノ
ハ
榮
器
ニ
ア
ラ
ズ
シ
テ
其
律
ノ
取
方
ニ
ア
リ
故
直
チ
ー
ー
其
要
貼

二
進
ム
ベ
シ
抑
此
榮
器

―
ー
於
ケ
ル
律
ノ
取
方
ハ
之
ヲ
音
階
二

構
成
シ
テ
解
明
ス

レ
バ
即
チ
左
ノ
如
キ
モ
ノ
ト
為
ル

音楽取調掛の事業



前
ノ
音
階
ハ
四
絃
ヲ
交
組
即
合
接
シ
テ
連
接
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ニ
此
音
階
ハ

粗
組
即
開
接
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
約
シ
テ
其
別
ヲ
云
ハ
ヽ
前
ニ
ハ
音
階
ハ
七
音
ョ

リ
成
リ
此
ー
ー
ハ
八
音
ョ
リ
成
ル
即
チ
賓
際
榮
器

ニ
―
絃
ヲ
加
へ
名
ツ
ク
ル
ニ
―

新
名
ヲ
以
テ
セ
リ

謡
二
昌
平
館
ー
ー
於
テ
音
楽
取
調
ノ
成
績
報
告
ノ
際
講
説
シ
タ
ル
闘
解
ハ
即
チ

此
大
全
法
二
於
ケ
ル
モ
ノ
ナ
リ
抑
沸
臓
ノ
音
榮

ハ
大
二
粗
ナ
ル
所
ア
ル
ヲ
免
レ

ズ
ト
イ
ヘ
ト
モ
今
代
榮
ノ
基
本
ナ
レ
バ
研
究
ス
ル
ニ
足
ル
ベ
キ
モ
ノ
ナ
リ
本
邦

雅
榮
ノ
音
階
モ
俗
榮
ノ
音
階
モ
ミ
ナ
此
湘
鷹
音
階
中
ニ
ナ
キ
モ
ノ
ハ
更
二
之
ナ

シ
即
チ
ミ
ナ
既
ー
ー
沸
~
暉ノ
音
階
中
―
―
包有
セ
リ
ト
云
テ
可
ナ
リ
猶
音
榮
浴革
大

綱
ノ
條
参
照
ア

ル
ベ
シ
遠
ク
之
ヲ
史
乗
ー
ー
徴
シ
又
之
ヲ
理
論
卜
実
際
ト
ニ
照
ラ

シ
テ
之
ヲ
考
フ
ル
ニ
到
底
帰
ス
ル
所
音
階
ナ
ル
モ
ノ
ハ
如
此
モ
ノ
ー
ー
テ
天
然
自

然
ー
ー
出
ル
モ
ノ
ナ
レ
バ
此
理
ヲ
外
レ
テ
出
来
ベ
キ
理
由
ア
ル
事
ナ
シ
其
情
恰
カ

開
接
法
即

大
全
法

上
部
四
絃

下
部
四
絃

モ
酸
素
卜
水
素
卜
結
合
シ
テ
水
ヲ
成
ス
ガ
如
ク
水
酸
二
素
ハ
何
ヲ
以
テ
水
ヲ
成

ス
ヤ
其
成
ル
理
法
二
於
テ
ハ
人
智
ノ
得
テ
知
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ト
コ
ロ
ア
リ
ト
イ

ヘ
ド
モ
其
水
ノ
成
ル
ハ
事
実
ノ
證
ス
ル
所
ナ
リ
音
階
モ
亦
然
リ
此
音
階
ノ
成
ル

ハ
如
何
ナ
ル
理
ナ
リ
ヲ
知
ル
可
ラ
ズ
ト
雖
ト
モ
其
実
古
今
東
西
ヲ
問
ハ
ズ
決
シ

テ
相
異
ナ
リ
タ
ル
方
法
二
由
テ
成
ル
ニ
ア
ラ
サ
ル
ナ
リ
唯
其
少
シ
ク
相
異
ナ
リ

ト
ス
ベ
キ
ハ
其
宮
ト
ス
ル
ト
コ
ロ
ヲ
異

ニ
ス
ル
ア
ル
ノ
ミ
然
レ
ド
モ
是
レ
敢
テ

音
階
ノ
異
ナ
ル
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
宮
ト
マ
ル
ト
コ
ロ
ノ
異
ナ
ル
ハ
其
曲
調
ノ
剛
柔
勇

否
ノ
度
ヲ
異
ニ
ス
ル
ニ
因
ル
モ
ノ
ニ
テ
所
謂
音
榮
ノ
進
歩
二
蹄
因
セ
リ
蓋
シ
宮

ハ
即
チ
榮
曲
ノ
主
将
ナ
レ
バ
此
主
将
ノ
柔
弱
ニ
シ
テ
其
榮
曲
ノ
勇
壮
ナ
ル
ヲ
致

ス
ベ
キ
理
由
ナ
シ
彼
ノ

11希
服
等
二
於
テ
モ
ミ
ナ
既
二
音
階
ノ
柔
弱
ナ
ル
ニ

困
シ
ミ
勇
壮
ナ
ル
人
民
ヲ
作
ラ
ン
ニ
ハ
勇
壮
ナ
ル
榮
曲
ヲ
用
ヒ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ザ

ル
ヲ
悟
リ
シ
モ
ノ
ヽ
如
シ
嘗
時
榮
曲
ノ
主
音
即
チ
宮
ノ
一
大
勢
カ
ヲ
存
シ
榮
曲

ヲ
シ
テ
勇
壮
ナ
ラ
シ
ム
ル
ニ
適
ス
ル
モ
ノ
ヽ
ミ
ヲ
選
ミ
以
テ
遠
ク
今
代
榮
ノ
源

ヲ
稜
セ
シ
ハ
亦
疑
ヲ
容
レ
ザ
ル
所
ナ
リ(1

)
 

附
沸
臓
古
架
「
ア
ポ
ロ
」
讃
歌
稜
見
ノ
事

(
1
)

音
楽
取
調
掛
員
が

〈ア
ボ

ロ
の
誤
歌
〉

と
し
て
音
律
の
研
究
に
取
り
組
ん
だ
こ
の
曲
は
、

メ
ソ
メ
デ
ィ
ス
の
三
つ
の
讃
歌
の
一
っ
〈
大
陽
神
ヘ
リ
オ
ス
ヘ
の
讃
歌
〉
で
あ
っ
た
。
こ
れ

は
チ
ャ
ペ
ル

W
i
l
l
i
a
m

C
h
a
p
p
e
l
l
 (
1
8
0
9ー

1
8
8
8
)

の
原
書

T
h
e
H
i
s
t
o
r
y
 
o
f
 
M
u
s
i
c
 

(
A
rt
 a
n
d
 
S
c
i
e
n
c
e
)
,
 

V
o
l
.
 1

に
お
い
て
す
で
に
間
違
っ

て
い
た
も
の
で
、

A
.

S
c
h
e
ring: 
G
esc
h
i
c
h
t
e
 d
e
r
 M
u
s
i
k
 in 
B
e
i
s
p
i
e
l
e
n
で
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

沸
臓
古
榮
ノ
今
代
榮
二
須
要
ノ
関
係
ヲ
有
ス
ル

ハ
前
段
線
述
ス
ル
カ
如
シ
ト

雖
ト
モ
其
榮
曲
ノ
今
日
存
在
シ
テ
研
究
ノ
資
料
ト
ナ
ル
ベ
キ
モ
ノ
甚
少
ク
正
真

ノ
沸
臓
榮
ト
シ
テ
信
ヲ
置
ク
ベ
キ
モ
ノ
ハ
全
世
界
中
唯
二
三
曲
二
過
ギ
ザ
ル
ノ

ミ
此

「
ア
ポ

ロ
」
ノ
讃
歌
ハ
古
昔
冷
臓
人
力
美
術
ノ
神
ト
シ
テ
信
敬
シ
タ
ル

「
ア
ポ
ロ
」
ノ
徳
ヲ
頌
シ
テ
作
リ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
実
二
二
千
有
餘
年
前
ノ
古

第 1章
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音楽取調掛

此
ニ
―
ノ
奇
異
ナ
ル
事
ア
リ
前
項
ー
ー

講
述
シ
タ
ル
所
ノ
音
階
中
ー
ー
於
テ
此
音

階
卜
符
合
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
即
チ
俗
榮
ノ
乙
種
音
階
是
ナ
リ

夫
レ
雅
楽
ノ
音
階

ハ
支
那
ヲ
経
テ
同
渡
ョ
リ
博
リ
タ
リ
ト
ス
ル
モ
俗
榮
音
階

ニ
マ
タ
此
ノ
如
ク
符
合
ス
ル
ア
ル
ハ
登
奇
ナ
リ
ト
云
ハ
ザ
ル
ベ
ケ
ン
ヤ
今
試
ミ

二
其
理
由
ヲ
述
ベ
ン
蓋
シ
此
希
服
ノ
音
階
卜
現
今
本
邦
人
ノ
俗
曲
ー
ー
用
フ
ル
音

階
卜
相
同
ジ
キ
ハ
是
レ
即
チ
音
榮
ノ
人
性
自
然
ー
ー
基
ク
所
以
ー
ー
シ
テ
彼
此
ノ
ニ

國
音
榮
ノ
大
源
ヲ
一
ー
ー
シ
其
進
度
ヲ
同
ウ
ス
ル
所
以
ナ
リ
ト
セ
ザ
ル
ヲ
得
ザ
ル

ナ
リ
但
シ
律
ノ
取
方
ー
ー
ナ
ホ

一
種
ノ
方
法
ア
リ
左
ノ
如
シ
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希
服
「
ア
ボ
ロ
」
讃
歌
本
邦
楽
器
譜

琵

琶

鳳

笙

箪

築

龍

笛

等

ル
ト
コ
ロ
ナ
キ
ヲ
證

ス
ル
ニ
足
ル
モ
ノ
ナ
リ

榮
ナ
リ
抑
モ
此
曲
ノ
始
メ
テ
世
二
知
ラ
レ
タ
ル
ハ
西
暦
一
千
五
百
八
十
一
年
ニ

於
テ
有
名
ナ
ル
天
文
學
士
ガ
リ
レ
オ
ノ
父
ヴ
ィ
ン
セ
ン
ツ
、
ガ
リ
レ
オ
ガ
似
庄
{

利
國
羅
馬
ノ
「
カ
ー
デ
ナ
ル
、
セ
ン
ト
、
ア
ン
ゼ
ロ
」
ノ
書
庫
二
沸
鷹
曲
ノ
寓

本
ア
ル
ヲ
稜
見
シ
之
ヲ
其
著
書
中
二
載
セ
タ
ル
ニ
因
レ
リ
其
後
第
十
七
世
紀
ノ

頃
慄
閾
に
マ
ー
ク
、
メ
ー
ボ
ム
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
同
國
オ
ッ
ク
ス
ホ
ル
ド
學
士
社

會
二
沸
識
文
學
及
ビ
音
榮
ヲ
振
興
ス
ベ
キ
企
ア
ル
ニ
際
シ
湘
臓
有
名
ノ
音
榮
家

ノ
作
ヲ
蒐
集
シ
テ

一
書
ヲ
著
サ
ン
事
ヲ
謀
リ
大
二
諸
家
ノ
助
成
ヲ
得
タ
リ
シ
ガ

遂
二
果
サ
ズ
博
士
ジ
ョ
ン
、

ワ
リ
ス
其
遺
業
ヲ
継
ギ
一
千
六
百
九
十
八
年
頃
二

至
リ
始
メ
テ
著
書
ヲ
完
成
セ
ジ
ガ
其
中
二
亦
「
ア
ボ
ロ
」
ノ
讃
歌
ヲ
載
セ
リ
又

隣
閾
―
ブ
レ
ッ
ト
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
巴
浬
府
靡
王
書
庫
中

二

11古
榮
ノ
寓
本
ヲ

顎
見
シ
一
千
七
百
二
十
年
二
至
リ
之
ヲ
或
ル
学
社
ノ
報
告
書
中
二
載
セ
タ
リ
シ

ガ
「
ア
ボ
．口
」
ノ
讃
歌
ハ
即
チ
其
一
ナ
リ
キ
是
レ
賦
洲
二
於
テ
此
曲
ヲ
博
来
シ

タ
ル
略
史
ナ
リ

本
邦
二
於
テ
ハ
明
治
十
三
年
本
掛
長
此
曲
ヲ
チ
ャ
ペ
ル
氏
音
榮
史
中
二
得
爾

後
其
旋
律
ノ
方
法
等
ヲ
研
究
セ
シ
ニ
元
来

11古
榮
ノ
調
律
及
ビ
旋
律
ノ
理
論

等
は
実
二
本
邦
ノ
音
榮
二
符
合
シ
此
曲
ハ
我
盤
渉
調
二
営
ル
モ

J
ナ
ル
ヲ
稜
見

セ
リ
依
テ
取
調
掛
員
芝
葛
鎮

二
謀
リ
全
ク
本
邦
雅
榮
ノ
法
則
二
捩
リ
テ
之
ヲ
調

和
シ
一
二
管
二
絃
ヲ
用
ヰ
テ
之
ヲ
奏
セ
シ
メ
シ
ニ
其
律
呂
ノ
旋
法
ノ
如
キ
殆
ド
彼

我
ノ
別
ヲ
知
ル
能
ハ
ザ
ル
ニ
至
レ
リ
是
レ
我
音
楽
ハ
音
二
理
論
二
於
テ
欧
閻
ノ

古
榮
卜
其
趣
ヲ
同
ク
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
実
際
ノ
奏
曲
二
至
リ
テ
モ
亦
大
二
異
ナ

八

合

愈

合

九

丘

ぃ

九

r

四

加

rli十
八

負

伝
半
斗
／
四
加
r
ハ
半
九
魯

rli十
合
r
ハ
半
十

rli+rt恥
巾

尋

い

合

九

合

乍

十

九

丘

ビ

謬

象

存

バ

八

危

魯

九

応

て

謬

九

倉

象

斗

象

rAハ

半

斗

危

乍

十

斗

負

霰

八

危

企

為

巾

C

加

加

八

倉

霰

＋

倉

rA半
斗
r
ハ
半
力
斗
亨
心
《
ヂ
斗
乍
加
全
七
斗
祁

為

斗

十

六

危

霰

九

危

倉

九

丘

ぃ
乍
加

危
后 等

譜

九 l

八 I
rニ
七ヽ ヽ

ム
也
、
、

也

十

十

ク

コヽ

七ヽ

豆

七ヽ

ムヽ

九

十

こ

応

合

十

ク

七
、

ヽ

七

ムヽ

八ヽ

ヽ
下ヽ

十ヽ

ク

十ヽ

ヽコ
ー
ク

七ヽ

、

、

、

コ

ー

ク

十

七

、

コヽ

七ヽ

コヽ

訂

コヽ

七ヽ

ヽ
Y

、
、

ヽ
、
ク

‘ヽ

コヽ

七ヽ

‘、‘

之

コ

七ヽ

ヽ

ヽ

七

‘‘ ヽ
之ヽ

」-
、

、

ク

、

十

七

ヽ

七

コヽ

十下

下と

ヽ乙

ー

八

十

コヽ

クヽ

十下

七ヽ

ヽ

ク

七

コヽ

十

、

、

ャ

＋

ヽ

ヽ

十

下

十

コ

ー

ク

之ヽ

コヽ

ク

コヽ

‘‘ コ、
‘‘ コ、
‘‘ 七

下ヽ

下ヽ

ヽ
下
ヽ

十

七

十

八

琵
琶
譜

盤
渉
調
律
旋

コ、

、

ク

、

、

ヽ

七

七

乙

ー

八

ャ
＋
‘

十

コ

ー

ク

ムヽ
只
拍
子

八ヽ

ヽ
乙
コ
、
、

コ

八

七

ク

コヽ

七ヽ

‘‘ 
コ、

平ヽ
十

七
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ェ

弓
火ヽ

工

f
几

I

几

乙

乙

、火

下

美

下

乙

下

乙ヽ

美

下引

乙火

下ヽ

ん、

乙

工引

工ヽ

工ヽ

エ

ん

乙

弓l

ん、

乙‘

下

乙引

ん、

乙

下ヽ

美

弓l

か
°
タ
リ
ヤ

六

四

六

ん

弓I

゜

弓l

ェ、
乙

乙ヽ

弓l

下ヽ

四トヽ

乞

島

乙‘

下

美ヽ
引

下

ヽ
弓

乙

ん

乙ヽ

下

美

弓I

アヽータ

ヲ引
ーラーラ

六リヽ Tレヽ 四ラ

乙

んヽ

工

弓l

ェ、

引 イーラ
んャ

六リヽ
ェロ
六チ

四ラ

゜

ヲ

ーラヽ六リ

Tレ

ーフ

四ロ

゜ータヽ
ェッ

んロ

ア

んロ

゜んトヽ

ヲ

弓ト

ノホ

火
、

乙

下

ん

美

弓l

工ヽ

ん

乙

゜
ータヽ エロヽ

ヲ_,__ 
ハ ル

J..レ四ル

゜ータヽ四Iレヽ

ア

ェッーラ
んロ

四トヽ 六リヽ 四ロ

゜四夕 ゜

イ
四ロ

ーラヽ

Tレ

弓l

゜

美‘

乙‘

美

弓l

乙‘

ヽ

美

下

弓l

゜

ヲ

四ラ

弓l

゜

工

加I

乙‘

乙ヽ

幼

工火

乙‘

下

Tテヽ

四ラ

゜ータヽ ーラヽ

畠ラ

ヱ

Tレ

弓I

゜

Tレ

六チヽ六リヽ上レ

゜

—ラ

んトヽ
六リ

四ラ 'Tレ

アヽ

乙‘

美

美

弓［

美

乞

乞ヽ

美

弓I

ん、

下ヽ

美

弓l

下ヽ

弓lヽ

六リ

イ

JLヤ

゜四トヽ 六リヽ

ヲんヤ
—フ

四タヽ 四ロヽ

ヲ

んトヽ ヱヽータ
＿ ラ

Tチ 四フ
六 リ

゜四タヽエル‘.Lレ

アんロ
ーラ

四トヽ Tレヽ 六リ

ヱ

弓I

゜

ん

、

、

、

下

美

乙

I

几

エ

引

エ

乙ヽ

弓l

工火

乞ヽ

乙ヽ

弓l

引 四トーヽ 六リヽ
—フ

Tレんヤ

ー゚タヽ

四ラ

弓I

゜

ん

弓I

工‘

ん

乙‘

弓l

乙‘

下ヽ

乙

弓l

下‘

乙‘

ん
引

弓Iヽ

ヱ

弓

ヲ四口
六リ

上テヽ四ラヽ
゜

Tリ

んトヽ 弓lヽ
ーフ

Tリヲ

゜

ア

゜

ィ
四ロ

四タヽ—ラ ヽ

Tレ

羮

乙

弓l

乙‘

美

下

弓l

乙‘

美

下
弓l

乙火

下ヽ

弓I

゜
んトヽーラヽ

ア

弓I

ェロ

ァ

弓I

゜

下ヽ

乙

弓l

乙‘

下

乙ヽ

下引

乙

下ヽ

美ヽ

弓I

乙ヽ

弓l

゜

ヲ

弓l

゜

ータ
四

ラ
＇ 

工ヽ

工ヽ

弓l

鳳
笙
譜

四
ヽ
六
‘

r
九

r
斗

三
ヽ
五
‘

ぐ
八

r
十

斗

拿

斗

窪

危

八

ん

エ
十
r五
十ヽ

r四
九ヽ

工

弓I
九
危
危

乙ヽ

弓l

工
火

―‘ 

四タ ヽ

アー
ーフ

四トヽ Tレヽ

ーラ

ァ

四口

゜ータ 上ヽレヽ

゜四夕臭ぢ
ータヽ エロヽ

゜んリ ア ん ト
o -リ/‘ 

五ツヽ 四ラヽ イ

゜六チ

六チヽ 四ラヽ イ
四口

—ラ 六リ

T゚テ、 四ラヽ

ア

弓lヽ

ヱ

弓I

ア

ア

一ラ

弓l

゜

リ

．ヽ

ァ

弓

卜六
工

0 _._ ヲ
ハリ

四タヽ四夕2 ーラ
フ

四ラ

弓I

゜

、

、

ト

ヲ

弓

ん

八
欣
邸
~
九
企

筆
築
譜

ノホ

んロ

゜六リ ヽ

んヤ

四卜：エルヽ
~ 

フ

ア んロ上レ
ー。ラ

四トヽ 四ル、
ーフ

゜九口 四ロ ータ

゜ 四
ラ

んトヽ 上レヽ 六リ エトヽ

四？
ータ、

Tレ

弓l

゜

ヲ
六リ

四ラヽ

四゚夕
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六ロヽ 弓lテタヽミハヽ上ラ

゜
アア

五ラ五リ

六トヽ上チヽテラ
タイ

ヲ五ラ
T)レ

六ロヽ
中ロ

六卜

〒ラ
4- 口
/‘ 
Tロ

テロ タイ 六口
0 l.チ

五タヽ〒タヽ ヲ

弓I

ア

l.チヽミハヽ イ テトヽ六ロヽ
タイ五 ラ

l.リ l.チ Tロ
0 タイ

五タヽ l.チヽ
タイ

l.リチ
ィ
リ

上
タ
ー
一

ラ
ロ
い

-
T
六
中ヽ

ハ
0

タ

ヽ
ヽ
五

ア 上チ ヲ
五ラ

〒タヽ テロヽ―フテ

ミハ中卜 五ラ
o T ロ

〒タヽ 六ロヽ ア
テラ

ミハ

゜六トヽ六ロヽ上ラ

ア

上チ

Tロ

゜テトヽ アヽ
六 ロ

Tロ

ミホ

テラ

テロ

゜五タヽ 〒ル、 イ
夕

ィ

l..リ

T゚トヽ タイヽ 五ター
l..チ干フ

タリ 六ロ

゜〒トヽ 中ロヽ l..ラ

゜

上チ

弓I

弓I

弓l

弓l

ア
T ロ

中トヽ

、

、

ト

ヲ

弓

T
 

龍
笛
譜

テラ

弓l

゜
タリ

Tトヽ イヽ
五ラ

タリ

゜

ァ

弓

テトヽ上チヽ
タイ

ミハ ヲ上リ
〇 五ラ

テトヽ上チヽ
夕

ィ

五ラヲ

弓ITトヽ 五ラヽ

ヲ〒口
→ロ
/‘ 

..L夕ヽテラヽ
゜

弓l

テラ テト
→→ロ
/‘ 

五タヽ中トヽ
゜

ヲ
テラ

ホヽヽ

干トヽ五タヽ五夕
゜

ア

〒Iレ

゜五タ 上ヽラヽ

ヲ Tロ

弓I

Tロ

゜六トヽ

゜
Tロ

ヲ テトヽ 中］レヽ

卜ヽ中

乏フ・・ト

、レ

ラ

ア

ノ

五

干

五

テ

六

タ
ラ
。
い
ラ
ル
デ
ィ
ラ

上

五

干

五

テ

上

夕

五
ヽ

ロ
0
k
‘

T

T

 

Tロア Tロ
0 +..．ロ

ノ‘
タツ、テラヽ ミホ

ヲヲ Tロ

弓l

六卜中ロ
゜゜ ゜

ア

五ラヽ ア
六ロ

TIレ ヲ 充 ラ
o テロ

Tトヽ 五ラヽ

テラ 〒ヲ
。 ラ

五タヽヽハヽ
ヽ

上チ
夕

ィ

ア

ヲ Tロ
五ラ

〒タヽ上チヽ六口
夕

ィ

上リ 、ホ五ラ..Lチヲ

弓弓

ヲ
干ロ

テタヽ五ラヽ弓

゜
ア

゜

六トヽ〒ラヽ干ヲロ

五ラ 六口

゜上チヽ〒ラヽ
夕

ィ

五夕
テフ

l.チア
゜

ノヽ‘ヽ

゜Tトヽ ツヽヽ
.......口 ヽ
ハ l. フ

テラ タリ

イ
イ
リ
。

タ
ー
一

ヽホ

ヲ

ヽヽ、
ロ

ロ
0

タ

ト

ラ
イタ

五

テ

五

中

T ア

乱
る
A

希
服
古
来
の
四
絃
琴
の
我
旋
法
と
同
じ
き
を
見
て

希
服
も
日
本
も

同
じ
こ
A

路
ね
を

（
五
）
「
音
業
沿
革
大
綱
」

イ
ン
ゲ
ル
ノ
説
二

捩
ル
ニ
欧
洲
ノ
音
楽

ハ
之
ヲ
冷
臓
ョ
リ
博

へ
希
服
ハ
之
ヲ

慶
ョ
リ
博
へ
麿
緊
之
ヲ
臼
誓
リ
博
ヘ
タ
リ
ト
云
ヘ
リ
而
シ
テ
本
邦
ノ
音

柴
ハ
之
ヲ
ぽ
9
郎
ョ
リ
博
へ
支
那
ハ
マ
タ
之
ヲ
印
度
ヨ
リ
博
ヘ
タ
リ
其
間
多
少
愛

出
轄
生
二
係
リ
且
事
ノ
頗
ル
太
古
二

属
ス
ル
ヲ
以
テ
或
ハ
未
夕
直
接
ノ
関
係
ヲ

詳
カ
ニ
セ
ザ
ル
ア
リ
ト
モ
マ
タ
間
接
ノ
餘
流
ヲ
汲
ム
ニ
ア
ラ
ザ
ル
ハ
ナ
シ
故
ニ

東
西
ノ
音
楽

ハ
印
度
ヲ
以
テ
共
同
ノ
大
源
ト
ス
ベ
シ
抑
向
渡
ノ
音
楽
ノ
埃
汲
ニ

偉
ハ
リ
シ
ハ
「
ア
リ
ャ
L

種
族
ノ
一
部
ガ
西
移
ノ
際
二
在
リ
即
チ
卸
渡
語
ノ
欧

こ
め
て
伝
へ
し

四
ツ
の
緒
琴
に

音
や
は

二
千
年
余
の

後
の
世
に

調
べ
る
琴
の

聞
け
ア
ボ
ロ

修

〔
伊
澤
修
二
、
希
朧
古
楽

〈
ア
ボ
ロ
の
讃
歌
〉
を
発
見
し
た
時
の
短
歌
二
首
〕

（
ア
ボ
ロ
は
希
服
人
の
尊
崇
し
た
る
美
術
の
神
な
り
）

（自
筆
巻
紙
片
一
通
、
長
野
県
上
伊
那
郷
土
館
蔵
）
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闘
―
ー
移
植
セ
ル
ト
同
一
ノ
機
期
二
属
セ
リ
ト
ス
蓋
シ
険
汲
ノ
五
声
音
階
ハ
印
度

ノ
五
声
音
階
ニ
シ
テ
沸
識
ノ
「
エ
ン
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
ジ
ー
ナ
ス
」
ハ
マ
タ
此
険

圏
ョ
リ
博
リ
タ
ル
五
声
音
階
ナ
リ
而
シ
テ
埃
汲
二
流
行
シ
タ
ル
最
古
ノ
楽
器
ハ

笛
ナ
リ
笛
ハ
上
古
「
ア
レ
キ
ザ
ン
ド
リ
ア
」
ヨ
リ

11ニ
至
ル
地
方
ー
ー
於
テ
貴

賤
尊
卑
ヲ
問
ハ
ズ
誰
ア
リ
テ
一
人
モ
之
ヲ
吹
キ
得
ザ
リ
シ
者
ナ
ク
殊
二
「
ク
レ

オ
パ
ト
ラ
」
ノ
父
モ
之
ヲ
好
ミ
吹
笛
王
ノ
綽
名
ア
リ
ト
ム
ー
ア
ノ
説
二
見
エ
タ

リ
此
笛
ハ
即
チ
向
渡
ョ
リ
渡
リ
シ
モ
ノ
ト
ス
蓋
シ
笛
ハ
所
謂
五
声
ヲ
具
へ
同
嘩
{

ニ
於
テ
最
モ
古
キ
楽
器
ノ
ー
ニ
シ
テ
上
古
此
架
器
ノ
印
度
―
―
行
ハ
レ
シ
ハ
其
證

二
乏
シ
カ
ラ
ズ
即
チ
印
渡
人
ガ
上
古
ョ
リ
厚
ク
信
仰
ス
ル
偶
像
ナ
ル
「
ク
リ
シ

ナ
」
／
如
キ
ハ
若
年
ナ
ル
吹
笛
者
ナ
リ
其
人
民
ノ
吹
笛
ヲ
愛
称
シ
タ
ル
事
以
テ

知
ル
ベ
シ
抑
笛
ハ
古
今
ノ
称
シ
テ
音
楽
ノ
母
ト
ス
ル
ト
コ
ロ
ニ
シ
テ
畢
覚
音
架

ナ
ル
モ
ノ
ハ
一
片
ノ
竹
端
二
風
氣
ノ
偶
燭
シ
テ
音
響
ヲ
生
ゼ
シ
ニ
由
来
シ
笛
ハ

天
下
万
國
榮
器
J
始
祖
タ
ル
事
疑
ヲ
容
レ
ズ
故
二
今
日
管
絃
ノ
演
奏
二
於
テ
モ

現
二
其
諸
架
器
ノ
律
ハ
尽
ク
笛
二
由
テ
之
ヲ
調
フ
ル
事

一
定
ノ
規
則
ニ
シ
テ
其

律
ノ
調
フ
モ
乱
ル
ヽ
モ
皆
此
笛
二
由
レ
リ
叫
日
引
丁
ノ
説
二
拠
ル
ニ
埃
及
ノ
音
架

ノ
希
朧
二
博
ハ
リ
シ
ハ
埃
及
ノ
人
民
ガ
地
中
海
ヲ
航
シ
テ
劉
岸
二
渡
リ
今
ノ
沸

臓
地
方
ヲ
開
拓
セ
シ
其
日
ニ
シ
テ
即
チ
希
服
開
闊
ノ
際
二
在
リ
又
。ヒ
サ
ゴ
ラ
ス

ハ
業
ヲ
埃
及
ノ
僧
侶
二
受
ケ
殊
二
音
楽
ヲ
皆
博
セ
リ
ト
モ
イ
ヘ
リ
冷
譴
ノ

「
ド
リ
ア
ン
」
「
フ
リ
ー
ジ
ア
ン
」
及
ビ
「
リ
ジ
ア
ン
」
な
墜
戊
ョ
リ
移
シ
タ
ル

音
階
ニ
シ
テ
架
器
モ
彼
ノ
笛
ハ
云
フ
ニ
及
バ
ス
其
他
種
々
之
ヲ
博
ヘ
タ
リ
就
中

沸
臓
ノ
最
古
架
器
ノ
ー
ナ
ル
「
ラ
イ
ル
」
ハ
埃
汲
直
博
ノ
モ
ノ
ニ
シ
テ
険
汲
ノ

殿
堂
ニ
ハ
往
々
此
楽
器
ヲ
彫
刻
セ
ル
モ
ノ
ア
リ
テ
其
證
今
ナ
ホ
現
然
タ
リ
「
ラ

イ
ル
」
ハ
繹
シ
テ
立
琴
卜
云
フ
其
律
二
係
リ
テ
ハ
希
朧
架
律
ノ
條
二
就
テ
見
ル

ベ
シ
倍
此
ノ
加
ク
卸
渡
ノ
音
架
ノ
埃
汲
ヲ
経
テ
沸
臓
二
博
リ
シ
ハ
歳
月
ト
イ
ヒ

第
四
旋
法

第
三
旋
法
即
チ

本
邦
雅
架
呂
旋

第
二
旋
法
即
チ

本
邦
俗
柴
第
一

第

一
旋
法
即
チ

本
邦
雅
柴
律
旋

沸
臓
ノ
音
架
ノ
延
ヘ
テ
羅
馬
二
博
ハ
リ
シ
ハ
紀
元
三
百
年
代
ノ
終
二
在
リ
汎

ョ
ン
、
ハ
ラ
音
楽
史
二
腺
ル
ニ
「
ミ
ラ
ン
」
ノ
教
正
セ
ン
、
ア
ン
ブ
ロ
ー
ス
西

暦
第
四
紀
ノ
終
二
方
テ
沸
~
ノ
遺
音
ヲ
採
拾
シ
始
メ
テ
四
種
ノ
旋
法
即
チ
四
音

階
ヲ
撰
定
セ
リ
之
ヲ
劉
氏
ノ
旋
法
卜
云
フ
其
第
二
旋
法
ハ
即
チ
希
服
ノ
四
槃
音

階
二
個
ヲ
直
接
連
合
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
テ
第
一
及
ヒ
第
四
ハ
其
愛
体
二
属
シ
第
三

希
臓
「ミ
キ
ソ
リ
ジ
ア
ン
」

即
チ
本
邦
俗
楽
第
二

希
服
「
ハ
イ
ポ
ラ
イ
ジ
ア
ン
」
即
チ

本
邦
雅
染
呂
旋

希
臓
「
ド
リ
ッ
ク
」
即
チ

本
邦
俗
柴
第
一

希
臓
「
フ
リ
ー
ジ
ア
ン
」
即
チ

本
邦
雅
柴
律
旋

距
離
ト
イ
フ
モ
皆
非
常
ニ
シ
テ
音
階
二
至
大
ノ
愛
革
ヲ
来
ス
ベ
キ
ニ
然
ハ
ナ
ク

シ
テ
其
却
テ
現
時
我
邦
ノ
音
階
卜
相
同
シ
キ
ハ
「
ア
ボ
ロ
」
ノ
讃
歌
稜
見
ヲ
以

テ
モ
之
ヲ
概
知
ス
ル
ニ
足
レ
リ
実

二
沸
~
臓
ノ
音
階
卜
本
邦
ノ
音
階
卜
符
合
ス
ル

モ
ノ
ア
ル
ハ
其
證
分
明
ナ
リ
今
ヘ
ル
ム
ホ
ル
ツ
音
楽
論
ヨ
リ
彼
数
種
ノ
音
階
ヲ

抄
繹
シ
テ
之
ヲ
本
邦
雅
俗
ノ
音
階
二
照
合
シ
其
要
ヲ
示
ス
事
左
ノ
如
シ
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正
変
都
合
八
種
ノ
旋
法
ヲ
通
覧
ス
レ
バ
本
邦
雅
架
ノ
律
旋
呂
旋
モ
俗
架
ノ
第

一
種
及
ヒ
第
二
種
ノ
音
階
モ
皆
此
中
二
存
在
セ
シ
事
一
目
瞭
然
タ
リ
管
二
然
ル

ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
架
書
架
譜
ノ
体
裁
モ
マ
タ
我
邦
ノ
情
態
卜
密
二
符
合
ス
即
チ
架
譜

二
譜
表
モ
ナ
ク
シ
テ
歌
詞
ノ
側
二
黒
点
ヲ
附
記
シ
以
テ
其
曲
調
ノ
記
符
卜
為
セ

同
第
四
即
チ

本
邦
雅
架
律
旋

同
第
三
即
チ

自
然
長
音
階

同
第
二
即
チ

本
邦
俗
柴
第
一

変
格
旋
法
第
一
町
チ

自
然
短
音
階

ハ
稽
々
新
種
ト
ス
此
四
旋
法
中
ー
ー
於
テ
モ
三
旋
法
ハ
マ
タ
全
ク
本
邦
雅
俗
榮
ノ

音
階
卜
符
合
セ
リ
即
チ
左
ノ
如
シ
〔
前
頁
下
段
左
の
図
〕

後
西
暦
第
六
紀
J
末
二
及
ビ
暉
鷹
―
ー
於
テ
國
骰
卜
共
二
呂
律
モ
乱
レ
音
楽
ノ

衰
類
ヲ
致
セ
シ
カ
バ
グ
レ
ゴ
リ
ー
大
法
王
之
ヲ
憂
ヒ
セ
ン
、
ア
ン
ブ
ロ
ー
ス
ノ

遺
業
ヲ
紹
キ
音
楽
ノ
振
興
ヲ
謀
リ
シ
ー
ー
奈
何
セ
ン
其
旋
法
ノ
種
類
僅
少
ー
ー
シ
テ

人
心
ヲ
維
持
ス
ル
ニ
足
ラ
ザ
リ
ケ
レ
バ
更
ー
ー
苦
考
シ
テ
四
旋
法
ヲ
撰
定
ス
是
ー
ー

於
テ
安
氏
J
旋
法
ヲ
名
ヅ
ケ
テ
正
格
旋
法
ト
イ
ヒ
営
時
撰
定
シ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
名

ッ
ケ
テ
変
格
旋
法
ト
イ
ヘ
リ
合
セ
テ
八
旋
法
ヲ
得
タ
リ
変
格
旋
法
ノ
第
一
音

ハ

其
正
格
旋
法
／
第
五
音
ー
ー
シ
テ
正
格
旋
法
ノ
第
一
音
ハ
其
変
格
旋
法
ノ
第
四
音

ナ
リ
此
変
格
四
旋
法
中
―
―
於
テ
モ
ニ
旋
法
ハ
マ
タ
全
ク
本
邦
雅
俗
架
音
階
卜
符

合
セ
リ
即
チ
第
二
旋
法
ハ
俗
架
音
階
ノ
第
二
種
卜
符
合
シ
第
四
旋
法
ハ
雅
柴
ノ

律
旋
卜
符
合
ス
即
チ
左
ノ
如
シ

リ
其
情
本
邦
現
用
J
謡
本
浄
瑠
璃
本
等
ト
一
般
ナ
リ
即
チ
ジ
ョ
ン
、
ハ
ラ
音
楽

史
ョ
リ
抄
訳
セ
ル
左
ノ
一
例
ヲ
見
ル
ベ
シ

「
プ
ロ
ー
ス
、
オ
フ
、
モ
ン
ト
ペ
リ
ル
」

讃
美
歌
名

ヤ

西
暦
第
十
世
紀
ノ
頃
普
通
用
ノ
モ
ノ
ニ
シ
テ
此
榮
譜
ノ
原
書

ハ
即
チ
古
寓

本
中
二
顎
見
ス
ル
所
ナ
リ
但
シ
此
曲
ハ
彼
ノ
第
十
世
紀
ノ
終
二
方
テ
流
布

シ
タ
ル
此
世
界
ノ
将
二
滅
セ
ン
ト
ス
ル
ト
ノ
妄
説
ノ
人
心
ヲ
盤
惑
シ
タ
ル

際
二
成
リ
タ
ル
架
曲
ノ
一
部
也

譜
表
二
用
フ
ル
線
ハ
第
十
一
世
紀
ノ
初
メ
ニ
ギ
ド
ー
ノ
稜
見
セ
ル
所
ナ
リ
ト

云
フ
此
線
モ
最
初
四
線
ニ
シ
テ
次
二
十
一
線
ト
ナ
リ
シ
ガ
後
之
ヲ
分
ケ
テ
各

五
線
ノ
ニ
部
卜
為
セ
リ
今
ノ
五
線
ハ
即
チ
是
ナ
リ
音
符
嬰
変
等
ノ
如
キ
架
譜

用
ノ
記
披
ハ
尋
テ
フ
ラ
ン
コ
ノ
稜
見
セ
シ
ト
コ
ロ
ナ
リ
ト
イ
フ

其
後
漏
隅
ノ
音
楽
ハ
耶
蘇
教
卜
共
二
欧
羅
巴
全
洲
二
博
播
セ
リ
然
レ
ト
モ
マ

夕
其
人
物
ノ
輩
出
シ
タ
ル
順
序
及
ヒ
其
多
寡
二
就
テ
之
ヲ
考
フ
レ
バ
此
博
播
モ

マ
タ
自
カ
ラ
次
序
ア
ル
モ
ノ
ヽ
如
シ
蓋
シ
羅
馬
二
次
テ
音
楽
ノ
盛
ン
ナ
リ
シ
ハ

旧
国
議
ト
ス
旧
国
議
ノ
音
楽
ハ
千
三
百
年
代
ノ
終
ョ
リ
同
四
百
年
代
ノ
始
二
方

リ
ジ
ュ
ヘ
ー
ノ
振
起
セ
シ
ト
コ
ロ
ナ
リ
白
耳
義
二
次
ク
モ
ノ
ハ
似
汰
固
ナ
リ
似

篇
―
―
於
テ
音
楽
ノ
興
リ
シ
ハ
千
四
百
年
代
ノ
中
葉
二
方
リ
テ
白
耳
義
音
楽
ノ

大
家
ジ
ョ
ス
キ
ン
ガ
其
節
ヲ
以
太
利
ノ
地
二
鯛
ル
ヽ
ノ
日
二
起
源
セ
リ
尋
テ
音

架
ノ
旧
国
属
｛
、
佛
蘭
西
、
英
吉
利
、

I
S、

其
他
欧
圃
．
ノ
各
國
二
博
播
セ
シ

ハ
皆
此
ジ
ョ
ス
キ
ン
ガ
以
太
利
―
―
養
成
シ
タ
ル
門
弟
子
ノ
業
二
出
テ
タ
リ

借
彼
ノ
正
変
旋
法
ノ
進
ン
デ
今
日
ノ
嗽
~
架
二
至
リ
シ
所
以
ヲ
推
ス
ニ
其
原

由
二
種
々
ア
リ
蒸
シ
該
八
旋
法
中
回
二
始
ル
モ
ノ
（
俗
榮
音
階
ノ
第
二
種
）
ハ

不
完
全
第
五
音
ヲ
有
シ
其
N
二
起
ル

モ
ノ
（
雅
架
呂
旋
）
ハ
三
連
全
音
ヲ
存
ス

ル
等
ノ
如
ク
多
少
ノ
病
患
ア
リ
特
二
主
調
音
ノ
不
規
則
ナ
ル
ハ
此
等
ノ
旋
法
ノ
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通
患
ニ
シ
テ
主
調
音

ハ
ア
レ
ト
モ
無
キ
ガ
如
シ
蓋
シ
榮
曲
二
主
調
音
ノ
不
定
ナ

ル
ハ
ナ
ホ
三
軍
二
主
将
ナ
キ
ガ
如
ク
ニ
シ
テ
其
呂
律
調

ハ
ズ
故
二
営
時
ノ
楽
曲

ハ
一
モ
静
止
法
二
於
テ
其
宜
キ
ヲ
得
タ
ル
モ
ノ
ナ
シ
其
情
ナ
ホ
俗
柴
ノ
主
調
音

ノ
自
然
長
音
階
ノ
導
音
二
終
ル
ノ
宜
キ
ヲ
得
ザ
ル
ト
一
般
ナ
リ
キ
然
ル
ニ
千
五

百
年
代
ノ
中
葉
二
当
テ
彼
ノ
パ
レ
ス
ト
リ
ナ
ガ
出
テ
天
下
二
大
名
ヲ
轟
カ
セ
シ

ヨ
リ
千
五
百
六
十
二
年
ト
レ
ン
ト
ノ
大
會
議

二
馴
到
シ
遂
二
其
議
決
ヲ
以
テ
数

百
年
来
襲
用
シ
タ
ル
旧
架
曲
ヲ
一

朝

二
禁
断
シ
刈
氏
ヲ
以
テ
新
楽
曲
ノ
撰
者
ニ

任
ジ
爾
後
刈
氏
生
ヲ
享
ク
ル
三
十
有
餘
年
ノ
間
殆
ド
一
日
ノ
如
ク
新
楽
曲
ノ
撰

定
二
従
事
シ
其
撰
述
ス
ル
ト
コ
ロ
蜜

二
曲
目
ノ
ミ
ニ
シ
テ
数
部
ノ
大
巻
ヲ
成
ス

ニ
至
リ
マ
タ
ヲ
ル
ラ
ン
ダ
ス
、
ラ
ッ
サ
ス
ハ
猫
カ
ヲ
以
テ
ヨ
ク
ニ
千
餘
曲
ヲ
撰

述
シ
其
他
ナ
ニ
ノ
兄
弟
、
ア
ネ
リ
オ
、
ガ
ブ
リ
ー
リ
、
バ
レ
ン
ジ
ョ
ー
等
ノ
如

キ
非
常
ノ
豪
傑
輩
出
シ
テ
各
其
カ
ヲ
極
メ
妙
ヲ
競
ヒ
自
由
自
在
二
主
調
音
ヲ
創

用
シ
遂
二
自
然
音
階
ヲ
表
出
シ
由
テ
以
テ
音
楽
ノ
体
面
ヲ
一
新
セ
リ
即
チ
此
自

然
音
階
ハ
彼
ノ
セ
ン
ア
ン
ブ
ロ
ー
ス
ノ
第
三
旋
法

二
於
テ
本
位
回
二
易
フ
ル
ニ

菱
回
ヲ
以
テ
シ
第
四
旋
法
二
於
テ
本
位
臼
二

易
フ
ル
ニ

嬰
臼

ヲ
以
テ
シ
タ
ル
ヨ

リ
導
キ
シ
モ
ノ
ナ
リ
ト
イ
フ
説
ア
リ
左
二
掲
ク
ル
中
古
用
ノ
七
音
窮
用
十
四
音

階
ヲ
検
閲
セ
バ
セ
ン
、
ア
ン
ブ
ロ
ー
ス
ノ
音
階
ヨ
リ
正
格
旋
法
ヲ
経
進
シ
テ
現

今
ノ
長
短
音
階
ヲ
表
出
シ
タ
ル
所
以
ノ
一
端
ヲ
見
ル
ニ
足
ル
ベ
シ
〔
下
段
の
固
〕

ヘ
ル
ム
ホ
ル
ツ
ニ
櫨
レ
バ

Iiノ
「
ド
リ
ッ
ク
」
「
ヱ
オ
リ
ッ
ク
」
「
フ
リ
ー

ジ
ア
ン
」
三
音
階
ノ
轄
化
シ
テ
今
ノ
短
音
階
卜
為
リ
シ
ハ
モ
ン
テ
ウ
ェ
ル
デ
ノ

時
二
創
リ
第
十
七
世
紀
二
至
テ
完
成
セ
リ
ト
イ
ヒ
マ

タ
ム
ー
ア
、
バ
引
砥す

二
腺

レ
バ
長
短
第
三
音
ノ
関
係
ヲ
検
出
シ
い
調
自
然
音
階
ヲ
第
一
旋
法
卜
為
シ
始
メ

テ
完
全
静
止
法
ノ
効
用
ヲ
看
破
セ
シ
者
ハ
ザ
ア
リ
ノ
ニ
シ
テ
今
代
架
ノ
大
成
セ

シ
ハ
第
十
八
世
紀
ノ
中
葉
二
在
リ
ト
イ
フ
ザ
ア
リ
ノ
ハ
西
紀
千
五
百
十
九
年
け

額
氏
第
四
変
格
旋
法
即
チ

J

本
邦
雅
柴
律
旋

第
＼

第

二

額
氏
第

一
変
格
旋
法

安
氏
第
二
正
格
旋
法
即
チ

本
邦
俗
架
第

一

第
三

額
氏
第
二
変
格
旋
法
即
チ

本
邦
俗
築
第
二

第

四

安
氏
第
三
正
格
旋
法
即
チ

本
邦
雅
架
呂
旋

第
五

第

七

安

氏
第
四
正
格
旋
法

に
戸
巧
一
生
レ
同
千
五
百
七
十
年
ノ
頃
卒
シ
モ
ン
テ
ウ
ェ
ル
デ
ハ
即
チ
創
メ
テ

彼
ノ
第
五
度
ノ
七
ノ
和
絃
ヲ
豫
備
セ
ズ
ニ
用
ヰ
タ
ル
豪
傑
ニ
シ
テ
同
千
六
百
年

代
ノ
初
二

属
セ
リ
由
是
観
之
該
自
然
音
階
ノ
表
出
セ
シ
ハ
西
紀
千
五
百
五
六
十

年
（
鰭

餌
）
ョ
リ
同
千
七
百
五
六
十
年
（
疇
層
蜘
）
二

至
ル
間
二
在
リ
則
チ
其
完

成
二
達
セ
シ
後
ナ
ホ
ニ
百
年
二
至
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ト
ス
従
是
西
榮
ハ
日
二
進
ミ
我

第

六

額
氏
第
三
変
格
旋
法

安
氏
第

一
正
格
旋
法
即
チ

第

一

本
邦
雅
柴
律
旋

-= = 云三• -

七
音
窮
用
十
四
音
階
ノ

圏
〗
いJ
v

、

ハ
ラ

第
十
一

正
格
旋
法
即
チ

今
代
短
音
階

変
格
旋
法
即
チ

本
邦
俗
築
第

一

正
格
旋
法
即
チ

本
邦
俗
楽
第
二

変
格
旋
法
即
チ

本
邦
雅
柴
呂
旋

第

十

二

正
格
旋
法
即
チ

今
代
長
音
階

第
十
三

第
十
四
変
格
旋
法

第
十

第
九

云 云
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楽
ハ
否
ズ
此
等
ノ
事
情
ヲ
考
フ
ル
モ
西
架
ハ
実
二
近
年
二
至
ル
マ
デ
我
架
卜
同

一
ナ
ル
モ
ノ
ト
イ
フ
ベ
シ

印
度
楽
ノ
欧
洲
ー
ー
博
ハ
リ
シ
轄
末
ハ
大
略
上
述
ス
ル
ガ
如
シ
因
テ
是
ヨ
リ
其

マ
タ
本
邦
二

渡
リ
シ
所
以
ヲ
述
フ
ベ
シ
蒸
シ
「
ア
リ
ャ
」
種
族
ノ
一
部
ハ
西
方

二
向
テ
移
轄
シ
ナ
ホ
一
部
ハ
東
方
ー
ー
向
テ
故
郷
ヲ
出
テ
シ
ガ
印
度
ノ
音
楽
ヲ
戌

暉
＿
博
ヘ
タ
ル
ハ
即
チ
此
東
方
ー
ー
向
テ
漂
泊
シ
タ
ル
者
ナ
ル
ベ
シ
彼
ノ
支
那
ノ

五
竪
音
階
モ
卸
渡
ョ
リ
出
テ
本
邦
ヘ
ハ
更
二
戌
園
ョ
リ
轄
博
セ
シ
モ
ノ
ヽ
如
シ

方
今
支
那
ノ
音
階
ー
ー
欧
圃
五
声
音
階
卜
符
合
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
本
邦
―
―
於
テ
モ
亦

然
リ
ト
ス
是
レ
其
證
ナ
リ
且
戌
園
二
於
テ
最
モ
古
キ
楽
器
ハ
笛
ニ
シ
テ
本
邦
ニ

於
テ
最
モ
古
キ
架
器
モ
マ
タ
笛
ナ
リ
是
レ
所
謂
向
渡
ノ
「
ク
リ
シ
ナ
」
ヲ
拝
セ

シ
人
民
ョ
リ
博
ハ
リ
タ
ル
架
器

ー
ー
シ
テ
而
シ
テ
其
同
雁
言

リ
支
那
ー
ー
渡
リ
シ
ハ

最
モ
太
古
二
属
シ
黄
帝
ノ
頃
ハ
既
二
世
二
行
ハ
レ
シ
モ
ノ
ト
信
セ
リ
故
二
彼
ノ

黄
帝
命
伶
倫
、
取
竹
靡
締
之
谷
、
以
生
空
痰
厚
釣
者
、
断
雨
節
間
吹
之
、
以
為

黄
鐘
之
宮
ト
イ
ヘ
ル
如
キ
ハ
是
レ
彼
ノ
卸
渡
博
来
ノ
笛
ヲ
模
造
シ
タ
ル
ヲ
イ
ヘ

ル
モ
ノ
ト
ス
何
ト
ナ
レ
バ
帝
之
ヲ
伶
倫
ー
ー
命
シ
タ
ル
ハ
常
時
已
ー
ー
音
楽
ヲ
業
ト

ス
ル
モ
ノ
ア
リ
シ
所
以
ー
ー
シ
テ
其
竹
ヲ
向
渡
二
接
ス
ル
廟
餘
二
取
リ
タ
ル
ハ
笛

二
適
ス
ル
竹
ノ
出
所
ヲ
知
レ
ル
所
以
ヲ
證
シ
両
節
ノ
間
ヲ
断
リ
之
ヲ
吹
キ
タ
ル

ハ
其
製
法
及
ビ
使
用
ノ
方
法
二
通
ジ
而
シ
テ
其
音
ヲ
以
テ
黄
鐘
ノ
宮
卜
為
シ
タ

ル
ハ
業
已
二
黄
鐘
ノ
宮
タ
ル
音
律
ヲ
熟
知
セ
ル
所
以
ナ
レ
バ
ナ
リ
後
マ
タ
卸
渡

地
方
ョ
リ
笛
曲
ノ
博
ハ
リ
タ
ル
事
二
就
テ
ハ
杜
氏
ノ
通
典
ヲ
見
ル
ニ
横
吹
有
雙

角
、
即
胡
架
也
、
張
怨
入
西
域
、

博
其
法
於
西
京
、
唯
得
摩
詞
兜
勒

一
曲
、
李

延
年
因
胡
曲
、
更
造
新
声
二
十
八
解
、
乗
輿
以
為
武
架
ト
ア
リ
此
事

マ
タ
律
書

架
園
等

ー
ー
モ
見
工

タ
リ
懐
竹
抄
骸
源
紗
等
ー
ー
ハ
張
驀
天
竺

二
渡
リ
初
メ
テ
摩
詞

兜
勒
ノ
一
曲
ヲ
博
フ
ト
モ
云
ヘ
リ
蓋
シ
張
寮
ガ
月
氏
二
使
シ
十
有
三
年
西
域
諸

國
ヲ
暦
遊
シ
テ
帰
リ
シ
ハ
資
治
通
鑑
二
腺
ル
ニ
漢
武
帝
ノ
元
朔
三
年
―
ー
ア
リ
抑

皮
靡
ノ
音
楽
ハ
唐
虞
―
―
一
代
ヨ
リ
周
室
ヲ
歴
テ
漢
―
ー
至
ル
ノ
間
楽
器
モ
多
少
其
数

ヲ
増
シ
且
歴
代
ノ
柴
卜
称
ス
ル
モ
ノ
モ
ア
リ
シ
ャ
ニ
云
ヒ
成
セ
ド
モ
其
実
ハ
漢

ニ
至
リ
第
二
回
印
渡
架
渡
来
ヲ
以
テ
其
中
興
ノ
紀
元
ト
ス
即
チ
張
囃
帰
朝
ノ
後

何
ク
モ
ナ
ク
武
帝
ガ
元
狩
三
年
ヲ
以
テ
始
メ
テ
架
府
ヲ
置
キ
宦
者
李
延
年
ヲ
以

テ
協
律
都
尉
卜
為
シ
司
馬
相
如
等
数
十
人
ヲ
畢
テ
詩
賦
歌
章
ヲ
造
為
セ
シ
メ
以

テ
音
楽
ノ
振
興
ヲ
謀
リ
シ
如
キ
ハ
誠
ト
ニ
前
代
未
聞
ノ
盛
學
卜
云
ベ
シ
後
マ
タ

殊
二
明
帝
ノ
時
佛
法
中
國
二
入
ル
ヨ
リ
重
諄
来
貢
男
伎
者
也
其
後
國
子
為
沙

門
、
来
遊
又
博
其
方
音
、

漢
安
帝
時
天
竺
獣
伎
等
ノ
事
文
獣
通
考
二
歴
載
ス
ル

如
ク
益
ミ
卸
渡
架
渡
来
ノ
大
道
ヲ
聞
キ
是
二
於
テ
カ
遂
二
伎
圃
架
ハ
漢
廷
ヲ
以

テ
大
成
セ
リ
ト
云
フ
モ
証
言

ニ
ア
ラ
ザ
ル
ヲ
致
セ
リ
後
漢
以
後
一＿
一
國
晋
南
北
朝

等

二
及
プ
マ
デ
ハ
概
ネ
漢
ノ
制
二
傲
フ
梁
ノ
武
帝
ハ
頗
ル
音
律
二
達
シ
自
ラ
四

通
ヲ
制
セ
シ
ホ
ド
ノ
人
物
ナ
レ
バ
音
楽
ヲ
隆
興
シ
タ
ル
ハ
言
ヲ
埃
タ
ズ
隋
文
帝

ハ
開
皇
ノ
初
メ
ニ
詔
ヲ
下
ダ
シ
テ
七
部
架
ヲ
置
キ
即
チ
天
竺
架
ヲ
其
一
部
架
卜

為
シ
タ
リ
初
メ
テ
音
楽
ヲ
雅
俗
ノ
ニ
部
二
分
チ
シ
モ
マ
タ
此
文
帝
ノ
時
二
在
リ

唐
高
祖
武
徳
九
年
二
太
常
少
卿
祖
孝
孫
等
二
詔
シ
テ
更
二
雅
架
ヲ
考
定
セ
シ
ム

孝
孫
以
為
ラ
ク
梁
陳
ノ
架
ハ
呉
楚
ノ
竪
多
ク
周
齊
ノ
楽
ハ
胡
虜
ノ
音
多
シ
ト
是

ニ
於
テ
南
北
ヲ
勘
酌
シ
参
フ
ル
ニ
古
竪
ヲ
以
テ
シ
卒
二
太
宗
ノ
貞
観
二
年
二
至

ル
マ
デ
ニ
唐
雅
楽
凡
八
十
四
調
三
十
一
曲
十
二
和
ヲ
作
ル
マ
タ
豫
テ
協
律
郎
張

文
収
二
詔
シ
テ
孝
孫
卜
同
ジ
ク
之
ヲ
修
定
セ
シ
ム
即
チ
其
六
月
乙
酉
孝
孫
等
新

楽
ヲ
奏
シ
以
テ
叡
聴
二
供
シ
タ
リ
太
宗
ガ
即
位
ノ
初
メ
群
臣
ヲ
宴
シ
秦
王
破
陳

架
ヲ
奏
セ
シ
事
ハ
載
テ
正
史
ニ
ア
リ
爾
後
モ
宴
會
ニ
ハ
必
ズ
之
ヲ
用
ヒ
シ
ト
ソ

蓋
シ
此
架
ハ
太
宗
初
メ
秦
王
タ
リ
シ
ト
キ
劉
武
周
ヲ
破
ラ
レ
シ
軍
中
ノ
作
二
係

ル
ヲ
以
テ
其
本
ヲ
忘
レ
ザ
ル
ヲ
示
ス
ノ
意

二
出
テ
タ
リ
是
ヨ
リ
音
楽
ハ
代
ヲ
逐
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テ
旺
盛
二
赴
キ
唐
室
全
盛
ノ
時
二
至
テ
ハ
内
外
ノ
教
坊
二
千
人
梨
園
弟
子
三
百

人
二
及
ビ
其
他
宜
春
雲
詔
ノ
諸
院
及
ビ
披
庭
ノ
伎
ハ
其
数
ニ
ア
ヅ
カ
ラ
ズ
マ
タ

太
常
ノ
架
エ
ハ
萬
餘
戸
二
至
レ
リ
盛
ナ
リ
ト
云
ベ
シ
蓋
シ

Iiノ
音
楽
ハ
唐
室

ヲ
以
テ
極
進
ノ
度
二
達
セ
シ
モ
ノ
ニ
シ
テ
其
本
邦
二
博
ハ
リ
シ
モ
マ
タ
唐
室
ヲ

以
テ
殆
ド
其
限
リ
ト
ス

本
邦
最
古
ノ
楽
器
ト
ス
ル
笛
ハ
其
博
来
甚
夕
薔
シ
論
者
或
ハ
此
笛
ヲ
以
テ
秦

徐
福
ガ
博
フ
ル
ト
コ
ロ
ナ
リ
ト
ナ
シ
欧
陽
公
文
集
日
本
刀
歌
二
徐
福
行
時
書
未

焚
逸
書
百
篇
今
尚
存
ト
ア
ル
ハ
是
其
證
ナ
リ
ト
イ
ヘ
リ
雅
架
ノ
博
来
ハ
三
韓
ノ

朝
貢
以
来
二
属
シ
三
韓
ノ
朝
貢
ハ
人
王
十
代
崇
神
天
皇
ノ
頃
ョ
リ
始
レ
リ
漢
書

モ
已
二
此
頃
渡
来
シ
爾
後
彼
國
ヨ
リ
文
學
技
藝
ノ
百
工
ヲ
暦
朝
二
貢
進
シ
タ

レ

バ
楽
人
モ
其
中
二
在
リ
シ
事
明
カ
ナ
リ
蓋
シ
三
韓
ノ
楽
ハ
箕
子
ガ
博
フ
ル
ト
コ

ロ
ニ
シ
テ
印
度
ノ
架
ノ
初
メ
テ

Ii-―
渡
リ
シ
後
ナ
ホ
何
ク
モ
ナ
ク
更
二
轄
博

セ
シ
モ
ノ
ニ
係
リ
却
テ
其
純
質
ヲ
保
有
セ
ル
ア
ル
モ
ノ
ヽ
如
シ
其
本
邦
二
渡
リ

シ
事
ノ
明
文
ヲ
國
史
二
掲
ケ
タ
ル
ハ
人
王
十
九
代
允
恭
天
皇
紀
二
四
十
二
年
正

月
戊
子
天
皇
崩
云
々
新
羅
王
聞
天
皇
既
崩
、
驚
愁
之
、
貢
上
調
船
八
十
艘
及
種

々
架
人
八
十
云
云
ト
ア
ル
ヲ
始
ト
ス
マ
タ
人
王
三
十
代
欽
明
天
皇
十
五
年
二
月

百
演
ョ
リ
別
二
勅
ヲ
奉
ジ
テ
架
人
徳
三
斤
等
数
人
ヲ
貢
シ
且
請
二
依
テ
代
ラ
シ

ム
ト
ア
リ
マ
タ
欽
明
天
皇
元
年
秦
漢
及
ヒ
諸
蕃
投
化
者
ヲ
検
シ
七
千
五
十
三
戸

ヲ
諸
國
二
編
貫
セ
ラ

レ
シ
一

事
ヲ
以
テ
モ
業
已
二
学
藝
百
エ
ノ
人
ノ
渡
リ
シ
ハ

辮
ヲ
挨
タ
ズ
シ
テ
知
ル
ベ
シ
百
演
人
味
摩
之
帰
化
シ
テ
呉
國
二
学
習
セ
ル
伎
架

ノ
舞
ヲ
博
ヘ
タ
ル
ハ
人
王
十
四
代
推
古
天
皇
ノ
ニ
十
年
二
在
リ
且
欽
明
天
皇
十

三
年
佛
法
我
邦
二
渡
来
セ
シ
ョ
リ
百
般
ノ
佛
事
起
リ
音
架
モ
随
テ
世
二
行
ハ
レ

會
マ
聖
徳
太
子
ノ
出
テ
天
下
二
令
ヲ
布
キ
偏
ネ
ク
伎
架
舞
架
ヲ
学
習
セ
シ
メ
玉

ヒ
シ
ョ
リ
架
道
遂

二
勃
興
セ
リ
國
朝
夙
二
音
楽
ノ
効
用
ヲ
看
破
シ
且
之
ヲ
享
有

セ
ラ
レ
シ
ハ
抑
此
聖
徳
太
子
ニ
シ
テ
太
子
ガ
守
屋
太
臣
ヲ
討
タ
レ
シ
ト
キ
モ
現

二
陪
譴
ヲ
奏
シ
テ
其
軍
ヲ
進
メ
ラ
レ
タ
リ
ト
イ
ヘ
リ
人
王
四
十
一
代
天
武
天
皇

紀
二
十
二
年
春
正
月
云
云
奏
高
麗
百
演
新
羅
三
國
架
於
庭
中
云
云
同
四
十
二
代

持
統
天
皇
紀
二
七
年
正
月
云
云
漢
人
等
奏
踏
歌
云
云
ト
ア
ル
ハ
共
二
雅
楽
ノ
朝

廷
二
用
ヰ
ラ
レ
シ
紀
元
ト
ス
同
四
十
三
代
文
武
天
皇
ノ
朝
二
成
リ
シ
大
賓
ノ
令

二
歌
師
歌
女
師
歌
人
歌
女
棚
師
儲
生
笛
生
笛
エ
ナ
ド
ア
ル
ヲ
伊
藤
長
胤
ノ
制
度

通
ニ
コ
レ
ハ
何
レ
モ
本
図
ノ
架
師
ト
ミ
エ
タ
リ
ト
解
説
セ
リ
因
テ
考
フ
ル
ニ

此

等
ハ
即
チ
唐
三
韓
等
ノ
架
家
ヲ
採
用
シ
テ
在
来
ノ
歌
二
節
ヲ
附
ケ
舞
ノ
手
ヲ
撰

マ
シ
メ
シ
人
ヲ
イ
ヘ
ル
モ
ノ
ナ
ラ
ン
其
文
中
二
榮
ノ
字
ノ
ナ
キ
ヲ
以
テ
モ
其
稽

ミ
音
楽
卜
称
ス
ル
ニ
足
ラ
ザ
ル
モ
ノ
タ
ル
事
言
ヲ
待
タ
ザ
ル
ナ
リ
次
二
叙
シ
テ

唐
架
師
、
高
麗
架
師
、
百
洞
架
師
、
新
羅
楽
師
云
云
ト
ア
ル
ハ
共
二
規
律
ノ
正

シ
キ
音
架
ヲ
イ
ヘ
ル
事
特

二
楽
ノ
字
ヲ
加
ヘ
タ
ル
一
点
ヲ
以
テ
モ
之
ヲ
断
了
ス

ル
ニ
足
レ
リ
由
是
観
之
嘗
時
ノ
音
楽
ハ
殆
ド
唐
高
麗
百
演
及
ビ
新
羅
ノ
架
二
帰

セ
リ
ト
云
フ
モ
可
ナ
リ
且
姦
二
笛
生
笛
エ
ナ
ド
ノ
名
ノ
ミ
見
ュ
ル
モ
マ
タ
笛
ノ

所
謂
最
古
楽
器
タ
ル
所
以
ニ
シ
テ
笙
箪
築
琵
琶
琴
悲
笙
篠
鶏
鼓
等
ノ
如
キ
諸
架

器
ハ
ミ
ナ
後
来
ノ
輸
入
二
係
リ
営
時
未
ダ
之
ヲ
用
ヰ
ザ
リ
シ
所
以
ナ
ル
ヲ
知
ル

ベ
シ
然
リ
而
シ
テ
此
二
所
謂
唐
架
ナ
ル
モ
ノ
ハ
其
博
来
ヲ
按
ズ
ル
ニ
由
テ
来
ル

マ
タ
已
二
久
シ
蓋
シ
従
来
我
邦
ノ
文
物
ハ
概
ネ
之
ヲ
三
韓
二
取
リ
人
王
三
十
二

三
代
二
至
テ
ハ
文
化
頗
ル
蔚
興
セ
リ
然
ル
ニ
営
時
三
韓
ハ
兵
革
相
尋
キ
其
文
學

日
二
衰
類
シ
而
シ
テ
我
文
学
ハ
日
月
二
上
進
シ
厩
戸
皇
子
ノ
如
キ
秀
才
積
學
輩

出
シ
テ
遠
ク
三
韓
學
者
ノ
上
二
超
過
セ
リ
因
テ
朝
庭
更
二
道
ヲ
海
外
二
求
ム
是

ニ
於
テ
カ
遣
隋
唐
使
ノ
畢
ア
リ
則
チ
推
古
天
皇
十
五
年
始
メ
テ
小
野
妹
子
ヲ
隋

図
二
派
遣
セ
ラ
レ
シ
ョ
リ
爾
後
遣
隋
唐
正
副
使
學
生
學
僧
等
陸
績
往
来
シ
制
度

文
物
凡
百
ノ
事
業
皆
師
法
ヲ
彼
二
取
レ
リ
是
レ
隋
唐
ノ
架
マ
タ
我
邦
二
渡
来
セ
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ル
所
以
ー
ー
シ
テ
即
チ
我
邦
ノ
音
楽
史
上
一
大
紀
元
ヲ
開
キ
シ
モ
ノ
ナ
リ
但
シ
此

際
二
渡
来
セ
ル
各
楽
曲
器
架
士
ノ
名
籍
、
博
統
ノ
由
緒
等
ハ
煩
擾
ヲ
厭
ヒ
之
ヲ

省
略
ス
其
詳
細
ハ
載
テ
麓
源
紗
、
楽
家
録
、
架
道
類
緊
等
二
在
リ
就
テ
見
ル
ベ

シ
然
リ
而
シ
テ
世
二
所
謂
雅
架
中
林
邑
乱
声
、

菩
薩
、
迦
陵
頻
、
胡
飲
酒
、
蘇

莫
者
、
抜
頭
、
陪
瞳
、
輪
鼓
揮
脱
、
剣
氣
揮
脱
、
河
水
架
、
青
海
波
、
安
摩
、

扶
南
、
蘇
合
、
河
南
浦
等
ノ
如
キ
ハ
マ
タ
皆
灰
巴
博
来
ノ
架
ナ
リ
是
レ
即
チ
卸

渡
楽
ノ
支
那
ヲ
歴
テ
日
本
一
＿
渡
レ
ル
史
博
ノ
歴
然
タ
ル
モ
ノ
ト
ス
且
其
安
摩
ノ

如
キ
ハ
笛
ノ
ミ
ヲ
以
テ
演
奏
ス
ル
ト
コ
ロ
ニ
シ
テ
印
度
ー
ー
於
テ
モ
マ
タ
殊
二
古

楽
二
属
ス
ル
ヲ
知
ル
ベ
シ
倍
斯
ノ
如
ク
唐
架
等
頻
リ
ー
ー
渡
来
セ
シ
ョ
り
朝
廷
ノ

大
儀
ハ
云
二
及
バ
ズ
堂
塔
ノ
開
眼
供
養
其
他
民
間
ノ
小
儀
二
至
ル
マ
デ
畢
テ
斯

楽
ヲ
用
フ
ル
ノ
風
俗
ヲ
成
セ
リ
其
情
際
ハ
江
家
次
第
及
ビ
其
他
ノ
家
記
ヲ
見
テ

モ
之
ヲ
概
知
ス
ル
ニ
足
レ
リ
寧
架
ノ
朝
ー
ー
於
テ
ハ
人
王
四
十
六
代
聖
武
天
皇
佛

道
二
由
テ
之
ヲ
大
用
セ
ラ
レ
シ
ヲ
始
ト
シ
平
安
二
遷
都
ノ
後
モ
人
王
五
十
二
代

嵯
峨
天
皇
同
五
十
四
代
仁
明
天
皇
ノ
両
主
殊
ー
ー
音
楽
ヲ
好
マ
セ
玉
ヒ
就
中
仁
明

天
皇
ハ
斯
道
二
堪
能
ー
ー
オ
ハ
シ
マ
セ
シ
カ
バ
親
ラ
架
曲
ヲ
モ
作
ラ
セ
玉
ヒ
シ
ホ

ド
ニ
テ
是
ョ
リ
歴
代
ノ
聖
主
ハ
言
ー
ー
及
ハ
ズ
公
卿
以
下
籍
紳
等
二
至
ル
マ
テ
荀

モ
朝
廷
ノ
上
二
趨
走
ス
ル
者
ハ
大
小
ト
ナ
ク
皆
斯
道
二
通
ゼ
ザ
ル
ナ
キ
ー
ー
至
レ

リ
登
盛
ン
ナ
リ
ト
云
ハ
ザ
ル
ベ
ケ
ン
ヤ
然
ル
ニ
人
王
五
十
九
代
宇
多
天
皇
ノ
寛

平
六
七
年
唐
室
ノ
衰
乱
二
際
シ
學
生
等
留
止
ス
ル
ヲ
得
ズ
因
テ
菅
原
道
箕
奏
シ

テ
遣
唐
使
ヲ
罷
メ
シ
カ
バ
留
学
ノ
事
等
遂
ー
ー
麿
止
ー
ー
属
セ
リ
抑
我
邦
中
古
文
運

ノ
衰
類
ヲ
致
セ
シ
ハ
其
兆
ヲ
滋
二
稜
ス
乃
チ
音
楽
モ
マ
タ
コ
ヽ
ニ
於
テ
其
博
来

ノ
途
ヲ
失
セ
リ
故
二
雅
架
ノ
命
脈
ハ
既
ー
ー
是
時
二
絶
エ
タ
リ
ト
云
モ
可
ナ
リ
然

レ
ド
モ
嘗
時
本
國
博
習
以
来
ノ
諸
豪
モ
ナ
ホ
赫
々
タ
ル
ヲ
以
テ
會
ミ
延
喜
天
暦

ノ
隆
盛
ヲ
致
ス
ヲ
得
シ
モ
雅
架
ノ
全
体
二
就
テ
之
ヲ
云
ヘ
バ
其
実
此
等
ハ
僅
カ

二
其
餘
涎
ヲ
引
キ
タ
ル
ニ
外
ナ
ラ
ザ
ル
ベ
シ
然
リ
而
シ
テ
一
麿
一
興
ハ
事
物
ノ

常
理
ニ
シ
テ
新
異
ヲ
好
ム
ハ
人
情
ノ
自
然
ナ
レ
バ
音
架
ノ
外
ョ
リ
入
ル
途
絶
工

テ
後
ハ
人
心
ノ
方
向
一
轄
シ
マ
タ
既
二
内
國
二
崩
生
セ
ル
モ
ノ
ヲ
採
テ
之
ヲ
編

纂
修
定
ス
ル
ノ
点
二
向
ヘ
リ
是
二
於
テ
カ
神
楽
催
馬
榮
東
遊
等
起
ル
俗
楽
モ
マ

夕
是
レ
雅
架
ノ
沈
底
二
乗
シ
テ
起
ル
モ
ノ
ト
ス
蓋
シ
神
楽
ハ
寧
楽
ノ
朝
ニ
モ
豊

楽
院
ノ
中
ナ
ル
清
暑
堂
二
於
テ
臨
時
御
宴
ノ
際
執
行
セ
ラ
レ
シ
事
モ
ア
リ
シ
ガ

朝
廷
ノ
大
儀
二
例
用
セ
ラ
ル
ヽ
ニ
至
リ
シ
ハ
人
王
六
十
六
代
一
條
天
皇
ノ
時
ニ

始
レ
リ
神
楽
歌
ハ
中
右
記
二
捩
レ
バ
天
仁
い
餌
炉
麟

丘
元
年
ノ
撰
定
二
係
ル

ヲ

最
古
ト
ス
ト
イ
ヘ
リ
又
催
馬
架
ハ
讀
赦
訓
抄
二
拠
レ
バ
催
馬
架
ト
イ
フ
曲
ョ
リ

出
デ
タ
リ
ト
イ
フ
其
名
ハ
前
張
ヨ
リ
起
ル
ト
モ
イ
ヒ
我
駒
ヨ
リ
出
ル
ト
モ
イ
フ

者
ア
レ
ド
モ
皆
信
ズ
ル
ニ
足
ラ
ズ
催
馬
榮
ハ
モ
ト
薩
摩
ノ
催
馬
楽
村
二
住
ミ
シ

人
民
ョ
リ
起
リ
シ
ト
ノ
説
或
ハ
中
レ
リ
ト
ス
其
史
乗
ー
ー
見
エ
タ
ル
ハ
三
代
賓
録

貞
観
mA
類
麟
鱈
元
年
ノ
條
―
ー
尚
侍
廣
井
女
王
ノ
事
ヲ
述
ベ
テ
特
二
催
馬
架
ヲ

善
ク
ス
ト
ア
ル
ヲ
始
ト
ス
然
レ
ト
モ
今
博
フ
ル
所
ノ
譜
ハ
人
王
六
十
四
五
代
圏

融
花
山
両
朝
ノ
間
ニ
―
條
左
大
臣
雅
信
公
ノ
撰
定
二
係
ル
ト
イ
ヘ
リ
朗
詠
ハ
延

喜
ノ
頃
ョ
リ
起
リ
東
遊
ハ
貞
観
三
年
三
月
東
大
寺
大
佛
供
養
ノ
條
二
東
舞
ト
ア

ル
ヲ
始
卜
為
シ
東
遊
又
ハ
駿
河
舞
ナ
ド
ト
唱
ヘ
テ
世
二
行
ハ
ル
ヽ
ニ
至
リ
シ
ハ

遥
カ
ニ
後
ノ
事
ナ
リ
ト
ゾ
彼
遣
唐
使
陵
絶
ノ
後
ハ
朝
廷
ノ
架
モ
此
ノ
如
キ
雑
駁

ヲ
極
メ
タ
リ
之
ヲ
要
ス
ル
ニ
雅
架
ハ
次
第
二
興
起
進
往
ノ
カ
喝
キ
維
持
保
存
ノ

一
点
二
帰
着
シ
降
リ
テ
戦
國
乱
離
ノ
世
卜
為
リ
テ
ハ
悉
滅
セ
ザ
ル
ヲ
幸
ト
シ
委

靡
今
日
二
至
ル
ハ
登
マ
タ
斯
道
二
於
テ
遺
憾
ノ
極
卜
云
ハ
ザ
ル
ベ
ケ
ン
ヤ

俗
架
モ
マ
タ
向
渡
博
来
ノ
雑
架
ョ
リ
変
出
セ
ル
モ
ノ
ニ
テ
其
勃
興
セ
シ
所
以

ハ
雅
柴
ノ
衰
退
蜻
縮
セ
ル
ト
其
勢
力
上
流
士
人
二
止
リ
テ
下
民
二
及
バ
ザ
ル
ト

二
帰
因
セ
リ
然
リ
而
シ
テ
今
ノ
所
謂
俗
架
ハ
其
種
固
ヨ
リ
多
雑
ナ
リ
ト
イ
ヘ
ド
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モ
基
本
ヲ
類
推
ス
ル
ニ
概
ネ
皆
彼
ノ
猿
架
雑
戯

二
出
テ
タ
ル
モ
ノ
ヽ
如
シ
猿
榮

ハ
散
架
ノ
瑕
字
ニ
テ
マ
タ
散
更
ト
モ
イ
ヘ
リ
即
チ
文
獣
通
考

二
散
榮
雑
戯
多
幻

術
、
皆
出
西
域
、
始
於
善
幻
人
至
中
図
、
後
漢
安
帝
時
、
自
是
歴
代
有
之
ト
ア

ル
是
ナ
リ
其
支
那
ョ
リ
我
邦
二
博

ハ
リ
シ
ハ
遣
唐
使
以
来
二
在
リ
但
シ
人
王
六

十
二
代
村
上
天
皇
御
製
ノ
散
榮
策
ニ
ハ
島
滸
来
朝
而
有
解
願
之
観
卜
書
セ
玉
ヒ

テ
散
楽
ハ
嗚
滸
人
来
朝
シ
テ
始
メ
テ
之
ヲ
演
セ
シ
ャ
ニ
見
ュ
レ
ド
モ
是
レ
恐
ラ

ク
ハ
蕉
史
ノ
誤
ヲ
ウ
ケ
テ
書
セ
玉
ヘ
ル
ニ
ヤ
嗚
滸
人
来
朝
ノ
事

ハ
イ
カ
ゞ
卜
嬉

遊
笑
覧
二
見
エ
タ
リ
本
邦
二
於
テ
其
史
籍
二
顕
ハ
レ
タ
ル
ハ
三
代
賓
録
貞
観
三

年
六
月
廿
八
日
ノ
條
二
有
雑
伎
散
楽
透
撞
究
榔
云
云
之
戯
ト
ア
ル
ヲ
始
ト
シ
同

書
元
慶
四
年
庚
子
秋
七
月
廿
九
日
ノ
條
ニ
モ
マ
タ
右
近
衛
内
蔵
富
繊
長
尾
米
組

善
散
楽
令
人
大
笑
云
云
ト
ア
リ
然
レ
バ
散
架

ハ
清
和
天
皇
ノ
時
頃
ョ
リ
始
レ
リ

ト
ス
然
レ
ド
モ
宇
多
天
皇
ノ
御
宇
即
チ
陵
遣
唐
使
以
後
ハ
猿
榮
モ
マ
タ
人
心
ノ

風
潮
二
沿
フ
テ
一
変
シ
遂
二
新
猿
架
ノ
名
ア
リ
藤
原
明

衡

贔

謬

酎

譴

噸

新
猿
楽
記
ヲ
以
テ
知
ル
ベ
シ
此
新
猿
架
中
ニ
ハ
田
植
ノ
時
農
夫
ノ
労
ヲ
慰
ム
ル

任
方
ノ
曲
ナ
ド
モ
出
来
シ
之
ヲ
名
ヅ
ケ
テ
田
架
ト
イ
ヒ
シ
ガ
後
其
一
種
ノ
歌
舞

ト
為
リ
シ
ハ
人
王
七
十
三
代
堀
河
天
皇
ノ
時
二
在
リ
永
長
元
年
夏
洛
陽
田
榮
ノ

流
行
セ
シ
事

ハ
大
江
匡
房
ノ
洛
陽
田
柴
記
二
詳
ナ
リ
是
ョ
リ
田
架
頻
リ
ニ
流
行

シ
猿
楽
ハ
一
旦
衰
ヘ
タ
リ
田
楽
ハ
其
後
本
座
新
座
卜
分
レ
互
二
其
業
ヲ
競
ヘ
リ

太
平
記
二
人
王
九
十
六
代
後
醍
醐
天
皇
ノ
元
弘
年
間
田
架
一

層
洛
中
二
流
行
シ

貴
賤
之
ヲ
玩
フ
北
條
高
時
之
ヲ
聞
キ
新
座
本
座
ノ
田
架
ヲ
鎌
倉
二
呼
下
シ
興
行

セ
シ
メ
タ
リ
已
ニ
シ
テ
北
條
滅
ヒ
南
北
ノ
乱
ト
ナ
リ
テ
モ
足
利
尊
氏
マ
タ
甚
ダ

之
ヲ
好
メ
リ
貞
和
五
年
十
月
十
一
日
四
條
橋
ヲ
架
セ
ン
ト
シ
テ
勧
進
ノ
タ
メ
ニ

新
座
本
座
ノ
田
榮
ヲ
合
セ
テ
競
能
ヲ
四
條
河
原
二
興
行
ス
揮
録
大
臣
将
軍
ヲ
始

メ
之
二
臨
ミ
朝
野
群
衆
ヲ
極
ム
此
時
彫
馘
、
拍
子
、
刀
玉
等
ノ
曲
終
リ
タ
ル
後

新
座
J
榮
屋
ヨ
リ
新
工
夫
ヲ
設
ケ
テ
猿
楽
ヲ
出
セ
シ
ニ
群
衆
皆
興
ヲ
催
シ
ニ
百

四
十
九
間
ノ
桟
敷
倒
レ
テ
死
傷
多
カ
リ
シ
ト
云
フ
是
レ
猿
楽
ノ
再
変
シ
テ
世
ニ

出
テ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
今
ノ
猿
楽
ノ
正
シ
キ
書

二
見
エ

タ
ル
始
ト
ス
然
リ
而
シ

テ
此
前
後
ハ
戌
園
ノ
雑
劇
ノ
再
ヒ
我
邦
二
入
来
リ
シ
時
代
ニ
テ
新
井
白
石
ノ
俳

優
考
ニ
モ
云
ヘ
ル
ア
リ
鎌
倉
ノ
末
室
町
ノ
始
―
ー
ハ
漸
ク
漢
土
へ
往
来
セ
ル
人
ノ

多
ケ
レ
バ
彼
元
朝
ニ
テ
盛
二
行
ハ
レ
シ
博
奇
雑
劇
ナ
ド
云
フ
態
ヲ
見
聞
シ
ャ
ガ

テ
田
榮
猿
架
ノ
輩
ノ
古
ヘ
ニ
有
シ
事
ノ
悦
ブ
ベ
ク
恐
ル
ベ
ク
楽
シ
ム
ベ
ク
驚
ク

ベ
キ
事
ナ
ド
ヲ
謡
ヒ
モ
ノ
ヽ
詞
二
作
リ
ナ
シ
テ
歌
ヒ
舞
ケ
ル
也
此
レ
彼
ノ
雑
榮

散
更
ノ
餘
風
ナ
ル
ガ
一
変
シ
テ
博
奇
雑
劇
J
恒
二
傲
ヘ
ル
ハ
先
ッ
田
楽
二
始

レ

ル
ナ
ル
ベ
シ
ト
イ
ヘ
リ
以
テ
徴
ス
ベ
シ
足
利
ノ
始
ョ
リ
猿
楽
ノ
能
マ
タ
漸
ク
行

ハ
レ
應
永
文
安
ノ
頃
マ
デ
ハ
田
楽
卜
封
行
ノ
サ
マ
ナ
リ
シ
ガ
終
二
猿
楽
盛
ニ
ナ

リ
テ
田
楽
ハ
麿

レ
タ
リ
足
利
義
満
ノ
時

二
伊
賀
國
服
部
某
ガ
猿
架
ヲ
能
ス
ト
聞

キ
其
頃

二
始
メ
テ
置
キ
シ
童
坊
ノ
役
ニ
カ
カ
ヘ
観
阿
蒲
卜
名
乗
ラ
セ
猿
架
ヲ
謡

ヒ
舞
ハ
セ
テ
之
ヲ
賞
玩
セ
リ
此
観
阿
禰
ハ
即
チ
観
世
流
謡
ノ
遠
祖
ナ
リ
保
生
流

ハ
マ
タ
比
観
世
ョ
リ
出
テ
タ
リ
マ

タ
観
阿
禰
ノ
頃
竹
田
ノ
住
人
輝
竹
ト
イ
フ
者

ア
リ
猿
楽

二
堪
能
ニ
シ
テ
且
和
漢
ノ
オ
學
二
長
シ
新
曲
ノ
作
ヲ
以
テ
業
ト
セ
リ

此
禰
竹
ハ
猿
架
ノ
薔
家
田
備
ノ
後
ヲ
継
興
ス
之
ヲ
金
春
ト
ス
金
剛
ハ
マ
タ
此
金

春
流
ョ
リ
分
出
セ
リ
且
狂
言
モ
マ
タ
皆
田
柴
猿
楽

二
附
属
シ
タ
ル
能
狂
言
ヨ
リ

出
テ
タ
リ
今
ノ
長
唄
ハ
マ

タ
重
モ
ニ
能
狂
言
ョ
リ
変
出
セ
ル
モ
ノ
ナ
リ
元
和
頃

杵
屋
勘
五
郎
ト
イ
ヘ
ル
者
ア
リ
マ
タ
猿
若
勘
五
郎
ト
モ
イ
ヘ
リ
猿
若
ハ
猿
柴
ョ

リ
出
テ
タ
ル
称
ナ
リ
即
チ
此
勘
五
郎
狂
言
師
ニ
シ
テ
小
唄
ヲ
善
ク
シ
一
派
ヲ
開

キ
タ
リ
之
ヲ
長
唄
ノ
元
祖
ト
ス
杵
屋
ハ
ナ
ホ
長
唄
ヲ
以
テ
業
ト
セ
リ
其
枝
葉
マ

夕
少
シ
ト
セ
ズ
マ
タ
中
古
琵
琶
法
師
ナ
ル

モ
ノ
ア
リ
シ
ガ
琵
琶
法
師
ノ
物
語
ハ

明
衡
ノ
新
猿
架
記
中
二
在
ル
曲
名
ノ

l

ニ
シ
テ
其
先
ハ
即
チ
新
猿
架
ョ
リ
出
デ
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タ
リ
而
シ
テ
此
琵
琶
法
師
ノ
物
語
ハ
彼
朝
二
之
ヲ
陶
真
ト
イ
ヘ
リ
莞
山
堂
外
記

二
杭
州
男
女
菩
者
、
多
学
琵
琶
、
喝
古
小
説
平
話
、
以
覚
衣
服
謂
之
陶
真
ト
ア

ル
即
是
ナ
リ
琵
琶

ハ
モ
ト
同
渡
ノ
古
楽
器
ニ
シ
テ
其
原
語

二
之
ヲ
「
ビ
ナ
」
ト

イ
ヘ
ル
モ
ノ
ヨ
リ
出
ツ
支
那
ノ
書

二
琵
琶

ハ
胡
中
二
出
ル
ト
ア
ル
ハ
即
チ
其
印

渡
ョ
リ
渡
リ
シ
ヲ
イ
ヘ
ル
ナ
リ
琵
琶
ノ
我
邦
二
渡
リ
シ
ハ
承
和
ノ
遣
唐
使
藤
原

貞
敏
ガ
唐
ノ
廉
承
武
二
得
テ
博
フ
ル
ヲ
始
メ
ト
ス
借
琵
琶
法
師
ノ
物
語
ノ
一
変

セ
シ
モ
ノ
ハ
平
家
ナ
リ
平
家

ハ
人
王
八
十
二
代
後
鳥
羽
天
皇
ノ
時
信
濃
前
司
行

長
入
道
源
平
盛
衰
記
ヨ
リ
撰
ミ
テ
平
家
物
語
ヲ
作
リ
之
ヲ
琵
琶
法
師
生
佛
二
教

ヘ
語
ラ
セ
ケ
ル
ニ
生
佛
ノ
平
家
ヲ
語
ル
事
他
二
勝
絶
セ
シ
ニ
ヤ
後
ハ
平
家
ノ
ミ

流
行
シ
琵
琶
法
師
ノ
物
語
ヲ
平
家
卜
呼
倣
ス
ニ
至
リ
シ
ヲ
以
テ
其
起
源
ト
ス
平

家
ノ
マ
タ

一
変
セ
シ
モ
ノ
ハ
浄
瑠
璃
ナ
リ
浄
瑠
璃
ハ
平
家
物
語
十
二
段
二
擬
シ

テ
浄
瑠
璃
御
前
十
二
段
草
子
卜
名
ッ
ケ
タ
ル
物
語
ヲ
濫
籐
ト
ス
故
二
浄
瑠
璃

ハ

語
ル
ト
イ
ヒ
又
浄
瑠
璃
節
卜
云
ナ
リ
浄
瑠
璃
ノ
作
者
ハ
通
俗

二
織
田
信
長
ノ
侍

女
小
野
阿
通
ナ
リ
ト
ス
レ
ド
モ
此
事

ハ
還
魂
紙
料

―
ー
モ
論
ズ
ル
如
ク
妄
説
ニ
シ

テ
享
禄
四
年
ノ
宗
長
日
記
天
文
九
年
ノ
守
武
千
旬
等

―
ー
拠
リ
テ
モ
其
起
リ
ハ
概

ネ
足
利
義
晴
ノ
頃
ナ
ル
ベ
シ
浄
瑠
璃

ハ
琵
琶
法
師
瀧
野
澤
住

ョ
リ
興
リ
目
貫
屋

長
三
郎
薩
摩
浮
雲
等
之
二
嗣
キ
後
二
薩
摩
、
長
門
、
虎
屋
、
左
内
等
二
分
レ
薩

摩

ハ
更
二
淡
路
大
薩
摩
、
下
リ
薩
摩
、
土
佐
等
ノ
数
家
卜
為
リ
長
門
ハ
半
太
夫

河
東
等

二
分
レ
虎
屋
ハ
伊
勢
島
、
角
太
夫
喜
太
夫
播
摩
等

二
分
レ
播
摩
ヨ
リ
義

太
夫
ヲ
出
シ
角
太
夫
ョ
リ
文
禰
、
一
中
、

宮
古
路
等
ヲ
出
シ
宮
古
路
ョ
リ
新
内
、

常
盤
津
ヲ
出
シ
常
盤
津
ヨ
リ
富
本
、
富
本
ョ
リ
清
元
ヲ
出
ス
等
其
枝
葉
末
流
毛

拳

二
追
ア
ラ
ズ
又
佛
家
二
梵
唄
声
明
等
ア
リ
梵
唄
声
明
ハ
罷
源
紗
架
道
類
緊
等

ヲ
見
ル
ニ
承
和
四
年
六
月
十
七
日
慈
覺
大
師
ガ
唐
ノ
竹
林
寺
二

入
テ
引
声
念
佛

ヲ
法
道
和
尚
ヨ
リ
博
受
セ
シ
ニ
大
師
ノ
音
不
足
ニ
シ
テ
其
音
曲
ヲ
得
ガ
タ
ク
故

二
笛
ヲ
以
テ
之
ヲ
渋
河
鳥

二
合
セ
テ
習
得
セ
リ
ト
ア
リ
是
即
チ
ト
梵
唄
声
明
ノ

博
リ
シ
由
来
ナ
リ
然

レ
ト
モ
此
梵
唄
声
明
モ
マ
タ
印
度
博
来
ノ
モ
ノ
ニ
シ
テ
其

由
来
ハ
繹
氏
要
覧
、
法
苑
珠
林
、
笈
埃
隧
筆
等
二
詳
カ
ナ
リ
引
声
阿
禰
陀
経
跛

二
云
ク
引
声
阿
蒲
陀
経
者
在
昔
慈
覺
大
師
於
五
豪
山
博
此
曲
節
云
云
卜
今
ノ
声

明
ハ
更
二
是
ヨ
リ
起
リ
其
流
派
種
々
二
分
ル
其
明
細
ハ
魚
山
螢
芽
集
二
見
ュ
声

明
ハ
即
チ
後
世
ノ
歌
念
佛
、
歌
説
経
、
念
佛
踊
、
説
経
、
典
八
郎
歌
念
佛
、
等

ノ
遠
源
ナ
リ
念
佛
踊
卜
能
狂
言
ト
ノ
婚
シ
テ
生
セ
シ
ハ
歌
舞
妓
ナ
リ
歌
舞
妓
ハ

天
正
ノ
頃
京
師
二
於
テ
出
雲
ノ
神
子
阿
國
ガ
為
セ
シ
ヲ
以
テ
始
ト
ス
阿
國
諸
國

ヲ
徘
徊
シ
江
戸
二
来
リ
テ
興
行
セ
シ
ハ
慶
長
十
一
年
ナ
リ
ト
イ
ヘ
リ
落
穂
集
二

拠
レ
ハ
江
戸
町
割
ノ
始
茨
原
町
二
女
歌
舞
妓
ヲ
願
出
デ
開
キ
タ
リ
ト
イ
フ
之
ヲ

江
戸
芝
居
ノ
櫂
輿
ト
ス
已
ニ
シ
テ
元
和
ノ
頃
女
歌
舞
妓
ヲ
停
止
セ
ラ
ル
尋
テ
猿

若
彦
作
若
衆
歌
舞
妓
ヲ
願
出
テ
之
ヲ
今
ノ
中
橋
廣
小
路
辺
二
開
ク
マ
タ
寛
永
九

年
頃
泉
州
堺
ノ
若
衆
歌
舞
妓
師
村
山
又
三
郎
江
戸
二
来
リ
テ
芝
居
ヲ
堺
町
二
始

ム
此
頃
ョ
リ
猿
若
座
モ
堺
町
二
移
レ
リ
江
戸
浄
瑠
璃
ノ
元
祖
薩
摩
浮
雲
モ
マ
タ

泉
州
堺
ヨ
リ
江
戸

二
来
リ
一
派
ヲ
開
キ
寛
永
ノ
頃
堺
町

二
操
座
ヲ
始
メ
猿
若
村

山
両
座
ノ
歌
舞
妓
及
ヒ
説
経
太
夫
ノ
操
座
卜
繁
昌
ヲ
競
フ
蓋
シ
操
座
ハ
古
ノ
所

謂
愧
儡
子
ニ

シ
テ
愧
儡
子
ハ
大
江
匡
房
ノ
愧
儡
子
記
二
詳
カ
ナ
リ
鎌
倉
足
利
ノ

頃
モ
世
二
行
ハ
レ
タ
リ
是
レ
マ
タ
彼
ノ
散
架
雑
戯
二
出
ヅ
浮
瑠
璃
ハ
初
メ
一
番

ヅ
ヽ
ノ
モ
ノ
多
カ
リ
シ
ガ
薩
摩
浮
雲
始
メ
テ
ニ
番
三
番
績
ノ
浮
瑠
璃
ヲ
作
ル
ト

イ
ヘ
リ
天
神
記
ハ
延
享
三
年
八
月
成
リ
忠
臣
蔵
ハ
寛
延
元
年
二
成
ル
要
ス

ル
ニ

十
有
餘
段
モ
績
キ
タ
ル
長
物

ハ
多
ク
此
時
代
二
出
テ
タ
リ
浄
瑠
璃
ノ
作
者
モ
始

メ
ハ
井
原
西
鶴
ノ
如
キ
俳
諧
師
流
ナ
リ
シ
ガ
近
松
門
左
衛
門
出
テ
竹
本
義
太
夫

ト
相
投
シ
陸
績
名
作
ヲ
以
テ
相
著
ハ
ル

ヽ
ヨ
リ
遂

二
局
面
ヲ
一
変
セ
リ
且
浄
瑠

璃

ハ
始
メ
皆
操

―
ー
用
ヒ
シ
モ
ノ
ナ
リ
シ
ガ
元
禄
享
保
ノ
頃
ョ
リ
歌
舞
妓
俳
優
モ
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本
色
J
踊
ノ
ミ
ヲ
専
門
ト
セ
ズ
人
形
J
仕
形
ヲ
模
シ
テ
段
績
キ
ノ
芝
居
ヲ
為
シ

旧
風
ヲ
一
変
シ
テ
今
ノ
芝
居
卜
為
リ
タ
リ
始
メ
テ
浄
瑠
璃

二
説
経
歌
念
佛
ヲ
附

和
シ
テ
漸
々
節
奏
ヲ
易

ヘ
タ
ル
ハ
江
都
創
業
J
頃
ニ
シ
テ
マ
タ
之
ヲ
三
味
線
二

合
セ
テ
曲
調
ヲ
進
メ
タ
ル
ハ
瀧
野
澤
住
二
始
レ
リ
ト
ス
レ
ド
モ
其
専
ラ
流
行
セ

シ
ハ
寛
永
以
後
ニ
ア
リ
長
唄
ノ
流
行
シ
タ
ル
モ
喜
三
郎
ガ
之
ヲ
三
味
線
二
合
セ

タ
ル
モ
マ
タ
此
頃
ョ
リ
始
レ
リ
ト
ス
三
味
線
ハ
通
俗
二
琉
球
ヨ
リ
渡
レ
リ
ト
ス

ト
イ
ヘ
ド
モ
嬉
遊
笑
覧

―
ー
ハ
貞
宜
ガ
浅
草
舟
行
ノ
記
二
三
線

ハ
蛇
皮
小
弓
ハ

「
ラ
ヘ
イ
カ
」
ト
イ
ヘ
ル
モ
誤
レ
リ
按
ス
ル
ニ
「
ラ
ヘ
イ
カ
」
ハ
「
バ
ラ
イ
カ
」

ノ
誤

ニ
テ
即
チ
三
絃
ノ
名
ナ
リ
潜
漏
陣

ニ
テ
シ
カ
云
魯
細
亜

ハ
妥―
―
古
ク
渡
リ

来
シ
國
ナ
ラ
ネ
ド
モ
是
ハ
「
ラ
テ
ン
」
語
ナ
ル
ニ
ヤ
欧
羅
巴
洲
ノ
通
称
卜
見
工

タ
リ
云
云
ト
ア
リ
由
是
観
之
三
味
線
ハ
往
時
和
蘭
濁
陶
屑
等
ノ
通
商
ガ
舶
載
ス

ル
ト
コ
ロ
ニ
ア
ラ
ザ
ル
カ
胡
弓
月
琴
等
モ
マ
タ
ミ
ナ
琉
球
ヨ
リ
渡
来
ト
ス
イ
ヘ

リ
太
宰
獨
語
絲
竹
初
心
集
藝
苑
日
渉
等
ヲ
見
ル
ベ
シ
箪
曲
大
意
抄
奥
書
二
腺

レ

バ
箪
モ
或
者
ノ
筑
紫
二
於
テ
異
朝
ノ
人
ヨ
リ
博

ヘ
シ
ヲ
筑
後
國
善
導
寺
ノ
僧
之

ヲ
得
テ
世
二
弘
メ
シ
モ
ノ
ニ
テ
寛
永
ノ
末
二
至
リ
八
橋
検
校
越
天
楽
ノ
「
ふ
き

と
い
ふ
は
草
の
名
」
ノ
歌
ヲ
本
卜
為
シ
組
卜
為
シ
タ
ル
ヨ
リ
大
二
世
二
行
ハ
ル

ト
云
蓋
シ
以
上
二
線
述
ス
ル
ト
コ
ロ
ハ
音
架
源
流
ノ
一
斑
ニ
シ
テ
古
今
沿
革
ノ

全
豹
ヲ
ト
ス
ル
ニ
足
ラ
ズ
然
リ
ト
イ
ヘ
ド
モ
彼
此
ノ
音
架
ノ
其
源
ヲ
向
渡
二
稜

ス
ル
所
以
ハ
古
来
欧
圃
二
行
ハ
レ
シ
音
楽
卜
我
邦
二
行
ハ
ル

ヽ
音
階
卜
相
符
合

ス
ル
ア
ル
一

事
ヲ
以
テ
モ
既
二
之
ヲ
徴
ス
ル
ニ
足
レ
リ
況
ン
ヤ
其
統
緒
歴
然
観

ル
ベ
キ
モ
ノ
ア
ル
ヲ
ヤ

〔手
書
き
〕

（『
昔
監
鰹
伺
書
類
上
下
、
＿
音
楽
取
調
成
績
申
報
書
』
明
治
十
七
年
）

（
六
）
「
明
治
頌
撰
定
ノ
事」

明
治
頌
ノ
撰
定
ハ
始
メ
國
歌
ノ
資
料
ヲ
撰
定
ス
ル
ノ
旨
趣
二
出
デ
タ
リ
其
命

ノ
下
リ
シ
ハ
賓
二
明
治
十
五
年
一
月
ナ
リ
抑
國
歌
ノ
事
タ
ル
聖
世
ノ
大
典
ニ
シ

テ
其
興
カ
ル
ト
コ
ロ
至
重
至
大
ナ

レ
バ
妄
リ
ニ
断
了
ス
ベ
カ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ナ
ル

ヲ
以
テ
汎
ク
海
外
各
國
々
歌
及
ヒ
其
史
博
等
―
―
腺
テ
彼
此
参
互
深
ク
之
ヲ
研
究

セ
シ
ニ
彼
國
々
歌
中
―
ー
ハ
人
心
ノ
向
背
ヲ
決
シ
邦
國
ノ
禍
福
二
興
リ
億
兆
ノ
幸

否
治
道
ノ
進
退
ヲ
来
ス
ニ
至
リ
シ
モ
ノ
彫
シ
ト
セ
ズ
是
ヲ
以
テ
先
ツ
尊
王
愛
國

ノ
大
義

―
ー
基
キ
汎
ク
古
今
ヲ
担
酌
シ
明
治
聖
世
ノ
隆
徳
ヲ
稜
揚
ス
ル
ヲ
以
テ
主

義
卜
為
シ
得
ル
ト
コ
ロ
ノ
歌
按
六
篇
ヲ
以
テ
其
三
月
中
之
ヲ
文
部
卿
二
呈
シ
其

体
裁
内
定
ヲ
請
ヒ
シ
ニ
果
シ
テ
本
掛
ノ
所
見
二
違
ハ
ズ
右
ノ
体
裁
ヲ
以
テ
更
二

一
層
精
選
シ
速
カ
ニ
撰
定
ノ
功
ヲ
竣
へ
稟
申
ス
ベ
キ
ノ
旨
ヲ
得
タ
リ
是
二
於
テ

乎
國
歌
資
料
撰
定
ノ
体
裁
相
決
シ
更
二
規
模
ヲ
張
リ
上
ハ
歴
代
ノ
天
業
ョ
リ
下

ハ
勤
王
愛
國
ノ
偉
勲
二
至
ル
マ
デ
普
ネ
ク
古
今
ノ
故
事
故
賓
ヲ
綜
核
シ
國
證
ノ

在
ル
ト
コ
ロ
ヲ
研
究
シ
且
本
邦
和
歌
ノ
作
法
雅
俗
架
ノ
規
則
及
ビ
西
架
ノ
理
法

ヲ
商
量
シ
尊
王
愛
國
ノ
大
義
二
基
キ
拮
据
畢
勉
サ
ラ
ニ
得
ル
ト
コ
ロ
ノ
歌
按
四

篇
ヲ
以
テ
次
ク
四
月
之
ヲ
上
申
シ
タ
リ
キ
夫
レ
國
歌
ハ
上
述
ス
ル
如
ク
其
関
係

至
大
至
重
ノ
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
以
テ
我
邦
音
楽
ノ
現
情
二
在
リ
テ
ハ
其
資
料
ヲ
撰
定

ス
ル
ノ
難
キ
事
殆
卜
云
フ
ベ
カ
ラ
ズ
歌
作
高
キ
ニ
勤
ム
レ
バ
社
會
一
般
二
適
シ

難
キ
恐
レ
ア
リ
低
キ
ニ
着
意
ス

レ
バ
野
部
二
失
ス
ル
ノ
患
ア
リ
純
然
タ
ル
和
風

二
拘
泥
ス
レ
バ
外
交
日
新
ノ
今
日
二
適
セ
ザ
ル
ノ
恐
ア
リ
妄
リ
ニ
外
風
二
模
ス

レ
バ
國
歌
タ
ル
ノ
本
体
ヲ
謬
ル
ノ
患
ア
リ
歌
詞
二
得
ル
ト
コ
ロ
ア
ル
モ
曲
調

――

欠
ク
ト
コ
ロ
ア
リ
曲
調

二
得
ル
モ
歌
詞
二
欠
ク
ト
コ
ロ
ア
リ
登
之
ヲ
難
シ

ト
云

ハ
ザ
ル
ベ
ケ
ン
ヤ
本
按
ハ
方
今
ナ
ホ
裁
定
中
二
属
ス
ル
ヲ
以
テ
目
下
其
何
如
ヲ

開
報
ス
ル
能
ハ
ザ
ル
ハ
遺
憾
ナ
リ
ト
云
ベ
シ
滋
二
従
来
取
調
タ
ル
所
ノ
欧
米
諸
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國
ノ
図
歌
及
其
史
博
ノ
梗
概
ヲ
附
記
ス
ル
事
左
ノ
如
シ

冑
園
々
歌
「
ゴ
ッ
ト
、
セ
ー
ブ
、
ア
ワ
ー
、
ク
ヰ
ー
ン
」
語
諄

イ
ト
モ
尊
キ
我
君
ヲ
、
守
ラ
セ
玉
へ
大
神
ヨ
、
ミ
恵
深
キ
我
君
ハ

、
千
代
マ

セ
八
千
代
イ
マ
セ
カ
シ
、
神
ョ
我
君
ヲ
守
ラ
セ
玉
へ
」
、
一
＿
一
軍
常
二
勝
ヲ
得

テ
、
サ
キ
ハ
ヘ
ユ
カ
ン
、
我
君
ノ
、
御
代
萬
歳
卜
祈
ル
ナ
リ
、
神
ヨ
我
君
ヲ

守
ラ
セ
玉
へ
、

賓
ニ
モ
惟
キ
大
神
ヨ
、
怒
ラ
セ
玉
ヘ
タ
ヽ
セ
玉
へ
、
我
大
君
ニ
マ
ッ
ロ
ハ

ヌ
、
其
敵
ヲ
バ
打
散
ラ
シ
、
タ
フ
サ
セ
玉
ヘ
ヤ
追
ハ
セ
玉
ヘ
ャ
」
ソ
ガ
政
事

乱
レ
ヨ
カ
シ
、
ソ
ガ
謀
事
破
レ
ヨ
カ
シ
ト
、
我
等
ハ
汝
二
祈
ル
ナ
リ
、
神
ョ

我
等
ヲ
守
ラ
セ
玉
へ
、

イ
ト
ゞ
愛
タ
キ
御
賓
ハ
、
我
大
君
二
恵
マ
セ
玉
へ
、
ソ
モ
君
ガ
御
世
ハ
八
千

年
ノ
、
永
ク
榮
工
ユ
ク
春
二
、
賓
二
愛
タ
ケ
レ
、
榮
エ
ユ
ケ
カ
シ
、
榮
エ
ユ

ケ
カ
シ
、
我
國
法
ヲ
保
チ
玉
ヒ
テ
、
千
万
人
モ
一
言
二
、
神
ヨ
我
君
ヲ
守
ラ

セ
玉
ヘ
ト
、
歌
ハ
シ
ム
ル
ゾ
有
ガ
タ
キ
、

右
史
博

此
國
歌
ノ
出
虞
二
就
テ
ハ
其
説
匿
々
ニ
シ
テ
甚
ダ
不
分
明
ナ
リ
千
八
百
二
十

二
年
焚
行
ノ
ク
ラ
ー
ク
氏
國
歌
論
二
拠
レ
バ
千
六
百
七
十
六
年
二
於
テ
既
ー
ー
此

曲
卜
同
一
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
ト
イ
ヘ
ド
モ
イ
ン
ゲ
ル
氏
ハ
此
説
ヲ
以
テ
信
ズ
ベ
カ

ラ
ザ
ル
モ
ノ
ト
為
セ
リ
而
シ
テ
イ
ン
ゲ
ル
氏
ノ
説
二
拠
レ
バ
此
曲
ハ
慄
王
切
司
,
.

H
叫
第
二
治
世
以
前
二
決
シ
テ
之
ナ
シ
ト
イ
フ
則
此
治
世
以
後
ハ
往
々
此
曲
ニ

類
似
ス
ル
モ
ノ
出
タ
リ
「
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
、
イ
ス
、
フ
レ
ッ
ド
、
ア
ウ
ェ
ー
」
、

「
ア
、
チ
ュ
ー
ン
」
、
「
ア
、
ク
リ
ス
マ
ス
、
カ
ロ
ー
ル
」
、
「
ア
イ
レ
」
等
ノ
如

キ
是
ナ
リ
今
此
諸
曲
ノ
古
書

二
見
ヘ
タ
ル
其
最
モ
古
キ
モ
ノ
ヲ
按
ス
ル
ニ
「
フ

ラ
ン
ク
リ
ン
、

イ
ス
、

フ
レ
ッ
ド
、

ア
ウ
ェ
ー
」
ハ
千
六
百
六
十
九
年
刃
剥
叫

氏
ノ
高
音
胡
弓
歌
曲
集
二
見
へ
「
ア
チ
ュ

ー
ン
」
ハ
彼
ノ
有
名
ナ
ル
パ
ル
セ
ル

氏
ノ
作
ニ
シ
テ
千
六
百
九
十
六
年
ノ
顎
行
二
係
ル
同
氏
ノ
遺
稿
ナ
ル
「
ハ
ー
ピ

ス
コ
ル
ド
」
歌
曲
集
二
出
テ
「
ク
リ
ス
マ
ス
、
カ
ロ
ー
ル
」
ハ
千
六
百
十
一
年

ラ
ベ
ン
ス
ク
ロ
フ
ト
氏
ノ
「
メ
リ
ス
マ
タ
」
中
二
在
リ
「
ア
イ
レ
」
竺
ズ
叫
氏

ノ
作
ニ
シ
テ
千
六
百
十
九
年
二
成
リ
シ
其
撰
曲
集
ノ
寓
本
中
二
稜
見
セ
リ
然
リ

卜
雖
モ
此
諸
曲
中
一
モ
「
神
ョ
我
君
ヲ
守
ラ
セ
玉
へ
」
ノ
語
又
ハ
之
二
類
似
ス

ゴ

ッ

ト

セ

ー

プ

ザ

キ

ン

グ

ル
モ
ノ
ア
ル
ナ
シ
但
シ
ブ
ル
氏
所
作
ノ
「
ア
チ
ュ
ー
ン
」
ハ

第
一
部

ノ
六
小

節
卜
第
二
部
ノ
八
小
節
ト
ニ
於
ケ
ル
非
凡
ナ
ル
拍
子
ノ
意
匠
二
於
テ
方
今
ノ

「
神
ヨ
我
君
ヲ
守
ラ
セ
玉
へ
」
二
努
罷
タ
ル
ト
コ
ロ
ア
ル
モ
ノ
ヽ
如
シ
然
レ
ト

ゴ

ッ

ト

、

セ

ー

プ

、

ザ
、

ク

ヰ

ー

ン

モ
マ
タ
此
寓
本
二
就
テ
撰
譜
ノ
体
裁
ヲ
審
察
ス
ル
ニ
曲
中
往
々
近
代
音
楽
家
ノ

為
二
改
窺
ヲ
経
タ
ル
ト
コ
ロ
ナ
キ
ニ
シ
モ
ア
ラ
ズ
而
シ
テ
此
改
蹴
ノ
箇
所
ハ
今

一
々
之
ヲ
明
示
ス
ル
能
ハ
‘
ス
ト
イ
ヘ
ド
モ
因
テ
以
テ
ソ
ノ
更
二
類
似
ス
ル
ヲ
致

セ
シ
所
以
ハ
明
晰
ナ
リ
ト
ス
且
此
國
歌
ノ
首
ノ
ニ
小
節
二
属
ス
ル
拍
子
ノ
体
裁

ハ
敢
テ
通
常
二
異
ナ
リ
ト
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ズ
他
ノ
撰
曲
家
ト
イ
ヘ
ト
モ
マ

タ
自
然
此
ノ
如
キ
思
想
ヲ
生
ズ
ベ
キ
ハ
一
般
ノ
通
情
卜
信
ゼ
リ
全
体
一
ノ
歌
曲

ヲ
シ
テ
其
体
裁
ヲ
以
テ
此
國
歌
二
類
似
セ
シ
メ
ン
ニ
ハ
此
調
二
存
ス
ル
種
々

ノ

音
程
ヲ
重
複
セ
シ
メ
バ
事
足
ル
ベ
キ
ヲ
以
テ
ナ
リ
其
所
以
ハ
此
國
歌
二
類
似
ス

ル
モ
ノ
獨
リ
虔
國
古
来
ノ
歌
曲
ニ
ア
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
ナ
ホ
他
図
ノ
歌
曲
二
於
テ

モ
往
々
之
ヲ
稜
見
ス
レ
バ
ナ
リ
例
ヘ
バ
ス
ウ
ィ
ー
デ
ン
ノ
「
ヱ
ン
、
ガ
ン
グ
、

ア
イ
、
ブ
レ
ッ
ド
、
ミ
ッ
グ
」
、
デ
ン
マ
ー
ク
ノ
「
コ
ン
グ
、
レ
グ
ネ
ル
ス
、

ウ
ェ
ジ
ー
」
ノ
如
キ
ハ
其
表
々
タ
ル
モ
ノ
ト
ス
然
リ
ト
イ
ヘ
ド
モ
方
今
ノ
國
歌

ハ
敢
テ
此
等
ノ
諸
曲
ョ
リ
出
デ
タ
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ズ
シ
テ
或
ハ
「
リ
ブ
レ
ロ

ィ
」
ト
イ
ヘ
ル
古
曲
ョ
リ
愛
出
セ
ル
モ
ノ
ナ
ラ
ン
ト
ノ
説
モ
ア
リ
「
リ
ブ
レ
ロ
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〔
マ
マ
〕

ィ
」
ハ
蓋
シ
チ
ャ
ー
ル
ス
王
第
一
及
其
後
嗣
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
家
ノ
諸
王

ヲ
讃
揚

シ
タ
ル
風
俗
歌
ニ
シ
テ
賓

二
方
今
ノ
國
歌

二
先
ッ
テ
世
二
行
ハ
レ
シ
モ
ノ
ナ
リ

然
リ
而
シ
テ
此
「
リ
ブ
レ
ロ
イ
」
ハ
チ

ャ
ペ
ル
氏
ノ

古
歌
集
中

ニ
ハ
「
ゴ
ッ

ト
、
セ
ー
ブ
、
ザ
、
キ
ン
グ
、
オ
フ
、
チ
ャ
ー
ル
ス
、
フ
ォ
ル
ス
ト
、
オ
フ
、

セ
ー
ブ
、
ザ
、

セ
コ
ン
ド
、

ア
ン
ド
、
ゼ
ー
ム
ス
、

チ
ャ
ー
ル
ス
、

シ
マ
タ
ハ
リ
ウ
ェ
ル
氏
ノ
「
バ
レ
ッ
ド
」
歌
曲
集
中
ニ
ハ
之
ヲ
「
エ
ン
グ
ラ
ン

ド
ス
、
オ
ノ
ー
ア
、
ア
ン
ド
、
ロ
ン
ド
ン
ス
、
グ
ロ
ー
リ
ー
」
、
卜
名
ヲ
付
ス
ル

二
千
六
百
六
十
年
五
月
八
日
慄
国
々
會
上
下
両
院
、
ロ

ン
ド
ン
府
知
事
匿
長
、

府
會
等

二
於
テ
チ
ャ
ー
ル
ス
第
ニ

ヲ
英
吉
利
國
王
卜
奉
戴
ス
ル
所
以
ノ
大
式
ヲ

以
テ
セ
リ
抑
此
曲
ハ

嘗
時
全
國

二
流
行
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
テ
第
十
七
世
紀
ノ
音
架

家
殊
二
。
ハ
ル
セ
ル
氏
ノ
如
キ
モ
最
モ
之
ヲ
愛
親
セ
シ
モ
ノ
ト
信
セ
リ
故
二
方
今

ノ
國
歌
ノ
作
ハ
タ
ト
ヒ
殊
更
二
之
ヲ
模
倣
セ
ズ
ト
モ
知
ラ
ス
識
ラ
ズ
其
影
響
ヲ

受
ケ
タ
ル
ハ
論
ヲ
侯
タ
ザ
ル
ベ
シ
且
「
リ
ブ
レ
ロ
イ
」
卜
「
ゴ
ッ
ド
、
セ
ー

ブ
、
ザ
、
キ
ン
グ
」
ト
ニ
於
ケ
ル
小
節
ノ
敷
ノ
不
同
モ
マ

タ
敢
テ
「
ゴ
ッ
ト
、

キ
ン
グ
」
ノ
「
リ
ブ
レ
ロ
イ
」
ヨ
リ
出
タ
ル
ニ
ア
ラ
ザ
ル
所
以

カ
ラ
ズ
ト
イ
ヘ
リ

セ
コ
ン
ド
」
ノ
題
名
ヲ
付

ノ
證
憑
ト
モ
為
ス
ベ
カ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ニ
似
タ
リ
何
ト
ナ
レ
バ
古
典
ヨ
リ
新
曲

ニ

愛
遷
シ
タ
ル
歌
曲
中
斯
ヽ
ル
愛
化
ヲ
経
歴
シ
タ
ル
モ
ノ
ア
ル
ハ
其
證
跡
二
乏
シ

佛
蘭
西
國
々
歌

「
マ
ル
セ
ー
ユ
」

語
繹

汝
ミ
靡
閾
ノ
赤
子
、
ヨ
ク
モ
心
ヲ
榮
臀

二
留
メ
、
ゲ
ニ
大
軍
ヲ
募
リ
タ
リ
、

ナ

ミ

タ

ナ

ゲ

キ

父
母
卜
妻
子
ノ
流
悌
ヲ
忘
ル
ナ
、
父
母
卜
妻
子
ノ
哭
泣

ヲ
忘
ル
ナ
、
父
母
卜

妻
子
ノ
流
悌
ヲ
忘
ル
ナ
、
父
母
卜
妻
子
ノ
哭
泣
ヲ
忘
ル
ナ
、
無
道
ノ
君
ハ
汝

ノ
子
孫
ヲ
亡
サ
ン
、
無
道
ノ
君
ハ
汝
ノ
國
土
ヲ
亡
サ
ン
、
太
平
自
由
モ
絶
工

ン
ノ
ミ
、
太
平
自
由
モ
絶
エ
ン
ノ
ミ
」

合
唱
鎧
へ
鎧

へ
勇
ア

ル
汝
、
仇
打
ツ

太
刀
ヲ
抜
磐
シ
、
進
メ
進
メ
、
負
ケ
タ
ラ
死
ナ
フ
ト
心
ヲ
キ
メ
テ
、

淫
侠
放
罪

二
耽
ケ
リ
テ
モ
、
飽
ク
事
シ
ラ
ヌ
暴
君
ハ
、
黄
金
卜
権
カ
ト
ニ
飢

ヒ

カ

リ

ヱ
渇
ヱ
、
日
光
モ
大
氣
モ
競
賣
二
出
シ
、
日
光
モ
大
氣
モ
競
賣
二
出
シ
、
人

民
塗
炭
二
苦
シ
ム
モ
、
己

レ
神
ヨ
リ
高
ク
居
ル
、
彼
モ
人
ナ
リ
我
等
モ
然

リ
、
我
等
ヲ
悩
ス
理
ア
ラ
ン
ヤ
」

合
唱
鎧
ヘ

ヨ
ロ
ヘ

勇
ア

ル
汝
、
仇
ウ
ツ
太

刀
ヲ
抜
カ
ザ
シ
、
進
メ
ス

ヽ
メ
、
負
ケ
タ
ラ
死
ナ
フ
ト
心
ヲ
キ
メ
テ
、

嗚
呼
自
由
ヨ
、

一
旦
汝
ノ
氣
ヲ
吸
フ
カ
ラ
ハ
、
世
ノ
人
汝
ヲ
棄
テ
得
ン
ヤ
、

圏
圏
鐵
鎖
ハ
イ
フ
モ
ヲ
ロ
カ
、
笞
モ
汝
ヲ
懲
シ
得
ズ
、
笞
モ

汝
ヲ
懲
シ
得

ズ
、
國
ノ
苛
政
二
浣
ミ
シ
事
ハ

、
イ
ト
モ
久
シ
キ
年
月
ナ
レ
ド
、
自
由
ハ
我

等
ガ
干
文
ナ
リ
、
苛
政
ノ
剣
ヲ
怖
レ
ン

ヤ
、
苛
政
ノ
剣
ヲ
怖
レ
ン
ャ
」

合
唱

鎧
ヘ
ヨ
ロ
ヘ
勇
ア
ル
汝
、
仇
ウ
ツ
太
刀
ヲ
抜
カ
ザ
シ
、
進
メ
ス

ヽ
メ
、
負
夕

ラ
死
ナ
フ
ト
心
ヲ
キ
メ
テ
、

右
史
博

世
二
所
謂

「
マ
ル
セ
ー
ユ
」
ハ
人
心
ヲ
激
焚
セ
シ
ム
ル
戦
歌

ニ
シ
テ
専
政
君

主
ノ
毎

二
禁
ズ
ル

ト
コ
ロ
ナ
リ
シ
ガ
今
ハ
即
チ
彿
國
ノ
國
歌
卜
為
リ
タ
リ
本
歌

ノ
作
者
二
係
リ
テ
ハ
其
説
匿
々
ニ
シ
テ
一
定
セ
ズ
ト
イ
ヘ
ト
モ
抑
此
ノ
如
キ
論

題
二
関
シ
其
信
ヲ
置
ク
ベ
キ
モ
ノ
ハ
猫
リ
セ
ー
ン
ガ
ー
ロ
ッ
ト
氏
ノ
説
ア
ル
ノ

ミ
ナ
リ
同
氏
ハ
ス
ト
ラ
ス
ボ
ル
グ
繋
累
革
命
記
二
於
テ
嘗
時
―
ー属
ス
ル
諸
家
出

版
ノ
新
聞
紙
類
ヲ
詳
説
セ
シ
ガ
即
チ
之
二
拠
レ
バ
本
歌
ハ
ロ
ー
ゲ
ッ
ト
、
ド
、

リ
ス
リ
ー
氏
ノ
作
二
係
リ
同
氏
ハ
本
歌
ヲ
作
リ
シ
頃
一
武
官
ニ
シ
テ
マ
タ
区
几
い

ラ
ス
ボ
ル
グ
府
知
事
ノ
所
持
シ
タ
ル
本
府
有
名
ノ
新
聞
紙
二
敷
々
投
書
セ
シ
者

ナ
ル
ヲ
明
カ
ニ
セ
リ
蓋
シ
本
歌
公
行
ノ
端
緒
ヲ
按
ス
ル
ニ
同
氏
ノ
細
君
ナ
ル
者

頗
ル
音
楽

二
長
ス

ル
ヨ
リ
此
歌
ノ
秀
逸
ナ
ル
ヲ
明
断
ス
ル
ヲ
以
テ
之
ヲ
楽
譜

ニ

合
セ
世

二
公
行
セ
シ
事
ヲ
其
良
人
二
説
キ
タ
リ
因
テ
本
歌
ハ
千
七
百
九
十
二
年
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四
月
二
於
テ
ラ
イ
ン
軍
用
戦
歌
ノ
名
ヲ
以
テ
世
二
公
行
セ
ル
モ
ノ
ナ
リ
即
チ
該

府
知
事
ノ
細
君
ナ
ル
デ
ー
リ
ッ
チ
氏
ヨ
リ
其
友
人
二
贈
リ
シ
一
書
ヲ
観
ル
ニ
文

ア
リ
日
ク
「
屡
ミ
楽
譜
ヲ
窟
ス
ハ
余
ガ
耳
ヲ
政
談
二
閉
ル
ノ
機
會
ヲ
典
ヘ
リ
賓

二
方
今
営
地
二
於
テ
ハ
政
談
ニ
ア
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ナ
シ
故
二
愚
夫
ハ
一
種
ノ
新
論

題
ヲ
提
出
シ
テ
看
客
諸
君
ノ
思
想
ヲ
慰
メ
ン
ト
欲
シ
府
民
報
國
ノ
赤
心
ヲ
包
蔵

セ
ル
一
歌
ヲ
得
ン
事
ヲ
謀
リ
シ
ニ
エ
兵
隊
長
ロ
ー
ゲ
ッ
ト
、
ド
、
リ
ス
リ
ー
氏

ト
イ
ヘ
ル
ハ
詩
歌
ノ
達
人
ニ
シ
テ
早
ク
モ
一
首
ヲ
詠
出
シ
楽
譜
二
合
セ
テ
之
ヲ

投
ゼ
ラ
レ
タ
リ
本
歌
ハ
頗
ル
人
心
ヲ
感
動
セ
シ
メ
且
新
異
ノ
思
想
二
冨
メ
リ
其

体
裁
グ
ラ
ッ
ク
氏
（
虹
〗
霞
〖
い
）
ノ
氣
性
ヲ
帯
ブ
ル
ト
コ
ロ
ア
リ
ト
イ
ヘ
ド
モ

更
二
活
澄
ニ
シ
テ
勇
氣
ア
リ
時
々
拙
宅
二
於
テ
之
ヲ
試
ル
ニ
聞
ク
者
嘆
賞
セ
ザ

ル
ナ
シ
」
卜
隊
長

ロ
ー
ゲ
ッ
ト
、
ド
、
リ
ス
リ
ー
氏
ハ
ス
ト
ラ
ス
ボ
ル
グ
ノ
現

況
卜
人
民
ノ
熱
心
ト
ニ
拠
テ
歌
曲
ヲ
詠
出
セ
ン
事
ヲ
要
メ
ラ

レ
シ
モ
ノ
ニ
テ

lA

ト
ラ
ス
ボ
ル
グ
ハ
一
ノ
邊
塞
ニ
シ
テ
巴
理
ヨ
リ
陸
績
新
聞
ノ
到
着
ス
ル

ト
開
戦

布
告
ノ
出
デ
タ
ル
ト
ニ
因
テ
人
心
ノ
洵
々
タ
ル
ヲ
致
セ
シ
モ
ノ
ト
信
ゼ
リ
本
府

ハ
賓
二
敵
軍
J
衝
二

富
リ
戦
野
ノ
中
心
ナ
レ
バ
政
談
ノ
時
論
ト
ナ
リ
シ
ハ
勢
ヒ

止
ム
ヲ
得
ザ
ル
ニ
出
テ
タ
ル
モ
ノ
照
抑
デ
ー
リ

ッ
チ
氏
ノ
新
聞
中
二
絶
ヘ
ズ
歌

曲
ヲ
登
録
セ
シ
ト
隊
長
ロ
ー
ゲ
ッ
ト
、
ド
、
リ
ス
リ
ー
氏
ガ
政
談
ニ
ノ
ミ
傾
倒

シ
タ
ル
人
心
ヲ
轄
囲
セ
シ
メ
ン
ト
シ
テ
此
新
曲
ヲ
作
リ
シ
ト
ノ
事
情
ハ
賓
二
奇

異
ナ
ル
影
響
ヲ
生
ジ
遂
二
邦
人
ノ
目
途
ヲ
確
立
シ
之
ヲ
断
行
セ
シ
ム
ル
所
以
ノ

モ
ノ
ト
ハ
ナ
リ
タ
リ
且
此
歌
ノ
先
ツ
旧
哩
二
流
行
ス
ベ
キ
ヲ
左
ハ
ナ
ク
シ
テ
直

チ
ニ
マ
ル
セ
ー
ユ
ニ
行
ハ
レ
シ
モ
マ
タ
太
ダ
奇
ナ
リ
是
レ
疑
モ
ナ
ク
一
ノ
軍
隊

ガ
之
ヲ
唱
フ
テ
直
二
南
方
二
進
行
セ
シ
ニ
因
レ
リ
ト
ス
巴
~
ニ
於
テ
始
メ
テ
此

歌
ヲ
唱
ヒ
シ
ハ
マ
ル
セ
ー
ユ
ノ
革
命
隊
力
本
府
二
操
込
ミ
シ
其
日
二
在
リ
本
隊

ハ
即
チ
此
歌
曲
ヲ
奏
シ
興
二
乗
シ
テ
進
入
シ
タ
リ
従
是
己
来
本
歌
ハ
即
チ
片
枷
’

1
1隊
進
軍
歌
ト
シ
テ
世
二
知
ラ
ル
ヽ
事
ト
ハ
ナ
レ
リ
此
歌
一
タ
ビ
大
都
ニ

入
ル
ヨ
リ
普
ネ
ク
人
口
二
繋
リ
直
チ
ニ
全
國
二
流
行
セ
シ
ハ
宛
ヵ
モ
猛
火
ノ
冬

野
ヲ
走
ル
ガ
如
ク
ナ
リ
キ
嘗
テ
府
知
事
ノ
細
君
モ
云
ヘ
ル
如
ク
非
常
二
人
心
ヲ

激
焚
セ
シ
ム
ル
ハ
本
歌
特
別
ノ
性
質
ニ
シ
テ
巴
理
ノ
人
心
ヲ
激
稜
シ
莞
二
世
ニ

恐
ル
ベ
キ
モ
ノ
無
キ
ノ
猛
烈
ナ
ル
度
二
到
ラ
シ
メ
タ
リ
此
歌
陽
國
人
民
二
就
キ

ヵ
ヽ
ル
非
常
ノ
感
カ
ア
ル
ヲ
以
テ
彿
國
王
政
時
代
中
ハ
反
乱
ヲ
激
疲
ス
ル
歌
曲

ト
セ
ラ
レ
タ
レ
バ
得
テ
之
ヲ
公
唱
ス
ル
者
殆
ド
稀
ナ
リ
キ
然
シ
テ
始
メ
テ
此
歌

ノ
反
乱
ヲ
激
稜
ス
ル
者
ニ
ア
ラ
ズ
ト
シ
テ
政
府
ノ
公
認
ヲ
経
隔
図
々
歌
ト
ナ
リ

タ
ル
ハ
賓
二
千
八
百
七
十
八
年
萬
國
博
覧
會
開
場
ノ
日
二
在
リ
キ

リ
チ
ャ
ー
ド
、
グ
ラ
ン
ド
、
ホ
ワ
イ
ト
氏
ハ
其
著
述
二
係
ル
萬
國
々
歌
集
二

於
テ
萬
國
々
歌
中
ノ
秀
逸
タ
ル
此
人
心
ヲ
激
焚
ス
ル
國
歌
ノ
成
リ
シ
所
以
ヲ
細

録
セ
リ
今
姑
ク
其
説
二
拠
ル
ニ
本
歌
ハ
一
黙
ノ
瑕
疵
ナ
ク
句
々
玉
ノ
如
ク
ニ
シ

テ
能
ク
句
外
ノ
意
義
ヲ
疲
達
シ
僅
カ
ニ
六
ヶ
月
ニ
シ
テ
文
武
百
官
ハ
勿
論
全
國

二
流
行
シ
テ
賓
二
戦
叫
即
チ
挑
戦
ノ
琥
叫
ト
ナ
リ
タ
リ
本
歌
ハ
榮
春
ヲ
賞
ス
ル

ノ
外

l

ノ
他
意
ナ
ク
自
由
ヲ
讃
ス
ル
ノ
外
一
ノ
鬼
神
二
及
バ
ズ
本
歌
ノ
作
者
ナ

ル
ロ
ー
ゲ
ッ
ト
、
ド
、
リ
ス
リ
ー
氏
ハ
堂
々
タ
ル
一
武
官
ニ
シ
テ
且
自
由
ノ
主

唱
者
ナ
リ
ト
イ
ヘ
ド
モ
マ
タ
非
常
二
正
義
公
道
ヲ
貴
重
シ
立
憲
王
政
ヲ
推
保
セ

ル
者
ナ
リ
同
氏
ハ
千
七
百
九
十
二
年
ニ
ス
ト
ラ

ス
ボ
ル
グ

ニ
在
リ
本
府
ノ
知
事

デ
ー
リ
ッ
チ
氏
ハ
素
ヨ
リ
同
氏
ヲ
知
ル
者
ナ
レ
バ
一
日
ラ
イ
ン
軍
二
赴
ク
義
兵

六
百
人
ノ
首
途
二
臨
ミ
唱
ハ
ン
為
二
軍
歌
ノ
作
ヲ
同
氏
二
托
セ
リ
因
テ
同
氏
ハ

即
夜
本
歌
ヲ
作
リ
詰
旦
之
ヲ
知
事

二
致
セ
リ
蓋
シ
架
曲
ノ
作
ハ
始
メ
歌
句
ヲ
作

リ
後
曲
譜
ヲ
作
ル
モ
ア
リ
始
メ
曲
譜
ヲ
作
リ
後
歌
句
ヲ
作
ル
モ
ア
リ
彼
此
ノ
前

後
ニ
―
定
ノ
例
則
ナ
シ
同
氏
ハ
作
者
ノ
通
情
ト
シ
テ
始
メ
此
ノ
如
キ
卒
爾
ノ
作

ヲ
是
認
セ
ズ
本
歌
ノ
草
稿
ヲ
知
事

二
致
セ
シ
際
モ
是
レ
畢
境
貴
下
ノ
要
メ
ニ
出
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テ
タ
ル
モ
尚
甚
ダ
シ
キ
杜
撰
ナ
ル
ヲ
恥
ツ
ル
ト
イ
ヘ
リ
然
レ
ド
モ
デ
ー
リ
ッ
チ

氏
ハ

一
目
シ
テ
其
真
義
ヲ
洞
見
セ
リ
両
氏
ハ
夫
人
デ
ー
リ
ッ
チ
氏
卜
共
二
先
ツ

立
琴
二
由
テ
之
ヲ
試
ミ
次
二
戯
曲
連
ヲ
小
集
シ
テ
之
ヲ
合
奏
セ
シ
メ
タ
リ
而
シ

テ
此
歌
幾
何
モ
ナ
ク
四
方
二

博
播
シ
テ
街
衛

二
愛
唱
セ
ラ
ル

、
―
―
至
リ
頗
ル
人

心
ヲ
激
稜
シ
彼
ノ
ス
ト
ラ
ス
ボ
ル
グ
ヲ
出
テ
革
命
軍
二
赴
ン
ト
ス
ル
義
兵
六
百

人
二
超
越
シ
卒
二
九
百
人
ノ
大
衆
ヲ
致
セ
リ
其
感
動
ノ
峻
烈
ナ
ル
マ
タ
以
テ
思

フ
ベ
シ
後
数
ヶ
月
ヲ
出
ズ
シ
テ
此
歌
益
ミ
南
方
二
流
行
シ

コ
ト
ニ
マ
ル
セ
ー
ユ

人
ノ
愛
歌
卜
為
リ
此
マ
ル
セ
ー
ユ
人
二
由
テ
マ
タ
卒
二
巴
理
二
博
播
セ
リ
巴
哩

．

J
人
民
／
歌
ノ
題
名
モ
作
者
モ
詠
作
ノ
原
旨
モ
サ
ラ
ニ
知
ル
者
ナ
ク
シ
テ
タ

、

二
之
ヲ
目
シ
テ

マ
ル
セ
ー
ユ
歌
卜
為
セ
リ
因
テ
本
歌
ハ
永
遠
「
マ
ル
セ
ー
ュ
」

ト
シ
テ
世
二
知
ラ
レ
マ
タ
暴
政
ヲ

一
新
シ
タ
ル
靡
國
人
民
ノ
琥
叫
ト
シ
テ
無
窮

二
博
ル
事
ト
ハ
ナ
リ
タ
リ
本
歌
ノ
作
者
ハ
後
乍
チ
官
軍
ト
シ
テ
罰
セ
ラ

レ
タ
レ

バ
憫
國
ヲ
脱
シ
ア
ル
。
フ
ス
ノ
山
中
二
逃
レ
シ
ガ
其
嘗
テ
無
心

二
敬
行
シ
タ
ル
音

曲
ノ
返
響
ハ
ス
ウ
ィ
ス
ル
ラ
ン
ド
ノ
山
嶺
マ
デ
モ
其
身
二
纏
フ
テ
随
従
セ
リ
ロ

ー
ゲ
ッ
ト
、
ド
、
リ
ス
リ
ー
氏
會
ミ
國
境
ノ
山
砦
二
於
テ
軍
歌
ヲ
聞
キ
シ
カ
バ

一
ノ
賤
シ
キ
導
者
二
向
ヒ
今
聞
ク
ト
コ
ロ
ノ
汝
ミ
仏
國
ノ
赤
子
云
云
ノ
歌
ハ
何

ァ
ロ

ン
ザ

ン
フ
，
ン
ヅ
サ
パ
ト
リ
ー

ナ
リ
ヤ
ト
尋
ネ
シ
ニ
是
レ
「
マ
ル

セ
ー
ュ
」
ナ
リ
ト
到
ヘ
タ
リ
同
氏
ハ

嘗
テ
識

ラ
ズ
覺
ヘ
ズ
人
心
ヲ
激
痰
シ
タ
ル
図
果
二
罹
リ
シ
モ
是
二
於
テ
始
メ
テ
其
所
作

ノ
歌

二
國
人
が
下
ダ
セ
シ
名
ヲ
知
リ
得
タ
リ
ト
カ
ヤ

ラ

イ

ン

冒
図
々
歌
凍
固
河
戌
兵
歌
語
繹

ヮ
ッ
チ
、
オ
ン
、
ザ
、

ラ
イ
ン

It、
ラ
イ
ン
、
隅
國
ノ
ラ
イ
ン
、
流
ヲ
戌
ル
ハ

誰
ナ
リ
ヤ
、
流
ヲ
戌
ル

ハ
誰
ナ
リ
ヤ
、
左
様
云
フ
盤
ハ
雷
ノ
轟
ロ
ク
如
キ
計
リ

ニ
テ
、
サ
カ
マ
ク
浪

カ

ネ

モ
、
鳴
ル
金
鼓
モ
、
夕
ゞ
趣
ヲ
添
フ
ル
ノ
ミ
」
合
唱
國
ノ
防
禦
ハ
堅
固
ナ
リ
、

國
ノ
防
禦
ハ
堅
固
ナ
リ
、
園
民
戌
レ
リ
、

IIノ
河
ヲ
、
図
民
戌

レ
リ
、

旧
国
漫
本
國
ハ
何
レ
ノ
地
ナ
リ
ヤ
、
バ
バ
リ
ア
敗
、

ス
ト
リ
ア
敗
、
軍
功
無

双
ノ
オ
ー
ス
ト
リ
ア
敗
、
此
本
國
ノ
境
界
ハ
、
更
二
廣
大
無
邊
ナ
リ
」
合
唱

此
本
國
ノ
境
界
ハ
、
更
二
廣
大
無
邊
ナ
リ、

第
三

旧
国
漫
本
國
ハ
何
レ
ノ
地
ナ
リ
ヤ
、
ボ
ム
ラ
ニ
ア
敗
、
ウ
ェ

ス
ト
フ
ハ
リ
ア

殿
、
渫
波
地
方
欺
、
ダ
ニ
ュ
ー
ブ
沿
岸
殿
、
此
本
図
ノ
境
界

ハ、

第

日
耳
曼
本
國
ハ
何
レ
ノ
地
ナ
リ
ヤ
、

ス
ワ
ビ
ア
敗
、
。
フ
ロ
シ
ア
敗
、
ラ
イ
ン

ノ
葡
萄
園
欺
、
バ
ル
チ
ッ
ク
ノ
怒
浪
ヲ
聞
ク
沿
岸
敗
、
日
耳
曼
本
國
ハ

、
サ

ラ
ニ
廣
大
ニ
シ
テ
、
自
由
ナ
ル
地
ナ
ル
ベ
シ
」
合
唱
日
耳
曼
本
國
ハ
、
サ
ラ

二
廣
大
ニ
シ

テ
、
自
由
ナ
ル
地
ナ
ル
ベ
シ

日
耳
曼
國
々
歌
日
耳
曼
本
國
語
諄

第
一

ラ
イ
ン
ノ
河
ヲ
、

マ
ゴ

n

戌
兵
ハ
億
萬
敷
ナ
キ
モ

、
胸
ハ
忠
口
唯
ダ
一
ツ
、
敵

コ
ソ
来
レ
ト
待
カ
ケ
テ
、

邊
塞
堅
ク
備
ヘ
タ
リ」

合
唱
國
ノ
防
禦
ハ
堅
固
ナ
リ
、
國
ノ
防
禦
ハ
堅
固
ナ

リ
、
國
民
戌
レ
リ
、
ラ
イ
ン
ノ
河
ヲ
、
國
民
戌
レ
リ
、
ラ
イ
ン
ノ
河
ヲ
、

ィ

キ

國
ノ
矢
玉
卜
士
卒
ノ
呼
吸
ノ
、
喝
ヌ
其
間
ハ
一
人
モ
、
敵
ヲ
河
邊
二
寄

ス
ベ

キ
ャ
」
合
唱
國
ノ
防
禦
ハ
堅
固
ナ
リ
、
國
ノ
防
禦
ハ
堅
固
ナ
リ
、
國
民
戌

レ

リ
、
ラ
イ
ン
ノ
河
ヲ
、
國
民
戌
レ
リ
、
ラ
イ
ン
ノ
河
ヲ
、

響
く
叫
ビ
モ
流
ル
ヽ
河
モ
、
ト

モ
ニ
應
ジ
テ
絶
ヘ
ヌ
日
ノ
、
光
リ
ニ
輝
ク
國

ノ
旗
、
飽
マ
デ
流
ヲ
戌
ル
ベ
シ
」
合
唱
國
ノ
防
禦
ハ
堅
固
ナ
リ
、
國
ノ
防
禦

ハ
堅
固
ナ
リ
、
国
民
戌
レ
リ
、
ラ
イ
ン
ノ
河
ヲ
、
園
民
戌
レ
リ
、
ラ
イ
ン
ノ

河
ヲ
、

サ
ラ
ニ
廣
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第
五

大
無
邊
ナ
リ
」
合
唱

此
本
図
ノ
境
界
ハ
、

第
四

サ
ラ
ニ
廣
大
無
邊
ナ
リ
、

名
J

レ
ヨ
大
國
、
日
耳
曼
本
國
タ
ル
大
國
ヨ
、「
タ
イ
ロ
ル
」
コ
ソ

ハ
答
ヲ
為

ン
敗
、
土
地
モ
四
民
モ
好
性
質
ナ
リ
、
汝
ハ
未
ダ
本
國
ノ
、
境
ヲ
測
定
セ
ザ

ル
ナ
リ」

合
唱
汝
ハ
末
ダ
本
國
ノ
、
境
ヲ
測
定
セ
ザ
ル
ナ
リ
、

日
耳
曼
本
國
ハ
何
レ
ナ
リ
ヤ
、
名
ノ
レ
大
國
ヨ
、
日
耳
曼
國
語
ヲ
用
フ
ル
ト

コ
ロ
ト
、

日
耳
曼
國
歌
ヲ
唱
フ
ル
ト
コ

ロ
ト
ハ
、
是
レ
ソ
レ
所
謂
本
國
ナ
ル

ベ
シ
、
是
レ
ソ
レ
所
謂
本
國
ナ
ル
ベ
シ
」
合
唱
是
レ
コ
ソ
即
チ

Iiナ
リ
、

是
レ

コ
ソ
即
チ
日
耳
曼
ナ
リ
、

第
六

士
ニ

ハ
天
ヨ
リ
冥
護
ヲ
興
へ

、
人

ニ
ハ
天
ヨ
リ
権
力
勇
氣
ヲ
賦
典
セ
ル
土
地

ハ
、
是
レ
ミ
ナ
日
耳
曼
本
國
ナ
リ
、
我
輩
何
ソ
之
ヲ
愛
護
セ
ザ
ル
ベ
ケ
ン

ヤ
、
是
レ
ソ
レ
所
謂
本
図
ナ
ル
ベ
シ
、
是
レ
ソ
レ
所
謂
本
國
ナ
ル
ベ

シ」

合

唱
是
レ

コ
ソ
即
チ
日
耳
曼
ナ
リ
、
是
レ
コ
ソ
即
チ
ー

11ナ
リ
、

亜
米
利
加
合
衆
國
々
歌
「
ヘ

ー
ル
コ
ロ
ン
ビ
ア
」
語
謬

賀
ス
ベ
シ
華
旗
ハ
天
幸
國
ナ
リ
、
賀
ス
ベ
シ
其
士
ハ
天
典
ノ
武
夫
ナ
リ
、
自

由
ノ
為
二
弾
丸
雨
注
モ
冒
シ
タ
リ
、
自
由
ノ
為
二
弾
丸
雨
注
モ
冒
シ
タ
リ
、

天
下
太
平
独
立
自
主
ハ
、
弾
丸
雨
注
ノ
嵐
ヲ
経
シ
、
其
恩
賞
ニ
ア

ル
ゾ
力

シ、

堪
ヘ
シ
千
辛
萬
苦
ヲ
記
シ
、
享
シ
恩
賞
果
報
ヲ
謝
シ
、
光
ヲ
虚
空
二
照

ス
ベ
シ
」
合
唱
自
由
ノ
権
ヲ
以
テ
、
猶
立
共
和
ヲ
保
護
セ
ン
、
猫
立
共
和
ヲ

保
護
セ
バ
、
太
平
治
安
ハ
求
ム
ベ
シ
、
大
平
治
安
ハ
求
ム
ベ
シ
、

出
デ

ヨ
愛
園
義
謄
ノ
士
人
、
防
ゲ
国
家
ノ
大
権
大
理
、
攘

へ
大
謄
不
敵
ノ
奴

ィ
キ
チ

ヲ
、
攘
へ
大
謄
不
敵
ノ
奴
ヲ
、
國
ハ
生
血
ノ
獲
モ
ノ
ナ
リ
、
子
孫
平
和
二
信

義

二
拠
ラ
ハ
、
天
登
萬
世
ヲ
奪
ン
ヤ
、
真
理
公
道
亡
ビ

ヌ
中
ハ
、
君
臣
上
下

モ

ハ
ナ
カ
ル
ベ
シ
」
合
唱
自
由
ノ
権
ヲ
以
テ
、
獨
立
共
和
ヲ
保
護
セ
ン
、
獨
立

共
和
ヲ
保
護
セ
バ
、
太
平
治
安
ハ
求
ム
ベ
シ
、
太
平
治
安
ハ
求
ム
ベ
シ
、

見
ル
ベ
シ
流
石
ハ
大
将
ナ
リ
、
再
ビ
國
ヲ
靖
ン

ト
ハ
、
國
ハ
浪
ウ
ツ
岩
根
ナ

リ
、
國
ハ
浪
ウ
ツ
岩

ニ
シ
ア
レ
ド
、
徳
望
義
勇
ヲ
具
足
シ
テ
、
天
卜
人
ト
ニ

任
セ
タ
リ
、
嘩
庫
ハ

曇
レ
ド
望
ミ
ハ
絶
ュ

レ
ド
、
心

ハ
動
カ
ヌ
磐
石
ナ
レ

モ

バ
、
死
ヲ
以
テ
自
由
ヲ
護
ン
ト
ハ
」
合
唱
自
由
ノ
権
ヲ
以
テ
、
猫
立
共
和
を

保
護
セ
ン
、
獨
立
共
和
を
保
護
セ
バ
、
太
平
治
安
ハ
求
ム
ベ
シ
、
太
平
治
安

ハ
求
ム
ベ
シ
、

本
歌
ノ
曲
ハ
千
七
百
八
十
九
年
二
於
テ
モ
フ
ヒ
ラ
デ
ル
フ
ヒ
ア
ノ
博
士
ズ
バ
‘

引
叫
ノ
作
ル
ト

コ
ロ
ニ
シ
一
乙
嗣
盛
訓
即
位
ノ
式
ヲ
拳
ン
為
メ
紐
知

二
入
ル
ノ
際

ト
レ
ン
ト
ン
ニ
於
テ
始
メ
テ
之
ヲ
奏
セ
リ
故

二
往
時
ハ
大
統
領
進
行
曲
ノ
名
ア

リ
本
歌
ハ
後
殆
ド
十
年
ニ
シ
テ
判
事
ジ

ョ
セ
ッ
フ
、
ホ
。
フ
キ
ン
ソ
ン
ノ
作
ル

ト

コ
ロ
ナ
リ
千
八
百
四
十
年
二
於
テ
本
歌
ノ
紀
原
二
係
リ
其
自
述
ス
ル
ト
コ

ロ
ア

リ
左
ノ
如
シ

本
歌
ハ
千
七
百
九
十
八
年
ノ
作
ナ
リ
時
二
本
國
ハ
将
二
彿
國
卜
干
文
ヲ
交
ヘ

ン
ト
ス
ル
ノ
時
運
二
際
ヽ
ソ
國
會
方
ニ
フ
ヒ
ラ
デ
ル
フ
ヒ
ア
ニ
開
會
シ
テ
戦
和
何

如
ノ
大
事
ヲ
議
シ
且
賓
際
稜
起
シ
タ
ル
敵
國
ノ
暴
畢
ヲ
虞
セ
ン
ト
ス
ル
ノ
日
ナ

リ
キ
抑
其
所
以
ヲ
述
ベ
ン
ニ
嘗
時
慄
鳴
ノ
間
二
戦
争
ア
リ
我
冷
凍
國
ノ
人
民
モ

為

二
説
ヲ
以
テ
相
分
レ
或
ハ
以
為
ク
雁
國
二
左
祖
ス
ル
ハ
止
ヲ
得
ザ
ル
義
務

二

シ
テ
マ
タ
至
営
ノ
政
略
ナ
リ
ト
或
ハ
慄
政
ノ
賓
着

ニ
シ
テ
保
績
セ
ン
事
ヲ
信
ジ

慄
園
二
興
ス
ル
ヲ
利
ト
セ
リ
加
之
渫
佛
二
園
共
二
已
二
我
國
権
ヲ
冒
シ
國
人
ノ

憤
怒
ヲ
極
メ
タ
リ
然
ル

ニ
大
統
領
華
盛
頓
ハ
局
外
中
立
ヲ
主
張
ス
ル
ヨ
リ
益
と

右
史
博
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彼
ノ
論
者
二
逆
へ
特
二
佐
佛
鴬
ノ
不
退
ヲ
激
稜
シ
一
時
民
衆
騒
然
タ
リ
賓
二
建

図
已
来
ノ
一
大
事
変
ナ
リ
キ
適
マ
府
下
二
演
ス
ル
一
隊
ノ
戯
優
ア
リ
中
ニ
―
人

名
ヲ
フ
ォ
ッ
ク
ス
ト
イ
ヘ
ル
者
ア
リ
天
資
唱
歌
二
長
シ
将
ニ
―
席
ヲ
張
ン
ト
セ

リ
是
レ
余
ガ
竹
馬
ノ
友
ナ
リ
故
二
土
曜
日
ノ
午
後
ヲ
以
テ
一
日
余
ヲ
訪
ヘ
リ
即

チ
次
ク
月
曜
日
ハ
其
出
席
ノ
嘗
日
ナ
リ
キ
時
ニ
フ
ォ
ッ
ク
ス
余
二
謂
テ
日
ク
生

ガ
演
曲
ノ
日
已
二
近
キ
ニ
在
リ
而
ル
ニ
ナ
ホ
一
人
ノ
来
リ
テ
桟
敷
ヲ
買
フ
者
ナ

シ
恐
ル
此
囲
ノ
畢
ハ
利
ヲ
得
ズ
シ
テ
却
テ
失
敗
ヲ
取
ン
事
ヲ
然
レ
ド
モ
生
モ
シ

大
統
領
進
行
ノ
曲
二
協
フ
一
首
ノ
愛
國
歌
ヲ
得
バ
必
然
満
場
ノ
衆
ヲ
得
ベ
シ
ト

蓋
シ
本
曲
ハ
営
時
國
曲
ニ
シ
テ
戯
優
社
會
ノ
作
者
タ
ル
者
汲
々
ト
シ
テ
之
二
協

フ
一
首
ヲ
得
ン
事
ヲ
維
レ
勉
メ
シ
ガ
百
畢
ナ
ラ
ズ
シ
テ
已
二
之
ヲ
得
ベ
カ
ラ
ザ

ル
モ
ノ
ト
為
シ
タ
レ
バ
ナ
リ
因
テ
余
モ
聯
力
試
ル
ト
コ
ロ
ア
ラ
ン
ト
告
シ
カ
バ

翌
日
午
後
二
至
リ
彼
レ
再
ビ
余
ヲ
訪
ヘ
リ
時
二
本
歌
ハ
已
二
大
成
シ
テ
稿
ヲ
脱

ス
ル
ノ
栄
ヲ
得
タ
リ
尋
テ
明
ク
ル
月
曜
日
ノ
朝
ヲ
以
テ
之
ヲ
廣
告
セ
シ
ニ
果
セ

ル
哉
満
場
ノ
衆
ヲ
得
連
夜
聴
客
群
集
シ
テ
賓
二
立
錘
ノ
地
ナ
キ
ヲ
致
セ
リ
聴
客

毎
夜
此
歌
ヲ
感
賞
シ
テ
止
ズ
為
二
複
奏
ヲ
促
ス
事
数
囲
ニ
シ
テ
マ
タ
ミ
ナ
合
唱

二
其
音
声
ヲ
添
ヘ
タ
リ
加
之
府
民
毎
夜
路
頭
二

集
結
シ
テ
頻
リ
ニ
之
ヲ
愛
唱
セ

リ
其
中
ニ
ハ
往
々
國
會
ノ
議
員
モ
ア
リ
シ
ト
イ
ヘ
リ
遠
近
ミ
ナ
コ
ヽ
ニ
出
デ
乍

チ
聯
邦
各
部
二
流
博
セ
リ
抑
作
者
ノ
目
的
ハ
彼
ノ
慄
雁
二
國

二
劉
ス
ル
是
非
曲

直
ノ
末
節
ヲ
去
テ
國
栄
國
権
ノ
大
本
二
向
フ
ベ
キ
愛
國
心
ヲ
喚
稜
セ
ン
ト
ス
ル

ニ
ア
リ
キ
然
レ
ド
モ
未
ダ
嘗
テ
渫
彿
二
図
二
及
ブ
ノ
一
句
ナ
ク
其
暴
拳

二
関
ス

ル
ノ
ニ

――ロ
ナ
シ
因
テ
洪
彿
二
党
ハ
云
二
及
バ
ス
全
國
諸
人
ノ
愛
唱
ス
ル
ト

コ
ロ

ト
ナ
リ
タ
リ
是
レ
即
チ
本
歌
ノ
純
然
タ
ル
愛
國
心
二
出
デ
閾
邦
愛
図
心
ノ
返
響

ヲ
得
タ
ル
所
以
ナ
リ
蓋
シ
歌
曲
ノ
精
神
―
二
愛
國
二
痰
ス
ル
ノ
然
ラ
シ
ム
ル
ト

コ
ロ
ト
イ
ヘ
ド
モ
此
ノ
如
キ
非
常
ノ
人
望
ヲ
得
シ
ハ
マ
タ
以
テ
作
者
ノ
意
外
ニ

魯
細
亜
國
々
歌
語
謬

嗚
呼
全
慈
全
愛
ナ
ル
上
帝
ヨ
、
世
俗
ノ
者
ハ
、
汝
ノ
教
へ
二
背
キ
タ
リ
、
汝

ノ
戒
メ
破
リ
タ
リ
」
合
唱
烈
シ
キ
怒
ヲ
押
鎮
メ
、
免
シ
玉
ヒ
テ
安
全

二
、
ス

ゴ
サ
セ
玉
へ
我
神
ヨ
、

世
俗
ノ
者
べ
危
キ
時
二
救
ハ
レ
シ
恩
人
ヲ
、
謝
シ
テ
必
ズ
忘
レ
マ
ジ
」
合

唱
烈
シ
キ
怒
ヲ
押
鎮
メ
、
免
シ
玉
ヒ
テ
安
全
二
、
ス
ゴ
サ
セ
玉
へ
我
神
ヨ
゜

阿
蘭
陀
図
々
歌
語
諄

國
民
ヨ
、
ト
モ
ニ
祝
ヒ
テ
歌
フ
ベ
シ
、
祭
司
ョ
御
供
ヲ
捧
グ
ベ
シ
、
山
川
江

河
モ
ウ
タ
フ
マ
ニ

、
我
等
ガ
先
祖
ノ
上
帝
ヲ
、

讃

ス
ル
歌
ヲ
ウ
タ
フ
ベ
シ
」

合
唱
我
等
ガ
先
祖
ノ
上
帝
ヲ
、
讃
ス
ル
歌
ヲ
ウ
タ
フ
ベ
シ
、

我
々
ノ
主
宰
ナ
ル
、
彼
ハ
即
チ
上
帝
ナ
リ
、
其
為
ス
ト
コ
ロ
ハ
、
仁
慈
ニ
ア

ヤ

ホ

パ

ラ
ザ
ル
モ
ノ
ゾ
ナ
キ
、
槃
ヲ
張
リ
揚
ゲ
剛
臥
ヲ
鳴
ラ
シ
、
主
ナ
ル
耶
和
華
ヲ

ヤ

ホ

バ

讃
ス
ベ
シ
」

合
唱

主
ナ
ル
耶
和
華
ヲ
讃
ス
ベ
シ
、

陳
國
々
歌
「
ア
ワ
ー
、
フ
ハ
ー
ザ
ー
ラ

ン
ド
」
語
繹

人
民
ノ
、
ロ
ニ
出
デ
タ
ル
雅
頌
コ
ソ
、

愛
國
心
二
基
ケ
リ
、
人
民
ノ
、
誠
ヲ

コ
メ
タ
ル
詞
韻
コ
ソ
、
天
地
モ
ナ
ド
カ
動
カ
サ
ゞ
ラ
ン
、
忠
誠
無
ニ
ヲ
表
ス

ナ

カ

ゴ

ル
ハ
、
歌
二
優
レ
ル
モ
ノ
ゾ
ナ
キ
、
歌
ハ
中
心
二
透
ル
ナ
リ
」
合
唱
忠
誠
無

二
ヲ
表
ス
ル
ハ
、
歌
二
優
レ
ル
モ
ノ
ゾ
ナ
キ
、
歌
ハ
中
心
二
透
ル
ナ
リ
、

嗚
呼
國
ヨ
、
神
モ
福
祉
ヲ
典
フ
ベ
シ
、
歌
ハ

冥
護
ヲ
祈
ル
ナ
リ
、
汝
ハ
何
ゾ

洩
ル
ベ
キ
ャ
、
忠
信
正
理
ノ
大
道
ハ
、
子
孫
ヲ
萬
世
二
致
ス
ベ
シ
」
合
唱
忠

信
正
理
ノ
大
道
ハ
、
子
孫
ヲ
萬
世
一
一
致
ス
可
シ
、

輝
ケ
ル
、
國
ノ
光
リ
ヲ
見
ン
事

ハ
、
愛
國
赤
子
ノ
所
願
ナ
リ
、
真
理
卜
名
春

ヲ
全
ウ
シ
テ
、
身
ノ
一
生
ヲ
終
ヘ
ン
コ
ソ
、
愛
國
赤
子
ノ
職
務
ナ
レ
、
獨
立

出
デ
且
本
曲
ノ
純
債
二
洋
溢
ス
ル
モ
ノ
ト
イ
フ
ベ
シ
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バ
ン
ザ
イ

い
ざ
図
民
よ
君
萬
歳
と
歌
へ
か
し
、

〔
国
歌
按
歌
詞
〕

国
を
照
す
は
鏡
な
り
、
國
を
守
る
は
剣
な
り
、

国
の
光
り
は
ま
が
玉
の
、
妙
な
る
玉
に
ぞ
た
と
ふ
べ
き
、

天
津
日
嗣
の
つ
ぎ
/
＼
に
、
三
種
の
賓
博
へ
末
し
、

シ
ロ

す
め
ら
御
國
は
大
君
の
、
千
世
萬
世
も
治
し
め
す
図
、

ベ
シ

合
唱

日
本
國
歌
按

神
器

二
首

雄
偉
ノ
國
体
ヲ
、
永
遠
無
窮

二
博
ヘ
テ
ヨ
、
吾
億
兆
ノ
同
胞
モ
、
其
民
タ
ル

ヲ
喜
バ
ン
」

合
唱

獨
立
雄
偉
ノ
闘
体
ヲ
、
永
遠
無
窮
二

博
ヘ
テ

ヨ
、
吾
億
兆

ノ
同
胞
モ
、
其
民
タ
ル
ヲ
喜
バ
ン
、

前
段
説
述
ス
ル
ガ
如
ク
英
吉
利
ノ
「
ゴ
ッ
ト
、
セ
ー
ブ
ス
、
ア
ワ
ー
、

ー
ン
」
ハ
年
代
末
詳
ノ
古
時

二
出
テ
漸
ク
今
日
二
至
テ
隈
國
々
歌
卜
仰
カ
レ
靡

潤
洒
ノ
「
マ
ル
セ

ー
ュ

」
ハ
西
紀
千
七
百
九
十
二
年
四
月
二
出
テ
千
八
百
七
十

八
年
雁
京
巴
哩
二
於
テ
萬
園
博
覧
會
開
場
ノ
日

二
至
リ
始
テ
佛
國
々
歌
ノ
為
リ

亜
米
利
加
合
衆
國
ノ
「
ヘ
ー
ル
コ
ロ
ン
ビ
ア
」
曲
ハ
千
七
百
八
十
九
年
二
成
リ

其
歌
詞
ハ
千
七
百
九
十
八
年
二
出
テ
今
日
即
チ
亜
米
利
加
合
衆
國
々
歌
卜
成
レ

リ
若
シ
ソ
レ
此
明
治
頌
中
明
治
聖
世
ノ
大
徳
ヲ
敬
揚
シ
愛
駆
ノ
士
気
ヲ
奮
興
ス

ル
ニ
足
ル

ア
リ
テ
他
日
我
邦
ノ
國
歌
卜
為
ル
ア
ラ
バ
誠
ト
ニ
鴻
業
ノ
餘
光
卜
云

〔
手
書
き
〕

（『
昔
監
鰹
伺
書
類
上
下
、
＿
音
架
取
調
成
績
申
報
書
』
明
治
十
七
年
）

ク
ヰ

其
い
ざ
國
民
よ
図
長
久
と
祈
れ
か
し
、
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か
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國
旗

｀
｀
ヽ
ヨ

帥
木
も
靡
く
大
昭
代
の
、
風
は
四
海
に
み
て
る
な
り
、

仰
ぐ
も
高
き
天
津
日
の
、
御
旗
は
雲
を
彿
ふ
な
り
、

ロ
ク
ダ
イ
シ
ウ

六
大
洲
の
民
舛
も
、
な
ど
か
は
靡
き
仰
が
ざ
る
、

我
日
の
本
は
日
と
共
に
、
千
世
萬
世
も
輝
け
る
図
、

合
唱

三
首

日
出
虞

ト
ッ
ク
ニ
ピ
ト

や
ま
と
の
國
を
日
の
本
と
、
外
國
人
も
博
へ

し
は
、

`
｀
｀
ィ

ッ

天
津
日
組
の
う
ご
き
な
く
、
御
稜
威
か
ゞ
や
く
し
る
し
な
り
、

く
に
A

あ
だ
な
す
え
み
し
ら
を
、
討
退
け
し
御
い
さ
を
は
、

冨
士
の
高
根
の
い
や
高
く
、
仰
が
ざ
ら
め
や
す
ゑ
の
よ
も
、

日
本
武
尊

ア

ヅ

マ

ス

メ

ロ

ギ

東
の
國
の
え
み
し
ら
を
、
う
ち
平
げ
て
天
皇
の
、

大
御
心
を
な
ご
め
て
し、

や
ま
と
た
け
る
の
名
も
し
る
し
、

そ
の
神
御
霊
大
鳥
と
、
な
り
て
羽
た
A

く
大
空
の
、

は
て
な
き
如
く
万
代
も
、
つ
た

へ
ざ
ら
め
や
今
も
か
も
、

蒙
古
来

フ
ネ

筑
紫
の
海
の
波
く
ら
く
、
蒙
古
の
舶
ぞ
襲
ひ
く
る
、

明治12年～20年 (1879~1887)

い
ざ
國
民
よ
君
萬
歳
と
祈
れ
か
し
、

君
萬
歳
と
祝
へ
か
し、

152 



ワ
ガ

マ

ス

ラ

ヲ

ツ
ル
ギ

吾
益
荒
男
の
剣
こ
そ
、
國
を
守
り
の
賓
な
れ
、

夕
ゞ

ミ

タ

リ

其
え
み
し
ら
を
切
り
盤
し
、
唯
三
人
を
ぞ
か
へ
し
つ
る
、

オ

n
ト
ク
ニ

我
日
の
本
の
御
稜
威
を
ぞ
、
伯
ぢ
ざ
ら
め
や
は
異
邦
も
、

其
―――

合
唱

四
首

尊
王
愛
園

ロ
ッ
ヒ
ヤ
ク

六
百
餘
年
の
む
か
し
よ
り
、
武
家
に
う
つ
り
し
兵
櫂
も
、

テ

ン

ガ

セ

イ

ジ

カ

へ

天
下
の
政
事
も
の
こ
り
な
く
、

一
時
に
復
る
君
が
御
世、

證
せ
や
盛
せ
、
國
の
為
、

い
は
へ
や
祝
へ
、

ノ
ウ

n
ウ
シ
ャ
ウ

農
工
商
と
さ
ま

人
＼
に
、

君
が
御
世
、

し
な
こ
そ
か
は
れ
君
が
為
、

盛
す
こ
A

ろ
し
か
は
ら
ず
ば
、
図
の

か
た
め
と
な
り
ぬ

べ
し
、

合
唱盛

せ
や
盛
せ
、
図
の
為
、

い
は
へ
や
祝
へ
、
君
が
御
世
、

セ
ン
ヒ
ヤ

ク

マ

ン

ヘ

イ

セ
ン

ク

千
百
萬
の
兵
船
を
、
海
に
う
か
へ
て
よ
せ
来
と
も
、

や
ま
と
こ
A

ろ
し
う
ご
か
ず
ば
、
あ
た
も
か
た
き
も
お
そ
れ
め
や
、

合
唱盤

せ
や
盛
せ
、
國
の
為
、

い
は
へ
や
祝
へ
、
君
が
御
世
、

園
は
日
の
本
の
光
り
、
い
た
ら
む
極
み
仰
ぎ
見
よ
、

パ
ン

セ
イ
イ

ッ
ケ
イ

君
は
萬
世
一
系
の
、
わ
が
お
ほ
君
ぞ
し
ろ
し
め
す
、

合
唱盛

せ
や
盛
せ
、
國
の
為
、

其
四紳

功
皇
后

ウ
ナ
バ

ラ

オ

シ

ソ
ガ

海
原
と
よ
み
押
よ
す
る
、
其
荒
浪
は
陸
に
み
ち
、

ソ
ガ
ツ
ワ
モ
ノ

其
兵
は
天
が
け
る
、
神
と
も
か
み
よ
た
ら
し
姫
、

あ
り
な
れ
川
の
水
か
れ
ず
、
悼
か
ぢ
ほ
さ
ぬ
貢
も
の
、

ミ
イ
サ
ヲ

ヒ
メ

男
子
に
ま
さ
る
御
績
は
、
神
と
も
か
み
よ
た
ら
し
姫
、

豊
臣
秀
吉

ト

ヨ

ソ

ヲ

タ

ケ

浪
風
響
み
て
海
く
ら
し、

其
が
雄
叫
び
に
山
ゆ
る
ぎ
、

ト
ヨ
ノ
オ
ミ

其
が
勢
に
雲
を
ま
く
、
仰
げ
や
あ
ふ
げ
豊
臣
、

チ

ゴ

ネ

荒
ぶ
る
虎
も
身
を
ち
ゞ
め
、
泣
く
な
る
乳
児
も
音
を
ひ
そ
む
、

ア
サ
ヒ

旭
に
匂
ふ
花
と
見
て
、
仰
け
や
あ
ふ
げ
と
よ
の

お
み
、

〈
聖
世
頌
〉
（
山
松
風
も
滝
津
瀬
も
）
お
よ
び

〈
蒙
古
来
〉

II
（天
地
ゆ
す
り
て
海

く
ら
し
）
は
没
に
な
っ
た
の
で
歌
詞
を
略
す
。

〔国
歌
判
定
案
文
部
省
の
各
方
面
諮
問
の
文
書
〕
（
明
治
十
五
年
）

音
楽
取
調
掛
議
案

過
般
國
歌
撰
定
之
儀
御
下
命
有
之
候
二
付
早
速
歌
曲
撰
定
二
着
手
侯
慮
元
来

國
歌
之
儀

ハ
之
ヲ
欧
米
ノ
史
乗

二
徴
ス
ル
ニ

僅
カ
ニ
―

首

一
曲
ニ
シ
テ
人
心
ノ

向
背
ヲ
決
シ
邦
園
ノ
禍
福
二
興
リ
億
兆
ノ
幸
否
治
道
ノ
進
退
ヲ
策
ス
ル
ニ
至
リ

シ
モ
ノ
其
例
少
ナ
カ
ラ
ス
賓
以
テ
容
易
ナ
ラ
ザ
ル
事
業

二
有
之
且
音
楽
取
調
ノ

事
業

ハ
事
頗
ル
創
始

二
属
シ
我
邦
古
今
ノ
雅
楽
俗
架
ヲ
始
メ
清
架
洋
楽
等
目
下

取
調
中
二
有
之
候
得
ハ
将
来
此
事
業
成
了
之
後
二
至
リ
即
チ
我
邦
ノ
音
楽
高
等

い
は
へ
や
祝
へ
、
君
が
御
世
、

二
首
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／
進
歩
ヲ
占
メ
歌
曲
ノ
編
成
意
ノ
如
ク
ー
ー
相
成
侯
日
二
至
リ
之
ヲ
撰
定
侯
如
ク

諸
般
ノ
準
備
相
整
居
候
儀
ニ
モ
無
之
候
得
バ
固
ョ
リ
完
全
ノ
歌
曲
ヲ
得
候
事
ハ

期
望
ス
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ト
コ
ロ
ニ
有
之
候
得
共
本
掛
今
日
ノ
情
況
二
在
テ
及
ブ
ト

コ
ロ
ノ
カ
ヲ
尽
シ
可
成
丈
ケ
汎
ク
本
邦
和
歌
ノ
作
法
雅
架
俗
架
ノ
規
則
及
ビ
西

楽
ノ
法
理
ヲ
商
量
シ
各
図
々
歌
ノ
整
裁
ヲ
参
酌
シ
尊
王
愛
國
ノ
大
義
ー
ー
基
キ
撰

定
候
目
的
ヲ
以
テ
既
ー
ー
其
歌
曲
四
篇
ヲ
得
候
二
付
先
以
テ
電
覧
二
供
シ
候
前
顕

／
情
実
御
参
按
ノ
上
歌
篇
ノ
営
否
御
審
決
相
成
度
候
尚
楽
譜
ノ
儀
ハ
既
ー
ー
夫
々

着
手
罷
在
不
日
成
了
ノ
運
ヒ
ニ
相
成
居
候
ー
ー
付
賓
際
演
曲
ヲ
以
テ
御
審
決
ヲ
仰

キ
申
度
此
段
至
急
相
伺
候
也

國
歌
案
此
ー
ー
略
ス
原
案
二
就
テ
見
ル
ヘ
シ

編
輯
局
長
意
見

下
官
ハ
歌
曲
ノ
事
ハ
甚
不
案
内
ナ
レ
バ
何
ト
モ
申
ベ
キ
様
ナ
シ
、
然
レ
ト
モ

0

0

 

國
歌
ハ
詩
経
ノ
園
風
ノ
如
キ
者
ノ
由
嘗
テ
承
ハ
リ
及
ベ
リ
、
西
洋
ノ
園
歌
ノ
一

二
ヲ
見
タ
ル
事
ア
リ
シ
ガ
、
何
レ
モ
大
体
國
風
二
類
セ
ル
者
ナ
リ
、
果
シ
テ
然

ル
ト
キ
ハ
、
國
風
ノ
体
ー
ー
擬
シ
テ
作
ル
ヲ
宜
シ

ト
ス
ベ
キ
ー
ー
似
タ
リ
、
今
此
本

按
二
記
ス
ル
所
ノ
歌
曲
ヲ
見
ル
ニ
、
多
ク
詩
経
ノ
頌
ノ
体
二
類
ス
ル
者
ニ
シ

テ
、
國
風
二
類
ス
ル
者
ヲ
見
ズ
、
是
ヲ
神
殿
宗
廟
ノ
祭
祀

二
用
フ
ル
ハ
可
ナ
ル

ベ
ケ
レ
ド
モ
、
民
間
常
用
ノ
唱
歌
ニ
ハ
其
体
ヲ
失
ヘ
ル
ニ
似
タ
リ
、
國
歌
ノ
名

ヲ
付
ス
ル
ハ
大
事
ノ
事
ナ
レ
バ
、
何
卒
御
熟
考
有
之
様
致
シ
度
事
ー
ー
候
也

普
通
学
務
局
意
見

〔
国
歌
は
各
国
の
言
語
、
国
情
に
も
と
づ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
適
し
た
歌
を
制
定
す
る
。

ゆ
え
に
国
に
よ
っ
て
は
巷
に
流
れ
る
歌
謡
を
も
と
に
し
た
も
の
や
、
牧
歌
的
な
も
の
も

あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
〕
今
日
國
歌
ヲ
制
作
ス
ル
ニ
図
風
二
傲
フ
ヲ
要
セ
ザ
ル
コ

卜
明
カ
ナ
リ
尤
本
案
ノ
歌
曲
ノ
全
体
ヲ
閲
ス
ル
ニ
或
ハ
精
神
ヲ
鼓
舞
ス
ル
ノ
カ

二
乏
シ
キ
カ
如
ク
ナ
レ
ド
モ
其
慄
慨
劇
烈
ニ
シ
テ
精
神
ヲ
鼓
舞
ス
ル
ノ
効
力
強

大
ナ
ル
者
ハ
其
害
モ
亦
甚
シ
ク
佛
國
有
名
ノ
國
歌
ナ
ル
「
マ
ル
セ
レ
ー
ズ
」
ノ

同
國
及
ビ
欧
洲
諸
邦
ノ
國
政
顛
覆
ヲ
助
成
シ
タ
リ
ト
云
フ
モ
殆
虚
言
ニ
ア
ラ
サ

レ
バ
寧
口
本
案
ノ
如
キ
穏
嘗
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
取
ル
ヲ
宜
シ
ト
ス
ベ
シ
依
之
本
案
ノ

歌
曲
ノ
全
体
二
到
シ
テ
ハ
別
二
異
論
ナ
ク
唯
各
條
二
付
キ
意
見
ア
ル
モ
ノ
ハ
夫

々
付
箋
致
シ
置
候
然
シ
ナ
カ
ラ
國
歌
選
定
ノ
事
タ
ル
容
易
ナ
ラ
ザ
ル
事
業
ナ
レ

バ
原
案
ノ
如
キ
歌
曲
ヲ
以
テ
直
二
國
歌
卜
御
選
定
相
成
候
儀
ハ
然
ル
ベ
カ
ラ
ズ

卜
存
候
条
編
輯
局
長
モ
云
ヘ
ル
ガ
如
ク
何
卒
御
熟
考
ア
ラ
ン
コ
ト
可
然
存
候
就

テ
ハ
原
案
歌
曲
ノ
外
更
二
数
多
ノ
歌
曲
ヲ
制
作
セ
シ
メ
ラ
レ
其
中
ニ
テ
至
嘗
ノ

良
歌
曲
ヲ
選
捧
セ
ラ
レ
之
ヲ
以
テ
國
歌
卜
御
定
メ
相
成
候
様
致
シ
度
且
ツ
國
歌

ナ
ル
者
ハ
必
シ
モ
園
歌
ト
シ
テ
制
作
セ
ル
者
ニ
モ
無
之
前
陳
「
マ
ル
セ
レ
ー

ズ
」
ノ
如
キ
モ
一
時
ノ
作
二
過
キ
サ
リ
シ
モ
ノ
忽
チ
國
歌
ト
ナ
リ
テ
全
國
二
行

ハ
ル
ヽ
ニ
至
リ
シ
ヨ
シ
聞
及
ビ
侯
得
バ
國
歌
ト
シ
テ
制
作
セ
サ
ル
モ
ノ
ニ
テ
モ

世
上
二
行
ハ
ル
ヽ
唱
歌
中
國
歌
ト
シ
テ
至
嘗
ナ
ル
モ
ノ
ア
ラ
バ
之
ヲ
抽
用
シ
テ

園
歌
ノ
中
二
加
ヘ
ラ
レ
候
様
漸
ヲ
以
テ
御
選
定
ノ
儀
可
然
存
候

追
テ
國
歌
御
選
定
ノ
後
卜
雖
モ
罪
二
國
歌
ト
シ
テ
御
公
布
相
成
リ
万
一
其
効

無
キ
ト
キ
ハ
甚
夕
不
都
合
卜
存
候
条
先
ツ
図
歌
案
ノ
名
義
ヲ
以
テ
御
公
布
相

成
候
儀
可
然
存
候

専
門
學
務
局
意
見

國
歌
撰
定
ノ
困
難
ナ
ル
ハ
其
主
旨
及
歌
曲
ノ
廣
ク
國
体
二
適
シ
民
情
二
合
フ

ヲ
要
ス
ル
儀
二
有
之
唯
夕
本
邦
ノ
欧
米
各
國
卜
異
ナ
ル
所
ハ
國
歌
中
二
飽
ク
マ

テ
皇
室
ヲ
尊
宗
ス
ル
ノ
主
旨
ヲ
表
彰
ス
ル
モ
決
シ
テ
党
歌
若
ク
ハ
政
歌
ト
ナ
ル

J
患
ナ
キ
ヲ
以
テ
主
旨
ノ
撰
定
二
至
テ
ハ
外
國
ョ
リ
大
二
易
キ
所
有
之
候
得
共

更
二
困
難
ト
ナ
ス
ヘ
キ
ハ
歌
二
曲
二
雅
俗
ノ
中
間
ヲ
得
ル
ニ
在
リ
テ
現
今
本
邦
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J
文
学
及
音
楽
ノ
進
度
ニ
テ
ハ
塞
二
容
易
ナ
ラ
サ
ル
儀
卜
被
察
侯
条
廣
ク
考
へ

深
ク
按
シ
テ
率
爾
二
園
歌
ト
シ
テ
撰
定
セ
ス
先
ッ
通
常
ノ
唱
歌
ト
ナ
シ
テ
学
校

其
他
二
於
テ
充
分
二
試
験
シ
後
チ
果
シ
テ
能
ク
國
体
二
適
シ
民
情
二
合
フ
モ

ノ

ヲ
撰
ン
テ
國
歌
卜
定
メ
ラ
レ
可
然
存
侯

〔
マ
マ
1

集
中
古
代
人
物
ノ
頌
二
係
ル
モ
ノ
ハ
其
適
否
如
何
哉
抑
モ
國
体
二
撰
リ
テ
建

國
祖
先
ノ
君
主
ノ
偉
徳
ヲ
頌
ス
ル
ハ
格
別
ナ
レ
ト
モ
嘗
代
ノ
君
主
ノ
大
徳
ヲ
頌

ス
ル
ノ
外
ニ
―
人
ノ
事
績
ヲ
稲
ス
ル
時
ハ
感
情
ヲ
起
ス
ノ
匿
域
狭
陰
ニ
シ
テ
其

人
ノ
賛
歌
（
オ
ー
ド
）
タ
ル
ニ
過
キ
ス
且
ツ
著
明
ノ
事
績
卜
雖
ト
モ
星
霜
ヲ
鰹

ル
ニ
隧
ヒ
自
然
感
動
ノ
カ
ヲ
失
フ
ニ
至
ル
現
二
佛
國
「
ビ
ー
ブ
、

ハ
ン
リ
、
ク

ワ
ツ
ル
」
（
顕
理
第
四
世
ノ
萬
歳
ヲ
祝
セ
ル
歌
）
ノ
如
キ
ハ
営
時
國
歌
タ
リ
シ

モ
今
日
ハ
通
常
ノ
歌
ト
ナ
レ
リ
蓋
シ
國
体
ノ
愛
遷
二
由
ル
ト
雖
ト
モ
亦
星
霜
ノ

鰹
過

二
由
ラ
ス

ン
ハ
ア
ラ
サ
ル
ナ
リ
加
之
現
在
ノ
君
主
ノ
徳
ヲ
頌
セ
ス
古
代
ノ

皇
族
若
ク
ハ
人
臣
ノ
徳
ヲ
國
歌
ト
シ
テ
唱
フ
ハ
順
序
ヲ
失
ヘ
ル
ニ
似
タ
リ
故
ニ

第
二
篇
ノ
日
本
武
尊
第
四
篇
ノ
神
功
皇
后
ノ
歌
ノ
如
キ
ハ
皇
子
皇
后
ノ
賛
歌

二

ハ
恰
嘗
ナ
ル
ヘ
キ
モ
國
歌
ニ
ハ
不
適
営
ナ
ル
ヘ
ク
殊
二
第
四
篇
ノ
豊
臣
秀
吉
ハ

不
都
合
ナ
ル
ヘ
シ
但
人
臣
ノ
功
績
ヲ
引
用
シ
君
主
ノ
威
徳
ヲ
表
ス
ル
ノ
一
助
卜

ナ
ス
如
キ
ハ
時
二
採
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
キ
ニ
非
ス
ト
雖
ト
モ
此
場
合
二
於
テ
ハ
必

ス
主
客
ノ
匿
分
ヲ
判
明
ナ
ラ
シ
メ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ス
将
又
第
二
篇
ノ
蒙
古
来
ハ
固

ヨ
リ
一
個
人
ノ
事
績
二
係
ラ
ス
ト
雖
ト
モ
一
時
ノ
武
威
ヲ
叙
ス
ル
ニ
止
リ
稽
狭

ク
ナ
ル
ヲ
免
カ
レ
ス
是
等
改
正
相
成
可
然
存
候

四
篇
中
硝
々
國
歌
ノ
休
裁
二
近
シ
ト
被
考
侯
モ
ノ
ハ
第
一
篇
卜
第
三
篇
ト
ニ

有
之
第
一
篇
ハ
少
シ
ク
高
雅
ニ
シ
テ
所
謂
戎
服
朝
冠
ノ
時
二
唱
フ
ヘ
キ
モ
ノ
ト

相
見
ヘ
一
般
ノ
流
行
ニ
ハ
如
何
卜
存
候
へ
共
外
國
ニ
モ
此
例
ア
リ
テ
格
別
不
都

合
卜
申
儀
ニ
ハ
無
之
唯
夕
其
合
唱
ハ
一
ハ
君
萬
歳
卜
云
ヒ
一
ハ
國
長
久
卜
云
ヒ

二
首
一
様
ナ
ラ
サ
ル
ハ
如
何
哉
但
合
唱
ハ
本
歌
ノ
勢
カ
ヲ
増
シ
且
ツ
数
首
間
二

連
絡
ヲ
通
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
大
抵
ハ
同
一
ノ
モ
ノ
ト
相
見
へ
侯
間
本
篇
モ
合
唱

J
中
執
レ
ニ
テ
モ
一
ヲ
撰
ヒ
若
ク
ハ
之
ヲ
合
併
シ
テ
新
タ
ニ
一
種
ヲ
製
ス
ル
方

可
然
且
本
按
ハ
稽
幽
微
二
過
ク
ル
ヲ
以
テ
一

層
勢
力
二
注
意
有
之
度
又
第
三
篇

第
三
首
第
四
首
ノ
如
キ
ハ
簡
短

ニ
シ
テ
能
ク
盛
セ
リ
ト
存
候
条
猶
此
体
ニ
テ
数

篇
撰
ハ
レ
度
但
シ
第
三
篇
第
一
首
ニ
テ
維
新
ノ
業
ヲ
頌
ス
ル
ハ
差
支
無
之
存
候

ヘ
共
六
百
餘
年
来
王
政
ノ
衰
頚
ヲ
國
歌
二
明
言
ス
ル
事
ハ
皇
室
二
劉
シ
忌
ム
へ

キ
事
―
―
有
之
又
第
二
首
ハ
本
邦
二
適
切
ノ
字
面
ヲ
括
マ
ス
故
二
外
國
二
移
ス
モ

可
ナ
ル
儀
二
付
可
成
ハ
本
邦
固
有
ノ
性
質
ヲ
含
有
ス
ル
様
修
正
相
成
度
候

第
一
第
二
第
四
ノ
諸
篇
ニ
―
首
毎
二
別
々
ノ
題
ヲ
附
ケ
タ
ル
事
ハ
如
何
哉
例

へ
ハ
第
一
篇
ニ
―
ハ
神
器
卜
云
ヒ

一
ハ
國
旗
卜
云
ヘ
リ
然
レ
ト
モ
全
篇
ヲ
穂
括

ス
ル
ノ
題
名
ナ
シ
故
二
愛
歌
ナ
ル
ヤ
又
ハ
別
々
ノ
モ
ノ
ナ
ル
ヤ
相
分
ラ
ス
寧
ロ

第
三
篇
ノ
如
ク
一
題
ヲ
以
テ
掩
フ
方
可
然
存
候

本
按
全
体
ヲ
考
フ
ル
ニ
稽
氣
カ
ニ
乏
シ
ク
相
見
へ
候
然
ル
ニ
深
ク
人
心
二
感

染
シ
長
ク
尊
王
愛
國
ノ
情
ヲ
涵
養
ス
ル
ニ
ハ
氣
カ
ニ
乏
シ
ク
テ
ハ
相
叶
ハ
サ
ル

儀
二
有
之
且
ツ
主
旨
ノ
方
向
ヲ
誤
ラ
サ
ル
以
上
ハ
字
句
ノ
間
二
氣
カ
ヲ
増
ス
ハ

更
二
不
都
合
有
之
間
敷
卜
存
候
条
猶
ホ
此
邊
二
注
意
有
之
度
第
三
篇
日
本
武
尊

ニ
モ
大
鳥
二

化
ス
ト
云
フ
ハ
固
ヨ
リ
詩
歌
ニ
ハ
想
像
ヲ
要
ス
ル
ヲ
以
テ
引
用
セ

シ
事
ナ
ル
ヘ
ケ
レ

ト
モ
右
ノ
如
キ
ハ
規
模
ヲ
小
ニ
ス
ル
儀
卜
存
候
又
同
篇
蒙
古

0

0

 

来
二
唯
三
人
コ
ソ
ト
有
之
右
三
人
卜
云
フ
字
面
甚
夕
狭
ク
聞
へ
候
条
是
等
モ
勢

カ
ノ
関
係
ヲ
謀
リ
夫
々
御
修
正
相
成
可
然
哉

前
陳
國
歌
撰
定
ノ
困
難
ニ
シ
テ
容
易
ノ
事
業
ニ
ア
ラ
サ
ル
ハ
既
已
二
知
悉
セ

ラ
ル
ヘ
シ
ト
雖
ト
モ
西
人
ノ
所
見
中
左
二
諄
出
ス
ル
モ
ノ
ヽ
如
キ
ハ
言
簡
ニ
シ

テ
意
盛
セ
リ
亦
以
テ
参
照

二
供
ス

155 第 2節 音楽取調掛の事業



國
歌
ハ
礼
式
ノ
一
分
タ
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ニ
シ
テ
文
学
上
ヨ
リ
之
ヲ
論
ス
ル
ト
キ

ハ
概
ネ
三
ノ
瑕
疵
ア
ル
ヲ
免
レ
ズ
澳
図
ノ
國
歌
英
國
ノ
「
リ
ュ
ル
ブ
リ
タ

ニ
ャ
」
ノ
如
ク
其
体
裁
ハ
至
美
ニ
シ
テ
能
人
民
ノ
氣
風
ヲ
表
ス
ル
モ
精
神
ヲ

ト
ス

凡
人
民
ニ
ハ
國
旗
ア
リ
テ
其
獨
立
、
自
治
、
氣
風
、
勢
威
、
氣
運
等
ヲ
表
ス

ル
如
ク
國
民
タ
ル
モ
ノ
ニ
ハ
亦
必
ス
國
祉
ノ
根
基
タ
ル
帝
室
ヲ
頌
シ
或
ハ
他

國
ノ
覇
絆
ヲ
脱
シ
テ
獨
立
シ
若
ク
ハ
其
一
大
時
期
タ
ル
ベ
キ
事
績
ヲ
表
シ
テ

民
心
ヲ
固
フ
ス
ル
ノ
歌
曲
ア
リ
之
ヲ
神
歌
（
イ
ム
ヌ
）
又
ハ
図
歌
（
シ
ャ
ン
、

ナ
シ
ョ
ナ
ー
ル
）
卜
名
ケ
以
テ
一
鴬
一
族
ノ
所
向
所
願
等
ヲ
表
示
ス
ル
所
ノ

政
歌
ナ
ル
モ
ノ
ト
匿
別
ス
國
歌
ハ
其
性
公
正
一
ー
シ
テ
人
民
一
般
ノ
祝
祭
ノ
時

二
之
ヲ
唱
へ
殊
二
政
府
ノ
採
用
シ
テ
礼
式
ノ
一
分
ト
ナ
ス
モ
ノ
ニ
係
レ
リ

至
美
ノ
國
歌
ハ
其
民
情
ヲ
籠
絡
ス
ル
ヤ
太
甚
シ
始
メ
ニ
ハ
之
ヲ
シ
テ
安
息
堅

確
ナ
ラ
シ
メ
尋
テ
之
ヲ
シ
テ
於
邑
短
氣
セ
シ
メ
人
ヲ
シ
テ
自
カ
ラ
其
國
二
劉

シ
愛
慕
悲
憂
ノ
情
ヲ
交
発
セ
シ
ム
之
ヲ
聞
ク
モ
ノ
ハ
其
身
卑
弱
ナ
ル
モ
覚
ヱ

ズ
識
ラ
ズ
鼓
舞
セ
ラ
レ
テ
剛
邁
撓
ム
ヘ
カ
ラ
ス
安
堵
以
テ
足
レ
リ
ト
ス
ル
ニ

至
ル
須
央
ニ
シ
テ
其
感
想
漸
ク
豹
愛
シ
テ
謂
ハ
ン
ト
ス
我
國
ハ
此
ノ
如
ク
強

ク
此
ノ
如
ク
盛
ナ
ル
モ
隣
國
ハ
皆
我
兄
弟
ニ
ア
ラ
ス
必
ス
ヤ
我
ヲ
娼
嫉
シ
我

ヲ
侵
掠
セ
ン
況
ヤ
彼
モ
亦
皆
我
ノ
如
ク
強
盛
ナ
ル
ニ
於
テ
オ
ヤ
ト

國
歌
ノ
趣
向
ハ
此
ノ
如
ク
図
民
ノ
愛
國
心
ヲ
培
殖
ス
ル
ノ
一
途
二
在
リ
ト
雖

ト
モ
其
体
裁
ニ
ハ
概
ネ
ニ
種
ア
リ
「
テ
、
デ
オ
ー
ム
」
ノ
如
ク
甲
ハ
現
在
ノ

國
威
ヲ
稲
揚
シ
乙
ハ
既
往
ノ
國
威
ヲ
追
慕
シ
テ
将
来
ノ
希
望
ヲ
揚
言
ス
文
学

上
ョ
リ
之
ヲ
観
ル
ト
キ
ハ
乙
ハ
其
人
心
ヲ
感
動
ス
ル
最
モ
烈
シ
ク
シ
テ
甲
二

比
ス
レ
バ
賞
ス
ヘ
キ
モ
ノ
殊
二
多
シ
ト
雖
ト
モ
政
略
上
ョ
リ
之
ヲ
論
ス
ル
ト

キ
ハ
其
有
趣
自
ラ
遜
庭
シ
有
用
ノ
貼
二
至
リ
テ
ハ
甲
乙
共
二
優
劣
ナ
キ
モ
ノ

國
歌
ノ
尤
有
効
ナ
ル
ハ
人
民
ノ
所
向
ヲ
指
シ
将
来
ノ
國
勢
ヲ
豫
言
シ
即
チ
國

歌
ヲ
作
ル
ノ
時
二
見
ル
所
ナ
キ
モ
異
日
其
言
ノ
果
シ
テ
験
ア
ル
ニ
在
リ
テ
此

手
段
ヲ
用
ュ
レ
ハ
必
然
前
陳
ノ
瑕
疵
ナ
ク
人
民
之
ヲ
愛
嗜
シ
真
二
國
歌
ノ
本

体
ヲ
得
然
ト
モ
此
類
古
今
甚
僅
少
ニ
シ
テ
其
成
ル
ヤ
多
ク
ハ
偶
然
二
出
ツ
佛

國
ノ
「
マ
ル
セ
イ
ヱ

ー
ズ
」
ハ
即
チ
其
巨
撃
ニ
シ
テ
人
民
ノ
所
願
未
夕
達
セ

サ
ル
ノ
往
時
二
成
リ
テ
遂
二
今
日
ノ
國
歌
ト
ナ
レ
リ
概
ネ
國
歌
ハ
既
往
ノ
事

跡
ヲ
唱
フ
「
マ
ル
セ
イ
ヱ
ー
ズ
」
ハ
之
二
反
シ
テ
未
夕
見
サ
ル
ノ
事
ヲ
唱
起

セ
リ
故
二
佛
國
々
歌
ハ
文
学
上
ヨ
リ
之
ヲ
観
ル
モ
員
ノ
歌
曲
卜
謂
フ
ヘ
ク
政

略
上
ョ
リ
之
ヲ
論
ス
ル
モ
亦
能
ク
人
民
J
所
向
ヲ
表
示
ス
ル
モ
ノ
ト
謂
フ
へ

シ
故
二
之
ヲ
唱
フ
ル
モ
ノ
ハ
能
ク
自
ラ
緊
足
シ
又
能
ク
自
ラ
警
戒
ス

國
歌
ヲ
制
定
ス
ル
ニ
第
―
二
困
難
ナ
ル
事
ハ
非
凡
ナ
ル
詩
人
卜
架
人
ヲ
求
ム

ル
ニ
ア
リ
テ
楽
人
ハ
較
々
得
易
キ
モ
文
人
ハ
極
メ
テ
得
難
シ
古
今
ノ
歌
曲
ヲ

玩
味
ス
ル
ニ
英
國
ノ
「
リ
ュ
ル
、
ブ
リ
タ
ニ
ャ
」
佛
國
ノ
「
シ
ャ
ン
、
ヂ

ュ
、
デ
パ
ー
ル
」
ノ
類
ノ
如
キ
曲
調
ノ
文
詞
二
優
リ
テ
文
意
ヲ
堅
倒
シ
為
二

大
二
其
体
裁
ヲ
損
フ
又
其
最
モ
困
難
ナ
ル
ハ
歌
旨
一
方
二
偏
セ
ス
人
民
一
般

ノ
感
情
ヲ
表
ス
ル
ニ
ア
リ
故
ニ
―
鴬
若
ク
ハ
一
族
ノ
ミ
特
二
之
ヲ
愛
ス
ル
コ

ト
ア
レ
ハ
諏
チ
其
体
裁
ヲ
失
ヒ
鴬
歌
若
ク
ハ
政
歌
ト
ナ
ラ
ン
例
ヘ
ハ
一
帝
國

ノ
國
歌
ハ
概
ネ
其
君
ヲ
頌
賛
ス
ル
ヲ
常
ト
ス
レ
ト
モ
之
ヲ
頌
シ
テ
過
重
ナ
ル

ル
」
ア
ル
ノ
ミ

鼓
舞
ス
ル
ノ
カ
ニ
乏
ク
徒
二
平
穏
二
失
ス
ル
ノ
弊
ア
リ
如
之
其
趣
厳
粛
二
過

キ
礼
服
ヲ
着
ケ
威
儀
ヲ
正
フ
ス
ル
ノ
時
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
之
ヲ
唱
フ
ル
能
ハ
ス

従
テ
人
民
平
素
ノ
嗜
好
二
適
セ
サ
ル
ノ
嘆
ア
リ
テ
為
二
其
目
的
ヲ
充
分
二
達

ス
ル
能
ハ
ス
此
類
ノ
モ
ノ
ニ
テ
俗
好
二
偏
セ
ス
厳
粛
二
過
キ
ス
能
ク
王
國
当

時
ノ
氣
風
ヲ
表
セ
ル
モ
ノ
ハ
佛
國
ノ
古
歌
「
ビ
ー
ブ
、
ヘ
ン
リ
ー
、
ク
ワ
ッ
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次
の
譜
例
1
は
第
一
節
が
「
神
器
」
で
第
二
節
は
「
国
旗
」
で
あ
る
。
明
治
十
七

年

一
月
二
十
一
日
、
新
任
の
大
木
喬
任
文
部
卿
が
音
楽
取
調
掛
を
巡
視
し
た
際
に
、

薩
摩
琵
琶
の
伴
奏
で
試
奏
さ
れ
た
。
作
曲
者
は
不
明
。

墨率
1

(/.t

善
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ー
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悶
二
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サ
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ゞ
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ぐ

n
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昌
+
れ

”
A
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雪
間

t
)
1

ヽ

）

9
1

ヽ
＞

ゞゞ
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\•ペ

亙

,
＇
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「

+

“

、

^

＂
中
｀
4
-
‘

、

I

I

f

f

7

ヤ

9

F

ト
キ
ハ
其
文
意
一
方
二
傾
キ
或
ハ
王
黛
歌
ト
ナ
リ
暗
二
反
到
ノ
影
孵
ヲ
醸
ス

ノ
憂
ナ
キ
ヲ
保
セ
ズ
故
二
編
者
タ
ル
モ
ノ
王
家
ヲ
思
ハ
ヽ
陽
二
其
國
体
ヲ
殿

言
シ
暗
二
王
威
ヲ
表
示
ス
ル
如
ク
豫
メ
斯
二
注
意
シ
我
持
論
二
拘
泥
セ
ズ
シ

テ
虚
氣
平
心
以
テ
中
道
ヲ
得
ル
ヲ
旨
ト
ス
ヘ
シ
然
レ
ト
モ
斯
ニ
―
難
事
ア
リ

其
心
一
タ
ヒ
公
正
ナ
レ
バ
文
意
自
ラ
活
澄
ノ
氣
象
ヲ
失
ヒ
人
心
ヲ
感
動
ス
ル

ノ
カ
ニ
乏
シ
ク
甚
シ
キ
ニ
至
テ
ハ
人
民
ヲ
シ
テ
之
ヲ
厭
ハ
シ
ム
ル
ニ
至
ル
蓋

シ
世
J
名
家
卜
称
ス
ヘ
キ
ノ
士
ハ
必
ス
其
説
二
多
少
ノ
偏
僻
ア
ル
ハ
自
然
ノ

勢
ニ
シ
テ
名
家
ノ
免
ル
ヽ
能
ハ
サ
ル
所
ニ
シ
テ
亦
名
家
ノ
鉄
ク
ヘ
カ
ラ
サ
ル

要
点
ト
ナ
ス
賢
明
ノ
人
卜
雖
ト
モ
太
平
無
事
ノ
図
二
居
ル
ニ
非
レ
ハ
或
ハ
亦

此
弊
ア
ル
ノ
誹
謗
ヲ
免
レ
サ
ラ
ン
ト
ス

以
上
論
ス
ル
如
ク
図
歌
ノ
主
旨
ハ
本
國
ヲ
愛
慕
ス
ル
ノ
情
ヲ
保
護
ス
ル
ニ
ア

リ
テ
其
目
的
ヲ
達
ス
ル
ニ
ハ
許
多
ノ
手
段
ア
レ
ト
モ
就
中
國
体
ヲ
賞
賛
ス
ル

ヲ
以
テ
捷
径
ト
ナ
シ
且
ツ
多
ク
ハ
其
旨
ヲ
誤
ル
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「
俗
曲
改
良
ノ
事
」

本
邦
俗
曲
ハ
古
来
識
者
ノ
為
二
放
榔
セ
ラ
レ
畢
ケ
テ
之
ヲ
無
学
ノ
輩
ノ
手
二

委
ス
ル
ヨ
リ
音
楽
ノ
本
旨
二
悸
リ
人
事
至
底
ノ
用
途
二
帰
シ
隧
テ
野
卑
二
流
レ

其
歌
曲
ノ
成
立
ハ
今
日
最
モ
下
流
ノ
極
二
達
セ
リ
是
ヲ
以
テ
其
弊
害
勝
テ
言
フ

ベ
カ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ア
リ
試
二
其
―
ニ
ヲ
述
ベ
ン
ニ
俗
曲
ノ
淫
奔
猥
褻
ナ
ル
ハ
風

教
ノ
猷
毒
ヲ
為
ス
是
其
一
也
、
俗
曲
ノ
旋
律
淫
風
ヲ
極
ム
ル
ハ
士
人
ノ
趣
味
ヲ

淫
侠
二
導
キ
為
メ
ニ
雅
正
善
良
ナ
ル
音
楽
ノ
振
興
ヲ
妨
害
ス
ル
是
其
二

也
、
俗

曲
ノ
淫
邪
ナ
ル
ハ
誘
惑
ノ
途
ヲ
開
キ
徳
教
ノ
涵
養
ヲ
妨
害
ス
ル
是
其
三
也
、
外

交
日
新

二
際
シ
彼
此
ノ
文
物
相
融
通
ス
ル
ノ
今
日
二
在
テ

ナ
ホ
此
ノ
如
キ
音
曲

／
盛
二
行
ハ
ル
、
ハ
國
家
ノ
体
面
ヲ
毀
損
ス
ル
是
其
四
也
、
然
ル

ニ
俗
曲
ハ
今

日
民
間
流
行
ノ
甚
タ
シ
キ
モ
ノ
ニ
シ
テ
下
民
ノ
風
俗
ハ
殆
卜
薮
二
根
腺
ス
ル
ノ

勢
ア
リ
故
二
人
民
ヲ
猥
褻
淫
行
二
誘
致
ス
ル
ハ
職
ト
シ
テ
此
俗
曲
ノ
然
ラ
シ
ム

ル
ト
コ
ロ
ト
ス
ル
モ
敢
チ
過
言

ニ
ア
ラ
ザ
ル
ベ
シ
即
チ
今
ノ
人
情
ヲ
察
ス
ル
ニ

父
母
ノ
困
窮
ニ
シ
テ
其
子
女
ヲ
學
校
二
送
ル
資
カ
ナ
キ
モ
朝
ニ
タ
ニ
ナ
ホ
此
俗

曲
ヲ
勉
学
セ
シ
メ
ザ
ル
ハ
ナ
ク
マ
タ
雅
正
善
良
ナ
ル
音
楽
ヲ
聴
テ
心
身
ノ
修
養

ヲ
正
路
二
要
メ
ン
ヨ
リ
ハ
寧
口
淫
野
ノ
音
曲
ヲ
聞
テ
目
前
ノ
快
ヲ
取
ラ
ザ
ル
ハ

ナ
シ
是
ヲ
以
テ
上
流
ノ
婦
女
二
在
リ
テ
ハ
間
々
ロ
ヲ
掩
フ
テ
演
シ
耳
ヲ
掩
フ
テ

聴
ク
ナ
キ

ニ
ア
ラ
ザ
ル
モ
此
曲
ヲ
學
ビ
此
曲
ヲ
聴
カ
ザ
レ
ハ
殆
ド
世
間
二
歯
ス

ル
能
ハ
ザ
ル
ノ
弊
勢
ヲ
致
セ
リ
故
二
此
淫
曲
ニ
シ
テ
此
勢
カ
ヲ
退
ス
ル
間
ハ
タ

ト
ヒ
雅
正
善
良
ナ
ル
音
楽
ヲ
典
ス
ト
モ
タ
ト
ヒ
千
百
ノ
校
舎
ヲ
連
ヌ
ル
ト
モ
マ

タ
タ
ト
ヒ
盛
善
盛
美
ノ
教
育
ヲ
布
ク
ト
モ
稲
赤
手
二
狂
瀾
ノ
勢
ア
リ
功
豫
メ
期

ス
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ニ
似
タ
リ
然
レ
バ
則
チ
之
ヲ
虞
ス
ル
ノ
方
略
如
何
ハ
マ
タ
既
二

識
者
社
會
ノ
一
大
問
題
卜
為
レ
リ
或
日
俗
曲

2
拳
テ
之
ヲ
禁
断
ス
ベ
シ
或
日
俗

曲
ハ
下
等
社
會
ノ
架
卜
為
シ
中
人
以
上
二
用
フ
ベ
カ
ラ
ズ
或
日
藉
来
ノ
俗
曲

ハ

（

七

）

一
時
二
之
ヲ
麿
絶
シ
テ
新
曲
ヲ
撰
定
ス
ベ
シ
云
云
卜
此
等
ノ
諸
説
各
一
理
ナ
キ

ニ
ア

ラ
ザ
レ
ド
モ
マ
タ
皆
言
フ
ベ
ク

シ
テ
行
フ
ベ
カ

ラ
ザ
ル
ノ
説
ナ
リ
タ
ト
ヒ

之
ヲ
厳
禁
セ
ン
ト
ス
ル
ト
モ
如
此
民
心
二
蝠
屈
シ
タ
ル
モ
ノ
ハ
已
二
容
易
二
抜

ク
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ノ
根
幹
ヲ
成
セ
リ
加
フ
ル
ニ
タ
ト
ヒ
現
存
ノ
モ
ノ
ヲ
禁
ズ
ル
ト

モ
之
二
易
フ
ル
良
架
ナ
キ
以
上
ハ
又
其
害
ヲ
他
―
―
稜
出
セ
ン
事
疑
ナ
シ
之
ヲ
下

民
ノ
楽
ト
ナ
シ
テ
中
人
以
上
二
用
ヒ
ザ
ラ
ン

ト
ス
ル
ト
モ
此
架
曲
ノ
ア
ラ
ン
限

り
ハ
勢
其
害
ヲ
上
流
二
及
ボ
ス
事
ナ
キ
能
ハ
ズ
況
ン
ヤ
下
民
ノ
間
二
於
テ
其
弊

害
ノ
甚
ダ
シ

キ
ニ
於
テ
ヲ
ヤ
マ
タ
之
ヲ
一
朝
二
全
麿
シ
テ
之

二
易
フ
ル

ニ
新
曲

ヲ
以
テ
セ
ン
ト
ス
ル
モ
一
朝
全
麿
ノ
件
タ
ル
已
二
皐
グ
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ノ
難
事
ナ

ル
ニ
新
曲
ヲ
起
ス
ノ
件
モ
マ
タ
頗
ル
難
事
ナ
リ
故
二
此
説
二
難
ヲ
併
受
ス
ル
J

大
業
ニ
シ
テ
難
中
ノ
至
難
卜
云
ハ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
然
ラ
バ
則
チ
俗
曲
ハ
之
ヲ
虞

ス
ル
ノ
方
策
ナ
シ
ト
セ
ン
カ
日
否
俗
曲
ハ
之
ヲ
改
良
ス
ル
ノ
宜
キ
ニ
如
ク

モ
ノ

ナ
カ
ル
ベ
シ
改
良
ハ
所
謂
毒
ヲ
以
テ
毒
ヲ
救
フ
ノ
策
ニ
シ
テ
之
ヲ
誘
導
前
進
セ

シ
ム
ル
ノ
最
良
好
畢
ト
ス
是
即
本
掛
力
姦
二
見
ル
ト
コ
ロ
ア
リ
テ
已
二
此
改
良

二
着
手
セ
ル
所
以
ナ
リ
然
ル
ニ
本
掛
創
置
ノ
日
タ
ル
尚
浅
ク
シ
テ
昇
平
無
事
ノ

聖
治
二
際
シ
音
架
ノ
勃
興
ヲ
致
シ
掛
務
百
出
殆
ド
苦
難
ヲ
極
メ
タ
リ
故

二
此
改

良
ノ
為
二
未
ダ
曾
テ
十
全
ノ
精
カ
ヲ
傾
注
ス
ル
能
ハ
ズ
且
従
来
俗
曲
現
及
ノ
害

J
ミ
ニ
シ
テ
既
二
頗
ル
深
大
ヲ
極
ム
ル
ノ
際
マ
タ
本
掛
此
俗
曲
二
渉
ル
ノ
説
一

朝
世
間
二
流
布
セ
バ
套
爾
タ
ル
愚
民
其
改
否
善
悪
ヲ
問
ハ
ズ
靡
然
ト
シ
テ
風
二

糊
ヒ
却
テ
淫
架
ノ
勢
炎
ヲ
加
ヘ
ン

ト
ス
ル
ノ
恐
レ
ア
リ
是
此
改
良
二

躊
躇
シ
タ

ル
所
以
ナ
リ
然
リ
ト
雖
モ
今
日
二
至
リ
テ
ハ
本
掛
ノ
事
務
既
二
緒

二
就
キ
學
校

音
楽
ノ
基
礎
定
立
シ
一
方

二
向
テ
ハ
雅
正
ノ
趣
味
ヲ
養
成
ス
ル
ノ
法
ヲ
設
ケ
タ

リ
又
歌
曲
編
制
ノ
事

二
至
リ
テ
モ
諸
員
ノ
熟
練
前
日
ノ
比
ニ
ア
ラ
ズ
故
二
進
ン

デ
他
ノ
一
方
二
向
テ
俗
架
ノ
事

二
及
ボ
シ
十
分
ノ
精
カ
ヲ
盛
ス
ベ
キ
ノ
機

二
達
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セ
リ
是
本
掛
力
益
と
此
改
良
ヲ
振
作
勉
勘
セ
ン
ト
ス
ル
所
以
ナ
リ
故
二
先
ツ
従

来
着
手
セ
ル
俗
曲
改
良
ノ
方
法
ヲ
左
二
陳
述
シ
次
二
此
改
良
歌
曲
ヲ
賓
施
セ
ン

卜
欲
ス
ル
所
以
ノ
方
法
二
及
ブ
ベ
シ

抑
俗
曲
ハ
上
文
二
反
覆
ス
ル
如
ク
固
ョ
リ
淫
野
ヲ
極
ム
ル
ト
イ
ヘ
ト
モ
又
悉

皆
萬
種
徹
頭
徹
尾
然
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ズ
其
中
婉
美
ノ
モ
ノ
モ
少
カ
ラ
ズ
弊
害
モ

多
少
浅
深
ノ
度
ヲ
異
ニ
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
即
俗
曲
中
其
弊
害
ノ
至
少
ナ
ル
ハ
等
曲

ト
ス
等
曲
中
二
於
テ
モ
其
作
愈
古
キ
モ
ノ
ハ
其
弊
害
愈
少
キ
ヲ
見
ル
是
ヲ
以
テ

従
来
着
手
セ
ル
ト
コ
ロ
ノ
改
良

ハ
等
曲
ヲ
以
テ
第
一

着
手
卜
為
セ
リ
是
即
チ
等

曲
ハ
上
流
ノ
社
會
二
行
ハ
ル
ヽ
ノ
最
モ
廣
ク
シ
テ
其
弊
害
ノ
最
モ
少
ナ
キ
ヲ
以

テ
其
改
良
ノ
一
日
モ
猶
豫
ス
可
ラ
ズ
シ
テ
其
成
果
ヲ
検
ス
ル
ノ
最

モ
容
易
ナ
ル

ヲ
以
テ
ナ
リ
蓋
シ
等
曲
諸
曲
ヲ
審
察
ス
ル
ニ
等
曲
中
組
歌

ハ
最
モ
古
代
二

属
シ

稽
純
良
ナ
ル
モ
ノ
ヽ
如
シ
故
二
此
等
ハ
サ
ラ
ニ
考
フ
ル
ト
コ
ロ
ア
リ
姑
ク
之
ヲ

措
キ
第
二
歩
二
譲
リ
其
普
通
一
般
ノ
モ
ノ
ヲ
取
リ
テ
之
ヲ
改
良
ス
ル
ヲ
第
一
歩

ト
ス
此
改
良
ノ
順
序
ハ
先
掛
員
中
等
曲
二
熟
ス
ル
モ
ノ
及
等
曲
指
南
ヲ
業
ト
ス

ル
モ
ノ
等
数
名
ヲ
シ
テ
無
数
ノ
等
曲
中
二
就
キ
曲
品
好
佳
―
―
シ
テ
改
良
ノ
材
料

ト
ナ
ル
ベ
キ
モ
ノ
ヲ
検
出
撰
抜
セ
シ
メ
其
報
告
ス
ル
ト
コ
ロ
ヲ
以
テ
之
ヲ
定
日

掛
員
ノ
評
議
二
付
シ
其
歌
詞
ノ
意
匠
文
義
ノ
慮
在
曲
調
ノ
善
悪
旋
律
ノ
邪
正
等

ヲ
審
議
討
究
シ
然
後
之
ヲ
等
胡
弓
三
味
線
尺
八
等

二
合
セ
賞
地
ノ
演
奏
ヲ
以
テ

更
二
反
覆
討
究
シ
其
成
歌
成
曲
ノ
何
如
ヲ
賓
察
シ
歌
詞
ノ
鄭
猥
ニ
シ
テ
取
ル
可

ラ
ザ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
曲
質
モ
到
底
改
良
ノ
望
ナ
キ
モ
ノ
ハ
此
二
於
テ
全
ク
啜
按

ニ
属
セ

リ
而
シ
テ
其
成
曲
稽
可
ナ
ル
ニ
以
テ

一
部
ノ
改
良
ヲ
要
ス

ル
モ
ノ
ハ
之

ガ
改
良
ヲ
虞
分
シ
其
全
部
可
ナ
リ
ト
認
ム
ル
モ
ノ
ハ
先
ツ
直
チ
ニ
其
歌
詞
ノ
改

製
起
稿
二
着
手
セ
リ
故
二
歌
詞
ハ
全
体
ノ
改
作
二
係
ル
ト
イ
ヘ
ド
モ
曲
調
盆
魯

作
ヲ
存
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
其
一
部
ノ
改
作
ヲ
謀
ル
モ
ア
リ
巳
ニ

シ
テ
其
歌
稿
ノ
成

ル
ニ
及
ン
デ
ハ
更
二
會
議
二
付
シ
再
ビ
諸
楽
器
二
合
セ
賓
地
演
奏
ヲ
以
テ
反
覆

評
論
ヲ
盛
シ
校
正
刑
訂
ヲ
加
へ
歌
曲
協
和
ノ
宜
シ
キ
ヲ
得
タ
ル
モ
ノ
ハ
取
テ
之

ヲ
衆
多
試
唱
ノ
方
法
二
虞
シ
否
ル
モ
ノ
ハ
再
三
再
四
修
正
ヲ
加
ヘ
ナ
ホ
其
宜
シ

キ
ヲ
得
ザ
ル
モ
ノ
ハ
更
二
歌
稿
ヲ
属
シ
テ
之
ヲ
評
論
討
議
ス
ル
事
マ
タ
故
ノ
如

シ
結
シ
テ
歌
作
ハ
躙
雅
優
美
ノ
徳
性
ヲ
涵
養
ス
ル
ノ
主
意
ヲ
基
卜
為
シ
併
セ
テ

風
韻
ノ
高
致
二
務
メ
曲
調
ハ
卑
猥
乱
野
ノ
旋
法
ヲ
禁
ジ
清
純
雅
正
ナ
ル
ヲ
主
ト

セ
リ
第
二
二
着
手
シ
タ

ル
ハ
長
唄
改
良
是
ナ
リ
長
唄
モ
世
二
行
ハ
ル
ヽ
ノ
盛
ナ

ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
マ
タ
多
少
弊
害
ア

ル
ヲ
免
カ
レ
ズ
ト
イ
ヘ
ド
モ
俗
曲
中
二
於
テ

ハ
ナ
ホ
採
ル
ベ
キ
ト
コ
ロ
ア
ル
モ
ノ
ニ
似
タ
リ
是
マ
タ
近
代
二
降
テ
益
ミ
其
弊

害
ヲ
極
メ
愈
古
キ
ハ
愈
純
良
ナ
ル
ヲ
覺
ヘ
リ
然
リ
ト
雖
モ
長
唄
ハ
元
来
能
狂
言

ヨ
リ
愛
出
セ
ル
モ
ノ
ニ
テ
狂
言
等
ノ
幕
間
ヲ
繕
ヒ
又
ハ
技
態
ヲ
助
ケ
ン
ガ
為
二

起
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
レ
バ
時
二
臨
ミ
愛
二
應
シ
テ
作
出
セ
ル
モ
ノ
多
キ
ニ
居
リ
マ

夕
隋
テ
其
時
々
時
ノ
用
ニ
ノ
ミ
属
シ
敢
テ
之
ヲ
重
用
永
存
シ
タ
ル
事
稀
ナ
ル
ヲ

以
テ
其
古
物
ノ
今
日
―
―

博
ハ
ラ
ザ

ル
ハ
最
モ
遣
憾
卜
云
フ
ベ
シ
故
二

其
曲
ヲ
得

ル
太
ダ
難
シ
ト
イ
ヘ
ド
モ
本
掛
二
於
テ
ハ
汎
ク
古
今
ヲ
渉
猥
シ
テ
弊
害
至
少
ナ

ル
モ
ノ
ヲ
索
メ
テ
以
テ
此
改
良
ノ
材
料
卜
為
セ
リ
此
改
良
方
法
モ
前
述
ス
ル
如

ク
本
掛
員
其
他
此
道
二
熟
セ
ル
モ
ノ
ヲ
シ
テ
材
料
ヲ
検
出
セ
シ
メ
其
報
告
ヲ
以

テ
之
ヲ
定
日
掛
員
ノ
評
議
二

付
シ
以
テ
之
ヲ
改
良
撰
定
ス
ル
事
ナ
ホ
等
曲
改
良

ノ
順
序
二
於
ケ
ル
カ
如
シ
此
改
良
ハ
都
テ
字
句
文
章
ノ
改
正
ハ
勿
論
ナ
リ
ト
イ

ヘ
ド
モ
其
呂
律
ノ
旋
法
二
於
テ
不
正
ナ
ル
ト
コ
ロ
ア
ル
ハ
盪
ク
之
ヲ
憫
除
シ
易

フ
ル
ニ
純
良
ナ
ル
旋
法
ヲ
以
テ
シ
特
二
其
出
虞
撰
製
ノ
由
来
正
シ
キ
モ
ノ
ヲ
取

ル
ヲ
定
規
ト
セ
リ
凡
ソ
唱
謡
ノ
主
眼
ト
ス
ル
ト
コ
ロ
ハ
呂
律
ノ
旋
法
雅
正
ニ
シ

テ
心
情
ヲ
養
ヒ
其
詞
句
理
義
ヲ
離
レ
テ
自
ラ
趣
味
ヲ
保
チ
文
章
ノ
語
路
流
暢
二

シ
テ
ヨ
ク
曲
調
二
協
和
ス
ル
ニ
ア
リ
故
二
此
俗
曲
改
良
ノ
事
業
ハ
獅
リ
歌
詞
歌
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章
ヲ
改
良
ス
ル
ニ
止
マ
ラ
ズ
マ
タ
獨
リ
旋
律
曲
調
ヲ
改
良
ス
ル
ニ
止
マ
ラ
ズ
数

百
言
ノ
歌
詞
卜
数
十
段
落
ノ
曲
調
ト
ヲ
シ
テ
相
協
和
セ
シ
メ
以
テ
一
曲
ヲ
完
成

ス
ル
ニ
在
リ
且
タ
ト
ヒ
理
論
上
ハ
ヨ
ク
コ
ヽ
ニ
適
合
ス
ル
モ
其
曲
質
風
致
ノ
何

如
二
由
テ
マ
タ
自
ラ
世
二
行
ハ
ル
ヽ
ト
否
ト
ヲ
致
ス
モ
ノ
ア
リ
是
此
改
良
二
於

テ
言
語
文
字
二
委
ス
ベ
カ
ラ
ザ
ル
困
難
ヲ
経
ル
所
以
ナ
リ
然
リ
ト
イ
ヘ
ト
モ
従

来
ヨ
リ
此
困
難
ヲ
凌
キ
已
二
改
撰
既
成
ノ
分
無
慮
数
十
曲
ノ
多
キ
ヲ
致
セ
リ
此

中
数
曲
ハ
既
二
去
明
治
十
五
年
以
来
音
楽
取
調
成
績
報
告
ノ
際
等
二
於
テ
大
方

ノ
公
聴
―
―
供
シ
タ
ル
モ
ノ
ア
リ
且
改
良
俗
曲
ハ
其
固
有
ノ
國
質
ヲ
失
ハ
シ
メ
ザ

ル
以
上
ハ
西
楽
ノ
理
ヲ
指
酌
シ
以
テ
之
―
―
和
槃
ヲ
付
シ
欧
洲
各
國
普
通
ノ
歌
曲

卜
酎
峙
セ
シ
メ
以
テ
愈
其
妙
趣
ヲ
痰
達
シ
音
楽
ノ
音
架
タ
ル
所
以
ノ
真
利
正
用

ヲ
大
成
セ
シ
メ
ン
ト
ス

倍
従
来
着
手
セ
ル
俗
曲
改
良
ノ
方
法
ハ
先
ツ
上
述
ス
ル
ガ
如
シ
因
テ
是
ヨ
リ

該
改
良
諸
曲
ヲ
賓
施
セ
ン
ト
欲
ス
ル
所
以
ノ
方
法
ヲ
略
述
ス
ベ
シ
蓋
シ
本
掛
改

良
ノ
俗
曲
ハ
呂
律
ノ
旋
法
ヲ
解
剖
シ
テ
之
ヲ
楽
譜

二
製
シ
紙
上
二
寓
シ
テ
目
ニ

視
ル
ト
コ
ロ
ト
音
声
二
稜
シ
テ
耳
二
聞
ク
ト
コ
ロ
ト
彼
此
一
致
二
帰
ス
ル
所
以

ノ
方
法
ヲ
設
ケ
以
テ
之
ヲ
教
授
ス
ル
者
ノ
便
卜
之
ヲ
學
習
ス
ル
者
ノ
利
ト
ヲ
謀

リ
天
下
普
通
ノ
柴
譜
法
二
由
テ
迅
速
習
得
ノ
簡
法
ヲ
立
テ
タ
リ
故
二
相
博
相
受

ノ
速
ナ
ル
マ
タ
前
日
白
文
ノ
歌
書

二
就
テ
演
曲
ヲ
練
習
ス
ル
ノ
迂
遠
徒
労
ナ
ル

ノ
比
ニ
ア
ラ
ズ
今
従
来
内
撰
二
係
ル
改
良
諸
曲
ヲ
以
テ
裁
可
ヲ
仰
キ
之
ヲ
印
行

ニ
付
シ
斯
道
適
宜
ノ
教
科
書
ヲ
公
行
ス
ル
ヲ
得
バ
改
良
諸
曲
ノ
賓
施
上
駿
功
ヲ

奏
ス
ベ
キ
ハ
掛
中
二
於
テ
巳
二
之
ヲ
試
施
ス
ル
ノ
際
二
徴
シ
テ
疑
ヲ
容
レ
ザ
ル

ト
コ
ロ
ナ
リ
由
是
観
之
一
朝
此
改
良
歌
曲
ヲ
公
行
ス
ル
ニ
至
ラ
バ
新
異
ヲ
好
ム

人
情
卜
教
育
ノ
稽
進
歩
セ
ル
ヨ
リ
致
セ
ル
風
潮
ト
ニ
相
投
シ
テ
必
ズ
ヤ
此
改
良

歌
曲
ノ
流
行
セ
ン
事
預
メ
之
ヲ
ト
知
ス
ル
ニ
足
レ
リ
且
此
改
良
歌
曲
ヲ
賓
施
ス

ル
ノ
途
二
方
テ
特
―
―

其
便
宜
ヲ
得
タ

ル
モ
ノ
ハ
本
掛
二
出
仕
シ
テ
現
賓
此
改
良

二
従
事

ス
ル
諸
員
是
ナ
リ
此
等

ハ
私
二
門
戸
ヲ
張
テ
俗
曲
ヲ
教
授
ス
ル
ヲ
専
門

ト
ス
ル
者
ニ
シ
テ
東
京
府
下
ハ
云
二
及
バ
ズ
全
國
二
於
テ
モ
此
道
二
於
テ
頗
ル

櫃
要
ノ
権
機
ヲ
握
有
ス
ル
者
多
キ
ニ
居
レ
リ
故
二
彼
改
良
諸
曲
ヲ
公
行
ス
ル
ノ

日
二
至
ラ
ハ
外
二
之
ヲ
該
諸
員
ノ
私
門
二
開
施
シ
内
ハ
之
ヲ
本
掛
博
習
生
及
東

京
女
子
師
範
学
校
生
徒
等
二
施
行
ス
ル
ヲ
始
卜
為
シ
漸
次
従
来
音
楽
ヲ
業
ト
セ

ル
モ
ノ
ニ
博
習
ヲ
許
ス
ノ
途
ヲ
開
キ
以
テ
閾
國
二
及
ボ
ス
ノ
方
法
ヲ
設
ケ
之
ヲ

賓
施
ス
ル
ノ
計
書
ヲ
為
サ
ン
ト
ス
愈
此
賓
施
ヲ
公
許
ス
ル
ト
キ
ハ
則
既
成
ノ
曲

数
ナ
ホ
僅
少
ニ
シ
テ
人
心
ヲ
維
持
ス
ル
ニ
足
ラ
ズ
故
二
今
ニ
シ
テ
此
改
良
ヲ
披

充
シ
静
思
審
撰
ノ
材
料
ヲ
畜
積
セ
ザ
レ
バ
流
行
騒
忙
ノ
際
二
乗
ジ
テ
浅
日
急
成

ノ
モ
ノ
ヲ
顎
行
シ
マ
タ
憾
ヲ
千
歳
ノ
後
二
遺
ス
ナ
キ
能
ハ
ズ
是
此
改
良
ノ
継
績

ハ
勿
論
サ
ラ
ニ
之
ヲ
撰
充
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
所
以
ナ
リ
然
リ
而
シ
テ
此
改
良

賓
施
大
略
確
定
ス
ル
ニ
及
ン
テ
ハ
在
来
ノ
諸
曲
ニ
シ
テ
其
害
毒
最
甚
シ
ク
シ
テ

風
教
ノ
妨
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
ヽ
如
キ
ハ
厳
令
ヲ
下
シ
テ
之
ヲ
禁
断
ス
ル
ニ
至
ル
モ
可

ナ
ル
ベ
シ
又
音
曲
ヲ
業
ト
ス
ル
者
ノ
取
締
法
ヲ
設
ケ
其
事
業
ヲ
監
督
弾
察
ス
ル

良
法
ヲ
制
定
セ
バ
淫
曲
ハ
益
其
勢
カ
ヲ
失
ヒ
良
曲
ハ
愈
普
及
シ
テ
音
楽
ノ
局
面

ヲ

翠

新

ス

ル

ニ

至

ル

事

亦

期

シ

テ

待

ツ

ベ

キ

ナ

リ

〔

手
書
き〕

（『
昔
監
経
伺
書
類
上
下
、
一
音
楽
取
調
掛
成
績
申
報
書
』
明
治
十
七
年
）

俗
曲
改
良
二
係
ル
経
費
J
事

俗
曲
改
良
ノ
件
二
係
ル
費
目
ハ
従
来
豫
算
外
二
属
シ
更
二
其
出
途
ナ
シ
然
ル

二
之
ヲ
今
日
二
維
持
シ
タ
ル
ハ
前
年
度
中
博
習
生
ノ
募
集
延
期
セ
シ
ニ
ヨ
リ
其

給
貸
二
充
タ
ル
費
目
中
ヨ
リ
一
時
融
通
流
用
セ
ル
ト
コ
ロ
ニ
由
レ
リ
然
リ
ト
雖

ト
モ
其
後
博
習
生
募
集
ア
リ
テ
其
給
付
ノ
費
目
ハ
夫
々
支
消
セ
ザ
ル
可
ラ
サ
ル

ニ
ョ
リ
営
年
度
二
在
リ
テ
ハ
此
上
聯
モ
流
用
ス
ベ
キ
費
目
ア
ル
事
ナ
シ
故
二
俗
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曲
改
良
ノ
一
學
ハ
萬
ニ
―
経
費
ノ
目
途
立
難
キ
節
ハ
不
得
止
之
ヲ
廃
停
セ
ザ
ル

ヲ
得
ズ

ト
イ
ヘ
ド
モ
已
ー
ー

前
條
二
陳
述
ス
ル
如
キ
手
順
ー
ー達
セ
ル
ヲ
以
テ
今
日

ノ
情
勢
二
就
キ
之
ル
論
ズ
レ
ハ
益
ミ
之
ヲ
撰
充
ス
ル
ト
モ
之
ヲ
廃
停
ス
ル
ヲ
得

ザ
ル
ノ
機
運
二
到
際
セ
リ
ト
云
ベ
シ
若
シ
今
日
此
事
業
ヲ
中
麿
セ
バ
従
来
消
費

ス
ル
ト
コ
ロ
ノ
労
資
ハ
タ

ヽ
ニ
水
泡
二

属
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
ナ
ホ
再
ビ
此
事
業

ヲ
興
ス
ノ
日
断
ジ
テ
之
ナ
シ
ト
云
モ
可
ナ
ラ
ン
登
慨
嘆
ノ
至
リ
ナ
ラ
ズ
ヤ
且
夫

レ
所
要
ノ
費
額
ハ
賓
二
些
少
ナ
リ
ト
イ
ヘ
ト
モ
所
要
ノ
人
ヲ
得
ル
ハ
最
モ
難
シ

ト
ス
然
ル

ニ
本
掛
中
二

於
テ
俗
曲
改
良
ノ
為
二
要
ス
ル
準
備
ハ
略
整
ヒ
其
人
モ

稽
之
ヲ
得
ル
ニ
幾
シ
故
ー
ー
今
日
経
費
出
途
ノ
一
項
確
立
セ
バ
是
ヨ
リ
ニ
拳
二
此

業
ヲ
取
リ
益
ミ
歌
曲
ノ
改
良
ヲ
謀
リ
改
良
歌
曲
ノ
撰
成
ル
ニ
随
ヒ
其
教
科
用
書

ヲ
印
行
シ
教
授
ノ
順
序
方
法
ヲ
制
定
シ
俗
曲
改
良
ノ
基
礎
ヲ
確
立
セ
ン
ト
ス
依

テ
前
陳
ノ
條
項
ヲ
篤
察
セ
ラ
レ
本
年
度
ョ
リ
該
費
目
ト
シ
テ
金
壺
千
園
ヲ
別
途

二
交
付
セ
ラ
レ
該
俗
曲
改
良
ノ
基
礎
ヲ
確
立
ス
ル
ノ
業
ヲ
助
成
セ
ラ
レ
ン
事
企

望

二
堪
ヘ
ザ
ル
ト

コ
ロ
ナ
リ
抑
我
邦
音
楽
ノ
興
廃
民
俗
ノ
改
否
、
教
化
ノ
隆
替

ハ
此
俗
曲
改
良
ノ
成
否
二
関
ス
ル
ト
コ
ロ
多
ー
ー
居
リ
而
シ
テ
此
改
良
ノ
成
否
ハ

経
費
出
途
ノ
有
無
二
繋
リ
此
経
費
出
途
ノ
有
無
ハ
賓
二
本
按
裁
定
ノ
何
如
二
属

シ
候
ヘ
ハ
特
別
ノ
御
詮
議
ヲ
以
テ
本
按
御
裁
可
相
成
度
侯
也

本
省
會
計
局
意
見

本
件
俗
曲
改
良
ノ
趣
旨
ハ
目
下
頗
ル
緊
要
ノ
問
題
二
可
有
之
候
得
共
為
メ
ニ

増
費
ヲ
要
ス
ル
ニ
至
テ
ハ
玄
ニ
―
言
セ
サ
ル
ヲ
得
サ
ル
者
有
之
抑
本
省
経
費
夕

ル
一
モ
教
育
ノ
改
良
進
歩
ー
ー
関
ス
ル
事
務
ヲ
所
弁
ス
ル
ノ
費
途
ー
ー
ア
ラ
サ
ル
ハ

ナ
ク
目
下
直
轄
學
校
等
二
於
テ
全
部
若
ク

ハ
一
部
分
ノ
改
良
進
歩
ヲ
計
ラ
ン
カ

為
メ
増
費
ヲ
要
ス
ル

モ
ノ
一
ー
ー
シ
テ
足
ラ
ス
然
レ
ト
モ
本
省
経
費
素
ヨ
リ
限
ア

リ
且
庶
務
節
減
ノ
御
主
意
ヲ
奉
證
シ
諸
般
ノ
事
概
ネ
節
約
ヲ
旨
ト
シ
所
弁
致
シ

等
曲
集緒

居
候
半
該
掛
経
費

二
如
是
増
額
相
成
候
儀
ハ
何
分
不
穏
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
本
省
経
費

賓
二
餘
裕
無
之
既

二
其
學
科
改
良
ノ
為
メ
該
掛
経
費
ョ
リ
千
円
程
減
額
ノ
省
議

モ
有
之
タ
ル
程
ニ
テ
到
底
本
案
ノ
通
増
額
ハ
御
聞
届
難
相
成
方
二
被
考
候
将
又

該
掛
十
七
年
度
経
費
豫
算
ヲ
審
査
ス
ル
ニ
従
来
傭
入
ノ
外
國
教
師
ハ
同
年
度

二

先
チ
テ
解
傭
ス
ル
ノ
見
込
二
相
見
然
ル
ト
キ
ハ
其
給
額
金
千
賦
百
円
ハ
理
二
於

テ
減
額
シ
得
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
ル
ニ
之
ヲ
他
ノ
科
目
二
流
用
支
弁
ス
ヘ
キ
取
調
二
相

成
居
自
然
増
額
ノ
姿
二
有
之
是
等
餘
裕
ア
ル
金
額
ヲ
以
テ
本
案
俗
曲
改
良
ノ
費

途
二
向
ケ
候
ト
キ
ハ
別
二
増
費
ヲ
要
セ
ス
シ
テ
計
甕
ノ
方
法
相
立
可
申
乍
併
本

件
ノ
如
キ
亦
教
化
上
難
止
次
第

二
有
之
且
該
掛
事
務
近
来
頗
ル
摘
張
シ
経
費
亦

多
端
二
赴
ク
ノ
勢
被
認
候
二
付
前
年
度
繰
越
金
ノ
内
ヨ
リ
操
合
セ
金
三
百
円
程

先
以
テ
十
七
年
度
限
リ
別
途
御
交
付
相
成
可
然
乎

言

〔手
書
き
〕

（
『
音
監
鰹
伺
書
類
』
明
治
十
七
年
上
）

俗
曲
改
良
の
成
果
は
ま
ず
『
箪
曲
集
初
編
』
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
音
楽
取
調
掛
で
は
改
良
曲
が
あ
る
程
度
出
そ
ろ
っ
た
明
治
十
七
年
六
月
、
十
五

曲
を
選
ん
で
出
版
し
た
い
旨
、
文
部
卿
に
伺
い
を
出
し
て
い
る
。
た
だ
ち
に
そ
の
裁

可
を
得
て
い
た
が
、
そ
の
後
採
譜
者
の
入
念
な
手
直
し
が
あ

っ
た
と
思
わ
れ
、
実
際

の
出
版
は
明
治
二
十
一
年
で
あ

っ
た
。
英
文
の
前
書
き
が
あ
り
、
五
線
譜
の
和
装
本

で
大
変
興
味
深
い
曲
集
で
あ
る
（
巻
末
の
楽
譜
資
料
参
照
）
。

本
編
ハ
、
襲
二
音
楽
取
調
掛

二
於
テ
査
定
セ
シ
、
本
邦
俗
曲
中
二
就
キ

テ
、
等
曲
ノ
稽
階
梯
卜
為
ル
ベ
キ
者
ヲ
輯
録
シ
タ
ル
ナ
リ
。

本
編
ハ
、
多
ク
薔
等
曲
中
ノ
佳
良
ナ
ル
者
ヲ
選
録
ス
ト
雖
モ、

其
詞
調
ノ
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T
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M
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i
c
,
 

B
Y
 

J
A
P
A
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E
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E
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O
T
O
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U
S
I
C
 

O
F
 

C
O
L
L
E
C
T
I
O
N
 

p
m応
5
5

se
n
.
 

卑
猥
語
俗
二
失
シ
テ
、
教
化
二
害
ア
ル
者
ハ
、
易
フ
ル
ニ
高
雅
純
正
ナ
ル
者

ヲ
以
テ
シ
テ
、

微
ヲ
防
ギ
漸
ヲ
杜
ガ
ン
コ
ト
ヲ
閾
レ
リ
。
又
従
来
等
譜
卜
稲

ス
ル
者
無
キ
ニ
ハ
非
ズ
ト
雖
モ
、
歌
詞
卜
楽
譜
ト
ヲ
併
セ
テ
明
記
ス
ル
者
無

ク
、
又
歌
曲
ノ
難
易
ヲ
量
リ
テ
、

學
習
ノ
順
序
ヲ
定
ム
ル
者
無
キ
ヲ
以
テ
、

今
本
編

ニ
ハ
、
音
架
上
普
通
ノ
記
譜
法
ヲ
用
ヒ
、
径
チ
ニ

楽
譜
ヲ
歌
詞
ノ
上

二
附
シ
テ
、
其
曲
調
ヲ
詳
ニ
シ
、
又
易
キ
ヲ
先

ニ
シ
難
キ
ヲ
後
ニ
シ
テ
、

學

習
ノ
際
、
授
受
二
便
ナ
ラ
シ
メ
ン
コ
ト
ヲ
期
セ
リ
。

本
編
歌
詞
ノ
改
良
二
於
ケ
ル
、
或
ハ
全
文
ヲ
改
作
シ
、
或
ハ
一
部
ヲ
修
正

ス
。
而
シ
テ
全
部
ノ
稽
佳
ナ
ル
者
ハ
、
別
二
潤
色
ヲ
加
ヘ
ズ
。
曲
調
二
於
ケ

ル
モ
亦
然
リ
。
此
ノ
餘
、
又
歌
詞
曲
調
倶
二
新
製
二
係
ル
者
ア
リ
。
要
ス
ル
ニ

皆
等
曲
本
来
ノ
性
質
ヲ
失
ハ
ザ
ラ
シ
メ
ン
ト
ス
ル
ノ
意
二
出
デ
タ
ル
ナ
リ
。

本
編
歌
詞
ノ
選
定
ハ
、

該
掛
員
里
見
義
、
加
部
厳
夫
ノ
捨
嘗
二
係
リ
、
曲

調
ノ
査
定
ハ
、
山
勢
松
韻
、
山
登
萬
和
、
山
登
松
齢
、
山
多
喜
松
調
、
荒
木

古
童
、
奥
山
朝
恭
等
ノ
撥
嘗
二
係
レ
リ
。
而
シ
テ
並
二
同
掛
長
伊
澤
修
ニ
ノ

統
理
考
定
ス
ル
所
ナ
リ
。

J
a
p
a
n
.
 

P
u
b
l
i
s
h
e
d
 b
y
 t
h
e
 D
e
p
a
r
t
m
e
n
t
 of 
E
d
u
c
a
t
i
o
n
.
 

O
c
t
o
b
e
r
,
 
28th, 
1888. 

P
P
E
F
A
C
E
 

T
h
e
 
p
r
e
s
e
n
t
 
collection 
consists 
of 
t
h
o
s
e
 
pieces 
of 

J
a
p
a
n
e
s
e
 p
o
p
u
l
a
r
 K
o
t
o
 m
u
s
i
c
 w
h
i
c
h
 m
a
y
 b

e
 d
e
e
m
e
d
 suited 

to 
s
e
r
v
e
 a
s
 first 
steps to l
e
a
r
n
i
n
g
 t
h
e
 K
o
t
o
 m
u
s
i
c
 a
n
d
 w
h
i
c
h
 

w
e
r
e
 selected 
a
s
 
s
u
c
h
 b
y
 t
h
e
 
late 
Institute 
o
f
 M
u
s
i
c
.
 

• 

T
h
o
u
g
h
 m
o
s
t
 of 
t
h
e
 
pieces c
o
n
t
a
i
n
e
d
 in this collection 

a
r
e
 selected 
f
r
o
m
 t
h
e
 better 
p
o
r
t
i
o
n
 of t
h
e
 o
l
d
 K
o
t
o
 m
u
s
i
c
,
 

y
e
t
 
for 
t
h
o
s
e
 
w
o
r
d
s
 a
n
d
 t
u
n
e
s
 o
c
c
u
r
i
n
g
 therein, w
h
i
c
h
 a
r
e
 

liable 
to 
o
f
f
e
n
d
 
t
h
e
 
p
u
b
l
i
c
 
feelings 
o
n
 a
c
c
o
u
n
t
 
of 
their 

vulgarity 
a
n
d
 m
e
a
n
n
e
s
s
,
 
p
u
r
e
 a

n
d
 e
l
e
g
a
n
t
 
o
n
e
s
 h
a
v
e
 
be~n 

substituted, 
t
h
u
s
 
p
r
e
v
e
n
t
i
n
g
 their 
b
a
n
e
f
u
l
 effects 
u
p
o
n
 t

h
e
 

character. 

E
v
e
n
 in 
o
u
r
 o
l
d
 
K
o
t
o
 m
u
s
i
c
,
 t
h
e
r
e
 h
a
s
 n
o
t
 b
e
e
n
 w
a
n
t
,
 

i
n
g
 
w
h
a
t
 m
a
y
 b

e
 called 
m
u
s
i
c
a
l
 
notation, 
y
e
t
 
t
h
e
r
e
 
w
a
s
 

n
o
n
e
 in 
w
h
i
c
h
 b
o
t
h
 t
u
n
e
s
 
a
n
d
 w
o
r
d
s
 w
e
r
e
 
precisely 
rep' 

r
e
s
e
n
t
e
d
 
b
y
 close 
c
o
m
b
i
n
a
t
i
o
n
s
.
 
N
o
r
 h
a
s
 t
h
e
r
e
 e
x
i
s
t
e
d
 a
n
y
 

text 
in 
w
h
i
c
h
 is 
i
n
d
i
c
a
t
e
d
 
t
h
e
 o
r
d
e
r
 of l
e
a
r
n
i
n
g
 t
h
e
 m
u
s
i
c
,
 

as 
c
o
n
s
i
d
e
r
e
d
 
w
i
t
h
 d
u
e
 r
e
g
a
r
d
 to 
t
h
e
 g
r
a
d
u
a
t
i
o
n
 f
r
o
m
 t
h
e
 

s
i
m
p
l
e
r
 a
n
d
 easier 
to 
t
h
e
 
m
o
r
e
 c
o
m
p
l
e
x
 a
n
d
 difficult. 
T
h
e
 

p
r
e
s
e
n
t
 
collection 
a
i
m
s
 at 
s
u
p
p
l
e
m
e
n
t
i
n
g
 t
h
e
s
e
 deficiencies. 

A
s
 to 
t
h
e
 
revisions 
m
a
d
e
 i
n
 
t
h
e
 
w
o
r
d
s
,
 s

o
m
e
 
of 
t
h
e
 

s
o
n
g
s
 

h
a
v
e
 
b
e
e
n
 
r
e
c
o
n
s
t
r
u
c
t
e
d
 
a
s
 
a
 w
h
o
l
e
,
 w

h
i
l
e
 
s
o
m
e
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（
八
）
「
音
楽
卜
教
育
ト
ノ
関
係
」
（
伊
澤
修
二
の
論
説
）

①

長
短
二
音
階
ノ
関
係

音
楽
ノ
人
心
二
感
動
ス
ル
影
響
ノ
大
ナ
ル
所
以
ハ
マ
タ
更
二
喋
々
ス
ル
ヲ
要

セ
ザ
ル
モ
ノ
ヽ
如
シ
然
リ
ト
雖
ト
モ
呂
律
ノ
旋
法
ー
一
種
々
ア
リ
其
良
否
ヲ
審
察

シ
テ
之
ヲ
取
舎
セ
サ
レ
バ
其
得
失
利
害
ヲ
異
ー
ー
シ
音
楽
ノ
妙
用
却
テ
其
反
到
ノ

結
果
ヲ
来
ス
ハ
古
今
ノ
史
乗
ー
ー
徴
ス
ル
ト
コ
ロ
ナ
リ
蓋
シ
音
律
ノ
旋
法
ハ
古
今

東
西
其
種
ア
リ
ト
イ
ヘ
ド
モ
之
ヲ
約
ス
ル
ニ

長
音
階
卜
短
音
階
卜
此
長
短
二
音

階
ヲ
混
同
セ
ル
モ
ノ
少
許
ト
ニ
止
マ
レ
リ
此
混
同
ノ
一
種
ハ
姑
ク
之
ヲ
舎
キ
雖

T01ky01, 
S
e
p
t
e
m
b
e
r
,
 
Ist. 
1
8
8
8
.
 

h
a
v
e
 b
e
e
n
 o
n
l
y
 m
o
d
i
f
i
e
d
 i
n
 
parts, 
t
h
o
s
e
 w
h
i
c
h
 w
e
r
e
 toler, 

a
b
l
y
 fair a
s
 a
 w
h
o
l
e
 b
e
i
n
g
 left 
entirely u
n
t
o
u
c
h
e
d
.
 A
l
t
h
o
u
g
h
 

s
o
m
e
 f
e
w
 entirely 
n
e
w
 c
o
m
p
o
s
i
t
i
o
n
s
 a
s
 r
e
g
a
r
d
s
 b
o
t
h
 w
o
r
d
s
 

a
n
d
 t
u
n
e
s
 
h
a
v
e
 b
e
e
n
 a
d
d
e
d
 to 
t
h
e
 
p
r
e
s
e
n
t
 
collection, 
all 

t
h
e
s
e
 
h
a
v
e
 b
e
e
n
 p
r
e
p
a
r
e
d
 
w
i
t
h
 a
 c
a
r
e
 
n
o
t
 
to 
injure 
that 

virtue 
w
h
i
c
h
 is 
i
n
he
r
en
t
 
in 
o
u
r
 o
l
d
 
K
o
t
o
 m
u
s
i
c
.
 
A
n
d
 t
h
e
 

best 
originals 
a
r
e
 
left 
entirely 
u
n
t
o
u
c
h
e
d
 in r
e
g
a
r
d
 to their 

tunes. 
T
h
e
 c
o
m
p
i
l
a
t
i
o
n
 
of 
this 
w
o
r
k
 w
a
s
 s
h
a
r
e
d
 a
m
o
n
g
 t

h
e
 

f
o
l
l
o
w
i
n
g
 
p
e
r
s
o
n
s
 

u
n
d
e
r
 t
h
e
 
s
u
p
e
r
i
n
t
e
n
d
e
n
c
e
 a
n
d
 direction 

of S. 
IS
A
 w
 
A
,
 Di

r
e
c
t
o
r
 of t
h
e
 late Institute of M
u
s
i
cーー

p
r
e
s
e
n
t

T
0
1
k
y
0
1
A
c
a
d
e
m
y
 of M
u
s
i
c
|
T
h
e
 selection of 
t
h
e
 w
o
r
d
s
,
 b
y
 

Y
.
 S
A
TO
M
I
 a
n
d
 I•K

ABE

, 

b
e
l
o
n
g
i
n
g
 
to 
t
he
 said 
Institute, 

a
n
d
 t
h
e
 selection 
of t
h
e
 m
u
s
i
c
,
 b
y
 
S•YAMASE, 

s•YA

MA

TO, 

s•YAMATO, 

s•Y

AMATAKI

, 

K
.
 A
R
A
K
I
 a
n
d
 T
.
 
O
K
U
YA
M
A
,
 

m
u
s
i
c
i
a
n
s
 
w
h
o
s
e
 speciality 
is 
t
h
e
 
J
a
p
a
n
e
s
e
 p
o
p
u
l
a
r
 m
u
s
i
c
.
 

ニ
長
短
音
階
ノ
得
失
利
害
ヲ
照
査

ス
ル
ニ

長
音
階
J
旋
法

―ー
属
ス
ル
楽
曲
ハ
勇

壮
活
澄

ニ
シ
テ
其
快
情
賓

二
極
リ
ナ
シ
之
二
反
シ
テ
短
音
階
J
旋
法
二
属
ス
ル

モ
ノ
ハ
柔
弱
憂
鬱
―
ー
シ
テ
哀
情
ノ
甚
ダ
シ
キ
モ
ノ
ト
ス
故
二

長
音
階
ノ
架
曲
ヲ

演
ス

ル
者
ハ

心
性
ノ
淵
底
ョ
リ
歓
架
ヲ
覺
へ
其
快
情
装
シ
テ
容
貌
二
顕
ハ

レ
之

ヲ
見
聞
ス
ル
モ
ノ
ト
イ
ヘ
ト
モ
知
ラ
ス
識
ラ
ズ
亦
其
快
柴
ヲ
享
ク

ル
ニ
至
ル
而

ル
ニ
短
音
階
ノ
楽
曲
ヲ
演
ス
ル
者
ハ
哀
情
計
ラ
ズ
悲
歎
ノ
感
ヲ
催
フ
シ
其
外
貌

二
露

ハ
ル
ヽ
ヤ
覆

ハ
ン
ト
ス
ル
モ
得
ベ

カ
ラ
ザ
ル
ニ
至
ル
是
ヲ
以
テ
幼
時
長
音

階
二
由
テ
薫
陶
ヲ
受
ケ
シ
者
ハ
ヨ
ク
勇
壮
活
澄
ノ
精
神
ヲ
痰
育
シ
有
徳
健
全
ナ

ル
心
身
ヲ
長
養
ス
ル
ヲ
得
マ
タ
幼
時
短
音
階
二
由
テ
教
練
ヲ
受
ケ
シ
者
ハ
柔
弱

憂
鬱
ノ
資
質
ヲ
成
シ
無
力
多
病
ナ
ル
氣
骨
ヲ
求
ム
ベ
シ
而
シ
テ
勇
健
ハ
人
ノ
要

ス
ル
ト
コ
ロ
ニ
シ
テ
柔
病

ハ
人
ノ
免
カ
レ
ン
ト
ス
ル
ト
コ
ロ
ノ
モ
ノ
ナ
リ
是
故

一
蔽
屎
ノ
各
國
其
唱
歌
ヲ
學
校
教
科

二
充
ツ
ル
ャ
皆
此
長
音
階
ヲ
採
テ
短
音
階

ヲ
棄
ツ
是
其
子
弟
ヲ
シ
テ
勇
偉
快
活
ナ
ラ
シ
メ
ン
事
ヲ
期
シ
鬱
閉
無
カ
ナ
ラ
シ

メ
ン
事
ヲ
避
ク

ル
所
以
ナ
リ

Iliノ
。フ
ラ
ト
ハ
則
チ
國
人
ヲ
シ
テ
強
豪
ナ
ラ
シ

メ
ン
ト
ノ
熱
心
ヨ
リ
音

二
婉
柔
ナ
ル
楽
曲
ヲ
禁
セ
シ
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
ナ
ホ
此
類
ノ

楽
器
モ
マ
タ
盛
ク
之
ヲ
禁
セ
リ
即
チ
四
絃
琴
、
立
琴
、
牧
羊
笛
ノ
ミ
ヲ
用
ヒ
横

笛
及
ビ

一
切
ノ
絲
架
器
ヲ
麿
シ
音
階
モ

心
身
ノ
勇
壮
ヲ
致
ス
ニ
適
セ
ル
「
フ
リ

ー
ジ
ア
ン
」
ノ
如
キ
モ
ノ
ヽ
ミ
ヲ
用
ヒ
タ
リ
碍
礼
凶
・
ノ
如
キ
音
楽
ヲ
知
ラ
ザ
ル

者
モ
ナ
ホ
其
教
育
學
中
グ

ロ
ー
ト
ヲ
援
キ
之
ヲ
辮
ズ
ル
事
詳
カ
ナ
リ
且
長
音
階

ハ
東
邦
―
―
於
テ
モ
固
ヨ
リ
之
ア
リ
ト
イ
ヘ
ド
モ
西
邦
二
於
テ
ハ
賓

二
近
世
表
出

J

モ
ノ
ニ
シ
テ
理
論
ヨ
リ
ス
ル
モ
賓
地

ョ
リ
ス
ル
モ
教
育
上
二
於
テ
ハ
此
音
階

ノ
優
レ
ル
ニ
若
ク

モ
ノ
ナ
シ
短
音
階
ハ
古
代
ノ

モ
ノ
ニ

シ
テ
架
曲

ニ
テ
ハ
益
ミ

古
製
ノ
モ
ノ
ニ
属
セ
リ
故
二
長
音
階
製
ノ
楽
曲
ハ
文
教
最
進
ノ
図
二
多
ク
短
音

階
的
ハ
其
未
進
ノ
國
二
多
シ
賓
二
此
一
事
ヲ
以
テ
モ
教
育
上

二
用
フ
ベ
キ
架
曲
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一三四四四四四五六六七七七七七八八八八八九九
四五 0 0七八九八四九 00二八八二五七八八二八

⑫
健
康
上
ノ
関
係

人
体
中
重
要
ナ
ル
機
器
ハ
其
数
少
ナ
カ
ラ
ズ
ト
雖
モ
中
二
就
キ
テ
呼
吸
二
関

ゼ
ル
マ
ン

ス
ウ
ィ
ス

ボ
ー
ラ
ン
ド

セ
ル
ビ
ア

ボ
ヘ
ミ
ア

ポ
ル
チ
ュ
ガ
ル

ア
イ
ル
ラ
ン
ド

ス
ペ
イ
ン

イ
ン
グ
ラ
ン
ド

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

フ
ラ
ン
ス

グ
リ
ー
ス

ウ
ェ
ー
ル
ス

ト
レ
コ
J
 

イ
タ
リ
ー

ホ
ン
ガ
リ
ー

フ
ヰ
ン
ラ
ン
ド

デ
ン
マ
ー
ク

ワ
ラ
キ
ー
ア

ノ
ル
ウ
ェ
ー

ロ
シ
ア

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

國
名

長
調

八 五 五五五五五四二三三ニニニニー―-- -
〇二六ニニ 00二六 00八五二〇六ニニ 00八二

短
調

ス

四ニニ八ーニー ＇ ノ‘
~ 長

起
短
止

四 短
起

長
止

ハ
長
音
階
二
帰
ス
ル
ヲ
知
ル
ベ
シ
即
チ
イ
ン
ゲ
ル
萬
國
音
榮
論
ョ
リ
左
二
抄
諄

セ
ル
表
ハ
長
短
調
楽
曲
ノ
多
少
二
由
テ
其
國
教
育
ノ
進
度
ヲ
察
ス
ベ
キ
一
助
卜

セ
ル
諸
機
ノ
最
モ
重
ズ
ベ
キ
ハ
皆
人
ノ
知
ル
ト
コ
ロ
ー
ー
シ
テ
人
ノ
生
命
ハ
呼
吸

機
ノ
建
否
二
依
リ
身
体
ノ
強
弱
ハ
此
機
関
ノ
良
否
二
依
ル
ト
云
フ
モ
可
ナ
ル
ベ

シ
是
レ
人
ハ

数
日
食

ハ
ザ
ル
モ
ナ
ホ
其
生
命
ヲ
保
ツ
ヲ
得
ベ
シ
ト
雖
モ
呼
吸
ヲ

麿
シ
テ
秒
時
モ
之
ヲ
保
存
ス
ル
能
ハ
ザ
ル
所
以
ナ
リ
人
幼
時
二
在
テ
ハ
其
筋
肉

骨
骸
柔
軟
ナ
ル
ガ
故
二
適
当
ノ
良
法
ヲ
用
ヰ
テ
之
ヲ
発
育
ス
ル
ト
キ
ハ
能
ク
胸

隔
ヲ
開
暢
シ
肺
臓
ヲ
廓
大
ス
ル
事
ヲ
得
ル

モ
マ
タ
難
カ
ラ
ズ
然
リ
而
シ
テ
此
目

的
ヲ
達
ス
ル
ノ
方
法
ハ
現
時
教
育
家
ノ
研
究
セ
ル
結
果
二
腺
レ
バ
適
嘗
ナ
ル
唱

歌
ヲ
施
ス
ヲ
以
テ
最
良
ト
ス
何
ト
ナ
レ
バ
自
然
ノ
定
律
二
従
ヒ
テ
教
授
ス
ル
ト

コ
ロ
ノ
適
当
ナ
ル
唱
歌
ハ
声
音
ヲ
練
リ
体
格
ヲ
正
シ
呼
吸
ヲ
適
度
二
使
用
シ
テ

胸
隔
ヲ
開
暢
シ
以
テ
肺
臓
ヲ
強
健
ナ
ラ
シ
ム
ル
ノ
効
益
ア
ル
ヲ
以
テ
ナ
リ
有
名

ナ
ル
音
楽
家
ノ
説
―
ー
腺
レ
バ
欧
米
ノ
諸
國
唱
歌
ヲ
小
學
二
導
キ
シ
以
来
統
計
上

人
民
健
康
ノ
度
ヲ
進
メ
タ
リ
ト
云
フ
現
二
本
掛
博
習
生
井

二
本
掛
二
於
テ
臨
教

ス
ル
ト
コ
ロ
ノ
両
師
範
學
校
及
学
習
院
生
徒
ノ
如
キ
モ
唱
歌
ヲ
修
ム
ル
以
来
其

日
タ
ル
尚
浅
シ
ト
イ
ヘ
ド
モ
其
中
往
々
血
色
ヲ
進
メ
健
康
ヲ
致
セ
シ
者
ア
リ
是

レ
各
種
ノ
因
由
ノ
致
ス
所
ニ
シ
テ
―
ニ
ノ
輩
因
二
帰
ス
可
ラ
ズ
ト
雖
ト
モ
亦
以

テ
唱
歌
ノ
健
全
上
―
ー
盆
ス
ル
一
端
ヲ
見
ル
ニ
足
ル
モ
ノ
ト
云
ベ
シ

⑥
道
徳
上
ノ
関
係

音
楽
ハ
人
性
ノ
自
然
二
基
キ
其
心
情
ヲ
感
動
激
燭
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
喜
悦
ノ

歌
曲
ハ
人
心
ヲ
喜
バ
シ
メ
悲
哀
ノ
歌
曲
ハ
人
心
ヲ
悲
歎
セ
シ
ム
ル
等
ノ
如
ク
一

モ
心
情
ノ
感
動
ヲ
生
ゼ
ザ

ル
モ
ノ
ナ
シ
故
二
正
雅
ノ
歌
ヲ
歌
フ
ト
キ
ハ
心
自
ラ

正
シ
和
架
ノ
音
ヲ
聞
ク
ト
キ
ハ
心
自
ラ
和
ラ
ク
心
和
キ
正
シ
キ
ト
キ
ハ
邪
悪
ノ

念
外
ヨ
リ
入
ル
能
ハ
ズ
心
二
邪
悪
ノ
念
ナ
キ
ト
キ
ハ
善
ヲ
好
シ
悪
ヲ
避
ク
ル
ハ

人
ノ
常
ナ
リ
是
ヲ
以
テ
心
ヲ
正
シ
身
ヲ
修
メ
俗
ヲ
易
フ
ル
ハ
音
楽
二
如
ク
モ
ノ

ナ
シ
古
語
二
日
ク
麓
架
不
可
以
斯
須
去
身
卜
聖
賢
ノ
醜
榮
ヲ
重
ス
ル
其
レ
斯
ノ
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如
シ
抑
幼
時
ハ
人
ノ
畢
生
二
於
テ
最
モ
感
化
ノ
速
ナ
ル
時
期
ニ
シ
テ
後
来
善
悪

ノ
別
ヲ
顕
ハ
ス
ハ
則
チ
此
時
ノ
薫
陶

二
因
由
セ
ザ
ル
モ
ノ
ナ
シ
故
二
此
幼
稚
二

授
ク
ル
ニ
至
良
ノ
歌
曲
ヲ
以
テ
セ
バ
温
良
純
正
ノ
徳
性
ヲ
焚
育
ス
ル
ニ
足
ル
ヤ

疑
ヲ
容
レ
ズ

夫
レ
榮
ハ
同
ヲ
主
ト
ス
故
二
三
軍
ノ
将
千
萬
ノ
衆
ヲ
卒
ヰ
其
進
退
井
然
ト
シ

テ
序
ヲ
失
ハ
ズ
以
テ
勝
ヲ
戦
野
二
恣
ニ
ス
ル
ハ
実
二
金
鼓
ノ
カ
ニ
依
テ
正
シ
ク

之
ヲ
指
揮
ス
ル
ニ
由
レ
リ
教
育
者
ノ
子
弟
二
於
ケ
ル
モ
亦
之
二
異
ナ
ラ
ズ
千
百

ノ
子
弟
相
和
諧
シ
テ
坐
作
進
退
恰
カ
モ
一
教
師
ノ
心
ヲ
以
テ
其
手
足
ヲ
使
用
ス

ル
ガ
如
ク
ニ
至
ラ
シ
ム
ル
モ
ノ
平
素
和
諧
ノ
心
情
ヲ
育
成
ス
ル
ニ
ア
ラ
ズ
ン
バ

能
ハ
ズ
抑
和
諧
ナ
キ
ノ
子
弟
ハ
校
中
二
在
テ
ハ
或
ハ
喧
闘
ヲ
好
ム
ノ
生
徒
卜
為

リ
家
庭
二
在
テ
ハ
或
ハ
不
和
ヲ
生
ス
ル
ノ
子
弟
卜
為
リ
世
上
二
出
テ
ハ
或
ハ
不

信
ノ
人
民
卜
為
ル
ナ
リ
然
リ
而
シ
テ
此
和
諧
ノ
心
情
ヲ
稜
育

ス
ル
ハ
音
架
ノ
カ

興
リ
テ
効
ア
リ
ト
ス
蓋
シ
音
楽
ハ
同
情
相
憐
ミ
彼
此
相
親
睦

ス
ル
ノ
至
情
ヲ
感

痰
セ
シ
ム
ル
ノ
基
礎
ヲ
為
ス
モ
ノ
ナ
リ

凡
ソ
人
ハ
貴
賤
長
幼
ヲ
問
ハ
ズ
皆
快
架
ナ
ク
シ
テ
一
日
モ
生
活
シ
得
ベ
キ
モ

J

ニ
ア
ラ
ズ
概
ス
ル
ニ
多
ク
榮
苦
ス
ル
者
ハ

隧
テ
多
ク
快
架
ヲ
求
メ
ザ
ル
事
ヲ

得
ス
然
ル
ニ
快
架
ノ
類
タ
ル
―
ニ
シ
テ
止
マ
ズ
情
慾
二
関
ス
ル
ア
リ
智
徳
二
係

ル
ア
リ
其
執
タ
ル
ヲ
問
ハ
ス
此
等
ノ
―
二
依
ラ
ズ
シ
テ
ハ
日
々
夜
々
我
心
身
上

二
起
リ
来
ル
ト
コ
ロ
ノ
憂
苦
ヲ
去
リ
テ
我
生
存
ヲ
楽
シ

ミ
我
生
命
ヲ
保
ツ
事
能

，ハ
ズ
既
二
快
架
ノ
人
身
上
峡
ク
ベ
カ
ラ
ザ
ル
事
斯
ノ
如
ク
然
リ
ト
セ
バ
不
良
ノ

快
柴
ヲ
去
テ
善
良
ノ
快
架
二
就
カ
ザ
ル
可
ラ
ズ
抑
快
榮
ノ
類
タ

ル
千
差
萬
別
ナ

リ
ト
イ
ヘ
ド
モ
其
至
善
至
良
ナ
ル
モ
ノ
ハ
音
榮
二
如
ク
ハ
ナ
シ
何
ト
ナ
レ
バ
雅

正
ノ
音
架
ハ
人
心
中
最
高
ノ
感
情
ヲ
発
動
シ
テ
無
窮
ノ
愉
快
ヲ
典
へ
邪
慾
ヲ
去

テ
心
根
ヲ
浄
潔
ニ
シ
耽
色
緬
酒
ノ
醜
行
二
陥
ル
ヲ
妨
グ
ノ
効
ア
リ
然
シ
テ
音
楽

J
物
タ
ル
之
ヲ
行
フ
決
シ
テ
巨
多
ノ
浪
費
ヲ
要
セ
ザ
ル
ヲ
以
テ
貧
福
ヲ
問
ハ
ズ

之
ヲ
享
有
ス

ル
ヲ
得
ベ

ケ
レ
バ
ナ
リ
現
今
我
諸
学
校
ノ
生
徒
ヲ
見
ル
ニ
或
ハ
酒

食
二
関
ス
ル
ノ
快
楽
ヲ
求
メ
テ
困
学
ノ
苦
ヲ
免
カ
レ
ン
事
ヲ
謀
ル
者
少
カ
ラ
ザ

ル
ニ
似
タ
リ
是
レ
他
ナ
シ
別
二
適
当
ノ
快
架
ヲ
求
ム
ル
ノ
途
ナ
キ
ヲ
以
テ
遂
ニ

酒
食
ノ
如
キ
最
下
等
ノ
快
架
二
陥
ル
ニ
至
レ
ル
モ
ノ
ナ
ラ
ン
故
二
此
弊
風
ヲ
除

ク
ノ
良
法
ハ
タ
ヽ
音
楽
ノ
如
キ
善
良
ナ
ル
快
柴
ヲ
得
セ
シ
メ
テ
他
ノ
不
善
ナ
ル

快
架
二
易
フ
ル
ニ
在
リ
ト
ス
彿
帝
ナ
ボ
レ
オ
ン
嘗
テ
日
ク
音
楽
ハ
人
情
上
二
至

大
ノ
感
化
ヲ
興
シ
人
心
上
二
非
常
ノ
勢
カ
ヲ
及
ボ
ス
モ
ノ
ナ
リ
故
二
政
府
ハ
音

架
ノ一

学
術
二
就
テ
ハ
他
ノ
諸
学
術

二
於
ケ
ル
ヨ
リ
モ
一

層
奨
励
ス
ル
ヲ
勉
ム

ベ
シ
名
家
ノ
作
二
係
ル
道
徳
上
ノ
歌
曲
ハ
深
ク
人
心
ヲ
感
動
セ
シ
ム
ル
事
道
徳

ヲ
論
ス
ル
書
ノ
唯
智
カ
ニ
訴
ル
モ
ノ
ヽ
此
ニ
ア
ラ
ザ
ル
ナ
リ
ト

前
述
ノ
目
的
ヲ
達
セ
ン
ニ
ハ
先
ツ
何
レ
ニ
於
テ
之
ヲ
施
ス
ベ
キ
ヤ
日
ク
小
學

ニ
於
テ
ス
ル
ノ
善
キ
ー
ー
如
ク
モ
ノ
ナ
シ
夫
レ
小
學

ハ
嬰
児
ヲ
薫
陶
錆
冶

ス
ル
ノ

最
緊
要
場

ニ
シ
テ
嬰
児
ハ

人
生
ノ
萌
芽
ナ
リ
蓋
シ
萌
芽
軟
緑
ハ
風
化
感
染
ノ
効

最
モ
鋭
シ
故
ー
ー
之
ガ
滋
養
二
供
シ
之
ガ
周
匝
二
布
ス
ル
モ
ノ
ハ
最
モ
謹
ン
テ
之

ヲ
撰
択
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
故
二
歌
曲
ノ
如
キ
モ
快
活
優
美
―
ー
シ
テ
風
致
ア
リ
善

ク
人
ヲ
正
路
ー
ー
導
キ
自
ラ
其
心
ノ
邪
稿
ヲ
去
ル
ー
ー
足
ル
ベ
キ
モ
ノ
ヲ
以
テ
妙
卜

ス
是
ヲ
以
テ
本
掛
二
於
テ
撰
定
ス
ル
ト
コ
ロ
ハ
多
ク
此
意
ヲ
主
ト
シ
勉
メ
テ
平

和
ニ
シ
テ
議
論
二
渉
ラ
ザ
ル

モ
ノ
ヲ
取
レ
リ
間
々
理
義
ヲ
説
ク
モ
ノ
ア
ル
モ
多

ク
ハ
花
鳥
風
月
ノ
辞
ヲ
其
間
二
雑

ヘ
テ
心
神
ヲ
悦
憚
セ

シ
メ
識
ラ
ズ
知
ラ
ズ
善

二
化
シ
邪
ヲ
去
ル
ノ
意
ヲ
寓
シ
専
ラ
徳
育

ーー
資

ス
ル
ト
コ
ロ
ノ
モ
ノ
ヲ
取
用
セ

リ
例
ヘ
ハ
幼
稚
進
學
ノ
快
情
ヲ
鼓
舞
ス
ル
モ
ノ
ー
ー
ハ
「
進
め
／
ヽ
」
ノ
如
ク
朋

友
ヲ
愛
慕
シ
交
際
上
信
義
ヲ
厚
ウ
ス
ル
ノ
心
情
ヲ
養
成
ス
ル
モ
ノ
ニ
ハ
「
霞
か

雲
か
」

「螢
の
光
」

等
ノ
如
ク
父
母
ノ
恩
恵
ヲ
慕

ハ
シ
ム
ル
モ
ノ
ー
ー
ハ
「
大
和

第 1章 音楽取調掛 明治12年～20年 (1879~1887) 166 



七

英
文
『
音
架
取
調
掛
成
績
申
報
書
』

明
治
十
七
年
二
月

撫
子
」
「
思
ひ
出
れ
ば
」
等
ノ
如
ク
聖
主
ノ
徳
澤
ヲ
欽
慕
シ
臣
道
ヲ
盛
ス
ベ
キ

至
情
ヲ
養
成
セ
シ
ム
ル
モ
ノ
ー
ー
ハ

「
雨
露
に
」
「
忠
臣
」
等
ノ
如
ク
尊
王
愛
國

ノ
赤
心
義
氣
ヲ
喚
稜
セ
シ
ム
ル
モ
ノ
―
ー
ハ

敬
神
ノ
心
ヲ
起
サ
シ
ム
ル
モ
ノ
―
ー
ハ

「
君
か
代
」
「
皇
御
國
」
等

ノ
如
ク

「
榮
か
ゆ
く
御
代
」

ス
ル
ノ
大
ナ
ル
ハ
自
ラ
明
了
ナ
ル
ベ
シ

ノ
如
キ
是
ナ
リ

以
上
述
ブ
ル
所
ニ
ョ
リ
テ
唱
歌
ノ
教
育
上
二
関
シ
特
二
体
育
及
ビ
徳
育
二
資

〔手
書
き
〕

（
『
昔
監
経
伺
書
類
上
下
、
＿
音
架
取
調
掛
成
績
申
報
書
』
明
治
十
七
年
）

E
X
T
R
A
C
T
S
 F
R
O
M
 T
H
E
 R
E
P
O
R
T
 

of 
S. 
I
S
A
 W
A
,
 D
I
R
E
C
T
O
R
 O
F
 T
H
E
 

I
N
S
T
I
T
U
T
E
 
O
F
 M
U
S
I
C
,
 
o
n
 
the 

R

豆
U
L
T

O
F
 
T
H
E
 
I
N
V
E
S
T
I
G
A
'
 

T
I
O
N
S
 
C
O
N
C
E
R
N
I
N
G
 M
U
S
I
C
,
 
un, 

d
ertaken
 b
y
 
o
r
d
e
r
 
of 
t
h
e
 
D
E
P
A
R
T
'
 

M
E
N
T
 O
F
 E
D
U
C
A
T
I
O
N
 T
o
k
i
o
 J
a
p
a
n
.
 

T
ra
n
slate
d
 b
y
 the 
Institute 
of 
M
u
s
i
c
.
 

こ
れ
は
伊
澤
修
二
が
音
楽
取
調
掛
設
置
以
来
四
年
間
の
実
績
を
記
し
、
文
部
省

へ

提
出
し
た
『
申
報
書
』
の
抄
録
を
英
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
文
中
に
〈
ア
ボ
ロ
の
讃

歌
〉
の
五
線
譜
ス
コ
ア
が
あ
る
。
全
文
七
十
七
頁
の
中
か
ら

「
音
楽
取
調
掛
沿
革
」

と
「
学
校
音
楽
」
に
関
す
る
部
分
は
割
愛
し
た
。

H
i
s
 E
x
ce
llen
c
y
 

O
K
I
 
T
A
K
J苔
O
U
,

M
i
n
i
s
t
e
r
 of 
E
d
u
c
a
t
i
o
n
,
 

SIR, 

It 
is 
n
o
w
 m
o
r
e
 t
h
a
n
 four 
years 
since 
I
 ha
d
 t
h
e
 h
o
n
o
r
 

to 
b
e
 entrusted 
w
ith 
t
h
e
 
task 
of 
s
u
p
e
r
i
n
t
e
n
d
i
n
g
 t
h
e
 
C
o
m、

m
i
s
s
i
o
n
 of 
M
u
s
i
c
a
l
 Investigations 
a
n
d
 of directing t
h
e
 t
h
e
n
 

n
e
w
ly 
e
stablished 
M
u
s
i
c
a
l
 Institute. 

D
u
r
i
n
g
 this 
t
i
m
e
 
I
 h
a
v
e
 
b
ee
n
 closely 
investigating 

J
a
p
a
nese 
a
n
d
 foreign M
u
s
i
c
 w
ith a
 vi
e
w
 to t
h
e
 introduction 

of 
a
 suitable 
s
y
s
t
e
m
 into 
o
u
r
 schools. 

H
i
s
t
o
r
y
 teaches 
u
s
 
that 
M
u
s
i
c
 
has, 
in 
all 
a
g
e
s
 

a
n
d
 

countrie
s, 
p
r
ov
ed
 a
 v
aluable 
i
n
s
t
r
u
m
e
n
t
 
of 
g
o
v
e
r
n
m
e
n
t
 

administration, 
as 
w
e
ll 
as 
educational. 
T
h
e
 g
e
n
e
r
a
l
 
intro, 

duction, 
h
o
w
e
v
er, 
of 
this 
to 
u
s
 
n
e
w
 b
r
a
n
c
h
 
of 
e
d
u
c
a
t
i
o
n
 

h
a
s
 n
o
t
 y
et
 be
e
n
 fully a
c
c
o
m
p
l
i
s
h
e
d
 t
h
r
o
u
g
h
o
u
t
 t
h
e
 country; 

t
h
o
u
g
h
 
m
u
c
h
 
h
a
s
 
b
e
e
n
 
a
l
r
e
a
d
y
 
d
o
n
e
 
b
y
 
m
e
a
n
s
 
of 
t
h
e
 

stre
n
u
o
u
s
 exertions 
of 
all 
m
e
m
b
e
r
s
 
of 
the 
Institute, 
con-

c
e
r
ned
 in 
t
h
e
 
w
ork. 
T
h
e
 result 
is 
briefly 
s
k
e
t
c
h
e
d
 in 
t
h
e
 

follo
w
i
n
g
 
Report, 
w
h
i
c
h
 
I
 b
e
g
 to 
s
u
b
m
i
t
 
to 
y
o
u
r
 

E
x
c
e
l、

lency's 
k
i
n
d
 consideration. 

I
 h
a
v
e
 t
h
e
 
h
o
n
o
r
 to 
be, 

W
i
t
h
 h
e
a
r
t
y
 respect, 

Y
o
u
r
 Excellency's 

M
o
s
t
 o
b
e
d
i
e
n
t
 
servant, 

Shuji 
Isa w
a, 

J
u
n
i
o
r
 
S
e
c
r
e
t
a
r
y
 
of 
t
h
e
 
D
e
p
a
r
t
m
e
n
t
 of 
E
d
u
c
a
t
i
o
n
;
 

D
i
re
ctor 
of 
t
h
e
 
Institute 
of 
M
u
s
i
c
.
 

2
n
d
 M
o
n
t
h
 of 
t
h
e
 
1
7
t
h
 
y
e
a
r
 of Meiji. 

C
O
N
T
E
N
T
S
.
 

167 第 2節 音楽取調掛の事業



HISTORY OF THE INSTITUTE・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

RESEARCHES ON ORIENT AL AND EUROPEAN MUSIC … 
JAPANESE SCALE................................................... 

SIMILARITY BETWEEN THE ANCIENT GREEK AND THE 

PRESENT JAPANESE MUSIC-HYMN TO APOLLO… 
SCHOOL MUSIC・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

MUSIC CHARTS, READERS, AND GUIDE BOOKS FOR 

TEACHERS................................................ 

MUSICAL INSTRUMENTS・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

PRESENT ST ATE OF MUSICAL INSTRUCTION………… 
COURSE OF STUDY FOR THE SPECIAL STUDENTS AT-

T ACHED TO THE INSTITUTE.... ・.... ・...... ・.. ・.... 

ORCHESTRAL MUSIC 

APPENDIX. 

OUTLINES OF THE HISTORY OF JAPANESE MUSIC…… 
IMPROVEMENT OF POPULAR MUSIC・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...・・・

SPECIMENS OF JAPANESE KOTO MUSIC………………… 

RESEARCHES ON ORIENT AL 

AND EUROPEAN MUSIC. 

1

4

1

0

5

 

1

2

3

4

 

45 

46 

48 

50 

52 

54 

61 

65 

Of the Several Kinds of Music. Gagaku (Japanese 

Classical music) Zokugaku (Japanese Popular Music) and 

European and Chinese music should be thoroughly inves-

tigated. In Zokugaku, Kotouta and Nagauta (a kind of 

song) should be first examined, and in European music, 

ancient as well as modern music should be examined. 

Musical Tones, Intervals, and Scales. There has been 

a question as to the tonality of Japanese music, whether 

it is similar to, or dissimilar from, European music. As 

all musical tones, indeed, arise from the emotional nature of 

man, there certainly exists some similarity between t4em, 

in spite of the difference of ages and countries. But, the 

modes in which they are combined, being different in each, 

there must necessarily have resulted more or less imper-

fection in either. We found it very important, for the above 

reason to collect, at first, several kinds of music to be used 

in the future investigations. In Japanese music, especially 

in the case of popular songs, there has been scarecely any 

method of notation by which an accurate estimate of their 

tonal relations could be made. We therefore made several 

experiments with a view of determining this important 

point, and the results obtained are essentially as follows;-

1st. When Mr. L.W. Mason first arrived here, we asked 

him if he detected any difference of tonality between our 

music and that of Europe. After attentively hearing many 

popular and classical pieces of music for the purpose, he 

said that there was no difference as to the tonality, but 

only a little difference in the mode of the tonal combina-

tions. This opinion was afterwards attested by many 

experiments, and there is hardly any doubt of the truth 

of this fact. 

2nd. Several enquiries have also been put to the best 

Japanese musicians whether they thought the European 

tonality dissimilar to their accustomed tones. They all say 

0
0
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that there is no difference to be detected by their ears. 

The most striking instance to be mentioned here is that, 

when Yamase Shoin, the best Koto-Musician, who had 

never heard European tones before, first touched the piano-

forte keys, he detected at once the variation of some tones, 

of which he expressed his opinion, that such tones could 

not be true according to his ear, and those tones criticized 

by him were, indeed, found by Mr. L. W. Mason be out 

of tune. 

3rd. The students who entered the Institute since its 

establishment were those who formerly studied Kotouta, 

Nagauta, Japanese Classical or popular music. Now if 

the musical tones of the above music, to which they are 

accustomed, had been entirely different from the European 

music, which they are now going to study, attainment of 

skill in the new would have been almost hopeless; because 

they would have first to shake off what they had already 

learned, in order to enter upon the new and different music. 

Experience, however, shows no such results : those 

most skilled in either Kotouta, N agauta, or Classical music 

made such remarkable progress as quite surprised Mr. 

Mason and other European musicians. This fact also shows 

the similarity of our musical tone with the European. 

4th. The foregoing proofs are good so far as they 

appeal to the ear of musicians. But they have not yet been 

attested by scientific methods. We, therefore, contrived a 

method to attest their truth scientifically, and the following 

results were obtained. 

Since the Siamisen is the instrument most extensively 

used throughout this country, if those pieces played on it 

be similar to European music, then it will be sufficient to 

prove the case. We used the Siamisen, for this reason, to 

make the experiments. 

Although it is necessary to use accurate mathematical 

calculations of the vibratory number of sounds to make 

musical investigations scientifically, yet we preferred to use 

a more convenient, though not a very accurate, method 

in the demonstration, because this was not only the most 

available means within our reach, but also the most practical 

way of obtaining the required results. 

Now taking a sound which is produced by a string 

of certain length as a fundamental tone, its Octave that is 

the thirteenth ritsu (semitone) of Japanese, or the Euro-

pean interval containing twelve semitones should be pro-

duced by one half of the length ; and the Fifth, that is our 

eighth ritsu (semitone) or the European interval containing 

three tones and a half by two thirds of that length; and 

the Fourth or our sixth ritsu should be produced by three 

fourths of the same length in the following manner ; -

1, or unit produces the Tonic, 

§ ,9 9,Fifth, 

} ，9 9,Fourth, 

½ 99 9,0ctave. 

By referring to the above fractions, the length of a 

string which produces the Tonic, the Fifth, the Fourth and 

the Octave respectively could be determined. But for the 

lengths appropriate to other tones, we took the method 

indicated by such eminent scientific men, as Helmholz, 
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Tyndall and Chappell, who made thorough investigations 

on the theory of music, and supplying the other required 

tones and semitones by the addition or subtraction of the 

Fifth or Fourth, the result is as follows ; -
Taking the Tonic as 

The Minor Second is 

＂ 
Third 

Fourth 
9 9 

Minor Fifth 
9 9 

1. 

爪729 
1024 

Fifth 2 

" 百

Minor Sixth.. ~ 
128 

Seventh.. ~ T 
Octave 百

or *1 16 5 

or 6 5 

or 年
64 

or 

5-8 

* In the older style of tuning the interval of natural third（令）is
found between the 4th and 5th strings of Koto, that is between the 
minor Six and Octave ;—accordingly the minor Second, minor Third, 
&c. are changed as above indicated. 

Now the length which extends from the top of the 

finger board to the bridge in the Siamisen is two shaku 

and six sun, which being divided according to the above 

fractions will give the position of each note as follows ; -
Shaku, Sun, Bu, Rin, Mo, Sh. S. B. R. M. 

The Tonic 2 6 

゜゚゜Minor Second 2 4 6 7 9 + or 2 4 3 7 5 

" 
Third 2 1 ， 3 7 + or 2 1 6 6 6 + 

Fourth 1 ， 5 

゜゚Minor Fifth 1 8 5 

゜
9 + or 1 8 2 8 1 + 

Fifth 1 7 3 3 3 + 
Minor Sixth 1 6 4 5 3 + or 1 6 2 5 0 

Seventh 1 4 6 2 5 
Eighth or Octave 1 3 0 0 0 

Thus having settled the length of string of each tone 

or semitone, and marking the appropriate positions with 

cross lines on the finger-board of a Siamisen, we let Yamase 

Shoin (a Japanese blind musician) play Japanese Zoku- 0 

kiyoku (popular music,) and got the following results : ミ

l. In regard to several tunings of the Siamisen,― C 

In one of the tunings called Honchoshi, the first string ..... 
箆

l 
is tuned as the Tonic; the second as the Fourth, and the ~ 

臼
third as the Octave. ツ

In another named Niagari, the first string is tuned as 怠
母

息
the Tonic; the second as the Fifth, and the third as the 

Octave. 毎
In yet another named Sansagari, the first string is 罫

tuned as the Tonic; the second as the Fourth, and the 瑯
醒

thirdm as the mi.nor Seventh. 誓
To attest the accuracy of each tone in a certain tuning 迦

we let Mr. Y amase tune those strings in his own way, 燐

and by stopping the first string at any cross line marked 凪
on the finger-board as already mentioned, and making it 

vibrate by percussion, we found that the vibration produced 

in the first string was at once transmitted to the second 

or third string, whenever it came into unison with either 

of the other tuned strings, according to the law of reso~ 
nance. By this method, we could easily detect each tone 

by sight, while Mr. Y amase being blind himself, could use 

only his ear as a guide in tuning. The results thus obtained 

were as stated in the preceding paragraph. 

Although the tunings of our Samisen are essentially 

in accordance with European principles, yet the tonal 

relation in its play was hitherto unknown : We contrived 

therefore a method to detect the relations of each tone, 

while in play; using the same Samisen, marked on the 



finger-board in the manner already mentioned. Now, we 

let Mr. Yamase play several Japanese popular songs with 

that Samisen, and to our astonishment his finger never 

ran to any other position than those tonally marked. This 

will be sufficient to show that the tonality of our music 

is not dissimilar to the European theory of music. It must 

be remembered, however, that we could not expect very 

accurate results scientifically considered, with so imperfect 

an instrument as the Samisen, on account of its variability 

of tuning during the experiment. 

2. In regard to the tuning of the Koto,― 
In the tuning called Hiradioshi, the 1st and the 5th 

strings being in unison, are taken as the Tonic ; the 2nd 

string is tuned as the Fifth, the 3rd as the Fourth, the 

4th as the Third, below the Tonic; and the 6th string is 

the Fourth above the tone last obtained, or minor second 

from the Tonic. The 7th, 8th, 9th, 10th, and 11th strings 

come successively in Octave of the 2nd, 3rd, 4th, &c, 

strings, and the two final strings, 12th and 13th are in turn 

the octaves of the 5th and 6th strings. But if we assume 

the 2nd string to be the Tonic, then, the relations of the 

several tones will stand in the following order which is 

essentially the same as the natural minor scale, thus : 

1st string 

2nd 
" 

3rd 
" 

4th 
” 5th 
" 

6th 
" 

7th 
" 

The Fifth 
Tonic 

Second 
Minor Third 
Fifth 
Minor Sixth 
Tonic of 2nd Gamut, 

9
9
,
'

，
'
 

9
9
,
'
,
'
 

Second of 
” ,, Minor Third of,, 

Fifth 
" " Minor Sixth 
" " 

Tonic of 3rd 
Second 

99 99 

The foregoing statements will be sufficient for our pre-

sent object, to show the relation which exists between 

Japanese and European music in regard to tonality. 

8th 
9th 
10th 
11th 
12th 
13th 

JAPANESE SCALE 

Hitherto Japanese music has been divided into two 

kinds ; Classical and Popular music. The classical music 

was imported from China. In Chinese music, there is an 

expression Kiu, Sho, Kaku, Chi, and Oo, which are known 

by the general name Gosei (five voices) equal to Do, Re, 

Mi, or Fa, Sol, La, in European solfaing. This is the 

foundation of Chinese music, and has existed from almost 

unknown times in China. In Chinese music, there is a 

designation in general use, -San bun son yeki (addition 

or subtraction of one third) and in Japanese music there 

is a term Junpachigiyakuroku (direct eighth and inverse 

sixth). A general idea of these can be shown as follows ; 

ー〔次頁の図〕

Explained in musical terms, the direct eighth is addition 

of Fifth, and the inverse sixth is subtraction of Fourth. 

Therefore the direct eighth and inverse sixth are in effect 
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Japanese Pitch Names. European Pitch Names. 

［（言sh：孟:／1 ；［:orr Db b 

Fusha = G# or Ab 

l(〗 ［三悶uu 三［
凸占(lC［三su □ii or Eb 

the addition of Fifth and subtraction of Fourth. In riosen 

(mode of rio) all the tones required may be tuned on this 

principle, but in ritsusen (mode of ritsu) the rule is rather 

difficult of application, so another process, direct sixth and 

inverse eighth, is resorted to for the sake of convenience ; 

for instance, from lchikotsu to Sojo is direct sixth, and 

from the Octave of Ichikotsu to W aushiki is inverse eighth, 
then direct sixth is addition of the Fourth and inverse 

eighth is subtraction of the Fifth. 

As the use of the names Ichikotsu, Tangin, Hiojo, &c., 

caused no small inconvenience in singing, playing, noting, 

and many other ways, the Japanese alphabetic characters 

ィ(i)口 (ro)ハ(ha),&c., are adopted for this purpose in 

the Institute. The relation of the two systems to each other 

is as follows;— 
Ichikotsu 
Kamimu 
Shinsen 

一

ノヽ＃， 二 b
ノ‘

(ni) 

(ha# or nip) 
(ha) 

D 
C# or D~ 
C 

Banshiki 口 (ro) = B 
Rankei ィ＃，サ (i#or ro~) = A# or B~ 
Waushiki ィ (i) = A 
Fusha 卜＃， イ ~ (to# or i~) = G# or A~ 
S6j6 卜 (to) = G 

Shimomu へ＃，卜~ (he# or喝） ＝＝ F# or G~ 
Shozetsu へ (hさ） ＝ F 
Hi6j6 ホ（ho) = E 

Tangin 二 ＃， ホ ~ (ni# or ho~) = D# or E~ 
Ichikotsu 二 (ni) = D 

And 1 (hi), 2 (fu), 3 (mi), &c., are used instead of Kiu, 

Sho, Kaku, &c., which are the same in theory, and more 

convenient in practice. The comparison is as follows ; -

Kin 1 (hi) = Do 
Oo 6 (mu) = La 
Chi 5 (i) = Sol 
Kaku 3 (mi) = Mi 
Sho 2 (fu) = Re 
Kiu 1 (hi) = Do 

Although in the theory of music, the Gosei, -Kiu, 

Sho, Kaku, Chi, and Oo-are enough for general purposes, 

yet in practice, musicians find them insufficient for the 

purpose of composing music; therefore two variated sounds 

or semitones are required. The places into which these 
semitones should be put, are very variable, but at any rate 

they must certainly be put in somewhere. For instance, in 

riosen, these semitones ought to be at the direct eighth 

from Kaku or the Third, and the direct eighth from Kaku 

is variated Kiu or the Seventh, which is required by the 

practical Japanese musician. 

Now this may be compared with what is called the 

natural major scale. In this scale, the harmonical order of 
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tones may be taken as from the Tonic to the Fourth, again 

from the Tonic to the Fifth, from the Fifth to the Second, 

from the Second to the Sixth, from the Sixth to the Third, 

from the Third to the Seventh, as in the tuning song 

composed in the Institute. Now let us see what is the 

difference between the natural major scale and Japanese 

riosen. In riosen the interval of the Fourth is a Semitone 

higher, or sharp Fourth, which is because it is tuned by 

the inverse sixth from the variated Kiu or by taking the 

Fourth below the Seventh. But if it be tuned by the direct 

sixth from Kiu or by the Fourth above the Tonic, then 

the right Fourth will be ob- N. M. s. J. C. R. 

tained. Hence, the difference 

rests only in tuning the var-

iated Chi. Even this variated 

Chi is said sometimes to be 

made right Fourth in the case 

of Tai Chi (descending Chi). 

So the natural major scale 

and the Japanese riosen only 

differ in respect to this un-

certain variable semitone, and 

this semitone occurs very rare-

ly in Japanese music. If it 

were used very often, it would 

be very hard to be without 

it, but as it is so rare, the 

want of this semitone will 

not be of great consequence 

in practice any more than in theory. 

The similarity between the natural major scale and rio-

sen, is as stated above: therefore, when the 1, 2, 3, &c., are 

put for the former, the result will be as follows ; -〔左段の図J

The variated Chi is #4 which comes・ immediately before 

or after 5, and even in European music, this seems to be 

one of the most variable tones. 

Now we shall explain the ritsusen (mode of ritsu). 

It also consists of Kiu, Sho, Kaku, Chi, and Oo. In this 

mode, the only point which differs from the riosen, is on 

kaku, ritsukaku being a semitone higher than riokaku. 

The order of tuning is・ from N. Mi. S. J.C. Ri. 

Kiu, the Tonic, to Chi, the 

Fifth, by the direct eighth, 

from Chi to Sho the Second, 

by the inverse sixth, from Sho 

to Oo, the Sixth, by the direct 

eighth, and though in riosen, 

Kaku is obtained from Oo, 

here Kaku is from Kiu by the 

direct sixth or the Fourth, for 

it is ritsusen. Now the five 

tones of ritsusen are all right. 

However, ritsusen is also not 

yet satisfactory with only five 

tones, so it requires the two 

variated sounds of ei-oo, minor 

Seventh, and ei-sho minor 

Third. The ei-oo is obtained 
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from Kaku by direct sixth and ei-sho is from this ei-oo by 

the inverse eighth. This direct sixth and inverse eighth are 

very useful in the tuning of ritsusen, and even in the Koto 

tuning in Classical music, the principle of direct sixth is 

actually used. Now the ritsusen is completed, and being com-

pared with the natural minor scale, stands thus；一〔前頁の図〕

On comparing these two scales, we see that the only 

difference is that the sixth is minor in the natural Minor 

scale, and major in ritsusen. But singing on ritsusen has 

a tendency often to descend to minor sixth, when without 

any help of instruments, though it ought to be major in 

theory. This is the direct consequence of its variability. 

The sixth has an important relation to the musical scale, 

because whenever the third is minor, the sixth ought also 

to be minor. Therefore the two modes of rio and ritsu 

differ from the natural scale in the two semitones, both 

of which are the so-called variable, or uncertain, sounds. 

Therefore these two scales are similar to the natural scales 

in most respects. 

In the next place, we will pass to the scales of popu-

lar music, which have never yet been investigated by any 

body, except in the Institute. The approximate results 

gained by the investigation will be given in the following 

lines. We shall treat here only in reference to two scales, 

but it must not be supposed that these are the only scales 

used in Japanese popular music. The difficulty met with 

in the scientific investigation of the scale, is to find out a 

note used as the Tonic. This is a very easy matter in 

music having a scale strictly settled, as in European music, 

but it is extremely difficult in such as Japanese popular 

music, where the scale is not yet determined. From obser-

vations on past history as well as on actual facts, it is 

found that almost all pieces of popular music begin with 

a tonic and end with a tonic, and although there may be 

some pieces that do not begin with a tonic, yet they seem 

invariably to end with a tonic. According to the investi-

gations hitherto made in the Institute, the tonic of Popular 

music seems to be the same as the B in C major or the 

Seventh of the European scale. As the process of direct 

eighth and inverse Scale of Japanese Popular Music. 
sixth, or direct sixth No. I. 

and inverse eighth, 

is used in the con-

struction of the scales 

of the Classical music 

as already explained, 

so it is also in Popular 

music. One of the 

scales of Popular Mu-

sic is as follows; -

In this scale, the 5 

order of the con-

struction of tones is 

first from the Tonic 

to the Fourth, next 

from the Tonic to the 

Fifth, then taking the 

fourth above from the 
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Fourth, we get 

Seventh. Now we pro-

ceed from the Minor 

Seventh to fifth down-

ward or minor Third, 

from the Minor Third 

to fourth above or Minor 

Sixth, from the Minor 

Sixth to fifth downward 

or Minor Second. The 

principle of the scale 

construction is as stated 

here, but practically the 

tuning is done in a more 

simple way. 

In the Popular mu-

sic, there is one more 

scale which differs only 

in having a minor Fifth 

instead of the Fifth as in the preceding. The construction 

of the tones is as follows: -〔上図〕

Though these are found in the popular music frequently, 

yet something like a natural scale is observed often among 

the national songs such as folksongs in the country, there-

fore the above can by no means be considered as the 

Japanese national scales. 

The pitch of tone being preserved by living beings, 

is always liable to change by natural laws; and so it has, 

no doubt, been gradually raised. Therefore, it is conceivable 

Minor Scale of Japanese Popular Music. 

No. II. 

5
 

▼ 4 a 

▲
 

8
 

that the pitch known by the name of Ichikotsu to-day, 

may be something like the present Tangin after many 

centuries, and the present Waushiki may not be the ancient 

Waushiki. Though a musical pitch is liable thus to change, 

yet the relation of intervals would be unchangeable at all 

times, that is, in case of getting W aushiki from Ichikotsu, 

if the pitch of Ichikotsu is raised, that of Waushiki must 

be raised also, but the relation of Fourth and Fifth in the 

scale is established on natural laws, and has never changed, 

and will never change. 

SIMILARITY BETWEEN THE ANCIENT 

GREEK AND THE PRESENT 

JAPANESE MUSIC. 

In Greece, the oldest musical instrument was the lyre, 

which had at first four strings, and being held to the left 

side, was played with the right hand. The term tetrachord 

was derived from the number of strings which was four 

at first, and afterwards seven. In this instrument, the 

middle string is tonic, which was played at first with the 

thumb and after a while with the first finger. 

Though this ancient Greek musical instrument was so 

rudimentary, yet there were also instruments something 

like the Japanese Hichiriki and a few others, but the 

f avourite instrument was this lyre. 
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The tuning of this 

instrument is shown by 

the following diagram : 

First Greek Tuning of the 
Seven-Stringed Lyre. 

Nete. 

It is very remark-

able that this scale 

which has a semitone 

above the Key-note cor-

responds with one of 

the scales of Japanese 

1 popular music explained 

in the preceding section. 

Though the scale of 

Classical music may be 

allowed to have been 

imported from Hindoo- ヽ l :c~ Hypate. 
stan through China, and therefore may agree with Hindoo 

and Chinese scales in consequence of their common origin, 

yet it is very curious that the scale of Japanese popular 

music also agrees in its construction. The correspondence 

which exists between the Greek scale and the present 

scale of Japanese popular music, can be explained only 

on the ground that as music is founded on human nature, 

the common source of the music of both countries is the 

same, and the progress of musical science is in the same 

direction. There was another way of tuning in Greece 

thus:〔右段の図〕

The preceding scale is formed by 

the two tetrachords, and this one is 

•
P」O
l
p
E
l
1
<
1ご

a
d
d
f
l

.
p
x
x13
a
n
a1
お
M
O
'
]

Paranete. 

Paramese or Trite. 

Mese (Key-note). 

Lichanos. 

Parahypate. 

The Disjunct System. 

closely 

formed 

connecting 

by openly 

connecting them, in other 

words, the former one 

consists of seven strings, 

and the latter, of eight, 

which is the result of 

adding a new string under 

a distinct name, to the 

instrument. 

Although the Greek 

music was so rudimenta -

ry, yet it is the foundation 

of all modern music, and 

it is, therefore, worthy to 

be studied at any time. 

There is no scale in the 

Japanese Classical or pop-

ular music which is not 
found in the scales of ~ Hypate. 
Greek music. This agreement of the several scales may 

be looked upon as the necessary outgrowth of natural 

laws, and we cannot see why it is so, but only know 

that it is, just as we cannot see why oxygen uniting with 

hydrogen forms water, but we know that it is so. The 

musical scales in both countries, should not be, and are 

not, governed by different laws, but by the same law ; 

they ought to be the same, and they are the same. The 

only difference, which exists between various kinds of 

music, is found in the position of tonics which is owing 

to a difference in the degree of strength of musical pieces, 
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Paranete. 

Trite. 

Paramese. 
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or the degree of musical progress in various nations. The 

tonic is the leader or commander-in-chief of the music, 

and strong music cannot be formed under a weak leader. 

Greece and Rome long since suffered from the weak-

ness of their musical scale, and at last seem to have 

discovered that strong pieces must be used in order to 

create a strong nation, because this is clear from facts 

that only pieces of music which had the elements of 

strength were used at one time even by those nations, and 

thus formed the original source of modern strong music. 

HYMN TO APOLLO. 

It is stated above that ancient Greek music has a very 

important relation to modern music. However, the genuine 

Greek pieces which exist still and give any help to inves-

tigations on music, are very few; perhaps only two or three 

altogether. This Hymn to Apollo was composed to praise 

Apollo, adored as the God of fine arts, among the Greeks, 

and is more than two thousand years old. It was first made 

known to the modern public by Vincenzo Galilei, father 

of the great astronomer Galileo Galilei, who having found 

the manuscript of Greek music in the library of Cardinal 

St. Angelo at Rome, extracted it in his Dialogo della 

Musica Antica e Moderna at Florence in 1581. 

During the seventeenth century, there was an English-

man named Mark Meybaum. In his time, there was great 

earnestness among the learned at Oxford, in reviving 

ancient Greek literature including that of music, and Mark 

Meybaum having been engaged himself in compiling the 

master-pieces of Greek music, got much help from those 

learned men, but he did not carry out his purpose. 

About 1698, Prof. John Wallis followed up his labor, 

and completed the work, which also contained this Hymn 

to Apollo. M. Burrette also found some old manuscripts 

of Greek music, in the King of France's Library at Paris, 

and he printed them in the fifth volume of Memoires de 

l'Academie des Inscriptions 1720, and this Hymn to Apollo 

was one of them too. This is a short history of this piece 

in Europe. 

In Japan, S. Isa wa, the director of the Institute, found 

this Hymn in the History of Music by Mr. Chappell, and 

by close study of its melody recognised the similarity of 

the tonality and theory between the melodies of Greek 

and Japanese music, and at last discovered that this piece 

just conforms with the Banshiki cho in Japanese Classical 

music. Therefore he charged F. Shiba, a Court Musician 

and a member of the Institute, to harmonize it purely 

according to the principles of Japanese Classical music, 

and to set it for three wind and two stringed instruments. 

When the piece was played on those instruments, nobody 

could find any difference between the ancient Greek and 

present Japanese music. This circumstance clearly proves 

that the present Japanese music agrees with the theory of 

ancient Greek music, and also renders it very probable 

that a similar agreement existed even in the mode of 

performance. 
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筒
共

柱
絃
共

柱
絃
共

一
面
撥
絃
共

俗
楽
々

器
中
等
品
概
略
見
積
書

琴

柱

絃

共

琵
琶

一
面

雅
楽
々
器
中
等
品
概
略
見
積
書

鳳
笙
一
管
袋
共

鍍
築
一
管
筈
袋
共

龍
笛
、
高
麗
笛
、
双
管

神
楽
笛
一
管

和
琴

等

一
面 一

面

賦
拾
五
園

園
五
拾
錢

拾
八
圃

賦
拾
八
園

賦
拾
圃

拾
八
圏

五
園

ロ
ン
ド
ン
万
国
衛
生
博
覧
会
へ
の
参
加

明
治
十
七
年
（
一
七
八
四
）
四
月
八
日
、
音
楽
取
調
掛
の
駒
井
道
義
か
ら
、
取
調

掛
長
、
お
よ
び
会
計
局
長
に
あ
て
て
、
次
の
よ
う
な
緊
急
書
類
が
提
出
さ
れ
た
。

「
今
回
英
國
倫
敦
博
梵
會
へ
出
陳
相
成
ル
可
楽
器
別
紙
概
略
見
積
ノ
憤
額
ヲ
以
購

入
然
可
哉
…
•
こ
と
い
う
伺
い
文
に
続
い
て
、
「
雅
楽
々
器
中等
品
概
略
見
積
書
」、

「俗
楽
々
器
中
等
品
概
略
見
積
書
」
が
添
え
ら
れ
た
書
類
で
あ
っ
た
。

結
局
、
同
年
五
月
の
「
英
倫
敦
萬
図
衛
生
博
覧
會
」
へ
出
品
さ
れ
た
楽
器
お
よ
び

書
籍
類
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

(

-

）

 

イ
ギ
リ
ス
、

筒
袋
共

音
楽
取
調
掛
で
は
明
治
十
七
年
か
ら
十
八
年
に
か
け
て
三
回
、
海
外
の
博
覧
会
に

取
調
べ
事
業
の
成
果
を
公
開
し
て
い
る
。

八

英
米
に
お
け
る
博
覧
会
へ
の
参
加

〔
費
用
〕

賦
拾
八
園
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一
個

一
個

一
組

胡
弓
並
弓
白
須
共
一
組

同

駒

一

個

尺

八

一

個

琴
其
外
嚢
―
―
―
個

琵
琶
其
外
嚢
五
個

取
調
掛
撮
影
一
面

同

額

縁

一

個

雅
俗
楽
器
調
音
法
解
説
圏

博
習
生
書
寓
類
五
冊

小
學
唱
歌
集
初
篇
、
二
篇

唱
歌
掛
圏
初
篇
、
続
篇
、
第
二
篇

架

典

一

冊

音
楽
問
答
一
冊

音
楽
指
南
一
冊

文
部
省
音
楽
取
調
掛
規
則
一
冊

音
柴
取
調
成
績
申
報
書
〔
英
文
〕

（
『
緊
要
書
類
』
明
治
十
六
年
上
、
『
本
省
會
計
局
往
復
書
類
』
明
治
十
六
年
七
月
ー
十
七
年

十
二
月
下
）

こ
れ
ら
の
楽
器
は
博
覧
会
陳
列
の
後
ベ
ル
ギ
ー
の
プ
リ
ュ
ッ
セ
ル
国
立
音
楽
院
附

属
博
物
館
館
長
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
シ
ャ
ル
ル
・
マ
イ
ヨ
ン
（
Victor,Charles
M
a
h
i
l
l
o
n
,
 

三
味
線

水
牛
撥

琴
爪

二
冊

八
幅

綴

戴
園

賦
園
拾
錢

五
園
拾
五
錢

壱
園
戴
拾
錢

戴
圏
拾
錢 圏

賦
園

戴
錢
五
厘

五
拾
錢

三
拾
錢

七
園
五
拾
錢

七
園

〔手
書
き
〕

拝
啓
兼
而
手
島
君
ョ
リ
モ
御
通
信
二
可
相
成
通
、

貴
下
ヨ
リ
野
生
主
管
ノ
博

物
館
へ
御
深
切
二
御
贈
典
被
下
候
楽
器
ノ
儀
渾
而
無
事

二
到
着
仕
爾
来
本
館
縦

覧
人
大
衆
ヲ
喚
起
致
侯
既
二
疾
ヨ
リ
一
書
ヲ
呈
ス
ヘ
キ
ノ
所
本
邦
政
府
ヨ
リ
貴

下
へ
公
然
我
政
府
答
謝
ノ
意
ヲ
表
ス
ヘ
キ
様
致
度
依
而
段
ミ
政
府
へ
其
手
績
ヲ

致
居
芳
以
延
引
二
相
成
遺
憾
二
有
候
右
御
答
謝
之
儀
モ
今
以
碇
卜
確
定
不
仕
候

ヘ
共
早
晩
必
ス
其
手
順
二
可
相
運
儀
二
御
座
候
固
ョ
リ
野
生
儀
ハ
本
邦
政
府
二

於
テ
右
二
閥
ス
ル
負
債
ヲ
消
却
致
候
迄
ハ
片
時
モ
安
堵
不
仕
候
尤
モ
既
二
政
府

ニ
於
テ
モ
此
美
麗
ナ
ル
御
贈
典
二
就
而
者
貴
下
井
手
島
君
へ
巨
大
ナ
ル
物
ヲ
御

返
證
二
可
及
事
―
ー
内
定
致
候
儀
卜
相
心
得
申
候

常
時
野
生
儀
ハ
右
御
贈
典
二
預
リ
候
結
構
ナ
ル
諸
架
器
ノ
総
目
録
ヲ
編
成
セ

ン
事
ヲ
企
テ
、
甚
夕
多
忙
二
御
座
候
御
深
切
二
諸
楽
器
へ
添
御
贈
典
被
下
候
掛

圏
ノ
儀
ハ
渾
テ
ノ
楽
器
二
付
正
シ
キ
略
解
ヲ
得
仕
合
之
儀
二
御
座
候
然
レ

ト
モ

不
幸
ニ
シ
テ
和
琴
即
彼
六
絃
琴
調
律
ノ
事

二
就
而
者
何
等
ノ
説
明
モ
無
御
座
候

得
者
右
調
律
ノ
方
法
二
付
其
内
御
指
教
ヲ
得
候
ハ
ヽ
大
幸
奉
存
候
将
又
俗
等
調

律
ノ
儀
モ
其
方
法
数
種
有
之
趣
二
候
得
共
右
二
関
ス
ル
説
明
ノ
儀
モ
無
御
座
様

相
心
得
候
即
チ
貴
下
二
於
テ
ハ
右
俗
等
ハ
左
ノ
十
二
様
二
調
律
相
成
候
事

二
承

知
仕
候
即
チ

平

調

子

曙

第

一

曙

第

二

雲
井
第

一

雲
井
第
二

片

雲

井

櫻

岩

戸

半
岩
戸
片
岩
戸

雲
井
変 半

雲
井

1
8
4
1ー

1
9
2
4
)

の
銀
姦
萌
に
よ
り
洋
楽
器
と
交
換
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
翌
年
二
月
十

一

日
、
マ
イ
ヨ
ン
か
ら
伊
澤
に
あ
て
て
次
の
よ
う
な
手
紙
が
届
い
た
。
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右
様
数
種
二
致
候
所
以
ハ
如
何
ナ
ル
儀
二
御
座
候
哉
結
構
ナ
ル
貴
下
ノ
御
著

述
（
琵
緯
環
）
中
ニ
モ
拝
見
仕
候
通
欧
州
二
於
テ
所
謂
長
短
旋
法
ハ
既
二
呂
旋

律
旋
卜
御
繹
二
相
成
候
得
者
此
等
ト
モ
相
異
リ
候
様
想
察
仕
候

築
（
雅
詈
用
）
調
律
二
就
而
者
七
種
ノ
方
法
有
之
執
レ
モ
雅
楽
用
（
鱈
虹
胆
パ

疇
）
璽
調
律
ノ
方
法
ヲ
示
シ
候
十
二
種
ノ
名
目
卜
其
名
ヲ
異

二
致
候
儀
卜
承
知

仕
候琵

琶
調
律
六
種
ノ
方
法
モ
雅
楽
用
毎
調
律
法
最
初
ノ
六
種
ト
マ
タ
相
同
シ
キ

モ
ノ
ト
相
心
褥
候
且
胡
弓
調
律
ノ
ニ
方
法
モ
マ
タ
―
―
―
味
線
調
律
ノ
終
ノ
ニ
方
法

ト
同
様
ノ
儀
卜
承
知
仕
候
誠
以
テ
恐
縮
之
至
御
座
候
得
共
前
条
御
指
教
被
成
下

候
ハ
ヽ
此
上
モ
ナ
キ
大
幸
奉
存
候

日
本
楽
譜
ノ
方
法
ヲ
説
明
致
侯
英
書
又
ハ
猫
逸
書
ナ
リ
ト
モ
御
貴
下
二
於
テ

幸
ヒ
御
承
知
被
存
有
右
購
入
被
下
野
生
迄
御
送
付
被
下
候
儀
相
叶
候
ハ
ヽ
賓
以

難
有
仕
合
奉
存
候
尤
モ
其
費
用
ハ
被
仰
聞
次
第
速
二
返
上
可
仕
候
野
生
友
人
二

テ
清
國
税
関
二
奉
職
罷
在
候
「
バ
ン
オ
ー
ル
ス
ト
」
氏
卜
申
者
ノ
著
シ
候
書
ハ

一
覧
仕
候
得
共
右
者
書
名
ヲ
支
那
音
楽
卜
題
シ
候
モ
ノ
ニ
御
座
候
間
若
思
召
モ

御
座
候
ハ
ヽ
横
濱
ケ
レ
ー
及
ワ
ル
シ
商
社
二
而
販
賣
致
居
申
候
日
本
音
楽
二
就

テ
モ
定
メ
而
同
種
ノ
書
籍
既
二
焚
行
致
可
申
候
貴
下
御
編
成
之
結
構
ナ
ル
申
報

書

二
加
フ
ル
ニ
右
様
ノ
書
ヲ
得
候
ハ
ヽ

貴
國
音
楽
ノ
大
体
ヲ
解
ス
ル
ヲ
得
可
申

侯
上
文
相
願
候
儀
ハ
御
深
切
二
御
取
計
被
下
候
様
前
以
テ
盆
ニ
―
言
御
礼
申
上

置
候
随
テ
野
生
儀
常
方
二
於
テ
何
ナ
リ
ト
モ
御
用
弁
二
相
成
候
儀
御
座
候
ハ
ヽ

無
御
遠
慮
可
被
仰
聞
候
様
奉
願
候
尚
野
生
御
依
頼
二
及
ヒ
候
儀
二
就
而
者
貴
下

ノ
最
モ
御
親
友
二
於
カ
セ
ラ
レ
候
様
反
覆
奉
懇
願
候

過
般
手
島
君
モ
「
ブ
ラ
ッ
セ
ル
」
へ
御
尋
被
下
御
面
會
仕
大
慶
奉
存
候
明
年

ハ
龍
動
府
二
第
一
等
ノ
萬
國
音
楽
博
覧
會
開
設
二
相
成
候
得
者
野
生
儀
モ
此
機

（二）

貴
下

（
『
伊
澤
修
二
関
係
書
類
』
F
十
六
）

ヲ
以
テ
欧
州
二
於
テ
貴
下
へ
拝
顔
仕
侯
様
相
成
侯
ハ
ヽ
大
幸
此
事
奉
存
候
此
儀

ハ
最
モ
野
生
ニ
ト
リ
快
悦
之
儀
卜
熱
望
仕
候

右
御
證
ノ
儀
ハ
更
二
紙
上
二
難
尽
御
座
候
得
共
不
取
敢
如
此
尚
速
二
貴
報
奉

待
上
候
頓
首
敬
白

千
八
百
八
十
五
年
二
月
十
一
日

日
本
東
京

音
楽
取
調
所
長
伊
澤
修
二
殿

・

英
京
博
覧
會
費

一、

金
千
五
百
圏
物
品
調
整
本
省
支
出

一
、
金
千
五
拾
八
圃
六
拾
九
錢
六
厘

物
品
調
整
及
荷
造
費
ト
シ
テ
農
商
務
省
ョ
リ
支
出

〔手
書
き〕

ア
メ
リ
カ
、
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
綿
百
年
期
博
覧
会
へ
の
参
加

明
治
十
七
年
(
-
八
八
四
）
十
二
月
一
日
か
ら
翌
十
八
年
五
月
三
十
一
日
ま
で
開

催
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
綿
百
年
期
博
覧
会
は
、
ま
た
の
名
称
を
万
国
工
業
博

覧
会
と
い

っ
た
。
こ
の
博
覧
会
は
ア
メ
リ
カ
南
部
所
産
の
綿
類
の
海
外
へ
輸
出
開
始

か
ら
百
年
を
記
念
し
た
催
し
で
、
音
楽
取
調
掛
で
は

「
斬
新
な
進
歩
を
示
す
教
育
状

況
を
」
と
い
う
呼
び
か
け
で
あ
っ
た
教
育
部
門
に
、
先
の
ロ
ン
ド
ン
万
国
衛
生
博
覧

会
の
出
品
と
ほ
ぼ
同
様
な
物
品
を
展
示
す
る
計
画
を
立
て
た
。
だ
が
本
省
で
は

ロン

ド
ン
の
博
覧
会
に
は
無
代
価
の
出
品
物
が
多
く
、
経
費
が
か
さ
ん
だ
の
で
、
今
回
は

全
経
費
二
千
円
の
わ
く
で
参
加
す
る
こ
と
を
打
ち
出
し
て
き
た
。
ロ
ン
ド
ン
の
博
覧

会
経
費
と
比
較
す
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。 ブ

ラ
ッ
セ
ル
ニ
於
テ

〔
マ
マ
〕

ウ
ヰ
ク
ト
ル
・
マ
ヒ
ロ
ン
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琵
琶

一
面

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
の
博
覧
会
に
は
千
四
百
円
の
範
囲
で
物
品
を
選
択
し
て
参
加

す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

出
品
目
録

雅
楽
器
之
部

鳳
笙

一
管

筈

、
襄
共
此
代
金
賦
拾
七
圃

簾

築

一

管

筈
、
裏
、

義
嘴
共

此
代
金
九
圏
五
拾
錢

龍
笛
、
高

麗

笛

双

管

筒

、
襄
、
箱
共

神

楽

笛

一

管

筒

、
義
、
箱
共

和

琴

一

面

柱

、
琴
軋
、
襄
共

築

柱

、
義
甲、

襄
共

撥
、
襄
共

一
面

六
百
圏

差
別

金
千
百
五
拾
八
園
六
拾
九
錢
六
厘

千
四
百
園

一、

金
六
百
園
運
搬
費
及
海
上
保
険
料
農
商
務
省

ョ
リ
支
出

但
此
金
額
ハ
全
ク
推
測
二
付
増
減
計
リ
難
シ

計
金
三
千
百
五
拾
八
圏
六
拾
九
錢
六
厘

米
國
博
覧
會
費

一、

金
賦
千
園

内
膵

此
代
金
拾
三
園

此
代
金
三
圏
五
拾
錢

箱
入
此
代
金
拾
八
園

此
代
金
戴
拾
五
園

此
代
金
拾
八
圏

今
回
ノ
方
滅
ス

（
『
文
部
省
住
復
書
類
』
明
治
十
七
年
）

物
品
調
整
費

荷
造
井
運
搬
保
瞼
料

（
『
本
省
各
局
住
復
書
類
』
明
治
十
六
年
七
月
ヨ
リ
十
八
年
五
月
迄
）

和
琴
、
等
、
琵
琶
、
箱
三
個

俗
楽
器
之
部

等
一
面
柱
、
龍
手
、
義
甲
、
撰
、
笞
共
此
代
金
一
二
拾
五
圏
三
拾
錢

三
味
線
一
挺
撥
、
駒
、
義
、
筈
共
此
代
金
九
圃

胡
弓
一
挺
弓
、
白
須
、
駒
、
撰
、
筐
共
此
代
金
九
園
九
拾
五
錢

尺
八
一
管
襄
、
箱
共
此
代
金
三
圃
五
拾
五
錢

書
類
之
部

小
學
唱
歌
集
初
編
、
二
編
、
三
編
、
合
三
冊

唱
歌
掛
圏
初
編
、
績
編
、
二
編
、
壼
、
格
共
箱
入

楽

典

一

冊

音

楽

問

答

一

冊

音

楽

指

南

一

冊

音
楽
取
調
成
績
申
報
書
抜
幸
英
文
三
十
冊

雅
俗
楽
及
唱
歌
用
楽
器
調
音
法
解
説
圏

外
附
録
ア
ッ
ペ
ン
テ
ッ
キ
ス
一
冊

和
文
出
品
目
録

洋
文
出
品
目
録

こ
れ
ら
の
物
品
は
博
覧
会
開
会
の
前
明
治
十
七
年
十
一
月
六
日
付
で
、

当
時
取
調

掛
長
代
理
で
あ

っ
た
紳
津
専
三
郎
よ
り
庶
務
局
長
伴
正
順
へ
「
今
般
米
國
博
莞
會
ヘ

本
掛
出
陳
諸
品
之
儀
ハ
兼
テ
同
國
波
斯
敦
府
音
楽
院
卜
楽
器
等
交
換
ノ
内
約
モ
有
之

候
二

付
右
閉
場
後
ハ

同
府
エ
ル
、

ダ
プ
リ
ュ

ー、

メ
ー
ソ
ン
氏
へ
送
致
交
換
可
致
見

込
二
有
之
候

純

而
同
氏
若
ク
ハ
其
代
理
人
へ
引
渡
候
様
御
取
計
相
成
候
様
該
博
覧

會
出
張
本
邦
事
務
官
へ
豫
メ
御
打
合
セ
置
相
成
度
和
文
井
洋
文
出
品
目
録
相
添
此
段

八
幅

此
代
金
拾
壱
圃

綴

〔手
書
き
〕
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第
二
部

第
三
十
二
匿

第
百
七
十
五
類

及
御
照
會
候
也
」
（
『
往
復
書
類
』
明
治
十
七
年
下
）
と
い
う
照
会
文
が
寄
せ
ら
れ
、
閉

会
後
は
博
覧
会
事
務
局
よ
り
全
出
品
物
が
メ
ー
ソ
ン
の
仲
介
で
、
ボ
ス
ト
ン
音
楽
院

と
楽
器
交
換
の
手
は
ず
が
整
え
ら
れ
た
。
そ
の
後
ボ
ス
ト
ン
で
は
こ
れ
ら
の
物
品
に

ど
の
よ
う
な
興
味
を
示
し
た
か
記
録
は
残
っ
て
い
な
い
。

こ
の
博
覧
会
に
関
し
て
日
本
の
出
品
物
に
対
す
る
一
般
人
の
興
味
の
一
端
を
の
ぞ

か
せ
る
一
通
の
手
紙
が
文
書
綴
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
明
治
十
八
年
(
-
八
八
五
）

六
月
十
三
日
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
発
信
、
発
信
人
名
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
お
そ

ら
く
博
覧
会
の
関
係
者
で
あ
ろ
う
か
。
内
容
は
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

・
ト
リ
ビ
ュ
ー
ン

紙
が
、
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
の
博
覧
会
を
通
し
て
取
調
掛
の
成
績
状
況
を
紹
介
し
た

と
こ
ろ
、
そ
の
反
響
で
次
の
四
名
が
英
文
申
報
書
を
欲
し
が
っ
て
お
り
、
送
付
す
る

よ
う
に
と
の
依
頼
文
で
あ
る
。

M
i
s
s
 M
.
 

P
.
 M

a
s
o
n
,
 Care
 P
.
 0
.
 Bo

x
 2
1
8
.
 M

o
n
tclair
,
 N

e
w
 Jersey
.
 

H
.
 

C
.
 An

d
r
e
w
s
,
 N

o
.
 

2
 
W
a
l
l
 S
t
.
 
R
o
o
m
 6
4
,
 N

e
w
 Y
o
rk
 City.
 

E
d
w
a
r
d
 S
.
 C

l
i
n
c
h
,
 N

o
.
 115 B

r
o
a
d
 W
a
y
,
 N

e
w
 Y
o
r
k
 City
.
 

F
.
 A.
 Christie
,
 Jo

h
n
s
 
H
o
p
k
i
n
s
 U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
.
 Ba

l
t
i
m
o
r
e
.
 M

d
.
 

外
国
人
に
と
っ
て
も
日
本
と
い
う
特
殊
な
事
情
の
も
と
で
、
こ
の
よ
う
な
短
期
間

に
難
事
業
を
成
し
遂
げ
た
そ
の
偉
業
は
賞
賛
に
価
す
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
（
『
諸
向

往
復
書
類
』
明
治
十
八
年
、
手
書
き
）
。

（

三

）

イ
ギ
リ
ス
、
ロンドン発明品博覧会への参加

明治十八年(-八八五）の秋、ロンドンで開催する「英国発明品博覧

会」に音楽取調掛は東京大学、東京師範学校、東京女子師範学校ととも

に参加することとなり、同年三月末に決裁のおりた、次のような物品を

出品することになった。

競第五 第 第＝ 笥 第

琥四 琥ー 一琥
． 

琥

個主 個一 個去 個八 醤

涵節調辻定雅榮師 上同 芝葛鎮調定同 松調勢韻定山同 鎖調芝葛定省用掛文部御

紳 辻同 同同 富

田 岡

重高 米
助節人人人 蔵

-＝ ＝ ＝ 七七- 八

CこC二二））） こC写二）） こ六C二)） C)  会 呂

第三十二匿

第百七十六類

第
琥第宍 第琥土 第十琥 第琥九 琥第八 第七琥 第六琥 第五競 第琥四 第三琥 第ニ琥 第被ー

晟

岡構〗雅同同 同 俗 同 同 同 同 同 同 同 雅

三 楽 神高 楽

尺胡味用琵和 楽 麗 龍 縮 用

八弓線等琶 琴等笛笛笛築笙

贔
,.．．.．.．..．.．  

個個個個個個個管管管管管

製名編備外敷一内田文省御用掛部 荒木童古改良

淡
荒同高羹左 市

井 木川

古ェ儀
忠 童人門平

芸
立8ヨ三8＝＝三8二＝芸さ七器己尭8⇔ 匿8C二) 六O呂 C)己八 CS八つ C)S二芙CS 二）

合

番
琥

物

名

一
製

造

人

装
明
改
良
者

姓

名

敷

＿

(
l
)
 

音
楽
取
調
所
調
整

誓
一

円
銭
厘
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以
上

第

一

琥

雅

第

二

琥

唱

附
録

一
、
音
楽
取
調
所
長
ノ
音
楽
取
調
成
績
抜
幸
英
文
申
報
書

歌

集

俗

楽

譜
（『
本
省
各
局
往
復
書
類
』
明
治
十
六
年
七
月
l
十
八
年
五
月
）

音
楽
取
調
所
編

冊

輯

冊

同

上

二
十
冊

第
三
十
二
匝

第
百
七
十
七
類

才
田
伊
三
郎
―
―
―
九
0
0

音
楽
取
調
所
長

伊
澤
修
二
発
明

第
一
琥
盲
人
教
授
用
楽
譜
表

一

個

附

一

音

符

写
百

個

同

上

同

人

―

―

一

〈

八

0
0

――――
―六0

〔手
書
き
〕

一九九

第
百
七
十
八
類

第三十二匡

第

塁琥 四三：：：：：附— 一第ノ‘ 仇 琥

掛ヘ圏スキ諸器調楽子ヲノ 小律 尺度定^俗ッ等楽 和琴各種調定尺度 尺度定箪^雅ツ楽 調琵琶各種定尺度 琴示調階音へヲキス子種定各音ヲメノ雅架笙等各種調ノ俗等並雅楽琵琶二

示管 各種調 種調各 調

~ 

ー個 五枚 枚四 枚三 枚六
軸 個

名編製禰一閻内田文省部御 林海廣手雅楽 同 同 同 同人 >調 測

定 上上上 定

紳林同同同柳 才
田 下 田

重廣 1 包
助 海 人 人 人 郎

七 写 六 立 ＝ 七 プし

8 くC0二） Cに四二） （一四二) C六八二） 七Cニ二ニ） 邑

こ
の
博
覧
会
で
は
音
楽
取
調
掛
の
出
品
物
に
対
し
て
金
賞
牌
お
よ
び
賞
状
が
贈
ら

れ
た
。

(

1

)

音
楽
取
調
掛
は
明
治
十
八
年
二
月
に
音
楽
取
調
所
と
改
称
さ
れ
た
が
、
同
年
十
二
月
、

再
び
元
の
取
調
掛
に
も
ど
っ
た
。

こ
れ
ら
の
出
品
物
は
博
覧
会
閉
会
後
、
民
族
音
楽
研
究
で
世
界
的
に
高
名
な
ア
レ

キ
サ
ン
ダ
ー
・
エ
リ
ス
(
-
八
一
四

l
一
八
九

0
)
に
依
頼
し
て
、
調
音
叉
類
を
除

き
サ
ウ
ス
ケ
ン
ジ
ン
ト
ン
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
寄
贈
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
方
、

博
覧
会
へ
の
出
品
物
を
取
調
掛
か
ら
英
国
へ
発
送
す
る
と
き

6̂P
r
e
se
n
t
e
d
to 
A
l
x
・
 

J
.
 

Ellis
"
と
表
記
し
た
荷
が
と
も
に
荷
積
み
さ
れ
た
。
こ
れ
は
エ
リ
ス
の
要
請
に
よ

っ
て
博
覧
会
に
出
品
す
る
取
調
掛
調
製
の
俗
等
平
調
子
調
音
叉
と
同
一
の
も
の
を
、

別
個
に
彼
に
贈
呈
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
後
日
エ
リ
ス
か
ら
届
い
た
伊
澤
修
二
あ

て
の
手
紙
に
よ
る
と
、
九
月
末
に
博
覧
会
事
務
官
渡
瀬
寅
二
郎
氏
を
通
し
て
こ
れ
を

受
け
取
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
書
簡
は
明
治
十
八
年
(
-
八
八
五
）
＋
月
十
一
日
と
ニ

十
四
日
付
の
二
通
が
文
書
綴
に
保
管
さ
れ
、
そ
れ
に
は
音
叉
保
管
上
の
て
い
ね
い
な

注
意
と
そ
の
偉
大
な
仕
事
に
自
分
が
援
助
で
き
る
な
ら
喜
ん
で
協
力
し
た
い
と
述
べ

て
あ
り
、
音
楽
取
調
掛
調
製
の
音
叉
は
今
ま
で
に
知
っ
て
い
る
も
の
と
は
全
く
異
な

っ
て
お
り
、
そ
の
特
徴
と
日
本
に
お
け
る
音
叉
調
製
の
事
情
を

"J
o
u
r
n
a
l
of 
t
h
e
 

S
o
c
i
e
t
y
 
of 
A
r
t
s
"

の
今
月
号
(
-
八
八
五
年
十
月
号
）
に
紹
介
し
た
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
る
。
エ
リ
ス
は
大
学
で
は
法
律
を
専
攻
し
た
が
の
ち
に
音
声
学
と
音
楽

音
響
学
に
転
じ
、

著
書

『
和
音
の
物
理
的
構
造
と
そ
の
関
係

O
n
t
h
e
 
P
h
y
s
i
c
a
l
 

C
o
n
s
t
i
t
u
t
i
o
n
s
 
a
n
d
 
R
e
l
a
t
i
o
n
s
 
of 
M
u
s
i
c
a
l
 C
h
o
r
d
』
（
一
八
六
四
）
、
『
固
定

音
を
も
つ
楽
器
の
調
律
に
つ
い
て

O
n

t
h
e
 
T
e
m
p
e
r
a
m
e
n
t
 
of 
I
n
s
t
r
u
m
e
n
t
s
 

w
i
t
h
 F
i
x
e
d
 T
o
n
e
s』
（
一
八
六
四
）
、
『
声
楽
家
の
た
め
の
発
音

P
r
o
n
u
n
c
i
a
t
i
o
n

for 
S
i
n
g
e
r
s
』
（

一
八
七
七
）
、
『
言
葉
と
歌

S
p
e
e
c
h
in 
S
o
n
g
』
（
一
八
七
八
）
ほ

か
注
目
す
べ
き
重
要
な
研
究
を
発
表
し
、
さ
ら
に
ヘ
ル
ム
ホ
ル
ツ
の
『
音
感
覚
論
』
、

プ
レ
イ
ヤ
ー
の
『
聴
覚
の
限
界
に
つ
い
て
』
の
英
訳
で
こ
の
分
野
に
大
き
な
功
績
を

残
し
た
。
ま
た
諸
民
族
の
楽
器
研
究
に
よ
っ
て
『
諸
民
族
の
音
階
』
を
著
し
、
民
族

音
楽
学
研
究
の
基
礎
を
開
い
た
。
特
に
、
こ
の
研
究
か
ら
音
階
、
音
程
の
研
究
を
進

め
、
音
程
の
単
位
セ
ン
ト
を
考
案
し
て
イ
ギ
リ
ス
政
府
か
ら
銀
賞
を
得
た
こ
と
は
有
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音楽取調掛考案製作音叉（1) 琵琶楽（平調）の音叉とその説明告 (5つの欄は左から音叉

の番号，音程，振動比，日本律名，西洋音名）。東京芸術大学附屈芸術資料館保存

音楽取調掛考案製作音叉(2) 日本音名の十二律を示す

ための音叉。東京芸術大学附属芸術資料館保存
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H~KQ檸距俎択

Dear Mr. Isawa 11 Oct'85 

The French forks were exactly turned a fortnight ago, 

but I wished to give them into the hands of Mr. Watase, 

& he could not meet me at the Exhibition till last Monday 

5 Oct. when an unfortunate could prevented me from meet-

ing him & still prevents me from making a pp ointment. 

With the forks I have put up a bottle with the proper 

oil for occasional oiling. Rub in with the finger & clean 

off with washleather. Don't let the oil clog on the forks. 

Be very careful to prevent rust. Use very little oil. 

I hope you will be pleased with the forks and that 

they may be of assistance to you at the Institute. They 

may prove serviceable for tuning your pianos by. You will 

find all the Fourths & Fifths very correct. 

I have written an account of your forks for the'Jour-

nal of the Society of Arts'which I will send you when 

printed, probably at the end of this month. It will also 

contain an account of the Siamese musical scale, which is 

quite different from anything I have yet met with. 

For striking the forks I usually employ a piece of stick 

bound round with several folds of soft wash leather. I 

hold this in one hand & strike the fork against it with 

the other. 

When I am working at tuning I use a lump of lead 

1

1
 

1

.

 

leather 
,

l

I

 

ー`

covered with leather, which enables me to strike two forks 

at once easily to compare them, but of course produces a 

tinkle at first, but it soon goes off & must be disregarded. 

I will keep this letter open till I have given the forks 

into the hands of Mr. Watase. 

24 Oct. 1885 

I have at length been able to meet Mr. Watase & I 

have given the box of forks into his care as also the little 

box containing the small bottle of gun-lock oil. 

Mr. Watase mentioned that you had been good enough 

to refer to me in a speech you had made lately at the 

graduation of musical students. I am glad if you think 

that I have been of any service to you in the great work 

you are doing for Japanese music. 

The paper upon your forks &c. is already in type & 

Mr. Watase says that he has sent you the proof of what 

relates to Japan. It may be some weeks yet before I get 

copies but I will not fail to send several to you. 

With best wishes for your success in the efforts you 

are making to promote the improvement of Japanese 

music. 

I remain 
Truly yours 

9
6
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唱
歌
ノ
部

楽
器
ヲ
用
ヰ
ズ
シ
テ
唱
フ
分

(

-

）

 

九

to 
M
r.
 
S
h
.
 Isa
 wa
 

I
nstitute 
of 
M
u
s
i
c
 

T
o
k
i
o
 J
a
p
a
n
 

伊
澤
修
二
は
こ
の
よ
う
な
海
外
の
博
覧
会
に
参
加
で
き
た
こ
と
に
対
し
「
音
楽
取

調
上
二
於
テ
望
ヲ
将
来
二
属
ス
ベ
キ
一
新
途
ヲ
開
キ
タ
ル
モ
ノ
ト
云
ベ
シ
」
と
述
べ

て
い

る
(
『
-
音
監
開
申
害
類
』

明
治
十
七
年
）
。

博
覧
会
へ
の
出
品
は
、
こ
の
の
ち
東
京
音
楽
学
校
に
な
っ
て
か
ら
も
二
度
行
っ
て

い
る
。

一
度
目
は
明
治
二

十
二
年
五
月
開
催
の

フ
ラ
ン
ス
・

パ
リ
万
国
博
覧
会
、
ニ

度
目
は
二
十
六
年
五
月
開
催
の
シ
カ
ゴ

・
コ
ロ
ン
ブ
ス
世
界
博
覧
会
で
、
い
ず
れ
も

明
治
十
八
年
秋
の
ロ
ン
ド
ン
発
明
品
博
院
会
と
同
様
の
物
が
出
品
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
シ
カ
ゴ
の
博
覧
会
閉
場
後

（
九
月
二
十
九
日
）
同
会
の
事
務
官
は
各
国
役

員
を
招
待
し
て
晩
餐
会
を
開
き
、
そ
の
際
日
本
人
に
よ
る

〈君
が
代
〉
〈
紀
元
節
〉
〈
六

段
〉
お
よ
び
各
国
の
音
楽
演
奏
を
披
露
し、

招
待
者
の
賛
辞
を
得
た
と

い
う
こ
と
で

あ
る
（
『
博
究
會
闘
係
書
類
』
明
治
二
十
二
年
、
二
十
六
年
）
。

音
楽
取
調
掛
の
演
奏
会

〔手
書
き
〕

（『
諸
向
往
復
書
類
』
明
治
十
八
年
）

「
明
治
十
四
年
七
月
七
日
音
楽
取
調
掛
期
末
試
業
略
記
」

こ
こ
で
歌
わ
れ
て
い
る
唱
歌
は
す
べ

て

『
小
學
唱
歌
集
初
編』

に
含
ま
れ
て
い
る

も
の
で
、
こ
の
試
験
が
実
施
さ
れ
た
当
時
、
唱
歌
集
作
成
の
仕
事
は
選
曲
を
終
え
、
最

終
的
な
完
成
に
至
る
段
階
に
あ
っ
た
。
い
わ
ば
期
末
試
験
演
奏
の
場
を
か
り
て
、
で

き
上
が
っ
た
歌
を
歌
わ
せ
、
そ
の
適
否
を
検
討
す
る
目
的
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

Alex
.
 
J
.
 

Ellis 

ワ
カ
ノ
ウ
ラ

眠
レ
ヨ
子

第
一
図
第
一
曲

第

二
曲

下
第
三
図
第
七
曲

上
第
二
図
第
六
曲

第
四
図
第
十
曲
ハ
ル
カ
ゼ

第

五

図

第

十

一

曲

ハ

ル
ミ
ニ
ュ
キ
マ
セ

洋
琴
ヲ
用
ヰ
テ
唱
フ
分

ビ

ア

ノ

第
十
図
第

十

七

曲

蝶

々

第
十
二
図
第

十

九

曲

閏

の

板

戸

風
琴
ヲ
用
ヰ
テ
唱
フ
分

オ
ル
ガ
ン

第
十
四
図
第
廿
二
曲

第
十
五
図
第
廿
三
曲

号
外
第
二
曲

第
三
曲

第
四
曲

君
が
代
〔
現
行
の
〈
君
が
代
〉
と
は
別
の
も
の
〕

玉
ノ
宮
居

第
ニ
ー
第
四
曲
は
号
外
と
し
て
番
号
が

つ
け
ら
れ

一

隅
田
河
原
て
い
る
が
、
後
に
そ
れ
ぞ
れ
第
一
―-
+
、
二
十
六
、

大
和

9
[三十
一
曲
と
し
て
第

一
編
に
編
入
さ
れ
た

琴
及
胡
及
ヲ
用
ヰ
テ
唱
フ
分

第
六
図
第
十
三
曲
見
渡
セ
バ

第
八
図
第
十
五
曲

春
の
弥
生

第
十
三
図
第
二
十
曲
螢
〔
〈
螢
の
光
〉
の
こ
と
〕

ヴ
ァ
イ
ヲ
リ
ン
、

テ
ナ
、
ヴ
ィ
ヲ
レ
ン
セ
ロ

、
横
笛
、
ク
ラ
リ
オ
ネ
ッ

ト、

琴

ヲ
用
ヰ
テ
唱
フ
分

第
十
四
図
第
二
十
一
曲

若
紫

第
十
六
図
第
廿

四

曲

思

ヒ

出

レ

バ

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
テ
ナ
、
ヴ
ィ
オ
レ
ン
セ
ロ
、
横
笛
、

ハ
ル
ハ
ハ
ナ
ミ

ハ
ル
ヤ
マ

カ
ヲ
レ

ク
ラ
リ
オ
ネ
ッ

ト
ヲ
用
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第

一

第
二

第
三

第
四

第
五

澳

斯

太

里

亜

国

歌

〔
ハ
イ
ド
ン
の
弦
楽
四
重
奏
曲

「皇
帝
」
よ
り〕

朧

〔〈
ロ
ー
レ
ラ
イ
〉
の
作
者
F
r
i
e
d
r
i
c
h

S
i
l
c
h
e
r

の
も
の
と
思
わ
れ
る
〕

エ
ル
ピ
ン
ワ
ル
ツ

ヘ
ー

ル
コ
ラ
ム
ビ
ア

冨
士
山

奏
架
の
部

洋
琴
演
習
教
則
本
中
試
験

〔偲
習
人〕

風
琴
演
習
教
則
本
中
試
験
〔

”

洋
琴
二
人
連
弾

〔
”

洋
琴
三
人
連
弾

〔

”

管
絃
架
演
習

〔助
教
およ
び
傭
習
人
〕

嘗
掛
助
教

三
等
伶
人
東
儀
彰
質

同

上
翼
行

四
等
伶
人
奥
好
義

五
等
伶
人

辻
則
承

偲
習
人

三
等
伶
人

山
井
基
萬

同

東
儀
俊
慰

同

林
廣
磁

四
等
伶
人

多
久
閲

五
等
伶
人

芝
祐
夏

六
等
伶
人

安
倍
季
功

一
月
三
十
日

午
後
第
一
時

諸
員
着
坐

音
楽
取
調
掛
助
教
及
博
習
人
等
奏
架

洋
風
管
絃
架
二
曲
〔
指
揮
役
メ
ー
ソン〕

大
平
曲
（
各
種
管
絃
合
奏
）

ウ
ヱ
イ
ル
ス

國
歌

（

同

）

音
楽
教
師
メ
ー
ソ
ン
氏
唱
歌
井
音
楽
進
歩
ノ
情
況
ヲ
報
告
ス

午
後
第
一
時
半

東
京
師
範
學
校
附
属
小
學
上
下
等
諸
級
生
徒
進
入
（
洋
琴
進
行
曲
）

上
下
等
諸
級
生
徒
〔
合
百
拾
五
名〕

唱
歌
掛
圏
第

一
曲
ョ
リ
第
十
二
曲
迄
ノ
練
習

（等

・
胡
弓
合
奏
）
〔
等
・山

勢
松
韻
、
鳥
居
沈
、
胡
弓
・
林
蝶
〕

下
等
諸
級
生
徒
唱
歌
四
種
〔
百
拾
五
名
〕

見
渡
せ
ば
（
等
胡
弓
合
奏
）
〔同上
〕

春
の
蒲
生
（
風
琴
）
〔
メ
ー
ソ
ン
〕

幼
稗
唱

歌

二

曲

〈
進
メ
進
メ
、
マ
ス

ラ
ヲ
武
士
〉
（
洋
琴
）
〔同上〕

上
等
諸
級
生
徒
唱
歌
三
種
〔
九
十
一

名
〕

（
二
）

ヰ
テ
唱
フ
分

号
外
図
第
一

曲

第
五
曲

第
六
曲

朧 冨
士
山

雨
露

第
六

第
七

第
八

報
告
ノ
節
唱
歌
井
音
楽
演
習
手
績
書
」

ウ
ェ
ル
シ
国
歌
〔
ウ
ェ
ー
ル
ズ
国
歌
〕

若
紫

雨
露

〔巻
紙
三
枚
、
手
書
き〕

（『
昔
榮
取
調
掛
日
誌
そ
の
他
』
）

「
明
治
十
五
年
＿
月
三
十
日
及
三
十
一
日
昌
平
館
二
於
テ
音
楽
取
調
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鏡
ナ
ス

燕
複
音
唱
歌
一
種

隅
田
河
原
（
風
琴
）

〔
同
〕

三
重
音
唱
歌
一
種

薫

二
知
ラ
ル
、
（
風
琴
）
〔
同
〕

高
等
雖
音
唱
歌
二
種

榮

ユ
ク
御
代
（
洋
風
管
絃
架
器
合
奏
）

富
士
山

右
終
テ
退
出

六
曲

＾ 同

、一

（同）

〔
同
〕

ヘ

同

、一

同

、-

（同）

〔
同
〕

ヘ

同

ヽ

う
つ
く
し
き
我
子
（
風
琴
）
〔
メ
ー
ソ
ン
〕

閾
の
板
戸

墨
田
河
原
（
洋
風
管
絃
架
合
奏
）

右
終
テ
退
出
（
洋
琴
進
行
曲
）

午
後
第
二
時
半
、
音
架
取
調
掛
博
習
人
奏
架

洋
琴猫

弾
曲

二
人
聯
弾
曲

三
人
合
弾
曲 四

曲
〔
鳥
居
枕
、
林
蝶
、
加
藤
定
、
谷
澤
久
良
〕

一
曲
〔
千
村
筆
、
吉
田
キサ〕

了
曲
〔
遠
山
杵
、

米
田
蝶
、
幸
田
延
〕

午
後
第
三
時

女
子
師
範
學
校
生
徒
進
入
〔
本
科
七
十
九
名
、
豫
科
百
四
名
〕

（洋
琴
進
行
曲
）

音
楽
取
調
掛
助
教
及
博
習
人
之

ー
ー
合
ス

箪
音
唱
歌
―
―
一
種

五
日
ノ
風
（
洋
琴
）
〔
メ
ー
ソ
ン
〕

（同）

〔同
上
〕

〔
同
〕

〔
同
〕

〔
同
〕

〔
同
〕

一
曲

午
後
第
四
時
休
憩
（
来
客
二
茶
菓
ヲ
供
ス
）

午
後
第
四
時
半
音
楽
取
調
掛
員
山
勢
松
韻
等
奏
曲
本
邦
俗
榮
等

新
晒
（
洋
琴
等
合
奏
）
〔
等

・山
勢
松
韻
、
三
味
線

・加
藤
定
〕

午
後
第
五
時
一
同
退
散

一
月
三
十
一
日

午
後
第
一
時
諸
員
諸
員
着
坐

音
楽
取
調
所
助
教
及
博
習
人
等
合
奏
洋
琴
管
絃
架

ク
ワ
ル
テ
ッ
ト
（
各
種
管
絃
合
奏
）

音
楽
取
調
掛
長
伊
澤
修
二
音
楽
取
調
ノ
現
況
ヲ
報
告
ス
〔
第
二
節
五
を
参
照
〕

午
後
第
一
時
二
十
分

東
京
女
子
師
範
學
校
附
属
幼
稗
園
生
徒
進
入
〔
百
十
三
名
〕

（洋
琴
進
行
曲
）

唱

歌

三

種

敷
へ
歌
五
回
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）
〔
メ
ー
ソ
ン
〕

進
メ
進
メ

マ
ス
ラ
オ
武
士
（

我
門

右
終
テ
退
出
（
洋
琴
進
行
曲
）

音
楽
取
調
掛
偉
習
人
奏
曲

洋

琴

六

曲

猫
弾
（
四
曲
）
〔
加
藤
定
、
遠
山
杵
、
米
田
蝶
、
市
川
道〕

二
人
連
弾
（
一
曲
）
〔
市
川
道
、
谷
澤
久
良
〕

三
人
合
弾
（
一
曲
）
〔
林
蝶
、
千
村
筆
、
吉
田
キサ〕

午
後
第
二
時
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學
習
院
生
徒
唱
歌

〔百
廿
八
名
〕

見
渡
せ
は
（
築
胡
弓
）
〔等
・
山
勢
松
韻

、

胡
弓
•
吉
田
キ
サ
、

加
藤
定
〕

春
の
禰
生
（
洋
琴
）

〔メ
ー
ソ
ン
〕

若

紫

（

同

）

〔
同
〕

君
か
代
（
洋
風
管
絃
架
）

東
京
女
子
師
範
學
校
附
属
小
學
生
徒
唱
歌
〔
百
四
十
三
名
〕

蝶
々
（
洋
琴
）
〔
メ
ー
ソ
ン
〕

霞
か
雲
か
（
同
）

〔
同
〕

薫
に
知
ら
る
る
（
風
琴
）〔

同
〕

大
和
撫
子
（
洋
風
管
絃
榮
器
合
奏
）

右
終
テ
退
出
（
洋
琴
進
行
曲）

午
後
第
二
時
四
十
五
分

音
架
取
調
掛
員
芝
葛
鎮
等
奏
曲

本
邦
雅
架
〔
音
取
〕
蘇
莫
者
〔
一
反
〕

（
三
管
二
絃
合
奏
）〔
笙
多

・
久
譴
辻
則
承
、

箋
簗
東
儀
彰
質
、
安
部
季
功
、
笛
・山
井
基
萬
、
芝
祐
夏
、
琵
琶

・
林
廣
組
、
第
・
芝
葛
鎮
〕

午
後
第
三
時
休
憩
（
末
客
二
茶
菓
ヲ
供
ス
）

午
後
第
一
＿
一
時
半

音
楽
取
調
掛
長
伊
澤
修
二
取
調
掛
諸
員
卜
共
二
本
邦
及
西
洋
各
種
ノ
音
律
ヲ

解
説

ス
〔
第
二
節
六
の（二
）を
参
照
〕

希
服
古
架
〔
笙

・
辻
則
承
、
箪
築

・東
儀
彰
質
、
笛
・
山
井
基
萬
、
琵
琶

・上
翼
行
、
等
・
奥

村
筆
、
胡
弓

・
加
藤
定
〕

雨
校
生
徒
、
唱
歌
掛
圏
第

一
曲
ョ
リ
第
七
曲
迄
ノ
練
習
〔
箪
・山
勢
松
韻
、
千

曲）
東
京
女
子
師
範
學
校
附
属
小
學
生
徒
及
學
習
院
小
學
生
徒
進
入
（
洋
琴
進
行

本
邦
雅
架
ノ
三
管
二
絃
ヲ
用
ヰ
テ
凡
二
千
年
前
ノ
希
服
曲
ア
ボ
ロ
ノ
讚
歌

ヲ
奏
シ
之
ヲ
解
説
ス

本
邦
俗
架

等
三
味
線
胡
弓
洋
琴
等
ニ
ヨ

リ
各
種
ノ
歌
曲
ヲ
用
ヰ
テ
之
ヲ
解
説
ス

童
謡

（
三
味
線
）
敷

へ
歌

箪
曲
（
等
洋
琴
）
シ
ラ
ブ
ル
琴
〔
箪

ぶ
I

勢
松
韻
、
洋
琴

・
辻
則
承
〕

同

（

洋

琴）

六
段
〔
山
勢
松
韻
、
奥
好
義
J

長
唄
（
三
味
線
拳
洋
琴
）
村
雲

〔三
味
線

・
加
藤
定
、
洋
琴

・
奥
好
義
、
第
・山

音
楽
取
調
掛
内
田
蒲
一
唱
歌

西
洋
長
音
階
洋
風
管
絃
楽
器
及
等
ヲ
用
ヰ
テ
之
ヲ
解
説
ス

我
日
ノ
本

本
邦
雅
架
律
旋

三
管
二
絃
ヲ
用
ヰ
テ
解
説

ス

〔音
取
〕
越
天
楽
〔

一反
〕〔
笙
・
林
廣
饂
、
多
久
濫
、
箪
簗

・東
儀
彰
質
、
安
部
季
功
、

笛
・
上
奨
行
、
芝
祐
夏
、
琵
琶

・
辻
則
承
、
等
・
山
井
基
萬
〕

本
邦
雅
架
呂
旋

〔音
取
〕
酒
胡
子
〔

一反〕

〔笙
・
林
廣
繊
、
辻
則
承
、
縮
簗

・
東
儀
彰
質
、
安
部
季
功
、

笛
・山
井
基
萬
、
奥
好
義
、
琵
琶

・
芝
祐
夏
、
等
・
多
久
茎
〕

音
楽
取
調
掛
其
他
諸
員
共
同
大
合
奏

本
邦
雅
俗
及
西
洋
管
絃
架
器
ヲ
悉
ク
混
用
シ
テ
合
奏
ス

〔笙
・
辻
則
承
、
箪
簗

•
安
部
季
功

、

笛
・
芝
葛
鎖
〕
螢
ノ
光

午
後
五
時
一

同
退
散

好
義
〕勢

松
額〕

管
二
絃
ヲ
用
ヰ
ル
事
前
二
同
シ

〔手
書
き
〕

（『取
調
掛
日
誌
そ
の他』）
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柳
す
A

き

〇
弥
生
は
野
山
の
は
な
さ
く
さ
か
り

あ
き
か
ぜ

み
に
し
む
は
つ
き
の
ゆ
ふ
べ

〇
さ
く
ら
に
も
も
み
ち
に
も

〇
あ
き
や
ま
に
わ
た
る
き
り

春
風

0
春
か
せ
そ
よ
ふ
く
や
よ
ひ
の
あ
し
た

0
は
る
や
ま
に
た
つ
か
す
み

春
山

唱
歌
略
説
〔
前
記
の
演
習
会
の
解
説
害
で
、
伊
澤
修
二
自
筆
に
よ
る
も
の
で
あ
る
〕

一
月
三
十
日

洋
風
管
絃
架

太
平
曲

此
曲
ハ
千
八
百
七
十
二
年
合
衆
國
二
於
テ
萬
國
太
平
協
會
ヲ
開
キ
タ
ル
時
米

人

Il氏
ノ
太
平
ノ
精
魂
ヲ
頌
シ
作
レ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
原
歌
ハ
有
名
ナ
ル

ド
ク
ト
ル
、
ホ
ル
ム

ス
、
氏
ノ
作
二
出
ツ
其
意

ハ
太
平
ノ
氣
ヲ
シ
テ
長
ク
國
家

ヲ
保
護
セ
ン
事
ヲ
祈
ル
ナ
リ

ウ
ヱ
イ
ル
ス
、

國
家

此
曲
ハ
古
来
ウ
ヱ
イ
ル
ス
國
二
博
ハ
リ
作
者
ヲ
詳
―
ー
セ
ス
其
意
ハ
士
氣
ヲ
鼓

動
シ
命
ヲ
棄
テ
戦
場
二
赴
キ
國
家
ノ
為
メ
ニ
忠
ヲ
盛
ス
事
ヲ
勘
ム
ル
ニ
ア
リ

0
き
ぬ
き
す
る
こ
A

ち
し
て

0
春
は
花
見
み
よ
し
の
お
む
ろ

〇
あ
き
は
月
見
さ
ら
し
な
を
く
ら

0
の
へ
に
な
ひ
く
ち
ぐ
さ
は
四
方
の
民
の
ま
ご
A

ろ

0
は
ま
に
あ
ま
る
ま
さ
ご
は
君
が
御
世
の
か
ず
な
り

0
な
け
よ
た
て
よ
か
は
せ
の
千
鳥

野
邊
に

0
ま
ね
け
な
ひ
け
野
は
ら
の
す
す
き

か
り
が
ね
わ
た
れ
き
り
た
つ
そ
ら
に

0
と
ま
れ
や
ど
れ
ち
く
さ
の
ほ
た
る

〇
う
く
ひ
す
き
な
け
う
め
さ
く
そ
の
に

0
か
を
れ
に
ほ
へ
そ
の
ふ
の
さ
く
ら

鍔

東
京
師
範
学
校
附
属
小
学
生
徒
唱
歌

か
を
れ

き
し
の
む
ら
鶴
あ
し
へ
に
な
き
渡
る

春
は
花
見

〇
わ
か
の
浦
わ
に
夕
し
ほ
み
ち
く
れ
は

和
歌
の
浦

0
千
代
に

／
＼
千
世
ま
せ
君
は

〇
い
ま
せ
／
＼
わ
か
君
ち
よ
に

千
代
に

〇
い
は
へ
／
＼
君
か
代
い
は
ヘ

0
し
け
れ
ノ
＼
ふ
た
ば
の
小
松

い
は
ヘ

0
な
ひ
け
や
な
き
河
瀬
の
風
に

0
ま
ね
け
す
A

き
は
な
の
風
に
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以
上
十
二
曲
ノ
歌
ハ
皆
稲
垣
千
頴
ノ
作
ナ
リ
是
レ
唱
歌
ノ
尤
初
歩
ナ
ル
モ
ノ

ニ
シ
テ
唯
第
二
音
ョ
リ
第
六
音
迄
ノ
正
律
ヲ
生
徒
二

學
ハ
シ
メ

ン
カ
為
ノ
作
歌

ナ
レ
ハ
其
譜

二
随
テ
簡
短
ナ
ル
言
辞
ヲ
填
充
ス
ル
ニ
過
キ
ス
固
ヨ
リ
深
意

ア
ル

二
非
ス

見
渡
せ
ば

0
見
渡
せ
は
あ
を
柳
花
ざ
く
ら
こ
き
ま
ぜ
て
都
に
は
路
も
せ
に
春
の
錦
を
ぞ
た

て
も
な
く
ぬ
き
も
な
く
さ
ほ
姫
の
お
り
に
け
る

見
渡
せ
は
山
辺
に
は
尾
上
に
も
麓
に
も
う
す
き
こ
き
紅
葉
は
の
秋
の
錦
を
ぞ

立
田
姫
お
り
な
し
て
露
霜
に
さ
ら
し
け
る

第
一
歌
ハ
以
前
音
楽
取
調
掛
二
出
勤
セ
シ
柴
田
清
煕
ノ
作
ニ
シ
テ
古
今
集
春

1
部
二
載
タ
ル
素
性
法
師
ノ
歌
二
「
見
渡
せ
ば
柳
櫻
を
こ
き
ま
ぜ
て
」
云
ミ
ト

ア
ル
ヲ
句
ヲ
足
シ
意
ヲ
取
リ
テ
楽
譜
二
合
セ
タ
ル
モ
ノ
也

第
二
歌
ハ
第
一
歌
二
擬
シ
テ
稲
垣
千
頴
ノ
作
レ
ル
モ
ノ
ニ
テ
春
秋
二
季
ノ
景

も
と
も
末
も
つ
ゆ
み
ち
に
け
り

花
さ
く
春

0
花
さ
く
春
の
あ
し
た
の
け
し
き

か
を
る
雲
の
た
つ
こ
A

ち
し
て

立
田
は
も
み
ぢ
の
ち
り
し
く
な
が
れ

は
つ
き
は
み
そ
ら
の
月
す
む
よ
ご
ろ

櫻
も
み
ぢ

0
春
見
に
ゆ
き
ま
せ
吉
野
A

桜

秋
み
て
つ
け
ま
せ
龍
田
の
も
み
ぢ

〇
よ
し
の
は
さ
く
ら
の
花
さ
く
み
や
ま

0
秋
は
き
を
は
な
花
さ
き
み
た
れ

〇
す
A

め
／
＼
あ
し
と
く
す
A

め
と
ま
れ
／
＼
一
度
に
と
ま
れ
と
ま
る
も
ゆ
く

進
め
進
め

色
ヲ
取
合
セ
タ
ル
ナ
リ

楽
譜
ハ
佛
國
ノ
學
士
ニ
シ
テ
音
楽
二
著
名
ナ

ル
ル
ー
ソ
ウ
氏
力
睡
眠
中
ー
ー
作

リ
タ
ル
曲
ニ
シ
テ
廣
ク
諸
邦
ー
ー
行
ハ
ル
ヽ
モ
ノ
也
其
意
ハ
雅
正
婉
美
ナ
ル
感
情

ヲ
暢

フ
ル
モ
ノ
ナ
リ

春
の
弥
生

0
春
の
弥
生
の
曙
に
四
方
の
山
辺
を
見
渡
せ
ば
花
ざ
か
り
か
も
白
雲
の
か
A

ら

ぬ
峯
こ
そ
な
か
り
け
れ

0
花
橘
も
匂
ふ
な
り
軒
の
あ
や
め
も
香
る
也
夕
暮
さ
ま
の
五
月
雨
に
山
ほ
と
と

ぎ
す
名
乗
る
な
り

0
秋
の
初
め
に
な
り
ぬ
れ
ば
今
年
も
な
か
ば
は
過
に
け
り
我
よ
ふ
け
ゆ
く
月
か

け
の
傾
く
見
る
こ
そ
哀
れ
な
れ

〇
冬
の
よ
さ
む
の
朝
ぼ
ら
け
契
り
し
山
路
は
雪
ふ

か
し
心
の
跡
は
つ
か
ね
と
も

思
ひ
や
る
こ
そ
哀
れ
な
れ

此
歌
ハ
慈
鎮
和
尚
ノ
作
レ
ル
今
様
ノ
歌
ニ
シ
テ
更
二
増
刑
愛
改
ヲ
加
ヘ
ズ
直

二
採
リ
用
ヰ
シ
モ
ノ
也
如
何
ト
ナ
レ
ハ
此
ハ
古
今
名
家
ノ
佳
作
ニ
シ
テ
幽
玄
餘

[
マ
マ

]

情
有
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
児
童
二
記
臆
セ
シ
メ
ン
ト
ノ
意
ナ
リ

楽
譜
ハ
作
者
ヲ
詳
ニ
セ
サ
レ
ト
モ
元
来
天
竺
國
ョ
リ
出
テ
欧
洲
諸
國
二
侮
ハ
リ

現
今
二
至
リ
テ
ハ
殆
全
地
球
ノ
各
國
皆
之
ヲ
歌
フ
ト
云
フ
モ
可
ナ
リ
ト
ス
然
シ

テ
其
出
慮
亜
細
亜
二
在
ル
ヲ
以
テ
我
圏
語
ニ
ハ
最
逝
嘗
ナ

ル
慮
ア
リ
其
音
律
二

至
リ
テ
モ
亦
我
神
倦
調
ノ
呂
旋
二
異
ナ
ル
虞
ナ
シ
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も
を
し
へ
の
ま
A

に
た
つ
も
ゐ
る
も
を
し
へ
の
ま
A

に
さ
く
花
も
な
く
鳥
も

お
も
し
ろ
き
花
園
や
す
A

め
／
＼
あ
し
と
く
す
A

め

0
ま
な
へ
／
＼
つ
と
め
て
ま
な
へ
な
ら
ヘ
ノ
＼
た
ゆ
ま
す
な
ら
へ
ま
な
ひ
の
道

を
た
へ
せ
す
な
ら
へ
よ
む
も
か
く
も
を
し
へ
の
ま
ま
に
よ
む
ふ
み
も
か
く
も

し
も
お
も
し
ろ
き
う
ひ
ま
な
ひ
ま
な
へ
／
＼
つ
と
め
て
な
ま
へ

此
歌
ハ
取
調
掛
加
部
厳
夫
ノ
作
ニ
シ
テ
第
一
歌
ハ
起
居
進
退
共
教
師
ノ
指
揮

二
従
ヒ
決
シ
テ
背
キ
件
フ
事
ナ
カ
レ

ト
云
フ
ナ
リ
此
歌
元
来
運
動
ノ
ト
キ
ナ
ド

唱
フ
所
ニ
シ
テ
即
チ
進
行
ノ
曲
ナ
レ
バ
花
鳥
ナ
ド
ノ
眼
ヲ
候
マ
シ
ム
ル
状
ヲ
イ

ヒ
テ
花
園
杯
二
遊
歩
ス
ル
ト
キ
ノ
歌
ナ
ル
事
ヲ
知
ラ
シ
メ
シ
ナ
リ
第
二
歌
ハ
初

學
ノ
徒
讀
書
習
字
ナ
ド
撓
ミ
ナ
ク
勉
メ
ヨ

ト
奨
励
ス
ル
ノ
言
調
ニ
シ
テ
即
チ
第

一
歌
―
―
劉
シ
教
師
ノ
命
令
二

従
ヘ

ト
イ
ヘ
ル
ナ
リ

架
譜
ハ
最
古
代
ノ
モ
ノ
ニ
テ
何
者
ノ
作
タ
ル
ヲ
知
ラ
ス
其
意
ハ

小
児
ノ
列
ヲ

ナ
シ
テ
歩
行
シ
相
唱
和
シ
テ
架
ム
様
ヲ
顕
ハ
シ
タ
ル

モ
ノ
ナ
リ

心
は
猛
＜

〇
心
は
猛
く
気
は
つ
よ
く
疑
ひ
な
く
て
よ
く
学
へ
出
逢
へ
る
事
に
動
か
ぬ
人
を

ま
す
ら
を
と
し
も
い
ふ
ぞ
か
し

〇
カ
も
つ
よ
く
い
さ
ま
し
く
後
れ
す
す
A

め
子
供
ら
よ
出
逢
へ
る
敵
に
恐
れ
ぬ

人
を
も
の
A

ふ
と
し
も
い
ふ
ぞ
か
し

此
歌
ハ
取
調
掛
里
見
義
ノ
作
ニ
シ
テ
幼
稚
園
生
徒
二
唱
ハ
シ
ム
ル
虞
ナ
リ
凡

人
ハ
幼
少
ノ
時
ヨ
リ
耐
忍
カ
ヲ
養
成
セ
ザ
レ
ハ
何
レ
ノ
業
二
従
事
ス
ル
モ
功
ヲ

遂
ル
事
能
ハ
ズ
故
二
心
ヲ
勇
猛
ニ
シ
気
ヲ
剛
強
ニ
シ
テ
狐
疑
蹄
仔
ノ
念
ヲ
去
リ

教
師
ノ
命
令
ヲ
能
ク
体
認
シ
テ
学
ハ
ン
事
ヲ
専
ラ
教
ヘ
タ
ル
モ
ノ
也
出
逢
ヘ
ル

事
ト
ハ
事
々
物
々
二
嘗
リ
更
二
畏
縮
セ
サ
ル
ヲ
云
フ
終
句
二
大
丈
夫
ト
シ
モ
言

ゾ
カ
シ
ト
結
ヒ
テ
一
層
幼
児
ノ
憤
稜
心
を
励
マ
シ
タ
ル
ナ
リ

第
二
歌
モ
同
前
ナ
レ
ド
聯
趣
意
ヲ
異
ニ
シ
テ
君
上
ヲ
護
シ
國
威
ヲ
張
ル

ハ
兵

ノ
強
壮
二
在
リ
故
ニ
カ
強
ク
勇
マ
シ
ク
進
ミ
テ
人
二
後
レ
ズ
強
敵
ヲ
恐
レ
ズ
ヨ

モ
ノ
ヽ

フ

リ
耐
忍
ス
ル
者
ヲ
武
士
卜
言
フ
ゾ
ト
云
ヒ
テ
励
マ
シ
タ
ル
也

楽
譜
ハ
米
国
有
名
ノ
音
楽
家
ロ
ー
ヱ
ル
メ
ー
ソ
ン
氏
ノ
作
ニ
シ
テ
其
意
ハ
物

二
逢
フ
テ
屈
セ
ス
シ
テ
益
々
勉
励
ス
ル
事
ヲ
勘
メ
タ
ル
ナ
リ

う
つ
く
し
き

〇
う
つ
く
し
き
我
子
や
い
づ
こ
う
つ
く
し
き
我
か
み
の
子
は
弓
と
り
て
君
の
み

さ
き
に
勇
み
立
て
別
れ
行
に
け
り

〇
う
つ
く
し
き
我
子
や
い
づ
こ
う
つ
く
し
き
我
な
か
の
子
は
太
刀
は
き
て
君
の

御
許
に
勇
み
立
て
別
れ
行
に
け
り

ミ

ア

ト

〇
う
つ
く
し
き
我
子
や
い
づ
こ
う
つ
く
し
き
我
末
の
子
は
鉾
と
り
て
君
の
御
後

に
勇
み
立
て
別
れ
ゆ
き
に
け
り

此
歌
ハ
稲
垣
千
頴
ノ
作
ニ
シ
テ
君
上
二
随
ヒ
征
討
ナ
ド
ニ
行
タ
ル
時
ノ
情
況

ヲ
述
ヘ
タ
ル
モ
ノ
ニ
テ
ウ
ッ
ク
シ
キ
ハ
愛
ス
ヘ
シ
ト
云
ハ
ン
ガ
如
シ
愛
ス
可
キ

我
子
ハ
君
前
二
先
立
チ
勇
ミ
進
ミ
テ
出
陣
セ
リ
ト
云
ヒ
テ
留
守
ナ
ル
父
母
ノ
國

事
―
―
尽
カ
セ
ル
ヲ
喜
悦
シ
タ
ル
様
ヲ
言
ヘ
リ
第

一
首
君
の
御
先
、
第
二
首
、
君

ノ
御
許
、
第
三
首
君
ノ
御
後
、
卜
云
ヒ
又
カ
ミ
ノ
子
、
中
の
子
、
末
ノ
子
、
又

弓
取
リ
テ
、
太
刀
帯
キ
テ
、
鉾
ト
リ
テ
、
ナ
ド
云
ヒ
タ
ル
ハ
聯
文
ヲ
変
ヘ
タ
ル

迄
ニ
テ
別
二
深
意
ア
ル
ニ
非
ス

楽
譜
ハ
古
来
蘇
格
蘭
土
二
偉
ハ
リ
テ
戦
場

二
赴
キ
タ
ル
人
ヲ
思
フ
歌
ナ
リ

閾
の
板
戸
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〇
隅
田
川
原
の
秋
の
よ
は
水
も
み
そ
ら
も
す
み
渡
る
風
の
ま
に
／
＼
船
う
け
て

月
に
遊
は
ん
よ
も
す
が
ら

〇
隅
田
川
原
の
冬
の
空
世
は
白
妙
に
う
つ
も
れ
て
木
々
の
こ
と
／
＼
花
さ
き
ぬ

雪
に
遊
ば
ん
き
え
ぬ
ま
に

此
歌
ハ
里
見
義
ノ
作
ニ
シ
テ
雪
月
花
ノ
折

ニ
フ
レ

タ
ル
遊
覧
ハ
都
下
ニ
テ
隅

田
川
ヲ
第
一

ト
ス
レ
ハ
之
二
遊
ヘ
ル
悠
々
閑
雅
ノ
意
ヲ
含
メ
タ
ル
ナ
リ
花
ハ
曙

ヲ
賞
シ
散
リ
易
キ
ヲ
恐
ル
ヽ
モ
ノ
ナ
レ
バ
雲
モ
霞
モ
香
レ
ル
迄
ニ
サ
キ
満
タ
ル

花
ノ
散
ラ
ヌ
間
二
早
ク
小
船
ヲ
浮
へ
逍
遥
ス
可
シ
ト
言
ヒ
タ
ル
ナ
リ

遊
ば
ん
ち
ら
ぬ
ま
に

0
ね
や
の
板
戸
の
あ
け
ゆ
く
空
に
朝
日
の
か
け
の
さ
し
そ
め
ぬ
れ
ば
ね
く
ら
を

出
る
百
八
十
鳥
は
霞
の
中
に
友
よ
び
か
は
し
夢
み
る
蝶
も
と
く
起
出
て
む
れ

っ
A

花
に
舞
ひ
遊
ふ
な
り
あ
さ
い
ね
す
る
身
の
其
怠
り
を
諫
む
る
さ
ま
な
る

春
の
あ
け
ぼ
の

此
歌
ハ
稲
垣
千
頴
ノ
作
ニ
シ
テ
春
暁
暖
和
ノ
光
景
ヲ
述
タ
リ
春
暁
我
居
室
ノ

間
隙
ヨ
リ
光
リ
指
シ
入
リ
テ
ホ
ノ
ボ
ノ
ト
明
ヌ
レ
バ
百
鳥
モ
己
力
栖
カ
ラ
出
テ

霞
中
二

弄
吟
シ
我
友
ヲ
喚
力
如
ク
草
葉
二
眠

レ
ル
蝶
モ
花
二

戯
レ
露
ヲ
吸
ヒ
心

善
ゲ

ニ
楽
メ

ル
有
様
ハ
偶
小
児
ノ
朝
麻
シ
テ
暁
モ
知
ラ
サ
ル
怠
悌
者
ヲ
喚
起
セ

卜
訓
誨
ス
ル
カ
如
キ
情
態
ア
リ
ト
云
ヒ
タ
ル
ニ
テ
甚
夕
幼
年
生
徒
ド
モ
ノ
朝
麻

シ
テ
学
校
等

二
遅
々
ス

ル
者
ヲ
誡
メ
タ

ル
者
ニ
テ
風
流
二
寄
セ
テ
春
ノ
曙
ガ
深

切
二

諫
ム
ル
カ
如
キ
景
色
有
リ
ト
云
ヒ

タ
ル
ナ
リ

楽
譜
出
虞
ヲ
詳

ニ
セ
ス
其
意

ハ
朝
ノ
様
ヲ
形
状
シ
タ
ル
ナ
リ

墨
田
河
原

〇
隅
田
川
原
の
朝
ぼ
ら
け
雲
も
霞
も
香
る
な
り
水
の
ま
に
／
＼
船
う
け
て
花
に

第
二
歌
モ
同
意
ニ
シ
テ
空
モ
水
モ
一

様
ノ
看
ヲ
倣
シ
タ
ル
清
需
二
清
風
徐
々

卜
吹
来
レ
リ
終
夜
之
ヲ
賞

ス
可
シ
ト
云
意
ナ
リ

第
三
歌
モ
同
意

ニ
シ
テ
地
上
ハ
銀
世
界
卜
変
シ
樹
樹
皆
華
ヲ
粧
ヒ
タ
ル
暫
時

ノ
間
二
遊
行
ス
可
シ
ト
云
ヒ
タ
ル
ナ
リ

寓
意
幼
年
生
徒
ノ
修
行
ス
可
キ
年
月
ハ
花
ノ
散
ラ
ヌ
間
、
月
ノ
曇
ラ
ヌ
間
、

雪
の
消

エ
ヌ
間
、

ニ
モ
醤
フ
ベ
ク
賓
二
暫
時
ノ
事
ナ

レ
バ
此
時
ヲ
空
シ
ク
経
過

セ
サ
ラ
ン
事
ヲ
希
望
セ
ル
ナ
リ

楽
譜
ハ
グ
レ
ゴ
リ
ヤ
ン
、
チ
ャ
ン
ト
、
ト

テ
古
代
羅
馬
ノ
寺
院
ニ
テ
歌
ヒ
タ
ル

短
曲
ヲ
集
メ
テ
一
曲
ト
ナ
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
テ
其
意
ハ

心
ヲ
清
潔

ニ
ス
ル
ニ
在
リ

0
五
日
の
風
も
と
を
か
の
雨
も
時
に
隧
ふ
わ
か
君
か
世
や
に
し
の
國
よ
り
高
麗

百
演
よ
り
よ
り
来
る
人
も
御
代
い
は
ふ
な
り

0
豊
葦
原
の
み
つ
ほ
の
く
に
は
千
世
萬
世
も
動
き
な
き
國
わ
か
君
か
世
は
ち
ょ

よ
ろ
つ
よ
も
動
き
な
き
み
よ
い
は
へ
も
ろ
ひ
と

此
歌
ハ
加
部
厳
夫
ノ
作

ニ
シ
テ
第

一
歌
ハ
太
平
ヲ
乗
ム
ノ
脊
ナ
リ
五
風
十
雨

ハ
太
平
ノ
祥
ニ
シ
テ
陰
陽
則
ニ
タ
ガ
ハ
ズ
上
下
輯
睦
シ
テ
治
國
平
天
下
ナ

ル
故

皇
國
人
ハ
勿
論
外
國
ノ
人
迄
モ
太
平
ヲ
架
シ

ミ
天
皇
陛
下
ノ
萬
歳
ヲ
祝
シ
奉
ル

ヨ
ト
云
フ
ナ
リ
西
ノ
國
卜
云
ヒ
高
麗
百
演
卜
云
者
ハ
句
ノ
ア
ャ
ニ
シ
テ
皐
二

外

図
人
卜
云
ガ
如
シ

第
二
班
モ
亦
昭
代
ヲ
祝

ス
ル
ノ
寄
ニ
シ
テ
豊
芦
原
ノ
瑞
穂
ノ
國
卜
云
フ
ハ
我

國
ノ
美
稲
ナ
リ
即
チ
我
邦
ハ
外
国
革
命
ノ
国
卜
差
ヒ
テ
皇
統
一
系
万
古
不
易
ノ

五
日
の
風

東
京
女
子
師
範
生
徒
及
音
楽
取
調
掛

助
教
博
習
人
等
唱
歌
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な
け
に
お
も
し
ろ
の
け
し
き
や
な

国
体
ナ
レ
ハ
決
シ
テ
動
カ
ス
ヘ
カ
ラ
ザ
ル
国
ナ
リ
動
カ
ス
ベ
カ

ラ
ザ
ル
聖
代
ナ

リ
故

二
我
同
胞
兄
弟
ハ
斯
太
平
ヲ
架
シ

ミ
斯
太
平
ヲ
架
ム
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
尊
王
愛

国
ノ
心
ヲ
翠
ウ
シ
益
国
威
ヲ
海
外
二

耀
カ
サ
ン
事
ヲ
希
望

ス
ル

ノ
意
ヲ
寓

ス
ル

者
ナ
リ

架
譜
ハ
蘇
格
蘭
土
ノ
曲
ニ
シ
テ
ロ
ベ
ル
ト
ガ
引
叫
~
ノ
作
ナ
リ
其
原
意
ハ
人
民

ノ
衣
食
足
リ
テ
清
世
ヲ
楽
ム
ニ
ア
リ

鏡
な
す

〇
鏡
な
す
水
の
み
と
り
の
影
う
つ
る
柳
の
い
と
の
枝
を
た
れ
氣
晴
て
は
風
新
柳

の
髪
を
杭
り
氷
消
え
て
は
波
旧
苔
の
髭
を
洗
ふ
と
か
や
賓
に
面
白
の
気
色
や

此
班
ハ

里
見
義
ノ
作
ナ
リ
然
レ
ド
モ
其
ヅ
ク
処
ハ
賓
盛
ノ
謡
曲
一

節
ヲ
撰
出

シ
前
後
ノ
詞
ヲ
加
ヘ
テ
新
ニ

ー
曲
卜
成
シ
ヽ
ナ
リ
尤
此
詩
ハ
都
良
香
ノ
作
ニ
シ

テ
到
句
ヲ
鬼
神
二
授
リ
タ
ル
ナ
ド
世
ニ
モ
テ
ハ
ヤ
ス
作
ニ
テ
新
春
ノ
景
色
ヲ
善

ク
窯
セ
ル
詩
ナ
リ
班
意

ハ
水
清
ク
シ
テ
鏡
ノ
如
キ
池
中
二

翠
柳
ノ
枝
ヲ
垂
レ
タ

ル
ヲ
観
テ
此
詩
情
ヲ
追
想
シ
テ
古
人
ノ
句
ヲ
詠
ス
ル
ノ
意
味
也
ゲ
ニ
面
白
ノ
ト

云
結
句
ハ
詠
歎
ノ
意
ヲ
添
ヘ
タ
ル
迄
ナ
リ
最
斯
ノ
如
キ
古
人
ノ
詩
句
ヲ
据
用
ス

ル
ハ
幼
少
ノ
時
二
登
工
タ
ル
事

ハ
生
長
後
二
至
リ
テ
モ
忘
ル
ヽ

事
ナ
ク
シ
テ
詩

寄
ノ
助
ケ
ト
ナ
ル
事
少
カ
ラ
ザ
レ
バ
ナ
リ

架
譜

ハ
音
架
取
調
掛
芝
葛
鎮
ノ
作
ル
所
ナ
リ

思
ひ
出
れ
ば

〇
思
ひ
出
れ
ば
三
年
の
む
か
し
別
れ
し
其
日
我
父
母
の
か
し
ら
撫
つ
A

ま
さ
き

く
あ
れ
と
い
ひ
し
お
も
わ
の
し
た
わ
し
き
か
な

蒸
り
に
し
ら
る
A

0
朝
に
な
れ
ば
門
お
し
開
き
日
敷
よ
み

つ
A

父
ま
ち
ま
さ
む
わ
が
お
も
ひ
子
は

事
な
し
は
て
A

は
や
い

つ
し
か
も
か
へ
り
き
な
ん
と

0
夕
に
な
れ
ば
床
う
ち
は
ら
ひ
お
指
を
り

つ
A

母
ま
ち
ま
さ
む
吾
お
も
ひ
子
は

事
な
し
は
て
A

は
や
い
つ
し
か
も
か

へ
り
き
な
む
と

0
朝
に
な
れ
ば
門
お
し
ひ
ら
き
夕
に
な
れ
ば
と
こ
打
彿
ひ
父
ま
ち
ま
さ
ん
母
ま

此
歌

ハ
稲
垣
千
頴
ノ
作

ニ
シ
テ
學
生
ノ
遠
地

二
在
リ
テ
其
郷
国
ヲ
出
シ
時
ノ

形
状
ヲ
追
憶
シ
又
今
時
ノ
情
ヲ
寓
出
シ
父
母
ヲ
愛
患

ス
ル
ノ
情
頻

二
興
リ
ヤ
マ

ザ
ル
有
様
ヲ
述

へ
孝
愛
ノ
美
徳
ヲ
涵
蓑
熟
成
セ
シ
メ
ン
ト
ス
ル
ノ
旨
趣
ナ
リ

楽
譜

ハ
古
来
蘇
格
蘭
土
二

博
リ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
何
人
ノ
作
二
出
タ
ル
カ
ヲ

詳

ニ
ス
ル
能
ハ
‘
ス
ト
イ
ヘ
ド
モ
懐
旧
ノ
情
ヲ
暢
フ
ル
ヲ
旨
ト
シ
英
語

ニ
テ
歌
フ

時
ハ
彼
国
有
名
ノ
詩
人
ボ
ル
ン
氏
ガ
退
隠
ノ
後
河
邊
ノ
茅
虚

ニ
ア
リ
テ
旧
時
ヲ

卸
想
シ
テ
作
リ
タ
ル
美
川
ノ
歌
ヲ
用
ヰ
タ
ル
モ
ノ
也
此
曲
ノ
律
モ
我
国
ノ
双
調

呂
旋

二
異
ナ

ル
事
ナ
シ

0
か
を
り
に

し
ら
る
A

花
さ
く
御
園
霞
に
か
く
る
A

鳥
暗
林
君
か
代
い
は
ひ
て

幾
春
迄
も
か
を
れ
や
か
を
れ
う
た
へ
や
う
た
ヘ

0
月
影
て
り
そ
ふ
野
中
の
清
水
も
み
ち
葉
に

ほ
へ
る
外
山
の
ふ
も
と
君
か
世
た

ヘ
せ
す
幾
秋
迄
も
て
ら
せ
や
て
ら
せ
匂
へ
や
に
ほ
へ

此
班
ハ

里
見
義
ノ
作
ニ
シ
テ
春
秋
ノ
美
景
ヲ
ニ
首

二
作
為
シ
聖
代
J
昇
平
無

事
ナ
ル
ヲ
祝
セ
ル
ナ
リ
第

一
首
ノ
意

ハ
骸
郁
タ
ル
薫
リ
ヲ
認
メ
テ
花
咲
ク
園
生

ヲ
知
リ
鳥
声
ヲ
キ
ヽ
テ
林
樹
ノ
ア
ル
ヲ
知
ル
ハ
春
霞
濠
朧
タ
ル
暖
風
和
照
J
時

二
乗
ジ
テ
聖
壽
万
歳
ヲ
祈
リ
無
情
ノ
花
木
モ
遠
近
二
薫
リ
ヲ
散
シ
鳥
類
迄
モ
嗜

ち
ま
さ
む
は
や
く
か
へ
ら
む
も
と

の
国
辺
に
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し
に
る
も
な
し

0
ふ
も
と
に
雲
ぞ
か
A

り
け
る
高
嶺
に
雪
ぞ

つ
も
り
た

る
は
た

へ
は
雪
こ
ろ
も

は
雲
そ
の
雪
雲
を
よ
そ
ひ
た
る
ふ
し
て
ふ
山
の
見
渡
し
に
し
く
も
の
も
な
し

0
と
つ
国
人
も
あ
ふ
く
な
り
わ
か
国
人
も
ほ
こ
る
な
り
て
る
日
の
影
そ
ら
ゆ
く

月
つ
き
ひ
と
A

も
に
か
A

や
さ
て
ふ
し
て
ふ
山
の
見
渡
し
に
し
く
も
の
も
な

に
る
も
な
し

冨
士
山

の
御
前
に
う
た
ひ
ま
は
ま
し
／
＼
／
＼
／
＼
／
＼
い
つ
ま
て
も

々
卜
鳴
ぎ
ナ
好
時
節
ヲ
弄
ベ

ト
詠
ジ
タ
ル
ナ
リ
第
二
首
モ
同
意

ニ
シ
テ
月
影
ハ

野
中
ノ
清
水
二
移
リ
紅
葉
ハ
外
山
ノ
麓
二
匂
フ
ト
云
フ
モ
昇
平
無
事
ノ
景
況
二

シ
テ
聖
寿
万
歳
ヲ
祝
シ
幾
千
秋
モ
月
ハ
光
リ
ヲ
磨
キ
紅
葉
ハ
匂
ヒ
ヲ
著
ハ
ス
ベ

榮
ゆ
く
御
代

0
さ
か
ゆ
く
御
世
に
う
ま
れ
し
も
お
も
へ
は
神
の
恵
な
り
ヵ
ヘ
ス
ヘ
い
さ
や
子
ら

神
の
恵
を
ゆ
め
な
わ
す
れ
そ
／
＼
／
＼
／
＼
／
＼
と
き
の
間
も

0
め
く
み
も
深
く
ね
さ
し
た
る
御
前
の
榊
と
り
も
ち
て
ヵヘ

ス
ヘ
ち
は
み
ふ
る
神

此
歌
ハ
加
部
厳
夫
ノ
作
ニ
シ
テ
神
祭
ノ
時
ノ
班
ナ
リ
故
二

第

一
班
ハ
人
ハ
神

恩
ニ
ョ
リ
テ
生
レ
神
恩
ニ
ョ
リ
テ
世
二
立
モ
ノ
ナ
レ
バ
其
神
恩
ヲ
カ
リ
ソ
メ
ニ

モ
忘
ル
ヽ

事
勿
レ

ト
云
ヒ
第
二
班
ハ
神
前
ノ
榊
ノ
枝
ヲ
ト
リ
テ
神
楽
ヲ
奏
シ
神

慮
ヲ
慰
ス
ル
ノ
形
状
ヲ
云
ヘ
ル
ナ
リ
抑
此
班
第
一
第
ニ
ト
モ
神
恩
ノ
深
遠
ナ
ル

神
祭
ノ
厳
粛
ナ
ル
状
ヲ
述
べ
聴
者
ヲ
シ
テ
敬
神
ノ
念
慮
ヲ
発
サ
シ
ム

ル
ニ
ア
リ

架
譜
ハ
葡
萄
牙
二
出
ツ
其
意
ハ
神
前
二
集
リ
テ
神
徳
ヲ
歌
頌
ス
ル
ヲ
云
フ

シ
ト
云
ヒ

タ
ル
ナ
リ

此
奸
ハ
加
部
厳
夫
ノ
作
ニ
シ
テ
其
第
一
歌

ハ
萬
葉
集
中
山
辺
赤
人
ノ
冨
士
山

ノ
野
「
白
雲

モ
イ
ユ
キ
ハ
ゞ
カ
リ
時
ジ
ク
ゾ
雪
ハ
降
ケ

ル
」
ト
ア
ル
ニ
腺
リ
雪

卜
雲
ト
ヲ
劉
シ
テ
艶
美
秀
峻
観
無
比
ナ
ル
形
状
ヲ
イ
ヘ
ル
ナ
リ
第
二
奸
モ
亦
同

カ
ク
ロ

集

ヨ
ミ
人
不
知
ノ
冨
士
山
ノ
班
ノ
句
中
「
天
津
日
ノ
影
モ
隠
ヒ
照
月
ノ
光
モ
ミ

ヘ
ズ
」
ト
ア
ル
ニ

腺
リ
テ
作
レ
ル
ナ
リ
抑
此
山
ハ
同
歌
中
ニ
モ
「
日
本
ノ
ヤ
マ

シ
ヅ

メ

ト
ノ
國
ノ
鎮
ト
モ
イ
マ
ス
神
カ
モ
宝
ト
モ
成
レ
ル
山
カ
モ
」
ト
モ
ア
リ
テ
内
外

二
渉
リ
テ
普
ク
賛
美
ス
ル
所

ニ
シ
テ
日
月
六
合
二
照
徹
ス
ル
ガ
如
ク
國
威
ヲ
万

國

二
耀
カ
ス
ノ
表
準
ト
モ
ナ
ル
ベ
キ
名
山
タ
ル
ヲ
称
揚
シ
井
セ
テ
聴
者
ヲ
シ
テ

愛
国
心
ヲ
感
発
セ
シ
メ
ン
事
ヲ
希
望
ス

ル
ノ
意

二
出
ル
者
ナ
リ

楽
譜
ハ
独
乙
国
有
名
ノ
音
楽
家
ヘ
イ
ド
ン
ノ
作
ニ
テ
日
光
ノ
国
旗
二
光
リ
輝

キ
テ
皇
威
ノ
磐
石
ノ
如
ク
千
古
動
カ
ス
ヘ
カ
ラ
ザ
ル
ノ
意
ヲ
顕

ハ
セ
リ

本
邦
俗
楽

新
晒

此
曲
ハ
取
調
掛
員
山
勢
松
韻
ノ
作

ニ
シ
テ
等
曲
ノ
妙
虞
ヲ
現
ハ
ス
ベ
キ
モ
ノ

唱
歌
略
説

一
月
三
十
一
日

東
京
女
子
師
範
学
校
附
属
幼
稚
園

生
徒
唱
歌

敷
へ
奸

ヒ
ト

ッ
ト
セ

一

人

は

心

か
第
一
よ
／
＼
み
か
い
て
を
さ
め
て
世
を
渡
れ

／
ヽ

フ
タ
ッ
ト
セ

二

二

度

か

へ

ら
ぬ
光
陰
を
／
＼
空
し
く
過
し
て
す
む
も
の
か
／
＼

ナ
リ
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四

我
門

三
ッ
ト
セ

三
三
ツ
四
ツ
五
ツ
の
を
さ
な
子
が
／
＼
智
識
を
育
つ
る
幼
稚
園
／
‘

四
ッ
ト
セ

四
よ
き
友
撰
ひ
て
交
は
れ
よ
／
＼
善
き
友
善
き
師
は
身
の
守
／
＼

五
ッ
ト
セ

五
い
つ
ま
て
い
へ
ど
も
尽
せ
ぬ

は
／
＼
我
身
を
そ
だ
て
し
親
の
恩
／
＼

六
ッ
ト
セ

六
昔
を
わ
き
ま
へ
今
を
み
て
／
＼
今
よ
り
開
け
ん
世
も
お
も
へ
／
＼

七
ッ
ト
セ

七

何

よ

り
大
事
は
人
の
為
／
＼
人
々

は
け
め
ば
國
も
と
む

／
＼

八
ッ
ト
セ

八

八

千

世

と
寿
ふ
く
君
か
よ
を
／
＼
助
く
る
人
こ
そ
人
そ
か
し

／
＼

九
ッ
ト
セ

九
心
を
納
む
る
学
問
の
／
＼
光
り
さ
や
け
し
窓
の
月
／
＼

十
ト
セ

十

虞
は
日
の
本
日
の
光
り
／
＼
普
ね
き
國
恩
忘
る
な
よ

／
＼

此
歌
ハ
幅
羽
美
静
君
ノ
戯
作
ニ
シ
テ
其
旨
意
ハ
世
俗
流
行
従
来
ノ
敷
へ
奸
ハ

其
言
詞
最
モ

郡
佳

ニ
シ
テ
兒
童
之
ヲ
ロ
誦
ス
ル
モ
更
二
益
ナ
キ
を
患
へ
其
口
調

二
倣
ヒ
一
ヨ

リ
十
迄
次
々
二
暗
記
セ
ハ
聯
徳
性
ヲ
涵
養
ス
ル
ノ
資
タ
ラ
ン
事
ヲ

意
二
寓
セ
ラ
レ
シ
ナ
リ
耐
ノ
意
ハ
解
ヲ
侯
タ
ズ
シ
テ
明
亮
ナ
リ
今
此
レ
ニ
西
洋

ノ
架
器
ヲ
用
ヒ
現
今
幼
稚
園
二
於
テ
児
童
ノ
唱
フ
処
ナ
リ

進
メ
ス

ヽ
メ

マ
ス
ラ
ヲ
武
士

前
二
出
ツ

こ
A

な
る
門
は
誰
か
門
と
ほ
ら
ば
通
れ

こ
A

の
門

と
ほ
れ
や
と
ほ
れ
妥
の
門
我
ら
か
立
て
し
こ
A

の
門

と
ほ
れ
と
な
ら
ば
通
ら
ま
し
か
へ
る
も
ゆ
く
も
打
つ
れ
て

楽
し
き
班
を
う
た
ひ
つ
A

後
れ
す
A

め
友
ど
ち
ょ

此
紆
第
一
第
ニ
ハ
加
部
厳
夫
ノ
作
ナ
リ
第
三
第
四
ハ
女
子
師
範
学
校
教
員
豊

田
芙
蓉
ノ
作
ナ
リ
而
シ
テ
コ
ハ
幼
稚
園
二
於
テ
幼
児
ノ
遊
戯
中
門
ノ
形
ヲ
ナ
シ

此
寄
ヲ
唱
フ
者
ニ
シ
テ
即
遊
戯
ノ
寄
ナ
リ

な
き
御
世
の
栄
え
を
ほ
き
た
て
ま
つ
る

0
君
か
よ
は
千
尋
の
底
の
さ
A

れ
石
の
鵜
の
ゐ
る
磯
と
あ
ら
は
る
る
ま

て
限
り

東
京
女
子
師
範
学
校
附
属
小
学
校
及

學
習
院
小
學
生
徒

唱
歌
掛
圏
第
一
曲
ヨ
リ
第
七
二
曲
至
ル

前
二
出
ツ

前
二
出
ツ

前
二
出
ツ

若
紫

0
若
紫
の
め
も
遥
な
る
武
蔵
野
の
霞
の
お
く
分
つ
A

摘
む
は
つ
わ
か
な

0
若
菜
は
な
に
ぞ
す
ゞ

し
ろ
す
A

な
佛
の
座
は
こ
べ
ら
芹
な
、
‘
つ
な
に
五
行
七
つ

0
七
の
宝
夫
よ
り
殊
に
得
か
た
き
は
雪
け
の
ひ
ま
尋
ね
て
つ
む
若
菜
な
り

此
歌
ハ
稲
垣
千
頴
ノ
作
ニ
シ
テ
早
春
ノ
野
色
ヲ
詠
シ
第
二
計
ハ
武
蔵
野
名
産

ナ
ル
紫
草
ヲ
以
テ
冠
詞
ト
シ
春
陽
ノ
快
情
ヲ
通
暢
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ

楽
譜
ハ
瑞
西
国
ノ
大
家

ニ
テ
學
校
用
唱
歌
―
―
有
名
ナ
ル
ネ
ゲ
リ
ー
氏
ノ
作
二

シ
テ
山
河
田
園
ノ
景
色
ヲ
感
賞
ス
ル
ノ
意
ヲ
顕
ハ
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
少
シ
ク

取
捨
シ
テ
我
国
語
二
適
用
セ
シ
ナ
リ

君
か
よ

0
君
が
よ
は
千
世
に
八
千
世
に
さ
A

れ
石
の
巖
と
な
り
て
苔
の
む
す
ま
て
動
き

な
く
と
き
は
か
き
は
に
限
り
あ
ら
し

な
り 學

習
院
生
徒
唱
歌

見
渡
せ
ば

春
の
弥
生
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0
て
ふ
／
ヽ
て
ふ
／
＼
菜
の
は
に
と
ま
れ
な
の
は
に
あ
い
た
ら
櫻
に

と
ま
れ
櫻

の
花
の
栄
ゆ
る
御
代
に
と
ま
れ
よ
あ
そ
べ
遊
べ
よ
と
ま
れ

0
起
き
よ
／
＼
ね
ぐ
ら
の
雀
朝
日
の
光
の
さ
し
こ
ぬ
さ
き
に
ね
ぐ
ら
を
い
て
A

梢
に
と
ま
り
あ
そ
べ
よ
す
A

め
う
た
へ
よ
す
A

め

第
一
班
ハ
旧
愛
知
師
範
学
校
教
員
野
村
秋
足
ノ
作
ニ
シ
テ
児
戯
二
蝶
々
々
々

菜
ノ
葉
ニ
ト
マ
レ
云
々
ト
イ
フ
ニ
基
キ
櫻
ノ
花
ノ
栄
エ
ル
御
代
二
以
下
ヲ
補
足

シ
テ
唱
奇
ノ
体
ニ
ナ
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
テ
其
意

ハ
我

皇
代
ノ
繁
栄
ス
ル
有
様
ヲ
櫻
花
ノ
爛
慢
タ
ル
ニ
擬
シ
聖
恩
二
浴
シ
大
平
ヲ
架
ム

人
民
ヲ
蝶
ノ
自
由

二
舞
ヒ
ツ
止
リ
ツ
遊
ベ
ル
様
二

比
シ
テ
童
幼
心
ニ
モ
自
ラ
國

恩
ノ
深
キ
ヲ
覚
リ
テ
之
二
報
セ
ン
ト
ス
ル
ノ
志
気
ヲ
興
起
セ
シ
ム
ル
ニ
ア
ル
也

第
二
寄
ハ
第
一
歌
二
擬
シ
テ
稲
垣
千
頴
之
作
ル
処
ニ
シ
テ
雀
ヲ
以
テ
学
ビ
ニ

遊
フ
児
童

―
―
比
シ
雀
ノ
夙
二
起
出
テ
梢

二
歌
ヒ
遊
ブ
ガ
如
ク
児
童
等
ノ
朝
寝
ヲ

戒
メ
早
ク
出
デ
ヽ
文
抹
二
行
キ
終
日
学
藝
二
遊
ベ
ト
イ
フ
意
ヲ
述
ベ
テ
戒
ト
シ

東
京
女
子
師
範
学
校
附
属

小
学
生
徒
唱
歌

蝶
々

第
一
歌
ハ
古
今
集
賀
ノ
部
二
載
ス
ル
処
ノ
讀
人
シ
ラ
ス
ノ
紆
ニ
テ
我
君
ハ
千

世
二
八
千
世
二
云
々
ノ
歌
ノ
我
君
ヲ
君
ガ
代
卜
替
ヘ
シ

モ
ノ
也
又
第
二
班
ハ
源

三
位
頼
政
ノ
作
ニ
テ
今
撰
和
寄
集
二
載
ス
ル
処
君
ガ
世
ハ
千
尋
ノ
底
ノ
サ
ゞ
レ

石
ノ
云
々
卜
云
フ
班
ヲ
用
ヒ
両
首
共
結
尾
ノ
三
句
ハ
稲
垣
千
頴
ノ
補
足
ニ
シ
テ

聖
代
ヲ
景
仰
欽
慕
ス
ル
ノ
意
ヲ
表
セ
シ
モ
ノ
ナ
リ

架
譜
ハ
英
國
古
代
ノ
大
家
ウ
ヱ
ブ
氏
ノ
作
レ
ル
ナ
ル
モ
ノ
ニ
テ
其
本
旨
ハ
恩

徳
ノ
廣
大
無
量
ナ
ル
感
情
ヲ
顕
ハ
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ

架
譜
ハ
其
出
所
ヲ
詳

ニ
セ
ザ
レ
ト
モ
西
班
国
ョ
リ
博
来
シ
テ
諸
邦
二
行
ハ

レ

タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ベ
シ
ト
イ
ヘ
リ
其
意
ハ
幼
児
ノ
精
神
ヲ
活
澄
ニ
シ
志
気
ヲ
快
通

ス
ル
ニ
在
ル
ナ
リ

霞
か
雲
か

〇
霞
か
雲
か
は
た
雪
か
と
は
か
り
に
ほ
ふ
其
花
ざ
か
り
百
鳥
さ
へ
も
う
た
ふ
な

〇
霞
み
て
そ
れ
と
見
え
ね
ど
も
鶯
の
音
に
誘
は
れ
つ
A

も
花
さ
く
か
げ
に
我
は

第
一
寄
ハ
櫻
花
ノ
爛
漫
タ
ル
喘
鳥
ノ
宛
囀
タ
ル
状
ヲ
述
べ
陽
春
ノ
佳
景
ヲ
賞

讃
セ
ル
ナ
リ
第
二
班
ハ
衆
卜
共
二
架
シ
ム
ノ
意
ヲ
寓
シ
テ
朋
友
相
親
愛
ス
ル
ノ

情
ヲ
感
稜
セ
シ
ム
ル
ニ
在
リ
第
三
班
ハ
第
一
第
ニ
ノ
意
ヲ
受
ケ
テ
陽
春
観
花
ノ

情
ヲ
言
ヘ
ル

ニ
テ
共
二
加
部
厳
夫
ノ
作
ナ
リ

薫
に
知
ら
る
A

前
二
出
ツ

大
和
撫
子

0
大
和
撫
子
さ
ま
／
＼
に
己
か
む
き
／
＼
咲
ぬ
と
も
生
し
立
て
し
父
母
の
庭
の

教
に
違
ふ
な
よ

0
野
辺
の
千
草
の
い
ろ
／
＼
に
己
か
さ
ま
／
＼
咲
ぬ
と
も
生
し
立
て
し
天
地
の

露
の
恵
み
を
わ
す
る
な
よ

き
ぬ

に
も
な
し

〇
霞
み
は
花
を
隔
つ
れ
と
へ
だ
て
ぬ
友
と
き
て
み
る
は
か
り
う
れ
し
き
事
は
世

り
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
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希
服
古
架

此
班
前
一

首
ハ
稲
垣
千
頴
ノ
作
後
一
首
ハ
里
見
義
ノ
作
ナ
リ
幼
児
ノ
親
ノ
教

育
ヲ
受
ケ
生
長
シ
テ
各
自
業
を
異

ニ
ス
ト
モ
父
母
ノ
教
誨
二
違
フ
事
ナ
ク
其
恩

徳
ヲ
報
イ
ヨ
ト
云
ヒ
タ
ル
ナ
リ
和
歌
二
撫
子
ヲ
以
テ
幼
児
二
替
フ
ル
意

ハ
親
ノ

撫
テ
愛
シ
ム
子
卜
云
フ
意
ヲ
鞘
変
二
寄
セ
タ

ル
ナ
リ

第
二
班
モ
同
意
ニ
テ
野
草
ノ
千
差
万
別
種
々
各
々
二
錦
ヲ
舗
ケ
ル
ガ
如
ク
花

を
染
メ
ナ
セ
ド
モ
元
来
天
地
ノ
恵
ミ
ヲ
受
ケ
テ
露
ノ
養
ヒ
ヲ
得
ズ
ハ
一

花
一

叢

モ
生
育
ス
ル
事
能

ハ
ズ
故
二
天
地
ノ
恵
ミ
ヲ
忘
ル
可
ラ
ズ
ト
云
フ
ニ
テ
璧
喩
ノ

意
ハ
君
恩

―
ー
ヨ
リ
テ
無
事
二
清
世
二
暮
ス
モ
元
来
ノ
恵
ミ
ヲ
忘
ル
ナ
ト
云

ヒ
タ

ル
ナ
リ

楽
譜
ハ
取
調
掛
芝
葛
鎮
ノ
作
ニ
シ
テ
優
美
ナ
ル
ヲ
旨
ト
シ
テ
作
レ
ル
ナ
リ

本
邦
雅
楽

蘇
莫
者

此
曲
ハ
昔
時
天
平
年
間
林
邑
国
ノ
僧
佛
哲
ノ
本
邦
―
―
相
博
セ
シ
八
曲
ノ
―
ニ

シ
テ
菩
薩
抜
頭
等
ノ
諸
曲
卜
共
二
今
二
現
存
セ

ル
モ
ノ
ナ
リ

ア
ボ
ロ
讃
歌

此
曲
ハ
古
昔
希
朧
人
ガ
美
術
ノ
神
ト
シ
テ
崇
尊
シ
タ
ル
ア
ボ

ロ
ノ
美
徳
ヲ
頌

シ
テ
作
リ
タ
ル
モ
ノ
ニ

シ
テ
賓
ニ

―
千
有
餘
年
前
ノ
古
架
ナ
リ
抑
此
曲
ノ
始
メ

テ
世
二

知
ラ

レ
タ
ル
ハ
一

千
五
百
八
十
一
年

二
於
テ
有
名
ナ
ル
天
文
学
士
ガ

リ

叶
引
ノ
父
ヴ
ィ
ン
セ
ン
ゾ
ガ

リ
レ
オ
ガ
伊
太
里
国
羅
馬
府
ナ
ル

カ
ヂ
サ
ル
、
匂

ン
ト
、
ア
ン
ゼ
ロ
ー
ノ
書
庫

二
希
識
楽
曲
ノ
寓
本
ア
ル
ヲ
酸
見
シ
之
ヲ
其
著
書

中
二
載
セ
タ
ル
ニ
因
レ
リ
其
後
千
七
百
世
紀
ノ
頃
英
国

一
ー
マ
ー
ク
メ
イ
ボ
ム
ナ

ル
モ
ノ
ア
リ
同
国
オ
ッ
ク
ス
ホ
ル
ド
学
士
社
會

二
希
朧
有
名
ノ
音
架
家
ノ
作
ヲ

蒐
集
シ
テ
一
書
ヲ
著
サ
ン
事
ヲ
謀
リ
大
二
諸
家
ノ
助
成
ヲ
得
タ
リ
シ
ガ
遂
二
果

サ
ズ
博
士
ジ
ョ
ン
ワ
リ
ス
其
遺
業
ヲ
継
キ

一
千
六
百
九
十
三
年
頃
二
至
リ
始
メ

テ
其
書
ヲ
完
成
セ
シ
カ
其
中
二
亦
ア
ボ
ロ
ノ
讃
奸
ヲ
載
セ
タ
リ
又

一
千
七
百
二

十
年
ノ
頃
佛
国
ニ
ブ
レ
ッ
ト
ナ
ル

モ
ノ
ア
リ
巴
里
府
佛
王
書
庫
中
二
希
服
古
架

曲
ノ
寓
本
ア
ル
ヲ
焚
見
シ
之
ヲ
或
ル
学
社
ノ
報
告
書
二
載
セ
タ
リ
斯
ノ
如
ク
此

曲
ハ
前
後
三
回
出
虞
ヲ
異
ニ
ス
ト
雖
ト
モ
羅
馬
府
二
出
タ
ル

モ
ノ
ト
オ
ッ
ク
ス

ホ
ル
ド
ニ
出
タ
ル
モ
ノ
ト
ハ
全
ク
相
符
合
シ
巴
里
府
二
出
タ
ル
モ
ノ
ハ
唯
少
ク

異
ナ
ル
所
ア
リ
シ
ニ
過
キ
ズ

ト
云
是
レ
欧
洲
二
於
テ
此
曲
ヲ
博
来
シ
本
邦

二
於

テ
ハ
取
調
掛
長
伊
澤
修
二
此
曲
ヲ
チ
ャ
ペ
ル
氏
音
楽
史
中
二

得
テ
其
旋
律
ノ
方

法
等
ヲ
研
究
セ
シ
ニ
元
来
希
服
古
楽
ノ
調
律
及
旋
律
等
ノ
理
論
ハ
更

二
本
邦
ノ

音
楽
二
異
ナ
ル
事
ナ
ク
此
曲
ハ
賓

二
我
盤
渉
調

二
営
ル
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
敬
見
セ
リ

依
テ
取
調
掛
芝
葛
鎮
二
謀
リ
テ
之
ヲ
調
和
シ
三
管
二
絃
ヲ
用
ヰ
テ
之
ヲ
奏
セ
シ

メ
シ
ニ
其
律
呂
ノ
旋
回
等
相
同
キ
殆
ド
彼
我
ノ
別
ヲ
識
ル
能
ハ
ザ
ル
モ
ノ
ア
リ

是
レ
我
音
架
ハ
蜜
理
論

二
於
テ
欧
洲
ノ
古
架
卜
其
趣
ヲ
同
ク

ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ

賓
際
奏
曲
ノ
方
法

二
至
リ
テ
モ
亦
異
ナ
ル
所
ナ
キ

ヲ
證
ス
ル
ニ
足
ル
モ
ノ
ナ
リ

本
邦
俗
架

敷
へ
歌

西
洋
音
架
家
ノ
理
論
二
随
テ
三
味
線
ノ
悼

二
寸
法
ヲ
璽
シ
之

ヲ
取
調
掛
山
勢

松
韻
等
二
附
シ
テ
通
常
ノ
敷
へ
歌
等
ヲ
弾
セ
シ
メ
彼
我
ノ
音
律
殆
ン
ド
相
同
キ

ヲ
證
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ

し
ら
ぶ
る
琴
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モ
ノ
ナ
リ

0
し
ら
ぶ
る
琴
も
ふ
く
笛
も
ふ
し
さ
た
ま
れ
る
人
の
道
親
子
兄
弟
む
つ
ま
し
く

尽
せ
ぬ
栄
へ
そ
た
の
も
し
き

此
歌
ハ
カ
ゾ
ヘ
班
ノ
後
ヘ
ニ
付
シ
テ
作
ラ
レ
シ
輻
弱
美
静
君
ノ
紆
ナ
リ
父
子

親
愛
シ
兄
弟
友
愛
ス
ル
ハ
人
倫
ノ
大
道
ニ
シ
テ
天
地
ノ
自
然
二
出
デ
萬
古
不
易

ノ
定
則
ナ
レ
バ
人
々
果
シ
テ
此
道
二
背
ク
事
ナ
ク
父
子
兄
弟
相
親
睦
シ
テ
世
ニ

タ
ツ
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
即
尽
セ
ヌ
栄
エ
ト
イ
フ
ナ
リ
琴
笛
ノ
類
モ
自
ラ
其
定
律
厳
然

荼
ル

ヘ
カ

ラ
サ
ル
モ
ノ
―
ー
シ
テ
誤
テ
之
ヲ
楽
ル

ト
キ
ハ

琴
モ
琴
ニ
ア
ラ
ズ
笛
モ

笛
ト
イ
フ

ベ
カ
ラ
ズ
故
二
其
道
ノ
楽
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ヲ
琴
笛
ノ
定
律
ア
ル
ニ
比

喩
シ
テ
少
年
ヲ
簸
メ
タ
ル
ナ
リ

此
曲
ハ
山
勢
松
韻
ノ
作
ニ
シ
テ
静
雅
ヲ
旨
ト
シ
テ
作
レ
ル
モ
ノ
ナ
リ
是
レ
全

ク
我
俗
榮
ノ
旋
法
二
従
フ
モ
ノ
ニ
シ
テ
亦
希
服
古
柴
二
酷
似
ス
ル
ヲ
示
ス
ベ
キ

村
雲

0
村
雲
も
人
の
心
も
月
ゆ
ゑ
に
す
み
ゆ
く
よ
は
A

く
さ
む
ら
の
ま
つ
む
し
さ
へ

も
ね
に
立
て
露
の
う
ら
ば
に
な
く
も
の
を
学
ひ
の
と
も
よ
と
へ
か
し
な

此
奸
ハ
里
見
義
ノ
作
ナ
リ
之
ヲ
作
リ
タ
ル
趣
意
ハ
凡
本
邦
一
＿
一
絃
等
琴
等
二
懸

ル
寄
枚
畢

二
暇
ア
ラ
ス
ト
云
ヘ
ド
モ
大
凡
猥
褻
ニ
シ
テ
稿
人
廣
座
ニ
テ
専
ラ
唱

フ
ベ
カ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
多
シ
然
ル
ニ
律
旋
二
至
リ
テ
ハ
遥
二
後
人
ノ
及
バ
ザ
ル
妙

〔
マ
マ
〕

所
ア
レ
ト
モ
徒
唱
班
ノ
休
裁
二
飽
カ
ヌ
処
ア
リ
テ
此
儘
用
ュ
ベ
カ
ラ
ズ
此
ヲ
以

テ
音
架
所
二
於
テ
ハ
傍
ラ
俗
歌
改
良
二

着
手
セ
ン
ト
シ
テ
撰
ヒ
タ
ル
也
尤
基
ク

〔マ

マ
〕

処
ハ
宵
ヤ
待
チ
ト
云
フ
歌
ニ
テ
之
力
句
調
ニ
ョ
リ
之
ガ
律
旋
ヲ
其
儘
用
ヒ
テ
秋

夜
友
ヲ
待
ツ
ノ
意
ヲ
詠
ジ
タ
ル
也
大
意
ハ
月
色
絞
々
ト
シ
テ
人
ノ
心
モ
朗
カ

ニ

ナ
リ
村
雲
モ
消
失
セ
テ
草
間
二
人
ヲ
待
ッ
カ
如
キ
声
ニ
テ
松
虫
ノ
吟
ス
ル
ヲ
聞

ナ
リ

ケ
バ
吾
ノ
ミ
カ
小
虫
ダ
ニ
モ
友
ヲ
待
ツ
ノ
意
ア
リ
哀
レ
同
志
同
學
ノ
友
人
ヨ
早

ク
来
リ
テ
吾
卜
此
清
夜
ヲ
共
二
賞
ス
ベ
シ
ト
云
ヒ
タ
ル
ナ
リ

此
曲
ハ
世
ニ
―
〔
原
賓
料
脱
落
〕
一ノ
作
ナ
リ
ト
言
博
フ
ル
モ
ノ
ナ
リ
然
シ
テ
其
律

呂
ノ
旋
法
ハ
俗
架
中
ノ
一
法
ニ
シ
テ
亦
希
服
架
二
同
シ
キ
所
ア
リ

六
段

此
曲
ハ
尋
常
ノ
築
曲
ニ
シ
テ
世
人
ノ
熟
知
セ
ル
モ
ノ
ナ
リ
今
之
ヲ
洋
琴
ニ
テ
弾

ス
レ
ハ
彼
我
ノ
音
律
異
同
ナ
キ
ニ
依
リ
彼
架
器
ヲ
以
テ
直
二
我
音
架
ヲ
奏
シ
得

ベ
キ
ヲ
示
ス
モ
ノ
ナ
リ

西
洋
楽
長
音
階

我
日
ノ
本

此
曲
ハ
作
者
ヲ
詳
ニ
セ
ザ
レ
ト
モ
元
来
天
竺
国
ヨ
リ
出
テ
欧
洲
諸
国
二
博
ハ

リ
現
今
二
在
リ
テ
ハ
殆
全
地
球
ノ
各
国
皆
之
ヲ
歌
フ
ニ
至
レ
リ
ト
云
是
レ
音
楽

ハ
世
界
各
国
二
渉
リ
テ
モ
交
互
ノ
間
殆
大
差
ナ
キ
ヲ
示
シ
得
ベ
キ
モ
ノ
ニ
シ
テ

我
国
ノ
律
二
比
ス
レ
バ
壱
越
調
ノ
呂
旋
二
嘗
ル
モ
ノ
ナ
リ

本
邦
雅
架
律
旋

越

天

楽

平

調

此
曲
ハ
唐
楽
ノ
一
種
ニ
シ
テ
文
宗
皇
帝
ノ
作
ナ
リ
ト
云
ヒ
偉
フ
従
来
世
上
二

行
ハ
ル
ヽ
今
様
寄
ナ
ル
モ
ノ
ハ
此
曲
ヲ
仮
リ
テ
詞
章
ヲ
填
ス
ル
ヲ
常
ト
セ
リ
是

レ
ソ
ノ
音
節
ノ
優
雅
ニ
シ
テ
自
カ
ラ
本
邦
ノ
言
語
二
適
應
ス
ル
所
有
ル
ヲ
以
テ

本
邦
雅
楽
呂
旋
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酒
胡
子

此
曲
亦
夕
唐
楽
ノ
一
種
ニ
シ
テ
醗
飲
ノ
ト
キ
之
ヲ
奏

ス
ル
ニ
宜
シ
ト
ス
楽
書

ニ
云
フ
諸
葛
相
如
ガ
酒
胡
子
ノ
賦
二
日
本
ヲ
用
ヰ
テ
形
ヲ
成
シ
人
質
二
象
ト
ル

掌
握
二
在
リ
テ
翫
ブ
ベ
シ
杯
盤
二
遇
ヘ
バ
則
チ
出
ヅ
ト
蒸
シ
酒
胡
子
ハ
酒
筵
上

酒
杯
ヲ
勒
ム
ル
ノ
戯
器
―
ー

シ
テ
清
俗
二
所
謂
酒
〔
寧
〕
類
ナ

ル
ベ
シ

本
邦
雅
俗
及
西
洋
管
絃
榮
器

混
同
大
合
奏

螢
ノ
光

此
曲
ハ
蕪
格
蘭
土
ノ
古
博
二
出
テ
其
作
者
ヲ
詳
ニ
セ
ズ
ト
雖
ト
モ
其
意
ハ
告

別
ノ
際
自
他
ノ
健
康
ヲ
祝
ス
ル
ニ
在
リ
ト
ス
今
東
西
二
洋
雅
俗
諸
楽
器
ヲ
悉
ク

混
用
シ
テ
之
ヲ
奏
ス
ル
モ

ノ
ハ
音
楽
二
彼
我
東
西
ナ
キ
以
上
ハ
異
風
ノ
楽
器
ヲ

合
同
シ
テ
一
曲
ノ
音
楽
ヲ
奏
シ
得
ベ
キ
理
ナ
リ
果
シ
テ
之
ヲ
奏
シ
得
ハ
賓
地
ニ

其
然
ル
所
以
ヲ
證
ス
ベ
ク
又
他
ノ
贅
辮
ヲ
要
セ
ザ
ル
ヲ
示
ス
モ
ノ
ナ
リ

右
ハ
明
治
十
五
年
一
月
三
十
日
及
三
十
一
日
ノ
両
日
ヲ
以
テ
音
楽
取
調
成
績

報
告
ノ
節
取
用
セ
シ
所
J
音
楽
及
唱
歌
ノ
條
理
ヲ
解
説
セ
ル
モ
ノ
ナ
リ

文
部
省
音
楽
取
調
掛

次
の
文
章
は
こ
の
演
奏
会
に
つ
い
て
、
伊
澤
修
二
が
、
明
治
十
五
年
度
音
楽
取
調

掛
報
告
書
中
に
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

音
楽
取
調
J
成
績
報
告
ノ
為
大
演
習
畢
行
J
事

本
掛
創
置
以
来
其
日
ク
ル
ヤ
尚
浅
シ
ト
雖
ト
モ
本
掛
二
於
テ
従
来
研
究
ス
ル

ト
コ
ロ
ヲ
以
テ
ス
レ
ハ
既
二
本
邦
雅
俗
榮
ノ
音
律
卜
西
國
ノ
音
律
卜
道
理
二
於

テ
相
異
ナ
ラ
サ
ル
所
以
ヲ
詳
カ
ニ
シ
且
本
掛
博
習
生
直
轄
両
師
範
学
校
及
學
習

院
生
徒
等
二
試
施
ス

ル
ト
コ
ロ
ノ
唱
歌
洋
琴
及
管
絃
楽
等
モ
成
果
ヲ
結
ビ
其
進

歩
ノ
見
ル
ベ
キ
ヲ
致
セ
リ
因
テ
賓
際
演
奏
ヲ
以
テ
之
ヲ
報
告
ス
ル
事
本
務
上
ノ

要
件
卜
為

レ
リ
是
ヲ
以
テ
為
二
裁
可
ヲ
経
本
年
一
月
三
十
日
及
三
十

一
日
ノ
両

日
ヲ
以
テ
音
楽
取
調
ノ
成
績
報
告
ノ
為
メ
大
演
習
ヲ
昌
平
館
二
開
キ
本
省
卿
輔

以
下
諸
官
及
ヒ
内
外
貴
紳
ノ
臨
場
ヲ
牒
請
シ
本
掛
博
習
生
両
師
範
學
校
及
學
習

院
等
ノ
穂
生
徒
ヲ
會
集
シ
諸
楽
演
奏
ヲ
畢
行
セ
リ
即
チ

一
月
三
十
日
二
於
テ
ハ

音
楽
教
師
メ
ー
ソ
ン
氏
唱
歌
井
音
楽
進
歩
ノ
情
況
ヲ
報
告
ス
其
要
旨
ハ
蓋
シ
今

日
此
虞
ー
ー
報
告
ス
ル
ヲ
得
タ
ル
音
楽
取
調
ノ
事
業
ハ
数
年
前
伊
澤
修
二
目
賀
田

種
太
郎
ノ
ニ
君
等
米
國

二
在
學
ノ
際
既

二
其
萌
芽
ヲ
発
シ
タ
ル

モ
ノ
ー
ー
テ
営
時

此
二
君
本
務
ノ
余
暇
ヲ
以
テ
余
力
宅
二
會
シ
音
楽
ノ
事
ヲ
研
究
セ
ラ
レ
終
二
西

架
卜
日
本
架
卜
其
道
理
二
於
テ
異
ナ
ル
虞
ナ
キ
所
以
ヲ
明
カ
ニ
シ
其
由
ヲ
文
部

省
ー
ー
開
陳
セ
ラ
レ
タ
リ
然
シ
テ
ニ
君
帰
朝
ノ
後
適
文
部
省
音
楽
取
調
掛
ヲ
置
カ

レ
伊
澤
修
二
君
ヲ
以
テ
其
事
ヲ
掌
握
シ
マ
タ
遠
ク
余
ヲ
迎

ヘ
シ
メ
ラ
ル
元
来
唱

歌
ヲ
以
テ
東
京
師
範
學
校
東
京
女
子
師
範
學
校
及
學
習
院
等
ノ
生
徒

二
授
ク

ル

二
其
進
歩
ノ
著
シ
キ
モ
ノ
ア
リ
今
日
該
諸
學
校
ノ
生
徒
ヲ
シ
テ
演
奏
セ
シ
ム
ル

ト
コ
ロ
ニ
由
テ
諸
君
之
ヲ
賓
際
ー
ー
徴
セ
ラ

レ
ョ
云
々
ノ
事
ヲ
述
ベ
リ

右
終
テ
東
京
師
範
學
校
附
属
小
學
生
徒
唱
歌
掛
図
第
二
曲
及
鼠
音
唱
歌
七
種

ヲ
演
ス
右
退
出
シ
テ
音
楽
取
調
掛
偉
習
人
洋
琴
六
曲
ヲ
奏
ス
後
東
京
女
子
師
範

學
校
生
徒
音
楽
取
調
掛
助
教
及
侮
習
人
合
併
ニ
テ
鼠
音
唱
歌
三
種
複
音
唱
歌

一

種
三
重
音
唱
歌

一
種
高
等
鼠
音
唱
歌
二
種
ヲ
演
ス
後
休
憩
後
本
邦
俗
楽
ヲ
奏

ス

同
三
十
一
日
ー
ー
於
テ
ハ
音
楽
取
調
掛
長
伊
澤
修
二
音
楽
取
調
ノ
現
況
ヲ
報
告

ス
其
要
旨
ー
ー
従
来
音
楽
取
調
掛
ー
ー
於
テ
我
邦
ノ
音
架
卜
他
ノ
文
明
國
ノ
音
楽
ト
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二
別
ア
リ
ヤ
如
何
ヲ
研
究
セ
シ
ニ
抑
此
別
ノ
有
無
ヲ
辮
セ
ン
ニ
ハ
彼
眼
ヲ
以
テ

物
ノ
長
ヲ
量
ル
ニ
尺
度
ヲ
用
フ
ル
如
ク
耳
ヲ
以
テ
物
ノ
頗
動
ヲ
測
ル
其
即
チ
音

律

――
腺
ラ
ザ

ル
ベ
カ
ラ
ズ
然
シ
テ
此
音
律
―
―
腺
テ
之
ヲ
測
レ
ハ

彼
我
ノ
音
律
ハ

理
論
上
二
於
テ
ハ
小
差
ア
リ
ト
イ
ヘ
ト
モ
賓
際
二
於
テ
ハ
全
ク
相
同
シ
キ
モ
ノ

ト
為
ス
ハ
東
西
音
榮
家
ノ
證
認
ス

ル
ト
コ
ロ
ナ
リ

然
リ
而
シ
テ
彼
我
J
音
律
相
同
‘
ソ
ト
ス
ル
ト
キ

ハ
其
旋
律
J
法
如
何
ヲ
究
メ

ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
是
レ
マ

タ
彼
我
J
旋
律
ヲ
同
一
ノ
標
準
二
帰
セ
ザ
レ
ハ
能
ハ
ズ

即
チ
各
國
普
通
J
楽
譜
二
腺
ル
ニ
如
ク
モ
ノ
ナ
シ
然
ル
ニ
我
邦
―
ー
於
テ
ハ
笙
ハ

笙
ノ
符
ア
リ
笛
ハ
笛
ノ
符
ア
リ
俗
曲
等
―
―
於
テ
ハ
架
譜
ナ
ク
シ
テ
―
二

記
臆
―
―

属
ス

ル
モ
J
多
シ
故

一一本
掛
ハ
従
来
本
邦
風
J
榮
譜
ア
ル
モ
ノ
ハ
之
ヲ
普
通
ノ

榮
譜

―ー
移
シ
其
無
キ
モ
ノ
ハ
新
タ
ニ
之
ヲ
附
ス

ル
ニ
腺
リ
テ
我
國
旋
律
J
法
ヲ

研
究
ス
ル
ヲ
得
タ
リ
音
榮
歴
史
二
於
テ
ハ
一

J
大
進
歩
ヲ
標
記
ス
ル
モ
ノ
ト
云

ザ
ル
ヘ
カ
ラ
ズ

斯
J
如
ク
本
邦
ノ
音
榮
ヲ
解
剖
シ
テ
其
美
悪
ヲ
比
較
判
定
ス

ル
ヲ
得
ル
ニ
至

テ
ハ
榮
曲
J
善
美
ナ
ル
モ
歌
作
J
宜
キ
ヲ
得
サ
ル
モ
ノ
ハ
其
歌
ヲ
改
作
シ
マ

タ

榮
曲
J
旋
律
宜
シ
キ
ヲ
得
ル
モ
和
声

ー
ー
乏
シ
キ
モ
ノ
ハ
之
ヲ
調
和
シ
テ
其
和
声

ヲ
作
ル
ベ
ジ
既
ー
ー
本
掛
―
―
於
テ
調
和
セ
シ
モ
ノ
数
曲
ア
リ
大
和
撫
子
、
仁
義
證

智
、
鏡
ナ
ス
、
等
是
ナ
リ

然
リ
而
シ
テ
彼
我
J
音
楽
要
ス

ル
ニ

相
同
シ
ト
セ
ハ
何
ゾ
彼
力
長
ヲ
取
リ
テ

我
短
ヲ
補
フ
ー
ー
憚
ラ
ン
ヤ
此
レ
本
掛
力
楽
曲
J
採
ル
ベ
キ
モ
ノ
ハ
彼
楽
曲
中
ヨ

リ
之
ヲ
採
ル
所
以
ナ
リ
マ
タ
本
邦
J
古
歌
中
二
於
テ
モ
取
ル
ベ
キ

モ
ノ
ハ
採
テ

之
力
曲
ヲ
作
レ
リ
昨
日
女
子
師
範
生
徒
J
唱
フ
タ
ル
「
鏡
ナ
ス
水
ノ
緑
J
影
ウ

ツ
ル
」
ノ
歌
ハ
有
名
ナ
ル
朗
詠
二
新
タ
ニ
楽
曲
ヲ
作
リ
タ

ル
モ
ノ
ニ
テ
又
大
和

撫
子
ハ
歌
モ
榮
曲
モ
共
二
新
タ
ー
ー
作
リ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ

〔手
書
き
〕

此
他
唱
歌
集
出
版
J
事
楽
器
試
製
J
事
國
歌
撰
定
ノ
命
ヲ
蒙
リ
シ
事
情
等
ヲ

線
述
シ
後
来
音
楽
J
カ
ニ
偕
リ
テ
我
國
人
民
ヲ
シ
テ
益
ミ
聖
代
ヲ
欽
慕
シ
奉
リ

尊
王
愛
國
ノ
誠
心
ヲ
感
稜
セ
シ
ム
ル
ニ
至
テ
ハ
堂
夕
、
―
一
本
掛
J
栄
ノ
ミ
ナ
ラ

ン
ヤ
賓

二
我
國
家
J
為

二
賀
シ
奉
ル
ベ

シ
云
云
ヲ
述
ベ
リ

抑
該
両
日
ハ
天
気
清
朗
ニ
シ
テ
寒
将
二
去
テ
春
将
二
来
ラ
ン
ト
ス
ル
ノ
好
咎

二
際
シ
本
省
卿
輔
已
下
諸
官
ハ
云
二
及
バ
ス
皇
族
大
臣
外
國
公
使
其
他
朝
野
J

紳
士
学
校
生
徒
親
族
朋
友
ノ
臨
場
賓
二
意
外
二
出
テ
満
館
立
錐
ノ
地
ナ
キ
ニ
至

リ
既
二
入
館
ヲ
断
ル
モ
ノ
マ
タ
其
敷
ヲ
知
ラ
ス
蓋
シ
和
漢
洋
雅
俗
諸
楽
曲
ヲ
一

場
二
演
奏
セ
ル
ハ
本
會
ヲ
以
テ
嘴
矢
ト
ス
本
會
ノ
執
行
ハ
音
楽
二
係
ル
思
想
ヲ

社
會

二
興
発
シ
尋
テ
音
楽
會
ノ
興
行
等
陸
績
世

二
行
ハ
ル
ヽ
ニ
至
リ
シ
ハ
本
會

興
リ
テ
カ
ア
リ
ト
ス

（『
諸
向
往
復
書
類
』
明
治
十
五
年
一
月
ー
十
二
月
下）

記
録
に
よ
る
と
こ
の
演
習
会
に
取
調
掛
が
招
待
を
予
定
し
た
人
々

は
次
の
よ
う
で

あ
る
。北

白
川
宮
殿
下
、
同
妃
殿
下
、
東
伏
見
宮
殿
下
、
同
妃
殿
下
、
有
栖
川
宮
殿
下
、

同
妃
殿
下
と
高
官
た
ち
す
な
わ
ち
太
政
大
臣
三
條
賓
美
同
夫
人
、
右
大
臣
岩
倉
具
説

同
夫
人
、
外
務
卿
井
上
馨
同
夫
人
令
嬢
、
外
務
大
輔
上
野
景
馨
同
夫
人
北
堂
、
大
蔵

卿
松
方
正
義
同
夫
人、

参
事
院
副
議
長
田
中
不
二
麿
同
夫
人
、
文
部
卿
揺
岡
孝
弟
同

夫
人
、
文
部
少
輔
九
鬼
隆

一
、
文
部
大
書
記
官
濱
尾
新
、
同
西
村
茂
樹
、
同
辻
新

次
、
東
京
大
学
総
理
加
藤
弘
之
、
同
総
理
心
得
池
田
謙
齊
、
同
予
備
門
主
幹
服
部

一

三
、
学
習
院
長
立
花
種
恭
、
東
京
師
範
学
校
長
高
嶺
秀
夫
、
同
女
子
師
範
学
校
長
那

珂
通
世
、
同
女
子
師
範
学
校
摂
理
幅
猜
美
静
、
外
国
語
学
校
長
内
村
良
蔵
、
東
京
府

知
事
松
田
道
之
同
夫
人
、
判
事
目
賀
田
種
太
郎
、
東
京
博
物
館
手
島
精

一
、
大
坂
中

学
校
長
折
田
彦
市
、

ド
イ
ツ
国
公
使
、

農
商
務
大
書
記
官
町
田
久
成
、
文
部
少
書
記

官
伴
正
順
、
同
久
保
田
譲
、
小
林
小
太
郎
、
同
権
少
書
記
官
江
木
千
之
、
同
岩
崎
維

謙
、
吉
村
寅
太
郎
、
同
安
東
清
人
、
文
部
省
御
用
掛
西
周
、
箕
作
秋
坪
、
式
部
六
等
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大
和
撫
子

若
紫

掛
長
演
説

俗
曲長

唄高
砂

等
曲関

の
清
水

紅
葉
の
賀

清

曲

月

琴

合

奏

築

曲

六

段

管
絃
榮

（

五

）

受
持

ェ
ッ
ケ
ル
ト

受
持
山
勢
松
韻

受

持

内

田

蒲

辻
則
承

「
明
治
十
六
年
七
月
十
一
日
期
末
演
習
會
」

取
調
員
井
新
募
生

唱

歌

受

持
書
」
（
詳
細
は
エ
ッ
ケ
ル
ト
の
項
、
二
四
七
頁
を
参
照
）

（

四

）
出
仕
國
司
仙
吉
、
日
報
社
長
謳
地
源
一
郎
、
盆
田
孝
妹
、
永
井
繁
等
。

（『
＿
音
榮
取
調
掛
日
誌
そ
の
他
』
）

（

三

）

明
治
十
五
年
七
月

l

日
メ
ー
ソ
ン
送
別
演
奏
会
（
詳
細
は
メ
ー
ソ
ン
の
項
、

二
三
四
頁
を
参
照
）

「明
治
十
六
年
一
月
二
十
二
日
エ
ッ
ケ
ル
ト
氏
来
所
二
付
演
楽
手
績

洋
琴

證
状
授
興

取
調
員
十
一
名

へ

唱

歌

受

持

螢
の
光

以
上

お
ぼ
ろ

受

持

上

員

行

鏡
な
す
（
築
胡
弓
合
奏
）

太
平
曲
（

花
や
紅
葉

仰
げ
ば

休
憩

掛
長
演
説

唱
歌

寧
架
の
都

母
の
思
ひ

同

、-

唱
歌

受
持

―
ッ
ト
セ
ー

受
持

三
人
合
弾
曲

受
持

鳥
居
沈

瓜
生
繁
女

上
箕
行

雰
星
歌

（噂
渾
琵
知
記
セ
ル
ノ
曲
）

大
洋
歌
（
シ
ュ

ー
ベ
ル
ト
氏
作
）

洋

琴

瓜

生

繁

女

歓
農
歌

〔手
書
き
〕

笞
昔
榮
取
調
掛
奏
榮
録
』
明
治
十
六
年
）
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「
明
治
十
七
年
一
月
二
十
三
日
大
木
文
部
卿
巡
視
に
つ
き
本
掛
事
業

（
六
）

供
閲
」

立
案
者
、
紳
津
、
永
井
、
上
、
辻
、
加
藤
、
林
、

藤
川、

飯
沼

唱
歌
11
侮
習
生
徒
男
子

唱
歌
初
歩
11
冨
士
山
、

霞
ヵ
雲
力
、
鏡
な
す
、
五
倫
、

大
平
曲

洋
琴
11
博
習
生
徒
男
子
、
三
曲

唱
歌
11
等
、
胡
弓
合
奏
、
見
習
生
女
子

鳥
J
竪
、
霞
力
雲
力
、
五
月
ノ
風

高
等
唱
歌
11
見
習
生
女
子

白
蓮
、
菊

箪
曲
、
改
良
歌
11
見
習
生
女
子

螢
、
三
の
船

洋
琴
11
見
習
生
女
子

マ
ー
チ
、
二
人
弾
曲
、
三
人
弾
曲

洋
風
管
絃
榮
11
助
教
員

マ
タ
氏
ノ
演
劇
音
行
楽

俗
楽
、
三
曲
合
奏
、
改
良
歌
11
取
調
掛
員
及
出
勤
人

（東）
吾
妻
獅
子

長
唄
、
改
良
歌
11
助
手
及
出
勤
人

寄
見
祝

明
治
頌
薩
摩
琵
琶
11
取
調
掛
員

神
器
、
國
旗

〔手
書
き
〕

（『
昔
監
回
識
書
類
』
明
治
十
七
年
上
）

ャ
ョ
船
子
（
輪
唱
）、

唱
歌

管
絃
楽ポ

ル
カ

霞
に
き
ゆ
る

（七）

洋
琴四

人
合
弾
曲

唱
歌
等
胡
弓
合
奏

霞
か
雲
か

岩
も
る
水

高
等
難
音
及
諸
重
音

寧
榮
の
都

誠
は
人
の
道

才
女

同

め
ぐ
れ
る
車

改
良
俗
曲

長
歌夢

見
草
（
元
歌

初

時

雨

）

等

歌

三

曲
合
奏

石

橋

（

元

歌

東

獅

子

）

洋

風

管

絃

楽

三

曲

汝
可
憐
ノ
タ
星
（
演
劇
「
タ
ン
ハ
イ
セ
ル
ノ
曲
」
）
ワ
グ
ネ
ル
氏
作

ポ

ル

カ

落
花

（踏
舞
曲
）

ヘ

ル

マ

ン

氏

作

演
劇
「
マ
ル
タ
ー

」

ノ

曲

改

作

フ

ロ

ト

ウ

氏

作

等
バ
イ
オ
リ
ン
合
奏

四

曲

明
治
十
七
年
五
月
十
日
月
次
演
奏
会
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唱
歌

人
弾

人
弾

一
人
弾等

胡
弓
合
奏

曲

見

習

生

管
絃
榮 遊

猟

複
音

同

洋
琴

曲

3

イ
ッ
シ
カ
ユ
キ
ハ

唱
歌初

歩1
忠
臣

同

2
誠

ハ
人
／
道

雲花
月

白
蓮
白
菊

（八）

「
明
治
十
七
年
五
月
十
二
日
京
都
府
吏
員
等
参
観
二
付
演
習
曲
目
」

三
曲

偉
習
生

ウ
ッ
ク
シ
キ

ィ
ッ
シ
カ
雪
モ

築
胡
弓
合
奏

洋
琴連

弾
曲

三
人
合
弾
曲

高
等
肌
音

唱
歌

（『
昔
監
回
議
書
類
』
明
治
十
七
年
下
）

月
次
演
奏
会
は
、
音
楽
取
調
掛
の
進
歩
の
状
況
を
広
く
世
間
に
披
露
す
る
目
的
で

計
画
さ
れ
た
定
期
演
奏
会
風
の
も
の
で
あ
り
、
毎
月
第
二
土
曜
日
に
行
う
こ
と
を
決

め
た
。
こ
れ
は
第
一
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

ク
ラ
リ
オ
ネ
ッ
ト
合
奏

（九）

明
治
十
七
年
六
月
十
四
日
月
次
演
奏
会

ボ
ル
カ

管
絃
榮

一
曲

遊
猟

本
邦
俗
曲

晴
天
鶴

石
橋
（
元
歌

以
上

東
獅
子）

曲
合
奏

五
月
の
風

大
和
撫
子

鏡
な
す

二
曲

〔手
書
き
〕

二
人
連
弾

三
人
連
弾

等
曲
改
良
歌
一
曲

三
の
船

霞
力
雲
力

母
J
思
ヒ

雨
露
（
風
琴
）

洋

琴

二

曲

助
教
員

同 同

ー
曲

二
曲

〔手
書
き
]

（『
昔
監
回
謡
書
類
』
明
治
十
七
年
下
）
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唱
歌音

階
練
習
敷
字
練
習
平
易
ノ
歌
曲
等

橘

見

習

生

演
奏
曲
目

演
劇
「
マ
ル
タ
ー
」
ノ
曲
改
作

•

野
生
薔
薇
（
踏
舞
曲
）

改
良
俗
曲

長
唄晴

天
鶴

等
曲

e

三
曲
合
奏

竹
生
島
（
原
歌
住
吉
）

以
上

(
+
）
「
明
治
十
七
年
十
月
九
日
東
京
府
外
十
二
縣
聯
合
學
事
協
會
員
参
観

ニ
付
演
奏
手
績
」

午
後
第
一
時
ヨ
リ
ニ
時
マ
デ

同
二
時
ヨ
リ
ニ
時
半
マ
デ

同
二
時
半
ヨ
リ
三
時
マ
デ

（『
昔
監
回
鏃
書
類
』
明
治
十
七
年
下
）

2
見
習
生

3
博
習
生
徒

1
府
縣
派
出
生

見
習
生

侮
習
生
徒

洋
風
管
絃
榮
教
員

俗
箪
取
調
員
及
出
勤
人

長
唄
助
手
員
及
出
勤
人

洋
琴

唱
歌

府
縣
派
出
生
徒

フ
ロ
ト
ウ
氏
作

ヘ
ル
マ
ン
氏
作

〔手
書
き
〕

石
橋
（
旧
名

以
上

改
良
俗
曲

長
唄花

見
車
（
旧
名

等
曲

洋
琴「

ボ
ル
カ
」

三
人
連
弾

敷
へ
歌

二
人
連
弾

欧
洲
管
絃
架

「
ポ
ル
カ
」

＾
 
”
 
ヽ

教
員

見
習
生

偉
習
生
徒

傭
習
生
徒

見
習
生

林
、
加
藤
、

杉
本

小
木

比
留
間
、
白
井
、

小
山

納
所

幸
田
、

遠
山

千
草
の
花

春
の
夜
（
等
胡
弓
合
奏
）

秋

草

(

”

)

學
び
（
輪
唱
）

誠
は
人
の
道
（
複
音
）

五
倫
の
歌
（
風
琴
）

冨
士
山

見
習
生
偲
習
生
合
奏

花
見
車
）
助
手
員
及
出
張
員

吾
嬬
獅
子
）
取
調
員
及
出
張
員

山
勢
外
四
人

博
習
生
徒

〔
手
書
き
〕

（『
＿
音
監
回
議
書
類
』
明
治
十
七
年
下
）
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老
松

築
曲松

竹
梅

以
上

楓
の
賀

睛
天
鶴

(
+
＿
)
「
明
治
十
七
年
＋
月
十
＿
日
司
法
省
雇
佛
国
人
ア
ッ
ペ
ー
ル
氏
参

観
二
付
演
奏
曲
目
」

唱
歌

見
渡
せ
ば

橘春
の
夜
（
等
胡
弓
）

五
倫
の
歌
（
風
琴
）

誠
は
人
の
道
（
複
音
）

洋
琴

敷
へ
歌

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
ス
、

欧
洲
管
絃
楽

（
単
音
）

ソ
ナ
タ

助
手
及
出
張
人

取
調
員
及
出
張
員

〔手
書
き〕

（
『
昔
監
回
議
書
類
』
明
治
十
七
年
下
）

以
上

石
橋
（
旧
東
獅
子
）

改
良
俗
曲

長
唄

欧
洲
管
絃
楽

ボ
ル
カ

改
良
俗
曲

等
曲

ジ
ョ
イ
フ
ル
、
ペ
ザ
ン
ト

取
調
員
及
出
張
員

教
員

見
習
生
徒

ボ
ル
カ

教
員 ” 

納
所

木
村

遠
山

幸
田

洋
琴

敷
へ
歌

三
人
連
弾

ジ
ョ
イ
フ
ル
、
ペ
ザ
ン
ト

” 

冨
士
山

バ
ブ
リ
ン
グ
、
ポ
ル
カ

博
習
生

見
習
生

（
風
琴
）

（
同
）

” ” 

見
渡
セ
バ

螢春
ノ
夜

秋

草

同

誠
ハ
人
J
道
（
複
音
）

青

穂

（

同

）

橘五
倫

ヘ

ヽ

ヘ

” 
、一

派
出
生
徒

見
習
生

偲
習
生
徒

（
同
）

唱
歌

（
箪
音
）

博
習
生
徒

同 見
習
生
徒

博
習
生
徒
及
見
習
生
徒

（
第
胡
弓
合
奏
）
博
習
生
徒

派
出
生
徒

（
十
二
）
「
明
治
十
七
年
十
月
十
六
日
嶋
津
珍
彦
外
九
名
参
観
二
付
演
奏
手

績」

〔
手
書
き
〕

（
『
昔
監
回
議
書
類
』
明
治
十
七
年
下
）
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ゼ
ネ
ラ
ル
、

ウ
ェ
デ
ン
グ
、

マ
ー
チ
（
メ
ン
デ
ル
ソ
ン
氏
作
）
（
遠
山
見
習
生
）

皇
御
国
風
琴
合
奏

春
の
夜
築
胡
弓
合
奏

千
里
の
道
（
複
音
）

祝
へ
吾
君
を
管
絃
榮
合
奏

改
良
俗
曲

等
曲

休

憩

洋
琴

ス
ミ
ッ
ス
、

ブ
リ
ュ
ー
メ
ン
、

六
段

雪
の
朝

（原

歌

雪

の

朝
）
（

廿
泉
殿
三
曲
合
奏
（
原
歌

洋
琴

八
重
垣
）

同

ヽ

（
見
習
生
）

マ
ー
チ
（
連
弾
曲
）

（
見
習
生
）

リ
ー
デ
（
ガ
ス
タ
ー
ル
、
ラ
ン
ゲ
氏
作
）
（
見
習
生
）

ノ
ク
チ
ュ
ー
ル
ン
（
ト
ー
ラ
ル
氏
作
）
（
見
習
生
）

洋
風
管
絃
楽

路
易
第
十
三
世
ノ
作
曲

タ
星
（
演
劇
「
タ
ン
ハ

イ
セ
ル
」
ノ
改
作
）
（
ワ
グ
ネ
ル
氏
作
）

改
良
俗
曲

長
唄

（
派
出
生
）

（闘戸
）

（

同

）

唱
歌

洋
琴 q

十
三
）

「
明
治
十
八
年
一
月
十
七
日
月
次
音
楽
演
習
會
演
奏
曲
目
」

四

オ
ペ
ラ

こ
の
演
奏
会
は
月
次
演
奏
会
と
し
て
第
三
回
目
で
あ
る
。
毎
月
行
う
計
画
で
あ
っ

た
が
、
実
際
に
は
一
年
間
に
三
回
開
い
た
の
み
で
終
っ
て
し
ま
っ
た
。
三
回
と
も
会

場
は
満
員
の
盛
況
で
「
聴
衆
は
み
な
大
変
に
満
足
し
て
帰
宅
し
た
」
と
伊
澤
は
報
告

し
て
い
る
。

（
＋
四
）
明
治
十
八
年
六
月
八
日
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
奏
者
モ
ー
レ
ル
を
招
待
し

て
音
楽
演
習
会
開
催

昔
架
取
調
所
は
六
月
八
日
午
後
八
時
音
楽
演
習
會
に
際
し
上
野
公
園
内
東
四

軒
寺
町
文
部
省
新
築
館
に
於
て
佛
國
の
音
楽
師
ウ
ヰ
オ
ロ
ン
獨
奏
家
モ

ー
レ
ル

を
招
聘
し
て
一
音
楽
を
催
し
山
勢
松
韻
山
登
萬
和
山
田
貴
松
調
山
登
松
齢
荒
木
古

童
の
三
曲
合
奏
あ
り
其
演
奏
曲
目
は

第
一
部

フ
ァ
ン
テ
ー
ジ
ー
曲
名

白
耳
義
風
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽

ロ
マ
ン
ス
、
ア
ン
、
フ
ア
曲
名

猥
逸
風
ク
ラ
シ
ッ
ク
＿
音
架

新
晒
日
本
俗
架
三
曲
合
奏

フ
ヲ
ー
ス
ト
曲
名

フ
ァ
ン
テ
ー
ジ
ー

翁
（
原
歌

唱
歌

君
が
代

洋
琴
合
奏

雛
鶴
三
番
斐
）

作
者
ハ
ン
、
ビ
ー
ト
ー
プ
ェ
ン

〔手
書
き
〕

（
『
昔
監
回
議
書
類
』
明
治
十
八
年
）

〇
カ
。
フ
リ
ス
曲
名

作
者
ヴ
ヰ
ウ
タ
ン

作
者
グ
ウ
ノ
ー

調
和
者
デ
、
ア
ラ
ー
ル
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モ
デ
ル
ン
」
ハ
近
代
風
ノ
楽
ニ
テ
其
趣
味
快
活
ニ
シ
テ
通
俗
人
衆
一
般
J
耳
二

入
リ
易
キ
人
情
二
近
キ
昔
架
ナ
リ

フ
ハ
ン
テ
ー
ジ
ー
」
ハ
幻
榮
卜
諄
ス
即
幻
想
ノ
ミ
ヲ
空
構
シ
タ
ル
モ
ノ
ー
ー
テ
其

作
法
一
モ
＿
音
楽
ノ
規
則
二
捩
ラ
ズ
シ
テ
作
者
ノ
幻
想
ヲ
自
由
自
在
二
表
出
シ

タ
ル
モ
ノ
ナ
リ

力
。
フ
リ
ス
」
ハ
楽
曲
製
作
ノ
通
規
二
拘
泥
セ
ス
シ
テ
想
像
二
耽
ケ
飽
ク
マ
テ
我

欲
ス
ル
ト
コ
ロ
ノ
幻
想
ヲ
長
ゼ
シ
メ
タ
ル
モ
ノ
ニ
テ
之
ヲ
「
フ
ハ
ン
テ
ー
ジ

ー
」
卜
比
較
ス
レ
バ
「
フ
ハ
ン
テ
ー
ジ
ー
」
ハ
現
在
ス
ル
ト
コ
ロ
ノ
幻
想

二

シ
テ
楽
曲
ノ
影
響
即
チ
此
「
フ
ハ
ン
テ
ー
ジ
ー
」
ノ
為
二
感
動
ス
ル
ト
コ
ロ

J
情
ハ
演
曲
ノ
時
ノ
ミ
ニ
係
リ
「
力
。
フ
リ
ス
」
ハ
ヤ
ヽ
猛
烈
ナ
ル
氣
色
ヲ
帯

ナ
リ

フ
ァ
ン
テ
ー
ジ
ー

伊
太
利
風
近
代
楽

左
に
西
洋
―
音
楽
家
所
用
の
敷
語
の
解
繹
を
録
す

ク
ラ
シ
ッ
ク
」
ハ
古
代
風
ノ
架
―
ー
テ
其
趣
味
深
沈
優
雅
二
渉
リ
高
等
ナ
ル
音
架

八 七
r. 

ノ‘ 五

オ
ペ
ラ

澳
地
利
J
頌
歌

巣
籠
日
本
俗
楽
三
曲
合
奏

イ
ル
、
ト
ロ
ヴ
ァ
ト
ー
ル
曲
名

佛
蘭
西
風
ク
ラ
シ
ッ
ク
＿
音
楽

ス
ー
ヴ
ニ
ー
ル
、
デ
ー
ド
ン
曲
名

調
和
者
デ
、

ア
ラ
ー
ル

作
者
ヴ
ヱ
ル
ヂ
ー

作
者
ヱ
ー
ド
ン

調
和
者
レ
ヲ
ナ
ー
ル

（
十
五
）
「
明
治
十
八
年
七
月
二
十
日
午
後
二
時
ヨ
リ
上
野
公
園
地
内
文
部

省
新
築
館
二
於
テ
音
楽
取
調
所
卒
業
演
習
會
」

キ

ネ

（
全
科
卒
業
演
奏
会
、
卒
業
生
幸
田
延
、
遠
山
甲
子
、
市
川
チ
ミ
）

第
一
部

洋
琴
独
奏
曲

ボ
ロ
ネ
ー
ズ

ヲ
イ
ヘ
リ

フ
シ

ヲ
ペ
ラ
」
ハ
戯
曲
卜
膵
ス
此
楽
曲
ハ
節
ヲ
附
ケ
テ
唱
フ
部
分
卜
誦
讀
謄
二
演
述

ス
ル
部
分
卜
衆
多
合
唱
ス
ル
部
分
等
ヲ
含
有
シ
豫
テ
廣
大
ナ
ル
模
様
ヲ
交
ヘ

勢
強
キ
箇
所
ヲ
加
へ
其
他
種
々
ノ
潤
色
ヲ
ナ
シ
而
シ
テ
活
稜
ナ
ル
動
作
ヲ
表

出
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
蓋
シ
「
ヲ
ペ
ラ
」
ハ
西
紀
千
六
百
年
フ
ロ
レ
ン
ス
ノ
人
引

ッ
タ
ビ
オ
、
リ
ナ
ク
シ
ニ
ー
稜
明
創
作
ス
ル
ト
コ
ロ
ナ
リ
ト
イ
フ

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
」
ハ
雅
榮
二
所
謂
序
破
急
ノ
如
キ
序
部
、
結
部
ヲ
全
備
シ
タ
ル

器
奏
的
ノ
架
ニ
シ
テ
大
合
奏
二
用
フ
ベ
キ
モ
ノ
ナ
リ

ロ
マ
ン
ス
」
ハ
優
美
ナ
リ
ト
イ
ヘ
ト
モ
甚
夕
不
規
則
ナ
ル
製
作
ノ
モ
ノ
ナ
リ

0

0

 

0
 

コ
ン
セ
ル
ト
ー
」
ハ
特
二
某
楽
器
ノ
妙
所
ヲ
呈
出
セ
ン
ガ
為
二
作
レ
ル
楽
曲
ニ

シ
テ
他
ノ
諸
楽
器
合
奏
ノ
部
分
ヲ
モ
具
備
セ
ル
モ
ノ
ナ
リ

ク

ラ

ン

ド

、

ハ

コ

レ

セ

ル

ト

ー

ノ

更

二

大

仕

掛

ケ

ナ

ル

モ

ノ

モ
ノ
ナ
リ

佛
蘭
西
風
近
代
楽

第
二
部

グ
ラ
ン
、

コ
ン
セ
ル
ト
ー

作
者
シ
ャ
ー
ル
、
ド
、
ベ
リ
ヲ
ー

シ
ョ
パ
ン
氏
作

遠
山
甲
子
女

コ
ン
セ
ル
ト
ー
」

（
『
大
日
本
敦
育
會
雑
誌
』
二
十
号
、
明
治
十
八
年
六
月
）

ヒ
「
フ
ハ
ン
テ
ー
ジ
ー
」
ヨ
リ
更
二
荒
々
シ
キ
ト
コ
ロ
ア
リ
テ
其
影
響
引
テ

永
感
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
更
ー
ー
之
ヲ
約
言
ス
レ
バ
「
フ
ハ
ン
テ
ー
ジ
ー
」
ハ
即
席

J
作
ノ
恒
ノ
モ
ノ
ー
ー
テ
「
力
。
フ
リ
ス
」
ハ
熟
考
深
按
シ
テ
作
リ
タ
ル
ガ
如
キ
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本
邦
俗
架

其
一

連
奏
曲

唱
歌

三
味
線

尺
八

胡
弓

七

草

等

大
平
曲

鏡
な
す

仰
げ
ば
尊
と
し

胡
弓

埴
生
の
宿
四
部
合
唱

洋
琴
連
弾
曲
小
山
作
之
助
、
白
井
規
矩
郎

レ
、
セ
ー
ゾ
ン
ル
ル
ー
氏
作
〔
作
曲
者
は
陸
軍
軍
楽
隊
傭
外
国
人
教
師
〕

伊
澤
音
榮
取
調
所
長
報
告

卒
業
證
書
授
典

森
文
部
省
御
用
掛
閣
下
演
述

洋

琴

独

奏

曲

市

川

逍

女

ポ
ラ
ッ
カ
、
ブ
リ
ア
ン
テ

ラ
ス
ト
、

幸
田
延
女
、
遠
山
甲
子
女
、
森
冨
女

市
川
道
女

加
藤
精
一
郎

山
勢
松
韻

野
中
武
雄
、
高
田
鋸
女

傍
島
萬
年
女

金
津
鹿
之
助
、
亀
井
虎
三
郎

門
奈
矩
理
女

遠
山
甲
子
女
、
森
冨
女
、
傍
島
萬
年
女

市
川
道
女

君

ハ

神

楽

曲

欧
洲
管
絃
榮
器
共
奏

其

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

洋
琴

ロ
ー
ズ
、
オ
ブ
、

遠
山
甲
子
女

サ
ン
マ
ー

フ
ン
テ
ン
氏
作

ウ
ェ
バ
ル
氏
作

幸
田
延
女

不
二
山

欧
洲
管
絃
榮

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

ヴ
ィ
オ
ラ

ヴ
ィ
オ
ロ
ン
セ
ロ

テ
レ
セ
ン
、

ワ
ル
ツ

エ
ッ
ケ
ル
ト
氏

フ
ォ
ー
ス
ト
氏
作

ヘ
ー
テ
ン
氏
作

ヘ
ー
デ
ン
氏
作

加
部
厳
夫
氏
作

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
ヴ
ィ
オ
ラ
、
ヴ
ィ
オ
ロ
ン
セ
ロ
、

ビ
ー
ト
ー
ベ
ン
氏
作

所
長
伊
澤
修
二
君
報
告

架
曲

歌
詞

絃
楽
ク
ワ
ル
テ
ッ
ト

伯
爵
大
木
文
部
卿
閣
下
演
述

唱
歌其

一

本
所
生
徒

リ
ー
ダ
ー

フ
ル
ー
ト

等

多
久
随

辻
則
承

上
箕
行

奥
好
義

胡
弓

等

ア
ウ
フ
ォ
ル
デ
ル
ン
グ
、

胡
弓

本
所
生
徒

指

揮

上

箕

行

等

第
二
部

洋

琴

独

奏

曲

幸

田

延

女

ツ
ム
、

タ
ン
ツ

其
二
乱
れ
等
（
其
一
に
同
じ
）

三
味
線
山
勢
松
韻

フ
ル
ー
ト
共
奏
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今
日
ハ
本
所
生
徒
卒
業
演
習
會
ー
ー
際
シ
伏
見
宮
二
品
親
王
殿
下
ヲ
始
メ
奉
リ

大
臣
参
議
文
部
卿
閣
下
井
―
ー
各
國
公
使
其
他
貴
顕
紳
士
貴
婦
人
ノ
来
臨
ヲ
辱
ク

シ
姦
ー
ー
其
盛
典
ヲ
執
行
ス
ル
ヲ
得
タ
ル
ハ
職
ヲ
本
所
二
奉
ス
ル
モ
ノ
ヽ
無
限
ノ

幸
榮
卜
存
ス
ル
所
ナ
レ
ハ
聯
其
事
業
J
概
梗
ヲ
申
報
シ
以
テ
此
ノ
千
歳
不
遇
ノ

好
機
ヲ
空
シ
ク
セ
サ
ラ
ン
ト
存
ス
ル
ナ
リ

抑
本
所
ノ
濫
熊
ハ
明
治
十
二
年
十
月
文
部
省
中
＿
―
-
音
楽
取
調
御
用
掛
ヲ
置
カ

レ
タ
ル
ノ
時
ー
ー
在
リ
営
時
音
楽
ノ
事
猶
未
夕
明
カ
ナ
ラ
ス
シ
テ
本
邦
J
―
音
楽
ト

西
洋
J
―
音
楽
ト
ノ
闘
係
如
何
ノ
論
ノ
如
キ
ー
ー
至
リ
テ
ハ
漠
ト
シ
テ
蹄
着
ス
ル
所

ヲ
知
ラ
ス
随
テ
事
業
ノ
方
向
モ
確
然
定
立
ス
ル
能
ハ
サ
リ
キ
然
ル
ニ
爾
来
該
掛

僚
麗
諸
員
ノ
協
心
裁
力
其
調
査
考
定
二
従
事
セ
シ
ー
ー
ヨ
リ
遂
二
能
ク
今
日
ノ
成

績
ア
ル
ヲ
放
タ
ス
ー
ー
至
レ
リ

今
日
卒
業
ノ
生
徒
ー
ー
ハ
敷
年
間
本
所
ー
ー
在
學
シ
テ
本
所
々
定
ノ
學
科
課
程
ヲ

全
ク
卒
ヘ
タ
ル
モ
ノ
ト
一
時
諸
府
縣
ヨ
リ
派
出
シ
テ
唯
其
若
干
部
ノ
博
習
ヲ
卒

ヘ
タ
ル
モ
ノ
ト
ノ
ニ
種
ア
リ
テ
各
其
数
養
ノ
方
法
ヲ
異
ー
ー
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ

本
所
々
定
J
全
科
ヲ
卒
業
セ
シ
モ
ノ
ハ
三
名
ア
リ
テ
此
生
徒
ノ
内
二
名
ハ
明

治
十
三
年
十
月
中
本
所
ー
ー
入
リ
四
ケ
年
有
餘
ノ
勉
學
ニ
ヨ
リ
今
日
始
メ
テ
其
卒

業
ノ
榮
ヲ
得
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
始
メ
此
等
ノ
生
徒
卜
同
時
二
入
學
ヲ
許
可
シ
タ
ル

モ
ノ
男
九
名
女
十
三
名
合
計
廿
二
名
ナ
リ
シ
カ
内
十
二
名
ハ
半
途
ニ
テ
退
學
シ

七
名
ハ
卒
業
二
至
ラ
ス
ト
雖
営
時
―
音
楽
赦
員
ノ
鋏
乏
二
際
シ
事
情
不
得
止
ニ
ョ

リ
半
途
ニ
シ
テ
就
職
ヲ
命
シ
其
他
一
名
ハ
死
亡
シ
去
リ
唯
僅
二
此
二
名
ヲ
残
シ

テ
今
日
J
榮
ヲ
播
ハ
シ
メ
タ
ル
ノ
ミ
是
レ
一
音
楽
ノ
事
タ
ル
其
學
藝
ノ
高
妙
ニ
シ

テ
學
ヒ
易
カ
ラ
サ
ル
ニ
ョ
リ
能
ク
之
二
耐
フ
ル
モ
ノ
少
キ
ト
其
事
業
ノ
岬
創
ニ

蜀
ス
ル
ヲ
以
テ
各
般
ノ
困
難
ノ
進
路
ヲ
妨
ケ
タ
ル
モ
ノ
ア
リ
シ
ト
ヲ
證
示
ス
ル

二
足
ラ
ン
カ
他
ノ
ー
名
ノ
生
徒
ハ
明
治
十
四
年
夏
ヨ
リ
本
所
二
通
學
シ
十
五
年

諸
府
縣
派
出
博
習
生
ハ
唱
歌
、
風
琴
、
等
、
胡
弓
等
ノ
内
普
通
學
校
二
要
ス

ル
所
ノ
若
干
部
ノ
偉
習
ヲ
卒
リ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
穂
計
二
十
名
ア
リ
内
十
四
名

ハ
客
年
九
月
ノ
入
學
二
係
リ
其
他
六
名
ハ
入
學
二
敷
ケ
月
間
ノ
先
後
ア
リ
ト
雖

ト
モ
要
ス
ル
ニ
僅
ニ
―
ケ
年
内
外
J

日
月
ヲ
偉
習
二
費
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
其

内
六
名
ハ
四
科
ノ
博
習
ヲ
卒
へ
八
名
ハ
三
科
五
名
ハ
ニ
科
一
名
ハ
一
科
ノ
偲
習

ヲ
卒
ヘ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
此
等
ノ
生
徒
ハ
其
偉
習
期
日
二
限
リ
ア
ル
ヲ
以
テ
素
ヨ

リ
學
縣
ノ
完
成
ヲ
望
ム
可
カ
ラ
ス
ト
雖
ト
モ
其
生
徒
ノ
オ
カ
ニ
従
ヒ
各
得
タ
ル

所
ヲ
以
テ
之
ヲ
賓
地
二
施
サ
ハ
今
日
唱
歌
数
員
映
乏
ノ
秋
二
際
シ
其
一
分
ヲ
禅

補
ス
ル
ヲ
得
ヘ
シ
ト
信
ス
ル
ナ
リ

：

右
二
種
ノ
生
徒
ノ
数
養
ハ
本
所
赦
員
全
恒
ノ
協
力
勤
勉
ニ
ョ
ル
ト
雖
ト
モ
特

二
主
ト
シ
テ
各
科
ノ
教
授
二
任
シ
タ
ル
モ
ノ
唱
歌
ニ
ハ
上
箕
行
、
鳥
居
枕
、
洋

琴
ニ
ハ
瓜
生
繁
女
、
風
琴
ニ
ハ
奥
好
義
、
辻
則
承
、
第
ニ
ハ
山
勢
松
韻
、
加
藤

貞
女
、
胡
弓
ニ
ハ
林
蝶
女
等
ナ
リ
然
シ
テ
高
等
ナ
ル
専
門
欧
洲
絃
楽
楽
器
即
チ

「
ヴ
ィ
オ
リ
ン
」
等
ハ
特
―
ー
教
師
エ
ッ
ケ
ル
ト
氏
J
摺
営
セ
シ
所
ナ
リ

此
二
本
所
設
立
以
来
大
二
典
リ
テ
功
ア
リ
タ
ル
一
人
ノ
教
育
家
ヲ
記
セ
サ
ル

可
カ
ヲ
ス
郎
チ
米
國
ボ
ス
ト
ン
府
ノ
一音
楽
師
ェ
ル
、
ダ
ブ
リ
ュ
ー
、
メ
ー
ソ
ン

氏
ナ
リ
氏
ハ
明
治
十
三
年
三
月
二
日
我
省
J
聘
二
應
シ
来
テ
本
所
二
職
ヲ
奉
シ

ヽ
ル
ナ
リ

四
月
ー
ー
至
リ
始
メ
テ
入
學
ヲ
許
可
シ
タ
リ
シ
ト
雖
ト
モ
其
學
藝
ノ
進
歩
非
常
抜

群
ナ
リ
シ
ー
ー
ヨ
リ
今
日
此
榮
典
二
典
ル
ヲ
得
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ

今
此
生
徒
等
力
學
得
タ
ル
所
ノ
學
科
目
中
特
二
各
長
技
ト
ス
ル
所
ノ
モ
ノ
ヲ

畢
ク
レ
ハ
一
名
ハ
洋
琴
「
ヴ
ィ
ヲ
リ
ン
」
、
等
、
唱
歌
二
長
シ
一
名
ハ
洋
琴
、

等
及
唱
歌
他
ノ
一
名
ハ
洋
琴
、
胡
弓
及
唱
歌
二
長
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
其
J
技
築

J
巧
拙
ノ
如
キ
ハ
諸
賢
ノ
穂
聰
ヲ
仰
ク
ヘ
キ
ー
ー
ヨ
リ
玄
ー
ー
小
官
力
贅
辮
ヲ
費
サ
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リ
客
年
英
図
龍
動
府
二
萬
國
衛
生
教
育
博
覧
會
ノ
開
設
ア
ル
ヲ
機
ト
シ
本
所
取

爾
窓
一
ケ
年
有
餘
一
日
J
如
ク
孜
々
諄
々
能
ク
生
徒
ヲ
教
誘
シ
今
日
卒
業
セ
ル

敷
名
ノ
生
徒
モ
常
初
ハ
皆
ナ
氏
力
赦
養
薫
陶
ヲ
被
リ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ

以
上
ハ
本
所
事
業
ノ
一
部
分
タ
ル
生
徒
教
養
ノ
事
項
ヲ
略
報
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ

リ
是
ヨ
リ
一
音
楽
取
調
J
事
項
ヲ
申
報
セ
ン
ト
ス
然
ル
ニ
本
所
設
立
以
来
客
年
ニ

月
二
至
ル
ノ
成
績
ハ
既
二
文
部
卿
閣
下
―
―
申
報
シ
其
後
廣
ク
之
ヲ
諸
方
二
頒
チ

タ
レ
ハ
喋
々
姦
二
贅
癖
ス
ル
ヲ
須
ヰ
ス
其
後
二
興
リ
タ
ル
事
蹟
―
ー
シ
テ
較
ミ
記

ス
ヘ
キ
モ
ノ
ヲ
畢
ク
レ
ハ
英
米
二
國
ノ
萬
國
博
覧
會
二
際
シ
始
メ
テ
日
本
J
＿音

楽
ノ
何
者
タ
ル
ヲ
廣
ク
欧
米
ノ
學
士
社
會
二
知
ラ
シ
ル
ム
ノ
機
ヲ
得
タ
ル
事
ナ

リ
抑
本
邦
ノ
一音
楽
特
二
俗
架
ノ
如
キ
ハ
古
来
一
定
ノ
記
譜
法
ナ
キ
ニ
ョ
リ
ロ
博

耳
受
J
外
之
ヲ
外
人
二
知
ラ
シ
ム
ル
ノ
途
断
エ
テ
ア
ル
事
ナ
ク
恰
モ
野
蜜
無
文

字
ノ
國
二
於
テ
其
人
民
J
思
想
ヲ
他
人
二
侮
フ
ル
ニ
ハ
ロ
耳
ノ
外
他
―
ー
ヨ
ル
ヘ

キ
手
段
ナ
キ
ト
一
般
ナ
リ
キ
故
一
一
本
所
二
於
テ
ハ
其
創
立
ノ
始
ヨ
リ
彼
我
昔
律

異
同
J
貼
ヲ
研
究
シ
彼
我
同
一
ノ
甚
本
二
蹄
ス
ヘ
キ
ヲ
焚
明
シ
彼
俗
曲
歌
謡
ノ

如
キ
如
何
二
旋
律
拍
節
ノ
錯
綜
ナ
ル
モ
ノ
ト
雖
モ
之
ヲ
萬
國
普
通
ノ
記
譜
法
―
―

録
ス
ル
ノ
法
ヲ
得
既
二
第
曲
集
、
長
歌
集
ノ
如
キ
ハ
此
方
法
ニ
ヨ
リ
テ
楽
譜
ヲ

編
製
シ
不
日
稜
刊
J
運
二
至
ラ
ン
ト
ス
此
法
ニ
ョ
ル
ト
キ
ハ
其
教
授
卜
架
習
卜

J
利
便
ヲ
得
テ
薔
法
二
比
ス
レ
ハ
其
進
歩
ノ
速
ナ
ル
事
三
倍
若
ク
ハ
四
倍
ス
ル

ノ
ミ
ナ
ラ
ス
欧
米
諸
國
J
學
士
及
＿音
楽
家
ヲ
シ
テ
一
見
ノ
下
忽
チ
極
東
敷
萬
里

外
ノ
我
―
音
楽
ヲ
悟
リ
容
易
ク
之
ヲ
演
奏
シ
且
之
ヲ
研
究
ス
ル
ノ
途
ヲ
得
セ
シ
ム

ル
ノ
盆
ア
ル
モ
ノ
ナ
リ
是
レ
我
＿
音
楽
ノ
始
メ
テ
世
界
J
一
音
楽
中
二
列
セ
ラ
ル
、

ノ
法
ヲ
得
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
恰
モ
無
文
字
ノ
國
民
力
世
界
普
通
言
語
文
字
ヲ
學

ヒ
得
タ
ル
カ
如
ク
自
今
始
メ
テ
彼
我
＿
音
楽
上
ノ
思
想
ヲ
交
通
ス
ル
ヲ
得
ヘ
キ
ナ

調
成
績
ノ
一
分
ヲ
陳
列
セ
シ
カ
大
二
彼
國
諸
學
士
J
注
意
ヲ
喚
起
シ
「
フ
ヱ
ロ

ー
、
オ
フ
、
ロ
ヤ
ル
、
ソ
サ
イ
チ
ー
、
オ
フ
、

ロ
ン
ド
ン
」

J

一
人
ナ
ル
學
士

ア
レ
キ
サ
ン
ド
ル
、
ゼ
ー
、
エ
リ
ス
氏
ノ
如
キ
ハ
「
オ
ン
、
ゼ
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
、
ス
ケ
ー
ル
ス
、
オ
フ
、
ヴ
ァ
リ
ア
ス
、
ネ
ー
シ
ョ
ン
ス
」
卜
題
セ
ル
冊
子

ヲ
著
シ
之
ヲ
著
シ
之
ヲ
同
府
ナ
ル
「
ソ
サ
イ
チ
ー
、
オ
フ
、
ア
ー
ツ
」
ー
ー
テ
讀

ミ
タ
リ
シ
カ
特
二
本
所
取
調
成
績
申
報
書
ヲ
以
テ
引
證
ト
セ
リ
惜
ラ
ク
ハ
彼
ノ

II氏
J
如
キ
モ
未
夕
自
ラ
箕
正
ナ
ル
日
本
＿
音
楽
ヲ
聞
ク
ノ
機
ヲ
得
サ
リ
シ

ヲ
以
テ
漫
ー
ー
疑
念
ヲ
生
シ
―
―
-
J
貼
ー
ー
就
キ
テ
ハ
小
官
卜
其
説
ヲ
異
ニ
ス
ル
所

ナ
キ
ー
ー
非
ス
ト
雖
ト
モ
日
本
＿
音
楽
論
ノ
一
部
分
ハ
本
所
J
申
報
ー
ー
ヨ
リ
テ
解
シ

得
タ
ル
如
シ
且
又
彼
氏
ノ
疑
貼
ノ
如
キ
モ
目
今
開
會
中
ナ
ル
同
國
焚
明
品
博
覧

會
音
楽
部
二
本
所
ヨ
リ
出
陳
セ
シ
調
昔
叉
子
ニ
ョ
リ
大
ー
ー
輝
然
タ
ル
所
ア
リ
シ

ナ
ラ
ン
否
今
日
唯
今
之
ヲ
研
究
シ
居
ル
ヤ
モ
知
ル
可
ラ
ス
又
本
所
取
調
J
成
績

英
國
及
白
耳
義
ー
ー
於
テ
モ
之
ヲ
―
ニ
ノ
雑
誌
等
ー
ー
載
セ
タ
リ
ト
云
ヘ
リ

米
図
ル
イ
ジ
ャ
ナ
洲
萬
國
工
業
兼
綿
百
年
期
博
覧
會
二
於
テ
ハ
本
所
取
調
成

績
ハ
大
二
同
國
人
ノ
貴
重
ス
ル
所
ト
ナ
リ
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ル
ク
、
ト
リ
ビ
ュ
ー
ン
」

「
ハ
ー
パ
ル
ス
、
バ
ザ
ー
」
等
敷
種
J
新
聞
二
之
ヲ
記
載
シ
爾
後
同
國
人
ヨ
リ

特
ー
ー
申
報
書
ノ
寄
阻
ヲ
乞
ヒ
来
リ
タ
ル
モ
ノ
其
敷
甚
多
ク
一
々
其
需
二
應
ス
ル

能
ハ
ス
ト
雖
ト
モ
著
名
ノ
人
物
ニ
ハ
更
ー
ー
之
ヲ
贈
付
シ
タ
リ

夫
レ
＿
音
楽
ハ
協
同
和
音
諧
ヲ
以
テ
其
本
旨
ト
シ
日
本
支
那
印
度
等
ノ
東
洋
諸

國
ニ
モ
其
効
果
ヲ
説
キ
タ
ル
モ
ノ
少
カ
ラ
ス
又
欧
米
文
明
國
二
於
テ
ハ
古
末
其

調
和
J
美
徳
ヲ
以
テ
殆
ン
ト
神
授
ノ
藝
術
ト
シ
之
ヲ
愛
重
シ
テ
措
カ
サ
ル
ハ
諸

賢
ノ
夙
二
熟
知
セ
ラ
ル
ヽ
所
ナ
リ
今
ヤ
此
神
聖
平
和
ナ
ル
美
術
上
進
ノ
機
二
遇

ヘ
リ
自
今
世
界
各
國
ノ
人
卜
共
二
其
楽
ヲ
共
ー
ー
ス
ル
ヲ
得
ハ
彼
我
ノ
間
大
二
同

感
ノ
情
ヲ
顎
起
シ
菅
二
交
際
上
二
神
盆
ア
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
我
文
化
ヲ
輔
翼
ス
ル
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93 93 98 悶
65 85 85 塁
89 90 99 箪

90 92 99 胃
89 93 95 塁
85 95 95 塁
90 97 98 塁

88 ； 
92 92 96 醤
693 737 853 は
85,625 88,999 97,717 闘

開 冒、土 雷
>道 平 延

ニ
於
テ
登
効
盆
ナ
カ
ラ
ン
ヤ
謹
テ
本
所
事
業
ノ
概
略
ヲ
報
シ
以
テ
諸
賢
ノ
聰
聴

ニ
達
ス
ル
事
如
此
（
明
治
十
八
年
七
月
二
十
二
日
『
官
報
』
第
六
百
十
七
琥
）

大
木
文
部
卿
演
述

＿
音
楽
ノ
起
ル

ヤ
人
類
卜
其
ノ
茜
ヲ
同
ウ
セ
ル
ナ
ル
ヘ
ク
爾
来
愛
遷
進
化
シ
以

テ
今
日
ノ
隆
盛
ヲ
致
シ
其
J
文
化
ヲ
禅
補
ス
ル
一
大
要
具
タ
ル
事
余
力
言
ヲ
侯

ス
シ
テ
明
ナ
リ
夫
昔
榮
取
調
所
創
立
以
来
日
尚
浅
シ
ト
雖
嘗
該
諸
氏
ノ
能
ク
カ

ヲ
致
セ
ル
ヲ
以
テ
今
ヤ
第
一
回
卒
業
證
書
授
典
ノ
典
ヲ
畢
ク
ル
ニ
至
レ
リ
是
文

化
ヲ
袢
補
ス
ル
一
大
要
具
ヲ
備
フ
ル
／
方
二
於
テ
端
緒
ヲ
得
タ
ル
モ
ノ
ト
謂
フ

ヘ
シ
抑
技
術
ヲ
修
ム
ル
ヤ
終
身
J
業

ニ
シ
テ
僅
々
敷
年
間
ノ
業
ニ
ア
ラ
ス
諸
子

夫
今
日
ノ
成
二
安
セ
ス
シ
テ
他
日
ノ
大
成
ヲ
期
セ
ラ
レ
ヨ
荘
二
聯
カ
一

言
ヲ
陳

シ

テ

祝

僻

二

代

フ

（

『

大

日

本
敬
育
會
雑
誌
』
第
二
十
二
号
、
明
治
十
八
年
八
月
）

全
科
卒
業
生
と
は
、
一
カ
年
の
修
業
年
限
を
終
り
そ
の
間
の
成
績
優
秀
な
者
は
奨

学
金
を
得
て
見
習
生
と
な
り
、
三
年
間
の
研
修
を
つ
む
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
過
程

を
経
た
者
を
全
科
卒
業
生
と
い
っ
た
。
し
か
し
こ
の
時
の
三
名
は
、
十
七
年
か
ら
実

施
さ
れ
た
四
年
制
教
科
過
程
に
も
と
づ
い
て
四
年
見
習
生
と
し
て
卒
業
し
て
い
る
。

次
の
表
は
三
名
の
試
験
点
数
表
で
あ
る
。

明
治
十
七
年
二
月
音
楽
取
調
掛
見
習
生
期
末
試
験
貼
敷
表

歌
君

か

代

寧
楽
の
都

わ

か

な

唱

明
治
二
十
年
二
月
十
九
日
音
楽
取
調
掛
最
後
の
卒
業
演
奏
会

こ
の
日
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
公
使
ザ
ル
ス
キ
ー
閣
下
、
フ
ラ
ン
ス
公
使
シ
ェ
ン
キ
ュ

ウ
イ
ッ
チ
閣
下
、
高
崎
東
京
府
知
事
ら
内
外
人
五
百
人
余
り
の
来
賓
を
迎
え
て
卒
業

証
書
授
与
式
な
ら
び
に
演
奏
会
が
取
り
行
わ
れ
た
。

メ
ジ
テ
ー
シ
ョ
ン

グ
ラ
ン
ド
、

ワ
ル
ス

洋

琴ラ
、
チ
ェ
ー
テ
レ
ー

同 同 メ
ー
エ
ル
氏
作

ゴ
バ
ル
ト
氏
作

ラ
、
レ
ー
ン
、
ド
、
バ
ル

〔手
書
き
〕
（
『
昔
監
回
議
書
類
』
明
治
十
七
年
ー
十
八
年）

グ
ノ
ー
氏
作

ソ
ー
ブ
レ
ッ
ト
氏
作

四
重
昔

木

村

作

子

小
山
作
之
助

生

徒

一

同

管
絃
楽

卒
業
生
一
同

（十六）

92,5 92,5 97,5 唱歌゚

70 95 95 
塁→□ 

92 94 99 箪〇

90 95 100 翫
91 95 94 風琴口

95 98 100 g。
96 96 98 覧法△ 

95 ノィォンリゞ x 

87 95 95 和戸ギ △ 

713,5 760,5 873,5 点計

89,18 95,06 99,28 点約

開9: 
雷

道 延

明
治
十
八
年
二
月

第
四
年
前
期
見
習
生
期
末
試
験
貼
敷
表
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ほ
た
る

唱

歌

ダ
メ
リ
キ
ュ
ー

ヽ

ェ
コ
ー

セ
レ
ネ
ー
ド

ワ
イ
セ
、

ダ

ー
メ

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

セ
レ

ネ
ー
ド
、
オ
フ
、
ド

ン
パ

ス
ク
エ
ー
ル

管
絃
楽

唱

歌ザ
オ
、
ス

タ
ー、

ェ
ブ
ニ
ン
グ

オ
フ 二

人
連
弾

白
井
規
矩
郎

ク
レ
マ

ー
氏
作

ア
。
フ
ト
氏
作

ド
―
ー
ゼ
ッ
タ
イ
氏
作

ビ
ー
ト
ー
ベ
ン
氏
作

ボ
イ
ル
ド
ー
氏
作

生

徒

一

同

卒
業
生
一
同

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
「
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
」
で
閉
じ
ら
れ
た
。
こ
の

演
奏
は
卒
業
生
の
数
か
ら
推
し
は
か
っ
て
み
る
と
室
内
楽
に
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
、
一
っ

生

徒

一

同

卒
業
生
一
同

洋

琴

二
人
連
弾

琴

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
氏
作比

留
間
賢
八

納
所
辮
次
郎

バ

イ

オ

リ

ン

曲

洋

琴

合

奏

バ
イ
オ
リ
ン

洋

林森林

蝶 富 蝶
子子子

ウ
エ
ル
デ
ー
氏
作

‘
、
ド
ー
ア

ノ

ト
ロ

洋

琴 越
後
獅
子

箪

曲

ソ
ー
ブ
レ
ッ
ト

森

富

子

幸

田

延

子

山

勢

松

韻

小
山
作
之
助
鱈
嗜

内
田
久
米
太
郎
這
嗜
松
本

輝
嗜
白
井
規
矩
郎
這
鴨

木

村

さ

く

頸

嗜

森

卒
業
証
書
授
与
式
に
は
辻
文
部
次
官
の
祝
詞
と
音
楽
取
調
掛
主
幹
紳
津
専
三
郎
の

報
告
が
行
わ
れ
た
。

辻
文
部
次
官
の
祝
詞

諸
子
＿
音
榮
取
調
掛
の
数
科
を
修
め
今
や
其
業
を
卒
へ
た
る
を
以
て
荘
に
卒
業

證
書
授
典
式
を
行
ふ
抑
―
音
楽
は
古
来
之
を
以
て
数
化
の
一
要
具
と
為
し
以
て
化

育
に
資
盆
し
以
て
治
道
に
碑
補
せ
し
等
其
効
用
固
よ
り
大
な
り
と
す
然
る
に
後

世
世
俗
一
音
楽
の
効
用
を
熟
知
せ
す
或
は
輩
に
一
時
娯
架
の
具
の
如
く
認
め
て
深

く
注
意
せ
さ
る
の
情
無
き
に
し
も
あ
ら
さ
り
し
か
近
時
に
及
て
＿
音
楽
又
漸
く
盛

に
行
は
れ
ん
と
し
學
校
の
数
科
中
多
く
は
之
を
加
へ
世
上
亦
往
々
其
効
用
を
知

る
に
至
れ
り
此
時
に
際
し
て
諸
子
の
其
業
を
卒
へ
し
は
猫
自
ら
榮
と
す
る
に
足

る
の
み
な
ら
す
其
得
る
所
の
業
を
賓
行
す
へ
き
地
も
亦
自
ら
乏
し
か
ら
す
と
せ

ん
宜
し
く
奮
て
其
技
個
を
盛
し
融
々
以
て
人
の
性
情
を
涵
養
し
洋
々
以
て
人
の

志
氣
を
作
興
し
以
て
＿
音
榮
の
効
用
を
痰
揚
せ
し
む
へ

し
夫
れ
然
り
諸
子
の
責
任

も
亦
軽
し
と
せ
す
乃
今
よ
り
の
後
更
に
自
修
の
功
を
加
へ
盆
其
技
を
研
磨
せ
ん

卒
業
生

比
留
間
賢
八
頭
嗜
納
所
辮
次
郎
頸
嗜

長

鱈

鱈

山

本

生

立

嗜

深

澤

登

代

吉

倉
田
久
太
郎
畔
輝
馴
倉
知
甲
子
太
郎
頸
麟
府

と

み

麟

府

林

牒

聾

嗜

友

謬

馴

顆
小
木

の
楽
章
だ
け
の
演
奏
で
は
な
か
っ
た
か
と
言
わ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
わ
が

国
に
は
じ
め
て
響
い
た
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
「
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
」
で
あ
り
、
日
本
の

洋
楽
史
に
輝
く
記
念
す
べ
き
日
で
あ
っ
た
。
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こ
と
を
こ
れ
望
む

音
楽
取
調
掛
主
幹
紳
津
専
三
郎
君
の
報
告

本
日
音
楽
取
調
掛
第
二
回
卒
業
證
書
授
典
式
に
際
し
内
外
朝
野
の
紳
士
貴
婦

人
其
他
の
光
臨
を
辱
く
し
た
る
は
獨
卒
業
生
の
為
の
み
な
ら
す
ま
た
一音楽
取
調

掛
の
為
賓
に
絶
大
の
榮
光
と
す
謹
て
卒
業
生
徒
在
學
中
に
係
る
學
事
の

一
斑
を

進
報
し
以
て
諸
賢
の
清
聰
を
漬
し
併
せ

て
不
肖
か
卒
業
生
諸
氏
に
望
む
所
を

一

言
す
へ
し
抑
ミ
本
日
卒
業
の
生
徒
は
之
を
分
て
二
種
と
す
一
は
見
習
生
一
は
偲

習
生
是
な
り
見
習
生
は
即
ち
女
生
徒
四
名
に
し
て
明
治
十
五
年
四
月
の
入
學
に

係
り
其
在
學
五
ケ
年
に
及
ふ
者
な
り
此
生
徒
と
同
時
に
入
學
を
許
す
者
計
十
七

人
な
り
其
十
三
人
は
種
々
の
事
故
を
以
て
中
途
退
學
に
屍
す
博
習
生
は
男
生
徒

十
名
に
し
て
明
治
十
六
年
四
月
の
入
學
に
係
り
其
在
學
四
ケ
年
に
及
ふ
者
な
り

常
時
入
學
を
許
す
者
計
十
二
人
な
り
後
種
々
の
事
故
を
以
て
退
學
す
る
者
四
名

に
し
て
残
る
八
名
と
明
治
十
七
年
二
月
及
七
月
の
雨
度
に
入
學
を
許
す
者
二
名

と
を
合
せ
て
今
回
卒
業
の
十
名
と
す
右
生
徒
か
在
學
中
に
修
む
る
と
こ
ろ
の
學

科
は
各
相
異
な
る
と
こ
ろ
あ
り
と
い
へ
と
も
今
之
を
略
述
せ
ん
に
唱
歌
、
等
、

胡
弓
、
洋
琴
、
風
琴
、
バ
イ
ヲ
リ
ン
、
フ
ィ
オ
ラ
、
フ
ィ
オ
ロ
ン
セ
ロ
、

ダ
ブ

ル
ベ
ー
ス
、

昔
架
論
、
和
磐
學
、
ー
音
楽
史
、
英
語
及
倫
理
の
敷
科
と
す
而
し
て

専
ら
此
諸
科
の
赦
授
に
任
せ
し
者
は
上
慎
行
、
鳥
居
枕
、
辻
則
承
、
奥
好
義
、

多
久
隧
、
山
勢
松
韻
、
瓜
生
繁
子
、
ヱ
ッ
ケ
ル
ト
氏
及
ソ
ー
ブ
レ
ト
氏
等
の
諸

氏
な
り
今
回
卒
業
の
生
徒
は
見
習
生
を
除
き
其
他
は
執
れ
も
明
治
十
六
年
以
降

の
募
集
に
係
り
即
ち
本
掛
創
置
の
際
に
在
て
盛
力
せ
ら
れ
た
る
彼
米
図
有
名
の

架
師
メ
ー
ソ
ン
氏
か
既
に
去
て
図
に
蹄
る
の
後
に
し
て
此
生
徒
全
恒
の
薫
陶
は

抑
ミ
前
＿
音
架
取
調
所
長
伊
澤
修
二
君
の
力
最
も
多
き
に
居
る

本
日
卒
業
の
生
徒
に
開
す
る
學
事
の
一
斑
は
先
つ
上
述
す
る
か
如
し
是
よ
り

営
に
卒
業
生
諸
氏
に
望
む
所
を

ニ
―-E
す
へ
し
蓋
し
諸
氏
か
今
日
を
以
て
此
慮
を

去
り
祉
會
に
立
て
一
音
楽
者
と
稲
す
る
に
至
て
は
宜
し
く
先
つ
我
邦
の
祉
會
と
我

邦
の
昔
架
者
と
の
闘
係
を
詳
に
せ
さ
る
へ
か
ら
す
即
ち
我
邦
従
来
の
社
會
は
昔

架
を
以
て
酒
宴
遊
興
を
相
く
る
の
具
と
為
し
＿
音
楽
を
以
て
貴
重
な
る
光
陰
を
徒

消
し
貴
重
な
る
財
賓
を
徒
費
す
る
の
具
と
為
す
に
す
き
す
甚
た
し
き
に
至
て
は

淫
欲
を
培
養
す
る
の
具
と
為
す
に
至
れ
り
ま
た
架
師
か
其
―
音
楽
を
勤
む
る
の
目

的
と
す
る
所
も
＿音楽
を
し
て
此
敷
件
の
要
具
と
為
す
の
利
用
を
長
せ
し
む
る
に

す
き
す
是
を
以
て
楽
曲
の
製
作
盆
ミ
猥
褻
に
流
れ
律
呂
の
旋
行
盆
ミ
淫
竪
を
成

す
に
至
り
し
は
勢
の
自
然
な
り
故
に
架
師
は
社
會
最
下
の
位
地
を
占
め
社
會
最

賤
の
待
遇
を
享
く
る
者
に
し
て
其
情
恰
も
社
會
は
榮
師
の
集
合
主
人
に
し
て
榮

師
は
祉
會
の
共
同
奴
隷
の
如
し
祉
會
か
此
共
同
の
奴
隷
を
仕
役
す
る
を
以
て
其

徳
と
為
し
架
師
か
此
集
合
の
主
人
に
奉
事
す
る
を
以
て
其
榮
と
為
す
こ
と
相
沿

ふ
て
風
俗
を
成
す
に
至
り
し
は
登
慨
歎
に
堪
ふ
へ
け
ん
や
然
れ
と
も
凡
そ
天
下

の
事
物

一
と
し
て
偶
然
に
成
る
も
の
な
し
其
之
を
し
て
然
ら
む
る
所
以
の
も
の

な
か
る
へ
か
ら
す
今
其
原
由
を
推
究
す
る
に
壺
し
一
も
架
師
の
無
學
無
文
な
る

に
坐
せ
さ
る
は
な
し
適
ミ
社
會
の
上
流
に
立
て
世
の
人
望
を
繋
く
に
足
る
位
地

を
占
む
る
も
の
に
一
音
楽
を
勤
め
た
る
者
な
き
に
あ
ら
さ
る
も
此
等
は
漸
く
此
に

耽
け
り
此
に
枕
溺
し
た
る
者
に
す
き
さ
れ
は
到
底
此
昔
架
を
以
て
性
情
を
治
め

此
昔
架
を
以
て
徳
性
を
涵
養
し
此
＿
音
架
を
以
て
罷
育
上
の
効
を
衛
生
學
に
徽
す

る
か
如
き
人
生
至
要
の
途
に
充
て
ん
こ
と
は
ま
た
絶
て
望
む
へ
か
ら
さ
る
と
こ

ろ
な
り
尤
も
＿
音
楽
を
以
て
徳
性
を
涵
養
し
高
尚
の
志
想
を
通
し
高
尚
の
行
為
を

激
勘
す
る
の
要
具
と
為
し
た
る
は
西
図
に
於
て
も
近
代
日
耳
曼
の
ワ
グ
ネ
ル
の

如
き
か
出
て
漸
く
之
を
稲
道
す
る
所
に
し
て
我
邦
の
従
来
に
於
て
は
固
よ
り
敢
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て
尤
む
る
に
足
ら
さ
る
と
こ
ろ
と
す
然
り
と
い
へ
と
も
今
熟
ミ
従
来
の
榮
師
を

歴
観
す
る
に
技
術
は
姑
＜
措
て
問
は
さ
る
も
一
と
し
て
學
識
を
具
ふ
る
者
な
き

は
ま
た
甚
し
と
謂
ふ
へ
し
不
肖
嘗
て
之
を
聞
く
壼
岐
判
官
知
康
は
鼓
を
善
し
鼓

判
官
の
綽
名
を
得
た
り
然
る
に
木
曾
義
仲
か
曾
て
知
康
に
云
へ
る
に
足
下
は
人

に
天
窓
を
打
た
る
A

を
以
て
鼓
判
官
と
は
世
に
呼
は
る
A

な
り
や
と
罵
詈
せ
し

と
ま
た
藤
村
検
校
は
三
絃
を
善
し
た
る
か
毎
に
其
云
へ
る
言
に
予
三
絃
を
演
す

る
に
坐
中
の
客
に
種
々
の
趣
向
あ
り
此
方
の
氣
嗣
に
叶
へ
は
彼
方
の
氣
酌
に
叶

は
す
故
に
予
は
技
個
を
盛
し
て
人
を
感
動
せ
し
め
ん
と
は
為
さ
す
常
に
紳
に
奉

納
す
る
の
意
を
以
て
之
を
演
せ
り
と
い
へ
り
と
そ
知
康
は
専
門
の
楽
家
に
非
す

と
い
へ
と
も
＿
音
楽
に
閥
す
る
者
の
世
に
待
遇
を
享
く
る
の

一
斑
を
見
る
へ
し
藤

村
は
専
門
の
楽
家
な
り
と
い
へ
と
も
楽
を
奏
す
る
の
精
神
約
ね
此
類
な
り
此
二

氏
に
し
て
な
ほ
然
り
況
や
其
他
を
や
故
に
架
師
に
懐
慨
義
烈
と
か
忠
勇
愛
國
と

か
云
ふ
如
き
節
操
を
立
て
名
を
竹
吊
に
垂
れ
ん
と
す
る
の
精
神
を
具
有
し
た
る

者
は
絶
て
あ
る
な
し
英
國
に
は
ブ
ロ
ン
デ
ル
が
リ
チ
ャ
ル
ト
第
一
世
に
十
字
軍

に
従
て
蹄
路
王
の
澳
侯
レ
オ
ボ
ル
ト
に
囚
は
れ
た
る
を
償
ひ
救
ふ
た
る
如
き
も

あ
り
支
那
に
は
荊
飼
か
謀
破
る
A

に
至
て
高
漸
離
か
筑
を
撃
て
秦
始
皇
を
劫
し

た
る
如
き
も
あ
り
其
他
架
師
の
名
を
青
史
に
留
む
る
者
少
し
と
せ
す
我
邦
に
在

て
は
皇
極
の
朝
中
大
兄
の
藤
原
鎌
足
と
謀
て
逆
臣
入
鹿
を
除
か
る
A

時
俳
優
を

し
て
入
鹿
の
靱
を
解
か
し
む
る
の
如
き
も
あ
り
元
弘
元
年
八
月
閥
東
勢
か
上
洛

す
る
に
際
し
尊
雲
親
王
の
建
議
に
由
て
後
醍
醐
天
皇
を
南
都
へ
潜
幸
の
と
き
に

豊
原
兼
秋
か
天
皇
の
御
輿
を
界
き
奉
り
し
如
き
あ
り
架
師
か
天
下
の
大
事
に
興

り
た
る
は
先
此
等
に
す
き
す
然
れ
と
も
此
等
と
い
へ
と
も
事
皆
偶
然
に
出
て
故

さ
ら
に
勤
め
て
此
に
及
ひ
た
る
も
の
に
も
あ
ら
さ
れ
は
架
師
の
技
術
を
以
て
事

を
畢
け
た
る
と
一
般
視
す
へ
か
ら
さ
る
も
の
あ
り
約
す
る
に
日
本
従
来
の
架
師

は
其
業
と
い
ひ
事
蹟
と
い
ふ
も
憫
然
に
堪
へ
さ
る
も
の
A

み
と
謂
ふ
へ
し
然
る

に
ブ
ロ
ン
デ
ル
が
一
ケ
の
琴
を
以
て
重
囚
の
王
を
救
ひ
高
漸
離
か
一
ケ
の
筑
を

以
て
強
國
の
王
を
侵
す
如
き
は
千
歳
の
下
生
氣
凛
然
と
も
い
ふ
へ
き
美
事
な
り

登
盛
な
り
と
い
は
さ
る
を
得
ん
や
但
し
徳
川
治
世
の
初
め
に
大
久
保
石
見
守
か

猿
楽
よ
り
出
て
天
下
の
大
政
に
典
り
た
る
如
き
も
あ
り
と
い
へ
と
も
徳
川
家
康

と
大
久
保
石
見
守
と
相
投
し
た
る
は
賞
に
千
歳
の
一
遇
と
も
謂
ふ
へ
く
し
て
我

邦
開
闊
以
来
殆
と
其
類
例
を
見
さ
る
と
こ
ろ
な
り
但
し
支
那
に
於
て
は
北
齊
の

曹
明
逹
、
安
馬
駒
、
五
代
の
敬
新
磨
そ
の
他
の
如
き
も
あ
り
ま
た
中
に
は
往
々

大
謄
不
適
の
徒
も
少
な
か
ら
す
と
い
へ
と
も
殊
に
五
代
の
愛
JL
の
如
き
は
彼
佛

図
革
命
の
愛
楓
と
同
し
く
例
外
に
し
て
論
す
る
に
足
ら
す
且
大
久
保
石
見
守
か

出
た
る
は
天
下
の
大
政
に
興
り
た
る
も
専
ら
財
政
の
一
事
に
止
り
て
楽
師
の
員

面
目
と
す
る
昔
榮
を
以
て
國
政
に
典
り
た
る
に
も
非
す
又
石
見
守
は
晩
節
を
全

く
し
た
る
者
に
も
非
さ
れ
は
此
か
為
に
天
下
の
＿
音
楽
に
影
害
を
典
へ
た
る
と
こ

ろ
憂
末
も
な
し
到
底
日
本
―
音
楽
の
今
日
に
至
り
し
は
日
本
架
師
の
其
責
を
免
か

る
へ
か
ら
さ
る
と
こ
ろ
な
り
然
り
と
い
へ
と
も
今
方
に
此
の
如
く
一
言
に
論
下

せ
は
地
下
の
楽
師
は
之
を
聞
て
則
ち
日
は
ん
営
時
天
下
に
＿
音
楽
を
教
育
す
る
の

道
立
た
す
蜜
に
一
音
楽
を
教
育
す
る
の
道
立
た
さ
る
の
み
な
ら
す
普
通
赦
育
の
道

も
な
ほ
未
た
立
た
さ
る
所
に
し
て
西
図
の
開
花
と
い
へ
と
も
ま
た
未
曾
て
我
邦

に
入
ら
さ
る
所
な
り
故
に
此
等
の
學
と
い
へ
と
も
嘗
時
に
在
て
は
則
ち
皆
盛
善

盤
美
の
も
の
に
し
て
未
た
其
淫
猥
な
る
所
以
を
知
ら
す
と
賓
に
然
り
今
時
淫
墜

な
り
と
す
る
も
の
も
往
時
は
即
ち
堂
々
た
る
雅
竪
に
し
て
往
時
の
楽
師
か
貴
重

し
た
る
は
な
ほ
今
時
の
人
の
モ
ザ
ー
ト
ビ
ー
ト
ー
ベ
ン
諸
氏
の
作
曲
に
於
け
る

か
如
く
な
り
し
こ
と
疑
な
し
此
等
の
楽
師
は
惟
其
遭
遇
す
る
時
の
古
今
を
異
に

す
る
か
為
め
に
榮
辱
の
至
愛
を
致
し
卒
に
後
人
の
批
判
を
免
れ
さ
る
に
至
り
し
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は
登
ま
た
惜
ま
さ
る
可
け
ん
や
然
れ
と
も
楽
師
か
賓
際
學
問
も
な
く
ま
た
自
ら

も
學
問
を
勤
め
さ
り
し
は
た
と
ひ
時
勢
と
は
い
ふ
と
い
へ
と
も
何
為
そ
恥
な
き

を
得
ん
や
我
邦
＿
音
楽
の
事
情
は
先
此
の
如
し
之
を
約
す
る
に
従
来
の
一
音
楽
は
不

具
不
全
に
し
て
野
郡
を
極
め
架
師
は
無
學
無
文
に
し
て
卑
屈
を
極
む
る
の
甚
た

し
き
者
と
謂
ふ

へ
し
然
れ
は
則
ち
之
を
救
は
す
し
て
可
な
り
や
持
た
之
を
救
ふ

の
道
な
し
と
せ
ん
欺
登
萬
々
其
理
あ
ら
ん
や
是
皆
将
来
の
楽
師
か
嘗
に
負
撥
せ

さ
る
へ
か
ら
さ
る
と
こ
ろ
な
り
故
に
今
日
の
音
楽
者
は
宜
し
く
技
術
と
學
問
と

を
兼
有
せ
さ
る
へ
か
ら
す
荀
も
架
師
に
し
て
技
術
に
欠
く
所
あ
る
と
き
は
固
よ

り
論
す
る
に
足
ら
す
と
い
へ
と
も
其
學
問
に
欠
く
と
こ
ろ
あ
る
も
ま
た
薔
轍
を

履
む
の
外
な
し
然
れ
と
も
ま
た
楽
師
の
技
術
の
み
を
進
め
る
も
今
日
に
於
て
決

し
て
笙
ま
さ
る
と
こ
ろ
な
り
楽
師
は
須
＜
學
問
を
基
礎
と
為
し
斯
學
問
に
由
て

技
術
を
進
め
之
を
統
ふ
る
に
徳
行
を
以
て
し
斯
三
の
者
鼎
立
し
て
始
め
て
我
邦

に
望
む
所
の
架
師
た
る
を
得
へ
し
諸
氏
の
本
掛
に
在
る
や
限
り
あ
る
年
月
を
以

て
限
り
な
き
學
藝
を
修
む
る
能
は
す
故
に
今
日
此
虞
を
去
て
明
日
更
に
賓
地
修

業
の
學
社
に
入
り
盆
斯
三
の
者
を
研
精
鼎
立
せ
し
め
以
て
其
身
を
立
る
に
至
ら

は
営
に

一
身
の
幸
幅
を
享
く
る
の
み
な
ら
す
ま
た
今
日
の
盛
典
に
典
る
の
大
榮

を
全
く
す
る
に
庶
幾
る
へ
し
是
れ
不
肖
か
諸
氏
に
望
て
止
ま
さ
る
以
所
の
も
の

（『
大
日
本
敦
育
會
雑
誌
』
第
五
十
号
、
明
治
二
十
年
二
月
）

（
十
七
）
明
治
二
十
年
七
月
九
日
音
楽
取
調
掛
演
奏
会

は
る
の
み
や

明
宮
殿
下
（
大
正
天
皇
の
皇
太
子
時
代
の
宮
号
）
、

諸
官
省
諸
官
吏
、

の
臨
席
を
仰
ぐ
。

な
り

外
国
公
使

七 六 五 四

日
日n
 保

管

絃

楽

春

花

曲

小
品
物
曲

ジ
ェ
ー ヽ

ジ
ー

ソ
ー
ブ
レ
ッ
ト
作

ス
ト
ラ
ウ
ス
作

同 同

上上

歌
昌

四
部
合
奏

研

究

生

等

セ
ビ
ラ
ノ
理
髪
エ

軍
人
進
行
曲

猫
弾

二
人
連
弾

ヱ
フ
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
作

高
木
次
雄

小
出
雷
吉

林

蝶

子

モ
ザ
ー
ト
作
、
ヱ
ー
、
フ

ラ
ッ

ト、

シ
ン
フ
ホ
ニ
ー
中
踏
舞
曲
骸
ノ
部

ジ
ュ

ー
ル
ホ
ッ
フ
編

唱

歌遊

撤

庭
ノ
千
草

洋

琴

ロ
ジ
ニ
ー
作

複
音

凰
音

第
一
年
生

同

第

一
及
第
二
年
生
一
同

二
人
連
弾

昔
榮
取
調
掛
―
音
楽
演
習
會
奏
楽
順
序

第
一
部

唱

歌夏

祝

四

部

合

奏

管

絃

渠

懐
古
曲

踏
舞
會
招
待
曲

洋

琴好
伴
侶
曲

エ
フ
、
バ
イ
イ
ル
作

中
島
茂
千
代
子

ジ
ー
、
ダ
ム
作

ゞ

乍
,1 

ウ

ェ

ー

］
ノ

同

上

鳥
居
沈
作
歌

シ
ー
、
グ
ノ
ー
作
曲

第
二
年
生

一
同

大
久
保
鈴
子

山
田
源

一
郎

研

究

生

等
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十
三
バ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
曲

一
器
用
合
奏
曲
レ
オ
ナ
ー
ド
作

十

四

唱

歌

研
究
生
生
徒
等

男
爵
高
崎
正
風
作
歌

上

慎

行

作

曲

賂
基
ノ
盤

上
の
奏
楽
は
何
れ
も
高
尚
の
曲
に
し
て
吾
等
記
者
の
ご
と
き
辛
ふ
じ
て
小
學

唱
歌
の
初
歩
を
解
す
る
が
如
き
も
の
に
は
得
て
委
し
く
評
論
せ
ら
る
べ
き
こ
と

に
あ
ら
ず
さ
れ
ど
之
を
前
會
の
演
習
會
に
比
較
せ
ば
其
技
の
進
歩
せ
し
程
は
明

に
し
て
敷
多
の
研
究
生
中
に
は
自
ら
楽
器
に
長
ぜ
ら
れ
た
る
も
の
も
あ
り
唱
歌

に
妙
を
得
た
る
も
の
も
あ
り
て
大
に
内
外
人
の
聴
衆
を
感
動
せ
し
め
た
り
ま
た

娘

ル

ル

ー

作

演
劇
曲
ト
ラ
ビ
ア
ー
タ
ノ
序
部

ヽ

シ
ー

ジ
ェ
ー
、

ヽ

ジ

ー

ソ
ー
ブ
レ
ッ
ト

ウ

ヰ

ル

デ

ー

作

同

上

研

究

生

等

十

二

管

絃

楽

猥

人

歌

十

一
洋

琴輪

回

曲

二
人
連
弾

エ
ル
、
ビ
ー
ト
ー
ベ
ン
作

木
村
作
子
小
木
友
子

第 1章

四
部
合
奏

ヽ

イ
ー

カ
ー
ペ
ン
チ
ー
ア
作

ェ
ッ
チ
、

ジ

ー
、

ト
ム
ソ
ン
作

研

究

生

等

音楽取調掛

十

唱

琴

幻

想

曲歌

小
山
作
之
助

九

洋

第
一
一
部

二
部
合
奏
唱
歌
洋
琴
合
奏

螢

撤

鳥

居

枕

作

歌

カ
ン
パ
ナ
作
曲

洋
琴

ソ
ー
ブ
レ
ッ
ト

中
昔

林幸
田

延
子

八

高
音

蝶
子

ジ
ー
、

ソ
ー
プ
レ
ッ
ト
氏
の
バ
イ
オ
リ
ン
猫
奏
曲
は
流
石
に
妙
な
る
技
術
に
て

よ
し
や
＿
音
楽
を
耳
と
目
と
に
て
聴
く
も
の
に
て
も
此
曲
に
は
誰
し
も
感
動
し
た

る
も
の
の
如
く
場
内
一
時
は
静
ま
り
き
り
て
耳
を
敵
て
た
る
は
誠
に
同
氏

の
能

と
申
す
べ
し
ソ
ー
ブ
レ
ッ
ト
氏
が
＿
音
楽
に
妙
を
得
た
る
こ
と
は
今
に
始
め
て
聞

き
た
る
こ
と
な
ら
れ
ね
ど
か
か
る
教
師
の
我
園
に
在
る
か
ら
は
久
し
か
ら
ず
し

て
日
本
に
＿
音
楽
の
隆
盛
を
期
す
べ
き
こ
と
に
し
て
吾
等
記
者
も
誠
に
末
頼
母
し

く
こ
そ
思
ふ
な
り

（
『
敦
育
時
論
』
第
八
十
一
号
、
明
治
二
十
年
七
月
）
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第
三
節

外
国
人
教
師

（
一
）
ル
ー
サ
ー
・
ホ
ワ
イ
テ
ィ
ン
グ
・
メ
ー
ソ
ン

L
u
t
h
e
r
W
h
i
t
i
n
g
 

M
a
s
o
n
―
八
＿
八
年
（
四
月
三
日
）

l
-
八
九
元
洋

（
七
月
十
四
日
）

メ
ー
ソ
ン
は
明
治
十
三
年
(
-
八
八

0
)
春
ま
だ
浅
い
三
月
二
日
横
浜
に
到
着
し

た
。
彼
の
履
歴
書
は
提
出
さ
れ
て
い
な
い
の
で
第
一
章
第
一
節
二
項
の
（
五
）
を
参

照
さ
れ
た
い
。
住
い
は
本
郷
文
部
省
用
地
内
十
六
番
館
、
雇
人
は
コ
ッ
ク
の
松
浦
芳

蔵
一
家
（
四
人
）
と
車
夫
の
高
橋
金
次
郎
の
五
人
で
あ
る
(
『-音
楽
取
調
所
書
類
』
明
治

十
三
年
）
。
四
月
六
日
文
部
卿
主
催
に
よ
る
メ
ー
ソ
ン
の
歓
迎
晩
餐
会
が
文
部
省
内

修
文
館
で
催
さ
れ
、
文
部
卿
は
じ
め
高
官
十
五
名
と
メ
ー
ソ
ン
の
十
六
名
が
出
席
し

た
。
席
順
は
下
図
の
通
り
（
出
典
は
前
掲
書
類）
。

メ
ー
ソ
ン
は
音
楽
取
調
掛
内
で
の
授
業
や
唱
歌
教
材
作
り
の
ほ
か
、
文
部
省
直
轄

学
校
で
あ
る
東
京
師
範
学
校
、
東
京
女
子
師
範
学
校
、
体
操
伝
習
所
お
よ
び
外
国
語
学

校
が
所
有
し
て
い
る
ピ
ア
ノ
と
、
学
習
院
の
ピ
ア
ノ
調
律
を
受
け
持
っ
た
。

こ
の
ほ

か
自
由
な
時
間
は
日
本
の
伝
統
音
楽
鑑
賞
と
そ

の
研
究
に
い
そ
し
み
、
ま
た
夏
・冬
の

(l
)
 

休
暇
に
は
北
海
道
、
日
光
、
関
西
方
面
へ
教
育
事
情
視
察
を
か
ね
て
旅
行
す
る

こ
と
を

楽
し
み
に

し
て
い
た
。
そ
の
資
料
は
今
回
扱
わ
な
い
が
文
書
綴
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。

(

1

)

メ
ー
ソ
ン
は
明
治
十
四
年
七
月
二
十
一
日
か
ら
九
月
十
日
ま
で
「
保
養
ノ
タ
メ
陸
路
奥

州
街
道
ヲ
経
テ
日
光
へ
旅
行
」
と
い
う
届
け
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
日
光
で
は
当
地
の
小
学

校
で
唱
歌
の
指
導
を
行
っ
た
。
こ

の
こ
と
は
「
晃
嶺
学
合
日
誌
（
抄
）
」
に
よ
っ
て
明
ら
か
で

あ
る
。
こ
の
日
誌
に
は
同
年
八
月
十
九
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で

「文
部
省
御
雇
架
人
メ
リ
ィ

ス
氏
井
大
学
予
備
門
教
師
神
田
乃
武
架
生
之
女
煎
名
当
校
江
出
頭
学

〔架
〕
器
ヲ
持
参
生
徒

・, 

J
 

1

へ、
/
 

り
＼
，恐

f

l

 

-I 

J
 

ぶ

＼
 

音
楽
取
調
掛
を
支
え
た
人
々

繭
限

X
蜀
礁
価
凪

（
戦
¥
限
五
）
一
溺
詣
耳

単
毎
田
屏

（喜

誓

闊

）

誓

竺

一

島
田
三
郎
（
内
記
所
長
）

田
件贔

荼汁疇g
g
 

頃

一
同
江
学
〔
架
〕
器
ヲ
弾
ジ
歌
ヲ
授
ケ
候
」
と
記
さ
れ
て
あ
る
。
晃
嶺
学
舎
は
栃
木
県
の
現

日
光
市
立
日
光
小
学
校
で
、
こ
の
貴
重
な
日
誌
（
抄
）
は
現
校
長
の
佐
藤
治
由
氏
よ
り
提
供

し
て
い
た
だ
い
た
。

最
初
の
任
期
ニ
カ
年
の
契
約
は
十
五
年
三
月
三
十
一
日
で
満
了
と
な
る
。
そ
こ
で

伊
澤
修
二
は
十
五
年
一
月
、
さ
ら
に
二
年
間
の
契
約
を
文
部
省
へ
上
申
し
た
。

御

傭

音

楽

教

師

メ

ー

ソ

ン

氏

傭

継

二

関

ス

ル

上

申

書

音

楽

教

師

メ

ー

ソ

ン

儀

当

掛

設

立

以

来
音

楽
上

之
事

項

取

調

二
付
精
々
喝
力

候
ハ
勿
論
諸
学
校
二
唱
歌
実
施
二
付
テ
ハ
自
ラ
両
師
範
学
校
生
徒
ヲ
教
授
シ
且

当
掛
伝
習
人
等
―
ー
ハ
洋
琴
井
唱
歌
之
科
ヲ
伝
習
致
シ
且
其
余
暇
ヲ
以
テ
伶
人
等

祁
消
劫
茸
}

¥
X園―――

一
る
函
呼
四

1~田口譴
（＜囮字暖睾）

中
村
正
直

鴨
池
宣
之

メ
ー
ソ
ン

加
藤
弘
之
（
東
京
大
學
総
理
）

内
村
良
蔵

久
保
田
譲

（
入
口
）
今
ー
ー
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二
管
絃
楽
伝
習
致
シ
侯
等
早
朝
ヨ
リ
日
暮
二
至
ル
マ
デ
殆
ド
間
断
ナ
ク
其
業
務

ニ
勉
励
致
シ
候
次
第
ニ
テ
通
常
之
人
物
二
三
人
之
事
業
ヲ
一
人
ニ
テ
担
当
致
居

候
卜
申
候
モ
敢
テ
過
言
ニ
ハ
有
之
間
布
卜
被
存
候
。

右
ノ
如
ク
全
ク
其
心
カ
ヲ
傾
尽
シ
テ
従
事
致
居
候
二
付
事
々
皆
信
切
懇
到
二

赴
キ
自
ラ
事
業
ノ
挙
蹟
モ
著
ク
相
見
へ
現
今
二
至
リ
テ
ハ
女
子
師
範
学
校
生
徒

井
当
掛
伝
習
人
ノ
唱
歌
井
弾
琴
ノ
如
キ
ハ
其
純
良
秀
絶
ナ
ル
屡
内
外
国
人
等
之

驚
嘆
ヲ
来
セ
シ
程
ノ
事
二
有
之
侯
゜

将
又
音
楽
上
之
事
項
二
就
テ
ハ
時
々
当
掛
ノ
委
嘱
二
応
ジ
音
律
調
和
之
理
ヲ

講
ジ
又
ハ
彼
我
音
律
之
異
同
ヲ
精
査
シ
且
本
邦
在
来
之
歌
曲
二
和
声
ヲ
附
シ
若

ク
ハ
本
邦
之
名
歌
格
言
等
二
和
唱
ス
ベ
キ
楽
譜
ヲ
製
シ
候
等
皆
与
リ
テ
功
績
不

少
事
二
御
坐
候
。

前
條
申
陳
之
次
第
二
有
之
候
故
向
後
両
三
年
間
同
氏
ヲ
使
用
相
成
候
ハ
ゞ
曾

テ
御
設
立
ノ
音
楽
取
調
掛
之
事
業
モ
必
ズ
相
挙
リ
他
日
省
意

―
―
報
ズ
ベ
キ
之
期

可
相
至
被
存
候
。
然
ル
処
同
氏
儀
ハ
来
二
月
傭
満
期
二
候
故
兼
テ
政
府
之
御
旨

意
モ
有
之
該
期
限
リ
御
傭
止
メ
可
相
成
儀
卜
被
存
侯
得
共
前
条
之
次
第
二
付
今

更
同
氏
相
去
リ
候
様
相
成
候
上
ハ
未
ダ
本
邦
人
ニ
テ
其
事
業
ヲ
継
続
シ
得
ベ
キ

者
無
之
二
付
是
迄
順
序
相
運
来
候
事
業
モ
所
謂
九
匁
之
効
一

簑
ヲ
欠
キ
候
理
二

テ
到
底
水
泡
二
帰
ス
ベ
キ
次
第
、
実
以
遺
憾
之
至
二
候
条
出
格
之
御
詮
議
ヲ
以

テ
来
―
―
月
ョ
リ
向
二
年
間
従
前
之
給
料
二
月
額
五
十
円
増
給
相
成
銀
貨
三
百
円

ヲ
以
テ
御
傭
継
相
成
候
様
致
シ
度
、
然
ル
上
ハ
猶
一
層
取
調
之
方
法
等
夫
々
整

頓
イ
タ
シ
右
期
間
内
ニ
ハ
助
教
又
ハ
伝
習
人
中
同
氏
之
事
業
ヲ
継
続
シ
得
ベ
キ

モ
ノ
輩
出
可
致
随
テ
同
氏
帰
国
二
際
シ
候
テ
モ
本
邦
人
ヲ
以
将
来
音
楽
取
調
井

唱
歌
実
施
之
事
業
等
拡
張
致
シ
候
様
可
相
成
卜
被
存
候
条
至
急
御
裁
可
相
成
度

此
段
相
伺
候
也
。

（原
資
料
は
長
野
県
上
伊
那
郷
土
館
蔵
。
『
伊
澤
修
二
選
集
』
昭
和
三
十
三
年
、
二
七
三
l
四
頁
）

揺
岡
孝
弟
文
部
卿
か
ら
は
、
伊
澤
の
上
申
書
よ
り
四
カ
月
前
、
十
四
年
九
月
に
太

政
大
臣
三
條
賓
美
あ
て
、
メ
ー
ソ
ン
の
再
契
約
案
が
提
出
さ
れ
て
い
た
。
文
部
卿
は

こ
の
案
の
中
で
取
調
事
業
を
促
進
さ
せ
た
メ
ー
ソ
ン
の
業
績
を
た
た
え
た
あ
と
、
経

費
節
減
の
達
し
に
よ
っ
て
開
始
し
た
同
掛
で
あ
っ
た
か
ら
満
期
後
は
再
契
約
を
し
な

い
よ
う
音
楽
取
調
掛
に
申
し
入
れ
て
お
い
た
の
だ
が
、
唱
歌
教
育
の
必
要
か
ら
特
別

の
お
取
り
計
ら
い
を
も
っ
て
ご
返
答
い
た
だ
き
た
い
と
言
及
し
て
い
る
。

ル
ー
サ
ル
、
ホ
ワ
イ
チ
ン
グ
、
メ
ー
ソ
ン
傭
継
之
件
伺

嘗
省
雇
教
師
米
國
人
ル
ー
サ
ル
、
ホ
ワ
イ
チ
ン
グ
、
メ
ー
ソ
ン
儀
去
ル
十
三

年
三
月
以
来
校
業
用
唱
歌
井
音
楽
取
調
之
事
業
委
嘱
致
置
候
虞
日
夜
岨
勉
其
業

務
二
従
事
シ
既
二
我
國
小
學
校
ノ
教
科
二
適
ス
ヘ
キ
唱
歌
敷
十
曲
ヲ
撰
定
シ
我

國
音
ヲ
用
ヒ
テ
之
ヲ
東
京
師
範
學
校
及
東
京
女
子
師
範
學
校
小
學
生
徒
等
二
施

行
シ
又
将
来
小
學
校
唱
歌
教
員
志
願
之
者
二
唱
歌
井
音
楽
教
授
ノ
方
法
等
ヲ
授

ケ
且
我
伶
人
等

ニ
モ
管
絃
楽
ヲ
博
習
致
候
等
一
人
ニ
シ
テ
殆
ン
ト
通
常
ノ
人
物

二
三
人
二

嘗
ル
可
キ
事
業
ヲ
捐
任
シ
嘔
モ
倦
厭
J
状
ナ
ク
其
心
カ
ヲ
傾
盛
シ
テ

従
事
致
居
候
ョ
リ
今
日
二
至
リ
テ
ハ
其
拳
蹟
モ
著
シ

ク
相
見
へ
候
然
ル
虞
客
年

中
嘗
省
経
費
減
額
之
御
達
有
之
且
正
貨
定
額
十
萬
圏

二
被
定
候
二
付
非
常
之
時

二
際
シ
非
常
ノ
節
減
ヲ
行
フ
目
的
ヲ
以
テ
右
メ
ー
ソ
ン
ノ
如
キ
モ
来
十
五
年
三

月
雇
満
期
二
付
爾
後
傭
止
之
目
途
相
立
即
チ
其
旨
開
申
致
置
候
次
第

二
有
之
侯

然
ル
ニ
右
唱
歌
井
音
楽
ノ
事
タ
ル
人
ノ
意
向
ヲ
正
フ
シ
徳
性
ヲ
涵
養
ス
ル
ノ
要

具
ニ
シ
テ
最
モ
子
弟
ノ
勧
善
二
切
ナ
ル
ヲ
以
テ
我
國
楽
卜
欧
洲
榮
ト
ヲ
折
衷
シ

精
ヲ
揮
ヒ
英
ヲ
取
リ
特
二
今
日
ノ
教
育
―
―
適
ス
ル
者
ヲ
撰
定
候
義
二
付
固
ヨ
リ

容
易
二
速
成
ヲ
期
ス
ヘ
キ
者
二
無
之
乍
去
昨
年
非
常
ノ
節
減
被
仰
出
候
節
ヨ
リ
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〔手
書
き〕

来
三
月
二
至
リ
候
ヘ
ハ
急
増
整
頓
二
可
及
見
込
相
立
居
候
得
共
元
来
創
立
之
事

業

二
有
之
向
後
本
邦
人
而
已
ニ
テ
継
績

ス
ル
事
ヲ
得
セ
シ
ム
ル
ニ
至
テ
ハ
何
分

確
乎
タ
ル
目
途
難
相
立
萬
一
基
礎
僅
二
成
テ
間
モ
ナ
ク
類
敗
候
様
―
ー
テ
ハ
実
二

遺
憾
J
至
二
堪
ヘ
ス
侯
望
ム
所
ハ
右
メ
ー
ソ
ン
ヲ
シ
テ
満
期
後
当

一
ケ
年
モ
引

績
キ
従
事
セ
シ
メ
候
ヘ
ハ
今
日
ノ
基
礎

ハ
十
分
完
定
シ
同
人
帰
國
ノ
後

二
至
リ

テ
モ
果
シ
テ
之
ヲ
維
持
撰
張
候
様
可
相
成
哉
卜
存
候
尤
同
人
義
ハ
従
来
一
ヶ
月

銀
貨
弐
百
五
拾
園
ノ
給
料
二
有
之
処
即
今
正
貨
濫
費
ヲ
防
ク
ハ
政
府
二
於
テ
深

キ
御
趣
意
モ
有
之
義

二
候
ヘ
ハ

更
二
條
約
ヲ
改
メ
来
十
五
年
三
月
一
日

ヨ
リ
向

一
ケ
年
間
傭
継
キ
期
限
中
其
時
ミ
ノ
銀
貨
現
相
場
ヲ
以
率
ト
シ
一
ヶ
月
銀
貨
弐

百
五
十
圃
二
代
ル
所
ノ
紙
幣
ヲ
以
月
ミ
給
与
候
様
致
度
且
右
金
額
ハ
営
省
経
費

中
他
ノ
費
目
二
非
常
ノ
節
減
ヲ
加
へ
流
用
支
辮
可
致
見
込
二
候
条
特
別
之
御
評

議
ヲ
以
至
急
御
允
可
相
成
度
此
段
相
伺
候
也

明
治
十
四
年
九
月
廿
九
日

太
政
大
臣
―
―
一
條
賓
実
美
殿

伺
J
趣
聞
届
候
事

明
治
十
四
年
十
月
二
十
八
日

三
條
太
政
大
臣
か
ら
は
一
カ
月
後
の
十
月
二
十
八
日
に
「
伺
の
趣
聞
届
候
事
」
と

い
う
回
答
を
得
て
十
六
年
三
月
ま
で
の
契
約
が
成
立
し
た
。
左
記
の
条
文
は
伊
澤
修

二
と
メ
ー
ソ
ン
が
十
四
年
十
一
月
に
と
り
交
し
た
も
の
で
あ
る
。

音
楽
取
調
掛
長
文
部
省
書
記
官
伊
澤
修
二
第
一
方

ニ
ア
リ
合
衆
図
人
ル
ー
サ

ル
ホ
ワ
イ
チ
ン
グ
メ
ー
ソ
ン
氏
卜
取
結
フ
條
約
左
ノ
如
シ

（『回
議
書
類
』
明
治
十
三
年
二
月
ー
十
五
年
六
月
下
）

文
部
省
輻
岡
孝
弟

前
文
ル
ー
サ
ル
ホ
ワ
イ
チ
ン
グ
メ
ー
ソ
ン
氏
ハ
明
治
十
五
年
三
月

二
日
ョ
リ
向
一
ケ
年
間
音
楽
校
音
架
教
師
二
任
ス
ベ
シ

第
二
條
前
文
ル
ー
サ
ル
ホ
ワ
イ
チ
ン
グ
メ
ー
ソ
ン
氏
ハ
給
料
ト
シ
テ
銀
貨

二
百
五
十
園
卜
同
債
ノ
紙
幣
ヲ
毎
月
末
二
請
取
ル
ヘ
シ

第
三
條
前
文
ル
ー
サ
ル
ホ
ワ
イ
チ
ン
グ
メ
ー
ソ
ン
氏
存
職
中
居
家
及
厩
無

賃
ニ
テ
貸
渡
ス
ベ
シ
若
居
家
貨
渡
サ
ヽ
ル
ト
キ
ハ
家
賃
ト
シ
テ
一
月
日
本
通
貨

三
十
園
ヲ
請
取
ベ
シ
尤
家
具
食
料
僕
婢
車
馬
等
ハ
前
文
ル

ー
サ
ル

ホ
ワ
イ
チ

ン

グ
メ
ー
ソ
ン
氏
ノ
自
費
タ
ル
ベ
シ

但
前
文
ル
ー
サ
ル
ホ
ワ
イ
チ
ン
グ
メ
ー
ソ
ン
氏
二
居
家
貸
渡
ス
ニ
於
テ
ハ
第

一
方
ノ
者
ョ
リ
相
嘗
ノ
修
理
ヲ
加
フ
ベ
シ
ト
雖
モ
内
部
ノ
模
様
替
或
公
噌
築

J
如
キ
ハ
前
文
ル
ー
サ
ル
ホ
ワ
イ
チ
ン
グ
メ
ー
ソ
ン
氏
ヨ
リ
請
求
ス
ト
雖
モ

之
ヲ
為
サ
、

9

ル
ベ
シ

第
四
條
音
楽
校
教
授
ノ
時
間
順
序
ヲ
定
ム
ル
ノ
櫂
ハ
第

一
方
ノ
者
二
在
ル

ベ
シ
左
前
文
ル
ー
サ
ル
ホ
ワ
イ
チ
ン
グ
メ
ー
ソ
ン
氏
ハ
一
日
五
時
間
以
上
或
ハ

日
曜
日
二
教
フ
ル
ヲ
要
セ
サ
ル
ベ
シ

第
五
條
前
文
ル
ー
サ
ル
ホ
ワ
イ
チ
ン
グ
メ
ー
ソ
ン
氏
ハ
其
所
管
ノ
授
業
上

ノ
件
二
就
テ
ハ
何
時
ニ
テ
モ
第
一
方
ノ
者
へ
其
意
見
ヲ
陳
述
ス
ル
ヲ
得
ヘ
シ
而

シ
テ
其
裁
決
ノ
櫂
ハ
第
一
方
ノ
者
二
在
ル
ベ
シ

第
六
條
前
文
ル
ー
サ
ル
ホ
ワ
イ
チ
ン
グ
メ
ー
ソ
ン
氏
其
職
ヲ
怠
リ
或
ハ
品

行
不
正
ナ
ル
カ
或
ハ
音
楽
校
ノ
規
制
ヲ
遵
守
セ
サ
ル
ト
キ
ハ
此
條
約
ヲ
廃
シ
其

翌
日
ヨ
リ
給
料
渡
サ
ヽ
ル
ベ
シ

第
七
條
前
文
ル
ー
サ
ル
ホ

ワ
イ
チ
ン
グ
メ
ー
ソ
ン
氏
病
二
罹
リ
四
十
日
間

引
績
其
職
ヲ
務
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
ト
キ
ハ
爾
後
給
料
四
分
一
ヲ
請
取
ル
ベ
シ
若

病
稜
ス
ル
ノ
日
ヨ
リ
三
ヶ
月
ヲ
経
テ
尚
其
職
二
復
ス
ル
事
能
ハ
サ
ル
ト
キ
ハ
此

第
一
條
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條
約
ヲ
廃
シ
其
翌
日
ヨ
リ
給
料
渡
サ
ヽ
ル
ベ
シ

第
八
條
前
文
ル
ー
サ
ル
ホ
ワ
イ
チ
ン
グ
メ
ー
ソ
ン
氏
若
自
己
ノ
都
合
二
因

リ
此
條
約
ヲ
満
期
前
二
解
約
ヲ
請
ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
少
ク
モ
八
ヶ
月
前
二
之
ヲ

第
一
方
ノ
者
二
通
知
ス
ル
ト
キ
ハ
解
約
ス
ル
事
ヲ
得
ベ
シ

第
九
條
第
一
方
ノ
者
若
自
己
ノ
都
合
二
因
リ
此
條
約
満
期
前
二
前
文
ル
ー

サ
ル
ホ
ワ
イ
チ
ン
グ
メ
ー
ソ
ン
氏
ヲ
解
約
セ
ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
其
残
期
ノ
給
料

ノ
半
額
ヲ
渡
シ
テ
解
約
ス
ル
ノ
櫂
ア
ル
ベ
シ

第
十
條
前
文
ル
ー
サ
ル
ホ
ワ
イ
チ
ン
グ
メ
ー
ソ
ン
氏
此
條
約
満
期
ノ
節
再

約
セ
サ
ル
ト
キ
及
第
七
條
及
第
九
條
ノ
旨
趣
二
因
テ
解
約
ス
ル
ト
キ
ハ
蹄
程
旅

費
ト
シ
テ
四
百
五
拾
園
日
本
貿
易
壱
園
銀
ヲ
以
テ
渡
ス
ベ
シ
若
此
他
ノ
條
款
二

因
テ
其
職
ヲ
止
ル
ト
キ
ハ
前
文
旅
費
ヲ
受
取
ル
ノ
櫂
ナ
カ
ル
ベ
シ

明
治
十
四
年
十
一
月
日
（
千
八
百
八
十
一
年
十
一
月

音
楽
取
調
掛
長

文
部
省
書
記
官
伊
澤
修
二

合
衆
図
人
ヱ
ル
、
タ
ブ
ユ
ー
、

メ
ー
ソ
ン
〔
手
書
き〕

（
『
昔
監
癌
伺
書
類
』
明
治
十
五
年
上
）

十
五
年
(
-
八
八
二
）
六
月
、
メ
ー
ソ
ン
は
文
部
卿
へ
賜
暇
帰
国
願
い
を
申
し
出

た
。
理
由
は

ア
メ
リ
カ
で
著
述
し
た
音
楽
教
科
書
な
ら
び
に
掛
図
を
改
訂
す
る
た
め

で
、
も
し
放
っ
て
お
け
ば
廃
物
同
様
と
な
っ
て
し
ま
う
の

で
、
こ
の
改
訂
の
仕
事
を

す
る
期
間
と
し
て
七
月
中
旬
か
ら
七
、
八
カ
月
の
賜
暇
が
欲
し
い
と
述
べ
て
い
る
。

〔
メ
ー
ソ
ン
の
賜
暇
帰
国
願
〕

謹
呈
陳
者
今
般
不
得
止
事
故
出
来
候
二
付
其
詳
細
左
二
具
状
候
条
特
別
二
御

詮
議
ヲ
奉
御
度
候

日）

閣
下

文
部
卿
殿

イ
ル
、

ダ
ブ
リ
ュ
ー
、

抑
方
今
米
國

一
般

二
行
レ
侯
唱
歌
教
科
書
及
ビ
掛
圏
之
儀
ハ
私
嘗
テ
編
撰
仕

候
モ
ノ
ニ
有
之
候
処
該
書
及
ビ
掛
圏
ノ
儀

ハ
稜
行
後
既
二
十
ケ
年
ノ
星
霜
ヲ
閲

シ
侯
処
爾
後
未
ダ
校
正
候
儀
無
之
然
ル
ニ
今
日
諸
校
一
般
音
楽
教
育
ノ
進
歩
ヲ

占
メ
随
而
該
書
類
ロ
口
」
悉
皆
校
正
ヲ
要
シ
若
シ
今
且
ぬ
ヲ
校
正
セ
サ
レ
バ
永
ク

麿
物
二
属
回
侯
儀
二
有
之
因
テ
該
書
類
発
賣
人
ハ

不
申
及
諸
友
人
ヨ
リ
モ
至
急

帰
国
致
シ
該
書
類
校
正
候
様
頻
リ
ニ
申
来
リ
候
儀
モ
有
之
若
シ
今
日
因
循
致
シ

右
校
正
二

着
手
不
仕
候
ハ
ヽ
他
人
ノ
新
著
績
出
致
シ
該
書
類
及
ヒ
掛
圏
ノ
儀
ハ

悉
ク
廃
物
卜
相
成
候
儀
必
然
存
候
然
ル
上
ハ
従
是
十
五
ケ
年
乃
至
二
十
ケ
年
間

一
ケ
年
殆
ト
ニ
千
弗
ノ
歳
入
ヲ
損
失
候
儀
二
相
成
此
事
一
身
二
取
リ
候
而
ハ
後

来
家
族
ヲ
維
持
候
目
途
二
関
シ
不
容
易
儀
二
御
座
候

就
テ
ハ
前
顕
ノ
目
的
ヲ
達
候
為
来
ル
七
月
上
旬
若
ク
ハ
中
旬
ヨ
リ
七
八
ヶ
月

間
賜
暇
相
成
候
様
奉
願
候
実
二
方
今
之
御
用
筋
モ
不
顧
妄
二
賜
暇
相
願
候
儀
ハ

甚
以
遺
憾
二
不
堪
儀
二
奉
存
候
尤
モ
来
学
期
中
諸
校
授
教
ノ
儀
ハ
助
教
員
ニ
テ

聯
モ
差
支
無
之
且
本
掛
洋
琴
伝
習
ノ
儀
モ
永
井
氏
及
ビ
其
他
ノ
助
手
ヲ
以
テ
更

二
差
支
等
無
之
儀
卜
相
心
得
候

因
テ
来
ル
千
八
百
八
十
三
年
一
月
若
ク

2
一
月
迄
賜
暇
之
儀
若
シ
御
許
同
相

成
候
ハ
ヽ
該
時
日
二
至
リ
幸
二
健
康
ヲ
享
ケ
候
二
於
テ
ハ
尚
音
楽
教
育
ノ
為
新

材
料
ヲ
採
集
シ
屹
度
帰
菌

□盆
ミ
此
事
業
大
成
ノ
為
鞠
[
口
]
可
仕
卜
奉
存
候

前
顕
特
別
之
御
詮
儀
ヲ
以
テ
願
意
御
聞
届
相
成
候
ハ
ヽ
生
前
之
大
幸
何
事
不

過
之
伏
テ
御
仁
典
奉
仰
候
頓
首
再
拝

〔
手
書
き
〕

（『
昔
監
経
伺
害
類
』
明
治
十
五
年
上
）

メ
ー
ソ
ン
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岡
倉
覺
三

音
架
取
調
掛
長

嘗
省
雇
米
國
人
ル
ー
サ
ル
。
ホ
ワ
イ
チ
ン
グ
。
メ
ー
ソ
ン
儀
嘗
テ
著
述
セ
シ

音
楽
書
井
二
掛
圏
等
今
日
訂
正
ヲ
要
ス
ル
場
合

二
至
リ
帰
國
ノ
上
其
訂
正

二
着

手
不
致
候
テ
ハ
非
常
ノ
不
都
合
ヲ
醸
シ
候
次
第
二
付
来
ル
七
月
上
旬
若
ク
ハ
中

旬
ヨ
リ
向
フ
七
八
箇
囲
間
賜
暇
相
成
度
旨
伺
出
候
二
付
調

□□
口
ご
右
帰
國
ヲ

要
ス
ル
事
情
ハ
全
ク
止
ム
回
得
サ
ル
儀
二
有
之
且
ツ
同
人
受
持
授
業
ハ
賜
暇
中

音
楽
取
調
掛
助
教
ニ
テ
捨
嘗
相
叶
ヒ
侯
趣
二
有
之
且
又
同
氏
ノ
如
キ
ハ
来
航
以

来
其
業
二
勉
勘
シ
生
徒
ヲ
進
歩
ノ
域
二
導
キ
功
努
実

二
勘
シ
ト
セ
ス
初
テ
特
別

ノ
御
詮
議
ヲ
以
テ
右
賜
暇
ノ
儀
御
聴
許
相
成
可
然
哉
尤
モ
同
人
條
約
ハ
来
ル
十

六
年
三
月
二
満
期
二
付
若
シ
伺
出
ノ
通
リ
同
二
月
二
帰
朝
候
テ
ハ
綾
ニ
―
ヶ
月

ア
ル
而
已
ニ
テ
其
利
益
ハ
僅
少
ナ
ル
ヘ
シ
就
テ
ハ
同
氏
雇
継
ノ
儀
緊
要
二
候
へ

ト
モ
今
日
之
ヲ
確
定
相
成
難
キ
儀
卜
存
侯
又
同
氏
再
度
来
航
ノ
有
無
ハ
健
康
其

他
ノ
事
情
ニ
ヨ
リ
之
モ
確
定
シ
難
キ
モ
ノ
ニ
付
若
シ
執
与
ニ
テ
モ
差
支
ヘ
ア
ル

ト
キ
ハ
遅
ク
モ
賜
暇
満
期
前
三
月
先
チ
テ
報
知
ノ
儀
御
取
極
相
成
候
ハ
ヽ
便
宜

ノ
儀
卜
存
候
条
左
按
ノ
通
リ
同
人
へ
御
申
遣
相
成
可
然
哉
御
高
裁
候
也

粛
啓

貴
下
米
國
二
於
テ
著
述
致
サ
レ
候
音
楽
書
井
掛
圏
訂
正
ノ
為
メ
賜
暇
ヲ
請
ハ

レ
候
儀
二
付
御
送
翰
ノ
趣
篤
□
□
口
〗
叙
候
目
下
肝
要
ノ
場
合
二
於
テ園
口
〗口
事

業
ヲ
止
メ
ラ
ル
、
ハ
甚
遺
憾
ノ
至
リ
ー
ー
モ
貴
下
ノ
情
実
誠
二
止
ム
可
ラ
ザ

ル
ヲ
一
＿
七
八
ヶ
月
間
賜
暇
ノ
儀
貴
意

二
任
ス
ヘ
キ
事
二
決
定
致
候
尤
モ

按

明
治
十
五
年
六
月
廿
一
日

御
用
掛

賜
暇
ノ
時
期
ハ
一
千
八
百
八
十
二
年
七
月
上
旬
又
ハ
中
旬
ヨ
リ
一
千
八
百
八
十

三
年
一
月
又
ハ
ニ
月
迄
ノ
中
御
随
意
二
御
取
極
有
之
度
候
併
貴
下
再
ヒ
日
本
へ

帰
航
ノ
成
否
ハ
健
康
及
其
他
ノ
事
情
二
関
ス
ル
事
二
有
之
且
帰
航
ノ
利
否
ハ
一

千
八
百
八
十
三
年
三
月
以
後
貴
下
ノ
條
約
即
チ
目
下
未
定
ノ
モ
ノ
ニ
関
ス
ル
事

二
有
之
侯
故
爾
後
貴
下

二
於
テ
帰
航
ヲ
妨
ク
ヘ
キ
事
件
相
起
リ
侯
ハ
ヽ
可
成
的

速
二
御
通
報
有
之
度
候
又
嘗
方
二
於
テ
貴
下
ノ
條
約
再
締
ヲ
妨
ク
ヘ
キ
事
件
相

起
候
節
ハ
速
二
御
通
知
可
申
尤
双
方
其
通
知
ハ
必
ス
賜
暇
期
限
三
ヶ
月
前
二
取

計
フ
事
二
可
致
侯
右
ノ
措
置
ハ
貴
下
ノ
便

二
適
ス
ベ
ク
ト
翼
望
致
侯
也
頓
首

明

治

十

五

年

六

月

二

十

二

日

文

部

卿

幅

岡

孝

弟

エ
ル
。
ダ
ブ
リ
ュ
ー
。
メ
ー
ソ
ン
殿

帰
国
決
定
後
の
資
料

帰
国
旅
費
交
付
の
た
め
の
条
約

〔手
書
き〕

（
『
昔
監
鰹
伺
書
類
』
明
治
十
五
年
上
）

帰
国
旅
費
の
申
請

〔
メ
ー
ソ
ン
氏
よ
り
申
出
書
翰
訳
文
〕

賜
暇
之
件
文
部
卿

二
於
テ
御
裁
可
相
成
候
二
付
條
約
面
二
明
文
有
之
候
ヘ
ト

モ
猶
ホ
帰
國
旅
費
下
賜
ノ
儀
御
省
ー
ー
於
テ
御
決
定
可
相
成
哉
之
趣
承
知
仕
候
右

下
賜
ノ
趣
ハ
今
般
一
先
事
業
ヲ
完
結
ス
ル
ニ
際
シ
御
省
ノ
厚
意
ヲ
證
ス
ル
ニ
足

ル
ヲ
以
テ
拙
者
二
於
テ
実
二
満
足
ノ
至
二
存
候
初
テ
右
金
額
表
向
貴
下
迄
請
求

致
候
ヘ
ト
モ
其
手
績
等
不
案
内
二
付
貴
下
二
於
テ
宜
敷
御
取
計
被
下
度
候
併
セ

テ
奉
職
中
貴
下
ノ
厚
意
ヲ
謝

ス
頓
首

六
月
廿
日
ル
ー
サ
ル
。
ホ
ワ
イ
チ
ン
グ
。
メ
ー
ソ
ン

伊
澤
修
二
殿
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〔
メ
ー
ソ
ン
氏
へ
旅
費
交
付
に
付
条
約
書
訳
文
〕

文
部
少
書
記
官
伊
澤
修
二
君
卜
亜
米
利
加
合
衆
國
人
ヱ
ル
ダ
プ
リ

ュ
メ
ー
ソ

ン
君
卜
／
間
二
約
定
ヲ
取
結
ビ
今
般
文
部
卿
福
岡
孝
弟
君
ガ
メ
ー
ソ
ン
君
ノ
帰

図
ノ
請
求
ヲ
許
可
セ
リ
就
テ
ハ

千
八
百
八
十
三
年
三
月
二
日
以
後
更

二
之
ヲ
雇

ヒ
績
キ
又
之
力
為
ニ
メ
ー
ソ
ン
君
ノ
再
ビ
日
本
二
来
ル
ヤ
否
ヤ
未
夕
判
然
タ
ラ

サ
ル
ニ
因
リ
此
度
メ
ー
ソ
ン
君
二
向
テ
帰
國
旅
費
ト
シ
テ
銀
貨
四
百
五
拾
圏
ヲ

交
付
ス
ベ
シ
然
レ
ト
モ
若
シ
本
年
三
月
二
日
以
後
更
二
之
ヲ
雇
ヒ
績
キ
又
メ
ー

ソ
ン
君
ノ
再
ヒ
日
本
二
来
ル
事
ア
レ
バ
其
節
日
本
二
来
リ
復
夕
合
衆
國
二
帰
ル

往
来
ノ
旅
費
ハ
支
給
セ
ザ
ル
ヘ
シ
若
シ
雇
ヒ
績
ガ
サ
ル
節
ハ
今
般
交
付
ノ
旅
費

ハ
メ
ー
ソ
ン
君
ョ
リ
返
還

二
及
バ
ザ
ル
事

明
治
十
五
年
即
チ
千
八
百
八
十
二
年
六
月
三
十
日

エ
ル
、

ダ
ブ
リ

ュ
ー
メ
ー
ソ
ン
記
名
印

記
名
印
〔
手
書
き
〕

（『
一
音
監
鰹
伺
書
類
』
明
治
十
五
年
上
）

〔
メ
ー
ソ
ン
送
別
演
奏
会
〕

今
般
教
師
メ
ー
ソ
ン
氏
賜
暇
相
成
暫
時
帰
國
二
付
同
氏
従
事
之
業
程
概
略
報

告
之
為
メ
且
嘗
学
期
中
本
掛
音
架
取
調
之
概
略
報
告
労
之
見
込
ヲ
以
テ
来
ル
七

伊
澤

修

午
前
第
十
時

思
ひ
い
づ
れ
ば

＾ 同

、-

君
が
代

螢

＾ 同

、-
＾ 同

、-

ね
む
れ
よ
子

＾ 同

ヽ

掛
圏
第
壼
曲
ョ
リ
第
十
三
曲
二
至
ル
（
等
胡
弓
合
奏
）

松
の
木
蔭

春
の
弥
生

蝶
々

若
紫

＾ 同

、-
＾ 同

、一

ヘ

同

、一

＾ 同

、一

唱
歌

メ
ー
ソ
ン
氏

山
勢

松

韻

受

持

辻
則
承

帰
国
旅
費
は
契
約
文
に
よ
れ
ば
満
期
解
雇
で
帰
国
す
る
場
合
に
交
付
す
る
と
な
っ

て
い
る
。
と

こ
ろ
が
メ
ー
ソ
ン
の
こ
の
場
合
は
賜
暇
帰
国
で
あ
る
か
ら
該
当

し
な

い
。
だ
が
特
例
と
し
て
銀
貨
四
百
五
十
円
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
特
例
と

し
た
理
由
に
つ
い
て
音
楽
取
調
掛
は

「
翌
年
も
契
約
す
る
か
ど
う
か
が
未
決
の
ま
ま

帰
国
す
る
の
で
、
本
来
の
賜
暇
と
は
少
し
意
味
が
違
う
こ
と
か
ら
満
期
帰
国
と
同
じ

扱
い
を
申
請
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

月
一
日
（
土
躍
）
午
前
ヲ
以
テ
営
掛
二
於
テ
其
事
業
之
成
績
報
告
致
シ
午
後
ヨ

リ
東
京
師
範
学
校
同
附
属
小
学
校
東
京
女
子
師
範
学
校
同
附
属
小
学
校
同
幼
稗

園
生
徒
井
二
本
掛
博
習
人
等
盛
ク
昌
平
館
二
招
集
シ
唱
歌
音
楽
演
習
致
度
且
右

二
就
而
者
本
省
卿
輔
各
局
長
其
他
貴
紳

二
臨
場
ヲ
請
ヒ
井
人
員
ヲ
限
リ
衆
人
ノ

来
聴
ヲ
モ
許
シ
度
見
込
二
有
之
候
尤
モ
賓
地
畢
行
之
次
第
井
手
績
等

ハ
本
按
御

決
裁
之
上
更
二
詳
細
具
状
可
致
候
得
共
先
以
右
拳
行
之
儀
仰
裁
可
候
也

追
而
午
前
二
臨
場
相
請
候
分
者
本
省
卿
輔
井
二
各
局
長
ノ
ミ
ニ
限
リ
度
見
込

二
有
之
候
也

明
治
十
五
年
七
月
一
日
音
楽
取
調
掛
二
於
テ
演
習
之
分

午
前
第
九
時

音
楽
取
調
掛
助
教
及
偉
習
人
等
合
奏
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蝶
々

心
は
猛
＜

霞
か
雲

か

其

他
敷
曲

敷
へ
歌

進
め
／
ヽ

右
終
テ
退
出

午
後
第

一
時
半

一
曲

音
楽
取
調
掛
博
習
人

猫
弾
曲

午
前
第
十
時
半

音
楽
取
調
掛
助
教
助
手
及
博
習
人

和
墜
講
説

m
m塁
麟

受

持

午
前
第
十
一
時
半

音
楽
取
調
掛
博
習
人

洋
琴獨

弾
曲

三
人
合
弾
曲

同
年
同
月
同
日
昌
平
館

二
於
テ
演
習
之
分

午
後
第
一
時

永
井
繁
女
受
持

二
曲

メ
ー
ソ
ン
氏
演
説

東
京
女
子
師
範
学
校
附
属
幼
稚
園
生
徒
進
入
（
洋
琴
進
行
曲
）

唱

歌

メ

ー

ソ

ン

氏

受

持

二
十
曲

洋
琴

永
井
繁
女

鳥
井
枕

受
持

加
藤
定
女

二
曲

掛
圏
練
習

憩 一
曲

一
曲

學
習
院
生
徒
進
入
（
洋
琴
進
行
曲
）

唱

歌

メ

ー

ソ

ン

氏

受

持

掛
圏
練
習

若
紫

霞
か
雲
か

大
和
撫
子

右
終
テ
退
出

午
後
第
二
時

東
京
女
子
師
範
学
校
附
属
小
学
生
徒
進
入
（
洋
琴
進
行
曲
）

唱

歌

辻

則

承

受

持

う
つ
く
し
き
我
子

隅
田
川

君
が
代

右
終
テ
退
出

午
後
第
二
時
半

音
楽
取
調
掛
偉
習
人
奏
楽

洋

琴

永

井

繁

女

受

持

猫
弾

三
人
合
弾

午
後
第

三

時

休

午
後
第
三
時
半

文
部
卿
演
説

東
京
師
範
学
校
附
属
小
学
生
徒
進
入
（
洋
琴
進
行
曲
）
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冨
士
山

薫
に
し
ら
る
る

隅
田
川

掛
圏
練
習

閏
の
板
戸

三
曲

誠
は
人
の
道

千
里
の
道

高
等
雖
音
唱
歌

鏡
な
す

螢
右
終
テ
退
出

午
後
第
四
時
半

音
楽
取
調
掛
助
教
及
博
習
人
合
奏

洋
風
管
絃
楽

大
平
曲

虫
の
盤

曲

メ
ー
ソ
ン
氏
受
持

上

慎

行

受

持

右
終
テ
退
出

午
後
第
四
時

東
京
女
子
師
範
学
校
生
徒
進
入
（
洋
琴
進
行
曲
）

複

音

唱

歌

メ

ー

ソ

ン

氏

受

持

掛
圏
練
習

東
京
師
範
学
校
生
徒
及
同
校
附
属
小
学
生
徒
合
併

複
音
唱
歌

曲

唱
歌

奥
好
義
受
持

〔
メ
ー
ソ
ン
送
別
演
奏
会
に
お
け
る
福
岡
孝
弟
文
部
卿
の
送
別
の
辞
〕

我
國
音
楽
ノ
博
フ
ル
ヤ
遠
ク
古
昔
ヨ
リ
シ
其
制
大
二
備
ハ
リ
ト
ス
晩
ニ
シ
テ

漸
ク
衰
へ
之
レ
ヲ
講
ス
ル
者
益
々
少
ナ
キ
ニ
至
レ
リ
我
文
部
省
前
キ
ニ
音
架
取

調
掛
ヲ
置
キ
首
メ
ニ
吾
メ
ー
ソ
ン
君
ヲ
聘
シ
テ
托
ス
ル
ニ
音
楽
教
習
ノ
事
ヲ
以

テ
ス
幸
二
吾
メ
ー
ソ
ン
君
其
善
美
ノ
架
ヲ
以
テ
懇
ゴ
ロ
ニ
此
二
従
事
シ
真

二
托

ス
ル
所
二
負
カ
ス
即
今
日
尚
浅
キ
モ
條
緒
粗
備
ハ
リ
我
架
頗
ル
振
興
ス
ル
ニ
庶

幾
セ
リ
君
ノ
我
レ
ニ
カ
ァ
ル
登
大
ナ
ラ
ス
ヤ
是
レ
偏
ヘ
ニ
君
力
自
ラ
任
ス
ル
ノ

切
ニ
シ
テ
人
ヲ
教
フ
ル
ノ
篤
キ
ニ
由
レ
リ
君
力
帰
期
未
夕
至
ラ
ス
一
旦
已
ム
ヲ

得
サ
ル
ノ
事
ア
リ
去
テ
図
二
返
ル
蓋
シ
君
ノ
再
滸
期
ス
可
ラ
サ
ル
ニ
非
ス
ト
雖

ト
モ
我
徒
二
在
テ
ハ
誰
力
別
ヲ
惜
ム
ノ
情
ナ
キ
ヲ
得
ン
唯
我
音
楽
二
従
事
ス
ル

者
今
後
愈
ミ
益
ミ
励
精
シ
之
レ
ヲ
善
美
ノ
域
二
期
シ
以
テ
今
日
ノ
成
功
ヲ
類
サ

ヽ
ラ
ン
ニ
ハ
即
チ
我
徒
ノ
君
二
報
フ
ヘ
キ
者
賓
二
此
―
―
外
ナ
ラ
ス
若
シ
不
幸
二

シ
テ
君
力
再
滸
或
ハ
意
ノ
如
ク
ナ
ラ
サ
ル
モ
彼
我
同
シ
ク
共
二
其
善
美
ノ
楽
ヲ

シ
テ
益
ミ
盛
大
ヲ
致
サ
シ
メ
ン
ニ
ハ
是
レ
又
我
徒
ノ
大
二
翼
望
ス
ル
所
ナ
リ
況

ャ
又
君
ノ
再
滸
ヲ
得
ル

ニ
於
テ
ハ
其
我
圏
ノ
音
楽
ヲ
シ
テ
大
二
完
良
二
進
マ
シ

ム
ル
事
期
シ
テ
侯
ッ
ベ

キ
ナ
リ
聯
力
脊
々
ノ
意
ヲ
表
シ
併
セ
テ
君
力
涯
リ
ナ
キ

ノ
健
康
ヲ
祈
ラ
ン
ト
ス

明
治
十
五
年
七
月
一
日

ウ
エ
ル
ス
國
歌

日
耳
曼
園
歌

午
後
第
五
時
一
同
退
散

〔
手
書
き
〕

（『
昔
監
経
伺
書
類
』
明
治
十
五
年
上
）

祗
岡
文
部
卿

〔手
書
き
〕
（
『
諸
向
往
復
書
類
』
明
治
十
五
年
一
月
ー
十
二
月
下
）
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こ
の
日
来
賓
の
接
待
費
と
し
て

サ
ン
パ
ン
三
拾
戴
本
一
金
拾
七
円

カ

ス

テ

ラ

一

金

爪

拾

円

上
茶

壱

斤

一

金

戴

円

紙
包
煙
百
本
入
四
箱
一
金
四
円

合
計
四
拾
三
円

が
見
積
ら
れ
て
い
る
。
続
い
て
七
月
三
日
の
夕
方
に
は
、
小
石
川
植
物
園
内
新
築
館

に
お
い
て
送
別
晩
餐
会
が
行
わ
れ
た
。
招
待
者
は
専
門
学
務
局
長
、
普

通

学

務

局

長
、
同
副
長
、
会
計
局
長
、
同
副
長
、
東
京
外
国
語
学
校
長
、
同
幹
事
、
東
京
師
範

学
校
長
、
同
御
用
掛
、
女
子
師
範
学
校
長
、
同
御
用
掛
、
体
操
伝
習
所
長
、
学
習
院

長
、
伊
澤
修
―
-
、
音
楽
取
調
掛
員
依
田
百
川
外
五
名
、
計
二
十
五
名
、
予
算
は
百
二

十
円
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
メ
ー
ソ
ン

は
七
月
六
日
に
任
を
解
か
れ
、
十
三
日
横
浜

よ
り
帰
国
の
途
に
つ
い
た
。
賜
暇
休
暇
と
し
て
再
来
日
の
つ
も
り
の
帰
国
で
あ
っ
た

が
、
実
際
は
解
雇
同
様
、
以
後
日
本
を
訪
れ
る
機
会
を
得
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。

〔
メ
ー
ソ
ン
宛
、
明
治
十
六
年
以
降
の
契
約
に
つ
い
て
そ
の
成
否
を
問
う
書

簡

伊

澤

修

二

に

よ
る
原
文
〕

十
一
月
六
日
付
、
こ
の
原
文
は
単
に
儀
礼
的
な
伺
い
文
と
も
受
け
と
れ
る
。
伊
澤

は
メ
ー
ソ
ン
か
ら
学
び
取
る
も
の
は
終
っ
た
と
い
う
考
え
と
、
今
後
良
き
協
力
者
と

し
て
求
め
得
る
人
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
疑
問
を
い
だ
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

事
実
、
内
部
で
は
同
日
付
で
彼
の
解
雇
を
決
定
し
、
十
六
日
付
で
海
軍
省
雇
音
楽
教

師
、
エ
ッ
ケ
ル
ト
に
来
校
の
交
渉
を
進
め
る
よ
う
文
部
省
に
依
頼
し
て
い
た
。
メ
ー

ソ
ン
に
渡

っ
た
書
簡
は
、
原
文
の
傍
点
の
部
分
と
〔

〕
内
を
職
務
上
差
出
人
と
な

っ
た
幅
岡
文
部
卿
に
よ
っ
て
削
除
さ
れ
た
文
面
で
あ
る
。

一
別
以
来
未
夕
何
等
之
御
左
右
モ
不
得
候
得
共
爾
来
益
御
安
全
之
儀
卜
遠
察

致
候
却
説
去
六
月
中
賜
暇
御
申
出
之
際
返
書
中
申
進
置
候
通
賜
暇
期
限
之
儀
者

去
七
月
初
旬
若
ク

ハ
中
旬
ヨ
リ
向
七
八
ヶ
月
以
内
ヲ
以
テ
御
随
意
二
御
取
極
可

相
成
儀
二
有
之
侯
得
共
其
節
豫
而
締
約
致
置
候
通
貴
下
再
ヒ
日
本
へ
帰
航
ノ
成

否
ハ
健
康
其
他
ノ
事
情
二
属
シ
井
二
帰
航
ノ
得
失
ハ
来
一
千
八
百
八
十
三
年
三

月
以
後
二
係
ル
貴
下
之
條
約
再
締
ノ
成
否
二
関
シ
候
得
者
若
シ
貴
下
二
於
テ
再

ヒ
日
本

へ
帰
航
ヲ
妨
ク
ベ
キ
事
情
相
起
候
殿
又
ハ
当
方
二
於
テ
該
二
月
以
後
二

係
ル
條
約
取
結
ヲ
妨
ク
ベ
キ
事
情
差
起
候
時
ハ
速
二
可
相
報
儀
二
有
之
且
其
事

情
ハ
雙
方
共
賜
暇
期
限
三
ヶ
月
前
二
通
報
可
致
儀
二
有
之
因
テ
嘗
方
二
於
テ

モ

篤
卜
遂
熟
考
候
処
九
月
以
降
賓
験
ノ
成
績
二
撼
ル
ニ
學
校
唱
歌
教
授
之
儀
ハ
段

々
ノ
御
盛
カ
ヲ
以
テ
先
ッ
音
楽
取
調
掛
助
教
員
二
而
大
概
不
都
合
有
之
間
敷
様

被
存
且
洋
琴
等
之
教
授
モ
永
井
子

二
而
一
通
リ
差
支
無
之
様
相
心
得
候
抑
音
架

取
調
掛
創
置
ノ
日
タ
ル
ヤ
尚
浅
シ
ト
雖
モ
既
二
能
ク
前
述
ノ
成
果
ヲ
得
ル
ニ
至

リ
シ
ハ
是
偏
二
貴
下
在
職
中
非
常
ノ
御
盛
カ
ニ
典
リ
候
故
卜
深
ク
鳴
謝
二
不
堪

候
就
テ
ハ
来
ル
一
千
八
百
八
十
三
年
三
月
以
後
者
貴
下
ノ
榮
ヲ
煩
ス
ル
ヲ
要
セ

ズ
且
會
計
其
他
種
々
ノ
都
合
モ
有
之
該
三
月
以
後
ハ
貴
下
ノ
條
約
再
締
致
兼
候

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

様
被
存
侯
二
付
先
ツ
該
三
月
二
至
リ
現
條
約
満
限
ノ
後
ハ
更
二
條
約
ヲ
継
績
セ

ザ
ル
儀
卜
御
承
知
相
成
度
候
〔
故
二
賜
暇
期
限
後
現
條
約
残
餘
ノ
期
日
（
即
チ

来
一
月
若
ク
ハ
ニ
月

ヨ
リ
同
三
月
マ
デ
）
ハ
僅
カ
ニ

―
ヶ
月
内
外
二
過
ギ
ザ
レ

バ
此
ガ
為
而
已
ニ

シ
テ
貴
下
再
ヒ
日
本
へ

帰
航
相
成
候
儀
ハ
固

ョ
リ
無
益
二
属

シ
且
賓
際
不
可
出
来
事

二
有
之
候
得
者
貴
下
二
於
テ
別
段
御
不
都
合
無
之
儀
二

候
ハ
ゞ
該
期
日
ハ
賜
暇
中
ノ
モ
ノ
ト
看
倣
候
共
又
ハ
該
期
日
二
就
テ
ハ
條
約
取

消
一
一
致
候
共
営
方
二
於
テ
ハ
聯
カ

モ
異
論
無
之
儀
二
有
之
候
間
此
儀
ハ
渾
テ
貴

下
ノ
御
便
宜
二
属
シ
可
申
候
〕
尚
御
着
郷
後
ノ
事
情
モ
承
知
致
度
労
以
テ
本
書

到
達
ノ
上
ハ
早
速
御
一
報
ヲ
投
ゼ
ラ
レ
候
様
期
望
二
不
堪
候
也

大
日
本
明
治
十
五
年
十
一
月

文
部
卿
禰
岡
孝
弟
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〔
メ
ー
ソ
ン
か
ら
伊
澤
修
二
あ
て
書
簡

エ
ル
、
ダ
ブ
リ
ュ
ー
、

粛
啓

メ
ー
ソ
ン
殿

(
『
＿
音
監
経
伺
書
類
』
明
治
十
五
年
下
、
明
治
十
五
年
）

〔
手
書
き
〕

明
治
十
五
年
十
一
月
二
十
日
付
〕

こ
の
手
紙
は
当
時
オ
ー
ス
ト
リ
ア
領
で
あ
っ
た
ボ
ヘ

ミ
ア
か
ら
差
し
出
さ
れ
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
音
楽
取
調
掛
解
雇
の
通
知
は
ま
だ
見
て
い
な
い
。
自
分
の
教
科
書

改
正
と
日
本
の
音
楽
教
育
の
た
め
に
新
資
料
を
収
集
吸
収
す
る
目
的
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

を
旅
行
し
て
い
る
こ
と
、
健
康
状
態
も
非
常
に
良
い
の
で
ぜ
ひ
再
契
約
し
て
日
本
で

働
き
た
い
と
記
し
て
い
る
。

野
生
日
本
発
航
後
既

二
敷
回
御
投
翰
興
リ
候
儀
卜
相
心
得
候
得
者
着
郷
後
更

二
発
足
欧
洲
周
遊
罷
在
候
得
共
末
夕
其
貴
翰
ヲ
不
得
ル
ハ
遺
憾
二
堪
ヘ
ズ
候

倍
野
生
儀
ハ
「
メ
ー
ン
」
州
二
罷
在
候
家
族
共
二
面
會
致
候
後
八
月
三
十
日

ヲ
以
テ
新
約
定
ヲ
解
攪
シ
日
耳
曼
二
渡
リ
九
月
十
五
日
「
ハ
ン
ボ
ル
グ
」
二
着

シ
同
府
諸
等
ノ
學
校
ヲ
巡
覧
シ
幼
稗
園
ョ
リ
訓
盲
院
二
致
ル
マ
デ
音
楽
教
授
ノ

方
法
等
訊
礎
ヲ
遂
ケ
且
高
等
ノ
音
楽
演
習
會
二
臨
ミ
管
絃
架
ノ
事
項
ヲ
研
究
致

候
既
チ
即
二
送
呈
致
侯
楽
譜
ハ
助
教
員
ノ
為
該
地
二
於
テ
一
ノ
伶
官
二
托
シ
撰

定
致
候
モ
ノ
ニ
有
之
候

拙
著
米
國
出
版
音
楽
教
科
書
校
正
ノ
為
新
材
料
採
集
ノ
側
ラ
マ
タ
日
本
音
楽

教
育
ノ
為
ニ
モ
種
々
ノ
材
料
採
集
致
候
此
儀
ハ
特
二
恩
命
ヲ
奉
シ
資
料
ヲ
賜
リ

候
モ
同
様
盤
力
罷
在
侯
全
体
今
般
該
材
料
採
集
ノ
儀
野
生
へ
特
二
御
委
任
無
之

儀
ハ
却
テ
御
不
利
ト
モ
相
成
候
様
愚
考
致
候
畢
覚
野
生
欧
洲
周
遊
ノ
儀
豫
テ
碇

卜
御
承
知
相
成
居
候
ハ
ヽ
右
二
付
御
計
劃
ニ
モ
相
成
候
事
件
不
少
儀
二
有
之
候

事
卜
在
候

東
京
女
子
師
範
学
校
附
属
幼
稗
園
二
於
テ
ハ
特
二
諸
教
員
井
諸
幼
群
ノ
篤
キ

御
優
待
二
預
リ
侯
御
證
労
ノ
為

「
ハ
ン
ボ
ル
グ
」
二
於
テ
方
今
天
下
第
一

卜
申

ス
ベ
キ
完
全
ナ
ル
幼
稗
園
々
制
ヲ
取
調
併
セ
テ
諸
遊
具
等
モ
購
入
致
候
該
幼
稗

園
ハ
今
日
海
内
一
人
ノ
幼
稗
園
師
ナ
ル
博
士
「
エ
ド
ワ
ー
ド
、
ウ
ヱ
ー
ブ
」
氏

ノ
設
立
掌
理
ス
ル
ト
コ
ロ
ニ
シ
テ
同
氏
は
賓
二
「
フ
ロ
イ
ベ
ル
」
氏
ョ
リ
直
博

ヲ
受
ケ
候
人
二
有
之
候
牌
子
ノ
細
工
ハ
都
テ
同
氏
ノ
自
作
二
係
リ
其
説
明
モ
亦

同
氏
ガ
英
文
ヲ
以
テ
附
述
ス
ル
ト
コ
ロ
ニ
有
之
候
該
細
工
物
新
調
ノ
為
井
其
他

遊
エ
ノ
材
料
ノ
採
集
ノ
為
同
氏
へ
交
付
侯
金
圏
ノ
ミ
モ
殆
ド
五
十
弗
二
及
候
此

等
ハ
即
チ
文
部
卿
閣
下
御
管
理
ノ
幼
稗
園
へ
送
呈
可
致
心
得
二
有
之
候
該
幼
稗

園
へ
送
呈
可
致
見
込
ノ
贈
品
ハ
惣
金
高
ニ
テ
殆
ド
戴
百
弗
二
相
成
候
此
等
ノ
品

々
ハ
貴
國
人
民
ノ
オ
器
ヲ
以
テ
模
造
複
製
ス
ル
ヲ
得
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ハ
ナ
キ
モ
ノ

二
有
之
候
若
シ
之
ヲ
模
造
複
製
セ
ザ
ル

ニ
於
テ
ハ
廣
ク
之
ヲ
活
用
ス
ル
ノ
途
絶

ヘ
甚
タ
シ
キ
失
費
ノ
モ
ノ
ト
モ
可
相
成
様
存
候

次
二
兼
テ
野
生
調
印
致
置
候
條
約
之
儀
ハ
来
ル
三
月
一
日
ヲ
以
テ
満
限
二
相

成
候
得
者
モ
シ
再
ヒ
日
本
へ
蹄
航
奉
職
致
候
二
於
テ
ハ
全
ク
新
條
約
卜
相
成
候

様
相
心
得
候

依
テ
新
條
約
之
箇
條
二
就
テ
ハ
既
二
文
部
省
へ
呈
書
致
候
儀
二
有
之
モ
シ
該

箇
條
御
採
用
二
相
成
再
ヒ
日
本

へ
蹄
航
可
致
手
順
二
相
成
候
ハ

ヽ
幸
甚
之
至
有

之
候野

生
病
氣
ノ
儀
ハ
全
快
致
シ
健
康

二
相
成
候
得
者
日
本
へ
再
ヒ
蹄
航

二
付
此

儀
二
於
テ
ハ
聯
カ
モ
差
支
無
之
候

尤
モ
今
後
文
部
省
二
於
テ
野
生
條
約
継
績
難
相
成
旨
ハ
兼
テ
締
結
ノ
約
條
ニ

依
リ
既
二
御
文
通
二
相
成
候
事
乎
卜
存
候

若
シ
未
夕
右
ノ
御
手
順
二
相
成
居
不
申
候
ハ

ヽ
既
二
先
便
ノ
書
中
―
ー
開
陳
致

置
候
箇
條
ハ
貴
下
二
於
テ

モ
何
卒
御
賛
成
被
成
下
候
様
奉
願
候
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〔
解
雇
通
知
に
対
す
る
メ
ー
ソ
ン
か
ら
の
返
信
明
治
十
六
年
一
月
十
五
日

付〕

〔手
書
き
〕（
『
昔
監
往
復
書
類
』
明
治
十
六
年
下）

尤
モ
奉
職
期
限

ハ
三
ケ
年
卜
為
シ
給
料
ハ
年
俸
銀
貨
四
千
園
井
二
日
本
へ
渡

航
旅
費
銀
貨
五
百
圃
本
國

へ
蹄
航
旅
費
同
五
百
園
ヲ
賜
リ
度
候
右
ハ
貴
下
二
於

テ
モ
御
驚
不
被
成
下
様
企
望
仕
候
全
体
ボ
ス
ト
ン
友
人
モ

渾
テ
野
生

年
俸
六
千

圃
己
下
ニ
テ
ハ
決
シ
テ
條
約
再
締
不
可
致
様
望
居
侯
且
又
右
友
人
モ
野
生
儀
モ

シ
貴
國
ノ
御
為
二
相
成
候
ハ

ヽ
右
俸
額
ノ
如
キ
ハ
固
ョ
リ
至
嘗

二
有
之
加
フ
ル

二
本
國

二
於
テ
モ
野
生
俸
給
ハ
右
ノ
金
高
二
相
成
候
様
申
居
候

且
野
生

儀
向
後
日
本
政
府
ノ
為
二
忠
信
ヲ
盛
ス
ヘ
キ
心
底
二
有
之
候
得
者
貴

國
人
民

一
般
二
此
意
ヲ
證
明
セ
ン
為
「
ア
メ
リ
カ
」
人
民
タ
ル
権
理
ヲ
棄
テ
本

國
政
府
ノ
保
護
ヲ
受
ケ
ザ
ル
様
可
致
儀
モ
既
二
申
上
置
候
得
者
是
又
御
参
覧
被

成
下
度
候

若
シ
野
生

日
本
へ

蹄
航
致
候
ハ

ヽ
家
族
ノ
儀
ハ
従
来
ノ
事
情

二
依
テ

モ
忽
チ

貴
國
人
民
卜
親
睦
二
相
成
候
儀
卜
企
望
致
候
得
共
此
等
ノ
者
共
二
就
テ
ハ
聯
モ

心
配
無
之
儀
二
相
成
可
申
卜
存
候

野
生
條
約
再
締
ノ
成
否
二
付
キ
貴
下
二
於
テ
若
シ
未
ダ
御
投
翰
二
相
成
不
申

候
ハ

ヽ
左
記
ノ
宿
所
へ
宛
テ
至
急
御
発
被
成
下
候
様
奉
庶
幾
候

マ
ッ
サ
チ
ュ
セ
ッ
ツ

ボ
ス
ト
ン

ヘ
ー
ス
組
寄
留

エ
ル
、
ダ
ブ
リ
ュ
ー
、
メ
ー
ソ
ン

ト
レ
モ
ン
ト
街
十
三
番

〔後
略
、
歴
訪
し
た
国

・
都
市
名
が
記
さ
れ
て
あ
る
〕

千
八
百
八
十
二
年
十
一

月
二
十
日

「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
」
ノ

「ボ
ヘ

ミ
ア」

ニ
於
テ

伊
澤
修
二
殿
貴
下

ジ
ン
、

〔
賞
与
〕

百
円
ー
ニ
百
円

二
百
円
ー
三
百
円

三
百
円
ー
四
百
円

（『
一音
監
開
申
書
類
』
明
治
十
六
年
）
〔
手
書
き
〕

イ
ル
、
ダ
ブ
リ
ュ
ー
、
メ
ー
ソ

ン

謹
啓

陳
者
野
生
儀
長
々

欧
洲
周
遊
罷
在
漸
蹄
郷
仕
候
処
御
書
到
来
罷
在
忙
手
拝
見

仕
侯
御
書
中
来
三
月
後
ハ
野
生
條
約
継
績
難
相
成
旨
被
仰
聞
委
細
奉
拝
承
候
尚

貴
國
在
留
奉
職
中
野
生
事
業

二
付
御
懇
篤
之
御
言
葉
ヲ
戴
キ
賞
以
奉
恐
縮
候
唯

ミ
野
生

儀
更
二
奉
職
仕
候
二
不
相
成
儀
ハ
遺
憾
至
極
奉
存
候
爾
後
野
生
身
陸
ノ

儀
ハ
至
極
健
全
二
相
成
候
二
付
此
段
御
降
慮
奉
祈
候
蹄
郷
後
ハ
貴
國
教
育
之
為

殊
二
盲
人
教
育
之
為
種
々
計
甕
仕
候
事
等
御
座
候
得
共
先
ハ

不
取
敢
奉
職
中
御

懇
情
ヲ
戴
キ
候
御
證
井
二
御
懇
書
奉
後
妾
捧
愚
札
候
頓
首
再
拝

千
八
百
八
十
三
年
一
月
十
五
日

在
波
斯
敦

文
部
卿
幅
岡
考
弟
殿
閣
下

音
楽
取
調
掛
で
は
十
六
年
一
月
、
メ
ー
ソ
ン
在
職
中
の
営
に
感
謝
し
て
褒
賞
を
贈

る
こ
と
に
な
っ
た
。
先
の
東
京
師
範
学
校
雇
教
師
米
国
人
M
.
M
・
ス
コ
ッ
ト
（
三

年
余
奉
職
金
凡
そ
百
円
）
と
体
操
伝
習
所
教
師
米
国
人
G
.
E
・
リ
ー
ラ
ン
ド
（
三

年
余
奉
職
金
九
拾
一
二
円
西
陣
織
物
）
の
例
に
な
ら
っ
て
大
和
錦
（
百
四
拾
八
円
七
拾

五
銭
）
に
決
定
し
た
。
文
部
省
は
メ
ー
ソ
ン
ヘ
の
贈
与
を
機
に
次
の
よ
う
な
賞
与
基

準
を
設
け
て
い
る
。

〔
雇
年
限
〕

二
年
ー
三
年

四
年
ー
五
年

六
年
ー
七
年

〔
メ
ー
ソ
ン
ヘ
の
贈
与
伺
い
案
〕

本
掛
雇
教
師
米
國
人
ェ
ル
、
ダ
ブ
リ
ュ
ー
、
メ
ー
ソ
ン
儀
去
明
治
十
二
年
六

月
米
國
二
於
テ
招
聘
ノ
儀
結
約
同
十
三
年
三
月
ヨ
リ
今
十
六
年
三
月
マ
デ
締
約
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明
治
十
六
年
一
月
日

奉
職
J

ト
コ
ロ
去
十
五
年
七
月
中
賜
暇
ヲ
以
テ
帰
國
ノ
末
今
般
蒲
解
雇
相
成
候

ニ
付
テ
ハ
同
人
在
職
中
職
務
勉
勘
ノ
賞
典
ト
シ
テ
相
常
ノ
物
品
ヲ
贈
胎
致
度
候

抑
同
人
儀
去
十
三
年
三
月
本
掛
へ
奉
職
以
降
生
徒
授
業
向
ハ
勿
論
諸
事
親
切
出

精
殊
二
同
人
就
職
ノ
節
ハ
本
掛
創
置
二
際
ス
ル
ヲ
以
テ
諸
般
ノ
事
業
二
注
意
致

シ
側
ラ
管
絃
架
ヲ
博
習
シ
和
槃
学
講
義
ヲ
授
ケ
加
フ
ル
ニ
東
京
師
範
学
校
東
京

女
子
師
範
学
校
及
学
習
院
へ
日
々
出
張
唱
歌
ヲ
博
習
シ
殊
二
両
師
範
学
校

二
於

テ
ハ
唱
歌
教
授
ヲ
精
究
シ
其
他
在
職
中
拮
据
畢
勉
候
ハ
今
日
唱
歌
教
授
ノ
事
業

ヲ
保
績

ス
ル
ヲ
得
ル
ニ
至
リ
侯
一
貼
ヲ
以
テ
判
然
致
候
依
テ
去
明
治
七
年
七
月

中
東
京
師
範
学
校
雇
教
師
米
図
人
エ
ム
、
エ
ム
、
ス
コ
ッ
ト
及
同
十
四
年
六
月

麓
操
博
習
所
雇
教
師
米
國
人
ジ
ョ
ー
ジ
、
エ
、
リ
ー
ラ
ン
ド
満
期
解
雇
ノ
節
奉

職
功
績
有
之
候
廉
ヲ
以
テ
金
園
凡
ソ
壼
百
園
ノ
物
品
賞
典
贈
胎
相
成
候
例
モ
有

之
彼
此
奉
職
創
業
ノ
際
二
在
テ
苦
心
勉
勘
候
ハ
殆
卜
相
同
シ
キ
者
二
有
之
候
得

共
メ
ー
ソ
ン
儀
ハ
特
二
職
務
一
一
専
心
勉
勘
イ
タ
シ
候
者
卜
可
申
儀
二
有
之
依
テ

今
般
解
雇
二
際
シ
慰
労
ノ
意
ヲ
表
シ
金
百
五
拾
圏
以
下
ノ
物
品
ヲ
賞
典
致
度
存

候
尤
モ
右
費
額
之
儀
者
嘗
年
度
豫
算
中
二
見
込
置
候
処
過
般
減
額
ノ
際
控
除
相

成
候
二
付
外
國
人
俸
給
ノ
科
目
中
ヨ
リ
流
用
支
辮
可
致
見
込
二
有
之
候
条
前
顕

ノ
事
情
御
洞
察
至
急
裁
可
相
成
度
候
也

贈
典
品
へ
附
書
按

粛
啓

貴
下
奉
職
中
拮
据
畢
勉
其
功
不
彫
候
二
付
文
部
卿
二
於
テ
モ
満
足
不
浅
依
テ

賞
興
ト
シ
テ
（
物
品
ヲ
記
入
ス
）
贈
典
呈
候
条
御
領
収
相
成
度
也

音
楽
取
調
掛

文
部
少
書
記
官
伊
澤
修
二

メ
ー
ソ
ン
ヘ
贈
与
の
経
費
は
送
料
を
含
め
一
切
で
洋
銀
十
五
弗
九
十
五
セ
ン
ト
か

か
っ
た
こ
と
が
記
録
に
残

っ
て
い
る
。
だ
が
こ
れ
を
受
け
取
っ
た
メ
ー
ソ
ン
は
七
十

七
弗
五
十
セ
ン
ト

の
輸
入
税
を
か
け
ら
れ
た
。
こ
の
件
に
対
し
音
楽
取
調
掛
は
十
八

年
一
月
に
別
途
予
算
を
計
上
し
て
彼
に
返
却
し
て
い
る
（
『
緊
要
書
類
』
明
治
十
六
年
ー

二
十
年
上
）
。

付〕謹
啓

陳
者
野
生
儀
御
省
二
奉
職
中
職
務
勉
勘
之
御
賞
興
ト
シ
テ
文
部
卿
閣
下
ヨ
リ

思
モ
寄
ラ
ザ
ル
貴
重
美
麗
ナ
ル
御
國
産
一
品
御
恵
投
被
成
下
難
有
奉
拝
受
候
尚

再
ヒ
美
麗
ナ
ル
貴
國
二
奉
職
ス
ル
ヲ
得
ザ
ル
儀
ハ
不
幸
至
極
卜
奉
存
候
尤
モ
是

ト
テ
常
國
二
於
テ
好
事
業
無
之
ヨ
リ
ノ
儀
ニ
ハ
無
御
座
全
ク
従
前
ヨ
リ

一
層
御

用
ニ
モ
可
相
立
儀
有
之
候
哉
杯
卜
愚
想
候
ョ
リ
ノ
儀
二
御
座
候
乍
去
爾
後
音
架

取
調
所
事
業
モ
益
隆
盛
之
域
二
至
リ
加
栴
ェ
ッ
ケ
ル
ト
氏
モ
奉
職
罷
在
候
趣
二

承
知
仕
候
得
者
是
而
巳
遠
悦
至
極
奉
存
候
猶
今
般
御
恵
投
被
成
下
候
美
麗
ナ
ル

御
贈
物
ノ
御
證
井
奉
職
中
未
熟
ナ
ル
事
業
二
係
リ
恐
入
候
御
言
葉
等
萬
々
ノ
御

證
何
卒
宜
敷
貴
下
ヨ
リ
被
仰
上
被
下
候
様
伏
テ
奉
懇
願
候
頓
首

千
八
百
八
十
三
年
五
月
三
十
一
日
ボ
ス
ト
ン
府
二
於
テ

エ
ル
、

ダ
ブ
リ

ュ
ー
、
メ
ー
ソ
ン

文
部
少
書
記
官
伊
澤
修
二
殿

副
伸
野
生
健
康
井
家
族
共
健
康
モ
最
好
二
有
之
候
間
此
段
御
降
慮
奉
祈
候
美

〔
メ
ー
ソ
ン
か
ら
大
和
錦
に
対
す
る
礼
状
明
治
十
六
年
五
月

三
十

一
日

エ
ル
、
ダ
ブ
リ
ュ
ー
、

メ
ー
ソ
ン
殿

(
『
昔
監
経
伺
書
類
』
明
治
十
六
年
）

〔
手
書
き
〕
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Boston, Dec. 5, 1884〔明治17年〕

My dear Mr. Isa wa. 

The organs have been shipped more than a week. 

They are made in Brattleboro, Vermont. The [ (?)] have 

fallen into difficulty in their business on account of the 

death of the principal man in the Company. So they 

directed me to Mr. Carpenter who they knew to make 

good organs. I went to his factory and saw the kind of 

work they do, and was very much pleased in every way. 

The English, Germans, and the French, are very 

jealous of the Americans, and if they had an opportunity 

they would speak lightly of our work. I hope if they do 

so, you will not be disturbed. Our work was good, so far 

as we went, and was on a good foundation. 

My aim was to give your people the true instruction 

and let your people work it out in the Japanese way. I 

believe my plans were good and true, and your cooperation 

with me was above all praise. 

Now if you had employed an Englishman he would 

have had everything English. If a German, he would have 

had everything German nomenclature and all. If a French 

man everything must have been French. But we at once 

put everything into Japanese. 

Now how was it in my case as an adviser. In 1872, 

I visited France, Italy, Switzerland, Austria, Germany and 

England to look into their system of school and popular 

or National Music. In 187 4 I visited England and Scotland 

again. Now you will not find another man, in all the 

world who has taken so much pains to learn all about 

this particular class of music as I have. Then on leaving 

Japan, I went directly to Europe, and made a more 

extensive visit taking into my journeys, Norway, Sweden, 

Denmark, also Germany, Austria, France and England, 

with the expectation of returning to Japan. Now I am 

very sure that you are continuing to pursue the right 

course for Japan, viz. to base the hope of reforming the 

national ear for the future music of Japan by means of 

the cabinet organ. 

Therefore I attend to this matter 

you with a great deal of pleasure. 

It is the height of my ambition, after I have 

proper promise for my family, to return to Japan 

one or two expert organ makers to instruct such of your 

ingenious mechanics who may wish to learn, to make and 

repair cabinet organs. Of course, I have given up all hope 

of doing this under your government, but still hope to do 

of the organs for 

made 

with 
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so in connection with the American Missionaries who are 

your true friends. 

The plans for my going (to) Japan are complete and 

hope to be in your country within a year. I expect to 

spend most of this winter in New Orleans, so I shall see 

your exhibition there and shall take great interest in it. I 

expect to see Mr. Kuki on my way south. My health is 

good, so is that of Mrs. Mason, Katie and Mrs. Irish, with 

another little boy four months old. 

With my best regards to Mrs. Isa wa 

b remember me in our work. 

Boston, June 8, 1885〔明治18年〕

Mr. S. Isawa. 

My Dear Friend, 

and any 

I remain. 

Your truly 

who 

I have just returned from the World's Exposition at 

New Orleans, and find your letter of the date of April 16, 

1885. Also a package containing "nail sticks, 3 music books 

and tuningfork." 

I have also received the documents which I sent you, 

and a check for $77 55/100 from your Consul in New York 

on account of the present your Government kindly sent to 

me. 

I congratulate you on the success of your Educational 

Exhibit at New Orleans-I think your exhibit stands 

among the very highest including France and the United 

States. 

I am especially pleased with the success of Mr. A. 

Furukawa, Director of the Asylum for the Deaf Mute and 

Blind-I Kioto [in Kyoto?]. 

I visited this Institution while in your country, and 

was exceedingly interested in his work. I think he is one 

of the most remarkable and ingenious men as a Special 

Educator, that I have ever met with. 

I understand that he has received a gold Medal for his 

Special Exhibit. 

As to the musical instruments which I propose to send 

to you in return for those you turn over to me for the 

Great New England Conservatory of Music under the 

Direction of Dr. E. Tourjee : I would take the liberty to 

suggest: 

1. That you consult Prof. Eckert as to what he will 

most need. 

2. I should think you would need two valve French 

Horns and one or two oboies. It is not common to have 

two oboies in a small orchestra, but as your Court Musi-

cians would manage those instruments so well, being 

accustomed to one of their own which is much more 

difficult to play, and as I understand, that is a favourite 

instrument with Mr. Eckert, I thought I would suggest 

them. 

The wind instruments for orchestra must be first class 
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a
n
d
 all 
of 
t
h
e
 
s
a
m
e
 s
y
s
t
e
m
 a
s
 to 
pitch. 
M
r
.
 
E
c
k
e
r
t
 
will 

k
n
o
w
 all 
a
 bo
u
t
 that :
 

I
 

believe 
y
o
u
 h

a
v
e
 t
h
e
 
best 
material 
as to m
e
n
 in 
t
h
e
 

C
o
u
r
t
 M
u
s
i
c
i
a
n
s
 for 
a
 g
o
o
d
 
E
u
r
o
p
e
a
n
 
O
r
c
h
es
tra 
in 
t
h
e
 

world•You 

n
e
e
d
 a
 g
o
o
d
 t
e
a
c
h
e
r
 
of 
string
e
d
 
i
n
s
t
r
u
m
e
n
t
s
 

like 
t
h
e
 Violin, Viola, Violonecello a
n
d
 D
o
u
b
le
 Bass. P
l
e
a
s
e
 

write 
m
e
 a
n
d
 I
 

will 
a
t
t
e
n
d
 
to y
o
u
r
 business w

i
t
h
 pleasure. 

Y
o
u
r
s
,
 
truly. 

L. 
W. M
a
s
o
n
.
 

伊
澤
修
一
一
の
訳
に
よ
る
次
の
書
簡
文
は
、
留
学
間
も
な
い
幸
田
延
に
つ
い
て
報
告

し
て
き
た
も
の
で
あ
る
（
遠
藤
宏
著
『
明
治
昔
架
史
考』

一四
二
頁
よ
り
転
載
）。

拝
呈
迂
生
等
は
幸
田
嬢
と
共
に
只
今
メ
ー
ン
府
よ
り
蹄
着
致
し
候
。
幸
田
嬢

に
は
亜
米
利
加
渡
航
以
来
牡
健
に
有
之
、
休
暇
前
か
な
り
の
進
歩
を
著
は
し
、

メ
ー
ン
に
到
着
以
来
熱
心
に
演
習
被
致
居
侯
。
営
時
は
毎
日
二
時
間
バ
イ
オ
リ

ン
を
、
一

時
間
ピ
ア
ノ
を
練
習
被
成
且
餘
暇
に
は
彼
の
雙
兒
（
註
、
メ
ー
ソ
ン
の

孫
）
に
バ
イ
オ
リ
ン
を
御
教
授
下
候
ま
A

其
報
酬
と
し
て
迂
生
が
日
本
に
携
ヘ

候
品
と
同
じ
形
の
見
事
な
る
婦
人
持
金
時
計
を
賄
り
申
候
。
又
嬢
は
去
る
十
二

日
よ
り
昔
架
院
に
於
て
稽
古
を
始
め
、
バ
イ
オ
リ
ン
、
ピ
ア
ノ
の
外
に
エ
メ
リ

ー
氏
に
就
き
ハ
ー
モ
ニ
ー

の
稽
古
を
被
成
候
故
に
常
時
嬢
の
教
師
に
は
ピ
ア

ノ

に
は
彼
の
ピ
ア
ノ
弾
奏
家
の
王
と
呼
ば
れ
た
る
フ
ヒ
ー
ル
ト
ン
氏
又
バ
イ
オ
リ

ン
に
は
世
界
に
有
名
な
る
マ
ー
ル
氏
有
之
且
工
メ
リ
ー
氏
は
ハ
ー
モ
ニ
ー
に
最

も
熟
練
な
る
赦
師
中
の
一
人
に
御
座
候
。
貴
下
に
於
て
は
拙
者
に
係
る
訂
正

「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ー
ス
」
並
に
掛
圏
を
御
所
持
無
之
候
は

ゞ
御
送
附
申
上
べ
く
候
間
御
遠
慮
な
く
御
申
越
し
被
下
度
又
幸
田
嬢
の
勉
強
被

致
居
候
楽
譜
御
入
用
候
へ
ば
御
送
可
申
上
候
。

御
承
知
の
事
と
存
候
得
共
常
時
ツ
ー
ル
ヂ
ー
氏
は
家
族
一
同
―
音
楽
院
に
住
居

罷
在
候
得
ば
、
幸
田
嬢
を
恰
も
家
族
の
如
く
諸
事
御
世
話
被
成
居
候
。
嬢
の
話

に
由
れ
ば
近
頃
日
本
の
楽
器
製
造
人
中
風
琴
を
製
造
す
る
者
往
々
有
之
候
由
誠

に
欣
然
の
至
に
存
候
。
貴
國
に
て
は
歌
米
各
國
よ
り
以
前
に
義
舌
を
製
作
候
由

（
註
、
雅
架
架
器
笙
の
意
か
）
其
技
術
も
隧
分
稜
逹
致
居
候
は
ん
が
、
低
昔
の

分
を
製
作
す
る
事
は
至
難
の
業
に
可
有
之
又
低
―
音
と
高
昔
と
の
中
間
の
昔
盤
を

し
て
平
均
を
得
せ
し
む
る
こ
と
は
困
難
に
有
之
べ
く
候
。

嘗
國
に
て
は
オ
ル
ガ
ン
に
適
す
る
笛
を
製
造
す
る
工
場
有
之
皆
器
械
を
以
て

製
作
致
居
候
。
何
事
に
依
ら
ず
若
し
迂
生
に
て
間
に
合
ひ
候
の
事
有
之
御
遠
慮

な
く
御
申
付
被
下
候
は
ば
誠
に
本
懐
の
至
に
御
座
候
。
家
内
一
同
無
事
、
御
令

閾
様
及
び
知
己
諸
君
へ
宜
し
く
御
鶴
磐
被
下
度
奉
願
候

一
千
八
百
八
十
九
年
九
月
十
九
日

明
治
二
十
九
年
(
-
八
九
六
）
彼
は
日
本
政
府
か
ら
勲
四
等
に
叙
せ
ら
れ
た
。
そ

の
前
年
、
芝
葛
鎮
、
奥
好
義
、
上
原
六
四
郎
、
上
員
行
、
辻
則
承
、
高
嶺
専
子
（
旧

姓
中
村
）
、
加
藤
錦
子
、
鳥
居
沈
ら
が
叙
勲
の
た
め
の
調
査
書
を
、
高
等
師
範
学
校
長

嘉
納
治
五
郎
の
諮
問
に
よ
り
作
成
し
て
い
る
。
こ
の
全
文
は

『東
京
―音
楽
學
校
同
盤

会
雑
誌
』
第
五
号
（
明
治
三
十
年
前
期
）
に
転
載
さ
れ
て
い
る
が
、
現
物
を
手
に
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
『
明
治
音
楽
史
考
』
一
四
四
ー
一
四
六
頁
よ
り
引
用

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
な
お
彼
は
叙
勲
後
、こ
の
年
の
冬
七
十
九
歳
で
世
を
去
っ
た
。

一
、
明
治
十
三
年
来
朝
以
来
伊
澤
掛
長
を
補
け
て
唱
歌
の
編
纂
に
従
事
し
数

育
的
學
校
唱
歌
の
基
礎
を
確
立
し
た
。
在
職
中
文
部
省
取
調
掛
編
集
の
小
學
唱

歌
集
初
編
、
同
第
二
編
を
完
了
し
た
。
取
調
掛
で
は
毎
木
、
土
雨
日
唱
歌
取
調
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日
と
定
め
、
榮
曲
撰
輯
に
は
メ
ー
ソ
ン
、
掛
員
、
助
赦
全
員
、
架
曲
解
剖
に
は

芝
、
内
田
、
紳
津
、
歌
作
に
は
里
見
、
加
部
、
鳥
居
、
調
和
に
は
メ
ー
ソ

ン
、

永
井
が
瘤
任
し
た
。
材
料
の
蒐
集
は
廣
く
、
歌
題
に
意
を
注
い
で
、
日
本
人
作

詞
者
、
稲
垣
千
頴
、
里
見
義
、
加
部
厳
夫
等
に
原
楽
曲
の
精
神
及
歌
詞
内
容
に

闘
し
て
懇
篤
な
注
意
を
し
て
ゐ
る
。
作
詞
者
作
曲
者
名
は
唱
歌
集
中
に
省
略
さ

れ
て
ゐ
る
が
、
伊
澤
先
生
の
『
唱
歌
略
説
』
に
明
記
さ
れ
て
ゐ
た
の
で
、
後
世

我
々
が
知
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
っ
た
。

一
、
諸
學
校
教
授
。
東
京
師
範
學
校
、
同
附
昴
小
學
校
、
女
子
師
範
學
校
、

同
豫
科
、
同
附
麗
小
學
校
、
幼
稚
園
、
學
習
院
等
に
メ
ー
ソ
ン
は
一
人
で
教
授

し
て
ゐ
た
。
取
調
掛
で
十
三
年
九
月
か
ら
は
本
務
で
あ
る
博
習
人
教
授
に
多
忙

を
極
め
、
唱
歌
、
器
架
（
ピ
ア
ノ
、
オ
ル
ガ
ン
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
管
絃
架
）

を
本
格
的
に
赦
へ
て
ゐ
る
。

一
、
和
竪
學
の
特
別
講
義
。
聴
講
者
は
助
数
上
、
奥
、
辻
、
東
儀
影
質

（亡
）、

鳥
居
の
五
名
で
あ

っ
た。

一
、
唱
歌
集
中
に
自
己
の
作
曲
を
編
入
し
た
の
は
た
ゞ
一
曲

「
五
倫
」

（初

編
）
が
あ
る
ば
か
り
で
あ
る
。

「
父
子
親
あ
り
、
君
臣
義
あ
り
、夫
婦
別
あ
り
、
長
幼
序
あ
り
、
朋
友
信
あ
り
」

と
そ
の
歌
意
困
難
な
も
の

で
あ
っ
た
が
通
謬
官
御
用
掛
文
學
士
岡
倉
覺
三
に
就

き
其
意
を
尋
ね
、
千
思
萬
考
の
末
作
曲
し
た
と
報
じ
ら
れ
て
ゐ
る
。

一、

作
曲
の
奨
勘
。
日
本
人
作
曲
を
奨
勘
す
る
こ
と
甚
だ
熱
心
で
あ

っ
た。

そ
の
一
例
と
し
て
御
用
掛
芝
葛
鎮
の
「
大
和
撫
子
」
「
五
常
の
歌
」
が
あ
る
。

共
に
初
編
に
編
入
さ
れ
た
雅
架
調
唱
歌
で
、
メ
ー
ソ
ン
の
稲
讃
措
く
あ
た
は
ざ

る
も
の
あ
り
、
前
者
は
米
國
の
音
架
雑
誌
に
登
載
し
た
位
ひ
で
あ
っ
た
。
又
伊

澤
先
生
は
「
皇
御
國
」

（加
藤
司
書
、
加
部
厳
夫
作
詞
、
第
二
編
中
）
を
壺
越
調

律
旋
で
作
曲
し
た
。
こ
の
曲
は
非
常
に
立
派
な
曲
で
メ
ー
ソ
ン
を
し
て
感
服
せ

し
め
た
。
之
等
の
人
々
及
そ
の
後
の
人
々
が
幾
多
の
新
作
唱
歌
の
名
曲
を
後
世

に
遺
し
た
こ
と
は
メ
ー
ソ
ン
の
奨
励
に
因
を
な
し
て
ゐ
る
と
も
言

へ
よ
う
。

ヒ
ー
フ
ー
ミ
ー

一
、
唱
歌
練
習
に
調
名
に
は
「
い
ろ
は
」
を
附
し
階
名
に
は
―
二
三
を
以
て

し
た
。

一
、
教
授
の
準
備
。
氏
は
朝
餐
前
、
夕
食
後
に
餘
暇
の
あ
る
限
り
、
教
材
を

自
ら
作
製
し
た
。
又
ピ
ア
ノ
の
調
律
を
行
っ
た
。
着
任
後
文
部
省
交
附
の
ピ
ア

ノ
十
三
壺
が
箱
詰
の
ま
A

昌
平
館
に
保
存
し
て
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
を
調
律
し

た
の
で
あ
っ
た
。
尚
文
部
省
罷
操
練
習
所
に
も
一
壷
ピ
ア
ノ
が
あ

っ
た
が
、
こ

れ
も
よ
く
面
倒
を
見
に
出
掛
け
て
ゐ
た
。

一、

オ
ル
ガ
ン
の
製
造
組
立
を
博
授
し
た
。
こ
れ
が
我
園
洋
架
器
製
造
の
最

初
で
あ

っ
た
。
勿
論
伊
澤
先
生
の
方
針
に
従
っ
た
の
で
あ
る
が
、
十
三
年
か
ら

試
作
し
て
ゐ
た
。

一、

御
前
演
奏。

明
治
十
四
年
五
月
二
十
四
日
皇
后
陛
下
東
京
女
子
師
範

學
校
に
行
啓
あ
ら
せ
ら
れ
た
る
際
、
氏
は
特
に
拝
謁
仰
付
け
ら
れ
、
優
渥
な
る

令
旨
を
賜
は
っ
た
。

一、

本
邦
音
架
の
嗜
好
。
我
國
雅
俗
の
音
楽
に
理
解
を
も

つ
て
ゐ
た
。
特
に

等
の
大
家
山
勢
松
韻
と
は
仕
事
の
上
で
密
接
な
開
係
に
あ
っ
た
。
松
韻
作
「
新

晒
」
荒
木
古
童
の
「
鹿
遠
音
」
を
聴
い
て
驚
歎
し
て

ゐ
る
。

明
治
十
五
年
某

月
、
米
國
軍
艦
「
リ
チ
モ
ン
ド
」
が
横
濱
港
へ
来
た
際
な
ど
、
松
韻
古
童
等
七
、

八
名
を
連
れ
て
軍
艦
を
訪
問
、
日
本
音
架
の
紳
技
を
賞
讃
紹
介
し
た
。
そ
の
た

め
に
彼
は
五
拾
圃
程
自
費
を
投
じ
て

ゐ
る
。

一、

数
育
熱
心
で
あ
っ
た
彼
は
、
夏
休
み
に
旅
行
許
可
を
得
て
日
光
中
輝
寺

〔
マ
マ
〕

湖
畔
に
避
暑
し
た
が
、
夏
授
業
を
な
す
小
學
校
へ

出
掛
け
、
ヴ
ィ
オ
リ
ン
で
唱
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歌
を
敦
え
て
ゐ
る
。

一、

架
器
、
架
譜
の
寄
瞳
。
蹄
國
に
際
し
、
所
蔵
の
楽
器
、
ピ
ア
ノ
一
壼
、

オ
ル
ガ
ン
五
壼
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
チ
ェ
ロ

各

一
個
を
分
典
し
て
し
ま
つ
て
、

自
分
は
一
個
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
携
へ
て
蹄
國
し
た
程
、
清
廉
無
慾
の
君
子
で

あ
っ
た
。
蹄
國
後
も
女
子
師
範
學
校
附
麗
幼
稚
園
に
多
く
の
恩
物
を
寄
送
し
て

来
て
ゐ
る
。

大
正
二
年
(
-
九
一
三
）
十

一
月
十
五
日
、
東
京
市
長
は
東
京
市
立
日
比
谷
図
書

館
主
幹
守
屋
三
郎
に
対
し
、
外
国
人
で
わ
が
国
に
功
労
の
あ
っ

た
人
々
を
選
出
し
、

そ
の
人
の
履
歴
ま
た
は
小
伝
を
作
成
し
て
日
比
谷
図
書
館
に
保
存
す
る
よ
う
命
じ

た
。
音
楽
関
係
者
で
は
メ
ー
ソ
ン
、
デ
ィ
ッ

ト
リ
ヒ
、
ユ
ン
ケ
ル

で
、
メ
ー
ソ
ン

に
つ
い
て
は
叙
懃
の
た
め
の
調
査
害
を
も
と
に
作
成
し
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て

い

る。
日
比
谷
図
書
館
作
成
「
メ
ー
ソ
ン
氏
功
績
」

メ
ー
ソ
ン
氏
ハ
明
治
十
三
年
三
月
来
朝
シ
音
架
教
師
ト
シ
テ
文
部
省
二

雇
入

ラ
レ
音
架
取
調
掛
長
伊
澤
修
ニ
ノ
命
ヲ
受
ケ
唱
歌
ノ
編
纂

二
従
事
セ
リ
是
レ
ヲ

教
育
的
唱
歌
ノ
嘴
矢
ト
ス

氏
ノ
初
テ
来
朝
ス
ル
ヤ
直
チ
ニ
東
京
師
範
學
校
同
附
属
小
學
校
女
子
師
範
學

校
同
豫
科
同
附
属
小
學
校
幼
稚
園
拉
二

學
習
院
等
二

於
テ
自
カ
ラ
生
徒
児
童
二

唱
歌
ノ
教
授
ヲ
ナ
セ
リ
而
シ
テ
当
時
未
タ

一
人
ノ
助
教
ア
ラ
ス
織
カ
ニ
通
辮
ノ

カ
ヲ
藉
リ
テ
一
身
敷
校
ノ
教
授
ヲ
捨
任
セ
シ
ハ
決
シ
テ
容
易
ノ
業
ニ
ア
ラ
ス
況

ン
ヤ
氏
来
朝
日
尚
浅
ク
風
俗
自
カ
ラ
異
ナ
ル
所
ア
リ
人
情
随
テ
同
ジ
カ
ラ
サ
ル

所
ア
リ
其
人
情
同
ジ
カ
ラ
ス
風
俗
異
ナ
ル
所
二
於
テ
新
二
試
設
ノ
學
術
ヲ
授
ク

又
決
シ
テ
容
易
ノ
業
ニ
ア
ラ
ス

氏
ハ

國
家

二
封
シ
テ
ハ
誠
忠
個
人
二
封
シ
テ
ハ
敬
愛
其
ノ
為
人
ヤ
所
謂
有
道

〔
マ
マ
〕

ノ
君
子
ナ
リ
其
在
職
年
間
ハ
僅

二
二
年
九
ヶ
月
（
従
明
治
十
三
年
二
月
至
同
十

〔
マ
マ
〕

五
年
十
月
）
二
過
ギ
ス
ト
雖
本
邦
教
育
的
音
楽
ノ
創
制
二
当
リ
其
基
礎

ヲ
立
テ

其
賓
効
ヲ
顕
シ

ヽ
コ
ト
ニ

至
リ
テ
ハ
其
功
績
賓

二
著
大
ナ
リ

ト

ス

〔

手
書
き
〕

（『
外
國
人
敦
師
閥
係
書
類
』
明
治
三
十
二
年
ー
大
正
十

一
年
）

（
二
）
フ
ラ
ン
ツ
・
エ
ッ
ケ
ル
ト

F
r
a
n
z
E
c
k
e
r
t
 

月
五
日
）
i
-九
一
六
年
（
八
月
六
日
）

一
八
五
二
年
（
四

ド
イ
ツ
人
フ
ラ
ン
ツ

・
エ
ッ
ケ
ル
ト
は
宮
内
省
の
『
式
部
職
欧
州
音
楽
教
師
雇
入

録
I
』
（自
明
治
九
年
至
三
十
二
年
）
に
よ
る
と
、
明
治
十
二
年
春
、
海
軍
軍
楽
隊
教

師
と
し
て
来
日
、
ド
イ
ツ

・
プ
ロ
シ
ア
国
シ
ュ
レ
ジ
ア
州
出
身
、
月
俸
二
百
円
で
最

初
は
二
年
間
の
契
約
で
あ
っ
た
が
、
数
回
更
新
し
て
い
る
。
住
居
は
来
日
当
時
芝
公

園
内
か
ら
十
七
年
頃
に
芝
区
伊
皿
子
町
六
十
七
番
地
に
転
居
し
た
。
音
楽
取
調
掛
に

は
明
治
十
六
年
二
月
か
ら
十
九
年
三
月
ま
で
海
軍
省
と
の
兼
務
で
出
向
し
た
。
彼
の

受
持
は
管
弦
楽
、
和
声
、
楽
曲
制
作
で
、
毎
週
火
木
の
午
後
指
尊
に
当
っ

た
。
エ
ッ
ケ

ル
ト
の
雇
い
入
れ
に
関
し
て
は
、
メ
ー
ソ
ン
の
解
雇
に
先
立
ち
準
備
さ
れ
て
い
た
。

次
の
文
章
は
海
軍
卿
河
村
純
義

へ
宛
て
た
交
渉
文
で
あ
る
。

フラ ンツ ・エッケルト教師

245 第 3節 音楽取調掛を支えた人々



第
一
條

エ
ッ
ケ
ル
ト
氏
ハ
明
治
十
六
年
二
月
十
日
（
千

〔手
書
き〕

海
軍
卿
河
村
純
義
殿

先
年
来
嘗
省
二
於
テ
音
楽
取
調
掛
相
設
ケ
學
校
唱
歌
井
管
絃
架
之
事
項
等
取

調
之
為
メ
外
隈
教
師
壼
名
相
雇
居
候
処
過
般
同
人
帰
國
致
シ
事
業
上
差
支
候
二

付
貴
省
御
雇
音
架
教
師
エ

ッ
ケ
ル

ト
氏
営
省
へ
兼
務
之
後
相
叶
侯
ハ

ヽ
大
二
都

ヽ
ー
モ

ニ
ー

合
ヲ
得
候
事
二
有
之
候
尤
同
人
ヘ
ハ
和
盤
学
質
問
管
絃
架
教
授
之
事
項
等
嘱
托

可
致
見
込
二
付
一
週
三
回
即
チ
火
木
土
一
＿
一
曜
日
午
後
ヨ
リ
出
張
相
成
候
得
者
満

足
之
至
二
候
右
向
分
之
御
差
操
ヲ
以
御
承
諾
相
成
度
此
段
及
御
照
會
候
也

尚
以
本
文
御
承
諾
之
上
ハ
主
務
吏
員
差
出
該
教
師
据
常
事
業
井
手
嘗
等
詳
細

御
打
合
セ
之
上
條
約
等
可
取
計
心
算
二
有
之
候
也

明
治
十
五
年
十
一
月
十
七
日

営
省
雇
軍
架
教
師
エ
ッ
ケ
ル
ト
氏
御
省
兼
務
云
々
編
第
百
―
―
十
六
号
御
照
會

ノ
趣
承
了
然
ル
ニ
壱
週
――
―
回
出
張
ノ
義
ハ
嘗
省
架
隊
教
授
上
差
支
候
間
一
週
ニ

回
ニ
テ
御
都
合
相
成
ル
義
二
候
ハ

ヽ
兼
務
差
支
無
之
候
條
御
端
書
ノ
趣
等
ハ
営

省
軍
務
局
へ
御
打
合
セ
有
之
度
此
段
及
御
答
候
也

明
治
十
五
年
十
二
月
四
日

文
部
卿
輻
岡
孝
弟
殿

（『
昔
監
鰹
伺
害
類
』
明
治
十
五
年
下
）

〔ェ

ッ
ケ
ル
ト
と
伊
澤
修
二
と
の
条
約
書
〕

今
般
文
部
卿
ハ
海
軍
卿
へ
協
議
ノ
上
海
軍
省
軍
楽
教
師
猫
乙
人
フ
ラ
ン
ツ
、

ェ
ッ
ケ
ル
ト
氏
ヲ
文
部
省
へ
傭
入
ル
ヽ
ニ
付
音
榮
取
調
掛
長
文
部
少
書
記
官
伊

澤
修
二
第
一
方
二
在
リ
右
フ
ラ
ン
ツ
、
エ

ッ
ケ
ル
ト
氏
第
二
方
二
在
リ
テ
取
結

フ
ト
コ
ロ
ノ
條
約
左
ノ
如
シ

前
文
フ
ラ
ン
ツ
、

海
軍
卿
川
村
純
義

第

六

條

エ

ッ

ケ

ル

ト

氏

音

楽

取

調

掛

へ

出

張

中

ハ

同

掛

制
定
ノ
諸
規
則
ヲ
遵
守
ス
ベ
シ
若
シ
之
ヲ
遵
守
セ
ザ
ル
カ
又
ハ
他
二
不
都
合
ノ

行
跡
等
ア
ル
ト
キ
ハ
海
軍
省
へ
照
會
ノ
上
條
約
ヲ
解
ク
事
ア
ル
ベ
シ

第
七
條
前
文
フ
ラ
ン
ツ
、
エ
ッ
ケ
ル
ト
氏
自
己
ノ
都
合
二
由
テ
條
約
ヲ
解

カ
ン
事
ヲ
望
ム

ト
キ
ハ
少
ク
ト
モ
ニ
ヶ
月
前
、
掛
長
伊
澤
氏
二
通
報
ス
ベ
シ
然

ル
ト
キ
ハ
海
軍
省
へ
照
會
ノ
上
其
望
二
應
ス
ベ
シ
但
第
六
條
及
七
條
ノ
場
合

ニ

於
テ
條
約
ヲ
解
ク
ト
キ
ハ
其
日
ヨ
リ
報
酬
金
ヲ
交
付
セ
ザ
ル
ベ
シ

明
治
十
六
年
二
月
十
日

シ

前
文
フ
ラ
ン
ツ
、

ベ
キ
モ
ノ
ト
ス

前
文
フ
ラ
ン
ツ
、

(『
＿
音
監
鰹
伺
書
類
』
明
治
十
六
年
）

八
百
八
十
三
年
二
月
十
日
）
ヨ
リ
同
十
七
年
三
月
一
二
十
一
日
（
千
八
百
八
十
四

年
三
月
三
十
一
日
）
迄
文
部
省
音
楽
取
調
掛
二
傭
ヒ
絃
架
及
ヒ
之
二
附
属
ス
ル

管
楽
ノ
教
授
及
本
邦
井
欧
洲
ノ
架
曲
調
和
ノ
事
項
ヲ
嘱
托
ス
ベ
シ

第
二
條
前
文
フ
ラ
ン
ツ
、
エ
ッ
ケ
ル
ト
氏
ハ
一
週
四
時
間
即
チ
各
火
木
曜

日
ノ
午
後
二
時
間
宛
文
部
省
音
楽
取
調
掛
へ
出
張
ス
ベ
シ

但
右
四
時
間
ノ
内
二
時
間
ハ
管
絃
柴
教
授
二
時
間
ハ
楽
曲
ノ
調
和
等
二
充
ツ

第
三
條

月
二
付
紙
幣
壱
百
圏
ヲ
毎
月
末
二
受
取
ル
ベ
シ

第
四
條
前
文
フ
ラ
ン
ツ
、
エ

ッ
ケ
ル

ト
氏

ハ
穂
テ
掛
長
伊
澤
氏
ノ
指
揮
二

従
フ
ベ
キ
モ
ノ
ト
ス
殊
二
学
科
教
授
ノ
時
間
及
順
序
等
ヲ
定
ム
ル
ノ
権
ハ
掛
長

伊
澤
氏
二
在
ル
ベ
シ

第
五
條
前
文
フ
ラ

ン
ツ
、
エ
ッ
ケ
ル
ト
氏
ハ
其
教
授
ノ
事
項
二
付
充
分
其

意
見
ヲ
陳
述
ス
ル
ヲ
得
ベ
シ
然

レ
ド
モ
其
決
定
ノ
権
ハ
掛
長
伊
澤
氏
二
在
ル
ベ

〔
手
書
き
〕

ェ
ッ
ケ
ル
ト
氏
ハ
右
事
業
ノ
報
酬
ト
シ
テ
一
ケ
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第
五

第
四

明
治
十
九
年
、
音
楽
取
調
掛
解
任
後
二
十
一
年
三
月
海
軍
軍
楽
隊
専
務
も
解
か

以
上 ” 

ヅ
エ
ッ
ト

幸
田
、
遠
山

市
川
、

高
坂

若
紫

新
曲
調
和
ノ
事

在
来
日
本
ノ
分
（
御
所
車
、
六
段
）

新

作

ノ

分

（

天

津

日

制

、

大

和

ノ

國

ハ

）

洋
琴
ノ
部

閏等

第
三
等
胡
弓
ノ
部

思
ヒ
出
レ
バ

闘等

幸
田

林遠
山
、
山
勢

幸
田
、
林

第 第

（『
一音
榮
取
調
掛
奏
榮
録
』
明
治
十
六
年
）

こ
の
条
約
は
そ
の
ま
ま
明
治
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
更
新
さ
れ
た
。

明
治
十
六
年
一
月
廿
二
日
エ
ッ
ケ
ル
ト
氏
来
所
二
付
演
柴
手
績
書

ェ
ッ
ケ
ル
ト
は
音
楽
取
調
掛
出
向
の
決
定
後
、
下
見
聞
に
訪
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

和
墜
ノ
部

既
習
ノ
分
複
習

管
絃
架
ノ
部

君
が
代

（是
レ
ハ
メ
ー
ソ
ン
氏
ヨ

リ
侮
習
シ
タ

ル
モ
ノ
）

〔現
行
の
〈
君
が
代
〉
で
は
な
く
『
小
學
唱
歌
集
』
中
の
も
の
。
し
か
し
歌
詞
は
同
一
〕

マ
ー
チ
（
是
ハ
此
頃
航
来
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
未
夕
博
習
ヲ
受
ケ
サ
ル
モ
ノ
）

〔手
書
き
〕

れ
、
宮
内
省
雅
楽
課
専
務
と
な
っ
た
。
こ
の
間
に
ド
イ
ツ
皇
帝
か
ら
。フ
ロ
シ
ア
王
室

楽
長
の
称
号
を
授
与
さ
れ
て
い
る
。
三
十
二
年
宮
内
省
を
辞
し
た
あ
と
同
時
に
勲
六

等
に
叙
せ
ら
れ
た
。
同
年
四
月

一
時
帰
国
の
後
朝
鮮
季
王
家
楽
長
に
就
任
(
-
九
0

一
年
）
、
大
正
五
年
(
-
九
一
六
）
八
月
六
日
当
地
で
没
。
お
墓
は
京
城
郊
外
に
あ
る

（
中
村
理
平
氏
の
調
査
に
よ
る
）
。

附
属
図
書
館
に
は
、
エ

ッ
ケ
ル
ト
に
よ
る
小
学
唱
歌
の
等
編
曲
お
よ
び
和
声
づ
け

の
原
稿
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
二
つ
の
包
み
に
な
っ
て
い
て
‘

―
つ
は
「
唱

歌
等
箪
音
及
諸
重
音
」
と
記
さ
れ
、
も
う

―つ

は
「
複
音
以
上
唱
歌
等
和
磐

エ
ッ
ケ

ル
ト
氏
調
和
原
本
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

エ
ッ
ケ
ル
ト
は
日
本
の
伝
統
音
楽
に
非
常

な
興
味
を
も
ち
、
「
小
學
唱
歌
集
」
第
三
編
の
編
鉦
に
加
わ
っ
て
、

和
声
づ
け
の
ほ

か
日
本
楽
曲
の
西
洋
旋
法
採
譜
な
ど
も
行
っ
た
。
伊
澤
修
二
は
エ
ッ
ケ
ル

ト
に
「
和

洋
音
楽
を
折
衷
し
て
國
楽
を
興
す
」
仕
事
の
良
き
協
力
者
と
な
る
こ
と
を
求
め
た
。

こ
れ
ら
の
編
曲
は
、
そ
の
一
助
と
な
る
音
楽
を
作
る
目
的
の
一
端
で
あ

っ
て
、
エ
ッ

ケ
ル
ト
に
託
し
た
仕
事
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
こ
の
目
的
の
試
み

と
し
て

F.
v
o
n
 F
l
o
t
o
w
 (
1
8
1
2ー

1
8
8
3
)

の

〈J
u
b
e
l
O
u
v
e
rtiire
〉
等
二
面
合
奏

の
編
曲
お
よ
び

J
o
h
a
n
n
u. 
J
osef 
S
t
r
a
u
ss

の
〈
P
i
zz
icato
P
o
l
k
a
〉
等
三
面

の
た
め
の
編
曲
原
稿
が
あ
る
。

（
三
）
ギ
ヨ
ー
ム
・
ソ
ー
ブ
レ
ッ
ト

G
u
i
l
l
a
u
m
e
Sauvlet (
生
没
年
不

詳）
ソ
ー
ブ
レ
ッ
ト
は
明
治
十
九
年
四
月
、
エ

ッ
ケ
ル
ト
の
後
任
と
し
て
音
楽
取
調
掛

に
雇
い
上
げ
ら
れ
た
。
し
か
し
彼
は
必
ず
し
も
音
楽
取
調
掛
が
望
む
人
材
で
は
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
前
任
の
エ
ッ
ケ
ル
ト
に
つ
い
て
は
、
海
軍
省
と
の
兼
務
で
あ
る

た
め
一
週
四
時
間
し
か
受
け
持
て
な
い
実
状
を
理
由
に
エ
ッ
ケ
ル
ト
の
契
約
を
打
ち

切
り
、
イ
タ
リ
ア
に
管
弦
楽
専
門
の
教
師
を
求
め
る
願
い
書
を
十
八
年
四
月
二
十
一

日
付
で
文
部
卿
大
木
喬
任
へ
提
出
し
て
い
た
。
ソ
ー
ブ
レ
ッ

ト
の
雇
用
は
こ
の
間
の

暫
定
的
な
措
置
と
思
わ
れ
る
。
ソ
ー
ブ
レ
ッ

ト
は一

八
八
五
年
に
来
日
し
た

マ
ス
コ

ッ
ト
歌
劇
団
と
エ
ミ
リ
ー
・

メ
ル
ビ
ル
歌
劇
団
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
者
で
あ
っ
た
。
横
浜
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音
楽
教
師
雇
入
レ
ノ
儀
二
付
伺

本
所
音
架
博
習
生
徒
之
儀
追
ミ
學
業
進
歩
之
域
二
進
ミ
既
二
夫
ミ
専
門
架
器

博
習
致
居
候
者
モ
有
之
該
憚
習
生
徒
将
来
成
業
之
儀
ハ
大
二
教
師
之
良
否
二
開

シ
候
虞
未
夕
適
嘗
之
教
師
ヲ
不
得
甚
夕
差
支
罷
在
候
就
而
者
次
學
期
ヨ
リ
月
俸

凡
銀
貨
四
百
五
四
拾
円
以
上
内
三
百
円
以
下
ノ
見
込
ヲ
以
テ
管
絃
楽
専
門
ノ
教

師
ヲ
以
太
利
國
ョ
リ
大
凡
ソ
三
ケ
年
間
聘
用
致
度
右
裁
可
ヲ
得
候
上
ハ
聘
用
之

儀
紹
介
手
績
等
更

二
可
伺
出
候
得
共
右
用
之
儀
ハ
本
所
経
費
中
ニ
テ
ハ
支
弁
難

致
候
間
別
途
御
交
付
相
成
度
候
尚
次
學
期
モ
既
二
切
迫
ノ
儀
二
有
之
候
得
者
至

エミリー ・メルビル歌劇団 とと もに

来 日のソ ーブレット。ワ ー グマン

筆。1885年11月

で
た
び
た
び
ピ
ア
ノ
演
奏
会
を
開
き
、
当
地
で
は
か
な
り
名
が
知
ら
れ
て

い
た
。
升

本
匡
彦
著

『
横
浜
ゲ
ー
テ
座
ー
明
治
・
大
正
の
西
洋
劇
場
』
―
―
二
！

―
-
三
頁
（
横

浜
市
教
育
委
員
会
発
行
）
に
よ
る
と
、
ソ
ー
ブ
レ
ッ

ト
が
横
浜
に
住
む
よ
う
に
な
っ

た
の
は
左
記
の
歌
劇
団
来
日
以
来
と
推
定
さ
れ
る
が
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
ジ
ャ
パ

ン
・
ダ
イ
レ
ク
ト
リ
ー
に
横
浜
居
住
と
し
て
彼
の
名
が
記
載
さ
れ
る
の
は
、
一

八
八

六
年
版
か
ら
一
八
八
九
年
版
ま
で
の
四
年
間
だ
そ
う
で
あ
る
。
横
浜
山
の
手
に
住

み
、
毎
週
月
水
金
の
三
日
、
東
京
上
野
に
通
っ
て
い
た
。

文
部
卿
伯
爵
大
木
喬
任
殿

追
而
海
軍
省
ョ
リ
兼
傭
致
居
候
ヱ
ッ
ケ
ル

ト
儀
ハ
其
授
業
時
数
僅
ニ

―
週
四

時
間
ニ
テ
如
何
共
致
方
無
之
加
フ
ル
ニ
来
十
九
年
三
月
限
リ
満
期
二
相
成
候
得

者
其
際
解
雇
之
見
込
二
有
之
候
也

急
裁
可
相
成
度
此
段
相
伺
候
也

明
治
十
八
年
四
月
廿
一
日

〔
手
書
き〕

（『
参
考
書
類
』

明
治
十
八
年
）

粛
啓

今
般
嘗
音
楽
取
調
所
二
於
テ
管
絃
渠
器
専
門
教
師
一
名
伊
太
利
図
ョ
リ
傭
入

致
度
候
二
付
右
傭
入
之
儀
大
木
文
部
卿
ョ
リ
閣
下
へ
及
御
依
頼
候
処
豫
テ
御
承

知
之
通
嘗
音
架
取
調
所
ノ
儀
モ
追
ミ
事
業
進
歩
致
シ
既
二
聯
専
門
楽
器
モ
偉
習

致
居
候
得
共
未
夕
滴
常
之
教
師
ヲ
不
得
候
二
付
御
駐
節
地
ョ
リ
善
良
ノ
人
物
聘

用
致
度
省
議

二
有
之
将
又
常
所
二
於
テ
右
へ
教
授
嘱
托
見
込
ノ
箇
條
ハ
ヴ
ィ
オ

リ
ン
、
ヴ
ィ
オ
ラ
、
ヴ
ィ
オ
ロ
ン
セ
ロ
、
ダ
ブ
リ
ュ

ー
ベ
ー
ス
等
ノ
如
キ
絃
架

器
、
和
盤
ノ
理
論
及
実
地
井
管
架
器
一
般
ノ
教
授
ヲ
掌
ト
ル
教
師
二
命
ス
ベ
キ

旨
條
約
案
中
ニ
モ
記
載
致
置
候
得
共
固
ョ
リ
以
上
教
科
ノ
専
門
楽
器
教
授
ノ
任

二
堪
フ
ベ
キ
学
カ
ヲ
一
人
二
望
ミ
候
儀
ハ
大
二
困
難
之
儀
卜
想
察
仕
候
依
テ
右

望
之
通
ノ
学
カ
ヲ
有
シ
聘
二
應
シ
候
者
有
之
侯
得
者
大
幸
之
儀
二
有
之
候
褐
共

若
シ
萬
一
否
ザ
レ
バ
管
楽
器
教
授
ノ
学
カ
ヲ
欠
キ
候
者
ニ
テ
モ
無
餘
儀
次
第
二

有
之
候
乍
去
本
邦
之
儀
ハ
豫
テ
御
熟
知
之
事
情

二
有
之
候
得
者
特
ニ
―
榮
器

一

科
目
ノ
ミ
ニ
長
シ
居
リ
他
ノ
架
器
二
就
テ
ハ
一
向
不
心
得
者

ニ
テ
ハ
甚
夕
不
都

音
架
取
調
所
長

文
部
省
書
記
官
伊
澤
修
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合
二
有
之
又
音
楽
技
術
上
二
於
テ
ハ
申
分
無
之
者
ニ
テ
モ
訓
錬
教
授
上
不
親
切

ナ
ル
者
ニ
テ
モ
甚
夕
不
都
合
有
之
且
言
語
等
之
儀
モ
本
邦
ノ
現
情
ニ
テ
ハ
特
二

伊
太
利
一
図
ノ
語
ノ
ミ
ニ
テ
他
ノ
國
語
二
心
得
無
之
者
ニ
テ
モ
常
惑
致
シ
候
二

付
少
ク
ト
モ
英
、
佛
、
猥
中
ノ
一
國
語
ニ
ハ
通
居
候
者
ヲ
企
望
致
候
儀
二
有
之

候
間
右
等
之
邊
篤
卜
御
諒
察
之
上
適
嘗
之
者
御
周
旋
被
下
度
此
段
小
官
ョ
リ
更

二
懇
請
任
候
敬
具

明
治
十
八
年
七
月
十
九
日

田
中
特
命
全
権
公
使
宛

〔
ソ
ー
ブ
レ
ッ
ト
の
条
約
書
〕

在
伊
図

（
『
外
國
人
敦
師
闊
係
書
類
』
明
治
十
八
年
ー
三
十
二
年
）

こ
の
条
約
文
は
、
明
治
十
九
年
四
月
に
契
約
し
た
一
年
間
が
満
期
と
な
り
、
引
続

き
翌
年
三
月
ま
で
の
更
新
契
約
書
で
あ
る
。
音
楽
取
調
掛
で
は
ソ
ブ

レ
ー
と
発
音
し

て
い
た
。

日
本
文
部
省
穂
務
局
長
文
部
次
官
辻
新
次
第

一
方
二
在
リ
和
蘭
人
。
フ
ロ
フ

エ
ス
ー
ル
、
デ
ウ
、
ピ

ヤ
ノ
、
「
ジ
ー
、
ソ
ブ
レ
ー
」
氏
第
二
方
―
―
在
リ
取

結
フ
ト
コ
ロ
ノ
條
約
左
ノ
如
シ

第
一
條
前
文
「
ソ
ブ
レ

ー
」
氏

ハ
明
治
二
十
年
（
千
八
百
八
十
七
年
）
四
月

一
日
ョ
リ
同
二
十
一
年
（
千
八
百
八
十
八
年
）
三
月
三
十
一
日
マ
テ
一
ケ
年

間
文
部
省
穂
務
局
所
屍
音
架
取
調
掛
へ
雇
ヒ
唱
歌
、
洋
琴
、
風
琴
、
絃
架
、
管

架
、
和
墜
、
楽
曲
製
作
ノ
理
論
及
賓
地
教
授
ヲ
嘱
托

ス
ヘ
シ

第
二
條
前
文
「
ソ
ブ
レ
ー
」
氏
ハ
毎
週
月
水
金
ノ
三
日
前
文
音
架
取
調
掛
ヘ

本
所
長伊

澤
修

ジ
ー
・
ソ
ブ
レ
ー

〔手
書
き
〕

出
頭
ス
ヘ
シ
但
授
業
時
間
ハ
一
日
五
時
ヲ
限
リ
ト
ス

第
三
條
前
文
「
ソ
ブ
レ

ー
」
氏
ハ
給
料
ト
シ
テ
一
ヶ
月
二
付
日
本
紙
幣
賦
百

七
拾
五
園
ヲ
毎
月
末
二
受
取
ル
ヘ
シ

第
四
條
前
文
「
ソ
ブ
レ
ー
」
氏
ハ
網
テ
第
一
方
ノ
指
揮
二
従
フ
ヘ
キ
モ
ノ
ト

ス
殊
二

學
科
教
授
ノ
時
間
及
ヒ
順
序
ヲ
定
ム
ル
ノ
櫂
ハ
第

一
方
二
在
ル
ヘ
シ

第
五
條
前
文
「
ソ
ブ
レ
ー
」
氏
ハ
其
教
授
ノ
事
項

二
付
充
分
其
意
見
ヲ
陳
述

ス
ル
ヲ
得
ヘ
シ
然
レ
ト
モ
其
決
定
ノ
櫂
ハ
第
一
方
二
在
ル
ヘ
シ

第
六
條
前
文
「
ソ
ブ

レ
ー
」
氏
ハ
疾
病

二
罹
リ
三
十
日
間
引
績
キ
其
職
ヲ
麿

ス
ル
事
ア
ル
ト
キ
ハ
此
條
約
ヲ
麿
シ
其
翌
日
ヨ
リ
給
料
ヲ
相
渡
サ

ヽ
ル
ヘ
シ

第
七
條
若
シ
第
一
方
又
ハ
第
二
方
ノ
者
各
自
ノ
都
合
ニ
ヨ

リ
此
條
約
期
限
前

二
解
約
セ
ン
事
ヲ
欲
セ
ハ
少
ク
ト
モ
三
ヶ
月
前
二
其
旨
ヲ
他
ノ
一
方
二
通
知

ス
ル
ト
キ
ハ
之
ヲ
解
約
ス
ル
ヲ
得
ヘ
シ
但
本
條
ノ
場
合
二
於
テ
條
約
ヲ
解
ク

ト
キ
ハ
其
翌
日
ョ
リ
給
料
ヲ
相
渡
サ
ヽ
ル
ヘ
シ

東
京
二
於
テ

明
治
二
十
年
（
千
八
百
八
十
七
年
）
三
月
三
十
一
日

日
本
文
部
省
穂
総
局
長
文
部
次
官

和
蘭
人

（
『
外
國
人
敦
師
闘
係
書
類
』
明
治
十
八

i
三
十
二
年
）

ソ
ー
ブ
レ
ッ
ト
に
は
次
の
よ
う
な
日
本
を
題
材
に
し
た
作
品
が
あ
る
。

〈
日
本
皇
帝
に
捧
ぐ
〉
;'A
M
a
j
e
s
t
e
 L

'E
m
p
e
r
e
u
r
 d
u
 J
a
p
a
n", 
G
.
 

S
a
u
v
l
e
t
 

（
一
八
八
六）

〈
日
本
ワ
ル
ツ
〉
う
＾
N
ipp
o
n
V
a
l
s
e", 
G
.
 Sa

u
v
l
e
t
 
(
一
八
八
六
）

辻
新
次
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音
楽
取
調
掛
員

こ
の
項
の
資
料
は
自
筆
に
よ
る
『
著
職
員
履
歴
書
』

を
中
心
と
し
て
、
音
楽
取
調

掛
お
よ
び
東
京
音
楽
学
校
の
在
職
中
に
関
す
る
資
料
に
限
っ
た
。

伊
澤
修
二
（
い
さ
わ
し
ゅ
う
じ
）

音
楽
学
校
初
代
校
長

伊
澤
修
二
に
関
し
て
は
音
楽
取
調
掛
の
事
業
す
べ
て
が
彼
の
資
料
と
な
る
の
で
、

こ
こ
で
は
履
歴
書
の
み
に
留
め
る
。

長
野
県
士
族
、
音
楽
取
調
掛
長
・
東
京

履
歴
（
要
約
）

嘉
永
四
年
(
-
八
五
一
）
六
月
二
十
九
日
信
濃
国
上
伊
那
郡
高
遠
町
に
於
て
生
る
。

幼
年
よ
り
旧
高
遠
藩
学
校
進
徳
館
に
入
り
和
漢
の
學
問
を
修
め
後
同
校
教
員
及
寮
長

と
な
る
。

明
治
三
年
(
-
八
七

0
)
高
遠
藩
貢
進
生
に
選
ば
れ
大
學
南
校
に
入
り
同
校
の
科
程
を

修
め
る
。

同
五
年
(
-
八
七
二
）
九
月
三
日
文
部
省
(
+
一

等
）
に
出
仕
し
第

一
番
中
學
監
事
を

命
ぜ
ら
れ
た
る
に
よ
り
退
學
す
。

同
八
年
（
一
八
七
五
）
六
月
十
九
日
愛
知
師
範
學
校
長
に
任
命
さ
れ
る
。
七
月
八
日
米

マ

サ

チ

ュ

ー

セ

ッ

ツ

國
に
派
遣
せ
ら
れ
同
國
麻
沙
土
設
州
官
立
ブ
リ
ッ
ヂ
ヲ
ー
ト
ル
師
範
學
校

へ
入
り

師
範
學
科
を
修
め
る
。

同
十
年
(
-
八
七
七
）
七
月
卒
業
、
次
い
で
ハ

ー
バ
ル
ト
大
學
に
入
り
理
學
諸
科
を
修

め
る
。

同
十
一
年
(
-
八
七
八
）
明
治
九
年
調
査
の
マ
サ
チ
ュ

ー
セ
ッ
ツ
州
教
育
制
度
調
査
の

結
果
を
『
米
國
學
校
法
』
と
題
し
て
文
部
省
よ
り
出
版
。
四
月
八
日

「
學
校
唱
歌
に

用
ふ
べ
き
音
楽
取
調
の
事
業
に
着
手
す
べ
き
見
込
書
」
を
目
賀
田
種
太
郎
と
連
名
に

て
文
部
大
輔
田
中
不
二
磨
に
上
申
す
。
五
月
二
十

一
日
ア
メ
リ
カ
よ
り
帰
國
。
六
月

「
唱
歌
法
取
調
書
」
お
よ
び
「
掛
岡
解
説
」
を
文
部
省
へ
提
出
。
六
月
十
七
日
東
京

師
範
學
校
へ

雇
わ
れ
る
、
一
ヶ
月
金
九
拾
圏
宛
交
付
。
八
月
二
十
三
日
文
部
省
學
務

課
兼
務
。
十
月
十
六
日
東
京
師
範
學
校
長
補
を
嘱
さ
れ
る
。
十
月
二

十
五
日
文
部
省

内
に
体
操
博
習
所
を
創
設
、
「新
体
操
法
実
施
」
に

つ
い
て

の
構
想
を
発
表
。

同
十
二
年
(
-
八
七
九
）
三
月
八
日
音
楽
博
習
所
設
置
の
意
見
を
発
表
。
三
月
二
十
二

日
東
京
師
範
學
校
長
の
任
を
嘱
さ
れ
一
ヶ
月
金
百
圃
交
付
さ
れ
る
。
九
月
新
体
操
法

実
施
の
成
績
報
告
書
を
提
出
。
十
月
七
日
文
部
省
内
に
音
楽
取
調
掛
を
創
設
、
御
用

掛
を
申
し
付
け
ら
れ
る
。

十
月
三
十
日
音
楽
取
調
に
付
見
込
書
を
文
部
郷
寺
島
宗
則

へ
提
出
。

同
十
三
年
(
-
八
八

0
)
四
月
ア
メ
リ
カ
よ
り
恩
師
メ
ー
ソ
ン
を
迎
え
、
取
調
事
業
に

着
手
。

同
十
四
年
(
-
八
八
一
）
六
月
二
日
任
文
部
少
書
記
官
。

八
月
三
十
日
叙
従
六
位
。
十

月
二
十
六
日
音
楽
取
調
掛
長
を
仰
せ
付
け
ら
れ
る
。

同
十
五
年
(
-
八
八
二
）
一
月
音
楽
取
調
事
務
大
要
を
作
成
し
て
幅
岡
文
部
郷
に
上
申

す
る
。
四
月
會
計
局
副
長
を
免
ぜ
ら
れ
、
編
輯
局
副
長
を
仰
せ
付
け
ら
れ
る
。

同
十
七
年
(
-
八
八
四
）
九
月
十
五
日
秋
田
山
形
両
縣
下
學
事
巡
視
。

同
十
八
年
(
-
八
八
五
）
四
月
三
十
日
任
文
部
権
大
書
記
官
。
六
月
五
日
叙
正
六
位
。

同
十
九
年
(
-
八
八
六
）

三
月
三
日
任
文
部
省
編
輯
局
長
。
四
月
十
日
叙

奏

任
官
二
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等。
同
二
十
一
年
(
-
八
八
八
）
一
月
二
十
七
日
兼
任
東
京
音
楽
學
校
長
、
叙
奏
任
官
二

等
。

同
―
―
十
二
年
(
-
八
八
九
）
十
一
月
二
十
九
日
大
日
本
帝
國
憲
法
猿
布
記
念
章
受
領
。

同
二
十
三
年
(
-
八
九
0
)
二
月
十
一
日
國
家
教
育
社
を
創
立
。
六
月
六
日
東
京
盲
唖

學
校
長
兼
任
を
仰
せ
付
け
ら
れ
る
（
九
月
十
日
ま
で
）
、
叙
奏
任
官
一
等
。

十
一
月
二
十
九
日
奏
楽
堂
に
お
い
て
「
帝
図
議
会
開
院
」
に
つ
き
祝
辞
を
述
べ
る
。

十
二
月
二
十
六
日
叙
勲
六
等
賜
瑞
宝
章。

同
二
十
四
年
(
-
八
九
一
）
六
月
十
三
日
東
京
音
楽
學
校
長
非
職
を
命
じ
ら
れ
る
。
翌

日
辞
表
提
出
。

伊
澤
修
二
氏
非
職
と
な
り
し
理
由

去
る
十
二
日
の
事
と
か
芝
紅
葉
館
に
て
大
木
文
部
大
臣
新
任
披
露
の
宴
會
を

開
か
れ
た
る
際
伊
澤
修
二
氏
は
文
部
省
が
従
来
統
一
を
鋏
け
る
所
以
を
直
言
し

て
大
木
新
大
臣
に
其
の
弊
を
改
め
ら
れ
た
し
と
の
希
望
を
述
べ
た
る
に
何
か
言

葉
の
行
掛
り
よ
り
辻
文
部
次
官
と
の
口
問
答
と
な
り
果
て
は
互
に
腕
力
に
も
及

ば
ん
ず
る
勢
な
り
し
に
其
の
座
に
居
合
す
人
々
は
頻
り
に
双
方
を
な
だ
め
其
の

場
は
一
先
づ
無
事
に
治
ま
り
し
由
な
り
し
が
翌
日
伊
澤
氏
は
音
楽
學
校
に
在
り

て
何
心
な
く
稽
古
を
始
め
居
た
る
際
大
臣
の
秘
書
官
よ
り
前
夜
酔
中
の
過
言
と

辻
次
官
に
謝
す
べ
し
と
の
注
意
を
書
面
に
て
送
り
越
し
た
る
を
元
来
一
徹
の
伊

澤
氏
な
れ
ば
容
易
に
之
を
承
引
く
様
子
も
な
く
直
ち
に
内
閣
に
赴
き
大
木
大
臣

に
面
會
を
求
め
し
も
巳
に
退
出
の
後
な
り
け
れ
ば
更
に
其
の
官
宅
に
赴
き
色
を

正
し
て
満
腔
の
不
平
を
吐
露
し
殊
に
小
學
令
若
く
は
小
學
校
設
備
準
則
の
如
き

は
僅
々
二
三
人
の
秘
密
會
議
に
て
決
し
た
る
も
の
ゆ
ゑ
他
日
地
方
よ
り
伺
ひ
出

る
疑
点
に
蛮
し
て
の
指
令
も
省
中
の
人
々
其
解
繹
を
異
に
す
る
よ
り
自
ら
指
令

の
精
神
ま
ち
／
＼
に
流
れ
如
何
と
も
為
し
難
き
に
至
る
べ
し
云
々
と
活
々
と
述

ベ
出
で
た
る
に
大
木
大
臣
は
夫
は
兎
も
角
暫
く
は
現
今
の
地
位
に
勉
強
し
呉
ず

や
と
慰
諭
す
る
慮
あ
り
し
も
伊
澤
氏
は
断
じ
て
彼
等
と
は
椅
子
を
並
べ
難
し
と

答
へ
て
立
ち
蹄
り
た
る
に
其
翌
日
に
至
り
終
ひ
非
職
の
沙
汰
を
蒙
る
に
至
り
た

伊
澤
修
二
は
一

般
の
誤
解
を
解
く
た
め

『
國
家
敦
育
』
第
十
号
（
明
治
二
十
四
年

七
月
十
二
日
、
社
員
通
信
の
欄
、
三
十
五
！
三
十
六
頁
）
に
そ
の
真
相
を
寄
稿
し
た
。

本
祉
長
伊
澤
修
二
氏
通
信

客
月
十
三
日
小
生
非
職
の
儀
に
付
早
速
諸
君
よ
り
御
見
舞
被
下
深
く
奉
謝
候

右
に
付
種
々
御
問
合
の
次
第
も
有
之
候
へ
共
一
々
御
回
答
も
難
致
に
付
先
以
常

時
往
復
の
書
面
を
左
に
掲
げ
御
一

覧
に
入
れ
申
候

六
月
十
―
―
―
日
午
後
六
時
頃
非
職
の
際
令
を
領
せ
し
際
小
生
よ
り
辻
新
次
氏
に

送
り
た
る
書
面
は
左
の
如
し

拝
啓
仕
候
陳
は
小
生
儀
今
日
非
職
被
命
侯
閣
下
に
は
年
束
御
厚
誼
相
蒙
り

侯
慮
近
来
赦
育
事
業
統
一
の
毘
に
就
き
意
見
を
異
に
す
る
に
至
り
た
る
は
誠

に
遺
憾
の
至
り
に
御
座
候
乍
併
小
生
赦
育
上
の
素
志
は
従
来
と
憂
も
異
な
る

所
無
之
候
間
不
相
愛
御
交
際
被
下
候
は
ゞ
大
幸
の
至
り
に
御
座
候
敬
具

其
翌
十
四
日
辻
氏
よ
り
一
封
の
回
答
書
を
送
ら
れ
た
り
今
同
氏
の
承
諾
を
得
て

其
本
文
を
左
に
掲
ぐ

拝
見
貴
君
今
般
非
職
を
被
命
候
に
付
御
懇
書
を
領
し
所
謝
に
候
然
る
所
貴

君
に
は
年
来
別
し
て
御
厚
誼
を
蒙
り
居
候
に
付
甚
だ
遺
憾
の
至
り
に
御
座
候

得
共
職
務
上
不
得
止
儀
如
何
と
も
致
し
方
無
之
候
併
向
後
と
も
不
相
愛
御
交

際
被
下
何
事
も
御
心
添
被
下
度
切
に
希
望
仕
候
先
は
貴
酬
迄
早
々
下
悉

り
と
云

（『
詔
買
新
聞
』
明
治
二
十
四
年
六
月
十
七
日
）
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右
の
往
復
文
御
照
覧
被
下
候
は
A

辻
氏
と
小
生
と
は
全
く
公
務
上
の
貼
に
就

き
意
見
を
異
に
し
た
る
次
第
に
て
赦
育
上

の
私
交
に
就
て

は
少
も
従
前
と
異
な

り
候
事
無
之
は
明
瞭
に
候
間
諸
君
に
も
宜
く
御
諒
察
被
下
度
候
偕
其
後
十
六
日

朝
に
至
り
國
會
新
聞
、
都
新
聞
、
東
京
新
報
等
に
小
生
非
職
に
閥
す
る
顛
末
な

り
と
て
記
載
せ
し
事
項
相
見
候
其
中
東
京
新
報
に
掲
載
せ
し
記
事
の
如
き
は
大

に
事
賓
を
誤
り
た
る
も
の
と
認
め
候
に
付
早
速
永
井
久
一
郎
氏
に
宛
て
右
記
事

は
大
に
事
実
を
誤
り
小
生
一
身
上

の
迷
惑
も
不
少
且
去
る
十
三
日
午
後
大
木
文

部
大
臣
に
面
謁
直
に
意
見
上
陳
候
節
同
大
臣
の
應
答
に
捩
る
も
小
生
非
職
の
理

由
は
右
記
事

の
如
き
次
第
に
無
之
は
明
白
と
被
存
候
へ
は
何
卒
十
分
事
賓
を
明

に
す
る
の
効
力
あ
る
方
法
を
以
て
右
取
消
の
御
虞
置
相
成
間
敷
哉
否
ざ
れ
ば
不

得
止
小
生
よ
り
逐
一
の
顛
末
を
公
示
す
る
の
外
無
之
と
存
候
旨
を
申
送
候
虞
同

日
午
後
永
井
氏
よ
り
回
答
あ
り
て
文
部
省
よ
り
非
職
の
理
由
を
新
聞
紙
上
に
記

載
せ

し
む
る
儀
は
難
相
成
小
生
に
於
て
も
非
職
に
開
す
る
顛
末
等
を
公
示
す
る

こ
と
は
難
出
来
筋
と
考
ら
れ
候
申
末
候

右
の
如
き
次
第
に
付
小
生
嘗
時
の
顛
末
を
通
報
致
し
候
事
は
徳
義
上
憤
ま
さ

る
を
得
さ
る
儀
と
存
候
間
乍
遺
憾
詳
細
の
事
情
は
難
申
上
候
間
宜
布
御
推
察
被

成
下
度
候
頓
首

東
京
音
楽
学
校
を
退
い

て
の
ち
、
二
十
五
年
(
-
八
九
二
）
三
月

『
小
學
唱
歌
集
』

全
六
冊
を
出
版
し
た
。
翌
二
十
六
年
、
伊
澤
修
二
の
薫
陶
を
受
け
た
教
え
子
有
志
は

彼
に
紀
恩
章
を
贈
っ

た
。
そ
れ
は
表
面
に
天
の
岩
戸
鶏
鳴
の
図
、
裏
面
は
楽
器
と
花

紋
を
彫
刻
し
た
直
径
六
セ
ン
チ
余
り
の
金
牌
で
あ
る
(
『
-音
架
雑
誌
』
第
二
十
九
号
、
明

治
二
十
六
年
二月）。

明
治
二
十
八
年
(
-
八
九
五
）
五
月
伊
澤
は
台
湾
に
渡
っ
た
。
台
湾
総
督
府
学
務

部
長
と
し
て
、
同
地
の
日
本
語
（
国
語
）
教
育
に
力
を
入
れ
、
『
日
清
字
音
鑑
』
『
日

台
小
字
典
』
な
ど
を
編
集
し
た
。
三
十
年
(
-
八
九
七
）

貴
族
院
議
員
。

三
十
六
年

（
一
九

0
三
）
楽
石
社
を
創
立
（
英
語
音
、
支
那
語
音
、
台
湾
語
伝
習
、
視
話
法
、
吃

音
矯
正
、
方
言
矯
正
、
唖
子
発
音
等
諸
科
伝
習
規
則
を
設
け
て
、
希
望
者
を
訓
練
す

る
機
関
）
、
以
後
貴
族
院
議
員
と
し
て

の
活
躍
と
並
行
し
て
台
湾
教
育
お
よ
び
吃
音

・

聾
唖
者
の
矯
正
事
業
に
生
涯
を
投
じ
た
。
大
正
六
年
(
-
九
一
七
）
五
月
三
日
脳
出

血
の
た
め
没
す
。
六
十
七
歳。

昭
和
十
三
年
(
-
九
三
八
）
四
月
、
長
野
県
上
伊
那

郡
高
遠
町
の
生
家
前
に
、
東
京
音
楽
学
校
同
声
会
に
よ
っ
て
「
伊
澤
修
二
先
生
出
生

之
地
」
と
い
う
碑
が
建
て
ら
れ
た
。

伊
澤
修
二
著
（
訳

・
編
）
書
目
録

『
敦
授
員
法
初
篇』

（輯
訳
）

明

治

八

年

十

月

二

十

四

日

『
生
種
原
始
論
』
（
翻
訳）

H
u
x
l
e
y
's
L
e
c
tur
e
s
 
o
n
 O
r
i
g
in 
o
f
 
S
p
e
c
ie
s
 

明
治
十
二
年
十
二
月

『學
校
管
理
法

正

編

』

明
治
十
五
年
八
月

（績
編

明
治
十
五
年
九
月

・
正
績
合

巻

明

治

十
五
年
十
月
）

『
教
育
學

上
巻』

明
治
十
五
年
九
月

（
下
巻
明
治
十
六
年
四
月

・
上
下
合
巻

明

治

十
六
年
十
二
月
）

占

'D
i
r
e
c
t
o
r
of 
t
h
e
 
I
n
st
itut
e
 o
f
 
M
u
sic
"

明
治
十
七
年
二
月

『
小
學
唱
歌
集
』
（
編
輯
）
三
巻

（
ほ
か
に

『
唱
歌
略
説
』
）

明
治
十
四
年
十
一
月
l
十
七
年
三
月

『
進
化
原
論
』
（
翻
訳
）

明

治

二

十

二

年

『
音
楽
取
調
成
績
申
報
要
略
』

（編
輯
）
明
治
二
十
四
年
三
月
二
十
七
日

『
帝
國
憲
法
圏
解
』

明
治
二

十
四
年
四
月

『
蜜
諭
大
全
』
（
編
輯
）
全
四
巻

明

治

二

十
五
年
九
月
ー
ニ
十
七
年
十
一
月

『
生
理
的
心
理
新
説

上
巻

』

明

治

三
十
二
年
（
下
巻
は
未
刊
）

『
日
清

字

音

鑑

』

明

治
二
十
八
年
六
月

『
日
台
小
字

典

』

（

編

輯

）

明

治

三

十
一

年
十
二
月

『

視

話

法

』

明

治

三

十

四

年

四

月

二

十
九
日

贔
麟
清
國
官
話
韻
鏡
及
同
意
字
解
説
書
』
明
治
三
十
七
年
十
二
月
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（こ

の
ほ
か
『
麟
麟
音
韻
新
論
』
『
麟
麟
東
北
猿
音
矯
正
法
』
）

『
同
文
新
字
典
』
（
漢
字
統
一
会
編
）
明
治
四
十
一
年
八
月

贔

m會
話

篇

』

明

治

四

十
二
年
七
月

『
視
話
讀
法
』

明
治
四
十
二
年
八
月
十
二
日

『

麟

聾

國

語

正

音

法

』

明

治

四

十

三

年

六

月

『
吃
音
通
信
矯
正
侮
習

』

明

治

四

十
四
年

（
こ
の
ほ
か
『
図
定
小
學
訊
本
正
讀
法
』
『
吃
音
矯
正
練
習
書
』

い
ず
れ
も
明
治
四
十
四
年
）

『
支
那
語
正
音
練
習
書
』

大
正
四
年
八
月

『

支

那

語

正

音

猿

微

』

大

正

四

年

十

月

贔

疇
支
那
語
正
音
韻
鏡
』

大
正
五
年
三
月

贔

麟

支

那

語

正

音

法

』

大

正

六

年

四

月

そ
の
他
、

教
科
書
（
『
小
學
唱
歌
』
『
小
學
讀
本
』
な
ど
十
八
種
）
、

校
閲
本
二
十
四
種

昭
和
十
四
年
十
一
月
二
十
四
、
五
の
両
日
、
奏
楽
堂
に
お
い
て
教
育
音
楽
研
究
大

会
が
行
わ
れ
、
そ
の
二
日
目
の
午
後
伊
澤
多
喜
男
、
鈴
木
米
次
郎
、
永
井
幸
次
の
三

名
に
よ
っ
て
伊
澤
修
二
の
思
い
出
が
語
ら
れ
た
。
次
の
談
話
は
そ
の
抄
録
で
あ
る
。

人
間
伊
澤
修
二
の
素
顔
を
垣
間
見
る
思
い
が
す
る
。
ま
た
明
治
十
年
代
か
ら
二
十
年

代
に
か
け
て

の
東
京
音
楽
学
校
の
状
況
を
つ
か
む
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
資
料
で
あ

る。
伊
澤
多
喜
男

（
明
治
二
年
ー
昭
和
二
十
四
年
〔

一
八
六
九
！
一
九
四
九
〕
）
は
十
人

兄
弟
（
姉
妹
）
の
第
九
子
、
修
二
は
第
三
子
で
修
二
か
ら
み
る
と
下
か
ら
二
番
目
の

弟
で
あ
る
。
台
湾
総
督
、
東
京
市
長
、
勅
選
貴
族
院
議
員
と
し
て
政
界
で
活
躍
し
た
。

鈴
木
米
次
郎
（
明
治
元
年
ー
昭
和
十
五
年
〔
一
八
六
八
！

一
九
四
〇
〕
）
は
明
治
二

十

一
年
(
-
八
八
八
）
東
京
音
楽
学
校
を
卒
業
、
東
京
師
範
学
校
の
教
師
を
経
て

ニ

十
六
年
か
ら
三
十
七
年
ま
で
東
京
音
楽
学
校
の
教
務
嘱
託
と
な

っ
た
。

永
井
幸
次
（
明
治
七
年
ー
昭
和
四
十
年
〔
一
八
七
四

l
一
九
六
五
〕
）
は
明
治
二
十

九
年
(
-
八
九
六
）

東
京
音
楽
学
校
専
修
部
を
卒
業
、
静
岡
師
範
学
校
、
鳥
取
中
学

校
教
諭
を
経
て
大
阪
に
居
を
定
め
、
大
正
四
年
十
月
大
阪
音
楽
学
校
を
設
立
、
同
学

校
の
校
長
と
し
て
大
阪
の
音
楽
文
化
向
上

に
尽
力

し
た
。
「
関
西
音
楽
界
の
父
」

と

称
さ
れ
て
い
る
。

貴
族
院
議
員
伊
澤
多
喜
男

〔
前
略
〕
修
二
は
私
の
兄
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
宜
際
は
親
の
や
う
な
闘
係
で
あ
り

ま
す
。
私
の
父
が
早
く
歿
く
な
り
ま
し
た

の
で
、
私
は
殆
ど
子
供
の
時
か
ら
し
て
修
二

に
育
て
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
私
と
修
二

と
は
十
八
年
も
違
ふ
の
で
あ
り
ま
す
。
で

私
は
明
治
八
年
に
父
に
伴
は
れ
ま
し
て
、
さ
う
し
て
修
一
一
の
在
職
し
て
居
る
名
古
屋
に

出
た
の
で
あ
り
ま
す
。
其
時
に
修
二
は
官
立
の
愛
知
師
範
學
校
の
校
長
を
し
て
居
り
ま

し
た
。
明
治
七
年
か
ら
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
私
の
参
っ
た
の
は
八
年
で
あ
り
ま

す。

其
時
に
私
の
多
少
―音
楽
に
闘
係
す
る
記
憶
と
云
ふ
も
の
を
申
上
げ
れ
ば
、
私
は
丁

度
七
つ
の
年
と
記
憶
し
ま
す
。
兎
に
角
其
の
愛
知
師
範
學
校
に
私
は
入
っ
た
の
で
あ
り

ま
す
が
、
そ
こ
で
私
は
初
め
て
學
校
で
唱
歌
と
云
ふ
も
の
を
習
つ
た
の
で
す
。
唱
歌
と

云
ふ
名
前
で
あ

っ
た
か
ど
う
か
記
憶
し
ま
せ
ん
が
、
唱
歌
と
云
ふ
も
の
を
習
つ

た
の
は

明
治
八
年
に
愛
知
師
範
學
校
の
附
屈
小
學
校
の
子
供
と
し
て
習
ひ
ま
し
た
の
が
初
め
。

そ
れ
は
ど
う
云
ふ
も
の
か
と
云
へ
ば
、

「
蝶
々
、

蝶
々
菜
の
花
に
止
ま
れ
」
斯
う
云
ふ

歌
で
あ
り
ま
す
。
之
を
私
は
愛
知
師
範
學
校
の
附
蜀
の
子
供
と
し
て
習
っ
た
。
是
は
甚

だ
可
笑
し
い
の
で
す
け
れ
ど
も
、
私
は
子
供
の
内
か
ら
ど
う
も
一音楽
の
天
才
で
あ
っ

た

ら
し
い
の
で
す
。
能
＜
姉
の
背
に
負
ぶ
さ
つ
て
…
…、

貧
乏
士
族
の
子
で
す
か
ら

し

て
、
姉
の
背
中
に
負
ぶ
さ
つ
て
、
さ
う
し
て
頻
り
と
姉
が
営
時
の
俗
謡
な
ど
歌
ふ
の
を

小
さ
な
三
つ
四
つ
頃
か
ら
し
て
直
き
に
覺
え
て
、
さ
う
し
て
員
似
し
て
居
た
も
の
だ
さ

う
で
す
。
で
今
の
や
う
な
事
で
、
明
治
八
年
頃
兄
の
所
へ
行
っ
て
兎
に
角
學
校
で
歌
を

敦
へ
ら
れ
た
と
云
ふ
こ
と
で
す
か
ら
し
て
大
愛
に
得
意
で
あ
っ
た
ら
し
い

の
で
す
。
其

の
時
分
の
事
を
申
上
げ
ま
す
と
云
ふ
と
、
一

骰
侍
ひ
と
云
ひ
ま
す
か
士
族
と
云
ひ
ま
す

も
の
は
、
歌
を
歌
ふ
と
云
ふ
や
う
な
事
は
非
常
に
攘
斥
さ
れ
た
も
の
で
す
。
彼
奴
は
ど

う
も
歌
を
歌
ふ
、
丸
で
話
に
な
ら
ん
ぢ
や
な
い
か
。
是
が
ま
ア
其
の
賞
時
の
考
へ
方
で

す。

一
髄
學
校
で
歌
を
歌
ふ
の
は
何
の
第
だ
ら
う
、
歌
を
歌
ふ
の
は
藝
者
か
賣
笑
婦
で

な
く
て
は
歌
は
な
い
も
の
だ
と
思

つ
て
非
常
に
卑
し
ん
だ
次
第
で
す
。
是
は
日
本
が
一

髄
ど
う
し
て
さ
う
云
ふ
風
に
な
っ

た
か
と
云
ふ
こ
と
は
色
々
研
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
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事
だ
と
思
ひ
ま
す
れ
ど
も
、
孔
子
が
證
楽
を
以
て
世
を
治
め
る
と
云
ふ
こ
と
を
云
つ
て

居
ら
れ
た
に
拘
ら
ず
、
常
時
の
封
建
時
代
と
云
ふ
も
の
は
非
常
に
證
楽
と
云
ひ
ま
す

が
、
＿音
楽
或
は
も
う
少
し
普
通
の
言
葉
で
云
へ
ば
、
歌
を
歌
ふ
と
か
三
味
線
を
弾
く
と

か
云
ふ
こ
と
は
堕
落
の
極
だ
、
斯
う
云
ふ
風
に
考
へ
た
。
今
で
も
さ
う
云
ふ
考
へ
を
す

る
人
が
相
嘗
に
多
い
と
思
ひ
ま
す
。
さ
う
云
ふ
時
代
に
、
私
の
兄
か
學
校
に
唱
歌
と
云

ふ
も
の
を
持
つ
て
来
た
の
は
明
治
七
年
で
す
。
現
に
私
は
そ
れ
を
習
っ
た
。
さ
う
云
ふ

事
賓
を
御
話
し
ま
す。

そ
れ
か
ら
兄
は
明
治
七
年
八
年
愛
知
師
範
學
校
の
校
長
を
し
て
居
り
ま
し
た
が
、
ま

ア
嘗
時
の
政
府
に
認
め
ら
れ
ま
し
て
、
さ
う
し
て
敦
育
學
科
取
調
と
云
ふ
命
を
受
け
ま

し
て

ア
メ
リ
カ
ヘ
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
留
學
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
要
す
る
に
敦

育
の
學
科
と
云
ふ
事
は
敦
育
制
度
と
云
ふ
風
に
申
し
た
方
が
宜
い
か
知
れ
ま
せ
ん
。
何

と
云
っ
た
か
、
博
記
の
中
に
書
い
て
あ
り
ま
せ
う
が
、
兎
に
角
敦
育
制
度
の
取
調
と
云

ふ
名
前
を
掲
け
ま
し
て
ア
メ
リ
カ
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
さ
う
し
て
其
の
時
目
賀
田
種

太
郎
君
な
ど
も
一
緒
に
行
か
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
目
賀
田
君
は
留
學
生
の
監
督
に
行

か
れ
ま
し
た
。
私
の
兄
は
學
生
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
役
人
で
あ
り
ま
す
。
役
人
と
し
て

敦
育
取
調
の
為
に
派
遣
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
さ
う
し
て
敦
育
を
取
調
べ
る
と
云
ふ

こ
と

の
為
に
は
高
等
師
範
學
校
に
入
れ
ば
宜
し
い
と
云
ふ
風
に
考
へ
て
、
そ
れ
で
ブ
リ

ツ
ヂ
オ
ー
タ
ー
の
師
範
學
校
に
入
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
其
時
に
＿
音
楽
以
外
の
學
科
は

常
に
先
づ
一
番
か
二
番
位
の
非
常
に
好
い
成
績
で
あ
り
ま
し
た
。
所
が
一
音
楽
だ
け
は
丸

き
り
黙
敷
を
附
け
ら
れ
ん
、
要
す
る
に
音
楽
と
云
ふ

こ
と
に
就
て
は
丸
き
り
理
解
が
無

い
。
そ
れ
で
ど
う
し
た
か
と
云
ふ
と
、
日
本
人
は
音
楽
と
云
ふ
も
の
に
就
て
は
全
く
無

能
力
で
あ
る
か
ら
し
て
、

お
前
は
氣
の
毒
だ
か
ら
し
て
＿音
楽
の
學
科
は
免
除
し
て
や
る

と
云
ふ
こ
と
を
云
は
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
彼
は
非
常
に
残
念
が
つ
て
、
さ
う
し
て

何
と
か
し
て
自
分
は
他
と
同
じ
ゃ
う
な
扱
ひ
を
受
け
た
い
と
非
常
な
努
力
を
し
た
の
で

あ
り
ま
す
。
非
常
に
努
力
を
し
て
さ
う
し
て
兎
に
角
先
づ
相
掌
の
成
績
を
一音楽
に
於
て

も
皐
げ
て
立
派
に
學
校
は
卒
業
し
ま
し
た
が
、
其
の
時
に
私
の
兄
を
指
導
し
て
呉
れ
た

の
は
メ
ー
ソ
ン
と
云
ふ
先
生
で
す
。
此
の
方
が
非
常
に
立
派
な
一
音
楽
敦
育
家
で
あ
っ

た

の
で
あ
り
ま
す
。

一
音
楽
家
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
知
り
ま
せ
ん
が
、
一
音
楽
敦
育
家
で
兄
は

此
の
メ
ー
ソ
ン
と
云
ふ
人
に
指
導
さ
れ
て
、
宜
に
立
派
な
敦
育
家
だ
と
云
ふ
風
に
考

へ

ま
し
て
後
日
日
本
へ
同
氏
を
招
聘
し
た

の
で
あ
り
ま
す
。
さ
う
し
て
日
本
人
と
云
ふ
も

の
は
丸
で
＿
音
楽
に
附
て
は
無
力
だ
と
云
ふ
こ
と
は
な
い
、
又
所
謂
情
操
敦
育
か
ら
云
つ

て
＿
音
楽
と
云
ふ
も
の
は
非
常
に
大
事
だ
、
先
刻
云
っ
た
證
楽
を
以
て
世
を
治
め
る
と
云

ふ
こ
と
か
ら
云
つ
て
も
非
常
に
大
事
だ
と
云
ふ
の
で
、
非
常
に
＿音
楽
と
云
ふ
事
に
就
て

熱
を
持
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
明
治
十
一
年
で
あ
り
ま
す
か
内
地
に
鱚
つ
て
参
り
ま
し
た
。
さ
う
し
て
今
日

の
高
等
師
範
學
校
の
敦
頭
の
や
う
な
地
位
に
就
い
た
の
で
あ
り
ま
す
。
所
謂
ア
メ
リ
カ

鰭
り
の
非
常
に
教
育
の
研
究
を
し
て
来
た
人
間
で
あ
り
ま
す
か
ら
し
て
、
掌
時
非
常
に

重
要
視
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
今
日
の
師
範
敦
育
と
云
ひ
ま
す
か
、
先
づ
其

の
創
始
者
と
云
ふ
の
は
私
の
兄
で
あ
り
ま
す
。

で
荘
で
申
上
げ
ま
す
が
、
私
の
兄
は
、
私
か
ら
申
す
と
烏
滸
し
い
の
で
す
け
れ
ど

も
、
所
謂
物
の
創
造
、
ク
リ
エ

ー
ト
す
る
と
云
ふ
こ
と
に
就
て
は
非
常
な
偉
い
人
だ
と

思
っ
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
。
例
へ
ば
＿
音
楽
、
例
へ
ば
燈
操
、
例
へ
ば
聾
唖
敦
育
、
例

へ
ば
師
範
敦
育
は
無
論
の
事
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
か
ら
し
て
國
民
精
神
敦
育
外
地
の

敦
育
郎
ち
豪
潤
教
育
と
か
、
兎
に
角
敦
育
と
云
ふ
方
面
か
ら
行
き
ま
し
て
各
方
面
の
事

は
私
の
兄
が
全
部
創
始
し
た
と
云
ふ
風
に
私
は
申
し
て
差
支
へ
な

い
と
思
ひ
ま
す
。
晩

年
に
な
っ
て
今
の
吃
昔
矯
正
と
云
ふ
や
う
な
事
も
や
り
ま
し
た
が
、
是
は
彼
の
や
っ

た

仕
事
の
内
の
貿
は
一
端
で
、
是
は
所
謂
昔
韻
學
と
云
ふ
も
の
A

ー
つ
の
適
用
と
申
し
ま

す
か
ア
ッ
。
フ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
過
ぎ
な
い
。
世
の
中
で
は
伊
澤
修
二
と
云
ふ
と
、
何
か

吃
音
矯
正
の
先
生
の
や
う
に
考
へ
て
居
る
者
が
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
左
様
な
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ほ
ん
の
昔
韻
學
の
一
端
の
現
は
れ
で
、
吃
昔
矯
正
と
云
ふ
や
う
な
事

は
唯
一
っ
の
現
は
れ
で
、東
北
な
ど
の
訛
昔
矯
正
、
訛
の
矯
正
と
云
ふ
や
う
な
こ
と
。
そ

れ
か
ら
尚
ほ
摘
が
つ
て
行
き
ま
し
て
、
私
の
兄
が
終
ひ
迄
熱
心
に
や
っ
た
と
云
ふ
こ
と

は
所
謂
人
類
愛
と
云
ひ
ま
す
か
、
其
の
現
は
れ
と
思
ふ
の
で
あ
り
ま
す
が
、
詰
り
支
那

語
の
統

一
を
圏
る
こ
と
、
是
は
私
の
兄
が
敷
十
年
努
力
し
た
事
で
あ
り
ま
す
。
ど
う
云

ふ
動
機
で
あ
る
か
と
云
へ
ば
、

詰
り
支
那
と
云
ふ
も
の
は
四
百
餘
州
で
四
億
の
民
衆
が

居
る
。
所
が
支
那
人
が
お
互
に
話
を
し
よ
う
と
云
ふ
時
に
は
丸
で
話
が
出
来
な
い
。
例

へ
ば
揺
建
の
者
と
廣
東
の
者
と
は
言
葉
が
違
ふ
の
で
話
が
出
来
な
い
。
北
の
者
と
南
の

者
は
無
論
出
来
な
い
。
彼
等
が
互
に
話
を
す
る
時
に
は
英
語
を
使
っ
て
居
る
と
云
ふ
。
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誠
に
氣
の
毒
千
萬
な
事
で
す
。
是
は
支
那
の
四
億
の
人
が
氣
の
毒
で
あ
る
、
何
と
か
し

て
支
那
に
持
つ
て
行
っ
て
基
礎
的
に
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
と
云
ふ
も
の
を
興
ヘ

た
い
と
云
ふ
こ
と
を
私
の
兄
が
考
へ
て
居
つ
た
。
そ
れ
が
自
分
が
非
常
な
長
い

二
十
敷

年
間
の
時
を
費
し
、
さ
う
し
て
甚
だ
金
持
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
自
分
の

私
財
を
投
じ
て
支
那
人
と
か
憂
閉
人
と
か
、
そ
れ
か
ら
し
て
東
臣
同
文
書
院
の
卒
業
生

と
云
ふ
も
の
を
使
っ

て、

敷
十
年
努
力
を
し
て
、

そ
れ
を
完
成
し
た
。
完
成
し
て
そ
れ

で
死
ぬ
前
年
に
渦
洲
に
行
き
ま
し
た
。
さ
う
し
て
支
那
人
を
集
め
て
之
を
講
習
し
、
内

地
人
も
此
の
中
に
居
り
ま
し
た
。
之
を
賓
際
や
つ

て
見
て
非
常
に
成
績
が
好
か
っ

た
と

云
つ
て
兄
は
喜
ん
で
、
来
年
は
も
つ
と
行
っ

て、

来
年
再
来
年
、
自
分
の
生
き
て
居
る

間
に
此
の
仕
事
を
完
成
し
て
、

さ
う
し
て
支
那
の
國
民
に
共
通
の
國
語
を
典

へ
て
や
ら

う。

是
は
私
の
兄
が
死
ぬ
迄
や
り
ま
し
た
。
其
の
死
ぬ
時
は
兄
は
脳
溢
血
に
罹
つ
て
死

ん
だ
の
で
あ
り
ま
す
が
、
其
時
に
書
い
た
絶
筆
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
は
ず
っ
と
今
の

や
う
な
事
を
書
い
て
、
自
分
は
斯
う
云
ふ
事
を
や
っ

て
来
た
、
是
は
完
成
し
た
、
さ
う

し
て
今
年
に
な
つ
て
賞
地
に
試
み
た
が
大
愛
成
績
が
好
か
っ

た
と
云
ふ
事
を
書
き
ま
し

て
、
さ
う
し
て
微
意
の
あ
る
所
を
察
せ
ら
れ
た
し
と
書
か
う
と
思

っ
た
時
に
は
辿
も
い

け
な
く
な

っ
て、

其
の
先
が
書
け
な
く
な
っ

て
筆
を
投
げ
て
殖
れ
た
の
で
す
が
、
所
謂

非
常
に
大
き
な
人
類
愛
と
云
ひ
ま
す
か
、
さ
う
云
ふ
や
う
な
考
へ
を
終
始
持
つ
て
居
つ

た
。
で
そ
れ
が
唯
だ
何
か
氣
紛
れ
に
、

一
時
何
か
や
る
と
云
ふ
こ
と
で
は
な
く
、
完
成

す
る
迄
は
何
虞
迄
も
行
か
う
と
云
ふ
考

へ
で
あ
り
ま
す
。
純
て
の
努
力
を
そ
れ
に
傾
注

し
て
行
く
、
さ
う
し
て
や
つ
て
行
っ
た
の
だ
と
私
は
考
へ
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
。

私
の
兄
は
非
常
に
氣
の
短
い
人
間
で
、

彼
是
と
云
ふ
と
直
ぐ
に
腕
力
を
出
す
、

斯
う

云
ふ
風
に
云
は
れ
て
非
常
な
氣
短
か
な
人
間
だ
と
云
ふ
こ
と
に
な

っ
て
居
り
ま
す
。
私

は
子
供
の
時
に
、
殆
ど
明
治
七
年
か
ら
し
て
兄
の
膝
下
に
居
り
、
其
後
又
東
京
に
来
ま

し
て
も
や
は
り
兄
の
家
の
玄
闘
番
を
し
て
居
り
ま
し
た
が
、
幾
度
び
殴
ら
れ
た
か
知
れ

ま
せ
ん
。
殆
ど
鐵
の
や
う
な
も
の
で
す
。
叩
か
れ
て
／
＼
私
は

質
は

何
と
云
ひ
ま
す

か、

鋼
の
や
う
に
な
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
ど
の
位
叩
か
れ
た
か
知
れ
ま
せ
ん
。
確

か
に
能
＜
腕
力
を
揮
つ

た
の
で
あ
り
ま
す
。

自
分
の
弟
を
殴
り
附
け
る
、
そ
れ
は
尤
も

で
あ
り
ま
す
が
。
弟
ば
か
り
で
は
な

い
の
で
す
。
宜
に
自
分
の
長
官
な
ど
も
幾
度
び
か

殴
つ
て
居
る
の
で
す
。
（
笑
盤
）
さ
う
し
て
同
僚
は
無
論
の
こ
と
、

殆
ど
伊
澤
と
一

緒

に
勤
め
て
取
つ
組
合
ひ
を
し
な
い
人
間
は
無
い
だ
ら
う
と
云
ふ
位
に
よ
く
や
っ
た
の
で

あ
り
ま
す
。
或
る
時
に
は
品
川
薦
二
郎
さ
ん
の
農
商
務
大
臣
の
時
で
あ
り
ま
し
た
か
、

大
分
昔
の
事
で
あ
り
ま
す
が
、
其
の
品
川
さ
ん
の
書
生
を
し
て
居
つ
た
人
の
話
で
あ
り

ま
す
。
二
階
の
梯
子
段
か
ら
ガ
タ
／
＼
と
何
か
韓
が
つ
て
落
ち
て
来
た
。
ど
う
し
た

の

だ
ら
う
と
思
っ
た
所
が
、
品
川
禰
二
郎
さ
ん
と
伊
澤
修
二
の
二
人
が
取
っ
組
合
ひ
を
し

て
梯
子
段
の
上
か
ら
轄
が
り
落
ち
て
来
た
と
云
ふ
逸
話
が
残
っ
て
居
る
の

で
あ
り
ま

す
。
そ
れ
だ
か
ら
詰
り
上
だ
ら
う
と
下
だ
ら
う
と
同
僚
だ
ら
う
と
、
下
の
者
と
も
能
＜

や
る
。
貴
君
方
御
承
知
か
知
ら
ん
が
、
私
の
同
郷
の
者
で
法
學
博
士
の
高
橋
作
衛
と
云

ふ
私
と
殆
ど
同
期
の
人
間
で
す
。
後
に
法
制
局
長
官
に
な
っ
た
り
、
そ
れ
か
ら
貴
族
院

議
員
に
も
な

っ
た
り
し
て
遂
ひ
二
十
年
程
前
死
ん
だ
の
で
す
。
私
の
兄
が
保
證
人
を
し

て
居
つ

た
の
で
、
年
に
す
る
と
十
五
六
も
違
ふ
の

で
す
。
私
が
家
へ
蹄
つ

て
見
る
と
バ

タ
／
＼
や
っ
て
、
高
橋
作
衛
を
捩
伏
せ
て
か
う
し
て
上
か
ら
頻
り
に
殴

つ
て
居
つ

た
。

（
笑
盤
）
私
は
之
を
ど
う
云
ふ
風
に
見
る
か
と
云
ふ
と
、
私
の
兄
の
非
常
な
熱
、
そ
れ

か
ら
し
て
人
を
差
別
的
に
考
へ
な

い
。
上
の
人
間
で
も
同
僚
で
も
下
の
者
で
も
喧
嘩
す

る
。
所
が
下
の
者
と
は
多
く
の
人
は
喧
嘩
し
ま
せ
ん
。

下
の
者
だ
と
云
ふ
意
味
で
見
下

し
て
居
る
か
ら
で
す
。
所
が
私
の
兄
は
非
常
に
正
直
で
あ
る
か
ら
し
て
、
自
分
よ
り
下

の
者
で
も
自
分
と
同
等
に
考
へ
る
か
ら
、
間
違
っ
た
事
が
あ
る
と
直
ぐ
取
つ
組
合
ひ
を

始
め
る
。

（
笑
啓
）
さ
う
云
ふ
繹
で
す
。

そ
れ
で
多
く
の
人
は
私
の
兄
が
非
常
な
短
氣

者
で
無
暗
に
腕
力
を
揮
ふ
と
云
ふ
や
う
に
云
つ

て
居
る
け
れ
ど
も
、
是
は
私
の
兄
の
非

常
な
熱
、
非
常
な
愛
で
す
。
そ
れ
は
ど
う
云
ふ
風
に
そ
れ
を
私
説
明
す
る
か
と
云
ふ

と
、
例

へ
ば
日
本
で
唖
に
物
を
云
は
せ
た
の
は
私
の

兄
が
初
め
で
す
。
吉
川
金
蔵
と
云

ふ
人
を
兎
に
角
掴
へ
て
来
て
、
私
の

兄
は
盲
唖
學
校
の
校
長
で
し
た
が
、
是
は
學
校
で

敦

へ
る
の
で
な
く
、
所
謂
盲
唖
學
校
の
生
徒
の
内
で
比
較
的
頭
の
好
い
者
で
、
是
な
ら

ば
敦
へ

て
出
来
る
だ
ら
う
と
斯
う
云
ふ
風
に
考
へ
て
、
さ
う
し
て
非
常
に
忙
し
い
中
で

あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、

一
週
間
に
二
度
か
と
思
ひ
ま
す
が
、
自
分
の
家
へ
伴
れ
て
来

て
、
さ
う
し
て
非
常
な
熱
、
非
常
な
愛
を
以
て
之
を
敦
育
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
其
の
時

に
は
非
常
に
氣
を
長
く
し
て
、
何
時
も
能
＜
腕
力
を
揮
ふ
人
間
が
、
あ

A
云
ふ
風
に
幾

ら
云
つ
て
も
分
ら
な
い
者
を
掴

へ
て
一

生
懸
命
に
や
っ
て
居
る
。
随
分
氣
の
長
い
人
間

だ
と
思
ひ
ま
し
た
。
そ
れ
が
何
年
か
掛
っ
た
と
思
ひ
ま
す
。
二
三
年
掛
っ

た
で
せ
う
。
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到
頭
唖
が
物
を
云
ふ
や
う
に
な
り
ま
し
た
。
是
は
ヴ
ヰ
ジ
ブ
ル
、

ス
ピ

ー
チ
（
視
話
法
）

と
云
ふ
も
の
A

應
用
で
あ
り
ま
す
が
、
物
を
云
は
せ
た
。
吉
川
金
蔵
と
云
ふ
人
は
名
古

屋
の
人
で
あ
り
ま
す
が
、

名
古
屋
に
蹄
つ
て
父
母
に
向
つ
て
、
「
お
父
さ
ん
、

お
母
さ

ん
、
只
今
錦
り
ま
し
た
」
と
云
ふ
こ
と
を
云

っ
た
時
に
父
母
は
慟
哭
し
て
、
質
に
有
難

い
こ
と
だ
と
云

つ
て
、

生
れ
な
が
ら
に
し
て
物
が
云
へ
な
か
っ
た
も
の
が
、

「
お
父
さ

ん
お
母
さ
ん
只
今
鯨
り
ま
し
た
」
と
云
ふ
こ
と
を
云

つ
て
呉
れ
た
と
云
ふ
の
で
非
常
に

感
謝
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
兎
に
角
人
間
を
一
人
物
を
云
へ
る
や
う
に
し
て
や
っ
た
の

で
、
子
供
が
斯
う
云
ふ
風
に
な

っ
た
と
云

つ
て
質
に
慟
哭
し
た
。
さ
う
云
ふ
や
う
な
人

間
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
唯
だ
無
暗
と
理
窟
無
し
に
人
を
殴
る
と
云
ふ
の
で
は
な

く
し
て
、
殴
る
の
は
阪
つ
て
此
の
人
間
を
善
く
し
よ
う
と
云
ふ
考
へ

、
そ
れ
か
ら
し
て

正
し
い
談
論
を
し
て
行
く
時
に
は
何
虞
迄
も
や
る
。

到
頭
今
の
や
う
に
品
川
媚
二
郎
さ

ん
と
取

っ
組
合
ひ
を
し
て
二
階
か
ら
落
ち
る
と
云
ふ
や
う
な
非
常
な
熱
を
持

つ
て
居
つ

た
の
で
あ
り
ま
す
。
私
は
殴
る

こ
と
は
決
し
て
好
い
こ
と
で
は
な
い
と
思
ひ
ま
す
が
、

男
と
生
ま
れ
て
其
の
位
な
熱
が
欲
し
い
と
思
ひ
ま
す
。
殊
に
今
の
世
の
中
に
は
斯
様
な

者
が
欲
し
い
。
唯
だ
も
う
自
分
の
云
ひ
た
い
事
も
云
は
ず
に
、
何
虞
か
ら
か
廊
迫
を
受

け
る
と
云
ふ
と
参
つ
て
、
自
分
の
一
念
と
云
ふ
も
の
を
猿
表
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
と

云
ふ
今
の
世
の
中
で
す
。
私
は
今
日
の
世
の
中
を
見
て
自
分
の
兄
を
追
想
す
る
こ
と
は

非
常
に
深
い
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
私
の
兄
は
精
力
絶
倫
と
申
し
ま
せ
う
か
、
質
に
驚
く
べ
き
精
力
家
で
あ
り

ま
し
た
。
で
是
は
非
常
の
時
に
虞
す
る
と
云
ふ
か
、
も
う
少
し
云
ふ
な
ら
ば
日
々
に
虞

す
る
と
云
ふ
こ
と
も
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
思
ふ
の
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
殆
ど
病
氣

と
云
ふ
こ
と
を
し
た
事
が
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
う
し
て
働
く
時
に
は
三
日
や
四
日
は
徹
夜

し
て
も
何
等
差
支

へ
な
い
と
云
ふ
や
う
な
非
常
に
強
い
身
閥
で
非
常
な
精
力
家
で
あ
っ

た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
私
共
は
終
始
接
し
て
居

つ
て
、
朝
は
相
嘗
に
早
く
起
き
、
夜
は

大
抵
十
二
時
前
に
寝
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
遅
く
な
れ
ば
徹
夜
も
し
ま
す
。
そ
れ
で

自
分
の
意
見
書
な
ど
A

云
ふ
も
の
は
悉
く
自
分
で
書
い
て
提
出
し
て
居
る
。
是
は
ま
ア

私
が
此
虞
で
御
披
露
し
た
や
う
な
例
へ
ば

l

音
楽
取
調
掛
り
と
云
ふ
時
代
か
ら
し
て
＿
音
架

學
校
長
時
代
、
長
い
間
學
校
に
居
り
、
＿
音
楽
界
に
は
多
少
貢
献
を
し
た
と
思
ひ
ま
す
け

れ
ど
も
、
其
の
時
分
の
記
録
な
ど
が
兄
の
家
に
保
存
し
て
あ
る
か
ど
う
か
、
恐
ら
く
も

う
無
く
な
つ
て
居
る
の
で
は
な
い
か
と
思
ひ
ま
す
が
、
そ
れ
は
賓
に
何
と
云
ひ
ま
す

か
、
汗
牛
充
棟
と
云
ひ
ま
す
か
、
非
常
な
も
の
が
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
悉
く
そ
れ
は

自
分
で
書
き
ま
し
た
。
餘
り
人
の
手
を
掛
け
ん
と
云
ふ
や
り
方
で
あ
り
ま
す
。
段
々
時

間
が
長
く
な
り
ま
す
か
ら
色
々
な
項
目
に
少
し
づ
A

獨
れ
て
参
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
今
日
え
ら
い
喧
し
い
の
は
思
想
問
題
と
云
ひ
ま
す
か
、
或
は
日
本
精
紳
と

云
ひ
ま
す
か
、
さ
う
云
ふ
事
が
近
頃
大
愛
高
調
さ
れ
て
来
て
私
非
常
に
結
構
な
事
だ
と

思
っ
て
居
り
ま
す
。
私
も
全
く
今
の
國
民
精
紳
の
振
興
と
云
ふ
こ
と
に
就
て
は
同
感
で

あ
る
の
み
な
ら
ず
、
吾
々
共
は
敷
十
年
貿
は
努
力
し
て
来
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、是

は
私
の
兄
が
最
も
早
く
、
最
も
強
く
主
張
し
た
事
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
此
の
書
物
に

も
書
い
て
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
明
治
二
十
三
年
に
私
の
兄
が
國
家
敦
育
註
と
云
ふ
も

の
を
創
立
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

で
此
の
國
家
敦
育
祉
の
創
立
精
紳
と
云
ふ
も
の
に
非

常
に
力
を
入
れ
た
の
で
す
。
さ
う
し
て
相
掌
に
詳
し
く
畷
家
敦
育
祉
の
精
誹
と
云
ふ
も

の
を
説
明
し
て
居
る
。
國
家
敦
育
肛
の
要
綱
と
云
ふ
の
に
、
例
へ
ば
第
一
に
忠
君
愛
図

の
元
氣
を
養
成
喚
猿
す
べ
き
と

A
云
ふ

こ
と
を
第
一
番
の
要
綱
に
書
い
て
あ
り
ま
す
。

此
の
事
の
第
に
私
の
兄
が
非
常
に
長
い
間
自
分
の
大
き
な
犠
牲
を
彿
つ
て
、
さ
う
し
て

國
家
敦
育
祉
の
為
に
證
し
た

の
で
あ
り
ま
す
。
で
其
の
嘗
時
の
大
日
本
数
育
會
と
云
ふ

も
の
は
、
是
は
或
る
意
味
の
官
憲
の
背
景
を
持
っ

た
半
官
半
民
の
や
う
な
敦
育
會
で
あ

っ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
劉
抗
す
る
と
云
ふ
意
味
で
は
な
か
っ
た
で
あ
り
ま
せ

う
が
、
兎
に
角
此
の
國
家
教
育
社
と
云
ふ
も
の
を
創
め
て
、
國
家
敦
育
肛
と
云
ふ
も
の

は
名
前
に
示
す
如
く
國
家
主
義
と
云
ふ
こ
と
を
高
調
し
ま
し
て
運
動
を
し
た
の
で
あ
り

ま
す
が
、
そ
れ
が
非
常
な
大
勢
力
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
結
局
後
に
な
つ
て
か
ら
大

日
本
敦
育
會
と
云
ふ
も
の
も
是
と
同
化
す
る
と
云
ふ
か
、
此
の
趣
旨
を
賛
成
し
て
、

ニ

つ
の
も
の
が
劉
立
す
る
必
要
は
な
い
と
云
ふ
の
で
到
頭
是
は
合
併
し
ま
し
た
が
、
そ
れ

が
今
日
の
帝
國
敦
育
會
と
云
ふ
も
の
に
な

っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
近
頃
日
本
精
紳
或
は

図
民
精
紳
と
云
つ
て
何
か
偉
い
大
狡
明
の
如
く
世
の
中
に
之
を
振
廻
す
人
が
あ
り
ま
す

け
れ
ど
も
、
さ
う
云
ふ
や
う
な
事
は
珍
ら
し
い
猿
見
で
も
な
く
て
、
或
る
意
味
か
ら
云

へ
ば
我
が
國
は
開
闊
以
来
、
酪
國
以
来
の
皇
國
で
あ
り
ま
し
て
、
唯
だ
そ
れ
が
一
時
欧

洲
の
物
質
文
明
を
輸
入
す
る
に
急
で
あ
っ
た
か
ら
し
て
、
そ
れ
で
暫
ら
く
、
何
と
云
ふ

か
、
餘
り
云
ふ
必
要
は
な
か
っ
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
其
の
弊
が
現
は
れ
掛
つ
た
時
に
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私
の
兄
は
、
是
は
最
早
さ
う
云
ふ
こ
と
で
は
い
か
ん
と
云
ふ
考
へ
か
ら
し
て
、
明
治
二

十
三
年
に
今
日
や
つ
て
居
る
や
う
な
運
動
を
始
め
た
の
で
あ
り
ま
す
。
さ
り
な
が
ら
私

の
兄
は
相
嘗
に
廣
い
心
持
を
持
つ
て
居
り
ま
し
た
。
國
家
主
義
と
云
ひ
ま
す
か
、
國
家

と
云
ふ
も
の
を
無
論
第

一
に
考
え
る
こ
と
、
日
本
の
國
謄
の
尊
厳
と
云
ふ
も
の
を
尊
重

す
る
こ
と
は
云
ふ
迄
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
も
ア
メ
リ
カ
で
も
良
い
所
が

あ
っ
た
ら
之
を
取

っ
て
宜
い
ぢ
や
な
い
か
と
云
ふ
私
の
兄
の
考
え
方
で
あ
り
ま
す
。
そ

れ
で

l

音
楽
敦
育
に
就
き
ま
し
て
も
昔
架
取
調
掛
り
で
、
詰
り
日
本
の
固
有
の
一
音
楽
で
あ

る
と
か
、
或
は
長
唄
で
あ
る
と
か
、
琴
で
あ
る
と
か
三
味
線
で
あ
る
と
か
云
ふ
日
本
の

昔
架
を
研
究
し
て
、
是
は
無
論
保
存
し
且
つ
高
調
し
て
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
同
時

に
、
西
洋
―
音
楽
と
云
ふ
も
の
を
是
は
好
い
所
が
多
い
か
ら
そ
れ
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
と
云
ふ
考
へ
方
か
ら
し
て
、

詰
り
日
本
の
音
楽
の
好
い
所
は
之
を
保
存
し
、
の
み
な

ら
ず
西
洋
の
一
音
架
の
好
い
所
を
取
入
れ
や
う
ぢ
や
な
い
か
と
云
ふ
考
え
方
で
、
さ
う
し

て
今
日
に
至

っ
て
居
る
の
だ
と
私
は
素
人
な
が
ら
さ
う
思
っ
て
居
る
。
大
閥
兄
の
考
え

方
は
さ
う
云
ふ
や
う
な
考
え
方
を
し
て
居
る
か
と
思
ひ
ま
す
。
其
の
事
は
澤
山
私
の
兄

の
や
っ
た
仕
事
に
就
て
御
検
討
下
さ
れ
ば
分
る
と
思
ひ
ま
す
。

大
閥
さ
う
云
ふ
や
う
な
輪
廓
を
御
話
し
て
置
き
ま
す
が
、
私
素
人
で
あ
り
ま
す
け
れ

ど
も
、
素
人
な
が
ら
兄
が
ど
ん
な
風
に
＿音
楽
と
云
ふ
も
の
を
考
へ

、
そ
れ
か
ら
＿音
架
と

云
ふ
も
の
に
盛
し
た
と
か
云
ふ
こ
と
を
門
外
漢
と
し
て
御
話
し
ま
す
。
私
の
兄
は
先
刻

も
御
話
し
ま
し
た
や
う
に
、
日
本
人
は
述
も
一音
楽
の
能
力
が
無
い
か
ら
免
除
し
て
や
ら

う
と
云
は
れ
た
位
な
音
楽
に
就
て
は
無
智
で
あ
り
ま
す
。
所
が
そ
れ
で
は
な
ら
ぬ
、
是

非

―
つ
日
本
人
に
音
楽
と
云
ふ
も
の
を
典
へ
な
け
れ
ば
い
か
ん
と
云
ふ
こ
と
か
ら
し

て、

そ
こ
で
自
分
が
饉
つ
て
か
ら
ど
う
し
た
と
か
云
ふ
と
、
自
分
が
非
常
に
尊
敬
し
た

メ
ー
ソ
ン
先
生
を
雇
敦
師
と
し
て
日
本
に
招
聘
し
ま
し
た
。
さ
う
し
て
時
の
東
京
師
範

學
校
、
今
の
東
京
高
等
師
範
學
校
の
副
校
長
と
云
ふ
地
位
に
居
る
。
其
頃
で
あ
り
ま
す

か
ら
し
て

そ
れ
で
メ
ー
ソ
ン
先
生
を
招
聘
し
て
来
て
、
さ
う
し
て
學
校
に
一音
楽
と
云
ふ

も
の
を
正
科
と
し
て
課
す
る
と
云
ふ
こ
と
を
考
へ
て
、
さ
う
し
て
東
京
師
範
學
校
の
附

厨
小
學
校
及
び
幼
稚
園
に
唱
歌
と
云
ふ
も
の
を
入
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
其
時
に
私
は

附
隔
小
學
校
の
生
徒
で
あ
り
ま
し
て
、
さ
う
し
て
今
日
御
出
で
に
な
り
て
居
る
か
知
れ

ま
せ
ん
が
、
幸
田
延
子
さ
ん
な
ど
A

一
緒
に
、
其
の
時
分
は
男
女

一
緒
で
あ
っ

た
と
思

ひ
ま
す
が
、
そ
れ
で
メ
ー
ソ
ン
先
生
か
ら
し
て
唱
歌
の
直
博
を
受
け
た
の
で
あ
り

ま

す
。
（
笑
磐
）
其
時
に
メ
ー
ソ
ン
先
生
の
通
辮
を
爵
さ
つ
て
下
さ

っ
た
の
が
後
に
高
嶺

さ
ん
の
奥
さ
ん
に
な

っ
た
方
で
吾
々
は
「
春
の
領
生
の
曙
に
」
と
か
、
「
螢
の
光
」
と

か
、
私
は
直
接
メ
ー
ソ
ン
先
生
か
ら
唱
歌
と
云
ふ
も
の
を
學
び
ま
し
て
、

其
方
で
は
吾

々
が
大
學
な
ど
に
行
っ
て
も
若
く
は
高
等
中
學
、
今
の
高
等
學
校
で
す
が
、
私
が
唱
歌

の
先
生
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
私
の
兄
は
丸
き
り
一
音
楽
と
云
ふ
も
の
に
何
も
智
識
が
無
か
っ

た
の
で
す
け

れ
ど
も
、
私
は
子
供
の
頃
の
事
を
覺
え
て
居
る
の
に
、
琴
を
山
勢
松
韻
先
生
に
學
び
ま

し
た
。
怪
し
げ
な
が
ら
琴
を
弾
き
ま
し
て
六
段
位
は
ど
う
や
ら
弾
け
る
程
度
に
な
り
ま

し
た
。

そ
れ
か
ら
オ
ル
ガ
ン
を
、
其
の
時
分
に
は
オ
ル
ガ
ン
と
云
ふ
も
の
は
日
本
に
幾

つ
と

い
ふ
位
し
か
な
か
っ
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
オ
ル
ガ
ン
を
買
つ
て
来
て
、
さ
う
し
て
箪

昔
だ
け
な
ら
ば
ど
う
や
ら
弾
け
る
程
度
に
な
つ
て
居
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
例
の
紀
元
節

の
歌
「
雲
に
そ
び
ゆ
る
高
千
穂
の」

あ
れ
は
私
の
兄
が
作
曲
し
た

の
で
あ
り
ま
す
が
、

其
時
に
私
は
兄
の
助
手
に
使
は
れ
ま
し
た
。
兄
が
之
を
作
曲
し
て
さ
う
し
て
オ
ル
ガ
ン

で
弾
い
て
私
に
歌
は
せ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
私
の
方
が
兄
よ
り
う
ま
い
の
で
す
か
ら
し

て
歌
っ
た
の
で
す
が
、

（
笑
盤
）
所
が
一
と
所
兄
が
オ
ル
ガ
ン
を
弾
く
け
れ
ど
も
、

私

が
自
然
に
歌
つ
て
行
く
と
云
ふ
と
ど
う
し
て
も
兄
の
弾
い
て
居
る
譜
と
違
ふ
の
で
す
。

さ
う
し
て
兄
が
何
逓
も
や
ら
し
て
見
た
所
が
、
お
前
の
方
が
好
い

か
も
知
れ
な

い
と
云

ふ
繹
で
、
（
笑
磐
）
成
程
お
前
の
方
が
自
然
だ
と
云
ふ
風
な
こ
と
で
、

私
の
歌
ひ
方
を

採
用
し
て
呉
れ
ま
し
て
、

そ
れ
が
何
慮
の
所
で
あ
る
か
は
つ
き
り
記
憶
し
ま
せ
ん
け
れ

ど
も
、

兎
に
角
私
が
紀
元
節
の
歌
の
一
部
分
だ
け
作
曲
し
た
。
（
笑
盤
）
斯
う
云
ふ
誇

り
を
感
じ
て
居
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
貴
君
方
に
私
の
兄
が
一音
楽
學
校
の
校
長
と
し
て
ど
ん
な
に
盤
し
た
か
と
云

ふ
こ
と
を
申
上
げ
る
こ
と
は
是
は
殆
ど
膵
迦
に
説
法
で
、
さ
う
云
ふ
や
う
な
や
ぼ
臭
い

事
は
申
し
ま
せ
ん
。
私
の
兄
は
一音
楽
學
校
の
校
長
と
し
て
＿
音
楽
敦
育
と
云
ふ
も
の
に
非

常
に
努
力
し
た
と
云
ふ
こ
と
A

同
時
に
、
音
楽
其
物
を
國
民
の
間
に
普
及
し
、
さ
う
し

て
猿
展
さ
す
る
と
云
ふ

こ
と
に
就
て
非
常
な
努
力
を
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
大
日
本
―音
楽

會
の
創
立
で
あ
り
ま
す
。
是
に
は
や
は
り
相
嘗
な
有
力
な
人
々
の
賛
成
を
得
な
け
れ
ば
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な
ら
ぬ
と
云
ふ
こ
と
か
ら
し
て
、
其
の
時
分
に
は
富
豪
と
云
ふ
も
の
は
餘
り
世
の
中
に

な
か
っ
た
し
、
大
し
て
さ
う
云
ふ
者
を
尊
敬
し
な
い
時
代
で
す
か
ら
し
て
、
華
族
の
内

の
地
位
の
高
い
人
々
、
そ
れ
か
ら
し
て
役
人
と
か
大
臣
と
か
云
ふ
連
中
で
す
。
さ
う
云

ふ
者
を
説
い
て
大
日
本
音
楽
會
と
云
ふ
も
の
作
っ
て
、
是
は
確
か
會
長
に
は
侯
爵
の
鍋

島
直
大
さ
ん
が
な
ら
れ
て
居
つ
た
事
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
ふ
の
で
す
。
さ
う
し

て
月
に
一
週
で
あ
る
か
二
た
月
に
一
遍
で
あ
る
か
知
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
年
に
敷
回
昔

楽
會
を
開
い
て
、
さ
う
し
て
所
謂
國
民
の
間
に
＿音
楽
と
云
ふ
も
の
を
普
及
さ
せ
る
と
云

ふ
こ
と
に
非
常
な
努
力
を
し
ま
し
た
。
是
は
相
掌
長
く
績
き
ま
し
て
、
今
で
も
あ
る
か

ど
う
か
知
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
少
な
く
と
も
最
近
ま
で
相
嘗
貢
献
し
て
居
つ
た
の
で

あ
り
ま
す
。

私
が
其
頃
の
事
で
朧
氣
な
記
憶
は
、
大
日
本
＿音
楽
會
の
主
催
と
云
ふ
か
或
は
後
援
と

云
ひ
ま
す
か
、
此
の
ホ
ー
ル
が
出
来
た
時
に
コ
ン
サ
ー
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
さ
う
し
て

私
は
切
符
を
貰
つ
て
来
た
こ
と
が
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
此
ホ
ー
ル
は
明
治
二
十
三
年

と
か
に
出
来
た
で
す
か
ら
し
て
、
或
は
其
の
時
の
演
奏
會
ぢ
や
な
い
か
と
思
ひ
ま
す
。

其
時
の
私
の
記
憶
か
ら
す
る
と
、
質
に
私
の
や
う
な
何
も
音
楽
に
闘
す
る
智
識
の
無
い

者
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
賓
は
門
前
の
小
憎
習
は
ぬ
経
を
讀
む
で
、
私
に
は
非
常
に
愉

快
な
氣
持
が
し
た
の
で
す
。
能
＜
兄
が
話
し
た
の
で
す
が
、
自
分
が
大
日
本
音
楽
會
で

演
奏
會
を
や
っ
て
西
洋
昔
楽
を
紹
介
し
た
、
其
時
エ
ッ
ケ
ル
ト
と
か
ソ
ブ
レ
ー
と
か
云

ふ
よ
う
な
人
が
来
て
、
さ
う
云
ふ
人
が
中
心
に
な
っ
て
西
洋
―音
楽
を
や
る
、
そ
れ
か
ら

立
派
な
紳
士
が
澤
山
来
て
聘
い
て
呉
れ
る
、
そ
こ
で
今
日
の
＿音
楽
で
何
虞
が
好
か
っ
た

か
。
初
め
に
来
て
や
る
所
が
一
番
好
か
っ
た
。
さ
う
か
何
虞
だ
。
大
勢
出
て
来
て
ピ
ン

＜
ボ
ン
／
＼
頻
り
に
や
つ
て
居
る
、
あ
れ
が
一
番
面
白
か
っ
た
。
所
が
よ
く
聞
い
て

見
る
と
初
め
の
調
子
を
合
せ
て
居
る
所
な
の
で
す
。
（
笑
磐
）
そ
れ
が
一
番
好
か
っ
た

と
云
ふ
。
ま
ア
さ
う
云
ふ
程
度
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
立
派
な
大
臣
と
か
、
や

れ
華
族
さ
ん
と
か
、
其
外
金
持
も
ち
つ
と
は
来
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
さ
う

云
ふ
日
本
の
所
謂
上
流
計
會
の
人
が
来
た
。
其
の
大
日
本
―
音
楽
會
の
切
符
は
其
の
頃
の

五
圃
位
で
今
は
そ
れ
が
百
圏
位
に
な
る
で
せ
う
、
非
常
に
高
い
切
符
で
す
。
さ
う
し
て

＿音
楽
を
普
及
し
よ
う
と
云
ふ
考
へ
で
す
か
ら
、
聰
い
て
何
虞
が
好
い
か
と
訊
く
と
調
子

を
合
せ
る
の
が
面
白
か
っ
た
と
云
ふ
、
斯
う
云
ふ
時
代
で
あ
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
を
兎

に
角
非
常
な
熱
と
非
常
な
努
力
を
以
て
開
拓
し
て
、
さ
う
し
て
今
日
の
や
う
な
隆
盛
に

な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
私
自
分
の
兄
の
事
を
楽
屋
か
ら
褒
め
て
甚
だ
可
笑
し
い
の

で

す
け
れ
ど
も
、
私
は
さ
う
思
つ
て
居
り
ま
す
。

私
は
最
後
に
申
上
げ
ま
す
が
、
無
論
昔
架
と
云
ふ
こ
と
に
就
て
は
、
又
―音
楽
敦
育
と

云
ふ
こ
と
の
第
に
は
私
の
兄
が
相
営
に
憲
し
且
つ
貢
献
し
た
と
思
ひ
ま
す
が
、
是
は
質

は
私
の
兄
の
大
き
な
人
格
の
―
つ
の
現
は
れ
で
あ
り
ま
す
。
私
は
七
十
一
の
年
に
な
っ

て
兄
と
云
ふ
も
の
を
追
想
し
て
見
る
と
質
に
非
常
な
人
格
者
で
あ
る
。
之
を
若
し
も
政

治
家
に
移
し
ま
す
な
ら
ば
、
純
理
大
臣
位
に
は
な
つ
て
何
等
差
支
へ
な
い
。
之
を
又
外

の
方
面
に
使
ふ
な
ら
ば
ど
ん
な
事
で
も
出
来
た
の
だ
と
云
ふ
風
に
考
へ
る
の
で
あ
り
ま

す
。
で
私
は
結
論
だ
け
申
し
ま
す
け
れ
ど
も
、
敦
育
家
と
云
ふ
も
の
は
大
人
格
者
、
も

う
少
し
違
っ
た
言
葉
で
云
ふ
な
ら
ば
、
例
へ
ば
孔
子
と
か
孟
子
と
か
云
ふ
や
う
な
人
が

是
が
敦
育
家
で
、
是
は
大
人
格
者
で
又
大
為
政
家
で
あ
り
ま
す
。
聖
人
と
云
ふ
言
葉
を

使
ひ
ま
す
が
、
大
為
政
家
で
あ
り
ま
す
。
大
為
政
家
が
大
敦
育
家
で
あ
る
。
さ
う
し
て

大
為
政
家
と
云
ふ
も
の
は
大
人
格
者
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
、
さ
う
な
る
の
で
あ
り
ま

す
。
所
謂
學
校
で
以
て
生
徒
に
敦
へ
る
と
云
ふ
こ
と
は
そ
れ
は
さ
う
云
ふ
形
で
現
は
れ

て
来
る
の
で
あ
っ
て
、
其
の
人
の
人
格
と
云
ふ
も
の
A

反
映
す
る
と
云
ふ
こ
と
に
依
つ

て
敦
育
と
云
ふ
も
の
A

効
果
が
遂
げ
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
私
の
兄
の
如
き

は
大
人
格
者
で
あ
り
、

一
面
か
ら
云
へ
ば
大
為
政
家
で
あ
っ
た
が
、
次
に
大
な
る
一
音
楽

敦
育
家
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
と
斯
様
に
私
は
思
ふ
の
で
あ
り
ま
す
。
〔
後
略
〕

鈴

木

米

次

郎

私
は
只
今
御
紹
介
下
さ
い
ま
し
た
東
洋
―音
楽
學
校
に
居
り
ま
す
鈴
木
米
次
郎
で
あ
り

ま
す
。
第
三
回
の
卒
業
生
で
ご
ざ
い
ま
す
。
學
校
の
名
簿
を
見
ま
す
と
第
三
回
は
高
天

原
に
で
も
あ
る
や
う
な
風
に
、
誹
代
の
人
の
や
う
に
書
い
て
あ
る
。
一音
楽
取
調
係
出
身

と
か
何
と
か
書
い
て
あ
る
や
う
で
す
が
、
私
は
さ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
、
や
は
り
東

京
音
楽
學
校
の
第
三
回
の
卒
業
生
の
免
朕
を
頂
い
て
居
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
絃

で
私
か
ら
訂
正
す
る
こ
と
は
可
笑
し
い
け
れ
ど
も
、
學
校
の
御
嘗
局
の
方
に
そ
れ
を
申

上
げ
て
、
何
だ
か
紳
代
の
人
の
や
う
に
考
へ

ら
れ
る
と
大
い
に
若
返
り
た
い
と
思
ひ
ま

し
て
段
々
年
を
取
っ
て
行
く
や
う
に
思
っ
て
は
甚
だ
残
念
で
あ
り
ま
す
。
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今
日
は
丁
度
昨
日
校
長
か
ら
、
伊
澤
多
喜
男
先
生
が
見
え
て
伊
澤
校
長
の
御
話
を
し

て
下
さ
る
さ
う
で
あ
る
か
ら
出
て
其
の
賞
時
の
思
ひ
出
を
話
せ
と
云
ふ
御
懇
切
な
御
手

紙
が
あ
り
ま
し
て
、
ど
う
も
色
々
考
へ
て
見
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
斯
う
云
ふ
大
家
、
我

が
國
の
敦
育
の
大
家
で
あ
ら
せ
ら
れ
る
伊
澤
先
生
の
や
う
な
、
我
が
園
の
維
新
以
来
我

が
図
民
敦
育
に
偉
大
な
る
貢
献
を
致
さ
れ
た
先
生
の
思
ひ
出
を
語
る
と
云
ふ
こ
と
は
餘

り
に
大
き
な
事
で
、
未
だ
私
の
先
翡
も
澤
山
居
り
ま
す
の
に
、
私
が
差
出
が
ま
し
く
出

る
と
云
ふ
こ
と
は
ど
う
か
と
思
ひ
ま
し
て
、
一

旦
御
断
り
を
し
よ
う
と
思
っ
て
居
り
ま

し
た
の
で
す
。
所
が
斯
う
云
ふ
大
家
を
自
分
の
先
生
と
仰
い
で
敦
へ
を
受
け
た
と
云
ふ

こ
と
は
今
か
ら
考
へ
ま
す
と
賓
に
名
春
の
事
だ
と
思
ひ
ま
し
て
、
又
思
ひ
直
し
て
厚
顔

ま
し
く
も
今
日
出
た
繹
で
ご
ざ
い
ま
す
。
又
先
生
の
事
を
申
し
上
げ
る
と
或
は
自
然
自

分
の
事
を
申
上
げ
る
や
う
な
こ
と
に
な
り
ま
し
て
、
或
は
自
己
宜
俸
が
ま
し
い
所
も
出

て
参
り
ま
せ
う
と
思
っ
て
居
り
ま
す
が
、
是
は
御
容
赦
を
願
ひ
た
い
と
思
ひ
ま
す
。

賓
は
私
も
思
ふ
所
が
あ
り
ま
し
て
明
治
十
九
年
に
＿
音
楽
取
調
所
に
欧
洲
管
絃
楽
の
博

習
生
と
し
て
入
學
を
許
可
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
明
治
十
九
年
と
申
し
ま
す
と
餘
程

前
の
事
で
あ
っ
て
、
伊
澤
多
喜
男
先
生
の
今
の
御
話
を
伺
つ
て
見
ま
す
と
、
是
は
最
も

古
い
の
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
亦
随
分
古
い
事
で
あ
り
ま
す
か
ら
一
寸
考
へ
ま
し
て

も
汽
車
は
未
だ
上
野
の
下
に
は
無
い
時
代
で
、
無
論
電
燈
も
電
話
も
無
い
時
代
で
あ
り

ま
す
。
皆
徒
歩
で
歩
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
や
う
な
時
代
で
あ
っ
て
、
東
海
道
も
汽
車

は
國
府
津
邊
迄
き
り
無
い
、
其
の
先
は
無
い
時
代
の
事
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
我
が
國

の
敦
育
も
文
化
も
賓
に
程
度
の
低
か
っ
た
時
代
だ
と
思
ふ
の
で
あ
り
ま
す
。
其
の
取
調

所
は
何
慮
に
ご
ざ
い
ま
す
か
と
云
ひ
ま
す
と
、
丁
度
上
野
公
園
の
電
車
の
終
貼
の
公
園

口
の
所
を
入
り
ま
し
た
所
で
、
あ
す
こ
は
高
い
所
で
、
雨
大
師
の
所
に
至
り
ま
す
所
で

ず
つ
と
見
睛
し
に
な
っ
て
居
り
ま
す
。
あ
す
こ
は
樹
木
鬱
蒼
と
し
て
古
狸
が
棲
む
か
と

云
ふ
や
う
な
時
代
で
あ
っ
て
、
あ
す
こ
に
外
國
の
教
師
の
官
舎
が
五
六
軒
列
ん
で
在
り

ま
し
て
、
其
の
一
番
最
初
の
所
に
昌
平
館
と
申
し
ま
す
建
物
が
あ
り
ま
し
て
、
其
慮
が

＿
音
楽
取
調
所
で
あ
り
ま
し
た
。
殆
ど
あ
の
邊
は
も
う
霊
猶
ほ
暗
い
と
云
ふ
や
う
な
鬱
蒼

と
し
た
所
で
、
此
の
邊
は
又
薬
原
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
薬
草
を
植
ゑ
て
置
い
た

所
の
場
所
だ
と
記
憶
し
て
居
り
ま
す
。
僅
か
に
此
の
角
に
昔
の
墓
が
残
っ
て
未
だ
に
あ

る
だ
ら
う
と
思
っ
て
居
り
ま
す
が
、
さ
う
云
ふ
や
う
な
淋
し
い
所
で
あ
っ
た
の
で
あ
り

ま
す
。で

さ
う
云
ふ
所
で
授
業
を
先
づ
受
け
ま
し
て
唱
歌
を
初
め
て
習
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま

す
が
、
私
は
違
っ
た
方
面
か
ら
入
り
ま
し
た
か
ら
全
く
學
校
に
入
っ
て
か
ら
一
音
楽
を
學

ん
だ
の
で
あ
り
ま
す
。
其
の
嘗
時
は

1
2
3
4
と
書
い
て
ヒ
フ
ミ
ヨ
と
云
つ
て
歌
っ

た
。
後
で
又
其
の
事
に
就
い
て
御
話
し
致
し
ま
す
が
、
1
2
3
と
敷
字
を
書
い
て
ヒ
フ

ミ
と
云

つ
て
歌

っ
た
。
是
は
伊
澤
先
生
の
御
考
案
で
あ

っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
誠
に
歌

を
歌
ひ
ま
す
の
に
は
都
合
の
好
い
事
で、

敷
字
の
勘
定
で
音
が
高
く
な
っ
た
り
低
く
な

っ
た
り
し
て
行
く
と
云
ふ
こ
と
は
考
え
て
も
面
白
い
。
そ
れ
か
ら
又
半
音
を
ち
ゃ
ん
と

歌
ふ
。
今
は
半
昔
の
名
稲
が
無
い
が
、
ヒ
ト
、
フ
タ
、
ミ
ヨ
、
ヤ
イ
、
斯
う
云
ふ
風
に

半
音
を
ち
ゃ
ん
と
歌
つ
て
行
く
や
う
に
な
っ
て
居
つ
て
、
中
々
数
授
方
法
か
ら
考
へ
て

見
ま
し
て
も
凝
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
其
の
稽
古
を
致
し
ま
し
た
時
に
は
始
終
立

派
な
紳
士
が
正
装
を
し
て
臨
席
さ
れ
て
居
る
。
唱
歌
の
時
と
云
ふ
と
必
ず
臨
席
さ
れ

る
。
初
め
は
誰
で
あ
る
か
分
ら
な
か
っ
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
所
が
分
つ
て
見
る
と
そ

れ
が
伊
澤
先
生
で
あ
っ
て
、
伊
澤
先
生
は
必
ず
其
の
席
に
居
ら
れ
て
新
入
生
の
盤
を
始

終
桧
査
さ
れ
て
居
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
誠
に
今
か
ら
考
え
て
見
ま
す
と
云
ふ
と
、
校

長
御
自
身
が
来
て
初
め
て
入
っ
た
生
徒
に
試
験
を
さ
れ
て
居
る
。
誠
に
恐
縮
の
至
で
あ

っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
段
々
色
々
の
稽
古
が
あ
り
ま
し
て
、
オ
ル
ガ
ン
の
練
習
を
始
め
ま
し
た
時

分
に
や
は
り
唱
歌
が
聞
え
る
。
其
時
や
は
り
同
じ
盤
で
以
て
御
話
が
あ
る
。
後
で
訊
い

て
見
る
と
そ
れ
は
新
曲
の
試
演
だ
さ
う
で
す
。
新
し
い
歌
を
生
徒
に
歌
は
せ
て
先
生
が

御
自
身
で
以
て
桧
討
し
て
居
ら
れ
た
。
又
或
る
時
は
五
六
人
寄
り
ま
し
て
一音
楽
を
合
奏

し
て
居
る
。
所
謂
溜
楽
を
合
奏
し
て
居
る
。
其
の
時
分
は
支
那
の
一音
楽
を
や
っ
て
居
ら

れ
た
の
で
す
。
其
の
研
究
も
や

っ
て
居
ら
れ
た
。
能
く
先
生
は
直
接
さ
う
云
う
事
を
や

つ
て
居
ら
れ
る
。
時
間
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
や
う
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
簡
輩
な
事
を
省
き

ま
す
か
ら
臨
の
抜
け
た
や
う
な
事
に
な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
其
頃
又
竹
の
之
豪
と

申
し
ま
し
て
、
今
の
美
術
展
覧
會
の
あ
る
所
に
共
進
會
と
云
ふ
も
の
が
あ
り
ま
し
て
、

天
皇
陛
下
が
行
幸
に
な
り
、
私
共
も
や
は
り
先
生
に
伴
れ
ら
れ
ま
し
て
其
の
場
所
に
参

り
ま
し
て
新
作
の
歌
を
歌

っ
た
。
是
は
陛
下
の
上
聞
に
達
す
る
や
う
に
と
云
ふ
の
で
、

先
生
御
自
身
で
生
徒
を
伴
れ
て
行
か
れ
、
職
員
も
一
緒
に
行
っ
て
歌
っ
た
。
陛
下
が
遥
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か
に
御
廻
莞
に
な
り
ま
す
後
ろ
姿
を
拝
し
な
が
ら
歌
つ
て
居
っ
た
の
で
す
。
賓
に
恐
れ

多
い
事
で
あ
り
ま
し
た
が
、
伊
澤
先
生
は
ど
う
か
し
て
＿
音
棄
の
位
置
を
高
め
、
さ
う
し

て
普
及
を
さ
せ
る
と
云
ふ
こ
と
を
非
常
に
御
苦
心
に
な

っ
て
居
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す

か
ら
、
凡
ゆ
る
機
會
に
さ
う
云
ふ
や
う
な
色
々
な
事
を
御
考
へ
に
な
つ
て
、
生
徒
を
伴

れ
て
行
っ
て
、
始
終
成
る
た
け
上
流
の
方
面
、
又
有
識
者
の
集
會
の
場
所
に
常
に
伴
れ

て
行
か
れ
て
、
さ
う
し
て
一
方
に
於
て
は
さ
う
云
ふ
行
儀
作
法
を
生
徒
に
赦
授
さ
れ
ま

し
て
、
他
方
面
に
於
て
は
音
楽
の
猿
展
を
考
へ
ら
れ
て
居
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
誠
に

今
日
其
の
事
を
考
へ
ま
す
と
云
ふ
と
、
先
生
の
御
苦
心
と
云
ふ
も
の
は
賓
に
涙
の
こ
ぽ

れ
る
や
う
な
御
働
き
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
其
の
後
先
生
は
又
日
本
―
音
楽
會
と
云

ふ
の
を
鍋
島
侯
爵
と
、
今
一
寸
伊
澤
先
生
か
ら
其
の
御
話
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
の
會
を

御
椿
へ
に
な
っ
て
、
さ
う
し
て
常
に
吾
々
共
を
演
奏
會
に
御
引
伴
れ
に
な

っ
て
、
歌
を

歌
へ
る
者
は
其
虞
の
中
で
働
く
と
云
ふ
や
う
な
風
に
色
々
な
肱
會
の
教
育
を
さ
れ
た
の

で
あ
り
ま
す
。
誠
に
其
の
嘗
時
は
祉
會
の
有
様
と
云
ふ
も
の
、
又
交
際
就
會
の
有
様
と

云
ふ
も
の
は
賞
に
程
度
の
低
い
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
指
導
者
が
な
け
れ
ば
高
貴
の
席

に
出
る
と
云
ふ
こ
と
は
中
々
難
か
し
か

っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
先
生
は
さ
う
云
ふ
事
に

ま
で
生
徒
を
誘
導
し
て
下
さ
っ
た
の
で
す
か
ら
、
誠
に
後
で
は
幸
ひ
を
し
た
事
が
澤
山

あ
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

丁
度
私
は
二
十
一
年
に
卒
業
致
し
ま
し
て
、

直
ぐ
様
講
習
に
出
ろ
と
云
ふ

こ
と
で
、

田
含
の
講
習
に
参
り
ま
し
て
饉
つ

て
参
り
ま
し
て
報
告
を
致
し
ま
す
と
、
先
生
は
是
か

ら
私
に
神
奈
川
縣
の
師
範
學
校
に
行
け
と
云
ふ
こ
と
で
私
は
無
論
東
京
に
居
る
者
で
あ

っ
て
、
田
合
に
行
く
事
は
望
ま
な
い
と
云
ふ
と
、
先
生
は
一
言
、
口
答
を
せ
ず
に
直
ぐ

神
奈
川
に
行
け
と
中
々
烈
し
い
の
で
す
。
そ
れ
で
横
濱
と
云
ふ
所
は
自
分
の
教
師
の
ソ

ー
ブ
レ
ッ
ト
、
そ
れ
の
居
る
所
で
あ
っ
て
、
外
國
人
も
澤
山
居
る
か
ら
、
賞
時
私
は
英

語
の
方
も
や
つ
て
居
る
の
で
、
英
語
の
研
究
に
も
な
る
け
れ
ど
も
、
あ
す
こ
は
英
語
の

昔
楽
の
赦
師
が
居
る
か
ら
お
前
に
一
番
適
嘗
だ
、
校
長
に
約
束
し
て
あ
る
か
ら
直
ぐ
行

け
と
い
ふ
の
で
、
は
い
と
い
ふ
繹
で
、
近
い
か
ら
行
っ
た
り
来
た
り
し
て
居
り
ま
し

た
。
所
が
二

十
二
年
に
憲
法
の
猿
布
が
あ
り
ま
し
て
、
こ
ち
ら
の
學
校
で
は
色
々
準
備

を
為
さ
れ
て
居
る
。
私
の
學
校
の
方
で
も
東
京
か
ら
通
ふ
の
だ
か
ら
東
京
と
打
合
せ
を

し
ろ
と
い
ふ
の
で
打
合
せ
を
し
て
居
り
ま
し
た
。
丁
度
其
の
時
分
に
、
外
山
正
一
博
士

が
萬
歳
を
唱
へ
る
と
い
ふ
事
を
始
め
ら
れ
て
、
其
の
稽
古
を
し
た
。
さ
う
し
て
稽
古
を

し
た
り
、
こ
ち
ら
の
先
生
を
し
て
居
た
坪
井
玄
道
と
い
ふ
人
が
指
導
者
と
な
つ
て
其
の

練
習
を
や
り
、
さ
う
し
て
初
め
て
憲
法
猿
布
の
時
に
、
二
重
橋
の
前
で
、
陛
下
を
迎
ヘ

奉
つ
て
、
さ
う
し
て
丁
度
其
時
國
民
皆
兵
と
い
ふ
こ
と
が
あ
っ
て
、
皆
制
服
が
一
定
さ

れ
、
學
生
服
を
學
生
が
着
て
、
今
の
金
釦
で
各
學
校
の
生
徒
が
整
列
し
た
の
で
あ
り
ま

す
。
其
時
に
特
に
差
許
さ
れ
て
青
山
の
練
兵
場
で
観
兵
式
の
拝
観
し
た
の
で
あ
り
ま

す
。
其
日
は
泥
澪
の
非
常
に
悪
い
道
で
あ
り
ま
し
た
が
、

其
道
を
陛
下
の
臨
簿
の
後
を

騒
け
て
参
り
ま
し
て
、
さ
う
し
て
拝
観
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
丁
度
其
時
か
ら
初
め
て

例
の
萬
歳
々
々
と
い
ふ
こ
と
が
始
め
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
其
年
の
暮
で
あ

り
ま
す
が
、
憲
法
猿
布
が
過
ぎ
ま
し
て
か
ら
後
、
直
ぐ
伊
澤
先
生
か
ら
私
に
東
京
に
婦

れ
と
い
ふ
こ
と
で
、
私
は
喜
ん
で
飛
ん
で
参
り
ま
し
た
。
さ
う
し
て
第
一
高
等
學
校
に

行
け
と
い
ふ
。
あ
す
こ
は
怒
戯
の
學
生
が
居
て
難
か
し
い
十
分
や
れ
。
其
時
に
は
そ
の

多
喜
男
先
生
も
生
徒
で
あ
っ
て
暴
れ
た
方
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
中
々
管
理
が
行

届
か
な
い
か
ら
、
ど
う
も
う
ま
く
行
か
な
い
か
ら
あ
す
こ
へ
行
っ
て
う
ま
く
や
れ
と
云

ふ
。
そ
れ
か
ら
自
分
も
其
氣
で
や
り
ま
し
て
自
分
の
友
達
が
生
徒
に
な
っ
た
も
の
だ
か

ら
、
家
に
鰭
れ
ば
友
達
で
あ
る
。
學
校
に
行
け
ば
生
徒
で
あ
る
。
其
の
嘗
時
は
ま
だ
ピ

ア
ノ
が
無
く
、
オ
ル
ガ
ン
を
理
科
大
學
か
ら
貰
つ
て
来
ま
し
て
、
そ
れ
で
稽
古
を
し
ま

し
た
。
所
が
敦
材
は
何
か
と
い
ふ
と
小
學
唱
歌
集
―
二
冊
、
そ
れ
か
ら
説
祭
日
の
歌
を
稽

古
し
ろ
。
其
の
命
令
以
外
の
赦
材
を
使
ふ
と
大
目
玉
を
被
む
る
の
で
す
か
ら
仕
方
が
な

い
が
、
是
は
學
科
が
違
ふ
か
ら
法
科
も
居
る
し
、
佛
聞
西
語
の
生
徒
も
居
る
し
、
英
語

の
生
徒
も
居
る
。
各
國
の
言
葉
で
赦
へ
た
方
が
よ
い
だ
ら
う
と
い
ふ
の
で
、
そ
れ
を
其

の
國
々
の
言
葉
で
赦
へ
た
。
生
徒
の
方
で
は
言
葉
に
釣
込
ま
れ
て
知
ら
ず
知
ら
ず
歌
を

憶
え
て
行
く
。
日
本
語
の
歌
は
歌
は
な
い
。
西
洋
の
歌
を
歌
ふ
の
で
す
が
、
其
の
方
が

便
利
だ
ら
う
と
思
ひ
ま
し
て
、
伊
澤
先
生
に
は
内
密
で
や
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
そ

れ
が
大
成
功
を
牧
め
ま
し
て
、
そ
こ
で
＿音
楽
フ
ァ
ン
が
出
来
ま
し
て
、
段
々
う
ま
く
行

く
様
に
な
っ
て
来
ま
し
た
が
…
…
餘
り
時
間
が
長
く
な
り
ま
す
の
で
こ
れ
で
中
止
致
し

ま
す
が
悪
し
か
ら
ず
御
容
赦
を
願
ひ
ま
す
。
伊
澤
先
生
の
事
を
申
上
げ
る
に
は
、
中
々

一
時
間
や
二
時
間
は
愚
か
三
日
か
四
日
か
A

る
と
思
ひ
ま
す
か
ら
、
大
勢
先
輩
の
御
方

も
居
ら
れ
ま
す
の
で
是
で
御
勘
辮
を
願
ひ
ま
す
。
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永

井

幸

次

私
は
丁
度
伊
澤
先
生
が
御
僻
め
に
な
っ
た
翌
年
入
っ
て
来
た
の
で
、
先
生
の
授
業
は

受
け
ま
せ
ん
で
し
た
け
れ
ど
も
、
在
校
中
に
三
度
程
先
生
に
接
し
た
の
で
す
。
そ
れ
で

私
の
ク
ラ
ス
に
河
野
虎
雄
と
い
ふ
江
戸

つ
子
の
ち
ゃ
き
／
＼
が
居
り
ま
し
て
、

其
頃
の

學
生
の
間
に
は
随
分
剣
舞
を
や
る
事
が
流
行
っ
て
居
つ

た
の
で
す
。
私
等
も
河
野
と
ニ

人
で
稗
田
の
錦
輝
館
に
行
っ
て
剣
舞
を
見
た
り
詩
吟
を
聴
い
た
り
し
ま
し
た
が
、
そ
れ

か
ら
鱚
り
途
に
河
野
君
が
、
唱
歌
に
一

っ
剣
舞
の
手
を
附
け
て
見
な
い
か
、
そ
れ
は
一

つ
や
つ
て
見
よ
う
と
い
ふ
の
で
、
私
は
其
時
河
野
の
家
に
居
つ
た
も
の
で
す
か
ら
、
河

野
の
家
で
、
二
尺
差
を
腰
に
差
し
て
、
「
敵
は
幾
萬
」
を
私
が
オ
ル
ガ
ン
を
弾
い
て
歌
っ

た
の
で
す
。
そ
れ
に
合
せ
て
河
野
が
剣
舞
を
や
つ
て
見
た
。
そ
れ
が
何
う
も
面
白
く
な

い
。
（
笑
磐
）
そ
れ
か
ら
日
本
少
年
の
歌
と
い
ふ
歌
の
曲
で
歌
つ

て
居
り
ま
す
あ
の
曲

に
、
破
邪
曲
と
い
ふ
歌
が
山
田
美
妙
齊
の
作
で
出
来
て
居
る
。
そ
れ
を
弾
い
て
や
っ
た

所
が
、
と
て
も
面
白
く
合
ふ
の
で
す
。
そ
れ
で
夜
ド
タ
ン
バ
タ
ン
や
つ
て
居
つ
た
所
が
、

河
野
君
の
お
母
さ
ん
が
上
つ
て
来
て
、
面
白
さ
う
だ
か
ら
刀
を
出
し
て
来
て
や
る
と
い

ふ
の
で
、
河
野
の
お
母
さ
ん
が
刀
を
出
し
て
来
て
、
私
が
オ
ル
ガ
ン
を
弾
い
て
、
剣
舞

を
や

っ
た
。
と
て
も
面
白
い
の
で
す
。
丁
度
其
事
を
翌
日
鳥
居
先
生
に
話
し
た
所
が
、

―
つ
や
つ
て
見
い
と
い
ふ
事
で
、
下
の
部
屋
で
や
っ
た
の
で
す
。
刀
が
無
い
の
で
ス
テ

ツ
キ
を
持
つ
て
や
っ

た
の
で
す
。
さ
う
し
た
所
が
、
是
は
面
白
い
と
、
大
い
に
鳥
居
先

生
は
賛
成
さ
れ
た
。
此
時
に
翌
日
帝
國
赦
育
會
の
猿
會
式
か
何
か
あ
っ
た
の
で
す
。
そ

れ
は
明
治
二
十
七
年
で
し
た
か
ら
、
日
清
戦
季
が
始
ま
っ
た
時
で
、
此
所
で
三

日
ば
か

り
大
會
が
あ
り
ま
し
た
。
其
の
大
會
で
湯
本
武
比
古
と
い
ふ
方
が
講
演
さ
れ
た
後
で
、

其
の
剣
舞
を
や
つ
て
見
せ
て
呉
れ
と
い
ふ
こ
と
で
（
笑
盤
）
そ
れ
か
ら
河
野
が
や
っ

た

の
で
す
。

所
が
非
常
な
喝
采
だ
っ
た
。
（
笑
盤
）
所
謂
剣
舞
の
格
好
で
、
捧
を
十
字
に

か
け
て
、
白
鉢
巻
を
し
て
、
股
立
を
か
ら
け
て
、
前
奏
か
ら
弾
出
し
て
や
っ
た
所
が
、

と
て
も
面
白
く
い

っ
た。

鳥
居
先
生
も
其
の
前
日
、
刀
の
扱
ひ
方
の
す
べ
、

鞘
に
納
め

る
す
べ
も
知
ら
ぬ
の
だ
か
と
い
ふ
の
で
、
鳥
居
先
生
に
、
数
育
會
の
幹
事
の
方
に
居
合

抜
の
名
人
が
居
る
か
ら
作
法
を
習
へ
と
云
は
れ
て
、
前
の
日
に
下
の
室
で
一
時
間
習
ひ

ま
し
た
。
其
人
が
錦
つ
て
か
ら
も
河
野
が
頻
り
に
練
習
し
て
、
其
の
翌
日
猿
表
し
た
繹

で
す
。
そ
れ
が
非
常
な
喝
采
を
博
し
た
も
の
で
す
か
ら
、
あ
ち
こ
ち
か
ら
来
た
数
育
家

が
見
て
鱚
つ
て
、
忽
ち
そ
れ
が
流
行
し
た
の
で
す
。
そ
れ
が
剣
舞
附
の
唱
歌
で
あ
り
ま

す
が
、
そ
れ
が
後
に
髄
操
唱
歌
に
な
り
、
そ
れ
か
ら
段
々
愛
化
し
て
今
の
童
謡
舞
踊
に

な
つ
て
来
て
居
る
繹
で
す
。
色
々
な
愛
遷
を
見
ま
す
と
面
白
い
の
で
す
。
そ
れ
で
其
の

数
育
會
で
や
っ
た
時
に
、

其
の
河
野
と
私
と
開
根
と
い
ふ
人
が
同
じ
ク
ラ
ス
で
ピ
ア
ノ

を
弾
い
た
の
で
す
が
、
其
の
三
人
が
饂
ら
う
と
し
て
玄
闘
の
所
に
来
ま
す
と
、
鳥
居
先

生
が
一
寸
待
て
と
云
は
れ
て
、
私
等
三
人
を
、
伴
て
行
く
所
が
あ
る
か
ら
来
て
呉
れ
と

云
は
れ
る
。
そ
れ
か
ら
行
っ
た
所
は
上
野
の
廣
小
路
の
所
で
、
何
所
に
行
っ
た
か
今
覺

え
ま
せ
ん
が
、
何
で
も
料
理
屋
に
伴
れ
て
行
か
れ
た
の
で
す
。
そ
れ
で
後
か
ら
赦
育
會

の
幹
事
連
が
見
え
ま
し
て
、
私
等
は
鳥
居
先
生
の
傍
で
小
さ
く
な
っ
て
居
り
ま

し
た

が
、
さ
う
す
る
内
に
御
馳
走
が
出
て
来
ま
し
て
私
等
學
生
と
し
て
は
珍
ら
し
い
御
馳
走

で
す
。
…
…
ま
ア
大
し
た
御
馳
走
で
も
な
い
が
學
生
と
し
て
は
珍
ら
し
い
御
馳
走
で
喜

ん
で
食
べ
て
居
つ
た
。
さ
う
し
て
私
等
三
人
が
坐
っ
て
居
る
前
へ
伊
澤
先
生
が
来
ら
れ

て
ド
カ

ツ
と
坐
ら
れ
た
。
紋
付
猜
織
袴
で
来
て
居
ら
っ
し
や
っ
た
の
で
す
。
さ
う
し
て

剣
舞
を
先
生
が
非
常
に
褒
め
ら
れ
た
。
そ
れ
で
好
い
事
を
始
め
て
呉
れ
た
。
新
機
軸
を

創
つ
て
呉
れ
た
。
之
を
盆
々
研
究
し
て
呉
れ
る
様
に
（
笑
盤
）
…
…
や
が
て
猿
展
し
た

ら
ば
日
本
の
オ
ペ
ラ
に
な
る
だ
ら
う
と
い
ふ
様
な
事
で
、
私
等
も
非
常
に
喜
ん
で
、

鳥

居
先
生
も
居
合
抜
の
稽
古
ま
で
し
た
と
い
ふ
事
を
話
さ
れ
て
、
非
常
に
喜
ん
で
下
さ
つ

た
。
盆
々
研
究
す
る
様
に
と
い
ふ
事
で
し
た
が
、

そ
れ
か
ら
段
々
様
子
を
見
ま
す
と
、

東
京
の
師
範
學
校
の
生
徒
が
翌
年
の
會
に
は
、
「
敵
は
幾
萬
」
に
手
を
附
け
て
出

し
て

居
っ
た
。
あ
ち
こ
ち
小
學
校
の
生
徒
な
ど
が
、
「
朝
日
に
匂
ふ
山
櫻
」
と
い
ふ
様
な
歌
に

手
を
附
け
た
り
し
て
や
つ
て
居
り
ま
し
た
。
さ
う
い
ふ
様
な
事
で
、
是
か
ら
童
謡
舞
踊

に
愛
化
し
た
と
思
ひ
ま
す
。
も
う
一
っ
御
話
し
た
い
事
は
、
或
日
の
事
私
等
ク
ラ
ス
の

者
が
、
盲
唖
學
校
に
、
伊
澤
修
二
先
生
が
今
日
は
い
ら
っ
し
や
る
日
だ
か
ら
生
徒
を
伴

れ
て
来
い
と
い
ふ
事
で
、
多
分
其
時
は
小
山
先
生
の
引
率
で
あ
っ
た
と
思
ひ
ま
す
、
先

程
伊
澤
多
喜
男
先
生
か
ら
御
話
が
あ
り
ま
し
た
様
に
、
丁
度
伊
澤
先
生
が
赦
育
な
さ
つ

た
唖
の
生
徒
を
舞
豪
に
上
げ
て
、
其
の
唖
の
生
徒
と
問
答
を
な
さ
っ
た
り
、

唖
の
生
徒

に
「
君
ケ
代
」
を
歌
は
せ
な
さ

っ
た
り
、
そ
れ
か
ら
其
の
生
徒
に
演
説
を
さ
せ
た
り
な

さ
っ
た
の
で
す
。
宜
に
明
瞭
で
、
そ
れ
は
も
う
驚
い
た
の
で
す
。
そ
れ
で
唖
の
生
徒
と

先
生
が
問
答
を
な
さ
っ
た
り
、
先
生
が
云
ひ
な
さ

っ
た
事
を
口
員
似
さ
せ
た
り
し
て
、
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山
勢
松
韻
（
や
ま
せ
し
ょ
う
い
ん
）

旧
名
慶
賀

＿
、
東
京
府
平
民

色
々
の
事
を
貫
験
し
て
見
せ
て
下
さ

っ
た
の
で
す
が
、
其
の
生
徒
が
一
寸
間
違
へ
ま
す

と
、
生
徒
の
手
を
取
っ
て
、
喉
の
所
に
手
を
取
っ
て
、
喉
に
手
を
嘗
て
A

聞
か
せ
な
さ

る
。
さ
う
い
ふ
時
の
態
度
を
見
ま
し
て
、
質
に
濫
情
の
籠
っ

た
親
切
な
教
授
の
仕
方
で

あ
る
と
、
私
は
し
み
か
＼
其
時
に
感
じ
た
の
で
す
。
あ
A

い
ふ
風
に
不
具
の
生
徒
を
導

く
の
に
は
本
常
に
親
切
と
努
力
と
熱
を
以
て
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
ん
だ

と
思
ひ
ま
し
た
。
又
此
の
學
校
ば
か
り
で
な
く
、
東
京
の
盲
唖
學
校
、
或

は
吃
音
矯

正
、
さ
う
い
ふ
様
な
事
で
澤
山
の
人
を
御
救
ひ
に
な

っ
て
居
る
と
い
ふ
様
な
事
を
考
へ

ま
す
時
に
、
本
嘗
に
先
生
は
大
赦
育
家
で
あ

っ
た
と
い
ふ
こ
と
を
思
ひ
、
吾
々
の
母
校

が
其
の
先
生
の
御
仕
事
の

―
つ
で
あ
つ

て、

吾
々
は
其
の
恩
恵
に
浴
し
て
今
日
あ
る
こ

と
を
得
た
の
で
あ
る
と
い
ふ
事
を
感
じ
ま
し
て
、
何
虞
ま
で
も
先
生
を
思
ふ
と
共
に
、

此
の
母
校
の
猿
展
を
祈
り
た
い
と
思

つ
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
。
詳
し
い
御
話
を
し
た

い
と
思
ひ
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
時
間
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
是
で
失
證
さ
せ
て
頂
き
た
い

と
思
ひ
ま
す
。

（『教
育
音
楽
』
第
十
八
巻
一
号
、
昭
和
十
五
年
一
月
）

履
歴
（
要
約
）

弘
化
二
年
(
-
八
四
五
）
七
月
二
十
八
日
東
京
市
下
谷
匿
仲
徒
町
三
丁
目
三
拾
爪
番
地

に
於
て
生
。

嘉
永
四
年
(
-
八
五
一
）
六
月
五
日
故
山
勢
検
校
慶
風
一
に
就
き
拾
七
年
間
第
曲
修

業。
万
延
元
年
(
-
八
六

0
)
四
月
十
三
日
山
清
勾
嘗
慶
賀
一

と
称
し
等
曲
指
南
を
始
む
。

明
治
元
年
(
-
八
六
八
）
二
月
十
三
日
先
師
山
勢
検
校
死
去
に
付
同
家
を
相
績
し
松
韻

と
改
名
す
。

同
十
三
年
(
-
八
八

0
)
六
月
七
日
音
楽
取
調
と
し
て
出
勤
に
付
為
手
掌

一
ヶ
月
金
拾

五
圏。

俗
曲
改
良
を
担
当
。

同
十
四
年
(
-
八
八
一
）
五
月
十
八
日
音
楽
取
調
掛
御
用
掛
申
し
付
け
ら
れ
、
取
扱
判

任
に
準
し
月
俸
金
戴
拾
円
。

同
十
五
年
(
-
八
八
二
）
九
月
十
三
日
自
今
月
俸
金
廿
五
園
。

同
十
七
年
(
-
八
八
四
）
二
月
五
日
職
務
勉
励
候
に
付
為
手
営
金
賦
拾
五
園
を
受
く
。

同
十
八
年
(
-
八
八
五
）

三
月
三

日
自
今
月
俸
金
三
拾
園
。

同
十
九
年
(
-
八
八
六
）
一
月
二
十
一
日
依
願
御
用
掛
差
免
。
同
日
音
楽
取
調
掛
雇
申

付
月
俸
金
廿
五
圏。

二
月
十
日
訓
育
唖
院
兼
務
申
し
付
け
ら
れ
る
。

同
二
十
年
(
-
八
八
七
）
二
月
―

―十
二
日
訓
育
唖
院
雇
申
付
月
俸
金
拾
八
圏
。
三
月
三

十
日
東
京
府
臨
よ
り
工
藝
品
共
進
會
審
査
員
を
依
嘱
さ
れ
る
。

同
二
十
二
年

(
-
八
八
九
）
一
月
二
十
四
日
明
治
二
十
一

年
十
月
中
大
須
賀
万
和
外
四

名
と
申
合
せ
養
育
院
へ
施
入
の
目
的
を
以
て
井
生
村
楼
に
於
て
琴
曲
合
奏
會
を
催
し

該
収
入
金
百
七
拾
圏
同
院
へ

寄
贈
侯
段
奇
特
に
付
為
其
賞
木
杯
壱
個
下
賜
さ
れ
る
。

二
月
二
十
二
日
等
曲
集
第
戴
編
楽
譜
校
正
を
嘱
托
さ
れ
る
。
三
月
二
十
九
日
等
曲
集

第
戴
編
楽
譜
校
正
を
嘱
托
さ
れ
手
掌
金
拾
爪
園
を
受
く
。

同
二
十
三
年
(
-
八
九

0
)
五
月
新
築
校
舎
開
校
式
に
自
作
の

〈都

の
春
〉
被
露

す

る。

同
二
十
四
年
(
-
八
九
一
）
四
月
十
七
日
東
京
音
楽
學
校
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
る。

同
日

叙
奏
任
官
六
等
。
同
日
年
俸
金
百
戴
拾
園
下
賜
さ
れ
る
。
同
日
掌
校
盲
生
弾
琴
教
授

を
嘱
托
さ
れ
一
ヶ
月
手
賞
金
拾
園
を
贈
ら
れ
る
。

同
三
十
三
年
(
-
九

0
0
)
東
京
音
楽
學
校
退
職
。

同
四
十
一
年
(
-
九

0
八
）
九
月
九
日
没
す
。

作
曲
作
品

〈朧
月
〉〈
花
の
雲
〉
〈
松
島
八
景
〉
〈
四
季
の
友
〉
〈
新
年
〉

な
ど
。

山
勢
松
韻
の
紹
介
文

(『-音楽雑
誌
』
第
三
十
二
号
、
明
治
二
十
六
年
五
月
）

正
八
位
山
勢
松
韻
君
之
履
歴

ぎ

は

う

な

ん

君
は
幕
臣
吉
田
義
方
氏
の
男
に
し
て
弘
化
二
年
七
月
廿
八
日
江
都
下
谷
仲
徒

ち

ま

ち

士
町
に
生
る
三
歳
に
し
て
明
を
失
ひ
姉
某
の
手
に
養
育
せ
ら
れ
五
歳
の
時
自
ら

等
の
調
子
を
合
せ
人
を
し
て
其
敏
捷
に
驚
か
し
め
た
り
君
が
性
と
し
て
常
に
遊

戯
を
好
み
或
は
火
の
見
憂
に
登
り
て
凧
を
揚
げ
或
は
塀
を
渡
る
等
憂
も
常
人
に
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異
な
る
な
く
十
歳
の
時
先
代
山
勢
検
校
に
就
き
等
曲
を
學
ぶ
漸
く
十
三
四
歳
頃

よ
り
し
て
修
業
に
餘
念
な
く
弾
琴
の
絶
ゆ
る
時
な
し
隣
家
の
前
田
氏
試
み
に
氏

の
弾
琴
止
む
を
待
て
喫
煙
せ
ん
と
己
れ
も
共
に
其
業
を
働
き
し
に
遂
に
止
む
時

す
い

な
か
り
し
か
ば
其
勉
學
に
負
け
て
一
吹
せ
り
と
云
ふ
氏
が
幼
時
の
勉
勘
此
の
如

し
後
日
大
偉
人
と
な
れ
る
も
亦
偶
然
に
あ
ら
ざ
る
な
り

氏
獨
り
等
曲
の
み
の
研
究
に
止
ま
ら
ず
三
絃
の
必
要
な
る
を
感
じ
嘉
永
五
年

五
月
杵
屋
六
四
郎
氏
の
門
に
入
り
て
該
楽
を
學
ぶ
氏
已
に
其
業
の
熟
せ
る
に
及

き
よ

け

い

が

い

ち

び
等
曲
指
南
に
従
事
し
名
を
山
清
勾
営
慶
賀
一

と
稲
す
賓
に
萬
延
元
年
四
月
よ

り
明
治
元
年
先
師
の
逍
業
を
組
ぎ
松
韻
と
改
む
爾
来
第
曲
の
業
に
専
任
し
つ
A

あ
り
し
が
明
治
十
三
年
六
月
音
楽
取
調
掛
員
を
命
せ
ら
れ
同
十
九
年
訓
盲
唖
院

傭
を
拝
命
し
同
廿
年
三
月
エ
墓
品
共
進
會
審
査
員
を
依
嘱
せ
ら
る
同
廿
二
年
一

月
琴
曲
會
を
開
き
収
盆
を
養
育
院
へ
寄
附
せ
し
に
よ
り
木
盃
を
下
賜
せ
ら
れ
同

ご
ん
し
よ
う
け
ふ

廿
二
年
二
月
等
曲
集
第
二
編
校
正
を
嘱
托
せ
ら
る
同
廿
三
年
権
少
数
正
に
補
し

廿
四
年
四
月
東
京
昔
架
學
校
教
授
に
任
せ
ら
れ
奏
任
官
六
等
に
叙
せ
ら
る
同
時

に
東
京
盲
唖
學
校
教
授
を
嘱
托
せ
ら
る
同
年
十
二
月
正
八
位
に
叙
す

わ
う
し
よ
う

氏
は
か
く
公
務
に
鞍
掌
し
あ
り
と
雖
も
又
一
方
に
は
民
間
子
弟
に
等
曲
を
数

授
し
明
治
六
年
よ
り
廿
六
年
に
至
る
ま
で
門
下
に
あ
り
て
薫
陶
を
受
け
免
許
を

得
し
者
千
有
五
十
七
名
内
等
曲
指
南
に
従
事
せ
る
者
五
十
四
名
奥
許
を
得
し
者

賦
百
十
五
名
あ
り
と
さ
れ
ば
昔
架
界
に
恩
澤
あ
る
賓
に
少
々
に
あ
ら
ざ
る
な
り

よ
し
あ
し

且
つ
氏
常
に
弟
子
を
誡
め
て

日
く
世
間
何
架
を
問
は
ず
其
善
悪
を
評
論
す
べ
か

ら
ず
人
各
其
特
性
あ
り
能
技
あ
り
知
ら
ざ
る
慮
に
妙
を
有
し
思
は
ざ
る
所
に
機

愛
あ
る
も
の
な
れ
ば
必
ず
謹
で
其
員
意
を
味
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
と
賓
に
弟
子
た

る
べ
き
も
の
A

心
得
べ
き
格
言
に
し
て
氏
が
人
の
師
表
と
な
る
亦
自
ら
言
外
に

存
す
と
云
は
ざ
る
べ
か
ら
ず

履
歴

（
要
約
）

天
保
十
二
年
(
-
八
四
一
）
八
月
生
れ
。

明
治
二
年
(
-
八
六
九
）
八
月
二
十
二
日
大
學
南
校
少
助
教
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
同
四
年

九
月
二
十
五
日
大
學
南
校
辞
職
。

同
五
年
(
-
八
七
二
）
八
月
二
十
五
日
正
院
反
繹
局
十
等
出
仕
用
し
付
け
ら
れ
る
。
同

八
年
九
月
二
十
日
正
院
反
繹
局
辞
職
。

同
十
三
年
(
-
八
八
0
)
六
月
七
日
音
楽
取
調
掛
に
取
調
員
と
し
て
出
勤
一
ヶ
月
金
十

五
円
。

同
十
四
年
(
-
八
八
一
）
五
月
十
八
日
文
部
省
御
用
掛
に
任
ぜ
ら
れ
、
取
扱
判
任
に
準

し
月
俸
金
二
十
円
。
九
月
か
ら
は
三
十
円
と
な
り
、
監
事
兼
音
楽
取
調
掛
申
し
付
け

ら
れ
る
。
『
音
楽
指
南
』
の
繹
業
な
ら
び
に
講
義
、
唱
歌
の
授
業
を
受
け
持
つ
。
さ

ら
に
俗
曲
改
良
を
担
当
。

同
十
九
年
(
-
八
八
六
）
三
月
三
十
一
日
音
楽
取
調
掛
非
職
を
申
し
付
け
ら
れ
る
。

明
治
二
十
四
年
(
-
八
九
一
）
十
二
月
二
十
八
日
大
逓
信
省
よ
り
臣
官
房
報
告
課
勤
務

を
命
じ
ら
れ
る
。
月
俸
金
二

十
円
。

同
二
十
六
年

(
-
八
九
三
）
十
二
月
一
日
郵
便
為
替
貯
金
書
記
補
月
給
金
十
五
円
交
付

さ
れ
る
。

同
三
十
一
年
(
-
八
九
八
）
五
月
三
日
非
職
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

同
三
十
六
年
(
-
九
0
三）

八
月
三
十

一
日
東
京
音
楽
學
校
雇
い
と
な
り
大
正
六
年
ま

内
田
弾

（
う
ち
だ
や
い
ち
）

殊
に
氏
の
第
曲
に
於
け
る
方
針
に
就
て
賓
に
記
臆
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
事
は

古
来
本
邦
等
曲
に
改
良
を
施
す
の
一

事
に
あ
り
氏
は
時
勢
の

已
む
べ
か
ら
ざ
る

を
観
破
せ
ら
れ
歌
曲
を
西
洋
昔
符
の
組
織
に
改
め
何
人
も
必
ず
一
目
以
て
瞭
然

た
ら
し
む
る
に
務
め
た
り
是
れ
琴
曲
家
の

一
大
勇
拳
に
し
て
本
邦

l

音
楽
の
愛
遷

を
早
か
ら
し
む
る
の
良
策
な
り
今
や
氏
は
此
針
路
を
取
り
孜
々
と
し
て
従
事
さ

せ
き

る
A

を
以
て
名
墜
は
是
と
共
に
噴
々
た
り

東
京
府
平
民
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で
俸
職
し
た
。

内
田
媚
一
は
専
門
家
を
し
の
ぐ
ほ
ど
長
唄
に
長
じ
て

い
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
こ
の

履
歴
に
は
長
唄
に
関
す
る
修
業
歴
が
な
い
が
、
彼
が
明
治
四
十
一
年
七
月
に
記
し
た

「
長
唄
二
関
ス
ル
考
案
」
の
中
に
、
次
の
よ
う
な
長
唄
修
業
の
自
己
紹
介
が
あ
っ
た
。

生

ハ
素
卜
旗
下
ノ
家
二
生
レ
シ
カ
、
幼
稚
ノ
頃
ョ
リ
性
来
音
楽
ヲ
好
ミ、

十

五
、
六
オ
（
安
政
年
間
）
二
至
テ
文
武
修
業
ノ
余
暇
ヲ
以
テ
近
隣
ノ
嗜
好
家
二

三
絃
ノ
雑
曲
ヲ
学
フ
。
後
チ
某
女
師
二
就
テ
富
本
、
清
元
ノ
唱
謡
ヲ
学
フ
事

三
、
四
年
、
然
ル
ニ
我
力
嗜
好
に
適
セ
ス
。
依
テ
爾
後
審
カ
ニ
長
唄
ヲ
聴
取

シ
、
始
テ
三
絃
ノ
妙
ハ
妥
二
在
ル
ヲ
悟
リ
、
二
十
一
歳
（
文
久
年
間
）
ノ
春
、

当
時
有
名
ナ
ル
杵
屋
弥
吉
（
後
チ
弥
十
郎
ノ
名
籍
ヲ
継
ク
）

二
就
キ
三
絃
ヲ
修

業
ス
ル
事
四
、
五
年
、
然
ル
ニ
聯
力
感
ス
ル
処
ア
リ
テ
憤
然
志
ヲ
転
シ
、
其
唄

謡
ヲ
以
テ
世
二
鳴
ラ
ン
ト
欲
シ
、

一
日
之
ヲ
師
二
請
ヒ
シ
ニ

、
師
モ
亦
幸
二
之

ヲ
許
ス
。
是
二
於
テ
爾
後
職
務
ノ
余
暇
之
力
修
業
二
粉
骨
勉
励
ス
ル

事
幾
数

年
、
其
ノ
傍
ラ
歌
沢
ヲ
学
フ
。
其
師
さ
く
、
勝
蔵
ハ
当
時
共
二
有
名
ノ
者
。
其

後
チ
数
年
ニ
シ
テ
時
恰
モ
維
新
ノ
際
二
接
ス
。
不
幸
ニ
シ
テ
之
ヲ
中
止
ス
ル

ノ

巴
ム
ナ
キ
ニ
至
レ
リ
。
後
チ
明
治
三
、
四
年
ノ
頃
、
更
二
復
其
ノ
志
ヲ
起
シ
、

当
時
有
名
ナ
ル
杵
屋
六
松
、
唄
謡
師
岡
安
喜
代
八
、
仝
喜
代
松
等
二
就
キ
専
ラ

唄
謡
ヲ
学
フ
事
多
年
。
後
チ
又
杵
屋
三
郎
助
（
元
音
楽
取
調
掛
雇
員
）
二
就
テ

愈
々
其
技
練
磨
シ
、
漸
ク
独
吟
ヲ
以
テ
一
席
二
四
、
五
曲
ヲ
連
唱
ス
ル
ノ
技
ヲ

得
ル
ニ

至
タ
リ
。
是
二
於
テ
数
々
友
人
ヲ
介
シ
テ
貴
顕
紳
士
二
招
聘
セ
ラ
レ
、

聯
力
賞
讃
ヲ
辱
ウ
ス
ル
ヲ
得
タ
リ
。
然
ル
ニ
悲
カ
ナ
、
近
年
齢
老
テ
発
声
意
ノ

如
ク
ナ
ラ
ス
。

岡
倉
覺
三

（
天
心
）（
お
か
く
ら
か
く
ぞ
う
）

（蒲
生
郷
昭
氏
〔
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
音
楽
舞
踊
研
究
室
室
長
〕
の
校
訂
に
よ
る
）

彼
の
翻
訳
書
の
主
な
も
の
に
ボ
ナ
ブ
ヰ
ヤ
ン

・
ホ
ン
ト
著
『
音
楽
歴
史
』
第
三
章

「
楽
術
の
略
説
」
訳
稿
お
よ
び
L
.

w
•

メ
ー
ソ
ン
著
『
音
楽
捷
径
』
（
明
治
十
六
年

四
月
）
が
あ
る
。
前
者
は
音
楽
取
調
掛
の
音
楽
史
の
授
業
用
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
。

履
歴
（
要
約
）

文
久
二
年
(
-
八
六
二
）
十
二
月
二
十
六
日
横
浜
本
町
一
丁
目
の
自
宅
に
生
る
。
幼
名

角
蔵
。

明
治
二
年
(
-
八
六
九
）
ジ
ョ
ン
11

バ
ラ
ー
に
就
き
英
語
學
習
を
始
む
。

同
六
年
(
-
八
七
三
）
官
立
東
京
外
國
語
學
校
に
入
學
す
。

同
八
年
(
-
八
七
五
）
官
立
東
京
開
成
學
校
に
入
學
す
。
名
を
覺
三
と
改
む
。

同
九
年
(
-
八
七
六
）

奥
原
睛
湖
女
史
に
就
い
て
南
画
を
学
ぶ
。

同
十
年
(
-
八
七
七
）
四
月
東
京
開
成
學
校
改
め
て
東
京
大
學
と
な
る
。
文
學
部
に
入

り
政
治
學

・
理
財
學
を
學
ぶ
。

同
十
三
年
(
-
八
八

0
)
七
月
東
京
大
學
卒
業
、
文
學
士
と
な
る
。
十
月
十
八
日
文
部

省
御
用
掛
、
音
楽
取
調
掛
を
命
ぜ
ら
る
。
月
給
四
十
五
円
。
〔
主
に
外
国
文
書
の
翻
訳

と
メ
ー
ソ
ン
の
通
訳
を
担
当
。〕

同
十
四
年
(
-
八
八
一
）
十
一
月
文
部
省
専
門
學
務
局
勤
務
と
な
る
。
音
楽
取
調
掛
兼

務。

同
十
五
年
（
一
八
八
二
）
四
月
文
部
省
音
楽
取
調
掛
を
免
ぜ
ら
れ
、
内
記
課
兼
務
と
な

る
。
夏
フ
ェ
ノ
ロ
サ
及
び
ビ
ゲ

ロ
ー
と
京
都

・
奈
良
地
方
古
社
寺
を
歴
遊
す
。
九
月

九
鬼
文
部
少
輔
に
随
伴
し
、
京
幾
の
古
社
寺
を
巡
遊
す
。

以
後
、
十
九
年
文
部
省
図
画
取
調
掛
掛
員
、
二
十
三
年
に
は
、
東
京
美
術
学
校
長

と
な
っ
て
、
日
本
の
美
術
界
に
君
臨
す
る
。
大
正
二
年
(
-
九
―
―
―
-
）
九
月
二
日
静

養
先
の
赤
倉
山
荘
で
没
し
た
。
同
日
従
四
位
に
叙
し
、
勲
五
等
双
光
旭
日
章
を
授
け

ら
れ
た
。
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稗
津
専
三
郎
（
こ
う
づ
せ
ん
ざ
ぶ
ろ
う
）

長
野
県
平
民

履
歴
（
要
約
）

嘉
永
五
年
(
-
八
五
二
）
三
月
五
日
信
濃
國
小
縣
郡
芝
生
田
村
に
於
て
出
生
。

文
久
元
年
(
-
八
六
一
）
一
月
信
濃
國
旧
小
諸
藩
中
山
仲
に
就
き
漢
學
を
修
業
。

明
治
二
年
(
-
八
六
九
）
六
月
東
京
神
田
神
保
小
路
箕
作
麟
詳
に
就
き
英
學
修
業
。

同
三
年
(
-
八
七

0
)
三
月
同
濱
町
箕
作
秋
坪
塾
へ
轄
學
゜

同
五
年
(
-
八
七
二
）
一
月
同
小
石
川
江
戸
川
町
中
村
正
直
塾
へ
轄
學
゜

同
八
年
(
-
八
七
五
）
六
月
二
十
七
日
補
文
部
省
八
等
出
仕
、
七
月
八
日
師
範
學
科
取

調
の
為
米
國
へ
派
遣
、
九
月
十

一
日
ニ
ュ
ー

・ヨ

ル
ク
州
ヲ
ル
バ
ニ
ー
州
立
師
範
學

校
へ
入
學
゜

同
十
一
年
(
-
八
七
八
）
四
月
二
十
三
日
鰭
図
、
五
月

一
日
東
京
女
子
師
範
學
校
訓
導

一
ヶ
月
金
六
拾
園
交
付
さ
れ
る
。

同
十
三
年
（
了
八
八

0
)
六
月
五
日
東
京
女
子
師
範
學
校
訓
導
依
願
退
職
。

明
治
十
四
年
(
-
八
八
一
）
十
一
月
十
日
音
楽
取
調
掛
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
、
監
事
を
申

し
付
け
ら
れ
る
。
音
楽
史
お
よ
び
英
語
を
担
当
。
月
俸
六
拾
園
。

同
十
五
年
(
-
八
八
二
）
九
月
十
三
日
音
楽
取
調
掛
長
伊
澤
修
二
旅
行
中
同
掛
長
の
心

得
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

同
十
七
年
(
-
八
八
四
）
二
月
二
十
五
日
准
奏
任
扱
月
俸
金
七
拾
五
園。

同
二
十
年
(
-
八
八
七
）
＋
月
十
四
日
東
京
音
楽
學
校
幹
事
を
申
し
付
け
ら
れ
、
叙
奏

任
官
四
等
職
。
音
楽
史
お
よ
び
英
語
を
担
当
。

同
二
十
四
年
(
-
八
九
一
）
五
月
十
一
日
東
京
音
楽
學
校
教
授
、
幹
事。

六
月
十
五
日

校
長
伊
澤
修
二
非
職
に

つ
き
東
京
音
楽
學
校
長
心
得
を
命
ぜ
ら
れ
る
（
八
月
十
日
ま

で
）
。
年
俸
金
千
戴
百
園。

同
二
十
五
年
(
-
八
九
二
）
三
月
十
八
日
祝
日
大
祭
日
歌
譜
及
楽
譜
審
査
委
員
を
命
ぜ

ら
れ
る
。
十
一
月
十
六
日
女
子
高
等
師
範
學
校
教
授
兼
任
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

同
二
十
六
年
(
-
八
九
三
）
九
月
十
一
日
高
等
師
範
學
校
附
属
音
楽
學
校
教
授
並
女
子

高
等
師
範
學
校
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
高
等
官
六
等
に
叙
さ
れ
る
。
年
俸
金
千
圏

（金
六
百
圏
東
京
音
楽
學
校
支
給
、
金
四
百
圃
女
子
高
等
師
範
學
校
支
給
）
。

同
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
三
月
高
等
師
範
學
校
附
属
音
楽
學
校
を
依
願
退
職
。

弔
同
年
四
月
、
伊
澤
修
二
（
台
湾
学
務
部
長
）
の
招
き
に
よ
り
台
湾
に
渡
っ
た
。
伊

澤
は
紳
津
を
学
務
部
編
集
課
長
と
し
て
迎
え
入
れ
た
。
伊
澤
の
も
と
で
『
日
台
到
繹

大
辞
典
』
の
編
集
に
従
事
し
て
い
た
が
、
翌
三
十
年
(
-
八
九
七
）
マ
ラ
リ
ヤ
に
か

か
り
、
腸
チ
フ
ス
を
併
発
し
て
、
辞
書
の
完
成
を
待
た
ず
に
八
月
十
八
日
没
し
た
。

四
十
五
歳
で
あ
っ
た
。
誹
津
は
伊
澤
と
同
じ
信
州
に
生
れ
、
同
じ
く
ア
メ
リ
カ
に
留

学
し、

帰
国
後
の
仕
事
の
す
べ
て
は
伊
澤
と
と
も
に
あ
っ
た
。
音
楽
取
調
掛
か
ら
東

京
音
学
楽
校
ま
で
、
わ
が
国
の
音
楽
教
育
確
立
の
た
め
に
伊
澤
の
文
字
通
り
片
腕
と

な
っ
て
尽
力
し
た
の
で
あ
る
。
次
の
文
章
は
紳
津
専
三
郎
の
葬
儀
に
際
し
て
伊
澤
修

二
が
読
み
上
げ
た
弔
辞
で
あ
る
。
『
東
京
音
楽
學
校
同
磐
會
報
』
第
七
号
よ
り
掲
載

し
た
。
伊
澤
の
切
実
な
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

癖

維
時
明
治
三
十
年
八
月
十
八
日
正
六
位
誹
津
専
三
郎
君
歿
ス
、
瞭
悲
イ
哉
、

君
信
州
小
縣
郡
芝
生
田
村
小
林
氏
二
生
レ
、
出
デ
、
神
津
氏
ノ
家
ヲ
饂
グ
、
幼

ニ
シ
テ
穎
悟
學
ヲ
好
ミ
、
小
諸
藩
儒
中
山
仙
ー
ー
就
キ
テ
廣
ク
和
漢
ノ
學
ヲ
修

メ
、
牡
ナ
ル
ニ
及
ン
デ
奮
然
志
ヲ
立
テ
ヽ
東
京
二
出
デ
、
初
メ
箕
作
氏
ノ
門
二

入
リ
後
中
村
氏
ノ
同
志
社
二
入
リ
テ
、
英
學
ヲ
修
メ
、
大
二
得
ル
所
ア
リ
、
遂

二
選
バ
レ
テ
師
範
學
科
取
調
ノ
官
命
ヲ
帯
ビ
、
米
國
ー
一
至
リ
新
約
州
オ
ル
バ
ニ

ー
師
範
學
校
二
入
リ
テ
、
数
育
ノ
學
術
ヲ
講
究
シ
其
業
ヲ
終
ヘ
テ
蹄
朝
シ
、
東

京
女
子
師
範
學
校
、
東
京
＿
音
楽
學
校
二
幹
事
又
ハ
敦
官
ト
ナ
リ
、
孜
々
畢
勉
公

務

ヲ
奉
ズ

ル
コ
ト
十
年
一
日
ノ
如
ク
、

遂
二
音
楽
學
校
長
心
得
二
任
ゼ
ラ
レ
シ

ガ
、
後
故
ア
リ
テ
其
職
ヲ
僻
シ
退
キ
テ
＿
音
楽
書
ノ
繹
述
ー
ー
従
事
シ
、
和
墜
架
初

歩
、
昔
架
利
害
等
ノ
著
ア
リ
、

會
々

明
治
二
十
七
、
八
年
ノ
役
終
ヲ
告
ゲ
豪
潤

ノ
我
版
圏
二

蹄

ス
ル
ヤ
、
往
キ
テ
學
務
部
編
纂
課
ノ
長

二
任
ゼ
ラ
レ
、
炎
熱
焼

ク
ガ
如
キ
日
モ
、
暴
雨
涼
ク
ガ
如
キ
朝
モ
、
敢
テ
少
シ
モ
悌
ラ
ズ
、
僚
昴
ヲ
督
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稗
津
専
三
郎
の
最
も
有
名
な
著
書
に
『
音
楽
利
害
一
名
楽
道
修
身
編
』
（
明
治
二

十
四
年
十
一
月
十
日
発
行
）
が
あ
る
。
こ
の
書
物
は
彼
が
読
破
し
た
哲
学
、
歴
史
、

文
学
、
芸
術
、
宗
教
な
ど
各
分
野
の
膨
大
な
書
物
か
ら
得
た
音
楽
的
知
識
の
集
大
成

で
あ
る
。
参
考
と
し
た
書
物
は
日
本
の
古
典
お
よ
び
東
西
の
名
著
四
四
四
種
類
で
、

こ
の
中
か
ら
音
楽
家
た
ち
の
逸
話
、
音
楽
史
上
の
出
来
事
、
民
族
的
な
話
題
、
精
神

的
体
験
談
な
ど
三
五

0
の
音
楽
的
事
柄
を
収
集
し
た
。
こ
れ
ら
は
文
字
通
り
「
利
」

と
「
害
」
に
分
類
さ
れ
た
三
編
二
十
四
の
テ
ー
マ
の
中
で
、
あ
る
も
の
は

醤

喩

的

に
、
あ
る
も
の
は
格
言
的
に
、
ま
た
あ
る
も
の
は
史
実
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
語
ら

豪
瀾
総
督
府
學
務
顧
問

正

五

位

勲

五

等

伊

澤

修謹

白

勘
シ
テ
教
育
圏
書
ノ
編
著
ー
ー
従
事
セ
シ
メ
、
自
今
専
ラ
任
ズ
ル
ニ
日
豪
到
繹
大

辮
書
ノ
編
輯
ヲ
以
テ
シ
、
其
稿
積
デ
一
千
敷
百
葉
ノ
多
キ
ニ
逹
シ
、
今
ヤ
其
効

将
二
成
ラ
ン
ト
ス
ル
ニ
際
シ
、
一
旦
瘤
痕
ノ
氣
二
侵
サ
レ
、

澁
然
此
世
ヲ
去
ラ

ル
、
臆
悲
イ
哉
、
君
ガ
死
ハ
猫
リ
一
家
親
戚
ノ
不
幸
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
賓
二

豪
漏

数
育
ノ
一
大
不
幸
ナ
リ
、
否
其
ノ
不
幸
ハ
彼
地
教
育
界
ー
ー
止
マ
ル
ニ
非
ズ
シ

テ
、
彼
我
人
全
罷
ノ
一
大
不
幸
ナ
リ
、
蓋
シ
君
ガ
従
事
セ
ラ
レ
タ
ル
僻
書
ノ
編
纂

ハ
豪
瀾
統
治
上
時
々
刻
々
不
便
不
利
ヲ
感
ズ
ル
言
語
不
通
ノ
障
害
ヲ
除
ク
ガ
為

メ
、
賓
ー
ー
必
要
措
ク
可
ラ
ザ
ル
ノ
事
賓
ナ
ル
ニ
君
ガ
易
簑

二
依
リ
九
匁
ノ
功
ヲ

一
簑

二
鹿
キ
其
完
成
ノ
期
豫
知
ス
可
ラ
ザ
ル
ガ
如
シ
、
臆
國
家
ノ
為
誰
力
之
ヲ

惜
マ
ザ
ラ
ン
、
然
リ
ト
雖
君
ガ
一
身
ヲ
犠
牲
ト
シ
テ
盛
ク
シ
タ
ル
事
賓
ハ
、
冥
々

ノ
中
二
好
果
ヲ
結
ビ
自
ラ
報
ヒ
末
ル
時
ア
ル
ベ
シ
、
況
ン
ヤ
朝
廷
君
ガ
病
革
マ

ル
ニ
臨
ミ
特
二
位
一
級
ヲ
進
メ
ラ

レ
タ
ル
光
榮
ヲ
荷
フ
ヲ
ヤ
君
以
テ
瞑
ス
ベ
シ

明
治
三
十
年
九
月
七
日

れ
、
彼
自
身
の
音
楽
的
教
養
を
条
文
化
し
て
整
理
し
て
い

る。

し
た
が
っ
て
音
楽
論

と
し
て
の
前
後
の
脈
絡
は
な
い
が
、
神
津
の
音
楽
餓
と
も
い
う
べ
き
独
特
の
テ
ー
マ

と
そ
の
整
理
法
に
注
目
す
べ
き
重
要
な
問
題
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

〔
＿
―
-
編
二
十
四
の
テ
ー
マ
〕

上
編
、
音
楽
ノ
一
人
一
家
二
開
ス
ル
利
用
ヲ
論
ス

巻
之

一
、
音
楽
ノ
孝
節

二
開
ス
ル
事

巻
之
二
、
音
楽
ノ
性
情
二
開
ス
ル
事

巻
之
三
、
音
楽
ノ
衛
生
二
開
ス
ル
事

巻
之
四
、
音
楽
ノ
志
向
二
閥
ス
ル
事

巻
之
五
、
音
楽
ノ
前
徴

二
開
ス
ル
事

巻
之
六
、
音
楽
ノ
救
難
二
開
ス
ル
事

巻
之
七
、
音
楽
ノ
英
雄
二
開
ス
ル
事

巻
之
八
、
音
楽
ノ
榮
春

二
開
ス
ル
事

巻
之
九
、
音
楽
ノ
高
棲
二
開
ス
ル
事

巻
之
十
、

道
楽
ノ
勤
勉
二
開
ス
ル
事

中
編
、
音
楽
ノ
邦
國
天
下
二
閥
ス
ル
利
用
ヲ
論
ス

巻
之
十
一
、
音
柴
ノ
勤
王
忠
君
二
開
ス
ル
事

巻
之
十
二
、
音
楽
ノ
愛
図
利
民
二
開
ス
ル
事

巻
之
十
三
、
音
楽
ノ
風
化
二

開
ス
ル
事

巻
之
十
四
、
音
楽
ノ
宗
敦
二
閥
ス
ル
事

巻
之
十
五
、
音
楽
ノ
儀
式
二
開
ス
ル
事

巻
之
十
六
、
音
楽
ノ
諫
諷
二
閥
ス
ル
事

巻
之
十
七
、
音
楽
ノ
外
交
二

開
ス
ル
事

巻
之
十
八
、
音
楽
ノ
軍
略
二
開

ス
ル
事

巻
之
十
九
、
音
楽
ノ
鳥
獣
及
草
木

二
開
ス
ル
事

巻
之
二
十
、

楽
道
ノ
功
榮

二
開
ス
ル
事

下
編
、
淫
楽
ノ
弊
害
ヲ
論
ス

巻
之
二
十
一
、

淫
盤
ノ
害

二
閥
ス
ル
事

巻
之
二
十
二
、
凶
盤
ノ
害
二
開
ス
ル
事
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ょ

巻
之
二
十
三
、
淫
楽
寵
幸
ノ
弊
二
開
ス
ル
事

巻
之
二
十
四
、
淫
楽
耽
溺
ノ
禍
二
開
ス
ル
事

次
の
「
日
本
音
楽
史
要
」
は
白
井
規
矩
郎
（
明
治
二
十
年
二
月
音
楽
取
調
掛
卒

業
）
が
在
学
中
に
誹
津
専
三
郎
か
ら
受
け
た
講
義
の
一
部
で
あ
る
。

日
本
昔
榮
史
要
(
-
)

白

井

規

矩

郎

此
篇
は
拙
者
嘗
て
一
音
架
學
校
に
在
學
中
、
営
時
の
教
授
稗
津
専
三
郎
先
生
の

講
述
せ
ら
れ
し
も
の
に
基
き
、
聯
か
卑
見
を
加
へ
た
る
も
の
な
り
、
故
に
其
の

大
綱
に
於
て
は
全
く
先
生
の
講
述
せ
ら
れ
し
所
に
同
じ
讀
者
乞
ふ
之
れ
を
諒
せ

緒

論

日
本
の
楽
は
其
の
源
茫
漠
と
し
て
是
れ
を
探
研
す
る
こ
と
得
て
望
む
べ
か
ら

ず
、
讀
書
に
渉
り
て
参
校
す
る
も
其
の
要
領
を
得
る
に
難
し
、
然
れ
ど
も
之
れ

が
沿
革
を
大
別
し
て
以
て

稗
代
よ
り
人
皇
に
至
る
ま
で
の
間
第
一
期

外

園

架

の

博

来

第

二

期

博

末

架

の

菱

生

第

三

期

と
為
す
は
隠
営
の
匿
分
な
る
が
如
し

古
代
楽

古
代
架
は
賓
に
粗
造
に
し
て
之
れ
を
何
歌
々
々
と
云
へ
り
、
紳
代
の
頃
に
於

て
も
不
完
全
な
か
ら
架
を
有
せ
り
、
然
れ
ど
も
其
の
営
時
に
あ
り
て
は
架
を
稲

す
る
に
遊
び
と
云
ひ
し
こ
と
諸
書
に
證
す
る
所
な
り
そ
れ
よ
り
し
て
後
世
な
ほ

遊
び
と
し
い
へ
ば
奏
架
の
こ
と
A

は
な
り
に
き
、
即
ち
嬉
遊
笑
覧
に
源
氏
物
語

0

0

0

 

月
の
面
白
さ
に
夜
た
く
る
ま
で
あ
そ
び
を
ぞ
し
給
ふ
な
ど
A

い
へ
る
は
管

絃
を
遊
び
と
云
ひ
し
例
の
一
な
り

要
す
る
に
三
韓
と
交
通
す
る
ま
で
は
楽
の
体
裁
猶
ほ
至
極
不
完
全
に
て
有
り

し
が
、
外
交
を
な
す
頃
よ
り
し
て
漸
く
楽
も
体
裁
を
備
ふ
る
に
至
り
た
り
、
我

が
國
外
交
の
嘴
矢
は
支
那
に
し
て
次
き
て
涵
麗
、
新
羅
、
百
演
に
及
ぼ
せ
り
、

是
れ
に
伴
ひ
高
麗
楽
、
百
演
架
、
新
羅
楽
及
呉
架
を
輸
入
し
、
其
連
績
の
す
る

こ
と
殆
ん
ど
百
五
十
年
の
長
き
に
渉
れ
り
、
故
に
三
韓
の
文
明
を
日
本
に
移
植

せ
り
と
い
ふ
も
敢
て
過
言
に
非
る
べ
し

隋
唐
楽

推
古
帝
の
十
五
六
年
頃
隋
唐
と
交
際
を
開
く
故
に
隋
唐
楽
を
も
博
来
す
る
に

到
り
営
時
唐
架
は
最
も
盛
大
を
極
め
た
り
、
後
、
宇
多
帝
の
寛
平
六
年
菅
原
道

員
建
言
し
て
遣
唐
使
を
止
む
、
之
れ
嘗
時
室
唐
潰
楓
兵
役
等
あ
り
て
技
藝
百
般

の
美
術
を
修
む
る
に
便
な
ら
ざ
る
が
故
な
り
、
是
れ
に
因
り
て
漸
次
新
架
の
博

来
も
其
の
後
を
絶
つ
に
到
れ
り

雅
架

雅
楽
は
高
麗
柴
と
唐
楽
と
の
一
致
を
以
て
成
立
せ
り
、
換
言
す
れ
ば
唐
楽
は

今
世
用
ゐ
ら
る
A

雅
楽
の
基
礎
に
し
て
之
れ
に
我
が
國
の
風
俗
楽
を
加
へ
、
漸

次
大
成
を
見
る
に
到
れ
り
、
風
俗
楽
は
外
邦
遣
唐
使
の
魔
止
と
共
に
新
種
供
給

の
途
を
絶
ち
し
よ
り
、
自
然
國
内
に
於
て
産
出
し
た
る
も
の
に
し
て
、
今
様
催

馬
柴
、
東
遊
（
或
は
駿
河
舞
と
云
ふ
）
等
は
其
の
重
な
る
も
の
な
り
、
猶
ほ
他

に
風
俗
歌
と
稲
す
べ
き
も
の
も
あ
り
し
な
ら
む
、
要
す
る
に
此
れ
等
の
架
も
重

に
営
時
の
上
流
社
會
に
用
ゐ
ら
れ
た
り
し
が
如
し

俗
楽

桐
壺
の
巻
を
引
い
て
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石
川

俗
楽
の
起
原
は
其
の
説
匝
々
紛
々
と
し
て
参
考
す
べ
き
書
籍
も
乏
し
く
、
又

確
賓
な
る
記
録
も
な
し
、
會
々
魏
鵡
石
の
如
き
も
の
あ
る
も
之
れ
全
く
一
見
す

る
債
値
を
有
せ
ず
、
要
す
る
に
此
の
楽
は
散
楽
よ
り
派
流
せ
し
も
の
に
し
て
散

楽
は
雑
楽
の
一
部
と
し
て
漢
書
に
見
ゆ
る
所
な
り

一
罠
に
は
神
代
の
始
め
吾
田
応
配

m
に
行
は
れ
た
る
隼
人
の
歌
の
舞
よ
り
出

で
之
れ
よ
り
愛
じ
て
散
楽
を
出
す
、
疇
麟
砂
猿
架
は
田
楽
を
出
し
、
田
楽
よ
り

能
及
び
念
佛
踊
等
を
出
し
、
愛
化
し
て
歌
舞
伎
と
な
り
歌
舞
伎
は
繰
つ
り
を
出

し
、
繰
つ
り
は
一
菱
し
て
人
形
芝
居
と
な
り
、
之
れ
又
愛
じ
て
演
劇
と
な
り
、

之
れ
に
伴
う
て
浮
瑠
璃
、
義
太
夫
等
種
々
の
俗
楽
を
出
す
と
云
ひ
、
一

説
に
は

古
代
の
語
り
物
よ
り
浄
瑠
璃
を
出
し
、
浮
瑠
璃
よ
り
平
家
物
語
等
を
出
し
、
之

れ
よ
り
浮
瑠
璃
十
二
段
を
出
し
、
之
れ
よ
り
愛
じ
て
繰
つ
り
を
出
し
、
繰
つ
り

と
浮
瑠
璃
と
一
致
し
て
人
形
芝
居
を
出
し
、
又
之
れ
が
一
愛
し
て
演
劇
と
な
れ

り
と
、
各
説
多
少
櫨
る
所
あ
る
説
に
し
て
今
劇
か
に
是
れ
が
系
統
を
一
定
し
て

俗
架
正
偲
を
求
む
る
は
賓
に
困
難
な
る
事
業
と
云
ふ
べ
し
（
緒
論
終
）

（
『
＿
音
楽
雑
誌
』
第
七
十
一
号
、
明
治
三
十
年
）

こ
の
ほ
か
注
目
す
べ
き
彼
の
音
楽
論
に
、
明
治
二
十
四
年
五
月
、
神
奈
川
県
足
柄
上

郡
私
立
教
育
会
の
招
き
に
応
じ
「
音
楽
と
足
柄
上
郡
教
育
會
と
の
闘
係
」
と
い
う
題

で
行
っ
た
講
演
が
あ
る
。
東
西
に
わ
た
る
彼
の
造
詣
深
い
音
楽
知
識
に
も
と
づ
き
、

地
域
の
伝
統
的
芸
能
を
再
確
認
し
た
講
演
と
し
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
『
＿
音
楽
雑

誌
』
第
九
号
お
よ
び
十
号
（
明
治
二
十
四
年
）
に
そ
の
全
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

瓜
生
繁
（
う
り
ゅ
う

県
士
族
瓜
生
外
吉
妻

履
歴
（
要
約
）

し
げ
）
（
旧
姓
永
井
〔
静
岡
県
士
族
旧
幕
府
〕
）

文
久
元
年
(
-
八
六
一
）
三
月
二
十
日
江
戸
湯
島
に
於
て
生
れ
る
。

明
治
四
年
(
-
八
七
一
）
十
一
月
ア
メ
リ
カ
留
學
を
許
さ
れ
、
岩
倉
大
使
一
行
と
共
に

渡
航
。

同
五
年
(
-
八
七
二
）
十
一
月
七
日
カ
ナ
テ
カ
ッ
ト
州
ニ
ウ
ヘ
ブ
ン
に
お
い
て
普
通
小

學
へ
入
學
、
三
年
間
の
の
ち
中
學
へ
進
み
明
治
十
一
年
六
月
修
了
。

同
十
一
年
(
-
八
七
八
）
ニ
ウ
ヨ
ー
ク
州
ボ
キ
プ
セ
府
バ
ッ
サ
女
子
大
學
音
楽
専
門
科

及
び
文
學
科
に
入
學
゜

同
十
四
年
(
-
八
八
一
）
六
月
二
十
日
同
女
子
大
學
音
楽
専
門
科
卒
業
。
十
月
三
十
日

帰
國
゜

同
十
五
年
(
-
八
八
二
）
三
月
二
日
音
楽
取
調
掛
に
於
て
教
授
向
を
嘱
托
し
年
金
三
百

六
拾
円
を
受
く
。
ピ
ア
ノ
お
よ
び
唱
歌
の
楽
曲
分
析
を
担
当
。

彼
女
は
音
楽
取
調
掛
で
ウ
ル
バ
ッ
ハ

U
r
b
a
c
h
,
K
a
r
l
:
 
Prize 
P
i
a
n
o
 S
c
h
o
o
l
.
 

(
T
r
a
n
s
l
a
t
e
d
 
f
r
o
m
 the 8
t
h
 G
e
r
m
a
n
 E
d
i
t
i
o
n
 b
y
 Eliza 
M. W
i
l
e
y
)
と
い
う

ピ
ア
ノ
教
則
本
を
使
用
し
た
。
こ
の
教
則
本
は
彼
女
の
留
学
し
て
い
た
バ
ッ
サ
女
子

大
学
所
属
の
教
師
に
よ
っ
て
ド
イ
ツ
原
本
か
ら
英
訳
さ
れ
て
お
り
、
彼
女
も
こ
の
教

則
本
で
習
得
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

同
年
十
二
月
一
日
石
川
縣
士
族
瓜
生
外
吉
と
結
婚
。

同
十
七
年
(
-
八
八
四
）
九
月
十
九
日
年
報
金
四
百
戴
拾
円
を
交
付
さ
れ
る
。

同
十
九
年
(
-
八
八
六
）
＋
月
一
日
東
京
高
等
女
學
校
教
授
向
を
兼
嘱
゜

同
二
十
年
(
-
八
八
七
）
東
京
高
等
女
學
校
教
諭
。
十
月
二
十
五
日
奏
任
官
四
等
に
叙

せ
ら
れ
翌
月
東
京
音
架
學
校
兼
勤
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
年
報
六
百
六
拾
円
。

同
二
十
三
年
(
-
八
九

0
)
四
月
東
京
音
楽
學
校
嘱
托
講
師
を
申
し
付
け
ら
れ
る
。
同

月
女
子
高
等
師
範
學
校
教
諭
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
十
一
月
一
日
叙
正
七
位
。

同
二
十
四
年
(
-
八
九
一
）
四
月
十
七
日
東
京
音
楽
學
校
教
授
兼
任
。

同
二
十
五
年
(
-
八
九
二
）
七
月
東
京
音
楽
學
校
辞
職
。

瓜
生
繁
は
帰
国
以
来
明
治
二
十
年
代
に
か
け
て
盛
ん
に
演
奏
活
動
を
行
っ
た
。
明

治
二
十
五
年
の
春
、
読
売
新
聞
社
は
婦
人
和
洋
音
楽
家
の
人
気
投
票
を
行
っ
た
。
そ

の
結
果
彼
女
は
幸
田
延
に
次
い
で
二
位
で
あ
っ
た
。
『
＿
音
楽
雑
誌
』
第
十
九
号
（
明
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治
二
十
五
年
四
月
）
に
は
上
位
得
点
者
が
次
の
よ
う
に
発
表
さ
れ
た
。
参
考
ま
で
に

記
す
。西

洋
＿
音
楽
家

三
百

0
七

点

小

説

家

幸

田

露

伴

令

妹

幸

田

延

子

二
百
八
十
八
点
東
京
女
子
高
等
師
範
學
校
兼
東
京
昔
架
學
校
教
授
瓜
生
繁
子

百

0
四

点

東

京

＿音

楽

學

校

教

師

遠

山

甲

子

日
本
＿
音
楽
家

九
十
五
点

麹
町
匿
富
士
見

町

長

原

梅

園

五
十
八
点

高
嶺
秀
夫
夫
人

高

嶺

専
子

三

十

二

点

改

進
新
聞

肛

主

寺

家

村

逸

雅

夫

人

寺

家

村

愛

子

舞
踏
家

五
十
点

海
軍
々
医
純
監
高
木
兼
寛
夫
人

高

木

富
子

三

十

七

点

衆

議

院

末

松

謙

澄

夫

人

末

松

生

子

ま
も
な
く
瓜
生
繁
は
家
庭
夫
人
と
な
り
、
ピ
ア
ノ
の
個
人
教
授
で
子
弟
を
育
て
た
。

晩
年
は
瓜
生
海
軍
大
将
夫
人
と
し
て
多
忙
な
生
涯
を
送
っ
た
。
昭
和
三
年
十
一
月
三

日
没
す
。

奥
山
朝
恭
（
お
く
や
ま
と
も
や
す
）

東
京
府
士
族

履
歴
（
要
約
）

安
政
五
年
(
-
八
五
八
）
八
月
六
日
生
。

明
治
七
年
(
-
八
七
四
）
十
二
月
七
日
海
軍
水
兵
本
部
よ
り
五
等
鼓
手
申
し
付
け
ら
れ

る
。
同
日
砲
兵
隊
附
申
し
付
け
ら
れ
る
。

同
八
年
(
-
八
七
五
）
三
月
十
一
日
三
番
小
隊
附
申
し
付
け
ら
れ
る
。
六
月
五
日
四
等

鼓
手
申
し
付
け
ら
れ
る
。

同
九
年
(
-
八
七
六
）
二
月
十
五
日
三
等
鼓
手
申
し
付
け
ら
れ
る
。

同
十
年
(
-
八
七
七
）
二
月
十
四
日
東
海
鎮
守
府
よ
り
三
等
水
兵
申
し
付
け
ら
れ
、
軍

楽
隊
専
務
と
な
る
。

同
十
一
年
(
-
八
七
八
）
十
二
月
二
十
七
日
楽
手
に
任
ぜ
ら
れ
る
。

同
十
五
年
(
-
八
八
二
）
五
月
二
十
日
海
軍
省
よ
り
本
官
を
免
ぜ
ら
れ
る
。

同
十
六
年
(
-
八
八
三
）
五
月
五
日
音
楽
取
調
掛
に
雇
い
上
げ
小
使
取
締
を
申
し
付
け

ら
れ
る
。
日
給
金
戴
拾
戴
錢
゜

同
年
十
二
月
一
日
願
い
に
よ
り
退
職
、
同
日
寓
字
生
を
申
し
付
け
ら
れ
る
。
〔
俗
曲
改
良

の
仕
事
を
分
担
、
等
曲
や
長
唄
の
採
譜
を
行
っ
た
。〕

同
十
七
年
(
-
八
八
四
）
＋
一
月
一
日
再
び
雇
と
な
り
嘗
直
員
を
申
し
付
け
ら
れ
る
。

十
二
月
四
日
生
徒
取
締
に
転
ず
る
。

同
十
八
年
(
-
八
八
五
）
七
月
二
十
七
日
取
調
掛
兼
庶
務
掛
生
徒
掛
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

同
十
九
年
(
-
八
八
六
）
一
月
二
十
一
日
、
三
た
び
雇
と
な
り
宿
直
員
を
申
し
付
け
ら

れ
る
。こ

の
間
奥
山
は
音
楽
取
調
掛
に
所
属
し
て
い
る
身
分
を
活
用
し
て
、
音
楽
教
員
の

資
格
を
取
得
す
る
た
め
の
力
を
養
っ

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
二
十
年
(
-
八
八
七
）

七
月
八
日
、
彼
は
音
楽
科
の
教
員
免
許
を
取
得
し
た
。
そ
し
て
一
カ
月
後
の
八
月
二

日
付
で
兵
庫
県
尋
常
師
範
学
校
に
助
教
諭
と
し
て
赴
任
し
た
。
し
た
が
っ
て
音
楽
取

調
掛
は
こ
の
時
点
で
退
職
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
明
治
三
十
九
年
(
-
九

0
六）

彼
は
教
員
生
活
を
や
め
、
全
<
-
新
し
て
岡
山
市
内
に
西
洋
料
理
店
を
開
き
後
半
生

を
送
っ
た
（
『
音
楽
教
育
成
立
へ
の
軌
跡
』
昭
和
五
十
一

年
〔
一
九
七
六
〕
、
二

0
一
頁
）
。
昭
和

十
八
年
四
月
九
日
没
。
有
名
な
唱
歌

〈湊
川
〉
へ
青
葉
し
げ
れ
る
櫻
井
の
（
明
治
三

十
二
年
六
月
）
は
彼
の
作
曲
で
あ
る
。

宮
内
省
式
部
寮
雅
楽
課
伶
人

音
楽
取
調
掛
に
お
け
る
伶
人
た
ち
の
足
跡
は
今
日
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
田
中

(
l
)
 

康
子
氏
が
彼
女
の
論
文
で
「
彼
ら
は
海
軍
々
楽
隊
を
先
行
者
と
し
て
西
洋
音
楽
の
伝

習
を
開
始
し
、
中
心
メ
ン
バ
ー
の
多
く
が
参
画
し
た
音
楽
取
調
掛
で
は
逆
に
自
ら
が

先
行
者
の
役
割
を
担

っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
伊
澤
修
一
一
を
主
軸
と
し
た
音

楽
取
調
掛
の
事
業
は
、
彼
ら
な
く
し
て
成
し
得
な
か
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
。
雅
楽
部
の
伶
人
が
西
洋
音
楽
を
習
得
は
じ
め
た
の
は
明
治
七
年
で
、
明
治
新
政

府
の
国
際
化
に
伴
い
宮
中
で
の
西
洋
音
楽
の
需
要
が
多
く
な
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
。

田
中
氏
の
論
文
を
か
り
る
と
、
そ
れ
ま
で
は
宮
中
で
西
洋
音
楽
の
奏
楽
が
必
要
と
な

る
と
、
軍
楽
隊
が
宮
中
に
上
が
っ
て
い
た
の
だ
そ
う
で
あ
る
。
当
時
、
国
内
で
西
洋
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音
楽
の
演
奏
で
き
る
団
体
は
陸
海
軍
の
軍
楽
隊
だ
け
で
あ
っ
た
。
宮
中
に
専
属
楽
団

の
必
要
を
認
識
し
た
当
局
は
、
低
経
費
で
実
施
す
る
方
策
と
し
て
同
じ
楽
人
で
あ
る

伶
人
に
西
洋
音
楽
の
習
得
を
命
じ
た
の
で
あ
る
。
宮
内
庁
楽
部
に
保
存
さ
れ
て
い
る

『
御
沙
汰
留
』
に
は
明
治
七
年
八
月
十
九
日
付
で
式
部
寮
か
ら
太
政
官
宛
に
提
出
さ

れ
た
次
の
よ
う
な
伺
い
文
が
あ
る
。

従
前
伶
人
奏
ス
ル
所
ノ
架
ハ
本
邦
固
有
ノ
楽
ハ
勿
論
或
ハ
唐
高
麗
百
済
等
諸

邦
ノ
柴
モ
亦
コ
レ
ア
リ
如
此
他
國
ノ
架
相
偉
リ
シ
モ
自
ラ
時
勢
ノ
変
遷
二
因
リ

テ
人
情
ノ
然
ラ
シ
ム
ル
所
卜
相
考
候
今
ヤ
欺
洲
諸
邦
ノ
楽
相
開
ケ
陸
海
軍
ハ
勿

論
儀
式
内
燕
等
ノ
節
二
御
採
用
有
之
時
二
営
テ
伶
人
之
ヲ
知
ル
時
ハ
其
用
博
ク

其
職
鉄
事
ナ
ク
便
宜
卜
存
候
因
テ
自
今
伶
人
伶
員
二
命
シ
厭
洲
ノ
架
博
習
為
致

度
就
テ
ハ
教
師
ハ
嘗
分
ノ
内
海
軍
省
二
就
キ
學
ハ
シ
メ
候
得
ハ
格
別
御
入
費
モ

不
相
嵩
卜
存
候
因
テ
海
軍
省
打
合
回
答
相
副
此
段
高
裁
候
也

欧
州
楽
伝
習
許
可
の
達
し
は
十
二
月
十
四
日
に
下
り
て
、
年
齢
四
十
歳
以
下
、
十

五
歳
以
上
の
伶
人
三
十
五
名
が
海
軍
省
楽
隊
に
つ
き
伝
習
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
海

軍
省
と
式
部
寮
と
の
共
同
で
雇
い
上
げ
た
ジ
ョ
ン

・
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
フ
ェ
ン
ト
ン

（
月
給
二
五

0
円
）
の
指
導
を

一
年
間
受
け
た
伶
人
た
ち
は
明
治
九
年
十
一
月
三
日

（
太
陽
暦
）
、
天
長
節
宴
会
に
最
初
の
奏
楽
を
行
っ
て
い
る
。

曲

目

君
が
代
（
出
御
の
楽
）

グ
ラ
ン
ド
・
マ
ル
チ

グ
ラ
ン
ド
ネ
ー
シ
ョ
ナ
ル
マ
ル
チ

ビ
ュ
ウ
ー
テ
フ
ル
フ
ロ
ラ
ル

〈
美
花〉

ク
イ
キ
マ
ル
チ

御
民
わ
れ
（
入
御
の
楽
）

演
奏
者

辻
則
承
b
フ
ラ
ッ
ト
コ
ル
ネ
ッ
ト

多
忠
孝
b
フ
ラ
ッ
ト
バ
リ
ト
ン

奥
好
義

e
フ
ラ
ッ
ト
ピ
ッ
コ
ロ

多
久
随

e
フ
ラ
ッ
ト
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト

東
儀
影
質
b
フ
ラ
ッ
ト
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト

山
井
基
萬

e
フ
ラ
ッ
ト
ボ
ン
バ
ル
ト
ン

芝
葛
鎮

g
フ
ラ
ッ
ト
ベ
ー
ス
ト
ロ
ム
ボ
ー
ン

上
員
行
b
フ

ラ

ッ

ト

テ

ノ

ー

ル

ト

ロ

ム

ボ

ー

ン

（

『

御

沙

汰

留

』）

こ
の
の
ち
天
長
節
に
は
欧
州
楽
を
奏
す
る
こ
と
が
恒
例
と
な
り
、
マ
ー
チ
や
ワ
ル

ツ
が
賑
々

し
く
奏
さ
れ
た
。
吹
奏
楽
か
ら
入
っ
た
伶
人
の
西
洋
音
楽
の
習
得
は
次
に

(
2
)
 

ビ
ア
ノ
ヘ
及
び
明
治
十
二
年
三
月
四
日
付
で
一

等
伶
人
芝
葛
鎮
、
二
等
伶
人
東
儀
季

芳
、
四
等
伶
人
奥
好
義
、
御
用
掛
小
篠
秀
一
に
ピ
ア
ノ
を
習
得
さ
せ
た
い
旨
伺
い
が

出
さ
れ
た
。

明
治
十
二
年
三
月
十
四
日

一
等
伶
人
芝

葛
鎮

二
等
伶
人
東
儀
季
芳

四

等

伶

人

奥

好

義

雅
楽
課
庶
務
課

先
年
来
伶
人
へ

欧
洲
架
博
習
被
命
一
同
勉
強
罷
在
候
ト
コ
ロ
元
来
欧
架
音
律

之
調
査
新
曲
撰
譜
等

二
於
テ
ハ
洋
琴
相
學
ヒ
不
申
候
而
者
精
密
之
調
難
出
来
候

然
ル
ニ
幼
稚
園
保
拇
松
野
ク
ラ
ヽ
儀
者
填
國
人
ニ
テ
該
洋
琴
練
熟
之
趣
二
候
虞

幸
幼
稚
園
唱
歌
博
習
之
因
モ
有
之
二
付
同
人
ヨ
リ
伶
人
へ
相
博
候
様
仕
度
依
之

前
同
人
ヨ
リ
内
議
候
虞
授
業
人
四
人
ニ
テ
壱
ヶ
月
拾
ケ
度
毎
度
一
時
間
之
教
授

被
相
定
月
謝
金
戴
拾
円
ヲ
以
相
偉
可
致
之
趣
二
付
左
之
四
名
へ
偉
習
被
命
候
様

仕
度
此
段
奉
伺
候
也
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宮
内
卿
徳
大
寺
賓
則
殿

こ
の
よ
う
に
か
な
り
高
度
の
洋
楽
の
基
礎
を
習
得
し
て
、
明
治
十
三
年
十
月
、
音

楽
取
調
掛
の
最
初
の
入
学
者
二
十
二
名
に
混
じ
っ
て
八
名
の
伶
人
が
伝
習
生
と
な
っ

た
。
そ
の
八
名
は
奥
好
義
、
安
倍
季
功
、
辻
則
承
、
林
廣
繊
、
上
員
行
、
小
篠
秀
一
、

多
久
随
、
山
登
松
齢
で
、
彼
ら
は
メ
ー
ソ
ン
か
ら
ピ
ア
ノ

・
唱
歌
は
も
と
よ
り
、
和

声
の
特
別
講
義
と
管
弦
楽
の
指
導
を
受
け
た
。
メ
ー
ソ
ン
は
伶
人
た
ち
の
す
る
ど
い

感
覚
と
吸
収
力
に
驚
き
「
い
ち
じ
る
し
い
進
歩
で
管
絃
楽
を
奏
す
る
こ
と
の
出
来
た

の
は
実
に
雅
楽
課
の
伶
人
た
ち
で
あ
っ
た
」
と
賞
賛
し
て
い
る
（
四
十
二
頁
参
照
）
。

そ
の
力
量
が
う
か
が
え
る
演
奏
会
を
一
っ
紹
介
し
よ
う
。
明
治
十
四
年
七
月
九
日
の

官
中
御
陪
食
の
奏
楽
で
あ
る
。

曲

目

雨
露
に
〔
『
小
學
唱
歌
集
』
よ
り
、
原
曲
は
シ
シ
リ
ー
島
の
民
謡
〕

ナ
イ
ト
・
ソ
ン
グ

冨
士
山
〔
『
小
學
唱
歌
集
』
よ
り
〕

エ
ル
フ
ィ
ン
ワ
ル
ツ

螢
〔
螢
の
光
、
『
小
學
唱
歌
集
』
よ
り
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
謡
〕

ヘ
ー
ル
・
コ
ロ
ン
ビ
ヤ

演
奏
者

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
11
多
久
随
、
芝
誌
夏

ヴ
ィ
オ
ラ
11
辻
則
承

フ
リ
ュ
ー
ト
11
奥
好
義

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
11
東
儀
彰
質

チ
ェ
ロ
11
上
員
行

ベ
ー
ス
1
1
山
井
基
萬

唱
歌
11
芝
葛
鎮
、
多
忠
廉
、
小
篠
秀
一

御
用
掛

（『
御
沙
汰
留
』
）

（『
御
沙
汰
留
』
）

小
篠
秀

御
陪
食
演
奏
は
雅
楽
と
洋
楽
が
交
互
に
奏
さ
れ
る
の
が
常
と
な
り
、
こ

の
し
き
た

り
は
現
在
に
つ
づ
い
て
い
る
。
だ
が
今
日
で
は
お
料
理
が
和
食
の
場
合
は
雅
楽
、
洋

食
の
場
合
は
洋
楽
を
奏
す
る
。

こ
の
伶
人
た
ち
は
半
年
間
音
楽
取
調
掛
で
伝
習
を
受
け
た
の
ち
、
助
教
と
な
っ
て

教
壇
に
立
ち
、
ピ
ア
ノ

・
唱
歌

・
聴
音
法
・
和
声
学
の
教
授
に
当
っ
た
。
雅
楽
課
か

ら
は
明
治
十
四
年
二
月
十
七
日
付
で
次
の
よ
う
な
復
命
書
が
出
さ
れ
て
い
る
。

三
等
伶
人
上
員
行
、
同
東
儀
彰
質
、
四
等
伶
人
奥
好
義
、
五
等
伶
人
辻
則
承

等
此
度
音
架
取
調
掛
文
部
省
御
用
掛
兼
務
被
申
付
候
二
付
テ
ハ
営
稽
古
所
出
仕

其
他
諸
参
勤
左
之
通
相
心
得
サ
セ
可
然
哉
此
段
相
伺
候
也

一
、
稽
古
所
日
課
右
営
分
ノ
内
一
週
間
両
日
出
席

一
、
恒
例
臨
時
儀
式
祭
典

一、

稽
古
所
宿
直
右
順
番
ヲ
以
勤
仕

一
、
御
陪
食

一
、
他
所
出
張

一
、
諸
向
ョ
リ
依
頼
、
但
本
人
直
チ
ニ
依
頼
之
分
ハ
別
段
ノ
コ
ト
、
右
順
番

参
勤
ヲ
除
ク

（
『
雅
築
鋒
』
明
治
十
四
年
）

伶
人
た
ち
は
音
楽
取
調
掛
の
み
な
ら
ず
東
京
師
範
学
校
、
同
女
子
師
範
学
校
お
よ

び
学
習
院
に
出
向
す
る
。
さ
ら
に
十
四
年
か
ら
は
音
楽
取
調
掛
の
幹
事
と
な
っ
た
芝

葛
鎮
と
と
も
に
伊
澤
修
二
を
助
け
、
小
学
唱
歌
集
の
作
曲
（
雅
楽
調
・
日
本
的
歌
調
）
、

選
曲
な
ら
び
に
音
律
研
究
（
日
本
・
西
洋
の
音
律
）
に
成
果
を
残
し
た
。
ま
た
メ
ー

ソ
ン
帰
国
後
は
メ
ー
ソ
ン
が
受
け
持
っ
て
い
た
各
所
の
ピ
ア
ノ
調
律
を
担
当
し
た
。

音
楽
取
調
掛
の
業
績
と
並
ん
で
重
要
視
さ
れ
て
い
る
伶
人
の
仕
事
に
、
雅
楽
調
で
作

曲
さ
れ
た
「
保
育
唱
歌
」
約
百
曲
の
編
成
が
あ
る
。
こ
れ
は
明
治
十
年
に
東
京
女
子
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）
の
序
文
に
つ
づ
い
て
伴
奏
楽
器
の
指
示
が
あ
る
。

師
範
学
校
か
ら
依
頼
を
う
け
て
作
曲
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
平
出
久
雄
の
『
「
保
育
唱

歌
」
覺
え
書
』
（『
東
亜
昔
架
論
叢
—

田
邊
先
生
還
暦
紀
念
』
昭
和
十
八
年
）
中
に
記
さ
れ
て

い
る
保
育
唱
歌
の
墨
譜
の
序
文
を
み
る
と
、
そ
の
事
情
が
明
ら
か
で
あ
る
。

明
治
十
年
十
一

月
ヲ
起
源
ト
シ
テ
漸
次
撰
成
ス
ル
此
謁
曲
ハ
、
東
京
女
子
師

範
學
校
幼
稚
園
保
育
請
謳
ノ
譜
ヲ
同
校
挿
理
中
村
正
直
ョ
リ
式
部
寮
二
請
ヒ
、

寮
ヨ
リ
雅
楽
課
二
下
附
セ
ラ
レ
、
伶
人
ヲ
シ
テ
墨
譜
ヲ
撰
定
シ
、
寮
頭
ノ
調
査

ヲ
経
由
シ
テ
、
之
ヲ
該
校
保
拇
二
教
授
シ
、
生
徒
ヲ
シ
テ
謳
ハ
シ
ム
所
ナ
リ
。

詞
ハ
該
校
二
於
テ
西
洋
原
謳
ノ
意
味
ヲ
諄
シ
、
或
ハ
日
本
ノ
古
歌
ヲ
撰
抜
シ
テ

之
ヲ
用
ュ

。
〔
以
下
略
〕

唱
謳
ノ
班
ハ
笏
拍
子
二
節
ヲ
拍
チ
、
琴
二

竪
ヲ
應
和
シ
テ
謳
フ
。
遊
戯
ノ
歌

ハ
笏
拍
子
ヲ
拍
チ
、
節
ヲ
左
右
ノ
歩
二
踏
ミ
テ
謳
フ

田
邊
尚
雄
氏
は
著
書

『
日
本
―
音
楽
講
話
』
（
改
訂
版
、
大
正
十
五
年
）
で
、
初
め
は

笏
拍
子
を
打
ち
、
伴
奏
に
笙
、
箪
築
、
笛
、
琵
琶
、
等
を
用
い
て
全
く
平
安
朝
式
で

あ
っ
た
が
、
後
に
は
純
学
校
用
と
し
て
オ
ル
ガ
ン
伴
奏
の
み
に
し
て
し
ま
っ
た
と
記

述
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
唱
歌
の
い
く
つ
か
は
音
楽
調
取
掛
の

『
小
學
唱
歌
集
』
や

『
幼
稚
園
唱
歌
集
』
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
。
保
育
唱
歌
は
平
安
朝
の
声
楽
と
西
洋
の

唱
歌
と
の
融
和
を
計
っ
て
作
ら
れ
た
は
じ
め
て
の
教
育
用
唱
歌
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は

音
楽
取
調
掛
の
唱
歌
作
成
に
先
行
す
る
事
業
と
し
て
わ
が
国
の
洋
楽
史
上
重
要
な
存

在
な
の
で
あ
る
。

(
1
)

「
式
部
寮
伶
人
の
欧
州
楽
伝
習
」
『
雅
楽
界
』
第
五
九
号
、

一―

六
l
l
一
九
頁
。

(
2
)

右
に
同
じ
。

音
楽
取
調
掛
で
教
鞭
を
と
っ
た
伶
人
の
履
歴
書

（
要
約
）

芝

＿藤
原
朝
臣
＿葛
鎮

（
し
ば
ふ
じ
つ
ね
）

近
衛
将
監
兼
大
隅
守

嘉
永
二
年
(
-
八
四
九
）
正
月
二
十
八
日
生
。
麻
布
区
山
元
町
四
拾
六
番
地
。

明
治
二
年
(
-
八
六
七
）
七
月
二
十
七
日
百
官
受
領
被
腹
に
付
各
位
階
を
称
す
。
但
上

下
の
称
自
四
位
に
至
迄
被
腹
。

同
三
年
(
-
八
六
八
）
十
一
月
十
九
日
自
今
酋
官
人
元
諸
大
夫
侍
井
元
中
大
夫
等
位
階

総
て
被
腹
。
十
一
月
二
十
四
日
御
用
に
付
東
上
申
し
付
け
ら
れ
る
。
十
一
月
二
十
七

日
任
少
伶
人
。

同
四
年
(
-
八
七
一
）
六
月
六
日
叙
従
九
位
。
八
月
十
二
日
雅
楽
長
助
櫂
助
被
陵
更
に

式
部
寮
へ
合
併
被
仰
付
。
八
月
二
十
三
日
任
中
伶
人
。

同
六
年
(
-
八
七
三
）
六
月
二
十
三
日
家
督
願
之
通
聞
き
届
け
ら
れ
る
。

同
七
年
(
-
八
七
四
）
三
月
十
日
紳
武
天
皇
御
例
祭
参
向
井
京
都
雅
架
課
御
用
に
付
出

張
申
し
付
け
ら
れ
る
。
十
二
月
十
四
日
欧
洲
楽
博
習
申
し
付
け
ら
れ
る
。

同
八
年
(
-
八
七
五
）
七
月
二
十
三
日
東
京
府
士
族
附
替
願
之
通
聞
き
届
け
ら
れ
る
。

同
十
年
(
-
八
七
七
）
九
月
二
十
八
日
除
服
出
仕
申
し
付
け
ら
れ
る
。
式
部
寮
中
大
伶

人
以
下
被
陵
更
に
一
等
伶
人
以
下
被
置
。

十
一
月
一
日
任
二
等
伶
人
。

同
十
一
年
(
-
八
七
八
）
四
月
四
日
佛
國
博
究
會
出
品
楽
譜
書
窟
申
し
付
け
ら
れ
る
。

七
月
二
日
佛
國
博
究
會
出
品
架
器
整
理
方
一

層
勉
励
に
付
賞
典
金
七
円
下
賜
。
八
月

二
十
九
日
一

等
伶
人
以
下
被
陵
更
に
一
等
伶
人
以
下
被
置
。
同
日
任
一
等
伶
人
。
九

月
二
日
神
宮
神
嘗
祭
参
向
申
し
付
け
ら
れ
る
。

同
十
二
年
(
-
八
七
九
）
三
月
十
九
日
洋
琴
博
習
申
し
付
け
ら
れ
る
。

同
十
三
年
(
-
八
八

0
)
十
月
十
二
日
文
部
省
御
用
掛
兼
務
申
し
付
け
ら
れ
る
。
音
楽

取
調
掛
可
相
勤
為
手
嘗
一
ヶ
月
金
拾
五
円
附
与
。

同
十
四
年
(
-
八
八
一
）
一
月
二
十
日
内
國
糊
業
博
喪
會
審
査
官
申
し
付
け
ら
れ
る
。

九
月
二
日
内
國
勘
業
博
究
會
審
査
勉
励
に
付
為
其
賞
銅
牌
壱
個
授
興。

同
日
内
國
勘

業
博
究
會
審
査
勉
勘
に
付
為
慰
榮
金
拾
五
円
給
興
。
九
月
十
四
日
今
後
一
ヶ
月
金
戴

拾
五
円
給
興
。
九
月
十
五
日
監
事
兼
取
調
掛
申
し
付
け
ら
れ
る
。
調
絃
法
の
授
業
を

担
当
。

東
京
府
士
族
、
旧
楽
人
、
従
五
位
下
左
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明
治
十
五
年
(
-
八
八
二
）
九
月
十
三
日
職
務
勉
勘
に
付
為
手
嘗
金
拾
圏
給
典
。

こ
の
間
明
治
十
三
年
六
月
、
東
儀
季
煕
、
東
儀
季
芳
、
林
廣
守
ら
と
と
も
に
海
軍

省
の
依
嘱
に
よ
り

〈
君
が
代
〉
の
新
譜
作
曲
に
努
力
し
、
芝
葛
鎮
、
中
村
誌
庸
（
海

軍
楽
長
）
、
四
元
義
豊
（
陸
軍
楽
長
）
ら
が
エ
ッ
ケ
ル
ト
を
顧
問
と
し
て
撰
定
委
員
と

な
り
、
国
歌
制
定
に
功
績
を
残
し
た
。
音
楽
取
調
掛
に
は
、
明
治
二
十
年
二
月
ま
で

在
職
し
た
。
そ
の
後
は
楽
部
の
伶
人
と
し
て
雅
楽
の
研
究
・
演
奏
に
従
事
し
た
。

大
正
六
年
七
月
楽
部
を
依
願
退
職
、
翌
七
年
二
月
十
九
日
没
。

唱
歌
作
品
（
『
東
亜
昔
架
論
叢
』

l

一
三
頁
）

祝
日
大
祭
日
歌
元
始
祭
、
明
治
二
十
五
年
頃
作
曲
。
紳
武
天
皇
祭
歌
壼
越
律
旋
雅

楽
唱
歌
、
伊
澤
修
二
編
『
小
學
唱
歌
集
』
二
巻
、
二
十
五
年
出
版
所
載
。
須
磨
明
石
平

調
律
旋
雅
楽
唱
歌
、
同
三
巻
、
二
十
六
年
出
版
。〈
大
和
撫
子
〉
取
調
掛
編
纂

『
小
學

唱
歌
集
』
初
編
、
十
四
年
出
版
、
メ
ー
ソ
ン
賞
賛
の
唱
歌
で
ア
メ
リ
カ
の
雑
誌
に
登
載

つ
ぐ
い

の
ら

さ
れ
た
。

〈
五
常
の
歌
〉
同
。
〈
鏡
な
す
〉
同
。
〈
繊
命
〉
本
居
宜
長
作
詞
、
三
十
年
。
〈
秋

の
夕
〉
作
歌
不
詳
、
三
十
年
。

〈護
國
の
音
楽
〉
芝
・
永
井
建
子
共
作
、
二
十
七
年
。

〈
鳥
の
歌
〉
大
和
田
建
樹
作
詞
『
明
治
唱
歌
』
第
一
集
、
二
十
一
年
。
〈若
竹
若
松
〉
大

和
田
け
い
子
作
詞
、
同
。
山
里
（
「
い
さ
り
火
」
よ
り
）
同
第
四
集
、
二
十
二
年
。
〈
古

き
あ
と
〉
大
和
田
建
樹
作
詞
、
同
。〈
図
の
姿
〉
物
集
高
見
作
歌
詞

『
唱
歌
莱
錦
』
第

一
、
二
十
二
年
。
五
月
二
十
八
日
（
地
久
節
の
歌
）
『
國
民
唱
歌
』
二
十
四
年
七
月
。

〈
皇
御
麟
〉
『
大
東
軍
歌
』
。
そ
の
他
。

上
直
行

（
う
え
さ
ね
み
ち
）

東
京
府
士
族

嘉
永
四
年
（

一
八
五
一
）
七
月
二
日
山
城
國
愛
宕
郡
塔
之
段
北
横
町
に
於
て
生
。

文
久
元
年
(
-
八
六
一
）
よ
り
慶
應
四
年
(
-
八
六
八
）
ま
で
楽
道
練
磨
の
暇
を
以
て

平
瀬
元
淳
江
馬
天
江
橋
本
員
齊
等
に
就
き
漢
学
詩
文
を
講
究
す
。

慶
應
四
年
(
-
八
六
八
）
一
月
四
日
内
侍
所
勤
番
被
仰
付
。
同
月
二
十
八
日
太
政
官
代

勤
番
被
仰
付
。

明
治
二
年
(
-
八
六
九
）
二
月
十
七
日
太
政
官
代
勤
番
被
免
。
同
日
太
政
官
代
勤
番
褒

美
と
し
て
金
円
下
賜゚

同
三
年
(
-
八
七

0
)
十
二
月
二
十
七
日
伶
員
申
し
付
け
ら
れ
る
。

同
四
年
(
-
八
七
一
）
十
一
月
二
十
七
日
任
少
伶
人
。

同
七
年
(
-
八
七
四
）
十
二
月
十
四
日
東
上
申
し
付
け
ら
れ
る
。

博
習
申
し
付
け
ら
れ
る
。

同
八
年
(
-
八
七
五
）
四
月
八
日
任
櫂
中
伶
人
。

同
九
年
(
-
八
七
六
）
―
-
月
二
日
記
録
課
出
仕
被
命
。
三
月
十
九
日
記
録
課
出
仕
依
願

被
免
゜

同
十
年
(
-
八
七
七
）
＋
月
三
十
一
日
式
部
寮
中
大
伶
人
以
下
被
廃
更
に
一
等
伶
人
以

下
被
置
。
十
一
月
一
日
任
三
等
伶
人
。

同
十
一
年
(
-
八
七
八
）
七
月
二
日
佛
國
博
覧
会
出
品
楽
器
整
理
方
一
層
勉
励
に
付
金

円
下
賜
。
八
月
二
十
九
日
一
等
伶
人
以
下
被
廃
更
に
三
等
伶
人
以
下
被
置
。
同
日
任

三
等
伶
人
。

同
十
四
年
(
-
八
八
一
）
二
月
十
日
文
部
省
御
用
掛
兼
勤
申
し
付
け
ら
れ
る
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
、
内
外
の
音
律
研
究
、
和
声
の
研
究
、
唱
歌
の
選
曲
。
同
日
音
楽
取
調
掛
勤

務
申
し
付
け
ら
れ
る
手
当
と
し
て

一
ヶ
月
金
拾
圏
給
典
。

同
十
五
年
(
-
八
八
二
）
二
月
二
十
五
日
除
服
出
仕
。
九
月
十
三
日
職
務
勉
勘
に
付
為

手
嘗
金
七
円
給
典。

同
十
六
年
(
-
八
八
三
）
三
月
十
九
日
自
今
一
ヶ
月
金
拾
五
円
給
典
。

同
十
七
年
(
-
八
八
四
）
九
月
二
十
日
教
員
申
し
付
け
ら
れ
る
。
唱
歌
ピ
ア
ノ
の
授
業

を
担
当
。
十
月
二
十
九
日
架
道
保
護
の
為
め
毎
年
金
八
拾
五
円
下
賜
。
十
一
月
十
四

日
任
雅
架
師
。
同
日
十
二
等
相
賞
年
俸
金
戴
百
四
拾
円
支
給
。
十
二
月
二
十
六
日
文

部
省
御
用
掛
兼
勤
申
し
付
け
ら
れ
る
、
但
手
当
と
し
て
一
ヶ
月
金
拾
五
円
給
興
。
同

日
音
楽
取
調
掛
勤
務
申
し
付
け
ら
れ
る
。

同
十
九
年
(
-
八
八
六
）
一
月
二
十
一
日
文
部
省
御
用
掛
兼
勤
差
免
。
同
日
音
楽
取
調

掛
教
授
方
嘱
託
月
手
当
拾
五
円
交
付
。
三
月
九
日
兼
高
等
女
學
校
教
授
方
嘱
託
。
三

月
十
八
日
第
二
団
中
學
校
師
範
學
校
教
員
免
許
學
力
試
験
委
員
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
五

月
三
十
一
日
第
二
囲
中
學
校
師
範
學
校
教
員
學
力
試
験
委
員
命
に
付
府
為
其
報
酬
花

生
一
個
贈
興
。

同
二
十
年
(
-
八
八
七
）
三
月
二
十
二
日
誹
武
天
皇
御
例
祭
に
付
参
向
申
し
付
け
ら
れ

る
。
三
月
二
十
四
日
明
治
二
十
年
尋
常
師
範
學
校
中
學
校
高
等
女
學
校
教
員
學
力
試

一
月
十
四
日
欧
洲
榮
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験
委
員
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
七
月
十
三
日
明
治
二
十
年
尋
常
師
範
學
校
尋
常
中
學
校
高

等
女
學
校
教
員
學
力
試
験
委
員
中
勉
勘
に
付
硯
筐
一
個
贈
興
。
十
二
月
十
六
日
自
今

一
ヶ
月
金
戴
拾
圏
給
典
。
同
年
明
治
二
十
一
年
の
尋
常
師
範
學
校
尋
常
中
學
校
高
等

女
學
校
教
員
學
力
試
験
委
員
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

同
二
十
一
年
(
-
八
八
八
）
本
年
第
三
固
小
學
教
員
授
業
生
學
力
検
定
試
験
委
員
を
嘱

託
さ
れ
る
。
五
月
十
五
日
任
楽
師
兼
伶
人
下
級
俸
給
興
。
同
年
本
年
第
四
回
小
學
校

教
員
授
業
生
學
力
検
定
試
験
委
員
を
嘱
託
さ
れ
る
。

同
二
十
二
年
(
-
八
八
九
）
四
月
十
日
兼
任
東
京
音
楽
學
校
教
諭
。
同
日
叙
奏
任
官
六

等
。
同
日
年
俸
金
爪
百
円
下
賜
゜

同
二
十
三
年
(
-
八
九

0
)
三
月
二
十
五
日
中
等
唱
歌
集
校
正
嘱
託
に
付
為
手
堂
金
五

拾
円
給
典
。
四
月
五
日
元
東
京
高
等
女
學
校
教
授
方
嘱
託
を
解
か
れ
る
。

同
日
元
東

京
高
等
女
學
校
教
授
方
嘱
託
中
勉
勘
に
付
為
手
当
金
拾
戴
円
給
典
。
十
月
十
五
日
兼

任
東
京
音
楽
學
校
教
授
叙
奏
任
官
六
等
。
同
日
年
俸
金
賦
百
圏
下
賜゚

同
二
十
四
年
(
-
八
九
一
）
三
月
二
十
六
日
稗
武
天
皇
御
例
祭
参
向
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

九
月
十
一
日
明
治
二
十
四
年
尋
常
師
範
學
校
尋
常
中
學
校
高
等
女
學
校
教
員
學
力
試

験
委
員
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
十
月
二
十
日
年
俸
金
厭
百
四
拾
園
下
賜
。
同
日
祝
日
大
祭

日
歌
詞
及
架
譜
審
査
委
員
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

十
二
月
十
七
日
七
級
俸
三

分
の
一
下

賜
。
十
二
月
二
十
六
日
叙
従
七
位
。

同
二
十
五
年
(
-
八
九
二
）
三
月
三
十
一
日
本
省
の
嘱
託
に
依
り
時
々
教
科
用
図
書
の

検
査
に
従
事
相
成
に
付
報
酬
と
し
て
花
瓶
一
個
贈
典
。
四
月
三
十
日
二
十
四
年
尋
常

師
範
學
校
尋
常
中
學
校
高
等
女
學
校
教
員
學
力
試
験
委
員
摺
当
相
成
候
報
酬
と
し
て

重
茸
函
一
個
贈
興
。
四
月
二
十
八
日
一
月
一
日
孝
明
天
皇
祭
紳
武
天
皇
祭
天
長
節
勅

語
奉
答
唱
歌
用
架
譜
製
作
を
嘱
託
さ
れ
る
。
祝
日
大
祭
用
歌
詞
及
楽
譜
審
査
委
員

長
。
十
二
月
十
九
日
明
治
二
十
六
年
の
尋
常
師
範
學
校
尋
常
中
學
校
高
等
女
學
校
教

員
學
力
試
験
委
員
命
を
ぜ
ら
れ
る
。

同
二
十
六
年
(
-
八
九
三
）
三
月
三
十
一
日
職
務
格
別
勉
励
に
付
為
其
賞
金
百
拾
園
下

賜
。
五
月
十
六
日
大
臣
官
房
図
書
課
兼
勤
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
五
月
二
十
四
日
祝
日
大

祭
日
歌
詞
及
楽
譜
審
査
委
員
を
免
ぜ
ら
れ
る
。
七
月
七
日
祝
日
大
祭
日
歌
詞
及
架
譜

審
査
委
員
摺
当
中
勉
励
ノ
廉
を
以
て
大
臣
よ
り
謝
状
ヲ
贈
典
せ
ら
る
。
同
日
祝
日
大

祭
日
唱
歌
用
楽
譜
当
撰
に
付
報
酬
と
し
て
金
拾
円
贈
典
。
七
月
十
四
日
職
務
格
別
勉

励
に
付
為
其
賞
金
百
五
拾
円
下
賜
。
七
月
十
五
日
先
般
尋
常
師
範
學
校
尋
常
中
學
校

高
等
女
學
校
教
員
學
力
試
験
委
員
摺
当
勉
励
の
廉
を
以
て
大
臣
よ
り
謝
状
を
贈
ら

る
。
八
月
二
十
八
日
教
科
書
図
書
検
定
上
格
別
勉
励
に
付
為
其
賞
金
五
拾
園
下
賜
゜

九
月
十
一
日
兼
任
裔
等
師
範
學
校
附
属
音
楽
學
校
教
授
。
叙
高
等
官
七
等。

十
一
月

九
日
職
務
格
別
勉
勘
に
付
為
其
賞
金
七
拾
五
円
下
賜゚

同
二
十
七
年
(
-
八
九
四
）
二
月
二
十
六
日
依
願
免
兼
高
等
師
範
學
校
附
属
音
楽
學
校

教
授
。
三
月
六
日
本
校
附
属
音
楽
學
校
の
教
務
を
嘱
託
さ
れ
る
。
三
月
二
十
四
日
音

楽
に
関
す
る
教
科
書
調
査
方
を
嘱
託
さ
れ
る
。
同
日
第
七
囲
尋
常
師
範
學
校
尋
常
中

學
校
高
等
女
學
校
教
員
検
定
委
員
を
嘱
託
さ
れ
る
。
三
月
三
十
一
日
教
務
嘱
託
為
手

当
金
八
拾
五
圏
贈
興
。
同
日
自
今
教
務
嘱
託
為
手
当
一
ケ
年
金
三
百
六
拾
円
贈
典
。

同
二
十
八
年
(
-
八
九
五
）
二
月
十
四
日
自
今
報
酬
一
ケ
年
金
四
百
戴
拾
円
給
興
。
三

月
二
十
八
日
第
八
回
尋
常
師
範
學
校
尋
常
中
學
校
高
等
女
學
校
教
員
検
定
試
験
委
員

を
嘱
託
さ
れ
る
。

同
二
十
九
年
(
-
八
九
六
）
三
月
二
十
五
日
第
九
圃
尋
常
師
範
學
校
尋
常
中
學
校
高
等

女
學
校
教
員
検
定
委
員
を
嘱
託
さ
れ
る
。

同
三
十
年
(
-
八
九
七
）
三
月
二
十
九
日
第
十
間
尋
常
師
範
學
校
尋
常
中
學
校
高
等
女

學
校
教
員
検
定
委
員
を
嘱
託
さ
れ
る
。
九
月
十
六
日
尋
常
中
學
校
教
科
細
目
調
査
委

員
を
嘱
託
さ
れ
る
。

十
二
月
二
十
日
任
雅
楽
師
給
准
四
等
下
級
俸
゜

同
三
十
一
年
(
-
八
九
八
）
一
月
二
十
八
日
第
十
一
間
尋
常
師
範
學
校
尋
常
中
學
校
高

等
女
學
校
教
員
検
定
委
員
を
嘱
託
さ
れ
る
。
三
月
四
日
兼
任
楽
師
准
四
等
。
六
月
二

十
八
日
叙
勲
八
等
授
瑞
賓
章
。
五
月
十
二
日
修
学
旅
行
と
し
て
女
生
徒
を
監
督
し
埼

玉
縣
下
大
宮
へ
出
張
を
嘱
託
さ
れ
る
。
七
月
三
十
日
自
今
報
酬
と
し
て
一
ケ
年
金
五

百
円
贈
興
。
十
月
十
八
日
師
範
學
校
尋
常
中
學
校
教
員
講
習
会
講
師
摺
当
報
酬
と
し

て
金
七
拾
円
贈
興
。

同
三
十
二
年
(
-
八
九
九
）
二
月
八
日
尋
常
中
學
校
教
科
書
唱
歌
選
定
委
員
を
嘱
託
さ

れ
る
。
三
月
第
十
二
囲
師
範
學
校
中
學
校
高
等
女
學
校
教
員
検
定
委
員
を
嘱
託
さ
れ

る
。
七
月
七
日
第
十
二
団
師
範
學
校
中
學
校
高
等
女
學
校
教
員
検
定
委
員
摺
当
の
慰

労
と
し
て
金
二

十
円
贈
典
。

十
月
十
三
日
第
十
三
回
師
範
學
校
中
學
校
高
等
女
學
校
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教
員
検
定
委
員
を
嘱
託
さ
れ
る
。
十
二
月
十
四
日
楽
音
に
関
す
る
教
科
書
調
査
嘱
託

の
手
当
と
し
て
金
三
拾
円
支
給
。
十
二
月
教
科
書
調
査
嘱
託
の
手
当
と
し
て
金
拾
円

贈
典
。

同
三
十
三
年
(
-
九

0
0
)
二
月
三
日
自
今
報
酬
と
し
て

一
ケ
年
金
六
百
園
贈
典
。

ニ

月
二
十
一
日
依
願
第
十
三
回
師
範
學
校
中
學
校
高
等
女
學
校
教
員
検
定
試
験
委
員
を

解
か
れ
る
。

同
三
十
四
年
(
-
九

0
1)
七
月
十
日
名
古
屋
大
阪
京
都
及
奈
良
の
四
市
へ
出
張
を
嘱

託
さ
れ
る
。
九
月
本
月
十
六
日
限
り
当
分
の
内
報
酬
贈
興
せ
す
。
十
二
月
十
一
日
准

三
等
給
下
級
俸。
十
二
月
二
十
三
日
教
科
書
調
査
嘱
託
の
手
当
と
し
て
金
百
円
贈
興
。

同
三
十
九
年
(
-
九

0
六
）
三
月
三
十
一
日
依
願
解
嘱
託
。

大
正
三
年
(
-
九
一
四
）
一
月
八
日
本
校
講
師
を
嘱
託
さ
れ
る
。

そ
の
後
昭
和
四
年
十
月
ま
で
講
師
と
し
て
つ
と
め
た
。
東
京
音
楽
学
校
は
も
と
よ

り
、
わ
が
国
の
音
楽
教
育
に
尽
力
し
た
。

昭
和
十
二
年
(
-
九
三
七
）
二
月
二
十
八
日
没
。

初
期
の
唱
歌
作
品
（
『
東
亜
昔
榮
論
叢
』

―
―
五
頁
）

祝
日
大
祭
歌
一
月
一
日
、
二
十
五
年
頃
。
天
長
節
（
上

・
大
和
田
建
樹
編
『
明
治

唱
歌
』
第
一
、
二
十
一
年
）
。
帝
國
議
会
開
院
之
頌
、
二
十
三
年
十
二
月
六
日
演
奏
。
〈
國

民
〉
中
村
秋
香
作
詞
、
二
十
五
年
。〈
月
の
大
小
の
歌
〉
故
里
見
義
（
取
調
掛
歌
人
）
作

詞
、
二
十
五
年
。
〈
御
結
婚
満
二
十
五
年
御
説
儀
の
歌
〉
黒
川
員
頼
作
詞
、
東
京
音
楽
学

校
用
、
二
十
七
年
。〈
開
校
式
〉
中
村
秋
香
作
詞
、
二
十
七
年
。
〈
義
勇
奉
公
〉
（
軍
歌
）

中
村
秋
香
作
詞
、
二
十
七
年
八
月
。
〈
學
の
力
〉
大
和
田
建
樹
作
詞
、
二
十
一
年
。〈
筋

骨
〉
烏
山
啓
作
詞
、
二
十
七
年
八
月
。
幸
田
令
姻
の
官
命
を
う
け
て
海
外
留
學
せ
ら
る

る
を
送
る
歌
、
二
十
二
年
。

〈園
之
光
〉
三
十
七
年
。
〈
鐵
道
唱
歌
〉
上
・
多
梅
雅
共
作
、

三
十
三
年
。

〈
日
露
戦
争
國
民
唱
歌
〉
上

・
小
山
作
之
助
共
作
、
三
十
七
年
。

〈軍
紳
廣

瀬
中
佐
〉
三
十
七
年
。

〈遊
歩
の
庭
〉
大
和
田
建
樹
作
詞
、
『
明
治
唱
歌
』
第

一
集
、
ニ

十
一
年
。

〈
日
本
男
子
〉
同
、
同
。
〈
競
漕
の
歌
〉

上
作
詞
、
同
。
〈
あ
す
は
千
里
〉
大
和

田
作
詞
、
同
第
二
集
、
二
十
二
年
。
〈
自
然
の
友
〉

同
、
同
。
〈
朝
ぽ
ら
け
〉
同
、
同
第

四
集
、
二
十
二
年
。

〈
父
の
墓
〉

同
、
同
第
五
集
、
二
十
三
年
。〈
山
陵
〉
同
、
同。

〈亜

細
亜
の
海
〉
同
、
同
第
六
集
、
二
十
五
年
。
〈
わ
が
赦
師
〉
同
、
同
。〈
三
育
〉
西
山
宜

一
音
楽
上
に
閥
す
る
上
箕
行
君
の
談
話

十
二
月
）

士

一
片
の
名
刺
少
女
の
手
に
渡
る
や
、

暫
時
に
し
て
一

室
に
伴
は
れ
ぬ
、
室
は

楽
書
を
以
て
充
た
さ
れ
、
亦
楽
器
を
備
ふ
、
問
は
す
し
て
＿
音
楽
家
た
る
を
知

る
、
正
面
に
あ
り
て
應
接
す
る
人
は
、
是
な
ん
主
人
公
上
慎
行
氏
な
り
、
氏
は

＿音
楽
校
創
設
以
来
の
教
授
職
に
在
り
て
、
理
論
技
術
共
に
秀
ひ
て
ぬ
る
名
士
、

其
整
然
た
る
体
度
と
、
温
乎
た
る
風
采
と
は
、

一
見
人
を
し
て
師
父
に
接
せ
し

む
る

の
思
ひ
あ
ら
し
む
、
先
つ
一
通
の
挨
拶
終
り
て
、
談
學
友
會
演
奏
會
に
移

り
、
話
頭
一
轄
直
に

我
國
音
楽
唱
歌
問
題

に
入
る
、
今
日
の
＿
音
楽
唱
歌
の
有
様
を
見
る
に
、
本
邦
在
来
の
一
音
楽
よ
り
、
其

楽

道

粋

和
作
詞
、

『
唱
歌
莱
錦
』
第

一
、
二
十
二
年
。
〈
大
皇
國
〉
湯
本
武
比
古
作
詞
、
『
國
赦
唱

歌
集
』
三
十
年
。
〈
國
の
徳
〉
小
中
村
清
矩
作
詞
、
『
新
編
中
學
唱
歌
』

二
十
五
年
。
〈
燕
〉

同
、
同。

〈打
て
や
懲
せ
や
清
國
を
〉
横
井
忠
臣
作
詞
、
二
十
七
年
。

〈招
魂
社
〉
小
中

村
清
矩
作
詞
、
二
十
七
年
。
〈
琴
〉
林
甕
臣
作
詞
、
三
十
一

年
『
お
む
が
く
』
に
発
表
、

複
音
譜
。
〈
勧
學
の
歌
〉
高
崎
正
風
作
詞
、
『
唱
歌
莱
錦
』
第
二
、
二
十
三
年
九
月
。
〈
暮

春
〉
税
所
敦
子
作
詞
、
『
日
本
唱
歌
集
』
三
十
九
年
九
月
。
〈
皇
國
の
光
〉
中
村
秋
香
作

詞
、
『
國
民
唱
歌
』
小
山
作
之
助
編
、
二
十
四
年
七
月
。

〈稲
村
が
崎
〉
鳥
居
枕
作
詞
、

同
。
〈
輻
島
中
佐
歓
迎
歌
〉
佐
藤
誠
宜
作
詞
、
二
十
六
年
六
月
『
＿
音
楽
雑
誌
』
。
〈
義
勇
奉

公
〉
中
村
秋
香
作
詞
、
二
十
七
年
九
月

『
一
音
楽
雑
誌
』
。
〈
皇
太
后
陛
下
の
崩
御
を
悼
み

奉
る
歌
〉
黒
川
員
頼
作
詞
、
三
十
年
。
〈
橋
本
左
内
〉
河
津
直
入
作
詞
、

『
若
越
郷
土
唱

歌
』。

同
磐
合
唱
曲
、
花
下
懐
友
（
鳥
居
）
、
落
花
、
旅
の
道
、
秋
の
暮

（
以
上
大
和

田）
、
春
風
（
佐
々
木
）
、
以
上

『
女
子
日
新
唱
歌
』
三
十
九
年
、
大
和
田
建
樹
編
。

上
員
行
の
音
楽
談
義
（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
、
『
昔
榮
雑
誌
』
第
二
十
七
号
、
明
治
二
十
五
年
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普
及
の
度
も
感
情
も
宵
壌
の
差
あ
り
、
加
之
多
敷
の
本
邦
人
は
、
泰
西
の
年
日
柴

唱
歌
を
嫌
忌
す
る
も
の
A

如
し
、
左
れ
は
之
に
到
す
る
音
楽
家
の
覺
悟
及
採
る

へ
き
照
来
の
方
針
は
、
如
何
な
る
べ
き
や
の
問
に
到
し
、

主
人
公
口
を
開
き
て

日
く
、
然
り
、

泰
酉
音
楽
の
東
洋
音
楽
に
優
れ
る
は
、

識
者
が
許
す
虞
の
事
賓

に
し
て
、
別
段
蝶
々
を
要
せ
す
と
雖
も
、
本
邦
―
音
楽
の
如
き
は
、
三
韓
、
呉
、

隋
、
唐

の

古

攀

明

、
浦
架
、
各
種
、
の
俗
楽
等
あ
る
が
上
に
、
泰
西
楽
の
偉

来
せ
る
な
れ
ば
、
其
駁
雑
な
る
こ
と
、
萬
屋
の
如
く
、
掃
溜
の
如
く
、
其
嗜
好

も
千
差
萬
別
な
れ
ば
、
完
全
統
一
の
域
に
達
し
得
ざ
る
も
偶
然
に
あ
ら
ざ
る
な

り
、
殊
に
方
今
の
唱
歌
に
至
て
は
、
本
邦
人
作
曲
術
の
未
だ
進
歩
せ
ざ
る
に
よ

り
、
多
く
は
泰
西
の
曲
譜
を
採
り
て
之
に
附
す
る
に
、
本
邦
の
歌
詞
を
以
て
し

た
る
も
の
な
れ
ば
、
詞
、
曲
、
一

致
の
貼
に
於
て
は
、
往
々
妥
嘗
を
欠
け
る
も

の
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
、
是
れ
亦
泰
西
―
音
楽
の
完
備
整
然
た
る
に
拘
は
ら
ず
、

會
々
本
邦
人
の
耳
に
嫌
忌
せ
ら
る
A

一
因
な
ら
ん
か
、
唱
歌
集
中
に
も
螢
の

光
、
玉
の
宮
居
、
五
日
の
風
敷
曲
の
如
き
は
、
喝
采
を
得
つ
A

あ
り
、
素
と
是

れ
等
は
蘇
蘭
格
の
旋
律
に
し
て
、
音
律
も
＿
音
階
も
欧
州
古
代
的
の
者
、
所
謂
支

那
、
日
本
と
大
同
な
る
も
の
な
れ
ば
、
歌
詞
の
適
合
し
て
、
本
邦
人
の
感
情
嗜

好
に
合
す
る
の
致
す
所
な
ら
ん
、
さ
れ
ば
舶
来
の
＿
音
楽
此
儘
に
應
用
せ
ん
と
す

る
時
は
、
昔
架
の
員
の
教
育
あ
る
部
分
を
除
く
外
、

一
般
本
邦
人
の
心
裡
に
適

し
、
遍
く
普
及
す
る
の
結
果
を
見
る
は
、
甚
だ
困
難
な
る
こ
と
A

信
す
、
然
れ

共
如
何
な
る
方
針
方
法
に
よ
り
て
、
本
邦
人
に
適
せ
し
む
る
融
化
法
を
考
ふ
べ

き
や
に
劉
し
て
は
、
朦
大
遼
遠
の
問
題
な
る
を
以
て
、
余
輩
等
の
窺
へ
知
る
所

に
あ
ら
ざ
れ
共
、
兎
に
角
古
来
よ
り
我
國
音
楽
の
愛
遷
を
考
へ

、
少
し
く
賂
末

の
方
針
を
述
べ
ん
と
す
、
遠
く

本
邦
＿
音
楽
の
愛
遷

を
尋
ぬ
る
に
、
遼
遠
に
し
て
稜
端
測
知
す
べ
か
ら
ず
、
唯
本
邦
架
第
一
革
命
所

謂
支
那
架
博
来
以
前
の
音
楽
は
、
笛
、
和
琴
、
の
類
と
雖
純
な
る
唱
歌
と
あ
り

し
の
み
、

其
昔
律
の
不
完
全
な
る
固
よ
り
言
を
要
せ
ざ
る
べ
く
、
此
時
に
嘗
り

隋
唐
の
稜
逹
し
た
る
一
音
架
は
、
楽
師
と
共
に
渡
来
し
た
り
と
雖
も
、
此
一
音
楽
は

却
て
大
和
民
族
の
優
待
を
受
け
ず
し
て
、
彼
等
の
感
情
に
は
不
可
思
議
に
聞
へ

た
り
し
な
り
、
彼
等
は
元
来
肌
純
な
る
一
音
楽
に
の
み
涵
養
せ
ら
れ
た
れ
ば
、
高

尚
に
し
て
複
雑
な
る
一
音
楽
は
五
月
蠅
感
ぜ
し
も
、
無
理
な
ら
ざ
る
な
り
、
此
冷

淡
な
る
境
遇
時
代
に
営
り
、
彼
の
文
明
の
稗
性
を
帯
べ
る
聖
徳
太
子
、
厳
鼎
な

る
法
律
を
規
定
し
て
、
新
―音
楽
を
研
究
せ
し
む
る
事
に
奨
勘
せ
し
と
雖
も
、
如

何
せ
ん
感
情
嗜
好
の
無
形
的
行
為
は
、
流
石
駆
制
の
法
も
抑
へ
る
に
由
な
く
、

残
酷
に
も
外
図
架
は
不
充
分
な
る
本
邦
楽
の
為
に
、
頭
を
上
ぐ
る
能
は
ざ
り
し

0

0
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が
、
慧
眼
敏
捷
な
る
太
子
、
早
く
も
之
を
覺
り
、
之
を
普
及
し
隆
盛
な
ら
し
め

0
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ん
に
は
、
人
心
の
感
所
を
抑
へ
て
之
に
代
ら
し
む
る
に
如
か
ず
と
、

遂
に
万
古

末
曾
有
の
法
律
を
顎
布
し
た
り
、
日
＜

•••••••••••••••••••• 
外
國
博
来
の
＿
音
楽
を
為
す
も
の

は
、
課
税
を
免
ず
べ
し

と
、
此
妙
な
る
法
令
と
共
に
、
新
＿
音
楽
は
其
歩
を
進
め
、
稽
一
般
に
普
及
し
た

り
と
雖
も
、
こ
は
是
れ
支
那
従
来
の
醗
状
其
儘
を
移
し
た
る
も
の
な
れ
ば
、
感

情
嗜
好
に
伴
は
ざ
る
た
め
、
思
は
し
く
あ
ら
ざ
り
し
な
り
、
有
司
之
を
憂
へ

、

＿
音
楽
専
門
の
遣
唐
留
學
生
を
派
し、

彼
國
―音
楽
の
奥
を
究
め
し
む
、
而
し
て
彼

等
留
學
生
の
蹄
朝
す
る
や
、
大
に
其
組
織
を
愛
じ
て
、
従
来
の
新
―
音
楽
を
一
愛

し、

専
ら
本
邦
人
の
人
情
嗜
好
に
合
せ
ん
事
を
務
め
、
遂
に
今
日
の
雅
楽
を
大

成
し
た
る
者
な
り
、
是
れ
余
輩
が
討
究
を
下
し
た
る

の
事
賓
、
歴
史
上
の
証
説

な
り
、
そ
も
此
れ
が
討
究
を
下
す
に
至
り
た
る
は
、

賓
に
一
昨
年
奈
良
漫
遊
の

際
、
彼
の
有
名
な
る
正
倉
院
に
於
て
、
奈
良
朝
の
架
器
を
拝
観
し
た
る
時
に
あ
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是に由て観れば、奈良朝以前帥ち革命前までは、幾多の楽器より組

織したる半成和竪的の者に疑ひなく、所謂今日雅楽に用ゐる者と、

同名同形なる者は二、同名にして異形なる者は五、而して全くなき

ものは八種あり、此等を以て考ふれば、今日の楽器は奈良朝時代架

器の一部則ち最小なる者を採り、之に改良を加へたるものA如く、

他は皆煩はしきか為に、放棄したるに似たり。

呼々彼等遣唐留學生の大偉人が、大英断と大卓見とを以て、本邦

人の嗜好感情に伴ふ新音楽を組織し、従来の神楽の如きは、之を敬

して祭祀の一部に供へ、其他雑楽の譜の如きは、高閣に束ねしめた

るなり、（此革命に方り、和磐上の架器を煩しとて排棄したるは、

賓に千古の遺憾にして、余の常に歎惜止む能はざる所なり）要する
000 0 0 0 0 0 00 

に此結果を収め得たる所以の者は、音楽の偉人が顕出して、其國人
000 0 0 0 0 0 0 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

に適合したる新奇の一音楽に融化せしめたる故のみ。

器架御院倉正

面 鼓 ク目 絃

I 類 類 類 面

笙 喜 >小 冒

大斎笙笛
琵 和 同

五
鍍敷 琶琴 名
築 ケ 絃七五絃一 異

敷
形ケ

尺篇

十ケ〗百敷
方腰 空玩新旦異

八
磐鼓 八 篠咸 名

翡9冒 —ー一其他
異

形

楽
器
の
種
類

本
邦
に
は
楽
器
の
種
類
、
甚
た
多
し
と
雖
も
、
俗
楽
器
に
て
完
全
に
近
く
痰

達
せ
る
者
は
、
三
絃
な
る
へ
し
、
然
れ
と
も
其
弾
法
に
至
て
は
、
寧
し
ろ
風
雅

上
品
の
等
は
人
の
嗜
好
に
適
し
、
採
用
せ
ら
る
べ
し
、

泰
西
の
＿
音
架
器
に
て、

後
束
盛
ん
に
行
は
る
へ
き
者
は
、
第
一
に
ヴ
ワ
イ
オ
リ
ン
第
二
に
風
琴
な
る
ヘ

く
、
ピ
ア
ノ
の
如
き
は
生
計
の
度
に
適
せ
さ
る
を
以
て
、
二
器
と
同
し
く
弘
＜

採
用
せ
ら
る
A

は
難
か
る
べ
し
、
無
論
大
革
命
の
日
に
は
、
今
日
本
邦
に
行
は

る
A

瑣
々
た
る
楽
器
は
大
半
掃
瘍
せ
の
れ
ん
の
み
、
さ
れ
ば
今
日
に
於
て
之
を

攻
究
し
、
之
を
討
議
す
る
機
開
な
か
る
へ
か
ら
す
、
幸
に

＿
音
楽
雑
誌

あ
り
、
近
比
メ
ッ
キ
リ
稜
逹
し
た
り
、
余
輩
影
な
か
ら
萬
歳
を
稲
ふ
、
是
れ
蓋

し
四
鼈
氏
の
先
見
と
忍
耐
の
生
み
し
慮
な
ら
ん
、
余
輩
は
同
氏
の
世
を
看
破
す

俄
に
在
来
の
昔
榮
に
打
勝
ち
て
、
遍
く
普
及
顎
逹
せ
し
む
る
事
こ
れ
望
む
べ
か

ら
ず
、
蓋
し
之
を
能
く
す
る
所
以
の
者
は
、
能
く
西
洋
の
音
楽
を
研
究
し
、
其

0

0
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奥
を
極
め
、
其
性
を
考
へ
て
本
邦
＿
音
楽
と
、
競
進
せ
し
む
る
に
あ
る
の
み
、
然

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ら
は
一
定
期
間
に
秀
吉
家
康
の
如
き
、
海
内
を
一
統
す
る
偉
人
否
な
、ー
音
楽
上

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

の
大
偉
人
輩
出
し
て
、
今
日
の
本
邦
楽
と
泰
西
架
と
を
程
よ
く
融
合
し
、
天
晴

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

れ
何
と
も
謂
ひ
能
は
さ
る
の
新
音
架
顕
出
し
て
、
第
二
音
楽
の
革
命
始
め
て
成

、、
ら
ん
。

に
至
ら
ざ
る
は
、
止
む
を
得
ざ
る
の
事
な
り
、
最
も
未
た
年
浅
き
事
な
れ
ば
、

今
日
の
昔
柴
唱
歌
は
、
恰
も
聖
徳
太
子
時
代
の
如
く
、
邦
人
が
悉
く
好
愛
す
る

の
途
を
踏
ん
で
、
始
め
て
普
及
す
べ
き
を
豫
言
せ
ざ
る
を
得
ず
、
何
と
な
れ
ば

れ
ば
、
是
に
依
り
蹄
納
し
て
断
定
を
下
さ
ば
、
今
日
の
泰
西
―音
楽
も
此
と
同

り
、
則
ち
其
楽
器
の
種
類
は
左
の
如
し
、

本
邦
の
＿
音
楽
夫
れ
此
く
の
如
き
の
事
賓
を
以
て
、
今
日
に
至
り
た
る
も
の
な
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る
の
敏
な
る
に
驚
く
、
所
謂
嘗
時
書
雖
か
音
楽
書
の
出
版
を
以
て
、
難
物
の
一

に
置
き
た
り
し
に
、
猫
り
四
鼈
氏
の
出
版
書
に
至
て
は
、
少
く
も
四
五
版
に
至

ら
さ
る
な
し
と
聞
く
、

是
れ
氏
の
慧
眼
な
ら
す
し
て
何
ぞ
、
氏

の
音
楽
界
に
祓

渉
す
る
地
位
、
近
日
朗
々
の
音
に
て
歓
迎
せ
ら
れ
ん
、
今
述
へ
し
所
は
上
員
行

一
己

の
愚
見

の
み
、
敢
て
問
に
答
へ
て
音
架
の
為
め
に
心
底
の
一
班
を
吐
露
す

る
の
み
、
請
ふ
笑
察
あ
れ
と
、
時
に
粋
士
明
治
廿
五
年
十
二
月
某
日
月
光
に
導

か
れ
、
牛
込
矢
来
町
廿
三
番
地
を
立
出
た
り
。

式
部
職
楽
師
兼
伶
人
、
東
京
府
士
族
、
旧
楽
人

安
政
五
年
(
-
八
五
八
）
九
月
二
十
日
。
京
都
塔
之
段
毘
沙
門
町
に
於
て
生
。

明
治
二
年
(
-
八
六
九
）
七
月
二
十
七
日
百
官
受
領
被
賤
に
付
各
位
階
を
禰
。
但
し
上

下
の
禰
自
四
位
初
位
に
至
迄
被
陵
。

同
三
年
(
-
八
七
0
)
＋
一
月
十
九
日
自
今
藷
官
人
元
諸
大
夫
侍
井
元
中
大
夫
等
位
階

総
而
被
履
。
十
一
月
二
十
八
日
依
願
東
上
。
十
一
月
伶
員
申
し
付
け
ら
れ
る
。

同
四
年
(
-
八
七
一
）
九
月
十
二
日
雅
楽
長
助
権
助
被
陵
更
に
式
部
寮
江
合

併

被

仰

付
。

同
七
年
(
-
八
七
四
）
六
月
二
十
八
日
上
等
伶
員
申
し
付
け
ら
れ
る
。
十
二
月
十
四
日

欧
洲
楽
博
習
申
し
付
け
ら
れ
る
。

同
八
年
(
-
八
七
五
）
三
月
十
三
日
任
少
伶
人
。
四
月
八
日
任
権
中
伶
人
。

同
十
年
(
-
八
七
七
）
＋
月
二
十
八
日
除
服
出
仕
。
十
月
三
十
一
日
式
部
寮
中
大
伶
人

以
下
被
腹
更
に
一
等
伶
人
以
下
被
置
。
十
一
月
一
日
任
四
等
伶
人
。

同
十
一
年
(
-
八
七
八
）
八
月
二
十
九
日
任
四
等
伶
人
。

同
十
四
年
(
-
八
八
一
）
二
月
十
日
文
部
省
御
用
掛
兼
勤
申
し
付
け
ら
れ
る
。
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
、
内
外
音
律
、
和
声
の
研
究
。
唱
歌
の
選
曲
。
音
楽
取
調
掛
勤
務
申
し
付
け

ら
れ
る
為
手
鴬
金
拾
円
給
典
。

同
十
五
年
(
-
八
八
二
）
九
月
十
三
日
職
務
勉
勘
に
付
為
手
堂
金
拾
円
給
興
。

奥
好
義

（
お
く
よ
し
い
さ
）

同
十
六
年
(
-
八
八
三
）
三
月
十
九
日
自
今
壼
個
月
金
拾
五
円
給
興
。

同
十
七
年
(
-
八
八
四
）
九
月
二
十
日
教
員
可
相
勤
。
十
一
月
十
四
日
任
雅
楽
師
。
十

月
二
十
九
日
祖
先
以
来
連
綿
楽
道
に
従
事
に
付
一
家
保
護
の
た
め
毎
年
八
拾
五
円
下

賜゚
同
十
八
年
(
-
八
八
五
）
六
月
一
日
東
京
女
子
師
範
學
校
御
用
掛
兼
勤
申
し
付
け
ら
れ

る
。
八
月
十
七
日
職
務
勉
勘
に
付
為
手
嘗
金
拾
円
給
典
。
九
月
七
日
兼
東
京
師
範
學

校
諾
申
し
付
け
ら
れ
る
。

十
月
二
十
七
日
文
部
省
御
用
掛
差
免
。
東
京
師
範
學
校
御

用
掛
兼
勤
申
し
付
け
ら
れ
る
。
兼
音
楽
取
調
所
詰
申
し
付
け
ら
れ
る
。

同
十
九
年
(
-
八
八
六
）
一
月
二
十
一
日
東
京
師
範
學
校
兼
勤
差
免
。
音
楽
教
授
方
嘱

託
さ
れ
る
。
兼
音
楽
取
調
掛
教
授
方
嘱
託
さ
れ
る
。
唱
歌
、
オ
ル
ガ
ン
、
ピ

ア
ノ
を

担
当
。
六
月
二
日
兼
任
高
等
師
範
學
校
助
教
諭
。
叙
判
任
官
六
等
。
年
俸
金
百
二
十

円
給
典
。

同
二
十
年
(
-
八
八
七
）
二
月
三
日
音
楽
取
調
掛
教
授
方
嘱
託
を
解
か
れ
る
。
東
京
高

等
女
學
校
兼
務
を
免
ぜ
ら
れ
る
。
月
俸
金
拾
五
円
給
興
。

同
二
十
三
年
(
-
八
九

0
)
三
月
三
十
一
日
免
兼
高
等
師
範
學
校
助
教
諭
。
兼
任
女
子

高
等
師
範
學
校
助
教
諭
。
叙
判
任
官
四
等
。
月
俸
金
拾
五
円
給
輿
。
七
月
二
十
三
日

補
架
師
兼
伶
人
。
月
俸
拾
五
円
支
給
。

同
二
十
五
年
(
-
八
九
二
）
二
月
十
九
日
免
兼
官
。
兼
任
女
子
高
等
師
範

學
校

助
教

授
。
七
月
十
二
日
兼
官
職
務
勉
勘
に
付
為
慰
労
金
九
拾
円
給
典
。
十
二
月
兼
官
職
務

勉
勘
に
付
為
慰
労
金
百
四
拾
五
円
給
典
。

同
二
十
六
年
(
-
八
九
三
）
四
月
十
四
日
尋
常
師
範
學
校
尋
常
中
學
校
高
等
女
學
校
音

楽
科
教
員
た
る
事
を
免
許
さ
れ
る
。
五
月
三
十
一
日
職
務
勉
勘
に
付
為
其
賞
金
三
拾

六
円
給
典
。
免
兼
女
子
高
等
師
範
學
校
助
教
授
。
嘗
校
生
徒
の
授
業
を
嘱
託
さ
れ

る。

壼
個
月
手
嘗
金
拾
八
円
給
典
。

同
二
十
七
年
(
-
八
九
四
）
―
-
月
七
日
本
校
附
属
音
楽
學
校
の
教
務
を
嘱
託
さ
れ
る
。

三
月
三
十
一
日
教
務
嘱
託
為
手
当
金
五
拾
五
円
給
興
。

同
三
十
四
年
(
-
九

0
-
）
六
月
二
十
七
日
叙
勲
八
等
授
瑞
宝
章
。

同
三
十
五
年
(
-
九

0
二
）
三
月
三
十
一
日
授
業
嘱
託
を
解
か
れ
る
。
四
月
八
日
遠
山

御
用
掛
所
労
引
籠
中
常
官
、
周
官
御
用
掛
兼
務
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

第 1章 音楽取調掛 明治12年～20年 (1879~1887) 278 



同
三
十
六
年
(
-
九

0
三
）
＋
一
月
二
十
七
日
依
願
免
本
官
井
兼
官
。

こ
の
間
明
治
十
九
年
に
は
神
田
裏
猿
楽
町
の
尚
縞
小
学
校
内
で
「
唱
歌
會
」
を
設

立
し
、

鳥
居
枕
、
上
員
行
、
辻
則
承
ら
と
と
も
に
民
間
の
音
楽
学
校
を
始
め
、
二
十

年
設
立
の
芝
唱
歌
會
（
小
山
作
之
助
主
宰
）
と
併
立
し
て
い
た
。
奥
好
義
は
唱
歌
作

曲
者
と
し
て
又
芸
術
的
演
奏
家
と
し
て
当
時
の
潔
出
し
た
若
い
秀
オ
で
あ
っ
た
。

明
治
三
十
六
年
(
-
九

0
三
）
か
ら
七
年
間
山
形
県
立
酒
田
高
等
女
学
校
で
教
鞭

を
と
っ
た
。
こ
の
間
に
山
形
県
内
の
数
校
の
校
歌
を
作
曲
し
て
い
る
。

酒
田
か
ら
帰
京
後
は
再
び
楽
部
に
も
ど
り
、
伶
人
と
し
て

の
職
務
の
他
、
唱
歌
の

作
曲
お
よ
び
音
楽
教
育
に
従
事
し
た
。

昭
和
八
年
(
-
九
三
一
―
-
)
三
月
九
日
没
。

初
期
の
唱
歌
作
品
（
『
東
亜
昔
榮
論
叢
』
―
―九
l
―
二
0
頁）

祝
日
大
祭
日
歌
天
長
節
、
黒
川
員
頼
作
詞
、
二
十
五
年
頃
。『
明
治
唱
歌
』
（
奥
、
大

和
田
共
編
）
ー
第

一
集
よ
り
〈
紀
元
節
〉
下
田
歌
子
作
詞
、
〈
勧
學
の
歌
〉
高
崎
正
風

作
詞
、
〈
新
年
〉
〈
春
風
〉
〈
千
里
の
友
〉
〈
沖
と
磯
〉

以
上
大
和
田
作
詞
、
二
十
一
年
。

第
二
集
よ
り

〈
浦
の
夏
〉
〈
岩
間
の
清
水
〉
〈
舟
あ
そ
び
〉
〈
夜
半
の
曲
〉

以
上
大
和
田
作

詞

二

十
二
年
。
第
三
集
よ
り
〈
霞
む
夕
日
〉
〈
皆
物
眼
〉
以
上
大
和
田
作
詞
、
〈
海
の

あ
れ
る
〉
〈
か
た
み
の
琴
〉
〈
あ
ら
れ
〉
以
上

「い
さ
り
火
」
よ
り
、
二
十
二
年
。
第
四

集
よ
り
〈
未
来
の
旅
〉
〈
墳
墓
の
土
地
〉
〈
招
け
来
る
春
を
〉
以
上
大
和
田
作
詞
、
二
十

二
年
。
第
五
集
よ
り
〈
去
年
の
友
〉
〈
故
郷
の
文
〉
〈
農
夫
の
吟
〉
以
上
大
和
田
作
詞
、

二
十
三
年
。
第
六
集
よ
り

〈
汽
車
〉
〈
た
だ
望
〉
〈
星
か
と
見
え
て
〉
〈
あ
す
の
空
〉

以
上

大
和
田
作
詞
、
二
十
五
年
。
『
唱
歌
莱
錦
』
（
奥
好
義
選
）
—
—
ー
第
一
集
よ
り
〈
國
の
基
〉

高
崎
正
風
作
詞
、
〈
御
垣
の
内
〉
同
（
学
習
院
生
徒
奉
祝
立
皇
太
子
式
の
歌
）
、
〈敦

へ
の

庭
〉
下
田
歌
子
作
詞
、
〈
別
れ
の
歌
〉
加
部
厳
夫
作
詞
、
〈
流
る
る
水
〉

下
田
歌
子
作
詞
、

二
十
二
年
。
第
二
集
よ
り
〈
御
代
の
秋
〉
税
所
敦
子
作
詞
二

十
三
年
。
『
儀
式
唱
歌
』

（
奥
編
）
二
十
六
年
|
|
〈
開
校
式
〉
〈
終
業
式
〉
以
上
本
居
豊
頴
作
詞
。
『
新
編
中
學
唱

歌
』
（
奥
編
）
二
十
五
年
|
|
〈
五
月
二
十
八
日
〉
阪
正
臣
作
詞
、
〈
か
ざ
し
の
櫻
〉
下
田

歌
子
作
詞
、
〈
暮
秋
〉
税
所
敦
子
作
詞
、
〈
い
ざ
進
め
〉
中
村
秋
香
作
詞
。
『
歴
史
唱
歌
』

（奥
編
）
二

十
七
年
ー
ー
〈
紳
の
御
告
〉
〈
巨
勢
山
〉
以
上
阪
正
臣
作
詞
、
〈
闘
の
白
雪
〉

〈
磯
邊
の
波
〉
鳥
山
啓
作
詞
、
〈
ゆ
か
り
の
色
〉
菊
間
義
清
作
詞
。
御
製
〈
金
剛
石
〉

ニ

十
六
年
。
『
新
編
軍
歌
集
』
（
奥
編
）
二
十
七
年
。
小
學
唱
歌
（
奥
編
）
二
十
七
年
。
軍

國
軍
歌
〈
劇
夙
の
響〉

二
十
七
年
。
〈
金
糸
雀
（
か
な
り
や
）
〉
菊
間
義
清
作
歌
、
二
十

七
年
。
〈
御
垣
の
梅
ケ
枝
〉
御
結
婚
満
二
十
五
年
御
祝
儀
唱
歌
、
二

十
七
年
。
〈
婦
人
従

軍
歌
〉
菊
間
義
清
作
詞
、
二
十
七
年
七
月
。
〈
旭
の
御
旗
〉
四
鼈
納
治
作
詞
、
二
十
七

年
。
〈
平
壊
の
戦
〉
中
村
秋
香
作
詞
、
『
大
捷
軍
歌
』
第

一
よ
り
、
二
十
七
年
。

〈
勇
敢
な

る
水
兵
〉
佐
々
木
信
綱
作
詞
、
二
十
八
年
二
月
。

〈
皇
統
〉

小
中
村
義
象
作
詞
、
『
明
治

軍
歌
集
』
よ
り
、
二
十
七
年
十
一
月
。
〈
道
の
先
〉
『
＿
音
楽
雑
誌
』
二
十
七
年
六
月
。
〈
町

田
大
尉
〉
阪
正
臣
作
詞
、
大
捷
軍
歌
、
二
十
七
年
。〈
出
陣
の
曲
〉
〈
進
軍
の
曲
〉
〈
凱
陣

の
曲
〉
以
上
大
和
田
作
詞
、
新
編
軍
歌
よ
り
。
幼
稚
の
曲
（
大
和
田

・
奥
共
編
）
二
十

一、

二

年

ー

〈
朝
の
歌
〉
〈
曇
ら
ぬ
日
〉
〈
来
鳴
や
蒻
〉
〈
鴨
ぞ
な
く
〉〈
日
は
山
に
〉〈
日

本
の
名
〉
。
〈
烏
〉

田
邊
友
三
郎
作
詞
、
『
幼
年
唱
歌
』

二
編
下
よ
り
、
三
十
四
年
。
〈
家

の
風
〉
佐
々
木
信
綱
作
詞
、
『
國
敦
唱
歌
集
』
よ
り
、
三
十
年
。

な
お
、
奥
は
わ
が
国
で
最
初
の
ピ
ア
ノ
教
則
本
を
編
集
し
た
こ
と
で
も
よ
く
知
ら
れ

て
い

る
。
『
洋
琴
敦
則
本
』
寛
裕
舎
、

明
治
二
十
三
年
九
月
発
行
、

は
バ
イ
エ
ル
を
軸

に
小
学
唱
歌
の
編
曲
を
挿
入
し
た
も
の
で
、
楽
部
で
は
大
正
時
代
ま
で
こ
の
教
則
本
を

使
用
し
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。

辻
則
承
（
つ
じ
の
り
つ
ぐ
）

東
京
府
士
族
、
旧
楽
人

安
政
三
年
(
-
八
五
六
）
四
月
一
日
大
和
國
添
上
郡
奈
良
御
所
馬
場
に
於
て
生
る
。

明
治
三
年
(
-
八
七

0
年
）
十

一
月
伶
員
申
し
付
け
ら
れ
る
。

同
六
年
(
-
八
七
三
）
七
月
依
願
東
上
。

同
七
年

(
-
八
七
四
）
六
月
二
十
八
日
上
等
伶
員
申
し
付
け
ら
れ
る
。
七
月
十
七
日
任

少
伶
人
。
十
二
月
十
四
日
欧
洲
架
博
習
申
し
付
け
ら
れ
る
。

同
八
年
（

一
八
七
五
）
四
月
八
日
任
櫂
中
伶
人
。

同
十
年
(
-
八
七
七
）
十
一
月
一
日
一

等
伶
員
申
し
付
け
ら
れ
る
。

同
十

一
年
(
-
八
七
八
）
三
月
十
四
日
紳
武
天
皇
御
例
祭
御
陵
へ
参
向
申
し
付
け
ら
れ

る
。
八
月
二
十
九
日
任
五
等
伶
人
（
改
正
の
た
め
）
。

同
十
二
年
(
-
八
七
九
）
五
月
二
十
二
日
洋
琴
偲
習
申
し
付
け
ら
れ
る
。
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同
十
四
年
(
-
八
八
一
）
二
月
十
日
文
部
省
御
用
掛
兼
勤
、
音
楽
取
調
掛
兼
務
申
し
付

け
ら
れ
る
。
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
内
外
音
律
の
研
究
、
和
声
の
研
究
、
唱
歌
の
選
曲
に

従
事
。
唱
歌
、
オ
ル
ガ
ン
、
ピ

ア
ノ
の
授
業
を
担
当
。

同
十
七
年
(
-
八
八
四
）
十
一
月
十
四
日
任
雅
楽
手
。

同
二
十

一
年
(
-
八
八
八
）
五
月
十
九
日
任
楽
師
兼
伶
人
。

同
二
十
四
年
(
-
八
九
一
）
四
月
東
京
音
楽
學
校
授
業
嘱
託
解
任
さ
れ
る
。

以
後
雅
楽
の
研
究
お
よ
び
演
奏
者
と
し
て
活
躍
。

大
正
十
一
年
(
-
九
ニ
―
-
）
八
月
二
十
九
日
没
。

辻
則
承
に
は
次
の
よ
う
な
唱
歌
作
品
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
雅
楽
調
を
主
と
し
て
作

曲
し
て
い
る
（
『
東
亜
音
楽
論
叢
』
二
三
頁
）
。

〈
別
れ
の
歌
〉
加
部
厳
夫
作
詞
、

〈故
郷
の
山
〉
大
和
田
建
樹
作
詞
、
こ

の
二
曲
は
『
明

治
唱
歌
』
第

一
集
（
二
十
一
年
）
に
掲
載
。

〈
隔
て
ぬ
影
〉
大
和
田
建
樹
作
詞
、
『
明
治

唱
歌
』
第
二
集
（
二

十
二
年
）
。〈
少
女
の
死
〉
「
い
さ
り
火
」
よ
り
、
『
明
治
唱
歌
』
第

三
集
（
二
十
二
年
）
。

〈
秋
は
い
ま
〉
大
和
田
建
樹
作
詞
、
『
明
治
唱
歌
』
第
四
集
（
二
十

二
年
）
。

〈雪
ふ
ま
ん
〉
大
和
田
建
樹
作
詞
、
『
明
治
唱
歌
』
第
五
集
（
二
十
三
年
）
。
〈
四

恩
の
歌
〉
加
部
厳
夫
作
詞
、

『
一
音
楽
雑
誌
』
第
十
六
号
、
明
治
二
十
五
年
一
月
。

多
久
隧

（
お
お
の
ひ
さ
よ
り
）

東
京
府
士
族

嘉
永
三
年
(
-
八
五

0
)
七
月
二
十
六
日
生
。

慶
應
四
年
(
-
八
六
八
）
正
月
三
日
内
侍
所
勤
番
仰
せ
付
け
ら
れ
る
。
同
月
二
十
八
日

太
政
官
代
勤
番
仰
せ
付
け
ら
れ
る
。

明
治
二
年
(
-
八
六
九
）
二
月
十
七
日
太
政
官
代
勤
番
被
免
゜

同
三
年
(
-
八
七

0
)
六
月
十
五
日
御
用
に
付
東
上
申
し
付
け
ら
れ
る
。
十
一
月
二
十

日
伶
生
申
し
付
け
ら
れ
る
。

同
月
二
十
九
日
伶
生
被
廃
。
同
日
任
少
伶
人
。

十
二
月

十
日
東
京
府
貫
属
士
族
仰
せ
付
け
ら
れ
る
。

同
四
年
(
-
八
七
一
）
正
月
二
十
日
春
日
祭
に
付
上
京
申
し
付
け
ら
れ
る
。
六
月
六
日

叙
従
九
位
。

同
七
年
(
-
八
七
四
）
十
二
月
十
四
日
欧
洲
衆
偉
習
申
し
付
け
ら
れ
る
。

同
八
年
(
-
八
七
五
）
四
月
八
日
任
櫂
中
伶
人
。

同
九
年
(
-
八
七
六
）
十
一
月
二
日
除
服
出
仕
゜

同
十
年
(
-
八
七
七
）
＋
月
一
二
十
一
日
式
部
寮
中
大
伶
人
以
下
被
廃
。
十
一
月
一
日
任

四
等
伶
人
。

同
十
一
年
(
-
八
七
八
）
七
月
一
一
日
佛
国
博
覧
會
出
品
楽
器
整
理
方
一
層
勉
勘
に
付
金

園
下
賜
。
八
月
二
十
九
日
一
等
伶
人
以
下
被
曖
更
に
一
等
伶
人
以
下
被
置
。
同
日
任

四
等
伶
人
。

同
十
三
年
(
-
八
八

0
)
十
一
月
十
一
日
光
格
天
皇
御
式
年
祭
参
向
申
し

付
け
ら
れ

る。

同
十
六
年
(
-
八
八
三
）

三
月
二

日
文
部
省
御
用
掛
兼
勤
申
し
付
け
ら
れ
る
。
取
扱
准

判
任
。
同
日
音
楽
取
調
掛
申
付
為
手
嘗
一
ヶ
月
金
拾
圏
給
典
。
三
月
三
日
助
教
可
相

勤。
同
二
十
年
(
-
八
八
七
）
―
-
月
音
楽
取
調
掛
を
辞
職
の
の
ち
は
二
十
一
年
か
ら
二

十
九
年
(
-
八
八
八

l
一
八
九
六
）
ま
で
東
京
盲
学
校
を
兼
任
し
、
同
校
で
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
お
よ
び
唱
歌
を
教
え
た
。
大
正
十
年
(
-
九
ニ

―
)
十
二
月
楽
部
を
依
願
退

職
、
十
三
年
(
-
九
二
四
）
八
月
十
九
日
没
。

多
忠
廉
G

お
お
の
た
だ
き
ょ
）

多
忠
廉
）

弘
化
二
年
(
-
八
四
五
）
十
一
月
十
六
日
生
。

慶
應
四
年
(
-
八
六
八
）
正
月
三
日
内
侍
所
非
常
附
勤
番
申
し
付
け
ら
れ
る
。
二
月
二

十
八
日
内
侍
所
非
常
附
勤
番
被
免
太
政
官
代
勤
番
申
し
付
け
ら
れ
る
。

明
治
元
年
(
-
八
六
八
）
九
月
十
七
日
叙
従
五
位
上
。

同
二
年
(
-
八
六
九
）
七
月
二
十
七
日
百
官
受
領
被
廃
に
付
各
位
階
を
称
す
る
、
但
上

下
の
称
自
四
位
初
位
に
至
迄
被
廃
。

同
三
年
(
-
八
七

0
)
三
月
十
五
日
御
用
に
付
東
上
仰
せ
付
け
ら
れ
る
。
十
一
月
十
九

日
自
今
旧
官
人
元
諸
大
夫
侍
井
元
中
大
夫
等
位
階
総
て
。
十
一
月
二
十
九
日
任
少
伶

人
。

東
京
府
士
族
、
旧
楽
人
（
従
五
位
下
右
近
衛
将
曹
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同
四
年
(
-
八
七
一
）
六
月
六
日
叙
従
九
位
。

同
六
年
(
-
八
七
三
）
五
月
十
日
兼
任
櫂
大
舎
人
。
十
月
二
日
淳
仁
天
皇
、
順
徳
院
天

皇
、
土
御
門
院
天
皇
三
帝
神
霊
御
還
遷
に
付
奉
迎
参
向
申
し
付
け
ら
れ
る
。

同
七
年
(
-
八
七
四
）
―
―
―月
九
日
順
徳
院
天
皇
奉
迎
参
向
被
免
。
五
月
十
七
日
免
兼

官。

十
二

月
十
四
日
欧
洲
楽
偲
習
申
し
付
け
ら
れ
る
。

同
八
年
(
-
八
七
五
）
四
月
十
三
日
除
服
出
仕
。
四
月
八
日
任
櫂
中
伶
人
。

同
十
年
(
-
八
七
七
）
＋

一
月
一
日
任
四
等
伶
人
。

同
十
一
年
(
-
八
七
八
）
七
月
二
日
佛
国
博
莞
會
出
品
楽
器
整
理
方
一
思
勉
勘
に
付
賞

典
金
賜
ら
れ
る
。

同
十
二
年
(
-
八
七
九
）
九
月
二

十
三
日
神
宮
神
嘗
祭
に
付
奏
迎
参
向
申
し
付
け
ら
れ

る。

同
十
五
年
(
-
八
八
二
）
十
月
四
日
任
三
等
伶
人
。

同
十
七
年
(
-
八
八
四
）
十
月
二
十
九
日
祖
先
来
楽
道
従
事
段
奇
特
被
恩
召
一
家
為
保

護
毎
年
金
円
被
下
。
十
一
月
十
四
日
任
雅
楽
師
。

同
十
八
年
(
-
八
八
五
）
四
月
二
日
文
部
省
御
用
掛
兼
勤
被
申
付
、
但
為
手
営
一
ヶ
月

金
七
円
五
拾
錢
。
同
日
音
楽
取
調
所
諾
申
し
付
け
ら
れ
る
。
十
月
十
三
日
文
部
省
御

用
掛
を
解
か
れ
る
。

以
後
楽
部
伶
人
と
し
て
専
任
。
大
正
三
年
(
-
九
一
四
）
七
月
二
十
日
宮
内
官
分

限
令
第
六
條
第
一
項
第
四
号
に
よ
り
休
職
を
命
ぜ
ら
れ
、
大
正
五
年
(
-
九
一
六
）

四
月
二
十
九
日
没
す
。

多
忠
孝

（
お
お
の
た
だ
た
か
）

東
京
府
士
族
、
旧
楽
人

嘉
永
二
年
(
-
八
四
九
）
三
月
十
一
日
生
。

明
治
四
年
(
-
八
七
一
）
二
月
十
三
日
伶
員
申
し
付
け
ら
れ
る
。

同
七
年
(
-
八
七
四
）
六
月
二
十
八
日
中
等
伶
員
申
し
付
け
ら
れ
る
。

同
八
年
(
-
八
七
五
）
四
月
八
日
任
櫂
少
伶
人
。

同
十
年
(
-
八
七
七
）
十
月
三
十
一
日
二
等
伶
員
申
し
付
け
ら
れ
る
。

同
十
一
年
(
-
八
七
八
）
―
二
月
四
日
紳
武
天
皇
御
例
祭
に
付
山
陵
参
向
申
し
付
け
ら
れ

る
。
八
月
二
十
九
日
任
六
等
伶
人
。

同
十
三
年
(
-
八
八

0
)
十
二
月
二
十
三
日
任
五
等
伶
人
。

同
十
七
年
(
-
八
八
四
）
＋
月
二
十
九
日
祖
先
以
来
連
綿
楽
道
に
従
事
に
付

一
家
保
護

の
為
め
毎
年
金
八
拾
五
円
下
賜
旨
辞
令
を
蒙
る
。
＋
一
月
十
四
日
任
雅
楽
手
。
同
日

十
五
等
相
嘗
年
俸
金
百
四
十
四
円
支
給
。

同
十
八
年
(
-
八
八
五
）
一
月
十
七
日
孝
明
天
皇
御
陵
祭
参
向
申
し
付
け
ら
れ
る
。
四

月
二
日
文
部
省
御
用
掛
兼
勤
申
し
付
け
ら
れ
る
、
但
為
手
富
一
ヶ
月
金
七
円
五
拾

錢
。
同
日
音
楽
取
調
掛
詰
申
し
付
け
ら
れ
る
。

同
年
六
月
に
は
文
部
省
御
用
掛
兼
務
が
解
か
れ
、
東
京
女
子
師
範
学
校
御
用
掛
兼

務
を
命
ぜ
ら
れ
て
ピ
ア
ノ
と
唱
歌
の
授
業
を
行
っ
た
。

十
九
年
(
-
八
八
六
）
一
月

同
校
と
の
兼
務
も
解
か
れ
楽
部
専
任
と
な
っ
て
、
大
正
十
年
(
-
九
ニ
―
)
依
願
退

職
し
た
。
忠
廉
の
弟
。
大
正
十
四
年
(
-
九
二
五
）
十
月
二
十
日
没
。

以
上
の
音
楽
取
調
掛
員
の
ほ
か
、
同
掛
を
支
え
た
若
い
助
教
た
ち
も
忘
れ
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
ま
ず
、
明
治
十
三
年
十
月
に
入
学
し
た
第
一
回
の
伝
習
生
の
中
か
ら

は
中
村
専
、
加
藤
貞
、
鳥
居
枕
、
藤
川
さ
ゐ
、
林
蝶
ら
が
助
手
と
な
っ
た
。
中
村
専

は
英
語
と
等
を
教
え
、
鳥
居
沈
は
明
治
十
五
年
三
月
か
ら
助
教
と
な
り
唱
歌
を
受
け

持
っ
た
。
の
ち
に
東
京
音
楽
学
校
教
授
と
な
る
。
加
藤
貞
、
藤
川
さ
ゐ
も
唱
歌
を
、

林
蝶
は
胡
弓
を
受
け
持
っ
た
。
十
八
年
七
月
に
全
科
卒
業
の
幸
田
延
、
遠
山
甲
子
、

市
川
道
の
三
名
と
、
十
七
年
十
二
月
入
学
の
加
藤
精

一
郎
ら
も
卒
業
と
同
時
に
助
教

と
な
り
、
ピ

ア
ノ
お
よ
び
唱
歌
の
授
業
を
担
当
し
た
。
遠
山
は
鳥
居
沈
に
つ
づ
い
て

明
治
二
十

一
年
か
ら
東
京
音
楽
学
校
に
俸
職
し
た
。
幸
田
は
の
ち
に
ア
メ
リ
カ
の
ボ

ス
ト
ン
と
ウ
ィ
ー
ン
に
留
学
し、

明
治
二
十
八
年
帰
国
後
、
た
だ
ち
に
東
京
音
楽
学

校
教
授
と
な
っ
た
。
以
後
彼
ら
は
明
治
時
代
を
代
表
す
る
音
楽
家
と
し
て
盛
ん
な
活

動
を
展
開
す
る
の
で
あ
る
。
な
お
幸
田
延
、
鳥
居
枕
に
関
す
る
年
譜
お
よ
び
資
料
は

第
二
巻
で
扱
う
予
定
で
あ
る
。

音
楽
取
調
掛
に
あ
っ
て
重
要
な
役
割
を
果
し
た
国
語
学
者
の
稲
垣
千
頴
、
里
見

義
、
加
部
厳
夫
ら
は
智
育
、
徳
育
、
花
鳥
風
月
を
詠
じ
、
多
く
の
歌
詞
を
残
し
た
。

明
治
二
十
四
年
東
京
音
楽
学
校
出
版
の
『
中
等
唱
歌
』
に
も
多
く
用
い

ら
れ
て
い
る
。
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第
一
節

音
楽
学
校
の
設
立
に
至
る
ま
で

音
楽
学
校
の
設
立

明
治
十
八
年
七
月
、
音
楽
取
調
掛
は
全
科
卒
業
生
と
し
て
幸
田
延
、
遠
山
甲
子
、

市
川
道
の

三
名
を
送
り
出
し
た
。
職
業
音
楽
家
と
し
て
充
分
な
そ
の
実
力
は
、
教
育

機
関
と
し
て
の
取
調
掛
の
成
果
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
音
楽
取
調
掛
が
す
で

に
学
校
に
昇
格
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
水
準
に
達
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。

掛
長
伊
澤
修
二
は
、
同
年
文
部
省
権
大
書
記
官
、
つ
い
で
編
輯
局
長
心
得
に
抜
擢
さ

れ
て
い
た
が
、
俗
曲
改
良
費
の
削
減
に
対
し
て
復
活
要
求
を
出
す
な
ど
音
楽
教
育
の

向
上
に
な
お
も
尽
力
し
つ
づ
け
、
十
九
年
秋
に
は
音
楽
学
校
設
立
の
た
め
の
建
謡
書

(l
)
 

の
原
案
を
自
ら
作
成
し
た
。
こ
の
原
案
は
そ
の
後
訂
正
増
補
さ
れ
、
十
一
月
、
伊
澤

修
二
、
櫻
井
錠
二
、
矢
田
部
良
吉
、
外
山
正
一

、
穂
積
陳
重
、
村
岡
範
為
馳
、
箕
作

佳
吉
、
菊
地
大
麓
の
八
名
の
連
署
で
文
部
大
臣
森
有
證
に
上
申
さ
れ
た
。
そ
の
全
文

は
次
の
と
お
り
。

音
楽
學
校
設
立
ノ
儀
二
付
建
議

方
今
教
育
ノ
制
度
大
二
薔
来
ノ
面
目
ヲ
改
メ
上
ハ
大
學
ヨ
リ
下
ハ
小
學
二
至

ル
マ
テ
其
秩
序
整
然
定
立
シ
吾
図
将
来
赦
育
ノ
方
針
ハ
業
二
既

二
確
定
ヲ
告
ケ

ン
ト
ス
ル
ノ
期
二

逹
セ
リ
是

レ
吾
輩
力
園
家
ノ
為
メ
大
二
慶
賀
シ
テ
措
カ
サ

ル

所
ナ
リ
然
リ
ト
雖
モ
猶
其
間
荀
モ
鋏
典
卜
見
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ー
モ
存
ス
ル
所
ア
ラ

ハ
敢
テ
議
ヲ
閣
下
二
献
シ
以
テ
明
黎
ヲ
懇
請
ス
ル
ハ
吾
輩
教
育

二
従
事

ス
ル
モ

ノ
ヽ
本
分
卜
思
惟
ス
ル
ニ
ヨ
リ
謹
テ
鄭
見
ヲ
左
二
開
陳
ス

抑
教
育
ノ
要
ハ
身
恒
ヲ
強
健
ニ
シ
知
識
ヲ
噌
長
ス
ル
ヲ
以
テ
重
シ
ト
ス
ル
コ

卜
素
ョ
リ
論
ヲ
待
タ
ス

ト
雖
モ
之
卜
同
時
二
亦
心
情
ノ
養
成
ヲ
怠
ル
可
ラ
ス
蓋

シ
邦
國
ノ
開
明
進
歩
ヲ
致
ス
盆
早
二
人
智
ヲ
物
質
上
二
施
ス
ニ
職
由
ス
ル
カ
如

シ
ト
雖
モ
其
賓
裔
尚
ナ
ル
心
情
ノ
之
力
主
ト
ナ
リ
之
力
因
ト
ナ
ル
モ
ノ
ア
ル
ニ

非
サ
レ
ハ
盛
大
善
美
ノ
化
域
二

逹
ス
ル
能
ハ
サ
ル
ハ
識
者
ノ
皆
許
ス
所
ナ
リ
然

リ
而
シ
テ
心
情
ヲ
高
尚
ナ
ラ
シ
メ
ン
ニ
ハ
一
般
ノ
趣
味
ヲ
優
美
ナ
ラ
シ
メ
サ
ル

ヘ
カ
ラ
ス
優
美
ノ
趣
味
ヲ
養
成
ス
ル
ハ
主
ト
シ
テ
美
術
ノ
カ
ヲ
仮
ラ
サ
ル
ヘ
カ

ラ
ス
是
二
於
テ
カ
美
術
教
育
ノ
要
起
ル

我
輩
今
日
教
育
施
設
ノ
方
向
ヲ
察
ス
ル
ニ
諸
般
ノ
學
蒻
皆
完
美
二
至

ル
ニ
拘

ラ
ス
獨
美
術
ノ
一
黙
二
於
テ
ハ
或
ハ
映
ク
ル
所
ナ
キ
カ
ヲ
疑
ハ
サ
ル
ヲ
得
ス
盤

者
吾
省
音
楽
取
調
所
ヲ
設
ケ
ラ
レ
近
頃
又
圏
鸞
取
調
委
員
ヲ
置
カ
ル
抑
音
楽
圏

璽
ノ
ニ
者
ハ
美
術
上
ノ
高
位
ヲ
占
ム
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
是
レ
此
拳
タ
ル
美
術
赦
育

奨
勘
ノ
旨
二
出
タ
ル
ヲ
證
ス
ル
ニ
足
ル
ト
謂
フ
ヲ
得
ヘ
キ
カ
圏
聾
ノ
如
キ
ハ
暫

ク
之
ヲ
措
キ
テ
論
セ
ス
ト
雖
モ
音
楽
ノ
事

二
至
リ
テ
ハ
吾
輩
同
志
卜
共
二
其
改

良
進
歩
二
熱
心
ス
ル
所
ナ
レ
ハ
敢
テ
―
ニ
ノ
忠
言
ヲ
閣
下
二
呈
セ
ン
惟
フ
ニ
音

楽
取
調
所
ハ
敷
年
前
ノ
設
立
二
係
リ
爾
来
汎
ク
本
邦
及
西
洋
ノ
音
楽
ヲ
考
査
シ

佳
良
ノ
架
曲
ヲ
撰
定
ス
ル
ヲ
以
テ
其
職
ト
シ
芳
ラ
音
楽
生
徒
ヲ
養
成
シ
タ
ル
モ

ノ
ナ
レ
ハ
今
日
二
至
リ
テ
ハ
既
二
幾
多
ノ
経
験
ヲ
積
ミ
進
テ
一
個
特
立
ノ
音
楽

學
校
ト
ナ
ル
ヘ
キ
ノ
期
既
二
熟
セ
リ
ト
謂
フ

モ
可
ナ
ラ
ン
然
ル
ニ
今
日
音
楽
取

調
掛
ノ
賓
況
ヲ
窺
ヘ
ハ
其
規
摸
或
ハ
前
日
ヨ
リ
縮
少
ス
ル
ア
ル
モ
更
二
之
ヨ
リ

伸
張
シ

タ
ル
ノ
賓
ヲ
見
サ
ル
カ
如
シ
是

レ
吾
輩
ヲ
シ
テ
美
術
赦
育
奨
勘
ノ
貼
二

於
テ
或
ハ
鋏
ク
ル
所
ナ
キ
カ
ヲ
疑
ハ
シ
ム
ル
所
以
ナ
リ
顧
テ
世
上
一
般
ノ
情
勢

ヲ
察
ス
レ
ハ
社
會
ハ
盆
改
良
ノ
運
二
赴
キ
頃
日
既
二
演
劇
改
良
ノ
美
畢
ア
ル
ヲ

見
ル
ニ
至
レ
リ
然
ル
ニ
音
架
其
他
優
美
二

屡
ス
ル
藝
術
ヲ
授
ケ
賞
地
演
技

二
堪
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叙
任
及
僻
令
明
治
二
十
一
年
一
月
二
十
七
日

文
部
省
編
輯
局
長
正
六
位

伊

澤

修

フ
ヘ
キ
人
物
ヲ
養
成
ス
ル
所
ハ
全
國
中
未
タ
一
モ
其
設
立
ヲ
見
サ
ル
ニ
非
ス
ヤ

是
レ
吾
國
民
ノ
一
大
不
幸
ニ
シ
テ
亦
祉
會
ノ
峡
典
卜
謂
フ
ヘ
シ
故
二
今
ニ
シ
テ

吾
省
音
楽
學
校
ヲ
設
立
シ
優
等
ノ
藝
術
家
ヲ
養
成
シ
且
最
良
ノ
音
楽
ヲ
搬
張
普

及
ス
ル
ノ
責

二
任
ス
ル
ニ
非
ス
ン
ハ
菅
社
會
ノ
大
勢
二
背
ク
ノ
誤
ヲ
招
ク
ノ
ミ

ナ
ラ
ス
将
来
吾
國
ノ
開
明
進
歩
ヲ
妨
ク
ル
ノ
憂
ナ
シ

ト
謂
フ
ヘ
カ
ラ

ス
依
テ
吾

輩
ハ
速
ニ
―
個
ノ
音
楽
學
校
ヲ
設
立
セ
ラ
レ
ン
コ
ト
ヲ
閣
下
二
建
議
ス
翼
ク
ハ

吾
輩
ヵ
徹
衷
ヲ
察
セ
ラ
レ
本
議
ヲ
嘉
納
セ
ラ
レ
ン
事
ヲ
謹
白
（
明
治
十
九
年
十

（
『
大
日
本
敬
育
會
雑
誌
』
第
四
十
四
号
、
明
治
十
九
年
十
一
月
）

こ
の
建
議
書
が
採
納
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
明
治
二
十
年
十
月
四
日
、
勅
令
第
五

十
一
号
、
つ
い
で
文
部
省
告
示
第
九
号
を
も
っ
て
、
音
楽
取
調
掛
は
東
京
音
楽
学
校

と
改
称
さ
れ
、
こ
こ
に
文
部
省
直
轄
の
音
楽
学
校
が
誕
生
す
る
。

文
部
省
告
示
第
九
琥

東
京
商
業
學
校
ヲ
高
等
商
業
學
校
卜
改
稲
シ
訓
盲
唖
院
ヲ
盲
唖
學
校
卜
改
稲

シ
圏
書
取
調
掛
ヲ
東
京
美
術
學
校
ト
シ
音
楽
取
調
掛
ヲ
東
京
音
架
學
校
ト
ス

明

治

二

十

年

十

月

五

日

文

部

大

臣

子

爵

森

有

證

（
『
官
報
』
明
治
二
十
年
十
月
五
日
）

同
月
十
四
日
、
元
音
楽
取
調
掛
主
幹
誹
津
専
三
郎
は
同
校
幹
事
に
任
ぜ
ら
れ
、
ま

た
翌
二
十
一
年
一
月
二
十
七
日
に
は
文
部
省
編
輯
局
長
伊
澤
修
二
が
東
京
音
楽
学
校

長
を
兼
任
、
初
代
校
長
と
な
る
。

ス
(

1

)

 

一
月
）

東
京
音
楽
學
校
官
制

第
一
條
東
京
音
架
學
校
ハ
文
部
大
臣
ノ
管
理
二
賜
シ
音
架
師
マ
タ
ハ
音
架
数

員
タ
ル
ヘ
キ
者
ヲ
養
成
ス
ル
所
ト
ス

第
二
條
東
京
音
楽
學
校
二
左
ノ
職
員
ヲ
置
ク

學

校

長

奏

任
三
等
以
上

赦

授

奏

任

助

赦

授

判

任

幹

事

奏

任

四

等

以

下

書

記

判

任

第
三
條
學
校
長
ハ
文
部
大
臣
ノ
命
ヲ
承
ケ
校
務
ヲ
掌
理
シ
所
薦
職
員
ヲ
統
督

第
四
條
教
授
ハ
七
人
ト
ス
生
徒
ノ
教
授
ヲ
掌
ル
助
数
授
ぐ
八
人
ト
ス
数
授
ノ

職
掌
ヲ
助
ク

第
五
條
幹
事
ハ
一
人
ト
ス
學
校
長
ノ
指
導
ヲ
承
ケ
庶
務
會
計
ヲ
幹
理
ス

第
六
條
書
記
ハ
五
人
ト
ス
上
官
ノ
命
ヲ
承
ケ
庶
務
會
計
二
従
事
ス

第
七
條
文
部
大
臣
ハ
校
務
上
ノ
須
要
二
依
リ
商
談
委
員
會
ヲ
設
ク
ル
コ
ト
ア

ル
ヘ
シ
其
委
員
ハ
文
部
大
臣
之
ヲ
命
ス

第
八
條
赦
官
ノ
鉄
員
ア
ル
ト
キ
又
ハ
特
別
ノ
必
要
ア
ル
ト
キ
ハ
學
校
長
ハ
文

部
大
臣
ノ
許
可
ヲ
得
テ
外
國
赦
師
ヲ
雇
入
レ
又
ハ
講
師
ヲ
啜
託
ス
ル
コ
ト
ヲ

得此
他
臨
時
ノ
須
要
二
依
リ
學
校
長
ハ
文
部
大
臣
ノ
許
可
ヲ
得
テ
判
任
官
俸
給

豫
算
定
額
内
二
於
テ
雇
員
ヲ
使
用
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

（『
官
報
』
明
治
二
十
三
年
十
月
十
五
日
）

こ
の
原
案
は
『
伊
沢
修
二
選
集
』

（昭
和
三
十
三
年
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

第 2章

同
年
十
月
、
文
部
省
よ
り
官
制
の
改
正
が
公
布
さ
れ
た
。

明治時代の東京音楽学校

兼
任
東
京
音
架
學
校
長

（『官
報
』
明
治
二
十
一
年
一
月
二
十
八
日
）
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明
治
二
十
二
年

一
月
に
制
定
さ
れ
た
東
京
音
楽
学
校
規
則
は
、
冒
頭
で
同
校
の
目

的
が
音
楽
家
お
よ
び
音
楽
教
師
の
養
成
に
あ
る
こ
と
を
謳
っ
て
お
り
、
十
九
年
秋
の

建
厳
書
の
趣
意
を
具
現
す
る
も
の
と
な
っ
た
（
本
章
第
四
節
参
照
）
。

移
行
期
に
当
る
明
治
二
十
年
(
-
八
八
七
）
の
前
半
は
音
楽
取
調
掛
の
最
後
の
時

代
と
し
て
、
さ
ら
に
音
楽
学
校
と
な
る
に
充
分
な
力
を
証
明
す
る
時
期
と
し
て
注
目

さ
れ
る
。
こ
の
年
の
二
月
十
九
日
、
音
楽
取
調
掛
第
二
回
全
科
卒
業
生
十
四
名
が
同

掛
を
巣
立
っ
た
卒
業
演
奏
会
で
は
、
ソ
ー
ブ
レ
ッ

ト
の
指
揮
で
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の

交
響
曲
（
第
一
番
の

一
部
の
楽
章
の
み
と
思
わ
れ
る
）
を
披
露
し
た
。
同
日
三
十
名

の
伝
習
生
が
入
学
し
、
さ
ら
に
九
月
、
音
楽
取
調
掛
と
し
て
最
後
の
伝
習
生
六
名
を

入
学
さ
せ
た
。
翌
年
彼
ら
は
十
九
年
に
入
学
し
た
伝
習
生
と
と
も
に
東
京
音
楽
学
校

生
徒
に
移
行
し
た
。
音
楽
取
調
掛
は
二
十
一
年
(
-
八
八
八
）
二
月
、
最
後
の
卒
業
生

を
送
り
そ
の
幕
を
下
ろ
し
た
。
伊
澤
修
二
は
二
十
年
の
年
報
の
中
で
音
楽
取
調
掛
が

東
京
音
楽
学
校
に
昇
格
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
ま
で
堪
え
て
き
た
取
調
掛
の
官

署
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現
状
を
次
の
よ
う
に
報
告
し
て
い

る。

本
年
中
二
在
テ
特
二
記
載
ヲ
要
ス
ル
モ
ノ
ハ
音
楽
取
調
掛
ヲ
以
テ
東
京
音
楽

學
校
ト
セ
ラ
レ
タ
ル
一
事
是
ナ
リ
顧
フ
ニ
音
楽
取
調
掛
ハ
明
治
十
二
年
十
月
ノ

創
置
二
係
リ
同
十
八
年
二
月
音
楽
取
調
所
卜
改
称
シ
輩
立
ノ

モ
ノ
ト
ナ
リ
同
年

十
二
月
更
二
音
楽
取
調
掛
卜
為
リ
テ
穂
務
局
所
属
卜
為
リ
本
年
十
月
サ
ラ
ニ

特

立
ノ
學
校
卜
為
ル
其
間
年
ヲ
経
ル
事
凡
ソ
九
年
ナ
ル
抑
モ
天
下
太
平
ノ
治
況
二

浴
シ
音
楽
ノ
隆
盛
ヲ
促
ス
ナ
リ
ト
雖
モ
音
楽
取
調
掛
力
従
来
執
ル
所
ノ
業
務
モ

マ
タ
頗
ル
苦
難
ヲ
経
タ
ル

モ
ノ
ト
イ
フ
ベ
シ
然
レ
ト
モ
今
新
タ
ニ―

ノ
學
校
卜

為
リ
音
架
有
志
ノ
女
子
ヲ
養
生
シ
博
ク
之
ヲ
教
育
上
二
施
設
ス
ル
ヲ
専
務
ト
ス

創
草
期
の
東
京
音
楽
学
校

ル
ノ
時
二
有
テ
校
舎
其
処
ヲ
得
ズ
演
習
其
便
ヲ
得
ザ
ル
モ
ノ
ア
ル
ガ
如
キ
ハ
頗

ル
遺
憾
二
堪
ヘ
ザ
ル
ト
コ
ロ
ナ
リ
本
校
ガ
今
切
二
望
ム
所
ハ
速
二

音
楽
修
業
志

願
ノ
者
ヲ
容
ル

ヽ
ニ
足
ル
ベ
キ
相
嘗
ノ
校
舎
ヲ
得
テ
十
分
二
之
力
教
育
ヲ
施
コ

シ
今
日
音
楽
ヲ
聴
カ
ン
ト
ス
ル
者
ヲ
十
分
二
容
ル

ヽ
ニ

足
ル
ベ
キ
演
習
場
ヲ
得

テ
技
藝
ヲ
競
励
精
磨
シ
以
テ
一
ハ
更
二
之
力
普
及
ヲ
謀
リ
一
ハ
更
二
之
ガ
上
進

ヲ
謀
リ
遂
二
以
テ
音
架
學
校
ノ
名
卜
賓
ト
ニ
背
カ
サ
ラ
ン
事
ヲ
望
ム
ニ
ア
リ

二
十
一
年
の
状
況
を
み
る
と
生
徒
数
は
四
十
七
名
で
、
そ
の
内
訳
は
研
究
生
七

名
、
専
修
部
三
年
生
四
名
、
同

一
年
十
二
名
、
師
範
部
一
年
九
名
、
予
科
生
十
五
名

と
報
告
し
て
い
る
。
二
十
三
年
五
月
に
は
待
望
の
新
築
校
舎
が
現
在
地
に
落
成
し
、

そ
の
後
は
募
集
人
員
が
そ
れ
ま
で
の
三
十
五
名
か
ら
五
十
名
に
な
っ
た
。
二
十
四
年

に
は
全
校
生
徒
が
約
百
名
に
達
し
た
こ
と
を
報
じ
て
い
る
。
ま
た
東
京
音
楽
学
校
当

初
の
設
備
品
と
し
て
の
書
籍
お
よ
び
楽
器
類
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
数
が
記
録

さ
れ
て
い
る
。

書
籍
1
1
和
書
四
三
八
二
冊
、
漢
書

一
八
七
二
冊
、
英
書
二
八
七
冊
、
独
書
九
七
冊
、

佛
書
二

五
冊
、
印
度
書
四
一
冊
、
楽
諧
五
七
一

冊
、

西
洋
楽
器
1
1
洋
琴
十
台
、
風
琴
（
リ
ー
ド
オ
ル
ガ
ン
）
＋
台
、

ダ
ブ
ル
ベ

ー
ス
ニ
、

バ
イ
オ
リ
ン
十
五
、
セ
ロ
三
、
テ
ナ
三
、
洋
笛
二
、
ギ
タ
ー
一
、

雅
楽
器
1
1
笙
二
、
箪
築
二
、
笛
五
、
琵
琶
三
、
等
二
、
和
琴
二
、

清
楽
器
十
七
、
明
楽
器
二
四
、
二
十
五
絃
琴
、
四
絃
琴
、
紙
腔
琴
各
一

、

俗
楽
器
1
1
琴
二

0
、
胡
弓
三
一

、
三
絃
四
、
尺
八
七
、

物
理
器
械
壱
組

二
十
二
年
七
月
六
日
、
専
修
科
の
生
徒
四
名
の
卒
業
式
が
行
わ
れ
た
。
東
京
音
楽

学
校
と
し
て
は
初
め
て
本
科
生
を
送
り
出
し
た
こ
の
日
、

伊
澤
校
長
は
、
同
校
の
沿

革
と
そ
れ
ま
で
の
事
業
に

つ
い
て
説
明
し
、
卒
業
生
に
音
楽
社
会
人
と
し
て
の
自
覚

を
う
な
が
す
演
説
を
行
っ
た
。
こ
こ
で
は
ま
た
、
明
治
十
七
年
の
『
音
楽
取
調
掛
成
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績
申
報
書
』
を
ふ
ま
え
、
数
学
を
例
に
と
り
な
が
ら
、
わ
が
国
の
音
楽
と
西
洋
音
楽

を
比
較
す
る
と
、
そ
の
根
本
原
理
に
差
異
は
な
い
が
進
歩
の
度
合
に
お
い
て
異
な
っ

て
い
る
と
す
る
伊
澤
校
長
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。
演
説
は
さ
ら
に
長
音
階
と
短

音
階
の
教
育
上
の
問
題
点
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
次
に
伊
澤
校
長
の
演
説
と
、
こ
れ

に
続
い
て
述
べ
ら
れ
た
辻
新
次
文
部
次
官
の
祝
辞
、
そ
し
て
卒
業
生
総
代
山
田
源
一

郎
の
謝
辞
を
挙
げ
て
お
く
。

伊
澤
学
校
長
演
述

今
日
ハ
文
部
大
臣
並
二
次
官
閣
下
其
他
貴
顕
ノ
方
々
ノ
御
来
臨
ヲ
辱
ウ
シ
妥

二
卒
業
證
書
授
典
式
ノ
典
ヲ
拳
ゲ
ル
事
ヲ
得
マ
シ
タ
ノ
ハ
誠
二
本
校
ノ
光
榮
卜

申
ス
可
キ
事
テ
御
座
リ
マ
ス
此
度
ノ
卒
業
證
書
授
典
式
ハ
本
校
ガ
東
京
音
楽
学

校
ト
ナ
ッ
テ
以
来
始
メ
テ
本
科
ノ
卒
業
證
書
ヲ
出
ス
ニ
至
リ
タ
ル
事
デ
御
座
リ

マ
ス
レ
バ
此
好
期
二
際
シ
数
分
時
間
御
来
臨
諸
賓
ノ
清
聴
ヲ
煩
ハ
シ
テ
珈
力
本

校
従
来
ノ
沿
革
井
二
事
業
ノ
大
要
ヲ
申
シ
述
ベ
タ
イ
ト
存
シ
マ
ス

サ
テ
本
校
ノ
起
リ
ハ
元
音
楽
取
調
掛
卜
申
マ
シ
テ
今
ョ
リ
大
凡
十
年
ノ
昔
明

治
十
二
年
ノ
十
月
二
文
部
省
内
二
置
カ
レ
タ
者
ョ
リ
始
リ
マ
シ
テ
其
後
四
年
間

ハ
内
外
音
架
ノ
異
同
並
二
古
今
ノ
架
曲
ノ
沿
革
等
ヲ
研
究
致
シ
マ
シ
テ
遂
二
明

治
十
七
年
ノ
ニ
月
二
至
リ
其
取
調
ノ
成
績
ヲ
報
告
シ
テ
先
ツ
大
略
ノ
所
音
楽
上

／
理
論
卜
賓
地
ト
ニ
就
テ
定
見
ヲ
立
テ
時
ノ
文
部
卿
タ
リ
シ
大
木
閣
下
二
申
報

シ
タ
ル
事
ガ
ア
リ
マ
シ
テ
即
チ
此
事
ハ
音
楽
取
調
成
績
申
報
書
ト
シ
テ
既
二
世

ノ
中
二
公
ニ
シ
タ
事
デ
御
座
リ
マ
ス
レ
バ
妥
二
再
ビ
詳
説
ハ
要
セ
ヌ
事
デ
ハ
御

〔
マ
マ

〕

座
リ
マ
ス
ル
ガ
沿
革
ヲ
申
述
ブ
ル
序
二
其
大
略
ヲ
摘
ン
デ
一
言
御
聞
二
入
レ
タ

イ
ト
存
ジ
マ
ス
抑
々
音
架
卜
申
ス
者
ハ
人
ノ
性
情
ノ
自
然
二
出
ヅ
ル
者
デ
御
座

リ
マ
ス
レ
バ
古
今
東
西
其
大
本
ノ
原
理
二
於
テ
ハ
聯
力
違
フ
ベ
キ
道
理
モ
ナ
ク

又
賓
二
殊
ナ
ル
所
ハ
ナ
イ
者
デ
ゴ
ザ
リ
マ
ス
例
ヘ
バ
音
架
二
於
テ
宮
商
角
徴
羽

／
五
声
ノ
相
関
ス

ル
理
法
ノ
古
今
東
西
ー
ー
通
ジ
テ
異
ナ
ル
所
ナ
キ
ハ
恰
モ
敷
学

ニ
於
テ
敷
理
ノ
相
関
ス
ル
道
理
ガ
古
今
ノ
差
異
ナ
キ
ト
殆
ド
一
般
ナ
ル
者
卜
申

シ
テ
宜
敷
御
座
リ
マ
セ
ウ
夫
故
二
本
邦
ノ
雅
楽
―
ー
ア
ル
呂
旋
卜
律
旋
ト
ノ
ニ
旋

法
ハ
「
ギ
リ
シ
ャ
」
古
代
ノ
音
柴
ノ
旋
法
中
ー
ー
存
シ
本
邦
ノ
俗
架
二
在
ル
ニ
種

ノ
旋
法
モ
マ
タ
「
ギ
リ
シ
ャ
」
古
代
ノ
音
柴
ノ
旋
法
中
二
存
シ
タ
ル
事
ハ
誠
二

明
カ
ナ
ル
證
捩
二
依
ッ
テ
論
證
イ
タ
シ
憂
モ
疑
フ
所
ハ
無
イ
次
第
デ
御
座
リ
マ

ス
只
今
日
ノ
欧
洲
ノ
音
楽
卜
本
邦
ノ
音
架
ト
ノ
異
ナ
ル
所
ハ
音
楽
ノ
進
歩
ノ
度

ニ
於
テ
異
ナ
ル
計
リ
デ
決
シ
テ
音
楽
ノ
大
本
一
＿
於
テ
殊
ナ
ル
繹
デ
ハ
御
座
リ
マ

セ
ヌ
今
又
数
學
ノ
例
ヲ
仮
リ
テ
之
ヲ
説
明
シ
マ
ス
レ
バ
我
邦
二
於
テ
和
算
ノ
ミ

ヲ
用
ヒ
テ
居
リ
マ
シ
タ
頃
―
ー
ハ
或
ハ
貼
蹴
ト
カ
極
形
ト
カ
云
フ
ヤ
ウ
ナ
者
ハ
有

ッ
テ

モ
今
日
用
フ
ル
西
洋
流
ノ
代
敷
ト
カ
或
ハ

幾
何
学
ト
カ
申
ス
様
ナ
者
ハ
御

座
リ
マ
セ
ヌ
事
デ
ア
リ
マ
シ
タ
シ
カ
シ
昔
ノ
貼
蹴
モ
今
日
ノ
代
数
学
モ
昔
ノ
極

形
モ
今
日
ノ
幾
何
学
モ
別
二
数
理
二
於
テ
異
ナ
ル
所
ガ
ア
ル
訳
デ
ハ
ナ
ク
唯
今

日
ノ
代
数
学
ヤ
幾
何
学
ハ
昔
ノ
貼
窟
極
形
ナ
ド
ニ
比
ス
レ
バ
其
方
法
ガ
進
歩
シ

テ
遥
二
精
微
二
至
ッ
タ
計
リ
デ
御
座
リ
マ
セ
ウ
音
楽
ノ
旋
法
二
於
テ
モ
其
通
リ

デ
今
日
ノ
西
洋
ノ
音
架
モ
昔
「
ギ
リ
シ
ャ
」
時
代
ノ
音
架
モ
今
日
／
日
本
ノ
俗

楽
ナ
ド
モ
其
音
律
ノ
原
理
二
於
テ
違
フ
所
ハ
ナ
ケ
レ
ト
モ
只
其
進
歩
ノ
度
二
於

テ
ハ
西
洋
ノ
今
日
ノ
音
楽
ハ
「
ギ
リ
シ
ャ
」
時
代
ョ
リ
羅
馬
時
代
ヲ
経
近
代
二

至
ッ
テ
大
二
進
歩
シ
テ
ア
ル
ノ
ニ
我
邦
二
存
ス
ル
所
ノ
旋
法
ハ
依
然
ト
シ
テ
恰

モ
ニ
千
年
前
「
ギ
リ
シ
ャ
」
二
在
ッ
タ
頃
ノ
者
卜
殆
ド
同
ジ
者
デ
ア
リ
マ
ス
ル

ノ
デ
即
チ
其
進
歩
ノ
度
二
於
テ
大
二
異
ナ
ル
次
第
デ
御
座
リ
マ
ス
此
事
ハ
既

二

申
シ
マ
シ

タ
通
リ
今
ョ
リ
五
年
前
二
報
告
シ
タ
ル
所
ノ
申
報
書

ニ
モ
詳
シ
ク
申

シ
テ
御
座
リ
マ
ス
レ
バ
今
又
此
上
貴
重
ノ
時
間
ヲ
費
ス
事
ハ
致
シ

マ
ス
マ
イ

斯
ク
内
外
ノ
音
架
二
就
テ
其
異
同
ノ
貼
ヲ
考
査
シ
タ
ル
上
ハ
自
然
ノ
結
果
ト
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シ
テ
如
何
ナ
ル
音
楽
ヲ
以
テ
我
國
家
二
施
シ
教
育
上
ノ
禅
補
ヲ
ナ
サ
ウ
カ
ト
ノ

貼
二
進
ミ
マ
セ
ウ
ソ
コ
デ
猶
其
音
階
ノ
種
類
二
就
テ
講
究
ス
ル
ニ
音
階
ニ
ハ
要

ス
ル
ニ
ニ
種
ガ
御
座
リ
マ
シ
テ
一
ハ
長
音
階
卜
申
シ
一
ハ
短
音
階
卜
申
シ
マ
ス

其
長
音
階
二
属
ス
ル
所
ノ
架
曲
ハ
概
シ
テ
勇
壮
活
澄
ノ
気
ヲ
帯
ビ
短
音
階
二
属

ス
ル
所
ノ
者
ハ
柔
弱
揺
靡
ノ
風
ヲ
帯
ル

ト
申
ス
事
ハ
學
理
上
二
徴
シ
テ
モ
賞
地

上
ョ
リ
検
シ
テ
モ
誠
二
明
瞭
デ
御
座
リ
マ
ス
此
理
由
ガ
御
座
リ
マ
ス
ル
故
二
普

通
教
育
二
施
ス
所
ノ
音
楽
ハ
概
シ
テ
長
音
階
二
属
ス
ル
所
ノ
物
ヲ
用
ヒ
以
テ
勇

壮
活
発
ノ
気
象
ヲ
養
ヒ
且
又
信
賓
忠
愛
等
ノ
情
ヲ
養
ハ
ナ
ク
テ
ハ
ナ
リ
マ
セ
ヌ

今
日
マ
デ
本
校
二
於
テ
普
通
教
育
二
用
フ
ル
ニ
適
ス
ベ
キ
楽
曲
ト
ナ
ス
所
ノ
者

ハ
多
ク
此
種
類
ノ
物
ヲ
取
リ
マ
シ
タ
事
デ
御
座
リ
マ
ス
悲
哀
ノ
情
モ
愛
憐
ノ
心

ヲ
音
楽
上
二
無
ク
シ
テ
可
ナ
リ
ト
申
ス
事
デ
ハ
御
座
リ
マ
セ
ヌ
ガ
是
等
ハ
人
生

々
長
ノ
後
ニ
コ
ソ
始
メ
テ
其
趣
味
ヲ
知
ル
事
ナ
レ
決
シ
テ
幼
年
ノ
教
育
二
必
要

ナ
ル
者
デ
ハ
ゴ
ザ
リ
マ
ス
マ
イ
然
ル
ニ
若
我
在
来
ノ
或
ル
種
類
ノ
楽
曲
ノ
如
キ

終
始
悲
哀
ノ
気
ヲ
帯
ビ
或
ハ
云
フ
ニ
忍
ビ
ザ
ル
感
情
ヲ
引
キ
起
ス
ガ
如
キ
者
ヲ

用
ヒ
タ
ラ
ン
ニ
ハ
其
結
果
ハ
如
何
テ
御
座
リ
マ
セ
ウ
カ
寧

口
音
楽
ヲ
学
バ
シ
メ

ザ
ル
ヲ
優
レ
ル
ト
ス
ル
ニ
至
ラ
ウ
カ
ト
思
ハ
レ
マ
ス

前
條
中
述
ベ
マ
シ
タ
如
キ
次
第
故
前
四
年
間
ノ
調
査
ヲ
終
ヘ
タ
ル
後
ハ
凡
テ

学
校
二
用
ヒ
教
育
上
二
益
ヲ
為
ス
可
キ
所
ノ
唱
歌
音
楽
ノ
撰
定
二
其
カ
ヲ
盛
シ

遂
二
今
日
二
至
リ
マ
シ
テ
過
ギ
来
シ
昔
ヲ
顧
ミ
レ
バ
最
早
殆
ド
十
年
ノ
星
霜
ヲ

経
タ
ル
事
デ
御
座
リ
マ
ス
借
其
成
績
ハ
如
何
卜
申
シ
マ
ス
ル
ト
音
楽
ノ
如
キ
モ

J

ハ
其
成
長
賓
二
徐
々
タ
ル
者
デ
御
座
リ
マ
シ
テ
中
々
一
朝
一
タ
ニ
シ
テ
其
効

ヲ
見
ル
ベ
キ
者
デ
ハ
無
ク
其
十
年
ノ
星
霜
ヲ
費
シ

テ
数
多
ノ
生
徒
ヲ
教
育
シ
タ

ル
モ
能
ク
其
卒
業
二
至
ラ
シ
メ
タ
ル
者
ハ
僅
二
六
十
五
人
ニ
シ
テ
其
中
男
ノ
者

四
十
七
人
女
十
八
人
ノ
ミ
デ
ゴ
ザ
リ
マ
ス
併
ナ
ガ
ラ
此
男
女
六
十
五
人
ノ
者
ハ

今
ヤ
殆
ド
全
國
ノ
各
府
縣
二
在
ッ
テ
音
楽
教
育
ノ
職
二
従
事
シ
全
國
ノ
各
都
府

至
ル
所
殆
ド
唱
歌
ノ
声
ヲ
聞
カ
ザ
ル
所
ハ
ナ
イ
ト
申
シ
テ
モ
宜
シ
イ
程
二
至
リ

マ
シ
タ
ノ
ハ
又
望
外
ノ
結
果
ト
モ
申
ス
可
キ
事
卜
存
ジ
マ
ス
凡
人
心
ヲ
感
動
シ

精
神
ヲ
発
揮
ス
ル
ニ
至
大
至
強
ノ
感
勢
ヲ
有
ス
ル
コ
ト
唱
歌
二
優
レ
ル
モ
ノ
ハ

ゴ
ザ
リ
マ
ス
マ
イ
古
人
モ
歌
ハ
天
地
ヲ
動
カ
シ
鬼
神
ヲ
泣
カ
シ
ム
ル
ノ
カ
ア
リ

卜
申
シ
古
来
聖
主
賢
相
ノ
音
楽
ヲ
以
テ
治
國
ノ
要
具
ト
セ
ラ
レ
タ
ル
ハ
今
又
妥

二
申
シ
上
ゲ
ル
迄
ノ
事
モ
無
イ
ト
存
ジ
マ
ス
夫
故
ケ
様
ナ
事
例
ハ
省
キ
マ
シ
テ

先
目
下
直
―
―
我
國
二
不
完
全
乍
ラ
モ
行
ハ
ル
ル
唱
歌
二
就
テ
見
テ
モ
例
ヘ
ハ
貧

民
子
弟
ノ
教
育
二
唱
歌
ヲ
用
ヒ
之
ガ
為
メ
ニ
猥
褻
ノ
歌
謡
ヲ
頓
ニ
―
掃
シ
タ
ル

ノ
賓
例
モ
ア
リ
マ
セ
ウ
天
長
節
ノ
朝
二
営
リ
全
國
各
都
府
数
十
萬
ノ
生
徒
等
ガ

我
聖
天
子
ノ
聖
寿
萬
歳
ヲ
頌
シ
奉
リ
忠
愛
ノ
情
ハ
海
内
二
溢
レ
山
河
モ
遠
ク
相

應
シ
天
人
共
二
相
和
ス
ル
ノ
盛
意
ヲ
表
シ
タ
ル
コ
ト
モ
ア
リ
マ
セ
ウ
紀
元
節
二

嘗
リ
テ
ハ
全
國
数
十
萬
ノ
生
徒
ガ
遠
ク
ニ
千
五
百
有
餘
年
前
日
本
開
始
ノ
大
帝

ノ
浩
徳
ヲ
敬
慕
シ
無
限
ノ
感
情
ヲ
唱
歌
二
発
シ
タ
ル
コ
ト
モ
ゴ
ザ
リ
マ
セ
ゥ
又

聖
天
子
ノ
臨
幸
二
嘗
リ
テ
ハ
万
ロ
一
齊
二
君
ガ
世
ヲ
唱
へ
無
量
ノ
愛
敬
ヲ
表
シ

タ
ル
ハ
賓
二
諸
君
ノ
耳
底
二
猶
存
ス
ル
所
デ
ゴ
ザ
リ
マ
セ
ウ
サ
レ
バ
今
日
マ
デ

我
等
音
楽
二
従
事

ス
ル
者
ガ
柳
力
國
家
ノ
為
二

盤
シ
タ
ル
ノ
徴
忠

ハ
早
ク
モ
既

二
其
結
果
ヲ
現
ハ
サ
ン
ト
ス
ル
ニ
至
リ
マ
シ
テ
賓
二

感
喜

二
堪
ヘ
ザ
ル
次
第
デ

ゴ
サ
リ
マ
ス
又
来
年
ハ
本
邦
未
曾
有
ノ
一
盛
時
ニ
テ
全
國
中
ヨ
リ
議
員
ヲ
招
集

シ
帝
畷
議
會
ヲ
開
カ
ル
ヽ
ノ
大
典
ガ
ゴ
ザ
リ
マ
セ
ウ
此
時
二
際
シ
テ
全
國
民
一

致
合
同
ノ
意
志
ヲ
一
結
シ
以
テ
帝
室
ヲ
尊
ビ
國
家
ヲ
愛
ス
ル
ノ
感
情
ヲ
顕
揚
シ

全
図
一
齊
―
―
此
盛
時
ノ
祝
意
ヲ
表
ス
ル
ノ
音
楽
唱
歌
二
伝
ラ
ス
シ
テ
他
二
何
物

ガ
ゴ
ザ
リ
マ
セ
ウ
ゾ

サ
テ
言
甚
ダ
多
岐

二
渉
リ
思
ハ
ズ
長
時
間
ヲ
費
シ
マ
シ
テ
賓

二
恐
縮
ノ
至
リ
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辻
次
官
祝
詞

諸
子
積
年
ノ
刻
苦
其
功
ヲ
空
ウ
セ
ズ
冦
二
本
校
ノ
業
を
卒
フ
ル
ニ
至
リ
タ
ル

ハ
余
ノ
最
モ
慶
賀
ス
ル
所
ナ
リ
抑
々
本
邦
ノ
音
楽
ア
ル
ヤ
其
来
ル
コ
ト
茜
シ

ト

雖
モ
之
ヲ
學
理
上
二
考
ヘ
テ
改
良
シ
以
テ
之
ヲ
教
育
二
加
ヘ
タ
ル
モ
ノ
ハ
挽
近

ニ
属
ス
而
シ
テ
本
校
ノ
目
的
ハ
之
ヲ
披
張
普
及
セ
ン
ト
欲
ス
ル
ニ
在
ル
ナ
リ
因

テ
ハ
諸
子
ノ
如
キ
モ
既
二
本
校
陶
冶
ノ
恩
ヲ
受
ケ
其
學
業
ヲ
完
成
シ
タ
ル
上
ハ

亦
本
校
ノ
目
的
ヲ
目
的
ト
シ
テ
公
二
私
二
事

二
此
二
従
ハ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
諸
子

ニ
シ
テ
此
志
ヲ
有
セ
ン
乎
本
邦
ノ
音
架
由
テ
以
テ
漸
ク
興
隆
ス
ベ
シ
諸
子

ニ
シ

テ
此
志
ヲ
忘
レ
ン
乎
本
邦
ノ
音
楽
由
テ
以
テ
覚

二
廃
替
ス
ヘ

シ
本
邦
音
楽
ノ
興

廃
ハ
一
―
ー
諸
子
志
操
ノ
如
何
二
存
ス
論
シ
テ
此
二
到
レ
ハ
諸
子
ノ
責
任
賓
二
重

レ
ト
謂
フ
ヘ
シ
故
二
諸
子
ハ
自
今
以
後
其
既
得
ノ
學
業
ヲ
益
々
研
磨
練
習
ス
ベ

ゴ
ザ
ル

デ
ゴ
ザ
リ
マ
ス
妥
デ
一
言
此
度
卒
業
ノ
諸
子
二
向
テ
望
ミ
置
タ
イ
コ
ト
ガ
ア
ル

夫
ハ
他
ノ
儀
デ
モ
ゴ
ザ
ラ
ヌ
ガ
今
日
斯
ク
諸
来
賓
ノ
臨
場
ヲ
辱
ウ
シ
妥
二
卒
業

J
栄
ヲ
得
タ
ル
ハ
賓
二
諸
子
ノ
為
二
喜
ブ
所
デ
ゴ
ザ
リ
マ
ス
是
モ
喜
ブ
ト
同
時

二
猶
諸
子
二
望
ム
所
ガ
ア
ル
是
ハ
拙
者
ガ
常
々
申
シ
居
ル
コ
ト
ナ
レ
バ
今
日
改

メ
テ
申
ス
ニ
モ
及
ハ
ヌ
コ
ト
ナ
ガ
ラ
諸
子
音
楽
ヲ
以
テ
畢
生
ノ
目
的
ト
ス
ル
上

ハ
必
ズ
此
國
家
一
＿
報
ズ
ル
ニ
音
楽
ヲ
以
テ
セ
ン
コ
ト
ヲ
日
夜
心
二
銘
シ
テ
忘
レ

ヌ
様
二
致
シ
タ
イ
ト
存
ズ
ル
諸
子
今
日
マ
デ
ハ
人
二
教
ヘ
ラ
ル
ヽ
ノ
地
位
ニ
ア

リ
タ
レ
ド
明
日
ヨ
リ
人
二
教
フ
ル
ノ
地
位
二
就
ク
ベ
キ
コ
ト
デ
ア
レ
バ
益
々
其

行
状
ヲ
慎
ミ
其
学
藝
ヲ
練
磨
シ
之
ヲ
小
ニ
シ
テ
ハ
教
ヲ
受
ケ
タ
ル
所
ノ
学
校
ノ

恩
二
報
ジ
之
ヲ
大
ニ
シ
テ
ハ
此
學
校
ヲ
保
護
セ
ラ
ル
ヽ
所
ノ
政
府
ノ
恩
愈
二
之

ヲ
大
ニ
シ
テ
ハ
此
國
家
ノ
恩
二
報
ゼ
ン
事
ヲ
以
テ
其
志
ト
セ
ラ
レ
ン
事
ヲ
是
拙

者
ガ
一
日
モ
諸
子
二
長
タ
ル
ヲ
以
テ
笈
二
聯
力
忠
言
ヲ
申
シ
述
べ
置
ク
コ
ト
デ

キ
ハ
勿
論
其
志
操
ヲ
堅
固
ニ
シ
其
品
行
ヲ
高
尚
ニ
シ
以
テ
先
ツ
音
楽
ノ
債
値
ヲ

各
自
ノ
一
身
上
ヨ
リ
表
彰
セ
ン
コ
ト
ヲ
要
ス
是
レ
余
力
諸
子
ノ
卒
業
ヲ
慶
賀
ス

ル
ト
共
二
又
諸
子
ノ
前
途
二

責
望

ス
ル
所
ナ
リ

明

治

廿

―

―

年

七

月

六

日

文

部

次

官

辻

新

次

卒
業
生
総
代
山
田
源
一
郎
謝
辞

私
共
此
度
本
校
所
定
ノ
学
科
ヲ
卒
業
致
シ
マ
シ
テ
本
日
卒
業
證
書
ヲ
受
ク
ル

ノ
榮
ヲ
得
マ
シ
タ
ノ
ハ
誠
二
有
リ
難
キ
仕
合
卜
存
ジ
マ
ス
私
共
ハ
生
来
學
理
二

暗
ク
藝
術
二
拙
キ
モ
ノ
ニ
テ
敢
テ
此
榮
器
ヲ
荷
フ
ニ
ハ
堪
ヘ
マ
セ
ヌ
コ
ト
デ
ゴ

ザ
リ
マ
ス
レ
ド
幸
ヒ
ニ
今
日
二
至
リ
マ
シ
タ
ハ
特
二
本
校
長
ノ
薫
陶
卜
教
師
幹

事
諸
君
ノ
教
誡
ト
ニ
由
リ
テ
シ
テ
賓
―
ー
此
恩
賜
ヲ
得
タ
ル
事
卜
存
シ
マ
ス
今
又

校
長
閣
下
ノ
諭
旨
卜
文
部
次
官
閣
下
ノ
訓
辞
ト
ヲ
賜
リ
感
侃
ノ
至
リ
ニ
堪
ヘ
マ

セ
ヌ
源
一
郎
不
肖
ナ
カ
ラ
モ
同
窓
ノ
卒
業
生
卜
共
二
堅
ク
相
誓
テ
益
々
勤
メ
益

々
励
ミ
テ
其
諭
旨
ヲ
体
シ
其
訓
辞
ヲ
奉
シ
終
始
之
二
戻
ラ
ザ
ル
様
仕
ル
ベ
シ
源

一
郎
不
敏
ヲ
顧
ミ
ズ
卒
業
生
四
名
二
代
リ
謹
ン
デ
謝
辞
ヲ
呈
ス
〔
手
書
き〕

（『
明
治
二
十
二
年
度
東
京
音
楽
學
校
學
事
年
報
』
）

新
築
校
舎
の
落
成

明
治
二
十
三
年
五
月
十
二
日
、
上
野
公
園
元
西
四
軒
寺
跡
（
現
在
地
）
の
新
校
舎

完
成
に
伴
い
、
東
京
音
楽
学
校
は
明
治
十
八
年
二
月
以
来
の
上
野
公
園
東
四
軒
寺
跡

よ
り
移
転
し、

落
成
を
祝
う
新
校
開
業
式
を
挙
行
し
た
。
こ
の
木
造
二
階
建
の
新
校

舎
は
、
音
楽
学
校
の
当
時
の
実
情
と
将
来
へ
の
方
針
に
従
っ
て
構
想
さ
れ
て
い
た
。

校
舎
の
二
階
中
央
に
は
講
堂
を
兼
ね
た
音
楽
用
の
ホ
ー
ル
が
据
え
ら
れ
て
い
た
。
こ

れ
が
奏
楽
堂
で
あ
る
。
奏
楽
堂
は
、
校
舎
の
中
核
を
な
す
と
同
時
に
東
京
音
楽
学
校

の
い
わ
ば
象
徴
的
存
在
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
上
に
日
本
最
初
の
演
奏
会
場
と
し
て
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長
く
わ
が
国
の
楽
界
を
育
て
、
リ
ー
ド
す
る
舞
台
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

開
業
式
当
日
の
様
子
を
伝
え
る
記
事
を
挙
げ
て
お
こ
う
。

東
京
昔
榮
學
校
新
築
校
開
業
式

東
京
―
音
楽
學
校
に
て
は
、
兼
て
上
野
櫻
岡
に
新
築
中
な
り
し
新
校
舎
落
成
せ

し
を
以
て
、
去
る
十
二
日
午
後
二
時
よ
り
其
開
業
式
を
畢
行
せ
り
。

営
日
は
初

め
に
欧
州
吹
奏
榮
あ
り
、
次
て
洋
琴
聯
弾
、
次
に
中
川
文
部
會
計
局
次
長
新
校

工
事
竣
功
の
報
告
を
な
し
、
終
て
、
辻
文
部
次
官
、
榎
本
文
部
大
臣
の
代
理
と

し
て
、
新
校
舎
を
授
興
す
る
旨
の
書
を
、
伊
澤
―
音
楽
學
校
長
に
交
付
し
、
次
に

辻
次
官
の
祝
詞
、
伊
澤
校
長
の
答
辮
、
開
業
式
祝
歌
合
唱
本
邦
等
曲
絃
架
合
奏

等
あ
り
、
束
賓
に
は
各
公
爵
井
夫
人
を
始
め
、

各
國
公
使
等
無
慮
千
餘
人
に

て
、
新
校
舎
内
清
昔
劉
亮
中
々
の
盛
式
な
り
き
。

（『
敬
育
時
論
』
第
一
八
四
号
、
明
治
二
十
三
年
五
月
）

こ
の
と
き
の
演
奏
曲
目
等
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
校
舎
の
設
計
者
や
規
模
、

総
工
費
等
に
つ
い
て
は
次
に
挙
げ
る
中
川
文
部
省
会
計
局
次
長
の
報
告
の
な
か
で
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
音
孵
設
計
に
つ
い
て
は
、
表
面
に
は
ま
っ
た
く
出
て
い
な
い

が
、
主
事
で
あ
っ
た
上
原
六
四
郎
の
講
義
録
等
か
ら
、
上
原
が
何
ら
か
の
形
で
関
与

(
1
)
 

し
た
こ
と
は
充
分
考
え
ら
れ
る
。

(
1
)

こ
の
上
原
六
四
郎
の
音
膨
設
計
に
関
し
て
田
邊
尚
雄
氏
は
の
ち
に
次
の
よ
う
に
語
って

い
る
。
「
東
京
音
楽
学
校
の
二
階
中
央
に
あ
る
奏
楽
堂
は
、
上
原
六
四
郎
先
生
の
設
計
で
、
そ

の
音
孵
効
果
が
非
常
に
良
好
で
、
当
時
西
洋
に
も
貨
讃
さ
れ
て
い
た
。
ス
テ
ー

ジ
の
下
の

一階
の
室
は
共
鳴
装
置
に
な
っ
て
い
て
、
こ
の
室
に
は
何
も
入
れ
て
は
い
け
な
い
こ
と
に
な

っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
上
原
先
生
が
学
校
を
去
っ
て
し
ま
わ
れ
る
と
、

後
の
人
は
音
孵
学
の

知
識
な
ど
は
な
い
の
で
、
こ
れ
を
物
置
室
に
し
て
し
ま
った
の
で、

音
署
は
悪
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
゜
ー
奏
楽
堂
の
ス
テ
ー
ジ
の
下
に
共
鳴
の
用
を
す
る

一
室
を
設
け
る
こ
と
は
、
当

時
ウ
ィ
ー
ン
の
大
奏
楽
場
が
そ
う
な
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
音
楽
学
校
の
奏
楽
堂
の

ス
テ
ー

ジ
は
そ
の
後
数
回
改
造
し
て
広
く
し
、
ま
た
二
段
に
し
た
。
」
（
『明
治
音
榮
物
語
』
二三
八

頁）
以
下
、
中
川
文
部
省
会
計
局
次
長
の
報
告
、

達
書
、
辻
文
部
次
官
の
祝
詞
、
伊
澤

校
長
の
答
辞
を
挙
げ
る
。

な
お
、
「
新
校
舎
授
興
達
書
」

の
中
で
い
わ
れ
て
い
る
「
別
紙
緒
圏
面
」
は
、
残

念
な
が
ら
今
日
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

中
川
文
部
省
會
計
局
次
長
新
校
工
事
竣
功
ノ
報
告

薮
二
東
京
音
楽
學
校
々
舎
新
築
ノ
工
事
竣
功
ヲ
告
ク
本
日
開
業
ノ
式
ヲ
畢
ラ

ル
初
テ
聯
力
該
工
事
ノ
顛
末
ヲ
左
二
陳
述
セ
ン

抑
営
校
々
舎
公
襄
二
上
野
東
四
軒
寺
跡
営
省
官
舎
及
在
米
ノ
数
師
館
ヲ
修
繕

シ
俣
リ
ニ
其
用
二
供
シ
来
リ
タ
ル
モ
爾
末
該
校
ノ
規
模
撰
張
セ
ル
ヲ
以
テ
其
場

所
狭
陰
ヲ
告
ク
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
其
構
造
モ
不
完
全
ナ
ル
ニ
由
リ
之
ヲ
他
二
移
設

ス
ル
ノ
計
叢
ヲ
立
テ
金
戴
萬
園
ヲ
以
テ
此
敷
地
二
新
築
ス
ル
事

二
確
定
セ
ラ
レ

タ
リ
即
チ
文
部
三
等
技
師
山
口
半
六
文
部
四
等
技
師
久
留
正
道
之
ガ
設
計
ヲ
為

シ
客
年
十
月
ヲ
以
テ
起
エ
シ
薮
二
全
ク
落
成
ヲ
告
ル
ニ
至
ル
賓
二
其
間
僅
二
七

ヶ
月
ヲ
経
過
シ
完
了
二
至
リ
シ
ハ
常
校
ノ
慶
幸
卜
云
ハ
サ
ル
ヘ
ケ
ン
ヤ

営
校
敷
地
面
積
七
千
百
十
八
坪
七
合
七
勺
ニ
シ
テ
而
シ
テ
新
築
校
舎
面
積
三

百
八
十
二
坪
余
之
二
要
セ
シ
建
築
費
ハ
金
戴
万
七
百
園
ナ
リ
之
ヲ
細
別
ス
レ
バ

左
ノ
如
シ

一
本
校
ハ
木
造
二
階
建
三
百
戴
拾
五
坪
五
合
此
建
築
費
金
壱
万
七
千
八
百

七
圏
五
拾
三
錢
四
厘

一

厠
賦
棟
木
造
平
家
建
拾
戴
坪
八
合
三
勺
戴
才
此
建
築
費
金
六
百
五
拾
六

圏
賦
拾
錢

一

湯
呑
所
小
使
部
屋
及
渡
廊
下
等
四
拾
四
坪
三
合
三
勺
三
才
此
建
築
費
金

六
百
八
拾
一

圃
四
拾
三
錢
五
厘
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地
均
シ
樹
木
植
替
等
／
諸
雑
費
金
八
百
五
拾
四
園
八
拾
三
錢
壱
厘

其
他
装
飾
費
金
七
百
圏

今
ヤ
此
敷
地
建
物
ハ
嘗
校
ノ
所
用
二
蹄
セ
ン
ト
ス
ル
ヲ
以
テ
爾
末
一
層
保
存

二
注
意
セ
ラ
レ
ン
コ
ト
ヲ
切
二
希
望
ス
ル
所
ナ
リ

明
治
廿
三
年
五
月
十
二
日

新
校
舎
授
興
逹
書

東
京
音
楽
學
校

上
野
公
園
嘗
省
用
地
面
積
七
千
百
十
八
坪
七
合
七
勺
井
二
新
築
建
家
合
面
積

三
百
八
拾
戴
坪
六
合
六
勺
五
才
別
紙
綸
圏
面
之
通

右
其
校
ノ
所
用
ト
シ
テ
相
渡
ス

明
治
廿
三
年
五
月
十
二
日

文
部
大
臣
子
爵
榎
本
武
揚
回

辻
文
部
次
官
祝
詞

本
校
々
舎
新
築
功
ヲ
竣
リ
荘
二
其
開
業
ノ
式
ヲ
畢
ク
ル
ニ
至
ル
一
音
楽
教
育
ノ

為
メ
塞
二
祝
ス
ヘ
キ
ナ
リ
蓋
―音
架
ノ
用
ハ
人
心
ノ
和
平
ヲ
致
シ
徳
性
ヲ
感
稜
ス

ル
ニ
ア
リ
古
昔
之
ヲ
以
テ
治
國
ノ
一
要
具
ト
ナ
セ
シ
モ
亦
此
理
二
外
ナ
ラ
ズ
要

ス
ル
ニ

＿音
楽
ノ
盛
衰
正
邪
ハ
世
道
ノ
汚
隆
二
闘
ス
ル
事
甚
夕
大
ナ
リ
ト
ス
本
校

創
置
以
来
日
尚
浅
シ
ト
雖
其
事
業
既
一
一
観
ル
ベ
キ
モ
ノ
ア
リ
今
又
校
舎
新
一
一
成

リ
テ
其
授
業
上
便
盆
ヲ
興
フ
ル
コ

ト
亦
少
小
ナ
ラ
ズ
乃
チ
望
ラ
ク
ハ
本
校
従
事

ノ
諸
員
盆
此
教
育
ノ
完
全
ヲ
圏
リ
盆
其
効
用
ヲ
全
國

二
痰
揚
セ
ラ
レ
ン
コ
ト
ヲ

聯
力
ニ
―
一
□
ヲ
陳
シ
テ
祝
詞
ト
ス

文
部
省
會
計
局
次
長
中
川
元

伊
澤
校
長
答
僻

本
日
本
校
新
築
工
事
成
ル
ヲ
告
ケ
新
校
舎
授
典
新
校
開
業
ノ
典
ヲ
畢
ケ
ラ
ル

ル
ニ
際
シ
朝
野
内
外
ノ
貴
顕
貴
婦
人
其
他
ノ
臨
場
ヲ
辱
フ
シ
タ
ル
ハ
本
校
ノ
榮

何
事
力
之
二
過
ギ
ン
顧
フ
ニ
本
校
ハ
明
治
十
二
年

l

音
楽
取
調
掛
ヲ
文
部
省
二
置

カ
ル
ニ
濫
簸
シ
本
日
新
校
開
業
―
―
至
リ
薮
二
十
有
餘
年
―
音
楽
ヲ
我
邦
ノ
教
育
上

二
質
施
ス
ル
ノ
途
二
嘗
リ
難
事
頗
ル
多
端
ナ
ル
モ
幸
二
本
日
ア
ル
所
以
ノ
モ
ノ

ハ
職
ト
シ
テ
文
部
省
二
惟
レ
由
ル
ト
雖
モ
抑
亦
明
治
聖
世
ノ
餘
澤

二
非
ザ
ル
ハ

ナ
シ
是
レ
不
肖
修
二
等
日
夜
感
泣
二
堪
ヘ

ザ
ル
ル
所
ナ
リ
蓋
音
楽
ノ
モ
ノ
タ
ル
ヤ
人

心
ノ
和
平
ヲ
養
ヒ
咽
家

二
鋏
ク
ベ
カ
ラ
ザ

ル
事
既
二
文
部
次
官
閣
下
ノ
祝
詞
二
盛
ス

所
ノ
如
シ
即
チ
支
那
ハ
往
古
ョ
リ
證
架
刑

政
卜
稲
シ
テ
之
ヲ
國
家
政
務
ノ
ー
ト
ナ
シ

西
國
ハ
夙
二
之
ヲ
数
育
ノ
一
部
二
置
キ
由

テ
以
テ
億
兆
ヲ
陶
冶
シ
聖
朝
ハ
遠
ク
上
古

ヨ
リ
之
ヲ
大
用
セ
ラ
レ
延
喜
天
歴
ノ
至
治

二
馴
致
ス
ト
雖
中
葉
干
戊
邦
内
二
動
ク
ヨ

リ
之
ヲ
休
用
セ
ラ
ル
ル
モ
明
治
聖
世

二
至

リ
復
之
ヲ
教
育
ノ
一
部
二
置
カ
レ
遂
二
全

國

二
及
ブ
此
時
二
方
テ
本
校
新
授
業
ヲ
開

ク
ノ
榮
ヲ
荷
フ
ハ
洵
二
千
歳
一
遇
ノ
賜
卜

云
フ
ベ
シ
不
肖
修
二
等
願
ク
ハ
是
ヨ
リ
更

二
勘
精
努
カ
シ
テ
今
日
ノ
盛
榮
二
答
フ
ル

ア
ラ
ン
コ
ト
ヲ
聯
力
五
二

蕪
僻
ヲ
呈
シ
テ

東京音楽学校二階部図
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以
テ
答
僻
ト
ス

『
東
京
昔
楽
學
校
一
覧
自
明
治
廿
三
年
至
明
治
廿
四
年
』
に
よ
れ
ば
、
五
月
二

十
六
日
、
「
更
二
練
習
室
一
棟
文
部
大
臣
ヨ
リ
交
付
セ
ラ
ル
此
面
積
四
十
坪
ナ
リ
」

（
十
四
頁
）
と
あ
る
。
そ
し
て
、
同
第
六
章

「
敷
地
建
物
」
の
項
に
は
、
「
東
京
―音
楽
學

校
ハ
東
京
市
下
谷
匿
上
野
公
園
地
内
酋
西
四
軒
寺
跡
二
在
リ
テ
本
年
五
月
十
二
日
新

築
落
成
セ
ル
モ
ノ
ニ
係
リ
敷
地
面
積
七
千
百
十
八
坪
七
合
七
勺
ニ
シ
テ
建
物
ノ
面
積

四
百
二
十
二
坪
六
合
六
勺
五
オ
ナ
リ
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
（
五
十
四
頁
）
。
校
舎
は

そ
の
後
も
二
十
五
年
、
三
十
二
年
と
徐
々
に
拡
張
さ
れ
て
い

っ
た
。

『
東
京
＿音
楽
學
校

一
覧
自
明
治
三
十
二
年
至
明
治
三
十
三
年
』
に
は
初
め
て
「
敷
地
建
物
園
」
が
折

り
こ
ま
れ
、
建
物
の
面
積
は
四
百
六
十
二
坪
九
合
壺
勺
五
オ
と
記
さ
れ
て
い
る
。
前

二
頁
の
図
面
は
こ
の
と
き
の
も
の
で
あ
る
。

帝
国
議
会
開
院

明
治
二
十
三
年
十
一
月
二
十
九
日
、
帝
国
議
会
が
開
院
し
、
当
日
、
東
京
音
楽
学

校
奏
楽
堂
で
は
祝
賀
演
奏
会
が
催
さ
れ
た
。
そ
の
お
お
よ
そ
は
次
の
記
事
で
知
る
こ

と
が
で
き
る
。

帝
國
議
會
開
院
祝
賀
音
楽
會
は
営
日
午
後
二
時
よ
り
東
京
＿
音
學
校
の
奏
楽
室

に
於
て
催
さ
れ
た
り
其
順
序
は
①
式
部
職
諸
氏
の
欧
洲
管
絃
架
に
伴
れ
て
同
校

数
員
及
生
徒
諸
氏
の
憲
法
稜
布
之
頌
切
同
校
女
生
徒
の
洋
榮
聯
奏
⑲
伊
澤
校
長

の
祝
僻
井
音
楽
の
沿
革
及
必
要
と
代
議
士
諸
氏
に
一
音
楽
を
重
用
せ
ら
れ
た
し
と

の
旨
を
述
べ

ら
れ
た
り
④
同
校
数
員
生
徒
及
束
賓
一
同
起
立
し
て
國
歌
を
合
唱

せ
ら
る
佃
ヂ
ッ
ト
リ
ヒ
氏
の
洋
琴
伴
奏
に
麹
町
番
町
坂
本
城
東
久
松
泰
明
賓
田

四

（『東
京
昔
楽
學
校
明
治
二
十
三
年
度
學
事
年
報
』
）

楼
川
櫻
田
の
九
小
學
校
生
徒
百
名
許
に
て
帝
國
議
會
開
院
の
兒
歌
⑥
ヂ
ッ
ト
リ

ヒ
氏
の
洋
琴
伴
奏
に
て
高
等
商
業
學
校
生
徒
四
十
余
名
の
帝
國
議
會
開
院
の
頌

第
二
⑦
同
校
バ
イ
オ
リ
ン
専
修
生
の
バ
イ
オ
リ
ン
合
奏
⑧
式
部
職
諸
氏
の
欧
洲

管
絃
楽
伴
奏
に
同
校
生
徒
諸
氏
の
帝
國
議
會
開
院
之
頌
第
一
な
り
之
れ
に
て
伊

澤
校
長
は
終
式
の
旨
を
告
け
ら
れ

一
同
散
會
せ

し
は
午
後
四
時
頃
な
り
き
営
日

束
會
せ

し
は
八
百
余
名
に
し
て
頗
る
盛
式
な
り
し

（
『
音
楽
雑
誌
』
第
四
号
、
明
治
二
十
三
年
十
二
月
）

伊
澤
校
長
の
祝
辞
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

帝
國
議
會
開
院
祝
辮

本
文
ハ
、
明
治
二
十
三
年
十
一
月
二
十
九
日
、
即
チ
帝
國
議
會
開
院
J
嘗

日
、
東
京
＿音
楽
學
校
J
講
堂
二
於
テ
、
祉
長
伊
澤
修
二
君
ノ
演
述
セ
ラ
レ

シ
ヲ
筆
記
セ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

閣
下
、
貴
婦
人
、
並
二
諸
君
。
明
治
二
十
三
年
十
一
月
二
十
九
日
卜
云
フ
今

日
ハ
、
如
何
ナ
ル
日
デ
ア
リ
マ
ス
カ
。
遠
ク
太
古
ノ
世
二
在
テ
、
我
天
祖
天
照

大
稗
ガ
、
天
孫
覆
々
杵
尊
二
「
葦
原
千
五
百
秋
之
瑞
穂
國
、
是
吾
子
孫
可
レ
王

之
地
也
。
宜
爾
皇
孫
就
而
治
焉
。
行
突
。
賓
詐
之
隆
嘗
下
典
―
―
天
壌

1

無
；
窮
者

突
。
」
卜
宜
リ
賜
ハ
セ
タ
ル
、
大
御
一
＿＿ロ
ノ
御
證
ノ
、
最
モ
著
ル
ク
顕
ハ
レ
タ
ル

日
デ
ア
リ
マ
セ
ウ
。
近
ク
明
治
維
新
ノ
始
メ
ニ
於
テ
、
今
上
天
皇
陛
下
ガ
、
五

事

ヲ
以
テ
天
地
誹
明
二

誓
ヒ
賜
ヒ
、
以
テ
我
國
是
ヲ
定
メ
サ
セ
賜
ヒ
、
明
治
十

四
年
十
月
十
二
日
ヲ
以
テ
、
我
等
臣
民
二
、
明
治
二
十
三
年
ヲ
期
シ
テ
、
立
憲

政
治
ヲ
布
キ
給
フ
ノ
勅
諭
ヲ
下
シ
賜
ハ
リ
、
昨
年
二
月
十
一
日
二
、
萬
世
不
磨

ノ
大
典
タ
ル
、
帝
國
憲
法
ヲ
稜
布
セ
ラ
レ
タ
ル
、
其
大
御
功
績
ヲ
、
目
出
度
ク

第 2章 明治時代の東京音楽学校 294 



賞
行
ア
ラ
セ
ラ

レ
タ
ル
日
デ
ア
リ
マ
セ
ウ
。
荀
モ
我
大
日
本
帝
國
ノ
臣
民
ニ
シ

テ
、
誰
力
、
此
佳
辰
二

際
シ
、
聖
恩
ノ
深
厚
ナ
ル

ヲ
感
謝
シ
、

國
運
ノ
隆
昌
ヲ

賀
セ
ザ
ル
モ
ノ
ガ
ア
リ
マ
セ
ウ
ゾ
。
特
二
昭
代
ノ
美
術
タ
ル
＿
音
楽
ヲ
以
テ
、

國

家
―
―盛
サ
ン
ト
ス
ル

モ
ノ
ニ
在
リ
テ
ハ
、
一

層
感
謝
ノ
情
二
堪
ヘ
ヌ
コ
ト
デ
ア

リ
マ
ス
。
抑＿
音
架

ハ
、
生
民
卜
其
成
立
ヲ
共
ニ
シ
、
國
ト
シ
テ
此
術
ア
ラ
ザ
ル

ハ
無
ク
、

民
ト
シ
テ
此
道
ヲ
博
ヘ
ザ
ル
モ

ノ
無
シ
ト
雖
ト
モ
、
世
ノ
盛
衰
卜、

其
興
麿
ノ
跡
ヲ
同
ス
ル
モ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
我
國

二
於
テ
ハ
、
稗
代
二
在
リ
テ
、

天
照
大
肺
ガ
、
天
岩
堀
二
幽
居
ラ
ヒ
賜
ヒ
シ
時
、
八
百
萬
誹
等
愁
ヒ
迷

ヒ
賜

ヒ
、
種
々
ノ
業
ヲ
ナ
シ
、
「
天
釧
女
命
則
手
持

1

1

茅
纏
之
稽
f

立
1
1

於
天
石
窟
戸
之

前
f

巧
作

1

1

俳
優
f

亦
以

1

1

天
香
山
之
慎
坂
樹
云
伊
蔓
、
以
レ
羅
為

1

1

手
f

襟
云
々
」

ト
ア
ル
ヲ
以
テ
、
正
史
二
見
エ
タ
ル
始
ト
シ
、

其
後
、
高
麗
百
涜
ノ
楽
、
隋
唐

J
架
、
天
竺
ノ
架
ナ
ド
入
リ
束
リ
テ
、
大
二

我
―音
楽
ノ
進
歩
ヲ
助
ケ
、
治
道
ニ

婢
補
セ
シ
ガ
、
今
ヨ
リ
敷
百
年
前
二
至
リ
テ
、

一
種
不
完
全
ナ
ル
架
律
ガ
、
嘗

時
ノ
所
謂
南
蜜
、
即
チ
葡
萄
牙
ヨ
リ
博
ハ
リ
来
リ
、
俗
曲
卜
愛
性
シ
テ
、
大
二

世
上
二
蔓
延
シ
、
我
架
律
ヲ
馘
シ
、
我
風
俗
ヲ
壊
リ
タ
ル
コ
ト
、
賓
二
少
カ
ラ

ザ
ル
コ
ト
デ
ア
リ
マ
ス
。
然
ル
ニ
明
治
ノ
昭
代
二
至
リ
、
純
正
ナ
ル
柴
律
二
依

テ
、
學
校
唱
歌
ヲ
編
制
シ
、
普
ク
全
國
ノ
學
校
二
行
ハ
セ
ラ
レ
、
今
ヤ
都
部
到

ル
虞
、

其
盤
ヲ
聞
カ
ザ
ル
ハ
ナ
ク
、

漸
ク
照

二
風
ヲ
易

へ
、
俗
ヲ
移
ス
ノ
賓
功

ヲ
見
ン
ト
ス
ル
ニ
至
リ
マ
シ
タ
。

一
人
モ
ア
リ

凡
ソ
我
臣
民
ト
シ
テ
、
忠
君
愛
國
ノ
心
情
ヲ
有
セ
ヌ
モ
ノ
ハ
、

マ
ス
マ
イ
。
内
二
此
忠
愛
ノ
心
ヲ
養
ヒ
、
外
二
此
忠
愛
ノ
情
ヲ
稜
ス
ル
ニ
適
セ

ル
ハ
、

唱
歌
ノ
外
二
何
物
ガ
ア
リ
マ
セ
ウ
。
唱
歌
ハ
、
深
ク

人
心
ノ
底
二
徹

シ、

遠
ク
九
天
ノ
上
二

逹
ス
ル

モ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
吾
等
ハ
、
明
治
ノ
昭
代
二

生
レ
、
今
日
瑞
雲
鯉
霊
、
和
氣
菰
々
ノ
中
二
在
テ
、
我
四
千
萬

ノ
同
胞

卜
共

ニ
、
帝
國
議
會
ノ
開
院
ヲ
祝
ス
ル
ノ
好
運
二
會
シ
タ
ル
ヲ
慶
賀
シ
マ
ス
。
我
等

ハ
今
日
全
國
到
ル
虞
、
各
府
縣
ノ
學
校
生
徒
卜
共
二
、
同
槃
同
律
ノ
歌
頌
ヲ
以

テ
、
此
千
古
未
曾
有
ノ
盛
典
ヲ
祝
ス
ル
ノ
榮
唇
ヲ
得
タ
ル
ヲ
喜
ビ
マ
ス
。
猶
今

日
以
往
、
貴
族
衆
議
、
雨
院
二
雲
集
セ
ル
俊
傑
ノ
士
ノ
賛
助
卜、

賢
明
ナ
ル
政

府
ノ
庇
護
ト
ニ
依
リ
、
此
昭
代
ノ
美
術
、
治
國
ノ
要
具
タ
ル
一音
楽
ノ
、
愈
々
盆

々
隆
盛
二
至
ラ
ン
コ
ト
ヲ
偏
二
祈
ル
コ
ト
デ
ア
リ
マ
ス
。
姦
二
謹
テ
君
力
代
ノ

歌
ヲ
唱
シ
、
天
皇
陛
下
ノ
萬
歳
ヲ
祝
シ
奉
リ
マ
セ
ウ
。
来
賓
諸
君

ニ
モ
御
起
立

ノ
上
、
和
唱
ア
ラ

ン
コ
ト
ヲ
望
ミ
マ
ス
。

君

ガ

代

合

唱

二

回

是
ヨ
リ
帝
國
議
會
ノ
長
久
隆
昌
ヲ
祈
リ
、
開
院
ノ
歌
頌
ヲ
謳
歌
致
シ
マ
ス
。

帝
國
議
會
開
院
之
兒
歌
三
回

東
京
府
下
小
學
校
生
徒
之
ヲ
合
唱
ス
。

帝
國
議
會
開
院
之
頌
第
二
三
回

裔
等
商
業
學
校
生
徒
之
ヲ
合
唱
ス
。

帝
國
議
會
開
院
之
頌
第
一
三
回

東
京
校
―音
楽
學
生
徒
之
ヲ
合
唱
シ
、
宮
内
省
式
部
職
欧
洲
管
絃
楽
隊

之
二
伴
奏
ス
。

（
『
國
家
敦
育
』
第
三
号
、
明
治
二
十
三
年
十
二
月
十
二
日
）

な
お
こ
の
日
歌
わ
れ
た

「
帝
國
議
會
開
院
之
頌
」
と
「
帝
國
議
會
開
院
之
兒
歌
」

が
で
き
上
が
っ
た
い
き
さ
つ
は
次
の
記
事
に
示
さ
れ
て
い
る
。
「
伊
澤
修

二
君
の
首

こ

い

し

か

は

う

た

唱
に
係
る
礫
川
表
町
園
家
赦
育
社
に
て
は
帝
園
議
會
開
院
の
頌
と
な
る
歌
詞
を
普
＜

な
だ
が
き

世
上
に
募
集
し
秀
逸
の
作
に
は
有
名
な
る
昔
架
家
と
謀
り
楽
譜
を
附
し
て
開
院
の
嘗

日
全
國
の
學
校
生
徒
に
唱
は
し
め
ん
と
其
計
霊
を
謡
し
居
ら
る
A

と

い
ふ
」
(
『-音
架

雑
誌
』
第
二
号
、
明
治
二
十
三
年
十
月
、
二
十
七
頁
）
。
そ
の
歌
詞
を
次
に
挙
げ
る
。
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こ
を

'り

帝
國
議
會
開
院
之
頌

（
第
一
）
上
箕
行
氏
作
曲
〇
ヂ
ト
リ
ヒ
氏
調
和
0
中
村
秋
香
氏
作
歌

四
千
餘
萬
の
同
胞
よ
、
攀
り
て
祝
へ
い
ざ
祝
へ
、
天
津
日
嗣
國
の
憲
法
、
我

日
の
本
は
天
津
日
の
、
照
さ
ん
限
り
富
士
か
根
の
、
動
か
ぬ
基
い
や
が
た
し

や

ま

と

を

の

こ

こ

と

あ

げ

ほ

う

そ

よ

ろ

つ

よ

朝
日
に
匂
ふ
山
槻
、
日
本
男
兒
が
言
論
て
、
賓
詐
の
隆
國
家
の
一
幅
、
萬
世
永

く
に
た
み

く
守
る
べ
き
、
帝
國
議
會
開
け
た
り
、
祝
へ
や
祝
へ
や
國
民
よ

（第
二
）

芝

葛
鎖
氏
作
曲

0
加
部
厳
夫
氏
作
歌

た
か
み
く
ら

き

み

動
か
ぬ
も
の
は
高
御
座
、
動
き
て
進
む
は
人
ご
A

ろ
、
動
か
ぬ
帝
位
進
む
は

御
代
、
す
ぐ
れ
し
人
の
集
ふ
な
る
、
帝
國
議
會
ひ
ら
け
た
り
、
帝
闊
議
會
開
け

帝
國
議
會
開
け
た
り
、
萬
世
紐
と
も
動
か
じ
な
、

り

み

く

に

法
、
み
の
り
の
儘
に
従
が
ひ
て
、
皇
國
の
為
に
や
よ
盛
せ
、

や
よ
っ
く
せ

皇
國
の
為
に
や
よ
盛
せ
、
わ
が
せ
と
侍
む
代
議
士
よ
、
天
皇
に
は
忠
、
臣
民

こ
と
ば

に
は
信
、
忠
と
信
と
を
守
り
て
ぞ
、
言
際
の
花
も
賓
を
結
ぶ
、
こ
と
ば
の
花
も

み
を
む
す
ぶ

帝
國
議
會
開
院
之
兒
歌

伊
澤
修
二
君
校
閲

0
小
山
作
之
助
氏
作
曲
〇
雪
の
舎
主
人
作
歌

祝
へ
や
祝
へ
皆
共
に
、
た
ぐ
い
も
あ
ら
ぬ
此
御
世
を
、
古
へ
に
も
今
に
も
な

の
り

き
、
め
で
た
き
法
は
世
に
布
き
ぬ
、
祝
へ
や
祝
へ
此
御
代
を
、
い
は
へ
や
い
は

へ
こ
の
御
代
を

た
り

か

た

の

動
く
は

人
堅
固
き
は
憲

み
く
に
の
た
め
に

歌
へ
や
う
た
へ
皆
共
に
、
か
ぎ
り
も
知
ら
ぬ
こ
の
國
を
、
萬
代
ま
で
匂
は
ん

花
、
色
香
も
深
く
今
さ
き
ぬ
、
歌
へ
や
歌
へ
こ
の
國
を
、
歌
へ
や
う
た
へ
此
<

を
仰
げ
や
あ
ふ
げ
皆
共
に
、
は
つ
國
し
ら
す
我
君
を
、
く
ぬ
が
の
は
て
海
外
ま

で
、
恵
み
の
露
は
世
に
み
ち
ぬ
、
仰
げ
や
／
＼
我
君
を
、
仰
げ
や
あ
ふ
げ
我
君

（
『
昔
楽
雑
誌
』
第
三
号
、
明
治
二
十
三
年
十
一
月
）
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第
二
節

東
京
音
楽
学
校
存
廃
論
争

帝
国
議
会
開
院
の
祝
賀
演
奏
会
か
ら
一
カ
月
も
た
た
な
い
う
ち
に
、
二
十
四
年
度

予
算
を
審
議
し
て

い
た
予
算
委
員
会
で
は
、
経
費
節
減
を
理
由
に
、
高
等
中
学
校
、

女
子
師
範
学
校
と
と
も
に
東
京
音
楽
学
校
の
予
算
が
問
題
と
な
り
、
こ
れ
ら
の
学
校

を
廃
止
せ
よ
と
の
声
が
あ
が
っ
た
。
こ
れ
に
は
鏃
会
の
内
外
か
ら
種
々
の
議
論
が
湧

(
l

)
 

き
起
り
、
つ
い

に
は
音
楽
学
校
存
廃
論
争
へ
と
発
展
し
た
。
明
治
二
十
四
年
度
の
東

京
音
楽
学
校
の
予
算
は
、
あ
と
で
資
料
に
見
る
よ
う
に
、

原
案
で
一
万
四
千
五
百
円、

そ
の
う
ち
政
府
支
出
金
が
一
万
二
千
百
二
十
二
円
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
当
時
の

学
校
予
算
と
し
て
け
っ
し
て
多
額
と
は

い
え
な
い
。
し
か
し
こ

の
予
算
を
め
ぐ

っ

て、

誕
生
か
ら
わ
ず
か
三
年
を
経
た
ば
か
り
の
わ
が
国
唯
一
の
音
楽
学
校
の
存
廃
を

か
け
て
議
論
が
戦
わ
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
厳
会
で
は
立
憲
自
由
党
が
音
楽
学
校
の

廃
止
を
主
張
し
、
一
方
の
改
進
党
は
原
案
に
修
正
を
加
え
る
に
せ
よ
、
と
も
か
く
も

存
続
さ
せ
る
方
針
を
打
ち
出
し
た
。
激
論
の
末
、
結
果
的
に
は
同
校
は
よ
う
や
く
廃

止
を
免
れ
た
。
当
時
の
関
係
者
の
努
力
の
甲
斐
あ
っ
て
音
楽
学
校
は
今
日
ま
で
歴
史

を
刻
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
音
楽
学
校
の
経
費
を
節
減
す
べ

し
と

の
声
が
議
会
内
か
ら
消
え
去
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
二
十
六
年
九
月
に
は
そ
の

解
決
策
と
し
て
、
同
校
は
高
等
師
範
学
校
附
属
の
時
代
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
。
そ

し
て
三
十
二
年
に
再
独
立
す
る
ま
で
、
東
京
音
楽
学
校
が
独
立
し
た
学
校
と
し
て
の

地
位
を
確
保
す
る
ま
で
に
は
、
ま
だ
長
い
道
程
が
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

(

1

)

音
楽
学
校
存
廃
論
争
の
記
事
に
関
し
て
は
、
遠
藤
宏
著
『
明
治
音
楽
史
考
』
（
東
京
、

有
朋
堂
、
昭
和
二
十
三
年
）
二
五
七
ー
ニ
六
二
頁
で
も
か
な
り
詳
し
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
お

り
、
今
回
の
資
料
の
中
に
は
こ
れ
を
手
掛
り
と
し
て
捜
し
た
も
の
も
多
い
。

帝
国
議
会
を
舞
台
と
し
た
学
校
存
廃
論
争
は
、
当
時
の
各
紙
で
連
日
の
よ
う
に
報

道
さ
れ
、
ま
た
関
係
各
誌
で
も
さ
か
ん
に
取
り
あ
げ
ら
れ
た
。

一
方
、
創
刊
後
間
も

な
い
わ
が
国
最
初
の
音
楽
専
門
誌
『
一音
楽
雑
誌
』
は
す
で
に
音
楽
の
論
壇
と
な
っ
て

い
た
が
、
唯
一
の
音
楽
学
校
が
廃
止
の
危
機
に
瀕
し
た
と
あ
っ
て
、
音
楽
の
効
用
や

音
楽
学
校
の
必
要
を
説
く
議
論
を
次
々
に
生
ん
だ
。
こ
れ
ら
の
記
事
や
論
文
な
ど

は
、
当
時
の
議
会
や
世
間
一
般
に
お
い
て
音
楽
や
音
楽
教
育
が
ど
の
よ
う
な
も
の
と

し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
か
、
そ
し
て
音
楽
文
化
を
擁
護
し
育
て
よ
う
と
し
て
い
た
人

人
の
努
力
と
熱
意
が
い
か
に
大
き
い
も
の
で
あ
っ
た
か
を
今
日
に
伝
え
る
貴
重
な
資

料
と
な
っ
た
。

今
回
入
手
し
た
音
楽
学
校
存
廃
論
関
係
の
資
料
は
か
な
り
厖
大
な
も
の

で
あ
る

が
、
そ
れ
で
も
な
お
、
今
日
、
音
楽
学
校
存
廃
論
争
の
全
容
を
知
る

こ
と
は
き
わ
め

て
困
難
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
関
係
資
料
を
と
り
あ
え
ず
次
の
よ
う
に
四

つ
に
分
類

・

整
理
し
て
当
時
の
情
況
を
知
る
手
掛
り
と
し
よ
う
。

日
ま
ず
帝
国
織
会
で
の
存
廃
論
争
を
報
じ
た
新
聞
雑
誌
記
事
や
議
事
録
に
よ
っ

て
存
廃
論
争
の
経
緯
を
た
ど
る
。

口
次
に
音
楽
学
校
存
廃
争
の
関
連
資
料
を
挙
げ
、
当
時
の
情
況
や
音
楽
に
対
す

る
考
え
方
に
触
れ
る
。
た
だ
し
資
料
の
性
格
上
、
分
類
し
に
く
い
も
の
も

多
い

こ

と、

整
理
の
都
合
上
、
日
に
く
る
べ
き
も
の
が
や
む
を
得
ず
口
に
入
れ
ら
れ
て
い
る

場
合
が
あ
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
お
断
り
し
て
お
く
。

国
次
に
学
校
側
の
資
料
と
し
て

『
帝
國
議
會
闘
渉
綴
』
を
挙
げ
る
。
こ
れ
は
学

校
側
の
対
応
の
一
端
を
物
語
る
資
料
で
あ
る
。

四
最
後
に
こ
の
時
期
の
卒
業
式
な
ら
び
に
紀
元
節
祝
賀
式
に
お
け
る
学
校
長
と

文
部
大
臣
の
演
説
を
取
り
あ
げ
る
。

な
お
、
帝
国
議
会
で
の
学
校
廃
止
論
に
端
を
発
し
て
活
発
化
し
た
音
楽
論
お
よ
び

音
楽
学
校
論
は
、
東
京
音
楽
学
校
が
高
等
師
範
学
校
附
属
と
な
っ

て
か
ら
も
続
い
て

い
た
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。

音
楽
学
校
存
廃
論
争
の
経
緯

ま
ず
、
東
京
音
楽
学
校
の
二
十
四
年
度
予
算
の
数
字
を
示
し
た
記
事
を
挙
げ
る
。

297 第 2節 東京音楽学校存廃論争



東
京
音
楽
學
校
鰹
費
豫
算

此
程
帝
國
議
會
へ

下
附
せ
ら
れ
た
る
廿
四
年
度
の
豫
等
案
中
官
立
學
校
の
罷

費
に
係
る
も
の
A

中
よ
り
抜
抄
せ
る
に
東
京
昔
架
學
校
特
別
會
計
は
明
治
廿
三

年
法
律
第
廿
六
琥
官
立
學
校
及
圏
書
館
會
計
法
に
腺
り
設
置
せ
し
者
に
し
て
明

治
廿
四
年
度
に
於
て
豫
等
す
る
所
の
歳
入
額
は
壼
万
四
千
五
百
圏
歳
出
額
は
壼

万
四
千
五
百
園
な
り
而
し
て
其
歳
入
額
の
内
壺
万
二
千
百
廿
戴
圏
は
政
府
支
出

金
に
屡
す
る
を
以
て
穂
豫
等
に
於
て
は
歳
出
紐
常
部
文
部
省
所
管
第
二
款
第
十

二
項
に
編
入
せ
り
と

（『
一音
楽
雑
誌
』
第
四
号
、
明
治
二
十
三
年
十
二
月
）

し
か
し
こ
の
雑
誌
が
発
行
さ
れ
る
前
日
の
『
東
京
新
報
』
を
見
る
と
、
こ
の
と
き

す
で
に
予
算
委
員
会
に
お
い
て
音
楽
学
校
の
廃
止
が
議
題
に
上
り
、
検
討
さ
れ
始
め

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る。

豫
算
委
員
會
の
模
様

同
委
員
會
に
て
は
日
敷
動
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
と
決
心
し
各
員
勉
勘
し
て
其

進
歩
著
し
く
昨
日
午
後
五
時
頃
に
は
逓
信
省
の
部
に
移
り
陸
海
軍
を
除
く
の
外

は
全
く
議
了
し
た
り
と
云
ふ
今
其
結
果
を
聞
く
に

鐵
道
靡
は
原
案
の
如
く
内
務
省
に
据
置
く
事

郡
長
給
縣
顧
費
警
察
連
帯
費
は
原
案
通
り
図
庫
支
辮
の
事

高
等
中
學
麿
止
の
事

女
子
高
等
師
範
學
校
廃
止
の
事

一
音
楽
學
校
麿
止
の
事

盲
唖
學
校
は
原
案
に
復
す

紙
幣
消
却
高
よ
り
減
じ
た
る
百
萬
園
は
原
案
に
復
す

以
上
は
本
社
連
日
の
紙
上
に
掲
載
す
る
所
の
豫
算
案
に
付
存
麿
し
た
る
も
の

な
り
且
此
委
員
會
は
遅
く
も
本
日
の
萱
頃
迄
に
決
了
す
べ
し
又
改
進
鴬
選
出
の

豫
算
委
員
諸
氏
は
一
昨
日
よ
り
一
人
も
同
委
員
會
に
出
席
せ
ず
と
云
ふ

（『
東
京
新
報
』
明
治
二
十
三
年
十
二
月
二
十
四
日
）

ま
た
明
け
て
二
十
四
年
一
月
九
日
付
の
『
讀
賣
新
聞
』
に
は
、
予
算
に
対
す
る
議

員
集
会
所
の
意
見
と
し
て
、
政
費
節
減
の
方
針
は
元
来
集
会
所
に
お
い
て
調
査
し
た

結
果
に
基
づ
い
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
に
ほ
ぼ
賛
成
で
あ
る
と
述
べ
て
い

る
。
そ
し
て
学
校
毀
に
つ
い
て
は
、
教
育
は
長
期
に
わ
た
っ
て
な
る
べ
く
変
動
の
な

い
状
態
で
続
け
ら
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
今
回
は
諸
学
校
費
に

然
る
べ
き
節
減
を
加
え
た
上
で
存
続
さ
せ
る
の
が
よ
い
と
し
て
い
る
。

豫
算
に
到
す
る
議
員
集
會
所
の

意

見

豫

算
委
員
の
中
硬
派
と
軟
派
あ
り
豫

算
委
員
の
査
定
は
硬
派
の
意
見
な
る

こ
と
及
び
議
員
集
會
所
よ
り
出
た
る
豫
算

委
員
は
所
謂
硬
派
に
隔
す
る
こ
と
は
世
人
の
知
る
所
な
る
が
こ
の
事
に
閥
し
議

員
集
會
所
其
も
の
A

意
見
如
何
を
聞
く
に
同
集
會
所
に
て
は
大
体
に
於
て
固
よ

り
硬
派
の
意
見
を
賛
成
し
豫
算
委
員
の
査
定
は
元
来
集
會
所
に
於
て
調
査
し
た

る
政
費
節
減
の
方
案
と
大
同
小
異
な
れ
ば
こ
れ
を
賛
成
す
る
は
勿
論
の
事
な
り

豫
算
委
員
の
査
定
は
事
務
事
業
に
立
入
ら
ず
専
ら
俸
給
の
上
に
節
減
を
加
へ
た

れ
ば
行
政
機
閥
の
運
轄
を
妨
ぐ
べ
き
謂
は
れ
な
く
又
官
制
に
立
入
り
た
り
と
の

説
あ
れ
ど
直
接
に
其
の
愛
更
を
議
決
し
た
る
に
あ
ら
ず
雖
に
節
減
の
理
由
と
し

て
見
込
を
立
て
た
る
に
過
ざ
れ
ば
憲
法
に
違
反
す
べ
き
筈
な
し
現
に
豫
算
委
員

も
と

會
に
於
て
も
官
制
の
改
革
を
行
ふ
等
の
事
は
固
よ
り
大
櫂
に
隔
し
委
員
會
に
於

て
為
す
可
こ
と
に
あ
ら
ざ
れ
ば
其
の
目
的
を
逹
す
る
の
手
績
き
は
有
志
の
運
動
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し
か

に
付
す
べ
し
と
の
議
決
を
為
せ
し
こ
と
に
て
大
櫂
に
干
渉
す
る
と
否
ら
ざ
る
と

の
匿
別
は
更
に
辮
ず
る
を
要
せ
ず
と
の
説
な
る
由
又
同
集
會
所
は
豫
算
委
員
の

政
費
節
減
案
は
民
力
の
休
養
を
圏
る
に
足
る
の
み
な
ら
ず
一
層
事
務
の
敏
活
を

促
が
す
も
の
な
り
「
之
れ
を
急
激
な
り
と
言
ふ
も
の
あ
れ
ど
も
明
治
十
年
に
於

て
地
租
五
厘
を
減
じ
た
る
改
革
に
比
す
れ
ば
憂
も
急
激
な
ら
ず
」
と
唱
へ
居
る

由
な
り
左
り
な
が
ら
議
員
集
會
所
と
雖
ど
も
盛
＜
豫
算
委
員
の
報
告
に
同
意
な

る
に
あ
ら
ざ
る
も
豫
算
委
員
の
意
見
を
大
体
に
於
て
賛
成
す
る
以
上
は
成
べ
く

丈
相
譲
は
勿
論
左
の
如
き
は
利
害
の
開
す
る
所
較
や
大
な
れ
ば
本
會
議
に
於
て

査
定
案
に
修
正
を
加
ふ
る
見
込
な
り
と
言
ふ

·
…
•
•
中略
…
…

第
二
學
校
費
高
等
中
學
校
女
子
高
等
師
範
學
校
昔
榮
學
校
等
は
皆
な
現
行

學
制
の

下
に
在
て
漸
く
顎
逹
せ
る
も
の
な
れ
ば
今
俄
か
に
之
れ
を
麿
止
す
る

が
如
き
は
尤
も
不
可
な
り
教
育
の
こ
と
は
敷
年
に
亘
り
織
か
に
効
果
を
見
る

べ
き
も
の
な
れ
ば
始
終
連
績
を
保
ち
成
る
べ
く
菱
動
を
受
け
ず
し
て
静
か
に

生
長
を
遂
げ
し
め
ん
こ
と
を
要
す
或
は
學
制
上
改
正
を
要
す
る
も
の
あ
り
て

事
情
の
慎
に
已
む
可
か
ら
ざ
る
も
の
あ
れ
ば
格
別
な
れ
ど
も
斯
の
如
き
改
正

案
は
十
分
な
る
調
査
を
遂
げ
た
る
上
に
あ
ら
ざ
れ
ば
決
行
す
可
か
ら
ず
未
熟

な
る
考
案
を
以
て
唐
突
に
一
部
の
菱
更
を
為
す
が
如
き
は
策
の
得
た
る
も
の

に
あ
ら
ず
故
に
本
年
は
諸
學
校
費
に
相
嘗
の
節
減
を
加
へ
て
之
を
存
績
せ
し

む
る
を
可
と
す
云
々

（『
誼
夜
新
聞
』
明
治
二
十
四
年
一
月
九
日
）

十
一
日
付
の

『東
京
日
日
新
聞
』
で
は
「
豫
算
査
定
案
議
場
通
過
の
暁
」
と
い
う

見
出
し
で
「
行
政
機
闘
に
如
何
な
る
澁
滞
を
生
ず
べ
き
や
と
は
過
激
派
な
ら
ぬ
人
々

こ
こ

0

0

0
 
0
 
0
 

0
 
0
 
0
 

の
心
配
す
る
所
な
る
が
今
左
の
明
細
表
を
得
た
れ
ば
妥
に
掲
ぐ
心
あ
ら
ん
人
々
は
よ

0

0

 

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 

0
 
0
 

＜
く
翫
味
あ
る
べ
き
な
り
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
「
廿
三
年
度
に
有
り
て

廿
四
年
に
無
き
費
目
」
の
文
部
省
所
管
の
項
目
中
に
「
東
京
音
楽
學
校
五
、
0
0

0
、
0
0
0」
（
五
千
円
）
の
記
載
が
見
え
る
。

十
二
日
発
行
の
『
國
家
教
育
』
で
は
、
無
記
名
で
、
俗
曲
の
品
位
が
非
難
さ
れ
る

と
す
れ
ば
、
そ
の
罪
は
音
楽
よ
り
も
む
し
ろ
稽
古
本
の
方
に
あ
る
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か

善
良
雅
正
な
歌
曲
は
忠
君
愛
国
等
の
情
操
を
養
成
す
る
も
の

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

音
楽
を
盛
ん
に
す
る
た
め
に
は
国
立
音
楽
学
校
の
力
が
ぜ
ひ
と
も
必
要
な
の
で
あ
っ

て
、
国
家
は
こ
れ
を
育
て
る
責
任
が
あ
る
、
と
説
い
て
い
る
。

昔
楽
學
校

風
ヲ
移
シ
俗
ヲ
易
フ
ル
ハ
楽
―
―
如
ク
ハ
ナ
シ
ト
ハ
唯
古
来
ノ
金

言
ト
シ
テ
之
ヲ
尊
ブ
ベ

キ
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
今
日
時
々
剋
々
賓
地
目
前
二
顕
ハ
レ
来

ル
事
賓
ナ
リ
抑
子
女
ヲ
姪
逸
二
導
キ
遊
蕩
ヲ
勒
メ
猥
褻
ヲ
唆
シ
情
死
ヲ
赦
へ
遂

二
諸
般
ノ
醜
行
ヲ
賓
地
二
演
シ
蔵
然
恥
ル
所
ナ
キ
ニ
至
ラ
シ
ム
ル
ハ
何
物
力
典

リ
テ
最
モ
罪
ア
リ
ト
為

ス
我
俗
曲
中
姪
竪
猥
歌
ヲ
以
テ
充
テ
タ
ル
所
謂
稽
古
本

二
非
ズ
ヤ
図
家
ハ
國
民
ノ
風
俗
―
―
酎
シ
責
任
ナ
シ
ト
言
ハ

ヽ
止
マ
ン
荀
モ
責
任

ア
リ
ト
セ
バ
之
ガ
矯
正
ノ
方
案
ヲ
立
テ
ズ
シ
テ
可
ナ
ラ
ン
ヤ
仮
二
刑
法
二
照
シ

テ
慮
分
ス
ル
ト
セ
ン
カ
恐
ク
ハ
法
律
ノ
カ
ノ
及
ブ
所
ニ
ハ
非
ル
ベ
シ
唯
善
良
雅

正
ナ
ル
歌
曲
ヲ
一
般
二
普
及
シ
漸
次
雅
ヲ
以
テ
姪
二
代
へ
善
ヲ
以
テ
悪
二
代
ラ

シ
ム
ル
ノ
外
良
方
名
案
ナ
カ
ル
ベ
シ
況
ン
ヤ
善
良
雅
正
ナ
ル
歌
曲
ハ
忠
君
愛
國

等
ノ
情
操
ヲ
養
成
ス
ル
ニ
至
大
ノ
感
勢
ヲ
有
ス
ル

モ
ノ
ナ
ル
ヲ
ヤ
斯
ル
目
的
ヲ

逹
ス
ル
ハ
國
立
昔
架
學
校
ノ
カ
ニ
依
ラ
ザ
ル
可
ラ
ズ
瞳
僅
少
ノ
費
額
ヲ
吝
ミ
テ

國
家
ノ
責
任
ヲ
忘
ル

ヽ
ガ
如
キ
モ
ノ
ア
ル
ハ
何
ゾ
ヤ

（
『
國
家
敬
育
』
第
四
号
、
明
治
二
十
四
年
一
月
）

ま
た
矢
田
部
良
吉
の
『
＿
音
楽
學
校
論
』
と
題
す
る
論
説
が
発
表
さ
れ
て
反
響
を
呼
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し
四

音
楽
學
校
論
来
る

音
楽
の
風
赦
上
欠
く
へ
か
ら
す
而
も
我
邦
俗
曲
の
卑
猥
に
し
て
訓
と
為
す
に

足
ら
さ
る
を
論
し
俗
曲
改
良
の
方
法
中
學
校
唱
歌
を
盛
に
す
る
は
最
も
行
ひ
易

く
し
て
最
も
勢
力
あ
る
者
な
り
と
論
し
且
「
君
力
代
」
の
歌
の
如
き
「
天
長
節
」

の
歌
の
如
き
「
紀
元
節
」
の
歌
の
如
き
忠
君
愛
國
の
感
情
を
喚
起
す
る
者
「
父

子
親
あ
り
」
の
歌
の
如
き
道
徳
の
大
本
を
数
訓
す
る
者
「
螢
ノ
光
」
の
如
き
友

愛
の
情
を
勃
興
せ
し
む
る
者
あ
る
等
の
例
證
を
畢
け
東
京
＿
音
楽
學
校
の
此
等
の

美
風
を
作
興
す
る
に
典
り
て
大
に
力
あ
り
し
を
述
へ
此
故
に
東
京
昔
架
學
校
の

以
て
廃
止
す
へ
か
ら
さ
る
所
以
を
論
断
せ
り
論
者
は
誰
そ
元
東
京
―
音
楽
學
校
々

長
矢
田
部
博
士
な
り

音
楽
學
校
麿
止
論
に
封
す
る
矢
田
部
良
吉
氏
の
意
見

昔
架
學
校
殷
す
べ
し

と
の
議
論
一
度
世
上
に
喧
偉
す
る
や
矢
田
部
良
吉
氏
は
大
に
其
不
可
を
論
じ
百

方
之
れ
が
維
持
説
を
主
張
せ
ら
る
A

由
今
其
議
論
の
要
領
を
掲
ぐ
れ
ば
左
の
如

昔
楽
は
風
赦
上
教
育
上
欠
く
べ
か
ら
ず

我
邦
俗
曲
の
卑
猥
な
る
事

俗
曲
は
下
等
祉
會
の
数
科
書
な
り

俗
曲
改
良
の
方
法

學
校
唱
歌
を
盛
に
す
る
事

俗
曲
中
取
る
べ
き
も
の
は
之
れ
を
取
り
或
は
修
正
を
加
ふ
る
事

ん
だ
。

（『
郵
便
報
知
新
聞
』
明
治
二
十
四
年
一
月
十
二
日
）

優
美
高
尚
な
る
昔
曲
の
嗜
好
を
奨
勘
す
る
事

東
京
音
楽
學
校
を
永
存
す
べ
き
事
極
め
て
緊
要
な
り

（
『
詔
賣
新
聞
』
明
治
二
十
四
年
一
月
十
二
日
）

矢
田
部
の
論
説
の
全
文
は
、
他
の
存
廃
論
と
と
も
に
『
図
家
敦
育
』
に
ま
と
め
ら

れ
た
も
の
を
次
の
項
に
載
せ
て
あ
る
の
で
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。

国
家
の
経
費
節
減
が
教
育
事
業
に
及
び
か
ね
な
い
事
態
を
憂
慮
す
る
声
は
、『
敦

育
時
論
』
の
社
説
に
も
聞
か
れ
る
。
社
説
は
、
直
轄
学
校
の
全
廃
、
そ
れ
に
官
制
の

変
更
に
よ
り
専
門
の
視
学
官
を
廃
し
て
書
記
官
に
兼
任
さ
せ
る
こ
と
が
教
育
上
い
か

に
大
き
な
損
失
で
あ
る
か
を
述
べ
、
国
民
の
代
議
士
で
あ
る
衆
議
院
議
員
が
敦
育
家

の
意
見
を
容
れ
る
よ
う
訴
え
て
い

る。

衆
議
院
議
員
諸
氏
教
育
祉
會
の
説
を
容
れ
よ

帝
國
議
會
の
議
員
諸
氏
が
、
議
員
召
集
の
日
よ
り
叡
聖
な
る
天
皇
陛
下
の
聖

意
を
奉
戴
し
て
、
我
が
帝
國
の
幅
利
を
上
進
せ
し
め
ん
事
に
汲
々
た
る
は
、
吾

等
の
夙
に
知
る
所
な
り
。
而
し
て
昨
年
十
一
月
に
開
院
式
を
行
は
れ
て
よ
り
今

日
に
至
る
ま
で
、
議
了
せ
ら
れ
た
る
議
案
は
鮮
か
ら
ず
と
雖
、
本
年
の
議
會
に

最
重
大
な
る
議
案
は
、
明
治
二
十
四
年
度
に
於
け
る
政
府
の
歳
計
豫
算
案
即
ち

是
な
り
。
此
議
案
は
先
づ
衆
議
院
に
下
附
せ
ら
れ
て
、
豫
算
委
員
は
之
を
調
査

す
る
が
為
に
敷
十
日
を
費
し
、
遂
に
其
穂
額
中
よ
り
多
額
の
経
費
を
減
す
る
こ

と
に
査
定
し
た
り
と
聞
く
。
然
れ
ど
も
此
議
案
に
つ
き
て
は
穏
和
派
、
過
激
派

な
ど
云
へ
る
棠
派
あ
り
て
、
或
は
反
到
し
或
は
賛
成
す
と
云
へ
ば
、
此
査
定
案

を
以
て
直
に
衆
議
院
全
麓
の
輿
論
を
制
す
る
や
否
は
、
未
だ
知
る
べ
か
ら
ざ
れ

ど
も
、
兎
に
角
豫
算
委
員
會
に
大
多
敷
を
以
て
、
此
査
定
案
を
定
め
た
り
と
云

へ
ば
、
吾
等
は
之
に
劉
し
て
懐
抱
す
る
所
を
述
べ
ざ
る
を
得
ず
。
面
し
て
今
姦

五
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に
論
ぜ
ん
と
す
る
は
、
政
府
の
歳
計
豫
算
案
中
、
唯
文
部
省
の
紐
費
に
腸
す
る

数
育
費
の
部
分
た
る
に
過
ぎ
ざ
る
な
り
。
吾
等
は
素
と
穏
和
派
に
も
あ
ら
ず
過

激
祇
に
も
あ
ら
ず
し
て
、
議
員
諸
氏
が
政
府
の
経
費
を
節
減
せ
ん
と
す
る
は
、

全
く
國
民
の
負
撥
を
軽
減
せ
ん
と
の
旨
意
に
出
で
た
る
を
知
る
も
の
な
れ
ば
、

其
冗
費
を
省
か
ん
と
せ
ら
る
る
は
誠
に
同
意
を
表
す
る
所
な
れ
ど
、
之
が
為
に

我
國
の
数
育
を
衰
類
せ
し
む
る
が
如
き
こ
と
あ
り
て
は
、
之
を
冗
費
の
節
減
と

見
倣
す
能
は
ず
し
て
、
同
意
を
表
す
る
を
得
ざ
る
な
り
。

豫
算
委
員
の
査
定
に
よ
れ
ば
、
文
部
省
の
鰹
費
中
に
七
万
四
千
八
百
園
餘
を

節
減
せ
ん
と
す
る
も
の
の
如
く
、
其
中
に
は
随
分
無
用
の
紐
費
に
し
て
、
減
却

す
る
も
差
支
無
き
様
の
も
の
あ
る
べ
し
と
雖
、
多
く
は
女
子
高
等
師
範
學
校
、

高
等
中
學
校
、
及
東
京
―
音
楽
學
校
を
全
麿
し
て
計
算
せ
し
に
因
る
も
の
に
て
、

此
他
は
文
部
省
の
官
制
を
愛
更
せ
し
め
ん
と
す
る
に
よ
る
も
の
多
し
。
而
し
て

此
―
―
一
種
の
直
轄
學
校
を
全
麿
す
る
こ
と
、
及
文
部
省
の
官
制
中
視
學
官
を
麿
し

て
書
記
官
よ
り
兼
ね
し
め
ん
と
の
こ
と
に

つ
き
て
は
、
吾
等
は
決
し
て
之
に
同

意
す
る
能
は
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
教
育
祉
會
の
輿
論
も
亦
之
を
容
る
る
こ
と
無

か
る
可
し
。
吾
等
は
多
年
教
育
祉
會
に
在
あ
り
て
、
其
好
友
は
全
國
に
散
在

し、

常
に
数
育
を
以
て
畢
生
の
事
業
と
為
す
も
の
な
れ
ば
、
数
育
上
の
意
見
に

就
き
て
は
、
已
に
全
國
敷
万
の
数
育
家
と
共
に
研
究
し
得
た
る
も
の
無
く
ん
ば

あ
ら
ず
。
而
し
て
衆
議
院
議
員
は
、
如
何
な
る
責
任
を
負
へ
る
人
な
り
や
、
図

民
の
代
議
士
と
し
て
國
政
に
参
興
す
る
も
の
な
れ
ば
、
専
ら
自
家
一
巳
の
意
見

を
述
ぶ
る
よ
り
は
、

寧
國
民
の
輿
論
に
従
ふ
こ
と
を
務
め
ざ
る
可
か
ら
ず
。
現

政
府
に
劉
し
て
は
如
何
な
る
反
劉
の
決
議
を
為
す
も
、
図
民
の
輿
論
に
従
て
之

を
為
さ
ば
天
皇
陛
下
は
喜
ん
で
之
を
採
納
せ
ら
る
べ
く
、
國
民
の
輿
論
に
戻
る

こ
と
あ
ら
ん
か
、
是
れ
代
議
士
た
る
の
職
を
盛
さ
ざ
る
も
の
に
て
、
陛
下
の
信

任
に
負
く
も
の
と
云
ふ
べ
し
。
然
ら
ば
外
交
の
事
兵
事
の
こ
と
等
は
知
ら
ず
、

数
育
上
の
こ
と
は
宜
し
く
教
育
社
會
の
輿
論
に
従
は
ざ
る
を
得
ず
、
彼
の
豫
算

委
員
の
査
定
の
如
き
は
、
未
だ
嘗
て
数
育
祉
會
の
是
認
す
る
を
聞
か
ざ
る
所
に

し
て
、
今
吾
等
は
自
ら
赦
育
就
會
の
代
表
者
な
り
と
云
ふ
こ
と
能
は
ざ
る
も
、

此
の
如
き
問
題
は
已
に
幾
回
も
論
辮
し
て
、
多
敷
の
数
育
家
よ
り
賛
成
を
得
た

る
も
の
な
れ
ば
、
絃
に
女
子
高
等
師
範
學
校
、
高
等
中
學
校
、
東
京
＿
音
楽
學
校

及
文
部
省
視
學
官
の
四
問
題
に
つ
き
、
吾
等
の
宿
論
を
條
述
せ
ん
と
す
。
若
し

果
し
て
教
育
祉
會
よ
り
異
論
者
を
生
す
る
無
く
ん
ば
、
衆
議
院
議
員
諸
氏
は
、

誠
に
此
説
を
容
る
る
の
義
務
あ
る
も
の
と
云
ふ
べ
し
。

（
第
一
）
女
子
高
等
師
範
學
校
、
女
子
師
範
生
徒
を
養
成
す
る
の
必
要
な
る

は
、
音
に
我
國
の
み
な
ら
ず
、
泰
西
諸
國
の
数
育
家
中
巳
に
定
論
あ
る
所
に
し

て
、
今
絃
に
盛
＜
陳
述
す
る
の
暇
な
し
と
雖
、
今
よ
り

―
二
年
前
の
こ
と
な
り

き
、
全
國
に
女
子
数
育
の
必
要
を
論
ず
る
も
の
甚
多
く
、
普
通
の
新
聞
雑
誌
に

も
駆
ミ
論
述
し
て
、
或
は
此
問
題
の
為
に
、
特
に
懸
賞
論
を
募
り

た

る
程
な

〔
マ
マ
〕

り
。
此
の
如
く
女
子
数
育
を
太
切
な
り
と
す
れ
ば
、
抑
女
子
を
数
育
す
る
に
は
、

男
赦
師
に
任
ず
べ
き
か
、
女
赦
師
に
委
す
べ
き
か
。
之
を
簡
言
す
る
に
、
到
底

女
子
は
男
子
と
終
始
同
一
に
数
授
す
る
能
は
ず
、
又
女
子
は
女
教
師
に
あ
ら
ざ

れ
ば
誨
ゆ
る
能
は
ざ
る
も
の
あ
る
は
、
少
し
く
教
育
の
理
法
に
注
意
す
る
も
の

の
、
直
に
知
り
得
べ
き
所
に
て
、
例
へ
ば
裁
縫
科
の
如
き
饒
操
科
の
如
き
は
、

男
数
師
に
任
ず
れ
ば
其
弊
害
云
ふ
べ
か
ら
ざ
る
も
の
あ
り
。
故
に
女
子
の
数
育

を
必
要
と
す
れ
ば
、
各
府
縣
に
も
現
在
の
如
く
女
子
師
範
科
を
置
く
と
共
に
、

女
子
高
等
師
範
學
校
の
如
く
、
高
等
の
女
数
師
を
養
成
し
、
兼
ね
て
女
子
の
数

育
法
を
専
攻
す
る
の
場
所
無
か
る
べ
か
ら
ず
。
去
れ
ど
其
規
摸
の
大
な
る
と
小

な
る
と
は
、
図
家
紐
涜
の
容
す
所
に
従
は
ざ
る
を
得
ず
し
て
、

現
在
の
女
子
高
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等
師
範
學
校
は
宏
大
に
過
ぐ
る
と
云
は
ば
、
之
を
縮
小
し
て
高
等
師
範
學
校
に

併
せ
置
く
も
可
な
り
、
國
民
の
多
敷
は
女
子
教
育
の
必
要
を
論
ず
る
に
も
拘
は

ら
ず
、
豫
算
委
員
が
女
子
高
等
師
範
學
校
を
全
際
せ
ん
と
し
た
る
は
、
是
即
ち

輿
論
に
戻
り
た
る
第
一
な
り
。

（第
二
）

高
等
中
學
校
、
高
等
中
學
校
は
文
部
省
の
直
轄
に
属
す
る
も
の
五

個
と
、
山
口
、
鹿
兒
島
の
二
所
に
あ
る
も
の
を
合
せ
て
全
國
に
七
校
あ
り
。
而

し
て
今
一
時
に
之
を
廃
す
れ
ば
、
賂
に
高
等
な
る
賓
用
の
知
識
を
得
る
道
を
失

ふ
も
の
、
及
大
學
に
入
る
の
楷
梯
を
失
ふ
も
の
は
、
全
國
中
四
千
人
に
下
ら
ざ

る
べ
し
。
豫
算
委
員
諸
氏
は
高
等
中
學
を
麿
し
て
此
多
敷
の
學
生
を
如
何
に
虞

置
せ
ん
と
せ
ら
る
る
か
、
或
は
佐
竹
義
和
氏
等
の
説
の
如
く
、
之
を
二
分
し
て

上
半
は
大
學
に
、
下
半
は
各
府
縣
の
尋
常
中
學
校
に
合
併
せ
ん
と
す
る
も
の
な

る
か
、
甚
賞
情
に
迂
濶
な
る
論
と
云
は
ざ
る
を
得
ず
。
見
よ
各
府
縣
の
尋
常
中

學
校
は
、
今
如
何
な
る
状
態
な
る
か
を
。
何
れ
も
鰹
費
の
不
足
に
よ
り
て
、
直

に
高
等
中
學
へ
入
學
し
得
る
卒
業
生
を
出
す
も
の
甚
稀
な
る
に
あ
ら
ず
や
、
然

る
に
尚
高
等
中
學
の

一
半
を
割
き
て
尋
常
中
學
に
負
荷
せ
し
め
ば
、
地
方
鰹
演

は
果
し
て
之
に
堪
へ
得
べ
き
か
、
多
言
を
要
せ
ず
し
て
其
行
は
れ
ざ
る
を
知
る

べ
し
。
其
上
級
生
を
駆
り
て
一
時
に
帝
國
大
學
に
輻
較
せ
し
め
ん
か
、
甚
教
育

の
分
配
を
失
ふ
も
の
に
し
て
、
父
兄
か
負
撥
す
る
學
資
は
俄
に
増
加
し
て
其
力

に
堪
へ
ざ
る
も
の
多
か
る
べ
く
、
又
盆
ミ
中
央
集
櫂
の
典
を
助
長
す
る
こ
と
鮮

か
ら
ざ
る
べ
し
。
故
に
佐
竹
氏
の
説
か
賓
際
に
不
都
合
な
る
は
明
白
の
こ
と
に

し
て
、

豫
算
委
員
諸
氏
は
何
を
以
て
高
等
中
學
に
代
用
せ
し
め
ん
と
す
る
か
、

吾
等
は
其
意
の
あ
る
所
を
知
る
に
困
む
な
り
。
現
在
七
個
の
高
等
中
學
に
は
四

千
人
に
下
ら
ざ
る
國
民
の
子
弟
を
数
育
し
つ
つ
あ
る
に
よ
れ
ば
、
全
國
の
輿
論

が
之
を
無
用
な
り
と
す
る
の
理
無
か
る
べ
し
。
吾
等
は
少
敷
な
る
専
門
學
者
を

作
ら
ん
よ
り
、
多
敷
な
る
高
等
普
通
の
智
識
を
備
へ
た
る
も
の
を
出
す
の
、
図

家
に
大
禅
盆
あ
る
を
知
る
も
の
な
れ
ば
、
寧
大
學
の
経
費
を
節
減
す
る
も
、
高

等
中
學
校
の
生
徒
を
多
く
養
成
せ
ん
と
希
望
す
る
な
り
。
然
れ
ど
も
尚
國
家
の

鰹
清
に
於
て
之
を
容
る
さ
ざ
る
こ
と
あ
ら
ば
止
む
を
得
ず
、
其
続
費
を
節
減
し

其
校
敷
を
少
ふ
し
て
、
民
力
に
適
應
な
ら
し
む
べ
し
。
高
等
中
學
を
全
麿
し
て

一
時
に
我
國
の
高
等
普
通
教
育
を
麿
絶
せ
ん
と
す
る
は
、
國
民
の
決
し
て
従
は

ざ
る
所
に
し
て
、
豫
算
委
員
が
輿
論
に
戻
り
た
る
の
第
二
な
り
。

（
第
三
）

東
京
昔
架
學
校
、
＿
音
楽
が
學
校
教
育
の
上
に
も
、
又
國
風
を
維
持

し
國
民
の
元
氣
を
振
作
す
る
の
上
に
も
、
頗
太
切
な
る
は
、
之
を
論
じ
て
敷
枚

の
誌
面
を
費
す
も
尚
盛
さ
ざ
る
べ
し
と
雖
、
東
京
音
楽
學
校
の
創
設
尚
浅
き
と

其
功
績
の
間
接
な
る
と
に
よ
り
、

末
だ
顕
著
な
る
稗
盆
を
典
へ

た
る
も
の
少
き

が
如
し
。
去
れ
ど
今
之
を
全
麿
す
る
と
き
は
、
大
に
國
家
の
為
に
憂
ふ
べ
き
も

の
無
く
ん
ば
あ
ら
ず
。
凡
そ
必
要
と
不
要
と
の
界
限
は
、
甚
漠
然
た
る
も
の
な

れ
ば
、
強
て
之
を
不
要
と
云
ふ
こ
と
能
は
ざ
る
に
あ
ら
ざ
る
も
、
暫
く
之
を
一

家
の
状
態
に
考
察
せ
よ
、
干
句
も
中
等
以
上
の
生
活
を
為
す
も
の
の
女
子
に
、
盛

<
＿
音
楽
の
数
育
を
麿
す
る
を
得
べ
き
か
、
尚
一

層
卑
近
の
例
を
取
り
て
云
は

ぼ
、
若
し
敷
月
間
に
て
も
図
中
の
楽
器
を
廃
し
て
宴
席
に
も
集
會
に
も
、
其
昔

を
絶
つ
こ
と
あ
ら
ん
か
、
其
弊
害
は
種
々
の
点
よ
り
湧
出
し
て
、
殆
ど
祉
會
の

秩
序
を
保
ち
得
ざ
る
に
至
る
べ
し
。
況
や
國
楽
の
源
泉
と
も
謂

つ
可
き
東
京
昔

楽
學
校
を
麿
す
る
に
於
て
を
や
、
僅
に
一
ケ
年
一
万
四
千
園
に
過
ぎ
ざ
る
一
學

校
の
継
費
を
麿
す
る
も
存
す
る
も
、

一
國
の
鰹
費
上
に
幾
許
の
影
蓉
か
あ
る
。

若
し
吾
等
の
意
見
を
充
分
な
ら
し
め
ん
と
せ
ば
、
東
京
昔
架
學
校
を
宮
内
省
に

属
せ
し
め
て
、
式
部
局
の
雅
架
も
、
海
陸
軍
の
軍
楽
も
、
皆
姦
に
統
轄
す
る
も
の

と
な
し
た
ら
ん
に
は
、
各
部
の
鰹
費
上
に
鮮
か
ら
ざ
る
節
減
を
見
る
こ
と
あ
ら
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ん
か
、
尚
是
等
の
問
題
は
他
日
に
譲
ら
ざ
る
を
得
ざ
る
も
、
現
在
各
府
縣
の
師

範
學
校
、
及
中
學
校
小
學
校
に
行
は
る
る
、
唱
歌
の
源
は
皆
東
京
＿
音
楽
學
校
よ

り
顎
し
た
り
と
云
ふ
も
不
可
な
か
る
べ

く
。
此
の
如
き
質
蹟
は
、
決
し
て
他
に

代
用
の
途
も
な
き
＿
音
楽
學
校
を
麿
し
て
、
僅
に
其
鰹
費
を
節
減
せ
ん
な
ど
は
、

國
民
の
敢
て
好
ま
ざ
る
所
な
る
べ
し
、
是
即
ち
豫
算
委
員
が
、
輿
論
に
戻
り
た

る
第
三
な
り
と
す
。

（
第
四
）
文
部
視
學
官
、
文
部
省
視
學
官
の

こ
と
は
昨
年
中
屡
々
吾
等
の
論

じ
た
る
所
に
て
、
本
誌
第
百
七
十
二
琥
及
第
二
百
二
琥
の
祉
説
を
閲
覧
せ
ら
れ

た
る
も
の
は
、
詳
に
吾
等
の
意
見
を
知
ら
る
る
こ
と
な
る
べ
く
、
此
論
に
つ
き

て
も
未
だ
嘗
て
数
育
祉
會
に

一
人
の
反
到
を
見
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
吾
等
と
同

様
な
る
議
論
を
為
す
も
の
多
き
を
見
れ
ば
、
殆
ど
之
を
数
育
祉
會
の
輿
論
な
り

と
云
ふ
も
敢
て
不
可
な
か
ら
ん
か
。
今
吾
等
が
限
々
論
じ
た
る
主
意
を
鼠
簡
に

述
ふ
れ
ば
下
の
如
し
。
日
く
少
敷
な
る
一
科
専
門
の
學
者
を
作
ら
ん
よ
り
も
、

高
等
な
る
普
通
の
知
識
を
備
ふ
る
も
の
多
き
は
却
て
國
家
に
必
要
な
る
べ
く
、

尚
此
中
等
教
育
を
受
け
た
る
も
の
よ
り
は
、
國
民
の
子
弟
に
廣
く
普
通
教
育
を

典
ふ
る
こ
と
一

層
必
要
に
し
て
、

國
家
教
育
の
大
目
的
は
小
學
校
に
あ
り
と
云

ふ
こ
と
世
人
の
一
般
に
公
認
す
る
所
な
り
。
去
れ
ど
此
小
學
校
の
敷
は
全
國
中

公
私
立
を
合
せ
て
二
万
六
千
餘
校
、
其
生
徒
の
敷
は
三
百
三
万
餘
あ
り
て
、
此

多
敷
の
小
學
数
育
を
完
全
な
ら
し
め
ん
と
せ
ば
、
視
學
の
事
は
最
重
大
な
る
事

業
に
し
て
、
素
よ
り
其
職
務
の
幾
分
か
は
地
方
官
に
委
任
す
る
な
れ
ど
も
、
文

部
省
視
學
官
の
掌
る
所
甚
大
な
る
に
よ
り
、
之
を
以
て
文
部
省
中
に
て
も
最
大

切
な
る
事
業
と
云
ふ
べ
し
。
此
主
意
よ
り
し
て
吾
等
は
現
在
の
文
部
省
視
學
官

は
其
敷
足
ら
ざ
る
を
感
ず
る
者
あ
り
て
、
飽
ま
で
も
之
を
搬
張
せ
ん
と
す
る
な

り
。
而
し
て
是
必
ず
吾
等
が
嘗
路
者
の
意
を
迎
へ
ん
と
す
る
に
あ
ら
ず
、
賓
に

此
の
如
く
な
ら
ざ
れ
ば
以
て
國
民
敦
育
の
賓
を
畢
ぐ
る
こ
と
能
は
ず
と
確
信
す

れ
ば
な
り
。
然
る
に
豫
算
委
員
は
之
を
書
記
官
に
兼
任
せ
し
め
ん
と
て
其
費
用

を
減
却
し
た
る
は
、
甚
以
て
教
育
上
の
賓
情
に
暗
き
も
の
と
云
は
ざ
る
を
得

ず
。
若
し
斯
の
如
き
賓
情
を
知
ら
ず
し
て
査
定
せ
り
と
せ
ば
、
速
に
之
を
改
む

る
に
吝
な
る
べ
か
ら
ず
。
若
し
之
を
知
る
も
唯
紐
費
を
の
み
減
せ
ん
と
て
此
の

如
く
為
し
た
る
に
於
て
は
、
図
民
の
多
敷
は
必
ず
之
に
同
意
す
る
の
理
な
し
。

是
即
ち
豫
算
委
員
が
輿
論
に
戻
り
た
る
第
四
な
り
。

以
上
に
條
論
し
た
る
は
豫
算
委
員
諸
氏
が
、
文
部
省
の
鰹
費
を
減
じ
た
る
部

分
中
吾
等
の
不
同
意
な
る
貼
を
述
べ
た
る
者
に
て
、
尚
此
他
の
査
定
條
項
に

は
、
盛
く
反
劉
な
ら
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
却
て
同
意
を
表
す
る
も
の
無
く
ん
ば

あ
ら
ず
。
唯
此
四
項
の
査
定
條
件
に
つ
き
て
は
、
吾
等
は
飽
ま
で
も
衆
議
院
議

員
諸
氏
の
之
を
改
め
ら
れ
ん
こ
と
を
希
望
す
る
者
に
て
、
数
育
社
會
の
輿
論
も

亦
必
ず
之
に
反
劉
な
る
べ
し
。
嗚
呼
夫
れ
衆
議
院
を
し
て
議
員
中
の
衆
論
を
決

す
る
所
な
ら
し
め
ば
、
豫
算
委
員
の
査
定
の
可
決
せ
ら
る
る
も
止
を
得
ざ
る
所

な
れ
ど
、
荀
も
國
民
の
輿
論
に
従
て
可
否
を
決
す
る
員
正
の
立
法
府
た
ら
ば
、

数
育
上
の
事
は
宜
＜
赦
育
社
會
の
輿
論
に
従
ふ
べ
し
、
衆
議
院
議
員
諸
氏
暫
く

虚
心
平
氣
に
し
て
吾
等
の
説
を
熟
讀
せ
ら
れ
よ
。

（『敬
育
時
論
』
第
二

0
七
号
、
明
治
二
十
四
年
一
月
）

同
じ
頃
、
『
大
日
本
敦
育
會
雑
誌
』
の
論
説
も
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

こ
こ
で
も
、
二
十
四
年
度
廃
止
が
提
案
さ
れ
た
三
校
の
必
要
性
が
論
じ
ら
れ
て
い

る
。
全
文
は
か
な
り
長
い
の
で
、
こ
こ
で
は
や
む
を
得
ず
、
全
体
の
前
書
き
に
相
当

す
る
部
分
と
、
音
楽
学
校
論
の
部
分
の
み
を
載
せ
て
お
く
。
音
楽
の
起
源
は
遠
く
上

代
に
さ
か
の
ぼ
り
、
国
家
が
音
楽
を
保
護
す
る
と
い
う
こ
と
も
新
し
い
こ
と
で
は
な

い
。
わ
が
国
の
音
楽
教
育
の
向
上
と
発
展
の
た
め
に
東
京
音
楽
学
校
の
存
在
は
必
要
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高
等
中
學
校
高
等
女
子
師
範
學
校
及
東
京
―
音
楽
學
校
ノ

必
要
ナ
ル
理
由
。

客
歳
、
我
帝
國
議
會
ノ
開
會
前
二
嘗
り
、
高
等
中
學
校
ノ
不
必
要
ヲ
唱
フ
ル

者
ア
リ
テ
、
一
旦
開
會
ノ
日
二
至
ラ
ハ
、
以
テ
議
會
ノ
問
題
ト
シ
テ
提
出
セ
ン

ト
ス
ル
ノ
説
ア
ル

コ
ト
ハ
、
我
輩
ノ
耳
染
ー
一
逹
セ
シ
カ
、
営
時
我
輩
以
為
ク
、

堂
々
タ
ル
帝
闊
議
會
、
何
ソ
斯
ノ
如
キ
説
ヲ
容

レ
以
テ
議
題
ト
ス
ル

コ
ト
ア
ラ

ン
ヤ
ト
、
然
ル
ニ
、
近
日
衆
議
院
豫
算
委
員
會
ノ
査
定
セ
ル
ニ
十
四
年
度
ノ
豫

算
額
ヲ
見
ル

ニ
、
高
等
中
學
校
、
高
等
女
子
師
範
學
校
及
東
京
昔
榮
學
校
二
到

ス
ル
、
査
定
額
ナ
キ
ヲ
以
テ
考
レ
ベ
豫
算
委
員
ハ
此
等
ノ
學
校
ヲ
不
要
視

シ
、
之
ヲ
麿
セ
ン
ト
シ
タ
ル
コ
ト
ヽ
思
ハ
ル
ヽ
ナ
リ
、
圏
ラ
サ
リ
キ
、
衆
議
院

豫
算
委
員
會
二
於
テ
斯
ノ
如
キ
議
ア
リ
ト
ハ
、
然
ト
モ
、

是
レ
豫
算
委
員
會
ノ

議
決
ニ
シ
テ
全
院
ノ
議
決
ニ
ア
ラ
サ
レ
ベ
愈
々
院
議
二
付
ス
ル
ニ
至
ラ
ハ
、

其
存
廃
未
夕
知
ル
ヘ
カ
ラ
ス
ト
雖
、
荀
モ
衆
議
院
ノ
一
部
タ
ル
豫
算
委
員
會
ニ

於
テ
、
斯
ノ
如
キ
議
決
ヲ
為
ス
以
上
ハ
、
我
輩
赦
育
者
ト
シ
テ
獣
止
ス
ヘ
キ
ノ

時
ニ
ア
ラ
サ
ル
ヲ
以
テ
、
聯
力
世
ノ
注
意
ヲ
喚
起
セ
ン
カ
為
二
、
妥
二
此
等
學

校
ノ
、
必
要
ニ
シ
テ
麿
止
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ノ
理
由
ヲ
陳
述
ス
ル
コ
ト
左
ノ
如
シ
。

…
…
中
略…・
:

東
京
―
音
楽
學
校
ノ
必
要
ナ
ル
理
由
。

夫
レ
＿
音
楽
ハ
優
雅
ノ
心
思
ヲ
舒
暢
シ
、
淳
良
ノ
感
念
ヲ
提
起
シ
、
敦
厚
ノ
志

氣
ヲ
振
作
シ
、
忠
君
愛
國
ノ
感
情
ヲ
鼓
舞
ス
ル
等
、
其
効
用
畢
テ
言
フ
ヘ
カ
ラ

ス
、
抑
々
＿
音
楽
ノ
起
ル
ハ
、
遠
ク
上
世
ニ
ア
リ
テ
、
國
家
ノ
之
ヲ
保
護
シ
タ
ル

モ
、
亦
今
代
ニ
ア
ラ
サ
ル
コ
ト
ハ
、

歴
史
二
徽
シ
テ
明
ナ
リ
、
而
シ
テ
獨
本
邦

不
可
欠
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。

ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
何
ノ
國
卜
雖
、
古
ョ
リ
＿
音
楽
ア
ラ
サ
ル
ハ
ナ
シ
、
而
シ
テ
＿
音
榮

ヲ
以
テ
心
意
ノ
欝
憂
ヲ
開
通
シ
、
以
テ
快
架
ヲ
促
ス
カ
如
キ
ハ
、
蜜
野
ノ
種
族

中
二
於
テ
モ
亦
之
ア
リ
、
一
音
楽
ノ
人
生
二
鋏
ク
ヘ
カ
ラ
サ
ル
コ
ト
知
ル
ヘ
キ
ナ

リ
、
況
ヤ
一
音
楽
ノ
雅
俗
二
依
リ
テ
、
國
民
文
運
ノ
一
班
ヲ
窺
フ
ニ
足
ル
ヲ
以
テ

考
フ
レ
ハ
、
其
國
家
二
到
シ
テ
密
接
ノ
閥
係
ア
ル
コ
ト
、
復
夕
掩
フ
ヘ
カ
ラ
サ

ル
ニ
於
テ
ヲ
ヤ
、
而
シ
テ
文
運
ノ
隆
盛
ヲ
圏
ル
ハ
、
國
家
ノ
嘗
二
任
ス
ヘ
キ
所

タ
ル
以
上
ハ
、
其
國
民
ノ
風
尚
品
位
ヲ
養
フ
ヘ
ぎ
音
楽
ヲ
奨
励
保
護
ス
ル
ハ
、

其
國
家
ノ
営
二
務
ム
ヘ
キ
所
タ
リ
、
登
復
忽
ニ
ス
ヘ
ケ
ン
ヤ
、
是
我
政
府
ノ
握

二
東
京
昔
架
學
校
ヲ
設
立
シ
、
数
育
上
ョ
リ
＿
音
楽
ノ
顎
逹
ヲ
奨
勘
セ
ラ
ル
ヽ
所

以
ナ
リ
。

我
政
府
ノ
始
メ
學
制
ヲ
布
カ
ル
ヽ
ャ
、
學
校
赦
科
中
、
ー
音
楽
唱
歌
ノ
科
ア
ル

亦
故
ナ
キ
ニ
ア
ラ
サ
ル
ナ
リ
、
然
ト
モ
適
良
ノ
数
員
其
人
二
乏
ク
、
未
夕
其
目

的
ヲ
逹
ス
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
ノ
憾
ア
リ
、
是
レ
東
京
昔
架
學
校
ー
ー
於
テ
＿
音
楽
師

範
部
及
専
修
科
ヲ
設
ケ
、
以
テ
普
通
及
高
等
＿
音
楽
教
員
ヲ
養
成
シ
、
以
テ
＿音楽

教
育
ノ
普
及
完
備
ヲ
圏
ル
所
以
ニ
シ
テ
、
即
チ
昔
架
教
育
施
設
上
二
開
シ
、
特

二
緊
要
ナ
ル
事
項
ノ
第
一
ナ
リ
。

従
来
ノ
俗
曲
ナ
ル
者
べ
其
榮
章
概
ネ
部
猥
ニ
シ
テ
、
風
俗
ヲ
害
ス
ル
コ
ト

少
カ
ラ
ス
、
故
二
文
明
ノ
生
活
二
適
ス
ヘ
キ
典
雅
ノ
楽
譜
ヲ
作
リ
、
一
方
ー
ー
於

テ
ハ
、
公
會
祭
祀
私
燕
二
用
ヒ
、
一
方
二
於
テ
ハ
子
女
ヲ
シ
テ
、
日
常
之
ヲ
諷

誦
セ
シ
メ
、
以
テ
教
育
ノ
進
歩
ヲ
助
ク
ル
コ
ト
緊
要
ナ
リ
、
然
レ
ト
モ
是
レ
固

ヨ
リ
教
育
上
二
最
モ
密
接
ノ
閥
係
ア
ル
ヲ
以
テ
、
自
然
ノ
稜
逹
ニ
―
任
ス
ヘ
キ

ニ
ア
ラ
ス
、
是
レ
東
京
＿音
楽
學
校
二
於
テ
楽
章
曲
譜
ヲ
編
纂
シ
、
典
雅
ノ
唱
歌

ヲ
作
リ
テ
普
ク
之
ヲ
偲
誦
セ
シ
メ
、
以
テ
國
民
ノ
風
俗
ヲ
優
美
ナ
ラ
シ
メ
ン
ト

ス
ル
所
以
ニ
シ
テ
、
即
チ
一
音
楽
教
育
施
設
上
二
開
シ
特
二
緊
要
ナ
ル
事
項
ノ
第
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ニ
ナ
リ
。

俗
曲
中
、
其
曲
風
ノ
優
秀
ナ
ル
者
ナ
キ
ニ
非
ラ
ス
ト
雖
、
歌
詞
ノ
卑
猥
ナ
ル

力
為
二
、
他
ノ
淫
曲
卜
同
視
セ
ラ
ル
ヽ
者
ア
リ
、
是
レ
東
京
昔
架
學
校

二
於
テ

其
歌
詞
ヲ
修
正
シ
、
架
譜
ヲ
附
シ
テ
永
ク
之
ヲ
普
及
シ
、
且
欧
洲
―
音
楽
ノ
所
長

ヲ
採
リ
、
之
ヲ
担
酌
シ
テ
本
邦
ノ
國
風
二
適
セ
シ
メ
、
以
テ
一
音
楽
上
ノ
趣
味
ヲ

高
カ
ラ
シ
メ
ン
ト
ス
ル
所
以
ニ
シ
テ
、
即
＿
音
楽
教
育
施
設
上
二
閥
シ
、
特
二
緊

要
ナ
ル
事
項
ノ
第
三
ナ
リ
。

以
上
ハ
教
育
上
ヨ
リ
＿
音
架
ノ
痰
逹
ヲ
圏
ル
所
以
ノ
概
略
ナ
リ
、
是
レ
亦
國
家

自
ラ
此
事
業
二
任
セ
サ
レ
ハ
、
良
結
果
ヲ
得
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
ヤ
必
セ
リ
。

（
『
大
日
本
敬
育
會
雑
誌
』
第

一
0
二
号
、
明
治二
十
四
年
一
月
）

ま
た
『
東
京
朝
日
新
聞
』
の
社
説
は
、
一
月
二
十
五
日
か
ら
十
回
連
載
で
学
校
存

廃
論
を
取
り
あ
げ
た
。
こ
の
社
説
は
、
高
等
中
学
廃
止
論
、
女
子
高
等
師
範
学
校
廃

止
論
、
音
楽
学
校
廃
止
論
、
尋
常
師
範
学
校
中
学
校
合
併
論
、
お
よ
び
高
等
師
範
学

校
帝
国
大
学
合
併
論
の
お
の
お
の
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
と
く
に
女
子
高
等
師
範

学
校
や
東
京
音
楽
学
校
に

つ
い
て
は
、
こ

の
問
題
が
も
っ
ぱ
ら
経
費
の
側
面
か
ら
取

り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
の
よ
う
な
理
由
で
国
家
の
教
育
施
設
を
廃

止
す
る
こ
と
は
誤
り
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
東
京
音
楽
学
校
に
関
し
て
は
、
す

で
に
存
続
の
決
定
し
て
い
る
東
京
美
術
学
校
と
と
も
に
六
回
目
で
言
及
さ
れ
る
。
た

だ
し
こ
の
社
説
は
、
音
楽
学
校
廃
止
に
一
応
反
対
し
て
は
い
る
も
の
の
、
そ
の
姿
勢

は
い
さ
さ
か
消
極
的
で
、
論
点
は
「
四
五
十
日
の
借
家
賃
に
一
萬
園
を
彿
ふ
程
の
帝

國
議
會
」
が
一
万
二
千
円
程
度
の
出
費
を
惜
し
む
の
は
納
得
し
か
ね
る
と
い
う
こ
と

に
集
中
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
音
楽
学
校
や
音
楽
教
育
の
必
要
性
を
積
極
的
に
論

じ
た
も
の
と
は
い
い
難
い
。
こ
こ
で
は
長
大
な
社
説
の
う
ち
第
一
回
、
第
二
回
、
そ

れ
に
第
六
回
後
半
を
挙
げ
て
お
こ
う
。

學
校
存
麿
論
（

一）

「
學
校
存
麿
」
素
よ
り
総
て
の
學
校
を
麿
す
べ
し
杯
い
ふ
論
者
な
し
若
し
有

ら
ば
狂
人
の
み
滋
に
所
謂
「
學
校
存
廃
」
と
は
日
く
高
等
中
學
麿
止
論
日
＜
女

子
師
範
學
校
麿
止
論
日
＜
音
楽
學
校
麿
止
論
日
＜
尋
常
師
範
學
校
中
學
校
合
併

論
日
＜
一
蘭
等
師
範
學
校
帝
圏
大
學
合
併
論
、
是
等
目
下
漸
く
世
上
の
問
題
と
な

り
た
る
存
麿
論
の
謂
な
り
是
れ
「
學
校
存
麿
論
」
な
る
文
題
を
下
す
に
営
り
て

先
づ
一

言
の
注
意
を
下
す
所
な
り

今
や
是
等
學
校
存
麿
の
議
論
否
な
學
校
麿
止
の
議
論
は
漸
く
世
上
に
稜
生
せ

り
是
れ
抑
も
何
の
為
に
痰
生
し
た
り
や
學
校
其
も
の
を
存
立
し
置
く
は
有
害
無

盆
な
り
と
い
ふ
に
依
て
之
を
麿
す
べ

し
と
い
ふ
な
る
や
賂
た
學
校
其
も
の
を
存

し
置
く
は
本
来
の
希
望
に
は
あ
れ
ど
も
紐
費
多
端
の
折
柄
先
づ
以
て
之
を
麿
せ

ざ
る
を
得
ず
と
い
ふ
な
る
や
抑
も
ま
た
此
雨
説
の
中
間
に
初
径
す
る
も
の
な
り

や
吾
人
を
以
て
之
を
観
察
す
る
と
き
は
最
一
の
理
由
は
蓋
し
鰹
費
論
に
外
な
ら

ざ
る
が
如
し
若
し
仔
細
に
之
を
分
析
す
る
と
き
は
鰹
費
論
八
分
有
害
乃
至
無
盆

論
二
分
な
ら
ん
乎
而
か
も
此
有
害
乃
至
無
盆
論
は
高
等
中
学
麿
止
論
及
び
尋
常

師
範
學
校
中
學
校
合
併
論
高
等
師
範
學
校
帝
國
大
學
合
併
論
の
み
の
一
材
料
に

し
て
女
子
師
範
學
校
麿
止
論
音
架
學
校
麿
止
論
等
に
於
て
は
箪
一
に
続
費
論
に

外
な
ら
ざ
る
が
如
し
縦
し
之
あ
り
と
す
る
も
一
附
帯
の
理
由
な
る
の
み
詮
し
来

れ
ば
各
學
校
廃
止
論
皆
是
鰹
費
の
問
題
た
る
に
外
な
ら
ざ
る
な
り

ぁ

A

経
費
節
減
、
嗚
呼
誰
か
紐
費
の
徒
ら
に
増
加
す
る
こ
と
を
好
ま
ん
や
成
る
べ

く
丈
け
僅
少
の
金
額
を
以
て
多
く
の
利
盆
を
獲
得
す
る
は
吾
人
事
々
し
く
経
涜

學
の
本
旨
な
り
と
言
は
ず
蓋
し
世
態
人
情
の
常
な
り
今
國
家
の
財
政
を
理
す
る

に
営
り
て
偏
に
鰹
費
の
節
減
を
企
望
す
る
こ
と
固
よ
り
其
営
然
な
り
と
い
ふ
べ

し
然
れ
と
も
此
鰹
費
節
減
な
る
も
の
は
凡
そ
二
種
の
意
味
を
有
す
之
を
約
言
す
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っ
ゞ
ま

る
と
き
は
日
＜
消
極
的
経
費
節
減
日
＜
積
極
的
鰹
費
節
減
、
只
何
事
も
約
や
か

へ
ん
せ
う

に
す
べ
し
節
倹
又
節
倹
、
倹
約
又
倹
約
、
手
を
縮
め
足
を
縮
め
規
模
偏
に
偏
小

な
ら
ん
こ
と
を
企
て
所
謂
只
生
き
て
さ
へ
居
れ
ば
可
な
り
と
い
ふ
的
の
も
の
吾

人
の
所
謂
消
極
的
鰹
費
節
減
な
り
、
倹
約
す
べ
き
所
は
倹
約
す
べ
し
然
れ
ど
も

必
要
の
事
物
に
劉
し
て
は
充
分
に
規
模
を
張
る
を
要
す
冗
費
は
素

よ
り
之
を

節
す
べ
し
と
雖
も
鰹
費
の
為
に
事
業
を
氾
害
す
べ
か
ら
ず
と
い
ふ
も
の
吾
人
の

所
謂
積
極
的
罷
費
節
減
な
り
吾
人
は
鰹
費
節
減
を
希
望
す
然
れ
ど
も
消
極
的
節

く
み

減
に
至
り
て
は
断
じ
て
吾
人
の
典
せ
ざ
る
所
な
り
吾
人
の
所
思
は
過
般
の
「
先

後
論
」
に
於
て
も
略
ぼ
之
を
述
べ
た
る
如
く
政
費
節
減
の
一
事
は
人
の
多
く
唱

か
ん
ば
い

道
す
る
流
行
語
誠
に
以
て
民
力
休
養
の
一
策
と
し
て
人
々
の
甚
だ
感
侃
す
る
所

な
り
と
雖
も
吾
人
は
先
づ
其
主
義
を
聴
か
ざ
る
べ
か
ら
ず
何
の
為
に
政
費
を
節

減
す
る
や
如
何
な
る
目
的
を
以
て
政
費
を
節
減
す
る
や
と
い
ふ
の
根
撼
を
聞
か

ざ
る
可
ら
ず
漠
然
た
る
政
費
節
減
民
力
休
養
、
俗
人
は
感
侃
す
べ
し
と
雖
も
吾

に
は
か

人
は
末
だ
逮
に
是
等
漠
然
論
に
感
服
す
る
を
能
は
ず
今
我
國
は
甚
だ
貧
乏
な
り

故
に
大
に
政
費
を
節
減
す
べ
し
と
い
ふ
其
所
論
の
大
体
に
至
り
て
は
吾
人
素
よ

り
異
論
な
し
と
雖
も
然
れ
ど
も
我
國
は
未
だ
子
弟
の
教
育
を
際
し
て
も
尚
且
つ

倹
約
せ
ざ
る
可
ら
ず
と
い
ふ
程
の
貧
乏
に
て
は
あ
ら
ず
と
信
ず
彼
の
所
謂
政
費

節
減
論
者
間
に
は
今
日
の
貧
乏
世
帯
先
づ
以
て
嘗
座
日
用
飲
く
可
ら
ざ
る
も
の

A

み
を
罷
螢
す
べ
し
之
を
例
へ
ば
先
づ
は
只
風
を
引
か
ぬ
程
に
着
、
腹
の
空
ぬ

く
ら

程
に
食
ひ
其
家
の
如
き
雨
露
を
凌
ぐ
に
足
れ
ば
可
な
り
絹
布
肉
食
小
奇
麗
な
る

家
是
等
の
如
き
は
嘗
分
不
用
な
り
粗
衣
粗
食
借
家
住
ひ
に
て
辛
抱
す
べ
し
と
い

ふ
の
説
を
唱
ふ
る
も
の
あ
る
が
如
し
と
雖
も
吾
人
は
決
し
て
之
に
感
服
せ
ず
節

倹
す
べ
き
所
は
充
分
に
節
倹
す
る
も
例
へ
ば
食
物
は
身
橙
の
健
康
に
開
す
る
ゆ

ゑ
決
し
て
粗
食
を
為
す
可
ら
ず
又
世
間
附
合
は
大
に
此
身
分
に
開
す
る
ゆ
ゑ
宜

し
く
思
ひ
切
て
張
込
む
べ
し
と
い
ふ
の
主
義
を
取
る
も
の
な
り
彼
の
徒
ら
に
紐

費
節
減
を
唱
へ
萬
般
の
規
模
を
縮
少
し
て
而
し
て
得
た
り
と
為
す
が
如
き
は
抑

も
無
智
細
君
の
家
政
節
倹
共
に
図
家
の
長
計
を
談
ず
る
に
足
ら
ざ
る
な
り
夫
れ

國
家
は
國
家
其
も
の
を
永
遠
に
保
持
し
且
つ
進
歩
稜
逹
せ
し
む
べ
き
の
最
大
義

務
を
要
す
國
家
は
決
し
て
此
義
務
を
怠
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
此
施
設
を
忽
が
せ

に
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
徒
ら
に
目
前
の
小
節
倹
に
拘
泥
し
て
此
國
家
嘗
然
の
義

務
を
も
猶
ほ
廃
止
せ
ん
と
す
る
が
如
き
は
國
家
目
前
の
小
楡
安
を
計
り
て
而
し

て
國
家
永
遠
の
目
的
を
涅
絶
す
る
所
以
な
り
若
し
國
家
が
此
國
家
営
然
の
義
務

を
施
設
す
る
の
力
だ
に
な
し
と
な
ら
ば
是
れ
最
早
國
家
衰
滅
の
時
な
る
の
み
我

大
日
本
帝
國
如
何
に
貧
な
り
と
雖
も
登
斯
＜
迄
に
貧
な
ら
ん
や

教
育
は
國
家
を
永
遠
に
保
持
し
且
つ
稜
逹
せ
し
む
る
所
以
の
基
礎
な
り
教
育

は
國
家
が
國
家
自
ら
の
為
に
施
設
す
べ
き
最
大
義
務
な
り
教
育
は
國
家
百
年
の

長
計
を
定
む
る
所
以
に
し
て
其
施
設
の
如
何
は
直
ち
に
図
家
の
運
命
如
何
に
開

す
若
し
数
育
施
設
の
方
法
宜
し
き
を
得
ざ
る
に
依
り
之
を
改
良
す
べ
し
と
い
ふ

な
ら
し
め
ば
可
な
り
只
罷
費
の
貼
よ
り
之
を
論
じ
て
學
校
の
存
限
を
鏃
す
る
に

至
り
て
は
抑
も
目
前
の
小
楡
安
の
為
に
図
家
の
長
計
を
誤
ま
る
も
の
と
謂
は
ざ

る
可
ら
す
彼
の
學
校
廃
止
論
な
る
も
の
は
即
ち
是
れ
な
ら
ず
や
偏
に
鰹
費
の
貼

よ
り
立
論
し
て
學
校
の
麿
止
如
何
を
断
ぜ
ん
と
す
登
誤
ま
ら
ず
や
抑
も
一
時
の

倹
約
の
為
に
子
弟
の
就
學
を
麿
す
る
は
普
通
教
育
に
於
て
も
學
齢
児
童
保
護
者

の
最
も
忌
む
べ
く
慎
し
む
べ
き
所
な
り
況
ん
や
國
家
を
や
一
時
の
経
費
節
減
の

為
め
に
図
家
の
数
育
的
施
設
を
麿
す
る
が
如
き
は
吾
人
の
断
じ
て
典
み
せ
ざ
る

所
な
り
尚
琥
を
重
ね
て
之
を
詳
論
す
る
あ
ら
ん
と
欲
す

學
校
存
麿
論

（二）
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國
費
支
辮
的
諸
學
校
麿
止
の
議
論
を
生
ず
る
其
最
要
黙
は
一
に
経
費
の
貼
に

あ
り
日
＜
若
干
の
國
費
を
費
や
し
て
設
立
し
置
く
程
の
必
要
な
し
と
然
ら
ば
先

づ
其
鰹
費
の
額
は
凡
そ
何
程
な
り
や
明
治
二
十
四
年
度
豫
算
案
文
部
省
の
直
轄

に
係
る
諸
學
校
の
網
費
は
左
の
如
し

暉
i

帝

國

大

学

四

一

六

、

六
二

・0
0
0

高

等

師

範

學

校

三

九

、
六
0
0
・0
0
0

女
子
高
等
師
範

學

校

三

0
、
ニ
ニ
ニ

．
0
0
0

第

一

高

等

中

學

校

八

八

、
四
九
九
．
o
o
o

第
二
高
等
中
學
校
四
五

、

六
九
一
•
O
O
O

第

三

高

等

中

學

校

六

四

、
八
0
0
・八
五
五

第

四

高

等

中

學

校

四

四

、
七
二

0
・0
0
0

第

五

高

等

中

學

校

五

0
、
五
五
ニ

・
0
0
0

高
等
商
業
學
校

三
四
、
0
二
六
．
o
o
o

東

京

工

業

學

校

三

七

、
0
八
二

．
0
0
0

東

京

美

術

學

校

一

九

、
三
0
0
・0
0
0

東

京

音

楽

學

校

―

二

、
ニ
―
ニ

・
0
0
0

東

京

盲

唖

學

校

三

、
0
0
0
・0
0
0

東
京
圏
書
館

八

、
0
0
0
・0
0
0

合

計

八

九

三

、
七
七
ニ

・八
五
五

歳
出
穂
額
を
八
千
万
圃
と
す
れ
ば
諸
學
校
に
要
す
る
罷
費
僅
か
に
其
一
分

一

厘
強
な
り
盤
し
多
し
と
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
否
之
を
以
て
國
家
の
高
等
教
育
を

施
設
し
得
る
と
せ
ば
賓
に
安
直
な
る
も
の
な
ら
ず
や
然
る
に
論
者
は
尚
之
を
以

て
多
き
に
過
ぐ
る
と
す
る
に
や
之
を
減
少
せ
ん
と
企
だ
つ
論
者
も
亦
吝
薔
な
る

か
な哉

査
定
案
等
論
者
の
減
少
麿
止
せ
ん
と
す
る
も
の
左
の
如
し

女
子
高
等
師
範
学
校

第
一
高
等
中
學
校

第
二
高
等
中
學
校

第
三
高
等
中
學
校

第
四
高
等
中
學
校

第
五
高
等
中
學
校

東
京
＿
音
楽
學
校

合

計

三
0
、
ニ
ニ
ニ

・0
0
0

八
八
、
四
九
五
．
o
o
o

四
五

、

六
九
一
•

O
O
O

六
四
、
八
0
0
・八
五
五

四
四
、
七
二

0
・0
0
0

五
0
、
五
五
二

・0
0
0

―
二
、
二

三

．
o
o
o

三
三
六
、
六
0
ニ
・八
五
五

歳
出
練
額
を
八
千
万
園
と
す
れ
ば
是
れ
只
僅
か
に
其
四
厘
強
に
過
ぎ
ざ
る
に

非
ず
や
八
千
万
園
の
四
厘
、
三
十
三
万
圃
嗚
呼
國
家
の
歳
計
に
於
て
抑
も
何
か

あ
ら
ん
や
若
し
ま
た
之
を
全
國
の
人
口
戸
数
に
配
分
せ
ば
如
何
全
國
人
口
を
三

千
九
百
万
と
す
れ
ば
一
人
嘗
り
只
僅
に
八
厘
六
毛
餘
、
全
國
戸
数
を
七
百
八
十

万
と
す
れ
ば
一
戸
嘗
り
只
僅
に
四
錢
三
厘
一
毛
餘
に
過
ぎ
ざ
る
に
非
ず
や
一
ケ

年
に
於
て
四
錢
三
厘
一
毛
餘
、
之
を
減
ず
れ
ば
果
し
て
所
謂
民
力
休
養
の
賞
を

得
る
と
な
す
や
左
り
と
て
は
亦
軽
易
な
る
民
力
休
養
な
ら
ず
や
蓋
し一

錢
一
厘

び
の
微
と
雖
も
租
税
は
濫
に
費
消
す
べ
か
ら
ず
無
盆
の
事
業
に
費
や
す
べ
か
ら
ず

あ
に

と
雖
も
是
等
諸
學
校
登
全
く
無
盆
な
ら
ん
や
登
全
く
有
害
な
ら
ん
や
単
に
罷
費

の
貼
よ
り
立
論
し
て
而
し
て
是
等
諸
學
校
を
麿
せ
ん
と
す
る
は
到
底
根
腺
あ
る

理
由
と
為
す
に
足
ら
ざ
る
な
り
蓋
し
論
者
必
ず
し
も
鰹
費
の
貼
よ
り
の
み
立
論

し
て
魔
止
説
を
唱
ふ
る
に
あ
ら
ず
或
は
是
丈
け
の
鰹
費
を
掛
け
て
設
立
し
置
く

程
の
必
要
な
し
と
い
ひ
或
は
必
要
は
必
要
な
れ
ど
も
紐
費
多
端
の
折
柄
先
づ
以

て
之
を
麿
せ
ざ
る
を
得
ず
と
い
ひ
或
は
是
等
官
立
學
校
を
存
し
置
く
は
私
立
學

校
の
妨
害
な
り
と
い
ふ
敢
て
各
々
一
理
な
き
に
は
非
る
べ
し
然
れ
ど
も
其
主
な

る
要
毘
は
紐
費
の
毘
に
外
な
ら
ず
何
と
な
れ
ば
若
し
國
費
よ
り
一
文
半
錢
を
も
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支
出
す
る
こ
と
な
き
も
の
な
ら
し
め
ば
敢
て
論
者
の
口
の
端
に
上
る
べ
く
も
非

れ
ば
な
り
只
是
等
諸
學
校
は
其
基
礎
未
だ
大
な
ら
ず
し
て
皆
政
府
支
出
金
を
要

す
是
に
於
て
乎
即
ち
論
者
の
問
題
に
上
る
然
れ
と
も
紐
費
の
貼
よ
り
之
を
見
る

と
き
は
是
等
諸
學
校
賞
に
九
牛
が
一
毛
に
だ
も
如
か
ず
之
を
存
し
置
き
た
り
と

て
紐
費
上
大
な
る
負
撥
を
重
ぬ
る
こ
と
な
く
之
を
廃
し
た
り
と
て
鰹
費
上
ま
た

左
し
た
る
負
撥
を
減
ず
る
こ
と
な
き
な
り
鰹
費
の
上
を
以
て
之
を
論
ず
る
と
き

は
是
等
諸
學
校
の
如
き
賓
に
歯
牙
に
懸
く
る
に
足
ら
ざ
る
の
み

い

か

ん

然
ら
ば
則
ち
之
を
學
制
上
教
育
上
よ
り
論
ず
れ
ば
即
ち
奈
何
先
づ
之
を
論
ず

る
に
営
り
て
吾
人
は
第
一
に
論
者
の
反
省
を
請
は
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
あ
り

何
ぞ
や
日
＜
数
育
制
度
な
る
も
の
は
容
易
に
之
を
菱
更
す
べ
か
ら
ず
と
い
ふ
の

一
事
是
れ
な
り
抑
も
制
度
を
駆
々
菱
更
す
る
と
は
獨
り
教
育
制
度
の
み
な
ら
ず

賓
に
非
常
の
弊
害
を
興
ふ
る
も
の
な
り
一
事
業
之
に
着
手
し
て
は
其
成
否
未
だ

全
く
明
か
な
ら
ざ
る
に
之
を
改
め
更
に
他
の
制
度
に
よ
り
て
之
を
施
行
し
見
れ

ば
又
思
は
し
か
ら
ざ
る
所
あ
り
と
て
又
之
を
改
め
、
改
め
て
は
又
改
め
、
改
め

て
は
又
改
め
終
始
其
制
度
を
菱
更
す
る
と
き
は
常
に
新
薔
交
代
の
混
雑
に
の

み

紐
過
し
て
又
一
の
賓
効
を
見
る
べ
か
ら
ず
只
事
業
を
試
瞼
視
す
る
の
み
に
し
て

曾
て
其
止
ま
る
所
を
知
ら
ざ
る
な
り
我
明
治
政
府
が
二
十
年
末
施
設
し
た
る
事

業
な
る
も
の
は
賓
に
此
試
瞼
的
事
業
の
外
に
出
で
ず
麿
置
愛
更
二
三
に
し
て
止

ま
ら
ず
萬
般
の
事
業
制
度
悉
く
其
轍
を
履
ま
ざ
る
は
無
き
中
に
就
い
て
も
敦

育
制
度
の
如
き
は
賓
に
其
最
な
る
も
の
な
り
普
通
敦
育
の
制
度
よ
り
高
等
数
育

し
ば
し

の
制
度
に
至
る
ま
で
其
敷
ば
愛
更
を
見
た
る
こ
と
賓
に
幾
許
ぞ
や
天
下
皆
畢
げ

て
其
弊
に
苦
し
み
た
る
に
非
ず
や
天
下
皆
拳
げ
て
其
弊
を
唱
へ
た
る
に
非
ず
や

然
る
斯
＜
其
弊
を
論
じ
た
る
人
今
や
却
て
自
ら
其
弊
を
演
ぜ
ん
と
す
何
の
こ
と

ぞ
や
高
等
中
學
の
如
き
其
設
立
以
来
果
し
て
幾
許
の
年
所
を
か
紐
た
る
果
し
て

幾
許
の
歴
史
を
か
興
へ
た
る
高
等
中
學
其
賓
効
な
し
と
い
ふ
も
有
効
も
無
効
も

只
僅
か
に
敷
年
を
鰹
た
る
に
過
ぎ
ざ
る
に
非
ず
や
未
だ
賓
効
あ
る
や
否
や
も
正

確
に
認
め
ざ
る
中
に
早
く
先
づ
之
が
制
度
を
麿
せ

ん
と
す
賓
に
従
来
の
弊
害
を

襲
ふ
も
の
な
ら
ず
や
女
子
師
範
學
校
麿
止
論
の
如
き
音
架
學
校
廃
止
論
の
如
き

皆
是
れ
な
ら
ざ
る
な
し
論
者
先
づ
此
貼
に
於
て
大
に
考
察
す
る
あ
ら
ん
こ
と
を

希
望
す
る
な
り

學
校
存
麿
論

（六）

高
等
中
學
の
次
に
世
人
の
問
題
に
上
る
も
の
は
日
＜
音
架
學
校
な
り
日
＜
美

術
學
校
な
り
就
中
音
架
學
校
の
如
き
は
査
定
案
に
於
て
も
之
を
麿
止
す
る
に
決

と
も
し
び

せ
り
殆
ん
ど
風
前
の
燈
の
如
し
而
し
て
其
麿
止
論
を
生
ず
る
所
以
の
も
の
は

賓
に
輩
一
に
鰹
費
論
に
外
な
ら
ず
紐
費
多
端
の
折
柄
之
を
設
立
し
置
く
程
の
必

要
な
し
と
然
ら
ば
其
費
用
は
如
何

回

東

京

美

術

學

校

一

九

、三

0
0
・0
0
0

東
京
音
楽
學
校

―
二
‘
―
ニ

ニ
．
o
o
o

合

計

三

一

、
四
ニ
ニ

・0
0
0

僅
々
三
万
園
、
音
楽
學
校
の
如
き
は
一

万
二
千
園
に
過
ぎ
ず
四
五
十
日
の
借

家
賃
に
一
万
園
を
彿
ふ
程
の
帝
國
議
會
が
兎
に
角
國
家
赦
育
の
一
校
舎
た
る
音

架
學
校
に
一
万
園
を
投
ず
る
を
惜
む
如
き
は
甚
だ
異
様
の
感
に
堪
へ
ざ
る
な
り

蓋
し
音
楽
學
校
の
如
き
吾
人
も
左
迄
必
要
を
感
ぜ
ず
是
非
、
無
く
て
な
ら
ぬ
も

の
と
は
思
は
れ
ず
日
＜
唱
歌
は
兒
童
の
精
神
を
稜
揚
す
日
＜
音
架
は
図
の
品
位

を
高
尚
に
す
と
勿
論
吾
人
も
全
く
然
ら
ず
と
は
言
は
ず
音
架
は
人
の
精
神
を
高

尚
な
ら
し
む
る
も
の
に
し
て
而
し
て
現
今
の
唄
な
る
も
の
は
多
く
は
卑
猥
聞
く

に
堪
へ
ず
音
架
の
改
良
、
音
架
師
の
養
成
、
唱
歌
数
員
の
養
成
、
必
ず
し
も
必
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要
な
ら
ず
と
は
言
ひ
難
け
れ
ど
も
畢
莞
貴
族
的
、
優
長
的
、
創
業
時
代
な
る
此

國
に
は
未
だ
左
迄
の
必
要
を
感
ぜ
ず
と
思
ふ
何
事
も
充
分
に
施
設
せ
ん
と
せ
ば

唱
歌
赦
員
も
無
く
て
な
ら
ぬ
と
は
勿
論
な
れ
ど
左
迄
必
需
的
の
も
の
に
は
非
ず

と
思
考
す
故
に
吾
人
も
敢
て
熱
心
に
音
楽
學
校
維
持
説
を
唱
ふ
る
も
の
に
非
ず

と
雖
も
只
其
費
用
如
何
と
顧
み
れ
ば
僅
か
に
一
万
餘
園
に
過
ぎ
ず
僅
々
た
る
一

万
餘
圏
の
支
出
を
惜
ん
で
、
兎
に
角
折
角
是
迄
に
仕
立
て
た
る
も
の
を
一
朝
麿

絶
に
蹄
せ
ん
も
遺
憾
な
れ
ば
先
づ
以
て
之
を
維
持
せ
ん
と
主
張
す
る
の
み

若
夫
れ
美
術
學
校
に
至
り
て
は
是
亦
貴
族
的
施
設
の
如
く
に

し
て
音
楽
學
校

と
相
似
た
る
も
の
あ
り
と
雖
も
吾
人
は
決
し
て
然
ら
ず
と
思
考
す
美
術
は
素
よ

り
貴
族
的
事
物
な
り
と
雖
も
美
術
は
即
ち
我
日
本
圃
産
の
一
な
り
と
い
ふ
こ
と

を
記
臆
せ
ざ
る
可
ら
ず
美
術
は
即
ち
我
日
本
國
特
有
の
長
所
に
し
て
所
謂
國
粋

の
存
す
る
所
な
り
と
い
ふ
こ
と
を
記
臆
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
然
る
に
此
美
術
は
大

に
衰
退
し
又
主
と
し
て
之
が
登
逹
を
計
る
も
の
な
し
美
術
の
進
歩
、
美
術
家
の

養
成
、
美
術
品
の
稜
逹
は
猫
り
貴
族
的
視
察
に
於
て
必
要
な
る
の
み
な
ら
ず
之

を
國
家
純
清
、
外
図
貿
易
の
貼
よ
り
見
る
と
き
は
更
に
甚
だ
必
要
を
感
ず
る
も

の
な
り
美
術
品
は
外
國
貿
易
上
の

一
重
要
品
な
り
美
術
品
は
外
國
に
多
く
の
得

意
を
有
す
る
も
の
な
り
我
が
商
業
の
為
め
我
が
外
國
貿
易
の
為
め
美
術
教
育
登

必
要
な
ら
ず
や
一
概
に
貴
族
的
視
し
優
長
的
視
し
て
之
を
無
用
視
す
る
は
浅
見

の
甚
し
き
も
の
な
り
而
し
て
今
美
術
學
校
の
為
に
支
出
す
る
所
の
國
費
は
如
何

亦
漸
く
一
万
九
千
三
百
園
に
過
ぎ
ず
僅
に
二
万
園
弱
の
金
を
惜
ん
で
美
術
教
育

の
稜
逹
を
計
ら
ざ
る
は
吾
人
の
感
服
せ
ざ
る
所
な
り
査
定
案
の
流
石
に
美
術
學

校
を
ば
麿
止
せ
ざ
る
に
決
し
た
る
も
の
固
よ
り
宜
し
き
を
得
た
り
と
い
ふ
べ
し

然
る
に
近
来
は
又
一
種
の
論
者
あ
り
此
美
術
學
校
と
音
楽
學
校
と
を
帝
室
費
の

支
辮
に
移
さ
ん
こ
と
を
主
張
せ
り
吾
人
ま
た
然
か
思
は
ざ
る
に
非
ず
此
雨
校
の

安
全
を
願
は
ん
に
は
此
策
甚
だ
可
な
ら
ん
雨
校
の
性
質
よ
り
論
ず
る
も
之
を
帝

室
の
所
蜀
と
為
す
こ
と
亦
敢
て
失
嘗
に
非
ざ
る
べ
し
兎
に
角
吾
人
は
其
何
れ
の

所
廊
た
る
を
掃
ば
ず
只
之
を
破
壊
せ
ざ
ら
ん
こ
と
を
希
望
す
る
の
み

（
『
東
京
朝
日
新
聞
』
（
一
）
明
治
二
十
四
年

一
月
二
十
五
日
、
（
二
）
同

一
月
二
十
七
日
、

（六
）
同
二
月

一
日）

一
月
二
十
九
日
付
の
『
毎
日
新
聞
』
に
は
「
音
楽
學
校
美
術
學
校
」
と
題
す
る
社

説
が
掲
載
さ
れ
た
。
社
説
は
、
美
術
と
い
う
も
の
は
と
か
く
国
家
創
業
の
時
代
に
は

育
ち
に
く
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
今
日
の
情
勢
か
ら
み
て
、
衆
議
院
で
こ
の

二
つ
の

学
校
の
存
続
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
、
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
社
説

は
、
い
っ
そ
こ
れ
ら
の
学
校
の
費
用
を
帝
室
に
仰
い
で
は
ど
う
か
と
提
案
す
る
。
宮

内
省
の
雅
楽
部
と
音
楽
学
校
と
は

「種
類
同
じ
き
者
」
で
あ
り
、
し
か
も
両
校
合
わ

せ
て
三
万
四
百
二
十
二
円
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
な
ら
三
百
万
円
の
帝

室
費
を
揺
が
す
に
は
及
ぶ
ま
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
提
案
に
つ
い

て
は
、

前
出
の
『
東
京
朝
日
新
聞
』
社
説
で
も
言
及
さ
れ
て
い
る。

＿音
楽
學
校
美
術
學
校

方
今
官
立
學
校
に

し
て
残
息
喘
々
死
生
旦
夕
に
迫
る
者
四
あ
り

一
に
日
く
高

等
中
學
校
二
に
日
<
-
音
楽
學
校
三
に

日
美
術
學
校
四
に

日
女
子
高
等
師
範
學
校

是
な
り
此
四
の
者
は
豫
算
委
員
會
に
て
魔
棄
す
る

こ
と
と
せ
ら
れ
た
り
本
會
議

は
豫
算
委
員
會
議
決
の
マ

ヽ
を
採
用
す
る
殿
将
た
存
置
す
る
こ
と
と
な
る
殿
今

日
に
豫
知
す
べ
か
ら
ず
と
雖
ど
も
委
員
會
之
を
廃
止
に
決
し
た
り
と
せ
ば
委
員

會
の
決
議
を
麿
し
薔
に
復
す
る

こ
と
随
分
難
事
な
る
べ
き
敗
高
等
中
學
に
就
て

は
余
輩
先
き
に
敷
日
間
の
紙
面
に
於
て
意
見
を
述
べ
た
り
女
子
高
等
師
範
學
校

は
余
輩
別
に
意
見
あ
り
本
論
に
於
て
は
美
術
學
校
昔
架
學
校
の
二
の
者
に
就
て

鄭
見
を
述
ん
と
欲
す
る
な
り
余
輩
は
昔
架
美
術
の

二
校
を
以
て
之
を
高
等
中
學
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に
比
す
れ
ば
必
要
の
度
幾
分
か
少
き
者
と
思
考
せ
り
然
れ
ど
も
之
を
麿
す
る
を

可
と
す
る
敗
賂
た
存
す
る
を
可
と
す
る
殿
と
云
は
ゞ
之
を
存
す
る
を
可
な
り
と

思
考
せ
り
然
れ
ど
も
明
治
今
日
の
形
勢
に
嘗
り
現
在
の
ま
A

之
を
存
す
る
こ
と

随
分
難
事
な
る
べ

し
と
思
は
る
凡
そ
美
術
の
思
想
は
國
家
創
業
の
時
代
に
養
成

せ
ら
る
A

こ
と
難
く
昇
平
長
く
績
き
た
る
時
代
に
稜
逹
し
易
き
者
な
り
維
新
草

創
の
頃
日
本
人
の
思
想
を
見
よ
美
術
の
思
想
は
徳
川
政
府
と
共
に
絶
滅
せ
ん
と

し
た
り
上
野
公
園
の
樹
木
を
切
り
彿
ふ
て
茶
園
と
為
さ
ん
と
す
る
説
出
で
た
る

こ
と
あ
り
日
本
美
術
の
保
存
場
と
云
ふ
べ
き
寺
院
を
燒
き
彿
ひ
其
彿
像
を
毀
ち

て
薪
に
代
へ
洪
鐘
を
下
し
て
大
砲
を
錆
造
せ
ん
す
る
の
説
出
で
た
る
こ
と
あ
り

日
光
の
宮
殿
を
燒
き
徳
川
氏
の
職
奢
を
懲
ら
し
め
ん
と
し
た
る
こ
と
あ
り
蓋
し

美
術
の
思
想
は
革
命
的
の
思
想
と
雨
立
せ
ず
革
命
的
の
脳
賭
は
乾
燥
し
美
術
的

の
脳
髄
は
光
澤
あ
り
革
命
的
の
脳
髄
は
武
に
偏
し
美
術
的
の
脳
髄
は
文
に
偏
す

る
に
由
る
な
り

美
術
學
校
―音楽
學
校
は
廃
す
べ
か
ら
ず
と
云
ふ
説
を
持
す
る
議
員
な
き
に
も

あ
ら
ざ
る
べ

し
故
に
本
會
と
な
ら
ば
委
員
會
が
麿
し
た
る
此
二
學
校
も
復
活
す

る
の
機
あ
る
敗
は
知
ら
ざ
れ
ど
も
今
日
の
情
態
を
以
て
せ
ば
衆
議
院
議
場
に
て

二
學
校
存
置
説
が
勝
利
を
得
る
こ
と
稀
有
な
る
こ
と
な
る
べ
し
何
と
な
れ
ば
日

本
今
日
の
形
勢
は
二
十
年
の
泰
平
を
繊
績
し
た
り
と
雖
も
未
だ
美
術
流
行
の
時

代
と
な
ら
ず
創
業
的
の
思
想
社
會
を
支
配
す
る
の
時
代
な
れ
ば
な
り
良
し
今
日

議
會
に
て
存
置
脱
勝
利
を
得
る
こ
と
と
な
る
も
美
術
―
音
楽
二
學
校
の
衆
議
院
に

於
け
る
猶
地
方
税
支
辮
の
中
學
校
瞥
學
校
と
同
一
運
命
に
遭
遇
し
今
年
存
置
説

勝
利
を
得
る
も
次
回
の
議
場
に
麿
止
説
出
で
次
回
の
議
場
に
廃
止
説
勝
利
を
得

る
殿
と
見
れ
ば
其
次
回
の
議
場
に
創
立
貌
出
で
一
死
一
活
年
々
運
命
を
異
に
す

る
の
奇
状
を
呈
出
し
到
底
學
校
設
立
の
目
的
を
逹
す
る
に
至
ら
ざ
る
べ
き
欺
是

に
於
て
余
輩
は
一
の
新
按
を
呈
出
し
讀
者
の
熟
慮
を
請
は
ん
と
欲
す
る
な
り
其

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

新
按
と
は
何
ぞ
や
日
＜
此
二
學
校
の
費
用
を
帝
室
に
仰
が
ん
と
す
る
こ
と
是
な

り
上
文
述
べ
し
如
く
美
術
の
思
想
は
胤
世
の
思
想
と
雨
立
す
べ
か
ら
ざ
る
者
な

り
今
後
の
日
本
は
容
易
に
干
文
の
騒
嵐
な
か
る
べ
し
と
雖
も
政
鴬
の
競
季
保
守

改
進
二
主
義
の
軋
礫
は
年
々
跡
を
絶
た
ざ
る
こ
と
必
然
な
り
即
ち
血
を
流
す
の

戦
争
な
し
と
雖
ど
も
亦
一
種
の
戦
場
な
り
此
競
争
戦
場
の
中
に
無
事
に
＿
音
楽
學

校
美
術
學
校
を
設
置
す
る
こ
と
急
流
激
浪
の
中
に
一
葉
の
船
を
浮
ぶ
と
同

一
感

な
き
に
あ
ら
ず
轄
じ
て
帝
室
費
管
理
の
部
内
如
何
と
云
ふ
に
陛
下
の
眼
中
鴬
派

な
し
保
守
派
も
改
進
派
も
一
視
平
等
の
臣
民
な
り
帝
室
費
三
百
万
園
あ
る
も
帝

室
附
蜀
の
財
産
か
ら
生
ず
る
牧
入
年
金
百
万
園
あ
る
も
政
治
海
の
風
浪
は
一
貼

宮
謄
を
越
へ
て
帝
室
費
の
安
寧
を
動
揺
せ
し
む
る
能
は
ず
此
風
塵
不
逹
の
安
架

城
中
に
昔
架
學
校
美
術
學
校
を
置
か
ば
議
場
は
如
何
に
節
減
非
節
減
の
戦
場
と

な
る
も
風
塵
は
學
校
門
内
に
逹
す
る
を
得
ず
近
頃
世
上
の
風
聞
に
帝
室
費
三
百

万
圏
と
云
へ
る
名
は
大
な
り
と
雖
ど
も
支
出
の
道
年
々
増
加
し
蓋
上
の
供
用
と

な
る
費
用
は
極
め
て
僅
少
な
り
と
或
は
然
ら
ん
余
輩
も
濫
り
に
費
用
を
帝
室
費

に
蹄
す
る
の
奔
な
る
を
知
る
然
れ
ど
も
現
在
帝
室
費
よ
り
支
出
を
仰
ぐ
者
と
雖

ど
も
精
密
の
調
査
を
為
さ
ば
廃
止
す
べ
き
者
他
に
支
途
を
移
す
べ
き
者
な
き
に

あ
ら
ざ
る
べ
き
敗
若
し
斯
る
種
類
の
支
出
あ
ら
ば
之
を
愛
更
し
美
術
の
保
護
を

帝
室
に
仰
ぐ
こ
と
學
校
其
物
の
性
質
よ
り
云
ふ
も
至
嘗
の
こ
と
な
る
べ
し
と
思

考
せ
り

二
十
四
年
歳
入
出
豫
算
案
を
見
る
に
美
術
學
校
は
一
万
九
千
一
二
百
園
昔
架
學

校
は
一
万
千
百
二
十
二
圏
と
あ
り
合
金
三
万
四
百
二
十
二
園
な
り
金
額
の
多
か

ら
ざ
る

こ
と
知
る
べ
し
又
之
を
聞
く
宮
内
省
に
は
雅
楽
部
な
る
者
あ
り
雅
楽
部

と
＿
音
楽
學
校
と
は
種
類
同
じ
き
者
に
し
て
其
費
額
も
三
万
園
餘
と
せ
ば
之
れ
が
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費
用
を
帝
室
費
に
仰
ぐ
も
帝
室
の
財
政
に
格
別
の
菱
動
を
典
ふ
る
者
に
あ
ら
ず

音
楽
美
術
の
二
學
校
を
安
全
の
地
位
に
置
く
は
此
外
に
良
法
な
か
る
べ
し
と
信

ぜ
り
若
し
他
に
良
法
あ
ら
ば
讀
者
請
ふ
余
輩
に
赦
ふ

る
所
あ
れ

（
『
毎
日
新
聞
』
明
治
二
十
四
年

一
月
二
十
九
日
）

こ
の
二
十
九
日
、
音
楽
学
校
の
問
題
は
、
衆
議
院
議
員
安
田
楡
逸
の
質
問
を
き
っ

か
け
と
し
て
、
つ
い

に
音
楽
学
校
の
必
要
如
何
が
議
論
の
中
心
と
な
る
に
至
る
。

す

な
わ
ち
経
費
の
多
少
よ
り
も
、
音
楽
教
育
を
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
捉
え
る
か
、

国
立
の
音
楽
教
育
機
関
は
必
要
か
と
い
っ
た
事
柄
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ

る
。
こ
の
質
問
は
早
速
紙
上
で
公
に
さ
れ
、
物
議
を
か
も
し
た
。
『
東
京
新
報
』
は
翌

日
、
質
問
の
内
容
を
、
そ
し
て
翌
々
日
に
は
議
院
の
速
記
録
を
紹
介
し
て
い
る
。

面
白
き
質
問

0

0

 

昨
、
下
院
に
於
て
例
の
安
田
楡
逸
氏
問
ふ
て
日
＜
古
来
―
音
楽
は
唯
耳
目
を
喜

ば
し
む
る
者
と
の
み
思
ひ
し
に
今
此
等
の
事
に
向
て
一
ケ
年
一
萬
有
餘
園
の
大

い
づ
く

金
を
投
じ
て
＿
音
楽
學
校
を
維
持
せ
ざ
る
可
ら
ざ
る
理
由
何
虞
に
あ
る
、
又
文
部

省
は
教
育
を
智
育
徳
育
罷
育
の
三
部
類
に
分
つ
と
聞
き
し
が
＿
音
楽
は
何
の
部
類

に
燭
す
る
や
と

或
人
評
し
て
日
<
-
音
楽
は
耳
目
を
喜
ば
し
む
と
は
チ
ト
愛
な
ら
ず
や
と
應
愛

え
う
て
う

子
傍
に
あ
り
之
を
駁
し
て
日
＜
窃
究
た
る
佳
人
架
を
奏
す
を
視
且
聞
く
こ
れ
耳

目
を
喜
ば
し
む
る
に
あ
ら
ず
や
と

（『
東
京
新
報
』
明
治
二
十
四
年

一
月
三
十
日
）

昔
楽
は
徳
育
か
智
育
か
将
た
橙
育
乎

安
田
楡
逸
氏
が
一
音
楽
は
徳
育
か
智
育
か
賂
た
罷
育
乎
と
云
ふ
面
白
き
質
問
を

起
し
た
る
こ
と
は
載
せ
て
昨
日
の
紙
上
に
あ
り
而
し
て
此
質
問
に
就
て
は
多
年

教
育
の
局
に
嘗
り
鍛
ひ
に
鍛
ひ
た
る
流
石
の
辻
次
官
も
答
癖
に
窮
せ
ら
れ
た
る

こ
と
は
左
に
抄
録
す
る
議
院
の
速
記
録
を
見
る
も
明
な
り
江
湖
幾
多
の
有
識
諸

君
幸
に
此
面
白
き
問
題
を
研
究
し
て
以
て
安
田
君
に
満
足
を
得
せ

し
め
よ

政
府
委
員

（文
部
辻
次
官
新
次
君）

（
前
略
）
先
刻
の
其
ノ
徳
育、

智
育
、
腔

育
ノ
お
話
ガ
出
マ
シ
タ
ケ
レ
ド
モ
、
之
ヲ
直
グ

ニ
ド
ノ
事
卜
云
フ
コ
ト
ニ
ハ

営
リ
マ
セ
ヌ
、
併
シ
ナ
ガ
ラ
ど
う
云
フ
モ
ノ
ニ
多
ク
含
ン
デ
居
ル
カ
ト
申
シ

マ
シ

タ
ラ
、
徳
育
ナ
ド
ノ
部
ニ
ハ
大
分
ナ
近
イ
事
デ

ア
リ
マ
セ
ウ
ト
思
ヒ
マ

ス
故
二
、
詰
リ
云
フ
ト
一
音
楽
學
校

ハ
＿
音
楽
師
ト
一
音
楽
敦
員
ヲ
招

ヘ
ル
目
的
卜
、

お
答
へ
致
ス
ヨ
リ
仕
方
ガ
ナ
カ
ラ
ウ
ト
思
ヒ
マ
ス
、
ソ
レ
カ
ラ
も
一
ツ
ハ
・
・
・

安
田
楡
逸
君
一
寸
述
ベ
マ
ス
ガ
、
然
ウ
シ
マ
ス
ル
ト
＿
音
楽
學
校
ノ
必
要
ハ

豫
テ
文
部
省
デ
唱
ヘ
テ
居
ラ
レ
ル
智
育
、
罷
育
ニ
ハ
無
閥
ナ
モ
ノ
ト
云
フ
御

答
デ
ア
リ
マ
ス
カ

辻
新
次
君

徳

育

、
智
育
、
謄
育
二
開
係
ナ
キ
モ
ノ
カ
ト
云
フ
御
尋
…
…

安
田
楡
逸
君

左
様

辻
新
次
君
開
係
ハ
ア
リ
マ
セ
ウ
、

＿
音
楽
赦
員
ナ
ド
ノ
コ
ト
ハ
小
學
校
、
師

範
學
校
ナ
ド
ニ
要
リ
マ
ス
ノ
デ
ス
、
ソ
レ
デ
小
學
校
、
師
範
學
校
ナ
ド
ト
ヲ

以
テ
徳
育
、
ど
れ
ヲ
以
テ
智
育
卜
云
フ
直
域
ハ
附
キ
マ
ス
マ
イ
ト
思
ヒ
マ

ス
、
授
ケ
ル
唱
歌
モ
其
品
性
ヲ
正
シ
、
父
二
孝
ヲ
盛
セ
ト
カ
云
フ
様
ナ
唱
歌

ヲ
赦
ヘ
マ
ス
レ
バ
即
徳
育
ニ
ナ
リ
マ
ス
ノ
デ
ス

高
津
仲
次
郎
君
只
今
ノ
＿
音
楽
ノ
講
釈
ノ
様
ナ
コ
ト
ハ
御
免
蒙
リ
タ
イ

（『
東
京
新
報
』
明
治
二
十
四
年

一
月
三
十
一
日
）

ま
た
三
十
一
日
の
衆
議
院
で
も
音
楽
学
校
の
廃
止
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
、

廃
止
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を
支
持
す
る
議
員
が
そ
の
理
由
と
し
て
、
国
費
で
こ
れ
を
維
持
す
る
必
要
の
な
い
こ

と
を
挙
げ
て
い
る
。

濱
野
昇
氏

高
等
中
學
校
を
全
麿
せ
ん
と
す
る
理
由
井
に
之
を
麿
す
る
以
上

は
大
學
生
は
何
れ
の
學
校
よ
り
入
る
べ
き
や
を
説
明
せ
ら
れ
た
し

・

〔
マ
マ
〕

豊
田
文
三
郡
氏
女
子
高
等
師
範
學
校
及
―
音
楽
學
校
を
廃
す
る
理
由
如
何
井

に
此
等
の
學
校
を
麿
す
る
と
せ
ば
現
在
在
學
の
生
徒
を
如
何
せ
ん
と
す
る
や

天
野
為
之
氏
従
来
各
學
校
の
豫
算
を
定
む
る
や
國
庫
よ
り
一
定
の
金
額
を

付
典
し
置
き
餘
剰
あ
れ
ば
資
本
と
し
て
積
立

つ
る
が
故
に
其
請
求
額
及
定
額
共

に
掛
け
直
あ
る
も
の
な
り
是
れ
豫
算
調
製
の
罷
裁
を
失
す
る
事
大
な
る
を
以
て

委
員
に
於
て
は
必
要
の
鰹
費
の
み
を
支
出
せ
ん
と
す
又
高
等
中
學
校
等
を
麿
せ

ん
と
す
る
は
同
學
校
の
今
日
に
必
要
な
し
と
云
ふ
に
あ
ら
ず
只
今
日
の
数
育
上

の
有
様
よ
り
見
れ
ば
國
費
を
以
て
之
れ
を
維
持
す
る
必
要
な
し
更
に
國
立
の
高

等
中
學
校
を
麿
す
る
以
上
は
私
立
若
は
府
縣
立
の
學
校
之
に
代
る
に
至
る
べ
し

と
云
ふ
に
在
り
女
子
高
等
師
範
學
校
及
―
音
楽
學
校
を
麿
せ
ん
と
す
る
理
由
亦
然

り
而
し
て
現
在
在
學
生
徒
の
慮
分
方
に
付
て
は
豫
算
委
員
會
に
於
て
別
に
議
論

な
か
り
し
が
其
議
論
な
か
り
し一

事
を
以
て
見
る
も
巳
む
を
得
ず
其
儘
に
放
任

す
る
よ
り
外
な
し
と
な
せ
る
者
と
信
ず

近
藤
準
平
氏
高
等
商
業
學
校
東
京
盲
唖
學
校
を
麿
せ
ざ
り
し
理
由
如
何

天
野
為
之
氏
此
等
の
學
校
は
今
日
民
間
に
於
て
設
立
す
る
こ
と
容
易
な
ら

（『
東
京
新
報
』
明
治
二
十
四
年
二
月
一
日
、
「
衆
議
院
の
議
事
」
よ
り
）

当
時
の
帝
国
議
会
に
お
け
る
問
答
の
一
部
始
終
は
、
今
日
で
も
『
官
報
』
附
録
の

ざ
る
な
り

「衆
議
院
議
事
速
記
録
」
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
二
十
九
、
三
十
一
両
日
の
委
員

会
の
速
記
録
が
『
國
家
敦
育
』
に
転
載
さ
れ
て
い
る
の
で
こ
れ
を
次
に
挙
げ
て
お
く
。

明
治
廿
四
年
一
月
廿
九
日
豫
算
按
二
開
ス
ル
全
院
委
員
會

全
院
委
員
長
（
島
田
三
郎
君
）

質
疑
ガ
盛
キ
タ
ト
考
ヘ
マ
ス
カ
ラ
、
文
部

省
ノ
政
府
案
二
移
リ
マ
ス

木
暮
武
太
夫
君
（
百
四
十
八
番
）

本

員

ハ
罷
常
部
第
二
款
高
等
中
學
校
ノ

コ
ト
ニ
就
イ
テ
質
問
致
シ
マ
ス
、
今
日
ノ
ヤ
ウ
ニ
教
育
ノ
進

マ
ナ
イ
時
デ
モ
、

カ
ノ
大
學
豫
備
門

ハ
一
ツ
外
ナ
カ
ッ

タ
、
然
ル
ニ
此
ノ
頃
ハ
私
立
學
校
モ
出
来

テ
云
ハ
ゞ
文
運
隆
盛
ノ
今
日
二
嘗
ッ
テ
、
此
ノ
五
箇
ノ
高
等
中
學
ヲ
置
キ
三
十

万
圃
ノ
金
ヲ
費
シ
テ
、

是
非
ト
モ
五
箇
ノ
高
等
中
學
ヲ
置
カ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
ト
云

フ
理
由
ヲ
聰
キ
タ
イ
、
又
今
一
ツ
ハ
高
等
中
學
校

ハ
高
尚
ナ
ル
普
通
科
ヲ
置
ク

場
所
デ
ア
ル
、
然
ル
ニ
此
ノ
高
等
中
學
校
ノ
中
二
法
學
ナ
リ
、

瞥
學
部
ナ
リ
置

ク
ノ
ハ
ど
う
云
フ
理
屈
デ
ア
ル
カ
専
門
學
科
ヲ
修
ム
ル
ニ
ハ
帝
國
大
學
ガ
ア
ル

ニ
モ
拘
ハ
ラ
ス
、
此
ノ
高
等
中
學
二
専
門
科
ヲ
入
レ
タ
ル
ノ
ハ
如
何
ナ
ル
理
由

デ
ア
ル
カ

（
政
府
委
員
辻
新
次
君
演
壇
二
登
ル
）

政
府
委
員
（
文
部
次
官
辻
新
次
君
）
只
今
ノ
百
四
十
八
番
J
お
問
二
答
ヘ

マ
ス
、
此
ノ
高
等
中
學
校

ハ
御
承
知
モ
ア
リ
マ
ス
通
リ
、
十
九
年
二
高
等
中
學

ノ
制
度
ガ
改
マ

リ
マ
シ
タ
、
其
前
ニ
ハ
即
大
學
豫
備
門
卜
云
フ
名
ノ
如
ク
、
唯

大
學
二
入
ル
ノ
生
徒
ノ
ミ
ヲ
養
成
ス
ル
モ
ノ
ガ
東
京
ノ
ミ
ニ
ア
リ
マ
シ
タ
ガ
、

＿

段
々
進
ン
デ
（
大
墜
二
願
ヒ
マ
ス
ち
つ
と
モ
聰
ヘ
マ
セ
ヌ
ト
呼
ブ
モ
ノ
ア
リ
）

段
々
此
ノ
維
新
以
来
教
育
ノ
コ
ト
ニ
手
ヲ
着
ケ
マ
シ
テ
遂
二
高
等
中
學
J

ヤ
ウ

ナ
モ
ノ
ヲ
持

ヘ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
ト
云
フ
必
要
ヲ
見
マ
シ
タ
カ
ラ
シ
テ
、
即
高
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等
中
學
ヲ
起
ス
ニ
至
リ
マ
シ

タ
ノ
デ
御
坐
イ
マ
ス
、
ソ
レ
デ
高
等
中
學
ハ
豫
備

門
ト
ハ
些
卜
性
質
ガ
愛
ツ
テ
居
リ
マ
ス
テ
ス
、
高
等
中
學
ハ
丁
度
豫
備
門
卜
云

フ
性
質
ノ
外
二
、
尚
其
ノ
賓
業
二
就
ク
者
ヲ
養
フ
ト
云
フ
コ
ト
ガ
這
入
リ
マ
シ

タ
ノ
デ
、
丁
度
高
等
中
學
ノ
性
質
ヲ
申
シ
マ
ス
ト
云
フ
ト
、
賓
業
二
就
カ
ン
ト

欲
シ
、
又
高
等
學
校
二
入
ラ
ン
ト
欲
ス
ル
者
二

、
須
要
ノ
教
育
ヲ
興
フ

ル
ト
云

フ
コ
ト
ニ
ナ
ッ
テ
居
リ
マ
ス
、

豫
備
門
ノ
時
ハ
只
今
ノ
高
等
ノ
學
校

二
入
ル
者

丈
ノ
モ
ノ
デ
シ
タ
ケ
レ
ド
モ
、
何
分
ニ
モ
此
ノ
小
學
校
ヲ
進
ン
デ
尋
常
中
學
、

尋
常
中
學
位
ナ
コ
ト
デ
ハ
十
分
ナ
人
ニ
ナ
ル
謬
―
ー
行
キ
マ
セ
ヌ
カ
ラ
シ
テ
、
即

高
等
中
學
ヲ
招
ヘ
ル
コ
ト
ニ
ナ
リ
マ
シ
タ
、
ソ
レ
デ
其
ノ
高
等
中
學
ハ
大
凡
全

國
ヲ
見
マ
シ
タ
所
デ
、
先
ツ
五
ツ
位
ヲ
置
イ
タ
ラ
バ
、
大
抵
日
本
ノ
度
合
二
適

フ
ダ
ラ
ウ
ト
云
フ
コ
ト
カ
ラ
シ
テ
、
即
五
ツ
控
ヘ
ル
コ
ト
ニ
ナ
リ
マ
シ
タ
、
只

今
最
ウ
一
ツ
ノ
お
問
ハ
高
等
中
學
校
ノ
生
徒
ハ
、
只
今
ノ
賓
業
二
就
カ
ン
ト
ス

ル
者
卜
、
高
等
ノ
學
校
二
入
ラ
ン
ト
欲
ス
ル
者
ヲ
招
ヘ
ル
ノ
デ
ス
ケ
レ
ド
モ
、

尚
高
等
中
學
デ
ハ
法
科
、

瞥
科
、
工
科
、
文
科
、
理
科
、
農
業
、
商
業
等
ノ
分

科
ヲ
置
ク
ト
云
フ
コ
ト
ガ
…
・
：
出
来
ル
コ
ト
ニ
ナ
ッ
テ
居
リ
マ
ス
、
是
ハ
矢
張

其
ノ
必
要
ヲ
見
マ
シ
テ
置
ク
謬
デ
ア
リ
マ
ス
、
デ
先
ヅ
最
初
最
モ
腎
學
ノ
必
要

ヲ
見
マ
シ
タ
カ
ラ
シ
テ
、

瞥
學
ヲ
置
ク
コ
ト
ニ
致
シ
マ
シ
タ
、
就
イ
テ
法
學
部

ヲ
第
三
高
等
中
學
校
即
京
都
二

置
ク

コ
ト
ニ
致
シ
マ
シ
タ
、
其
ノ
只
今
ノ
瞥
學

部
、
法
學
部
べ
餘
程
其
ノ
大
學
ノ
學
生
ト
ハ
違
ッ
テ
居
リ
マ
ス
デ
ス
、
餘
程

低
ウ
御
坐
リ
マ
ス
、
併
シ
ナ
カ
ラ
其
ノ
モ
ノ
ニ
就
イ
テ
ハ
、
先
ツ
可
ナ
リ
一
本

逹
二
其
ノ
業
務
ヲ
執
ル
コ
ト

モ
出
来
ル
コ
ト
ニ
ハ
ナ
リ
マ
ス
ガ
、
汎
ク
大
學
ノ

學
生
J
如
キ
繹
ニ
ハ
行
キ
マ
セ
ヌ
ノ
デ
ス
、
故
二
大
學
生
ノ
次
ノ
モ
ノ
ト
云
フ

位
二
お
見
認
メ
下
サ
リ
マ
シ
タ
ナ
ラ
バ
、
宜
カ
ラ
ウ
ト
思
ヒ
マ
ス
、
何
故
卜
申

シ
マ
ス
ト
云
フ
ト
、
此
ノ
高
等
中
學
ノ
分
科
ハ
即
其
ノ
高
等
中
學
ヲ
終
リ
マ
セ

ヌ
ノ
デ
ス
、
大
學

二
這
入
ル
ニ
ハ
高
等
中
學
ヲ
終
ッ

テ
居
リ
マ
ス
ノ
デ
ア
リ
マ

ス
カ
ラ
、
先
ヅ
普
通
ヲ
受
ク
ル
間
二
就
イ
テ
ニ
箇
年
ノ
相
違
ガ
ア
リ
マ
ス
デ
ス

本
科
―
ー
ナ
リ
マ
シ
テ
ハ
幾
分
力
學
科
ガ
峡
ケ
テ
居
リ
マ
セ
ヌ
ケ
レ
ド
モ
、
矢
張

少
々
ッ
ヽ

學
科
が
薄
イ
繹
デ
ア
リ
マ

ス
、
然
ウ
云
フ
性
質
デ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
シ

テ
、
大
學
ノ
各
分
科
ト
ハ
餘
程
違
イ
マ
シ
テ
、
矢
張
丁
度
其
ノ
位
ナ
大
學
ノ
次

キ
位
ナ
モ
ノ
ガ
、
矢
張
入
用
卜
云
フ
コ
ト
カ
ラ
シ
テ
、
此
ノ
分
科
ヲ
置
イ
タ
謬

デ
ア
リ
マ
ス

杉
浦
重
剛
君
（
百
十
四
番
）
只
今
ノ
高
等
中
學
ノ
績
キ
ノ
コ
ト
ニ
就
イ
テ

少
シ
伺
ヒ
マ
ス
、
高
等
中
學
ノ
豫
科
卜
云
フ
モ
ノ
ハ
、
府
縣
ノ
尋
常
中
學
卜
同

ジ
課
程
ニ
ナ
ッ
テ
居
リ
マ
ス
、
今
高
等
中
學
ヲ
五
ツ
置
イ
テ
、
ソ
レ
ニ
本
科
並

二
豫
科
ヲ
置
ク
ト
其
ノ
高
等
中
學
ノ
ア
ル
地
方
卜
云
フ
モ
ノ
ハ
、
他
ノ
地
方
ニ

比
較
シ
テ
餘
程
都
合
ノ
ヨ
イ
所
二
、
都
合
ノ
ョ
イ
ヤ
ウ
ニ
ナ
ッ
テ
居
リ
マ
ス
、

然
ウ
致
シ
マ
ス
ト
學
生
ヲ
出
シ
テ
ア
ル
方
ガ
利
盆
ヲ
得
テ
、
他
ノ
方
ガ
利
盆
ヲ

得
ナ
イ
ト
云
フ
コ
ト
ニ
ナ
リ
マ
ス
ガ
、
其
ノ
邊
ノ
所
ハ
敢
テ
差
支
ナ
イ
ト
云
フ

お
見
込
デ
ア
リ
マ
ス
カ
其
ノ
事
ヲ
伺
ヒ
タ
イ
、
ソ
レ
カ
ラ
其
ノ
次
ニ
ハ
一
腔
ニ

教
員
ノ
俸
給
ノ
コ
ト
デ
ス
ガ
、
是
ハ
教
員
ノ
俸
給
ハ
時
間
ノ
少
ナ
イ
モ
ノ
ハ
都

合
二
依
ッ
テ
俸
給
ヲ
減
ス
ル
ト
云
フ
コ
ト
ガ
ア
ル
然
ル
ニ
此
ノ
大
學
あ
た
り
ノ

教
員
ノ
俸
給
額
ヲ
見
ル
ト
云
フ
ト
、
和
漢
學
ノ
教
員

ニ
ハ
或
ハ
官
等
二
相
常
シ

ナ
イ
少
イ
所
ノ
俸
給
モ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
他
ノ
所
デ
ハ
隧
分
時
間
ガ
少
ク
テ
モ
官

等
相
営
ノ
給
料
ヲ
給
シ
テ
ア
ル
ノ
ガ
ア
ル
、
又
其
時
間
ガ
少
イ
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
生

徒
ノ
敷
モ
極
メ
テ
少
イ
、
生
徒
ガ
一
人
デ
モ
教
員
ハ
矢
張
同
ジ
ャ
ウ

ニ
シ

ナ
ケ

レ
バ
ナ
ラ
ヌ
コ
ト
デ
ア
リ
マ
ス
ケ
レ
ド
モ
、
併
シ
ナ
ガ
ラ
殆
ン
ト
…
…
位
ノ
所

ガ
ア
ル
、
然
ウ
云
フ
ヤ
ウ
ナ
所
ニ
ハ
大
學
あ
た
り
二
於
キ
マ
シ
テ
ハ
、
大
學
令

ニ
モ
ア
リ
マ
ス
通
リ
只
生
徒
二
教
ュ
ル
バ
カ
リ
デ
ナ
ク
、
自
分
ガ
學
問
ノ
學
理
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ヲ
研
究
ス
ル
、
其
ノ
學
理
ノ
研
究
卜
云
フ
モ
ノ
ヽ
成
績
上
カ
ラ
、
然
ウ
云
フ
モ

ノ
ガ
勘
定
二

這
入

ッ
テ
…
…
ソ
コ
ラ
ノ
生
徒
ヲ
教
授
ス
ル
ト
云
フ
バ
カ
リ
デ
ナ

ク
、
大
學
二
於
イ
テ
ハ
學
理
ヲ
研
究
ス
ル

ト
云
フ
コ
ト
モ
一
ツ
ノ
原
素
ニ
ナ
ッ

テ
居
リ
マ
ス
カ
、
ソ
レ
ガ
伺
ヒ
タ
イ
、
ソ
レ
カ
ラ
大
學
ノ
學
科
中
、
理
學
部
ノ

學
科
中
二
、
近
頃
簡
易
講
習
生
卜
云
フ
モ
ノ
ヲ
置
キ
テ
、
其
ノ
簡
易
講
習
生
ト

云
フ
モ
ノ
ハ
、
詰
リ
高
等
師
範
學
校
ノ
生
徒
ヲ
養
成
ス
ル
ト
粗
ミ
同
一
ノ
目
的

ヲ
以
テ
養
成

ス
ル
ヤ
ウ
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
是
ハ
或
ハ
其
J
教
師
ノ
時
間
ガ
餘
リ

ガ
ア
ル
カ
ラ
、
ソ
レ
ヲ
補
フ
ガ
為
ニ
コ
ウ
云

フ
モ
ノ
ヲ
設
ケ
テ
御
座
イ
マ
ス
ノ

カ
、
又
必
要
上
カ
ラ
是
非
ト
モ

サ
ウ
云
フ
教
師
ヲ
養
成
シ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
ノ

デ
ア
リ
マ
ス
カ
、
又
も
一
ツ
伺
ヒ
タ
イ
、
ソ
レ
カ
ラ
此
ノ
高
等
師
範
學
校
ノ
方

ニ
於
テ
ハ
、
之
二

反
シ
テ
時
ト
シ
テ

ハ
、
文
科
ノ
方
ノ
生
徒
バ
カ
リ
、
時
ト
シ

テ
ハ
理
科
ノ
方
ノ
生
徒
バ
カ
リ
募
ル
ト
云
フ
コ
ト
ニ
ナ
ッ
テ
居
リ
マ
ス
ガ
、
大

學
ノ
方
デ
ハ
…
…
教
師
ヲ
養
成
ス
ル
必
要
ガ
ア
レ
バ

…
…
高
等
師
範
學
校
デ
然

ウ
云
フ
モ
ノ
ヲ
養
成
シ
タ
ラ
ど
う
で
ア
ラ
ウ
カ
、
何
力
特
別
ノ
事
情
ガ
ア
ッ
テ

高
等
師
範
學
校
ノ
…
…
往
カ
ヌ
理
屈
ガ
ア
リ
マ
ス
カ
ソ
レ
ヲ
承
リ
タ
イ
、
ソ
レ

丈
ノ
コ
ト
ヲ
一
ツ
…
…

政
府
委
員

（
文
部
次
官
辻
新
次
君
）

第

一
番
ノ
お
問
ハ
或
ハ
私
ノ
答
ヘ
マ

ス
コ
ト
ガ
、
十
分
二

お
問
二
合
ヒ
マ
セ
ヌ
カ
モ
知

レ
マ
セ
ヌ
ガ
、
大
抵
然
ウ
云

フ
コ
ト
ダ
ラ
ウ
ト
思
ヒ
マ
ス
カ
ラ
お
答
致
シ
マ
ス
ガ
、
此
ノ
高
等
中
學
校
ノ
場

所
デ
御
座
イ
マ
ス
、
ど
う
シ
テ
モ
自
然
卜
其
虞
ニ
ア
ル
場
所
ノ
や
っ
ハ
、
生
徒

ガ
多
ウ
御
座
イ
マ
ス
、
併
シ
ナ
ガ
ラ
大
抵
其
部
内
カ
ラ
出
テ
居
リ
マ
ス
、
人
口

ナ
ド
ニ

し
つ

か
り
平
均
シ
マ
シ
タ
ナ
ラ
バ

、
其
ノ
場
所
ノ
モ
ノ
ガ
多
イ
デ
ア
リ

マ
セ
ウ
ガ
、
ど
う
モ
是
ハ
ど
う
云
フ
場
所
二
於
キ
マ
シ
テ
モ
、
勢
免
レ
ヌ
コ
ト

カ
ト
思
フ
テ
居
リ
マ

ス
、
是
ハ
表
ガ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
御
都
合
二
依
レ
バ
表
ヲ
御

覧

二
入
レ
マ
ス
デ
ア
リ
マ
セ
ウ
、
然
ウ
云
フ
お
答
デ
ヨ
カ
ッ
タ
カ
、
若
シ
不
十

分
デ
ア
ッ
タ
ナ
ラ
バ
、
最
ウ
一
遍
お
問
ヲ
願
ヒ
マ
ス
、
ソ
レ
カ
ラ
大
學
ノ
教
官

ノ
お
問
ハ
大
抵
お
問
ノ
如
キ
諄
デ
、
即
中
ニ
ハ
生
徒
ノ
教
授
時
間
ノ
少
ナ
イ
モ

ノ
ガ
ア
リ
マ
セ
ウ
ト
思
ヒ
マ
ス
、
併
シ
其
ノ
多
イ
人
ノ
割
合
二
俸
給
ガ
低
ク
ナ

イ
ト
云
フ
モ
ノ
ガ
ア
ル
カ
知
レ
マ
セ
ヌ
ガ
、
ソ
レ
ハ

學
科

二
依
リ
マ
シ
テ
ハ
ど

う
シ
テ
モ
ソ
レ
ハ
研
究
セ
ヌ
ケ
レ
バ
ナ
リ
マ
セ
ヌ
シ
、
ソ
レ
カ
ラ
生
徒
ヲ
受
持

ツ
時
間
ガ
少
ク
テ
モ
、

學
科

二
依
ッ
テ
ハ
矢
張
出
テ
居
ル
コ
ト
ガ
長
ク
出
テ
居

ラ
ヌ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ズ
、
加
之
十
分
二
調
ヲ
セ
ヌ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
ト
云
フ
コ
ト
モ

ア
リ
マ
ス
カ
ラ
シ
テ
、

是

ハ
大
憫
ハ
丁
度
お
問

ニ
ナ
リ
マ
シ

タ
ヤ
ウ
ナ
朦
デ
、

矢
張
其
ノ
果
シ
テ
教
授
時
間
ノ
少
イ
ノ
デ
給
料
ノ
多
イ
モ
ノ
ガ
ア
ル
ナ
ラ
バ
、

ソ
レ
ハ
矢
張
他

――
調
ベ

ル
コ
ト
ガ
ア
ル
モ
ノ
ト
御
覧
下
サ
ッ
テ
宜
シ
カ
ラ
ウ
ト

思
ヒ
マ
ス
、
ソ
レ
カ
ラ
此
ノ
理
科
大
學
ノ
簡
易
科
デ
ア
リ
マ
ス
、

是
ハ
賓
際
必

要
ヲ
感
ジ
マ
シ
テ
一
時
置
キ
マ
シ
タ
ノ
デ
ス
、
御
承
知
モ
ア
リ
マ
ス
通
リ
此
ノ

何
分
ニ
モ
其
ノ
理
科
ナ
ド
ノ
此
ノ
教
官
ハ

乏
シ
ウ
御
座
イ
マ
シ
テ
、
文
部
省
ガ

二
三
年
教
員
J
試
験
ヲ
施
行
致
シ
マ
シ
タ
ケ
レ
ド
モ
、
ど
う
モ
理
科
二
閥
係
シ

タ
ヤ
ウ
ナ
人
ハ
、
何
分
ニ
モ
乏
シ
キ
ニ
就
イ
テ
、
此
ノ
―
二
年
ハ
賓
施
致
シ
マ

シ
テ
モ
、

好
結
果
ヲ
得
マ
セ
ヌ
ト
云
フ
ヤ
ウ
ナ
諄
デ
、
ソ
レ
故
一

方
デ
ハ
昨
年

デ
ス
、
昨
年
ハ
夏
ノ
休
中
、
敷
學
ノ
講
習
會
ヲ
開
ク
ト
云
フ
コ
ト

モ
シ
マ
シ

タ
、
ソ
レ
モ
一
ツ
ノ
手
順
デ
、
此

ノ
理
科
ノ
方
ノ
人
ヲ
ど
う
モ
養
成
セ
ン
ケ
レ

バ
、
獨
教
育
ノ
ミ
デ
ナ
ク
シ
テ
、

二
餞
理
學
思
想
ノ
方
ガ
何
分
ニ
モ
乏
シ
イ
カ

ラ
、
取
敢
ズ
此
ノ
教
員
ニ
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
捺
ヘ
ル

ト
云
フ
コ
ト
ガ
大
主
眼
デ
御
座

リ
マ
ス
、
然
ウ
シ
テ
御
承
知
デ
モ
ア
リ
マ
ス
通
リ
、
理
科
大
學
ノ
方
ハ
一
陸
生

徒
ガ
少
ナ
ウ
御
座
リ
マ
ス
少
ナ
イ
ガ
、
中
ニ
ハ
ど
う
シ
テ
モ
要
ル
丈
ノ
學
科
ノ

教
官
ヲ
置
カ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
リ
マ
セ
ヌ
、
是
等
モ
別
二
壻
サ
ズ
シ
テ
簡
易
科
ヲ
置
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ガ
タ
メ
ニ
、
幾
分
力
費
用
ヲ
増
シ
マ
シ
タ
ケ
レ
ド
モ
、
ソ
レ
ガ
為

二
特
別
二
非

常
ナ
費
用
モ
要
リ
マ
セ
ヌ
、
是
ハ
矢
張
便
宜
上
同
ジ
文
部
省
ノ
部
内
ノ
中
デ
ア

リ
マ
ス
カ
ラ
、
便
宜
ヲ
計
ッ
テ
大
學

二
簡
易
科
ヲ
置
キ
マ
シ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ

ス
、
併
シ
是
ハ
長
ク
置
ク
ベ
キ
モ
ノ
デ
ハ
ナ
ク
今
日
ノ
急
務
デ
ア
リ
マ
ス
、
高

等
師
範
學
校
ノ
文
科
理
科
ト
ハ
餘
程
趣
ヲ
異
ニ
シ
テ
居
リ
マ
シ
テ
、
勿
論
教
官

ニ
ナ
リ
マ
ス
モ
ノ
ヲ
栴
ヘ
ル
ノ
デ
ハ
御
坐
イ
マ
ス
ケ
レ
ド
モ
、
一
方
ノ
ヽ
ハ
此

ノ
師
範
學
校
デ
卒
業
シ
マ
シ
テ
然
ウ
シ
テ
教
員
ナ
ド
ヲ
シ
タ
モ
ノ
ヲ
呼
ブ
コ
ト

デ
、
是
ニ
ハ
何
箇
年
ノ
間
責
務
ヲ
負
ハ
セ
ル
ト
云
フ
性
質
ノ
モ
ノ
デ
、
餘
程
コ

レ
ト
ハ
異
ッ
テ
居
リ
マ
ス
、
ソ
レ
カ
ラ
高
等
師
範
學
校
デ
生
徒
ヲ
募
リ
マ
ス
ノ

ハ
、
大
骰
需
用
ヲ
見
テ
ソ
レ
ト
學
校
ノ
幅
ヲ
見
マ
シ
テ
、
出
来
得
ル
丈
ノ
順
序

デ
ャ
ッ
テ
居
リ
マ
ス
、
先
ヅ
大
抵
右
様
ノ
お
答
デ
宜
シ
カ
ラ
ウ
カ
ト
思
ヒ
マ
シ

タ
ガ
尚
足
リ
マ
セ
ヌ
ナ
ラ
バ
再
ビ
お
問
ヲ
願
ヒ
マ
ス

高
木
正
年
君
（
百
十
番
）
私
ノ
お
問
ヒ
申
シ
タ
イ
ノ
ハ
文
部
省
所
轄
ノ
地

所
ノ
事
デ
ア
リ
マ
ス
カ
、
前
ハ
農
商
務
ノ
所
轄
デ
ア
ッ
タ
ガ
、
此
ノ
虞
分
ヲ
ス

ル
時
分
二
文
部
省
二
移
ッ
タ
ト
云
フ
事
デ
ア
ル
カ
ラ
、
此
ノ
際
二
お
問
ヒ
申
シ

マ
ス
ガ
、
自
分
ノ
お
尋
ヲ
ス
ル
ノ
ハ
曾
ッ
テ
農
商
務
省
ノ
所
轄
デ
ア
ッ
タ
三
田

育
種
場
彿
下
虞
分
ノ
コ
ト
デ
ア
ル
、
此
ノ
事
ハ
文
部
省
二
参
ッ
テ
カ
ラ
僅
デ
彿

下
ゲ
タ
ト
云
フ
カ
ラ
、
其
ノ
間
ノ
開
係
ハ
甚
ダ
薄
イ
カ
モ
知
レ
マ
セ
ヌ
ガ
、
虞

分
ハ
文
部
省
デ
や
ッ
タ
ト
云
フ
コ
ト
ダ
カ
ラ
、
お
問
ヒ
申
シ
マ
ス
ガ
、
此
ノ
一

万
九
千
八
十
五
坪
ノ
彿
下
地
ヲ
木
村
荘
平
卜
云
フ
人
二
五
万

0
五
百
七
園
二
十

五
錢
二
厘
デ
彿
下
ゲ
ラ
レ
タ
ガ
、
是
ハ
何
故
二
入
札
ヲ
以
テ
彿
下
ゲ
ラ
レ
ナ
カ

ッ
タ
カ
ト
云
フ
コ
ト
デ
ア
ル
、
第
ニ
ニ
ハ
此
ノ
坪
一
坪
二
圃
五
十
錢
若
ク
ハ
ニ

園
ヲ
以
テ
彿
上
ゲ
ル
レ
タ
ノ

ベ
如
何
ナ
ル
標
準
二
捩
ラ
レ
タ
モ
ノ
カ
ヲ
伺
ヒ

タ
イ
、
元
末
此
ノ
疑
問
ノ
起
リ
マ
シ
タ
ノ
ハ
外
テ
モ
ア
リ
マ
セ
ヌ
、
凡
ヘ
テ
ノ

リ
マ
ス

官
有
地
ナ
リ
建
坪
ナ
リ
ヲ
彿
下
ゲ
ル
時
分
ニ
ハ
、
公
二
入
札
法
ヲ
以
テ
施
行
セ

ラ
ル

ヽ
コ
ト

ハ
、
是
マ
デ
明
治
政
府
ノ
執
ラ
レ
タ
ル
方
針
デ
ア
ル
、
又
或
場
合

ニ
於
テ
ハ
入
札
デ
ナ
ク
縁
故
ノ

モ
ノ
、
或
ハ
其
ノ
省
ノ
見
込
デ
定
メ
タ
債
値
ヲ

以
テ
彿
下
ゲ
ラ
レ
タ
ガ
、
併
シ
コ
レ
ハ
誠
二
少
敷
デ
且
ツ
何
レ
カ
ノ
標
準
二
腺

ラ
レ
タ
ト
云
フ
コ
ト
ハ
明
デ
ア
ル
、
然
ル
ニ
自
分
ノ
疑
ハ
文
部
省
ガ
之
ヲ
彿
下

ゲ
ラ
ル
ヽ
ニ
何
故
二
入
札
ヲ
以
テ
セ
ザ
リ
シ
カ
、
之
ヲ
評
債
ス
ル
ニ
何
故
二
箇

様
ノ
廉
債
ヲ
以
テ
セ
ラ
レ
タ
カ
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
問
フ
ノ
デ
ア
ル
、
ソ
レ
デ
自
分

ガ
之
ヲ
以
テ
廉
債
デ
ア
ル
ト
云
フ
ノ
ハ
、
文
部
省
ガ
之
ヲ
彿
下
ゲ
ラ
レ
タ
ノ
ハ

賓
二
明
治
十
九
年
十
月
十
九
日
デ
ア
ッ
タ
ガ
、

一
箇
月
ノ
間
二
海
軍
省
二
買
上

ゲ
ラ
ル

ヽ
時

ハ
ニ
園
五
十
錢
デ
ア
ッ
タ
モ
ノ
ガ
、
是
ガ
八
割
程
増
シ
テ
一
坪
四

園
バ
カ
リ
、
即
一
万
五
千
四
百
五
十
九
坪
三
合
八
勺
ヲ
六
万
千
八
百
三
十
七
園

二
十
四
錢
四
厘
デ
買
上
ゲ
ラ
レ
タ
、
前
二

彿
下
ノ
時
卜
買
上
ゲ
ノ
時
デ
ハ
金
高

デ
一
万
…
・
：
地
所
デ
四
千
程
ノ
相
違
ガ
ア
ル
故

二
、
自
分
ハ
此
ノ
事

二
就
イ
テ

ハ
如
何
ナ
ル
理
由
デ
ア
ッ

タ
カ
ヲ
確
メ
タ
イ
ト
思
フ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス

政
府
委
員
（
文
部
次
官
辻
新
次
君
）
只
今
ノ
お
問
ニ
ハ
一
寸
お
答
ハ
出
来

マ
セ
ヌ
此
ノ
豫
算

二
閥
係
シ
タ
コ
ト
ハ
随
分
取
調
ベ
テ
参
リ
マ
シ
タ
ガ
、
其
ノ

事
ハ
一
寸
豫
算
二
閥
係
ガ
ナ
イ
カ
ラ
記
臆
致
シ
マ
セ
ヌ

高
木
正
年
君
（
百
十
番
）
お
調
ノ
上
デ
宜
シ
ウ
御
坐
リ
マ
ス

中
村
榮
助
君
（
三
十
七
番
）
椴
キ
ニ
杉
浦
君
ガ
説
明
ヲ
求
メ
ラ
レ
タ
引
績

キ
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
高
等
中
學
校
ノ
人
員
表
1

文
部
デ
直
轄

ニ
ナ
ッ
テ
居
ル

穂
ヘ
テ
ノ
中
學
ノ
人
員
ノ
お
見
セ
ヲ
願
ヒ
タ
イ

政
府
委
員
（
文
部
次
官
辻
新
次
君
）
文
部
省
ノ
…
…

中
村
榮
助
君
（
三
十
七
番
）
文
部
省
デ
直
轄
ニ
ナ
ッ
テ
居
ル
人
員
表
デ
ア
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政
府
委
員
（
文
部
次
官
辻
新
次
君
）
承
知
致
シ
マ
シ
タ

青
木
匡
君
（
百
二
番
）
私
ハ
第
二
款
ノ
第
三
項
女
子
高
等
師
範
學
校
ノ
コ

ト
ニ
就
イ
テ
問
フ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、

是
ハ
元
卜
女
子
高
等
師
範
學
校
卜
云
フ

モ
ノ
ガ
猫
立
シ
テ
ア
ッ
タ
ノ
ヲ
、
文
部
省
ガ
之
ヲ
魔
シ
テ
高
等
師
範
學
校
二
合

セ
テ
、
其
高
等
師
範
學
校
ノ
中
へ
女
子
部
ヲ
置
カ
レ
タ
ノ
デ
ア
ッ
タ
ガ
、
其
ノ

後
又
女
子
部
ヲ
割
イ
テ
獨
立
ノ
女
子
高
等
師
範
學
校
ト
シ
テ
、
茜
ノ
如
ク
復
サ

シ
タ
ノ
ハ
種
々
ノ
入
組
ン
ダ
事
情
ガ
ア
ラ
ウ
ト
思
フ
、
即
女
子
部
ヲ
高
等
師
範

學
校

二
置
イ
テ
、
之
ヲ
管
轄
ス
ル

ニ
ハ

あ

A
云
フ
不
都
合
ガ
ア
ル
ト
カ
、
斯
ウ

云
フ
不
都
合
ガ
ア
ル
ト
カ
云
フ
事
ガ
ア
ラ
フ
ト
思
フ
、
其
ノ
事
情
ヲ
私
ハ
承
ツ

テ
置
キ
タ
イ
、
ソ
レ
カ
ラ
最
ウ
一
ツ
ハ
今
迄
女
子
高
等
師
範
學
校
ヲ
卒
業
シ
タ

所
ノ
生
徒
ハ
凡
幾
名
ア
ル
カ
、
其
ノ
卒
業
シ
タ
ル
生
徒
卜
云
フ
モ
ノ
ハ
各
地
ノ

女
學
校
カ
ラ
ノ
需
用
二
依
ッ
テ
、
ソ
レ
／
＼
訓
導
卜
云
フ
カ
教
員
卜
云
フ
カ
其

ノ
方
ー
ー
雇
ハ
レ
テ
居
ッ
テ
、
卒
業
ノ
後
職
業
ナ
ク
シ
テ
遊
ン
デ
居
ル
ノ
ガ
ア
ル

モ
ノ
カ
無
イ
ノ
カ
、
此
ノ
事
ハ
餘
程
女
子
高
等
師
範
學
校
ノ
存
廃
二
閥
係
ア
ル

コ
ト
ヽ
思
フ
カ
ラ
、
其
ノ
事
ノ
説
明
ヲ
願
ヒ
マ
ス

政
府
委
員
（
文
部
次
官
辻
新
次
君
）
最
初
東
京
師
範
學
校
卜
申
シ
マ
シ
タ

時
分
ー
ー
矢
張
男
女
別
ッ
テ
居
リ
マ
シ
タ
、
（
東
京
師
範
學
校
、
東
京
女
子
師
範
學

校
卜
）
ソ
レ
ハ
丁
度
十
九
年
力
…
…
十
九
年
カ
ト
思
ヒ
マ
ス
ガ
、
…
…
其
ノ
時

ハ
違
ッ
タ
カ
ハ
知
レ
マ
セ
ヌ
カ
槌
力
十
九
年
力
ニ
十
年
デ
ス
、
…
…
ウ
'
|
ー
い

や
十
八
年
力
十
九
年
…
…

青
木
匡
君
（
百
二
番
）
時
ノ
コ
ト
ハ
宜
シ
ウ
御
座
イ
マ
ス

政
府
委
員
（
文
部
次
官
辻
新
次
君
）
…
…
デ
此
ノ
男
女
ヲ
一
ツ
ー
ー
シ
マ
シ

タ
、
一

麓
此
ノ
男
女
ヲ
別
々
ニ
シ
マ
シ
タ
ト
云
フ
コ
ト
ハ

…
…
或
ハ
一
ツ
ニ
ス

ル
方
ガ
便
利
デ
ナ
イ
カ
ト
云
フ
コ
ト
ハ
、
種
々
二
む
つ
か
シ
イ
問
題
デ
ア
リ
マ

ス
ガ
一
憫
女
子
ノ
氣
性
ハ
…
…
氣
風
卜
申
シ
マ
ス
カ
如
何
ニ
モ
柔
弱
ノ
風
モ
ア

ル
カ
ラ
シ
テ
、
色
々
教
育
ノ
上
カ
ラ
一
ツ
ニ
ス
ル
ガ
…
…
却
ッ
テ
之
ヲ
一
ツ
ニ

シ
テ
管
理
シ
タ
ナ
ン
ラ
バ
、
大
二
好
結
果
ガ
ア
ラ
ウ
ト
云
フ
ナ
コ
ト
ヲ
見
込
ン

デ
賓
ハ
一
ツ

ニ
シ
マ
シ

タ
デ
ス
、
所
ガ
一
ツ

ニ
シ
マ
シ
テ
段
々

や
ッ
テ
見
マ
シ

タ
所
ガ
、
却
ッ
テ
一
ツ
ニ

ナ
リ
マ
シ
テ
後
ノ
方
ガ
ど
う
モ
結
果
ガ
宜
シ
ク
ナ
イ

ト
云
フ
J

ハ
、
一
陸
男
女
違
ッ
テ
居
リ
マ
ス
シ
、
其
ノ
性
質
ノ
違
ッ
テ
居
ル
コ

ト
ハ
申
迄
モ
ナ
イ
、
特
二
其
ノ
時
分
カ
ラ
一
骰
二
髄
操
ハ
男
女
共
ニ
ア
リ
マ
シ

タ
ケ

レ
ド
モ
、

其
ノ
時
カ
ラ
兵
式
骰
操
ヲ
入
レ
ル

コ
ト
ニ
ナ
リ
マ
シ

タ
、
寄
宿

ノ
取
締
ノ
コ
ト
カ
ラ
シ
テ
兵
式
ヲ
用
ユ
ル
や
う
ニ
ナ
ッ
テ
、
前
日
男
女
ノ
異
ツ

テ
居
ル
時
ヨ
リ
モ
、
一

層
男
女
ヲ
一
ツ
ニ
ス
ル
コ
ト
ガ
出
来
ヌ
ト
云
フ
、
色
々

ノ
現
象
ガ
起
ッ
テ
束
マ
シ
タ
、
又
鰹
費
ノ
上
カ
ラ
シ
テ
モ
ど
う
モ
大
愛
ノ
相
違

ガ
ナ
イ
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
見
マ
シ
テ
、
終
二
男
女
ヲ
別
ニ
ス
ル
コ
ト
ガ
、
其
ノ
宜

シ
キ
ヲ
得
ル
ト
云
フ
コ
ト
カ
ラ
シ
テ
別
二
致
シ
マ

シ
タ
、
矢
張
本
日
ノ
所
デ
ハ

男
女
ノ
教
育
ハ
一
ツ
ニ
ス
ル
方
ガ
、
却
ッ
テ
宜
シ
ク
ナ
カ
ヲ
ウ
ト
云
フ
コ
ト
カ

ラ
シ
テ
別
二
致
シ
マ
シ
タ
、
ソ
レ
カ
ラ
女
子
師
範
生
徒
ノ
卒
業
生
ハ
、
是
迄
た

し
か
五
十
二
人
、
其
ノ
中
四
十
九
人
ハ
皆
此
ノ
教
育
ノ
コ

ト
ニ
従
事
シ
テ
居
リ

マ
ス
、
…
…
五
十
二
人
ノ
中
四
十
九
人
ハ
教
育
二
従
事
シ
テ
居
リ
マ
ス
デ
、
現

在
J
所
ハ
是
ハ
餘
程
一
骰
都
合
宜
ク
参
ッ
テ
居
ラ
ウ
カ
ト
思
ヒ
マ
ス

豊
田
文
三
郎
君
（
八
十
番
）
此
ノ
高
等
中
學
校
ノ
鰹
費
ハ
、
半
ハ
國
庫
カ

ラ
支
辮
シ
、
半
ハ
地
方
税
カ
ラ
支
辮
ス
ル
ト
云
フ
コ
ト
ガ
、
今
尚
現
存
シ
テ
居

ル
ト
考
ヘ
マ
ス
ガ
、
果
シ
テ
現
存
シ
テ
居
ル
ナ
ラ
バ
、
ど
う
云
フ
場
合
二
地
方

二
賦
課
ス
ル
お
考
デ
ア
ル
カ
之
ヲ
お
尋
ネ
申
シ
マ
ス

政
府
委
員
（
文
部
次
官
辻
新
次
君
）
高
等
中
學
校
ノ
鰹
費
ハ
國
庫
ョ
リ
支

辮
ス
ル
ト
、
最
ウ
一
ツ
ハ
矢
張
國
庫
卜
其
ノ
府
縣
ノ
地
方
税
ヨ
リ
支
辮
ス
ル
、
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此
ノ
ニ
ッ
ノ
道
ガ

ア
リ
マ
ス
、
ソ
レ
デ
一

麓
國
庫
デ
為
シ
得
ル
場
合
ガ
出
来
得

ル
丈
ハ
、
國
庫
デ
や
ら
ウ
ト
云
フ
コ
ト
ノ
標
準
ヲ
執
ッ
テ
居
リ
マ
ス
、
一
時
又

地
方
卜
半
分
持
合
一
一
致
シ
マ
シ

タ
ケ
レ
ド
モ
、
な
か
／
＼
そ
い
つ
ヲ
厳
シ
タ

リ
、
ソ
レ
ヲ
ス
ル
コ
ト
ノ
費
用
ガ
カ
ヽ
リ
マ
ス
シ
、

一
罷
二
敷
府
縣
連
帯
シ
テ

や
ル
コ
ト
ノ
制
度
モ
充
分
二
整
フ

テ
居
リ

マ
セ
ヌ

シ
、
却
ッ
テ
ソ
レ
ヲ
取
ル
為

二
費
用
ヲ
増
シ
マ
シ
タ
リ
シ
マ
ス
ル
シ
、
又
文
部
省
ノ
鰹
費
ノ
中
デ
、
と
う
ナ

リ
支
辮
シ
テ
行
ク
コ
ト
ガ
出
来
ル
ト
云
フ
見
込
ヲ
立
テ
マ
シ
タ
カ
ラ
、
即
國
庫

デ
支
辮
ス
ル
事
ヲ
執
ッ
テ
居
リ
マ
ス

豊
田
文
三
郎
君
（
八
十
番

）

然

ウ

シ
マ
ス
ル
ト
政
府
ハ
尚
将
来

二
向
ツ

テ
、
時
二
依
レ
バ
尚
高
等
中
學
校
ノ
費
用
ノ
幾
分
ヲ
、
地
方
ヨ
リ
徴
牧
ス
ル
必

要
ガ
ア
ル
ト
云
フ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
カ

政
府
委
員
（
文
部
次
官
辻
新
次
君
）
ソ
レ
ハ
ナ
イ
ト
モ
断
言

ハ
出
来
マ
ス

マ
イ
ト
思
イ
マ
ス
、
併
シ
今
日
ノ
場
合
デ
然
ウ
云

フ
コ
ト
ヲ
執
ル
カ
ト
云
ヘ

バ
、
執
ラ
ナ
イ
ト
云
フ
ガ
、
然
ウ
云
フ
コ
ト
ハ
不
用
カ
ト
云
フ
コ
ト
ハ
断
定
出

来
マ
セ
ヌ

工
藤
行
幹
君
（
百
八
十

一
番）

本
員
ノ
お
尋
シ
タ
イ
コ
ト
ハ
先
逹
豫
算
委

員
會
ノ
場
合

二
於
テ
承
リ
マ
シ

タ
ケ
レ
ド
モ
、
火
災
ノ
タ
メ
ソ
レ
ヲ
失
ヒ
マ
シ

タ
ガ
、
即
第
一
高
等
中
學
校

ョ
リ
第
五
高
等
中
學
校
迄
ノ
各
生
徒
ノ
敷
、
例
ヘ

バ
一

年
生
ハ
何
程
、
二
年
生
ハ
何
程
、
又
本
科
ハ
何
程
、
又
豫
備
生
ハ
何
程
卜

云
フ
ヤ
ウ
ニ

、
第
一

ヨ
リ
第
五
迄
ノ
所
ヲ
年
期
二
分
ケ
タ
ル
生
徒
ノ
敷
、
各
府

縣
ノ
：…．
敷
丈
デ
宜
シ
ウ
御
坐
リ
マ
ス
カ
ラ
、

高
等
師
範
學
校
ノ
所
ヲ
今
一
應

…
…
只
今
ニ
ハ

限
リ
マ
セ
ヌ
、
明
日
デ
モ
明
後
日
デ

モ
宜
シ
ウ
御
坐
リ
マ
ス
カ

ラ
、
今
一

應
政
府
委
員
ョ
リ
ど
う
ゾ
お
取
出
シ
ニ
ナ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
希
望
致
‘
ン
マ

ス、

最
ウ
一
ツ
績
イ
テ
政
府
委
員

二
説
明
ヲ
請
ヒ
マ
ス
ノ
ハ
、

鹿
兒
島
山
ロ

ノ

如
キ
中
學
校
ハ
図
庫
カ
ラ
金
ヲ
出
サ
ン
ノ
デ
ア
ル
、
是
ハ
何
ノ
必
要
ガ
ア
ッ
テ

金
ヲ
出
サ
ヌ
デ
ア
リ
ナ
ガ
ラ
、
文
部
省
デ
之
ヲ
管
轄
セ
ヌ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
必
要

ガ
ア
リ
マ
ス
カ
、
其
ノ
必
要
ガ
誠
二
ど
う
モ
解
シ
難
イ
所
デ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
、

其
必
要
ノ
繹
ト
ソ
レ
カ
ラ
最
ウ
一
ツ
ハ
、
中
學
校
ノ
費
用
ヲ
只
今
質
問
モ
ア
リ

マ
シ
タ
デ
御
坐
リ
マ
ス
ケ
レ
ド
モ
、
尚
一
歩
ヲ
進
メ
お
尋
ネ
申
シ
タ
イ
ハ
、
全

ク
地
方
税
卜
國
庫
ノ
金
デ

ア
ル
ノ
ヲ
、

畢
覚
本
員
等
ノ
聞
ク
所
二
依
レ
バ
地
方

税
ノ
方
デ
ハ
度
々
之
ヲ
減
ジ
タ
リ
、
或
ハ
金
ヲ
出
サ
ヌ
ダ
リ
シ
テ
餘
程
困
難
ス

ル
所
カ
ラ
止
ム
ヲ
得
ズ
國
庫
ノ
支
辮
二
之
ヲ
繰
替

ヘ
タ
ヤ
ウ
ニ
承
ッ
テ
居
リ
マ

ス
ガ
、
只
今
ノ
御
答
癖

二
依
ル
ト
、
或
ハ
入
費
ガ
掛
ル
カ
ラ
ト
カ
、
何
ン
ト
カ

云
フ
所
ヲ
言
ヒ
マ
ス
ケ

レ
ド
モ
、

本
員
ノ
考
フ
ル
所
デ
ハ
、
一
向
二
入
費

ハ
掛

ラ
ヌ
ト
思
ヒ
マ
ス
、
何
ン
ト
ナ
レ
バ
是
ハ
地
方
税
ノ
一
部
分
デ
、
左
程
費
用
ハ

要
サ
ヌ
、
只
費
用
ヲ
要
ス
ル
ノ
ハ
聯
合
ノ
會
二
止
マ
ル
ト
思
ヒ
マ
ス
、

然
ル
ニ

度
々
之
ヲ
國
庫
二
移
シ
タ
ノ
ハ
、

畢
莞
金
ガ
出
来
ヌ
カ
ラ
止
ム
ヲ
得
ズ
國
庫

二

移
シ
タ
ノ
デ
御
座
リ
マ
ス
カ
、
果
シ
テ
然
ウ
デ
ア
リ
マ
ス
カ
、
或
ハ
他
二

闘
係

デ
モ
ア
リ
マ
ス
カ

政
府
委
員

（
文
部
次
官
辻
新
次
君
）
只
今
ノ
お
答
ハ
直
グ
ニ
致
シ
マ
セ
ウ

ガ
、
決
シ
テ
営
時
地
方
費

二
依
ラ
ン
ナ
ラ
ヌ
ト
云
フ
事
賓
デ
御
坐
リ
マ
セ
ヌ
、

是

ハ
ち
ゃ
ん
卜
金
額
ヲ
営
ガ
ッ
テ
取
ル
コ
ト
ニ
ナ
ッ
テ
居
リ
マ
ス
カ
ラ
シ
テ
、

其
ノ
方
ノ
憂

ハ
少
シ
モ
御
坐
イ
マ

セ
ヌ
ノ
デ
ス
、
何
故
ナ
レ
バ
ソ
レ
ハ
矢
張
規

則
デ
極
メ
テ
ア
リ
マ
ス
、
ソ
レ
丈
ハ
ど
う
デ
モ
こ
う
デ
モ
殆
ン
ト
府
縣

ハ
出
ス

コ
ト
ヲ
議

ス
ダ
ケ
ト
云
フ
迄
二
至
ッ
テ
居
リ
マ
ス
カ
ラ
、
其
ノ
事
賓

ハ
御
坐
イ

マ
セ
ナ
ン
ダ
、
ソ
レ
カ
ラ
最
ウ
一
ツ
ノ
ハ
、
今
ノ
お
需
メ
ニ
直
二
應
ズ
ル
コ
ト

ノ
出
来
ル
ノ
ハ
、
本
科
ハ
何
人
、

豫
科
ガ
何
人
、
ソ
レ
ハ
ち
ゃ
ん
と
出
来
テ
居

リ
マ
ス
、
ソ
レ
カ
ラ
何
虞
ノ
縣
カ
ラ
何
人
出
テ
居
ル
ト
云
フ
コ
ト
モ
分
ッ
テ
居
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ヽ

リ
マ
ス

只
各
級
デ
ス
、
各
級
ニ
ナ
リ
マ
ス
レ
バ
一
寸
調
ベ
ガ
…
•
•
•
大
抵
出
来

テ
居
ラ
ウ
ト
思
ヒ
マ
ス
ガ
、
其
ノ
調
ベ
マ
デ
ニ
ナ
リ
マ
ス
ト
、
少
シ
時
日
ガ
掛

ラ
ウ
カ
モ
知
レ
マ
セ
ヌ
ガ
、
今
迄
ノ
調
ベ
ハ
此
虞
ニ
モ
持
ッ
テ
居
リ
マ
ス
カ

ラ
、
寓
シ
テ
直
ク
ニ
上
ゲ
ヤ
ウ
ト
思
フ
テ
居
リ
マ
ス

立
石
岐
君
（
百
二
十
六
番
）
此
ノ
中
學
校
ノ
…
…

工
藤
行
幹
君
（
百
八
十
一
番
）
本
員
ガ
後
デ
質
問
シ
タ
鹿
兒
島
中
學
校
ノ

事
ハ

…
…

政
府
委
員
（
文
部
次
官
辻
新
次
君
）
あ
A

落
シ
マ
シ
タ
、
御
承
知
モ
ア
リ

マ
ス
通
リ
、
此
ノ
大
學
卜
云
イ
、
ソ
レ
カ
ラ
殆
卜
大
學
二
亜
ク
や
つ
は
高
等
中

學
デ
ス
、
ソ
レ
デ
高
等
中
學
ノ
十
九
年
ノ
事
業
デ
ス
、
之
ヲ
完
全
シ
マ
ス
ノ
ニ

ハ
、
丁
度
其
ノ
生
徒
モ
少
年
…
…
極
血
氣
ノ
盛
ン
ナ
年
ノ
者
ガ
這
入
ル
モ
ノ
デ

ア
リ
マ
ス
、
ソ
レ
カ
ラ
教
育
モ
是
ハ
餘
程
大
事
デ
、
一
歩
誤
ッ
テ
ハ
ナ
ラ
ヌ
、

深
ク
注
意
セ
ヌ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
場
合
デ
ア
リ
マ
ス
、
又
是
ハ
地
方
ニ
ア
ル
ト
云

フ
ト
、
ソ
レ
ニ
向
フ
教
官
ノ
ヤ
ウ
ナ
モ
ノ
モ
ソ
レ
相
應
ノ
オ
幹
ガ
ナ
ケ
レ
バ
ナ

リ
マ
セ
ヌ
、
彼
此
コ
ノ
高
等
中
學
位
ノ
モ
ノ
デ
ア
ル
ナ
レ
バ
、
文
部
省
ガ
直
接

二
之
ヲ
管
理
セ
ン
ケ
レ
バ
充
分
デ
ナ
カ
ラ
ウ
、
高
等
中
學
卜
云
フ
モ
ノ
ハ
文
部

省
ガ
管
理
ス
ル
コ
ト
ニ
今
日
ノ
虞
デ
ハ
極
マ
ッ
テ
居
リ
マ
ス
、
故
二
殷
令
國
庫

カ
ラ
金
ハ
出
シ
マ
セ
ヌ
デ
モ
、
其
ノ
高
等
中
學
卜
云
フ
教
育
ハ
、
必
ズ
只
―
二

ノ
人
ノ
管
理
デ
ハ
所
詮
充
分
―
ー
や
レ
マ
イ
ト
、
斯
ウ
云
フ
事
カ
ラ
末
マ
シ
タ
ノ

デ
ス
、
詰
リ
云
フ
ト
高
等
中
學
ノ
教
育
卜
云
フ
モ
ノ
ハ
、
文
部
省
ガ
直
接
二
開

係
シ
テ
や
ル
ノ
ガ
好
結
果
ヲ
得
ヤ
ウ
ト
云
フ
事
カ
ラ
、
即
文
部
省
ガ
管
理
シ
テ

居
ル
繹
デ
ア
リ
マ
ス

立
入
奇
一
君
（
百
七
十
四
番
）
本
員
モ
ニ
三
貼
承
リ
タ
イ
ノ
ハ
、
矢
張
第

二
款
ノ
大
學
校
ノ
内
二
就
イ
テ
各
學
校
ノ
コ

ト
ヲ
承
リ
タ
イ
ガ
、
只
此
ノ
學
校

ノ
コ
ト
ニ
就
イ
テ
一
應
承
リ
タ
イ
ト
云
フ
ノ
ハ
大
學
校
其
ノ
他
ノ
専
門
學
校
デ

ア
リ
マ
ス
ガ
、
ソ
レ
／
＼
悉
此
ノ
東
京
府
下
二
設
立
シ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
ト
云

フ
ノ
ハ
、
一
ッ
ハ
何
力
利
盆
ノ
貼
ト
カ
、
又
全
國
ノ
都
下
二
集
メ
ナ
ケ
レ
ハ
ナ

ラ
ヌ
ト
云
フ
様
ナ
事
賓
ガ
ア
ッ
テ
、
例
ヘ
バ
商
業
學
校
デ
ア
レ
、
工
業
學
校
デ

ア
レ
、

美
術
學
校
デ
ア

レ
、
皆
ナ
此
ノ
邊
ノ
目
的
デ
ア
ル
ノ
デ
ア
ラ
ウ
カ
ト
云

フ
コ
ト
ヲ
一
ツ
お
尋
ネ
致
シ
タ
イ
、
斯
ノ
如
キ
お
問
ヲ
起
シ

タ
理
由
ハ
何
カ
ト

云
フ
ニ
、
例
ヘ
バ
高
等
中
學
校
ノ
如
キ
ハ
各
府
縣
二
配
置
ニ
ナ
ッ
テ
居
リ
マ

ス
、
仄
二
承
ル
ト
東
京
二

全
國
ノ
生
徒
ヲ
多
ク
集
メ

ル
ハ
、
幾
分
力
其
ノ
邊
ノ

上
二
就
キ
マ
シ
テ
年
ノ
往
カ
サ
ル
内
二
都
下
二
出
マ
シ
テ
モ
、
末
ダ
性
質
ノ
確

ナ
ラ
ザ
ル
以
上
ハ
、
軽
薄
ノ
習
慣
ガ
附
ク
ト
云
フ
所
カ
ラ
深
ク
慮
モ
ア
ッ
テ
、

成
丈
東
京
府
下
二
生
徒
ノ
集
マ
ラ
ヌ
様
ニ
ト
云
フ
考
ヲ
以
ッ
テ
、
斯
ノ
如
ク
全

國

二
高
等
中
學
校
ヲ
置
キ
配
ラ

レ
タ
様
二
承
ッ
テ
居
リ
マ
ス
カ
、
然
ウ
云
フ
所

カ
ラ
賓
ハ
其
ノ
東
京
府
下

二
専
學
門
校
ヲ
置
カ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
ト
云
フ
ノ

ハ
、
何
力
理
由
ガ
ア
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
セ
ウ
カ
ト
云
フ
疑
ヲ
起
シ
マ
シ
テ
お
尋
ヲ

致
シ
マ
ス
、
ソ
レ
カ
ラ
尚
學
校
ノ
新
築
ノ
コ
ト
ニ
就
イ
テ
承
リ
タ
イ
ハ
他
デ
モ

ナ
イ
ガ
、
既
ニ
エ
部
大
學
校
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
種
々
菱
革
モ
ア
ル
デ
ア
リ
マ
セ
ウ

ガ
、
此
ノ
エ
部
大
學
校
モ
今
日
ノ
場
所
二
移
ラ
レ
タ
ト
云
フ
ノ
ハ
、
何
ニ
カ
矢

張
大
學
ノ
部
内
ニ
ソ
レ
／
＼
各
専
門
大
學
校
ヲ
建
築
サ
レ
タ
ハ
便
宜
上
ノ
為
ニ

移
サ
レ
タ
諄
デ
御
坐
リ
マ
セ
ウ
カ
、
何
カ
ソ
レ
ニ
理
由
ガ
ア
ッ
テ
デ
ア
リ
マ
セ

ウ
カ
、
私
共
ノ
素
人
考
―
ー
ハ
斯
ノ
如
ク
大
學
校
ノ
立
祇
ナ
建
築
ガ
ア
リ
ナ
ガ

ラ
、
殊
更
移
サ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
ト
云
フ
理
由
ハ
ど
う
云
フ
コ
ト
カ
ラ
起
ッ
タ

カ
、
沿
革
ヲ
詳
シ
ク
知
リ
マ
セ
ヌ
ガ
唯
然
ウ
云
フ
感
情
ヲ
起
シ
マ
シ
タ
、
起
シ

マ
ス
ガ
尚
一
緒
二
集
メ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
ト
云
フ
ハ
便
宜
上
ガ
ア
ル
繹
デ
ア
リ

マ
ス
カ
、
例
ヘ
バ
今
日
臨
時
部
ノ
第
一
款
ニ
ア
ル
所
ノ
高
等
商
業
學
校
卜
云
フ
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様
ナ
モ
ノ
モ
、
或
ハ
其
ノ
大
學
ノ
部
ノ
内
二
新
築
ニ
ナ
ル
方
ガ
、
取
締
上
ト
カ

其
ノ
他
二
便
宜
デ
ア
リ
マ
セ
ウ
カ
、
然
ル
ニ
場
所
ハ
獨
立
シ
テ
殊
更
臨
時
部
ノ

方
デ
新
築
ニ
ナ
ル
ト
云
フ
様
ナ
コ
ト
ガ
ア
ル
ガ
、
ど
う
云
フ
謬
デ
箇
様
ナ
コ
ト

ニ
ナ
ル
ノ
デ
ア
ラ
ウ
カ
、

箇
様
ナ
疑
ヲ
起
シ
マ
シ
タ
、
是
ニ
ハ
定
メ
テ
種
々
ノ

…
…
唯
私
共
ハ
外
形
上
ノ
コ
ト
ヲ
ノ

ミ
目
ヲ
著
ケ
テ
考
ヘ
ル
ノ
デ
ア
ル
カ
ラ
、

斯
ノ
如
キ
疑
ガ
起
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
セ
ウ
ガ
、
本
省
ノ
目
的
卜
云
フ
モ
ノ
ハ
ど
う

云
フ
繹
デ
箇
様
ナ
事
ニ
ナ
ッ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
セ
ウ
カ
、
ソ
レ
ヲ
概
略
承
リ
タ

イ
、
尚
高
等
中
學
校
ノ
事
二
連
レ
テ
居
リ
マ
ス
カ
ラ
今

一
應
承
リ
マ
ス
ガ
、
今

日
全
國
各
府
縣
中
學
校
ノ
興
麿
ノ
模
様
ハ
ど
う
云
フ
モ
ノ
デ
ア
リ
マ
セ
ウ
カ
、

昨
年
ノ
通
常
府
縣
會
二
於
キ
マ
シ
テ
或
ハ
麿
シ
タ
校
モ
ア
リ
、
又
ハ
更
二
興
ス

場
所
ガ
ど
う
云
フ
矩
合
ニ
ナ
ッ
テ
居
リ
マ
ス
カ
、

其
ノ
邊
ヲ
参
考
ノ
為

二
承
ツ

テ
置
キ
タ
ウ
御
坐
リ
マ
ス

政
府
委
員
（
文
部
次
官
辻
新
次
君
）
此
ノ
學
校
ノ
場
所
ノ
コ
ト
ニ
就
キ
マ

シ
テ
ハ
、
段
々
沿
革
上
カ
ラ
シ
テ
…
…
大
學
ノ
興
リ
マ
シ
タ
ノ
モ
、
薔
幕
ガ
瞥

學
所
、
昌
平
校
、
開
成
學
校
杯
卜
云
フ
モ
ノ
ヲ
栴
へ
置
キ
マ
シ
テ
、
ソ
レ
ガ
段

々
愛
化
シ
マ
シ
タ
ノ
ダ
ラ
ウ
ト
思
ヒ
マ
ス
、
最
初
大
學
ヲ
置
ク
時
ニ
モ
詰
リ
此

ノ
東
京
ハ
大
政
府
モ
ア
リ
マ
ス
シ
一
罷
便
利
•
…
・
・
ソ
レ
カ
ラ
隧
分
此
ノ
大
學
ノ

如
キ
モ
ノ
ハ
大
切
ノ
モ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
、
餘
程
文
部
省
ノ
出
来
ヌ
前
カ

ラ
、
直
接
二
政
府
二
於
テ
ゃ
ッ
テ
参
ラ
ナ
ケ
レ
バ
、
充
分
デ
ナ
カ
ラ
ウ
、
一
時

鴻
ノ
豪
へ
移
ス

ト
云
フ
様
ナ
コ
ト
モ
ア
リ
マ
シ
タ
ケ
レ
ド

モ
、
却
ッ
テ
ソ
レ
デ

ハ
餘
程
費
用
杯
ニ
モ
開
係
シ
マ
ス
シ
、
ソ
レ
カ
ラ
勿
論
大
學
ハ

一
ツ
デ
止
ラ
ヌ

以
上
ハ
他
ニ
モ
若
シ
置
ク
コ
ト
ニ
ナ
レ
バ
、
ど
ノ
場
所
二
置
ク
カ
知
リ
マ
セ
ヌ

ガ
、
日
本
デ
一
ツ
置
ク
ナ
レ
バ
東
京
二
置
ク
ノ
ガ
便
利
卜
云
フ
コ
ト
ダ
ラ
ウ
ト

思
ヒ
マ
ス
、
ソ
レ
カ
ラ
商
業
學
校
、
工
業
學
校
モ
然
ウ
云
フ
様
ナ
成
立
カ
ラ
興

此
ノ
特
別
會
計
ノ
大
學
校
ヲ
始
メ
、
高
等
中

ッ
テ
来
マ
シ
タ
、
先
刻
ノ
お
問
ノ
通
リ
少
年
子
弟
ハ
、
成
丈
然
ウ
都
下
二
住
マ

ヌ
コ
ト
ヲ
勉
メ
ル
繹
デ
ア
リ
マ
セ
ウ
ケ
レ
ド
モ
、
又
學
校
ノ
都
合
二
依
ッ
テ
ハ

其
ノ
方
ニ
ハ
利
盆
ガ
ア
リ
マ
シ
テ

モ、

教
育
上
二
取
ッ
テ
大
麦
ノ
不
利
ガ
ア
ル

様
ナ
コ
ト
デ
東
京
二
置
ク
コ
ト
ニ
ナ
リ
マ
シ
タ
ノ
デ
ス
、
併
シ
高
等
中
學
杯
ヲ

置
ク
時
ニ
ハ
餘
程
時
勢
モ
愛
ッ
テ
来
マ
ス
シ
、
殊
二

高
等
中
學
卜
云
フ
モ
ノ
ハ

一
ツ
ノ
専
門
デ
御
坐
リ
マ
セ
ヌ
カ
ラ
、
矢
張
リ
地
方
ニ
モ
置
キ
易
ク
、
中
ニ
ハ

工
業
學
校
杯
ニ
モ
な
か
／
＼
東
京
ヲ
離
レ
バ
、
あ
れ
丈
ノ
装
置
ハ
ど
う
カ
ト
思

ヒ
マ
ス
、
今
日
ノ
有
様
デ
ハ
商
業
學
校
モ
然
ウ
ダ
ラ
ウ
ト
思
ヒ
マ
ス
、
尤
大
阪

杯
デ
言
ヘ
バ
然
ウ
往
カ
ヌ
コ
ト
ハ
、
ア
リ
マ
ス
マ
イ
ガ
、
前
カ
ラ
ノ
沿
革
ガ
ア

リ
マ
シ
テ
置
イ
タ
コ
ト
ダ
ラ
ウ
ト
思
ヒ
マ
ス
、
ソ
レ
カ
ラ
此
ノ
工
科
大
學
ヲ
所

謂
今
日
ノ
大
學
ノ
在
ル
所
ノ
本
郷

二
移
シ
マ
シ

タ
コ
ト
ハ
是
ハ
餘
程
便
利
デ
、

詰
リ
平
日
ノ
罷
費
モ
ソ
レ
ガ
タ
メ
ニ
餘
程
減
ラ
ス
コ
ト
モ
出
来
マ
セ
ウ
シ
、
ソ

レ
カ
ラ
教
官
ノ
ヤ
ウ
ナ
モ
ノ
モ
兼
ネ
ラ
レ
マ
ス
シ
、
又
器
械
杯
モ
中
ニ
ハ
餘
程

外
ノ
大
學
卜
相
待
ッ
テ
や
ル
ヤ
ウ
ナ
コ
ト
モ
ア
リ
マ
シ
ャ
ウ
、
シ
テ
是
ハ
一
ツ

ニ
ナ
リ
マ
シ
タ
方
ガ
生
徒
ヲ
教
授
ス
ル
上
、
研
究
ス
ル
上
且
費
用
ノ
上
ニ
モ
、

餘
程
都
合
ガ
宜
シ

イ
コ
ト
ト
見
込
ミ
マ
シ
タ
、
ソ
レ
カ
ラ
府
縣
ノ
學
校
ノ
有
様

ハ
、
餘
リ
―
二
年
ニ
ハ
大
キ
ナ
菱
動
ハ
ア
リ
マ
セ
ヌ
、
大
愛
二
學
校
ガ
愛
ル
ト

力
新
規
二
出
来
ル
ト
カ
云
フ
コ
ト
ハ
ア
リ
マ
セ
ヌ
、
二
三
年
ノ
虞
ハ
大
ナ
ル
愛

化
ハ
ナ
イ
ト
御
答
ヘ
シ
テ
宜
シ
イ
ト
思
ヒ
マ
ス
、
ソ
レ
カ
ラ
以
前
農
業
學
校
卜

カ
云
フ
賓
業
學
校
ガ
ア
リ
マ
シ
タ
ガ
、
然
ウ
云
ウ
モ
ノ
モ
近
年
ハ
減
リ
マ
シ

タ
、
又
尋
常
中
學
校
ナ
ル

モ
ノ
ハ
よ
そ
う
卜
云
フ
モ
ノ
ハ
ア
リ
マ
セ
ヌ
シ
、
又

別
二
澤
山
新
規
ニ
モ
出
来
マ
セ
ヌ
、
先
ッ
近
年
ハ
餘
リ
大
イ
ナ
ル
愛
化
ハ
無
イ

ト
お
答
ヘ
シ
テ
宜
シ
イ
ト
思
ヒ
マ
ス

立
石
岐
君
（
百
二
十
六
番
）
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政
府
委
員
（
文
部
次
官
辻
新
次
君
）

リ
マ
シ
テ
、

其
ノ
利
子
モ
ア
リ
マ
ス

リ
マ
ス
カ

立
石
岐
君
（
百
二
十
六
番
）
山
口
高
等
中
學
校
卜
鹿
兒
島
高
等
中
學
校

ガ
、
此
ノ
園
庫
カ
ラ
出
マ
ス
所
ノ
支
出
ハ
ナ
イ
ヤ
ウ
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、

是
ハ
矢

張
資
金
ノ
利
子
力
何
カ
デ
ゃ
ッ
テ
居
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
カ
、
又
賓
際
地
方
ノ
負

撥
ニ
ナ
ッ
テ
居
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
カ

政
府
委
員
（
文
部
次
官
辻
新
次
君
）
是
ハ
皆
寄
附
金
デ
ア
リ
マ
ス
、
鹿
兒

嶋
造
士
請
モ
山
口
高
等
中
學
校
モ、

地
方
税
デ
ハ
ナ
イ
ノ
デ
、
一
個
人
ノ
寄
附

金
カ
ラ
成
立
ッ
テ
ア
リ
マ
ス

立
石
岐
君
（
百
二
十
六
番
）

マ
ス

學
校

二
至
ル
迄
資
金
歳
入
歳
出
卜
云
フ
モ
ノ
ガ
ア
リ
マ
ス
、

是

ハ
毎
年
ア
ル
モ

ノ
デ
ア
ル
ト
思
ヒ
マ
ス
、
此
ノ
臨
時
歳
出
ノ
方
デ
維
持
資
金
支
出
卜
、
財
産
購

入
ト
ア
リ
マ
ス
、
此
財
産
購
入
卜
云
フ
モ
ノ
ハ
、

年
々
増
シ
テ
行
ク

コ
ト
デ
ア

ラ
ウ
ト
考
ヘ
マ
ス
、
此
ノ
財
産
購
入
卜
云
フ
モ
ノ
ハ
、
或
ハ
公
債
證
書
ト
カ
株

金
ト
カ
、
又
ハ
地
所
ノ
様
ナ
モ
ノ
ヲ
買
入
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
カ
、

是
迄
ニ

モ
財

産
卜
云
フ
モ
ノ
ガ
出
来
テ
ア
ラ
ウ
ト
思
ヒ
マ
ス
ガ
、
此
ノ
網
高
ハ

ど
ノ
位
出
来

テ
居
リ
マ
ス
カ
、
之
ヲ
承
リ
タ
イ
ト
思
ヒ
マ
ス

政
府
委
員

（
文
部
次
官
辻
新
次
君
）
財
産

ハ
餘
程
出
来
テ
居
ル
所
モ
ア
リ

マ
ス
、

諸
學
校
ノ
分
デ
現
金
ガ
十
三
万
五
千
九
百
九
十
六
圃
餘
ア
リ
マ
ス
、
ソ

レ
カ
ラ
シ
テ
整
理
公
債
證
書
ガ
六
万
八
千
八
百
五
十
園
餘
ア
リ
マ
ス
、
鐵
道
公

債
證
書
モ
ア
リ
マ
ス
、

是
ガ
千
二
百
園
位
デ
ス
、
合
計
ガ
ニ
十
三
万
五
千
二
十

園
餘
デ
御
坐
イ
マ
ス
、
ロ
ラ
ズ
デ
ニ
十
四
万
七
千
五
百
餘
圏
丈

ー
ー
ナ
ッ
テ
居
リ

寄
附
金
丈
デ
ア
リ
マ
ス
カ
、

寄
附
金
デ
や
リ
、

又
利
子
杯
モ
ア

又
矢
張
資
本
モ
ア

立
石
岐
君
（
百
二
十
六
番

）

其

J
資
本
ハ
ど
J
位
力
分
ッ
テ
居
リ
マ
ス
カ

政
府
委
員

（
文
部
次
官
辻
新
次
君
）
分
ッ
テ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
只
今
ハ
此
虞

ニ
ア
リ
マ
セ
ヌ

濱
野
昇
君

（
八
十
七
番

）

第

一
高
等
中
學
校
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
瞥
學
部
ト

云
フ
モ
ノ
ヲ
千
葉
―
―
置
イ
タ
ト
云
フ
ノ
ハ
ど
ウ
云
フ
諄
デ
ア
リ
マ
ス
カ
、
ソ
レ

カ
ラ
瞥
學
部
ノ
學
生
ノ
臨
床
患
者
卜
云
フ
モ
ノ
ハ
ど
ノ
位
ア
リ
マ
ス
カ
、
一

箇

年
ノ
學
事

二
最
必
要
ナ
ル
解
剖
卜
云
フ
ヤ
ウ
ナ
材
料
ガ
御
坐
リ
マ
ス
カ
、

其
ノ

邊
ノ
事
二
就
キ
マ
シ
テ
御
調
ベ
ヲ
願
ヒ
マ
ス
、
ソ
レ
カ
ラ
第
一
高
等
中
學
校
馨

學
部

ニ
ア
リ
マ
ス
各
縣
ノ
生
徒
ノ
割
合
ハ
ど
ノ
位
デ
ア
リ
マ
ス
カ
、
今
政
府
委

員

ハ
穂
テ
東
京
ノ
方
ガ
便
利
卜
云
フ
事
ヲ
云
ハ
レ
タ
ニ
、
故
ラ
ニ

瞥
學
部
ヲ
千

葉

二
持
ッ
テ
行
ッ
テ
置
イ
タ
ノ
ハ
、
ど
う
云
フ
見
込
デ
置
イ
タ
ノ
カ
此
ノ
事
ヲ

伺
ヒ
タ
イ

政
府
委
員
（
文
部
次
官
辻
新
次
君
）
先
ヅ
第
一
高
等
中
學
ノ
瞥
學
部
ヲ
千

葉

二
置
イ
タ
コ
ト
ヲ
お
答
ヘ
シ

マ
ス
、

是

ハ
何
事
モ
装
置
ノ
ア
リ
マ
ス
虞
ヲ
見

テ
、
ソ
レ
ヲ
披
充
シ
テ
行
ク
コ
ト
ハ
一
罷
ノ
都
合
ガ
宜
シ
ウ
御
坐
イ
マ
ス
、
此

ノ
近
邊
デ
ハ
千
葉
ノ
瞥
學
校
ガ
宜
シ
イ
ノ
デ
略
ホ
器
械
モ
ア
リ
マ
ス
シ
、
此
ノ

第

一
地
方
デ
ハ
ず
ツ
ト
遠
ク
行
ク
ト
名
古
屋
杯
モ
餘
程
宜
シ
ウ
御
坐
イ
マ
ス

ガ
、
此
ノ
部
内
デ
／

千
葉
ガ
宜
シ
ウ
御
坐
イ
マ
ス
、
殊
二
千
葉
ハ
餘
程
あ
す
こ

二
瞥
學
校
ヲ
保
ツ
ダ
ケ
ノ
用
意
ヲ
致
シ
マ
シ
タ
、
穂
ヘ
テ
創
業
費
ヲ
出
ス
ト
云

フ
様
ナ

コ
ト
デ
ア
リ
マ
シ

タ
、
デ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
一
骰
此
ノ
近
邊
デ
ハ
千
葉
ニ

置
イ
タ
方
ガ
宜
シ
イ
、
ソ
レ
カ
ラ
病
人
モ
可
ナ
リ
多
ク
ア
リ
マ
シ
テ
、
前
ノ
目

的
通
リ
都
合
ヨ
ク
ナ
ッ
テ
居
ラ
ウ
ト
思
ヒ
マ
ス

濱
野
昇
君
（
八
十
七
番

）

病

人
ガ
可
ナ
リ
多
ク
デ
ハ
往
カ
ナ
イ
ノ
デ
ア
リ

マ
ス
、
ど
ノ
位
デ
ア
リ
マ
ス
カ
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キ
マ
ス

ソ
レ
ハ
す
ッ
カ
リ
出
来
ル
様
ニ
ナ
ッ

政
府
委
員
（
文
部
次
官
辻
新
次
君
）
ソ
レ
ハ
直
ク
お
話
ス
レ
バ
分
リ
マ
ス

濱
野
昇
君

（
八
十
七
番
）
ど
れ
丈
ノ
モ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
カ
、
四
年
學
科
ノ

中
一
年
臨
床
科
ヲ
置
ク
、
此
ノ
臨
床
講
義
ヲ
聴
イ
テ
睦
若
ガ
出
来
ル
カ
ど
う

カ
、
取
調
ベ
テ
ア
リ
マ
ス
レ
バ
ソ
レ
ダ
ケ
ヲ
…
…

政
府
委
員
（
文
部
次
官
辻
新
次
君
）

テ
居
リ
マ
ス

濱
野
昇
君

（
八
十
七
番）

ソ
レ
カ
ラ
裁
判
整
學
杯
ヲ
ゃ
ッ
テ
居
リ
マ
ス

カ
、
是
ハ
千
葉
デ
ゃ
ッ
タ
コ
ト
ガ
ア
リ
マ
ス
カ
、
其
ノ
事
ヲ
併
セ
テ
承
ッ
テ
置

政
府
委
員

（
文
部
次
官
辻
新
次
君
）
是
レ
ハ
解
剖
ノ
敷
ト
カ
、
今
ノ
一
年

ノ
間
二
ど
ノ
位
ノ
患
者
ノ
敷
ヲ
持
ッ
カ
ト
云
フ
ノ
ベ
敷
デ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
書

イ
テ
上
ゲ
タ
方
ガ
宜
シ
イ
ト
思
ヒ
マ
ス

奈
須
川
光
賓
君
（
百
五
十
一
番
）
第
二
款
ノ
高
等
中
學
ノ
事
二
就
イ
テ

…
…
先
ヅ
此
ノ
高
等
中
學
ヲ
各
地
二
設
ケ
ル
ト
云
フ
ニ

嘗
リ
、
莫
大
ナ
寄
附
金

ヲ
政
府
ハ
為
サ
シ
メ
タ
ト
云
フ
ガ
、
其
ノ
代
リ
ト
シ
テ
高
等
中
學
校
所
在
地
ニ

ハ
尋
常
中
學
校
ヲ
設
ケ
テ
、
高
等
中
學
校
ノ
豫
科
卜
云
フ
様
ナ
モ
ノ
ヲ
設
ケ
テ
、

尋
常
中
學
卜
云
フ
様
ナ
生
徒
ヲ
養
ッ
テ
居
ル
ト
云
フ
コ
ト
デ
ア
リ
マ
ス
、
最
ウ

―
ッ
ハ
豫
科
卜
云
フ
モ
ノ
ハ
尋
常
中
學
卜
同
科
程
デ
ア
ル
モ
ノ
カ
、
是
等
モ
元

設
ケ
ル
ニ
於
テ
必
要
ノ
ナ
イ
様
ナ
モ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
然
ル
ニ
尚
ソ
レ
ヨ
リ
一

層
卑
イ
補
充
科
ヲ
置
イ
テ
、
然
ウ
シ
テ
生
徒
ヲ
補
充
シ
テ
居
ル
ノ
ハ
何
等
ノ
必

要
カ
ラ
起
ッ
タ
モ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
カ
、
詰
リ
ヲ
云
フ
ト
補
充
科
ハ
尋
常
中
學
科

以
下
ノ
モ
ノ
ト
云
フ
感
情
ヲ
起
シ
マ
ス
ソ
レ
ハ
ど
う
云
フ
理
由
ガ
ア
ッ
テ
、
ど

う
云
フ
必
要
カ
ラ
起
ッ
タ
モ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
カ
承
リ
タ
イ

政
府
委
員
（
文
部
次
官
辻
新
次
君
）
高
等
中
學
ヲ
建
テ
ル
ト
云
フ
ノ
ハ
、

凡
場
所
ヲ
指
定
シ
マ
シ
テ
然
ウ
シ
テ
其
虞
ノ
土
地
ノ
希
望
ヲ
採
ッ
テ
獣
金
サ
セ

マ
シ
タ
、
ソ
レ
ハ
創
業
費
二

、
併
シ
ナ
ガ
ラ
ソ
レ
ヲ
以
テ
尋
常
中
學
ヲ
招

ヘ
ル

ト
云
フ
ノ
ハ
然
ウ
云
フ
事
賓
デ
ハ
ア
リ
マ
セ
ヌ
、
尋
常
中
學
ハ
決
シ
テ
各
府
縣

ガ
招
ヘ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
ト
云
フ
コ
ト
ニ
ハ
ナ
ッ
テ
居
リ
マ
セ
ヌ
、
各
府
縣
ガ

持
へ
得
ル
ダ
ケ
デ
勢
高
等
中
學
杯
ガ
出
来
マ
シ
テ
、
高
等
中
學
ハ
一
罷
ノ
組
立

ハ
、
高
等
中
學
ノ
本
科
ガ
ニ
年
、
豫
科
ガ
三
年
、
其
J
豫
科
ハ
尋
常
中
學
校
ノ

五
年
ノ
上
、
三
年
ノ
分
二
嘗
リ
マ
ス
ノ
デ
ス
、
ソ
レ
デ
此
ノ
豫
科
ハ
マ
ダ
中
々

今
日
ノ
虞
デ
ハ
矢
張
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ル
マ
イ
ト
思
ッ
テ
居
リ
マ
ス
、
ソ
レ

カ
ラ
然

ウ
云
フ
諄
デ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
シ
テ
、
詰
リ
云
フ
尋
常
中
學
ノ
ニ
年
丈
ノ

モ
ノ
ヽ

用
意
ガ
出
来
マ
ス
レ
バ
、
ま
あ
其
虞
ノ
土
地
ノ
人

ハ
結
構
便
ヲ
得
タ
ル
繹
デ
ア

リ
マ
ス
、
其
ノ
ニ
年
位
ノ

モ
ノ
ハ
又
高
等
中
學
ガ
ア
ル
位
ノ
場
所
デ
、
教
官
モ

ア
リ
マ
ス
シ
、
練
テ
ノ
モ
ノ
ガ
例
ヘ
バ
熊
本
二
致
シ
マ
セ
ウ
、
仙
憂
一
一
致
シ
マ

セ
ウ
、
尋
常
ノ
場
所
デ
ア
リ
マ
セ
ヌ
カ
ラ
、
又
中
ニ
ハ
私
立
學
校
ノ
宜
シ
イ
モ

ノ
モ
ア
リ
マ
セ
ウ
シ
、
是
ハ
便
宜
上
カ
ラ
置
カ
ナ
イ
ノ
デ
、
献
金
ヲ
シ
ナ
イ
カ

ラ
置
カ
ナ
イ
ト
云
フ
ノ
ジ
ャ
ナ
イ
ノ
デ
ス
、
大
抵
ソ
レ
ハ
足
リ
様
卜
云
フ
ノ
デ

ス
、
熊
本
ノ
如
キ
ハ
矢
張
私
立
學
校
ガ
ア
リ
マ
ス
、
又
宮
城
杯
ニ

モ
然
ウ
云
フ

様
ナ
コ
ト
デ
、
外
二
道
モ
ア
ラ
ウ
、
ソ
レ
カ
ラ
金
澤
ア
タ
リ

ニ
モ
現
二
尋
常
中

學
校
ガ
ア
リ
マ
ス
、
他
府
縣
ニ
ハ
御
坐
イ
マ
セ
ヌ
ガ
…
…
ソ
レ
カ
ラ
今
日
ノ
場

合
デ
、
此
ノ
豫
算
ノ
外
二
補
充
科
カ
ア
リ
マ
ス
、
是
ハ

丁
度
此
ノ
高
等
中
學
ヲ

起
シ
タ
際
ニ
ハ
、
何
分
ニ
モ
創
業
ノ
始
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、
然
ウ
上
ノ
生
徒
許
リ

ガ
餘
計
来
ル
ト
云
フ
繹
二
行
キ
マ
セ
ヌ
、
故
二
便
宜
上
デ
置
キ
マ
シ
タ
謬
デ
、

是
ハ
決
シ
テ
置
ク
ベ
キ
品
デ
ハ
御
坐
リ
マ
セ
ヌ
、
ソ
レ
故
二
只
今
マ
デ
モ
此
ノ

補
充
科
ハ
矢
張
一
年
丈
ノ
等
級
ガ
…
…
ど
ふ
シ
テ
モ
補
充
科
二
入

レ
ニ
ャ
ナ
ラ

ヌ
ト
云
フ

コ
ト
ヲ
能
ク
詮
議
シ
テ
然
ウ
シ
テ
一
年
科
二
便
宜
を
典
ヘ
テ
置
イ
タ
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ル
コ
ト
デ
ア
リ
マ
ス
、
所
ガ
幸
ナ

ル
カ
ナ
本
年
カ
ラ
ハ
各
高
等
中
學
ト
モ
…
…

尤
昨
年
マ
デ
モ
外
ノ
學
校
ハ
出
来
テ
居
リ
マ
シ
タ
ガ
、
第
ニ
モ
第
五
モ
営
年
カ

ラ
ハ
本
科
ガ
出
来
マ
シ
タ
、
所
謂
高
等
中
學
ノ
本
科
卜
云
フ
モ
ノ
ガ
営
年
七
月

カ
ラ
揃
ッ
テ
参
リ
マ
シ
タ
、
然
ラ
バ
最
ウ
此
ノ
補
充
科
ノ
様
ナ
モ
ノ
ハ
追
々
要

ラ
ヌ
コ
ト
ニ
ナ
リ
マ
セ
ウ
ト
思
ヒ
マ
ス
、
補
充
科
ガ
全
ク
便
宜
上
デ
此
ノ
創
業

ノ
際
デ
、
ど
う
シ
テ
モ
置
カ
ニ
ヤ
ナ
ラ
ヌ
繹
デ
置
イ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
是
ハ

始
終
置
ク
ベ
キ
モ
ノ
デ

ハ
ナ
イ
ノ
デ
ス
、
豫
科
ハ
矢
張
嘗
分
ナ
ケ
レ
バ
ナ
リ
マ

ス
マ
イ
ト
思
ヒ
マ
ス

菅
了
法
君
（
六
十
一
番
）
先
刻
木
暮
武
太
夫
君
カ
ラ
お
問
ヒ
ガ
御
坐
リ
マ

シ
テ
、
又
お
答
ガ
御
坐
リ
マ
シ
タ
、
此
ノ
高
等
中
學
校
ノ
事
二
就
イ
テ
、
其
ノ

お
答
ヲ
尚
一
層
進
メ
テ
御
説
明
ヲ
請
ヒ
タ
イ
ト
思
ヒ
マ
ス
、
高
等
中
學
校
二
段

々
専
門
ノ
學
科
ガ
置
イ
テ
ア
ル
、
法
學
ダ
ノ
、
エ
學
ダ
ノ
、
陸
學
ダ
ノ
置
イ
テ

ア
ル
ガ
、
是
ハ
ど
う
云
フ
モ
ノ
デ
ア
ル
カ
、
大
學
ノ
豫
備
デ
ア

レ
バ
ソ
レ
ニ
及

バ
ナ
イ
モ
ノ
デ
ア
ラ
ウ
ト
云
フ
お
尋
デ

ア
リ
マ
シ
タ
レ
バ

、
お
答
ハ
高
等
中
學

ト
云
フ
ハ
大
學
ノ
豫
備
ノ
為
ノ
ミ
デ
ナ
イ
、
即
此
ノ
賓
業
生

ヲ
育
テ
ネ
バ
ナ
ラ

ヌ
ト
云
フ
必
要
ガ
ア
ル
ニ
依
ッ
テ
立
テ
タ
モ
ノ
デ
ア
ル
、
是
丈
ノ
御
説
明
デ
御

坐
リ
マ
シ
タ
ガ
、
其
ノ
必
要
ガ
ア
ル
ト
云
フ
ノ
ハ
、
ど
う
云
フ
必
要
デ
御
坐
リ

マ
ス
ル
カ
、
例
ヘ
ハ
此
ノ
法
學
ノ

コ
ト
デ
ア
レ
バ

、
司
法
省
二
於
テ
監
督
シ
テ

居
ル
民
間
ノ
法
學
校
モ
ア
リ
、
既
二
之
ニ
ハ
補
助
金
モ
典
ヘ
テ
ア
ル
ト
云
フ
コ

ト
ガ
一
方
ニ
ア
リ
、
又
ハ
エ
學
デ
ア
レ
バ
既
二
工
業
學
校
モ
ア
ル
、
既
二
瞥
學

ノ
コ
ト
ナ
レ
バ
、
内
務
省

二
於
テ
年
年
試
瞼

ヲ
シ
テ
、
民
間
二
於
テ
修
業
ヲ
シ

夕
陸
學
生
ヲ
試
瞼
シ
テ
、
之
二
及
第
ス
ル
者
モ
年
年
敷
百
名
ア
ル
所
、
此
ノ
上

―
ー
モ
文
部
省
二
於
テ
高
等
中
學
ヲ
建
テ
ヽ

、
ソ
レ
ラ
ノ
學
生

ヲ
仕
立
ネ
バ
ナ
ラ

ヌ
ト
云
フ
必
要
ハ

、
今
ノ
民
間
ノ
學
校
デ
育
テ
ヽ
ア
ル
學
生
ガ
、
尚
此
ノ
敷
ガ

足
リ
ナ
イ
ノ
デ
ア
ル
カ
、
又
ハ
學
科
ガ
恐
ロ
シ
ク
低
ウ
テ
、
ど
う
モ
氣
二
喰
ナ

イ
ト
云
フ
ノ
デ
ア
ル
カ
、
ど
う
云
フ
必
要
ガ
ア
ッ
テ
、
果
シ
テ
此
ノ
高
等
中
學

校
卜
云
フ
モ
ノ
ガ
、
法
學
工
學
其
他
ノ
専
門
學
ヲ
教
ヘ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
ト
云
フ
諄

ニ
ナ
ッ
テ
居
リ
マ
ス
カ
、
其
慮
ヲ
最
ウ
一

層
明
瞭
二
御
説
明
ヲ
願
ヒ
マ
ス

政
府
委
員
（
文
部
次
官
辻
新
次
君
）
高
等
中
學
ノ
コ
ト
ハ
極
簡
輩
二
お
話

シ
マ
シ
タ
カ
ラ
、
少
シ
混
雑
致
シ
マ
シ
タ
ロ
ウ
ガ
、
高
等
中
學
ハ
今
ノ
賓
業
ニ

就
ク
モ
ノ
ト
及
高
等
ノ
學
校
即
大
學
ナ

レ
バ
大
學

二
這
入
ル
者
ヲ
捺
ヘ
ル
ノ
ガ

即
高
等
中
學
デ
ス
、
ソ
レ
デ
ソ
レ
ハ
同
時
二
行
ク
諄
ナ
ン
デ
ス
、
最
ウ
一
ッ
外

／
高
等
中
學
校
ニ
ハ

、
法
科
ナ
リ
、
工
科
ナ
リ
、
醤
科
ナ
リ
置
ク
コ
ト
ニ
ナ
ッ

テ
参
リ
マ
ス
ノ
デ
ス
、

是
ハ
大
學

へ
行
ク
モ
ノ
ト
ハ
ま
る
デ
縁
ガ
違
フ
ノ
デ
ア

リ
マ
ス
、
大
學
二
行
キ
マ
ス
ノ
ト
賓
業
二
就
ク
モ
ノ
ト
ハ
、
尋
常
中
學
ガ
五
年

デ
ア
リ
マ
ス
、

其
五
年
ヲ
仕
舞
ッ

テ
尚
二
年
や
リ
マ
シ
テ
、
然
ウ
シ
テ
高
イ
學

校
へ
行
ク
や
つ
卜
、
行
カ
ヌ
や
っ
ト
ア
リ
マ
ス
ガ
、
今
ノ
法
科
ダ
ノ
、
陸
科
ダ

ノ

ハ
、
其
ノ
上
ノ
ニ
年
ハ
や
リ
マ
セ
ヌ
、
丁
度
尋
常
中
學
校
ヲ
終
ッ
タ
所
デ
、

直
ク
ニ
専
門
二
行
ク
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
、
是
ハ
試
験
ヲ
受
ケ
テ
大
學
二
行
ケ

ヌ
ト
云
フ
謬
デ
ハ
ア
リ
マ
セ
ヌ
ガ
、
先
ヅ
大
學
二
行
ク
ベ
キ
モ
ノ
デ
ハ
ナ
イ
ノ

デ
ス
、
其
虞
ダ
ケ

ヲ
仕
上
ゲ
テ
仕
舞
フ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
、
ソ
レ
デ
嘗
リ
前

ノ
高
等
中
學
ハ
其
ノ
分
科
ヲ
置
カ
ナ
ケ
レ
バ

、
高
等
中
學
ハ
尋
常
中
學
ヲ
終
ッ

テ
ニ
年
や
リ
マ
シ
テ
、
其
ノ
ニ
年
や
ル
ノ
ハ
別
二
匿
別
ガ
ナ
イ
ノ
デ
、
賓
業
ニ

就
ク
者
卜
大
學

二
入
ル
者
ト
ヲ
一
緒
二
育
テ
上
ケ
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
其
ノ
外

二
高
等
中
學
ニ
ハ

別
二
分
科
ヲ
置
ク

モ
ノ
ト
、
斯
ウ
御
覧
ニ
ナ
レ
バ
能
ク
分
リ

マ
セ
ウ
ト
思
ヒ
マ
ス
、
ソ
レ
ガ
今
ノ
陸
科
ダ
ノ
、
エ
科
ダ
ノ
デ
ス
、
ソ
レ
デ
其

ノ
陛
科
ヲ
置
カ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
ト
云
フ
コ
ト
ハ

、
凡
ソ
矢
張
整
師
ノ
敷
杯
ヲ

見
マ
シ
テ
、
ど
う
シ
テ
モ
ソ
レ
丈
ノ
用
意
ヲ
シ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
ト
云
フ
ノ
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ハ
、
一
陸
此
ノ
瞥
學
校

ハ
各
府
縣
ニ
ア
ッ
タ
位
ノ
有
様
デ
ア
ッ
タ
デ
ス
、
所
ガ

餘
程
費
用
モ
上
リ
マ
ス
シ
、
且
小
サ
ナ
部
分
デ
ハ
充
分
ナ
コ
ト
ガ
出
来
マ
セ
ス
、

ソ
レ
デ
段
々
世
ガ
進
ム
ニ
従
ッ
テ
、

瞥
學
ノ
ヤ
ウ
ナ
モ
ノ
モ
進
ン
デ
行
カ
ナ
ケ

レ
バ
ナ
リ
マ
セ
ヌ
、
殊
二
ど
ノ
専
門
ヲ
や
リ
マ
ス

ニ
モ
、
一
卜
通
リ
ノ
普
通
教

育
ヲ
興
ヘ
テ
、
然
ル
後
専
門
ノ
學
問
ヲ
シ
ナ
イ
ト
、
完
全
シ
タ
ト
云
フ
諄
二
行

キ
マ
セ
ヌ
カ
ラ
、
斯
フ
云
フ
者
ヲ
招
ヘ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
、
大
學

へ
行
ク
モ
ノ

ハ
、
今
お
話
シ
タ
通
リ
尋
常
中
學
ヲ
終
リ
テ
カ
ラ
、
高
等
中
學

ヲ
ニ
年
や
ツ

テ
、
ソ
レ
カ
ラ
又
四
年
掛
リ
マ
ス
、
大
愛
然
ウ
云
フ
者
ト
ハ
違
ヒ
マ
ス
、
又
ソ

レ
ダ
ケ
ノ
モ
ノ
デ
、
今
日
ノ
瞥
師
ヲ
例
令
バ
試
験
デ
及
第
ス
ル
者
ガ
ア
リ
マ
シ

テ
モ
、
充
分
二
充
タ
ス
コ
ト
ハ
出
来
マ
セ
ヌ
、
竪
科
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
今
お
話
シ

タ

通
リ
、
普
通
教
育
ヲ
シ
タ
上
、
尚
専
門
ノ
瞥
學
ヲ
シ
タ
者
ガ
、
大
學
ニ
ア
ラ

ズ
、
又
低
イ
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ズ
、
中
等
ノ
瞥
師
ヲ
持
ラ
ヘ
ナ
ケ
レ
バ
、
衛
生
上
差

支
ガ
起
ラ
ウ
ト
斯
フ
云
フ
コ
ト
デ
薔
學
部
ヲ
置
キ
マ
シ
タ
、
其
ノ
瞥
學
部
ヲ
置

イ
タ
ト
キ
―
ー
ハ
、
丁
度
各
府
縣
ノ
分
ハ
無
ク
ナ
リ
マ
シ
タ
、
ソ
レ
故
二
府
縣
デ

ゃ
ッ
テ
居
ル
程
ノ
人
敷
ニ
ハ
行
キ
マ
セ
ヌ
ノ
デ
ス
、
ソ
レ
カ
ラ
法
學
部
ヲ
置
キ

マ
シ
タ
ノ
モ
、
段
々
司
法
官
其
ノ
他
代
言
人
ノ
様
ナ
モ
ノ
ガ
矢
張
大
學
ノ
敷
丈

デ
ハ
應
ジ
キ
レ
ヌ
デ
ス
、
是
モ
今
お
話
シ
申
ス
通
リ
亦
高
イ
所
ガ
要
リ
又
矢
張

普
通
教
育
ヲ
シ
タ
上
二
法
學
ヲ
シ
タ
モ
ノ
ガ
必
要
デ
ア
ル
ノ
デ
、
然
ウ
云
フ
モ

J

ヲ
置
キ
マ
シ
タ
ノ
デ
又
私
立
學
校
モ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
ソ
レ
丈
デ
ハ
未
ダ
充
分

二
人
敷
モ
足
リ
マ
セ
ヌ
カ
ラ
斯
フ
云
フ
コ
ト
デ
必
要
上
カ
ラ
シ
テ
、
京
都
二
置

ク
コ
ト
ニ
ナ
ッ
タ
ノ
デ
ス
、
ケ
レ
ド
モ
各
高
等
中
學

二
是
非
分
科
ヲ
置
カ
ナ
ケ

レ
バ
ナ
ラ
ヌ
ト
云
フ
ノ
デ
ナ
イ
ノ
デ
ス
、

置
キ
得
ル
丈
デ
ス
カ
ラ
必
要
ヲ
見
夕

場
合
ニ
ハ
、
外
ニ
モ
置
ク
場
合
ガ
ア
ル
カ
モ
知
レ
マ
セ
ヌ
、
又
有
ル
モ
ノ
ヲ
減

ラ
ス
場
合
モ
ア
ル
カ
知
レ
マ
セ
ヌ
ガ
、
今
日
ノ
所
デ
ハ
、
先
ツ
此
ノ
開
西
地
方

政
府
委
員

（
文
部
次
官
辻
新
次
君
）
今
一
應

加
藤
六
蔵
君
（
二
百
四
十
七
番
）
此
ノ
協
會

二
加
盟
シ
タ
コ
ト
ニ
就
イ
テ

お
尋
ネ
致
シ
マ
ス
、
即
其
ノ
協
會
卜
云
フ
モ
ノ
ヽ
成
立
ノ
大
意
ヲ
承
ハ
リ
タ

イ
、
然
ウ
シ
テ
六
百
園
卜
云
フ
モ
ノ
ハ
、
何
年
頃
ョ
リ
此
ノ
會

二
出
シ
テ
居
リ

マ
ス
カ
、
然
ウ
シ
テ
賂
束
何
時
迄
年
々
出
ス
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
カ
、
之
ヲ
承
ハ
リ

タ
イ
、
其
ノ
次
ハ
第
二
款
ノ
第
十
二
項
ノ
東
京
音
楽
學
校
デ

ア
リ
マ
ス
ガ
、
今

日
隧
分
地
方
卜
云
フ
モ
ノ
ハ
負
撥
ノ
重
キ
ニ
苦
シ
ミ
生
活
二
困
難
ス
ル
モ
ノ
ガ

多
イ
、
然
ル
ニ
音
楽
學
校
等
ニ
―
万
二
千
圏
モ
使
フ
ノ
ハ
何
ノ
為
デ
ア
リ
マ
ス

カ
、
加
之
昨
年
ヨ
リ
ハ
ニ
千
四
百
園
モ
増
シ

タ
ト
云
フ
ノ
ハ
ど
う
云
フ
繹
合

カ
、
其
J
必
要
ノ
あ
ら
ま
し
ヲ
承
ハ
リ
タ
イ
、
然
ウ
シ
テ
此
ノ
音
楽
學
校
ノ
生

徒
ノ
敷
卜
云
フ
モ
ノ
ハ
、
幾
詐
デ
ア
ル
カ
序
二
承
リ
タ
イ
、
且
此
ノ
生
徒
卜
云

フ
モ
ノ
ハ
、
或
ハ
如
何
ナ
ル
人
デ
ア
ル
カ
、
其
ノ
人
二
取
テ
ハ
必
要
ガ
ア
ル
カ

モ
知
レ
ナ
イ
ガ
、
音
楽
學
校
ノ
生
徒
ハ
、
ど
こ
ノ
縣
カ
ラ
多
ク
出
テ
居
ル
カ
、

或
ハ
東
京
ノ
人
…
…
ど
こ
ノ
府
縣
カ
ラ
出
テ
居
ル
カ
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
承
リ
タ

イ
、
今
一
ツ
序
二
願
ヒ
タ
イ
ハ
、
臨
時
費
ノ
方
ノ
獨
逸
學
會
ノ
項
デ
御
坐
リ
マ

ス
ガ
、
猫
逸
協
會
學
校
ノ
補
助
卜
云
フ
ハ
、
是
ハ
営
年
ハ
御
坐
リ
マ
セ
ヌ
ガ
、

明
治
廿
三
年
二
於
テ
ハ
七
千
園
卜
云
フ
モ
ノ
ヲ
補
助
シ
テ
ア
ル
ト
云
フ
コ
ト
ガ

ス ナ
ド
ニ
―
箇
所
椿
ヘ
ナ
ケ
レ
バ
、
充
分
二
其
ノ
需
用
ヲ
充
タ
ス
コ
ト
ハ
出
来
マ

セ
ヌ
見
込
デ
ア
リ
マ
ス

加
藤
六
蔵
君

（
二
百
四
十
七
番
）

ア
リ
マ
ス
…
…
（
以
下
聴
取
ス
ル
能
ハ
ス
）

政
府
委
員
（
文
部
次
官
辻
新
次
君
）
何
虞
デ
ス
カ

加
藤
六
蔵
君
（
二
百
四
十
七
番
）
文
部
省
所
管
ノ
萬
國
測
地
學
協
會
費
デ

私
モ
一
ツ
伺
ヒ
タ
イ
第

一
款
第
七
項
デ
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ア
ル
ガ
、
常
年
ハ
ナ
イ
カ
ラ
シ
テ
如
何
ニ
モ
不
必
要
ナ
質
問
ノ
ヤ
ウ
デ
ア
リ
マ

ス
ガ
、
此
ノ
猫
逸
協
會
學
校
二

付
キ
マ
シ
テ
司
法
省
デ
明
治
廿
三
年
二
戴
万
園

ト

云
フ
モ
ノ
ヲ
補
助
シ
テ
居
リ
マ
ス

、

然
ウ
シ
テ
営
年
ハ
大
分
：
…
•

カ
ラ
シ
テ

や
ラ
ナ
ク
テ
モ
好
イ
ト
云
フ
コ
ト
デ
御
坐
リ
マ
ス
ガ
、
明
治
二
十
三
年
ヲ
見
レ

バ
、
司
法
省
デ
ニ
万
園
、
文
部
省
デ
七
千
園
卜
云
フ

モ
ノ
ヽ
補
助
ヲ
受
ケ
テ
居

ル
カ
ラ
、
合
シ
テ
ニ
万
七
千
園
、
之
ヲ
月
割
ニ
シ
テ
見
ル
ト
一
箇
月
二
千
餘
園

ニ
ナ
リ
マ
ス
、
二
千
餘
圏
ヲ
以
テ
一
人
二
付
一
圃
ノ
授
業
料
ヲ
取
ル
ト
見
マ
ス

レ
バ
、
二
千
人
ノ
生
徒
卜
云
フ
モ
ノ
ガ
、
其
ノ
學
校
二
保
瞼
附
ノ
生
徒
ガ
ア
ル

ト
同
ジ
コ
ト
デ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
、
箇
様
ナ
コ
ト
ノ
ア
ッ
タ
以
上
ハ
、

一
寸
質
問

セ
ネ
バ
ナ
リ
マ
セ
ヌ
、
誰
デ
モ
箇
様
ナ
有
様
ナ
レ
バ
や
リ
サ
ウ
ナ
話
デ
御
坐

リ
マ
ス
、
充
分

一
己
ノ
學
者
ガ
骨
ヲ
折
ッ
テ
ソ
レ
ヲ
ゃ
ッ
テ
モ
、
中
々
生
徒
ノ

出
来
ル

モ
ノ
デ
ハ
ナ
イ
、
仮
令
バ
例
ヲ
拳
ゲ

ル
モ
如
何
カ
ハ
知
リ
マ
セ
ヌ
ガ
、

慶
應
義
塾
ト
カ
同
人
社
ト
カ
云
フ
モ
ノ
ハ

、
即
二
十
年
モ
三
十
年
モ
骨
ヲ
折
ツ

テ
、
千
辛
万
苦
シ
タ
所
ガ
中
々
二
千
人
所
デ
ナ
イ
、
千
人
ニ
モ
満
タ
ナ
イ
、
ソ

レ
ニ
唯
如
何
ナ
ル
繹
カ
ハ
知
リ
マ
セ
ヌ
ガ
、
文
部
省
デ
七
千
園
、
司
法
省
―
―
於

テ
賦
万
圃
ヲ
補
助
セ
ラ
ル

、
―
ー
於
テ
ハ

、
學
者
ノ
生
活
J
為
二
薩
分
職
業
ニ
ナ

リ
マ
ス
ガ
、
然
ル
ニ
常
年
ニ
ア
リ
マ
シ
テ
ハ
何
故
司
法
省
ニ
テ
ニ
万
圏
、
文
部

省
二
於
テ
七
千
園
ノ
補
助
ヲ
止
メ
ラ
レ
タ
ノ
ハ
、
今
日
政
費
節
減
ノ
趣
意
カ
ラ

シ
テ
麿
セ
ラ
レ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
カ
承
リ
タ
イ
、
然
シ
テ
又
何
年
カ
ラ
之
ヲ
補

助
シ
テ
行
ッ
タ
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
承
リ
タ
イ
ト
云
フ
モ
ノ
ハ
、
過
去
リ
タ
ル
コ
ト

デ
ハ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
ソ
レ
ニ
就
イ
テ
ハ
本
員

ハ
文
部
省
ガ
學
事
二
就
イ
テ
ノ
方

針
如
何
ヲ
察
ス
ル
ニ
充
分
デ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
シ
テ
委
ハ
シ
ク
承
ハ
リ
タ
イ

政
府
委
員
（
文
部
次
官
辻
新
次
君
）
此
ノ
万
國
測
地
協
會
ハ
伯
林
ニ
ア
リ

マ
シ
テ
、
十
九
年
カ
ラ
開
ケ
テ
居
リ
マ
ス
、
廿
一
年
カ
ラ
シ
テ
加
盟
シ
マ
シ
タ

ン
デ
、
獨
文
部
省
計
リ
デ
ナ
ク
此
加
盟
ハ
此
ノ
利
盆
ヲ
受
ク
ル
丈
ノ
各
省
ガ
、

協
議
ヲ
シ
テ
這
入
ッ
テ
居
リ
マ
ス
、
能
ク
覺

ヘ
テ
ハ
居
リ
マ
セ
ヌ
ガ
、
陸
海

軍
、
農
商
務
、
文
部
杯
ガ
這
入
ッ
テ
居
リ
マ
ス
、
ソ
レ
デ
此
ノ
性
質
ハ
教
育
…
…

學
術
ノ
ヤ
ウ
ナ
性
質
デ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
シ
テ
、
文
部
省
が
主
ト
ナ
ッ
テ
加
盟
ヲ

シ
テ
居
マ
ス
、
是
ハ
餘
程
學
術
上
僅
ナ
金
ヲ
出
シ
テ
居
ッ
テ
、
盆

ハ
多
イ
繹
デ

ア
リ
マ
シ
テ
、
其
ノ
何
年
卜
云
フ
事
ヲ
先
キ
ヲ
極
メ
テ
居
ル
事

ハ
ナ
カ
ラ
ウ
ト

思
ッ
テ
居
リ
マ
ス
、
併
シ
確
カ
ニ
記
憶
シ
テ
ハ

居
リ
マ
セ
ヌ
、
ソ
レ
カ
ラ
東
京

音
楽
學
校
ハ

、
音
楽
教
師
音
楽
ノ
教
員
ヲ
養
成

ス
ル
目
的
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、
是

ハ
教
員
ノ
方
ハ
小
學
校
ヲ
初
メ
此
ノ
唱
歌
が
這
入
ッ
テ
居
リ
マ
ス
、
又
此
ノ
唱

歌
ハ
一

臆
ノ
教
育
二

必
要
デ

ア
リ
マ
シ
テ
這
入
ッ
テ
居
リ
マ
ス
、
之
ヲ
教
へ
之

ヲ
導
イ
テ
行
テ
行
ク
人
ガ
ナ
ケ
ン
ニ
ヤ
ナ
リ
マ
セ
ヌ
カ
ラ
シ
テ
、
ソ
レ
ヲ
椿

へ

ル
、
最
ウ
一
ッ
ハ
音
楽
師
ヲ
椿
ヘ
ル
、
此
ノ
音
楽
ハ
段
々
必
要
ナ
コ

ト
デ
ア

リ

マ
セ
ウ
ガ
、
國
ノ
品
位
ヲ
高
メ

ル
ト
カ
、
風
俗
ヲ
美
ニ
シ
テ
行
ク
ト
云
フ
ヤ
ウ

ナ
コ

ト

ニ
ハ
、
餘
程
音
榮
ハ
カ
ノ
ア
ル
モ

ノ
ト
云
フ
繹
デ
御
坐
リ
マ
シ
テ
、
ソ

レ
ニ
嘗
ル
人
ヲ
捺
ヘ
ナ
ケ
リ
ヤ
ナ
リ
マ
セ
ヌ
、
殊
二
従
来
ノ
日
本
ノ
音
楽
卜
申

シ
マ
ス
モ
ノ
ハ

、
随
分
改
良
シ
ナ
ケ
リ
ヤ
ナ
ラ
ナ
イ
品
ガ
多
イ
繹
デ

ア
リ
マ
ス

カ
ラ
シ
テ
、
ソ
レ
是
必
要
ヲ
見
テ
や
リ
マ
シ
タ
ノ
デ
ス
、
ソ
レ
カ
ラ
生
徒
ノ
敷
ハ

本
科
生
ガ
六
十
三
人
豫
科
ガ
十
七
人
、
撰
科
生
ガ
ニ
十
七
人
、
研
究
生
ガ
三
人

デ
都
合
七
十
六
人
デ
ア
リ
マ
ス
、
現
在
…
…

ソ
レ
カ

ラ
此
ノ
獨
逸
學
協
會
學
校

ヘ
補
助
シ
マ
シ

タ
ノ
ハ
、
何
年
カ
ラ
デ
ア
リ
マ
シ
タ
カ
、

一
寸
充
分
記
憶
シ
マ

セ
ヌ
ガ
、
確
力
三
年
許
リ
ダ
ト
思
ヒ
マ
ス
、
是
ハ
最
初
文
部
省
が
典
ヘ
タ

モ
ノ

デ
ハ
ア
リ
マ
セ
ヌ
ガ
、
教
育
事
業
ノ
コ
ト
ハ

事
業
卜
倶

二
文
部
省

二
引
組
イ
デ

参
リ
マ
シ
タ
ガ
、
之
ヲ
典
ヘ
ル
ノ
ハ
先
ツ
一
臆
二
獨
逸
ノ
學
術
ヲ
取
ル

ニ
ハ
、

余
程
汲
々
ト
シ

タ
繹
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、
必
要
上
カ
ラ
シ
テ
之
へ
政
府
ガ
典
ヘ
タ
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コ
ト
ト
思
ヒ
マ
ス
、
併
シ
ナ
ガ
ラ
段
々
此
J
獨
逸
ノ
學
問
モ
開
ケ
テ
参
リ
マ
ス

ル
シ
、
文
部
省
ハ
遂

二
補
助
ス
ル
ノ
必
要
ガ
ナ
イ
ト
云
フ
コ
ト
デ
之
ヲ
止

メ
テ

仕
舞
ヒ
マ
シ
タ
ノ
デ
…
…
先
ツ
大
要
ハ
ソ
ン
ナ
コ
ト
デ
御
坐
リ
マ
ス

宮
崎
榮
治
君
（
四
十
六
番
）
第
二
款
ノ
事
二
就
キ
マ
シ
テ
お
尋
ネ
致
シ
マ

ス、

高
等
中
學
校
一
＿
封
シ
マ
ス
ル
政
府
ノ
支
出
金
ハ
餘
程
各
學
校
ト
モ
、

金
高

ガ
違
ッ
テ
居
リ
マ
ス
ガ
、
ソ
レ
ハ
全
ク
生
徒
ノ
員
敷
等

二
従
ヒ
マ
シ
テ
多
イ
ト

少
ナ
イ
ト
ア
ル
モ
ノ
デ
ア
ッ
テ
、

是
等
ノ
各
學
校

二
置
キ
マ
シ
テ
、
教
科
二
至

ッ
テ
ハ
同
一
ノ
程
度
デ
ア
ラ
フ
ト
思
ヒ
マ
ス
ガ
、

果
シ
テ
左
様
デ
御
坐
リ
マ
ス

カ
、
其
ノ
教
科
J
程
度
ガ
同

一
ナ
ル
モ
ノ
ト
シ
マ
ス
レ
バ
、

是
等
ノ
高
等
中
學

校
二
於
キ
マ
シ
テ
、

卒
業
後
ノ
好
果
二
至
リ
マ
シ
テ
モ
、
同
一
デ
ア
ラ
ウ
ト
思

ヒ
マ
ス
ガ
、
如
何
デ
御
坐
リ
マ
ス
カ
、

是
迄
ノ
虞
デ
聞
ク
所
二
捩
リ
マ
ス
ト
、

第
一
高
等
中
學
校
ヲ
卒
業
致
シ
マ
ス
者
卜
、
其
ノ
他
ノ
高
等
中
學
校
ヲ
卒
業
致

シ
マ
シ
タ
者
ト
ノ
匿
別
ガ

ア
ル
ヤ
ウ
ナ
コ
ト
ガ
ア
ッ
タ
ト
承
ハ
ッ
テ
居
リ
マ
ス

ガ
、
其
邊
ハ
賓
際
ノ
有
様
及
将
来
ノ
お
見
込
ヲ
承
リ
タ
イ

政
府
委
員
（
文
部
省
辻
新
次
君
）
此
ノ
費
用
ノ
違
イ
マ
ス
ル
ノ
ハ
、

第

一

二
生
徒
ノ
敷

―
―
依
ッ
テ
居
リ
マ
ス
ル
ケ
レ
ド
モ
、
ソ
レ
ノ
ミ
デ
ハ
ア
リ
マ
セ

ヌ
、
第
一

第
三
丈
ハ
高
等
中
學
校
卜
云
フ
コ
ト
ニ
名
ガ
菱
ッ
タ
ノ
デ
、
ず
ッ
ト

前
カ
ラ
ア
リ
マ
シ
テ
、
其
ノ
沿
革
モ
幾
分
力
含
ン
デ
居
リ
マ
ス
ガ
、
外
ノ
方
ハ

大
抵
新
ラ
シ
ク
椿
ヘ
タ
ノ
デ
、
生
徒
ノ
敷
二
凡
依
ッ
テ
居
リ
マ
ス
所
ガ
、
土
地

ト
…
…
東
京
ト
ノ
遠
近
杯
デ
生
徒
ガ
幾
人
丈
卜
云
フ
其
ノ
割
合
二
丁
度
同
ジ
ャ

ウ
ニ
行
ク
ト
云
フ
謬
ニ
ハ
詰
リ
行
キ
マ
セ
ヌ
ノ
デ
、
一
寸
云
ヘ
ハ
熊
本
デ
、
教

官
ヲ
一
人
東
京
カ
ラ
呼
ヒ
マ
ス
ニ
モ
、
仙
豪
デ
呼
ヒ
マ
ス
ヤ
ウ
ナ
繹
デ
、
僅
ナ

旅
費
デ

ハ
行
キ
マ
セ
ヌ
、
そ
ん
ナ
ヤ
ウ
ナ
コ
ト
デ
色
々
ナ
開
係
カ
ラ
シ
テ
多
少

J
違
ガ
起
ッ
テ
居
リ
マ
ス
ガ
、
矢
張
學
校
ノ
太
イ
ト
細
イ
ノ
ト
デ
極
タ
ノ
デ
ア

安
田
楡
逸
君
（
―
-
百
八
番
）
二
百
八
番
モ
一
寸
お
尋
致
シ
マ
ス
、
第
一
款

第
六
項

二
就
キ
マ
シ
テ
學
生
貸
費
ノ
コ
ト
デ
御
坐
リ
マ
ス
、
其
ノ
學
生
貸
費

二

於
キ
マ
シ
テ
ハ
、
前
年
度
中
二
前
年
度
ノ
學
生
貸
費
卜
云
フ
モ
ノ
ヲ
麿
セ
ラ

レ

タ
カ
ラ
シ
テ
、
本
年
カ
ラ
五
十
五
園
國
庫
ノ
負
撥
ヲ
軽
フ
シ
タ
ト
云
フ
コ
ト
デ

御
坐
リ
マ
ス
ガ
、
然
ル
ニ
此
ノ
本
年
度
ハ
又
此
J
學
生
給
費
卜
云
フ
モ
ノ
ニ
於

キ
マ
シ
テ
、
三
百
四
十
園
卜
云
フ
モ
ノ
ヲ
特
二

設
ケ
ラ
レ
タ
、
其
ノ
目
ノ
ニ
項

二
掲
ゲ
テ
ア
リ
マ
ス
ノ
ハ
、
中
學
校
等
教
員
養
成
ノ
目
的
ヲ
以
テ
帝
國
大
學
々

生
二
給
費
ヲ
給
典
ス
ル
ト
云
フ
所
カ
ラ
シ
テ
、
此
ノ
項
ガ
新
二
出
来
タ
ト
書
イ

テ
御
坐
リ
マ
ス
カ
、
此
ノ
學
生
貸
費
ヲ
麿
セ
ラ
レ
タ
趣
意
ハ

、
一
骰
政
費
節
減

ノ
為
デ
御
坐
リ
マ
ス
カ
、
若
ク
バ
然
デ
ナ
ク
テ
此
ノ
貸
費
ヲ
望
ム
者
ガ
ナ
カ
ッ

タ
カ
ラ
シ
テ
、
之
ヲ
麿
ス
ル
繹
デ
御
坐
リ
マ
ス
カ
、
其
虞
ヲ
一
應
承
ハ
リ
た
う

御
坐
リ
マ
ス
、
若
シ
此
ノ
貸
費
ヲ
願
出
夕
者
ガ
ア
ル
ニ
モ
拘
ハ
ラ
ズ
、
政
費
節

ス リ
マ
ス
カ
ラ
シ
テ
違
ッ
テ
居
リ
マ
ス
、
大
證
ハ
生
徒
ノ
敷
―
―
依
ッ
タ
ト
云
フ
答

デ
宜
シ
カ
ラ
フ
ト
思
ヒ
マ
ス
、
ソ
レ
カ
ラ
高
等
中
學
校
ヲ
卒
シ
タ
者
二
就
イ
テ

差
別
ガ
ア
ル
カ
ト
云
フ
コ
ト
デ
ア
リ
マ
ス
ケ
レ
ド
モ
、

優
劣
ハ

ナ
イ
朦
デ
ア
リ

マ
ス
、
勿
論
外
ノ
高
等
中
學
校
カ
ラ
シ
テ
、
高
等
中
學
ノ
本
科
ヲ
卒
ッ
テ
参
リ

マ
シ
タ
ト
云
フ
モ
ノ
ハ
、
誠
二
少
ナ
フ
御
坐
リ
マ
ス
、
何
ン
ト
ナ
レ
バ
先
刻
モ

述
ベ
マ

シ
タ
通
リ、

第
二
第
五
ノ
如
キ
ハ
、
初
メ
テ
営
年
本
科
生
徒
が
出
来
マ

シ
タ
ノ
デ
、
ソ
レ
故
二
年
ヲ
紐
ナ
イ
ト
大
學

ニ
ハ

参
リ
マ
セ
ヌ
ノ
デ
、

第
四
ダ

／
第
三
ダ
ノ

ハ、

最
早
今
日
マ
デ
―

二
年
モ
送
ッ
テ
居
リ
マ
ス
ガ
、
決
シ
テ
送

ッ
テ
居
ル
ノ
ハ
矢
張
高
等
中
學
ヲ
卒
リ
マ
シ
タ
ノ
ハ
、
大
學
二
這
入
ッ
テ
居
リ

マ
ス
、
其
ノ
生
徒
ノ
敷
モ
分
ッ
テ
居
リ
マ
ス
、
其
ノ
高
等
中
學
ヲ
卒
ラ
ズ
ニ
出

テ
末
タ
モ
ノ
ハ
違
ッ
テ
居
リ
マ
ス
ガ
、
卒
ッ
タ
モ
ノ
ハ
同
ジ
モ
ノ
デ
御
坐
リ
マ
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減
ノ
為
二
此
ノ
貸
費
生
ヲ
魔
サ
レ
タ
モ
ノ
ト
見
マ
ス
レ
バ
、
殊
更
一
＿
廿
四
年
度

ニ
於
テ
、

學
生
給
費
ヲ
設
ケ
ラ
レ
タ
ル
趣
意
ト
ハ
矛
盾
ス
ル
デ
ハ
ナ
イ
カ
ト
思

ハ
レ
マ
ス
ガ
、

矛
盾
ス
ル
コ
ト
ハ
御
坐
リ
マ
ス
マ
イ
カ
、
ソ
レ
ガ
第

一
ノ
問
デ

御
坐
リ
マ
ス
、
第
ニ
ー
ー
ハ
此
ノ
第
二
款
J
第
三
項
ニ
ア
リ
マ
ス
ル
女
子
高
等
師

範
學
校
ノ
校
長
ハ
、
是
迄
他
ノ
官
鵬
カ
ラ
兼
任
シ
テ
居
ッ
タ
ケ
レ
ド
モ
専
任
校

長
ヲ
要
ス

ル
カ
ラ
シ
テ
、
二
千
園
ノ
増
加
ヲ
要
ス
ル
ト
云
フ
コ
ト
ガ
原
案
二
出

テ
居
リ
マ
ス
、
ソ
レ
カ
ラ
又
同
款
第
十
一
項
ノ
東
京
美
術
學
校
二
於
テ
ハ
、
従

束
校
長
ハ
文
部
省
ノ
高
等
官
ガ
兼
任
シ
テ
居
ッ
タ
カ
ラ
シ
テ
、

専
任
校
長

ハ
要

ラ
ナ
イ
ケ
レ
ド
モ
此
ノ
慮
デ
ハ
是
非
専
任
校
長
ヲ
要
ス
ル
カ
ラ
シ
テ
千
八
百
園

ヲ
要
ス
ル
ト
ア
ル
、
又
十
二
項
東
京
音
楽
學
校
二
於
テ
モ
従
来
J
校
長

ハ
兼
任

ヲ
止
メ
テ
、
今
度
ハ
更
ー
ー
専
任
校
長
ヲ
要
ス
ル
カ
ラ
シ
テ
、
二
千
四
百
圃
ヲ
要

ス
ル
ト
云
フ
コ
ト
デ
御
坐
リ
マ
ス
ガ
、
右
三
ツ
ノ
學
校

二
於
キ
マ
シ
テ
ハ

是
迄

他
ノ
高
等
官
ヲ
以
テ
校
長
ノ
任
ヲ
盛
ク
サ

レ
マ
シ
テ
、
本
年
度

ョ
リ
此
ノ
三
ツ

ノ
學
校
ト
モ
恰
モ
言
合
シ
タ
如
ク
ニ
、

専
任
ノ
校
長
ヲ
要
サ

レ
ル
理
由
ハ
ど
う

云
フ
モ
ノ
デ
ア
リ
マ
セ
ウ
カ
、
他
ノ
高
等
官
二
於
テ
是
迄
ノ
様

二
兼
任
サ
レ
テ

ハ
不
都
合
デ
ア
リ
マ
セ
ウ
カ
、
之
ヲ
一
應
承
リ
タ
イ、

其
ノ
次

二
伺
ヒ

タ
イ
ハ

音
楽
學
校
ノ
部
デ
御
坐
リ
マ
ス
ガ
、
只
今
音
楽
學
校
ー
ー
就
キ
マ
シ
テ
ハ
或
議
員

ノ
お
尋
モ
ア
リ
マ
シ
テ
、
又
答
辮
モ
御
坐
リ
マ
シ
タ
ケ
レ
ド
モ
、
尚
本
員

ハ
此

ノ
東
京
音
楽
學
校
ノ
•
…
•
•

音
楽
學
校
ノ
要
求
額
ハ
一
万
二
千
九
百
二
十
二
園
デ

御
坐
リ
マ
シ
テ
、
昨
年
ー
ー
比
シ
マ
ス
レ
バ
ニ
千
四
百
圏
ノ
多
額
デ
ア
リ
マ
ス
、

従
来
我
邦
二
於
キ
マ
シ
テ
ハ
音
架
ノ
如
キ
モ
ノ
ハ
、
雖
二
人
ノ
耳
目
ヲ
恰
バ
セ

ル
モ
ノ
如
キ
モ
ノ
デ
御
坐
リ
マ
シ
タ
、
成
程
文
明
ノ
今
日
ー
ー
ナ
リ
マ
シ
テ
ハ
幾

分
力
必
要
ガ
御
坐
リ
マ
セ
ウ
、
併
シ
此
ノ
音
乗
ヲ
バ
研
究
ノ
為

二
、
一
万
圏
以

上
ノ
國
庫
ノ
負
撥
ヲ
要
ス
債
ガ
ア
ル
カ
ナ
イ
カ
ト
云
フ
ハ
、

豫
算
上
我
々
ガ
大

二
熟
考
シ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
リ
マ
セ
ヌ
ガ
近
来
文
部
省
J
趣
意
ニ
ハ
三
ノ
趣
意
ガ
ア

ル
ト
聞
イ
テ
居
リ
マ
ス
、
即
學
問

ス
ル
ニ
ハ

徳
育
、
智
育
、
或
ハ
骰
育
卜
云
フ

三
ツ
ヲ
趣
意
ト
シ
テ
教
ヘ
ル
ト
云
フ
、
抑
ミ
此
ノ
音
架
ハ
徳
育
ノ
為
テ
御
坐
リ

マ
セ
ウ
カ
、
若
ク
ハ
智
育
ノ
為
デ
御
坐
リ
マ
ス
ル
カ
、
或
ハ
罷
育
ノ
為
デ
御
坐

リ
マ
ス
ル
カ
、
文
部
省
デ
ハ
如
何
二
此
ノ
音
楽
ヲ
見
ラ
レ
テ
居
ル
カ
、
ソ
レ
ヲ

バ
承
リ
タ
イ
、
尚
最
ウ
一
ツ
承
リ
タ
イ
ハ
此
ノ
高
等
中
學
ノ
コ
ト
デ
御
坐
リ
マ

ス
、
此
ノ
高
等
中
學
中
第
二
、
第
三
、
第
四
、
第
五
、
此
ノ
高
等
中
學
ヲ
始
メ

テ
新
設
セ
ラ
レ
マ
シ
タ
ベ
故
森
文
部
大
臣
即
森
有
證
氏
ガ
現
二
文
部
大
臣
ノ

地
位
二
出
ラ
ル
ヽ
ャ
、
間
モ
ナ
ク
此
J
學
校
…
…
的
二
起
サ
レ
タ
、
且
又
高
等

中
學
ヲ
置
く
趣
意

二
就
キ
マ
シ
テ
ハ
、
各
地
方
厳
會
ノ
意
見
ヲ
問
合
サ
レ
タ
コ

ト
モ
ナ
イ
様

二
考
ヘ
ル
、
只
専
断
的
―
―
東
京
、
大
阪
、
西
京
、
熊
本
、
石
川
ト

云
フ
如
キ
ニ
新
設
セ
ラ
レ
タ
モ
ノ
ヽ

様

二
思
ヒ
マ
ス
ガ
、
果
シ
テ
然
ウ
デ
御
坐

イ
マ
セ
ウ
カ
、
然
ウ
デ
ナ
イ
ト
云
フ
反
證
ガ
ア
レ
バ
承
リ
タ
ウ
御
坐
イ
マ
ス
、

又
此
ノ
高
等
中
學
ヲ
置
カ
レ
タ
ル
以
後
、

學
事
上
二
来
シ
タ
ル
所
ノ
進
歩
ハ
之

ヲ
置
カ
レ
ザ
ル
以
前
二
比
シ
マ
ス
レ
バ
、
如
何
ナ
違
カ
ア
リ
マ
ス
カ
ソ
レ
ヲ
承

リ
タ
イ
、
尚
此
ノ
聞
ク
所
ニ
ョ
レ
バ
高
等
中
學
ガ
五
ツ
ア
リ
マ
ス
、
時
二
大
概

生
徒
ハ
東
京
ノ
第
一
高
等
中
學
ヲ
望
ン
デ
這
入
ル
、
他
ノ
所
ニ
ハ
餘
リ
這
入
ラ

ナ
イ
ト
承
ッ
テ
居
リ
マ
ス
ガ
、
然
ウ
云
ウ
傾
ガ
御
坐
リ
マ
ス
ガ
、
ソ
レ
モ
併
セ

テ
承
リ
タ
イ
、
是
丈
デ
御
坐
リ
マ
ス
ど
う
ゾ
辮
明
ヲ
願
ヒ
マ
ス
（
最
ウ
ョ
イ
ノ

カ
ト
呼
ブ
議
員
ア
リ
）

政
府
委
員

（
文
部
次
官
辻
新
次
君
）
貸
費
生
ヲ
廃
シ
マ
シ
タ
ノ
ハ
、
貸
費

ト
云
フ
コ
ト
ノ
貸
費
マ
デ
シ
テ
モ
生
徒
ヲ
椿
ヘ
ナ
ン
デ
ヨ
イ
ト
云
フ
上
カ
ラ
シ

テ
止
メ
タ
ン
デ
ス
、
そ
ん
ナ
ラ
な
ぜ
別
二
給
費
生
卜
云
フ
モ
ノ
ヲ
置
ク
カ
ト
云

フ
お
問
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
是
ハ
此
ノ
貸
費
卜
云
フ
ノ
ハ
ま
あ
一
寸
申
シ
マ
ス
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ト、

幾
分
力
見
込
ガ
ア
ッ
テ
然
ウ
シ
テ
つ
い
少
シ
デ
モ
費
用
デ
モ
借
リ
ナ
ケ

レ

バ
、
其
ノ
モ
ノ
ハ
中
途
―
ー
シ
テ
出
来
ナ
イ
コ
ト
ニ
ナ
ル
、

一
方
じ
ゃ
又
教
員
ナ

ド
ニ
使
フ
必
要
ガ
ア
ル
カ
ラ
シ
テ
、
ソ
レ
ヲ
椿

へ
上
ゲ
レ
バ
使
フ
便
利
ガ
ア
ル

ト
、
斯
ウ
云
フ
幾
分
力
性
質
ヲ
含
ン
デ
居
リ
マ
ス
ガ
、
最
ウ
然
ウ
云
フ
様
ニ
シ

テ
金
ヲ
政
府
デ
貸
サ
ン
デ
モ
、
大
睦
此
ノ
大
學
ノ
學
生
ナ
ド
ー
ー
ハ
他
二
望
ヲ
屡

シ
テ
、
随
分
今
日
デ
ハ
其
ノ
商
家
或
ハ
會
祉
ナ
ド
カ
貸
費
ス
ル
様
ナ
有
様
ニ
ナ

ッ
テ
来
マ
シ
タ
ガ
、
ソ
レ
デ
是
ハ
止
メ
タ
ン
デ
ス
、
ソ
レ
ニ
他
デ
然
ウ
云
フ
途

ガ
就
キ
マ
ス
カ
ラ
、
ソ
レ
カ
ラ
前
一
＿
給
費
生
ヲ
置
イ
テ
ス
ル
ハ
少
シ
事
情
ガ
違

ヒ
マ
シ
テ
、

近
年
ノ
高
等
中
學
、
尋
常
中
學
ノ
有
様
ヲ
見
マ
ス
ト
、
理
科
ノ
教

員
卜
文
科
ノ
教
員
卜
云
フ
ハ
最
請
求
シ
マ
ス
ノ
デ
ス
、
い
ツ
モ
文
學
士
卜
理
學

士
卜
云
フ
ハ
、

各
校
ノ
求
二
應
ズ
ル
コ
ト
ガ
出
来
ヌ
有
様
ガ
ア
リ
マ
ス
ノ
デ

ス
、
ソ
レ

カ
ラ
や
ル
者
モ
法
律
ト
カ
、
整
學
ト
カ
エ
科
ナ
ド
ノ
方
ハ
や
つ
テ
居

リ
マ
ス
ガ
、
さ
ツ
ぱ
り
文
科
ヤ
理
科
J
方
ハ
や
り
手
ガ
少
イ
、
ソ
レ
デ
束
縛
シ

テ
金
ヲ
典
ヘ
テ
然
ウ
シ
テ
終
ッ
タ
時
ニ
ハ
使
フ
ト
云
フ
約
束
デ
、
漸
ク
ニ

人
ヅ

ヽ
文
科
二
二
人
理
科
二
二
人
ガ
、
今
日
ノ
有
様
デ
入
要
卜
見
タ
ン
デ
ス
、
是

ハ

今
ノ
高
等
中
學
ノ
方
ナ
ド
ハ
入
要
ガ
充
チ
マ
ス
レ
バ
直
グ
ニ
止
メ
ル
品
デ
ア
リ

マ
ス
、
営
年
あ
た
り
ノ
有
様
デ
ハ
、
ど
う
シ
テ
モ
ソ
レ
丈
ノ
需
要

二
供
給
シ
テ

や
ら
に
や
差
支
ヘ
ル
ト
認
メ
マ
シ
タ
諄
デ
、
自
ヲ
性
質
ガ
違
ヒ
マ
ス
ノ
デ
ス
、

ソ
レ
カ
ラ
先
ツ
此
ノ
學
校
長
ノ
話
ヲ
致
シ
マ
ス
、

エ
ー
此
J
女
子
高
等
師
範
學

校
ハ
兼
勤
デ
其
ノ
便
利
ヲ
得
テ
差
支
ガ
ナ
イ
コ
ト
デ
ア
リ
マ
シ
タ
、
併
シ
一
學

校
ヲ
置
イ
テ
ソ
レ
カ
ラ
十
分
ニ
シ
ャ
ウ
ト
云
フ
―
ー
ハ
、
ど
う
シ
テ
モ
學
校
長
ヲ

置
力
に
や
ー
|
ナ
ラ
ヌ
ト
、
斯
ウ
云

フ
見
込
デ
此
ノ
學
校
長
ノ
給
料
ヲ
要
求
シ

マ
ス
ノ
デ
ス
、
ソ
レ
カ
ラ
音
楽
學
校
、
美
術
學
校
ナ
ド
ハ
略
ボ
似
タ
コ
ト
デ
ア

リ
マ
シ
テ
、

兼
勤
デ
ど
う
力
便
利
ヲ
典
ヘ
テ
置
キ
マ
シ
タ

ン
デ
ス
ケ
レ
ド
モ
、

4

J
カ
ト
云
フ
お
尋
…
…

安
田
楡
逸
君
（
二
百
八
番）

政
府
委
員
（
文
部
次
官
辻
新
次
君
）
閥
係
ハ
ア
リ
マ
セ
ウ
、
音
楽
教
員
ナ

ド
ノ
コ
ト
ハ
小
學
校
、
師
範
學
校
ナ
ド
ニ
要
リ
マ
ス
モ
ノ
デ
ス
、
ソ
レ
デ
小
學

左
様

是
ハ
追
々
此
ノ
官
制
ナ
ド
／
改
正
デ
、

餘
程
本
省
ノ
書
記
官

ニ
シ
マ
セ
ウ
参
事

官
ニ
シ
マ
セ
ウ
、
大
分
二
人
敷
ガ
厳
シ
ク
ナ
ッ
テ
一
罷
ノ
人
モ
減
リ
マ
シ
タ

コ

ト
デ
ア
リ
マ
ス
、
ソ
レ
カ
ラ
學
校
モ
最
初
出
来
マ
シ
タ
時
ニ
ハ
、
却
ッ
テ
文
部

省
ガ
方
針
ヲ
持
ッ
テ
居
ッ
テ
、
文
部
省

二
居
ル
者
自
身
ガ
や
ル
ト
云
フ
ハ
便
宜

デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
最
早
略
ボ
整
頓
シ
テ
其
ノ
事
業
ノ
ミ
ヲ
受
ケ
テ
や
つ
テ
行
ク

ト
云
フ
場
合

ニ
ハ
、
又
専
任
者
ヲ
置
ク
方
ガ
詰
リ
此
ノ
生
徒
養
成
上
二
都
合
ガ

ョ
イ
ト
云
フ
コ
ト
デ
、
専
任
者
ヲ
置
ク

コ
ト
ニ
シ
マ
ス
カ
ラ
シ
テ
、

随
ッ
テ
給

料
ヲ
要
求
シ
マ
ス
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
詰
リ
云
フ
ト
學
校
二
専
任
ノ
校
長
ガ
ナ
ケ

ラ
に
や
＇
~
ナ
ラ
ヌ
ト
斯
ウ
云
フ
繹
デ
御
坐
リ
マ
ス
、
ソ
レ

カ
ラ
此
ノ
音
楽
學

校
ノ
必
要
ハ
先
刻

一
應
述
ベ

マ
シ

タ
通
リ
、
音
楽
師
卜
音
楽
教
員
ヲ
養
成
シ

マ

ス
繹
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、
先
刻
ノ
其
ノ
徳
育
、
智
育
、
骰
育
ノ
お
話
ガ
出
マ
シ
タ

ケ
レ
ド
モ
、
之
ヲ
直
グ

ニ
ど
ノ
事
卜
云
フ
コ
ト
ニ
ハ
嘗
リ
マ

セ
ヌ
、
併
シ

ナ
ガ

ラ
ど
う
云
フ
モ
ノ
ニ
多
ク
含
ン
デ
居
ル
カ
ト
申
シ
マ
シ
タ
ラ
、
徳
育
ナ
ド
ノ
部

徳
育
、
智
育
、
騰
育
二
閥
係
ナ
キ
モ

ニ
ハ
大
分
ナ
近
イ
事
デ
ア
リ
マ
セ
ウ
ト
思
ヒ
マ
ス
故

二、

詰
リ
云

フ
ト
音
楽
學

校
ハ
音
楽
師
卜
音
楽
教
員
ヲ
椿
ヘ

ル
目
的
卜
、
お
答
へ
致
ス
ヨ
リ
仕
方
ガ
ナ
カ

ラ
ウ
ト
思
ヒ
マ
ス
、
ソ
レ
カ
ラ
も
一
ッ
ハ

…
…

安
田
楡
逸
君
（
二
百
八
番
）
一
寸
述
ベ
マ
ス
ガ
、
然
ウ
シ
マ
ス

ル
ト
音
榮

學
校
ノ
必
要
ハ
、
豫
ネ
テ
文
部
省
デ
唱

ヘ
テ
居
ラ

レ
ル
智
育
、
骸
育
ニ

ハ
無
閥

係
ナ
モ
ノ
ト
云
フ
お
答
デ
ア
リ
マ
ス
カ

政
府
委
員

（
文
部
次
官
辻
新
次
君
）
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校
、
師
範
學
校
ナ
ト
ヲ
以
テ
徳
育
、
ど
れ
ヲ
以
テ
智
育
卜
云
フ
直
域
ハ
附
キ
マ

ス
マ
イ
ト
思
ヒ
マ
ス
、
授
ケ
ル
唱
歌
モ
其
ノ
品
性
ヲ
正
シ
、
父
二
孝
ヲ
盛
セ
ト

カ
云
フ
様
ナ
唱
歌
ヲ
教
ヘ
マ
ス
レ
バ
即
チ
徳
育
ニ
ナ
リ
マ
ス
ノ
デ
ス

高
津
仲
次
郎
君
（
百
七
番
）
只
今
ノ
音
楽
ノ
講
繹
ノ
様
ナ

コ
ト
ハ
御
免
蒙

全
院
委
員
長
（
島
田
三
郎
君
）
ま
だ
問
答
ガ
盛
キ
マ
セ
ヌ

政
府
委
員
（
文
部
次
官
辻
新
次
君
）
中
學
校
ノ
位
置
…
…

安
田
楡
逸
君
（
―
-
百
八
番
）
高
等
中
學
ノ
…
…

政
府
委
員
（
文
部
次
官
辻
新
次
君
）
生
徒
ノ
コ
ト
デ
ス
カ

安
田
楡
逸
君
（
二
百
八
番
）
只
今
ノ
學
校
二
或
地
方
ノ
…
…

政
府
委
員
（
文
部
次
官
辻
新
次
君
）
分
リ
マ
シ
タ
、
是
ハ
文
部
省
ガ
全
國

ヲ
略
ボ
見
計
ッ
テ
五
ツ
ニ
分
ケ
テ
、
丁
度
斯
ウ
云
フ
虞
二
置
ク
方
ガ
一
骰
ノ
教

育
上
宜
カ
ラ
ウ
、
斯
ウ
云

フ
事
デ
文
部
デ
極
メ
タ
ン
デ
ス
、
丁
度
ソ
レ
ヲ
極
メ

タ
時
ノ
時
代
ハ
森
文
部
大
臣
ノ
時
代
デ
ア
リ
マ
シ
タ

稗
野
良
君
（
百
五
十
番
）
此
ノ
外
國
留
學
生
費
、
是
ハ
日
本
政
府
二
向
ツ

テ
外
國
ノ
約
束
ハ
大
要
如
何
ニ
ナ
ッ
テ
居
ル
モ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
カ
、
又
二
万
二

千
餘
圃
卜
云
フ
モ
ノ
ハ
現
員
ノ
入
費
丈
ノ
豫
算
デ
ア
リ
マ
ス
カ
、
二
十
四
年
度

ニ
新
規
二
派
遣
ー
ー
ナ
ル
ト
云
フ
豫
算
ハ
ア
リ
マ
ス
カ
、
ソ
レ
丈
ノ
コ
ト
ヲ
…
…

今
一
ッ
ハ
第
二
款
ノ
第
十
三
項
盲
唖
學
校
、
此
ノ
盲
唖
學
校
卜
云
フ
モ
ノ
ハ
僅

二
三
千
園
ノ
金
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
ソ
レ
丈
ノ
金
ヲ
以
テ
東
京
一
箇
所
二
取
ラ
レ

ル
ノ
ハ
餘
程
菱
二
思
フ
、
又
僅
＿
二
箇
所
ノ
モ
ノ
ヲ
以
テ
、
全
國
ノ
盲
唖
ノ
数

育
ヲ
普
及
セ
ン
コ
ト
ハ
、
固
ョ
リ
羞
ン
デ
得
ベ
カ
ラ
ザ
ル
コ
ト
デ
、
詰
リ
此
ノ

東
京
一
局
部
ノ
必
要
ノ
為
ー
ー
設
ケ
テ
ア
ル
モ
ノ
ト
考
ヘ
ル
、
果
シ
テ
然
ル
ト
キ

ハ
図
費
ヲ
以
テ
一
局
部
ー
ー
盲
唖
學
校
ヲ
設
ケ
ル
コ
ト
ハ
餘
程
愛
二
思
フ
、
併
シ

リ
タ
イ

ナ
ガ
ラ
従
来
是
ガ
為
二
成
蹟
ガ
ア
リ
マ
シ
タ
モ
ノ
デ
ア
リ
マ
セ
ウ
カ
、
将
今
後

如
何
ナ
ル
望
ノ
ア
ル
モ
ノ
デ
ア
リ
マ
セ
ウ
カ
、
従
来
ノ
コ
ト
及
ビ
将
来
二
渉
ル

コ
ト
ニ
就
イ
テ
盲
唖
學
校
ノ
必
要
等
ヲ
承
リ
タ
イ

今
一
ツ
ハ
追
々
私
立
學
校
中
ニ
ハ
高
尚
ノ
モ
ノ
ガ
出
来
マ
ス
コ
ト
ハ
、
豫
ネ

テ
見
聞
致
シ
テ
居
リ
マ
ス
ガ
、
現
在
ノ
私
立
學
校
デ
高
等
中
學
ノ
性
質
ヲ
有
ツ

テ
居
ル
モ
ノ
ト
、
お
見
定
メ
ニ
ナ
ッ
タ
モ
ノ
ガ
ア
リ
マ
ス
カ
、
其
ノ
邊
二
就
イ

テ
文
部
省
ノ
御
見
定
ノ
邊
ヲ
…
…

政
府
委
員
（
文
部
次
官
辻
新
次
君
）
留
學
生
ハ
矢
張
毎
年
出
シ
テ
行
ク
コ

ト
ニ
成
ッ
テ
居
リ
マ
ス
、
ソ
レ
デ
此
ノ
豫
算
デ
モ
矢
張
新
規
二
出
シ
テ
行
ク
分

ト、

前
ノ
モ
ノ
ト
ノ
ニ
ッ
ガ
含
ン
デ
居
リ
マ
ス
、
此
ノ
今
ノ
見
込
デ
ハ
四
人
出

ス
諄
ニ
ナ
ッ
テ
居
リ
マ
ス
‘
|
—

ー
新
シ
ク
出
ス
モ
ノ
ハ
…
…
外
ハ
往
テ
居
ル
モ

J

ヽ
往
復
ノ
旅
費
、
學
資
―
ー
ナ
ル
繹
デ
ア
リ
マ
ス
、
ソ
レ
カ
ラ
海
外
留
學
生
ノ

規
則
ハ
堅
ク
矢
張
約
束
ヲ
シ
マ
シ
テ
、
ソ
レ
ハ
此
ノ
官
費
海
外
留
學
生
規
則
卜

云
フ
モ
ノ
ガ
出
来
テ
居
ル
カ
ラ
、
之
二
嘗
嵌
メ
ル
繹
デ
御
坐
イ
マ
ス
、
是
ハ
留

學
生
J
規
則
ヲ
御
覧
二
入

レ
マ
ス
レ
バ
尚
は
つ
き
り
致
シ
マ
セ
ウ
ガ
、
出
ス
ト

キ
ニ
す
つ
か
り
極
メ
テ
誓
ヲ
サ
セ
マ
シ
テ
然
ウ
シ
テ
、
向
フ
ニ
往
ツ
と
る
間

モ
、
不
都
合
ガ
ア

レ
バ
、

直
グ
ニ
蹄
國
ヲ
サ
セ
テ
相
嘗
ノ
虞
分
ヲ

ス
ル
、
又
蹄

ッ
タ
後
ハ
文
部
大
臣
ガ
指
命
ス
ル
所
ノ
職
務
ハ
、
決
シ
テ
癖
ス
ル
コ
ト
ガ
出
来

ナ
イ
箇
條
ニ
ナ
ッ
テ
居
リ
マ
ス
、
ソ
レ
ハ
留
學
ノ
年
限
二
倍
シ
三
年
ノ
留
學
生

ナ
レ
バ
六
年
ノ
間
ハ
文
部
大
臣
ガ
指
命
ス
ル
、
ソ
レ
カ
ラ
他
ノ
職
二
就
ク
ニ
モ

許
ヲ
受
ケ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
規
則
ニ
ナ
ッ
テ
居
ル
、
其
ノ
他
敷
箇
條
ア
リ
マ

ス
、
ソ
レ
カ
ラ
盲
唖
學
校
、
此
ノ
盲
唖
學
校
ノ
今
日
文
部
省
ノ
有
ッ
テ
居
リ
マ

ス
ノ
ハ
、

一
骰
此
ノ
盲
唖
ノ
教
育
ハ
是
マ
デ
餘
リ
就
イ
テ
居
リ
マ
セ
ナ
ン
ダ
、

ソ
レ
デ
一
ツ
ハ
我
國
ノ
盲
唖
ハ
ど
う
云
フ
コ
ト
ニ
教
込
ン
デ
見
タ
ナ
レ
バ
、
或
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カ ハ
生
活
ヲ
得
易
カ
ラ
ウ
ト
云
フ
ヤ
ウ
ナ
コ
ト
ノ
、
手
本
ヲ
栴
ヘ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ

ヌ
秋
二
営
ッ
テ
居
ラ
ウ
ト
思
ヒ
マ
ス
、
さ
う
云
フ
盲
唖
ノ
教
育
ノ
模
範
ヲ
栴
ヘ

ル
ト
云
フ
ヤ
ウ
ナ
コ
ト
ハ
、
中
々
一
箇
人
ノ
カ
デ
出
来
ル
モ
ノ
デ
ア
リ
マ
セ

ヌ
、
今
日
ノ
盲
唖
學
校
ハ
一
通
リ
ノ
盲
唖
卜
云
フ
モ
ノ
ハ
ど
う
云
フ
墜
梅
二
教

育
シ
タ
ラ
宜
カ
ラ
ウ
ト
云
フ
模
範
ヲ
椿
ヘ
ル
間
ノ
モ
ノ
ナ
ン
デ
ス
、
我
國
ノ
盲

唖
卜
云
フ
モ
ノ
ハ
、
斯
ウ
云
フ
風
二
教
育
シ
テ
行
ケ
バ
、
生
活
ノ
道
ヲ
得
ラ
レ

ル
ト
云
フ
一
ノ
研
究
ガ
付
キ
マ
ス
レ
バ
、
又
世
間
デ
モ
シ
マ
セ
ウ
シ
、
慈
善
家

ナ
ド
モ
椿
ヘ
テ
行
キ
マ
セ
ウ
、
賓
ハ
今
ノ
間
ハ
盲
唖
教
育
ノ
研
究
中
デ
ア
ル
、

併
シ
ナ
ガ
ラ
大
分
近
頃
顎
明
ガ
出
来
マ
シ
テ
教
育
ヲ
ナ
ス
コ
ト
ガ
出
来
マ
ス
、

然
ウ
云
フ
間
ハ
ど
う
シ
テ
モ
、
文
部
省
ガ
有
ッ
テ
や
ラ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
ト
云
フ
考

デ
ア
ル
、
ソ
レ
カ
ラ
今
迄
盲
唖
學
校
卜
云
フ
モ
ノ
ハ
ど
う
云
フ
モ
ノ
デ
ア
ッ
タ

カ
ト
云
ヘ
バ
、
大
分
慈
善
金
カ
ラ
シ
テ
出
来
上
ッ
テ
相
應
ノ
資
本
ガ
ア
リ
マ
ス

ノ
デ
ス
、
其
ノ
資
本
二
幾
分
ノ
補
助
ヲ
ス
レ
バ
、
大
抵
研
究
ス
ル
ニ
足
リ
ル
ト

云
フ
上
カ
ラ
シ
テ
、

嘗
時
ノ
所
ハ
持
ッ
テ
居
リ
マ
ス
ノ
デ
ス
、
三
千
圃
デ
出
来

マ
ス
ノ
デ
ス
、
其
ノ
他
ハ
其
ノ
學
校
ノ
資
本
金
ナ
ド
ガ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
シ
テ
、

コ
レ
コ
レ
辮
ズ
ル
諄
デ
、
盲
唖
學
校
ヲ
文
部
省
ガ
有
ッ
テ
居
リ
マ
ス
ル
繹
ハ
、

今
日
ノ
虞
カ
ラ
参
リ
マ
ス
ト、

盲
唖
教
育
ノ
模
範
ヲ
取
ル
コ
ト
ヲ
研
究
ス
ル
コ

ト
ニ
為
ッ
テ
居
リ
マ
ス

（
此
ノ
時
會
長
々
々
卜
呼
ブ
者
ア
リ
）

全
院
委
員
長
（
島
田
三
郎
君
）

紳
野
良
君
（
百
五
十
番
）

マ
ダ
問
答
中
デ
御
坐
イ
マ
ス
カ
ラ
之
レ
ヲ

終
リ
マ
シ
テ
…
…

政
府
委
員
（
文
部
次
官
辻
新
次
君
）

ソ
レ
カ
ラ
ま
だ
お
諮
ガ
ア
リ
マ
シ
タ

私
立
學
校
…
•

•
•

政
府
委
員

（
文
部
次
官
辻
新
次
君
）
私
立
學
校
ノ
事
ノ
ヤ
ウ
ニ
聴
込
ン
デ

ア
リ
マ
シ
タ
…
…
、

高
等
中
學
位
ナ
モ
ノ
ガ
ア
ル
カ
、
と
云
フ
ヤ
ウ
ナ
お
詞
デ

ア
リ
マ
シ

タ
ト
私
ハ
承
リ
マ
シ
タ
ガ
、
純
粋
ノ
高
等
中
學
ハ
ナ
イ
ト
申
ス
ヨ
リ

外
一
一
致
方
ガ
ナ
カ
ラ
ウ
ト
思
ヒ
マ
ス
、
郎
専
門
ノ
一
部
分
ノ
學
科
二
至
ツ
テ

ハ
、
可
ナ
リ
高
尚
ノ
學
科
ヲ
教
ヘ
ル
所
ガ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
高
等
中
學
モ
詰
リ
普

通
教
育
デ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
、
程
程
學
科
ナ
ド
ガ
普
通
教
育
ノ
全
科
ヲ
揃
ヘ
マ
セ

ヌ
デ
ハ
成
リ
マ
セ
ヌ
、
故
二
高
等
中
學
ノ
全
學
科
ヲ
揃
ヘ
テ
居
ル
所
ハ
無
カ
ラ

ウ
ト
思
ヒ
マ
ス
、
併
シ
ナ
カ
ラ
或
ル
部
分
ガ
高
等
中
學

二
同
ジ
位
ナ
丈
二
往
ツ

テ
居
ル
カ
ト
云
フ
ニ

、
勿
論
ソ
コ
丈
ハ
同
ジ
丈
二
成
ッ
テ
居
ル
學
校
モ
ア
リ
マ

セ
ウ
、
ケ
レ
ド
モ
高
等
中
學
卜
云
フ
ヤ
ウ
ナ
全
部
ノ
揃
ッ
タ
モ
ノ
ハ
ア
リ
マ
ス

マ
イ
、
私
立
學
校
ノ
中

ーー

ハ
…
…

全
院
委
員
長
（
島
田
三
郎
君
）
本
日
ハ
是
デ
會
ヲ
終
ラ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ

必
要
ガ
御
座
リ
マ
ス
、
デ
今
日
ハ
是
デ
終
ル
事

ニ
ナ
リ
マ
ス
、
ソ
レ
ハ
先
刻
議

長
ヨ
リ
申
シ
タ
通
リ
黙
燈
ノ
都
合
デ
ア
リ
マ
ス
、
此
ノ
室
丈
ハ
貼
燈
ガ
出
来
マ

ス
ガ
他
ノ
各
課
ハ
ま
だ
出
来
マ
セ
ヌ
、
ソ
レ
デ
時
間
ヲ
引
上
ゲ
ル
ト
云
フ
事

ハ
、
今
日
ハ
ま
だ
ソ
レ
ヲ
賓
行
ス
ル
ヤ
否
ヤ
ト
云

フ
事

ハ
定
メ
テ
居
リ
マ

セ
ヌ

ガ
、
事
賓
ノ
必
要
カ
ラ
姦
二
黙
燈
ノ
時
二
迫
リ
マ
シ
タ
カ
ラ
議
長
ノ
復
席
ヲ
請

ヒ
マ
ス
、
然
ウ
シ
テ
質
問
ノ
件
モ
ま
だ
澤
山
ア
リ
マ
ス
レ
バ
明
後
日

ーー譲
リ
マ

ス
ガ
‘

―
ニ
ノ
質
問
デ
ア
リ
マ
ス
レ
バ
、
今
日
ハ
政
府
案
二
封
ス
ル
ノ
質
問
ハ

是
デ
終
リ
マ
シ
テ
、
明
後
日
カ
ラ
査
定
案
二
移
リ
マ
ス

鹿
島
秀
麿
君

（
三
十
一
番
）
最
早
終
結
卜
考
ヘ
マ
ス

全
院
委
員
長
（
島
田
三
郎
君
）
ソ
レ
デ
ハ
例
ー
ー依
リ
マ
シ
テ
、
明
後
日
カ

ラ
査
定
案

ーー
移
リ
マ

ス
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同
三
十
一
日
全
院
委
員
會
ノ
績
キ

全
院
委
員
長
（
島
田
三
郎
君
）
是
ヨ
リ
全
院
委
員
會
ノ
前
日
ノ
績
ヲ
開
キ

マ
ス
、
査
定
案
―
―
射
ス
ル
文
部
省
ノ
部
J
質
疑
會
デ
御
坐
イ
マ
ス

此
ノ
際
御
報
道
致
シ
テ
置
キ
マ
ス
ル
コ
ト
ハ
、
過
日
此
ノ
省
卜
連
帯
シ
テ
外

務
省
卜
考
ヘ
マ
シ
タ
ガ
、
農
商
務
卜
外
務
省
ト
ノ
閥
係
ノ
地
所
ノ
賣
買
J
質
疑

デ
ア
リ
マ
シ

タ
ガ
、
赤
坂
榎
町
地
所
彿
下
二
閥
ス
ル
書
類
…
…
此
ノ
書
類
ガ
廻

附
―
ー
ナ
リ
マ
シ
タ
カ
ラ
、
矢
張
例
二
依
ッ
テ
談
話
室
二
備
置
キ
マ
ス

阿
部
興
人
君
（
二
百
五
十
七
番
）

本

員

ハ
査
定
案
ノ
…
…

全
院
委
員
長

（
島
田
三
郎
君
）
ど
う
力
演
壇
デ

〔
阿
部
興
人
君
演
壇

二
登
ル〕

阿
部
興
人
君
（
二
百
五
十
七
番
）

本

員

ハ
説
明
ヲ
致
シ
マ
ス
ル
前
二
営
ツ

テ
委
員
長
ニ
―
寸
請
ヒ
置
キ
マ
ス
ガ
、
此
ノ
以
前
取
調
ベ
マ
シ

タ
所
ノ
順
序
ガ

ア
リ
マ
ス
ル
、
且
答
辮
ノ
都
合
が
ア
リ
マ
シ
テ
、
本
員

ハ
文
部
ノ
一
款
卜
臨
時

部
ト
ニ
就
イ
テ
只
今
質
疑
二
答

ヘ
マ
シ
テ
、
第
二
款
ト
ソ
レ
ヨ
リ
ニ
款
二

聯
帯

致
シ
テ
居
リ
マ
ス
特
別
會
計
ノ
コ
ト
ハ
、
天
野
為
之
君
ヲ
以
テ
答
辮
ス
ル
コ

ト

一一
致
シ
マ
ス
、
左
様
二
御
承
知

〔
些
ッ
ト
モ
分
リ
マ
セ
ヌ
ト
呼
ブ
者
ア
リ
〕

全
院
委
員
長

（島
田
一
二
郎
君
）
唯
今
阿
部
君
カ
ラ
ノ
請
求
デ
、
阿
部
君
ハ

此
ノ
部
ノ
主
査
デ
全
髄
ヲ
答
辮
セ
ラ
ル
ル

ノ
ガ
今
マ
デ
ノ
例
デ
ア
リ
マ
シ

タ

ガ
、
調
査
ノ
節
ノ
都
合
二
依
ッ
テ
第

一
款
卜
臨
時
部
、
ソ
レ
丈
ヲ
阿
部
君
ガ
答

辮
ニ
ナ
リ
マ
シ
テ
、
第
二
款
卜
並
二

特
別
ノ
部
分

ハ
天
野
為
之
君
カ
ラ
答
辮
ス

ル
都
合
ニ
ナ
ッ
テ
居
ル
サ
ウ
デ
ス
、
之
二
就
イ
テ
一
應
混
雑
ヲ
防
グ
カ
為

二
申

シ
テ
置
キ
マ
ス
ガ
、
説
明

ハ
即
二
人
ノ
お
方
カ
ラ
お
答
ニ
ナ
ル
ト
、
矢
張
臨
時

J
質
問
モ
其
ノ
部
二
就
イ
テ
切
分
ケ
テ
御
質
問
ニ
ナ
ル
ヤ
ウ
一
一
致
シ
タ
イ
ト
思

ヒ
マ
ス
、
然
ウ
致
シ
タ
ナ
ラ
バ
混
雑
ヲ
防
ル
ダ
ラ
ウ
ト
思
ヒ
マ
ス
、
即
第

一
款

卜
臨
時
部
ハ
阿
部
君
ノ
説
明
ノ
節
二
御
質
問
ア
ラ
ン
コ
ト
ヲ
希
望
シ
マ
ス
、
其

J
他
ノ
部
分
ハ
天
野
君
ノ
説
明
ガ
終
ッ
タ
後
ニ
サ
レ
タ
ラ
混
雑
ヲ
避
ケ、

質
疑

二
便
利
デ
ア
ラ
ウ
ト
思
ヒ
マ
ス

濱
野
昇
君

（八
十

七

番

）

私
モ
此
ノ
査
定
案
二
封
シ
テ
問
フ
コ

ト
ハ
御
座

リ
マ
セ
ヌ
ガ
、
天
野
君
ノ
所
ノ
高
等
中
學
ヲ
全
麿
シ
タ
ノ
ハ
…
…

ソ
レ

ハ
天
野
さ
ん
ノ
…
…
別
に
御
質
疑
ガ

全
院
委
員
長
（
島
田
三
郎
君
）

ナ
ケ
レ
バ
次
二
移
リ
マ
ス

井
上
角
五
郎
君
（
八
十
八
番
）
私
ハ
會
長
マ
デ
御
注
意

二
申
上
ゲ
タ
イ
ノ

デ
御
座
リ
マ
ス
ガ
、
此
ノ
全
院
委
員
會
モ
大
菱
長
ク
績
キ
マ
シ
タ
シ
、
且
ッ
質

問
モ
色
々
ア
ッ
タ
ガ
、
固
ョ
リ
必
要
ノ
質
問
ノ
ミ
デ
ア
リ
マ
シ
タ
ケ
レ
ド

モ、

此
ノ
上
、
文
部
省
、
選
信
省
、
農
商
務
省
ヲ
清
セ
マ
シ
テ
、
ソ
レ
カ
ラ
本
議
二

参
ル
マ
デ
ニ
ハ
是
迄
ノ
通
リ
ニ
シ
タ
ラ
、
大
菱
時
間
ガ
カ

ヽ
ル
ダ
ロ
ウ
ト
思
ヒ

マ
ス
カ
ラ
、
會
長
ガ
此
ノ
位
マ
デ
ハ
シ
テ
モ
ヨ
イ
ガ
、
此
ノ
上
問
ハ
ヌ
デ

モ
ヨ

イ
ト
思
フ
モ
ノ
ハ
、
會
長
ノ
お
見
込
ヲ
以
テ
何
時
モ
私
ノ
稜
言
ヲ
お
差
止
ニ
ナ

ル
ヨ
ウ
ナ
、
お
差
止
ア
ラ
ン
コ

ト
ヲ
望
ミ
マ

ス

全
院
委
員
長

（
島
田
三
郎
君
）
至
極
御
同
意
デ
是
迄
ハ
無
遠
慮

二
致
シ
マ

シ
タ
ガ
八
十
八
番
ナ
ド
ニ
お
氣
ノ
毒
卜
思
フ
テ
賞
ハ
遠
慮
致
シ
テ
居
リ
マ
シ

タ
、
今
八
十
八
番
カ
ラ
御
稜
議
ガ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
、

一
層
其
ノ
精
紳
デ
捗
ノ
行

ク
ヤ
ウ
一
一
致
シ
マ
ス
、
天
野
君
演
壇
デ
一
應
御
説
明
ニ
ナ
リ
マ
ス
カ
、
或
ハ
只

今
ノ
ヤ
ウ
ナ
顎
議
モ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
、
質
疑
ヲ
待
ッ
テ
お
答
ニ
ナ
リ
マ
ス
カ
何

レ
デ
モ

…
…

濱
野
昇
君
（
八
十
七
番
）
天
野
サ

ン
ノ
高
等
中
學
ヲ
全
麿
シ
タ
理
由
、
併

セ
テ
高
等
中
學
ヲ
麿
シ
タ
ラ
外
ノ
高
等
中
學
ハ
ど
う
力
知
ラ
ヌ
ガ
、
第
一
高
等
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中
學

ハ
大
學

――
這
入
ル
階
梯
デ

ア
ル
ガ
、

第

一
高
等
中
學
ヲ
麿

ス
ル
ト
、
大
學

二
這
入
ニ
ハ
ど
う
云
フ
風
ニ
ス
ル
カ
、
ソ
レ
ヲ
…
…

〔
天
野
為
之
君
演
壇

二
登
ル〕

豊
田
文
三
郎
君
（
八
十
番
）
本
員
が
お
尋
ヲ
シ
マ
ス
ノ
ハ
、
高
等
中
學
ナ

リ
女
子
師
範
學
校
、
東
京
音
架
學
校
、
是
レ
等
ヲ
麿
シ
ャ
ウ
ト
云
フ
お
見
込
ノ

理
由
ヲ
詳
細

二
承
リ
タ
イ
コ
ト
、
ソ
レ
カ
ラ
他
ノ
學
校
ハ
暫
ク
ヲ
キ
高
等
中
學

校
ヲ
魔

ス
ル
ト
セ
バ
、
現
在
ノ
生
徒
ハ
如
何
二
虞
置
セ
ラ
ル
ヽ
カ
、
之
卜
適
嘗

ノ
學
校
ガ

ア
レ
バ
其
虞
二
韓
ジ
ョ
ウ
ガ
、
又
學
校
ヲ
魔
シ
テ
モ
、
生
徒
ノ
學
業

ヲ
止
メ
ル
モ
ノ
モ
ア
ル
マ
イ
ト
思
フ
ケ
レ
ド
モ
、
一
時
許
多
ノ
生
徒
ガ
其
方
向

二
迷
フ
コ
ト
ヲ
思
フ
、
之
二
就
イ
テ
ノ
御
方
案
ハ
如
何
デ
ア
ル
ト
云
フ
コ
ト
ヲ

伺
イ
タ
イ

天
野
為
之
君
（
三
十
四
番
）

私

ハ

委

員
長
ノ
許
可
ヲ
得

マ
シ
テ
、
大
臆
―
―

就
イ
テ
初
ハ
極
簡
短

二
御
報
道
致
シ
テ
置
カ
ウ
ト
思
ヒ
マ
ス
ガ
、
ソ
レ
ヲ
致
シ

タ
ラ
後
ノ
質
問
ガ
大
キ
ニ
省
ケ
ル
ト
思
フ
コ
ト
ガ
ア
リ
マ
ス
、
（
一
向
分
リ
マ

セ
ヌ
聞
エ
マ
セ
ヌ
ノ
竪
起
ル
）
文
部
省
ノ
第
二
款
ノ
要
求
額

二
就
イ
テ
、
刑
減

ヲ
致
シ
マ
シ
タ
ル
肝
要
ナ
ル
事
件
二
就
イ
テ
、
ニ
ッ
丈
前
以
前
以
テ
お
話
シ
ヲ

致
シ
テ
置
カ
ウ
ト
思
フ
コ
ト
ガ
ア
リ
マ
ス
、
一
ツ
ハ
第
一
ヨ
リ
第
五
二
至
ル
迄

ノ
高
等
中
學
ヲ
麿
シ
、
並
二
女
子
高
等
師
範
學
校
及
ビ
音
楽
學
校
ヲ
廃
シ
タ
ル

ノ
理
由
卜
、
ソ
レ
カ
ラ
今
一
ツ
ハ

是
迄
ノ
政
府
ノ
執
ッ
テ
参
リ
マ
シ

タ
所
ノ
財

政
ノ
策
ヲ
、
小
シ
ク
変
換
シ
タ
ト
云
フ
コ
ト
ノ
ニ
ッ
デ
ア
リ
マ
ス
、
ソ
レ
デ
初

二
會
計
上
ノ
上
二
、
一
種
ノ
改
正
ヲ
行
ッ
テ
見
タ
ト
云
フ
所
以
ノ
お
話
ヲ
シ
マ

ス
ト
云
フ
ト
、

是
迄
外
ノ
諸
官
省
デ
モ
其
ノ
傾
ガ
ア
ッ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、

就
中
學
校
ノ
経
費

二
至
ッ
テ
ハ
一
定
ノ
極
ガ
ア
リ
マ
シ
テ
、
所
謂
定
額
卜
云
フ

コ
ト
ガ
土
豪

ニ
ナ
ッ
テ
居
ル
デ
ス
、
ソ
レ
故
二
是
迄
ノ
政
府
ガ
行
ヒ
来
ッ

タ
所

／
豫
算
ノ
組
方
ニ
シ
マ
ス
ト
云
フ
ト
、

學
校
並
二
圏
書
館

二
封
ス
ル
政
府
ノ
支

出
金
ノ
上
二
憫
減
ヲ
加
フ
ル
ト
云
フ
コ
ト
ハ
、
少
シ
ク
目
的
ノ
上
二
違
ッ
テ
居

ル
ヤ
ウ
ニ
ナ
ッ
テ
来
ル
、
是
迄
ハ
穂
テ
定
額
デ
、
其
ノ
定
額
ノ
中
デ
餘
ッ
タ
ナ

ラ
バ
資
本
ト
シ
テ
積
立
テ
、
餘
ラ
ナ
ケ
レ
バ
ソ
レ
ヲ
皆
使
ッ
テ
仕
舞
フ
ト
云
フ

ノ
デ
、
少
シ
ノ
異
動
ハ
ア
リ
マ
ス
ケ
レ
ド
モ
、
大
罷
ノ
上
カ
ラ
云
ッ
テ
見
ル
ト

云
フ
ト
、
國
庫
支
出
金
ノ
上
二
餘
リ
削
減
ヲ
セ
ヌ
ト
云
フ
ノ
ハ
、
是
迄
ノ
政
府

ノ
極
リ
ノ
ヤ
ウ
ニ
思
ヒ
マ
ス
、
又
年
々
歳
々
少
シ
モ
資
本
ノ
出
来
ナ
カ
ッ
タ
モ

ノ
ハ
、
皆
ナ
餘
ッ
タ
金
ヲ
使
ッ
テ
行
ク
ト
云
フ
コ
ト
カ
ラ
起
ッ
テ
居
ル
ノ
デ
ア

リ
マ
ス
カ
ラ
、

資
本
力
出
来
タ
ト
云
フ
一
黙
カ
ラ
見
テ
モ
、
豫
算
ノ
極
方
ノ
上

二
餘
リ
、
ガ
ア
ル
ト
云
フ
證
捩
ニ
ナ
ッ
テ
来
ル
、
其
ノ
土
豪
ハ
學
校
二
資
本
ヲ

積
ム
ト
云
フ
コ
ト
ガ
、
甚
得
策
デ
ア
ル
ト
云
フ
コ
ト
ハ
政
府
ノ
意
見
デ
ア
ル
カ

ラ
、
ソ
レ
ニ
依
ッ
テ
豫
算
ノ
極
メ
方
が
綿
密
デ
、
必
要
欽
ク
ベ
カ
ラ
ザ
ル
費
用

ヲ
積
ッ
テ
ス
ル
ノ
デ
ナ
ク
、
幾
ラ
遣
ル
ト
云
フ
定
額
ヲ
極
メ
テ
、
其
ノ
定
額
デ

ぃ
~
加
減
ナ
科
目
ヲ
営
嵌
メ
テ
然
ウ
シ
テ
餘
シ
テ
行
ク
ノ
デ
ア
ル
、
年
々
餘
ツ

テ
行
ク
ノ
ハ
豫
算
ノ
極
方
ノ
粗
漏
デ
ア
ル
ト
云
フ
ノ
デ
ア
ル
、
即
掛
直
ガ
入
ッ

テ
ア
ル
ノ
デ
ア
ル
、
若
シ
掛
直
ガ
ナ
ケ
レ
バ
年
々
資
本
ノ
餘
ル
氣
遣
ハ
ナ
イ
、

故
二
政
府
デ
モ
其
ノ
掛
直
ノ
ア
ル
コ
ト
ヲ
認
メ
、
學
校
ノ
方
デ
モ
掛
直
ヲ
致

シ
、
一
年
ノ
後
二
餘
ッ
タ
モ
ノ
ヲ
積
ン
デ
資
本
ニ
ス
ル
カ
ラ
、
此
ノ
會
計
ノ
方

法
ガ
宣
シ
ク
ナ
イ
ト
云
フ
理
由
二

至
ッ
テ
ハ
、
本
會
二
於
テ
色
々
御
議
論
モ
ア

リ
マ
セ
ウ
ケ
レ
ド
モ
、
今
支
出
ノ
上
デ
私
ハ
此
ノ
方
法
ヲ
麿
メ
テ
、
然
ウ
シ
テ

國
庫
支
出
金
ノ
上
二
於
テ
モ
圃
減
麿
除
ス
ベ
キ

モ
ノ
ハ
胴
減
減
除
シ
、
若
シ
資

本
ヲ
積
ム
ト
云
フ
コ
ト
ガ
得
策
デ
ア
ル
ト
云
フ
コ
ト
ニ
ナ
ッ
タ
ナ
ラ
バ
、
外
ニ

財
産
買
入
卜
云
フ
費
目
ヲ
設
ケ
テ
、
特
別
國
庫
カ
ラ
寄
附
ス
ル
資
本
ハ
積
マ
ヌ

ト
云
フ
矩
合
デ
、
外
ノ
費
目
ヲ
是
非
見
出
シ
テ
餘
ツ
タ
カ
ラ
是
非
ト
モ
積
ム
ト
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云
フ
ノ
ハ
、
不
罷
裁
ナ
間
違
ッ
タ
會
計
法
デ
ア
ル
ト
思
ヒ
マ
ス
カ
ラ
、
是
迄
ノ

政
府
ノ
や
リ
来
ッ
タ
定
額
式
卜
異
ッ
テ
居
リ
マ
ス
カ
ラ
、
一
應
其
ノ
事
ヲ
申
シ

テ
置
キ
マ
ス

ソ
レ
カ
ラ
其
ノ
次
二
多
ク
ノ
學
校
ヲ
麿
シ
タ
ト
云
フ
理
由
卜
、
又
其
ノ
後
ノ

虞
分
方
卜
云
フ
コ
ト
ニ
就
イ
テ
ノ
返
答
ハ
、
幾
ラ
カ
私
一
個
ノ
意
見
卜
云
フ
モ

ノ
ト
、
豫
算
委
員
全
閥
ノ
意
見
ト
ハ
異
ッ
テ
居
ル

ノ
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
私
ハ
只

豫
算
委
員
ノ
意
見
、
豫
算
委
員
ノ
厳
決
ヲ
御
報
道
申
上
ケ
ル

ノ
デ
ア
リ
マ
ス
カ

ラ
、
豫
算
委
員
會
ノ
説
ヲ
此
虞
二
申
上
ゲ
ル
ヨ
リ
外
二
仕
方
ガ
ナ
イ
ノ
デ
ア
リ

マ
ス
、
ソ
レ
デ
何
故
二
所
々
ノ
高
等
中
學
校
ヲ
廃
シ
タ
カ
ト
云
フ
ノ
ニ
、
國
二

高
等
中
學
校
ノ
必
要
ガ
ナ
イ
ト
云
フ
／
デ
ハ
決
シ
テ
ナ
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、

今
日
ノ
教
育
上
ノ
有
様
カ
ラ
見
夕
時
二
、
必
ズ
シ
モ
國
費
ヲ
以
テ
高
等
中
學
校

ヲ
維
持
ス
ル
ノ
必
要
ハ
最
ウ
既
二
絶
ヘ
テ
居
ル
ソ
レ
デ
若
シ

モ
高
等
中
學
校
ガ

倒
レ
タ
ト
云
フ
…
…
図
立
ノ
高
等
中
學
校
ガ
倒
レ
タ
ト
云
フ
コ
ト
ニ
ナ
ッ
テ

モ、

社
會
二
必
要
ガ
ア
リ
需
要
ガ
ア
ッ
タ
時

ニ
ハ
私
立
ノ
學
校
ガ
起
ル
、
若
シ

私
立
ノ
モ
ノ
ガ
ナ
ケ
レ
バ
或
ハ
地
方
ノ
設
立
シ
タ
高
等
中
學
ガ
起
ッ
テ
来
ル
デ

ア
ラ
ウ
、
中
央
政
府
ノ
図
庫
ノ
費
用
ヲ
以
テ
維
持
シ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
ト
云
フ

ノ
必
要
ハ
最
ウ
絶
ヘ
テ
居
ル
カ
ラ
、
此

ノ
費
目
ヲ
削
除
ス
ル
ト
云
フ
ノ
ガ
、
是

ガ
豫
算
委
員
會
二
於
テ
削
除
ノ
理
由
デ
ア
ル

ソ
レ
カ
ラ
女
子
師
範
學
校
並
二
音
架
學
校
モ
是
卜
同
様
ノ
謬
デ
ア
リ
マ
シ

テ
、
或
ハ
女
子
高
等
師
範
學
校
ヲ
設
ケ
ル
必
要
ガ
ア
ル
デ
ア
リ
マ
セ
ウ
シ
、
又

音
楽
學
校
ノ
日
本
二
必
要
デ
ア
ラ
ウ
ガ
、
併
シ
ナ
ガ
ラ
國
立
ノ
斯
ノ
如
キ
學
校

ヲ
立
テ
ル
必
要
ハ
今
日
ハ
ナ
イ
、
若
シ
是
等
ノ
學
校
ガ
倒
レ

ヽ
バ
私
立
ノ
學
校

ガ
立
ッ
テ
此
ノ
峡
乏
ヲ
補
フ
故
二
、
斯
ノ
如
キ
學
校
ハ
必
要
デ
ナ
イ
ト
云
フ
ノ

デ
ハ
ナ
イ
ケ
レ
ド
モ
、
國
費
ヲ
以
テ
維
持
ス
ル
必
要
ガ
ナ
イ
カ
ラ
、
断
然
是

ハ

止
メ
ル
ト
云
フ
ノ
ガ
豫
算
委
員
會
ノ
之
ヲ
麿
ス

ル
理
由
デ
ア
ル
ノ
デ
ア
ル
、
ソ

レ
デ
其
ノ
後
二
生
徒
ノ
虞
分
方
ハ
ど
う
云
フ
風
ニ
ス
ル
カ
ト
云
フ
ノ
お
尋
ネ
ガ

一
ツ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
之
二
向
ッ
テ

ハ
豫
算
委
員
會
デ
ハ
別
二
議
論
モ
ナ
カ
ッ
タ

コ
ト
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
別
二
議
論
ノ
ナ
カ
ッ
タ
ト
云
フ
コ
ト
カ
ラ
推
シ
テ
見
テ

モ
止
ム
ヲ
得
ズ
是
等
ハ
其
ノ
儘
二
放
任
ス
ル

ト
云
フ
ヨ
リ
外
仕
方
ガ
ナ
イ
、
高

等
中
學
ノ
下
ノ
方
二
居
ル
モ
ノ
ハ
ソ
レ
相
営
ノ
尋
常
中
學
校
二
這
入
り
、
其
ノ

他
ノ
學
校
二
這
入
リ
、
又
上
ノ
方
二

居
ル

モ
ノ
ハ
自
然
ノ
需
用
供
給
ノ
閥
係

デ
、
新
タ
ノ
學
校
ガ
起
レ
バ
ソ
レ
ニ

這
入
ル
ト
カ
、
若
シ
ソ

レ
ガ
ナ
カ
ッ
タ
ナ

ラ
バ
甚
是
ハ
氣
ノ
毒
デ
ア
ル
ガ
、
仕
方
ガ
ナ
イ
ト
云
フ
ノ
ガ
豫
算
委
員
會
ノ
意

見
卜
、
私
ハ
信
ジ
テ
居
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
ソ
レ
デ
尚
此
ノ
各
學
校
ノ
続
費
ヲ

節
減
シ
マ
シ
タ
コ
ト
ニ
就
イ
テ
ノ
詳
細
ノ
コ
ト
ハ
、
特
別
會
計
卜
閥
係
ヲ
シ
テ

居
ル
カ
ラ
其
ノ
方
ヲ
御
覧
ニ
ナ
レ
バ
、
略
ホ
分
ッ
テ
居
ッ
テ
私
ノ
説
明
ヲ
要
セ

ス
ト
思
フ
カ
、
尚
御
質
疑
ガ
ア
レ
バ
穂
豫
算
ノ
方
モ
特
別
會
計
ノ
方
モ
御
質
シ

ヲ
願
フ
繹
デ

ア
リ
マ
ス

近
藤
準
平
君
（
七
十
番
）
只
今
ノ
御
説
明
デ
高
等
師
範
學
校
其
ノ
他
高
等

中
學
校
ヲ
麿
ス
ル
ト
云
フ
コ
ト
ハ
分
リ
マ
シ
タ
ガ
、
然
ル
ニ
此
ノ
高
等
商
業
學

校
第
…
…
九
項
カ
ラ
ソ
レ
カ
ラ
シ
マ
シ
タ
十
三
項
迄
、
是
等
ヲ
存
シ
テ
置
ク
ト

云
フ
ノ
ハ
ど
う
云
フ
認
力
、
之
ヲ
一
應
：
…
•
矢
張
高
等
中
學
校
ナ
ド
ヲ
麿
ス
ル

以
上
ハ
、
無
論
是
モ
麿
シ
テ
宜
カ
ラ
ウ
ト
思
フ
ガ
、
之
ヲ
存
シ
テ
置
ク
理
由
ヲ

承
リ
タ
イ

天
野
為
之
君
（
三
十
四
番
）
其
ノ
理
由
ヲ
述
ベ
ル
ノ
ハ
、
本
會
ノ
方
デ
ス

ベ
キ
デ
ア
ラ
ウ
ト
思
ッ
テ
居
ル
ガ
、
極
簡
短

二
お
答
ヲ
致
シ
テ
見
レ
バ
、
此
ノ

高
等
商
業
學
校
ナ
リ
、
東
京
工
業
學
校
ナ
リ
、
美
術
學
校
其
ノ
他
ノ
學
校
ハ
、

今
日
ノ
虞
デ
ハ
、
末
ダ
世
間
二
此
ノ
學
校
ヲ
維
持
ス

ル
丈
ノ
需
用
ガ
ナ
イ
、
言
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バ
此
虞
デ
…
…

武
富
時
敏
君
（
二
百
三
十
七
番
）

ラ
、
お
答
へ
致
シ
テ
宜
シ
ウ
御
座
イ
マ
ス
カ

全
院
委
員
長
（
島
田
三
郎
君
）

宜
シ
イ

其
ノ
事
ハ
私
ガ
心
得

テ
居
リ
マ
ス
カ

換
ヘ
テ
見
レ
バ
、
若
シ
是
等
ノ
學
校
ヲ
政
府
デ
立
テ
テ
置
カ
ナ
カ
ッ
タ
ナ
ラ

バ
、
容
易
二
民
間
デ
此
ノ
如
キ
學
校
ノ
起
ル
マ
イ
カ
ラ
暫
ク
其
ノ
儘
ニ
シ
テ
置

ク
ノ
デ
、
而
シ
テ
若
シ
自
然
民
間
二
斯
ノ
如
キ
學
校
ノ
起
ル
傾
ガ
ア
レ
バ
、
之

ヲ
麿
ス
ル
コ
ト
ハ
素
ヨ
リ
ノ
コ
ト
デ
ア
ラ
ウ
ト
思
フ

天
野
若
圃
君
（
百
九
十
二
番
）
先
キ
ニ
此
ノ
査
定
書

二
就
イ
テ
敷
冊
ノ
正

誤
書
ガ
出
マ
シ
テ
、
本
員
モ
之
ヲ
書
入
レ
マ
シ
タ
ガ
、
ソ
レ
ガ
火
災
ノ
為
二
再

版
ニ
ナ
ッ
タ
モ
ノ
ヲ
配
布
サ
レ
マ
シ
タ
ガ
、
其
ノ
再
版
ノ
ハ
原
書

ニ
モ
ナ
ク
、

又
正
誤
ニ
モ
ナ
キ
金
額
ガ
書
イ
テ
ア
リ
、
或
ハ
正
誤
シ
タ
分
ガ
ア
リ
マ
ス
ガ
、

何
レ
ヲ
正
シ
キ
モ
ノ
ト
見
テ
宣
シ
イ
カ
、
之
ヲ
お
尋
ネ
シ
テ
置
キ
マ
ス
、
先
ヅ

其
ノ
例
證
ヲ
拳
ケ
レ
バ
既
二
此
ノ
穂
説
明
書
ノ
所
二
於
テ
七
千
九
百
十
四
万
云

々
卜
云
フ
ノ
ガ
ア
ル
ニ
、
正
誤
ニ
ハ
七
千
八
百
万
云
々
卜
云
フ
様
二
正
誤
書
卜

違
フ
テ
居
リ
マ
ス
、
又
其
ノ
次
二
査
定
額
ガ
七
千
四
百
九
十
七
万
云
々

ト
ア
ル

ノ
ヲ
、
正
誤
書

ニ
ハ
七
千
四
百
十
四
万
云
々
ト
ア
ル
、
其
ノ
次
二
鰹
常
歳
出
額

が
六
千
三
百
五
十
一
万
云
々
ト
ア
ル
ノ
ガ
、
原
書
デ
ハ
六
千
三
百
三
十
四
万
云

々
ト
ア
リ
、
正
誤
ニ
ハ
六
千
三
百
三
十
四
万
云
々
ト
ア
ル
ノ
ガ
、
是
ハ
執
レ
ニ

依
ッ
テ
正
シ
キ
ト
認
定
シ
マ
ス
カ
、
ど
う
モ
不
明
瞭
デ
ア
ル
ガ
執
レ
ヲ
正
シ
キ

モ
ノ
ト
見
テ
宜
シ
イ
カ
、

一
應
御
辮
解
ヲ
願
ヒ
マ
ス

天
野
為
之
君
（
三
十
四
番
）
其
ノ
事
ー
ー
就
イ
テ
ハ
今
担
ヲ
持
ッ
テ
居
リ
マ

セ
ン
シ
答
辮

ス
ル
朦
ー
ー
ハ
参
リ
マ
セ
ヌ
ガ
、
是
ハ
穂
餞
ノ
説
明
ノ
時
二
委
員
長

ー
ー
デ
モ
お
質
問
ヲ
願
ヒ
マ
ス
、
若
シ
文
部
省
ダ
ケ
ノ
コ
ト
デ
ア
リ
マ
ス
ル
ナ
ラ

武
富
時
敏
君
（
二
百
三
十
七
番
）
ソ

レ
ハ
再
版
ノ
方
ガ
正
シ
イ
ノ
デ
ア
リ

マ
ス
、
再
版
卜
申
ス
ノ
ハ
•
…
•
•
前
二
差
出
シ
マ
シ
タ
正
誤

書
卜
云
フ
ノ
モ
至
ツ

テ
敷
ガ
多
ク
テ
、

一
々
諸
君
ノ
お
書
入
レ
ニ
御
困
難
デ
ア
ラ
ウ
ト
云
フ
ノ
デ
、

其
ノ
正
誤
書

ニ
ョ
リ
マ
シ
テ
、
査
定
書
ノ
如
キ
ハ
一
々
正
誤
ヲ
加
ヘ
テ
、
更
ニ

再
版
二
付
シ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
然
ル
ニ
再
版
J
方
二
又
少
シ
ノ
誤
ガ
ア
リ
マ

シ
テ
、
其
ノ
正
誤
ハ
昨
日
各
部
二
向
ッ
テ
御
配
付
致
シ
マ
シ
タ
、
其
ノ
重
ナ
ル

所
ハ
只
今
何
番
カ
カ
ラ
お
尋
ノ
此
ノ
査
定
額
穂
説
明
ノ
一
行
ヨ
リ
六
行
マ
デ

ノ
、
即
第
一
段
落
ノ
所
デ
歳
入
ノ
全
額
ヲ
加
ヘ
テ
ア
ル
ノ
ガ
、
前
二
正
誤
ヲ
致

シ
マ
セ
ヌ
前
―
-
…
…
つ
い
是
丈
ノ
正
誤
ヲ
加
へ
損
ッ
テ
再
版
ニ
シ
マ
シ
タ
、
之

二
依
ッ
テ
昨
日
印
刷
シ
テ
既
二
各
員

二
お
廻
シ
申
シ
タ
…
…
イ
ヤ
昨
日
デ
ハ
ア

リ
マ
セ
ヌ
一
昨
日
デ
ス
、
一
昨
日
ノ
午
前
二
お
廻
シ
致
シ
マ
シ
タ
、
是
デ
御
承

知
ヲ
願
ヒ
マ
ス

天
野
若
園
君
（
百
九
十
二
番
）
然
ラ
バ
念
ノ
為
二
お
尋
ネ
致
シ
マ
ス
ガ
、

是
迄
ノ
正
誤
書

ハ
穂
ベ
テ
反
古
卜
心
得
テ
、
今
度
再
版
ニ
ナ
ッ
タ
モ
ノ
ヲ
以

テ
、
正
シ
キ
モ
ノ
ト
心
得
テ
宜
シ
ウ
御
坐
イ
マ
ス
カ

武
富
時
敏
君
（
二
百
三
十
七
番
）
左
様
デ
御
坐
イ
マ
ス
、
是
迄
ノ
正
誤
ハ

反
古
ニ
ナ
ッ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
前
ノ
正
誤
二
依
ッ
テ
前
ノ
査
定
書
ヲ
一
々
正

誤
ノ
上
再
版

ニ
シ

タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
カ
ラ
前
ノ
正
誤
書

ハ
不
用
ナ
ノ
デ
ア
リ

山
口
左
七
郎
君
（
九
十
七
番
）
委
員
二
お
尋
ネ
致
シ
マ
ス
ガ
、
只
今
ノ
御

説
明
デ
大
概
分
リ
マ
シ
タ
ガ
、
資
本
金
積
立
テ
ノ

コ
ト
ハ

是
マ
デ
年
々
積
来
ツ

夕
學
校
モ
御
座
イ
マ
セ
ウ
シ
、
又
雖
二
特
別
會
計

二
依
ッ
タ
モ
ノ
モ
ア
リ
、
又

豫
算
案
二
依
ッ
テ
見
レ
バ
今
年
度
あ
た
り
カ
ラ
生
ジ
マ
ス
ル
モ
ノ

モ
ア
ル
ヤ
ウ

ニ
思
ヒ
マ
ス
ガ
、
此
ノ
高
等
師
範
學
校
カ
ラ
以
下
東
京
圏
書
館
二
至
ル
マ
デ
ノ

マ
ス
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鹿
島
秀
麿
君
（
三
十
一
番
）

ヲ
望
ミ
マ
ス

全
院
委
員
長
（
島
田
一
二
郎
君
）

商
務
ノ
方
二
移
ラ
ウ
ト
思
ヒ
マ
ス

〔
異
議
ナ
シ
ト
呼
ブ
モ
ノ
ア
リ
〕

リ
マ
ス

各
學
校

二
於
テ
、
今
日
マ
デ
ニ

積
立

テ
マ
シ
タ
金
額
ガ
若
シ
お
分
リ
ニ
ナ
ッ
テ

居
リ
マ
ス
ナ
レ
バ

、
心
得
ノ
為
二
承
リ
タ
ウ
御
座
イ
マ
ス

天
野
為
之
君
（
三
十
四
番
）
ソ
レ
ハ
豫
テ
政
府
委
員
カ
ラ
委
員
等
ガ
受
取

ッ
タ
分
ガ
、
現
二
此
虞
ニ
ア
リ

マ
ス
ガ
、
昨
日
ア
タ
リ
何
番
ヨ
リ
カ
ノ
お
請
求

ニ
ョ
ッ
テ
、
政
府
委
員
ョ
リ
談
話
室

二
備
付
ケ
ル
手
順
ト
カ
ニ
ナ
ッ
テ
居
ル
ト

思
ヒ
マ
ス
ガ
、
若
シ
ソ
レ
ガ
ナ
ケ
レ
バ
私
カ
ラ
お
答
ヲ
致
シ
テ
モ
宜
シ
ウ
御
座

（
『
國
家
敬
育
』
第
五
号
、
明
治
二
十
四
年
二
月
）

音
楽
は
徳
育

・
知
育
・
体
育
の
い
ず
れ
に
属
す
る
か
と

い
う
安
田
議
員
の
質
問

は
、
こ
う
し
て
新
聞
を
通
じ
て
世
間
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
り
、

数
々

の
議
論
を
呼
ん

だ
。
哲
学
博
士
井
上
哲
次
郎
が
朝
比
奈
知
泉
に
送
っ
た
書
簡
も
そ
の

一
っ
で
あ
る
。

こ
の
書
簡
は
二
月
四
日
付
の
『
東
京
新
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
。
井
上
は
、
教
育
を

智
・
体
•
徳
の
三
つ
に
分
類
す
る
方
法
が
ス
ペ
ン
サ
ー
の
考
え
方
に
基
づ
い
て
い
る

こ
と
、

ギ
リ
シ
ャ
や
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
は
こ
の
よ
う
な
区
別
を
行
わ
な
か
っ
た

こ
と

を
指
摘
し
、
。フラ
ト
ン
、
リ
ー
ケ
、
ワ
イ
ツ

(11
ヴ
ァ
イ
ツ

T
.W
a
i
t
z
)
、
モ
ン
テ

ス
キ
ュ
ー
ら
の
分
類
例
を
挙
げ
る
。
さ
ら
に
ヘ
ル
バ
ー
ト

(
1
1ヘ
ル
バ
ル
ト
J•
F
.

H
e
r
b
a
rt
)
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
、
孔
子
、
ク
セ
ノ
フ
ォ
ン
の
音
楽
論
を
紹
介
し
て
い

る
。
ま
た
、
音
楽
が
国
家
に
と
っ
て
必
要
で
あ
る
こ
と
を
説
き
、
こ
れ
を
認
識
し
な

い
わ
が
国
の
文
化
の
低
さ
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
議
員
に
、
音
楽
学
校

へ
行

っ
て
心

洗
わ
れ
る
よ
う
な
音
楽
を
聴
く
よ
う
勧
め
て
い

る（
こ
の
書
簡
は
次
項
で
挙
げ
る
）
。

若

シ
御
質
疑
ガ

ア
リ
マ
セ
ヌ
ナ
ラ
バ
、

農

本
員
ハ
最
早
農
商
務
ノ
質
問
二
移
ラ
ン
コ
ト

同
じ
頃
、
伊
澤
修
二
、
誹
津
専
一
二
郎
の
両
氏
も
、
そ
れ
ぞ
れ
明
快
で
説
得
力
の
あ

る
論
述
を
発
表
し
て
い

る

（
次
項
参
照
）
。

こ
う
し
た
さ
な
か
、
紀
元
節
祝
賀
式
が
、
こ

の
年
も
東
京
音
楽
学
校
で
開
か
れ
、

伊
澤
校
長
お
よ
び
島
田
三
郎
衆
議
院
議
員
の
演
説
が
あ
っ

た
。
島
田
の
演
説
の
趣
旨

は
、
音
楽
は
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、
古
く
か
ら
教
育
上
不
可
欠
の
も
の
と
さ
れ
て
き

た
。
し
か
し
、
わ
が
国
で
は
封
建
時
代
に
は
音
楽
は
算
術
と
と
も
に
教
育
の
範
囲
か

ら
外
れ
れ
て

い
た
た
め
に
、
正
雅
な
ら
ざ
る
俗
曲
が
横
行
し
て
風
俗
を
乱
し
て
き

た
。
し
か
し
音
楽
が
心
身
の
健
全
な
成
長
に
必
要
で
あ
る

こ
と
は
、
西
欧
や
中
国
の

思
想
と
実
践
が
示
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
現
在
、
わ
が
国
で
は
音
楽
は
他
の
芸

術
に
比
べ
て
遅
れ
て
い
る
が
、
今
後
音
楽
に
携
わ
る
人
は
音
楽
の
発
展
に
い
っ
そ
う

尽
力
し
て
ほ
し
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
（
四
の
項
参
照
）
。

大
荒
れ
の
帝
国
議
会
に
対
し
、
議
会
の
前
後
や
休
憩
に
陸
海
軍
の
演
奏
を
入
れ
て

は
ど
う
か
と
提
案
す
る
記
事
も
現
れ
た
。

帝
國
議
會
に
一
音
楽
を
用
ひ
よ

員
理
を
稜
見
し
正
論
を
案
出
す
る
は
、
常
に
喧
器
の
街
衛
に
於
て
為
す
能
は

ず
し
て
、
幽
蓬
の
地
に
虚
心
平
氣
を
保
つ
時
に
あ
り
。
近
時
帝
國
議
會
の
紛
擾

日
一
日
よ
り
甚
く
、
日
＜
硬
、
日
＜
軟
、
日
く
中
軟
、
口
角
沫
を
飛
し
、
舌
頭

火
を
吐
き
て
、
目
指
賂
に
裂
け
ん
と
す
。
此
喧
難
の
中
に
あ
り
て
或
は
正
嘗

の

議
決
を
為
す
こ
と
甚
難
し
。
然
ら
ば
議
會
の
前
後
若
く
は
休
息
の
時
に
於
て
、

〔
マ
マ
〕

海
陸
軍
の
一
音
楽
を
奏
し
て
、

議
員
の
激
熱
を
融
和
す
る
こ
と
甚
太
切
な
り
、
又

此
の
如
く
せ
ば
兼
ね
て
安
田
氏
の
如
き
昔
柴
上
の
聾
者
を
、
不
言
に

し
て
服
せ

し
む
る
に
足
る
も
の
あ
ら
ん
。

（
『
敬
育
時
論
』
第
ニ

―
0
号
、
明
治
二
十
四
年
二
月
）

衆
議
院
で
は
そ
の
頃
特
別
委
員
九
名
が
選
ば
れ
調
査
を
依
頼
さ
れ
て
い
た
。
委
員
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長
は
岩
崎
萬
次
郎
で
あ
っ
た
。
二
十
日
付
の
『
東
京
新
報
』
に
は
岩
崎
の
報
告
が
載

っ
て
い

る
。
特
別
委
員
の
審
議
の
結
果
で
は

「第

一
高
等
中
學
校
以
外
の
學
校
に
到

し
て
は
支
出
せ
ざ
る
べ
し
」
、
「
各
地
方
高
等
學
校
の
本
科
は
之
を
第

一
高
等
中
學
校

に
集
め
以
て
政
費
を
節
減
す
る
に
在
り
」
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
政
府
委

員
と
し
て
説
明
に
立
っ
た
辻
文
部
次
官
は
、
第

一
高
等
中
學
校
だ
け
で
は
地
方
高
等

中
学
校
の
役
割
を
背
負
い
き
れ
な
い
、
地
方
で
人
材
が
育
た
な
く
な
る
な
ど
の
点
を

挙
げ
て
地
方
高
等
中
学
校
の
必
要
を
説
い
て
い
る
。
続
い
て
女
子
高
等
師
範
学
校
に

つ
い
て
、
女
性
教
師
の
存
在
が
女
子
教
育
の
み
な
ら
ず
男
子
に
お
い
て
も
幼
少
に
は

必
要
で
あ
る

こ
と
、
加
え
て
、
女
性
教
師
は
男
性
教
師
よ
り
も
給
料
が
低
廉
で
す
む

な
ど
の
点
を
挙
げ
て
存
続
を
求
め
て
い
る
。
そ
し
て
音
楽
学
校
に
つ

い
て
は

「
東
京

音
楽
學
校
唱
歌
音
楽
を
敦
授
す
る
を
主
眼
と
し
此
校
を
措
て
他
に
之
を
敬
授
す
る
の

學
校
な
し
特
に
音
楽
唱
歌
は
兒
童
の
精
神
上
の
数
育
に
必
要
な
る
が
故
に
今
日
に
は

到
底
此
學
校
を
陵
す
べ
か
ら
ず
又
天
野
君
等
の
意
見
に
て
は
此
等
の
各
學
校
を
腹

せ
ら
れ
ざ
る
も
経
費
は
非
常
に
節
減
を
加
へ
ら
れ
た
り
此
に
て
は
機
闘
の
運
轄
望
む

べ
か
ら
ざ
る
な
り
」
と
し
て
、
原
案
の
ま
ま
可
決
す
る
よ
う
訴
え
て
い
る
（
『
東
京
新

報
』
明
治
二
十
四
年
二
月
二
十
日
）
。
こ
の
結
果
、
特
別
委
員
に
よ
る
審
議
は
越
権
で
は

な
い
か
と
の
意
見
が
出
さ
れ
、
天
野
為
之
他
二
名
に
よ
る
修
正
案
を
議
題
と
し
て
再

審
査
さ
れ
る
こ
と
と
な
る

（
さ
ら
に
詳
細
は
『
官
報
』
附
録
参
照
）
。

二
月
二
十
五
日
発
行
の
『
一
音
楽
雑
誌
』

に
は
、
こ
の
予
算
審
議
の
経
過
が
記
さ

れ
、
音
楽
学
校
の
存
続
が
よ
う
や
く
決
定
さ
れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
安
田

議
員
の
質
問
の
こ
と
は
重
複
す
る
が
、
そ
れ
を
含
め
て
引
用
し
て
お
く
。

東
京
昔
架
學
校
の
存
麿
論
に
就
て
は
世
論
も
喧
し
く
文
部
省
政
府
案
に
到
す

る
衆
議
員
の
質
問
中
に
も
安
田
楡
逸
氏
の
日
<
-
音
楽
學
校
の
要
求
額
は
壼
万
戴

千
九
百
戴
拾
園
で
御
座
り
ま
し
て
昨
年
に
比
す
れ
ば
二
千
四
百
園
の
多
額
で
有

升
従
恋
音
楽
の
如
き
も
の
は
鼠
に
人
の
耳
目
を
悦
ば
せ
る
も
の
の
如
き
も
の

で

御
座
り
ま
し
た
成
程
文
明
の
今
日
に
な
り
ま
し
て
は
幾
分
か
必
要
が
御
座
り
ま

せ
う
併
し
昔
柴
研
究
の
為
に
壼
万
以
上
の
図
庫
の
負
撥
を
要
す
る
か
否
と
云
ふ

は
大
に
熟
考
し
な
け
れ
ば
成
ま
せ
ぬ
が
近
来
文
部
の
趣
意
に
は
三

つ
の
趣
意
が

あ
る
と
聞
い
て
居
り
升
即
ち
學
問
す
る
に
は
体
育
智
育
徳
育
と
云
ふ
三
つ
を
趣

意
と
し
て
数

へ
る
と
云
ふ
抑
も
此
昔
架
は
徳
育
の
為
で
御
座
り
ま
せ
う
か
若
く

は
知
育
の
為
で
御
座
り
ま
す
る
或
は
体
育
の
為
で
御
座
り
ま
す
る
か
文
部
省
で

は
如
何
に
此
＿
音
架
を
見
て
居
ら
る
A

か
と
論
し
ら
れ
遂
に
は
特
別
委
員
九
名
を

撰
ば
れ
其
委
員
長
岩
崎
万
次
郎
よ
り
●
十
八
日
に
報
告
さ
れ
た
る
も
の
は
即
ち

文
部
省
所
管
第
二
款
諸
學
校
紐
費

の
審
査
特
別
委
員
會
報
告
と
し
て
其
本
文
に

は
本
會
に
付
托
せ
ら
れ
た
る
文
部
省
所
管
諸
學
校
罷
費
審
査
候
慮
其
結
果
即
第

四
項
な
る
第
一
高
等
中
學
校
に
封
し
其
鰹
費
金
八
万
七
千
六
百
八
十
五
圏
九
十

三
錢
五
厘
を
支
出
す
る
も
の
と
し
第
三
項
の
女
子
師
範
學
校
第
五
第
六
第
七
第

八
項
の
各
高
等
中
學
校
及
第
十
二
項
の
東
京
＿
音
楽
校
の
経
費
は
凡
て
支
出
せ
ざ

る
も
の
と
決
定
す
但
し
天
野
為
之
外
二
名
は
本
文
の
議
決
に
反
劉
な
る
意
見
を

有
す
る
が
故
に
議
院
規
則
第
五
十
七
條
に
依
り
特
に
意
見
書
を
提
出
す
右
報
告

に
及
ひ
候
也
と
嗚
呼
今
＿
音
楽
校
の
命
脈
も
已
に
絶
た
ん
と
す
る
の
勢
其
開
係
の

人
々
に
も
薄
氷
を
踏
か
如
く
の
思
ひ
に
て
其
終
決
を
待
し
に
天
野
為
之
外
二
名

の
脩
正
説
に
て
起
立
多
敷
を
得
依
然
と
存
置
す
る
事
に
決
議
し
た
り
吾
邦
昔
架

の
為
め
に
賀
す
べ
き
な
り
只
願
ふ
昔
架
學
校
は
尚
ほ
一

層
奮
て
有
為
の
志
士
を

養
成
し
美
妙
の
技
師
を
出
し
て
＿
音
架
の
慎
債
を
あ
げ
ら
れ
ん
こ
と
を
希
望
し
て

止
ま
さ
る
な
り

こ
の
時
の

『
＿
音
楽
雑
誌
』

は
、
巻
頭
で
音
楽
学
校
が
よ
う
や
く
廃
止
を
免
れ
た
こ

と
を
報
じ
、
音
楽
関
係
者
に
「
登
に
徒
ら
に
眠
れ
る
獅
子
を
學
ぶ
の
時
に
あ
ら
ざ
る

な
り
」
と
呼
び
か
け
た
（
二
項
の
「
猶
務
め
よ
」
）
。
ほ
か
に
も

〈君
が
代
〉
さ
え
満

（『
音
楽
雑
誌
』
第
六
号
、
明
治
二
十
四
年
二
月）
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足
に
歌
う
こ
と
の
で
き
な
い
人
が
多
い
こ
と
を
指
摘
し
、
音
楽
教
育
の
普
及
を
訴
え

る
も
の
（
二
項
の
「
時
来
れ
り
」）、
国
立
音
楽
学
校
の
必
要
を
強
調
し
た
も
の
（
ニ

項
の
「
東
京
―
音
楽
學
校
の
件
に
就
き
意
見
書
」
）
が
同
時
に
発
表
さ
れ

て
い

る
。
同

校
の
存
続
を
求
め
る
声
は

こ
の
頃
い
ち
だ
ん
と
盛
り
上
り
を
見
せ
て
い

る
が
、
こ
れ

ら
は
二
の
項
に
一
括
し
て
挙
げ
る
。

三
月
に
入
る
と
厳
員
の
音
楽
学
校
参
観
が
実
現
し
、
こ
の
た
め
の
演
奏
会
が
開
か

れ
た
。
伊
澤
校
長
は
こ
こ
で
も
同
校
の
事
業
を
説
明
し
、
そ
の
重
要
性
を
強
調
し

た
。

議
員
の
音
楽
校
参
観

―
―
一
月
十
日
と
十
七
日
と
の
二
回
貴
族
院
衆
議
員
の
諸
氏
敷
名
つ
A

参
観
さ
れ

た
る
に
よ
り
同
校
に
て
は
種
々
の
架
曲
を
演
奏
し
且
つ
伊
澤
校
長
に
は
楽
曲
説

明
と
し
て
左
の
如
く
陳
べ
ら
れ
た
り

か

た

じ

け

よ

き

今
日
は
本
校
に
議
員
諸
君
の
末
校
を
辱
な
し
校
員

一
統
謝
す
る
所
な
り
此
幸

を
り機

に
際
し
て
少
し
く
本
校
の
事
歴
を
陳
べ
来
校
諸
君
の
参
考
に
供
せ
ん
と
す

本
校
は
已
に
諸
君
の
了
せ
ら
る
A

如
く
先
つ
一
方
に
は
数
育
に
開
し
て
幼
稚

園
、
小
學
校
、
中
學
校
に
劉
し
其
子
弟
の
徳
性
を
涵
養
し
愛
國
の
氣
象
を
養

つ

く

り

つ

と

む

成
す
る
に
適
す
る
所
の
歌
を
作
て
此
種
の
學
校
に
用
ゆ
る
事
を
務
る
を
以
て

今
此
本
校
に
養
ふ
所
の
生
徒
は
郎
ち
其
之
を
博
数
す
る
人
た
る
べ
き
者
な
り

又
一
方
に
は
俗
間
の
楽
多
く
は
卑
猥
に
陥
り
た
り
故
に
俗
曲
の
改
良
に
一
層

注
目
せ
り
先

つ
俗
曲
中
に
は
第
一
等
曲
が
正
し
き
者
な
れ
ば
之
が
架
譜
を
作

よ

む

し

る

る
事
を
務
た
り
賂
来
の
子
弟
は
概
ね
學
校
就
學
中
に
架
譜
を
讀
を
知
が
故
に

た
と
へ

自
然
に
之
を
吟
奏
す
る
こ
と
を
得
べ
し
及
架
譜
な
る
者
は
仮
令
万
代
の
後
に

よ
り

至
る
も
其
楽
譜
に
依
て
其
営
時
の
現
況
曲
質
を
存
す
へ
し
先
つ
今
日
用
ゆ
る

所
の
唱
歌
の
本
は
幼
稚
園
唱
歌
集
、
小
學
唱
歌
集
、
中
等
唱
歌
集
、
高
等
唱

歌
集
又
其
他
俗
曲
改
良
に
は
等
曲
集
と
す
次
に
本
校
の
學
科
は
（
唱
歌
）
此

よ
く

科
は
人
間
の
翌
音
を
善
し
且
つ
健
康
上
大
に
盆
あ
り
て
肺
氣
あ
る
も
の
A

如

き
は
能
＜
之
か
為
め
に
治
す
る
を
得
へ
し
又
た
穂
て
學
問
を
研
究
す
る
為
め

に
精
神
を
労
す
る
も
の
は
此
優
美
な
る
音
楽
を
以
て
其
精
神
を
恰
慰
す
る
賓

に
智
育
に
効
あ
り
併
せ
て
歌
章
の

正
雅
高
尚
な
る
も
の
を
授
く
れ
ば
自
然
に

其
徳
性
を
養
へ
て
愛
國
の
心
情
を
育
す
へ

し

（
洋
琴
）

此
科
は
一
音
楽
を
學
の

階
級
に
し
て
恰
も
學
問
す
る
時
に
文
典
を
學
ぶ
に
等
し
而
し
て
洋
琴
の
曲
は

パ
イ
オ
リ
ン

尤
も
高
尚
な
る
も
の
多
し
（
洋
胡
弓
）
此
科
は
稽
や
高
尚
に
し
て
架
器
中

の
帝
王
と
稲
せ
ら
る
A

程
の
高
尚
な
る
且
つ
便
利
な
る
楽
器
な
れ
は
随
て
其

か
わ
り

奏
法
の
練
習
も
至
て
至
難
な
る
者
の
代
に
亦
洋
の
東
西
を
問
は
ず
何
れ

の
國

た
や
す
く

の
楽
曲
た
り
と
も
容
易
く
之
を
弾
奏
す
る
事
を
得
へ
き
も
の
な
り
（
風
琴
）

此
は
調
糸
の
永
く
狂
は
さ
る
も
の
に

し
て
唱
歌
の
盤
を
練
る
に
は
至
極
適
嘗

な
る
も
の
な
り
（
等
）
此
は
吾
邦
の
架
器
中
に
も
其
上
位
を
占
む
る
故
に
之

を
数
ゆ
先
つ
今
日
演
奏
す
る
所
の
も
の
は
唯
た
其
の
大
体
の
一
班
の
み

じ
よ
ど
う

そ
れ
よ
り
種
々
の
奏
架
あ
り
て
最
後
に
は
山
勢
松
韻
の
等
原
如
童
の
尺
八
遠

き

ね

こ

ビ

ア

ノ

ー

山
甲
子
子
の
洋
琴
三
曲
合
奏
等
曲
六
段
を
奏
し
て
了
ら
れ
た
り

（『
音
楽
雑
誌
』
第
七
号
、
明
治
二
十
四
年
三
月
）

結
局
、
二
十
四
年
度
の
東
京
音
楽
学
校
に
対
す
る
政
府
支
出
金
は
、
査
定
案
で
零

と
な
り
、
そ
の
後
修
正
さ
れ
て、

原
案
よ
り
千
七
百
十
二
円
八
十
銭
少
な
い
一
万
四

百
九
円
二
十
銭
と
な
り
、
こ

の
段
階
で
歳
出
額
、
歳
入
額
と
も
に
、

一万―

―
千
七
百

八
十
七
円
二
十
銭
と
な
る
。
そ
し
て
最
終
的
に
は
、
原
案
よ
り
五
百
円
少
な
い
一
万

四
千
円
、

政
府
支
出
金
一
万
千
六
百
二
十
二
円
で
可
決
さ
れ
た
（
『
大
日
本
敦
育
會
雑

誌
』
第
一

0
四
号
、
明
治
二
十
四
年
三
月
の
「
文
部
省
所
管
明
治
二
十
四
年
度
歳
出
入
豫
算
二
闘

ス
ル
帝
國
誂
會
議
事
ノ
要
略
」
―

二
七

i
ニ
―
三
頁
参
照
）。
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在

徳

島

松

風
敦
と
は
何
ぞ
や
日
く
社
會
風
俗
の
教
育
に
開
係
す
る
も
の
是
な
り
委
し
く

之
を
云
へ

ば
時
人
の
品
行
及
び
衣
食
住
生
業
の
有
様
冠
婚
葬
祭
其
他
の
儀
式
作

法
圏
書
歌
舞
音
楽
等
な
り
而
し
て
此
等
社
會
の
風
俗
は
教
育
上
に
至
大
な
る
勢

力
あ
る
も
の
に
て
家
庭
に
於
る
父
母
の
数
訓
學
校
に
於
る
赦
員
の
訓
諭
と
殆
ん

と
並
行
す
る
も
の
な
り
何
と
な
れ
ば
家
庭
及
ひ
學
校
の
数
育
に
し
て
善
良
な
る

も
若
し
社
會
楽
乱
し
て
流
風
汚
俗
活
々
と
し
て
此
社
會
に
瀕
り
た
り
と
せ
ん
乎

ペ
ス
タ
ロ
ツ
ヂ
ー
、
ス
ペ
ン
サ
ー
、
が
幾
人
出
て
来
る
も
其
功
な
か
る
べ

し
蓋

し
學
校
及
ひ
家
庭
の
数
育
は
正
面
的
に
し
て
多
少
の
弊
害
あ
る
に
も
せ
よ
皆
な

人
を
正
道
に
導
か
ん
が
為
め
に
正
面
に
働
き
っ
A

あ
る
も
の
な
り
然
れ
と
も
社

音
楽
の
風
数
上
に
及
ほ
す
影
況

関

連

資

料

妹

尾

繁

つ
い
で
な
が
ら
、
明
治
二
十
五
年
度
の
東
京
音
楽
学
校
の
予
算
案
は
、
「
歳
入
経

常
費
金

一
万
三
千
九
百
七
十
七
圃
内
政
府
支
出
金

一
万
千
六
百
二
十
二
圏
諸
収
入
二

千
三
百
五
十
五
圏
歳
出
経
常
費
一
万
三
千
九
百
七
十
七
園
内
俸
給
及
諸
給
一
万
千

四
百
六
十
圏
顧
費
千
八
百
二
十
四
圏
拾
六
錢
修
膳
費
金
二
百
園
旅
袈
金
四
園
九
十
八

錢
雑
給
金
四
百
八
十
七
園
八
十
六
錢
資
金
部
歳
出
維
持
資
金
支
出
内
金
三
百
三
十

三
圏
六
十
九
錢
五
厘
内
財
産
購
入
代
金
三
百
一
二
十
三
圏
六
十
九
錢
五
厘
な
り
」
(
『-音

築
雑
誌
』
第
十
五
号
、
明
治
二
十
四
年
十
二
月
、
十
四
！
十
五頁）

と
な
っ
て
い
た
。

次
の
二

つ
の
文
は
、
と
も
に
帝
国
議
会
開
院
の
少
し
前
に
書
か
れ
た
も
の
で

あ

る
。
当
時
、
音
楽
と
風
教
、
音
楽
と
智
徳
と
い
っ
た
問
題
に
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い

た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

會
の
風
俗
は
錯
雑
に
し
て
善
も
あ
れ
ば
不
善
も
あ
り
善
な
れ
ば
良
し
然
れ
と
も

若
し
不
善
な
れ
ば
其
弊
害
の
及
ぶ
虞
最
も
鮮
少
に
あ
ら
さ
る
可
き
な
り
是
を
以

て
之
を
観
れ
ば
家
庭
、
學
校
及
び
社
會
の
教
育
は
賓
に
鼎
足
の
如
く
一
も
偏
麿

す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
な
り

時
の
古
今
と
地
の
東
西
と
を
問
は
す
又
上
下
貴
賤
の
別
を
論
せ
ず
＿
音
架
は
社

會
に
流
行
す
る
一
の
風
俗
に
し
て
風
数
上
最
も
勢
力
あ
る
開
係
を
有
し
常
に
等

閑
に
附
す
べ
か
ら
さ
る
も
の
な
り
蓋
し
＿
音
楽
は
其
國
人
道
徳
品
位
の
差
に
捩
り

匿
別
あ
る
べ
け
れ
と
も
人
の
情
緒
の
感
稜
す
る
も
の

な
れ
ば
自
然
に
社
會
に
存

す
る
も
の
な
る
こ
と
は
明
な
り
然
ら
ば
之
を
禁
せ
ん
と
し
て
禁
せ
ら
る
べ
き
に

非
ず
自
然
に
人
情
に
出
つ
る
も
の
な
れ
ば
こ
そ
其
知
覺
に
至
て
も
人
の
性
情
に

固
有
す
る
な
れ
然
ら
ば
則
ち
＿
音
架
の
事
た
る
吾
人
人
間
社
會
よ
り
之
を
捨
て
去

ら
ん
と
す
る
も
天
賦
の
固
有
に
し
て
能
は
ざ
る

こ
と
恰
も
人
身
中
に
存
す
る
機

能
を
除
去
せ
ん
と
す
る
が
如
し
焉
ぞ
能
ふ
可
け
ん
や
故
に
一
音
楽
は
一
般
に
社
會

に
之
を
奨
勘
し
て
其
肱
會
に
盆
あ
る
事
螢
養
機
能
の
人
身
を
盆
す
る
に
異
な
ら

さ
る
な
り
然
り
と
雖
と
も
昔
架
に
種
々
あ
り
其
良
否
を
審
察
し
て
之
を
取
捨
せ

ざ
れ
ば
其
利
害
得
失
を
異
に
し
一
音
架
の
妙
用
却
て
其
反
到
の
結
果
を
来
す
こ
と

あ
る
は
古
今
の
歴
史
に
徽
す
る
虞
な
り
只
夫
れ
閑
雅
勇
批
の
一
音
楽
に
し
て
世
に

行
は
る
れ
ば
其
風
俗
を
易
へ
数
育
上
に
利
盆
を
興
ふ
る
こ
と
大
な
る
可
け
れ
と

も
淫
架
柔
弱
を
旨
と
し
其
好
向
の
何
た
る
を
問
は
さ
れ
は
其
風
俗
を
楽
し
教
育

上
に
妨
害
を
及
ほ
す
は
勿
論
國
家
の
大
勢
に
開
係
を
及
ぼ
す
こ
と
大
な
り
去
れ

ば
支
那
の
楽
書
に
も
云

へ
り
凡
＿
音
者
生
人
心
者
也
。
情
動
於
中
。
故
形
放
磐
、

墜
成
文
、

謂
之
昔
、
是
故
治
世
之
＿音
、
安
以
架
、
其
政
和
、
乱
世
之
昔
、
怨
以

怒
、
其
政
乖
、
亡
國
之
＿
音
、
哀
以
思
、

其
民
困
、
竪
昔
之
道
典
政
通
突
、
又
希

服
の
プ
ラ
ト
は
云
へ
り
穂
て
新
規
な
る
昔
架
を
諭
入
す
る
事
は
全
図
家
を
危
＜
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如
斯
東
賢
西
哲
も
一
音
楽
の
社
會
に
開
す
る
意
見
は
皆
一
轍
に
し
て
之
を
國
家

に
播
し
化
育
に
資
し
以
て
治
道
を
碑
補
せ
し
こ
と
史
乗
に
明
か
な
り
凡
そ
事
の

最
も
社
會
に
勢
力
あ
る
も
の
は
何
事
に
よ
ら
ず
巨
多
の
人
に
通
有
す
る
も
の
た

り
而
し
て
昔
架
は
上
下
貴
賤
を
問
は
ず
是
程
社
會
に
行
は
る
A

も
の
比
な
し
随

て
其
社
會
に
大
な
る
影
況
を
及
ほ
す
事
其
他
の
風
俗
よ
り
も
甚
だ
し
く
風
数
上

最
も
重
大
な
る
閥
係
を
有
す
る
な
り

抑
も
世
人
食
物
を
以
て
身
体
の
費
耗
を
充
た
す
事
を
理
解
す
れ
と
も
心
意
の

疲
笏
を
養
ふ
に
快
柴
を
以
て
す
る
の
必
要
な
る
を
信
す
る
も
の
鮮
し
人
は
身
体

と
心
意
と
の

二
種
よ
り
成
立
ち
居
れ
は
身
体
に
食
物
を
給
す
る
の
必
要
あ
れ
ば

心
意
を
養
ふ
に
快
楽
を
以
て
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
事
見
易
き
の
理
な
り
且

つ
人

世
は
漸
次
多
忙
繁
雑
を
増
し
安
閑
坐
食
す
べ
き
も
の
に
あ
ら
ざ
れ
ば
人
の
此
世

に
慮
す
る
多
少
其
心
身
を
費
耗
せ
ざ
る
を
得
す
さ
れ
は
誰
も
其
心
身
を
費
耗
す

る
度
位
に
随
ひ
快
楽
を
求
め
て
之
を
慰
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
の
必
要
な
る
事
明

な
り
而
し
て
快
架
な
る
も
の
は
只
に
精
神
を
慰
す
る
に
止
ま
ら
す
賓
に
道
徳
の

本
源
は
之
れ
よ
り
出
づ
る
も
の
多
し
然
れ
と
も
快
柴
に
種
々
あ
り
肉
体
に
開
す

止
む
と

す
る
が
故
に
忌
憚
せ
さ
る
べ
か
ら
ず
何
と
な
れ
ば
荀
も
音
楽
の
格
式
を
乱
す
時

は
最
も
緊
要
重
大
な
る
図
家
の
制
度
を
風
動
せ
さ
る
事
無
け
れ
ば
な
り
我
看
守

人
の
看
守
豪
を
設
立
す
へ
き
此
虞
に
此
音
榮
に
あ
り
何
ん
と
な
れ
ば
無
法
不
正

の
歓
架
遊
戯
を
外
貌
と
し
更
に
害
を
為
さ
ゞ
る
を
口
賓
と
し
容
易
に
人
の
知
ら

さ
る
内
に
潜
入
葡
行
し
来
る
は
此
に
此
昔
架
に
在
れ
は
な
り
此
無
法
次
第
に
寄

寓
す
る
所
を
得
て
遂
に
全
く
風
俗
習
慣
に
浸
潤
す
是
よ
り
一
層
勢
力
を
増
し
出

て
は
互
の
約
束
に
立
入
り
約
束
よ
り
進
ん
で
遂
に
法
律
憲
法
に
ま
で
も
潜
入
し

此
上
も
な
き
厚
顔
無
恥
を
見
は
し
遂
に
公
私
を
問
は
す
何
事
を
も
皆
顛
覆
し
て

長
崎

伊

東

逹

抑
も
一
音
楽
は
甚
た
博
濶
の
問
題
に
し
て
其
他
に
開
渉
す
る
所
亦
繁
け
れ
ば
此

限
り
あ
る
紙
上
に
於
て
其
効
力
を
論
し
盛
す
は
蓋
し
容
易
の
業
に
あ
ら
ず
然
れ

と
も
人
間
の
智
性
徳
性
に
於
け
る
其
感
化
力
を
論
す
る
は
敢
て
な
し
得
可
ら
さ

智
徳
上
に
及
ふ
昔
架
の
勢
力
を
論
す

務
む
可
き
な
り

彦

る
も
の
あ
り
智
徳
に
閥
す
る
も
の
等
あ
り
と
雖
と
も
し
か
も
貴
賤
に
通
し
最
も

高
尚
に

し
て
快
活
な
る
快
楽
は
一音
楽
に
若
く
も
の

な
し
従
来
我
國
の
習
慣
に
よ

れ
ば
昔
架
は
女
子
の
弄
ぶ
べ
き
も
の
と
し
男
子
の
之
に
近
く
は
柔
弱
の
至
り
と

し
甚
た
之
を
軽
ん
ぜ
し
も
の
な
り
し
尤
も
従
来
行
は
れ
し
＿音
楽
に
は
婉
柔
に
し

て
男
子
に
は
適
営
な
ら
さ
り
し
も
の
も
あ
り
し
な
れ
と
も
之
が
反
動
は
武
骨
殺

風
景
に
し
て
上
等
の
人
士
も
肉
体
上
の
快
楽
を
以
て
此
上
な
き
も
の
と
し
鯨
飲

馬
食
其
不
徳
な
る
を
知
ら
す
其
心
意
を
養
ふ
の
道
を
斯
る
卑
劣
な
る
境
遇
に
求

む
る
の
已
む
を
得
さ
る
賓
に
慨
歎
す
べ
き
至
り
な
ら
ず
や
夫
れ
音
楽
の
も
の
た

る
決
し
て
女
子
の
特
有
物
に
あ
ら
ず
し
て
優
美
高
尚
な
る
情
操
を
養
ふ
に
足
る

へ
き
音
楽
は
男
子
の
求
む
へ
き
快
楽
と
し
て
最
も
適
嘗
な
る
も
の
な
り
平
和
の

時
に
は
家
内
園
簗
歌
唱
し
て
其
誹
意
を
恰
撫
し
以
て
其
心
身
を
養
ひ
園
家
の
祝

日
に
は
國
歌
を
、
豚
吟
し
て
聖
上
の
恩
澤
を
敬
思
し
國
家
の
萬
歳
を
祈
り
事
あ
る

時
に
は
軍
歌
を
謡
徹
し
て
敵
憮
の
心
を
鼓
舞
し
愛
國
心
を
奮
勘
す
べ
し
如
斯
ん

は
其
風
赦
上
に
及
ぼ
す
影
況
大
に
し
て
其
國
家
を
利
す
る
事
少
な
か
ら
ざ
る
べ

し
之
を
要
す
る
に
音
楽
は
風
数
上
に
重
大
な
る
開
係
を
有
す
る
が
故
に
亡
國
の

昔
は
之
を
退
く
可
き
は
勿
論
高
尚
快
活
な
る
音
楽
は
之
を
祉
會
に
奨
勘
す
る
を

（『一音
楽
雑
誌
』
第
三
号
、
明
治
―
―
十
三
年
十

一
月
）
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る
事
に
も
非
ざ
る
べ
し
故
に
姦
に
聯
か
卑
見
を
吐
露
せ
ん
と
す

現
今
祉
會
に
於
て
人
々
の
注
意
を
惹
く
所
の
問
題
は
其
敷
勝
て
算
ふ
可
ら
す

と
雖
と
も
其
員
相
の
未
た
能
く
人
に
知
ら
れ
さ
る
事
此
音
楽
の
如
き
は
あ
ら
さ

る
べ
し
故
に
人
多
く
は
音
楽
を
修
む
る
を
以
て
一
種
の
閑
散
事
業
若
く
は
遊
興

の
如
く
看
倣
し
之
を
以
て
人
畢
生
の
業
務
と
為
す
も
の
甚
た
竿
な
り
故
に
其
結

果
と
し
て
音
架
の
修
業
は
獨
り
天
興
の
妙
調
を
以
て
胸
襟
を
満
た
し
未
見
未
知

の
新
利
盆
を
稜
揮
せ
ん
と
の
希
望
を
懐
け
る
少
敷
者
に
放
任
し
去
れ
り
蓋
し
此

少
敷
の
音
楽
者
は
遂
に
他
の
學
術
技
藝
が
人
の
品
格
上
に
感
化
力
を
有
す
る
と

同
し
<
-音
架
も
亦
感
化
力
あ
る
事
を
世
に
公
に
せ
り

夫
れ
人
を
動
か
す
に
足
る
の
感
化
力
は
必
す
人
を
左
右
し
得
る
の
勢
力
あ
る

も
の
な
れ
ば
若
し
其
感
化
力
に
し
て
不
良
な
ら
ん
か
必
す
吾
人
の
品
格
を
賤
語

な
ら
し
む
へ
し
然
れ
と
も
若
し
其
感
化
力
に
し
て
高
尚
純
潔
な
ら
ん
が
為
に
吾

人
の
知
覺
力
は
鋭
敏
を
加
へ
希
望
は
高
尚
壮
大
に
進
み
而
し
て
全
幅
の
精
誹
氣

性
は
新
な
る
勢
力
と
員
美
を
以
て
充
溢
す
る
に
至
る
や
言
を
待
た
ず
音
楽
の
如

き
は
則
ち
斯
る
感
化
力
を
有
す
る
も
の
に
し
て
吾
人
人
類
は
斯
く
感
情
を
経
過

し
来
る
所
の
感
化
力
に
到
し
最
も
鋭
敏
な
る
受
感
性
を
具
ふ
る
も
の
な
り
蓋
し

斯
の
音
楽
が
其
大
感
化
を
吾
人
に
及
ほ
す
に
は
冷
淡
な
る
思
考
力
を
経
由
す
る

に
非
す
し
て
則
ち
此
感
情
を
経
由
す
る
な
り

夫
の
彫
刻
鎗
画
は
美
の
外
表
に
開
る
も
の
に
し
て
熟
思
深
察
を
遂
く
る
に
非

ざ
れ
ば
充
分
の
快
情
心
に
稜
せ
さ
る
な
り
然
れ
と
も
＿音
楽
は
熟
思
深
察
す
る
を

要
せ
ず
し
て
直
接
に
人
心
の
極
奥
に
秘
め
る
感
情
を
衝
動
す
る
も
の
な
り
又
夫

の
詩
歌
は
人
生
の
喜
楽
悲
哀
の
物
語
り
を
ば
最
も
優
雅
な
る
最
も
美
麗
な
る
僻

を
以
て
説
く
も
の
な
れ
と
も
人
の
思
想
感
情
の
餘
り
に
奥
深
く
之
を
言
ひ
出
す

に
僻
盛
る
に
至
れ
ば
則
ち
昔
架
の
あ
り
て
其
露
妙
な
る
昔
調
は
人
間
感
情
の
千

態
萬
状
な
る
を
唱
ひ
出
し
て
餘
蘊
な
か
ら
し
む
試
に
日
は
西
山
に
春
き
て
黄
昏

應
尺
の
間
に
迫
り
虫
竪
四
方
に
起
る
秋
の
夕
朗
々
と
し
て
雹
＜
妙
へ
な
る
調
べ

を
聞
け
或
は
故
山
の
晩
景
忽
然
と
し
て
目
前
に
湧
出
し
或
は
永
逝
せ
る
愛
友
の

温
顔
見
へ
其
慕
は
し
き
盤
昔
聞
ゆ
又
露
精
一
た
び
昔
架
の
翼
に
乗
す
れ
は
忽
ち

飛
ん
て
天
堂
に
到
り
恙
の
頌
を
唱
へ
る
天
軍
と
相
和
す
る
を
得
べ

し
而
し
て
古

へ
よ
り
勇
賂
猛
卒
を
激
勘
し
て
勝
利
の
戦
場
死
戦
の
地
に
突
進
せ
し
め
し
軍
の

歌
は
今
に
吾
等
の
口
に
あ
り
夫
の
殉
数
者
の
魂
塊
は
頌
歌
の
竪
に
纏
れ
て
獅
子

の
穴
、
火
刑
柱
、
血
塗
れ
な
る
斬
首
豪
血
腸
き
沙
場
の
邊
よ
り
飛
ん
て
天
の
故

郷
に
入
り
し
な
り
音
楽
と
人
生
と
の
開
係
は
其
れ
斯
の
如
く
緻
密
な
り
斯
＜
緻

密
な
る
か
故
に
音
楽
の
員
想
を
知
悉
す
る
亦
た
難
き
な
り

然
れ
と
も
昔
架
は
音
に
各
個
人
の
品
性
を
作
る
に
於
て
の
み
感
化
あ
る
に
あ

0

0

0

 

0
 

ら
ず
一
國
の
元
氣
性
格
を
作
る
に
も
亦
然
り
し
な
り
曾
て
或
人
が
「
予
を
し
て

0

0

 

0
 

0
 

0
 

0
 

0

0

0

0

0

 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

國
民
の
歌
を
作
ら
し
め
よ
國
民
の
法
律
は
何
人
を
制
定
す
る
も
予
れ
典
ら
ず」

と
疾
呼
せ
し
を
以
て
謳
歌
音
楽
が
大
勢
力
を
國
民
の
上
に
有
す
る
の
事
賓
を
明

言
し
た
る
も
の
と
謂
ふ
べ
し
吾
人
詳
に
歴
史
を
考
ふ
れ
ば
各
時
代
の
音
楽
は
即

ち
嘗
時
に
於
る
智
徳
痰
逹
の
状
態
を
憲
せ
る
員
叢
た
る
を
知
ら
ん
例
せ
は
蜜
民

の
一音
楽
は
粗
野
に
し
て
不
調
子
な
り
肉
架
に
耽
け
り
し
羅
馬
人
の
昔
架
は
多
く

は
淫
猥
卑
語
に
し
て
見
る
へ
き
も
の
な
く
古
昔
基
督
敦
徒
の
詩
歌
音
楽
は
其
鼠

純
な
る
信
仰
を
表
代
し
て
清
潔
質
朴
な
り
而
し
て
宗
赦
改
革
時
代
に
は
多
難
多

難
の
境
遇
に
虞
し
て
失
望
喪
氾
せ
る
心
鑑
を
鼓
舞
振
作
す
る
勇
壮
快
活
な
る
頌

歌
を
多
く
生
せ
し
な
り

夫
れ
基
督
数
は
唱
歌
を
重
ん
す
る
の
宗
教
に
し
て
其
到
る
虞
に
は
其
―音
楽
も

亦
必
す
之
に
伴
ひ
信
徒
の
心
意
中
に
新
思
想
を
勝
造
し
以
て
大
に
人
の
員
理
を

受
く
る
を
助
け
た
り
而
し
て
音
楽
か
数
訓
の
手
の
逹
し
及
は
さ
る
虞
に
逹
し
て
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幅
音
の
偉
播
を
助
成
し
た
る
功
績
は
賓
に
偉
大
な
る
も
の
な
り
」
人
或
は
問
は

ん
一
音
楽
を
學
ふ
は
人
間
の
徳
義
上
に
於
け
る
如
く
智
識
上
に
於
て
も
亦
利
盆
あ

る
か
と
余
は
之
に
答
へ
て
然
り
若
し
之
を
學
ふ
に
其
法
を
以
て
せ
は
必
す
利
盆

あ
り
と
云
は
ん
是
れ
唯
だ
音
楽
に
於
て
の
み
然
る
に
非
す
何
等
の
學
業
と
雖
も

其
根
源
よ
り
究
め
来
る
に
非
さ
れ
ば
以
て
人
の
品
性
に
善
良
な
る
感
化
を
及
ほ

す
能
は
さ
る
な
り
従
令
百
般
の
學
藝
技
術
を
併
せ
修
む
る
も
若
し
唯
皮
想
を
以

て
満
足
せ
ば
安
ぞ
箕
に
人
の
智
識
を
進
め
た
り
と
言
は
ん
哉
抑
も
＿
音
楽
を
學
ふ

と
は
輩
に
架
器
を
按
し
昔
譜
を
習
ふ

の
み
の
謂
に
は
あ
ら
ず
夫
れ
＿
音
楽
は
軽
快

な
る
性
質
を
含
有
す
る
と
共
に
歴
史
偉
記
心
理
美
學
宗
教
の
部
門
を
も
含
有
す

る
も
の
な
れ
は
忍
堪
精
勘
以
て
此
等
雑
多
の
性
質
部
門
を
推
究
し
て
後
始
め
て

昔
架
を
學
ひ
得
た
り
と
謂
ふ
べ
し

昔
架
的
心
理
學
な
る
も
の
は
現
今
稽
世
人
の
注
意
す
る
所
と
な
り
た
れ
と
も

之
れ
に
闘
す
る
著
書
は
未
た
多
か
ら
す
歴
史
博
記
の
類
は
稽
多
し
と
雖
と
も
之

れ
す
ら
未
た
充
分
の
需
要
あ
る
に
至
ら
ず

之
を
要
す
る
に
吾
人
々
類
が
感
情
に
於
て
音
楽
の
勢
力
を
受
く
る
の
天
性
を

有
す
る
事
は
明
白
な
れ
と
も
其
智
識
上
に
も
亦
大
開
係
を
有
す
る
こ
と
に
至
り

て
は
學
者
有
識
家
と
雖
と
も
猶
ほ
未
た
之
を
知
ら
さ
る
も
の
多
し
故
に
一
音
楽
を

専
修
す
る
が
如
き
は
彼
等
の
以
て
甚
だ
迂
遠
と
な
す
所
な
り
然
れ
と
も
＿
音
楽
を

學
ひ
専
ら
是
と
人
間
智
徳
と
の
開
係
を
究
め
＿
音
楽
を
以
て
人
生
に
必
要
な
る
天

の
恩
賜
と
な
す
の
輩
は
其
心
震
を
開
逹
し
理
想
を
高
尚
に
し
志
操
を
翠
固
に
し

而
し
て
感
情
を
清
浮
濃
厚
な
ら
し
む
る
を
得
る
は
更
に
疑
な
き
也

（『音楽
雑
誌
』
第
三
号
、
明
治
二
十三
年
十
一
月
、
同
第
四
号
、
明
治
二
十
三
年
十
二
月
）

当
時
の
伊
澤
修
二
校
長
も
、
自
ら
主
幹
を
務
め
て
い
た
『
國
家
数
育
』
の
中
で
、

先
ッ
最
初
二
唱
歌
ノ
智
育
二
開
係
ア
リ
ヤ
否
ヤ
ヲ
述
ベ
ン
ニ
吾
人
ノ
知
識
ハ

其
始
メ
皆
耳
、
目
、
舌
、
鼻
、
身
ナ
ル
五
官
ノ
助
ニ

ヨ
リ
テ
物
理
界
ョ
リ
心
理

界
二
牧
メ
来
リ
以
テ
各
自
所
有
ノ
知
識
二
同
化
シ
テ
之
ヲ
保
存
増
殖
シ
時
二
臨

テ
之
ヲ
運
用
ス
ル
モ
ノ
ナ
ル
ハ
何
人
モ
自
己
ノ
経
瞼
二
照
ラ
シ
テ
自
ラ
悟
ル
コ

ト
ヲ
得
ン
然
ラ
バ
則
右
五
官
中
ノ
頗
ル
重
要
ナ
ル
ニ
官
即
チ
耳
卜
舌
ト
ヲ
数
養

ス
ル
ハ
智
育
ノ
宜
シ
ク
務
ム
ベ
キ
所
ナ
ル
ハ
明
ニ
シ
テ
唱
歌
ハ
主
ト
シ
テ
此
目

的
ヲ
逹
ス
ベ
キ
一
科
ナ
リ
尤
モ
此
説
ハ
決
シ
テ
新
奇
ノ
立
論
二
開
カ
ル
ニ
非
ズ

余
ガ
今
ヨ
リ
八
九
年
前
二
著
シ
タ
ル
教
育
學
智
育
ノ
部
五
官
赦
養
ノ
法
及
其
要

ヲ
論
ス
ル
ノ
章
二
左
ノ

一
節
ア
リ

聴
官
（
耳
覺
）
ヲ
赦
養
ス
ル
ハ
昔
二
非
レ
ハ
能
ハ
ス
小
學
ノ
数
科
二
讀
方
唱

歌
等
ノ
科
ヲ
設
ク
ル
ハ
主
ト
シ
テ
該
官
ヲ
教
養
ス
ル
為
メ
ナ
リ
人
ハ
聰
官
ノ

数
養
ニ
ヨ
リ
テ
美
育
ヲ
喜
ブ
ヤ
ウ

ニ
モ
悪
昔
ヲ
好
ム
ヤ
ウ
ニ

モ
ナ
ル
ヘ
ク
正

晋
ヲ
學
ブ
モ
不
正
昔
ヲ
習
フ
モ
唯
其
方
法
如
何
二
在
ル
ノ
ミ
故
二
我
國
東
隅

リ

学
校
唱
歌
が
聴
覚
の
育
成
を
通
じ
て
智
育
に
貢
献
す
る
こ
と
、
ま
た
『
＿
音
楽
取
調
成

績
申
報
書
』
を
抄
出
し
て
、

唱
歌
が
健
康
に
も
良
い
こ
と
を
説
い
て
い
る
。

學
校

唱

歌

ノ

智

育

麓

育

二

於

ケ

ル

閥

係

伊

澤

修

音
楽
ノ
事
ハ
近
時
―

J
問
題
ト
ナ
リ
學
校
唱
歌
ノ
何
物
タ
ル
ヤ
モ
漸
ク
世
人

ノ
注
意
ヲ
惹
起
シ
遂
二
堂
々
タ
ル
帝
國
議
會
ノ
衆
議
院
二
於
テ
昔
架
ノ
智
育

睦
育
二
就
キ
閥
係
ノ
有
無
ヲ
問
ハ
ル
ヽ
君
子
ア
ル
ニ
至
リ
タ
ル
ハ
兎
二
角
喜

ブ
ベ
キ
ノ
一
時
ト
ヤ
言
フ
ベ
キ
此
時
二
嘗
リ
余
輩
斯
道

二
従
事
ス
ル
者
己
ガ

知
リ
且
信
ス
ル
所
ヲ
吐
露
シ
以
テ
諸
君
ノ
参
按
二
供
ス
ル
ハ
嘗
二
盛
ス
ベ

キ

ノ
本
分
ナ
リ
ト
信
ズ
是
レ
余
ガ
此
一
文
ヲ
草
シ
テ
本
誌
二
掲
載
ス
ル
所
以
ナ
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ノ
人
ハ
「
ユ
キ
」
ヲ
「
‘
ス
キ
」
ノ
如
ク
言
ヒ
テ
正
シ
キ
ト
思
ヒ
西
睡
ノ
人
ハ

「
リ
ヤ
ウ
ゴ
ク
」
ヲ
「
ヂ
ヤ
ウ
ゴ
ク
」
ノ
如
ク
言
ヒ
テ
正
シ
き
卜
思
フ
是
レ

他
ナ
シ
聴
官
ノ
数
養
正
シ
カ
ラ
サ
ル
カ
故
二
自
ラ
其
昔
ノ
不
正
ナ
ル
ヲ
悟
ラ

ザ
ル
ニ
因
ス
ル
ノ
ミ
抑
人
ノ
思
想
ヲ
通
ズ
ル
ニ
最
要
ナ
ル
モ
ノ
ハ
言
語
ニ
シ

テ
其
襲
音
を
受
ケ
其
意
義
ヲ
偲
フ
ル
ノ
具
ト
ナ
ル
モ
ノ
ハ
聴
官
ナ
リ
唖
子
ノ

〔マ

マ
〕

言
フ
能
ハ
サ
ル
モ
必
莞
聴
官
ノ
具
備
セ
ザ
ル
ニ
ョ
ル
モ
ノ
多
シ
ト
云
フ
サ
レ

バ
聴
官
数
養
ノ
教
育
上
忽
ニ
ス
可
ラ
ザ
ル
ヤ
明
ナ
リ

此
二
少
シ
ク
賓
地
上
ノ
経
験
ヲ
述
ベ
ン
ニ
曾
テ
青
森
縣
師
範
學
校
長
某
氏
卒

業
生
徒
敷
名
ヲ
伴
ヒ
来
リ
東
京
師
範
學
校
ノ
事
業
一

覧
ノ
後
話
次
東
北
人
ノ
言

語
酸
音
不
正
ノ
事

二
渉
リ
余
二
向
テ
該
生
徒
等
ノ
焚
―音
ヲ
正
サ
ン
コ
ト
ヲ
求
メ

タ
リ
乃
チ
之
ヲ
諾
シ
テ
顎
昔
矯
正
法
ヲ
施
シ
タ
ル
ニ
ニ
週
間
餘
ノ
學
習
二
依
リ

其
五
名
中
―
―
―
名
ハ
既
二
東
隅
人
ノ
通
癖
ナ
ル
鼻
昔
ノ
訛
ヲ
正
ス
ヲ
得
タ
リ
其
後

余
ハ
同
法
二
依
リ
テ
純
然
タ
ル
唖
生
徒
二
正
シ
ク
言
語
ヲ
稜
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ

試
ミ
又
今
日
ニ
テ
ハ
東
京
―
音
楽
學
校
ニ
テ
生
徒
ノ
焚
昔
ヲ
正
ス
コ
ト
ヲ
務
メ
居

ル
ガ
皆
能
ク
其
奏
功
ヲ
見
ル
ニ
至
レ
リ
余
ガ
賓
験

―
―
依
レ
バ
世
ノ
中
ニ
ハ
痰
昔

甚
ダ
正
カ
ラ
ズ
シ
テ
殆
ド
半
唖
卜
稲
ス
ベ
ク
聴
昔
甚
ダ
鋭
カ
ラ
ズ
シ
テ
殆
ド
半

聾
卜
稲
ス
ベ
キ
モ
ノ
少
カ
ラ
ズ
此
等
ノ
人
々
ハ
自
ラ
其
不
完
全
タ
ル
ヲ
悟
ラ
ズ

卜
雖
ト
モ
之
ガ
為
メ
其
知
識
ノ
牧
得
運
用
上
二
餓
失
ア
ル
コ
ト
明
ナ
リ
若
シ
斯

ル
人
ニ
シ
テ
幼
時
ヨ
リ
純
正
ノ
唱
歌
ヲ
習
ヒ
タ
ラ
ン
ニ
ハ
一
層
完
全
ノ
翌
逹
ヲ

為
シ
タ
ラ
ン
コ
ト
疑
ナ
シ
又
時
二
雄
辮
家
ニ
シ
テ
善
ク
架
律
ヲ
解
ス
ル
者
ガ
堂

々
辮
論
ノ
際
巧
二
音
竪

二
抑
揚
高
低
ヲ
施
シ
金
玉
ノ
名
論
ヲ
シ
テ
盆
々
錆
々
ノ

昔
ヲ
稜
セ
シ
メ
為

二
聰
衆
ノ
心
謄
ヲ
奪
ヒ
多
衆
ノ
同
感
ヲ
得
ル
ガ
如
キ
モ
亦
今

日
稀
二
見
ル
所
ナ
リ
抑
知
識
ハ
圏
書
ノ
文
庫
二
於
ケ
ル
ガ
如
ク
徒
二
頭
脳
中
二

貯
蓄
シ
置
ク
ベ
キ
ニ
非
ズ
能
ク
之
ガ
増
殖
運
用
ヲ
計
リ
テ
コ
ソ
員
ノ
知
識
ト
ハ

云
フ
ベ
ケ
ン
今
日
ノ
活
世
界
二
立
チ
賓
用
ノ
知
識
ヲ
牧
得
ス
ル
モ
ノ
聰
耳
ノ
助

ヲ
瑕
ラ
ズ
シ
テ
可
ナ
リ
ト
云
フ
ヲ
得
ベ
キ
カ
其
知
識
ヲ
運
用
ス
ル
モ
ノ
快
舌
ノ

カ
ニ
依
ル
ヲ
要
セ
ズ
ト
云
フ
ヲ
得
ベ
キ
カ
此
二
官
ノ
数
養
二
資
ス
ル
唱
歌
ノ
智

育
二
必
要
ノ
閥
係
ア
ル
コ
ト
又
明
ナ
ラ
ズ
ヤ

次
二
唱
歌
ノ
骸
育
二
開
係
ア
リ
ヤ
否
ヤ
ヲ
述
ブ
ベ
シ
是
亦
別
二
新
説
二
閥
カ

ル
モ
ノ
ニ
ハ
非
レ
ト
モ
明
治
十
七
年
二
余
ガ
昔
架
取
調
掛
長
ト
シ
テ
時
ノ
文
部

卿
二
呈
出
シ
爾
後
印
刷
二
附
シ
テ
廣
ク
世
上
二
公
布
シ
タ
ル
一
音
楽
取
調
成
績
申

報
書
中
昔
架
卜
教
育
ト
ノ
閥
係
ノ
條
下
ノ
一
節
ヲ
抄
出
シ
以
テ
我
耽
友
ノ
閲
覧

二
供
セ
ン健

康
上
ノ
閥
係

人
睦
中
重
要
ナ
ル
機
器
ハ
其
敷
少
カ
ラ
ズ
ト
雖
ト
モ
中
二
就
キ
テ
呼
吸
二
開

セ
ル
諸
機
ノ
最
モ
重
ズ
ベ
キ
ハ
皆
人
ノ
知
ル
ト
コ
ロ
ニ
シ
テ
人
ノ
生
命
ハ
呼

吸
機
ノ
健
否
二
依
リ
身
臆
ノ
強
弱
ハ
此
機
開
ノ
良
否
二
依
ル
ト
云
フ
モ
可
ナ

ル
ベ
シ
是
レ
人
ハ
敷
日
食
ハ
ザ
ル
モ
ナ
ホ
其
生
命
ヲ
保
ツ
ヲ
得
ベ
シ
ト
雖
卜

モ
呼
吸
ヲ
麿
シ
テ
秒
時
モ
之
ヲ
保
存
ス
ル
能
ハ
ザ
ル
所
以
ナ
リ
人
幼
時
二
在

テ
ハ
其
筋
肉
骨
賂
柔
軟
ナ
ル
ガ
故
二
適
嘗
ノ
良
法
ヲ
用
ヰ
テ
之
ヲ
稜
育
ス
ル

ト
キ
ハ
能
ク
胸
隔
ヲ
開
暢
シ
肺
臓
ヲ
廓
大
ス
ル
事
ヲ
得
ル
モ
マ
タ
難
カ
ラ
ズ

然
リ
而
シ
テ
此
目
的
ヲ
逹
ス
ル
ノ
方
法
ハ
現
時
教
育
家
ノ
研
究
セ
ル
結
果
二

腺
レ
バ
適
嘗
ナ
ル
唱
歌
ヲ
施
ス
ヲ
以
テ
最
良
ト
ス
何
ト
ナ
レ
バ
自
然
ノ
定
律

二
従
ヒ
テ
数
授
ス
ル
ト
コ
ロ
ノ
適
嘗
ナ
ル
唱
歌
ハ
槃
昔
ヲ
練
リ
橙
格
ヲ
正
シ

呼
吸
ヲ
適
度
二
使
用
シ
テ
胸
隔
ヲ
開
暢
シ
以
テ
肺
臓
ヲ
強
健
ナ
ラ
シ
ム
ル
ノ

効
盆
ア
ル
ヲ
以
テ
ナ
リ
有
名
ナ
ル
音
楽
家
ノ
説
二
腺
レ
バ
欧
米
ノ
諸
國
唱
歌

ヲ
小
學

二
導
キ
シ
以
来
統
計
上
人
民
健
康
ノ
度
ヲ
進
メ
タ
リ
ト
云
フ
現
二
本

掛
偉
習
生
井
二
本
掛
二
於
テ
臨
数
ス
ル
ト
コ
ロ
ノ
雨
師
範
學
校
及
學
習
院
生
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徒
ノ
如
キ
モ
唱
歌
ヲ
修
ム
ル
以
来
其
日
タ
ル
尚
浅
シ
ト
イ
ヘ
ト
モ
其
中
往
々

血
色
ヲ
進
メ
健
康
ヲ
致
セ
シ
者
ア
リ
是
レ
各
種
ノ
因
由
ノ
致
ス
所
ニ
シ
テ
一

ニ
ノ
輩
因
二
蹄
ス
可
ラ
ズ
ト
雖
ト
モ
亦
以
テ
唱
歌
ノ
健
全
上
二
盆
ス
ル
一
端

ヲ
見
ル
ニ
足
ル
モ
ノ
ト
云
フ
ベ
シ

以
上
ハ
教
育
ノ
學
説
卜
賓
地
ノ
経
験
ト
ニ
就
キ
其
大
要
ヲ
掲
ゲ
タ
ル
ニ
過
キ

ザ
ル
ノ
ミ
祉
友
諸
君
請
フ
之
ヲ
諒
セ
ヨ

因
二
云
フ
本
論
ノ
旨
意
二
就
キ
テ
ハ
古
来
東
西
諸
名
家
ノ
定
説
敷
多
ア
ル
ニ

拘
ラ
ズ
専
ラ
自
著
ノ
書
ヲ
引
用
シ
タ
ル
ハ
他
日
大
方
ノ
敦
示
質
正
等
ア
ル
ニ
際

シ
若
シ
其
説
ノ
謬
妄
ナ
ル
ヲ
稜
見
ス
ル
コ
ト
ア
ラ
バ
其
責
ヲ
全
ク
一
身
二
負
摺

セ
ン
ト
欲
シ
タ
ル
ニ
依
レ
リ
更
二
他
意
ア
ル
ニ
非
ス

（
『
國
家
敦
育
』
第
五
号
、
明
治
二
十
四
年
二
月
）

同
志
は
、
毎
号
「
國
家
赦
育
」
と
い
う
欄
を
設
け
、
国
家
と
教
育
に
関
す
る
問
題

に
正
面
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
。
第
五
号
と
第
七
号
は
、
教
育
制
度
の
あ
り
方
、
教

育
機
関
の
運
営
の
あ
り
方
な
ど
を
論
じ
、
音
楽
学
校
に
も
言
及
し
て
い
る
。
個
人
主

義
を
宗
と
す
る
合
衆
国
に
お
い
て
す
ら
国
家
が
教
育
事
業
に
巨
額
の
費
用
を
投
じ
て

い
る
こ
と
、
ま
た
、
今
日
わ
が
国
を
開
明
に
導
き
立
憲
政
治
の
基
礎
と
な
っ
た
も
の

は
、
徳
川
幕
府
が
昌
平
羮
や
藩
学
校
を
国
費
で
維
持
し
た
成
果
に
ほ
か
な
ら
な
い
こ

と
を
指
摘
し
、
教
育
機
関
が
国
費
に
よ
っ
て
設
立
・
維
持
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
説

＜
 

國
家
教
育

凡
ソ
一
國
ノ
赦
育
制
度
ヲ
研
究
セ
ン
ト
ス
ル
者
ハ
―
ニ
ノ
學
説
理
論
ヲ
基
礎

ト
シ
テ
理
想
的
二
之
ヲ
論
断
ス
可
ラ
ズ
必
ズ
ヤ
遠
ク
之
ヲ
其
國
ノ
歴
史
民
俗
習

慣
等
二
考
へ
近
ク
之
ヲ
其
ノ
國
ノ
時
勢
二
照
ラ
シ
テ
而
シ
テ
後
始
メ
テ
其
論
捩

ヲ
明
確
ニ
シ
其
断
定
ヲ
錯
ラ
ザ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
務
ム
ベ
シ
然
リ
而
シ
テ
其
研
究
ノ

法
種
々
ア
リ
ト
雖
ト
モ
ニ
個
ノ
大
二
相
異
ナ
レ
ル
モ
ノ
ヲ
取
リ
束
リ
テ
交
互
劉

照
シ
其
異
同
ノ
貼
ヲ
指
摘
シ
以
テ
員
理
ノ
存
ス
ル
所
ヲ
明
ニ
ス
ル
ハ
研
究
上
頗

ル
便
捷
ノ
法
ナ
ル
ニ
ヨ
リ
今
此
法
ニ
ョ
リ
テ
現
今
我
赦
育
制
度
ノ
一
般
ヲ
概
述

吾
僚
力
見
ル
所
二
依
レ
バ
我
教
育
制
度
ヲ
究
ム
ル
ニ
嘗
リ
最
モ
封
證
ノ
便
ニ

供
ス
ル
ニ
適
セ
ル
モ
ノ
ハ
蓋
シ
亜
米
利
加
合
衆
磨
ナ
ル
ベ
シ
逮
二
此
言
ヲ
聞
ク

モ
ノ
或
ハ
其
説
ノ
甚
夕
奇
異
ナ
ル
ニ
驚
ク
モ
ノ
ア
ル
ベ
シ
ト
雖
ト
モ
静
慮
熟
思

ス
ル
ト
キ
ハ
決
シ
テ
奇
説

二
非
ル
ヲ
知
ル
ベ
シ
抑
彼
ハ
共
和
政
治
ノ
國
ナ
リ
彼

ハ
最
モ
自
主
自
由
ヲ
尊
ブ
民
ナ
リ
彼
ハ
個
人
主
義
ヲ
以
テ
世
界
二
名
高
キ
國
ナ

リ
彼
図
民
ニ
シ
テ
懐
抱
ス
ル
所
ノ
教
育
上
ノ
思
想
如
何
、
施
設
ス
ル
所
ノ
方
法

如
何
ヲ
覺
悟
セ
バ
個
人
主
義
ヲ
主
張
ス
ル
者
モ
亦
大
二
省
慮
ス
ベ
キ
ノ
黙
ヲ
痰

見
ス
ル
ナ
ル
ベ
シ

凡
ソ
一
圏
ノ
赦
育
制
度
ヲ
論
ゼ
ン
ニ
ハ
先
ツ
其
國
ノ
歴
史
卜
風
俗
ト
ヲ
観
察

セ
ザ
ル
可
ラ
ズ
ト
ハ

吾
僚
ガ
前
提
二
明
掲
セ
シ
所
ナ
リ
抑
米
國
ノ
成
立
ハ
如
何

彼
國
ハ
始
メ
英
図
殖
民
ノ
一
部
ョ
リ
成
レ
ル
新
建
國
ニ
シ
テ
廣
漠
タ
ル
國
土
ヲ

有
シ
原
野
ノ
未
ダ
開
墾
セ
ザ
ル
モ
ノ
幾
百
千
萬
頃
ヲ
以
テ
敷
フ
ベ
シ
故
二
立
園

ノ
始
二
営
リ
中
央
政
府
ョ
リ
此
未
開
墾
ノ
土
地
ヲ
各
州
二
附
典
シ
各
州
二
於
テ

ハ
此
土
地
ノ
譲
典
又
ハ
貸
付
ニ
ョ
リ
牧
入
ス
ル
所
ノ
金
額
ハ
或
ハ
大
學
及
専
門

學
校
ノ
資
本
金
ト
シ
或
ハ
公
學
校
ノ
資
金
ト
シ
以
テ
高
等
教
育
又
ハ
普
通
赦
育

J
資
二
充
ツ
ル
コ
ト
ヽ
ナ
セ
リ
又
彼
國
ノ
風
俗
ハ
大
二
我
國
二
異
ナ
リ
其
相
績

法
ノ
如
キ
モ
家
督
相
績

二
非
ズ
シ
テ
遺
嘱
相
績
ナ

ル
ガ
故
二

富
豪
ノ
生
前
又
ハ

死
後
二
其
巨
額
ノ
財
産
ノ
一
部
又
ハ
全
部
ヲ
畢
テ
大
學
其
他
ノ
學
校

二
寄
附
ス

ル
モ
ノ
甚
ダ
多
シ
彼
有
名
ナ
ル
「
ハ
ー
バ
ル
ド
」
大
學
校
等

二
於
テ
ハ
今
日
ニ

セ
ン
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テ
モ
時
ト
シ
テ
一
週
間
ノ
寄
附
金
敷
萬
園
二
上
ル
ガ
如
キ
ハ
決
シ
テ
異
例
ト
セ

ザ
ル
ナ
リ
又
彼
圏
二
於
テ
ハ
國
民
皆
ナ
数
育
ヲ
尚
ブ
ヲ
以
テ
教
育
ノ
為
二
課
税

セ
ラ
ル
、
ハ
憂
モ
意
ト
セ
ザ
ル
モ
ノ
ヽ
如
ク
或
ル
州
二
於
テ
ハ
憲
法
ヲ
以
テ
赦

育
ノ
為
メ
一
人
二
付
一
弗
五
拾
セ
ン
ト
マ
デ
ノ
分
頭
税
ヲ
課
シ
得
ル
コ
ト
ヲ
定

メ
タ
リ
又
或
州
二
於
テ
ハ
分
頭
税
ハ
苛
酷
ノ
性
質
ア
ル
モ
ノ
ナ
レ
ト
モ
學
税
二

限
リ
之
ヲ
許
ス
コ

ト
ヲ
憲
法
ニ
テ
認
許
セ
リ
（
因
二
云
フ
試
二
米
國
ノ
例
ニ
ョ

リ
我
四
千
萬
ノ
人
民
二
分
頭
税
ヲ
課
ス
ル
ト
セ
バ
六
千
萬
園
ノ
巨
額
ヲ
得
ベ

シ
）
又
彼
園
二
於
テ
ハ
親
族
ナ
キ
者
ノ
財
産
ハ
死
後
二
浚
牧
ス
ル
ノ
法
ニ
シ
テ

此
財
産
モ
多
ク
ハ
教
育
資
金
ト
ナ
ル
徴
兵
免
役
料
ョ
リ
生
ス
ル
金
額
ノ
如
キ
モ

亦
教
育
資
金
二
入
ル
ヽ
ヲ
例
ト
ス
斯
カ
ル
方
法
二
依
リ
四
費
ヲ
以
テ
無
謝
義
ノ

公
學
校
ヲ
設
立
シ
以
テ
國
民
数
育
ノ
基
礎
ヲ
翠
固
ニ
シ
又
大
學
校
専
門
學
校
等

ニ
ハ
矩
額
ノ
元
資
金
ヲ
附
興
ス
ル
モ
ノ
少
カ
ラ
ズ
應
彼
個
人
主
義
ヲ
宗
ト
シ
自

主
自
由
ヲ
尚
ブ
ノ
極
度
ナ
ル
米
國
二
於
テ
ス
ラ
國
家
力
教
育
ノ
事
一
一
釦
額
ノ
費

用
ヲ
費
シ
以
テ
高
等
及
普
通
ノ
赦
育
ヲ
維
持
ス
ル
コ
ト
斯
ノ
如
キ
コ
ト
ヲ
知
ラ

バ
或
ル
論
者
モ
思
半
二
過
グ
ル
所
ア
ラ
ン

翻
テ
我
國
敦
育
ノ
歴
史
卜
習
慣
ト
ヲ
観
察
セ
バ
如
何
ナ
ル
現
象
ヲ
稜
見
ス
ル

カ
抑
上
古
及
中
古
ノ
事
ハ
暫
ク
措
キ
徳
川
氏
治
世
以
来
ノ
事
蹟
ヲ
考
フ
ル
ニ
幕

府
ハ
昌
平
燥
ヲ
立
テ
常
時
ノ
國
費
ヲ
以
テ
之
ヲ
継
持
シ
各
藩
ニ
ハ
藩
學
校
ア
リ

勿
論
藩
費
卜
稲
ス
ル
圏
費
ヲ
以
テ
之
ヲ
設
立
維
持
ス
藩
二
依
リ
テ
ハ
藩
學
校
ノ

外
郷
校
ナ
ル
者
ヲ
置
キ
之
二
若
干
ノ
學
田
ヲ
附
シ
テ
維
持
ノ
資
ト
ナ
シ
タ
ル
モ

ノ
ア
リ
ト
雖
ト
モ
是
レ
賓
二
稀
有
ノ
事
タ
リ
明
治
維
新
ノ
世
ト
ナ
リ
テ
ハ
首
二

昌
平
擬
卜
開
成
所
ト
ヲ
合
セ
テ
大
學
卜
為
シ
漸
次
小
學
中
學
師
範
學
校
専
門
學

校
等
ヲ
置
キ
勿
論
國
費
ヲ
以
テ
之
ヲ
維
持
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
高
等
ノ
學
校
二
於

テ
ハ
始
メ
ハ
生
徒
二
官
ョ
リ
學
資
ヲ
給
シ
テ
之
ヲ
数
養
シ
以
テ
図
家
二
必
要
ナ

ル
人
物
ヲ
造
成
セ
リ
中
頃
宮
費
ヲ
廃
シ
テ
貸
費
生
卜
為
シ
今
日
二
至
リ
テ
ハ
其

貸
費
モ
既
二
廃
セ
ラ
レ
タ
リ
此
ノ
如
キ
事
蹟
ヲ
見
テ
議
者
或
ハ
以
テ
我
國
家
ノ

数
育
二
陵
費
ヲ
費
ス
ノ
過
多
ナ
ル
ヲ
認
ラ
ン
カ
是
レ
我
國
ノ
歴
史
卜
情
勢
ト

ニ

通
ゼ
ザ
ル
モ
ノ
ト
云
ハ
ザ
ル
ヲ
得
ズ
何
ト
ナ
レ
バ
我
國
二
於
テ
ハ
古
来
國
費
ヲ

以
テ
高
等
ノ
學
校
ヲ
設
立
シ
以
テ
國
家
ノ
必
要
ヲ
充
タ
ス
ノ
習
慣
ニ
シ
テ
他
二

高
等
教
育
設
備
ノ
法
無
キ
ニ
ョ
リ
國
庫
金
ヲ
支
出
シ
テ
之
ヲ
設
立
維
持
セ
ザ
ル

ヲ
得
ザ
レ
バ
ナ
リ
此
事
ハ
後
二
詳
論
ス
ル
コ
ト
ヽ
シ
我
國
家
ガ
斯
ク
教
育
二
國

費
ヲ
費
シ
タ
ル
ノ
結
果
如
何
若
シ
其
成
功
費
用
卜
相
償
ハ
ズ
ン
ハ
断
然
今
日
其

方
途
ヲ
改
ム
ル
モ
不
可
ナ
カ
ル
ベ
シ
諸
君
考
一
考
セ
ョ
今
日
我
國
ヲ
開
明
二
導

キ
遂
二
此
立
憲
政
治
ノ
基
ヲ
立
ツ
ル
ニ
至
リ
タ
ル
ハ
前
二
費
シ
タ
ル
國
費
ノ
効

果
に
非
ズ
ト
云
フ
ヲ
得
ベ
キ
カ
例
ヘ
バ
斯
憲
法
ハ
何
人
ノ
カ
ニ
成
リ
法
典
ハ
何

人
ノ
カ
ニ
成
リ
鉄
道
ハ
何
人
ノ
カ
ニ
成
リ
電
信
ハ
何
人
ノ
カ
ニ
成
リ
高
等
及
普

通
ノ
教
育
ハ
何
人
／
カ
ニ
成
リ
其
他
重
要
ナ
ル
文
藝
技
術
ノ
何
人
ノ
カ
ニ
成
リ

シ
カ
ヲ
考
一
考
セ
バ
其
大
部
分
ハ
前
二
図
費
ヲ
給
典
シ
又
ハ
貸
付
シ
テ
着
成
シ

タ
ル
人
士
ノ
カ
ニ
依
レ
ル
コ
ト
自
ラ
明
ナ
ル
ベ
シ
果
シ
テ
然
ラ
バ
我
國
家
ハ
決

シ
テ
赦
育
ノ
為
二
濫
費
ヲ
致
シ
タ
ル
者
二
非
ズ
シ
テ
十
分
良
好
ノ
報
酬
ヲ
得
以

テ
図
家
ノ
必
需
二
充
タ
シ
タ
リ
ト
云
テ
可
ナ
リ

二
十
餘
年
束
我
畷
ノ
赦
育
文
藝
技
術
進
マ
ザ
ル
ニ
非
ズ

ト
雖
ト
モ
之
ヲ
他
ノ

開
明
諸
國
二
比
ス
レ
バ
猶
甚
幼
稚
ナ
ル
ヲ
免
レ
ズ
故
二
今
日
ハ
盆
高
等
教
育
ヲ

盛
ニ
シ
以
テ
國
家
必
須
ノ
人
物
ヲ
養
成
ス
ベ
キ
ノ
時
期
ナ
リ
決
シ
テ
小
成
二
安

ジ
テ
揚
々
自
得
ノ
色
ヲ
顕
ハ
ス
ベ
キ
時
二
非
ル
ナ
リ
而
シ
テ
此
事
タ
ル
大
學
及

専
門
學
校
二
委
ス
ル
ノ
外
他
途
ア
ラ
ザ
レ
バ
胴
費
ヲ
吝
マ
ズ
シ
テ
此
等
高
等
及

専
門
教
育
ノ
事
業
ヲ
摘
張
セ
ザ
ル
可
ラ
ズ
議
者
或
ハ
以
テ
大
學
及
専
門
學
校
獨

立
セ
シ
ム
ベ
シ
ト
為
ス
其
説
固
ョ
リ
可
ナ
リ
然
レ
ト
モ
其
獨
立
ノ
方
按
二
至
テ
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ハ
如
何
彼
米
國
ノ
如
ク
廣
漠
ナ
ル
土
地
ノ
以
テ
其
資
金
二
充
ッ
ベ
キ
モ
ノ
ア
ル

カ
豪
農
巨
商
ノ
一
時
二
敷
百
萬
園
ヲ
寄
付
ス
ル
ガ
如
キ
モ
ノ
ア
ル
カ
抑
亦
別
二

學
税
ヲ
課
ス
ル
ノ
方
按
ア
ル
カ
之
ヲ
我
歴
史
卜
習
慣
ト

ニ
照
セ
バ
自
ラ
悟
ル
所

ア
ル
ベ
シ
我
國
ノ
歴
史
ハ
高
等
及
専
門
教
育
ハ
國
費
ヲ
以
テ
維
持
ス
ベ
キ
モ
ノ

ナ
ル
コ
ト
ヲ
證
示
ス
歴
史
ハ
累
代
ノ
結
果
ナ
リ
一
朝
ニ
シ
テ
其
方
途
ノ
雙
シ
難

キ
コ
ト
亦
明
ナ
ラ
ズ
ヤ

議
者
或
ハ
日
ク
大
學
及
専
門
學
校
ノ
維
持
ハ
國
費
ヲ
以
テ
セ
ザ

ル
モ
私
立
二

任
セ
テ
可
ナ
リ
ト
嗚
呼
何
ゾ
思
ハ
ザ
ル
ノ
甚
シ
キ
此
極
二
至
ル
ヤ
英
米
諸
園
ノ

大
學
ノ
如
キ
今
日
其
骰
面
私
立
ノ
如
キ
モ
ノ
無
キ
ニ
非
ス
ト
雖
ト
モ
是
亦
自
ラ

其
歴
史
ア
リ
習
慣
ア
リ
テ
此
二
至
レ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
之
ヲ
我
國
ノ
現
状
二
適
用

セ
ン
ト
ス
ル
ハ
猶
木
二
縁
テ
魚
ヲ
求
ム
ル
ノ
類
ナ
ラ
ン
ノ
ミ
其
歴
史
ト
ハ
何
ソ

ヤ
彼
大
學
ハ
昔
時
或
ハ
其
政
府
ノ
設
立
二
開
リ
或
ハ
巨
大
ノ
土
地
資
金
等
ヲ
附

典
セ
シ
モ
ノ
又
ハ
富
豪
ョ
リ
巨
額
ノ
財
産
ヲ
寄
附
シ
テ
設
立
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ

テ
今
日
二
至
ル
モ
彼
國
ノ
風
習
二
依
リ
常
二
巨
額
ノ
寄
付
金
ア
ル
モ
ノ
ナ
リ
之

ヲ
我
國
ノ
今
日
二
適
用
シ
難
キ
ハ
慶
應
義
塾
を
大
學
ニ
セ
ン
ト
企
テ
タ
ル
ガ
如

キ
恰
モ
一
好
例
ヲ
典
ヘ
タ
ル
モ
ノ
ト
云
フ
ベ
シ
輻
澤
氏
ノ
名
巻
卜
熱
心
ト
ヲ
以

テ
ス
ラ
今
日
マ
デ
ノ
寄
付
金
幾
許
二
至
リ
シ
ゾ
ヤ
欧
米
人
ノ
眼
ヲ
以
テ
ス
レ
バ

賓
二
憫
笑
二
堪
ヘ
ザ
ル

コ
ト
ナ
ラ
ン
是
レ
焚
起
者
ノ
罪
ニ

モ
非
ズ
我
國
民
ノ
冷

淡
ニ
モ
非
ズ
唯
我
歴
史
卜
習
慣
ト
ガ
許
サ
ゞ
ル
ニ
依
リ
之
ヲ
奈
ト
モ
ス
ル
コ
ト

能
ハ
ザ
ル
ノ
ミ
（
大
學
及
専
門
學
校
ヲ
國
家
二
於
テ
維
持
ス
ル
ハ
十
分
二
図
家

J
目
的
ヲ
逹
セ
ン
為
ナ
ル
コ

ト
又
之
ヲ
私
立
二
委
ス
ル
ト
キ
ハ
螢
業
上
利
盆
ア

ル
學
科
ノ
ミ
ニ
カ
ヲ
用
ヒ
不
利
盆
ナ
ル
學
科
ハ
最
モ
國
家
二
必
要
ナ
ル
モ
之
ヲ

棄
テ
ヽ
顧
ミ
ザ
ル
ノ
奨
ア
ル
ガ
如
キ
ノ
論
ハ
世
人
ノ
多
ク
唱
フ
ル
所
ナ
ル
ヲ
以

テ

之

ヲ

略

ス

）

（

未

完

）

（第
五
琥
ノ
績
）

吾
僚
ハ
前
琥
二
於
テ
我
大
學
及
専
門
學
校
ノ
國
費
ヲ
以
テ
設
立
維
持
セ
ラ
ル

ベ
キ
モ
ノ
ナ
ル
コ
ト
ヲ
論
述
セ
リ
然
リ
而
シ
テ
専
門
學
校
ニ
ハ
其
種
類
ニ
ヨ
リ

全
ク
私
立
二
委
シ
テ
可
ナ
ル
モ
ノ
ナ
キ
ニ
非
ス
法
律
學
校
ノ
如
キ
ハ
即
チ
其
一

例
ニ
シ
テ
設
立
維
持
ノ
費
用
ハ
巨
額
ノ
金
員
ヲ
要
セ
ズ
シ
テ
學
習
者
ハ
其
敷
甚

ダ
多
シ
故
二

此
種
ノ
學
校
ハ
之
ヲ
螢
業
的
二
考
ヘ
テ
モ
得
失
相
償
テ
餘
ア
ル

モ

ノ
ナ
レ
バ

國
費
ヲ
以
テ
維
持
ス
ル
ノ
要
ア
ラ
ザ
ラ
ン
カ
之
二
反
シ
テ
其
設
立
維

持
二
巨
額
ノ
費
用
ヲ
要
シ
却
テ
學
習
者
ノ
少
キ
モ
ノ
ニ
至
テ
ハ
國
費
ヲ
以
テ
之

ヲ
支
持
シ
國
家
ノ
須
要
ヲ
充
タ
サ
ゞ
ル
可
ラ
ス
此
類
二
亦
ニ
ア
リ
一
ハ
國
家
ノ

富
強
ヲ
謀
リ
開
明
ヲ
導
ク
ニ
緊
要
ノ
開
係
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
一
ハ
國
家
ノ
品
位
ヲ

尚
シ
風
数
ヲ
正
ス
ル
ー
一
切
要
ノ
閥
係
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
各
種
ノ
兵
學
校
高

等
ノ
瞥
學
校
工
業
學
校
商
業
學
校
農
業
學
校
等
ハ
甲
二
薦
シ
高
等
ノ
文
學
校
美

術
學
校
―音
楽
學
校
等
ハ

乙
二

屡
シ
是
レ
皆
國
家
ノ
開
明
進
歩
ノ
上
二
必
要
欠
ク

可
ラ
サ
ル
モ
ノ
ナ
リ

次
二
中
學
校
ノ
教
育
二
閥
シ
國
家
ノ
任
ズ
ベ
キ
範
園
如
何
吾
僚
ガ
見
ル
所
二

依
レ
バ
中
學
赦
育
ハ
歴
史
上
ヨ
リ
観
察
ス
ル
モ
學
理
上
ヨ
リ
考
究
ス
ル
モ
全
然

國
家
ノ
専
任
ス
ベ
キ
性
質
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ニ
ハ
非
ル
ガ
如
シ
何
ト
ナ
レ
バ
中
學

ノ
主
ト
ス
ル
所
ハ
高
等
諸
學
校
二
進
ム
ノ
楷
梯
タ
ル
ニ
過
ギ
ズ
シ
テ
其
生
徒
ハ

将
来
果
シ
テ
國
家
ノ
必
要
二
應
ス
ベ
キ
人
物
ト
ナ
ル
ベ
キ
ャ
否
ヤ
言
ハ
ゞ
猶
未

定
ノ
地
位
二
在
ル
モ
ノ
ナ
レ
バ
之
二
向
テ
直
接
二
図
費
ヲ
支
出
ス
ル
ノ
営
否
ハ

吾
僚
ガ
疑
ヲ
存
セ
ザ
ル
ヲ
得
ザ
ル
所
ナ
リ
然
リ
ト
雖
モ
中
學
教
育
ハ
大
二
中
等

人
士
ノ
智
徳
二
閥
係
シ
中
等
人
士
ノ
智
徳
ノ
深
浅
厚
薄
ハ
直
二
國
家
ノ
治
楓
興

麿

二
影
害
ス
ル

モ
ノ
ナ
レ
バ
國
家
ハ
其
固
有
ノ
目
的
卜
精
誹
ト
ヲ
逹
シ
得
ベ
キ

程
度
マ
デ
ハ
之
二
開
渉
セ
ザ
ル
ヲ
得
ズ
其
法
如
何
概
言
ス
レ
バ
中
學
校
ノ
数
則
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規
則
ハ
國
家
ノ
制
定
ス
ル
所
二
依
ラ
シ
ム
ベ
キ
コ
ト
中
學
校
長
及
中
學
校
正
敦

員
ハ
穂
テ
園
務
官
ト
シ
國
庫
ヨ
リ
俸
給
ヲ
支
辮
ス
ル
コ
ト
是
レ
ナ
リ
而
シ
テ
俸

給
外
ノ
費
用
ノ
如
キ
ハ
穂
テ
授
業
料
寄
附
金
等
ヲ
充
用
支
辮
ス
ル
ヲ
適
嘗
ト
ス

ベ
シ
議
者
或
ハ
言
ハ
ン
此
二
中
學
教
育
卜
稲
ス
ル
モ
ノ
ヽ
中
ニ
ハ
勿
論
尋
常
高

等
ノ
ニ
種
ヲ
包
含
ス
ル
ナ
ル
ベ
シ
果
シ
テ
然
ラ
バ
其
結
果
タ
ル
所
謂
教
育
ノ
地

方
分
櫂
ニ
シ
テ
其
説
ヤ
好
ミ
ス
ベ
シ
ト
雖
ト
モ
我
今
日
ノ
國
費
ノ
堪
フ
ヘ
キ
所

ナ
リ
ヤ
否
ヤ
ト
吾
僚
固
ョ
リ
之
二
應
ズ
ベ
キ
成
算
ナ
キ
ニ
非
ズ
ト
雖
ト
モ
此
賓

地
問
題
ノ
如
キ
ハ
輩
二
後
ノ
君
子
ヲ
待
タ
ン
ノ
ミ

次
二
師
範
學
校
二
就
テ
ハ
如
何
吾
僚
ハ
此
問
題
ヲ
講
究
ス
ル
ニ
先
チ
此
二
敷

言
ヲ
費
シ
テ
師
範
學
校
卜
稲
ス
ル
所
ノ
モ
ノ
ヽ
性
質
ヲ
確
定
セ
ザ
ル
ヲ
得
ズ
彼

文
科
理
科
博
物
科
等
ノ
専
門
ヲ
設
ケ
其
授
業
ノ
方
法
モ
分
科
大
學
卜
紛
ハ
シ
キ

ニ
至
レ
ル
モ
ノ
ヽ
如
キ
ハ
吾
僚
ガ
所
謂
師
範
學
校
一
ー
ハ
非
ル
ナ
リ
生
徒
ノ
寄
宿

舎
ヲ
兵
螢
卜
異
ナ
ラ
サ
ラ
シ
メ
武
官
ヲ
以
テ
要
職
二
充
テ
兵
式
橙
操
ヲ
以
テ
特

二
主
要
ノ
一
科
卜
定
メ
殆
ド
士
官
學
校
二
異
ナ
ラ
ザ
ル
ガ
如
キ
訓
練
ヲ
施
ス
モ

ノ
ヽ
如
キ
ハ
吾
僚
ガ
所
謂
師
範
學
校
ニ
ハ
非
ル
ナ
リ
又
単
二
生
徒
ノ
努
カ
ヲ
養

成
セ
ン
コ
ト
ヲ
是
レ
務
メ
和
漢
文
二
歴
史
二
地
理
二
其
授
ク
ル
所
壷
モ
中
學
卜

異
ナ
ル
所
ア
ル
ヲ
見
ザ
ル
モ
ノ
ヽ
如
キ
モ
亦
吾
僚
ガ
所
謂
師
範
學
校
ニ
ハ
非
ル

ナ
リ
吾
僚
ガ
見
テ
以
テ
師
範
學
校
ト
ス
ル
所
ノ
モ
ノ
ハ
数
育
卜
稲
ス
ル
一
科
専

門
ノ
學
藝
ヲ
授
ク
ル
ヲ
目
的
ト
セ
ル
學
校
ニ
シ
テ
教
授
モ
訓
練
モ
皆
其
目
的
ニ

従
テ
施
行
セ
ラ
ル
ヽ
モ
ノ
ヽ
特
稲
ナ
リ
ト
知
ル
ベ
シ

師
範
學
校
ノ
性
質
ヲ
シ
テ
果
シ
テ
前
章
述
ブ
ル
所
ノ
如
キ
モ
ノ
ナ
ラ
シ
メ
バ

國
家
ガ
之
二
封
ス
ル
ノ
責
任
如
何
是
レ
吾
僚
ガ
喋
々
ヲ
要
セ
ザ
ル
モ
全
ク
國
費

ヲ
以
テ
設
立
維
持
ス
ベ
キ
モ
ノ
ナ
ル
コ
ト
明
ナ
リ
何
ト
ナ
レ
バ
國
民
二
普
通
数

育
ヲ
施
ス
ハ
國
家
ノ
責
任
ニ
シ
テ
吾
僚
ガ
所
謂
師
範
學
校
ハ
図
家
数
育
ノ
源
泉

議
者
或
ハ
日
ハ
ン
我
國
今
日
改
進
ノ
時
二
嘗
リ
テ
ハ
一
般
ノ
進
歩
二
従
ヒ
師

範
學
校
二
於
テ
専
門
教
師
ヲ
養
成
ス
ル
ノ
必
要
ア
ラ
ザ
ル
カ
又
外
國
ノ
例
二
照

ラ
ス
モ
佛
図
ノ
如
キ

ハ
高
等
師
範
學
校

ニ
テ
専
門
赦
師
ヲ
養
成
ス
ル
ニ
非
ズ
ヤ

卜
此
言
一
理
ア
ル
ガ
如
シ
然
リ
ト
雖
ト
モ
凡
ソ
事
物
ハ
何
事
ニ
モ
ア
レ
絶
劉
的

に
其
得
失
ヲ
判
断

ス
ベ
カ
ラ
ズ
況
ン
ヤ
國
費
二
開
係
ア
ル
教
育
問
題
ノ
如
キ
ハ

常
二
國
家
罷
演
ノ
貼

二
注
目
シ
最
少
ノ
費
額
ヲ
以
テ
最
大
ノ
成
果
ヲ
得
ン
コ
ト

ヲ
務
メ
ザ
ル
可
ラ
ズ
若
シ
文
科
理
科
等
ノ
分
科
大
學
二
學
生
多
ク
シ
テ
此
上
専

門
敦
師
ヲ
養
成
ス
ル
ノ
餘
地
ナ
シ
ト
云
ハ
ゞ
止
マ
ン
若
シ
然
ラ
ズ
ン
バ
此
種
ノ

数
師
ノ
養
成
ハ
該
分
科
大
學
等
二
托
ス
ル
モ
可
ナ
ラ
ズ
ヤ
而
ル
モ
猶
師
範
學
校

ニ
ハ
何
レ
ノ
分
科
大
學
又
ハ
専
門
學
校
ニ
テ
モ
其
目
的
ヲ
逹
ス
ル
能
ハ
ザ
ル
一

種
ノ
専
門
家
即
チ
教
育
家
ヲ
養
成
ス
ル
ノ
事
業
ハ
存
ス
ル
ナ
リ
若
シ
斯
ノ
如
ク

ナ
ラ
ン
ニ
ハ
高
等
師
範
生
徒
ノ
修
業
年
限
モ
減
縮
シ
従
テ
種
々
ノ
貼
ョ
リ
少
額

ノ
費
額
ニ
テ
良
好
ノ
結
果
ヲ
得
ル
ニ
至
ラ
ン
又
或
ル
論
者
ノ
佛
國
ノ
例
ヲ
引
證

ス
ル
ガ
如
キ
ハ
数
育
ノ
法
、
國
各
其
宜
キ
ヲ
制
ス
ベ
キ
ヲ
知
ラ
ザ
ル
ノ
空
論
卜

評
セ
ザ
ル
ヲ
得
ズ
現
二
佛
國
ノ
如
キ
ハ
専
ラ
普
通
数
育
二
適
ス
ベ
キ
赦
育
専
門

ノ
数
員
ヲ
養
成
ス
ベ
キ
師
範
學
校
ア
リ
其
外
二
猶
高
等
ノ
一
校
ヲ
置
ケ
ル
ニ
非

リ ナ
レ
バ
ナ
リ
故
二
國
家
ハ
其
教
則
規
則
等
ヲ
定
ム
ル
ハ
勿
論
學
校
長
正
教
員
等

ヲ
図
務
官
ト
シ
國
費
ヲ
以
テ
其
俸
給
ヲ
支
辮
シ
且
學
校
設
立
維
持
J

費
用
ヲ

支
出
ス
ル
ヲ
適
嘗
ト
ス
ベ
シ
然
レ
ト
モ
生
徒
費

二
至
リ
テ
ハ
悉
ク
官
費
ヲ
給

ス
ル
ハ
稲
過
嘗

二
失
セ
ル
ガ
如
シ
故
ニ
一
般
ノ
生
徒
ハ
新
入
生
ョ
リ
漸
ヲ
以

テ
自
費

二
改
メ
貧
困
ナ
ル

モ
ノ
ニ
限
リ
其
學
資
ヲ
補
給
ス
ル
ノ
法
ト
シ
別
二

月
謝
金
ヲ
納
付
ス
ル
ヲ
要
セ
ザ
ル
ノ
特
典
ヲ
附
典
セ
バ
可
ナ
ラ
ン
是
レ
吾
僚

ガ
内
外
ノ
歴
史
卜
経
験
ト
ニ
徴
シ
テ
其
嘗
ヲ
得
タ
リ
ト
信
ス
ル
所
ノ
モ
ノ
ナ
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議
者
或
ハ
言
ハ
ン
尋
常
師
範
學
校
ニ
テ
生
徒
ヲ
養
成
ス
ル
ニ
ハ
務
メ
テ
教
育

的
二
智
徳
ヲ
啓
敬
シ
各
科
皆
教
授
法
二
閥
聯
シ
テ
授
業
ヲ
施
サ
ン
ト
ス
ル
モ
生

徒
ノ
學
力
乏
ク
シ
テ
此
目
的
二
適
セ
ザ
ル
ヲ
奈
セ
ン
故
二
不
知
不
識
中
學
卜
異

ナ
ラ
ザ
ル
ノ
赦
授
ヲ
為
ス
ニ
至
ル
ノ
ミ
ト
此
言
誠
二
理
ア
リ
今
吾
僚
ガ
見
ル
所

二
依
レ
バ
此
欠
ヲ
補
セ
ン
ガ
為
メ

一
ノ
機
閥
ヲ
備
フ
ル
ヲ
要
ス
即
チ
師
範
中
學

豫
備
科
ノ
設
立
是
レ
ナ
リ

今
瑕
―
―
斯
ノ
如
キ
一
機
開
具
備
セ
リ
ト
見
ル
ト
キ
ハ
将
来
師
範
學
校
若
ク
ハ

中
學
校
二
入
ラ
ン
ト
ス
ル
生
徒
ハ
先
ヅ
豫
備
科
二
入
リ
テ
専
ラ
必
須
ノ
學
科
ヲ

修
メ
テ
其
學
カ
ヲ
養
ヒ
大
凡
二
年
ヲ
経
テ
各
望
ム
所
ノ
學
校
二
入
ル
ベ
シ
然
ル

ト
キ
ハ
師
範
學
校
二
於
テ
ハ
生
徒
入
學
ノ
後
殊
更
二

學
力
養
成
ノ
目
的
ヲ
以
テ

各
種
ノ
學
科
ヲ
授
ク
ル
ヲ
要
セ
ザ
ル
ニ
依
リ
仮
リ
ニ
其
修
學
年
限
ヲ
ニ
ケ
年
ニ

短
縮
ス

ト
ス
ル
モ
十
分
師
範
學
校
ノ
目
的
二
適
セ
ル
教
授
ヲ
施
シ
良
赦
員
ヲ
養

成
ス
ル
ヲ
得
ベ
シ
於
是
経
費
ノ
何
分
ヲ
節
ス
ル
モ
猶
従
来
二
比
ス
レ
バ
同
一
年

限
内
ニ
ニ
倍
ノ
生
徒
ヲ
卒
業
セ
シ
ム
ル
ヲ
得
ン

以
上
論
述
ス
ル
所
ハ
我
赦
育
上
ノ
歴
史
卜
學
理
ト
ニ
照
ラ
シ
教
育
制
度
ノ
大

要
ヲ
掲
ゲ
タ
ル

ニ
過
ギ
ズ
其
賓
地
問
題
二
渉
レ
ル
事
項
ノ
如
キ
ハ
謹
テ
諸
君
ノ

自
ラ
研
究
セ
ラ
レ
ン
コ
ト
ヲ
望
ム

ノ
ミ

（『
國
家
敦
育
』
第
五
号
、
明
治
二
十
四
年
二
月
、
同
第
七
号
、
明
治
二
十
四
年
四
月
）

以
下
の
十
篇
は
、
同
誌
第
五
号
に
収
録
さ
れ
た
学
校
存
廃
論
で
あ
る
。
明
治
二
十

四
年
度
予
算
を
廃
止
す
る
対
象
と
し
て
名
前
の
挙
が
っ
た
三
校
に
対
す
る
意
見
が
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
述
べ

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
六
篇
が
音
楽
学
校

関

係

で

あ

る
。
音
楽
学
校
関
係
の
論
説
の
う
ち
、
初
出
の
新
聞
を
確
認
す
る
こ
と
の
で
き
た
も

レ
ン
ヤ

ズ
ヤ
荀
モ
我
國
ノ
現
状
ヲ
知
悉
セ
ル
モ
ノ
登
二
空
論
家
ノ
妄
言
二
職
着
シ
去
ラ

高
等
中
學
校
、
女
子
高
等
師
範
學
校
、
東
京
昔
架
學
校
二
開
ス
ル
論
題
盤

二
衆
議
院
ノ
豫
算
委
員
等
ガ
本
題
三
校
ノ
経
費
ヲ
全
麿
セ
シ
ョ
リ
其
嘗
否
ハ
漸

ク
學
者
数
育
者
間
ノ
論
題
ト
ナ
リ
外
山
文
學
博
士
ハ
高
等
中
學
校
ノ
麿
ス
可
ラ

ザ
ル
ヲ
痛
論
シ
経
費
節
減

ハ
講
ス
ベ
キ
ナ
リ
亡
國
ノ
策
ハ
唱
フ
可
ラ
ザ
ル
ナ
リ

ト
マ
テ
警
戒
シ
増
島
法
學
士
ハ
之
二
到
シ
テ
少
シ
ク
攻
撃
ノ
色
ヲ
顕

ハ
シ
タ
ル

二
外
山
博
士
ハ
第
ニ
ノ
意
見
ヲ
世

二
公
ニ
シ
テ
大
二
其
妄
ヲ
辮
ジ
タ
リ
又
中
村

文
學
博
士
ハ
女
子
高
等
師
範
學
校
ノ
麿

ス
可
ラ
サ
ル
ヲ
懇
々
説
示
シ
矢
田
部
理

學
博
士
ハ
昔
架
ノ
利
害
ヲ
切
論
シ
テ
學
校
唱
歌
ノ
徳
育
二

資

ス
ル
ノ
大
ナ
ル
ヲ

示
シ
従
来
我
邦
ノ
俗
曲
ノ
弊
害
ヲ
指
斥
シ
テ
仮
借
ス
ル
所
ナ
ク
優
良
ナ
ル
昔
架

ヲ
普
及
シ
テ
漸
次
此
弊
害
ヲ
矯
ム
ル
ハ
最
モ
方
法
ノ
宜
キ
ヲ
得
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル

ヲ
論
シ
テ
東
京
昔
架
學
校
ノ
麿
ス
可
ラ
ザ
ル
ノ
理
由
ヲ
明
ニ
セ
リ
井
上
哲
學
博

士
ハ
頃
口
衆
議
院
厳
員
中
昔
架

ハ
智
育
力
徳
育
力
骰
育
カ
ト
ノ
問
ヲ
装
シ
タ
ル

モ
ノ
ア
ル
ヲ
聞
キ
慨
嘆
ノ
餘
リ
最
モ
凱
切
ナ
ル
一
文
ヲ
東
京
新
報
記
者
二
送
リ

数
育
史
上
ヨ
リ
古
今
諸
名
家
ノ
一音
楽
二
開
ス
ル
定
論
ヲ
掲
ゲ
来
リ
衆
議
院
議
員

モ
紛
雑
喧
應
ノ
議
論
ノ
閑
暇
ヲ
以
テ
少
シ
一音
楽
校
ニ
テ
モ
往
イ
テ
劉
亮
タ
ル
昔

架
デ

モ
聞
イ
タ
ナ
ラ
バ
心
モ
和
ラ
キ
情
モ
静
ニ
ナ
リ
テ
忽
チ
昔
架
ノ
効
用
ヲ
領

解
ス
ベ
シ
ト
諷
諭
シ
猶
進
デ
若
シ
國
會
ノ
議
員

ニ
シ
テ
昔
架
ノ
國
家

二
必
要
ナ

ル
コ
ト
ヲ
知
ラ
ザ
ル
者
ア

ル
ト
キ
ハ
日
本
文
化
ノ
程
度
ハ

之
二
由
リ
テ
其
極
メ

テ
卑
キ
コ
ト
ヲ
推
知
ス
ル
ヲ
得
ベ
シ
無
用
ノ
費
用
ハ
固
ョ
リ
節
減
セ
ザ
ル
可
ラ

ズ
ト
雖
ト
モ
國
家
進
歩
ノ
上
二
須
要
ナ
ル
モ
ノ
マ
デ
モ
之
ガ
為
二
併
セ
テ
麿
ス

ル
ト
キ
ハ
大
損
小
盆
ニ
シ
テ
不
學
無
識
ノ
為
二
國
家
ヲ
誤
ル
コ
ト
多
カ
ル
ベ
シ

ト
ノ
痛
切
ナ
ル
応
咸
言
ヲ
興
ヘ
ラ
レ
タ
リ
其
他
文
學
士
松
軒
居
士
ノ
昔
架
學
校
ノ

の
に
つ
い
て
は
該
当
す
る
文
の
終
り
に
記
し
た
。
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高
等
中
學
存
廃
二
閥
ス
ル
意
見

政
費
節
減
の
為
め
に
高
等
中
學
は
宜
し
く
麿
す
べ
き
も
の
な
り
と
言
ふ
の
説

あ
り
甚
だ
面
白
き
説
な
り
然
れ
ど
も
余
輩
の
説
は
大
に
之
れ
と
異
な
る
も
の
な

り
其
大
要
は
即
ち
左
の
如
し

一

高
等
中
學
の
上
部
を
大
學
に
移
し
其
下
部
を
尋
常
中
學
に
移
さ
ん
と
言

ふ
の
考
案
の
如
き
は
一
應
甚
だ
便
利
の
如
く
に
聞
ゆ
れ
ど
も
賓
際
甚
だ
行
は
れ

難
き
の
説
な
り
尋
常
中
學
は
今
日
に
於
て
す
ら
其
教
育
の
甚
だ
不
満
足
な
る
も

の
多
き
に
あ
ら
ず
や
之
を
し
て
高
等
中
學
本
科
一
年
級
の
學
科
に
該
嘗
す
る
所

ま
で
を
授
け
し
め
て
満
足
の
結
果
を
得
ん
こ
と
は
非
常
の
骨
折
を
用
ゐ
て
も
敷

多
の
星
霜
を
経
た
る
後
に
あ
ら
ず
ん
ば
到
底
望
む
べ
か
ら
ざ
る
所
な
ら
ん
而
し

て
書
籍
器
械
給
料
等
に
要
す
る
入
費
の
貼
に
至
り
て
は
そ
れ
相
嘗
の
も
の
を
要

す
べ
き
は
固
よ
り
論
を
埃
た
ざ
る
な
り
高
等
中
學
を
麿
さ
ん
に
は
費
用
は
丸
儲

に
な
ら
ん
と
思
ふ
が
如
き
は
誤
解
も
亦
甚
し
と
謂
は
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
又

高
等
中
學
の
上
部
を
大
學
へ
移
さ
ん
こ
と
の
如
き
も
容
易
に
行
は
る
べ
か
ら
ざ

る
の
考
案
な
り
大
學
の
書
籍
器
械
教
員
は
増
加
せ
ず
ん
ば
あ
ら
ざ
る
な
り
大
學

の
歳
費
は
増
加
せ
ざ
る
を
得
ざ
る
な
り
大
學
を
し
て
本
科
外
の
事
業
に
餘
り
多

＜
従
事
せ
し
む
る
が
如
き
は
外
面
は
経
済
の
様
に
見
ゆ
る
こ
と
あ
る
も
其
賓
却

て
不
経
演
な
る
を
免
か
る
A

能
は
ざ
る
な
ら
ん
又
大
學
以
下
の
教
育
は
成
る
べ

外

山

正

必
要
ノ
説
中
井
喜
太
郎
卜
云
フ
人
ガ
何
ノ
縁
モ
無
キ
魯
人
卜
平
氏
ト
ヲ
論
捩
卜

シ
テ
昔
架
學
校
麿
セ
ザ

ル
可
ラ
ズ
ト
ノ
説
ア
リ
之
二
封
シ
テ
第

一
高
等
中
學
唱

歌
数
員
鈴
木
米
三
郎
氏
ノ
＿
音
楽
學
校
存
陵
ノ
説

一
唆
一
飲
居
士
ノ
敢
テ
世
ノ
識

者

二
質
ス
等
ノ
文
ア
リ
何
レ
モ
今
日
教
育
上
ノ

一
大
問
題

二
閥
係
ア

ル
モ
ノ
ナ

レ
バ
此
二
之
ヲ
輯
録
シ
テ
社
員
諸
君
ノ
閲
讀

二
供
ス
ル
コ
ト
ヽ
セ
リ

な
り

7
 

4
 

3
 

身
心
未
熟
な
る
東
北
人
を
し
て
都
下
に
来
て
就
學
せ
し
む
る
は
余
翡
の

く
普
通
教
育
た
る
べ
き
な
り
普
通
教
育
の
高
等
な
る
も
の
を
受
け
た
る
者
が
多

く
な
る
に
あ
ら
ず
ん
ば
國
民
の
品
位
を
高
め
ん
こ
と
は
到
底
望
む
べ
か
ら
ざ
る

な
ら
ん
今
日
動
も
す
れ
ば
普
通
教
育
は
成
る
べ
く
之
を
省
略
し
て
少
し
も
早
く

専
門
學
科
を
修
め
ん
と
す
る

の
傾
向
あ
り
今
日
に
在
り
て
は
高
等
中
學
の
學
科

の
如
き
も
或
は
幾
分
専
門
に
分
れ
過
ぎ
た
る
の
恐
れ
な
し
と
せ
ざ
る
か
如
し
賓

に
今
日
吾
邦
の
如
く
専
門
の
學
科
に
熟
逹
し
た
る
野
蜜
人
の
如
き
も
の
A

多
き

國
は
他
に
其
例
を
見
ざ
る
所
な
ら
ん
若
し
高
等
中
學
の
上
部
を
大
學
に
移
さ
ん

に
は
此
弊
は
盆
増
長
せ
ん
と
す
る
の
恐
れ
あ
ら
ん
左
れ
は
高
等
中
學
の
下
部
を

尋
常
中
學
へ
移
す
こ
と
も
其
上
部
を
大
學

へ
移
す
こ
と
も
共
に
難
事
と
謂
は
ざ

る
べ
か
ら
ざ
る
な
り

中
央
集
櫂
は
如
何
な
る
業
務
に
於
て
行
は
る
A

も
図
家
隆
盛
の
為
め
に

有
害
な
る
こ
と
な
れ
ど
も
就
中
教
育
上
の
中
央
集
櫂
は
其
弊
害
最
も
甚
だ
し
き

も
の
と
謂
は
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
余
輩
本
邦
子
弟
就
學
の
有
様
を
顧
念
す
る

こ
と
に
未
た
嘗
て
地
方
少
年
の
今
日
の
如
く
都
下
に
の
み
輻
湊
す
る
の
流
弊
を

憂

へ
ざ
る
は
な
し
身
心
未
熟
な
る
子
弟
を
し
て
自
由
に
都
下
の
悪
風
に
感
染
せ

し
む
る
は
歓
ぶ
べ
き
こ
と
な
る
や
今
日
の
如
く
若
年
子
弟
が
就
學
の
為
め
に
都

下
に
輻
湊
す
る
は
余
輩
の
常
に
憂
ふ
る
所
な
り

一
よ
し
や
第
一
高
等
中
學
は
之
を
縮
小
す
る
も
地
方
の
高
等
中
學
は
之
を

披
張
せ
ず
ん
ば
あ
ら
ざ
る
な
り
と
は
余
悲
の
常
に
主
張
す
る
所
の
持
論
な
り

一
府
下
幾
多
の
螢
業
的
私
立
學
校
の
為
め
に
は
氣
の
毒
な
る
も
地
方
の
高

等
中
學
其
他
の
學
校
を
披
張
し
て
地
方
の
子
弟
を
し
て
地
方
に
於
て
就
學
し
得

る
の
道
を
大
い
に
開
稜
す
る
は
今
日
の
急
務
な
り
と
は
余
輩
の
深
く
信
す
る
所

第 2節 東京音楽学校存廃論争



一
國
の
猫
立
を
維
持
す
る
為
め
に
は
一
國
の
民
心
を
翠
固
に
す
る
為
め

に
は
一
國
の
國
骰
を
保
護
せ
ん
為
め
に
は
其
子
弟
を
教
育
す
る
の
學
校
は
其
國

の
學
校
た
ら
ず
ん
ば
あ
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り

り 甚
だ
憂
ふ
る
所
な
り
身
心
未
熟
な
る
四
國
人
を
し
て
都
下
に
来
て
就
學
せ
し
む

る
は
余
輩
の
甚
だ
憂
ふ
る
所
な
り
身
心
未
熟
な
る
九
州
人
を
し
て
都
下
に
来
て

就
學
せ
し
む
る
は
余
輩
の
甚
だ
憂
ふ
る
所
な
り

一
仙
豪
の
高
等
中
學
の
搬
張
せ
ら
れ
ん
こ
と
は
余
輩
の
甚
だ
願
ふ
所
な
り

金
澤
の
高
等
中
學
の
撰
張
せ
ら
れ
ん
こ
と
は
余
輩
の
甚
だ
願
ふ
所
な
り
京
都
の

高
等
中
學
の
撰
張
せ
ら
れ
ん
こ
と
は
余
輩
の
甚
だ
願
ふ
所
な
り
熊
本
の
高
等
中

學
の
摘
張
せ
ら
れ
ん
こ
と
は
余
輩
の
甚
だ
願
ふ
所
な
り

一
鹿
兒
島
に
高
等
中
學
の
設
立
せ
ら
れ
た
る
は
余
輩
の
甚
だ
歓
ぶ
所
な
り

山
口
に
高
等
中
學
の
設
立
せ
ら
れ
た
る
は
余
輩
の
甚
だ
歓
ぶ
所
な
り
高
知
の
尋

常
中
學
の
摘
張
せ
ら
れ
て
高
等
中
學
と
せ
ら
れ
ん
こ
と
は
余
輩
切
望
に
勝
へ
さ

る
所
な
り京

都
の
同
志
祉
仙
憂
の
東
華
學
校
の
如
き
私
立
學
校
の
設
立
は
固
よ
り

歓
ぶ
べ
き
こ
と
と
謂
ふ
べ
し
然
れ
ど
も
斯
る
學
校
に
本
邦
子
弟
の
教
育
を
専
ら

委
ね
ん
と
す
る
が
如
き
は
國
家
の
為
め
に
憂
ふ
べ
き
謀
計
と
謂
は
ず
ん
ば
あ
る

べ
か
ら
ざ
る
な
り

日
本
の
教
育
は
日
本
の
教
育
た
ら
ず
ん
ば
あ
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
如
何

に
善
良
な
る
も
日
本
子
弟
の
教
育
を
外
人
お
助
け
の
學
校
に
専
ら
委
ね
置
ん
こ

と
は
余
輩
の
決
し
て
願
は
ざ
る
所
な
り

一
如
何
に
善
良
な
る
も
本
邦
子
弟
の
教
育
を
外
國
教
會
お
助
の
學
校
に
専

ら
委
託
せ
ん
と
す
る
が
如
き
は
余
輩
の
決
し
て
同
意
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
所
な

露
西
亜
が
ボ
ー
ラ
ン
ド
の
學
校
に
閥
渉
す
る
は
其
目
的
晰
か
な
る
に
あ

ら
ず
や
獨
逸
が
ア
ル
サ
ス
、
ロ
ル
レ
イ
ン
を
佛
蘭
西
よ
り
奪
ひ
た
る
後
直
ち
に

ス
ト
ラ
ス
ブ
ル
グ
の
大
學
を
設
立
し
た
る
如
き
は
賓
に
卓
見
と
謂
ふ
べ
き
に
あ

土
爾
其
の
文
明
教
育
は
今
日
尚
職
と
し
て
外
國
教
會
の
掌
中
に
在
る
は

余
輩
常
に
土
爾
其
人
の
為
め
に
惜
む
所
な
り
支
那
の
文
明
教
育
は
今
日
尚
ほ
職

と
し
て
外
國
教
會
の
撥
任
す
る
所
な
る
は
余
輩
常
に
支
那
人
の
為
め
に
惜
む
所

な
り
天
竺
の
文
明
教
育
は
今
日
尚
ほ
外
國
教
會
の
専
任
す
る
所
な
る
は
余
輩
常

に
天
竺
人
の
為
め
に
惜
む
所
な
り

一

余
輩
は
此
貼
に
於
て
は
日
本
を
し
て
土
爾
其
た
ら
し
む
る
こ
と
を
欲
せ

ざ
る
も
の
な
り
支
那
た
ら
し
む
る
を
欲
せ
さ
る
も
の
な
り
印
度
た
ら
し
む
る
を

欲
せ
ざ
る
も
の
な
り

印
度
に
英
人
が
學
校
を
設
立
す
る
が
如
く
外
國
教
會
に
於
て
日
本
に
許

多
の
學
校
を
設
立
し
呉
れ
ん
と
せ
ん
か
余
輩
は
あ
ら
有
難
た
や
學
校
は
別
に
設

く
る
に
及
ば
ず
政
費
節
減
専

一
な
り
と
言
て
公
税
學
校
は
悉
皆
之
れ
を
麿
す
べ

き
か
否
余
輩
は
斯
る
場
合
に
於
て
は
政
費
は
何
程
嵩
む

こ
と
あ
る
も
民
力
の
及

は
ん
限
り
は
公
税
學
校
は
盆
々
撰
張
せ
ず
ん
ば
あ
ら
ざ
る
な
り
と
断
言
せ
ん
と

す
る
も
の
な
り
余
輩
は
信
ず
る
な
り
外
國
教
會
お
助
學
校
が
多
け
れ
ば
多
き
程

國
立
學
校
は
盆
々
多
か
ら
ず
ん
ば
あ
る
可
ら
ざ
る
な
り
と

一

政
費
の
節
減
は
出
来
る
限
り
は
固
よ
り
務
む
べ
き
所
な
り
然
れ
ど
も
政

費
節
減
の
為
め
に
外
國
教
會
お
助
學
校
を
し
て
國
立
學
校
に
換
は
ら
し
め
ん
と

す
る
が
如
き
は
余
輩
に
於
て
決
し
て
左
祖
す
る
能
は
ざ
る
所
な
り

一

公

税

學
校
は
決
し
て
特
り
本
邦
に
の
み
存
す
る
も
の
に
は
あ
ら
ざ
る
な

り
欧
洲
諸
國
は
申
す
に
及
ば
ず
北
米
合
衆
國
の
如
き
自
由
國
に
於
て
も
新
開
の

ら
す
や
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諸
州
中
に
は
公
税
大
中
小
學
校
の
設
け
あ
る
も
の
決
し
て
其
例
な
き
に
あ
ら
ざ

余
輩
は
身
心
未
熟
な
る
地
方
子
弟
の
都
下
に
輻
湊
す
る
の
流
弊
を
止
む

る
は
今
日
の
急
務
な
り
と
思
ふ
も
の
な
り
余
輩
は
地
方
の
高
等
中
學
及
び
尋
常

中
學
校
を
摘
張
す
る
は
目
下
の
急
務
な
り
と
信
ず
る
も
の
な
り

一
余
輩
は
國
民
の
教
育
を
外
國
教
會
お
助
の
學
校
に
専
任
す
る
が
如
き
は

國
家
の
為
め
に
有
害
な
り
と
信
ず
る
も
の
な
り
余
輩
は
仙
豪
に
東
華
學
校
あ
る

に
も
拘
は
ら
ず
第
二
高
等
中
學
は
必
要
な
り
と
信
ず
る
も
の
な
り
京
都
に
同
志

祉
あ
る
に
も
拘
は
ら
ず
第
三
高
等
中
學
は
麿
す
べ
か
ら
ず
と
断
言
せ
ん
と
す
る

余
華
は
こ
の
問
題
に
閥
し
て
議
員
諸
君
に
全
國
の
父
兄
に
有
ら
ゆ
る
日

本
人
民
に
質
さ
ん
と
す
る
二
個
の
疑
問
あ
り
即
ち
左
の
如
し

第
一
今
日
の
如
く
地
方
の
少
年
子
弟
が
就
學
の
為
め
と
て
東
京
府
下
に
輻

湊
す
る
は
甚
だ
憂
ふ
べ
き
の
情
況
に
は
あ
ら
ざ
る
か

第
二
若
し
仙
豪
に
は
東
華
學
校
あ
り
故
に
第
二
高
等
中
學
は
不
必
要
な
り

京
都
に
は
同
志
社
あ
り
故
に
第
三
高
等
中
學
は
不
必
要
な
り
と
な
し
若
し
ジ
ェ

シ
ュ
イ
ト
教
會
に
於
て
金
澤
に
盛
大
な
る
學
校
を
設
立
し
た
ら
ん
に
は
第
四
高

等
中
學
は
不
必
要
な
り
と
な
し
若
し
ギ
リ
イ
キ
教
會
に
於
て
熊
本
に
盛
大
な
る

學
校
を
設
立
し
た
ら
ん
に
は
第
五
高
等
中
學
は
不
必
要
な
り
と
な
し
て
外
國
教

會
お
助
學
校
が
増
加
す
る
に
蒻
ひ
て
國
立
學
校
を
麿
さ
ん
と
す
る
か
如
き
は
果

し
て
日
本
の
國
是
な
る
か

政
費
節
減
は
講
す
べ
き
な
り
亡
國
の
策
は
唱
ふ
べ
か
ら
ざ
る
な
り

も
の
な
り

る
な
り

日

芳

學

人

郎

政
費
節
減
講
ず
べ
き
な
り
亡
國
の
策
は
唱
ふ
べ
か
ら
ざ
る
な
り
と
は
高
等
中

學
の
存
麿
に
開
し
外
山
博
士
が
論
じ
た
る
所
の
結
論
な
り
學
人
も
本
月
三
日
及

五
日
の
國
會
新
聞
紙
上
に
國
家
教
育
の
鰹
演
を
論
じ
た
る
が
博
士
の
論
中
學
人

の
例
を
取
り
其
高
等
中
學
存
在
説
を
助
け
ん
と
し
た
る
所
あ
る
を
見
る
博
士
の

論
鋒
は
其
結
論
を
生
ぜ
ん
が
為
め
に
は
相
嘗
の
命
題
な
る
べ
く
薔
弊
家
の
信
仰

す
る
愛
國
論
を
支
へ
ん
が
為
め
に
は
一
應
道
理
あ
る
様
に
見
え
其
論
鋒
の
巧
み

な
る
一
貼
に
於
て
は
流
石
博
士
の
筆
に
成
る
も
の
な
る
を
疑
は
ざ
る
な
り
今
日

の
人
情
よ
り
察
す
る
と
き
は
其
説
或
は
有
志
家
の
幾
分
を
呟
惑
せ
し
む
る
こ
と

あ
る
も
驚
か
ざ
ら
ん
と
欲
す

右
の
意
見
は
汎
く
高
等
中
學
の
存
麿
説
に
毅
す
る
も
の
な
る
べ
く
獨
り
學
人

の
論
じ
た
る
所
に
封
し
殊
に
論
ず
る
も
の
に
あ
ら
ず
と
は
信
ず
れ
ど
も
蓋
し
然

り
と
信
ず
る
人
あ
り
と
せ
ん
か
之
れ
を
一
言
せ
ず
ん
ば
あ
る
べ
か
ら
ず
學
人
の

主
眼
は
蹄
す
る
所
如
何
な
る
程
度
に
於
て
公
税
に
依
り
學
事
を
維
持
す
べ
き
か

の
標
準
を
得
ん
と
す
る
に
あ
り
て
公
税
に
依
ら
ざ
る
も
目
下
既
に
私
立
學
校
に

し
て
高
等
中
學
に
代
る
べ
き
も
の
な
き
に
あ
ら
ず
之
を
利
用
し
て
高
等
中
學
の

用
を
為
さ
し
む
べ
し
と
云
ふ
に
在
り
仙
豪
の
高
等
中
學
校
の
摘
張
せ
ら
れ
ん
こ

と
は
博
士
の
願
は
る
A

所
な
り
と
す
る
も
試
に
同
高
等
中
學
校
の
現
状
を
畢
げ

ん
に
其
地
方
に
於
て
は
高
等
中
學
の
學
力
に
堪
ふ
べ
き
生
徒
な
き
が
故
豫
備
科

と
か
何
と
か
云
へ
る
程
度
の
低
き
科
目
を
教
へ
教
諭
等
の
無
事
に
苦
し
む
こ
と

な
か
ら
し
む
る
の
策
を
取
り
た
る
よ
り
東
華
學
校
の
如
き
其
影
害
を
蒙
り
た
り

と
は
學
人
の
例
と
し
た
る
所
な
り
博
士
壺
し
之
を
知
ら
ざ
る
べ
し
是
れ
第
二
高

〔
マ
マ
〕

等
中
學
を
撰
張
す
る
に
あ
ら
ず
其
萎
靡
如
は
沙
汰
の
限
り
に
あ
ら
ず
現
に
存

外
山
博
士
の
意
見
を
讀
む

増

島

六
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立
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
も
の
な
る
も
偶
々

國
税
に
依
れ
る
も
の
な
る
が
故
強
て

維
持
せ
ら
る
A

も
の
と
云
ふ
て
可
な
り

學
人
は
相
嘗
な
る
範
園
内
に
於
て
學
制
の
取
締
を
な
し
又
は
之
れ
を
奨
勘
す

る
の
道
を
講
ず
る
こ
そ
文
部
の
職
な
れ
時
勢
を
察
せ
ず
民
力
を
論
ぜ
ず
し
て
官

立
の
學
校
を
作
り
其
結
果
た
る
や
今
や
将
さ
に
稜
逹
せ
ん
と
す
る
私
立
教
育
の

圏
運
を
妨
ぐ
る
が
如
き
こ
と
あ
る
べ
か
ら
ず
と
云
ふ
に
在
り
鹿
兒
島
造
士
館
の

如
き
山
口
高
等
中
學
の
如
き
學
人
が
望
み
た
る
通
り
已
に
文
部
が
其
私
立
學
校

を
助
け
て
高
等
中
學
と
な
ら
し
め
た
る
も
の
に
あ
ら
ず
や
慶
應
義
塾
大
學
部
の

如
き
同
志
祉
大
學
の
如
き
其
他
の
私
立
學
校
の
如
き
其
程
度
の
許
さ
ん
限
り
は

之
を
待
遇
す
る
の
道
を
以
て
し
其
及
ば
ざ
る
所
は
之
を
改
良
せ
し
む
る
の
制
を

設
け
其
道
に
し
て
過
ま
ら
ざ
る
も
の
と
せ
ば
右
の
諸
學
校
之
を
奉
ず
る
こ
と
を

欲
せ
ざ
る
も
の
と
も
云
ふ
べ
か
ら
ず
教
育
の
弊
其
道
を
得
ざ
る
も
の
と
せ
ん
か

文
部
直
轄
の
官
吏
教
授
が
之
を
司
り
文
部
支
出
の
國
税
を
以
て
之
を
維
持
す
る

こ
と
の
み
其
制
を
改
良
す
る
の
道
に
あ
ら
ざ
る
べ

し
彼
の
獨
り
専
門
の
學
術
に

逹
し
た
る
野
蟹
人
の
如
き
も
の
多
き
の
弊
を
救
は
ん
為
め
高
等
普
通
教
育
を
普

か
ら
し
む
べ
し
地
方
の
少
年
は
猫
り
地
方
に
學
ば
し
む
べ
し
専
ら
外
國
教
會
の

學
校
に
我
子
弟
の
教
育
を
委
托
す
べ
か
ら
ず
と
云
ふ
が
如
き
は
學
人
の
論
ぜ
ん

と
し
た
る
所
即
ち
如
何
な
る
程
度
に
於
て
公
税
に
よ
り
學
事
を
維
持
す
べ
き
や

の
問
題
に
開
係
な
き
別
派
の
問
題
な
り
猫
り
問
は
ん
と
欲
す
政
費
は
何
程
嵩
む

こ
と
あ
る
も
民
力
の
及
ば
ん
限
り
は
盆
公
税
學
校
を
搬
張
す
べ
き
も
の
と
す
る

も
是
れ
果
し
て
今
日
の
時
勢
と
民
力
を
察
し
た
る
に
出
づ
る
の
論
な
る
や
否
如

何
程
政
費
に
重
き
を
加
ふ
る
も
教
育
の
力
獨
り
能
＜
國
力
を
回
復
し
亡
國
の
憂

な
か
ら
し
む
る
者
な
る
や
否
謹
で
識
者
の
教
を
侯
た
ん
と
欲
す

高
等
中
學
存
麿
に
開
す
る
意
見
の
二

予
輩
は
頃
日
高
等
中
學
存
麿
に
閥
す
る
卑
見
を
世
に
公
に
し
た
り
然
る
に
之

れ
を
薔
弊
家
を
睛
着
せ
ん
と
す
る
為
め
の
も
の
な
り
有
志
家
を
眩
惑
せ
ん
と
す

る
の
手
段
な
り
と
証
ひ
ん
と
す
る
も
の
あ
り
甚
だ
巧
な
る
駁
撃
の
手
段
と
云
ふ

べ
し
而
し
て
予
輩
は
此
の
腔
言
は
廿
ん
じ
て
受
け
ん
と
す
る
も
の
な
り
其
理
由

左
の
如
し

一
予
は
故
森
有
骰
君
が
文
部
大
臣
た
ら
れ
し
時
に
早
く
既
に
文
部
大
臣
に

説
く
に
身
心
未
熟
な
る
地
方
子
弟
が
就
學
の
為
め
に
東
京
府
下
に
輻
戟
す
る

は
國
家
の
大
患
な
り
大
い
に
地
方
教
育
を
振
起
せ
し
め
て
此
の
流
弊
を
矯
正

す
る
の
急
務
な
る
こ
と
を
以
て
し
た
る
も
の
な
り
予
は
即
ち
薔
弊
家
を
隔
着

せ
ん
と
す
る
も
の
な
り
予
は
即
ち
有
志
家
を
眩
惑
せ
ん
と
す
る
も
の
な
り

一
予
は
敷
年
前
早
く
既
に
地
方
教
育
を
大
い
に
振
起
す
る
の
必
要
を
説
き

高
知
縣
に
高
等
中
學
を
設
立
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
た
る
も
の
な
り
予
は
即

ち
筈
弊
家
を
隔
着
せ
ん
と
す
る
も
の
な
り
予
は
即
ち
有
志
家
を
眩
惑
せ
ん
と

す
る
も
の
な
り

予
は
地
方
教
育
を
大
い
に
振
起
せ
し
む
る
は
今
日
の
急
務
な
り
と
確
信

す
る
も
の
な
り
故
に
優
等
な
る
學
士
に
地
方
教
員
と
成
て
地
方
教
育
の
為
め

に
盛
力
す
る
の
必
要
を
常
に
説
く
も
の
な
り
予
は
即
ち
薔
弊
家
を
隔
着
せ
ん

と
す
る
も
の
な
り
予
は
即
ち
有
志
家
を
眩
惑
せ
ん
と
す
る
も
の
な
り

一

予

に

評
ひ
る
に
予
は
官
立
學
校
存
立
而
已
を
歓
ぶ
も
の
な
り
と
す
る
も

の
あ
り
然
れ
ど
も
予
は
官
立
と
私
立
と
を
論
ぜ
ず
善
良
な
る
學
校
の
地
方
に

興
る
は
常
に
歓
ぶ
所
な
り
故
に
予
は
鹿
兒
島
造
士
館
山
口
高
等
中
學
の
如
き

學
校
の
設
立
は
甚
だ
歓
ぶ
所
な
り
予
は
即
ち
薔
弊
家
を
隔
着
せ
ん
と
す
る
も

の
な
り
予
は
即
ち
有
志
家
を
眩
惑
せ
ん
と
す
る
も
の
な
り

外

山

正
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教
育
の
制
其
の
道
を
得
ざ
る
も
の
と
せ
ん
か
文
部
直
轄
の
官
吏
教
授
が

之
を
司
り
文
部
支
出
の
國
税
を
以
て
之
を
維
持
す
る
こ
と
の
み
猫
り
其
の
制

を
改
良
す
る
の
道
な
り
と
は
何
人
が
唱
へ
し
か
予
は
少
し
も
知
ら
ざ
る
な
り

然
れ
ど
も
予
が
斯
る
説
を
唱
へ
し
こ
と
あ
る
が
如
く
に
評
ひ
ん
と
す
る
も
の

あ
り
予
は
即
ち
薔
弊
家
を
睛
着
せ
ん
と
す
る
も
の
な
り
予
は
即
ち
有
志
家
を

な
り

予
は
文
部
大
臣
に
は
第
一
高
等
中
學
は
之
れ
を
縮
小
し
其
の
経
費
の
剰

餘
を
以
て
地
方
の
高
等
中
學
を
披
張
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
建
言
せ
ん
と
す
る
も

の
な
り
予
は
第
一
高
等
中
學
校
長
に
は
其
良
教
員
を
割
愛
し
て
地
方
の
高
等

中
學
へ
譲
る
べ
し
と
説
か
ん
と
す
る
も
の
な
り
予
は
即
ち
薔
弊
家
を
職
着
せ

ん
と
す
る
も
の
な
り
予
は
即
ち
有
志
家
を
眩
惑
せ
ん
と
す
る
も
の
な
り

一

仙

豪
の
高
等
中
學
の
現
状
は
予
固
よ
り
之
れ
を
知
れ
り
本
科
生
の
尚
ほ

少
な
き
は
一
は
設
立
以
来
日
尚
ほ
浅
き
に
因
り
一
は
其
の
地
方
の
子
弟
の
多

く
東
京
に
遊
學
す
る
に
因
る
な
り
其
地
方
の
子
弟
中
に
高
等
中
學
の
學
力
に

堪
ふ
べ
き
生
徒
な
き
故
に
は
あ
ら
ざ
る
な
り
故
に
予
は
其
地
方
の
身
心
未
熟

な
る
子
弟
が
東
京
に
来
ら
ず
し
て
其
の
地
方
の
高
等
中
學
に
於
て
就
學
せ
ん

こ
と
を
願
ふ
も
の
な
り
予
は
仙
豪
の
高
等
中
學
は
盆
々
撰
張
す
べ
き
も
の

な

り
と
信
ず
る
な
り
予
は
即
ち
茜
弊
家
を
晦
着
せ
ん
と
す
る
も
の
な
り
予
は
即

ち
有
志
家
を
眩
惑
せ
ん
と
す
る
も
の
な
り

一

政

鴬
學
校
に
も
あ
ら
ざ
る
教
會
學
校
に
も
あ
ら
ざ
る
善
良
な
る
私
立
學

校
の
あ
る
に
も
拘
ら
ず
尚
ほ
其
土
地
に
強
い
て
官
立
學
校
を
設
立
す
べ
し
杯

と
云
ひ
た
る
覺
え
は
予
は
少
し
も
あ
ら
ざ
る
な
り
然
れ
ど
も
予
が
斯
る
暴
論

を
唱
へ
し
こ
と
あ
る
が
如
く
に
証
ひ
ん
と
す
る
も
の
あ
り
予
は
即
ち
薔
弊
家

を
職
着
せ
ん
と
す
る
も
の
な
り
予
は
即
ち
有
志
家
を
眩
惑
せ
ん
と
す
る
も
の

眩
惑
せ
ん
と
す
る
も
の
な
り

一

仙

憂
高
等
中
學
の
設
立
は
東
華
學
校
を
衰
徹
せ
し
め
た
り
故
に
仙
豪
高

等
中
學
は
麿
す
べ
き
な
り
京
都
の
高
等
中
學
は
同
志
祉
を
衰
微
せ
し
め
ん
と

す
る
の
恐
れ
あ
り
故
に
京
都
の
高
等
中
學
は
麿
す
べ
き
な
り
と
主
唱
す
る
は

即
ち
外
國
教
會
お
助
の
學
校
に
我
子
弟
の
教
育
を
専
ら
委
托
す
べ
し
と
云
ふ

に
あ
ら
ず
や
外
園
教
會
お
助
の
學
校
に
図
民
の
教
育
を
専
任
せ
ん
と
す
る
が

如
き
は
國
家
の
為
め
に
有
害
な
り
と
は
予
輩
の
断
言
せ
し
所
な
り
予
翡
は
即

ち
薔
弊
家
を
職
着
せ
ん
と
す
る
も
の
な
り
有
志
家
を
眩
惑
せ
ん
と
す
る
も
の

國
民
の
教
育
を
外
國
教
會
お
助
の
學
校
に
委
托
す
る
が
如
き
浅
間
敷
境

遇
に
陥
ら
ん
か
政
費
節
減
は
将
た
何
人
の
為
め
な
る
や
予
輩
は
其
の
心
を
解

す
る
に
苦
む
な
り
然
れ
ど
も
予
輩
は
即
ち
藷
弊
家
を
職
着
せ
ん
と
す
る
も
の

な
り
有
志
家
を
眩
惑
せ
ん
と
す
る
も
の
な
り

一

外

國
教
會
に
て
善
良
な
る
學
校
を
本
邦
に
設
立
し
て
呉
れ
る
は
有
難
き

こ
と
な
り
歓
ぶ
べ
き

こ
と
な
り
本
邦
父
兄
の
其
の
意
志
に
随
て
子
弟
を
斯
る

學
校
に
於
て
就
學
せ
し
む
る
は
固
よ
り
妨
な
き
所
な
り
然
れ
ど
も
何
れ
の
地

方
と
雖
も
父
兄
の
意
志
は
如
何
な
る
も
其
の
子
弟
を
就
學
せ
し
む
べ
き
の
學

校
は
斯
る
外
國
教
會
お
助
の
學
校
而
已
な
ら
し
め
ん
と
す
る
が
如
き
は
予
輩

の
決
し
て
歓
ば
ざ
る
所
な
り
然
れ
ど
も
予
輩
は
茜
弊
家
を
隔
着
せ
ん
と
す
る

も
の
な
り
有
志
家
を
眩
惑
せ
ん
と
す
る
も
の
な
り

一
猫
逸
が
多
く
の
學
校
を
佛
蘭
西
に
設
立
し
た
ら
ん
に
は
佛
蘭
西
は
自
園

に
て
學
校
を
設
く
る
に
及
ば
ず
と
て
歓
で
居
ら
ん
と
す
る
か
佛
蘭
西
が
多
く

の
學
校
を
猫
逸
に
設
立
し
た
ら
ん
に
は
猫
逸
は
自
國
に
て
學
校
を
設
立
す
る

に
及
ば
ず
と
云
て
歓
で
居
ら
ん
と
す
る
か
羅
馬
法
王
が
多
く
の
學
校
を
英
吉

な
り
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利
斯
に
設
立
し
呉
れ
ん
と
せ
ん
か
英
吉
利
斯
は
自
國
に
て
は
學
校
を
設
立
す

る
に
及
ば
ず
と
云
て
歓
で
居
ら
ん
と
す
る
か
決
し
て
歓
で
は
居
ら
ざ
る
な
ら

ん
彼
等
は
自
國
設
立
の
學
校
を
盆
々
多
か
ら
し
め
ん
と
圏
ら
ん
こ
と
決
し
て

疑
ひ
あ
ら
ざ
る
な
り
然
れ
ど
も
予
は
即
ち
薔
弊
家
を
睛
着
せ
ん
と
す
る
も
の

な
り
有
志
家
を
眩
惑
せ
ん
と
す
る
も
の
な
り

一
予
の
主
張
せ
ん
と
す
る
所
は
學
校
は
必
ず
官
立
學
校
な
る
べ
し
と
云
ふ

に
は
あ
ら
ず
教
育
上
の
中
央
集
櫂
は
有
害
な
り
と
云
ふ
に
あ
る
な
り
官
立
と

私
立
と
を
論
ぜ
ず
地
方
に
善
良
な
る
學
校
を
多
か
ら
し
め
て
地
方
の
子
弟
を

地
方
に
於
て
就
學
せ
し
め
今
日
の
如
く
都
下
に
而
已
輻
陸
す
る
の
風
は
成
る

べ
く
速
に
之
を
止
む
べ
き
な
り
と
云
ふ
に
あ
る
な
り
予
は
即
ち
薔
弊
家
を
睛

着
せ
ん
と
す
る
も
の
な
り
有
志
家
を
眩
惑
せ

ん
と
す
る
も
の
な
り

一
日
本
人
の
氣
質
を
保
存
す
る
為
め
に
は
地
方
の
子
弟
を
地
方
に
於
て
教

育
す
る
は
最
も
必
要
の
こ
と
な
り
日
本
人
を
し
て
悉
く
東
京
人
た
ら
し
め
ん

こ
と
は
決
し
て
願
ふ
べ
き
こ
と
に
は
非
ざ
る
な
り
英
人
が
悉
く
倫
敦
人
と
な

ら
ん
こ
と
は
英
人
の
為
め
に
決
し
て
歓
ぶ
べ
き

こ
と
に
は
非
ざ
る
な
り
佛
人

が
悉
く
巴
里
人
に
な
ら
ん
こ
と
は
佛
人
の
為
め
に
決
し
て
歓
ぶ
べ
き
こ
と
に

は
非
ざ
る
な
り
米
人
が
悉
く
紐
育
人
と
な
ら
ん
こ
と
は
米
人
の
為
め
に
決
し

て
歓
ぶ
べ
き
こ
と
に
は
非
ざ
る
な
り
地
方
地
方
の
英
人
の
氣
質
が
存
す
れ
ば

こ
そ
英
人
の
氣
質
は
存
す
る
な
り
地
方
地
方
の
佛
人
の
氣
質
が
存
す
れ
げ

こ

そ
佛
人
の
氣
質
は
存
す
る
な
り
地
方
地
方
の
米
人
の
氣
質
が
存
す
れ
ば
こ
そ

米
人
の
氣
質
は
存
す
る
な
り
日
本
人
の
氣
質
を
存
す
る
為
め
に
は
地
方
地
方

の
日
本
人
の
氣
質
は
存
せ
ん
こ
と
必
要
な
り
而
て
日
本
人
の
氣
質
を
存
す
る

は
必
要
な
り
と
は
予
輩
は
信
じ
て
疑
は
ざ
る
所
な
り
然
れ
ど
も
予
輩
は
薔
弊

家
を
職
着
せ
ん
と
す
る
も
の
な
り
有
志
家
を
眩
惑
せ
ん
と
す
る
も
の
な
り

本
邦
の
教
育
上
予
輩
の
切
望
に
勝
へ
ざ
る
所
は
地
方
の
子
弟
を
し
て
官

立
と
私
立
と
を
問
は
ず
地
方
の
小
學
に
於
て
就
學
し
地
方
の
中
學
に
於
て
就

學
し
地
方
の
高
等
中
學
に
於
て
就
學
し
最
高
等
の
教
育
即
ち
大
學
の
教
育
の

如
き
も
の
を
受
け
ん
と
す
る
の
場
合
に
於
て
而
已
都
下
に
来
て
就
學
せ
し
む

る
が
如
き
順
序
に
な
し
た
し
と
云
ふ
に
あ
る
な
り
然
れ
ど
も
予
輩
は
薔
弊
家

を
職
着
せ
ん
と
す
る
も
の
な
り
予
輩
は
有
志
家
を
眩
惑
せ
ん
と
す
る
も
の
な

法
學
は
今
日
我
邦
人
の
競
て
學
ば
ん
と
す
る
所
な
り
府
下
幾
多
の
法
學

校
は
皆
な
生
徒
を
以
て
充
満
す
る
は
即
ち
之
を
證
す
る
に
足
れ
り
府
下
幾
千

の
法
學
生
は
即
ち
之
を
證
す
る
に
足
れ
り
高
等
中
學
の
陸
學
部
の
如
き
法
學

教
授
所
の
地
方
に
設
立
せ
ら
れ
ん
こ
と
は
今
日
の
急
務
な
り
と
予
輩
は
信
ず

る
な
り
而
し
て
其
法
學
校
の
官
立
な
る
と
私
立
な
る
と
は
予
に
於
て
固
よ
り

揮
ば
ざ
る
所
な
り
然
れ
ど
も
若
し
私
立
の
適
嘗
な
る
法
學
校
が
地
方
に
存
せ

ざ
る
場
合
に
於
て
は
官
立
高
等
中
學
中
に
瞥
學
部
と
同
様
に
法
學
部
を
置
く

は
教
育
上
必
要
の
こ
と
な
り
と
断
言
せ
ん
と
す
る
も
の
な
り
然
れ
ど
も
予
輩

は
薔
弊
家
を
職
着
せ
ん
と
す
る
も
の
な
り
予
輩
は
有
志
家
を
眩
惑
せ
ん
と
す

る
も
の
な
り

予
輩
が
國
民
の
教
育
を
委
托
す
べ
き
學
校
な
り
と
思
ふ
も
の
は
官
立
と

私
立
と
を
問
は
ず
慎
正
教
育
的
の
學
校
の
謂
な
り
政
黛
的
學
校
の
謂
に
は
あ

ら
ざ
る
な
り
宗
教
的
學
校
の
謂
に
は
あ
ら
ざ
る
な
り
然
れ
ど
も
予
輩
は
茜
弊

家
を
職
着
せ
ん
と
す
る
も
の
な
り
有
志
家
を
眩
惑
せ
ん
と
す
る
も
の
な
り

一

都
下
教
育
の
悪
弊
を
排
撃
す
る
は
果
し
て
茜
弊
家
を
睛
着
せ
ん
と
す
る

の
手
段
な
る
や
地
方
教
育
の
搬
張
を
主
張
す
る
は
果
し
て
薔
弊
家
を
晦
着
せ

ん
と
す
る
の
手
段
な
る
や
本
邦
人
氣
質
の
保
存
を
切
望
す
る
は
果
し
て
薔
弊

り
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女
子
高
等
師
範
學
校
麿
す
べ
か
ら
ず

拿
破
裔
第
一
世
嘗
て
歎
し
て
日
常
今
法
蘭
西
の
大
欠
乏
は
母
な
り
と
我
か
日

本
帝
國
今
日
の
状
態
将
に
此
歎
を
再
ひ
せ
し
め
ん
と
す
る
も
の
あ
り
封
建
の
夢

覺
め
祉
會
の
形
勢
一
愛
し
薔
徳
既
に
破
れ
て
新
徳
末
た
其
緒
を
開
か
す
維
新
の

新
天
地
に
於
て
開
明
進
歩
の
竪
都
部
に
喧
し
き
も
開
明
の
徽
進
歩
の
跡
は
果
し

て
何
の
邊
に
あ
る
や
多
く
は
是
れ
外
形
の
事
物
の
み
政
府
は
文
部
省
を
設
立
し

て
此
弊
を
矯
め
ん
こ
と
を
務
む
る
も
人
心
の
向
ふ
所
尚
主
と
し
て
知
識
に
偏
し

道
徳
の
黙
に
至
り
て
は
寧
ろ
昔
日
に
劣
る
も
優
る

こ
と
あ
る
を
見
ず
抑
も
道
徳

は
天
下
の
大
勢
力
な
り
女
子
教
育
は
道
徳
の
本
源
な
り
婦
徳
の
長
短
は
以
て
邦

國
開
明
の
度
を
知
る
べ
し
我
か
日
本
帝
國
の
議
會
既
に
開
け
て
更
に
外
面
の
光

輝
を
加
へ
た
る
も
女
子
の
教
育
に
し
て
之
か
改
良
を
計
ら
す
ん
は
後
来
の
國
運

果
し
て
奈
何
そ
や
知
ら
す
世
人
は
拿
翁
の
歎
を
以
て
尚
早
し
と
す
る
か
或
は
又

之
を
無
用
と
す
る
か
仄
か
に
聞
く
目
今
政
費
節
減
の
為
め
に
女
子
蕎
等
師
範
學

校
を
廃
止
す
へ
し
と
の
説
あ
り
と
余
嘗
て
文
部
の
啜
托
に
依
り
乏
を
描
理
の
任

に
承
け
し
か
昨
年
更
に
又
校
長
の
命
を
受
＜
余
不
肖
と
雖
常
に
祉
會
の
道
徳
は

女
子
の
教
育
に
存
す
る
こ
と
を
信
す
る
の
厚
き
を
以
て
敢
て
此
大
任
に
嘗
れ
り

も
の
に
あ
ら
ざ
る
な
り

中

村

正

直

さ
し
む

家
隔
着
の
手
段
な
る
や
教
會
學
校
に
は
隧
意
に
就
學
せ
し
む
べ
き
者
な
り
教

會
學
校
に
就
學
す
る
を
必
要
な
ら
し
む
可
ら
ず
と
云
ふ
は
果
し
て
薔
弊
家
睛

着
の
手
段
な
る
や
予
輩
は
此
謹
言
は
歓
で
受
け
ん
と
す
る
者
な
り
予
輩
は
此

の
職
着
手
段
に
は
敷
年
前
よ
り
日
夜
苦
心
せ
し
所
な
り
此
の
職
着
は
政
費
節

減
論
排
撃
の
為
め
に
頓
に
思
ひ
付
き
た
る
も
の
に
は
あ
ら
ざ
る
な
り
又
政
費

節
減
論
の
熾
な
る
に
乗
じ
螢
業
的
私
立
學
校
繁
昌
の
為
め
に
思
ひ
付
き
た
る

然
る
に
今
や
女
子
教
育
の
淵
源
た
る
學
校
を
廃
止
す
る
の
説
あ
る
を
聞
き
玄
に

獣
止
す
る
こ
と
能
は
す
聯
か
卑
見
を
述
へ
て
識
者
の
高
評
を
仰
＜

婿
人
の
版
圏
は
家
に
あ
り
家
齊
而
后
國
治

一
家
園
槃
の
和
氣
は
邦
國
文
明
の
原
素
な
り

女
子
は
教
育
の
母
な
り
善
母
は
人
類
を
新
に
す

教
育
あ
る
婦
妻
は
暗
に
良
人
を
輔
翼
し
之
を
し
て
國
家
有
盆
の
事
業
を
成

貴
賤
男
女
の
別
な
く
國
民
た
る
も
の
は
普
通
の
教
育
を
受
け
さ
る
へ
か
ら

す
是
に
於
て
小
學
校
の
必
要
起
る

一

學
校
の
教
育
は
教
師
の
摸
範
を
主
と
す
故
に
女
兒
生
徒
の
教
員
は
主
と
し

て
女
子
た
ら
さ
る
べ
か
ら
ず
是
に
於
て
女
兒
小
學
校
の
必
要
起
る

一
中
人
以
上

の
社
會
に
立
つ
女
子
は
稽
高
等
の
普
通
教
育
を
要
す
是
に
於
て

高
等
女
學
校
の
必
要
起
る

―
女
兒
小
學
校
の
必
要
あ
り
故
に
尋
常
師
範
學
校
女
子
部
の
必
要
起
る

一

尋
常
師
範
學
校
女
子
部
及
ひ
高
等
女
學
校
の
必
要
あ
り
故
に
之
か
教
員
た

る
へ
き
女
子
を
養
成
す
る
所
の
女
子
高
等
師
範
學
校
の
必
要
起
る

一
さ
れ
ば
女
子
高
等
師
範
學
校
は
女
子
教
育
の
淵
源
な
り
之
を
維
持
す
る
は

國
家
の
必
要
な
り
政
府
の
義
務
な
り
我
か
立
憲
政
罷
を
維
持
す
る
の
基
な
り

―
女
子
高
等
師
範
學
校
の
設
置
維
持
は
巨
額
の
資
金
を
要
す
而
し
て
私
立
螢

業
的
企
圏
に
適
す
る
も
の
に
あ
ら
す

一
日
本
の
女
子
教
育
は
日
本
國
民
的
な
る
へ
し
猶
り
之
を
外
図
人
に
委
ぬ
ヘ

か
ら
す

二
十
四
年
度
の
豫
算
政
府
支
出
に
係
る
も
の
三
万
圏
な
り
之
を
男
子
教
育

の
全
額
に
比
す
れ
ば
最
徹
の
分
敷
な
り
之
を
國
庫
支
出
の
穂
額
に
照
せ
は
九
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牛
の
一
毛
に
過
き
す
之
を
投
す
れ
は
女
子
教
育
の
根
抵
を
得
へ
く
之
を
投
せ

さ
れ
は
女
子
の
教
育
萎
靡
し
て
振
は
す
天
下
の
大
勢
力
生
す
る
に
由
な
し
登

に
僅
少
の
政
費
節
減
の
為
め
に
國
家
の
大
計
を
誤
る
へ
け
ん
や

余
此
稿
を
草
す
る
や
目
下
女
子
高
等
師
範
學
校
長
の
任
に
あ
る
を
以
て
熱
心

の
餘
り
或
は
公
平
を
失
は
ん
こ
と
を
恐
れ
深
く
自
ら
省
み
て
筆
を
執
れ
り
若
し

世
の
識
者
公
平
な
ら
す
と
思
惟
せ
ら
る
A

貼
あ
ら
は
乞
ふ
明
教
を
吝
む
こ
と
な

か
れ

音

楽

學

校

論

矢

田

部

良

吉

頃
日
東
京
音
楽
學
校
を
麿
止
す
べ
し
と
の
説
あ
り
と
聞
く
余
此
事
に
付
少
し

く
意
見
あ
れ
ば
今
之
を
簡
略
に
開
陳
し
て
以
て
識
者
の
教
を
乞
は
ん
と
欲
す

音
楽
は
風
教
上
教
育
上
欠
く
可
ら
ず

音
楽
の
風
教
上
必
要
な
る
は
東
洋
西
洋
を
問
は
ず
先
哲
の
既
に
論
ぜ
し
所
に

し
て
今
又
喋
々
す
る
を
要
せ
ず
晩
近
我
邦
に
於
て
は
教
育
家
の
音
楽
に
注
意
す

る
こ
と
盆
々
多
く
徳
性
涵
養
の
為
め
稜
墜
機
呼
吸
機
稜
逹
の
為
め
に
諸
學
校
に

唱
歌
科
の
設
あ
る
に
至
れ
り
此
事
た
る
欧
米
諸
國
に
於
て
は
多
年
行
は
れ
て
好

結
果
を
呈
し
た
る
も
の
に
し
て
我
邦
に
於
て
も
亦
績
々
其
結
果
の
善
良
な
る
を

報
ず
る
も
の
あ
り
「
君
が
代
」
の
歌
の
如
き
「
天
長
節
の
歌
」
の
如
き
「
紀
元

節
の
歌
」
の
如
き
忠
君
愛
國
の
感
情
を
喚
起
す
る
も
の
「
父
子
親
あ
り
の
歌
」

の
如
き
道
徳
の
大
本
を
教
訓
す
る
も
の
「
螢
の
光
」
の
如
き
友
愛
の
情
を
勃
興

せ
し
む
る
も
の
其
他
勇
氣
を
鼓
舞
す
る
も
の
審
美
的
感
情
を
顎
逹
せ
し
む
る
も

の
等
学
校
唱
歌
中
に
多
し
其
曲
と
云
ひ
其
僻
と
云
ひ
兒
童
が
學
習
の
間
に
於
て

之
を
謡
ふ
の
み
な
ら
ず
遊
戯
の
間
に
も
喜
で
之
を
謡
ひ
不
知
不
識
の
間
に
徳
育

の
補
助
を
為
す
こ
と
賂
多
し
唱
歌
科
を
學
校
課
程
中
に
設
け
た
る
は
賓
に
明
治

教
育
家
の
大
功
と
す
べ
き
も
の
な
り

我
邦
俗
曲
の
卑
猥
な
る
事

借
眼
を
轄
じ
て
我
邦
俗
歌
の
如
何
な
る
も
の
な
る
や
を
尋
る
に
其
曲
と
云
ひ

其
僻
と
云
ひ
野
鄭
猥
褻
を
極
め
言
語
同
断
な
る
も
の
比
々
是
な
り
古
の
聖
賢
は

音
楽
の
風
教
上
緊
要
な
る
を
論
ぜ
し
と
同
時
に
亦
鄭
竪
の
悪
む
べ
き
を
論
じ
た

り
而
し
て
我
邦
の
俗
曲
の
如
き
は
其
最
も
甚
し
き
も
の
な
り
余
は
之
を
此
に
引

證
す
る
を
も
嫌
忌
す
る
所
な
れ
ど
も
余
の
言
僻
の
決
し
て
不
嘗
な
ら
ざ
る
を
證

明
せ
ん
が
為
に
其
―
二
を
此
に
摘
出
せ
ん

古
今
端
唄
大
全
と
云
ふ
一
小
冊
子
あ
り
然
か
も
明
治
十
六
年
九
月
十
七
日
出

版
届
清
の
書
な
り
世
間
此
類
の
書
多
し
と
聞
く
此
の
如
き
書
の
届
清
に
な
り
て

居
る
は
余
の
財
る
所
な
り
余
を
以
て
之
を
見
れ
ば
管
に
普
通
道
徳
を
破
壊
す
る

の
み
な
ら
ず
刑
法
第
二
百
五
十
九
條
に
も
抵
腸
す
る
も
の
と
せ
ざ
る
を
得
ず
余

此
書
中
の
唄
―
二
を
掲
げ
ん
と
し
て
掲
ぐ
る
に
忍
び
ず
筆
止
め
た
る
こ
と
敷
回

な
れ
ど
も
今
勇
氣
を
振
ひ
て
―
二
を
拳
ぐ
れ
ば

ー
ロ
説
魔
し
て
痴
話
う
ち
消
し
て
ど
ふ
で
も
主
は
麻
な
ん
す
か
と
云
つ
A

（
以
下
書
く
に
忍
び
ず
）

二
燈
火
か
く
し
て
夜
着
引
被
て
（
以
下
書
く
に
忍
び
ず
）

三
暮
て
寝
る
の
に
な
に
は
ゞ
か
ろ
ふ
（
以
下
書
く
に
忍
び
ず
）

四
お
竹
さ
ん
…
…
の
毛
が
な
が
い
な
…
…

五
口
舌
し
て
思
は
せ
ぶ
り
な
憎
ら
し
い
（
以
上
書
く
に
忍
び
ず
）

六
ま
て
ど
く
ら
せ
ど
女
郎
衆
は
こ
な
い
（
以
上
書
く
に
忍
び
ず
）

七
因
州
因
幡
の
鳥
取
川
の
（
以
下
書
く
に
忍
び
ず
）

又
此
に
常
盤
津
本
敷
種
あ
り
此
類
は
端
唄
よ
り

一
層
丁
寧
反
復
し
て
長
た
ら

し
く
卑
猥
の
事
を
述
べ
た
る
も
の
な
り
例
へ
ば
「
濃
楓
色
三
股
」
(
-
名
直
尾
）
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は
娼
妓
と
な
り
て
も
情
夫
に
操
を
立
つ
れ
ば
よ
し
と
の
心
得
違
ひ
を
記
し
「
倭

恨
名
色
七
文
字
」
は
源
太
に
擬
し
て
遊
廓
の
状
況
を
記
し
「
藪
橋
誰
轄
寝
」
は

娼
妓
と
遊
治
郎
と
の
口
説
の
員
況
を
記
し
「
禿
絞
日
雛
形
」
は
遊
廓
の
情
況
を

記
し
「
明
烏
夢
泡
雪
」
(
-
名
浦
里
時
次
郎
）
は
娼
妓
が
遊
冶
郎
に
情
を
立
て

何
程
呵
責
を
受
け
て
も
改
め
す
遂
に
出
奔
す
る
こ
と
を
記
し
「
七
條
河
原
新
釜

煎
の
段
」

(
-
名
石
川
五
右
衛
門
）
は
動
悪
の
虞
あ
り
「
三
世
草
錦
文
章
」
（
一

名
お
園
六
三
）
は
兄
殺
し
の
藝
妓
、
放
蕩
の
情
夫
、
強
慾
の
兄
、
情
死
の
仕
損

じ、

道
行
き
、
冥
土
の
道
行
き
迄
を
記
す
又
此
に
清
元
本
敷
種
あ
り
其
卑
猥
な

る
常
盤
津
本
に
一
歩
を
譲
ら
ず
例
へ
ば
「
袖
浦
誓
中
偕
」
(
-
名
お
駒
徳
兵
衛
）

は
或
る
屋
敷
に
奉
行
中
不
義
を
働
き
女
夫
と
な
る
こ
と
を
記
し
「
其
噂
櫻
色

時
」

(
-
名
お
し
ゅ
ん
博
兵
衛
）
は
義
理
を
立
つ
る
為
め
淫
事
を
以
て
人
を
誘

惑
す
る
こ
と
を
記
し
「
梅
柳
中
宵
月
」
(
-
名
浦
心
）
は
娼
妓
破
戒
の
僧
と
固

く
契
り
其
胤
を
宿
し
遊
廓
を
出
奔
し
痴
情
の
極
遂
に
情
死
す
る
を
記
し
「
其
噂

吹
川
風
」
(
-
名
玉
屋
新
兵
衛
）
は
遊
冶
郎
と
藝
妓
の
情
死
を
記
し
「
月
友
桂
川

浪
」

(
-
名
お
半
長
右
衛
門
）
は
幼
き
時
養
育
し
た
る
女
子
と
伊
勢
参
詣
の
蹄

途
通
じ
て
遂
に
惰
死
す
る
を
記
す
。

此
他
皆
大
同
小
異
な
り
其
記
事
卑
猥
な
れ
ば
其
言
僻
も
亦
卑
猥
な
ら
ざ
る
を

得
ず
今
之
を
摘
出
す
る
を
要
せ
ず

俗
曲
は
下
等
社
會
の
教
科
書
な
り

上
に
列
拳
せ
る
端
唄
常
盤
津
清
元
等
は
下
等
祉
會
の
最
も
學
ふ
所
に
し
て
其

餘
波
上
流
祉
會
に
も
亦
逹
せ
り
殊
に
常
盤
津
浦
元
等
の
如
き
は
不
徳
の
方
法
順

序
を
丁
寧
親
切
に
教
導
す
る
も
の
な
り
下
等
祉
會
の
者
は
之
を
聴
き
之
を
習
ひ

之
を
暗
誦
し
て
頭
脳
に
染
み
込
み
居
れ
ば
其
感
化
力
賓
に
強
大
に
し
て
學
校
教

育
の
比
に
非
ら
ず
故
に
余
は
日
ん
と
す
俗
曲
本
は
下
等
祉
會
の
修
身
教
科
書
な

り
「
バ
イ
プ
ル
」
な
り
と
然
る
に
此
教
科
書
た
る
學
校
讀
本
の
如
く
面
白
か
ら

ざ
る
も
の
に
非
ら
ず
し
て
凡
夫
の
凡
情
に
訴
へ
卑
猥
心
に
訴
ふ
る
も
の
ヽ
み
な

ら
ず
加
ふ
る
に
卑
猥
の
音
曲
を
以
て
す
る
も
の
な
れ
ば
感
化
力
の
み
よ
り
云

ヘ

ば
天
下
無
双
教
育
祉
會
絶
無
の
好
教
科
書
な
り
此
の
如
き
無
二
の
教
科
書
を
以

て
薫
陶
せ
ら
れ
た
る
も
の
登
卑
猥
の
事
を
恥
辱
と
す
る
も
の
あ
ら
ん
や
宜
な
る

哉
日
本
の
都
市
到
る
虞
大
道
の
雨
側
に
娼
家
を
列
せ
ざ
る
も
の
無
き
に
非
ざ
る

と
日
本
の
婦
女
は
東
洋
到
る
虞
支
那
に
印
度
に
浦
璧
斯
徳
に
布
畦
に
澳
斯
太
利

亜
に
淫
を
賣
り
國
辱
を
海
外
に
晒
す
こ
と
、
我
邦
の
西
洋
諸
國
と
蒟
峙
す
る
こ

と
は
我
等
日
本
人
の
常
に
切
羞
す
る
所
な
れ
ど
も
我
邦
祉
會
に
し
て
欧
洲
人
の

賤
む
所
と
な
ら
ば
椴
令
條
約
改
正
に
於
て
満
足
な
る
結
果
を
得
る
と
も
安
ぞ
交

際
上
到
等
な
る
こ
と
を
得
べ
け
ん
や
世
に
魔
娼
妓
論
者
あ
り
魔
藝
妓
論
者
あ
り

余
は
其
心
志
を
賛
成
す
と
雖
ど
も
麿
娼
論
を
唱
ふ
る
と
同
時
に
我
邦
下
等
社
會

學
校
外
の
教
育
の
改
良
に
注
意
す
る
に
非
ら
す
ん
ば
惜
む
ら
く
ば
其
計
畳
は
水

泡
に
屡
せ
ん
恐
く
は
末
を
先
に
し
て
本
を
後
に
す
る
に
了
ら
ん

俗
曲
改
良
の
方
法

前
述
の
如
く
な
れ
ば
俗
曲
は
到
底
改
良
せ
ざ
る
可
ら
す
然
れ
ど
も
此
事
た
る

決
し
て
容
易
の
業
に
非
ら
す
固
よ
り
法
令
を
以
て
之
を
改
良
す
る
こ
と
能
は
ず

恨
令
端
唄
常
盤
津
清
元
等
を
禁
止
し
得
る
と
す
る
も
人
は
各
顎
槃
機
閥
あ
り
聴

機
閥
あ
る
も
の
な
れ
ば
何
か
之
れ
に
代
へ
て
謡
ふ
べ
き
も
の
聴
く
べ
き
も
の
な

く
ん
ば
あ
る
べ
か
ら
ず
図
の
開
明
と
草
昧
と
を
問
は
ず
末
だ
曾
て
音
架
な
き
も

の
あ
ら
す
故
に
俗
曲
改
良
の
事
は
徐
々
と
し
て
之
を
計
聾
す
る
の
外
な
し
其
方

法
は
左
の
三
條
を
以
て
良
と
す
る
は
識
者
の
普
く
認
定
す
る
所
な
ら
ん

學
校
唱
歌
を
盛
に
す
る
事

俗
曲
中
取
る
べ
き
も
の
は
或
は
之
を
取
り
或
は
修
正
を
加
ふ
る
事

第第
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第
三
優
美
高
尚
な
る
音
曲
の
嗜
好
を
奨
励
す
る
事

右
三
條
の
内
第
一
は
最
も
行
ひ
易
く
し
て
最
も
勢
力
あ
る
者
な
り
如
何
と
な

れ
ば
純
良
唱
歌
の
稜
墜
機
開
を
装
逹
せ
し
め
徳
性
を
涵
養
す
る
は
幼
時
に
あ
り

て
其
功
最
も
著
し
け
れ
ば
な
り
其
行
ひ
易
き
一
例
を
畢
れ
ば
高
等
師
範
學
校
に

て
は
貧
民
子
弟
の
教
育
に
供
す
る
賠
級
教
場
の
設
あ
り
初
め
は
此
教
場
に
於
て

兒
童
が
休
暇
時
間
等
に
「
お
や
ば
か
ち
ゃ
ん
り
ん
」
の
如
き
野
鄭
の
歌
を
謡
ひ

て
之
を
制
す
る
も
聴
か
ざ
り
し
が
小
學
唱
歌
を
教
ふ
る
に
至
り
休
暇
時
間
と
雖

も
蹄
宅
の
後
と
雖
ど
も
野
鄭
の
歌
を
謡
ふ
も
の
な
く
皆
な
音
律
言
僻
の
端
正
な

る
唱
歌
を
謡
ふ
に
至
り
所
謂
る
徳
孤
な
ら
ず
必
ず
隣
あ
り
に
て
近
隣
の
兒
童
も

之
を
謡
ふ
に
至
り
た
り
と
此
の
如
き
類
例
は
余
が
東
京
の
み
な
ら
ず
二
三
の
縣

に
於
て
も
親
し
く
見
聞
せ
し
所
な
り
第
二
の
方
法
は
俗
曲
中
築
曲
の
如
き
は
見

る
べ
き
も
の
あ
れ
ば
之
を
少
し
く
修
正
し
且
つ
西
洋
風
の
楽
符
を
以
て
之
れ
を

記
し
學
習
に
便
な
ら
し
め
ば
盆
々
流
行
す
る
に
至
る
べ
し
第
三
の
方
法
は
音
架

會
を
敷
々
開
設
す
る
等
の
手
段
に
依
て
世
人
を
し
て
優
美
な
る
音
楽
を
聰
く
に

慣
れ
し
む
る
に
あ
り
斯
く
し
て
漸
次
に
部
猥
の
音
曲
を
麿
し
て
純
良
の
音
曲
の

流
布
せ
ん
こ
と
を
圏
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず

東
京
音
楽
學
校
の
事

右
の
方
法
を
施
行
す
る
に
は
音
楽
學
校
を
設
立
し
て
音
架
上
の
研
究
と
教
授

と
を
為
さ
し
む
る
こ
と
極
め
て
緊
要
な
り
而
し
て
東
京
音
楽
學
校
は
既
に
此
事

に
従
事
し
て
其
成
績
も
亦
顕
著
な
り
蓋
し
現
今
全
圏
の
小
學
に
唱
歌
科
の
設
あ

り
て
學
齢
兒
童
が
郡
猥
の
歌
曲
を
謡
ふ
を
止
め
純
良
な
る
者
を
以
て
之
に
代
へ

加
之
天
長
節
紀
元
節
等
に
は
畢
て
聖
天
子
の
盛
徳
を
頌
し
皇
國
の
隆
盛
を
祈
る

の
唱
歌
を
合
唱
す
る
に
至
り
た
る
は
即
ち
東
京
音
楽
學
校
の
力
な
り
其
他
俗
曲

修
正
の
事
優
美
な
る
音
楽
會
開
設
の
事
等
此
學
校
の
目
的
と
す
る
所
な
り
而
し

て
此
校
よ
り
出
で
た
る
敷
十
名
の
卒
業
生
は
概
ね
皆
地
方
に
於
て
教
員
と
な
り

唱
歌
の
教
授
を
撥
嘗
せ
り
斯
か
る
次
第
な
る
を
以
て
我
邦
音
楽
の
為
め
に
は
東

京
音
楽
學
校
を
永
存
す
る
こ
と
極
め
て
緊
要
な
り

結
論

然
れ
ど
も
或
は
日
は
ん
音
楽
學
校
の
設
立
は
緊
要
な
れ
ど
も
之
を
官
立
と
す

る
の
必
要
な
し
と
さ
れ
ど
此
の
如
き
學
校
は
教
育
上
大
に
國
家
に
閥
係
あ
る
者

な
れ
ば
一
箇
人
の
勝
手
に
任
せ
若
く
は
一
派
の
宗
教
會
祉
の
如
き
も
の
に
任
せ

て
其
執
る
所
の
特
殊
の
主
義
に
依
ら
し
め
ん
よ
り
は
寧
ろ
日
本
國
が
日
本
の
國

費
を
以
て
不
偏
不
黛
の
學
校
を
設
立
し
永
遠
の
結
果
を
圏
る
に
如
か
ず
而
し
て

現
今
の
東
京
音
楽
學
校
が
要
す
る
所
の
金
額
は
一
ケ
年
僅
か
に
一
万
二
千
園
な

り
と
聞
く
此
些
少
の
金
圏
を
惜
み
て
設
立
以
来
敷
年
を
経
既
に
好
結
果
を
牧
め

尚
一

層
進
歩
せ
ん
と
す
る
も
の
を
一
朝
に
し
て
廃
止
せ
ん
と
す
る
が
如
き
は
決

し
て
策
の
得
た
る
も
の
に
非
ら
ざ
る
な
り

音
楽
は
徳
育
か
智
育
か
髄
育
か

（
井
上
哲
次
郎
氏
の
書
簡
）

衆
議
院
に
於
て
音
楽
は
智
、
髄
、
徳
育
何
れ
に
濁
す
る
か
と
の
質
問
を
な
す

も
の
あ
り
此
事
に
就
き
非
上
哲
次
郎
氏
よ
り
左
の
書
簡
を
寄
せ
来
る
（
東
京

新
報
）

拝
啓
陳
れ
ば
一
月
舟
一
日
の
雑
報
中
に
音
楽
は
徳
育
か
智
育
か
将
た
陸
育
か

と
あ
る
に
付
き
鳥
渡
申
上
度
こ
と
有
之
候
抑
ミ
教
育
を
智
、
徳
、
髄
の
三
項
に

分
つ
は
英
國
の
ス
ペ

ン
サ
ー
氏
の
教
育
篇
に
本
づ
く
こ
と
に
て
希
服
よ
り
猿
逸

に
か
け
て

の
哲
學
者
は
此
の
如
き
匝
別
を
為
さ
ず
。フラ
ト
ン
の
如
き
は
教
育
を

二
つ
の
部
分
に
分
ち
ム
ジ
カ
ー
即
ち
音
楽
と
ギ
ム
ナ
ス
チ
カ
即
ち
髄
操
の
二
つ

を
立
て
智
育
も
徳
育
も
音
楽
の
部
に
入
れ
た
り
カ
ン
ト
氏
の
如
き
は
教
育
を
骸
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育
と
賞
際
教
育
の
二
つ
に
分
ち
賞
際
教
育
の
下
に
技
育
、
徳
育
、
智
育
の
三
者

を
類
濁
せ
り
又
リ
ー
ケ
氏
は
別
に
美
術
教
育
を
設
け
ワ
イ
ツ
氏
は
感
情
教
育
を

設
く
る
が
如
く
一
定
せ
ざ
る
な
り
要
す
る
に
智
、
徳
、
騰
の
三
教
育
に
漏
る
A

も
の
少
し
と
せ
ず
例
へ

ば
手
エ
教
育
の
如
き
も
元
と
手
先
の
熟
練
を
主
と
す
れ

ば
全
く
智
育
と
は
言
ひ
難
き
な
り
然
れ
ど
も
音
楽
の
如
き
は
之
を
學
ぶ
方
よ
り

之
を
言
へ
ば
智
育
な
り
之
を
聴
い
て
架
む
方
よ
り
之
を
言
へ
ば
陸
育
に
も
徳
育

に
も
閥
係
な
し
と
せ
ず
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
氏
は
音
楽
は
徳
義
を
稗
盆
す
る
も
の

に
あ
ら
ざ
れ
ど
も
人
心
の
猛
烈
な
る
を
化
し
て
温
良
と
な
ら
し
む
る
貼
よ
り
之

を
見
れ
ば
徳
育
に
開
係
な
し
と
せ
ず
と
論
ぜ
り
又
音
楽
の
心
意
を
恰
ば
し
む
所

よ
り
之
を
言

へ
ば
其
健
康
上
に
禅
盆
あ
る
こ
と
少
な
か
ら
ざ
る
を
以
て
多
少
骰

育
に
も
開
係
な
し
と
せ
ず
然
れ
ど
も
之
を
要
す
る
に
音
柴
の
徳
育
と
骰
育
に
開

す
る
は
唯
だ
間
接
な
る
の
み
尤
も
智
育
に
は
直
接
の
開
係
を
有
す
と
雖
も
之
を

智
育
の
一
部
分
と
す
る
よ
り
寧
ろ
別
に
美
育
と
云
へ
る
部
類
を
立
つ
る
に
如
か

ざ
る
な
り
穂
じ
て
英
國
は
希
服
や
猫
逸
の
如
く
美
術
の
精
神
に
富
ま
ず
随
て
彼

國
の
哲
學
者
は
審
美
學
を
講
究
す
る

こ
と
少
＜
又
他
國
ほ
ど
美
育
の
事
を
重
ん

ぜ
ざ
る
所
よ
り
智
、
徳
、
臆
の
三
育
と
定
め
た
る
な
り
然
る
に
音
楽
は
油
の
車

軸
を
圃
滑
な
ら
し
む
る
如
く
室
内
を
装
飾
し
て
人
目
を
悦
ば
し
む
る
が
如
く
又

酒
席
に
美
人
を
出
し
て
興
を
添
ふ
る
が
如
く
人
は
日
々
の
労
働
に
堪
へ
ざ
る
故

音
楽
を
以
て
悶
を
遣
り
鬱
を
散
ぜ
し
む
る
を
要
す
ヘ
ル
バ
ー
ト
氏
も
此
意
に
本

い
て
音
楽
の
効
用
を
論
ぜ
り
衆
議
院
の
議
員
も
紛
雑
喧
厄
の
議
論
の
閑
暇
を
以

て
少
し
音
楽
校
に
で
も
往
い
で
劉
亮
な
る
音
楽
で
も
聞
た
な
ら
ば
心
も
和
か
に

情
も
静
に
な
り
忽
ち
音
楽
の
効
用
を
領
解
す
べ
し
さ
れ
ば
こ
そ
古
の
賢
哲
は
往

々
音
楽
の
國
家
に
有
盆
に
し
て
教
育
上
に
峡
く
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
を
論
ぜ
り
ア

リ
ス
ト
ー
テ
レ
ズ
氏
は
音
架
は
努
働
に
添
ふ
べ
き
必
須
の
も
の
と
し
て
之
を
教

朝

比

奈

知

泉

様

月

日

育
科
中
に
存
し
ス
ト
ラ
ボ
ー、

テ
オ
フ
ラ
ス
ト
ス
、

。
フ
ル
タ
ル

ヒ
ュ
ス
諸
氏
皆

略
ぼ
同
説
に
し
て
同
じ
く
音
楽
を
以
て
國
家
に
必
要
な
り
と
す
る
こ
と
孔
子
の

證
架
を
尚
ぶ
精
神
と
異
な
ら
ざ
る
な
り
獨
り
ク
セ
ノ
フ
ォ
ン
氏
は
之
に
反
し
音

架
を
些
言
り
て
云
く
美
術
は
大
抵
皆
之
を
學
ぶ
人
の
身
臆
を
儒
弱
に
し
樹
陰
若
く

は
燻
邊
に
安
座
せ
し
む
然
る
に
人
は
自
己
の
精
紳
の
為
め
に
も
國
家
の
為
め
に

も
此
の
如
き
餘
光
を
有
せ
ざ
る
な
り
と
然
れ
ど
も
是
れ
極
め
て
僻
説
に

て
凡
そ

人
は
徒
に
飲
食
し
労
働
し
睡
臥
し
て
生
死
す
る
と
き
は
蝶
蟻
風
蚤
と
相
異
な
ら

ず
同
じ
く
人
と
生
れ
た
な
ら
ば
少
し
は
箕
、
美
、
善
の
三
者
を
暁
得
し
て
員
成

の
人
と
な
る
べ
き
な
り
即
ち
物
象
世
界
の
人
た
る
に
止
ま
ら
ず
又
心
象
世
界
の

人
た
ら
ん
こ
と
を
務
む
べ
し
是
故
に
欧
洲
に
て
は
古
よ
り
各
國
と
も
大
抵
皆
音

架
を
教
育
の
一
部
分
と
す
る
事
と
な
れ
り
若
し
國
會
の
議
員
に
し
て
音
架
の
國

家
に
必
要
な
る
こ
と
を
知
ら
ざ
る
も
の
あ
る
と
き
は
日
本
文
化
の
程
度
は
之
に

由
り
て
其
極
め
て
卑
き
こ
と
を
推
知
す
る
を
得
べ
し
無
盆
の
費
用
は
固
よ
り
節

減
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
と
雖
も
國
家
進
歩
の
上
に
須
要
な
る
も
の
ま

で
も
之
が
為

め
に
併
せ
て
麿
す
る
と
き
は
大
損
小
盆
に
し
て
不
學
無
識
の
為
め
に
國
家
を
誤

ま
る

こ
と
多
か
る
べ
し
故
に
多
敷
を
以
て
事
を
決
す
る
は
善
き
こ
と
な
れ
ど
も

又
往
々
大
害
を
生
す
る
こ
と
あ
り
多
敷
は
不
學
無
識
の
短
見
な
る
こ
と
多
け
れ

ば
な
り
近
来
餘
り
馬
鹿
々
々

し
き
こ
と
世
上
に
装
表
す
る
故

一
寸
愚
見
を
申
上

候
勿
々
敬
具

井
上
哲
次
郎

（
『
東
京
新
報
』
明
治
二
十
四
年
二
月
四
日
）

頓
首

357 第 2節 東京音楽学校存廃論争



文
學
士

音

楽

學

校

の

必

要

に

就

て

松

軒

居

近
頃
聞
く
所
に
よ
れ
ば
帝
國
議
會
議
員
諸
士
中
高
等
中
學
校
音
楽
學
校
等
の

麿
止
論
を
唱
ふ
る
者
あ
り
と
其
魔
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
の
理
由
あ
る
が
故
に
此

を
麿
す
る
は
則
ち
可
な
り
と
雖
も
輩
に
政
費
を
節
減
す
る
と
云
ふ
こ
と
を
目
安

と
し
て
常
然
麿
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
ま
で
を
も
此
節
減
主
義
の
為
め
に
犠
牲
と

す
る
に
至
り
て
は
予
輩
の
大
に
服
せ
ざ
る
所
な
り
高
等
中
學
校
の
必
要
は
學
者

教
育
家
の
夙
に
唱
道
し
て
措
か
ざ
る
所
に
し
て
予
輩
も
亦
嘗
て
此
を
論
ぜ
る
事

あ
り
猫
り
音
楽
學
校
の
必
要
に
就
て
は
之
を
論
ず
る
も
の
少
し
此
れ
予
輩
が
謗

語
を
顧
み
す
敢
て
一

言
す
る
所
あ
ら
ん
と
す
る
も
の
な
り

一

風
俗
の
隆
汚
は
國
家
盛
衰
の
開
は
る
所
な
り
図
家
正
に
起
ら
ん
と
す
る
に

嘗
り
て
風
俗
必
ず
敦
厚
隆
尚
な
ら
ず
ん
ば
あ
ら
ず
風
俗
漸
く
汚
下
に
赴
く
に

至
り
て
國
家
必
ず
衰
類
せ
ず
ん
ば
あ
ら
ず
予
輩
古
今
東
西
の
史
乗
に
徽
し
て

其
然
る
を
知
る
故
に
古
人
も
風
俗
を
観
て
其
國
の
運
命
を
卜
知
す
べ
し
と
云

へ
り
而
し
て
俗
を
移
し
風
を
易
ふ
る
は
架
よ
り
善
き
は
な
し
古
人
日
＜
雅
頌

之
音
理
而
民
正
、
嗅
嗽
之
墜
興
而
士
奮
、
鄭
衛
之
曲
動
而
心
淫
と
賓
に
知
言

と
云
ふ
べ
し
故
に
荀
く
も
風
俗
を
隆
尚
に
し
て
國
家
の
盛
大
を
致
さ
ん
と
欲

せ
ば
典
雅
高
尚
の
楽
を
起
す
に
若
く
は
な
し

．

．
 

―
―
今
日
宇
内
列
國
の
競
争
場
裡
に
立
ん
に
は
管
に
國
家
の
賓
力
を
養
成
し
其

富
強
を
致
さ
ん
こ
と
を
謀
る
の
み
な
ら
ず
又
圏
民
の
品
位
を
高
ふ
す
る
こ
と

を
勉
め
ざ
る
べ
か
ら
ず
國
民
の
品
位
を
高
ふ
す
る
に
は
風
俗
好
尚
を
隆
ふ
し

卑
猥
の
俗
を
去
り
温
雅
優
和
の
風
を
養
ふ
を
善
し
と
す
近
時
世
上
の
喧
し
か

り
し
風
俗
改
良
論
の
如
き
も
亦
國
民
の
品
位
を
高
ふ
し
宇
内
列
國
に
到
し
恥

る
所
な
か
ら
ん
と
す
る
の
主
意
に
外
な
ら
ざ
る
べ
し
典
雅
高
尚
の
音
楽
を
起

し
此
を
普
及
せ
し
め
日
常
歌
詠
快
を
取
る
の
間
自
か
ら
温
雅
の
風
尚
を
養
成

士

従
来
民
間
に
行
は
れ
た
る
俗
架
は
音
に
教
育
上
徳
性
を
稜
逹
す
る
の
効
盆

な
き
の
み
な
ら
ず
偶
々
以
て
子
女
淫
猥
の
風
を
誘
導
す
る
の
害
あ
る
も
の
賓

に
過
半
を
占
む
然
れ
ど
も
其
中
往
々
又
取
る
べ
き
も
の
少
な
か
ら
ず
故
に
此

を
改
良
し
て
純
善
の
も
の
と
な
し
宣
鬱
排
悶
の
助
を
為
す
と
同
時
に
徳
性
を

涵
養
す
る
の
効
あ
ら
し
む
る
を
謀
る

こ
と
今
日
の
急
務
な
り
と
す

以
上
の
事
業
を
仕
遂
げ
ん
に
は
必
す
音
楽
學
校
に
し
て
始
め
て
此
に
常
る
を

得
べ
し
高
尚
典
雅
の
楽
を
制
し
俗
曲
を
改
良
す
る
こ
と
は
決
し
て
民
間
自
然
の

痰
逹
に
任
せ
置
く
べ
き
こ
と
に
あ
ら
ず
民
間
に
起
る
所
の
も
の
は
俗
耳
に
入
り

易
く
時
好
に
投
合
す
る
を
主
と
す
る
が
故
に
往
々
其
詞
卑
猥
に
其
曲
汚
下
な
り

予
輩
が
所
謂
る
高
尚
典
雅
な
る
も
の
に
至
て
は
萬
に
一
を
愧
倖
す
る
も
猶
ほ
得

べ
か
ら
ざ
る
な
り
唱
歌
教
師
を
養
成
す
る
の
必
要
な
る
は
師
範
學
校
等
に
て
一

般
の
教
師
を
養
成
す
る
の
必
要
に
劣
ら
ざ
る
も
の
と
す
是
れ
予
輩
が
教
育
上
及

風
教
上
音
楽
學
校
の
施
設
を
必
要
と
す
る
所
以
な
り

音
楽
學
校
麿
せ

ざ

る

可

ら

ず

中

井

喜

太

郎

日
本
民
族
を
し
て
平
氏
た
ら
し
め
日
本
國
を
し
て
魯
た
ら
し
め
ん
と
欲
せ
は

音
架
學
校
を
麿
す
べ
か
ら
ず
一
族
海
に
沈
む
も
管
絃
を
奏
す
る
を
罷
め
ず
敵
兵

四
す
る
を
得
ば
國
民
の
品
位
を
高
ふ
す
る
に
於
て
登
に
偉
効
な
し
と
云
は
ん
や

普
通
教
育
は
兒
童
に
道
徳
的
訓
育
と
其
生
活
に
必
要
な
る
智
識
技
藝
と
を

典
ふ
る
を
以
て
目
的
と
す
る
な
り
而
し
て
音
楽
唱
歌
が
兒
童
の
徳
性
を
痰
逹

し
忠
君
愛
國
の
情
を
鼓
舞
焚
揮
し
國
民
教
育
及
道
徳
教
育
の
神
補
を
な
す
の

効
賓
に
大
な
り
と
す
故
に
普
通
教
育
上
唱
歌
教
員
を
養
成
す
る
こ
と
賞
に
必

要
な
り
と
す

（『詔
買
新
聞
』
明
治
二
十
四
年

一
月
二
十
四
日
）
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城
下
に
迫
て
猶
弾
琴
の
整
を
聞
く
音
乗
の
人
心
を
し
て
儒
弱
た
ら
し
め
ざ
る
夫

れ
此
の
如
し
音
楽
は
賞
に
武
を
揚
げ
威
を
張
る
に
最
も
必
要
な
る
も
の
と
謂
は

ざ
る
可
か
ら
ざ
る
な
り
嗚
呼
優
勝
劣
敗
弱
肉
強
食
の
今
日
に
営
り
誰
か
音
楽
學

校
は
必
要
に
あ
ら
ず
と
謂
ふ
や
然
り
と
雖
も
日
本
民
族
を
し
て
平
氏
た
ら
し
め

日
本
國
を
し
て
魯
た
ら
し
む
る
を
欲
せ
ざ
れ
ば
音
架
學
校
は
之
を
廃
せ
ざ
る
可

ら
ざ
る
な
り

夫
れ
音
楽
は
偉
て
之
を
知
る
を
咎
め
ず
し
て
誨
て
之
を
習
は
し
む
る
を
要
せ

ず
人
は
日
ふ
「
螢
の
光
」
の
如
き
は
友
愛
の
情
を
勃
興
せ
し
む
と
今
の
小
學
生

徒
に
し
て
能
く
「
螢
の
光
」
の
意
を
解
し
得
る
も
の
幾
人
か
あ
る
生
徒
の
之
を

謡
ふ
蓋
し
無
心
な
り
無
心
に
之
を
謡
へ
ば
謡
は
ざ
る
と
何
ぞ
揮
ば
ん
人
は
日
ふ

我
國
の
俗
曲
は
卑
猥
な
り
と
然
れ
ど
も
之
を
謡
ふ
の
兒
女
は
其
意
義
を
解
し
て

後
之
を
謡
ふ
に
あ
ら
ず
蓋
し
亦
無
心
な
れ
ば
謡
ふ
こ
と
な
き
と
何
ぞ
揮
ば
ん

人
又
日
ふ
音
楽
の
人
心
に
影
響
す
る
や
大
な
り
故
に
宜
し
く
音
架
學
校
を
設

立
し
て
音
架
上
の
研
究
と
教
授
と
を
為
さ
し
め
世
人
を
し
て
優
美
な
る
音
楽
を

聴
く
に
慣
れ
し
む
る
こ
と
極
て
緊
要
な
り
と
若
し
論
者
の
如
く
音
架
果
し
て
人

心
に
影
響
す
る
大
な
れ
ば
音
架
は
賓
に
危
瞼
な
も
の
な
り
優
美
な
る
音
楽
を
聴

く
に
慣
れ
し
世
人
の
成
行
き
は
果
し
て
如
何
な
る
べ
き
か
平
氏
は
優
美
な
る
音

架
を
聞
く
に
慣
れ
し
族
な
り
魯
は
優
美
な
る
音
楽
を
聞
く
に
慣
れ
し
図
な
り
音

架
學
校
を
置
く
の
害
登
昭
々
た
ら
ず
や

嗚
呼
余
は
音
架
學
校
の
唱
歌
が
後
庭
花
た
ら
ん
こ
と
を
恐
る
（
東
京
新
報
）

＿
音
楽
學
校
存
麿
に

就

て

鈴

木

米

次

郎

琵
琶
の
亡
國
の
音
な
る
は
先
儒
既
に
論
す
る
所
な
り
鄭
術
の
竪
淫
な
る
も
亦

先
哲
の
説
か
れ
た
る
所
な
り
世
に
亡
國
の
音
を
教
へ
鄭
衛
の
竪
を
盛
に
す
る
の

音
楽
學
校
あ
ら
ん
か
余
輩
は
第
一
に
之
が
啜
止
を
唱
へ
ん
と
す
る
も
の
な
り
之

に
反
し
て
日
本
男
兒
の
勇
氣
を
鼓
し
心
謄
を
練
り
宇
内
に
卓
立
し
金
甑
無
鋏
の

図
髄
を
萬
世
に
博
へ
古
来
曾
て
外
侮
を
受
け
ざ
る
國
威
を
愈
ミ
内
外
に
稜
揚
せ

ん
と
す
る
が
如
き
歌
曲
を
以
て
我
次
代
の
國
民
を
養
成
せ
ん
と
す
る
音
楽
學
校

あ
ら
ん
か
余
輩
は
第
一
に
之
が
維
持
披
張
を
主
唱
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
論
者
試
に

左
の
敷
歌
を
吟
誦
せ
ら
れ
よ
是
は
こ
れ
東
京
音
楽
學
校
に
て
編
成
せ
ら
れ
た
る

歌
曲
に
係
る
も
の
な
り

一
、
す
め
ら
み
く
に
の
、
も
の
A

ふ
は
、
い
か
な
る
事
を
か
つ
と
む
べ
き
。

た
ゞ
身
に
も
て
る
、
ま
ご
A

ろ
を
、
君
と
親
と
に
、

つ
く
す
ま
で
。

二、

皇
御
國
の
、
を
の
こ
ら
は
、
た
わ
ま
ず
を
れ
ぬ
こ
A

ろ
も
て
。

世
の
な
り
は
ひ
を
、

つ
と
め
な
し
、
國
と
民
と
を
、
と
ま
す
べ

し
。

〇
矢
玉
は
霰

一
、
矢
玉
は
、
あ
ら
れ
と
、
降
る
な
か
を
、
進
め
よ
、

な
よ
、

ま
す
ら
を
、
お
く
る

た
と
ひ
命
は
す
つ
と
て
も
。

御
國
の
民
の
、
を
A

し
さ
を
、
見
せ
よ
、
示
せ
や
、
そ
の
を
A

し
さ
を
。

二
、
暴
風
は
、
さ
わ
ぎ
て
、
海
く
ら
し
、
お
そ
へ
る
、
敵
は
お
に
な
り
と
、

御
國
の
民
の
、
を
A

し
さ
を
、
見
せ
よ
、
示
せ
や
、
そ
の
を
A

し
さ
を
。

三
、
敷
萬
の
つ
は
も
の
、
抜
き
づ
れ
て
、
き
ら
め
く
稲
妻
、
と
き
の
盤
、
人

い
く
さ
し
て
。

の
お
ど
ろ
く
、

御
國
の
民
の
、
お
A

し
さ
を
、
見
せ
よ
、
示
せ
や
、
そ
の
を
A

し
さ
を
。

〇
御
図
の
民

一
、
御
國
の
民
よ、

わ
が
同
胞
よ
、
図
の
為
め
つ
く
せ
、
君
の
た
め
つ
く
せ
、

ほ
ふ
り
つ
く
し
て
、
と
つ
く
に
A
o

〇
皇
御
國
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家
の
た
め
身
の
為
、

矢
玉
ふ
る
な
か
も
、
お
そ
れ
ず
す
A

め
、
大
刀
う
つ
下
も
、

か
ば
ね
つ
む
山
も
、

す
A

め。

日
の
は
た
。

あ
は
れ
、

の
旗
゜

あ
は
れ
、

す
A

め。

は
れ
、

日
の
は
た
。は

れ
、

つ
く
せ
よ
っ
く
せ
。

つ
く
せ
よ
っ
く
せ
。

ふ
み
こ
え
す
A

め、

日
の
は
た
、

ち
し
ほ
の
川
も
、

わ
が
日
の
旗
。
六
大
洲
中
、

日
の
は
た
、
我
日
の
は
た
。
六
大
洲
中
、

ひ
る
ま
ず

旭
の
旗
の
ひ
る
が
へ
る
と
こ
ろ
は
、
こ
れ
我
が
國
ぞ
、
み
な
我
が
國
ぞ
。

二
、
御
園
の
民
よ
、
我
が
同
胞
よ
、
つ
A

の
お
と
ひ
ゞ
き
、
と
き
の
磐
き
こ

ゆ
、
君
の
た
め
こ
A

ろ
を
、

お
ど
り
て

旭
の
旗
の
ひ
る
が
へ
る
と
こ
ろ
は
、
こ
れ
我
が
國
ぞ
、
み
な
わ
が
國
ぞ
。

（
已
下
略
す
）

〇
國
旗

一
、
御
國
の
旗
こ
そ
、
旭
の
か
げ
、
か
ゞ
や
き
わ
た
ら
ぬ
図
や
は
あ
る
。

』

軍
の
場
に
も
大
昭
代
に
も
、
い

や
ま
し
ひ
か
れ
り
旭
の
は
た
。

あ
は
れ
、
は
れ
、
日
の
は
た
、

わ
が
日
の
旗
、
六
大
洲
中
、
て
ら
せ
日

さ
く

ら
の

の
旗
゜

二
、
御
図
を
守
れ
る
、
つ
は
も
の
ど
も
、
朝
日
に
ま
ば
ゆ
き
、

花
、
ち
り
て
も
か
ほ
り
は
い
や
ま
す
ら
を
、
ゆ
め
ゆ
め
け
が
す
な
、
朝

て
ら
せ
日

三
、
日
出
る
國
な
る
、
わ
が
日
の
本
、
稜
威
は
あ
め
っ
ち
、
さ
か
ゆ
く
國
゜

あ
ふ
げ
や
、
の
ぞ
め
や
、
あ
さ
ひ
の
は
た
、
ち
か
ひ
て
ま
も
れ
や
、

朝

て
ら
せ
日

0
火
砲
の
雷

一
、
火
砲
の
雷
な
り
、
矢
玉
の
雨
ふ
る
、

筑
柴
の
海
邊
を
、
た
れ
か
は
ま
も

れ
る
。

お
そ
る
な
國
民
、

れ
り
。

二
、
我
兵
十
萬
、
忠
勇
無
比
な
り
、
心
を
―
つ
に
、
せ
と
ぐ
ち
守
れ
り
。

お
そ
る
な
國
民
、
お
そ
る
な
園
民
、
日
本
男
兒
守
れ
り
、
日
本
男
兒
守

れ
り
。

三
、
矢
玉
は
つ
く
と
も
、
刀
は
を
る
と
も
、
生
血
の
あ
る
ま
は
、
敵
を
ば
と

ほ
さ
じ
。

お
そ
る
な
國
民
、

れ
り
。

四
、
雲
霧
を
さ
ま
り
、

と
口
。

お
そ
る
な
國
民
、

お
そ
る
な
園
民
、

お
そ
る
な
國
民
、

お
そ
る
な
図
民
、

日
本
男
兒
守
れ
り
、

日
本
男
兒
守
れ
り
、

日
の
旗
か
が
や
く
、

日
本
男
兒
守

日
本
男
兒
守

か
た
め
よ
守
れ
よ
、
長
門
の

せ

日
本
男
兒
守
れ
り
、

日
本
男
兒
守

右
は
或
る
一
種
の
論
者
の
疑
を
解
か
ん
為
め
唱
歌
中
特
に
禦
侮
折
衝
に
開
す

る
敷
歌
を
畢
げ
た
る
に
過
ぎ
ざ
る
が
猶
他
に
疑
問
も
あ
ら
は
余
輩
は
喜
で
之
に

答
ふ
る
に
躊
躇
せ
ざ
る
な
り
。

或
は
論
者
の
言
に
日
く
幼
年
子
女
に
し
て
唱
歌
の
意
を
解
す
る
も
の
甚
だ
少

な
り
彼
等
の
之
を
謡
ふ
は
無
心
な
り
無
心
に
之
を
謡
ふ
は
謡
は
ざ
る
と
何
ぞ
揮

ば
ん
と
又
日
＜
我
國
の
俗
曲
は
卑
猥
な
れ
ど
兒
女
の
之
を
謡
ふ
は
其
意
義
を
解

し
て
後
之
を
謡
ふ
に
非
ず
蒸
し
又
無
心
な
れ
ば
謡
ふ
こ
と
な
き
と
何
ぞ
揮
ば
ん

れ
り
。
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世
に
人
文
進
化
の
理
法
な
し
智
徳
涵
養
の
必
要
を
見
ず
故
に
経
世
至
要
の
美

術
も
無
用
物
な
り
と
せ
ば
宜
し
く
音
架
學
校
を
麿
す
べ
き
世
之
に
反
し
て
世
界

は
進
化
の
理
法
に
支
配
せ
ら
れ
吾
人
は
苦
楽
相
饂
ぎ
善
悪
相
混
ず
る
境
遇
に
あ

る
も
の
な
り
と
せ
ば
純
正
優
良
な
る
音
楽
を
顎
逹
せ
し
む
る
學
校
を
置
か
ざ
る

べ
か
ら
ず
目
今
宇
内
各
園
を
通
観
す
る
に
之
を
小
に
し
て
競
季
場
裏
に
錨
蛛
を

争
ひ
汲
々
利
を
螢
む
者
と
雖
ど
も
其
晩
餐
に
際
し
て
は
時
に
琴
悲
を
和
調
し
て

一
家
園
槃
の
楽
を
麿
せ
ず
之
を
大
に
し
て
は
敵
図
の
君
主
會
同
し
て
好
み
を
結

び
盟
を
尋
ぎ
使
節
往
復
聟
宴
の
際
或
は
冠
婚
喪
祭
の
纏
に
開
し
或
は
出
軍
凱
旋

す
る
の
み

と
余
輩
唱
歌
の
教
授
に
従
事
す
る
こ
と
絃
に
敷
年
之
を
賓
地
に
徽
す
る
に
歌
詞

の
大
意
は
―
二
回
の
解
説
に
て
兒
童
に
能
く
解
せ
し
む
る
こ
と
を
得
る
の
み
な

ら
ず
旋
律
上
よ
り
十
分
其
感
情
を
興
起
し
得
る
は
確
く
保
證
す
る
所
な
り
而
し

て
彼
俗
曲
中
屡
ミ
散
見
す
る
淫
奔
猥
褻
の
醜
行
を
賓
地
に
窟
出
す
る
言
僻
の
如

き
白
痴
の
兒
童
に
非
ざ
る
よ
り
は
之
を
解
せ
ざ
ら
ん
と
す
る
も
能
は
ざ
る
所
な

ら
ん
余
輩
は
其
證
例
の
賓
に
多
々
あ
る
を
憾
む
も
の
な
り
今
特
更
に
之
を
玄
に

排
列
す
る
を
快
し
と
せ
ざ
る
に
よ
り
或
論
者
願
く
ば
深
く
自
ら
猛
省
し
牽
強
附

會
の
説
を
作
し
て
世
の
父
母
を
誤
ら
し
め
子
女
を
し
て
惑
は
し
む
る
こ
と
莫
れ

（
東
京
新
報
）

二
啄
一
飲
居
士

敢
テ
世
ノ
職
者
二
質
ス

此
頃
或
る
新
聞
に
平
氏
と
魯
人
と
を
論
撼
と
し
て
音
楽
學
校
麿
せ
ざ
る
べ
か

ら
ず
と
い
へ
る
論
文
を
掲
げ
た
る
人
あ
り
余
閲
讀
の
餘
感
す
る
所
あ
り
因
つ

て
聯
か
所
思
を
述
べ
ん
と
す
是
れ
敢
て
論
者
の
説
を
駁
せ
ん
と
す
る
に
も
あ

ら
ず
余
は
唯
余
が
言
は
ん
と
欲
す
る
所
を
い
ひ
て
世
人
の
参
考
に
供
せ
ん
と

の
時
或
は
一
群
の
艦
隊
怒
濤
天
を
衝
く
の
海
上
に
在
る
の
時
と
い
へ
ど
も
必
ず

之
に
適
應
す
べ
き
音
楽
を
奏
す
る
こ
と
を
廃
せ
ず
然
る
所
以
の
も
の
は
何
ぞ
や

一
國
の
人
心
を
導
和
易
優
良
な
ら
し
む
る
も
又
勇
牡
活
澄
な
ら
し
む
る
も
音
楽

の
作
用
に
開
し
経
世
上
必
要
峡
く
可
か
ら
ざ
る
も
の
あ
れ
ば
な
り

嗚
呼
優
勝
劣
敗
弱
肉
強
食
の
今
日
に
営
り
我
國
の
地
位
を
高
か
め
我
文
明
の

歩
を
進
め
ん
と
す
る
に
誰
か
音
楽
學
校
の
設
置
を
以
て
必
要
な
ら
ず
と
謂
ふ
や

然
り
と
い
へ
ど
も
日
本
の
民
族
を
し
て
其
地
位
を
高
か
め
し
む
る
を
欲
せ
ず
し

て
永
く
郷
野
の
域
に
沈
論
せ
し
め
文
明
國
に
貴
重
す
る
経
世
上
必
要
な
る
美
術

を
以
て
無
用
の
長
物
な
り
と
断
定
せ
ば
音
楽
學
校
は
麿
す
る
も
不
可
な
か
る
べ

夫
れ
音
楽
は
博
へ
て
之
を
知
る
を
咎
め
ざ
る
も
其
是
非
善
悪
は
捧
ば
ざ
る
べ

か
ら
ず
誨
へ
て
之
を
習
は
し
む
る
も
其
方
法
は
講
明
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
人
は
日

ふ
「
い
ろ
の
い
ろ
は
の
御
師
匠
さ
ん
」
能
く
無
心
な
る
兒
女
の
心
に
浸
淫
し
て

早
く
も
其
イ
ヤ
ラ
シ
サ
に
堪
へ
ざ
ら
し
む
と
是
れ
教
へ
て
風
俗
を
楓
さ
し
む
る

と
何
ぞ
捧
ば
ん
人
は
日
ふ
我
國
の
俗
曲
は
鄭
猥
な
り
と
端
唄
都
々
一
を
謡
ふ
の

兒
女
は
瑕
令
そ
の
感
情
に
疎
か
ら
し
む
る
も
聴
く
も
の
浮
か
れ
て
知
ら
ず
覺
え

ず
痰
情
を
動
か
す
に
至
り
て
は
蓋
々
ま
た
其
深
か
ら
ざ
る
感
情
を
し
て
轄
た
深

か
ら
し
む
る
と
何
ぞ
揮
ば
ん

人
又
た
日
ふ
音
楽
の
人
心
に
影
響
す
る
や
大
な
り
故
に
宜
し
く
音
楽
學
校
を

設
立
し
て
音
架
上
の
研
究
と
教
授
と
を
な
さ
し
め
世
人
を
し
て
優
良
な
る
音
架

を
聴
く
に
慣
れ
し
む
る
こ
と
極
め
て
緊
急
な
り
と
論
者
の
此
言
員
に
然
り
何
と

な
れ
ば
音
架
の
純
正
優
良
な
る
と
鄭
猥
淫
靡
な
る
と
は
賓
に
一
圏
治
風
の
胚
胎

す
る
所
に
し
て
其
撰
揮
取
舎
は
最
も
憤
し
み
且
つ
重
ぜ
ざ
る
可
か
ら
ざ
れ
ば
な

り
請
ふ
其
人
心
に
影
響
し
て
危
瞼
な
る
例
證
を
畢
け
ん
然
る
も
或
る
論
者
の
如

き
な
り
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＜
遠
く
之
を
平
氏
魯
人
に
求
む
る
を
要
せ
ず
近
く
徳
川
氏
末
路
の
賓
迩
に
鑑
み

て
足
れ
り
と
す
そ
も
文
政
天
保
以
来
幕
府
の
旗
本
御
家
人
の
悲
至
治
年
久
き
に

慣
れ
て
其
中
漸
く
職
務
を
忘
る
A

も
の
多
く
甲
も
乙
も
丙
も
丁
も
長
唄
な
ら
ざ

れ
ば
常
盤
津
、
常
盤
津
な
ら
ざ
れ
ば
富
本
、
富
本
な
ら
ざ
れ
ば
清
元
、
浦
元
な

ら
ざ
れ
ば
新
内
と
三
絃
を
弄
し
俗
曲
に
心
酔
し
て
郡
猥
淫
靡
の
歌
謡
を
諦
誦
せ

ざ
る
は
な
く
笛
に
太
鼓
に
鼓
に
踊
り
に
時
に
新
曲
を
作
為
し
て
新
手
を
工
夫
し

赤
坂
の
氷
川
、
山
王
の
祭
護
、
劇
場
に
、
寄
席
に
艤
か
に
此
か
に
此
の
輩
の
携

は
ら
ざ
る
は
な
く
其
伎
藝
を
街
ら
ひ
其
磐
調
を
誇
る
に
至
り
て
は
手
巾
を
も
て

面
部
を
覆
ひ
夜
陰
人
の
戸
外
に
立
ち
て
所
謂
門
づ
け
な
る
賤
業
を
な
す
も
恥
ざ

る
に
至
り
逐
年
逐
日
風
俗
壊
楓
し
て
其
極
武
夫
鋭
卒
の
末
孫
愛
じ
て
遊
冶
郎
色

男
と
化
し
さ
り
終
に
徳
川
氏
滅
却
の
大
雙
を
醸
成
す
る
に
至
れ
り
音
楽
の
人
心

に
影
害
し
て
危
瞼
な
る
例
證
既
に
斯
く
の
如
し
登
に
恐
る
べ
く
戒
し
む
べ
く
憤

し
む
べ
く
重
ん
ぜ
ざ
る
べ
け
ん
や

嗚
呼
余
は
純
正
優
良
な
る
音
榮
の
唯
一
の
源
泉
た
る
東
京
音
榮
學
校
を
廃
せ

ば
風
俗
盆
す
壊
胤
し
て
徳
川
氏
の
末
路
た
ら
ざ
ら
ん
を
欲
す
る
も
得
べ
か
ら
ざ

る
を
恐
る
A

な
り

因
み
に
云
ふ
徳
川
氏
一
世
音
榮
上
に
於
て
厳
然
た
る
制
規
な
し
と
い
へ
ど
も

大
抵
朝
廷
上
は
雅
榮
を
主
と
し
武
家
は
能
榮
を
専
ら
と
し
た
り
き
然
か
る
も

伶
人
能
役
者
の
悲
皆
其
職
を
世
々
に
し
た
る
が
故
に
能
＜
其
蓋
物
を
失
は
ず

士
大
夫
の
家
亦
大
半
三
絃
等
の
鄭
猥
淫
靡
な
る
俗
曲
を
入
る
A

を
禁
じ
て
其

兒
女
に
教
ふ
る
に
優
美
な
る
琴
曲
を
以
て
せ
り
故
に
國
持
大
小
名
及
び
其
藩

士
の
輩
は
花
街
遊
廓
等
に
於
て
嘗
時
無
意
氣
の
評
あ
れ
ど
も
其
閏
門
槻
れ
ず

し
て
能
其
品
位
を
全
ふ
す
る
こ
と
を
得
た
り
然
る
を
幕
府
寛
大
に
失
し
て
旗

本
御
家
人
の
翡
本
文
の
弊
あ
る
を
致
せ
る
は
員
に
逍
憾
と
い
ふ
べ
き
な
り
況

ん
や
今
日
一

般
世
襲
の
業
麿
た
れ
て
愛
遷
無
量
な
る
時
會
に
際
し
日
本
民
族

の
為
め
に
風
俗
を
維
持
せ
ん
と
欲
す
る
に
於
け
る
を
や
厳
然
た
る
音
榮
學
校

を
設
け
て
新
薔
の
歌
曲
を
研
磨
し
折
衷
し
以
て
其
正
を
持
す
る
の
必
要
な
る

は
論
を
待
た
ず
し
て
知
る
べ
き
な
り

論
者
云
は
く
平
氏
一

族
海
に
沈
む
も
管
絃
を
奏
す
る
こ
と
を
罷
め
ず
と
是
れ

は
何
の
書
に
書
載
し
た
る
か
余
は
平
の
経
正
が
都
を
落

つ
る
の
時
竹
生
島
に

詣
つ
で
こ
琵
琶
を
弾
じ
た
る
と
無
官
大
夫
敦
盛
が
最
後
の
際
ま

で
青
葉
の
笛

を
携
へ
た
る
の
二
事
あ
る
を
知
る
の
み
這
は
近
世
赤
穂
義
士
中
の
一
人
た
る

小
野
寺
十
内
が
吉
良
家
打
入
の
夜
迄
も
尚
ほ
平
生
好
む
所
の
琴
爪
を
携
へ
た

る
と
古
今
同
一
の
説
話
に
し
て
好
事
家
の
情
緒
を
明
か
せ
し
の
み
魯
人
が
敵

に
園
ま
れ
し
時
尚
ほ
絃
歌
の
盤
を
絶
た
ざ
り
し
と
い
へ
る
は
其
證
義
を
尚
ぶ

の
國
柄
に
し
て
其
主
の
為
め
に
節
を
守
る
と
い
ふ
こ
と
を
明
か
さ
ん
が
為
め

の
例
の
支
那
流
の
形
容
的
説
話
に
過
き
る
の
み
是
等
の
不
完
全
に
し
て
嘔
も

今
日
の
音
楽
に
開
係
な
き
事
迩
を
も
て
賓
際
我
邦
民
族
一
般
の
利
害
毀
巻
に

閥
せ
る
音
榮
學
校
の
存
廃
を
論
ず
る
證
握
と
せ
ら
れ
し
は
聯
か
論
者
の
為
め

に
惜
し
ま
ざ
る
を
得
ざ
る
な
り

（『
國
家
敬
育
』
第
五
号
、
明
治
二
十
四年
二月）

ま
た
『
國
家
教
育
』

に
は
、
創
刊
以
来
ほ
ぼ
毎
号
「
本
欄
二
掲
ケ
タ
ル
答
義

ハ
社

員
諸
君
ノ
宜
地
二
利
用
セ
ラ
レ
ン
事
ヲ
望
ム
」
と
付
記
さ
れ
た
「
問
題
答
義
」
の
欄

が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
当
時
の
教
育
上
の
問
題
を
具
体
的
に
示
し、

自
由
な
解
答
を

求
め
る
欄
で
あ
る
。

そ
の
中
に
は
、
た
と
え
ば

「師
範
學
校
長

ニハ
如
何
ナ
ル
資
格

ア
ル
人
ヲ
以
テ
適
任
ト
ス
ベ
キ
ャ
」
「
女
子
赦
育
二
到
ス
ル
図
家
ノ
責
任
如
何
」
「國

立
女
子
師
範
學
校
ヲ
置
ク
ノ
必
要
如
何
」
「
國
立
高
等
中
學
ヲ
置
ク
ノ
必
要
如
何
」

と
い
っ
た
項
目
も
含
ま
れ
る
。
東
京
音
楽
学
校
と
直
接
関
わ
り
の
あ
る
、
第
十
一
問

第 2章 明治時代の東京音楽学校 362 



紳

津

専

三

郎

余
ハ
先
ツ
一
國
人
民
ノ
風
俗
ハ
其
國
ノ
政
府
力
典
カ
リ
知
ル
ベ
キ
所
―
ー
非
ス

ヤ
否
ヤ
ノ
問
題
二
答
へ
次

ニ―

園
ノ
昔
榮
ト
一
國
ノ
風
俗
ト
ハ
密
接
ノ
開
係
ヲ

有
セ
ザ
ル
ヤ
否
ャ
ニ
及
ボ
シ
終
二
國
立
昔
榮
學
校
ノ
必
要
ヲ
説
カ
ン
ト
ス
蓋
シ

第
一
ノ
問
題
二
就
テ
ハ
其
理
由
甚
夕
明
白
ニ
シ
テ
一
國
ノ
政
府
ハ
其
人
民
ノ
風

俗
ヲ
保
持
ス
ベ
キ
責
任
ヲ
負
フ
事
殆
卜
辮
ヲ
埃
タ
ズ
シ
テ
明
ナ
リ
凡
ソ
一
國
ノ

野
蜜
未
開
ト
イ
フ
モ
文
明
開
化
ト
イ
フ
モ
要
ス
ル
ニ
其
國
民
ノ
風
俗
良
否
二
基

因
ス
ル
ト
コ
ロ
ノ
名
稲
ニ
ス
ギ
ズ
シ
テ
即
チ
風
俗
ノ
良
否
ハ
文
野
ノ
分
ル
ヽ
境

界
ナ
リ
ト
イ
フ
モ
不
可
ナ
キ
ニ
似
タ
リ
故
ニ
―
國
ノ
文
化
ヲ
進
メ
テ
人
民
ノ
品

位
ヲ
高
ク
シ
以
テ
國
威
國
櫂
ヲ
披
張

ス
ベ
キ
ハ
園
家
ノ
責
任
ノ
重
要
ナ
ル
モ
ノ

ナ
リ
是
ヲ
以
テ
苛
モ
猫
立
不
覇
ノ
國
ニ
シ
テ
其
人
民
ノ
風
俗
ヲ
矯
正
保
持
ス
ル

ノ
法
律
ア
ラ
ザ
ル
ハ
ナ
シ
即
チ
我
ガ
刑
法
第
二
百
五
十
九
條
ニ
ハ
風
俗
ヲ
害
ス

ル
冊
子
圏
甕
其
他
猥
褻
ノ
物
品
ヲ
公
然
陳
列
シ
又
ハ
販
賣
シ
タ
ル
者
ハ
四
園
以

上
四
十
園
以
下
ノ
罰
金
二
慮
ス

ト
ア
リ
「
ス
タ
イ
ン
」
氏
モ
行
政
學
二
風
俗
瞥

察
ヲ
以
テ

一
般
教
育
ノ
範
園
二
屈
セ
シ
メ
タ
リ
彼
ノ
徳
川
氏
治
世
ノ
如
キ
ニ
在

テ
モ
中
世
二
至
ル
マ
テ
ハ
其
政
正
シ
キ
ヲ
以
テ
最
モ
風
俗
ノ
矯
正
二
鋭
意

ニ
シ

テ
或
ハ
風
俗
ヲ
害
ス
ル
歌
舞
伎
舞
踏
ヲ
禁
シ
或
ハ
此
類
ノ
歌
謡
唄
曲
ヲ
禁
ス
ル

問
題
答
義

第
十
一
問

第
十
二
問

風
赦
二
到
ス
ル
國
家
ノ
責
任

國
立
昔
榮
學
校
ヲ
必
要
ト
ス
ル
理
由

「風数――
到
ス
ル
國
家
ノ
責
任
如
何
」
、
第
十
二
問
「
國
立
音
楽
學
校
ヲ
置
ク
ノ
必
要

如
何
」
に
対
し
て
も
、
紳
津
専
三
郎
氏
の
解
答
を
皮
切
り
に
い
く
つ
か
の
解
答
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。

等
枚
拳
二
退
ア
ラ
ズ
是
レ
即
チ
一
國
民
ノ
風
数
ハ
其
國
家
力
管
治
ス
ベ
キ
責
ヲ

負
フ
ノ
明
證
ナ
リ

次
二
昔
榮
卜
風
赦
ト
ノ
閥
係
ヲ
述
ベ

ン
ニ
今
日
我
俗
間
二
流
行
ス
ル
淫
榮
ノ

詞
章
ハ
狂
色
、
道
行
、
姦
通
、
欠
落
、
情
死
等
ノ
淫
奔
猥
褻
ヲ
述
べ
其
曲
調
磐

節
モ
淫
靡
ヲ
極
メ
加
フ
ル
ニ
手
振
身
振
ヲ
以
テ
其
情
勢
ヲ
退
ウ
セ
ザ
ル
ナ
シ
然

ル
ニ
我
ガ
邦
従
来
ノ
習
俗
タ
ル
子
弟
兒
女
ノ
家
富
有
ナ
ル
者
ハ
固
ョ
リ
言
フ
ニ

及
ハ
ズ
其
家
貧
ニ
シ
テ
學
校
教
育
ヲ
受
ク
ル
能
ハ
ザ
ル
者
モ
マ
タ
此
淫
榮
ヲ
學

習
セ
ザ
ル
ハ
ナ
シ
然

レ
バ
則
チ
淫
榮
ノ
普
及
セ
ル

ハ
普
通
赦
育
ョ

リ
モ
更
二
廣

大
ナ
ル
有
様
ニ
テ
全
國
到
ル
虞
市
街
ト
シ
テ
淫
盤
ヲ
聞
カ
ザ
ル
ナ
ク
演
劇
演
伎

ノ
場
ト
シ
テ
之
ヲ
見
ザ
ル
ハ
ナ
シ
是
ヲ
以
テ
勝
来
醜
業
女
子
卜
為
ル
者
ノ
如
キ

ハ
幼
ョ
リ
淫
盤
ノ
赦
訓
ヲ
受
ケ
日
夜
淫
猥
ノ
理
論
ヲ
賓
地
二
演
習
ス
ル
ヲ
以
テ

専
業
ト
シ
今
日
世
間
二
流
布
ス
ル

ト
コ
ロ
ノ
淫
榮
書
類
ノ
如
キ
ハ
猥
褻
ヲ
教
育

シ
醜
行
ヲ
養
成
ス
ル
ノ
数
科
用
書

ニ
ア
ラ
ザ
ル
モ
ノ
殆
卜
稀
ナ
リ
故
二
今
日
ノ

風
俗
ヲ
矯
正
セ
ン
ト
セ
バ
宜
ク
先
ヅ
淫
風
ノ
本
源
即
チ
淫
榮
ヲ
撲
滅
セ
ザ

ル
ベ

此
時
二
嘗
テ
余
輩
ガ
宜
ク
講
究
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ハ
此
害
毒
ヲ
除
去

ス
ル
ノ
方
法
如
何
二
在
リ
熟
々
人
性
ノ
自
然
ヲ
察
ス
ル
ニ
苦
卜
榮
ト
ハ
常
二
平

行
ノ
勢
カ
ア
リ
人
ハ
身
二
苦
ノ
ナ
キ
ハ
ナ
ク
マ
タ
榮
ミ
ヲ
欲
セ
ザ
ル
ハ
ナ
シ
而

シ
テ
人
ノ
苦
ム
ト
コ
ロ
愈
々
大
ナ
レ
バ
其
榮
ミ
ヲ
欲
ス
ル
モ
マ
タ
愈
々
大
ナ
リ

故
二
人
ノ
境
遇
二
由
テ
苦
榮
ノ
大
小
ヲ
異
ニ
ス
ル
ア
リ
ト
イ
ヘ
ト
モ
到
底
人
ハ

一
日
モ
榮
ミ
ナ
ク
シ
テ
世
二
生
存
ス
ル
能
ハ
ザ
ル
ヲ
以
テ
國
二
善
良
ナ
ル
音
楽

ノ
稜
逹
ヲ
圏
ラ
ザ
レ
バ
其
不
良
ナ
ル
モ
ノ
ヽ
盆
々
増
長
ス
ベ
キ
ハ
勢
ノ
自
然
ナ

リ
故
二
淫
楽
ノ
害
需
ヲ
除
去
セ
ン
ニ
ハ
善
良
ナ
を
音
楽
ヲ
興
シ
漸
ヲ
以
テ
之
レ

二
代
ラ
シ
ム
ル
ニ
如
カ
ズ
善
良
ナ
ル
＿
音
榮
ヲ
興
ス
ハ
國
立
昔
榮
學
校
ヲ
設
ケ
學

カ
ラ
ズ
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群

馬

縣

岩

廣

次

風
赦
ノ
美
ナ
ル
國
家
必
ズ
榮
へ
風
赦
ノ
索
ル
ヽ
図
家
必
ズ
亡
ブ
徳
川
氏
三
百

年
榮
枯
ノ
夢
ハ
昭
ト
シ
テ
吾
人
ノ
目
前
二
在
リ
何
ゾ
必
ズ
シ
モ
遠
引
博
捜
然
ル

後
二
之
ヲ
知
ラ
ン
ヤ
吾
人
ハ
固
ョ
リ
兵
船
ノ
ナ
カ
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ヲ
知
リ
軍
人

ノ
ナ
カ
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ヲ
知
ル
然
レ
ト
モ
是
只
存
ス
ル
者
ヲ
シ
テ
存
セ
シ
メ
立

ツ
者
ヲ
シ
テ
立
タ
シ
ム
ル
ノ
ミ
荀
モ
風
数
地
二
委
シ
道
義
跡
ヲ
掃
ハ
ゞ
是
レ
既

二
基
礎
ナ
キ
也
敵
國
外
患
ナ
シ
ト
雖
己
自
ラ
什
レ
ン
ノ
ミ
此
時
二
常
ッ
テ
鐵
艦

騎
士
幾
百
万
ノ
多
キ
ヲ
積
ム
モ
其
レ
之
ヲ
何
慮
ニ
カ
用
ヒ
ン
ア

ヽ
兵
船
ヲ
造
リ

軍
人
ヲ
養
フ
ノ
図
家
事
業
タ
ル
ニ
疑
ナ
ク
ン
バ
國
教
ヲ
維
持
シ
道
義
ヲ
進
ム
ル

同

崎

理
二
根
擦
シ
タ
ル
純
良
雅
正
ナ
ル
榮
曲
ヲ
作
リ
廣
ク
之
ヲ
子
弟
兒
女
二
授
ク
ル

二
如
カ
ズ
我
力
邦
従
来
民
間
二
淫
盤
ノ
盛
ナ
ル
ハ
國
立
音
楽
學
校
ノ
設
ケ
ナ
ク

シ
テ
之
ヲ
下
等
社
會
二
放
任
シ
タ
ル
ノ
失
二
坐
セ
リ
抑
一
國
ノ
昔
榮
ノ
風
俗
二

開
係
ス
ル
ノ
大
ナ
ル
コ
ト
ソ
レ
此
ノ
如
ク
ナ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
其
赦
育
上
二
於
テ

智
徳
ヲ
涵
養
シ
身
麓
ヲ
強
健

ニ
ス
ル
ノ
効
モ
マ

タ
頗
ル
大
ナ
ル
ハ
更

二
余
ガ
喋

々
ヲ
要
セ
ザ
ル
ト
コ
ロ
ナ
リ

以
上
列
記
ノ
理
由
ア
ル
ヲ
以
テ
余
ハ
断
言
シ
テ
日
ク
國
家
ハ
國
民
ノ
風
数
二

閥
シ
責
任
ア
ル
モ
ノ
ナ
リ
其
風
敦
ノ
如
何
ハ
音
榮
ノ
正
否
一
＿
閥
ス
ル
コ
ト
大
二

シ
テ
純
正
ナ
ル
歌
榮
ハ
人
民
ノ
智
徳
ヲ
高
尚
ニ
シ
身
麓
ヲ
強
健
ニ
ス
淫
猥
ナ
ル

盤
曲
ハ

人
心
ヲ
淫
行
二
導
キ
一
身
ヲ
誤
ラ
シ
ム
ル

モ
ノ
ナ
リ
然
ル
ニ

淫
邪
ノ
盤

曲
ヲ
制
止
ス
ル
ハ
純
正
ノ
歌
榮
ヲ
以
テ
之
二
代
ラ
シ
ム
ル
ノ
他
二
良
策
ア
ル
コ

ト
無
シ
盛
二
純
正
ノ
歌
榮
ヲ
興
シ
以
テ
此
目
的
ヲ
逹
ス
ル
ハ
國
立
昔
榮
學
校
ノ

カ
ニ
依
ラ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
故
二

國
家
ハ
園
立
昔
榮
學
校
ヲ
置
キ
以
テ
其
責
任
ヲ

全
ウ
ス
ル
ヲ
要
ス
ト

J
亦
國
家
ノ
責
タ
ル
ヲ
知
ル
ベ
キ
也

従
震
ノ
賦
ヲ
奏
ス
ル
者
誰
力
誹
祖
ノ
宏
業
越
徳
ヲ
仰
望
セ
ザ
ラ
ン
君
か
代

ノ
歌
ヲ
唱
フ
ル
者
誰
力
聖
恩
ノ
優
渥
ナ
ル
ニ
感
泣
シ
テ
聖
壽
ノ
萬
歳
ヲ
祝

セ
ザ
ラ
ン
夫
レ
之
ヲ
奏
シ
之
ヲ
唱
フ
ル
ノ
始
二
於
テ
固
ヨ
リ
既
二
之
ヲ
奏
シ
之

ヲ
唱
フ
ル
所
以
ヲ
知
ル
然
ト
モ
之
ヲ
奏
シ
之
ヲ
唱
フ
ル
ノ
後
二
於
テ
ハ
更
二
深

ク
其
然
ル
ベ
キ
所
以
ヲ
感
ズ
余
ハ
此
類
ノ
事
業
ガ
現
今
學
校
教
育
ノ
一
部
二
立

テ
ル
ヲ
見
テ
欣
ン
デ
措
カ
ザ
ル
者
也
知
ラ
ズ
誰
力
之
ヲ
シ
テ
此
二
至
ラ
シ
メ
タ

ル
者
ゾ
登
図
立
昔
榮
所
ノ
功
績
ニ
ア
ラ
ズ
ヤ
抑
モ
鄭
磐
ヲ
禁
ジ
雅
頌
ヲ
起
ス
事

頗
ル
風
敦
二
開
ス
是
固
ョ
リ
片
片
タ
ル
私
人
ノ
業
二
委
ス
ベ
キ
ニ
ア
ラ
ザ
ル
也

而
シ
テ
又
他
ノ
一
事
一
一
従
フ
者
ヲ
シ
テ
強
テ
之
ヲ
兼
ネ
シ
ム
ベ
キ
ニ
ア
ル
ザ
ル

也
若
夫
之
ヲ
疑
ハ
バ
頭
ヲ
回
ラ
シ
テ
過
去
十
餘
年
ノ
事
蹟
ヲ
顧
ヨ
公
平
ナ
ル
死

物
ノ
ロ
ハ
登
公
平
ナ
ル
證
言
ヲ
吐
ク
者
ニ
ア
ラ
ズ
ヤ

（
『
國
家
数
育
』
第
五
号
、
明
治
二
十
四
年
二
月
）

第
十
二
問

國
立
昔
榮
學
校
ヲ
置
ク
ノ
必
要

幅

井

縣

加

藤

寛

六

郎

人
心
ヲ
感
動
ス
ル

モ
ノ
音
榮
二
及
ク
ハ
莫
シ
音
榮
ハ
徳
性
ヲ
涵
養
ス
ル
無
二

ノ
機
閥
ナ
リ
歌
詞
都
テ
温
雅
優
美
ニ
シ
テ
而
モ
忠
孝
貞
節
ヲ
奨
勘
シ
榮
曲
モ
亦

随
而
良
好
ナ
ラ
ン
カ
不
知
不
識
ノ
間
二
忠
愛
ノ
情
ヲ
喚
起
シ
卑
語
醜
猥
ノ
情
ヲ

鎮
制
ス
ル
ノ
理
ハ
古
今
學
者
ノ
皆
共
二
許
ス
所
ナ
リ
之
二
反
シ
テ
歌
詞
榮
曲
共

二
卑
猥
ナ
ラ
ン
カ
之
ヲ
聞
ク
モ
ノ
亦
卑
猥
ノ
感
情
ヲ
勃
起
ス
ヘ
シ
見
ョ
営
時
坊

間
唱
フ
ル
所
ノ
俗
歌
俗
曲
多
ク
ハ
是
レ
高
尚
風
教
ヲ
盆
ス
ル
モ
ノ
ニ
非
ス
シ
テ

却
テ
之
ヲ
害
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
甚
シ
キ
ハ
賓
二
聴
ク
ニ
堪
ヘ
サ
ル
モ
ノ
ア
リ
若
シ

之
ヲ
自
然
二
放
置
セ
ハ
其
國
風
ヲ
如
何
故
二
國
家
ハ
其
責
任
ト
シ
テ
自
ラ
音
榮
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吉

田

宇

之

造

縣
一
麟

り

謙

一

麟

原

澤

米

吉

大

原

敬

吉

國
家
成
立
ノ
本
源
ハ
法
律
ー
ー
在
ラ
ズ
シ
テ
道
徳
ノ
稜
逹
ー
ー
在
リ
社
會
ノ
人
心

郡
曲
俗
謡
ヲ
聴
キ
テ
苦
痛
ヲ
感
セ
ス
高
雅
純
正
ノ
榮
譜
ヲ
聴
キ
テ
快
榮
ヲ
感
セ

サ
ル

ト
キ
ハ
道
徳
正
二
地
二
墜
チ
國
家
衰
滅
二
近
ヅ
キ
タ
ル
ノ
兆
ナ
リ
故
二
圏

新

潟

第
十
一
問
風
敦
二
到
ス
ル
國
家
ノ
責
任

第
十
二
問
園
立
昔
榮
學
校
ヲ
置
ク
ノ
必
要

J
事
ヲ
改
良
奨
勘
シ
決
シ
テ
佗
二
委
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ナ
リ
去
レ
ハ
國
費
ヲ
以
テ

音
楽
學
校
ヲ
維
持
ス
ル
モ
敢
テ
不
必
要
卜
云
フ
能
ハ
サ
ル
ナ
リ
今
ヤ
明
治
十
二

年
既
設
ノ
東
京
音
榮
學
校
ハ
曾
テ
内
外
音
榮
ノ
異
同
井
二
古
今
音
曲
ノ
沿
革
等

ヲ
研
究
シ
テ
我
園
音
榮
ヲ
改
良
シ
又
兼
テ
其
道
ノ
教
師
ヲ
養
成
シ
以
テ
今
日
ニ

至
ル
目
下
我
國
ノ
祝
祭
日
二
在
リ
テ
ハ
全
國
到
ル
所
ノ
小
學

二
於
テ
我
園
骸
ノ

美
聖
徳
ノ
恭
ヲ
頌
ス
ル
ニ
至
リ
タ
ル
カ
如
キ
モ
―
二
此
學
校
ノ
功
績
ナ
リ
ト
サ

レ
盆
句
モ
我
邦
ノ
徳
育
、
風
教
二
留
意
ス
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
飽
マ
テ
モ
此
學
校
ヲ

維
持
セ
サ
ル
ヲ
得
ス
蒸
シ
音
榮
ノ
一

事

二
就
テ
ハ
世
上
或
ハ
其
人
心
上
ノ
影
響

ヲ
疑
フ
モ
ノ
ナ
キ
ニ
ア
ラ
ス
ト
雖
モ
本
朝
古
代
偲
来
ノ
隋
唐
ノ
雅
榮
ヲ
始
メ
ト

シ
テ
鎌
倉
政
府
以
后
ノ
田
榮
猿
榮
及
徳
川
時
代
ョ
リ
盛
二
行
ハ
ル
ヽ
各
種
ノ
俗

曲
力
我
図
民
ノ
精
神
上
二
非
常
ノ
影
害
有
リ
シ
事
ハ
事
賓
ノ
最
モ
顕
著
ナ
ル
モ

ノ
ニ
ア
ラ
ス
ヤ
従
来
ノ
モ
ノ
尚
且
然
リ
而
シ
テ
今
其
優
美
善
良
ナ
ル
モ
ノ
ニ
於

テ
ハ
蓋
シ
効
カ
ノ
倍
徒
ス
ル
モ
ノ
ア
ラ
ン
況
ヤ
今
ハ
乃
チ
之
ヲ
図
家
教
育
二
適

用
セ
ル
モ
ノ
ナ
ル
オ
ャ
國
家
堂
之
ヲ
放
置
ス
ヘ
ケ
ン
ヤ
園
立
音
榮
學
校
撥
ス
へ

カ
ラ
サ
ル
ナ
リ

家
ハ
常
二
平
和
J
間
二
於
テ
風
教
ヲ
庇
護
シ
以
テ
自
睦
ノ
安
寧
ヲ
計
ラ
サ
ル
可

ラ
ズ
孔
夫
子
ノ
證
榮
ヲ
説
キ
希
服
哲
教
家
ノ
盛
二
審
美
學
ヲ
講
シ
タ
ル
カ
如
キ

之
レ
ヲ
局
ス
レ
バ
雅
榮
ノ
治
園
平
天
下
ノ
妙
具
タ
ル

ヲ
證
ス
ル
ニ
外
ナ
ラ
ズ
左

レ
バ
國
家
ノ
音
榮
學
校
ヲ
設
立
シ
善
良
ナ
ル
音
榮
ヲ
振
起
シ
テ
部
猥
ノ
榮
曲
ニ

代
ヘ
ン
ト
ス
ル
ハ
至
嘗
ノ
責
任
卜
云
フ
ベ
シ

第
十
一
問
J
答

新

潟

縣

稲

葉

長

音
榮
力
風
教
上
教
育
上
大
二
功
用
ア
ル
事
ハ
予
輩
ノ
論
ヲ
侯
タ
ス
我
國
古
来

音
楽
ヲ
貴
ヒ
中
古
大
學
二
音
榮
ノ
科
ヲ
置
キ
タ
リ
支
那
ニ
モ
音
榮
ハ
六
藝
ノ
首

二
置
キ
風
ヲ
移
シ
俗
ヲ
愛
フ
ル
ハ
榮
ョ
リ
善
キ
ハ
ナ
シ

ト
云
フ
ハ
定
論
ト
ナ

レ

リ
然
ル
ニ
近
世
風
俗
ノ
類
敗
卜
共
ニ
コ
ノ
道
モ
廃
レ
只
三
絃
ノ
如
キ
淫
逸
二
誘

フ
音
ノ
ミ
盛
ニ
ナ
リ
シ
ョ
リ
世
人
動
モ
ス
レ
ハ
之
ヲ
無
用
視
シ
之
力
員
理
ヲ
解

ス
ル
モ
ノ
至
リ
テ
少
シ
今
園
家
力
之
二
干
渉
シ
テ
教
育
セ
サ
レ
ハ
到
底
其
目
的

ヲ
逹
ス
ル
事
能
ハ
ス
故
二
之
ヲ
図
立
ト
シ
テ
維
持
シ
其
功
ヲ
奏
セ
シ
ム
ヘ
キ
ナ

次
は
す
で
に
前
項
で
も
ふ
れ
た
『
昔
架
雑
誌
』
か
ら
の
三
篇
で
あ
る
。

蔵

猶
務
め
よ

諸
君
の
業
に
已
に
熟
知
せ
ら
る
A

如
く
議
場
に
あ
り
て
硬
祇
の
勢
力
風
の
草

を
薙
き
る
が
如
く
火
の
野
を
燒
が
如
く
連
戦
連
勝
余
輩
が
熱
羞
し
て
其
存
置
を

願
ひ
し
東
京
昔
榮
學
校
も
一
度
は
否
決
せ
ら
る
A

の
不
幸
に
遭
會
し
余
輩
を
し

リ

（
『
國
家
敬
育
』
第
六
号
、
明
治
二
十
四
年
三
月
）
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て
腸
断
へ
謄
寒
か
ら
し
め
た
り
然
れ
と
も
東
京
昔
榮
學
校
の
存
麿
如
何
は
吾
邦

音
楽
の
消
長
に
開
し
風
俗
の
美
醜
如
何
に
影
害
す
る
こ
と
少
か
ら
ず
其
魔
止
を

聞
て
徒
ら
に
暁
泣
す
る
の
時
に
あ
ら
す
故
に
力
微
に
体
弱
き
を
顧
み
す
只
一
片

の
慎
情
身
を
昔
架
の
犠
牲
と
し
て
東
奔
西
馳
朝
に
論
し
夕
に
談
し
殆
ん
と
寝
食

を
麿
し
て
存
置
の
方
策
を
祈
り
た
る
な
り

天
命
の
期
す
る
所
か
世
論
の
許
す
所
か
幸
に
天
野
為
之
氏
外
二
名
の
脩
正
説

議
題
と
な
り
て
出
る
や
余
輩
は
一
は
欣
ひ

一
は
恐
れ
り
何
を
か
欣
ひ
し
吾
邦
の

昔
榮
末
た
地
に
墜
ず
余
輩
が
常
に
辛
努
せ
し
結
果
の
顕
れ
て
國
に
盛
す
の
員
情

或
は
伸
ひ
ん
と
す
る
の
機
あ
ら
ん
か
と
何
を
か
恐
れ
し
連
敗
の
餘
痩
未
た
楡
ヘ

す
説
く
所
末
た
治
か
ら
す
況
ん
や
本
誌
の
世
に
出
る
日
猶
浅
く
期
す
る
所
の
業

未
た
其
緒
だ
に
逹
せ
す
万
一
再
度
の
敗
に
逢
ひ
て
肝
脳
地
に
塗
り
余
輩
を
し
て

熱
情
逍
し
る
の
餘
り
血
涙
瀕
る
の
余
り
死
以
て
酬
ひ
義
以
て
斃
れ
淋
演
た
る
鮮

血
或
は
議
場
の
神
聖
を
汚
す
か
を
然
れ
と
も
幸
に
し
て
天
に
妖
雲
な
く
地
に
怪

氣
な
く
東
京
昔
榮
學
校
は
滋
に
存
置
に
逢
ふ
を
得
た
り

嗚
呼
前
に
麿
止
の
報
を
得
る
や
心
姦
に
決
し
知
ら
す
／
＼
秋
水
の
鞘
を
彿
ふ

て
刃
を
検
す
る
に
至
る
営
時
余
輩
の
心
情
果
し
て
如
何
想
へ
は
惨
と
し
て
肺
肝

寒
し
後
に
存
置
の
報
に
接
す
る
や
覺
へ
す
卓
を
叩
て
快
哉
を
叫
は
し
め
た
り
欣

極
り
て
将
に
狂
せ
ん
と
せ
り
営
時
余
輩
の
心
情
果
し
て
如
何
想
は
へ
は
綽
と
し

て
心
腸
潔
し

．

嗚
呼
余
輩
の
希
望
は
姦
に
逹
せ
り
余
輩
の
宿
志
は
荻
に
成
れ
り
今
よ
り
何
を

以
て
か
世
に
慮
し
事
に
衝
り
て
其
責
を
全
ふ
せ
ん
や
期
す
る
所
は
本
誌
顎
刊
の

主
旨
を
し
て
賓
効
あ
ら
し
む
る
の
み
一
片
の
丹
心
國
に
報
す
る
の
み

世
登
に
苦
境
憂
域
の
み
な
ら
ん
や
世
登
に
恰
土
榮
地
の
み
な
ら
ん
や
峻
嶺
大

澤
あ
り
て
平
地
廣
野
あ
り
厳
冬
雪
凍
ふ
る
の
候
去
り
て
春
暖
花
笑
ふ
の
時
末
る

昔
榮
祉
會
の
天
地
姦
に
一
愛
す
世
の
昔
榮
家
か
薔
套
を
脱
し
て
活
澄
々
地
の
運

動
を
起
す
へ
き
時
な
り
小
成
に
安
し
小
計
を
廿
ん
し
再
ひ
議
會
を
し
て
東
京
昔

榮
學
校
麿
止
の
言
を
提
出
せ
し
む
る
勿
れ
本
誌
も
亦
鋭
意
熱
心
輿
論
の
期
す
る

所
を
容
れ
着
々
歩
を
進
め
ん
と
す
輿
論
已
に
東
京
昔
榮
學
校
の
存
置
を
許
せ
り

是
に
於
て
か
余
輩
は
本
誌
か
世
に
虞
す
る
の
責
盆
々
重
き
を
知
れ
り

帝
國
議
會
は
余
輩
の
命
脈
を
断
た
ん
と
し
て
而
し

て
再
生
せ
し
め
た
り
余
輩

を
し
て
死
地
に
陥
ら
し
め
ん
と
し
て
而
し
て
生
地
を
興
へ
り
世
の
音
榮
に
従
事

す
る
も
の
登
に
徒
ら
に
眠
れ
る
獅
子
を
學
ぶ
の
時
に
あ
ら
ざ
る
な
り
起
き
て
汝

か
為
す
へ
き
所
を
為
せ
よ
起
き
て
汝
か
務
む
る
所
を
伸
へ
よ
余
輩
は
絃
に
讀
者

諸
君
に
東
京
昔
榮
學
校
の
存
置
を
報
し
謹
ん
で
代
議
士
諸
君
が
國
に
盛
す
の
赤

心
を
謝
せ
ん
と
す

東
京
昔
榮
學
校
の
件
に
就
き
意
見
書

新
田
義
繁
四
鼈
訥
治
西
川
寅
吉
の
三
氏
有
志
穂
代
と
し
て
其
意
見
を
論
記
し

之
を
印
刷
に
附
し
て
議
員
を
始
め
知
己
の
各
々
に
配
付
せ
ら
れ
た
り
郎
ち
左

の
如
し

音
楽
の
数
育
上
に
要
用
な
る
は
古
今
東
西
の
學
者
赦
育
家
の
齊
し
く
認
む
る

所
に
し
て
今
日
我
國
に
在
り
て
も
唱
歌
を
普
通
教
育
の
一
科
に
加

へ
た
り
既
に

唱
歌
を
普
通
教
育
の
一
科
に
加
ふ
る
以
上
は
之
が
赦
師
た
る
べ
き
も
の
を
養
成

せ
ざ
る
可
ら
ず
是
れ
東
京
昔
榮
學
校
の
設
け
あ
る
所
以
な
り

聞
く
東
京
―
音
楽
學
校
は
今
よ
り
十
敷
年
前
即
ち
明
治
十
二
年
冬
文
部
省
中
に

昔
榮
取
調
掛
を
設
け
た
る
に
濫
崩
し
爾
後
営
局
者
は
孜
々
と
し
て
昔
榮
と
数
育

と
の
開
係
如
何
昔
榮
数
員
養
成
の
方
法
如
何
學
校
唱
歌
賞
施
の
方
法
如
何
等
を

研
究
し
五
年
有
余
の
歳
月
間
に
古
今
東
西
各
種
の
昔
榮
を
取
調
べ
＿
音
榮
の
歴
史
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と
學
理
と
に
握
り
て
教
育
上
に
適
せ
る
榮
調
を
定
め
一
音
楽
唱
歌
数
則
を
編
成
し

唱
歌
集
及
昔
榮
書
類
を
編
述
刊
行
し
學
校
用
榮
器
の
適
否
を
研
究
し
俗
曲
改
良

の
方
按
を
立
て
又
明
治
頌
撰
定
の
事
等
に
従
へ
り
斯
の
如
く
し
て
一
方
に
は
昔

榮
の
取
調
を
為
し
一
方
に
は
昔
榮
生
徒
養
成
の
賓
を
學
げ
漸
次
我
國
教
育
上
の

一
欠
典
を
補
ふ
こ
と
を
勉
め
た
り
し
が
ば
全
國
教
育
家
の
輿
論
も
昔
榮
の
教
育

上
欠
く
可
ら
ざ
る
を
認
め
今
日
に
て
は
一
般
に
之
を
其
赦
科
中
に
加
ふ
る
に
至

り
し
も
の
な
り
と

尋
で
明
治
廿
年
の
頃
に
至
り
昔
榮
取
調
の
事
業
既
に
其
一
班
を
終
へ
唱
歌
の

敦
員
を
各
府
縣
師
範
學
校
等
よ
り
求
め
来
る
こ
と
盆
々
急
な
る
に
依
り
昔
榮
取

調
掛
を
東
京
音
榮
學
校
と
改
め
引
績
き
て
今
日
に
至
れ
る
も
の
に
し
て
既
に
該

校
を
卒
業
せ
し
も
の
七
十
余
名
な
る
が
曾
て
昔
榮
唱
歌
の
教
育
に
従
事
せ
ざ
る

者

一
人
も
あ
る
こ
と
な
く
多
く
は
現
に
各
府
縣
の
師
範
學
校
唱
歌
赦
員
と
な
り

又
は
高
等
師
範
學
校
高
等
中
學
校
等
の
唱
歌
数
員
と
な
れ
り
と
云
ふ
而
し
て
今

日
に
至
る
も
各
府
縣
よ
り
唱
歌
赦
員
を
求
め
来
る
も
の
績
々
断
ず
殆
と
之
が
供

給
に
應
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
の
景
況
な
る
は
事
賞
の
甚
だ
明
確
な
る
者
な
り

夫
れ
普
通
教
育
は
各
赦
科
の
全
備
を
待
ち
て
始
め
て
其
効
を
奏
す
べ
き
も
の

な
れ
ば
一
種
の
数
科
も
之
を
偏
麿
す
可
ら
ざ
る
は
吾
等
の
喋
々
を
要
せ
ず
し
て

諸
君
の
業
に
既
に
明
知
せ
ら
る
え
所
な
ら
ん
然
る
に
古
今
東
西
の
数
育
家
が
皆

認
め
て
以
て
普
通
教
育
上
必
須
有
盆
な
り
と
す
る
所
の
唱
歌
を
欠
か
し
む
る
が

如
き
は
営
に
遺
憾
と
す
べ
き
の
み
な
ら
ず
到
底
為
し
得
可
ら
ざ
る
の
一
事
な
ら

ん
故
に
各
府
縣
の
尋
常
師
範
學
校
に
は
唱
歌
の
科
目
を
設
け
ざ
る
所
な
し
既
に

其
科
の
設
け
あ
れ
ば
隧
て
其
赦
員
無
か
る
可
ら
す
其
敦
員
の
需
に
應
す
る
は
東

塞
音
楽
學
校
の
他
に
適
嘗
の
も
の
無
き
を
奈
せ
ん
議
者
或
は
之
を
高
等
師
範
學

校
に
求
む
べ
し
と
せ
ん
か
現
今
高
等
師
範
學
校
数
科
目
中
に
は
唱
歌
の
設
あ
る

こ
と
無
し
瑕
令
ひ
之
を
設
け
ん
と
す
る
も
唱
歌
の
如
き
専
門
學
科
は
一
般
の
高

等
師
範
學
科
と
同
一
に
数
授
す
る
能
は
ず
是
れ
従
来
唱
歌
教
員
の
養
成
は
専
ら

之
を
東
京
昔
榮
學
校
に
委
し
た
る
所
以
な
ら
ん
。

議
者
或
は
言
は
ん
唱
歌
敦
員
の
養
成
は
私
立
學
校
に
委
し
て
可
な
ら
ん
と
今

日
府
下
に
―
二
の
私
立
唱
歌
會
等
と
稲
す
る
も
の
無
き
に
非
ず
と
雖
も
是
れ
最

も
程
度
の
低
き
も
の
に
し
て
僅
に
小
學
校
に
於
て
一
時
の
急
需
を
充
す
が
如
き

者
を
出
す
に
過
ぎ
ざ
る
の
み
若
し
其
程
度
を
高
く
し
十
分
の
唱
歌
数
員
を
養
成

し
以
て
師
範
學
校
中
學
校
等
の
需
要
に
應
ぜ
ん
と
す
る
か
是
れ
巨
額
の
費
用
を

以
て
各
種
の
楽
器
を
備
へ
多
敷
の
専
門
赦
師
を
傭
入
れ
許
多
の
歳
月
を
費
し
て

僅
に
少
敷
の
生
徒
を
養
成
し
得
る
に
過
ぎ
ざ
る
が
如
き
性
質
の
事
業
に
し
て
音

に
今
日
民
間
其
設
な
き
の
み
な
ら
ず
照
末
に
至
り
て
も
損
盆
相
償
ふ
能
ざ
る
を

以
て
到
底
私
立
學
校
の
企
及
ふ
所
に
非
る
べ
し

吾
等
は
政
費
節
減
民
力
休
養
に
熱
心
な
る
者
に
し
て
不
要
の
國
費
は
厘
毛
た

り
と
も
胴
除
し
盤
し
て
更
に
仮
す
所
な
か
ら
ん
こ
と
を
切
望
す
る
者
な
り
然
り

と
雖
も
本
件
の
如
く
一
見
の
下
に
は
事
睦
甚
た
小
な
る
が
如
く
な
る
も
再
三
考

究
す
れ
ば
其
賓
教
育
上
に
頗
る
大
な
る
閥
係
の
存
す
る
も
の
に
し
て
不
幸
に
も

諸
君
の
明
察
審
按
を
被
る
な
く
十
敷
年
間
巨
多
の
國
費
と
心
力
と
を
費
し
て
漸

＜
将
に
生
長
せ
ん
と
す
る
に
至
り
た
る
純
正
昔
榮
の
萌
芽
の
漫
然
絶
滅
に
附
せ

ら
る
A

が
如
き
事
あ
り
て
は
惟
り
赦
育
上
の
為
め
深
く
之
を
惜
む
の
み
な
ら
ず

我
帝
國
議
會
の
為
め
我
國
家
経
演
の
為
め
亦
大
に
之
を
惜
ま
ざ
る
を
得
ざ
る
に

よ
り
親
し
く
質
地
に
就
き
て
其
状
況
を
審
に
し
以
て
諸
君
の
公
明
正
大
な
る
判

断
に
訴
ふ
る
も
の
な
り
翼
く
ば
諸
君
局
外
者
た
る
我
等
か
斯
ま
て
熱
心
に
斯
音

榮
の
為
め
に
盛
す
は
全
國
惟
一
の
音
棄
學
校
に
し
て
萬
一
魔
止
の
不
幸
に
陥
る

が
如
き
こ
と
あ
ら
ば
其
害
の
及
ば
す
所
決
し
て
勘
少
な
ら
ざ
る
を
固
信
す
る
の
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時

束

れ

り

岩

要

輔

人
間
祉
會
に
最
も
必
要
峡
く
可
ら
さ
る
も
の
は
道
徳
な
り
道
徳
は
賓
に
祉
會

を
成
立
せ
し
む
る
所
の
元
素
な
り
此
祉
會
を
成
立
せ
し
む
る
道
徳
に
し
て
腐
敗

し
な
ば
之
れ
社
會
の
腐
敗
な
り
と
謂
は
さ
る
を
得
ず
若
し
又
之
に
反
し
て
個
々

人
々
の
道
徳
進
歩
し
来
ら
は
嘗
に
法
律
規
則
も
必
要
な
き
黄
金
時
代
な
り
と
云

ふ
べ

し
然
り
而
し
て
今
日
は
如
何
な
る
時
ぞ
帝
國
議
會
開
け
て
立
憲
政
治
の
時

代
郎
ち
道
徳
必
要
の
計
會
と
は
な
れ
り
然
る
に
我
國
民
の
道
徳
を
観
察
し
来
ら

ば

一
般
に
腐
敗
せ
り
之
れ
教
育
家
か
敷
年
前
よ
り
道
徳
赦
育
上
に
就
て
討
論
演

説
に
喋
々
せ
ら
れ
し
所
な
る
が
如
何
せ
ん
徳
育
の
方
針
確
定
せ
す
為
に
我
國
民

の
道
徳
は
盆
腐
敗
し
来
り
常
に
救
治
す
べ
か
ら
ざ
る
に
至
ら
ん
と
せ
し
か
ば
文

田

餘
遂
に
此
意
見
書
を
呈
す
る
に
至
り
た
る
衷
情
を
察
せ
ら
れ
我
國
人
民
の
進
歩

上
最
も
有
盆
な
る
議
決
を
興
へ
ら
れ
ん
こ
と
を

附
言
欧
洲
各
図
に
於
て
も
國
立
音
榮
學
校
の
設
あ
ら
ざ
る
も
の
な
く
就
中
佛

國
の
如
き
は
最
も
＿
音
榮
の
糊
奨
に
力
を
盤
し
國
立
昔
榮
院
と
國
立
昔
榮
學
校

と
を
設
け
此
二
校
維
持
の
為
め
毎
年
政
府
よ
り
支
出
す
る
所
の
國
費
賓
に
三

十
二
萬
園
の
巨
額
に
逹
す
と
云
ふ
猶
逸
國
の
如
き
も
高
等
昔
榮
學
校
音
榮
数

師
養
成
校
等
全
く
教
育
に
開
す
る
も
の
A

為
に
支
出
す
る
文
部
所
管
の
園
庫

金
は
六
萬
敷
千
園
に
至
り
其
他
の
＿
音
楽
學
校
へ
は
帝
室
費
よ
り
補
助
す
る
も

の
少
し
と
せ
ず
澳
國
の
如
き
も
音
榮
院
に
敷
萬
園
の
補
助
金
を
給
し
其
他
各

國
皆
大
同
小
異
に
し
て
昔
榮
の
為
に
國
費
を
支
出
せ
ざ
る
も
の
は
殆
ど
其
例

を
見
出
す
可
ら
す
と
聞
け
り
是
れ
固
よ
り
外
図
の
例
に
係
り
直
に
之
を
本
邦

に
適
用
す
べ
き
に
非
ず
と
雖
も
幸
に
諸
按
の
料
に
資
せ
ら
る
A

こ
と
あ
ら
ば

我
等
の
光
榮
亦
之
に
過
ぎ
ざ
る
な
り

終
に
望
て
尚
一
言
す
べ
き
事
あ
り
日
く
一
図
民
と
し
て
心
得
べ
き
大
日
本
帝

来
れ
る
所
以
な
り

進
し
て
俗
曲
改
良
の
任
に
営
り
聖
旨
に
答
へ
奉
ら
ず
ん
ば
あ
る
べ
か
ら
ざ
る
時

を
軽
薄
な
ら
し
め
腐
敗
せ
し
め
つ
A

あ
る
も
の
な
れ
ば
吾
々
音
榮
教
育
者
の
奮

動
せ
し
む
る
こ
と
道
徳
を
論
す
る
書
の
智
力
に
訴
ふ
る
者
の
比
に
あ
ら
ざ
る

こ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

と
は
ナ
ボ
レ

オ
ン
既
に
云
ひ
し
言
あ
り
賞
に
昔
榮
の
風
数
上
に
及
ほ
す
影
響
は

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

大
な
る
も
の
な
れ
ば
其
昔
榮
の
性
質
た
る
最
も
高
尚
に
最
も
優
美
な
ら
し
め
ば

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

人
に
無
究
の
快
榮
を
典
ふ
る
も
の
に
し
て
其
昔
榮
を
聞
く
と
き
は
如
何
な
る
無

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

頼
放
蕩
の
も
の
も
邪
悪
の
念
を
去
り
て
愛
憐
の
情
を
起
さ
ゞ
る
を
得
ず
如
何
な

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

る
狡
猾
残
忍
の
も
の
も
其
心
情
を
清
潔
に
し
て
道
義
の
感
情
を
起
さ
ゞ
る
は
な

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

し
若
し
こ
れ
に
反
し
て
世
間
到
る
所
に
流
行
す
る
淫
猥
野
卑
な
る
俗
曲
な
り
せ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ば
如
何
社
會
に
鵡
毒
を
流
布
す
る
こ
と
莫
大
な
ら
ん
之
れ
今
日
我
國
人
の
道
徳

殊
に
道
徳
赦
育
に
は
一
増
の
力
を
盛
さ
ゞ
る
べ
か
ら
ざ
る
時
束
れ
り

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

嗚
呼
時
来
れ
り
時
来
れ
り
吾
々
教
育
家
が
勉
む
べ
き
盛
す
べ
き
の
時
嘗
に
来

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

れ
り
嗚
呼
俗
曲
改
良
の
急
務
な
る
時
束
れ
り
抑
も
昔
榮
唱
歌
か
深
く
人
心
を
感

心
地
し
け
れ
ば
爾
後
愈
此
聖
旨
に
答
へ
奉
ら
ん
為
め
吾
々
赦
育
者
た
る
も
の
は

感
奮
の
至
り
に
堪

へ
ず
是
に
於
て
か
教
育
祉
會
も
恰
も
暗
夜
に
燈
火
を
得
た
る

第 2章

親
し
く
教
育
に
開
す
る
赦
語
を
下
賜
り
た
り
余
輩
謡
て
之
を
拝
讀
し
奉
り
賓
に

ひ
て
昨
明
治
廿
三
年
十

一
月
舟
日
を
以
て
我
四
千
有
余
万
の
臣
民
に
臨
み
給
ひ

進
み
行
き
な
ば
如
何
な
る
風
潮
に
も
至
ら
ん
か
と
深
く
大
御
心
に
掛
け
さ
せ
給

我
至
聖
至
尊
な
る
天
皇
陛
下
に
は
近
来
の
風
敦
を
御
覧
あ
ら
せ
ら
れ
此
儘
に

憾
な
れ
然
る
に

明治時代の東京音楽学校

部
大
臣
に
於
て
も
儒
教
主
義
な
と
を
唱
道
さ
れ
て
之
が
救
治
の
策
に
充
て
ん
と

し
た
れ
ど
も
容
易
に
其
賓
の
拳
か
る
べ
き
摸
様
も
な
か
り
し
こ
そ
残
念
な
れ
遺
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國
の
國
歌
た
る
君
か
代
の
唱
歌
も
謡
ふ
能
ざ
る
者
多
き
況
ん
や
世
人
の
摸
範
た

る
べ
き
数
育
家
に
於
て
を
や
口
に
野
卑
な
る
度
々
逸
を
唱
へ
得
る
も
君
が
代
を

謡
ふ
能
は
ざ
る
こ
そ
口
惜
し
け
れ
而
の
み
な
ら
ず
堂
々
た
る
帝
國
議
會
の
代
議

士
中
昔
榮
を
目
し
て
祉
會
の
贅
澤
物
視
せ
ら
れ
昔
榮
學
校
は
國
家
に
直
接
の
利

盆
を
典
へ
ざ
れ
ば
之
を
麿
止
す
べ
し
な
と
喋
々
せ
ら
る
A

無
鉄
砲
な
る
論
者
あ

る
は
慨
嘆
に
堪
へ
ざ
る
な
り
且
亦
全
國
各
小
學
校
音
榮
唱
歌
科
の
賓
施
せ
ら
る

A

を
観
察
す
れ
ば
尋
常
小
學
校
よ
り
高
等
小
學
校
に
重
き
を
置
く
も
の
A

如
し

余
輩
は
教
育
上
よ
り
経
清
上
よ
り
考
ふ
る
も
尋
常
小
學
校
に
重
き
を
置
か
ざ
る

を
得
す
（
幼
稚
園
を
見
て
も
知
る
べ
し
）
如
何
と
な
れ
ば
昔
榮
の
感
動
を
典
ふ

る
幼
年
生
徒
に
盛
ん
な
れ
ば
な
り
敢
て
一
言
す
る
こ
と
斯
の
如
し

（『＿音楽
雑
誌
』
第
六
号
、
明
治
二
十
四
年
二
月
）

音
楽
学
校
存
廃
論
争
は
、
音
楽
教
育
の
意
義
を
問
い
、
音
楽
学
校
の
存
在
理
由
を

確
認
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
こ
か
ら
、
音
楽
学
校
の
急
務
、
す
な
わ
ち
当
時
の

音
楽
学
校
に
対
し
て
切
実
に
求
め
ら
れ
て
い

る
も
の
が
何
で
あ
っ
た
の
か
が
明
ら
か

に
さ
れ
た
と
も
い
え
る
。
音
楽
に
関
し
て
当
時
の
社
会
が
求
め
て
い
た
も
の
は
、
音

楽
教
育
の
普
及
で
あ
り
、
唱
歌
教
育
を
正
し
く
行
う
こ
と
の
で
き
る
教
員
の
養
成
で

あ
っ
た
。
次
に
挙
げ
る
三
篇
は
当
時
の
そ
う
し
た
情
況
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
ろ

う
。
な
お
、
こ
れ
は
第
四
節
の
規
則
中
、
明
治
二
十
五
年
ー
ニ
十
六
年
の
と
こ
ろ
で

取
り
あ
げ
た
「
東
京
＿音
楽
學
校
生
徒
募
集
ノ
儀
二
闘
シ
専
普
雨
學
務
局
長
ヨ
リ
各
府

縣
へ
通
牒
」
と
関
係
が
あ
る
の
で
そ
ち
ら
も
参
照
さ
れ
た
い
。

昔
榮
學
校
に
豫
備
校
を
設
く
可
し

本
邦
世
連
の
革
命
は
明
治
の
初
年
に
在
り
し
而
し
て
我
昔
榮
の
維
新
は
今
日

な
り
何
を
以
て
今
日
は
我
圏
―音
楽
の
維
新
時
代
な
り
と
云
ふ
か
今
や
西
洋
文
明

の
餘
波
は
惜
氣
も
無
く
我
國
を
襲
ひ
制
度
文
物
一
と
し
て
進
化
改
革
せ
ざ
る
な

し
獨
り
昔
榮
の
み
は
元
と
是
れ
國
民
の
氣
風
と
嗜
好
と
が
輪
入
を
容
さ
ず
し
て

僅
に
一
局
部
に
の
み
躊
躇
せ
し
む
然
れ
ど
も
音
榮
て
ふ
も
の
は
政
治
人
情
風
俗

に
干
係
尤
も
密
な
る
も
の
な
れ
ば
祉
會
進
化
に
支
配
さ
れ
今
や
拒
む
の
餘
地
な

く
西
洋
と
日
本
と
の
混
合
せ
る
一
種
の
音
楽
に
愛
化
す
べ
く
餘
氣
な
く
さ
れ
居

れ
り
嘗
局
者
が
改
良
の
一
端
と
し
て
鋭
意
熱
心
に
従
事
さ
る
A

と
雖
も
其
時
機

末
だ
全
く
熟
せ
ざ
る
時
代
に
し
て
言
は
A

蒙
昧
中
に
時
代
を
過
さ
し
め
し
な
り

然
る
に
今
や
政
治
は
立
憲
政
に
進
歩
し
文
物
一
と
し
て
文
明
に
進
ま
ざ
る
な
し

登
獨
り
昔
榮
の
み
頑
固
に
墨
守
す
る
の
理
あ
ら
む
や
是
れ
吾
人
が
姦
に
今
日
は

音
榮
維
新
の
熟
機
な
り
と
云
ふ
所
以
な
り
諺
に
日
ふ
機
を
見
て
為
さ
A

る
は
勇

な
き
な
り
と
さ
れ
ば
吾
人
同
志
の
奮
稜
奔
走
す
べ
き
の
機
は
今
日
を
措
て
他
に

存
す
る
を
見
さ
る
な
り

我
昔
榮
の
機
斯
く
の
如
く
な
る
に
拘
は
ら
ず
改
良
普
及
を
以
て
任
ず
る
學
校

の
＿音
榮
を
鑑
よ
師
範
學
校
す
ら
猶
未
た
専
門
の
数
師
に
乏
し
く
剥
へ
小
學
校
の

如
き
に
辣
て
は
愛
則
に
養
成
せ
ら
れ
た
る
訓
導
或
は
私
立
の
會
等
に
於
て
僅
々

五
六
ヶ
月
甚
し
き
に
至
て
は
二
三
ヶ
月
の
速
成
を
以
て
情
賓
を
以
て
漸
く
唱
歌

集
中
容
易
の
曲
の
み
を
研
究
せ
る
も
の
も
最
も
多
き
に
居
る
故
に
＿音
榮
の
理
論

は
脳
裡
に
存
す
る
な
く
オ
ル
ガ
ン
に
到
す
る
も
稜
―
音
と
弾
音
と
は
匿
々
に
し
て

員
正
の
唱
歌
教
授
を
受
け
し
む
る
に
難
く
バ
イ
オ
リ
ン
を
手
に
す
る
も
調
子
を

整
ふ
る
能
は
ず
し
て
曖
昧
愛
調
に
て
教
授
す
る
往
々
然
り
況
ん
や
歌
詞
理
論
を

や
嗚
呼
是
等
の
昔
榮
者
が
今
日
の
大
切
な
る
時
機
に
立
ち
果
し
て
傍
若
無
人
的

に
横
行
せ
る
猥
褻
歌
を
匪
倒
し
得
る
か
改
良
普
及
の
大
目
的
を
拳
け
得
る
か
寧

ろ
昔
榮
の
本
領
を
汚
か
し
に
非
さ
る
か
そ
も
此
罪
を
表
は
す
も
の
は
誰
の
責
ぞ

私
立
會
私
立
學
校
が
情
賞
を
以
て
速
成
を
以
て
卒
業
生
を
出
す
に
あ
ら
ず
し
て
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何
れ
に
存
す
る
さ
れ
ば
吾
人
が
大
盤
特
呼
し
て
此
弊
を
改
め
音
楽
の
員
正
改
良

を
天
下
に
訴
ふ
る
の
已
む
を
得
さ
る
に
至
れ
り

第
一
昔
榮
學
校
の
師
範
科
を
し
て
猶
一
層
盛
大
な
ら
し
め
師
範
生
を
多
分
に

養
成
す
る
事

今
や
昔
榮
は
革
命
の
幼
稚
時
代
な
れ
ば
常
局
者
が
及
ふ
限
り
の
力
に
於
て
此

革
命
を
立
振
に
仕
遂
け
し
め
さ
る
べ
か
ら
ず
宜
し
く
先
つ
昔
榮
學
校
の
師
範

部
生
を
多
く
募
り
多
く
出
し
て
目
下
唱
歌
赦
員
の
不
足
に
充
つ
べ
し
然
ら
は

私
立
會
等
に
於
て
末
熟
の
数
員
を
養
成
す
る

の
必
要
を
感
せ
さ
る
の
み
な
ら

ず
一
方
に
は
昔
榮
革
命
の
新
知
識
を
一
般
に
普
及
せ
し
む
る
を
得
へ
し
第
二

音
榮
學
校
の
管
轄
に
属
す
る
豫
備
音
楽
學
校
を
府
下
適
嘗
の
地
に
設
立
す
る

事大
學
の
高
等
中
學
校
に
於
け
る
士
官
學
校
の
教
導
園
に
於
け
る
如

<
-音
築
學

校
に
も
豫
備
校
の
必
要
を
信
ず
言
は
ゞ
昔
榮
の
大
學
校
は
昔
榮
學
校
な
り
豫

備
校
無
用
に
あ
ら
さ
る
べ
し
宜
し
く
年
期
を
定
め
昔
榮
校
の
監
督
教
師
研
究

或
は
生
等
を
し
て
授
業
を
採
ら
し
め
且
つ
昔
榮
校
は
穂
て
之
を
督
裁
す
べ
し

若
し
此
方
法
に
し
て
行
は
る
A

と
せ
ん
乎
一
方
に
は
昔
榮
學
校
に
入
る
の

一

楷
梯
と
成
る
＜
一
方
に
は
私
立
會
等
の
弊
を
防
く
を
得
へ

し
尤
も
時
間
配
嘗

の
如
き
は
午
后
に
て
も
然
ら
ん

吾
人
が
今
急
激
の
場
合
策
是
等
に
在
る
を
信
す
る
な
り
嗚
呼
昔
榮
界
の
人
よ

時
束
り
あ
る
な
り
失
ふ
可
ら
ず
此
好
機
新
知
識
を
涵
入
せ
し
む
べ
き
間
隙
あ
る

脳
裡
は
今
日
に
在
り
二
元
素
抱
合
し
て
新
物
質
を
現
出
せ
し
む
る
の
策
は
此
一

畢
に
在
り
捕
へ
て
放
つ
勿
れ
放
つ
事
な
く
し
て
努
力
せ
ら
る
A

を
企
望
す
る
也

(『
音
楽
雑
誌
』
第
十
八
号
、
明
治
二
十
五
年
三
月
）

輔

昨
年
中
國
家
教
育
祉
諸
君
に
は
國
立
音
榮
學
校
設
立
の
必
要
な
る
を
詳
論
せ

ら
る
A

の
際
余
輩
は
府
縣
立
音
榮
學
校
の
必
要
急
務
な
る
こ
と
を
其
餘
白
を
借

り
て
陳
述
せ
し
事
あ
り
し
が
今
亦
た
我
音
榮
の
良
友
と
し
て
交
る
と
こ
ろ
の
昔

榮
雑
誌
に
於
て
は
第
十
八
琥
の
紙
上
に
昔
榮
學
校
に
豫
備
校
設
立
の
急
務
な
る

を
論
辮
せ
ら
れ
た
り
前
後
共
に
吾
論
旨
に
適
合
す
る
を
以
て
敢
て
一
言
を
述
べ

盆
々
其
旨
を
貫
徹
せ
ら
れ
ん
こ
と
希
望
に
堪
へ
ざ
る
な
り
、

同
誌
の
申
す
如
く
賓
に
昔
榮
は
革
命
の
幼
稚
時
代
な
れ
ば
民
度
の
許
す
限
り

は
昔
榮
専
門
の
教
員
養
成
に
努
力
せ
ら
れ
た
き
も
の
な
り
然
り
而
し
て
此
等
昔

榮
教
員
の
養
成
に
は
是
非
共
吾
等
の
唱
道
せ
る
昔
榮
學
校
の
必
要
を
感
す
る
所

以
な
り
、

普
通
教
育
の
感
化
よ
り
も
尚

一
増
激
し
き
速
力
を
以
て
祉
會
を
横
行
し
つ
A

あ
る
淫
猥
な
る
俗
曲
を
撲
滅
改
良
せ
ん
と
す
る
目
的
は
辿
も
府
縣
立
師
範
學
校

卒
業
の
数
師
や
私
立
昔
榮
會
等
に
て
卒
業
し
た
る
者
に
て
は
到
逹
し
能
は
ず
と

雖
ど
も
是
も
一
概
に
は
断
言
し
難
し
如
何
と
な
れ
ば
前
述
の
如
く
今
日
の
音
榮

は
至
っ
て
幼
稚
の
者
な
れ
ば
成
長
の
期
も
亦
近
に
あ
ら
ん
然
り
と
雖
ど
も
現
時

の
有
様
を
見
て
某
生
の
如
く
冷
評
を
下
す
は
余
輩
の
好
ま
ざ
る
所
に
し
て
世
人

も
亦
た
必
嘗
の
評
言
と
も
許
す
ま
じ
夫
れ
府
縣
の
師
範
學
校
た
る
や
音
榮
専
門

に
非
ら
ず
し
て
種
々
な
る
學
科
を
修
む
る
の
必
要
あ
り
且
つ
＿
音
榮
上
の
智
識
に

至
て
は
皆
無
の
者
と
云
ふ
も
不
言
に
あ
ら
ず
此
等
初
學
者
が
僅
少
の
間
に
學
び

得
た
る
智
識
な
れ
ば
不
完
全
な
る
言
を
待
た
ず
教
授
者
其
人
に
於
て
も
決
し
て

廿
じ
居
る
筈
は
な
か
る
べ
し
彼
山
間
僻
諏
な
る
小
學
校
数
員
を
見
ら
れ
よ
生
徒

敷
十
人
に
訓
導
一
人
に
て
教
授
し
つ
A

あ
る
な
り
故
に
不
完
全
な
る
雇
数
師
に

昔
榮
學
校
に
豫
備
校
設
く
べ

し
と
云
ふ
論
に
就
て岩

田

要
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て
補
授
を
為
さ
し
む
亦
止
む
を
得
ず
不
完
全
な
り
と
て
麿
止
せ
ば
改
良
の
岸
に

逹
す
る
事
は
能
は
ざ
る
べ
し
況
ん
や
小
學
の
＿
音
榮
唱
歌
は
善
＜
謡
ひ
善
く
弾
く

を
以
て
足
れ
り
と
せ
ず
必
ず
其
歌
詞
を
も
敦
ゆ
る
の
必
要
あ
れ
ば
技
術
は
如
何

に
不
完
全
な
り
と
も
其
歌
詞
上
の
智
識
に
至
て
は
却
て
師
範
卒
業
者
の
深
き
や

も
知
る
べ
か
ら
ず
否
余
輩
は
此
等
の
如
き
鎖
々
た
る
事
に
辮
難
す
る
は
嫌
ふ
所

な
り
不
完
全
な
る
師
範
生
に
て
も
賓
行
す
る
其
精
紳
こ
そ
目
的
に
逹
す
を
得
ベ

き
な
り
、

余
輩
は
昔
榮
唱
歌
隆
盛
な
る
時
代
を
切
望
に
堪
へ
ず
と
雖
ど
も
器
械
的
の
音

榮
は
如
何
に
盛
大
な
り
と
も
希
ふ
所
に
あ
ら
ず
即
ち
精
誹
的
な
る
一音
楽
の
旺
盛

を
望
ま
し
け
れ
是
れ
音
楽
専
門
教
師
養
成
の
急
務
に
し
て
此
等
昔
榮
學
校
設
立

の
必
要
な
る
所
以
な
り
而
し
て
幼
少
な
る
小
學
校
の
昔
榮
赦
師
に
は
盆
々
専
門

な
る
良
赦
師
の
肝
要
な
る
を
感
す
之
を
小
學
校
に
於
て
生
徒
愈
下
級
な
れ
ば
下

級
な
る
程
赦
師
愈
々
善
良
ら
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
所
以
な
り

右
は
文
章
錯
雑
其
意
を
盛
し
難
し
然
れ
ど
も
讀
者
諸
君
の
熟
讀
の
勢
を
賜
は

り
て
其
意
の
萬
分
の
一
を
も
御
了
承
せ
ら
る
れ
ば
幸
輻
の
至
り
な
り
或
は
極
端

論
と
も
斗
り
知
る
べ
か
ら
ず
其
邊
は
御
遠
慮
な
く
御
示
を
垂
れ
ら
れ
よ
、

（
『
一
音
楽
雑
誌
』
第
十
九
号
、
明
治
二
十
五
年
四
月
）

東
京
昔
榮
學
校
に
謝
し
併
せ
て
昔
榮
志
願
の
諸
君
に
訴
ふ

、

岩

田

要

輔

「
苦
に
止
む
な
、
金
は
世
間
に
、
預
け
置
く
、
そ
れ
を
欲
し
く
ば
、
起
き
て

働
け
」
、
と
は
某
出
世
家
の
唱
謡
せ
ら
れ
た
る
歌
な
れ
ど
賓
に
も
此
祉
會
の
情

態
を
書
き
盛
さ
れ
し
言
葉
な
り
嗚
呼
苦
榮
世
界
労
働
の
祉
會
な
る
哉
な
努
働
は

人
生
の
條
理
の
如
き
者
な
れ
ば
此
筍
働
祉
會
を
し
て
圃
滑
に
運
轄
せ
し
む
る
の

資
料
は
快
榮
に

一
事
あ
る
の
み
此
快
榮
の
需
む
る
所
各
人
異
な
り
あ
る
と
雖
ど

も
絶
封
的
よ
り
考
ふ
る
と
き
は
天
地
間
の
者
一
と
し
て
歌
謡
た
ら
ざ
る
は
な
し

斯
の
如
く
社
會
の
風
赦
に
大
潜
勢
力
を
保
有
せ
ら
る
A

も
の
な
れ
ば
此
等
改
良

の
業
た
る
容
易
の
も
の
に
非
ら
ざ
る
や
疑
な
し
之
れ
吾
等
の
特
別
音
榮
學
校
の

必
要
急
務
な
る
を
唱
道
せ
し
所
吾
等
の
幾
回
と
な
く
常
局
の
者
に
向
て
其
希
望

を
促
し
た
り
し
が
今
や
東
京
昔
榮
學
校
に
於
て
は
特
選
昔
榮
生
募
集
せ
ら
る
A

旨
過
般
文
部
省
普
通
學
務
局
長
よ
り
通
牒
に
相
成
り
た
り
と
は
之
れ
昔
榮
専
門

科
の
良
教
師
を
養
成
し
以
て
耽
會
風
教
に
大
改
革
の
大
責
任
を
負
は
し
む
る
所

以
吾
等
の
希
望
に
大
満
足
を
典
へ
た
る
こ
そ
深
く
感
謝
に
堪
へ
さ
る
な
り
、

借
問
す
世
の
昔
榮
改
良
に
熱
心
な
る
諸
君
よ
＿
音
楽
は
賓
に
革
命
の
稚
な
き
時

代
な
り
社
會
の
昔
榮
は
駿
々
乎
と
し
て
進
歩
し
つ
A

あ
る
な
り
而
か
も
國
力
の

消
長
國
家
の
衰
盛
に
最
大
開
係
を
有
せ
ら
る
A

俗
曲
が
祉
會
を
壌
乱
し
つ
A

有

る
も
等
閑
に
附
し
去
る
は
何
事
ぞ
未
だ
其
技
個
に
乏
し
く
學
力
の
浅
薄
に
し
て

此
等
俗
曲
と
暇
戦
す
る
の
勇
氣
の
乏
し
き
の
致
す
所
な
ら
ん
今
や
其
技
藝
の
學

ぶ
べ
き
學
校
あ
り
學
資
の
之
を
補
助
せ
し
む
る
あ
る
あ
り
心
意
の
許
す
限
り
は

奮
進
入
學
し
て
以
て
角
闘
の
準
備
を
為
さ
れ
ん
こ
と
を
之
れ
諸
君
に
向
て
訴
ふ

所
の
も
の
な
り
余
輩
も
亦
自
稲
熱
心
家
の
一
人
な
れ
ば
心
は
已
に
勃
然
た
る
も

身
邊
を
園
饒
せ
る
二
分
子
の
許
す
限
り
は
必
ず
其
手
績
を
為
さ
ん
と
欲
す
る
な

り
諸
君
乞
ふ
勤
學
以
て
國
家
の
為
め
社
會
の
風
数
に
最
大
閥
係
を
有
せ
る
俗
曲

撲
滅
の
大
任
に
嘗
り
図
民
を
し
て
泰
山
の
安
き
に
在
ら
し
め
よ

（
『
＿
音
楽
雑
誌
』
第
二
十
一
号
、
明
治
二
十
五
年
六
月
）

こ
の
項
の
終
り
に
、
音
楽
学
校
存
廃
論
の
行
方
を
辿
る
べ
く
、
高
等
師
範
学
校
附

属
と
な
る
以
前
に
書
か
れ
た
記
事
お
よ
び
論
述
の
な
か
か
ら
、
重
要
な
も
の
を
発
表
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さ
れ
た
順
に
挙
げ
て
お
こ
う
。

．

東
京
音
楽
学
校
の
存
続
決
定
後
ま
も
な
く
書
か
れ
た
「
一
音
楽
の
必
要
」
は
、
音
楽

の
教
育
上
の
必
要
性
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
を
歓
迎
し
、
音
楽
教
育
の
い
っ
そ
う
の
隆

盛
を
促
す
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
以
外
は
い
ず
れ
も
、
音
楽
学
校
や
音
楽
教
育

を
め
ぐ
る
情
況
が
依
然
と
し
て
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
唱
歌
教
育
も
、
ま
だ

一
般
に
理
想
と
は
お
よ
そ
ほ
ど
遠
い
水
準
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

昔

榮

の

必

要

新

義

繁

左
の
一
篇
は
去
月
中
新
田
義
繁
君
蹄
省
の
折
其
郡
内
の
数
育
上
に
就
き
其
所

感
を
草
さ
れ
以
て
同
郡
珠
洲
教
育
雑
誌
へ
掲
載
せ
し
も
の
な
り
し
が
今
又
請

ふ
て
本
誌
に
掲
載
す
る
を
得
た
り

昔
架
の
一
部
な
る
學
校
唱
歌
の
何
物
た
る
や
は
世
人
の
注
意
を
惹
起
し
既
に

堂
々
た
る
帝
図
議
會
に
於
て
も
＿
音
楽
の
智
徳
体
の
三
育
に
つ
き
開
係
の
有
無
を

問
は
る
A

も
の
あ
る
に
至
り
し
は
兎
に
角
喜
ぶ
べ
き
の
一

事
な
り
、
此
際
赦
育

に
従
事
す
る
も
の
及
ひ
＿
音
榮
に
志
あ
る
も
の
は
意
見
の
あ
る
虞
を
吐
露
し
以
て

祉
會
の
参
按
に
供
せ
ざ
る
可
ら
ざ
る
な
り
、
余
も
＿
音
榮
の
一

事
に
就
て
は
夙
に

見
る
所
あ
っ
て
恒
に
是
が
摘
張
を
企
圏
し
居
る
も
の
な
り
、
近
頃
我
が
珠
洲
郡

数
育
上
の
景
勢
を
観
察
す
る
に
是
が
要
路
に
あ
る
諸
氏
は
孜
々
と
し
て
怠
ら
ざ

る
よ
り
旭
日
の
登
る
如
く
に
其
進
歩
を
視
る
と
雖
も
獨
り
學
校
唱
歌
の
一
科
に

至
て
は
未
た
完
全
の
設
け
な
く
為
め
に
兒
童
を
し
て
満
足
な
る
数
育
を
受
け
し

め
ざ
る
は
憂
ふ
べ
き
の
一

事
な
り
賂
束
教
育
の
一
層
盛
大
な
る
を
落
む
者
は
智

徳
体
の
三
育
を
補
盆
す
る
學
校
唱
歌
を
盛
に
せ
ざ
る
可
ら
ず
因
て
余
は
聯
か
愚

見
を
掲
け
て
以
て
赦
育
上
経
験
に
豊
富
な
る
諸
君
子
の
意
見
を
問
ん
と
欲
す

夫
れ
一
音
榮
の
数
育
上
に
必
要
也
と
は
洋
の
東
西
を
問
は
す
既
に
先
輩
識
者
の

諭
す
る
虞
に
し
て
近
時
我
邦
の
数
育
家
も
昔
榮
の
必
要
を
説
き
徳
性
を
涵
養
し

田

併
せ
て
稜
盤
呼
吸
の
機
を
健
全
な
ら
し
め
ん
為
め
諸
學
校
に
唱
歌
の
一
科
を
加

へ
た
る
は
一
大
美
効
と
云
ふ
べ
き
也
、
又
其
曲
目
に
至
り
て
も
忠
君
愛
國
の
情

を
喚
起
す
る
あ
り
道
徳
の
大
本
を
数
訓
す
る
あ
り
友
愛
の
心
を
興
さ
し
め
或
は

勇
氣
を
鼓
舞
す
る
等
の
辞
あ
り
て
兒
童
が
學
習
の
問
に
於
て
之
を
謡
ふ
而
已
な

ら
す
遊
戯
の
中
に
も
喜
で
之
を
謡
ひ
不
知
不
識
の
間
に
智
徳
体
の
三
育
を
補
助

す
る
の
大
盆
あ
り
、
而
し
て
普
通
教
育
は
兒
童
に
道
徳
的
訓
育
と
其
生
活
に
必

要
な
る
智
識
技
藝
と
を
典
ふ
る
を
以
て
目
的
と
す
る
も
の
な
れ
ば
兒
童
の
徳
性

を
涵
養
し
忠
君
愛
國
の
情
を
鼓
舞
焚
揮
し
國
民
教
育
及
ひ
普
通
数
育
に
禅
盆
あ

る
唱
歌
を
盛
に
す
る
は
教
育
上
の
一
大
急
務
と
云
ふ
も
虚
に
非
ざ
る
な
り

亦
眼
を
轄
し
て
是
を
一
國
の
情
態
に
徴
視
す
る
も
風
俗
の
隆
汚
は
國
家
盛
衰

の
閥
は
る
所
に
し
て
國
家
賂
に
起
ら
ん
と
す
る
に
常
り
て
は
風
俗
必
ず
敦
厚
隆

尚
な
ら
ず
ん
は
非
ず
、
風
俗
漸
く
汚
下
に
赴
く
も
の
は
國
家
必
ず
衰
類
せ
ず
ん

ば
非
ず
是
れ
古
今
東
西
の
史
乗
に
徽
し
て
其
然
る
を
知
る
な
り
、
故
に
古
人
も

風
俗
を
視
て
其
國
の
運
命
を
卜
知
す
べ
し
と
云
へ
り
、
而
し
て
風
を
移
し
俗
を

易
ふ
る
は
昔
榮
に
若
く
も
の
非
ざ
れ
は
風
俗
を
隆
尚
に
し
國
家
の
盛
大
を
致
さ

ん
と
欲
せ
ば
宜
し
く
典
雅
高
尚
の
＿
音
榮
を
盛
ん
な
ら
し
む
る
に
務
む
べ
し
今
日

宇
内
列
図
の
競
争
場
裡
に
立
ん
に
は
習
に
國
家
の
質
力
を
養
成
し
其
富
強
を
致

さ
ん
こ
と
を
謀
る
而
已
な
ら
ず
國
民
の
品
位
を
高
尚
な
ら
し
む
る
事
に
勉
む
べ

し
、
是
を
力
む
る
に
は
風
俗
を
隆
ふ
し
温
雅
優
美
の
思
想
を
養
ふ
を
善
し
と

す
、
近
時
世
上
に
喧
し
か
り
し
風
俗
改
良
論
の
如
き
も
即
ち
國
民
の
品
位
を
高

め
宇
内
列
國
に
到
し
恥
る
所
な
か
ら
し
め
ん
と
す
る
の
主
意
に
外
な
ら
ざ
る
べ

し
。
然
れ
ば
典
雅
高
尚
の
晋
榮
を
盛
ん
に
し
図
家
の
品
位
を
高
む
る
と
共
に
数

育
の
隆
盛
を
致
す
に
於
て
は
昔
榮
の
徳
登
に
偉
効
と
云
ざ
る
を
得
ん
や

以
上
陳
る
如
<
-
音
榮
は
数
育
上
よ
り
云
ふ
も
一
國
の
風
数
上
よ
り
云
ふ
も
鋏
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そ
も
本
邦
昔
榮
は
王
政
維
新
以
来
其
局
面
一
菱
し
今
や
泰
西
の
一
音
榮
に
依
り

て
数
育
せ
り
而
し
て
榮
理
及
技
術
に
於
て
富
み
た
る
人
の
存
せ
ざ
る
は

二
十
有

余
年
の
今
日
敢
て
無
理
に
は
あ
ら
ず
是
れ
ぞ
音
榮
學
校
に
一
週
二
三
時
間
の
授

業
に
て
敷
百
弗
の
大
金
を
拗
ち
外
図
赦
師
を
聘
し
あ
る
所
以
な
ら
ん
吾
人
敢
て

外
國
敦
師
を
聘
用
す
る
悪
し
と
云
ふ
に
あ
ら
ず
さ
り
乍
ら
限
り
な
く
（
否
な
良

く
知
ら
ざ
れ
共
）
外
國
敦
師
を
聘
用
せ
ん
よ
り
は
寧
ろ
本
邦
人
を
洋
行
せ
し
め

之
を
し
て
代
ら
し
め
ば
一
は
経
費
に
於
て
一
は
授
業
上
非
常
の
利
盆
あ
る
を
信

ず
聞
<
-音
榮
學
校
は
此
方
案
の
為
か

一
名
の
女
子
を
洋
行
せ
ら
れ
た
り
と
吾
人

は
一
名
の
女
子
の
み
の
洋
行
に
て
足
れ
り
と
す
る
も
の
に
あ
ら
ず
寧
ろ
少
な
く

も
男
子
ニ――一
名
を
し
て
洋
行
せ
し
め
ん
事
を
必
要
な
り
と
す
是
れ
目
下
の
み
の

策
に
あ
ら
ず
賂
末
に
於
け
る
。
方
策
な
り
仮
り
に
。
五
ケ
年
に
し
て
蹄
朝
す
る

と
せ
よ
其
後
は
敷
百
弗
の
五
六
分

一
に
て
採
用
す
る
を
得
べ
く
授
業
は

二
三
時

間
に
留
ま
ら
ず
一
週
十
八
時
乃
至
二
十
時
授
業
を
な
さ
し
む
る
を
得
べ
し
然
ら

ば
十
ケ
年
に
し
て
支
出
相
和
す
る
の
み
な
ら
ず
日
本
に
一
音
榮
師
を
出
せ
し
と
懇

切
な
る
授
業
を
典
へ
し
と
は
経
費
外
の
餘
慶
と
な
る
や
明
か
な
り
尚
進
ん
で
は

な
り

仙

一

昔

榮

學

校

に

就

て

重

好
尚
を
修
練
し
世
の
風
化
を
矯
正
す
る
は
一
音
榮
に
あ
り
而
し
て
天
下
庶
民
の

好
尚
を
修
練
し
風
化
を
矯
正
す
る
基
は
今
日
の
兒
童
所
謂
小
學
校
生
徒
に
存
す

故
を
以
て
吾
人
は
小
學
校
昔
榮
数
師
の
源
昔
榮
學
校
の
完
全
な
る
を
望
む
も
の

徽

く
可
ら
ざ
る
も
の
な
れ
ば
國
家
の
賽
玉
と
も
云
ふ
べ
き
人
物
を
製
出
す
る
學
校

に
は
是
非
と
も
一
音
榮
唱
歌
を
盛
ん
に
流
用
せ
ざ
る
可
ら
ざ
る
所
以
な
り

(
『
＿
音
楽
雑
誌
』
第
十
号
、
明
治
二
十
四
年
六
月
）

昔
榮
學
校
の
経
費
非
常
に
減
ず
る
を
来
た
し
議
會
を
し
て
麿
せ
し
め
よ
の
言
な

か
ら
し
む
る
に
至
ら
ん
の
み
。
文
部
大
臣
恐
ら
く
認
可
せ
ざ
る
な
か
ら
ん
や
。

見
よ
昔
榮
學
校
は
嘗
時
一
ケ
年
の
豫
算

一
萬
四
千
園
余
に
上
り
之
を
現
在
籍
生

六
十
三
名
に
配
営
す
れ
ば
二
百
圏
余
な
り
而
し
て
此
十
分
九
即
ち

一
万
二
千
圏

は
政
府
の
補
助
金
に
ぞ
あ
る
吾
人
臣
民
は
昔
榮
の
大
切
な
る
を
信
愛
す
る
と
共

に
國
家
の
経
清
を
思
ふ
や
亦
満
腔
な
り
為
に
卑
見
を
陳
ず
る
な
り

（『
音
楽
雑
誌
』
第
十
六
号
、
明
治
二
十
五
年

一月）

東
京
音
榮
學
校
を
獨
立
せ
し
む

べ

き

議

木

匡

稿

0

0

 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

O
 

音
楽
の
國
家
に
必
要
な
る
事
は
天
下
萬
人
の
認
む
る
所
な
れ
ば
今
更
之
を
解

説
す
る
を
要
せ
ず
と
雖
ど
も
本
邦
に
於
け
る
音
榮
は
今
や
新
薔
昔
榮
交
代
の
時

、
、
、
、

代
な
れ
ば
之
が
焚
逹
に
注
意
す
る
は
極
め
て
緊
急
の
要
務
な
り
と
す
何
を
以
て

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

新
薔
音
榮
交
代
の
時
代
と
云
ふ
我
図
従
来
の
昔
榮
之
れ
な
き
に
あ
ら
ざ
り
し
と

雖
昔
榮
も
亦
世
運
と
倶
に
進
歩
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
者
た
る
は
勿
論
な
る
を
以

、
、
、
、
、
、

て
常
局
者
は
鋭
意
欧
州
榮
を
輸
入
し
長
短
相
補
は
ん
と
す
乃
ち
新
筈
交
代
の
時

代
に
非
ず
し
て
何
ぞ
然
れ
共
其
着
手
以
来
日
尚
洩
く
未
だ
彼
此
れ
の
昔
榮
折
衷

、
、
、
、
、
、

親
和
し
た
る
日
本
新
音
榮
な
る
も
の
を
見
る
に
至
ら
ず
さ
れ
ば
今
日
は
我
邦
音

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

榮
に
於
け
る
最
緊
要
の
時
な
り
夫
れ
然
り
昔
榮
學
校
も
國
家
必
要
の
事
業
に
し

て
其
設
備
を
完
全
に
す
べ
き
は
営
然
な
り
と
雖
荀
く
も
之
を
政
務
の
一
と
し
て

設
立
す
る
上
は
其
経
費
豫
算
は
憲
法
の
命
ず
る
所
に
随
ひ
帝
國
議
會
の
協
賛
を

経
ざ
る
可
ら
ず
然
る
に
一
國
の
政
務
は
百
般
に
渉
り
又
帝
國
議
會
厳
員
の
思
想

、
、
、
、
、
、
、

も
百
端
に
分
る
A

が
故
に
一
園
政
務
の
緩
急
を
論
ず
る
時
は
昔
榮
の
如
き
國
家

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

積
極
の
必
要
に
屡
す
る
も
の
は
常
に
其
緩
な
る
も
の
と
見
傲
さ
れ
易
き
は
現
に

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

第

一
期
の
帝
國
議
會
の
賓
蹟
に
徽
し
て
明
か
な
り
一
音
楽
の
必
要
斯
く
の
如
く
此

村
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費
用
の
支
出
を
協
賛
す
る
帝
國
議
會
の
有
様
斯
く
の
如
し
折
角
進
歩
せ
ん
と
す

る
東
京
昔
榮
學
校
の
地
位
を
寧
ろ
之
を
風
前
の
燈
火
に
比
す
べ

き
か
さ
り
と
て

は
圃
家
の
為
に
心
痛
の
至
り
な
り

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

さ
れ
ば
予
は
将
来
東
京
昔
榮
學
校
を
猫
立
せ
し
め
政
務
機
閥
の
外
に
置
く
を

、
、
、
、
、
、
、
、
、

緊
急
と
思
惟
す
る
な
り
文
部
省
が
第
二
期
の
帝
國
議
會
に
提
出
し
た
る
豫
算
な

り
と
て
新
聞
紙
上
に
記
せ
る
所
に
依
れ
ば
東
京
昔
榮
學
校
の
経
費
は
一
萬
四
千

五
百
園
に
し
て
内
政
府
よ
り
支
出
す
べ
き
も
の
一
萬
二
千
百
二
十
二
園
な
り
一

萬
二
千
圃
の
金
多
き
に
非
ず
さ
れ
ど
も
二
千
園
の
東
京
盲
唖
學
校
の
経
費
す
ら

削
除
を
企
つ
る
豆
孔
眼
の
議
員
に
は
一
萬
二
千
園
の
金
は
大
な
ら
ん
依
て
予
は

寧
ろ
是
丈
の
金
を
は
賂
束
他
途
に
取
ら
ん
事
を
企
望
す
る
な
り
其
財
源
を
得
る

の
方
法
凡
を
左
の
如
し

（イ）
帝
室
に
奏
請
し
奉
り
保
護
金
を
仰
ぐ
事

（
口
）
中
小
學
校
用
の
唱
歌
書
を
出
版
し
其
利
盆
を
牧
入
す
る
事

（竺）
毎
月
一
回
若
し
く
は
二
回
昔
榮
會
を
開
き
其
牧
得
金
を
牧
入
す
る
事

（
二
）
昔
榮
學
校
卒
業
生
及
有
志
の
人
々
よ
り
東
京
昔
榮
學
校
維
持
祉
員
を
募

集
し
若
干
つ
A

の
積
立
を
な
す
事

（
ホ）
昔
榮
學
校
生
徒
楽
隊
を
組
織
し
他
の
依
頼
に
應
じ
て
一音
楽
を
奏
し
練
習

を
主
と
す
る
の
傍
ら
其
謝
儀
を
受
け
學
校
に
牧
入
す
る
事

（へ）
榮
器
の
製
造
若
し
く
は
修
練
の
事
業
を
起
し
其
牧
得
金
を
牧
入
す
る
事

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

以
上
の
方
法
を
以
て
牧
入
金
を
得
る
の
途
を
啓
く
と
同
時
に
一
方
に
於
て
は

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

學
校
諸
般
の
用
度
を
節
せ
は
一
年
間
通
常
の
経
費
を
支
辮
す
る
に
難
か
ら
ざ
る

べ
き
照

0

0

 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

然
れ
共
予
は
尚
心
に
安
ん
せ
ず
蓋
前
述
の
方
法
は
之
を
平
時
に
行
ふ
べ
く
し

0

0

0

 

0
 

0

0

O

 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

0
 

て
學
校
に
臨
時
の
費
用
を
要
す
る
か
又
は
學
校
の
牧
入
を
減
少
す
る
の
現
像
を

と
云
爾

（『
＿
音
架
雑
誌
』
第
十
七
号
、
明
治
二
十
五
年
二
月
）

唱
歌
敦
授
の
弊
害

凡
そ
教
育
の
要
は
、
智
徳
体
の
三
者
を
完
全
に
養
成
す
る
に
在
り
。
殊
に
小

學
校
に
在
て
は
、
最
も
宜
＜
徳
性
を
涵
養
す
る
を
以
て
、
先
務
と
す
べ
き
は
、

予
は
我
嘗
局
者
の
切
に
此
方
針
を
嘉
み
し
拮
据
之
に
従
事
せ
ら
れ
ん
事
を
祈
る

校
を
猫
立
の
法
人
と
な
し
て
政
費
の
盈
縮
の
為
に
規
摸
を
愛
更
せ
ら
る
A

事
な

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

か
ら
し
め
而
し
て
一
は
帝
室
の
恩
恵
を
決
浴
す
る
の
手
段
と
な
り
二
は
學
校
は

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

學
校
自
身
の
為
に
働
ら
く
の
摸
範
を
示
し
三
は
我
二
千
五
百
九
十
年
代
の
帝
國

鏃
會
を
し
て
昔
榮
の
父
母
に
て
あ
り
し
て
ふ
榮
春
を
享
有
せ
し
む
る
を
得
べ
し

も
分
別
し
得
べ
し
賓
に
此
策
一
た
び
行
は
れ
ん
乎
我
日
本
帝
國
の
東
京
昔
榮
學

的
事
業
に
吝
な
れ
ば
と
て
永
久
に
一
万
二
千
百
二
十
圏
を
交
付
す
る
よ
り
は
一

む
な
だ
ん

時
に
五
万
乃
至
十
万
圏
を
交
付
す
る
の
國
家
に
樹
す
る
利
弊
得
喪
は
胸
算
に
て

2
 

庫
の
供
給
を
謝
せ
ん
と
す
る
事
な
れ
ば
國
庫
も
亦
特
別
の
恩
恵
を
興
へ
て
可
な
章第

0

0

0

 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0

0

0

 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

る
べ
し
其
恩
恵
と
は
何
ぞ
や
一
時
に
或
は
敷
年
に
金
五
萬
園
乃
至
十
萬
圏
を
國

0

0

 

0

0

0

 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

庫
よ
り
交
付
し
て
其
資
本
と
な
す
こ
と
是
な
り
今
の
帝
國
議
會
は
如
何
に
積
極

一
萬
二
千
百
二
十
園
を
供
給
し
つ
A

あ
る
に
拘
は
ら
ず
其
方
法
を
更
改
し
て
國

と
せ
ば
國
家
も
亦
之
に
酬
ふ
る
の
方
法
な
か
る
可
ら
ず
況
し
て
や
現
に
図
庫
は

0

0

0

 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

す
時
は
學
校
の
維
持
上
に
困
難
を
引
き
起
す
事
鏡
に
か
け
て
見
る
が
如
き

現
は

0

0

0

 

0
 

0
 

0
 

0

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

事
情
あ
れ
ば
な
り
然
れ
ば
學
校
に
於
て
別
に
確
定
資
本
を
備
る
の
途
を
求
め
其

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

経
清
の
基
礎
を
翠
固
に
し
一
は
以
て
學
校
不
時
の
用
度
を
補
充
し
一
は
以
て
學

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

校
牧
入
の
不
足
を
充
さ
ざ
る
可
ら
ず
而
し
て
如
何
し
て
其
確
定
資
本
を
構
成
す

、
、
、

へ
き
や
と
言
へ
ば
予
の
所
見
に
て
は
昔
榮
は
畷
家
の
上
に
必
要
な
る
機
閥
な
り

明治時代の東京音楽学校 374 



今
更
吾
輩
の
喋
々
す
る
を
要
せ
ざ
る
所
に
し
て
、
我
政
府
が
、
學
制
を
、
頒
布

す
る
に
方
て
、

唱
歌
を
普
通
學
科
中
に
掲
げ
て
、
一
般
必
須
の

一
科
目
と
定
め

ら
れ
た
る
は
、
即
此
趣
意
に
外
な
ら
ざ
る
べ
し
。
爾
末
未
だ
敷
年
な
ら
ざ
る
に
、

都
會
の
地
は
云
ふ
迄
も
な
く
、
村
落
の
學
校
に
至
る
迄
、
少
し
く
頭
角
を
露
は

〔マ

マ
〕

し
た
る
所
は
、
「
オ
ル
ガ
ン
」
「
ヴ
ァ
オ
リ
ン
」
杯
を
買
入
れ
て
、
ブ
ュ
ー
ブ
ュ

ー
、
キ
ュ
ー
／
＼
、

毎
日
其
盤
の
外
に
聞
へ
ざ
る
は
な
く
、
誠
に
結
構
の
次
第

に
し
て
、

教
育
の
為
め
喜
ぶ

べ
き
が
如
く
な
れ
ど
も
、
絃
に
吾
輩
の
憂
慮
に
堪

え
ざ
る
一

事
あ
り
と
云
ふ
は
、
他
に
あ
ら
ず
。
＿
音
楽
の
数
授
を
握
任
す
る
赦
師

の
中
に
は
、
間
ま
昔
榮
敦
授
の
慎
の
目
的
を
解
せ
ず
。
或
は
之
を
解
す
る
も
、

之
に
頓
着
せ
ず
し
て
、
唯
藝
娼
妓
が
三
絃
を
弄
す
る
様
の
心
得
を
以
て
、
徒
ら

に
調
子
に
連
れ
て
、
只
面
白
半
分
に
之
を
翫
弄
す
れ
ば
、
生
徒
も
、
只
面
白
半

分
に
其
調
子
に
乗
り
て
、
歌
ふ
の
み
に
て
、
人
を
し
て
徳
性
涵
養
の
趣
意
は
、

何
所
に
在
る
や
を
疑
は
し
む
る
者
あ
り
。
昔
榮
は
、
固
よ
り
面
白
き
者
に

し

て
、
其
調
子
に
乗
る
は
無
理
な
ら
ざ
る
次
第
な
れ
共
、
馬
鹿
噺
し
の
調
子
に
乗

り
、
三
味
線
の
調
子
に
乗
り
て
、
惜
呼
す
る
様
の
具
合
に
て
は
、
唱
歌
を
普
通

學
科
中
に
掲
け
て
、
必
須
の

一
課
目
と
定
め
た
る
所
以
の
本
旨
に
あ
ら
ず
。
先

年
某
學
校
の
女
数
師
が
、
「
オ
ル
ガ
ン
」

の
調
子
に
乗
り
て
、
「
カ
ッ
ポ
レ
」

を

踊
り
た
り
と
て
、
頗
る
八
ヶ
敷
き
議
論
あ
り
た
り
。
是
れ
は
、

常
時
の
訛
博
な

る
や
を
知
ら
ざ
れ
ど
も
、
稽
こ
の
傾
向
あ
る
一
音
榮
教
授
法
を
、
村
落
の
小
學
校

に
於
て
見
る
こ
と
な
き
に
あ
ら
ず
。
若
し
此
儘
に

て
経
過
せ
ば
、
今
の
唱
歌
数

授
は
、
玩
弄
的
に
流
れ
、
生
徒
も
、
父
兄
も
、

数
師
自
身
も
、
之
を
玩
弄
視
し

て
、
文
部
省
が
唱
歌
を
奨
す
る
所
以
の
本
旨
に
背
馳
す
る
に
至
る
や
も
知
る
べ

か
ら
ず
。
右
は
吾
輩
が
、
二
三
の
學
校
に
就
て
、
賓
瞼
し
た
る
事
質
に
依
て
、

立
言
し
た
る
所
な
れ
ば
、
一
般
に
斯
る
奥
害
あ
り
と
云
ふ
に
あ
ら
ざ
れ
ど
も
、

唱

歌

論

横

濱

敬

義

現
時
我
國
小
學
校
赦
科
目
ノ
―
ニ

シ
テ
、
徳
育
上
必
要

ト
ス
ル

所
ノ
唱
歌

ハ
、
果
シ

テ
能
ク
生
徒
ノ
徳
性
ヲ
涵
養
ス
ル
ノ
効
カ
ア
ル
ヤ
如
何
。
恐
ラ
ク
ハ
、

其
効
力
甚
ダ
微
弱

ニ
シ
テ
、
本
来
ノ
目
的
ヲ
逹
ス

ル
コ
ト
能
ハ
ザ
ル
ノ
感
ア
ラ

ン
。歌

詠
ハ
即
チ
言
語
ヲ
永
言
シ
タ
ル
者
ナ
リ
。
夫

レ
人
ノ
世
二
在
ル
遇
フ
所
ノ

境
遇
二
従
テ
、
喜
怒
哀
榮
ノ
情
動
カ
ザ
ル
ヲ
得
ズ
。
歌

ハ
情
内

二
動
テ
之
ヲ
外

二
稜
シ
タ
ル
者
ナ
リ
。
所
謂
心
二
思
フ
事
ヲ
見
ル

モ
ノ
聞
ク
モ
ノ
ニ
ッ
ケ
テ
言

ヒ
出
セ
ル
ナ
リ
。
情
内
二
動
テ
不
知
不
識
嗚
呼
ノ
歎
磐
卜
共
二
、

言
語
ト
ナ
リ

テ
外
二

顎

ス
ル
故
二
其
＿
音
墜
自
然

二
抑
揚
高
低
ア
リ
テ
永
ク
引
延
ス
所
謂
永
言

是
ナ
リ
。

言
語

ハ
萬
國
其
風
土
自
然
ノ
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
其
昔
調
亦
自
然
ノ
モ
ノ
タ
リ
。

我
國
語
ニ
ハ

、
我
國
語
自
然
ノ
昔
調
ア
リ
。
英
語
ナ
リ
、
佛
語
ナ
リ
、
支
那
語

ナ
リ
、
皆
然
リ
。
何
レ
ノ
図
語
ニ

テ
モ
、
其
國
語
自
然
ノ
昔
調
ヲ
離
レ
テ
、
抑

揚
高
低
其
節
二
嘗
ラ
ザ
ル
ト
キ
ハ
、
必
ズ
耳
二
障
リ
テ
、

聴
取
悪
キ
事
ナ
ル
ベ

シ
。
彼
ノ
英
米
人
ノ
日
本
語

二
未
熟
ナ
ル
者
、
日
本
語
ニ
テ
談
話
シ
、
若
シ
ク

ハ
演
説
ス
ル
ヲ
聞
ク

ニ、

吾
人
ノ
耳

ニ
ハ
笑
カ

シ
ク
、
耳
障
リ
ア
リ
テ
、
聴
取

悪
キ
ノ
一
事
ヲ
以
テ
其
他
皆
必
ズ
然
カ
ア
ラ
ン
事
ハ
推
知
ス
ベ

キ
ナ
リ
。

既
二
論
セ
ル
如
ク
、
歌
謡

ハ
則
チ
永
言
ナ
リ
。
籾
永
言
ス
ル
ト
テ
無
法

二
引

田

中

昔
榮
な
る
者
は
、
其
効
力
の
強
き
割
合
に
弊
害
も
甚
き
者
な
れ
ば
、
漏
戸
網
謬

の
警
戒
、
専
一
な
る
べ
し
と
思
惟
し
て
、
一

言
す
る

こ
と
如
レ
件
。

（

中

川

柳

村

）

（『
敬
育
時
論
』
第
二
五
五
号
、
明
治
二
十
五
年
五
月
）
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延
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
。
必
ズ
、
其
本
國
言
語
ノ
性
質
二
應
ジ
テ
、
自
然
J
調
子
ア
ル

者
ナ
リ
。
平
生
ノ
言
語
二

、
其
自
然
ノ
調
子
ア
ル
ヲ
知
レ
バ
、
則
チ
之
ヲ
永
言

セ
ル
歌
謡
、
亦
自
然
ノ
＿
音
調
ア
ル
事
ヲ
知
ル
ベ
シ
。
而
シ
テ
、
言
語
已
二
其
自

然
ノ
＿
音
調
―
ー
従
ハ
ザ
レ
バ
、
其
國
人
ノ
耳
二

聴
取
悪
キ
事
ヲ
知
レ
バ
、
則
チ
歌

謡
亦
必
営
サ

ニ
然
ル
ベ
キ
ヲ
知
ル
ベ
シ
。

現
時
小
學
校
唱
歌
ノ
調
子

二
就
テ
言

ハ
ン
。
富
士
筑
波
園
生
の
梅
ノ
如
キ

ハ、

其
音
調
、
我
國
人
二
適
嘗
ス
ベ

ケ
レ
ト
モ
、

其
他
多
ク
ノ
調
子
ハ
、
不
適

嘗
ノ
様
二
思
ハ

ル。

詳
言
ス
レ
バ
、
我
圏
ノ
言
語
ヲ
永
言
ス
ル
調
子
二
非
ズ

シ

テ
、
外
國
語
永
言
ノ
調
子
ナ
ラ
ン
。
之
ヲ
言
語

二
替

レ
バ
、
英
人
ガ
英
語
ノ
調

子
ヲ
以
テ
、
日
本
語
ヲ
話
ス
ル
如
ク
ナ
ラ
ン
。
余
ハ
謂
フ
、
是
レ
明
治
十
年
後

外
図
ョ
リ
舶
来
セ
シ
新
調
子
ナ
ラ
ン
。
余
ハ
此
調
子
ヲ
不
可
ト
ナ
ル
者
ナ
リ
。

之
ヲ
不
可
ト
ス
ル
ベ

其
新
調
子
ナ
ル
ノ
故
ヲ
以
テ
ス
ル
ニ
ア
ラ
ズ
。
吾
人
ノ

耳
二
、
不
適
嘗
ニ
シ
テ
昔
榮
上
一
大
要
素
、
即
チ
人
ヲ
シ
テ
感
動
セ
シ
ム
ル
ノ

カ
ナ
カ
ラ
ン
。
縦
令
之
ア
リ
ト
ス
ル
モ
、
其
力
甚
微
ニ
シ
テ
、
折
角
結
構
優
美

ナ
ル
歌
ノ
効
用
ヲ
シ
テ
、

徹
ナ
ラ
シ
ム
ル
ノ
恐
レ
ア
レ
バ
ナ
リ
。

唱
歌
集
中

ニ
ハ
新
納
氏
ノ
「
す
め
ら
み
國
」
ノ
歌
、
慈
鎮
和
尚
ノ

「
秋
の
は

し
め
に
成
ぬ
れ
ば
云
々
」
ノ
歌
、

其
他
古
今
ノ
佳
作
少
カ
ラ
ズ
。
是
等
、
皆
我

國
人
ノ
感
動
ス
ベ
キ
適
嘗
ナ
ル
昔
調
ヲ
附
シ
タ
ラ

ン
ニ
ハ
、
憮
ヤ
ト
、
余
ハ
平

生
思
ヒ
居
ル
ナ
リ
。
嘗
テ
耶
蘇
数
信
者
ナ
リ
ケ
ル
一
人
ノ
談
話
ノ
際
、
余
ハ
問

テ、

数
會
堂

二
於
テ
用
ヒ
ラ
ル
ヽ

賛
美
歌
、
其
他
ノ
唱
歌
べ
其
語
ハ
日
本
語

二
醗
繹
シ
タ

レ
ト
モ
、

其
歌
ヒ
方
ハ
、
日
本
調
子
二
非
ル
様

二
覺

ュ
。
ア
レ
デ

モ
日
本
人
ハ
、
感
ジ
升
カ
ト
日
ヒ
シ
ニ
、

其
人
答
テ
、
外
國
二
於
テ
ハ
、
悪
人

モ
會
堂

ニ
テ
唱
歌
ヲ
聞
テ
感
動
シ
、
忽
チ
翻
然
ト
シ
テ
善
心
二
立
蹄
ル
者
往
々

ア
リ
ト
聴
ケ
リ
。
然
ル

ニ、

僕
ハ
横
濱

―
ー
於
テ
信
者
ト
ナ
リ
シ
以
来
、
殆
卜
十

年
ニ
モ
ナ

レ
ト
モ
、

末
ダ
一
ノ
日
本
人
ガ
唱
歌
J
為

―ー
感
動
セ
ラ

レ
タ
ル
者
ア

ル
ヲ
聞
カ
ズ
。
日
本
人
ニ
ハ
唱
歌
ハ
殆
ド
効
用
ナ
キ
様
二
思

ハ
ル
ト
云
ヒ
キ
。

信

二
是
人
ノ
言
ノ
如
ク
ナ
レ
バ
、
欧
米
人
ハ
、
昔
榮
ヲ
用
フ
ル
ニ
適
嘗
ナ
ル

人
種
ニ
シ
テ
、
我
國
人
ハ
不
適
嘗
ナ
ル
人
種
卜
云

フ
ベ
キ
カ
。
彼
レ
ハ
、
感
情

深
キ
人
種
ニ
シ
テ
、
我
ハ
否
ラ
ズ
ト
セ
ン
カ
、
嘗
テ
聞
ク
、
日
本
人
ハ
、

最
モ

感
情
深
キ
優
美
ナ
ル
人
種
ナ
リ
ト
。
抑
ミ
我
國
古
来
忠
孝
節
義
ノ
人
多
キ
事
、

萬
図
二
勝
レ
タ
リ
。
是
ヲ
以
テ
観
ル
ト
キ
ハ
、
我
國
人
ハ
感
情
深
キ
優
美
ナ

ル

人
種
卜
云
ヘ
ル
事
信
ナ
ラ
ズ
ヤ
。
然
レ
ハ
、
則
チ
彼
ノ
数
會
堂
ニ
テ
用
フ
ル
所

ノ
＿
音
榮
ハ
、
彼
國
人
ヨ
リ
モ
我
國
人
二
効
用
多
カ
ル
ベ

キ
ニ
、
其
然
ラ
ザ
ル
者

ハ、

其
用
法
ヲ
誤
ル
ニ
由
ル
ニ
非
ズ
ヤ
。
他
語
之
ヲ
言

ヘ
バ
、
其
唱
歌
ハ
、
彼

レ
ニ
適
嘗

ニ
シ
テ
、
我
二
不
適
嘗
ナ
ル
調
子
ヲ
用
ヒ
テ
、
我
國
人
ノ
心
情
ヲ
動

サ
ザ
ル
ガ
為
ナ
ラ
ズ
ヤ
。

小
學
校
ノ
唱
歌

二
就
テ
、
間
巷
ノ
風
説
ヲ
聞
ケ
ハ
、

學
校

ニ
テ
ハ
、
耶
蘇
教

會
堂
ノ
慎
似
シ
テ
、

賛
美
歌
ヲ
数
フ
ル
ナ
ラ
ン
ト
云
フ
者
ア
リ
。
其
他
何
々
ト

二
三
ノ
説
話
ヲ
聞
キ
ッ

レ
ト
モ
、
誹
謗
二
近
キ
ヲ
以
テ
盆
二

言
竺
ス
。
兎

二
角
、

民
間
二
於
テ
モ
ア
マ
リ
感
心
セ
ヌ
者
多
キ
様
二
思
ハ
ル
。
是
亦
其
調
子
ノ
耳
ニ

適
セ

ヌ
ニ
由
ル
ナ
ラ
ン
ト
余
力
疑
フ
所
ナ
リ
。

人
ヲ
シ
テ
感
動
セ

シ
ム
ト
云
フ
一

事

ハ
、
＿
音
榮
専
有
ノ
効
カ
ナ
リ
。
故
二

昔

榮
ハ
、
古
来
人
心
ノ
感
動
卜
云
フ
コ
ト
ヲ
利
用
シ
テ
。
以
テ
数
化
ノ
一
要
器
ト

セ
ラ
レ
シ
者
ナ
リ
。
サ
レ
バ
、
若
シ
音
榮

ニ
シ
テ
、
人
ノ
心
情
ヲ
動
カ
ス
ノ
カ

ナ
キ
ト
キ
ハ
、
徒
事
ナ
ル
事
言
ヲ
侯
タ
ス
。
現
今
、
我
國
小
學
校
ノ
唱
歌
ハ
、

能
ク
人
ノ
心
情
ヲ
動
カ
ス
ノ
カ
ア
ル
ャ
否
ャ
、
余
ハ
思
フ
、
蓋
シ
之
ア
ラ
ン
。

乍
併
、
甚
ダ
徹
弱
ニ
シ
テ
、
書
生
ガ
廿
ク
詩
ヲ
吟
ズ
ル
ノ
人
ヲ
感
ゼ
シ
ム
ル
程

J
カ
モ

ナ
カ
ル
ベ
シ
。
是
故
二

、
折
角
ノ
＿
音
楽
、
其
本
来
ノ
目
的
ヲ
逹
ス
ル
事
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能
ハ
ザ
ラ
ン
ト
云
フ
ナ
リ
。
此
事
ハ
、
敷
年
末
ノ
所
思
ナ
リ
。
褐
キ
ニ
屡
々
之

ヲ
言
ハ
ン
ト
セ
シ
カ
ト
モ
、
何
レ
昔
榮
専
門
家
ノ
一
議
論
出
ル
事
ア
ル
ベ
シ
ト

思
フ
テ
、
毎
二
控
ヘ
タ
リ
。
今
考
一
考
ス
ル
ニ
、
若
シ
徳
育
上
緊
要
不
可
鋏
ノ

昔
榮
ニ
シ
テ
、
徒
事

二
属
ス
ト
セ
ン
カ
、
獣
々
ト
シ
テ
、
他
ノ
議
論
ノ
出
来
ル

ヲ
侯
ッ
ベ
キ
ニ
非
ル
ナ
リ
。
乃
チ
自
ラ
浅
語
ヲ
顧
ミ
ズ
、
此
ヲ
書
シ
テ
以
テ
江

湖

――
質
ス
。
江
湖
ノ
識
者
数
示
ス
ル
所
ア
ラ
バ
幸
甚
゜

（『敬
育
時
論
』
第
二
五
八
号
、
明
治
二
十
五
年
六
月
）

音
榮
美
術
に
開
す
る
文
部
大
臣
の
意
見

去
月
二
十
五
日
河
野
文
部
大
臣
は
、
辻
次
官
、
濱
尾
、
久
保
田
雨
學
務
局
長

と
共
に
、
美
術
學
校
、
音
榮
學
校
等
を
巡
視
せ
る
節
に
は
、
其
校
教
授
等
に
到

し
て
、

種
々
の
意
見
を
述
べ

、
質
問
等
も
な
し
た
る
由
な
る
が
。
今
同
大
臣
の

談
話
せ
し
昔
榮
に
閥
す
る
意
見
な
り
と
云
ふ
を
聞
く
に
。
我
國
の
美
術
は
、
猿

得
の
妙
所
あ
り
て
、
海
外
諸
図
を
し
て
後
に
睦
若
た
ら
し
む
る
も
の
少
な
か
ら

ざ
れ
ど
も
。
維
新
以
降
外
物
を
輸
入
す
る
事
に
の
み
、
力
を
用
ひ
た
る
の
結

果
、
古
来
流
振
の
道
統
を
酌
ん
で
、
今
に
至
る
も
の
、
多
く
は
白
髪
鐵
面
の
古

老
に
過
ぎ
ず
。
彼
等
に
し
て
死
せ
ば
、
道
統
全
く
絶
え
、
我
國
固
有
美
術
の
消

滅
す
る
憂
な
し
と
せ
ず
。
誠
に
危
機
眼
前
に
逼
り
、
之
を
救
ふ
の
策
を
講
ぜ
ざ

る
に
あ
ら
ざ
れ
ど
も
、
如
何
ん
せ
ん
、
経
費
の
不
充
分
な
る
、
充
分
其
意
を
逹

す
る
事
能
は
ず
。
と
云
ふ
に
あ
り
て
。

昔
榮
に
閥
し
て
は
、
和
洋
を
折
衷
し
、

図
情
に
適
せ
し
め
、
可
成
上
下
に
普
及
せ
ん
事
を
是
勉
む
べ
し
。
と
云
ふ
に
あ

り
し
由。

（
『
敬
育
時
論
』
第
二
六
九
号
、
明
治
二
十
五
年
十
月
）

評
論
子
の
架
空
案

架
空
な
る
か
な
、
評
論
子
の
學
制
改
革
案
、
論
者
は
聖
清
高
潔
な
ど
云
へ
る

が
如
き
、
単
に
高
尚
の
理
論
に
走
り
て
、
更
に
質
利
賓
盆
を
重

ん
ぜ
ざ
る
な

り
。
習
に
心
を
の
み
是
貴
と
し
て
、
物
が
浮
世
の
要
素
た
る
を
知
ら
ざ
る
な

り
。
此
考
よ
り
割
出
し
た
る
論
者
の
改
革
案
中
、
大
學
院
に
閥
す
る
が
如
き
、

少
し
く
尤
ら
し
き
も
の
な
き
に
あ
ら
ざ
れ
ど
も
、
夫
す
ら
到
底
行
は
る
べ

し
と

も
見
え
ざ
る
に
、
其
東
京
昔
榮
學
校
、
東
京
美
術
學
校
、
東
京
工
業
學
校
、
高

等
師
範
學
校
、
女
子
高
等
師
範
學
校
を
全
麿
し
、
東
京
大
學
中
の
一
科
と

し

て
、
之
を
存
置
し
。
高
等
商
業
學
校
を
全
麿
し
、
京
坂
大
學
の
一
科
と
な
し、

而
し
て
、
是
等
諸
學
校
の
廃
止
に
よ
り
て
得
た
る
、
政
府
従
来
支
出
金
の
全
額

を
畢
げ
て
、
之
を
小
學
校
費
図
庫
補
助
の
財
源
に
供
せ
ん
と
す
。
吾
等
之
を
讀

ん
で
、
賓
に
論
者
の
有
頂
天
な
る
架
空
説
に
驚
け
り
。
論
者
は
、
果
し
て
、
大

學
と
全
廃
せ
ん
と
す
る
諸
學
校
と
の
匿
別
を
知
る
か
、
是
等
を
大
學
に
合
併
し

て
、
而
し
て
幾
何
の
費
用
を
省
き
得
る
と
思
ふ
か
。
其
節
減
し
得
べ
き
額
は
、

僅
々
學
校
長
若
し
く
は
‘

―
二
職
員
の
俸
給
に
止
ま
り
て
、
其
害
は
遥
か
に
金

錢
を
以
て
、
償
ふ
べ
か
ら
ざ
る
も
の
あ
る
を
知
ら
ざ
る
か
。
論
者
は
、
終
り
に

臨
ん
て
、
懐
慨
し
て
日
く
、
悲
し
き
哉
、
方
今
到
底
、
此
案
の
賓
行
者
な
き
を

と
。
吾
等
は
世
間
に
此
案
を
賓
行
せ
ん
と
欲
す
る
程
の
、
擬
愚
な
き
を
喜
ぶ
な

り

晋
榮
は
國
家
事
業
な
り

凡
そ
國
家
的
事
業
に
は
間
接
と
直
接
と
あ
り
と
雖
と
も
、
國
家
的
事
業
の
間

接
な
る
元
素
は
、
國
家
成
立
の
上
に
於
て
、
最
大
な
る
勢
力
を
有
し
、
然
も
完

（『
敦
育
時
論
』
第
二
九
六
号
、
明
治
二
十
六
年
七
月
）
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全
な
る
國
家
の
元
氣
た
り
、
一
旦
間
接
的
元
素
を
し
て
國
家
よ
り
分
離
せ
し
め

な
ば
、
國
家
の
成
立
を
見
さ
る
可
し
と
云
ふ
も
、
登
に
夫
れ
徒
然
に
あ
ら
さ
る

◎

◎

 

を
知
ら
ん
、
所
謂
國
家
的
事
業
の
間
接
的
な
る
も
の
と
は
、
教
育
の
如
き
是
な

り
、
何
と
な
れ
ば
教
育
に
因
て
其
國
家
の
多
敷
分
子
な
る
人
民
を
養
成
し
、
人

民
は
数
育
に
由
て
一
図
家
を
形
成
し
一
國
を
な
す
、
此
の
如
く
赦
育
な
る
も
の

は
、
國
家
元
素
の
本
分
な
る
が
故
に
、
國
家
が
赦
育
に
向
て
は
、
充
分
の
報
酬

を
な
す
べ
き
の
義
務
あ
る
や
明
か
な
り
。

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

 

音
楽
は
数
育
の
一
部
な
り
、
道
徳
教
育
の
要
素
な
り
、
凡
そ
野
螢
文
明
の
如

何
を
問
は
す
、
人
類
の
生
存
す
る
限
り
は
、
音
榮
の
存
せ
さ
る
者
あ
ら
ざ
る
べ

し
、
所
謂
音
榮
は
自
然
の
教
育
に
し
て
、
人
類
が
天
性
撥
ひ
居
る
の
徳
た
り
、

此
性
此
徳
は
自
然
の
翌
逹
を
遂
け
天
然
界
と
人
世
の
痰
逹
と
に
誘
は
れ
、
人
身

の
欲
望
に
合
し
て
、
一
種
の
人
造
的
昔
榮
と
な
る
是
れ
天
性
昔
榮
の
反
象
な

り
、
其
人
心
を
支
配
左
右
す
る
諸
形
而
下
形
而
上
の
者
に
比
し
て
幾
何
ぞ
や
、

去
れ
は
昔
榮
が
社
會
人
生
の
精
神
を
支
配
す
る
偶
然
に
あ
ら
さ
る
べ
し
、
此
が

為
に
古
末
よ
り
図
王
君
主
は
之
を
證
刑
政
と
並
び
稲
し
此
が
稜
逹
を
詮
考
し、

此
か
普
及
を
謀
り
て
以
て
慎
正
天
然
昔
榮
と
、
人
造
反
射
の
昔
榮
と
を
協
和
し

た
り
、
決
し
て
一
個
鼠
獨
の
も
の
に
あ
ら
ざ
る
な
り
、
論
し
去
り
論
し
来
れ

は
、
音
榮
は
赦
育
の
一
部
た
る
に
止
ま
ら
ず
祉
會
秩
序
的
の
一
要
素
な
り
、
圏

家
的
の
事
業
と
し
て
、
國
家
か
負
撥
す
る
固
よ
り
然
る
べ
き
の
み
。

本
邦
に
於
け
る
＿
音
楽
に
は
敷
種
あ
り
て
紳
榮
、
雅
榮
、
能
榮
、
清
榮
、
俗
榮

等
な
り
紳
榮
は
紳
祉
等
の
紳
官
祉
會
に
行
は
れ
雅
榮
は
古
末
帝
室
の
保
護
を
受

け
今
日
に
至
る
ま
て
宮
中
の
儀
式
等
に
行
は
る
能
榮
も
亦
上
流
の
風
流
祉
會
に

立
ち
清
榮
は
一
般
の
人
手
に
於
て
弾
せ
ら
る
A

と
雖
も
極
め
て
少
敷
の
み
而
し

て
俗
榮
な
る
も
の
は
天
正
年
間
の
初
め
よ
り
本
邦
に
行
は
れ
其
支
振
分
れ
て
常

盤
津
、
長
唄
、
清
元
等
と
な
り
漸
々
野
卑
に
流
れ
概
ね
云
ふ
に
忍
び
さ
る
卑
猥

の
歌
曲
の
み
敗
徳
の
養
材
と
な
る
近
く
一
例
を
畢
れ
ば
、
高
尾
、
明
烏
、
懇
路

通
ふ
千
鳥
等
の
如
き
是
れ
皆
妓
婦
情
郎
の
事
に
あ
ら
ず
ん
ば
懇
情
の
豫
想
な
り

此
の
俗
榮
が
民
間
に
あ
り
て
十
中
の
八
九
部
を
占
め
盆
々
其
の
狙
藪
を
極
む
る

に
至
れ
る
は
自
ら
感
化
さ
る
A

の
不
得
已
結
果
た
れ
は
な
り

昔
榮
が
本
邦
に
普
及
し
あ
る
の
有
様
此
く
の
如
し
本
邦
人
の
昔
榮
心
亦
此
の

如
く
風
紀
改
良
の
音
榮
が
却
て
風
紀
壊
乱
者
と
成
り
居
れ
る
が
如
し
蓋
し
此
が

今
日
我
國
音
榮
の
員
況
な
ら
ん
、
何
ん
す
れ
ぞ
之
を
以
て
道
徳
涵
養
者
た
ら
し

む
る
を
得
ん
や
風
紀
道
徳
已
に
壊
乱
の
地
位
に
あ
り
と
せ
ば
人
間
の
道
義
自
ら

敗
る
A

こ
と
玄
に
言
を
侯
た
さ
る
な
り
、
風
赦
上
國
家
の
事
業
と
し
て
此
等
昔

榮
の
改
良
方
針
を
講
す
る
は
是
れ
方
今
の
急
務
に
し
て
改
良
の
点
は
主
に
俗
榮

に
存
す
。

俗
榮
の
改
良
は
賓
に
至
難
な
る
事
業
に
し
て
一
時
に
之
れ
を
多
敷
の
脳
裡
よ

り
奪
ひ
去
る
事
容
易
な
ら
ず
、
去
れ
ば
先
つ
正
榮
の
種
子
を
蒔
き
て
漸
々
其
卑

猥
の
観
念
を
除
き
音
楽
の
紳
聖
な
る
事
を
印
象
せ

し
む
る
と
盤
架
即
ち
歌
詞
を

改
撰
し
進
ん
て
は
榮
器
を
も
改
良
す
る
に
在
り
、
又
一
方
に
は
寄
席
其
他
風
敦

上
妨
害
あ
り
と
認
め
ら
れ
た
る
も
の
は
綸
甕
と
均
し
く
其
演
奏
を
禁
せ
ら
る
A

に
於
て
は
自
然
淫
猥
な
る
俗
榮
の
勢
力
衰
へ
自
ら
消
滅
の
現
象
を
呈
せ
ん
、
文

部
省
が
昔
榮
學
校
を
設
立
し
唱
歌
を
小
學
科
中
に
課
せ
ら
る
A

も
道
徳
改
良
の

一
端
に
し
て
俗
榮
改
良
の
本
旨
な
ら
ん

欧
洲
諸
國
が
今
日
の
＿
音
楽
ま
で
登
逹
を
致
し
た
る
歴
史
を
考
ふ
る
に
、
其
初

め
は
所
謂
本
邦
今
日
の
現
況
と
竜
も
異
な
る
な
く
俗
榮
が
跛
屋
を
極
め
其
曲
譜

も
亦
雖
昔
的
な
り
し
が
漸
次
人
智
の
進
歩
と
學
術
登
逹
と
が
其
範
路
を
披
め
正

榮
の
普
及
が
俗
榮
心
を
奪
ひ
雖
音
的
は
複
昔
的
に
進
み
て
和
盤
的
の
協
和
榮
と
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鼈

訥

治

（
『
音
楽
維
誌
』
第
三
十
三
号
、
明
治
二
十
六
年
六
月
）

『
明
治
廿
四
年
以
降
帝
図
議
會
闘
渉
綴
』

次
に
、
音
楽
学
校
存
廃
論
争
の
関
連
資
料
と
し
て
、
本
学
附
属
図
書
館
に
永
久
保

存
さ
れ
て
い
る

『
明
治
廿
四
年
以
降
帝
國
厳
會
闘
渉
綴』

を
全
文
紹
介
し
て
お
こ

う
。
こ
れ
は

一
冊
に
綴
ら
れ
た
六
十
六
丁
か
ら
な
る
書
類
で
、
東
京
音
楽
学
校
が
官

立
学
校
と
し
て
存
在
す
る
妥
当
性
お
よ
び
必
要
性
を
説
明
す
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な

内
容
の
資
料
を
順
不
同
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
表
紙
に
は
小
さ
く
「
草
稿
モ
ノ
」

と
記
さ
れ
て

い
る
。
音
楽
学
校
廃
止
説
を
論
破
す
べ

く、

国
内
外
の
音
楽
行
政
に
関

四

は
な
れ
り
、
雖
昔
的
―=El
榮
は
決
し
て
非
な
る
に
非
ず
と
雖
も
、
昔
榮
の
慎
味
は

和
盤
の
一音
楽
に
比
し
て
其
債
少
し

以
上
の
事
業
に
因
て
考
究
せ
ば
、
我
國
に
於
て
も
文
物
已
に
疲
逹
し
居
る
の

有
様
な
れ
ば
、
之
に
伴
ひ
進
歩
せ
さ
る
可
か
ら
ざ
る
に
、
獨
り
俗
榮
の
跛
屋
し

あ
る
は
正
架
の
普
及
せ
ざ
る
に
よ
る
、
人
智
が
古
来
俗
榮
に
廿
ん
じ
正
榮
を
放

棄
す
る
に
原
因
せ
す
ん
ば
あ
ら
ず
、
斯
道
の
嘗
局
者
は
之
を
憂
ひ
孜
々
普
及
に

熱
中
せ
ら
る
A

事
な
ら
ん
も
日
猶
浅
く
末
た
其
傲
果
少
し
と
雖
も
學
校
唱
歌
の

結
果
と
し
て
お
竹
ど
ん
の
代
り
に
「
忠
臣
の
曲
」
を
唱
が
如
き
は
明
白
な
る
事

賓
な
り
此
上
良
歌
曲
を
作
り
卑
猥
の
鄭
榮
に
代
ふ
る
に
足
る
へ
き
端
正
な
る
昔

榮
の
出
づ
る
あ
ら
ば
不
音
楽
の
員
象
自
ら
稜
揮
し
敗
徳
の
風
是
に
於
て
か
消
滅

せ
ん
之
を
要
す
る
に
昔
榮
は
徳
育
上
及
風
敦
上
強
大
な
る
勢
力
あ
る
の
み
な
ら

ず
國
家
組
織
の
心
柱
な
れ
ば
、
宜
し
く
國
家
事
業
と
し
て
、
國
民
が
待
す
べ
き

も
の
而
し
て
昔
榮
の
正
邪
を
匿
別
し
て
、
其
員
正
を
穿
つ
は
國
民
の
本
分
な

り
、
之
を
断
す
る
は
今
日
に
在
り

す
る
種
々
の
調
査
資
料
を
も
っ
て
音
楽
学
校
の
存
続
を
訴
え
て
い
る
。
調
査
資
料
の

な
か
に
は
同
じ
内
容
の
も
の
が
、
二
度
、
三
度
と
手
を
経
て
整
然
と
書
き
直
さ
れ
て

い
る
も
の
も
あ
る
。
し
か
し
、
今
日
内
容
的
に
興
味
の
持
た
れ
る
肝
心
の
論
述
の
ほ

う
は
、
か
な
り
解
読
困
難
な
箇
所
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
内
容
か
ら
察
す
る
に
、

こ
れ
ら
は
、
音
楽
学
校
の
存
続
を
主
張
す
る
た
め
に
文
部
省
に
提
出
さ
れ
た
書
類
の

控
え
か
、
あ
る
い
は
帝
国
厳
会
も
し
く
は
そ
れ
に
準
ず
る
よ
う
な
公
の
場
で
演
説
す

る
た
め
の
草
稿
か
、
あ
る
い
は
ま
た
演
説
の
記
録
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し

今
回
、
こ
れ
ら
の
書
類
が
実
際
ど
の
よ
う
な
場
で
ど
の
よ
う
に
生
か
さ
れ
た
の
か
に

つ
い
て
確
証
を
得
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

し
か
し
い
ず
れ
に
せ
よ
、
音
楽
学
校
存
廃
論
争
に
さ
い
し
て
、
伊
澤
校
長
を
中
心

と
し
て
ご
く
短
期
間
で
綿
密
な
調
査
が
行
わ
れ
、
音
楽
学
校
の
存
続
を
主
張
す
る
に

充
分
な
資
料
が
学
校
側
で
用
意
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の

難
解
な
筆
跡
は
、
こ
の
古
ぼ
け
た
ひ
と
綴
り
の
書
類
が
い
か
に
緊
急
に
作
成
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
か
を
物
語
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
そ
こ
に
は
、
今
日
、
し
か

る
べ
き
努
力
を
払
っ
て
も
解
読
す
る
に
価
す
る
だ
け
の
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
。
『
帝
國
談
會
闘
渉
綴
』
は
、

校
長
を
始
め
と
す
る
当
時
の
音
楽
学
校
関
係
者
の

想
像
を
絶
す
る
よ
う
な
尽
力
の
、
わ
ず
か
な
、
し
か
し
強
力
な
証
言
で
あ
る
と
い
え

よ
う
。今

回
こ
の
資
料
を
解
読
し
活
字
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
音
楽
学
部
楽
理
科

助
手
の
田
遥
史
郎
氏
の
惜
し
み
な
い
協
力
の
賜
で
あ
る
。
こ
こ
に
編
集
部
と
し
て
感

謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

さ
て
、
書
類
は
内
容
上
、
ほ
ぼ
九
つ
に
分
類
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、
こ
こ

で
は
内
容
を
筋
立
て
て
整
理
す
る
と
い
う
目
的
か
ら
、
そ
れ
ら
を
元
の
綴
り
方
と
は

変
え
て
、
と
り
あ
え
ず
次
の
よ
う
な
順
に
並
べ
て
お
く
。

一
、
東
京
音
楽
学
校
の
二
十
四
年
度
経
費
予
算
に
関
す
る
説
明
。
同
校
の
沿
革
、
こ

れ
ま
で
の
成
果
、
将
来
の
計
画
が
説
明
さ
れ
、
わ
が
国
に
良
い
音
楽
を
育
て
る

こ

と
が
同
校
の
使
命
で
あ
る
と
強
調
す
る
。

一
、
音
楽
教
育
の
国
家
に
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
所
以
の
大
要
。

国
の
文
化
を
高
め
、
国
民
の
品
位
を
高
め
る

こ
と
は
政
府
の
責
任
に
お
い
て
行
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わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
人
間
生
活
に
楽
し
み
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
か
ら
、
良
い

音
楽
を
発
達
さ
せ
な
け
れ
ば
不
良
な
音
楽
を
増
長
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
東
京
音

楽
学
校
は
創
立
以
来
ま
だ
日
は
浅
い
が
音
楽
教
員
を
養
成
し
、
俗
曲
を
改
良
す
る

な
ど
音
楽
文
化
の
向
上
に
貢
献
し
て
き
て
お
り
、
国
家
事
業
に
と
っ
て
必
要
不
可

欠
な
機
関
で
あ
る
と
説
く
。

そ
し
て
こ
れ
ら
を
襄
付
け
る
資
料
と
し
て

一、

東
京
音
楽
学
校
生
徒
調
。

現
在
生
徒
数
な
ら
び
に
卒
業
生
徒
数
、
そ
し
て
卒
業
生
の
活
動
状
況
が
報
告
さ

れ
て
い
る
。

ま
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
で
音
楽
教
育
が
国
費
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
い
る
実
態
を
具

体
的
に
数
字
で
示
し
て
い
る
。

一
、
国
家
の
保
護
を
受
け
る
欧
州
音
楽
院
等
の
主
な
る
も
の
。

一
、
欧
州
諸
国
音
楽
学
校
経
費
゜

一、

各
国
音
楽
学
校
に
対
す
る
国
庫
の
支
出
金
。

次
に
中
国
に
つ
い
て

一、

支
那
に
お
け
る
音
楽
保
護
の
歴
史
。

そ
し
て
日
本
に
つ
い
て

一
、
本
邦
楽
政
概
梗
お
よ
び
そ
の
関
連
資
料
。

わ
が
国
で
、
推
古
帝
の
昔
か
ら
音
楽
が
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
、
保
護

・
助
成

さ
れ
て
き
た
か
、
ま
た
そ
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
機
関
が
設
け
ら
れ
て
き
た
か
を

詳
説
。

そ
し
て
最
後
に

一
、
日
本
東
京
に
お
け
る
東
京
音
楽
学
校
。

こ
の
一
文
は
「
澳
國
音
楽
博
士
テ

ル
シ
ャ
ッ
ク
氏
が
日
本
―
音
楽
校
参
観
記
と
題

し
て
メ
ー
ル
新
聞
に
左
の

一
論
を
掲
載
せ
ら
れ
た
り
」
と
い
う
説
明
が
付
さ
れ
、

「澳
國
音
楽
大
博
士
テ
ル
シ
ャ
ッ
ク
氏
述
」
と
し
て
、
す
で
に
『
＿
音
楽
雑
誌
』
第

一
号
（
明
治
二
十
三
年
九
月
）
に
発
表
さ
れ
て
い
た
。

わ
が
国
で
は
手
工
芸
を
始
め
、
種
々
の
芸
術
が
開
花
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で

音
楽
は
最
も
遅
れ
を
と
っ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
東
京
音
楽
学
校
の
歴
史
は
ま
だ

浅
い
が
、
そ
の
業
績
に
は
見
る
べ
き
も
の
が
あ
り
、
ま
た
将
来
日
本
の
音
楽
教
員

を
養
成
す
る
う
え
で
東
京
音
楽
学
校
の
責
任
は
重
大
で
あ
る
と
説
く
。

東
京
音
楽
学
校
を
理
解
さ
せ
、
存
続
さ
せ
る
た
め
に
、
当
時
、
こ
れ
だ
け
の
努
力

が
払
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

言
い
換
え
れ
ば
、
東
京
音
楽
学
校
の
存
続
を
要
求
す
る
た

め
に
は
、
こ
れ
だ
け
の
資
料
を
そ
ろ
え
、
論
陣
を
張
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。

本
校
廿
四
年
度
経
費
豫
算
説
明
二
際
シ
翠
二
聯
力
本
校
設
立
ノ
起
因
、
将
来

ノ
計
霊
、
及
従
来
沿
革
ノ
大
要
ヲ
略
陳
ス
ベ
シ

抑
モ
音
榮
ハ

人
性
ノ
自
然
二
基
キ
其
情
ヲ
感
動
セ
シ
ム
ル
ノ
甚
タ
シ
ク
所
謂

徳
性
ヲ
涵
養
ス
ル
ノ
最
大
要
具
ニ
シ
テ
喜
悦
ノ
楽
曲
ハ
人
心
ヲ
喜
ハ
シ
メ
悲
哀

J
楽
曲
ハ
人
心
ヲ
悲
歎
セ
シ
ム
ル
等
ノ
如
ク
音
楽

ハ
頗
ル
心
情

二
密
接
ノ
関
係

ヲ
有
セ
リ
故
二
正
雅
ノ
歌
ヲ
歌
フ
ト
キ
ハ
心
自
ラ
正
シ
ク
和
架
ノ
音
ヲ
聞
ク
ト

キ
ハ
心
自
ラ
和
ラ
キ
心
和
ラ
キ
正
シ
キ
ト
キ
ハ
邪
悪
ノ
念
外
ョ
リ
入
ル
能
ハ
ズ

心
二
邪
悪
ノ
念
ナ
キ
ト
キ
ハ
善

二
粛
ヒ
悪
ヲ
避
ク
ル
ハ
人
ノ
常
ナ
リ
古
語
二
日

ク
證
ハ
外
ヲ
修
メ
渠
ハ
内
ヲ
治
ム
ト
又
日
ク
礼
架
ハ
以
テ
須
曳
モ
身
ヲ
去
ル
可

ラ
ズ
ト
ハ
此
謂
ナ
リ
是
ヲ
以
テ
支
那
ノ
如
キ
ハ
古
来
證
柴
刑
政
卜
稲
シ
天
下
國

家
ヲ
治
ム

ル
政
道
ノ
―
-
＿
置
ケ
リ
彼
ノ
夙

二
窮
理

ノ
学

二
長
ス
ル
西
洋
諸
国
ニ

於
テ
ハ
音
楽
唱
歌
ヲ
以
テ
徳
性
ヲ
涵
養
シ
加
フ
ル
ニ
唱
歌
ハ
声
音
ヲ
使
用
シ
テ

肺
腑
ヲ
練
操
ス
ル
ヨ
リ
身
体
ノ
健
全
ヲ
保
進
ス
ル
ヲ
以
テ
普
通
教
育
ノ
一
部
二

置
キ
全
国
子
弟
児
女
ノ
修
メ
サ
ル
ベ
カ
ラ
サ
ル

モ
ノ
ト
為
セ
リ
（
唯

二
然
ル

ノ

ミ
ナ
ラ
ズ
刑
罰
ハ
之
ヲ
既
稜
ノ
後

二
防
キ
證
榮

ハ
之
ヲ
未
稜
ノ
前

二
防
ク
ヲ
以

テ
刑
罰
ヲ
以
テ
天
下
図
家
ヲ
治
ム
ル
ハ
礼
榮
ヲ
以
テ
之
ヲ
治
ム
ル
ノ
善
キ
ニ
若

カ
サ
ル
モ
ノ
ト
為
シ
タ
リ
）
然
リ
ト
雖
モ
翻
テ
我
邦
ノ
情
況
ヲ
按
ス
ル
ニ
雅
楽

ハ
三
韓
隋
唐
已
来
ノ

モ
ノ
ニ
シ
テ
依
然
朝
廷
ノ
上
二
崇
用
セ
ラ
ル

ヽ
モ
其
意
蓋
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シ
古
物
ヲ
保
存
ス
ル
ニ
外
ナ
ラ
ズ
シ
テ
普
ネ
ク
之
ヲ
民
間

二
及
ホ
ス
ベ
カ
ラ
ズ

（
即
チ
未
夕
音
楽
ノ
音
楽
タ
ル
霊
用
ヲ
雖
ニ
ス
ル
ヲ
得
ザ
ル
モ
ノ
ナ
リ
）
退
テ

民
間
ノ
架
ヲ
察
ス
ル
ニ
マ
タ
絶
テ
正
雅
ノ
音
ア
ル
ナ
シ
其
稽
音
架
二
類
ス
ル
モ

J

ハ
琴
三
絃
ノ
如
キ
モ
ノ
ニ
ス
ギ
ズ
シ
テ
隠
遁
避
世
ノ
翫
具
ニ
ア
ラ
ザ
レ
ハ
淫

奔
猥
褻
ノ
極
ニ
ア
ラ
ザ
ル
ハ
ナ
シ
而
シ
テ
我
下
邦
民
ノ
情
況
ヲ
察
ス
ル
ニ
貧
ナ

ル
モ
之
ヲ
習
ヒ
幼
ナ
ル
モ
マ
タ
之
ヲ
習
フ
ヨ
リ
国
民
殆
卜
此
二
由
テ
乳
養
セ
ラ

レ
漸
ク
長
ス
ル
ニ
及
テ
ハ
飲
酒
ヲ
佐
ク
ル
ノ
要
具
卜
為
ス
ニ
ア
ラ
ザ
レ
バ
淫
猥

祗
倫
ノ
媒
介
卜
為
ス
ニ
ス
キ
ズ
言
ヲ
換
レ
バ
人
民
ノ
淫
風
ハ
俗
曲
ノ
淫
靡
ナ
ル

二
基
由
セ
ザ
ル
ナ
シ
俗
曲
ノ
淫
靡
ナ

ル
ハ
其
下
流
二
沈
シ
タ
ル
所
以
ニ
シ
テ
即

チ
我
邦
古
来
未
夕
嘗
テ
音
楽
教
育
ノ
道
立
サ
ル
ノ
失
二
坐
セ
リ
本
省
即
チ
姦
二

観
ル
ト
コ
ロ
ア
リ
明
治
ノ
初
年
学
制
ヲ
頒
布
ス
ル
ニ
当
テ
始
テ
之
ヲ
教
育
ノ
一

部
二
置
キ
導
ぎ
プ
明
治
十
二
年
音
楽
取
調
掛
ヲ
創
置
ス
東
京
音
楽
学
校

ハ
実
二

此
二
濫
態
セ
リ
蓋
シ
本
校
ノ
事
業
ノ
主
眼
タ
ル
音
楽

二
種
々
ア
リ
其
良
否
ヲ
審

察
セ
ザ
レ
バ
利
害
得
失
ヲ
異
ニ
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
故
二
社
會
一
般
音
榮
上
ノ
趣
味

ヲ
進
メ
淫
猥
ヲ
去
テ
正
雅
二
向
ハ
シ
ム
ル
ハ
即
チ
風
ヲ
移
シ
俗
ヲ
易
フ
ル
ノ
第

一
歩
ニ
シ
テ
冦
二
比
力
方
向
ヲ
立
ル
ハ
風
教
ノ
最
モ
急
務
ト
ス
ル
ト
コ
ロ
ナ
リ

マ
タ
是
ヲ
教
育
上
二
施
用
ス
ル
ハ
実
二
我
邦
新
設
ノ
学
科
ニ
シ
テ
其
材
料
ヲ
精

選
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ア
リ
即
チ
幼
稚
園
ョ
リ
小
中
学
以
上
二
至
ル
マ
テ

各
其
度
二
適
ス
ル
好
良
ノ
歌
曲
ヲ
選
択
シ
教
科
用
書
ヲ
編
撰
シ
楽
器
ノ
適
否
ヲ

研
究
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
音
楽
ハ
他
ノ
学
科
卜
異
ナ
リ
特
別
ノ
教
習
ヲ
要
ス

ル
モ

ノ
ア
リ
即
チ
此
力
養
成
ノ
方
法
ヲ
設
ケ
テ
其
人
ヲ
出
シ
音
楽
唱
歌
普
及
ノ
途
二

充
テ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
以
上
諸
件
ハ
本
校
力
従
来
既
二
着
手
ス
ル
所
ニ
シ
テ
将
来

益
大
成
セ
サ
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
事
業
ノ
大
綱
ナ
リ
本
校
ハ
所
謂
明
治
十
二
年
音
架

取
調
掛
ヲ
文
部
省
中
二
置
カ
ル
ニ
濫
雉
セ
リ
当
時
本
郷
文
部
省
用
地
中
第
十
六

番
旧
教
師
館
ヲ
以
テ
音
楽
取
調
掛
官
署
ト
ス
当
初

ヨ
リ
明
治
十
七
年
二
至
ル
マ

テ
内
外
音
律
ノ
異
同
ヲ
研
究
シ
、
音
楽
卜
教
育
ト
ノ
関
係
ヲ
講
究
シ
、
音
楽
唱

歌
教
則
ヲ
編
成
シ
、
音
楽
唱
歌
伝
習
ヲ
開
キ
、
唱
歌
集
及
唱
歌
掛
圏
等
ヲ
編
成

出
版
シ
、
音
楽
唱
歌
ヲ
印
行
シ
、
架
器
ヲ
試
整
改
造
及
模
造
シ
、
学
校
用
架
器

ノ
適
否
ヲ
研
究
シ
、
俗
曲
ヲ
改
良
シ
、
明
治
頌
ヲ
選
定
ス
ル
等
二
拮
据
唱
勉
シ

タ
ル
巨
細
ノ
事
情
ハ
同
年
二
月
音
楽
取
調
掛
長
伊
澤
修
ニ
ョ
リ
大
木
文
部
卿
二

差
出
シ
タ
ル
音
架
取
調
成
績
申
報
書

二
明
カ
ナ
リ
明
治
十
八
年
二
月
文
部
省
本

掛
ヲ
本
省
ノ
所
属
卜
為
シ
音
架
取
調
所
卜
改
称
ス
同
年
七
月
文
部
省
上
野
公
園

地
東
四
軒
寺
跡
文
部
省
用
地
奮
教
師
館
建
物
ヲ
本
所
二
交
付
ス
同
年
十
二
月
文

部
省
本
所
ヲ
更
二
音
楽
取
調
掛
卜
改
メ
文
部
大
臣
官
房
付
属
ト
ス
蓋
シ
太
政
ノ

蓋
革

二
由
レ
リ
明
治
廿
年
十
月
音
楽
取
調
掛
ヲ
東
京
音
楽
学
校
卜
改
称
セ
ラ
ル

明
治
廿
二
年
一
月
東
京
音
楽
學
校
規
則
ヲ
制
定
ス
現
行
規
則
即
チ
是
ナ
リ
明
治

二
十
三
年
五
月
文
部
省
上
野
公
園
四
軒
寺
跡
二
新
校
舎
ヲ
建
築
シ
之
ヲ
本
校
二

交
付
ス
現
今
ノ
校
舎
即
チ
是
ナ
リ
本
校
規
則
二
豫
科
本
科
ヲ
置
キ
本
科
ヲ
分
テ

師
範
部
専
修
部
ト
ス
尚
此
地
―
ー
選
科
及
研
究
科
ヲ
置
ク
豫
科

ハ
音
楽
普
通
ノ
学

科
ヲ
授
ケ
其
期
限
ヲ
壱
ケ
年
ト
ス
師
範
部
ハ
音
楽
教
員
卜
為
ル
ニ
必
要
ノ
学
科

ヲ
授
ケ
其
期
限
ヲ
ニ
ケ
年
卜
為
シ
専
修
部

ハ
音
架
上
特

□ノ
才
能
ヲ
有
ス
ル
者

二
―
科
ノ
専
門
音
榮
ヲ
授
ケ
其
期
限
ヲ
三
ケ
年
ト
ス
方
今
在
学
ス
ル
所
ノ
生
徒

ハ
専
修
部
廿
九
人
師
範
部
二
十
人
豫
科
十
六
人
選
科
二
十
二
人
ナ
リ
本
校
事
業

ハ
新
設
ノ
学
科

ニ
シ
テ
設
置
以
来
頗
ル
多
難
ナ

ル
モ
常
二
経
費
ノ
為
―
―
制
限
セ

ラ
レ
末
夕
十
分
ノ
カ
ヲ
伸
シ
所
期
ノ
目
的
ヲ
達
ス
ル
能
ハ
ズ
ト
イ
ヘ
ト
モ
経
費

ノ
少
額
ナ
ル
ト
事
業
J
難
大
ナ
ル
ト
ヲ
比
較
ス
レ
バ
幸
二
今
日
ア
ル
ヲ
致
セ
シ

者
ニ
シ
テ
目
下
全
國
数
万
ノ
小
学
中
唱
歌
ノ
声
ヲ
聞
カ
ザ
ル
ト
コ
ロ
殆
卜
是
ナ

ク
マ
タ
唱
歌
ヲ
歓
修
ス
ル
生
徒
ノ
日
二
増
加
ス
ル
／
年
二
数
万
部
ノ
唱
歌
集
ヲ
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刷
出
ス
ル
ヲ
以
テ
モ
之
ヲ
證
ス
ル
ニ
足
レ
リ
是
二
因
テ
是
ヲ
観
レ
バ
国
民
一
般

音
楽
上
二
関
ス
ル
思
想
モ
マ
タ
随
テ
稽
其
度
ヲ
進
メ
有
害
ノ
絃
歌
ヲ
授
ケ
テ
其

子
弟
ヲ
腐
敗
セ
シ
ム
ル
ヨ
リ
寧
口
正
雅
ノ
音
楽
ヲ
修
メ
シ
ム
ル
ノ
善
キ
ニ
如
ヵ

サ
ル
ヲ
発
見
シ
タ
ル
ハ
マ
タ
即
チ
明
了
ナ
リ
是
皆
本
校
典
リ
テ
カ
ア
ル
所
卜
云

フ
ベ
シ
是
故
二
本
校
豫
算
ヲ
議
ス
ル
ニ
方
テ
為
政
者
宜
シ
ク
音
楽
教
育
ハ
國
家

ノ
風
敦
化
育
二
至
大
ノ
関
係
ヲ
有
ス
ル
所
以
ヲ
詳
ニ
シ
テ
本
按
ヲ
賛
成
セ
ラ
レ

盆
本
校
経
費
ノ
前
途
ヲ
得
セ
シ
メ
ハ
独
リ
本
校
ノ
幸
福
ト
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
マ

タ
国
家
ノ
幸
福
ナ
ル
ベ
シ

音
榮
赦
育
ノ
國
家
二
鋏
ク
ヘ
カ
ラ
サ
ル
所
以
ノ
大
要

抑
モ
國
立
音
榮
學
校
ヲ
置
ク
必
要
如
何
ノ
問
題
二
答
ヘ
ン
ニ
ハ
音
榮
敦
育
ノ

國
家
二
鋏
ク
ベ
カ
ラ
ザ
ル
所
以
ヲ
述
へ
先
ツ
一
図
人
民
ノ
風
俗
ハ
其
國
ノ
政
府

カ
興
リ
知
ル
ベ
キ
所
二
非
ス
ヤ
否
ャ
ノ
問
題
ヲ
論
究
シ
次
ニ
―
國
ノ
音
榮
ハ
一

國
ノ
風
俗
ト
ハ
密
接
ノ
開
係
ヲ
有
セ
ザ
ル
ヤ
如
何
二
及
ブ
ヘ
シ
蓋
シ
一
國
人
民

ノ
風
俗
ハ
其
國
ノ
政
府
力
典
リ
知
ル
ヘ
キ
所
二
非
ス
ヤ
否
ヤ
ノ
問
題
二
就
テ
ハ

其
理
由
甚
夕
明
白
ニ
シ
テ
一
國
ノ
政
府
ハ
其
人
民
ノ
風
俗
ヲ
保
持
ス
ヘ
キ
責
任

ヲ
負
フ
事
殆
卜
辮
ヲ
埃
タ
ス
シ
テ
凡
一

図
ノ
野
蜜
未
開
ト
イ
フ
モ
文
明
開
化
卜

イ
フ
モ
要
ス
ル
ニ
其
國
民
ノ
風
俗
良
否
二
基
因
ス
ル
ト
コ
ロ
ノ
名
稲
ニ
ス
キ
ズ

シ
テ
郎
チ
風
俗
ノ
良
否
ハ
文
明
ノ
分
ル
ヽ
境
界
ナ
リ
ト
イ
フ
モ
不
可
ナ
キ
ニ
似

タ
リ
故
ニ
―
國
ノ
文
化
ヲ
進
メ
テ
人
民
ノ
品
位
ヲ
高
ク
シ
以
テ
國
威
國
櫂
ヲ
披

張
ス
ル
ヘ
キ
ハ
政
府
ノ
責
任
ノ
重
要
ナ
ル
モ
ノ
ナ
リ
是
ヲ
以
テ
荀
モ
獅
立
不
謡

ノ
園

ニ
シ
テ
其
人
民
ノ
風
俗
ヲ
矯
正
保
持
ス
ル
／
法
律
ア
ラ
ザ
ル
ハ
ナ
シ
郎
チ

我
力
刑
法
第
二
百
五
十
九
條
ニ
ハ
風
俗
ヲ
害
ス
ル
冊
子
圏
畳
其
他
猥
褻
ノ
物
品

ヲ
公
然
陳
列
シ
又
ハ
販
賣
シ
タ
ル
者
ハ
四
園
以
上
四
十
圏
以
下
ノ
罰
金

二
虞
ス

ト
ア
リ
ス
タ
イ
ン
氏
モ
行
政
學
―
ー
風
俗
警
察
ヲ
以
テ
一
般
教
育
ノ
範
園
二

賜
セ

シ
メ
タ
リ
彼
ノ
徳
川
氏
治
世
ノ
如
キ

□二
在
テ
モ

□世
二
至
ル
マ
テ
其
政
正
シ

キ
ヲ
以
テ
最
モ
此
風
俗
ノ
矯
正
二
鋭
意

□シ
テ
或
ハ
風
俗
ヲ
察
ス
ル
為
ー
ー
歌
舞

伎
ヲ

□シ
或
ハ
此
類
ノ
歌
謡
唄
曲
ヲ
禁
ス
ル
等
枚
學

二
退
ア
ラ
ズ
是
レ
郎
チ
一

國
人
民
ノ
風
俗
ハ
其
政
府
力
管
理
ス
ベ
キ
責
ヲ
負
フ
ノ
明
證
ナ
リ
故
二
現
今
國

家
ノ
風
俗
ヲ
害
ス
ル
冊
子
圏
聾
其
他
猥
褻
ノ
物
品
二
就
テ
ハ
既
二
夫
ミ
之
ヲ
禁

止
セ
ラ
ル
ヽ
ト
イ
ヘ
ト
モ
彼
ノ
俗
榮
淫
盤
ノ
民
風
ヲ
敗
壌
ス
ル
甚
タ
シ
キ
者
ニ

至
リ
テ
ハ
却
テ
未
夕
之
ヲ
禁
止
ス
ル
ノ
制
ア
ル
ヲ
聴
カ
ズ
是
レ
マ
タ
甚
シ
キ
國

家
ノ
鋏
典
卜
云
フ
ベ
シ
凡
ソ
今
世
俗
間
二
流
行
ス
ル
淫
榮
ノ
詞
章
ハ
狂
色
道
行

姦
通
鋏
落
情
死
ノ
淫
奔
猥
褻
ヲ
宣
へ
其
曲
調
磐
節
モ
淫
靡
ヲ
極
メ
加
フ
ル
ニ
手

振
身
振
ヲ
以
テ
其
情
勢
ヲ
退
ウ
セ
ザ
ル
ナ
シ
是
郎
チ
活
動
春
聾
ト
イ
フ
モ
定
ソ

レ
不
可
ナ
ラ
ン
ヤ
然
リ
而
シ
テ
我
國
従
来
ノ
習
俗
ヲ
察
ス
ル
ニ
子
弟
兒
女
ノ
家

富
有
ナ

ル
者
ハ
因
ョ
リ
言
フ

ニ
及
ハ
ズ
ソ
ノ
家
貧
ー
ー
シ
テ
學
校
教
育
ヲ
受
ル
能

ハ
ザ
ル
者
モ
マ

タ
此
淫
榮
ヲ
學
習
セ
サ

ル
ハ
ナ
シ
然
レ
バ
則
チ
淫
榮
ノ
普
及
セ

ル
ハ
普
通
赦
育
ョ
リ
モ
更
二
廣
大
ナ
リ
ト
云
フ
モ
可
ナ
リ
是
故
二
戸
ミ
ト
シ
テ

淫
盤
ヲ
聞
カ
ザ
ル
ナ
ク
演
劇
演
技
ノ
物
ト
シ
テ
之
ヲ
見
聞
セ
サ
ル
ハ
ナ
シ
今
日

淫
榮
ノ
社
會
二
及
ボ
ス
害
毒
ノ
甚
大
ナ
ル
登
二
勝
テ
道
フ
ベ
ケ
ン
ヤ
方
今
世
上

二
麿
娼
論
ノ
如
キ
ヲ
唱
フ
ル
者
ア
リ
其
主
意

ハ
郎
チ
此
二
由
テ
人
民
ノ
風
俗
ヲ

改
良
セ
ン
ト
欲
ス
ル
ニ
外
ナ
ラ
ズ
是
レ
誠
二
霰
家
ノ
為

ーー慶
賀

ス
ヘ
キ
美
畢

ニ

シ
テ
其
説
ハ
即
チ
因

ョ
リ
賛
成
ス
ル
ト
コ
ロ
ナ
リ
然
レ
ト
モ
其
麿
娼
ノ
方
法
ー
ー

至
テ
ハ
未
夕
隷

二
同
意
ヲ
表
ス
ル
能

ハ
ザ
ル

モ
ノ
ア
リ
何
ト
ナ
レ
バ
世
ノ
麿
娼

ヲ
唱
フ
ル

ノ
説
約
ネ
皆
娼
妓
ヲ
解
放
シ
妓
棲
ヲ
撤
却
ス
ル
ヲ
以
テ
麿
娼
ノ
賓
拳

ナ
リ
ト
ス
ル
ニ
ス
ギ
サ
レ
バ
ナ
リ
惟
フ
ー
ー
國
家
二
公
娼
ノ
設
置
ア
ル
ハ
猶
人
身

ニ
病
ア
ル
カ
如
シ
凡
ソ
人
身
ノ
物
ヲ
生
ス
ル
必
ス
ヤ
其
由
ル
ト
コ
ロ
ナ
カ
ル
ベ
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カ
ラ
ズ
國
二
公
娼
ア
ル
モ
マ
タ
其
由
ル
ト
コ
ロ
ア
リ
故
二
娼
源
ヲ
絶
タ
ス
シ
テ

廃
娼
ノ
賓
ヲ
拳
ン
ト
ス
ル
ハ
郎
チ
病
源
ヲ
絶
タ
ズ
シ
テ
病
ヲ
治
セ

ン
ト
ス
ル
ニ

異
ナ
ル
ナ
シ
然
ラ
バ
何
ヲ
以
テ
娼
源
ト
イ
フ
所
謂
淫
榮
ハ
其
主
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ

郎
チ
将
束
娼
妓
卜
為
ル
者
ハ
初
ョ
リ
淫
盤
ノ
赦
訓
ヲ
受
ケ
日
夜
淫
猥
ノ
理
論
ヲ

賓
地
二
演
習
ス
ル
ヲ
以
テ
専
業
ト
ス
ル
者
ニ
シ
テ
今
日
世
開
二
流
布
ス
ル
ト
コ

ロ
ノ
淫
榮
書
類

ハ
猥
褻
ヲ
数
育
シ
娼
妓
ヲ
養
成
ス
ル
ノ
数
科
用
書

ニ
ア
ラ
ザ
ル

モ
ノ
殆
卜
之
ナ
シ
故
二
今
ノ
娼
妓
ヲ
麿
絶
セ
ン

ト
セ
バ
宜
シ
ク
先
ツ
娼
妓
ノ
本

源
郎
チ
淫
榮
ヲ
拍
滅
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
然
リ
ト
イ
ヘ

ト
モ
若
シ
ソ

レ
淫
榮
ノ
患

ヲ
外
ニ
シ
テ
廃
娼
ノ
急
ヲ
説
ク
ア
ラ
バ
ナ
ホ
泄
痢
ヲ
治
セ
ン
ト
シ
テ
恰
モ
後
門

ヲ
閉
ル
カ
如
ク
他
虞
二
壊
裂
ノ
災
ヲ
来
ス
ベ
シ
果
シ
テ
斯
ノ
如
ク
ナ
ラ
バ
風
俗

ノ
改
良
何
ノ
日
力
之
ヲ
見
ン
故
二
日
ク
廃
娼
ノ
説
ハ
因
ョ
リ
之
ヲ
賛
成
ス
ル
ト

イ
ヘ
ト
モ
麿
娼
ノ
方
法
ハ
未
夕
駿
二
同
意
ヲ
表
ス

ル
能
ハ
ズ
ト
マ
タ
彼
ノ
條
約

改
正
論
ノ
如
キ
ニ
至
テ
モ
論
者
往
ミ
彼
此
到
嘗
ノ
締
約
ヲ
主
張
ス
ル
者
ア
リ
是

レ
素
ヨ
リ
適
嘗
ノ
議
論
ニ
シ
テ
四
千
萬
ノ
同
胞
中
誰
力
之
ヲ
願
セ
サ
ル

モ
ノ
ア

ラ
ン
ヤ
然
レ
ト
モ
若
シ
少
シ
ク
姦
二
我
力
邦
ヲ
反
省
ス
ル
ト
キ
ハ
人
民
ノ
風
俗

ナ
ホ
斯
ノ
如
ク
淫
靡
猥
褻

ニ
シ
テ
其
品
位
ナ
ホ
斯
ノ
如
ク
野
郡
下
劣
ナ
ル
ヲ
以

テ
毎
年
幾
萬
ノ
口
~
ヲ
海
外
二
流
出
ス
ル
事
賓
ヲ
稜
見
ス
ル
ニ
至
ル
ベ
シ
故

ニ
マ
タ
人
民
ノ
風
俗
矯
正
ヲ
圏
ラ
ズ
其
品
位
ヲ
高
尚
ニ
ス
ル
ヲ
務
メ
ザ

ル
ハ
彼

此
樹
嘗
ノ
櫂
理
ヲ
條
約
改
正
上
―
ー
占
ム
ル
所
以
ニ
ア
ラ
ズ
ヨ
シ
ャ
タ
ト
ヒ
理
論

上
此
彼
此
到
嘗
ノ
櫂
理
ヲ
占
ム
ル
モ
人
民
ノ
風
俗
品
位
依
然
ト
シ
テ
玄
二
止
ル

以
上
ハ
文
化
長
進
シ
タ
ル
諸
外
國
卜
交
際
シ
テ
到
底
賓
地
二
此
櫂
理
ヲ
享
有
シ

之
ヲ
利
用
ス
ル
事
甚
夕
難
カ
ル
ベ
シ
故
二
人
民
今
日
ノ
風
俗
ヲ
矯
正
シ
其
品
位

ヲ
昇
進
セ
シ
ム
ル
ノ
計
圏
ヲ
為
サ
ゞ
ル
ハ
今
日
海
外
諸
強
図
二
劉
峙
シ
テ
彼
此

劉
営
ノ
櫂
理
ヲ
得
ン
ト
ス
ル
モ
遺
憾
ナ
ガ
ラ
能
ハ
サ
ル
コ
ト
ヽ
ナ
ラ
ン
即
チ
條

約
改
正
二
開
シ
利
ヲ
我
力
國
家
二
占
ム
ル
所
以
ニ
ア
ラ
ザ
ル
ベ
シ
故
二
此
時
ニ

常
テ
國
政
ノ
責
二
任
ス
ル
政
府
力
宜
シ
ク
講
究
セ
ザ
ル
ヘ
カ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ハ
此

害
毒
ヲ
除
去
ス
ル
ノ
方
法
如
何
二
在
リ
熟
ミ
人
性
ノ
自
然
ヲ
察
ス
ル
ニ
苦
卜
榮

ト
ハ
常
―
―
平
行
ノ
勢
カ
ア
リ
人
ハ
身
二
苦
ノ
ナ
キ
ハ
ナ
ク
マ
タ
榮
ミ
ヲ
願
セ
ザ

ル
ナ
シ
而
シ
テ
人
ノ
苦
シ
ム
ト
コ
ロ
愈
大
ナ
レ
バ
其
榮
ミ
ヲ
欲
ス
ル
モ
マ
タ
愈

大
ナ
リ
故
二
人
ノ
境
遇
二
由
テ
苦
榮
ノ
大
小
ヲ
異
ニ
ス
ル
ア
リ
ト
イ
ヘ
ト
モ
到

底
人
ハ
一
日
モ
榮
ミ
ナ
ク
シ
テ
世
二
生
存
ス
ル
能
ハ
ザ
ル
ヲ
以
テ
國
家
二
善
良

ナ
ル
音
榮
ノ
顎
逹
ヲ
圏
ラ
サ
レ
バ
其
不
良
ナ
ル
モ
ノ
ヽ
盆
増
長
ス
ヘ
キ
ハ
勢
ノ

自
然
ナ
リ
故
二
淫
榮
ノ
害
毒
ヲ
除
去
セ
ン
ニ
ハ
他
ナ
シ
善
良
ナ
ル
音
榮
ヲ
興
ス

二
如
カ
ズ
善
良
ナ
ル
音
榮
ヲ
興
ス
ハ
學
理
二
根
擦
シ
タ
ル
ノ
純
良
雅
正
ナ
ル
音

楽
ヲ
以
テ
之
ヲ
子
弟
兒
女
二
開
ク
ニ
如
カ
ズ
是
レ
即
チ
音
榮
教
育
ノ
闊
家
二
鉄

ク
ベ
カ
ラ
サ
ル
所
以
ナ
リ
音
楽
ノ
一
國
ノ
風
俗
―
ー
開
係
ス
ル
ノ
大
ナ
ル
事
ソ
レ

此
ノ
如
ク
ナ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
其
教
育
上
二
於
テ
徳
性
ヲ
涵
養
ス

ル
ノ
効
モ
マ
タ

頗
ル
大
ナ
リ
ト
ス
凡
ソ
小
兒
ハ
其
性
ト
シ
テ
ロ
ヲ
閉
チ
テ
黙
止
ス
ル
能
ハ
ズ
故

二
此
時
二

赦
フ
ル
ニ
善
事
ヲ
言
フ
事
ヲ
以
テ
セ
ザ
レ
バ
則
チ
怒
事
ヲ

ロ
ニ
ス
ル

ノ
ミ
而
シ
テ
小
兒
ノ
最
モ
好
ム

ト
コ
ロ
ノ
モ
ノ

ハ
郎
チ
歌
謡
ナ
リ
故
二
歌
謡
ヲ

以
テ
其
徳
性
ヲ
涵
養
ス
ル
ハ
最
モ
適
嘗
ノ
方
法
ニ
シ
テ
マ
タ
最
モ
功
ヲ
占
ム
ル

二
容
易
ナ
ル
方
法
ト
ス

D玄
―
―
其
一
例
ヲ
攀
ン
嘗
テ
東
京
農
學
校

二
於
テ
輩

期
教
授
ヲ
試
施
セ
ン
カ
為
貧
民
ノ
子
弟
ヲ
集
メ
之
ヲ
教
授
シ
タ
ル
事
ア
リ
シ
カ

此
生
徒
所
謂
貧
民
ノ
子
女

ニ
シ
テ
居
常
口

二
鄭
猥
ノ
歌
謡
ヲ
絶
タ
ズ
百
方
之
ヲ

矯
正
ス
ル
モ
更
二
其
効
ナ
シ
奈
何
ト
モ
ス
ル
能
ハ
‘
ス
シ
テ
終
二
授
ク
ル
ニ
小
學

用
ノ
唱
歌
ヲ
以
テ
ス
郎
チ
其
効
紳
速
ニ
シ
テ
忽
チ
鄭
猥
ナ
ル
歌
謡
ヲ
罷
メ
一
愛

小
學
用
ノ
唱
歌
ヲ
ロ
ニ
ス
ル

ニ
至
レ
リ
古
語
二
風
ヲ
移
シ
俗
ヲ
易
フ
ル
ハ
榮
ョ

リ
善
キ
ハ
莫
シ
ト
ハ
マ
タ
是
二
於
テ
モ
之
ヲ
賓
證
ス
ル
ヲ
得
タ
リ
ト
ソ
今
ャ
東
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京
音
榮
學
校
ノ
設
ケ
ア
ル
郎
チ
マ

タ
以
上
陳
述
ス
ル
ト
コ
ロ
ノ
旨
意
ノ
外
二
出

テ
ザ
ル
モ
ノ
ー
ー
シ
テ
其
創
立
以
降
日
尚
浅
シ
ト
イ
ヘ
ト
モ
榮
曲
ヲ
編
纂
シ
音
榮

数
員
ヲ
養
成
シ
榮
器
ヲ
試
製
シ
俗
曲
ヲ
改
良
シ
音
榮
演
習
會
ヲ
開
ク
等
皆
音
榮

敦
育
ノ
賓
施
ヲ
圏
リ
在
来
ノ
歌
曲
ヲ
改
良
シ
人
民
音
榮
上
ノ
旨
味
ヲ
進
メ
風
俗

ヲ
矯
正
シ
其
品
位
ヲ
高
尚
ー
ー
ス
ル
ヲ
務
ム
ル
ニ
ア
ラ
ザ
ル
ハ
ナ
シ
然
レ
ト
モ
マ

タ
多
年
民
俗
＿
二
大
根
幹
枝
葉
ヲ
成
シ
タ
ル
モ
ノ
ハ
容
易
二
之
ヲ
斐
除
ス
ル
ヲ

得
ベ
カ
ラ
ズ
何
ト
ナ
レ
バ
現
時
ノ
人
民
多
ク
姦
ー
ー
由
テ
其
糊
ロ
ヲ
得
ル
ア
リ
若

シ
一
朝
ニ
シ
テ
之
ヲ
麿
絶

ス
ル
如
キ
過
激
ノ
方
法
ヲ
虞
セ
バ

忽
チ
敷
萬
ノ
人
民

其
糊
ロ
ノ
途
ヲ
失
フ
ー
ー
至
ル
ベ
キ
ハ
必
然
ナ
リ
マ
タ
音
榮
呂
律
ノ
細
二
至
テ
ハ

忽
激
二
稜
シ
テ
往
ミ
一
世
ヲ
風
靡
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
其
影
害
頗
ル
大
ナ
リ
是

レ
新

二
図
榮
ヲ
興
ス
ニ
嘗
テ
謹

マ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
所
ナ
リ
加
フ
ル
ニ
財
政
ノ
縮
迫

二
由
テ
事
業
燭
意
ノ
如
ク
ナ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ア
リ
是
レ
皆
音
榮
教
育
事
業
ノ
性
質

ト
シ
テ
成
功
ヲ
急
奏
ス
ル
ヲ
得
ズ
シ
テ
最
モ
之
ヲ
遠
キ
ニ
期
セ
ザ
ル
ヘ
カ
ラ
ザ

ル
所
以
ナ
リ
而
ル
モ
ナ
ホ
幸
ニ
シ
テ
今
日
全
図
ノ
小
學

二
於
テ
唱
歌
ノ
盤
ヲ
聞

カ
ザ
ル
ト
コ
ロ
殆
卜
之
ナ
ク
而
シ
テ
此
諸
學
校
二
於
テ
唱
歌
ヲ
教
授

ス
ル
ハ
ミ

ナ
東
京
音
榮
學
校
ノ
卒
業
生

ー
ー
ア
ラ
ザ
ル
ナ
キ
ハ
萬
人
ノ
知
ル
ト
コ
ロ
ー
ー
シ
テ

マ
タ
新
年
朝
拝
紀
元
節
天
長
節
等

二
全
國
ノ
學
生
生
徒
等
異
口
同
音
二

図
家
ノ

徳
ヲ
頌
ス
ル
ニ
至
リ
シ
ハ
是
レ
ミ
ナ
東
京
音
榮
學
校
ノ
功
績
ノ
著
明
ナ
ル
モ
ノ

ト
イ
フ
ベ
キ
ナ
リ
而
ル
ニ
姦
二
風
二
聞
ク
或
ハ
道
路
二
説
ヲ
為
ス
者
ア
リ
日
ク

音
榮
學
校
麿
ス
ベ
シ
ト
此
説
或
ハ
敷
ミ
帝
國
議
會
ー
ー
出
ル
ト
モ
云
ヘ
リ
果
シ
テ

然
ハ
ア
ラ
バ
是
レ
他
ノ
議
題
ノ
為
ー
ー
誘
出
セ
ラ
レ
タ
ル
一
時
ノ
勘
議
ニ
ス
ギ
サ

ル
ベ
シ
我
力
議
員
諸
君

ニ
シ
テ
賞

二
此
設
立
ノ
今
日
我
邦

二
必
要
ナ
ル
所
以
ヲ

知
ラ
サ
ル
ア
ラ
ン
ヤ
何
ト
ナ
レ
バ
若
シ
此
學
校
ヲ
シ
テ
一
朝
麿
撤
ー
ー
蹄
セ
バ
郎

チ
日
本
全
図
二
於
テ
學
理
二
基
キ
善
良
ナ
ル
音
榮
ヲ
興
ス
ノ
道
絶
エ
テ
ア
ル
ナ

死

亡

四

人

官

立

學

校

府
縣
立
學
校

私

立

學

校

海
外
留
學
生

嫁

者

四

人 人
七

人

四
拾
六
人

諸
學
校
奉
職
者

内

内

九

人

六
十
二
人

ク
謹
テ
淫
墜
ノ
蔓
延
ヲ
防
キ
風
俗
／
矯
正
ヲ
圏
ル
／
路
嘗
二
地
二
堕
ッ
ベ
シ
此

ノ
如
ク
國
立
音
榮
學
校
ヲ
置
キ
善
良
ナ
ル
音
榮
教
育
ノ
國
家

二
必
要
ナ
ル
所
以

ノ
明
白
ナ
ル
ニ
モ
係
ラ
ズ
今
此
音
榮
赦
育
ノ
道
ヲ
断
絶
シ
テ
括
然
淫
榮
ノ
國
家

二
及
ボ
ス
目
前
ノ
大
害
ヲ
救
ハ
ザ
ル
ハ
ソ
レ
國
家
ノ
風
俗
ヲ
矯
正
シ
人
民
ノ
品

位
ヲ
高
尚
ニ
ス
ル
所
以
ニ
ア
ラ
サ
ル
ナ
リ
人
民
ノ
品
位
ヲ
高
尚
ニ
シ
テ
國
威
國

櫂
ヲ
撰
長

ス
ル
ノ
計
ヲ
為
ザ

ル
ハ
ソ
レ
今
日
海
外
諸
強
國
卜
劉
峙
シ
テ
到
嘗
ノ

櫂
理
ヲ
占
ル
所
以
ニ
ア
ラ
サ
ル
ナ
リ
故
二
此
東
京
音
榮
學
校
ノ
如
キ
必
要
ノ
設

立
ヲ
廃
セ
ン
ト
ス
ル
ハ
郎
チ
國
家
ノ
長
計

ニ
ア
ラ
ザ
ル
ベ
シ
東
京
音
榮
學
校
経

費
ノ
如
キ
僅
ミ
一
萬
二
千
園
内
外
ノ
費
額
ヲ
吝
惜
シ
テ
國
家
須
要
ノ
事
業
ヲ
絶

滅
二
蹄
セ
シ
ム
ル
ハ
蓋
シ
マ

タ
國
家
経
済

ニ
ア
ラ
ザ
ル
ベ
シ

東
京
音
楽
學
校
生
徒
調

卒
業
證
書
及
修
業
證
明
書
付
典
者

計

七

十

六

人

内

男
女

五
十
一＿一人

二
十
三
人
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嫁 高
等

学
習
院

府
立
高
等
女

私
立

就
職
者

t
 

1

一110.者

二
十
九
人

女
二
人

女
壱
人

男
壱
人

女
二
人

男
壱
人

女
子
高
等
師
範
学
校
教
員
女
壱
人

私
府
縣
師
範
学
校
教
員
男
十
三
人

女
一
人

男
戴
人

男
一
人

二
人

女
四
人

現
在
員

男
生
徒

女
生
徒

計

六

十

七

人

同

自
営

就
職
者
計

死
亡

末
詳

廿
五
人

四
十
二
人

三
人

十
人

澳
国
留
学
生

独
国
在
留

本
校
教
員

同

縣
立
中
学
教
員

府
立
小
学
校
長

警
察
訓
導

府
縣
職
員

共
立
幼
稗
園
教
員

女
一
人

男
一

人

男
一

人

男
二
人

女
一
人

男
一

人

三
十
一
人

内

人

男

二
十
人

女

十

二

人

卒
業
生
合
計

三
十
二
人

内
本
校
教
員

第
二
高
等
職
員

府
縣
尋
常
師
範
学
校

男

一
人

男

一
人

廿
二
人
内
男
十
七
人

女
四

以
上

女男

未

詳

現
在
生
徒

計
六
十
七
人

内

男

廿

五

人

女

四

拾

二

人

修
業
證
明
書
付
典
者

計
四
十
四
人

三
十
三
人

十
一
人

四

人

死

亡

男
一

人
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國
家
ノ
保
護
ヲ
受
ル
欧
洲
音
榮
院
等
ノ
重
ナ
ル
者

英
園
ロ
ン
ド
ン
府
ロ
ー
ヤ
ル
ア
カ
デ
ミ
ー
オ
フ
ミ
ュ
ー
シ
ッ
ク

政
府
補
助
費
年
額
英
貨
五
百
ボ
ン
ド

英
國
ロ
ン
ド
ン
府
立
ギ
ル
ド
ホ
ー
ル
音
榮
學
校
千
八
百
七
十
九
年
創
立

同
府
市
會
二
於
テ
創
立
以
来
年
々
維
持
費
ヲ
増
シ
千
八
百
八
十
五
年
二
至

テ
ハ
既
―
―
年
額
二
千
五
百
ボ
ン
ド
ト
ス

佛
國
。
ハ
リ
ー
音
榮
院

千
七
百
九
十
三
年
官
命
ヲ
以
テ
創
立
―
―
係
リ
千
八
百
年
ナ
ボ
レ
オ
ン
第
一

世
ノ
為
二
大
―
―
摘
張
セ
ラ
ル
時
二
歳
費
年
額
二
十
四
万
フ
ラ
ン
ト
定
ム
後

多
少
異
動
ア
リ

伯
林
音
楽
院
千
八
百
六
十
九
年
帝
立
卜
為
ル

澳
國
維
世
納
音
榮
院
千
八
百
十
六
年
創
立

政
府
ノ
補
助
費
年
額
計
二
万
九
千
零
五
十
六
グ
ー
ル
デ
ン

白
耳
義
國
ブ
ル
ッ
セ
ル
府
帝
立
音
榮
院

千
八
百
三
十
二
年
創
立
國
費
年
額
計
十
萬
八
千
四
十
フ
ラ
ン
（
千
八
百
七

十
年
ニ
ョ
ル
）

サ
キ
ソ
ニ
ー
王
國
ラ
イ
。フ

チ
ッ
ク
音
楽
院

千
八
百
四
十
三
年
國
王
ノ
保
護
ニ
ヨ
リ
創
立
ス

フ
ラ
ン

ク
フ
ォ
ル

ト
、
オ
ン
、
ゼ
、
メ
ー
ン
國
立
音
榮
学
校

千
八
百
六
十
年
創
立

ウ
ェ
ル
ツ
ボ
ル
グ
王
國
々
立
ス
タ
ッ
ガ
ー
ト
音
榮
院

千
八
百
五
十
六
年

欧
州
諸
国
音
榮
學
校
経
費

獨
逸

普
国
千
八
百
九
十
年
度
文
部
省
歳
出
入
豫
算
中
左
ノ
項
ア
リ

在
伯
林
寺
院
本
山
及
宮
内
省
付
寺
院
音
楽
學
校

補

足

金

二

三

、
九
八
八
マ
ル
ク

伯
林
音
楽
大
學
校
俸
給

八
0
、
九
二

0

四
五
、
六
七
〇

四
、
三
八
〇

寺
院
用
音
楽
學
校
俸
給

四
、七
四
〇

五
、
四
0
0

五
、
三
―
ニ

ア
ム

同
手
当

音
楽
改
良
所
ノ
俸
給

其
他
音
榮
二
関
ス
ル
支
出

計
拾
七
万

0
四
百
拾
マ
ル
ク

即
チ
日
本
金
貨
四
万
二
千
六
百
〇
戴
円
餘

右
ノ
外
伯
林
音
榮
大
學
校
及
寺
院
用
音
榮
學
校
事
務
費
ア
リ
ト
モ
其
金
額
他

ノ
學
校
卜
混
滑
シ
ア
レ
バ
分
明
ナ
ラ
ズ

右
ノ
外
ウ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
グ
、
ス
ツ
ッ
ト
ガ
ル
ト
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト

マ
イ
ン
、
ザ
ク
セ
ン
、
ラ
イ
プ
チ
ヒ
ニ
音
榮
大
學
校
ア
リ
各
政
府
ノ

保
護
ヲ
仰
ク
其
金
額
調
査
二
由
ナ
シ

内
政
府
ヨ
リ
補
助
費
我
力
金
貨
壱
万
四
千
五
百
二
十
八
円
（
銀
貨

二
万
零
三
百
三
十
九
円
）

白
耳
義
国
（
小
国）

官
立
ブ
ル
ッ
セ
ル
府
音
榮
院

千
八
百
三
十
二
年
ノ
創
立
ニ
シ
テ

千
八
百
七
十
年
ニ

ハ
歳
費
年
額
十
万
八
千
四
十
フ
ラ
ン

即
我
金
貨
煎
万
壱
千
六
百
零
八
円
（
銀
貨
三
万
円
）

同
手
当
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日
本東

京
音
榮
學
校

二
十
六
年
度
要
求
額

佛
蘭
西

国
庫
ノ
支
出
金
（
千
八
百
八
十
九
年
ノ
豫
算
表）

國
立
音
榮
講
談
學
校

佛
國

國
立

ア
カ
デ
ミ
ー

千
六
百
六
十
九
年
創
立
千
八
百
七
十
五
年
維
持
費
年
額
三
万
三
千
ポ
ン
ド

即
チ
我
金
貨
拾
六
万
円
（
銀
貨
戴
拾
賦
万
円
）

澳
國維

也
納
音
榮
院

本
院
創
立
ハ
千
八
百
十
六
年
ナ
リ

千
八
百
九
十
年
ノ
経
費
収
入
総
計
十
七
万
一
千
九
百
九
十
グ
ル
デ
ン

内
政
府
ヨ
リ
補
助
費
年
額
二

万
九
千
零
五
十
六
グ
ル
デ
ン

0

0

 

即
チ
経
費
収
入
総
計
大
凡
我
金
貨
八
万
六
千
円
（
銀
貨
拾
戴
万
円
）

壼
万
三
千
五
百
九
十
円

英
国

レ
リ

オ
フ

ロ
ン
ド
ン
府
立
ギ

ル
ド
ホ
ー
ル
音
榮
學
校

千
八
百
七
十
九
年
ノ
創
立
二
係
ル
ロ
ン
ド
ン
市
會
二
於
テ
創
立
以
来
補
助

費
ヲ
増
シ
千
八
百
八
十
五
年
二
至
テ

ハ
既

二
年
額
賦
千
五
百
ポ
ン
ド
ニ
至

n
ン
セ

ル
バ

ト
ア
ー

ル

國
立
巴
里

音

榮

院

本
院
ハ
千
七
百
九
十
三
年
ノ
官
設
二
係
ル
千
八
百
年
ナ
ボ
レ
オ
ン
第
一
世

J
為
メ
ニ
大
二
撰
張
セ
ラ
レ
歳
費
年
額
二
十
四
万
フ
ラ
ン
ト
定
ム
爾
後
多

少
異
動
ア
リ
千
八
百
七
十
五
年
ニ
ハ
年
額
英
貨
三
万
二
千
ポ
ン
ド
ト
ナ
ル

即
チ
我
金
貨
拾
六
万
円
（
銀
貨
戴
拾
賦
万
円）

ミ
ュ
ジ

ッ
ク

即
チ
我
金
貨
壱
万
二
千
五
百
円
（
銀
貨
壷
万
七
千
五
百
円
）

ス
各
國
音
榮
學
校
二
到
ス
ル
國
庫
ノ
支
出
金

李
國

7
 

8
 

二
五
八
、
七
0
0法

3 第 2節

内
政
府
支
出
金
壼
万
壼
千
六
百
訳
拾
咸
円

此
内
外
國
人
ノ
俸
給
及
借
家
料
ハ
合
計
五
千
百
六
十
円
ニ
シ
テ
幾
卜

政
府
支
出
ノ
半
額
ヲ
要
ス

現
今
多
数
ノ
生
徒
ヲ
養
成
シ
テ
全
國

二
正
榮
ノ
教
員
ヲ
配
賦
ス
ル
ノ
必
要
ア

ル
ニ
依
リ
（
即
チ
漸
々
披
張
ノ
必
要
ア
ル
ニ
依
リ
）
文
部
省
ハ
右
要
求
額
ヨ

リ
猶
敷
千
円
ヲ
要
求
セ
ル
モ
閣
議
ノ
為
メ
右
ノ
額
二
減
セ
ラ
レ
タ
ル
ヲ
以
テ

右
要
求
額
ノ
通
リ
通
過
ス
ル
モ
音
榮
學
校
ハ
榮
器
新
調
ノ
如
キ
ハ
勿
論
、
充

分
二
生
徒
ヲ
募
集

ス
ル
コ

ト
サ
ヘ
思
ッ
カ
ナ
キ
有
様
ナ
リ

國
庫
ノ
支
出
金

（
千
八
百
九
十
二
年
ノ
豫
算
表
）

官
立
伯
林
「
ホ
ー
フ
、
ウ
ン
ト
、
ド
ー
ム
キ
ル
ヘ
ー
」
音
榮
學
校

二
三
、
九
八
八
馬
克

音

楽

奨

励

二

要

ス

ル

支

出

五

、
三
一
三

官
立
伯
林
技
術
大
學
及
其
所
属
學
校

四
六
六
、
五
三
二

（
所
属
學
校
中
ニ
ハ
音
架
學
校
及
技
術
學
校
ヲ
包
含
ス
ル
ヲ
以
テ
今
音
楽
学

校
二
支
出
ス
ル
全
額
ヲ
詳
細
二
知
ル
ヲ
得
ス
）

宮
内
省
ョ
リ
音
架
學
校
二
支
出
ス
ル
金
額
ハ
莫
大
ナ
リ
ト
雖
モ
此
又
知
ル
ヲ
得
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ロ

ー

ヤ

ル

ア

カ
デ
ミ
ー
、
オ
フ
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

官

立

音

榮

中

學

校

ロ
ー
ヤ
ル

n
レ

ー

シ

オ

フ

ミ

ュ

ー

ジ
ッ
ク

官

立

音

榮

大

學

校

ロ
ー
ヤ
ル
ア
イ
リ
シ
ア
カ
デ
ミ
ー
オ
フ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

官
立
愛
耳
蘭
音
楽
中
學
校t

 

―-nn
 

我
闊
ノ
貨
幣
二
換
金

ス
レ
ハ

三

0
0

一
三

0
0

澳
利
亜

國
庫
ノ
支
出
金
（
千
八
百
九
十
一
年
ノ
豫
算
表
）

官
立
維
也
納
音
楽
學
校

官
立
リ
ン
ツ
音
楽
協
會

官
立
サ
ル
ツ
ブ
ル
ク
音
楽
学
校

官
立
イ
ン
ス
ブ
リ
ュ
ク
音
楽
協
會

官
立
ク
ラ
ツ
音
架
協
會

官
立
ク
ラ
ー
ゲ
ン
フ
ル
ト
音
柴
學
校

官
立
ラ
イ
バ
ッ
ハ
音
架
組
合

官
立
ラ
イ
バ
ッ

ハ
音
楽
協
會

官
立
。
フ
ッ
ラ
ー
グ
音
楽
學
校

五
0
0

千
八
百
九
十
二
年

ヨ
リ
九
十
三
年

榜

五
0
0

國
立
音
楽
講
談
學
校
ノ
所
属
學
校
及
諸
縣
J
國
立
音
楽
學
校
ニ
ニ

0
、
五
0
0法

諸
縣
ノ
庶
民
音
架
會
及
音
楽
協
會

五

五

、
0
0
0法

五
三
四
、
二
〇
〇
法

英
合
同
王
國
學
術
研
究
費
支
出
金
額

我
國
ノ
貨
幣
二
換
金
ス
レ
ハ

三

0
0

二―
1
0
0

一
四
、

0
0
0グ
ル
デ
ン

五
0
0

一、

0
0
0

一、

0
0
0

五
、
二

0
0

九
壱
二
六
園

四

0
0

四

0
0

五
0
0

五
0
0

五
0
0

千
八
百
九
十
一
年

ヨ
リ
九
十
二
年

榜

五
0
0

一
四
九
五
七
六
園

合
計

官
立
ペ
ッ
チ
ャ
ウ
音
榮
學
校

官
立
ブ
リ
ュ
ン
音
楽
協
會

官
立

レ
ム

ベ
ル
ク
音
楽
協
會

官
立
ク
ラ
カ
ウ
音
楽
協
會

官
立
ブ
ゴ
ヰ
ナ
ー
音
楽
奨
励
協
會

新
設
ス
ル
音
楽
學
校

二
支
出
ス
ヘ
キ
金
額

楽
器
購
買
入
費

校
舎
ノ
賃
借
料
修
繕
費
及
其
他
J
費
用

合
計

我
國
ノ
貨
幣
二
換
金
ス
レ
ハ

一、

四
0
0

五
0
0

一
、
二

0
0

一、

0
0
0

五
0
0

一、

0
0
0

六
0
0

一、

0
二

0

三
0
、
七
二

0

二
―
―
九
六
圏
八
〇
銭

支
那太

常
寺

太
常
ハ
唐
虞
ノ
世
ノ
秩
宗
（
伯
夷
）
卜
典
楽
（
甍
）
ト
ヲ
合
併
セ
ル
モ
ノ
ナ

リ
周
二
宗
伯
卜
日
ヒ
秦

二
奉
常
卜
日
ヒ
漢
初
テ
太
常
卜
日
フ
恵
帝
更
二
秦
ノ
旧

二
俯
ル
景
帝
中
元
六
年
マ
タ
太
常
卜
為
ス
其
属
官

二
太
楽
、
太
祝
、
太
宰
、
太

史
、
太
卜
、
太
医
、
均
官
、
都
水
、
諸
廟
、
寝
園
、
令
長
丞
ア
リ
後
漢
及
魏
二

些
少
ノ
沿
革
ア
リ
晋
二
至
テ
協
律
校
尉
ヲ
増
置
ク
梁

―
ー
至
テ
寺
ノ
字
ヲ
加
フ
北

斉

二
卿
少
卿
各
一
人
ヲ
置
ク
其
属

二
博
士
、
協
律
郎
、
八
書
博
士
等
ノ
員
ア
リ

諸
陵
、
太
廟
、
太
楽
、
衣
冠
、
鼓
吹
、
太
祝
、
太
史
、
太
医
、
凜
犠
、
太
宰
等

J
署
ヲ
統
フ
隋
ノ
高
祖
之
二
因
テ
博
士
四
人
協
律
郎
二
人
奉
礼
郎
十
六
人
ヲ
置

キ
諸
署
ヲ
統
フ
唐
ハ
太
常
寺
二
卿
一
人
少
卿
二
人
ヲ
置
ク
龍
朔
元
年
改
メ
テ
奉

常
寺
卜
日
フ
咸
亨
元
年
旧
二
復
ス
武
后
ノ
光
宅
元
年
又
改
メ
テ
司
礼
寺
卜
日
フ

神
龍
元
年
旧
二
復
ス
凡
ソ
太
要
ノ
器
服
ヲ
蔵
ス
天
府
、
御
衣
、
楽
懸
、
神
厨
ノ
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四
院
ア
リ
宋
ハ
太
常
―
―
命
シ
テ
宗
正
ヲ
兼
ネ
シ
ム
元
二
太
常
寺
ハ
礼
楽
、
効

廟
、
社
稜
ノ
事
ヲ
掌
ル
卿
、
少
卿
、
丞
、
博
士
、
太
祝
、
奉
礼
郎
、
協
律
郎
等

J
官
ア
リ
太
廟
、
郊
社
、
諸
陵
、
太
楽
ノ
四
署
ヲ
兼
領
ス

太
常
卿

舜
ハ
伯
夷
二
命
シ
テ
秩
宗
卜
作
シ
甍
―
ー
命
シ
テ
楽
ヲ
典
ラ
シ
ム
周
二
春
宮

太
宗
伯
之
ヲ
掌
ル
漢
ハ
列
侯
忠
孝
敬
謹
ナ
ル
者
ヲ
以
テ
之
二
居
ク
秩
中
二

千
石
ナ
リ
後
漢
二
太
常
卿
ハ
事
ヲ
行
フ
―
―
及
テ
ハ
天
子
ヲ
賛
ケ
事
重
ク
職

尊
ク
シ
テ
九
卿
ノ
首
二
在
リ
後
魏
二
太
常
ハ
光
禄
勲
衛
尉
卜
三
上
卿
卜
為

ス
位
従
一
品
下
ナ
リ
唐
ハ
太
常
卿
一
人
正
三
品
龍
朔
二
年
卿
ヲ
正
卿
卜
為

ス
宋
ノ
元
祐
官
品
令
二
太
常
卿
ヲ
正
四
品
ト
ス
元
ハ
古
制
二
勿
テ
太
常
寺

二
卿
一
人
ヲ
置
キ
少
卿
丞
等
ノ
官
ヲ
以
テ
之
中
戴
ト
ス

太
常
少
卿

後
周
二
小
宗
伯
卜
為
ス
景
明
ノ
初
少
卿
ヲ
第
一
ノ
清
選
卜
為
ス
隋
ハ
ニ
人

ヲ
置
ク
唐
ハ
貞
観
二
二
人
ヲ
置
ク
宋
元
等
二
至
テ
モ
マ
タ
ア
リ

太
常
寺
丞

漢
ハ
多
ク
博
士
議
郎
ヲ
以
テ
之
卜
為
ス
唐
ハ
隋
二
因
リ
太
常
丞
ハ
従
五
品

J
下
ナ
リ
宋
元
時
之
二
同
シ

太
常
博
士

漢
ハ
叔
孫
通
ヲ
始
メ
数
十
人
ヲ
置
ク
後
漢
ハ
十
四
人
一
一
定
ム
魏
晋
隋
唐
宋

元
其
数
二
沿
革
ア
リ

協
律
郎

漢
武
帝
李
正
年
ヲ
以
テ
協
律
都
尉
卜
為
ス
晋
二
協
律
校
尉
卜
改
ム
後
魏
ニ

協
律
郎
卜
為
ス
北
斉

2
一
人
ヲ
置
ク
隋
唐
之
二
因
ル
宋
ハ
元
祐
ノ
令
二
従

八
品
卜
為
ス
元
マ
タ
之
二
因
ル

太
楽
署

周
官
二
大
司
楽
ナ
ル
者
ア
リ
マ
タ
之
ヲ
楽
手
卜
云
フ
楽
舞
ヲ
以
テ
国
子
二

教
ュ
マ
タ
太
師
ア
リ
六
律
六
呂
ヲ
掌
リ
テ
以
テ
陰
陽
ノ
声
ヲ
合
ス
秦
漢
二

至
テ
奉
常
ノ
官
二
大
楽
令
丞
ア
リ
又
少
府
ノ
官
二
楽
府
令
丞
ア
リ
後
漢
太

常
楽
令
一
人
秩
六
百
石
ナ
リ
魏
二
太
常
令
丞
卜
為
ス
晋
ノ
元
帝
ハ
之
ヲ
鼓

吹
二
合
ス
宋
ノ
太
常
二
太
楽
令
丞
ア
リ
斉
梁
ハ
共
二
之
二
因
ル
マ
タ
別
二

清
商
丞
ヲ
領
ス
陳
之
二
因
ル
後
魏
太
和
ノ
間
大
楽
博
士
ヲ
置
ク
北
斉
令
丞

ヲ
置
ク
後
周
二
司
楽
上
士
中
士
ア
リ
隋
二
令
丞
二
人
ア
リ
唐
ハ
之
二
因
ル

マ
タ
武
徳
後
内
教
坊
ヲ
禁
中
二
置
ク
永
徽
元
年
改
メ
テ
雲
詔
府
卜
日
フ
中

官
ヲ
以
テ
使
卜
為
ス
開
元
二
年
又
内
教
坊
ヲ
蓬
莱
宮
ノ
側
二
置
ク

□声
博

士
ア
リ
京
都
二
左
右
ノ
教
坊
ヲ
置
ク
徘
優
雑
伎
ヲ
掌
ト
ル
是
ヨ
リ
太
常
ニ

隷
セ
ズ
開
成
三
年
ー
ー
曲
法
所
慮
ノ
院
ヲ
改
メ
テ
仙
部
院
卜
日
フ
唐
室
全
盛

ノ
時
内
外
ノ
教
坊
二
千
人
二
及
ヘ
リ
又
梨
園
弟
子
三
百
人
其
外
宣

□雲
部

J
諸
院
並
ー
ー
披
庭
ノ
伎
ハ
其
数
ー
ー
ア
ヅ
カ
ラ
ズ
又
太
常
ノ
楽
工
ハ
萬
餘
戸

ア
リ
ト
云
フ
之
ハ
令
丞
ヲ
置
キ
太
常
寺
ー
ー
隷
ス

教
坊

教
坊
ハ
唐
ノ
開
元
二
年
内
教
坊
ヲ
禁
中
二
置
ク
ニ
始
リ
之
ハ
教
坊
ヲ
置
キ

使
副
使
判
官
外
一
人
ア
リ

鼓
吹
署

周
礼
二
鼓
人
ア
リ
六
鼓
四
金
ノ
音
ヲ
掌
ル
後
漢
二
承
華
令
ア
リ
黄
門
J
鼓

吹
ヲ
典
リ
少
府
二
属
ス
晋
二
鼓
吹
令
丞
ヲ
置
キ
太
常
二
属
ス
元
帝
大
楽
ヲ

省
キ
鼓
吹
二
井
ス
哀
帝
後
鼓
吹
ヲ
省
キ
テ
大
楽
ヲ
存
ス
梁
二
鼓
吹
令
丞
ア

リ
マ
タ
清
商
署
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
北
斉
二
鼓
吹
令
丞
及
ヒ
清
商
部
ハ
並
二
太

常
二
属
ス
隋
二
鼓
吹
清
商
―
―
令
丞
ア
リ
燭
帝
二
至
テ
清
商
署
ヲ
罷
ム
唐
ニ
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本
邦
榮
政
概
梗

〇
伎
架

推
古
帝
二
十
年
百
清
人
味
摩
之
蹄
化
、
謂
学
伎
架
於
呉
、
太
安
置
櫻
井
、
使

諸
氏
少
年
子
弟
博
習
呉
鼓
舞
榮

是
年
奏
請
、
令
天
下
隷
鼓
舞
、
又
奏
供
養
三
賓
、
必
用
蕃
榮
、
而
人
或
不
学

習
、
学
習
亦
未
精
、
自
今
後
宜
使
榮
エ
為
世
業
免
課
役
、
赦
従
之
、
頸
鰐
m新
羅

百
演
高
麗
呉
諸
榮
、
自
此
而
起
大
日
本
史

〇
雅
榮
寮

文
武
帝
大
賓
中
雅
榮
寮
ヲ
治
部
省
二
置
ク
其
職
員
令
二
日
ク

雅
榮
寮
頭
一
人
掌
文
武
雅
曲
正
慄
雑
榮
、
男
女
榮
人
音
声
人
名
帳
試
練
曲
課

事助
一
人
、
大
允
一
人
、
小
允
一
人
、
大
属
一
人
、
少
属
一
人

歌
師
四
人
掌
教
歌
人

歌
女
師
二
人
掌
臨
時
取
有
声
音
堪
供
奉
者
教
之
歌
人
三
十
人
歌
女
一
百
人

傑
師
四
人
掌
教
雑
慄

個
生
百
人
掌
習
雑
侮

笛
師
二
人
掌
教
雑
笛

笛
生
六
人
掌
習
雑
笛

笛
工
八
人

唐
榮
師
十
二
人
掌
教
榮
生
（
高
麗
百
演
新
羅
榮
師
准
此
）

楽
生
六
十
人
掌
習
榮
（
餘
榮
生
准
此
）

高
麗
榮
師
四
人
、
榮
生
二
十
人
、
百
済
榮
師
四
人
、
榮
生
廿
人
、
新
羅
楽
師

鼓
吹
署
令
丞
各
一
人
ア
リ
所
掌
ハ
頗
ル
大
架
卜
同
シ

四
人
、
楽
生
二
十
人

伎
榮
師
一
人
掌
教
伎
榮
生
、
其
生
以
榮
戸
為
之
、
腰
鼓
生
准
此

腰
鼓
師
二
人
掌
教
腰
鼓
生

使
部
二
十
人
直
丁
二
人
、
楽
戸
、

聖
武
帝
天
平
三
年
六
月
乙
亥
定
雅
楽
寮
雑
榮
生
員

大
唐
楽
三
十
九
人
百
清
架
二
十
六
人
高
麗
架
八
人
新
羅
榮
四
人
度
羅
榮
六
十

二
人

諸
縣
侮
八
人
筑
紫
個
二
十
人
其
大
唐
榮
生
不
言
夏
蕃
、
取
堪
教
習
者
、
百

演
、
高
麗
、
新
羅
榮
生
並
取
嘗
蕃
堪
学
理
、
但
度
羅
榮
諸
縣
筑
紫
者
生
並
取

榮

戸

（

天

平

績

日

本

紀

に

よ
る
）

平
城
帝
大
同
四
年
三
月
丙
寅
定
雅
榮
寮
雅
榮
師

歌
侮
師
四
人
笛
師
二
人
唐
榮
師
十
二
人
横
笛
師
二
人
高
麗
榮
師
四
人
横
笛
、

筆
篠
莫
目
、
侮
等
師
也
、
百
演
楽
師
四
人
横
笛
、
筆
篠
莫
目
侮
等
師
也
新
羅

榮
師
二
人
琴
侮
等
師
也
度
羅
榮
師
二
人
鼓
侮
等
師
也
伎
榮
師
二
人
林
邑
榮
師

二

人

（

以

后

欠

史

）

（

大

同

類

緊

國

史

に

よ

る

）

延
喜
式
日

凡
蕃
榮
人
料
、
飯
四
斗
、
日
別
永
給

歌
女
三
十
人
各
日
黒
米
八
合

歌

女

居

地

一

町

認

帽

公
解
田
一
十
町
認

甲
賀
郡
二
町
野
冽
郡
五
町

右
件
田
地
子
米
充
年
中
用
度

愛
智
郡
三
町

（
大
賓

大
賓
令
に
よ
る
）
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佑
一
人

大
令
史
一
人

小
令
史
一
人

吹
部
―
―
―
十
人

使
部
十
人

直
丁
一
人

正
一
人 鼓

吹
司

令
義
解
日

掌
調
習
鼓
吹
事

内
教
坊

内
教
坊
別
嘗
（
知
女
榮
事
）

大
中
納
言
中
堪
其
道
之
人
補
之

（
兵
部
）

大
歌
所
別
常
（
知
大
歌
事
）

納
言
已
上
補
之
上
古
親
王
之
中
又
補
之

・,．
 

，
 II

・
~
．

、

ソ

・

`

（
職
原
抄
に
よ
る
）

（
職
原
抄
に
よ
る
）

大
歌
所

隋
唐
ノ
榮
盛
二
世
二
行
ハ
ル
ヽ
ニ
至
テ
ハ
雅
榮
寮
ハ
専
ラ
之
ヲ
主
管`

ソ
我
邦

ノ
古
風
歌
舞
二
至
テ
ハ
別
二
大
歌
所
ノ
説
ア
リ
之
ヲ
主
掌
ス
大
歌
所
ノ
創
置
ハ

未
ダ
之
ヲ
詳
カ
ニ
セ
ズ
ト
雖
モ
文
徳
賓
録
一
ー
従
四
位
下
治
部
大
輔
書
主
能
ク
和

琴
ヲ
弾
ス
ル
ヲ
以
テ
弘
仁
七
年
為
大
歌
所
別
嘗
常
供
奉
節
會
ト
ア
リ
故

二
大
歌

所
ノ
創
置
ハ
弘
仁
以
後
ノ
制
ナ
ラ
ン
ト
ス
乃
チ
爾
後
ハ
五
節
舞
ヲ
始
ト
シ
テ
神

榮
、
催
馬
榮
、
風
俗
歌
等
ノ
類
ハ
総
テ
此
大
歌
所
ノ
主
管
二
属
セ
リ

（
歌
舞
音
榮
略
史
に
よ
る
）

隼
人
司

大
賓
令
日

（
衛
門
府
）

正
一
人
掌
検
校
隼
人
及
名
帳
教
習
歌
侮
事

佑
一
人
、
令
史
一
人
、
使
部
十
人
、
直
丁
一
人
、
隼
人

延

喜

式

日

（

兵

部

）

凡
元
日
即
位
及
蕃
客
入
朝
等
儀
、
官
人
二
人
、
史
生
二
人
、
率
大
衣
二
人
、

番
上
隼
人
廿
人
、
今
来
隼
人
廿
人
、
白
丁
隼
人
一
百
三
十
二
人
、
分
陣
應
天

門
外
之
左
右
、
群
官
初
入
自
胡
床
起
、
今
来
隼
人
稜
吠
声
三
節
云
云

（
延
喜
式
に
よ
る
）

幕
府

建
久
初
源
頼
朝
将
修
鶴
岡
八
幡
祭
、
召
伶
官
多
好
方
於
鎌
倉
、
令
畠
山
重
忠

梶
原
景
季
等
偉
習
神
楽
曲
又
撰
家
人
山
城
久
家
等
十
餘
人
、
愛
其
秘
曲
、
好
方

盛
授
之
、
莫
所
顧
吝
、
頼
朝
賞
以
飛
弾
荒
木
郷
偲
之
子
孫
（
東
鑑
に
よ
る
）

田
榮
、
猿
榮

後
醍
醐
天
皇
ノ
元
弘
年
間
洛
中
二
田
榮
盛
二
行
ハ
レ
貴
賤
皆
之
ヲ
玩
フ
北
條

高
時
之
ヲ
聞
テ
新
座
本
座
ノ
田
榮
ヲ
鎌
倉
二
呼
下
シ
興
行
セ
シ
メ
大
二
之
ヲ
愛

シ
諸
将
士
二
附
ス
ル
ニ
田
榮
法
師
各
一
人
ヲ
以
テ
シ
装
ス
ル
ニ
金
玉
錦
繍
ヲ
以

テ
シ
互
二
相
誇
耀
ス
宴
ヲ
設
ケ
曲
ヲ
奏
ス
ル
毎
二
高
時
ヨ
リ
以
下
ノ
将
士
競
フ

テ
衣
服
ヲ
解
キ
以
テ
纏
頭
卜
為
ス
其
費
幾
千
萬
ナ
ル
ヲ
知
ラ
ズ
幾
何
モ
ナ
ク
北

條
氏
滅
フ
依
テ
高
時
遂
二
是
ヲ
以
テ
滅
フ
ト
マ
テ
匪
ヘ
ラ
レ
タ
リ
南
北
ノ
乱
卜

鼓
吹
戸

（
令
に
よ
る
）
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御
榮
人
衆

寺
社

（
榮
家
録
に
よ
る
）

ナ
リ
足
利
尊
氏
甚
夕
之
ヲ
好
メ
リ
貞
和
五
年
十
月
十
一
日
祇
園
ノ
執
行
行
直
四

條
橋
ヲ
架
セ
ン
ト
テ
勧
進
ノ
為
二
新
座
本
座
ノ
田
榮
ヲ
合
セ
テ
競
能
ヲ
催
ス
描

籐
、
大
臣
、
将
軍
ヲ
始
メ
四
條
河
原
二
桟
敷
ヲ
打
テ
之
ヲ
観
ル
彫
乱
、
拍
子
、

刀
玉
等
ノ
曲
終
リ
タ
ル
後
二
新
座
ノ
楽
屋
ヨ
リ
猿
榮
ヲ
出
シ
ヽ
ニ
見
物
皆
興
ヲ

催
シ
ニ
百
四
十
九
間
ノ
桟
敷
倒
レ
テ
死
傷
幣
多
カ
リ
シ
ト
（
太
平
記
に
よ
る
）

田
榮
、
猿
榮
ノ
式
榮

應
永
ノ
初
大
和
ノ
人
結
崎
次
郎
藍
麟
此
伎
ヲ
善
ク
セ
シ
カ
バ
足
利
義
満
童
坊

ノ
役
ニ
カ
ヽ
ヘ
観
阿
蒲
卜
名
乗
ラ
ス
其
子
左
衛
門
大
夫
元
清
又
同
朋
ト
ナ
リ
テ

世
阿
禰
宗
全
卜
称
ス
又
将
軍
二
寵
セ
ラ
ル
此
父
子
猿
榮
ノ
舞
二
田
榮
ノ
能
及
ヒ

諸
ノ
舞
ヲ
折
衷
シ
テ
舞
フ
リ
ヲ
定
メ
幾
多
ノ
新
曲
ヲ
作
為
シ
テ
謡
曲
ヲ
興
召
義

満
将
軍
以
来
猿
榮
ヲ
以
テ
武
家
ノ
式
榮
卜
定
メ
シ
カ
バ
此
業
年
月
二
盛
ー
ー
シ
テ

義
政
ノ
頃
ハ
観
世
、
金
春
、
保
生
、

金
剛
各
座
ヲ
分
チ
テ
四
座
ノ
猿
榮
卜
称
ス

ル

ニ

至

レ

リ

（

歌

舞

音

楽

略

史

に

よ

る

）

榮
家
再
興
、
榮
領

徳
川
氏
覇
業
ノ
始
天
下
ノ
喪
乱
ヲ
承
ケ
伶
官
耗
散
シ
朝
典
廃
闊
ス
ル
モ
ノ
姦

二
数
百
年
ナ
リ
家
康
之
ヲ
憂
へ
招
撫
年
ア
リ
終
二
先
職
ー
ー
復
ス
朝
廷
ノ
榮
マ
タ

是

ヨ

リ

起

ル

（

日

本

外

史

に

よ

る

）

寛
文
五
年
将
軍
家
綱
マ
タ
榮
人
二
賜
フ
ニ
榮
領
許
多
ヲ
以
テ
ス
同
六
年
榮
所

ノ
年
老
幕
府
二
詣
テ
之
ヲ
謝
ス

附
言
幕
府
ョ
リ
榮
所
二
賜
フ
ト
コ
ロ
ハ
ニ
千
石
ナ
リ

百
石

現
米
五
十
石
十
人

同
八
十
石
十
五
人

同
七
十
石
十
人

同
五
十
石
十
人

同
八
十
石
十
五
人

同
五
十
石
十
人

幸
若

三
百
石

三
百
石

二
百
三
十
石

三
百
四
十
五
石

多
主
計
允

東
儀
越
前
守

山
井
安
褻
介

岡
近
江
守

東
儀
右
兵
術
尉

園
左
兵
衛
慰

多
甲
斐
守

東
儀
将
曹

東
儀
筑
後
守

辻
土
佐
介

越
前
丹
生
郡
西
田
中
村
住
居
知
麟
芸
戸
5
ト
イ
フ

幸
若
歌
也
同
典
一
右
衛
門

幸
若
伊
八
郎
同
彦
次

幸
若
官
二
郎
同
重
蔵

同
紀
十
郎
敦
賀
田
島
村
住

計
九
百
七
十
五
石

御
能
役
者

二
百
五
十
六
石
観
世
大
夫
五
十
石

外
座
中
ノ
者
七
十
五
人

金
春
大
夫
彗
豆
官
蘊
麟
辱
芦
疇
門

外
四
十
四
人

賓
生
九
郎
紆
齢
記

一
番一番

二
番

百
石

断

賓
生
重
次
郎

百
石
廿
人
フ
チ
寅
生
金
五
郎

五

人

フ

チ

費

生

喜

勢

太

郎

（
若
年
寄
）

観
世
太
郎

（
元
治
武
鑑
に
よ
る
）

（
元
治
武
鑑
に
よ
る
）

同
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外
四
十
人

金
剛
大
夫
叶
[

外
四
十
五
人

喜
多
六
平
太

外
廿
七
人

御

能

燭

流

冠

戸

松
井
小
三
郎

日
本
東
京
二
於
ケ
ル
東
京
音
楽
学
校

凡
ソ
一
国
ノ
文
明
ハ
其
学
術
家
卜
藝
術
家
ノ
数
二
由
テ
ト
知
ス
ベ
キ
事
之
ヲ

史
乗
二
徴
ス
ル
所
ナ
リ
往
時
工
藝
学
ノ
志
操
末
ダ
嘗
テ
欧
洲
人
ノ
脳
裡
二
萌
芽

セ
ザ
ル
ノ
前
ヨ
リ
日
本
ハ
既
ニ
エ
藝
ノ
花
ヲ
満
開
セ
シ
メ
タ
リ
即
チ
彼
ノ
有
名

ナ
ル
絹
縮
緬
錦
繍
ノ
如
キ
薩
摩
焼
ノ
意
匠
卓
絶
金
光
燦
然
タ
ル
カ
如
キ
漆
器
塗

物
類
ノ
如
キ
金
銀
銅
鐵
細
工
物
ノ
如
キ
畢
ク
天
下
ノ
清
賞
ヲ
得
ザ
ル
ハ
ナ
ク
万

國
ノ
人
目
ヲ
驚
カ
サ
ゞ
ル
ハ
ナ
シ
以
上
ノ
物
ハ
タ

ヽ
ニ
其
完
全
ヲ
感
服
セ
シ
ム

ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
マ
タ
其
エ
術
ノ
善
美
ナ
ル
ヲ
歎
賞
セ
シ
ム
ル
ノ
外
ナ
シ
然
リ
而

シ
テ
其
事
タ
ル
ヤ
未
夕
壷
モ
既
往
ノ
業
卜
為
ス
ヘ
カ
ラ
ズ
今
尚
現
存
ス
ル
所
ナ

リ
故
二
此
日
本
人
民
ニ
シ
テ
尚
其
固
有
ノ
伝
説
ヲ
保
信
シ
テ
動
カ
ズ
荀
モ
他
二

模
似
ス
ル
ノ
危
念
ヲ
起
サ
ゞ
ラ
ン
ニ
ハ
日
本
ハ
即
チ
此
工
藝
ヲ
以
テ
争
フ
ヘ
力

ラ
ザ
ル
最
高
ノ
位
地
ヲ
世
界
二
保
績
ス
ベ
シ
蓋
シ
才
能
卜
好
風
采
卜
穎
敏
ナ
ル

藝
術
上
ノ
感
情
ト
ハ
其
眼
中
二
入
ル
モ
ノ
ヲ
吐
露
ス
ル

モ
ノ
ナ
リ

工
藤
上
ノ
部
内
二
於
テ
此
ノ
如
キ
勤
勉
奮
興
シ
タ
ル
成
績
卜
反
封
シ
テ
彼
ノ

美
術
中
ノ
最
美
ニ
シ
テ
最
後
進
ナ
ル
音
楽
ハ
大
人
ニ
シ
テ
児
歌
ヲ
唱
フ
如
ク
世

二
棄
却
セ
ラ
レ
テ
殆
卜
下
流
二
沈
ミ
之
ヲ
度
外
二
置
ケ
リ
是
レ
ペ
ル
シ
ャ
及
ア

二
百
石

百
石

松
井
小
三
次

誼
竺
山
田
鉱
之
助
諷
糧
フ
チ

（
元
治
武
鑑
に
よ
る
）

金
剛
鈴
之
助

ラ
ヒ
ャ
ニ
於
ケ
ル
諸
例
卜
同
シ
ク
一
種
頑
固
ノ
弊
風
ョ
リ
音
楽
ノ
十
分
ナ
ル
進

歩
ヲ
障
碍
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
所
謂
ペ
ル
シ
ャ
及
ア
ラ
ヒ
ヤ
ノ
人
民
ハ
数
学
、
天

文
学
、
窮
理
学
、
医
学
、
詩
学
等
ノ
如
キ
学
藝
二
於
テ
ハ
頗
ル
高
等
ノ
度
二
進

ミ
タ
リ
シ
モ
ペ
ル
シ
ヤ
数
学
ノ
大
家
ア
ル
フ
ハ
ラ
ビ

ー
ヲ
シ
テ
音
楽
ヲ
修
メ
他

J
諸
学
藝
卜
均
シ
ク
高
等
ノ
度
二
達
セ
シ
ム
ル
ヲ
得
ザ
ラ
シ
メ
タ
リ
故
ニ
ア
ル

フ
ハ
ラ
ビ
ー
モ
音
楽
二
精
通
ス
ル
ヲ
得
ス
勢
ヒ
誤
解
ノ
過
失
二
陥
リ
音
程
ノ
部

分
二
於
テ
第
三
音
ヲ
以
テ
不
快
ノ
音
卜
認
メ
之
ヲ
不
協
和
音
卜
為
シ
タ
リ
而
シ

テ
此
ノ
如
キ
理
論
ナ
ル

ヲ
以
テ
協
和
絃
ハ
稽
ア
リ
ト
イ
ヘ
ト
モ
其
進
行
ハ
ナ
キ

ヲ
以
テ
ペ
ル
シ
ャ
ア
ラ
ビ
ヤ
ノ
音
楽
ハ
終
二
其
度
ヲ
進
ム
ル
ヲ
得
ザ
ル
ニ
致
レ

リ
然
リ
ト
イ
ヘ
ト
モ
ア
ル
フ
ハ
ラ
ビ
ー
カ
第
五
音
ヲ
不
協
和
音
卜
為
シ
タ
ル
ハ

今
日
ノ
我
輩
等
卜
異
ナ
ル
所
ナ
ク
而
シ
テ
第
四
音
ノ
上
行
二
悪
シ
ク
下
行
二
宜

シ
キ
ヲ
以
テ
一
種
ノ
不
定
音
程
卜
為
シ
タ
ル
如
キ
ハ
此
鋭
異
ナ
ル
理
論
家
力
細

微
ナ
ル
感
覚
ヲ
有
シ
タ
ル
事
想
見
ス
ル
ニ
足
レ
リ
此
音
程
ノ
如
キ
ハ
今
日
欧
洲

ノ
学
者
ト
イ
ヘ
ト
モ
尚
其
説
ヲ
一
定
ス
ル
ニ
至
ラ
ザ
ル
所
ニ
シ
テ
第
四
音
ノ
如

キ
ハ
現
二
今
日
二
於
テ
モ
総
テ
不
定
音
ト
ス
ル
所
ナ
リ
古
代
希
服
楽
ノ
如
キ
モ

今
日
二
伝
フ
ル
ト
コ
ロ
竃
モ
之
ナ
ク
近
代
希
騰
楽
ハ
近
代
伊
太
利
楽
二
平
呑
セ

ラ
レ
タ
リ
希
服
二
於
テ
今
日
唱
謡
ス
ル
ト
コ
ロ
ノ
モ
ノ
ハ
希
服
語
二
係
ル
ト
イ

ヘ
ト
モ
其
旋
律
二
至
リ
テ
ハ
一
般
二
伊
太
利
二
用
ヒ
ラ
ル
ヽ
所
ノ
風
俗
歌
卜
同

流
ナ
リ
而
シ
テ
第
三
第
六
第
七
ノ
和
絃
卜
更
二
第
三
ノ
和
絃
ト
ハ
希
服
音
楽
ノ

今
日
変
動
ス
ル
所
以
ノ
根
本
ナ
リ
古
代
希
服
楽
卜
近
代
希
騰
楽
ト
ノ
親
密
ナ
ル

接
績
ノ
点
ヲ
発
見
セ
ン
ト
欲
シ
古
代
希
服
楽
ノ
奥
儀
ヲ
講
究
ス
ル
者
少
シ
ト
セ

ズ
然
レ
ト
モ
其
同
種
タ
ル
所
以
ヲ
證
明
ス
ル
モ
ノ
ハ
甚
夕
卑
キ
第
三
音
タ
ル
事

普
通

一
般
ノ
規
則
卜
云
フ
ベ
シ
然
ラ
バ
即
チ
此
卑
キ
第
三
音
ハ
何
処
ヨ
リ
由
来

ス
ル
モ
ノ
ナ
ル
カ
ハ
営
二

＿
考
セ
サ
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
所
ノ
問
題
ナ
リ
蓋
シ
笛
ハ
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天
下
万
國
最
モ
古
ク
最
モ
普
通
用
ノ
楽
器
タ
ル
事
世
人
ノ
熟
知
ス
ル
所
ナ
リ
是

レ
即
チ
各
人
容
易
二
自
己
ノ
楽
器
製
造
人
卜
為
ル
ヲ
得
ヘ
ク
即
チ
何
時
ヲ
問
ハ

ス
小
刀
ヲ
以
テ
此
ノ
如
キ
楽
器
ヲ
自
製
ス
ル
ヲ
得
ル
ノ
単
一
ナ
ル
理
由
二
出
ル

モ
ノ
タ
ル
ベ
シ
人
自
ラ
支
那
ノ
笛
ヲ
其
手
二
把
テ
一
吹
ス
ル
時
ハ
実
二
此
事
ノ

容
易
ナ
ル
ヲ
知
ル
ニ
至
ラ
ン
抑
モ
ペ
ル
シ
ャ
ア
ラ
ビ
ア
及
希
朧
二
至
ル
マ
テ
従

テ
東
邦
二
於
ケ
ル
此
種
類
ノ
楽
器
ハ
盛
ク
第
三
音
ノ
甚
夕
卑
キ
モ
ノ
ト
ス
是
レ

此
楽
器
ヲ
製
造
ス
ル
者
ニ
シ
テ
特
二
之
ヲ
欲
ス
ル
ノ
所
以
ニ
ア
ラ
ズ
止
ム
ベ
カ

ラ
ザ
ル
理
由
ア
ル
所
以
ニ
シ
テ
此
第
三
音
ノ
由
テ
以
テ
基
礎
ト
ス

ル
成
ル
他
ノ

音
ナ
カ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
音
楽
ヲ
奏
ス
ル
者
モ
音
楽
ヲ
聴
ク
者
モ
此
ノ
如
ク
第
三
音

ノ
卑
キ
者
ヲ
聴
ク
習
慣
ヲ
成
シ
タ
リ
依
テ
人
民
ハ
其
由
テ
来
ル
所
以
ノ
モ
ノ
ヲ

発
見
ス
ル
ニ
鋭
意
ニ
シ
テ
既
二
支
那
ノ
音
階
二
於
テ
モ
マ
タ
欠
典
ア
ル
ヲ
発
見

ス
ル
ニ
至
リ
シ
ナ
リ
是
二
由
テ
之
ヲ
観
レ
バ
ア
ル
フ
ハ
ラ
ビ
ー
カ
此
理
由
ヨ
リ

シ
テ
第
三
音
ヲ
不
協
和
音
程
卜
見
倣
シ
タ
ル
ハ
マ
タ
一
理
ア
ル
ニ
ア
ラ
ズ
ヤ
抑

モ
希
服
ペ
ル
シ
ヤ
等
ノ
諸
国
二
於
テ
笛
ノ
有
用
ナ
ル
位
地
ヲ
占
有
シ
タ
ル
ハ
其

國
史
二
由
テ
之
ヲ
明
證
ス
ベ
シ
笛
ハ
悉
ク
歌
曲
二
和
奏
ス
ル
ト
コ
ロ
ニ
ア
ラ
ズ

ヤ
笛
ハ
他
ノ
諸
楽
器
ノ
由
テ
以
テ
其
律
ヲ
整
フ
ル
所
以
ノ
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ズ
ヤ
是

ヲ
以
テ
今
日
上
進
ノ
目
途
殆
卜
絶
念
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ハ
却
テ
之
ヲ
敬
服
セ
ザ
ル
ヲ

得
ザ
ル
モ
ノ
ト
ス
例
ヘ
ハ
我
徒
ノ
自
ラ
製
作
ス
ル
笛
曲
ノ
如
キ
ハ
最
良
ノ
モ
ノ

ニ
シ
テ
殊
勝
ノ
趣
味
ア
リ
ト
イ
ヘ

ト
モ
ナ
ホ
甚
タ
シ
キ
賤
微
ナ
ル

モ
ノ
ニ
シ
テ

純
古
ノ
原
物
ト
モ
ス
ベ
キ
モ
ノ
ハ
実
二
微
々
ト
シ
テ
勢
カ
ナ
キ
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ザ

ル
ハ
ナ
シ

今
ヤ
日
本
力
長
足
ノ
進
歩
ヲ
為
シ
タ
ル
ト
欧
洲
ノ
文
明
力
此
日
出
國
ノ
地
ニ

通
路
ヲ
稜
見
シ
テ
突
入
シ
タ
ル
ト

ハ
既
二
欧
洲
人
ノ
眼
目
ヲ
驚

ス
ト
コ
ロ
ニ
シ

0

0

0

 

0
 

テ
今
マ
タ
此
愛
ス
ヘ
キ
図
土
二
音
楽
ノ
成
行
如
何
即
チ
如
何
ナ
ル
音
楽
ヲ
如
何

ル
ニ
至
ル
ベ
シ

二
虞
置

ス
ル
カ
ノ
一
斑
ヲ
知
ル
ニ
至
ラ
ハ
マ
タ
大
二
其
好
奇
性
ヲ
満
足
セ
シ
ム

嘗
テ
日
本
音
楽
會
開
會

二
際
シ
東
京
音
楽
学
校
生
徒
ノ
演
奏
ハ
該
好
奇
性
ヲ

満
足
セ
シ
ム
ル
ノ
最
好
機
會
ヲ
典
フ
ル

モ
ノ
ナ
リ
本
會
ノ
演
奏
曲
目

ハ
多
ク
有

旨
ノ
モ
ノ
ヲ
以
テ
成
リ
中
二
就
キ
欧
洲
諸
国
二
於
ケ
ル
聴
衆
ヲ
モ
興
セ
シ
ム
ル

二
足
ル
モ
ノ
甚
夕
多
シ
ジ
ョ
ン
、
セ
バ
ス
チ
ア
ン
、
バ

ハ
氏
ノ
作
ク
ル
シ
フ
ィ

キ
サ
ス
曲
、
メ
ン
デ
ル
ソ
ン
、
バ
ル
ソ
ル
デ
ー
氏
ノ
作
ボ
ー
ラ
ス
中
ヨ
リ
ノ
抜

莱
曲
ノ
如
キ
ハ
男
女
ノ
声
ヲ
合
セ
タ

ル
唱
歌
曲
ニ
テ
マ
タ
ル
ド
ル
フ
、
ヂ
ッ
ト

リ
ヒ
氏
作
ノ
ソ
ナ
チ
ン
曲
ハ
十
一
張
ノ
バ
イ
オ
リ
ン
ニ
洋
琴
ヲ
伴
奏
シ
タ
ル
モ

J

ナ
リ
キ
ク
ル
シ
フ
ィ
キ
サ
ス
曲
ノ
結
果
ハ
豫
想
外
ノ
好
成
果
ヲ
呈
シ
タ
リ
唯

惜
ム
ラ
ク
ハ
女
子
中
十
分
ロ
ヲ
開
ク
ニ
乏
シ
キ
者
ア
ル
ヨ
リ
天
興
ノ
美
盤
ヲ
完

全
発
出
セ
シ
ム
ル
ニ
至
ラ
ザ
ル
ヲ
然
レ
ト
モ
其
奏
法
ノ
抑
揚
頓
挫
ア
リ
テ
始
終

ノ
規
律
正
シ
キ
ハ
ヨ
ク
其
度
二
協
フ
タ
リ
ポ
ー
ラ
ス
ノ
抜
幸
曲
モ
マ
タ
優
劣
ナ

キ
好
成
果
ヲ
奏
セ

リ

姦
二
聴
衆
ヲ
シ
テ
大

二
整
カ
シ
メ
タ
ル
ハ
今
唱
歌
ヲ
奏
シ
タ
ル
女
子
中
ヨ
リ

十
一
名
ノ
女
子
更
二
出
テ
バ
イ
オ
リ
ン
ヲ
奏
シ
タ
ル
是
ナ
リ
ヂ
ッ
ト
リ
ヒ
氏
ノ

秀
作
ソ
ナ
タ
ノ
初
部
ハ
奏
法
殊
二
宜
シ
キ
ニ
適
ヒ
ヨ
ク
作
曲
ノ
旨
意
ヲ
写
出
シ

タ
リ
作
曲
者
自
ラ
洋
琴
ノ
坐
二
就
キ
タ

ル
時
ハ
既
二
其
成
果
ノ
好
妙
ナ
ル
ベ
キ

ヲ
ト
知
ス
ル
ニ
足
リ
シ
ナ
リ
抑
モ
ヂ
ッ
ト
リ
ヒ
氏
ノ
伎
倖
ヲ
知
ラ
ン
ト
欲
セ
バ

先
ツ
其
生
徒
ノ
唱
歌
ヲ
聴
キ
其
女
生
徒
ノ
バ
イ
オ
リ
ン
ヲ
聴
ク
ヲ
要
セ
リ
此
有

為
ノ
技
術
家
ヲ
得
タ
ル
ハ
我
輩
実
二
東
京
音
楽
学
校
ノ
為
二
祝

ス
ル
所
ナ
リ
ヂ

ッ
ト
リ
ヒ
氏
ノ
音
楽
上
ノ
知
識
ハ
翠
固
ナ
ル
其
礎
ヨ
リ
成
リ
虚
飾
ナ
ク
表
裏
ナ

キ
純
乎
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
ヂ
ッ
ト
リ
ヒ
氏
ハ
東
京
音
楽
学
校
ノ
目
的
ニ
ヨ
ク
適
シ

タ
ル
技
術
家
ニ
シ
テ
今
後
モ
同
校
二
勤
績
任
用
セ
ラ
レ
ン
事
ヲ
切
望
二
堪
ヘ
ス
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洋
琴
ノ
部
二
於
テ
ハ
根
岸
嬢
ノ
演
奏
ア
リ
是
ハ
ヂ
ッ

ト
リ
ヒ
氏
ノ
教
授
ヲ
受

ケ
タ
ル
事
尚
僅
二
壱
ケ
年
半

ニ
ス
キ
ズ
シ
テ
少
シ
ク
怯
儒
狼
狽
ス
ル
氣
性
ア
リ

ベ
ル
チ
ニ
ー
ノ
教
科
書
中
ヨ
リ
奏
ス

ル
ニ
末
夕
十
分
ノ
勢
カ
ヲ
発
揚
ス
ル
能
ハ

ズ
ト
イ
ヘ
ト

モ
尚
後
来
勤
勉
卜
忍
耐
ト
ニ
依
テ
ハ
必
ス
其
業
程
ノ
進
歩
ヲ
見
ル

ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス
最
終
二
聴
キ
タ
ル
モ
ノ
ハ
ボ
ー
ラ
ス
中
ヨ
リ
引
出
シ
タ
ル
半
途

練
習
中
ノ
モ
ノ
ナ
リ
此
唱
歌
二
於
テ
ハ
高
音
部
ハ
真
二
死
ヲ
怖
レ
サ
ル
勇
気
ヲ

以
テ
高
音
度
ノ
切
ヲ
鍮
越
セ
リ
其
歌
詞
疑
モ
ナ
ク
勇
壮
ノ
意
ヲ
含
ム

モ
ノ
ト
見

ヘ
タ
リ
東
京
音
楽
学
校
ハ
其
規
模
ヲ
欧
洲
二
則
ト
リ
各
楽
器
各
級

二
分
立
セ
リ

其
創
立
ノ
日
ノ
尚
浅
シ
ト
イ
ヘ
ト
モ
従
来
ノ
成
績
甚
夕
宜
シ
ク
後
来
サ
ラ
ニ
日

本
人
民
力
音
楽
上
ノ
進
歩
ヲ
企
図
ス
ル
ノ
念
モ
成
達
シ
テ
国
内
二
其
好
結
果
ノ

可
ナ
リ

マ
タ
同
氏
力
日
本
ヲ
去
ル
ノ
後
モ
同
氏
J
記
憶
ハ
永
ク
同
校
二
遺
留
セ
ン
事
ヲ

望
メ
リ
同
氏
ノ
伎
飼
ハ
東
京
音
楽
学
校
其

レ
自
ラ
ヲ
以
テ
判
ス
ル
ニ
足
ル
ベ
シ

同
校
第
二
年
生
中
村
松
嬢
ハ
ス
ポ
ー
ア
氏
ノ
教
科
書
第
一
巻
第
六
ヲ
演
ス
ル
ニ

音
響
清
朗
ニ
シ
テ
用
弓
ノ
法
宜
シ
キ
ヲ
得
奏
楽
ノ
臆
裁
｛
是
二
純
良
ナ
リ
岩
原
嬢

（
玉
ノ
如
キ
美
服
二
光
ヲ
放
チ
虞
女
ノ
常
習
ト
シ
テ
物
珍
シ
ケ

ニ
見
回
シ
タ
リ

ト
ノ
説
ア
リ
）
ハ
勇
氣
ヲ
奮
ヒ
著
明
ナ
ル
音
調
ヲ
稜
シ
テ
ウ
ィ

ヒ
テ
ル
氏
ノ
教

科
書
中
ヨ
リ
一
課
ヲ
奏
シ
タ
リ
石
岡
嬢
ハ
更
二
柔
和
ナ
ル
性
質
ヲ
具
フ
ル
者
ノ

如
ク
ニ
見
受
ケ
タ
リ
シ
ガ
マ

タ
ス
ボ
ー
ア
氏
ノ
教
科
書
中
第
壷
巻
ノ
第
十
ニ
ヲ

(
l
)
 

ヨ
ク
奏
シ
得
テ
稽
其
労
ヲ
覚
フ
ル
マ
テ
ニ
至
リ
タ
リ
幸
田
嬢
ハ

十
三
オ
ノ
妙
齢

ニ
シ
テ
好
良
ノ
音
響
ヲ
発
シ
用
弓
法
モ
宜
シ
キ
得
奏
楽
ノ
競
裁
純
良
ニ
シ
テ
其

活
澄
ノ
性
質
ヲ
以
テ
演
奏
シ
タ
ル
ハ
更
二
優
等
ナ
リ
ト
ス
其
学
藝
ノ
益
々
上
進

セ
ン
事
ハ
其
橙
育
卜
共
二
必
然
ナ
ル
ヲ
信
望
セ
リ
此
少
女
ト
イ
フ
ヘ
キ
ヨ
リ
ハ

寧

口
其
通
称
ナ
ル
幸
田
嬢

ハ
後
来
大
二
其
業
ヲ
成
ン
事
今
既
二
之
ヲ
豫
言
シ
テ

花
実
ヲ
得
ル
ニ
至
ラ
ン
事
疑
ナ
シ
凡
ソ
事
物
一
ー
自
然
ノ
順
序
ア
リ
殊
二
此
学
科

ノ
進
歩
ノ
如
キ
ハ
決
シ
テ
急
激
ヲ
以
テ
得
ベ
カ
ラ
ザ
ル
所
タ
リ
学
藝
技
術
ノ
百

科
二
於
テ
第
―

二
必
要
ナ
ル
ハ
益
固
ナ
ル
基
礎
ナ
リ
音
楽
モ
マ

タ
然
リ
其
結
果

ノ
国
民
二
有
益
ナ
ル
事
ヲ
期
セ
ン
ニ
ハ
先
ツ
其
初
等
教
育
ヲ
確
実
ナ

ル
原
則
二

由
テ
設
立
セ
ザ
ル
ヘ
カ
ラ
ズ
生
徒
ハ
其
学
習
ス
ル
ト
コ
ロ
ヲ
中
心
二

會
得
セ

シ

ム
ル
ヲ
要
ス
即
チ
道
理
ヲ
弁
ヘ
シ
メ
ザ
ル
練
習
ハ
無
益
ノ
業
ナ
リ
無
益
ノ
教
授

ハ
タ
ヽ
ニ
之
ヲ
受
ル
者
即
チ
生
徒
ヲ
害

ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
ナ
ホ
此
生
徒
ヨ
リ
更

二
轄
シ
テ
授
業
ヲ
受
ク

ル
者
ヲ
害

ス
ル
ニ
至
リ
其
弊
害
ノ
轄
博
窮
リ
ナ
キ
ニ
至

ル
ベ
シ
故
二
音
楽
ヲ
教
授

ス
ル
ヲ
許
可
ス
ル
ノ
権
ハ
東
京
音
楽
学
校
二
於
テ
教

官
ヲ
以
テ
試
験
ヲ
挙
行
シ
其
成
績

二
由
テ
之
ヲ
許
否
セ
ラ
レ
ン
事
ヲ
望
ム
ナ
リ

其
故
ハ
唱
歌
或
ハ
洋
琴
ノ
ー
科
二
於
テ
ハ
甚
夕
巧
妙
ナ
ル
モ
教
ヲ
人
―
ー
伝
フ
ル

ノ
技
二
於
テ
ハ
却
テ
拙
劣
ナ
ル
モ
ノ
ア
レ
バ
ナ
リ
今
後
日
本
国
中
―
ー
適
当
ナ
ル

音
楽
教
員
ヲ
供
給
セ
ン
ト
ス
ル
ノ
一

挙

二
至
テ
ハ
東
京
音
楽
学
校
長
ハ
実

二
大

ナ
ル
責
任
ヲ
負
フ
者
ト
イ
フ
ベ
シ
凡
ソ
音
楽
上
ノ
風
采
卜
愛
ト
ノ
存
ス
ル
所
二

ハ
マ

タ
之
ヲ
学
習
セ

ン
ト
ス
ル
企
望
ノ
存

ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
故
二
東
京
音
楽
学
校

ハ
上
二

芳
川
大
臣
辻
次
官
伊
澤
校
長
ア
リ
日
本
音
楽
會

ニ
ハ
鍋
島
侯
蜂
須
賀
侯

等
ア
リ
此
諸
君
ハ
国
家
ノ
教
育

二
鋭
意
ニ
シ
テ
日
本
将
来
ノ
為
二
音
楽
教
育
ノ

軟
芽
ヲ
保
護

ス
ル
ニ
カ
ヲ
餘
サ
ヽ
ル
ト
コ
ロ
ナ
リ
所
謂
一
国
ノ
文
明
ハ
其
学
術

家
卜
藝
術
家
ノ
数
二

由
テ
ト
知
ス
ベ
キ
事
之
ヲ
史
乗
二
徴
ス
ル
所
ナ
リ
ト
ハ
マ

夕
之
ヲ
日
本

一
＿
於
テ
実
験

ス
ベ
シ

テ
ル
シ
ャ
ッ
ク
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
フ
ル
ー
テ
ィ
ス
ト
で
、
明
治
二
十
三
年
ピ
ア

ニ
ス
ト
の
シ
ュ
ー
レ
ル
と
来
日
、
大
日
本
音
楽
会
の
主
催
す
る
演
奏
会
に
出
演

し

た
。
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
と
と
も
に
宮
中
で
御
前
演
奏
も
行
っ
て
い
る
。
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ま
ず
、
明
治
二
十
四
年
二
月
十
一
日
の
紀
元
節
祝
賀
式
に
行
わ
れ
た
演
説
を
挙
げ

る
。
『
＿
音
楽
雑
誌
』
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

伊
澤
修
二
校
長
の
演
説
の
大
意
は
次
の
と
お
り
。

今
日
は
紀
元
節
の
祝
日
に
嘗
り
諸
君
と
共
に
此
愛
度
露
々
た
る
聖
世
に
遭
ひ

て
祝
歌
を
奏
せ
し
は
欣
々
は
堪
へ
ず
就
て
は
紀
元
節
に
因
し
み
て
昔
榮
の
紀
元

を
少
し
く
述
へ
ん
と
す
最
も
本
日
は
衆
議
院
議
員
島
田
三
郎
君
の
演
説
せ
ら
る

A

あ
る
を
以
て
余
は
尤
も
簡
短
に
之
を
述
へ
ん
と
す
抑
も
年日
榮
な
る
も
の
は
國

の
分
野
を
問
は
ず
何
れ
の
國
々
に
も
皆
あ
る
も
の
な
れ
と
も
吾
日
本
の
如
き
は

最
も
遠
く
古
代
に
在
り
或
る
説
に
は
吾
國
榮
の
創
め
は
誹
代
に
於
て
天
照
大
神

天
の
窟
に
隠
れ
給
へ
た
る
時
八
百
万
誹
御
誹
榮
を
奏
し
細
女
の
命
が
茅
纏
の
絹

を
持
ち
て
舞
ひ
し
に
創
ま
る
と
も
博
ふ
れ
恐
ら
く
ば
音
榮
は
世
界
の
創
め
と
共

に
在
る
は
疑
ふ
に
足
ら
さ
る
べ
し
古
事
記
に
も
記
す
如
く
誹
武
天
皇
の
歌
は
大

概
軍
歌
多
く
又
皇
妃
を
要
る
時
に
用
ひ
た
る
な
り
其
中
の
巻
に
あ
る
兄
猾
を
討

す
る
條
の
（
伊
賀
）
云
々
は
昨
年
已
に
詳
述
せ
り

昔
稗
武
天
皇
の
代
に
は
此
日
本
に
尾
の
あ
る
一
種
の
愛
な
る
人
種
八
十
建
あ

り
て
忍
坂
の
大
室
に
穴
居
せ
り
天
皇
之
を
征
討
す
る
に
悩
ま
せ
ら
れ
即
ち
策
を

や

そ

か

し

わ

で

設
け
て
八
十
建
を
饗
し
八
十
膳
夫
を
し
て
一
人
毎
に
八
十
建
に
侍
せ
し
め
一
斎

に
歌
を
唱
ふ
と
共
に
一
時
に
此
の
族
を
皆
捕
獲
せ
ん
こ
と
を
示
し
合
せ
て
悉
く

之
を
捕
獲
せ
り
と
い
ふ
云
々

四

(

1

)

幸
田
延
の
妹
、
の
ち
の
安
藤
幸
子
。

こ
の
時
期
の
演
説

ま
た
衆
議
院
議
員
島
田
三
郎
の
演
説
は
次
の
と
お
り
。

今
日
紀
元
節
の
式
を
行
ふ
に
際
し
校
長
よ
り
も
一
場
の
演
説
を
せ
よ
と
の
委

曙
も
あ
れ
ば
私
は
昔
榮
の
事
に
就
て
は
恥
づ
べ
き
経
歴
を
有
す
る
者
な
れ
と
も

或
は
私
の
考
が
御
参
考
と
も
な
れ
ば
幸
な
り
而
し
て
世
の
一音
楽
に
如
何
な
る
思

想
を
懐
く
者
あ
る
か
を
観
察
す
れ
ば
世
人
は
唯
一
種
無
盆
の
娯
榮
に
過
ず
と
思

ふ
者
あ
れ
ど
も
決
し
て
然
ら
ざ
る
な
り
盆
に
其
疇
昔
を
温
れ
ば
洋
の
東
西
を
問

は
ず
何
れ
も
一
音
楽
は
敦
育
上
に
鋏
く
可
か
ら
ず
と
な
せ
り
然
る
に
我
國
封
建
時

代
に
於
て
は
算
術
及
音
榮
の
思
想
は
数
育
の
範
菌
外
に
措
た
り
古
の
数
育
は
先

づ
四
書
五
鰹
を
讀
み
夫
よ
り
史
記
左
偉
等
を
讀
み
之
を
解
讀
す
る
の

み
に
し
て

學
者
に
は
昔
榮
の
思
想
を
懐
く
者
殆
ん
と
な
き
如
く
賓
に
放
棄
し
て
之
を
顧
み

ざ
る
故
に
全
く
俗
間
の
一
方
に
の
み
行
は
れ
た
り
世
の
開
明
に
赴
く
に
従
ひ
明

治
六
年
學
制
を
布
く
に
嘗
り
欧
洲
の
教
育
書
を
翻
繹
せ
し
時
音
榮
を
普
通
學
科

の
中
に
加
へ
た
れ
と
も
其
緊
要
を
感
せ
し
人
は
無
か
り
し
嘗
時
私
は
伊
澤
君
と

机
を
並
へ
て
時
務
を
論
せ
し
事
あ
り
し
が
伊
澤
君
は
師
範
學
校
長
の
職
に
あ
り

て
昔
榮
の
摘
張
を
主
張
さ
れ
た
り
其
後
私
は
欧
洲
に
渡
り
て
彼
の
國
の
文
物
を

賞
験
せ
し
に
昔
榮
上
の
事
に
就
て
は
尤
も
感
す
る
所
多
か
り
し
今
其
経
歴
を
引

證
し
て
昔
榮
の
必
要
を
論
せ
ん
と
す
る
に
即
ち
―音
楽
の
敦
育
上
に
開
す
る
事
と

昔
榮
の
風
俗
上
に
開
す
る
事
の

二
要
点
あ
り

昔
支
那
に
て
孔
子
の
弟
徒
三
千
人
の
中
六
藝
に
通
す
る
者
七
十
二
人
あ
り
た

り
此
六
墓
と
い
ふ
こ
と
に
一
は
書
純
詩
経
易
経
證
記
春
秋
榮
記
の
六
経
と
云
ひ

一
は
證
榮
射
御
書
敷
の
六
菰
と
云
ふ
二
説
あ
れ
と
も
私
は
六
藝
を
適
嘗
と
思
ふ

而
し
て
支
那
の
敷
學
昔
榮
は
数
育
上
に
最
も
立
祇
な
る
位
地
を
占
め
た
り
猶
能

＜
其
源
を
温
ね
れ
ば
莞
舜
の
世
に
専
門
の
昔
榮
の
数
育
者
を
置
き
し
は
明
な
り
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人
間
か
世
界
に
成
立
ち
た
る
と
同
時
に
昔
榮
の
種
類
は
成
立
て
り
然
れ
と
も
之

が
律
を
作
り
榮
器
に
合
せ
た
る
は
黄
帝
の
鳳
嗚
を
聞
い
て
笙
を
造
り
伶
倫
喉
谷

の
竹
を
以
て
笛
を
造
り
黄
鐘
の
律
に
合
せ
り
嘗
時
已
に
専
門
の
榮
政
を
執
り
し

職
を
置
き
事
業
家
才
能
家
も
昔
榮
を
以
て
天
下
を
誘
導
せ
り
舜
五
絃
の
琴
を
造

り
南
風
の
薫
を
誦
し
て
天
下
治
ま
る
先
王
の
天
下
を
治
む
る
證
榮
刑
法
の
四
を

以
て
す
支
那
の
古
代
に
あ
り
て
斯
＜
迄
證
榮
を
重
ん
じ
た
る
に
拘
は
ら
す
證
の

尊
ふ
べ
き
を
知
て
榮
を
賓
事
に
施
さ
ゞ
り
し
は
所
謂
正
し
き
昔
榮
が
成
立
た
ず

し
て
俗
曲
が
天
下
を
横
行
し
た
る
弊
な
り
利
器
は
大
功
を
奏
す
る
代
り
に
其
害

を
醸
す
も
亦
大
な
り
昔
榮
も
之
れ
と
同
し
く
正
雅
な
ら
さ
る
俗
曲
の
風
俗
を
乱

し
大
害
を
典
ふ
る
事
賓
に
恐
る
べ
き
な
り
不
幸
に
も
我
國
古
代
の
雅
榮
は
獨
り

朝
廷
の
儀
式
に
の
み
行
ひ
一
般
の
俗
間
に
は
俗
架
の
み
行
れ
た
れ
ば
害
を
恐
れ

て
＿音
榮
を
赦
育
上
に
用
ひ
ざ
り
し
な
り
中
に
は
有
志
者
あ
り
た
れ
と
も
力
乏
し

く
世
の
勢
を
愛
す
る
こ
と
能
は
ざ
れ
ば
賓
行
上
に
は
顕
は
れ
ざ
り
し
元
祗
時
代

の
儒
者
に
荻
生
祖
練
な
る
人
あ
り
て
頻
り
に
昔
榮
の
緊
要
を
説
き
大
宰
春
豪
も

此
事
を
論
し
た
る
は
百
七
十
余
年
前
な
り

ぎ
り
し
や

凡
そ
人
あ
れ
ば
感
情
あ
り
感
情
あ
れ
ば
昔
榮
あ
り
彼
の
希
朧
は
古
よ
り
美
術

の
思
想
痰
逹
し
十
九
世
紀
の
開
化
か
段
々
布
演
し
て
今
日
の
隆
盛
を
致
せ
り
亜

で
ん典

の
政
事
家
ゾ
ロ
ン
は
昔
榮
を
以
て
治
國
の
要
具
と
し
ピ
サ
ゴ
ラ
ス
、
。
フ
ラ
ト

引
‘
ア
リ
ス
ト
ー
ト
ル
の
時
代
に
は
体
操
、

音
楽
の
議
論
強
く
特
に
。
フ
ラ
ト
ウ

は
昔
榮
は
最
も
撰
ふ
べ
き
も
の
に
し
て
其
採
る
べ
き
と
捨
つ
べ
き
と
の
二
類
に

注
意
す
べ
し
其
短
音
階
の
悲
哀
な
る
も
の
は
成
的
之
を
捨
て
長
昔
階
の
勇
牡
活

澄
な
る
も
の
を
採
用
す
へ
き
事
に
最
も
注
意
す
へ
し
と
論
せ
り
音
榮
の
勢
力
の

著
し
き
知
る
へ
き
な
り
凡
そ
美
術
中
に
昔
榮
程
普
通
の
性
質
を
具
へ
賢
愚
貧
富

貴
賤
老
幼
の
差
別
な
く
一
般
に
効
力
の
通
す
る
も
の
な
し
小
兒
が
縮
聾
彫
刻
に

感
動
す
る
か
＿
音
楽
に
感
動
す
る
か
と
云
へ
は
其
―
音
榮
た
る
こ
と
は
明
な
り
又
年

齢
に
よ
り
て
考
ふ
る
も
人
心
を
感
動
せ
し
む
る
は
一
音
楽
に
及
ふ
も
の
な
し
孔
子

は
榮
を
聞
て
三
月
肉
の
味
を
知
ら
ず
と
云
へ
り
又
梁
上
の
塵
を
動
か
し
行
雲
を

停
む
る
と
も
形
容
せ
り
感
動
を
典
ふ
る
こ
と
深
き
知
る
へ
き
な
り
又
昔
榮
は
貧

富
貴
賤
に
通
し
て
尤
も
効
力
あ
る
も
の
に
て
上
は
朝
廷
の
宴
會
廟
堂
の
祭
祀
に

又
軍
歌
に
又
一

家
園
槃
の
奏
榮
と
な
り
て
上
よ
り
下
に
及
ふ
も
の
な
り
故
に
此

昔
榮
を
し
て
風
俗
を
乱
す
昔
榮
た
ら
し
め
ば
其
弊
害
甚
し
く
遂
に
は
國
勢
を
衰

頭
せ
し
む
る
に
至
ら
ん

凡
て
人
間
は
適
嘗
に
身
体
を
利
用
し
適
嘗
に
心
を
養
は
さ
る
べ
か
ら
す
一
張

一
弛
は
文
武
の
道
に
し
て
人
間
の
身
体
も
又
斯
の
如
し
支
那
春
秋
の
時
鄭
國
に

子
産
と
云
へ
る
賢
相
あ
り
て
能
＜
隣
國
の
侮
を
防
き
し
が
嘗
て
朝
廷
に
あ
る
よ

り
は
野
外
に
あ
る
方
却
り
て
名
案
大
策
を
考
へ
得
る
と
云
へ
り
然
ら
は
快
榮
は

祉
會
必
要
的
の
者
な
り
必
要
的
の
者
に
し
て
勢
強
き
者
は
一音
榮
な
り
此
の
一
音
榮

を
し
て
人
心
を
正
し
く
し
身
体
を
成
長
せ
し
む
る
こ
と
に
用
ゆ
る
は
教
育
上
必

要
な
る
こ
と
な
り
英
國
の
チ
ヱ
ス
タ
フ
ィ
ル
ド
は
其
子
に
バ
イ
オ
リ
ン
を
習
ふ

事
を
禁
し
た
り
其
後
ア
ル
ベ
ル
ト
は
労
働
社
會
を
し
て
必
要
の
榮
し
み
を
稟
け

し
め
ん
と
て
専
ら
此
事
に
意
を
盛
し
た
り
為
め
に
國
人
は
其
記
念
と
し
て
＿
音
楽

堂
を
建
設
せ
り
昔
し
は
貴
族
チ
ヱ
ス
タ
フ
ィ
ル
ト
其
子
に
音
楽
を
習
ふ
こ
と
を

禁
し
今
日
は
至
尊
と
位
置
同
し
き
人
を
し
て
奨
勘
せ
し
む
る
に
至
り
し
は
必
覚

理
論
上
賓
地
上
祉
會
の
勢
を
一
愛
し
た
る
証
捩
な
り
然
ら
は
賢
愚
貧
富
の
別
な

く
普
通
の
性
質
を
有
つ
慮
の
音
榮
を
し
て
適
営
な
る
進
路
を
取
ら
し
む
る
事
は

政
治
上
必
要
な
り
と
考
ふ

日
本
に
て
は
賓
際
上
賓
事
上
其
昔
榮
に
よ
り
て
力
あ
り
し
ば
薩
摩
の
新
納
武

蔵
守
か
「
肥
後
の
加
藤
か
来
る
な
ら
は
焙
硝
肴
に
圏
子
ま
う
す
夫
で
も
き
か
す
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に
来
る
な
ら
は
首
に
刀
の
引
出
物
」
と
云
ふ
歌
を
國
内
の
少
年
に
歌
は
せ
て
勇

氣
を
鼓
舞
せ
り
即
ち
頼
山
陽
此
意
を
繹
し
て
兵
兒
謡
を
作
れ
り
必
莞
薩
摩
の
少

ら

い
ん

年
が
氣
力
を
惹
起
し
た
る
は
此
の
歌
の
結
果
な
り
獅
逸
来
因
の
戌
兵
歌
の
如
き

は
賓
に
佛
人
を
し
て
末
因
の
境
を
越
さ
し
め
さ
る
の
傾
勢
あ
り
猫
逸
聯
邦
か
今

日
の
結
果
は
種
々
の
原
因
あ
ら
ん
が
来
因
歌
及
祖
國
歌
の
興
り
て
力
あ
り
し
は

疑
ふ
べ
か
ら
ざ
る

こ
と
な
り
佛
國
の
「
マ

ル
セ
ー
ユ
」
歌
の
如
き
は
那
拿
翁
三

世
政
府
は
厳
禁
せ
り
是
れ
人
心
を
激
装
せ
し
む
る
こ
の
甚
し
け
れ
ば
な
り
斯
の

如
<
-
音
楽
の
志
氣
を
鼓
舞
す
る
は
明
な
れ
ば
我
日
本
に
於
て
も
正
し
き
昔
榮
を

成
立
た
し
め
ば
大
に
國
を
盆
す
る
な
ら
ん
今
迄
我
國
に
昔
榮
の
必
要
を
知
ら
ざ

り
し
は
元
来
の
偏
僻
の
致
す
所
な
り
維
新
の
際
は
最
も
美
術
的
の
思
想
に
乏
し

＜
此
の
上
野
の
公
園
を
し
て
木
を
伐
り
地
を
拓
ひ
て
茶
畠
と
な
さ
ん
と
の
評
議

あ
り
し
に
或
る
西
洋
人
の
之
を
聞
き
嗚
呼
此
松
樹
は
僅
か
の
年
代
に
生
長
し
た

る
に
あ
ら
ず
賓
に
惜
む
べ
き
事
な
り
と
稲
へ
ら
れ
て
其
評
議
を
停
め
今
の
榮
し

き
公
園
と
は
な
れ
り
鎗
画
彫
刻
は
今
日
漸
く
世
に
重
せ
ら
る
A

に
何
故
に
＿
音
榮

は
無
用
視
せ
ら
る
A

か
是
れ
従
来
の
偏
僻
な
る
赦
育
の
余
習
と
俗
榮
の
み
が
行

は
れ
た
る
結
果
な
り
凡
て
無
形
の
も
の
を
見
る
と
云
ふ
の
は
余
程
開
け
た
人
に

あ
ら
ざ
れ
ば
能
は
ず
今
日
＿
音
榮
の
必
要
を
認
む
る
者
の
少
な
き
は
怪
し
む
に
足

ら
ざ
る
な
り
斯
く
今
日
迄
我
國
の
昔
榮
は
不
幸
の
経
歴
に
て
充
さ
れ
し
が
後
来

は
如
何
な
る
有
様
に
成
行
く
を
考
ふ
れ
ば
我
日
本
は
支
那
よ
り
も
昔
榮
の
成
長

は
立
派
に
行
く
べ
き
を
信
ず
支
那
古
代
の
一
音
榮
は
成
長
せ
ず
年
を
鰹
る
に
従
て

衰
へ
欧
洲
は
漸
々
成
長
し
末
り
し
は
支
那
は
古
束
屡
々
北
方
人
種
侵
入
し
て
國

内
一
般
北
人
の
勢
力
に
堅
せ
ら
れ
た
れ
ば
な
り
昔
榮
は
柔
か
な
言
葉
を
出
す
所

の
土
地
に
稜
逹
強
く
し
て
朔
北
寒
冽
の
土
地
に
は
余
り
生
長
せ
す
故
に
支
那
の

昔
榮
は
我
日
本
の
如
く
揚
々
た
る
性
質
を
受
く
る
こ
と
難
し
然
る
に
日
本
の
國

語
は
母
昔
多
く
し
て
流
暢
に
活
動
す
る
言
語
な
れ
ば
人
間
社
會
に
欠
く
可
ら
ざ

る
快
榮
の
一
元
素
た
る
昔
榮
か
日
本
の
國
語
に
於
て
成
長
せ
さ
る
事
な
し
椴
令

従
来
の
経
歴
に
於
て
他
の
美
術
に
劣
る
も
後
来
大
に
望
み
あ
れ
ば
此
事
を
撥
任

す
る
諸
君
は
一

層
盛
力
有
ん
こ
と
を
希
望
す
る
な
り

(
『
＿
音
楽
雑
誌
』
第
六
号
、
明
治
二
十
四
年
二
月
）

次
は
明
治
二
十
四
年
七
月
十
一
日
の
卒
業
式
で
あ
る
。
当
日
行
わ
れ
た
順
に
、
外

山
文
学
博
士
、
校
長
心
得
紳
津
専
一
二
郎
、
伯
爵
大
木
文
部
大
臣
の
演
説
を
挙
げ
る
。

外
山
文
學
博
士
の
演
説
は
前
以
て
府
下
各
社
の
諸
新
聞
に
廣
告
も
あ
り
し
事

な
れ
は
此
日
博
士
の
登
壇
す
る
や
満
場
の
拍
手
が
涌
く
が
如
く
博
士
は
徐
に
説

き
出
し
て
日
＜

卒
業
生
諸
氏
凡
そ
物
事
の
軽
重
は
見
る
人
の
心
に
大
に
由
る
事
て
有
升
る
が

如
何
な
る
學
校
の
卒
業
生
で
も
将
来
其
任
の
重
か
ら
さ
る
者
は
非
ず
中
に
就

て
嘗
―音
榮
學
校
の
卒
業
の
如
く
其
任
の
重
き
も
の
は
他
に
は
多
く
無
き
事
と

思
は
れ
升
る
其
課
は
＿
音
楽
は
人
間
祉
會
に
於
て
は
最
も
大
切
な
る
も
の
A

一

て
あ
り
ま
し
て
＿
音
榮
の
善
悪
は
國
の
人
情
風
俗
等
に
著
し
き
影
響
を
及
す
も

の
で
有
る
と
云
ふ
事
で
有
升
る
若
し
國
の
昔
榮
に
し
て
不
良
な
ら
ん
に
は
如

何
程
道
徳
を
唱
へ
て
も
何
程
學
校
で
修
身
を
設
け
て
も
其
結
果
は
決
し
て
充

分
な
る
事
を
得
升
ま
い
左
れ
は
今
日
我
邦
に
於
て
は
昔
榮
の
改
良
程
大
切
な

る
も
の
は
他
に
は
多
く
あ
る
ま
い
と
思
ふ
若
し
今
日
の
如
く
廣
＜
猥
褻
の
歌

を
唄
は
し
め
廣
く
亡
國
の
節
を
行
は
れ
し
め
ん
に
は
學
校
に
て
修
身
科
を
何

程
厳
し
く
す
る
も
道
徳
の
改
良
も
氣
質
の
養
成
も
決
し
て
充
分
な
る
事
能
は

さ
る
へ
し
故
に
今
日
に
在
て
は
＿
音
楽
の
改
良
程
大
切
な
る
者
は
他
に
は
多
く
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有
る
ま
い
と
申
す
の
で
有
升
若
し
明
治
の
代
に
於
て
＿
音
榮
改
良
の
み
唯
た
一

つ
が
出
来
さ
る
も
賓
に
一
大
事
業
を
奏
し
た
り
と
謂
ふ
て
も
宜
し
き
程
の
事

で
は
無
か
ら
う
か
と
存
し
ま
す
諸
氏
は
即
ち
今
や
＿
音
榮
上
の
修
業
を
卒
へ
是

よ
り
祉
會
に
出
て
此
重
大
な
る
任
に
嘗
ら
ん
と
す
る
者
な
れ
ば
今
日
は
諸
氏

の
身
の
為
に
賞
に
祝
す
へ
き
時
な
り
又
國
家
の
為
め
に
も
甚
た
喜
ふ
へ
き
時

な
り
故
に
其
祝
意
を
表
す
る
為
め
聯
か
御
餞
の
印
ま
て
に
一

篇
の
拙
き
文
を

讀
ま
す
る
私
か
今
日
諸
氏
に
到
し
て
祝
意
を
表
す
る
の
榮
を
得
た
る
次
第
を

簡
短
に
述
ふ
れ
ば
去
る
頃
文
部
大
臣
閣
下
よ
り
招
れ
し
宴
席
に
於
て
嘗
時
昔

榮
校
長
た
り
し
伊
澤
修
二
君
が
四
方
山
の
話
の
序
に
本
邦
に
は
未
た
演
説
法

の
開
け
居
ら
さ
る
事
を
之
を
研
究
す
る
は
一
音
榮
校
杯
が
最
も
適
嘗
の
場
所
な

る
へ
き
や
杯
と
例
の
熱
心
を
顕
は
し
て
説
れ
し
が
私
も
斯
る
こ
と
は
聯
か
研

究
し
居
る
か
抑
も
我
邦
に
は
未
た
演
説
法
稜
逹
し
居
ら
さ
る
の
み
な
ら
ず
書

物
を
讀
む
の
法
も
至
て
稜
逹
し
居
ら
ぬ
様
に
思
ふ
我
邦
に
て
書
を
讀
む
は
論

語
て
も
中
庸
て
も
新
聞
て
も
八
犬
博
て
も
蒲
次
喜
太
て
も
皆
一
様
に
妙
な
高

調
子
て
唄
ふ
か
如
く
伸
る
か
如
く
に
讀
む
の
習
慣
な
る
が
書
物
も
夫
々
適
嘗

な
る
讀
方
を
以
て
讀
ま
ね
は
な
ら
ぬ
事
と
思
ひ
聯
か
研
究
せ
し
所
を
先
年
明

治
美
術
會
穂
會
の
席
に
於
て
試
み
し
が
其
后
も
少
し
は
研
究
せ
し
故
何
時
か

好
き
折
を
得
て
御
聞
に
入
れ
御
批
評
を
願
ひ
た
し
と
申
し
た
る
所
幸
ひ
七
月

十
一
日
の
卒
業
に
述
へ
よ
と
伊
澤
君
の
御
所
望
に
依
て
郎
ち
夫
を
嘗
日
祝
詞

の
代
り
に
述
ふ
る
事
に
致
し
ま
す
う
と
御
約
束
せ
り
然
に
後
敷
日
を
経
て
伊

澤
君
は
校
長
の
任
を
解
か
れ
し
故
私
は
神
津
校
長
心
得
に
此
事
を
御
話
し
申

し
た
る
所
其
約
束
の
通
に
致
し
呉
れ
よ
と
の
御
意
で
有
ま
し
た
に
依
て
郎
ち

今
日
諸
氏
を
祝
す
る
の
榮
を
得
た
る
次
第
て
有
ま
す
る
此
事
情
を
御
諒
察
あ

り
て
拙
き
文
の
朗
讀
を
御
聴
あ
ら
ん
事
を
願
ま
す
る
是
迄
は
演
説
の
前
置
に

本
日
卒
業
ノ
本
科
生
在
學
中
二
大
開
係
ヲ
有
シ
マ
ス
ル
件
ハ
本
校
二
於
キ
マ

マ
ス
ル

399 第 2節

て
是
よ
り
（
忘
れ
が
た
み
）
て
ふ
安
政
の
地
震
記
を
「
風
の
＿
音
さ
へ
」
云
々

と
或
は
牡
快
に
盤
を
張
り
揚
け
或
は
悲
哀
に
身
を
振
は
せ
緩
急
疾
徐
朗
讀
の

妙
自
ら
其
態
に
表
は
し
つ
A

「
深
き
は
親
の
恩
恵
に
て
忘
れ
難
き
は
母
の

愛
」
と
讀
了
り
て
檀
を
下
ら
れ
し
が
傍
聴
中
に
は
種
々
に
評
し
合
へ
成
田
屋

と
褒
め
又
は
川
上
昔
次
郎
の
演
劇
と
一
封
な
る
外
山
座
を
見
た
様
だ
と
杯
と

評
し
た
る
人
も
あ
り
た
り

（
『
一
音
楽
雑
誌
』
第
十
一
号
、
明
治
二
十
四
年
七
月
）

校
長
心
得
紳
津
専
三
郎
の
演
説

本
日
ハ
当
校
第
四
回
卒
業
證
書
授
典
式
挙
行
二
際
シ
マ
シ
テ
大
臣
閣
下
朝
野

ノ
貴
紳
及
貴
婦
人
其
他
満
堂
ノ
御
臨
場
ヲ
辱
ウ
致
シ
マ
シ
タ
ル
ハ
本
校
二
於
キ

マ
シ
テ
無
究
ノ
榮
光
卜
存
シ
マ
ス
本
日
営
校
卒
業
ノ
生
徒
ハ
本
科
卒
業
十
一
名

〔
マ
マ
〕

卜
預
科
を
卒
テ
其
證
明
書
ヲ
附
興
シ
マ
ス
ル
者
十
一
名
卜
選
科
修
業
證
明
書
ヲ

附
典
シ
マ
ス
ル
者
一
名
ト
テ
ア
リ
マ
ス
ル
本
科
卒
業
生
ハ
師
範
部
専
修
部
ト
ニ

種
二
分
レ
テ
居
リ
マ
シ
テ
師
範
部
ハ
ニ
名
専
修
部
ハ
九
名
テ
ア
リ
マ
ス
ル
此
中

師
範
部
生
徒
ハ
去
ル
明
治
廿
一
年
九
月
廿
七
名
入
學
ヲ
許
シ
マ
シ
タ
ル
其
二
名

〔
マ
マ
〕

デ
ア
ッ
テ
即
チ
預
科
本
科
ヲ
通
計
シ
テ
三
ケ
年
ノ
課
程
ヲ
卒
ヘ
タ
ル
者
テ
ア
リ

マ
ス
ル
専
修
部
ハ
明
治
廿
年
春
秋
雨
度

二
入
學
ノ
三
十
七
名
卜
明
治
廿
二
年
一

月
東
京
高
等
女
學
校
卒
業
生
一
名
二
臨
時
本
科
へ
入
學
ヲ
許
シ
マ
シ
タ
ル
者
ト

ヲ
合
セ
テ
三
十
八
名
ノ
内
九
名
テ
ア
リ
マ
ス
ル
此
専
修
部
生
徒
ノ
入
學
致
シ
マ

シ
タ
ル
時
代
ハ
尚
本
校
モ
音
榮
取
調
掛
卜
稲
シ
マ
シ
テ
文
部
省
穂
務
局
ノ
中
二

屡
シ
テ
居
リ
マ
シ
タ
ル
事
テ
ア
ッ
テ
即
在
學
稲
四
ケ
年
餘
二
渉
ル
生
徒
テ
ア
リ
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シ
テ
新
二
欧
洲
ヨ
リ
招
聘
致
シ
マ
シ
タ
ル
填
國
―
音
榮
教
師
ヂ
ツ
ト
リ
ヒ
氏
ノ
来

航
致
サ
レ
マ
シ
タ
ル
此
一
事
デ
ア
リ
マ
ス
ル
此
件
ハ
去
ル
明
治
廿
一
年
ノ
秋
テ

ァ
ッ
テ
本
日
卒
業
ノ
専
修
部
ノ
生
徒
ハ
即
チ
此
秋
ョ
リ
専
門
榮
器
ヲ
専
攻
致
シ

マ
ス
ル
學
期

二
臨
ミ
マ
シ
タ
ル
ノ
デ
最
初
ョ
リ
ヂ
ッ
ト
リ
ヒ
氏
ノ
熱
心
ナ
ル
赦

授
ヲ
受
ケ
マ
シ
テ
ゴ
ザ
リ
マ
ス
ル
即
専
門
榮
器
二
於
キ
マ
シ
テ
ハ
是
力
始
ョ
リ

〔
マ
マ
〕

数
師
ノ
鍛
錬
ヲ
経
マ
シ
タ
ル
始
メ
テ
ノ
卒
業
テ
ア
ッ
テ
本
校
力
東
京
音
楽
學
校

ト
為
リ
マ
シ
テ
ヨ
リ
第
四
回
ノ
卒
業
生
テ
ア
リ
マ
ス
ル
マ
タ
本
日
ノ
式
ハ
嘗
校

舎
力
昨
年
文
部
省
ョ
リ
交
付
ニ
ナ
リ
マ
シ
タ
以
来
第
一
回
ノ
卒
業
證
書
授
典
式

二
嘗
リ
マ
ス
ル

以
上
ハ
本
日
卒
業
ノ
生
徒
在
學
中
二
開
ス
ル
報
告
ノ
大
意
テ
ア
リ
マ
ス
ル
是

ヨ
リ
例
二
依
テ
一

言
卒
業
生
諸
氏
二
致
シ
マ
ス
ル
諸
氏
ハ
只
今
申
シ
タ
ル
如
ク

従
前
ノ
卒
業
―
―
比
ス
レ
ハ
賓
二
好
機
會
ヲ
得
テ
業
ヲ
修
メ
ラ
レ
加
フ
ル
ニ
平
日

勉
強
ニ
ナ
リ
マ
シ
タ
ル
功
力
著
ハ
レ
テ
遂
二
今
日
ノ
盛
榮
ヲ
荷
フ
ニ
至
リ
マ
シ

タ
ル
ハ
猿
リ
諸
氏
ノ
幸
扁
ナ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
マ
タ
本
校
ノ
幸
幅
テ
ア
リ
マ
ス
ル

方
今
諸
氏
力
既
二

得
ル
ト
コ
ロ
ノ
モ
ノ
ハ
諸
氏
力
掌
得
ヘ
キ
蒼
涙
ノ
一
滴
ニ
ス

キ
シ
ノ
デ
殊
二
音
榮
ハ
品
行
卜
學
藝
ト
ヲ
併
セ
修
ム
ル
ニ
非
レ
ハ
身
ヲ
立
テ
名

ヲ
成
ス
事

ハ
出
来
マ
ス
マ
イ
故
二
諸
氏
ハ
盆
臨

二
勘
精
努
カ
シ
テ
盆
帝
図
々
家

有
用
ノ
器
ヲ
成
シ
盆
今
日
ノ
光
榮
ヲ
稜
揚
セ
ラ
レ
ン
事
ヲ
企
望
致
シ
マ
ス
ル

〔手
書
き〕

（『
東
京
―音
楽
學
校
明
治
二
十
四
年
度
學
事
年
報
』
）

伯
爵
大
木
文
部
大
臣
祝
詞

凡
そ
人
の
心
情
物
に
感
し
て
動
け
ば
則
ち
磐
に
形
れ
以
て
歌
謡
吟
峨
と
成
る

随
て
清
濁
高
低
の
調
を
生
ず
其
晋
を
比
合
し
て
之
を
榮
器
に
施
し
手
の
舞
足
の

踏
む
を
知
ら
さ
る
に
至
る
此
欣
郎
ち
昔
榮
は
人
間
自
然
の
性
情
に
出
る
も
の
に

故
に
人
智
の
稜
逹
と
相
伴
ふ
て
＿
音
榮
亦
進
化
せ
ざ
る
べ
か
ら
さ
る
ば
社
會
必

要
の
事
に
し
て
明
治
維
新
世
運
漸
く
進
み
人
智
盆
々
開
く
る
に
及
ん
て
晉
態
古

式
の
時
に
適
せ
ざ
る
も
の
な
き
に
非
ず
俗
謡
鄭
曲
の
改
良
を
加
へ
さ
る
可
か
ら

さ
る
も
の
匙
し
と
せ
ず
絃
に
於
て
嘗
局
者
孜
々
と
し
て
之
が
講
窮
を
怠
ら
ず
遂

に
明
治
二
十
年
本
校
設
立
に
至
り
其
業
漸
く
緒
に
着
き
今
や
第
四
回
の
卒
業
生

を
出
す
に
會
ふ
本
校
の
目
的
は
＿
音
榮
師
と
＿
音
榮
教
員
と
を
養
成
し
併
せ
て
我
邦

昔
榮
の
改
良
上
進
を
圏
る
に
在
り
而
し
て
其
改
良
上
進
決
し
て
永
々
の
年
月
を

待
つ
に
あ
ら
ざ
れ
ば
期
す
べ
か
ら
さ
る
な
り
故
に
卒
業
生
諸
子
は
宜
し
く
此
責

任
に
嘗
る
の
覺
悟
な
か
る
べ
か
ら
ず
今
や
諸
子
は
本
日
成
業
の
光
榮
を
博
す
と

雖
も
諸
子
の
前
途
亦
甚
遠
き
を
銘
せ
ら
れ
ん
事
を
諸
子
其
之
を
勉
め
よ

(
『
＿
音
楽
雑
誌
』
第
十
一
号
、
明
治
二
十
四
年
七
月
）

次
に
明
治
二
十
五
年
七
月
九
日
の
卒
業
式
に
行
わ
れ
た
、
村
岡
範
為
馳
校
長
お
よ

ぴ
大
木
文
部
大
臣
の
演
説
を
挙
げ
る
。

學
校
長
理
學
博
士
村
岡
範
為
馳
氏
の
演
説

本
日
は
本
校
第
五
回
の
卒
業
證
書
授
典
式
を
執
行
す
る
に
際
し
朝
野
の
貴
顕

貴
婦
人
は
炎
暑
を
も
厭
は
ず
末
會
を
恭
く
せ
り
小
官
は
本
校
の
数
員
卒
業
生

一

同
に
代
り
て
深
く
之
を
謝
す

を
や

し
て
人
類
が
世
界
に
現
出
す
る
と
同
時
に
相
伴
ふ
た
る
も
の
た
る
は
明
な
り
但

人
智
の
異
な
る
あ
る
と
習
俗
の
同
し
か
ら
さ
る
と
に
あ
り
正
邪
雅
俗
巧
拙
整
否

の
差
異
あ
る
は
免
れ
さ
る
所
に
し
て
而
し
て
此
差
異
た
る
や
仮
令
憂
蓋
に
外
な

ら
さ
る
も
其
誤
必
す
千
里
を
致
す
も
の
な
り
況
ん
や
相
去
る
甚
た
遠
き
に
於
て
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今
や
卒
業
生
に
卒
業
證
書
を
授
典
す
る
に
先
ち
て
―
二
の
報
告
を
為
さ
ん
に

學
事
上
前
學
年
と
異
な
る
点
を
拳
く
れ
は
二
年
生
及
三
年
生
に
一音榮
的
性
理
學

を
課
し
た
り
是
は
昨
年
稜
布
せ
ら
れ
た
る
小
學
校
教
則
大
綱
第
十
條
に
唱
歌
は

耳
及
痰
盤
器
を
練
習
し
云
々
の
箇
條
あ
れ
は
本
校
の
卒
業
生
は
耳
、
咽
喉
、
ロ

洞
等
の
構
造
其
挿
生
法
及
聴
―
＝
品
翌
日
の
學
理
等
を
知
ら
し
む
る
事
必
要
な
ら
ん

と
信
し
試
に
之
を
授
業
せ
り
又
唱
歌
は
常
に
和
歌
と
相
伴
ふ
も
の
な
れ
は
生
徒

に
充
分
和
文
學
に
通
せ
し
む
る
の
必
要
あ
る
を
以
て
従
来
授
け
末
り
し
和
文
學

の
外
に
猶
ほ
―
二
の
和
歌
講
議
等
を
以
て
せ
り
本
年
嘗
校
に
於
て
為
せ
る
事
業

は
本
邦
等
曲
調
査
の
事
、
風
琴
榮
譜
出
版
の
事
、
小
學
唱
歌
集
及
高
尚
な
る
複

昔
唱
歌
集
編
纂
の
事
、
本
校
の
編
纂
に
係
る
唱
歌
集
の
歌
詞
修
正
の
事
、
祝
日

大
祭
日
歌
詞
及
榮
譜
撰
定
の
事
、
是
は
小
學
校
等
に
於
て
祝
日
大
祭
日
の
儀
式

を
執
行
す
る
際
唱
歌
す
へ
き
歌
詞
榮
譜
の
件
也
恐
れ
多
く
も
我
帝
室
の
大
證
に

閥
す
る
事
な
れ
ば
鄭
重
に
之
を
選
定
す
へ
き
旨
を
以
て
文
部
大
臣
よ
り
本
校
に

命
せ
ら
れ
た
れ
は
目
今
謹
撰
中
な
り
右
の
外
研
究
せ
る
は
本
邦
の
音
曲
に
和
盤

を
附
す
る
事
な
り
是
は
本
邦
の
榮
曲
は
主
と
し
て
鼠
晋
な
る
か
之
に
和
盤
を
付

し
て
更
に
其
趣
味
を
増
加
し
以
て
本
邦
の
音
榮
を
改
良
せ
ん
と
す
る
の
計
畳
な

り
従
来
之
に
従
事
す
る
人
間
々
あ
り
と
雖
も
其
業
極
め
て
困
難
に
し
て
和
盤
を

付
し
た
る
も
の
は
多
く
は
日
本
の
趣
味
を
失
ひ
獨
り
西
洋
人
の
嗜
好
に
適
せ
さ

る
の
み
な
ら
す
又
日
本
人
の
耳
を
も
満
足
せ
し
む
る
事
を
得
ず
然
る
に
過
般
来

本
校
の
教
師
ヂ
ッ
ト
リ
ヒ
氏
に
依
嘱
し
て
調
和
せ
し
め
た
る
も
の
は
往
々
聞
く

可
き
も
の
あ
る
か
如
し
本
日
の
演
奏
中
に
も
同
氏
の
調
和
に
係
る
三
筒
の
俗
間

に
行
は
る
A

楽
曲
あ
り
即
ち
第
一
「
地
つ
ゞ
き
」
是
は
九
州
地
方
に
行
は
る
A

曲
に
て
地
形
を
固
む
る
時
唱
ふ
昔
曲
の
一
部
な
り
「
第
二
琉
球
ぶ
し
」
に
て
是

は
支
那
流
の
曲
な
れ
と
も
本
邦
人
の
耳
に
随
分
浸
み
渡
り
た
る
も
の
な
り
第
三

は
口
目
出
度
」
な
る
曲
に
て
祝
賀
の
席
に
於
て
唱
ふ
る
も
の
な
り
右
三
曲
共
に

後
刻
演
奏
せ
し
む
へ
け
れ
ば
謹
ん
て
高
評
を
賜
は
ら
ん
事
を
乞
ふ
右
の
諸
項
は

皆
目
今
調
査
中
に
て
未
た
完
結
せ
る
も
の
な
し
本
年
は
師
範
部
に
卒
業
生
な
く

今
賂
に
卒
業
證
書
を
授
興
せ
ん
と
す
る
所
の
生
徒
は
専
修
部
卒
業
生
五
人
な
り

其
中
洋
琴
卒
業
生
三
人
「
バ
イ
オ
リ
ン
」
卒
業
生
二
人
な
り
學
校
長
は
此
五
人

の
諸
子
に
向
ひ
て
一
言
せ
ん
と
す
僅
々
た
る
五
人
の
諸
子
の
為
め
に
朝
野
の
紳

士
貴
婦
人
は
焦
く
か
如
き
炎
熱
も
厭
は
す
し
て
此
廣
大
な
る
腹
室
に
殆
ん
と
立

錘
の
地
な
き
程
臨
席
せ
ら
れ
た
る
は
賓
に
諸
子
か
積
年
螢
雪
の
効
果
に
し
て
無

上
の
榮
餐
と
云
ふ
へ
し
校
長
は
毎
々
諸
子
に
告
け
し
如
く
人
の
最
も
嗜
好
す
る

所
の
音
楽
な
る
も
の
は
数
育
上
風
赦
上
賓
に
著
大
な
る
勢
力
を
有
す
る
も
の
な

り
昔
榮
と
伴
ふ
所
の
周
南
召
南
は
以
て
文
王
の
徳
化
を
視
る
に
足
賂
仲
子
狡
童

の
如
き
は
以
て
鄭
國
の
淫
風
を
察
す
る
に
足
る
昔
榮
は
能
＜
猛
悪
の
人
を
温
和

に
し
又
能
＜
怯
儒
の
人
を
奮
起
せ
し
む
る
等
其
放
拳
け
て
敷
ふ
る
に
暇
あ
ら
ず

孔
子
日
＜
風
を
移
し
俗
を
易
ふ
る
は
榮
よ
り
善
き
は
な
し
と
故
に
支
那
に
於
て

は
伏
殺
稗
農
の
古
代
よ
り
既
に
榮
典
の
官
を
設
け
て
天
子
以
下
士
庶
人
の
子
弟

を
教
育
し
周
の
世
の
盛
な
る
に
至
て
は
詩
書
證
榮
射
御
書
敷
な
る
諸
科
を
學
校

に
設
置
し
就
中
―
音
榮
か
殊
に
重
要
な
る
學
科
な
り
し
事
は
孔
子
の
―
二
の
語
を

以
て
之
を
徴
す
る
に
足
る
日
＜
榮
は
倫
理
を
通
す
る
も
の
な
り
日
＜
證
榮
は
斯

須
も
身
を
離
る
へ
か
ら
ず
日
＜
詩
に
興
り
膿
に
立
ち
榮
に
成
る
等
の
語
の
如
き

是
な
り
西
洋
に
於
て
も
＿
音
榮
は
古
昔
よ
り
羅
典
語
宗
教
と
共
に
敦
育
の
必
要
科

な
り
し
か
今
世
普
通
學
の
諸
科
其
敷
盆
々
増
加
す
る
の
今
日
に
嘗
り
て
一
音
榮
は

依
然
薔
時
の
債
値
を
有
て
り
我
日
本
國
に
於
て
も
敷
十
年
来
昔
榮
は
普
通
数
育

の
一
科
と
な
り
政
府
に
於
て
は
嘗
東
京
＿
音
榮
學
校
を
設
置
し
て
善
良
な
る
一
音
楽

敬
員
及
昔
榮
師
を
養
成
し
営
校
卒
業
生
を
し
て
風
を
移
し
俗
を
易
ふ
る
の
先
導
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者
た
ら
し
め
ん
と
す
卒
業
生
の
任
亦
重
く
し
て
道
遠
し
と
云
さ
る
へ
け
ん
や
本

日
唱
歌
す
へ
き
の
歌
に
日
く
「
振
延
て
、
い
ざ
分
け
ん
、
嗚
呼
、
行
手
の
道
、
嗚

れ

／

ヽ

呼
々
々
、
行
手
の
道
瞼
し
と
も
、
岨
し
と
も
、
何
か
は
厭
ふ
へ
き
、
高
き
嶺
、

深
き
谷
、
何
か
は
難
む
へ
き
、
其
栞
、
其
先
導
、
今
日
の
此
卒
業
證
書
」
と
今

學
校
長
が
諸
子
に
授
興
せ
ん
と
す
る
所
の
卒
業
證
書
は
諸
子
か
風
赦
を
矯
正
す

る
に
適
嘗
な
る
昔
榮
上
の
諸
科
を
學
修
せ
し
事
を
證
明
す
る
も
の
な
り
學
校
長

は
諸
子
か
奮
て
國
家
の
為
め
に
其
業
務
に
従
事
し
以
て
本
日
の
光
榮
に
報
ゆ
る

所
あ
ら
ん
事
を
希
望
す

大
木
文
部
大
臣
祝
僻

本
日
東
京
昔
榮
學
校
生
徒
に
卒
業
證
書
を
授
典
す
る
に
嘗
り
姦
に
和
氣
露
然

た
る
式
場
に
臨
み
て
聯
か
所
思
を
述
ふ
る
を
得
る
は
予
か
深
く
喜
ぶ
所
な
り

抑
々
＿
音
榮
は
人
生
自
然
の
性
情
よ
り
稜
す
る
者
に
し
て
古
今
東
西
の
別
な
く

其
理
皆
一
徹
に
出
づ
而
し
て
其
用
た
る
や
人
心
を
融
和
し
志
氣
を
鼓
舞
し
徳
性

を
涵
養
し
國
風
を
淳
化
す
る
も
の
な
れ
は
古
来
之
を
以
て
邦
家
政
務
の
要
具
と

な
せ
し
は
故
な
き
に
非
ず
蓋
し
本
邦
の
＿
音
榮
あ
る
や
其
来
る
と
甚
た
遠
し
と
雖

も
之
を
學
理
に
考
へ
て
改
良
し
之
を
教
育
に
加
へ
て
賓
施
せ
し
は
窟
に
晩
近
に

麗
す
る
に
拘
は
ら
ず
其
成
蹟
の
観
る
べ
き
も
の
あ
る
に
至
り
し
は
予
が
満
足
に

堪
へ
ざ
る
所
な
り

今
諸
子
は
本
校
陶
冶
の
恩
を
受
け
多
年
螢
雪
の
苦
を
積
み
葱
に
成
業
の
榮
を

亨
く
る
を
得
た
る
は
諸
子
の
為
め
本
校
の
為
め
慶
賀
措
く
能
は
ず
然
れ
ど
も
諸

子
の
前
途
た
る
甚
た
遼
遠
に
し
て
其
責
任
亦
極
め
て
重
き
も
の
な
り
故
に
諸
子

は
内
盆
々
徳
性
を
養
ひ
善
行
を
修
め
外
昔
榮
の
改
良
と
普
及
と
を
圏
り
以
て
我

図
風
を
し
て
盆
々
敦
厚
な
ら
し
め
ん
こ
と
を
期
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
諸
子
其
れ
之

を
勘
め
よ
、

（『
一
音
楽
雑
誌
』
第
二
十三
号
、
明
治
二
十
五
年
八
月
）

次
は
東
京
音
楽
学
校
が
高
等
師
範
学
校
附
属
と
な
る
直
前
の
明
治
二
十
六
年
七
月

八
日
の
卒
業
式
の
演
説
で
あ
る
。
村
岡
校
長
は
、
同
校
が
九
月
一
日
か
ら
高
等
師
範

学
校
附
属
と
な
る
こ
と
に
触
れ
、
こ
の
改
革
の
た
め
に
落
胆
す
る
こ
と
な
く
、
わ
が

国
の
音
楽
の
発
展
に
尽
す
よ
う
励
ま
し
の
言
葉
を
贈
っ
た
。
演
説
の
半
ば
過
ぎ
に
、

西
洋
音
楽
を
基
準
と
し
て
、
音
楽
の
進
歩
の
段
階
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
る
件
が
あ

る
。
こ
れ
は
初
め
て
の
本
科
生
を
送
り
出
し
た
二
十
二
年
の
卒
業
式
に
お
け
る
伊
澤

校
長
の
演
説
と
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
興
味
深
い
。

東
京
昔
榮
學
校
長
理
學
博
士
村
岡
範
為
馳
氏
演
説

宮
殿
下
各
國
公
使
閣
下
及
朝
野
ノ
紳
士
諸
君
ョ
本
日
ハ
本
校
第
六
回
ノ
卒
業

證
書
授
典
式
ニ
シ
テ
専
修
部
及
師
範
部
ノ
卒
業
生
諸
氏
ハ
多
年
刻
苦
勉
勘
ノ
結

果
ト
シ
テ
最
モ
貴
重
ナ
ル
卒
業
證
書
ヲ
受
領
ス
ル
ノ
光
榮
ヲ
有
ス
ル
ノ
吉
日
ナ

リ
小
官
ハ
今
此
式
ヲ
畢
グ
ル
ニ
嘗
リ
例
二
依
リ
東
京
昔
榮
學
校
本
年
中
ノ
概
況

及
後
来
ノ
希
望
二
就
キ
聯
力
ニ
―-E
セ
ン
ト
シ

本
校
ハ
汎
ク
＿
音
榮
専
門
ノ
教
育
ヲ
施
シ
善
良
ナ
ル
＿
音
榮
赦
員
及
昔
榮
師
ヲ
養

成
ス
ル
ノ
目
的
ヲ
有
シ
其
生
徒
ハ
各
自
J
志
願
二
係
ル
者
卜
各
府
縣
顧
若
ク
ハ

諸
學
校
ノ
特
撰
二
係
ル
者
ト
ノ
ニ
種
ア
リ
然
ル
ニ
従
来
ハ
主
ト
シ
テ
各
自
志
願

者
ノ
入
學
ア
リ
テ
各
府
縣
顧
ノ
特
撰
二
係
ル
者
ハ
明
治
二
十
二
年
山
形
縣
ヨ
リ

僅
ニ
―

人
ノ
選
抜
ア
リ
シ

ノ
ミ
ナ
リ
シ
ガ
昨
年
ハ
文
部
省
ョ
リ
各
府
縣
二
通
牒

ア
リ
テ
知
事
ヨ
リ
特
撰
生
ヲ
選
抜
派
出
セ
シ
ム
ル
事
卜
為
レ
リ
其
主
意
タ
ル
ヤ

目
今
普
通
學
上
昔
榮
ノ
良
敦
員
欠
乏
セ
ル
ニ
付
尋
常
師
範
學
校
中
學
校
ノ
卒
業

生
又
ハ
授
業
上
既
二
経
験
ア
ル
者
ヲ
本
校
二
入
學
セ
シ
メ
テ
其
欠
ヲ
補
フ
ニ
在
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リ
来
ル
九
月
モ
亦
昨
年
同
様
二
募
集
ス
ル
事
卜
為
レ
リ
勿
論
各
自
ノ
志
願
二
出

ル
モ
ノ
ハ
通
常
ノ
通
募
集
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
又
本
年
中
學
科
及
規
則
等
ノ
愛
更
ハ

本
科
二
年
二
昔
害
學
ヲ
科
シ
且
一
般
―
ー
文
學
ノ
時
間
ヲ
増
加
セ
シ
事
ナ
リ
昔
響

學
ヲ
科
セ
シ
ハ
通
常
ノ
＿
音
榮
理
論
ノ
外
二
稽
高
尚
ナ
ル
學
理
二
通
ゼ
シ
メ
ン
ガ

タ
メ
ニ
シ
テ
文
學
科
ヲ
増
加
セ
シ
ハ
後
来
教
員
タ
ル
人
ヲ
シ
テ
獨
リ
一
音
楽
ヲ
敦

授
シ
得
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
又
作
歌
ノ
カ
ヲ
モ
備
へ
且
文
學
上
ノ
教
授
ヲ
モ
摺
任
ス

ル
ノ
能
ヲ
有
セ
シ
メ
ン
ガ
タ
メ
ナ
リ
校
則
ノ
上
二
於
テ
ハ
試
業
規
則
ヲ
改
正
シ

且
病
氣
ノ
タ
メ
敷
ヶ
月
間
登
校
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ザ
ル
者
ノ
タ
メ
休
學
規
程
ヲ
設

ケ
タ
ル
ノ
件
ヲ
重
要
ナ
ル
モ
ノ
ト
ス
又
本
年
中
本
校
ノ
事
業
二
就
キ
テ
一
見
ス

レ
バ
先
ッ
昨
年
来
着
手
セ
ル
小
學
唱
歌
集
ノ
改
正
及
改
正
小
學
唱
歌
集
ノ
解
繹

脱
稿
セ
ル
モ
文
部
省
ノ
方
針
二
於
テ
稽
々
愛
更
セ
ル
所
ア
ル
ガ
タ
メ
未
ダ
之
ヲ

世
二
公
ニ
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
次
二
前
校
長
伊
澤
修
二
氏
ノ
事
業
ヲ
組
績
セ
ル
等

曲
集
二
編
三
編
モ
既
二
調
査
ヲ
遂
ゲ
タ
リ
是
レ
モ
嘗
分
出
版
ヲ
見
合
セ
ラ
レ
タ

ル
カ
是
等
ハ
方
針
二
大
ナ
ル
閥
係
ナ
キ
コ
ト
ト
信
ス
ル
ヲ
以
テ
不
日
出
版
ノ
運

ニ
至
ラ
ン
コ
ト
ヲ
希
望
シ
小
學
唱
歌
集
風
琴
ノ
調
モ
又
同
様
ナ
リ
其
他
高
尚
ナ

ル
諸
重
昔
唱
歌
平
易
ナ
ル
兒
童
唱
歌
等
多
敷
製
作
セ
ル
モ
末
ダ
之
ヲ
編
峡
ス
ル

ノ
暇
ヲ
得
ズ
本
年
ハ
又
一
昨
年
来
文
部
大
臣
ノ
命
二
依
リ
着
手
セ
ル
祝
日
大
祭

日
儀
式
用
ノ
歌
調
榮
譜
ノ
調
査
ヲ
終
へ
之
ヲ
大
臣
二
申
報
セ
リ
其
ノ
稜
表
ハ
近

キ
ニ
ア
ル
ベ
シ
右
歌
詞
ノ
解
繹
ハ
作
歌
者
勝
伯
爵
始
各
作
者
ノ
撰
二
係
ル
者
及

ヒ
榮
譜
ノ
和
磐
ハ
本
校
ノ
調
査
二
係
ル
モ
ノ
脱
稿
二
付
之
モ
亦
不
日
稜
表
ア
ラ

ン
コ
ト
ヲ
希
望
シ
本
年
ハ
又
本
邦
昔
榮
ノ
賓
況
ヲ
外
國
二
示
ス
ノ
好
機
會
ヲ
得

タ
リ
即
チ
米
國
「
コ
ロ
ン
ブ
ス
」
博
覧
會

二
本
邦
ノ
雅
榮
能
榮
其
他
ノ
俗
榮
及

西
洋
ノ
諸
榮
器
ヲ
擬
製
セ
ル
者
等
其
説
明
書
昔
榮
書
類
昔
榮
上
ノ
論
文
敷
種
ヲ

出
セ
シ
件
是
ナ
リ

本
年
ハ
又
本
校
J
生
徒
相
謀
リ
學
友
會
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
組
織
セ
リ
其
目
的
ハ
生

徒
ノ
智
徳
ヲ
増
進
シ
相
互
ノ
交
誼
ヲ
厚
ク
ス
ル
ニ
在
リ
テ
毎
月
一
回
談
話
會
ヲ

開
キ
時
々
遠
足
會
ヲ
催
シ
又
會
員
中
ニ
テ
昔
榮
會
ヲ
催
シ
折
々
ハ
公
衆
二
劉
シ

テ
昔
榮
演
奏
會
ヲ
催
シ
等
ノ
事
ヲ
為
セ
リ
昨
年
十
一
月
二
十
七
日
及
本
年
二
月

十
九
日
ヲ
以
テ
催
セ
ル
モ
ノ
即
チ
此
昔
榮
演
奏
會
ナ
リ
外
二
又
六
月
十
一
日
ヲ

以
テ
學
友
會
男
子
部
演
習
會
ヲ
催
セ
リ
是
レ
生
徒
既
得
ノ
學
業
ヲ
公
衆
前
二
演

シ
其
賓
用
上
ノ
経
験
ヲ
試
ミ
ル
ノ
意
二
出
ル
ナ
リ
又
本
年
ノ
卒
業
ハ
専
修
部
二

於
テ
四
人
内
男
三
人
女
一
人
師
範
部
二
於
テ
六
人
内
男
二
人
女
四
人
合
計
十
人

ナ
リ
豫
科
卒
業
生
ハ
廿
三
人
内
男
十
人
女
十
三
人
ナ
リ
倍
テ
之
ヨ
リ
ハ
嘗
校
後

来
ノ
事

二
就
キ
小
官
ガ
希
望
ス
ル
所
ヲ
述
ン
ト
ス
先
月
二
十
九
日
ヲ
以
テ
痰
表

セ
ラ
レ
タ
ル
如
ク
東
京
＿
音
榮
學
校
ハ
末
ル
九
月
十
一
日
ョ
リ
高
等
師
範
學
校
二

附
麗
ス
ル
コ
ト
為
レ
リ
此
事
タ
ル
ヤ
學
校
ノ
職
員
生
徒
ヲ
始
メ
局
外
ノ
人
二
至

ル
マ
デ
文
部
省
ガ
＿
音
榮
ヲ
見
ル
事
従
前
ヨ
リ
稽
軽
ク
ナ
リ
タ
ル
如
ク
信
ス
ル
者

ア
ル
ガ
如
シ
然
レ
ト
モ
余
ヲ
以
テ
之
レ
ヲ
見
レ
バ
決
シ
テ
然
ラ
ズ
此
度
ノ
改
革

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ハ
文
部
省
ガ
ー
音
楽
ヲ
重
ン
セ
ラ
ル
ヽ
ノ
殊
二
大
ナ
ル
コ
ト
ヲ
證

ス
ル
ニ
足
ル
モ

、
、
、
、
、
、
、

ノ
ナ
ラ
ン
ト
信
ズ
其
故
如
何
ト
ナ
レ
バ
政
費
節
減
ノ
必
要
ア
ル
今
日
二
於
テ
賓

業
教
育
二
熱
心
ナ
リ
ト
ノ
呼
盤
高
キ
現
大
臣
ノ
事
ナ
レ
バ
素
人
ノ
目
ニ
ハ
泰
平

ノ
贅
澤
物
卜
見
ュ
ル
＿音
榮
學
校
ノ
如
キ
ハ
或
ハ
麿
止
セ
ラ
ル
ヽ
ナ
ラ
ン
ト
豫
想

セ
シ
サ
ヘ
ア
リ
然
ル
ヲ
東
京
昔
榮
學
校
ハ
其
儘
之
ヲ
高
等
師
範
學
校
二
託
シ
反

テ
賓
業
二
直
接
ノ
閥
係
ヲ
有
ス
ル
主
計
學
校
ヲ
バ
啜
止
セ
ラ
レ
タ
リ
此
正
反
劉

的
ナ
ル
麿
合
ヲ
以
テ
之
ヲ
見
レ
バ
文
部
大
臣
ノ
昔
榮
二
於
ケ
ル
意
見
ハ
甚
厚
キ

モ
ノ
ト
言
ハ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
故
二
＿
音
榮
海
ハ
決
シ
テ
此
度
ノ
改
革
ノ
タ
メ
ニ
落

腑
ス
ル
事
ナ
ク
盆
々
改
良
ヲ
圏
ラ
レ
ン
コ
ト
ヲ
希
望
ス
嘗
テ
小
官
ハ

＿音
楽
ノ
必

要
二
於
テ
聯
力
信
ズ
ル
ト
コ
ロ
ア
リ
シ
ヲ
以
テ
今
日
迄
敢
テ
嘗
校
々
長
ノ
重
任
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二
嘗
リ
シ
ガ
今
ヤ
将
二
其
任
新
嘗
局
者
二
譲
ラ
ン
ト
ス
ル
ニ
際
ヽ
ど
兼
テ
ヨ
リ
考

案
シ
ッ
ヽ
ア
ル
＿
音
榮
改
良
ノ
意
見
二
就
キ
其
大
要
ヲ
述
ベ
ン
ト
ス
束
賓
諸
君
幸

二
尚
ホ
敷
分
間
ノ
時
ヲ
仮
シ
賜
ハ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
乞
フ

抑
竺
音
榮
は
有
形
の
理
學
と
無
形
の
感
情
と
を
兼
ぬ
る
も
の
な
り
＿
音
楽
に
用

ふ
る
或
音
と
他
の
音
と
の
閥
係
即
ち
宮
商
角
徽
羽
の
音
程
の
如
き
は
度
量
衡
を

以
て
測
定
す
る
を
得
べ
し
是
れ
音
榮
の
有
形
な
る
所
以
な
り
物
の
是
非
善
悪
喜

怒
哀
榮
等
は
之
を
測
定
す
る
の
尺
度
あ
る
こ
と
な
し
是
れ
＿
音
榮
の
無
形
な
る
所

以
な
り
有
形
な
る
理
學
の
西
洋
に
高
く
し
て
日
本
に
低
き
は
争
ふ
べ
か
ら
ざ
る

事
賓
な
り
無
形
の
感
情
を
無
理
に
愛
せ
ん
と
す
る
の
誤
れ
る
こ
と
も
亦
多
辮
を

も
と

侯
ず
し
て
明
な
り
左
れ
ば
感
情
に
需
む
る
所
は
之
に
満
足
を
興
へ
學
理
上
不
完

全
な
る
所
は
之
が
改
良
を
圏
る
は
蓋
し
事
の
其
宜
き
を
得
た
る
も
の
な
ら
ん
か

故
に
小
官
は
常
に
折
衷
的
の
改
良
を
圏
ら
ん
こ
と
を
希
望
せ
り
日
本
の
一
音
榮
を

ま
づ

改
良
せ
ん
と
欲
す
る
も
の
は
先
日
本
昔
榮
と
西
洋
昔
榮
と
は
進
歩
の
度
に
於
て

つ
ら
／
‘

如
何
な
る
閥
係
あ
り
や
を
明
に
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
熟
々
西
洋
昔
榮
の
進
歩
を
考

ふ
る
に
凡
そ
三
級
の
階
級
あ
り
と
す
郎
ち
昔
榮
の
最
も
幼
稚
な
る
時
代
は
輩
昔

昔
榮
の
時
代
な
り
例
へ
ば
敷
人
合
唱
す
る
も
敷
個
の
榮
器
を
合
奏
す
る
も
皆
同

昔
又
は
第
八
昔
と
合
し
て
奏
す
る
者
な
り
是
は
此
頃
東
京
に
来
れ
る

11殿
に

く
ろ
ん
ぼ

も
ホ
ッ
テ
ン
ト
ッ
テ
ン
の
黒
奴
に
も
出
来
る
こ
と
な
り
輩
昔
―
音
榮
は
昔
榮
進
歩

の
初
期
な
り
之
に
次
ぐ
所
の
第
二
期
は
複
昔
昔
榮
の
時
代
な
り
即
ち
二
個
或
は

敷
個
の
＿
音
曲
に
し
て
拍
子
「
リ
ズ
ム
」
同
一
な
る
も
の
を
合
奏
す
る
時
代
な
り

是
は
最
初
よ
り
合
奏
の
目
的
を
有
せ
ず
し
て
作
り
し
曲
も
拍
子

「
リ
ズ
ム
」
に

差
等
な
き
と
き
は
同
時
に
奏
し
て
能
く
合
ふ
こ
と
故
に
宴
會
等
の
際
之
を
試
る

と
き
は
一
段
の
興
味
を
添
ふ
る
こ
と
な
り
漸
々
人
の
注
意
を
惹
き
起
し
従
て
追

々
複
音
の
見
込
を
以
て
作
曲
す
る
者
あ
る
に
至
れ
る
な
り
日
本
に
於
て
六
段
の

ひ

ら

お

も

て

う

ら

な

か

平
と
替
手
を
合
せ
又
は
組
の
表
襄
中
等
を
合
奏
す
る
が
如
き
是
な
り
此
第
二
期

に
於
て
は
最
初
は
唯
二
曲
又
は
敷
曲
の
拍
子
と
「
リ
ズ
ム
」
か
合
て
楓
れ
ざ
る

お

ん

き

A

て

の
一
事
の
み
に
て
合
す
る
所
の
昔
即
同
時
に
鳴
る
所
の
季
日
は
聴
者
の
耳
に
如
何

い
な
や

な
る
感
を
典
ふ
る
や
否
に
至
り
て
は
幾
と
問
は
ざ
る
な
り
然
る
に
複
昔
の
曲
を

き
A聞

て
聴
者
の
嗜
好
追
々
高
尚
と
な
る
に
従
ひ
て
唯
拍
子
と
「
リ
ズ
ム
」
か
合
ふ

の
み
に
て
は
承
知
せ
ざ
る
様
に
成
行
く
な
り
拍
子
と
「
リ
ズ
ム
」
の
み
な
ら
ず

お
と

同
時
に
耳
に
入
る
一
音
が
快
き
感
覺
を
興
ふ
る
や
う
に
調
合
す
る
の
希
落
を
生
す

る
な
り
是
れ
複
昔
時
代
の
一
音
楽
が
進
化
し
て
和
磐
的
の
時
代
と
成
れ
る
所
以
な

く
わ
せ
い

り
欧
洲
に
於
て
今
日
行
る
A

も
の
は
即
ち
和
磐
的
昔
榮
に
し
て
＿
音
榮
進
歩
の
第

三
期
に
嘗
る
も
の
な
り
左
れ
ば
草
昧
の
時
代
よ
り
今
日
に
至
る
ま
で
＿
音
榮
の
進

歩
に
は
三
期
あ
り
輩
昔
期
、
複
音
期
、
和
盤
期
、
是
な
り
此
後
進
歩
し
て
如
何

成
行
く
か
は
勿
論
知
る
べ
か
ら
ざ
る
も
兎
に
角
西
洋
音
榮
が
此
順
序
を
踏
来
れ

る
こ
と
は
明
な
り
＿
音
榮
の
進
歩
に
右
の
順
序
よ
り
外
の
順
序
あ
り
や
な
き
や
は

ゑ
う
ろ
つ
ば

勿
論
問
題
な
り
然
れ
ど
も
是
順
序
は
多
分
欧
羅
巴
外
の
諸
國
も
踏
来
り
た
る
こ

と
と
信
ぜ
ら
る
即
ち
日
本
の
如
き
は
余
猶
主
と
し
て
肌
昔
的
昔
榮
を
用
ふ
る
も

既
に
段
物
の
平
及
び
替
手
或
は
組
の
表
裏
中
奥
の
合
奏
の
如
き
も
の
あ
り
て
既

に
複
音
―
音
楽
の
端
緒
を
開
き
た
る
も
の
な
り
而
し
て
余
は
日
本
音
榮
に
し
て
今

後
獨
立
に
進
歩
せ
ば
即
外
國
昔
榮
の
干
渉
を
受
け
ず
し
て
進
歩
す
る
時
は
敷
十

百
年
の
後
に
は
同
し
く
和
盤
的
＿
音
楽
に
愛
す
る
こ
と
を
信
す
る
な
り
果
し
て
然

り
と
せ
ば
西
洋
昔
榮
は
第
三
期
に
位
し
日
本
―
音
楽
は
第
一
期
と
第
二
期
の
中
間

に
居
る
も
の
な
り
此
三
個
の
昔
榮
時
代
の
差
は
猫
り
雖
昔
複
昔
及
和
磐
の
み
に

あ
ら
ず
架
用
に
用
ふ
る
所
の
音
の
敷
及
一
の
昔
よ
り
他
の
幸
日
に
移
行
<
-
音
の
飛

方
に
差
等
あ
る
な
り
即
昔
階
な
る
も
の
に
不
同
あ
り
而
し
て
雅
榮
俗
榮
等
の
五

こ
ど
も

磐
に
馴
れ
た
る
耳
に
は
西
洋
七
盤
の
榮
は
悟
り
難
き
な
り
是
れ
醤
へ
は
兒
童
が
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墜
砂
糖
の
味
は
能
＜
之
を
辮
ふ
こ
と
を
知
る
も
未
だ
唐
辛
胡
椒
等
を
味
ふ
能
は

ざ
る
か
如
き
も
の
な
り
若
し
此
説
に
て
誤
ら
ざ
る
と
き
は
日
本
昔
榮
は
一
音
榮
上

の
一
貼
に
於
て
も
（
風
敦
上
の
改
良
に
閥
係
な
く
論
ず
る
も
）
大
に
改
良
を
要

す
る
も
の
な
り
今
瑕
に
西
洋
の
一
音
榮
が
最
も
進
歩
せ
る
も
の

と
看
倣
し
て
之
を

は
や
み
ち

直
接
に
輸
入
せ
ん
に
は
如
何
な
る
方
法
を
以
て
せ
ん
か
と
云
ふ
に
一
番
捷
径
は

人
民
に
成
る
た
け
屡
々
西
洋
昔
榮
を
聞
か
し
む
る
の
機
會
を
興
ふ
る
に
在
り
と

ま
う
け
お

す
即
東
京
昔
榮
學
校
の
如
き
も
の
を
多
敷
設
置
き
人
を
し
て
諸
時
之
を
聞
く
の

便
利
を
得
せ
し
む
る
に
在
り
何
ん
と
な
れ
ば
＿
音
榮
は
聞
馴
れ
ざ
れ
ば
分
ら
ぬ
も

の
な
り
全
<
-音
楽
に
は
素
人
な
る
日
本
人
に
て
も
自
國
の
一
音
榮
は
西
洋
昔
築
よ

り
分
り
易
し
是
れ
平
生
道
路
を
往
来
す
る
も
又
は
自
宅
に
在
る
も
三
味
線
の
一
音

す
ま
ふ

や
角
力
甚
句
等
は
絶
え
ず
聞
馴
れ
居
る
が
故
な
り
即
日
本
人
の
耳
に
は
日
本
の

よ
っ

昔
階
（
即
ち
＿
音
の
飛
工
合
）
が
自
然
染
渡
り
居
る
が
故
な
り
初
て
前
に
も
言
ふ
如

く
西
洋
昔
榮
を
世
人
の
嗜
好
に
適
せ
し
め
ん
と
欲
せ
は
先
づ
人
を
し
て
限
之
を

え
せ

聞
く
の
機
會
を
得
し
む
る
に
在
る
な
り
又
第
二
の
方
法
は
學
校
に
於
て
進
歩
せ

る
端
正
な
る
一
音
榮
を
學
ば
し
む
る
こ
と
是
な
り
是
れ
文
部
省
が
既
に
賓
行
せ
る

所
に
し
て
自
今
學
校
唱
歌
は
盆
々
普
及
し
つ
A

あ
る
な
り
若
し
學
校
唱
歌
か
尚

廣
く
普
及
し
且
改
良
し
て
（
現
今
小
學
の
唱
歌
は
甚
拙
な
る
も
の
多
き
に
居
る
）

か
の

之
を
學
び
た
る
兒
童
が
成
長
す
る
時
は
彼
俗
間
に
行
は
る
A

猥
褻
の
馬
子
歌
船

歌
田
植
歌
機
械
歌
木
遣
歌
等
も
追
ミ
端
正
な
る
唱
歌
と
な
る
こ
と
現
今
西
洋
の

て
い
い
ん

民
歌
及
び
民
様
歌
の
如
き
有
様
に
至
る
可
し
斯
の
如
く
な
る
時
は
所
謂
鄭
衛
の

お
ん昔

を
愛
し
て
周
南
召
南
と
為
し
た
る
も
の
な
り
果
し
て
然
ら
ば
昔
榮
の
効
力
は

決
し
て
兵
力
或
は
金
力
に
譲
ら
ざ
る
可
し
以
上
は
西
洋
＿
音
楽
を
直
接
に
輸
入
す

か
ん

る
の
方
法
な
る
か
是
は
第
一
期
第
二
期
の
間
に
位
す
る
一
音
楽
よ
り

一
足
飛
に
第

三
期
に
移
ら
ん
と
す
る
の
方
法
な
る
が
故
に
勿
論
少
し
く
無
理
な
る
所
あ
り
と

右
の
外
尚
陳
述
し
た
き
事
項
も
あ
れ
ど
も
是
よ
り
尚
多
敷
の
演
奏
も
あ
る

こ

と
な
れ
ば
右
大
体
の
希
望
を
述
べ
て
末
賓
諸
君
の
高
評
を
乞
ふ

終
に
臨
み
て
殊
に
卒
業
生
に
ニ
―
-
I

す
諸
君
は
今
日
宮
殿
下
各
國
公
使
閣
下
其

じ

れ

う

他
内
外
紳
士
諸
君
列
席
の
前
に
於
て
最
も
貴
重
な
る
卒
業
證
書
を
受
領
す
る
の

光
榮
を
有
せ
ら
る
諸
君
は
是
よ
り
祉
會
に
出
て
本
校
に
於
て
學
修
せ
る
藝
能
を

賓
地
に
應
用
す
る
に
嘗
り
常
に
教
育
に
閥
す
る
勅
語
の
御
主
旨
を
奉
戴
し
風
を

移
し
俗
を
易
ふ
る
昔
榮
の
先
導
者
と
為
り
園
家
の
た
め
自
身
の
た
め
に
力
を
盛

な
ら
ん

す
特
に
昔
榮
は
無
形
の
感
情
に
開
係
あ
る
も
の
な
れ
ば
日
本
在
来
の
音
榮
執
分

け
人
情
に
近
き
俗
榮
を
改
良
し
て
漸
々
第
三
期
に
進
ま
し
む
る
の
方
法
を
攻
究

す
る
こ
と
甚
緊
要
な
る
こ
と
な
ら
ん
と
信
ず
故
に
余
は
嘗
て
輩
昔
な
る
日
本

く
わ

せ
い

の
＿
音
楽
に
和
盤
を
附
し
て
和
磐
的
昔
榮
に
愛
す
る
こ
と
を
務
め
た
る

こ
と
あ
り

是
は
一
昨
年
末
嘗
校
赦
師
ヂ
ッ
ト
リ
ヒ
氏
に
詫
し
て
研
究
せ
し
め
た
る
こ
と
な

る
か
中
々
難
題
に
し
て
到
底
授
業
の
傍
に
為
し
得
べ
き
事
に
あ
ら
ず
現
今
僅
に

六
曲
を
得
し
の
み
な
り
若
し
之
を
組
績
し
て
其
効
を
奏
せ
し
め
ん
と
欲
せ
ば
更

に
敷
名
の
外
國
音
楽
師
を
聘
し
て
雖
に
之
の
み
に
従
事
せ
し
め
ざ
る
可
ら
ず
是

れ
勿
論
続
清
の
許
さ
A

る
所
な
り
又
俗
榮
の
改
良
は
猫
り
昔
榮
上
の
改
良
に
止

る
べ
か
ら
ず
其
歌
の
言
葉
を
改
作
し
又
は
端
正
な
る
言
葉
に
新
曲
を
附
せ
ざ
る

可
ら
ず
現
今
世
上
に
行
る
A

等
曲
、
清
元
の
猥
褻
な
る
昔
曲
は
公
衆
を
集
む
る

寄
席
等
に
於
て
禁
ず
べ
き
な
り
既
に
法
律
上
猥
褻
な
る
綸
畳
に
到
し
て
は
其
制

あ
り
素
と
＿
音
榮
に
於
け
る
其
必
要
は
決
し
て
鎗
聾
に
譲
ら
ざ
る
べ

し
等
曲
を
西

洋
の
榮
譜
に
執
り
且
之
が
歌
言
葉
を
改
正
す
る
事
は
嘗
校
に
於
て
前
校
長
の
時

よ
り
賓
行
し
来
れ
る
こ
と
な
れ
ど
も
授
業
の
余
暇
を
以
て
為
す
こ
と
な
れ
ぞ
調

か
ち
よ
く

査
甚
遅
ミ
た
り
是
等
の
事
業
は
別
に
其
掛
を
置
き
着
手
す
る
の
債
値
あ
る
も
の
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し
以
て
本
日
の
榮
に
報
い
ら
れ
ん
こ
と
を
希
望
す

（『一音
楽
雑
誌
』
第
三
十
四
号
、
明
治
二
十
六
年
七
月
、
同
第
三
十
五
号
、
明
治
二
十
六
年
八
月
）

牧
野
文
部
次
官
祝
僻

本
校
此
二
第
六
回
ノ
卒
業
式
ヲ
畢
行
シ
諸
子
積
年
修
業
ノ
成
績
ヲ
表
彰
ス
ル

二
嘗
リ
大
臣
自
ラ
臨
席
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ズ
姦
二
代
テ
蕪
辞
ヲ
陳
フ
ル
ハ
本
官
ノ

深
ク
榮
ト
ス
ル
所
ナ
リ

夫
レ
＿
音
榮
ヲ
學
理
二
徽
シ
其
改
良
稜
逹
ヲ
圏
リ
廣
ク
之
ヲ
社
會
二
施
シ
テ
以

テ
衆
人
ノ
徳
性
ヲ
涵
養
シ
志
氣
ヲ
鼓
舞
ス
ル
ハ
敦
育
上
最
モ
緊
要
ト
ス
ル
所
二

シ
テ
其
目
的
ヲ
逹
シ
ル
ハ
賓
二

諸
子
向
後
ノ
責
任
ナ
リ
而
シ
テ
之
ヲ
普
通
教
育

二
施
ス
ニ
至
テ
ハ
徒
二
高
尚
二

鶉

ス
ル
コ
ト
ナ
ク
能
ク
生
徒
ノ
性
情
二
適
セ
シ

メ
之
ヲ
シ
テ
容
易
二
感
化
セ
シ
メ
ン
コ
ト
ヲ
勉
メ
ザ
ル
可
ラ
ズ
是
レ
余
ガ
諸
子

二
注
意
ヲ
促
ス
所
ナ
リ

〔
マ
マ
〕

諸
子
ョ
昔
葉
ハ
人
ヲ
感
化
ス
ル
ノ
具
吾
身
ハ
人
ヲ
感
化
ス
ベ
キ
重
任
ヲ
荷
ヘ

ル
コ
ト
ヲ
頃
刻
モ
忘
レ
ズ
シ
テ
盆
々
其
業
ヲ
研
キ
以
テ
＿
音
楽
ノ
品
位
ヲ
高
メ
一

層
其
功
用
ヲ
稜
セ
シ
メ
ン
コ
ト
是
レ
余
ガ
尤
モ
諸
子
二
望
ム
所
ナ
リ

（『一音楽
雑
誌
』
第
三
十
四
号
、
明
治
二
十
六
年
七
月
）
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明
治
二
十
六
年
六
月
二
十
八
日

勅
令
第
六
十
二
琥

第
一
條
東
京
昔
榮
學
校
ヲ
改
メ
テ
高
等
師
範
學
校
付
厩
昔
榮
學
校
ト
シ
高
等

師
範
畢
校

二
附
廓
セ
シ

ム

第
二
條

第
三
條

本
令
ハ
明
治
二
十
六
年
九
月
十
一
日
ョ
リ
施
行
ス

（『
官
報
』
二
九
九
九
号
、
明
治
二
十
六
年
六
月
二
十
九
日
）

―
―
一
年
ほ
ど
前
に
起
っ
た
学
校
存
廃
論
の
荒
波
を
よ
う
や
く
乗
り
越
え
た
音
楽
学
校

で
あ
っ
た
が
、
明
治
政
府
の
朝
鮮
進
出
へ
の
野
心
が
高
ま
り
、
す
で
に
日
清
戦
争
の

遠
鳴
り
の
聞
え
始
め
て
い
た
こ
の
時
代
に
独
立
し
た
官
立
学
校
と
し
て
存
続
す
る
こ

と
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
東
京
音
楽
学
校
は
、
明
治
二
十
四
年
五
月
二
十
四
日
に
退

官
し
た
伊
澤
校
長
の
あ
と
を
受
け
た
村
岡
校
長
に
よ
っ
て
、
内
容
の
充
実
が
計
ら
れ

〔略〕

御
名

第
三
節

文
部
大
臣

井

上

毅

明
治
二
十
六
年
六
月
二
十
八
日
、
勅
令
第
六
十
二
号
の
発
令
に
よ
り
東
京
音
楽
学

校
は
同
年
九
月
十
一
日
か
ら
高
等
師
範
学
校
附
属
音
楽
学
校
と
な
る
こ
と
が
決
定
す

る
。
約
五
年
半
に
わ
た
る
附
属
時
代
の
始
ま
り
で
あ
る
。

朕
東
京
昔
榮
學
校
ヲ
高
等
師
範
學
校
附
麗
ト
シ
及
高
等
商
業
學
校
附
麗
主
計
學

校
ヲ
麿
止
ス
ル
ノ
件
ヲ
裁
可
シ
姦
二
之
ヲ
公
布
セ
シ
ム

御
璽

高
等
師
範
学
校
附
属
か
ら
再
独
立
へ

さ

な

か

て
い
た
最
中
で
あ

っ
た
。
同
年
七
月
の
卒
業
式
に
お
け
る
村
岡
校
長
の
熱
の
こ
も
っ

た
演
説
は
す
で
に
見
た
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
演
説
に
つ
い
て
『
敦
育
時
論
』
は
こ

う
記
し
て
い
る
。
「博
士
の
演
説
中
、
来
る
九
月
よ
り
、
東
京
―
音
楽
學

校
を
腹
し

て、

高
等
師
範
學
校
の
附
島
と
せ
ら
る
べ
き
旨
の
勅
令
に
到
し
て
は
、
世
間
に
て
、

種
々
噂
を
為
す
者
あ
り
。
或
は
、
現
文
部
大
臣
は
、
非
常
に
賓
業
赦
育
に
熱
心
な
る

が
故
に
、

一
音
楽
を
以
て
泰
平
の
贅
澤
物
と
思
惟
せ
る
よ
り
、

一
音
楽
學
校
を
陵
し
て
、

高
等
師
範
學
校
の
附
屍
と
な
し
た
る
な
ら
ん
杯
と
、
思
ふ
も
の
も
あ
る
べ
け
れ

ど

も
、
余
の
考
に
て
は
、
決
し
て
然
ら
ず
。
文
部
大
臣
が
、
噂
の
如
く
賓
業
に
熱
心
な

る
に
も
拘
は
ら
ず
、

経
費
節
減
の
為
め
に
は
、

質
業
に
、
直
接
の
閥
係
あ
る
高
等
商

業
學
校
附
属
主
計
學
校
を
も
腹
し
な
が
ら
、
音
楽
學
校
は
、
之
を
腹
せ
ず
し
て
、
高

等
師
範
學
校
の
附
隔
と
な
し
た

る
が
如
き
は
、
井
上
文
部
の
一
音
楽
の
債
値
を
重
せ
ら

る
A

こ
と
知
る
べ
き
な
り
云
々
と
云
は
れ
た
る
が
如
き
、
言
外
の
餘
意
窺
ひ
得
て
氣

の
毒
な
り
と

言
ふ
べ
く
。
」
（
『
激
育
時
論
』
第
二
九
七
号
、
明
治
二
十
六
年
七
月
、
三
十
三

頁）
附
属
時
代
を
迎
え
る
と
と
も
に
、
校
長
は
高
等
師
範
学
校
長
嘉
納
治
五
郎
と
な

り
、
上
原
六
四
郎
が
主
事
の
任
に
あ
た
っ
た
。
コ
音
楽
學
校
高
等
師
範
學
校
附
麗
と

な
る
」
の
記
事
で
、
『
数
育
時
論
』
は
「
＿音
楽
を

一
の
美
術
と
し
て
、

美
術
學
校
に

合
併
し
、
以
て
経
費
を
節
減
す
る
の
は
議
は
、
時
々
耳
に
せ
る
虞
な
り
し
が
、
園
ら

ざ
り
き
、
今
回
高
等
師
範
學
校
の
附
凰
と
な
れ
り
。
若
し
、

音
楽
を
赦
育
上
の
一
要

素
と
し
、
小
學
校
唱
歌
の
根
原
的
矯
正
を
圏
る
に
あ
り
と
す
れ
ば
、
此
度
の
改
正
も

一
理
な
き
に
あ
ら
ざ
る
な
り
」
（
第
三
九
六
号
、
明
治
二
十
六
年
七
月
、

三
十
二
頁
）

と
伝

え
て
い
る
が
、
世
間
一
般
の
反
応
は
と
も
か
く
、
音
楽
関
係
者
は
ほ
ぼ
一
様
に
、
こ

の
出
来
事
に
落
胆
し
、
あ
る
い
は
憤
慨
し
、
あ
る
い
は
奮
起
し
て
、
音
楽
学
校
の
意

義
を
主
張
し
、
改
善
策
を
提
案
す
る
と
と
も
に
、
再
独
立
を
求
め
た
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
と
も
か
く
も
音
楽
学
校
は
廃
止
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
芸
術
音
楽

へ

の
夢
を
託
さ
れ
た
奏
楽
堂
も
鳴
り
止
ん
で
し
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
音

楽
学
校
が
教
育
の
た
め
の
音
楽
を
司
る
機
関
と
し
て
か
ろ
う
じ
て
存
続
が
認
め
ら
れ

た
以
上
、
音
楽
学
校
と
し
て
も
、
教
育
者
、
そ
れ
も
唱
歌
教
師
の
養
成
に
主
眼
を
置

か
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。

富
国
強
兵
の
こ
の
時
勢
に
あ
っ
て
、
芸
術
音
楽
を
育
て
る
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べ
き
土
壌
が
国
家
政
策
に
よ
っ

て
準
備
さ
れ
る
こ
と
な
ど
、
と
う
て
い
考
え
ら
れ
な

い
状
態
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

東
京
音
楽
学
校
が
高
等
師
範
学
校
附
属
と
な
っ
た
当
初
の
反
響
を
そ
の
頃
の
雑
誌

記
事
か
ら
捜
し
て
お
こ
う
。
ま
ず
七
月
の
『
一音
楽
雑
誌
』

の
巻
頭
文
で
あ
る
。
音
楽

学
校
が
附
属
と
な
っ
た
こ
と
が
い
か
に
わ
が
国
の
音
楽
の
発
展
に
手
痛
い
打
撃
を
与

え
る
も
の
で
あ
る
か
を
述
べ
、
今
回
の
決
定
を
深
刻
に
受
け
と
め
て
い
る
。

東
京
昔
榮
學
校(

l
)
 

想
ひ
起
せ
ば
明
治
八
年
の
頃
、
昔
榮
取
調
掛
が
文
部
省
内
に
設
置
せ
ら
れ
て

よ
り
、
本
邦
の
＿
音
榮
上
に
一
大
愛
遷
を
来
た
し
、
＿
音
榮
界
為
に
競
争
場
裡
と
化

し
去
り
ぬ
、
爾
末
新
―
音
楽
の
熱
度
高
く
、
新
榮
器
新
歌
曲
が
、
従
来
の
本
邦
昔

榮
と
は
消
極
的
の
地
位
に
立
て
り
。

昔
榮
は
人
生
の
感
情
に
隧
伴
し
て
、
其
感
情
を
痰
表
す
る
も
の
な
る
に
係
は

ら
ず
、
俗
楽
は
獨
り
依
然
と
し
て
薔
末
の
儘
、
雖
＿音
的
な
る
簡
輩
の
末
開
時
代

に
蟄
居
し
、
剰
さ
へ
其
歌
詞
に
至
て
は
卑
猥
下
賤
の
感
情
を
稜
す
る
の
み
也
、

取
調
所
の
任
は
之
を
改
め
、
慎
正
の
＿
音
楽
を
し
て
人
世
の
稜
逹
に
隧
伴
し
、
一

般
に
普
及
稜
逹
せ
し
め
ん
が
為
に
は
、
材
料
を
泰
西
に
輸
入
し
、
彼
の
榮
理
に

訴

へ
て
曲
譜
を
作
り
、
本
邦
の
歌
詞
を
配
合
し
た
り
、
此
が
結
果
は
先
つ
小
學

唱
歌
集
と
な
り
て
、
将
来
に
於
け
る
多
敷
國
民
の
脳
裡
を
見
舞
ひ
た
り
、
此
新

昔
榮
は
茫
漠
た
る
原
野
に
孤
立
投
棄
せ
ら
れ
た
る
に
拘
は
ら
ず
、
幾
ば
く
な
ら

ず
し
て
、

國
民
の
歓
迎
を
受
け
た
る
は
照
々

た
る
事
賓
な
り
、
夫
れ
こ
の
事
業

此
改
良
策
が
、
姦
に
至
れ
る
所
以
の
者
は
、
在
来
の
＿
音
榮
よ
り
敷
等
遥
か
に
得

る
所
あ
る
が
故
な
る
の
み
。

既
に
し
て
一
音
榮
取
調
所
が
、
此
進
歩
と
共
に
進
化
し
て
、
ー
音
楽
學
校
と
な

り
、
昔
榮
上
の
大
學
校
と
な
れ
り
、
東
京
昔
榮
學
校
は
其
事
業
と
し
て
採
り
し

方
針
は
、
専
ら
本
邦
榮
を
改
良
し、

正
榮
を
稜
逹
普
及
せ
し
め
ん
が
為
め
、
鋭

意
學
生
を
養
成
し
た
り
、
又
た
音
楽
會
を
開
き
た
り
、
昔
榮
書
の
編
築
を
な
せ

り
、
夫
れ
此
く
の
如
く
東
京
昔
榮
校
が
、
本
邦
榮
改
良
の
貼
に
は
務
め
つ
A

来

り
た
る
と
雖
も
、
無
形
な
る
感
情
的
の
も
の
な
れ
ば
、
恰
も
建
築
士
が
時
日
を

定
め
て
工
事
を
落
成
せ
し
む
る
が
如
き
現
象
は
、
到
底
望
み
得
べ
き
も
の
に
あ

ら
ず
、
況
し
て
國
の
経
清
が
許
さ
ゞ
る
の
事
情
あ
る
を
や
、
然
る
に
如
何
な
る

事
情
の
存
す
る
か
は
知
ら
ず
と
雖
も
、
文
部
省
は
突
然
勅
令
第
六
十
二
琥
を
焚

し
て
、
＿
音
榮
上
唯
一

た
る
東
京
昔
榮
學
校
を
し
て
高
等
師
範
學
校
の
附
隔
た
ら

し
め
、
単
に
唱
歌
赦
師
博
習
所
と
愛
化
せ
し
め
た
る
な
り
。

聞
な
ら
く
此
改
革
は
経
費
節
減
の
為
め
設
立
せ
ら
れ
た
る
、
行
政
委
員
會
決

議
の
影
響
な
り
と
、
是
れ
或
は
繍
縫
主
義
に
出
で
た
る
耶
情
賓
的
に
出
て
た
る

耶
は
吾
人
の
知
る
に
よ
し
な
き
も
＿
音
楽
を
以
て
一
種
遊
藝
の
贅
澤
物
と
見
傲
し

た
る
、
皮
想
の
考
へ
に
出
で
た
る
に
非
る
乎
、
若
し
果
し
て
此
く
の
如
く
ん

ば
、
太
た
慨
嘆
に
堪
へ
さ
る
な
り
、
願
ふ
に
第
一
議
會
に
は
麿
校
の
論
さ
へ
あ

り
し
が
、
結
局
必
要
と
認
定
せ
ら
れ
た
る
は
、
風
数
上
欠
く

べ
か
ら
ざ
る

も

の
、
亦
赦
育
の
主
元
な
る
の
故
な
る
の
み
、
加
ふ
る
に
第
二
第
三
第
四
の
議
會

を
も
通
過
し
た
る
の
今
日
、
政
府
自
ら
が
消
極
的
の
方
針
を
採
て
、
図
民
の
輿

望
を
買
は
ん
と
す
る
が
如
き
は
、
賓
に
吾
人
の
好
ま
ざ
る
所
な
り
、
何
ぞ
高
等

中
學
を
廃
し
て
其
甘
心
を
求
め
ざ
る
、
彼
れ
に
は
同
種
の
學
校
が
魏
然
存
立
し

あ
れ
ば
、
國
家
が
別
段
保
護
す
べ
き
の
必
要
あ
ら
ざ
る
べ
し
、
況
ん
や
謡
會
が

幾
度
と
な
く
不
必
要
の
説
を
唱
へ

し
に
あ
ら
ず
や
。

之
に
反
し
＿
音
榮
に
至
て
は
今
や
改
革
期
中
に
あ
り
て
、
稜
育
せ
ん
と
す
る
の

時
機
た
り
、
勿
論
同
種
の
學
校
が
絶
無
な
る
に
於
て
は
、
國
家
が
國
家
事
業
と

し
て
、
充
分
の
保
護
を
興
ふ
べ
き
は
常
然
な
る
の
み
、
泰
西
等
に
於
て
は
昔
榮
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将

来

の

一

音

楽

百

東
京
昔
榮
學
校
な
る
名
稲
は
、
一
少
些
事
の
為
に
、
一
種

0
0説
の
為
に
埋

浚
せ
ら
れ
た
り
、
應
…
…
應
本
邦
人
が
一
音
榮
に
注
ぐ
眼
光
の
鋭
鈍
は
、
之
に
由

て
卜
す
へ
き
而
耳
、
所
謂
彼
―
音
榮
學
校
は
我
國
昔
榮
の
泉
源
、
而
し
て
本
邦
＿音

足

登

オ
ヘ
ラ

大
學
は
勿
論
演
劇
さ
へ
保
護
し
あ
り
、
本
朝
も
古
代
よ
り
昔
榮
寮
の
存
せ
る

は
、
已
に
世
の
知
る
所
な
り
。

嗚
呼
東
京
昔
榮
校
を
し
て
附
賜
學
校
と
な
ら
し
め
し
は
、
日
本
昔
榮
の
前
途

を
遮
ぎ
り
た
り
、
俗
榮
を
し
て
一
層
氣
焔
を
吐
か
し
む
る
の
餘
地
を
典
へ
し
な

り
、
是
れ
唯
一
ケ
年
敷
千
園
の
故
を
以
て
、
吾
人
は
年
々
附
闊
學
校
よ
り
養
成

せ
ら
る
＼
速
成
的
の
＿
音
榮
敦
師
が
、
果
し
て
良
<
-
音
榮
の
員
智
を
備
へ
て
、

風
数
矯
正
の
大
任
を
完
た
か
ら
し
む
る
や
否
や
を
疑
ふ
、
猫
り
疑
ふ
に
止
ま
ら

す
、
到
底
本
邦
昔
榮
を
稜
逹
せ
し
め
、
文
物
に
随
伴
せ
し
め
人
々
の
嗜
好
に
叶

は
し
め
、
俗
榮
の
跛
屋
を
防
滅
せ
し
む
る
の
地
位
に
立
ち
難
き
を
信
ず
る
者

也
、
事
過
去
に
腸
せ
り
、
亦
何
を
か
云
は
ん
、
敢
て
多
敷
の
同
志
者
及
帝
國
議

員
諸
氏
に
訴
へ
て
、
第
五
議
會
の
場
裡
に
本
問
題
の
如
何
を
見
ん
と
す
る
の

み。

（『
一音
楽
雑
誌
』
第
三
十
四
号
、
明
治
二
十
六
年
七
月
）

(

1

)

音
楽
取
調
掛
は
明
治
十
二
年
十
月
、
文
部
省
内
に
設
置
さ
れ
た
。
八
年
と
い
う
の
は
誤

り
で
あ
る
。

同
誌
九
月
の
巻
頭
文
で
も
、
東
京
音
楽
学
校
が
充
分
な
存
在
理
由
を
も
っ
て
設
立

さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
今
回
の
決
定
が
音
楽
学
校
設
立
の
趣
旨
に
そ
ぐ
わ
な
い
も

の
で
あ
る
ば
か
り
か
、
「
正
架
」
の
発
展
を
妨
げ
る
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
、
こ
の

措
置
の
撤
回
を
求
め
て
い
る
。

近
頃
同
校
が
高
等
師
範
學
校
に
附
屡
せ
ら
れ
た
る
理
由
て
ふ
も
の
を
掲
く
る

東
京
昔
榮
學
校

ニ
ハ
元
ト
ニ
個
ノ
目
的
ヲ
以
テ
施
設
シ
来
レ
リ

一
ハ
唱
歌

赦
育
ヲ
施
ス
事
ニ
ハ
西
洋
音
榮
ヲ
移
シ
テ
國
榮
ト
ナ
ス
事
ナ
リ
西
洋
昔
榮

ハ
目
下
教
授
ノ
必
要
ナ
シ
サ
レ
バ
唱
歌
敦
育
ノ
ミ
ナ
ル
ヲ
以
テ
高
等
師
範

學
校
二
附
濁
セ
シ
メ
タ
ル
ナ
リ

と
是
れ
果
し
て
東
京
昔
榮
學
校
を
動
か
す
べ
き
の
理
由
と
な
る
や
否
や
、
甚
た

疑
は
し
き
事
共
な
り
、
勿
論
西
洋
昔
榮
を
抑
へ
て
直
に
図
榮
と
な
す
べ
き
否
や

に
就
て
は
、
大
に
議
論
の
あ
る
所
に
し
て
、
吾
人
亦
説
な
き
に
あ
ら
す
、
然
れ
共

西
洋
昔
榮
が
本
邦
昔
榮
に
優
れ
る
敷
等
な
る
事
は
世
の
認
識
す
る
所
、
宮
内
省

雅
楽
部
に
も
目
下
吹
奏
架
を
設
け
、
雇
外
国
人
エ
ッ
ケ
ル
氏
を
し
て
敦
師
た
ら

し
め
、
以
て
彼
我
雨
楽
の
折
衷
に
吸
々
た
る
の
今
日
な
り
、
東
京
＿
音
榮
學
校
と

て
も
亦
強
ち
西
洋
榮
の
研
究
の
み
に
止
ま
る
を
聞
な
す
、
況
ん
や
東
京
＿
音
楽
學

校
の
設
立
建
議
書
を
見
る
に
左
の
如
く
あ
り
、

o

o

o

o

c

c

c

c

 

上
略
惟
フ
ニ
＿
音
榮
取
調
所
ハ
敷
年
前
ノ
設
立
二
係
リ
爾
末
汎
ク
本
邦
及
西

◎

◎

◎

◎

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

◎

◎

◎

◎

 

洋
ノ
＿
音
楽
ヲ
考
査
シ
佳
良
ノ
楽
曲
ヲ
撰
定
ス
ル
ヲ
以
テ
職
ト
シ
傍
ラ
＿
音
榮

◎

◎

◎

o

o

o

o

o

o

o

 

生
徒
ヲ
養
成
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
レ
バ
今
日
二
至
テ
ハ
既
二
幾
多
ノ
経
験
ヲ
積

ミ
進
デ
一
個
獨
立
ノ
昔
榮
學
校
ト
ナ
ル
ベ
キ
ノ
期
既
二
熱
セ
リ
ト
云
フ
ベ

シ
下
略

と
あ
る
に
於
て
を
や
、
さ
れ
ば
＿
音
榮
學
校
が
専
ら
西
洋
―
音
楽
を
移
し
て
我
國
柴

と
な
す
を
の
み
務
め
た
ら
ん
に
は
、
是
れ
嘗
局
者
其
人
に
し
て
昔
榮
學
校
自
身

あ
り
日
＜

．．．． 

榮
の
普
及
稜
逹
を
進
む
へ
き
稜
動
基
点
た
り
し
な
り
、
是
れ
に
由
て
将
来
の
音

•••••••••••••••••••••••••••• 榮
が
、
如
何
に
成
り
行
く
可
き
や
は
、
将
に
讀
者
諸
君
の
眼
脳
に
幻
ろ
し
に
存

．．．．． 

せ
る
な
ら
ん
。
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の
責
任
に
あ
ら
ざ
る
な
り
、

る
ぞ
、

何
故
に
嘗
局
者
が
本
邦
昔
榮
の
方
針
を
一
定
せ
ざ

此
一
定
せ
ざ
る
方
針
の
唱
歌
―
音
楽
を
末
定
問
題
と
な
し
乍
ら
、
高
等
師

範
學
校
及
び
各
小
學
校
に
應
用
せ
し
む
る
は
何
故
ぞ
、
現
に
附
腸
東
京
昔
榮
學

校
は
、
未
た
改
革
の
運
び
に
至
ら
ざ
る
や
知
ら
ず
と
雖
も
、
其
程
先
見
卓
識
者

な
ら
ば
、
何
が
為
に
従
来
の
儘
を
襲
用
す
る
か
。

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

吾
人
は
斯
か
る
前
後
瞳
着
の
改
革
を
見
ん
よ
り
は
、
寧
ろ
先
代
に
朔
り
て
昔

0

0

0

 

0
 

0
 

0
 

O
 

0

0

0

 

0
 

0
 

0
 

0
 

榮
學
校
設
立
の
趣
旨
（
建
議
書
に
基
き
て
立
て
ら
れ
た
る
）
を
披
張
し
、
一
は

0

0

0

 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0

0

0

 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

昔
榮
の
専
門
家
を
作
り
、
一
は
風
紀
の
上
進
を
圏
り
、
一
は
＿
音
楽
教
師
の
養
成

0

0

0

 

0
 

0

0

0

 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

せ
ん
事
こ
そ
希
望
に
堪
へ
ざ
り
し
也
、

今
や
＿
音
榮
の
改
良
主
源
は
幻
と
な
れ
り
、
普
及
稜
逹
を
謀
る
基
貼
は
此
く
の

如
く
な
り
し
、
此
が
為
に
蒙
む
る
所
の
影
響
果
し
て
如
何
、
小
學
校
の
唱
歌
は

盆
其
歩
を
縮
め
、
坊
間
郷
里
の
邪
楽
が
盆
威
を
退
ふ
し
、
猥
褻
な
る
唱
歌
が
市

街
に
横
行
せ
ん
、
何
と
な
れ
ば
正
榮
の
普
及
痰
逹
の
方
法
は
、
遅
々
緩
々
と
し

て
彼
等
の
蹂
躙
に
嘗
る
に
足
ら
ざ
る
べ
く
、
新
昔
榮
の
元
氣
が
吾
人
多
敷
の
脳

裡
に
、
正
榮
の
員
味
を
典
へ
得
ざ
る
を
以
て
な
り
。
嗚
呼
今
後
本
邦
人
の
＿
音
楽

心
が
、
正
榮
よ
り
は
寧
ろ
野
卑
の
感
情
を
以
て
浸
潤
せ
ら
れ
た
ら
ん
に
は
、
感

情
界
に
養
成
せ
ら
る
A

道
徳
心
は
、
如
何
に
成
り
行
く
べ
き
乎
、
さ
て
は
勢
力

の
大
な
る
も
の
A

為
に
厭
服
せ
ら
れ
、
直
々
末
々
其
手
を
洪
し
て
自
滅
す
る
の

外
あ
ら
ざ
る
な
き
か
。
要
す
る
に
本
邦
人
は
天
然
特
別
の
音
榮
心
を
有
し
あ
り

乍
ら
、
か
A

る
野
卑
に
陥
い
る
は
吾
人
社
會
の
罪
あ
り
と
す
る
も
、
其
大
な
る

責
任
は
、
他
の
管
理
者
養
育
者
が
保
護
の
不
足
な
る
結
果
な
ら
ず

ん
ば
あ
ら

ず
、
我
有
識
者
幸
に
挽
回
の
策
あ
る
こ
そ
切
望
に
堪
へ
ざ
る
也
。

（
『
音
楽
雑
誌
』
第
三
十
六
号
、
明
治
二
十
六
年
九
月
）

昔
榮
界
の

一
愛
動

古
人
日
＜
既
往
は
尤
め
ず
賂
来
を
戒
し
め
よ
と
賞
に
咸
言
で
す
聞
く
が
如
く

ん
ば
吾
東
京
＿
音
楽
學
校
は
勅
令
第
六
十
二
琥
を
以
て
高
等
師
範
學
校
附
燭
―
音
榮

學
校
と
し
て
高
等
師
範
學
校
に
附
隔
せ
ら
れ
た
り
と
こ
れ
近
来
昔
榮
界
の

一
愛

動
で
す
如
何
な
る
目
的
に
て
附
闊
校
と
な
し
た
る
や
其
趣
旨
は
探
知
す
る
に
由

な
し
と
雖
も
斯
の
如
く
確
定
し
た
る
今
日
と
な
り
て
は
亦
た
何
を
か
云
は
ん
唯

〔
マ
マ
〕

賂
来
に
向
て
一
言
を
述
ぶ
る
の
み
此
後
は
昔
學
科
も
高
等
師
範
學
校
の
一
専
門

科
と
し
て
同
校
生
徒
の
主
格
を
以
て
数
授
し
養
成
せ
し
む
る
に
於
て
は
従
前
の

東
京
昔
榮
學
校
に
て
養
成
せ
ら
れ
た
る
者
を
同
等
の
學
力
技
能
を
兼
備
せ
る
完

全
無
鋏
の
専
門
敦
師
を
得
る
や
難
き
に
非
ら
ざ
る
べ
し
然
る
以
上
は
卒
業
後
人

物
の
債
値
も
等
差
な
き
に
至
る
べ
し
彼
我
の
開
係
に
異
動
の
生
せ
さ
る
限
り
は

世
人
か
今
日
の
如
き
杞
憂
は
朝
露
の
如
く
に
至
ら
ん
か
、

（
『
一
音
楽
雑
誌
』
第
三
十
六
号
、
明
治
二
十
六
年
九
月
）

そ
れ
で
は
時
の
文
部
大
臣
井
上
毅
の
意
見
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
氏
は
東
京
音
楽

学
校
を
置
い
た
目
的
を
二

つ
挙
げ
る
。

―つ
は
唱
歌
教
育
、
も
う
―
つ
は
洋
楽
を
取

り
入
れ
国
楽
を
育
て
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
氏
は
唱
歌
教
育
の
必
要
は
認
め
る

が
、
も
う
一
っ
の
目
的
の
た
め
に
経
費
を
支
出
す
る
こ
と
は
適
当
で
は
な
い
と
し

て
、
同
校
を
高
等
師
範
学
校
附
属
と
す
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
と
い
う
見
解
を
示
し

み
き
く
こ
と
に
（
第
九
回
）

榮

天

子

そ
し
て
「
一音楽
界
の
二
変
動
」
と
題
す
る
記
事
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
措
置

が
と
ら
れ
る
以
上
は
、
東
京
音
楽
学
校
で
教
育
さ
れ
た
人
に
高
等
師
範
学
校
の
学
力

を
身
に
つ
け
さ
せ
、
「
完
全
無
峡
の
専
門
赦
師
」
と
し
、
卒
業
後
は
高
等
師
範
学
校

の
卒
業
生
と
同
等
の
待
遇
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
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井
上
文
相
の
一
音
榮
意
見

こ
の
ご
ろ

頃
日
大
日
本
教
育
記
者
が
同
大
臣
を
訪
ひ
東
京
＿
音
榮
學
校
を
以
て
高
等
師
範

學
校
の
附
闊
と
な
せ
し
事
に
つ
き
昔
榮
敦
育
の
前
途
を
縮
少
せ
し
め
し
者
に
あ

ら
ざ
る
な
き
か
を
非
難
す
る
も
の
あ
り
敢
て
問
ふ
閣
下
か
此
施
設
を
取
ら
れ
し

要
旨
如
何
と
大
臣
は
微
笑
し
つ
A

答
ふ

此
疑
問
に
答
ふ
る
に
先
だ
ち
て
先
一
言
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
は
我
國
今
日
の

昔
榮
敦
育
上
東
洋
＿
音
榮
と
西
洋
―
音
榮
と
か
何
れ
か
能
＜
我
れ
に
適
す
る
や
否

や
の
問
題
な
り
而
し
て
今
日
我
國
の
数
育
家
中
此
定
見
の
確
乎
た
る
者
少
し

現
に
我
が
宮
内
省
の
如
き
我
國
固
有
の
雅
榮
を
の
み
用
ひ
ら
れ
居
る
に
あ
ら

ず
や
然
る
に
従
来
の
東
京
＿音
榮
學
校
に
は
元
と
二
個
の
目
的
を
以
て
施
設
し

来
れ
り
一
は
唱
歌
敦
育
を
施
す
事
、
一
は
西
洋
―
音
榮
を
移
し
て
我
が
國
榮
と

な
す
こ
と
是
な
り
徳
性
の
涵
養
美
情
の
稜
育
上
唱
歌
敦
育
の
必
要
な
る
は
勿

論
の
こ
と
乍
ら
西
洋
昔
榮
を
移
し
て
図
榮
と
な
す
の
適
否
は
尚
ほ
末
定
の
問

題
な
る
上
は
余
は
此
未
定
問
題
の
施
設
に
向
ひ
て
良
し
其
の
金
額
の
左
ま
で

多
か
ら
ざ
る
も
の
あ
る
に
も
せ
よ
経
費
の
支
出
を
な
す
こ
と
を
欲
せ
ざ
る
な

り
已
に
同
校
に
於
て
西
洋
昔
榮
の
数
授
を
な
す
の
必
要
な
く
ん
ば
其
の
餘
の

目
的
乃
ち
唱
歌
赦
育
な
る
も
の
は
勿
論
普
通
教
育
の
一
部
に
し
て
之
を
高
等

師
範
學
校
に
附
腸
せ
し
む
る
こ
と
常
然
な
る
べ
し

（『音
楽
雑
誌
』
第
三
十
六
号
、
明
治
二
十
六
年
九
月
）

高
等
師
範
学
校
附
属
時
代
の
校
長
嘉
納
治
五
郎
の
音
楽
観
は
次
の
記
事
に
示
さ
れ

て
い
る
。

て
い
る
。

附
属
音
楽
校
主
事
上
原
六
四
郎
氏
の
報
告

嘗
校
は
明
治
二
十
六
年
六
月
二
十
九
日
勅
令
第
六
十
二
琥
の
結
果
に
依
り
同

年
九
月
十
一
日
よ
り
高
等
師
範
學
校
の
附
圏
學
校
と
為
り
て
稽
々
組
織
を
愛
せ

り
然
れ
と
も
其
事
業
は
概
ね
従
前
と
異
な
る
こ
と
な
し
而
し
て
昨
年
九
月
入
學

＜
 

嘉
納
治
五
郎
校
長
と
＿音
榮

嘉
納
氏
統
轄
の
高
等
師
範
學
校
の
下
に
は
附
隈
―
音
榮
學
校
な
る
も
の
あ
り
此

人
亦
敦
育
と
＿
音
架
と
の
閥
係
に
冷
か
な
る
能
は
す
。
氏
嘗
て
人
に
語
て
日
へ
ら

附
属
音
楽
學
校
、
國
風
昔
榮
講
習
所
、
日
本
雅
榮
協
會
等
の
人
々
を

一
堂
に

集
め、

最
も
勇
牡
な
る
も
の
最
も
悲
哀
な
る
も
の
、

最
も
優
美
な
る
も
の
、

こ
の
三
者
の
比
較
奏
榮
を
な
さ
し
め
、
後
ち
教
育
に
應
用
す
へ
き
昔
榮
の
大

方
針
を
決
定
し
て
は
如
何
、
と
。
氏
爾
後
そ
の
言
を
改
め
す
、
近
日
愈
之
を

賓
行
せ
ん
と
し
、
先
つ
昔
榮
學
校
職
員
に
向
て
そ
の
意
見
を
問
ふ
、
然
る
に

昔
榮
學
校
は
或
る
理
由
を
附
し
て
そ
の
拳
の
不
可
な
る
を
答
へ
し
と
云
ふ
、

所
謂
或
る
理
由
と
は
何
等
の
理
由
な
る
か
、
吾
僚
未
た
之
を

詳
に

せ
す
と

雖‘

一
音
楽
學
校
の
為
め
に
大
に
惜
ま
さ
る
へ
か
ら
す
。
昔
榮
學
校
は
西
洋
音

榮
の
奴
隷
に
あ
ら
さ
る
べ
く
、
亦
た
日
本
＿
音
榮
の
仇
敵
に
も
あ
ら
さ
る
べ

し
、
自
ら
信
す
る
虞
の
楽
を
奏
し
て
以
て
世
間
公
衆
に
問
ふ
、
是
れ
果
し
て

何
等
の
障
害
が
存
す
希
く
は
學
ふ
虞
に
僻
す
る
勿
れ
。

（『
敦
育
報
知
』
第
四一

三
号
、
明
治
二
十
七
年
三
月
）

附
属
と
な
っ
て
初
め
て
の
卒
業
式
で
主
事
上
原
六
四
郎
は
一
年
間
を
次
の
よ
う
に

報
告
し
て
い
る
。
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本
學
年
中
學
科
諸
規
則
等
の
菱
更
は
豫
科
生
入
學
の
試
業
課
目
を
改
正
し
て

稽
々
其
程
度
を
高
く
せ
る
と
新
に
小
學
唱
歌
講
習
科
と
云
ふ
一
科
を
設
け
た
る

と
に
在
り
従
来
豫
科
生
の
入
學
程
度
は
高
等
小
學
科
卒
業
以
上
の
學
力
あ
る
者

と
し
其
旨
と
す
る
所
は
入
學
試
業
を
容
易
に
し
成
る
へ
く
耳
官
指
手
の
柔
軟
に

し
て
教
化
し
易
き
弱
年
者
を
募
集
す
る
に
在
り
此
事
た
る
今
後
と
て
も
音
榮
の

熟
逹
を
期
す
る
に
は
必
要
な
る
事
柄
な
り
と
雖
も
賓
際
は
然
る
を
得
す
幼
弱
に

し
て
入
學
す
る
者
多
か
ら
す
男
子
に
於
て
殊
に
然
り
と
す
随
て
入
學
者
學
力
も

自
然
に
入
學
程
度
よ
り
高
き
現
状
な
り
加
之
一
昨
年
束
賓
施
せ
る
文
學
の
愛
更

に
依
り
て
在
學
生
徒
に
相
應
な
る
學
問
の
素
地
あ
る
を
要
す
る
の
み
な
ら
す
嘗

校
の
卒
業
生
は
概
ね
諸
學
校
の
教
職
に
従
事
す
る
か
故
に
其
品
位
上
よ
り
考
ふ

る
も
獨
り
音
榮
に
係
る
技
術
の
み
な
ら
す
少
し
く
教
育
あ
る
者
た
る
へ
き
は
論

を
埃
た
さ
る
な
り
是
れ
本
學
年
に
於
て
入
學
の
程
度
を
稽
々
高
く
せ
る
主
旨
に

し
て
末
る
九
月
よ
り
此
程
度
に
依
り
て
募
集
す
る
こ
と
A

せ
り
又
新
に
小
學
唱

五
名
な
り

を
許
可
せ
る
は
各
自
の
志
願
に
係
る
も
の
十
五
名
又
各
府
縣
顧
若
く
は
諸
學
校

の
特
選
に
係
る
者
七
名
合
計
二
十
二
名
に
し
て
賞
今
本
科
豫
科
其
他
の
生
徒
を

合
せ
て
穂
計
七
十
四
名
な
り
就
中
特
選
生
を
各
府
縣
に
募
る
の
主
意
た
る
や
目

今
は
尚
ほ
普
通
學
上
音
榮
の
良
教
員
鋏
乏
す
る
時
な
る
に
係
り
尋
常
師
範
學
校

中
學
校
の
卒
業
生
又
は
教
育
上
既
に
経
験
あ
る
者
を
入
學
せ
し
め
て
其
の
関
を

補
ふ
に
在
り
雨
三
年
間
の
経
験
に
係
る
に
頗
喜
ふ
る
へ
き
結
果
あ
る
か
如
き
故

に
末
る
九
月
も
亦
例
に
依
り
て
此
種
の
生
徒
を
も
募
集
す
る
こ
と
A

せ
り
本
年

は
師
範
部
に
卒
業
す
へ
き
者
な
く
し
て
本
日
卒
業
證
を
受
領
す
へ
き
者
は
皆
専

修
部
生
に
し
て
其
敷
六
名
な
り
内
「
ピ
ヤ
ノ
」
専
門
の
者
女
四
名
「
バ
イ
オ
リ

ン
」
専
門
の
者
二
名
内
一
名
男
生
な
り
豫
科
卒
業
生
は
十
八
人
内
男
十
三
名
女

歌
講
習
科
を
設
け
た
る
所
以
の
も
の
は
嘗
校
に
於
て
従
来
授
業
法
の
設
な
き
に

あ
ら
さ
れ
と
其
結
果
は
猶
ほ
望
む
所
あ
る
に
依
り
今
回
該
講
習
科
を
設
け
て
一

に
は
最
終
學
年
の
生
徒
を
し
て
賞
地
に
授
業
を
攘
任
せ
し
め
嘗
校
教
官
之
を
監

督
し
以
て
授
業
法
練
習
の
足
ら
さ
る
所
を
補
ひ
又
一
に
は
僅
々
一
箇
年
の
課
程

に
依
り
て
小
學
用
の
唱
歌
楽
器
の
練
習
及
音
榮
理
論
の
一
班
を
授
け
以
て
目
今

世
間
に
不
足
せ
る
小
學
校
唱
歌
科
に
適
嘗
な
る
教
員
を
養
成
す
る
に
在
り
尤
も

小
學
校
と
て
も
成
る
へ
く
唱
歌
科
専
科
の
教
員
を
採
用
す
る
を
望
む
と
雖
も
方

今
の
事
情
猶
ほ
許
さ
A

る
べ
く
且
つ
他
科
の
教
員
と
同
し
く
教
育
上
一
般
知
識

あ
る
を
要
す
る
を
以
て
該
科
に
入
學
す
へ
き
者
は
既
に
教
育
上
相
應
の
資
格
あ

る
者
即
ち
教
員
免
許
状
を
有
す
る
者
に
限
れ
り
是
れ
亦
来
る
九
月
よ
り
賓
施
す

る
見
込
を
以
て
既
に
其
募
集
に
着
手
せ
り
以
上
本
學
年
に
於
け
る
嘗
校
事
業
の

大
要
な
りこ

の
よ
う
に
、
附
属
と
な
っ
て
教
員
の
養
成
に
力
が
注
が
れ
る
は
ず
の
音
楽
学
校

で
あ
っ
た
が
、
そ
の
事
業
内
容
に
格
別
の
変
化
は
な
く
、
ま
た
偶
然
に
も
こ
の
年
は

師
範
部
の
卒
業
生
が
い
な
か
っ
た
。

次
に
二
十
九
年
七
月
十
一
日
の
卒
業
式
に
お
け
る
加
納
校
長
の
告
辞
と
牧
野
文
部

次
官
の
祝
文
を
挙
げ
る
。
ち
な
み
に
こ
の
年
の
卒
業
生
は
専
修
部
が
十
三
名
、
師
範

部
は
七
名
で
あ
っ
た
。

加
納
校
長
の
告
僻

本
日
を
卜
し
本
校
生
徒
卒
業
証
書
授
典
式
を
學
行
す
朝
野
の
紳
士
貴
女
各
位

の
貴
臨
を
辱
く
す
本
校
の
先
榮
何
ぞ
之
に
過
ぎ
ん

諸
子
は
幾
多
の
歳
月
本
校
に
在
り
て
刻
苦
悴
硼
能
く
生
徒
た
る
の
本
分
を
守

(
『
音
楽
雑
誌
』
第
四
十
六
号
、
明
治
二
十
七
年
七
月
）
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り
學
成
り
業
終
へ
て
本
日
此
光
榮
を
荷
ふ
に
至
れ
り
是
れ
固
よ
り
諸
子
が
平
素

勤
勉
事
に
従
ひ
し
と
本
校
教
授
講
師
の
薫
陶
其
宜
し
き
を
得
た
る
と
に
由
る
と

雖
抑
々
亦
昭
代
の
餘
澤
に
出
づ
る
も
の
な
れ
ば
諸
子
は
賂
来
努
力
し
て
之
が
報

奴
を
期
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
夫
れ
敦
化
を
宜
べ
風
俗
を
正
す
は
経
世
の
要
道
な
り

而
し
て
風
を
移
し
俗
を
易
ふ
る
は
榮
よ
り
善
き
は
な
し
諸
子
は
盆
々
學
駆
を
練

磨
し
我
國
―
音
楽
の
改
良
進
歩
を
計
り
以
て
数
化
を
助
け
風
俗
を
正
さ
ゞ
る
べ
か

ら
ず
諸
子
の
責
任
亦
賓
に
此
に
在
り

余
は
此
光
榮
あ
る
式
場
に
臨
み
諸
子
の
卒
業
を
祝
す
る
と
共
に
余
が
将
来
諸

子
に
望
む
所
を
述
ぶ
る
こ
と
此
の
如
し

牧
野
文
部
次
官
の
祝
文
朗
讀

昔
榮
は
文
明
社
會
の
一
要
素
に
し
て
以
て
人
心
を
融
和
す
べ
く
以
て
風
俗
を

敦
厚
に
す
べ

し一
音
楽
の
國
家
風
赦
に
閥
係
あ
る
頗
る
大
な
り
と
云
ふ
べ
し
然
れ

ど
も
徒
に
繊
桃
風
を
成
し
鄭
盤
俗
を
嵐
す
も
の
に
至
て
は
宜
し
く
憤
重
を
加
ヘ

ざ
る
べ
か
ら
ず
我
國
従
来
の
一
音
榮
は
靴
も
す
れ
ば
卑
猥
に
流
る
A

の
弊
あ
り
て

充
分
に
社
會
の
風
数
を
扶
持
す
る
に
足
ら
ず
而
し
て
泰
西
輸
入
の
一
音
榮
は
頗
る

聞
く
べ
き
も
の
あ
り
と
雖
末
だ
廣
く
世
間
の
嗜
好
を
喚
起
す
る
に
至
ら
ず
今
日

に
於
け
る
我
國
の
一
音
楽
は
尚
頗
る
改
良
の
餘
地
を
存
す
る
も
の
と
云
ふ
べ
し

諸
君
は
既
に
一
音
榮
に
開
す
る
學
理
と
技
術
と
を
研
修
し
て
今
や
社
會
に
立
た

ん
と
す
其
幸
榮
大
な
り
と
雖
其
責
任
も
亦
重
し
と
云
ふ
べ
し

宜
し
く
小
成
に
安
ん
せ
ず
盆
々
研
究
の
歩
を
進
め
西
榮
の
長
所
を
採
り
我
短

所
を
修
補
し
以
て
我
―
音
楽
の
大
成
を
期
す
る
は
諸
君
の
如
き
少
牡
有
為
の
＿
音
榮

家
の
手
腕
を
仮
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
諸
君
幸
に
自
重
し
て
其
責
任
の
あ
る
所
を
誤

ら
ず
ん
ば
世
道
人
心
を
扶
植
す
る
に
足
る
の
國
榮
を
成
す
に
至
る
こ
と
難
事
に

（『
＿音
楽
雑
誌
』
第
五
十
九
号
、
明
治
二
十
九
年
八
月
）

経
費
節
減
と
い
う
国
家
経
済
の
要
請
に
よ
り
、
音
楽
学
校
は
、
突
然
し
か
も
半
ば

む
り
や
り
に
高
等
師
範
学
校
附
属
と
い
う
枠
に
嵌
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ

る
が
、
そ
れ
は
も
と
も
と
音
楽
学
校
自
身
の
自
然
な
方
向
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、

し
た
が
っ
て
音
楽
学
校
の
実
情
に
合
う
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
実
際
、
附
属
時
代
の

音
楽
学
校
は
、
二
十
七
年
八
月
の
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
帰
国
以
後
、
教
育
関
係
を
中
心
に

内
容
の
充
実
を
図
り
最
大
限
の
努
力
を
続
け
て

い
た
。
し
か
し
規
模
が
縮
小
さ
れ
事

業
内
容
が
小
ぢ
ん
ま
り
と
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
く
な
か
で
、
そ
の
成
果
も
中
途
半

端
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
ま
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
な
ど
の
方
針
に
も
さ
し
た
る

変
化
は
な
か
っ
た
よ
う
で
、
そ
の
あ
た
り
も
非
難
の
対
象
と
な
っ
た
。

二
十
八
年
七
月
に
専
修
部
を
卒
業
し
、
の
ち
に
言
文
一
致
唱
歌
の
推
進
者
と
し
て

知
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
田
村
虎
蔵
の
文
章
は
、
当
時
の
混
迷
状
態
に
陥
っ
た
音
楽

学
校
と
、一

貫
性
を
欠
い
た
音
楽
教
育
の
実
態
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。

教
育
的
音
榮
學
校
と
榮
器
統
一
説

村

虎

蔵

故
井
上
大
臣
、

一
度
文
部
の
椅
子
を
占
め
ら
れ
し
や
、
俄
然
一
訓
令
の
下

に
、
我
が
東
京
昔
榮
さ
し
て
僅
に
餘
命
を
高
等
師
範
學
校
の
附
圏
に
繋
ぐ
に
至

ら
し
め
た
り
、
嘗
時
吾
人
は
共
に
其
の
措
置
を
悲
嘆
し
た
り
し
も
、
其
も
故
井

上
大
臣
は
、
嘗
時
の
教
育
卓
見
家
と
し
て
普
く
世
に
知
ら
れ
た
り
し
人
な
れ

ば
、
此

の
訓
令
を
下
し
た
る
、
素
よ
り
軽
々
の
断
案
に
あ
ら
ず
し
て
、
深
く
職

由
す
る
慮
あ
り
て
な
る
べ
し
と
、
吾
人
は
兎
に
角
に
敬
服
し
束
し
な
り
、

今
や
我
が
東
京
昔
榮
學
校
は
高
等
師
範
學
校
の
附
腸
校
と
な
り
、
絃
に
星
霜

を
重
ぬ
る
こ
と
四
、
五
、
尚
校
則
は
依
然
と
し
て
薔
の
如
く
（
小
學
唱
歌
講
習

非
ざ
る
べ
し
諸
君
夫
れ
栴
を
勉
め
よ

田
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科
を
加
へ
、
此
の
他
多
小
の
参
酌
あ
る
を
見
れ
ど
、
其
の
大
体
に
於
て
は
）
数

育
の
方
針
、
亦
従
ひ
て
さ
し
た
る
愛
働
あ
る
を
聞
か
す
、
吾
人
聯
か
怪
冴
に
堪

ヘ
ざ
る
者
あ
り
、
夫
れ
東
京
＿
音
榮
學
校
と
云
へ
ば
、
内
容
は
偕
て
措
き
、
外
観

上
既
に
一

箇
の
専
門
學
校
な
り
、
非
教
育
的
赦
授
を
施
す
べ
き
所
な
り
、
故
に

こ
れ
が
校
則
に
徴
す
る
も
、
其
の
生
徒
養
成
法
に
就
い
て
、
緊
要
な
る
も
の

は
、
専
修
部
、
師
範
部
の
二
部
に
し
て
、
前
者
は
専
門
の
＿
音
楽
家
を
作
る
を
目

的
と
し
、
年
限
を
四
個
年
と
し
、
後
者
は
昔
榮
教
師
養
成
を
目
的
と
し
て
其
の

年
限
を
三
個
年
と
な
す
、
而
し

て
又
前
者
は
技
術
に
重
を
置
き
後
者
は
赦
オ
に

重
を
置
き
、
尚
雨
者
共
に
卒
業
生
を
し
て
研
究
科
生
た
る
こ
と
を
得
せ
し
む
、

是
れ
特
志
者
に
向
ひ
て
盆
々
進
み
て
其
學
術
技
藝
を
練
磨
す
べ
き
餘
地
を
典
へ

た
る
な
り
、
此

の
如
き
は
蓋
し
専
門
學
校
の
特
性
に
し
て
理
の
常
さ
に
然
る
べ

き
所
な
り
然
り
而
し
て
高
等
師
範
學
校
の
附
蜀
と
云
へ
ば
既
に
一
箇
の
教
育
的

學
校
な
り
、
数
育
的
教
授
を
施
す
べ
き
所
な
り
、
吾
人
は
賓
に
斯
く
あ
る
べ
き

道
理
な
り
と
信
ず
る
も
の
な
り
、
世
人
或
は
日
は
ん
、
＿音
榮
學
校
を
し
て
高
等

師
範
の
附
属
校
と
な
し
た
る
は
、
雖
に
其
の
一

箇
人
の
費
用
を
節
減
し
た
る
の

み
に
て
、

其
の
内
部
に
於
て
は
些
の
愛
動
あ
る
な
り
と
、
予
思
ふ
に
縦
し
其
の

賓
其
の
内
部
に
於
て
愛
動
な
し
と
す
る
も
既
に
其
の
体
面
上
普
通
赦
育
の
淵
源

た
る
高
等
師
範
學
校
の
附
蜀
と
云
ふ
上
は
最
早
専
門
學
校
に
あ
ら
ざ
る
は
論
を

侯
た
ざ
る
な
り
、
然
る
を
況
ん
や
故
文
部
の
意
旨
も

こ
A

に
あ
り
き
と
云
ふ
を

や
、
果
し
て
然
ら
ば
従
末
の
音
楽
學
校
々
則
は
、
姦
に
大
革
新
を
加
へ
ざ
る
を

得
ず
、
数
育
の
方
針
亦
應
に
一
愛
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
若
し
否
ら
ず
し
て
従
来

の
儘
施
行
せ
ん
に
は
世
人
は
普
通
か
、
専
門
か
、
其
の
蹄
着
す
べ
所
に
惑
ひ
、

延
び
て
其
の
進
路
を
妨
碍
し
て
、
斯
道
稜
逹
の
櫃
機
を
誤
る
も
の
あ
ら
む
と

す、

言
ふ
心
は
畢
覚
、
地
方
＿
音
榮
数
授
者
を
待
て
る
我
が
國
情
は
、
豊
富
な
る

昔
榮
志
想
を
保
ち
健
全
な
る
技
術
を
得
た
る
＿
音
榮
教
育
者
な
り
と
信
ず
る
こ
と

な
り
吾
人
は
斯
る
誇
大
の
言
を
吐
き
、
奇
語
を
列
ね
て
公
上
を
罵
倒
せ
ん
と

す
る
も
の
に
あ
ら
ず
、
而
も
行
く
／
＼
は
悟
領
し
得
ん
、

過
去
素
よ
り
追
ふ
べ

か
ら
ず
、
既
住
亦
咎
む
可
か
ら
ず
と
雖
、
前
車
の
覆
る
様
を
見
て
、
後
車
の
戒

鑑
と
な
さ
む
が
た
め
、
賓
に
吾
人
の
賓
歴
に
徽
し
て
、
左
に
少
し
く
開
陳
す
る

所
あ
ら
む
と
す
、
最
も
従
来
―
音
榮
赦
師
養
成
法
の
不
充
分
に
し
て
即
ち
前
項
の

如
き
＿
音
楽
赦
育
者
の
少
な
き
が
為
め
、
我
が
國
教
育
界
上
に
敷
多
の
困
難
を
感

ぜ
し
め
て
、
甚
だ
し
き
は
某
地
方
の
如
き
＿
音
楽
の
不
必
要
を
ぞ
唱
へ
し
む
る
も

〔
マ
マ

〕

の
あ
る
に
至
ら
し
め
た
る
、
其
の
源
因
は
賓
に
種
々
あ
り
て
、
其
の
間
に
蝠
れ

る
事
情
も
亦
頗
る
錯
雑
な
り
と
雖
、
其
の
中
最
も
重
大
の
源
因
と
し
て
見
る
べ

き
一
は
、
地
方
教
授
上
採
用
せ
る
楽
器
の
統
一
せ
ざ
る
事
な
り
と
こ
A

に
導
火

綿
を
伏
設
し
置
か

ん

一
昨
乙
未
の
年
は
、
其
も
如
何
な
る
厄
年
な
り
し
か
、
天
吾
人
に
研
學
餘
裕

の
時
間
を
籍
さ
ず
、
忽
然
一
家
の
大
災
難
に
遭
遇
せ
し
め
、
空
し
く
東
天
を
怨

み
て
故
郷
に
は
蹄
ら
し
め
ぬ
、

一
寸
時
家
事
上
の
故
を
以
て
、
難
波
に
向
ひ
し

は
、
八
月
中
旬
な
り
け
り
、
始
め
は
二
三
週
日
餘
滞
在
の
豫
定
な
り
し
が
、
家

事
大
に
捗
取
り
、

僅
か
に
其
の
半
週
日
間
に
事
終
へ
に
け
れ
ば
日
頃
の
宿
念
油

然
と
し
て
起
り
、
こ
A

に
近
縣
―
音
楽
の
景
況
を
視
察
せ

ん
と
て
大
坂
、

兵
庫
は

言
ふ
も
更
な
り
、
幅
井
、
滋
賀
を
迂
回
し
て
、
蹄
路
香
川
、
岡
山
、

鳥
取
等
を

経
て
各
縣
の
師
範
學
校
及
び
小
學
校
を
訪
ひ
、
懐
か
し
き
わ
が
同
窓
の
友
に
、

或
は
其
の
嘗
路
者
に
會
し
て
、
斯
道
赦
育
の
如
何
に
就
き
、
或
間
或
答
、
交
々

至
り
き
、
喜
ぶ

べ
き
あ
り
、
悲
し
む
べ
き
あ
り
、
怨
む
べ
き
あ
り
、
驚
く
べ
き

あ
り
、
一

壁

一
笑
、
此
の
間
得
る
所
も
亦
彫
少
な
ら
ざ
り

し
な

り
、
而
し

て

0

0

0

 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

其
の
膀
頭
第
一
に
吾
人
の
注
意
を
惹
き
た
る
は
＿
音
楽
科
程
度
の
差
異
に
ぞ
あ
り
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某
氏
日
は
く
、
教
育
上
に
採
用
す
べ
き
榮
器
は
、
風
琴
、
洋
琴
、
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
の
中
、
何
れ
を
か
良
し
と
な
す
べ
き
、
又
こ
れ
等
の
統
一
は
な
き
か

と
、
余
答
へ
て
日
は
く
、
右
三
種
の
楽
器
は
共
に
数
育
上
に
採
用
せ
ら
れ
た

る
榮
器
に
し
て
、
何
れ
を
良
し
と
も
わ
き
難
き
な
り
、
即
ち
各
々
其
の
器
に

巧
な
る
人
は
何
に
て
も
然
る
べ
し
と
思
惟
せ
り
、
又
榮
器
統
一
の
事
別
に
確

た
る
規
定
あ
ら
ず
と
、
某
氏
日
は
く
、
さ
れ
ど
も
此

の
各
器
を
比
較
し
て
、

其
の
利
害
を
講
究
し
、
之
れ
を
一
定
す
る
能
は
ざ
る
か
と
、
余
日
は
く
、
然

り
、
各
器
何
れ
も
其
の
利
害
な
か
ら
ず
や
は
、
但
し
我
が
國
赦
育
上
、
経
清

上
、
普
及
を
望
む
黙
よ
り
云
は
ば
余
は
風
琴
を
以
て
最
も
教
育
上
に
適
嘗
な

る
者
な
り
と
思
ふ
と
、
某
氏
日
は
く
、
此
の
事
に
就
い
て
は
我
が
縣
下
教
育

上
、
大
に
困
難
を
末
せ
し
事
あ
り
、
今
其
の
一
例
を
畢
ぐ
れ
ば
、
握
に
奉
職

せ
し
某
氏
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
奏
者
な
り
し
が
、
数
育
上
の
楽
器
は
、
該
品
最

を
左
に
掲
げ
ん

け
る
、
等
し
く
一
校
必
須
の
一
科
目
と
し
て
こ
れ
を
課
し
な
か
ら
或
縣
に
於
て

は
凰
音
唱
歌
す
ら
完
全
に
謡
ひ
得
ざ
る
あ
り
、
又
某
地
方
に
於
て
は
爽
快
な
る

進
行
曲
を
奏
し
得
る
生
徒
あ
る
に
、
其
地
方
に
於
て
は
、
文
部
省
編
纂
の
輩
昔

唱
歌
曲
さ
へ
末
だ
し
き
あ
り
、
如
斯
不
調
不
整
理
な
る
學
科
、
復
た
他
に
於
て

是
れ
を
見
る
を
得
べ
し
や
は
こ
れ
蓋
し
一
大
因
由
な
か
る
可
か
ら
ざ
る
な
り
、」

抑
も
昔
榮
科
は
新
設
賓
施
以
来
、
日
尚
ほ
浅
き
も
の
と
て
、
各
府
縣
の
之
れ

を
課
し
た
る
時
日
に
も
大
に
遅
速
あ
ら
む
、
又
耳
新
し
き
西
洋
榮
の
地
方
人
種

の
感
情
に
適
應
せ
る
と
否
と
に
よ
り
て
、
多
小
の
進
不
進
も
あ
ら
む
、
然
れ
ど

も
之
れ
等
は
只
一
の
小
妨
碍
に
て
、
其
の
重
な
る
原
因
は
誠
に
斯
道
教
育
者
の

技
個
何
如
に
よ
り
し
な
る
可
し
、
若
し
切
言
せ
ば
其
の
各
自
修
得
榮
器
の
統
一

せ
ざ
り
し
に
蹄
せ
ず
ん
ば
あ
ら
ず
、
今
試
に
某
縣
嘗
路
者
と
の
問
答
中
の
一
節

も
適
嘗
な
り
と
賞
揚
し
て
、
生
徒
に
は
一
般
に
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
練
習
せ
し

め
た
れ
ば
縣
下
到
る
虞
の
小
學
校
に
も
、
皆
僅
々
の
校
費
を
割
き
以
て
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
を
購
求
し
た
り
、
然
る
に
一
朝
某
氏
去
り
て
他
の
新
赦
師
を
迎
ふ

る
や
、
氏
は
風
琴
奏
者
と
見
え
、
大
に
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
駁
撃
ち
、
教
育
上

の
楽
器
は
、
風
琴
に
若
く
は
な
し
と
、
頻
り
に
縣
下
に
吹
聴
し
た
り
、
楽
に

疎
き
吾
が
輩
、
こ
A

に
迷
路
に
立
ち
し
の
み
な
ら
ず
、
縣
下
各
小
學
校
に
於

て
も
、
大
に
疑
を
抱
き
、
何
れ
か
是
、
何
れ
か
非
な
る
を
辮
知
し
難
く
、
数

師
の
交
代
に
連
れ
て
使
用
の
榮
器
迄
を
愛
更
し
、
一
旦
僅
々
の
校
費
を
割
き

て
買
入
れ
し
を
ば
今
は
無
用
の
麿
物
と
な
り
、
復
た
新
た
に
風
琴
を
購
入
せ

さ
る
を
得
ぬ
状
態
に
陥
り
、
為
め
に
我
が
縣
下
教
育
上
、
一
大
妨
碍
を
生
し

た
り
き
、
故
に
敢
て
一
問
せ
し
な
り
と
、
余
貼
然
答
へ
む
に
辮
な
く
、
嗚
呼

さ
も
あ
り
に
し
か
、
其
は
嘩
困
却
を
感
せ
ら
れ
し
な
ら
む
云
々
と

右
の
問
答
を
讀
ま
む
人
、
誰
が
其
の
不
都
合
に
驚
か
ざ
ら
む
、
誰
か
其
の
不

届
者
な
る
に
嘆
息
せ
ざ
ら
む
、
然
り
と
雖
も
、
深
く
既
往
＿
音
榮
教
育
の
状
態
を

懐
顧
し、

其
の
裏
面
の
事
情
を
観
察
す
れ
ば
、
此
の
如
き
事
あ
ら
ば
、
理
の
嘗

さ
に
然
る
べ
き
所
に
し
て
、
決
し
て
怪
し
む
に
足
ら
ず
、
寧
ろ
憫
然
の
至
な
り

と
謂
ふ
べ
き
な
り
、
原
此
の
科
は
新
設
の
も
の
と
て
、
其
の
嘗
時
教
師
に
乏
し

く
、
一
時
に
多
敷
の
需
要
あ
り
て
、
充
分
之
れ
が
供
給
に
應
ず
る
能
は
ざ
り
し

か
ば
、
各
榮
器
専
門
の
士
女
、
相
嘗
の
待
遇
を
得
て
、
職
を
師
範
、
中
學
等
に

〔
マ
マ
〕

奉
ぜ
し
よ
り
、
風
琴
を
脩
め
し
む
る
も
の
は
、
ヴ
ワ
イ
オ
リ
ン
の
運
用
を
知
ら

ず
、
洋
琴
を
習
ひ
た
る
も
の
、
又
風
琴
を
奏
し
得
ざ
れ
は
、
位
置
上
、
信
用

上
、
止
む
な
く
自
己
修
得
の
楽
器
を
賞
揚
し
、
末
だ
修
得
せ
ざ
る
榮
器
は
之
れ

を
排
斥
し
、
遂
に
前
問
答
の
如
き
不
都
合
の
結
果
を
来
し
た
る
な
る
べ
し
、
さ

れ
ば
是
れ
等
の
地
方
に
て
は
斯
道
の
稜
逹
斯
上
な
か
ら
ぬ
障
碍
を
蒙
り
た
る
に
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て
其
の
嘗
路
者
の
如
き
は
、
新
斯
教
授
上
の
困
難
は
斯
程
迄
に
あ
る
べ
き
か
、

は
た
之
れ
を
小
學
校
に
用
ゐ
て
果
し
て
効
果
あ
り
や
否
や
と
迄
質
問
せ
ら
れ
た

る
も
の
あ
り
き
、

（

以

下

次
琥
）

（
承
前
）

畢
党
ず
る
に
、
地
方
教
育
上
＿
音
楽
の
位
置
は
、
各
學
科
の
下
位
に
立
ち
、
恰

も
嘗
局
者
を
し
て
持
て
餘
し
も
の
A

如
き
感
あ
ら
し
め
た
る
は
事
賓
に
し
て
、

従
ひ
て
其
の
意
外
に
も
顎
逹
し
居
ら
ざ
る
事
は
、
各
地
方
に
奉
職
の
學
友
諸
君

〔
マ
マ

〕

が
、
時
々
其
の
機
開
雑
誌
上
に
報
導
せ
ら
れ
し
事
賓
に
徴
し
て
も
明
白
な
り
、

是
れ
等
の
事
賓
に
鑑
み
、
是
れ
等
の
情
賓
を
目
撃
し
た
る
吾
人
を
し
て
、
我
が

國
情
は
賓
に
左
の
敷
語
を
世
に
紹
介
せ
し
め
た
る
な
り
、
讀
者
幸
に
座
上
の
空

論
と
同
一
視
す
る
も
の
を
許
す
勿
れ
、

従
来
の
音
榮
學
校
々
則
を
改
正
し
て
、
専
修
部
、
師
範
部
の
名
義
を
廃
し、

以
て
同
一
名
義
の
下
に
、
年
限
を
豫
科
本
科
併
せ
て
四
個
年
以
上
に
定
め
、

（
註
此
の
年
限
に
就
き
て
は
別
に
意
見
あ
れ
ど
、
其
は

こ
A

に
要
な
け
れ
は

省
く
）
専
ら
赦
育
的
敦
授
を
施
し
、
而
し
て
数
育
上
使
用
の
楽
器
は
之
れ
を

統
一
せ
ら
れ
て
（
註
其
の
風
琴
に
統
一
す
べ
き
こ
と
は
次
に
述
べ
た
り
）
他

は
副
と
し
課
し
て
只
其
の
運
用
法
と
使
用
法
と
に
止
め
、
斯
く
て
所
謂
完
全

な
る
音
榮
教
育
者
を
養
成
せ
ら
れ
た
き
事
（
註
但
し
時
に
己
人
の
特
性
に
従

ひ
て
参
酌
す
べ
き
特
例
は
之
れ
を
次
に
述
べ
た
り
）

と
、
こ
れ
賓
に
吾
人
満
腔
の
熱
血
を
戦
い
で
、

賢
明
な
る
嘗
局
者
諸
公
に
切
望

し
て
止
ま
ざ
る
所
の
も
の
な
り
、
蓋
し
之
れ
我
が
國
家
が
要
求
す
る
自
今
の

一

大
急
務
に
し
て
、
而
も
重
大
の
問
題
た
る
べ
し
と
確
信
せ
る
も
の
な
り
、
余
在

京
中
、
某
嘗
局
者
は
嘗
て
師
範
部
専
修
部
の
直
別
を
全
麿
せ
ん
と
す
る
意
見
を

披
陳
せ
ら
れ
し
事
あ
り
き
と
覺
ゆ
る
に
、
未
だ
其
の
賓
行
を
見

る
能
は
ざ
る

は
、
吾
人
大
に
遺
憾
と
な
す
所
な
り
、
嘗
局
者
に
は
此
の
際

一
大
鋭
断
を

以

て
其
の
こ
A

に
出
で
ら
れ
ん
事
を
重
々
謹
み
て
懇
望
せ
ん
と
欲
す
る
も
の
な

り
元
来
榮
器
統
一
の
事
は
、
文
部
省
令
に
於
て
明
か
に
指
定
す
る
所
も
な
く
、

加
ふ
る
に
前
陳
昔
榮
者
の
弊
害
を
以
て
し
た
れ
ば
、
地
方
赦
育
上
大
に
其
の
痰

逹
を
害
し
、
常
路
者
亦
五
里
霧
中
に
初
径
せ
る
も
あ
れ
ば
、
是
れ
目
下
の
最
も

緊
要
な
る
事
な
り
と
信
ず
、
然
ら
ば
即
ち
従
来
教
育
上
に
採
用
し
末
り
し
三
個

の
楽
器
（
琴
風
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
洋
琴
）
中
何
れ
に
之
れ
を
一
定
せ
し
む
べ

き
か
、
洋
琴
か
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
か
は
た
風
琴
か
、
蓋
し
是
れ
等
三
個
の
楽
器
、

皆
共
に
数
育
的
好
良
な
る
榮
器
た
る
べ
し
と
雖
、
又
此

の
間
登
に
多
少
の
得
失

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

な
か
ら
む
や
、
吾
人
は
今
我
が
國
生
活
の
程
度
に
鑑
み
、
榮
師
養
成
の
難
易
に

0

0

0

 

0

0

0

 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

基
き
、
専
ら
普
及
を
望
み
得
る
方
面
よ
り
し
て
、
下
に
之
れ
を
論
断
す
る
あ
ら

、
、
、

む
と
す
、
且
つ
其
れ
尋
常
師
範
學
校
は
、
地
方
普
通
教
育
の
淵
源
に
し
て
、
小

學
数
育
を
掌
る
者
な
れ
ば
、
師
範
校
生
徒
を
敦
養
せ
ん
に
は
、
ま
づ
小
學
校
の

事
を
念
頭
に
置
か
ざ
る
可
か
ら
ず
、
而
し
て
師
範
校
と
小
學
校
と
は
、
経
清
の

大
小
に
於
て
非
常
の
径
庭
あ
れ
ば
、
師
範
校
に
於
て
購
入
し
得
べ
き
榮
器
も
、

必
ず
し
も
小
學
校
に
要
め
得
べ
き
に
あ
ら
ず
、
又
師
範
校
生
と
小
學
校
生
と
は

其
の
年
齢
に
於
て
大
に
差
異
あ
れ
ば
、
師
範
生
に
忽
ち
侮
習
し
得
る
も
、
必
ず

し
も
亦
小
學
校
生
徒
に
博
習
し
得
べ
き
に
非
ず
、
是
れ
等
諸
般
の
黙
よ
り
爾
来

数
育
に
採
用
せ
ら
れ
た
る
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
洋
琴
、
風
琴
の
三
器
を
比
較
し
、

以
て
こ
の
統
一

説
を
結
は
む
と
す
（
以
下
次
琥
）

記
者
日
は
く
、
人
各
持
論
の
あ
る
あ
り
、
而
し
て
必
ず
し
も
同
じ
か
ら
ず
、

亦
必
す
し
も
正
な
ら
ず
、
只
其
の
介
抱
す
る
所
を
稜
表
し
、
彼
是
酎
照
研
磨

し
て
始
め
て
世
の
輿
論
こ
そ
は
作
ら
る
A

も
の
な
れ
、
本
論
の
如
き
も
記
者
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固
よ
り
別
に
所
論
な
き
に
あ
ら
ず
、
今
は
只
同
氏
の
説
け
る
が
ま
A

に
任
じ

ぬ、

讀
者
幸
に
之
れ
を
諒
せ
よ
、

（『
お
む
か
く
』
第
七
十
一

号
、
明
治
三
十
年
七
月
、
同
第
七
十
二
号
、
明
治
三
十
年
八月）

（な
お
こ
の
文
は
結
局
こ
こ
で
終
っ
て
い
る
。
）

ま
た
存
廃
論
争
の
と
こ
ろ
で
す
で
に
登
場
し
た
外
山
博
士
は
、
音
楽
学
校
に
つ
い

て
「
ア
レ
ハ
速
に
獨
立
さ
せ
て
充
分
金
も
典
へ
是
非
数
師
を
欧
洲
か
ら
迎
へ
て
、

澤

山
の
技
術
家
を
養
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
再
独
立
を
訴
え
て
い
る
。

外
山
博
士
＿
音
榮
談

音
榮
學
校
の
衰
微
は
、
争
ふ
可
ら
ざ
る
事
賓
で
あ
る
、

＿
音
楽
取
調
掛
以
来
段

々
金
も
遣
ひ
、
色
々
骨
も
折
っ
た
揚
句、

是
迄
の
方
針
を
替

へ
て
俄
に
附
屡
學

校
に
改
め
て
仕
舞

っ
た
の
は
、

賓
に
惜
む
可
き
こ
と
だ
と
考
へ
る
、
営
路
者
は

ド
ー
思
っ
て
居
る
か
知
ら
ぬ
け
れ
ど
、
ア
レ
ハ
速
に
猫
立
さ
せ
て
充
分
金
も
典

ヘ
是
非
教
師
を
欧
洲
か
ら
迎
へ
て
、

澤
山
の
技
術
家
を
養
成
し
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
、
今
日
の
生
徒
は
往
時
に
較
べ
た
な
ら
、
屹
度
成
蹟
が
悪
か
ら
う
と
思
ふ
、

何
時
迄
も
同
し
人
計
り
が
呼
物
に
な
つ
て
居
る
や
う
で
は
困
る
、
以
前
は
有
力

な
熱
心
家
を
頭
に
戴
い
て
居
つ
た
か
ら
、

學
校
の
仕
事
が
ド
シ
／
＼
歩
を
進
め

た
け
れ
ど
、
今
日
は
其
人
が
居
ら
な
い
か
ら
辿
も
装
逹
の
仕
様
が
な
い
の
で
あ

る、
吾
輩
は
日
本
榮
と
西
洋
榮
と
優
劣
何
れ
か
と
い
ふ
問
題
に
到
し
て
は
、
和
架

よ
り
も
洋
榮
は
優

つ
て
居
る
と
断
言
す
る
、
其
理
由
は
説
明
を
要
せ
ぬ
と
思

ふ
、
洋
榮
は
将
来
は
大
に
流
行
す
る
に
至
る
で
あ
ろ
う
、
然
し
其
れ
迄
に
餘
程

の
年
所
を
費
す
の
は
必
然
で
、
是
は
止
む
を
得
な
い
次
第
で
あ
る
、
去
り
と
て

吾
輩
は
決
し
て
和
榮
を
軽
ん
ず
る
者
で
な
い
、

義
太
夫
如
き
者
す
ら
世
間
で
は

大
愛
ケ
ナ
ス
者
も
あ
る
け
れ
ど
捨
て
た
も
の
で
は
な
い
、
餘
程
―
音
榮
と
し
て
債

値
が
あ
る
と
考
へ
る
、
歌
の
文
句
が
卑
猥
だ
と
か
、
淫
靡
だ
と
か
咎
め
る
者
も

あ
る
が
、
成
程
同
感
だ
け
れ
ど
餘
り
障
り
に
は
な
ら
ぬ
と
思
ふ
、
百
人
一

首
の

「
む
べ
嵐
」
を
む
べ
山
の
風
と
解
し
て
居
る
者
が
多
い
や
う
に
、
歌
ふ
者
も
聴

く
者
も
共
に
其
意
義
を
知
ら
ず
、
不
都
合
な
句
に
も
別
段
心
付
い
て
居
ら
な
い

の
で
あ
る
、
然
し
無
論
歌
詞
を
改
良
す
る
必
要
が
な
い
と
い
ふ
の
で
は
な
い
、

只
歌
句
云
々
を
口
賓
と
し
て
軽
断
す
る
の
は
悪
る
い
と
思
ふ
の
で
あ
る
、

日
本
は
衰
宇
の
美
術
図
と
し
て
自
分
も
誇
り
、
外
國
人
も
褒
め
て
居
る
が
、

昔
榮
に
就
て
は
奄
も
見
る
に
足
る
べ
き
も
の
が
な
い
と
思
っ
て
居
る
者
も
あ
る

が
、
是
は
大
間
違
ひ
の
議
論
で
あ
る
、
鎗
甕
と
か
彫
刻
と
か
の
美
術
も
外
國
人

が
近
年
頻
に
賞
賛
し
た
の
で
始
め
て
自
分
も
氣
が
付
い
て
、

s
e
l
f
,
c
o
n
f
i
d
e
n
c
e

を
起
し
た
の
で
あ
る
、
日
本
は
＿
音
榮
國
と
し
て
も
即
ち
縮
壷
彫
刻
等
と
＿
音
楽
と

を
併
せ
て
廣
義
に
い
ふ
、
美
術
國
と
し
て
泰
西
諸
國
と
比
し
敢
て
遜
色
が
な
い
、

現
に
多
年
我
國
に
居
つ
て
能
＜
國
情
を
知
り
和
榮
を
味
は
っ
た
者
は
皆
日
本
榮

の
特
色
を
稲
揚
し
て
居
る
、
和
榮
が
洋
榮
と
性
質
を
異
に
す
る
か
ら
と
い
ふ
貼

で、

直
ぐ
に
和
榮
は
到
底
洋
榮
の
足
許
に
も
追
附
か
ぬ
と
速
断
す
る
輩
は
、
我

美
術
が
欧
洲
美
術
と
種
々
の
貼
で
違
っ
て
居
る
に
拘
は
ら
ず
、
彼
と
匹
敵
し
て

優
劣
を
争
つ
て
居
る
事
を
知
ら
な
い
の
で
あ
る
、
演
劇
の
大
薩
摩
な
ん
か
中
々

イ
ヽ
で
は
な
い
か
、
文
科
大
學
の
英
文
學
講
師
小
泉
八
雲
氏
（
蹄
化
英
人
ヘ
ル

ン
氏
）
は
非
常
な
観
察
家
で
、
日
本
の
事
情
を
述
べ
た
著
述
も
随
分
あ
る
人
だ

が、

普
女
の
門
附
は
特
絶
の
妙
味
が
あ
る
と
賛
評
し
て
居
る
、

又
日
本
人
は
一
音
楽
思
想
に
乏
し
い
と
い
ふ
者
が
多
い
け
れ
ど
、
必
ず
し
も
さ

う
で
は
あ
る
ま
い
と
思
ふ
、
一
罷
日
本
人
は
花
を
愛
す
る
と
か
月
を
賞
す
る
と

か
、
世
界
中
に
自
然
の
美
を
日
本
人
程
好
く
者
は
他
に
其
類
が
な
い
、
日
本
人
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予
も
亦
、
現
今
の
＿
音
榮
事
業
に
劉
し
て
幾
多
の
希
望
を
懐
抱
す
る
の
一
人
な

る
が
、
別
け
て
其
の
数
育
に
開
す
る
方
面
に
就
て
最
も
切
賓
の
感
を
有
す
。
予

は
、
敢
て
姦
に
提
掲
せ
る
題
目
を
以
て
予
の
希
望
の
最
大
至
要
な
る
も
の
と
為

す
に
非
さ
れ
と
も
、
目
下
の
情
況
に
於
て
之
を
一
言
す
る
の
必
す
し
も
無
用
た

ら
さ
る
を
信
す
。

予
は
、
断
言
せ
ん
我
音
榮
事
業
目
下
の
櫃
要
は
、
猶
ほ
敦
育
の
方
面
に
存
せ

り
、
否
、
存
せ
し
め
さ
る
可
か
ら
す
と
。
無
論
政
府
の
方
針
も
然
り
又
、
輿
論

の
磐
も
然
り
或
は
技
術
熱
心
家
の
中
に
は
、
反
封
の
見
解
を
為
す
人
勘
か
ら
さ

る
へ
し
と
雖
も
、
願
く
は
、
目
下
の
二
字
に
重
き
を
典
へ
て
暫
時
予
の
舞
豪
た

ら
し
め
よ
。

學
校
＿
音
楽
に
開
す
る
調
査
會
の
設
立
を
望
む

£ヽ

月lj

幸

作

（
『
お
む
か
く
』
第
七
十
四
号
、
明
治
三
十
年
十
一
月
）

が
元
来
斯
く
の
如
く
高
尚
な
風
流
心
を
有
つ
て
居
る
の
は
、
萬
國
に
封
し
て
大

に
誇
る
可
き
事
だ
と
信
ず
る
、
候
令
今
日
一
層
高
雅
簗
妙
な
洋
楽
が
行
は
れ
て

居
ら
ぬ
か
ら
と
い

つ
て
、
軽
々
し
く
一
概
に
日
本
人
は
一
音
榮
を
翫
賞
す
る
心
に

乏
し
い
と
断
言
し
去
る
の
は
不
都
合
で
あ
る
、
吾
輩
は
日
本
人
は
昔
榮
を
愛
好

す
る
念
に
富
ん
で
居
る
と
認
め
る
の
で
あ
る
、

初
等
教
育
に
お
け
る
唱
歌
教
授
を
は
じ
め
と
す
る
学
校
音
楽
の
低
迷
を
指
摘
し
、

教
師
の
方
針
や
教
材
が
徹
底
し
て
い
な
い
点
を
非
難
す
る
文
も
現
れ
た
。
そ
し
て
こ

の
著
者
は
、
音
楽
学
校
に
対
し
て
も
「
彼
れ
―
音
楽
學
校
は
學
校
＿
音
楽
の
上
に
一
定
の

方
針
を
有
す
る
敦
育
行
政
府
の
下
に
立
つ
も
の
に
非
す
や
」
と
し
て
教
育
界
へ
の
責

任
を
促
し
て
い
る
。

今
夫
れ
學
校
昔
榮
の
賓
況
を
観
ん
と
欲
せ
は
、
先
づ
眼
眸
を
初
等
教
育
界
に

注
く
を
要
す
。
其
範
園
よ
り
言
ふ
も
其
効
果
よ
り
も
見
る
も
、
小
學
校
に
於
け

る
唱
歌
教
授
を
指
し
て
之
を
學
校
昔
榮
の
主
髄
な
り
と
す
る
の
敢
て
過
嘗
に
非

さ
れ
は
な
り
。

小
學
唱
歌
教
授
の
状
況
果
し
て
如
何
。
予
を
し
て
忌
憚
な
く
言
は
し
め
は
、

多
く
は
是
れ
技
術
家
の
唱
歌
赦
授
た
り
。
教
育
者
の
唱
歌
赦
授
に
至
り
て
は
、

殆
ん
と
観
る
を
得
ず
。
若
し
人
あ
り
何
を
以
て
か
此
酷
僻
を
為
す
や
と
問
は
ゞ

予
は
、
枚
拳
の
煩
に
堪
へ
さ
る
鋏
貼
を
逐
示
す
る
の
愚
を
學
は
ん
よ
り
も
寧
ろ

賓
際
に
一
顧
せ
ん
こ
と
を
促
す
こ
そ
却
つ
て
正
鵠
の
答
を
典
ふ
へ
し
と
信
す
。

技
術
家
の
唱
歌
敦
授
た
り
。
而
も
教
育
者
唱
歌
教
授
た
ら
さ
る
の
源
因
は
、

之
を
種
々
の
事
情
に
於
て
求
め
得
へ

し
と
雖
も
、
教
材
の
撰
捧
其
営
を
得
ざ
る

事
。
教
授
の
方
法
其
規
を
具
へ
ざ
る
事
。
教
師
の
識
見
其
任
に
偕
は
ざ
る
事
。

こ
れ
予
が
最
近
最
大
な
る
源
因
と
し
て
指
摘
す
る
を
憚
ら
ざ
る
所
。
彼
の
或

は
、
兒
童
に
耳
官
敦
養
の
素
な
き
を
謂
ひ
、
或
は
其
俗
榮
的
嗜
好
を
更
め
し
む

る
の
難
き
を
説
き
、
若
く
は
世
間
か
唱
歌
其
物
数
師
其
人
に
重
き
を
置
か
ざ
る

の
不
理
を
畢
げ
て
以
て
免
責
の
僻
柄
と
為
さ
ん
と
す
る
が
如
き
は
、
抑
も
末
な

り
数
授
材
料
の
撰
捧
は
、
賓
に
敦
科
の
目
的
を
逹
す
る
と
否
と
に
閥
す
る
も

の
、
而
も
一

度
賓
際
に
顧
れ
ば
殆
ん
ど
混
沌
の
状
態
に
在
り
と
や
言
は
ん
。
勿

論
我
図
榮
は
、
賂
来
果
し
て
如
何
な
る
榮
風
に
於
て
大
成
す
べ
き
乎
。
一
般
の

俗
榮
的
嗜
好
は
、
今
後
如
何
な
る
方
向
を
取
り
て
消
長
す
べ
き
乎
゜
奮
榮
想
よ

り
新
榮
想
に
遷
る
の
難
開
は
、
何
等
の
滑
車
を
用
ふ
べ
き
乎
。
此
等
の
問
題
に

付
て
世
間
未
だ
有
力
な
る
意
見
の
登
表
を
聞
か
ざ
る
今
日
、
唱
歌
科
の
目
的
さ

て
は
、
他
教
科
と
の
開
係
に
付
て
す
ら
一
個
の
定
見
も
な
き
唱
歌
教
師
輩
が
其
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教
材
を
撰
揮
す
る
方
針
の
十
人
十
色
な
る
は
、
云
ふ
ま
で
も
な
く
甚
し
き
は
、

自
己

一
人
の
方
針
さ
へ
定
ま
ら
ず
し
て
唯
、
手
の
鯛
る
A

に
委
す
る
が
如
き
弊

あ
る
は
、
決
し
て
認
る
に
足
ら
ざ
る
な
り
。

教
授
法
の
具
備
せ
ざ
る
事
は
、
今
日
の
唱
歌
教
授
が
如
何
な
る
状
態
を
以
て

姦
に
推
移
し
来
れ
る
か
を
回
顧
せ
ば
、
自
ら
明
白
な
ら
ん
。
嘗
て
昔
榮
其
物
に

伴
商
し
て
赦
育
界
に
入
り
た
る
嘗
年
の
翻
朦
的
赦
授
法
が
爾
来
何
等
の
研
究
を

蒙
り
何
等
の
新
案
を
加
へ
ら
れ
た
る
の
形
蹟
あ
る
か
。
却
て
覺
ゆ
韓
顛
十
敷
年

の
間
、
其
形
式
は
殆
ん
ど
趣
旨
を
失
へ
る
ま
て
に
破
壊
せ
ら
れ
、
其
数
理
の
幾

分
は
夙
＜
既
に
陳
腐
に
蹄
せ
る
も
の
あ
る
を
。

而
し
て
今
や
継
に
其
残
骸
に
被

ら
す
に
思
ひ
々
々
の
瑕
装
を
以
て
し
て
紅
緑
黄
白
こ
き
ま
せ
た
る
様
は
、
賓
に

一
種
の
奇
観
と
や
云
は
ん
。

教
師
の
識
見
其
任
に
偕
は
す
と
は
何
の
謂
ぞ
彼
等
の
性
行
に
付
て
は
、
世
間

既
に
叱
咤
の
盤
あ
り
、
彼
等
の
技
能
に
於
て
も
亦
往
々
末
熟
の
嘆
な
き
に
非
す

と
雖
も
、
殊
に
其
識
る
こ
と
薄
く
、
見
る
と
こ
ろ
卑
き
に
至
り
て
は
、
之
を
赦

育
の
任
に
偕
は
ず
と
言
ふ
も
何
の
不
可
か
あ
ら
ん
。
彼
等
の
學
に
乏
し
く
、
理

に
闇
き
は
、
自
他
共
に
之
を
謂
ふ
。
而
か
も
彼
等
に
恥
ぢ
た
る
色
な
く
世
間
に

怪
む
の
盤
な
し
。
日
＜
我
等
は
、
技
駆
を
以
て
立
つ
者
、
何
ぞ
學
理
を
講
ず
る

の
逢
あ
ら
ん
と
。
日
＜
彼
等
は
技
藝
を
以
て
立
つ
人
。
共
に
學
理
を
語
る
べ

き

に
非
ず
と
。
技
藝
に
専
な
る
者
の
學
識
に
迂
な
る
。
或
は
、
古
束
自
然
の
敷
な

る
べ
し
。
然
か
も
教
育
に
常
る
の
人
に
し
て
、
数
理
に
闇
き
誰
れ
か
之
を
も
自

然
の
敷
な
り
と
言
は
ん
。
教
壇
に
立
つ
者
は
、
教
育
者
た
る
べ

し
。
此
間
一
個

の
學
者
を
も
聾
師
を
も
昔
榮
家
を
も
認
む
へ
か
ら
す
。
況
し
て
初
等
教
育
の
如

き
に
在
り
て
は
、
肌
一
の
数
鞭
能
く
各
数
科
を
貫
通
す
る
に
等
し
き
結
果
を
望

む
か
故
に
、
唱
歌
数
師
の
如
き
特
種
の
地
位
に
偏
し
易
き
者
は
、
一

層
教
育
者

た
る
の
識
見
を
失
は
さ
る
や
う
注
意
す
へ
き
に
、
何
そ
や
彼
等
の
多
敷
は
、
恰

も
自
己
の
教
育
者
た
る
を
忘
れ
し
も
の
A

如
く
、
世
間
亦
、
彼
等
の
教
育
者
た

る
を
想
は
さ
る
か
如
き
観
あ
る
は
。

斯
く
放
恣
な
る
敦
材
の
撰
揮
を
以
て
斯
く
頼
む
へ
か
ら
さ
る
教
授
の
方
法
に

依
り
、
斯
く
も
信
し
か
た
き
敦
師
が
打
揮
ふ
赦
鞭
の
下
に

一
の
唱
歌
教
授
あ
る

べ
し
や
は
、
唯
是
れ
数
室
は
、
昔
の
陳
列
場
た
る
の
み
。
會
々
技
術
家
の
唱
歌

教
授
あ
る
も
断
じ
て
教
育
者
の
唱
歌
教
授
を
観
る
能
は
ざ
る
な
り
。

夫
れ
此
の
如
く
に
し
て
而
か
も
一
校
管
理
の
任
に
在
る
も
の
多
く
之
を
獣
過

す
る
か
如
き
迩
あ
る
は
、
何
そ
や
。
好
し
不
幸
に
し
て
赦
養
を
欠
き
た
る
彼
等

の
耳
染
に
は
、
無
盆
な
る
音
の
陳
列
を
識
別
し
得
さ
る
ま
て
も
煽
々

と
し
て
絲

徹
を
分
た
ん
と
せ
る
彼
等
の
眼
底
に
は
、
争
で
か
不
條
理
な
る
其
敦
室
を
映
出

せ
さ
る
へ
き
。
而
し
て
猶
ほ
「
技
術
の
事
我
等
門
外
漢
の
嘴
を
容
る

へ
き
に
非

す、

畢
け
て
足
下
に

一
任
せ
ん
」
と
の
好
僻
柄
か
濫
用
せ
ら
る
A

を
見
れ
は
蓋

し
彼
等
は
、
唱
歌
赦
授
の
全
面
を
批
判
す
る
の
能
力
な
き
か
為
め
に
寧
ろ
之
を

拗
置
し
て
己
れ
責
任
の
外
に
超
然
た
る
を
得
策
な
り
と
す
る
に
こ
そ
あ
れ
。

瞭
、
唱
歌
数
室
は
、
此
治
外
法
櫂
あ
る
か
為
め
に
却
つ
て
慎
正
の
稜
逹
を
見
る

能
は
さ
る
な
り
。

學
校
昔
榮
の
主
髄
た
る
初
等
教
育
界
の
唱
歌
教
授
に
し
て
、
此
の
如
し
。

進

ん
て
之
を
中
等
教
育
界
の
状
況
に
問
ふ
も
幾
何
の
軒
軽
を
か
見
ん
。
赦
室
教
具

の
整
備
或
は
少
し
く
優
れ
る
も
の
あ
る
へ
く
、
教
師
生
徒
の
理
想
或
は
稽
々
超

ゆ
る
所
あ
る
へ

し
と
雖
も
、

其
敦
授
の
賓
績
如
何
に
至
り
て
は
、
姦
に
同
一
の

筆
鋒
を
再
ひ
す
る
の
要
な
し
等
し
く
是
れ
治
外
法
櫂
の
下
に
其
員
相
を
晦
ま
す

に
過
き
さ
る
の
み
。

現
下
の
學
校
―
音
榮
に
到
す
る
予
の
観
測
此
の
如
し
。
是
れ
或
は
酷
に
失
せ
る
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も
の
あ
ら
ん
。
然
か
も
大
に
靴
を
謬
る
こ
と
な
し
と
せ
は
、
予
は
疑
ふ
。
世
の

識
者
が
徒
に
昔
榮
の
調
和
又
は
、
改
良
な
と
の
問
題
に
到
し
て
空
漠
た
る
論
議

を
放
つ
の
外
、
本
邦
新
―音
榮
事
業
の
根
底
た
り
、
又
目
下
の
櫃
要
た
る
此
赦
育

方
面
に
向
て
一
片
の
誠
情
を
捧
く
る
に
吝
な
る
を
。

嘗
て
奔
流
の
勢
を
以
て
敦

育
界
に
侵
入
せ
る
＿音
榮
が
織
に
其
榮
華
を
過
去
の
一
夢
に
委
し
て
爾
来
漸
く
沈

漁
の
状
態
に
在
る
の
源
因
を
探
究
せ
ん
と
せ
は
、
其
採
用
せ
る
楽
風
の
我
國
罷

民
情
に
適
せ
り
や
否
や
と
云
ふ
か
如
き
廣
漠
た
る
問
題
に
付
て
、
無
用
の
論
議

を
為
さ
ん
よ
り
は
、
先
つ
其
施
設
方
法
に
於
て
遺
算
な
か
り
し
否
や
を
考
慮
す

る
こ
そ
至
営
な
る
へ
き
に
、
新
作
の
歌
章
榮
曲
は
、
蹟
紛
と

し
て
降
る
か
如

く
、
吾
人
の
身
邊
に
堆
積
す
る
に
反
し
、
事
業
の
設
螢
、
数
授
の
方
法
に
開
す

る
明
論
確
説
蓼
と
し
て
聞
く
な
き
は
何
そ
。

或
は
日
＜
我
國
榮
の
大
成
は
、
如
何
に
す
へ
き
乎
。
俗
曲
の
弊
は
、
如
何
に

治
む
へ
き
乎
。
東
に
範
せ
ん
乎
、
西
に
摸
せ
ん
乎
。
改
良
乎
調
和
乎
。
此
等
の

問
題
に
し
て
決
す
る
な
く
ん
は
、
数
育
上
の
一音
楽
を
論
す
る
こ
と
既
に
難
し
。

況
し
て
其
施
設
赦
授
に
開
す
る
細
説
を
や
と
。
是
れ
理
な
る
か
如
く
に
し
て
而

か
も
理
な
ら
す
。
我
學
政
は
、
夙
に
歌
曲
採
用
の
方
需
を
示
し
、
我
赦
育
は
、

方
に
一
定
の
針
路
を
進
み
つ
A

あ
る
か
故
に
遠
き
将
来
は
、
暫
く
措
き
現
下
其

．
 

方
糊
に
従
ひ
其
針
路
を
行
く
に
於
て
充
分
施
設
赦
授
の
方
法
を
盛
す
に
非
す
ん

は
、
他
日
何
に
擦
り
て
其
利
害
得
失
を
論
證
す
る
を
得
へ
き
や
。

或
は
日
く
、
我
等
は
技
術
に
専
な
る
者
な
り
。
技
術
家
に
経
綸
な
し
。
學
校

昔
榮
の
事
須
＜
之
を
教
育
者
の
手
腕
に
委
せ
さ
る
へ
か
ら
ず
。
我
等
は
只
管
技

を
練
り
、
榮
を
製
し
て
以
て
其
需
用
に
應
せ
ん
の
み
と
。
彼
等
を
し
て
慎
の
技

術
家
な
ら
し
め
は
、
是
れ
光
輝
あ
る
の
言
な
り
。
然
れ
ど
も
彼
等
の
多
く
は
、

其
技
能
よ
り
見
る
も
員
の
技
術
家
た
る
べ
き
者
に
非
ず
。
其
職
責

よ
り
言
ヘ

ば
、
賓
に
教
育
者
た
る
者
な
り
。
而
か
も
平
然
と
し
て
此
等
の
言
を
為
さ

ん

か
、

一
般
の
教
育
者
流
は
、
将
に
劉
へ
ん
と
す
學
校
昔
榮
の
事
は
、
特
種
の
技

能
あ
る
者
の
鋭
意
計
聾
す
べ
き
所
、
門
外
の
我
等
局
ん
ぞ
典
り
知
ら
ん
と
。
是

れ
比
較
的
に
道
理
あ
る
言
な
り
。
予
を
し
て
言
は
し
め
ば
、
學
校
昔
榮
の
事
固

よ
り
昔
榮
な
き
教
育
者
の
能
く
す
る
所
に
非
ず
。
又
學
識
な
き
技
術
家
の
及
ば

ざ
る
所
、
二
者
互
に
協
力
依
扶
し
て
始
め
て
為
す
を
得
べ

し
。
而
し
て
＿
音
榮
上

の
技
能
あ
り
、
且
教
育
上
の
責
務
あ
る
一
音
榮
数
師
賓
に
之
が
中
堅
た
る
の
覺
悟

な
か
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。

敦
育
的
昔
榮
の
純
螢
を
忽
諸
に
付
す
べ
か
ら
ざ
る
や
固
よ
り
論
な
く
、
其
責

任
の
在
す
る
所
、
亦
此
の
如
く
明
な
る
に
或
は
事
物
の
綾
急
を
轄
倒
し
、
若
く

は
責
任
の
有
無
を
誤
了
し
て
顧
ざ
る
が
如
き
は
、
賓
に
数
育
の
為
め
に
憾
み
、

昔
榮
の
為
め
に
恥
づ
べ

し
と
雖
も
、
退
て
一
考
す
れ
ば
、
獨
り
之
を
個
人
の
怠

慢
に
蹄
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
あ
り
。
蓋
し
此
創
設
事
業
に
於
て
未
だ
是
非
得
失

の
確
論
を
も
認
め
ざ
る
間
に
虞
し
、

一
人
一
己
の
見
識
を
以
て
新
案
を
構
へ
奮

模
を
排
せ
ん
と
す
る
は
、
凡
庸
の
企
及
す
べ
か
ら
ざ
る
事
情
な
き
に
非
ざ
れ
ば

な
り
。
故
に
冷
淡
無
頓
着
な
る
彼
等
榮
―音
敦
師
の
心
事
を
警
醒
す
る
に
於
て

は
、
一
嘔
も
瑕
借
す
る
の
必
要
を
見
ず
と
雖
も
、
現
下
學
校
昔
榮
の
経
螢
に
開
す

る
要
急
は
他
に
得
る
の
外
な
し
果
し
て
然
ら
ば
、
之
を
那
邊
に
得
ん
敗
。
予
は

断
じ
て
其
責
務
の
高
等
師
範
學
校
附
隔
音
榮
學
校
に
蹄
す
べ
き
を
日
ふ
な
り
。

彼
れ
昔
榮
學
校
は
學
校
昔
榮
の
上
に
一
定
の
方
針
を
有
す
る
教
育
行
政
府
の

下
に
立
つ
も
の
に
非
す
や
。
彼
れ
＿音
榮
學
校
は
、
技
術
上
の
目
的
と
赦
育
上
の

目
的
と
を
並
持
し
て
其
責
務
を
盛
さ
ん
と
す
る
も
の
に
非
す
や
。
彼
れ
昔
榮
學

校
は
、
老
練
秀
逸
な
る
技
術
家
、
数
育
に
経
験
あ
る
昔
榮
者
、

ー音
榮
に
精
通
せ

る
数
育
學
者
、
歌
學
者
を
蒐
め
て
多
士
演
々
た
る
も
の
に
非
す
や
。
之
に
到
し
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て
数
育
的
―
音
榮
の
経
螢
を
責
む
る
も
誰
れ
か
失
嘗
な
り
と
言
は
ん
。

予
は
雖
に
之
を
彼
れ
の
嘗
然
た
る
責
務
と
言
ふ
に
止
ま
ら
す
。
彼
れ
自
身
に

も
亦
大
に
必
要
を
感
せ
る
な
ら
ん
と
思
惟
す
る
な
り
。
試
に
想
へ
彼
れ
は
、
一

面
に
於
て
本
邦
學
校
昔
榮
の
本
山
に
非
す
や
。
左
れ
は
其
の
天
下
に
数
示
す
る

と
こ
ろ
、
確
乎
た
る
一
定
の
旨
趣
な
か
る
可
か
ら
さ
る
は
勿
論
。
又
其
赦
門
に

出
つ
る
の
徒
を
し
て
布
赦
上
必
す
準
擦
す
る
所
あ
ら
し
め
さ
る
可
か
ら
さ
る
に

一
般
数
育
界
は
、
彼
れ
の
旨
趣
と
す
る
所
の
も
の
を
解
す
る
に
苦
み
。
彼
れ
の

布
教
者
も
亦
往
々
其
方
針
を
一
致
せ
さ
る
の
観
あ
る
は
、

蓋
し
赦
門
の
内
、
未

た
具
備
せ
さ
る
所
あ
る
に
因
ら
ん
か
。
彼
れ
登
、
必
要
を
感
せ
さ
ら
ん
や
。

予
は
、
此
頃
の
毎
日
新
聞
に
於
て
昔
榮
學
校
賂
来
の
経
螢
を
汎
論
す
る
に
方

り、

賓
に
調
査
事
務
を
以
て
其
一

項
に
畢
け
た
り
。
今
姦
に
學
校
昔
榮
に
付
て

特
論
す
る
に
際
し
考
ふ
る
ま
で
も
な
く
亦
調
査
會
の
設
置
を
以
て
、
彼
れ
か
學

校
＿
音
榮
の
振
興
に
到
す
る
第
一

著
歩
な
り
と
日
は
ん
と
す
。

調
査
會
組
織
の
如
き
、
彼
れ
既
に
逸
物
富
贈
の
翼
北
た
り
。
直
ち
に
以
て
本

閥
た
る
に
適
す
。
加
ふ
る
に
普
通
教
育
の
賓
際
に
通
暁
せ
る
外
部
の
人
士
敷
名

を
以
て
し
、
而
し
て
之
を
総
理
す
る
に
公
櫂
公
命
を
用
ゐ
な
は
、
決
し
て
足
る

な
き
を
患
へ
す
。
又
其
調
査
事
項
の
如
何
に
至
り
て
は
、
頗
る
重
要
の
問
題
に

し
て
言
若
し
正
鵠
を
得
さ
る
と
き
は
、
為
め
に
却
て
調
査
會
必
要
の
慎
意
を
傷

く
る
の
恐
あ
る
が
故
に
、
盆
に
漫
言
す
る
を
好
ま
す
と
雖
も
唯
、
予
の
確
信
す

る
貼
の
み
を
一

言
す
れ
は
、
調
査
の
主
黙
を
初
等
教
育
の
上
に
置
く
事
、
数
授

法
考
定
の
事
、
数
科
用
唱
歌
集
編
纂
の
事
、
唱
歌
敦
師
改
善
の
事
、
別
け
て
切

望
す
る
は
、
諸
端
の
調
査
徒
に
皮
想
の
見
に
陥
り
、
形
式
の
弊
に
流
る
A

こ
と

な
く
、
能
＜
學
校
唱
歌
の
旨
趣
を
痰
揮
す
る
に
足
る
所
の
も
の
を
立
案
せ
ん
事

な
り
。
若
夫
れ
調
査
の
材
料
を
得
る
の
途
は
、
固
よ
り
之
を
内
外
に
於
て
せ
さ

る
へ
か
ら
す
と
雖
も
、
先
つ
既
往
十
敷
年
の
経
歴
に
就
て
深
く
利
害
の
存
す
る

所
を
精
査
し
、
而
し
て
後
必
要
に
従
ひ
好
型
を
外
圏
に
求
む
る
の
順
序
に
出
て

さ
る
へ
か
ら
す
。
之
が
為
め
に
全
國
の
音
榮
赦
師
を
招
集
し
て
諮
問
會
を
開
く

も
可
な
り
。
一
般
赦
育
界
に
向
ひ
て
其
所
感
を
徴
す
る
も
可
な
り
。
巡
視
に
依

り
て
報
告
せ
し
む
る
も
可
な
り
。
恰
嘗
の
人
物
を
欧
米
へ
派
遣
し
て
其
昔
榮
と

赦
育
と
の
閥
係
を
視
察
せ
し
む
る
か
如
き
は
、
寧
ろ
必
要
な
り
と
謂
ふ
へ

し。

然
る
に
世
間
往
々
此
順
序
を
轄
倒
し
、
先
つ
新
案
奇
例
を
外
方
に
捜
り
、
而
し

て
内
、
未
た
其
必
要
を
感
せ
さ
る
に
早
く
之
を
適
用
せ
ん
と
し、

若
く
は
事
情

の
基
根
を
異
に
す
る
を
も
顧
み
す
し
て
、
強
ひ
て
施
設
を
試
み
ん
と
す
る
か
為

め
に
却
て
其
成
功
を
想
る
こ
と
彫
少
な
ら
す
。
而
し
て
我
音
榮
事
業
の
過
去
に

於
て
も
亦
此
弊
を
免
れ
さ
り
き
。

調
査
の
結
果
は
、
速
に
之
を
公
示
し
て
以
て
一
般
に
依
撼
す
る
所
を
得

し

め
、
又
一
方
に
は
其
生
徒
に
施
し
て
卒
業
の
後
祉
會
の
質
際
に
於
て
、
親
し
く

慎
意
の
在
る
所
を
説
明
せ
し
む
る
こ
と
A

せ
は
、
大
に
冷
淡
無
頓
着
な
る
彼
等

唱
歌
赦
師
を
警
醒
す
る
に
足
る
へ
く
、
又
一

校
管
理
の
任
に
在
る
者
を
し
て
、

完
全
に
其
職
責
を
盛
さ
し
む
る
の
便
と
な
る
へ
く
、
随
て
＿
音
榮
唱
歌
の
数
室
を

治
外
法
櫂
の
下
に
置
く
か
如
き
幻
象
も
消
え
去
る

へ
く
、
全
國
同

一
の
旨
趣
を

以
て
學
校
＿
音
榮
を
観
る
に
到
ら
ん。

勿
論
、
予
と
雖
も
今
日
調
査
の
結
果
能
く
不
朽
の
則
を
得
へ
し
と
は
信
せ

す
。
要
す
る
に
只
、
姦
に
進
行
の

一
段
階
を
典
へ

、
之
を
立
脚
の
地
歩
と
し
て

更
に
幾
多
の
賓
瞼
を
重
ね
研
究
を
加
へ
、
以
て
他
年
の
大
成
を
希
望
す
る
の

み。
今
や
學
校
昔
榮
の
氣
運
は
、
頗
る
沈
静
の
状
況
に
在
り
と
雖
も
更
に
其
員
相

を
洞
見
す
れ
は
、
却
て
是
れ
浮
華
よ
り
着
賓
に
遷
る
の
好
現
象
な
り
と
謂
ふ
を
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得
へ

し。

之
を
助
置
に
委
せ

ん
か
。
乃
ち
或
は
容
易
に
回
復
す
へ
か
ら
さ
る
の

淵
に
沈
涌
せ
ん
も
知
る
を
得
す
と
雖
も
今
に
し
て
大
に
振
興
の
道
を
講
し
た
ら

ん
に
は
、
其
結
果
意
外
に
見
る
へ
き
も
の
あ
ら
ん
。
夫
れ
然
り
新
案
を
試
む
る

の
好
機
、
奮
模
を
改
む
る
の
時
期
今
日
を
措
き
て
復
た
何
日
か
あ
ら
ん
。
予
や

徒
に
曲
筆
を
弄
し
て
榮
界
の
不
備
を
摘
稜
せ
ん
と
欲
す
る
者
に
非
す
。
一

片

の

婆
心
止
み
か
た
き
に
出
る
の
み
。
嗚
呼
、
有
為
の
士
起
き
て
共
に
論
せ
よ
。
笑

而
不
答
起
着
山
の
閑
味
は
、
榮
界
今
日
の
事
と
謂
ふ
へ
か
ら
す
。

（『敦
育
時
論
』
第
四
六
五
号
、
明
治
三
十
一
年
三
月
）

し
か
し、

附
属
と
な
っ
て
以
来
し
ば
ら
く
は
発
展
の
道
を
閉
ざ
さ
れ
た
か
に
思
わ

れ
た
音
楽
学
校
も
、
三
十
一
年
四
月
に
入
っ
て
か
ら
は
、
上
原
六
四
郎
の
後
任
と
し

て
主
事
の
任
に
当
っ
た
矢
田
部
良
吉
を
中
心
に
次
第
に
勢
い
を
取
り
も
ど
し、

新
た

な
進
展
を
見
せ
る
よ
う
に
な
る
。
矢
田
部
は
、
音
楽
学
校
を
早
急
に
独
立
さ
せ
る
こ

と
は
無
理
で
あ
る
と
し
て
も
、
事
業
の
拡
張
と
内
容
の
充
実
を
図
り
、
外
国
人
教
師

を
招
聘
し
、
わ
が
国
の
音
楽
振
興
と
い
う
大
計
の
た
め
に
も
教
育
音
楽
を
重
視
す
る

と
の
方
針
を
打
ち
出
し
た
。
そ
し
て
事
実
、
こ

の
方
針
に
違
わ
ず
音
楽
学
校
は
着
々

と
新
た
な
歩
み
を
始
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

矢
田
部
昔
榮
學
校
主
事
の
方
針

多
年
高
等
師
範
學
校
附
賜
昔
榮
學
校
主
事
の
職
に
あ
り
て
、
力
を
盛
さ
れ
た

る
上
原
六
四
郎
氏
は
、
本
月
四
日
其
職
を
免
ぜ
ら
れ
、
理
學
博
士
矢
田
部
良
吉

氏、

之
が
後
任
を
襲
が
れ
た
る
が
、
今
ま
氏
が
毎
日
新
聞
記
者
に
語
ら
れ
た
る

慮
な
り
と
云
ふ
を
聞
く
に
、
稽
や
同
校
今
後
の
方
針
も
、
窺
ひ
知
ら
る
れ
ば
、

左
に
録
す
。

世
上
往
々

昔
榮
學
校
猫
立
論
を
唱
ふ
る
者
あ
れ
ど
も
、
今
日
の
如
く
生
徒
敷

僅
々
五
六
十
名
に
過
ぎ
ざ
る
微
々

た
る
一
音
榮
學
校
を
獨
立
せ
し
め
ん
は
、
感

情
の
上
に
於
て
既
に
世
人
の
容
認
せ
ざ
る
所
な
る
べ
し
。
予
は
、
獨
立
の
名

は
姑
ら
く
後
る
A

と
も
摘
張
の
賓
を
速
な
ら
し
め
ん
と
欲
す
る
も
の
故
に
、

漸
次
に
同
校
の
内
部
に
改
革
を
行
ひ
出
来
得
べ
き
丈
け
経
費
を
増
額
し
て
、

＿
音
楽
の
學
理
と
技
個
と
を
兼
有
せ
る
外
國
教
師
を
欧
洲
よ
り
迎
へ

、
以
て
生

徒
の
學
力
を
進
捗
せ
し
む
る
と
同
時
に
英
語
を
奨
勘
し、

大
に
文
學
の
研
究

に
力
を
致
さ
し
め
て
員
正
の
音
榮
者
を
養
成
す
べ
く
、
同
校
が
上
野
公
園
の

一
隅
に
存
在
す
る
一
事
は
、
生
徒
の
通
學
に
支
障
を
興
ふ
る
こ
と
少
な
か
ら

ざ
れ
ば
、
時
宜
に
依
り
て
は
、
都
下
中
央
の
地
に
分
校
を
設
置
し、

生
徒
の

増
員
を
計
ら
ん
と
す
、
専
門
家
の
養
成
は
、
固
よ
り
我
國
現
下
の
急
務
に
腸

す
と
雖
も
、
日
本
人
一
般
の
聴
官
を
幼
時
よ
り
修
養
す
る

こ
と
は
、
寧
ろ
＿音

榮
振
興
上
永
遠
の
大
計
な
れ
ば
予
は
特
に
敦
育
的
＿
音
楽
の
作
振
に
盛
力
せ
ん

と
欲
す
。

『
明
治
三
十
一
年
度
年
報
』
の
冒
頭
「
附
腸
―
音
楽
學
校
年
報
案
」
の
概
況
に
は

「
該

校
ノ
概
況
ハ
前
年
末
卜
大
差
ナ
キ
モ
社
會
二
於
ケ
ル
＿
音
楽
ノ
氣
運
高
マ

リ
シ
ト
同
時

〔
マ
マ
〕

二
聯
力
隆
盛
二
赴
ク
兆
侯
ヲ
呈
セ
リ
」
と
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
書
出
し
は
附
属
と
な

っ
て
初
め
て
で
あ
る
。
そ
し
て

「本
年
五
月
神
田
一
橋
通
町
附
麗
學
校
構
内
ノ
建
物

ヲ
以
テ
分
赦
場

二
充
テ
選
科
ノ

一
部
及
小
學
唱
歌
講
習
科
ノ
授
業
ヲ
開
始
シ
其
授
業

時
間
ハ
他
學
校
へ
通
學
ス
ル
者
ノ
便
宜
ヲ
圏
リ
午
後
二
時
ヨ
リ
八
時
迄
ト
セ
リ
分
敦

場
設
置
以
来
入
學
志
望
者
甚
ダ
多
ク
年
末
二
至
リ
テ
ハ
既
二
満
員
ト
ナ
リ
新
二
志
望

ス
ル
者
ヲ
許
可
ス
ル
能
ハ
ザ
ル
ニ
至
レ
リ
」
と
続
く
。
概
況
の
終
り
ま
で
挙
げ
て
お

こ
う
。
「
＋
一
月
十
三
日
附
隔
小
學
校
ノ
講
堂
ヲ
會
場
ト
シ
第
一
回
試
業
會
ヲ
開
キ

分
数
場
生
徒
ノ
父
兄
保
證
人
ヲ
招
集
シ
分
赦
場
ノ
賞
況
井
二
授
業
ノ
成
績
ヲ
報
告
シ

タ
リ
シ
ガ
其
結
果
甚
ダ
良
好

ニ
シ
テ
箪
二
生
徒
ノ
技
術
奨
勘
ノ
方
便
ト
ナ
リ
シ

ノ
ミ

（
『
敬
育
時
論
』
第
四
六
八
号
、
明
治
三
十
一
年
四
月
）
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ナ
ラ
ズ
又
同
時
二

普
通
―
音
楽
ヲ
博
藩
ス
ル
ノ
楷
梯
ト
ナ
リ
タ
リ
従
来
音
楽
學
校

二
於

テ
種
々
ノ
＿
音
楽
會
ア
リ
シ
ニ
モ
拘
ラ
ス
是
等
ハ
皆
奏
楽
堂
ヲ
貸
付
ス
ル
ニ
過
ギ
ス
シ

テ
該
校
ノ
事
業
ト
シ
テ
ノ
演
奏
會

ハ
一
回
ダ
モ
施
行
セ
ザ
リ
シ
ヲ
以
テ
十
月
二
十
七

日
春
秋
二
季
ニ
―
回
ツ
ヽ
演
奏
會
ヲ
公
開
ス
ル
ノ
許
可
ヲ
得
十
二
月
四
日
其
第

一
回

秋
季
音
楽
會
ヲ
開
ケ
リ
此
日
招
待
欣
ヲ
発
シ
タ
ル
賓
客
ノ
外
二
入
場
ヲ
志
望
ス
ル
者

非
常

二
多
ク
為
二
同
日
午
前
午
後
ト
ニ
回
開
演
セ
シ
カ
両
回
共
滴
堂
ノ
来
會
者
ア
リ

タ
リ
」そ

し
て
実
際
、
五
月
十
一
日
に
は
ケ
ー
ベ
ル
の
雇
い
入
れ
が
実
現
し
、
秋
か
ら
は

定
期
演
奏
会
も
始
め
ら
れ
た
（
詳
細
は
第
九
節
「
外
国
人
教
師
」
お
よ
び
第
二
巻
所

収
の
「
演
奏
会
。フ

ロ
グ
ラ
ム
」

参
照
）。

六
月
二
十
日
、
矢
田
部
は
高
等
師
範
学
校
長
と
な
り
、
二
十
三
日
、
高
等
師
範
学

校
教
授
渡
邊
龍
聖
が
附
属
音
楽
学
校
教
授
を
兼
任
、
主
事
を
命
じ
ら
れ
た
。
音
楽
学

校
の
事
業
は
附
属
と
い
う
条
件
の
も
と
で
続
け
ら
れ
て
い
た
が
、
し
か
し
経
費
の
面

で
行
き
詰
ま
る
点
も
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
当
時
の
音
楽
学
校
評
も
こ
れ
を
指
摘

し
て
い
る
。

昔
榮
學
校
に
就
て
の
所
感

今
を
距
る
五
年
前
、
昔
架
取
調
掛
よ
り
愛
形
し
た
る
東
京
昔
榮
學
校
を
麿
し

て
、
高
等
師
範
學
校
に
附
展
せ
し
め
た
る
こ
と
は
、
井
上
子
の
失
政
と
し
て
、

吾
人
の
記
臆
に
留
ま
る
所
な
る
が
、
爾
後
、
同
校
は
、
外
國
榮
師
の
赦
鞭
を
執

る
者
な
く
、
規
模
盆
々
縮
少
し
、
随
て
、
之
に
入
る
も
の
、
多
く
は
、
轄
顛
流

落
の
輩
に
し
て
、
授
業
の
成
績
愈
々
悪
し
く
、
同
校
本
来
の
目
的
と
し
て
、
技

術
上
井
に
赦
育
上
の
責
務
を
盛
さ
ゞ
る
べ
か
ら
ざ
る
に
拘
は
ら
ず
、
数
育
的
経

螢
と
技
術
的
研
究
と
を
怠
り
、
文
部
省
の
直
轄
學
校
の
列
に
加
は
り
な
が
ら
、

恰
も
、
治
外
法
櫂
の
下
に
瞼
隅
し
つ
A

あ
り
て
、
世
間
の
監
視
を
脱
れ
居
る
為

め
、
弊
害
宿
積
し
て
斐
除
し
難
く
、
風
紀
堕
壊
し
て
振
扉
す
る
能
は
ず
、
誰
に

現
高
等
師
範
學
校
長
失
田
部
氏
が
主
事
の
任
に
就
く
や
、
些
額
な
る
経
費
の
範

園
内
に
於
て
、
鋭
意
改
善
を
計
り
し
も
捗
々
し
か
ら
ず
、
只
同
校
多
年
の
希
望

を
宜
行
し
て
、
分
赦
場
を
誹
田
一
ツ
橋
外
に
設
け
、
又
名
手
の
春
高
き
文
科
大

學
哲
學
赦
師
ケ
ー
ベ
ル
氏
に
洋
琴
の
教
授
を
托
せ
る
に
止
ま
り
し
が
、
先
頃
渡

邊
氏
主
事
に
進
み
て
、
目
今
其
年
末
の
抱
負
を
買
地
に
施
さ
ん
こ
と
に
努
め
つ

A

あ
る
由
、
夫
れ
か
あ
ら
ぬ
か
来
學
年
よ
り
専
修
部
の
課
程
を
改
め
て
、
「
ピ

ア
ノ
」
、
「
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
」
、
「
オ
ル
ガ
ン
」
の
専
門
科
の
外
、
新
に
理
論
、
作

曲
、
作
歌
の
専
門
科
を
置
く
計
霊
あ
り
と
ぞ
升
は
兎
に
角
、
昔
榮
赦
員
の
需
要

乏
し
き
と
、
同
校
の
衰
徹
甚
し
く
し
て
、
先
年
に
比
し
、
顕
著
な
る
退
歩
を
来

た
せ

る
こ
と
A

は
、
入
學
志
願
者
の
敷
を
し
て
漸
く
減
少
せ
し
む
る
と
同
時

に
、
年
々
卒
業
生
の
敷
少
き
を
加
へ

、
本
年
の
如
き
も
、
専
修
部
に
五
名
、
師

範
部
に
二
名
の
卒
業
生
を
出
せ
る
の
み
な
る
に
拘
は
ら
ず
、
就
職
の
場
所
な
き

に
困
却
し
居
る
姿
な
れ
ば
、
遠
か
ら
ず
中
學
校
長
會
議
あ
る
を
幸
ひ
、
全
國
各

中
學
校
に
昔
榮
赦
員
を
置
か
ん
こ
と
を
勒
め
て
、
同
校
卒
業
生
の
需
要
を
増
す

の
外
策
な
か
る
べ
し
と
い
ふ
。
猶
ほ
同
校
生
徒
現
員
は
、
各
科
合
せ
て
四
十
名

に
満
た
ず
、
其
半
敷
は
、
女
子
の
占
む
る
所
に
係
り
、
合
唱
歌
の
授
業
に
も
差

支
を
来
た
し
居
れ
り
と
い
ふ
は
信
か
、
又
外
山
前
文
相
は
、
高
等
商
業
學
校
に

附
屡
せ
る
外
園
語
學
校
と
、
同
校
と
を
、
共
に
獨
立
せ
し
む
る
計
畳
に
て
、
之

に
要
す
る
費
額
も
、
来
年
度
の
豫
算
に
編
入
し
あ
り
た
る
に
、
現
文
部
は
、
之

を
不
急
の
事
業
視
し
て
、
猶
立
の
議
を
見
合
せ
た
り
と
聞
く
、
登
遺
憾
な
ら
ず

や

。

（

天

眼

生

投

）

（『
敦
育
時
論
』
第
四
八一

号
、
明
治
三
十一

年
八
月
）

次
に
挙
げ
る
「
一
音
楽
學
校
の
過
去
現
在
及
末
来
」
で
は
、
「
東
京
上
野
公
園
の

一

隅
に
最
も
不
幸
な
る
官
立
學
校
あ
り
」
と
、
苦
境
に
立
た
さ
れ
て
い
る
当
時
の
音
楽
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学
校
に
つ
い
て
、
そ
の
歴
史
に
ふ
れ
な
が
ら
述
べ

ら
れ
て

い
る
。
そ
し
て
将
来
の
あ

る
べ
き
姿
に
つ
い
て
、

具
体
的
か
つ
明
快
な
案
を
示
し
て
い
る
。

昔
榮
學
校
の
過
去
現
在
及
未
来

坂

部

行

三

郎

余
は
國
民
教
育
授
業
科
の
全
麿
に
就
き
、
教
育
税
な
る
新
税
を
累
加
税
率
に

よ
り
中
産
以
上
の
公
民
に
賦
課
す
る
の
適
嘗
な
る
を
信
じ
、
之
に
開
す
る
調

査
意
見
の
寄
稿
を
時
論
記
者
に
約
し
た
る
は
、
昨
春
四
月
の

事

に
て
あ
り

き
。
爾
来
塵
事
紛
糾
、
遷
延
今
日
に
至
り
て
未
だ
果
さ
ず
、
妥
に
昔
榮
學
校

改
革
論
を
草
し
て
聯
か
寄
稿
の
責
を
塞
ぐ
と
云
爾
゜

東
京
上
野
公
園
の
一
隅
に
最
も
不
幸
な
る
官
立
學
校
あ
り
、
文
政
の
中
櫃
機

閥
た
る
文
部
省
の
直
轄
學
校
の
列
に
加
は
り
な
が
ら
、
近
敷
年
束
嘗
局
大
臣
の

顧
る
虞
と
な
ら
ず
、
小
規
模
小
費
額
、
恰
も
治
外
法
櫂
の
下
に
喩
隅
し
つ
A

あ

る
も
の
、
是
れ
即
ち
高
等
師
範
學
校
附
圏
―
音
榮
學
校
な
り
。
今
や
校
内
の
空
氣

全
く
腐
敗
の
極
に
逹
し
、
職
員
生
徒
の
任
免
進
退
一
に
情
賓
に
籍
ら
ざ
る
は
な

し
、
東
台
山
中
、
世
間
の
監
視
を
脱
せ
る
は
、
幸
か
不
幸
か
、
弊
害
は
宿
積
し
て

斐
除
し
難
く
、
風
紀
は
堕
壊
し
て
振
粛
す
る
能
は
ず
、
路
上
其
醜
盤
を
耳
に
す

る
こ
と
屡
次
な
る
に
至
っ
て
は
、
管
理
者
の
無
能
も
極
ま
れ
り
と
い
ふ
べ
し
。

國
立
の
音
癸
學
校
は
、
明
治
十
二
年
十
月
創
め
て
＿
音
榮
取
調
掛
を
文
部
省
中

に
置
か
れ
た
る
に
濫
熊
し、

爾
来
幾
多
の
愛
遷
を
経
て
今
日
に
至
れ
り
、
十
八

年
二
月
＿
音
榮
取
調
所
と
改
稲
し
、
十
二
月
大
政
の
蓋
革
と
共
に
再
び
昔
榮
取
調

掛
と
な
り
、
二
十
年
十
月
に
及
ん
で
東
京
昔
榮
學
校
と
改
稲
し
、
成
績
稽
々
観

る
べ
き
も
の
あ
り
き
、
余
は
欧
化
主
義
の
流
行
に
伴
へ
る
＿
音
榮
學
校
常
年
の
盛

況
を
想
起
す
る
毎
に
、
伊
澤
氏
の
功
努
を
謝
す
る
の
念
巳
む
能
は
ず
、
而
か
も

故
井
上
文
相
の
浅
見
な
る
、
些
々
た
る
政
略
的
口
賓
の
下
に
、
東
洋
の
大
帝
國

よ
り
風
敦
の
維
持
、

美
性
の
顎
揚
に
開
す
る
こ
と
深
き
、＿
音
榮
學
校
の
獨
立
を

奪
ひ
、
僅
に
高
等
師
範
學
校
に
附
隔
せ
し
め
た
り
し
は
、
明
治
失
政
史
の
一
題

目
と
し
て
永
く
後
人
の
記
臆
に
留
ま
る
べ
し
。
嘗
時
同
校
事
業
の
稜
逹
に
盛
力

中
な
り
し
校
長
村
岡
博
士
を
逐
ひ
て
一
校
不
振
の
緒
を
啓
き
た
り
し
は
、
抑
々

誰
の
咎
責
ぞ
や
、
一

萬
敷
千
金
を
出
で
ざ
る
同
校
の
経
費
額
中
よ
り
二

千
金
の

校
長
給
を
支
彿
ふ
の
不
経
清
な
る
よ
り
、
文
部
経
費
欠
乏
の
餘
、
事
務
費
を
減

じ
て
数
務
費
を
増
す
の
方
針
を
執
れ
る
折
柄
、
之
を
高
等
師
範
學
校
の
附
圏
校

に
改
め
た
る
は
、
決
し
て
過
失
の
誤
を
享
く
べ
き
も
の
に
あ
ら
ず
と
辮
ず
る
者

あ
り
と
雖
も
、
余
は
之
を
以
て
意
氣
地
な
き
常
局
者
が
藝
術
専
門
の
學
校
を
誤

て
輩
に
教
員
養
成
所
た
る
に
止
め
ん
と
し
た
る
に
基
因
せ
る
一
大
失
策
な
り
と

断
ず
る
に
躊
躇
せ
じ
、

國
家
の
財
政
上
音
楽
學
校
を
獅
立
せ
し
む
る
こ
と
能
は

ず
と
す
る
も
、
之
を
高
等
師
範
學
校
の
配
下
に
置
く
は
大
な
る
誤
謬
な
り
。
借

問
す
、
一
音
楽
學
校
は
中
學
校
師
範
學
校
女
學
校
の
昔
榮
敦
員
養
成
所
た
る
に
安

ん
ず
べ
き
耶
、

否
耶
、
若
し
其
獨
立
を
許
さ
ゞ
る
事
情
あ
ら
ば
、
寧
ろ
美
術
學

校
に
蹄
せ
し
む
る
に
若
か
ざ
る
な
り
。

然
れ
ど
も
、
熟
ら
考
察
す
る
時
は
、
何
人
と
雖
も
國
運
勃
興
の
今
日
、

＿音
楽

學
校
の
獨
立
を
許
さ
ゞ
る
事
情
な
る
も
の
は
一
も
存
在
せ
ざ
る
こ
と
を
稜
見
す

る
に
苦
ま
ざ
る
べ
し
、
獨
立
後
の
経
費
の
如
き
、
必
ず
し
も
深
く
之
を
憂
ふ
る

に
足
ら
ざ
る
な
り
、
瑕
令
現
在
経
費
額
よ
り
校
長
給
を
支
出
す
る
の
途
な
し
と

す
る
も
、
兼
任
校
長
を
置
き
て
猫
立
の
体
面
を
保
つ
を
以
て
得
策
と
す
べ
し
、

第
一
議
會
に
於
て
衆
議
院
の
昔
榮
學
校
麿
止
案
に
封
し、

嘗
局
者
は
熱
心
に
運

動
し
、
嶋
田
氏
其
他
敷
氏
に
も
依
頼
し
て
漸
く
復
活
の
効
を
奏
す
る
を
得
た
る

に
拘
は
ら
ず
、
多
少
の
事
情
あ
り
し
に
も
せ
よ
、
突
如
其
猫
立
を
奪
へ
る
は
、
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責
任
を
重
ん
ず
る
政
府
の
所
措
と
し
て
遺
憾
大
な
り
と
い
ふ
べ
き
な
り
。
上
原

前
主
事
が
、
嘉
納
前
校
長
の
自
ら
為
め
に
す
る
所
あ
り
て
、
＿
音
楽
學
校
の
永
久

附
屍
を
主
張
せ
る
を
排
し
、
猫
力
の
氣
運
を
進
め
ん
こ
と
に
盛
力
し
た
る
が
如

き
、
洵
に
多
と
す
べ
き
と
こ
ろ
、
却
て
怪
む
、
矢
田
部
校
長
（
前
主
事
）
が
口

を
生
徒
の
少
敷
な
る
に
籍
り
、
獨
立
の
輿
論
を
逼
め
ん
と
し
た
り
し
こ
と
を
、

歳
出
穂
額
二
億
金
を
超
ゆ
る
我
日
本
に
、

一
箇
の
一
音
榮
學
校
す
ら
猫
立
せ
し
む

る
能
は
ざ
る
は
、
蓋
し
國
家
の
恥
辱
と
謂
ふ
へ
き
も
の
に
し
て
、
諸
官
立
學
校

の
時
運
に
促
さ
れ
て
、
漸
次
藷
模
を
改
め
来
れ
る
に
比
較
し
な
ば
、
塞
に
櫂
衡

を
失
せ
る
妄
措
と
見
倣
さ
ゞ
る
を
得
ず
。
濱
尾
氏
の
大
臣
と
な
る
や
、
＿
音
楽
學

校
猫
立
の
議
を
決
せ
る
も
、
稜
表
に
先
ち
て
其
任
を
去
り
、
外
山
大
臣
ま
た
其

猿
立
と
摘
張
を
企
て
、
来
年
度
の
豫
算
に
其
費
額
を
編
入
せ
ら
れ
た
る
も
、
某

局
長
の
掌
裡
に
捕
捉
せ
ら
れ
た
る
前
文
相
尾
崎
氏
が
、
無
経
綸
な
る
某
氏
の
議

を
容
れ
、
獨
立
の
事
業
を
不
急
視
し
て
中
止
し
た
る
は
、
何
等
の
不
明
ぞ
や
。

昔
榮
赦
員
の
需
要
乏
し
き
と
同
校
の
衰
徹
甚
し
く
し
て
先
年
に
比
し
顕
著
な

る
退
歩
を
来
た
せ
る
こ
と
は
、
近
年
頓
に
入
學
志
願
者
の
敷
を
減
ぜ
し
め
た
る

と
同
時
に
、
年
々
卒
業
生
の
敷
少
き
を
加
へ

し
む
る
に
至
れ
る
は
事
賓
な
り
、

而
か
も
先
年
に
於
て
も
、
在
學
生
の
敷
は
今
日
に
比
し
て
左
迄
多
か
り
し
に
非

ず
、
余
の
希
ふ
所
は
多
敷
の
庸
劣
者
よ
り
も
、
少
敷
の
俊
秀
生
が
、
昔
榮
研
究

の
志
操
堅
く
、
同
校
に
勉
學
す
る
あ
ら
ん
こ
と
に
あ
る
の
み
。
去
る
二
十
六
年

六
月
勅
令
第
六
十
二
琥
を
以
て
東
京
昔
榮
學
校
を
高
等
師
範
學
校
に
附
屡
せ
し

む
る
こ
と
を
稜
表
し
て
よ
り
、
外
園
楽
師
の
同
校
に
敦
鞭
を
揮
ふ
者
な
く
、
規

模
盆
々
縮
少
し
、
随
て
之
に
入
る
者
多
く
は
韓
顛
流
落
の
輩
に
し
て
、
授
業
の

成
績
愈
々
悪
し
く
、
同
校
本
来
の
目
的
と
し
て
技
術
上
井
に
教
育
上
の
責
務
を

壺
さ
ゞ
る
べ
か
ら
ざ
る
に
拘
は
ら
ず
、
数
育
的
経
螢
と
技
術
的
研
究
と
を
怠
れ

る
こ
と
は
、
少
し
く
同
校
の
事
業
に
注
目
し
つ
A

あ
る
者
の
何
人
も
首
肯
す
る

所
な
り
、
故
に
余
は
、

一
方
に
は
外
國
榮
師
の
雇
聘
と
共
に
一
大
改
革
を
断
行

し
て
取
調
掛
を
置
き
、

一
方
に
は
學
科
程
度
を
高
め
て
入
學
試
験
を
厳
に
し
、

寧
ろ
技
術
家
養
成
を
本
来
の
目
的
と
な
し
、
在
學
年
限
を
長
う
し
て
善
良
な
る

卒
業
生
を
出
だ
す
の
方
法
を
盛
さ
れ
ん
こ
と
を
望
む
や
切
な
り
。

余
の
見
聞
す
る
所
に
依
れ
ば
、
＿
音
榮
學
校
の
営
事
者
は
妄
り
に
赦
育
的
＿
音
楽

を
主
張
し
、
之
に
準
握
し
て
一
般
の
施
設
を
定
む
る
が
如
し
、
嗚
呼
文
部
省
彼

が
如
く
、
校
の
営
事
者
な
ほ
此
の
如
し
と
せ
ば
、
音
榮
學
校
の
獨
立
と
披
張
と

は
能
く
何
の
日
に
於
て
か
始
め
て
決
行
せ
ら
る
A

の
運
に
逹
し
得
べ
き
か
、
其

れ
同
校
に
し
て
赦
育
的
方
針
を
執
ら
ん
か
、
是
れ
正
し
く
消
極
的
な
り
、
将
た

技
術
的
方
針
を
執
ら
ん
か
、
是
れ
描
に
積
極
的
な
り
、
消
極
的
か
積
極
的
か
、

今
後
の
方
策
と
し
て
其
の
執
れ
に
従
ふ
の
適
嘗
な
る
べ
き
か
は
、
余
の
判
断
を

待
た
ず
し
て
訳
者
の
既
に
決
定
せ
ら
る
A

所
な
ら
ん
。
若
し
＿音
榮
學
校
に
し
て

赦
員
養
成
の
み
を
以
て
甘
ん
ぜ
ん
か
、
固
よ
り
猫
立
せ
し
む
る
を
要
せ
ず
、
更

に
現
時
の
規
模
を
縮
少
し
て
校
舎
を
高
等
師
範
學
校
内
に
移
し
、

一
箇
の
＿
音
榮

数
員
養
成
所
た
る
に
止
め
し
む
べ
し
、
而
か
も
其
本
来
の
目
的
を
遺
却
し
去
り

て
、
＿
音
楽
學
校
を
雖
純
な
る
赦
員
養
成
所
た
ら
し
め
ん
と
す
る
営
事
者

に
し

て
、
獨
立
を
希
望
す
る
念
あ
り
と
せ
ば
、
余
は
窃
に
其
心
事
を
疑
は
ざ
る
を
得

ざ
る
な
り
。

昔
榮
學
校
の
現
制
に
於
て
、
最
も
怪
認
に
堪
へ
ざ
る
者
は
、
専
修
部
師
範
部

の
匿
別
あ
る
一
事
な
り
と
す
、
専
修
部
に
は
技
能
に
富
め
る
者
を
し
て
「
ピ

ア

ノ」
、
「
バ
イ
オ
リ
ン
」
、
「
オ
ル
ガ
ン
」
の
内
一
科
を
選
ん
で
之
を
學
ば
し
め
、

師
範
部
に
は
専
門
家
た
る
技
能
な
き
者
に
「
オ
ル
ガ
ン
」
唱
歌
等
他
日
専
ら
数

た
る
に
要
す
る
昔
架
知
識
を
授
く
る
の
み
、
然
れ
ど
も
余
は
授
業
の
賓
績
を
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揚
ぐ
る
の
貼
よ
り
又
無
用
の
経
費
を
節
す
る
の
貼
よ
り
、
同
校
獨
立
の
暁
に

は
、
専
修
師
範
雨
部
の
匿
別
を
麿
す
る
の
適
切
な
る
を
見
る
、
今
後
幾
年
間
は

数
員
以
外
に
卒
業
生
の
生
活
問
題
を
解
繹
す
る
こ
と
或
は
難
か
る
べ
き
も
、

赦

育
學
数
授
法
の
如
き
も
、
従
来
と
雖
も
専
修
部
に
於
て
も
、
師
範
部
と
同
じ
く

之
を
生
徒
に
課
し
た
り
し
な
り
、
而
し
て
此
二
部
の
匿
別
を
麿
す
る
と
同
時

に
、
唱
歌
、
理
論
、
作
曲
、
作
歌
等
の
選
修
科
を
設
く
べ
く
、
又
昨
秋
末
雅
榮

部
榮
師
に
曝
托
し
て
管
榮
を
兼
修
せ
し
め
居
れ
ど
も
、
是
又
「
バ

イ
オ
リ
ン
」、

「
ピ
ア
ノ
」
等
と
同
様
選
修
科
た
ら
し
む
る
の
至
常
な
る
を
認
む
る
な
り
、
蓋

し
「
フ
リ
ュ
ー
ト
」
の
如
き
「
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
」
の
如
き
「
ア
ル
ト
ホ
ル

ン」

の
如
き
他
の
絃
楽
器
榮
に
比
す
る
も
、

學
習
の
困
難
は
寧
ろ
是
等
に
勝
れ
る
を

思
へ
ば
な
り
。

帝
國
大
學
を
初
め
各
官
立
學
校
に
於
て
、
引
績
き
外
國
赦
師
を
雇
用
し
来
れ

る
に
鑑
み
な
ば
、
西
洋
榮
研
究
を
主
と
せ
る
＿
音
楽
學
校
に
も
、
外
國
敦
師
を
聘

す
る
の
必
要
な
る
を
知
る
に
餘
り
あ
ら
む
、
然
り
、
外
國
榮
師
は
同
校
に
取
り

て
特
に
必
要
な
り
、
而
し
て
、
余
の
希
望
す
る
所
は
、
少
く
も
三
名
以
上
の
洋

人
を
雇
用
し
て
、
特
絶
の
技
術
家
を
育
成
す
る
の
途
を
啓
か

ん
こ
と
に
あ
り
、

嘗
て一
音
榮
學
校
に
赦
師
た
り
し
ヂ
ッ
ト
リ
ヒ
氏
は
、
澳
國
の
有
名
な
る
榮
師
な

り
き
、
而
か
も
彼
は
最
も
「
パ
イ
。
フ
ォ
ル
ガ
ン
」
に
長
じ
た
れ
ど、

諸
種
の
榮

器
を
弾
ず
る
に
は
、
巧
妙
の
度
を
等
う
せ
ず
、
否
、
「
パ
イ
。
フ
ォ
ル
ガ
ン
」
の

備
な
き
同
校
の
昔
榮
数
員
と
し
て
、
甚
だ
不
充
分
な
り
し
に
あ
ら
ず
や
、
故
に

余
は
、
是
非
共
三
四
名
の
外
人
を
聘
用
し、

盤
榮
、
器
榮
、
絃
榮
、
管
榮
、
作

曲
等
各
其
特
長
を
選
ん
で
其
数
師
に
任
せ
し
め
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
を
思
ふ

者
、
敷
名
の
外
人
悉
く
欧
洲
よ
り
遠
く
雇
聘
す
る
を
要
せ
ず
、
先
頃
末
同
校
の

数
務
を
捨
嘗
せ
る
大
學
数
授
ケ
ー
ベ
ル
氏
の
如
き
、
又
横
濱
在
留
の
ヤ
ン
カ
ー

氏
の
如
き
、
共
に
同
校
敦
官
と
し
て
充
分
な
る
資
格
あ
る
を
認
む
る
な
り
。

又

之
に
伴
て
榮
器
井
に
曲
譜
の
購
入
は
、
事
業
摘
張
上
の
要
件
な
る
を
疑
は
ず
、

上
原
氏
か
主
事
在
任
中
、
些
額
の
経
費
を
節
省
し
て
敷
年
間
の
苦
心
僅
に
二
千

金
の
「
ピ
ア
ノ
」
一

豪
を
購
求
し
た
る
為
め
、
他
方
に
は
構
内
草
刈
費
に
す
ら

窮
し
た
る
が
如
き
珍
話
を
、
重
ね
て
世
人
の
耳
染
に
鯛
れ
し
む
る
が
如
き
情
状

に
て
は
、
賓
際
の
改
新
撰
張
も
覺
束
な
か
る
べ
し
。
其
他
職
員
の
洵
汰
も
必
要

な
り
、
生
徒
の
取
締
も
亦
必
要
な
り
、
而
し
て
、
若
し
望
む
べ
く
ん
ば
、
獨
立

と
同
時
に
、
勅
任
校
長
を
戴
か
し
む
べ
し
、
升
は
兎
に
角
余
は
常
に
思
考
す
、

今
日
音
楽
學
校
に
校
長
た
ら
し
む
べ
き
者
の
資
格
に
二
種
あ
り
と
、

一
は
一
音
榮

上
の
知
識
に
富
み
各
般
の
技
術
に
長
ず
る
者
、
一

は
同
校
多
年
の
歴
史
と
内
部

の
賓
情
に
通
ず
る
者
、（
雨
者
共
に
管
理
の
オ
幹
あ
る
者
た
る
べ
き
は
勿
論
な

り
）
是
れ
な
り
。
又
研
究
生
中
前
途
有
笙
の
者
に
劉
し
て
は
時
宜
に
よ
り
相
嘗

の
學
資
を
補
助
す
る
の
法
を
立
て
、
其
中
よ
り
優
秀
の
者
を
選
抜
し
て
欧
洲
に

留
學
せ
し
む
べ
し
、
其
人
物
は
可
成
男
子
に
限
り
、
學
成
り
業
積
み
て
蹄
朝
す

る
の
前
、
昔
榮
上
諸
般
の
調
査
を
遂
げ
し
む
る
を
要
す
、

一
音
楽
學
校
の
改
革
に
閥
す
る
意
見
を
列
攀
し
宋
れ
ば
概
ね
右
の
如
し
、
彼
の

紳
田
一
橋
外
に
設
け
た
る
分
赦
場
の
如
き
も
、
猫
立
の
暁
に
至
ら
ば
、
須
ら
く

麿
止
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
分
赦
場
に
於
け
る
授
業
の
如
き
は
、
官
立
學
校
の
施

設
と
し
て
甚
だ
其
措
置
を
誤
れ
る
も
の
と
い
ふ
べ
し
、
撰
科
生
講
習
科
生
の
為

め
に
分
数
場
を
置
き
、
而
か
も
無
意
味
に
等
曲
科
を
設
け
て
、
所
謂
琴
の
お
稽

古
を
為
さ
し
め
、
其
生
徒
の
多
敷
な
る
に
誇
ら
ん
と
す
る
に
至
て
は
、
余
は
嘗

事
者
が
精
誹
の
常
覺
を
要
失
せ
る
迩
あ
る
を
確
め
ず
ん
ば
あ
ら
ず
、
更
に
以
上

陳
述
し
来
れ
る
一
音
榮
學
校
改
革
に
開
す
る
考
案
の
要
旨
を
條
記
す
れ
ば
左
の
如

し
。
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（
『
教
育
時
論
』
第
五
0
一号
、
明
治
三
十
二
年
三
月
）

し
か
し
こ

の
よ
う
に
音
楽
学
校
再
独
立
を
求
め
る
声
が
高
ま
る
な
か
で
、
遠
藤
宏

氏
に
よ
れ
ば
、
か
つ
て
「
＿音
楽
學
校
設
立
ノ
儀
二
付
建
厳
」
を
起
し
た
初
代
校
長
伊

澤
修
二
が
、
す
で
に
三
十
一
年
に
は
、
音
楽
学
校
再
独
立
に
関
す
る
建
議
案
を
発
議

し
、
二
十
名
の
賛
成
者
を
得
て
高
等
教
育
会
議
に
提
出
し
て
い
た
。
残
念
な
が
ら
、

今
回
、
こ

の
建
議
案
を
正
式
な
書
類
の
形
で
確
認
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
『
伊
澤

修
二
選
集
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
建
議
案
も
遠
藤
氏
の
著
書
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

し
か
し
こ

の
建
厳
案
が
音
楽
学
校
再
独
立
へ
の
道
を
開
く
う
え
で
何
ら
か
の
重
要
な

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

一

高
等
師
範
學
校
附
屈
昔
榮
學
校
を
獨
立
せ
し
め
て
、
東
京
昔
榮
學
校
と

改
稲
す
る
こ
と
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

専
門
技
術
家
養
成
を
以
て
目
的
と
す
る
こ
と
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

専
修
部
師
範
部
の
匡
別
を
麿
す
る
こ
と
。、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

新
に
管
楽
、
盤
榮
、
榮
理
、
作
曲
、
作
歌
等
の
撰
修
科
を
置
く
こ
と
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

外
國
榮
師
敷
名
を
雇
聘
す
る
こ
と
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

諸
種
の
楽
器
類
と
曲
譜
を
購
入
す
る
こ
と
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

學
科
程
度
を
高
め
入
學
試
験
を
厳
に
す
る
こ
と
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

在
學
年
限
を
長
う
す
る
こ
と
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

研
究
生
に
補
助
を
典
ふ
る
こ
と
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

海
外
へ
留
學
生
を
派
す
る
こ
と
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、

職
員
を
洵
汰
す
る
こ
と
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

男
女
生
徒
を
取
締
る
こ
と
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

適
任
の
校
長
を
迎
ふ
る

こ
と
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、

分
数
場
を
廃
す
る
こ
と
。

、
、
、
、
、
、
、
、

取
調
掛
を
置
く
こ
と
。

役
割
を
果
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
遠
藤
氏
の

『
明
治
音
楽
史
考
』
よ
り
、
解
説
を
含
め
て
こ
の
建
謡
案
に
関
す
る
部
分
を
引
用
し

て
お
く
。

こ
の
や
う
な
情
勢
の
折
、
圏
ら
ず
も
昔
榮
學
校
獨
立
に
開
す
る
建
議
案
が
高

等
教
育
會
議
に
提
出
さ
れ
た
。
焚
議
者
は
伊
澤
修
二
會
議
員
で
あ

っ
た
。
賛
成

者
に
は
、
高
嶺
秀
夫
、
田
中
敬
一

、
江
原
素
六
、
大
窪
賓
、
大
谷
喜
久
蔵
、
勝

浦
靭
雄
、
河
原
一
郎
、
隅
本
有
尚
、
杉
浦
重
剛
、
篠
田
利
英
、
湯
本
武
比
古
、

井
上
哲
次
郎
、
野
尻
精
一

、
世
良
田
亮
、
平
山
藤
次
郎
、
島
田
三
郎
、
長
谷
川

泰
、
中
澤
岩
太
、
澤
柳
政
太
郎
、
木
下
廣
次
の
名
が
連
ね
て
あ
る
。
建
議
案
は

次
の
や
う
で
あ
る
|
_

昔
榮
學
校
猫
立
に
閥
す
る
建
議
案

國
民
の
道
徳
を
維
持
し
品
位
を
高
め
ん
が
為
め
に
高
等
な
る
一
音
榮
の
國
民
赦

育
上
必
要
銀
く
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
は
遠
く
は
之
を
内
外
の
歴
史
に
徽
す
る
も

近
く
は
現
在
欧
米
諸
國
が
如
何
に
之
れ
が
稜
逹
に
力
む
る
所
あ
る
か
を
視
る

も
事
賓
甚
だ
明
瞭
な
り
然
る
に
我
邦
に
在
て
は
明
治
廿
六
年
六
月
巳
後
本
邦

唯
一
の
＿
音
楽
學
校
は
高
等
師
範
學
校
附
隈
と
な
り
其
事
業
日
に
月
に
衰
類
に

傾
く
者
の
如
し
此
は
是
れ
外
は
文
明
諸
國
に
到
す
る
我
帝
國
の
面
目
に
開
し

内
は
教
育
上
併
に
治
安
上
の
一
大
鉄
黙
た
れ
ば
速
に
同
校
を
猫
立
せ
し
め
大

い
に
其
事
業
を
披
張
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
姦
に
建
議
す

稜

議

者

伊

澤

修

二

賛

成

者

（
上
記
の
人
々
）

（
遠
藤
宏
『
明
治
―音
楽
史
考
』
東
京
、
有
朋
堂
、
昭
和
二
十
三
年
、
二七一

ー
ニ
七
二
頁
）
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そ
し
て
念
願
か
な
っ
て
翌
三
十
二
年
四
月
四
日
、
勅
令
第
一
―
六
号
に
よ
り
、
音

楽
学
校
が
東
京
音
楽
学
校
と
し
て
再
独
立
す
る
こ
と
と
な
る
。
次
に
勅
令
第

一
―
六

号
と
こ
れ
を
報
ず
る
記
事
を
挙
げ
て
お
く
。

勅
令

朕
、
高
等
師
範
學
校
附
慶
音
楽
學
校
及
高
等
商
業
學
校
附
隈
外
國
語
學
校
改
稲

ノ
件
ヲ
裁
可
シ
姦

二
之
ヲ
公
布
セ
シ
ム

御

名

御

璽

明
治
一
二
十
二
年
四
月
四
日

内
閣
穂
理
大
臣
侯
爵
山
縣
有
朋

文

部

大

臣

伯

爵

樺

山

資
紀

勅
令
第
百
十
六
号

高
等
師
範
學
校
附
屈
音
楽
學
校
ヲ
東
京
＿
音
楽
學
校
卜
改
稲
シ
、
高
等
商
業
學

校
附
厩
外
國
語
學
校
ヲ
東
京
外
國
語
學
校
卜
改
稲
ス

（『
官
報
』
明
治
三
十
二
年
四
月
五
日）

昔
榮
學
校
の
獨
立

是
亦
久
し
く
猥
立
説
揖
し
か
り
し
が
前
内
閣
の
際
に
て
柏
田
嘉
納
氏
等
の
反

到
せ
し
為
め
決
行
に
至
ら
ざ
り
し
が
、
今
回
上
田
局
長
等
の
主
張
に
依
り
漸
く

近
日
に
賓
行
す
る

こ
と
A

な
り
、
校
長
は
勅
任
と
し
同
時
に
分
赦
場
を
麿
し
其

組
織
を
愛
更
し
て
師
範
部
専
門
部
の
別
を
廃
し
専
ら
技
術
家
養
成
を
以
て
目
的

と
し
、
又
本
年
は
海
外
留
學
生
一
名
を
出
し
三
十
三
年
度
よ
り
は
外
國
赦
師
三

名
を
傭
聘
し
経
費
も
従
来
の
倍
額
と
な
す
見
込
な
り
と
。

（『
敦
育
時
論
』
第
五
0
三
号
、
明
治
三
十
二
年
四
月
）

昔
榮
學
校
外
國
語
學
校
の
痴
立

高
等
師
範
學
校
附
圏
音
楽
學
校
と
、
高
等
商
業
學
校
附
燭
外
図
語
學
校

と

は
、
本
月
四
日
の
勅
令
を
以
て
遂
に
獨
立
し
た
り
。
雨
校
の
猥
立
は
、
吾
等
の

夙
に
稲
道
せ
し
所
に
し
て
、

亦
世
の
教
育
家
の
一
般
に
翼
望
せ
し
所
、
今
回
雨

校
猫
立
の
勅
令
を
見
る
に
至
り
し
は
、
吾
等
の
大
に
喜
ぶ
所
の
も
の
な
り
。
数

育
界
輿
論
の
結
果
と
し
て
、
右
雨
校
の
斯
＜
猫
立
し
た
る
以
上
は
、
嘗
局
は
之

を
照
束
に
永
績
せ
し
め
て
、
嘗
然
の
功
果
あ
ら
し
む
べ

き
責
任
あ
り
、
之
が
為

め
今
後
更
に
幾
多
の
経
螢
を
要
す
べ
き
は
勿
論
の
儀
に
し
て
、
筆
舌
を
費
す
ま

で
も
な
し
。
吾
等
は
唯
、
今
回
の
猥
立
を
喜
ぶ
と
同
時
に
、
今
後
に
於
け
る
純

螢
の
更
に
宜
し
き
に
適
し
、
校
長
の
撰
任
、
事
業
の
摘
張
、
倶
に
典
に
宜
し
き

に
適
せ
ん
こ
と
を
、

翼
望
し
て
已
ま
ざ
る
も
の
な
り
。

（
『
敦
育
時
論
』
第
五
0
四
号
、
明
治
三
十
二
年
四
月
）
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明
治
二
十
二
年
一
月
、
「
東
京
音
楽
學
校
規
則
」
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
れ
は
前
年
四

月
に
仮
定
さ
れ
た
「
入
學
志
願
者
心
得
」
を
検
討
し
、
よ
り
詳
細
に
規
定
す
る
形
で

作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
「
心
得
」
の
内
容
は
、

の
ち
の
「
規
則
」
の
「
赦
旨
」

（
二
十
五
年
以
降
は
「
穂
則
」
と
な
る
）
、
「
入
學
、
在
學
、
退
學
」
、
「
試
業
及
卒
業

證
書
」
な
ど
に
相
当
す
る
部
分
を
含
み
、
こ
と
に
「
赦
旨
」

な
ど
に
お
い
て
は
ほ
と

ん
ど
そ
の
ま
ま
受
け
継
が
れ
て
い
る
が
、
選
科
、
研
究
科
に
対
す
る
規
定
は
な
く
、

二
十
二
年
の
「
規
則
」
を
準
備
す
る
た
め
に
、
文
字
通
り
仮
定
さ
れ
た
も
の
と
推
測

さ
れ
る
。
諸
書
式
に
関
し
て
は
変
更
は
な
い
が
、
「
規
則
」
で
は
「
入
學
證
書
」
に
続

い
て
、
保
証
人
に
関
す
る
「
保
證
書
式
」
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
「
入
學

志
願
者
心
得
」
の
う
ち
、
「
規
則
」
に
そ
の
ま
ま
引
き
継
が
れ
て
い
る
書
式
の
部
分
を

除
く
全
文
を
挙
げ
て
お
こ
う
。
「
心
得
」
と
「
規
則
」
の
冒
頭
の
一
文
、
そ
れ
に
入
学

試
験
科
目
に
関
す
る
規
定
を
比
較
さ
れ
た
い
。
二
十
一
年
の
「
心
得
」
で
は
、
ま
だ

「
高
等
小
學
校
卒
業
以
上
若
ク
ハ
之
卜
同
等
ノ
學
力
」
と
い
う
規
定
は
な
く
、
音
楽

取
調
掛
の
「
博
習
生
心
得
」
に
近
い
形
が
と
ら
れ
て
い
る
。

入
學
志
願
者
心
得
仮
定

本
校
學
科
ヲ
分
チ
テ
豫
科
、
師
範
部
、
及
ヒ
専
修
部
ト
ス

入
學
生
徒
ハ
最
初
一
ケ
年
間
ハ
豫
科

二
入
學
ヲ
許
シ
＿
音
楽
普
通
ノ
學
科
ヲ

修
メ
シ
メ
一
年
ヲ
経
テ
更
二
試
験
ノ
上
其
學
部
ヲ
定
ム
ル
モ
ノ
ト
ス

規

則

第
四
節
規
則
お
よ
び
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
変
遷

以
下
、
「
入
學
願
」

「
履
歴
書
」「
學
習
保
證
朕
」

「
入
學
證
書
」
の
各
書
式
に
つ
い

て
は
「
東
京
―
音
楽
學
校
規
則
」
と
同
一
で
あ
る
た
め
省
略
す
る
。

生
徒
ノ
證
人
ハ
丁
年
以
上
ニ

シ
テ
相
嘗
ノ
資
産
ヲ
有
シ

一
名
ハ
父
兄
親
族

尚
一
名
ハ
府
内
二
住
居
シ
一
家
計
ヲ
立
ル
者
二
限
ル

但
入
學
證
書

二
證
人
財
産
調
書
ヲ
添
付
ス
ル

ヲ
要
ス

骰
格

襲
音

讀
書

作
文

算
術

英
語

ル
ベ
シ 但

豫
科
ノ
修
業
ヲ
卒
へ
何
レ
ノ
學
部
ニ
モ
入
學
許
可
ヲ
典
ヘ
カ
タ
キ
者

ニ
ハ
其
節
退
學
ヲ
命
ス
ベ
シ

師
範
部
ぐ
音
榮
敦
員
タ

ル
ベ
キ
志
願
ノ
者
二
入
學
ヲ
許
シ
修
業
年
限
ハ
豫

科
共
通
シ
テ
凡
ソ
ニ
ケ
年
ト
ス

専
修
部
ク
音
榮
二
特
別
ノ
才
能
ヲ
具
フ
ル
者
ヲ
特
二
撰
抜
シ
テ
入
學
ヲ
許

シ
修
業
年
限
ハ
豫
科
共
通
シ
テ
凡
ソ
四
ケ
年
ト
ス

授
業
料
ハ
営
分
一
ヶ
月
金
壱
圏
ト
ス

本
校
生
徒
タ
ル
ヲ
得
ベ
キ
者
ハ
男
女
二
係
ラ
ズ
満
十
四
年
以
上
廿
年
以
下

ニ
シ
テ
品
行
端
正
ノ
證
明
ヲ
具
へ
且
父
兄
若
ク
ハ
親
族
ョ
リ
修
業
中
ノ
費
用

其
他
學
習
上
一
切
差
支
ナ
キ
保
證
状
ヲ
出
シ
左
記
ノ
試
瞼
二
及
第
ス
ル
者
タ

身
騰
健
康

猿
音
及
聴
昔

國
史
略
、
日
本
外
史
ノ
類
講
讀

書
翰
文
、
仮
名
交
リ
文

四
則
、
比
例
等
ノ
中

綴
字
、
讀
法
、
文
法
ノ
類
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第

一

数

旨

明
治
二
十
二
年
ー
ニ
十
三
年

在
學
中
品
行
端
正
ニ
シ
テ
所
定
ノ
學
科
ヲ
完
了
シ
タ
ル
者
ニ
ハ
卒
業
證
書

ヲ
授
典
ス
ベ
シ

〔
手
書
き
〕

（『
明
治
二
十
一
年
東
京
―音
楽
學
校
學
事
年
報
』
）

「
東
京
＿
音
楽
學
校
規
則
」
が
制
定
さ
れ
た
明
治
二
十
二
年
か
ら
、
『
東
京
音
楽
學
校

一
覧
』
の
発
行
が
開
始
さ
れ
る
。
今
日
、
本
学
に
残
さ
れ
て
い
る
資
料
の
う
ち
、
ニ

十
一
年
の
規
則
を
知
る
手
掛
り
と
な
る
も
の
は
、
前
出
の
書
類
『
東
京
＿音
楽
學
校
學

事
年
報
』
の
み
で
あ
る
が
、
二
十
二
年
以
降
に
関
し
て
は
、
こ
の
各
年
の

『
年
報
』

に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
、
毎
年
発
行
さ
れ
る
『
一
究
』
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
以

下、

明
治
時
代
の
本
校
の
規
則
の
変
遷
を
『
一
覧
』
に
基
づ
い
て
盤
理
し
て
み
よ
う
。

第
四
節
中
の
以
下
の
資
料
の
出
典
は
す
べ
て
『
東
京
＿
音
楽
學
校
一
覧
』
で
あ
る
。

二
十
二
年
に
制
定
さ
れ
た
規
則
は
、
明
治
時
代
の
う
ち
に
そ
の
後
三
度
、
大
幅
に

改
正
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
高
等
師
範
学
校
附
属
と
な
っ
た
二
十
六
年
、

つ
い
で
再
独

立
後
の
三
十
―
―
一
年
、
そ
し
て
四
十
二
年
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
四
十
二
年
に
改
正
さ
れ

た
規
則
は
そ
の
後
、
大
正
、
昭
和
を
通
じ
て
、
少
し
ず
つ
改
正
さ
れ
な
が
ら
も
東
京

音
楽
学
校
の
間
じ

ゅ
う
基
本
と
し
て
生
か
さ
れ
て
い

る
た
め
、
こ
こ
で
は
明
治
四
十

一
年
ま
で
の
規
則
を
扱
い
、
四
十
二
年
以
降
に
つ
い
て
は
第
二
巻
で
取
り
あ
げ
る

こ

と
と
す
る
。
規
則
の
変
遷
の
扱
い
方
と
し
て
は
、
二
十
二
年
、
二
十
六
年
、
三
十
三

年
の
三
回
に
つ
い
て
は
そ
の
年
の
規
則
全
体
を
記
載
し
、
そ
れ
以
外
の
年
に
つ
い
て

は
改
正
の
行
わ
れ
た
箇
所
の
み
を
記
す
こ
と
と
す
る
。
な
お
年
ご
と
の
区
分
に
つ
い

て
は
、
『
東
京
―音
楽
學
校

一
究
』
に
倣

い
、
た
と
え
ば
「
明
治
二

十
二
年
ー
ニ
十
三

年
」
と
い
う
表
記
法
を
と
る
。
た
だ
し
こ
の
場
合
、
学
年
の
始
ま
り
は
、
以
下
の
資

料
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
二
十
二
年
当
初
は
九
月
十
日
で
あ
っ
た
が
、
三
十
八
年
か

ら
師
範
科
が
四
月
一
日
と
な
り
、
四
十
年
に
は
全
科
四
月
一
日
と
改
正
さ
れ
る
。

ノ
ト
ス

シ

以
上

第
一
條
本
校
ハ
汎
ク
音
楽
専
門
ノ
教
育
ヲ
施
シ
善
良
ナ
ル
＿
音
楽
赦
員
及
＿音
榮

師
ヲ
養
成
ス
ル
所
ト
ス

第
二
條
本
校
ノ
學
科
ハ
大
別
シ
テ
豫
科
本
科
ト
ス
本
科
ヲ
分
チ
テ
師
範
部
及

専
修
部
ノ
ニ
部
ト
ス

第
三
條
豫
科
ぐ
音
榮
普
通
ノ
學
科
ヲ
修
メ
シ
ム
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
其
修
業
年
限

ハ
一
ケ
年
ト
ス

第
四
條
豫
科
卒
業
ノ
上
試
瞼
ヲ
行
ヒ
一音
榮

二
特
別
ノ
才
能
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ハ

専
修
部

二
入
ラ
シ
メ
昔
榮
数
員

二
適
嘗
ナ

ル
モ
ノ
ハ
師
範
部
二
入
ラ
シ
ム
ベ

但
何
レ
ノ
學
部
ニ
モ
入
學
許
可
ヲ
典
へ
難
キ
モ

ノ
ハ
此
際
退
學
セ
シ
メ
又

ハ
選
科
二
轄
ゼ
シ
ム
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
シ

第
五
條
師
範
部
ぐ
音
楽
赦
員
タ
ル
ベ
キ
學
科
ヲ
修
メ
シ
ム
ル

モ
ノ
ニ
シ
テ
其

修
業
年
限
ハ
ニ
ケ
年
ト
シ
之
ヲ
分
チ
テ
ニ
學
級
ト
ス

第
六
條
専
修
部
ハ
各
科
専
門
ノ
＿
音
榮
ヲ
修
メ
シ
ム
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
其
修
業
年

限
ハ
三
ケ
年
ト
シ
之
ヲ
分
チ
テ
三
學
級
ト
ス

第
七
條
各
生
徒
ノ
學
部
及
専
門
科
ヲ
定
ム
ル
ハ
本
校
ノ
指
示
二
従
フ
ベ
キ

モ

第
八
條
本
校
生
徒
ハ
各
自
ノ
志
願

二
係
ル
者
卜
各
府
縣
顧
若
ク
ハ
諸
學
校
ノ

特
選
二
係
ル
者
ト
ノ
ニ
種
ト
ス

第
九
條
本
校
生
徒
タ
ル

ヲ
得
ベ
キ
者
ハ
男
女
ヲ
論
ゼ
ズ
満
十
四
年
以
上
二
十

年
以
下
ニ
シ
テ
品
行
端
正
ノ
證
明
ヲ
具
へ
且
各
自
志
願
二
係
ル
モ
ノ
ハ
父
兄

若
ク
ハ
親
戚
ヨ
リ
各
府
縣
顧
諸
學
校
ノ
特
選
二
係
ル
モ
ノ
ハ
常
該
官
題
諸
學

校
ョ
リ
修
業
中
ノ
費
用
其
他
學
習
上
一
切
差
支
ナ
キ
保
證
状
ヲ
出
シ
入
學
試

験

二
及
第
ス

ル
者
タ
ル
ベ
シ

第 2章 明治時代の東京音楽学校 430 



第
一
條

第

三

學

年

、
學
期
、
休
業

學
年

ハ
九
月
十
一
日
二
始
リ
翌
年
七
月
十
日
ー
ー

終
ル

學
年
ヲ
分
チ
テ
三
學
期
ト
シ
第

一
期
ハ
學
年
ノ
始
ョ
リ
十
二
月
廿
四

日
二
至
リ
第
二
期
ハ
翌
年

一
月
八
日
ヨ
リ
三
月
三
十
一
日
二

至
リ
第
三
期

ハ

四
月
八
日
ョ
リ
學
年
ノ
終
二
至

ル

第
三
條
年
中
休
業
日
左
ノ
如
シ

日
曜
日

毎
週

秋
季
皇
蓋
祭

秋
分
日

紳
嘗
祭

十
月
十
七
日

天
長
節

十
一
月
三
日

新

嘗

祭

十

一

月

廿

三

日十
二
月
廿
五
日
ヨ
リ

冬

期

休

業

翌
年

一
月
七
日
マ
デ

孝

明

天

皇

祭

一

月

三

十

日

紀

元

節

二

月

十

一

日

春

季

皇

蓋

祭

春

分
日

第

二

學

期

後

休

業

疇

詞

江

勺

夏

期

休

業

廷

昇

圧

空

汀

第
四
條
授
業
時
間
ハ
毎
週
三
十
時
間
ト
ス

第

一
條

第
二
條

第
四

入
學
、
在
學
、
退
學

入
學
ノ
期
ハ
毎
年
一
回
ニ
シ
テ
其
學
年
ノ
始
二
於
テ
ス

學
科
課
程

〔本
節
二
項
「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
に
別
記
〕

第

年

月

日

第
二
條
入
學
志
願
者
ハ
左
二
掲
ク
ル
科
目
二
合
格

ス
ル
者
タ
ル
ヘ

シ
選
科
ョ

リ
正
科
二
韓
ス
ル
者
モ
亦
同
シ

入
學
試
験
科
目

骰
格
身
骰
健
康

學
力

高
等
小
學
校
卒
業
以
上
若
ク
ハ
之
卜
同
等
ノ
學
力

唱
歌
唱
歌
集
初
編
卒
業
以
上

英

語

綴

字

、
讀
法
、
文
法
ノ
類

第
三
條
入
學
志
願
者
ハ
左

ノ
書
式
二
握
リ
入
學
願
書
履
歴
書
及
學
習
保
證
状

ヲ
本
校
へ

差
出
ス
ベ
シ

第
一
琥

入
學
願
書
式

（
用
紙
美
濃
）

入

願

私
儀
―
音
楽
修
業
志
願

二
付
入
學
御
許
可
被
下
度
依
テ
履
歴
書
及
學
習
保
證

状
相
添
此
段
相
願
候
也

學

何
麟
何
國
何
饂
何
桐
何
番
地

族
籍何

某
子
女
兄
弟
姉
妹
或
ハ
戸
主

本

人

姓

名

印

何
年
何
月
日
生

現
住
所
何
々

右
之
者
従
来
之
行
吠
二
開
‘
ソ
不
都
合
ノ
廉
無
之
候
條
拙
者
證
人
二
相
立
致

保
證
候
也

東
京
府
何
直
何
町
何
番
地
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年 右通之［ 己自 何年月 何年月 々 何年月 何月 何年月

月 二 ヨ日 ヨH 何校日 々 何慮H 父職業何 現何住所 本人
履

H 候有之也 現今マリ 何年月リ 又ハ 事故以ヲノ 誰二ノ 々 々 何生所々 歴

ニデ日 何某テ就 書

開何學マ ニ退廃學

ルス又何，デ 従ヒ
モノ、 何又

ノ 何藝 々 ハ 骨
アレニ又 修ヲ何學

本

ヲ何虞従事 ハ々腐
人

何悶現齢 生年 姓

記入ベスシ 職就云二 云々 何等級卒業― 修何何年メヲ 何名

ヶ 月

々云 月日

第
二
琥

履
歴
書
式
（
用
紙
同
上）

東
京
昔
榮
學
校御

中

年

月

日

族
籍

證

人

姓

名

印

年

第
四
條

月

日

印

年
此

状

第 2章 明治時代の東京音楽学校

第
三
琥

學
習
保
證
状
書
式
（
用
紙
同
上
）

入
學
許
可
ヲ
得
タ
ル
者
ハ
左
ノ
書
式
二
捩
リ
入
學
證
書
ヲ
出
ス
ベ
シ

第
四
披

入
學
證
書
式
（
用
紙
同
上
）

入

學

證

書

私
儀
今
般
―
音
楽
修
業
志
願
ヲ
以
テ
御
校
へ
入
學
御
許
可
相
成
候
二
就
テ
ハ

諸
規
則
等
堅
ク
相
守
専
心
勤
學
可
仕
此
段
相
誓
候
也

何
麟
何
図
何
饂
何
加
何
番
地

現
住
所
何
々

族
籍

姓

名生
年
月
日

右
何
某
在
學
中
一
切
ノ
事
件
ハ
私
共
負
摺
シ
且
學
習
上
一
切
差
支
無
之
様
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保

證

書

年

月

日

可
仕
侯
乃
チ
證
書
如
此
候
也

薔
保

證

人

姓

東
京
昔
榮
學
校
長
何
某
殿

尚
向
後
轄
居
改
印
等
致
候
節
ハ
速
二
御
届
書
可
差
出
侯
也

第
五
條
生
徒
ノ
證
人
ハ
丁
年
以
上
ノ
男
子
ニ
シ
テ
相
嘗
ノ
資
産
ヲ
有
シ
一
名

ハ
其
父
兄
親
戚
尚

一
名
ハ
府
内
二
住
居
シ

テ一

家
計
ヲ
立
テ
身
元
ノ
正
確
ナ

ル
者
タ
ル
ベ
シ

但
證
人
資
産
ノ
證
明
ヲ
為
サ
シ
ム
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
シ

第

六

條

保

證
人
ノ
内
死
去
若
ク

ハ
他
府
縣
へ
轄
居
若
ク
ハ
其
他
ノ
事
故
ア
リ

テ
證
人
ヲ
愛
更
ス
ル
ト
キ
ハ
其
届
書

二
保
證
書
ヲ
添
へ
其
旨
速
二
届
出
ベ
シ

第

七

條

保

證
人

一
ヶ
月
以
上
ノ
旅
行
ヲ
為
ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
代
理
人
ヲ
立
テ

出
稜
及
蹄
京
共
速
二
其
旨
ヲ
届
出
ツ
ベ
シ

第
五
琥

保
證
書
式
（
用
紙
同
上
）

右
何
某
父
兄
又
ハ
何
親
戚 住

所
族
籍

證
人

姓

住
所

族
籍

證
人

姓

名
名生

年
月
日 印

名生
年
月
日 印

右
生
徒
何
某
ノ
保
證
人
二
相
立
居
候
虞
何
々
ノ
事
故
二
由
リ
拙
者
引
繊
キ

保
證
人
二
相
立
在
學
中
ノ
事
件

ハ
一
切
私
共
負
撥
シ
且
學
習
上
一
切
差
支

無
之
様
可
仕
候
依
テ
證
書
如
此
候
也

住
所

族
籍

姓

東
京
昔
榮
學
校
長
何
某
殿

尚
向
後
轄
居
改
印
等
致
候
節
ハ
速
二
御
届
書
可
差
出
候
也

第
八
條
生
徒
ハ
左
ノ
諸
項
ヲ
堅
ク
相
守
ル
ベ
シ

第

一

生

徒
就
學
中
校
則
及
告
諭
等
相
守
ル
ベ
キ
ハ
云
フ
ニ
及
バ
ズ
家
庭
ニ

在
リ
テ
モ
其
進
退
畢
動
ヲ
謹
ミ
品
行
卜
學
藝
ト
ヲ
共
二
進
修
ス
ル
ヲ
務
卜

ス
ベ
シ
其
校
内
校
外
二
在
ル
ヲ
問
ハ
ズ
若
シ
此
二
背
戻
シ
テ
怠
惰
不
品
行

ナ
ル
者
ハ
退
校
其
他
相
営
ノ
罰
責
ヲ
免
レ
ザ
ル
ベ
シ

第
二
生
徒
疾
病
其
他
事
故
ア
リ
テ
一
日
鋏
課
ス
ル
ト
キ

ハ
嘗
日
乃
至
翌
日

中
二
保
證
人
若
ク
ハ
父
兄
ョ
リ
其
旨
届
出
ッ
ベ
シ
ニ
日
以
上
鋏
課
ス
ル
ト

キ
ハ
其
事
由
及
ビ
日
敷
ヲ
詳
記
シ
届
出
ツ
ベ
シ
若
シ
疾
病
七
日
以
上
二
及

ブ
ト
キ
ハ
瞥
證
ヲ
添
テ
其
旨
届
出
ツ

ヘ
シ

生
徒
本
校
在
學
中
ハ
何
レ
ノ
場
所
ヲ
問
ハ
ズ
校
外
二
在
テ
其
學
藝
ヲ

第
年

月

住
所

族
籍

右
何
某
父
兄
又
ハ
何
親
戚
姓

日

名生
年
月
日 印

名生
年
月
日 印
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第
四
條
選
科
生
ハ
在
學
期
限
ヲ
定
メ
ズ
ト
イ
ヘ
ト
モ
一

學
年
以
上
在
學
シ
試

瞼
合
格
ノ
者
ニ
ハ
願
二
依
リ
退
學
ノ
際
修
業
證
明
状
ヲ
付
典
ス
ベ
シ

第
五
條
選
科
生
授
業
料
ハ
一
ヶ
月
金
壼
園
以
上
三
園
以
下
ト
ス

第
六
條
選
科
生
ハ
特
二
該
生
徒
ノ
為
メ
ニ
設
ル
所
ノ
規
則
ノ
外
ハ
渾
テ
正
科

ク
ベ
シ

他
人
J
前
―
―
演
ズ
ル
ヲ
許
サ
ズ

但
特
二
學
校
長
ノ
許
可
ヲ
得
タ
ル
場
合
ハ
此
限
ニ
ア
ラ
ズ

第
四
生
徒
本
校
二
在
リ
テ
學
習
ス
ル
所
ヲ
校
外
二
於
テ
更
二
餘
人
二
就
テ

學
習
ス
ル
ヲ
許
サ
ズ

第
五
生
徒
在
學
中
校
外
二
在
リ
テ
他
人
二
教
授
ス
ル
ヲ
許
サ
ズ

第

六

本

校

ノ
書
器
ヲ
汚
染
毀
損
ス
ル
モ
ノ
ハ
之
ヲ
辮
償
セ
シ
ム

第
七
轄
居
改
印
等
其
他
身
上
二
異
動
ア
ル
ト
キ
ハ
其
旨
速
二
届
出
ベ
シ

第
九
條
學
業
不
進
歩
ニ
シ
テ
成
業
ノ
目
途
ナ
キ
モ
ノ
敷
度
規
則
ヲ
犯
シ
告
諭

二
背
ク
モ
ノ
等
ハ
退
學
ヲ
命
ズ
ベ
シ

第
十
條
生
徒
疾
病
二
罹
リ
若
ク
ハ
其
他
止
ム
ヲ
得
ザ
ル
事
故
ア

ル
ニ
非
レ
バ

半
途
退
學
ス
ル
ヲ
許
サ
ズ

第

五

選

科

第
一
條
洋
琴
、
風
琴
、
バ
イ
オ
リ
ン
、
唱
歌
ノ
中
特
＿
二
科
目
若
ク
ハ
ニ
三

科
目
ヲ
選
ビ
テ
學
習
セ
ン
ト
欲
シ
入
學
ヲ
願
出
ル
者
ア
ル
ト
キ
ハ
試
瞼
ノ
上

選
科
生
ト
シ
テ
入
學
ヲ
許
ス

第
二
條
選
科
生
ハ
男
女
ヲ
論
セ
ズ
年
齢
満
九
年
以
上
ー
ー
シ
テ
所
選
ノ
科
目
ヲ

學
修
ス
ル
ニ
堪
フ
ル
ト
認
ル
者
二
限
ル
ベ
シ

第
三
條
選
科
生
ハ
所
選
ノ
科
目
二
就
テ
正
科
生
卜
同
シ
ク
課
業
及
試
業
ヲ
受

生
卜
同
シ
ク
之
ヲ
遵
守
ス
ベ
シ

第

六

研

究

科

専
修
部
卒
業
生
ニ
シ
テ
猶
其
學
術
ヲ
精
究
セ
ン
ト
欲
シ
研
究
生
タ
ラ

ン
コ
ト
ヲ
願
出
ル
者
ア
ル
ト
キ
ハ
詮
議
ノ
上
許
可
ス
ル
コ

ト
ア
ル
ベ
シ

研
究
生
ノ
研
究
期
限
ハ
ニ
ケ
年
ヲ
以
テ
一
期
ト
ス

研
究
生
ハ
保
證
人
ヲ
要
セ
ズ
授
業
料
ヲ
徴
牧
セ
ズ

研
究
生
ハ
賓
地
研
究
ノ
為
メ
時
々
本
校
ノ
授
業
ヲ
補
助
セ
シ
ム
ル
コ

ト
ア
ル
ベ
シ

但
此
場
合
二
於
テ
ハ
授
業
補
助
時
間
ノ
多
少
ニ
ヨ
リ
相
嘗
ノ
手
常
金
ヲ
給

興
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
シ

第
五
條
研
究
生
ハ
文
部
省
直
轄
學
校
若
ク
ハ
他
官
靡
ノ
依
頼
ー
ー
ヨ
リ
其
學
校

等
二
派
出
シ
テ
授
業
ヲ
賓
修
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
シ

第
六
條
研
究
科
ニ
ケ
年
以
上
ヲ
綬
タ
ル
者

ニ
ア
ラ
ザ
レ
バ
本
校
教
員
ノ
選
拳

二
営
ル
コ
ト
ヲ
得
ベ
カ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ト
ス

第
七
條
研
究
生
ハ
特
二
該
生
徒
ノ
為
二
設
ル
所
ノ
規
則
ノ
外
ハ
渾
テ
正
科
生

ト
同
ジ
ク
之
ヲ
遵
守
ス
ベ
シ

試
業
及
卒
業
證
書

第
一
條
試
業
ヲ
分
チ
テ
定
時
試
業
及
臨
時
試
業
ノ
ニ
種
ト
ス
定
時
試
業
ハ
毎

學
期
ノ
末
二
施
行
シ
臨
時
試
業
ハ
各
赦
員
ノ
見
込
ニ
ヨ
リ
一

學
期
内
二
度
以

上
六
度
以
下
臨
時
―
―
施
行
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

第
二
條
生
徒
平
素
ノ
品
行
ハ
赦
員
會
議

二
於
テ
其
良
否
ヲ
判
定
ス

第
三
條
定
時
及
臨
時
試
業
ノ
評
貼
ハ
各
科
目
一
百
ヲ
以
テ
最
高
貼
ト
ス

第
二
條

第
三
條

第
四
條

第

一
條

第
七
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學
年
評
貼
ハ
全
科
目
ノ
評
貼
敷
五
十
貼
未
満
ノ
者
若
ク

ハ
其
五
十
貼

以
上
二
至
ル
モ
一
科
目
ノ
評
貼
三
十
貼
未
満
ノ
者
ハ
落
第
ト
ス
ニ
科
目
以
上

三
十
黙
未
満
ノ
者
及
再
度
落
第
ス
ル
者
ハ
退
校
ヲ
命
ズ

ベ
シ

但
臨
時
及
定
時
ノ
試
業
成
績
全
科
目
ノ
評
貼
敷
六
十
貼
以
上
二
及
ブ
者
ハ

此
限
ニ
ア
ラ
ズ

第
八
條
凡
ソ
試
業
二
欠
席
ス
ル
者
ハ
渾
テ
零
貼
ヲ
典
フ
ル
モ
ノ
ト
ス
但
止
ム

ヲ
得
ザ
ル
事
情
ア
リ
テ
其
證
判
明
ナ
ル
者
ハ
詮
議
ノ
上
次
學
期
若
ク
ハ
次
學

年
ノ
始
業
後
二
週
間
以
内
二
於
テ
追
試
業
ヲ
許
ス
コ
ト
ア
ル
ベ
シ

第
九
條
學
藝
品
行
共
二
特
二
優
等
ニ
シ
テ
後
来
大
成
ス
ベ
キ
見
込
ア
ル
モ
ノ

ハ
特
待
生
ト
ナ
シ
一
學
期
若
ク
ハ
一
學
年
間
ノ
授
業
科
ヲ
免
除
ス
ル
コ
ト
ア

ル
ベ
シ

第
十
條
成
規
ノ
試
業
ヲ
経
所
定
ノ
學
科
ヲ
完
了
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
ハ
卒
業
證
書

ヲ
付
興
ス
ベ
シ

但
シ
専
修
部
卒
業
生
中
優
等
ノ
者
ニ
ハ
卒
業
證
書
ノ
外
猶
第
一
等
若
ク
ハ

第
二
等
ノ
賞
状
ヲ
付
典
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
シ

豫
科
修
業
證
書
式
（
用
紙
鳥
子
）

第
七
條

ノ
ト
ス

第
四
條
各
生
徒
一
學
期
間
一
科
目
ノ
評
貼
ハ
其
學
期
中
臨
時
試
業
ノ
評
貼
平

均
敷
二
其
定
時
試
業
ノ
評
貼
ヲ
加
ヘ
テ
之
ヲ
ニ
分
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
ス

第
五
條
各
生
徒
ノ
一
學
年
間
一
科
目
ノ
評
貼
ハ
三
學
期
ノ
得
貼
ヲ
合
計
シ
之

ヲ
三
分
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
ス

但
一
科
目
ノ
授
業
一
學
期
二
止
ル
モ
ノ
ハ
其
得
貼
ヲ
以
テ
學
年
評
貼
ト
ス

第
六
條
各
生
徒
一
學
期
間
學
習
セ
ル
全
科
目
ノ
評
貼
ハ
其
穂
科
目
ノ
評
貼
ヲ

平
均
シ
テ
之
ヲ
定
メ
以
テ
其
席
順
ヲ
進
退
シ
且
及
第
卜
落
第
ト
ヲ
定
ム
ル
モ

第
十
一
條
生
徒
在
學
中
ノ
人
物
ヲ
査
定
シ
優
等
及
尋
常
ノ
ニ
種
ト
シ
卒
業
ノ

際
其
證
書
ヲ
付
典
ス

第
一
條

付
ス
ベ
シ

第
二
條

琥 何 第 琥 何 第

師
範
部
及
専
修
部
卒
業
證
書
式
（
用
紙
同
上
）

授
業
料

第
八

授
業
料
ハ
一
ヶ
月
金
壷
圏
ト
シ
毎
月
十
五
日
限
リ
本
校
會
計
員

二
納

夏期休業ノ七八雨月分及本校ノ都合ニョリ三十日以上休業

スルトキハ其分ノ授業料ヲ徴セズ但生徒ノ都合ニョリ歓席三十日

テ右

年月 業能其ク 本校ハ 校印

H 卒ヲ専修範師 卒業

侶フ 部所定 證

プ~ノ 書

之證スヲ 學術全科

修ヲ 族籍

成規メ 姓

ノ生>

シ

右
ハ
本
校
所
定
ノ
豫
科
ヲ
履
修
セ
リ
勿
テ
之
ヲ
證
ス

年

月

日

東
京
昔
榮
學
校

一
校
印
＿

生
年
月
日

豫
科
修
業
證
明
書

族
籍

姓

名
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以
上
二
及
ブ
者
及
一
ヶ
月
未
満
ニ
シ
テ
退
學
ス
ル
モ
ノ
ア
ル
モ
其
月
ノ
授
業

料
ヲ
徴
ス

第
三
條
定
日
二
於
テ
授
業
料
ヲ
納
付
セ
ザ
ル
モ
ノ
ア
ル
ト
キ
ハ
未
納
中
停
學

ヲ
命
シ
之
ヲ
保
證
人
ヨ
リ
徴
牧
ス

明
治
二
十
五
年
！
二
十
六
年

四
月
十
五
日
、
文
部
省
専
門
普
通
両
学
務
局
長
よ
り
本
校
特
選
生
募
集
に
つ
い
て

道
庁
府
県
に
照
会
が
あ
り
、
三
十
日
、
特
選
生
の
年
齢
に
関
す
る
通
牒
が
追
加
さ
れ

た
。
九
月
に
は
こ
れ
に
応
じ
て
推
薦
さ
れ
た
十
二
名
が
仮
入
学
を
許
可
さ
れ
た
。

東
京
―
音
楽
學
校
生
徒
募
集
ノ
儀
二
開
シ
専
普
雨
學
務
局

長
ョ
リ
各
府
縣
へ
通
牒

（巴
匹
戸
咋
）

音
楽
唱
歌
ハ
普
通
赦
育
上
必
要
ナ
ル
一
科
目
ト
シ
テ
小
學
校
中
學
校
師
範
學

校
二
於
テ
追
々
之
ヲ
課
ス
ル
様
相
成
候
へ
共
相
営
ノ
技
能
ヲ
具
へ
授
業
ノ
方
法

等
二
通
ス
ル
ノ
赦
員
ハ
目
下
欠
乏
ノ
姿
―
―
候
ヘ
ハ
之
ヲ
養
成
ス
ル
ハ
緊
要
ノ
儀

卜
存
候
抑
モ
一
音
楽
唱
歌
ハ
一
種
ノ
技
藝
―
―
闊
ス
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
一
般
ノ
赦
員
ハ

勿
論
尋
常
師
範
學
校
卒
業
生
二
於
テ
モ
悉
ク
此
謳
ヲ
具
ヘ
シ
ム
ル
コ
ト
ハ
事
賓

ニ
於
テ
困
難
ナ
ル
儀
二
有
之
薩
テ
＿
音
楽
唱
歌
ノ
為
メ
ニ
自
然
専
科
ノ
教
員
ヲ
要

ス
ル
ノ
場
合
ナ
キ
ニ
ア
ラ
ス
又
大
ナ
ル
高
等
小
學
校
等
二
於
テ
ハ
唱
歌
教
授
時

間
ノ
合
計
十
敷
時
二
渉
ル
モ
ノ
少
シ
ト
セ
サ
レ
ハ
一
人
ノ
専
科
教
員
ヲ
任
用
ス

ル
モ
経
清
上
不
都
合
有
之
間
敷
卜
存
候
尤
モ
＿
音
楽
唱
歌
ヲ
教
授
ス
ル
モ
他
ノ
諸

學
科
卜
連
絡
ヲ
保
チ
互
二
相
補
盆
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ノ
十
分
ナ
ラ
サ
ル
カ
為
メ
員

二
普
通
教
育
ノ
旨
趣
ヲ
逹
ス
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
ヤ
ノ
憾
ナ
キ
能
ハ
ス
故
二
成
ル

ヘ
ク
赦
員
免
許
状
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
若
ク
ハ
数
授
上
経
験
ア
ル
モ
ノ
ヽ
中
其
技
能

ニ
長
ス
ル
モ
ノ
ヲ
撰
ヒ
地
方
ノ
公
費
又
ハ
其
他
ノ
方
法
ヲ
以
テ
學
資
ヲ
給
シ
若

ク
ハ
學
資
ノ
幾
分
ヲ
補
助
シ
東
京
＿音
楽
學
校
二
在
學
セ
シ
メ
卒
業
ノ
上
音
楽
唱

歌
ノ
教
員
二
充
テ
以
テ
将
来
普
通
教
育
上
昔
榮
唱
歌
ヲ
シ
テ
慎
正
ノ
債
値
ヲ
保

タ
シ
ム
ル
ハ
頗
ル
緊
要
ノ
儀
卜
存
候
右
ノ
目
的
ヲ
逹
セ
ン
カ
為
メ
東
京
昔
榮
學

校
二
於
テ
ハ
生
徒
ノ
一
部
二
特
選
生
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
置
キ
天
稟
ノ
＿
音
楽
二
適
ス
ル

モ
ノ
ニ
シ
テ
将
来
地
方
二
於
テ
小
學
校
尋
常
中
學
校
及
尋
常
師
範
學
校
等
ノ
教

員
タ
ラ
シ
ム
ヘ
キ
見
込
ア
ル
モ
ノ
ヲ
地
方
顧
若
ク
ハ
學
校
等
ノ
特
選
ヲ
以
テ
入

學
セ
シ
ム
ル
規
程
ヲ
設
ケ
本
年
モ
来
九
月
中
募
集
可
致
候
條
貴
道
題
（
府
縣
）

ニ
於
テ
モ
成
ル
ヘ
ク
右
特
選
生
ヲ
祇
出
セ
ラ
レ
候
様
御
計
聾
相
成
度
致
希
落
候

右
入
學
在
學
等
二
閥
ス
ル
諸
項
ハ
豫
テ
同
校
ョ
リ
及
御
送
付
置
候
規
則
書
及
別

記
條
項
ヲ
参
考
セ
ラ
レ
来
六
月
三
十
日
ヲ
期
シ
特
選
生
派
出
ノ
有
無
御
回
答
有

之
度
此
段
及
御
照
會
候
也

別

記

東
京
＿
音
楽
學
校
規
則
第
一
章

第
八
條
本
校
生
徒
ハ
各
自
ノ
志
願
―
―
係
ル
モ
ノ
ト
各
府
縣
顧
若
ク
ハ
諸

學
校
ノ
特
選
二
係
ル
モ
ノ
ト
ノ
ニ
種
ト
ス

第
九
條
本
校
生
徒
タ
ル
ヲ
得
ヘ
キ
モ
ノ
ハ
男
女
ヲ
論
セ
ス
満
十
四
年
以

上
二
十
年
以
下
ニ
シ
テ
品
行
端
正
ノ
證
明
ヲ
具
へ
且
各
自
志
願
二
係
ル

モ
ノ
ハ
父
兄
若
ク
ハ
親
戚
ョ
リ
各
府
縣
躁
諸
學
校
ノ
特
選
二
係
ル
モ
ノ

ハ
営
該
官
顧
諸
學
校
ョ
リ
修
業
中
ノ
費
用
其
他
學
習
上
一
切
差
支
ナ
キ

保
證
状
ヲ
出
シ
入
學
試
験
二
及
第
ス
ル
モ
ノ
タ
ル
ヘ
シ

修
業
年
限

営
該
生
徒
昔
榮
上
ノ
學
カ
ニ
ヨ
リ
ニ
年
乃
至
四
年
ト
ス
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小
學
校
教
員
免
許
状
ヲ
有
ス
ル
者
若
ク
ハ
尋
常
中
學
校
卒
業
生
ハ
＿
音
榮

科
ノ
ミ
ヲ
授
ケ
ニ
箇
年
間
ヲ
以
テ
卒
業
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ

入
學
者
ノ
學
力

高
等
小
學
校
卒
業
以
上
若
ク
ハ
之
卜
同
等
ノ
學
カ
ヲ
具
へ
小
學
唱
歌
集

初
編
卒
業
以
上
ノ
者

右
地
方
長
官
二
於
テ
適
裳
卜
認
定
シ
タ
ル
者
ハ
試
験
ヲ
要
セ
ス
直
二
仮
入
學

ヲ
許
ス
ヘ
シ

學
資修

業
月
費
凡
金
六
七
園
内
外
ノ
見
込
但
授
業
料
共

生
徒
ハ
穂
テ
通
學
ト
ス

生
徒
修
業
上
校
舎
内
二
於
テ
用
フ
ル
必
要
ノ
楽
器
ハ
貸
附
ス
ヘ
シ

特
選
生
ノ
年
齢
二
開
シ
通
牒
（
明
治
廿
五
年
四
月
三
十
日
）

本
月
十
五
日
普
甲
七
八
六
琥
ヲ
以
テ
東
京
昔
榮
學
校
生
徒
募
集
ノ
儀
二
開
シ

及
御
照
會
置
候
別
記
第
一
項
二
該
校
ノ
生
徒
タ
ル
ヲ
得
ヘ
キ
者
ハ
其
年
齢
十
四

年
以
上
廿
年
以
下
卜
有
之
候
虞
赦
員
免
許
状
ヲ
有
シ
若
ク
ハ
教
育
上
経
験
ア
ル

モ
ノ
ニ
シ
テ
生
来
昔
榮
ノ
技
能
ヲ
具
へ
成
業
ノ
目
途
確
賓
ナ
リ
ト
認
定
セ
ラ

ル

ヽ
者
ア
ル
ト
キ
ハ

ニ
十
年
以
上
卜
雖
モ
特
二
入
學
ヲ
許
ス

コ
ト
可
有
之
儀
卜
御

承
知
相
成
度
此
段
及
御
通
牒
候
也

こ
の
制
度
は
三
十
三
年
九
月
一
日
の
規
則
改
正
の
さ
い
廃
止
さ
れ
た
が
、
実
質
的

に
は
こ
れ
を
引
き
継
ぐ
よ
う
な
形
で
乙
種
師
範
科
が
生
れ
た
。

な
お
参
考
の
た
め
、
こ
の
特
選
生
の
実
際
に
関
す
る
報
告
を
、
そ
の
後
の
『
東
京

昔
楽
學
校
學
事
年
報
』
の
中
か
ら
い
く
つ
か
挙
げ
て
お
こ
う
。

〔
『
明
治
二
十
六
年
度
學
事
年
報
』
よ
り
〕

學
年
ノ
始
メ
募
集

二
應
シ
道
顧
府
縣
長
官
ノ
撰
抜
ニ
ヨ
リ
派
遣
セ
ラ
レ
恨
入

學
ヲ
許
シ
タ
ル
特
選
生
ノ
内
學
褻
共

二
優
等
ニ
シ
テ
尋
常
師
範
學
校
卒
業
及
之

ト
同
資
格
ヲ
有
ス
ル
者
七
名
ヲ
撰
揮
シ
本
科
師
範
部
一
等
級
へ
編
入
シ
其
他
ハ

豫
科
二
編
入
セ
リ

〔
『
明
治
二
十
八
年
度
學
事
年
報
』

よ
り
〕

〔
マ
マ
〕

明
治
二
十
五
年
九
月
北
海
道
躁
長
官
其
他
ノ
縣
知
事
ョ
リ
應
選
シ
特
選
生
ト

シ
テ
入
學
ヲ
許
可
シ
タ
ル

モ
ノ
ヽ
内
師
範
部
生
徒
五
名
ハ
本
年
三
月
所
定
ノ
學

術
分
科
ヲ
履
修
、
ソ
タ
ル
ニ
ョ
リ
経
伺
ノ
上
特
二
候
卒
業
證
書
ヲ
授
興
セ
リ

〔
『
明
治
二
十
九
年
度
學
事
年
報
』
よ
り
〕

九
月
上
旬
生
徒
ヲ
募
集
シ
競
争
試
験
ノ
上
若
干
名
ヲ
入
學
セ
シ
メ
明
治
廿
五

年
文
部
省
専
門
普
通
雨
學
務
局
長
ヨ
リ
本
校
生
徒
募
集
二
開
ス
ル
地
方
長
官
ヘ

照
會
ノ
趣
旨
二
擦
リ
京
都
岐
阜
及
岡
山
等
ノ
府
縣
知
事
ハ
尋
常
師
範
學
校
卒
業

生
若
干
名
ヲ
選
抜
シ
テ
派
遣
セ
リ
其
特
選
生
ハ
皆
相
嘗
ノ
學
カ
ア
ル
モ
ノ
ト
認

メ
無
試
験
ニ
テ
豫
科
へ
恨
入
學
ヲ
許
可
セ
リ

〔
『
明
治
三
十
年
度
學
事
年
報
』
よ
り
〕

本
學
年
ノ
始
メ
入
學
志
笙
者
ヲ
募
集
シ
ニ
回
競
争
試
瞼
ヲ
行
フ
此
試
瞼
二
合

格
シ
タ
ル
者
ハ
第
一
回
二
八
名
第
二
回
ニ
ハ
僅
一
名
二
過
キ
ス
其
他
臨
時
試
験

合
格
者
一
名
ア
リ
タ
リ
又
本
校
規
則
第
八
條
第
九
條
及
明
治
二
十
五
年
文
部
省

専
門
普
通
雨
學
務
局
長
ヨ
リ
生
徒
募
集
二
閥
シ
地
方
長
官
へ
照
會
シ
タ
ル
趣
旨

ニ
ョ
リ
埼
玉
山
梨
及
奈
良
縣
知
事
ノ
特
選
二
係
ル
尋
常
師
範
學
校
卒
業
生
小
學

校
赦
員
免
許
状
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
等
ノ
内
二
名
ハ
相
常
ノ
學
カ
ア
リ
ト
認
メ
無
試

験
ニ
テ
候
入
學
ヲ
許
シ
一
學
期
間
J
成
績
ニ
ョ
リ
本
科
或
ハ
豫
科
二
編
入
ス
ル

コ
ト
ト
シ
其
他
ノ
モ
ノ
ハ
學
力
不
充
分
卜
認
メ
競
争
試
験
二
附
シ
タ
リ
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シ 明
治
二
十
六
年
！
二
十
七
年

六
月
二
十
九
日
に
発
せ
ら
れ
た
勅
令
第
六
十
二
号
に
よ
り
、
東
京
音
楽
学
校
は
九

月
一
日
よ
り
高
等
師
範
学
校
附
属
音
楽
学
校
と
な
る
。
こ
れ
に
先
立
ち
、
「
三
月
賓
際

ノ
授
業
時
間
ヲ
壻
ス
ノ
必
要
ヲ
感
シ
規
則
第
六
章
中
試
業
規
程
ヲ
改
正
シ
同
年
六
月

生
徒
疾
病
二

罹
リ
敷
ヶ
月
間
修
學
シ
能
ハ
ザ
ル

モ
ノ

ヽ
為
メ
ニ
休
學
規
程
ヲ
設
ク
」

（こ

の
年
度
の
『

一
覧
』
の
該
当
箇
所
欠
落
の
た
め

『
高
等
師
範
學
校
附
屡―音
楽
學

校
一
覧
従
明
治
廿
七
年
至
明
治
廿
八
年
』
＋
六
頁
参
照
）
と
い
う
趣
旨
に
沿
っ
て

規
則
改
正
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
規
則
中
に
成
文
化
さ
れ
た
の
は
二
十
六
年

度
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
年
の
変
更
に
関
し
て
記
し
て
お
く
と
、
「
授
業
料
」
の
項
目
が
こ
れ
ま
で
の
規

則
第
八
か
ら
第
五
に
、
ま
た
「
試
業
及
卒
業
證
書
」
が
第
七
か
ら
第
六
へ
と
そ
れ
ぞ

れ
繰
り
上
が
り
、
そ
の
あ
と
、
こ
れ
ま
で
と
は
逆
に
「
研
究
科
」
「
選
科
」
の
順
で
続

く
。
そ
し
て
新
た
に
第
九
「
休
學
規
程
」
が
付
加
さ
れ
る
。

第

一

穂
則

第
一
條
本
校
ハ
汎
ク
昔
榮
専
門
ノ
教
育
ヲ
施
シ
善
良
ナ

ル
＿
音
榮
教
員
及
―
音
榮

師
ヲ
養
成
ス
ル
所
ト
ス

第
二
條
本
校
ノ
學
科
ハ
大
別
シ
テ
豫
科
本
科
ト
ス
本
科
ヲ
分
チ
テ
師
範
部
及

専
修
部
ノ
ニ
部
ト
ス

第
三
條
豫
科
ハ
＿
音
榮
普
通
ノ
學
科
ヲ
修
メ
シ
ム
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
其
修
業
年
限

ハ
一
ケ
年
ト
ス

第
四
條
豫
科
卒
業
ノ
上
試
瞼
ヲ
行
ヒ
＿
音
榮
二
特
別
ノ
才
能
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ハ

専
修
部
二
入
ラ
シ
メ
＿
音
楽
数
員
二
適
嘗
ナ
ル

モ
ノ
ハ
師
範
部
二
入
ラ
シ
ム

へ

但
何
レ
ノ
學
部
ニ
モ
入
學
許
可
ヲ
典
へ
難
キ
モ
ノ
ハ
此
際
退
學
セ
シ
メ
又

ハ
選
科
二
轄
ゼ
シ
ム
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
シ

日
曜
日

第

五

條

師

範

部

ク
音
榮
赦
員
タ
ル
ヘ
キ
學
科
ヲ
修
メ
シ
ム
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
其

修
業
年
限
ハ
ニ
ケ
年
ト
シ
之
ヲ
分
チ
テ
ニ
學
級
ト
ス

第
六
條
専
修
部
ハ
各
科
専
門
ノ
＿
音
楽
ヲ
修
メ
シ

ム
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
其
修
業
年

限
ハ
三
ケ
年
ト
シ
之
ヲ
分
チ
テ
三
學
級
ト
ス

第
七
條
各
生
徒
ノ
學
部
及
専
門
科
ヲ
定
ム
ル
ハ
本
校
ノ
指
示
二

従
フ
ヘ
キ
モ

本
校
生
徒
ハ
各
自
ノ
志
願
二
係
ル
モ
ノ
ト
各
府
縣
躁
若
ク
ハ
諸
學
校

ノ
特
選
二
係
ル
者
ト
ノ
ニ
種
ト
ス

第
九
條
本
校
生
徒
タ
ル

ヲ
得
ヘ
キ
者
ハ
男
女
ヲ
論
セ
ス
満
十
四
年
以
上
二
十

年
以
下
ニ
シ
テ
品
行
端
立
ノ
證
明
ヲ
具
へ
且
各
自
志
願
二
係
ル
モ
ノ
ハ
父
兄

若
ク
ハ
親
戚
ヨ
リ
各
府
縣
躁
諸
學
校
ノ
特
選

二
係
ル
モ
ノ
ハ
常
該
官
顧
諸
學

校
ョ
リ
修
業
中
ノ
費
用
其
他
學
習
上
一
切
差
支
ナ
キ
保
證
状
ヲ
出
シ
入
學
試

瞼
二
及
第
ス
ル
者
タ

ル
ヘ
シ

第
三
條

第

三

學

年

、
學
期
、
休
業

學
年
ハ

九
月
十
一
日
二
始
リ
翌
年
七
月
十
日
二

終
ル

學
年
ヲ
分
チ
テ
三
學
期
ト
シ
第
一
期
ハ
學
年
ノ
始
ョ
リ
十
二
月
廿
四

日
二
至
リ
第
二
期
ハ

翌
年

一
月
八
日
ョ
リ
三
月
三
十
一
日
二
至
リ
第
三
期
ハ

四
月
八
日
ヨ
リ
學
年
ノ
終
二
至
ル

年
中
休
業
日
左
ノ
如
シ毎

週

第

一
條

第
二
條

〔本
節
二
項

「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
に
別
記
〕

第
八
條

ノ
ト
ス

第

二

學

科

課

程
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入
學
、
在
學
、
退
學

第
一
條
入
學
ノ
期
ハ
毎
年
一
回
ニ
シ
テ
其
學
年
ノ
始
二
於
テ
ス

第
二
條
入
學
志
願
者
ハ
左
二
掲
グ
ル
科
目
二
合
格
ス
ル
者
タ
ル
ヘ
シ
選
科
ヨ

リ
正
科
二
轄
ス
ル
者
モ
亦
同
ジ

入
學
試
験
科
目

髄
格
身
骸
健
康

學
力
高
等
小
學
校
卒
業
以
上
若
ク
ハ
之
卜
同
等
ノ
學
力

唱
歌
唱
歌
集
初
編
卒
業
以
上

英
語
綴
字
、

讀
法
、
文
法
ノ
類

第
三
條
入
學
志
願
者
ハ
左
ノ
書
式
二
捩
リ
入
學
願
書
履
歴
書
及
學
習
保
證
状

ヲ
本
校
へ

差
出
ス
ヘ
シ

第
一
披

第
四

二
月
十
一
日

秋
季
皇
霊
祭

紳
嘗
祭

天
長
節

新
嘗
祭

冬
期
休
業

孝
明
天
皇
祭

紀
元
節

春

季

皇

震

祭

春

分

日

第

二

學

期

後

休

業

鰐

祠

苔

汀

夏
期
休
業

峠

砕

昇

汀

第
四
條
授
業
時
間
ハ
毎
週
三
十
時
間
ト
ス

十
一

月
廿
三
日

十
二
月
廿
五
日
ヨ

リ

翌
年
一
月
七
日
マ
デ

一
月
三
十
日

秋
分
日

十
月
十
七
日

十
一
月
三
日

履

歴

書

第
二
琥

履
歴
書
式
（
用
紙
同
上
）

族
籍

本

姓

名

生

年

何

月

日

人 人姓證名印

i ［ 
本人姓名印； ［ i 念［ ヘ

入
學
願
書
式
（
用
紙
美
濃
）
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印誰

乱戚

； ［ 文
i 

第
三
琥

學
習
保
證
状
書
式
（
用
紙
同
上
）

々

月

日

本
人
生
所
何
々

現
住
所
何
々

父
職
業
何
々

何
年
月
日
何
虞
ノ
誰
二
就
キ
何
學
修
業
何
科
目
或
ハ
何
書
ヲ
修
メ
何
年
何

月
何
々
ノ
事
故
ヲ
以
テ
退
麿
學
又
ハ
何
學
二
轄
ス
云
々

何
年
月
日
何
校
又
ハ
何
某
二
従
ヒ
何
々
ヲ
修
メ
何
期
又
ハ
何
等
級
卒
業
云

現
齢
何
年
何
ヶ
月

何年月日ヨリ何年月日マデ何業経螢又ハ何件二従事云々

何年月日ヨリ現今マデ何學又ハ何蘊二従事又ハ何慮二就職云々

自己履歴中賞罰等二開スルモノアレバ詳細之ヲ記入スヘシ

右之通二有之候也

年

年 仕候可乃 年 成候ニ

兄父 書如候此也ノ 則諸規等堅 書

又 悶ヲ
ノ、ハ ノ、 ク以

速二 何親戚 負揃私共 縣佃府相専守 テ

證人 住所 證人 住所 且シ 何何國

名 名 切差支無様ー之 名 何番地段相誓候也入御相學許可へ

生年月H 印 生年月H 印 生年月H 印

第
四
條

入
學
許
可
ヲ
得
タ
ル
者
ハ
左
ノ
書
式
二
擦
リ
入
學
證
書
ヲ
出
ス
ベ
シ

第
四
琥

入
學
證
書
式
（
用
紙
同
上
）
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年

月

日

生
年
月
日

住
所族

籍

右

何

某

父

兄

又

ハ

何

親

戚

姓

名

印

保

證

書

姓

名

nμ u卜

生
年
月
日

薔

保

證

人

姓

〔
マ
マ

〕

右
附
属
音
榮
學
校
生
徒
何
某
ノ
保
証
人
二
相
立
居
候
虞
何
々
ノ
事
故
二
由

リ
拙
者
引
織
キ
保
證
人
二
相
立
在
學
中
ノ
事
件
ハ
一
切
私
共
負
据
シ
且
學

習
上
一
切
差
支
無
之
様
可
仕
候
依
テ
證
書
如
此
候
也

住
所族

籍

名

第
五
條
生
徒
ノ
證
人
ハ
丁
年
以
上
ノ
男
子
ニ
シ
テ
相
嘗
ノ
資
産
ヲ
有
シ
一
名

ハ
其
父
兄
親
戚
尚
一
名
ハ
府
内
二
住
居
シ
テ
一
家
計
ヲ
立
テ
身
元
ノ
正
確
ナ

ル
者
タ
ル
ヘ
シ

但
證
人
資
産
ノ
證
明
ヲ
為
サ
シ
ム
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ

第
六
條
保
證
人
ノ
内
死
去
若
ク
ハ
他
府
縣
へ
轄
居
若
ク
ハ
其
他
ノ
事
故
ア
リ

テ
證
人
ヲ
菱
更
ス
ル
ト
キ
ハ
其
届
書

二
保
證
書
ヲ
添
へ
其
旨
速
二
届
出
ヘ
シ

第
七
條
保
證
人
一
ヶ
月
以
上
ノ
旅
行
ヲ
為
ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
代
理
人
ヲ
立
テ

出
稜
及
蹄
京
共
速
二
其
旨
ヲ
届
ツ
ヘ
シ

第
五
琥

保
證
書
式
（
用
紙
同
上
）

高
等
師
範
學
校
長
何
某
殿

尚
向
後
轄
居
改
印
等
致
候
節
ハ
速
二
御
届
書
可
差
出
候
也

第
八
條
生
徒
ハ
左
ノ
諸
項
ヲ
堅
ク
相
守
ル
ベ
シ

第
一
生
徒
就
學
中
校
則
及
告
諭
等
相
守
ル
ベ
キ
ハ
云
フ
ニ
及
バ
ズ
家
庭
二

在
リ
テ
モ
其
進
退
畢
動
ヲ
謹
ミ
品
行
卜
學
藝
ト
ヲ
共
二
進
修
ス
ル
ヲ
務
卜

ス
ベ
シ
其
校
内
校
外
二
在
ル
ヲ
問
ハ
ズ
若
シ
此
二
背
戻
シ
テ
怠
惰
不
品
行

ナ
ル
者
ハ
退
校
其
他
相
嘗
ノ
罰
責
ヲ
免
レ
ザ
ル
ベ
シ

第
二
生
徒
疾
病
其
他
事
故
ア
リ
テ
一
日
鋏
課
ス
ル
ト
キ
ハ
営
日
乃
至
翌
日

中
二
保
證
人
若
ク
ハ
父
兄
ヨ
リ
其
旨
届
出
ヅ
ベ
シ
ニ
日
以
上
鋏
課
ス
ル
ト

キ
ハ
其
事
由
及
ヒ
日
敷
ヲ
詳
記
シ
届
出
ヅ
ベ
シ
若
シ
疾
病
七
日
以
上
二
及

ブ
ト
キ
ハ
馨
證
ヲ
添
テ
其
旨
届
出
ヅ
ベ
シ

第
三
生
徒
本
校
在
學
中
ハ
何
レ
ノ
場
所
ヲ
問
ハ
ズ
校
外
二
在
テ
其
學
藝
ヲ

他
人
ノ
前
二
演
ス
ル
ヲ
許
サ
ズ

但
特
二
學
校
長
ノ
許
可
ヲ
得
タ
ル
場
合
ハ
此
限
ニ
ア
ラ
ズ

第
四
生
徒
本
校
二
在
リ
テ
學
習
ス
ル
所
ヲ
校
外
二
於
テ
更
二
餘
人
二
就
テ

學
習
ス
ル
ヲ
許
サ
ズ

第
五
生
徒
在
學
中
校
外
二
在
リ
テ
他
人
二
敦
授
ス
ル
ヲ
許
サ
ズ

第
六
本
校
ノ
書
器
ヲ
汚
染
毀
損
ス
ル
モ
ノ
ハ
之
ヲ
辮
償
セ
シ
ム

第
七
轄
居
改
印
等
其
他
身
上
二
異
動
ア
ル
ト
キ
ハ
其
旨
速
二
届
出
ベ
シ

第
九
條
學
業
不
進
歩
ニ
シ
テ
成
業
ノ
目
途
ナ
キ
モ
ノ
敷
度
規
則
ヲ
犯
シ
告
諭

二
背
ク
モ
ノ
等
ハ
退
學
ヲ
命
ス
ベ
シ

第
十
條
生
徒
疾
病
二
罹
リ
若
ク
ハ
其
他
止
ム
ヲ
得
ザ
ル
事
故
ア
ル
ニ
非
レ
バ

半
途
退
學
ス
ル
ヲ
許
サ
ズ
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第
六
條

第
一
條

付
ス
ヘ
シ

第
二
條

授
業
料

第
五

授
業
料
ハ
一
ヶ
月
金
壺
園
ト
シ
毎
月
十
五
日
限
リ
本
校
會
計
員

二
納

夏
期
休
業
ノ
七
八
雨
月
分
及
本
校
ノ
都
合
ニ
ヨ
リ
三
十
日
以
上
休
業

ス
ル
ト
キ
ハ
其
分
ノ
授
業
料
ヲ
徴
セ
ズ
但
生
徒
ノ
都
合

ニ
ヨ
リ
鋏
席
三
十
日

以
上
二
及
ブ
者
及
一
ヶ
月
未
満
ニ
シ
テ
退
學
ス
ル
モ
ノ
ア
ル
モ
其
月
ノ
授
業

料
ヲ
徴
牧
ス

第
三
條
定
日
二
於
テ
授
業
料
ヲ
納
付
セ
サ
ル
モ
ノ
ア
ル
ト
キ
ハ
末
納
中
停
學

ヲ
命
シ
之
ヲ
保
證
人
ヨ
リ
徴
牧
ス

第
六
試
業
及
卒
業
證
書

第
一
條
試
業
ヲ
分
チ
テ
學
年
試
業
及
臨
時
試
業
ノ
ニ
種
ト
ス
學
年
試
業

ハ
毎

學
年
末

二
施
行
シ
臨
時
試
業

ハ
第

一
學
期
及
第
二
學
期

二
二
回
第
三
學
期

二

一
回
薩
時
施
行
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

第
二
條
生
徒
平
素
ノ
品
行

ハ
赦
員
會
議

二
於
テ
其
良
否
ヲ
判
定
ス

第
三
條

凡
ソ
試
業
ノ
評
貼
ハ
各
科
目
一
百
ヲ
以
テ
最
高
貼
ト
ス

第
四
條
一
科
目
ノ
學
期
評
貼
ハ
該
學
期
中
二
得
タ
ル
臨
時
試
業
評
貼
ノ
穂
敷

ヲ
試
業
ノ
度
敷
ヲ
以
テ
除
シ
タ

ル
モ
ノ
ト
ス

第
五
條
磐
榮
及
器
榮
ノ
學
年
評
貼
ハ
學
期
評
貼
ノ
平
均
敷
二
學
年
試
業
ノ
評

貼
ヲ
加

ヘ
テ
ニ
分
シ

タ
ル

モ
ノ
ト
シ
其
他
各
科
目
ノ
學
年
評
貼
ハ
學
期
評
貼

ノ
穂
敷
二
學
年
試
業
ノ
評
貼
ヲ
加

へ
之
ヲ
四
除
シ
タ
ル

モ
ノ
ト
ス

但
第
二
項
各
科
目
ノ
授
業
一
學
期
二
止
マ
ル
モ
ノ
ハ
本
文
ノ
四
除
ヲ
ニ
除

ト
シ
ニ
學
期

二
止
マ
ル
モ
ノ
ハ
三
除
ト
ス

全
科
目
ノ
學
年
評
貼
ハ
磐
榮
及
器
架
ノ
學
年
評
貼
ノ

ニ
倍
ノ
和
二
他

校
印

第
何
琥

ル
ヘ
シ

豫
科
修
業
證
明
書

族
籍

姓

生
年
月
日 名

J
各
科
目
ノ
學
年
評
貼
ヲ
加

へ
科
目
ノ
敷

ニ
ニ
ヲ
加
ヘ

タ
ル

ヲ
以
テ
之
ヲ
除

シ
タ
ル
モ
ノ
ト
シ
以
テ
生
徒
ノ
席
順
及
及
第
卜
落
第
ト
ヲ
定
ム
ル
モ
ノ
ト
ス

但
全
科
目
ノ
學
期
評
貼
ノ
採
貼
法
モ
本
文
二
準
ス

第
七
條
全
科
目
ノ
學
年
評
黙
五
十
貼
未
満
ノ
者
若
ク
ハ
五
十
貼

二
及
フ
モ
一

科
目
ノ
學
年
評
黙
三
十
貼
未
満
ノ
者
及
再
度
落
第
ス
ル
者
ハ
退
學
ヲ
命
ス

但
全
科
目
ノ
學
期
及
學
年
ノ
評
黙
常
二
六
十
貼
以
上
二
及
ヒ
且
賓
技
優
等

ナ
ル
者
ハ
此
限
ニ
ア
ラ
ス

第

八

條

凡

ソ

試

業

二
欠
席
ス
ル
者
ハ
渾
テ
零
黙

ヲ
典
フ
ル
モ
ノ
ト
ス
但
止
ム

ヲ
得
サ
ル
事
情
ア
リ
テ
其
證
判
明
ナ

ル
者
ハ

詮
義
ノ
上
臨
時
試
業
ハ
試
業
後

一
週
間
以
内
學
年
試
業

ハ
次
學
年
ノ
始
業
後
二
週
間
以
内
二
於
テ
追
試
業
ヲ

許
ス
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ

第
九
條

學

藝

品

行
共
二
特
二
優
等

ニ
シ
テ
後
来
大
成
ス
ヘ
キ
見
込
ア
ル
モ
ノ

ハ
特
待
生
ト
ナ
シ
一

學
期
若
ク
ハ
一
學
年
間
ノ
授
業
料
ヲ
免
除

ス
ル
コ
ト
ア

第
十
條
成
規
ノ
試
業
ヲ
経
所
定
ノ
學
科
ヲ
完
了
シ
タ
ル
モ
ノ
―
ー
ハ
卒
業
證
書

ヲ
付
典
ス
ヘ
シ

但
シ
専
修
部
卒
業
生
中
優
等
ノ
者

ニ
ハ
卒
業
證
書
ノ
外
猶
第

一
等
若
ク
ハ

第
二
等
ノ
賞
状
ヲ
付
興
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ

豫
科
修
業
證
書
式
（
用
紙
鳥
子）
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第
二
條

第
三
條

第
四
條

右
ハ
本
校
附
屡
―
音
榮
學
校
所
定
ノ
豫
科
ヲ
履
修
セ
リ
俯
テ
之
ヲ
證

ス

年

高

等

師

範

學

校

師
範
部
及
専
修
部
卒
業
證
書
式
（
用
紙
同
上
）

生
年
月
日

右
ハ
本
校
附
贋
音
楽
學
校
鱈
疇
部
所
定
ノ
學
術
全
科
ヲ
修
メ
成
規
ノ
試
業

ヲ
完
了
シ
テ
能
ク
其
業
ヲ
卒
フ
初
テ
之
ヲ
證
ス

高
等
師
範
學
校
長
位
勲
姓
名
印

第
十
一

條

生

徒

在

學

中

ノ
人
物
ヲ
査
定
シ
優
等
及
尋
常
ノ
ニ
種
ト
シ
卒
業
ノ

際
其
證
書
ヲ
付
興
ス

第
七

研

究

科

専
修
部
卒
業
生
ニ
シ
テ
猶
其
學
術
ヲ
精
究
セ

ン
ト
欲

シ
研
究
生
タ
ラ

ン
コ
ト
ヲ
願
出
ル
者
ア
ル
ト
キ
ハ

詮
議
ノ
上
許
可
ス
ル
事
ア

ル
ヘ
シ

研
究
生
ノ
研
究
期
限
ハ
ニ
ケ
年
ヲ
以
テ
一
期
ト
ス

研
究
生
ハ
保
證
人
ヲ
要
セ
ス
授
業
料
ヲ
徴
牧
セ
ス

研
究
生
ハ
賓
地
研
究
ノ
為
メ
時
々
本
校
ノ
授
業
ヲ
補
助
セ
シ
ム
ル
コ

ト
ア
ル
ヘ
シ

但
此
場
合
二
於
テ
ハ
授
業
補
助
時
間
ノ
多
少
ニ
ヨ
リ
相
営
ノ
手
営
金
ヲ
給

典
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ

第
一
條 年

月

校
印

日

第
何
琥

卒

業

證

書

月

日

族
籍

姓

名

第

五

條

研

究
生
ハ
文
部
省
直
轄
學
校
若
ク

ハ
他
官
顧
ノ
依
頼
ニ
ョ
リ
其
學
校

等

二
派
出
シ
テ
授
業
ヲ
賓
修
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ

第
六
條
研
究
科
ニ

ケ
年
以
上
ヲ
経
タ
ル
者

ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
本
校
教
員
ノ
選
畢

二
嘗
ル

コ
ト
ヲ
得

ヘ
カ
ラ
サ
ル
モ
ノ
ト
ス

第
七
條

研

究

生

ハ

特

二
該
生
徒
ノ
為
二
設
ル
所
ノ
規
則
ノ
外
ハ
渾
テ
正
科
生

ト
同
シ
ク
之
ヲ
遵
守
ス
ヘ
シ

第

八

選

科

第

一
條

洋

琴

、
風
琴
、
バ
イ
オ
リ
ン
、

唱
歌
ノ
中
特
ニ
―
科
目
若
ク
ハ
ニ
三

科
目
ヲ
選
ビ
テ
學
習
セ
ン

ト
欲
シ
入
學
ヲ
願
出
ル
者
ア
ル
ト
キ

ハ
試
験
ノ
上

選
科
生
ト
シ
テ
入
學
ヲ
許

ス

第
二
條
選
科
生
ハ
男
女
ヲ
論
セ
ズ
年
齢
満
九
年
以
上
ニ
シ
テ
所
選
ノ
科
目
ヲ

學
修

ス
ル
ニ
堪
フ
ル
ト
認
ル
者
二
限
ル
ベ
シ

第
三
條
選
科
生
ハ
所
選
ノ
科
目

二
就
テ
正
科
生
卜
同
ジ
ク
課
業
及
試
業
ヲ
受

第
四
條
選
科
生
ハ

在
學
期
限
ヲ
定
メ
ス
ト
イ
ヘ
ト
モ
一
學
年
以
上
在
學
シ
試

瞼
合
格
ノ
者
ニ
ハ
願

二
依
リ
退
學
ノ
際
修
業
證
明
状
ヲ
付
興
ス
ヘ
シ

第
五
條
選
科
生
授
業
料
ハ

一
ヶ
月
金
壼
圏
以
上

三
園
以
下
ト
ス

第
六
條

選

科
生
ハ
特
二
該
生
徒
ノ
為
メ
ニ
設
ル
所
ノ
規
則
ノ
外
ハ
渾
テ
正
科

生
卜
同
シ
ク
之
ヲ
遵
守
ス
ヘ
シ

第
一
條

第

九

休

學

規

程

生
徒
疾
病
二
罹
リ
ニ
ヶ
月
以
上
修
業
シ
能

ハ
サ
ル
ト
キ
ハ
學
校
長
ノ

許
可
ヲ
得
テ
休
學
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

ク
ベ
シ
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第

四

入

學

、
在
學
、
退
學

第

一
條
入
學
ノ
期
ハ
毎
年
一
回
ニ
シ
テ
其
學
年
ノ
始
二
於
テ
ス

但
臨
時
入
學
ヲ
許
ス
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ

第
二
條
入
學
志
願
者
ハ
身
麓
強
健
ニ
シ
テ
左
ー
ー
掲
ク
ル
科
目
二
合
格
ス
ル
者

タ
ル

ヘ
シ
選
科
ョ
リ
正
科
二
轄
ス
ル
者
亦
同
シ

但
尋
常
師
範
學
校
公
立
尋
常
中
學
校
公
立
高
等
女
學
校
若
ク
ハ
之
卜
同
等

以
上
ノ
學
校
卒
業
ノ
者
ハ
唱
歌
ヲ
除
ク
ノ
外
試
験
ヲ
要
セ
ス

入
學
試
験
科
目

國
語
及
漢
文
講
讀

漢
字
交
リ
文
（
往
復
文
、
記
事
文
ノ
類
）

四
則
分
敷
、
小
敷
、
比
例
、
開
平
、
開
立

讀
方
、
解
朦
（
ナ
シ
ョ
ナ
ル
第
四
讀
本
ノ
程
度
二
依
ル
）

文
部
省
編
纂
小
學
唱
歌
集

讀
書

作
文

算
術

英
語

唱
歌

休
學
ノ
許
可
ヲ
得
タ
ル
モ
ノ
ハ
其
翌
月
ヨ
リ
授
業
料
ヲ
徴
牧
セ
ス

休
學
期
限
中
疾
病
平
癒
ス
ル
ト
キ
ハ
許
可
ヲ
得
テ
赦
場
二
入
ル

コ
ト

明
治
二
十
七
年
ー
ニ
十
八
年

六
月
、
入
学
期
と
入
学
試
験
科
目
が
改
正
さ
れ
た
。
改
正
部
分
の
み
記
載
。

ヲ
得

第
五
條
第
四
條
ノ
場
合

二
於
テ

ハ
其
月
ヨ
リ
授
業
料
ヲ
徴
牧

ス

第
一
一
條

ヲ
得

第
三
條

第
四
條

許
可
ヲ
得
テ
休
學
シ
タ
ル
者
ハ
次
學
期
ノ
始
メ
其
原
級
二
入
ル
コ
ト

第
六
條

第
五
條
學
科
課
程
左
ノ
如
シ

唱
歌

輩
音闘

闘

同

同

同

凡
ソ
六
時

三
時

一
時

同

毎
週

ノ
ト
ス ま

た
同
月
、
「
本
科
最
終
學
年
ノ
生
徒
ニ
シ
テ
宜
地
授
業
ノ
為
メ
小
學
唱
歌
赦
員

タ
ラ
ン
ト
欲
ス
ル
者
二
適
嘗
ノ
＿
音
楽
ヲ
講
習
セ
シ
ム
ル
ノ
目
的
ヲ
以
テ
」
（
『
高
等
師

範
學
校
附
唇
音
楽
學
校
一
究
従
明
治
廿
七
年
至
明
治
廿
八
年
』
十
七
頁
）
、
第
十
「
小
學
唱

歌
講
習
科
規
程
」
が
追
加
さ
れ
た
。
「
小
學
唱
歌
講
習
科
」
は
以
後
六
年
間
続
き
、
東

京
音
楽
学
校
再
独
立
後
の
三
十
三
年
に
廃
止
さ
れ
た
。
学
科
課
程
を
含
め
て
次
に
挙

げ
る
。

第
十

小
學
唱
歌
講
習
科
規
程

第
一
條
小
學
唱
歌
講
習
科
ハ
小
學
校
唱
歌
科
ノ
赦
員
タ
ラ
ン
ト
欲
ス
ル
者
ニ

唱
歌
ヲ
講
習
セ
シ
ム
ル
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス

第
二
條
授
業
ハ
最
終
學
年
ノ
本
科
生
之
ヲ
分
播
シ
本
校
赦
員
之
ヲ
監
督
ス

第
三
條
小
學
唱
歌
講
習
科
二
入
學
セ
ン
ト
ス
ル
者
ハ
小
學
校
赦
員
免
許
状
ヲ

有
ス
ル
者
タ
ル
ベ
シ

第
四
條
入
學
ハ
別
二
試
業
ヲ
須
ヰ
ス
學
年
ノ
始
メ
三
十
名
限
リ
之
ヲ
許
シ
授

業
凡
ソ
一
ヶ
月
ノ
後
適
営
卜
認
ム
ル
モ
ノ
ニ
限
リ
引
績
キ
在
學
セ
シ
ム
ル
モ

オ
ル
ガ
ン

（手
日
翌
理
論
）

敦

授

法

講
習
ハ
毎
日
（
土
曜
日
ヲ
除
ク
）
午
後
三
時
三
十
分
ョ
リ
凡
ソ
ニ
時

間
ツ
ヽ
ト
シ
十
ヶ
月
ヲ
以
テ
終
ル
モ
ノ
ト
ス

但
日
ノ
長
短
ニ
ヨ
リ
時
間
ヲ
伸
縮
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ

第
七
條
試
業
評
貼
ハ
臨
時
試
業
評
貼
平
均
敷
ノ
ニ
倍
二
學
年
試
業
評
貼
ヲ
加

ヘ
三
除
シ
テ
之
ヲ
定
メ
合
格
者
ニ
ハ
證
明
書
ヲ
授
典
ス
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第
八
條
授
業
料
ハ
一
ヶ
月
金
五
拾
錢
ヲ
徴
牧
ス

第
九
條
講
習
生
ノ
為
メ
特
二
設
ク
ル
規
則
ノ
外
ハ
正
科
生
卜
同
ク
本
校
諸
規

則
ヲ
遵
守
ス
ヘ
シ

但
學
習
保
證
状
ヲ
要
セ
ス
又
入
學
證
書
ノ
保
證
人
ハ
一
名
ニ
テ
モ
差
支
ナ

シ

明
治
二
十
九
年

i
三
十
年

「
二
十
九
年
三
月
規
則
ヲ
改
正
追
加
シ
テ
赦
育
學
科
ヲ
重
ク
シ
テ
墜
楽
器
楽
卜
同

ー
ニ
シ
又
師
範
部
卒
業
生
ハ
唱
歌
赦
授
法
ヲ
研
究
シ
得
ル
コ
ト
ヽ
セ
リ
」

（
『
高
等
師

範
學
校
附
獨
音
楽
學
校
一
究
従
明
治
廿
八
年
至
明
治
廿
九
年
』
＋
七
頁
）
。

全
科
目
の
学
年
評
点
に
際
し
て
、
従
来
の
声
楽
器
楽
に
、
今
日
の
一
般
学
科
目
に

相
当
す
る
教
育
学
が
加
わ
る
こ
と
と
な
り
、
「
試
業
及
卒
業
證
書
」
の
第
六
條
を
改
正
。

第六試業及卒業證書

第六條全科目ノ學年評貼ハ磐楽器楽及赦育學ノ學年評貼ノニ倍ノ

和二他ノ各科目ノ學年評貼ヲ加へ科目ノ敷二三ヲ加ヘタルモノヲ

證右

［ 年スハ

證

塁

ノ

輩歌胃科唱 姓 族籍

： 範校學 脩ヲ-＇ 

了ス-． 生年月

校印 依之テ H 名

ヲ

證
明
書
式

國
語

歴
史

算
術

大
意

以
テ
除
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
シ
以
テ
生
徒
ノ
席
順
及
及
第
卜
落
第
ト
ヲ
定
ム

但
全
科
目
ノ
學
期
評
貼
ノ
採
貼
法
モ
本
文
二
準
ス

同
月
、
師
範
部
卒
業
生
に
唱
歌
教
授
法
の
研
究
が
許
可
さ
れ
、
研
究
科
規
程
第

一

條
が
追
加
改
正
と
な
る
。

第

七

研

究

科

専
修
部
卒
業
生
ニ
シ
テ
猶
其
學
術
ヲ
精
究
セ
ン
ト
欲
シ
研
究
生
タ
ラ

ン
コ
ト
ヲ
願
出
ル
者
ア
ル
ト
キ
ハ
詮
議
ノ
上
許
可
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ

但
師
範
部
卒
業
生
ハ
唱
歌
教
授
法
二
限
リ
本
文
二
準
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ

明
治
三
十
年

i
三
十
一
年

四
月
、
「
小
學
唱
歌
講
習
科
」
の
入
学
資
格
を
定
め
た
第
三
條
が
改
正
さ
れ
た
。

第
三
條

第
十
小
學
唱
歌
講
習
科

小
學
唱
歌
講
習
科
二
入
學
セ
シ
ム
ル
男
子
ハ
年
齢
満
十
七
年
以
上
女

子
ハ
年
齢
満
十
五
年
以
上
執
モ
身
饒
牡
健
品
行
方
正
ニ
シ
テ
左
二
掲
ク
ル
試

験
二
合
格
シ
タ
ル
者
タ
ル
ヘ
シ

但
小
學
校
赦
員
免
許
状
若
ク
ハ
幼
稚
園
保
拇
免
許
状
ヲ
有
ス
ル
者
ハ
罷
格

焚
啓
聴
―
音
ヲ
除
ク
ノ
外
試
験
ヲ
要
セ
ス

入
學
試
験
科
目

霜

暉

用

豆

‘
疇
事
戸
”

本
邦
歴
史
概
要

第
一
條
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第
八

第

一

條

唱

歌

、
バ
イ
オ
リ
ン
、
洋
琴
、
風
琴
、
等
等
ノ
中
特
ニ
―
科
目
若
ク
ハ

二
、
三
科
目
ヲ
選
ヒ
學
修
セ
ン
ト
欲
ス
ル
者
ハ

選
科
生
ト
シ
テ
入
學
ヲ
許
ス

第
二
條
選
科
生
ハ
男
女
ヲ
問
ハ
ス
年
齢
二
拘
ラ
ス
所
選
ノ
科
目
ヲ
學
修
ス
ル

二
堪
フ
ル
ト
認
ム
ル
者
二
限
ル
ヘ
シ

第
三
條
選
科
生
ノ
入
學
ハ
随
時
之
ヲ
許
シ
授
業
時
間
ハ
本
人
ノ
便
宜
ヲ
配
酌

シ
テ
之
ヲ
定
ム

第
四

條

選

科

二

入
學

セ
ン
ト
欲
ス
ル
者
ハ
入
學
願
書
二
履
歴
書
ヲ
添
へ
出
願

シ
許
可
ヲ
得
タ
ル
者
ハ
在
學
證
書
ヲ
差
出
ス
ベ
シ

入
學
願
書
式
（
用
紙
美
濃
）

學

願

私
儀
何
々
修
業
志
願
二
付
御
校
附
濁
―
音
架
學
校
選
科
へ
入
學
御
許
可
被
成

入

選
科

稜
磐
、
聴
―
音

明
治
三
十
一
年
ー
三
十
二
年

五
月
六
日
、
研
究
科
規
定
中
、
教
員
侯
補
者
資
格
の
制
限
を
定
め
た
第
六
條
（
「
研

究
科
ニ
ケ
年
以
上
ヲ
経
タ
ル
者
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
本
校
赦
員
ノ
選
象
二
掌
ル
コ
ト
ヲ
得

ヘ
カ
ラ
サ
ル
モ
ノ
ト
ス
」
）
が
削
除
さ
れ
た
。『
明
治
三
十
一
年
度
學
事
年
報
』
に
は

削
除
の
理
由
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
「
近
来
生
徒
ノ
技
術
大
二
進
歩
シ
一

定
ノ
研
究
年
限
ヲ
経
ザ
ル
モ
数
員
タ

ル
ヘ
キ
技
能
ヲ
具
フ
ル
モ
ノ
ア
ル
ニ
至
リ
シ
ヲ

以
テ
之
ヲ
削
除
セ
リ
」

七
月
七
日
、
選
科
規
定
が
改
正
さ
れ
、
入
学
時
の
年
齢
制
限
が
廃
さ
れ
、
入
学
願
、

在
学
証
書
に
関
す
る
書
式
が
加
え
ら
れ
る
と
と
も
に
、
卒
業
証
書
授
与
に
関
す
る
規

定
が
設
け
ら
れ
る
。
こ
の
年
の
選
科
規
定
全
体
を
挙
げ
て
お
く
。

高
等
師
範
學
校
長
何
某
殿

＿
印
紙

私
儀
今
般
何
々
修
業
志
願
ヲ
以
テ
御
校
附
賜
―
音
楽
學
校
選
科

へ
入
學
御
許

可
相
成
候
二
就
キ
テ
ハ

諸
規
則
堅
ク
遵
守
可
致
候
也

本
籍
道
顧
府
縣
郡
市
町
村
番
地
（
何
某
方
同
居
、
附
籍
）

現
住
所
同
上

華
士
族
平
民
何
某
何
男
女
兄
弟
姉
妹
妻
又
ハ
戸
主

某

印

年
月
日
生

右
何
某
在
學
中
二
係
ル
一
切
ノ
事
件
私
二
於
テ
引
受
可
申
此
段
保
證
候
也

但
向
後
宿
所
移
轄
又
ハ
改
印
致
候
節
ハ
速
二
可
届
出
候
也

現
住
所

華
士
族
平
民

年 年

月 月

日 日

在

學

高
等
師
範
學
校
御
中

在
學
證
書
式
（
用
紙
同
上
）

證

書

何 何

Eμ u卜

年
月
日
生

某

下
度
履
歴
書
相
添
へ
此
段
願
上
候
也

本
籍
道
靡
府
縣
郡
市
町
村
番
地
（
何
某
方
同
居
、
附
籍
）

現
住
所
同
上

華
士
族
平
民
何
某
何
男
女
兄
弟
姉
妹
妻
又
ハ
戸
主

何

某

印
年
月
日
生
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第
五
條
選
科
生
ハ
學
業
ノ
成
績
二
依
リ
一
ケ
年
毎
二
修
業
證
明
書
ヲ
附
興
ス

第
六
條
選
科
生
ニ
シ
テ
所
選
ノ
科
目
ヲ
修
了
シ
卒
業
試
験
二
及
第
シ
タ
ル
者

ニ
ハ
卒
業
證
書

ヲ
授
典
ス

第
七
條
選
科
生
ノ
授
業
料
ハ
一
ヶ
月
金
五
拾
錢
以
上
三
圃
以
下
ト
シ
入
學
ノ

月
ハ
即
日
爾
后
ハ
前
月
末
日
迄
二
徴
牧
ス

但
本
校
ノ
見
込
ニ
ヨ
リ
特
二
免
除
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ

第
八
條
選
科
生
ハ
學
校
長
ノ
許
可
ヲ
得
テ
所
選
以
外
ノ
學
科
ヲ
傍
聴
ス
ル
コ

ト
ヲ
得

第
九
條
本
章
ノ
規
定
二
抵
燭
セ
サ
ル
モ
ノ
ハ
渾
テ
正
科
ノ
規
則
ヲ
準
用
ス

明
治
三
十
二
年
！
三
十
三
年

七
月
二
十
六
日
、
評
点
に
関
す
る
条
項
が
改
正
さ
れ
た
。
『
一
覧
』
に
記
載
さ
れ

た
条
項
は
以
下
に
挙
げ
る
が
、
『
明
治
三
十
二
年
度
學
事
年
報
』
に
そ
の
理
由
が
や

や
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
ま
ず
引
用
し
て
お
く
。
「
七
月
二
十
六

日
本
校
規
則
第
六
章
第
七
條
ヲ
改
正
ス
其
理
由
ハ
生
徒
ノ
學
力
逐
次
進
歩
ス

ル
ニ
方

リ
學
業
ノ
成
績
ヲ
表
示
ス
ヘ
キ
採
貼
ノ
標
準
ヲ
高
メ
疲
達
ヲ
期
ス
ル
コ
ト
必
要
ナ
リ

ト
シ
學
年
試
験
學
科
全
科
目
ノ
平
均
黙
六
十
貼
一
科
目
五
十
黙
二
満
タ
ザ
ル
評
貼
ヲ

得
タ
ル
モ
ノ
ハ
落
第
ト
シ
ニ
科
目
以
上
五
十
黙
ノ
モ
ノ
ハ
前
途
見
込
ナ
キ
モ
ノ
ト
看

倣
シ
退
學
ヲ
命
ス
ル
コ
ト
ト
ナ
シ
タ
ル
ニ
ア
リ
」

第
六
試
業
及
卒
業
證
書

第
七
條
全
科
目
ノ
學
年
評
貼
六
十
貼
未
満
ノ
者
若
ク
ハ
六
十
貼
二
及
フ
モ

一

科
目
ノ
學
年
評
貼
五
十
貼
未
満
ノ
者
ハ
落
第
ト
ス
ニ
科
目
以
上
五
十
貼
未
満

ノ
者
及
再
度
落
第
ス
ル
者
ハ
退
學
ヲ
命
ス

但
全
科
目
ノ
學
期
及
學
年
ノ
評
貼
常
二
六
十
貼
以
上
二
及
ヒ
且
賀
技
優
等

第

四

章

師

範

科

第
十
一
條
師
範
科
ハ
師
範
學
校
中
學
校
高
等
女
學
校
及
小
學
校
ノ
昔
榮
教
員

ヲ
養
成
ス
ル
ノ
目
的
ヲ
以
テ
之
ヲ
置
ク

第
十
二
條
師
範
科
ヲ
分
チ
テ
甲
乙
二
種
ト
ス
甲
種
師
範
科
ハ
師
範
學
校
中
學

校
高
等
女
學
校
赦
員
二
適
切
ナ
ル
學
科
ヲ
授
ケ
其
修
業
年
限
ヲ
ニ
學
年
二
學

〔第
四
條
ー
第
十
條
は
本
節
二
項
に
別
記
〕

明
治
一
＿
一
十
三
年
！
三
十
四
年

三
十
二
年
四
月
四
日
、
勅
令
第
百
十
六
号
を
も
っ
て
高
等
師
範
学
校
附
属
音
楽
学

校
か
ら
東
京
音
楽
学
校
へ
と
改
称
さ
れ
、
再
独
立
し
た
本
校
は
、
翌
三
十
三
年
九
月

一
日
、
大
幅
な
規
則
改
正
を
行
っ

た
。
従
来
の
学
科
（
予
科
、
師
範
部
、
専
修
部
、

研
究
科
、
選
科
、
小
学
唱
歌
講
習
科
）
は
廃
さ
れ
、
新
た
に
、
予
科
、
本
科
、
研
究

科
、
師
範
科
、
選
科
が
設
置
さ
れ
る
。
そ
し
て
本
科
は
声
楽
部
、
器
楽
部
、
楽
歌
部

に
分
れ
、
師
範
科
は
甲
乙
二
種
と
な
っ
た
。
「
學
資
」
「
特
待
生
」
「
懲
戒
」
「

l

音
楽
會
」

「
生
徒
心
得」

「奨
學
資
金
」
の
項
目
が
設
け
ら
れ
た
の
も
こ
の
時
か
ら
で
あ
る
。

ま

た
十
一
月
八
日
、
生
徒
心
得
細
則
が
定
め
ら
れ
た
。

第

一

章

穂

則

第
一
條
東
京
＿
音
楽
學
校
ハ
汎
ク
＿
音
架
ヲ
数
授
シ
及
攻
究
ス
ル
所
ト
ス

第

二

章

學

科

第
二
條
本
校
ノ
學
科
ヲ
大
別
シ
テ
豫
科
本
科
研
究
科
師
範
科
及
選
科
ト
ス

第

三

章

豫

科

、
本
科
、
研
究
科

第
三
條
豫
科
ノ
修
業
年
限
ハ
一
學
年
本
科
ノ
修
業
年
限
ハ
三
學
年
研
究
科
ノ

修
業
年
限
ハ
ニ
學
年
ト
ス

ナ
ル
者
ハ
此
限
ニ
ア
ラ
ス
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シ
〔第
十
三
條
ー
第
十
四
條
は
本
節
二
項
に
別
記
〕

期
ト
シ
乙
種
師
範
科
ハ

小
學
校
教
員
二
適
切
ナ
ル
學
科
ヲ
授
ケ
其
修
業
年
限

ヲ
一
學
年
ト
ス

第
十
五
條

乙
種
師
範
科
ノ
學
科
目
中
唱
歌
、
オ
ル
ガ
ン
及
楽
理
ノ
教
授
ハ
甲

種
師
範
科
第
三
年
生
及
本
科
第
三
年
生
ニ
シ
テ
赦
育
學
及
赦
授
法
ヲ
修
メ
タ

ル
者
ヲ
シ
テ
分
捐
セ
シ
メ
本
校
敦
員
之
ヲ
監
督
シ
他
ノ
學
科
ハ
本
校
赦
員
之

ヲ
教
授
ス

第
十
六
條
師
範
科
生
徒
ハ
授
業
料
ヲ
免
除
シ
學
習
上
必
用
ナ
ル
楽
器
、
書
籍

等
ヲ
穂
ヘ
テ
貸
付
ス

第

五

章

選

科

第
十
七
條
選
科
ハ
本
校
所
定
各
科
各
學
部
ノ

一
科
目
若
ク
ハ
敷
科
目
ヲ
修
メ

ン
ト
欲
ス
ル
モ
ノ
ノ
為
メ
ニ
之
ヲ
設
ク

第
十
八
條
選
科
生
ハ
男
女
ヲ
論
セ
ズ
年
齢
二
拘
ハ
ラ
ズ
所
選
ノ
科
目
ヲ
學
習

ス
ル
ニ
堪
フ
ル

ト
認
ム
ル
者
二
限
ル

第
十
九
條
選
科
生
ニ
シ
テ
所
選
ノ
科
目
二
就
キ
豫
科
本
科
生
徒
卜
同
シ
ク
試

業
ヲ
受
ケ
タ
ル
者
ハ
其
成
績
二
依
リ
修
業
證
明
書
ヲ
附
興
ス
ル

コ
ト

ア
ル
ベ

第
二
十
條
選
科
生
ニ
シ
テ
所
選
ノ
科
目
二
就
キ
最
終
學
年
ノ
試
業
二
及
第
シ

タ
ル
者
ニ
ハ
其
科
目
ノ
卒
業
證
書
ヲ
授
典
ス

第
二
十
一
條
選
科
生
ニ
シ
テ
豫
科
並
二
本
科
某
學
部
ノ
各
科
目
ヲ
修
メ
最
終

學
年
ノ
試
業
二
及
第
シ
タ
ル
者
ニ
ハ
第
二
十
七
條
ノ
入
學
試
験
ヲ
施
シ
其
學

部
ノ
卒
業
證
書
ヲ
授
典
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
シ

但
シ
他
ノ
官
公
立
學
校
二
於
テ
修
メ
タ
ル
學
科
目
ニ
シ
テ
本
校
ノ
學
科
目

ト
同
等
以
上
卜
認
ム
ル
場
合
ニ
ハ
其
學
科
目
ノ
試
験
ヲ
須
ヰ
サ
ル
コ
ト
ア

第
二
十
四
條

日
曜
日

秋
季
皇
霊
祭

本
校
設
立
記
念
日

誹
嘗
祭

天
長
節

新
嘗
祭

冬
期
休
業

孝
明
天
皇
祭

紀
元
節

春
季
皇
震
祭

二
學
期
後
休
業

夏

期

休

業

七

月

十

一

日

ョ

リ

九

月

十

日

マ

デ

第

七

章

入

學

、
在
學
、
退
學

第
二
十
五
條
入
學
ノ
期
ハ
毎
年
一
回
ニ
シ
テ
學
年
ノ
始
メ
ト
ス

但
シ
臨
時
入
學
ヲ
許
ス
コ
ト
ア
ル
ベ
シ

第
二
十
六
條
本
校
二
入
學
セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ハ
第
一
琥
及
第
二
披
書
式
二
朦

リ
入
學
願
書
二
履
歴
書
ヲ
添
へ
差
出
ス
ベ
シ

第
六
章

第
二
十
二
條

第
二
十
三
條

ル
ヘ
シ

春
分
日

十
月
十
七
日

十
一
月
三
日

十
一
月
二
十
三
日

十
二
月
二
十
五
日
ヨ
リ
翌
年
一
月
七
日
マ
デ

一
月
三
十
日

二
月
十
一
日

四
月
一
日
ョ
リ
同
月
十
日
マ
デ

十
月
五
日

學
年
、
學
期
、
休
業

學
年
ハ
九
月
十
一
日
二
始
マ
リ
翌
年
九
月
十
日
二
終
ル

學
年
ヲ
分
チ
テ
三
學
期
ト
シ
第
一
期
ノ
授
業
ハ
學
年
ノ
始
メ

ヨ

リ
十
二
月
二
十
四
日
二
至
リ
第
二
期
ノ
授
業
ハ
一
月
八
日
ヨ
リ
三
月
三
十
一

日
二
至
リ
第
三
期
ノ
授
業
ハ
四
月
十
一
日
ヨ
リ
七
月
十
日
二
至
ル

年
中
休
業
日
左
ノ
如
シ

毎
週

秋
分
日
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第
三
十
條
研
究
科
二
入
學
ヲ
許
可
ス
ベ
キ
者
ハ
本
科
卒
業
生
中
學
藝
優
等

ア
ル
ベ
シ

第
二
十
七
條
豫
科
二
入
學
ヲ
許
可
ス
ベ
キ
者
ハ
男
女
ヲ
問
ハ
ス
年
齢
満
十
四

年
以
上
ー
ー
シ
テ
左
二
掲
ク
ル
科
目
ノ
試
瞼

二
合
格
シ
タ
ル
モ
ノ
タ
ル
ベ
シ

但
シ
中
學
校
第
二
年
級
ヲ
修
了
シ

タ
ル
者
若
ク

ハ
之
卜
同
等
以
上
ノ
學
力

ア
リ
ト
認
ム
ル
者
ハ
第
一

乃
至
第
六
高
等
女
學
校
第
二
年
級
ヲ
修
了
シ
タ

ル
者
若
ク
ハ
之
卜
同
等
以
上
ノ
學
カ
ア
リ
ト
認
ム
ル
者
ハ
第
一
乃
至
第
五

ノ
試
験
ヲ
要
セ
ス

入
學
試
験
科
目

書

比
例

和
漢
文

漢
字
交
リ
記
事
文

四
則
、
分
敷
、
小
敷
、

大

要

大

要

語

讀
方
、
諄
解
｛
号
犀
梵
恥
口
｝

歌

小

學
唱
歌
集
ノ
程
度

明
治
三
十
三
年
文
部
省
令
第
四
琥

体

格

｛

學
生
、
生
徒
身
證
桧
査
規
程
二
準
披
ス

第
二
十
八
條
本
科
第

一
年
二
入
學
ヲ
許
可
ス
ベ
キ
者
ハ
豫
科
卒
業
ノ
者
若
ク

ハ
之
卜
同
等
以
上
ノ
學
カ
ヲ
有
ス
ル
者
タ
ル
ベ
シ

第
二
十
九
條
本
科
第
二
年
以
上
ノ
學
級
二
入
ラ
ン
ト
欲
ス
ル
者
ニ
ハ
其
入
ラ

ン
ト
ス
ル
學
級
ノ
次
ク
所
ノ
各
學
級
ノ
諸
科
目
ノ
試
験
二
合
格
シ
タ
ル

モ
ノ

唱英日日 算 作 讀
本本
歴地術
史理

但
シ
他
ノ
學
校
二
於
テ
修
メ
タ
ル
學
科
目
ニ
シ
テ
本
校
二
於
テ
修
ム
ル
モ

J

卜
同
等
以
上
卜
認
ム
ル
ト
キ
ハ
其
科
目
二
限
リ
試
験
ヲ
須
ヰ
サ
ル
コ
ト

タ
ル
ベ
シ

八 七 ＇ ノ‘ 五 四

文

シ
テ
尚
ホ
将
来
二
於
テ
進
歩
ス
ベ
キ
見
込
ア
ル
モ
ノ
ト
ス

但
シ
本
科
卒
業
生
二
非
ザ
ル
モ
試
験
ノ
上
之
レ
ニ
該
営

ス
ベ
キ
資
格
ア
リ

ト
認
ム
ル
者
ア
ル
ト
キ
ハ
入
學
ヲ
許
可
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
シ

第
三
十
一
條
師
範
科
二
入
學
ヲ
許
可
ス
ベ
キ
者
ハ
品
行
方
正
年
齢
二
十
五
年

未
滴
ノ
者
ニ
シ
テ
左
ノ
第
一
項
若
ク
ハ
第
二
項
ノ
資
格
ヲ
具
フ
ル

ヲ
要
ス

第
一
項
甲
種
師
範
科
二
入
ル
ヲ
得
ベ
キ
者
ハ
師
範
學
校
中
學
校
高
等
女
學

校
ノ
卒
業
生
ニ
シ
テ
体
格
及
唱
歌
ノ
試
験
二
合
格
シ
タ
ル
者
若
ク
ハ
左
ノ

學
科
目
二
就
キ
之
卜
同
等
以
上
ノ
學
カ
ヲ
有
ス
ル
者
タ
ル
ベ
シ

入
學
試
験
科
目

讀
書

作
文

算
術

物

理

地

理

歴

史

唱

歌

雪
鴨

麟

疇

｝

明
治
三
士

二
年
文
部
省
令
第
四
琥

体

格

｛

學
生
、
生
徒
身
騰
検
査
規
程

二
準
操
ス

第
二
項
乙
種
師
範
科
二
入
ル
ヲ
得
ヘ
キ
者
ハ
高
等
小
學
校
卒
業
ノ
者
ニ

シ

テ
体
格
及
唱
歌
ノ
試
験
二
合
格
シ
タ
ル
者
若
ク
ハ
左
ノ
學
科
目
二
就
キ
之

ト
同
等
以
上
ノ
學
カ
ヲ
有
ス
ル
者
タ
ル
ベ
シ

入
學
試
験
科
目

讀
書

作
文

算
術

地

理

歴

史

唱

歌

｛

攣

亨
緯
口
｝

明
治
三
十
三
年
文
部
省
令
第
四
琥

体

格

｛

學
生
、
生
徒
身
證
検
査
規
程
二
準
捩
ス

第

三

十

二

條

入
學
ノ
許
可
ヲ
得
タ
ル
モ
ノ
ハ
誓
式
ヲ
行
ヒ
生
徒
學
籍
簿

――記

名
シ
保
證
人
卜
連
署
シ
テ
第
三
琥
書
式
二
擦
リ
在
學
證
書
ヲ
差
出
ス
ベ
シ

第
三
十
三
條

保
證
人
ハ
丁
年
以
上
ニ
シ
テ
一
人
ハ
生
徒
ノ
父
兄
若
ク
ハ
親
戚

尚
ホ
一
人
ハ
東
京
市
二
住
居
シ
相
嘗
ノ
財
産
ヲ
有
シ
又
ハ
一
定
ノ
職
務
二
従

事

ス
ル
者
ニ
シ
テ
本
校
二
於
テ
適
営
卜
認
ム
ル
モ
ノ
ニ
限
ル
ベ
シ

第
三
十
四
條

保
證
人
ハ
生
徒
ノ
身
上
井
二
修
學
上
二
注
意
シ
且
平
素
ノ
行
状
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右
何
某
品
行
方
正
ナ
ル
コ
ト
ヲ
保
證
致
候
尚
ホ
入
學
御
許
可
ノ
上
ハ
本
人

年

月

日

學

願

私
儀
御
校
某
科
（虹
何
年
鱈
）
へ
入
學
志
願

二
付
試
瞼
ノ
上
（
無
試
験

ニ
テ
）

御
許
可
被
成
下
度
別
紙
履
歴
書
相
添
此
段
相
願
候
也

入

ヲ
監
督
ス
ル
ノ
責
二
任
ス
ベ

キ
モ
ノ
ト
ス

第
三
十
五
條
保
證
人
旅
行
セ
ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
出
稜
前
代
理
人
ヲ
立
テ
委
任

状
ヲ
添
へ

其
旨
届
出
ヅ
ベ
シ

第
三
十
六
條
保
證
人
死
亡
又
ハ
其
他
ノ
事
故
ニ
ヨ
リ
保
證
人
タ
ル
ノ
資
格
ヲ

失
ヒ
タ
ル
時
ハ
更
二
保
證
人
ヲ
定
メ
在
學
證
書
ヲ
差
出
ス
ベ
シ

第
三
十
七
條

生
徒
疾
病
其
他
ノ
事
故
ニ
ヨ
リ
鉄
課
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
事
由
ヲ

記
シ
保
證
人
ヨ
リ
三
日
以
内
二
届
出
ヘ
ク
疾
病
七
日
以
上
二
及
フ
ト
キ
ハ
診

断
書
ヲ
添
付
ス
ベ
シ

第
三
十
八
條

生
徒
疾
病
二
罹
リ
又
ハ
止
ム
ヲ
得
サ
ル
事
故
ア
リ
テ
修
學
ス
ル

コ
ト
能
ハ
サ
ル
モ
ノ
退
學
セ
ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
其
事
由
ヲ
詳
記
シ
保
證
人
ト

連
署
シ
テ
願
出
ッ
ベ
シ

第
三
十
九
條
生
徒
學
業
ノ
僻
怠
若
ク
ハ
不
進
歩
ニ
シ
テ
成
業
ノ
目
的
ナ
シ
ト

認
ム
ル
ト
キ
ハ
之
二
退
學
ヲ
命
ス
ベ
シ

第
四
十
條
入
學
在
學
二
閥
ス
ル
書
式
左
ノ
如
シ

第
一
琥
書
式

（
用
紙
美
濃
）

何
年
何
月
何
日
生

本
籍
地
何
々

現
住
所
地
何
々

族
籍
某
男
女
兄
弟
姉
妹
又
ハ
戸
主

何

某

印

年

月

日

生
所
何
々

父
兄
職
業
何
々

何
年
何
月
何
日
何
學
校

二
入
リ
何
年
何
月
何
日
卒
業
｛醗
虹
塩
麟
墳
｝
何
年
何

月
何
日
ョ
リ
某
二
就
キ
何
々
修
業
何
年
何
月
何
日
何
々
ノ
事
故
ニ
ョ
リ
退

麿
學
、
用
書
何
々

何
年
何
月
何
日
何
業
二
従
事
云
々

賞
罰
何
々

右
ノ
通
リ
ニ
有
之
候
也

履

歴

書

東
京
＿
音
楽
學
校
長
何
某
殿

第
二
琥
書
式
（
用
紙
美
濃
）

右

何
何

某

印

某

族

籍

何

何
年
何
月
何
日
生

現
齢
何
年
何
ヶ
月

某

印

本
籍
地
何
々

現
住
所
地
何

（々在
京
公
民
二
限
ル
）

族
籍

ハ
係
ル
一
切
ノ
事
件
保
證
人
ト
シ
テ
引
受
申
可
候
也
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年

月

日

保
證
人

何

第
三
琥
書
式
（
用
紙
美
濃
）

＿暉
疇

＿

私
儀
今
般
御
校

へ
入
學
御
許
可
相
成
候

二
就
テ
ハ
御
規
則
等
堅
ク
相
守
リ

専
心
勉
學
可
仕
候
也

何
年
何
月
何
日
生

前
書
何
某
入
學
ノ
御
許
可
ヲ
得
候

―
ー
付
テ
ハ
同
人
在
學
中
二
係
ル
事
件
ハ

御
校
ノ
學
籍
ヲ
脱
シ
タ
ル
後
卜
雖
ト
モ
穂
テ
拙
者
共
引
受
可
申
候
也

東
京
―
音
楽
學
校
長
何
某
殿

本
籍
地
何
々

現
住
所
地
何
々

饂
髯
喜
讀
｝麟嗜ハ

何
年
何
月
何
日
生

何
年
何
月
何
日
生

某

印

本
籍
地
何
々

悶
青
疇
騨
｝職業或ハ職務

保
證
人

何

某

印

本
籍
地
何
々

現
住
所
地
何
々

族
籍
何
某
男
女
兄
弟
姉
妹
又
ハ
戸
主

何

某

印

在

學

證

書

第
八
章

試

業

、
進
級
、
卒
業

第
四
十
一

條

試

業

ヲ
分
チ
テ
臨
時
試
業
及
學
年
試
業
ノ
ニ
種
ト
ス
臨
時
試
業

ハ
受
持
赦
員
ノ
見
込

ニ
ヨ
リ
随
時
之
ヲ
行
ヒ
學
年
試
業
ハ
毎
學
年
末

二
行
フ

第
四
十
二
條

學
年
ノ
半
途

二
完
了
ス
ル
學
科
目
ハ
其
嘗
時
試
験
ヲ
行
ヒ
學
年

試
験
ヲ
行
ハ
サ
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
シ

第
四
十
三

條

試

業

ノ
成
績

ハ
貼
敷
ヲ
以
テ
決
定
ス
其
評
貼
ハ
諸
科
目
各
一
百

ヲ
満
貼
ト
ス

第
四
十
四

條

臨

時
試
業
諸
科
目
ノ
評
黙

ハ
各
平
均
シ
テ
學
年
試
業
評
貼

二
通

算

ス
ル
モ
ノ
ト
ス

第
四
十
五
條

一
科
目
ノ
學
年
貼
敷
五
十
以
上
平
均
貼
敷
六
十
以
上
ノ
得
貼
ア

ル
モ
ノ
ハ
及
第
者
ト
ス

第
四
十
六
條

試

業

二
鉄
席
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
ハ

渾
テ
零
毘
ヲ
附
ス

但
シ
病
氣
又

ハ
止
ム
ヲ
得
サ
ル
事
故
ニ
ヨ
リ
試
業
ヲ
受
ク
ル
コ
ト
能
ハ
サ

ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
其
理
由
ヲ
詳
記
シ
證
明
ヲ
附
シ
テ
追
試
業
ヲ
願
出
ツ
ル
ト

キ
ハ
許
可
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
シ

第
四
十
七
條

生
徒
ノ
席
次
ハ
學
年
成
績
平
均
貼
敷
ノ
順
序
―
ー
ヨ
リ
卒
業
生
二

ア
リ
テ
ハ
各
學
年
成
績
ノ
平
均
貼
敷

ニ
ヨ
リ
テ
定
ム
ル
モ
ノ
ト
ス
落
第
シ
タ

ル
モ
ノ
ハ
前
學
年
ノ
貼
敷
新
タ

ニ
入
學
シ
タ
ル
者
ハ
入
學
試
験
ノ
黙
敷

ニ
ョ

レ

第
四
十
八
條
本
校
所
定
ノ
學
科
ヲ
卒
へ
定
期
試
験
二
及
第
シ
タ
ル
者
ニ
ハ
左

式
ノ
卒
業
證
書
ヲ
授
典
ス

モ
ノ
ト
ス
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番 年初；リ本校麿 印校 I
琥月テニ 卒

日之於
業

證ヲス 部某テ 證

書

胃

ヽ 族

i 規
籍

ノ

試業 何

五
業其テ 何年贋生 某

孟

卒
業
證
書
書
式

第
四
十
九
條
本
科
ヲ
卒
業
シ
タ
ル
者
ハ
昔
架
得
業
士
卜
稲
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

第

九

章

授

業

料

第
五
十
條
豫
科
本
科
ノ
授
業
料
ハ
一
學
年
二
付
金
拾
圏
ト
シ
七
月
八
月
ヲ
除

キ
月
割
ヲ
以
テ
之
ヲ
徴
牧
ス

第
五
十

一
條
選
科
ノ
授
業
料
ハ
一
ヶ
月
金
壷
圏
以
上
五
圏
以
下
ノ
範
園
内
ニ

於
テ
其
額
ヲ
定
メ
七
月
八
月
ヲ
除
キ
毎
月
之
ヲ
徴
牧
ス

第
五
十
二
條
授
業
料
ハ
毎
月
二
十
一
日
ョ
リ
ニ
十
五
日
マ
デ
ニ
翌
月
分
ヲ
本

校
會
計
掛
二
納
付
ス
ベ
キ
モ
ノ
ト
ス

但
シ
九
月
ハ
十
一
日
又
定
日
後
二
入
學
ス
ル
者
ハ
即
日
納
付
ス
ベ
シ

第
五
十
三
條
生
徒
在
學
中
ハ
課
業
ヲ
銀
キ
若
ク
ハ
停
學
虞
分
ヲ
受
ケ
タ
ル
場

合
卜
雖
ト
モ
授
業
料
ヲ
徴
牧
ス

第
五
十
四
條
既
納
ノ
授
業
料
ハ
何
等
ノ
事
故
ァ
ル
モ
之
ヲ
返
付
セ

ス

第
五
十
五
條
研
究
科
生
徒
及
特
待
生
ハ
授
業
料
ヲ
免
除
ス

ス

第

十

章

休

學

第
五
十
七
條
生
徒
疾
病
二
罹
リ
或
ハ
正
常
ノ
事
故
ニ
ヨ
リ
ニ
ヶ
月
以
上
修
學

ス
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
モ
ノ
ハ
其
學
年
間
學
校
長
ノ
許
可
ヲ
得
テ
休
學
ス
ル
コ

ト
ヲ
得

第
五
十
八
條

休
學
中
疾
病
平
癒
或
ハ
事
故
止
ミ
タ
ル
時
ハ
許
可
ヲ
得
テ
課
業

ヲ
受
ク
ル
コ
ト
ヲ
得
此
場
合
二
於
テ
ハ
授
業
料
ヲ
徴
牧
ス

第
十
一

章

學

資

第
五
十
九
條
研
究
生
ニ
ハ
學
術
研
究
上
二
要
ス
ル
賓
費
ヲ
補
助
シ
又
ハ
學
費

ヲ
支
給
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
シ

第
六
十
條
學
資
ヲ
給
ス
ベ
キ
者
ハ
研
究
生
中
學
力
最
モ
優
等
ナ
ル
者
若
ク

ハ

特
別
保
護
ヲ
要
ス
ル
學
科
目
ヲ
研
究
ス
ル
者
二
就
キ
學
校
長
之
ヲ
定
ム

第
六
十
一
條
給
費
生
ニ
ハ
授
業
補
助
ヲ
命
ス
ル

コ
ト
ア
ル

ベ
シ

第
六
十
二
條
學
費
生
ニ
シ
テ
ニ
ヶ
月
以
上
鋏
課
シ
又
ハ
停
學
虞
分
ヲ
受
ケ
タ

ル
モ
ノ
ハ
給
費
ヲ
止
ム

第
六
十
三
條
給
費
生
ニ
シ
テ
退
學
ヲ
命
セ
ラ
レ
又
ハ
自
己
ノ
便
宜
上
退
學
ス

ル
モ
ノ
ハ
既
二
受
ケ
タ
ル
給
費
額
ヲ
直
チ
ニ
返
納
セ
シ

ム

但
シ
疾
病
其
他
酌
量

ス
ベ
キ
情
状
ア
ル
ト
キ
ハ
納
期
ヲ
延
長
シ
又
ハ
返
納

金
ヲ
免
除
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
シ
又
在
學
中
死
亡
シ
タ
ル

ト
キ
ハ

給
費
額
ヲ

返
納
ス
ル
ニ
及
バ
ズ

第

十

二

章

特

待

生

第
六
十
四
條
本
科
生
徒
ニ
シ
テ
學
藝
優
等
品
行
善
良
ナ
ル
モ
ノ
ハ
特
待
生
ト

ス
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第
五
十
六
條
許
可
ヲ
得
テ
休
學
ス
ル
モ
ノ
ハ
其
翌
月
ヨ
リ
授
業
料
ヲ
徴
牧
セ
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第
二
條

可
シ

第

一
條

第
六
十
七
條

懲

戒

ヲ
分
チ
テ
譴
責
、
停
學
、
放
校
ノ
三
種
ト
ス

第
十
四
章
一
音
楽
會

第
六
十
八
條
本
校
ハ
時
竺
音
楽
演
奏
會
ヲ
公
開
ス

第
十
五
章
生
徒
心
得

第
六
十
九
條

生

徒

心
得
ハ
學
校
長
別

二
之
ヲ
定
ム

第
十

六

章

奨

學
資
金

第
七
十
條
昔
架
奨
励
ノ
為
メ
園
体
又

ハ
私
人
ヨ
リ
金
員
若
ク
ハ
物
品
ノ
寄
附

ア
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
指
定

二
従
ヒ
生
徒
中
品
行
方
正
學
力
優
等
ナ
ル
者

二
支

給
ス
ベ
シ

第
七
十

一
條
貸
費
指
定
ノ
寄
附
金
ア
リ
タ
ル
ト
キ
ハ

年
限
ヲ
期
シ
月
額
ヲ
定

メ
テ
貸
付
ス
ベ
シ
其
貸
付
金
ハ
卒
業
後

一
ケ
年
ヲ
経
過
シ
タ
ル
月
ヨ
リ
貸
付

シ
タ
ル
月
敷
ヲ
超
過
セ
サ
ル
期
限
内
ニ
テ
月
賦
返
納
セ
シ
ム

第
七
十
二
條
第
七
十
條
及
第
七
十
一
條
ー
ー
依
リ
學
資
ノ
支
給
若
ク
ハ
貸
付
ヲ

受
ク
ル
者
ニ
ハ
第
六
十
二
條
第
六
十
三
條
ヲ
準
用
ス

第
七

生
徒
心
褐
細
則

本
校
ノ
生
徒
タ
ル
者
ハ
智
徳
ヲ
奨
メ
身
体
ノ
健
康
ヲ
計
リ
志
操
ヲ
固

ク
シ
言
行
一
致
ヲ
期
シ

テ
序
ヲ
履
ミ
學
謳
ノ
進
修

二
務
ム
ベ
シ

生
徒
ハ
左
ノ
諸
項
ヲ
遵
守
シ
須
央
モ
忽

ニ
ス
可
ラ
ズ

ス
ベ
シ

第
六
十
五
條
特
待
生
ハ
毎
學
年
末
學
校
長
之
ヲ
定
ム

第

十

三

章

懲

戒

第
六
十
六
條
校
規
命
令
及
訓
誨

二
違
背
シ
テ
秩
序
ヲ
紛
擾
シ
生
徒
ノ
風
儀
ヲ

壊
乱
ス
ル
ノ
虞
ア
リ
ト
認
ム
ル
モ
ノ
ア

ル
ト
キ
ハ
學
校
長
ハ
懲
戒
虞
分
ヲ
ナ

ノ
指
揮
二
従
ヒ
決
シ
テ
任
意
ノ
動
作
ヲ
ナ
ス

第

一
項
敬
證
ヲ
正
ク
シ
威
儀
ヲ
整

へ
以
テ
生
徒
タ
ル
ノ
体
面
ヲ
保
チ
荀
モ

傲
慢
浮
薄
ノ
攀
動
ア
ル
可
ラ
ズ

第
二
項
登
校
ス
ル
ト
キ
ハ
必
ズ
本
校
所
定
ノ
制
帽
制
服
（彗
ハ
丁
ヲ
着
用

ス
ベ
シ
若
シ
事
故
ア
リ
テ
之
ヲ
着
用
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ザ
ル
ト
キ
ハ
生
徒
係

J
許
可
ヲ
受
ク
ベ

シ

但
選
科
生
徒
ハ
此
限
ニ
ア
ラ
ズ

第
三
項
所
定
ノ
授
業
時
間
及
練
習
時
間
ノ
外

ハ
生
徒
係
ノ
許
可
ヲ
経
ス

シ

テ
赦
室
及
練
習
室
二
入
ル
可
ラ
ズ

第
四
項
授
業
中
ハ
穂
テ
数

可
ラ
ス

第
五
項

生
徒
ハ
課
業
又
ハ
特

二
命
セ
ラ
レ

タ
ル
モ
ノ
ヽ
外
受
持
赦
員
ノ
認

可
ナ
キ
架
曲
ヲ
自
修
ス
可
ラ
ズ

第
六
項
男
生
徒
卜
女
生
徒
ト
ノ
間

二
於
テ
ハ
校
ノ
内
外
何

レ
ノ
場
所
ヲ
問

ハ
ズ
文
書
ノ
往
復
談
話
等
ヲ
ナ
ス
ベ
カ
ラ
ズ
若
シ
止
ム
ヲ
得
ザ
ル
事
故
ァ

ル
ト
キ
ハ
生
徒
係
ノ
許
可
ヲ
受
ク
ベ
シ

第
七
項
在
學
中
ハ
學
校
長
ノ
許
可
ヲ
得
ズ

シ
テ
私
二
技
藝
ヲ
演
奏
シ
或
ハ

之
ヲ
教
授
ス
可
ラ
ズ

第
八
項
本
校
備
付
ノ
楽
器
其
他
ノ
器
具
ハ
鄭
重
二
取
扱
フ
可
シ

第
九
項

貸

付

セ

ラ

レ
タ
ル
架
器
架
譜
圏
書

二
就
テ
ハ
殊

二
取
扱

二
注
意
ス

ベ
シ
若
シ
亡
失
、

毀
損
、
汚
染
等
ヲ
ナ
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
損
害
ヲ
賠
償

ス

ル
ノ
責

二
任
ス
可
シ

第
十
項
生
徒
各
別
二
命
令
訓
諭
ス
ル
モ

ノ
ヽ
外
令
逹
告
示
等
ハ
穂
テ
掲
示

シ
一
般
二
知
得
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
看
倣
ス
ニ
ヨ
リ
生
徒
ハ
掲
示
場
二
注
意
ス
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ま
た
同
日
、
授
業
料
の
納
期
が
改
正
さ
れ
た
。

第
十
一
項
他
學
校
又
ハ
一
個
人
二
就
キ
學
褻
ヲ
修
メ
ン
ト
ス
ル
者
ハ
學
校

長
ノ
許
可
ヲ
受
ク
可
シ

但
選
科
生
徒
ハ
此
限
ニ
ア
ラ
ズ

第
十
二
項
生
徒
校
内
ニ
ア
リ
テ
来
訪
者
二
面
會
セ
ン

ト
ス
ル

ト
キ
ハ
生
徒

係
ノ
許
可
ヲ
受
ク
可
シ

第
十
三
項
生
徒
登
校
時
間
中
二
描
外
二
出
テ
ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
生
徒
係
ノ

許
可
ヲ
受
ク
可
シ

第
三
條
生
徒
心
得
二
違
背
シ
タ
ル
者
ハ
本
校
規
則
第
十
三
章
第
六
十
六
條
及

第
六
十
七
條
二
照
シ
テ
虞
分
セ
ラ
ル
可
シ

明
治
三
十
四
年

l
-―
―
十
五
年

五
月
二
日
、
規
則
第
三
十
一
條
が
改
正
さ
れ
、
師
範
科
入
学
者
の
年
齢
が
、
二
十

五
歳
末
満
か
ら
十
七
歳
末
満
に
変
更
さ
れ
る
。

第

七

章

入

學

、
在
學
、
退
學

第
三
十
一
條
師
範
科
二
入
學
ヲ
許
可
ス
ベ
キ
者
ハ
品
行
方
正
年
齢
十
七
年
以

上
ノ
者

ニ
シ
テ
左
ノ
第
一
項
若
ク
ハ
第
二
項
ノ
資
格
ヲ
具
フ
ル
ヲ
要
ス

〔第一

項
、
第
二
項
は
変
更
な
し
〕

第

九

章

授

業

料

第
五
十
二
條
授
業
料
ハ
毎
月
二
十
一
日
ヨ
リ
ニ
十
五
日
マ
デ
ニ
翌
月
分
ヲ
本

校
會
計
掛
二
納
付
ス
ベ
キ
モ
ノ
ト
ス

但
シ
四
月
九
月
ハ
十
一
日
又
定
日
後
二
入
學
ス

ル
者

ハ
即
日
納
付
ス
ベ
シ

（『
東
京
―
音
楽
學
校
一
梵
従
明
治
三
十
四
年
至
明
治
三
十
五
年
』
第
六
よ
り
、
四
二
頁
、
四
九

頁）さ
ら
に
六
月
二
十
一
日
、
第
四
十
八
條
中
、
卒
業
証
書
の
書
式
が
別
に
定
め
ら
れ
、

第
四
十
八
條
は
「
本
校
所
定
ノ
學
科
ヲ
卒
へ
定
期
試
験

二
及
第
シ
タ
ル
者

ニハ
卒
業

證
書
ヲ
授
典
ス
」
と

い
う
条
文
の
み
と
な
る
。

明
治
三
十
五
年
！
三
十
六
年

四
月
一
日
、
甲
種
師
範
科
に
官
費
生
を
置
く
こ
と
と
な
り
、
規
則
第
十
六
條
改
正
。

第

四

章

師

範

科

第
十
六
條
師
範
科
生
徒
ハ
授
業
料
ヲ
免
除
シ
學
習
上
必
要
ナ
ル
圏
書
楽
器
ヲ

穂
テ
貸
付
ス
又
一
學
年
三
十
名
ヲ
限
リ
官
費
生
ト
シ
テ
學
資
ヲ
支
給
ス
ベ
シ

但
シ
學
資
ノ
支
給
ヲ
受
ケ
タ
ル
者
ハ
卒
業
ノ
後
服
務
規
則
二
従
ヒ
就
職
ス

ベ
キ
モ
ノ
ト
ス

ま
た
こ
の
年
度
よ
り
甲
種
師
範
科
の
学
年
が
四
月

一
日
始
業
と
な
り
、
第
二
十
四

條
が
追
加
さ
れ
る
。

第

六

章

學

年

、
學
期
、
休
業

第
二
十
四
條
甲
種
師
範
科
ノ
學
年
ハ
四
月
一
日
二
始
マ
リ
翌
年
三
月
三
十

一

日
二
終
ル
學
年
ヲ
分
チ
テ
三
學
期
ト
ス
其
授
業
期
間
ハ
前
條

二
同
ジ

四
月
二
十
二
日
、
選
科
入
学
志
願
者
は
戸
籍
謄
本
を
添
付
し
な
く
て
よ
い
こ
と
と
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図
語

試
問

陸
格

ま
た
甲
種
師
範
科
の
入
学
資
格
と
入
学
試
験
科
目
が
改
正
さ
れ
る
。

第
七
章

第
三
十
二
條

唱
歌

國
語
若
ク
ハ
英
語

明
治
三
十
三
年
文
部
省
令
第
四
琥

i

學
生
、
生
徒
身
謄
椋
査
規
定

二
準
捩
ス

第
二
琥

（疇
這
）

敷

學

〔
第
二
項
は
変
更
な
し
〕

さ
ら
に
第
三
十
三
條
の
但
し
書
き
と
第
三
十
四
條
追
加
。

理
科

地
理

歴
史

入
學
、
在
學
、
退
學

第
二
十
七
條
本
校
二
入
學
セ
ン
ト
ス
ル
者
ハ
第
一
琥
及
第
二
琥
書
式
二
撼
リ

入
學
願
書

二
履
歴
書
及
戸
籍
謄
本
ヲ
添
へ
差
出
ス
ベ
シ

但
シ
選
科
へ
入
學
セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ハ
戸
籍
謄
本
ヲ
要
セ
ス

師
範
科
二
入
學
ヲ
許
可
ス
ベ
キ
者
ハ
品
行
方
正
年
齢
満
十
七
年

巳
上
ノ
者
ニ
シ
テ
左
ノ
第
一
項
若
ク
ハ
第
二
項
ノ
資
格
ヲ
具
フ
ル
ヲ
要
ス

第
一
項
甲
種
師
範
科
二
入
學
セ
シ
ム
ル
者
ハ
師
範
學
校
中
學
校
若
ク
ハ
修

業
年
限
四
ケ
年
以
上
ノ
高
等
女
學
校
卒
業
生
ニ
シ
テ
左
ノ
入
學
試
瞼
科
目

第
一
琥
ノ
試
瞼
二
合
格
シ
タ
ル
者
又
ハ
第
一
琥
及
第
二
琥
ノ
諸
學
科
二
就

キ
試
験
ノ
上
之
卜
同
等
以
上
ノ
學
カ
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
タ
ル
ベ
シ

入
學
試
瞼
科
目

第
一
披

な
り
、
第
二
十
七
條
に
但
し
書
き
が
加
え
ら
れ
る
。

年

月

日
誓

糸勺

書

住
所
族
籍

何
某
父
（
生
徒
ト
ノ
親
戚
）職
業

兄
親
戚

関
係
ヲ
記
入
ス

保

證

人

何

某

＠

何
年
何
月
何
日
生

住
所
族
籍

何
某
男
女
兄
弟
姉
妹
又
ハ
戸
主

本

人

何

某

⑱

何
年
何
月
何
日
生

第
三
十
三
條

入
學
ノ
許
可
ヲ
得
タ
ル
者
ハ
誓
式
ヲ
行
ヒ
生
徒
學
籍
簿
―
ー
記
名

シ
保
證
人
卜
連
署
シ
テ
第
三
被
書
式
二
擦
リ
在
學
證
書
ヲ
差
出
ス
ベ
シ

但
シ
甲
種
師
範
科
官
費
生
ハ

第
四
披
書
式
二
捩
リ
誓
約
書
ヲ
差
出
ス
ベ
シ

第
三
十
四
條
甲
種
師
範
科
ノ
入
學
試
験
二
合
格
シ
タ
ル
者

2
ニ
ヶ
月
以
内
仮

入
學
ヲ
許
シ
資
性
品
行
及
學
業
成
績
ヲ
考
察
シ
適
嘗
卜
認
ム
ル
者
二
限
リ
本

入
學
ヲ
許
可
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

そ
し
て
第
四
十
二
條
の
入
学
在
学
に
関
す
る
書
式
に
、
第
四
号
書
式
と
但
し
書
き

追
加
。

第
四
琥
書
式
（
用
紙
美
濃
）

二
錢

印
紙

私
儀
今
般
御
校
甲
種
師
範
科
官
費
生
ト
シ
テ
入
學
御
許
可
相
成
侯
ー
ー
就
テ

ハ
御
規
則
堅
ク
相
守
リ
専
心
勉
學
可
仕
又
卒
業
ノ
後
ハ
明
治
三
十
五
年
文

部
省
令
第
六
琥
東
京
昔
架
學
校
甲
種
師
範
科
官
費
卒
業
生
服
務
規
則
ヲ
遵

奉
可
致
此
段
誓
約
候
也
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園
ト
ス

但
シ
一
名
ノ
保
證
人
ハ
父
兄
若
ク
ハ
親
戚
ト
ス
若
シ
親
戚
ナ
キ
ト
キ
ハ
相

常
ノ
資
格
ア
ル
者
ヲ
要
ス

学
資
に
関
し
て
第
六
十
四
條
、
第
六
十
五
條
追
加
、
ま
た
第
六
十
六
條
に
変
更
あ

り
。
な
お

こ
の
年
度
は
追
加
条
項
に
よ
っ

て
条
文
の
番
号
が
変
る
た
め
「
學
資
」
に

関
し
て
は
全
六
カ
条
を
挙
げ
て
お
く
。

第
十

一
章

資

第
六
十
一
條
研
究
生
ニ
ハ
學
術
研
究
上
二
要
ス
ル
賓
費
ヲ
補
助
シ
又

ハ
學
資

ヲ
支
給
ス
ル

コ
ト
ア
ル
ベ
シ

第
六
十
二
條
學
資
ヲ
給
ス
ベ
キ
者
ハ
研
究
生
中
學
力
最
モ
優
等
ナ
ル
者
若
ク

ハ
特
別
保
護
ヲ
要
ス
ル
學
科
目
ヲ
研
究
ス
ル
者
二
就
キ
學
校
長
之
ヲ
定
ム

第
六
十
三
條
給
費
研
究
生
ニ
ハ
授
業
補
助
ヲ
命
ズ
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
シ

第
六
十
四
條
甲
種
師
範
科
生
徒

二
支
給

ス
ベ
キ
學
費

ハ
一
ヶ
月
六
圏
乃
至
八

年

月

日

學

何

東
京
音
楽
學
校
長
何
某
殿

前
書
保
證
人
何
某

ハ
営
（五
疇
）
―-
居
住
ノ
者
二
相
違
無
之
候
也

年

月

日

何

（麟
疇
）何
（疇
市
饂
）長

何

某

＠

前
書
保
證
人
何
某

ハ
常
匿

二
住
居
シ
公
民
櫂
ヲ
有
ス
ル
者
二
相
違
無
之

候
也

東
京
市
何
匿
長

住
所
族
籍
（東
京
市
在
住
ノ
公
民
）
職
業

保
證
人

何

某
＠

某
⑱

何
年
何
月
何
日
生

附
則

第
一
條
明
治
三
十
五
年
三
月
三
十

一
日
以
前
二

入
學
シ
タ
ル
甲
種
師
範
科
生

徒
ハ
告
學
科
課
程
ニ
ヨ
リ
卒
業
セ
シ
ム

（『
東
京
―音
楽
學
校

l

究

明
治
三
十
六
年

i
三
十
七
年

予
科
お
よ
び
乙
種
師
範
科
の
入
学
試
験
科
目
に
改
正
あ
り
。

第
七
章

入
學
、
在
學
、
退
學

第
二
十
八
條

豫

科

二
入
學
ヲ
許
可
ス
ヘ
キ
者
ハ
男
女
ヲ
問
ハ
ス
年
齢
満
十
四

従
明
治
三
十
五
年
至
明
治
三
十
六
年
』

第
六
よ
り
）

）
の
年
は
ま
た
、
次
の
よ
う
な
附
則
が
追
加
さ
れ
た
。`

但
シ
入
學
退
學
ノ
月
ハ
日
割
ヲ
以
テ
支
給
シ
仮
入
學
中
ハ
支
給
セ
ズ

第
六
十
五
條
左
ノ
事
故
二
該
嘗
ス
ル
場
合
ニ
ハ
學
資
ノ
支
給
ヲ
止
ム

一

私

ノ
事
故

ニ
ヨ
リ
ニ
週
日
以
上
引
績
キ
鋏
課
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
翌
日
ヨ

リ
事
故
繊
績
中

一

疾
病
傷
痕
又
ハ
止
ム
ヲ
得
サ
ル
事
故

ニ
ヨ
リ
六
十
日
以
上
鋏
課
シ
タ
ル

ト
キ
ハ
其
翌
日

ヨ
リ
鋏
課
中

一

停
學
慮
分
中

第
六
十
六
條
學
資
ノ
支
給
ヲ
受
ク
ル
者
ニ
シ
テ
半
途
退
學
ス
ル
者
又

ハ
退
學

ヲ
命
ゼ
ラ
レ

タ
ル
者

ハ
既
二
受
ケ
タ
ル
學
資
ヲ
償
還
セ
シ
ム

但
シ
疾
病
傷
洟
又
ハ
酌
量
ス
ベ
キ
事
情
ア
ル
ト
キ
ハ
償
還

ス
ベ
キ
學
資
ノ

全
部
又
ハ
幾
部
ヲ
免
除

ス
ル
コ

ト
ア
ル
ベ
シ
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年
以
上
ニ
シ
テ
左
二
掲
ク
ル
科
目
ノ
試
瞼
二
合
格
シ
タ
ル
者
タ
ル
ベ
シ

但
シ
中
學
校
第
二
年
級
ヲ
修
了
シ
タ
ル
者
若
ク

ハ
之
卜
同
等
以
上

ノ
學
力

ア
リ
ト
認
ム
ル
者
ハ
第

一
乃
至
第
五
、
高
等
女
學
校
第
二
年
級
ヲ
修
了
シ

タ
ル
者
若
ク
ハ
之
卜
同
等
以
上
ノ
學
カ
ア
リ
ト
認
ム
ル
者
ハ
第
一
乃
至
第

四
ノ
試
験
ヲ
要
セ
ズ

入
學
試
瞼
科
目

作
文
、
講
讀

大
要

大
要

四
則
、
分
敷
、
小
敷
、
比
例

讀
方
義
解
（二
犀
和
叶
翫

□）

小
學
唱
歌
集
ノ
程
度

明
治
三
十
三
年
文
部
省
蹄
第
四
琥
學

ご
生
、
生
徒
身
證
検
査
規
二
準
披
ス

唱
歌
（鵬

霜

霜

）

國
語

日
本
歴
史

日
本
地
理

算
術

英
語

唱
歌

競
格

第
三
十
二
條

第
二
項

乙
種
師
範
科
二

入
ル

ヲ
得
ベ
キ
者
ハ
高
等
小
學
校
卒
業
ノ
者

ニ
シ

テ
證
格
及
唱
歌
ノ
試
瞼
二
合
格
シ

タ
ル
者
若
ク
ハ
左
ノ
學
科
目
二
就
キ
之

ト
同
等
以
上
ノ
學
カ
ヲ
有
ス
ル
者
タ
ル
ベ
シ

入
學
試
瞼
科
目

図
語
、
日
本
歴
史
、
地
理
、
算
術
、

明
治
三
十
三
年
文
部
省
令
第
四
琥
學

罷

格
｛
生
、
生
徒
身
棚
検
査
規
定
二

準
捩
ス

ま
た
、
受
験
料
と
入
学
手
続
き
に
関
し
て
第
三
十
三
條
追
加
、
第
三
十
四
條
追
加

改
正
。

七

選
科
生
徒
ノ
授
業
料

ハ一

學
年

二
付
金
拾
園
以
上
五
拾
園
以
下

ノ
範
園
内
二
於
テ
學
校
長
之
ヲ
定
ム

第
五
十
四
條
授
業
料

ハ
左
ノ
三
期
二
分
チ
毎
期
ノ
始
メ
ニ
於
テ
一
期
分
ヲ
納

付
セ
シ
ム
其
納
付
額
及
納
付
期
日
ハ
學
校
長
別
二
之
ヲ
定
ム

第

一
期

翻
麟
恥

自

一
月

第
二
期

至
三
月

自

四

月

第
三
期
至
六
月

第
五
十
五
條
授
業
料
納
付
期
日
後
入
學
シ
タ
ル
者
又
ハ
第
六
十
二
條
二
依
リ

数
授
ヲ
受
ク
ル
者
ノ
嘗
該
納
期
ノ
授
業
料
ハ
其
月
ヨ
リ
起
算
シ
月
割
ヲ
以
テ

第
五
十
三
條

第
九
章

第
五
十
二
條

圏
ト
ス

授

業

料

授
業
料

ハ一

學
年

二
付
豫
科
生
徒
金
拾
五
園
本
科
生
徒
金
咸
拾

六 五

予
科
、
本
科
の
授
業
料
額
お
よ
び
納
付
期
日
な
ど
に
変
更
あ
り
。

四

第
三
十
三
條
本
校
ノ
入
學
試
瞼
ヲ
受
ケ
ン
ト
ス
ル
者
ハ
受
瞼
料
ト
シ
テ
入
學

願
書
二
金
壼
圏
ヲ
添
へ
納
付
ス
ベ
シ

但
既
納
ノ
受
瞼
料
ハ
試
瞼
ヲ
受
ケ
サ
ル
コ
ト
ア
ル
モ
之
ヲ
返
付
セ
ズ

第
三
十
四
條

入

學

ノ

許
可
ヲ
得
タ
ル
者
ハ
誓
式
ヲ
行
ヒ
生
徒
學
籍
簿

二
記
名

シ
保
證
人
卜
連
署
シ
テ
第
四
十
三
條
第
三
琥
書
式

二
握
リ
在
學
證
書
ヲ
差
出

但
甲
種
師
範
科
二
入
學
シ
學
資
ノ
支
給
ヲ
受
ク
ル
者

ハ
第
四
十一＿
一
條
第
四

琥
ノ
書
式
二
撼
リ
誓
約
書
ヲ
差
出
ス
ベ
シ
又
選
科

二
入
學

ス
ル
者
ハ
誓
式

ヲ
行
フ
コ
ト
ヲ
要
セ
ズ

ス
ベ
シ
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明
治
三
十
七
年

i
_＿
＿
十
八
年

附
則
が
追
加
さ
れ
る
。

第
六
十
條
指
定
期
日
二
於
テ
授
業
料
ヲ
納
付
セ
ザ
ル
者
ハ
學
校
長
之
二
停
學

ヲ
命
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
ク
又
滞
納
二
週
日

二
及
ブ
ト
キ
ハ
退
學
ヲ
命

ス
ル
コ

ト
ア
ル
ベ
シ

ス 納
額
ヲ
定
メ
郎
日
之
ヲ
納
付
セ
シ
ム

但
月
割
ヲ
定
ム
ル
ニ
ハ
七
月
八
月
ヲ
除
算
シ
テ
一

學
年
ヲ
十
箇
月
ト
ス

第
五
十
六
條
生
徒
在
學
中
ハ
課
業
ヲ
鋏
キ
又
ハ
停
學
慮
分
ヲ
受
ケ
タ
ル
場
合

卜
雖
授
業
料
ヲ
免
除
セ
ズ

第
五
十
七
條
既
納
ノ
授
業
料
ハ
何
等
ノ
事
故
ァ
ル
モ
之
ヲ
返
付
セ
ズ

第
五
十
八
條
研
究
生
及
特
待
生
ハ
授
業
料
ヲ
免
除
ス

第
五
十
九
條
許
可
ヲ
得
テ
休
學

ス
ル
者
ハ
次
期
以
降
休
學
中
授
業
料
ヲ
免
除

（『
東
京
―
音
楽
學
校

一
覧

附
則明

治
三
十
五
年
三
月
三
十
一
日
以
前
二
入
學
シ
タ
ル
甲
種
師
範
科
生

第
一
條

徒
ハ
酋
學
科
課
程
ー
ー
ヨ
リ
卒
業
セ
シ
ム

第
二
條
明
治
三
十
六
年
九
月
三
十
日
以
前
二
入
學
シ
タ
ル
豫
科
本
科
生
徒
ノ

授
業
料
年
額

盆
酋
規
定

二
依
ル

第

三

條

授

業
料
徴
牧
ノ
方
法
ハ
明
治
三
十
六
年
十
二
月
三
十
一
日
マ
デ
雀
規

定
二
依
ル

（『
東
京
音
楽
學
校

一函凡

従
明
治
三
十
七
年
至
明
治
三
十
八
年
』
第
四
よ
り
）

従
明
治
三
十
六
年
至
明
治
三
十
七
年
』
第
四
よ
り
）

明
治
三
十
八
年
！
三
十
九
年

九
月
十
一
日
、

授
業
料
滞
納
者
に
関
す
る
規
定
が
改
正
さ
れ
た
。

第

九

章

授

業

料

第
六
十
條
指
定
期
日
二
授
業
料
ヲ
納
付
セ
ザ
ル
者
ア

ル
ト
キ
ハ
學
校
長
之
二

停
學
ヲ
命
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
ク
又
滞
納
三
十
日

二
及
ブ
ト
キ
ハ
學
籍
ヲ
除
名

ま
た
十
二
月
、
甲
種
師
範
科
官
費
生
の
定
員
、
学
費
お
よ
び
楽
器
図
書
貸
付
に
関

す
る
条
項
が
改
正
さ
れ
た
。

第

四

章

師

範

科

第
十
六
條
師
範
科
生
徒
ハ
授
業
料
ヲ
免
除
ス
又
甲
種
師
範
科

二
官
費
生
六
十

名
ヲ
置
ク

但
シ
官
費
生
ハ
卒
業
後
服
務
規
則
二
従
ヒ
就
職
ス
ベ
キ
モ
ノ
ト
ス

同
月
、
乙
種
師
範
科
の
学
年
が
改
正
さ
れ
、
そ
の
結
果
師
範
科
全
体
が
四
月
一
日

学
年
始
め
と
な
る
。

第
六
章

學

年

、
學
期
、
休
業

第
二
十
四
條
師
範
科
ノ
學
年
ハ
四
月

一
日
二
始
マ
リ
翌
年
三
月
三
十
一
日
ニ

終
ル
學
年
ヲ
分
チ
テ
一
＿
一
學
期
ト
ス
其
授
業
時
間
ハ
前
條
二
同
シ

明
治
＝
一
十
九
年
ー
四
十
年

五
月
、
甲
種
師
範
科
官
費
生
募
集
規
程
が
定
め
ら
れ
る
。

ス
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ベ
シ

第
七
章

資

同
月
、
本
科
の
学
科
目
中
に
保
護
科
目
が
置
か
れ
る
。

第
四
條
地
方
長
官
ノ
薦
拳

二
係
ル
者
ハ
入
學
願
書
及
受
瞼
料
ヲ
要
セ
ス

第
二
條

第
三
條

サ
ス

甲
種
師
範
科
官
費
生
募
集
規
程

第
一
條
甲
種
師
範
科
官
費
生
ハ
師
範
學
校
中
學
校
又
ハ
修
業
年
限
四
ケ
年
以

上
ノ
高
等
女
學
校
ヲ
卒
業
シ
身
橙
健
全
品
行
方
正
ナ
ル
者

ニ
シ
テ
地
方
長
官

ノ
薦
畢
シ
タ
ル
者
ノ
中
ヨ
リ
試
瞼

ニ
ョ
リ
テ
選
抜
ス

前
項
師
範
學
校
中
學
校
高
等
女
學
校
生
徒
ニ
シ
テ
営
該
學
校
長
二
於
テ
本
校

J
入
學
期
以
前
二
卒
業

ス
ベ
シ
ト
認
メ
タ
ル
者
ハ
営
該
學
校
卒
業
生
二
準
ス

在
學
中
平
時
ニ
ア
リ
テ
兵
役
二
服
ス
ベ
キ
者
及
夫
ヲ
有
ス
ル
者
ハ
入
學
ヲ
許

甲
種
師
範
科
官
費
生
ノ
募
集

ハ
學
校
長
ヨ
リ
地
方
長
官
二

通
知
ス

學
校
長
ハ
第
一
條
ノ
外
甲
種
師
範
科
官
費
生
ヲ
募
集
ス
ル
コ
ト
ア
ル

第
十
一
章

學

第
六
十
五
條
本
科
生
徒
ニ
シ
テ
特
別
保
護
ヲ
要
ス
ル
學
科
目
ヲ
修
ム
ル
者
ニ

ハ
學
資
ヲ
支
給
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
シ

前
項
ニ
ョ
リ
學
資
ノ
支
給
ヲ
受
ケ
タ
ル
者
ハ
卒
業
ノ
後
研
究
科
二
入
ル
ベ

シ

ま
た
選
科
の
入
学
料
を
徴
収
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
、
第
三
十
四
條
が
追
加
改
正

さ
れ
る
。

入
學
、
在
學
、
退
學

附
則

第
四
條

學
年
及
學
期
ノ
改
正
ハ
明
治
四
十
年
四
月

一
日
ヨ
リ
施
行
ス

第
二
十
五
條

ハ
休
業
ト
ス

期
ハ

一
月
八
日
ヨ
リ

l

二
月
三
十
一
日

二
至
ル

第
二
十
四
條

ス
ベ
シ

第
三
十
四
條
入
學
ノ
許
可
ヲ
得
タ
ル
者
ハ
宣
誓
ヲ
行
ヒ
生
徒
學
籍
簿

二
署
名

シ
保
證
人
卜
連
署

ニ
テ
第
四
十
三
條
第
三
琥
書
式
二

握
リ
在
學
證
書
ヲ
差
出

甲
種
師
範
科
官
費
生
ト
シ
テ
入
學

ス
ル
者
ハ
第
四
十
三
條
第
四
琥
ノ
書
式

二
撼
リ
誓
約
書
ヲ
差
出
ス
ベ
シ

選
科
二
入
學
ス
ル
者

ハ
本
條
第

一
項
ノ
宣
誓
ヲ
要
セ
ズ
入
學
料
ト
シ
テ
在

學
證
書

二
金
壷
園
ヲ
添
へ

納
付
ス
ベ
シ

さ
ら
に
学
年
、
学
期、

設
立
記
念
日
が
更
定
さ
れ
、
附
則
第
四
條
の
追

加
に
よ

り
、
学
年
と
学
期
の
改
正
は
四
十
年
四
月

一
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

第
六
章

學
年
、
學
期
、
休
業

第
二
十
二
條

學
年
ハ
四
月
一
日
二
始
マ
リ
翌
年
三
月
三
十
一
日
二
終
ル

第
二
十
三
條

學
年
ヲ
分
チ
テ
三
學
期
ト
ス
第
一

學
期
ハ
四
月
一
日
ヨ

リ
九
月

十
日
二
至
リ
第
二
學
期
ハ
九
月
十
一
日
ョ
リ
翌
年

一
月
七
日
二
至
リ
第
三
學

春
季
休
業
ハ
四
月
一
日
ョ
リ
同
月
十
日
二
至
リ
夏
期
休
業

ハ
七

月
十
一
日
ヨ
リ
九
月
十
日
二
至
リ
冬
期
休
業
ハ
十
二
月
二
十
五
日
ヨ
リ
翌
年

一
月
七
日
ー
ー
至
ル

祝
日
、
大
祭
日
、

〔
マ
マ
〕

日
曜
日
及
本
校
設
立
紀
念
日

(
+
月
四
日
）
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何 旦瞼

戸主 ＾ 佃旦
喜二

こ

第

七

章

入

學
、
在
學
、
退
學

第

一
琥
書
式
（
用
紙
美
濃
）

第
十

一
章

學

第
六
十
四
條
學
資
ヲ
給
ス
ベ
キ
者
ハ
研
究
生
中
學
力
最
モ
優
等
ナ
ル
者
若
ク

ハ
特
別
保
護
ヲ
要
ス
ル
學
科
目
ヲ
研
究
ス
ル
者
二
就
キ
學
校
長
之
ヲ
定
ム

學
資
ヲ
給
ス
ル
研
究
生
ニ
ハ
授
業
補
助
ヲ
命
ス

ル
コ
ト
ア
ル
ベ
シ

（
『
東
京
昔
楽
學
校

一
究
従
明
治
三
十
九
年
至
明
治
四
十
年
』
第
四
よ
り
）

明
治
四
十
年
し
四
十
一
年

二
月
八
日
、
入
学
願
書
に
は
保
証
人
を
必
要
と
し
な
い
こ
と
と
な
り
、
第
四
十
三

條
中
、「
第

一
琥
書
式
」
が
改
正
さ
れ
る
。

し

資

な
お
、
前
年
度
の
第
六
十
五
條
は
、

第
六
十
四
條
中
に
追
加
さ
れ
る
。

試
問

國
語
若
ク
ハ
英
語
（悶

鰐

噂

汽

）

同
時
に
、
前
年
度
第
五
十
條
（
三
十
三
年
度
第
四
十
七
條
）
を
削
除
し
て
、
生
徒

の
席
次
を
す
べ
て
イ
ロ
ハ
順
と
し
た
。

ま
た
同
時
に
、
学
年
、
学
期
の
改
正
に
伴
い
、
授
業
料
の
納
期
も
変
更
さ
れ
た
。

第

九

章

授

業

料

第
五
十
三
條
授
業
料
ハ
左
ノ
三
期
二
分
チ
毎
期
ノ
始
メ

ニ
於
テ
一
期
分
ヲ
納

付
セ
シ
ム
其
納
付
額
及
納
付
期
日
ハ
學
校
長
別
二
之
ヲ
定
ム

第
一
期
韮
芦
肛

第
二
期
亘
麟
五

第
三
期
畔
―
-
＿
閂

さ
ら
に
甲
種
師
範
科
の
入
学
試
験
科
目
中
、
英
語
は
当
分
行
わ
れ
な
い
こ
と
が
付

記
さ
れ
る
。

第
七
章

入
學
、
在
學
、
退
學

第
三
十
二
條
師
範
科
二
入
學
ヲ
許
可

ス
ベ
キ
者
ハ
品
行
方
正
年
齢
満
十
七
年

以
上
ノ
者

ニ
シ
テ
左
ノ
第
一
項
若
ク

ハ
第
二
項
ノ
資
格
ヲ
具
フ
ル

ヲ
要
ス

第

一
項
甲
種
師
範
科
二
入
學
セ
シ
ム
ル
者
ハ
師
範
學
校
中
學
校
若
ク

ハ
修

業
年
限
四
ケ
年
以
上
ノ
高
等
女
學
校
卒
業
生
ニ
シ
テ
左
ノ
入
學
試
瞼
科
目

第

一
琥
ノ
試
瞼
二
合
格
シ
タ
ル
者
又
ハ
第
一
披
及
第
二
琥
ノ
諸
科
目
二
就

キ
試
瞼
ノ
上
之
卜
同
等
以
上
ノ
學
カ
ヲ
有
ス
ル
者
タ
ル
ベ
シ

入
學
試
瞼
科
目

第

一
披

唱
歌
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第

第
二
學
科
課
程

豫
科
ノ
學
科
課
程
ハ
左
ノ
如
シ

倫唱洋

琴歌

輩
音
唱
歌

右
手
左
手
練

習
、
双
手
練
習

同

同

同

同

同

同

一
時

十
時

九
時

バ
イ
オ
リ
ン

等

同

同

461 

理

倫
理
要
旨

一
年

間

毎

週

風

楽架
琴

同

同

十
時

十
時

二
時

器

第 4節

磐

同

同

明
治
二
十
二
年
ー
ニ
十
三
年

英

語

臆
操
、
舞
踏

第
二
年

倫

理

一
年
間

毎

週

一
時

八
時

以
下
は
、
本
節

一
項
で
取
り
上
げ
た
『
東
京
―
音
楽
學
校

一
覧
』
の
「
規
則
」
の
う

ち
、
「
學
科
程
課
」
だ
け
を
取
り
出
し
、
そ
の
変
遷
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
明
治

二
十
二
年
以
降
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
目
立
っ
た
改
正
が
み
ら
れ
る
の
は
二
十
六
年
、

三
十
三
年
、
四
十
二
年
で
、
こ
れ
は
規
則
の
変
遷
と
対
応
し
て
い
る
。
た
だ
し
二
十

六
年
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
正
は
そ
れ
ほ
ど
大
が
か
り
な
も
の
で
は
な
い
。
四
十
二
年

に
つ
い
て
は
「
規
則
」
同
様
、
第
二
巻
で
扱
う
こ
と
と
し
、
大
き
く
変
更
さ
れ
た
場

合
以
外
は
こ
こ
で
も
改
正
箇
所
の
み
を
記
載
す
る
に
と
ど
め
る
。

以
下
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
資
料
の
出
典
は
す
べ
て
『
東
京
昔
楽
學
校

一
覧
』
で
あ

る
。
ま
た
年
度
の
表
記
は
前
出
の
「
規
則
」
と
同
様
で
あ
る
。

讀
方
、
作
文
、
文
法

徒
手
運
動
、
練
墜

運
動
、
方
舞
演
習

同

同

同

同

文 昔 昔

架楽

學史論

同

同

同

同

明
治
三
十
三
年
文
部
省
令
第
四
琥
學

冨

‘
生
徒
身
腔
検
査
規
定
二
準
披
ス

第
二
琥

國
語
（暉
謬
）

敷

學

理

科

地

理

歴

史

（
『
東
京
―音
楽
學
校
一
覺
従
明
治
四
十
年
至
明
治
四
十
一
年
』
第
四
よ
り
）

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

バ
イ
オ
リ
ン

獨
撃
法
、
痰
相
法
等
、
楽

曲

練

習

同

[

「
バ
イ
オ
リ
ン
」
生
徒
ハ
四
時
間
ヲ
欠
ク

姿
剪
、
用
弓
法
、
手

指

運

用

法

同

[

楽
曲
練
習

音
楽
理
論

本
邦
及
欧
洲
―音
楽
史

詩
歌
學
、
作
歌

倫
理
要
旨

諸
重
昔
唱
歌

鱗
昭
法
、
装
相
法
等
、
楽
曲
練
習

姿
勢
、
用
弓
法
、
手
指
運
用
法

楽
曲
練
習

調
絃
法
、
箪
弧
法

複

弾

法

初

歩

一
年
間
毎
週

罷
格

二
時

二
時

二
時

三
時

二
時

同

風 器

楽架
琴

同

十

時

理

倫
理
要
旨

高
等
輩
昔
唱
歌

複
音
唱
歌

同

同

一
年
間

毎

週

な
お
こ
の
年
度
よ
り
「
官
費
生
募
集
規
程
」
は
「
第
四
規
則
」
か
ら
独
立
し
て

「第
五
」
と
な
る
。

第

師
範
部
學
科
課
程
ハ
左

ノ
如
シ

第
一
年

倫磐 文英

語

髄
操
、
舞
踏

昔

楽

學論

楽

典

宮
譜
法

和
漢
文

訊
カ

會
話麟

温
□翡

同

同

同

同

同

同

同

同

四
時

一
時

八
時

三
時

三
時

二
時

二
時

規則およびカリキュラムの変遷



第

器
猫 合

唱唱
榮榮

歌 歌

高

等

輩

昔

唱

歌

複
音
及
諸
重
音
唱
歌

練

竪

術

歌
曲
演
習

同 一
年
間

毎
週

一
時

同

八

時

五
口＝―-ロ育

舞

踏

バ
イ
オ
リ
ン

ヴ

ィ

オ

ラ

ヴ
ィ
オ
ロ
ン
セ
ロ

ダ
ブ
ル
ベ

ー
ス

姿
剪
、
用
息
法
、
手
指

フ

リ

ュ

ー

ト

運
用
法
、
楽
曲
練
習

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト

ホ

ル

ン

等

調
和
及
封
位
ノ
理
論
及

和

磐

學

質

用

、
楽
曲
製
作
法

英
語
誼
方
、
作
文
、
文
法

外

國

伊

語

装

昔

及

閉

方

敦
育
學
大
綱

数

音

楽

敬

授

法
徒
手
運
動
、
練
竪

鰐

操
、

運
動
、
方
舞
演
習

同

同

同

同

同

同

磐倫 陸外
第操
二‘ 國

年舞
踏語

同

同
同 同

――一時寺ヽ
ナ

a
―一時

二
時

理

倫
理
要
旨

一
年
間

毎
週

一
時

同

六
時

詩
歌
學
、
作
歌

英
語
讀
方

作

文
徒
手
運
動
、
練
墜

運
動
、
方
舞
演
習

同

同

十
時

四
時

二
時

二
時

二
時

三
時

二
時

手
指
運
用
法
、
特
習
法

楽

曲

練

習

姿
勢
、
用
弓
法
、
手
指
運
用
法

特

習

法

、
楽

曲

練

習

同

同

九

時

同

同

同

文

學 史論

同

同

風

同

同

昔
バ
イ
オ
リ
ン

榮榮

本
邦
及
欧
洲
昔
架
史

楽
曲
練
習

一
年
間
毎
週

洋

昔
階
練
習
、
特
習
法

楽

曲

練

習

同

同

九
時

六
時

九
時

昔

＿音
楽
理
論

同

同

手
指
練
習
、
昔
階
練
習

特
習
法
、
楽
曲
練
習

姿
勢
、
用
弓
法

手
指
運
用
法

同

同

器獨

唱唱
榮 榮理

琴琴 歌歌

高

等

箪

昔

唱

歌

複
音
及
諸
重
昔
唱
歌

高
等
歌
曲

同

同

洋

唱
榮 架

琴 歌

同

同

同

同

一
時

六
時

器
専
修
部
學
科
課
程
ハ
左
ノ
如
シ

第
一
年

倫磐
合

高

等

輩

昔

唱

歌

複
音
及
諸
重
季
日
唱
歌

同

同

八
時

倫
理
要
旨

一
年
間

毎

週

理

一
時

一
年
間

毎

週

一
時

英
語
讃
方
、
作
文
、
文
法

徒
手
運
動
、
練
竪

運
動
、
方
舞
演
習

同

同

倫
理
要
旨

同

同

同

同

同

同

八
時

二
時

六
時

二
時

英

語

訊
方
、
作
文
、
文
法

敦
育
學
大
綱

教

育

唱

歌

敬

授

法

讐

操
、

舞

踏

鰐

疇

繹

□闘

同

同

＿一時
二
時

三
時

二
時

バ
イ
オ
リ
ン

ヴ

ィ

オ

ラ

ヴ
ィ
オ
ロ
ン
セ
ロ

ダ
プ
ル
ベ
ー
ス

姿
勢
、
用
息
法
、
手
指

フ

リ

ュ

ー

ト

運
用
法
、
楽
曲
練
習

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト

ホ

ル

ン

等

和

盤

學

調

和

ノ
理
論
及
質
用

外

國

語

骸

操

、
舞

踏

第
三
年

倫磐
合

音
階
練
習
、
特
習
法

架

曲

練

習

獨

昭

法

装
相
法
等

手
指
運
用
法
、
特
習
法

楽

曲

練

習

姿
勢
、
用
弓
法
、
手
指
運
用
法

特

習

法

、
楽

曲

練

習

同

同

十

時

同

同

同

同

同

同

同

同

昔

楽

論

和

墜
大
意

同

同

風 洋

琴琴

同

同

十
時

八
時

十
時
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明
治
二
十
五
年
ー
ニ
十
六
年

明
治
二
十
五
年
十
二
月
、
「
小
學
校
赦
則
大
綱
第
十
條
中
唱
歌
ハ
耳
及
猿
盤
器
ヲ

練
習
シ
云
々
ノ
箇
條
二
基
キ
本
校
生
徒
二
耳
咽
喉
口
洞
ノ
構
造
其
描
生
法
及
聴
昔
狡

[
マ
マ

〕

昔
ノ
學
理
等
ヲ
知
ラ
シ
メ
ン
カ
為
メ
本
科
二
年
及
三
年
生
二

＿
音
楽
的
性
理
學
ヲ
課
シ

又
唱
歌
ハ
常
二
和
歌
卜
相
伴
フ
モ
ノ
ナ
レ
ハ
生
徒
ヲ
シ
テ
充
分
和
文
學

二
通
セ
シ
メ

ン
カ
為
メ
課
外
二
和
文
和
歌
等
ノ
講
義
ヲ
開
キ
尋
テ
正
科
ト
シ
テ
一音
楽
理
論
ノ
外
稽

高
尚
ナ
ル
學
理
二
通
セ
シ
ム
ル
為
メ
本
科
二
年
生
二

＿
音
梱
學
ヲ
科
シ
又
同
二
年
及
三

年
生
二
文
學
上
ノ
カ
ヲ
備
ヘ
シ
メ
ン
カ
第
メ
ニ
文
學
ヲ
増
置
セ
リ
」
（
こ
の
部
分
に
関

し
て
は
明
治
二
十
五
年
ー
ニ
十
六
年
の
『
一
覧
』
よ
り
詳
し
く
記
載
さ
れ
て
い
る
明
治
三
十
年

l
三
十一

年
の
『

一
究
』
か
ら
引
用
）
。

こ
の
件
に
関
し
て
は
『
＿
音
楽
雑
誌
』

に
も
「
＿
音

楽
學
校
の
数
科
改
正
」
と
い
う
見
出
し
で
次
の
よ
う
な
記
事
が
見
ら
れ
る
の
で
紹
介

り
つ
む

し
て
お
こ
う
。
「
同
校
に
於
て
は
是
ま
で
は
専
ら
呂
律
と
手
術
の
練
磨
を
主
と
し
赦

授
し
つ
A

あ
り
し
が
村
岡
校
長
は
深
く
感
ず
る
所
あ
り
て
昨
冬
来
先
つ
試
に
数
科
の

改
正
に
着
手
し
其
筋
の
協
議
を
経
本
年
よ
り
は
師
範
部
専
修
部
の
二
部
共
に
文
學
科

を
増
加
し
＿
音
器
學
等
は
校
長
自
ら
敦
授
の
任
に
営
り
其
他
作
歌
學
國
語
學
國
文
學
＿音

韻
學
猿
音
學
敦
育
學
英
漢
學
等
は
黒
川
員
頼
誹
津
専
三
郎
佐
藤
誠
質
鳥
居
枕
旗
野
十

一
郎
の
諸
氏
が
分
任
す
る
由
殊
に
一
時
欠
科
の
疲
一音學
を
更
に
興
し
初
級
に
此
一
科

を
置
き
専
ら
口
頭
練
習
及
装
昔
理
を
授
け
國
々
よ
り
出
で
た
る
師
範
部
生
徒
な
ど
の

地
方
習
慣
音
を
敦
改
し
唱
歌
上
の
猿
―
音
は

一
定
の
正
音
に
す
る
の
見
込
な
り
と
云
ふ

尚
又
従
来
は
音
楽
敦
員
養
成
の
方
に
傾
き
あ
り
し
に
今
後
は
楽
器
上
の
手
術
は
勿
論

け
い
が

文
學
上
も
員
に
人
の
師
と
な
る
べ
き
＿音
楽
學
士
を
養
成
す
る
の
計
聾
な
り
と
」
(
『
-
音

楽
雑
誌
』
第
二
十
八
号
、
明
治
二
十
六
年
一
月
、
二
十
三
ー
ニ
十
四
頁
）。

こ
の
文
学
と
音
響
学
は
、
明
治
三
十
六
年
！
三
十
七
年
以
降
の
『
東
京
＿
音
楽
學
校

-
g
i
』
に
よ
れ
ば
、
二
十
六
年
一
月
か
ら
試
課
さ
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
実

際
に
『
一
究
』
の
「
學
科
課
程
」
に
記
さ
れ
る
の
は
明
治
二

十
六
年
ー
ニ
十
七
年
の

『
一
究
』
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
生
理
学
と
和
文
和
歌
の
講
儀
は
課
外
で
行
わ
れ
た
と

あ
る
が
、
そ
の
実
態
を
知
る
手
掛
り
は
今
の
と

こ
ろ
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。

第

バ
イ
オ
リ
ン

風器

榮 榮
琴

触
撃
法
、
狡
相
法
等
、
楽
曲
練
習

姿
勢
、
用
弓
法
、
手
指
運
用
法

榮
曲
練
習

同

同

同

同

十
時

十
時

磐

諸
重
昔
唱
歌

同

同

英

．

語

罷
操
、
舞
踏

第
二
年

倫

理

倫
理
要
旨

一
年
間
毎
週

一
時

八
時

讀
方
、
作
文
、
文
法

麟
晶
轟
芦

同

同

同

同

文

詩
歌
學
、
作
歌

同

同

昔

本
邦
及
歌
洲
―
音
楽
史

同

同

昔

榮榮

學史論

獨
昭
法
、
猿
相
法
等
、
楽
曲
練
習

「
パ
イ
オ
リ
ン
」
生
徒
ハ

四
時
間
ヲ
欠
ク

姿
勢
、
用
弓
法
、
手
指
運
用
法

楽
曲
練
習

音
楽
理
論

同

同

二
時

二
時

―一時
三
時

二
時

バ
イ
オ
リ
ン

同

同

四
時

風器

榮榮
琴

同

同

倫
理
要
旨

高
等
輩
昔
唱
歌

複
音
唱
歌

師
範
部
學
科
課
程
ハ
左
ノ
如
シ

第
一
年

倫盤

理

一
年
間

同

同 毎
週

十
時

一
時

八
時

明
治
二
十
六
年

i
二
十
七
年

前
年
の
教
科
改
正
の
動
き
に
も
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
年
か
ら
は
師
範
部
二
年

生
に
文
学
、
専
修
部
二
年
生
に
文
学
と
音
響
学
、
同
三
年
生
に
文
学
が
そ
れ
ぞ
れ
ふ

や
さ
れ
て
い
る
。
予
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
そ
の
ま
ま
な
の
で
、
以
下
、
師
範
部
と

専
修
部
の
み
を
挙
げ
る
。
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第

盤

榮

高

等

雖

昔

唱

歌

合

唱

歌

複
音
及
諸
重
昔
唱
歌

一
年
間
毎
週

理

倫 罷外文
第 操
二‘ 國

年舞
踏語

倫
理
要
旨

同 同

同 同

一
時

一
時

十
時

四
時

二
時

二
時

二
時

三
時

二
時

二
時

四
時

三
時

二
時

三
時

二
時

バ

イ

オ

リ

ン

ヴ

ィ

オ

ラ

ヴ
ィ
オ
ロ
ン
セ
ロ

ダ
プ
ル
ベ
ー
ス

フ

リ

ュ

ー

ト

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト

ホ

ル

ン

等

手
指
運
用
法
、
特
習
法

架

曲

練

習

姿
勢
、
用
弓
法
、
手
指
運
用

法
、
特
習
法
、
楽
曲
練
習

姿
勢
、
用
息
法
、
手
指

運
用
法
、
架
曲
練
習

同 同 同

同 同 同

六
時

九
時

詩
歌
學
、
作
歌

英
語
詔
方

作

文麟
温
り
呻
麟

風

榮
曲
練
習

同

同

六
時

九
時

同

同

洋

同

同

九
時

同

同

器

昔
洋バ

イ

オ

リ

ン

昔

榮
榮

學史論

本
邦
及
厭
洲
―音
楽
史

昔
階
練
習
、
特
習
法

架

曲

練

習

同

同

猿

榮唱

琴琴

音
楽
理
論

同

同

高
等
箪
―
H

日
唱
歌

複
音
及
諸
重
昔
唱
歌

高
等
歌
曲

同

同

同

同

一
時

六
時

唱
榮 榮

琴歌

手
指
練
習
、
昔
階
練
習

特
習
法
、
楽
曲
練
習

姿
勢
、
用
弓
法

手
指
運
用
法

同

同

同

同

倫
理
要
旨

一
年

間

毎

週

一
時

器
専
修
部
學
科
課
程

ハ
左
ノ
如
シ

第

一
年

倫盤
合

高

等

輩

昔

唱

歌

複
音
及
諸
重
昔
唱
歌

同

同

八
時

英
語
詔
方
、
作
文
、
文
法

麟
温
瓢
麟

同

同

詩
歌
學
、
作
歌

理

倫
理
要
旨

一
年

間

毎

週

一
時

昔
階
練
習
、
特
習
法

楽

曲

練

習

燭

昭

法

風

猿

相

法

等

手
指
運
用
法
、
特
習
法

バ

イ

オ

リ

ン

楽

曲

練

習

ヴ

ィ

オ

ラ

姿
勢
、
用
弓
法
、
手
指
運
用
法

特

習

法

、
楽

曲

練

習

ヴ
ィ
オ
ロ
ン
セ
ロ

ダ
プ
ル
ベ

ー
ス

姿
勢
、
用
息
法
、
手
指

フ

リ

ュ

ー

ト

運
用
法
、
架
曲
練
習

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト

ホ

ル

ン

等

和

磐

學

調

和

ノ

理

論

及
質
用

昔

榮

論

文

學

外

國

語

髄
操
、
舞
踏

第
三
年

倫

理

磐
合

唱榮

歌歌
昔

學

同同同

同同同

二
時

三
時寺ヽ

ナ

a
二
時

同

同

二
時

同

同

八
時

英

語

詔

方

、
作
文
、
文
法

敦
育
學
大
綱

数

育

唱

歌

敦

授

法

欝
操
、
舞

踏

麟

疇

遷

戸

闘

同

同

同

同

十
時

同

同

同

同

同

同

同

同

文

同

同

洋

同

同

十
時

八
時

十
時

昔

架等

闘
讐
嗜
法

論

翡

腎

學

詩

歌

學

、
作
歌

同

同

同

同

器
猥

榮
琴琴歌

唱

練

墜

術

歌
曲
演
習

同

同

八
時
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文卜

吾

夕

1)
¥1

n

教

育

腔
操
、
舞
踏

園

調
和
及
封
立
ノ
理
論
及

宜
用
、
架
曲
製
作
法

詩
歌
學
、
作
歌

英
語
詔
方
、
作
文
、
文
法

伊

語

狡

昔

及

誼

方

敦
育
學
大
綱

昔
築
教
授
法

徒
手
運
動
、
練
竪

運
動
、
方
舞
演
習

明
治
＝
一
十
三
年
！
三
十
四
年

規
則
改
正
に
伴
い
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
以
下
の
よ
う
に
改
正
と
な
る
。
本
科
の
楽

歌
部
、
研
究
科
の
作
歌
部
は
こ
の
と
き
置
か
れ
、
四
十
二
年
四
月
の
規
則
改
正
の
さ

い
廃
止
さ
れ
た
。
た
だ
し
こ
の
間
の
『
東
京
昔
楽
學
校

一
覧
』
の
生
徒
調
を
見
る

と
、
楽
歌
部
の
生
徒
は
三
十
三
年
に
入
学
し
た
一
名
の
み
で
、
作
歌
部
は

つ
い
に
一

名
も
入
学
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

規
則
中
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
相
当
す
る
第
四
條
ー
第
十
條
、
第
十
三
條
ー
第
十
四
條

は
次
の
と
お
り
。

第
四
條
豫
科
ノ
學
科
目

ハ
倫
理
、
唱
歌
、
ビ
ア
ノ
、

榮
典
、
寓
譜
、
國
語
、

英
語
、
体
操
、
方
舞
ト
シ
課
外
二
漢
文
ヲ
置
ク

第

五

條

本

科

ヲ
分
チ
テ
磐
榮
部
器
榮
部
榮
歌
部
ト
ス
其
學
科
目
左

ノ
如
シ

竪
榮
部

ハ
倫
理
、
獨
唱
歌
、
諸
重
＿
音
唱
歌
、
ピ
ア
ノ
又

ハ
オ
ル
ガ
ン
、
和
磐

學
、
榮
典
、
＿
音
榮
史
、
＿
音
寝
學
、
榮
式
一
班
、
審
美
學
、
歌
文
、
外
國
語
、

体
操
、
方
舞
ト
ス

器
榮
部

ハ
倫
理
、
器
榮
、
諸
重
―
音
唱
歌
、
和
盤
學
、
榮
典
、
昔
榮
史
、
＿
音
害

學
、
榮
式

一
班
、
審
美
學
、
歌
文
、
外
國
語
、
体
操
、
方
舞
ト
ス

榮
歌
部
ハ
倫
理
、
歌
文
、
支
那
詩
文
、
西
洋
詩
文
、
歴
史
、
諸
重
昔
唱
歌
、

同

同

同

同

同

同

同

同

和

磐

芦芦
子子

同

同

三
時

二
時

六
時

二
時

二
時

第
八
條
本
科
ノ
學
科
課
程
ハ
左
ノ
如
シ

＊印アル科目ハ女生徒ノミニ課ス

茄本 英 園 寓 榮 ヒ° 唱 倫 學

練 計
課

外 ア 科

習
漢

文 舞操 語 語 譜 典 ノ 歌 理 目

時

間

第第 箆第 箋 箋第
ヽ ヽ ヽ ヽ

＝ 胆幽— ＝ 阻9 — ＝ 
鸞三學期曇期 雷期 雷 敷

~ ~ 

〇八 四六
~ 

~ 

四 四 ． —＝—ノし‘ 八 一

一

ピ
ア
ノ
又
ハ
オ
ル
ガ
ン
、
和
竪
學
、
榮
典
、
榮
式
一
班
、
昔
榮
史
、
＿
音
害
學
、

審
美
學
、
外
國
語
、
体
操
、
方
舞
ト
ス

第

六

條

薩

意

科
ト
シ
テ
数
育
學
及
教
授
法
ヲ
課
シ
課
外
學
科

ト

シ
テ
生
理

學
、
心
理
學
、
榮
器
構
造
法
及
調
律
法
ヲ
置
ク

第
七
條
豫
科
ノ
學
科
課
程
左

ノ
如
シ

豫
科
學
科
課
程
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- - - - - ---- - - -

審昔昔榮歴西支歌榮和 器 磐倫貫部

式 洋那
榮榮

目
美害榮

一 詩詩
盤 リヴオ又ヒ゜唱諸 獨

學學 史 班史文文文曲 學 后岱ア歌魯悶 /.  本

□ -1 
等オンハノ----― 理年名 科

二 □口 ＝］口戸言〗 ［〗
二 I I I二 1=ー ／□／ i〗:；四上三｀
二 I I l二 I I 

1 1 :9:四璽二I□ロ tll ~
I I三 I 二

ー同 五蓄 閂敷三上三 三 一
練 年第架

二 I三 1_1二 ＿一 七ニー 七習二ニ —— 

二， 1 |□I口：口：ーロ>~;l=l~tI 
部

名

第 ＊
ヲ 九

科 學 外課方体獨英

設條 ＊ 
語

ク 隧印計調搭架心生 佛若

研其研 意 ア 律造理理 ク
究學究科ル 法法器學學舞操語ハ

Iーーロ[ノ三ヽ若クニ1ー年ニ第 ! ビ量〗□年第

年第
岱厚 器

＇ 

喜；年策 架

ニニi門
時

間

敷

＇ 
Iー ］ ご二 i 敷

□□--/□i 

~11~ 1~□ニ
歌間

ニ上— - - - -

ヲ 賓 ―同二
専地 二上ニニニ ーニニニニ

ー同一
攻授
ス業

五上九-=--=- - -

ル若
二同二
—~ ~ 

者干
ー上

ノ時
同二

七上七 ーー一ー ニ五 I

為 ヲ ―- -
メ課 同二

ー ニニ —三八上六

ニス
之 六翌— ――ーニ

第 2章 明治時代の東京音楽学校 466 



サ日 和 榮 又オ 唱 倫

□ o/ 學

榮 磐
ノ‘］レ

ごガ
史 學 理 ノン 歌 理

第

麟
敷>~ 

~ 

゜
~ 

第

i□ 
敷>

． 

八~ 

璽

―贔― 

． ． ~ 

八
， 

第十條研究科第二學年二於テハ磐榮、器榮、作歌、作曲ノ内一科

目ヲ専攻セシム

第十三條師範科學科課程左ノ如シ

甲種師範科學科課程

歌 西 作 合 砥目 聴 作

洋 奏
絃

榮
計

指
詩 練

揮

文 文 歌 習 法 ャ日 曲

遵三 ー［］十
翌-ニ- ニロ
ー二上同一ニ ~ ． 

ー二同上一三 四
~ 

四

「
ー二上同一三 三二旦

第
十
四
條

＊印アル科目ハ女生徒ノミニ課ス

甲種師範科生徒ニハ「ヴァイオリン」ヲ課スルコトアル

i 
n日日 餌日 榮 オ 餌日 倫 學

歌
歌 Jレ

計 赦 科

＊ 授
解 ガ

誓法 繹 理 ン 歌 理 目

時

第

貫 間

雷
喜

敷

胃
~ 

~ 

゜
~ 

~ ． 

乙
種
師
範
科
學
科
課
程

＊印アル科目ハ女生徒ノミニ課ス

及体 英

『
教 詩

計
＊操

＝ 目
歌

諸遊 評

證戯 語 學 繹

胃
〇四

同
上

〇四

門 :i 五九
~ ． 
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゜ ゜

I 
調 英 國 p日日 数 詩 ャ日 和 榮 才 p曰日 倫

lレ

律
語 歌

歌
ガ
ン

計 及 数 ＝ 目 榮 磐 又

練 評 ノ‘
＊ 漢 授 ヒ°

誓 ア
習 語 文 法 學 繹 史 學 理 ノ 歌 理

誓ノ＇‘ 

第

望 >敷ーニ
~ 

二五 四 四 ~ 八． 

第

璽反 ~ 

五 五 ~ 

~ 
~ 

八 i 敷

第

覧
> 闘業 >敷

五 五
． ． 

八

第
十
三
條

師
範
科
學
科
課
程
左

ノ
如
シ

甲
種
師
範
科
學
科
課
程

明
治
三
十
五
年
！
三
十
六
年

規
則
第
十
三
條
中
、
甲
種
師
範
科
の
学
科
目
と
時
間
数
に
変
更
あ
り
。

↑

ベ
ク
又
學
科
目
中
ノ
英
語
ヲ
除
課

ス
ル

コ
ト
ア
ル
ベ
シ

。ヒ

ァ

學

科

二I~

時

間

敷

。
印
ア
ル
科
目
ハ
生
徒
ヲ
シ
テ
一
科
目
ヲ
撰
捧
セ
シ
メ
＊
印
ア
ル
科
目

ハ

女
生
徒
ノ
ミ
ニ
課
ス

明
治
三
十
六
年
！
三
十
七
年

規
則
第
五
條
中
、
声
楽
部
と
楽
歌
部
に
関
し
て

一
部
変
更
さ
れ
た
。
ま
た
第
七
條

中
、
予
科
の
ピ
ア
ノ
と
写
譜
に
関
し
て
改
正
さ
れ
、
第
八
條
中
、
本
科
に
お
い

て
は

声
楽
部
の
器
楽
に
関
し
て
改
正
さ
れ
た
ほ
か
、
随
意
科
目
と
他
の
学
科
の
課
し
方
に

つ
い
て
の
説
明
が
追
加
さ
れ
た
。
そ
し
て
第
九
條
の
研
究
科
に
お
い
て
は
、
器
楽
部

の
器
楽
の
時
間
数
が
ふ
え
た
一
方
、
唱
歌
指
揮
法
、
聴
音
、
管
弦
楽
指
揮
法
の
学
科

目
が
削
除
さ
れ
た
。
さ
ら
に
第
十
三
條
中
、
甲
種
師
範
科
に
お
け
る
実
地
授
業
の
扱

い
に
関
す
る
説
明
が
追
加
さ
れ
た
。

以
下
、
改
正
条
項
、
改
正
箇
所
を
挙
げ
る
。

第
五
條
本
科
ヲ
分
チ
テ
盤
榮
部
、
器
榮
部
、榮
歌
部
ト
ス
其
學
科
目
左

ノ
如
シ

磐
榮
部

ハ
倫
理
、
燭
唱
歌
、
諸
重
―
音
唱
歌
、
器
榮
、
和
磐
學
、
架
典
、
昔
榮

史
、
音
蓉
學
、
榮
式
一
班
、
美
學
、
歌
文
、
外
國
語
、
骰
操
、
方
舞
ト
ス

器
榮
部
ハ
倫
理
、
器
榮
、
諸
重
―
音
唱
歌
、
和
盤
學
、
榮
典
、
音
榮
史
、
＿
音
密

學
、
榮
式

一
班
、
美
學
、
歌
文
、
外
國
語
、
髄
操
、
方
舞
ト
ス

榮
歌
部
ハ
倫
理
、
歌
文
、
支
那
詩
文
、
西
洋
詩
文
、
歴
史
、
諸
重
昔
唱
歌
、
器

榮
、
和
磐
學
、
榮
典
、
榮
式
一
班
、
＿
音
榮
史
、
音
響
學
、
美
學
、
外
國
語
、

睦
操
、
方
舞
ト
ス

第
七
條

豫
科
ノ
學
科
課
程
左
ノ
如
シ

豫
科
學
科
課
程

三
乃
至
五
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計

口榮器學科目學 部

年 名

皇誓六
年第

! 年笥

： 年第
Jガレアピ 器

ンノヽ

年第 骨ォ 架

l: 年第 鷹
時

-＝ 間一
>年第 敷

門二一
年第

乱闘敷年箆

: 年第

i 敷
年第

塁 >
部

リヴ 1オ又ヒ゜
ア）レ ァ

等等ンイオ ガンハノ 名

喜—

三年年笠門 磐' 麿七上同二

五上同― 

ー四上同三
年第

岱芦
器

ー五上同三
年鐙 ンノ 楽

ー＝上同＝ 年芭
髯

部

喜 三 四上同二
年第

I 
時

ー五上同三
年箆 間

ー三上同三 年璽 敷

七練習二
年第

塁
八上同二

年鐙 ； 喜— 年筐

第
八
條
本
科
ノ
學
科
課
程
左

ノ
如
シ

本
科
學
科
課
程

計

窮

譜

練
習

第

一
、
第
二
学
期

随
意
科
目
ヲ
課
ス
ル

ト
キ
ハ
他
ノ
學
科
目
ノ
数
授
時
敷
若
干
ヲ
減
シ

テ
之

二
充
ツ
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
シ

第
九
條
研
究
科
ハ
盤
榮
器
榮
作
歌
及
作
曲
ヲ
専
攻
ス
ル
者
ノ
為
メ
ニ
之
ヲ
設

ク
其
學
科
課
程
ハ
左
ノ
如
シ

研
究
科
學
科
課
程

汀
至至
--
二六i―I 

第
十
三
條

賓
地
授
業
ヲ
課
ス
ル

ト
キ
ハ
他
ノ
學
科
目
ノ
教
授
時
敷
若
干
ヲ
減
シ

テ
之
二
充
ツ
ル

コ
ト
ア
ル
ベ
シ

明
治
四
十
年
？
四
十
一
年

二
月
、
第
十
三
條
中
、
甲
種
師
範
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
か
ら
詩
歌
評
釈
と
英
語
を

削
除
し
、

音
楽
史
と
国
語
を
増
加
す
る
こ
と
が
仮
規
則
の
形
で
追
加
さ
れ
、
施
行
さ

れ
る
。
こ
れ
は
四
十
二
年
に
正
式
に
改
正
さ
れ
る
。

第
十
三
條

営
分
ノ
内
詩
歌
評
繹
及
英
語
ヲ
除
キ
第
一
年
時
間
敷
＿音
榮
史
一
ヲ
ニ

二
國
語
及
漢
文
四
ヲ
六
二
改
ム

〈
参
考
資
料
〉

明
治
三
十
七
年
二
月
に
行
わ
れ
た
甲
種
師
範
科
の
入
学
試
験
問
題
を
掲
載
す
る
。

國
語
科
入
學
試
瞼
問
題

一、

左
の
文
を
簡
明
に
解
繹
す
べ
し

仁
和
寺
に
或
法
師
年
よ
る
ま
で
石
清
水
を
拝
ま
ざ
り
け
れ
ば
心
憂
く
お
ぼ
え

て
あ
る
時
思
ひ
立
ち
て
た
ゞ
ひ
と
り
か
ち
よ
り
極
榮
寺
高
良
な
ど
を
拝
み
て

か
ば
か
り
と
心
得
て
蹄
り
に
け
り
借
か
た

へ
の
人
に
逢
ひ
て
年
頃
思
ひ
つ
る

事
は
た
し
侍
り
ぬ
聞
き
し
に
も
過
ぎ
て
た
ふ
と
く

こ
そ
お
は
し
け
れ
そ
も
参

り
た
る
人
ご
と
に
山
へ

登
り
し
は
何
事
か
あ
り
け
む

大
納
言
入
道
召
し
捕
ら
れ

て
武
士
ど
も
打
ち
か
こ
み
て
六
波
羅
へ
ゐ

て
行
き

第
一
琥
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(1) 

長

昔

〇
御
都
合
よ
ろ
し
く
侯
へ
ば
御
出
で
下
さ
れ
べ
く
侯
ふ
。

第

二

琥

地

理

科
入
學
試
験
問
題

(
-
）
北
海
道
の
國
名
井
に
毎
國
の
市
邑

（
二
）
北
海
道
並
に
樺
太
と
到
岸
渦
洲
の
地
形
大
麓
を
略
圏
（
記
臆
圏
）
し
所
要

の
地
名
を
填
記
せ
よ

（
三
）
亜
細
亜
全
洲
の
國
名
を
東
よ
り
順
次
に
列
畢
せ
よ

英
語
科
入
學
試
瞼
問
題

謬

繹

T
h
e
 r
e
c
o
r
d
s
 of 
t
h
e
 
lives 
o
f
 
g
o
o
d
 m
e
n
 a
r
e
 
especially 
u
g
e
f
u
l
 

[sic]
,
 useful. 

T
h
e
y
 in
f
l
u
e
n
c
e
 o
u
r
 hearts, inspire u
s
 w
i
t
h
 h
o
p
e
 

a
n
d
 
set 
b
e
f
o
re
 u
s
 
g
r
e
a
t
 
e
x
a
m
p
l
e
s
.
 
A
n
d
 w
h
e
n
 m
e
n
 h
a
v
e
 

d
o
n
e
 their d
u
t
y
 t
h
r
o
u
g
h
 life 
in 
a
 g
r
e
a
t
 
spirit, 
their 
influence 

will 
n
e
v
e
r
 w
h
o
l
l
y
 p
a
s
s
 
a
w
a
y
,
 

"
Th
e
 g
o
o
d
 life," 
s
a
y
s
 
G
e
o
r
g
e
 

H
e
r
b
e
r
t
,
 
"i
s
 n
e
v
e
r
 o
u
t
 of 
s
e
a
s
o
n
". 

唱
歌
科
入
學
試
瞼
問
題

階

（
以
上
證
明
を
求
む
）

①
甲
乙
丙
三
人
に
百
三
十
三
園
を
分
典
す
る
に
甲
は
乙
よ
り
五
園
多
く
乙
は

丙
よ
り
七
圏
多
し
各
所
得
幾
何

算

術

切
三
角
形
の
各
邊
の
正
中
に
立
て
る
垂
線
は
一
貼
に
會
す
。

(3) (2) (1) 

上

r 
ノ‘ 五 四

け
れ
ば
資
朝
卿
一
條
わ
た
り
に
て
こ
れ
を
見
て
あ
な
う
ら
や
ま
し
世
に
あ
ら

む
思
出
立
斯
く
こ
そ
あ
ら
ま
ほ
し
け
れ
と
ぞ
い
は
れ
け
る
。

二
、
左
の
語
句
中
文
法
上
の
誤
謬
あ
ら
ば
こ
れ
を
訂
正
し
か
つ
そ
の
理
由
を
し

0
こ
の
頃
は
い
か
ゞ
御
暮
し
な
さ
れ
候
ふ
や
御
伺
ひ
申
し
候
ふ
。

〇
流
行
を
追
ふ
て
華
美
に
流
れ
し
む
な
か
れ
。

〇
悲
し
き
と
い
へ
ど
も
な
げ
く
べ
か
ら
ず
う
れ
し
き
と
い
へ
ど
も
喜
ぶ
べ
か

め
ぐ
れ
る
車
、
墳
墓
（
二
曲
の
内
一
曲
を
選
揮
す
べ
し
）

第
二
琥
歴
史
科
入
學
試
験
問
題

封
建
制
度
の
始
終

謡
曲
、
猿
榮
、
義
太
夫
に
就
て
知
る
所
を
記
せ
よ

第
一
世
那
勃
翁
が
露
西
亜
と
交
戦
の
大
骰

第
二
琥
理
科
入
學
試
瞼
問
題

昔
の
高
低
強
弱
は
如
何
な
る
原
因
に
依
る
か

虹
の
現
る
A

理
由

燃
燒
の
理
由

以

上

二

時

間

鐵
の
性
質
及
其
利
用

鼠
子
葉
植
物
と
雙
子
葉
植
物
と
を
比
較
せ
よ

石
炭
の
生
因

以

二
時
間

第
二
琥
幾
何
入
學
試
瞼
問
題

正
三
角
形
の
―
つ
の
外
角
を
一
一
等
分
す
る
直
線
は
―
つ
の
邊
に
平
行
な
り

圏
外
の
一
貼
よ
り
圏
に
引
き
た
る
二
つ
の
切
線
は
相
等
し

園
に
外
接
す
る
三
角
形
の
一
邊
B
C
を
B
、
C
、
に
移
す
と
き
は

A
B
+
A
C
ー
B
C
1
1
A
、
B
、
+
A
、
C
、
ー
B
、
C
、

ら
ず
。
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⑥

8
.
 9.

1
0
.

及
1
2

に
て
除
す
れ
ば
執
れ
も

5

を
剰
す
所
の
最
小
な
る
敷
を

求
め
よ
。

④
 
甲
乙
の

一
歩
の
長
さ
の
比
は
3
-
4
乙
丙
一
歩
の
長
さ
の
比
は
5
-
6
な
り
甲

丙
の
一
歩
の
長
さ
の
比
幾
何
゜

作

文

我
等
は
何
が
故
に
昔
榮
を
學
ば
む
と
す
る
か
。
以
上
二
時
間
。

讀

書

一、

後
奈
良
天
皇
の
天
文
十
二
年
欧
羅
巴
洲
の
葡
萄
牙
図
の
人
百
餘
人
ば
か
り

交
易
に
と
て
遥
々
我
が
太
陽
國
種
子
島
に
渡
り
来
り
し
に
其
商
船
の
中
に
鳥

銃
と
い
ふ
軍
器
あ
り
し
か
ば
島
主
時
甕
と
い
ふ
人
購
ひ
得
て
其
術
を
も
學
び

た
り
し
に
戦
國
の
習
ひ
忽
ち
世
間
に
廣
ま
り
た
り
、
天
主
数
の
日
本
に
も
末

た
り
し
此
亦
時
ぞ
始
め
な
り
け
る
。

二
、
左
の
文
章
に
文
字
に
誤
れ
る
も
の
あ
ら
ば
訂
正
す
べ

し
。

雲
を
凌
ぎ
て
高
く
そ
び
へ
た
る
山
を
越
え
行
け
ば
こ
A

は
小
き
村
也
。
そ

こ

こ
A

を
見
渡
せ
ば
糸
を
操
る
老
姻
あ
り
。
か
ら
く
れ
な
い
の
も
み
じ
を
も

て
あ
そ
ぶ
わ
ら
べ
あ
り
、

書
籍
を
讀
め
る
學
生
あ
り
、
氣
候
あ
た
A

か
く
風

姿
柔
和
に
し
て
他
郷
の
人
と
い
へ
ど
も
こ
れ
を
侍
遇
す
る
こ
と
甚
だ
手
あ

っ

し
。

(2) 

分
敷
の
分
子
と
分
母
と
に
同
一
の
敷
を
加
ふ
る
と
き
は
一
に
近
づ
く
こ
と

を
例
を
拳
げ
て
説
明
せ
よ
。

以

上

（
三
浦
俊
三
郎
『
本
邦
洋
架
変
遷
史
』
日
東
害
院
、
昭
和
六
年
十
月
五
日
、
三
四
ニ
ー
三
四
五
頁
）
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第
五
節
第
二
代
東
京
音
楽
学
校
校
長
村
岡
範
為
馳

（
む
ら
お
か
は
ん
い
ち
）
の
音
楽
論
説

理
学
博
士
で
あ
る
村
岡
範
為
馳
は
嘉
永
六
年
(
-
八
五
三
）
＋
月
十
四
日
山
陰
鳥

取
の
因
幡
国
八
上
郡
釜
口
村
に
生
れ
た
。
幼
名
を
範
之
巫
と
い
っ
た
。
明
治
三
年

（
一
七
七

0
)
十
二
月
藩
主
の
推
薦
に
よ
り
大
学
南
校
貢
進
生
と
な
り
ド
イ
ツ
学
部

に
入
っ
て
理
科
を
修
め
た
。
明
治
八
年
(
-
八
七
五
）
同
学
部
廃
止
の
後
文
部
省
報

告
課
に
出
仕
、
東
京
女
子
師
範
学
校
訓
導
を
兼
任
し
つ
い
で
東
京
大
学
医
学
部
に
出

仕
し
た
。
同
十一

年
(
-
八
七
八
）
一
月
文
部
六
等
属
に
任
ぜ
ら
れ
、
ド
イ
ツ
ヘ
師

範
学
科
取
調
べ
の
た
め
派
遣
さ
れ
た
。
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
大
学
で
哲
学
博
士
の
学
位

を
得
て
十
四
年
(
-
八
八
一
）
五
月
帰
朝
、
東
京
帝
国
大
学
教
授
と
な
り
文
部
省
官

立
学
務
局
を
兼
任
し
て
本
邦
学
制
に
力
を
尽
し
た
。
十
九
年
(
-
八
八
六
）
伊
澤
修

二
ら
と
と
も
に
音
楽
学
校
設
立
の
儀
を
文
部
大
臣
に
建
議
し
た
。
二
十
四
年
(
-
八

九
一
）
八
月
伊
澤
修
二
の
あ
と
を
継
い
で
東
京
音
楽
学
校
二
代
目
の
校
長
と
な
っ

た
。
同
時
に
奏
任
官
二
等
に
叙
せ
ら
れ
、
勅
令
第
十
三
号
学
位
令
に
よ
り
物
理
学
上

研
究
の
主
要
な
る
炭
類
の
電
流
に
対
す
る
性
質
、
日
本
魔
鏡
の
研
究
音
響
映
画
、
音

響
用
厚
さ
計
、
研
磨
に
よ
っ
て
起
る
ビ
ッ
ミ
の
研
究
な
ど
の
論
文
実
績
に
よ
っ
て
理

学
博
士
学
位
第
一
号
を
受
け
た
。
二
十
六
年
(
-
八
九
三
）
九
月
東
京
音
楽
学
校
を

辞
し
た
あ
と
、
京
都
帝
国
大
学
工
科
大
学
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
退
官
後
同
大
学
名

誉
教
授
の
名
称
を
授
け
ら
れ
た
。
昭
和
四
年
(
-
九
二

九
）
四
月
二
日
没
、
七
十
七

歳
、
正
三
位
勲
二
等
に
叙
さ
れ
て
い
る
。
村
岡
校
長
は
、
物
理
学
者
の
立
場
か
ら

「
良
い
音
楽
を
理
解
し
、
作
る
た
め
に
は
ま
ず
耳
を
良
く
す
る
訓
練
が
必
要
で
あ
る
。

そ
の
上
に
音
楽
の
理
論
を
研
究
し
、
さ
ら
に
よ
り
高
度
な
音
楽
を
追
究
す
る

こ
と
に

よ
っ
て
裔
度
な
技
術
も
生
れ
る
の
で
あ
る
。
歌
曲
の
場
合
は
形
而
以
上
の
感
情
と
形

而
以
下
の
理
学
と
に
密
接
な
関
係
を
有
す
る
も
の
」
で
あ
る
か
ら
浅
は
か
な
音
楽
体

験
で
教
授
に
当
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
替
告
し
て
い

る
(
『
-音
榮
雑
誌
』
第
十
六
号
、

明
治
二
十
五
年一

月
、
よ
り）
。
次
に
掲
載
し
た
論
説
は
彼
が
東
京
音
楽
学
校
在
職
中
に

発
表
、
あ
る
い
は
講
演
し
た
も
の
で
あ
る
。

小
學
校
赦
則
大
綱
第
十
條
に
開
す
る
意
見

村

岡

範

為

馳

小
學
校
赦
則
大
綱
第
十
條
中
―
二
の
誤
解
し
易
き
黙
を
拳
げ
次
に
余
が
信
ず

る
虞
を
述
べ
て
聯
か
之
が
解
輝
と
な
さ
ん
と
す

第
二
項
に
尋
常
小
學
校
に
於
て
は
「
通
常
譜
表
を
用
ひ
ず
し
て
云
々
」
と
あ

り
是
れ
幼
稚
の
兒
童
に
劉
し
て
は
専
ら
榮
譜
の
み
を
用
ひ
ず
し
て
平
易
に
赦
ふ

る
を
以
て
普
通
の
授
業
法
と
な
す
と
の
意
な
り
即
ち
成
る
べ
く
容
易
な
る
方
法

を
旨
と
し
兒
童
の
耳
に
入
り
易
き
歌
曲
を
口
授
々
業
し
或
は
敷
字
練
習
を
以
て

赦
授
す
べ
き
を
示
す
も
の
な
り
尤
も
場
合
に
依
て
は
唱
歌
掛
圏
を
示
し
之
に
依

て
唱
歌
せ
し
む
る
も
別
段
説
明
を
な
さ
ず
兒
童
を
し
て
暗
々
裏
中
に
昔
の
裔
低

の
有
様
を
知
ら
し
む
る
を
可
な
り
と
す
唯
唱
歌
赦
授
の
経
瞼
に
乏
し
き
者
は
往

々
兒
童
想
像
力
の
範
園
を
超
へ
て
不
必
要
の
符
披
を
敦
へ
遂
に
昔
榮
理
論
上
の

説
明
に
渉
る
等
の
弊
に
陥
る
こ
と
な
し
と
せ
ず
請
ふ
此
等
の
黙
に
は
充
分
注
意

あ
ら
ん
こ
と
を

又
其
第
四
項
を
見
る
に
「
歌
詞
榮
譜
は
成
る
べ
く
本
邦
古
今
の
名
家
の
作
に

係
る
も
の
よ
り
之
を
撰
び
雅
正
に
し
て
兒
童

の
心
情
を
快
活
純
美
な
ら
し
む
る

も
の
た
る
べ

し
」
と
あ
り
本
邦
古
今
の
名
家
の
作
に
係
る
短
歌
或
は
今
様
の
類

は
自
然
本
邦
の
人
情
風
俗
に
適
切
な
る
を
以
て
教
育
上
の
効
果
も
大
な
る
べ
し

榮
譜
も
亦
本
邦
古
今
の
名
家
の
作
中
に
裔
雅
端
正
に
し
て
兒
童
の
心
情
を
快
活

に
し
徳
性
を
揺
養
す
る
に
足
る
も
の
あ
る
と
き
は
採
て
之
を
用
ふ
べ
き
は
勿
論

な
り
唯
務
め
て
本
邦
の
楽
譜
の
み
偏
用
す
べ
き
も
の
と
誤
解
す
べ
か
ら
ず
抑
も
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ん
こ
と
を
希
望
す

次
の
講
演
録
は
明
治
二
十
五
年
二
月
、
地
方
学
務
官
の
東
京
音
楽
学
校
参
観
の
お

り
に
学
校
唱
歌
に
関
し
て
講
演
し
た
も
の
で
あ
る
。

諸
君
、
今
般
文
部
省
學
事
諮
問
の
為
め
、
御
上
京
の
好
機
を
以
て
本
校
を

も
、
御
来
観
相
成
り
し
は
、
余
に
於
て
光
榮
満
足
の
至
り
な
り
。
余
は
、
今
諸

君
を
、
各
赦
室
に
誘
引
す
る
に
先
つ
て
、
學
校
用
唱
歌
及
音
榮
赦
員
等
の
件
に

閥
し
、
聯
か
希
望
す
る
所
を
一
言
し
て
諸
君
の
注
意
を
乞
は
ん
と
す
。

第
一
は
、
祝
日
大
祭
日
の
儀
式
に
供
す
る
唱
歌
用
歌
詞
榮
譜
の
件
な
り
。
諸

君
御
承
知
の
通
り
、
我
が
文
部
大
臣
は
、
省
令
第
四
琥
を
以
て
、
祝
日
、
大
祭

日
の
儀
式
に
開
す
る
規
定
を
義
め
ら
れ
し
が
、

其
第
一
條
第
四
款
に
「
學
校
長

赦
員
及
生
徒
其
祝
日
大
祭
日
に
相
應
す
る
唱
歌
を
合
唱
す
」
と
あ
り
。
依
て
諸

學
校
に
於
て
賓
際
其
儀
式
を
畢
行
せ
ん
と
す
る
も
、

適
嘗
の
歌
詞
榮
譜
を
得
ざ

る
が
為
め
、
往
々
杜
撰
の
榮
曲
を
用
ふ
る
の
弊
を
生
せ
ん
と
せ
り
。
然
る
に
祝

日
大
祭
日
の
儀
式
は
、
恐
れ
多
く
も
、
我
帝
室
に
執
り
て
最
も
重
要
な
る
大
證

な
れ
ば
、
其
儀
式
を
行
ふ
に
際
し
、
敬
意
を
表
し
奉
ら
ん
為
め
、
唱
謡
す
る
所

の
歌
詞
榮
譜
は
、
図
歌
の
性
質
を
帯
び
て
、
能
く
生
徒
の
志
氣
を
鼓
舞
し、

忠

臣
愛
國
の
情
操
を
養
成
す
る
に
足
べ
き
者
た
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
依
て
襲
に
、

(
『
昔
築
雑
誌
』
第
十
六
号
、
明
治
二
十
五
年

一
月
）

歌
曲
の
事
た
る
形
而
以
上
の
感
情
と
形
而
以
下
の
理
學
と
に
密
着
の
閥
係
を
有

す
る
者
な
れ
ば
固
よ
り
本
邦
人
の
感
情
の
需
む
る
虞
は
之
に
満
足
を
典
へ
ざ
る

べ
か
ら
ざ
る
も
理
學
の
進
歩
と
閥
係
を
有
す
る
事
項
は
着
々
之
が
改
良
を
計
ら

ざ
る
可
ら
ず
左
れ
ば
第
四
項
中
本
邦
古
今
と
あ
る
僻
を
以
て
其
意
を
害
せ
ざ
ら

文
部
大
臣
は
、
其
歌
詞
榮
譜
の
撰
定
を
常
東
京
昔
榮
學
校
に
命
せ
ら
れ
、
更
に

其
歌
詞
は
千
家
尊
輻
、
鈴
木
重
嶺
、
本
居
豊
穎
、
高
崎
正
風
、
丸
山
作
榮
、
黒

川
員
頼
、
木
村
正
僻
、
佐
藤
誠
賓
、
小
中
村
清
矩
、
勝
安
房
諸
氏
に
依
頼
あ
り

て
、
既
に
過
半
落
成
し
た
れ
ば
、
之
に
榮
譜
を
付
す
る
こ
と
も
、
亦
漸
次
其
緒

に
就
く
べ
き
見
込
な
り
。

次
に
一
般
の
唱
歌
用
敦
科
書
の
儀
は
、
過
般
稜
布
あ
り
し
小
學
校
赦
則
大
綱

第
十
條
の
趣
旨
（
第
十
條
に
付
き
て
は
、
別
に
余
の
解
繹
あ
り
）
に
基
き
、
且

十
年
前
。
唱
歌
の
小
學
校
に
入
り
し
よ
り
、
今
日
に
至
る
ま
で
の

賓
瞼

に
依

て
、
唱
歌
集
中
歌
曲
の
順
序
等
を
修
正
せ
る
も
の
、
及
歌
詞
に
解
繹
を
附
せ
る

も
の
等
を
出
版
し、

教
員
を
し
て
唱
歌
授
業
上
の
便
盆
を
得
せ
し
め
ん
と
の
見

込
な
り
。
又
新
製
の
歌
曲
は
、
音
榮
敦
員

一
般
に
渇
望
す
る
慮
な
れ
ば
、
是
亦

績
々
製
作
頌
布
す
る
に
至
る
べ

し
。

次
に
、
昔
榮
敦
員
採
用
の
事
な
り
。
尋
常
師
範
學
校
に
て
は
将
束
成
る
べ

く
、
本
校
の
卒
業
生
を
採
用
あ
ら
ん
こ
と
を
希
羞
す
。
又
中
學
校
に
て
は
、
本

校
の
卒
業
生
を
採
用
せ
る
も
の
幾
と
皆
無
の
姿
に
し
て
、
賓
に
唱
歌
は
、
未
だ

中
學
校
の
學
科
と
見
倣
さ
れ
ざ
る
も
の
A

如
し
。
普
通
数
育
の
為
め
、
慨
歎
す

べ
き
こ
と
な
り
。
世
に
、
往
々
昔
榮
は
、
人
を
柔
弱
に
す
る
も
の
A

ご
と
く
信

ず
る
者
あ
る
が
如
し
。
是
れ
、
蓋
し
＿
音
榮
の
何
者
た
る
を
考
究
す
る
の
至
ら
ざ

る
よ
り
生
ず
る
の
説
な
り
。
試
み
に
、
古
今
東
西
の
史
乗
に
徴
せ
ん
に
、
勁
敵

に
投
じ
、
畳
址
を
陥
れ
ん
と
す
る
に
際
し
、
一

死
図
恩
に
報
ず
と
の
士
氣
を
鼓

舞
し
て
、
君
王
の
為
め
、
図
の
為
め
に
、
一

身
を
榔
つ
程
の
勇
氣
を
出
さ
し
む

る
の
一
具
は
、
即
ち
＿
音
榮
に
非
ず
や
。
勿
論
、
今
日
俗
間
に
行
は
る
と
音
曲
な

る
も
の
は
、
所
謂
鄭
衛
の
音
に
し
て
、

賓
に
似
て
非
な
る
も
の
な
り
。
其
性
質

た
る
、
猥
り
人
を
し
て
、
柔
弱
な
ら
し
む
る
の
み
な
ら
ず
、
或
は
淫
奔
猥
褻
に
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導
く
の
恐
あ
る
も
の
な
り
。
固
よ
り
端
正
高
雅
に
し
て
、
徳
性
を
涵
養
す
る
に

足
る
＿
音
榮
と
同
一
視
す
べ
き
も
の
に
非
ず
。
中
學
校
に
於
て
は
、
＿
音
榮
は
師
範

學
校
の
如
く
、
後
来
人
の
子
女
に
敦
ふ
る
の
目
的
を
以
て
、
學
ぶ

の
必
要
は
、

固
よ
り
之
れ
な
し
と
雖
、
其
生
徒
自
身
の
教
育
と
し
て
は
、
正
に
欠
く
べ
か
ら

ざ
る
も
の
な
り
と
す
。
況
ん
や
、
中
學
校
と
雖
、
或
は
祝
日
大
祭
日
に
方
り
、

其
儀
式
を
執
行
す
る
に
は
、
唱
歌
は
必
然
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
の
要
具
な
る
に
於

て
を
や
。

尋
常
小
學
校
に
し
て
、
普
通
赦
員
の
外
、
更
に
昔
榮
赦
員
を
聘
用
す

る
資
力
な
き
學
校
に

て
は
普
通
赦
員
中
に
、
成
る
べ
<
-
音
榮
の
心
得
あ
る
者
を

聘
用
す
べ
し
。
又
高
等
小
學
校
に
し
て
、
生
徒
の
敷
三
四
百
人
、
又
は
七
八
百

人
以
上
も
あ
り
て
、
多
敷
の
平
行
級
を
有
す
る
學
校
等
に
は
、
必
ず
一
人
の
＿音

榮
専
門
の
数
員
を
聘
用
す
べ
し
。
此
の
如
き
大
な
る
高
等
小
學
校
に
は
、

一
人

の
専
門
数
員
あ
る
も
、
尚
ほ
不
足
を
感
ず
る

こ
と
な
ら
ん
と
信
ず
。
果
し
て
専

門
昔
榮
赦
員

一
人
を
採
用
し
置
け
ば
、
平
日
の
授
業
は
、
勿
論
諸
般
の
式
日
等

に
方
り
、
必
ず
や
萬
事
好
都
合
の
こ
と
あ
ら
ん
。
右
の
目
的
を
逹
す
る
に
は
、

牡
年
の
男
子
に
し
て
、

聴
感
鋭
敏
な
る
者
を
撰
び
、
縣
費
、
或
は
郡
費
等
を
以

て、

多
少
の
補
助
を
典
へ

、
凡
そ
三
年
間
本
校
に
入
學
せ
し
め
、
卒
業
の
後
、

其
縣
其
郡
に
聘
用
す
る
に
至
れ
ば
最
も
便
法
な
ら
ん
と
信
ず
。

諸
君
御
蹄
任
の
後
新
法
令
賓
施
の
際
前
陳
の
敷
件
に
就
き
、
宜
し
く
御
注
意

の
上
、

只
管
御
盛
力
あ
ら
ん
こ
と
、
余
が
偏
に
希
笙
す
る
虞
な
り
。

(『
音
架
雑
誌
』
第
十
七
号
、
明
治
二
十
五
年
二
月
）

〔論
説
〕
「
普
通
教
育
に
お
け
る
一
音
榮
」

村

岡

範

為
馳

『
＿
音
楽
雑
誌
』
明
治
二
十
五
年
九
月
、
十
一
月
、
十
二
月
、
二
十
六
年
一
月
、
二
月
、

三
月
号
に
連
載
。
末
完
で
終
っ
て

い
る
。
村
岡
校
長
は
同
年
九
月
に
東
京
音
楽
学
校

を
辞
し
て
い
る
。
こ
の
論
説
は
情
操
教
育
に
音
楽
が
ど
の
よ
う
に
有
効
な
作
用
を
す

る
か
、
人
間
の
み
な
ら
ず
動

・
植
物
に
ま
で
及
ぼ
す
効
果
を
古
今
東
西
に
わ
た
る
記

述
を
引
用
し
て
科
学
的
に
ま
た
生
理
学
的
に
説
い
て
い
る
。
こ
の
時
代
で
「
M
u
sik

T
h
e
r
a
p
y

音
楽
治
療
」
に
ふ
れ
て
い
る
点
が
注
意
を
ひ
く
。

普
通
教
育
の
諸
學
科
中
、
讀
書
算
術
の
如
く
人
生
直
接
の
用
を
為
す
も
の
あ

り
、
又
音
榮
圏
聾
の
如
く
審
美
の
思
想
を
起
し
人
の
性
情
を
養
ひ
、
以
て
間
接

に
人
生
を
盆
す
る
も
の
あ
り
、
是
等
の
學
科
は
共
に
完
全
な
る
人
物
を
養
成
す

る
の
具
に
に
し
て
、
普
通
學
科
中

一
と
し
て
鉄
く
可
か
ら
さ
る
も
の
な
り
、
今

タ
は
敷
多
の
教
育
家
諸
氏
在
席
の
好
機
に
接
し
、
幸
に
一
言
の
榮
を
賜
は
り
た

れ
ば
、
普
通
赦
育
に
於
け
る
＿
音
榮
に
就
き
、
聯
か

ニ
―-I
し
て
諸
君
の
注
意
を
乞

は
ん
と
す
、

先
つ
第
一
に
、
＿
音
榮
な
る
も
の
は
物
を
感
動
す
る
の
勢
力
最
も
大
な
る
事
を

述
ん
に
、
希
朧
の
榮
人
ア
リ
ヲ
ン
の
歌
は
能
く
死
を
起
し
命
を
救
ふ
と
云
へ
り
、

又
ア
ム
ヒ

ヲ
ン
は
其
歌
力
を
以
て
石
塊
を
動
か
し
行
雲
或
は
飛
鳥
を
停
め
、
引

ル
ホ
イ
ス
の
歌
は
烈
風
を
鎮
め
焙
魔
を
笑
は
し
め
た
り
と
云

へ
り
。
是
等
は
音

U
~

マ
〕

榮
の
美
を
稲
讚
す
る
の
語
に
し
て
、
人
を
し
て
彼
の
「
鬼
紳
を
を
感
動
す」

又

は
「
眼
光
紙
背
に
徹
す
」
等
に
類
す
る
修
言
と
同
一
視
せ
し
む
る
事
な
し
と
云

〔
マ
マ
〕

ふ
可
か
ら
ず
、
勿
論
過
大
の
語
た
る
を
免
れ
ざ
る
も
決
し
て
荒
唐
無
藝
に
し
て

形
跡
も
な
き
事
と
構
造
せ
る
も
の
に
あ
ら
ず
多
少
事
賀
あ
る
こ
と
な
り
、
猶
ほ

次
に
質
地
の
諸
例
を
陳
述
す
れ
ば
自
ら
解
氷
す
る
虞
あ
ら
ん
と
信
す
」
諸
君
御

承
知
の
通
り
、
中
等
唱
歌
集
に
保
昌
な
る
曲
あ
り
、
藤
原
保
昌
嘗
て
冬
夜
に
徹

行
せ
し
や
、
袴
垂
な
る
盗
賊
あ
り
て
保
昌
の
衣
を
奪
は
ん
と
せ
り
、
保
昌
は
悠

然
と
し
て
笛
を
吹
き
し
が
、
賊
之
に
感
し
て
自
首
せ
り
と
云
ふ
。
往
昔
支
那
の

第 2章 明治時代の東京音楽学校 474 



聖
賢
は
平
素
腰
間
に
玉
を
侃
び
、
右
に
徴
角
左
に
宮
利
を
鳴
ら
し
て
、
辟
邪
な

る
心
の
入
る
事
を
妨
け
り
。
千
八
百
七
十
年
普
佛
雨
國
の
戦
端
を
開
け
る
時
、

普
國
に
於
て
懸
賞
撰
定
せ
る
ラ
イ
ン
曲
の
如
き
は
、
能
く
普
國
の
士
氣
を
激
昂

し
て
佛
國
の
難
を
防
き
、
敵
兵
を
し
て
ラ
イ
ン
河
を
超
ゆ
る
こ
と
を
得
ざ
ら
し

め
た
り
。
現
今
佛
國
の
國
歌
と
成
た
る
マ
ル
セ
ヒ
ー
ズ
曲
の
如
き
は
、
佛
國
人

を
激
顎
す
る
の
勢
力
殊
に
劇
し
く
、
嘗
て
叛
乱
の
媒
助
た
り
し
事
あ
り
た
る
は

歴
史
上
照
々
た
る
こ
と
な
り
、
其
外
昔
榮
が
人
を
淫
逸
に
導
き
、
或
は
昔
榮
を

以
て
暴
君
を
切
諫
す
る
等
其
作
用
は
必
す
し
も
悉
く
善
な
る
に
非
す
と
も
雖

も、

其
人
心
を
感
動
す
る
の
勢
力
極
め
て
大
な
る
事
は
争
ふ
べ
か
ら
ざ
る
の
事

賓
に
し
て
、
現
今
欧
州
に
於
て
は
音
榮
を
以
て
疾
病
を
治
療
す
る
の
一
具
と
な

ミ
ュ
ジ

n
テ
ラ
ビ
ー

さ
ん
と
し
、
既
に
一
音
榮
治
療
な
る
術
語
あ
る
に
至
れ
り
、
左
れ
ば
、
ア
リ
ヲ
ン

の
歌
に
起
死
回
生
の
力
あ
り
と
云
ふ
も
全
く
無
根
の
修
言
と
云
ふ
べ
か
ら
ず
、

昔
榮
感
動
の
効
力
は
燭
り
人
類
に
止
ま
ら
ず
、
又
能
＜
禽
獣
に
及
ぶ
も
の
な

り
、
嘗
て
チ
ャ
リ
ネ
な
る
曲
馬
師
あ
り
東
京
に
来
り
て
興
業
せ
り
氏
は
凡
そ
十

疋
計
の
馬
を
曲
馬
場
に
並
べ
置
き
傍
ら
な
る
榮
嫁
が
進
行
的
の
榮
曲
を
奏
せ
し

め
し
や
、
別
に
人
の
之
を
駆
す
る
こ
と
な
き
も
、
衆
馬
は
蹄
足
を
揃
へ
て
進
行

せ
り
、
右
の
馬
は
平
生
馴
ら
し
た
る
も
の
と
は
申
す
も
の
A

、
＿
音
榮
を
感
す
る

に
あ
ら
ざ
れ
ば
決
し
て
斯
の
如
き
事
を
得
さ
る

へ
し
。
ア
フ
リ
カ
を
旅
行
す
る

ワ
ニ

人
笛
を
吹
き
て
鰐
の
難
を
免
れ
、
印
度
旅
行
人
が
バ
イ
オ
リ
ン
曲
を
以
て
象
の

侵
製
を
免
か
れ
た
る
こ
と
あ
り
と
云
ふ
。
或
る
猫
逸
の
婦
人
が
畜
養
せ
る
犬
は

吹
笛
の
或
る
一
定
の
音
を
稜
す
る
毎
に
必
ず
吼
へ
た
り
と
云
へ
り
。
余
は
印
度

へ
び
つ
か
い

た
け
か
ご

セ
イ
ロ
ン
島
に
於
て
蛇
遣
を
見
し
に
、
竹
籠
の
中
に
入
れ
た
る
蛇
は
、
主
人
の

笛
磐
を
聞
き
て
ニ
ョ
ロ
／
＼
這
ひ
出
て
A

種
々
の
藝
を
な
せ
り
。
此
頃
聞
く
虞

か
じ
か

に
依
れ
は
蛙
の
一
種
に
河
鹿
な
る
者
あ
る
由
、
其
磐
が
鹿
に
類
す
る
を
以
て
此

名
あ
り
と
云
ふ
、
此
蛙
は
極
め
て
美
盤
を
以
て
鳴
く
由
な
る
が
、
初
め
未
た
鳴

き
を
能
せ
さ
る
や
、
笛
盤
を
以
て
之
を
練
習
す
れ
ば
、
漸
々
美
磐
を
稜
す
る
に

至
る
、
其
最
も
能
＜
鳴
く
も
の
は
東
京
に
て
債
―
―
十
五
圏
に
上
れ
る
こ
と
あ
り

と
云
ふ
、
支
那
詩
題
に
池
亭
蛙
な
ど
A

あ
る
は
此
河
鹿
の
こ
と
な
り
と
云
ふ
。

或
る
人
夜
間
ピ
ア
ノ
を
弾
せ
し
に
、
鼠
あ
り
末
り
て
其
傍
に
止
ま
る
、
其
状

1

lj曲
を
解
す
る
も
の
A

如
き
を
以
て
、
之
を
瞼
さ
ん
か
為
め
暫
時
弾
琴
を
止

め
た
る
に
、
鼠
は
直
ち
に
去
り
、
主
人
再
ひ
弾
せ
し
に
鼠
復
ひ
来
り
て
之
を
聞

き
、
斯
の
如
く
す
る
こ
と
敷
回
に
し
て
其
琴
曲
を
感
す
る
に
相
違
な
き
事
を
認

め
た
り
と
云
ふ
。
雨
三
年
前
ネ
チ
ュ
ー
ア
新
聞
に
記
せ
る
に
或
る
人
愛
養
せ
る

か

な

り

や

金
糸
雀
あ
り
、
折
々
籠
よ
り
出
し
室
中
に
遊
は
し
む
、

一
日
主
人
は
ピ
ア
ノ
を

弾
せ
し
に
鳥
は
主
人
の
腕
上
に
宿
り
、
腕
は
弾
琴
の
為
め
終
始
動
揺
す
る
に
も

拘
は
ら
ず
之
を
去
る
こ
と
、
な
く
終
に
は
自
ら
囀
り
出
せ
り
と
云
へ
り
。
余
は

ひ

は

幼
時
敷
個
の
金
雀
を
飼
養
せ
し
が
、
學
校
よ
り
蹄
宅
し
讀
書
の
復
習
を
為
せ
る

ひ

は

際
、
音
盤
の
抑
揚
高
低
が
歌
曲
に
類
す
る
こ
と
あ
る
時
は
、
金
雀
は
必
ず
之
に

か

な

り

や

ひ

は

和
し
て
囀
つ
れ
り
。
金
糸
雀
又
は
金
雀
の
如
き
は
身
自
ら
秀
逸
の
＿
音
榮
者
な
れ

ば
其
―音
榮
を
感
す
る
こ
と
他
の
禽
獣
よ
り
甚
し
き
は
営
然
の
事
と
云
ふ
可
し、

左
れ
ば
ア
ム
ヒ
ヲ
ン
の
歌
が
能
く
飛
鳥
を
停
め
た
り
と
云
ふ
も
、
必
し
も
無
根

の
修
言
と
云
ふ
可
か
ら
ず
、

昔
榮
が
物
を
感
動
す
る
の
勢
力
は
猿
り
人
類
と
禽
獣
と
に
止
ま
ら
ず
、
又
無

生
の
木
石
等
に
及
ぶ
も
の
な
り
。
等
曲
集
落
梅
の
歌
に
「
花
も
散
る
な
り
笛
の

昔
に
」
と
あ
り
。
謡
曲
の
名
人
は
能
＜
障
子
を
謡
ひ
敗
る
と
は
古
来
言
ひ
博
ふ

る
事
な
る
が
、
余
は
因
州
公
の
能
役
者
藤
田
某
氏
の
宅
に
於
て
障
子
の
紙
の
振

へ
る
を
質
地
に
見
し
こ
と
あ
り
。
東
京
昔
榮
學
校
の
演
習
に
於
て
、
帽
子
を
手

に
持
ち
乍
ら
聞
く
時
は
、
間
々
帽
子
が
振
動
す
る
こ
と
あ
り
、
之
に
類
す
る
こ
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と
は
西
洋
の
オ
ペ
ラ
等
に
於
て
は
屡
々
宜
瞼
す
る

こ
と
な
り
。
羅
紗
を
敷
き
た

る
机
の
上
に
指
を
廣
げ
て
手
を
載
す
る
際
、
盤
量
の
大
に
し
て
且
つ
低
昔
の
人

束
り
て
談
話
す
る
時
は
、
指
間
に
く
す
ぐ
る
如
き
感
を
起
す
こ
と
は
屡
々
賓
瞼

せ
り
。
ア
ル
。
フ
ス
山
中
に
岩
窟
あ
り
、
高
き
敷
初
の
慮
よ
り
道
路
の
上
に
臨
む
、

午
飼
が
其
下
を
通
行
す
る
時
は
、
必
す
牛
の
鈴
を
執
り
去
る
な
り
、
是
は
岩
窟

が
鈴
の
一
音
に
感
し
て
砕
れ
落
る
の
恐
れ
あ
り
と
云
ひ
博
ふ
る
が
為
め
な
り
と
云

ふ
。
流
出
す
る
水
の
曲
線
は
或
る
昔
に
感
し
て
其
形
を
乱
す
こ
と
あ
り
。
殊
に

ほ
の
ほ

著
し
き
は
所
謂

「感
し
易
き
炎
」
な
り
、
是
は
瓦
斯
燈
に
用
ふ
る
石
炭
瓦
斯
を
小

な
る
ガ
ラ
ス
管
に
通
し、

二
三
寸
上
に
細
密
な
る
金
網
を
置
き
、
上
よ
り
火
を

点
す
る

こ
と
安
全
燈
の
試
瞼
の
如
く
し
て
、
金
網
の
上
に
筆
尖
の
如
き
炎
を
作

れ
ば
出
来
る
な
り
、
此
炎
は
太
鼓
を
叩
く
も
、
怒
盤
を
顎
す
る
も
其
昔
低
き
時

て
き
め
ん

は
馬
耳
東
風
の
如
し
然
れ
と
も
一
音
高
き
と
き
は
観
面
に
之
を
感
し、

始
め
筆
尖

形
な
る
も
の
が
全
く
潰
れ
て
平
た
く
な
る
な
り
、
其
昔
を
稜
す
る
虞
は
決
し
て

炎
の
傍
に
在
る
を
要
せ
ず
、
故
に
顎
墜
者
の
息
氣
の
為
め
に
形
を
愛
す
る
に
あ

ら
ず
、
稜
磐
者
は
室
隅
に
あ
る
も
又
は
室
外
に
在
る
も
可
な
り
と
す
、
此
炎
は

人
耳
の
聞
く
能
は
さ
る
高
―
音
を
感
す
る
が
故
に
物
理
學
上
應
用
あ
る
な
り
。

又

石
炭
瓦
斯
を
一
端
を
細
く
鋭
ら
し
た
る
ガ
ラ
ス
管
に
通
し
、
長
さ
壼
尺
五
寸
許

り
の
炎
を
作
る
時
は
一
種
の
感
し
易
き
炎
を
得
る
な
り
、
此
炎
は
昔
の
高
低
等

に
依
り
色
々
に
其
形
を
愛
す
、
或
は
長
さ
短
縮
し
て
半
分
と
な
り
、
或
は
彫
の

如
き
形
と
な
り
、
或
は
折
釘
の
如
く
な
り
、
又
は
傘
の
如
き
形
を
執
る
な
り
、

若
し
此
炎
を
作
り
置
き
、
其
室
内
に
於
て
雄
辮
家
を
し
て
流
暢
な
る
演
説
を
為

さ
し
む
る
時
は
其
抑
揚
高
低
に
應
し
て
右
の
如
く
種
々
に
其
形
を
愛
す
る
の

聡

恰
も
演
説
を
理
解
す
る
も
の
A

如
し
。
是
等
の
諸
例
を
以
て
考
ふ
る
時
は

ヲ
ル
ホ
イ
ス

の
歌
が
烈
風
を
鎖
め
、
ア
ム
ヒ
ヲ
ン
の
歌
が
石
塊
を
動
か
し、

行

雲
を
停
め
た
り
と
云
ふ
も
、
丸
て
跡
形
も
無
き
事
と
云
ふ
可
ら
す
、
尤
も
焔
廃

様
の
笑
っ
た
事
は
保
證
致
し
ま
せ
ん
、

右
の
賓
例
を
以
て
之
を
視
れ
ば
＿
音
榮
が
物
を
感
動
す
る
の
勢
力
極
め
て
大
な

る
こ
と
明
な
り
、
音
榮
は
其
感
動
の
力
を
以
て
能
＜
猛
悪
の
人
を
温
和
に
し
、

怯
儒
な
る
者
を
奮
起
せ
し
め
、
人
の
徳
性
を
涵
養
し
、
國
の
風
俗
を
淳
化
す
る

も
の
な
り
、
次
に
種
々
の
賓
例
を
畢
け
て
其
図
家
を
経
螢
し
人
民
を
教
育
す
る

の
必
要
な
る
こ
と
を
證
せ
ん
と
す
。

榮
記
に
日
＜
護
榮
刑
政
其
極
一
也
、
所
以
同
民
心
而
出
治
道
也
、
又
日
證
榮

刑
政
四
逹
而
不
悸
則
王
道
備
突
と
、
支
那
に
於
て
は
舜
既
に
五
絃
の
琴
を
作
り
、

菱
に
命
じ
て
典
榮
の
官
に
嘗
ら
し
め
、
以
て
人
民
を
数
へ
り
、
支
那
の
文
物
尤

も
盛
な
り
し
は
周
の
時
代
な
り
、
其
然
る
所
以
の
も
の
は
蓋
し
學
校
の
組
織
能

く
整
ひ
て
、
普
通
の
諸
學
科
完
備
せ
る
に
依
る
な
り
、
家
有
塾
、
黛
有
痒
、
州
有

序
、
國
有
學
、
以
て
大
中
小
學
校
の
組
織
備
は
れ
る
を
知
る
な
り
、
詩
書
證
榮

射
駁
書
敷
の
諸
學
科
の
如
き
は
幾
ん
ど
近
代
の
普
通
科
を
網
羅
せ
る
も
の
と
謂

ふ
可
し、

即
ち
詩
書
は
文
學
な
り
歴
史
な
り
、
證
は
修
身
な
り
作
法
な
り
、
榮

は
昔
榮
唱
歌
な
り
、
射
駁
は
体
操
に
、
書
は
習
字
に
、
敷
は
算
術
に
嘗
れ
る
な

り
、
孔
子
の
語
に
詩
を
學
べ
ば
多
く
鳥
獣
草
木
の
名
を
知
る
と
あ
り
、
左
れ
ば

博
物
學
科
も
亦
其
端
緒
を
開
き
た
る
も
の
と
云
ふ
べ

し、

詩
は
祁
郵
衛
鄭
等
の

人
情
風
俗
を
味
ず
、
左
れ
ば
地
理
學
も
亦
全
く
鉄
け
た
り
と
云
ふ
可
か
ら
ず
、

右
諸
學
科
の
中
に
於
て
詩
と
榮
と
は
閥
係
の
最
も
密
な
る
も
の
な
り
、
詩
は
詩

経
に
し
て
現
今
の
唱
歌
集
の
如
く
、
元
来
歌
詞
榮
譜
の
両
様
を
備
へ
た
る
も
の

な
り
、
今
其
詩
（
歌
詞
）
を
存
し
て
榮
譜
を
亡
な
ひ
た
る
は
、
蓋
し
記
譜
法
不

完
全
に

し
て
周
亡
び
榮
衰
ふ
る
に
従
て
漸
々
消
滅
せ
る
も
の
な
ら
む
、
南
陵
、

白
華
、
華
黍
等
の
如
き
は
有
磐
無
詞
の
榮
に
し
て
、
現
今
東
西
の
諸
榮
に
於
て
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も
其
例
多
き
も
の
な
り
、
無
詞
に
し
て
榮
譜
を
亡
な
ふ
故
に
獨
り
其
曲
名
を
存

す
る
の
み
、
榮
は
雲
門
、
咸
地
、
大
詔
、
大
夏
、
大
護
、
大
武
な
る
六
榮
、
郎

ち
黄
帝
、
莞
舜
、
萬
、
湯
、
武
な
る
古
聖
天
子
の
徳
を
稲
賛
す
る
の
榮
曲
舞
踏

等
を
始
め
と
し
て
、
廣
く
人
情
風
俗
を
演
す
る
も
の
な
り
、
六
榮
は
即
ち
祝
日

大
祭
日
の
唱
歌
に
営
る
敷
千
年
前
の
周
世
に
し
て
既
に
此
式
を
畢
＜
其
教
育
制

度
の
完
備
せ
る
こ
と
思
ふ
べ
き
な
り
。

孔
子
の
言
行
中
に
詩
の
徳
を
稲
し
榮
を
好
む
の
事
甚
た
多
し
、
日
＜
詩
を
學

ば
ざ
れ
ば
以
て
言
ふ
な
し
。
日
く
周
南
召
南
を
學
は
ざ
れ
ば
、
正
し
く
面
に
謄

し
て
立
つ
が
如
し
。
日
＜
詩
に
興
り
、
證
に
立
ち
、
榮
に
成
る
。
日
＜
證
榮
は

斯
須
も
身
を
去
る
べ
か
ら
ず
、
日
＜
證
榮
興
ら
ざ
れ
ば
刑
罰
中
ら
ず
。
日
＜
榮

は
倫
理
を
通
す
る
も
の
な
り
。
日
く
風
を
移
し
俗
を
易
ふ
る
は
榮
よ
り
善
き
は

な
し
。
部
を
謂
て
日
＜
美
を
盛
せ
り
又
善
を
盛
せ
り
、
武
を
謂
て
日
く
美
を
盛

せ
り
末
だ
善
を
盛
さ
ず
。
顔
淵
邦
を
為
む
る
の
道
を
問
ひ
し
や
日
＜
榮
は
即
ち

詔
舞
鄭
磐
を
放
ち
云
々
と
。
孔
子
齊
に
在
り
し
や
詔
を
聞
き
、
之
を
學
ぶ

こ
と

三
月
、
肉
の
味
を
知
ら
ず
、
歎
し
て
日
＜
圏
ら
ざ
り
き
榮
を
為
す
の
斯
に
至
ら

ん
と
は
と
。
孔
子
磐
を
衛
に
撃
つ
、
隠
士
あ
り
其
経
図
に
志
あ
る
を
覺
れ
り
。

孔
子
人
の
歌
を
聞
き
、
善
な
れ
ば
則
ち
之
を
復
せ
し
め
然
る
後
自
ら
之
に
和

す
。
孔
子
宋
に
行
く
匡
人
簡
子
、
甲
士
を
以
て
之
を
園
む
、
子
路
怒
り
戟
を
奮

ひ
之
と
戦
は
ん
と
す
、
孔
子
之
を
止
め
て
日
＜
悪
ぞ
仁
義
を
修
め
て
世
俗
の
悪

を
免
れ
ざ
る
も
の
あ
ら
ん
や
、
夫
れ
詩
書
の
講
せ
ざ
る
、
證
榮
の
習
は
ざ
る
是

れ
丘
が
過
ち
な
り
、
若
し
先
王
を
述
べ
古
法
を
好
む
を
以
て
咎
め
ら
る
A

が
如

き
は
則
ち
丘
が
罪
あ
ら
ざ
る
な
り
、
命
な
る
哉
、
歌
へ
予
れ
汝
に
和
せ
ん
と
子

路
琴
を
弾
じ
て
歌
ふ
、
孔
子
之
に
和
す
、
曲
三
び
終
る
、
匡
人
甲
を
解
て
罷
む
。

孔
子
某
琴
曲
を
師
襄
子
に
學
ふ
問
は
ず
し
て
其
文
王
操
た
る
を
覺
る
師
襄
子
敬

服
す
。孔

子
陳
察
の
間
に
窮
し
火
食
せ
さ
る
こ
と
七
日
、
其
間
常
に
絃
歌
す
、
顔
回

適
々
菜
を
捧
ふ
、
側
に
子
路
子
貢
あ
り
、
相
興
に
言
て
日
＜
夫
子
再
ひ
魯
に
逐

は
れ
、
迩
を
衛
に
削
ら
れ
、
樹
を
宋
に
代
ら
れ
、
商
周
に
窮
し
陳
察
に
園
ま

る
、
夫
子
を
殺
す
者
罪
な
し、

夫
子
を
籍
す
る
者
禁
な
し
、
尚
絃
歌
鼓
琴
未
た

嘗
て
＿
音
を
絶
た
す
、
君
子
の
恥
な
き
此
の
如
き
乎
と
顔
回
以
て
應
す
る
こ
と
な

し、

入
て
之
を
孔
子
に
告
く
、
孔
子
琴
を
推
し
晴
然
と
し
て
嘆
し
て
日
＜
賜
と

は
細
人
な
り
、
召
し
て
来
れ
、
吾
之
に
語
ら
ん
と
、
子
路
と
子
貢
と
乃
ち
入

る
、
子
路
日
＜
此
の
如
き
窮
と
謂
ふ

へ
き
か
、
孔
子
日
＜
是
れ
何
の
言
ぞ
や
、

君
子
道
に
通
す
る
を
通
と
云
ひ
、
道
に
窮
す
る
を
窮
と
云
ふ
、
今
丘
は
仁
義
の

道
を
抱
て
以
て
楓
世
の
患
に
遭
ふ
、
何
の
窮
か
之
れ
為
さ
ん
、
故
に
内
に
看
み

説論

て
道
に
窮
せ
す
難
に
臨
み
て
其
徳
を
失
は
す
、
天
寒
既
に
至
り
霜
雪
既
に
降
り

楽

て
吾
れ
則
ち
松
柏
の
茂
る
を
知
る
、
陳
察
の
溢
は
丘
に
於
て
其
れ
幸
な
る
哉
音の馳為

と、

孔
子
削
然
琴
に
反
て
絃
歌
す

範
．
岡

孔
子
武
城
に
行
き
絃
歌
の
磐
を
聞
き
莞
爾
と
し
て
笑
て
日
＜
鶏
を
割
く
に
何

ぞ
牛
刀
を
用
ゐ
ん
と
、
子
滸
到
へ
て
日
＜
昔
古
値
や
之
を
夫
子
に
聞
く
、
日

＜

尉校

君
子
道
を
學
へ
ば
則
ち
人
を
愛
し
、
小
人
道
を
學
へ
ば
則
ち
使
ひ
易
し
と
、
孔

校
学楽音

子
日
く
二
三
子
、
恨
か
言
是
な
り
前
言
之
に
戯
る
の
み
と
、
孔
子
衛
よ
り
晋
に

入
ら
ん
と
す
趙
筋
子
か
笠
睾
烏
債
及
舜
華
を
殺
す
を
聞
き
河
に
臨
て
嘆
し
て
歌
舷代

ひ
日
＜
美
哉
水
洋
々
乎
丘
之
不
演
此
命
也
夫
と
乃
ち
韓
を
轄
し
て
鄭
に
蹄
り
槃

2第

操
を
作
り
以
て
其
薄
命
を
哀
め
り
、
孔
子
晩
年
多
く
其
弟
子
を
失
ひ
又
自
ら
病

む
、

一
日
子
貢
見
ゆ
る
こ
と
を
請
ふ
、
孔
子
方
に
枝
を
負
ひ
門
に
逍
遥
す
、
日

＜
賜
や
汝
来
る
こ
と
何
そ
晩
き
や
、
孔
子
因
て
歎
し
て
歌
て
日
く
太
山
壊
乎
、

梁
柱
描
乎
、
哲
人
萎
乎
、
云
々
」
孔
子
の
詩
を
稲
し
榮
を
好
む
や
、
獨
り
其
善
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き
者
に
就
て
然
る
の
み
、
其
悪
し
き
も
の
に
至
り
て
は
常
に
之
を
排
斥
せ
ん
こ

と
を
務
め
た
り
、
嘗
て
顔
回
に
言
て
日
＜
鄭
盤
を
放
て
よ
と
、
孔
子
嘗
て
魯
に

相
た
り
し
時
、
齊
の
景
公、

魯
と
好
を
結
は
ん
と
欲
し
魯
の
定
公
と
爽
谷
に
會

す
、
景
公
四
方
に
榮
を
奏
せ
し
む
、

旅
施
弱
祓
予
戟
剣
撥
鼓
喋
し
て
至
る
、
孔

子
日
＜
吾
か
雨
君
好
會
と
な
す
、
夷
狭
の
榮
何
ぞ
此
に
於
て
せ
ん
や
、
請
ふ
有

司
に
命
せ
ん
、
有
司
之
を
却
く
、
榮
人
去
ら
す
し
て
左
右
晏
子
と
景
公
と
を
視

る
、
景
公
心
に
作
ち
之
を
去
ら
し
む
、

暫
く
に
し
て
更
に
宮
中
の
榮
を
進
む
、

優
借
保
儒
戯
を
な
し
て
前
む
、
孔
子
日
＜
匹
夫
に
し
て
諸
侯
を
焚
感
す
る
者
は

罪
営
に
誅
す
へ
し
、
請
ふ
有
司
に
命
せ
ん
、
有
司
法
を
加
へ
手
足
虞
を
異
に

す
、
其
後
齊
人
は
魯
の
孔
子
を
用
ゐ
て
遂
に
天
下
に
覇
た
ら
ん
こ
と
を
恐
れ
て

私
か
に
之
を
氾
せ
ん
こ
と
を
欲
し
卒
ち
齊
國
中
の
女
子
好
き
者
八
十
人
を
選
ひ

皆
な
文
衣
を
衣
せ
、
文
馬
三
十
顆
を
添
へ
て
魯
君
に
遣
る
、
季
桓
子
之
を
受
け

三
日
政
を
聞
か
ず
、
孔
子
遂
に
行
り
屯
に
宿
す
、
榮
師
巳
送
り
日
＜
夫
子
は
則

ち
罪
な
し
、
孔
子
日
＜
吾
歌
ふ
可
な
ら
ん
か
、
歌
ひ
日
＜
彼
婦
之
口
可
以
出

走
、
彼
婦
之
謁
可
以
死
敗
、
優
哉
滸
哉
聯
以
乃
歳
」

孔
子
の
榮
を
好
む
や
正
榮
と
雖
も
之
を
興
す
の
法
其
宜
し
き
を
得
さ
る
と
き

は
必
す
痛
く
其
罪
を
畢
く
、
嘗
て
季
氏
が
八
伶
庭
に
舞
す
る
を
誹
り
日
＜
是
を

も
忍
ふ
へ
く
ん
ば
執
か
忍
ふ
べ
か
ら
さ
ら
ん
と
、
三
家
者
狐
を
以
て
徹
す
、
孔

子
日
＜
相
維
辟
公
、
天
子
穆
々
、

笑
ぞ
三
家
の
堂
に
取
ら
ん
や
と
、
又
日
く
人

と
し
て
不
仁
な
れ
ば
證
を
如
何
せ
ん
、
人
と
し
て
不
仁
な
れ
ば
榮
を
如
何
せ
ん

と
、
孔
子
魯
の
諦
を
謂
て
日
＜
諦
既
に
灌
し
て
よ
り
後
は
吾
れ
之
を
観
る
を
欲

右
の
諸
例
に
依
て
之
を
見
れ
ば
東
洋
徳
育
の
泰
斗
と
仰
が
る
A

孔
子
は
、
＿音

榮
に
於
て
如
何
な
る
思
想
を
抱
き
し
や
を
知
る
に
足
る
べ
し
、
諸
君
は
勿
論
孔

せ
す
と

子
の
言
行
は
充
分
御
承
知
の
事
な
る
も
、
通
常
人
の
孔
子
を
見
る
は
主
と
し
て

道
徳
の
一
点
に
あ
る
も
の
A

如
し
、
今
昔
榮
の
点
よ
り
孔
子
を
見
る
と
き
は
、

右
の
如
き
非
常
な
る
一音
榮
上
の
履
歴
あ
る
を
見
る
、
而
し
て
其
履
歴
た
る
や
皆

道
徳
と
相
提
携
す
る
も
の
な
り
、
吾
人
は
是
に
依
て

一
層
―
音
榮
が
徳
育
に
開
す

る
の
至
大
な
る
を
知
る
、
或
日
＜
孔
子
の
昔
榮
を
稲
す
る
斯
く
の
如
く
大
な
る

は
、
蓋
し
孔
子
の
性
質
偶
然
昔
榮
を
嗜
好
せ
し
が
故
に
然
る
な
ら
ん
と
、
余
日

＜
夫
れ
或
は
之
れ
あ
ら
ん
、
然
れ
共
余
は
一音
榮
其
物
が
道
徳
上
至
要
の
原
素
な

る
が
故
に
、
孔
子
の
之
を
好
む
や
斯
の
如
く
甚
た
し
か
り
し

事
を
信
す
る
な

り
、
試
み
に
膿
の
一
事
を
見
よ
、
若
し
證
の
一
点
よ
り
孔
子
の
履
歴
を
観
察
せ

ば
、
其
偉
大
な
る
こ
と
決
し
て
昔
榮
に
譲
ら
ざ
る
べ

し
、
而
し
て
證
は
常
人
に

執
り
て
は
、
音
榮
の
如
く
人
を
感
動
せ
し
め
、
或
は
之
に
快
榮
を
典
ふ
る
も
の

に
あ
ら
ず
、
然
る
に
孔
子
の
之
を
好
む
こ
と
彼
が
如
く
大
な
る
所
以
の
も
の

は
、
蓋
し
其
道
徳
に
開
す
る
こ
と
の
大
な
り
し
故
の
み
、
是
を
以
て
余
は
孔
子

の
昔
榮
に
於
け
る
其
嘘
に
於
け
る
が
如
き
を
信
す
る
な
り
、
さ
れ
ば
證
榮
は
均

し
く
是
れ
風
赦
を
矯
め
、
社
會
の
秩
序
を
保
つ
の
必
要
具
た
る
や
明
か
な
り
。

孔
子
の
音
榮
に
開
す
る
言
行
は
略
之
を
述
べ
た
り
、
尚
進
ん
て
西
國
の
賢
哲

は
昔
榮
に
就
き
て
、
如
何
な
る
思
想
を
有
せ
し
ゃ
―
二
著
大
の
人
に
就
き
て
観

察
を
下
し
、
以
て
＿
音
榮
が
人
の
徳
性
を
涵
養
し
、
図
の
風
俗
を
淳
化
す
る
の
裁

術
に
し
て
、
現
今
小
學
校
に
科
す
る
敷
時
間
の
唱
歌
の
如
き
は
、
之
を
古
希
服

人
に
比
す
れ
ば
箕
に
兒
戯
に
類
す
る
こ
と
を
明
に
せ
ん
と
す
、

古
希
騰
國
赦
育
の
原
素
は
一音
榮
及
体
操
に
し
て
、
希
朧
人
は
一
音
榮
と
体
操
の

間
に
生
長
せ
り
と
云
ふ
も
可
な
ら
ん
か
、
殊
に
昔
榮
は
其
平
素
生
活
の
大
部
を

占
領
し
、
祝
賀
宴
會
等
に
は
幾
と
之
を
欠
く
こ
と
な
く
、
勿
論
其
席
に
於
て
弾

琴
唱
歌
を
能
く
せ
ざ
る
は
、
中
人
以
上
の
大
恥
辱
た
り
し
な
り
、
而
し

て
昔
榮
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を
忽
に
す
る
と
き
は
人
生
を
野
螢
に
蹄
す
る
こ
と
A

し
、
之
を
能
く
す
る
も
の

は
操
行
自
ら
端
正
に
至
る
と
せ
り
、
且
つ
希
服
人
が
昔
榮
を
重
ず
る
の
大
な
る

こ
と
は
、
＿
音
榮
な
る
語
を
以
て
精
誹
心
意
に
閥
す
る
赦
育
の
全
部
を
意
味
せ
し

一
事
を
以
て
知
る
べ
し
、
又
日
<
-
音
榮
は
秩
序
の
創
立
者
な
り
、
音
榮
は
天
誹

が
人
類
の
徳
行
を
修
む
る
為
に
下
賜
せ
る
も
の
に
し
て
、
其
曲
節
と
調
磐
と
は

能
く
人
の
情
性
を
牽
制
す
る
も
の
な
り
と
、
日
<
-音
榮
を
修
む
る
も
の
は
必
ず

廉
潔
に
し
て
百
般
の
善
と
美
と
に
別
る
と
、
希
騰
人
は
又
音
榮
を
以
て
國
家
を

経
螢
す
る
の
智
略
を
興
へ

、
義
勇
の
氣
質
を
養
ふ
も
の
と
せ
り
、
殊
に
勇
賂
の

軍
歌
の
如
き
は
、
無
上
の
教
育
力
を
有
す
る
も
の
と
せ
り
、
希
朧
人
は
キ
タ
ラ
、

笛
、
ラ
イ
ル
家
を
名
つ
け
て
赦
育
家
と
云
ひ
、
ホ
ー
メ
ル
は
唱
歌
家
を
名
け
て

賢
者
と
呼
べ
り
、
希
服
の
音
榮
は
支
那
に
均
し
く
詩
歌
と
密
接
の
開
係
を
有

す
る
も
の
に
し
て
、
殊
に
ホ
ー
メ
ル
の
詩
を
尊
重
す
る
こ
と
、
支
那
の
詩
経
に

於
け
る
が
如
し
、
ニ
ク
ト
ラ
ス
嘗
て
誇
て
日
＜
余
が
父
は
余
を
赦
育
し
て
賢
人

た
ら
し
め
ん
と
欲
し
、
ホ
ー
メ
ル
の
詩
を
洩
な
く
學
は
し
め
た
り
、
故
に
余
は

イ
リ
ア
ス
、
オ
ヂ
ッ
セ
の
歌
の
如
き
一
と
し
て
暗
記
せ
ざ
る
は
な
し
と
。

●
 

希
服
人
の
＿
音
榮
を
尊
重
す
る
こ
と
斯
の
如
く
大
な
る
に
至
り
し
は
薬
し
ピ
タ

ゴ
ラ
ス
興
り
て
大
に
力
あ
り
と
云
ふ
べ
し
、
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
が
希
騰
の
昔
榮
に
於

る
は
蓋
し
孔
子
の
支
那
―
音
榮
に
於
け
る
に
譲
ら
さ
る
べ
し
。

。ヒ
タ
ゴ
ラ
ス
は
今
を
逝
る
こ
と
凡
そ
二
千
四
百
年
前
即
ち
孔
子
と
幾
ん
と
同

時
の
人
な
り
、
氏
は
バ
ビ
ロ
ン
に
於
て
十
二
年
間
敷
學
及
び
一
音
楽
を
研
究
し
後

ち
其
郷
土
サ
モ
ス
よ
り
以
太
利
亜
の
希
騰
領
諸
府
に
末
り
し
人
な
り
、
氏
は
精

誹
身
体
共
に
衆
に
勝
れ
其
門
人
よ
り
非
常
の
尊
敬
を
受
け
た
り
、
而
し
て
氏
は

精
神
を
清
浮
に
し
道
徳
の
心
を
翠
固
に
す
る
に
五
官
の
力
を
以
て
す
る
の
数
法

を
説
け
り
、
氏
の
数
法
は

一
般
に
希
服
國
中
に
廣
ま
り
て
五
官
中
殊
に
聴
官
は

徳
育
を
弩
助
す
る
為
め
最
も
必
要
な
る
機
閥
と
な
れ
り
、
氏
日
＜
美
―
音
の
美
観

に
勝
る
所
以
は
其
性
鋭
敏
に
し
て
愛
化
多
く
且
つ
何
時
に
て
も
之
を
得
る
こ
と

の
容
易
な
る
か
故
な
り
、
日
<
-
音
榮
は
感
覺
を
鋭
敏
に
し
稜
磐
を
訓
練
す
る
を

以
て
又
能
＜
耽
交
上
の
機
智
を
稜
逹
せ
し
む
と
日
<
-
音
榮
は
美
の
最
上
な
る
泉

源
な
り
と
、
氏
の
数
育
の
目
的
は
美
を
以
て
人
の
精
神
を
充
満
す
る
に
あ
り
、

氏
は
笛
を
以
て
靡
々
柔
弱
な
る
榮
器
な
り
と
之
れ
を
好
ま
さ
り
し
、
之
れ
に
反

し

1
1は

其
性
質
厳
格
な
り
と
て
殊
に
珍
重
せ
り
、
氏
は
自
ら
作
曲
し
又
人

を
し
て
作
曲
せ
し
め
人
情
を
寓
出
し
或
は
以
て
憂
苦
を
慰
撫
し
或
は
無
稽
の
願

望
を
抑
制
し
或
は
怯
儒
の
恐
憚
の
心
を
除
き
去
る
等
に
用
ひ
た
り
。

又
大
家
の

妙
句
を
撰
み
て
榮
曲
に
合
せ
以
て
高
尚
な
る
感
情
及
ひ
裔
尚
な
る
思
想
を
人
民

の
心
中
に
貫
徹
せ
し
め
ん
こ
と
を
勤
め
た
り
、
氏
は
深
沈
清
雅
な
る
盤
―
＝
目
を
以

て
人
の
性
情
を
強
固
に
す
る
も
の
と
し
、
毎
朝
寝
床
を
離
る
A

や
先
つ
精
紳
を

清
浮
に
せ
ん
が
為
に
暫
時
ラ
イ
ル
を
弾
し
、
又
毎
夜
就
眠
の
前
に
於
て
も
、
亦

之
を
弾
し
て
日
中
百
般
の
煩
擾
を
洗
除
し
心
意
を
沈
静
せ
り
、
氏
が
＿
音
榮
に
開

す
る
言
行
の
中
に
就
き
最
も
奇
に
し
て
酷
な
る
は
嘗
て
氏
が
最
も
親
愛
せ
る
門

人
に
五
年
間
の
無
言
を
命
し
た
る
一
事
な
り
、
其
目
的
た
る
や
猫
り
其
無
言
に

耐
ふ
る
や
否
や
を
試
み
ん
が
為
め
の
み
に
あ
ら
ず
同
時
に
美
＿
音
を
聞
か
し
め
て

其
音
榮
の
美
を
感
受
す
る
の
性
を
確
賓
に
せ
ん
が
為
め
な
り
。

氏
常
に
以
為
＜

昔
榮
の
旋
律
は
殊
に
規
則
正
し
き
も
の
な
る
を
以
て
規
律
秩
序
の
教
と
な
り
、

調
和
は
能
く
人
の
友
愛
の
情
を
起
し
、
リ
ズ
ム
は
敷
理
井
に
希
服
人
の
最
も
尊

重
す
る
体
操
に
も
存
す
る
も
の
に

し
て
人
の
豪
侠
の
氣
質
を
養
ふ
に
適
す
る
も

の
な
り
と
。
斯
の
如
く
に
し
て
ピ

タ
ゴ
ラ
ス
は
一
音
榮
を
以
て
勇
、
美
及
ひ
愛
の

三
者
を
養
な
ひ
、
其
結
果
た
る
や
希
服
人
の
道
徳
と
學
藝
と
は
嘗
時
共
に
肩
を

比
す
へ
き
も
の
な
か
り
し
は
吾
人
か
歴
史
の
上
に
於
て
明
か
に
知
る
虞
な
り
、
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是
れ
賓
に
希
朧
教
育
の
精
華
と
も
云
ふ
へ
き
な
り
、
而
し
て
斯
の
如
き
結
果
の

昔
榮
の
力
に
依
て
生
せ
し
は
他
に
比
類
少
な
か
る
へ
し
、
彼
の
昔
階
、
＿
音
程
、

管
絃
の
振
動
敷
等
の
研
究
の
如
き
、
原
子
説
、
地
球
廻
轄
説
の
如
き
皆
昔
榮
数

育
の
結
果
な
る

こ
と
を
考
ふ
れ
ば
昔
榮
の
効
力
は
強
大
な
り
と
云
は
ざ
る
べ
か

ら
ず
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
の
外
ソ
ロ
ン
ソ
ク
ラ
テ
ス

。フ
ラ
ト
ー
ア
リ
ス
ト
ー
ト

叫

ァ

ル

キ

メ
デ
ス
等
の
學
者
も
均
し
<
-
音
榮
を
以
て
精
神
を
高
尚
に

し
才
能

を
啓
稜
し
性
情
を
廉
潔
に
し
智
力
を
喚
起
す
る
の
要
具
な
り
と
云
へ
り
。
葱
に

一
話
あ
り
マ
セ
ト
ニ
ア
王
フ
ヰ
リ
ッ
。フ
は
ア
リ
ス
ト
ー
ト
ル
を
信
す
る
こ
と
殊

に
篤
く
、
嘗
て
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ル
の
出
生
せ
し
や
書
を
送
り
日
く
、
余
が
愛
す

る
ア
リ
ス
ト
ー
ト

ル
よ
余
は
今
幸
に
一
男
兒
を
拳
け
た
り
、
余
は
天
紳
に
到
し

0

0

 

て
深
く
其
賜
物
の
厚
き
を
謝
せ
さ
る
を
得
す
、
是
れ
猫
り
男
兒
を
得
た
る
が
故

の
み
に
非
ず
、
天
紳
が
此
男
兒
を
余
に
恵
興
せ
る
時
の
宜
し
さ
き
故
な
り
、
即

ち
汝
ア
リ
ス
ト
ー
ト
ル

の
在
世
に
賜
は
り
た
る
故
な
り
、
余
は
汝
が
此
兒
の
保

育
を
撥
任
し
て
天
下
に
覇
王
た
る
の
人
た
ら
し
め
ん
こ
と
を
期
す
る
な
り
と
、

斯
く
て
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ル
年
甫
め
十
三
歳
の
時
ア
リ
ス
ト
ー
ト

ル
は
其
師
博
に

撰
抜
せ
ら
れ
し
よ
り
殊
に
一
音
楽
詩
歌
の
数
育
を
施
し
加
ふ
る
に
体
操
講
演
術
等

を
以
て
し
終
に
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ル
王
を
し
て
古
今
稀
有
の
大
業
を
為
さ
し
め
た

り
。
ア
ル
キ
メ
デ
ス
も
亦
大
に
詩
歌
昔
榮
の
効
用
を
信
し
ホ
ー
メ
ル
を
赦
授
せ

さ
る
も
の
あ
る
と
き
は
直
ち
に
其
頬
を
繋
ち
た
り
と
云
ふ
。
希
服
文
学
の
華
と

も
稲
す
へ
き
惨
劇
は
其
封
話
皆
―
音
榮
的
の
抑
揚
を
有
し
聴
衆
を
感
動
せ
し
む
る

こ
と
最
も
強
か
り
し
と
云
ふ
、
イ
ー
ス
キ
ラ
ス

の
作
に
係
る
惨
劇
に
於
て
五
十

人
を
し
て
合
唱
せ
し
め
し
や
非
常
に
聴
衆
の
恐
怖
を
来
た
せ
し
か
ば
爾
来
法
律

を
以
て
合
唱
人
敷
は
十
五
人
に
過
く
可
か
ら
ず
と
制
限
せ
し
に
至
れ
り
と
云

ふ
、
是
等
の
唱
歌
は
或
は
和
磐
を
備

へ
た
る
も
計
り
雑
し
と
雖
と
も
之
を
徽
す

る
に
足
る
の
榮
譜
後
世
に
博
は
ら
さ
る
は
惜
む
可
き
事
な
り
。
右
の
如
く
に

し

て
希
服
に
於
て
は
＿
音
楽
を
尊
重
す
る
こ
と
彼
が
如
く
甚
し
く
其
効
果
彼
か
如
く

大
に
し
て
古
今
東
西
幾
と
其
例
を
見
さ
る
所
な
り
之
に
反
し
て
羅
馬
人
は
僅
か

に
希
朧
の
末
流
を
酌
ま
ん
と
し
て
能
は
ず
昔
榮
を
以
て
勇
、
美
、
情
を
養
ふ

こ

と
を
能
は
ず
し
て
反
て
優
柔
粗
俗
の
風
俗
を
助
く
る
に
至
れ
り
、
羅
馬
の
滅
亡

に
常
り
て
昔
榮
は
赦
會
用
昔
榮
及
ひ
俗
榮
の
二
途
に
別
れ
た
り
し
が
共
に
稲
す

る
に
足
る
も
の
な
し
。

降
て
紀
元
後
十
一
世
紀
頃
に
至
り
佛
國
に
於
て
は
南
北
諸
部
に
於
て
詩
歌
の

大
家
輩
出
し
て
宮
廷
昔
榮
を
起
し
暗
黒
粗
野
の
時
代
中
に
詩
歌
と
＿
音
榮
と
相
提

携
し
て
優
美
沌
良
な
る
風
俗
を
興
し
た
り
。
猫
逸
に
於
て
も
十
二
世
紀
中
刈
瓜
'

バ
ロ
ザ
王

の
下
に
於
て
起
り
し
モ
ン
ネ
ゼ
ン
ゲ
ル
家
の
如
き
は
其
風
赦
を
撹
起

せ
る

の
功
決
し
て
右
佛
國
の
詩
歌
に
譲
る

こ
と
な
し
、

其
後
獨
逸
の
諸
都
府
に

於
て
榮
人
輩
出
し
其
運
動
と
音
榮
の
痰
逹
と
に
伴
ひ
て
政
治
上
の
制
度
を
改
良

す
る
に
至
り
た
る
は
支
那
人
が
＿
音
榮
を
尊
ん
て
證
榮
刑
政
と
並
立
せ
し
め
、
希

騰
人
が
「
一
ヰ
日
榮
は
赦
育
の
勢
力
な
り
」
と
云
ひ
し
言
の
虚
な
ら
さ
る
を
證
す
る

も
の
な
り
。
又
十
五
六
世
紀
に
至
て
は
獨
逸
國
ニ
ュ
ル
ベ
ル
ク
人
ハ
ン
ス
、
ザ

列
刃
一
の
大
＿
音
榮
會
を
組
織
し
て
子
弟
を
数
育
し
時
々
演
奏
會
を
開
き
て
公
衆

の
批
評
を
開
き
大
に
一
音
榮
の
進
歩
を
計
り
た
り
、
氏
が
事
業
の
如
き
偉
大
な
る

も
の
は
蓋
し
英
佛
國
に
見
さ
る
と

こ
ろ
な
り
。

新
赦
の
元
祖
な
る
ル
ー
テ
ル

の
如
き
も
数
育
を
重
す
る
こ
と
最
も
大
に
し
て

其
音
榮
上
の
功
も
亦
偉
な
り
と
云
ふ
へ
し
、
ル
ー
テ

ル
｛
吾
て
云
へ
る

こ
と
あ
り

日
＜
余
若
し
子
女
を
有
せ
ば
之
に
数
ふ
る
に
獨
り
語
學
歴
史
の
み
を
以
て
す
る

こ
と
な
り
必
す
又
昔
榮
唱
歌
及
ひ
敷
學
の
教
育
を
施
す
へ

し、

是
れ
希
朧
人
の

依
て
以
て
偉
大
の
事
業
を
為
せ
し
先
例
あ
る
か
故
な
り
余
は
今
に
至
り
幼
時
に
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於
て
詩
歌
を
學
べ
る
こ
と
の
不
充
分
な
り
し
を
悔
る
な
り
云
々
又
日
<
-音
榮
は

天
神
の
恵
興
せ
る
賜
物
の
中
に
就
き
最
も
美
に
し
て
最
も
駕
く
可
き
も
の
A

一

な
り
、
＿
音
榮
は
サ
タ
ン
（
鬼
）
の
敵
な
り
、
昔
榮
は
法
規
な
り
主
刑
な
り
、
＿音

榮
は
人
を
温
良
に
し
其
操
行
を
正
し
其
心
意
智
能
を
啓
痰
す
る
も
の
な
り
、
又

日
＜
榮
典
は
詩
歌
を
活
物
に
し
悪
心
を
排
除
し
悲
哀
を
慰
楡
し
、
憤
怒
職
傲
等

百
般
の
奨
悪
に
遠
か
ら
し
む
る
も
の
な
り
、
又
日
＜
余
は
常
に
＿
音
榮
を
好
ん
て

止
ま
ず
、
此
術
を
能
く
す
る
も
の
は
其
性
善
良
に
し
て
多
事
に
巧
能
な
り
、
又

日
<
-音
榮
は
必
ら
ず
學
校
の
一
科
た
ら
さ
る
可
ら
ず
學
校
教
育
は
必
す
唱
歌
を

能
く
せ
さ
る
べ
か
ら
ず
之
を
能
く
さ
せ
る
の
人
は
余
は
数
師
の
尊
敬
せ
さ
る
な

り
と
、
ル
ー
テ
ル
を
誓
助
し
て
宗
教
を
改
革
し
學
政
を
改
良
せ

ん
フ
ヰ
リ
ッ

。フ
、
メ
ラ
ン

ヒ
ト

ン
氏
日
童
兒
は
年
の
長
幼
を
論
せ
ず
毎
日
午
飯
后
第

一
時
間

は
昔
榮
練
習
を
為
さ
A

る
可
ら
ず
と
、
ル
ー
テ
ル

の
後
新
赦
僧
徒
も
亦
大
に
敦

育
を
重
ん
し
ウ
ル
リ
ヒ
、
ツ
ウ
ン
グ
リ
ー
の
如
き
は
ル
ー
テ
ル
の
如
<
-
音
榮
を

尊
重
す
る

こ
と
殊
に
大
な
り
し
、
氏
日
＜
測
量
、
岡
聾
、
昔
榮
、
繋
剣
は
人
た

る
も
の
一
般
に
學
ば
ざ
る
べ
か
ら
ず
と
、
フ
ァ
レ
ン
チ
ン
、
フ
リ
ー
ド
ラ
ン
ト

氏
日
＜
唱
歌
を
學
へ
よ
我
が
愛
す
る
兒
童
よ
、
唱
歌
を
學
べ
よ、

汝
等
他
日
天

ェ
ン
ゼ
ル

に
登
れ
は
天
孫
必
す
汝
等
の
合
唱
を
許
さ
ん
、
榮
と
云
は
さ
る

へ
け
ん
や
と
、

ニ
コ
ラ
ス
、

ヘ
ル
マ
ン
は
ヨ
ア
ヒ
ス

タ
ー
ル
の
學
校
長
に
し
て
繁
忙
な
る
校
務

及
ひ
授
業
の
傍
ら
自
家
に
於
て
其
童
兒
に
唱
歌
を
赦
へ
自
ら
新
唱
歌
及
ひ
其
授

業
の
方
法
を
自
身
の
子
女
に
試
み
其
方
法
熟
し
て
後
之
を
學
校
の
童
兒
に
課
し

又
大
に
寺
歌
を
改
良
し
ル
ー
テ
ル
の
歎
稲
を
得
る
に
至
れ
り
ア
モ
ス
、

コ
メ
ニ

ム
ッ
テ
ル
シ
ウ
レ
ー

引
刃
は
彼
の
ヂ
ダ
ク
チ
カ
、

マ
グ
ナ
中
に
論
し
て
日
く
家
に
は
母
親
學
校
を
要

し、

各
組
合
各
村
各
市
に
は
平
民
學
校
を
要
し
、
少
し
く
大
な
る
市
に
は
中
學

校
を
要
し、

各
國
に
は
大
學
校
を
要
す
、
而
し
て
其
数
授
た
る
皆
其
目
的
を

一

に
せ
さ
る
べ
か
ら
ず
唯
其
差
は
（
中
略
）
而
し
て
平
民
學
校
の
童
兒
は
民
間
普

通
の
諸
曲
に
通
し
少
し
く
熟
逹
せ
る
も
の
は
美
術
的
の
唱
歌
を
學
は
さ
る
可
ら

す
云
々
。

今
世
普
通
教
育
の
大
成
を
促
し
た
る
は
、
蓋
し
ペ
ス

タ
ロ
ッ

チ
ー
氏
に
如
く

も
の
あ
ら
さ
る
べ
し
、
ヂ
ン
テ
ル
氏
日
＜
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
ー
は
下
級
教
育
の
王

に
し
て
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
上
級
教
育
の
王
な
り
と
、
ペ
ス
タ
ロ

ッ
チ
ー
氏
は
人

身
に
伏
蔵
す
る
百
般
の
能
力
を
完
全
無
鋏
に
稜
逹
せ
ん
こ
と
を
期
し
、
普
通
の

赦
育
を
以
て
職
業
教
育
の
本
源
と
な
し、

唱
歌
を
以
て
算
術
幾
何
圏
藍
等
と
共

に
平
民
學
校
の
普
通
科
中
に
編
入
せ
り
。
其
弟
子
カ
ウ
ウ
ェ
ラ
ウ
ド
ラ
イ
、
ス

ト
ヘ
ン
ニ
ヒ
ク
ラ
ッ
チ
ン
ド
ル
フ
ミ
ッ
ト
プ
ロ
イ
ス
ス
テ
ー
ゲ
ル
氏
等

は
、
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
ー
氏
の
原
理
に
従
ひ
、
獨
乙
國
の
数
育
事
業
を
一
新
し
た

0

0

 

0

0

0

 

る
の
み
な
ら
ず
、
遂
に
数
育
を
以
て
國
民
的
事
業
と
な
し
た
る
の
功
績
は
、
偉

0

0

 

0
 

0
 

に
し
て
大
な
り
と
云
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
而
し

て
一
音
榮
唱
歌
の
一
科
に
於
て

は
、
殊
に
。
フ
ァ
イ
フ
ェ
ル
ネ
ゲ
リ
ー
等
は
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
ー
の
原
理
に
基
き
、

〔
マ
マ
〕

童
兒
の
神
身
に
伏
蔵
す
る
虞
の
音
榮
力
を
啓
稜
し
、
以
て
其
猫
立
の
所
有
物
と

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

な
さ
ん
事
を
務
め
た
り
、
雨
氏
は
平
民
學
校
童
兒
の
唱
歌
の
能
を
顎
逹
し
て
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

榮
譜
を
讀
む

こ
と
書
籍
を
語
む
か
如
く
、
或
は
日
常
の
賣
買
物
を
計
算
す
る
如

く
、
新
曲
と
雖
も
一
見
の
下
に
唱
歌
し
得
る
に
至
ら
し
め
、
以
て
國
民
的
唱
歌

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

を
作
ら
ん
こ
と
を
務
め
た
り
、
然
れ
共
惜
む
べ
き
は
雨
氏
が
リ
ズ
ム
、
榮
曲
及

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

焚
想
の
三
＿
音
を
分
離
し
て
赦
授
し
、
其
方
法
細
詳
に
過
き
て
質
盆
的
な
ら
ず
、

従
て
其
功
は
榮
を
債
ふ
に
足
ら
ざ
り
し

一
事
也、

是
れ
ラ
イ
。フ
チ
ヒ
の
教
授

リ
ン
ド
ネ
ル
氏
が
雨
氏
の
授
業
法
を
評
し
て
、
「
豫
備
豫
習
の
為
に
過
分
の
時
間

を
費
し、

JL
り
に
倦
屈
来
を
す
の
み
に
し
て
、
肝
腎
な
る
唱
歌
に
及
ふ

こ
と
甚

た
稀
な
り
」
と
云
ひ
し
所
以
な
り
。
右
雨
氏
に
反
し
巧
み
に
唱
歌
の
数
授
を
買
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施
せ
し
は
ル
ー
ド
ウ
イ
ヒ
ナ
ト
ロ
フ
な
り
氏
は
ボ
ッ
ダ
ム
師
範
學
校
を
改
良
し

て
摸
範
學
校
と
な
し、

後
ミ

ュ
ン
ス
テ
ル
に
於
け
る
學
校
評
議
員
と
な
り
、
殊

に
師
範
生
徒
の
唱
歌
赦
授
に
意
を
注
き
、
自
ら
唱
歌
集
を
著
述
し
、
豫
習
と
唱

歌
と
を
代
る
／
＼
編
列
し
て
、
生
徒
の
賓
力
を
養
ひ
且

つ
唱
歌
を
嗜
好
せ
し
む

0

0

0

 

0
 

る
に
至
ら
し
め
た
り
、
氏
は
又
唱
歌
教
授
に
敷
字
練
習
の
新
法
を
起
し
た
る
人

也
。
其
後
普
通
赦
育
に
於
け
る
＿
音
榮
に
於
て
、
其
功
績
の
大
な
る
も
の
は

ti

テ
ル
ヘ
ン
チ
ェ
ル
シ
ル
ヘ
ル

エ
ル
ク

カ
ロ
ウ
等
の
諸
氏
な
り
。

右
に
述
へ
た
る
虞
に
従
て
明
か
な
る
が
如
＜
‘
-音
榮
は
古
希
服
時
代
に
於
て

は
幾
と
数
育
の
本
源
と
も
云
ふ
べ
き
有
様
な
り
し
が
、
近
代
に
至
り
て
は
人
事

盆
々
多
忙
に
し
て
人
世
必
要
の
事
項
を
増
加
し、

普
通
数
育
上
必
要
の
諸
學
科

も
其
敷
少
な
か
ら
ざ
る
が
為
に
、
＿
音
榮
を
以
て
教
育
上
最
上
の
必
要
物
と
な
す

こ
と
、
希
服
時
代
の
如
き
を
得
ざ
る
に
至
れ
り
、
然
れ
ど
も
＿
音
榮
唱
歌
が
人
の

徳
性
を
涵
養
す
る
た
め
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
の
一
科
と
し
て
、
倫
理
と
共
に
重
せ

ら
る
A

の
一
貼
に
於
て
は
古
今
異
な
る
こ
と
な
し
。

今
世
の
数
育
家
は
昔
榮
に
就
き
論
ず
る
慮
少
な
か
ら
ざ
れ
と
も
其
論
貼
多
く

は
授
業
上
の
事
項
に
し
て
其
必
要
効
用
を
説
く
こ
と、

孔
子
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
等
の

如
く
切
な
る
も
の
少
し
と
す
、
是
れ
蓋
し
古
人
之
を
論
ず
る
こ

と

の
詳
に

し

て、

幾
と
餘
蘊
な
き
を
以
て
な
り
、
然
れ
共
今
世
大
家
の
言
に
し
て
、
往
々
耳

新
ら
し
き
事
な
き
に
あ
ら
ず
、
左
に
其
―
二
を
畢
け
て
参
考
に
供
せ
ん
と
す
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ケ
ル
ン
氏
日
＜
唱
歌
教
授
は
自
由
講
演
の
数
授
と
相
伴
ふ
へ
き
も
の
な
り
、

夫
れ
唱
歌
は
講
演
の
一
種
に
外
な
ら
す
、
然
か
も
人
の
思
想
感
情
を
心
よ
り
心

に
通

つ
る
も
の
な
り
、
聴
官
盤
官
の
顎
逹
は
自
己
と
他
人
の
盤
色
に
依
て
、
相

互
の
心
情
を
正
し
く
観
察
し
、
判
断
す
る
の
能
を
鋭
敏
に
す
る
者
也
、
唱
歌
は

、
、
、
、
、
、

獨
り
人
の
美
術
思
想
を
養
ふ
が
故
に
其
債
値
あ
る
に
あ
ら
す
、
能
く
他
人
の
快

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

痛
を
感
受
し
同
情
を
交
換
す
る
の
効
力
を
有
す
る
が
故
な
り
、
又
日
＜
多
人
の

、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

合
唱
は
恰
も
人
心
を
収
束
す
る
糸
條
の
如
し
、
各
自
を
し
て
全
体
の
一
部
た
る

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

の
意
識
を
生
せ
し
む
、
又
日
く
愛
國
的
の
精
神
を
陳
述
す
る
は
詩
歌
に
如
く
は

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
ヽ

0

0

O

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

0
 

な
し、

之
を
稜
言
す
る
は
唱
歌
に
如
く
な
し
又
日
く
生
徒
を
し
て
各
自
は
大
な

0

0

0

 

0
 

0
 

0
 

0
 

0

0

0

 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0

0

0

 

O
 

O
 

O
 

O
 

0
 

る
全
体
の
一
部
た
る
意
識
を
生
せ
し
め
、
全
体
の
結
果
の
善
悪
は
主
と
し
て
各

0

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

0
 

自
が
自
己
を
以
て
全
体
の
隷
隔
と
な
し
、
全
体
が
要
求
す
る
虞
の
規
律
に
従
ふ

0

0

0

 

0
 

0
 

0

0

0

 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

に
あ
る
こ
と
を
知
ら
し
む
る
も
の
は
、
＿
音
榮
体
操
の
二
科
な
り
、
又
日
＜
協
同

の
意
識
は
獨
り
各
級
室
内
に
止
ま
ら
ず
し
て
、
全
体
に
聯
帯
す
る

こ
と

を
要

す
、
而
し
て
此
協
同
に
必
要
な
る
も
の
は
唱
歌
な
り
、
故
に
唱
歌
を
教
室
内
練

習
の
外
或
は
講
堂
に
於
て
し、

或
は
体
操
場
等
に
於
て
す
べ

し、

其
他
毎
週
の

終
始
、
學
期
學
事
の
始
業
終
業
式
、
新
入
生
徒
入
學
式
卒
業
式
、
数
員
の
就
職

退
職
、
慶
賀
死
亡
等
に
開
す
る
式
場
、
大
祭
祝
日
、
凱
旋
祝
日
の
式
等
凡
て
校

員
一

同
集
合
す
る
時
に
は
、
必
ず
合
唱
す
る
こ
と
を
要
す
」
オ
ケ
ン
氏
日
く
人

は
見
を
以
て
世
界
に
入
り
、
聞
を
以
て
祉
會
に
入
る
、
ケ
ー
ル
氏
日
＜
民
歌
は

天
然
佳
美
自
由
に
し
て
、
最
も
平
民
學
校
に
適
す
る
も
の
な
り
、
民
歌
は
質
撲

簡
易
に
し
て
絶
て
牽
強
の
辞
氣
理
非
の
語
勢
、
虚
飾
の
句
法
を
有
せ
ず
、
故
に

純
粋
の
民
歌
は
切
賓
に
し
て
無
限
の
猛
力
を
有
し、

質
撲
に
し
て
愛
す
べ
く
貴

重
に
し
て
良
く
人
を
感
動
す
、
獨
乙
の
民
歌
は
員
に
獨
乙
人
民
の
高
徳
を
表
示

す
る
も
の
な
り
、
獨
乙
の
民
歌
は
獨
乙
人
民
の
快
楽
悲
哀
、

愛
悪
、
歓
喜
痛

歎
、
傲
意
謙
譲
を
含
む
も
の
な
り
、
ア
、
べ
、

マ
ル
キ
ス
氏
日
＜
民
歌
は
不
死

の
昔
榮
な
り
、
民
歌
は
太
古
の
歌
な
り
又
現
今
の
歌
な
り
、
而
し
て
賂
来
の
歌

た
る
べ

し、

民
歌
は
愛
ず
べ
か
ら
ざ
る
の
紳
架
な
り
云
々
、

ハ
イ
ン
リ
ヒ
、

ハ

11氏
日
＜
民
歌
は
驚
く

へ
き
幻
魔
な
り
、
歌
人
好
て
之
を
擬
作
す
と
雖
、
其

歌
は
恰
も
人
工
の
破
水
の
如
し
、
化
學
上
の
化
合
分
析
を
以
て
巧
み
に
其
成
分
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を
同
一
に
す
る
も
、
常
に
天
然
破
水
の
美
味
を
典
ふ
る
こ
と
能
は
ざ
る
に
異
な

る
こ
と
な
し
、

エ
フ
レ
ム
氏
日
＜
識
憤
な
る
唱
歌
は
能
く
石
の
如
き
心
を
溶
解

し
て
涙
滴
と
す
」
セ
キ
ス
ピ

ー
ア
日
く
人
と
し
て
昔
榮
の
心
な
く
、
又
優
美
の

調
曲
の
為
に
感
動
せ
ら
れ
ざ
る
も
の
は
、
其
性
必
ず
信
義
に
背
き
詐
計
を
遥
く

す
る
に
適
す
。
ト
ロ

ー
グ
氏
日
＜
百
般
の
憂
愁
は
幻
歌
に
依
て
消
ゆ
。
又
日
<

獨
乙
の
唱
歌
は
幻
剤
な
り
、
又
救
命
噴
水
な
り
、我
獨
乙
人
民
は
古
今
治
乱
の
別

な
く
依
て
以
て
其
活
氣
を
養
ひ
た
る
も
の
な
り
、
獨
乙
の
唱
歌
が
國
歌
の
危
急

に
際
し
て
奏
せ
る
虞
の
大
功
は
、
我
歴
史
に
擦
て
明
か
な
り
（中
略
）
、
千
八
百

七
十
年
の
後
幸
に
敵
國
の
我
を
害
せ
ん
と
企
つ
る
も
の
な
し
（
中
略
）
然
れ
ば
唱

歌
は
又
其
功
を
奏
し
其
技
量
を
顕
は
す
の
餘
地
を
有
せ
ざ
る
や
日
＜
之
れ
あ
る

な
り
、
吾
人
の
唱
歌
は
以
て
稗
に
使
ふ
る
所
以
な
り
、
以
て
君
に
使
ふ
る
所
以

也
、
又
義
勇
の
士
氣
を
養
ひ
國
民
の
操
行
を
整
理
す
る
所
以
の
者
也
、
吾
人
を

し
て
天
紳
と
共
に
我
父
母
の
國
を
守
ら
し
む
る
も
の
な
り
、
ウ
ロ
ン
日
＜
凡
そ

人
心
を
感
動
す
る
の
尤
も
甚
た
し
き
は
昔
榮
に
如
く
は
な
し、

蓋
し
盤
＿
音
一

た

び
人
身
に
入
る
と
き
は
、
其
脳
を
動
か
す
こ
と
最
も
著
る
し
く
し
て
他
物
の
及

ぶ
所
に
あ
ら
ず
、
是
を
以
て
猥
り
人
類
の
み
な
ら
ず
禽
獣
の
中
に
も
亦
昔
榮
を

聞
て
感
悦
す
る
も
の
鮮
な
か
ら
ず
、

顧
ふ
に
盤
昔
な
る
も
の
は
一
種
至
施
の
勢

力
あ
り
て、

其
力
能
く
人
身
を
額
動
し
、
人
を
し
て
種
々
の
情
念
並
に
意
思
を

感
稜
せ
し
む
、

思
ふ
に
羞
音
の
耳
に
入
る
や
、
唯
賓
物
自
然
の
理
に
循
ふ
に
過

き
す
、
而
し
て
其
力
現
に
人
の
精
紳
を
動
か
し
て
復
た
体
格
に
止
ま
ら
さ
る
は

抑
何
の
理
ぞ
や
、
是
れ
固
よ
り
未
だ
知
り
易
か
ら
ざ
る
な
り
、
ラ
ン
ド
ン
氏
日

く
音
榮
は
早
年
よ
り
し
て
有
盆
の
科
な
り
、
唱
歌
の
如
き
は
情
の
研
究
上
に
頗

る
有
盆
の
箇
條
を
添
ふ
る
も
の
に
し
て
、
取
分
け
愛
國
の
事
柄
を
啄
せ
る
も
の

及
び
家
庭
の
生
活
に
縁
故
あ
る
も
の
に
於
て
殊
に
然
り
と
す
、
ア
ッ
セ
ル
氏
日

＜
昔
榮
と
圏
畿
は
幼
年
教
育
の
必
須
科
な
り
、
之
を
専
修
し
て
上
逹
せ
し
む
る

こ
と
は
勿
論
時
と
金
と
を
要
す
る
な
り
、
椴
令
抜
群
の
上
逹
を
以
て
目
的
と
せ

ざ
る
も
、
父
母
た
る
も
の
は
宜
し
く
其
兒
猶
幼
年
な
る
時
に
嘗
り
、
期
に
遅
れ

ず
し
て
誠
に
之
を
課
す
べ
し
（
勿
論
學
校
の
唱
歌
時
間
の
外
に
課
す
る
の
意
）、

若
し
之
に
依
て
其
天
才
な
き

こ
と
を
稜
現
す
る
も
、
其
試
み
學
び
た
る
事
は
其

身
の
所
有
物
と
な
る
な
り
、
決
し
て
無
用
の
金
と
時
と
を
費
消
せ

し
に

あ
ら

ず
、
何
と
な
れ
ば
之
に
依
て
幾
分
か
其
兒
の
美
術
思
想
を
養
成
せ
る
を
以
て
な

り
、
余
は
殊
に
昔
榮
に
於
て
其
債
値
の
大
な
る
を
信
す
る
な
り
、
聴
官
な
顎
逹

す
る
の
債
値
は
赦
育
家
と
し
て
不
同
意
を
表
す
る
も
の
な
し、

其
性
情
及
徳
義

に
闊
す
る
効
力
の
大
な
る
は
開
明
諸
國
學
校
に
唱
歌
昔
榮
を
課
せ
る
所

以
な

り
、
＿
音
榮
は
美
術
中
尤
も
普
通
に
了
解
せ
ら
る
A

も
の
也、

故
に
昔
榮
は
人
民

一
般
の
美
術
思
想
を
養
ふ
に
最
も
恰
営
な
る
な
り
云
々
（
末
完
）

著
書
に
『
平
民
學
校
論
略
』
『
宜
瞼
昔
翡
學
及
＿
音
楽
理
論
』

『
放
射
線
の
話
』
『
参

考
用
虹
駿
音
翡
學
』
な
ど
が
あ
る
。
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明
治
期
に
お
け
る
日
本
の
音
楽
界
を
考
え
る
に
、
演
奏
者
、
研
究
者
、
教
育
者
と

し
て
活
躍
し
た
上
原
六
四
郎
を
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

彼
は
嘉
永
元
年
(
-
八
四
八
）
江
戸
下
谷
長
者
町
に
生
れ
た
。
幼
時
漢
学
お
よ
び

医
学
を
学
ん
だ
と
い
う
。
明
治
二
年
開
成
所
に
入
り
フ
ラ
ン
ス
語
を
修
め
、
同
八
年

に
は
士
官
学
校
に
出
仕
し
て
い
る
。
同
十
年
の
西
南
の
役
の
お
り
に
は
、
包
囲
さ
れ

た
熊
本
城
へ
軽
気
球
を
飛
ば
し
て
救
助
し
よ
う
と
い
う
計
画
の
も
と
、
日
本
で
初
め

て
軽
気
球
の
製
作
、
搭
乗
を
行
っ
て
い
る
。
（
城
の
包
囲
が
解
か
れ
た
た
め
、
実
用
に

は
及
ば
な
か
っ
た
が
。）
ま
た
、

普
通
教
育
に
手
エ
教
育
を
設
置
し
た
り
、
東
京
美
術

学
校
の
教
授
も
勤
め
る
な
ど
多
方
面
で
精
力
的
な
活
動
を
行
っ
た
。

一
方
、
彼
は
音
楽
面
に
も
優
れ
た
業
績
を
残
し
て
い
る
。
ま
ず
、
実
技
と
し
て
は

尺
八
を
専
門
と
し
二
代
目
荒
木
古
童
（
後
竹
翁
）
の
弟
子
で
竹
名
を
虚
洞
と
い
っ
た
。

当
時
五
人
男
の
一
人
と
さ
れ
る
ほ
ど
の
名
手
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
二
代
目
古

童
に
よ
る
琴
古
流
尺
八
外
曲
譜
が
正
確
な
拍
子
を
表
し
得
な
か
っ
た
た
め
、
明
治
十

七
年
以
来
符
点
に
よ
っ
て
拍
子
を
表
す
記
譜
法
を
考
案
し
、
こ
の
符
点
方
式
に
よ
る

楽
譜
集
を
三
代
目
荒
木
古
童
、
川
瀬
順
輔
と
の
合
著
と
し
て
出
版
し
て
い
る
。
こ
の

方
式
は
拍
子
、
リ
ズ
ム
を
正
確
に
表
し
、
教
習
、
演
奏
を
合
理
的
に
し
た
。
こ
の
合

著
出
版
の
際
の
契
約
書
に
は
、
符
点
法
尺
八
楽
譜
が
出
版
さ
れ
る
に
至
る
経
過
が
記

さ
れ
て
い
る
の
で
、
次
に
引
用
す
る
。

契
約
書

荒
木
竹
翁
遺
稿
上
原
虚
洞
附
貼
法
尺
八
譜
其
他
尺
八
架
譜
ノ
出
版
二
関
シ
協

同
シ
テ
出
版
企
ツ
ル
ニ
至
リ
シ
所
以
ヲ
記
述
シ
契
約
ヲ
為
ス
コ
ト
左
ノ
如
シ

第
六
節
上
原
六
四
郎
「
音
響
學
」
講
義
録

一、

顛
末

荒
木
竹
翁
（
本
名
荒
木
半
三
郎
、
竹
名
、
初
梅
旭
、
次
―
―
古
童
（
二
代
目
）、

後
二
竹
翁
卜
号
ス
）
以
前
二
在
リ
テ
ハ
尺
八
製
作
法
モ
進
歩
セ
ズ
尺
八
卜
俗
箪

三
絃
ト
ノ
連
絡
明
カ
ナ
ラ
ザ
リ
シ
ガ
竹
翁
ガ
古
童
卜
称
セ
シ
時
代
二
至
リ
古
童

ハ
管
内
二
漆
地
ヲ
施
シ
テ
其
製
作
法
ヲ
改
メ
更

二
其
裏
孔
ノ
位
置
第
三
孔
ノ
大

サ
ニ
大
ナ
ル
変
化
ヲ
興
ヘ
一
方
二
於
テ
ハ
八
四
ノ
運
指
法
ヲ
稜
見
シ
当
時
存
在

セ
ル
殆
ン
ト
凡
テ
ノ
等
絃
曲
ヲ
基
礎
ト
シ
テ
尺
八
外
曲
譜
ヲ
大
成
シ
之
ヲ
門
弟

二
博
授
シ
之
ヲ
公
開
ノ
席
二
演
奏
セ
リ
本
来
竹
名
二
「
童
」
字
ヲ
附
ス
ル
ハ
琴

古
流
二
例
無
キ
コ
ト
ナ
リ
シ
モ
古
童
以
後
世
人
好
ン
デ
竹
名
―
-
「
童
」
ヲ
附
セ

ル
ハ
翁
ノ
流
ヲ
汲
メ
ル
カ
然
ラ
ザ
レ
バ
其
名
ヲ
摸
倣
セ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ベ
シ

古
童
（
二
代
目
）
ノ
架
譜
ニ
ハ
緩
急
ノ
由
節
ヲ
表
ワ
F
（
二
朱
貼
ヲ
附
シ
縦
線

ヲ
劃
シ
圏
貼
ヲ
加
ヘ
ナ
ホ
本
由
譜
二

倣
ヒ
テ
其
他
ノ
記
号
ヲ
附
シ
タ
レ
ト
モ
拍

子
ヲ
表
ハ
ス
ニ
附
貼
ヲ
以
テ
セ
ル
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
然
ル
ニ
其
門
人
上
原
虚
洞

（本

名
、
上
原
六
四
郎
）
ハ
明
治
十
七
年
以
来
拍
子
ヲ
表
ハ
ス
ニ
附
貼
ヲ
以
テ
ス
ル

ノ
記
譜
法
ヲ
考
案
シ
之
ヲ
古
童
ョ
リ
博
習
シ
又
ハ
古
童
ノ
門
人
原
如
童
ヨ
リ
博

習
シ
其
他
自
ラ
研
究
シ
タ
ル
架
譜
ノ
上
二
試
用
シ
タ
リ
其
結
果
良
好
ナ
ル
ヲ
確

信
シ
タ
ル
ヲ
以
テ
之
ヲ
川
瀬
順
輔
二
偲
ヘ
タ
リ

川
瀬
順
輔
モ
亦
古
童
（
二
代
目
）
ノ
門
人
ナ
リ
附
貼
法
ヲ
上
原
虚
洞
ヨ

リ
博

受
ケ
明
治
二
十
六
年
以
来
其
普
及
ニ
カ
メ
明
治
三
十
四
年
句
切
ノ
記
琥
法
ヲ
考

案
シ
之
ヲ
門
人
二
博
ヘ
タ
リ

思
フ
ニ
作
譜
及
記
譜
二
関
シ
テ
荒
木
半
三
郎
ハ
管
絃
架
作
曲
家
以
外
別
二
著

作
者
ト
シ
テ
ノ
権
ヲ
有
ス
ベ
ク
其
家
督
相
績
人
タ

ル
荒
木
員
之
助
（
竹
名
、
古

童
（
三
代
目
）
）
ハ
其
権
利
ヲ
承
継
セ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ベ
ク
上
原
六
四
郎
ハ
拍
子
ヲ

表
ハ
ス
ニ
足
ル
附
貼
法
ノ
考
案
者
ニ
シ
テ
特
二
従
来
博
習
セ
ル
譜
ノ
貼
者
ト
シ
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テ
著
作
権
ヲ
有
ス
ベ
シ
川
瀬
順
輔
モ
亦
夕
句
切
記
譜

（
横
線
ヲ
劃
ス
）
―
-付
キ

著
作
権
ア
ル
ベ
シ

明
治
四
十
一
年
一
月
十
七
日
荒
木
竹
翁
ノ
歿
ス
ル
ヤ
荒
木
慎
之
助
上
原
六
四

郎
ノ
両
名
ハ
竹
翁
ノ
遺
譜

二
虚
洞
考
案
ノ
附
貼
ヲ
施
シ
テ
出
版
セ
ン
コ
ト
ヲ
企

テ
又
川
瀬
順
輔
ノ
附
黙
法
普
及
二

関
ス
ル
功
績
ヲ
思
ヒ
三
名
協
同
シ
テ
出
版
ヲ

為
サ
ン
コ

ト
ヲ
約
シ
爾
来
毎
週
火
曜
日
ヲ
期
シ
相
會
シ
テ
調
査
研
究
セ

リ
而
シ

三
五
l
-

＿五

一

テ
荒
木
慎
之
助
ハ
別
ニ
ハ
レ
ツ
ノ
運
指
法
ヲ
焚
見
シ
上
原
虚
洞
モ
亦
タ
一
五
卜

三
四
及
ヒ
一
四
ノ
ツ
ノ
運
指
法
ヲ
痰
見
シ
テ
尺
八
ノ
音
域
ヲ
摘
メ
タ

ル
ヲ
以
テ

竹
翁
遺
譜

二
基
キ
テ
出
版
ヲ
為
サ
ン
ト
ス
ル
ニ

当
リ
テ
モ
此
新
運
指
法
ー
ー
ヨ
リ

テ
改
訂
ヲ
加
ヘ
ン
コ
ト
ヲ
約
セ
リ
而
テ
三
名
協
同
研
究
ノ
結
果

ハ
附
貼
記
諧
ノ

方
法
二
付
キ
（

．、

符
号
井
二
呂
カ
ン
、
メ
ル
カ
ル
）
ノ
省
略
凡
例
等
幾
多
ノ

新
案
ヲ
案
出
シ
タ
ル
ヲ
以
テ
架
譜
出
版
二
当
リ
テ
ハ
凡
テ
此
等
ノ
智
誠
ヲ
應
用

シ
榮
譜
ノ
完
成
ヲ
期
セ
ン
ト
セ
リ
故
二
此
譜
曲
出
版
ノ
趣
旨

ハ
各
著
作
者
ヲ
シ

テ
其
権
ヲ
失
ハ
シ
メ
ン
ト
ス
ル
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
各
権
利
者
ノ
有
ス
ル
権
利
ヲ
利
用

シ
協
同
ノ
出
版
ヲ
為
サ
ン
ト
ス
ル
ニ
過
キ
ス
然

レ
ト
モ

三
人
共
同
研
究
ノ
結
果

決
定
シ
タ
ル
考
察

二
関
シ
テ
ハ
各
共
同
著
作
者
ト
シ
テ
其
権
ヲ
有
ス
ベ
キ
ハ
勿

論
ナ
ル
ヲ
以
テ
出
版
シ

タ
ル
榮
譜

ー
ー
関
シ
テ
ハ

三
名
平
等
ノ
割
合
ヲ
以
テ
著
作

権
ヲ
共
有
ス
ベ
キ
コ
ト
ヲ
約
セ
リ
是
レ
此
三
名
協
同
シ
テ
左
ノ
事
項
を
約
ス
ル

ニ
至
レ
ル
顛
末
ナ
リ

二
、
契
約
事
項

一、

荒
木
員
之
助
上
原
六
四
郎
川
瀬
順
輔
力
各
自
従
来
有
セ
シ
権
利

ハ
此
契
約

ニ
ヨ
リ
テ
要
失
セ
ラ
レ
ザ
ル
ベ
キ
事

二、

右
三
名
ハ
従
来
有
セ
シ
権
利
ヲ
行
使
シ
テ
著
作
物
ヲ
複
製
ス
ル
ニ
嘗
リ
其

著
作
物
ノ
益
々
完
全
ト
ナ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
企
望

ス
ル
為
メ
協
同
シ
テ
相
互
相
補

フ
ベ
キ
コ
ト
ヲ
約
ス

三
、
右
協
同
出
版
ヲ
為
ス
タ
メ
協
同
研
究
ノ
結
果
得
タ

ル
考
案

二
関
ス
ル
著
作

権

ハ
三
名
ノ
共
有
ト
ス

右
三
名

ハ
此
考
案

ニ
ョ
リ
テ
第
二
二

掲
ケ
タ
ル
複
製
物

二
増
補
ヲ
ナ
ス
ベ
シ

四
、
竹
翁
遺
稿
外
曲
譜

ハ
前
述
約
定
ノ
如
ク
協
同
シ
テ
順
次
出
版
ス
ベ
シ
此
場

合
二
於
テ
ハ
其
竹
翁
遺
稿
タ
ル

コ
ト
ヲ
明
カ

ニ
ス
ベ
シ

其
他
ノ
尺
八
譜
モ
亦
夕
協
同
シ
テ
出
版
ス

ベ
シ

五
、
四
二

揚
ケ
タ
ル
協
同
出
版
物

二
関

ス
ル
著
作
権

ハ
荒
木
員
之
助
上
原
六
四

郎
川
瀬
順
輔
ノ
共
有
ト
ス

六
、
右
三
名
ノ
者
ハ

互
二
右
協
同
出
版
事
業
ノ
妨
害
卜
為
ル
ベ
キ
行
為
ヲ
為
サ

ズ
又
ハ
第
三
者
ヵ
右
協
同
事
業
ノ
妨
害
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
許
容
セ
ザ
ル
ベ
キ
コ

ト
ヲ
約
ス

七
、
出
版
二

関
ス
ル
費
用
ハ
荒
木
慎
之
助
二
於
テ
之
ヲ
出
資
ス

八
、
三
名
協
同
出
版
ノ
架
譜
成
リ
タ
ル
場
合

二
於
テ
右
三
名
ハ
各
々
自
己
ノ
入

用
ナ
ル
部
数
タ
ケ
賓
費
ヲ
以
テ
申
受
ル

コ
ト
ヲ
得

九
、
楽
譜
出
版
及
稜
賣

二
関
シ

テ
ハ
書
雖
卜
約
定
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得
其
痰
賣
シ

タ
ル
利
益

ハ
荒
木
員
之
助
十
分
ノ
四
、
上
原
六
四
郎
川
瀬
順
輔
ノ
両
名
ハ
十

分
ノ
三
宛
ノ
割
合
ヲ
以
テ
分
配
ス

+
、
筆
耕
ハ
川
瀬
順
輔

二
於
テ
撥
任
シ
其
料
金

ハ
壺
曲
金
六
円
ノ
割
ト
ス

十
一
、
三
名
ノ
内
死
亡
者
ヲ
生
シ

タ
ル
場
合

二
於
テ
ハ
其
相
績
人
又
ハ
死
者
ガ

生
前
二
指
定
シ

タ
ル
者

ハ
死
者
ノ
権
利
ヲ
承
継
シ
テ
協
同
事
業

二
加
入
ス

ル

コ
ト
得
若
シ
前
項
ノ
承
継
人
力
其
権
利
ヲ
譲
リ
渡
サ
ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
生
存

者
ハ
相
当
代
債
ヲ
以
テ
之
ヲ
先
買
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

十
二
、

右
契
約
者

ハ
同
文
三
通
ヲ
作
リ
各
調
印
シ
テ
其
壱
通
ヲ
所
持
ス
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明
治
四
十
一
年
十
一
月
三
日

〔
手
書
き
〕

上
原
六
四
郎
は
明
治
十
五
年
か
ら
音
楽
取
調
掛
に
勤
務
し
て
お
り
、
そ
の
邦
楽
方

面
の
基
礎
づ
く
り
に
力
を
入
れ
た
と
い
う
。
同
二
十
六
年
、
東
京
音
楽
学
校
が
高
等

師
範
学
校
附
属
音
楽
学
校
と
改
称
さ
れ
た
際
に
は
こ
の
音
楽
学
校
の
主
事
、
す
な
わ

ち
実
質
上
の
校
長
に
命
ぜ
ら
れ
、
同
三
十
一
年
ま
で
こ
れ
を
勤
め
て
い
る
。
東
京
音

楽
学
校
を
退
官
す
る
の
は
同
四
十
五
年
で
あ
る
か
ら
、
三
十
年
の
間
音
楽
教
育
に
携

わ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
物
理
学
の
知
識
を
生
か
し
た
音
恕
学
の
講
義
や
音
楽
史
の
講

義
を
担
当
し
て
い
た
。

音
孵
学
の
講
義
は
明
治
二
十
六
年
に
始
ま
っ
た
。
当
時
学
生
で
あ
っ
た
上
原
の
三

女
上
原
ツ
ル
（
明
治
二
十
五
年
予
科
入
学
）
の
講
義
録
が
今
日
残

っ
て
い
る
が
、
音

響
学
の
定
義
、
音
の
原
因
か
ら
始
ま
り
、
音
の
諸
性
質
、
標
準
音
、
音
程
、
音
階
な

ど
に
つ
い
て
詳
細
な
講
義
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
音
の
共
鳴
、

反
射
に
関
す
る
講
義
で
は
、
劇
場
、
楽
堂
、
講
堂
と
し
て
望
ま
し
い
構
造
を
、
壁
、

天
井
、
床
の
形
、
材
料
な
ど
の
点
か
ら
論
じ
て
い
る
。
当
時
の
音
響
設
計
に
関
す
る

考
え
方
を
知
る
上
で
興
味
あ
る
講
義
で
あ
る
の
で
次
に
引
用
し
よ
う
。
（
上
原
の
音

孵
学
の
講
義
は
、
『
一
音
楽
雑
誌
』
第
五
十
九
号
か
ら
第
七
十
六
号
〔
明
治
二
十
九
年

か
ら
明
治
三
十
一
年
〕
に
十
八
回
に
分
け
て
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
大
筋
は
東
京
音
楽

学
校
で
の
構
義
と
同
じ
で
あ
る
。）

奏
楽
堂
、
集
會
所
等
ノ
構
造
ニ
ッ
キ
テ

劇
場
、
楽
堂
、
講
堂
等
ノ
構
造
ニ
ッ
キ
テ
ハ

言
語
又
ハ
音
楽
ノ
明
瞭
二
聴
衆

者
二
聞
ユ
ル
コ
ト
緊
要
ナ
リ
。
此
目
的
ヲ
達
セ
ン
ニ
ハ
前
記
ノ
数
條
ヲ
巧
二

利
用
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
ス

〔
マ
マ
〕

家
屋
ハ
但
二
暑
寒
ヲ
防
グ
其
外
二
音
ニ
ッ
キ
テ
大
二
注
意
ヲ
要
ス

荒
木
虞
之
助

上
原
六
四
郎

川
瀬
順
輔

今
日
ノ
我
国
二
於
ケ
ル
建
築
学
者
ハ
此
音
ニ
ッ
キ
テ
ハ
意
ヲ
用
ヒ
ズ
然
レ

ト
モ
吾
人
ノ
家
ノ
コ

ト
ガ
屋
外
二
聞
工
又
ハ
屋
外
ノ
音
ノ
サ
ワ
ガ
シ
キ
ガ

聞
ュ
ル
事

ハ
殊
ニ
オ
モ
シ
ロ
カ
ラ
ズ
、
故
二
此
点
ヨ
リ
論
ス
レ
バ
内
外
ノ

音
ガ
互
二
聞
工
ザ
ル
ヤ
ウ
ニ
ス
ル
ノ
ガ
必
要
ナ
リ

音
ノ
他
ニ
モ
レ
ザ
ル
コ

ト
ハ
田
舎
ノ
如
ク
家
ガ
接
シ
居
ラ
ザ
ル
家

ニ
ア
リ

テ
ハ
先
ツ
不
必
要
ナ
レ
ト
モ
、
東
京
ノ
如
ク
家
屋
接
近
シ
テ
居
ル
時
ハ
殊

二
注
意
ヲ
要
ス

又
一
軒
ノ
中
ニ
テ
モ
室
々
互
二
音
ノ
モ
レ
ザ
ル
ヤ
ウ
ニ
ナ
ス
コ
ト
必
要
ナ

リ
、
学
校
ナ
ド
コ
ト
ニ
然
リ

音
ヲ
防
ク
方
法

家
ヲ
作
ル
材
料
ニ
ハ
不
導
音
体
ヲ
用
フ
ベ
シ

（
音
ヲ
博
ヘ
ザ
ル
モ
ノ
ハ
多
ク
ハ
導
熱
性
卜
多
ク
ハ
並
行
ス
）

壁

家

房

ノ
四
壁

ハ
音
ヲ
遮
断
ス
ル
性
二

富
ム
モ
ノ
ヲ
利
用
シ
且
成
可
ク
厚
ク

構
造
ス
ベ
シ
、
然
ラ
ザ
レ
バ
室
外
喧
躁
ノ
為
メ
ニ
室
内
ノ
談
話
ヲ
聞
キ
能

ハ

ザ
ル
コ
ト
ア
リ
、
又
室
内
ノ
秘
密
談
ノ
外
二
漏
ル
ヽ
然
レ
ア
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ

音
声
室
外
二
溢
レ
出
レ
バ
随
テ
室
内
ノ
反
対
音
減
シ
テ
聞
キ
悪
キ
コ
ト
ア
レ

バ
ナ
リ

音
ヲ
遮
断
ス
ル
性
ア

ル
モ
ノ
ハ

土
、
煉
瓦
、
石
材
（
煉
瓦
ハ
債
高
ケ
レ
バ
土
ノ
方
比
較
ヨ
シ
）
之
モ
成
可
ク

厚
ク
ナ
ス
時
ハ
殊
二
可
ナ
リ

た
い
こ
ば
り
ハ
以
上
ノ
材
料
ョ
リ
ハ
悪
シ
、
モ
シ
カ
ク
ス
ル
時
ハ
其
か
ベ
ト

か
ベ
ト
ノ
間
二
不
導
音
体
ナ
ル
（
砂
、
鉄
屑
、
藁
屑
）
等
ノ
弾
性
少
ナ
ク
細

ク
別
レ
シ
モ
ノ
ヲ
其
間
隙
二
充
填
ス
ベ
シ

斯
ク
ノ
如
ク
ス
ル
ト
キ
ハ
音
ヲ
防
ク
ト
同
時
二
音
ガ
強
ク
ナ
ル
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窓
ヲ
ア
ケ
ル
、
其
材
料
ニ
ハ
が
ら
す
最
モ
ヨ
シ

（此
が
ら
す
ハ

幸
二
音
熱
何
レ
モ
外
二
漏
レ
ズ
）

願
ク
ハ
此
が
ら
す
ヲ
使
フ
ト
同
時
―
―
此
が

ら
す
ノ
内
外
二
枚
ト
シ
其
間
二
空
間
ヲ
作
レ
バ
尚
ヨ
シ

入
口
入
ロ
ハ
が
ら
す
ヲ
使
フ
ト
同
時
二
此
が
ら
す
ノ
外
二
尚
材
料
ヲ
要
ス
、

多
ク
ハ
木
ヲ
用
フ
、
サ
レ
ド
之
ハ
導
音
体
故
、
ラ
シ
ャ
、
フ
ラ
ン
ネ
ル
ノ
如

キ
不
導
音
体

ニ
テ
之
ヲ
覆
フ
ベ
シ
、
又
、
出
来
得
ル
ナ
ラ
此
戸
モ
ニ
枚
ニ
シ

テ
ホ
シ
イ

天
井
、
床
之
モ
成
可
ク
壁
ノ
如
ク
ニ
シ
タ
イ
、
二
階
ナ
ド
ア
ル
家
テ
ハ
殊
ニ

必
要
ナ
リ
、

屋
根
モ
と
た
ん
ノ
如
キ
モ
ノ
ハ
イ
ケ
ナ
イ

室
内
ノ
形
室
ハ
大
小
―
ー
ヨ
リ
異
ル
、
即
チ
形
小
ナ

ル
時
ハ
直
達
音
卜
反
射
音

卜
殆
ド
同
時
二
聞

ユ
ル
故
二
其
形
ハ
カ
マ
ハ
ヌ

室
ノ
廣
キ
ト
キ
ハ
共
鳴
ハ
変
シ
テ
山
彦
ノ
作
用
ヲ
ナ
シ
後
発
ノ
反
射
音
卜
前

発
ノ
直
達
音
卜
相
混
シ
明
瞭
ヲ
カ
ク
可
シ
、
又
少
ク
ト
モ
余
音
ト
ナ
ル
（
之

モ
時
ト
シ
テ
ハ
助
カ
ス
ル
コ
ト
ア
レ
ト
モ
、
又
害
ヲ
ス
ル
コ
ト
モ
ア
リ
）
、
故

二
此
点
二

注
意
ヲ
要
ス

余
音

ニ
ッ
ぎ
プ

狭
キ
室
ニ
テ
ハ
余
音
ナ
ケ
レ
ト
モ
広
ク
ナ
ル
ト
余
音
ァ
ル
為
―
ー
カ
ヘ
リ
テ
演

舌
ノ
時
害
ヲ
ナ
ス
コ
ト
ア
リ
、
郎
チ
、
ア
マ
リ
ニ
余
音
モ
強
ス
ギ
ル
時
ハ
ワ

ン
ワ
ン
云
フ
テ
カ
ヘ
リ
テ
聞
キ
ニ
ク
シ
此
余
音
ニ
ッ
キ
テ
ハ
形
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ

造
リ
方
二
大
二
注
意
セ
ザ
ル
可
カ
ラ
ズ

音
楽
ハ
演
舌
ト
ハ
異
ナ
リ
幾
分
力
余
音
モ
必
要

殊

二
、
コ
ー
ラ
ス
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
ノ
如
キ
ハ
余
音
多
キ
方
ヨ
シ

ゾ
ロ
（
独
奏
）
ノ
如
ク
綿
密
ナ
ル
モ
ノ
ハ
余
音
少
ナ
キ
方
ヨ
シ

あ
か
り
と
り

余
音
ニ
ッ
ぎ
プ
ハ
室
ノ
形
状
二
注
意
ス
ベ
キ
ナ
リ
、
大
ナ
ル
室
ニ
テ
ハ
図
ノ

如
ク
卵
ヲ
ニ
分
シ
タ
ル
形
ヲ
用
フ

c
d
ナ
ル
間
ロ
ヲ
十
間
ト
ナ
ス
ト
、
E
F
天
井
ハ
其
二
分
ノ
一

、
即
チ
五
間

ニ
テ
、
奥
行
A
B
ハ
間
ロ
ノ
ニ
倍
、
郎
チ
ニ
十
間

天
井
ハ
余
音
二
大
二
関
係
ア
リ
（
即
チ
高
ス
ギ

ル
ト
余
音
多
ス
ギ
ル
故
特

二

注
意
ヲ
要
ス
）

四
隅
、
天
井
等
ヲ
円
形
ヲ
ナ
ス
ハ
好
マ
シ
カ
ラ
ズ

球
状
面
―
―
ハ
必
ズ
焦
点
ノ
之
二
伴
フ
ア
リ
テ
音
声
ヲ
偏
二
此
点
二
集
合
シ
テ

原
音
ヲ
害
シ
、
之
二
反
シ
点
外
―
―
ハ
反
射
音
彫
ナ
キ
ニ
過
ク
ル
コ
ト
ア
リ
、

然
レ

ト
モ
執
行
者
ノ
直
上
ノ
天
井
、
直
後
ノ
壁
並

二
隅
角
へ
球
形
ト
ナ
シ
其

大
焦
点
二
執
行
者
ノ
座
席
ヲ
設
ク
ル
ヲ
可
ト
ス

(
A
ハ
大
焦
点
、
大
焼
点
、
大
光
心
ト
モ

云
フ
、
図
ノ
如

ニ
ス
ル

ト
キ
ハ
執
行
者
ノ
背
後
ノ
壁
及
天
井
二
反
射
セ
ラ
レ
タ
ル
音
線

ハ

皆
並
行
シ
テ
聴
衆
ノ
席
二
進
ミ
テ
直
達
音
ヲ
助
ク
ベ
ケ
レ
バ
ナ
リ

-
A

-．
 

（

ー

＼

壁
ノ
反
射
ニ
ッ
キ
テ

又
演
奏
者
ノ
後
方
ノ
形
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
質

ニ
モ
注
意

ス
ベ
キ
ナ
リ
、
郎
チ
、
成
可

ク
反
射
カ
ノ
強
キ
方
ヨ
シ
（
即
チ
直
達
音
、
反
射
音
同
時
二
聞
ュ
ル
故
ナ
リ
）

壁
ハ
演
舌
或
ハ
音
楽
等

ニ
ョ
リ
或
ハ
反
射
ノ
大
ナ
ル
時
卜
小
ナ
ル
時
ト
ニ
種

ノ
必
要
ヲ
生
ズ

A~ジ

c̀d 
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小
ニ
ス
ル
ニ

ハ
壁
二
幕
ヲ
掛
ク
ル
時
ハ
或
ハ
飾
ト
ナ
リ
又
反
射
ヲ
減
ジ
為
二

大
二
利
ア
リ
、
同
ジ
壁

ニ
テ
モ
、
叫
叫
ァ

ル
時
ハ
大
ニ
カ
ヲ
増
ス

奏
楽
堂
ナ
ド
ハ
、
反
射
力
強
ス
キ
ル
ヨ
リ
、
ム
シ
ロ
少
キ
方
ヨ
シ

床
ユ
カ
ハ
反
射
カ
ノ
如
何
二
関
セ
ズ
布
ヲ
用
フ
方
ヨ
シ
（
カ
ク
ス
ル
ト
キ
ハ

足
音
ヲ
防
キ
得
ベ
シ
）

室
内
ノ
空
気

ハ
常
二
新
陳
代
謝
ヲ
セ
シ
メ
テ
衛
生
ヲ
計
ル
ト
同
時
二
音
ニ
ッ

キ
テ
モ
必
要
ナ
リ

一
堂
二
多
人
数
集
マ
ル

ト
キ
ハ
大
二

堂
内
ノ
音
声
ヲ
減
少
ス
、
之
、
衣
服
ハ

音
ヲ
吸
収
ス
ル
性
ア
ル
ニ
依
ル
ト
雖
モ
亦
燈
火
、
人
熱
ノ
為
二
室
内
ノ
空
気

二
粗
薄
ナ
ル
所
ヲ
生
ズ
ル
ニ
由
ル
、
蓋
シ
光
線
ノ
如
ク
音
線
モ
亦
空
気
中
ノ

濃
所

ョ
リ
淡
所
二
入
ル
時
ハ
独
リ
屈
折
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
又
反
射
セ
ラ
ル

ヽ
コ
ト

ア
ル
モ
ノ
ニ
テ
舞
台
上
ノ
濃
空
気

ヨ
リ
聴
衆
頭
上
ノ
淡
気
二
向
フ
所

ハ
音
線
之
ガ
為
二
反
射
セ
ラ
レ
テ
舞
台
ニ
カ
ヘ
リ
聴
衆
ノ
耳

二
入
リ
難
キ

ニ

由
ル

〔
手
書
き
〕

上
原
六
四
郎
の
日
本
音
楽
に
関
す
る
研
究
と
し
て
は
、
明
治
二
十
八
年
八
月
、
金

港
堂
か
ら
発
行
さ
れ
た

『
俗
楽
旋
律
考
』
が
有
名
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
普
く
世
間
に

行
わ
れ
て
居
る
佳
歌

・
童
謡
を
始
め
、
浮
瑠
璃

・
端
歌

・
琴
歌

・謡
曲

・
尺
八
本
曲
等

を
純
稲
し
た
我
國
固
有
の
音
楽
」

す
な
わ
ち
俗
楽
の
音
階
を
理
論
的
に
研
究
し
た
も

の
で
あ
り
、
陽
音
階
（
田
舎
節
）
と
陰
音
階
（
都
節
）
の
二
旋
法
を
定
め
る
な
ど
、

そ
の
後
の
日
本
音
楽
研
究
の
理
論
的
基
礎
を
築
い
た
も
の
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
彼

は
、
音
響
学
の
講
義
で
も
音
階
に

つ
い
て
か
な
り
詳
し
く
論
じ
て
お
り
、
ピ

タ
ゴ
ラ

ス
音
階
、
支
那
の
呂
旋

・
律
旋
、
ギ
リ
シ
ャ
旋
法
、
西
洋
の
長
音
階

・
短
音
階
、
日

本
の
陽
旋

・
陰
旋
な
ど
を
、
数
式
や
、

コ
ン
マ
を
用
い
な
が
ら
説
明
し
て
い
る
。
上

原
ツ
ル
の
講
義
録
か
ら
音
階
に
関
す
る
部
分
を
引
用
し
よ
う
。

臣 澄 臣
苓苓

d
o
r
ie
n
 

h
y
p
o
,
d
o
r
i
e
n
 

p
h
r
y
g
i
e
n
 

r
e
 

la ．
 

ffil 

音
楽
ハ
如
何
ナ
ル
簡
輩
ナ
モ
ノ
デ
モ
時
ノ
長
短
云
ヒ
換
レ
バ
拍
子
並
二
高
低

ト
ノ
ニ
ツ
ア

リ
、
之
ハ
何
レ
モ
カ
ク
可
カ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ナ
リ
、
此
ニ
ッ
ノ
モ

ノ
ニ
ハ
各
規
則
カ
ア
ッ
テ
、

ス
ベ
テ
ヲ
ト
ヽ
ノ
ヘ
行
ク
モ
ノ
デ
ア
ル

如
何
ナ
ル
音
楽
デ
モ
拍
子
ハ
ア
ル
可
キ
筈
ナ
レ
ト
モ
古
キ
モ
ノ
ニ
ハ
拍
子

ガ
全
ク
ナ
キ
モ
ノ
モ
ア
リ
マ
ス
、
雅
楽
ノ
方
ニ

モ
拍
子
ノ
ナ
イ
モ

ノ
ガ
ア
ル

ソ
ー
デ
ス
ケ
レ
ト
モ

又
宗
教
ノ
方
ニ
モ
拍
子
ノ
ナ
イ
モ
ノ
ガ
ア
リ
マ
ス

例
ヘ
バ
尺
八
ノ
本
曲
ハ
普
化
宗
二
於
テ
鰹
文
ノ
カ
ワ
リ
ニ
佛
前
二
於
テ
演
奏

ス
ル
曲
ナ
リ
、
此
曲
ノ
如
キ
ハ
全
ク
拍
子
ナ
シ
、
然
シ
拍
子
ガ
全
ク
ナ
イ
ト

ハ
云
ハ
レ
ナ
イ
、
ナ
ゼ
ナ
レ
バ
一
人
フ
イ
テ
モ
ニ
人
フ
イ
テ
モ
、
チ
ャ
ン

ト

ア
フ
、
之
ハ
即
チ
気
合
卜
云
フ
モ
ノ
デ
ア
ラ
ウ
（
気
合
ト
ハ
ニ
人
ガ
思
フ
所

ガ
自
ラ
合
ス
ル
U

ト
ヲ
云
フ
）
デ
ア
ル
故
二
拍
子
ガ
ナ
イ
ト
ハ
云
ハ
レ
ナ
イ

ケ
レ
ト
モ
拍
子
ヲ
キ
メ
ル
コ
ト
ハ
出
来
ヌ

定
義
音
ノ
高
低
ニ
ッ
キ
テ
ノ
規
則
ハ
低
音
階
ナ
リ
、
此
音
階
以
外
二
出
ル
コ

ト
ハ
出
来
ヌ
、
音
階
ハ
種
類
ガ
ナ
カ
ナ
カ
多
ク
国
ニ
ヨ
リ
時
ニ
ヨ
リ
、
ソ
レ

ゾ
レ
ノ
音
階
ア
リ

音
階
ノ
変
遷
ギ
リ
シ
ャ
ノ
如
キ
ハ
十
五
旋
法
ト
ト
ナ
ヘ

、
十
五
音
階
ア
リ
、

其
後
変
化
シ
テ
七
種
類
ニ
ナ
リ
四
旋
法
ニ
マ
デ
減
ス
ル
コ

ト
ガ
出
来
夕
、
其

後

G
r
e
g
o
r
y

が
八
旋
法
ニ
ナ
ホ
シ
タ
、
四
旋
法
ハ

A
m
b
r
o
s
e

ガ
作
ッ
タ

音
階

1
5
…

7
…

4
・
・
・
8
 

t
o
m
q
u
e
 
d
o
m
m
a
n
t
e
 

r
e
 

~
澤
，
l
a

，＇ 

•9 la
 imlt 
re
 

ffil 
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P
i
t
h
a
g
o
r
a
s

ナ
リ

之
ヲ
音
階
ノ
形
ニ
マ
ト
メ
ル
、

長
音
階
ノ
成
立
ハ
紀
元
前
六
世
紀
ノ
頃
、

フ
人
ア
リ
此
人
ガ
音
階
ノ
成
立
ヲ
発
明
ス
、

fa…
d
o…

s
o
l…

r
e…

la…

m
i…

s
i
 

Jレ

コ
ノ
音
階
ノ
割
出
方
ヲ
発
明
シ
タ
ノ
ハ

ソ
レ
ハ

ギ
リ
シ
ャ
ニ

P
i
t
h
a
g
o
r
a
s

卜
云

G
r
e
g
o
r
y
ガ
八
旋
法
ヲ
作
リ
シ
ハ
六
世
紀
、

十
四
五
世
紀
頃
長
短
音
階
ガ
出
来
夕

音
階
ハ
色
々
ア
ル
ケ
レ
ト
モ
ド
レ
カ
ゞ
八
旋
法
二
帰
着
ス

メ
ロ
デ
ー
ノ
作
リ
方
ニ
ョ
ッ
テ

ヨ
ホ
ド
カ
ワ
ッ
テ
ル
コ
ト
モ
ア
ル
、
其
中

ノ
或
音
ヲ
用
ヒ
ザ
ル
コ

ト
モ

ア
ル
ケ
レ
ト
モ

、
大
体
ハ
此
八
旋
法
二
帰
着
ス

音
階
J
成

立

ハ

、
ゴ
ク
開
ケ
ザ
ル
時
代
ノ
音
階
ハ

o
c
t
a
v
e

ノ
間
二
出
来
ズ

大
概
五
度
位
二
止
マ
ル
、
稽
々
開
ケ
テ

d
o

fa s
o
l
 
d
o
、
之
ガ
音
階
ノ
抑
モ

始
メ
ナ
リ
、
開
ケ
タ
音
楽
デ
モ
此
四
ツ
ガ
カ
ア
ル
モ
ノ
ト
サ
レ
テ
イ
ル
、
ソ

シ
テ
大
抵
ノ
音
階
ニ
ハ
之
ヲ
含
ム
、
又

fa
ガ
増
四
度
ト
ナ
ッ
テ
ル
モ
ノ
モ

ア
リ
、
ケ
レ
ト
モ
之
ハ
音
階
ト
シ
テ
ハ
有
リ
得
ベ
カ
ラ
ザ
ル
事
ナ
リ
、
然
シ

古
イ
虞
ニ
ハ
実
際
ア
ッ
タ
ラ
シ
イ

音
階
ハ

d
o…

fa
s
o
l…

d
o

ノ
和
声
、
位
置

ニ
ア
リ
、

色
々
ノ
音
階
ガ
出
来

コ
レ
ガ
和
声
ノ
開
ケ
ル
ニ
従
テ

澄

h
y
p
o
p
h
r
y
g
i
e
n
 

si 

m
i
 

<lien 

fa 

d
o
 

，．
 

臣

ly

｀`
 ̀．' 

.,̀ 

澄

h
y
p
o
l
y
d
i
e
n
 

d
o
 

fa 

臣

m
i
x
o
l
y
d
i
e
n
 

sol 

___ !e 

，＇ 
，＇ 

澄

hi
p
o
m
i
x
o
 lydien 
re 

sol 

臣
苓
ヽ
ノ

t
o
n
i
q
u
e
3
 Y

出
涛
注
i
d
o
m
i
n
a
n
t
e
 
T
 Y 

澄
苓
ヽ
ノ

toniq
u
e
3
 Y
 
12:9/tH 
d
o
m
i
n
a
n
t
e
 T
Y

 
re ．

 

S
l
 

fa 
d
o
 

sol 

最
モ
古
イ
慮
デ
ハ

si
ヲ
用
ヒ
ナ
カ
ッ
タ
、
郎
チ
六
音
階
デ
ア
ッ
タ
、
尤
モ
調

子
ガ
轄
ジ
レ
バ
用
ヒ

タ
、
後
世
si
ヲ
用
フ
ル
コ
ト
ト
ナ
ッ

タ
、
此
事

ハ
支
那

デ
モ
行
ハ
レ
テ
イ

タ
、
支
那
デ
ハ
順
八
逆
六
ナ
リ

d
o
 

re
 
la
 
m
i
 
si
 

d
o
 

m
i
 
fa 
sol 
la 
s
i
 d
o
 

d
o
 
• 

re
.
 mi
 
• 

W
 
• 
s
o
l
 
• 

la • 

si
 
• 

d
o
 

岡

亜

油

溌

癖

癖

1
1

冷

園

園

d
o
 
sol 
r
e
 
la 

m
i
 
si 

fa# 

支
那
ノ
古
イ
所
ハ
宮
、
徴
、
商
、
弱
、
角
ノ
ミ
之
ヲ
五
音
卜
云
ヒ
シ
、
舜
ガ

レ
イ
リ
ン
ニ
タ
ノ
ミ
テ
五
音
ヲ
作
ラ
シ
ム
ト
云
フ
コ
ト
ア
リ

其
後
周
ノ
文
王
ガ
ニ
絃
ヲ
加

ヘ
タ
、
之
ガ

s
i,

fa 
(
変
宮
、
変
徴
）

ナ
リ
、

之
ヲ
変
声
ト
ト
ナ
ヘ

、
変
声
ハ

to
n
i
q
u
e

二
用
フ
ル
コ
ト
ハ
出
来
ズ

ト、

概
シ
テ
、
古
イ
所
ハ
音
階
ノ
音
ノ
数
ハ
少
ナ
イ
、
ケ
レ
ト
モ
七
音
以
外
ニ
ハ

出
来
ソ
ウ
モ
ナ
イ
、
ナ
ゼ
ナ
レ
バ
七
音
以
上
ニ
ナ
ル
ト
半
音
ガ
ニ
個
所
ッ
ゞ

ク
尤
モ
カ
ザ
リ
ノ
音
ト
シ
テ
ハ
タ
マ
ニ
用
フ

斯
ク
ノ
如
ク
、
s
c
a
l
e

ハ
割
リ
出
シ
方
ニ
ョ

リ
出
テ
ク
ル
ラ
シ
イ

ギ
リ
シ
ャ
ハ
糸
ノ
長
サ
ヲ
以
テ
ハ
カ
ル

P
i
t
h
a
g
o
r
a
s

ノ
説

3
 

4
 

5
 

6
 

7
 

．

．

 

．

．

．

．

 ．
．
 

sol 

re 

la 

m
1
 

s1 

〔

4
4〕

2
 

2
2
 

3
3
 

2
4
 

2
5
 

2
6
 

wl
崎

喝

囁

喝

喝

コ
レ
ヲ

o
c
t
a
v
e

ノ
中
ニ
イ
レ
ヽ
バ

郎
チ
左
ノ
如
シ

（
順
八
ノ
時
ハ

2
-
3
ニ
カ

ケ
、
逆
六
J
時
ハ

4
-
3
ヲ
カ
ケ
ル
）

逆
六
順
八
ニ
ア
タ
ル

※
寧

痣
>
涅
汁

沖
浬

・苔 -

印
滞

惹
>
‘
ク
b

9 fa 

合～
re 

sol 
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84 云
フ

72 ヽ

二
絃
ヲ
マ
シ

卜

64 
54
、
48
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以
テ
五
音
卜
云
フ
（
コ
レ
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要
ス
ル
―

I

p
i
a
n
o
,
 or
g
a
n

ハ
十
二
律
ソ
ノ
以
上
ナ
ケ
レ
バ
タ
ラ
ヌ
、

完
全
ニ
ス
レ
バ
五
十
三
律
ヲ
要
ス
、
然
レ
ト
モ
コ
レ
ハ
ト
テ
モ
出
来
得
ベ
カ

ラ
ザ
ル
コ
ト
ナ
リ
、

violin
ハ
モ
ト
ヨ
リ
他
ノ
楽
器
ニ
テ
モ

c
o
m
m
a
ノ
上

リ
下
リ
ハ
出
来
ル
、
郎
チ
尺
八
ハ
ク
ビ
ノ
フ
リ
カ
タ
ト
、
穴
ノ
ア
ケ
カ
タ
ト

デ
一
音
ノ
上
リ
下
リ
ガ
出
来
ル
、
七
リ
キ
ハ
刈
叫
ハ
（
低
）
カ
リ
（
高
）
ガ
三

音
位
出
来
ル
、
故
二
之
ヲ
ヘ
タ
ノ
人
二
演
ゼ
シ
メ
ル
ト
非
常
ニ
キ
ヽ
ニ
ク
、

上
手
ノ
人
二

演
ゼ
シ
ム
ル

ト
大
ヘ
ン
ニ
ョ
イ
、

西
洋
楽
器
デ
ハ
オ
ー
ボ
ー
ガ

上
下
出
来
ル
、
出
来
ナ
イ
ノ
ハ

p
i
a
n
o
,
o
r
g
a
n
ナ
リ

現
二
和
声
上
ヨ
リ
ヤ
カ
マ
シ
ク
云
ハ
ナ
ク
テ
モ
耳
デ
ワ
カ
ル
、

コ
レ
ヲ
ド
ー

シ
タ
ラ
ヨ
イ
ダ
ロ
ー
、
何
時
モ
ホ
ネ
オ
ッ
テ
モ
サ
イ
ヤ
ウ
サ
レ
ヌ
、
其
一
ノ

原
因
ハ
習
慣
ナ
リ
、

k
e
y
ガ
少
ナ
ク
ナ
ル
分
ニ
ハ
マ
ダ
ヨ
イ
デ
ア
ロ
ー
ケ
レ

ト
モ
、

多
ク
ナ
ル
ト
技
術
家
ハ
ト
テ
モ
出
来
ナ
イ
、
モ
シ
ョ
イ
ト
シ
テ
モ
其

数
ガ
キ
メ
ラ
レ
ヌ
、
又
数
ガ
キ
マ
ッ
テ
モ
音
ノ
配
置
、
ユ
ビ
ノ
使
ヒ
方
ガ
ム

ッ
カ
シ
イ
、
之
―
―
ハ
色
々
ノ
議
論
ア
リ
、
之
ニ
ッ
キ
日
本
ニ
テ
非
常
二
其
改

良
二
盛
カ
サ
レ
タ
方
ハ
田
中
正
平
君
ナ
リ
、
氏
ハ
ド
イ
ツ
ニ
十
四
年
間
音
響

学
ノ
研
究
セ
ラ
レ
非
常
二
音
楽
二
熱
心
ニ
テ
曲
ヲ
キ
カ
レ
ル

ト
キ
ハ

直
チ
ニ

誰
ノ
曲
カ
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
知
ル
、
研
究
ノ
結
果
一
種
ノ
パ
イ
。
フ
ォ
ル
ガ
ン
ヲ

作
ラ
レ
独
逸
二
発
表
セ
ラ
レ
タ
ル
ト
キ
皇
帝
モ
非
常
二

賞
セ

ラ
レ
タ
リ
、

後
、
伊
藤
侯
、
ド
イ
ツ
ニ
行
カ
レ

タ
ト
キ
ニ
田
中
氏
ノ
コ
ト
ヲ
帝
ョ
リ
聞
カ

レ
知
ラ
ザ
リ
シ
為
二
大
ニ
ハ
ヂ
ヲ
カ
イ
タ
ト
ノ
コ
ト
斯
ク
マ
デ
ド
イ
ツ
デ
ハ

非
常
二
有
名
ナ
リ

k
e
y

ヲ
ウ
ゴ
カ
ス
コ
ト
ハ
第
一
移
調
二
便
、

第
ニ
フ
エ
ヲ
多
ク
イ
ラ
ズ
、
フ

ェ
ニ
ハ
三
十
六
、

k
e
y

(_ 

11+、
中
六
ツ
ダ
ケ
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ク
ナ
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、
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ニ
ノ
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ト
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云
フ
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下
シ
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ベ
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ノ
ガ
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仲
呂
、

應
鐘
ハ
変
声

此
以
上
道
理
上
ハ
イ
ラ
ズ
、

ヽ
ル
ア

ヤ
マ
チ
ガ
来
夕

岡•

虞
カ
イ
ケ
ヌ
、

耳
ト
モ
ノ
サ
シ
ト
混
同
ョ
リ
カ

(

1

)

『
昔
楽
雑
誌
』
第
七
十
五
号

（明
治
三
十
一

年
）
に
は
三
十
二
律
を
有
鍵
楽
器
に
配
当

す
る
方
法
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
図
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
次
に
掲
げ
る
。

こ
の
貴
重
な
J
I
卜
は
上
原
六
四
郎
氏
の
一
番
末
の
御
子
息
上
原
之
節
氏
（
元
東

京
芸
術
大
学
美
術
学
部
教
授
）
よ
り
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
。
な
お
上
原
ツ
ル
氏
は

之
節
氏
の
お
姉
さ
ん
で
あ
る
。
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明
治
維
新
と
と
も
に
わ
が
国
も
諸
般
の
制
度
改
革
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
―

つ
に

祝
日
大
祭
日
の
制
定
が
あ
っ
た
。
最
初
に
確
定
し
た
祝
祭
日
は
明
治
三
年
四
月
二

十

七
日
太
政
官
布
告
、
第
五
十
七
号
で
正
月
朔
日
、
正
月
十
五
日
、
三
月
三
日
、
五
月

(
1
)
 

五
日
、
七
月
七
日
、
七
月
十
五
日
、
八
月
朔
日
、
九
月
九
日
、
九
月
二
十
二
日
（
明

治
天
皇
天
長
節
）
が
決
り
、
同
五
年
に
は
十

一
月
十
五
日
紳
武
天
皇
御
即
位
日
を
制

定
、
翌
六
年

一
月
四
日
の
太
政
官
布
告
第
一
号
に
よ
っ
て
五
節
句
（
正
月
七
日
七

草
、
三
月
三
日
桃
の
節
句
、
五
月
五
日
端
午
、
七
月
七
日
七
夕
、
九
月
九
日
重
陽
）

が
廃
止
さ
れ
た
。

(

1

)

明
治
天
皇
の
誕
生
日
九
月
二
十
二
日
は
太
陽
暦
に
換
算
す
る
と
十
一
月
三
日
に
な
る
。

同
年
十
月
十
四
日
太
政
官
布
告
第
三
四
四
号
で
公
布
さ
れ
た
祝
祭
日
は
「
元
始
祭

一
月
三
日
」「
新
年
宴
會
一
月
五
日
」
「
孝
明
天
皇

祭

一
月
三
十
日
」
「
紀
元
節
二
月

十
一
日
」
「
紳
武
天
皇
祭
四
月
三

日
」
「
神
嘗
祭

十
月
十
七
日
」
「
天
長
節
十
一
月
三

日
」
「
新
嘗
祭
十
二
月
二
十
三
日
」
と

な
り
、
明
治
十
一
年
の
布
告
に
よ
っ
て
「
春

季
皇
霊
祭

・
秋
季
皇
霊
祭
」
が
追
加
さ
れ
て
ほ
ぼ
確
定
し
た
。
こ
の
中
で
祝
日
に
は

全
国
公
立
学
校
に
お
い
て
式
典
が
行
わ
れ
た
が
歌
は
歌
わ
れ
な
か
っ
た
。

し
か
し
明

治
十
年
頃
か
ら
は
西
洋
音
楽
を
学
び
は
じ
め
た
宮
内
省
雅
楽
部
の
伶
人
に
よ
る
保
育

唱
歌
が
世
に
現
れ
、
ま
た
十
三
年
以
降
は
音
楽
取
調
掛
が
作
製
し
た
小
学
唱
歌
が
成

果
を
も
た
ら
し
て
儀
式
に
歌
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
各
学
校
で
は
適

当
と
思
わ
れ
る
唱
歌
を
適
宜
選
ん
で
歌
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
日
本
に
お
け
る
教
育
上

の
唱
歌
と
そ
の
役
割
が
、
し
だ
い
に
明
確
化
さ
れ
て
き
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

小
学
校
に
お
い
て
祝
祭
日
に
唱
歌
を
歌
う
べ

し
と
い
う

規
定
は
明
治
二
十
三
年

第
七
節
『
祝
日
大
祭
日
唱
歌
』
歌
詞
・
楽
譜
の

選
定

（
一
八
九

0
)
十
月
六
日
発
布
勅
令
第
ニ

―
五
号
小
学
校
令
第
十
五
條
に
基
づ
き
、

二
十
四
年
(
-
八
九
一
）
六
月
十
七
日
省
令
第
四
号
を
も
っ
て
小
学
校
に
お
け
る
祝
日

大
祭
日
の
儀
式
に
関
す
る
規
定
が
設
け
ら
れ
、
そ
の
規
定
第

一
條
第
四
款
に

「學
校

長
教
員
及
生
徒
其
祝
日
大
祭
日
二
相
應
ス
ル
唱
歌
ヲ
合
唱
ス
」

と
謳
わ
れ
た
。
し
か

し、

こ
の
時
点
に
お
い
て
も
適
当
な
歌
が
定
め
ら
れ
ず
、
そ
の
職
責
を
感
じ
た
文
部

省
は
同
年
十
月
東
京
音
楽
学
校
長
村
岡
範
為
馳
に
祝
日
大
祭
日
歌
詞
及
楽
譜
審
査
委

員
長
を
命
じ
、
以
下
次
の
十
六
名
が
委
員
を
申
し
付
け
ら
れ
た
。
黒
川
員
頼

（東
京

帝
国
大
学
教
授
文
学
博
士
）
、
野
尻
精

一
（
高
等
師
範
学
校
教
授
）
、
瓜
生
繁
（
東
京

音
楽
学
校
教
授
）
、
上
原
六
四
郎
（
同
）
、
鳥
居
枕
（
同
）
、
上
員
行

（
同
）
、
渡
邊
薫

之
助
（
文
部
視
学
官
）
、
篠
田
利
英
（
女
子
高
等
師
範
学
校
教
授
）
、
佐
藤
誠
賀

（文

部
属
）
、
ル
ー
ド
ル
フ

・
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
顧
問
（
東
京
音
楽
学
校
雇
教
師
）、

紳
津
専
三

郎
（
東
京
音
楽
学
校
教
授
）
、
林
廣
守
（
宮
内
省
雅
楽
部
副
長
）
、
小
山
作
之
助
（
東

京
音
楽
学
校
卒

業
生）
、
山
井
基
萬
（
宮
内
省
雅
楽
部
伶
人
長
）
、
林
廣
繊

（
同
伶

人）、

納
所
辮
次
郎
（
学
習
院
教
授
）
。
（
東
京
音
楽
学
校
篇
『
祝
日
大
祭
日
唱
歌
重
音
譜
』

明
治
三
十
三
年
、
序）

委
員
会
は
最
初
に
音
楽
取
調
掛
の
『
小
學
唱
歌
集
』
の
中
か
ら
〈
天
津
日
嗣
〉
〈
榮

ゆ
く
御
代
〉
〈
五
日
の
風
〉
〈
太
平
の
曲
〉
〈
祝

へ
吾
君
を
〉
〈
治
る
御
代
〉
〈
瑞
穂
〉

を
、
『
幼
稚
園
唱
歌
』
か
ら
〈
我
大
君
〉
、
東
京
音
楽
学
校
編
鉦
の
『
中
等
唱
歌
集
』

か
ら
〈
君
が
代
〉

〈
君
が
代
の
初
春
〉

〈紀
元
節
〉
〈
天
長
節
〉
の
十
二
曲
を
暫
定
的

に
指
定
し
た
。
明
治
二
十
四
年
十
一
月
二
十
九
日
、
文
部
省
普
通
学
務
局
よ
り
次
の

よ
う
な
通
達
が
出
さ
れ
た
。

「
従
来
説
日
大
祭
日
ノ
儀
式
二
用
フ
ル
目
的
ヲ
以
テ
著
作
シ
タ
ル
歌
詞
及
楽
譜

二
乏

シ
ク
、
儀
式
施
行
ノ
際
不
便
彫
カ
ラ
ザ
ル
ベ
シ
ト
存
候
依
テ
先
ヅ
文
部
省
東
京
＿
音
楽

學
校
ノ
編
纂

二
係
ル
唱
歌
集
ノ
歌
詞
及
楽
譜

ニ
シ
テ
右
儀
式
ヲ
行
フ
ノ
際
唱
歌
用
二

供
シ
差
支
ナ
キ
モ
ノ
ヲ
畢
ゲ
別
紙
二
掲
載
シ
念
ノ
為
メ
御
通
牒
二
及
候
尤

モ
表
中

〈
君
が
代
の
初
春
〉
ハ
一
月
一
日
二
、
〈
天
津
日
嗣
〉
ハ
元
始
祭
及
紳
武
天
皇
祭

日

二、

〈
紀
元
節
〉

ハ
紀
元
節

二
、

〈
瑞
穂
〉

ハ
紳
嘗
祭
日
二
又
〈
瑞
穂
〉

ノ
歌

詞

中

〈
新
嘗
の
神
〉

卜
修
正
シ
テ
新
嘗
祭
日
二

、
〈
天
長
節
〉
〈
我
大
君
〉

ハ
天
長
節
二
、

其
他
ハ
適
宜
御
用
ヒ
相
成
可
然
卜
存
候
此
段
申
添
候
也
」（
遠
藤
宏
著
『
明
治
昔
築
史
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一
月
一
日

考
』
昭
和
二
十
三
年
、
二
0
一
頁
）

こ
の
間
に
選
定
委
員
会
は
国
歌
を

〈
君
が
代
〉
に
、
紀
元
節
の
歌
は
高
崎
正
風
作

詞
、
伊
澤
修
二
作
曲
の
〈
紀
元
節
〉
を
決
定

し
た
。
〈
君
が
代
〉
は
宮
内
省
雅
楽
部

大
伶
人
林
廣
守
作
曲
、
エ
ッ
ケ
ル
ト
が
和
声
付
け
し
た
も
の
で
、
明
治
十
三
年
十
一

月
三
日
の
天
長
節
に
宮
中
で
国
歌
的
に
演
奏
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
他
の
祝
祭

日
用
唱
歌
は
、
は
じ
め
に
作
詞
家
千
家
尊
幅
、
鈴
木
重
嶺
、
本
居
幽
早
頴
、
谷
勤
、
阪

正
臣
、
丸
山
作
楽
、
黒
川
員
頼
、
木
村
正
僻
、
小
中
村
清
矩
、
勝
安
房
ら
に
作
詞
を

依
頼
し、

お
の
お
の
提
出
し
て
き
た
歌
詞
を
慎
重
審
査

（
＋
五
回
に
及
ん
だ
と
い
う

こ
と
で
あ
る
）
の
結
果
決
定
し
た
各
歌
の
歌
詞
解
説
書
を
作
成
し
た
。

歌
詞
解
説
書
〔
最
終
的
に
祝
日
か
ら
は
ず
さ
れ
た
孝
明
天
皇
祭
、
紳
武
天
皇
祭
、
春
・
秋
季
皇

霊
祭
の
歌
詞
解
説
書
は
除
く
〕

一
月
一
日
は
一
年
の
元
首
に

し
て
し
か
も
我
國
に

て
は
誹
武
天
皇
紀
元
辛

酉
の
御
即
位
も
即
ち
正
月
朔
日
に
ま
し
ノ
＼

（
此
御
即
位
日
太
陽
暦
の
推

歩
上
よ
り
は
二
月
十
一
日
と
さ
せ
ら
れ
し
こ
と
な
れ
ど
も
当
年
に
あ
り
て

は
其
年
の
元
首
な
る
正
月
朔
日
な
り
し
な
り
我
國
古
来
正
月
元
日
を
も
て

殊
に
慶
す
べ
く
賀
す
べ
き
日
と
せ
る
も
の
お
の
づ
か
ら
故
あ
る
こ
と
な

り
）
爾
来
今
日
に
至
る
ま

で
皇
統
連
綿

一
日
の
如
く
君
臣
の
間
そ
の
親

一

家
の
如
く
な
れ
ば
最
も
慶
賀
す
べ
き
日
な
り

0
年
の
始
の
た
め
し
と
て
終
な
き
よ
の
め
で
た
さ
を
」
と
は
新
年
に
は
我
國

な

ら

ひ

ち

よ

よ

ろ

づ

よ

は

て

し

の
慣
例
と
し
て
千
世
万
世
も
終
極
な
き
御
世
の
芽
出
た
き
有
様
を
」
と
の
意
に

て
次
の
「
松
竹
た
て
A

門
毎
に
」
に
か
A

る
句
な
り
た
め
し
は
こ
A

に
て
は

慣
例
の
こ
と
仕
来
と
い

ふ
程
の
意
な
り
終
は
終
極
に
て
「
は
て
し
」
な
り

0
松
竹
た
て
A

云
々
」

は

松
は
千
年
を
保
ち
竹
は
万
年
を
契
る
も
の
な
れ
ば

よ
ろ
こ

終
極
な
く
か
は
ら
ぬ
世
に
比
し
て
こ
れ
を
門
並
に
飾
り
た
て
つ
A

賀
び
祝
ふ
今

日
の
此
一
月
一
日
こ
そ
寅
に
楽
し
く
愉
快
な
れ
」
と
な
り

0
初
日
の
ひ
か
り
明
ら
け
く
治
ま
る
御
代
の
け
さ
の
空
と
は
、
初
日
の
出
の
か

ゞ
や
き
の
ぼ
る
ひ
か
り
明
ら
か
に
治
ま
る
御
代
即
ち
明
治
の
大
御
代
の
一
月

一

日
の
今
朝
の
空
」
と
い
ふ
意
初
日
の
ひ
か
り
と
い
ふ
よ
り
明
ら
け
く
と
受
け

す
ぐ

拐
そ
れ
を
直
に
治
ま
る
と
列
ね
て
明
治
の
年
号
と
し
め
し
又
治
ま
る
御
代
と
つ

ゞ
け
て
泰
平
の
御
代
の
い
か
に
も
ゆ
た
か
な
る
朝
の
空
の
さ
ま
を
い
へ
り
初

日
は
一
日
の
旭
日
を
い
ふ
初
は
は
つ
風
」
は
つ
霞
」
な
ど
の
は
つ
に
同
じ

0

君
が
み
か
げ
に
云
々
」
は
明
ら
か
な
る
初
日
の
光
を
天
皇
陛
下
の
御
徳
の
普

な

ぞ

ら

ね
く
世
を
照
ら
す
様
に
比
準
へ
奉
り

つ
A

は
る
か
に
仰
ぎ
望
む

こ
と
の
い
と
も

尊
く
か
た
じ
け
な
し
」
と
な
り
み
か
げ
は
聖
徳
の
充
被
に
い
ふ
初
日
の
縁
語

な
ぞ
ら

た
く
へ
は
そ
れ
に
准
へ
比
ぶ
る
意
な
り

元
始
祭

元
始
祭
は
一
月
三
日
、

賢
所
、
皇
霊
殿
、
及
び
誹
殿
の
三
前
に
御
盛
典
を

行
は
せ
玉
ひ
、
皇
位
の
元
始
を
祝
し
玉
ふ
御
祭
な
り
、
此
祭
は
明
治
三
年

正
月
三
日
に
於
て
始
め
て
興
さ
せ
ら
れ
、
同
五
年
正
月
三
日
よ
り
之
を
元

治
祭
と
称
す
る
事
を
定
め
ら
れ
し
な
り

あ

ま

つ

ひ

っ
ぎ

し
る
し

み
く
ら

ゐ

う

け

つ

ぎ

0
天
津
日
嗣
の
き
は
み
な
く
天
津
璽
の
動
な
く
と
は
皇
位
の
御
継
承
は
億
萬
年

つ
ひ

を
経
て
意
に
際
限
あ
る
こ
と
な
く
、
三
種
の
神
宝
は
天
地
と
共
に
永
く
動
揺
あ

っ
ぎ
／
＼

る
こ
と
な
き
」
を
い
ふ
天
津
日
嗣
は
宝
詐
の
御
事
日
の
御
紳
よ
り
嗣
々
に
御

た
ゞ
ち

世
し
ろ
し
め
す
義
な
り
、
故
に
書
紀
に
は
帝
位
を
直
に
「
ア
マ
ッ

ヒ
ツ
ギ
」

と

訓
じ
た
り
、

か
し

こ
ど
こ
ろ
い
つ

天
津
璽
は
今
日
現
に
賢
所
に
齊
き
祀
ら
せ
玉
ふ
三
種
の
神
璽
の
御
事
に
て
、

皇
位
の
御
継
承
は
こ
れ
に
握
ら
せ
ら
る
A

御
事
な
れ
は
、
し
る
し
と
は
申
奉
る

な
り
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りヽ な
り
、
此
二
聯
、
一
到
、

皇
統
の
連
綿
と
し
て
天
壌
と
無
窮
に
ま
し
ま
す
を
い

ふ、

0
年
の
始
に
皇
紳
を
祭
り
ま
す
こ
そ
か
し
こ
け
れ
」
は
今
日
の
此
年
の

始
に
於
て
賢
所
、
皇
霊
殿
等
御
歴
代
の
皇
誹
を
御
親
祭
あ
ら
せ
ら
れ
、
祭
政
一

致
の
古
制
を
重
ぜ
ら
れ
報
本
及
始
の
典
證
を
申
べ
奉
ら
せ
玉
へ
る
は
実
に
尊
＜

恐
多
き
御
事
ぞ
」
と
な
り

皇
誹
は
御
歴
代
の
皇
霊
を
申
奉

る
「
す
め
は
」

「
す
べ
」
と
同
じ
く
統
御
の
義
あ
る
詞
な
り
、
か
し
こ
は
憧
の
字
の
意
尊
み
恐
る

よ

も

A

な
り
、

0
四
方
の
民
草
う
ち
な
ひ
き
長
閑
け
き
空
を
う
ち
あ
ふ
ぎ
は
、

皇
上

の
御
盛
徳
右
の
如
く
ま
し
ま
す
を
も
て
、
天
下
の
人
民
皆
こ
と
人
＼
く
懐
き
服

従
ひ
奉
り
今
日
の
泰
平
の
代
を
新
年
を
空
を
歓
び
仰
ぐ
と
の
意
、
民
草
は
蒼
生

の
字
と
同
じ
く
人
民
の
事
、
な
び
き
は
草
の
縁
語

懐

服
な
り
、

長
閑
は
う
ら

A

か
に
ゆ
た
か
な
る
意
、
泰
平
の
よ
の
様
を
か
く
い
ひ
て
次
の
豊
さ
か
の
ぼ
る

と
よ

の
語
を
お
こ
せ
り
、

0
豊
さ
か
の
ぼ
る
云
々
は
盛
に
き
ら
め
き
昇
る
日
の
丸

の
国
旗
を
門
並
に
建
列
ね
て
、
今
日
の
御
祭
日
を
祝
祭
し
奉
ら
さ
る
家
な
し」

と
な
り

豊
さ
か
の
豊
は
美
称
、
大
に
盛
な
る
意
、
さ
か
は
栄
え
き
ら
め
く
を

あ
さ
ひ

い
ふ
古
言
に
旭
日
の
ま
ば
ゆ
く
き
ら
め
き
昇
る
を
豊
さ
か
の
ほ
る
と
い
へ
り
、

日
の
御
旗
は
日
の
丸
の
国
旗
な
り
、
前
に
空
と
い
ひ
、
仰
き
と
い
ひ
、

豊
さ
か

の
ぼ
る
と
い
ふ
、
み
な
此
句
を
起
さ
ん
が
た
め
な
り
、
い
は
ふ
は
祝
祭
の
意
な

天
長
節

天
長
節
も
今
上
天
皇
陛
下
の
御
降
誕
日
を
申
し
奉
る
名
稲
な
り
、
陛
下
は

孝
明
天
皇
第
二
の
皇
子
、
嘉
永
五
年
九
月
廿
二
日
の
御
降
誕
に
て
太
陽
暦

に
て
は
十
一

月
三
日
に
嘗
れ
る
な
り
、
天
長
節
の
稲
我
国
に
て
は
、
光
仁

天
皇
宝
亀
六
年
よ
り
起
れ
り
、
元
末
天
長
節
の
名
は
、
唐
の
玄
宗
帝
の
誕

生
日
を
千
秋
節
と
称
せ
し
を
、
天
宝
中
更
に
改
め
て
天
長
節
と
い
ひ
し
に

始
れ
る
も
の
に
て
、
天
長
の
字
は
老
子
に
天
長
地
久
と
あ
る
に
握
れ
る
な

り

0
け
ふ
の
よ
き
日
は
大
君
の
、
生
れ
玉
ひ
し
吉
日
な
り
」
と
は
、
今
日
即
ち
此

十
一
月
―
―
一
日
の
吉
祥
日
は
、
我
が
天
皇
陛
下
の
御
降
誕
ま
し
ま
し
け
る
吉
祥
日

な
り
」
と
の
意
に
て
、
よ
き
日
と
は
吉
祥
日
と
い
ふ
意
、
聖
上
御
降
誕
日
な
れ

ば
な
り
、
0
け
ふ
の
よ
き
日
は
み
ひ
か
り
の
、
さ
し
出
玉
ひ
し
よ
き
日
な
り
」

此
二
聯
旬
、

今
日
即
ち
此
十
一
月
三
日
の
吉
祥
日
は
わ
が
聖
上
の
御
光
の
此
世
上
に
さ

し
の
ぼ
り
て
、
社
會
を
照
ら
し
そ
め
玉
ひ
け
る
吉
祥
日
な
り
」
と
な
り
、
聖
上

み

す

え

は
日
の
神
の
御
裔
に
ま
し
／
＼
て
、
既
に
古
よ
り
日
の
御
子
と
も
申
奉
る
程
の

事
な
れ
ば
、
御
降
誕
の
事
を
直
ち
に
、
御
光
の
さ
し
い
で
玉
ふ
と
い
へ
り
、
倍

此
二
聯
句
、

一
到
、
今
日
の
吉
祥
日
な
る
こ
と
を
の
ぶ

0
ひ
か
り
あ
ま
ね
き

も
ろ
び
と

云

云

御

威

徳
の

天
下
に
普
ね
き
此
大
御
代
の
尊
さ
を
、
衆
庶
相
共
に
祝
賀
せ

よ
、
聖
恩
の
海
内
に
遍
ね
き
此
大
御
代
の
か
た
じ
け
な
さ
を
、
衆
庶
相
共
に
慶

賀
せ
よ
」
と
な
り
、
ひ
か
り
は
、
御
威
徳
を
い
ひ
、
め
ぐ
み
は
聖
恩
を
い
ふ
、

一
劉
、
今
日
の
慶
賀
す
べ
き
を
い
へ
る
な
り
、

神
嘗
祭

神
嘗
祭
は
本
年
収
穫
し
た
る
新
穀
の
大
御
霰
を
伊
勢
大
神
宮
に
供
進
し
奉

る
御
祭
典
に
し
て
、
宮
中
よ
り
、

豫
＜
掌
典
を
勅
使
と
し
て
発
遣
あ
り

て、

常
日
幣
吊
及
び
荷
前
の
調
絹
を
奉
ら
し
め
玉
ひ
、
宮
中
に
於
て
も
御

遥
拝
あ
ら
せ
ら
る
最
鄭
重
な
る
御
儀
式
な
り
、
古
は
九
月
十
七
日
の
御
祭

典
な
り
し
を
、
明
治
の
御
代
と
な
り
て
今
日
に
改
め
ら
れ
し
な
り

0
五
十
鈴
の
宮
の
大
前
に
」
と
は
五
十
鈴
の
宮
に
御
鎮
坐
ま
し
ま
す
、
天
照

は
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御
皇
大
神
の
御
神
前
に
」
と
の
意
な
り
、
五
十
鈴
は
地
名
、
五
十
鈴
川
の
河
上
に

鎮
坐
ま
し
ま
す
を
と
て
五
十
鈴
の
宮
と
い
ふ
、
即
ち
内
宮
な
り
、
大
前
は
御
神

か
け

み

き

前
と
い
ふ
に
同
じ
お
ほ
は
尊
稲
な
り
、

0
こ
と
し
の
秋
の
懸
ち
か
ら
、
御
酒
み

お

は

っ

ほ

み

き

て
ぐ
ら
を
奉
り
」
は
今
年
の
秋
始
め
て
収
穫
せ
る
新
穀
の
御
初
穂
井
に
神
酒

及
び
錦
綾
の
幣
吊
を
御
神
前
に
陳
列
ね
て
供
進
る
を
い
ふ
、
税
を
ち
か
ら
と
い

ふ
は
民
の
力
を
致
す
も
の
な
る
を
も
て
な
り
、
か
け
ち
か
ら
と
は
、
往
古
神
宮

か
こ
み

に
て
は
諸
国
の
神
領
よ
り
納
む
る
新
稲
の
税
を
ば
そ
の
儘
御
囲
の
玉
垣
に
か
け

て
、
即
ち
之
を
神
に
奉
り
し
よ
り
、
懸
税
と
い
へ
る
に
て
、
今
い
ふ
御
初
穂
の

事
也
、
御
酒
は
も
と
諸
国
の
神
領
よ
り
、
奉
れ
る
新
穀
も
て
潔
齊
し
て
醸
造
せ

る
も
の
を
い
ふ
、
み
て
ぐ
ら
は
す
べ
て
神
に
奉
る
幣
吊
を
い
ふ
、
今
日
神
宮
に

奉
る
は
、
錦
及
び
綾
等
な
り
、
〇
い
は
ふ
あ
し
た
の
云
云
斯
て
供
物
を
献
じ

と
り
お
こ
な

御
祭
式
を
執
行
ふ
今
朝
の
空
に
旭
日
の
光
も
い
さ
ま
し
く
さ
し
の
ぼ
り
て
、
靡

か

ゞ

さ

ま

く
国
旗
の
ひ
ら
め
き
輝
く
け
し
き
は
賑
は
ひ
栄
ゆ
る
泰
平
の
御
代
の
氣
象
と
み

め

で

い

み
ま
つ
る

え
て
、
い

か
に
も
愛
た
く
ゆ
た
か
な
り
」
と
な
り
、
い
は
ふ
は
齊
祀
の
意
な
り
、

新
嘗
祭

新
嘗
祭
は
、
本
年
の
新
穀
を
も
て
御
饂
御
酒
に
造
り
、
聖
上
御
親
ら
之
を

天
神
地
祇
に
供
し
玉
ひ
、
御
自
身
に
も
聞
し
め
し
玉
ふ
重
き
御
儀
式
に
て

神
代
よ
り
博
へ
さ
せ
玉
ふ
御
祭
典
な
り
、
も
と
は
毎
年
十
一
月
中
の
卯
の

日
を
も
て
、
行
は
せ
玉
ひ
き
、
往
古
は
大
嘗
新
嘗
の
区
別
な
か
り
し
を
、

後
に
至
り
、
御
代
の
始
に
行
は
る
A

を
大
嘗
祭
と
稲
し
て
、
殊
な
る
大
祀

と
し、

毎
年
行
は
る
A

を
新
嘗
祭
と
し
て
恒
例
の
礼
典
と
せ
ら
る

た

み

や

す

と

し

ご

ひ

ま

つ

り

0
民
安
か
れ
と
き
さ
ら
ぎ
の
新
年
祭
し
る
し
な
り
」
と
は
、
穀
物
豊
作
に

て、

と
し
ご
ひ
ま
つ
り

人
民
安
穏
な
れ
か
し
と
の
聖
意
よ
り
、
例
年
二
月
を
も
て
祈
年
祭
を
行
は
せ
ら

い

の

り

し

る

し

る
A

事
な
る
が
其
御
祈
願
空
し
か
ら
ず
、
果
し
て
効
験
あ
り
」
と
な
り
、
き
さ

ら
ぎ
は
二
月
の
稲
祈
年
祭
は
二
月
中
神
宮
始
め

□国
神
社
は
、班
幣
あ
り
て、

ち

ま

ち

を

た

常
年
の
豊
穣
を
御
祈
請
あ
ら
せ
ら
る
A

御
祭
な
り
、

0
千
町
の
小
田
に
打
な
び

た
ら
ほ

く
、
足
穂
の
稲
の
う
ま
し
稲
」
は
限
り
も
な
く
廣
き
千
町
の
田
の
も
に
穂
波
を

よ
せ
て
、
打
靡
く
、
足
穂
即
ち
充
分
み
い
り
た
る
稲
の
、
い
か
に
も
立
派
に
美

事
な
る
稲
」
と
な
り
、
千
町
は
は
る
く
と
廣
き
田
地
を
い
ふ
、
小
田
の
小
は
発

た

づ

ち

語
、
田
面
の
事
な
り
、
足
穂
は
充
実
せ
る
穂
、
う
ま
し
稲
、
う
ま
し
美
稲
、
美

事
立
派
の
稲
と
い
ふ
こ
と
な
り
、

0
御
観
に
つ
く
り
て
云
云
其
う
ま
し
稲
の

新
穀
を
、
御
饂
即
ち
食
物
に
つ
く
り
整
へ
て
、
諸
神
に
供
へ
さ
せ
ら
れ
、
陛
下

御
み
づ
か
ら
も
、
聞
し
め
し
玉
ふ
今
日
の
新
嘗
祭
は
、
神
代
以
来
偉
へ

さ
せ
玉

ふ
も
の
に
て
、
実
に
尊
き
御
祭
典
な
り
」
と
な
り
、
古
言
に
食
を
、
け
、
と
い

へ
り
、
即
ち
鑽
の
字
の
意
な
り
、
御
は
尊
稲
、
新
嘗
の
、
な
へ
は
あ
へ
と
同
じ
く

あ

へ饗
の
意
な
り
、
新
穀
を
も
て
神
に
も
人
に
も
饗
す
る
を
新
嘗
と
は
い
へ
る
な
り

勅
語
奉
答

明
治
二
十
三
年
十
月
三
十
日
を
、
も
て
下
し
玉
へ
る
勅
語
の
御
旨
を
、
か

し
こ
み
憤
み
て
恭
し
く
劉
へ
奉
る
な
り
、

す
め
ろ
き

〇
あ
や
に
か
し
こ
き
天
皇
の
あ
や
に
た
ふ
と
き
天
皇
の
」

と
は
、
言
詞
も
及
ば

か
た
じ
け
な

ぬ
程
に
恐
多
き
わ
が
天
皇
陛
下
の
、
言
詞
も
及
ば
ぬ
程
に
尊
＜
辱
き
わ
が
天

皇
陛
下
の」

と
の
意
に
て
、
次
の

「あ
や
に
た
ふ
と
き
云
云
」
に
か
A

る
句
な

か
し

こ

り
、
あ
や
に
は
感
歎
の
盤
、
そ
の
畏
み
尊
む
情
、
極
ま
り
て
発
す
る
竪
に
て
、

即
ち
言
詞
も
及
ば
ぬ
と
の
意
な
り
、
「
あ
や
に
云
云
」
同
調
に
て
、
繰
返
し
い
ふ

は
深
く
こ
れ
を
尊
重
し
て
、
歎
美
す
る
な
り
、
以
下
或
は
同
語
を
重
ね
、
ま
た

は
同
調
を
繰
返
す
も
の
、
皆
此
感
歎
に
成
れ
ば
な
り
、
〇
あ
や
に
た
ふ
と
く
か
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〔手
書
き〕

お
ほ
み
こ
と

し
こ
く
も
下
し
給
へ
り
、
大
勅
語
」
と
は
、

言
語
も
及
ば
ぬ
程
に
尊
＜
辱
＜
且

恐
多
く
も
大
勅
語
を
下
し
給
へ
た
り
」
と
也
、
前
に
陛
下
の
御
上
に
稲
し
奉
り

た
る
、
「
あ
や
に
尊
く
畏
く
も
」
の
語
を
直
ち
に
勅
語
を
下
し
給
へ
る
御
事
に
い

ひ
か
け
て
、

歎
美
せ
る
な
り
、

0
こ
れ
ぞ
め
で
た
き
、
日
の
本
の
国
の
教
の
も

と
ゐ
な
る
こ
れ
ぞ
め
で
た
き
日
の
本
の
、
人
の
教
の
か
ゞ
み
な
る
」
は
、
此
勅

語
は
実
に
わ
が
日
本
帝
国
の
國
に
あ
り
て
、
最
も
愛
重
す
べ
き
教
育
の
基
礎
と

い
ふ
べ
き
も
の
な
り
、
此
勅
語
は
実
に
わ
が
日
本
帝
国
の
人
民
に
あ
り
て
、
最

か

ゞ

み

も
愛
重
す
べ
き
教
育
の
亀
鑑
と
い
ふ
べ
き
も
の
な
り
」
と
也
、
め
で
た
き
は
愛

重
す
べ
き
意
、
「
教
の
も
と
ゐ
」
と
い
ひ
、
「
教
の
か
ゞ
み
」
と
い
ふ
に
か
ゞ
る

詞
、
も
と
ゐ
は
基
ー
礎
根
ー
本
の
こ
と
か
ゞ
み
は
亀
ー
鑑
標
I

準
な
り
、
同
調
に

て
重
ね
い
ふ
は
前
に
述
ぶ
る
が
如
し
、

0
あ
や
に
か
し
こ
き
、
天
皇
の
、
あ
や

も
た
ふ
と
き
、
天
皇
の
、
勅
語
の
ま
A

に
、
い

そ
し
み
て
あ
や
に
か
し
こ
き
、

天
皇
の
、
大
御
心
に
、
こ
た
へ
ま
つ
ら
ん
」
は
、

言
詞
も
及
ば
ぬ
程
に
恐
多
き

わ
が
天
皇
陛
下
の
、

言
詞
も
及
ば
ぬ
程
に
尊
＜
辱
き
わ
が
天
皇
陛
下
の
、
此
勅

語
に
訓
誨
し
ま
し
ま
す
通
り
に
、
勉
め
励
み
て
言
詞
も
及
ば
ぬ
程
に
恐
多
き
わ

こ
た

が
天
皇
陛
下
の
大
御
心
、
即
ち
叡
慮
に
報
い
劉
へ
奉
る
べ
し
」
と
な
り
、
い
そ

し
み
て

は
、
精
を
励
ま
し
て
勤
勉
す
る
こ
と
、
大
御
心
は
お
ほ
、
み
、
と
も
に

尊
稲
、
天
皇
の
御
心
に
申
奉
る
名
、
即
ち
叡
慮
な
り
、

（
上
原
之
節
氏
提
供
）

作
曲
は
宮
内
省
伶
人
、
東
京
音
楽
学
校
関
係
者
、
軍
楽
隊
関
係
者
な
ど
広
い
範
囲

か
ら
作
曲
者
を
多
数
内
定
し
て
、
先
の
歌
詞
解
説
書
を
添
え
募
集
す
る
方
法
を
と
っ

た
。
出
そ
ろ
っ
た
作
曲
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
0
印
、
ヽ
印
、
印
な
し
の
三
つ
に
分

け
て
い
る
の
は
な
に
か
委
員
の
考
え
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

一
月
一
日
之
歌

0
内
田
粂
太
郎
、
ヽ
倉
知
甲
子
太
郎
、
小
林
錠
之
助
、
山
田

ヨ
ネ
、

0
上
慎
行
、

0
小
山
作
之
助
、
村
松
ヒ
デ
、
ヽ
酒
井
良
忠
、

0
辻
則

承
元
始
祭
之
歌
松
本
長
、
木
村
サ
ク
、

高
木
次
雄
、
下
田
フ
サ
、
石
岡
ト
ク
、

〇
納
所
辮
次
郎
、

0
山
田
源
一
郎
、

0
菊
地
武
信
、

0
林
廣
組
、

豊

、
四
元
義

天
長
節
之
歌
、
小
出
雷
吉
、
0
東
儀
季
煕
、

0
納
所
辮
次
郎
、

0
上
箕
行
、

市
川
ミ
チ
、
ヽ
白
井
規
矩
郎
、
小
木
ト
モ
、
楠
美
恩
三
郎
、
根
岸
イ
ソ
ナ
、

荒
井
シ
ン
、

0
伊
澤
修
二

紀
元
節
之
歌
伊
澤
修
二

新
嘗
祭
之
歌

0
内
田
粂
太
郎
、

0
納
所
辮
次
郎
、

0
林
廣
守
、

0
芝
葛
鎮
、

〇
辻
則
承
、
比
留
間
賢
八
、

ヽ
深
澤
登
代
吉
、
、

岩
城
寛
、
宇
野
フ
デ
、
下

田
フ
サ
、
荒
井
シ
ン

紳
嘗
祭
之
歌

0
山
田
源
一
郎
、
ヽ
酒
井
良
忠
、

0
林
廣
繊
、

0
林
廣
季
、

0

東
儀
季
芳
‘
、
古
矢
弘
政
、
市
川
ミ
チ
、
山
本
生
、
ヽ

倉
知
甲
子
太
郎
、
木

村
サ
ク
、
小
木
ト
モ
、
ヽ

鷹
野
図
蔵
、
宇
野
フ
デ
、
山
田
ヨ
ネ
、
ヽ
依
田
辮

之
助
、
久
間
ワ
カ

紳
武
天
皇
祭
之
歌
、
前
川
幸
作
、

0
林
廣
守
、

0
林
廣
季
、
遠
山
甲
子
、
ヽ

深
澤
登
代
吉
、
林
テ
フ
、

0
上
箕
行
、
岩
原
ア
イ
、

0
小
山
作
之
助
、
久
間

ワ
カ
、
福
永
竹
男
、
、

東
儀
頼
玄
‘
、
鈴
木
米
次
郎

孝
明
天
皇
祭
之
歌

0
山
田
源
一
郎
、
ヽ
鈴
木
米
次
郎
、

0
奥
好
義
、
0
伊
澤

修
二
、

0
山
井
基
萬
‘
、
古
矢
弘
政
、
山
本
生
、
ヽ
鷹
野
國
蔵
、
内
田
テ
ッ

瀬
川
サ
ク
、
高
木
タ
ケ
、

0
東
儀
頼
玄

春
季
皇
震
祭
之
歌
、
小
山
作
之
助
、
菊
地
武
信
、

、
小
出
雷
吉
、

0
東
儀
季
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芳、

0
山
井
基
萬
‘
、
内
田
粂
太
郎
、

0
東
儀
季
熙
、
ヽ
白
井
規
矩
郎
、
森

ト
ミ
、
小
林
錠
之
助
、
楠
美
恩
三
郎
、
内
田
テ
ツ
、
石
岡
ト
ク
、
丸
山
ト
メ

禰
永
竹
男

秋
季
皇
震
祭
之
歌
、
前
川
幸
作
、
ヽ
鈴
木
米
次
郎
、

0
東
儀
季
煕
、

0
芝
葛

鎮、

0
奥
好
義
、
、
四
元
義
豊
、
遠
山
甲
子
、
松
本
長
、
林
テ
フ
、
高
木
次

雄
、
宮
崎
タ
マ
、
根
岸
イ
ソ
ナ
、
瀬
川
サ
ク
、

0
内
田
粂
太
郎

勅
語
奉
答
之
歌

0
小
山
作
之
助
、

0
芝
葛
鎮
、

0
奥
好
義
、
比
留
間
賢
八
、

一

、
依
田
辮
之
助
、

0
上
慎
行
、
、
岩
城
寛
、
0
山
田
源
一
郎
、

0
伊
澤
修
二

（今
回
こ
の
原
資
料
は
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
遠
藤
宏
著
『
明
治
昔
榮
史
考
』

昭
和
二
十
三
年
、
二

0
ニ
ー
ニ

0
三
頁
よ
り
転
載
し
た
）

審
査
の
結
果
は
『
官
報
』

よ
り
早
<
『
-
音
楽
雑
誌
』

（
明
治
二
十
六
年
五
月
号
）

に
発
表
さ
れ
た
。

v

一
月
一
日
作
詞
千
家
璽
靡
、
作
曲
上
慎
行

．
元
始
祭
作
詞
鈴
木
重
嶺
、
作
曲
芝
葛
鎮

孝
明
天
皇
祭
作
詞
本
居
豊
頴
、
作
曲
山
井
基
萬

春
季
秋
季
皇
霊
祭
作
詞
谷
勤

・
阪
正
臣
、
作
曲
小
山
作
之
助

紳
武
天
皇
祭
作
詞
丸
山
作
楽
、
作
曲
林
廣
守

＞
天
長
節
作
詞
黒
川
員
頼
、
作
曲
奥
好
義

．
紳
嘗
祭
作
詞
木
村
正
僻
、
作
曲
辻
高
節

1

新
曾
祭
作
詞
小
中
村
清
矩
、
作
曲
辻
高
節

)
勅
語
奉
答
歌
作
詞
勝
安
房
、
作
曲
小
山
作
之
助

し
か
し
、
明
治
二
十
六
年
(
-
八
九
三
）
八
月
十
二
日
文
部
省
告
示
第
三
号
、
『
官

報
』
三

0
三
七
号
附
録
で
公
布
さ
れ
た
祝
日
大
祭
日
唱
歌
は
〈
君
が
代
〉
〈
勅
語
奉

答
〉
〈
一
月
一
日
〉
〈
元
始
祭
〉
〈
紀
元
節
〉
〈
紳
嘗
祭
〉
〈
天
長
節
〉
〈
新
嘗
祭
〉
の
八

曲
で
あ
っ
た
。
『
官
報
』
公
布
後
た
だ
ち
に
数
種
の
祝
日
大
祭
日
唱
歌
が
出
版
さ
れ
て

い
る
。
『
武
祭
日
唱
歌
集
』
（
明
治
二
十
六
年
十
二
月
二
十
六
日
発
行
、
共
盆
商
註
）
、

同
じ
く
共
盆
商
社
発
行
の
『
祝
祭
日
唱
歌
楽
譜
』
（
同
年
十
二
月
二
十
六
日
、
一
枚

刷
、
石
版
の
美
し
い
絵
入
り
、
五

0
ニ
ー
五

0
三
頁
の
写
真
参
照
）
、
奥
好
義
編
『
儀

式
唱
歌
附
説
日
大
祭
日
唱
歌
』
（
明
治
二
十
六
年
十
月
十
日
発
行
）
な
ど
。
東
京
音
楽

学
校
で
は
明
治
一
二
十
三
年
(
-
九

0
-
）
二
月
二
十
日
『
祝
日
大
祭
日
重
昔
譜
』
を

出
版
し
た
。
こ
れ
は
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
の
和
声
に
よ
る
も
の
で
合
唱
で
歌
う
こ
と
が
で

き
る
。
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第
八
節

中
等
唱
歌
教
科
書
の
出
版

帝
國
の
一
音
榮
を
盛
な
ら
し
め
よ

M
.

生

嗚
呼
帝
國
の
氣
象
て
ふ
も
の
は
何
れ
に
ぞ
存
す
る
吾
人
敢
て
國
粋
保
存
主
義

に
心
酔
す
る
頑
固
の
言
を
放
つ
に
あ
ら
ず
唯
欧
化
潮
流
に
犯
さ
れ
一
も
二
も
な

＜
善
と
な
く
悪
と
な
く
均
し
く
是
れ
摸
擬
す
る
事
を
麿
し
て
帝
國
自
身
の
我
物

を
し
て
蟄
居
せ
し
め
ず
照
々
然
た
る
氣
焔
を
吐
か
し
め
よ
と
云
ふ
の
み
謁
々
愁

然
た
る
状
を
呈
せ
し
む
る
勿
れ
と
注
告
す
る
な
り

世
間
の
唱
ふ
る
＿
音
榮
改
良
と
は
何
を
か
云
ふ
西
洋
＿
音
榮
を
其
儘
輸
入
す
る
直

繹
す
る
是
れ
そ
も
本
領
か
然
ら
は
改
良
と
云
は
ん
よ
り
寧
ろ
西
洋
昔
榮
に
化
す

る
と
云
ふ
こ
そ
適
嘗
な
ら
ん
と
信
ず
吾
人
姦
に
言
は
ん
＿
音
榮
上
の
改
良
と
は
唯

だ
に
悪
を
去
り
善
に
赴
く
と
云
ふ
が
如
き
一
般
事
物
の
改
良
に
あ
る
な
く
し
て

人
情
風
俗
言
語
に
閥
す
る
人
世
の
好
尚
嗜
好
に
従
て
進
歩
せ
し
む
る
も
の
A

謂

に
し
て
決
し
て
固
有
の
國
風
を
愛
化
し
他
國
風
に
改
革
す
る
の
謂
に
あ
ら
ざ
る

な
り
顧
み
よ
終
日
肉
食
を
な
し
起
臥
共
に
洋
服
を
身
に
編

へ
よ
と
言
は
ゞ
百
千

H
 

明
治
時
代
の
東
京
音
楽
学
校
は
三
種
類
の
唱
歌
集
を
編
筵
出
版
し
た
。
い
ず
れ
も

師
範
学
校
、
中
学
校
、
高
等
女
学
校
の
教
科
用
書
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
曲
の

多
く
は
外
国
の
名
歌
を
選
び
、
音
楽
取
調
掛
以
来
の
方
法
で
、
そ
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
に

日
本
語
の
歌
詞
を
当
て
は
め
た
。
そ
れ
は
原
詞
と
内
容
的
に
必
ず
し
も
一
致
し
た
も

の
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
当
時
こ
の
よ
う
な
唱
歌
の
作
り
方
に
対
し
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
意
見
が
述
べ
そ
れ
て
い
た
。
中
か
ら
三
つ
の
評
論
を
紹
介
し
て
お
く
。

る
な
り

人
中
幾
何
か
あ
る
是
れ
壺
し
氣
候
上
及
國
体
上
家
屋
構
造
上
の
図
性
が
其
愛
化

を
許
さ
ゞ
る
に
よ
る
な
り
況
ん
や
國
風
の
遺
博
と
感
情
と
の
勢
力
あ
る
遮
障
者

あ
る
を
や
昔
榮
の
改
良
定
義
果
し
て
吾
人
の
言
員
な
り
せ
ば
昔
榮
も
亦
國
風
の

遺
博
及
感
情
が
主
と
し
て
此
遮
断
者
と
な
り
國
体
上
愛
化
せ
ざ
ら
ん
事
を
務
む

是
を
以
て
例
令
西
洋
直
繹
主
義
の
音
榮
を
し
て
帝
國
従
来
の
昔
榮
に
代
へ
し
め

ん
と
務
む
る
も
登
に
出
来
得
べ
き
の
事
業
な
ら
ん
や
我
か
朝
古
来
よ
り
支
那
榮

の
偉
末
を
見
上
古
の
帝
王
之
を
し
て
遍
く
上
廟
堂
よ
り
下
庶
民
に
至
る
ま
で
行

は
し
め
ん
と
せ
し
が
尚
今
日
に
於
て
端
唄
三
味
線
の
勢
力
遥
か
に
雅
榮
の
上
に

出
で
居
る
に
あ
ら
ず
や
是
れ
支
那
図
風
の
本
邦
に
適
せ
ざ
る
に
よ
る
詳
言
せ
ば

支
那
人
の
嗜
好
が
日
本
人
の
嗜
好
と
其
趣
き
を
異
に
す
る
が
故
な
り
同
人
種
の

支
那
人
同
旋
律
よ
り
組
成
せ
る
歌
曲
す
ら
猶
此
く
の
如
し
況
ん
や
全
く
異
人
種

な
る
西
洋
國
風
及
異
旋
律
な
る
一
音
曲
を
や
日
本
人
の
嗜
好
に
合
せ
ん
と
す
る
も

望
み
得
べ
か
ら
ざ
る
事
な
り
吾
人
は
支
那
榮
は
悪
し
西
洋
昔
榮
は
悪
し
A

と
言

ふ
に
あ
ら
ず
唯
我
國
風
を
棄
て
嗜
好
に
合
せ
ざ
る
も
の
を
無
理
に
注
入
す
る
の

悪
し
き
を
云
ふ
の
み
さ
れ
ば
よ
ろ
し
く
我
國
風
に
基
き
短
あ
ら
ば
彼
の
長
を
取

り
て
之
を
補
ひ
以
て
人
情
風
俗
の
進
歩
上
慎
正
の
改
良
を
畢
ぐ
べ
き
を
主
張
す

第

一
歌
詞
附
旋
律

西
洋
の
音
曲
は
和
竪
學
上
の
規
則
に
基
づ
き
復
―
音
諸
重
―
音
の
如
く
和
竪
の
曲

に
構
成
せ
ら
れ
優
美
雄
牡
な
る
性
を
有
す
る
長
＿
音
階
よ
り
組
織
せ
ら
る
而
し
て

本
邦
の
昔
曲
は
和
墜
學
上
の
規
則
よ
り
出
で
た
る
に
非
ず
輩
獨
竪
の
曲
な
り
且

つ
憂
欝
の
性
を
有
す
る
短
―
音
階
よ
り
組
織
せ
ら
る
夫
れ
斯
く
の
如
く
な
れ
ば
本

邦
音
榮
も
維
新
前
は
敢
て
問
は
ず
今
日
の
文
明
界
に
欠
貼
な
し
と
せ
ず
是
れ
改

良
の
急
な
り
と
云
ふ
所
以
な
り
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今
左
に
改
良
の
一
端
を
言
は
ん
み
や
さ
ん
及
か
つ
ほ
れ
の
如
き
は
進
行
曲
に

マ

ー

チ

最
も
宣
ろ
し
き
律
よ
り
成
る
若
し
此
曲
の
歌
詞
を
改
め
唱
歌
用
の
追
行
に
供
す

る
が
如
き
其
他
夕
ぐ
れ
、
春
雨
、
老
松
等
優
美
の
曲
皆
以
て
一
音
榮
上
妙
あ
る
べ

し
然
れ
共
是
れ
皆
雑
曲
な
り
猥
褻
な
り
と
唱
ふ
る
は
唯
歌
詞
の
悪
し
き
が
為
に

し
て
曲
の
悪
し
き
に
あ
ら
ざ
る
な
り
今
日
小
學
校
に
於
て
唱
歌
用
に
供
す
る
曲

中
泰
西
の
俗
曲
亦
無
し
と
せ
ず
世
人
の
勝
手
な
る
日
本
の
俗
は
是
れ
用
え
べ
か

ら
ず
と
云
ひ
而
し
て
西
洋
の
俗
曲
は
用
ひ
て
敢
て
怪
ま
ざ
る
は
何
ぞ
尚
ほ
唱
歌

曲
譜
に

Il中
の
淫
猥
な
る
歌
詞
を
附
し
て
見
よ
即
ち
猥
褻
の
音
曲
な
り
と

謂
は
ん
さ
れ
ば
本
邦
の＿音
曲
凡
て
道
徳
を
害
す
る
も
の
な
ら
ず
歌
詞
を
愛
更
す

る
に
於
て
は
敢
て
道
徳
風
俗
を
楓
す
の
恐
れ
あ
ら
ざ
る
べ

し
我
音
曲
も
西
洋
昔

曲
も
源
を
問
は
ゞ
均
し
く
是
れ
印
度
に
起
原
し
唯
時
代
と
経
過
博
来
せ
し
人
種

國
土
の
差
異
あ
る
の
み
本
は
一
な
り
是
故
に
吾
人
の
絶
叫
し
以
て
天
下
昔
榮
界

に
訴
へ
ん
と
す
る
も
の
は
日
本
古
来
の
曲
中
歌
詞
の
悪
し
き
も
の
は
愛
じ
て
用

ゐ
よ
曲
の
長
昔
階
に
愛
じ
得
べ
き
も
の
は
之
を
改
め
よ
換
言
せ
は
憂
欝
の
性
に

加
ふ
る
に
雄
牡
を
以
て
し
所
謂
短
昔
階
に
よ
り
て
は
憂
欝
の
曲
を
長
昔
階
を
以

て
優
美
雄
牡
の
曲
を
譜
し
及
ぶ
限
り
に
於
て
本
邦
人
嗜
好
の
原
曲
に
よ
り
て
國

風
を
保
ち
新
曲
は
短
長
の
二
＿
音
階
に
よ
り
て
譜
せ
よ
と
云
ふ
に
あ
り
然
ら
ざ
れ

ば
瑕
令
欧
州
榮
に
改
め
ん
と
す
る
も
其
目
的
を
逹
し
得
べ

し
と
信
ず
る
能
は
ざ

（
末
完
）

る
な
り

唱
歌
の
撰
捧

）
の
評
論
は
未
完
の
ま
ま
終
っ

て
い
る。 （『

昔
築
雑
誌
』
＋
六
号
、
明
治
二
十
五
年

一月）

今
の
唱
歌
を
作
る
は
多
く
西
洋
榮
譜
に
依
り
て
す
、
是
れ
大
に
善
し、

然
れ

ど
も
中
に
甚
だ
し
き
は
西
洋
榮
譜
其
儘
に
我
歌
を
付
し
て
之
を
歌
は
し
む
。
亦

中
に
は
歌
に
よ
り
考
査
し
て
自
己
の
案
出
に
て
榮
譜
を
作
る
も
の
あ
り
。
西
洋

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

譜
に
我
歌
を
直
に
適
用
す
る
も
の
は
譜
其
物
は
興
味
あ
る
も
の
も
我
歌
と
適
合

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

せ
さ
る
為
に
全
く
其
譜
の
興
味
を
失
ふ
の
み
な
ら
す
歌
ふ
人
自
身
す
ら
も
な
ほ

、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

其
歌
の
何
た
る
や
を
解
す
る
こ
と
能
は
さ
る
に
至
る
。
況
ん
や
隔
壁
之
を
聞
く

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、

も
の
は
全
く
其
歌
す
ら
も
知
る
こ
と
能
は
さ
る
な
り
。

と
日
本
語
に
て
は
流
調
に
云
ふ
へ
き
を
、

ン
ト
を
置
き
、

例
へ
は
「
さ
く
ら
ば
な
」

洋
譜
の
為
に
或
は
「
さ
」
に
ア
ク

セ

或
は

「
な
」
に
ア
ク
セ

ン
ト
を
置
き
、
聞
く
も
の
は
其
楼
花
な

0

0

0

 

0
 

0

0

0

 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

る
か
何
な
る
か
を
知
る
こ
と
す
ら
難
し
、
況
ん
や
之
に
依
て
感
慨
を
惹
起
せ
ら

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

る
A

も
の
誰
か
あ
ら
む。

余
輩
今
日
の
唱
歌
中
極
め
て
雑
楓
此
等
の
貼
に
注
意

せ
さ
る
も
の
あ
る
を
見
る
、

も
の
な
る
べ
し
と
信
す
。

是
れ
賓
に
教
育
上
少
な
か
ら
さ
る
弊
害
を
在
す
る

一
般
の
唱
歌
赦
師
た
る
も
の
は
力
め
て
如
此
弊
な
き

唱
歌
を
撰
捧
す
る
こ
と
を
要
す
、

に
意
を
用
ゆ
へ
き
な
り
。

人
も
あ
る
。

亦
世
の
作
曲
家
及
＿
音
榮
學
校
の
葱
宣
し
く
姦

（
霞
里
）

（『帝
國
文
學
』
第
四
巻
四
号
、
明
治
三
十

一
年
）

西
曲
を
原
語
の
ま
A

唱
ふ
の
と
、
原
語
を
國
語
の
歌
詞
に
改
め
て
唱
ふ
の

と
、
聴
い
て
何
方
が
面
白
い
か
と
聞
く
と、

一
般
の
人
は
大
か
た
、
原
語
の
ま

A

が
可
い
、
國
語
で
あ

っ
て
も
通
じ
な
い
分
ら
な
い

と
い
ふ
人
が
多
い
、
甚
し

き
は
西
曲
に
國
語
を
附
け
る

の
は
絶
到
に
不
成
功
な
も
の

で
あ
る
と
ま
で

い
ふ

し
か
し
吾
等
は
根
本
的
に
此
非
難
は
否
定
す
る
も
の
で
あ
る
と
共
に
、

一
方

に
て
は
大
に
吾
徽
の
警
省
を
促
す
べ
き
も
の
が
あ
る
と
思
ふ
の

で
あ
る
。
歌
詞
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を
附
け
る
に
、
強
弱
長
短
ま
た
は
一
音
調
な
ど
に
つ
い
て
不
用
意
に
筆
を
下
し

て
、
唯
昔
符
の
敷
に
語
敷
を
合
せ
る
や
う
な
附
け
か
た
は
、
勿
論
論
外
で
あ
る

が
、
唱
歌
者
そ
の
人
の
一
語
一
＿
音
の
疲
一
音
の
甚
だ
不
正
確
に
し
て
且
つ
不
明
瞭

で
あ
っ
た
な
ら
、
如
何
に
正
確
に
一
音
符
語
を
附
け
て
居
て
も
、
遂
に
聴
衆
に
首

肯
を
典
へ
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
は
知
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
吾
等
は
竪
榮
家
が

此
黙
に
精
緻
な
る
注
意
と
研
究
を
積
ま
れ
ん
こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
る
。
國
語

の
登
―
音
法
は
、
賓
に
今
は
甚
し
き
混
楓
と
粗
維
を
極
め
、
曖
昧
不
正
確
の
墜
昔

を
以
て
現
は
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
る
、
謂
は
ゞ
國
語
の
危
機
に
瀕
し
て
居
る
の

で
あ
る
。
文
部
省
の
國
語
統
一
の
方
法
は
、
唯
目
で
見
る
國
語
の
上
に
重
き
を

置
か
れ
て
居
る
の
観
が
あ
る
、
そ
こ
で
其
生
命
た
る
眼
目
た
る
焚
音
の
正
法
を

立
て
A

其
統
一
を
計
る
と
い
ふ
は
、

質
に
我
墜
榮
家
諸
君
の
大
任
務
で
は
な
い

か
。
國
語
稜
昔
法
の
オ
ー
ソ
リ
チ
ー
は
、
賓
に
諸
君
を
措
い
て
は
、
他
に
そ
の

人
を
求
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
は
な
い
か
。
吾
等
は
昔
榮
家
と
し
て
の
諸

君
を
尊
敬
す
る
と
共
に
、
墜
音
學
者
と
し
て
の
諸
君
を
期
待
す
る
も
の
で
あ

る
。
蓋
し
焚
昔
法
に
拙
き
磐
榮
家
は
、
ま
た
盤
榮
家
と
し
て
の
債
値
の
上
に
、

何
等
の
尊
敬
を
彿
ふ
べ
き
も
の
で
な
い
と
い
ふ
こ
と
は
、
正
嘗
な
批
判
で
は
あ

る
ま
い
か
。

若
し
夫
れ
國
語
に
は
、
子
幸日の

明
瞭
に
稜
昔
さ
れ
る
も
の
が
殆
ん
ど
無
い
か

ら
唱
ひ
悪
い
と
か
、
ア
ク
セ
ン
ト
が
明
晰
に
附
け
ら
れ
な
い
か
ら
唱
ひ
悪
い
な

ど
と
い
ふ
人
が
あ
っ
た
ら
、
日
本
國
民
た
る
こ
と
を
恥
と
思
っ
て
居
る
や
う
な

非
國
民
で
あ
る
し
、
ま
た
箇
人
と
し
て
も
研
究
心
の
な
い
意
氣
地
の
な
い
自
我

の
な
い
劣
等
の
人
格
で
あ
る
、
か
や
う
な
も
の
は
蓋
し
何
虞
の
國
に
も
あ
る
ま

、。
L
V
 

要
す
る
に
、
西
曲
の
＿
音
符
語
を
、
國
語
に
す
る
の
が
可
い
も
悪
い
も
、
原
語

そ
の
ま
A

が
可
い
も
悪
い
も
、
唱
歌
者
の
研
究
の
程
度
の
深
浅
―
つ
に
よ
る
の

で
あ
る
(
-音
符
語
の
附
け
か
た
の
可
否
は
別
と
し
て
）
こ
れ
さ
へ
立
派
に
表
現

が
出
来
れ
ば
、
先
き
に
述
べ
た
非
難
の
墜
は
、
お
の
づ
か
ら
消
え
う
せ
る
の
で

あ
る
。
故
に
先
づ
墜
榮
家
の
第

一
着
手
と
し
て
執
る
べ
き
研
究
と
勉
強
と
は
、

賓
に
國
語
の
稜
昔
法
で
は
あ
る
ま
い
か
。

（『昔
榮
』
第
三
巻
十
二
号
、
明
治
四
十
五
年
）

『
中
等
唱
歌
集
』
明
治
二
十
二
年
(
-
八
八
九
）
十
二
月
刊
行

資
料
に
よ
り
原
曲
な
ら
び
に
作
詞

・
作
曲
の
明
ら
か
な
も
の
は
記
し
た
。

口
紀
元
節
一
こ
の
三
曲
は
明
治
二
十
六
年
に
祝
祭
日
用
唱
歌
と
な
っ
た
。

国

天

長

節

四

旭

の

旗

国

三

千
餘
萬

因
矢
玉
ハ
霰
伊
澤
修
二
作
曲
、
里
見
義
作
詞

旧
君
が
代
の
初
春
原
曲
は

a
k
e
w
a
k
e
 t
h
e
 

morning
里
見
義
作
詞

囚
織
な
す
錦
二
部
合
唱

因
御
稜
威
の
光
三
部
合
唱

田
御
図
の
民
三
部
合
唱
原
曲
は
ア
メ
リ
カ
の
〈
ヘ
ー
ル
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
〉

白
保
昌
一
＿
一
部
合
唱
原
曲
は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
オ
ペ
ラ
「
魔
笛
」
か
ら

g
凱
旋
一
＿
一
部
合
唱
原
曲
は
ヘ
ン
デ
ル
の
オ
ラ
ト
リ
オ

「ユ
ダ
ス

・
マ
カ
ベ
ウ

ス
」
よ
り
〈
凱
旋
の
歌
〉

⑤
國
旗
―
―
一
部
合
唱

因
火
砲
の
雷
三
部
合
唱
原
曲
は
ド
イ
ツ
の
〈
ラ
イ
ン
の
守
り
〉

曲
埴
生
の
宿
四
部
合
唱
原
曲
は
H
.
R
・
ビ
シ
ョ
ッ
。
フ
作
曲
〈
ホ
ー
ム
・
ス

ウ
ィ
ー
ト
・
ホ
ー
ム
〉
、
里
見
義
作
詞

g

身
も
世
も
忘
れ
四
部
合
唱
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言

『
中
學
唱
歌
』
明
治
三
十
四
年
(
-
九

0
-
）
、
中
学
校
用
文
部
省
検
定
教

科
書

三
十
八
曲
の
単
音
唱
歌
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
多
く
は
当
時
、
東
京
音
楽

学
校
の
教
官
、
学
生
（
瀧
廉
太
郎
ら
）
で
あ
っ
た
も
の
の
新
作
で
あ
る
。
版
権
が
東

京
音
楽
学
校
に
お
か
れ
て
い
る
た
め
、
同
唱
歌
集
に
は
作
曲

・
作
歌
者
名
が
記
載
さ

れ
て
い
な
い
。
な
お
作
者
名
の
判
明
し
た
も
の
に
つ
い
て
の
み
曲
名
を
抽
出
し
て
記

し
て
お
く
。
こ
の
作
詞

・
作
曲
者
は
故
遠
藤
宏
氏
が
当
時
こ
の
唱
歌
集
作
成
に
関
係

の
あ
っ
た
方
々
の
話
に
も
と
づ
い
て
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
△
印
は
確
認
の
な
い
も

の。

例

本
編
は
中
學
校
用
に
充
つ
る
目
的
を
以
て
編
纂
せ
る
唱
歌
集
と
す

本
校
盤
に
是
種
の
唱
歌
集
編
纂
の
必
要
を
認
む
る
や
廣
く
世
の
文
學
家
数

育
井
に
＿
音
榮
家
に
委
啜
し
て
作
歌
作
曲
せ
し
め
歳
月
を
経
て
一
百
有
餘
種
を

得
た
り
し
が
尚
そ
の
足
ら
ざ
る
を
補
は
む
が
為
に
更
に
同
一
の
方
法
に
よ
り

治
＜
材
料
を
内
外
に
求
め
新
に
又
一
百
有
餘
種
を
集
め
得
た
り
玄
に
於
て
選

定
委
員
を
設
け
前
後
合
せ
て
得
た
る
も
の
A

中
現
今
中
學
校
生
徒
の
賓
状
に

参
照
し
て
最
も
適
切
な
る
べ
き
も
の
三
十
八
種
を
精
選
せ
し
め
た
る
が
則
ち

本
編
な
り

本
編
に
用
ゐ
た
る
曲
譜
の
多
敷
は
邦
人
の
製
作
に
係
り
其
他
は
泰
西
作
曲

家
の
手
に
成
れ
る
も
の
と
す

g

君
は
誹
四
部
合
唱

里
見
義
作
詞

g
憲
法
発
布
の
頌

四
部
合
唱

原
曲
は
ベ
ー
ト
ヴ
ェ
ン
作
曲
〈
D
i
e
E
h
r
e
 G
o
t
t
e
s
〉、

東
京
昔
榮
學
校
長

駒
の
蹄
小
山
作
之
助
作
曲

牛
お
ふ
童

安

藤

幸
作
曲

我
等
は
中
學
一
年
生
小
山
作
之
助
作
曲

前
途
萬
里
瀧
廉
太
郎
作
曲

占
守
島

安

藤

幸
作
曲

太
平
洋
永
井
幸
次
郎
作
曲

寄
宿
含
の
古
釣
瓶
小
池
友
七
作
曲
、
小
山
作
之
助
作
曲

老
将
軍
深
澤
登
代
吉
作
曲

武
蔵
野
瀧
廉
太
郎
作
曲

入
船
出
船
田
村
虎
蔵
作
曲

遠
別
離
杉
浦
チ
カ
作
曲

△
壺
の
碑
栗
本
清
夫
作
曲

△
祖
先
の
震

栗

本

清
夫
作
曲

初
旅
橋
本
正
作
作
曲

箱
根
八
里
鳥
居
枕
作
詞
、
瀧
廉
太
郎
作
曲

荒
城
の
月
土
井
晩
翠
作
詞
、
瀧
廉
太
郎
作
曲

甲
鐵
艦
山
田
源
一
郎
作
曲

△
饂
雁
岡
野
貞

一
作
曲

豊
太
閤
瀧
廉
太
郎
作
曲

去
年
今
夜
岡
野
貞
一
作
曲

△
今
は
學
校
後
に
見
て
幸
田
延
作
曲

渡

邊

龍

聖

本
編
は
歌
曲
の
程
度
題
目
の
種
類
井
に
排
列
の
順
序
等
に
開
し
て
赦
科
書

と
し
て
未
だ
完
全
な
ら
ざ
る
貼
な
き
を
保
せ
ず
と
雖
も
之
に
依
り
て
漸
次
歩

武
を
進
め
な
ば
庶
幾
く
は
＿
音
榮
の
効
果
を
賓
現
せ
し
む
る
こ
と
を
得
む

明
治
三
十
四
年
三
月
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明
治
三
十
四
年
（
一
九

0
-
）
五
月
十
九
日
、
こ
こ
の
中
学
唱
歌
の
披
露
演
奏
会

が
行
わ
れ
た
。
瀧
廉
太
郎
の
〈
箱
根
八
里
〉
〈
荒
城
の
月
〉
な
ど
が
初
演
さ
れ
た
日

で
あ
る
。
彼
は
こ
の
頃
ド
イ
ツ
ヘ
向
け
て
留
学
の
途
に
あ
り
、
イ
ン
ド
洋
を
航
海
中

で
あ
っ
た
。

『中
等
唱
歌
』
明
治
四
十
三
年

一
月
二
十
二
日
出
版

東
京
音
楽
学
校
が
出
版
し
た
唱
歌
の
中
で
ピ
ア
ノ
伴
奏
附
の
楽
譜
は
は
じ
め
て
で

あ
る
。
従
来
の
多
く
の
例
に
な
ら
っ
て
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
歌
詞
を
つ

け
た
も
の
が
多
い
。
し
か
し
小
山
作
之
助
や
納
所
辮
次
郎
、
山
田
源
一
郎
ら
の
作
曲

作
品
も
見
ら
れ
る
。
唱
歌
集
と
い
う
よ
り
も
歌
曲
集
の
体
裁
で
あ
る
。
歌
詞
お
よ
び

曲
の
選
定
委
員
と
し
て

A
．
ュ
ン
ケ
ル
、

H
・
ヴ
ェ
ル
ク
マ
イ
ス
タ
ー
、

鳥
居
枕
、

武
島
又
次
郎
、
富
尾
木
知
佳
、

島
崎
赤
太
郎
、
吉
丸
一

昌
、
乙
骨
三
郎
、
楠
美
恩
三

郎
、
田
村
虎
蔵
、
岡
野
貞
一
、
南
能
衛
、
文
部
省
視
学
官
吉
岡
郷
甫
（
東
京
音
楽
学

校
嘱
託
講
師
）
諸
氏
の
名
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

三
種
類
と
も
楽
譜
は
巻
末
の
楽
譜
資
料
を
参
照
。
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(
-
）
ル
ー
ド
ル
フ
・
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ

R
u
d
o
l
f
D
i
t
t
r
i
c
h
 (
一
八
六
七

ー
一
九
一
九
） 外

国
人
教
師

履
歴
と
そ

の
活
動

音
楽
取
調
掛
が
成
し
遂
げ
た
音
楽
教
育
の
基
礎
確
立
は
東
京
音
楽
学
校
に
お
い

て
、
音
楽
教
育
は
も
と
よ
り
芸
術
音
楽
興
隆
に
向
け
て
よ
り
確
実
な
歩
み
を
は
じ
め

る
。
そ
れ
を
リ
ー
ド
し
た
の
は
や
は
り
外
国
人
教
師
で
あ
っ
た
。
ソ
ー
ブ
レ
ッ
ト
に

替
っ
て
明
治
二
十
二
年
十
一
月
に
着
任
し
た
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
に
始
ま
り
、
次
々
と
東

京
音
楽
学
校
で
教
鞭
を
と
っ
た
教
師
は
明
治
時
代
で
十
四
名
に
の
ぼ
る
。
彼
ら
は
揺

藍
時
代
を
脱
し
切
れ
な
い
東
京
音
楽
学
校
を
導
く
十
分
な
資
格
を
有
し
、
音
楽
技
術

上
の
正
統
な
訓
練
に
根
ざ
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
伝
統
を
正
確
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き

た
。
そ
し
て
教
育
面
お
よ
び
演
奏
面
に
日
本
の
洋
楽
界
を
華
々
し
く
か
ざ
っ
た
。

在
職
期
間
明
治
二
十
一
年
ー
ニ
十
七
年
(
-
八
八
八

l
一
八
九
四
）

担
当
科
目
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
和
声
学
、
作
曲
法
、
唱
歌

お
雇
い
外
国
人
教
師

音
楽
取
調
掛
は
、
メ
ー
ソ
ン
帰
国
後
、
初
歩
的
教
育
者
よ
り
芸
術
家
を
求
め
、
明

治
十
八
年
頃
か
ら
イ
タ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
を
中
心
に
物
色
し
て
い
た

が
、
明
治
二
十
一
年
三
月
オ
ー
ス
ト
リ
ア
公
使
戸
田
伯
爵
に
公
文
書
で
依
頼
を
し
た

こ
と
に
よ
り
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
の
招
聘
が
決
り
、
数
年
来
の
希
望
が
果
さ
れ
た
。
戸
田

伯
爵
へ
の
依
頼
は
ま
ず
同
年
一
月
二
十
五
日
付
東
京
音
楽
学
校
幹
事
紳
津
専
三
郎
よ

り
文
部
大
臣
森
有
證
に
提
出
さ
れ
た
「
音
楽
教
師
傭
入
之
儀
二
付
伺
」
に
は
じ
ま
る
。

本
校
生
徒
之
儀
ハ
漸
次
進
歩
ノ
域
一
一
向
ヒ
此
際
善
良
ノ
教
師
ヲ
得
候
ハ
ヽ
其

第
九
節

學
業
盆
進
歩
可
仕
且
陸
績
入
學
志
願
J
者
モ
有
之
賂
又
本
校
之
儀
モ
目
下
創
設

二
際
シ
候
テ
ハ

善
良
ナ
ル
組
織
ヲ
考
定
シ
後
来
之
規
模
ヲ
確
立
候
儀
必
要
二
有

之
候
就
而
者
今
般
楽
曲
製
作
理
論
講
義
管
絃
楽
教
授
ヲ
主
卜
為
シ
可
相
成
ハ
唱

歌
洋
琴
風
琴
其
他
音
楽
上
一
般
ノ
學
科
教
授
ノ
任

二
勝
へ
且
本
校
組
織
考
按
ノ

顧
問
ト
モ
可
相
成
加
フ
ル
ニ
日
本
音
楽
講
薮
研
究
ノ
篤
志
ヲ
具
へ
其
取
調

二
適

シ
後
来
本
邦
音
架
上
進
ノ
途
二
於
テ
深
ク
望
ヲ
属
ス
ル
ニ
足
ル
ベ
キ
者
一
名
月

俸
凡
三
百
五
拾
圏
以
上
四
百
以
下
ノ
見
込
ヲ
以
テ
獨
澳
ノ
中
ヨ
リ
招
聘
相
成
度

右
裁
可
之
上
ハ
其
招
聘
之
手
績
等
更

二
可
伺
出
候
得
共
先
以
本
按
至
急
仰
高
裁

候
也

明
治
二
十
一
年
一
月
二
十
五
日

文
部
大
臣
子
爵

東
京
＿
音
榮
學
校
幹
事

紳
津
専
三
郎

〔手
書
き〕

（
『
外
國
人
敦
師
闊
係
書
類
』
明
治
十
八
年
i
三
十
二
年
）

こ
の
文
中
に
「
日
本
音
楽
講
蕨
研
究
J
篤
志
ヲ
具
へ
其
取
調
二
適
シ
後
来
本
邦
音

楽
上
進
ノ
途
二
於
テ
深
ク
望
ヲ
属
ス
ル
ニ
足
ル
ベ
キ
者
一
名
」
と
記
さ
れ
て
い
る

点
、
ま
た
外
国
音
楽
家
で
も
日
本
音
楽
へ
の
研
究
心
の
な
い
も
の
は
雇
い
入
れ
た
＜

な
い
と
い
う
伊
澤
校
長
の
内
外
音
楽
融
合
の
理
想
を
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。
次
い
で

二
月
十
六
日
付
で
間
も
な
く
ソ
ー
ブ
レ
ッ
ト
の
期
限
が
切
れ
る
の
を
機
会
に
早
急
に

裁
可
願
い
た
い
旨
申
し
出
た
。

本
校
従
来
之
目
的
確
立
之
上
夫
々
着
手
可
致
之
処
差
嘗
リ
良
教
師
ヲ
得
候
事

必
要
二
有
之
然
ル
ニ
現
今
之
教
師
ハ
僅
ニ
―
週
三
回
横
濱
表
ョ
リ
通
勤
之
者
ニ

有
之
末
夕
適
営
之
敦
師
ヲ
不
得
甚
夕
差
支
罷
在
候
就
而
者
今
般
月
俸
凡
銀
貨
三

園
以
上
同
三
百
五
拾
圏
以
下
ノ
見
込
ヲ
以
テ
別
紙
條
約
按

二
拠
リ
音
架
赦
師
壷

森
有
膿
殿
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名
澳
國
ヨ
リ
大
凡
三
ケ
年
間
聘
用
致
度
右
裁
可
ヲ
得
候
上
ハ
該
赦
師
聘
用
二
係

ル
紹
介
手
績
等
詳
細
之
事
情

ハ
本
校
長
ヨ
リ
私
翰
ヲ
以
テ
澳
國
駐
在
戸
田
公
使

ヘ
致
依
頼
可
然
乎
尤
モ
右
費
用
之
儀
ハ
本
校
来
廿
一
年
度
鰹
費
豫
算
中

ニ
テ
ハ

支
辮
難
致
候
間
不
足
之
分
別
途
御
交
付
相
成
度
候
尚
現
今
ノ
教
師
傭
期
限
モ
既

二
切
迫
之
義
二
有
之
候
者
至
急
裁
可
相
成
度
別
按
條
約
文
相
添
右
相
伺
候
也

但
本
掛
教
師
雇
入
之
手
続

ハ
本
省
ョ
リ
外
務
省
へ
御
照
會
相
成
候
様
致
度
候
也

〔手
書
き
〕（
『
外
國
人
敬
師
腕
係
書
類
』
明
治
十
八
年

i
三
十
二
年
）

戸
田
公
使
か
ら
は
九
月
十
八
日
付
の
返
事
が
と
ど
き
、
ル
ー
ド
ル
フ
・
デ
ィ

ッ
ト

リ
ヒ
が
依
頼
に
応
じ
た
こ
と
を
知
ら
せ

て
き
た
。
し
か
し
赴
任
条
件
と
し
て
、

デ
ィ

ッ
ト
リ
ヒ
が
校
長
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
の
な
ら
ば
と
主
張
し
た
模
様
で
あ
っ

た
。
戸
田
公
使
は
苦
心
の
結
果
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ

の
要
求
を
で
き
る
か
ぎ
り
満
た
し
た

条
文
を
作
成
し
、
九
月
十
三
日
に
戸
田
公
使
と
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
の
間
で
条
約
を
結
ん

だ
。
こ
の
返
信
に
は
そ
の
条
約
文
も
添
え
ら
れ
て
あ
る
。

本
年
三
月
十
六
日
付
送
第

一
九
号
ヲ
以
テ
文
部
省
所
管
東
京
音
楽
学
校

へ
音

楽
教
師
一
名
月
給
銀
貨
三
百
円
以
上
三
百
五
十
円
以
下
ニ
テ
向
フ
三
年
間
御
雇

聘
相
成
度
云
々
文
部
大
臣
照
会
文
相
添
御
訓
示
之
旨
委
曲
領
承
右
早
速
常
府
コ

ン
サ
ル
バ
ト
リ
ー
長

ヘ
ル
メ
ル
ス
ベ
ル
グ
ヘ
委
曲
依
頼
仕
候
処
何
分
遮
営
ナ

ル

音
楽
教
師
ノ
英
語
二
達
ス
ル
者
少
ナ
キ
ガ
タ
メ
数
月
ノ
時
日
ヲ
費
ヤ
シ
今
日
ニ

至
リ
候
次
第

二
有
之
候
処
漸
ク
此
程
音
楽
教
師
ヂ
ッ

ト
リ
ヒ
ト
申
シ
嘗
國

ニ
テ

モ
隧
分
著
名
ノ
音
楽
師
ニ
シ
テ
且
英
語
一
ー
モ
一
通
リ
相
通
シ
高
尚
J
人
物
一
ー
有

之
同
人
ナ
レ
バ
「
コ
ン
サ
ル
バ
ト
リ
ー
長
二
於
テ
モ
其
技
術
及
理
論
ノ
優
絶
ナ

ル
ヲ
充
分
二
保
証
ス
ベ
キ
旨
申
出
候
尤
モ
同
人
儀

ハ
有
妻
ノ
者
一
ー
付
夫
婦
同
行

ヲ
要
シ
条
約
文
案
第

一
条
及
第
九
条
（
別
紙
条
約
第
二
条
及
ビ
第
十
条
）
之
旅

行
費
銀
貨
六
百
五
拾
円
ニ
テ
ハ
事
実
二
於
テ
ハ
出
来
可
カ
ラ
サ
ル
者
卜
存
候
間

右
ハ
訓
示
案
ト
ハ
相
違
候
へ
共
二
人
旅
行
ノ
割
合
ニ
テ
見
積
ヲ
立
テ
銀
貨
千
三

百
円
二
相
改
取
極
候
又
第
一
条
ノ
一
千
八
百
八
十
八
年
九
月
一
日
ヨ
リ
向
フ
三

ケ
年
間
云
々
ハ
本
年
十
一
月
一
日
ョ
リ
来
ル
千
八
百
九
十
一
年
九
月
一
日
迄
卜

相
改
メ
申
候
右
ハ
毎
年
九
月
一
日
ョ
リ
新
学
期
相
始
マ
リ
候
二
付
学
期
ノ
一
部

即
チ
九
月
十
月
ヲ
教
授
シ
十
一
月
ヨ
リ
ハ
全
ク
他
ノ
教
師
二
就
候
様
ニ
テ
ハ
甚

夕
不
便
利
二
可
有
之
敗
ト
ノ
話
合
二
有
之
侯
又
條
約
案
第
一
条
ヲ
分
テ
ニ
ケ
条

ト
シ
第
一
条

ハ
契
約
ノ
期
限
第
二
条

ハ
旅
行
費
卜
相
改
侯
将
又
条
約
ノ
結
末

二

左
ノ
一
条
ヲ
増
加
致
候
即
チ

第
十
一
条
ヂ
ッ

ト
リ
ヒ
氏
ハ
其
出
発
前
ニ
ニ
ヶ
月
分
ノ
給
料
即
チ
銀
貨
七

百
円
ヲ
前
借
シ
着
後
毎
月
月
給
ノ
内
ョ
リ
百
円
ツ

ヽ
返
却
可
致
事

此
主
意
ニ
テ
本
月
十
三
日
本
使
ト
ヂ
ッ
ト
リ
ヒ
氏
卜
別
紙
条
約
文
之
通
リ
条

約
ヲ
相
結
候
又
同
氏
儀
本
月
廿
三
日
佛
園
マ
ル
セ
ー
ュ
港
発
ノ
ア
ナ
ジ
ー
ル
号

ニ
テ
出
発
可
仕
候
間
右
御
領
承
可
然
文
部
大
臣
へ
御
通
報
相
成
度
此
段
申
進
候

明
治
二
十
一
年
九
月
十
八
日

在
澳
国
特
命
全
櫂
公
使

外
務
大
臣
伯
大
隈
重
信
殿

付
條
約
文
相
添
〔
条
約
書
訳
文
〕

日
本
帝
國
特
命
全
権
公
使
戸
田
伯
日
本
帝
國
政
府
ノ
嘱
托
二
依
リ
其
名
儀
ヲ

以
テ
第

一
方
二
在
リ
音
楽
指
揮
者

(
K
a
p
e
l
l
m
e
i
s
t
e
r
)
維
因
府
ノ
人
「
ル
ー
ド

ル
フ
、
ヂ
ッ
ト
リ
ヒ
」
君
第
二
方
二
在
リ
テ
其
間

二
本
日
左
ノ
條
約
ヲ
結
定
ス

第

一
條
ル
ー
ト
ル
フ
、
ヂ
ッ
ト
リ
ヒ
君
ハ
一
千
八
百
八
十
八
年
十
一
月
一

日
ヨ
リ
一
千
八
百
九
十
一
年
九
月
一
日
マ
テ
東
京
二
於
ケ
ル
帝
図
音
楽
學

ア
ル
チ
ス
チ
ッ
シ
エ
ル
デ
イ
レ

ク
ト

ル

校
ノ
技
術
監
督
者
ト
シ
テ
傭
入
ラ
レ
右
期
限
間
此
學
校
生
徒
二
「
バ

戸
田
氏
共
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教
授
二
関
ス
ル
時
間
表
ヲ
確
定
ス
ル
ノ
権
ハ
帝
國
音
楽
學
校
長
二
属
ス

第
六
條
ル
ー
ド
ル
フ
、
ヂ
ッ
ト
リ
ヒ
君
ハ
何
時
ニ
テ
モ
教
授
上
ノ
疑
問
二

関
シ
其
意
見
ヲ
帝
国
音
楽
學
校
々
長
二
告
知
ス
ル
ノ
権
ヲ
有
ス
然
レ
ト
モ

其
採
否
ヲ
決
定
ス
ル
ノ
権
ハ
帝
国
音
楽
學
校
々
長
之
ヲ
保
有
ス

第
七
條
ル
ー
ド
ル
フ
、
ヂ
ッ
ト
リ
ヒ
君
疾
病
二
罹
リ
四
十
日
間
絶
ヘ
ズ
引

続
ぎ
プ
其
條
約
上
ノ
義
務
ヲ
遵
守
ス

ル
ノ
能
ハ
ザ
ル
ト
キ
ハ
第
四
十
日
目

ヨ
リ
以
後
其
疾
病
継
続
間

ハ
其
俸
給
ノ
四
分
ノ
一
ヲ
受
取
ル
ヘ
シ
、
又
若

シ
疾
病
絶
ヘ
ズ
継
続
シ
テ
九
十
日
二
及
ビ
其
時
期
間
ル
ー
ド
ル
フ
、
ヂ
ッ

ト
リ
ヒ
君
其
條
約
上
ノ
義
務
ヲ
遵
守

ス
ル
能
ハ
ザ
ル
ト
キ
ハ
本
條
約
ハ
解

除
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ト
看
倣
シ
第
九
十
日
目
ヨ
リ
以
後
ハ
全
ク
俸
給
ノ
支

彿
ヲ
廃
止
ス

ル
ベ
シ

イ
オ
リ
ン
」

楽
、
和
竪
學
、
作
曲
法
、
井
ニ
一
般
唱
歌
ノ
教
授
ヲ
為
ス

ノ

義
務
ヲ
負
撥
ス

第
二
條
ル
ー
ド
リ
フ
、
ヂ
ッ
ト
リ
ヒ
君
ハ
維
因
ヨ
リ
東
京
マ
デ
自
身
及
ビ

其
妻
ノ
旅
費
ト
シ
テ
穂
計
銀
貨
一
千
三
百
円
ヲ
受
取
ル
ベ
シ

第
三
條
ル
ー
ド
リ
フ
、
ヂ
ッ
ト
リ
ヒ
君
ハ
一
千
八
百
八
十
八
年
十
一
月
一

日
ヨ
リ
始
メ
テ
月
給
銀
貨
参
百
五
十
円
ヲ
受
取
ル
ベ
ク
其
払
渡
ハ
毎
月
末

日
ト
ス
若
シ
又
一
月
ヲ
分
割
ス
ベ
キ
場
合
ヲ
生
ズ

ル
ト
キ
ハ
月
俸
ノ
割
合

二
従
ヒ
日
割
ヲ
以
テ
計
算
ス

第

四

條

ル

ー
ド
ル
フ
、
ヂ
ッ
ト
リ
ヒ
君
ハ
條
約

二
依
リ
テ
東
京
二
滞
在
ス

ル
間
ハ
住
宅
費
補
償
ト
シ
テ
毎
月
銀
貨
参
拾
円
ヲ
受
取
ル
ベ
シ

第
五
條
ル
ー
ド
ル
フ
、
ヂ
ッ
ト
リ
ヒ
君
ハ
毎
日
五
時
間
以
上
教
授
ヲ
捨
任

ス
ル
ノ
義
務
ナ
ク
又
夏
期
間
教
授
ノ
為
メ
在
校
ヲ
要
セ
ラ
ル
ヽ
コ
ト
ナ
カ

第
八
條

ル

ー
ド
ル
フ
、
ヂ
ッ
ト
リ
ヒ
君
自
己
J
事
故
ョ
リ
シ
テ
末
ダ
條
約

期
限
ノ
経
過
シ
終
ラ
ザ
ル
前
二
本
條
約
ノ
解
除
ヲ
望
ム

ト
キ
ハ
少
ク
ト
モ

八
ヶ
月
前
二
其
旨
ヲ
帝
國
音
楽
學
校
長
二
告
知
ス
ベ
シ
、
此
場
合
二
於
テ

ハ
條
約
解
除
ノ
日
ヨ
リ
俸
給
ノ
支
払
ヲ
廃
止
ス

第
九

條

日

本

帝
國
政
府
が
顕
著
ナ
ル
事
故
ョ
リ
シ
テ
未
ダ
條
約
期
限
ノ
経

過
シ
終
ラ
ザ
ル
前
二
本
條
約
ヲ
解
除
セ

ン
コ
ト
ヲ
望
ム

ト
キ
ハ
「
ル
ー
ド

ル
フ
、
ヂ
ッ
ト
リ
ヒ
」
君
ハ
補
償
ト
シ
テ
三
箇
月
分
ノ
俸
給
ヲ
得
ベ
シ

第
十
條
本
條
約
ノ
期
限
終
了
シ
テ
傭
継
ニ
ナ
ラ
ザ
ル
場
合
又
は
第
七
條
及

ヒ
第
九
條
二
適
合
シ
テ
本
條
約
ヲ
解
除
シ
タ
ル
場
合
二
於
テ
ハ
「
ル
ー
ド

ル
フ
、
ヂ
ッ
ト
リ
ヒ
」
君
ハ
自
身
井
二
其
妻
ノ
蹄
國
旅
費
ト
シ
テ
穂
計
銀

貨
一
千
三
百
円
ヲ
受
取
ル
ベ
シ

第
十
一
條
ル
ー
ド
ル
フ
、
ヂ
ッ
ト
リ
ヒ
君
ハ
其
出
立
前
二
総
計
銀
貨
七
百

円
ノ
前
払
ヲ
得
ベ
シ
但
シ
此
前
金
ハ
月
割
ヲ
以
テ
毎
月
金
百
円
ヅ
A

其
俸

給
中
ヨ
リ
東
京
二
於
テ
引
去
ラ
ル
ベ
シ

一
千
八
百
八
十
八
年
九
月
十
三
日

維
因
府
二
於
テ

戸
田
伯
爵

ル
ー
ド
ル
フ
、
ヂ
ッ
ト
リ
ヒ
〔
手
書
き
〕

（
『
外
國
人
敬
師
開
係
書
類
』
明
治
十
八
年
ー
三
十
二
年
）

九
月
二
十
二
日
、
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
は
マ
ル
セ
ー
ュ
を
出
港
、
十
一
月
四
日
婦
人
同

伴
で
来
日
し
た
（
『
官
報
』
明
治
二
十
一
年
十
一
月
二
十
七
日
付
に
よ
る
）
。
東
京
音

楽
学
校
で
は
翌
五
日
オ
ー
ス
ト
リ
ア
代
理
公
使
シ
ー
ボ
ル
ト
宛
来
着
を
報
じ
、
東
京

市
京
橋
区
采
女
町
三
十
二
番
地
精
養
軒
に
一

時
落
ち
着
い
た
。
さ
ら
に
十
二
月
六
日

総
理
大
臣
へ
宛
て
彼
の
履
歴
書
を
添
え
て
雇
い
入
れ
の
通
知
を
し
て
い
る
。
来
日
当
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ルー ドルフ ・ディットリヒ教師

デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
の
履
歴
書

（
要
約
）

一
八
六
一

年
四
月
二

十
五
日
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ヤ
國
ガ
リ
チ
ア
地
方
の
小
村

ビ
ア
ラ

Biala
に
生
る
。
五
歳
よ
り
ピ
ア
ノ
、
七
歳
よ
り
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
九
歳
よ

り
寺
院
音
楽
、
十
歳
よ
り
楽
理
を
学
ぶ
。

一
八
七
六
年
、
高
等
普
通
敦
育
を
受
け
る
た
め
ド
イ
ツ
國
ブ
レ
ス
ラ
ウ
市
に
赴
く
。

一
八
七
八
年
、
ウ
ィ
ー
ン
音
楽
院
に
入
學。

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
校
長

ヘ
ル
メ
ス
ベ
ル
ガ

ー

H
e
l
l
m
e
s
 be
r
g
e
r

に
、
オ
ル
ガ
ン
、
和
声
、
対
位
法
、
作
曲
を
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー

B
r
u
c
k
n
e
r

お
よ
び
ク
レ
ン

K
r
e
n
n

に
、
ピ
ア
ノ
を
シ
ェ
ン
ネ
リ
ー

S
c
h
e
n
n
e
r
y

に
師
事。

一
八
八

0
年
、
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
第
二
賞
牌
を
獲
得
。

一
八
八
二
年
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
第
一
賞
牌
お
よ
び
オ
ル
ガ

ン
第
一
賞
牌
を
獲
得
。
こ
の

年
卒
業
に
際
し
て
成
績
優
等
の
た
め
大
銀
牌
を
獲
得
し
た
。
卒
業
と
同
時
に

ロ
ッ
ト

シ
ー
ア
男
爵
家
の
オ
ル
ガ
ン
奏
者
、
ユ
ダ
ヤ
大
寺
院
の
オ
ル
ガ
ン
奏
者
な
ら
び
に
指

揮
者
と
な
る
。

一
八
八
一―
一年
国
民
の
義
務
と
し
て
兵
役
に
つ
く
。
以
後
ウ
ィ
ー
ン
に
お
い
て
大
音
楽
会

な
ど
重
要
な
演
奏
会
に
出
演
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
独
奏
、
管
弦
楽
、
室
内
楽
、
ピ
ア
ノ

独
奏
、
オ
ル
ガ
ン
演
奏
に
活
躍
。

時
、
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
夫
妻
は
と
も
に
二
十
八
歳
で
あ
っ
た
。

一
八
八
八
年
、
日
本
の
招
き
に
応
じ
て
来
日
。

〔

手
書
き
〕

（『
外
國
人
敦
師
躁
係
書
類
』

明
治
十
八
年
！
三
十
二
年
）

デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
夫
妻
は
二
十
二
年
七
月
十
六
日
、
本
郷
区
向
ヶ
岡
硼
生
町
一
一
番
地

の
新
築
さ
れ
た
教
師
館
（
建
築
主
お
よ
び
所
有
者
は
荻
昌
吉
と
水
野
九
郎
）
に
移
り
、

帰
国
ま
で
こ
の
家
に
居
住
し
た
。
二
十
四
年
伊
澤
初
代
校
長
に
代
っ
て
校
長
と
な

っ

た
村
岡
範
為
馳
は
、
最
初
の
契
約
に
引
き

つ
づ
き
向
う
三
年
間
の
契
約
を
結
び
（
ニ

十
六
年
高
等
師
範
附
属
音
楽
学
校
と
な
っ

て
か
ら
は

講
師
嘱
託
）
、
任
期
は
二
十
七

年
七
月
三
十
一
日
ま
で
と
な
っ
た
。
こ
の
間
二
十
四
年
一
月
四
日
、

妻
の
ペ
リ
ー
ネ

を
三
十
歳
の
若
さ
で
亡
く
し
て
い
る
。
死
因
は
慢
性
心
臓
内
膜
炎
、
肺
臓
栓
塞
で
あ

っ
た
。
お
墓
は
青
山
外
人
墓
地
に
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
悲
し
い
出
来
事
が
あ

っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
再
契
約
を
結
び
、
東
京
音
楽
学
校
の
授
業
の

ほ
か
熱
心
に
日
本
の
伝

統
音
楽
や
俗
曲
の
研
究
を
行
っ
た
。
築
や
三
味
線
の
実
技
も
習
得
し
た
と
伝
え
ら
れ

て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
多
忙
な
毎
日
の
中
で
も
夏
休
み
に
は
日
光
・
伊
香
保
・
箱
根

な
ど

の
保
蓑
地
に
出
か
け
る
こ
と
を
楽
し
ん
だ
。

演
奏
面
に
お
け
る
彼
の
活
躍
は
非
常
に
意
欲
的
で
、
明
治
二
十
三
年
に
来
日
し
た

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
フ
ル
ー
ト
奏
者
テ
ル
シ
ャ
ッ
ク
と
の
演
奏
会
は
を
じ
め
、
滞
在
中

に
五
十
回
を
越
え
る
大
小
の
演
奏
会
に
出
演
し
、

当
時
の
音
楽
界
に
大
き
な
刺
激
を

与
え
た
。
そ
の
中
か
ら
興
味
深
い
音
楽
会
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。
東
京
音
楽
学
校
主

催
の
も
の
は
除
く
。

〔
明
治
二
十
三
年
八
月
一
日
、

宮
中
千
種
之
間
に
て
〕

午
後
四
時
三
十
分
か
ら
天
皇

・
皇
后
両
陛
下
ご
臨
席
の
下
に
御
前
演
奏
を
行
う
。

宮
中
の
音
榮

し
ゅ
じ
ゃ
ぅ

畏
く
も
聖
上
皇
后
雨
陛
下
に
は
去
る
八
月
澳
國
―
音
榮
博
士
テ
ル
シ
ャ
ッ
ク
東

京
＿
音
榮
學
校
数
師
ヂ
ツ
ト
リ
ヒ
澳
國
―
音
榮
師
シ
ュ
ー
レ
ル
女
の
三
名
を
宮
中
に

き
こ
し
め

召
さ
せ
ら
れ
親
し
<
-
音
榮
を
聞
召
さ
る
其
由
来
を
承
る
に
テ
ル
シ
ャ
ッ
ク
氏
は

わ
う
て
き

ぎ
よ
ぜ
ん

頗
る
有
名
の
作
曲
家
に

し
て
横
笛
専
門
家
な
り
是
迄
各
國
帝
王
の
御
前
に
出
で
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第

一
コ
ン
セ
ル
ト
、
ア
レ
グ
ロ

百
四
十
七
番

テ
ル
シ
ャ
ッ
ク
の
自
作
に
し
て
軍
事
上
の
物
語
を
曲
に
製
し
た
る
も
の
な
り

す
い
て

き

じ

よ

テ
ル
シ
ャ
ッ
ク
の
吹
笛
に
シ
ュ
ー
レ
ル
女
の
洋
琴
を
和
し
て
之
を
奏
す

第
ニ
バ
ラ
ー
ド
、

及
ボ
ロ
ネ
ー
ス

べ

る

ぎ

こ

く

ば
う
ら
ん
ど

此
曲
は
白
耳
義
國
有
名
の
昔
榮
家
ビ

ュ
ー
タ
ン
の
作
に
し
て
波
蘭
國
古
代
の

物
語
及
び
歌
舞
の
様
を
擬
し
た
る
も
の
な
り
ヂ
ッ
ト
リ
ヒ

の
胡
弓
に
シ

ュ
ー
レ

ル
女
の
洋
琴
を
合
奏
す

は

ん

が

り

第
三
匈
牙
利
古
歌

此
曲
は
匈
牙
利
國
有
名
の
音
榮
家
リ
ス
ト
の
作
に
し
て
同
國
古
代
の
歌
舞
に

擬
し
た
る
も
の
な
り
シ
ュ

ー
レ

ル
女
洋
琴
に
て
之
を
弾
す

第
四
日
本
歌
調

「花
競
」
と

「櫻」

此
曲
は
テ
ル
シ
ャ
ッ
ク
の
新
作
に
し
て
箪
曲
集
中
の
花
競
及
嬰
の
二
曲
を
編

し
ゆ
み

入
し
自
ら
本
邦
歌
曲
の
旨
味
を
存
せ
る
も
の
な
り
テ
ル
シ
ャ
ク
の
横
笛
に
シ
ュ

の
曲
目
を
左
に
掲
＜

て
其
技
を
演
し
又
新
奇
の
曲
を
製
し
到
る
虞
に
妙
技
の
竪
拳
を
博
し
或
は
動
章

ご

ぶ
つ

を
授
典
せ
ら
れ
或
は
御
物
を
拝
領
せ
し
こ
と
少
か
ら
ず
然
る
に
今
回
世
界
漫
遊

さ
き

を
企
て
吾
日
本
に
渡
航
せ
し
に
よ
り
襲
に
大
日
本
音
榮
會
に
聘
し
其
得
意
の
曲

を
演
せ
し
め
し
に
其
技
賓
に
美
妙
に
し
て
會
長
鍋
島
侯
爵
始
め
幹
事
諸
氏
大
に

之
を
賞
し
遂
に
上
聞
に
逹
し
け
れ
ば
早
直
大
日
本
昔
榮
會
に
御
沙
汰
在
ら
せ
ら

か
た
じ
け
な

れ
右
三
名
の
昔
榮
を

辱

く
も
聖
聴
に
進
む
る
こ
と
A

は
な
れ
り
此
日
午
後
四

し

ゅ

つ

ぎ

よ

あ

ら

す

ば

ん

時
三
十
分
頃
よ
り
雨
陛
下
千
草
の
間
に
出
御
在
せ
ら
れ
敷
番
の
曲
を
聞
召
さ
れ

ぎ
よ
か
ん

御
機
嫌
殊
に
う
る
は
し
く
御
感
斜
な
ら
ざ
り
し
と
ぞ
此
如
き
殊
遇
の
寵
榮
を
荷

ひ
た
る
＿
音
榮
家
等
の
面
目
は
申
す
に
及
ば
ず
日
本
昔
榮
會
の
諸
氏
は
之
を
以
て

い
よ
い

こ
の

同
會
の
面
目
と
し
て
自
今
愈
よ
斯
道
の
為
に
奮
勘
す
べ
し
と
言
ひ
あ
へ
り
営
日

ー
レ
ル
女
の
洋
琴
を
和
し
て
之
を
奏
す

、

ン

ガ

リ

第
五
「
カ
バ
チ
ナ
」
と
「
匈
牙
利
歌
」

「
カ
バ
チ
ナ
」
の
曲
は
猫
人
ラ
フ
の
作
に

し
て
家
内
親
愛
の
情
を
叙
し
匈
牙

利
歌
は
澳
國
人
ハ
ウ
セ
ル
の
作
に
し
て
匈
牙
利
人
歌
舞
の
状
を
窟
せ
る
も
の
な

り
デ
ッ
ト
リ
ヒ
の
胡
弓
に
シ
ュ
ー
レ
ル
女
の
洋
琴
を
和
し
て
之
を
奏
す

第
六
コ
ン
セ
ル
ト
、
ボ
ル
カ
、

今
様
の
舞
譜
曲
に
し
て
英
人
ワ
レ
ス
の
作
な
り
シ
ュ

ー
レ
ル
女
洋
琴
を
以
て

之
を
弾
ず

第
七
フ
ァ
ン
タ
シ
ア

テ
ル
シ
ャ
ッ
ク
の
自
作
に
し
て
「
ソ
ン
ナ
ン
ブ
ラ
」
の
歌
劇
四
十
三
番
の
越

こ
う向

に
擬
せ
る
者
な
り
其
曲
の
終
に
は
「
シ
ャ
レ
、
ド
デ
モ
ン
」
と
稲
し
て
鬼
誹

の
歌
と
申
す
べ
き
も
の
あ
り
是
れ
テ
ル
シ
ャ
ク
が
夢
中
に
感
得
し
覺
れ
后
之
が

譜
を
作
り
た
る
も
の
に
し
て
其
名
を
欧
州
各
國
に
憚
聞
す
テ
ル
シ
ャ
ッ
ク
の
吹

笛

「
ル
シ
ャ
レ
ュ
ル
」
女
の
洋
琴
を
和
し
て
之
を
奏
す

（『
音
楽
雑
誌
』
第

一
号
、
明
治
二
十
三
年
九
月
）
＇

〔
明
治
二
十
六
年
五
月
十

一
日
鹿
鳴
館
に
お
け
る
赤
十
字
社
慈
善
音
楽
会
〕

去
る
十
一
日
午
後
八
時
半
山
下
町
鹿
鳴
館
に
於
て
開
會
さ
れ
し
が
、

(

1

)

式

．．． 

部
職
欧
州
管
絃
榮
の
進
行
曲
、
(

2

)

東
京
昔
榮
校
女
生
の
唱
歌
、
(

3

)

ミ
ニ

ュ
エ
ッ
ト
並
に
土
耳
古
の
進
行
曲
を
橘
、
中
村
、
麻
生
の
三
令
嬢
連
弾
せ
り
、

(

4

)

伊
藤
令
夫
人
グ
ソ
ー
ル
王
の
御
前
に
於
て
ダ
ビ
ッ
ト
吟
詠
の
段
を
獨
唱
せ

り
、
其
優
雅
な
る
囀
鶯
梅
枝
を
移
る
が
如
し
、
（5
〗-音
榮
校
御
雇
赦
師
ヂ
ッ
ト

リ
ヒ
氏
の
バ
イ
オ
リ

ン
猶
奏
に
て
コ
ン
ソ
ル
ト
並
ボ
ロ
ネ
ー
ス
の
曲
を
奏
せ
し

が
、
態
度
尤
も
其
宜
き
を
得
、
用
弓
特
に
輻
＜
且
美
に
し
て
抑
揚
最
も
妙
或
は
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私
語
の
如
く
、
裂
布
の
如
く
、
芝
笛
の
如
く
、
一
器
敷
和
昔
恰
も
敷
人
の
合
唱

の
如
く
、
其
菱
化
誹
妙
満
場
を
バ
イ
オ
リ
ン
の
胴
中
に
怪
眼
せ
し
め
た
る
が
如

し。

為
に
拍
手
の
害
き
暫
く
止
ま
ず
、
(

6

)

岡
、
辻
、
豊
、
芝
四
氏
の
舞
榮
春

．．
 庭

花
を
演
じ
、
第
二
部
に
至
り
て
は
、
(

7

)

式
部
職
の
管
絃
榮
、
(

8

)

ク
ー
デ

ン
ホ
ー
フ
伯
の
凋
唱
は
勇
牡
快
活
快
哉
と
呼
し
め
喝
采
を
博
せ
り
、

(

9

)

＿音榮

校
生
徒
の
バ

イ
オ
リ
ン
、
ピ
ア
ノ
、

オ
ル
ガ
ン
に
て
、
甲
乙
丙
の
三
曲
を
合
奏

••• 

よ
く
聴
者
に
満
足
を
興
へ
り
、
(
1
0
)

安
部
、
菌
二
氏
の
舞
榮
納
曾
利
又
珍
ら

し、

最
後
な
る
(
1
1
)

は
ヂ
ッ

ト
リ
ヒ
氏
之
を
指
揮
し
昔
榮
校
男
女
生
一
統
バ
イ

オ
リ
ン
、
セ
ロ
、
オ
ル
ガ
ン
、
ピ
ア
ノ
伴
奏
に

て
奉
迎
の
歌
を
四
重
昔
に
て
演

じ
拍
手
の
中
に
さ
ん
く
わ
い
を
告
げ
た
り
。
傍
聴
者
は
じ
つ

に
ま
ん
じ
ゃ
う
立

錐
の
餘
地
な
し
、
し
か
し
こ
の
日
の
牧
金
は
こ
と
ご
と
く
赤
十
字
社
病
院
費
に

充
て
し
と
な
り
。

〔
明
治
二
十
七
年
五
月
五
日
鹿
鳴
館
に
お
け
る
本
郷
貧
民
加
領
學
校
の

た
め

の
慈
善
音
楽
会
〕

ど

い

つ

獨
逸
公
使
バ
ロ

ー
ン
、
フ

ォ
ン、

グ
ー
ト

シ
ュ
ミ
ッ
ド
氏
委
員
長
と
な
り
本

ぢ
よ
か
う

月
五
日
午
后
八
時
よ
り
鹿
鳴
館
に
於
て
本
郷
貧
民
加
鵠
學
校
の
為
め
に
慈
善
―
音

が
た

榮
會
を
開
か
れ
た
り
し
に
雲
上
の
貴
顕
を
始
め
各
國
公
使
等
賓
に
満
場
立
錐
の

餘
地
な
く
近
頃
珍
ら
し
き
盛
會
な
り
し
其
第
一
部
演
奏
は

日

ピ

ア
ノ
甲
グ
ー
ノ
ー
氏
の
作
曲
に
係
る
「
マ

ー
チ
」
乙
メ
グ
リ
オ
氏
作
の

ミ
ニ
ュ
エ
ッ
ト
の
二
曲
を
遠
山
、
麻
生
、
橘
、
松
野
な
る
妙
齢
の
令
嬢
ピ
ア

つ
れ
ひ
き

ノ
ニ
豪
に
て
四
人
聯
弾
な
り
し
が
間
一
髪
を
容
る
へ
き
仕
損
し
な
く
綺
麗
に

し
て
喝
采
を
博
せ
り

（『
＿
音
楽
雑
誌
』
第
三
十
二
号
、
明
治
二
十
六
年
五
月
）

因

猿
唱
ピ
ア
ノ
伴
奏
に
て
甲
ア
ム
、
ウ
ー
フ
ェ
ル
、

デ
ス
、
フ

ル
ッ
ツ
セ
ス

は
だ

へ

し

ら
は
み
ど
り
け
せ
ん
け
ん
あ
な

乙
ア
ム
、
ブ
ル
ン
ネ
ン
の
二
曲
を
膚
は
雪
を
欺
き
皓
歯
緑
髪
輝
娼
銅
那

一
笑

こ

ゑ

き

ん

れ

い

う

ぐ

ひ

す

傾
城
の
姿
又
其
昔
墜
の
美
な
る
強
き
は
金
鈴
の
如
く
細
き
は
囀
鶯
の
如
く
抑

揚
頓
坐
能
＜
適
ひ
昔
墜
の
美
容
貌
の
麗
拍
手
満
場
を
破
る
が
如
く
暫
く
も
止

か
け

ま
ず
再
ひ
登
壇
し
て
一
證
す
る
や
一
層
拍
手
劇
し
く
遂
に
馳
り
て
逃
く
こ
れ

な
ん
グ
ラ
ス
マ
ン
夫
人
な
り

国
三
曲
合
奏
「
都
の
春
」
麟
鴨
靡

萩
岡
駅
叩
‘
ヂ
忙
町
‘
今
井
廊
釦
f

山
室

保
嘉
の
四
人
に
て
合
奏
せ
し
が
合
の
手
も
面
白
く
密
に
し
て
急
緩
に
し
て
細

場
所
馴
た
る
熟
練
の
功
見
え
た
り

ピ
ア
ノ

四

バ

イ
オ

リ

ン

合

奏

甲

は

シ

、
リ
ア

ノ
ー
乙
モ
ー

メ
ン
ト
、
ミ
ュ
ー

伴

奏

ジ
カ
ル
丙
イ
ン
、
デ
ル
、
ト
ロ
イ
カ
の
三
曲
な
り
し
が
甲
曲
は
優
乙
曲
は
幽

丙
曲
は
賑
附
賜
―
音
榮
學
校
員
十
名
の
合
奏
演
奏
中
傍
聴
席
の
虞
々
に
談
話
の

響
き
屡
々
洩
る
A

を
以
て
ピ
ア
ノ
を
弾
し
居
る
ヂ
ッ
ト
リ
ヒ
師
は
眼
鏡
越
に

に
ら
め

虞
々
を
目
戒
み
た
り

国

ピ
ア
ノ
猫
弾
獨
逸
協
會
の
教
師
ヱ
ー
マ
ン
氏
作
曲
の
「
擬
日
本
曲
」
な
り

し
が
演
奏
者
グ
リ
フ
ヰ
ン
氏
病
氣
欠
席
に
付
ヂ
ッ
ト
リ
ヒ
氏
代
り
て
弾
奏
せ

り
拐
此
「
擬
日
本
曲
」
と
は
如
何
な
る
曲
や
と
特
に
耳
を
傾
け
聞
く
者
多
か

ま
ん
ば
ん

り
し
が
其
第
一
節
は
清
架
漫
板
流
水
の
趣
を
含
み
第
二
節
は
築
曲
の
質
を
帯

び
第
三
節
は
洋
曲
に
蹄
る
や
の
思
ひ
あ
り
と
隣
席
の
評
あ
り

バ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
虹
ァ
記

ヴ
ヰ
ヨ
ー
タ
ン
氏
作
曲
の
コ
ン
サ
ー
ト
第
五
を

さ

す

が

ヂ
ッ
ト
リ
ヒ
氏
の
演
奏
な
り
し
が
流
石
に
バ
イ
オ
リ
ン

の
敏
腕
家
と
し
て
名

あ

る

も

A

と
り

き
ぬ

あ
る
ヂ
氏
な
れ
ば
一
貼
の
欠
な
く
或
は
百
鳥
の
囀
り
合
ふ
が
如
く
或
は
吊
を

裂
く
如
く
聞
く
さ
へ
楡
快
に
て
喝
采
拍
手
満
場
に
止
ず

第
二
部

（二）
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ピ
ア
ノ
、
バ
イ
オ
リ
ン
、
ビ
イ
オ
ラ
合
奏
モ
ザ
ル
ト
氏
作
曲
の
ト
リ
オ
曲

を
フ
ォ
ン
、
ケ
ヱ
ー
ベ
ル
氏
の
ピ
ア
ノ
と
ヂ
ツ
ト
リ
ヒ
氏
バ
イ
オ
リ
ン
井
に

ラ
ム
ゼ
ゲ
ル
氏
の
ビ
イ
オ
ラ
合
奏
な
り
し
が
珍
ら
し
く
し
て
喝
采
を
得
た
り

口

詈

唱

立

如

甲
リ
ー
ベ
ス
ト
ロ
イ
乙
イ
ヒ
、
リ
ー
ベ
、
ヂ
ヒ
丙
ェ
ス
、
ブ

リ
ン
ク
ト
、
デ
ル
、

タ
ウ
な
る
唱
歌
を

ヘ
ル
ブ
夫
人
の
猫
唱
な
り
し
が
或
は

き
A
て

恨
む
が
如
く
或
は
泣
く
が
如
く
聴
者
を
し
て
断
腸
せ
し
む

国
ピ
ア
ノ
獨
弾
ウ
ン
ガ
ー
リ
ッ
シ
ェ
ー
、
メ
ロ
ヂ
ー
エ
曲
を
ケ
ス
レ
ル
氏
巧

み
に
弾
せ
り

四

唱
歌
甲
富
士
登
山
乙
薩
摩
潟
な
る

二
曲
を
附
圏
昔
榮
學
校
男
女
生
凡
そ
六

＋
餘
名
ヂ
ッ
ト
リ
ヒ
氏
の
指
揮
に
て
合
唱
せ
し
が
甲
曲
の
如
き
は
男
女
の
行

な

を

ち

こ

ち

者
が
隊
伍
を
作
し
て
遠
近
四
方
よ
り
誦
名
登
山
の
様
を
想
像
せ
し
め
し
は
中

々
に
上
出
来
な
り
し

し

だ

う

け

い

わ

国

薩
摩
琵
琶
河
中
島
の
一
段
を
斯
道
逹
人
の
名
あ
る
吉
水
経
和
氏
の
弾
奏
に

み

な
り

美
墜
な
る
永
吉
丈
助
氏
の
吟
謡
な
り
し
が
薩
摩
武
士
の
身
装
に

て
悠
然
と
し

と
う
だ
ん

て
登
槽
竪
高
ら
か
に
お
く
せ
ず
弾
謡
せ
り
抑
も
此
琵
琶
曲
は
一
体
洋
人
に
は

し
よ
う
せ
い
し
き

聴
馴
た
る
も
の
A

少
き
も
の
な
る
が
四
方
よ
り
ヨ
イ
ヨ

／
＼

の
賞
竪
切
り
に

ほ
め
こ
ゑ

き
も

起
る
に
依
り
西
洋
婦
人
の
中
に
は
却
て
其
賞
墜
に
謄
を
潰
せ
る
も
の
も
あ
り

て
中
々
に
妙
な
り
き

因
バ
イ
オ
リ
ン
、
風
琴
ピ
ア
ノ
の
合
奏
附
屡
―
音
榮
學
校
の
諸
氏
甲
ク
ウ
ヰ
ン

テ
ッ
ト
乙
ミ
ニ
ュ
エ
ッ
ト
丙
フ
ァ
ン
ド
ー
ル
を
奏
し
て
殆
ん
と
午
后
十
一
時

し

び

過
首
尾
よ
く
局
を
結
び
た
り
し
が
近
頃
に
無
き
珍
ら
し
き
盛
會
な
り
し

（『
昔
築
雑
誌
』
第
四
十
四
号
、
明
治
二
十
七
年
五
月
）

日

デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
の
帰
国
が
決
定
す
る
と
、
本
邦
音
楽
文
化
に
多
大
の
功
績
が
あ
っ

た
と
し
て
叙
勲
の
件
が
審
議
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

高
等
師
範
学
校
長
嘉
納
治
五

郎
校
長
は
審
査
書
類
提
出
に
際
し
て
文
部
大
臣
秘
書
官
あ
て
に

「
四
等
以
下
な
ら
ば

良
い
が
も
し
五
等
あ
る
い
は
五
等
以
上
で
は
本
人
に
と
っ
て
か
え
っ
て
迷
惑
で
あ
ろ

う
」
と
進
言
し
て
い

る。

常
校
附
属
音
楽
学
校
雇
教
師
澳
図
人
ル
ー
ド
ル
フ
、

ヂ
ッ

ト
リ
ヒ
ハ
明
治
二

十
一
年
十
一
月
以
来
生
徒
教
育
上
専
心
以
テ
其
職
ヲ
尽
シ
授
業
ノ
方
法
宜
シ
キ

ヲ
得
テ
生
徒
ノ
学
藝
著
シ
ク
熟
達
進
歩
シ
是
レ
マ
デ
屡
々
催
シ
タ

ル
音
楽
演
習

會

二
於
テ
モ
常
二
内
外
人
ヲ
シ
テ
其
発
達
ノ
速
カ
ナ
ル
ニ

驚
歎
シ
ロ
ヲ
極
メ
テ

賞
賛
措
ク
能
ハ
ザ
ラ
シ
ム
ル
ニ
至
レ
リ
本
邦
ノ
音
柴
ヲ
シ
テ
斯
ノ
如
ク
好
評
ヲ

博
ス
ル

ニ
至
ラ

シ
メ
タ
ル
ハ
同
人
典
カ
リ
テ
大

二
カ
ア
リ
殊
二
晩
今
世
二
行

ハ

ル
A

卑
俗
ノ
音
楽
ヲ
改
良
ス
ル
ノ
目
的
ヲ
以
テ
幾
多
ノ
意
匠
ヲ
費
シ
俗
曲
二
和

声
ヲ
附
シ
テ
竜
モ
本
邦
固
有
ノ
音
楽
ノ
性
質
ヲ
失

ハ
ザ
ル
ガ
如
キ
ハ
同
人
独
得

J
長
技

ニ
シ
テ
有
益
ナ
ル
事
業
卜
云
ハ

ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
同
人
雇
入
以
来
在
職
満

五
ケ
年
餘
其
功
績
ノ
顕
著
ナ

ル
ハ
略
々
前
陳
ノ
如
シ
然
ル
ニ
本
年
九
月
ヲ
以
テ

雇
満
期
ト
ナ
リ
帰
國
致
ス
ベ
ク
ニ
付
キ

テ
ハ
此
際
特
別
ノ
御
詮
議
ヲ
以
テ
四
等

以
上
二
叙
勲
之
御
沙
汰
有
之
候
様
其
筋
へ
稟
諾
相
成
度
此
段
内
申
候
也

明
治
二
十
七
年
六
月
日

追
プ
本
邦
在
留
襖
國
公
使
ョ
リ
我
政
府
二
永
ク
奉
仕
セ
シ
ハ
本
国
ノ
名
誉
ナ

リ
ト
ノ
廉
ヲ
以
テ
本
國
政
府

二
同
人
ヲ

Ritter

K
r
e
u
z
 
d
e
s
 
F
r
a
n
z
,
J
o
s
e
f
s
 

O
r
d
e
n
s
 (III 
C
l
a
s
s
)

二
叙
勲
相
成
度
旨
申
請
致
候
趣

二
有
之
候
右
御
参
考
迄

〔デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
の
履
歴
書
つ
き
（
こ
れ
は
省
略
）
、
手
書
き〕

（
『
外
國
人
数
師
閥
係
書
類
』
明
治
十
八
年
ー
三
十
二
年
）

帰
国
の
二
週
間
前
、
明
治
二
十
七
年
七
月
十
八
日
、

勲
四
等
に
叙
せ
ら
れ
瑞
賓
賞

申
添
候
也
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、
女
整
合
唱

「苧
環
」、

佐
藤
誠
賓
作
歌
、

ー

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
作

ハ
ン
ガ
リ
ー
舞
曲
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
作

二
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
、
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ

ロ
マ
ン
ス
・
ト
長
調
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

コ
ン
チ
ェ
ル
ト
第
九
、
第

一
榮
章
、
シ
ュ

ポ
ー
ア
作

2
 

ー 2
 

第

一
、
ピ
ア
ノ
連
弾

イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
と
シ
シ
リ
ア

ノ、

ー

ワ立口
橘
、
麻
生

ヘ
ミ
ヤ
ポ
ル
カ
」、

ル
ー
ビ
ン
ス

タ
イ
ン
作

が
下
賜
さ
れ
た
。

帰
国
す
る
デ

ィ
ッ
ト
リ
ヒ
の
た
め
に
大
き
な
送
別
演
奏
会
が
次
の

ょ
う
に
二
度
行
わ
れ
て
い
る
。

〔
明
治
二
十
七
年
四
月
一
日
、
音
楽
学
校
学
友
会
主
催
、

奏
楽
堂
に
お
い
て
〕

山
室
、
荒
木
、

第

部

一、

合
唱
「
頌
徳
の
歌
」、

黒
川
員
頼
作
歌
、

奏
、
指
揮
デ
ィ
ッ

ト
リ
ヒ

二、

等
曲
「
西
行
櫻
」
、
山
勢
、
遠
山
、
山
登
、
萩
岡
、

合
奏

三
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
、
ベ
リ
オ
作
、
幸
田
幸

四
、
合
唱
、
「
燕
」、

中
村
秋
香
作
歌
、
ア

プ

ト
作
、
「
此
御
山
」
旗
野
十
一
郎

作
歌
モ
ー

ツ
ァ
ル

ト
作
、
「
家
鳥
」
大
和
田
建
樹
作
歌
、
シ
ュ
ー
マ
ン
作

五
、
ピ
ア
ノ
猫
奏
、
ソ
ナ
タ
、
ク
レ

メ
ン
テ
イ
作
、
中
村
て

る
子

六
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
ピ
ア
ノ
合
奏
、
郎
興
曲
、
モ
ス
コ
ー

ス
キ
ー
作
、
「
ボ

マ
ス
カ
ニ
作

上
原

ヘ
ン

デ
ル
作
、
ピ
ア
ノ
風
琴
伴

H （二） （一） 五
、
合
唱

1

「春
曙
」
、
旗
野
作
歌
、
ハ
イ
ド
ン
作

2

「春
の
行
方
」、

鳥
居
作
歌
、
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
作

3

「花
見
」、

旗
野
作
歌
、
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
作

六
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
オ
ル
ガ
ン
、
ピ
ア
ノ
合
奏

ア
ン
ダ
ン
テ
（
ソ
ナ
タ
第
十
よ
り
）
、
シ

ュ
ー
ベ
ル
ト
作

〔明
治
二
十
七
年
六
月
十
五
日
午
後
八
時
半
、
大
日
本
音
楽
会

（
第
十
六
回
）

主
催
、
鹿
鳴
館
に
お
い
て
〕

第

一
部

「
マ
リ
タ
ナ
」
歌
劇
大

序

式

部

職
雅
榮
部
諸
氏

婉
人
唱
歌
瀧
の
宮
（
洋
琴
伴
奏
）

附

隔
＿
音
榮
校
生
徒

国
雅
榮
陵
王
（
童
舞
）

式
部
職
雅
楽
部
諸
氏

四

獨

唱

マ

タ

イ

の

物

語

ブ

ロ

ク

サ

ム

嬢

国

バ

イ
オ
リ

ン
猶
奏
（
甲
）
レ
ヴ
ェ
リ
ー
（
乙
）
コ
ン

セ
ル
ー
、
第
一
番
の

末

句

ヂ

ッ

ト

リ

ヒ

氏

第
二
部

洋
琴
及
バ
イ
オ
リ
ン
聯
奏
ヒ
ュ
ー
グ
ノ
ッ

ト
歌
劇
の
大
幻
想
曲

3
 

2
 

ー 2
 

ー 2
 

メ
ヌ
エ
ッ

ト、

ボ
ッ
ケ
リ
ー
ニ

作

フ
ァ
ラ
ン
ド
ー
ル
、
ビ
ゼ
ー
作

サ
ラ
バ
ン
デ
、
グ
ー
ノ
ー
作

シ
ュ

ー
ベ
ル
ト
作

カ
リ
オ
ン
、

「雷
鳴
」、

鳥
居
枕
作
歌
、
シ

ュ
ー
ベ
ル
ト
作

四、

等
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
オ
ル
ガ
ン
、
ピ
ア
ノ
合
奏
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因 固（四） （三） （二）

（
甲
）
「
ア
ン
ダ
ン
テ
」

（
乙
）
「
メ
ニ
ュ
ッ
ト
」

洋

琴
バ
イ
オ
リ
ン

歌バ
イ
オ
リ

ン

「
シ
ム
フ
ヲ
ニ
ー
」
曲
第
一
番
（
第
二
部
及
第
三
部
）式

部
職
雅
榮
部
諸
氏

洋
琴
獨
弾
「
ゴ
ス
」
進
行
曲

バ
イ
オ
リ
ン
洋
琴
伴
奏
（
甲
）
夢
の
曲
（
乙
）
春
の
歌
（
乙
）

ラ
ク
テ
、
ガ
ボ
ッ
ト」

唱
歌
（
洋
琴
伴
奏
）

ヂ
ッ
ト
リ
ヒ
氏

昔
榮
學
校
生
徒

菅

原

道

員

（『香
楽
雑
誌
』
第
四
十
五
号
、
明
治
二
十
七
年
六
月
）

送
別
の
宴
は
七
月
八
日
富
士
見
軒
で
催
さ
れ
、
嘉
納
校
長
以
下
三
十
余
名
出
席
、

餞
別
と
し
て
西
陣
織
二
巻
が
贈
ら
れ
た
。

し

か

ま

と
つ
じ

ま
た
『
＿音
楽
雑
誌
』

の
発
行
者
四
窟
訥
治
は
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
の
名
誉
逸
事
な
ど
を

詳
細
に
綴
っ
た
「
大
和
土
産
」
と
い
う
小
冊
子
（
鈴
木
米
次
郎
英
訳
）
を
彼
に
贈
っ

た
。
左
の
文
章
は
そ
の
中
の
序
文
で
あ
る
。

大
和
土
産
の
序

ル
ー
ド

ル
フ
、
ヂ
ツ
ト
リ
ヒ
君
は
我
が
最
も
敬
慕
親
愛
す
る
所
の
恩
師
な
り

余
は
直
接
に
其
の
数
を
受
け
ず
と
雖
も
嘗
て
＿
音
榮
學
校
の
数
務
虜
托
員
た
り
し

す
く

を
以
て
＿
音
榮
上
の
新
智
識
を
興
へ
ら
れ
た
る
こ
と
質
に
少
な
か
ら
ず
余
は
其
の

あ
み

恩
恵
に
浴
せ
る
こ
と
深
き
が
故
に
常
に
感
謝
の
意
を
表
し
つ
A

あ
る
な
り

の
ぼ

今
や
師
は
期
満
ち
て
賂
に
蹄
國
の
途
に
上
ら
ん
と
す
余
は
こ
れ
が
為
め
に
惜

い
た
づ

別
の
情
に
堪
ふ
る
能
は
ざ
る
な
り
然
れ
と
も
更
に
之
を
考
ふ
れ
ば
徒
ら
に
婿
女

の
惜
別
を
な
さ
ゞ
る
べ
き
な
り
如
何
と
な
れ
ば
師
が
我
が
邦
に
渡
航
し
て
以
来

猫
唱
バ
イ
オ
リ
ン
掛
合
月
の
出
し
ほ

「
エ
ン
ト

ブ
ロ
ク
サ
ム
嬢

ヂ
ッ
ト
リ
ヒ
氏

ケ
ー
ベ
ル
氏

ヂ
ツ
ト
リ
ヒ
氏

に
な

已
に
敷
星
霜
を
経
た
り
と
雖
ど
も
其
間
任
命
を
完
う
し
遂
に
功
成
り
名
春
を
荷

う
て
故
郷
に
蹄
り
父
兄
に
親
友
に
會
す
る
に
臨
み
師
が
余
悲
を
愛
せ
る
の
情
と

余
輩
が
師
を
敬
せ
る
の
心
と
を
執
て
之
に
語
ら
ば
聞
く
も
の
亦
其
相
愛
し
其
の

相
敬
せ
る
の
慎
情
に
感
ず
る
所
あ
り
て
師
の
名
竪
は
愈
々
高
き
を
加
ふ
べ
け
れ

け
つ

べ

つ

ば
な
り
然
ら
ば
今
余
等
が
師
と
訣
別
を
惜
み
訣
別
を
哀
む
の
情
は
蓋
し
櫂
衡
を

異
に
せ
ざ
る
べ
き
を
信
ず
る
な
り

師
が
我
が
邦
＿
音
榮
上
の
為
め
に
盛
さ
れ
た
る
功
績
の
賓
に
偉
大
な
る
と
余
等

め
い
こ
く

子
弟
が
師
の
薫
陶
を
受
け
て
胸
裏
に
銘
刻
し
た
る
賜
も
の
と
は
余
葱
生
涯
之
を

忘
れ
ん
と
欲
す
る
も
得
さ
る
の
み
な
ら
ず
其
分
子
は
自
然
我
が
邦
音
榮
上
の
進

歩
を
促
か
す
一
元
素
た
る
べ
き
は
決
し
て
疑
ふ
べ
か
ら
ざ
る
な
り
さ
れ
ば
師
の

功
た
る
賓
に
無
形
に
し
て
而
し
て
萬
代
朽
ち
ざ
る
を
信
す
る
な
り
此
等
の
偉
績

は
日
本
に
於
る
師
が
名
春
な
り
名
春
の
貴
き
は
賓
石
金
玉
の
比
す
る
所
に
非
ら

く
も

と

き

ず
賓
に
萬
代
不
朽
永
世
其
光
輝
は
曇
る
期
あ
る

こ
と
な
き
な
り
此
貴
き
名
唇
は

即
ち
師
が
＿
音
榮
上
に
盤
さ
れ
た
る
熱
心
が
自
然
に
産
み
た
る
天
賦
の
花
賓
に
し

て
仮
令
萬
金
を
以
て
す
と
雖
ど
も
購
ひ
得
へ
き
も
の
に
非
さ
る
べ
き
を
信
す
る

す

で

す

で

今
師
と
手
を
握
り
袖
を
分
た
ん
と
す
る
の
時
業
に
已
に
迫
れ
り
因
て
余
も
亦

き
ん
ば
い

一
餞
を
呈
せ
ん
と
欲
す
る
な
り
然
れ
ど
も
余
の
赤
貧
た
る
賓
玉
金
牌
を
繭
ら
ん

と
欲
す
る
も
力
の
企
て
及
ば
さ
る
を
奈
何
せ
ん
余
を
し
て
赤
貧
に

し
て
此
く
の

い
だ

如
き
遺
憾
を
抱
か

し
む
る
も
の
は
抑
も
原
因
な
き
に
非
ず
余
は
曾
て
文
明
國
の

昔
榮
を
輸
入
し
て
以
て
我
が
邦
の
＿
音
榮
を
改
良
せ
ん
と
す
る
に
志
し
明
治
七
八

こ
う
き
う

年
頃
よ
り
我
が
國
各
種
の
＿
音
楽
を
攻
究
せ
り
と
雖
と
も
一
も
得
る
所
な
か
り
き

然
れ
ど
も
終
に
幸
に
文
部
省
＿
音
榮
取
調
所
に
入
り
始
め
て
志
望
の
如
く
泰
西
昔

う
か
ゞ

榮
の
一
斑
を
窺
ふ
を
得
た
り
尋
て
業
を
卒

へ
乃
ち
東
京
府
師
範
學
校
に
居
る
事

な
り
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や

明
治
二
十
七
年
七
月
上
幹

ル
ー
ド
ル
フ
、

ヂ
ッ
ト
リ
ヒ
君

（『
昔
榮
雑
誌
』
第
四
十
六
号
、
明
治
二
十
七
年
七
月
）

彼
の
人
物
に

つ
い
て
は
皆

一
様
に
、
人
格
者
で
あ
り
学
識
豊
か
で
教
育
熱
心
な
教

四し

2 か
叫ま

訥名

治ぢ

盆
に
四
年
後
ち
感
す
る
所
あ
り
て
職
を
僻
し
府
下
の
各
所
に
唱
歌
會
を
起
し
以

は
か

て
有
志
者
を
集
め
て
之
を
奨
勘
し
専
ら
斯
道
の
普
及
を
謀
れ
り
さ
れ
ば
其
結
果

と
し
て
遂
に
一
音
榮
雑
誌
顎
刊
の
必
要
に
迫
ら
れ
自
ら
奮
て
其
重
任
に
営
れ
り

こ
り
つ
ど
く
ほ

然
れ
と
も
孤
立
獨
歩
な
れ
ば
其
維
持
頗
る
困
難
に

し
て
賓
に
如
何
と
も
為
す

ゐ
き

能
は
ざ
る
の
域
に
陥
い
れ
る
事
屡
々

な
り
き
然
り
而
し
て
余
は
一
音
榮
と
共
に
一

し

う

し

ぎ

身
を
終
始
す
る
の
精
紳
な
れ
ば
之
が
為
め
に
財
を
榔
ち
之
が
為
め
に
身
を
犠
し

き
っ

千
辛
を
喫
し
万
苦
を
嘗
め
盆
々
貧
困
に
逼
る
も
屈
せ
ず
或
は
妻
子
飢
潟
を
訴
ヘ

え
ん
そ
う

て
泣
き
或
は
祉
界
の
怨
憎
を
蒙
り
殆
ん
ど
立

つ
能
は
ざ
る
に
至
れ
る
敷
回
な
る

た
ゆ

そ

し

に
も
撓
ま
ず
人
或
は
狂
と
譲
り
愚
と
罵
る
あ
る
も
敢
て
意
に
介
せ
ず
唯
筆
を
振

っ
と

う
て
奮
夢
を
掃
排
せ
ん
と
す
る
こ
と
を
努
む
る
こ
と
已
に
五
年
に
至
る
是
れ
即

ち
余
が
赤
貧
に
陥

い
れ

る

一
源
因
な
り

唯
余
に
一
餞
あ
り
決
し
て
媚
諮
の
念
あ
り
て
贈
る
に
非
ら
ず
又
奇
を
好
ん
で

呈
す
る
に
非
ず
聯
か
師
恩
の
万
分
一
に
報
せ
ん
と
す
る
の
微
志
の
み
升
は
他
に

あ
ら
ず
小
編
の
一
冊
子
是
な
り
然
り
と
雖
と
も
其
記
事
に
至
て
は
則
ち
一

已
人

の
思
想
臆
説
に
出
で
た
る
に
あ
ら
す
公
然
吾
か
昔
榮
雑
誌
等
に
掲
載
し
来
り
た

、
、
、
、
、
、
、

る
一
音
榮
赦
師
ル
ー
ド
ル
フ
、
ヂ
ッ
ト
リ

ヒ
君
が
日
本
に
於
け
る
名
誉
即
ち
昔
榮

あ
っ

に
閥
す
る
記
事
を
蒐
め
て
一

小
編
と
な
し
た
る
も
の
な
り
因
て
こ
れ
を
題
し

．．．． 

て
大
和
土
産
と
い
ふ
恩
師
笑
て
之
を
受
け
玉
は
ゞ
余
が
喜
び
は
果
し
て
奈
何
ぞ

七
月
六
日

師
で
あ
っ
た
と
評
し
て
い
る
。
本
職
の
オ
ル
ガ
ン
だ
け
で
な
く
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、

ピ
ア
ノ
に
す
ぐ
れ
、
合
唱
や
管
弦
楽
指
導
な
ど
万
能
を
発
揮
し
、
初
期
東
京
音
楽
学

校
の
指
導
者
と
し
て
は
最
も
適
し
た
人
材
で
あ
っ
た
。
ま
た
日
本
の
音
楽
向
上
の
た

め
に
作
曲
や
論
文
を
発
表
し
、
次
に
紹
介
す
る
よ
う
な
国
益
の
一
端
を
は
か

っ
て
デ

ィ
ッ
ト
リ
ヒ
に
依
頼
し
た
鈴
木
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
鑑
定
な
ど
の
労
も
惜
し
ま
な
か
っ

た。
余
は
敷
年
末
鈴
木
氏
の
名
古
屋
に
て
製
作
せ
る

「
ヴ
ィ
オ
リ
ン
」
を
得
て
之

を
審
査
し
其
良
否
鑑
別
す
る
の
機
會
を
得
た
り
乃
ち
余
を
以
て
之
を
観
れ
ば
鈴

木
氏
は
年
一
年
よ
り
其
「
ヴ
ィ
オ
リ
ン
」
の
製
作
に
精
を
加
へ
て
完
全
の
域
に

進
み
細
と
な
く
大
と
な
く
構
造
の
諸
部
に
較
著
な
る
進
歩
を
呈
せ
し
の
み
な
ら

ず
其
＿
音
調
に
在
り
て
も
亦
然
り
と
す
故
に
同
氏
の
手
に
成
れ
る
「
ヴ
ィ
オ
リ
ン
」

は
最
も
能
＜
學
校
又
は
奏
榮
所
の
用
に
供
す
る
に
足
れ
り
且
其
債
の
低
廉
な
る

凡
そ
心
を
音
榮
に
用
ふ
る
者
殆
に
「
ヴ
ィ
オ
リ
ン
」
を
榮
む
者
は
其
貧
富
の
如

何
を
問
は
ず
皆
之
を
坐
右
に
備
ふ
る
事
を
得
へ
し
鈴
木
氏
の
心
機
を
費
し
丹
誠

を
凝
ら
し
て
「
ヴ
ィ
オ
リ
ン
」
を
製
作
す
る
今
日
の
如
く
む
ば
追
々
一
層
の
精

を
加
へ
て
盆
々
良
好
の
品
を
製
出
す
る
に
至
ら
ん
事
期
し
て
侯
つ
べ

し
鈴
木
氏

の

「
ヴ
ィ
オ
リ
ン
」
が
慣
格
上
並
に
一
音
調
上
外
國
の
輸
入
品
を
競
季
場
裡
に
廊

倒
す
る
に
至
ら
ん
事
は
余
が
鈴
木
氏
の
為
め
又
日
本
國
工
業
の
為
め
切
に
希
望

し
て
止
ま
さ
る
所
な
り

西
暦
千
八
百
九
十
三
年

於
東
京

ル
ド
ル
フ
、
ヂ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ

（
『
＿
音
榮
雑
誌
』
第
三
十
五
号
、
明
治
二
十
六
年
八
月
）
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帰
国
後
は
王
室
専
属
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
(
-
九

0
1
)
と
な
り
、
ま
た
ヘ
ル
メ
ス
ベ

ル
ガ
ー
四
重
奏
団
の
ヴ
ィ
オ
ラ
奏
者
と
し
て
活
躍
し
た
。

一
九
〇
六
年
ウ
ィ
ー
ン
音

楽
院
教
授
。
一
九
一
九
年
一
月
十
六
日
五
十
八
歳
で
病
没
。
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
の
幕
は

ウ
ィ
ー
ン
の
中
央
墓
地
十
一
列
七
号
で
あ
る
。
彼
の
帰
国
後
の
消
息
に
つ
い
て
は
東

京
音
楽
大
学
教
授
松
本
善
三
氏
の
資
料
を
参
照
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

日
本
に
お
け
る
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
の
作
曲
お
よ
び
著
作

作
曲

〈
憲
法
疲
布
之
頌
〉
（
明
治
二
十
二
年
十
二
月
出
版
『
中
等
唱
歌
』
に
収
め
ら
れ
て

い
る
）

〈

N
i
p
p
o
n
G
a
k
u
f
u
 :
 Se
c
h
s
 
j
a
p
a
n
i
s
c
h
e
 
V
o
l
k
s
l
i
e
d
e
r〉

F
自

Pianoforte.

L
e
i
p
z
i
g
:
 
B
r
e
i
t
k
o
p
f
 u•Hartel, 

1
8
9
4
 
(
明
治
二
十
七
年
）

こ
の
楽
譜
の
紹
介
記
事
を
『
一
音
楽
雑
誌
』
第
三
十
三
号
（
明
治
二
十
六
年
六
月
二

十
五
日
）
よ
り
掲
載
す
る
。

「東
京
―
音
楽
學
校
御
雇
教
師
た
る
ヂ
ッ
ド
リ
ヒ
氏
は
兼
て
我
―音楽
の
楽
曲
に
就
て

わ
ざ
／
ヽ

種
々
研
究
中
な
り
し
が
態
々
三
味
線
師
を
呼
び
寄
せ
其
曲
譜
を
採
り
之
に
調
和
を
附

し
専
ら
講
究
な
せ
し
が
今
回
愈
々
本
國
な
る
澳
國
に
於
て
出
版
せ
ん
が
為
め
表
紙
は

中
島
華
陽
氏
の
揮
奄
な
る
極
彩
色
の
密
聾
及
び
歌
曲
の
摸
様
釆
蓋
を
驚
が
し
め
た
り

ご
ん

べ

ゑ

た

ね

ま

き

其
歌
曲
は
琉
球
ぶ
し
、
め
で
た
ぶ
し
、
櫻
、
地
つ
き
ぶ
し
、

櫂
兵
衛
種
蒔
、
田
植
歌

等
な
り
と
熱
心
の
人
と
云
ふ
べ
し
」

〈

Y
o
i
!
〉

J
a
p
a
n
i
s
c
h
e
r
 
M
a
r
s
c
h
 (
B
o
n
'
O
d
o
r
i
,
 A

m
m
a
,
S
a
n
,
 U

m
e
 w
a
 saitaka, 

U
k
i
y
o
,
B
u
s
h
i
,
 Chiyonkina)•Fiir 

Pianoforte. 
W
i
e
n
:
 Josef 
E
b
e
r
l
e
 

等
曲
〈
落
梅
〉

R
臣
u
b
a
i
fiir 
P
i
a
n
o
f
o
r
t
e
 

〈凸^

T
e
k
o
n
a
,
マf
a
r
s
c
h
"〉

fiir
Pianoforte. 
W
i
e
n
:
 J
o
s
e
f
 
E
b
e
r
l
e
 

（
口
絵
三
十
一
頁
参
照
）

編
曲

音
楽
取
調
掛
編
纂

『小
學
唱
歌
集
』
和
声
附
け

こ
の
曲
集
は
明
治
三
十
二
年
『
小
學
唱
歌
集
用
オ

ル
ガ
ン
・
ビ
ア
ノ
楽
譜
』

と
し

て
出
版
、
さ
ら
に
昭
和
十
三
年
三
月
、
『
校
訂
小
學
唱
歌
集
、
伴
奏
附
』

と
し
て
大

日
本
図
書
か
ら
再
版
さ
れ
た
。

『
祝
日
大
祭
日
唱
歌
』
和
声
附
け
（
ピ
ア
ノ
あ
る
い
は
オ
ル
ガ
ン
お
よ
び
四
部
合
唱
）

論
文

B
e
i
t
r
a
g
e
 
z
u
r
 
K
e
n
n
t
n
i
ss 
d
e
r
 japani
s
c
h
e
n
 M
u
s
i
k
,
 in 

"M
i
t
t
h
e
i
l
u
n
g
e
n
 
d
.
 

d
t
s
c
h
.
 G
es
ell
sc
haft 
f.
 d.
 Na

t
u
r
 
u
.
 V

o
l
k
e
r
k
u
n
d
e
 
O
sta
sie
n
s
"
 B
d
.
 V

I
 

He£ 
t
 58
,
 

T
o
k
y
o
 1

8
9
7
.
 

最
後
に
遠
藤
宏
氏
が
語
る
デ

ィ
ッ
ト
リ
ヒ
に
ま
つ
わ
る
逸
話
を
著
書
『
明
治
昔
榮

史
考
』
（
二
九
ニ
ー
三
頁
）
の
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
の
項
か
ら
原
文
の
ま
ま
掲
載
す
る
。

西
四
軒
寺
跡
〔
現
在
地
〕
に
新
築
さ
れ
た
三
百
八
十
餘
坪
の
校
舎
は
杜
に
園
ま

れ
て
ゐ
た
。
二
十
三
年
春
に
は
ほ
ゞ
出
来
あ
が
つ
て
一
大
文
化
の
殿
堂
を
な
し

て
ゐ
た
。
今
で
は
靴
の
ま
A

踏
み
歩
い
て
ゐ
る
廊
下
は
東
西
に
貫
き
、
拭
き
浦

め
ら
れ
て
光
つ
て
ゐ
た
さ
う
だ
。
女
生
徒
は
椎
の
賓
を
拾
つ
て
来
て
そ
の
廊
下

に
坐
り
、
時
に
は
お
は
じ
き
な
ど
を
し
た
。
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
は
絶
え
ず
巡
回
し

て
生
徒
の
練
習
を
注
意
し
て
歩
い
た
。
一
時
間
に
三
人
の
生
徒
に
一

憂
の
練
習

ピ
ア
ノ
が
割
営
て
ら
れ
た
時
、
三
人
が
そ
の
一

豪

の
ピ
ア
ノ
に
同
時
に
と
っ
つ

い
て
練
習
し
て
ゐ
た
の
を
稜
見
し
た
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
は
、
笑
ひ
乍
ら
二
十
分
づ

つ
練
習
せ
よ
と
注
意
し
た
こ
と
が
あ
る
。
昔
は
同
じ
曲
を
連
弾
し
た
こ
と
が
あ

る
の
で
無
理
も
な
い
。
こ
ん
な
話
も
故
橘
糸
重
先
生
か
ら
伺
っ
た
。

デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
は
大
き
な
骰
格
で
威
厳
を
も
つ
て
ゐ
た
が
心
は
優
し
か
つ

た
。
授
業
は
員
に
厳
格
で
あ

っ
て
、
不
勉
強
な
男
生
徒
は
耳
染
を
撮
ま
れ

て
数

室
か
ら
突
き
出
さ
れ
た
が
、
よ
く
出
来
た
時
は
五
錢
の
白
銅
貨
を
典
へ
た
こ
と

が
あ
る
。
五
錢
の
白
銅
貨
が
あ
れ
ば
そ
の
頃
櫻
木
町
の
お
で
ん
屋
で
萱
飯
が
食

へ
た
さ
う
だ
。

二
十
五
年
の
夏
前
に
男
生
徒
が

ス
ト
ラ
イ
キ
を
起
し
た
こ
と
が
あ
る
。
デ
ィ
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年〕

〔
昭
和
十
七

ッ
ト
リ
ヒ
が
我
々
に
は
あ
ま
り
厳
格
過
ぎ
る
と
い
ふ
の
が
原
因
の
主
な
こ
と

で
、
明
日
行
は
れ
る
演
奏
會
を
流
會
に
し
て
や
ら
う
と
前
日
申
合
せ
た
。
と
こ

ろ
が
下
級
生
の
一
人
、
今
は
故
人
と
な
っ
た
田
村
虎
蔵
が
學
校
へ
注
進
に
及
ん

だ
た
め
遂
に
事
が
ば
れ
て
、
元
橋
義
敦
他
三
名
の
男
生
徒
が
十
五
週
間
の
停
學

(
1
)
 

虞
分
を
う
け
た
。
し
か
し
間
も
な
く
赦
さ
れ
た
と
聞
く
。
こ
れ
は
故
島
崎
赤
太

郎
教
授
が
故
岡
野
貞
一
教
授
に
語
ら
れ
た
の
を
、
更
に
ま
た
私
が
密
か
に
聞
き

出
し
た
話
で
あ
る
。
元
橋
義
敦
は
翌

二
十
六
年
本
科
専
修
部
を
穂
代
で
卒
業
し

た
秀
オ
で
あ
っ
た
。
昭
和
二
十
年
五
月
一
日
、
疎
開
先
秋
田
縣
下
で
七
十
七
才

で
世
を
去
っ
た
。
今
は
皆
故
人
と
な
っ
た
の
で
、
藝
術
家
ら
し
い
無
邪
氣
な
ス

ト
ラ
イ
キ
の
慎
相
を
明
に
し
て
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
の
思
ひ
出
を
終
る
。

(
1
)

こ
の
件
に
関
す
る
詳
細
な
事
情
は
北
村
季
睛
（
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
の
弟
子
の
一
人
）
の
「
洋

楽
回
顧
録
」
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
『
月
刊
楽
譜
』
第
九
巻
第
十一

号
、
大
正
九
年
十
一
月
）
。

デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
の
帰
国
以
後
、
東
京
音
楽
学
校
は
高
等
師
範
学
校
附
属
か
ら
再
び

独
立
し
、
日
本
の
新
し
い
音
楽
文
化
を
背
負

っ
て
い
っ
そ
う
の
内
容
充
実
を
は
か
っ

た
。
教
師
陣
は
、
そ
れ
ま
で
の
初
歩
的
な
教
師
像
を
脱
し
て
世
間
の
評
価
を
も
つ
演

奏
家
と
い
う
人
材
で
構
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
三
十
年
代
以
降
の
校
長
は
渡
邊

龍
聖
、
大
島
義
修
、
高
嶺
秀
夫
、
湯
原
元
一
と
目
ま
ぐ
る
し
く
変
っ
た
。
だ
が
行
政

手
腕
の
あ
る
彼
ら
の
指
達
に
よ
り
小
山
作
之
助
を
は
じ
め
、
海
外
留
学
で
研
鑽
を
積

ん
だ
幸
田
延
（
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
オ
ー
ス
ト
リ
ア
ヘ
留
学
）
、
島
崎
赤
太
郎

（
ド
イ

あ
や

ツ
留
学
）
、
安
藤
幸
子

（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
ヘ
留
学）
、
神
戸
絢
（
フ
ラ
ン
ス
留
学
）
ら

が
、
す
ぐ
れ
た
技
術
を
も
つ
外
国
人
教
師
た
ち
と
と
も
に
、
ま
さ
に
躍
進
の
時
代
と

い
え
る
活
発
な
音
楽
学
校
を
築
い
た
。
瀧
廉
太
郎
、
山
田
耕
搾
、
信
時
潔
、
柳
か
ね

ら
が
こ
の
時
代
に
巣
立
っ
て
い
っ
た
。
次
に
紹
介
す
る
外
国
人
教
師
は
、
こ

の
輝
か

(
l
)
 

し
い
時
代
を
尊
き
担
っ
た
人
々
で
あ
る
。

(
1
)

今
回
（『
東
京
芸
術
大
学
百
年
史
東
京
音
楽
学
校
篇
』
第
一
巻
）
は
明
治
時
代
に
任
期

満
了
と
な
っ
た
外
国
人
教
師
に
限
っ
た
。
し
た
が
っ
て
明
治
時
代
に
雇
い
入
れ
た
教
師
で
も

大
正
時
代
に
わ
た
っ
て
活
躍
す
る
教
師
は
次
の
第
二
巻
で
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
。

（
二
）
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
フ
ォ
ン
・
ケ
ー
ベ
ル

R
a
p
h
a
e
l
v
o
n
 K
o
e
b
e
l
 

（
一
八
四
八
ー
＿
九
ニ
―

l

-

）

明
治
三
十
一
年

l
四
十
二
年
(
-
八
九
八

l
一
九

0
九
）

在
職
期
間

嘱
託
講
師

担
当
科
目
ピ
ア
ノ

明
治
三
十
一
年
五
月
ケ
ー
ベ
ル
博
士
が
東
京
音
楽
学
校
へ
出
向
し
は
じ
め
た
頃
は

ま
だ
高
等
師
範
学
校
附
属
音
楽
学
校
で
あ
っ
た
が
、

翌
三
十
二
年
に
は
再
独
立
し

た
。
彼
は
左
記
の
履
歴
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
で
哲
学
博
士
の
学
位
を

も
っ
て
い
る
。
明
治
二
十
六
年
六
月
に
、
東
京
帝
国
大
学
か
ら
の
招
聘
に
応
じ
て
傭

外
国
人
教
師
と
い
う
身
分
で
来
日
し
た
。
東
京
帝
国
大
学
に
お
け
る
主
な
講
義
は、

哲
学
概
論
、
西
洋
哲
学
史
お
よ
び
カ
ン
ト
、
ヘ
ー
ゲ
ル
な
ど
で
、
ほ
か
に
ゲ
ー
テ
の

『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
、
詩
学
な
ど
の
特
殊
講
義
受
け
持
っ
た
。
だ
が
特
に
熱
を

入
れ
た

の
は
契
約
外
の
ギ
リ
シ
ャ
語
の
文
法
や
初
歩
を
教
え
る
時
間
で
あ
っ

た
。
こ
の
授
業

で
彼
は
。フ
ラ
ト
ン
、
ホ
メ
ロ
ス
、
ア
イ
ス
キ

ュ
ロ
ス
、
オ
ヴ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
、
ホ
ラ
テ

ィ
ウ
ス
、
ヴ
ェ
ル
ギ
リ
ウ
ス
な
ど
の
講
読
を
行

っ
た
。
東
京
音
楽
学
校

へ
は
ど
の
よ

う
な
経
緯
で
出
向
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
手
続
上
の
書
類
と
い
う
も
の
が
一
切

見
当
ら
な
い
の
で
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
お
そ
ら
く
東
京
音
楽
学
校
側
か
ら
の
要
請

で
東
京
大
学
と
の
兼
務
を
文
部
省
が
許
可
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ケ
ー
ベ
ル
博
士

は
、
東
京
帝
国
大
学
で
哲
学
の
講
義
を
す
る
か
た
わ
ら
、
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
を
は
じ
め

音
楽
関
係
者
と
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て
の
交
流
が
深
く
、
彼
の
音
楽
的
芸
術
性
は
高
い

評
価
を
得
て
い
た
。
履
歴
に
よ
る
と
彼
は
幼
い
頃
ピ
ア
ニ
ス
ト
を
志
し
て
い
た
。

ケ
ー
ベ
ル
博
士

の
履
歴
（
来
日
ま
で
）

東
京
音
楽
学
校
に
は
履
歴
書
が
提
出
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
久
保
勉
訳
編

『
ケ
ー

ベ
ル
博
士
随
筆
集
』
（
岩
波
文
庫
33
|641
ー
I
)
か
ら
紹
介
す
る
。
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ケーベル博士

一
八
四
八
年
一
月
十
五
日
ヴ
ォ
ル
ガ
河
畔
、
ニ
シ
ュ
ニ
ィ
・
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ッ
ト
に
生
れ

る
。
父
は
枢
密
顧
問
官
、
ド
イ
ツ
系
ロ
シ
ア
人
。
す
ぐ
に
母
を
亡
く
し
、
母
方
の
祖

母
の
家
に
引
き
取
ら
れ
た
。
祖
母
の
慈
愛
深
く
、
高
雅
で
自
由
な
精
神
、
稀
に
み
る

豊
か
な
教
養
は
彼
の
人
間
形
成
に
大
き
な
影
孵
を
与
え
た
。
ピ
ア
ノ
の
手
解
き
も
堪

能
で
あ
っ
た
祖
母
か
ら
受
け
る
。

一
八
六
七
年
、
十
九
歳
、
モ
ス

ク
ワ
音
楽
院
に
入
学
、
ピ

ア
ノ
を
専
修
す
る
。
チ
ャ
イ

コ
フ
ス
キ
ー
、
ニ
コ
ラ
イ
・

ル
ー
ビ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
、

ク
リ
ン
ド
ウ
ォ
ル
ト
に
師
事。

一
八
七
二
年
、
音
楽
院
を
優
秀
な
成
績
で
卒
業
。

内
気
な
性
格
は
音
楽
家
の
道
を
歩
ま
ず
、
生
涯
の
方
針
を
学
問
研
究
に
向
け
た
。

一
八
七
三
年
、
ド
イ
ツ
ヘ
赴
き
、
イ
エ
ー
ナ
大
学
で
自
然
科
学
者
エ

ル
ン
ス
ト
・
ヘ
ッ

ケ
ル
の
講
義
を
受
け
る
。

一
八
七
六
年
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
に
入
り
、
哲
学
史
家
ク
ー
ノ
ー
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ

ー
に
師
事
。

一
八
八
二
年
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
人
間
自
由
に
関
す
る
論
文
で
学
位
を
取
得
。

一
八
八
三
年
、
カ
ー

ル
ス
ル
ー
エ
音
楽
学
校
の
教
師
と
な
り
、
ピ
ア
ノ
、
和
声
学
、
音

楽
史
、
お
よ
び
音
楽
美
学
の
講
義
を
担
当
。
だ
が
校
長
と
意
見
が
合
わ
ず
一
年
間
で

辞
職
。

一
八
八
四
年
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
移
り
、
約
十
年
間
こ
の
地
に
留
ま
っ
て
哲
学
書
を
著
述

す
る
。

一
八
九
三
年
四
月
三
十
日
、
身
の
廻
り
の
世
話
を
さ
せ
る
た
め
の
一
人
の
少
年
ス
ト
ラ

ッ
サ
ー
を
伴
い

日
本
に
向
け
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
を
離
れ
る
。
六
月
十

一
日
神
戸
に

到

着。
爾
来
、
東
京
大
学
と
七
度
契
約
を
更
新
し
、
二
十
一
年
間
一
度
の
休
暇
を
と
る
こ

と
も
な
く
教
痘
に
立
ち
続
け
た
。
こ
の
間
の
十

一
年
間
が
東
京
音
楽
学
校
と
の
兼
務

で
あ
っ
た
。
ま
た
ケ
ー
ベ
ル
博
士
は
ピ
ア
ノ
教
授
の
ほ
か
哲
学
的
音
楽
論
に
基
づ
く

音
楽
史
の
講
義
も
行
っ
た
。
東
京
芸
術
大
学
付
属
図
書
館
に
は
そ
の
講
義
録
訳
稿

（
訳
者
不
明
）
「
西
洋
音
楽
史
稿
其
一
古
代
及
布
朧
音
楽
史
完
」
が
残
っ

て
い

る
。
非

常
に
含
蓄
の
あ
る
講
義
の
序
に
当
る
箇
所
か
ら
一
部
分
を
紹
介
し
よ
う
。
こ
の
中
で

博
士
は
ど
ん
な
に
よ
く
機
械
的
に
指
が
動
い

て
も
「
音
楽
二
於
ケ
ル
論
理
上
ノ
思
想

ニ
シ
テ
発
達
ス
ル
ナ
ク

ン
バ
諸
君

ハ
決
シ
テ
音
楽
家

二
非
ス
否
音
楽
家
卜
云
フ
能
ハ

サ
ル
ナ
リ
」
と
警
告
し
て
い

る。

吾
ガ
是
ヨ
リ
述
ベ
ン
ト
ス
ル
講
義
ノ
主
題
ハ
音
楽
J
歴
史
ニ
シ
テ
諸
君
ハ
宜

シ
ク
音
楽
ノ
理
論
卜
混
同
ス
ベ
カ
ラ
ズ
、
音
楽
ノ
理
論
ハ

言
語

一
＿
於
ケ
ル
文
典

修
辞
学
等
ノ
諸
学

二
比
ス
ベ
キ
モ
ノ
ニ
シ
テ
要
ス
ル
ニ
音
楽
ノ
理
論
ハ
音
楽
テ

フ
普
通
語
二
於
ケ
ル
吾
人
ノ
観
念
ヲ
一
定
不
変
ノ
規
則
二
従
テ
正
シ
ク
且
ツ
美

シ
ク
叙
述
ス
ル
ノ
術
ヲ
云
フ
ナ
リ
、

蓋

シ
音
楽
ハ
一
ノ
言
語
二
外
ナ
ラ
ズ
所
謂

音
語

(
T
o
n
s
p
r
a
c
h
)

ニ
シ
テ
其
規
則
ヤ
亦
文
典
ノ
規
則
ノ
如
ク
極
メ
テ
精
厳

ミ

ュ

ー

ジ

カ

ル

シ

ン

タ

ッ

ク

ス

ミ

ュ

ー

ジ

カ

ル

ロ

ジ

ク

ナ
ル
モ
ノ
ー
ー
属
ス
此
故
二
或
ハ
音
楽
的
文
章
論
卜
云
ヒ
或
ハ
音
楽
論
理
学
卜
云

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
レ
ト
リ
ッ
ク

ヒ
若
シ
ク
ハ
音
楽
的
修
辞
学
卜
云
フ
ガ
如
キ
表
言
法
ヲ
用
ュ
ル
モ
敢
テ
不
営
卜

云
フ
ベ
カ
ラ
ス
否
吾
人
ハ
此
ノ
如
ク
云
ヒ
テ
決
シ
テ
是
等
ノ
語
意

二
戻
ル
事

ナ

キ
ヲ
得
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
又
実
が
云
ハ
サ
ル
ヲ
得
サ
ル
ナ
リ
諸
君
願
ク
ハ
是
ヲ
忘

ル
勿
レ
殊
二
其
音
楽
的
論
理
学
及
修
辞
学

ナ
ル
モ
ノ
A
存
ス
ル
ハ
疑

フ
ベ
カ
ラ

ズ
シ
テ
以
テ
音
楽
上
ノ
作
曲
及
演
奏
二

於
テ
応
用
遵
守

ス
ベ
キ
之
、
好
シ
諸
君

指
頭
ノ
運
用
如
何
二
速
カ
ニ
シ
テ
器
械
的
熟
練
ノ
如
何
二
大
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
ト
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ス
ル
モ
諸
君
ノ
音
楽
二
於
ケ
ル
論
理
上
ノ
思
想
ー
ー
シ
テ
発
達
ス
ル
ナ
ク
ン
バ
諸

君
ハ
決
シ
テ
音
楽
家
ー
ー
非
ス
否
音
楽
家
卜
云
フ
能
ハ
サ
ル
ナ
リ
、
吾
人
ハ
此
講

義
中
二
於
テ
屡
理
論
上
ノ
事
柄
ー
ー
就
テ
述
ル
事
ア
ル
ベ
シ
ト
雖
ト
モ
コ
ハ
音
楽

論
二
於
テ
叙
ス
ル
ノ
法
ト
ハ
自
ラ
異
ル
モ
ノ
ア
ル
ヲ
知
ラ
サ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
、
音

楽
論
ハ
音
楽
ノ
法
則
ヲ
既
定
ノ
モ
ノ
ト
シ
テ
考
察
ス
即
歴
史
ノ
或
一
時
代
二
於

テ
一
度
確
立
セ
ル
モ
ノ
ト
シ
テ
考
察
ス
ル
モ
ノ
ー
ー
シ
テ
其
過
去
二
於
テ
如
何
様

二
形
成
発
達
セ
ル
カ
ハ
全
ク
措
テ
問
ハ
サ
ル
ナ
リ
然
ル
ー
ー
音
楽
史
ハ
常
々
恰
モ

其
発
達
ヲ
吟
味
セ
ン
ト
ス
、
音
楽
論
ノ
生
命
ハ
文
典
ノ
如
ク
鼠
二
現
在
二
住
ス

音
楽
ノ
歴
史
ハ
多
ク
過
去
二
住
シ
過
去
ー
ー
ヨ
リ
テ
現
在
ヲ
説
明
セ
ン
ト
ス
、
此

故
二
音
楽
論
ハ
音
楽
史
ノ
極
メ
テ
僅
少
ナ
ル
章
ヲ
充
ス

モ
ノ
一
例
ヲ
挙
テ
是
ヲ

ィ
ン
タ
ー
ヴ
ル

説
明
セ
ン
カ
吾
見
在
ノ
音
楽
ハ
諸
君
モ
知
ル
ガ
如
ク
第
三
音
卜
称
ス
ル
音
程

ヲ
諧
音
（
協
音
）
ト
シ
テ
考
察
ス
ル
ナ
リ
、
吾
音
楽
ノ
完
成
ス
ル

ヲ
得
タ
ル

ハ
ー
モ
ニ

ー

n

ン
ト
ラ
プ
ン
ク
ト

ハ
全
ク
此
故
ニ
シ
テ
所
謂

和

声

及

対

位

テ
フ
複
雑
ナ
ル
学
ノ
確
立
亦
是

ニ
因
ル
、
而
レ
ト
モ
音
楽
史
ニ
ョ
レ
バ
現
在
ノ
音
楽
ヨ
リ
以
前
二
在
テ
ハ
此
音

程
ハ
諧
音
ノ
意
義
ヲ
有
セ
サ
リ
キ
否
十
六
世
紀
ノ
頃
。
ハ
レ
ス
ト
リ
ナ
ノ
時
代
二

n

ー

ド

於
テ
モ
音
楽
ノ
一
曲
ヲ
終
ル
ニ
十
分
ナ
ル
和
絃
（
第
三
音
）
ヲ
以
テ
ス
ル
ハ
未

夕
普
通
―
ー
用
ヰ
ラ
レ
サ
リ
シ
ナ
リ
姦
二
知
ル
第
三
音
ヲ
以
テ
諧
音
ト
シ
テ
取
扱

フ
ハ
即
チ
是
音
楽
論
上
ノ
事

ニ
シ
テ
彼
第
三
音
ヲ
以
テ
不
協
音
ト
ス
ル
ノ
謬
見

ヲ
永
ク
維
持
シ
テ
ヨ
リ
遂

二
今
日
ノ
見
解

二
達
セ
ル
マ
デ
其
如
何

―
ー
シ
テ
又
何

時
ヨ
リ
此
ク
変
遷
シ
来
リ
タ
ル
カ
ヲ
問
フ
ハ
即
是
音
楽
家
ノ
研
究
事
項
二
属

ス
、
従
テ
此
講
義

二
於
ケ
ル
吾
人
ノ
問
題
ヤ
亦
最
古
ノ
時
代
ョ
リ
現
代

二
至
ル

音
楽
ノ
発
達
テ
フ
事
ナ
ラ
サ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
吾
人
ハ
則
チ
其
凡
テ
ノ
方
面
ョ
リ
音

楽
ヲ
吟
味
セ
ン
ト
ス
ル
ナ
リ
今
便
宜
ノ
為
メ
吾
ガ
述
ベ
ン
ト
ス
ル
事
柄
ノ
順
序

ヲ
少
シ
ク
変
更
セ
ン
ト
ス

東
洋
ノ
音
楽
二
就
テ
ハ
云
フ
所
極
メ
テ
少
シ
是
レ
吾
ガ
能
ハ
サ
ル
所
ニ
シ
テ

好
シ
又
能
フ
ベ
シ
ト
ス
ル
モ
其
吟
味
二
対
シ
テ
多
ク
ノ
時
間
ヲ
費
ス
ヲ
好
マ
ズ

蓋
シ
東
洋
ノ
音
楽
ハ
僅
少
ヲ
除
ク
ノ
外
ハ
西
洋
ノ
音
楽
二
何
等
ノ
関
係
ヲ
有
ス

ル
事
ナ
ク
又
何
等
ノ
影
響
ヲ
及
ホ
サ

ヽ
レ
バ
ナ
リ
而
モ
時
二
尚
云
フ
所
ナ
キ
ニ

非
ル
ベ
シ
、
古
代
希
服
ノ
音
楽
二
在
テ
ハ
全
ク
是
卜
異
リ
其
音
楽
論
上
ノ
方
面

ハ
殆
ン
ト
云
フ
ニ
足
ル
モ
ノ
ナ
シ
ト
雖
ト
モ
吾
人
ハ
全
ク
是
ヲ
看
過
ス

ル
能
ハ

サ
ル
ナ
リ
否
音
楽
ト
ハ
密
接
ノ
関
係
ア
リ
ト
称
セ
ラ
ル
ヽ

吾
近
世
劇
ノ
発
達
ハ

実
二
希
朧
劇
ノ
知
識
ナ
ク
シ
テ
ハ
殆
ン
ト
理
解
シ
能
ハ
サ
ル
ナ
リ
思
フ
ニ
希
服

及
羅
馬
ノ
教
育
歴
史
藝
術
及
宗
教
神
話
ノ
知
識
ハ
諸
君
音
楽
家
二

必
要
ト
ス
ル

所
ニ
シ
テ
又
実
二
学
ヒ
難
キ
事
二
非
ス
、
元
来
近
代
J
音
楽
家
タ
ル
モ
ノ
ハ
十

分
ノ
素
養
ヲ
要
ス
而
シ
テ
実
二
諸
君
ハ
其
文
学
歴
史
美
学
等
ノ
素
養
ヲ
積
ム
ニ

従
ヒ
諸
君
ノ
技
術
（
音
楽
）
ノ
進
歩
二
貢
献
ス
ル
必
ス
ヤ
大
ナ
ル
モ
ノ
ア
ル
ベ
キ

ナ
リ
、
彼
十
八
世
紀
ノ
独
逸
ノ
学
者
リ
ヒ
テ
ン
ベ
ル
ヒ
ガ
神
学

二
関
シ
テ
云
ヘ

ル
ノ
言
ハ
又
移
シ
テ
藝
術
及
音
楽
二
云
フ
ヲ
得
ベ
キ
ナ
リ
彼
日
ヘ
ラ
ク
唯
化
学

ノ
ミ
ヲ
知
レ
ル
人
ハ
末
夕
化
学
ヲ
知
ル

モ
ノ
ト
云
フ
可
ラ
ス
ト
吾
ハ
将
二
云
ハ

ン
ト
ス
躁
二
音
楽
家
タ

ル
ノ
人
ハ
末
夕
音
楽
家
テ
フ
名
称
ノ
値
セ
ズ
ト
是
決
シ

テ
誇
大
ノ
言

二
非
ス
思
フ
ニ

美
学
的
教
育
即
チ
美
学
及
藝
術
史
ノ
知
識
ノ
音
楽

家
二
必
要
ナ
ル
ハ
明
々
白
々
ニ
シ
テ
習
二
音
楽
ガ
一
ノ
藝
術
タ
ル
ノ
故
ヲ
以
テ

然
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
又
習
ニ
一
般
藝
術
ノ
如
何
ナ
ル
モ
ノ
ナ
ル
カ
ヲ
知
ラ
ズ
ン
バ

音
楽
テ
フ
藝
術
ヲ
理
解
ス
ル
能
ハ
サ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
実
ニ
ア
ラ
ュ
ル
藝
術
ハ
最

モ
密
接
ナ
ル
関
係
ヲ
有
シ
其
或
者
二
至
テ
ハ
殆
ン
ト
互
二
離
ス
可
ラ
サ
ル
連
絡

ヲ
有
ス
ル
ガ
故
ナ
リ
是
ヲ
例
ヘ
バ
楽
戯
二
於
ケ
ル
音
楽
卜
詩
ト
ノ
如
シ
楽
劇

二

撰

證

於
テ
ハ
其
「
オ
ペ
ラ
」
ナ
ル
ト
「
オ
ラ
ト
リ
オ
」
ナ
ル
ト
ヲ
論
セ
ス
常
二
歴
史

若
ク
ハ
神
話
若
ク
ハ
文
学
卜
交
渉
ス
ル
ナ
キ
ヲ
得
ズ
諸
君
ニ
シ
テ
オ
ル
フ
ォ
イ
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然
レ
ド
モ
吾
人
ハ
音
楽
史
ヲ
始
ム
ル
ニ
嘗
リ
先
ツ
要
用
ナ
ル
先
決
問
題
ヲ
決

セ
サ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
即
チ
吾
人
ハ
是
ヨ
リ
研
究
セ
ン
ト
ス
ル
音
楽
史
ノ
対
象
タ
ル

モ
ノ
ヽ
性
質
及
其
特
象
ヲ
理
解
セ
ズ

シ
テ
是
ガ
歴
史
ヲ
云
フ
モ
何
等
ノ
興
味
ナ

カ
ル
ベ
ケ
レ
バ
ナ
リ
吾
人
ハ
先
其
対
象
ハ
如
何
ナ
ル
種
類
ノ
モ
ノ
カ
ヲ
知
ラ
サ

ル
ベ
カ
ラ
ズ
換
言
ス

レ
バ
吾
人
ノ
先
決
問
題

ハ
音
楽
ト
ハ
何
ソ
ヤ
是
ナ
リ
、
音

リ
ト
ス

対
、
ア
ル
ミ
ダ
、
ア
ル
セ
ス
ト
、
イ
フ
ィ
ゲ
ニ
ア
、
等
ノ
何
者
ナ
ル
カ
ヲ
知
ル

』

L
匝

事
ナ
ク
ン
バ
如
何
ニ
シ
テ
能
ク
グ
ル
ッ
ク
ノ
「
オ
ヘ
ラ
」
ヲ
理
解
シ
得
ベ
キ
ャ

是
等
ハ
皆
希
服
神
話
若
ク
ハ
中
世
ノ
博
説
二
属
ス
ル
モ
ノ
ナ
レ
バ
ナ
リ
ガ
叫
吋
7

列
ノ
名
ヲ
云
ヘ
バ
諸
君
ハ
必
ズ
ヤ
伊
太
利
ノ
詩
人
タ
ッ
ソ
ー
及
其
詩
エ
ル
サ
レ

叫
回
釦
ヲ
想
起
セ
ン
已
ニ
タ
ッ
ソ
ー
ヲ
知
ル
、
彼
ノ
生
活
セ
ル
時
代
所
謂
文
学

復
興
期
及
彼
ガ
文
学
上
二
於
ケ
ル
位
置
影
響
亦
諸
君
ノ
知
ル
ベ
キ
所
、
否
諸
君

撰

陪

．

ソ

ン

フ

ォ

ニ
シ
テ
現
世
紀
ノ
音
楽
例
ヘ
バ
ワ
グ
ネ
ル
ノ
「
オ
ペ
ラ
」
或
ハ
リ
ス
ト
ノ

合

奏
曲
或
ハ
シ
ュ
ー
マ
ン
ノ
音
楽
ヲ
味
フ
ア
ラ
バ
諸
君
ノ
文
学
的
素
養
二
資
ス

ル
大
ナ
ル
モ
ノ
ア
ル
ベ
キ
ナ
リ
現
世
紀
二
於
ケ
ル
大
ナ
ル
藝
術
家

ハ
概
ネ
高
等

ナ
ル
教
育
ア
ル
人
ニ
シ
テ
其
或
モ
ノ
ワ
グ
ネ
ル
、
ブ
ロ
ウ
ノ
如
キ
ニ
至
テ
ハ
学

者
ト
シ
テ
亦
優
二
地
歩
ヲ
占
ム
ル
モ
ノ
吾
人
ハ
同
シ
ク
此
ノ
如
キ
藝
術
家

二
私

淑
セ
サ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
、
吾
人
ハ
呉
ミ
モ
諸
君
ニ
―
般
ノ
修
義
ヲ
怠
ル
ナ
キ
ハ
勿

論
又
語
学
殊
二
独
逸
語
ヲ
修
ム
ベ
キ
ヲ
忠
告
セ
ン
ト
ス
此
ク
如
シ
テ
始
メ
テ
音

楽
及
音
楽
家
二
関
ス
ル
独
逸
書
ヲ
原
文
ノ
儘
読
破
ス
ル
ヲ
得
ベ
ケ
レ
バ
ナ
リ

古
代
希
服
ノ
音
楽
ノ
大
骰
ヲ
考
察
セ
ル
後
吾
人
ハ
直
二
基
教
時
代
ノ
音
楽
―
―

入
ル
ベ
シ
而
シ
テ
姦
二
彼
音
楽
ノ
三
種
即
声
楽
器
楽
及
複
合
楽
二
就
テ
述
ル

ア

ラ
ン
ト
ス
余
ハ
又
大
作
曲
家
ノ
簡
輩
ナ
ル
博
記
ヲ
附
加
シ
諸
君
ノ
参
考
ト
シ
テ

資
ス
ル
ニ
足
ル
ベ
キ
音
楽
ノ
書
名
ヲ
挙
グ
ベ
キ
ナ
リ
之
レ
吾
人
講
義
ノ
大
綱
ナ

楽
ハ
一
ノ
臨
術
ナ
リ
ト
云
フ
亦
一
ノ
答
案
タ
ル
ベ
シ
而
モ
此
ハ
「
ピ
ヤ
ノ
」

ト

ハ
何
ゾ
ヤ
ノ
問
二
答
フ
ル
ニ
ピ
ア
ノ
ハ
一
ノ
楽
器
ナ
リ
ト
云
フ
カ
如
キ
モ
ノ
ニ

シ
テ
未
夕
充
分
ノ
答
案
ト
ス
ル
ニ
足
ラ
ズ
、
音
楽
ノ
特
性
ヲ
説
明
セ
ン
ガ
為
メ

ニ
ハ
音
楽
ガ
凡
テ
ノ
藝
術
中
二
於
テ
如
何
ナ
ル
位
置
ヲ
占
ム
ベ
キ
カ
又
如
何
ナ

ル
点
二
於
テ
他
ノ
藝
術
ョ
リ
異
ル
カ
ヲ
理
解
セ
サ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
而
ル
ニ
此
問
ニ

答
ン
ト
セ
バ
吾
人
ハ
先
ツ
一
般
二
藝
術
ト
ハ
如
何
ナ
ル
モ
ノ
ナ
ル
カ
ヲ
知
了

ス

ル
ヲ
要
ス
而
シ
テ
此
藝
術
一
般
ノ
性
質
及
各
藝
術
ノ
性
質
ヲ
説
明
ス
ル
ハ
恰
モ

是
美
学
テ
フ
科
学
ノ
重
ナ
ル
事
業
二
属
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
、

吾
人
ハ
今
永
タ
ラ
シ

キ
難
問
二
入
ル
ヲ
止
メ
暫
ク
所
謂
臨
術
ノ
如
何
ナ
ル
モ
ノ
ナ
ル
カ
ヲ
次
ノ
如
ク

説
明
セ
ン
ト
ス
、
外
界
ノ
自
然
並
二
人
間
内
部
ノ
情
緒
生
活
ヲ
支
配
ス
ル
隠
微

不
可
見
ノ
勢
力
及
法
則
ヲ
可
感
的
形
式
―
―
表
象
ス
ル
モ
ノ
是
ヲ
藝
術
卜
云
フ
、

即
チ
藝
術

ハ
各
科
学
卜
同
シ
ク
宇
宙
卜
普
偏
的
及
個
人
的
生
活
ヲ
以
テ
其
対
象

ト
ナ
ス
ナ
リ
、
而
レ
ト
モ
藝
術
ノ
与
フ
ル
所
公
阜
二
事
物
ノ
奴
隷
的
模
倣
二
非

ス
シ
テ
事
物
ノ
理
想
二
在
リ
即
チ
凡
テ
ノ
偶
有
性
ヲ
離
レ
タ
ル
自
然
人
類
、
個

人
ノ
常
住
不
変
的
員
賭
二
在
ル
ナ
リ

蓋
シ
最
高
等
ナ
ル
生
活
ノ
形
式
ハ
吾
人
内
界
ノ
精
神
的
生
活
二
在
リ
感
情
思

想
之
全
範
囲
二
在
リ
一
言
以
テ
是
ヲ
云
ヘ
バ
人
間
ガ
動
物
卜
異
ル
所
ノ
人
生
独

得
ノ
境
界
二
在
ル
ナ
リ
故
二
藝
術
ニ
シ
テ
此
境
界
ヲ
表
象
ス
ル
事
多
ケ
レ
バ
多

キ
程
益
高
等
ナ
ル
藝
術
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
ニ
シ
テ
彼
世
二
造
形
甑
術
卜
称
ス
ル
建
築

彫
刻
縮
画
ノ
如
キ
盆
早
二
人
生
ヲ
標
示
ス
ル
ニ
過
キ
ス
シ
テ
未
ダ
是
ヲ
実
現
ス

ル
ニ
足
ラ
ズ
何
ト
ナ
レ
バ
是
等
ノ
藝
術
ハ
箕
ノ
運
動
ヲ
表
象
ス
ル
能

ハ
サ
レ
バ

ナ
リ
従
テ
情
緒
ノ
如
キ
動
的
現
象
二
至
テ
ハ
元
ョ
リ
是
ヲ
表
象
ス
ル
ニ
由
ナ
キ

ナ
リ
人
生
卜
其
運
動
ヲ
表
ハ
ス
ニ
是
ヲ
寓
象
的
ニ
セ
ズ
シ
テ
能
ク
現
実
的
ナ
ル

ヲ
得
ル
ハ
音
楽
二
至
テ
始
メ
テ
是
ア
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
是
レ
音
楽
ノ
材
料
及
対
象
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ガ
音
楽
及
情
緒
的
生
活
テ
フ
動
的
現
象
ナ
ル
ガ
故
ナ
リ

詩
二
至
テ
ハ
人
生
ヲ
表
ハ
ス
ノ
尚
豊
富
ナ
ル
事
音
楽
二
勝
ル
事
一
層
ナ
ル
ハ

言
ヲ
侯
タ
ズ
、
ア
ラ
ュ
ル
方
面
ョ
リ
自
然
卜
人
生
ト
ヲ
表
象
ス
ル
ヲ
得
ベ
ク
、

何
等
ノ
制
限
ヲ
有
セ
ズ
シ
テ
ア
ラ
ユ
ル
事
物
ヲ
云
ヒ
表
ハ
ス
ヲ
得
ベ
ク
、
又
凡

テ
他
ノ
藝
術
ノ
ナ
ス
所
ヲ
模
倣
ス
ル
ヲ
得
ベ
ケ
レ
バ
ナ
リ
詩
ガ
果
シ
テ
此
ノ
如

ク
他
ノ
藝
術
卜
対
峙
シ
テ
模
倣
ヲ
以
テ
事
ト
ナ
ス
ベ
キ
カ
否
ハ
全
ク
別
ノ
問
題

ニ
属
ス
ル
モ
而
モ
詩
ノ
此
ノ
如
キ
記
述
ノ
能
カ
ア
ル
ハ
事
実
ナ
リ
ト
ス
、
音
楽

ニ
至
テ
ハ
然
ラ
ズ
音
楽
ハ
制
限
ヲ
有
ス
唯
吾
人
ノ
情
緒
二
就
テ
語
ル

ヲ
得
ベ
キ

ノ
ミ
而
モ
此
点
二
於
テ
ハ
詩
卜
雖
ト
モ
決
シ
テ
是
卜
比
肩
ス

ル
能
ハ
サ
ル
ナ
リ

何
ト
ナ
レ
バ
詩
ノ
材
ハ
語
ナ
リ
而
シ
テ
語
ヤ
其
性
質
上
常
二
自
ラ
明
晰
ナ
ル
ヲ

以
テ
感
覚
若
ク
ハ
情
緒
ノ
如
キ
明
晰
ナ
ラ
サ
ル
モ
ノ
ヲ
云
ヒ
表
ハ
ス
ニ
於
テ
適

切
ナ
ル
能
ハ
サ
ル
モ
ノ
ア
レ
バ
ナ
リ
、
又
詩
ハ
輩
一

ノ
事
項
卜
普
偏
ノ
事
項
卜

ヲ
共
二
云
ヒ
表
ハ
ス
ヲ
得
ル
モ
音
楽
ノ
表
ハ
ス
所
ハ
徹
頭
徹
尾
普
偏
的
ニ
シ
テ

所
謂
抽
象
的
ナ
ル
ヲ
免
レ
ズ
即
音
楽
ハ
実
二
歓
喜
幽
欝
春
怠
等
ノ
如
キ
ア
ラ
ユ

ル
感
情
ヲ
充
分
―
―
表
ハ
ス
ヲ
得
ル
モ
唯
是
最
モ
一
般
ノ
抽
象
的
状
態
ヲ
表
ハ
ス

二
過
ギ
ス
シ
テ
情
緒
ー
特
殊
ノ
場
合
ハ
是
ヲ
表
ハ
ス
能
竺
ス
彼
恋
愛
ノ
如
キ
ハ

音
楽
二
於
テ
隈
々
好
ク
表
ハ
サ
レ
タ
ル
感
情
ナ
レ
ト
モ
其
特
殊
ノ
場
合
例
ヘ
バ

ロ
メ
オ
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
ノ
恋
愛
ヲ
表
ハ
サ

ン
ト
ス
ル
ガ
如
キ
ニ
至
テ
ハ
徒
労
ノ

ミ
、
勿
論
吾
人
ガ
姦
二
述
ル
所
専
ラ
無
言
ノ
器
楽
二
関

ス
ト
雖
ト
モ
是
ヲ
声
楽

テ
キ
ス
ト

二
見
ン
カ
声
楽
ハ

元
来
本
文
ヲ
加
ヘ
テ
凡
テ
云
ヒ
表

ハ
ス
ヲ
得
ル
モ
ノ
、
而
レ

ド
モ
亦
単
特
ノ
場
合
ヲ
表
ハ
ス
所
ノ
楽
二
非
ズ
、
是
ヲ
表
ハ
ス

ハ
唯
夫
レ
詩
ア

ル
ノ
ミ
、
器
楽
ノ
曲
屡
フ
ァ
ウ
ス
ト
マ
ン
フ
レ
ッ
ド
ハ
ム
レ
ッ
ト
川
礼
T
バ
等
ノ

曲
名
ヲ
附
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
而
シ
テ
聴
者
亦
恰
モ
是
等
詩
中
ノ
人
物
ノ
精
神
界
二

同
情
ヲ
表
シ
曲
中
二
表
ハ
レ
タ
ル
如
キ
幻
像
ヲ
換
起
ス
ベ
シ
ト
雖
ト
モ
コ
ハ
是

レ
明
カ
ニ
―

J
幻
像
二
過
キ
ズ
若
シ
初
メ
ヨ
リ
其
曲
名
ヲ
知
ラ
ズ
シ
テ
其
曲
ヲ

聞
カ
バ
直
チ
ニ
其
然
ル
ヲ
知
ラ
ン
唯
吾
人
ノ
確
カ
ニ
知
リ
得
ル
所
ハ
幽
欝
憂
愁

熱
情
諾
ク
ハ
歓
喜
萩
諧
清
新
等
ノ
音
楽
ノ
特
色
二
在
リ
其
感
情
ガ
果
シ
テ
其
曲

名
ノ
人
物
ノ
感
情
ナ

ル
カ
否
カ
ハ
聴
者
元
ョ
リ
認
ム
ル
ニ
由
ナ
キ
ナ
リ
故
二
純

粋
ナ
ル
音
楽
ハ
唯
其
言
ノ
楽
ノ
ミ
何
ト
ナ
レ
バ
語
ヤ
将
夕
詩
ヤ
是
ヲ
楽
二
附
加

シ
テ
如
何
二
好
ク
音
楽
二
統
合
ス
ル
ト
モ
畢
覚

ス
ル
ニ
印
象
ノ
統
一

ヲ
乱
ス
所

ノ
外
的
元
素
二
過
キ
サ
レ
バ
ナ
リ

関
声
ハ
亦
一
ノ
楽
器
ト
シ
テ
考
フ
ル
ヲ
得
ベ
シ
乃
チ
楽
器
ハ
姦
二
天
然
ノ
楽

器
（
人
声
）
及
人
為
ノ
楽
器
ノ
ニ
大
種
卜
両
者
ヲ
統
合
セ
ル
者
ト
ヲ
併
セ
テ
三

大
種
類
二
区
別
ス
ル
ヲ
得
ベ
シ
声
楽
器
楽
及
混
合
楽
是
ナ
リ

現
今
二
於
ケ
ル
音
楽
ノ
三
要
素
ハ
節
奏
、
旋
律
、
和
声
、

是

ニ
シ
テ
各
者
序

ヲ
追
フ
テ
歴
史
的
二
発
達
シ
来
リ
タ
ル
モ
ノ
ト
ス

な
お
、
ケ
ー
ベ
ル
博
士
に
は
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
音
楽
に
関
し
て
「
希
服
古
代
の
詩

歌
及
音
楽
」
（
『
帝
國
文
學
』
第
一
巻
十
号
お
よ
び
第
二
巻
二
号
、
明
治
二
十
八
ー
九
年
）
と

い
う
論
文
が
あ
る
。

博
士
は
モ
ス
ク
ワ
音
楽
院
を
卒
業
し
た
の
ち
「
公
衆
の
前
で
の
演
奏
に
対
し
て
、

私
は
昔
か
ら
押
え
き
れ
ぬ
嫌
悪
を
感
ず
る
の
で
あ
っ
た
し
、
多
人
数
の
聴
衆
は
私
を

し
て
全
く
度
を
失
わ
し
め
る
の
で
あ
っ
た
」
（
『
ケ
ー
ベ
ル
博
士
随
箪
集
』
二

0
四
頁
）

と

語
っ
て
演
奏
家
の
道
を
避
け
て
し
ま
っ
た

の
だ
が
、
東
京
音
楽
学
校
の
演
奏
会
や
慈

善
演
奏
会
に
は
快
く
出
演
し
た
（
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
の
項
参
照
）
。

当
時
の
わ
が
国
で
は
博
士
以
上
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ

た。

演
奏
会
評
を
み
る
と
い
ず
れ
も
彼
の
崇
高
な
演
奏
に
最
大
の
賛
辞
を
送
っ
て
い

る
。
社
交
ぎ
ら
い
で
控
え
目
な
博
士
は
、
日
本
の
聴
衆
の
前
に
は
輝
か
し
い
存
在
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

次
の
記
事
は
博
士
が
明
治
二
十
八
年
の
春
に
出
演
し
た
二
度
の
音
楽
会
に
対
す
る
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批
評
で
あ
る
。

今
春
演
奏
會
の
先
謳
と
な
り
し
も
の
は
去
三
月
下
旬
本
郷
中
央
會
堂
に
於
け

る
慈
善
音
榮
會
に
し
て
、
久
し
く
露
國
宮
廷
附
圏
―
音
榮
學
校
に
遊
び
て
、
去
秋

、
、
、
、
、
ヽ

パウ

蹄
朝
せ

し
金
須
嘉
之
進
氏
が
『
ヴ
ィ
オ
リ
ン
』
獨
奏
を
聴
き
、
其
弓
を
使
用
す

る
事
自
在
に

し
て
雄
健
な
る
に
敬
服
し
、
ド
ク
ト
ル
、
ケ
エ
ベ
ル
氏
が
故
人
叫

ウ
ビ

ン
ス
タ
イ
ン

の
情
熱
燃
ゆ
る
が
如
き
妙
曲
を
弾
し
、
又

iiが
作
曲
に

係
る
魯
國
民
謡
鶯
の
歌
の
『
‘
ワ
リ
ア
シ
オ
ン
』
を
奏
せ
し
を
耳
に
し
て
、
特
に

後
者
に
弱
音
の
弾
奏
極
め

て
妙
な
り
し
を
感
じ
ぬ
。
其
後
幾
く
も
な
く
し
て
昔

榮
學
校
學
友
會
の
演
奏
あ
る
可
し
と
の
噂
し
き
り
に
あ
り
し
が
、
終
に
其
事
な

く
し
て
巳
み
し
は
遺
憾
な
り
き
。
月
を
鍮
へ
て
敷
日
同
校
榮
堂
に
「
ト

ニ
ッ
ク
、

ソ
ル
フ

ァ
」
の一
音
榮
會
あ
り
し
も
、
別
に
評
す
る
程
の
演
奏
あ
り

し
に
あ
ら

ず
、
在
濱
西
人
の
兒
童
等
が
温
習
會
の
み
、
又
美
土
代
町
青
年
會
館
に
ニ
―
―
一
の

昔
榮
會
あ
り
し
と
雖
も
、
こ
れ
亦
西
榮
界
を
動
す
程
の
勢
力
な
か
り
き
。

然
る
に
先
月
十
八
日
〔
明
治
二
十
八
年
五
月
十
八
日
〕
の
夜
該
館
に
催
さ
れ
た
る
演

奏
會
は
臨
時
大
＿
音
榮
會
と
い
ふ
名
を
以
て
、
近
時
榮
界
知
名
の
士
に
依
頼
し、

従
来
の
規
模
を
摘
げ
て
好
榮
の
士
女
が
来
聴
を
招
ぎ
ぬ
。
横
濱
市
中
昔
榮
隊
の

ウウ
ヴ
ェルチウル

序
歌
榮
を
以
て
始
ま
り
、
逐
次
曲
目
を
逐
て
演
奏
あ
り
し
内
、
榮
隊
は
案
外
巧

な
り
し
が
、
榮
場
の
構
造
此
種
の
榮
に
適
せ
ず
、
四
壁
に
反
害
し
て
耳
を
聾
す

る
許
り
、
荻
岡
社
中
の
三
曲
『
小
督
』

と
は
簡
易
な
る
も
の
を
選
ば
れ
し
が
、

松
祠
氏
が
美
昔
妙
手
流
石
等
曲
祉
會
の
流
行
兒
た
り
。
カ
ア
ヂ
ナ
ア
嬢
の

シ
ョ

(
l
)
 

パ
ン
は
幽
麗
な
れ
ど
も
短
に
失
す
。
ブ

ロ
ッ
ク
サ
ム
嬢
の
獨
吟
花
の
歌
と
い
ふ

は
蓋
し
グ
ウ
ノ
オ
の
榮
劇
『
フ
ハ
ウ
ス
ト
』
中
の
唱
歌
な
る
べ

し
。
歌
詞
伊
太
利

語
と
き
A

し
は
僻
耳
な
り
し
か
、

マ
ル
ゲ

リ
イ
タ
と
呼
ぶ
竪
の
優
雅
な
る
は
去

(
1
)

マ
ダ
ム
・
ビ
ー
ト
リ
ー
ス

・
プ
ロ
ッ
ク
サ
ム
嬢
は
イ
ギ
リ
ス
人
声
楽
家
で
、
公
使
館
関

係
の
婦
人
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
東
京
音
楽
学
校
に
は
明
治
二
十
七
年
十
月
か
ら
翌
年
七

月
ま
で
声
楽
教
師
と
し
て
つ
と
め
た
。
ケ
ー
ベ
ル
博
士
ら
と
た
び
た
び
慈
善
音
楽
会
に
出
演

し
て
い
る。

(
2

)

明
治
二
十
七
年
十
一
月
二
十
四
日
、
東
京
音
楽
学
校
の
奏
楽
堂
に
お
い
て
、
グ
ノ
ー
の

歌
劇

「
フ
ァ
ウ
ス
ト」

第
一幕
が
在
日
外
国
人
に
よ
っ

て
上
演
さ
れ
た
。
そ
の
際
ブ

ロ
ッ
ク

サ
ム
婦
人
は
マ
ル
ガ
リ
ー
テ
の
役
で
出
演
し
た
。
「
『
テ
ノ
ル
』
と

『バ
リ
ト
ン
』
の
間
に
亘

り
音
贔
充
大
に
し
て
且
つ
勇
健
、
極
め
て
美
し
き
聴
に
あ
ら
ざ
れ
ど
も
一
種
の
情
熱
を
具
ヘ

て
『
夜
は
更
け
ぬ
』
T
a
r
d
i
c
it
a
と
い
ふ
歌
の
意
よ
く
聰
取
ら
れ
た
り
。
ブ

ロ
ッ
ク
サ
ム
嬢

の
技
飼
は
既
に
鹿
鳴
館
に
て
聴
き
た
る
如
く
優
麗
に
し
て
正
確
な
る
こ
と
質
に
其
苦
學
を
想

は
し
む
。
然
れ
ど
も
難
を
云
は
A

量
乏
し
く
力
足
ら
ず
、
小
室
會
合
の
架
に
適
す
れ
と
も
架

劇
奏
堂
の
墜
に
あ
ら
す
、
繊
麗
可
憐
の
音
と
謂
ふ
可
し
」
（『
帝
國
文
學
』
第

一巻
l

号
、
明

治
二
十
八
年
）
と
い
う
評
が
残
っ
て
い
る
。

本
校
に
保
存
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ベ
ル
博
士
出
演
の
音
楽
会
。
フ

ロ
グ
ラ
ム
は
東
京
音

（『帝
國
文
學
』
第

一
巻
六
号
、
明
治
二
十
八
年
）

(
2
)
 

年
忍
岡
榮
堂
の
『
オ
ペ
ラ
』
以
来
に
聴
き
し
美
―
立
自
に

し
て
、
営
夜
は
殊
に
＿音
量

ひ
ろ
く
、
磐
澄
み
て
艶
麗
な
る
事
平
生
に
倍
せ
し
は
、
ケ
エ
ベ
ル
氏
が
伴
奏
の

巧
妙
な
る
に
依
り
て
な
ら
む
も
、
元
来
素
養
あ
る
人
に
あ
ら
ず
し
て
誰
れ
か
能

く
為
す
べ
き
。
其
他
荒
木
古
童
氏
の
尺
八
は
残
月
と
い
ひ
て
幽
婉
な
る
猫
奏
、

殊
に
三
絃
の
老
手
な
る
に
感
ず
。
ケ
エ
ベ
ル
氏
が
洋
琴
は
リ
ス

ト
の
『
リ
ゴ

レ

ッ
ト
』
に

し
て
半
＿
音
階
の
上
下
目
覺
し
き
弾
奏
な
り
き
。
断
切
＿
音
の
奇
哨
な
る

は
云
ふ
も
更
な
り
、
『
ペ
ダ
ル
』
を
以
て
音
の
高
低
を
調
へ

、
全
線
盛
く
用
を

為
さ
ざ
る
事
な
き
に
至
り
て
は
、
唖
然
自
失
し
て
評
語
を
加
ふ
る
能
は
ず
。
賓

に
榮
の
美
は
感
ず
べ
く
し
て
語
る
可
か
ら
ず
寓
し
て
文
に
録
せ
む
と
す
る
も
、

徒
ら
に
諧
音
の
交
錯
呼
吸
の
妙
致
を
賞
し
て
、

一
般
の
感
情
を
顕
は
す
形
容
詞

を
列
記
す
る
の
み
。
さ
れ
ば
榮
界
の
消
息
を
偲
へ
む
と
す
る
者
は
終
に
其
意
の

一
半
を
叙
す
る
に
過
き
ざ
る
な
り
。
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8
笠
9

繋皇
i

賃

晨
羞
囮
遠
守
滋
ぞ
遠
籐
漏
却

墨ぷ

明

治

-=-+1
年
三
月
十
九
日
（
土
隈
日
）
午
後
二
時
皿
會

界

上

野

公

園

地

音

巣

界

校

奏

巣

堂

に

於

て

>
；

慈

善

音

柴

會

演

奏

”

男

爵

岩

崎

令

夫

人

焚

米

磁

公

他

パ
ッ
ク

閣

丁

瓜

り

”

園
公
使

ォ

こ

｀

閣

rA

子

爵

岡

部

介

夫

人

成

ろ

心

諸

[

鱈

"

□[
位
周
令
底
尺

森

君

同

令

夫

人

是

英

因

公

使

サ

ー
、
サ
｝

ゥ
開
下

瓢
惑
巧
昆
患
烈
懸
罰
桑
巧
昆
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祉
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娯
0
起

堂
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盛

憐
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MUSIC HALL 

11-IE ACゆ EMY OP MUSIC, 

UYENO, TOKYO. 

明治31年3月19日奏楽堂における慈善音楽会のプログラムの表紙



三
、
獨
唱
…
…
•
•

ソ
ナ
タ
•
…
…
…
…
…
…
…

五
、
猫
唱
…
…
•

ソ
ナ
タ
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
ビ

七
、
能
狂
言
…
…
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
三

靱
猿第

二

部

六
、
バ
イ
ヲ
リ
ン
獨
奏
・

曲

目

宅

惣

外

諸

氏 氏

ー

ト

ベ

ン

氏

作

曲

7p
 

良

，・、

伴ヤ

奏

ケ

ベ

ル

氏

ガ

…
…
…
…
…
•
•
一
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
、

ク
リ
ー
フ
エ

P
R
O
G
R
A
M
M
E
 

P
A
R
T
 I. 

1. 
Chorus. 

Pupils 
of 
the M
u
s
i
c
a
l
 
A
c
a
d
e
m
y
.
 

2
.
 

Violin 
Solo. 
N
i
n
t
h
 Concerto

……•…………

••De 

B
eriot.
 

M
r
.
 Ju

n
k
e
r
 a
n
d
 M
r
.
 Ellis. 

ン

力

氏

ス

卜

ビ

ー

ト

ベ

ン

氏

作

曲

夫

人

四
、
ピ
ア
ノ
猫
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ケ

ベ

Iレ

氏

…
•
•
{
モ

ャ

ン

ヵ

氏

六
、
能
狂
言
…

六
地
蔵

以

上

外

諸

氏

履歴とその活動

宅

惣

氏

リ

リ

ヲ

ッ

ト

作

曲

夫

ソ

ン

人

乙

ャ

二
、
バ
イ
ヲ
リ
ン
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…

一
伴
奏

九
番
コ
ン
サ
ル
ト
…
…
…
…
•
•…
…
…
・

デ
、

ベ

ガ
ボ
ッ
ト
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ボ三

ン

氏

郎

曲

甲

ロ
ー
マ

ン
ス

•
•
…
…
…
…
•
…
…
…
ル
ー
ビ
ン
ス
タ
イ
ン
氏
作
曲

ン

エ

リ

ス

氏

リ

ス

力

氏

五
、
バ
イ
ヲ
リ
ン
獨
奏
・

、 ▲ ` 
伴ヤ

奏

工

氏

ン

カ

氏

楽
学
校
関
係
の
も
の
に
限
ら
れ
、
そ
れ
以
外
の
主
催
の
も
の
は
ほ
と
ん
ど
見
あ
た
ら

な
い
。
第
二
次
資
料
か
ら
も
得
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
次
の
貴
重
な
。
フ
ロ
グ
ラ
ム

か
み

を
今
回
の
百
年
史
の
企
画
の
た
め
に
児
童
文
学
研
究
家
の
上
笙

一
郎
氏
が
提
供
し
て

下
さ

っ
た
。
明
治
三
十

一
年
三
月
十
九
日
奏
楽
堂
に
お
け
る
慈
善
音
楽
会
の
。
フ

ロ
グ

ラ
ム
で
あ
る
。
東
京
音
楽
学
校
の
今
井
慶
松
助
教
授
お
よ
び
生
徒
有
志
も
出
演
し
て

い
る。演

奏第

一
部

一、

唱
歌
、
四
條
畷
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
音

榮

學

校

生

徒

諸

氏

琴

春
の
曲
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

町琴

四
、
三
曲、

越
後
獅
子
…
…
…
…
…
…
…
…

l
[

弦

一胡
弓

二、

獨
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
モ

三
、

ピ
ア
ノ
猫
奏
：
…
…
…
…

…
…

…
…
…
…
•
エ

ロ

ン
ド

、

力
。
フリ
シ
ヲ
ソ
…
…
•
•
…
…
•

メ

ン

デ

ル
シ

ョ
ン
氏
作
曲

今

井

慶

松

氏

太

田

菊

勢

子

町

田

杉

勢

子

山

室

保

嘉

氏

一、

琴

リ

リ

ス

氏

太今

田井

菊慶

夫勢 松

ソ

ン

人 氏 氏
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3•Vocal 

Solo 
w
i
t
h
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G
o
u
n
o
d
.
 

M
r
s
.
 
M
o
l
l
i
s
o
n
 a
n
d
 M
r
.
 J
u
n
ker. 

4
.
 

P
i
a
n
o
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独
身
で
あ
っ
た
ケ
ー
ベ
ル
博
士
の
家
族
は
、
ド
イ
ツ
か
ら
同
行
し
た
ス
ト
ラ
ッ
サ

ー
少
年
（
彼
は
銃
で
自
殺
し
て
し
ま
う
）
と
猫
と
犬
と
鶏
で
あ
っ

た
。
博
士
は
「
私

の
胸
に
描
け
る
理
想
的
生
活
と
は
」
と
い
う
自
問
に
次
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。「

一

ひ
か
え
め

般
世
間
お
よ
び
い
わ
ゆ
る
『
上
流
』
社
会
か
ら
離
れ
た
生
活
、
き
わ
め
て
控
目
な
確

実
な
収
入、

精
神
的
労
作
に
従
事
し
か
つ
ど
う
に
か
し
て
他
人
の
た
め
に
用
を
足
す

だ
け
の
か
な
り
の
健
康
、
善
良
で
単
純
で
、
平
静
で
そ
の
上
教
養
あ
る
人
た
ち
よ
り

成
れ
る
知
友
の
き
わ
め
て
小
さ
い
仲
間
、
自
宅
に
お
い
て
は
同
時
に
私
の
友
だ
ち
で

，澤’ :~ " 
` • 2•:.... .`.. ..,夕•9 ぷふ"'··、

中央列の中央幸田幸，後列の左ケーベル博

士，ひとりおいて幸田延，右端かがんでい

るのは ノエル ・ペリー

も
あ
る
よ
う
な
忠
実
な
る
伴
侶
と
助
手
、
き
わ
め
て
多
数
の
家
畜
、
と
く
に
犬
と
猫

と

鶏
と

、~

『
朝
の
剛
夙
』
と
も
い
う
べ
き
雄
鶏
の
い
な
い

家
に
は
私
は
生
き
て
行

け
な
い
—
|
」
と

（
前
掲
『
ケー
ベ
ル
博
士
随
箪
集
』
二
十
五
頁
）
。
「
利
己
心
の
混
入
を

免
れ
ざ
る
恋
愛
よ
り
も
真
の
友
情
」
（
久
保
勉
氏
の
言
葉
）
と
い
う
ケ
ー
ベ
ル
博
士

の
愛
の
形
は
、
物
言
わ
ぬ
動
物
に
対
し
て
も
同
じ
友
情
で
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

東
京
帝
国
大
学
や
東
京
音
楽
学
校
の
仕
事
か
ら
帰
宅
す
る
と
夕
暮
の
ひ
と
と
き
ピ

ア

ノ
を
弾
く
こ
と
が
日
課
で
あ
っ
た
。
駿
河
台
の
ケ
ー
ベ
ル
邸
（
東
京
市
神
田
区
鈴
木

町
十
九
番
地
）
の
塀
の
外
で
そ
っ
と
聞
き
耳
を
た

て
る
若
い
崇
拝
者
の
姿
が
幾
人
も

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
彼
に
と
っ
て
音
楽
は

If
魂
の
言
葉
“
で
あ
り
ピ
ア
ノ

ひ

と

演
奏
は
他
人
に
聞
か
せ
る
も
の
で
は
な
く
、
純
粋
に
自
分
だ
け
の
心
の
対
話
で
あ
っ

た
。
好
ん
で
弾
い
た
の
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
、
プ
ラ
ー
ム
ス
、
シ
ュ

ー
マ
ン
な
ど
、

時
々
い
た
ず
ら
に
日
本
の
新
内
流
し
や
端
唄
、
小
唄
、
長
唄
、
琴
曲
を
テ
ー
マ
に
即

興
演
奏
し
て
打
ち
興
ず
る
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
あ
る
（
大
沼
魯
夫

「音
榮
家
と
し
て

の
ケ
ー
ベ
ル
博
士
の
思
出
」
『
學
校
昔
榮
』
第
四
巻
六
号
、
昭
和
十一

年
よ
り
）
。

ケ
ー
ベ
ル
の
人
格
に
つ
い
て
久
保
勉
氏
は
「
先
生
は
じ
つ
に
ゲ
ー
テ
が
『
地
上
の

子
の
最
高
の
幸
福
』
と
呼
ん
だ
と
こ
ろ
の
も
の
、
即
ち
人
格
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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こ
の
人
格
は
一
見

『
自
然
』
の
所
産
の
よ
う
な
観
を
呈
し
た
け
れ
ど
も
、
ま
た
先
生

の
天
稟
は
た
し
か
に
非
凡
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
や
は
り
全
生
涯
に
わ
た
る
絶
え
ざ

る
努
力
精
進
の
結
果
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。
実
際
先
生
は
晩
年
に
至

る
ま
で
常
に
自
分
の
内
面
的
現
情
に
満
足
す
る
よ
う
な
こ
と
な
く
、
終
生
謙
虚
な
心

を
も
っ
て
自
分
自
身
の
陶
冶
修
業
と
向
上
完
成
に
、
日
ご
と
に
新
な
る
努
力
を
怠
ら

な
か
っ
た
人
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
（
前
掲
『
ケ
ー
ベ
ル
博
士
随
筆
集
』
二
十
三
頁
）。

こ
の
人
格
は
敬
虔
な
信
仰
心
と
結
び
つ
き
、
彼
を
師
と
仰
ぐ
学
生
た
ち
に
、
学
問
芸

術
以
上
に
深
い
感
銘
な
い
し
は
影
響
を
与
え
た
。
そ
れ
は
漱
石
に
彼
の
有
名
な
言
葉

「
文
科
大
学
へ
行
っ
て
、
此
処
で
一
番
人
格
の
高
い
教
授
は
誰
だ
と
聞
い
た
ら
、
百

人
の
学
生
が
九
十
人
迄
は
、
数
あ
る
日
本
の
教
授
の
名
を
口
に
す
る
前
に
、
ま
づ

フ

ォ
ン

・
ケ
ー
ベ
ル
と
答
へ
る
だ
ろ
う
」
（
岩
波
版
『
漱
石
全
集
』
第
十
七
巻
、
八
十
九
頁
）

と
い
わ
せ
た
ゆ
え
ん
で
あ
っ
た
。

大
正
三
年
帝
国
大
学
と
の
契
約
期
限
が
切
れ
離
日
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
七
月
十

前列右か ら幸田幸，ペッツォル ト，幸田延，後列右から

ヴェルクマイス ター，ケーベル

四
日
「
露
国
人
勲
四
等
ラ
フ
ェ
ー
ル

・
フ
ォ
ン

・
コ
エ
ベ
ル
」
に
勲
三
等
瑞
宝
章
が

贈
ら
れ
て
い
る
。
彼
の
国
籍
は
ロ
シ
ア
で
あ
っ
た
が
、
故
国
と
決
め
た
の
は
ド
イ
ツ

で
あ
っ
た
。
彼
は
自
分
の
血
が
半
分
以
上
ド
イ
ツ
人
で
あ
る
こ
と
を
自
負
し
、
自
分

の
生
い
た
ち
に
ロ
シ
ア
的
文
化
の
影
孵
を
ほ
と
ん
ど
受
け
て
い
な
い
こ
と
を
む
し
ろ

誇
り
に
も
思

っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
帰
国
の
チ
ャ
ン
ス
を
二
度
も
逸
し
て
し
ま

っ
た

の
で
あ
る
。
最
初
は
第

一
次
世
界
大
戦
勃
発
に
遭
遇
し
、
四
年
後
終
戦
を
機
に
帰
国

し
よ
う
と
し
た
一
一
度
目
は
、

ロ
シ
ア
国
籍
の
た
め
ド
イ
ツ
入
国
に
は
ロ
シ
ア
本
国
の

許
可
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
理
由
か
ら
ま
た
阻
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
間
横
浜
の
露
国
総
領
事
館
内
に
住
い
を
移
し
、
帰
国
の
日
を
待
っ

て

い
た

が
、
そ
の
後
帰
国
を
断
念
し
日
本
永
住
を
決
意
し
た
。
東
京
帝
国
大
学
を
退
職
し
て

九
年
後
、
大
正
十
二
年
六
月
十
四
日
動
脈
硬
化
症
の
た
め
七
十
五
歳
の
生
涯
を
閉
じ

た
。
遺
骨
は
遺
言
に
し
た
が
っ
て
東
京
雑
司
ケ
谷
の
外
人
幕
地
に
葬
ら
れ
た
。
こ
の

年
の
八
月
に
発
行
さ
れ
た
雑
誌
『
思
想
』
（
岩
波
書
店
）
は
「
ケ
ー
ベ
ル
先
生
追
悼
琥
」

と
な
っ
た
。
こ
の
中
に
ケ
ー
ベ
ル
博
士
の
弟
子
で
あ
っ
た
橘
絲
重
が
「
思
い
出
」
を

寄
稿
し
て
い
る
の
で
そ
の
一
部
を
左
に
掲
載
す
る
。

橘
絲
重
は
明
治
六
年
(
-
八
七
三
）
＋
月
十
八
日
、
三
重
県
鈴
鹿
郡
亀
山

（
旧
亀

山
藩
、
士
族
）
に
生
れ
、
女
子
高
等
師
範
学
校
附
属
女
児
小
学
校
を
経
て
、
明
治
二

十
一
年
東
京
音
楽
学
校
に
入
学
し
た
。
二
十
五
年
七
月
卒
業
、
同
時
に
研
究
生
と
な

り
授
業
補
助
を
申
し
付
け
ら
れ
た
。
二
十
九
年
高
等
師
範
学
校
附
属
音
楽
学
校
助
教

授
と
な
る
。
彼
女
は
幼
い
頃
か
ら
英
語
と
ド
イ
ツ
語
を
特
別
に
学
ん
で
い
た
た
め
、

音
楽
を
介
し
て
外
国
人
と
の
交
際
も
広
か
っ
た
。
ゆ
え
に
ケ
ー
ベ
ル
博
士
を
迎
え
入

れ
る
か
げ
の
力
と
も
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ケ
ー
ベ
ル
博
士
が
着
任
し
て
か
ら
は
同

僚
、
時
に
は
弟
子
と
し
て
、
演
奏
に
教
育
に
尽
力
し
た
。
島
崎
藤
村
の
ピ
ア
ノ
の
師

と
し
て
も
有
名
で
あ
る
。
明
治
三
十
四
年
東
京
音
楽
学
校
教
授
と
な
り
昭
和
三
年
ま

で
在
職
、
そ
の
後
は
十
四
年
九
月
一
日
に
亡
く
な
る
ま
で
時
間
講
師
を
つ
と
め
た
。

大
正
三
年
八
月
八
日
の

こ
と
、
先
生
が
東
京
を
お
立
ち
に
な
る
前
日
の
タ

方
、
先
生
の
お
宅
の
食
堂
に
私
も
坐

つ
て
居
た
。
そ
れ
ま
で
毎
日
色
々
の

人

の

訪
問
で
か
な
り
お
せ
は
し
い
事
で
あ
っ
た
の
を
今
日
は
も
う
そ
れ
ら
も
す
ん
で

531 第 9節 外国人教師 履歴とその活動



ま
こ
と
に
静
か
な
晩
餐
で
あ
る
。
こ
の
食
卓
は
先
生
が
日
本
へ
い
ら
し
た
其
営

時
か
ら
先
生
に
お
つ
か
へ
申
し
て

ゐ
た
の
だ
と
い

ふ。

先
生
は
何
で
も
古
い
も

の
A

事
を
「
ぢ
ゞ
」
と
仰
る
の
で
こ
の
食
卓
の
事
も

「
ぢ
ゞ
テ
ー
ブ
ル
」
と
仰

る
。
此
ぢ
ゞ
テ
ー
ブ
ル
の
上
で
は
先
生
の
學
生
さ
ん
逹
が
色
々
と
先
生
の
貴

い

お
話
を
伺
ひ
つ
A

し
ば
／
＼
御
ち
さ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
或
時
は
そ
の

下

で
先
生
の
可
愛
が
つ
て
い
ら
っ
し
や
る
猫
ま
で
が
小
さ
い
お
皿
へ
同
じ
御
ち
さ

う
を
分
け
て
い
た
ゞ
い
て
居
た
。
私
は
こ
の
由
緒
あ
る
食
卓
へ
先
生
と
共
に
坐

っ
た
最
後
の
者
で
あ
る
事
を
有
が
た
く
思
ふ
。
先
生
は
今
夜
は
も
う
最
終
の
東

京
の
夜
で
あ
る
か
ら
機
嫌
よ
く
し
て
ゐ
よ
と
仰
ら
れ
る
。
何
く
れ
と
か
は
る
こ

と
な
く
お
話
を
し
て
下
さ
る
の
を
と
も
す
れ
ば
一
ぱ
い
に
な
る
胸
を
お
さ
へ

て

伺
つ
て
居
る
（
十
二
日
の
横
濱
御
出
敬
が
の
び

て
ま
だ
し
ば
ら
く
お
目
に
か
か

る
事
が
出
来
や
う
と
は
其
時
誰
が
思
ひ
か
け
や
う
）
。
そ
れ
か
ら
稽
古
を
す
る

の
に
よ
い
曲
や
讀
む
の
に
よ
い
本
な
ど
を
色
々
数
へ
て
下
さ
る
。
さ
ま
人
＼
御

馳
走
を
い
た
ゞ
い
た
あ
と、

特
に

こ
し
ら
へ
さ
せ
て
下
さ
っ

た
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
や
、
久
保
様
が
む
い
て
下
さ
る
水
蜜
桃
を
葡
萄
酒
に
ひ
た
し
て
い
た
ゞ
い
た

り
し
た
。

こ
の
夜
は
ま
だ
少
し
お
か
た
づ
け
も
の
な
ど
が
残
っ
て
お

い
で
な
の
で
あ
ま

り
長
く
お
さ
ま
た
げ
し
て
は
お
わ
る
か
ら
う
と
そ
ろ

／
＼
立
つ
。
先
生
は

い
つ

も
の
と
ほ
り
に
し
て
別
れ
や
う
と
仰
る
。
私
も
や
う
／
＼
ご
き
げ
ん
よ
う
と
だ

け
を
ま
を
し
上
げ
た
。
御
門
へ
ま
が
る
虞
で
ふ
り
か
へ

っ
た
ら
ば
、
お
玄
開
の

虞
に
ま
だ
見
送
つ
て

ゐ
て
下
さ
っ
た
先
生
の
お
姿
が
電
燈
の
下
に
大
き
く
に
じ

ん
で
見
え
た
。
夏
の
宵
と
は
い
へ

駿
河
豪
は
ひ
つ
そ
り
し
て
ゐ
た
。
な
っ
か

し

く
か
な
し
い
思
ひ
に
ふ
け
り

つ
A

ゆ
く
に
ふ
さ
は
し
い
夜
で
あ

っ
た
。

シ
ュ

ピ

レ

ン

或
時
先
生
が

「
此
頃
は
何

を

弾

い

て

ゐ
る
か
」
と
お
き
A

に
な

っ
た
。
私

は
「
私
の
は
シ
ュ
ピ

ー
レ
ン
で
な
く
ア

ル
バ
イ
テ
ン
で
御
座
い
ま
す
。
ベ

ー
ト

ー
ベ
ン
の
ソ
ナ
タ
で
御
座
い
ま
す
が
」
と
い
ふ
。
先
生
は
お
笑
ひ
に
な
っ
て

「
ア
ル
バ
イ
テ
ン
な
ら
ば

ま
だ

よ
い
。

ツ
ア
ン
ケ
ン
で
な
け
れ
ば
」

と
仰
つ

た
。
な
る
ほ
ど
ピ
ア
ノ
に
喧
嘩
を
ふ
き
か
け
て
居
る
様
な
の
や
ピ
ア
ノ
と
組
打

ち
で
も
し
て
ゐ
る
様
な
の
や
ー
—

ー
一
寸
を
か
し
く
な
る

。

或
時
、
私
が
「
東
京
は
横
濱
よ
り
さ
む
い
様
で
御
座
い
ま
す
。
何
も
か
も
こ

ほ
り
ま
す
」
と
い
っ
た
ら
、
先
生
は
「
さ
う
か
い
。
そ
れ
で
は
昔
榮
も
こ
ほ
る

か
い
」
と
仰
ら
れ
た
。

〔
追
記
〕
三
点
の
写
真
は
、
神
田
、
月
刊
『
本
の
街
』
の
編
集
者
中
西
隆
紀
氏
の

紹
介
で
久
保
勉
氏
の
末
亡
人
久
保
い
と
氏
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
中

西
氏
に
よ
る
ケ
ー
ベ
ル
博
士
関
係
の
詳
細
な
資
料
研
究
か
ら
は
大
変
に
負
う
と
こ
ろ

が
多
か
っ
た
。
そ
れ
は
月
刊

『本
の
街
』
七
十
号
ー
七
十
六
号
（
昭
和
六
十
一
年
ー

六
十
二
年
）
に
連
載
さ
れ
て
い
る
。

（
三
）

ア
ウ
グ
ス
ト
・
ユ
ン
ケ
ル

A
u
g
u
st
J
u
n
k
e
r
 (
一
八
七
〇
！

一
九

四
四
）

在
職
期
間
明
治
三
十
二
年
！
四
十
五
年
(
-
八
九
九
l
一
九
―
二
）

お
雇
外
国
人
教
師

担
当
科
目

管
絃
楽
、
実
技

一
般

履
歴

（
要
約
）

一
八
七

0
年

一
月
二
十
七
日
、
ド
イ
ツ
の
チ
ュ

ヒ
ェ
ン
〔
T
u
c
h
e
n

上
部
東
ド
イ
ツ
〕
で

生
れ
る。

一八
七
六
年
、
父
か
ら
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
る
。

一
八
八

一
年
、
ケ
ル

ン
音
楽
院
に
入
学
、
ケ
ー
ニ
ゲ
オ
ー
お
よ
び
ホ
ル
ン
デ
ル
教
授
に

師
事。

一
八
八
七
年
、
ケ
ル
ン
音
楽
院
卒
業
。
在
学
中
成
績
優
秀
に
つ
き
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
大
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家
ヨ
ア
ヒ
ム
の
推
選
学
生
と
な
り
三
年
間
研
鑽
を
積
む
。
そ
の
後
ベ
ル
リ
ン

・
フ
ィ

ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
ケ
ル
ン
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
首
席
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
奏
者
を
つ
と
め
、
ま
た
独
奏
者
と
し
て
活
躍
し
、
ド
イ
ツ
国
内
に
名
声
を
は
せ
た
。

一
八
九
一
年
、
ボ
ス
ト
ン
・
シ
ン
フ

ォ
ニ

ー
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
首
席
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

奏
者
と
な
る
。

一
八
九
三
年
、
シ
カ
ゴ
・
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
独
奏
者
に
迎
え
ら
れ
る
。

一
八
九
七
年
（
明
治
三
十
二
年
）
、
シ
カ
ゴ

・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
辞
任
し
た
ユ
ン
ケ
ル
は

ド
イ
ツ
、
ス
イ
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
エ
ジ
。
フ
ト
、
イ
ン
ド
シ
ナ
を
経
て
横
浜
に
や
っ
て

き
た
。
こ
こ
で
英
国
人
が
経
営
す
る
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
商
会
に
入
り
、
音
楽
書
や
楽
譜

の
販
売
の
仕
事
を
し
な
が
ら
演
奏
活
動
を
行
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
幸
田
延
の
推
薦
で

東
京
音
楽
学
校
の
雇
い
外
国
人
教
師
と
な
っ
た
。
受
持
は
管
弦
楽
、
声
楽
、
和
声

学
、
作
曲
法
、

合
唱
、
つ
ま
り
ピ
ア
ノ
を
除
き
音
楽
の
実
技
全
般
で
あ
る
。
文
部
省

へ
の
届
出
書
類
に
担
当
「
音
楽
」
と
記
入
さ
れ
て
い
た
の
は
も
っ
と
も
で
あ
る
。
身

分
は
奏
任
高
等
官
五
等
以
上
の
取
扱
い
、
月
給
は
四

0
0円
、
一
日
平
均
四
時
間
の

授
業
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
。
着
任
早
々
四
月
二
十
一
日
、
時
の
皇
后
陛
下
（
照
憲
皇

太
后
）
の
行
啓
に
際
し
、
ケ
ー
ベ
ル
博
士
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
で
ル
ー
ビ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

・
ソ
ナ
タ
を
御
前
演
奏
し
た
。

ュ
ン
ケ
ル
の
弦
楽
合
奏
か
ら
徐
々
に
管
弦
楽

へ
と
い
う
指
導
に
よ
っ
て
、
東
京
音

楽
学
校
の
管
弦
楽
は
目
ざ
ま
し
い
進
歩
を
遂
げ
、
定
期
演
奏
会
に
は
必
ず
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
管
弦
楽
曲
が
演
奏
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ユ
ン
ケ
ル
の
指
揮
下
に
東
京
音
楽

学
校
が
初
演
し
た
主
要
な
曲
目
は
、
バ
ッ
ハ
「
ク
リ
ス
マ
ス
・
オ
ラ
ト
リ
オ
」
か
ら

〈
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
〉。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
、
交
孵
曲
第
三
番
、
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
三

番
。
ビ
ゼ

ー

〈
カ
ル
メ

ン
〉
組
曲
、
〈ア

ル
ル
の
女
〉
組
曲
。
プ
ラ
ー
ム
ス

〈
ド
イ

ツ
・
レ
ク
イ
エ
ム
〉。

ブ
ル
ッ
フ
〈
美
し
き
エ
レ
ン
〉
。
ケ
ル
ビ
ー
ニ
〈
レ
ク
イ
エ

ム
〉
。
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
〈
ス
ラ
ヴ
舞
曲
〉
。
グ
リ
ー
ク
〈
ペ
ー
ル

・
ギ
ュ
ン
ト
〉
組

曲
第
一
番
。
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
、
交
響
曲
第
三
番
〈
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
〉
。
シ
ュ
ー

ベ
ル
ト
〈
未
完
成
交
孵
曲
〉
。
ヨ
ハ
ン

・
シ

ュ
ト
ラ
ウ
ス
〈
美
し
き
碧
き
ド
ナ
ウ
〉
。

ウ
ェ
ー
バ
ー
「
魔
弾
の
射
手
」
序
曲
、
「
オ
ベ
ロ
ン
」
序
曲
な
ど
。
こ
こ
に
到
達
す
る

ま
で
の
並
々
な
ら
ぬ
苦
労
は
想
像
を
絶
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
人
で
な
ん
で
も
指
導

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

ュ
ン
ケ
ル
の
思
い
出
を
、
当
時
生
徒
で
あ
っ
た
岡
野
貞

一
氏
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

「
楽
器
は
は
じ
め
て
や
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、

私
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
や
っ
て
い
た
の
で
、
同
じ
弦
楽
器
だ
か
ら
チ
ェ
ロ
を
や
れ
と

先
生
は
お
っ
し
や
っ
た
。
弾
き
方
が
わ
か
ら
な
い
と
云
っ
た
ら
、
わ
た
し
が
教
え
て

や
る
と
云
っ
て
や
っ
て
見
せ
て
く
れ
た
。
と
こ
ろ
が
ど
う
も
具
合
が
悪
い
。
先
生
も

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
や
っ
て
い
た
か
ら
弓
の
持
ち
方
も
や
は
り
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
同
じ

様
な
積
り
で
毛
の
方
を
上
に
向
け
て
や
っ
て
い
た
。
初
め
暫
く
は
そ
う
い
う
や
う
に

し
て
教
は
っ
た
。

ュ
ン
ケ
ル
先
生
も
気
付
い

て
い
た
か
い
な
か
っ
た
か
、
兎
に
角
そ

の
ま
A

や
っ
て
い
た
。
所
が
暫
ら
く
し
て
か
ら
の
事
、
そ
の
頃
や
は
り
ュ
ン
ケ
ル
先

生
は
横
浜
の
外
人
の
素
人
連
中
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
組
織
し
て
い
ら
っ
し
た
よ
う
で

時
々
そ
ち
ら
へ
お
い
で
に
な
っ
た
。
其
の
方
で
教
わ
っ
て
い
ら
っ
し
た
か
或
る
時

『
セ
ロ
と
い
ふ
も
の
は
、
弓
は
さ
う
持
つ
も
の
で
は
な
い
』
と
云
っ
て
毛
を
下
の
方

へ
向
け
て
や
っ
て
見
せ
て
下
さ
っ
た
。
ど
う
も
そ
の
方
が
エ
合
が
好
か

っ
た
の
で
す

ね
。
初
め
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
同
じ
よ
う
に
や
っ
た
か
ら
一
向
に
力
が
入
ら
な
い
。

そ
ん
な
有
様
で
し
た
」
（
『
敦
育
音
架
』
第
十
三
巻
四
号
、
昭
和
十
年
）
。

ま
た
合
唱
の
時
間
の
思
い
出
を
井
出
茂
太
氏
（
明
治
三
十
六
年
甲
種
師
範
科
卒

業
、
昭
和
四
十
二
年
四
月
十
二
日
没
）
は
「
一
寸
で
も
音
程
が
ち
が
っ
た
ら
満
座
の

中
で
も
、
何
の
容
赦
も
な
く

ュ
ウ
ア
ロ
ー
ン
と
一
人
づ
つ
立
た
せ
て
何
度
で
も
や
り

直
さ
れ
、

一
っ
／
＼
大
声
で
ド
ナ
リ
ッ
ケ
ら
れ
る
の
で
実
に
怖
い
先
生
で
あ
っ
た
。

が
合
唱
が
よ
く
で
き
た
と
き
は
又
実
に
嬉
し
そ
う
な
お
顔
で
ほ
め
ら
れ
る
の
で
、
怖

し
い
が
又
た
の
し
い
時
間
で
も
あ
っ

た
」
と
な
つ
か
し
ん
で
い
る
（
『同
声
会
会
報
』
ニ

九
一
号
、
昭
和
四
十
年
）
。
合
唱
の
教
科
書
に

「
コ
ー
ル

ユ
ー
ブ
ン
ゲ
ン
」
を
使
い
始
め

た
の
も
ュ
ン
ケ
ル
で
あ
っ
た
。

彼
は
明
治
三
十
二
年
以
来
契
約
を
六
回
更
新
し
、
四
十
五
年
三
月
三
十
一
日
で
雇

教
師
と
し
て
は
契
約
期
限
が
満
期
と
な
っ
た
が
、
十
二
月
ま
で
嘱
託
講
師
と
な
り
、

大
正
元
年
十
二
月
一
日
の
第
二
十
七
回
定
期
演
奏
会
の
指
揮
を
最
後
に
東
京
音
楽
学

校
を
去
っ
た
。
こ
の
間
明
治
三
十
八
年
九
月
、
。
フ
ロ
シ
ヤ
政
府
（
ド
イ
ツ
）
か
ら

「
プ

ロ
シ
ヤ
畷
音
楽
デ

ィ
レ
ク
ト
ル
」
の
称
号
が
贈
ら
れ
、
翌
年
六
月
、
明
治
政
府
よ
り

勲
五
等
旭
日
章
下
賜
、
四
十
四
年
三
月
、
プ
ロ
シ
ャ
政
府
か
ら
さ
ら
に
「
音
楽
プ
ロ

533 第 9節 外国人教師 履歴とその活動



フ
ェ
ッ
ソ
ル
」
の
称
号
を
授
け
た
。
四
十
五
年
六
月
、
身
分
取
扱
い
は
勅
任
に
準
ず

る
こ
と
に
な
り
、
解
雇
帰
国
後
、
大
正
二
年
二
月
十
三
日
、
勲
三
等
瑞
宝
章
が
下
賜

さ
れ
た
。

東
京
音
楽
学
校
に
お
け
る

ユ
ン
ケ
ル
の
直
弟
子
に
は
声
楽
で
戸
倉
ヤ
マ
、
杉
浦
千

歌
、
柴
田
環
（
三
浦
）
、
安
藤
恒
（
の
ち
の
太
田
）
、
青
木
兒
、
外
山
國
彦
、
山
田
耕

搾
、
原
田
澗
、
大
和
田
愛
羅
、
弦
で
は
多
久
寅
、
川
上
淳
、
大
塚
淳
、
山
田
耕
搾
、

信
時
潔
ら
が
い
る
。
ユ
ン
ケ
ル
は
大
正
二
年
一
月
五
日
東
京
を
発
ち
、
神
戸
に
向
か

い
そ
こ
か
ら
船
に
乗
る
予
定
で
あ
っ

た
が
、
実
際
に
は
十
一
日
午
前
九
時
、
大
勢
の

弟
子
た
ち
に
見
送
ら
れ
て
新
橋
を
汽
車
で
発
ち
、
横
浜
に
行
き
、
十

一
時
。
フ
リ
ン
ツ

(1
)
 

ル
ー
ド
ヰ
ッ
ヒ
号
で
帰
独
の
途
に
つ
い
た
。

(
1
)

ュ
ン
ケ
ル

の
帰
国
旅
費
は
契
約
時
に
九
百
円
と
さ
れ
て
い
た
が
、
来
日
後
日
本
人
と
結

婚
し
家
族
が
四
人
と
な
っ
た
た
め
、
契
約
金
で
は
不
足
で
あ
ろ
う
と
校
長
湯
原
元

一
は
一
時

手
当
金
と
し
て
五
百
円
を
文
部
省

へ申
請
し
て
手
渡
し
た
。

大
正
二
年
十
一
月
十
五
日
東
京
市
長
の
命
に
よ
り
日
比
谷
図
書
館
が
作
成
す
る
外

国
人
功
労
者
の
伝
記
に
つ
い
て
、
東
京
音
楽
学
校
は
メ
ー
ソ
ン
、
デ
ィ
ッ

ト
リ
ヒ
と

と
も
に
ユ
ン
ケ
ル
の
資
料
を
提
出
し
た
。

ド
イ
ツ
ヘ
渡

っ
た
ュ
ン
ケ
ル
は
ケ
ル
ン
に
住
み
、
ア
ー
ヘ
ン
音
楽
学
校
教
授
、
ア

ー
ヘ
ン
室
内
交
響
楽
団
指
揮
者
と
し
て
活
躍
し
た
。
一
九
三
四
年
（
昭
和
九
年
）
、
ニ

十
二
年
ぶ
り
に
再
来
日
、
十
二
月
十
一
日
東
京
九
段
下
の
軍
人
会
館
で
教
え
子
一
同

に
よ
る
盛
大
な
歓
迎
会
が
催
さ
れ
た
。
以
来
武
蔵
野
音
楽
学
校
で
教
鞭
を
と
る
か
た

わ
ら
松
竹
交
響
管
弦
楽
団
の
指
導
に
当
っ

た
。

昭
和
十
八
年
十
月
二
十
三
日
土
曜
日
午
後
二
時
か
ら
東
京
音
楽
学
校
奏
楽
堂
に
お

い
て
、
日
独
文
化
協
会
と
東
京
音
楽
学
校
同
声
会
共
催
で
「
ア
ウ
グ
ス
ト
・
ユ

ン
ケ
ル

先
生
顆
彰
説
賀
会
」
が
行
わ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
山
田
耕
搾
と

ユ
ン
ケ
ル
教

授
自
身
の
指
揮
の
下
に
演
奏
を
予
定
し
て
い
た
と
こ
ろ
当
日
の
朝
脳
溢
血
で
倒
れ
、

こ
の
日
の
企
画
は
全
部
中
止
さ
れ
た
。
前
日
の
練
習
の
時
非
常
な
喜
び
で
昂
奮
状
態

で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
が
原
因
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
後

自
宅
で
療
養
し
て
い
た
が
、
翌
十
九
年
一
月
五
日
自
宅
に
お
い
て
七
十
六
歳
で
永
眠

し
た
。

（三） （二） （一）

緑
栄
ゆ
る
上
野
の
森
に
、

が

く

わ

ざ

ね

楽
の
技
練
る
あ
し
た
ゆ
ふ
べ

、

力
溢
れ
し
御
教
知
り
て

枝
の

小
鳥
も
木
蔭
の
風
も
、

声
を
合
せ
て
唱
ふ
が
如
し
。

あ
あ
偉
な
る
か
な
君
が
い
さ
を
。

君
が
指
揮
せ

し
バ
ト
ン
の
ま
に
ま
に
、

大

絃

涼

涼

泉

は

む

せ

び

、

せ
つ
せ
つ

小
絃

切

々

真

玉

は

ま

ろ

ぶ

。

満
堂
の
人
心
は
酔
ひ
て
、

従

ふ

教

へ

子

魂

振

ふ

。

あ

あ

深

き

か

な

君

が

を

し
て。

よ

は

い

功
成
り
名
遂
げ
て
御
齢
た
か
く
、

ち
ぢ干

の
を
し

へ
子
親
と
ぞ
仰
ぐ
。

+6
デi
 

し
か
も
今
な
ほ
励
み
て
止
ま
ず
、

声
と
絃
と
の
力
に
よ
り
て
、

し
た
し

日
独
ふ
た
つ
の
親
み
む
す
ぶ
。

あ
あ
高
き
か
な
君
が
ほ
ま
れ
。

（
『
同
声
会
会
報
』
二
九

一
号
、
昭
和
四
十
年
）

ュ
ン
ケ
ル
先
生
を
讃
ふ
る
歌武

島
羽
衣
先
生
作

左
記
の

「
ユ
ン
ケ
ル
先
生
を
讃
ふ
歌
」、

武
島
猜
衣
作
の
詩
は
「
A
．ュ

ン
ケ
ル
先

生
顆
彰
祝
賀
会
」
で

ユ
ン
ケ
ル
に
捧
げ
る
予
定
で
あ
っ
た
。

第 2章 明治時代の東京音楽学校 534 



（
四
）

ュ
ン
ケ
ル
の
家
族
は
夫
人
鎌
田
信
子
と
二
人
の
娘
の
四
人
で
、
東
京
音
楽
学
校
に

迎
え
入
れ
ら
れ
て
か
ら
住
い
を
横
浜
か
ら
東
築
地
の
居
留
地
に
移
し
、
日
本
趣
味
豊

か
な
生
活
を
た
の
し
ん
だ
。
学
校
に
は
い
つ
も
き
ち
ん
と
ハ
イ
カ
ラ
な
洋
服
を
着
こ

な
し
、
い

わ
ゆ
る
男
性
的
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
と
称
さ
れ
、
指
揮
法
に
至
っ
て
は
そ

の
ス
タ
イ
ル
が
良
く
、
タ
ク
ト
の
明
快
さ
は
見
る
者
に
非
常
な
美
観
を
与
え
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
大
変
に
社
交
家
で
チ
ャ
目
気
が
あ
っ
て
陽
気
な
性
格
、
華
や

か
で
賑
や
か
な
こ
と
が
好
き
で
あ
っ
た
。
東
京
音
楽
学
校
に
は
外
国
人
教
師
に
対
し

て
天
長
節
や
宮
中
観
桜
の
宴
、
外
務
大
臣
主
催
の
夜
会
な
ど
へ
の
招
待
が
し
ば
し
ば

あ
っ

て
、
ユ
ン
ケ
ル

は
必
ず
積
極
的
に
参
加
し
た
。
社
交
ぎ
ら
い
な
ケ
ー
ベ
ル
博
士

と
は
全
く
対
照
的
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
性
格
は
東
京
音
楽
学
校
内
に
お

い
て
も
自

然
大
き
く
影
響
し
、
他
を
圧
す
る
勢
力
を
ふ
る
っ
て
い
た
。
日
本
の
管
弦
楽
の
父
、

あ
る
い
は
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
も
合
唱
も

ュ
ン
ケ
ル
な
く
し
て
わ
が
国
の
音
楽
進
歩
は
な

か
っ
た
と
、
そ
の
業
績
を
賛
え
る
一
方
で
は
き
び
し
い
世
間
の
批
判
も
多
か
っ

た
。

こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
第
二
章
第
十
一
節
を
参
照
さ
れ
た
い
。

ノ
エ
ル
・
ペ
リ
ー

N
念
I

P
e
r
i
 (
I

八
六
五
！
一
九
二
二
）

明
治
三
十
二
年

i
三
十
七
年

(
-
八
九
九

l
一
九

0
四）

在
職
期
間

嘱
託
講
師

担
当
科
目
オ
ル
ガ
ン
、
和
声
、
作
曲

履
歴

（
要
約
）

一
八
六
五
年
八
月
二
十
三
日
、
フ
ラ
ン
ス
、
ヨ
ン

ヌ
県
ク
ル
ー
ヂ

・
ル
・
シ

ャ
テ
ル
村

に
生
れ
る
。

一
八
八
一
年
七
月
リ
ヨ
ン
大
学
入
学
、
文
学
を
専
攻
。

一
八
八
一
―
一
年
十
月
リ
ヨ
ン
大
学
卒
業
、
十
月
、
パ
リ
の
外
国
宣
教
会
付
属
神
学
校
に
入

I
s
s
y
 

学
、
さ
ら
に
十
二
月
セ

ー
ヌ
県
イ
ッ
シ
の
私
立
哲
学
院
に
入
学
、
こ
の
間
音
楽
理
論

も
研
究
す
る
。

一
八
八
五
年
七
月
哲
学
院
卒
業
。

一
八
八
八
年
（
明
治
二
十
一
年
）
六
月
外
国
宜
教
会
付
属
神
学
校
卒
業
、
十
一

月
宣
教

師
と
し
て
来
日
、
名
古
屋
市
お
よ
び
長
野
県
松
本
市
に
お

い
て
司
祭
を

つ
と
め
る
か

在
職
期
間

嘱
託
講
師

担
当
科
目
ピ
ア
ノ

履
歴
（
要
約
）

一
八
四
八
年
三
月
十
九
日
、
ド
イ
ツ
、
ブ
ラ
ン
ス
ウ
ィ

ッ
ク
に
生
れ
る
。
父
か
ら
ピ
ア

（
五
）

た
わ
ら
語
学
の
教
師
と
な
っ
た
。
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
よ
り
住
い
を
東
京

の
麹
町
区
飯
田
町
に
移
し
暁
星
学
校
の
音
楽
教
師
と
な
り
、
ま
た
一
方
、
日
本
文
の

雑
誌
『
天
地
人
』
を
創
刊
し
、
仏
文
書
店
「
三
オ
社
」
を
創
立
し
た
。
明
治
三
十
二
年

（
一
八
九
九
）
十
一
月
三
十
日
、
東
京
音
楽
学
校
に
招
聘
さ
れ
て
オ
ル
ガ
ン
、
和
声
、

作
曲
の
授
業
を
行
う
こ
と
に
な
っ

た
。
最
初
の

一
年
は
年
報
二
百
円
で
あ
っ
た
が
翌

年
は
五
百
円
と
な
り
、
さ
ら
に
そ
の
翌
年
は
千
二
百
円
支
払
わ
れ
て
い
る
。
三
十
五

年
本
郷
之
町
一
の
三
四
に
転
居
、
三
十
七
年
に
本
務
上
の
都
合
で
辞
職
し
た
。
東
京

音
楽
学
校
在
職
中
、
彼
の
指
揮
の
も
と
に
グ
ル
ッ
ク
の
「
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
」
が
上
演

さ
れ
た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
（
「
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
」
の
項
参
照
）
。
明
治
四
十
年
（
一

九
〇
七
）
当
時
の
仏
領
印
度
支
那
（
ヴ

ェ
ト
ナ
ム
）
の
ハ
ノ
イ
に
行
き
東
洋
学
院
研

究
員
と
な
っ
た
。
同
時
に
印
度
支
那
大
学
の
仏
文
学
講
座
お
よ
び
東
洋
学
院
の
日
本

語
教
授
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
が
、

一
九
二
二
年
六
月
十
九
日
、

ハ
ノ
イ
に
お
い
て

交
通
事
故
に
あ
い
、
六
日
後
の
二
十
五
日
に
死
亡
し
た
。
ペ

リ
ー
は
日
本
滞
在
中
日

本
音
楽
の
研
究
を
専
門
的
に
行
い
、
こ
と
に
能
楽
に
関
し
て
は
多
く
の
著
作
を
残
し

た
。
主
な
も
の
は
『
能
入
門
』
（
仏
文
、
『
東
洋
學
院
學
報
』
九
号
、
一九
0
九
）
、
代
表
能

十
曲
の
解
釈
研
究
（
『
東
洋
學
院
學
報
』

十
一
号
ー
ニ
十
号
、
一九―

-
i
一
九―

10
)、
狂
言

十
一

曲
の
仏
訳

(
L
a
re
v
u
e
 Ja
p
a
n
 et
 E
x
tre
m
e
,
O
r
ient
,
 

1
9
2
4
 no. 4
-
9
)
、
『
枕
草

子
』
お
よ
び
『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』
の

仏
訳
草
稿
「
日
本
音
律
論
」
（
『
パ
リ

・
ギ
メ

ー
博
物
館
音
楽
叢
書
』
第
二
巻
、
一
九
三
四
）
な
ど
。
ほ
か
に
仏
教
、
哲
学
、

日
本
語
問

題
、
東
洋
学
な
ど
に
わ
た

っ
て
多
数
の
論
文
が
あ
る
。
ま
た
東
京
音
楽
学
校
に
お
け

〔
マ
マ
〕

る
楽
式
の
講
義
録
『
楽
式
一
班
』
と
い
う
草
稿
が
東
京
芸
術
大
学
附
属
図
書
館
に
保

存
さ
れ
て
い
る
。

ア
ン
ナ
・
ラ
ー
ル

A
n
n
a
L
a
e
h
r
 (
一
八
四
八
ー
？
）

明
治
三
十
三
年

i
三
十
八
年
(
-
九

00'"'-'
一
九

0
五
）
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J

の
手
ほ
ど
き
を
受
け
、
父
の
没
後
ベ
ル
リ
ン
で
研
鑽
を
積
ん
だ
。

明
治
十
二
年
(
-
八
七
九
）
、
横
浜
の
ド
イ
ツ
領
事
の
紹
介
に
よ
り
来
日
し
、
海

軍
軍
楽
隊
の
女
流
ピ
ア
ノ
教
師
と
な
っ
た
。
住
所
は
芝
区
芝
公
園
十
二
号
六
の
一
。

東
京
音
楽
学
校
に
は
明
治
三
十
三
年
(
-
九
0
0
)
一
月
四
日
付
で
ピ
ア
ノ
の
嘱
託

講
師
と
な
っ
た
。
最
初
の
報
酬
は
年
報
三
百
六
十
円
で
あ
っ
た
が
、
同
年
三
月
三
十

一
日
付
で
年
報
六
百
円
に
な
っ
て
い
る
。
三
十
八
年
(
-
九
0
五
）
三
月
三
十
一
日

依
願
退
職
。

（
六
）
ヘ
ル
マ
ン
・
ハ
イ
ド
リ
ヒ

H
e
r
m
a
n
n
H
e
y
d
r
i
c
h
 (
I

八
五
五
ー

？） 

明
治
三
十
五
年
l
四
十
二
年
(
-
九
0
二
l
一
九
0
九）

在
職
期
間

嘱
託
講
師

担
当
科
目
ビ
ア
ノ
、
和
声
、
作
曲
、
合
奏
、
オ
ル
ガ
ン

履
歴
（
要
約
）

一
八
五
五
年
六
月
三
日
、
。
フ
ロ
シ
ャ
国
（
ド
イ
ツ
）
ノ
イ
エ
ン
ブ
ル
ク
に
生
れ
る
。
幼

時
よ
り
音
楽
に
ひ
か
れ
、
ピ
ア
ノ
お
よ
び
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
個
人
指
導
を
受
け
る
。

シ
ャ
ロ
ッ
テ
ン
ブ
ル
グ
に
お
け
る
帝
国
附
属
高
等
学
校
に
て
普
通
教
育
を
終
え
る
。

一
八
七

0
年
十
月
、
ベ
ル
リ
ン
帝
室
附
属
音
楽
学
校
に
入
学
、
ピ
ア
ノ
、
楽
理
お
よ
び

作
曲
を
専
攻
す
る
。

一
八
七
四
年
同
校
を
卒
業
、
校
長
の
ヨ
ゼ
フ
・
ヨ
ア
ヒ
ム
の
推
駕
で
英
国
最
古
の

学
校
と
い
わ
れ
る
ア
ッ
ピ
ン
グ
ハ
ム

U
p
p
i
n
g
h
a
m
学
校
の
音
楽
な
ら
び
に
唱
歌
指

揮
者
と
な
っ
た
。
同
校
に
六
年
間
在
職
し
た
の
ち
ド
イ
ツ
に
帰
り
、
一
年
間
ピ

ア
ノ

の
研
鑽
を
積
み
、
再
び
英
国
に
渡
っ
て
ロ
ン
ド
ン
を
本
拠
に
演
奏
活
動
の
か
た
わ

ら
、
ロ
ン
ド
ン
府
音
楽
学
校
の
教
務
担
任
者
の
職
に

つ
い
て
い
た
。

明
治
三
十
五
年
(
-
九
0
二
）
一
月
十
一
日
東
京
音
楽
学
校
に
雇
い
入
れ
ら
れ

た
。
こ
の
人
事
に
つ
い
て
は
在
独
特
命
全
権
公
使
井
上
勝
之
助
の
尽
力
に
よ
る
も
の

で
、
そ
の
か
げ
の
苦
労
を
物
語
る
井
上
公
使
か
ら
外
務
大
臣
小
村
壽
太
郎
宛
の
書
簡

が
残
っ
て
い
る
。

本
年
六
月
二
十
二
日
送
第
六
三
琥
信
ヲ
以
テ
曾
禰
前
任
大
臣
ョ
リ
文
部
省
直

轄
東
京
音
楽
學
校
音
楽
敦
師
傭
入
ノ
義
二
閥
｀
ン
文
部
大
臣
ノ
依
頼
二
基
キ
條
約

案
相
添
へ
申
越
ノ
次
第
有
之
候
処
本
使
二
於
テ
ハ
素
ョ
リ
音
楽
赦
師
ノ
技
個
等

ノ
判
定
ス
ル
コ
ト
難
キ
ニ
付
普
國
文
部
大
臣
二
面
談
ノ
上
条
約
案
ノ
要
点
ヲ
示

シ
可
然
人
物
ノ
推
薦
方
ヲ
依
頼
致
置
候
処
同
大
臣
二
於
テ
モ
色
ミ
詮
索
ノ
末

「
ヘ
ル
マ
ン
、
ハ
イ
ド
リ
ッ
ヒ
」

(
H
e
r
m
a
n
n
H
e
y
d
r
i
c
h
)
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
以
テ

適
任
者
卜
認
メ
且
ツ
同
人
ハ
日
本
二
赴
キ
度
希
望
ヲ
有
ス
ル
ヲ
以
テ
至
極
恰
好

ナ
レ
ド
モ
何
分
規
定
ノ
旅
費
俸
給
ニ
テ
ハ
訂
約
致
難
二
付
月
俸
ヲ
四
百
円
二
赴

任
旅
費
ヲ
千
円
二
増
加
セ
ラ
レ
度
旨
本
人
二
於
テ
申
出
候
趣
将
又
現
約
案
ニ
テ

ハ
到
底
適
任
者
ヲ
得
難
カ
ル
ヘ
キ
旨
同
大
臣
ヨ
リ
申
越
候
而
本
使
ハ
其
旨
本
月

―
―
日
付
貴
大
臣
経
由
電
報
ヲ
以
テ
文
部
大
臣
二
申
報
シ
俸
給
及
旅
費
ノ
増
額
ヲ

稟
議
候
次
第
二
有
之
候
之
レ
ニ
対
シ
本
月
七
日
発
貴
電
第
三
十
二
琥
ヲ
以
テ
文

部
大
臣
ハ
豫
定
約
案
以
上
ノ
増
額
ヲ
ナ
ス
能
ハ
サ
ル
旨
及
音
楽
學
校
長
ハ
当
国

ル
ー
ド
ウ
ヰ
ヒ
ス
ブ
ル
グ
居
住
「
ツ
ウ
ヰ
ス
ラ
ー
」
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
推
薦
致
シ
タ

ル
趣
来
報
相
成
候
虞
右
「
ツ
ウ
ヰ
ス
ラ
ー
」
ハ
最
前
渡
邊
音
楽
學
校
長
ヨ
リ
在

伯
林
日
本
公
使
館
二
於
テ
契
約
条
件
ヲ
観
ル
ベ
シ
ト
ノ
電
報
二
接
シ
タ
ル
趣
ヲ

以
テ
條
約
案
ノ
一
見
ヲ
求
メ
候
二
付
早
速
相
示
シ
候
処
如
斯
条
件
ニ
テ
ハ
到
底

傭
入
二
應
ス
ル
能
ハ
サ
ル
旨
申
出
候
然
ル
ニ
一
方
二
於
テ
ハ
普
國
文
部
省
ニ
テ

前
顕
「
ハ
イ
ド
リ
ッ
ヒ
」
ヲ
シ
テ
我
條
件
ヲ
承
諾
セ
シ
メ
ン
ト
カ
シ
テ
本
契
約

満
期
后
更
二
傭
継
ニ
モ
相
成
候
節
ニ
ハ
月
俸
四
百
二
帰
国
旅
費
ヲ
千
円
二
増
加

ノ
義
相
協
間
敷
哉
卜
本
使
マ
テ
申
出
候
二
付
本
使
二
於
テ
ハ
今
日
左
様
ノ
コ
ト

ヲ
約
定
ス
ル
ノ
地
位
二
在
ラ
サ
ル
モ
帝
國
政
府
ニ
テ
同
人
二
満
足
シ
更
二
雇
継

ノ
如
キ
場
合
ニ
ハ
其
辺
ノ
事
情
篤
卜
据
酌
相
成
候
様
本
使
ョ
リ
稟
申
致
ス
ヘ
キ

旨
相
約
置
候
処
当
國
文
部
省
ョ
リ
其
趣
本
人
二
博
ヘ
タ
リ
ト
見
へ
遂
二
．右
「
ハ

第 2章 明治時代の東京音楽学校 536 



イ
ド
リ
ッ
ヒ
」
二
於
テ
應
聘
可
致
旨
申
出
タ
ル
趣
二
付
同
人
ハ
現
ー
ー
英
國
倫
敦

〔
マ
マ
〕

二
居
住
致
居
本
使
親
シ
其
人
物
ヲ
精
鑑
ス
ル
ノ
機
會

ヲ
不
得
侯
得
共
普
國
文
部

大
臣
ノ
推
挙
二
信
頼
シ
遂
ー
ー
本
月
十
日
ヲ
以
テ
別
紙
獨
乙
文
契
約
書
二
双
方
記

名
ヲ
了
シ
候
次
第
二
有
之
候

将
又
同
教
師
渡
航
旅
費
支
給
方
ー
ー
関
シ
テ
ハ
八
月
十
四
日
付
送
第
七
六
琥
信

ヲ
以
テ
横
濱
正
金
銀
行
ノ
為
替
取
扱
店
タ
ル
当
地
「
ド
イ
ツ
ェ
バ
ン
ク
」
ヨ
リ

支
給
ス
ヘ
キ
旨
曾
禰
前
任
大
臣
ョ
リ
申
越
有
之
候
へ
共
前
顕
ノ
通
リ
本
人
ハ
倫

敦
ー
ー
現
住
シ
同
地
ョ
リ
庫
チ
ー
ー
本
邦
へ
渡
航
可
致
都
合
ー
ー
有
之
候
間
正
金
銀
行

倫
敦
支
店
卜
交
渉
ノ
上
同
支
店
ー
ー
於
テ
本
使
ョ
リ
発
給
シ
タ
ル
正
当
本
人
タ
ル

証
明
書
卜
引
換
ヘ
ニ
金
九
百
円
ー
ー
相
当
ス
ル
英
貨
ヲ
支
払
ヒ
候
事
卜
相
成
侯
而

シ
テ
右
金
額
二
対
ス
ル
正
当
領
牧
書

ハ
同
支
店
ヨ
リ
其
筋
へ
直
接
送
附
致
侯
筈

二
有
之
候
間
左
様
御
了
知
有
之
度
候
尚
右
「
ハ
イ
ド
リ
ッ
ヒ
」
義
ハ
北
獨
ロ
イ

ド
會
社
汽
船
「
。
フ
リ
ン
ツ
ハ
イ
ン
リ
ヒ
」
琥
―
―
搭
乗
シ
赴
任
可
致
来
年
一
月
四

日
横
濱
着

ノ
豫
定
二
有
之
候
ー
ー
付
テ
ハ
土
地
不
案
内
ノ
事
故
可
相
成
ハ
音
楽
学

校
ョ
リ
吏
員
一
名
横
濱
へ
出
張
出
迎
ハ
シ
メ
ラ
レ
度
旨
本
人
ー
ー
於
テ
懇
願
致
居

候
右
本
件
二
関
ス
ル
顛
末
別
紙
契
約
書
相
添
及
具
披
候
間
其
筋
へ
御
轄
報
相
成

度
候
敬
具

明
治
三
十
四
年
十
月
二
十
四
日

在
獨
特
命
全
権
公
使
井
上
勝
之
助

〔手
書
き〕

（
『
外
國
人
敦
師
開
係
書
類
』
明
治
三
十
二
年
ー
大
正
十
一
年
）

ハ
イ
ド
リ
ヒ
の
最
初
の
契
約
期
間
は
明
治
三
十
七
年
ま
で
で
、
待
遇
は
奏
任
に
準

じ
ー
カ
年
金
千
弐
百
円
が
支
給
さ
れ
た
。
築
地
四
十
三
番
地
に
居
を
定
め
た
が
、
三

外
務
大
臣
小
村
壽
太
郎
殿

十
七
年
四
月
か
ら
の
再
契
約
後
は
住
い
を
横
浜
山
手
一
七
九
に
移
し
て
い
る
。――-
+

八
年
六
月
三
日
付
身
分
が
奏
任
五
等
以
上
に
準
じ
ら
れ
、
四
十
一
年
(
-
九

0
八）

一
月
二
十
三
日
付
を
も
っ
て
勲
五
等
旭
日
章
が
下
賜
さ
れ
た
。

ハ
イ
ド
リ
ヒ
は
他
の
教
師
と
ち
が
い
、
曲
を
教
え
る
前
に
ま
ず
そ
の
形
式
を
分
解

し
て
教
え
、
よ
く
了
解
し
な
い
と
レ
ッ
ス
ン
を
始
め
な
か
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
彼
の

弟
子
の
一
人
で
あ
る
小
松
耕
輔
氏
は
「
メ
ヌ
エ
ッ
ト
の
と
こ
ろ
で
ど
ん
な
踊
り
か
見

当
が
つ
か
な
か
っ
た
ら
先
生
は
い
き
な
り
立
っ
て
踊
り
、
一
緒
に
踊
れ
と
い
っ
て
部

屋
中
ぐ
る
／
＼
踊
っ
た
こ
と
が
あ
る
」
と
語
っ
て
い
る
。
そ
し
て
ハ
イ
ド
リ
ヒ
は
今

日
で
は
あ
た
り
前
の
暗
譜
演
奏
を
奨
励
し
た
。
東
京
音
楽
学
校
と
い
え
ど
も
当
時
は

演
奏
会
に
楽
譜
を
持
っ
て
出
て
い
た
。

四
十
二
年
(
-
九

0
九
）
東
京
音
楽
学
校
を
満
期
退
職
後
は
帰
国
し
た
と
思
わ
れ

る
が
、
そ
の
後
の
消
息
は
明
ら
か
で
な
い
。

（
七
）
シ
ャ
ル
ロ
ッ
テ
・
フ
レ
ッ
ク

C
h
a
r
l
o
t
t
e

F
l
e
c
k
 (
一
八
七
八

i

？） 

明
治
四
十
年
！
四
十
一
年
(
-
九

0
七
,..__,o
八）

在
職
期
間

嘱
託
講
師

担
当
科
目
独
唱
歌

履
歴
（
要
約
）

一
八
七
八
年
一
月
二
十
四
日
、
普
国
シ
テ
ッ
テ
ィ
ン

Stettin
市
に
生
れ
る
。

一
八
八
三
年
よ
り
一
八
九
一
年
ま
で
ス
ウ
ヰ
ー
ネ
ン
ミ
ュ
ン
テ

S
w
i
e
n
e
n
m
tin te

市

高
等
女
学
校
に
在
学
。

一
八
九
八
年
、
同
市
に
お
い
て
声
楽
大
家
リ
リ
ー
・
レ
ー
マ
ン
女
史
の
弟
子
に
就
き
唱

歌
の
教
授
を
受
く
、
そ
の
後
伯
林
ス
テ
ル
ン
音
楽
院
に
入
学
し
三
カ
年
間
修
業
、
一

九
0
五
年
卒
業
。

卒
業
後
は
同
音
楽
院
で
教
え
る
か
た
わ
ら
ベ
ル
リ
ン
市
そ
の
他
の
都
市
で
演
奏
活

動
を
行
い
、
翌
年
十
二
月
に
は
ベ
ル
リ
ン
歌
劇
場
と
契
約
し
た
。
一
九

0
七
年
（
明

治
四
十
年
）
＋
月
母
校
の
校
長
ホ
ル
レ
ン
デ
ル
の
紹
介
に
よ
っ
て
東
京
音
楽
学
校
に
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赴
任
し
て
き
た
。
契
約
期
間
は
四
十
三
年
八
月
三
十
一
日
ま
で
、
月
給
二
百
円
が
支

給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
個
人
的
事
情
に
よ
り
四
十
一
年
(
-
九

0
八）

七
月
二
十
八
日
付
で
依
願
退
職
し
た。

（
八
）
ル
ド
ル
フ
・
ロ
イ
テ
ル

R
u
d
o
l
p
h

E
r
n
e
s
t
 
R
e
u
t
e
r
 (
一
八
八

八
ー
？
）

明
治
四
十
二
年

l
四
十
五
年
(
-
九

0
九
l
一
九
―
―
-
）

在
職
期
間

嘱
託
講
師

担
当
科
目
唱
歌
、
ピ

ア
ノ

明
治
四
十
二
年
三
月
十
一
日
付
で
東
京
音
楽
学
校
校
長
湯
原
元
一
は
ド
イ
ツ
駐
在

官
畑
良
太
郎
参
事
官
に
あ
て
て
「
ド
イ
ツ
か
ら
唱
歌
の
教
師
を
求
め
た
い
が
、
ユ
ン

ケ
ル
の
我
儘
三
昧
の
風
下
に
立
つ
の
は
好
ま
し
く
な
い
と
い
う
理
由
で
日
本
に
来
手

が
な
い
の
だ
が
、
ユ
ン
ケ
ル
だ
っ
て
永
久
に
東
京
音
楽
学
校
に
い
る
わ
け
で
も
な

く、

解
雇
出
来
る
日
も
真
近
い
の
で
適
当
な
教
師
を
探
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
内
容

の
手
紙
を
発
信
し
た
。
そ
し
て
こ
の
求
め
に
応
じ
て
来
日
し
た
の
が
ル
ド
ル
フ

・ロ

イ
テ
ル
で
あ
る
。
彼
は
ド
イ
ツ
系
ア
メ
リ
カ
人
で
、

一
八
八
八
年
九
月
二
十
一
日
ア

メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
生
れ
た
。
父
は
ド
イ
ツ
人
教
会
音
楽
家
で
幼
少
よ
り
両

親
に

つ
い
て
音
楽
を
学
ん
だ
。

十
二
歳
で
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
に
入
学
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
の
ビ
ア
ノ
教
師
カ
ー
ル

・
レ
ー
デ
ル
に
師
事
、
さ
ら
に
オ
ル
ガ
ン
も
習
得
し
て
十

五
歳
で
。
フ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
の
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
の
地
位
を
得
て
、
地
域
の
合
唱
団

の
指
揮
者
と
も
な
っ
た
。
一
九

0
六
年
ベ
ル
リ
ン
の
王
立
高
等
学
校
に
入
学
、
対
位

法
を
ウ
ォ
ル
フ
教
授
に
、
管
弦
楽
法
を
マ
ッ
ク
ス

・
ブ
ル
ッ
フ
博
士
に
、
声
楽
を
シ

タ
ン
ゲ
教
授
に
就
い
て
学
ん
だ
。
明
治
四
十
二
年
(
-
九

0
九
）
五
月
十
九
日
、
東

京
音
楽
学
校
の
嘱
託
講
師
と
し
て
来
日
、
初
め
の
契
約
で
四
十
三
年
(
-
九
一

0
)

八
月
三
十

一
日
ま
で
声
楽
お
よ
び
ピ
ア
ノ
教
師
と
し
て
雇
い
入
れ
ら
れ
た
。

一
カ
月

金
四
百
円
給
与
。
同
年
九
月
二
十
三
日
付
で
四
十
五
年
(
-
九
―
二
）
八
月
三
十
一

日
の
契
約
が
成
立
し
た
。
四
十
三
年
(
-
九
一

0
)
十
一
月
二
十
二

日
身
分
は
奏
任

取
扱
い
と
な
る
（
『外
國
人
数
師
開
係
書
類
』
明
治
三
十
二
年
ー
大
正
十一

年
）。

ロ
イ
テ
ル
氏
は
昨
年
獨
逸

〔
明
治
四
十
二
年
十
一
月
二
十
四
日
有
楽
座
に
お

い
て
〕

大
正
三
年
(
-
九
一
四
）
帰
米
、
シ
カ
ゴ
音
楽
カ
レ
ッ
ジ
の
教
師
を
つ
と
め
、
そ

の
間
に
ア
メ
リ
カ
各
地
を
巡
演
、
ア
メ
リ
カ
作
曲
家
の
作
品
紹
介
に
努
力
し
た
。
晩

年
は
ア
メ
リ
カ
音
楽
家
協
会
会
長
を
つ
と
め
た
。

東
京
音
楽
学
校
時
代
の
弟
子
に
は
貫
名
美
名
彦
、
川
久
保
美
須
々
、
石
高
テ
ル
ら

が
い
る
。
そ
の
他
多
く
の
英
オ
を
育
て
た
。
ロ
イ
テ

ル
は

〈
四
つ
葉
の
ク

ロ
ー
バ
〉

の
作
曲
者
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
曲
は
明
治
四
十
五
年
四
月
二
十
六
日
の

学
友
会
男
子
部
春
季
修
学
旅
行
演
奏
会
の
お
り
、
千
葉
県
師
範
学
校
に
お
い
て
初
演

さ
れ
た
。

在
日
中
彼
は
ピ
ア

ニ
ス
ト
と
し
て
幅
広
い
演
奏
活
動
を
行
っ

た
。
東
京
音
楽
学
校

主
催
以
外
の
音
楽
会
か
ら
二
種
類
の
批
評
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

ロ
イ
テ
ル
氏
＿
音
榮
會

今
春
来
任
せ
し
東
京
昔
榮
學
校
教
授
ル
ド
ル
フ
、

伯
林
昔
榮
學
校
を
優
等
に
て
卒
業
し
爾
来
同
國
架
壇
を
賑
は
せ
し
齢
未
だ
二
十

三
の
寄
年
ピ
ア
ニ
ス
ト
な
る
が
今
回
其
妙
技
を
弘
く
内
外
人
に
聴
か
さ
ん
が
為

め
英
獨
米
露
の
各
図
大
使
の
賛
助
を
得
て
十
一
月
二
十
四
日
午
後
八
時
よ
り
有

榮
座
に
於
て
其
演
奏
會
を
催
せ
り
、
記
者
は
既
に
雨
一
二
回
同
氏

の
妙
技
に
接
し

た
る
が
今
回
は
更
に
其
手
腕
に
敬
服
せ
り
、
曲
目
中
。ハ
カ
ニ
イ
ニ
ヴ
ワ
リ
エ
シ

ヨ
ン
の
如
き
は
其
テ
ク
ニ
ッ
ク
に
於
て
到
底
凡
手
の
企
て
及
ば
ざ
る
虞
な
る
が

氏
の
鮮
な
る
技
術
は
遺
憾
な
く
是
を
弾
奏
し
得
た
り
と
云
ふ
べ
く
最
後
の
リ
ス

ト
の
レ
ゼ
ン
ド
は
更
に
氏
の
非
凡
な
る
技
術
を
證
明
す
る
も
の
と
云
ふ
べ

し。

其
他
ベ
エ

ト
オ
ヴ
ェ
ン
の
ロ
ン
ド
。
ド
ビ
ュ
シ
イ
の
サ
ラ
バ
ン
デ
。

マ
ク
ド
エ

ル
の
ス
コ
ッ
チ
ポ
エ
ム
何
れ
も
其
々
の
感
興
を
ひ
け
り
。
氏
の
榮
風
に
於
て
最

も
注
意
す
べ
き
は
手
法
極
め
て
摯
賓
に
し
て
些
の
軽
桃
の
風
を
見
ざ
る
こ
と
A

音
の
剛
柔
和
整

の
均
衡
昔
色
の
風
趣
に
富
め
る
貼
に
し
て
形
式
美
の
諸
貼
に
あ
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五
、
ヴ
ィ
オ
ロ
ン
チ
ェ
ロ
獅
奏

い
、
ヴ
ェ
ア
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ス
、

二
、
ヴ
ィ
オ
ロ
ン
チ
ェ
ロ
、
ピ
ア
ノ
合
奏

三
、
獨

唱

、、＞ 
ア
イ
ヤ
（
サ
ム
ソ

ン
、
エ
ン
ド
、
デ
リ
ラ
抜
粋
）

ろ
、

マ
イ
ネ
ー
、
リ
ー
ベ
ー
、
イ
ス
ト
、

グ
リ
ュ
ー
ン

は
、
四
葉
の
く
ろ
ぶ
ア
ー

四
、
ビ
ア
ノ
獨
弾

い
、
二
前
奏
曲
（
と
調
及
、
い
愛
調
）

ろ
、
パ
ガ
ニ

ニ
ー
、
ヴ
ェ
ア
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ス

休
憩
十
分
間

ソ
ナ
ー
タ

ろ
、

ロ
ン
ド

ブ

ラ

ー

ム

ス

ロ
イ
テ
ル
氏

ス
イ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
ス シ

ョ

ブ

ラ

ー
ム
ス

モ
リ
ソ
ン
夫
人

ロ サ

ン

サ

ン

ロ

ノぐ

ン

イ

テ

ル

イ

テ

ル

会〕

ロ
イ
タ
ー
氏
の
ピ
ア
ノ
猿
奏
。

こ
れ
が
嘗
日
の
第

一
の
出
来
だ
っ

た

（
つ
ゆ
ま
ろ
）

り
て
は
殆
ん
ど
遺
憾
な
し
尚
ほ
内
容
美
の
詩
的
表
現
の
充
賓
は
氏
の
年
齢
の
前

途
と
共
に
大
な
る
進
歩
の
期
待
を
有
す
る
も
の

と
云
ふ
べ
し
。
最
後
に
記
者
は

今
回
曲
目
中
、
ブ
ラ
ア
ム
ス
。

ス
ト
ラ
ウ
ス
。
ド
ビ
ュ
ッ
シ
イ
。
サ

ン
サ
ア
ン

等
の
最
新
榮
家
の
曲
を
載
せ
ら
れ
し
を
感
謝
す
。

一
、
ピ
ア
ノ
猫
弾

い
、
ガ
ヴ
ォ
ッ
テ

ベ
ト
ー
フ
エ
ン

ス
ト
ラ
ウ
ス

ス
コ
ッ
チ
、
ボ

エ
ム

レ
ヂ
エ
ン
ド

シ
ュ
ー
ベ
ル

ト

ド
ビ
ュ
ッ
ス
イ

（『
昔
架
界
』
第
二
巻
十
二
号
、
明
治
四
十
二
年
十
二
月
）

〔明
治
四
十
四
年
十
一
月
二
十
六
日
、
神
田
駿
河
台
明
治
大
学
の
新
築
講
堂

で
女
子
音
楽
学
校
お
よ
び
日
本
音
楽
協
会
の
同
窓
会
主
催
で
行
わ
れ
た
音
楽

第
三
、

ロ
イ
タ
ー
氏
の
ピ
ア
ノ
猫
奏
、
曲
は
シ
ョ
パ
ン
の
シ
ェ
ル
ツ
ォ
。
技

術
の
逹
者
な
の
は
矢
張
り
感
じ
の
上
に
も
影
響
す
る
。
私
に
は
氏
の
演
奏
で
シ

ョ
パ
ン
の
シ
エ
ル
ツ
オ
が
少
し
わ
か
っ
た
。

第
五
、 に

ロ
イ
テ
ル
氏

リ

ス

卜

は
ヽ

マ
ル
シ
、
ミ

ニ
ョ
ン
ネ

ボ

ル

デ

イ

サ
ラ
バ
ン
デ

ろ
、

マ
ッ
ク
ド
ー
ウ
エ
ル

ヴ
ェ
ル
ク
マ
イ
ス
テ
ル
氏

リ
ヒ
ャ
ル
ド
、

七
、
ピ
ア
ノ
獨
弾

、、> 

ル

ー

イ

ス

氏

ロ
イ
テ
ル
氏

に
、
ウ
ム
ゾ
ン
ス

ト

ロ

ィ

テ

Jレ

は
、
フ
エ
ル
シ
ュ
ヴ
ィ
ー
ゲ
ネ
ヴ
、
リ
ー
ベ

ヴ

ォ

ル

フ

バ
ッ
ハ
ー
サ
ン
サ
ン

六

、

薦

唱い、

死
と
少
女

ろ
、
デ
ル
、
シ
ュ
レ
ッ
ケ

ン
ベ
ル
ゲ
ル

ヴ

ォ

ル

フ

ろ
、

エ
ル
ゼ
ン
タ
ン
ツ

°、ノ

ヴ
ェ
ル
ク
マ
イ
ス
テ
ル
氏

ポ

ツ

ボ
エ
ー
ル
マ

ン
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ら
う
。
甲
は
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
ト
ロ
イ
カ
、

フ
ハ
ル
ト
、
東
洋
的
色
彩
に

富
ん
だ
美
し
い
曲
で
、
陰
影
と
到
照
と
に
富
み
何
と
も
云
へ
な
い
楡
快
な
感
じ

を
典
へ
る
。
あ
の
軽
妙
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
は
見
て
ゐ
た
ゞ
け
で
も
た
ま
ら
な
く
な

る
。
バ
ス
が
初
め
の
テ
マ
を
繰
り
返
し
て
ピ
ア
ノ
で
終
る
あ
た
り
は
賓
に
よ
か

っ
た
。
乙
、
プ
ラ
ー
ム
ス
の
セ
レ
ナ
ー
デ
は
作
者
に
似
合
は
な
い
ほ
ど
分
り
や

す
い
、
美
し
い
曲
で
あ
る
。
シ
ョ
パ
ン
の
作
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
く
ら
ゐ

だ
っ
た
。
丙
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
カ
プ
リ
ス
、
ア
ラ
、
ス
カ
ラ
テ
イ
ー
で
あ

っ
た
が
、

軽
快
巧
妙
を
極
め
た
テ
ク
ニ
ッ
ク
、
夢
の
と
ば
り
を
隔
て
A

フ
エ
ヤ

リ
ー
の
舞
踏
で
も
見
て
る
や
う
な
、
氣
が
し
た
。
喝
采
は
堂
を
覆
が
へ
す
ば
か

り
だ
っ
た
の
で
ア
ン
コ
ー
ル
に
マ
ク
ダ
ウ
エ
ル
の
シ
ャ
ド
ー
、
デ
ー
ム
を
弾
か

れ
た
。
睛
れ
た
十
一
月
末
の
午
後
の
蒼
空
を
背
景
に
し
て
、
強
い
北
風
に
な
び

く
銀
杏
の
梢
、
不
平
坦
な
窓
硝
子
で
凹
凸
つ
け
ら
れ
た
外
の
建
物
の
外
廓
線
、

赤
い
屋
根
瓦
、
ニ
コ
ラ
イ
の
塔
、
こ
れ
ら
の
も
の
が
強
い
午
後
の
光
線
を
反
射

し
て
莫
迦
に
印
象
的
に
見
え
る
。
何
だ
か
ア
ン
ブ
レ
ッ
シ
ュ
ニ
ス
ト
の
油
叢
で

も
観
て
ゐ
る
や
う
な
気
が
し
た
。
こ
れ
を
観
る
こ
と
も
な
し
に
見
な
が
ら
氏
の

ピ
ア
ノ
を
聴
く
、
胸
は
躍
ら
ざ
る
を
得
な
い
で
は
な
い
か
。

（
『
昔
架
』
第
三
巻
一
号
、
明
治
四
十
五
年
一
月
）
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舟
六
年
七
月
十
八
日

東

京

音

楽

學

校

生

徒

有

志

歌

劇

研

究

會

「オルフォイス」上演の招待状の一部

左
の
書
面
は
、
東
京
音
楽
学
校
生
徒
有
志
の
歌
劇
研
究
会
に
よ
る
「
オ
ル
フ
ォ
イ

ス
」
上
演
の
招
待
状
で
あ
る
。

謹
啓
生
等
過
日
来
ペ
リ
イ
先
生
、
ケ
エ
ベ
ル
先
生
指
導
の
下
に
歌
劇
オ
ル
フ

ォ
イ
ス
研
究
中
の
虞
此
度
結
了
致
し
こ
れ
が
演
奏
を
試
み
候
間
御
臨
場
被
下
度

第
十
節
グ
ル
ッ
ク
作
曲
「
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
」
の

上
演

（
テ
ノ
ル
）

（
バ
ッ
ス
）

（
ソ
。
フ
ラ

ア
ン
）

（
ア
ル
ト
）

唱

ア
モ
オ
ル

（ソ
。
フ
ラ
ア

ン）

（ソ
。
フ
ラ
ア
ン
）

豊

近

藤

逸

五

郎

吉

田

吉

石

倉

小

三

郎

骨

三

郎

乙

合本
多
か
つ
、
伊
澤
乙
女
、
金
澤
や
す
の
、
鈴
木
よ
し
、

志
賀
ち
ょ

幅
見
ひ
さ
、
粟
原
き
ん
、
三
浦
と
め
、
鈴
木
の
ぶ
、
天

野
あ
い

渡
部
康
三
、
成
田
蔵
巳
、
島
田
英
雄

堤
正
夫
、
澤
田
孝
一
、
横
田
三
郎
、
高
津
環歌

詞
謬
者 脇

せ

ん

オ
ル
フ
ォ
イ
ス

百
合
姫

宮柴

田

環

（
ア
ル
ト
）

吉

川

や

ま

伴

奏揮

博
士
フ
ォ
ン
、

指

ノ
エ
ル
、
ペ
リ
イ
先
生

ケ
エ
ベ
ル
先
生

歌
劇
オ
ル
フ
ォ
イ
ス

第

一
幕

現

世

場

第

二

幕

幽

界

場

第

三

幕

極

榮

界

場

グ
ル
ッ
ク
作
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意

一、

演
奏
場
手
狭
に
付
貴
殿
御
一
名
の
外
御
束
車
の
儀
堅
く
御
断
申
上
候

二
、
下
足
の
設
無
之
候
に
付
靴
或
は
草
履
御
着
用
願
上
候

三
、
所
定
の
室
以
外
喫
姻
の
儀
堅
く
御
断
申
上
侯

こ
の
オ
ペ
ラ
上
演
は
今
日
で
い
う
ク
ラ
ブ
の
催
し
物
に
相
当
す
る
。
訳
詞
で
ほ
ぼ

全
曲
演
奏
し
、
日
本
人
に
よ
る
最
初
の
オ
ペ
ラ
と
し
て
日
本
の
オ
ペ
ラ
史
上
に
金
字

塔
を
印
し
た
。
こ
れ
は
明
治
三
十
二
年
(
-
九

0
0
)
に
入
学
し
て
三
十
六
年
に
本

科
を
卒
業
し
た
全
員
と
在
校
生
二
、
三
年
生
の
有
志
が
自
主
的
に
組
織
し
た
オ
ペ
ラ

研
究
会
の
企
画
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
学
校
側
は
こ
の
企
画
を
承
認
し
、
上
演
会

場
を
提
供
し
た
だ
け
で
内
容
的
に
は
全
く
か
か
わ
っ

て
は
い
な
い
。
東
京
音
楽
学
校

に
こ
の
よ
う
な
研
究
会
が
生
れ
た
背
景
に
は
、
明
治
二
十
七
年
(
-
八
九
四
）
に
奏

楽
堂
に
お
い
て
在
日
外
国
人
が
上
演
し
た
グ
ノ
ー
の
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」
の
影
孵
が
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
東
京
音
楽
学
校
と
な
っ
て
か
ら
の
専
門
教
育
が
実
り
、

歌
う
こ
と
に
関
し
て
唱
歌
か
ら
脱
皮
し
た
時
代
に
到
達
し
て
い
た
。
オ
ペ
ラ
研
究
会

に
は
部
員
で
あ
る
器
楽
部
の
渡
部
康
三
や
山
本
正
夫
の
友
人
で
あ
る
石
倉
小
三
郎

(
1
)
 

（
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
三
年
）
が
加
わ
っ
た
。
石
倉
は
東
京
帝
国
大
学
の
ワ
グ

ネ
ル
会
を
結
成
し
た
中
心
人
物
で
あ
っ
た
。
オ
ペ
ラ
上
演
の
き
っ
か
け
は
部
員
の
渡

部
康
―
―
一
の
兄
で
大
資
産
家
渡
部
朔
（
大
地
主
で
か
つ
ガ
ス
会
社
の
重
役
）
が
弟
の
卒

業
祝
い
と
し
て
一
千
円
の
大
金
（
今
日
の
四
百
万
円
く
ら
い
）
を
自
由
に
使
う
よ
う

に
と
出
し
て
く
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
こ

の
企
画
が
実
現
で
き
た
の
だ
そ
う
で
あ
る
。

オ
ペ
ラ
研
究
会
と
ワ
グ
ネ
ル
会
の
石
倉
小
三
郎
と
の
最
初
の
計
画
で
は
、
ワ
ー
グ

ナ
ー
の
「
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
」
を
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
当
時
の
日
本
の
文
人
を

中
心
と
す
る
イ
ン
テ
リ
層
に
は
ワ
ー
グ
ナ
ー
熱
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
ヘ
留
学

し
た
多
く
の
日
本
人
が
持
ち
帰
る
ワ
ー
グ
ナ
ー
賛
美
と
ド
イ
ツ
的
音
楽
思
考
と
が
相

ま
っ
て
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
は
最
も
偉
大
な
作
曲
家
で
あ
っ
た
。
ワ
ー
グ
ナ
ー
か
ら
グ
ル

ッ
ク
に
乗
り
換
え
た
事
情
は
明
確
で
な
い
が
、
増
井
敬
二
氏
は
そ
の
著
書
『
日
本
の

オ
ペ
ラ
』
（
民
音
音
楽
資
料
館
、
昭
和
五
十
九
年
）
の
中
で
「
ペ
リ
ー
の
指
等
で
演
奏

注

樹

稿

去
る
七
月
二
十
三
日
の
夜
な
り
き
、
日
本
に
於
け
る
邦
人
最
初
の
歌
劇
演
奏

は
上
野
の
楽
堂
に
於
て
開
か
れ
ぬ
。
こ
れ
賓
に
わ
が
邦
文
藝
史
上
に
重
大
な
る

意
味
を
有
す
る
事
賓
に
非
ず
や
。
西
欧
の
思
潮
わ
が
國
に
流
れ
て
よ
り
、
國
民

の
趣
味
漸
く
か
れ
が
文
藝
の
清
泉
を
汲
ん
で
改
ら
ん
と
す
る
に
営
り
、
最
も
吾

人
の
制
目
を
値
す
る
も
の
は
文
學
と
鎗
蓋
に
過
ぎ
ず
、
今
や
榮
界
の
意
氣
甚
だ

振
へ
る
が
如
し
と
雖
も
、
こ
れ
慈
善
な
る
名
の
下
に
、
乾
燥
無
味
な
る
昔
榮
會

の
流
行
す
る
に
過
ぎ
ざ
る
な
り
。

こ
の
時
に
営
り
、
藝
苑
の
渇
を
瞥

さ

ん

と

て
、
東
京
昔
榮
學
校
學
生
諸
君
二

十
餘
名
、
清
新
の
意
氣
を
以
て
歌
劇
研
究
會

を
組
織
し
、
先
づ
近
代
歌
劇
の
改
善
者
な
る
グ

ル
ッ
ク
が
有
名
な
る
歌
劇
オ
ル

フ
ォ
イ
ス
を
演
奏
し
、
以
て
榮
界
に
新
紀
元
を
開
け
り
。
吾
人
は
賓
行
に
短
な

る
論
客
の
み
多
き
現
時
の
藝
壇
に
、
か
く
の
如
き
活
動
起
り
て
賂
に
民
衆
の
趣

味
を
改
善
せ

ん
と
す
る
を
見
て
、
歓
喜
禁
ず
る
能
は
ず
、
吾
人
は
熱
切
の
同
情

を
以
て
こ
の
拳
を
祝
す
る
と
共
に
昔
榮
學
校
に
於
け
る
有
為
な
る
二
十
餘
名
の

諸
君
が
、
わ
が
邦
の
思
想
界
に
新
な
る
生
命
を
興
へ
た
る
を
深
く
感
謝
す
る
も

の
な
り
。
そ
の
昔
文
藝
復
興
の
機
運
に
乗
じ
て
、
南
欧
の
一
隅
に
起
り
し
カ
ッ

歌
劇
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
の
演
奏

生

の
容
易
さ
を
考
慮
し
た

の
が
最
大
の
理
由
と
思
う
が
、
そ
の
ほ
か
に
「
オ

ル
フ

ォ
イ

ス
」
が
歌
劇
改
革
の
意
義
あ
る
作
品
で
あ
る
こ
と
と
、
こ
れ
こ
そ
が
ド
イ
ツ
歌
劇
の

開
祖
で
あ
る
と
考
え
た
こ
と
が
大
き
く
作
用
し
た
」
と
述
べ

て
い
る
。
い
ず
れ
に
し

て
も
彼
ら
の
思
い
は
ド
イ
ツ
・
オ
ペ
ラ
で
あ
っ

た
。

次
に
「
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
」
を
上
演
す
る
ま
で
に
漕
ぎ
つ
け
た
経
過
と
ス
タ
ッ
フ
に

つ
い
て

『
美
術
新
報
』
第
三
十
五
号
（
明
治
三
十
六
年
八
月
二
十
日
）
に
詳
細
な
記

事
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
掲
載
す
る
。

緑
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チ
ニ
イ
の
牡
畢
は
、
賓
に
欧
洲
藝
術
界
の
光
明
な
り
き
。
世
界
文
明
の
二
大
潮

流
な
る
希
騰
と
希
伯
来
の
思
想
と
を
融
化
し
て
近
代
榮
劇
の
淵
源
を
作
り
し
事

蹟
は
史
上
稀
に
見
る
所
な
れ
ど
も
、
わ
が
邦
に
於
け
る
歌
劇
研
究
會
の
事
業
も

嘗
に
之
れ
に
比
す
べ
き
も
の
に
非
ず
や
。
吾
人
は
多
大
の
懸
望
を
以
て
こ
の
會

が
未
来
の
成
功
を
祈
ら
ん
と
す
。

聞
く
所
に
よ
れ
ば
、
こ
の
會
の
起
因
に
二
の
動
機
あ
り
。
一
は
明
治
三
十
二

年
音
榮
學
校
に
入
學
せ
る
同
期
生
十
餘
名
の
園
髄
に
し
て
、
他
は
文
科
大
學
、

昔
榮
學
校
及
び
美
術
學
校
學
生
有
志
よ
り
な
れ
る
ワ
グ
ネ
ル
會
な
り
と
云
ふ
。

去
る
五
月
四
日
同
期
會
の
第
四
回
懇
話
會
の
開
か
れ
し
時
、
音
榮
學
校
本
科
生

は
歌
劇
を
研
究
す
る
必
要
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
わ
が
邦
に
於
て
も
近
き
末
末
に

は
必
ず
歌
劇
の
演
奏
を
要
求
す
べ
き
時
期
は
来
ら
ん
、
こ
と
に
墜
榮
部
の
者
は

そ
の
歌
曲
を
屡
ミ
學
べ
る

こ
と
あ
れ
ど
も
、
そ
を
賓
際
に
演
ず
る
こ
と
能
は
ざ

る
は
憾
多
き
こ
と
に
非
ら
ず
や
、
ま
し
て
＿
音
楽
を
専
門
に
學
べ
る
者
に
し
て
歌

劇
を
知
ら
ず
と
あ
り
て
は
、
恥
か
し
き
至
な
り
。
さ
れ
ば
先
づ
ペ
リ
イ
先
生
指

導
の
下
に
、
歌
劇
を
研
究
し
て
＿
音
楽
の
趣
味
を
祉
會
に
示
さ
ん
。
然
れ
ど
之
を

音
榮
學
校
の
事
業
と
す
る
こ
と
は
時
勢
の
未
だ
許
さ
ゞ
る
所
な
れ
ば
と
て
、
こ

の
會
を
起
し
六
月
三
日
音
榮
學
校
長
の
許
可
を
得
て
、
課
業
の
餘
暇
に
練
習
を

始
め
た
り
と
い
ふ
。
こ
の
時
ワ
グ
ネ

ル
會
に
て
も
そ
の
理
想
に
も
と
づ
き
歌
劇

を
研
究
し
て
、
民
衆
の
趣
味
を
改
善
せ
ん
と
、
先
づ
ワ
グ
ネ
ル
の
ロ
マ
ン
チ
ッ

ク
歌
劇
タ
ン
ホ
イ
ゼ
ル
を
調
せ
し
が
、
多
く
の
事
情
に
妨
げ
ら
れ
て
止
む
を
得

ず
之
れ
を
中
止
し
、
歌
劇
研
究
會
と
合
し
て
歌
劇
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
を
研
究
す
る

こ
と
A

な
し
、
昔
榮
の
練
習
、
歌
詞
の
醐
謬
、
舞
憂
の
装
飾
及
び
學
校
の
事
情

な
ど
非
常
な
る
困
難
に
逢
ひ

つ
A

も
、
終
に
七
月
二
十
三
日
の
夜
を
以
て
或
る

一
部
の
人
士
に
そ
の
結
果
を
示
す
に
至
れ
る
も
の
な
り
と
云
ふ
。

な
ほ
こ
の
外
に
特
筆
す
べ
き
こ
と
あ
り
。
そ
は
渡
邊
朔
氏
が
、
こ
の
畢
を
賛

し
一
千
圏
の
財
を
投
じ
て
、
こ
の
會
を
補
け
た
る
こ
と
な
り
。
わ
が
邦
に
富
豪

多
し
と
雖
も
、
か
れ
等
は
自
己
の
為
め
に
そ
の
財
を
費
す
こ
と
を
知
る
の
輩
の

み
な
る
を
、
今
渡
邊
氏
が
文
藝
の
為
め
に
か
A

る
大
金
を
捐
て
A

惜
ま
ざ
り
し

美
拳
は
永
く
わ
が
邦
の
臨
苑
の
感
謝
を
享
く
べ

き
も
の
に
し
て
、
思
ふ
に
わ
が

榮
界
は
と
こ
し
へ
に
こ
の
保
護
者
を
忘
る
A

こ
と
な
か
ら
ん
。
氏
の
歌
劇
研
究

會
に
於
け
る
は
あ
た
か
も
ル
ウ
ド
ヰ
ツ

ヒ
ニ
世
の
ワ
グ
ネ
ル
に
於
け
る
が
如
き

か
。
ま
た
ペ
リ
イ
氏
、
ケ
エ
ベ
ル
博
士
及
び
憲
伯
山
本
芳
翠
氏
が
身
を
捧
げ
て

こ
の
會
に
盛
力
さ
れ
し
こ
と
は
わ
が
昔
榮
界
の
深
く
感
謝
す
る
と
こ
ろ
な
る
べ

し
。
聞
く
ペ
リ
イ
氏
の
如
き
は
か
A

る
酷
熱
の
侯
に
も
拘
ら
ず
、
早
朝
よ
り
日

暮
ま
で
學
校
に
あ
り
て
＿
音
榮
と
所
作
の
指
揮
を
な
し
、
ま
た
山
本
氏
を
始
め
、

北
蓮
蔵
氏
、
白
瀧
幾
之
助
氏
、
湯
浅
一
郎
氏、

藤
島
武
二
氏
、
岡
田

三
郎
助

氏
、
磯
谷
建
吉
氏
も
、
芝
或
は
麻
布
よ
り
日
ご
と
に
上
野
に
通
ひ
て
、
筆
を
執

り
或
は
道
具
を
作
ら
れ
し
と
云
ふ
、
諸
氏
の
藝
術
に
忠
な
る
賓
に
感
服
の
外
な

き
な
り
。

吾
人
は
之
れ
よ
り
筆
を
書
割
及
び
道
具
立
に
染
め
ん
。
書
割
は
山
本
氏
の
考

案
に
よ
り
氏
及
び
湯
浅
氏
、
白
瀧
氏
、
北
氏
、

藤
島
氏
、
岡
田
氏
の
執
筆
に
係

れ
り
と
云
ふ
。
山
本
氏
は
久
し
く
巴
里
に
あ
り
て
、
歌
劇
及
び
演
劇
の
書
割
を

研
究
せ
ら
れ
し
が
、
幼
稚
な
る
わ
が
劇
場
は
氏
の
伎
個
を
用
ゆ
る
こ
と
を
許
さ

ず
し
て
止
み
ぬ
。
然
る
に

こ
の
た
び
歌
劇
演
奏
の
こ
と
起
る
や
、
氏
は
い
た
＜

此
畢
に
賛
し
、
報
酬
を
拒
ん
で
、
其
書
割
を
擁
嘗
せ
ら
れ
し
と
い

ふ
も
、
渡
邊

氏
の
捐
費
と
共
に
わ
が
邦
歌
劇
史
上
に
特
筆
す
べ
き
こ
と
な
り
。
吾
人
が
知
る

所
に
よ
れ
ば
書
割
は
一
専
門
の
科
に
燭
し
普
通
叢
家
の
描
く
こ
と
能
は
ず
、
劇

詩
、
衣
服
、
所
作
及
び
道
具
の
調
和
あ
る
べ
き
は
勿
論
、
電
燈
の
配
置
に
も
な
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か
／
＼

に
伎
侮
を
要
す
る
も
の
に

し
て
、
歌
舞
伎
座
な
ど
の
書
割
が
、
常
に
不

自
然
に
し
て
駆
ミ
詩
趣
を
害
す
る
は
、
此
等
の
注
意
な
き
に
依
る
な
り
と
云

ふ。
吾
人
は
今
回
の
歌
劇
に
於
て
そ
の
書
割
の
立
祇
な
る
を
見
て
盆
ミ
日
本
劇
書

割
の
不
完
全
な
る
を
思
へ
り
。
こ
の
演
奏
は
賓
に
わ
が
邦
の
道
具
方
に
少
か
ら

ぬ
知
識
を
典
へ

た
る
な
ら
ん
。
吾
人
は
そ
の
第
一
幕
の
沈
静
な
る
森
を
見
て
ブ

リ
ュ
ッ

ク
ネ
ル
の
聾
け
る
タ
ン
ホ
イ
ゼ
ル
（
第
一
幕
第
三
齢
、
第
三
幕
）
及
び

〔
マ
マ
〕

ジ
ョ
ッ
エ
ウ
ス
キ
イ

の
筆
に
な
れ
る
バ
ル
シ
フ

ァ
ル
（
第
一
幕
）
の
書
割
を
見

る
の
心
地
せ
り
。
第
三
幕
は
有
名
な
る
ピ
ュ
ギ
ス
が
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
の
壁
璽
に
依

れ
る
も
の
な
り
と
聞
け
り
。
紅
の
花
咲
き
楓
る
A

間
に
、
黄
金
の
光
あ
え
か
に

輝
け
る
様
は
賓
に
極
柴
苑
を
よ
く
表
は
せ
り
。
第
二
幕
は
暗
か
り
し
故
明
に
は

見

へ
ざ
り
し
が
岩
の
か
た
ち
も
の
す
ご
き
間
に
リ
コ
ポ
ル
ド
の
燃
え
し
は
員
に

地
獄
の
感
を
興
さ
し
め
ぬ
。
或
人
は
歌
劇
オ
ル
フ
ォ

イ
ス
の
書
割
を
見
て
帝
都

第

一
の
劇
部
と
雖
も
之
れ
に
及
ば
ざ
る
こ
と
遠
し
と
云
へ
り
、
至
嘗
の
言
な
る

哉
。
衣
服
は
渡
部
康
三
氏
が
お
ほ
か
た

の
書
を
調
べ
て
作
ら
れ
し
も
の
な
り
と

聞
け
り
、
色
彩
配
合
の
巧
な
る
駕
く
べ
き
も
の
あ
り
き
。

次
に

l

音
楽
に
就
て
聞
け
る
所
を
述
べ
ん
に
、
今
回
演
奏
の
指
揮
者
ノ
エ
ル
・

ペ
リ
イ
氏
及
び
フ
ォ

ン
・
ケ
エ

ベ
ル
博
士
が
我
邦
の
榮
界
に
於
て
第
一
流
の
大

家
な
る

こ
と
は
普
く
人
の
知
る
所
に

し
て
、
ま
た
オ
ル

フ
ォ
イ
ス
、
オ
イ
リ
デ

イ
ケ
ェ
及
び
ア
モ
オ
ル
の
役
を
勤
め
し
吉
川
や
ま
子
嬢
、
柴
田
環
嬢
及
び
宮
脇

せ
ん
子
嬢
は
賀
に
わ
が
竪
榮
界
に
並
び
な
き
唱
歌
者
な
る

こ
と
は
世
す
で
に
定

評
あ
り
、
そ
の
他
合
唱
に
列
し
た
る
諸
君
は
皆
＿
音
榮
學
校
の
精
賭
な
り

と
い

ふ
。
ま
た
歌
詞
の
醐
繹
は
す
べ
て
文
科
大
學
、
外
國
語
學
校
の
學
生
に
し
て
、

榮
を
＿
音
榮
學
校
に
學
べ
る
石
倉
小
三
郎
氏、

吉
田
豊
吉
氏
、
乙
骨
三
郎
氏
、
近

藤
逸
五
郎
氏
の
筆
に
な
れ
り
と
聞
く
。
吾
人
は
曲
と
調
和
せ
ざ
る
無
意
味
の
歌

詞
を
附
し
て
満
足
せ
し
わ
が
榮
界
に
こ
の
事
の
あ
る
は
祝
す
べ
き
現
象
な
り
と

信
ず
。
こ
れ
賓
に
斯
壇
に
新
な
る
赦
訓
を
典
へ
た
る
も
の
な
れ
ば
な
り
。
思
ふ

に
語
脈
の
異
れ
る
欧
語
を
昔
符
に
合
せ
て
わ
が
國
語
に
繹
す
こ
と
は
殆
ど
不
可

能
の
事
に
し
て
、

語
脈
の
全
く
同
じ
き
獨
、
佛
、
伊
語
に
於
て
す
ら
其
背
馳
す

る
所
あ
る
を
免
か
れ
ず
、
ま
し
て
欧
語
に
て

一
昔
符
を
以
て
完
全
な
る
意
味
を

表
は
す
も
の
も
、
わ
が
國
語
に
て
は
敷
音
符
を
要
す
る
こ
と
あ
り
、
剰
へ

＿音
榮

の
稜
想
、
＿
音
の
高
低
に
封
す
る
字
＿
音
の
閥
係
動
作
の
制
限
あ
り
て
、
困
難
い
ふ

方
な
き
を
も
凌
ぎ

つ
A

歌
劇
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
の
如
き
大
曲
を
翻
諄
し
た
る
は
空

前
の
試
み
に
諄
者
の
苦
心
思
ふ
べ
き
な
り
。
朦
者
は
完
全
に
原
文
の
意
を
博
ふ

る
こ
と
能
は
ざ
る
は
恨
な
り
と
歎
か
れ
し
が
、
そ
は
國
語
の
不
完
全
に
蹄
す
る

の
ほ
か
な
か
る
べ

し
。
嗚
呼
吾
人
は
以
上
の
諸
君
が
淫
々

た
る
迷
妄
の
徒
た
る

に
廿
ん
ぜ
ず
、
卓
然
時
流
を
抜
き
て
藝
壇
の
為
め
に
盛
さ
れ
し
こ
と
の
、
思
想

界
に
及
ぼ
す
影
害
の
偉
大
な
る
も
の
あ
る
を
思
ひ
て
、
感
激
の
意
に
堪
へ
ざ
る

も
の
あ
り
。

(
2
)
 

舞
台
装
置
は
背
景
を
山
本
芳
翠
の
デ
ザ
イ
ン
で
、
東
京
美
術
学
校
教
官
の
岡
田
三

(
3
)

（

4
)

（

5
)
 

郎
助
、
藤
島
武
二
と
白
馬
会
の
白
瀧
幾
之
助
、
北
蓮
蔵
、
湯
淡

一
郎
が
実
際
に
描

(
6
)
 

き
、
磯
谷
建
吉
が
道
具
方
を
受
け
持
っ
た
。
衣
装
は
ペ

リ
ー
の
指
尊
に
よ
り
渡
部
康

三
が

い
ろ
い
ろ
本
を
調
べ

、
三
井
呉
服
店
（
現
三
越
）
に
作
ら
せ
た
が
、
経
費
節
約

の
た
め
多
く
は
女
子
会
員
の
手
製
で
あ
っ
た
そ
う
で
あ
る
（
前
出
『
日
本
の
オ
ペ
ラ
』

一

0
六頁）。

舞
台
上
の
演
出
も
ペ
リ
ー
が
行
っ
た
が
、
彼
は
山
本
芳
翠
の
天
国
の
情
景

が
気
に
入
ら
ず
、
パ
リ
の
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
に
あ
る
シ
ャ
ヴ
ァ

ン
ヌ
の
壁
画
の
よ
う
に
し

た
い
と
い
う
こ
と
で
山
本
に
無
断
で
直
し
て
し
ま
っ

た
の
だ
そ
う
で
あ
る
。

エ
ウ
リ

デ
ィ
チ
ェ
役
で
出
演
し
た
三
浦
環
は
こ
の
思
い
出
を
次
の
よ
う
に
語
っ

て
い

る。
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何
し
ろ
初
め
て
の
歌
劇
だ
と
云
う
の
で
、
み
ん
な
非
常
に
興
奮
し
て
、
夢

中

に
な
つ
て
練
習
し
ま
し
た
が
、
思

い

出

し

て

も

可

笑

し

い

の

は
、
背

景

を

美

術

学

校

の

山

本

芳

翠

先

生

が

丹

精

を

籠

め

て

、

そ

れ

は

そ

れ

は

立

派

な

も

の

を

作

つ
て
下
さ
い
ま
し
た
。

あ

ん

な

芸

術

的

に

立

派

な

背
景

は
、

そ

の

後

の

ど

ん

な

お
芝
居
に
も
な
か
っ
た
程
立
派
な
も
の
で
し
た
が
、
殊

に

最

後

の

第

二

幕

の

「
極
楽
の
場
」
が
と
て
も
素

敵

で

し

た

。

す

る

と

、

演

出

の

ペ

リ

ー

先

生

が

余

程

爽

竹

桃

の

花

が

好

き

だ

っ

た

の

で

す

ね
、

そ
の
背
景
に
赤
い
爽
竹
桃
の
花
を

描
け
と
云
う
の
で
す
。
す
る
と
山
本
先
生
が
、
仏
教
の
極
楽
に
は
蓮
花
が
咲
い

て
い
て
、
迦
陵

頻

伽

と

云

う
鳥

が

と

て

も
綺

麗

な

声

で
鳴
く
そ
う
だ
が
、
キ
リ

ス
ト
教
の
天
国
は
仏
教
の
極
楽
と
は
違
っ
て
花
な
ぞ
咲
い
て
い
な
い
か
ら
、

そ

ん
な
赤
い
花
な
ぞ
描
く
わ
け
に
行
か
ぬ
、
と
云
つ
て
大
議

論

に

な

っ
て
し
ま
つ

た

こ

と

で

し

た

。

そ

れ

で

そ

の

日

の

舞

台
稽

古

は

と
う
と
う
お
じ
ゃ
ん
。

こ
ん

な
滑
稽
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

（
吉
本
明
光
著
『
三
浦
環
の
お
蝶
婦
人
』
昭
和
三
十
年
、
一
六
七
頁
）

(

7

)

(

8

)

（

9
)
 

訳
詞
は
ワ
グ
ネ
ル
会
の
石
倉
小
三
郎
、
吉
田
豊
吉
、
近
藤
逸
五
郎
、
乙
骨
三
郎
の

四
名
が
分
担
し
た
。
こ
の
上
演
は
バ
レ
エ
の
一
部
分
を
カ
ッ
ト
し
た
だ
け
で
ほ
ぼ
全

曲
に
近
い
演
奏
で
あ
っ
た
。
バ
レ
エ
の
シ
ー
ン

は
舞
踊
の
専
門
家
が
い
な
か
っ
た
た

め
だ
い
ぶ
困
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
女
学
校
で
習
っ
た
カ
ド
リ
ー
ル
や
ワ
ル
ツ
で
間

に
合
せ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

(
1
)

石
倉
小
三
郎
(
-
八
八
一
！
一
九
六
五
）
音
楽
評
論
家
、
ド
イ
ツ
文
学
者
。
明
治
十

四
年
六
月
十
五
日
東
京
生
れ
。
明
治
三
十
七
年
(
-
九

0
四
）
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
独

文
学
科
卒
業
、
後
同
三
十
九
年
か
ら
二
年
間
東
京
音
楽
学
校
講
師
と
な
っ
た
。
第
四
、
第

八
、
第
七
各
高
等
学
校
教
授
を
経
て
、
昭
和
七
年
(
-
九
三
二
）
か
ら
十
六
年
ま
で
高
知
、

大
阪
各
高
等
学
校
長
を
歴
任
、
昭
和
二
十
八
年
か
ら
相
愛
女
子
短
期
大
学
教
授
、
音
楽
科
長

を
つ
と
め
た
。
同
二
十
七
年
か
ら
三
十一

年
ま
で
音
楽
学
会
関
西
支
部
長
を
つ
と
め
る
。
著

書
に
『
西
洋
音
楽
史
』
『
ゲ
ー
テ
と
音
楽
』
な
ど
が
あ
る
。
昭
和
四
十
年
十
月
三
十
日
没
。

(

2

)

山
本
芳
翠

（
一
八
五

O~一
九
〇
六
）
。
明
治
十
一
年
(
-
八
七
一
）
渡
仏
、
パ
リ

美

術
学
校
で
ジ
ェ
ロ

ー
ム
に
学
ぶ
。
明
治
二
十
年
(
-
八
八
七
）
帰
朝
、
芝
桜
田
本
郷
町
に
生

巧
館
画
塾
を
開
き
、
二
十
七
年
（

l

八
九
四
）
日
清
役
に
従
軍
し
た
時
の
写
生
画
二
十
枚
を

宮
内
省
に
献
じ
、
三
十
七
、
八
年
(
-
九

0
四
i
0五
）
日
露
戦
争
に
従
軍
し
て
旅
順
背
面

月
下
歩
哨
の
図
を
献
納
、
明
治
天
皇
の
御
座
所
の
壁
間
に
掲
げ
ら
れ
る
と
い
う
光
栄
に
浴
し

た
。
彼
は
特
に
劇
の
背
景
改
良
に
意
を
注
い
で
貢
献
す
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。
明
治
三
十

九
年
十
一
月
十
五
日
、
五
十
七
歳
で
病
没
。

(

3

)

岡
田
三
郎
助
(
-
八
六
九

i
一
九
三
八
）
明
治
二
年
一
月
、
佐
賀
県
の
生
れ
、
明
治

二
十
年
(
-
八
八
七
）
十
二
月
曾
山
幸
彦
に
学
び
、
師
の
没
後
曾
山
の
画
塾
を
継
承
し
た
堀

江
正
章
、
松
室
重
剛
の
大
幸
館
で
研
鑽
、
同
二
十
五
年
同
館
を
修
了
し
た
。
二
十
六
年
黒
田

清
輝
、
久
米
桂
一
郎
の
指
導
を
受
け
、
二
十
九
年
東
京
美
術
学
校
西
洋
画
科
の
助
教
授
に
任

ぜ
ら
れ
、
ま
た
黒
田
、
久
米
ら
の
白
馬
会
創
設
に
参
加
、
そ
の
会
員
と
な
っ
た
。
翌
三
十
年

文
部
省
留
学
生
と
し
て
渡
仏
、
同
三
十
五
年
帰
朝
後
は
美
術
学
校
教
授
、
多
く
の
後
進
を
育

て
た
。
昭
和
十
四
年
九
月
二
十
三
日
没
。

(

4

)

藤
島
武
二

(
-
八
六
七

i
一
九
四
三
）
慶
応
三
年
九
月
十
八
日
鹿
児
島
県
生
れ
、
郷

土
の
画
家
山
東
岳
に
四
条
派
を
学
び
、
明
治
十
七
年

（
一
八
八
四
）
上
京
、
翌
十
八
年
川
端
玉

章
の
門
に
入
り
玉
堂
を
号
し
た
。
二
十
三
年
（
一
八
九

0
)
洋
画
に
転
じ
、
曾
山
幸
彦
を
は

じ
め
中
丸
精
十
郎
、
山
本
芳
翠
ら
に
師
事
、
の
ち
黒
田
清
輝
、
久
米
桂
一
郎
の
指
導
を
受
け

た
。
二
十
九
年
(
-
八
九
六
）
黒
田
清
輝
の
推
挙
で
東
京
美
術
学
校
西
洋
画
科
助
教
授
、
同

年
白
馬
会
の
創
立
に
参
加
、
会
員
と
な
る
。
三
十
八
年
(
-
九
0
五
）
文
部
省
留
学
生
と
し

て
渡
仏
、
四
十
三
年
(
-
九

一
0
)
帰
朝
、
教
授
と
な
る
。
昭
和
十
八
年
三
月
十
九
日
没
。

(

5

)

白
馬
会
は
明
治
二
十
九
年
黒
田
清
輝
、
久
米
桂
一
郎
ら
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
西
洋
画

の
研
究
所
で
、
洋
画
界
に
は
最
も
大
き
な
力
を
発
揮
し
て
い
た
。
会
員
に
白
瀧
幾
之
助
、
湯

浅
一
郎
、
藤
島
武
二
、
岡
田
三
郎
助
ら
が
い
る
。

(
6
)

磯
谷
建
吉
、
宮
沢
縦

一
氏
に
よ
れ
ば
「
い
そ
が
や
」
は
額
ぶ
ち
商
と
し
て
の
屋
号
で
本

名
は
長
尾
健
吉
だ
そ
う
で
あ
る
（
『
日
本
の
オ
ペ
ラ
』
一
〇
六
頁
）
。

(

7

)

吉
田
豊
吉

(
-
八
八
一
！
一
九
六
一
）
独
文
学
者
。
明
治
十
四
年
十
一
月
二
十
八
日

新
潟
県
生
れ
、
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
白
用
と
い
う
。

東
京
帝
国
大
学
在
学
中
に
石
倉
小
三
郎
ら
と

ワ
グ
ネ
ル
会
を
組
織
、
三
十
六
年
(
-
九

0
三
）
『
帝
國
文
學
』
に
「
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
歌
劇
」

と
い
う
論
文
を
発
表
、
翌
三
十
七
年
雑
誌
『
七
人
』
を
発
刊
、
帝
大
卒
業
後
は
陸
軍
大
学
教

官
と
な
っ
た
。
雑
誌
『
新
思
潮
』
を
創
刊
し
て
独
立
、
ド
イ
ツ
文
学
や
北
欧
文
学
を
翻
訳
に

よ
っ
て
日
本
に
多
く
紹
介
し
た
。
昭
和
三
十
六
年
十
一
月
＿
―
-
日
没
。

(

8

)

近
藤
逸
五
郎
(
-
八
八

O~一
九
一
五
）

詩
人
。
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
朔
風
と
い
う
。
東

京
外
国
語
学
校
で
独
英
伊
語
を
学
び
、
東
京
音
楽
学
校
専
科
で
声
楽
を
学
ん
だ
。
そ
の
関
係
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か
ら
主
に
ド
イ
ツ
近
代
歌
曲
を
選
び
、
新
し
い
訳
詞
を
付
し
て
紹
介
し
た
。
ウ
ェ
ル
ナ
ー
の

〈
野
な
か
の
バ
ラ
〉
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
〈
菩
提
樹
〉
、
ジ
ル
ヘ
ル
の
〈

ロ
ー
レ
ラ
イ
〉
が
有

名
で
あ
る
。

(
9
)

乙
骨
三
郎
(
-
八
八
一

l
一九
三
五
）
美
学
者
。
明
治
十
四
年
五
月
東
京
生
れ
、
明

治
三
十
四
年
(
-
九
0
I

)

哲
学
科
に
籍
を
お
き
、
大
学
院
で
美
学
を
専
攻
し
た
。
上
田
敏

と
従
兄
関
係
に
あ
る
。
明
治
三
十
八
年
(
-
九
0
五
）
堤
正
夫
、
石
倉
小
三
郎
ら
と
「
柴
友

社
」
を
設
け
、
雑
誌
『
＿
音
楽
』
を
発
刊
し
た
。
同
三
十
九
年
十
月
か
ら
四
十
一
年
九
月
に
か

け
て
は
『
哲
學
雑
誌
』
の
編
集
委
員
と
な
り
誌
上
い
く
つ
か
の
論
説
を
発
表
、
美
学
の
研
究

と
紹
介
に
つ
と
め
た
。
同
四
十
年
(
-
九
0
七
）
東
京
音
楽
学
校
ド
イ
ツ
語
嘱
託
講
師
、
翌

年
教
授
、
昭
和
五
年
(
-
九
三
0
)
十
二
月
退
官
。
ロ
イ
テ
ル
作
詞
・
作
曲
の
〈
四
つ
葉
の

ク
ロ
ー
バ
ー
〉
の
訳
者
で
あ
る
。

歌
劇
研
究
会
は
詳
細
な
解
説
と
歌
詞
か
ら
な
る
。
ハ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
し
て
、
東

京
市
上
野
広
小
路
通
東
文
館
に
お
い
て
二
十
銭
で
発
売
し
た
。
ま
た
演
奏
中
の
写
真

を
三
十
有
余
枚
と
っ
て
、
希
望
者
に
は
相
当
代
価
で
分
け
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る

(『
昔
架
遊
戯
界
』
第
八
号
、
明
治
三
十
六
年
八
月
）
。

左
の
論
文
は
「
歌
劇
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
」
と
題
し
て
石
倉
小
―
―
一
郎
が
『
帝
國
文
學
』

第
九
巻
八
号
（
明
治
三
十
六
年
八
月
）
に
寄
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。

て
ク
リ
ス
ト

ッ
フ
、

我
等
は
獨
逸
―
音
榮
を
有
し
、
獨
逸
文
學
を
有
し
、
獨
逸
縮
豊
を
有
し
、
其
藝

彩
苑
の
光
に
於
て
は
敢
て
鋏
く
る
所
な
か
り
し
も
、
未
だ
純
獨
逸
藝
術
を
有
せ

ざ
り
き
。
と
ノ
ー
ル
が
説
き
た
る
は
ワ
グ
ネ
ル
の
傑
作
。
ハ
ル
シ
フ
ハ
ル
に
よ
り

て
始
め
て
此
目
的
を
遂
け
得
た
り
と
論
破
せ

ん
と
す
る
心
な
る
べ
け
れ
ど
か
A

る
國
民
劇
を
起
さ
ん
と
の
傾
向
を
一
音
榮
史
上
に
求
む
れ
ば
先
づ
其
卒
先
者
と
し

ウ
ィ
ル
リ
バ
ル
ト
、
リ
ッ
タ
ー
フ
ォ
ン
、
グ
ル
ッ
ク
を
推

さ
ゞ
る
べ
か
ら
ず
。

十
八
世
紀
初
半
の
苑
藝
は
全
く
輻
桃
華
美
な
る
伊
太
利
劇
の
支
配
す
る
所
と

な
り
て
歌
者
を
第
一
要
素
と
せ
る
歌
劇
の
特
徽
は
遂
に
昔
榮
過
重
の
弊
を
招
き

た
れ
ば
グ
ル
ッ
ク
出
で
A

其
憤
重
な
る
考
察
を
以
て
歌
劇
に
用
ひ
ら
る
べ
き
諸

藪
術
の
調
和
的
融
合
を
つ
と
め
以
て
此
弊
を
た
め

ん
と
せ
り
。
少
し
く
古
き
に

遡
り
て
考
ふ
る
に
ヤ
コ
ッ
ポ
ペ
リ
ー
に
よ
り
て
伊
太
利
の
地
に
歌
劇
の
萌
芽
を

稜
し
た
る
は
古
代
希
服
劇
の
精
緻
な
る
研
究
に
よ
り
し
も
の
に
し
て
畢
覚
文
甑

復
興
の
餘
光
を
見
る
べ
き
も
の
な
る
が
グ
ル
ッ
ク
は
之
に
次
き
て
起
り
し
＿
音
榮

過
重
の
弊
を
改
め
し
も
の
な
れ
ば
彼
は
一

度
古
き
舞
豪
に
遡
り
て
し
か
も
敷
等

高
き
基
礎
の
上
に
新
藝
術
即
詩
的
昔
榮
的
藝
術
の
地
歩
を
定
め
た
る
者
と
い
ふ

抑
も
ヤ

コ
ッ
ポ
ペ
リ
ー
と
ギ

ュ
ー

リ
オ
、
カ
ッ
チ
ニ

、
か
オ
ッ
タ
ビ
ア

ー

ノ
、
リ
ヌ
ッ
チ
ニ
の
歌
詞
に
譜
附
け
し
た
る
オ
イ
リ
デ
ィ
チ
ェ

、
か
ト
ラ
ゲ
デ

ィ
ア
ペ
ル
ム
ジ
カ
の
名
を
以
て
歌
劇
界
の
開
祖
た
る
の
榮
餐
を
得
て
よ
り
モ
ン

ト
ヴ
ヱ
ル
デ
。
カ
リ
ッ
シ
ミ
。
ア

レ
サ
ン
ド
ロ

、

ス
カ
ー
ラ
ッ
チ
は
伊
太
利
歌

劇
界
の
三
明
星
と
し
て
各
其
時
代
を
劃
し
て
明
光
一
代
に
耀
如
た
り
き
其
榮
は

奔
放
の
熱
情
と
悲
劇
的
狡
情
と
に
は
鋏
く
る
所
あ
る
も
婉
美
と
高
逸
と
の
趣
は

メ
ロ
デ
ィ

ー
の
行
間
に
泌
み
て
其
和
墜
の
明
晰
は
好
榮
者
流
の
研
究
を
値
し
て

餘
あ
り
。
然
れ
と
も
其
長
虞
は
即
短
虞
の
宿
る
虞
に
し
て
モ
ン
ト
ヴ
ヱ
ル
デ
か

減
七
和
弦
の
不
協
和
昔
を
用
ひ
て
ペ
リ
ー
式
の
躁
調
を
破
ら
ん
と
し
た
る
も
其

功
な
く
少
し
く
軽
桃
浮
華
の
傾
向
を
生
し
ぬ
。
ス

カ
ー
ラ
ッ
チ
か
味
嘆
調
の
改

正
は
近
厭
榮
界
に
ま
で
影
害
を
及
ほ
し
た
る
が
其
抒
情
分
子
の
偏
勝
は
歌
者
の

勢
を
恣
に
す
る
基
と
な
り
て
、
所
謂
カ
ス
ト
ラ
ー
ト
°。フ

リ
マ
ド
ン
ナ
等
歌
妓

の
勢
の
昇
る
に
つ
れ
て
榮
家
其
者
の
勢
力
は
漸
く
衰

へ
行
き
て
常
時
の
歌
劇
作

者
は
歌
妓
セ
ネ
ジ
ー
ノ
。
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カ
、
ク
ッ
ツ
ォ
ー
ニ
等
の
奴
隷
と
な

り
て
彼
等
の
願
ふ
様
に
ア
リ
ア
を
更
む
る
は
勿
論
延
ひ
て
は
彼
等
の
竪
量
の
範

菌
や
肉
罷
上
の
特
種
能
力
を
さ
へ

顧
慮
せ
さ
る
べ
か
ら
さ
る
に
至
り
ぬ
。
ベ
ッ

べ
き
な
り

第 2章 明治時代の東京音楽学校 546 



カ
リ
ア
が
＿
音
榮
よ
汝
は
何
を
か
欲
す
る
」
と
叫
び
て
此
状
態
を
な
げ
き
た
る
は

よ
く
此
間
の
消
息
を
博
へ
た
り
と
い
ふ
べ
き
な
り
。
彼
日
く
「
其
歌
ひ
ぶ
り
は

正
し
く
、
其
墜
は
麓
く
べ
く
華
か
に
、
時
と
柏
法
と
を
細
心
に
守
り
て
、
し
か

も
な
が
き
ト
リ
ロ
と
カ
デ
ン
ツ
と
に
於
て
も
少
し
も
呼
吸
の
逼
迫
を
訴
ふ
る
様

な
し
。
さ
れ
ど
わ
れ
は
な
ほ
問
は
さ
る
べ
か
ら
ず
「
音
榮
よ
汝
は
そ
も
何
を
か

欲
す
る
と
わ
れ
は
怪
む
何
ぞ
其
感
情
を
あ
ぐ
る
の
力
弱
き
墜
に
就
て
は
わ
れ
些

も
い
ふ
べ
き
な
し
さ
れ
ど
わ
が
心
自
ら
は
之
を
以
て
意
領
心
解
す
べ
き
か
、
わ

れ
等
か
走
索
者
を
悦
ふ
は
其
行
動
の
奇
な
る
に
あ
り
、
昔
榮
の
妙
は
側
々
人
を

動
か
す
に
及
び
て
始
て
悦
ぶ
、
而
し
て
現
代
の
榮
家
は
遂
に
走
索
者
に
終
る
べ

き
か
」
と
。

一
度
獨
逸
思
想
史
を
ひ
ら
き
た
る
者
は
必
ず
此
國
民
の
特
性
と
し
て
全
精
誹

界
を
統
一
し
て
自
ら
其
王
位
に
居
ら
ん
と
す
る
氣
塊
の
高
き
に
驚
く
べ
し
、
其

他
の
國
民
か
各
個
の
特
徽
に
執
着
せ
る
間
に
彼
は
廣
く
宇
宙
の
大
勢
を
通
覧

し
、
他
國
民
の
長
を
と
り
て
自
家
の
思
想
を
豊
富
な
ら
し
め
ん
事
を
期
せ
り
。

シ
エ
リ
ン
グ
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
感
想
の
如
何
に
深
き
か
を
見
よ
。
ゲ
ー
テ
は
希
服

の
世
界
を
移
植
し
、
ル
ュ
ッ
ケ
ル
ト
は
東
洋
思
想
を
融
和
せ
り
。
之
を
＿
音
榮
史

上
に
見
る
も
其
根
跡
ま
た
歴
々
と
し
て
徴
す
べ
き
も
の
あ
り
、
先
づ
中
世
に
あ

り
て
此
國
に
重
大
な
る
影
器
を
典
へ
た
る
は
伊
太
利
ヴ
ヱ
ニ
ス
派
の
＿
音
榮
な
る

が
後
に
起
り
し
佛
楽
の
精
粋
を
合
せ
て
、
止
む
間
な
か
り
し
雨
主
義
の
葛
藤
を

鎮
め
て
所
謂
今
日
の
世
界
＿
音
楽
の
盛
観
を
呈
す
る
に
至
ら
し
め
し
功
績
は
、
先

づ
ヘ
ン
デ
ル
と
グ
ル
ッ
ク
と
を
推
さ
ゞ
る
べ
か
ら
ず

十
八
世
紀
中
葉
に
断
新
な
る
精
誹
生
命
の
盛
に
猫
逸
國
民
の
心
中
に
燃
え
し

頃
、
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
大
王
と
ヨ
ゼ
フ
ニ
世
と
は
佛
蘭
西
思
想
を
注
入
し
、
嘗

時
た
ゞ
歴
史
的
に
踏
製
し
来
り
し
主
義
な
き
状
態
を
改
め
て
諸
種
の
方
面
に
活

劇
を
演
ぜ
ん
と
し
、
ふ
る
き
宗
赦
は
漸
く
消
え
行
き
カ

ン
ト
出
で
A

純
理
派
の

魁
首
と
な
る
に
及
び
古
き
敦
理
を
放
榔
し
て
人
を
人
と
し
て
解
繹
せ

ん
と
す
る

新
精
紳
は
全
國
民
の
心
中
に
禰
漫
せ
り
。
後
の
狂
諷
時
代
の
萌
芽
は
嘗
時
の
雲

間
に
隠
現
し
て
學
問
藝
術
の
感
興
は
宗
教
の
そ
れ
に
代
り
、
こ
れ
ま
で
精
紳
界

の
君
主
た
り
き
。
新
赦
主
義
は
其
主
櫂
を
學
問
藝
術
に
う
つ
し
行
け
り
。
＿
音
榮

も
か
A

る
一
般
精
誹
界
の
愛
化
に
つ
れ
て
グ
ル
ッ
ク
が
ク
ラ
シ
ッ
ク
歌
劇
の
稜

逹
と
な
り
、
ヘ
ン
デ
ル
が
近
世
器
榮
の
創
設
と
な
る
に
至
れ
り
。

オ
ル
フ
ォ
イ
ス
以
前
の
彼
か
作
四
十
餘
種
は
概
ね
伊
太
利
式
に
よ
り
し
が
、

此
時
に
至
り
て
今
迄
用
ひ
来
り
し
形
式
の
不
完
全
な
る
を
さ
と
り
、
自
由
に
完

全
な
る
感
情
の
焚
揚
を
勧
む
る
傾
向
を
生
じ
た
れ
ば
、
此
劇
の
如
き
は
全
く
自

然
派
の
餘
澤
と
し
て
生
れ
出
て
し
も
の
と
解
す
べ
き
な
り
。
思
ふ
に
少
し
く
さ

き
ラ
モ

ー
の
起
し
A

佛
蘭
西
の
一音
榮
的
戯
曲
ド
ラ
ヂ
デ
ィ
ー
、
リ
リ
ッ
ク
や
営

時
其
最
高
潮
に
逹
せ
し
ヴ
ヱ
ニ
ス
派
の
オ
ペ
ラ
、
セ
リ
ア
等
は
彼
か
新
劇
の
前

駆
た
り
し
は
疑
な
き
事
賓
な
る
も
、
其
革
新
の
大
動
機
を
さ
ぐ
れ
ば
彼
か
改
革

者
と
し
て
の
雄
健
な
る
才
能
は
決
し
て
浚
了
す
る
能
は
さ
る
な
り
猥
逸
の
森
林

中
に
生
れ
し
自
然
の
子
は
営
時
の
榮
壇
に
立
ち
て
華
麗
な
る
伊
太
利
振
を
踏
襲

し、

歌
妓
の
謳
使
に
甘
ん
じ
て
其
焚
情
と
趣
味
と
を
制
限
せ
ら
れ
ん
に
は
あ
ま

り
に
深
蓬
な
る
感
情
と
豊
富
な
る
稜
明
力
と
に
富
み
た
り
き
。
故
に
全
厭
人
民

か
内
部
生
命
の
必
要
に
か
ら
れ
て
漸
く
自
然
の
境
域
内
に
か
へ
ら
ん
と
せ
る
新

機
運
に
乗
じ
て
簡
素
な
る
顎
情
を
自
家
の
特
技
と
し
て
此
大
作
を
な
し
た
る
な

れ
ば
、
ウ

ヱ
ル
チ
が
な
し
け
む
様
に
此
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
を
は
自
然
の
禰
―
＝
目
を
博

へ
た
る
ノ
イ
エ
、
ヘ
ロ
イ
ゼ
と
比
す
る
は
俄
か
に
同
し
難
け
れ
ど
。
彼
を
ル
ソ

ウ
に
比
せ
ん
は
お
ほ
か
た
の
首
肯
す
る
所
な
る
べ
し
。

此
曲
は
オ
ル
フ
ェ
オ
と
ユ
ー
リ
デ
ィ
チ
ヱ
の
名
を
以
て
千
七
百
六
十
二
年
十
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月
五
日
始
め
て
維
納
の
宮
延
劇
場
に
演
せ
ら
れ
た
り
。
多
敷
の
聴
衆
は
此
榮
家

と
歌
詞
作
者
の
驚
く
べ
き
特
色
に
魅
せ
ら
れ
て
、
唯
其
豫
想
外
な
る
に
驚
き
し

の
み
な
り
き
。

新
時
代
の
歌
劇
を
創
設
せ
し
名
誉
は
榮
家
と
歌
詞
作
者
と
執
れ
か
之
を
負
ふ

べ
き
か
、
将
た
ま
た
雨
者
各
個
の
功
績
の
比
較
な
ど
は
妥
に
論
す
べ
き
限
に
あ

ら
ざ
れ
ど
も
、
ラ
ニ
エ
ー
リ
、
デ
イ
フ
ル
ツ
ァ
ビ
ー
ギ
の
名
は
決
し
て
軽
視
す

べ
き
に
あ
ら
ず
、
グ
ル
ッ
ク
か
自
ら
ヌ
ル
キ
ー
ル
、
デ
ュ
、
フ
ラ
ン
ス
の
著
書

に
よ
せ
た
る
書
に
日
＜
此
劇
の
重
な
る
功
績
は
之
を
カ
ル
ツ
ァ
ビ

ー
ギ
君
に
蹄

せ
さ
る
べ
か
ら
ず
、
若
し
余
か
＿
音
榮
に
し
て
多
少
世
の
注
意
を
ひ
く
に
足
ら
ば

余
か
藝
術
の
源
泉
を
稜
逹
せ
し
め
し
君
か
助
力
を
感
謝
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
彼

は
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
。
ア
ル
ツ
ェ
ス
ト
。
及
。ハ
リ
ス
等
の
諸
作
に
於
て
未
だ
常
時

の
伊
太
利
人
に
知
ら
れ
ざ
り
し
途
に
よ
り
て
、
余
を
し
て
深
刻
な
る
熱
情
に
と

め
る
＿
音
榮
を
作
る
機
會
を
興
へ
た
り
」
と
。
故
に
此
二
人
は
歌
劇
刷
新
の
上
に

共
に
力
を
協
せ
た
る
も
の
に
し
て
、
グ
ル
ッ
ク
の
功
績
は
一
に
従
来
用
ひ
来
り

し
狭
き
原
則
を
は
な
れ
、
深
遠
な
る
昔
榮
を
以
て
伊
猫
佛
藝
苑
の
珍
と
な
り
し

ク
ラ
シ
ッ
ク
歌
劇
の
基
礎
を
定
め
た
る
に
あ
り
と
す
る
の
穏
な
る
を
思
ふ
。

オ
ル
フ
ォ
イ
ス
か
他
と
異
な
る
貼
は
一
に
日
＜
筋
の
簡
明
直
載
、
二
に
日
＜

顎
情
の
活
澄
隆
々
た
る
事
、
若
し
後
者
を
以
て
グ
ル
ッ
ク
が
功
と
な
せ
ば
前
者

は
一
に
詩
人
カ
ル
ツ
ア
ビ
ー
ギ
の
居
る
べ
き
地
な
り
。
彼
既
に
オ
ル
フ
ォ
イ
ス

が
物
語
の
精
髄
を
さ
ぐ
り
之
を
と
り
て
、
よ
し
や
完
全
な
る
戯
曲
と
に
は
あ
ら

ぬ
も
統
一
宜
し
き
を
得
た
る
歌
詞
を
作
り
ぬ
。
メ
タ
ス
タ
シ
オ
が
作
に
見
る
如

き
従
展
の
人
物
所
作
等
は
全
く
之
を
溝
渠
に
委
し
、
只
管
筋
の
稜
展
の
愈
深
か

ら
ん
事
を
つ
と
め
た
り
、
以
前
の
作
に
於
て
は
徒
に
錯
雑
せ
る
事
件
を
と
り
て

繋
る
に
＿
音
楽
て
ふ
縄
墨
を
以
て
し
、
然
も
其
音
榮
た
る
や
た
ゞ
歌
詞
の
修
飾
と

な
る
に
止
り
て
決
し
て
其
思
想
を
深
う
す
る
も
の
に
あ
ら
ざ
り
き
。
三
幕
に
分

た
れ
た
る
此
劇
の
第
一
は
妻
を
失
ひ
し
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
が
悲
歎
と
彼
を
索
め
て

幽
界
に
至
ら
ん
と
す
る
決
意
第
二
は
幽
界
の
人
と
榮
人
と
の
季
、
第
三
は
ス
テ

ユ
ー
ジ
ス
を
越
ゆ
る
ま
で
妻
を
見
じ
と

の
契
の
試
み
、
及
び
ア
モ
ー
ル
の
再
現

に
よ
り
て
幸
輻
に
終
を
結
ふ
大
園
園
と
す
。
此
構
成
は
一
方
に
劇
に
あ
ら
は
る

A

諸
物
象
の
統
一
に
よ
り
て
劇
其
の
も
の
A

威
力
を
強
か
ら
し
め
他
方
に
は
榮

家
を
し
て
其
興
趣
を
保
持
す
る
を
得
し
め
た
る
が
是
れ
グ
ル
ッ
ク
劇
が
伊
太
利

の
オ
ペ
ラ
、
セ
リ
ア
に
見
る
如
く
事
件
の
盤
根
錯
雑
相
低
排
せ
る
を
さ
け
て
其

英
華
の
渾
々
涯
り
な
き
を
致
し
た
る
所
以
な
り
。

其
歌
詞
の
音
榮
的
形
式
を
精
査
し
て
第
一
に
著
し
き
は
宣
叙
調
の
異
様
な
る

事
な
り
。
今
迄
バ
ス
と
シ
ン
バ
ル
と
の
伴
奏
を
以
て
せ
る
冗
長
に
し
て
力
な
き

乾
宜
叙
調
に
代
ふ
る
に
、
全
管
絃
部
の
豊
麗
な
る
害
を
以
て
其
縛
淵
を
補
は
ん

と
す
る
音
榮
的
表
情
朗
讀
を
以
て
し
、
之
を
以
て
厳
密
な
る
榮
式
に
よ
り
て
充

全
な
る
焚
情
を
期
す
る
叙
情
的
分
子
と
の
連
鎖
た
ら
し
め
た
り
さ
れ
ば
味
嘆
調

も
漸
く
絣
新
な
る
榮
式
を
と
り
て
例
令
は
第
一
幕
の
首
に
三
た
び
繰
返
へ
さ
る

A

オ
ル
フ
ォ
イ
ス
が
悲
歎
の
整
は
ア
リ
ア
な
れ
ど
も
寧
ろ
簡
鼠
な
る
リ
ー
ド
の

趣
を
想
は
し
む
。
彼
は
此
等
榮
式
の
多
趣
を
た
す
く
る
に
更
に
合
唱
と
舞
踏
と

を
以
て
せ
し
が
、
此
曲
に
於
て
コ
ー
ル
の
重
大
な
る
所
以
は
や
が
て
舞
踏
を
ば

折
々
の
舞
豪
の
特
趣
に
副
は
し
む
れ
ば
な
り
。
さ
れ
ば
第
一
幕
の
第
一
合
唱

（
は
短
調
四
柏
子
モ
デ
ラ
ー
ト
）
の
幽
溺
な
る
響
は
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
が
奪
は
れ

し
妻
を
忍
ぶ
硬
咽
の
悲
愁
と
相
劉
し
て
其
か
一
き
わ
強
く
、
更
に
合
唱
と
猶
唱

と
の
棗
照
は
第
二
幕
に
入
り
て
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
と
フ
リ
ヱ
ン
と
の
場
に
於
て
一

層
切
に
劇
詩
的
活
火
に
充
ち
た
る
一
鮪
を
な
せ
り
。
幽
界
の
門
に
立
ち
て
フ
リ

エ
ン
に
拒
ま
れ
た
る
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
が
な
ほ
も
／
＼
と
迫
る
く
だ
り
は
此
劇
全
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部
の
最
高
潮
を
な
す
の
み
な
ら
ず
、
昔
榮
史
上
の
英
華
た
る
を
失
は
ず
。
か
A

る
簡
明
な
る
術
も
て
か
A

る
力
あ
る
劇
詩
的
働
作
へ
功
果
を
牧
め
た
る
は
唯
ド

ン
、
フ
ォ
ン
が
精
舎
の
庭
の
條
と
フ
イ
デ
リ
オ
か
獄
舎
の
場
あ
る
の
み
と
某
昔

榮
史
家
の
論
ぜ
し
も
宜
な
る
か
な
。

フ
リ
エ
ン
合
唱
の
秀
抜
な
る
リ
ズ
ム
の
形
式
は
此
劇
の
疲
情
の
力
あ
る
所
以

に
し
て
、
次
に
来
る
正
蒔
な
る
メ
ロ
デ
ィ
ー
と
豊
麗
な
る
色
彩
と
は
天
國
の
静

韻
を
博
へ
て
、
き
く
人
の
心
も
の
ど
け
か
る
べ
く
ま
た
前
に
述
べ
し
、
宣
叙
調

の
稜
逹
は
自
然
感
情
の
餘
響
と
見
る
べ
き
が
妥
に
天
國
の
描
寓
に
於
て
器
榮
の

鎗
書
的
描
窟
の
幅
音
を
示
す
に
至
れ
り
。

ヱ
ロ
ス
の
竪
の
少
し
く
伊
太
利
式
の
摸
型
に
よ
れ
る
外
は
概
ね
彼
が
特
異
の

榮
式
を
以
て
清
新
簡
素
の
雅
趣
を
博
へ
た
る
が
、
第
三
幕
は
之
に
反
し
て
全
く

古
き
歌
劇
の
様
式
に
よ
れ
り
。
愛
す
る
者
二
人
が
僻
季
ひ
の
盛
き
ぬ
怨
は
百
載

の
後
尚
憂
愁
幽
思
を
寓
す
。
長
路
浩
々
幾
多
の
辛
酸
を
な
め
盛
し
て
漸
く
迎
へ

と
り
し
妻
が
匿
々
の
懐
に
か
た
き
誓
を
忘
れ
還
顧
其
蹄
を
窺
へ
ば
、
艶
姿
空
し

く
き
え
て
浮
雲
白
日
を
蔽
ふ
く
だ
り
に
於
て
、
絃
盤
ま
た
さ
き
の
高
潮
に
復
し

て
殊
に
管
絃
榮
部
の
全
力
を
盛
し
た
る
宣
叙
調
即
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
が
「
な
や
み

は
新
に
」
と
よ
ぶ
に
答
へ
て
ユ
ー
デ
ィ
ー
ス
が
歌
ふ
「
な
れ
は
も
遠
し
」
の
歌

と
次
の
名
高
き
哀
歌
「
あ
は
れ
わ
ぎ
も
は
逝
き
ぬ
。
」
の
ア
リ
ア
と
が
幽
愁
限
り

な
き
思
を
載
せ
つ
A

悦
び
ふ
か
き
大
圃
園
を
よ
ぶ
あ
た
り
は
蓋
し
前
世
紀
藝
苑

の
逸
品
た
る
を
失
は
ず
。

余
が
此
不
完
全
な
る
研
究
と
散
漫
な
る
叙
述
を
以
て
諸
君
に
見
え
ん
と
す
る

は
生
平
期
す
る
所
あ
る
に
も
よ
れ
ど
殊
に
月
の
中
頃
上
野
の
榮
堂
に
此
歌
劇
の

催
さ
る
べ
き
豫
報
に
促
さ
れ
て
な
り
歌
劇
史
上
に
於
け
る
此
偉
人
の
精
彩
は
之

を
後
に
期
む
。

オ
ル
フ
ォ
イ
ス
が
上
演
さ
れ
た
七
月
二
十
三
日
は
東
京
音
楽
学
校
の
夏
休
み
中
で

あ
っ
た
。
ま
た
同
校
主
催
の
上
演
で
は
な
か
っ
た
の
で

一
般
公
開
は
せ
ず
、
学
校
お

よ
び
内
外
の
関
係
者
と
父
兄
を
招
待
し
て
行
っ
た
。
三
浦
環
の
語
る
と
こ
ろ
に
よ
る

と
、
こ
の
夜
の
東
京
音
楽
学
校
は
二
頭
立
て
の
馬
車
や
人
力
車
で
大
変
な
賑
わ
い
で

あ
っ
た
。
東
京
の
い
わ
ゆ
る
内
外
貴
顕
紳
士
淑
女
で
会
場
は
い
っ
ぱ
い
の
お
客
様
、

「私
達
は
一
生
懸
命
で
う
た
い
ま
し
た
。
日
本
最
初
の
歌
劇
は
大
成
功
に
終
り
ま
し

た
が
、
今
と
違
っ

て
新
聞
や
雑
誌
が
書
く
訳
で
な
く
、
本
当
の
一
部
の
知
識
階
級
の

間
の
文
化
運
動
に
終
り
、
社
会
的
に
反
響
を
及
ぼ
さ
ず
じ
ま
い
に
な
っ
た
事
は
残
念

で
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
（
前
出
『
三
浦
環
の
お
蝶
婦
人
』
一
六
七
頁
）
。

社
会
的
反
響
は
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
い
く
つ
か
の
批
評
が
残
っ
て
い
る
。

「
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
」
上
演
に
対
す
る
新
聞

・
雑
誌
の
批
評

『
帝
國
文
學
』
第
九
巻
九
号
、
明
治
三
十
六
年
九
月

歌
劇
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
を
観
る

い
ぬ
る
七
月
廿
三
日
の
夜
、
上
野
の
榮
堂
に
於
て
演
奏
せ
ら
れ
し
歌
劇
オ
ル

フ
ォ
イ
ス
は
先
づ
成
功
と
稲
し
て
可
な
る
べ
し
。
員
面
目
な
る
藝
術
の
新
傾
向

世
に
行
は
れ
ん
と
す
る
際
に
方
り
て
、
宜
し
く
之
を
推
奨
す
る
債
値
あ
る
は
論

な
し
。
吾
人
は
本
誌
前
琥
に
於
て
之
に
開
し
て
意
見
を
述
べ

ん
と
欲
せ

し
が
、

紙
敷
の
制
限
に
拘
束
せ
ら
れ
執
筆
半
ば
に
し
て
中
止
せ
ざ
る
を
得
ざ
り
し
が
、

再
び
本
琥
に
該
記
事
を
挿
入
せ
ん
と
し
て
紙
に
臨
め
ば
、
さ
し
も
華
麗
燦
爛
の

美
を
恣
に
せ
し
嘗
夜
舞
豪
の
光
景
す
ら
、
今
は
大
方
其
印
象
を
失
ひ
、
感
興
ま

た
頓
に
醒
め
て
、
思
路
の
辿
る
べ
き
な
し
。
幾
度
か
筆
を
投
ぜ
ん
と
し
て
、
し

か
も
歌
劇
研
究
會
の
好
意
を
空
し
う
す
る
に
忍
び
ず
、
姦
に

一
言
す
る
こ
と
A

な
れ
り
。

第

一
幕
は
亡
き
妻
オ
イ
リ
デ
ィ

イ
ツ
ェ
の
新
墓
の
前
に
て
オ
ル
フ
ォ

イ
ス
慟

哭
し
、
牧
童
牧
女
歌
を
う
た
ひ
て
詩
人
を
慰
め
、
花
を
捧
げ
て
故
人
を
弔
ふ
、

549 第10節 グルック作曲「オルフォイス」の上演



終
に
ア
モ
オ
ル
顛
れ
て
詩
人
に
大
神
の
御
旨
を
博
ふ
る
場
な
り
。
紅
花
緑
葉
繁

り
合
へ
る
森
の
景
を
見
せ
た
る
書
割
の
美
し
か
り
し
こ
と
よ
、
燃
ゆ
る
が
如
き

紅
の
幕
左
に
開
き
て
、

畳
を
欺
く
明
燈
に
照
さ
れ
し
舞
豪
の
光
景
初
め
て
観
者

の
眼
に
映
せ
し
時
、
誰
か
は
心
の
躍
然
た
る
と
き
め
き
を
覺
え
ざ
り
け
ん
。
オ

ル
フ
ォ
イ
ス
の
歌
竪
は
は
じ
め
の
程
は
低
き
に
傾
き
し
様
な
り
し
も
、
次
第
に

昂
上
し
三
幕
に
績
き
て
其
伎
個
を
振
は
れ
た
る
殊
に
稲
す
べ
し
と
な
さ
ん
。

第
二
幕
は
陰
冥
勁
暗
な
る
地
獄
の
景
を
現
は
し
、
復
難
の
女
神
逹
黄
泉
の
國

に
初
循
ひ
来
れ
る
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
を
防
ぎ
た
る
も
、
其
歌
の
力
に
服
し
て
其
請

を
許
す
場
な
り
。
書
割
は
危
岩
怪
石
黒
闇
の
中
に
そ
そ
り
た
つ
死
の
図
の
景
を

み
せ
、
折
々
明
滅
せ

し
敷
園
の
鬼
火
は
凄
愴
の
趣
き
を
添
へ
て
観
者
の
肝
を
寒

か
ら
し
め
た
り。

此
幕
は
至
り
て
短
く
と
り
出
で
A

評
す
べ
き
こ
と
も
な
け
れ

ど
も
、
女
神
逹
の
風
采
装
束
一
層
此
世
な
ら
ぬ
様
を
な
し
、
且
も
う
一
ぎ
は
物

恐
し
げ
に
見
え
た
ら
ば
や
と
思
は
れ
た
り
。
女
紳
逹
の
岩
蔭
の
さ
す
ら
ひ
は
更

に
意
味
あ
り
げ
に
演
ぜ
ら
れ
て
は

い
か
ゞ

゜

第
三
幕
は
天
國
の
場
な
り
。
地
獄
の
闇
よ
り
忽
然
と
し
て
芳
草
嘉
丼
野
に
満

ち
溢
れ
、
天
の
使
逹
花
環
を
痔
ち
、
手
を
と
り
か
は
し
て
舞
ひ
遊
ぶ
。
第
二
幕

と
の
到
比
は
此
幕
の
美
を
い

よ
／
＼
絶
美
た
ら
し
め
た
り
。
天
園
の
香
に
酔
う

て
再
び
人
の
世
に
蹄
る
を
忘
れ
た
る
オ
イ
リ
デ
ィ
イ
ツ
ェ
の
嬌
姿
は
じ
め
て
天

使
の
群
に
ま
じ
り
て
常
世
に
匂
ふ
花
野
の
な
か
に
顕
は
る
。
遥
々
と
浮
世
を
捨

て
、
懇
妻
を
慕
う
て
死
の
國
に
尋
ね
入
り
に
し
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
漸
く
こ
A

に
辿

り
末
り
、
歌
の
力
の
應
験
に
て
ま
の
あ
た
り
あ
り
し
人
と
再
會
す
る
を
え
た

り
。
雙
思
の
念
、
纏
綿
の
惰
二

つ
の
胸
に
湧
き
出
づ
。
夫
は
紳
の
御
旨
に
導
ひ

て
後
ふ
り
向
か
で
蹄
ら
ん
と
す
、
そ
れ
に
追
従
す
る
妻
は
夫
の
つ
れ
な
き
を
か

こ
ち
て
怨
嵯
の
整
は

口
に
逼
り
、
無
念
の
涙
は
目
に
溢
れ
ざ
ら
め
や
。
本
歌
劇

の
高
潮
は
正
に
此
時
に
や
あ
り
け
ん
。
流
石
の
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
の
決
心
弛
み

て
、
あ
し
き
妻
の
魂
塊
は
再
び
天
に
飛
び
去
ら
ん
と
す
。
時
し
も
あ
れ
、
ア
モ

ー
ル
忽
然
と
し
て
顕
は
れ
、
死
せ
る
オ
イ
リ
デ
ィ
イ
ツ
ェ
を
蕪
生
せ
し
め
、
合

唱
の
う
ち
に
幕
閉
ぢ
た
り
。

要
す
る
に
こ
の
歌
劇
は
邦
人
に
よ
り
て
演
奏
せ
ら
れ
し
第

一
回
の
も
の
な

り
。
明
治
廿
八
年
の
頃
と
か
や
、
京
濱
の
洋
人
顎
企
し
て
、
こ
れ
も
上
野
の
榮

堂
に
於
て
、
フ
ァ
ウ
ス
ト
の
歌
劇
を
演
じ
た
る
事
あ
る
由
な
れ
ど
も
、
指
揮
者

ェ
ッ
ケ
ル
ト
氏
を
首
と
し
て
演
奏
者
何
れ
も
洋
人
な
り
し
と
い
へ

ば
、
此
歌
劇

は
其
成
功
と
失
敗
と
を
問
は
ず
、
嘴
矢
た
る
光
榮
を
撥
ふ
も
の
な
り
。
短
時
間

の
準
備
を
思
へ
ば
幾
多
の
欠
黙
は
之
を
看
過
す
る
を
至
常
と
す
べ
し
。
嘗
夜
の

花
形
演
奏
者
吉
川
、
柴
田
、
宮
脇
三
氏
の
榮
や
、
歌
劇
研
究
會
員
一
同
の
精
勘

や
、
巨
資
を
投
じ
て
本
劇
を
し
て
賓
行
あ
る
を
え
し
め
し
渡
邊
氏
の
義
侠
や
、

石
倉
、
乙
骨
、
吉
田
、
近
藤
、
四
氏
の
歌
詞
翻
朦
の
功
や
、
ペ
リ
イ
氏
、
ケ
ー

ベ
ル
博
士
の
助
力
や
、
及
び
山
本
芳
翠
氏
以
下
幾
多
書
界
名
流
の
榮
力
の
寄
興

等
は
よ
ろ
し
く
皆
廣
く
世
に
博
ふ
可
き
也
。

吾
人
は
此
新
企
圏
は
全
く
一
時
の
好
奇
心
に
因
せ
る
も
の
に
非
ず
し
て
、
熱

賓
な
る
藝
術
心
に
深
き
根
底
を
有
し
、
輩
に
―
二
回
に
終
ら
ず
し
て
末
永
く
賓

行
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
切
望
し
、
又
聴
衆
の
趣
味
開
顎
す
る
の
暁
に
は
、
之
を
邦

語
に
繹
せ
ず
し
て
、
原
語
に
於
て
朗
唱
す
る
を
得
策
な
り
と
思
考
す
。
翻
詩
に

費
や
す
榮
力
と
時
間
と
は
菟
し
豫
想
外
に
大
な
る
も
の
あ
ら
ん
。
之
を
原
詩
そ

の
儘
に
朗
唱
す
る
に
於
て
は
、
繹
者
の
榮
を
省
く
と
共
に
原
詩
固
有
の
昔
墜
の

美
を
十
分
に
登
揮
す
る
を
得
べ

し
。

営
夜
の
聴
衆
無
慮
敷
百
に
逹
し
、
首
都
文
藝
の
各
祉
會
は
遺
憾
な
く
代
表
せ

ら
れ
し
に
似
た
り
。
始
終
静
粛
を
守
り
し
は
怪
む
に
足
ら
ざ
る
が
、
幕
の
開
閉
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歌
劇
研
究
會
短
評

鉄

笛
（
局
外
生
）

毎
に
拍
手
喝
采
殆
ん
ど
堂
を
揺
か
す
程
な
り
し
は
、
演
奏
者
に
到
し
て
讃
嘆
の

情
を
洩
し
た
る
積
な
る
べ
き
も
、
こ
れ
甚
だ
失
営
の
行
な
り
と
い
は
ざ
る
を
得

ず。

器
榮
の
伴
奏
は
常
に
開
幕
前
に
始
ま
り
、
開
幕
後
に
及
ぶ
。
然
る
に
聴
衆

に
し
て
幕
の
開
閉
毎
に
拍
手
す
れ
ば
、
伴
奏
者
は
絶
え
ず
奏
榮
の
中
途
に

し
て

妨
凝
を
蒙
る

こ
と
A

な
る
。
聞
く
が
如
く
ん
ば
、
泰
西
諸
邦
の
オ
ペ
ラ
座
に
於

て
は
大
抵
聴
衆
の
喝
采
を
厳
禁
す
と

い
ふ
。
獨
逸
バ

イ
ロ
イ
ト

の
ワ
グ
ネ
ル
の

オ
ペ
ラ
座
に
於
て
は
、
只
最
終
幕
の
閉
づ
る
を
ま
ち
て
之
を
許
す
と
い
ふ
。
本

邦
の
聴
衆
も
又
須
＜
此
一

事
を
思
ふ
べ
き
に
あ
ら
ず
や
。

〔
七
月
二
十
五
日
付
〕

『
讀
賣
新
聞
』
明
治
三
十
六
年
七
月
二
十
五
日
付
お
よ
び
二
十
六
日
付

(
1
)
 

双
方
と
も
東
儀
鉄
笛
が
担
当
し
た
。

.••• 
オ
ペ
ラ
會
昔
榮
學
校
學
生
の
催
し
に
か
A

る
オ
ペ
ラ
會
は

一
昨
夜
午
後
六

時
半
よ
り
昔
榮
學
校
内
に
て
奉
行
さ
れ
た
り
。
演
題
は
グ
ル
ツ
ク
氏
の
傑
作

「
歌
劇
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
」
に
し
て
全
三
幕
（
現
世
場
、
幽
界
場
、
極
榮
界
場
）

な
り
。
歌
詞
繹
者
は
文
科
大
學
在
學
生
諸
氏
に
て
、

指
揮
者
に
は
ノ

エ
ル
、
ペ

リ
ー
氏
伴
奏
に
は
ケ
ー
ベ
ル
博
士
自
ら
榮
を
執
れ
り
、
書
割
は
山
本
芳
翠
氏
主

と
な
り
非
常
に
意
匠
を
凝
ら
し
幽
界
場
な
ど
人
目
を
驚
か
す
も
の
あ
り
た
り
、

尚
こ
の
會
は
同
學
校
學
生
渡
邊
康
三
氏
自
か
ら
多
額
の
資
を
投
じ
て
催
ほ
し
た

る
も
の
に
て
、
學
校
は
閥
係
せ
ざ
る
由
尚
又
こ
の
度
は
公
開
せ

し
に
あ
ら
ず
し

て
、
只
學
生
の

父
兄
等
を
招
待
し
て
観
覧
を
許
せ

し
も
の
な
る
が
、
未
だ
演
技

の
一
致
を
欠
き
所
作
の
拙
な
る
失
は
あ
れ
ど、

我
國
人
の
オ
ペ
ラ
會
は
殆
ん
ど

今
回
を
以
つ
て
始
め
と
す
べ
し

豫
て
噂
の
あ

っ
た
東
京
＿
音
榮
學
校
生
徒
諸
氏
の
組
織
に
係
る
歌
劇
研
究
會
は

去
廿
三
日
の
夜
同
校
の
榮
堂
で
開
か
れ
た
。
従
来
歌
劇
の
企
て
の
な
か

っ
た

の

は
吾
昔
榮
會
の
鋏
点
で
あ
る
と
ま
で
好
榮
家
の
間
に
い
は
れ
て
居
っ
た
の
で
あ

る
が
。
近
来
榮
界
の
氣
運
一
韓
。
い
づ
れ
の
昔
榮
會
で
も
必
ず
大
入
を
占
め
る

と
い

ふ
盛
況
に
乗
じ
て
。
こ
の
會
が
起
り
榮
界
に

一
新
生
面
を
開
か

ん
と
す
る

現
象
を
呈
し
た
の
は
誠
に
喜
ば
し
き
次
第
で
吾
人
は
大
に
う
れ
し
く
感
ず
る
。

ド
ー
カ
會
員
諸
氏
が
今
日
の
熱
心
を
つ
ゞ
け
前
途
ま
す
／
＼
奮
焚
し
て
貰
ひ
た

い
。
さ
て
嘗
日
の
演
題
は
「
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
」
で
。
有
名
な
る
グ
ル
ッ
ク
氏
が

千
八
〔
注
、
七
の
誤
り
〕
百
六
十
二
年
に
古
代
希
服
の
誹
話
に
基
づ
き
て
作
曲
し
た

現
世
界
。
幽
冥
界
。
極
榮
界
と
都
合
三
幕
の
も
の
で
あ
る
。
吉
川
嬢
の

「
オ
ル

フ
ォ
イ
ス
」

は
こ
の
劇
の
主
人
公
た
る
丈
あ
り
て
＿
音
量
も
充
分
あ
り
三
時
間
に

ふ

し

ま

は

も
渉
る
長
き
曲
を
峯
も
一
音
墜
に
障
り
な
く
曲
節
廻
し
も
立
派
に
し
て
の
け
ら
れ

た
の

は
全
く
平
素
の
修
養
が
現
は
れ
て
う
れ
し
い
。
こ
と
に
第
三
幕
目
の
「
百

合
姫
」
と

の
聯
唱
は
就
中
美
事
で

し
た
。
思
入
の
充
分
な
ら
ざ
り
し
と
「
レ
チ

タ
テ
イ
ー
ブ
」

に
於
け
る
言
語
の
や
A

明
亮
を
欠
い

た
の
は
惜
し
い
が
曲
の
上

に
つ
い
て
は
い
づ
れ
の
幕
も
悉
く
力
の
籠

つ
て
熱
心
に
唱
は
れ
た
は
感
心
。
宮

脇
嬢
の
「
ア
モ
オ
ル
」

は
大
切
の
と
き

よ
り
は
第
一
幕
目
の

「
オ
ル
フ
ォ
イ

ス
」
と
の
掛
合
が
思
入
も
あ
り
稜
相
も
と
と
の
ひ
結
構
だ
全
体
こ
の
役
は
儲
け

し
よ
っ
ち
う

役
で
「
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
」
の
様
に
初
中
終
顔
を
出
し
て
る
の
で
な
い
か
ら
左
ま

で
身
振
の
苦
心
も
要
ら
ず
し
か
も
聴
衆
か
ら
は
歓
迎
せ
ら
れ
る
。
そ
れ
に
こ
の

わ

ざ

嬢
の
所
業
は
中
々
巧
者
な
所
が
あ
る
か
ら
一
層
引
立

っ
た
。

は
ま
り

こ

ゑ

柴
田
嬢
の

「
百
合
姫
」
こ
れ
は
全
く
適
営
役
だ
。
こ
の
嬢
は
か
ね
て
昔
竪
の

美
く
し
い

の
と
容
貌
の
美
く
し
い

の
で
評
判
が
あ

っ
た

の
で
あ
る
が
こ
の
日
は

一
層
麗
は
し
く
感
じ
た
。
こ
の
後
い
よ
／
＼
研
究
を
積
ま
れ
た
ら
必
ず
性
来
の
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美
磐
は
一
段
の
妙
趣
に
入
り
賂
来
歌
劇
の
好
歌
者
と
し
て
充
分
に
成
功
さ
れ
る

で
あ
ら
う
。
が
態
度
に
つ

い
て
は
何
分
初
舞
豪
の
こ
と
で
あ
り
充
分
に
い
か

ク
イ
プ

ぬ
。
こ
と
に
日
本
婦
人
の
菩
理
想
「
か
ゞ
み
女
」
的
型
と
で
も
申
さ
う
か
キ
リ

ッ
ト
し
な
い
此
点
に
つ
き
て
は
一
工
夫
し
て
貰
ひ
た
い
。

合
唱
は
第
二
幕
目
の
幽
冥
界
の
場
よ
り
段
を
逐
ふ
て
よ
く
な
っ
た
ド
ー
い
ふ

わ
け
か
第
一
目
幕
の
と
き
は
や
A

聞
劣
り
が

し
た
様
だ
。

全
体
曲
の
演
奏
に
つ
い
て
は
い
づ
れ
の
幕
も
上
出
来
で
あ

っ
た
が
。
身
振
に

つ
い
て
は
受
取
兼
ぬ
る
黙
が
あ
る
大
に
工
夫
を
凝
し
て
貰
ひ
た
い
。
勿
論
是
に

つ
き
て
彼
是
い
ふ
の
は
チ
ト
野
暮
で
は
あ
る
が
「
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
」
や
百
合
姫

の
身
振
は
別
と
し
て
璧

へ
ば
第
一
幕
目
の
牧
女
牧
童
の
合
唱
の
群
が
百
合
姫
の

墳
墓
に
花
を
捧
げ
る
場
ま
た
第
三
幕
の
始
め
の
所
作
の
如
き
は
身
振
と
い
ふ

の
で
は
な
い
が
い
か
に
も
不
統
一
だ
。
そ
れ
に
牧
童
の
骨
格
退
し
き
は
そ
れ
も

結
構
で
は
あ
る
が
五
分
刈
頭
の
薄
衣
に
つ
A

ま
れ
た
は
チ
ト
面
黒
過
は
し
な
い

か
。
あ
ま
り
赤
裸
々
で
は
全
体
の
美
観
が
殺
げ
る
様
に
思
は
れ
配
合
上
い
か
ゞ

の
も
の
か
化
粧
法
も
ま
た
大
に
研
究
す
る
必
要
が
あ
ら
う
。
兎
に
角
今
回
の
催

し
は
こ
の
會
の
い
は
ゞ
瀬
踏
で
あ
り
ま
た
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
こ
の
曲
の
練

習
も
全
く
短
日
月
に
仕
上
げ
た
も
の
だ
と
い
ふ
の
に
係
は
ら
ず
こ
れ
迄
に
演
奏

さ
れ
た
の
は
末
頼
母
し
い
。
願
は
く
は
こ
れ
を
手
始
め
と
し
て
大
に

奮

ひ
給

へ
。
こ
の
次
は
「
ロ
ー
ヘ
ン
グ
リ
ン
」
を
纏
め
ら
る
A

と
の
噂
さ
が
あ
る
架
し

み
に
し
て
待
て
ゐ
ま
す
。

(

1

)

東
儀
鉄
笛

(-八
六
九
i
一
九
二
五
）
明
治
二
年
六
月
十
六
日
京
都
生
れ
、
雅
楽

家
、
新
劇
俳
優
、
本
名
を
季
治
と
いう。

明
治
十二
年

（
一
九
七
九
）

よ
り
宮
内
省
雅
楽
課

に
勤
務
す
る
か
た
わ
ら
、
東
京
専
門
学
校
（
現
早
稲
田
大
学
の
前
身
）
文
学
科
に
入
学
。
三

十
年

（一八
九
七
）
宮
内
省
を
退
官
後
帝
国
教
育
会
事
務
長
、
ド
イ
ツ
学
協
会
学
校
分
校
幹

事
、
早
大
講
師
な
ど
を
歴
任
。
一
二
十
五
年

（
一九
0
二
）
頃
か
ら
坪
内
逍
遥
の
新
劇
運
動
に

〔
七
月
二
十
六
日
付
〕

参
加
し
、
俳
飯
と
し
て
名
を
挙
げ
た
。
雅
楽
の
ほ
か
に
洋
楽
を
も
修
め
、
オ
ペ
ラ

「常
闇
」

（一九
0
六
）、
早
大
校
歌
〈
都
の
西
北
〉

な
ど
を
作
曲
し
て
い
る
。
大
正
十
四
年
二
月
四
日

没。
明
治
四
十
一
年

(
-九
0
八
）
「
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
」
再
演
の
計
画
が
立
て
ら
れ
た
。

と
こ
ろ
が
学
校
当
局
は
東
京
音
楽
学
校
の
風
紀
問
題
で
文
部
省
か
ら
き
つ

い
達
し
が

あ
っ
た
直
後
で
も
あ
り
再
演
を
禁
止
し
た
。
こ
の
禁
止
に
つ

い
て
二
つ
の
論
評
が
出

さ
れ
て
い
る
。

『
数
育
時
論
』
第
八
三
二
号
、
明
治
四
十
一
年
五
月
二
十
五
日

歌
劇
中
止
の
員
相

東
京
昔
榮
學
校
に
て
は
本
月
を
以
て
、
ゲ
ル
ッ
ク
作
歌
劇
オ

ル
フ
ォ
イ
ス
を

演
奏
せ

ん
計
劃
に
て
、
そ
れ
/
＼
準
備
進
行
中
、
之
が
中
止
の
報
突
然
世
間
に

博
は
り
し
よ
り
、
風
紀
問
題
の
喧
す
し
き
営
節
の

こ
と
A

て
、
世
説
は
直
ち
に

文
部
大
臣
若
し
く
は
、
文
部
省
が
之
を
禁
止
し
た
る
な
ら
む
と
想
像
し
、
一
時

そ
の
方
面
の
人
々
を
騒
が

し
た
る
が
、
其
員
相
は
左
の
如
し
。

△
元
来
同
校
に
て
は
営
歌
劇
中
の
詞
譜
等
を
ば
、
平
日
そ
れ
人
＼
数
授
し
を

れ
る
も
、
フ
レ
ッ
ク
嬢
来
任
し
て
、
之
を
組
織
的
に
演
ぜ
し
む
る
を
以
て
、
数

育
上
至
営
な
り
と
す
と
の
説
を
立
て
、
校
長
以
下
之
に
賛
同
し
て
愈
々
演
奏
す

る
こ
と
A

な
り
、
背
景
は
巴
里
の
も
の
を
採
用
し
、
衣
服
は
三
千
園
に
て
某
商

店
に
注
文
し
、
嬢
を
始
め
外
國
人
数
師
、
同
校
教
師
敷
人
と
、
之
に
外
國
人
等

の
助
力
を
得
て
、
そ
の
振
り
付
け
等
に
熱
心
し
を
り
し
な
り
。

△
而
し
て
元
来
歌
劇
は
、
夜
間
興
行
と
定
ま
れ
る
も
の
な
る
が
、
か
く
て
は

種
々
の
世
説
あ
る
今
日
青
年
男
女
を
會
し
て
夜
間
懇
の
劇
を
演
ぜ
し
め
た
り
と

あ
り
て
は
、
甚
だ
穏
か
な
ら
ざ
れ
ば
畳
間
開
劇
と
決
せ

し
も
、
借
困
難
な
る
は
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電
燈
装
置
に
し
て
、
之
が
為
め
に
一

の
稜
電
機
を
特
別
に
使
用
す
る
は
、
非
常

な
る
罷
費
を
要
す
る
こ
と
な
り
、
次
に
又
本
月
末
若
し
く
は
六
月
に
入
れ
ば
、

既
に
氣
候
そ
の
宜
し
き
を
得
ず
、
又
如
此
事
に
慣
れ
ざ
る
我
男
女
學
生
は
、
其

伎
洋
人
等
の
意
想
外
に
遅
々
た
る
こ
と
等
あ
り
て
、
校
長
及
内
外
教
師
等
一
齊

に
、
之
が
延
期
に
同
意
し
た
る
な
り
と
い

ふ。

△
か
A

る
故
に
文
相
若
し
く
は
文
部
省
よ
り
し
て
、
之
が
中
止
を
命
じ
た
る

こ
と
は
無
し
と
い

ふ
、
然
れ
共
湯
原
同
校
長
日
く
「
尤
も
文
部
省
の
側
で
多
少

異
論
の
あ
る
の
は
事
賓
だ
、
官
立
學
校
で
歌
劇
な
ど
を
や
ら
せ
る
と
、
地
方
の

學
校
が
慎
似
を
す
る
、
普
通
の
學
校
ま
で
が
遣
り
出
す
と
困
る
と
い
ふ
の
が
其

言
分
だ
が
、

自
分
も
地
方
に
居
た
事
も
あ

っ
て
、

某
弊
は
確
か
に
認
め
る
、
併

し
藝
術
赦
育
と
他
の
教
育
を
一
様
に
見
る
事
は
、
文
部
省
で
も
考
へ
ね
ば
な
ら

ぬ、

藝
術
赦
育
が
必
要
な
ら
ば
、
道
徳
の
範
園
内
で
飽
ま
で
も
藝
術
の
研
究
を

す
る
と
い
ふ
事
は
許
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
歌
劇
中
に
も
西
洋
の
物
を
、
直
に
日
本

で
演
じ
ら
れ
な
い
も
の
も
あ
る
、
其
取
捨
は
學
校
で
や
る
、
決
し
て
舞
豪
の
上

で
、
男
女
が
接
吻
を
や
る
様
な
事
は
採
用
せ
ぬ
」

△
右
の
如
く
に
し
て
、
同
校
に
て
は
、
歌
劇
と
演
劇
と
の
匿
別
を
論
撼
と
し

て
、
某
氏
に
到
し
、
今
年
中
に
は
必
ら
ず
開
演
す
と
言
明
せ
り
と
い
ふ
。

『一
音
楽
界
』
第

一
巻
八
号
、
明
治
四
十

一
年
八
月

歌

劇

中

止

に

就

て

加

川

琴
仙

古
来
文
藝
の
稜
逹
は
社
會
状
態
の
愛
遷
に
伴
ひ
保
護
を
得
る
期
あ
り
亦
迫
害

を
受
く
る
期
あ
り
進
歩
の
径
路
簡
な
ら
ば
穂
て
事
賓
に
於
て
も
齋
し
く
歴
史
の

偲
ふ
所
な
り
、
我
邦
に
於
て
は
先
年
白
馬
會
問
題
の
如
き
美
術
界
の
一
大
事
件

あ
り
、
近
く
は
文
學
界
の
み
な
ら
ず
祉
會
の
喧
騒
を
極
め
つ
A

あ
る
自
然
主
義

に
し
て
客
観
的
観
察
の
如
何
は
措
き
て
作
者
の
立
場
よ
り
見
れ
ば
確
に
文
藝
に

加
ふ
る
迫
害
な
ら
ん
、
さ
れ
ど
吾
人
は
不
幸
に
し
て
同
派
文
士
の
主
張
に
首
肯

す
る
識
を
有
せ
ざ
れ
ば
こ
れ
に
制
裁
を
加
ふ
る
為
政
者
の
是
非
を
断
言
す
る
能

は
ざ
る
と
雖
も
彼
の
欧
文
界
の
傑
作
モ
リ
エ

エ
ル
物
に
ま
で
及
ぼ
せ
し
に
到
つ

て
は
如
何
に
無
文
の
徒
と
雖
も
吾
人
は
警
視
顧
の
神
経
過
敏
の
程
を
測
知
す
る

に
難
か
ら
ず
。
然
れ
ど
も
こ
は
検
閲
官
の
眼
中
に
文
藝
な
く
随
つ
て
作
品
を
観

察
な
す
根
本
の
思
想
観
念
が
作
者
と
相
容
れ
ざ
れ
ば
な
り
。
然
る
に
此
等
の
餘

波
は
唯
に
著
作
物
に
止
ま
ら
ず
尚
一

層
吾
人
を
し
て
文
臨
の
前
途
に
甚
大
な
る

危
惧
を
抱
か
し
む
る
も
の
あ
り
。
そ
は
比
較
的
文
藝
上
の
識
見
を
有
す
る
筈
な

る
文
部
省
よ
り
一
音
楽
學
校
の
歌
劇
に
中
止
を
命
じ
た
る
こ
と
こ
れ
な
り
。

吾
人
が
耳
に
し
た
る
事
賓
を
述
べ
ん
に
近
時
文
部
省
よ
り
疲
し
た
る
訓
示
に

學
生
は
一
切
男
女
合
併
劇
を
演
す
べ
か
ら
ず
と
の
趣
を
各
學
校
へ
通
逹
す
る
と

倶
に
特
殊
の
性
質
た
る
一音
榮
學
校
へ
も
逹
せ
ら
れ
、
計
豊
既
に
成
り
た
る
オ
ル

フ
ォ
イ
ス
劇
は
此
訓
示
に
抵
調
す
る
も
の

と
し
て
断
然
差
止
を
命
ぜ

ら
れ
た

り
、
同
校
は
勿
論
聞
く
も
の
呆
然
た
り
し
が
ユ
ン
ケ
ル
、
ハ
イ
ド
リ
ヒ
、
フ
レ
ッ

ク
其
他
の
諸
教
師
は
決
然
連
袂
僻
表
を
出
し
た
れ
ば
文
部
省
の
狼
狽

一
方
な
ら

ず
一
時
の
蒲
縫
策
と
し
て
経
費
の
都
合
よ
り
延
期
し
た
る
な
り
と
辮
解
せ
り
。

歌
劇
は
昔
榮
の
藝
術
と
し
て
の
生
命
に
し
て
、
こ
の
演
奏
は
昔
榮
者
の
使
命

な
る

の
み
な
ら
ず
今
や
我
邦
は
具
證
的
文
明
の
域
に
入
ら
ん
と
し
て
歌
劇
畢
行

の
要
求
に
迫
ら
れ
つ
A

あ
る
な
り
。

昔
架
學
校
の
存
在
を
是
認
せ
る
文
部
省
営
局
者
に
向
つ
て
今
更
歌
劇
の
如
何

を
説
明
す
る
要
な
く
唯
吾
人
が
解
繹
に
苦
し
む
所
以
の
も
の
は
数
育
を
司
る
文

部
省
と
犯
罪
を
司
る
警
視
睾
と
何
等
撰
ぶ
所
な
く
。
文
部
営
事
者
が
宛
然
文
藝

上
無
識
見
な
る
警
官
の
態
度
に
出
で
し
は
吾
人
の
痛
歎
に
堪
え
ざ
る
所
な
り
。

・553 第10節 グルック作曲「オルフォイス」の上演



文
部
嘗
局
者
に
し
て
無
學
識
な
り
と
仮
定
す
る
も
彼
の
自
然
祇
の
思
想
と
何

等
相
開
聯
す
る
も
の
あ
る
乎
。
歌
劇
は
極
め
て
ミ
ソ
ロ
ジ
カ
ル
に
し
て
レ
チ
タ

テ
ー
フ
と
云
ひ
バ
レ
ッ
ト
と
云
ひ
凡
て
微
妙
な
る
昔
榮
の
支
配
に
捩
る
も
の
に

て
こ
れ
を
聴
き
視
る
も
の
は
＿
音
楽
と
詩
歌
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
自
己
の
意
識
を
奪

は
れ
て
歌
劇
上
に
顕
は
れ
た
る
高
遠
な
る
榮
趣
に
同
化
す
る
も
の
な
れ
ば
登
場

者
が
男
女
な
る
が
故
に
云
々
は
全
く
歌
劇
を
解
す
る
の
能
力
な
き
卑
近
な
る
性

格
の
者
に
し
て
始
め
て
顎
し
得
ら
る
A

言
葉
な
り
殊
に
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
は
サ
ブ

ラ
イ
ム
の
分
子
に
富
め
る
猥
逸
派
祖
始
の
作
曲
に
て
ギ
リ
シ
ヤ
紳
話
の
侃
善
美

を
盛
し
た
る
構
想
な
れ
ば
高
雅
な
る
は
言
を
侯
た
ず
。
故
に
営
事
者
は
作
品
に

容
吸
す
る
に
あ
ら
ざ
る
も
の
と
信
ず
、
要
は
男
女
登
場
に
あ
れ
ば
作
品
上
に
深

遠
な
る
榮
論
を
戦
は
す
の
必
要
な
し
問
題
は
軽
き
が
如
く
に
し
て
波
及
す
る
所

大
な
り
。
さ
れ
ど
解
決
は
唯
々
た
る
も
の
な
り
。

荀
も
國
庫
を
以
て
＿
音
榮
振
興
の
憲
策
に
典
か
れ
る
営
事
者
に
し
て
常
識
を
有

し
な
ば
自
己
の
見
地
を
顧
み
藝
術
眼
を
以
て
歌
劇
を
観
察
し
な
ば
中
止
命
令
の

如
き
暴
畢
を
な
し
能
は
ざ
る
も
の
な
り
。
而
も
敢
て
命
ず
る
に
於
て
は
営
事
者

が
自
己
の
職
責
を
全
ふ
す
に
恥
か
し
か
ら
ざ
る
學
識
と
頭
脳
を
有
す
る
乎
頗
る

疑
は
し
き
も
の
に
て
頑
晒
な
る
一
輩
の
固
持
す
る
中
止
説
は
隠
然
省
内
に
勢
あ

れ
ば
今
秋
の
拳
行
果
し
て
無
恙
な
る
や
吾
人
憂
惧
な
き
能
は
ざ
る
な
り
。

之
れ
＿
音
榮
の
稜
展
を
阻
止
す
る
も
の
に
し
て
藝
術
に
到
す
る
迫
害
に
あ
ら
ず

し
て
何
ぞ
や

見
よ
！
、
佛
蘭
西
の
。
フ
ラ
イ
ド
と
す
る
所
の
も
の
は
裁
判
所
に
あ
ら
ず
議
事

堂
に
あ
ら
ず
郎
ち
牡
麗
な
る
國
立
グ
ラ
ン
ド
オ
ペ
ラ
に
あ
ら
ず
や
猫
逸
人
の
剛

健
な
る
民
族
性
を
涵
養
せ
し
も
の
、
保
護
奨
勘
に
よ
り
顎
逹
を
極
め
た
る
猫
逸

藝
術
の
致
す
所
多
き
に
あ
ら
ず
や
、

近
く
大
博
覧
會
開
設
を
見
る
に
到
り
我
物
質
的
進
歩
に
比
す
べ
く
も
な
き
榮

界
の
蓼
た
る
は
吾
人
の
一
大
恨
事
と
な
す
所
。
況
ん
や
今
又
歌
劇
中
止
を
聞
く

に
於
て
お
や
。

我
榮
界
の
前
途
愈
々
遠
し
、
健
賓
な
る
覺
悟
な
か
る
べ
か
ら
ず
、
本
問
題
の

成
行
を
顧
慮
す
る
の
餘
り
姦
に
所
感
を
述
べ
て
営
局
者
の
覺
醒
と
榮
家
の
奮
勘

を
促
す
（
六
月
廿
日
）

そ
の
後
東
京
音
楽
学
校
で
オ
ペ
ラ
が
上
演
さ
れ
た
記
録
は
な
い
。
昭
和
三
十
一
年

東
京
芸
術
大
学
音
楽
学
部
オ
ペ
ラ
研
究
部
の
第
一
回
公
演
「
椿
姫
」
は
、
「
オ
ル
フ

ォ
イ
ス
」
以
来
五
十
三
年
ぶ
り
の
オ
ペ
ラ
上
演
で
あ
っ
た
。
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初
期
の
東
京
音
楽
学
校
に
対
す
る
批
評
は
将
来
へ

向
け
て
希
望
に
満
ち
た
東
京
音

楽
学
校
の
活
力
を
称
え
、
そ
れ
を
支
援
す
る
内
容
の
も
の
が
多
い
。
そ
の
後
議
会
で

の
存
廃
論
争
か
ら
東
京
師
範
学
校
附
属
時
代
に
は
、
東
京
音
楽
学
校
を
擁
護
す
る
内

外
の
論
評
が
熱
心
に
発
表
さ
れ
た
（
第
二
章
第
二
節
、
第
三
節
を

参
照
）。
だ
が
明

治
三
十
六
年
の
「
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
」
上
演
以
降
、
主
と
し
て
風
紀
上
の
見
地
か
ら
、

東
京
音
楽
学
校
に
対
し
て
反
省
を
促
す
き
び
し
い
マ
ス
コ
ミ
の
批
判
が
相
次
い
で
現

れ
た
。
官
立
学
校
の
中
で
は
た
だ
―
つ
の
男
女
共
学
学
校
で
あ
り
、
「
音
楽
」
と
い

う
芸
術
学
問
を
通
し
て
、
他
の
官
立
学
校
に
は
見
ら
れ
な
い
自
由
な
雰
囲
気
が
、
噂

の
対
象
と
な
る
温
床
を
作
り
出
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
東
京
芸
術
大
学
百
年

の
歴
史
を
振
り
返

っ
た
と
き
、
そ
れ
ら
の
意
見
は
当
時
の
姿
を
と
ど
め
る
も
の
と
し

て
見
過
す
こ
と
は
で
き
ず
、
あ
え
て
こ
こ
に
す
べ
て
を
掲
載
す
る
こ
と
に
し
た
。

資
料
は
発
表
さ
れ
た
年
代
順
で
あ
る
。
は
じ
め
に
資
料
の
原
出
典
を
『
』
内
で

示
し
、
つ
づ
い
て
資
料
内
容
を
記
述
し
た
。

『
＿
音
榮
雑
誌
』
第
十
七
号
、
明
治
二
十
五
年
二
月

昔
榮
の
普
及

朱
子
的
の
志
想
は
徳
川
幕
府
が
鋭
意
以
て
士
平
民
を
問
は
ず
注
入
せ
し
め
た

る
よ
り
一
般
民
間
僻
地
ま
で
も
及
ぼ
し
た
る
な
り
今
や
我
小
學
教
育
も
理
學
的

進
化
的
に
よ
り
其
心
意
を
開
稜
し
つ
A

あ
る
な
り
是
を
以
て
現
時
多
敷
の
人
智

は
理
學
的
志
想
に
富
む

昔
榮
も
亦
道
徳
赦
育
好
尚
修
練
の
一
部
と
し
て
普
通
學
科
中
に
課
せ
し
め
ら

第
十
一
節

東
京
音
楽
学
校
評

れ
た
り
吾
人
は
嘗
局
者
の
周
密
な
る
に
は
敬
服
措
く
能
は
ず
し
か
の
み
な
ら
ず

文
部
省
が
昔
榮
學
校
を
設
立
し
て
一
音
榮
主
導
者
を
養
成
せ
ら
る
然
れ
共
此
＜
嘗

局
者
の
鋭
意
な
る
熱
心
に
射
し
て
民
間
が
果
し
て
満
足
を
典
へ
た
る
や
否
是
れ

蓋
し
文
部
省
及
昔
榮
學
校
の
誠
意
を
地
方
教
育
家
地
方
常
局
者
及
音
榮
界
の
人

々
が
服
贋
せ
ざ
る
故
に
し
て
昔
榮
に
盛
力
と
熱
心
の
薄
き
に
源
因
せ
る
も
の
な

言
ふ
ま
で
も
な
く
教
育
家
は
地
方
教
育
の
主
宰
者
た
り
さ
れ
ば
地
方
の
學
事

も
道
徳
も
其
盛
衰
に
開
す
る
責
任
は
主
に
教
育
家
に
あ
り
而
し
て
地
方
営
局
者

の
勉
務
と
熱
心
と
は
亦
教
育
の
如
何
に
干
す
是
を
以
て
吾
人
は
今
日
昔
榮
改
良

即
ち
風
俗
の
改
良
及
昔
榮
の
普
及
を
謀
ら
ん
と
せ
ば
地
方
教
育
家
地
方
営
局
者

の
證
力
熱
心
無
く
ん
ば
其
目
的
を
逹
す
る
能
は
ず
し
て
矢
張
り
従
来
の
一
音
榮
た

る
の
み
吾
人
は
他
普
通
學
科
の
み
一
新
上
逹
し
て
獨
り
昔
榮
に
限
り
痰
逹
の
歩

緩
か
な
る
を
か
な
し
む
吾
人
は
府
縣
営
局
者
に
於
て
数
育
家
及
有
志
者
を
奨
勘

し
て
年
々
二

三
名
づ
A

を
撰
び
東
京
昔
榮
學
校
へ
入
學
せ
し
め
一
方
に
は
尋
常

師
範
學
校
中
學
校
高
等
小
學
校
に
て
必
ず
＿
音
榮
學
校
卒
業
生
一
名
づ
A

を
聘
用

ず
る
を
務
め
ら
れ
ん
事
を
切
に
望
む
此
等
の
事
或
は
賓
際
行
ふ
能
は
ざ
る
事
情

あ
る
も
知
る
べ
か
ら
ず
然
れ
共
世
間
の
事
皆
笙
ん
で
得
べ
き
も
の
な
ら
ず
唯
其

精
神
を
以
て
方
向
を
取
り
漸
次
之
に
逹
せ
ん
こ
と
を
務
む
れ
は
其
途
に
近
づ
く

の
時
機
あ
ら
ん
一

言
以
て
世
の
数
育
者
及
―
音
榮
界
に
質
す

『
＿
音
榮
雑
誌
』
第
二
十
五
号
、
明
治
二
十
五
年
十
月

河
野
文
相
の
音
榮
校
参
観

過
日
河
野
文
部
大
臣
に
は
辻
次
官
及
濱
尾
久
保
田
雨
局
長
を
隧
ひ
東
京
昔
榮

學
校
を
参
観
せ
ら
れ
た
る
折
其
校
の
授
業
及
ひ
管
理
上
の
事
に
就
き
種
々
質
問

ら
ん
乎
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等
あ
り
た
る
か
其
要
領
を
聞
き
得
た
れ
ば
左
に

文
相

貴
殿
が
日
本
の
昔
曲
を
聞
て
如
何
な
る
感
相
あ
ら
る
A

や

お
の
／
ヽ
も
ち
ま

へ

ヂ
ッ
ト
リ

ビ

凡

そ

図
に
は
各
特
性
あ
り
て
同
一
な
ら
さ
れ
と
も
日
本
に
て

良
曲
と
謂
ふ

べ
き
も
の
は
吾
等
の
感
情
に
は
愁
哀
に
感
す
る
な
り

文

洋

琴

は

其
元
如
何
な
る
も
の
よ
り
作
れ
る
か

ヂ

遠
く
洋
琴
の
由
来
を
温
ぬ
れ
は
元
と
は
只
た
あ
る
も
の
に
絃
を
張
り
鳥
の

は
弱
に
て
張
せ
し
も
の
な
る
が
漸
次
に
改
良
を
加
へ
て
今
の
形
に
至
り
た
る
は

僅
に
一
百
年
前
頃
な
り

文
本
邦
人
に
適
す
る
簡
便
の
良
い
榮
器
は
何
な
る
や

校

長

榮

器
は
其
敷
最
も
多
き
中
に
も
等
は
邦
人
の
嗜
好
に
も
亦
生
計
の
程
度

に
も
適
嘗
せ
る
も
の
と
考
へ

ら
る
さ
れ
ば
此
等
を
も
少
し
完
備
の
も
の
に
改

さ
ま
人
＼

良
せ
ん
と
種
々
考
案
せ
し
も
其
奥
に
入
れ
ば
入
る
程
ピ

ア
ノ
製
造
の
経
歴
を

復
習
す
る
の
感
を
登
え
た
る
に
よ
り
目
下
中
止
致
し
て
居
り
升

0

0

 

文

今

日
の
唱
歌
中
鼓
磐
杯
の
如
き
は
曲
譜
と
歌
詞
と
何
と
な
く
其
営
を
得
さ

り
し
様
に
聴
し
如
何

長
彼
の
歌
詞
は
歌
曲
に
適
合
せ
ざ
る
も
の
に
し
て
現
に
今
改
作
研
究
中
な
り

さ
う
そ
つ

し
が
忽
卒
の
際
其
儘
に
致
し
て
奏
せ
し
め
し
も
の
な
り

其
他
敷
ケ
條
の
質
問
等
あ
り
敷
時
間
の
演
奏
中
も
能
く
注
意
せ
ら
れ
特
に
唱

歌
中
歌
曲
の
適
不
適
ま
て
深
く
注
意
の
至
ら
れ
し
は
校
員
も
駕
き
入
し
程
に
て

斯
く
大
臣
を
得
し
は
質
に
＿
音
榮
上
に
好
大
臣
を
得
し
と
て
大
に
悦
ひ
居
る
由
因

に
云
ふ
曾
て
聞
く
虞
に
よ
れ
ば
河
野
大
臣
に
は
謡
曲
を
得
意
に
せ
ら
れ
昔
磐
至

極
美
昔
な
り
と
、

外
國
赦
師
本
邦
榮
を
取
調
ぶ

に

ほ

ん

東
京
＿
音
楽
學
校
御
雇
赦
師
ヂ
ツ
ト
リ
ビ
氏
は
本
邦
に
あ
り
て
欧
州
學
を
教
授

せ
ら
る
敷
年
其
間
本
邦
＿
音
楽
を
取
調
べ
ら
れ
等
曲
集
古
今
雑
曲
集
等
を
参
考
と

し
て
撰
定
せ
ら
れ
た
る
も
の

凡
二
百
五
十
餘
曲
に
及
び
最
早
や
種
曲
を
暗
ん
じ

な
ど

敷
へ
歌
五
つ
通
り
あ
る
も
の
A

差
違
及
春
雨
曲
の
種
々
異
点
を
口
笛
杯
に
て
類

さ

す

が

別
す
る
等
は
流
石
に
専
門
家
丈
け
あ
り
て
其
熱
心
も
亦
感
す
べ
き
事
な
り

『
時
事
新
報
』
明
治
三
十
一
年
四
月
六
日

昔
榮
學
校
に
就
い
て
昔
榮
學
校
は
高
等
師
範
學
校
に
附
圏
し
、
去
る
明
治

二
十
六
年
に
至
り
大
い
に
こ
れ
を
縮
小
し
て
以
来
、
外
國
数
師
を
解
雇
し、

目

下
本
邦
人
の
み
に
て
赦
授
し
つ
つ

あ
る
も
、
外
國
音
榮
の
粋
を
極
め
ん
に
は
、

是
非
共
斯
道
に
堪
能
な
る
外
國
人
を
雇
聘
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
今
回
同
校
赦
授

上
原
六
四
郎
氏
主
事
を
免
ぜ
ら
れ
、
矢
田
部
良
吉
氏
こ
れ
に
代
わ
り
た
る
を
見

て
、
同
校
の
前
途
を
云
々
す
る
も
の
あ
れ
ど
も
、
何
人
の
其
局
に
営
る
に
も
せ

よ
、
同
校
を
獨
立
せ
し
め
、
大
い
に
規
模
を
摘
張
し
、
少
な
く
も
三
名
の
外
國

数
師
を
雇
い
入
れ
ず
ん
ば
、
到
底
そ
の
刷
新
を
見
る
を
得
ざ
る
べ

し
と
云゚

『
女
學
雑
誌
』
第
四

二
四
号
、
明
治
二
十
九
年
七
月

昔
榮
趣
味
の
教
育
を
論
じ
て
＿
音
榮
學
校
に
及
ぶ

鴎

村

さ

き

き

ん

り

う

さ

ん

ば

ん

り

よ

く

い

ん

羅
に
幸
田
延
子
女
史
欧
洲
よ
り
蹄
朝
し
、
金
龍
山
畔
緑
陰
な
ほ
淡
き
虞
に

一

度
び
わ
が
多
年
海
外
脩
養
の
妙
腕
を
振
ひ
妙
＿
音
を
繰
り
し
以
来
、
＿
音
榮
の
事
漸

く
世
上
の
注
意
を
惹
き
た
る
が
如
く
に
見
え
、
昔
榮
學
校
は
ま

た
女
史
を
得

て、

や
A

に
活
氣
を
持
ち
上
げ
た
る
が
如
く
に
、
該
校
内
に
同
盤
會
の
組
織
せ

ら
れ
た
る
も
、
其
一
現
象
た
ら
ん
。
此
時
に
営
り
吾
人
は
、
更
に
國
民
数
育
に

生
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於
け
る
＿
音
榮
の

必
要
を
思
ひ
、
従
っ
て
之
に
到
す
る
＿
音
榮
學
校
の
責
任
に
大
な

る
嘱
望
を
置
け
り
。

晋
榮
を
以
て
鼠
に
遊
戯
の
業
と
な
す
は
、
我
國
人
博
来
の
誤
想
に
し
て
、
外

邦
人
の
之
に
重
き
を
置
く

こ
と
の
甚
だ
し
き
、
賓
に
敬
服
に
堪
へ

ざ
る
も
の
あ

る
な
り
。
ル
ー
テ
ル
以
来
獨
乙
に
一
の
諺
あ
り
、
日
<
-音
榮
な
き
所
に
は
怒
魔

0

0

 

あ
り
と
、
獨
乙
は
武
勇
を
尊
ぶ
の
國
た
る
と
共
に
哲
理
の
研
究
を
喜
び
、
而
も

ま
た
一音楽
を
以
て
、
他
邦
に
秀
で
、
ベ
ト
ー
フ
エ
ン
、
モ
ツ
ア
ル
ト
、
メ
ン
デ

ル
ゾ
ー
ン
、
ワ
グ
ネ
ル
以
下
世
界
名
唇
の
大
＿
音
榮
家
の
多
敷
か
、
其
籍
を
猿
乙

國
民
中
に
列
す
る
と
、
宜
に
彼
國
の
誇
り
な
り
。
英
と
い
ひ
米
と
い
ひ
佛
と
い

ひ
又
露
と
い
ひ
之
を
敬
重
す
る
こ
と
敢
て
彼
に
譲
ら
ず
。
彼
國
の
士
人
淑
女
に

し
て
＿
音
楽
の
興
味
を
喜
ぶ
こ
と
を
知
ら
ざ
る
は
な
く
、
其
数
會

と
其
學
校
と

は
、
常
に
一音
榮
を
伴
ひ
て
、
人
民
を
感
化
し
教
育
す
る
も
の
を
、
彼
等
に
よ
り

て
昔
榮
の
悦
喜
推
重
せ
ら
れ
ず
し
て
や
む
べ
け
ん
や
。
而
し
て
我
邦
人
が
、
西

洋
昔
榮
を
受
け
入
れ
て
之
が
趣
味
を
解
す
る
に
至
り
、
併
て
在
来
の
＿
音
榮
を
も

尊
ぶ
に
至
り
た
る
は
、
質
に
米
國
宣
教
師
の
功
に
蹄
す
べ
く
し
て
、
彼
等
は
基

ス
ト督

教
の
博
道
と
共
に
、
西
洋
昔
榮
を
輸
入
し
、
邦
人
を
し
て
＿
音
楽
の
重
ん
ず
べ

く、

喜
ふ

へ
き
を
数

へ
た
る
な
り
。

由
来
米
國
人
の
如
き
は
、
＿
音
榮
の
趣
味
を
解
せ
ざ
る
を
以
て
、
人
の
恥
ち
ら

う
べ

ふ
べ
き
の
事
と
思
へ
り
。
宜
な
る
か
な
彼
等
が
我
邦
に
来
り
て
、
宗
教
及
び
赦

育
に
従
事
す
る
に
常
り
、
其
最
初
よ
り
し
て
、

＿
音
榮
の
奨
勘
に
勉
め
た
る
こ
と

え
い
せ
い
が
く
せ
ん

や
。
彼
等
は
先
づ
温
西
榮
仙
の
餘
韻
を
数
會
の
講
壇
に
害
か

せ
て
、
次
き
に
は

之
を
彼
等
の
設
立
し
た
る
男
女
學
校
の
教
室
に
響
か
せ
た
り
。
邦
人
の
未
だ
西

〔
マ
マ〕

榮
に
劉
し
殆
ど
一
の
趣
味
を
も
有
せ
ず
、
文
部
省
が
伊
澤
脩
二
、
瓜
生
繁
子
等

に
よ
り
て
昔
榮
取
調
所
を
組
織
す
る
の
前
、
明
治
五
六
年
の
交
に
於
て
、
京
濱

阪
誹
の
間
に
創
立
せ
ら
れ
た
る
敷
多
の
宣
教
師
女
學
校
は
、
質
に
。
ヒ
ア
ノ
、
オ

ル
ガ
ン
の
昔
榮
を
以
て
、
學
科
の
重
き
に
置
き
、
数
師
等
皆
自
ら
率
先
し
て
、

こ
の

生
徒
が
昔
榮
趣
味
の
養
成
に
意
を
用
ゐ
、
斯
技
の
振
興
を
奨
勘
し
た
り
き
。
彼

等
は
ま
た
其
男
子
學
校
に
も
之
を
輸
入
す
る
こ
と
に
後
れ
ざ
り
し
な
り
。
故
に

我
國
に
於
て
＿
音
榮
が
尤
も
早
く
味
は
れ
、
尤
も
早
く
稜
逹
せ
し
虞
は
、
基
督
赦

會
に
聯
蜀
せ
る
匿
域
内
に
て
あ
り
け
り
。
加
之
今
日
に
て
も
、
吾
人
は
堂
々

た
る
日
本
唯
一
の
＿
音
榮
學
校
の
昔
榮
が
、
基
督
敦
々
育
に
廓
す
る
昔
榮
に
封
し

す
こ
し

て
、
果
し
て
嘔
の
遜
色
た
も
な
き
こ
と
を
得
る
や
否
や
疑
ひ
な
き
こ
と
能
は

ず
。
地
方
の
昔
榮
に
至
り
て
は
、
小
學
校
若
く
は
高
等
女
學
校
の
未
熟
な
る
風

琴
の
弾
奏
、
不
調
子
の
唱
歌
は
斯
道
の
教
育
に
於
て
極
め
て
少
量
の
効
能
を
有

せ
る
の
み
に
し
て
、
其
全
樅
は
賓
に
此
慮
彼
慮
に
存
在
せ
る
宣
赦
師
女
學
校
の

掌
握
す
る
所
と
な
り
て
、
多
少
の
勢
力
を
及
ぼ
し
つ
A

あ
る
な
り
。

然
れ
ど
も
尤
も
早
く
進
歩
し
た
る
基
督
赦
會
聯
閣
の
昔
榮
と
雖
も
、
之
よ
り

外
人
の
分
子
を
取
り
除
か
ば
、
な
ほ
甚
だ
幼
稚
な
る
も
の
の
其
跡
に
残
さ
る
べ

く
、
而
し
て
日
本
榮
道
の
中
心
た
る
一
音
榮
學
校
の
如
き
も
、
榮
界
に
於
け
る
勢

カ
の
極
め
て
乏
し
き
も
の
た
り
。
故
に
概
す
る
に
、
今
日
榮
道
の
進
歩
は
頗
る

幼
稚
初
階
の
も
の
に
し
て
、
事
賓
上
、
邦
人
榮
士
の
作
に
成
れ
る
新
曲
な
き
に

非
ら
ざ
れ
ど
も
、
雖
純
な
る
軍
歌
進
行
曲
調
位
に
過
き
ず
し
て
、
そ
れ
と
て
も

必
ず
や
在
来
の
曲
節
に
幾
許
の
手
加
減
を
加
へ
た
る
迄
に
と
ゞ
ま
ら
ん
な
り。

ま
た
唱
和
せ
ら
る

べ
き
邦
語
の
唱
歌
に
乏
し
き
所
以
、
蓋
し

一
は
詩
作
界
の
不

た
と
ひ

い
う
ひ

ん

振
な
る
状
態
に
在
る
が
為
め
な
り
と
雖
も
、
瑕
令
新
作
詩
歌
の
尤
品
の
、
以
て

歌
唱
す
る
に
堪
へ
た
る
も
の
あ
ら
ん
に
も
、
今
日
の
如
く
榮
師
曲
譜
家
に
其
人

な
き
に
於
て
は
、
未
だ
以
て
或
は
優
美
に
、
或
は
牡
烈
な
る
唱
歌
謡
の
あ
る
べ

チ
ン

き
を
笙
む
べ
か
ら
ず
。
而
も
ま
た
今
日
の
唱
歌
作
が
、
鳥
居
枕
氏
一
振
の
人
に
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よ
り
て
左
右
せ
ら
れ

つ
A

あ
る
に
於
て
を
や
。
「
君
が
代
」
が
、
日
本
帝
國
の

國
歌
と
し
て
満
足
せ
ら
れ
、
外
山
調
の
新
騰
詩
が
、
韻
調
無
味
な
る
曲
譜

を
取
り
、
軍
和
と
し
て
唱
歌
せ
ら
れ
て
悦
ば
る
A

時
代
の
図
民
は
、
末
だ
以
て

昔
榮
の
趣
味
を
蓄
へ
た
る
も
の
と
稲
す
べ
き
に
非
ず
。

以
上
＿
音
榮
と
凡
稲
す
る
も
の
、
賓
は
西
榮
を
意
味
し
て
、
こ
は
輸
入
後
日
猶

淡
け
れ
ば
、
其
稜
逹
進
歩
の
度
に
向
つ
て
多
き
を
望
む
べ
き
に
非
ら
ざ
る
に
於

て
、
醐
て
日
本
在
来
の
＿
音
榮
の
状
態
を
顧
み
れ
ば
、
其
衰
微
の
久
し
き
に
亘
り

て
、
今
な
ほ
雖
に
奮
套
を
墨
守
す
る
に
止
り
、
西
榮
輸
入
後
彼
に
伴
つ
て
、
聯

か
振
起
し
、
世
並
み
に
、
＿
音
榮
會
な
ど
へ
も
屡
ば
顔
出
し
す
る
や
う
に
な
り
た

る
も
の
A
‘

此
榮
た
る
既
に
其
逹
し
得
べ
き
極
貼
に
あ
り
て
、
な
ほ
榮
と
し
て

は
頗
る
幼
稚
の
敬
逹
を
遂
げ
た
る
の
み
。
故
に
将
来
我
邦
の
楽
道
と
し
て
、
稜

逹
せ
し
む
べ
き
も
の
は
、
榮
器
、
節
奏
、
音
階
、
曲
調
、
稜
想
に
於
て
、
尤
も
完

全
な
る
顎
逹
を
な
し
た
る
西
榮
た
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
西
榮
は
即
ち
日
本
榮
道

の
主
櫂
者
た
る
べ
き
も
の
に
し
て
、國
民
は
既
に
西
洋
榮
器
を
候
り
て
以
て
、其

情
感
藻
思
を
遺
憾
な
く
弾
奏
せ
ん
こ
と
に
志
せ
る
な
り
。
而
も
國
民
教
育
の
具

と
し
て
の
一
音
榮
は
、
必
ず
や
こ
の
完
全
に

し
て
、
尤
も
多
く
の
趣
味
を
備
へ
た

る
西
榮
に
依
頼
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
西
榮
東
榮
、
此
二
者
員
債
の
優
劣
は
兎
に

角
に
、
吾
人
は
幼
稚
な
る
在
来
の
一
音
榮
を
以
て
、
数
育
上
子
弟
の
音
榮
趣
味
を

せ
ふ
け
い

開
焚
し
得
べ
き
の
捷
径
を
有
す
る
も
の
な
り
と
信
ず
る

こ
と
能
は
ず
。

普
通
敦

育
上
昔
榮
の
要
は
、
其
趣
味
を
開
稜
す
る
こ
と
に
在
り
て
先
づ
藝
の
熟
逹
を
思

ふ
も
の
に
非
ら
ず
。

而
し
て
＿
音
榮
趣
味
の
開
稜
は
必
ず
や
、
西
榮
に
侯
た
ざ
る

べ
か
ら
ざ
る

こ
と
は
、
世
の
教
育
家
、
既
に
幾
許
の
経
験
を
得
た
る
な
ら
ん
敗
。

昔
榮
の
趣
味
の
開
稜
は
、
数
育
上
甚
だ
緊
要
な
る
條
件
な
り
。
櫻
痴
居
士
が

今
の
學
者
の
宗
数
心
と
歴
史
の
智
識
と
に
加
へ
て
、
＿音
楽
の
趣
味
に
貧
し
き

は
、
彼
等
を
し
て
物
質
、
賓
利
に
の
み
馳
せ
し
む
る
の
所
以
な
り
と
い
へ
る
、

こ
と言

頗
る
事
の
要
領
を
得
、
殊
に
一
音
榮
趣
味
の
鋏
之
を
畢
ぐ
る
は
、
尤
も
穿
て
る

の
語
と
い
ふ
べ
し
。
＿
音
榮
は
天
地
に
み
て
る
諧
昔
、
調
昔
の
誹
秘
が
、
匪
板
、

く

わ

ん

こ

う

す

ゐ

だ

ん

い

た

絃
線
、
管
口
に
躙
れ
て
吹
弾
し
出
さ
る
A

の
墜
な
り
。
此
盤
の
趣
味
を
解
し
、

快
感
を
覺
ゆ
る
も
の
の
平
和
の
調
に
は
紳
清
み
、
骰
腔
な
る
を
感
じ
、
悲
哀
の

調
に
は
滑
然
と
し
て
紅
涙
の
下
る
を
覺
え
ず
、
牡
烈
の
調
に
は
心
跳
り
肱
張
る

を
見
る
の
み
な
ら
ず
、
而
も
妙
へ
な
る
昔
榮
の
盤
に
は
、
野
の
馬
も
株
飼
ふ
を

う
を

や
め
、
淵
の
魚
も
浮
び
出
づ
る
た
め
し
も
稀
れ
な
ら
ず
と
か
や
。
榮
の
力
た
る

か
う
れ
う

天
に
在
り
て
は
鬼
紳
を
動
か
し
、
地
に
在
り
て
は
蚊
龍
を
舞
は
し
め
、
人
に
在

り
て
は
男
女
の
良
心
を
薫
和
し
、
其
美
想
を
啓
稜
す
る
も
の
た
り
、
斯
榮
は
正

て
い
え
い

榮
を
い
ふ
。
郡
衛
の
楽
、
其
正
し
か
ら
ざ
る
も
の
に
至
り
て
は
、
彼
と
相
反
し

て
、
是
亦
畏
る
べ
き
の
害
毒
を
及
ぼ
す
べ
し
、
謹
ま
ず
ん
ば
あ
る
べ
か
ら
ず
。

此
故
に
先
王
は
い

た
＜
邪
榮
を
排
す
る
こ
と
あ
り
て
、
而
し
て
正
榮
を
以
て
士

人
を
数
ふ
る
を
證
の
次
ぎ
に
在
り
て
、
今
人
も
ま
た
之
を
以
て
数
育
の
要
素
と

な
す
、
夫
れ
人
、
美
観
の
思
想
な
き
は
い
ふ
に
足
ら
ず
、
美
育
於
此
乎
其
要
あ

わ

い

ん

め

う

せ

い

り
。
然
る
に
一
音
榮
は
、
諧
調
和
音
の
妙
磐
に
よ
り
て
表
は
る
A

の
美
術
に

て
あ

る
丈
け
に
、
他
の
美
術
に
優
さ
り
て
、
其
感
化
の
境
域
と
勢
力
と
に
尤
も
廣
大

に
、
其
幽
趣
妙
致
の
尤
も
解
せ
ら
れ
易
き
が
為
に
、
＿
音
榮
は
人
心
を
薫
和
す
る

の
効
に
於
て
、
他
美
術
の
企
て
及
ば
ざ
る
虞
あ
り
。
美
育
の
之
を
以
て
尤
も
重

ぇ
ぅ要

な
る
も
の
と
な
す
所
以
質
に
姦
に
在
り
。

昔
榮
の
趣
味
が
数
育
上
薫
化
の
効
力
は
賓
に
驚
べ
き
も
の
あ
る
な
り
。
イ

ハ

ー

プ

ス
ラ
ヱ
ル
の
歌
仙
ダ
ビ
テ
王
が
、
其
な
ほ
牧
羊
の
兒
た
り
し
時
、
立
琴
を
弾
じ

お
ひ
し
り
ぞ

て
、
時
の
王
サ
ウ
ル
が
頑
迷
な
る
露
魂
よ
り
し
て
、

悪
鬼
を
追
避
け
た
り
し
、

そ

の

い

に

し

へ

こ

の

み

ち

其
古
の
不
思
議
は
、
今
な
ほ
斯
道
に
よ
り
て
演
ら
れ
つ
A

あ
る
な
り
、
猫
乙
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ま
た
は
米
図
に
て
於
て
は
不
良
少
年
を
感
化
数
育
し
て
、
彼
等
少
年
の
温
和
従

順
の
徳
性
を
養
成
せ
ん
と
す
る
に
、
＿
音
榮
を
以
て
尤
も
大
な
る
効
力
を
奏
し
得

か
く
の
ご
と

べ
き
も
の
な
り
と
認
め
ら
れ
た
り
と
い
ふ
。
如
斯
き
効
化
を
有
す
る
も
の
な
る

し
ん
さ

に
於
て
＿
音
榮
趣
味
の
養
成
の
教
育
上
振
作
せ
し
め
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
の
理
ま
す

わ
が
は
う

く

明
か
な
り
。
然
る
に
我
邦
昔
榮
趣
味
教
育
の
進
歩
は
賞
に
緩
慢
驚
く
べ
き

い
か
ば
か
り

も
の
に
し
て
、
小
學
教
育
よ
り
中
學
教
育
に
及
ん
で
、
國
民
は
那
計
の
一
音
榮
趣

味
を
以
て
教
育
せ
ら
れ
つ
A

あ
る
や
、之
を
量
れ
ば
、其
極
め
て
微
小
な
る
に
痛

さ
か

嘆
せ
ず
ん
ば
あ
ら
ず
。
さ
ら
ば
今
國
民
教
育
の
昔
榮
趣
味
開
痰
を
昌
ん
に
し
、

之
を
進
歩
せ
し
め
ん
と
な
ら
ば
、
現
今
の
小
學
校
の
＿
音
果
を
し
て
、
な
ほ
敷
層

の
重
き
を
有
せ
し
め
、
ま
た
尋
常
中
學
に
昔
榮
の
科
を
設
け
、
雨
者
共
に
精
良

た
い
く

な
る
榮
器
を
備
へ
、
堪
能
の
榮
士
を
聘
し
て
教
授
の
任
に
嘗
ら
し
め
、
其
餞
育

に
注
意
す
る
が
如
に
、
之
に
注
意
し
、
之
を
奨
動
す
べ
し
。
ま
た
高
等
學
校
、

各
種
専
門
學
校
、
帝
國
大
學
等
に
於
て
も
同
様
―
音
榮
趣
味
の
養
成
に
怠
ら
ざ
ら

ん
こ
と
を
要
す
。
如
斯
く
に
昔
榮
を
振
作
奨
勘
す
る
の
結
果
は
、
数
育
上
必
ず

や
喜
ふ
べ
き
の
も
の
あ
ら
ん
。
吾
人
は
是
あ
る
べ
き
を
信
じ
て
疑
は
ざ
る
も
の

た

だ

し

も

な
り
。
習
に
今
の
學
者
の
み
な
ら
ず
、
其
學
者
の
前
生
た
る
下
は
小
學
生
よ
り
、

か
み上

は
大
學
生
に
及
ん
で
、
我
邦
男
子
の
學
生
の
状
態
を
見
る
に
兎
角
に
鄭
野
粗

暴
に
流
れ
て
、
寛
大
優
長
の
風
に
乏
し
く
、
賓
利
的
物
質
的
に
奔
り
て
、
精
紳

的
露
性
的
に
鋏
た
る
の
弊
あ
る
は
、
一

に
は
宗
教
的
の
数
育
を
受
け
ざ
る
が
為

め
な
り
と
雖
も
、
ま
た
以
て
美
育
に
鉄
乏
せ
る
為
な
ら
ず
ん
ば
あ
ら
ず
。
今
こ

の
弊
を
救
ふ
に
、
＿
音
榮
趣
味
の
数
育
を
以
て
せ
ん
に
は
、
奏
功
必
ず
や
著
し
き

も
の
あ
ら
ん
。
戦
後
数
育
の
尚
武
的
な
る
に
偏
向
す
る
こ
と
、
た
ゞ
其
儘
に
し

て
進
歩
せ
ん
に
は
、
學
生
を
し
て
、
必
ず
や
盆
々
鄭
野
粗
暴
な
る
に
馳
せ
し
め

ほ

か

く

わ

ん

よ

う

ん
と
す
。
子
弟
の
教
育
、
要
す
る
に
外
よ
く
勇
剛
に
、
内
よ
く
寛
裕
な
ら
ん
こ

な
ら

と
を
期
し
、
外
邦
所
謂
紳
士
の
品
格
に
傲
ひ
、
我
邦
古
に
在
り
て
士
人
を
赦

育
し
た
る
の
道
に
範
る
べ
し
。
兵
馬
控
惚
の
陣
中
に
懐
を
詩
歌
に
や
り
、
情
を

吹
笛
に
寄
す
る
古
英
雄
の
證
度
は
、
以
て
國
民
赦
育
の
摸
範
た
ら
し
む
べ
き
所

な
り
。
故
に
美
育
の
主
た
る
音
楽
の
教
育
は
、
尚
武
的
な
る
今
後
の
教
育
に
於

て
、
殊
更
に
必
要
あ
り
と
す
。
且
又
昔
榮
が
其
牡
烈
悲
牡
な
る
痰
想
を
な
し
て

は
、
國
民
が
武
勇
の
精
紳
を
奮
興
せ
し
む
る
に
於
て
、
著
大
の
効
力
あ
ら
ん。

吾
人
は
彼
猫
乙
國
民
が
、
武
勇
を
以
て
他
邦
に
秀
づ
る
と
共
に
、
＿
音
榮
を
以
て

が
う
じ
う

世
界
の
雄
た
る
こ
と
を
羨
茎
す
。
彼
二
者
は
賓
に
剛
柔
相
托
し
て
、
其
國
民
が

精
神
の
雄
大
な
る
を
致
し
た
る
こ
と
必
す
や
多
き
に
居
ら
ん
。
さ
れ
ば
猫
乙
聯

邦
の
大
功
業
の
、
素
よ
り
、
モ
ル
ト
ケ
、
ビ
ス
マ
ル
ク
の
鐵
血
政
略
の
結
び
し

み果
な
り
と
は
い
へ

、
其
一
半
は
賓
に
ア
ル
ン
ト
が

W
a
s
ist 
d
a
s
 
D
e
u
tsc
h
e
n
 

ぁ

V
a
te
r
l
a
n
d
?

の
國
民
歌
曲
に
錦
せ
ざ
る
を
得
ず
と
稲
す
る
も
の
、
登
に
偶
然

な
り
と
せ
ん
や
。

國
民
の
＿
音
榮
趣
味
に
要
す
る
所
多
き
は
、
其
赦
育
に
よ
り
て
供
給
せ
ら
る
べ

き
は
言
ふ
を
待
た
ず
。
今
夫
れ
厭
米
各
國
に
於
て
は
、
数
會
の
一
音
楽
な
る
も
の

わ
が
く

に

A

、
國
民
か
＿
音
榮
趣
味
の
開
顎
に
補
ふ
所
甚
だ
多
し
と
雖
も
、
我
邦
に
在
り
て

か
く
の
ご
と

は
、
末
た
如
斯
き
を
望
む
を
得
ず
し
て
、
主
と
し
て
之
を
各
種
學
校
の
＿
音
榮
に

こ
う
さ

侯
つ
べ
き
な
り
。
各
種
學
校
の
昔
榮
を
披
張
興
作
す
べ
き
方
案
は
前
に
述
べ
た

る
が
如
く
に
し
て
、
而
し

て
こ
の
撰
張
の
原
動
力
を
支
給
す
べ
き
も
の
、
素
よ

り
其
幾
分
を
宣
赦
師
派
男
女
學
校
に
仰
ぐ
こ
と
あ
る
べ
し
、
然
り
と
雖
も
我
邦

う
ち
し
ん

昔
榮
赦
育
の
中
心
た
る
＿
音
榮
學
校
は
、
其
尤
も
多
く
の
部
分
を
供
給
す
べ
き
責

任
あ
る
も
の
に
し
て
、
盛
ん
に
堪
能
の
榮
師
を
養
成
し
て
、
彼
等
を
し
て
國
民

の
数
育
に
従
事
せ
し
む
べ
き
な
り
。
然
る
に
該
校
の
進
歩
な
ほ
幼
稚
な
る
に
加

ド

イ

ツ

ふ
る
に
萎
靡
振
は
ず
、
曾
て
猫
逸
の
骸
面
を
持
し
た
り
し
も
、
今
日
に
て
は
僅
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に
高
等
師
範
學
校
に
隷
蜀
し
て
其
形
ち
を
存
す
る
の
観
あ
る
に
過
ぎ
ず
。
嘗
路

者
も
亦
之
に
多
く
の
注
意
を
彿
は
ざ
る
も
の
A

如
し
。
其
榮
堂
に
一
豪
の
パ

イ

。フ
、
オ
ル
ガ
ン
の
備
へ
だ
に
な
き
こ
と
、

其
骰
面
に
於
て
損
ず
る
こ
と
な
き
に

非
ざ
る
も
、
こ
れ
な
ほ
可
な
り
。
其
教
授
の
任
に
あ
る
も
の
、
今
や
一
人
の
幸

田
女
史
を
獲
て
、
や
A

志
を
堅
う
す
る
に
足
れ
り
と
雖
も
、
女
史
以
外
未
だ
名

手
其
人
あ
り
と
も
聞
か
ず
。
榮
界
に
於
て
、
該
校
の
多
く
推
重
を
加
へ
ざ
る
も

か
く
の
ご
と

亦
止
む
を
得
ざ
る
な
り
。

如
斯
き
は
吾
人
が
我
邦
榮
道
の
為
に
悲

む
所
に
し

て
、
ま
た
國
民
―
音
楽
教
育
の
上
に
曙
羞
す
る
所
多
き
よ
り
し
て
、
其
勢
力
の
徹

々
た
る
を
嘆
ぜ
ざ
る
を
得
ず
。
＿
音
榮
學
校
は
賓
に
其
責
任
の
為
に
摘
張
進
歩
せ

ら
る
べ
く
、
吾
人
は
、
ま
た
営
路
の
数
育
家
が
此
校
に
多
く
の
注
意
を
加
へ
ん

こ
と
を
希
は
ざ
る
を
得
ざ
る
な
り
。

『
教
育
時
論
』
第
四

―一

号
、
明
治
二
十
九
年
九
月
十
五
日

東
京
美
術
學
校
と
＿
音
榮
學
校

我
國
は
美
術
國
と
稲
せ
ら
れ
、
自
ら
も
美
術
を
以
て
任
ず
る
割
合
に
、
主
と

し
て
此
方
面
の
数
育
を
掌
る
學
校
が
、
唯
僅
に
東
京
美
術
學
校
と
、
高
等
師
範

學
校
附
勝
＿
音
榮
學
校
と
の
み
に
限
れ
る
は
、
頗
る
怪
む
べ
き
、
現
象
と
言
は
ざ

る
べ
か
ら
ず
。

美
術
國
と

い
ふ
名
稲
は
、

賓
は
今
代
の
美
術
が
博
う
し
得
た
る

磐
署
に
あ
ら
ず
、
吾
等
先
代
の
美
術
家
が
苦
心
綬
螢
の
結
果
、
適
今
日
に
輝
き

出
で
た
る
に
外
な
ら
ず
。
然
る
に
今
此
先
人
の
磐
養
を
墜
さ
ず
、
以
て
美
術
國

た
る
の
面
目
を
全
う
せ
ん
に
、
唯
此
二
校
を
以
て
せ
ん
と
す
る
は
、
少
し
大
腑

に
過
ぐ
る
嫌
な
き
か
。
試
に
邦
人
に
幾
何
の
美
術
的
素
養
あ
る
か
を
問

へ
、
耳

の
修
練
は
如
何
、
賂
た
又
手
の
修
練
は
如
何
゜
斯
＜
詮
索
し
末
れ
ば
、
美
術
國

の
人
民
、
案
外
美
術
的
修
練
に
乏
し
き
を
焚
見
す
べ
し
。
此
案
外
に
美
術
思
想

一
般
に
美
術
的
素
養
を
得
し
め
ん
と
す
る
に
、
唯
此

二
校
を
以
て
せ
ん
と
す
る
は
、
山
を
築
く
に
僅
に

一
簑
の
土
を
以
て
す
る
談
な

き
か
。
吾
等
は
強
ち
美
術
學
校
の
多
く
設
立
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
望
む
者
に
あ
ら

ざ
れ
ど
少
く
と
も
現
在
せ
る
學
校
丈
は
、
今
少
し
く
之
が
披
張
を
企
圏
さ
れ
ん

こ
と
を
望
む
者
な
り
。
今
の
東
京
美
術
學
校
に
は
現
代
有
名
の
美
術
家
は
大
抵

網
羅
し
、
殊
に
本
年
九
月
よ
り
は
、
西
洋
美
術
を
も
加
へ
て
研
鑽
の
一
助
に
供

せ
ん
と
し
、
而
し
て
＿
音
榮
學
校
、
又
幸
田
延
子
女
史
の
新
に
蹄
朝
せ
る
あ
り

て、

着
々
改
良
を
計
る
所
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
規
模
小
な
る
が
為
め
に
、
其
多

般
の
目
的
に
應
ず
る
能
は
ざ
る
憾
あ
る
を
如
何
せ
ん
や
。
見
よ
、
世
人
は
、
此

雨
校
に
向
ひ
て
、
大
昔
榮
家
、
大
技
術
家
の
出
づ
る
を
望
む
の
み
な
ら
ず
、
又

普
通
教
育
上
、
美
育
に
従
事
せ
る
数
育
家
の
出
で
ん
こ
と
を
要
求
し
、
殊
に

又、

図
榮
の
制
定
、
新
技
術
の
創
作
を
も
希
望
す
る
に
あ
ら
ず
や
。
吾
等
は
其

笙
む
所
の
大
に
し
て
、
給
す
る
所
の
小
な
る
を
憾
む
。

『
女
學
雑
誌
』
四
八
五
号
、
明
治
三
十
二
年
四
月

瀧
廉
太
郎
氏
と
橘
絲
重
女
史

瀧
廉
太
郎
氏
の
、
ピ

ヤ
ノ
に
於
て
、
将
来
墓
多
き
好
青
年
た
る
を
宣
揚
せ
し

は
、
我
僚
の
世
人
に
先
ん
で
A

、
な
せ
し
と
こ
ろ
な
り
。
今
や
、
文
部
省
が
ピ

ヤ
ノ
専
修
の
た
め
海
外
留
學
生
を
派
遣
せ
ん
と
し
て
、
廉
太
郎
氏
の
其
撰
に
営

る
べ
き
由
を
耳
に
し
、

雀
躍
禁
じ
難
し
と
雖
ど
も
、
又
一
方
に
は
橘
絲
重
子
を

押
す
も
の
あ
る
を
聞
き
、
稽
々
憂
へ
ざ
る
を
得
ず
。
女
性
な
る
も
の
の
凡
て
學

蓼
の
極
致
に
逹
し
難
き
は

い
ふ
ま
で
も
な
く
、
殊
に
音
榮
の
如
き
に
あ
り
て
、

そ
の
顎
動
に
生
氣
を
欠
く
は
、
尤
も
明
な
る
事
賞
に
し
て
、
僻
む
べ
か
ら
ず
。

そ
の
一
た
ひ
婚
儀
を
整
ふ
る
や
、
到
底
藝
術
の
化
身
を
以
て
之
に
望
む
べ
か
ら

に
乏
し
き
人
民
を
し
て
、
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ず
。
さ
れ
ば
と
て
、
政
府
は
曾
て
留
學
生
な
り
し
の
故
を
以
て
そ
の
懇
愛
と
其

婚
儀
と
を
禁
制
す
る

の
灌
能
な
し
。
然
る
に
、
か
の
大
幸
田
子
が
、
女
性
に
し

て
し
か
も
よ
く
成
効
し
よ
く
生
氣
あ
る
所
以
の
も
の
は
、
そ
の
超
凡
に
し
て
幸

さ
な
が
ら

田

一
族
の
血
を
う
け
、
女
人
な
が
ら
も
宛
然
男
子
を
凌
ぎ
、
一

種
特
得
の

一
と

癖
あ
り
て
、
子
が
自
ら
敷
々

口
に
す
る
如
く

『
押
し
の
強
き
』
故
な
り
。
さ
れ

ど
、
こ
は
到
底
織
妍
た
る
橘
子
に
望
む
べ
か
ら
ず
。
加
ふ
る
に
其
健
康
ま
た
甚

だ
豊
か
な
り
と
も
見
え
ず
。
其
伎
個
の
如
き
は
、
暫
く
證
を
重
じ
て
言
は
ず
と

す
る
も
、
営
局
者
若
し
員
の
眼
識
智
慮
あ
ら
ば
、
須
＜
瀧
廉
太
郎
氏
を
遣
る
べ

し
。
氏
は
三
昧
に
入
り
得
る
の
質
あ
る
人
な
り
。

『
帝
図
文
學
』
第
五
巻
七
号
、
明
治
三
十
二
年
七
月

明
治
三
十
二
年
の
音
楽
界
に
対
す
る
批
評
文
で
あ
る
が
、
東
京
音
楽
学
校
を
主
に

行
っ
て
い
る
。

昔
榮
界

七
月
の
初
め
に
あ
る
へ
き
昔
榮
學
校
卒
業
式
を
終
ら
ば
、
又
秋
風
の
立
ち
そ

め
て
、
「
シ
イ
ゾ
ン
」
の
蹄
り
来
る
迄
は
い
づ
こ
に
も
演
奏
會
の
開
か
る

べ
く

も
あ
ら
じ
。
さ
れ
ば
今
は
今
年
上
半
期
の
榮
界
の
消
息
を
博
へ
て
、
後
半
期
の

如
何
を
想
ふ
に
は
好
き
時
節
な
る
べ
し
。
去
年
の
終
り
よ
り
此
頃
に
至
る
迄
、

音
楽
界
に
生
ぜ
し
主
な
る
出
来
事
は
、
十
敷
回
の
演
奏
會
音
榮
學
校
の
獨
立
、

「
ユ
ン

ケ
ル
」
氏
の
雇
入
れ
、
幸
田
幸
嬢
の
留
學
確
定
等
な
り
。
か
く
列
畢
し

来
れ
ば
員
に
華
か
に
し
て
急
足
の
進
歩
あ
り
し
様
な
る
が
、
其
十
敷
回
の
演
奏

は
如
何
な
る
有
様
な
り
し
か
を
思
へ
ば
、
決
し
て
満
足
し
得

べ
き
も
の
な
ら

．．．．． 

ず。

一
月
早
ミ
開
か
れ
し
明
治
昔
榮
會
は
先

つ
失
敗
せ
り
。
次
て
中
央
會
堂
に

．．．．． 

開
か
れ
し
慈
善
昔
榮
會
は
、
幸
に
し
て
来
聴
者
の
多
敷
を
得
し
も
、
演
奏
せ
る

も
の
に
て
聞
く
べ
き
も
の
は
「
ケ
ー
ベ
ル
」

博
士
の
「
ピ
ヤ
ノ
」

―つ
位
と
は

な
さ
け
な
き
事
な
ら
す
や
。
二
月
に
は
一
回
も
な
く
て
、
三
月
に
昔
榮
學
校
學

．．．．． 

友
會
音
榮
會
等
あ
り
き
。
此
會
は
た
ゞ
常
校
に
「
ビ
ャ
ニ
ス

ト
」
神
戸
嬢
あ
る

．．．．． 

を
紹
介
せ
し
の
み
。
同
じ
月
の
明
治
昔
榮
會
は
稽
成
功
せ
り
。

「
ハ
ウ
ス
」

氏

を
聘
し
て
技
術
顧
問
と
せ
し
甲
斐
見
え
、
管
絃
榮
等
前
々
に
比
し
て
は
敷
段
の

．．．．．．． 

進
歩
を
示
せ
り
。
四
月
の
末
に
開
か
れ
し
一
音
楽
學
校
演
奏
會
は
め
づ
ら
し
き
盛

會
な
り
き
。
橘
嬢
の
「
ピ
ヤ
ノ
」
、
「
ユ

ン
ケ
ル
」
「
ケ
ー
ベ
ル
」
二
氏
の
「
。
ヒ
ャ

ノ、

ヴ
ィ
ヲ
リ
ン
」
合
奏
、
幸
田
延
嬢
の
獨
唱
等
皆
そ
れ
/
＼
得
意
な
り
し
な

ら
む
。
さ
れ
ど
最
後
の
合
唱
國
の
光
は
大
に
嘗
校
盤
榮
の
債
値
に
疑
を
抱
か
し

．．．．． 

め
ぬ
。
同
し
月
の
明
治
音
楽
會
は
中
通
り
の
成
蹟
な
り
き
。

「
ハ
ウ
ス
」
氏

は

病
氣
に
て
指
揮
す
る
事
を
得
ざ
り
し
が
、
會
員
各
自
十
分
の
注
意
を
以
て
演
奏

し、

皆

そ

れ

/＼
に
め
で
た
く
、
こ
と
に
佐
藤
左
久
氏
の
第
曲
は
き
A

も
の

な

り
き
。
同
じ
二
十
九
日
錦
輝
館
に
於
き
て
、
大
日
本
婦
人
教
育
會
の
催
せ
る
音

••••••••• 

榮
會
は
幸
に
聴
衆
多
か
り
き
。
五
月
六
日
の
女
子
獨
立
學
校
＿
音
楽
會
は
不
成
蹟

な
り
し
が
こ
れ
等
の
慈
善
會
は
別
に
論
ず
る
に
足
ら
ず
。
た
ゞ
怪
し
き
は
七
日

に
開
か
れ
し
同
竪
會
な
り
き
。
来
會
者
の
少
な
か
り
し
は
天
氣
の
都
合

と
し

て
、
又
餘
儀
な
き
事
な
れ
と
も
、
曲
目
至
て
面
白
か
ら
ず
、
し
か
も
外
人
の
演

奏
を
主
と
せ
る
如
き
有
様
な
り
し
は
、
兎
に
角
嘗
時

一
流
の
榮
人
を
網
羅
す
る

此
會
と
し
て
は
相
應
し
か
ら
さ
り
き
。
同
し
月
の
半
に
開
か
れ
し
音
榮
學
校
分

．．． 

赦
場
の
試
業
會
は
、
ま
だ
う
ら
わ
か
き
生
徒
諸
氏
の
技
と
て
評
す
る
ま
て
も
な

．．．．． 

し
。
此
月
の
明
治
＿
音
楽
會
も
一
通
り
の
出
来
に
て
取
出
で
A

云
ふ
程
の
こ
と
も

あ
ら
ざ
り
き
。
此
他
に
も
二
三
の
慈
善
會
等
あ
り
し
が
、
縮
じ
て
多
敷
か
り
し

に
ひ
き
か

へ
、
い
づ
れ
も
め
ざ
ま
し
き
程
の
も
の
な
く
、
前
年
の
に
比
し

て
寧

ろ
遜
色
あ
り
と
云
ふ
べ

し
。
さ
れ
ど
営
年
上
半
期
の
演
奏
會
に
於
て
は
、
稜
逹
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昔
榮
學
校
よ
り
海
外
留
學
生
を
派
遣
せ

ん
と
は
前
々
よ
り
の
風
説
な
り

し

が
、
選
遂
に
幸
田
幸
嬢
に
落
ち
ぬ
。
常
局
者
が
留
學
生
を
派
す
る
は
輩
に
技
術

に
秀
し
も
の
を
作
ら
む
の
目
的
な
ら
ば
、
幸
田
嬢
こ
そ
最
も
適
任
な
ら
め
ど
、

も
し
其
目
的
に
し
て
其
學
生
蹄
朝
の
上
は
、
此
校
の
有
力
な
る
指
導
者
と
な
さ

む
と
云
ふ
に
あ
ら
ば
余
輩
は
嬢
の
撰
出
に
首
肯
し
得
ざ
る
な
り
。
穂
て
學
問
技

藝
を
問
は
ず
、
多
敷
人
の
上
に
た
ち
て
統
御
の
任
に
嘗
る
者
を
、
女
性
に
求
め

ん
は
失
営
な
り
。
か
A

る
事
は
人
の
皆
よ
く
云
ふ
所
な
れ
ど
も
、
ひ
と
り
＿
音
榮

を
得
き
と
も
、

ず。

昔
榮
學
校
良
数
師
を
得
た
り
と
は
末
だ
容
易
に
断
ず
る
を
得

ヽ
~

、

し
カ

余
輩
の
見
若
し
誤
ら
ず
は
未
だ
其
器
に
あ
ら
ざ
る
如
く
思
は
る
。

此
人

此
人
去
年
あ
た
り
渡
航
し
束
り
て
以
来
、
京
濱
間
の
演
奏
會
に
幾
度
か
其
技
を

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

示
し
て
、
一
個
の
「
ギ
オ
リ
ニ
ス
ト
」
な
る
事
は
よ
く
知
ら
れ
た
り
。
さ
れ
ど

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

我
帝
國
唯
一
の
音
楽
學
校
の
数
師
と
な
り
、
兼
て
式
部
＿
音
楽
隊
の
指
揮
者
と
な

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ら
む
と
は
、
余
輩
の
夢
想
だ
も
せ
ざ
り
し
所
な
り
。
此
人
果
し
て

一
校
の
指
導

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

者
管
弦
榮
の
「
コ
ン
ダ
ク
ト
ル
」
た
り
得
る
の
人
物
な
り
や
は
、
未
た
疑
問
に

濁
す
。
嘗
て
雨
三
度
此
人
の
「
ア
レ
ン
ヂ
メ
ン
ト
」
に
な
れ
る
管
弦
榮
を
き
A

て
十
分
の
刷
新
あ
り
た
き
も
の
な
り
。

、
、
、
、

「
ユ
ン
ケ

ル
」
氏
は
入
て
此
校
の
教
師
と
な
れ
り
。

猫
立
と
殆
ど
同
時
に
、

第 2章

の
人
々
が
自
ら
我
儘
な
る
は
ま
ぬ
か
る
べ
く
も
あ
ら
ず
。
此
際
獨
立
を
機
と
し

今
は
云
は
ね
ど
、
兎
に
角
其
統
御
者
の
適
任
な
ら
ぬ
は
疑
も
な
し
。
従
て
部
下

き
や
う
な
り
。
此
校
の
内
情
な
ど
も
ら
す
は
、
好
ま
し
か
ら
ぬ
こ
と
な
れ
ば
、

て
確
定
せ
り
。
さ
れ
ど
こ
れ
も
た
ゞ
名
義
の
愛
更
の
み
に
て
別
段
の
改
善
も
な

明治時代の東京音楽学校

進
歩
の
跡
殆
ん
ど
見
え
ざ
り
き
と
い
は
ん
も
酷
な
ら
じ
。

、
、
、
、
、
、
、

昔
榮
學
校
の
獨
立
は
久
敷
以
前
よ
り
の
問
題
な
り
し
が
、

一
四
月
頃
に
至
り

に
あ
り
て
は
猶
未
だ
迷
の
さ
め
き
ら
ず
し
て
、
望
を
常
に
女
流
榮
家
に
置
く
の

弊
あ
り
。

こ
は
一
方
に
は
男
子
に
於
て
技
術
に
秀
で
し
も
の
少
な
き
為
な
ら
む

も
、
技
藝
の
二
の
町
な
る
男
子
其
抜
群
な
る
女
子
よ
り
も
、
よ
く
多
く
の
仕
事

を
な
す
も
の
な
り
。
営
時
は
な
ほ
未
だ
洋
榮
創
立
の
時
代
な
れ
ば
、
一
人
の
卓

越
せ
る
技
術
者
を
作
ら
む
よ
り
、
寧
ろ
昔
榮
赦
育
に
長
ぜ
し
人
を
作
る
こ
と
却

て
急
務
な
ら
ず
や
。

音
榮
學
校
は
か
く
時
勢
に
適
せ
ざ
る
方
面
に
勉
め
つ
A

あ
る
間
に
、
式
部
外

、
、
、
、
、
、
、
、
、

山
近
衛
等
の
各
昔
榮
部
は
極
め
て
沈
黙
を
守
り
、
た
ゞ
式
部
の
諸
氏
は
月
々
明

治
＿
音
榮
會
に
於
て
働
く
の
み
、
営
年
前
半
期
の
洋
榮
界
は
其
裏
面
に
於
て
は
、

寧
ろ
怠
情
に
過
し
た
り
と
云
は
ざ
る
を
得
ず
。

、
、
、

か
く
洋
榮
界
が
無
為
な
り
し
間
に
、
和
榮
界
も
亦
至
て
平
和
に
保
守
的
な
る

半
年
を
過
し
た
り
、
従
好
會
等
二
三
の
催
し
と
、
各
家
の
春
季
演
奏
會
と
が
主

な
る
も
の
な
り
。
何
虞
に
て
も
琴
三
味
線
の
＿
音
聞
こ
え
て
、
外
見
大
に
盛
な
る

如
く
感
ぜ
ら
る
A

も
、
築
曲
は
山
勢
氏
一
派
の
専
有
と
な
り
、
其
欠
貼
な
る
無

味
の
奏
法
は
弟
子
よ
り
弟
子
に
博
は
り
て
一

層
に
甚
し
く
、
余
輩
を
し
て
漸
く

「
窓
を
も
る
A

六
段
江
の
島
」
に
耳
を
掩
は
し
む
る
に
至
れ
り
。
只
二
三
年
以

前
に
北
越
の
旅
路
よ
り
蹄
京
せ
る
佐
藤
左
久
氏
の
技
個
非
凡
な
る
は
感
服
の
他

な
し
。
も
し
世
人
が
門
閥
の
迷
を
去
り
、
此
人
の
技
を
學
ば
A

、
等
曲
に
一
生

面
を
開
か
ん
事
疑
ひ
な
け
む
。
長
唄
清
元
の
如
き
に
至
り
て
は
、
慎
に
保
守
一

方
に
流
れ
殆
ん
ど
其
改
良
に
望
を
絶
た
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
の
有
様
に
あ
り
。
従

好
會
に
て
改
良
せ
る
汐
汲
の
如
き
、
未
だ
満
足
す
る
事
能
は
ず
。

如
是
叙
し
末
ら
ば
榮
界
の
前
途
は
進
歩
の
望
皆
無
と
云
ふ
が
如
く
な
れ
ど

も
、
又
決
し
て
然
ら
ざ
る
も
の
あ
り
。
此
春
我
が
皇
后
陛
下
は
＿
音
楽
學
校
に
臨

御
あ
り
て
、
親
し
く
職
員
生
徒
の
演
奏
を
聴
か
せ
給
ひ
き
。
此
榮
餐
は
斯
道
に
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と
り
て
は
少
な
か
ら
ぬ
奨
励
と
な
り
き
。
又
外
山
、
伊
澤
等
の
諸
氏
は
幾
度
か

昔
榮
に
劉
す
る
意
見
を
公
け
に
せ
ら
れ
、
加
之
演
奏
會
の
度
々
に
技
術
の
批
評

を
掲
ぐ
る
新
聞
紙
あ
り
。
之
れ
等
は
皆
世
人
の
音
榮
に
注
意
し
来
れ
る
を
證
す

る
に
足
る
。
且
つ
昔
榮
學
校
に
於
て
も
、
昨
年
よ
り
分
数
場
を
設
け
て
、

一
般

好
榮
者
に
斯
道
研
究
の
便
を
典
へ
た
り
。
な
ほ
又
青
年
榮
手
よ
り
な
れ
る
明
治

昔
榮
會
の
、
幾
多
の
失
敗
に
屈
せ
ず
し
て
盆
勉
む
る
あ
り
。
若
き
「
ピ
ャ
ニ
ス

ト」

な
る
瀧
氏
の
如
き
、
其
技
藝
の
日
に
月
に
進
み

つ
A

あ
り
と
聞
く
。

さ
れ

ば
余
輩
は
涼
風
の
わ
た
り
初
め
て
、
都
の
再
び
賑
は
ん
頃
に
、
目
ざ
ま
し
き
演

奏
會
の
敷
多
く
あ
ら
ん
を
期
し
て
疑
は
ず
。
先
進
後
進
の
楽
人
諸
君
が
相
扶
け

て
昔
榮
の
為
に
盤
力
し、

其
稜
逹
を
は
か
ら
れ
ん
事
は
、
心
よ
り
し
て
望
む
所

な
り。『

帝
國
文
學
』
第
七
巻
二
号
、
明
治
三
十
四
年
二
月

趣
味
の
堕
落

明
治
の
改
元
あ
り
て
よ
り
、
此
に
三
十
餘
年
。
維
新
の
改
革
あ
り
て
、
次
ぐ

に
地
方
の
紛
楓
を
以
て
し
、

新
蕉
雨
思
潮
の
衝
突
と
な
り
、
保
守
派
の
反
動
と

な
り
、
極
端
な
る
西
洋
心
酔
と
な
り
、
文
武
の
揆
離
と
な
り
、
十
年
の
役
此
に

起
り
、
次
に
佛
國
的
思
想
の
輸
入
あ
り
て
民
櫂
の
呼
琥
と
な
り
、
國
會
開
設
の

請
願
と
な
り
、
而
し
て
後
憲
法
は
制
定
せ
ら
れ
、
國
會
は
開
設
せ
ら
れ
、
猫
國

的
思
潮
の
注
入
あ
り
、
内
政
漸
く
畢
り
、
秩
序
漸
く
恢
復
せ
ら
れ
て
二
十
七
八

年
の
到
外
的
膨
脹
あ
り
、
射
露
的
抗
進
あ
り
。
今
や
島
帝
國
は
外
に
向
て
其
國

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

威
を
宣
揚
す
べ
き
時
節
に
ま
で
到
着
せ
り
。
斯
く
の
如
く
に
し
て
國
家
的
進
歩

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

は
晩
近
三
十
餘
年
に
於
て
甚
だ
観
る
べ
き
も
の
あ
り
と
雖
も
、
祉
會
の
渾
沌
は

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

依
然
た
り
。
社
會
の
秩
序
は
未
だ
整
頓
に
至
ら
ず
。
更
に
観
る
べ
き
の
調
和
な

、

、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、

く
、
更
に
観
る
べ
き
の
融
化
な
く
、
未
だ
明
治
な
る
新
風
俗
は
作
ら
れ
ざ
る
な

り
。
明
治
の
文
華
と
し
て
は
、
唯
西
欺
物
質
的
文
化
の
靡
然
吹
き
す
さ
ぶ
あ
る

の
み
。
然
れ
ど
も
醐
て
思
ふ
に
、
奈
良
の
奨
都
は
賓
に
大
化
以
後
六
十
餘
年
に

嘗
れ
り
。
元
緑
の
文
化
は
元
和
恨
武
以
後
賓
に
六
十
餘
年
を
隔
つ
。
大
化
以
後

三
十
年
は
猶
飛
鳥
浮
見
原
の
朝
な
り
き
。
元
和
以
後
三
十
年
は
、
猶
大
猷
院
時

代
な
り
き
。
明
治
の
祉
會
が
三
十
餘
年
に
し
て
猶
末
だ
整
頓
に
蹄
せ
ざ
る
も
の

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

登
怪
む
に
足
ら
ん
や
。
然
ら
ば
則
ち
荀
く
も
明
治
耽
會
の
為
に
事翌
せ
ん
と
す
る

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

も
の
は
、
今
に
於
て
漸
く
に
其
焚
展
を
は
か
り
、
調
和
を
策
し
、
新
風
俗
新
好

尚
新
文
化
を
作
る
に
鋭
意
た
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
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0
 

明
治
の
社
會
に
於
て
最
も
寒
心
す
べ
き
は
、
獨
り
調
和
の
見
る
べ
か
ら
ざ
る
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0
 

の
み
な
ら
ず
、
趣
味
の
堕
落
是
れ
な
り
。
是
も
物
質
的
進
歩
の
影
害
な
る
べ
し
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0
 

と
雖
も
、
我
等
は
年
を
追
う
て
次
第
に
國
民
好
尚
の
語
劣
と
な
る
を
認
め
ず
ん

0

0

 

0
 

0
 

ば
あ
ら
ず
。
西
欧
的
趣
味
好
尚
風
俗
は
潮
の
如
く
流
れ
込
め
り
と
雖
も
、
未
だ

此
國
の
趣
味
好
尚
風
俗
と
調
和
す
る
に
至
ら
ず
。
而
し
て
國
民
は
古
日
本
の
趣

味
好
尚
風
俗
を
忘
れ
て
、
獨
り
堕
落
墜
下
せ
ん
と
す
。
若
し
棄
て
A

顧
み
ず
ん

ば
、
嗚
呼
何
の
日
に
か
誇
る
べ
き
明
治
社
會
を
現
ず
る
を
得
ん
。
我
等
は
是
に

至
て
百
年
河
清
の
歎
あ
ら
ん
を
恐
る
A

な
り
。

試
に
榮
界
に
就
て
献
言
せ
ん
か
。
西
欧
の
清
新
な
る
高
山
流
水
の
調
は
、
其

榮
器
と
倶
に
輸
入
せ
ら
れ
、
國
家
は
之
を
奨
勘
し
、
國
家
的
事
業
と
し
て
學
校

の
建
設
さ
へ
に
あ
る
な
り
。
年
々
若
干
の
留
學
生
を
さ
へ
派
遣
す
る
な
り
。
然

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

れ
と
も
輸
入
以
後
歳
猶
久
し
か
ら
ず
、
國
民
榮
は
制
定
せ
ら
れ
ず
、
東
西
昔
榮

の
調
和
は
は
か
ら
れ
ず
、
聴
く
も
の
多
く
は
風
馬
牛
相
及
ば
ざ
ら
ん
と
す
。
昔

榮
改
良
の
竪
は
嬰
唱
へ
ら
れ
た
り

然

れ

と
も
果
し
て
何
等
の
貼
に
ま
で
其
効

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

果
を
牧
め
得
た
り
や
。

「芙
蓉
の
峯
」

を
「
紅
葉
賀
」
に
改
め
、
「
江
の
島
の
貝

563 第11節 東京音楽学校評



る
や
否
。

(
X
Y
z
)
 

「ふ
せ
屋
の
月
」
「
三
ま
た
川
」
「
逢
ふ
と
見
し
」
の
如
き
を
取
て
、
之
を
今
の

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ホ
ウ
カ
イ
節
、
ス
ト
ラ
イ
キ
節
に
比
す
。
何
ぞ
其
歌
章
と
節
付
け
と
調
子
と
の

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

二
者
将
壌
習
な
ら
ざ
る
や
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

國
民
の
趣
味
年
と
倶
に
墜
落
し、

斯
る
歌
謡
を
し
て
燎
原
の
火
の
如
く
跛
屋

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
ヽ

0
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0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

せ
し
む
る
が
如
き
は
、
我
榮
界
の
恥
辱
な
り
。
榮
界
の
志
士
は
奮
勘
し
て
、

國

0

0

0

 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

民
の
堕
落
を
極
は
ず
ん
ば
あ
る
べ
か
ら
ず
。
穂
べ
て
の
國
民
と
國
立
昔
榮
學
校

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

と
の
修
む
る
所
を
し
て
、
隔
て
し
む
る
は
、
＿
音
榮
改
良
の
本
志
に
は
あ
ら
ざ
る

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

べ
し
。

猫
り
日
本
奮
楽
の
為
に
悲
む
へ
き
は
、
祉
會
の
賤
め
た
る
藝
人
妓
女
と

、
、
、
、
、
、
、
ヽ

0

0
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O
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0
 

相
伴
ふ
こ
と
是
れ
な
り
。
希
く
は
榮
界
の
改
革
者
を
し
て
菩
榮
を
も
併
せ
研
鑽
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す
る
所
あ
ら
し
め
、
調
和
と
融
化
を
は
か
り
、
國
民
の
趣
味
を
し
て
向
上
せ
し

0

0

0

 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

め
ん
こ
と
是
れ
な
り
。
今
の
楽
界
に
於
て
果
し
て
此
大
任
を
負
ひ
得
る
榮
人
あ

昔
榮
學
校
本
年
度
の
入
學
生
と
入
學
志
望
者
の
注
意

近
来
我
が
國
民
の
趣
味
性
の
次
第
に
向
上
し
た
る
結
果
、
美
術
に
劉
す
る
嗜

好
の
盆
々
盛
ん
な
ら
ん
と
す
る
は
喜
ぶ
べ
き
こ
と
な
る
が
、
上
野
公
園
内
な
る

東
京
昔
榮
學
校
の
如
き
も
昨
年
束
入
學
志
笙
者
の
激
増
を
見
た
る
由
に
て
本
年

『
一
音
楽
新
報
』
明
治
四
十
年
五
月
号

昔
榮
趣
味
の
向
上

ら
、
ど
う
や
ら
か
う
や
ら
明
け
て
」
の
わ
き
て
節
、
若
く
は
本
調
子
に
於
け
る

み
、
ど
う
や
ら
か
う
や
ら
明
け
て
、
見
し
面
影
の
、
い
づ
れ
夢
や
ら
う
つ
A

や

待
つ
は
命
の
、

消
え
も
せ
ず
」
「
い
と
ゞ

寂
し
き、

寝
ざ
め
の
床
に
、
涙
な
そ

ヘ

ぞ
、
ほ
と
A

ぎ
す
」
の
投
節
、「
恨
み
ぬ
る
夜
は
、
夢
の

つ
き
な
く
、

ま
た
恨

月
と
入
ら
ば
や
、
山
の
端
に
」
の
弄
齋
節
、
「
心
細
く
も
、
燈
し
火

ふ
け
て
、

曇
ら
ば
曇
れ
、
辿
も
涙
で
見
る
月
を
」

「住
め
る
う
き
世
に
、
思
ひ

の
増
す
に

嘆
か
じ
、
叶
は
ぬ
ま
で
も
、
定
め
な
き
こ
そ
、
浮
世
な
れ
」

「
よ
し
や
今
宵
は
、

「
思
ひ
出
す
と
は
、
忘
る
A

ゆ
ゑ
に
、
思
ひ
出
さ
ぬ
は
、
忘
れ
ね
ば
」
「
よ
し
や

聾
い
」
、
「
越
俊
買
デ
」
か
皿
合
認
炉
か
造
ど
恥
訃
い
応
炉
い
で
何
か
紅
い
か
。
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昔
榮
家
な
る
も
の
は
、
國
民
の
趣
味
を
し
て
向
上
的
行
進
を
致
さ
し
む
る
に
カ

0

0

 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

め
ざ
る
べ

か
ら
ず
。
同
し
く
是
れ
下
里
巴
人
の
調
な
り
。
然
れ

と
も
我
等
は

『
数
育
時
論
』
第
六
0
五
号
、
明
治
三
十
五
年
二
月
五
日

昔
榮
學
校
の
和
琴

昔
榮
學
校
は
、
従
来
欧
州
榮
器
の
研
究
を
主
と
し、

日
本
古
来
の
＿
音
榮
に
向

つ
て
は
頗
る
冷
淡
な
り
し
が
、
＿
音
榮
普
及
の
上
に
於
て
、
欧
州
榮
曲
に
強
ひ
て

日
本
歌
詞
を
配
し
た
る
も
の
は
、
其
調
和
頗
る
不
完
全
に
し
て
、
却
つ
て
浚
趣

味
の
感
あ
り
、

為
め
に
獣
洲
榮
は
、
我
家
庭
に
は
不
適
営
の
曲
な
り
と
の
非
難

を
招
き
、
殊
に
小
學
校
唱
歌
教
授
上
に
於
て
、
著
し
き
失
敗
を
来
し
た
れ
ば
、

昨
年
来
西
洋
榮
器
研
究
の
外
参
考
科
目
と
し
て
、
先
ず
等
曲
の
練
習
を
開
始
せ

し
慮
、
其
成
績
頗
る
佳
良
に
て
、
琴
専
門
の
生
徒
を
出
す
に
至
り
、
尚
ほ一

方

に
は
ピ
ア
ノ
、
バ
イ
ヲ
リ
ン
或
は
マ
ン
ド
リ
ン
等
を
用
ゐ
て
、
日
本
曲
譜
の
和

墜
調
和
を
試
み
既
に
琴
六
段
曲
、

新
八
千
代
獅
子
等
は
、
公
會
に
於
て
演
奏
し、

殆
ど
成
功
の
域
に
逹
し
た
れ
ば
、
更
に
歩
を
進
め
普
通
學
校
唱
歌
に
も
、
日
本

在
来
の
曲
を
根
擦
と
し
て
、
之
に
欧
洲
曲
を
配
合
し、

國
民
の
嗜
好
に
適
す
る

曲
譜
を
作
ら
ん
と
の
議
あ
り
、
尚
ほ
去
月
来
朝
せ
る
教
師
、
獨
逸
人
ハ
イ
ド
リ

似
に
氏
は
、
二
十
年
間
英
京
倫
敦
に
於
て
＿
音
榮
を
研
究
し
、
最
良
の
ピ
ャ
ニ

ス

ト
た
る
名
唇
あ
り
し
人
な
れ
ば
、
ケ
ー
ベ
ル
博
士
、
ユ

ン
ケ
ル
数
師
と
相
待

っ

て、

器
榮
の
痰
逹
に
は
、
大
に
新
生
面
を
開
く
可
し
と
云
ふ
。
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の
入
學
試
瞼
は
去
三
月
二
十
七
日
よ
り
一
週
間
行
は
れ
受
験
者
三
百
四
十
九
名

あ
り
て
其
の
中
合
格
し
た
る
は
僅
か
に
六
十
九
名
に
過
ぎ
ず

〔
つ
づ
い
て
女
子
の
合
格
者
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
こ
れ
は
略
す
〕

此
の
中
乙
種
師
範
科
の
入
學
者
中
に
清
國
人
季
愛
義
あ
り
従
来
紳
田

一
ツ
橋

な
る
選
科
に
は
清
國
人
の
入
學
者
あ
り
し
も
上
野
の
本
校
に
支
那
人
の
入
學
し

た
る
は
こ
の
季
愛
義
を
以
て
始
め
と
な
す
由
尚
以
上
の
入
學
者
は
學
術
技
藝
は

勿
論
体
格
に
も
合
格
し
た
る
も
の
な
る
が
學
術
技
藝
の
受
瞼
の
む
つ
か
し
き
は

勿
論
な
れ
ど
同
校
は
特
に
体
格
検
査
に
重
き
を
置
く
も
の
に
て
そ
れ
も
容
貌
に

ま
で
及
ぼ
し
、
腋
臭
等
に
も
深
く
注
意
す
る
次
第
に
て
昨
年
の
如
き
も
學
術
技

藝
に
優
等
な
り
し

一
生
徒
あ
り
し
が
体
格
に
於
て
不
合
格
と
な
り
し
よ
り
其
生

徒
の
家
兄
は
早
速
校
竪
赤
井
氏
方
に
赴
き
不
合
格
の
黙
を
問
ひ
合
は
せ
た
る
に

全
く
腋
臭
の
為
め
な
り
し
と
云
へ
り
、
尚
其
他
呼
吸
氣
病
、
耳
鼻
咽
喉
の
良
否

に
は
最
も
注
意
せ
ら
る
ミ
こ
と
勿
論
に
て
餘
り
に
小
柄
の
も
の
も
又
不
合
格
と

な
る
べ
し
さ
れ
ば
今
後
―
音
楽
學
校
に
入
學
せ
ん
と
す
る
も
の
は
豫
め
竪
師
に
就

き
て
体
格
検
査
を
受
け
其
の
体
格
或
は
容
貌
が
昔
架
家
と
し
て
適
嘗
な
る
や
否

を
熟
考
す
べ
し
と
云
ふ

『帝
國
文
學
』
第
十
三
巻
九
号
、
明
治
四
十
年
九
月

新
＿
音
楽
學
校
長
に
寄
す
る
書

八
月
三
日
の
榮
家
懇
親
會
に
は
軽
井
澤
に
起
臥
い
た
し
居
り
侯
て
不
参
、
其

後
い
ま
だ
御
面
語
の
機
を
得
ざ
る
は
遺
憾
に
堪
へ
ず
候
。
そ
の
節
申
上
げ
む
と

存
候
こ
と
ど
も
下
に
記
し
て
貴
覧
に
供
し
候
。
も
と
よ
り
浅
學
無
識
の
小
生
こ

と
に
専
攻
は
文
學
の
か
た
に
あ
り
榮
壇
の
事
象
に
暗
け
れ
ば
誤
解
も
少
な
か
ら

ず
と
存
候
が
、
其
邊
は
よ
ろ
し
く
御
見
逃
が
し
あ
り
て
微
意
の
存
ず
る
と
こ
ろ

を
汲
ま
れ
候
へ
。

天
才
な
れ
ば
や
、
世
に
藝
術
家
ほ
ど
偏
屈
な
る
は

こ
れ
な
く
候
中
に
も
、
昔

榮
家
は
稽
と
も
す
れ
ば
感
情
に
の
み
走
り
て
大
量
を
欠
き
候
た
め
、
私
情
を
差

狭
み
て
中
傷
陥
穿
を
事
と
し、

浅
ま
し
き
暗
闘
に
暮
し
候
女
々

し
き
輩
中
々

に

多
し
と
の
こ
と
に
候
が
、
貴
下
は
今
そ
の
音
榮
家
の
淵
叢
た
る
唯
一
直
轄
學
校

に
長
と
し
て
御
来
任
あ
り
、
小
生
等
ひ
そ
か
に
貴
下
の
技
個
を
頼
み
に
、
榮
壇

の
前
途
心
強
く
存
ぜ
ら
る
A

こ
の
頃
に
候
。
今
日
榮
界
の
事
象
は
末
だ
整
頓
の

時
代
に
入
ら
ず
、
着
手
勃
興
を
待

つ
も
の
多
き
は
つ
と
に
御
承
知
の
如
く
に
侯

が
、
こ

の
時
に
際
し
て
西
欺
榮
院
の
長
に
多
き
純
榮
師
を
迎
へ
ず
し
て
、
貴
下

の
ご
と
き
趣
味
好
尚
の
廣
＜
且
つ
高
き
良
事
務
官
を
戴
き
候
こ
と
、
員
に
適
材

を
適
虞
に
置
く
も
の
と
し
て
う
れ
し
さ
に
堪
へ
ず
候
。

今
日
文
藝
の
進
捗
は
目
覺
ま
し
き
も
の
に
候
ふ
を
、
猫
一
音
架
の

い
た
く
他
の

藝
術
に
遜
色
あ
る
は
、
古
来
國
民
性
情
の
然
ら
し
む
る
に
も
よ
り
候
は
む
が
、

一
面
東
京
昔
榮
學
校
に
幾
多
飛
躍
の
地
存
ず
る
を
思
は
し
め
候。

凡
そ
昔
榮
學

．．．． 

校
が
兎
角
退
嬰
主
義
に
落
ち
、
進
ん
で
新
現
象
を
生
み
祉
會
と
交
渉
せ
し
め
て

榮
界
の
進
運
に
寄
典
す
る
と
こ
ろ
少
な
か
り
し
原
由
は
、
一

は
卒
業
生
の
敷
少

．．
 

き
に
も
依
り
侯
は
む
が
、
小
生
は
女
性
を
櫃
要
の
技
術
監
に
置
き
た
る
よ
り
も

生
じ
た
る
こ
と
A

愚
考
致
し
候
。
古
来
女
性
に
大
文
藝
家
な
き
は
申
す
も
愚
か

に
候
が
、
わ
け
て
現
代
の
如
き
日
に

／
＼
時
勢
の
推
移
速
か
な
る
時
期
に
あ
り

て
は
、

新
ら
し
き
事
業
に
猛
進
し
て
成
敗
を
意
と
せ
ざ
る
少
牡
男
子
を
以
て
自

由
に
事
を
為
さ
し
め
候
方
、
何
ぼ
う
楽
壇
の
為
め
効
果
あ
る
べ
き
を
と
存
候
。

亡
び
ゆ
く
古
榮
の
保
存
に
到
す
る
事
業
、
新
榮
製
作
に
閣
す
る
事
業
、
歌
劇
試

演
の
事
業
な
ど
を
始
め
、
目
前
に
ひ
か
へ
居
候
も
の
数
知
れ
ぬ
ま

で
に
候
こ
の

時
に
あ
た
り
て
僅
か
一
人
の
女
性
を
海
外
留
學
に
赴
か
し
む
る
な
ど
は
誠
に
笑
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止
千
萬
の
こ
と
に
て
、
よ
ろ
し
く
少
牡
有
為
の
榮
人
せ
め
て
四
五
、
暫
ら
く
海

、
、
、
、
、

外
に
派
遣
せ
し
め
た
＜
候
。
こ
の
程
新
た
に
成
立
ち
候

『
帝
國
音
榮
會
』
の
第

二
回
演
奏
に
臨
み
、
若
き
榮
人
の
殊
勝
な
る
研
究
の
あ
と
を
見
候
ふ
に
、
そ
の

著
る
し
き
進
渉
、
そ
の
慎
摯
な
る
態
度
、
ゆ
め

／
＼
わ
が
一
流
の
女
性
榮
人
に

後
れ
ま
じ
く
、
否
寧
ろ
女
性
の
及
び
も
つ
か
ぬ
貼
多
々
有
之
、
小
生
は
無
限
の

喜
悦
を
以
て
そ
の
宵
を
お
く
り
候
。
ひ
と
へ
に
形
式
の
末
技
巧
の
端
に
の
み
腐

心
す
る
は
女
性
の
常
に
て
、
深
奥
な
る
性
格
美
た
と
し
へ
な
き
理
想
美
の
骰
現

に
い
た
り
て
は
、
到
底
女
人
の
こ
と
に
あ
ら
ず
と

つ
ら
／
＼
思
ひ
め
ぐ
ら

し

候。
日
本
に
唯
一
な
る
上
野
榮
堂
の
見
す
ぼ
ら
し
さ
も
何
と
か
致
し
た
く
。
ハ
イ
。
フ

オ
ル
ガ
ン
の
一
っ
位
は
燭
れ
て
も
み
た
＜
候
へ
ど
、
そ
れ
は
又
戦
后
経
螢
の
向．．

 

の
御
都
合
も
や
と
御
察
し
申
し、

暫
ら
く
差
ひ
か
へ
候
が
、
止
み
難
き
は
海
外

．．．． 

名
手
聘
用
の
こ
と
に
候
。
勿
論
小
生
は
只
今
雇
聘
の
外
人
を
も
て
あ
な
が
ち
に

そ
の
わ
ざ
採
る
に
足
ら
ず
と
申
す
に
は
こ
れ
な
く
候
が
、
凡
て
事
に
慣
る
れ
ば

隋
容
の
生
じ
易
き
習
ひ
、
さ
ら
で
も
響
な
き
絶
東
に
生
徒
相
手
の
敷
年
を
送
り

侯
て
は
、
餘
程
藝
術
に
精
進
い
た
す
も
の
な
ら
で
は
つ
ひ
榮
會
の
折
榮
壇
に
登

り
て
聴
衆
の
外
國
婦
人
と
ほ
く
そ
ゑ
む
に
至
る
が
世
の
常
、
況
し
て
や
久
し
き

に
つ
け
何
か
と
情
賓
の
湧
き
出
候
て
、
榮
界
痰
展
に
妨
げ
致
す
こ
と
無
き
に
し

も
候
は
ず
。
又
事
賓
西
欧
に
は
優
れ
た
る
技
個
の
博
士
雲
の
ご
と

く
に
候
へ

ば
、
そ
の
清
新
の
想
あ
る
新
ら
し
き
意
味
あ
る
人
を
抜
き
候
は
ゞ
、
其
一
事
に

て
も
榮
界
の
面
目
は
確
か
に
一
新
致
す
べ

く
候
。

こ
れ
ま
で
學
校
唯

一の
事
業
と
し
て
僅
か
に
春
秋
二
季
の
榮
會
に
候
が
、
営

節
は
一
時
ほ
ど
の
熱
誠
を
認
め
が
た
く
、
存
外
の
出
来
榮
に
終
り
候
こ
と
珍
ら

し
か
ら
ず
、
わ
づ
か
年
二
回
な
ら
ば
今
少
し
習
練
の
巧
を
積
み
た
く
、
こ
の
程

の
出
来
榮
に
候
は
ゞ
年
四
回
は
出
来
う
べ
く
と
存
候
。
そ
の
折
に
い
つ
も
驚
か

れ
候
は
歌
詞
の
拙
さ
加
減
に

て
只
今
の
歌
詞
は
失
證
乍
ら
逹
者
な
る
中
學
生
に

も
及
ぶ
ま
じ
く
、
い
つ
ま
で
新
睦
詩
創
始
時
代
の
調
に
甘
じ
居
ら
れ
候
や
御
察

し
下
さ
れ
た
く
、
盤
榮
の
妙
手
も
大
口
開
き
て
『
あ
は
れ
悲
し
』
な
ど
A

唄
は

れ
候
て
は
思
は
ず
涙
う
か
び
候
。

歌
劇
試
演
に
つ
き
て
の
可
否
は
最
早
問
題
と
致
す
時
期
に
は
あ
ら
ず
と
存
じ

候
。
中
に
は
歌
劇
試
演
を
風
赦
問
題
に
い
た
す
手
合
も
候
と
か
聞
及
び
候
が
飛

ん
で
も
無
き
事
に

て
、
い
つ
も
乍
ら
西
歌
の
事
象
に
盲
き
似
而
非
道
學
の
人
に

は
困
り
は
て
候
。
歌
劇
は
多
敷
の
合
唱
、
合
奏
を
獨
有
せ
ら
る
A

貴
校
の
如
き

が
卒
先
事
を
な
す
義
務
有
之
、
営
今
劇
壇
に
は
未
だ
形
を
な
さ
ゞ
る
に
既
に
俗

悪
に
落
ち
て
復
た
救
ふ
べ
か
ら
ざ
る
牡
士
芝
居
と
藉
時
代
の
遺
型
に
甘
ん
ず
る

奮
劇
と
、
共
に
久
し
く
人
心
を
つ
な
ぐ
も
の
に
あ
ら
ざ
る
は
理
の
嘗
然
に
て
、

こ
の
秋
に
営

つ
て
歌
劇
新
竪
の
興
起
は
ま
こ
と
に
天
下
を
救
ふ
も
の
に
候
は
ず

ゃ
゜あ

A

榮
壇
の
前
途
多
事
多
望
、
貴
下
の
施
設
に
ま
た
ず
し
て
又
何
れ
に
か
至

嘱
い
た
す
べ
き
。
云
は
む
と
す
る
と
こ
ろ
猶
ほ
盛
き
ざ
れ
ど
余
は
、
次
信
に
ゆ

づ
り
こ
こ
に
蕪
僻
な
ら
は
ざ
り
し
を
謝
し
候
。
終
に
臨
み
て
切
に
貴
下
の
自
愛

（
八
月
二
十
七
日
幽
絃
郎
）

を
祈
る
。

『讀
賣
新
聞
』

明
治
四
十
一
年
八
月
九
日

昔
榮
學
校
取
締
方
針

世
上
兎
角
の
批
難
あ
る
東
京
＿音
榮
學
校
職
員
生
徒
の
風
紀
取
締
に
閥
し
て
は

営
局
に
於
て
も
之
を
看
過
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の

と
認
め
幅
原
専
門
局
長
湯
原
校

長
等
協
議
の
末
大
要
左
の
方
針
に
て
之
を
取
締
る

こ
と
に
決
定
し
た
る
由

第 2章 明治時代の東京音楽学校 566 



△
入
學
者
の
素
行
を

一
層
厳
重
に
審
査
す
る
こ
と
△
費
用
の
許
す
限
り
寄

宿
舎
の
設
備
を
完
成
し
多
敷
生
徒
を
牧
容
し
て
之
を
取
締
る
こ
と
△
現
在

の
数
授
生
徒
中
素
行
如
何
は
し
き
疑
あ
る
も
の
に
到
し
て
は
既
往
に
糊
り
て

充
分
の
調
査
を
な
し
相
嘗
の
措
置
を
な
す
こ
と
△
今
後
同
校
の
風
紀
を
楽

胤
す
べ
き
恐
あ
る
職
員
及
生
徒
は
椴
借
な
く
相
営
の
虞
分
を
な
す
こ
と

『
日
本
新
聞
』
明
治
四
十

一
年
八
月
十
七
日

昔
榮
生
の
風
紀

(
-
音
榮
學
校
の
大
刷
新
）

上
野
＿
音
榮
學
校
に
て
は
兎
角
藝
術
を
数
ゆ
る
場
所
に
得
て
有
勝
な
る
男
女
風

紀
上
の
問
題
久
し
き
以
前
よ
り
人
の
口
の
端
に
上
り
て
世
の
取
沙
汰
も
日
を
逐

ふ
て
仰
々
敷
な
り
覚
に
文
部
嘗
局
者
も
流
石
に
捨
て
A

は
置
け
ず
昨
年
新
に
湯

原
氏
を
聘
し
て
専
ら
其
刷
新
の
任
に
営
ら
し
め
た
る
次
第
な
り
し
が
先
づ
同
校

に
は
校
友
園
遊
會
と
云
ふ
あ
り
、
こ
は
男
女
卒
業
生
が
懇
親
を
結
び
奮
交

を
温
む
る
を
以
て
目
的
と
す
る
者
、
各
青
春
の
血
熱
せ
る
妙
齢
の
男
女
一
堂
に

會
し
手
を
握
り
合
ひ
て
榮
し
き
談
笑
に
時
を
移
す
は
愚
か
、
餘
興
の
催
ふ
し
な

ひ
そ

ど
に
は
雨
性
入
り
混
り
て
の
随
分
際
ど
き
仕
草
も
あ
り
心
あ
る
も
の
暗
か
に
眉

を
広
い
な
り
次
ぎ
は
修
學
旅
行
な
る
が
乞
は
春
秋
二
回
の
催
ふ
し
に
て
男

か
し
ま
だ
ち

女
出
痰
の
日
取
を
異
に
し
校
門
よ
り
啓
立
の
際
は
一
は
東
し
一
は
西
す
る
の
風

を
示
せ
ど
途
中
は
必
ず
或
る
場
所
に
落
合
ふ
こ
と
豫
じ
め
打
合
あ
り
て
す
る
事

な
れ
ば
豫
期
の
如
く
旅
先
に
て
愈
と
落
合
ひ
し
暁
に
は
恥
は
掻
き
捨
て
と
大
童

と
て

に
成
り
て
思
ひ
／
＼
に
双
々
の
組
を
成
し
こ

こ
を
先
途
と
睦
み
遊
ぶ
様
迪
も
是

が
規
律
あ
る
官
立
學
校
學
生
と
は
受
け
取
れ
ざ
る
程
な
り
き
、
又
＿
音
率
企
土
の

住

所

は
下
宿
に
ま
れ
、
素
人
屋
に
ま
れ
、
日
が
な
夜
が
な
、
時
さ
へ
あ
れ
ば

或
は
オ
ル
ガ
ン
或
は
ヴ
ォ
ァ
イ
オ
リ
ン
な
ど
の
弾
奏
を
為
す
為
め
他
の
學
生
は

勉
強
の
妨
げ
と
な
り
多
く
は
ホ
ウ
／
＼
の
体
に
て
逃
げ
出
す
を
例
と
せ
り
、
さ

れ
ば
彼
等
の
居
る
場
所
は
概
ね
人
目
を
避
く
る
に
好
都
合
と
な
り
て
如
何
な
る

こ
と
を
も
為
し
て
憚
ら
ざ
る
に
至
り
た
る
も
の
な
り
、
斯
る
弊
風
あ
り
し
が
故

に
今
回
は
営
事
者
も
苦
心
の
末

一
方
に
は
學
生
監
を
置
き
て
厳
重
に
學
生
の
風

儀
を
取
締
り
校
友
園
遊
會
は
男
女
別
々
に
開
く
こ
と
と
な
し
修
學
旅
行
も
全
然

雨
性
を
匿
別
し
て
員
面
目
な
る
修
學
的
旅
行
の
賓
を
畢
げ
ん
こ
と
を
期
し
且
春

秋
二
季
其
他
折
ふ
し
の
一
音
榮
會
に
も
男
女
の
今
口
奉
？
を
露
8

止
す
る
こ
と
に
断

然
一
決
し
て
夫
々
賓
行
に
着
手
す
る
と
共
に
一
方
に
字
ユ
宿
は
古
を
設
け
て
散
宿

の
弊
害
を
防
過
す
る
の
計
壼
も
あ
り
と
成
し
何
れ
来
月
上
旬
各
派
領
袖
を
集
め

て
協
議
を
開
く
事
と
せ
り
と

『
や
ま
と
新
聞
』
明
治
四
十

一
年
九
月
一
日
、
二
日
、
三
日

男
女
学
校
評
論
と
題
し
て
三
日
間
に
わ
た
り
、
東
京
市
内
の
東
京
音
楽
学
校
、
女

子
音
楽
学
校
、
東
洋
音
楽
学
校
、
女
子
体
操
音
楽
学
校
、
東
京
音
楽
院
、
女
子
音
楽

伝
習
所
、
東
京
音
楽
会
な
ど
に
つ
い
て
短
評
が
載
せ
ら
れ
た
。
そ
の
中
か
ら
東
京
音

楽
学
校
に
関
す
る
箇
所
を
引
用
す
る
。

△
＿
音
榮
を
授
け
る
所
は
市
内
の

み
に
て
も
三
十
有
餘
あ
る
が
一
々
此
等
を
評

す
る
暇
が
な
い
か
ら
東
京
昔
榮
學
校
、
女
子
＿
音
榮
學
校
、
東
洋
昔
榮
學
校
、
女

子
体
操
昔
榮
學
校
、
東
京
音
榮
院
、
女
子
昔
榮
博
習
所
、
東
京
昔
榮
會
等
に
就

き
て
短
評
を
加
へ
て
見
や
う
、

△
東
京
昔
榮
學
校
の
事
に
就
い
て
は
我
三
面
子
が
忌
憚
な
く
賞
際
方
面
と
組

織
方
面
と
か
ら
痛
快
な
る
三
十
棒
を
下
し
た
事
が
あ
る
、

一
種
の
伏
魔
殿
と
見

倣
さ
れ
て
ゐ
た
本
校
は
之
れ
が
為
め

一
大
改
革
を
行
は
る
る
様
に
な

っ
た
の
は

昔
榮
界
の
為
め
慶
す
べ
き
事
で
あ
る
、
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△
本
校
は
一
種
の
情
弊
が
伏
在
し
て

ゐ
て
通
常
の
校
長
で
は
到
底
思
ふ
事
は

断
行
し
難
い
、
現
湯
原
校
長
は
學
問
も
有
り
行
政
事
務
に
も
長
け
て
ゐ
る
人
で

あ
る
が
其
虞
置
振
り
を
見
る
に
歯
痒
様
な
事
が
あ
る
、
此
度
新
聞
に
出
た
赦
員

及
び
生
徒
の
醜
的
行
為
は
事
賓
で
あ
る
事
は
證
明
が
出
来
る
の
で
あ
る
か
ら
相

嘗
な
虞
置
を
な
す
べ
き
で
あ
る
に
未
だ
思
案
に
暮
れ
て
ゐ
る
様
な
始
末
で
あ

る
、
此
黙
に
な
る
と
前
大
島
校
長
の
方
が
勝
つ
て
ゐ
る
、

△
幸
田
延
子
女
史
は
本
校
に
少
な
か
ら
ざ
る
功
榮
の
あ
る
人
で
又
藝
術
家
と

し
て
尊
敬
す
べ
き
天
才
を
有
し
て

ゐ
る
、
併
し
赦
育
家
と
し
て
の
品
性
人
格
は

絶
到
に
非
認
せ
ざ
る
を
得
な
い
、
教
育
家
養
成
主
義
た
る
本
校
に
斯
の
如
き
人

を
置
く
の
は
害
あ

っ
て
盆
が
な
か
ら
う
、
女
史
が
退
け
ば
本
校
否
我
昔
榮
界
が

如
何
に
痰
展
す
る
か
は
言
を
侯
た
ず
し
て
明
で
あ
る
、
其
理
由
は
絃
に
説
明
せ

ず
と
も
既
に
世
評
の
存
す
る
所
で
あ
ら
う
、

△
道
徳
上
の
み
な
ら
ず
法
律
上
の
罪
悪
と
も
な
る
べ
き
行
為
を
せ
る
人
が
数

員
中
に
四
名
あ
る
が
そ
は
絃
に
言
ふ
べ
き
事
で
な
い
か
ら
省
略
す
る
、
併
し
数

員
中
橘
絲
重
、
村
松
秀
子
、
の
性
格
は
言
語
同
断
で
あ
る
事
を
述
べ
て
置
く
、

此
他
に
も
十
敷
名
の
注
意
人
物
が
あ
る
、
嘗
局
者
の
手
際
を
今
暫
ら
く
拝
見
し

や
う
、△

近
頃
教
育
界
の

一
大
問
題
と
な
っ
た
為
め
俄
に
本
郷
西
須
賀
町
ヘ
一

家
を

借
り
女
子
の
一
部
を
牧
容
す
べ
き
寄
宿
舎
を
設
け
た
、
官
費
の
男
女
學
生
を
自

儘
に
下
宿
せ
し
め
世
間
か
ら
迫
ら
れ
て
初
め
て
氣
が
附
く
と
は
賓
に
頓
間
な
話

で
は
な
い
か
、
音
楽
家
が
技
藝
の
み
に
心
を
要
す
る
の
は
一
面
よ
り
云
へ
ば
結

構
で
あ
る
が
社
會
に
疎
遠
な
事
は
驚
く
程
だ
、
少
な
く
と
も
教
育
者
と
し
て
コ

ン
モ
ン
セ
ン
ス
に
足
ら
ぬ
所
が
あ
る
、

△
昔
榮
は
國
民
に
普
及
す
る
必
要
は
十
分
あ
る
か
ら
増
々
稜
展
さ
せ
ね
ば
な

ら
ぬ
が
今
の
儘
で
は
望
ま
れ
な

い、

教
員
養
成
科
は
高
等
師
範
學
校
に
併
置
さ

せ
技
藝
養
成
科
は
本
校
と
陸
海
軍
々
榮
隊
及
び
宮
内
省
の
雅
榮
部
を
合
併
し
一

大
昔
榮
學
校
と
す
る
が

よ
い
、
こ
は
経
演
上
大
利
盆
が
あ
る
ば
か
り
で
な
<
-
音

榮
稜
展
上
非
常
な
得
策
で
あ
ら
う
。
今
の
様
に
数
員
養
成
か
藝
術
家
養
成
か
知

れ
な
い
数
育
主
義
で
は
帯
に
は
短
し
欅
に
は
長
く
到
底
完
全
な
事
は
墓
ま
れ
な

、、
じ＞

『
東
京
朝
日
新
聞
』
明
治
四
十
一
年
九
月
十
四
日
、
十
五
日
、
十
八
日
、
十

九
日
、

二
十
五
日

憂
ふ
可
き
昔
榮
界

▽
百
弊
は
女
子
美
櫂
よ
り

こ
の
雨
三
ケ
年
音
榮
の
勃
興
と
共
に
、
早
く
も

い
ま
は
し
き
暗
流
の

こ
れ
に

伴
ふ
を
認
め
得
る
は
藝
術
界
の
為
め
甚
だ
痛
恨
の
事
た
り
。
＿
音
榮
學
校
腐
敗
の

悪
評
判
漸
く
世
の
注
意
を
高
め
て
、心
あ
る
も
の
の
齊
し
く
憂
慮
す
る
に
際
し、

和
洋
榮
界
の
結
て
を
通
じ
て
、

弊
風
頻
々
と
相
踵
ぐ
を
見
聞
し
て
こ
れ
を
世
に

訴
へ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
如
く
立
至
り
た
る
こ
と
は
記
者
の
尤
も
遺
憾
と
す
る
と

こ
ろ
な
り
。
吾
人
は
猶
豫
な
く
此
弊
風
を
除
き
道
の
振
作
を
謀
ら
ん
に
は
、
先

づ
斯
界
最
高
の
府
た
る
昔
榮
學
校
な
る
も
の

よ
り
取
懸
ら
ざ
る

べ
か
ら
ず
。
聞

く
と
こ
ろ
に
擦
れ
ば
同
校
は
既
に
世
の
物
議
に
鑑
み
英
意
そ
れ
が
刷
新
に
努
め

っ
A

あ
り
と
、
果
し
て
然
れ
ば
他
に
憂
ふ
る
所
も
な
か
る
べ
し
と
は
雖
も
、
単

に
寄
宿
舎
の
編
成
や
男
女
學
生
の
分
離
位
に
て
満
足
す
べ
き
秋
に
あ
ら
ず
、
そ

れ
以
上
甚
だ
急
務
な
る

こ
と
の
頗
る
多
か
る
べ
き
を
思
ふ
。
泥
棒
を
見
て
の
上

の
縄
詮
議
に
て
は
こ
の
大
急
務
に
到
し
て
何
に
も
な
ら
ぬ
こ
と
と
な
り
了
る
べ

し
。
記
者
つ
ら
／
＼
考
ふ
る
に
、
斯
界
振
興
の
最
大
緊
急
問
題
は
、
須
ら
く
同
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校
教
師
の
品
性
陶
冶
に
あ
る
べ
し
。
こ
れ
が
賓
行
を
見
ざ
る
間
は
臭
い
も
の
に

蓋
に
て
到
底
何
時
ま
で
立
つ
て
も
駄
目
な
り
。
世
の
識
者
口
を
揃
へ
て
日
く
、

昔
榮
學
校
不
振
の
基
は
百
弊
の
存
在
に
し
て
、

百
弊
の
湧
出
は
婦
女
弄
櫂
に
源

す
と
、
左
も
あ
る
べ

し
。
技
に
於
て
敷
に
於
て
男
赦
師
に
優
る
の
女
敦
師
に
伴

ふ
弊
風
は
、
常
に
天
下
榮
界
暗
流
の
焚
源
地
と
な
れ
る
は
誰
し
も
首
肯
し
得
ら

る
る
と
こ
ろ
な
る
べ
し
。
あ
あ
緑
き
こ
の
大
藝
術
を
婦
女
子
の
手
に
の

み
委
し

て
、
男
子
供
手
傍
観
し
て
沈
黙
す
る
と
云
ふ
は
由
由
し
き
図
辱
に
あ
ら
ず
や
。

上
こ
れ
を
行
う
て
下
皆
倣
ふ
の
諺
の
如
く
、
上
野
の
杜
蔭
の
化
物
屋
敷
を
最
高

の
府
と
仰
が
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
斯
界
の
運
命
は
、
賓
に
言
ふ
に
忍
び
ざ
る
と
こ

ろ
に
し
て
堡
心
外
の
至
り
な
ら
ず
や
。

（
つ
ゞ
く
）

憂
ふ
可
き
昔
榮
界
（
二
）

榮
界
最
高
の
府
た
る
＿
音
榮
學
校
に
、
根
本
的
刷
新
を
施
す
べ
き
方
法
を
云
ふ

に
先
だ
ち
、
同
校
が
執
り
来
り
し
従
来
の
遣
口
に
就
い
て
一

言
せ
ざ
る
べ
か
ら

ず
。
同
校
が
執
り
つ
つ
あ
る
生
徒
教
育
土
壷
の
方
針
は
、
専
門
の
蓼
術
家
を
作

る
べ
き
貼
に
あ
る
か
、
将
た
数
員
養
成
の
目
的
が
主
な
る
か
、
そ
の
邊
甚
だ
疑

を
挟
む
べ
き
餘
地
あ
る
な
り
。
尤
も
内
部
の
編
成
に
は
本
科
な
る
も
の
を
置
く

は
事
賓
な
れ
ど
も
、
こ
れ
ま
で
出
し
た
卒
業
生
の
成
績
を
見
る
に
、
大
抵
師
範

科
卒
業
同
様
の
中
初
等
程
度
の
唱
歌
赦
員
若
く
は
自
螢
の
音
榮
初
歩
の
指
南
者

に
し
て
、
華
々
し
く
藝
術
界
に
活
動
せ
し
を
見
ず
。
ま
た
醐
つ
て
本
科
志
願
者

及
び
そ
の
卒
業
生
を
見
る
も
、
将
来
に
藝
術
界
に
立
た
ん
目
的
を
有
す
る
程
の

殊
勝
な
る
意
氣
あ
る
も
の
果
し
て
幾
人
を
敷
へ
得
べ
き
か
、
こ
れ
賞
に
心
細
き

疑
問
に
し
て
、
或
は
皆
無
と
云
ふ
も
不
可
な
る
べ
し
。
仮
令
多
く
の
中
に
は
こ

れ
ら
殊
勝
者
の

―
二
人
あ
り
と
も
、
同
校
は
こ
れ
に
向
つ
て
甚
だ
し
き
障
害
と

艇
迫
と
を
加
ふ
べ
き
は
必
然
に
し
て
、
今
日
に
至
る
ま
で
の
幾
多
の
賞
例
之
を

證
し
て
餘
り
あ
り
。
同
校
出
身
者
に
し
て
若
し
こ
の
殊
勝
な
る
意
志
を
断
行
せ

ん
と
な
ら
ば
、
勢
ひ
そ
の
母
校
と
の
干
繋
を
絶
た
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
こ
れ
を
絶

た
ん
に
は
困
難
百
出
遂
に
意
を
屈
す
る
の

已
む
を
得
ざ
る
場
合
と
な
る
べ
し
こ

れ
甚
だ
憂
ふ
べ
き
現
象
に
し
て
須
ら
く
最
先
に
刷
新
を
要
す
べ
き
貼
に
あ
ら
ず

や
。
同
校
が
こ
れ
ら
殊
勝
な
る
卒
業
生
に
加
へ
し
不
要
な
る
干
渉
と
厭
ふ
べ
き

情
賓
の
纏
綿
と
は
、
賓
に
榮
界
の
裡
面
に
激
烈
な
る
勢
力
を
以
て
流
動
し
つ
A

あ
る
大
暗
流
に
し
て
、
道
の
不
振
も
風
紀
の
楽
風
も
皆
こ
れ
に
依
つ
て
生
ぜ
し

を
知
ら
ば
、
何
人
も
不
問
に
附
す
べ
か
ら
ざ
る
を
首
肯
す
べ
し
。
あ
A

國
民
の

膏
血
よ
り
出
で
た
る
國
庫
巨
額
の
財
は
、
天
下
藝
術
の
振
興
を
圏
る
べ
き
名
目

の
下
に
、
徒
に
私
の
情
賓
を
以
て
浪
費
せ
ら
れ
し
か
を
思
へ
ば
、
痛
恨
こ
れ
よ

〔
マ
マ
〕

り
甚
だ
し
き
は
な
し
。
明
治
二
十
一
年
昔
榮
取
調
所
を
摘
張
し
て
設
立
せ
ら
れ

し
同
校
常
年
の
数
育
方
針
は
、
慎
逆
か
A

る
こ
と
に
も
あ
ら
ざ
り
し
な
る
べ

く
、
累
年
根
を
固
う
せ
し
宿
弊
の
今
や
藝
術
死
活
の
問
題
に
及
ぶ
、
國
家
の
恨

事
何
事
か

こ
れ
に
如
か
ん
、
二
葉
の
う
ち
に
刈
ら
ざ
り
し
禍
は
遂
に
斧
を
用
ひ

る
に
至
り
た
る
な
り
（
つ
ゞ
く
）

憂
ふ
可
き
昔
榮
界
（
三
）

▽
無
駄
な
音
榮
學
校

斯
の
如
<
-
音
榮
學
校
の
方
針
な
る
も
の
は
、
吾
人
の
期
待
す
る
如
く
一
國
の

藝
術
に
参
す
る
専
門
家
の
養
成
に
は
あ
ら
ず
し
て
、
下
級
な
る
唱
歌
赦
員
を
製

造
す
る
所
に
止
ま
る
が
故
に
、
土
憂
よ
り
吾
人
等
の
考
へ
と
反
劉
の
こ
と
頗
る

多
し
。
政
府
は
音
榮
を
以
て
藝
術
の
一
科
と
見
倣
さ
ず
、
國
家
前
途
の
計
に
何

等
の
注
意
を
彿
は
ず
し
て
、
斯
の
如
き
趣
味
の
程
度
の
低
き
唱
歌
赦
員
の
養
成
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を
の
み
な
す
と
な
ら
ば
、
他
に
亦
法
あ
り
て
、
高
等
官
三
等
の
教
授
も
不
要
な

れ
ば
外
國
御
雇
赦
師
も
無
駄
な
話
な
り
と
は
雖
も
、
何
虞
迄
も
昔
榮
學
校
の
名

を
以
て
國
家
―
音
榮
の
府
を
標
榜
す
る
以
上
は
、
吾
人
は
筆
を
極
め
て
同
校
の
腐

敗
と
無
能
と
を
世
に
訴
へ
ざ
る
可
ら
ざ
る
な
り
。
昔
榮
學
校
が
数
員
養
成
を
主

と
す
る
に
止
ま
る
と
云
ふ
こ
と
は
、
目
下
の
逍
口
を
見
て
十
分
明
瞭
に
し
て
、

一
よ
り
十
ま
で
そ
の
寸
法
を
以
て
行
は
る
る
は
何
れ
の
方
面
よ
り
云
ふ
も
證
擦

立
て
ら
る
る
と
こ
ろ
な
る
が
中
に
尤
も
感
心
出
来
ざ
る
こ
と
は
、
其
側
一
派
が

他
に
出
で
A

の
演
奏
を
厭
ふ
こ
と
是
な
り
。
今
之
を
同
校
の
女
王
幸
田
延
子
女

史
に
就
て
云
は
ん
に
、
女
史
の
常
に
日
ふ
と
こ
ろ
は
、
他
に
出
て
の
演
奏
は
藝

人
ら
し
い
か
ら
可
厭
と
の
こ
と
な
り
、
女
史
一
人
の
み
な
ら
ば
そ
れ
に
て
よ
し

と
し

て
も
、
女
史
の
徹
頭
徹
尾
其
部
下
及
び
同
校
出
身
者
に
迄
こ
れ
を
拒
む
る

は
、
吾
人
其
何
の
故
な
る
か
を
知
る
に
苦
む
。
ま
た
仮
に
女
史
は
他
の
演
奏
に

は
断
じ
て
應
ぜ
ざ
る
の
一
貼
張
な
ら
ば
そ
れ
に
て
も
よ
し
と
せ
ん
も
嘱
託
者
に

向
つ
て
何
百
金
の
要
求
を
な
し
、
ま
た
は
同
時
に
出
演
す
る
人
名
を
紅
し
て
、

遂
に
出
金
の
額
に
應
ず
る
能
は
ざ
る
を
嘲
り
、
或
は
同
校
の
系
統
を
引
か
ざ
る

他
の
昔
榮
家
を
誹
謗
し
、
果
は
昔
榮
は
戯
技
に
あ
ら
ず
と
の
言
諄
を
張
つ
て
、

榮
界
賂
来
の
運
命
を
顧
慮
す
る
に
も
あ
ら
ね
ば
、
図
民
目
下
の
生
活
程
度
を
も

度
外
に
置
く
な
ど
は
、
莫
大
の
國
庫
の
財
を
受
け
、
我
藝
術
界
の
為
め
大
に
國

民
の
期
待
を
身
に
負
ふ
て
、
敷
年
異
邦
に
滞
ま
り
し
上
蹄
朝
後
は
榮
遇
一
身
に

餘
り
つ
A

あ
る
、
大
責
任
を
負
へ
る
女
史
の
言
と
て
も
思
は
れ
ず
。
今
女
史
が

胸
裡
を
割
つ
て
見
ば
、
他
に
出
で
て
の
演
奏
を
嫌
ふ
は
何
の
理
由
も
な
か
る
べ

く
、
輩
だ
藝
人
同
等
に
誤
解
せ
ら
れ
て
は
内
職
た
る
高
貴
の
御
出
入
等
に
差
問

へ
を
来
た
す
の
黙
に
外
な
ら
ざ
る
べ
し
。
こ
れ
等
は
婦
人
の
浅
智
恵
と
し
て
喘

つ
て
過
ぐ
べ
き
も
、
校
裡
に
在
つ
て
は
櫂
を
専
ら
に
し
、
外
に
向
つ
て
は
一
流

憂
ふ
可
き
＿
音
榮
界
（
四
）

▽
宜
し
か
ら
ぬ
手
本
ば
か
り

幸
田
女
史
に
次
ぎ
傲
慢
不
遜
に
し
て
小
瓶
に
障
る
の
は
御
雇
教
師

ユ
ン
ケ

レ
、

れ
ど
ユ
ン
ケ
ル
氏
に
至
っ
て
は
高
雅
な
る
藝
術
に
携
は
れ
る
人
と
し
も
思
へ
ぬ

程
品
性
の
下
劣
な
る
人
な
り
我
國
は
需
に
チ
ッ
ト
リ
ヒ
氏
を
送
り
て
其
の
代
り

に
か
A

る
人
を
迎
へ
我
榮
界
の
前
途
を
委
ね
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
と
い
ふ
は
情
な

き
限
な
ら
ず
や
此
の
人
の
幸
田
女
史
と
の
閥
係
云
々
ま
た
は
梅
毒
云
々
は
別
問

題
と
し
て
演
奏
に
何
百
金
を
出
せ
な
ど
は
幸
田
女
史
以
上
に
し
て
他
人
の
出
演

を
拒
む
も
亦
同
様
た
り
而
し
て
自
己
の
名
人
な
る
を
自
稲
す
る
方
法
と
し
て
は

下
劣
極
ま
る
言
動
を
以
て
麒
す
こ
と
を
意
と
せ
ざ
る
な
ど
は
他
所
の
看
る
眼
も

氣
の
毒
な
る
許
な
り
先
づ
一
例
を
示
さ
ば
敷
年
前
何
某
と
い
へ
る
有
名
な
る
ピ

ア
ニ
ス
ト
の
来
遊
せ

し
こ
と
あ
り
き
ュ
ン
ケ
ル
氏
そ
の
演
奏
の
傍
聴
席
に
連
り

て
同
席
の
我
が
同
胞
に
向
ひ
そ
の
技
を
評
し
て
日
く
「
あ
れ
位
な
ら
ば
お
幸
さ

ん
で
も
出
来
ま
す
何
大
し
た
技
で
も
あ
り
ま
せ
ん
」
と
何
ぞ
そ
の
他
に
排
し
て

自
己
の
地
位
を
高
め
ん
と
す
る
方
法
の
語
劣
な
る
や
、
そ
の
意
の
存
す
る
と
こ

ろ
は
己
が
赦
へ

し
安
藤
幸
子
女
史
だ
に
既
に
渠
に
匹
敵
す
る
位
は
容
易
な
る

こ

わ
れ

と
な
れ
ば
況
ん
や
予
を
や
と
云
ふ
に
あ
り
て
間
接
に
自
己
の
大
家
た
る
を
誇
り

た
る
は
明
か
な
り
或
計
の
記
者
の
如
き
は
そ
れ
を
員
に
受
け
て
そ
の
儘
麗
々

と

ュ
ン
ケ
ル
氏
の
評
を
載
せ
た
る
さ
へ
あ
り
き
何
ぞ
其
滑
稽
の
甚
だ
し
き
や

ュ
ン

ケ
ル
氏
の
如
き
は
所
謂
鳥
無
き
里
の
蝙
蝠
に
過
ぎ
ず
し
て
自
國
に
於
て
は
第
二

流
中
位
の
上
に
も
出
で
ざ
る
の
人
に
し
て
さ
る
外
國
昔
榮
通
は
伊
太
利
の
乞
食

ハ
イ
ン
ド
リ
ッ

ヒ
ニ
氏
と
す
こ
の
中
ハ
イ
ン
ド
リ
ッ

ヒ
氏
は
ま
だ
し
も
な

の
出
演
を
拒
む
が
如
き
等
は
不
埒
な
り
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に
も
氏
以
上
の
腕
の
者
あ
り
と
さ
へ
云
ひ
き
味
ふ
べ
き
こ
と
な
ら
ず
や
ハ
イ
ン

ド
リ
ッ

ヒ
氏
も
時
に
は
斯
か
る
言
を
弄
す
る
を
何
と
も
思
は
ざ
る
の
人
に
し
て

「
私
は
横
濱
一
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
日
本
一
で
す
」
と
我
國
民
の
耳
は
如
何
に

幼
稚
な
り
と
雖
も
末
だ
同
氏
の
ピ
ア
ノ
位
に
驚
か
ざ
る
べ
し
此
等
は
證
遇
を
以

て
厚
く
迎
へ
ら
れ
て
我
榮
界
に
重
き
責
任
を
有
す
る
指
導
者
の
言
葉
と
云
は
る

べ
き
か
吾
人
は
頗
る
我
榮
界
賂
来
の
運
命
を
思
う
て
憂
慮
措
く
能
は
ざ
る
と
こ

ろ
な
り
要
す
る
に
こ
れ
は
そ
の
一
例
の
み
裏
面
に
伏
在
す
る
幾
何
の
事
賓
は
郎

ち
識
る
人
ぞ
知
る
と
こ
ろ
に
し
て
今
更
喋
々
を
要
せ
ざ
る
な
り
畢
覚
同
校
の
上

に
立
つ
或
側
は
皆
こ
の
筆
法
に
て
善
か
ら
ざ
る
手
本
を
後
進
者
に
示
し
つ
A

あ

る
な
り
宜
な
る
哉
中
學
を
も
卒
業
仕
切
ら
ざ
る
青
書
生
の
三
年
忽
ち
に
し
て
大

蒻
術
家
に
孵
化
す
る
の
速
か
な
る
世
に
毒
を
流
す
の
弊
の
大
な
る
ま
た
推
し
て

知
る
べ
き
の
み
（
つ
ゞ
く
）

憂
ふ
可
き
昔
榮
界
（
五
）

▽
速
か
に
晒
習
を
脱
せ
よ

昔
榮
學
校
内
部
に
は
斯
の
如
く
幸
田
女
史
の
鼻
息
を
伺
ひ
常
に
其
覺
目
出
度

か
ら
ん
こ
と
を
力
む
る
も
の
多
く
其
弊
遂
に
生
徒
間
に
も
及
ぼ
し
成
績
素
行
の

如
何
等
に
開
は
ら
ず
、
同
輩
中
に
勢
力
を
得
ん
と
し
て
は
女
史
に
脇
ふ
も
の
多

き
故
に
世
に
は
逸
早
く
賄
賂
公
行
等
の
好
ま
し
か
ら
ぬ
噂
あ
る
に
至
り
た
る
な

り
然
れ
ど
も
校
内
多
敷
の
教
員
間
に
は
幸
田
女
史
の
一
派
に
反
到
の
位
置
に
立

て
る
も
の
現
に
無
き
に
あ
ら
ず
郎
ち
風
琴
専
門
の
蹄
朝
者
島
嫡
赤
太
郎
氏
は
そ

の
一
に
し
て
技
術
の
貼
よ
り
抱
負
の
黙
よ
り
優
に
幸
田
女
史
に
拮
抗
し
て
異
な

る
意
見
を
賓
行
す
べ
き
力
量
は
十
分
あ
り
と
は
雖
も
そ
れ
に
し
て
の
島
崎
氏
は

あ
ま
り
に
好
人
物
に
し
て
加
ふ
る
に
新
参
と
云
へ
る
貼
に
控
目
を
採
れ
る
が
如

し
さ
れ
ば
世
間
は
幸
田
女
史
と
衝
突
あ
り
し
か

の
如
く
訛
博
せ
し
こ
と
ま
た
敷

々
に
て
島
崎
氏
主
と
な
り
て
校
の
革
新
を
行
ふ
と
云
ひ
し
も
幸
田
女
史
僻
職
の

風
聞
も
皆
こ
の
暗
闘
よ
り
顎
す
る
煙
の
末
に
外
な
ら
ず
島
崎
氏
は
榮
器
店
共
盆

商
社
に
深
き
開
あ
り
て
校
外
の
斯
界
に
も
少
か
ら
ぬ
勢
力
を
有
て
る
上
に
猶
後

方
に
は
北
村
季
睛
氏
の
民
間
に
あ
る
あ
り
て
一
人
営
千
の
味
方
亦
少
し
と
せ
ず

暗
闘
係
の
主
力
を
以
て
目
指
さ
る
A

も
亦
故
な
き
に
あ
ら
ざ
る
な
り
北
村
季
睛

氏
は
同
校
出
身
の
異
敷
な
る
技
術
家
に
し
て
そ
の
邦
榮
研
究
の
態
度
も
作
曲
に

著
書
に
榮
界
表
面
に
活
動
す
る
上
に
も
常
に
母
校
と
意
見
を
異
に
し
て
反
封
の

位
置
に
立
て
る
は
世
の
既
に
知
る
と
こ
ろ
な
り
北
村
氏
の
如
き
は
同
校
幾
多
の

出
身
者
中
稀
に
見
る
と
こ
ろ
の
頭
脳
を
具
へ
た
る
の
人
に
し
て
既
に
母
校
の
頼

み
難
き
を
看
破
し
獨
立
研
鑽
の
位
置
に
立
て
る
な
り
き
殊
に
敷
年
前
田
中
理
學

博
士
の
蹄
朝
あ
り
て
邦
榮
研
究
に
一
道
を
開
か
れ
し
よ
り
以
来
北
村
氏
に
加
ヘ

て
世
に
は
鈴
木
鼓
村
氏
の
邦
榮
保
存
の
旗
畢
等
起
り
て
同
校
の
迷
夢
一
時
に
覺

め
邦
榮
調
査
委
員
の
任
命
と
な
り
着
々
其
緒
に
就
き
た
る
の
感
は
あ
れ
ど
も
内

賓
は
響
に
邦
榮
保
存
の
建
白
に
冷
々
の
態
度
を
執
り
た
る
同
校
の
方
針
と
大
差

な
く
そ
の
活
動
も
亦
甚
だ
世
に
著
し
か
ら
ず
依
然
と
し
て
邦
榮
を
輻
視
す
る
の

風
あ
り
之
を
要
す
る
に
＿
音
榮
學
校
は
何
虞
ま
で
も
唱
歌
赦
員
の
養
成
所
に
過
ぎ

ず
し
て
専
門
藝
術
の
士
を
作
る
べ
き
所
に
あ
ら
ず
敦
職
は
皆
他
人
の
己
れ
に
擢

づ
る
を
嫌
ひ
自
己
の
天
職
を
忘
れ
我
邦
榮
界
の
前
途
に
も
鑑
み
ず
習
に
官
職
を

侍
み
貴
顕
に
出
入
し
て
自
ら
得
た
り
と
す
る
の
態
度
は
吾
人
の
少
か
ら
ず
慨
嘆

に
堪
へ
ざ
る
所
な
り
、
偶
北
村
氏
、
澤
田
氏
、
小
松
氏
の
如
き
頭
脳
を
有
す
る

の
人
を
そ
の
校
よ
り
出
す
も
こ
れ
を
適
常
に
用
ふ
る
の
術
を
知
ら
ず
徒
に
平
凡

な
る
同
型
の
赦
員
を
製
造
し
て
以
て
足
れ
り
と
す
る
は
惜
み
て
も
剰
り
あ
り
と

云
ふ
べ
し
今
や
學
界
機
運
の
向
ふ
と
こ
ろ
巳
に
昔
日
の
加
に
あ
ら
ず
須
ら
<
-
音
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榮
學
校
た
る
も
の
百
弊
を
除
き
方
針
を
革
め
て
自
ら
斯
界
の
光
明
豪
た
ら
ん
を

吾
人
は
切
に
希
望
し
て
罷
ま
ざ
る
と
こ
ろ
な
り
（
完
）

『
毎
夕
新
聞
』
明
治
四
十
一
年
九
月
十
一
日

幸
田
教
授
の
進
退

兎
角
の
世
評
姦
し
き
彼
の
東
京
昔
榮
學
校
首
席
教
授
幸
田
延
子
女
史
の
進
退

に
就
て
は
或
は
論
示
退
學
た
る
べ

し
と
か
僻
任
す
べ
し
な
ど
と
博
へ
ら
れ
し
も

未
だ
に
其
事
な
く
女
史
が
去
就
に
就
て
は
目
下
殆
ん
ど
五
里
霧
中
の
有
様
な
る

が
女
史
が
技
個
に
炭
し
て
は
已
に
後
進
に
優
に
女
史
を
凌
ぐ
も
の
あ
れ
ば
又
校

内
に
於
け
る
人
望
も
今
や
一
向
に
振
は
ざ
る
る
よ
り
瑕
令
女
史
に
し
て
退
職
す

と
も
同
校
の
数
授
上
に
は
更
に
些
の
差
支
へ
を
生
ぜ
ざ
る
は
明
か
な
る
に
湯
原

同
校
長
が
末
だ
に
女
史
に
到
し
断
然
た
る
慮
置
を
取
ら
ず
全
く
其
僻
表
の
呈
出

せ
ら
る
る
を
待
ち
居
る
如
き
有
様
な
る
は
女
史
が
同
校
に
於
け
る
其
勢
力
を
恐

る
A

に
起
因
す
る
も
の
に
て
賓
に
女
史
の
勢
力
と
云
へ
ば
同
校
職
員
生
徒
の
大

部
分
に
崇
拝
者
を
有
し
女
史
が
一
畢
一
動
自
ら
校
内
を
動
か
す
如
き
大
勢
力
に

て
若
し
湯
原
校
長
に
し
て
断
然
た
る
虞
置
を
為
す
に
於
て
は
其
結
果
先
年
學
習

院
女
學
部
が
前
下
田
部
長
僻
任
の
際
惹
起
し
た
る
騒
擾
以
上
な
る
べ
し
と
の
考

へ
よ
り
末
だ
何
等
の
虞
置
を
為
さ
ざ
る
も
の
な
り
と
て
目
下
頗
る
校
長
の
不
能

を
鳴
す
も
の
多
し
と
云
ふ

『
東
京
日
日
新
聞
』
明
治
四
十
二
年
九
月
十
日

昔
榮
學
校
の
廓
清

幸
田
教
授
の
僻
職
、
湯
原
校
長
の
手
腕

東
京
昔
榮
學
校
教
授
従
五
位
幸
田
延
子
（
四
十
）
は
就
職
以
来
十
四
年
の
久

し
き
間
教
鞭
を
執
り
ピ
ャ
ニ
ス
ト
と
し
て
我
榮
界
に
其
名
を
謳
せ
貢
献
す
る
慮

亦
彫
か
ら
ざ
る
も
そ
れ
と
共
に
常
に
音
榮
學
校
紛
擾
の
禍
根
を
な
し
夙
に
一
部

の
識
者
を
し
て
緊
縮
せ
し
め
た
る
が
遂
に
十
日
の
官
報
を
以
て
其
帷
幕
武
島
文

學
士
と
共
に
依
願
休
職
を
装
表
せ
ら
る
る
に
至
れ
り
。

△
湯
原
校
長
の
談
湯
原
校
長
は
島
崎
教
授
と
相
到
し
て
椅
子
に
よ
り
往
訪

の
記
者
に
幸
田
敦
授
休
職
の
顛
末
を
語
る
ら
く
幸
田
敦
授
が
女
の
身
を
も
て
永

く
好
位
地
に
あ
り
て
は
兎
角
の
世
評
五
月
蠅
け
れ
ば
之
を
避
ん
が
為
め
且
は
後

進
の
道
を
開
く
た
め
僻
職
せ
む
と
て
昨
年
七
八
月
以
来
再
三
予
に
対
し
て
僻
意

を
漏
し
た
る
も
後
任
者
の
閥
係
も
あ
れ
ば
予
は
其
時
機
に
あ
ざ
る
旨
を
告
げ
て

留
任
を
説
き
た
る
が
本
年
四
月
獨
逸
よ
り
ピ
ャ
ニ
ス
ト
ロ
イ
テ
ル
氏
を
招
聘
し

又
ピ
ャ
ニ
ス
ト
紳
戸
数
授
も
佛
蘭
西
（
佛
國
留
学
生
は
女
史
を
初
と
す
）
蹄
朝

し
た
れ
ば
目
下
嘗
校
に
三
名
の
ピ
ャ
ニ
ス
ト
を
要
せ
ず
且
幸
田
赦
授
の
僻
職
を

迫
る
甚
急
な
る
を
以
て
學
校
に
て
も
已
に
留
任
の
必
要
を
認
め
ず
雙
方
の
都
合

最
も
宜
か
り
し
を
以
て
今
回
之
を
納
れ
し
な
り
尤
も
幸
田
教
授
は
進
ん
で
僻
表

を
提
出
せ
む
と
云
ひ
し
も
俸
給
等
の
開
係
も
あ
れ
ば
二
三
日
前
文
部
大
臣
に
是

を
計
り
て
休
職
と
せ
し
な
り
、

△
不
必
要
の
武
島
教
授
尚
ほ
武
島
赦
授
の
休
職
は
今
回
授
業
規
則
の
愛
更

に
よ
り
＿
音
榮
學
校
を
し
て
技
藝
本
位
と
為
し
た
れ
ば
従
来
同
氏
の
受
持
に
係
る

國
語
は
他
の
學
科
に
合
併
し
て
数
授
す
る
こ
と
と
な
り
た
れ
ば
不
必
要
と
謂
て

は
語
弊
あ
る
も
兎
に
角
武
島
教
授
を
煩
す
可
き
學
科
な
き
た
め
休
職
と
な
し
た

る
も
の
に
て
武
島
赦
授
と
幸
田
赦
授
と
は
殆
ん
ど
時
を
同
じ
う
し
て
本
校
に
就

職
し
た
れ
ば
雨
人
が
同
時
に
休
職
の
命
に
接
し
た
る
を
見
て
世
人
は
何
等
か
校

内
裏
面
の
開
係
に
よ
っ
て
然
る
に
は
あ
ら
ず
や
と
の
疑
念
を
抱
く
も
の
あ
ら
む

も
是
れ
只
赦
授
規
則
の
改
正
の
結
果
に
し
て
何
等
の
意
味
な
し
と
先
づ
思
は
れ
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△
今
後
の
動
揺
と
廓
清

一
音
榮
學
校
風
紀
の
麿
頬
と
校
内
教
授
間
の
軋
礫
は

従
来
赴
任
校
長
が
常
に
其
頭
脳
を
襖
し
た
る
も

一
も
成
功
せ
ざ
り
し
所
な
る
が

今
回
湯
原
校
長
が
幸
田
数
授
及
び
武
島
敦
授
を
追
ふ
て
廓
清
の
第
一
歩
に
着
手

し
た
る
な
れ
ば
従

っ
て
追
々
と
赦
授
間
に
動
揺
を
見
る
は
免
か
れ
ざ
る
慮
な
る

可
し
柴
田
助
赦
授
は
藤
井
軍
陸
と
の
離
婚

一
件
以
後
病
と
稲
し
て
出
勤
せ
ず
已

に
八
月
中
旬
僻
表
を
提
出
せ
し
由
な
れ
ば
此
際
嘗
然
文
部
省
に
於
て
も
之
を
許

容
す
べ
く
幸
田
赦
授
の
賓
妹
に
し
て
常
に
兎
角
の
批
評
の
絶
え
ざ
る
敦
授
安
藤

幸
子
及
び
其
大
逹
者
な
る

ユ
ン
ケ
ル
赦
授
の
進
退
は
此
際
最
も
注
目
に
債
ひ
す

る
も
の
あ
り
一
葉
落
ち
て
天
下
の
秋
を
知
る
昔
榮
學
校
の
廓
清
遂
に
成
ら
む
因

に
幸
田
女
史
は
皇
太
子
妃
殿
下
竹
田
宮
家
を
始
め
と
し
徳
川
家
伊
逹
家
住
友
家

等
に
ピ
ア
ノ

の
教
師
た
れ
ば
同
校
を
去
る
と
も
何
等
の
痛
痒
も
感
ぜ
ら
れ
ざ
る

可
し
と
云
へ
り

『
帝
國
文
學
』
第
十
五
巻
二
号
、
明
治
四
十
二
年
二
月

不
見
識
な
る
一音
楽
家

△

△

△

△

△

△

 

雑
誌
『
趣
味
』
の
新
年
被
に
、
幸
田
延
子
女
史
の
『
一
音
榮
雑
話
』

な
る
も
の

が
出
て
ゐ
る
。
幸
田
女
史
と
云
へ
ば
、
疑
も
な
く
吾
が
國
洋
榮
界
の
先
隔
者
で

あ
る
、
大
家
で
あ
る
。
其
の
人
の
口
か
ら
昔
榮
談
を
聴
く
の
で
あ
る
か
ら
、
吾

人
は
多
大
の
期
待
と
露
敬
と
を
以
て
一

讀
し
た
。
而
か
も
讀
み
終
る
に
及
ん
で

は
あ
ま
り
の
無
見
識
無
定
見
に
驚
か
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
。
吾
が
國
に
於
け
る

昔
榮
藝
術
稜
展
の
歩
調
が
、
と
か
く
他
の
藝
術
に
遅
れ
勝
な
の
も
、
さ
れ
ば

こ

そ
と
黙
頭
か
れ
る
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、

日
本
音
榮
の
賂
来
如
何
と
云
ふ
が
如
き
、
昔
榮
家
た
る
も
の
A

嘗
然
考
へ

置

た
し
。

く
べ
き
筈
の
問
に
封
し
、

な
い
の

は
、

女
史
が
一
家
言
と
し
て
何
等
の
答
案
を
も
典
へ
て
居

い
づ
れ
深
遠
な
る
見
解
が
あ
っ
て
の
事
だ
ら
う
か
ら
、
敢
え
て
姦

、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、

に
啄
を
容
れ
ぬ
が
、
「
只
何
と
な
く
左
様
云
ふ
氣
が
致
し
ま
す
」

と
云
ふ
前
提

ヽ

ヽ

ヽ

0

0

0
 

0
 

0
 

0

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

を
以
て
、
「
常
分
は
如
何
し
た
つ
て
西
洋
昔
榮
許
り
に
な
る
筈
は
な
い
」
と
、
。フ

ロ
セ
ス
な
し
の
結
論
を
興
へ
ら
れ
た
の

は
恐
縮
す
る
。
氣
分
や
心
持
で
凡
べ
て

を
律
す
る
と
か
云
ふ
近
代
批
評
の
筆
法
で
行
か
れ
た
ら
し
い

の
は
、
成
程
豪
い

が
、
其
の
論
旨
の
貧
弱
に
し
て
透
徹
せ
ざ
る
こ
と
、
斯
く
の
如
き
は
蓋
し
少
な

か
ら
う
。
こ
れ
で
は
宛
然
小
供
の
ヤ
ン
チ
ャ
だ
。
否
、
夕
や
け
小
焼
明
日
天
氣

、
、
、
、

に
な
あ
れ
！
と
叫
ぶ
小
兒
の
言
動
に
は
、
よ
り
多
く
理
路
の
整
然
た
る
も
の
が

あ
る
。そ

れ
は
先
づ
見
道
が
す
と
し
て
、
「
日
本
で
も
立
祇
な
作
曲
家
が
出
ま
す
様

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

に
な
れ
ば
大
愛
結
構
で
御
座
ん
す
け
れ
ど
も
、
只
今
の
虞
で
は
そ
ん
な
望
は
御

座
い
ま
せ
ん
ね
え
」
と
言
は
る
A

に
至

っ
て
は
、
到
底
無
責
任
の
誹
を

免

れ

ぬ
。
吾
國
現
時
の
作
曲
界
は
、
女
史
の
云
ふ
が
如
く
、
爾
か
く
絶
茎
的
な
る
も

の
で
は
断
じ
て
な
い
。
奨
勘
保
護
の
如
何
に
由
つ
て
は
、
近
き
将
来
に
於
い

て
、
國
民
榮
勃
興
の
機
運
に
接
せ
ぬ
と
も
限
ら
ぬ
。
吾
人
の
眼
に
映
じ
た
範
園

内
の
み
で
も
、
作
曲
の
―
つ
も
試
み
や
う
と
焦
心
し
て
居
る
人
が
随
分
あ
る
。

東
儀
氏
の

『
常
闇
』
に
し
ろ
、
小
松
氏
の

『
震
鐘
』
に

し
ろ
、
其
の
成
功
不
成

功
は
兎
に
角
に
、
吾
が
榮
界
の
過
去
に
於
け
る
産
物
で
あ
る
事
は
疑

な
か

ら

う
。
で
あ
る
の
に
、
作
曲
を
得
る
望
な
し
と
言
ひ
切
っ
て
了
は
れ
る
の
は
、
強

ひ
て
望
な
く
す
る
の
と
同

一
で
あ
る
、
折
角
燃
え
む
と
し
て

ゐ
る
火
に
、
水
を

瀧
ぐ
の
と
何
等
の
異
な
る
所
は
な
い
。
凡
そ
天
下
に
斯
く
の
如
く
無
謀
な
る
事

が
あ
ら
う
か
、
少
な
く
と
も
女
史
の
言
の
如
き
は
、
不
完
全
な
が
ら
比
較
的
に

長
篇
の
作
曲
に
筆
を
染
む
る
所
あ
っ

た
人
々
に
到
し
て
、

非
麓
の
言
た
る
を
免
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れ
ま
い
。

今
少
し
く
憤
重
の
態
度
を
取
ら
れ
た
ら
可
か
ら
う
と
思
ふ
。
か
う
言

ふ
と
女
史
は
、
あ
ん
な
も
の
を
一
音
榮
と
云
ふ
の
は
余
り
に
嗚
呼
が
ま
し
い
と
言

ひ
退
け
ら
れ
る
か
も
知
れ
ぬ
が
、
昔
榮
の
揺
藍
時
代
に
、
何
虞
の
國
だ
っ
て
人

間
が
神
様
で
な
い
以
上
は
、
完
全
な
る
作
物
を
産
す
る
筈
が
な
い
事
を
考
へ
て

見
ね
ば
な
ら
ぬ
。
女
史
等
が
今
日
厚
化
粧
の
技
巧
を
加
へ
て
、
現
を
抜
か

し
て

ゐ
ら
れ
る
所
謂
天
下
の
名
曲
も
、
其
の
昔
は
近
づ
く
に
難
き
も
の
で
あ
っ
た
に

相
違
な
い
。
斯
く
の
如
き
は
勿
論
、
云
ふ
ま
で
も
な
く
明
々
白
々
な
る
事
賓

だ
。ま

た
果
し
て
女
史
の
云
ふ
が
如
く
、
羞
な
き
も
の
で
あ
る
に

し
て
も
、
昔
榮

學
校
の
覇
櫂
を
握
つ
て
居
ら
れ
る
女
史
一
個
人
は
、
少
な
く
と
も
望
あ
る
も
の

で
あ
り
た
い
の
で
あ
る
。
否
あ
り
度
い
の
で
は
な
く
、
無
く
て
は
な
ら
ぬ
の

だ。

然
ら
ず
ん
ば
女
史
の
存
在
も
甚
だ
危
い
。
女
史
は
＿
音
楽
學
校
の
為
め
で
な

く、

我
國
音
榮
界
の
為
め
に
、
遥
々
洋
行
し
て
来
ら
れ
た
筈
の
人
で
あ
る
。
然

る
に
其
の
人
が
四
十
二
年
の
今
日
に
至
る
ま
で
、

一
の
責
任
あ
る
作
曲
を
も
公

に
し
な
い
の
は
、
吾
人
以
て
不
可
思
議
と
せ
ざ
る
を
得
ぬ
。
既
に
＿
音
榮
學
校
と

、
、
、
、
、
、

云
ふ
以
上
は
、
単
に
演
奏
家
養
成
所
と
し
て
満
足
す
べ
き
謂
は
れ
が
な
い
。
吾

人
は
如
何
に
考
へ
て
も
、
女
史
等
に
新
し
い
作
曲
家
を
育
て
上
げ
て
貰
ふ
櫂
利

が
あ
る
の
だ
。

、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

、
、
、
ヽ
ヽ
ヽ
0

0

0
 

0
 

然
る
に
女
史
は
、「
私
共
は
従
来
の
名
曲
を
十
分
に
復
現
す
る
事
が
勢

一
杯
の

仕
事
で
あ
る
」
と
稲
し
て
、
暗
に
作
曲
の
意
志
な
き
事
を
表
白

し

て
居
ら
れ

プ
レ
イ
ヤ
ア

る
。
一
人
の
演
奏
家
と
し
て
見
る
な
ら
ば
、
｛
是
に
以
て
結
構
な
御
覺
悟
で
あ

ミ

ュ
ジ
シ

ア
ン

る
。
然
し
吾
人
は
世
人
の
言
ふ
所
に
従
ひ
、
女
史
を
一
人
の
＿
音
榮
家
と
し
て
遇

一
プ

レ
イ
ヤ

ア

n
ン
ボ
オ
ザ

ア

せ
ぬ
ば
な
ら
ぬ
。
既
に
＿
音
榮
家
と
云
ふ
以
上
は
、
演
奏
家
た
る
と
共
に
作
曲
家

で
あ
り
度
い
で
は
な
い
か
。

凡
そ
藝
術
の
研
究
が
創
作
と
賞
翫
と
の
雨
方
面
を

兼
ね
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
云
ふ
原
則
は
、
藝
術
の
第

一
頁
を
窺
っ

た
も

の
で
あ

る
な
ら
、
誰
で
も
知
ぬ
い
て
居
る
事
で
、
荀
く
も
榮
界
の
牛
耳
を
執

つ
て
居
る

程
の
女
史
が
、
此

の
原
則
を
没
却
し
て
居
ら
る
A

の
は
、
不
用
意
と
言
は
う

か
、
不
見
識
と
言
は
う
か
、
吾
人
遂
に
唖
然
と
し
て
驚
か
ざ
る
を
得
ぬ
。
勿
論

演
奏
と
雖
も
、
多
少
の
主
観
的
態
度
が
混
在
し
て
る
以
上
、
或
る
意
味
の
創
作

と
は
な
り
得
る
が
、
蹄
す
る
と
こ
ろ
翻
諄
―
音
榮
た
る
を
免
れ
ぬ
。
但
し
そ
れ
も

祉
會
に
取
っ
て
は
必
要
で
あ
ろ
う
。
然
し
荀
く
も
一
國
の
藝
術
家
た
る
位
地
を

占
め
て
ゐ
る
人
が
、
國
民
藝
術
を
建
設
す
る
の
畢
に
出
で
な
い
と
あ
っ
て
は
、

吾
人
は
純
然
た
る
國
民
的
色
彩
を
那
邊
に
求
む
べ
き
で
あ
ら
う
か
。
か
う
考
へ

束
る
と
、
最
早
一
＿
音
楽
家
と
し
て
の
女
史
が
以
上
の
態
度
を
是
認
す
べ
き
餘
地

が
な
く
な
る
。
こ
ん
な
事
が
分
ら
ぬ
女
史
で
も
な
か
ら
う
。

輩
に
作
曲
の
事
の
み
に
限
ら
ず
、
今
日
に
於
け
る
＿
音
榮
家
の
大
部
分
が
、
静

思
的
乃
至
考
察
的
態
度
を
餓
い
て
居
る
の
は
、
吾
人
が
常
に
廉
ら
ず
思
ふ
所
で

あ
る
。
女
史
等
が
獣
々
と
し
て
、
あ
た
ら
二
十
年
を
夢
裡
に
過
ご
し
来
た
っ
た

間
に
、
文
學
で
あ
れ
鎗
畳
で
あ
れ
、
其
の
姉
妹
藝
術
は
幾
多
の
新
現
象
新
傾
向

を
胚
胎
し
つ
>
‘
姦
に
異
常
な
る
稜
展
の
跡
を
示
し
た
。
然
る
に
此
間
に
於
け

る
榮
界
は
、
果
し
て
幾
何
の
効
果
を
獲
得
し
た
で
あ
ら
う
か
。
尤
も
彼
の
陸
軍

々
榮
隊
が
、
演
奏
會
の
始
終
を
な
し
て
ゐ
た
時
代
に
比
し
て
は
、
上
野
の
昔
榮

會
も
確
か
に
進
歩
し
た
に
違
ひ
な
か
ら
う
。
然
し
所
謂
器
械
的
＿
音
榮
の
弊
は
、

盆
々
其
の
多
き
を
加
へ
て
、
技
巧
の
上
塗
に
陥
ら
む
と
し
つ
A

つ
あ
る
今
日
、

末
ら
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
は
一
音
楽
家
諸
氏
の
一
大
自
覺
で
あ
る
。
現
今
の
昔
榮
家

に
説
の
聞
く
べ
き
も
の
な
く
、
欧
州
近
代
に
於
け
る
榮
界
の
新
傾
向
の
如
き

も
、
反
つ
て
昔
榮
學
校
以
外
の
人
も
し
く
は
純
文
藝
の
立
脚
地
よ
り
説
か
れ
つ

A

あ
る

の
は
、
賓
に
情
な
い
で
は
な
い
か
、
無
能
で
は
な
い
か
。
女
史
の
如
く
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名
曲
の
リ
。
フ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
に
の
み
腐
心
し
て
、
只
空
し
く
一
生
を
終
ら
む
と

す
る
人
自
身
に
取
っ
て
は
、
以
上
の
如
き
非
昔
榮
家
的
態
度
も
可
な
る
貼
が

あ
ら
う
け
れ
ど
も
、

一
般
藝
術
界
は
そ
れ
を
是
認
す
べ
く
余
り
に
洪
量

で
な

い
。
常
に
創
作
を
出
だ
し、

傍
ら
将
来
の
建
設
に
怠
ら
ぬ
音
榮
以
外
の
藝
術
の

手
前
に
劉
し
て
も
、
申
朦
が
あ
る
ま

い
と
思
ふ
。
要
す
る
に
斯
く
の
如
き
藝
術

界
裡
に
あ
る
一
音
榮
家
は
、
内
部
生
命
の
躍
如
た
る
も
の
が
な
く
て
は
駄
目
で
あ

る。
序
で
だ
か
ら
言
っ
て
置
く
が
、
恨
令
女
史
が
只
演
奏
家
の
態
度
を
持
し
て
、

テ
ク
ニ
ッ
ク

所
謂
名
曲
の
復
現
を
事
と
す
る
と
し
て
も
、
在
来
の
如
く
技
巧
一
天
張
や
、
冷

静
な
る
客
観
的
態
度
で
は
徒
榮
だ
と
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

さ
ら
ぬ
だ
に
藝
術
に

内
在
の
滋
味
を
求
め
つ
A

あ
る
今
日
、
純
客
観
的
な
る
技
巧
を
以
つ
て
世
に
問

ふ
べ
く
世
は
余
り
に
賢
い
、
這
般
の
技
巧
に
藝
術
の
永
久
性
を
覚
め
る
な
ど
は
、

ア
ウ
ス
ド
ル
ッ
ク

榮
し
て
功
な
き
事
に
隔
す
る
。
で
今
後
の
演
奏
は
、
如
何
し
て
も

表

情

の

カ

に
重
き
を
置
く
と
共
に
、
猫
創
的
技
巧
が
な
く
て
は
な
ら
ぬ
が
、
在
末
女
史
の

0

0

 

0
 

0
 

0
 

周
園
に
行
は
れ

つ
A

あ
る
が
如
き
摸
倣
的
表
情
は
平
に
御
免
を
蒙
り
た
い
。
藝

術
的
概
念
の
不
燃
燒
と
か
、
讀
書
癖
の
鋏
乏
な
ど
は
、

識
者
の
云
ふ
が
如
く
、

今
日
の
音
榮
界
に
於
け
る
通
弊
で
、
是
等
の
鉄
陥
を
打
破
せ
む
が
為
め
に
は
、

い
く
ら
も
方
法
は
あ
ら
う
。
要
は
作
曲
家
が
其
の
曲
に
到
せ
し
ム
ウ
ド
を
窺

つ

て
、
こ
れ
に
個
性
的
色
彩
を
加
ふ
る
用
意
が
あ

っ
て
欲
し
い
の
だ
。
今
日
吾
人

の
接
す
る
演
奏
の
多
く
が
、
些
の
同
化
な
く
醇
化
な
く
、
只
こ
れ
一

の
擬
―
音
に

過
ぎ
な
い
観
が
あ
る
の
も
、
此
の
用
意
が
な
け
れ
ば
こ
そ
で
あ
る
。
吾
人
の
言

ふ
表
情
と
は
、
此
の
個
性
的
着
色
あ
る
表
情
を
指
す
の
で
、
斯
く
し
て
こ
そ
始

め
て
＿
音
榮
の
員
を
提
へ
る
事
が
出
来
る
と
信
ず
る
。
な
ほ
此
の
昔
榮
的
表
情
に

就
い
て
は
、
吾
人
ま
た
一
家
の
見
を
有
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
寧
ろ
問
題

外
で
あ
る
か
ら
是
に
留
め
、
臨
に
聯
か
女
史
及
び
女
史
と
態
度
を
同
じ
う
す
る

人
|
—
無
論
あ
る
ま
い
が
1

の
猛
省
を
促
し
て

置
く
。

以
上
叙
べ
来
っ
た
所
は
、
至
っ
て
明
白
な
る
事
賓
乃
至
原
則
で
あ
る
。

而
か

も
吾
人
を
し
て
盆
に
之
を
反
復
せ
し
む
る
に
至
っ
た
昔
界
一
部
の
悪
傾
向
は
、

抑
も
何
人
の
責
任
に
蹄
す
る
の
で
あ
ら
う
か
。
改
め

て
言
ふ
、
音
榮
家
自
覺
の

機
は
、
既

に

業

に

熟

し

て

ゐ

る

と

。

（

無

頭

）

『
報
知
新
聞
』
明
治
四
十
二
年
十
月
四
日

昔
榮
學
校
の
前
途
（
ハ

イ
ド
リ
ヒ
授
数
の
激
越
な
る
公
開
状
）

東
京
昔
榮
學
校
教
授
間
の
紛
擾
に
闊
し
同
校
ハ
イ
ド
リ
ヒ

教
授
は
三

日
を

以
て
政
府
営
局
者
及
び
公
衆
に
到
し
長
文
の
公
開
状
を
稜
表
し
た
り
此
の
公
開

状
に
よ
れ
ば
教
授
は
先
づ
自
己
が
一
音
榮
學
校
に
数
職
を
奉
ず
る
に
至
り
し
次
第

よ
り
更
に
同
校
の
現
状
に
及
び
次
で
約
一
年
前
よ
り
最
良
の
数
材
料
た
る
数
員

が
解
職
せ
ら
る
べ
し
と
の
風
説
を
博
へ
て
後
突
如
と
し
て
柴
田
環
氏
が
解
職
せ

〔
マ
マ
〕

ら
れ
更
に
九
月
に
は
幸
田
延
子
女
史
か
其
職
を
退
き
績
い
て
同
月
廿
二
日
ハ
オ

レ
・
コ
エ

ベ
ル
博
士
も
亦
僻
表
を
提
出
し
た
る
は
全
く
同
校
醜
態
を
暴
露
し
た

る
も
の
な
り
と
断
じ
コ
エ
ベ
ル
博
士
の
僻
職
は
如
斯
陰
謀
多
き
學
校
に
教
授
と

し
て

の
責
任
を
尊
重
す
る
上
に
忍
ぶ
べ
か
ら
ざ
る
も
の
あ
り
し
に
依
れ
り
畢
莞

す

る

に

同

校

の

現

状

は

紳

士

と

し

て

嘔
吐
の
感
あ
ら
し
む
此
状
態
と

紳
士
と
は
両
立
し
難
き
も
の
に
し
て
此
結
果
學
生
は
此
先
如
何
に
成
り
行
ゆ
く

べ
き
か
を
知
ら
ず
迷
夢
の
裡
に
徘
徊
せ
し
め
終
に
同
校
は
早
晩
必
ず
徐
々
に
来

る
滅
落
を
防
ぐ
能
は
ざ
る

べ
し
と
激
論
せ
り
之
に
到
す
る
常
局
者
の
回
答
こ
そ

聞
き
も
の
な
る
べ
し
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奏
任
待
遇

り
と

〔
僻
令
〕

『
報
知
新
聞
』
明
治
四
十
四
年
九
月
十
九
日

幸
田
延
子
女
史
の
待
遇

休
職
東
京
―
音
楽
學
校
赦
授
幸
田
延
子
女
史
は
去
八
日
に
て
休
職
満
期
と
な
り

全
<
-
音
榮
學
校
と
の
縁
故
絶
ゆ
る
こ
と
と
な
り
し
か
ば
宮
内
省
に
て
は
東
宮
職

御
用
係
と
し
て
の
同
女
史
の
身
上
を
詮
考
の
結
果
同
日
付
に
て
左
の
僻
令
を
交

付
し
た
れ
ば
女
史
は
純
然
た
る
東
宮
職
御
用
掛
り
（
奏
任
待
遇
）
た
る
に
至
れ

東
宮
御
用
掛

『
國
民
新
聞
』
明
治
四
十
四
年
九
月
十
三
日

四
名
と
も
写
真
入
り
で
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
記
事
で
人
名
に
は
右
罫
が
引
か

れ
て
い
る
。

敦
師
評
判
記
(
-
音
榮
學
校
の
四
外
人
）

0
ュ
ン
ケ
ル
氏
〔
写
真
〕

＿
音
榮
學
校
の
外
國
敦
師
の
中
で
最
も
勢
力
を
振
つ
て

居
る
も
の
は
矢
張
ユ
ン
ケ
ル
氏
で
あ
る
、
氏
の
藝
風
は
一

口
に
云
へ
ば
寄
席
藝

人
風
で
あ
っ
て
品
位
に
之
し
い
憾
み
が
あ
る
氏
は
今
か
ら
二
十
年
前
瓢
然
と
し

て
横
濱
に
韓
げ
込
ん
だ
が
饒
倖
な
事
に
は
其
翌
日
猫
逸
大
使
館
に
夜
會
が
あ

っ

た
此
機
會
を
利
用
し
て
報
酬
は
何
う
で
も
い
A

か
ら
演
奏
さ
せ
て
貰
ひ
た
い
と

申
込
ん
だ
漸
々
許
可
が
あ
っ
て
其
會
に
出
た
時
に
は
燕
尾
服
も
無
く
て
困
っ
た

と
い
ふ
奇
談
も
あ
る
が
嘗
時
の
日
本
の
洋
榮
界
に
は
無
上
の
名
手
と
稲
へ
ら
れ

直
様
辻
男
や
伊
澤
氏
の
取
り
持
ち
で
昔
榮
學
校
に
入
っ
た
二
十
年
前
の
嘗
時
こ

そ
は
又
と
得
難
い
名
手
で
は
有
た
ら
う
が
今
は
何
う
で
あ
ら
う
か
疑
問
で
あ
る

只
オ
ー
ゲ
ス
ト
ラ
の
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
と
し
て
適
任
で
あ
る
と
云
ふ
丈
け
で
技
術

幸

田

延

家
と
し
て
は
宮
内
省
の
ド
ボ
ラ
ウ
ォ
ッ
チ
氏
や
此
間
米
図
へ
行
っ
た
ヴ
ィ
ネ
ッ

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
ぶ

チ
氏
の
敵
で
は
無
い
ら
し
い
、
が
昔
榮
學
校
の
洋
琴
部
の
振
は
ぬ
の
を
氏
一

人
の
罪
に
蹄
す
る
の
も
或
ひ
は
聯
か
冤
罪
か
も
知
ら
ぬ

〔
マ
マ
〕

0
ウ
エ
ル
ク
マ
イ
ス
テ
ル
氏
〔
写
真
〕
氏
は
器
用
で
世
オ
に
老
け
た
人
で
あ
る

其
技
は
術
綺
麗
に
弾
く
と
云
ふ
の
で
評
判
で
あ
る
風
采
の
立
派
な
白
面
美
髪
の

好
男
子
な
の
で
時
々
艶
聞
も
聞
か
さ
れ
る
去
年
あ
た
り
昔
榮
學
校
の
女
生
徒
に

何
う
さ
れ
た
と
か
何
う
し
た
と
か
で
一
寸
ゴ

タ
／
＼
が
あ
っ
た
去
年
の
夏
帝
國

劇
場
の
榮
器
購
入
を
委
託
さ
れ
て
母
國
猫
逸
に
一
寸
行
っ
て
来
た
が
其
為
に
八

千
園
ば
か
り
の
餘
裕
が
出
来
た
と
云
ふ
＿
音
榮
學
校
の
本
職
の
外
帝
國
劇
場

へ
も

出
て
居
る
し
其
外
方
々
の
教
師
を
し
て
居
る
の
で
牧
入
も
却
々
多
い
其
金
は
コ

セ
／
＼
蓄
て
居
る
の

で
今
で
は
餘
程
出
来
た
筈
専
門
は
セ
ロ
だ
が
ピ
ア
ノ
で
も

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
で
も
器
用
に
や
る
一
の
オ
人
で
あ
る
。

0
ロ
イ
テ
ル
氏
〔
写
真
〕
年
が
若
く
て
罷
験
の
無
い
為
め
に
数
師
と
し
て
は
末

だ
批
難
は
あ
る
が
技
術
家
と
し
て
は
立
派
な
も
の
で
あ
る
世
界
を
標
準
に
取
っ

て
の
名
手
で
あ
る
人
格
の
高
い
事
も
此
人
の
偉
い
虞
で
そ
れ
等
の
慮
か
ら

ユ
ン

ケ
ル
氏
等
と
は
肌
が
合
は
ぬ
ユ
ン
ケ
ル
氏
は
い
つ
も
ウ
エ
ル
ク
マ
イ
ス
テ
ル
氏

と
相
提
携
し
て
居
る
に
劉
し
ロ
イ
テ
ル
氏
は
い
つ
も
一
人
ぼ
っ
ち
で
や
っ
て
居

る
仙
骨
俗
人
に
容
れ
ら
れ
ず
と
は
此
人
の
こ
と
で
あ
ら
う
。

0
ペ
ッ
ト
オ
ー
ル
ド
嬢
〔
写
真
〕

獨
逸
の
新
聞
記
者
の
夫
人
で
夫
と
共
に
一
昨

年
日
本
へ
来
て
間
も
な
<
-
音
榮
學
校
へ
入
っ
た
墜
榮
家
で
あ
る
一
音
榮
學
校
で
は

最
初
何
の
位
ま
で
の
磐
榮
家
で
あ
る
か
所
謂
鼎
の
軽
重
が
分
か
ら
な
か

っ
た
の

で
一
ケ
年
の
契
約
で
雇
入
れ
た
が
其
後
多
少
其
の
技
個
も
認
め
ら
れ
兎
も
角
も

盤
榮
家
と
し
て
は
人
の
評
判
に
乗
る
様
に
な
っ
た
非
常
に
勝
気
の
婦
人
で
常
に

出
来
得
る
限
り
派
手
に
暮
し
て
居
る
が
誹
経
質
で
感
情
に
強
い
虞
か
ら
校
内
で
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『
＿
音
楽
』
第
二
巻
四
号
、
明
治
四
十
四
年
四
月

卒
業
生
諸
子
を
送
る

胎
蕩
の
陽
春
に
、
花
笑
ひ
鳥
歌
ひ
、
天
地
も
亦
自
然
の
一
音
楽
を
奏
す
る
に
常

り
て
、
盆
に
我
昔
榮
學
校
の
卒
業
生
諸
子
の
目
出
度
門
出
を
祝
ふ
は
吾
人
が
衷

心
の
楡
快
と
す
る
所
な
り
。
本
年
の
卒
業
生
は
、
研
究
科
に
五
名
、
本
科
に
六

名
、
甲
種
師
範
科
に
三
十
二
名
、
乙
種
師
範
科
に
九
名
あ
り
て
、
其
の
敷
、
例

年
に
比
し
て
大
差
な
し
。
但
本
年
卒
業
の
成
績
に
付
き
、
稽
ミ
注
目
す
べ
き
こ

と
は
、

過
般
賓
施
せ
ら
れ
し
、
甲
種
師
範
科
の
最
後
の
一
年
に
課
せ
し
、
ピ
ア

ノ
科
の
成
績
の
案
外
に
良
好
な
り
し
こ
と
A

、
同
師
範
科
よ
り
二
名
の
涸
唱
家

を
出
せ
し
こ
と
な
り
。
従
来
、
師
範
科
の
器
榮
は
、
オ
ル
ガ
ン
の
み
に
限
れ
る

を
、

一
昨
年
の
規
則
改
正
の
結
果
、
併
せ
て
ピ
ア
ノ
、
ヴ
ィ
オ
リ
ン
を
課
す
る

こ
と
A

な
り
。

差
営
り
試
に
オ
ル
ガ

ン
の
成
績
佳
な
る
も
の
を
選
び
、
最
後
の

一
年
間
ピ
ア
ノ
を
課
せ
し
に
、
右
の
如
き
案
外
良
好
の
成
績
を
示
せ
り
。
此
の

成
績
を
推
し
て
考
ふ
る
と
き
は
、
第
一

學
年
よ
り
し
て
ピ
ア
ノ
、
又
は
ヴ
ィ
オ

リ
ン
を
専
攻
す
る
生
徒
の
卒
業
成
績
の
、
更
に
一
層
良
好
な
る
べ
き
は
、
今
よ

り
期
し
て
待
た
る
べ
し
。
又
従
来
は
、
師
範
科
に
は
、
合
唱
の
み
あ

っ
て
、
獨

唱
な
か
り
し
も
、

一
昨
年
獨
唱
専
門
の
外
國
赦
師
を
得
て
以
末
、
試
に
其
の
資

質
優
れ
る
も
の
を
選
び
て
、
之
を
本
科
の
猥
唱
科
に
編
入
し
て
、
同
じ
教
授
を

施
し
し
に
、
こ
れ
亦
豫
期
以
上
の
良
好
の
成
績
を
牧
め
得
た
り
。
要
す
る
に
、

今
回
の
卒
業
生
に
は
、
少
く
も
其
の
技
術
上
に
は
、
従
前
に
比
し
て
、
多
少
優

れ
る
所
あ
る
を
認
む
る
な
り
。
然
れ
ど
も
、
卒
業
生
諸
子
の
前
途
如
何
ん
と
云

へ
ば
、
彼
の
お
定
ま
り
の
式
僻
に
戒
む
る
通
り
、
尚
極
め
て
遼
遠
な
り
と
謂
は

も
仲
間
と
し
つ

く
り
行
か
ぬ
と
か
。

ざ
る
べ
か
ら
ず
。
就
中
、
出
で
A

地
方
の
数
職
に
就
く
も
の
に
至
っ
て
は
、
豫

め
今
よ
り
種
々

の
困
難
と
、
戦
ふ
の
覺
悟
あ
る
を
要
す
。
這
般
の
卒
業
生
が
、

先
づ
第
一
に
案
外
の
感
を
な
す
は
、
就
職
す
る
學
校
が
概
し
て
＿
音
榮
に
冷
淡
な

る
こ
と
な
る
べ
し
。＿音
榮

一
貼
張
り
の
専
門
學
校
よ
り
出
て
A

、
昔
榮
を
一
學

科
、
而
か
も
餘
り
重
き
を
置
か
ざ
る
一

學
科
と
し
て
、

授
く
る
普
通
學
校
に
入

ら
ば
、
何
人
も
必
ず
其
の
前
後
の
空
氣
に
冷
熱
の
差
甚
し
き
に
驚
く
べ
し
。
職

員
生
徒
の
中
に
、
＿音
榮
に
冷
淡
な
る
も
の
あ
る
は
、
マ
ダ
シ
も
な
り
。
甚
し
き

は
、
直
に
一
音
榮
を
憎
悪
し
て
、
之
を
仇
視
す
る
も
の
さ
へ
こ
れ
あ
り
。
特
に
榮

器
に
至

っ
て
は
、
到
底
専
門
學
校
に
於
け
る
が
如
き
、
精
良
の
も
の
を
得
ざ
る

は
勿
論
、
其
の
調
律
さ
へ
も
、
往
々
意
の
如
く
な
ら
ざ
る
場
合
多

し
。
此
の

外、

學
校
職
員
の
列
に
入
り
た
る
以
上
は
、
授
業
以
外
に
相
営
の
雑
務
あ

り

て
、
之
が
為
に
慣
れ
ぬ
仕
事
に
心
身
を
労
す
る
こ
と
も
亦
少
し
と
せ
ず
。
か
A

る
事
情
は
、
言
ふ
ま
で
も
な
く
、
初
め
て
世
に
出
づ
る
卒
業
生
諸
子
の
、
最
も

面
白
か
ら
ず
感
ず
る
所
な
る
べ
き
も
、
さ
り
と
て
、
諸
子
の
為
に
、

一
切
之
を

除
き
去
る
べ
き
術
な
き
は
勿
論
、
却

つ
て
、

か
A

る
事
情
に
打
勝
た
ん
こ
と
を

努
む
る
こ
そ
、
数
育
家
た
ら
ん
と
す
る
、
諸
子
の
第

一
に
盛
す
べ
き
重
大
の
責

任
な
ら
ん
と
思
ふ
な
れ
。
最
後
に
、
何
人
も
殆
ん
ど
思
設
け
ざ
る

こ
と
に
し

て
、
而
か
も
意
外
な
る
失
敗
の
原
因
と
な
る
も
の
あ
り
。
そ
は
他
に
あ
ら
ず
、

卒
業
生
の
髪
飾
形
を
見
て
、
ハ
イ
カ
ラ
な
り
と
し
て
、
地
方
人
民
の
、

動
も
す

れ
ば
之
を
指
弾
す
る
こ
と
な
り
。
我
昔
榮
學
校
の
校
風
の
、
一
部
世
人
の
豫
想

に
反
し
て
、
極
め
て
素
撲
な
る
こ
と
は
、
能
＜
我
學
校
の
消
息
に
通
ず
る
も
の

A

、
何
人
も
、
之
を
認
む
る
所
な
れ
ど
も
、
而
か
も
今
尚
往
々
に
し
て
、
か
A

る
誤
解
の
地
方
に
存
す
る
を
聞
く
は
、
吾
人
の
最
も
心
外
と
す
る
所
な
り
、
然

れ
ど
も
吾
人
の
卒
業
生
諸
子
を
知
る
や
、
熟
せ
り
。
諸
子
登
に
其
の
前
途
に
於

577 第11節 東京音楽学校評



て
か
A

る
タ
ア
イ
も
な
さ
、

匪
々
の
末
節
の
為
に
、
其
の
大
事
の
目
的
を
誤
る

も
の
な
ら
ん
や
。
往
け
よ
、
往
い
て
各
ミ
爾
が
渾
身
の
熱
と
誠
と
を
、
國
よ
り

典
へ
ら
れ
た
る
、
爾
の
職
務
に
捧
げ
よ
。
但
東
西
南
北、

各
ミ
其
の
風
土
の
異

な
れ
る
や
、
或
は
諸
子
の
健
康
と
相
容
れ
ざ
る
も
の
あ
ら
ん
、
諸
子
、
請
ふ
自

重
し
て
、

敢
て
加
餐
を
怠
る
こ
と
勿
れ
。

『
一
音
楽
』
第
二
巻
五
号
、
明
治
四
十
四
年
五
月

新
入
學
生
を
迎
ふ

奮
を
送
り
て
、
分
袂
の
恨
、
末
ざ
盛
き
ざ
る
に
、
新
を
迎
へ
て
、
握
手
の
榮
、

新
に
生
ず
。
浮
世
の
風
波
に
遠
か
れ
る
學
窓
の
下
に
も
、

離
合
緊
散
の
悲
歓

0

0

 

0

0

0

0

0

 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

は
、
自
か
ら
こ
れ
あ
り
。
然
り
と
雖
も
、
去
る
も
の
去
ら
ず
、
来
る
も
の
来
ら

0

0

0

 

0

0

0

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

0

0

 

ず
ん
ば
、

學
校
生
活
の
流
れ
は
、
其
の
水
腐
り
て
、

贔
こ
A

に
生
ず
べ
し
。
故

に
、
吾
人
は
其
の
去
る
を
惜
む
と
共
に
、
其
の
来
る
を
喜
ば
ざ
る
を
得
ざ
る
な

り
。
同
一
人
心
に
、
此
の
雨
様
の
情
緒
を
存
し
て
、
而
か
も
其
の
統
一
を
害
せ

ざ
る
は
、

是
れ
人
間
精
稗
の
妙
諦
に
し
て
、

其
の
守
藷
就
新
並
び
行
は
れ
て
、

相
悸
ら
ざ
る
所
以
な
り
。
か
く
て
吾
人
は
、
姦
に
満
腔
の
誠
意
を
傾
け
て
、
新

入
諸
子
を
歓
迎
し
、
併
せ
て
吾
人
の
所
懐
を
述
べ
て
、
諸
子
の
参
考
に
資
せ
ん

と
欲
す
。

0

0

 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

我
が
東
京
昔
榮
學
校
は
、
或
る
意
味
に
於
て
は
、
天
下
無
類
の
學
校
な
り
。

大
學
を
始
め
、
同
種
の
學
校
は
皆
少
く
も
一
ッ
以
上
あ
り
。
而
し
て
＿
音
楽
の
學

校
の
み
は
、
我
が
＿
音
榮
學
校
の
一
ツ
に
限
れ
り
。
男
女
共
學
し
て
、

而
か
も
個

人
数
育
を
以
っ
て
、
其
の
本
騰
と
な
す
は
、
他
に
其
の
例
な
し
。
外
図
数
師
、

其
の
教
授
の
要
部
を
受
持
つ
こ
と
、
是
れ
亦
、
今
は
他
の
學
校
に
無
き
所
な

り
。
公
開
の
演
奏
に
依

つ
て
、

其
の
成
績
の
批
評
を
公
衆
に
求
む
る
が
如
き

は
、
固
よ
り
他
の
學
校
の
、
夢
に
だ
に
想
ひ
及
ば
ざ
る
所
な
る
べ

し
。
数
授
の

責
任
な
き
曙
託
員
の
多
き

こ
と
は
、
我
が
昔
榮
學
校
の
一
異
彩
な
り
。
學
科
目

の
多
種
多
様
に
し
て
、
数
師
の
敷
、
略
生
徒
の
敷
の
三
分
の
一
に
営
る
が
如

き
、
何
れ
の
學
校
に
か
、
其
の
類
例
の
見
る
べ
き
も
の
や
あ
る
。

而
し
て
諸
子

は
、
今
や
其
の
従
前
鼠
調
の
普
通
學
校
を
出
て
、
此

の
一
種
無
類
の
學
校
に
入

れ
り
。
其
の
何
ん
と
な
く
、
心
に
異
様
の
感
起
る
べ
き
は
、
固
よ
り
嘗
然
の
事

な
り
。
然
れ
ど
も
諸
子
よ
、
或
は
思
ひ
惑
ふ
こ
と
な
か
れ
。
我
が
學
校
に
は
、

0

0

 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

其
の
組
織
の
複
雑
な
る
が
中
に
も
、
自
か
ら
一
貫
の
精
神
あ
り
て
存
す
。
能
<

此
の
精
誹
を
會
得
す
れ
ば
、
諸
子
が
辿
り
行
く
べ
き
前
途
に
は
、
毎
に
晃
々
た

る
指
導
の
光
明
あ
り
。
人
倫
の
道
を
誤
ら
ず
し
て
、

藝
術
の
員
を
求
む
る
こ

と、

是
れ
我
が
學
校
の
精
紳
に
し
て
、

而
か
も
此
の
精
神
は
、
各
自
生
徒
の
心

の
奥
に
潜
み
て
、
陰
然
我
が
校
風
の
基
と
な
れ
り
。
或
は
世
間
一
部
の
人
は
、

我
が
學
校
の
外
形
の
み
を
見
て
、
こ
れ
を
以

つ
て
、

毎
に
喧
擾
混
胤
の
状
態
に

あ
る
も
の
と
相
像
す
る
も
の
あ
れ
ど
も
、
こ
れ
固
よ
り
皮
相
の
見
な
り
。
諸
子

に
し
て
、
暫
ら
く
此
の
虞
に
在
ら
ば
、
次
第
に
此
の
精
誹
の
機
微
に
躙
れ
て
、

自
か
ら
其
の
案
外
に
居
心
地
良
き
虞
た
る
こ
と
を
感
知
す
べ
し
。
由
来
學
生
修

養
の
第
一
義
は
其
の
胸
中
に
些
の
雑
念
を
容
れ
ざ
る
に
あ
り
、
諸
子
、
其
れ
能

0

0
 

0
 

0
 

0

0

0

 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

＜
此
の
精
誹
の
會
得
に
努
め
て
、
こ
A

に
諸
子
が
安
心
立
命
の
地
を
求
め
よ
。

若
夫
れ
静
中
に
動
を
認
め
、
動
中
に
静
を
観
す
る
が
如
き
は
、
抑
高
人
の
逹
見

に
し
て
、
逮
か
に
之
を
諸
子
に
期
待
し
難
き
も
、
我
が
學
校
の
如
き
、
動
も
す

れ
ば
人
心
に
、
外
馳
の
機
會
を
興
ふ
る
こ
と
多
き
慮
に
於
て
は
、
結
局
は
、
漸

次
此
の
域
に
到
る
を
以
っ
て
、
各
自
修
養
の
理
想
を
な
す
の
必
要
あ
る
べ

し
と

信
ず
。
吾
人
は
、
こ
A

に
始
め
て
、

諸
子
と
金
蘭
の
交
を
訂
す
る
に
営
り
て、

以
上
の
婆
心
を
布
き
、
之
を
以
て
諸
子
を
迎
ふ
る
の
僻
と
な
さ
ん
と
す
。

第 2章 明治時代の東京音楽学校 578 



h | p--』、Ji』|ji、 |l
; 1i り とら． n 

,'., 
99 9 びくら 9ん＾ ＊ャエ● 鼻•
こ li ，）すべ ，） 

§ #II#＃ -i }imf)| ｝Iし4」ir| p- h|n「I; 
さて l/ 3 19 b• 19 のしみ よ っ

• 9 ＊ ● ＾カヶ ャ ＊ .,  カ

し す か 19 の 99 と りになれと

'"'  ''トピ 9, - 卜 ｀ ＇ 
らのわく ゎぉ Ii・ えて 9．の し

,,' 

d-BO. 

mp - -‘ 
千 代 田 の 宮

上真 行作 曲

売f―---．

J一100.
世 の 態

n叫m`/~• V叫ぶfol.

一

か

わ

9

9

す

ん

9

9

み
＂
カ
ナ

屹f

1 →—」| J. J\ — 
99 こ，J

＊ テ

す
な み

- -

------ J~ - ----―̂ 
，， よ 99と”へる ので 1；さな lこ 9, ',ル・ チニグ＊ 9 9 マ會ゴ
わ●‘さみい 1: 9 おこ'.，トにく 99マス.,' '..ケ鼻ル ゴト 9

---==］雪悶
ー ← ―

」 i | 」」1 」|」屯—l|,h
づ み ど 'J9: 9. 9：ヘ
ト 言 ● ● ス 鼻 ● 9ヽ

とつ くら｀え L L • ． 9 ＊ ニナ ツ 9

l」1|P」]|
l づ ヵ•'‘る一み.'. ". -, ゎづ ら'"ーじア・ ，．ヤ ー、禎ニ9 9 *-9 - 9 

( l: t：一みーな•＇ル 9-＊ - 9 
99m呵dllo.

『|J 二-|I|」)」，，，1「ー1」|」 ー『1-l」旦
、： のへに つらな，）わ 9: 9 ふ 1． へのみ lt L ,9 ふぐ fヽ '1 
9 9 9 9 ル勺~ ス 9 9 ヒ● 9 9 9 二 y'"’ー・•'.'
み め ぐ み l: 9 ひ 9：るみいつく 9 ゐ，. つ さて とつく，； の,． 9 9 9 4 9 9 ル會 . y.,.. ア＾“ アア9 9 V V 

”’ l →.r 」」-•
L o 

V ヤ

―-

ょ
9 と リえかづる t t ，，，つ
^ ＊ 

9’9 It 
ニア ヤ今テ 9 9 ム

It て
鼻,.，，， u 卜

-［二-j □〗.汀三且.
78 楽譜資料



J = 9 6. 

●9p 

吉 田 松 陰

ん
セ

そ

ッ

f》

小 山作之 助作曲

筑

、.~ --9 
ゎ， ー じ●' -

イ ニ カ ＾

い の 9K 1: 99 び 1： ● 

，，ルコ '" '‘’ 

" l ふ’’-9 9 ナ..

J =132. 

』̀
＇

ぃ

ア
の
＾

里 祭
Sch'oa b“che• V西 li,d.

f,・ 三

几

ヵ

る

ア

ら
＾

つ
9

i

l

-

―
 

か
、
9

i
v

9
,

＂v
 

』

-l-

さ

9

,
)
カ

わ

9
t
.

、 S -•J つ 1：らり ひびく よ

9 9 鼻ナカ・チゾ ， ． y,. ュ ＊ 力' ―・r,.ー ら か ら ごえ えい や えいて さそ上一 よ

• V',', •,• 9 9 * 9， ． ェ ・

口三、こ口r ム

1'-100, 

p _ 

墓 詣
Altde94ocha vdKぶod.

~ ー• - -- -

て
ャ
＇
）
＋

-→と一— -

口

J =132. 

J~ 
',,, 

駈 足
1)a駅"“',m,•,d,.

夜f

,

4

 

（
＾
 

ょつ
ァ

Jl-138. 

野；f'p叫 1二[‘|じ』」頃I[1]1| ［口」叶」， i;J|且」1」II
ーうれ l 11 I' へ 9 しさ さ t：の力'<の よすがらふ
二 ' V ツ 9 9 9 9 V テ ア奇ヒ鼻力 9 9 9 9 9 •• 
三 うれ l ふ 99 ヤ＂づる わかさとし よ 19上ー It ひ n
匹 9 V V コ 9 ロカロク ア V ’̀口 9 ,、 V 9 9 V 

五 うれ l li h 11 t,J て 1: < Itなどり わかさ 5 か

,,.,' 

氷 滑
y曲必iai

東京昔栗學校編紅 『中等唱歌』明治42年 77 



•‘” 炒 rt 

み

9
つ

し
1-
4
`

じ

9

b

〇

臀

，＇

郷
De'“必hav心 ied.

= =--・ 
いId.1月『J|J りl
9 んごくい-'ー の

言●へ＂ 4 - ヽ —•
お 9ヽ じさつーさ ー に
● ● 吋 スウ ー貪ー デ

9・ •I : 9 わ- 1: —れ

悦下月J-so. 

ず]11りliI」」→JJ -|＿―i 

ー てら すかつ一さ ー • •_,, 
ニコヒ V ヤ 9 - ' - ＊—卜
三 l1,9 のて つーす一 め 一 て

＂テ,,● 9 ー• - • -9 
・五うち つれな一さ 一 つーれ

“r―|「 了1月一 ーど
L みつ の,,-,, -れ一
ャ 9 ツ ● 9• - 9 - 9 -

お い t： る"-" -"・ -• 9, ．，- V ー が 一
さと ； たさ- L - ,. -

曇
おら くる
ヒピ 9“
お li• さ ん
よ ニッヽ

っ 9 ：ぇ
鼻•ニこ の みベ

＊勺 ヘパ
ぃ，，：の

9》

J-120. 

§i i•”/」 | 」 JI J デ『l 「 「｝ 「 げ言I
ー 9 L 9i L lt ー やさら L ー とが 1 
二 9 0 9 0 トー ザス. . -,.  . 

三 、 9 されじ 1: — ぇ n う みーの 9 9 

樺 太
盆 1]J9l吾作 曲

J |．hJ ]］ | 
9 9 ーぷあー
ア ・一 ●ヤ ー

と れ 一 どつ -

こ．一 一

s （ら.. ;』． l L -
・ イ 9 會ア.,.-
，， 5 "てく にな ひー

1’ - 9 -．-― ．-- ”1、

11 」―]」」|『」ヽ ］了丁戸ー」」 Ir -「 fr| |7戸I
かひな、9 づ ら ば ： ＜ ゐ It セら んつ 9 さ• r: 5 
• * 9 ヤマ＇＾，．，，．． ，チト量,'

ざら L 』＞ そべ るな じ 2 の い そ '..,  •·いし·

み

9

9

t
ィ
h

＂`る
ら

9
ゐ

え

へ

ゑ

つ

●

す

9

ヽ
の

ぐ
＾

S

放 習
VdK“icd. 

釦るし の
V V 9 

tんさ

’’ 弓臼刀 r
ら ら ら ら み 、9
9 9 デ＊ヤプ

li づつの おと

§屯ig円」1叫

令'- ; 99 9 

" -ケ＾＇，J -ひび く

と＾．

声
9’99 19 

ゾ 9,＇
ょ h 99 

立
琵
•`
9み

巧f•

§りI[7「［こ i」1| F「l「、「[「［1| J」l」lし「r』』|
’‘ 9: l：ょす-る •c さのぐん<いず すめす ・r - •ぃ
ダテニ蛉＊ー ンケ 9 -,．マレー ・' ス 9 スス― 9 9 

なざ 9 9J L・ーリ ，） としと力す 一 そ ら 1l J: 9• - <ふ

L ゼ •—-~‘— 

76 楽譜資 料



9》

の
9
ぐ

r“

t
ュ
し
＊
の

9) 午

9 + 

＾ す

h.t
 0 

型—こ．．． ー＿ー ・ 9

みなみな っ＿れー わ て 9 11 99 9こ～ し一
鼻こカゲ•一 9 ～ゲ學 9 ム ア 鼻 ― ` ―．、 1: ゃのお一 え ー l ,2 ろ るみそ ーで一
ィ 9 ヤ 9 • - ト - 9 ゲ ン ' -ニー 一
かげ

'-, -+ 
9：に l-ら - -r か 9 ざや J:-h -

友の寓 異
な ter.

．o
●
ぷ

r

の
9

の
9

ー
ザ
つ
＞

つ

ナ

9

9

.9
r,‘

,
 

ゑ

＞

ふ`

ー，戸： 11ピー「「「 ―j「|「「叫=―-：『―

}| L : ; ： ：二[i-［ i『{；且1：よ『i
IJク 'Vl —— l --—l -・ •2 

===r 

ー デ—下―--- ； — ― —- |「―r,1 - I ―． fー， l|—士

［ 

呪r-=

湖 上 の 月 J =72. 
護 良 親 王

J = 6 9, 

|1、;ニ
一 つ● ●' 9r 
ニサ，，ナ ， 

Silc/,e, 

R匹 ini,

紅判「 「打 1f J:こ汀ェ
さや，！ （ か<9 ふかりわさの よー 19

ア ヤ ＊ 9 9'` ＂’レミ, , 'ー ・

>- :• • 

ょ4 ―-J ＇戸弄 ；
ゃ 9 の (L  9と l9 らひ ,, 

• V ' ナ 9 ヤ'. , '
みえ l やま の (9 19 4 

:• 一

f'f. f 

J

9

ぴ

つ

サ

t
ま，＂

ぐ

＾
て

ふ
メ
さ

わ
~

力
わ

,
•
9

か

[

5

-

ま

C

ら

l

l

l
 ＜

 

,
9
~. 

r
 

9, 

t
 

ぉ
ヒ

ゎ

1
9-

“'c， 

た`＇
ひ

ヒ

め

し

卜

や

（

ヤ

わ

ざ

9

み

く

占

り

9

9

り

み

ナ

な

の

＾
と

0

9
イ

さ

ア

▼

..
 ―-
L
 

し

ッ
み

ろ

9

ら

J. JJ. J 

東京音楽學校編額 『中等唱歌』明治42年 r
J
 

[
I
 



J: .—, 

‘’ 
ゐすゐ の 9ょ,, れ~. ,., -,..,. 

ささ ん のじ＾

二
かる ると 一,,.. -
,,め 9£ れ•-

戸彗
「pp|「予ー-lJ-↓ II
（ヽ9 と，，ぞ L f：ムー

，．マ V 9 9“’ ― 
(99  1l 99 1i l: 1i』-

.-ー．＃ ；予-J ー＝|「
し ひ々 9 C い,,-.. ｀ センず 4 ト ー ＊
じ 1ご ん こ 1: f: - 9• 

^ ° 竺

J. -84 

£ 

深 林 逍 逝
Ma,,cl,M,. 

ひ
4

l

二

ん
フ

3
6

セ

•
よ
し‘̀ る

'

＊＇ィ―― 
L
*
 

の
•

-

5

 

ざ

卜

さ
9

さ
ッ

ら
一
l

ぐ
＇

ぉ
＾

（

＾

 

ーエ
り

ズ
；
ロ

＇ 
r
 

，
 

か
＊

”f ------

占`tr=rr |rrIIPh | r[- !| r-「」．|」＝「「9 | 
とり 1：ど れ If と '， 99 1；さなか 99 9) 1；リの L
" ゾ 會 ど 鼻 配 ゴ..,'鱒● ） ＊カゾ ト＊

＾ 
ート

z 

が冒□IIf□|「-／「1|「 7”fァIl-［「［ |「、「l
づ 99 9 と 1i ーさ 9:- l: £ - 19 つろみづの 一

’̀―二 9 9 ー ヤイーヅ 9 - ｀ ̀ 9カナ 暴 一

f-

緑 蔭
Becke9. 

(9 の ー しと n-lさ 1： Jヽ
‘’ ＾ ーセ 貪 v 9 U ア・ ス
く 9 It - : •, n -U ●‘ l n 

な

9

つ

笠 爵 山
窮能衝作曲

74 楽譜資料



Jっ108

竺＇

田 植

死f

J=l12. 夏

P . -

休
vdiied 

―-

れ 99 ( 

に 99 を（

●I • • |．.．ふ9 +l．ニ雲ご

三 一： ニ〗...., 1,r1I

＿そーのーう し ひ ー ，r- 9 やそ の ふ ご お ろ C 5 9 
二•-,-. , . -.ー ニ9 サ 9 ュ ● 鼻 4 卜 • * 
三，' - .ーか< 9； ー ひ ー らにちえ ら 19 9ヽベ て みの

四メーデーよ ＊ コ-,ー ' . ' 鼻 ＾ヤ 4 ＾ ＾ →、 チ

亨三;-J□1「［三□三、よj;J|gJkl

三
夜f

.J.=100. 

i 

テークーロー

上 41, マ

9・ l1 メ~';,.
わが る
ャ ス

戸
五- - - , ｝'レ9 - • - r ・ 1 

ゼ9 ーえ＾と び 9 9 iくんう 1f̂
ケン， 99 卜 '0' ，ぐデイ息 4
て 9 へ， 9: ふるる '’9 - L <̂  

虹
Naegふ＇

一

”””“'”'os』・(

筑

- 1コ戸l -」 」-」
うかぺるに一じ よ

,,'.ニージ ・
ふ ー と さ ひ ーか り

＊ エユ' . ー ' ' 

三ーヘ:;--=上9m9i : ； 

三
ーたわ I「「ー戸
; ゃ え う＾めいいかに わ 99

V V 'ン，<..ナ 9 アア
やぷ

・ !-,． . 
か lf n の
+ v * 9 
いえ li の

忌
乱
戸
図

切j-- ——, f
 

ス
9

ス

ン，

ン

9

9
9
 

ン^^
f
,
9
.
9
 

い、
め
メ

め

し
9
5り

か

9
さ

p d四ヽ,,;,. ^ 

!． J1 | J． としよ
’’ ’'9  9 
アア, , ヌゎ．，）,, ス

て

J=96 

吼た

孔 明
内田粂太郎作曲

ぐ

9

ぞ

め
'
9
`
`

の
4

(

さ
＊

t

に

暴

て

み

カ

リ

げ

9

ひ

0
卜

ざ
―――

-＇-

い

ヒ

み

L
9
な

東京昔楽學校編纂 『中等唱歌』明治42年 73 



“
 

；
 

苔

u
,

＂

噸►

t t 
て“ '， 'Lろや

奮 • vロ ヤ

ぉ 'Lみつ

< 

r--l」. i |l 
5 よつ

’"ャら よ や

戸□—
＝竺竺〗‘

夕

p
 

の 錨
“Ondd叫•

9

9

の

9

ふ

▲
な
っ

ーニ
i
-

―
四

p 

芝
--
f そ

’

t
,

＂＇ 

= 

ぐ

9

の
V

9

>
か

r

い

(
l
”
.

そ
’

そ そ
’

の
、
ぷ

9

ゐ

●

よ

＞

今ー

り

ゲ

ゑ

- -— 公 一一

i ?•』 -1

l'’‘i,J い づ 9 '’ムー ペの

,'、9

しみら・ 1て さ そムー 、,.- べの.. , ,, , ュ，1= 
字―--—-l 「— j | 9 - |---→ 

一 p _ 

て
•
9
n

＿
＿
＿一

れ
＞
の
・

こ
こ

（一

す

ス

9
バ

―――― 

J,=80. 
胡 蝶

Volねlied

.、.:..,..,・

ょ，）

9 ^ 

ヘ e

壬い」11」ゴJIμ-| 」]」 JI」[|ご一
の 1199 のい ー み liえ て 9 さ 1：る らー f: 9J 
ニニが，

rr 三 ：戸,I心一

戸'し
匹 ・—. 

J=88． 手 函 の 繕 ＂貨 m蕊世 古作曲

虐 一戸苓以ー： ：戸丑- < - 9 

i ;9 : i 9 9 9 *―“ 
び"

二二三
72 1楽譜資 料



’’ 亡ー←ナ＿一日て「一 ---J-- i 4ー＝—←一
なみ 9：ーの一 •• 9: L へ u 9 ひ（今

翌
—• 
一

応二了=」|」三J |J-万 -1|ー」
99 い ご 19 11 9［の ぇ ーっ 9 9• ヽI． ＂鼻ス 9 * • 9 9 ピ”ーブ
む つ 9 8 19 9ヽ の い （ 9 ざみ

｝二→→ー…五

←---＝ ,＇‘・ 昼亨戸 戸 「●→←ャ'
かム ひ で よ l•_ .r 9ャ9- 9 
すみ、• 91 " 

子

←芦王 「］I 「 —-＿」
がや（う みのう りと

,,, -' ィッ

らぶるや よの： 1' ム

｝ 
て一— _ ,- -

’― -̂°―-' 

I ===----I =---

今日も暮れね
(I(). 

?J.I-］l」1|r =［「_f- |-J
く しのい ろう ーす一
• V ;カ

ロ
,． -9 -

垣

ー

，． ヤ
えと

｝＝ 
臼［

真

t: 

• ,1 

戸r- |[l』-p |」1 ji」]-』|「
ー の ： のひ な てんさん し

呵 9 9 と＊ ● 9 ＇̂ 
ぐ ひ えれなる こ の じ L'.1-巳攣亘豆

胆

f ―----

「1弓［J トニi」「□「テ］二」-
つ え1,- ; - L ふみに ーよ さ ーよ 9 - ト

マ 鼻 ーマー V 9 y 』 -

亘
- --． 
戸 「- り|「- J ! 

It な の え ん
^ 9 9 エン
It な のえ ん

I-＇，・ー「 f-」」［ J 
ひ とめたう
工 ヘル 9 9 
け て ● で 1:

::-0-f -
J = 1 1 6. 

~、 -『つ • - - - m村虎臓作曲

≫ 吼f --

合'j 」「 J
- •· '!り
二會ンバ9 ー
三わら l

し ←ー，← -一一一― - - — ・ ビ
東京昔楽學校編姦 r中等唱歌J 明治42年 ｛｛ 



iが」l』」」 |r_ 」」
幻 び て と ぷ ... ,, >.., 
●’へ る わ との

|J'』」 1|jirlじ上ー」
9• し め ひ と 11 つ どふV,. ，A 9• 9 9“ 

な " n わ さの かくに

I---
；ール ー 〗了―. _Jl少ー 凸」； 叫〗

夕 喜

J 080. 

＇ 

戸み'-.. -

＠ 

“”’ んr'”9. mr -
~ 

玉豆蚕'“ tムー，： 9r tt L の 9 - 9 9 い f; — づ ： 9
y 卜 9 ム・ ナ＾ テ 9 貪 —ピ 9 ＾ゲ ー V ，・

X••9di. 

=—, 
：、ニ

ーら―.,.
-.  9 9 9 4 ．の• 9 V 9 9 - 9 -.  
三 ・・（ て t ; & 99 9, •9 ん 9 99ー贔 - ( 

B 9 9 V • ， ． ． 、 9 9 9 9 -9 一量

二二三
p=ー----“̀ '，、 ，.. -ひ,．．,,. -. 

u 9 つつ • r. 、..,． 4,.  

;rl19- 、

てん｀ ... ,.み[-,J 
，． 、， ．． '-毒
駅ぐみ さ ，てりー’‘,,.. ·• · -· 

/ ・ 

｝二言戸ニニ亨

J-104 

髯 l-

ーふ し と し み ー 99 し 3 さ 一 ；づ む

二
野 山

小 山作之肋作曲

=-

-、--よ Lの 一の 一

・グ,-, -

三 ーロ←一号ニア＝岳=-
<9 ー よ の 、9 99 li’ ー の 一 を 1: 99 ；る 9t - l と-，. r , 9 9 - ＞ ト

一二日」ーご□
＜ t と の. -.. 

己 ll-
t: t,．,'J 
ナ＊ ・ 9

季

ミ

70 楽譜資料



, 1.） poco几ば．

炉力お しノニ ヒ 1:.‘‘ キャ・／9 ソ，、

七↓ ？や＼ らべ Iえにたら

戸

t
_
ム
ん

B
r
 

危位以わ必．

紐；［三；・[I1召う：旦I□一
、-

ただいとす
テ

ぢ'a l.i Iゲみつ一 つ
ミ ーがキアゲ ク}レ .:;t ノココー ロ

今は學校後に見て
- ＿ ＿辻・如ク“̂

7’ カジクラーシシカヒアリ テ
ふがさ E し一つセたゆみ巧・ < 
キ タヒ アケ ＊ー ク ）レつノカヒ ナ

色 1虹呼°

亭f]ヽ エア形ヶ 7 / 
っ― l:: め ま な．び文
タ・，メ ン こ ） レ ベ キ

§.IC;;」:」|］： ： 1: ／戸し］
iれび‘のまどのあ lケくれー に

イマヨリ サキ）ユ クサ キー ハ

§」.-r -」」 ＇ 1..Irl |」ごロ-
ホクル‘ニ ュ 土二 三ヲーユダ‘ネ
::. ：：：ろを みら‘‘き みを一きた t¥
ィッ• コ ノ ソラモ イヤーマ＼二

つ／ムシー
いたつ＇き 一
1、 キ ハ キ ー

口
は
ヌ

亘勺戸□1 r r r」, -」J- ← 

ゥ ー ケテ イク ク‘・ク シ ＇レーシフ‘• 三

ゃぢてもサふの 主 る一しぶ‘ ；；ナ
イ ー サ‘ャ ス ス マ ン ト バ ー カ リ ニ

— -rrr, 「ー 「 ir 」」 JI 」 - | 
ハナ サクハ，V-モ ヒ 子モス ＝ 
やくるがむ‘ k —く あつきひ も
ナミかセ．‘‘アラーキ ワク‘ノ）ヽ ラ

釦fイマハ

、、、

三よ
血キ

「|」．-」...「「|［J --9 
ミテ校 ア I・= 

、Jパ」；f:エ?;」|：臼1:— 
み をさるばかーり さも、さよ も
ヶ，、シ、キヤマー ノ ツッ‘・ラ ヲ リ

1 →号予1
J・イツ，•だ ケ 7 コ ‘) ”fJウ,_,, シケ 1..--

、、、、、、、、、、 、、
、、、、、、、、、、、、

東京音楽學校編纂『中等唱歌』明治42年

天皇の御稜威

J畔 ＆

町 一ー一 ― 

，
 

力t
 〗二

塁
，
 

?
 

わ
4-

（注量） 仰<.,,,

. - f ― ー

『 」ー「「— | J B「」 .」「「り 1i l | 
び く み 11 9 ： の みひ 3• 9/ 11 

ア 9 ダ 9 9 ナカ 9

享手＝―= —「」 |．f fr 吐f·- _L__|l 
さ みが ん いつぞかし： かる

． ， が 9 イ , y.,  -> 力，

＝むゴ h 

東京昔楽學校編纂 『中等唱歌』明治42年 69 



翌 太 l芯l 去 年 今 夜

“ 1立声戸戸ヮズカニスネ ー ツー テンカヲ 一 甜ら
ヵゞ ぅ iんぶ｀ れいのふろ士いあ ら 1:l.‘̀
七カイニシメセ ルム 1レ 井ノイ サヲシ

And(i.;/1(£. 

室・mf. 
I Li—日二！ニロ・

:ョナがッキ／ ココヌカ ノ‘
れ I;,¥ にしづなこのここ ろ
ーソ‘.J コつモ99 七イーリャウー デソ
'{, i.... cl) そ...：： \r し •K ここにち り

Allegro Noclerato. 

ー、王叫亨―て4-

,rん)を へ だ｀つる とつくに 5•一ろも
ク イつゥィッ‘｀レ，ぐ ニホンハセー→シ

⇒ 「”一0オ'’^――
ツネノギク ． I エ~ ン
\、うが,I;• l ら 令‘. < 
和エンニ・ ハ ン ヘ り

％ の
テ

ちさゆ・｝． ささげて は

-＿声声］言 ＾ ー三，

オー モキ エン ルブ コーノミニ モ
'!:ヽ・ヽtよ の に は の 一 そてか''(' I;;. C 

ォーマヘマ ギ カニ ヒ・；ゲ` マッや キ
ゥや、:•のかた に一 うちなか い

ぞ 三ぞ戸ごう一 t て ．ヤ．ら＼てこうさんせしも・
バンリノ，、テ マ テ，•キつユ 9レホマ V

亨．
J ケフコ、J つ C シ／ ．ケレ

もをもげにさぎに 1ヤ I)
／ シ・・ コ、ノー ツクリシカ
がよ吟ーな iナ、いしつつ

筐ヒ＇ ヒ -↑ 

ミカ 1:̀ J シンキンハジメテ ヤスシ•
なにより古しき 1心こーく が の め いよ
こク....-I メイ セ イ カレユヘクカシ

さ数場

直
p 

， , . 
ァ

クヲモクノ-‘ヨニ
キヨノスサヽ・カス‘
み、やきかも ( さ
たら出もち ； ；；古．

E

＜
カ

――― 

ヂ

ォ

十
＂カ

•
リ

の
ノ

ー
コ
ん
ト

了
n

ぷ
n
に
マ

0
1」
'

七

ひ

ジ

i
 

雪
旱因ふ

EJ

7
 

えぷ
＿危

呈マタアラノ
コソ ォ，トカ
きも ユr3r t 
-(•つ）た a

攀臼芦主竺土竺古
キナー=ヒ }レ ヰナキ武勇
ちがり ＼みく ーに の固旗
タマシヒカクコゾアレコ

'一ロ／ 1 ロ 豆声戸
カハ子が，、ン ゾベク‘‘ ッ タ カ 子ー ニダラ
＼む i.. らべ いそうつふ；；メよー ><:,:1ば

}.
'

↓

＇

ち

ア

l
.
、

力

か

カ

A

J

V

f

ル

A

―

ナ

ふ

ナs
みー
、

A
N
 

>[

塁ア太閑ホウ 太 . I各1
ぁ大~闇 1まう太門
ァ ．太閤ホゥ太閑

らん

-~,..- ，こ\,... '戸弓
ペ ヤ ニ グ ラ ー シ 4J-ヤケーキナ
き 1士ろよ （よ ー んまつふーくる

68 楽譜資料



甲 鐵 鑑 小 Jll の
、、1;
皿

--＝-----ゴニ 1 | l 

-「セ
ヵ
1

ヅ
＜

ジ
み

マ
ひ

サ`
、

l

リ
ま

ア
た

炉
ふ

テ
も

ク
士 、

+
)＇’’ 

?!f--＝=二=＝--===—-

―̀ J ―---—i ド声圭巴
ウカペ／ンシロ＝ コ 9・ナラ スさ
きん てつと 9もふ はかた < 

` -' 
＝ 
けー
—’r -

ーニ□ー
ケ‘、シク ススム ，，j →ホヒ '‘ 
5 き‘1\•，さむ吐こ‘ヽ之ろ は

—•---===-
ノカレIレジジニ

する（わのち、かも
ク
ら

t

一
ふ

モ
3

サ
ふ ‘、

リ
す

-=== =====----==== ==--
声ニニェこ

ミカミモふ、} Iレベ~ キ
く 3 aもた("1人ふ き

?nf--＝＝ 
忍乞互戸声五ら 。コ

クニノマモ リノ コ J ー ミフ ネ
＜ 1のま斗）りのこの一みたみ

喜
d

マ
ん

ト
て

デ
で

カ
か

ィぃ
テ
て

.
f

む
ラ
せ

ホ
さ
ヽ

ク
ぐ

ノ
の

キ
、
き

ュル P , 

-声三ー +I—玉ー一竺 互奎
，、 一ー シ lヽ ー ハ ーー ジ V -

レF --I} や一 i -―み~ ニー

サーーハ ．1 - オーーホ キー

象 夕
ィハマー ＝ ョドメー ，レヲガ＇ヽ ー ／ ナカ＂レーヨ
い ;t Lーの と./:,1 :— ゥヽヽさ i ーを iつ ．s-む
サカヒー ヲ ハナレーテハテナー千ウミペー＝

?1 1..I‘ 

紅豆戸
l、ク ユゲ オホウーミ
、、さr ‘ ‘ う^ ぱ＼リー中
I` ク トグ ナが レー ・エ

蹄 雁

三 、7 4一戸亨考声男
f、ゾキ カ ．ケ‘、オーボーロ＝カースーとーツー

し＼ lゲり Iiサー9cーら 1 き一ゞー 1i-6 -

戸二江こ二こ4
ラヲナ共 ‘‘Iレカーヘール9ヽァー ハレカ，l
ベ 9、や土じぐこー／J‘ーヘー l.'-1. う一た 、~ I七も

五ーハつヒ シ ー ニYク ー ビ）ヨハ
- 11J.きも一くが一り の ここ

-; ：戸三
ろ す‘も --::I丘匂ーー1い＼ーものあ 13.1：：： 

東京昔榮學校編纂 『中學唱歌』明治34年 67 



初 旅

し丁― てマす一戸占サ—ゴ l a. -— 
グサリ I・ テ 4 ヘ ーモ ナッカシ
さ ふ？ナたっぅみ一のおそろし

盃＿山丁言こ竺ぢ亡「千戸E

ク コ カ・ レノト リ ー ノjカコ‘・イテ‘‘—
さ おもひ やてつ 一 つたち一いで

｝ 戸-g--9

テマク 1・ヒ、力へ

つみ古くろ Ii Ii 

窃
＂

9
3
4
 

根

謬マホジ一
力 し ち 一

八~ 里

冒:そ戸冨I土これのヤ ol.1よ夭 --r-J pユ ikくの桜適 →ヽす"3・らす‘

謬→一 ‘→̂ -- ― 呵 朗

万犬／ヤマ キ •I及／クニ マヘ -・‘J'ピエシ l)ヘニササブ

万火のや i 千位のたに 士へ 1こたじ＼．． え文りへ 1:ささふ

紐声戸毒謡占瓢，，，モ 9‘ ヤ マ ヲメク ＇） ヤ')’‘クニヲ 1・ザスヒ,,._,ナ中クラ そ
くも ll~-1 ためくぐりきり It たにととさ‘｀すじI る本 Ii くらき

頴~--L_,!
スー癸ノナミえ 斗楼ノ，l、名： ≫ヽ

すーざの 5・みさ 羊 肘冴 n,lヽ北乏 1大

1, 

序—I O--、
コ 9r ナノラカ ー 夫~杖 1 ニ アタ Iレベ
し け ふめらが 一 丈 I五I 二 あ I~ ろや

----() > f> "'; 

声ごデ旦`
万 史モ ヒラ クナシ 天T-ニ クヒでス）レ剛以JモJノ 7

万丈七いらくふし 山 9f3かりする剛奴の主すらを

グ

斡咋殴諭犀嚢馴犬タウコシ ニア シダカ‘‘ヶ Iヽ チリノイハネフミナラス

瑯~しう かたユわらちが 1 う はちりのヽ‘11 ねふみやぶる

ク コ ソ
戸羊戸戸「-‘I 」-」しこ刊

アリシカ批 時ノ a::/ ノ フ

＜ ：：そ ありけれ迅 時の土すらを

荒 城

-L 

吋，、，巳カウ ロ・>I 
ちき＼＂んえいの
イマクが'C'やとノ
てん'，:やうが 1}'ぱ．

1
k'ハ
の

．力

が

7

-

ヒ
ハ
生
5

ノ
の
・
ワ
一

レ
さ
二
5

力
が
ツ
九

ム
古
マ
九

月

ハナノ
し、1）の
・ゴ ．． 、ノ
か llう

ゴ＾ン

ヽろ
‘‘7 ャ
ねど‘

J …一 戸戸手マ
メグ IVサカッ‘、 キ カゲサシ了
ふきるくがりの がずみ せ マ
ヵハラヌヒカ｀） タ ガ ク メ ゾ
ぇぃ.;;: I太ぅっヵ よのすが‘た

”r/ ぅぅるつるぎ 1 て りをいし
ヵそ二 ..9 コ 1V,、 タク‘‘カ・1 ラ
うつさん・ t -tが v 社 '1) JJ- Iな

ィ ・マ 9.( 
V 吐ヽ V‘ 

タゲア
ょけ．の

66 楽譜資料



歳
—,gr 
紐 我

三夏そ可ー1ー吋賛
キ／ フトイとケ 7 トスキ＇ コ ）、シモイツシカグ

V つ Lか t;よtr. れつるむつさ bちすと点ふ

尋 f

ブJ・レハヨ
った -i l 

与
／
]

f 
←, . .__,._-—匡

レヌ ツキ ←
りぬ か とゞ 1.

P --＝＝＝ ： 

考 "トヒヲワカタス‘‘‘‘）ユモヨ ー 1ヽ ー`ミ ーナークナ
めいきわたしてあはれヤーつ一 lーかーヒも

髯 ー←一ーニ -
がレナー ガー レー ツー ツ コ I • シモ イツシカク

たれ1-ブ← ー が一つー ん むつきもかす tIJ.ふ

_ -9 王ト -'-ー 亨 声匡I
レヌ コ
りぬ~ む

ヨゴ
、-""'皿 の 碑

戸ノ、タ トナリ クハ
をうがちても、，-

羞

・ロここ雲立 - ' 
て{

家

二五1 年諏声叫ク ／シギ，、チチ 1、トモニプ、 ミナ レシ，）がャ

ち いことと｝一七つれてたり の 1ぼるやまち，•

阜ウ レシキ八 ，、，、卜 1、モニス ミナレシロカ` ・ ヤ

ぁォiV‘" t t: - っ.•てヘ ・（少ざわそぶか、こ ベ

帆

f p f ==— 釦江戸j:p| r□-•[ P J: I r-,--•r^ 年， 0·
ヤ マノゾ，、、・カ）ヽ Jホトリニグ:.,.IレIV.'J-7 ラ
は み力直：心 ・ゎ •｝:.; -/:かー 1ふ きめぐれさ 1士 も

f 転に
コ.,.,コビJi')ク ヲウク 1ャ、）ミッ‘:I ヒ1:.‘ X 
たのしみのうよ 1やど‘1;力が‘いへの乙ら を

ぅヒ の 司全

""" 巫

―- ----＿ 
二万詞三E

租先 9) ミクマユウーメイカイニ

言
クマジ？

芦二rJ|＿り」
mfヵ砂ーヲ＇ソ ー l-メカーノウヲオ コ ジ

.,,.,,;;t.--===== こ4 -t

コダヘマーツー ラン

―亘豆蓉舌＝＝
7.. ；； :.J Ir - 7 え' ".ノ

た合<さーのばぅ

東京昔架學校編纂 r中學唱歌』明治34年 65 



＃ 
'i,--

コケ ハナーメ ナカ ク＝ノーーソ ー バ -r←

-1T,＃；―l -
ハ），、→ド ーマ クギ '1．オ チ ー テ

麟

f,j Jヽ ホーニー 7レテコエアルク q I・ +チ芦 ‘i‘・グダ 7

入 船 出

―-辱E呵ダー ニーモ．
こづーシー 1 

釦旱--芦戸国
呵千ヘ ー Jナミデヲヘグーツベ '-'I・ 

'v、ミ-—\、さ i 叉くも 1←｝ーや角 りr

輯7 -

令き一

0. 
“ 

rr 干→＋
リケ`` ノウマニム チヲアゲテ
つわの C＼ いを(,¥ づめのオ；と

----＼三翌茸叫→-三
ノ II ツ レキ タ）レフ タ＇) ．ノト モ
ち ら t.カ‘をサかい 3• 9ぢヽ くこ ゑ

完
ツナ） ー ク
せーヒユ l;;J

{’ 

戸女＇ー 1・,ヽ ュ

ヽんヒ’り 1 

？ク`ーとの方•
．，三

土 ・=ギ・，、ア ミ

さ るもる 3-,. 

声．
ァシレク ＝

もし れ ＜ よ

rL
ロ舟

リア千テ‘‘7 子／カ

り・：ゃねで ふねの 3:

楽譜資料

ヽ

ヂ J•一ォー
Iiの一 か一

店
9

‘、
J "＂7

 

njJ 

『、き

馬上 の

離

-,＂麟。」芦 □］
fタモ ート y ヵ、‘)，？ウキモ ー／ーヲ

をー(•• Ii ll..しシさーし• さにいーヘー l:.-， 

少 年

一
、＼

ヲ
弁

シ
‘
J

ヶ
も

ク
を

シ
も

ヲ
る

ー、1 』 :9苧芋予・-+— □-1V4― — 
ブ、 ス‘、シキナ ミ Xノミチブスペ．‘`テ
1i'tや）の北 5 -A入んり） （•一、＼＾づて

64 

9
 

卜
け

至レヌカスミ l ヲチ・
ザも -:,11..ぞIt.(め



り iら・1「ir c-Jj |デ叫
カス,.ニヅツメルパ）＇クラカ~ヲカノへ
1よ うすのつ 1ざみのじ＼ ク か ん み ぎ ば ユ
サ六・*1）ニイロマスモ ミヂノヤマモ ト
＼よつヽ もを もた ろかゃのの t．かみち

-•乙)胴-=午［尋＿ー
ゞ

、ノ

ナつメーバー，ンナキーキーナレー入 、ツ 、=
きーみーJバーしへさを一文ー いく ー 1i‘く 死`

こ喜戸三←—
9ヽ ヤモユカムイサ、イサ＇イサ‘‘
1土ぷ i，ゆるか、、 さ‘` いざ｀いさ‘‘
ハヤモユカムイ ザイザイ →）ゞ
はやすゆかかいざ‘い さ、 いさ‘‘

享心叫戸彎五乞攣
イカレーパーキンンーモーオゲーヲ i ノグ

冒叫．：ニi
き＂＇＋が← ウがらしいくーは．ど‘9C

告 別

武 蔵 野

二、伝□／三百互臣互全竺コ....
ワクスカギヽ））ヽルバ｀ i V l、一
き~ I いでてもツこくさ ~-9) 

芋一
プオ コース ケ ー サ ／カドー デ~
きな ニ--） ＼ - I}・文しの 一 ぴ

二亭互戸tiローーエ土←――
ヲパクヅ ー，レ ヶ ー サ／カドーデ
つか‘$、<―て 吐 ー たせ た まーへ

喜旱竺丁」で三亨
ワ ー かミヲツーツーシーミマ—;-ャ：、ニーマー ナ ーバーム
づ） ーがみ 9は一 吐ー/Lーはわざへのーは一 まーtLーが

ふ―-__＿二正ニター
ィ一・ザ‘ ー サラ ー）ゞ ナー チ ハ ，、
\,•一ざーさら一（おち ーちは 1と

言． 」J亨旦
ツー プ屯 ヒ 1・ ‘‘）ノ ク サ ） ，、 ‘ --7 
ヽへーりこも‘-IJ¥¥..ゃと し＼ て→． し一

C. 乙`工三色l...
,l．ーズヱ？ヽ‘）ユニ ー マ がフ升、ジ 一

℃んこう訟やくまんさき:,. 11ふー

老 腺 軍
つバ‘-）.l 、）テ` ニ ー カカ）レク・モ ー
ば ーふのフ4や -c:.,j つ合かけ‘、 1立 一

-ato三：：：ニ＝—
テ‘｀テ）ヽミク＝ J シロ ー 1-ナ 1) 
lんのい 一くさ せF木んのは き

松 下
、、12
佃 水

ー'---== ＂ l-三9 口-
イリテがミプ1 1S) ）ヽ ジーラ 1、 ナ Iレ
に一つ tんセんさう士、に一だいわん

剛 戸 ー 冒 旦
東京音楽學校編邸 r中學唱歌.l 明治34年 63 



ヌ
ぬ

11；り
ナ
ぷ

ト
と

リ
あ

ホ

み
n
あ

ム
む

サ
さ

ャ
と

ィ
ぉ

テ
て

ン
以

ヤ
ら

し
お

！戸―一亭三丘・
ァッベカマグラニ ー）・ ミ 八イソ＝ョセテ

3 ヵ11みえ叱めぬ いでマふサのぶする

f
-

、
し

,
X
い

ぇ
咆

ごコ↑

来

> ------戸戸雪 9 ,＇ 

塁五 < 忍砂•ニカ ニ ；こ
『-．漏

ョ--T 

キシ＼’ニテ
とのサを

” クズ
ヵヽ ヘ

ケ
さ

フ
ん

二。王戸ビ＿
クーメーニ
た 一 め一 1 

れ 秋

ー了 ，＇ 
アメノ ヒ＝L. キ ノ ヒ 、ツ）レベ／ ナ．｝ヽ／一

ふつのししふ中のが ろく，，，の＊ tの一

J 亨 ー一

キクレ アキヨ／キ ，ゞ ／ ススゞニ
ふつも 5・と＇りつ、 P4しく のぺに

--
ス．ス’ ・ン＇キカ

さきたろ ゆ

セ＂ヲ

りの

寄宿合の古釣瓶

di1/t. 

乏三一琴圭戸主主主一
スマ 1レ ト キ :r.／9 •クマレンツ 1レベ．． 
ぇ＆ヽじ1 ま,:.¥く吐れ I.. つろべ

> --==--— 
芦戸r＿ー手匡戸戸ニ

（ナハ コ、） ク ー ナ ー タ V
ブケ つソ A ーターノレ

｛たが‘ ::. そ は 一 11-～たれ
こ l} ‘こ在す・ - ＼ーた -:tL

拳三凰三コ） フ IV 、) - IV - < 
コノ フ IV ッー Iソー ベ
：： のふるつ 一．るーベ
：：のふろ つ 一 ろ ー ベ・

戸 叫

詞 -l”翫ベ子モ，V Jキコソム ・、うシヲシラメ
のもふ く か社中こそ むが¥.. i ヽらめ

、こク‘
ガクキー シ ケ ン ／
うんどうくわ、＾の一

L -

土
イクナノガクセイが

¥rくその棧I芯色が‘

ジュソヒ:二

令ようざ 3

ナウージュゥ

北人がの

ン`
L

メ
ひ

、

i
ッ
き

四 季 の 朝
mP f 

| | |ド| 9 

玉，レ1.--

アサゲ Jヽ ヒ 1・ヒノ イ サ・イサ-イサ｀
ちセザはい tびの 、、 さ ゞ いさ守ぃ ャ•

7・ サゲ'‘ヒ 1・ヒノ イ ザ ・イザ` ・イ ・')‘‘
おさ Ij•' 1よいと t＼の いざいさ• V ヤヽ‘‘

mp f 

互叫J_|-•-王 J且、 -1` 匡
クノレキ，、もメ ヨイ ザ Aサ＊ 9・イ y・ 
たの＼き Ii (ヽめといさ＇いさ呻 いぎ
タノンンハも7 ョイサ・イザイサ＂
ナこの＼きは~ ℃め i v、さ‘ さヽ・ し さ，.

62 楽譜資料



三□□三`：し1 ;「一叫
みね Iiいが に たちーくと斗

弓

乃了-斤 l
アラ ク t モ
ふ力≫くとも

コ
ミハイカ ＝ 
'JI士い力9 ;;i. 

ム','‘計m
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東京音楽学校出版目録明治22年～42年

中等唱歌集明治22年12月

音楽取調成績申報要略 明治24年 3月

大元帥陛下奉迎の歌 明治28年 5月

戦死者を弔ふ歌明治28年12月

凱旋の歌明治28年12月

孝明天皇祭明治29年12月

奉悼の歌明治30年 2月

小學唱歌集ビアノオルガン楽譜 明治32年 6月

祝日大祭日唱歌重音譜 明治33年 2月

東宮殿下御慶事奉祝の歌 明治33年 4月

中學唱歌明治34年 3月

中等唱歌明治42年 5月

参考文献

青柳善吾 『本邦音楽教育史」 東京 自 費 出 版 昭

和54年 (1979)

伊澤修二 『伊澤修二選集』 信濃教育会編 信濃教

育会長野昭和33年 (1958)

伊澤修二 『音楽取調成績申報要略全』 東京昔柴學

校蔵版明治24年 (1891)

井上武士監修 ・秋山龍英編著 『日本の洋楽百年史』

東京第一法規出版株式会社昭和41年 (1966)

井上久雄編 『明治維新教育史』 東京 吉川弘文館

昭和59年 (1984)

遠藤宏 『明治音楽史考』 東京有朋堂昭和23年

(1948) 

『昔柴雑誌』 第 1号～第77号 明 治23年～31年共

益商社復刻版出版科学総合研究所昭和60年

(1985) 

上沼八郎 『伊沢修二』 東京 吉川弘文館昭和44

年 (1969)（人物叢書98)

『近代日本総合年表』 東 京 岩 波 書 店 昭 和43年

(1968) 

倉沢剛 『幕末教育史の研究 l』 東京 吉川弘文館

昭和58年 (1983)

倉沢剛 『幕末教育史の研究 2』 東京 吉川弘文館

昭和59年 (1984)

斎藤隆三『岡倉天心』 吉川弘文館昭和44年

(1969) 

『東亜音楽論叢ー田邊先生還暦紀念』 東京 山一書

房 昭和18年

東京芸術大学音楽取調掛研究班編 『音楽教育成立へ

の軌跡』 東京音楽之友社昭和51年 (1976)

永井幸次 『来し方八十年』 大阪 大阪音楽短期大

14 東京音楽学校出版目録 明治22年～42年，参考文献

学楽友会出版部昭和29年 (1954)

奈良本辰也 『日本近世の思想と文化』 東京 岩波

書店昭和53年 (1978)

『日本人名大事典』 全 7巻東京平凡社昭和54

年 (1979)

『日本教科揖大系近代編 第25巻唱歌』東京

講談社昭和44年 (1969)

橋尾四郎 『三浦梅園の教育思想研究』 東京 吉川

弘文館昭和58年 (1983)

『平凡社大百科事典』 全16巻 東京 昭和59年

(1984) 

堀内敬三『音楽五十年史』 東京音楽之友社昭

和43年 (1984)

堀内敬三 『音楽明治百年史』 東京 音楽之友社

昭和43年 (1968)

『明i台ニュース事典』 第 1巻～第 8巻東京毎日

コミュニケーシ ョンズ昭和60~61年 (1985~

1986) 

増井敬二『日本のオペラ 明治から大正へ」 東

京民音音楽資料館昭和59年 (1984)

三浦俊三郎 『本邦洋楽斐遷史』 東京 日東書院

昭和 6年 (1931)

宮沢縦一編著 『明治は生きている』 東京 音楽之

友社昭和40年 (1965)

『明治文化史』 第 9巻音楽演芸編東京洋々社

昭和29年 (1954)

山住正己 『唱歌教育成立過程の研究』 東京 東京

大学出版会昭和42年 (1967)

吉本明光 『三浦環のお蝶夫人』 東京 音楽之友社

昭和30年 (1955)



ロ

ロイテル，ル ドルフ Reuter, Rudolph Ernest 

29, 7, 538-540, 546, 572, 576 

ロジニー →ロッシーニ

ロック Locke 25 

ロッシーニ Rossini

ロジニー 227 

ヮ

ワーグナ ー Wagner 542 

ワク・ネル 2,213,214,218,225,525,543,546, 

551,557 

ワグネル →ワーグナー

渡瀬寅二郎（わたせとらじろう） 194,196 

渡邊薫之助（わたなべ〔くんのすけ〕） 498 

渡部康三 （〔わたなべこうぞう〕） 541,542,544, 

550,551 

渡部朔（〔わたなべさく〕） 542,543 

渡邊森蔵（わたなべ〔もりぞう〕） 6 

渡邊龍聖（わたなべりゅう しょう）

5,6,423,509,522,536 

ワレス Wallace 515 

6, 18, 19, 

人名索引 13 



山口在七郎（やまぐち〔さしちろう〕） 333 

山口半六（やまぐちはんろく） 291 

山勢慶風ー（やませけいふういち） 262,263 

山勢松韻［慶賀一］（やませしょういん［けいがいち］）

2, 4, 4'()，41,127,163,164,169, 170, 171,193,198, 
199,200,206,209,210,213,216,218,220,221, 

224,225,234,244,247,257,262-263,336,518, 

562 

山田源一郎（やまだげんいちろう） 4, 5,227, 

288,290,504,505,509,510 

山田耕符（やまだこうさく） 27, 7,522,534 

山田美妙（やまだびみょう） 261 

山田ヨネ（やまだよね） 504 

山多喜松調［山田貴松調］ （やまたきしょうちょう）

163,164,218 

山谷徳治郎（〔やまたにとくじろう〕） 4 

山登松齢（やまとしょうれい） 37, 163,164,218, 

271 

山登萬和（やまとまんわ） 163,164,218 

山登（やまと） 518 

山井基清（やまのいもときよ） 7 

山井基萬（やまのい〔もとみつ〕） 198,200,270, 

271,498,504,505 

山辺赤人（やまべのあかひと） 206 

山室保嘉（やまむろやすか） 516, 518, 529 

山本芳翠（やまもとほうすい） 543,544,545, 

550,551 

山本正夫（やまもとまさお） 542 

山本生（やまもと〔しょう〕） 224,504 

ヤンカー →ユンケル

ュ

湯浅一郎（ゆあさいちろう） 543,544,545 

幽絃郎（（ゆうげんろう〕） 566 

ユーシー Jousse 111 

湯原元一 （ゆはらもといち） 7,28,30, 7,522, 

534,538,553,566,567,568,572,573 

湯本武比古（ゆもとたけひこ） 261,275,427 

ュンケル，A Junker, August 11, 20, 21, 22, 

24, 28, 30, 5,245,510,530, 532-535, 538,553, 

561,562,564,570,573,576 

ヤンカー 426.529 

ョ

ヨアヒム，ヨゼフ J oachlm, Joseph 533, 536 

横井忠臣（よこい〔ただおみ〕） 275 

横田三郎（よこたさぶろう） 23,541 

吉岡郷甫（よしおかきょうほ） 7,510 

吉川金蔵（よしかわ〔きんぞう〕） 255,256 

芳川〔顕正〕（よしかわ〔あきまさ〕） 395

12 人名索引

吉田宇之造（よしだ〔うのぞう〕） 365

吉田キサ（よしだきさ） 199,200 

吉田義方（よしだぎほう） 262 

吉田豊吉（よしだとよきち） 541,544,545,550 

吉永経和（よしながけいわ） 517 

吉丸一昌（よしまるかずまさ） 7,510 

吉村寅太郎（よしむらとらたろう） 213 

吉本明光（よしもと〔めいこう〕） 545 

依田百川（〔よだひゃくせん〕） 237 

依田辮之助（よだべんのすけ） 504,505 

四元義豊（よしもとよしとよ） 273,504,505 

米田蝶［テウ］ （よねだちょう） 37,199 

フ

ラィヒャルト Reichardt, Johann Friedrich 

97 

ラフ 515 

ランゼゲル 517 

ラモー Rameau 89,547 

ラール，アンナ Laehr, Anna 6, 535-536 

ランゲ，ガスタール 218 

リ

リスト Liszt 515,525,527,538,539 

リーディング 96 

リーランド，ジョージ ・エ Leland, George E 

239,240 

緑樹生稿（〔りょくじゅせいこう〕） 542 

ル

ルーイス 539 

ルーサル，マルチン →ルター

ルソー Rousseau

ルーソウ 95.202 

ルーソウ →ルソー

ルター Luther,Martin 

ルーサル，マルチン 25 

ルービンシュタイン，ニコライ Rubinstein, Ni・

kolai 523, 530, 533 

ルービンスタイン 518, 529 ， 
ルウビンスタイン 527 

ルービンスタイン →ルービンシュタイン

ルウビンスタイン →ルービンシュタイン

ルルー，シャルル Leroux, Charles 3, 220, 228 

レ

レオナード 228 

レーデル，カール 538 

レーマン リリー Lehmann, Lilli 537 

レヲナール 219 



マレー Murray,David 

マルレー 32 

モルレー，ディヴィ ッド 1,29 

マルレー →マ レー

三浦環（みうら たまき）

まき）

→紫田環（しばたた

三浦とめ（みうら とめ） 541 

三岡又夫（みつおか〔 またお〕） 229 

箕作佳吉（みつくり かき ち） 285 

箕作秋坪（みつく りし ゅうへい） 213,229,265 

箕作麟詳 （みつく り りんし ょう） 265 

南能衛（みなみ よしえ） 7,510 

三宅惣三郎 （みやけ そうざぶろう ） 529 

宮崎榮治（みやざ き えい じ） 325 

宮崎タマ（みやざきたま） 505 

宮澤縦ー （みやざわ じゅういち） 545 

宮脇せん（みやわ きせん） 12,541,544,550,551 

ム

ムーア，トーマス Moore, Thomas 97 

牟田口元學（むたぐちげんが く） 229 

村岡範為馳（むら おかはんいち） 6, 4, 285, 400, 

402,407,424,463,472,474,485,498,514 

村田ミイ（むらたみい） 7 

村松秀［ヒデ］ （むらまつ〔ひで〕） 395,504,568 

メ

メイソン，ルーサル・ホワイチング →メーソ ン，

ルーサー ・ホワイティング

メーエル 223 

目賀田種太郎（めがたたねた ろう ） 2, 1, 14, 15, 

17,21,22,24,211,212,250,254 

メグリオ 516 

メーソン，Iレーサー ・ホワイテ ィング ［ルーサー・

ホワイチング ルーサル・ ホワイ チング］

Mason, Luther Whiting 2, 3, 5, 1, 2, 14, 18, 

21,22,23,24,25,26,27,28,32,33,35,40,41,43, 

63, 64, 65, 66, 67, 91, 92, 93, 95, 96,109,111,112, 

113,124,125,126,127,168,169,192,198, 199, 

メンデルション →メンデルスゾーン

メンデルスゾーン Mendelssohn, Fさ!ixBartholdy 

518,530,533 

メンデルション 529 

メンデルソン，バルソルデー 218,394 

メンデルゾーン 557 

メンデルソン，バルソルデー →メンデルスゾー

ン

メンデルゾーン →メンデルスゾーン

モ

モザート →モーツァルト

モザルト →モーツァルト

モシュコフスキー Moszkowski 

モスコースキー 518 

モース，Morse,Edward Sylvester 

モールス，イドワルド ・エス 17 

モスコ ースキー →モシュコフスキー

物集高見（もずめたかみ） 273 

モツ アルト →モーツァルト

モーツァ ル トMozart 97,508,518, 

モザート 226,227 

モザルト 517 

モツアルト 557 

本居豊頚（もとおりとよかい） 4,279,473, 499, 

505 

本居長世（もとおりながよ） 7 

本居宣長（もとおりのりなが） 102, 273 

元橋義敦（〔もとはしよしあつ〕） 522 

百足登（〔ももたりのぽる〕） 409 

森有證（もりありのり） 3,220,285,286,326, 

328, 350, 511 

森富［トミ］ （もりとみ） 5,4, 220, 224, 504, 505 

モリソン Mollison 529, 530, 539 

守屋三郎（もりやさぶろう） 245 

モールス，イドワルド ・エス →モース

モルレー， ディヴィッド →マレー

モーレル 218 

門奈矩理（〔もんな〕 くり） 220 

ャ

200,211,213,221,225,229-245,247,250,254, 柳下藤五郎（〔やぎしたとうごろう〕） 194 

257,264,271,273,511,534 安田楡逸（やすだ 〔ゆいつ〕） 311, 325, 327, 328, 

メイソン，ルーサル・ホワイチング 14, 15, 16, I 334,335 

17, 22, 矢田部良吉（やたべりょ うきち） 6, 19,4,5, 

メリィス 229 I 285, 299, 300, 346, 354, 422, 423, 425, 556 

メーソン，ローエル［ロウエル］ Mason, Lowell 柳かね（やなぎかね） 522 

27,203 山縣有朋（やまがたありとも） 428 

メリィス →メーソン ル サ ホワイプィ ン 山縣菊（やまがたきく） 6 

グ 山口菊次郎（やま ぐちきくじろう） 7 

人名索引 11 



豊（ぶんの）

ヘ

516 ポエールマン 539 

星菊太（ほしきくた） 6
 

ベエトオヴェン →ベート ーヴェン

ペスタロッジ →ペスタロッチ

ペスタ ロッチ Pestalozzi 

ペスタ ロッジ 25,26 

ヘイドン →ハイドン

ヘッケル，エルンスト Haeckel, Ernst 523 

ペッツォル ト，ハンカ Petzoldt, Hank a 28, 

30, 7,531 

ペッ トオールド 576 

ペットオ ーJレド →ペッツォル ト，ハンカ

ヘーテン →ハイドン

ヘーデン →ハイドン

ベートーヴェン Beethoven, Ludwig van 3, 

224,287,509,518,530,533 

ビー トー プヱン，ハン 218 

ビートーベン， エル 224,226,228 ， 

ベエトオヴェン 538 

ベトーフェン 539,557 

ベートベン 529 

ベートーベン 532 

ベト ーフェン →ベートーヴェン

ベートベン →ベートー ヴェン

ベートーベン →ベートー ヴェン

ペリ ，ノエル Peri,Noel 11, 20, 21, 22, 6, 

530,535,544 

ペリ ー 542,545,551 

ペリイ 541,543,544,550 

ペリ ー →ペリ

ペリイ →ペリ

ベリオ →ベリヲー，シャール ・ド

ベリヲー， シャ ール ・ド Beriot, Charles de 

219 

ベリオ 518 

ベリヲット ，デ 529 

ベリヲット ，デ →ベリヲ ー， シャール ・ド

ヘルプ 517 

ヘルマン Herman 214, 216 

ヘルメスベルガー Hellmesberger 514 

ヘルメスベルグ 512 

ヘルメスベルグ →ヘルメスベルガー

ヘルムホルッ Hermholtz 194 

ヘンデル Handel 508,518,547 

ハンデル 90 

ホ

ボイルドー 224 

傍島萬年（〔ぽうじま〕まね） 220 

10 人名索引

ボッケリーニ Boccherini 518 

ポッ パー Popper 539 

穂積陳重（ほづみ のぶしげ） 285 

堀江正章（ほりえまさあき） 545 

ボルデイニ 539 

ホルムス 201 

ホルレンデル 537 

ボルン 205 

ホルンデル 532 

ポン Bohm 529, 530 

本田かつ（ほんだかつ） 6,541 

ホント，ボナプイアン 264 

マ

マイヨン， ヴィクトル ・シャルル Mahillon, 

Victor-Charles 190 

マヒロン，ウィクトル 191 

マヒロン， ウィク トル →マイヨン，ヴィクト

ル ・シャルル

前川幸作（まえかわ〔こうさく〕） 418,504,505 

前田襄（まえだ〔じょう〕） →喜多襄（きた〔じょ

う〕）

前田久八（まえだ 〔ひさはち 〕） 6 

牧野（まき の） 406,412,413 

マクガレル，L.M. McGarrell, Larry 33 

マクダウエル MacDowell 540 

マクドエル 538 

マックドーウエル 539 

マクドエル →マクダウエル

増井敬二 （ますいけいじ） 542 

マスカニ Mascagni 518 

増島六一郎（ますじまろくいちろう） 346,349 

盆田孝妹（〔ますだこうてい〕） 213 

升本匡彦（ますもとまさひこ） 248 

マタ 214 

町田杉勢（まちだ〔すぎせ〕） 529 

町田久成（まちだひさなり） 212 

松浦芳蔵（ま つうら〔ほうぞう〕） 229 

松方正義（ま つかたまさよ し） 212 

マックドーウエル →マクダウエル

松坂春榮（まつざかはるえ） 7 

松田道之（まつだみちゆき） 212 

松野クララ（まつのくらら） 270,516 

松室重剛（まつむろ 〔じゅう ごう 〕） 545 

松本長（まつもと〔ちょう 〕） 224,504,505 

マール 243 

丸山作楽（まるやまさくら） 4 73, 499, 505 

丸山トメ（まるやまとめ） 505 



パカニイニ →パガニーニ

ハカニーニ Paganini

パカニイニ 538 

萩岡松利（はぎおかしょうか） 516,518,527 

橋本正作（はしもとしょうさく） 5,509 

橋本慎齊（はしもと〔しんせい〕） 273 

長谷川泰（はせがわ〔やすし〕） 427 

畑良太郎（はたりょうたろう） 538 

旗野十一郎（はたのたりひこ） 19, 5,463,518 

蜂須賀〔茂紹〕（はちすか〔もちあき〕） 395 

蜂谷龍（はちやりゅう） 7 

バック Buck 528 

服部一三（はっとりいち ぞう） 212 

ノゞッノ、 Bach, Johann Sebastion 533, 539 

バハ， ジョン ・セバスチアン 394 

バハ，ジョン ・セバスチアン →バッハ

馬場カネ（ばばかね） 37 

濱尾新（はまおあらた） 212,229,377,425,555 

濱野昇（はまののぽる） 312,320,321,330 

林榮（はやしさかえ） 37 

林蝶［テフ］ （はやしちょう） 37,198,199,214, 

216,221,224,227,228,247,281,504,505 

林廣季（はやし〔ひろすえ〕） 504 

林博太郎（はやし〔ひろたろう〕） 6 

林廣磁（はやしひろつぐ） 37,198,200,271,498, 

504 

林廣海（はやしひろみ）

林廣守（はやしひろもり）

林甕臣（はやし 〔ようしん〕）

原如童（はらじょどう）

ハラー， ジョン 264 

194 

273,498,499,504,505 

275 

336 

原澤米吉（はらさわよねきち） 365 

原田潤（はらだじゅん） 7,534 

明宮（はるのみや） 3,227 

伴正順（ばん〔せいじゅん〕） 192,212 

阪正臣（ばんまさおみ） 279,499,505 

バンオールスト 191 

ハンデル →ヘンデル

ヒ

東伏見宮（ひがしふしみのみや） 212 

ビゲロ ー 〔Bigelo幻 264 

久間ワカ（〔ひさま〕わか） 504 

ビショップ，H.R. Bishop, Sir Henry Rowley 

508 

ビゼー Bizet 518, 533 

ビートープヱン，ハン →ベートーヴェン

ベート ーベン，ェル →ベートーヴェン

ビュータン →ヴュータン

平瀬元淳（ひらせ 〔げん じゅん〕） 273 

平出久雄（ひらでひさお） 272 

平山藤次郎（ひ らやまとうじろう） 427 

比留間賢八（ひるまけんはち） 18, 5, 216, 224, 

504,505 

フ

フィッシャ ー， クーノ ー Fisher, Kuna 523 

フィッシャ ー Fischer,G.W. 96 

フィルプリッキ ， ジョン •D. 25 

フィルプリック 15 

フィルプリック →フィルプリッキ ， ジョン •D.

フェノロサ Fenollosa 264 

フェントン，ジョン ・ウィリアム Fenton, John 

Williams 245, 270 

フォースト 220 

深澤登代吉（ふかざわとよきち） 224,504,509 

福岡孝弟（ふくおかたかちか） 41,108,212,230, 

233,234,236,237,239,246,250 

福澤諭吉 （ふくざわゆきち） 344 

福地源一郎 （ふくちげんいちろう） 213 

福永竹男（ふくながたけお） 504,505 

福羽美静（ふくばびせい） 207,210,212 

福原（ふくはら） 566 

福見ひさ（〔ふくみ〕ひさ） 541 

藤井環（ふじいたまき） →紫田環（しばたた

まき）

藤川さゐ（ふじかわさい） 2,214,281 

藤島武二（ふじしまたけじ） 543,544,545 

伏見宮（ふしみのみや） 221 

船橋榮吉（ふなばしえいきち） 8 

フヒールトン 243 

プラアムス →プラ ームス

プラ ームス Brahms 518, 530, 533, 540 

プラアムス 539 

プリンス →プリンツ

プリンッ Printz

プリンス 89 

ふるかわ Furukawa,A 242 

プルックナー Bruckner 514 

プルッフ，マックス Bruch, Max 533, 538 

古矢弘政（ふるや〔こうせい〕） 504 

プレイヤー 194 

フレック →フレック，シャルロッテ

フレック ， シャルロッテ Fleck, Charlotte 7, 

537-538,553 

フレック 552 

フロイベル 238 

プロックサム， ビー トリ ース 518,519,527 

フロトゥ Flotow,Friedrich von 214,216,247 

フンテン 220 

人名索引 ， 



富尾木知佳（とみおぎ〔ともよし〕） 30, 6, s10 I奈須川光買（〔なすかわみつざね〕） 321 

トムソン，ェッチ 228 

外山國彦（とやまくにひこ） 534 

外山正一 （とやましょういち） 260, 285, 346, 

347,349,350,398,417,423,425,563 

豊田芙蓉（とよたふよう） 207 

豊田文竺郎（とよたぶんざぶろう） 312, 316, 

317,331 

トーラル 218 

烏居沈（とりいちん） →鳥居沈（とりいまこ

と）

鳥居つな（とりいつな） 6 

鳥居沈（とりいまこと） 18, 19, 2, 4, 37, 65, 89, 

198,199,213,221,225,227,228,235,243,244, 

261,275,279,281,463,498,509,510,518 

鳥居沈（とりいちん） 557 

鳥山啓 ＇（とりやまひらく） 275（烏は誤り）， 279

ナ

那珂通世（なかみちよ） 212 

中井喜太郎（なかいきたろう） 347,358 

永井久一郎（ながい〔きゅういちろう〕） 252 

永井建子（ながいけんし） 273 

永井幸次（ながいこうじ） 253,261 

永井幸次郎（ながいこうじろう） 509 

永井繁（ながいしげ） →瓜生繁（うりゅうし

げ）

長尾健吉 （ながおけんきち） →磯谷健吉（いそ

がいけんきち）

中川元（なかがわ〔げん〕） 291,292 

中川柳村（なかがわ〔りゅうそん〕） 375 

中澤岩太（なかざわいわた） 427 

中島華陽（なかしま〔かよう〕） 31,521 

中島茂千代子（なかしま〔しげちょこ〕） 227 

中島半次郎（なかしまはんじろう） 5 

中田章（なかたあきら） 7 

長原悔園（ながはらばいえん） 269 

中丸精十郎（なかまるせいじゅうろう） 545 

中村秋香（なかむらあきか） 4,275,279,296,518 

中村榮助（なかむらえいすけ） 315 

中村祐庫（なかむらすけつね） 273 

中村専（なかむらせん） 5, 2, 36, 40, 41, 65, 281 

高嶺専子（たかみねせんこ） 243,257,269 

中村てる子（なかむらてるこ） 515, 518 

中村正直（なかむらまさなお） 229,265,346,353 

中村芳子（なかむらよしこ） →下村芳子（しも

むらよしこ）

中村理平（なかむらりへい） 247 

中山仲（なかやまちゅう） 265（仙は誤り）

永吉丈助（ながよしじょうすけ） 517 

8 人名索引

納所辣次郎（なっしょべんじろう） 3,216,217, 

224,498,504,510 

夏目漱石（なつめそうせき） 531 

鍋島直大（なべしまなおひろ） 258,260,395,516 

成田蔵巳（なりた〔くらみ〕） 541 

西周（にしあまね） 213 

西幸吉（にしこうきち） 2 

西川寅吉（にしかわとらきち） 366 

西村茂樹（にしむらしげき） 212 

西山貫和（にしやま 〔じつわ〕） 275 

新田義繁（にったよししげ） 366,372 

ヌ

貫名美名彦（ぬきなみなひこ） 7,538 

ネ

根岸イソナ（ねぎしいそな） 395,504,505 

ネゲリー →ネーゲリ

ネーゲリ Nageli 95, 96 

ネゲリー 207 

ノ

野尻精一 （のじりせいいち） 427,498 

野瀬［能勢］サク（のせさく） 19, 4 

野中武雄（のなかたけお） 220 

信時潔（のぶとききよし） 8,522,534 

野村秋足（のむらあきたり） 95,208 

野村三郎（のむらさぶろう） 6 

野村成仁（のむらなるひと） 6 

野村素介（のむらもとすけ） 22 

Iヽ

バイイル，エフ →バイエル

バイエル Beyer,Ferdinand 

バイイル，エフ． 227 

ハイドリヒ ，ヘルマン Heydrich, Hermann 6, 

536-537,553,575 

ハイドリッヒ 564 

ハインドリッヒ 570,571 

ハイドリッヒ →ハイドリヒ，ヘルマン

ハイドン Haydn 96, 198, 518 

ヘイドン 206 

ヘーテン 220 

ヘーデン 89.220 ， 

ハインドリッヒ →ハイドリヒ ，ヘルマン

ハウス 561 

ハウセル 515 



瀧廉太郎（たきれんたろう） 19, 6,509,510, 

522, 560, 561, 563 

瀧村小太郎（たきむらこたろう） 111 

武島羽衣（たけしまはごろも） 534 

武島又次郎（たけしままたじろう） 5,510,572, 

573 

武富時敏（たけとみときとし） 333 

橘絲重（たちばないとえ） 15, 18, 19, 22, 25, 

26, 28, 30, 4, 5, 515, 516, 518, 521, 531, 560, 

561,568 

立花種恭（〔たちばなたねやす〕） 212 

立石岐（〔たていしみち〕） 318,319,320 

立入奇ー （〔たていりきいち〕） 318 

田中敬一 （たなかけいいち） 427 

田中正平（たなかしょうへい） 496 

田中敬義（たなか〔たかよし〕） 375 

田中不二麿（たなかふじまろ） 1, 15, 17, 18,212, 

250 

田中康子（たなかやすこ） 269 

田中（たなか） 571 

田邊友三郎（たなべともさぶろう） 279 

田邊尚雄（たなべひさお） 272,291 

谷勤（たに 〔つとむ〕） 499,505 

谷澤久良（〔たにざわひさよし〕） 199 

頼母木駒［コマ］ （〔たのもぎ〕こま） 17, 26, 5 

ダム，ジー 227 

田村虎蔵（たむらとらぞう） 5,413,509,510,522 

田村寛貞（たむら〔ひろさだ〕） 30, 7 

チ

チーチェ夫人 Tietze,Johana Bertha Maria 3 

ヂツトリヒ →ディットリヒ ，Iレドルフ

ヂットリヒ →ディットリヒ，ルドルフ

ヂットリビ →ディットリヒ ，Jレドルフ

ヂトリヒ →ディットリヒ ，ルドルフ

チャイコフスキー Chaikovskii 523, 540 

チャペル Chappell 132, 133,177, 209 

千代世（ちよせ） 516 

ッ

ツウィスラー 536 

辻新次（つじしんじ） 60, 61, 62,107,212,224, 

229,249,251,252,288,290,291,292,311,312, 

314,315,316,317,318,319,320,321,322,323, 

324,325,326,327,328,329,335,377,395,555 

辻高節（つじ 〔こうせつ〕） 193,505 

辻則承（つじのりつぐ） 5, 2, 3, 37, 65, 90, 91, 

198,200,213,214,220,221,225,234,235,243, 

244,270,271,279-280,504 

辻（つじ） 516,576 

堤正夫（つつみまさお） 541,546 

坪井玄道（つぽいげんどう） 6,260 

妻木頼矩（つまきよりのり） 111 

つゆまろ 539 

ツールジー 243 

テ

ディットリヒ ，ルドルフ Dittrich, Rudolf 14, 

17, 31, 4, 245, 395, 413, 498, 505, 511-522, 526, 

534 

ヂットリヒ 570 

ヂットリヒ 294,394,395,400,401,405,426 

ヂットリビ 556 

ヂトリヒ 296 

手島精一（てしませいいち） 190,191,212 

寺島宗則（てらじまむねのり） 1,29,250 

寺家村愛子（〔てらやむらあいこ〕） 269 

寺家村逸雅（〔てらやむらいつが〕） 269 

テルシャック 380,395,514,515 

卜

土井晩翠（どいばんすい）

ドヴォルザ

509 
、、

ーク Dvorak 

東儀季治（とうぎすえはる）

ぎてってき）

東儀季煕（とうぎすえひろ）

東儀季芳（とうぎすえよし）

東儀彰質（とうぎたけたか）

244,270,271 

533 

→東儀鉄笛（とう

110,273,504,505 

270,273,504 

5, 2, 65, 198, 200, 

東儀哲三郎（とうぎてつさぶろう） 6 

東儀鐵笛（とうぎてってき） 551,552 

東儀季治（とうぎすえはる） 552 

東儀俊龍（とうぎとしたつ） 5 

東儀俊慰（とうぎとしやす） 198 

東儀頼玄（とうぎよりはる） 504 

東儀（とうぎ）

遠山甲子［杵 キネ］ （とおやまきね） 5, 19, 

3,37,89,199,216,217,218,219,220,223,247, 

269,281,285,336,504,505,516,518 

戸田氏共（とだうじたか） 511, 512, 513 

ドニゼッタイ →ドニゼッティ

ドニゼ ― ップィ Donizetti

ドニゼッタイ 224 

ドビュシイ →ドビュッシー

ドビュッスイ →ドビュッシー

ドビュッシー Debussy

ドビュシイ 538 

ドビュッスイ 539 

ドボラウォッチ 576 

富岡米蔵（とみおかよねぞう） 193 

人名索引 7 



ス トラウス， リヒャルド 539 

シューベルト ，＇エフ Schubert 213, 224, 227, 

518,533,539,546 

シュポーア Spohr 518 

シューマン Schumann 518, 525, 530 

ジュ ールホッフ 227 

シューレル，ルイザ 395,514,515 

松軒居士（〔しょうけんこじ〕） 346,358 

ショパン Chopin 219,527,539,540 

白井規矩郎（しらいきくろう） 216, 220, 224, 

267,504,505 

白瀧幾之助（し らたきいくのすけ） 543, 544, 545 

ジルヘル Silcher 198, 546 

紳野良（〔じんのりょう〕） 328,329 

ス

末松謙澄（すえまつけんちょう） 269 

末松生（すえまつ〔しょう〕） 269 

菅了法（すがりょうほう） 322 

スカーラッチ，アレサンドロ →スカルラッティ

スカルラッティ Scarlatti,Alessandro 

スカーラッチ，アレサンドロ 546 

菅原道慎（すがわらのみちざね） 519 

杉浦重剛（すぎうらじゅうごう） 313,315,427 

杉浦千歌［チカ］ （すぎうらちか） 6,509,533 

杉本（すぎもと） 216 

スコット ，M.M. Scotto, Marion M. 239, 240 

スコット Scotto 96 

素性法師（〔すじょうほうし〕） 202 

鈴木鼓村（すずきこそん） 571 

鈴木重嶺（すずきしげね） 473,499,505 

鈴木秀一郎（すずきしゅういちろう） 365 

鈴木代吉 （すずき〔だいきち〕） 6 

鈴木のぶ（すずきのぶ） 541 

鈴木よし（すずきよし） 541 

鈴木米三郎（すずきよねざぶろう） →鈴木米次

郎（すずきよねじろう）

鈴木米次郎（すずきよねじろう） 5,253,258, 

359,504,505,519 

鈴木米三郎（すずきよねざぶろう） 347 

ストラウス，ジエー． →シュトラウス，J.
ストラウス， リヒャルド →シ ュトラ ウス， リ

ヒャルト

スネリング，ジョ ージ・エーチ Snelling, George 

H. 25 

隅本有尚（すみもと〔ありひさ〕） 427 

セ

税所敦子（〔ぜいそあつこ〕） 275,279 

瀬川朔［サク］ （せがわさく） 4,504,505 

6 人名索引

関須恵（〔せきすえ〕） 23 

闊根（せきね） 261 

セザール Cesar, Henri Abraham 97 

妹尾繁松（せのお〔しげまつ〕） 337 

世良田亮（せらだりょう） 427 

千家尊福（せんげたかとみ） 473,499,505 

千村筆（〔せんむらふで〕） 199,200 

ソ

曾禰（そね） 536,537 

薗十一郎（そのといちろう） 7 

園廣虎（そのひろとら） 5 

薗（その） 516 

ソープレー →ソープレット ，ギヨ ーム

ソープレット ，キヨーム Sauvlet, Guillaume 

13,3,224,225,227,228,247-249,258,260,287 

ソープレー 3,511 

ソープレット 223 

ソープレット →ソ ープレット ，ギヨーム

曾山幸彦（〔そやまゆきひこ）） 545 

夕

大門トク（〔だいもん〕とく） 6 

高木榮左エ門（たかぎえいざえもん） 193 

高木兼寛（たかぎかねひろ） 269 

高木タケ（たかぎたけ） 504 

高木武（たかぎたけし） 5 

高木チカ（たかぎちか） →杉浦チカ（すぎうら

ちか）

高木次雄（たかぎ〔つぐお〕） 227,504,505 

裔木富（たかぎとみ） 269 

高木正年（たかぎまさとし） 315 

高崎〔五六〕（たかぎ〔ごろく 〕） 223 

高崎正風（たかさきまさかぜ） 223, 228, 275, 

279,473,499 

高田せん（たかだせん） 220 

高津環（〔たかつたまき〕） 541,573 

高津仲次郎（〔たかっちゅうじろう〕） 311,328 

限野國蔵（たかのくにぞう） 504 

高野辰之（たかのたつゆき） 7 

高橋金次郎（たかはし〔きんじろう〕） 229 

高橋謙吉（たかはしけんきち） 365 

高橋作衛（たかはしさくえ） 255 

高橋勢似（たかはし〔せい〕） 6 

高橋忠次郎（たかはしちゅうじろう） 5 

高橋浩子（たかはしひろこ） 115 

高嶺専子（たかみねせんこ） →中村専（なかむ

らせん）

高嶺秀夫（たかみねひでお）

65,212,269,427,522 

7, 24, 26, 6, 13, 



498,511 サン ・サーンス Saint-Saens

河津祐之（〔こうづひろゆき〕） 11 サンサアン 539 

河野敏鎌（こうのとがま） 229,377,555 サンサン 539 

河野虎雄（〔こうの〕とらお） 261 三條貫美（さんじょうさねとみ） 212,230,231 

コエベル，ハオレ →ケーベル，ラファエル・フォ 山東岳（〔さんとうがく〕） 545 

ン

國司仙吉（〔こくし〕せんきち） 213 

木暮武太夫（こぐれぶだゆう） 312,322 

小篠秀一（こしのしゅういち） 37,270,271 

小中村消矩（こなかむらきよのり） 275,473, 

499,505 

小中村義象（こなかむら〔よしぞう〕） 279 

近衛（このえ） 528 

小林小太郎（こばやしこたろう） 212 

小林錠之助（こばやしじょうのすけ） 504,505 

コバルト 223 

古筆文（〔こふでふみ〕） 37 

駒井道義（こまいみちよし） 189 

小松耕輔（こまつこうすけ） 537,571,573 

小村壽太郎（こむらじゅたろう） 536,537 

小山作之助（こやまさくのすけ） 18, 4,216, 

220,223,224,228,261,275,279,296,498,504, 

505,509,510,522 

近藤逸五郎（こんどういつごろう） 541,544,545 

-546,550 

近藤準平（こんどうじゅんぺい） 312,332 

サ

才田伊三郎（さいたいざぶろう） 114, 115, 194 

才田光則（さいたみつのり） 1,114,115 

酒井良忠（さかい〔よしただ〕） 504 

佐方鎮（さかたしず） 6 

坂部行三郎（〔さかべこうざぶろう〕） 424 

櫻井錠二 （さくらいじょうじ） 285 

佐々木信綱（ささきのぶつな） 275,279 

佐澤太郎（さざわたろう） 11 

佐竹義和（さたけよしかず） 302 

サトウ エル／スト Satow. Sir Ernest 528 

佐藤イト（さとういと） 23 

佐藤左久（さとう〔さく〕） 561, 562 

佐藤誠貫（さとうせいじつ） 4, 91, 97, 98,275, 

463,473,498 

里見義（さとみただし） 2, 89, 91, 96, 97,158, 

163,164,203,204,205,208,210,244,275,281, 

508,509 

ザルスキー 223 

澤田孝ー （さわだこういち） 541,571 

澤柳政太郎（さわやなぎまさたろう） 427 

サンサアン →サン ・サーンス

サンサン →サン ・サーンス

シ

シェリング，A. Schering, A. 132 

ジェローム Jerome 545 

シェンネリ ー Schennery 514 

シェンキュウイッチ 223 

志賀ちよ（しがちよ） 541 

四鼈訥治（しかまとつじ） 279,366,379,519,520 

重徽小仙（〔しげちこせん〕） 373 

シタンゲ 538 

慈鎮和尚（じちんおしょう） 95,202 

品川禰二郎（しながまやじろう） 255,256 

篠田利英（しのだ 〔としひで〕） 427,498 

芝祐夏（しばすけなつ） 198,200,271 

芝忠重（しばただしげ） 6 

芝葛鎮（しばふじつね） 5, 2, 41, 96,177,193, 

200,205,209,243,244,270,271, 272-273, 296, 

504,505 

芝（しば） 516 

柴田消煕（しばたきよてる） 2, 95,202 

柴田環（しばたたまき） 12, 6, 534, 541, 544, 

550,551,573,575 

藤井環（ふじいたまき） 7 

三浦環（みう ら たまき） 544,549 

シーボルト Siebold 513 

島崎赤太郎（しまさきあかたろう） 18, 5, 6, 

510, 522, 571, 572 

島崎藤村（しまざきとうそん） 531 

島田三郎（しまださ ぶろう） 37, 97, 98,105,229, 

312,328,329,330,333,334,396,424,427 

島田英雄（しまだひでお） 541 

嶋津珍彦（しまづうづひこ） 3,217 

下田歌子（しもだうたこ） 279 

下田次郎（しもだじろう） 5 

下田フサ（しもだふさ） 504 

下田（しもだ） 572 

下村芳子（〔し もむ らよし こ〕） 5 

中村芳子（なかむら〔よしこ〕） 6 

シャ ード Schado,R. P. Lambillotte 96, 97 

シュ トラウス，ョセフ Strauss, Josef 24 7 

シュ トラウス，ヨハン Strauss, Johann 247, 

533 

シュトラウス，J.Strauss, J. 
ストラウス，ジェー 227 

シュ トラウス，リヒャルト Strauss, Richard 

人名索引 5 



キ

菊地大麓（きくちだいろく） 285 

菊地武信（きくちたけのぶ） 3,504 

菊地ミチ（きくちみち） 6 

菊間義清（〔きくまよしきよ〕） 279 

喜多襄（きた〔じょう〕） 7 

前田襄（まえだ〔じょう〕） 6 

北蓮蔵（きたれんぞう） 543,544 

北白川宮（きたしらかわのみや） 212 

北村季睛（きたむらすえはる） 522,571 

吉川やま（きつかわやま） 12, 6, 7, 541, 544, 

550,551 

杵屋三郎助（きねやさぶろうすけ） 264 

杵屋禰吉（きねややきち） 264 

杵屋六四郎（きねやろくしろう） 263 

杵屋六松（き ねやろくまつ） 264 

木下廣次（きのしたひろじ） 427 

木村作［サク］ （きむらさく） 5, 4,217,223,224, 

228,504 

木村匡（きむら〔ただし〕） 373 

木村正僻（きむらまさこと） 473,499,505 

ク

グウノオ →グノ ー， シー

グウノー →グノ ー， シー

九鬼隆一 （＜きりゅういち） 108, 212, 229, 242, 

264 

楠美恩三郎（くすみおんざぶろう） 6,504,505, 

510 

クーデンホーフ Coudenhove 516 

工藤行幹（＜どうゆきもと） 317,318 

グートシュミッ ト，バローン ・フォン Gutschmid 

516 

グノー，シー Gounod, C. 5,223,227,542 

グウノオ 527 

グウノー 218 

グーノー 516.518 ， 
グーノー →グノー

久野ひさ（くのひさ） 10, 25, 7 

久保勉（＜ぽまさる） 522,530,532 

久保田譲（＜ぽた〔ゆずる〕） 20,212,229 

久保田（くぼた） 377,555 

久米桂一郎（くめけいいちろう） 545 

グラスマン 516 

倉田久太郎（くらた〔ひさたろう〕） 224 

倉知甲子太郎（くらちかしたろう） 224,504 

倉辻フキ（くらつじふき） 7 

グリーグ Grieg 533 

グリフィン 516 

4 人名索引

クリー フェ，フレデリック Cliffe, Frederic 

529,530 

栗本渚夫（くりもと〔きよお〕） 509 

クリンドウォルト Krindworth 523 

久留正道（〔くるまさみち〕） 291 

グルック，クリス トッフ ・ウィルリバルト ・リッ

ター ・フォン Gluk, Christoph Willibald 

12, 6,525,535,541,542,546,547,548,551 

ゲルック 552 

クレマー 224 

クレメンタイ →クレメンティ

クレメンティ Clementi 518 

クレメンタイ 89 

クレン Krenn 514 

黒川員頼（くろかわまより）

463,473,498,499,505,518 

黒田清輝（くろだせいき） 545 

ケ

19, 4, 275, 279, 

ケエベル →ケーベル，ラファエル ・フォン

ケスレル 517 

ケーニンゲオー 532 

ケーベル，ラファエル ・フォン Koebel, Raphael 

von 11, 12, 5,423,426,517, 519, 522-532, 

533,535,550,551,561,564 

ケエベル 541,543,544 

コエベル，ハオレ 575 

ケラル 96.201 ， 
ゲルック →グルック，クリストッフ ・ウィルリ

バルト ・リ ッタ ーフォン

ケルビーニ 533 

コ

小池友七（こいけ〔ゆうしち〕） 509 

小出雷吉（こいでらいきち） 227,504 

高坂（こうさか） 247 

幸田幸（こうだこう） 11, 18, 5, 6,395,518,530, 

531,561,562 

安藤幸（あんどうこう） 22, 25, 26, 28, 30, 

396,509,522,570,573 

幸田延（こうだのぶ） 5, 11, 19, 22, 26, 3, 4, 

5, 89,199,216,217,219,220,223,224,228,243, 

247,257,268,269,275,281,285,396,509,522, 

530,531,533,556,560,561,568,570,571,572, 

573,575,576 

幸田露伴（こうだろはん） 269 

紳津元（〔こうづげん〕） 111 

紳津専三郎（こうづせんざぶろう） 13, 14, 2, 

3, 4, 13, 59, 61, 81, 90,111,192,214,224,225, 

235,244,265-268,286,334,363,398,399,463, 



大久保鈴子（おおくぽすずこ） 227 

大久保教道（おおくぽ〔のりみち〕） 114,115 

大窪貫（おおくぼ〔みのる〕） 427 

大隅重信（おおくましげのぶ） 512 

大島義脩（おおしまよしなが） 7, 6,522 

大須賀万和（〔おおすかまんわ〕） 262 

太田菊勢（おおた〔きくせ〕） 529 

太田恒（おおた（つね〕） →安藤恒（あんどう〔つ

ね〕）

大谷喜久蔵（〔おおたにきくぞう〕） 427 

大塚淳（おおつか〔じゅん〕） 7,534 

大沼魯夫（おおぬま ） 530 

多梅稚（おおのうめわか） 6,275（雅は誤り）

多忠廉（おおのただきよ） 3,271,280-281 

多忠孝（おおのただたか） 3,270,281 

多忠龍（おおのただたつ） 5 

多忠告（おおのただつぐ）

多忠基（おおのただもと）

多久毎（おおのひさつね）

多久寅（おおのひさはる）

多久随（おおのひさより）

225,270,271,280 

6 

5 

7 

7,534 

2, 37,198,200,220, 

大原敬吉（おおはら〔けいきち〕） 365 

図村出（〔おおむらいづる〕） 556 

大村怒三郎（おおむら〔ぬざぶろう〕） 5 

大和田愛羅（おおわだ〔あいら〕） 8,534 

大和田けい子（おおわだけいこ） 273 

大和田建樹（おおわだたけき） 4,273,275,279, 

280,518 

岡（おか） 516 

岡倉党三（おかくらかくぞう） 2, 65, 233, 244, 

264 

岡倉由三郎（おかくらよしさぶろう） 5 

岡田三郎助（おかださぶろうすけ） 543,544,545 

岡野貞一（おかのていいち） 6,509,510,522,533 

岡部（おかべ） 528 

岡安喜代八（〔おかやすきよはち〕） 264 

岡安喜代松（〔おかやすきよまつ〕） 264 

小木友［トモ］ （おぎとも） 5,216,224,228,504 

奥好義（おくよしいさ） 5, 2, 5, 37, 65, 89, 90, 

198, 

200,220,221,225,235,243,244,270,271,278 

-279,504,505 

奥原睛湖（おくはらせいこ） 264 

奥山朝恭（おくやまともやす） 2,163,164,269 

尾崎（おざき） 425 

乙骨三郎（おつこつさぶろう） 7,510,541,544, 

545,546,550 

小幡甚三郎（〔おばたじんざぶろう〕） 13 

折田彦ー （〔おりたひこいち〕） 212,229 

オルフヒニ Orfini 528 

力

カアジナア 527 

加川琴仙（かがわ〔きんせん〕） 553 

楽天子（〔がくてんし〕） 410 

鹿島秀磨（〔かしまひでまろ〕） 329,334 

柏田（かしわだ） 428 

ガースト Garst 529, 530 

霞里（〔かすみさと〕） 507 

勝安房（〔かつやすふさ〕） 403,473,499,505 

勝浦柄雄（かつう ら〔 ともお〕） 427 

加藤寛六郎（かとう〔かんろくろう〕） 364 

加藤錦子（かとう〔きんこ〕） 243 

加藤定［貞 サダ］ （か とうさだ） 2, 37, 199, 200, 

214,216,221,235,281 

加藤司書（かとうししょ） 224 

加藤精一郎（かとうせいいちろう） 3,220,281 

加藤弘之（かとうひろゆき） 212,229 

加藤六蔵（かとう〔ろくぞう〕） 323 

金澤やすの（かなざわやすの） 541 

金森小壽（〔かなもりこすず〕） 6 

金須嘉之進（〔かねすかのしん〕） 527 

金津鹿之助（〔かねづしかのすけ〕） 220 

嘉納治五郎（かのうじごろう） 6, 18, 4,243, 

407,411,412,425,428,517,519 

樺山資紀（かばやますけのり） 428 

加部厳夫（かべいずお） 2, 91, 96, 163, 164, 203, 

204,206,207,208,220,244,279,280,281,296 

カーペンタ ー Carpenter 241 

カーペンチーア，イー． 228 

鎌田信子（かまたのぶこ） 535 

亀井虎三郎（かめいとらさぶろう） 220 

鴨池宣之（かもいけ〔のりゆき〕） 229 

蒲生郷昭（がもうさとあき） 264 

カルコウト 96 

カルコット ，ジョン Calicott, John 111 

川上昔次郎（かわかみおとじろう） 399 

川上淳（かわかみ〔じゅん〕） 7,534 

川久保美壽々［美須々］ （〔かわくぽみすず〕） 7, 

538 

川瀬順輔（かわせじゅんすけ） 484,485,486 

河津直入（かわづなおいり） 275 

川端玉章（かわばたぎょくしょう） 545 

河原一郎（〔かわはら〕いちろう） 427 

河村純義（かわむらすみよし） 245,246 

紳田重助（かんだ〔ちょうすけ〕） 193,194 

カンパナ 228 

誹戸絢（かんべあや） 6, 522, 561, 572 
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井上毅（いのうえこわし） 407, 410, 411, 413, 

423,424 

井上哲次郎（いのうえてつじろう） 334,346, 

356,357,427 

今井慶松（いまいけいしょう） 516,529 

今井新太郎（いまいしんたろう） 5 

岩城寛（〔いわきひろし〕） 504 

岩倉具視（いわくらともみ） 212,268 

岩崎廣次（いわ さき 〔ひろつぐ〕） 364 

岩崎萬次郎（いわさきまんじろう） 335 

岩崎維謙（いわさき〔 これかね〕） 212 

岩田要輔（いわた 〔ようすけ〕） 368,370,371 

岩原アイ（いわはらあい） 395,504 

ゥ

ヴィウタン →ヴュ ータン

ヴィネッチ 576 

ウィルデ，ジェー 228 

ヴィヨータン →ヴュ ータン

上員行（うえさねみち） 5, 13, 17, 18,2,3,37, 

65,89,198,200,213,214,220,221,225,228,236, 

243,244,270,271,273-278,279,296,498,504, 

505 

上田敏（うえだびん） 546 

上田（うえだ） 428 

上野鈴（うえの〔すず〕） 37 

上野景馨（うえの ） 212 

ウェーバー Weber 227,533 

ウェバル 220 

上原ツル（うえはらつる） 486,488,518 

上原六四郎（うえはらろくしろう） 17,18, 

19, 22, 26, 28, 2, 4, 88,243,291,407,411,422, 

425,426,484,485,486,488,498,556 

ウェバル →ウェーバー

ウェプ →ウェプ

ウェープ，エドワード 238 

ウェプ 95 

ウエルデー 224 

ヴェルナー Wemer 97, 546 

ウォルフ 538 

ヴォルフ Wolf 539 

内田久仁（うちだ〔くに〕） 37 

内田粂太郎（うちだくめたろう） 6,224,504,505 

内田テツ（うちだてつ） 504,505 

内田正雄（うちだまさお） 11 

内田涸ー（うち だやいち） 2, 40, 41, 111, 193, 

194,200,213,244,263-264 

内村良蔵（うちむら〔りょうぞう〕） 212,229 

ウードプリッヂ，ウィリアム ・シ Woodbridge, 

William C. 25 

宇野フデ（うのふで） 504 

ヴュ ータン Vieutemps

ヴィウタン 218 

ヴィヨ ータン 516 

ヴュータン 515 

瓜生繁（うりゅうしげ） 5, 3, 64, 213, 221, 

225,268-269,498,557 

永井繁（ながいしげ） 2,213,214,235,244 

瓜生外吉（うりゅうそときち） 268,269 

工

江木千之（えぎかずゆき） 212 

ェッケル →エ ッケルト ，フランツ

ェッケルト →エッゲルト，フランツ

ェッケルト ，フランツ Eckert, Franz 2, 3, 65, 

213,220,221,225,237,240,242,243,245-247, 

248,273,499,550 

ェッケル 409 

ェッケルト 258 

エード ン 219 

榎本武揚（えのもとたけあき） 291,292 

江原素六（えばらそろく） 427 

江馬天江（〔えまてんこう〕） 273 

エーマン 516 

ウェブ 208 エミリ ー 243 

ヴェルクマイスタ ー，ハインリヒ Werkmeister, ェリス ， アレキサンダー • J. Ellis, Alexander J. 
Heinrich 28, 30, 7, 510, 531 I 3, 194, 196, 197 

ウエルクマイステル 576 エ リス，アレキサンドル ・ゼー 222 

ヴェルクマイステル 539 ェリス，アレキサンドル ・ゼー →エリス，アレ

ウエルクマイステル →ヴェルクマイスター，ハ キサンダー • J.

インリヒ エリス Ellis 529. 530 

ヴェルクマイステル →ヴェルクマイスター，ハ 遠藤宏（えんどうひろし） 95, 243, 297, 427, 505, 

インリヒ 509 521 

ヴェルヂー →ヴェルディ

ウエルデー →ヴェルディ
才

ヴェルディ Verdi 大木喬任（おおきたかとう） 2, 4,157,167,221, 

ヴェルヂー 219 223,247,248,251,288,381,398,400,402 

2 人名索引



人名索 引

外国人のファミリー ・ネームで種々の表記がある場合には，今日の一般的な表記に

よる項目を立て，その下に別表記を列挙した。外国人のファースト・ネーム，日本

人の漢字（仮名）表記が複数ある場合には［ ］を付けた。人名の読み方など，〔 〕

を付けたものは未確認であることを示す。イタリックの数字は口絵の頁を示し，太

字の数字はその頁でその人物に関する説明がなされていることを表す。

ア

青木周蔵（あおきしゅうぞう） 528 

青木匡（あおき〔ただし〕） 316 

青木兒（あおき ） 534 

青木（あおき） 528 

赤川寅次郎（あかがわとらじろう） 18,6 

浅井忠（あさいちゅう） 193 

朝比奈知泉（あさひなちせん） 334,357 

麻生富久［フク］ （あそうふく） 6,515,516,518 

アッペール →アペール

アフアム 26 

アプト Abt 224,518 

阿部興人（あべおきんど） 330 

安倍季功（あべすえいさ） 37,198,200,271 

安部（あべ） 516 

アペール Appert 

アッペール 217 

天野あい（あまのあい） 541 

天野為之（あまのためゆき） 312,330,331,332, 

333,334,335,366 

天野若園（あまの〔わかまる〕） 333 

天谷秀（〔あまやしゅう〕） 5 

荒井シン（あらいしん） 504 

荒木古童（あらきこどう）二代目 ・竹翁（ちくおう）

163,164,193,218,244,484,485,518,527 

荒木古童（あらきこどう）三代目 ・員之助（しんの

すけ） 484,485,486 

アラール，デ Alard, D 218,219 

アラン，ロベルト 96,205 

有栖川宮（ありすがわのみや） 212 

粟原きん（あわはらきん） 541 

安藤勝一郎（あんどう〔かついちろう〕） 6 

安束消人（〔あんどうきよひと〕） 212 

安藤幸（あんどうこう） →幸田幸（ こうだこ

う）

安藤恒（あんどう〔つね〕） 534 

ィ

飯沼一雄（いいぬまかずお） 214 

井口あぐり（いぐちあぐり） 6 

池田謙齊（いけだけんさ い） 212 

伊澤乙女（いさわ〔おとめ〕） 541 

伊澤修二（いさわしゅうじ） 2, 13, 14, 1, 2, 3, 

4, 13, 14, 15, 17, 18, 19, 20, 21, 29, 32, 41, 44, 59, 

62, 63, 91, 92, 94, 95, 96, 97, llO, lll, ll6, 123, 

135,158,163,164,167,177,190,191,194,196, 

197,199,200,201,209, 2ll, 218,220,225,229, 

230,231,233,234,237,238,240,241,242,243, 

244,245, 246,247,248,249, 250-262,265,266, 

271, 273,285,286,287,288,291,192,294,295,296, 

334,336,340,379,381,395, 396,399,402, 403, 

407,424,427,472,499,504,505,508, 5ll, 514, 

557,563,576 

伊澤多喜男（いさわたきお） 253,295,260,261 

石岡得久［ トク］ （いしおかとく） 4,504,395, 

505 

石倉小三郎（いしくらこさぶろう） 6, 541, 542, 

544,545,546,550 

石高テル（いしだかてる） 538 

石野説（いしの〔いわお〕） 6 

磯谷健吉（いそがやけんきち） 543,544,545 

長尾建吉（ながおけんきち） 545 

板倉種（いたくらたね） 36 

市川儀平（いちかわ〔ぎへい〕） 193 

市川道［ミチ］ （いちかわみち） 5, 3, 37, 89,199, 

219,220,223,247,281,285,504 

市川米子（いちかわよねこ） 37 

一啄ー飲居士（〔いっかいいちいんこじ〕） 347, 

361 

井出茂太（〔いでしげた〕） 533 

伊東逹彦（いとうたつひこ） 338 

伊藤博文（いとうひろぶみ） 496 

伊藤（いとう） 515 

栢垣千頴（いながきちかい） 2,91,95,96,97,98, 

100,202,203,204,205,207,208,244,281 

稲葉長蔵（いなば〔ちょうぞう〕） 365 

井上馨（いのうえかおる） 212 

井上角五郎（いのうえかくごろう） 330 

井上勝之助（いのうえかつのすけ） 536,537 
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